




Holy Bible
Aionian Edition®

口語訳「聖書」

Japanese Kougo-yaku, Colloquial



Holy Bible Aionian Edition ®

口語訳「聖書」

Japanese Kougo-yaku, Colloquial

CC Attribution NoDerivatives 4.0, 2018-2024
Source text: Crosswire.org
Source version: 8/18/2017

Source copyright: Public Domain
Colloquial Japanese Bible by the Japan Bible Society, 1954-1955

Psalm 130-139, Proverb 30-31 from Meiji / Matthew 25-28, John 19, Roman 10 from Bungo
ISBN: 978-1-67814-451-7

Formatted by Speedata Publisher 4.19.18 (Pro) on 7/19/2024
100% Free to Copy and Print

TOR Anonymously
AionianBible.org

Published by Nainoia Inc
https://Nainoia-Inc.signedon.net

We pray for a modern public domain translation in every language
Report content and format concerns to Nainoia Inc

Volunteer help is welcome and appreciated!



Celebrate Jesus Christ’s victory of grace!





序文
日本語 at AionianBible.org/Preface

The Holy Bible Aionian Edition ® is the world’s first Bible un-translation! What is an un-
translation? Bibles are translated into each of our languages from the original Hebrew,
Aramaic, and Koine Greek. Occasionally, the best word translation cannot be found and
these words are transliterated letter by letter. Four well known transliterations are Christ,
baptism, angel, and apostle. The meaning is then preserved more accurately through
context and a dictionary. The Aionian Bible un-translates and instead transliterates
eleven additional Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for
individuals and all mankind, and the nature of afterlife destinies.

The first three words are aiōn, aiōnios, and aïdios, typically translated as eternal
and also world or eon. The Aionian Bible is named after an alternative spelling of
aiōnios. Consider that researchers question if aiōn and aiōnios actually mean eternal.
Translating aiōn as eternal in Matthew 28:20 makes no sense, as all agree. The Greek
word for eternal is aïdios, used in Romans 1:20 about God and in Jude 6 about demon
imprisonment. Yet what about aiōnios in John 3:16? Certainly we do not question
whether salvation is eternal! However, aiōnios means something much more wonderful
than infinite time! Ancient Greeks used aiōn to mean eon or age. They also used the
adjective aiōnios to mean entirety, such as complete or even consummate, but never
infinite time. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs. So aiōnios
is the perfect description of God's Word which has everything we need for life and
godliness! And the aiōnios life promised in John 3:16 is not simply a ticket to eternal life
in the future, but the invitation through faith to the consummate life beginning now!

The next seven words are Sheol, Hadēs, Geenna, Tartaroō, Abyssos, and Limnē Pyr.
These words are often translated as Hell, the place of eternal punishment. However,
Hell is ill-defined when compared with the Hebrew and Greek. For example, Sheol is
the abode of deceased believers and unbelievers and should never be translated as
Hell. Hadēs is a temporary place of punishment, Revelation 20:13-14. Geenna is the
Valley of Hinnom, Jerusalem's refuse dump, a temporal judgment for sin. Tartaroō is a
prison for demons, mentioned once in 2 Peter 2:4. Abyssos is a temporary prison for
the Beast and Satan. Translators are also inconsistent because Hell is used by the
King James Version 54 times, the New International Version 14 times, and the World
English Bible zero times. Finally, Limnē Pyr is the Lake of Fire, yet Matthew 25:41
explains that these fires are prepared for the Devil and his angels. So there is reason to
review our conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The eleventh word, eleēsē, reveals the grand conclusion of grace in Romans 11:32.
Take the time to understand these eleven words. The original translation is unaltered
and a note is added to 64 Old Testament and 200 New Testament verses. To help
parallel study and Strong's Concordance use, apocryphal text is removed and most
variant verse numbering is mapped to the English standard. We thank our sources at
eBible.org, Crosswire.org, unbound.Biola.edu, Bible4u.net, and NHEB.net. The Aionian
Bible is copyrighted with creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0, allowing 100%
freedom to copy and print, if respecting source copyrights. Check the Reader's Guide
and read online at AionianBible.org, with Android, and TOR network. Why purple? King
Jesus’ Word is royal… and purple is the color of royalty!
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04/15/85 - Aionian Bible conceived as B. and J. pray.
12/18/13 - Aionian Bible announced as J. and J. pray.
06/21/15 - Aionian Bible birthed as G. and J. pray.
01/11/16 - AionianBible.org domain registered.
06/21/16 - 30 translations available in 12 languages.
12/07/16 - Nainoia Inc established as non-profit corporation.
01/01/17 - Creative Commons Attribution No Derivatives 4.0 license added.
01/16/17 - Aionian Bible Google Play Store App published.
07/01/17 - 'The Purple Bible' nickname begins.
07/30/17 - 42 translations now available in 22 languages.
02/01/18 - Holy Bible Aionian Edition® trademark registered.
03/06/18 - Aionian Bibles available in print at Amazon.com.
10/20/18 - 70 translations now available in 33 languages.
11/17/18 - 104 translations now available in 57 languages.
03/24/19 - 135 translations now available in 67 languages.
10/28/19 - Aionian Bible nursed as J. and J. pray.
10/31/19 - 174 translations now available in 74 languages.
02/22/20 - Aionian Bibles available in print at Lulu.com.
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08/29/20 - Aionian Bibles now available in ePub format.
12/01/20 - Right to left and Hindic languages now available in PDF format.
03/31/21 - 214 translations now available in 99 languages.
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12/20/21 - Social media presence on Facebook, Twitter, LinkedIn, YouTube, etc.
01/01/22 - 216 translations now available in 99 languages.
01/09/22 - StudyPack resources for Bible translation study.
02/14/22 - Strong's Concordance from Open Scriptures and STEPBible.
02/14/23 - Aionian Bible published on the TOR Network.
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旧約聖書



神は人を追い出し、エデンの園の東に、ケルビムと、回る炎のつるぎとを置いて、

命の木の道を守らせられた。

創世記 3:24



創世記1

創世記

1はじめに神は天と地とを創造された。 2地は形

なく、むなしく、やみが淵のおもてにあり、神

の霊が水のおもてをおおっていた。 3神は「光あ

れ」と言われた。すると光があった。 4神はその

光を見て、良しとされた。神はその光とやみとを

分けられた。 5神は光を昼と名づけ、やみを夜と

名づけられた。夕となり、また朝となった。第一

日である。 6神はまた言われた、「水の間におお

ぞらがあって、水と水とを分けよ」。 7そのよう

になった。神はおおぞらを造って、おおぞらの下

の水とおおぞらの上の水とを分けられた。 8神は

そのおおぞらを天と名づけられた。夕となり、ま

た朝となった。第二日である。 9神はまた言われ

た、「天の下の水は一つ所に集まり、かわいた地

が現れよ」。そのようになった。 10神はそのかわ

いた地を陸と名づけ、水の集まった所を海と名づ

けられた。神は見て、良しとされた。 11神はまた

言われた、「地は青草と、種をもつ草と、種類に

したがって種のある実を結ぶ果樹とを地の上には

えさせよ」。そのようになった。 12地は青草と、

種類にしたがって種をもつ草と、種類にしたがっ

て種のある実を結ぶ木とをはえさせた。神は見て

、良しとされた。 13夕となり、また朝となった。

第三日である。 14神はまた言われた、「天のおお

ぞらに光があって昼と夜とを分け、しるしのため

、季節のため、日のため、年のためになり、 15天

のおおぞらにあって地を照らす光となれ」。その

ようになった。 16神は二つの大きな光を造り、大

きい光に昼をつかさどらせ、小さい光に夜をつか

さどらせ、また星を造られた。 17神はこれらを天

のおおぞらに置いて地を照らさせ、 18昼と夜とを

つかさどらせ、光とやみとを分けさせられた。神

は見て、良しとされた。 19夕となり、また朝とな

った。第四日である。 20神はまた言われた、「水

は生き物の群れで満ち、鳥は地の上、天のおおぞ

らを飛べ」。 21神は海の大いなる獣と、水に群が

るすべての動く生き物とを、種類にしたがって創

造し、また翼のあるすべての鳥を、種類にしたが

って創造された。神は見て、良しとされた。 22神

はこれらを祝福して言われた、「生めよ、ふえよ

、海の水に満ちよ、また鳥は地にふえよ」。 23夕

となり、また朝となった。第五日である。 24神は

また言われた、「地は生き物を種類にしたがって

いだせ。家畜と、這うものと、地の獣とを種類に

したがっていだせ」。そのようになった。 25神は

地の獣を種類にしたがい、家畜を種類にしたがい

、また地に這うすべての物を種類にしたがって造

られた。神は見て、良しとされた。 26神はまた言

われた、「われわれのかたちに、われわれにかた

どって人を造り、これに海の魚と、空の鳥と、家

畜と、地のすべての獣と、地のすべての這うもの

とを治めさせよう」。 27神は自分のかたちに人を

創造された。すなわち、神のかたちに創造し、男

と女とに創造された。 28神は彼らを祝福して言わ

れた、「生めよ、ふえよ、地に満ちよ、地を従わ

せよ。また海の魚と、空の鳥と、地に動くすべて

の生き物とを治めよ」。 29神はまた言われた、「

わたしは全地のおもてにある種をもつすべての草

と、種のある実を結ぶすべての木とをあなたがた

に与える。これはあなたがたの食物となるであろ

う。 30また地のすべての獣、空のすべての鳥、地

を這うすべてのもの、すなわち命あるものには、

食物としてすべての青草を与える」。そのように

なった。 31神が造ったすべての物を見られたとこ

ろ、それは、はなはだ良かった。夕となり、また

朝となった。第六日である。

2こうして天と地と、その万象とが完成した。 2

神は第七日にその作業を終えられた。すなわち

、そのすべての作業を終って第七日に休まれた。 3

神はその第七日を祝福して、これを聖別された。

神がこの日に、そのすべての創造のわざを終って

休まれたからである。 4これが天地創造の由来で

ある。主なる神が地と天とを造られた時、 5地に

はまだ野の木もなく、また野の草もはえていなか

った。主なる神が地に雨を降らせず、また土を耕

す人もなかったからである。 6しかし地から泉が

わきあがって土の全面を潤していた。 7主なる神

は土のちりで人を造り、命の息をその鼻に吹きい

れられた。そこで人は生きた者となった。 8主な

る神は東のかた、エデンに一つの園を設けて、そ

の造った人をそこに置かれた。 9また主なる神は

、見て美しく、食べるに良いすべての木を土から

はえさせ、更に園の中央に命の木と、善悪を知る

木とをはえさせられた。 10また一つの川がエデン

から流れ出て園を潤し、そこから分れて四つの川

となった。 11その第一の名はピソンといい、金の

あるハビラの全地をめぐるもので、 12その地の金

は良く、またそこはブドラクと、しまめのうとを

産した。 13第二の川の名はギホンといい、クシの

全地をめぐるもの。 14第三の川の名はヒデケルと

いい、アッスリヤの東を流れるもの。第四の川は

ユフラテである。 15主なる神は人を連れて行って

エデンの園に置き、これを耕させ、これを守らせ

られた。 16主なる神はその人に命じて言われた、

「あなたは園のどの木からでも心のままに取って

食べてよろしい。 17しかし善悪を知る木からは取

って食べてはならない。それを取って食べると、

きっと死ぬであろう」。 18また主なる神は言われ

た、「人がひとりでいるのは良くない。彼のため

に、ふさわしい助け手を造ろう」。 19そして主な

る神は野のすべての獣と、空のすべての鳥とを土

で造り、人のところへ連れてきて、彼がそれにど

んな名をつけるかを見られた。人がすべて生き物

に与える名は、その名となるのであった。 20それ

で人は、すべての家畜と、空の鳥と、野のすべて

の獣とに名をつけたが、人にはふさわしい助け手

が見つからなかった。 21そこで主なる神は人を深

く眠らせ、眠った時に、そのあばら骨の一つを取

って、その所を肉でふさがれた。 22主なる神は人

から取ったあばら骨でひとりの女を造り、人のと



創世記 2

ころへ連れてこられた。 23そのとき、人は言った

。「これこそ、ついにわたしの骨の骨、わたしの

肉の肉。男から取ったものだから、これを女と名

づけよう」。 24それで人はその父と母を離れて、

妻と結び合い、一体となるのである。 25人とその

妻とは、ふたりとも裸であったが、恥ずかしいと

は思わなかった。

3さて主なる神が造られた野の生き物のうちで、
へびが最も狡猾であった。へびは女に言った、

「園にあるどの木からも取って食べるなと、ほん

とうに神が言われたのですか」。 2女はへびに言

った、「わたしたちは園の木の実を食べることは

許されていますが、 3ただ園の中央にある木の実

については、これを取って食べるな、これに触れ

るな、死んではいけないからと、神は言われまし

た」。 4へびは女に言った、「あなたがたは決し

て死ぬことはないでしょう。 5それを食べると、

あなたがたの目が開け、神のように善悪を知る者

となることを、神は知っておられるのです」。 6

女がその木を見ると、それは食べるに良く、目に

は美しく、賢くなるには好ましいと思われたから

、その実を取って食べ、また共にいた夫にも与え

たので、彼も食べた。 7すると、ふたりの目が開

け、自分たちの裸であることがわかったので、い

ちじくの葉をつづり合わせて、腰に巻いた。 8彼

らは、日の涼しい風の吹くころ、園の中に主なる

神の歩まれる音を聞いた。そこで、人とその妻と

は主なる神の顔を避けて、園の木の間に身を隠し

た。 9主なる神は人に呼びかけて言われた、「あ

なたはどこにいるのか」。 10彼は答えた、「園の

中であなたの歩まれる音を聞き、わたしは裸だっ

たので、恐れて身を隠したのです」。 11神は言わ

れた、「あなたが裸であるのを、だれが知らせた

のか。食べるなと、命じておいた木から、あなた

は取って食べたのか」。 12人は答えた、「わたし

と一緒にしてくださったあの女が、木から取って

くれたので、わたしは食べたのです」。 13そこで

主なる神は女に言われた、「あなたは、なんとい

うことをしたのです」。女は答えた、「へびがわ

たしをだましたのです。それでわたしは食べまし

た」。 14主なる神はへびに言われた、「おまえは

、この事を、したので、すべての家畜、野のすべ

ての獣のうち、最ものろわれる。おまえは腹で、

這いあるき、一生、ちりを食べるであろう。 15わ

たしは恨みをおく、おまえと女とのあいだに、お

まえのすえと女のすえとの間に。彼はおまえのか

しらを砕き、おまえは彼のかかとを砕くであろう

」。 16つぎに女に言われた、「わたしはあなたの

産みの苦しみを大いに増す。あなたは苦しんで子

を産む。それでもなお、あなたは夫を慕い、彼は

あなたを治めるであろう」。 17更に人に言われた

、「あなたが妻の言葉を聞いて、食べるなと、わ

たしが命じた木から取って食べたので、地はあな

たのためにのろわれ、あなたは一生、苦しんで地

から食物を取る。 18地はあなたのために、いばら

とあざみとを生じ、あなたは野の草を食べるであ

ろう。 19あなたは顔に汗してパンを食べ、ついに

土に帰る、あなたは土から取られたのだから。あ

なたは、ちりだから、ちりに帰る」。 20さて、人

はその妻の名をエバと名づけた。彼女がすべて生

きた者の母だからである。 21主なる神は人とその

妻とのために皮の着物を造って、彼らに着せられ

た。 22主なる神は言われた、「見よ、人はわれわ

れのひとりのようになり、善悪を知るものとなっ

た。彼は手を伸べ、命の木からも取って食べ、永

久に生きるかも知れない」。 23そこで主なる神は

彼をエデンの園から追い出して、人が造られたそ

の土を耕させられた。 24神は人を追い出し、エデ

ンの園の東に、ケルビムと、回る炎のつるぎとを

置いて、命の木の道を守らせられた。

4人はその妻エバを知った。彼女はみごもり、カ
インを産んで言った、「わたしは主によって、

ひとりの人を得た」。 2彼女はまた、その弟アベ

ルを産んだ。アベルは羊を飼う者となり、カイン

は土を耕す者となった。 3日がたって、カインは

地の産物を持ってきて、主に供え物とした。 4ア

ベルもまた、その群れのういごと肥えたものとを

持ってきた。主はアベルとその供え物とを顧みら

れた。 5しかしカインとその供え物とは顧みられ

なかったので、カインは大いに憤って、顔を伏せ

た。 6そこで主はカインに言われた、「なぜあな

たは憤るのですか、なぜ顔を伏せるのですか。 7

正しい事をしているのでしたら、顔をあげたらよ

いでしょう。もし正しい事をしていないのでした

ら、罪が門口に待ち伏せています。それはあなた

を慕い求めますが、あなたはそれを治めなければ

なりません」。 8カインは弟アベルに言った、「

さあ、野原へ行こう」。彼らが野にいたとき、カ

インは弟アベルに立ちかかって、これを殺した。 9

主はカインに言われた、「弟アベルは、どこにい

ますか」。カインは答えた、「知りません。わた

しが弟の番人でしょうか」。 10主は言われた、「

あなたは何をしたのです。あなたの弟の血の声が

土の中からわたしに叫んでいます。 11今あなたは

のろわれてこの土地を離れなければなりません。

この土地が口をあけて、あなたの手から弟の血を

受けたからです。 12あなたが土地を耕しても、土

地は、もはやあなたのために実を結びません。あ

なたは地上の放浪者となるでしょう」。 13カイン

は主に言った、「わたしの罰は重くて負いきれま

せん。 14あなたは、きょう、わたしを地のおもて

から追放されました。わたしはあなたを離れて、

地上の放浪者とならねばなりません。わたしを見

付ける人はだれでもわたしを殺すでしょう」。 15

主はカインに言われた、「いや、そうではない。

だれでもカインを殺す者は七倍の復讐を受けるで

しょう」。そして主はカインを見付ける者が、だ

れも彼を打ち殺すことのないように、彼に一つの

しるしをつけられた。 16カインは主の前を去って

、エデンの東、ノドの地に住んだ。 17カインはそ

の妻を知った。彼女はみごもってエノクを産んだ

。カインは町を建て、その町の名をその子の名に
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したがって、エノクと名づけた。 18エノクにはイ

ラデが生れた。イラデの子はメホヤエル、メホヤ

エルの子はメトサエル、メトサエルの子はレメク

である。 19レメクはふたりの妻をめとった。ひと

りの名はアダといい、ひとりの名はチラといった

。 20アダはヤバルを産んだ。彼は天幕に住んで、

家畜を飼う者の先祖となった。 21その弟の名はユ

バルといった。彼は琴や笛を執るすべての者の先

祖となった。 22チラもまたトバルカインを産んだ

。彼は青銅や鉄のすべての刃物を鍛える者となっ

た。トバルカインの妹をナアマといった。 23レメ

クはその妻たちに言った、「アダとチラよ、わた

しの声を聞け、レメクの妻たちよ、わたしの言葉

に耳を傾けよ。わたしは受ける傷のために、人を

殺し、受ける打ち傷のために、わたしは若者を殺

す。 24カインのための復讐が七倍ならば、レメク

のための復讐は七十七倍」。 25アダムはまたその

妻を知った。彼女は男の子を産み、その名をセツ

と名づけて言った、「カインがアベルを殺したの

で、神はアベルの代りに、ひとりの子をわたしに

授けられました」。 26セツにもまた男の子が生れ

た。彼はその名をエノスと名づけた。この時、人

々は主の名を呼び始めた。

5アダムの系図は次のとおりである。神が人を創
造された時、神をかたどって造り、 2彼らを男

と女とに創造された。彼らが創造された時、神は

彼らを祝福して、その名をアダムと名づけられた

。 3アダムは百三十歳になって、自分にかたどり

、自分のかたちのような男の子を生み、その名を

セツと名づけた。 4アダムがセツを生んで後、生

きた年は八百年であって、ほかに男子と女子を生

んだ。 5アダムの生きた年は合わせて九百三十歳

であった。そして彼は死んだ。 6セツは百五歳に

なって、エノスを生んだ。 7セツはエノスを生ん

だ後、八百七年生きて、男子と女子を生んだ。 8

セツの年は合わせて九百十二歳であった。そして

彼は死んだ。 9エノスは九十歳になって、カイナ

ンを生んだ。 10エノスはカイナンを生んだ後、八

百十五年生きて、男子と女子を生んだ。 11エノス

の年は合わせて九百五歳であった。そして彼は死

んだ。 12カイナンは七十歳になって、マハラレル

を生んだ。 13カイナンはマハラレルを生んだ後、

八百四十年生きて、男子と女子を生んだ。 14カイ

ナンの年は合わせて九百十歳であった。そして彼

は死んだ。 15マハラレルは六十五歳になって、ヤ

レドを生んだ。 16マハラレルはヤレドを生んだ後

、八百三十年生きて、男子と女子を生んだ。 17マ

ハラレルの年は合わせて八百九十五歳であった。

そして彼は死んだ。 18ヤレドは百六十二歳になっ

て、エノクを生んだ。 19ヤレドはエノクを生んだ

後、八百年生きて、男子と女子を生んだ。 20ヤレ

ドの年は合わせて九百六十二歳であった。そして

彼は死んだ。 21エノクは六十五歳になって、メト

セラを生んだ。 22エノクはメトセラを生んだ後、

三百年、神とともに歩み、男子と女子を生んだ。

23エノクの年は合わせて三百六十五歳であった。

24エノクは神とともに歩み、神が彼を取られたの

で、いなくなった。 25メトセラは百八十七歳にな

って、レメクを生んだ。 26メトセラはレメクを生

んだ後、七百八十二年生きて、男子と女子を生ん

だ。 27メトセラの年は合わせて九百六十九歳であ

った。そして彼は死んだ。 28レメクは百八十二歳

になって、男の子を生み、 29「この子こそ、主が

地をのろわれたため、骨折り働くわれわれを慰め

るもの」と言って、その名をノアと名づけた。 30

レメクはノアを生んだ後、五百九十五年生きて、

男子と女子を生んだ。 31レメクの年は合わせて七

百七十七歳であった。そして彼は死んだ。 32ノア

は五百歳になって、セム、ハム、ヤペテを生んだ

。

6人が地のおもてにふえ始めて、娘たちが彼らに
生れた時、 2神の子たちは人の娘たちの美しい

のを見て、自分の好む者を妻にめとった。 3そこ

で主は言われた、「わたしの霊はながく人の中に

とどまらない。彼は肉にすぎないのだ。しかし、

彼の年は百二十年であろう」。 4そのころ、また

その後にも、地にネピリムがいた。これは神の子

たちが人の娘たちのところにはいって、娘たちに

産ませたものである。彼らは昔の勇士であり、有

名な人々であった。 5主は人の悪が地にはびこり

、すべてその心に思いはかることが、いつも悪い

事ばかりであるのを見られた。 6主は地の上に人

を造ったのを悔いて、心を痛め、 7「わたしが創

造した人を地のおもてからぬぐい去ろう。人も獣

も、這うものも、空の鳥までも。わたしは、これ

らを造ったことを悔いる」と言われた。 8しかし

、ノアは主の前に恵みを得た。 9ノアの系図は次

のとおりである。ノアはその時代の人々の中で正

しく、かつ全き人であった。ノアは神とともに歩

んだ。 10ノアはセム、ハム、ヤペテの三人の子を

生んだ。 11時に世は神の前に乱れて、暴虐が地に

満ちた。 12神が地を見られると、それは乱れてい

た。すべての人が地の上でその道を乱したからで

ある。 13そこで神はノアに言われた、「わたしは

、すべての人を絶やそうと決心した。彼らは地を

暴虐で満たしたから、わたしは彼らを地とともに

滅ぼそう。 14あなたは、いとすぎの木で箱舟を造

り、箱舟の中にへやを設け、アスファルトでその

うちそとを塗りなさい。 15その造り方は次のとお

りである。すなわち箱舟の長さは三百キュビト、

幅は五十キュビト、高さは三十キュビトとし、 16

箱舟に屋根を造り、上へ一キュビトにそれを仕上

げ、また箱舟の戸口をその横に設けて、一階と二

階と三階のある箱舟を造りなさい。 17わたしは地

の上に洪水を送って、命の息のある肉なるものを

、みな天の下から滅ぼし去る。地にあるものは、

みな死に絶えるであろう。 18ただし、わたしはあ

なたと契約を結ぼう。あなたは子らと、妻と、子

らの妻たちと共に箱舟にはいりなさい。 19またす

べての生き物、すべての肉なるものの中から、そ

れぞれ二つずつを箱舟に入れて、あなたと共にそ

の命を保たせなさい。それらは雄と雌とでなけれ
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ばならない。 20すなわち、鳥はその種類にしたが

い獣はその種類にしたがい、また地のすべての這

うものも、その種類にしたがって、それぞれ二つ

ずつ、あなたのところに入れて、命を保たせなさ

い。 21また、すべての食物となるものをとって、

あなたのところにたくわえ、あなたとこれらのも

のとの食物としなさい」。 22ノアはすべて神の命

じられたようにした。

7主はノアに言われた、「あなたと家族とはみな
箱舟にはいりなさい。あなたがこの時代の人々

の中で、わたしの前に正しい人であるとわたしは

認めたからである。 2あなたはすべての清い獣の

中から雄と雌とを七つずつ取り、清くない獣の中

から雄と雌とを二つずつ取り、 3また空の鳥の中

から雄と雌とを七つずつ取って、その種類が全地

のおもてに生き残るようにしなさい。 4七日の後

、わたしは四十日四十夜、地に雨を降らせて、わ

たしの造ったすべての生き物を、地のおもてから

ぬぐい去ります」。 5ノアはすべて主が命じられ

たようにした。 6さて洪水が地に起った時、ノア

は六百歳であった。 7ノアは子らと、妻と、子ら

の妻たちと共に洪水を避けて箱舟にはいった。 8

また清い獣と、清くない獣と、鳥と、地に這うす

べてのものとの、 9雄と雌とが、二つずつノアの

もとにきて、神がノアに命じられたように箱舟に

はいった。 10こうして七日の後、洪水が地に起っ

た。 11それはノアの六百歳の二月十七日であって

、その日に大いなる淵の源は、ことごとく破れ、

天の窓が開けて、 12雨は四十日四十夜、地に降り

注いだ。 13その同じ日に、ノアと、ノアの子セム

、ハム、ヤペテと、ノアの妻と、その子らの三人

の妻とは共に箱舟にはいった。 14またすべての種

類の獣も、すべての種類の家畜も、地のすべての

種類の這うものも、すべての種類の鳥も、すべて

の翼あるものも、皆はいった。 15すなわち命の息

のあるすべての肉なるものが、二つずつノアのも

とにきて、箱舟にはいった。 16そのはいったもの

は、すべて肉なるものの雄と雌とであって、神が

彼に命じられたようにはいった。そこで主は彼の

うしろの戸を閉ざされた。 17洪水は四十日のあい

だ地上にあった。水が増して箱舟を浮べたので、

箱舟は地から高く上がった。 18また水がみなぎり

、地に増したので、箱舟は水のおもてに漂った。

19水はまた、ますます地にみなぎり、天の下の高

い山々は皆おおわれた。 20水はその上、さらに十

五キュビトみなぎって、山々は全くおおわれた。

21地の上に動くすべて肉なるものは、鳥も家畜も

獣も、地に群がるすべての這うものも、すべての

人もみな滅びた。 22すなわち鼻に命の息のあるす

べてのもの、陸にいたすべてのものは死んだ。 23

地のおもてにいたすべての生き物は、人も家畜も

、這うものも、空の鳥もみな地からぬぐい去られ

て、ただノアと、彼と共に箱舟にいたものだけが

残った。 24水は百五十日のあいだ地上にみなぎっ

た。

8神はノアと、箱舟の中にいたすべての生き物と
、すべての家畜とを心にとめられた。神が風を

地の上に吹かせられたので、水は退いた。 2また

淵の源と、天の窓とは閉ざされて、天から雨が降

らなくなった。 3それで水はしだいに地の上から

引いて、百五十日の後には水が減り、 4箱舟は七

月十七日にアララテの山にとどまった。 5水はし

だいに減って、十月になり、十月一日に山々の頂

が現れた。 6四十日たって、ノアはその造った箱

舟の窓を開いて、 7からすを放ったところ、から

すは地の上から水がかわききるまで、あちらこち

らへ飛びまわった。 8ノアはまた地のおもてから

、水がひいたかどうかを見ようと、彼の所から、

はとを放ったが、 9はとは足の裏をとどめる所が

見つからなかったので、箱舟のノアのもとに帰っ

てきた。水がまだ全地のおもてにあったからであ

る。彼は手を伸べて、これを捕え、箱舟の中の彼

のもとに引き入れた。 10それから七日待って再び

はとを箱舟から放った。 11はとは夕方になって彼

のもとに帰ってきた。見ると、そのくちばしには

、オリブの若葉があった。ノアは地から水がひい

たのを知った。 12さらに七日待ってまた、はとを

放ったところ、もはや彼のもとには帰ってこなか

った。 13六百一歳の一月一日になって、地の上の

水はかれた。ノアが箱舟のおおいを取り除いて見

ると、土のおもては、かわいていた。 14二月二十

七日になって、地は全くかわいた。 15この時、神

はノアに言われた、 16「あなたは妻と、子らと、

子らの妻たちと共に箱舟を出なさい。 17あなたは

、共にいる肉なるすべての生き物、すなわち鳥と

家畜と、地のすべての這うものとを連れて出て、

これらのものが地に群がり、地の上にふえ広がる

ようにしなさい」。 18ノアは共にいた子らと、妻

と、子らの妻たちとを連れて出た。 19またすべて

の獣、すべての這うもの、すべての鳥、すべて地

の上に動くものは皆、種類にしたがって箱舟を出

た。 20ノアは主に祭壇を築いて、すべての清い獣

と、すべての清い鳥とのうちから取って、燔祭を

祭壇の上にささげた。 21主はその香ばしいかおり

をかいで、心に言われた、「わたしはもはや二度

と人のゆえに地をのろわない。人が心に思い図る

ことは、幼い時から悪いからである。わたしは、

このたびしたように、もう二度と、すべての生き

たものを滅ぼさない。 22地のある限り、種まきの

時も、刈入れの時も、暑さ寒さも、夏冬も、昼も

夜もやむことはないであろう」。

9神はノアとその子らとを祝福して彼らに言われ
た、「生めよ、ふえよ、地に満ちよ。 2地のす

べての獣、空のすべての鳥、地に這うすべてのも

の、海のすべての魚は恐れおののいて、あなたが

たの支配に服し、 3すべて生きて動くものはあな

たがたの食物となるであろう。さきに青草をあな

たがたに与えたように、わたしはこれらのものを

皆あなたがたに与える。 4しかし肉を、その命で

ある血のままで、食べてはならない。 5あなたが

たの命の血を流すものには、わたしは必ず報復す
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るであろう。いかなる獣にも報復する。兄弟であ

る人にも、わたしは人の命のために、報復するで

あろう。 6人の血を流すものは、人に血を流され

る、神が自分のかたちに人を造られたゆえに。 7

あなたがたは、生めよ、ふえよ、地に群がり、地

の上にふえよ」。 8神はノアおよび共にいる子ら

に言われた、 9「わたしはあなたがた及びあなた

がたの後の子孫と契約を立てる。 10またあなたが

たと共にいるすべての生き物、あなたがたと共に

いる鳥、家畜、地のすべての獣、すなわち、すべ

て箱舟から出たものは、地のすべての獣にいたる

まで、わたしはそれと契約を立てよう。 11わたし

があなたがたと立てるこの契約により、すべて肉

なる者は、もはや洪水によって滅ぼされることは

なく、また地を滅ぼす洪水は、再び起らないであ

ろう」。 12さらに神は言われた、「これはわたし

と、あなたがた及びあなたがたと共にいるすべて

の生き物との間に代々かぎりなく、わたしが立て

る契約のしるしである。 13すなわち、わたしは雲

の中に、にじを置く。これがわたしと地との間の

契約のしるしとなる。 14わたしが雲を地の上に起

すとき、にじは雲の中に現れる。 15こうして、わ

たしは、わたしとあなたがた、及びすべて肉なる

あらゆる生き物との間に立てた契約を思いおこす

ゆえ、水はふたたび、すべて肉なる者を滅ぼす洪

水とはならない。 16にじが雲の中に現れるとき、

わたしはこれを見て、神が地上にあるすべて肉な

るあらゆる生き物との間に立てた永遠の契約を思

いおこすであろう」。 17そして神はノアに言われ

た、「これがわたしと地にあるすべて肉なるもの

との間に、わたしが立てた契約のしるしである」

。 18箱舟から出たノアの子らはセム、ハム、ヤペ

テであった。ハムはカナンの父である。 19この三

人はノアの子らで、全地の民は彼らから出て、広

がったのである。 20さてノアは農夫となり、ぶど

う畑をつくり始めたが、 21彼はぶどう酒を飲んで

酔い、天幕の中で裸になっていた。 22カナンの父

ハムは父の裸を見て、外にいるふたりの兄弟に告

げた。 23セムとヤペテとは着物を取って、肩にか

け、うしろ向きに歩み寄って、父の裸をおおい、

顔をそむけて父の裸を見なかった。 24やがてノア

は酔いがさめて、末の子が彼にした事を知ったと

き、 25彼は言った、「カナンはのろわれよ。彼は

しもべのしもべとなって、その兄弟たちに仕える

」。 26また言った、「セムの神、主はほむべきか

な、カナンはそのしもべとなれ。 27神はヤペテを

大いならしめ、セムの天幕に彼を住まわせられる

ように。カナンはそのしもべとなれ」。 28ノアは

洪水の後、なお三百五十年生きた。 29ノアの年は

合わせて九百五十歳であった。そして彼は死んだ

。

10ノアの子セム、ハム、ヤペテの系図は次のと
おりである。洪水の後、彼らに子が生れた。

2ヤペテの子孫はゴメル、マゴグ、マダイ、ヤワン

、トバル、メセク、テラスであった。 3ゴメルの

子孫はアシケナズ、リパテ、トガルマ。 4ヤワン

の子孫はエリシャ、タルシシ、キッテム、ドダニ

ムであった。 5これらから海沿いの地の国民が分

れて、おのおのその土地におり、その言語にした

がい、その氏族にしたがって、その国々に住んだ

。 6ハムの子孫はクシ、ミツライム、プテ、カナ

ンであった。 7クシの子孫はセバ、ハビラ、サブ

タ、ラアマ、サブテカであり、ラアマの子孫はシ

バとデダンであった。 8クシの子はニムロデであ

って、このニムロデは世の権力者となった最初の

人である。 9彼は主の前に力ある狩猟者であった

。これから「主の前に力ある狩猟者ニムロデのご

とし」ということわざが起った。 10彼の国は最初

シナルの地にあるバベル、エレク、アカデ、カル

ネであった。 11彼はその地からアッスリヤに出て

、ニネベ、レホボテイリ、カラ、 12およびニネベ

とカラとの間にある大いなる町レセンを建てた。

13ミツライムからルデ族、アナミ族、レハビ族、

ナフト族、 14パテロス族、カスル族、カフトリ族

が出た。カフトリ族からペリシテ族が出た。 15カ

ナンからその長子シドンが出て、またヘテが出た

。 16その他エブスびと、アモリびと、ギルガシび

と、 17ヒビびと、アルキびと、セニびと、 18ア

ルワデびと、ゼマリびと、ハマテびとが出た。後

になってカナンびとの氏族がひろがった。 19カナ

ンびとの境はシドンからゲラルを経てガザに至り

、ソドム、ゴモラ、アデマ、ゼボイムを経て、レ

シャに及んだ。 20これらはハムの子孫であって、

その氏族とその言語とにしたがって、その土地と

、その国々にいた。 21セムにも子が生れた。セム

はエベルのすべての子孫の先祖であって、ヤペテ

の兄であった。 22セムの子孫はエラム、アシュル

、アルパクサデ、ルデ、アラムであった。 23アラ

ムの子孫はウヅ、ホル、ゲテル、マシであった。

24アルパクサデの子はシラ、シラの子はエベルで

ある。 25エベルにふたりの子が生れた。そのひと

りの名をペレグといった。これは彼の代に地の民

が分れたからである。その弟の名をヨクタンとい

った。 26ヨクタンにアルモダデ、シャレフ、ハザ

ルマウテ、エラ、 27ハドラム、ウザル、デクラ、

28オバル、アビマエル、シバ、 29オフル、ハビラ

、ヨバブが生れた。これらは皆ヨクタンの子であ

った。 30彼らが住んだ所はメシャから東の山地セ

パルに及んだ。 31これらはセムの子孫であって、

その氏族とその言語とにしたがって、その土地と

、その国々にいた。 32これらはノアの子らの氏族

であって、血統にしたがって国々に住んでいたが

、洪水の後、これらから地上の諸国民が分れたの

である。

11全地は同じ発音、同じ言葉であった。 2時に

人々は東に移り、シナルの地に平野を得て、

そこに住んだ。 3彼らは互に言った、「さあ、れ

んがを造って、よく焼こう」。こうして彼らは石

の代りに、れんがを得、しっくいの代りに、アス

ファルトを得た。 4彼らはまた言った、「さあ、

町と塔とを建てて、その頂を天に届かせよう。そ

してわれわれは名を上げて、全地のおもてに散る
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のを免れよう」。 5時に主は下って、人の子たち

の建てる町と塔とを見て、 6言われた、「民は一

つで、みな同じ言葉である。彼らはすでにこの事

をしはじめた。彼らがしようとする事は、もはや

何事もとどめ得ないであろう。 7さあ、われわれ

は下って行って、そこで彼らの言葉を乱し、互に

言葉が通じないようにしよう」。 8こうして主が

彼らをそこから全地のおもてに散らされたので、

彼らは町を建てるのをやめた。 9これによってそ

の町の名はバベルと呼ばれた。主がそこで全地の

言葉を乱されたからである。主はそこから彼らを

全地のおもてに散らされた。 10セムの系図は次の

とおりである。セムは百歳になって洪水の二年の

後にアルパクサデを生んだ。 11セムはアルパクサ

デを生んで後、五百年生きて、男子と女子を生ん

だ。 12アルパクサデは三十五歳になってシラを生

んだ。 13アルパクサデはシラを生んで後、四百三

年生きて、男子と女子を生んだ。 14シラは三十歳

になってエベルを生んだ。 15シラはエベルを生ん

で後、四百三年生きて、男子と女子を生んだ。 16

エベルは三十四歳になってペレグを生んだ。 17エ

ベルはペレグを生んで後、四百三十年生きて、男

子と女子を生んだ。 18ペレグは三十歳になってリ

ウを生んだ。 19ペレグはリウを生んで後、二百九

年生きて、男子と女子を生んだ。 20リウは三十二

歳になってセルグを生んだ。 21リウはセルグを生

んで後、二百七年生きて、男子と女子を生んだ。

22セルグは三十歳になってナホルを生んだ。 23セ

ルグはナホルを生んで後、二百年生きて、男子と

女子を生んだ。 24ナホルは二十九歳になってテラ

を生んだ。 25ナホルはテラを生んで後、百十九年

生きて、男子と女子を生んだ。 26テラは七十歳に

なってアブラム、ナホルおよびハランを生んだ。

27テラの系図は次のとおりである。テラはアブラ

ム、ナホルおよびハランを生み、ハランはロトを

生んだ。 28ハランは父テラにさきだって、その生

れた地、カルデヤのウルで死んだ。 29アブラムと

ナホルは妻をめとった。アブラムの妻の名はサラ

イといい、ナホルの妻の名はミルカといってハラ

ンの娘である。ハランはミルカの父、またイスカ

の父である。 30サライはうまずめで、子がなかっ

た。 31テラはその子アブラムと、ハランの子であ

る孫ロトと、子アブラムの妻である嫁サライとを

連れて、カナンの地へ行こうとカルデヤのウルを

出たが、ハランに着いてそこに住んだ。 32テラの

年は二百五歳であった。テラはハランで死んだ。

12時に主はアブラムに言われた、「あなたは国
を出て、親族に別れ、父の家を離れ、わたし

が示す地に行きなさい。 2わたしはあなたを大い

なる国民とし、あなたを祝福し、あなたの名を大

きくしよう。あなたは祝福の基となるであろう。 3

あなたを祝福する者をわたしは祝福し、あなたを

のろう者をわたしはのろう。地のすべてのやから

は、あなたによって祝福される」。 4アブラムは

主が言われたようにいで立った。ロトも彼と共に

行った。アブラムはハランを出たとき七十五歳で

あった。 5アブラムは妻サライと、弟の子ロトと

、集めたすべての財産と、ハランで獲た人々とを

携えてカナンに行こうとしていで立ち、カナンの

地にきた。 6アブラムはその地を通ってシケムの

所、モレのテレビンの木のもとに着いた。そのこ

ろカナンびとがその地にいた。 7時に主はアブラ

ムに現れて言われた、「わたしはあなたの子孫に

この地を与えます」。アブラムは彼に現れた主の

ために、そこに祭壇を築いた。 8彼はそこからベ

テルの東の山に移って天幕を張った。西にはベテ

ル、東にはアイがあった。そこに彼は主のために

祭壇を築いて、主の名を呼んだ。 9アブラムはな

お進んでネゲブに移った。 10さて、その地にきき

んがあったのでアブラムはエジプトに寄留しよう

と、そこに下った。ききんがその地に激しかった

からである。 11エジプトにはいろうとして、そこ

に近づいたとき、彼は妻サライに言った、「わた

しはあなたが美しい女であるのを知っています。

12それでエジプトびとがあなたを見る時、これは

彼の妻であると言ってわたしを殺し、あなたを生

かしておくでしょう。 13どうかあなたは、わたし

の妹だと言ってください。そうすればわたしはあ

なたのおかげで無事であり、わたしの命はあなた

によって助かるでしょう」。 14アブラムがエジプ

トにはいった時エジプトびとはこの女を見て、た

いそう美しい人であるとし、 15またパロの高官た

ちも彼女を見てパロの前でほめたので、女はパロ

の家に召し入れられた。 16パロは彼女のゆえにア

ブラムを厚くもてなしたので、アブラムは多くの

羊、牛、雌雄のろば、男女の奴隷および、らくだ

を得た。 17ところで主はアブラムの妻サライのゆ

えに、激しい疫病をパロとその家に下された。 18

パロはアブラムを召し寄せて言った、「あなたは

わたしになんという事をしたのですか。なぜ彼女

が妻であるのをわたしに告げなかったのですか。

19あなたはなぜ、彼女はわたしの妹ですと言った

のですか。わたしは彼女を妻にしようとしていま

した。さあ、あなたの妻はここにいます。連れて

行ってください」。 20パロは彼の事について人々

に命じ、彼とその妻およびそのすべての持ち物を

送り去らせた。

13アブラムは妻とすべての持ち物を携え、エジ
プトを出て、ネゲブに上った。ロトも彼と共

に上った。 2アブラムは家畜と金銀に非常に富ん

でいた。 3彼はネゲブから旅路を進めてベテルに

向かい、ベテルとアイの間の、さきに天幕を張っ

た所に行った。 4すなわち彼が初めに築いた祭壇

の所に行き、その所でアブラムは主の名を呼んだ

。 5アブラムと共に行ったロトも羊、牛および天

幕を持っていた。 6その地は彼らをささえて共に

住ませることができなかった。彼らの財産が多か

ったため、共に住めなかったのである。 7アブラ

ムの家畜の牧者たちとロトの家畜の牧者たちの間

に争いがあった。そのころカナンびととペリジび

とがその地に住んでいた。 8アブラムはロトに言

った、「わたしたちは身内の者です。わたしとあ
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なたの間にも、わたしの牧者たちとあなたの牧者

たちの間にも争いがないようにしましょう。 9全

地はあなたの前にあるではありませんか。どうか

わたしと別れてください。あなたが左に行けばわ

たしは右に行きます。あなたが右に行けばわたし

は左に行きましょう」。 10ロトが目を上げてヨル

ダンの低地をあまねく見わたすと、主がソドムと

ゴモラを滅ぼされる前であったから、ゾアルまで

主の園のように、またエジプトの地のように、す

みずみまでよく潤っていた。 11そこでロトはヨル

ダンの低地をことごとく選びとって東に移った。

こうして彼らは互に別れた。 12アブラムはカナン

の地に住んだが、ロトは低地の町々に住み、天幕

をソドムに移した。 13ソドムの人々はわるく、主

に対して、はなはだしい罪びとであった。 14ロト

がアブラムに別れた後に、主はアブラムに言われ

た、「目をあげてあなたのいる所から北、南、東

、西を見わたしなさい。 15すべてあなたが見わた

す地は、永久にあなたとあなたの子孫に与えます

。 16わたしはあなたの子孫を地のちりのように多

くします。もし人が地のちりを数えることができ

るなら、あなたの子孫も数えられることができま

しょう。 17あなたは立って、その地をたてよこに

行き巡りなさい。わたしはそれをあなたに与えま

す」。 18アブラムは天幕を移してヘブロンにある

マムレのテレビンの木のかたわらに住み、その所

で主に祭壇を築いた。

14シナルの王アムラペル、エラサルの王アリオ
ク、エラムの王ケダラオメルおよびゴイムの

王テダルの世に、 2これらの王はソドムの王ベラ

、ゴモラの王ビルシャ、アデマの王シナブ、ゼボ

イムの王セメベル、およびベラすなわちゾアルの

王と戦った。 3これら五人の王はみな同盟してシ

デムの谷、すなわち塩の海に向かって行った。 4

すなわち彼らは十二年の間ケダラオメルに仕えた

が、十三年目にそむいたので、 5十四年目にケダ

ラオメルは彼と連合した王たちと共にきて、アシ

タロテ・カルナイムでレパイムびとを、ハムでズ

ジびとを、シャベ・キリアタイムでエミびとを撃

ち、 6セイルの山地でホリびとを撃って、荒野の

ほとりにあるエル・パランに及んだ。 7彼らは引

き返してエン・ミシパテすなわちカデシへ行って

、アマレクびとの国をことごとく撃ち、またハザ

ゾン・タマルに住むアモリびとをも撃った。 8そ

こでソドムの王、ゴモラの王、アデマの王、ゼボ

イムの王およびベラすなわちゾアルの王は出てシ

デムの谷で彼らに向かい、戦いの陣をしいた。 9

すなわちエラムの王ケダラオメル、ゴイムの王テ

ダル、シナルの王アムラペル、エラサルの王アリ

オクの四人の王に対する五人の王であった。 10シ

デムの谷にはアスファルトの穴が多かったので、

ソドムの王とゴモラの王は逃げてそこに落ちたが

、残りの者は山にのがれた。 11そこで彼らはソド

ムとゴモラの財産と食料とをことごとく奪って去

り、 12またソドムに住んでいたアブラムの弟の子

ロトとその財産を奪って去った。 13時に、ひとり

の人がのがれてきて、ヘブルびとアブラムに告げ

た。この時アブラムはエシコルの兄弟、またアネ

ルの兄弟であるアモリびとマムレのテレビンの木

のかたわらに住んでいた。彼らはアブラムと同盟

していた。 14アブラムは身内の者が捕虜になった

のを聞き、訓練した家の子三百十八人を引き連れ

てダンまで追って行き、 15そのしもべたちを分け

て、夜かれらを攻め、これを撃ってダマスコの北

、ホバまで彼らを追った。 16そして彼はすべての

財産を取り返し、また身内の者ロトとその財産お

よび女たちと民とを取り返した。 17アブラムがケ

ダラオメルとその連合の王たちを撃ち破って帰っ

た時、ソドムの王はシャベの谷、すなわち王の谷

に出て彼を迎えた。 18その時、サレムの王メルキ

ゼデクはパンとぶどう酒とを持ってきた。彼はい

と高き神の祭司である。 19彼はアブラムを祝福し

て言った、「願わくは天地の主なるいと高き神が

、アブラムを祝福されるように。 20願わくはあな

たの敵をあなたの手に渡されたいと高き神があが

められるように」。アブラムは彼にすべての物の

十分の一を贈った。 21時にソドムの王はアブラム

に言った、「わたしには人をください。財産はあ

なたが取りなさい」。 22アブラムはソドムの王に

言った、「天地の主なるいと高き神、主に手をあ

げて、わたしは誓います。 23わたしは糸一本でも

、くつひも一本でも、あなたのものは何にも受け

ません。アブラムを富ませたのはわたしだと、あ

なたが言わないように。 24ただし若者たちがすで

に食べた物は別です。そしてわたしと共に行った

人々アネルとエシコルとマムレとにはその分を取

らせなさい」。

15これらの事の後、主の言葉が幻のうちにアブ
ラムに臨んだ、「アブラムよ恐れてはならな

い、わたしはあなたの盾である。あなたの受ける

報いは、はなはだ大きいであろう」。 2アブラム

は言った、「主なる神よ、わたしには子がなく、

わたしの家を継ぐ者はダマスコのエリエゼルであ

るのに、あなたはわたしに何をくださろうとする

のですか」。 3アブラムはまた言った、「あなた

はわたしに子を賜わらないので、わたしの家に生

れたしもべが、あとつぎとなるでしょう」。 4こ

の時、主の言葉が彼に臨んだ、「この者はあなた

のあとつぎとなるべきではありません。あなたの

身から出る者があとつぎとなるべきです」。 5そ

して主は彼を外に連れ出して言われた、「天を仰

いで、星を数えることができるなら、数えてみな

さい」。また彼に言われた、「あなたの子孫はあ

のようになるでしょう」。 6アブラムは主を信じ

た。主はこれを彼の義と認められた。 7また主は

彼に言われた、「わたしはこの地をあなたに与え

て、これを継がせようと、あなたをカルデヤのウ

ルから導き出した主です」。 8彼は言った、「主

なる神よ、わたしがこれを継ぐのをどうして知る

ことができますか」。 9主は彼に言われた、「三

歳の雌牛と、三歳の雌やぎと、三歳の雄羊と、山

ばとと、家ばとのひなとをわたしの所に連れてき
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なさい」。 10彼はこれらをみな連れてきて、二つ

に裂き、裂いたものを互に向かい合わせて置いた

。ただし、鳥は裂かなかった。 11荒い鳥が死体の

上に降りるとき、アブラムはこれを追い払った。

12日の入るころ、アブラムが深い眠りにおそわれ

た時、大きな恐ろしい暗やみが彼に臨んだ。 13時

に主はアブラムに言われた、「あなたはよく心に

とめておきなさい。あなたの子孫は他の国に旅び

ととなって、その人々に仕え、その人々は彼らを

四百年の間、悩ますでしょう。 14しかし、わたし

は彼らが仕えたその国民をさばきます。その後か

れらは多くの財産を携えて出て来るでしょう。 15

あなたは安らかに先祖のもとに行きます。そして

高齢に達して葬られるでしょう。 16四代目になっ

て彼らはここに帰って来るでしょう。アモリびと

の悪がまだ満ちないからです」。 17やがて日は入

り、暗やみになった時、煙の立つかまど、炎の出

るたいまつが、裂いたものの間を通り過ぎた。 18

その日、主はアブラムと契約を結んで言われた、

「わたしはこの地をあなたの子孫に与える。エジ

プトの川から、かの大川ユフラテまで。 19すなわ

ちケニびと、ケニジびと、カドモニびと、 20ヘテ

びと、ペリジびと、レパイムびと、 21アモリびと

、カナンびと、ギルガシびと、エブスびとの地を

与える」。

16アブラムの妻サライは子を産まなかった。彼
女にひとりのつかえめがあった。エジプトの

女で名をハガルといった。 2サライはアブラムに

言った、「主はわたしに子をお授けになりません

。どうぞ、わたしのつかえめの所におはいりくだ

さい。彼女によってわたしは子をもつことになる

でしょう」。アブラムはサライの言葉を聞きいれ

た。 3アブラムの妻サライはそのつかえめエジプ

トの女ハガルをとって、夫アブラムに妻として与

えた。これはアブラムがカナンの地に十年住んだ

後であった。 4彼はハガルの所にはいり、ハガル

は子をはらんだ。彼女は自分のはらんだのを見て

、女主人を見下げるようになった。 5そこでサラ

イはアブラムに言った、「わたしが受けた害はあ

なたの責任です。わたしのつかえめをあなたのふ

ところに与えたのに、彼女は自分のはらんだのを

見て、わたしを見下さげます。どうか、主があな

たとわたしの間をおさばきになるように」。 6ア

ブラムはサライに言った、「あなたのつかえめは

あなたの手のうちにある。あなたの好きなように

彼女にしなさい」。そしてサライが彼女を苦しめ

たので、彼女はサライの顔を避けて逃げた。 7主

の使は荒野にある泉のほとり、すなわちシュルの

道にある泉のほとりで、彼女に会い、 8そして言

った、「サライのつかえめハガルよ、あなたはど

こからきたのですか、またどこへ行くのですか」

。彼女は言った、「わたしは女主人サライの顔を

避けて逃げているのです」。 9主の使は彼女に言

った、「あなたは女主人のもとに帰って、その手

に身を任せなさい」。 10主の使はまた彼女に言っ

た、「わたしは大いにあなたの子孫を増して、数

えきれないほどに多くしましょう」。 11主の使は

また彼女に言った、「あなたは、みごもっていま

す。あなたは男の子を産むでしょう。名をイシマ

エルと名づけなさい。主があなたの苦しみを聞か

れたのです。 12彼は野ろばのような人となり、そ

の手はすべての人に逆らい、すべての人の手は彼

に逆らい、彼はすべての兄弟に敵して住むでしょ

う」。 13そこで、ハガルは自分に語られた主の名

を呼んで、「あなたはエル・ロイです」と言った

。彼女が「ここでも、わたしを見ていられるかた

のうしろを拝めたのか」と言ったことによる。 14

それでその井戸は「ベエル・ラハイ・ロイ」と呼

ばれた。これはカデシとベレデの間にある。 15ハ

ガルはアブラムに男の子を産んだ。アブラムはハ

ガルが産んだ子の名をイシマエルと名づけた。 16

ハガルがイシマエルをアブラムに産んだ時、アブ

ラムは八十六歳であった。

17アブラムの九十九歳の時、主はアブラムに現
れて言われた、「わたしは全能の神である。

あなたはわたしの前に歩み、全き者であれ。 2わ

たしはあなたと契約を結び、大いにあなたの子孫

を増すであろう」。 3アブラムは、ひれ伏した。

神はまた彼に言われた、 4「わたしはあなたと契

約を結ぶ。あなたは多くの国民の父となるであろ

う。 5あなたの名は、もはやアブラムとは言われ

ず、あなたの名はアブラハムと呼ばれるであろう

。わたしはあなたを多くの国民の父とするからで

ある。 6わたしはあなたに多くの子孫を得させ、

国々の民をあなたから起そう。また、王たちもあ

なたから出るであろう。 7わたしはあなた及び後

の代々の子孫と契約を立てて、永遠の契約とし、

あなたと後の子孫との神となるであろう。 8わた

しはあなたと後の子孫とにあなたの宿っているこ

の地、すなわちカナンの全地を永久の所有として

与える。そしてわたしは彼らの神となるであろう

」。 9神はまたアブラハムに言われた、「あなた

と後の子孫とは共に代々わたしの契約を守らなけ

ればならない。あなたがたのうち 10男子はみな割

礼をうけなければならない。これはわたしとあな

たがた及び後の子孫との間のわたしの契約であっ

て、あなたがたの守るべきものである。 11あなた

がたは前の皮に割礼を受けなければならない。そ

れがわたしとあなたがたとの間の契約のしるしと

なるであろう。 12あなたがたのうちの男子はみな

代々、家に生れた者も、また異邦人から銀で買い

取った、あなたの子孫でない者も、生れて八日目

に割礼を受けなければならない。 13あなたの家に

生れた者も、あなたが銀で買い取った者も必ず割

礼を受けなければならない。こうしてわたしの契

約はあなたがたの身にあって永遠の契約となるで

あろう。 14割礼を受けない男子、すなわち前の皮

を切らない者はわたしの契約を破るゆえ、その人

は民のうちから断たれるであろう」。 15神はまた

アブラハムに言われた、「あなたの妻サライは、

もはや名をサライといわず、名をサラと言いなさ

い。 16わたしは彼女を祝福し、また彼女によって
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、あなたにひとりの男の子を授けよう。わたしは

彼女を祝福し、彼女を国々の民の母としよう。彼

女から、もろもろの民の王たちが出るであろう」

。 17アブラハムはひれ伏して笑い、心の中で言っ

た、「百歳の者にどうして子が生れよう。サラは

また九十歳にもなって、どうして産むことができ

ようか」。 18そしてアブラハムは神に言った、「

どうかイシマエルがあなたの前に生きながらえま

すように」。 19神は言われた、「いや、あなたの

妻サラはあなたに男の子を産むでしょう。名をイ

サクと名づけなさい。わたしは彼と契約を立てて

、後の子孫のために永遠の契約としよう。 20また

イシマエルについてはあなたの願いを聞いた。わ

たしは彼を祝福して多くの子孫を得させ、大いに

それを増すであろう。彼は十二人の君たちを生む

であろう。わたしは彼を大いなる国民としよう。

21しかしわたしは来年の今ごろサラがあなたに産

むイサクと、わたしの契約を立てるであろう」。

22神はアブラハムと語り終え、彼を離れて、のぼ

られた。 23アブラハムは神が自分に言われたよう

に、この日その子イシマエルと、すべて家に生れ

た者およびすべて銀で買い取った者、すなわちア

ブラハムの家の人々のうち、すべての男子を連れ

てきて、前の皮に割礼を施した。 24アブラハムが

前の皮に割礼を受けた時は九十九歳、 25その子イ

シマエルが前の皮に割礼を受けた時は十三歳であ

った。 26この日アブラハムとその子イシマエルは

割礼を受けた。 27またその家の人々は家に生れた

者も、銀で異邦人から買い取った者も皆、彼と共

に割礼を受けた。

18主はマムレのテレビンの木のかたわらでアブ
ラハムに現れられた。それは昼の暑いころで

、彼は天幕の入口にすわっていたが、 2目を上げ

て見ると、三人の人が彼に向かって立っていた。

彼はこれを見て、天幕の入口から走って行って彼

らを迎え、地に身をかがめて、 3言った、「わが

主よ、もしわたしがあなたの前に恵みを得ている

なら、どうぞしもべを通り過ごさないでください

。 4水をすこし取ってこさせますから、あなたが

たは足を洗って、この木の下でお休みください。 5

わたしは一口のパンを取ってきます。元気をつけ

て、それからお出かけください。せっかくしもべ

の所においでになったのですから」。彼らは言っ

た、「お言葉どおりにしてください」。 6そこで

アブラハムは急いで天幕に入り、サラの所に行っ

て言った、「急いで細かい麦粉三セヤをとり、こ

ねてパンを造りなさい」。 7アブラハムは牛の群

れに走って行き、柔らかな良い子牛を取って若者

に渡したので、急いで調理した。 8そしてアブラ

ハムは凝乳と牛乳および子牛の調理したものを取

って、彼らの前に供え、木の下で彼らのかたわら

に立って給仕し、彼らは食事した。 9彼らはアブ

ラハムに言った、「あなたの妻サラはどこにおら

れますか」。彼は言った、「天幕の中です」。 10

そのひとりが言った、「来年の春、わたしはかな

らずあなたの所に帰ってきましょう。その時、あ

なたの妻サラには男の子が生れているでしょう」

。サラはうしろの方の天幕の入口で聞いていた。

11さてアブラハムとサラとは年がすすみ、老人と

なり、サラは女の月のものが、すでに止まってい

た。 12それでサラは心の中で笑って言った、「わ

たしは衰え、主人もまた老人であるのに、わたし

に楽しみなどありえようか」。 13主はアブラハム

に言われた、「なぜサラは、わたしは老人である

のに、どうして子を産むことができようかと言っ

て笑ったのか。 14主にとって不可能なことがあり

ましょうか。来年の春、定めの時に、わたしはあ

なたの所に帰ってきます。そのときサラには男の

子が生れているでしょう」。 15サラは恐れたので

、これを打ち消して言った、「わたしは笑いませ

ん」。主は言われた、「いや、あなたは笑いまし

た」。 16その人々はそこを立ってソドムの方に向

かったので、アブラハムは彼らを見送って共に行

った。 17時に主は言われた、「わたしのしようと

する事をアブラハムに隠してよいであろうか。 18

アブラハムは必ず大きな強い国民となって、地の

すべての民がみな、彼によって祝福を受けるので

はないか。 19わたしは彼が後の子らと家族とに命

じて主の道を守らせ、正義と公道とを行わせるた

めに彼を知ったのである。これは主がかつてアブ

ラハムについて言った事を彼の上に臨ませるため

である」。 20主はまた言われた、「ソドムとゴモ

ラの叫びは大きく、またその罪は非常に重いので

、 21わたしはいま下って、わたしに届いた叫びの

とおりに、すべて彼らがおこなっているかどうか

を見て、それを知ろう」。 22その人々はそこから

身を巡らしてソドムの方に行ったが、アブラハム

はなお、主の前に立っていた。 23アブラハムは近

寄って言った、「まことにあなたは正しい者を、

悪い者と一緒に滅ぼされるのですか。 24たとい、

あの町に五十人の正しい者があっても、あなたは

なお、その所を滅ぼし、その中にいる五十人の正

しい者のためにこれをゆるされないのですか。 25

正しい者と悪い者とを一緒に殺すようなことを、

あなたは決してなさらないでしょう。正しい者と

悪い者とを同じようにすることも、あなたは決し

てなさらないでしょう。全地をさばく者は公義を

行うべきではありませんか」。 26主は言われた、

「もしソドムで町の中に五十人の正しい者があっ

たら、その人々のためにその所をすべてゆるそう

」。 27アブラハムは答えて言った、「わたしはち

り灰に過ぎませんが、あえてわが主に申します。

28もし五十人の正しい者のうち五人欠けたなら、

その五人欠けたために町を全く滅ぼされますか」

。主は言われた、「もしそこに四十五人いたら、

滅ぼさないであろう」。 29アブラハムはまた重ね

て主に言った、「もしそこに四十人いたら」。主

は言われた、「その四十人のために、これをしな

いであろう」。 30アブラハムは言った、「わが主

よ、どうかお怒りにならぬよう。わたしは申しま

す。もしそこに三十人いたら」。主は言われた、

「そこに三十人いたら、これをしないであろう」

。 31アブラハムは言った、「いまわたしはあえて
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わが主に申します。もしそこに二十人いたら」。

主は言われた、「わたしはその二十人のために滅

ぼさないであろう」。 32アブラハムは言った、「

わが主よ、どうかお怒りにならぬよう。わたしは

いま一度申します、もしそこに十人いたら」。主

は言われた、「わたしはその十人のために滅ぼさ

ないであろう」。 33主はアブラハムと語り終り、

去って行かれた。アブラハムは自分の所に帰った

。

19そのふたりのみ使は夕暮にソドムに着いた。
そのときロトはソドムの門にすわっていた。

ロトは彼らを見て、立って迎え、地に伏して、 2

言った、「わが主よ、どうぞしもべの家に立寄っ

て足を洗い、お泊まりください。そして朝早く起

きてお立ちください」。彼らは言った、「いや、

われわれは広場で夜を過ごします」。 3しかしロ

トがしいて勧めたので、彼らはついに彼の所に寄

り、家にはいった。ロトは彼らのためにふるまい

を設け、種入れぬパンを焼いて食べさせた。 4と

ころが彼らの寝ないうちに、ソドムの町の人々は

、若い者も老人も、民がみな四方からきて、その

家を囲み、 5ロトに叫んで言った、「今夜おまえ

の所にきた人々はどこにいるか。それをここに出

しなさい。われわれは彼らを知るであろう」。 6

ロトは入口におる彼らの所に出て行き、うしろの

戸を閉じて、 7言った、「兄弟たちよ、どうか悪

い事はしないでください。 8わたしにまだ男を知

らない娘がふたりあります。わたしはこれをあな

たがたに、さし出しますから、好きなようにして

ください。ただ、わたしの屋根の下にはいったこ

の人たちには、何もしないでください」。 9彼ら

は言った、「退け」。また言った、「この男は渡

ってきたよそ者であるのに、いつも、さばきびと

になろうとする。それで、われわれは彼らに加え

るよりも、おまえに多くの害を加えよう」。彼ら

はロトの身に激しく迫り、進み寄って戸を破ろう

とした。 10その時、かのふたりは手を伸べてロト

を家の内に引き入れ、戸を閉じた。 11そして家の

入口におる人々を、老若の別なく打って目をくら

ましたので、彼らは入口を捜すのに疲れた。 12ふ

たりはロトに言った、「ほかにあなたの身内の者

がここにおりますか。あなたのむこ、むすこ、娘

およびこの町におるあなたの身内の者を、皆ここ

から連れ出しなさい。 13われわれがこの所を滅ぼ

そうとしているからです。人々の叫びが主の前に

大きくなり、主はこの所を滅ぼすために、われわ

れをつかわされたのです」。 14そこでロトは出て

行って、その娘たちをめとるむこたちに告げて言

った、「立ってこの所から出なさい。主がこの町

を滅ぼされます」。しかしそれはむこたちには戯

むれごとに思えた。 15夜が明けて、み使たちはロ

トを促して言った「立って、ここにいるあなたの

妻とふたりの娘とを連れ出しなさい。そうしなけ

れば、あなたもこの町の不義のために滅ぼされる

でしょう」。 16彼はためらっていたが、主は彼に

あわれみを施されたので、かのふたりは彼の手と

、その妻の手と、ふたりの娘の手を取って連れ出

し、町の外に置いた。 17彼らを外に連れ出した時

そのひとりは言った、「のがれて、自分の命を救

いなさい。うしろをふりかえって見てはならない

。低地にはどこにも立ち止まってはならない。山

にのがれなさい。そうしなければ、あなたは滅び

ます」。 18ロトは彼らに言った、「わが主よ、ど

うか、そうさせないでください。 19しもべはすで

にあなたの前に恵みを得ました。あなたはわたし

の命を救って、大いなるいつくしみを施されまし

た。しかしわたしは山まではのがれる事ができま

せん。災が身に追い迫ってわたしは死ぬでしょう

。 20あの町をごらんなさい。逃げていくのに近く

、また小さい町です。どうかわたしをそこにのが

れさせてください。それは小さいではありません

か。そうすればわたしの命は助かるでしょう」。

21み使は彼に言った、「わたしはこの事でもあな

たの願いをいれて、あなたの言うその町は滅ぼし

ません。 22急いでそこへのがれなさい。あなたが

そこに着くまでは、わたしは何事もすることがで

きません」。これによって、その町の名はゾアル

と呼ばれた。 23ロトがゾアルに着いた時、日は地

の上にのぼった。 24主は硫黄と火とを主の所すな

わち天からソドムとゴモラの上に降らせて、 25こ

れらの町と、すべての低地と、その町々のすべて

の住民と、その地にはえている物を、ことごとく

滅ぼされた。 26しかしロトの妻はうしろを顧みた

ので塩の柱になった。 27アブラハムは朝早く起き

、さきに主の前に立った所に行って、 28ソドムと

ゴモラの方、および低地の全面をながめると、そ

の地の煙が、かまどの煙のように立ちのぼってい

た。 29こうして神が低地の町々をこぼたれた時、

すなわちロトの住んでいた町々を滅ぼされた時、

神はアブラハムを覚えて、その滅びの中からロト

を救い出された。 30ロトはゾアルを出て上り、ふ

たりの娘と共に山に住んだ。ゾアルに住むのを恐

れたからである。彼はふたりの娘と共に、ほら穴

の中に住んだ。 31時に姉が妹に言った、「わたし

たちの父は老い、またこの地には世のならわしの

ように、わたしたちの所に来る男はいません。 32

さあ、父に酒を飲ませ、共に寝て、父によって子

を残しましょう」。 33彼女たちはその夜、父に酒

を飲ませ、姉がはいって父と共に寝た。ロトは娘

が寝たのも、起きたのも知らなかった。 34あくる

日、姉は妹に言った、「わたしは昨夜、父と寝ま

した。わたしたちは今夜もまた父に酒を飲ませま

しょう。そしてあなたがはいって共に寝なさい。

わたしたちは父によって子を残しましょう」。 35

彼らはその夜もまた父に酒を飲ませ、妹が行って

父と共に寝た。ロトは娘の寝たのも、起きたのも

知らなかった。 36こうしてロトのふたりの娘たち

は父によってはらんだ。 37姉娘は子を産み、その

名をモアブと名づけた。これは今のモアブびとの

先祖である。 38妹もまた子を産んで、その名をベ

ニアンミと名づけた。これは今のアンモンびとの

先祖である。
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20アブラハムはそこからネゲブの地に移って、
カデシとシュルの間に住んだ。彼がゲラルに

とどまっていた時、 2アブラハムは妻サラのこと

を、「これはわたしの妹です」と言ったので、ゲ

ラルの王アビメレクは、人をつかわしてサラを召

し入れた。 3ところが神は夜の夢にアビメレクに

臨んで言われた、「あなたは召し入れたあの女の

ゆえに死なねばならない。彼女は夫のある身であ

る」。 4アビメレクはまだ彼女に近づいていなか

ったので言った、「主よ、あなたは正しい民でも

殺されるのですか。 5彼はわたしに、これはわた

しの妹ですと言ったではありませんか。また彼女

も自分で、彼はわたしの兄ですと言いました。わ

たしは心も清く、手もいさぎよく、このことをし

ました」。 6神はまた夢で彼に言われた、「そう

です、あなたが清い心をもってこのことをしたの

を知っていたから、わたしもあなたを守って、わ

たしに対して罪を犯させず、彼女にふれることを

許さなかったのです。 7いま彼の妻を返しなさい

。彼は預言者ですから、あなたのために祈って、

命を保たせるでしょう。もし返さないなら、あな

たも身内の者もみな必ず死ぬと知らなければなり

ません」。 8そこでアビメレクは朝早く起き、し

もべたちをことごとく召し集めて、これらの事を

みな語り聞かせたので、人々は非常に恐れた。 9

そしてアビメレクはアブラハムを召して言った、

「あなたはわれわれに何をするのですか。あなた

に対してわたしがどんな罪を犯したために、あな

たはわたしとわたしの国とに、大きな罪を負わせ

るのですか。あなたはしてはならぬことをわたし

にしたのです」。 10アビメレクはまたアブラハム

に言った、「あなたはなんと思って、この事をし

たのですか」。 11アブラハムは言った、「この所

には神を恐れるということが、まったくないので

、わたしの妻のゆえに人々がわたしを殺すと思っ

たからです。 12また彼女はほんとうにわたしの妹

なのです。わたしの父の娘ですが、母の娘ではあ

りません。そして、わたしの妻になったのです。

13神がわたしに父の家を離れて、行き巡らせた時

、わたしは彼女に、あなたはわたしたちの行くさ

きざきでわたしを兄であると言ってください。こ

れはあなたがわたしに施す恵みであると言いまし

た」。 14そこでアビメレクは羊、牛および男女の

奴隷を取ってアブラハムに与え、その妻サラを彼

に返した。 15そしてアビメレクは言った、「わた

しの地はあなたの前にあります。あなたの好きな

所に住みなさい」。 16またサラに言った、「わた

しはあなたの兄に銀千シケルを与えました。これ

はあなたの身に起ったすべての事について、あな

たに償いをするものです。こうしてすべての人に

あなたは正しいと認められます」。 17そこでアブ

ラハムは神に祈った。神はアビメレクとその妻お

よび、はしためたちをいやされたので、彼らは子

を産むようになった。 18これは主がさきにアブラ

ハムの妻サラのゆえに、アビメレクの家のすべて

の者の胎を、かたく閉ざされたからである。

21主は、さきに言われたようにサラを顧み、告
げられたようにサラに行われた。 2サラはみ

ごもり、神がアブラハムに告げられた時になって

、年老いたアブラハムに男の子を産んだ。 3アブ

ラハムは生れた子、サラが産んだ男の子の名をイ

サクと名づけた。 4アブラハムは神が命じられた

ように八日目にその子イサクに割礼を施した。 5

アブラハムはその子イサクが生れた時百歳であっ

た。 6そしてサラは言った、「神はわたしを笑わ

せてくださった。聞く者は皆わたしのことで笑う

でしょう」。 7また言った、「サラが子に乳を飲

ませるだろうと、だれがアブラハムに言い得たで

あろう。それなのに、わたしは彼が年とってから

、子を産んだ」。 8さて、おさなごは育って乳離

れした。イサクが乳離れした日にアブラハムは盛

んなふるまいを設けた。 9サラはエジプトの女ハ

ガルのアブラハムに産んだ子が、自分の子イサク

と遊ぶのを見て、 10アブラハムに言った、「この

はしためとその子を追い出してください。このは

しための子はわたしの子イサクと共に、世継とな

るべき者ではありません」。 11この事で、アブラ

ハムはその子のために非常に心配した。 12神はア

ブラハムに言われた、「あのわらべのため、また

あなたのはしためのために心配することはない。

サラがあなたに言うことはすべて聞きいれなさい

。イサクに生れる者が、あなたの子孫と唱えられ

るからです。 13しかし、はしための子もあなたの

子ですから、これをも、一つの国民とします」。

14そこでアブラハムは明くる朝はやく起きて、パ

ンと水の皮袋とを取り、ハガルに与えて、肩に負

わせ、その子を連れて去らせた。ハガルは去って

ベエルシバの荒野にさまよった。 15やがて皮袋の

水が尽きたので、彼女はその子を木の下におき、

16「わたしはこの子の死ぬのを見るに忍びない」

と言って、矢の届くほど離れて行き、子供の方に

向いてすわった。彼女が子供の方に向いてすわっ

たとき、子供は声をあげて泣いた。 17神はわらべ

の声を聞かれ、神の使は天からハガルを呼んで言

った、「ハガルよ、どうしたのか。恐れてはいけ

ない。神はあそこにいるわらべの声を聞かれた。

18立って行き、わらべを取り上げてあなたの手に

抱きなさい。わたしは彼を大いなる国民とするで

あろう」。 19神がハガルの目を開かれたので、彼

女は水の井戸のあるのを見た。彼女は行って皮袋

に水を満たし、わらべに飲ませた。 20神はわらべ

と共にいまし、わらべは成長した。彼は荒野に住

んで弓を射る者となった。 21彼はパランの荒野に

住んだ。母は彼のためにエジプトの国から妻を迎

えた。 22そのころアビメレクとその軍勢の長ピコ

ルはアブラハムに言った、「あなたが何事をなさ

っても、神はあなたと共におられる。 23それゆえ

、今ここでわたしをも、わたしの子をも、孫をも

欺かないと、神をさしてわたしに誓ってください

。わたしがあなたに親切にしたように、あなたも

わたしと、このあなたの寄留の地とに、しなけれ

ばなりません」。 24アブラハムは言った、「わた

しは誓います」。 25アブラハムはアビメレクの家
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来たちが、水の井戸を奪い取ったことについてア

ビメルクを責めた。 26しかしアビメレクは言った

、「だれがこの事をしたかわたしは知りません。

あなたもわたしに告げたことはなく、わたしもき

ょうまで聞きませんでした」。 27そこでアブラハ

ムは羊と牛とを取ってアビメレクに与え、ふたり

は契約を結んだ。 28アブラハムが雌の小羊七頭を

分けて置いたところ、 29アビメレクはアブラハム

に言った、「あなたがこれらの雌の小羊七頭を分

けて置いたのは、なんのためですか」。 30アブラ

ハムは言った、「あなたはわたしの手からこれら

の雌の小羊七頭を受け取って、わたしがこの井戸

を掘ったことの証拠としてください」。 31これに

よってその所をベエルシバと名づけた。彼らがふ

たりそこで誓いをしたからである。 32このように

彼らはベエルシバで契約を結び、アビメレクとそ

の軍勢の長ピコルは立ってペリシテの地に帰った

。 33アブラハムはベエルシバに一本のぎょりゅう

の木を植え、その所で永遠の神、主の名を呼んだ

。 34こうしてアブラハムは長い間ペリシテびとの

地にとどまった。

22これらの事の後、神はアブラハムを試みて彼
に言われた、「アブラハムよ」。彼は言った

、「ここにおります」。 2神は言われた、「あな

たの子、あなたの愛するひとり子イサクを連れて

モリヤの地に行き、わたしが示す山で彼を燔祭と

してささげなさい」。 3アブラハムは朝はやく起

きて、ろばにくらを置き、ふたりの若者と、その

子イサクとを連れ、また燔祭のたきぎを割り、立

って神が示された所に出かけた。 4三日目に、ア

ブラハムは目をあげて、はるかにその場所を見た

。 5そこでアブラハムは若者たちに言った、「あ

なたがたは、ろばと一緒にここにいなさい。わた

しとわらべは向こうへ行って礼拝し、そののち、

あなたがたの所に帰ってきます」。 6アブラハム

は燔祭のたきぎを取って、その子イサクに負わせ

、手に火と刃物とを執って、ふたり一緒に行った

。 7やがてイサクは父アブラハムに言った、「父

よ」。彼は答えた、「子よ、わたしはここにいま

す」。イサクは言った、「火とたきぎとはありま

すが、燔祭の小羊はどこにありますか」。 8アブ

ラハムは言った、「子よ、神みずから燔祭の小羊

を備えてくださるであろう」。こうしてふたりは

一緒に行った。 9彼らが神の示された場所にきた

とき、アブラハムはそこに祭壇を築き、たきぎを

並べ、その子イサクを縛って祭壇のたきぎの上に

載せた。 10そしてアブラハムが手を差し伸べ、刃

物を執ってその子を殺そうとした時、 11主の使が

天から彼を呼んで言った、「アブラハムよ、アブ

ラハムよ」。彼は答えた、「はい、ここにおりま

す」。 12み使が言った、「わらべを手にかけては

ならない。また何も彼にしてはならない。あなた

の子、あなたのひとり子をさえ、わたしのために

惜しまないので、あなたが神を恐れる者であるこ

とをわたしは今知った」。 13この時アブラハムが

目をあげて見ると、うしろに、角をやぶに掛けて

いる一頭の雄羊がいた。アブラハムは行ってその

雄羊を捕え、それをその子のかわりに燔祭として

ささげた。 14それでアブラハムはその所の名をア

ドナイ・エレと呼んだ。これにより、人々は今日

もなお「主の山に備えあり」と言う。 15主の使は

再び天からアブラハムを呼んで、 16言った、「主

は言われた、『わたしは自分をさして誓う。あな

たがこの事をし、あなたの子、あなたのひとり子

をも惜しまなかったので、 17わたしは大いにあな

たを祝福し、大いにあなたの子孫をふやして、天

の星のように、浜べの砂のようにする。あなたの

子孫は敵の門を打ち取り、 18また地のもろもろの

国民はあなたの子孫によって祝福を得るであろう

。あなたがわたしの言葉に従ったからである』」

。 19アブラハムは若者たちの所に帰り、みな立っ

て、共にベエルシバへ行った。そしてアブラハム

はベエルシバに住んだ。 20これらの事の後、ある

人がアブラハムに告げて言った、「ミルカもまた

あなたの兄弟ナホルに子どもを産みました。 21長

男はウヅ、弟はブズ、次はアラムの父ケムエル、

22次はケセデ、ハゾ、ピルダシ、エデラフ、ベト

エルです」。 23ベトエルの子はリベカであって、

これら八人はミルカがアブラハムの兄弟ナホルに

産んだのである。 24ナホルのそばめで、名をルマ

という女もまたテバ、ガハム、タハシおよびマア

カを産んだ。

23サラの一生は百二十七年であった。これがサ
ラの生きながらえた年である。 2サラはカナ

ンの地のキリアテ・アルバすなわちヘブロンで死

んだ。アブラハムは中にはいってサラのために悲

しみ泣いた。 3アブラハムは死人のそばから立っ

て、ヘテの人々に言った、 4「わたしはあなたが

たのうちの旅の者で寄留者ですが、わたしの死人

を出して葬るため、あなたがたのうちにわたしの

所有として一つの墓地をください」。 5ヘテの人

々はアブラハムに答えて言った、 6「わが主よ、

お聞きなさい。あなたはわれわれのうちにおられ

て、神のような主君です。われわれの墓地の最も

良い所にあなたの死人を葬りなさい。その墓地を

拒んで、あなたにその死人を葬らせない者はわれ

われのうちには、ひとりもないでしょう」。 7ア

ブラハムは立ちあがり、その地の民ヘテの人々に

礼をして、 8彼らに言った、「もしわたしの死人

を葬るのに同意されるなら、わたしの願いをいれ

て、わたしのためにゾハルの子エフロンに頼み、 9

彼が持っている畑の端のマクペラのほら穴をじゅ

うぶんな代価でわたしに与え、あなたがたのうち

に墓地を持たせてください」。 10時にエフロンは

ヘテの人々のうちにすわっていた。そこでヘテび

とエフロンはヘテの人々、すなわちすべてその町

の門にはいる人々の聞いているところで、アブラ

ハムに答えて言った、 11「いいえ、わが主よ、お

聞きなさい。わたしはあの畑をあなたにさしあげ

ます。またその中にあるほら穴もさしあげます。

わたしの民の人々の前で、それをさしあげます。

あなたの死人を葬りなさい」。 12アブラハムはそ
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の地の民の前で礼をし、 13その地の民の聞いてい

るところでエフロンに言った、「あなたがそれを

承諾されるなら、お聞きなさい。わたしはその畑

の代価を払います。お受け取りください。わたし

の死人をそこに葬りましょう」。 14エフロンはア

ブラハムに答えて言った、 15「わが主よ、お聞き

なさい。あの地は銀四百シケルですが、これはわ

たしとあなたの間で、なにほどのことでしょう。

あなたの死人を葬りなさい」。 16そこでアブラハ

ムはエフロンの言葉にしたがい、エフロンがヘテ

の人々の聞いているところで言った銀、すなわち

商人の通用銀四百シケルを量ってエフロンに与え

た。 17こうしてマムレの前のマクペラにあるエフ

ロンの畑は、畑も、その中のほら穴も、畑の中お

よびその周囲の境にあるすべての木も皆、 18ヘテ

の人々の前、すなわちその町の門にはいるすべて

の人々の前で、アブラハムの所有と決まった。 19

その後、アブラハムはその妻サラをカナンの地に

あるマムレ、すなわちヘブロンの前のマクペラの

畑のほら穴に葬った。 20このように畑とその中に

あるほら穴とはヘテの人々によってアブラハムの

所有の墓地と定められた。

24アブラハムは年が進んで老人となった。主は
すべての事にアブラハムを恵まれた。 2さて

アブラハムは所有のすべてを管理させていた家の

年長のしもべに言った、「あなたの手をわたしの

ももの下に入れなさい。 3わたしはあなたに天地

の神、主をさして誓わせる。あなたはわたしが今

一緒に住んでいるカナンびとのうちから、娘をわ

たしの子の妻にめとってはならない。 4あなたは

わたしの国へ行き、親族の所へ行って、わたしの

子イサクのために妻をめとらなければならない」

。 5しもべは彼に言った、「もしその女がわたし

についてこの地に来ることを好まない時は、わた

しはあなたの子をあなたの出身地に連れ帰るべき

でしょうか」。 6アブラハムは彼に言った、「わ

たしの子は決して向こうへ連れ帰ってはならない

。 7天の神、主はわたしを父の家、親族の地から

導き出してわたしに語り、わたしに誓って、おま

えの子孫にこの地を与えると言われた。主は、み

使をあなたの前につかわされるであろう。あなた

はあそこからわたしの子に妻をめとらねばならな

い。 8けれどもその女があなたについて来ること

を好まないなら、あなたはこの誓いを解かれる。

ただわたしの子を向こうへ連れ帰ってはならない

」。 9そこでしもべは手を主人アブラハムのもも

の下に入れ、この事について彼に誓った。 10しも

べは主人のらくだのうちから十頭のらくだを取っ

て出かけた。すなわち主人のさまざまの良い物を

携え、立ってアラム・ナハライムにむかい、ナホ

ルの町へ行った。 11彼はらくだを町の外の、水の

井戸のそばに伏させた。時は夕暮で、女たちが水

をくみに出る時刻であった。 12彼は言った、「主

人アブラハムの神、主よ、どうか、きょう、わた

しにしあわせを授け、主人アブラハムに恵みを施

してください。 13わたしは泉のそばに立っていま

す。町の人々の娘たちが水をくみに出てきたとき

、 14娘に向かって『お願いです、あなたの水がめ

を傾けてわたしに飲ませてください』と言い、娘

が答えて、『お飲みください。あなたのらくだに

も飲ませましょう』と言ったなら、その者こそ、

あなたがしもべイサクのために定められた者とい

うことにしてください。わたしはこれによって、

あなたがわたしの主人に恵みを施されることを知

りましょう」。 15彼がまだ言い終らないうちに、

アブラハムの兄弟ナホルの妻ミルカの子ベトエル

の娘リベカが、水がめを肩に載せて出てきた。 16

その娘は非常に美しく、男を知らぬ処女であった

。彼女が泉に降りて、水がめを満たし、上がって

きた時、 17しもべは走り寄って、彼女に会って言

った、「お願いです。あなたの水がめの水を少し

飲ませてください」。 18すると彼女は「わが主よ

、お飲みください」と言って、急いで水がめを自

分の手に取りおろして彼に飲ませた。 19飲ませ終

って、彼女は言った、「あなたのらくだもみな飲

み終るまで、わたしは水をくみましょう」。 20彼

女は急いでかめの水を水ぶねにあけ、再び水をく

みに井戸に走って行って、すべてのらくだのため

に水をくんだ。 21その間その人は主が彼の旅の祝

福されるか、どうかを知ろうと、黙って彼女を見

つめていた。 22らくだが飲み終ったとき、その人

は重さ半シケルの金の鼻輪一つと、重さ十シケル

の金の腕輪二つを取って、 23言った、「あなたは

だれの娘か、わたしに話してください。あなたの

父の家にわたしどもの泊まる場所がありましょう

か」。 24彼女は彼に言った、「わたしはナホルの

妻ミルカの子ベトエルの娘です」。 25また彼に言

った、「わたしどもには、わらも、飼葉もたくさ

んあります。また泊まる場所もあります」。 26そ

の人は頭を下げ、主を拝して、 27言った、「主人

アブラハムの神、主はほむべきかな。主はわたし

の主人にいつくしみと、まこととを惜しまれなか

った。そして主は旅にあるわたしを主人の兄弟の

家に導かれた」。 28娘は走って行って、母の家の

ものにこれらの事を告げた。 29リベカにひとりの

兄があって、名をラバンといった。ラバンは泉の

そばにいるその人の所へ走って行った。 30彼は鼻

輪と妹の手にある腕輪とを見、また妹リベカが「

その人はわたしにこう言った」というのを聞いて

、その人の所へ行ってみると、その人は泉のほと

りで、らくだのそばに立っていた。 31そこでその

人に言った、「主に祝福された人よ、おはいりく

ださい。なぜ外に立っておられますか。わたしは

家を準備し、らくだのためにも場所を準備してお

きました」。 32その人は家にはいった。ラバンは

らくだの荷を解いて、わらと飼葉をらくだに与え

、また水を与えてその人の足と、その従者たちの

足を洗わせた。 33そして彼の前に食物を供えたが

、彼は言った、「わたしは用向きを話すまでは食

べません」。ラバンは言った、「お話しください

」。 34そこで彼は言った、「わたしはアブラハム

のしもべです。 35主はわたしの主人を大いに祝福

して、大いなる者とされました。主はまた彼に羊
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、牛、銀、金、男女の奴隷、らくだ、ろばを与え

られました。 36主人の妻サラは年老いてから、主

人に男の子を産みました。主人はその所有を皆こ

れに与えました。 37ところで主人はわたしに誓わ

せて言いました、『わたしの住んでいる地のカナ

ンびとの娘を、わたしの子の妻にめとってはなら

ない。 38おまえはわたしの父の家、親族の所へ行

って、わたしの子に妻をめとらなければならない

』。 39わたしは主人に言いました、『もしその女

がわたしについてこない時はどういたしましょう

か』。 40主人はわたしに言いました、『わたしの

仕えている主は、み使をおまえと一緒につかわし

て、おまえの旅にさいわいを与えられるであろう

。おまえはわたしの親族、わたしの父の家からわ

たしの子に妻をめとらなければならない。 41その

とき、おまえはわたしにした誓いから解かれるで

あろう。またおまえがわたしの親族に行く時、彼

らがおまえにその娘を与えないなら、おまえはわ

たしにした誓いから解かれるであろう』。 42わた

しはきょう、泉のところにきて言いました、『主

人アブラハムの神、主よ、どうか今わたしのゆく

道にさいわいを与えてください。 43わたしはこの

泉のそばに立っていますが、水をくみに出てくる

娘に向かって、「お願いです。あなたの水がめの

水を少し飲ませてください」と言い、 44「お飲み

ください。あなたのらくだのためにも、くみまし

ょう」とわたしに言うなら、その娘こそ、主がわ

たしの主人の子のために定められた女ということ

にしてください』。 45わたしが心のうちでそう言

い終らないうちに、リベカが水がめを肩に載せて

出てきて、水をくみに泉に降りたので、わたしは

『お願いです、飲ませてください』と言いますと

、 46彼女は急いで水がめを肩からおろし、『お飲

みください。わたしはあなたのらくだにも飲ませ

ましょう』と言いました。それでわたしは飲みま

したが、彼女はらくだにも飲ませました。 47わた

しは彼女に尋ねて、『あなたはだれの娘ですか』

と言いますと、『ナホルとその妻ミルカの子ベト

エルの娘です』と答えました。そこでわたしは彼

女の鼻に鼻輪をつけ、手に腕輪をつけました。 48

そしてわたしは頭をさげて主を拝し、主人アブラ

ハムの神、主をほめたたえました。主は主人の兄

弟の娘を子にめとらせようと、わたしを正しい道

に導かれたからです。 49あなたがたが、もしわた

しの主人にいつくしみと、まことを尽そうと思わ

れるなら、そうとわたしにお話しください。そう

でなければ、そうでないとお話しください。それ

によってわたしは右か左に決めましょう」。 50ラ

バンとベトエルは答えて言った、「この事は主か

ら出たことですから、わたしどもはあなたによし

あしを言うことができません。 51リベカがここに

おりますから連れて行って、主が言われたように

、あなたの主人の子の妻にしてください」。 52ア

ブラハムのしもべは彼らの言葉を聞いて、地に伏

し、主を拝した。 53そしてしもべは銀の飾りと、

金の飾り、および衣服を取り出してリベカに与え

、その兄と母とにも価の高い品々を与えた。 54彼

と従者たちは飲み食いして宿ったが、あくる朝彼

らが起きた時、しもべは言った、「わたしを主人

のもとに帰らせてください」。 55リベカの兄と母

とは言った、「娘は数日、少なくとも十日、わた

しどもと共にいて、それから行かせましょう」。

56しもべは彼らに言った、「主はわたしの道にさ

いわいを与えられましたから、わたしを引きとめ

ずに、主人のもとに帰らせてください」。 57彼ら

は言った、「娘を呼んで聞いてみましょう」。 58

彼らはリベカを呼んで言った、「あなたはこの人

と一緒に行きますか」。彼女は言った、「行きま

す」。 59そこで彼らは妹リベカと、そのうばと、

アブラハムのしもべと、その従者とを送り去らせ

た。 60彼らはリベカを祝福して彼女に言った、「

妹よ、あなたは、ちよろずの人の母となれ。あな

たの子孫はその敵の門を打ち取れ」。 61リベカは

立って侍女たちと共にらくだに乗り、その人に従

って行った。しもべはリベカを連れて立ち去った

。 62さてイサクはベエル・ラハイ・ロイからきて

、ネゲブの地に住んでいた。 63イサクは夕暮、野

に出て歩いていたが、目をあげて、らくだの来る

のを見た。 64リベカは目をあげてイサクを見、ら

くだからおりて、 65しもべに言った、「わたした

ちに向かって、野を歩いて来るあの人はだれでし

ょう」。しもべは言った、「あれはわたしの主人

です」。するとリベカは、被衣で身をおおった。

66しもべは自分がしたことのすべてをイサクに話

した。 67イサクはリベカを天幕に連れて行き、リ

ベカをめとって妻とし、彼女を愛した。こうして

イサクは母の死後、慰めを得た。

25アブラハムは再び妻をめとった。名をケトラ
という。 2彼女はジムラン、ヨクシャン、メ

ダン、ミデアン、イシバクおよびシュワを産んだ

。 3ヨクシャンの子はシバとデダン。デダンの子

孫はアシュリびと、レトシびと、レウミびとであ

る。 4ミデアンの子孫はエパ、エペル、ヘノク、

アビダ、エルダアであって、これらは皆ケトラの

子孫であった。 5アブラハムはその所有をことご

とくイサクに与えた。 6またそのそばめたちの子

らにもアブラハムは物を与え、なお生きている間

に彼らをその子イサクから離して、東の方、東の

国に移らせた。 7アブラハムの生きながらえた年

は百七十五年である。 8アブラハムは高齢に達し

、老人となり、年が満ちて息絶え、死んでその民

に加えられた。 9その子イサクとイシマエルは彼

をヘテびとゾハルの子エフロンの畑にあるマクペ

ラのほら穴に葬った。これはマムレの向かいにあ

り、 10アブラハムがヘテの人々から、買い取った

畑であって、そこにアブラハムとその妻サラが葬

られた。 11アブラハムが死んだ後、神はその子イ

サクを祝福された。イサクはベエル・ラハイ・ロ

イのほとりに住んだ。 12サラのつかえめエジプト

びとハガルがアブラハムに産んだアブラハムの子

イシマエルの系図は次のとおりである。 13イシマ

エルの子らの名を世代にしたがって、その名をい

えば次のとおりである。すなわちイシマエルの長
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子はネバヨテ、次はケダル、アデビエル、ミブサ

ム、 14ミシマ、ドマ、マッサ、 15ハダデ、テマ

、エトル、ネフシ、ケデマ。 16これはイシマエル

の子らであり、村と宿営とによる名であって、そ

の氏族による十二人の君たちである。 17イシマエ

ルのよわいは百三十七年である。彼は息絶えて死

に、その民に加えられた。 18イシマエルの子らは

ハビラからエジプトの東、シュルまでの間に住ん

で、アシュルに及んだ。イシマエルはすべての兄

弟の東に住んだ。 19アブラハムの子イサクの系図

は次のとおりである。アブラハムの子はイサクで

あって、 20イサクは四十歳の時、パダンアラムの

アラムびとベトエルの娘で、アラムびとラバンの

妹リベカを妻にめとった。 21イサクは妻が子を産

まなかったので、妻のために主に祈り願った。主

はその願いを聞かれ、妻リベカはみごもった。 22

ところがその子らが胎内で押し合ったので、リベ

カは言った、「こんなことでは、わたしはどうな

るでしょう」。彼女は行って主に尋ねた。 23主は

彼女に言われた、「二つの国民があなたの胎内に

あり、二つの民があなたの腹から別れて出る。一

つの民は他の民よりも強く、兄は弟に仕えるであ

ろう」。 24彼女の出産の日がきたとき、胎内には

ふたごがあった。 25さきに出たのは赤くて全身毛

ごろものようであった。それで名をエサウと名づ

けた。 26その後に弟が出た。その手はエサウのか

かとをつかんでいた。それで名をヤコブと名づけ

た。リベカが彼らを産んだ時、イサクは六十歳で

あった。 27さてその子らは成長し、エサウは巧み

な狩猟者となり、野の人となったが、ヤコブは穏

やかな人で、天幕に住んでいた。 28イサクは、し

かの肉が好きだったので、エサウを愛したが、リ

ベカはヤコブを愛した。 29ある日ヤコブが、あつ

ものを煮ていた時、エサウは飢え疲れて野から帰

ってきた。 30エサウはヤコブに言った、「わたし

は飢え疲れた。お願いだ。赤いもの、その赤いも

のをわたしに食べさせてくれ」。彼が名をエドム

と呼ばれたのはこのためである。 31ヤコブは言っ

た、「まずあなたの長子の特権をわたしに売りな

さい」。 32エサウは言った、「わたしは死にそう

だ。長子の特権などわたしに何になろう」。 33ヤ

コブはまた言った、「まずわたしに誓いなさい」

。彼は誓って長子の特権をヤコブに売った。 34そ

こでヤコブはパンとレンズ豆のあつものとをエサ

ウに与えたので、彼は飲み食いして、立ち去った

。このようにしてエサウは長子の特権を軽んじた

。

26アブラハムの時にあった初めのききんのほか
、またききんがその国にあったので、イサク

はゲラルにいるペリシテびとの王アビメレクの所

へ行った。 2その時、主は彼に現れて言われた、

「エジプトへ下ってはならない。わたしがあなた

に示す地にとどまりなさい。 3あなたがこの地に

とどまるなら、わたしはあなたと共にいて、あな

たを祝福し、これらの国をことごとくあなたと、

あなたの子孫とに与え、わたしがあなたの父アブ

ラハムに誓った誓いを果そう。 4またわたしはあ

なたの子孫を増して天の星のようにし、あなたの

子孫にこれらの地をみな与えよう。そして地のす

べての国民はあなたの子孫によって祝福をえるで

あろう。 5アブラハムがわたしの言葉にしたがっ

てわたしのさとしと、いましめと、さだめと、お

きてとを守ったからである」。 6こうしてイサク

はゲラルに住んだ。 7その所の人々が彼の妻のこ

とを尋ねたとき、「彼女はわたしの妹です」と彼

は言った。リベカは美しかったので、その所の人

々がリベカのゆえに自分を殺すかもしれないと思

って、「わたしの妻です」と言うのを恐れたから

である。 8イサクは長らくそこにいたが、ある日

ペリシテびとの王アビメレクは窓から外をながめ

ていて、イサクがその妻リベカと戯れているのを

見た。 9そこでアビメレクはイサクを召して言っ

た、「彼女は確かにあなたの妻です。あなたはど

うして『彼女はわたしの妹です』と言われたので

すか」。イサクは彼に言った、「わたしは彼女の

ゆえに殺されるかもしれないと思ったからです」

。 10アビメレクは言った、「あなたはどうしてこ

んな事をわれわれにされたのですか。民のひとり

が軽々しくあなたの妻と寝るような事があれば、

その時あなたはわれわれに罪を負わせるでしょう

」。 11それでアビメレクはすべての民に命じて言

った、「この人、またはその妻にさわる者は必ず

死ななければならない」。 12イサクはその地に種

をまいて、その年に百倍の収穫を得た。このよう

に主が彼を祝福されたので、 13彼は富み、またま

すます栄えて非常に裕福になり、 14羊の群れ、牛

の群れ及び多くのしもべを持つようになったので

、ペリシテびとは彼をねたんだ。 15またペリシテ

びとは彼の父アブラハムの時に、父のしもべたち

が掘ったすべての井戸をふさぎ、土で埋めた。 16

アビメレクはイサクに言った、「あなたはわれわ

れよりも、はるかに強くなられたから、われわれ

の所を去ってください」。 17イサクはそこを去り

、ゲラルの谷に天幕を張ってその所に住んだ。 18

そしてイサクは父アブラハムの時に人々の掘った

水の井戸を再び掘った。アブラハムの死後、ペリ

シテびとがふさいだからである。イサクは父がつ

けた名にしたがってそれらに名をつけた。 19しか

しイサクのしもべたちが谷の中を掘って、そこに

わき出る水の井戸を見つけたとき、 20ゲラルの羊

飼たちは、「この水はわれわれのものだ」と言っ

て、イサクの羊飼たちと争ったので、イサクはそ

の井戸の名をエセクと名づけた。彼らが彼と争っ

たからである。 21彼らはまた一つの井戸を掘った

が、これをも争ったので、名をシテナと名づけた

。 22イサクはそこから移ってまた一つの井戸を掘

ったが、彼らはこれを争わなかったので、その名

をレホボテと名づけて言った、「いま主がわれわ

れの場所を広げられたから、われわれはこの地に

ふえるであろう」。 23彼はそこからベエルシバに

上った。 24その夜、主は彼に現れて言われた、「

わたしはあなたの父アブラハムの神である。あな

たは恐れてはならない。わたしはあなたと共にお
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って、あなたを祝福し、わたしのしもべアブラハ

ムのゆえにあなたの子孫を増すであろう」。 25そ

れで彼はその所に祭壇を築いて、主の名を呼び、

そこに天幕を張った。またイサクのしもべたちは

そこに一つの井戸を掘った。 26時にアビメレクが

その友アホザテと、軍勢の長ピコルと共にゲラル

からイサクのもとにきたので、 27イサクは彼らに

言った、「あなたがたはわたしを憎んで、あなた

がたの中からわたしを追い出されたのに、どうし

てわたしの所にこられたのですか」。 28彼らは言

った、「われわれは主があなたと共におられるの

を、はっきり見ましたので、いまわれわれの間、

すなわちわれわれとあなたとの間に一つの誓いを

立てて、あなたと契約を結ぼうと思います。 29わ

れわれはあなたに害を加えたことはなく、ただ良

い事だけをして、安らかに去らせたのですから、

あなたはわれわれに悪い事をしてはなりません。

まことにあなたは主に祝福されたかたです」。 30

そこでイサクは彼らのためにふるまいを設けた。

彼らは飲み食いし、 31あくる朝、はやく起きて互

に誓った。こうしてイサクは彼らを去らせたので

、彼らはイサクのもとから穏やかに去った。 32そ

の日、イサクのしもべたちがきて、自分たちが掘

った井戸について彼に告げて言った、「わたした

ちは水を見つけました」。 33イサクはそれをシバ

と名づけた。これによってその町の名は今日にい

たるまでベエルシバといわれている。 34エサウは

四十歳の時、ヘテびとベエリの娘ユデテとヘテび

とエロンの娘バスマテとを妻にめとった。 35彼女

たちはイサクとリベカにとって心の痛みとなった

。

27イサクは年老い、目がかすんで見えなくなっ
た時、長子エサウを呼んで言った、「子よ」

。彼は答えて言った、「ここにおります」。 2イ

サクは言った。「わたしは年老いて、いつ死ぬか

も知れない。 3それであなたの武器、弓矢をもっ

て野に出かけ、わたしのために、しかの肉をとっ

てきて、 4わたしの好きなおいしい食べ物を作り

、持ってきて食べさせよ。わたしは死ぬ前にあな

たを祝福しよう」。 5イサクがその子エサウに語

るのをリベカは聞いていた。やがてエサウが、し

かの肉を獲ようと野に出かけたとき、 6リベカは

その子ヤコブに言った、「わたしは聞いていまし

たが、父は兄エサウに、 7『わたしのために、し

かの肉をとってきて、おいしい食べ物を作り、わ

たしに食べさせよ。わたしは死ぬ前に、主の前で

あなたを祝福しよう』と言いました。 8それで、

子よ、わたしの言葉にしたがい、わたしの言うと

おりにしなさい。 9群れの所へ行って、そこから

やぎの子の良いのを二頭わたしの所に取ってきな

さい。わたしはそれで父のために、父の好きなお

いしい食べ物を作りましょう。 10あなたはそれを

持って行って父に食べさせなさい。父は死ぬ前に

あなたを祝福するでしょう」。 11ヤコブは母リベ

カに言った、「兄エサウは毛深い人ですが、わた

しはなめらかです。 12おそらく父はわたしにさわ

ってみるでしょう。そうすればわたしは父を欺く

者と思われ、祝福を受けず、かえってのろいを受

けるでしょう」。 13母は彼に言った、「子よ、あ

なたがうけるのろいはわたしが受けます。ただ、

わたしの言葉に従い、行って取ってきなさい」。

14そこで彼は行ってやぎの子を取り、母の所に持

ってきたので、母は父の好きなおいしい食べ物を

作った。 15リベカは家にあった長子エサウの晴着

を取って、弟ヤコブに着せ、 16また子やぎの皮を

手と首のなめらかな所とにつけさせ、 17彼女が作

ったおいしい食べ物とパンとをその子ヤコブの手

にわたした。 18そこでヤコブは父の所へ行って言

った、「父よ」。すると父は言った、「わたしは

ここにいる。子よ、あなたはだれか」。 19ヤコブ

は父に言った、「長子エサウです。あなたがわた

しに言われたとおりにいたしました。どうぞ起き

て、すわってわたしのしかの肉を食べ、あなたみ

ずからわたしを祝福してください」。 20イサクは

その子に言った、「子よ、どうしてあなたはこん

なに早く手に入れたのか」。彼は言った、「あな

たの神、主がわたしにしあわせを授けられたから

です」。 21イサクはヤコブに言った、「子よ、近

寄りなさい。わたしは、さわってみて、あなたが

確かにわが子エサウであるかどうかをみよう」。

22ヤコブが、父イサクに近寄ったので、イサクは

彼にさわってみて言った、「声はヤコブの声だが

、手はエサウの手だ」。 23ヤコブの手が兄エサウ

の手のように毛深かったため、イサクはヤコブを

見わけることができなかったので、彼を祝福した

。 24イサクは言った、「あなたは確かにわが子エ

サウですか」。彼は言った、「そうです」。 25イ

サクは言った、「わたしの所へ持ってきなさい。

わが子のしかの肉を食べて、わたしみずから、あ

なたを祝福しよう」。ヤコブがそれを彼の所に持

ってきたので、彼は食べた。またぶどう酒を持っ

てきたので、彼は飲んだ。 26そして父イサクは彼

に言った、「子よ、さあ、近寄ってわたしに口づ

けしなさい」。 27彼が近寄って口づけした時、イ

サクはその着物のかおりをかぎ、彼を祝福して言

った、「ああ、わが子のかおりは、主が祝福され

た野のかおりのようだ。 28どうか神が、天の露と

、地の肥えたところと、多くの穀物と、新しいぶ

どう酒とをあなたに賜わるように。 29もろもろの

民はあなたに仕え、もろもろの国はあなたに身を

かがめる。あなたは兄弟たちの主となり、あなた

の母の子らは、あなたに身をかがめるであろう。

あなたをのろう者はのろわれ、あなたを祝福する

者は祝福される」。 30イサクがヤコブを祝福し終

って、ヤコブが父イサクの前から出て行くとすぐ

、兄エサウが狩から帰ってきた。 31彼もまたおい

しい食べ物を作って、父の所に持ってきて、言っ

た、「父よ、起きてあなたの子のしかの肉を食べ

、あなたみずから、わたしを祝福してください」

。 32父イサクは彼に言った、「あなたは、だれか

」。彼は言った、「わたしはあなたの子、長子エ

サウです」。 33イサクは激しくふるえて言った、

「それでは、あのしかの肉を取って、わたしに持
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ってきた者はだれか。わたしはあなたが来る前に

、みんな食べて彼を祝福した。ゆえに彼が祝福を

得るであろう」。 34エサウは父の言葉を聞いた時

、大声をあげ、激しく叫んで、父に言った、「父

よ、わたしを、わたしをも祝福してください」。

35イサクは言った、「あなたの弟が偽ってやって

きて、あなたの祝福を奪ってしまった」。 36エサ

ウは言った、「よくもヤコブと名づけたものだ。

彼は二度までもわたしをおしのけた。さきには、

わたしの長子の特権を奪い、こんどはわたしの祝

福を奪った」。また言った、「あなたはわたしの

ために祝福を残しておかれませんでしたか」。 37

イサクは答えてエサウに言った、「わたしは彼を

あなたの主人とし、兄弟たちを皆しもべとして彼

に与え、また穀物とぶどう酒を彼に授けた。わが

子よ、今となっては、あなたのために何ができよ

うか」。 38エサウは父に言った、「父よ、あなた

の祝福はただ一つだけですか。父よ、わたしを、

わたしをも祝福してください」。エサウは声をあ

げて泣いた。 39父イサクは答えて彼に言った、「

あなたのすみかは地の肥えた所から離れ、また上

なる天の露から離れるであろう。 40あなたはつる

ぎをもって世を渡り、あなたの弟に仕えるであろ

う。しかし、あなたが勇み立つ時、首から、その

くびきを振り落すであろう」。 41こうしてエサウ

は父がヤコブに与えた祝福のゆえにヤコブを憎ん

だ。エサウは心の内で言った、「父の喪の日も遠

くはないであろう。その時、弟ヤコブを殺そう」

。 42しかしリベカは長子エサウのこの言葉を人づ

てに聞いたので、人をやり、弟ヤコブを呼んで言

った、「兄エサウはあなたを殺そうと考えて、み

ずから慰めています。 43子よ、今わたしの言葉に

従って、すぐハランにいるわたしの兄ラバンのも

とにのがれ、 44あなたの兄の怒りが解けるまで、

しばらく彼の所にいなさい。 45兄の憤りが解けて

、あなたのした事を兄が忘れるようになったなら

ば、わたしは人をやって、あなたをそこから迎え

ましょう。どうして、わたしは一日のうちにあな

たがたふたりを失ってよいでしょうか」。 46リベ

カはイサクに言った、「わたしはヘテびとの娘ど

ものことで、生きているのがいやになりました。

もしヤコブがこの地の、あの娘どものようなヘテ

びとの娘を妻にめとるなら、わたしは生きていて

、何になりましょう」。

28イサクはヤコブを呼んで、これを祝福し、命
じて言った、「あなたはカナンの娘を妻にめ

とってはならない。 2立ってパダンアラムへ行き

、あなたの母の父ベトエルの家に行って、そこで

あなたの母の兄ラバンの娘を妻にめとりなさい。 3

全能の神が、あなたを祝福し、多くの子を得させ

、かつふえさせて、多くの国民とし、 4またアブ

ラハムの祝福をあなたと子孫とに与えて、神がア

ブラハムに授けられたあなたの寄留の地を継がせ

てくださるように」。 5こうしてイサクはヤコブ

を送り出した。ヤコブはパダンアラムに向かい、

アラムびとベトエルの子で、ヤコブとエサウとの

母リベカの兄ラバンのもとへ行った。 6さてエサ

ウは、イサクがヤコブを祝福して、パダンアラム

につかわし、そこから妻をめとらせようとしたこ

と、彼を祝福し、命じて「あなたはカナンの娘を

妻にめとってはならない」と言ったこと、 7そし

てヤコブが父母の言葉に従って、パダンアラムへ

行ったことを知ったとき、 8彼はカナンの娘が父

イサクの心にかなわないのを見た。 9そこでエサ

ウはイシマエルの所に行き、すでにある妻たちの

ほかにアブラハムの子イシマエルの娘で、ネバヨ

テの妹マハラテを妻にめとった。 10さてヤコブは

ベエルシバを立って、ハランへ向かったが、 11一

つの所に着いた時、日が暮れたので、そこに一夜

を過ごし、その所の石を取ってまくらとし、そこ

に伏して寝た。 12時に彼は夢をみた。一つのはし

ごが地の上に立っていて、その頂は天に達し、神

の使たちがそれを上り下りしているのを見た。 13

そして主は彼のそばに立って言われた、「わたし

はあなたの父アブラハムの神、イサクの神、主で

ある。あなたが伏している地を、あなたと子孫と

に与えよう。 14あなたの子孫は地のちりのように

多くなって、西、東、北、南にひろがり、地の諸

族はあなたと子孫とによって祝福をうけるであろ

う。 15わたしはあなたと共にいて、あなたがどこ

へ行くにもあなたを守り、あなたをこの地に連れ

帰るであろう。わたしは決してあなたを捨てず、

あなたに語った事を行うであろう」。 16ヤコブは

眠りからさめて言った、「まことに主がこの所に

おられるのに、わたしは知らなかった」。 17そし

て彼は恐れて言った、「これはなんという恐るべ

き所だろう。これは神の家である。これは天の門

だ」。 18ヤコブは朝はやく起きて、まくらとして

いた石を取り、それを立てて柱とし、その頂に油

を注いで、 19その所の名をベテルと名づけた。そ

の町の名は初めはルズといった。 20ヤコブは誓い

を立てて言った、「神がわたしと共にいまし、わ

たしの行くこの道でわたしを守り、食べるパンと

着る着物を賜い、 21安らかに父の家に帰らせてく

ださるなら、主をわたしの神といたしましょう。

22またわたしが柱に立てたこの石を神の家といた

しましょう。そしてあなたがくださるすべての物

の十分の一を、わたしは必ずあなたにささげます

」。

29ヤコブはその旅を続けて東の民の地へ行った
。 2見ると野に一つの井戸があって、そのか

たわらに羊の三つの群れが伏していた。人々はそ

の井戸から群れに水を飲ませるのであったが、井

戸の口には大きな石があった。 3群れが皆そこに

集まると、人々は井戸の口から石をころがして羊

に水を飲ませ、その石をまた井戸の口の元のとこ

ろに返しておくのである。 4ヤコブは人々に言っ

た、「兄弟たちよ、あなたがたはどこからこられ

たのですか」。彼らは言った、「わたしたちはハ

ランからです」。 5ヤコブは彼らに言った、「あ

なたがたはナホルの子ラバンを知っていますか」

。彼らは言った、「知っています」。 6ヤコブは
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また彼らに言った、「彼は無事ですか」。彼らは

言った、「無事です。御覧なさい。彼の娘ラケル

はいま羊と一緒にここへきます」。 7ヤコブは言

った、「日はまだ高いし、家畜を集める時でもな

い。あなたがたは羊に水を飲ませてから、また行

って飼いなさい」。 8彼らは言った、「わたした

ちはそれはできないのです。群れがみな集まった

上で、井戸の口から石をころがし、それから羊に

水を飲ませるのです」。 9ヤコブがなお彼らと語

っている時に、ラケルは父の羊と一緒にきた。彼

女は羊を飼っていたからである。 10ヤコブは母の

兄ラバンの娘ラケルと母の兄ラバンの羊とを見た

。そしてヤコブは進み寄って井戸の口から石をこ

ろがし、母の兄ラバンの羊に水を飲ませた。 11ヤ

コブはラケルに口づけし、声をあげて泣いた。 12

ヤコブはラケルに、自分がラケルの父のおいであ

り、リベカの子であることを告げたので、彼女は

走って行って父に話した。 13ラバンは妹の子ヤコ

ブがきたという知らせを聞くとすぐ、走って行っ

てヤコブを迎え、これを抱いて口づけし、家に連

れてきた。そこでヤコブはすべての事をラバンに

話した。 14ラバンは彼に言った、「あなたはほん

とうにわたしの骨肉です」。ヤコブは一か月の間

彼と共にいた。 15時にラバンはヤコブに言った、

「あなたはわたしのおいだからといって、ただで

わたしのために働くこともないでしょう。どんな

報酬を望みますか、わたしに言ってください」。

16さてラバンにはふたりの娘があった。姉の名は

レアといい、妹の名はラケルといった。 17レアは

目が弱かったが、ラケルは美しくて愛らしかった

。 18ヤコブはラケルを愛したので、「わたしは、

あなたの妹娘ラケルのために七年あなたに仕えま

しょう」と言った。 19ラバンは言った、「彼女を

他人にやるよりもあなたにやる方がよい。わたし

と一緒にいなさい」。 20こうして、ヤコブは七年

の間ラケルのために働いたが、彼女を愛したので

、ただ数日のように思われた。 21ヤコブはラバン

に言った、「期日が満ちたから、わたしの妻を与

えて、妻の所にはいらせてください」。 22そこで

ラバンはその所の人々をみな集めて、ふるまいを

設けた。 23夕暮となったとき、娘レアをヤコブの

もとに連れてきたので、ヤコブは彼女の所にはい

った。 24ラバンはまた自分のつかえめジルパを娘

レアにつかえめとして与えた。 25朝になって、見

ると、それはレアであったので、ヤコブはラバン

に言った、「あなたはどうしてこんな事をわたし

にされたのですか。わたしはラケルのために働い

たのではありませんか。どうしてあなたはわたし

を欺いたのですか」。 26ラバンは言った、「妹を

姉より先にとつがせる事はわれわれの国ではしま

せん。 27まずこの娘のために一週間を過ごしなさ

い。そうすればあの娘もあなたにあげよう。あな

たは、そのため更に七年わたしに仕えなければな

らない」。 28ヤコブはそのとおりにして、その一

週間が終ったので、ラバンは娘ラケルをも妻とし

て彼に与えた。 29ラバンはまた自分のつかえめビ

ルハを娘ラケルにつかえめとして与えた。 30ヤコ

ブはまたラケルの所にはいった。彼はレアよりも

ラケルを愛して、更に七年ラバンに仕えた。 31主

はレアがきらわれるのを見て、その胎を開かれた

が、ラケルは、みごもらなかった。 32レアは、み

ごもって子を産み、名をルベンと名づけて、言っ

た、「主がわたしの悩みを顧みられたから、今は

夫もわたしを愛するだろう」。 33彼女はまた、み

ごもって子を産み、「主はわたしが嫌われるのを

お聞きになって、わたしにこの子をも賜わった」

と言って、名をシメオンと名づけた。 34彼女はま

た、みごもって子を産み、「わたしは彼に三人の

子を産んだから、こんどこそは夫もわたしに親し

むだろう」と言って、名をレビと名づけた。 35彼

女はまた、みごもって子を産み、「わたしは今、

主をほめたたえる」と言って名をユダと名づけた

。そこで彼女の、子を産むことはやんだ。

30ラケルは自分がヤコブに子を産まないのを知
った時、姉をねたんでヤコブに言った、「わ

たしに子どもをください。さもないと、わたしは

死にます」。 2ヤコブはラケルに向かい怒って言

った、「あなたの胎に子どもをやどらせないのは

神です。わたしが神に代ることができようか」。 3

ラケルは言った、「わたしのつかえめビルハがい

ます。彼女の所におはいりなさい。彼女が子を産

んで、わたしのひざに置きます。そうすれば、わ

たしもまた彼女によって子を持つでしょう」。 4

ラケルはつかえめビルハを彼に与えて、妻とさせ

たので、ヤコブは彼女の所にはいった。 5ビルハ

は、みごもってヤコブに子を産んだ。 6そこでラ

ケルは、「神はわたしの訴えに答え、またわたし

の声を聞いて、わたしに子を賜わった」と言って

、名をダンと名づけた。 7ラケルのつかえめビル

ハはまた、みごもって第二の子をヤコブに産んだ

。 8そこでラケルは、「わたしは激しい争いで、

姉と争って勝った」と言って、名をナフタリと名

づけた。 9さてレアは自分が子を産むことのやん

だのを見たとき、つかえめジルパを取り、妻とし

てヤコブに与えた。 10レアのつかえめジルパはヤ

コブに子を産んだ。 11そこでレアは、「幸運がき

た」と言って、名をガドと名づけた。 12レアのつ

かえめジルパは第二の子をヤコブに産んだ。 13そ

こでレアは、「わたしは、しあわせです。娘たち

はわたしをしあわせな者と言うでしょう」と言っ

て、名をアセルと名づけた。 14さてルベンは麦刈

りの日に野に出て、野で恋なすびを見つけ、それ

を母レアのもとに持ってきた。ラケルはレアに言

った、「あなたの子の恋なすびをどうぞわたしに

ください」。 15レアはラケルに言った、「あなた

がわたしの夫を取ったのは小さな事でしょうか。

その上、あなたはまたわたしの子の恋なすびをも

取ろうとするのですか」。ラケルは言った、「そ

れではあなたの子の恋なすびに換えて、今夜彼を

あなたと共に寝させましょう」。 16夕方になって

、ヤコブが野から帰ってきたので、レアは彼を出

迎えて言った、「わたしの子の恋なすびをもって

、わたしがあなたを雇ったのですから、あなたは
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わたしの所に、はいらなければなりません」。ヤ

コブはその夜レアと共に寝た。 17神はレアの願い

を聞かれたので、彼女はみごもって五番目の子を

ヤコブに産んだ。 18そこでレアは、「わたしがつ

かえめを夫に与えたから、神がわたしにその価を

賜わったのです」と言って、名をイッサカルと名

づけた。 19レアはまた、みごもって六番目の子を

ヤコブに産んだ。 20そこでレアは、「神はわたし

に良い賜物をたまわった。わたしは六人の子を夫

に産んだから、今こそ彼はわたしと一緒に住むで

しょう」と言って、その名をゼブルンと名づけた

。 21その後、彼女はひとりの娘を産んで、名をデ

ナと名づけた。 22次に神はラケルを心にとめられ

、彼女の願いを聞き、その胎を開かれたので、 23

彼女は、みごもって男の子を産み、「神はわたし

の恥をすすいでくださった」と言って、 24名をヨ

セフと名づけ、「主がわたしに、なおひとりの子

を加えられるように」と言った。 25ラケルがヨセ

フを産んだ時、ヤコブはラバンに言った、「わた

しを去らせて、わたしの故郷、わたしの国へ行か

せてください。 26あなたに仕えて得たわたしの妻

子を、わたしに与えて行かせてください。わたし

があなたのために働いた骨折りは、あなたがごぞ

んじです」。 27ラバンは彼に言った、「もし、あ

なたの心にかなうなら、とどまってください。わ

たしは主があなたのゆえに、わたしを恵まれるし

るしを見ました」。 28また言った、「あなたの報

酬を申し出てください。わたしはそれを払います

」。 29ヤコブは彼に言った、「わたしがどのよう

にあなたに仕えたか、またどのようにあなたの家

畜を飼ったかは、あなたがごぞんじです。 30わた

しが来る前には、あなたの持っておられたものは

わずかでしたが、ふえて多くなりました。主はわ

たしの行く所どこでも、あなたを恵まれました。

しかし、いつになったらわたしも自分の家を成す

ようになるでしょうか」。 31彼は言った、「何を

あなたにあげようか」。ヤコブは言った、「なに

もわたしにくださるに及びません。もしあなたが

、わたしのためにこの一つの事をしてくださるな

ら、わたしは今一度あなたの群れを飼い、守りま

しょう。 32わたしはきょう、あなたの群れをみな

回ってみて、その中からすべてぶちとまだらの羊

、およびすべて黒い小羊と、やぎの中のまだらの

ものと、ぶちのものとを移しますが、これをわた

しの報酬としましょう。 33あとで、あなたがきて

、あなたの前でわたしの報酬をしらべる時、わた

しの正しい事が証明されるでしょう。もしも、や

ぎの中にぶちのないもの、まだらでないものがあ

ったり、小羊の中に黒くないものがあれば、それ

はみなわたしが盗んだものとなるでしょう」。 34

ラバンは言った、「よろしい。あなたの言われる

とおりにしましょう」。 35そこでラバンはその日

、雄やぎのしまのあるもの、まだらのもの、すべ

て雌やぎのぶちのもの、まだらのもの、すべて白

みをおびているもの、またすべて小羊の中の黒い

ものを移して子らの手にわたし、 36ヤコブとの間

に三日路の隔たりを設けた。ヤコブはラバンの残

りの群れを飼った。 37ヤコブは、はこやなぎと、

あめんどうと、すずかけの木のなまの枝を取り、

皮をはいでそれに白い筋をつくり、枝の白い所を

表わし、 38皮をはいだ枝を、群れがきて水を飲む

鉢、すなわち水ぶねの中に、群れに向かわせて置

いた。群れは水を飲みにきた時に、はらんだ。 39

すなわち群れは枝の前で、はらんで、しまのある

もの、ぶちのもの、まだらのものを産んだ。 40ヤ

コブはその小羊を別においた。彼はまた群れの顔

をラバンの群れのしまのあるものと、すべて黒い

ものとに向かわせた。そして自分の群れを別にま

とめておいて、ラバンの群れには、入れなかった

。 41また群れの強いものが発情した時には、ヤコ

ブは水ぶねの中に、その群れの目の前に、かの枝

を置いて、枝の間で、はらませた。 42けれども群

れの弱いものの時には、それを置かなかった。こ

うして弱いものはラバンのものとなり、強いもの

はヤコブのものとなったので、 43この人は大いに

富み、多くの群れと、男女の奴隷、およびらくだ

、ろばを持つようになった。

31さてヤコブはラバンの子らが、「ヤコブはわ
れわれの父の物をことごとく奪い、父の物に

よってあのすべての富を獲たのだ」と言っている

のを聞いた。 2またヤコブがラバンの顔を見るの

に、それは自分に対して以前のようではなかった

。 3主はヤコブに言われた、「あなたの先祖の国

へ帰り、親族のもとに行きなさい。わたしはあな

たと共にいるであろう」。 4そこでヤコブは人を

やって、ラケルとレアとを、野にいる自分の群れ

のところに招き、 5彼女らに言った、「わたしが

あなたがたの父の顔を見るのに、わたしに対して

以前のようではない。しかし、わたしの父の神は

わたしと共におられる。 6あなたがたが知ってい

るように、わたしは力のかぎり、あなたがたの父

に仕えてきた。 7しかし、あなたがたの父はわた

しを欺いて、十度もわたしの報酬を変えた。けれ

ども神は彼がわたしに害を加えることをお許しに

ならなかった。 8もし彼が、『ぶちのものはあな

たの報酬だ』と言えば、群れは皆ぶちのものを産

んだ。もし彼が、『しまのあるものはあなたの報

酬だ』と言えば、群れは皆しまのあるものを産ん

だ。 9こうして神はあなたがたの父の家畜をとっ

てわたしに与えられた。 10また群れが発情した時

、わたしが夢に目をあげて見ると、群れの上に乗

っている雄やぎは皆しまのあるもの、ぶちのもの

、霜ふりのものであった。 11その時、神の使が夢

の中でわたしに言った、『ヤコブよ』。わたしは

答えた、『ここにおります』。 12神の使は言った

、『目を上げて見てごらん。群れの上に乗ってい

る雄やぎは皆しまのあるもの、ぶちのもの、霜ふ

りのものです。わたしはラバンがあなたにしたこ

とをみな見ています。 13わたしはベテルの神です

。かつてあなたはあそこで柱に油を注いで、わた

しに誓いを立てましたが、いま立ってこの地を出

て、あなたの生れた国へ帰りなさい』」。 14ラケ

ルとレアは答えて言った、「わたしたちの父の家
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に、なおわたしたちの受くべき分、また嗣業があ

りましょうか。 15わたしたちは父に他人のように

思われているではありませんか。彼はわたしたち

を売ったばかりでなく、わたしたちのその金をさ

え使い果たしたのです。 16神がわたしたちの父か

ら取りあげられた富は、みなわたしたちとわたし

たちの子どものものです。だから何事でも神があ

なたにお告げになった事をしてください」。 17そ

こでヤコブは立って、子らと妻たちをらくだに乗

せ、 18またすべての家畜、すなわち彼がパダンア

ラムで獲た家畜と、すべての財産を携えて、カナ

ンの地におる父イサクのもとへ赴いた。 19その時

ラバンは羊の毛を切るために出ていたので、ラケ

ルは父の所有のテラピムを盗み出した。 20またヤ

コブはアラムびとラバンを欺き、自分の逃げ去る

のを彼に告げなかった。 21こうして彼はすべての

持ち物を携えて逃げ、立って川を渡り、ギレアデ

の山地へ向かった。 22三日目になって、ヤコブの

逃げ去ったことが、ラバンに聞えたので、 23彼は

一族を率いて、七日の間そのあとを追い、ギレア

デの山地で追いついた。 24しかし、神は夜の夢に

アラムびとラバンに現れて言われた、「あなたは

心してヤコブに、よしあしを言ってはなりません

」。 25ラバンはついにヤコブに追いついたが、ヤ

コブが山に天幕を張っていたので、ラバンも一族

と共にギレアデの山に天幕を張った。 26ラバンは

ヤコブに言った、「あなたはなんという事をした

のですか。あなたはわたしを欺いてわたしの娘た

ちをいくさのとりこのように引いて行きました。

27なぜあなたはわたしに告げずに、ひそかに逃げ

去ってわたしを欺いたのですか。わたしは手鼓や

琴で喜び歌ってあなたを送りだそうとしていたの

に。 28なぜわたしの孫や娘にわたしが口づけする

のを許さなかったのですか。あなたは愚かな事を

しました。 29わたしはあなたがたに害を加える力

をもっているが、あなたがたの父の神が昨夜わた

しに告げて、『おまえは心して、ヤコブによしあ

しを言うな』と言われました。 30今あなたが逃げ

出したのは父の家が非常に恋しくなったからでし

ょうが、なぜあなたはわたしの神を盗んだのです

か」。 31ヤコブはラバンに答えた、「たぶんあな

たが娘たちをわたしから奪いとるだろうと思って

わたしは恐れたからです。 32だれの所にでもあな

たの神が見つかったら、その者を生かしてはおき

ません。何かあなたの物がわたしのところにある

か、われわれの一族の前で、調べてみて、それを

お取りください」。ラケルが神を盗んだことをヤ

コブは知らなかったからである。 33そこでラバン

はヤコブの天幕にはいり、またレアの天幕にはい

り、更にふたりのはしための天幕にはいってみた

が、見つからなかったので、レアの天幕を出てラ

ケルの天幕にはいった。 34しかし、ラケルはすで

にテラピムを取って、らくだのくらの下に入れ、

その上にすわっていたので、ラバンは、くまなく

天幕の中を捜したが、見つからなかった。 35その

時ラケルは父に言った、「わたしは女の常のこと

があって、あなたの前に立ち上がることができま

せん。わが主よ、どうかお怒りにならぬよう」。

彼は捜したがテラピムは見つからなかった。 36そ

こでヤコブは怒ってラバンを責めた。そしてヤコ

ブはラバンに言った、「わたしにどんなあやまち

があり、どんな罪があって、あなたはわたしのあ

とを激しく追ったのですか。 37あなたはわたしの

物をことごとく探られたが、何かあなたの家の物

が見つかりましたか。それを、ここに、わたしの

一族と、あなたの一族の前に置いて、われわれふ

たりの間をさばかせましょう。 38わたしはこの二

十年、あなたと一緒にいましたが、その間あなた

の雌羊も雌やぎも子を産みそこねたことはなく、

またわたしはあなたの群れの雄羊を食べたことも

ありませんでした。 39また野獣が、かみ裂いたも

のは、あなたのもとに持ってこないで、自分でそ

れを償いました。また昼盗まれたものも、夜盗ま

れたものも、あなたはわたしにその償いを求めら

れました。 40わたしのことを言えば、昼は暑さに

、夜は寒さに悩まされて、眠ることもできません

でした。 41わたしはこの二十年あなたの家族のひ

とりでありました。わたしはあなたのふたりの娘

のために十四年、またあなたの群れのために六年

、あなたに仕えましたが、あなたは十度もわたし

の報酬を変えられました。 42もし、わたしの父の

神、アブラハムの神、イサクのかしこむ者がわた

しと共におられなかったなら、あなたはきっとわ

たしを、から手で去らせたでしょう。神はわたし

の悩みと、わたしの労苦とを顧みられて昨夜あな

たを戒められたのです」。 43ラバンは答えてヤコ

ブに言った、「娘たちはわたしの娘、子どもたち

はわたしの孫です。また群れはわたしの群れ、あ

なたの見るものはみなわたしのものです。これら

のわたしの娘たちのため、また彼らが産んだ子ど

もたちのため、きょうわたしは何をすることがで

きましょうか。 44さあ、それではわたしとあなた

と契約を結んで、これをわたしとあなたとの間の

証拠としましょう」。 45そこでヤコブは石を取り

、それを立てて柱とした。 46ヤコブはまた一族の

者に言った、「石を集めてください」。彼らは石

を取って、一つの石塚を造った。こうして彼らは

その石塚のかたわらで食事をした。 47ラバンはこ

れをエガル・サハドタと名づけ、ヤコブはこれを

ガルエドと名づけた。 48そしてラバンは言った、

「この石塚はきょうわたしとあなたとの間の証拠

となります」。それでその名はガルエドと呼ばれ

た。 49またミズパとも呼ばれた。彼がこう言った

からである、「われわれが互に別れたのちも、ど

うか主がわたしとあなたとの間を見守られるよう

に。 50もしあなたがわたしの娘を虐待したり、わ

たしの娘のほかに妻をめとることがあれば、たと

いそこにだれひとりいなくても、神はわたしとあ

なたとの間の証人でいらせられる」。 51更にラバ

ンはヤコブに言った、「あなたとわたしとの間に

わたしが建てたこの石塚をごらんなさい、この柱

をごらんなさい。 52この石塚を越えてわたしがあ

なたに害を加えず、またこの石塚とこの柱を越え

てあなたがわたしに害を加えないように、どうか



創世記21

この石塚があかしとなり、この柱があかしとなる

ように。 53どうかアブラハムの神、ナホルの神、

彼らの父の神がわれわれの間をさばかれるように

」。ヤコブは父イサクのかしこむ者によって誓っ

た。 54そしてヤコブは山で犠牲をささげ、一族を

招いて、食事をした。彼らは食事をして山に宿っ

た。 55あくる朝ラバンは早く起き、孫と娘たちに

口づけして彼らを祝福し、去って家に帰った。

32さて、ヤコブが旅路に進んだとき、神の使た
ちが彼に会った。 2ヤコブは彼らを見て、「

これは神の陣営です」と言って、その所の名をマ

ハナイムと名づけた。 3ヤコブはセイルの地、エ

ドムの野に住む兄エサウのもとに、さきだって使

者をつかわした。 4すなわちそれに命じて言った

、「あなたがたはわたしの主人エサウにこう言い

なさい、『あなたのしもべヤコブはこう言いまし

た。わたしはラバンのもとに寄留して今までとど

まりました。 5わたしは牛、ろば、羊、男女の奴

隷を持っています。それでわが主に申し上げて、

あなたの前に恵みを得ようと人をつかわしたので

す』」。 6使者はヤコブのもとに帰って言った、

「わたしたちはあなたの兄エサウのもとへ行きま

した。彼もまたあなたを迎えようと四百人を率い

てきます」。 7そこでヤコブは大いに恐れ、苦し

み、共にいる民および羊、牛、らくだを二つの組

に分けて、 8言った、「たとい、エサウがきて、

一つの組を撃っても、残りの組はのがれるであろ

う」。 9ヤコブはまた言った、「父アブラハムの

神、父イサクの神よ、かつてわたしに『おまえの

国へ帰り、おまえの親族に行け。わたしはおまえ

を恵もう』と言われた主よ、 10あなたがしもべに

施されたすべての恵みとまことをわたしは受ける

に足りない者です。わたしは、つえのほか何も持

たないでこのヨルダンを渡りましたが、今は二つ

の組にもなりました。 11どうぞ、兄エサウの手か

らわたしをお救いください。わたしは彼がきて、

わたしを撃ち、母や子供たちにまで及ぶのを恐れ

ます。 12あなたは、かつて、『わたしは必ずおま

えを恵み、おまえの子孫を海の砂の数えがたいほ

ど多くしよう』と言われました」。 13彼はその夜

そこに宿り、持ち物のうちから兄エサウへの贈り

物を選んだ。 14すなわち雌やぎ二百、雄やぎ二十

、雌羊二百、雄羊二十、 15乳らくだ三十とその子

、雌牛四十、雄牛十、雌ろば二十、雄ろば十。 16

彼はこれらをそれぞれの群れに分けて、しもべた

ちの手にわたし、しもべたちに言った、「あなた

がたはわたしの先に進みなさい、そして群れと群

れとの間には隔たりをおきなさい」。 17また先頭

の者に命じて言った、「もし、兄エサウがあなた

に会って『だれのしもべで、どこへ行くのか。あ

なたの前にあるこれらのものはだれの物か』と尋

ねたら、 18『あなたのしもべヤコブの物で、わが

主エサウにおくる贈り物です。彼もわたしたちの

うしろにおります』と言いなさい」。 19彼は第二

の者にも、第三の者にも、また群れ群れについて

行くすべての者にも命じて言った、「あなたがた

がエサウに会うときは、同じように彼に告げて、

20『あなたのしもべヤコブもわれわれのうしろに

おります』と言いなさい」。ヤコブは、「わたし

がさきに送る贈り物をもってまず彼をなだめ、そ

れから、彼の顔を見よう。そうすれば、彼はわた

しを迎えてくれるであろう」と思ったからである

。 21こうして贈り物は彼に先立って渡り、彼はそ

の夜、宿営にやどった。 22彼はその夜起きて、ふ

たりの妻とふたりのつかえめと十一人の子どもと

を連れてヤボクの渡しをわたった。 23すなわち彼

らを導いて川を渡らせ、また彼の持ち物を渡らせ

た。 24ヤコブはひとりあとに残ったが、ひとりの

人が、夜明けまで彼と組打ちした。 25ところでそ

の人はヤコブに勝てないのを見て、ヤコブのもも

のつがいにさわったので、ヤコブのもものつがい

が、その人と組打ちするあいだにはずれた。 26そ

の人は言った、「夜が明けるからわたしを去らせ

てください」。ヤコブは答えた、「わたしを祝福

してくださらないなら、あなたを去らせません」

。 27その人は彼に言った、「あなたの名はなんと

言いますか」。彼は答えた、「ヤコブです」。 28

その人は言った、「あなたはもはや名をヤコブと

言わず、イスラエルと言いなさい。あなたが神と

人とに、力を争って勝ったからです」。 29ヤコブ

は尋ねて言った、「どうかわたしにあなたの名を

知らせてください」。するとその人は、「なぜあ

なたはわたしの名をきくのですか」と言ったが、

その所で彼を祝福した。 30そこでヤコブはその所

の名をペニエルと名づけて言った、「わたしは顔

と顔をあわせて神を見たが、なお生きている」。

31こうして彼がペニエルを過ぎる時、日は彼の上

にのぼったが、彼はそのもものゆえにびっこを引

いていた。 32そのため、イスラエルの子らは今日

まで、もものつがいの上にある腰の筋を食べない

。かの人がヤコブのもものつがい、すなわち腰の

筋にさわったからである。

33さてヤコブは目をあげ、エサウが四百人を率
いて来るのを見た。そこで彼は子供たちを分

けてレアとラケルとふたりのつかえめとにわたし

、 2つかえめとその子供たちをまっ先に置き、レ

アとその子供たちを次に置き、ラケルとヨセフを

最後に置いて、 3みずから彼らの前に進み、七た

び身を地にかがめて、兄に近づいた。 4するとエ

サウは走ってきて迎え、彼を抱き、そのくびをか

かえて口づけし、共に泣いた。 5エサウは目をあ

げて女と子供たちを見て言った、「あなたと一緒

にいるこれらの者はだれですか」。ヤコブは言っ

た、「神がしもべに授けられた子供たちです」。 6

そこでつかえめたちはその子供たちと共に近寄っ

てお辞儀した。 7レアもまたその子供たちと共に

近寄ってお辞儀し、それからヨセフとラケルが近

寄ってお辞儀した。 8するとエサウは言った、「

わたしが出会ったあのすべての群れはどうしたの

ですか」。ヤコブは言った、「わが主の前に恵み

を得るためです」。 9エサウは言った、「弟よ、

わたしはじゅうぶんもっている。あなたの物はあ
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なたのものにしなさい」。 10ヤコブは言った、「

いいえ、もしわたしがあなたの前に恵みを得るな

ら、どうか、わたしの手から贈り物を受けてくだ

さい。あなたが喜んでわたしを迎えてくださるの

で、あなたの顔を見て、神の顔を見るように思い

ます。 11どうかわたしが持ってきた贈り物を受け

てください。神がわたしを恵まれたので、わたし

はじゅうぶんもっていますから」。こうして彼が

しいたので、彼は受け取った。 12そしてエサウは

言った、「さあ、立って行こう。わたしが先に行

く」。 13ヤコブは彼に言った、「ごぞんじのよう

に、子供たちは、かよわく、また乳を飲ませてい

る羊や牛をわたしが世話をしています。もし一日

でも歩かせ過ぎたら群れはみな死んでしまいます

。 14わが主よ、どうか、しもべの先においでくだ

さい。わたしはわたしの前にいる家畜と子供たち

の歩みに合わせて、ゆっくり歩いて行き、セイル

でわが主と一緒になりましょう」。 15エサウは言

った、「それならわたしが連れている者どものう

ち幾人かをあなたのもとに残しましょう」。ヤコ

ブは言った、「いいえ、それには及びません。わ

が主の前に恵みを得させてください」。 16その日

エサウはセイルへの帰途についた。 17ヤコブは立

ってスコテに行き、自分のために家を建て、また

家畜のために小屋を造った。これによってその所

の名はスコテと呼ばれている。 18こうしてヤコブ

はパダンアラムからきて、無事カナンの地のシケ

ムの町に着き、町の前に宿営した。 19彼は天幕を

張った野の一部をシケムの父ハモルの子らの手か

ら百ケシタで買い取り、 20そこに祭壇を建てて、

これをエル・エロヘ・イスラエルと名づけた。

34レアがヤコブに産んだ娘デナはその地の女た
ちに会おうと出かけて行ったが、 2その地の

つかさ、ヒビびとハモルの子シケムが彼女を見て

、引き入れ、これと寝てはずかしめた。 3彼は深

くヤコブの娘デナを慕い、この娘を愛して、ねん

ごろに娘に語った。 4シケムは父ハモルに言った

、「この娘をわたしの妻にめとってください」。 5

さてヤコブはシケムが、娘デナを汚したことを聞

いたけれども、その子らが家畜を連れて野にいた

ので、彼らの帰るまで黙っていた。 6シケムの父

ハモルはヤコブと話し合おうと、ヤコブの所に出

てきた。 7ヤコブの子らは野から帰り、この事を

聞いて、悲しみ、かつ非常に怒った。シケムがヤ

コブの娘と寝て、イスラエルに愚かなことをした

ためで、こんなことは、してはならぬ事だからで

ある。 8ハモルは彼らと語って言った、「わたし

の子シケムはあなたがたの娘を心に慕っています

。どうか彼女を彼の妻にください。 9あなたがた

はわたしたちと婚姻し、あなたがたの娘をわたし

たちに与え、わたしたちの娘をあなたがたにめと

ってください。 10こうしてあなたがたとわたした

ちとは一緒に住みましょう。地はあなたがたの前

にあります。ここに住んで取引し、ここで財産を

獲なさい」。 11シケムはまたデナの父と兄弟たち

とに言った、「あなたがたの前に恵みを得させて

ください。あなたがたがわたしに言われるものは

、なんでもさしあげましょう。 12たくさんの結納

金と贈り物とをお求めになっても、あなたがたの

言われるとおりさしあげます。ただこの娘はわた

しの妻にください」。 13しかし、ヤコブの子らは

シケムが彼らの妹デナを汚したので、シケムとそ

の父ハモルに偽って答え、 14彼らに言った、「わ

れわれは割礼を受けない者に妹をやる事はできま

せん。それはわれわれの恥とするところですから

。 15ただ、こうなさればわれわれはあなたがたに

同意します。もしあなたがたのうち男子がみな割

礼を受けて、われわれのようになるなら、 16われ

われの娘をあなたがたに与え、あなたがたの娘を

われわれにめとりましょう。そしてわれわれはあ

なたがたと一緒に住んで一つの民となりましょう

。 17けれども、もしあなたがたがわれわれに聞か

ず、割礼を受けないなら、われわれは娘を連れて

行きます」。 18彼らの言葉がハモルとハモルの子

シケムとの心にかなったので、 19若者は、ためら

わずにこの事をした。彼がヤコブの娘を愛したか

らである。また彼は父の家のうちで一番重んじら

れた者であった。 20そこでハモルとその子シケム

とは町の門に行き、町の人々に語って言った、 21

「この人々はわれわれと親しいから、この地に住

まわせて、ここで取引をさせよう。地は広く、彼

らをいれるにじゅうぶんである。そしてわれわれ

は彼らの娘を妻にめとり、われわれの娘を彼らに

与えよう。 22彼らが割礼を受けているように、も

しわれわれのうちの男子が皆、割礼を受けるなら

、ただこの事だけで、この人々はわれわれに同意

し、われわれと一緒に住んで一つの民となるのだ

。 23そうすれば彼らの家畜と財産とすべての獣と

は、われわれのものとなるではないか。ただわれ

われが彼らに同意すれば、彼らはわれわれと一緒

に住むであろう」。 24そこで町の門に出入りする

者はみなハモルとその子シケムとに聞き従って、

町の門に出入りするすべての男子は割礼を受けた

。 25三日目になって彼らが痛みを覚えている時、

ヤコブのふたりの子、すなわちデナの兄弟シメオ

ンとレビとは、おのおのつるぎを取って、不意に

町を襲い、男子をことごとく殺し、 26またつるぎ

の刃にかけてハモルとその子シケムとを殺し、シ

ケムの家からデナを連れ出した。 27そしてヤコブ

の子らは殺された人々をはぎ、町をかすめた。彼

らが妹を汚したからである。 28すなわち羊、牛、

ろば及び町にあるものと、野にあるもの、 29並び

にすべての貨財を奪い、その子女と妻たちを皆と

りこにし、家の中にある物をことごとくかすめた

。 30そこでヤコブはシメオンとレビとに言った、

「あなたがたはわたしをこの地の住民、カナンび

ととペリジびとに忌みきらわせ、わたしに迷惑を

かけた。わたしは、人数が少ないから、彼らが集

まってわたしを攻め撃つならば、わたしも家族も

滅ぼされるであろう」。 31彼らは言った、「わた

したちの妹を遊女のように彼が扱ってよいのです

か」。
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35ときに神はヤコブに言われた、「あなたは立
ってベテルに上り、そこに住んで、あなたが

さきに兄エサウの顔を避けてのがれる時、あなた

に現れた神に祭壇を造りなさい」。 2ヤコブは、

その家族および共にいるすべての者に言った、「

あなたがたのうちにある異なる神々を捨て、身を

清めて着物を着替えなさい。 3われわれは立って

ベテルに上り、その所でわたしの苦難の日にわた

しにこたえ、かつわたしの行く道で共におられた

神に祭壇を造ろう」。 4そこで彼らは持っている

異なる神々と、耳につけている耳輪をことごとく

ヤコブに与えたので、ヤコブはこれをシケムのほ

とりにあるテレビンの木の下に埋めた。 5そして

彼らは、いで立ったが、大いなる恐れが周囲の町

々に起ったので、ヤコブの子らのあとを追う者は

なかった。 6こうしてヤコブは共にいたすべての

人々と一緒にカナンの地にあるルズ、すなわちベ

テルにきた。 7彼はそこに祭壇を築き、その所を

エル・ベテルと名づけた。彼が兄の顔を避けての

がれる時、神がそこで彼に現れたからである。 8

時にリベカのうばデボラが死んで、ベテルのしも

の、かしの木の下に葬られた。これによってその

木の名をアロン・バクテと呼ばれた。 9さてヤコ

ブがパダンアラムから帰ってきた時、神は再び彼

に現れて彼を祝福された。 10神は彼に言われた、

「あなたの名はヤコブである。しかしあなたの名

をもはやヤコブと呼んではならない。あなたの名

をイスラエルとしなさい」。こうして彼をイスラ

エルと名づけられた。 11神はまた彼に言われた、

「わたしは全能の神である。あなたは生めよ、ま

たふえよ。一つの国民、また多くの国民があなた

から出て、王たちがあなたの身から出るであろう

。 12わたしはアブラハムとイサクとに与えた地を

、あなたに与えよう。またあなたの後の子孫にそ

の地を与えよう」。 13神は彼と語っておられたそ

の場所から彼を離れてのぼられた。 14そこでヤコ

ブは神が自分と語られたその場所に、一本の石の

柱を立て、その上に灌祭をささげ、また油を注い

だ。 15そしてヤコブは神が自分と語られたその場

所をベテルと名づけた。 16こうして彼らはベテル

を立ったが、エフラタに行き着くまでに、なお隔

たりのある所でラケルは産気づき、その産は重か

った。 17その難産に当って、産婆は彼女に言った

、「心配することはありません。今度も男の子で

す」。 18彼女は死にのぞみ、魂の去ろうとする時

、子の名をベノニと呼んだ。しかし、父はこれを

ベニヤミンと名づけた。 19ラケルは死んでエフラ

タ、すなわちベツレヘムの道に葬られた。 20ヤコ

ブはその墓に柱を立てた。これはラケルの墓の柱

であって、今日に至っている。 21イスラエルはま

た、いで立ってミグダル・エダルの向こうに天幕

を張った。 22イスラエルがその地に住んでいた時

、ルベンは父のそばめビルハのところへ行って、

これと寝た。イスラエルはこれを聞いた。さてヤ

コブの子らは十二人であった。 23すなわちレアの

子らはヤコブの長子ルベンとシメオン、レビ、ユ

ダ、イッサカル、ゼブルン。 24ラケルの子らはヨ

セフとベニヤミン。 25ラケルのつかえめビルハの

子らはダンとナフタリ。 26レアのつかえめジルパ

の子らはガドとアセル。これらはヤコブの子らで

あって、パダンアラムで彼に生れた者である。 27

ヤコブはキリアテ・アルバ、すなわちヘブロンの

マムレにいる父イサクのもとへ行った。ここはア

ブラハムとイサクとが寄留した所である。 28イサ

クの年は百八十歳であった。 29イサクは年老い、

日満ちて息絶え、死んで、その民に加えられた。

その子エサウとヤコブとは、これを葬った。

36エサウ、すなわちエドムの系図は次のとおり
である。 2エサウはカナンの娘たちのうちか

ら妻をめとった。すなわちヘテびとエロンの娘ア

ダと、ヒビびとヂベオンの子アナの娘アホリバマ

とである。 3また、イシマエルの娘ネバヨテの妹

バスマテをめとった。 4アダはエリパズをエサウ

に産み、バスマテはリウエルを産み、 5アホリバ

マはエウシ、ヤラム、コラを産んだ。これらはエ

サウの子であって、カナンの地で彼に生れた者で

ある。 6エサウは妻と子と娘と家のすべての人、

家畜とすべての獣、またカナンの地で獲たすべて

の財産を携え、兄弟ヤコブを離れてほかの地へ行

った。 7彼らの財産が多くて、一緒にいることが

できなかったからである。すなわち彼らが寄留し

た地は彼らの家畜のゆえに、彼らをささえること

ができなかったのである。 8こうしてエサウはセ

イルの山地に住んだ。エサウはすなわちエドムで

ある。 9セイルの山地におったエドムびとの先祖

エサウの系図は次のとおりである。 10エサウの子

らの名は次のとおりである。すなわちエサウの妻

アダの子はエリパズ。エサウの妻バスマテの子は

リウエル。 11エリパズの子らはテマン、オマル、

ゼポ、ガタム、ケナズである。 12テムナはエサウ

の子エリパズのそばめで、アマレクをエリパズに

産んだ。これらはエサウの妻アダの子らである。

13リウエルの子らは次のとおりである。すなわち

ナハテ、ゼラ、シャンマ、ミザであって、これら

はエサウの妻バスマテの子らである。 14ヂベオン

の子アナの娘で、エサウの妻アホリバマの子らは

次のとおりである。すなわち彼女はエウシ、ヤラ

ム、コラをエサウに産んだ。 15エサウの子らの中

で、族長たる者は次のとおりである。すなわちエ

サウの長子エリパズの子らはテマンの族長、オマ

ルの族長、ゼポの族長、ケナズの族長、 16コラの

族長、ガタムの族長、アマレクの族長である。こ

れらはエリパズから出た族長で、エドムの地にお

った。これらはアダの子らである。 17エサウの子

リウエルの子らは次のとおりである。すなわちナ

ハテの族長、ゼラの族長、シャンマの族長、ミザ

の族長。これらはリウエルから出た族長で、エド

ムの地におった。これらはエサウの妻バスマテの

子らである。 18エサウの妻アホリバマの子らは次

のとおりである。すなわちエウシの族長、ヤラム

の族長、コラの族長。これらはアナの娘で、エサ

ウの妻アホリバマから出た族長である。 19これら

はエサウすなわちエドムの子らで、族長たる者で
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ある。 20この地の住民ホリびとセイルの子らは次

のとおりである。すなわちロタン、ショバル、ヂ

ベオン、アナ、 21デション、エゼル、デシャン。

これらはセイルの子ホリびとから出た族長で、エ

ドムの地におった。 22ロタンの子らはホリ、ヘマ

ムであり、ロタンの妹はテムナであった。 23ショ

バルの子らは次のとおりである。すなわちアルワ

ン、マナハテ、エバル、シポ、オナム。 24ヂベオ

ンの子らは次のとおりである。すなわちアヤとア

ナ。このアナは父ヂベオンのろばを飼っていた時

、荒野で温泉を発見した者である。 25アナの子ら

は次のとおりである。すなわちデションとアホリ

バマ。アホリバマはアナの娘である。 26デション

の子らは次のとおりである。すなわちヘムダン、

エシバン、イテラン、ケラン。 27エゼルの子らは

次のとおりである。すなわちビルハン、ザワン、

アカン。 28デシャンの子らは次のとおりである。

すなわちウズとアラン。 29ホリびとから出た族長

は次のとおりである。すなわちロタンの族長、シ

ョバルの族長、ヂベオンの族長、アナの族長、 30

デションの族長、エゼルの族長、デシャンの族長

。これらはホリびとから出た族長であって、その

氏族に従ってセイルの地におった者である。 31イ

スラエルの人々を治める王がまだなかった時、エ

ドムの地を治めた王たちは次のとおりである。 32

ベオルの子ベラはエドムを治め、その都の名はデ

ナバであった。 33ベラが死んで、ボズラのゼラの

子ヨバブがこれに代って王となった。 34ヨバブが

死んで、テマンびとの地のホシャムがこれに代っ

て王となった。 35ホシャムが死んで、ベダデの子

ハダデがこれに代って王となった。彼はモアブの

野でミデアンを撃った者である。その都の名はア

ビテであった。 36ハダデが死んで、マスレカのサ

ムラがこれに代って王となった。 37サムラが死ん

でユフラテ川のほとりにあるレホボテのサウルが

これに代って王となった。 38サウルが死んでアク

ボルの子バアル・ハナンがこれに代って王となっ

た。 39アクボルの子バアル・ハナンが死んで、ハ

ダルがこれに代って王となった。その都の名はパ

ウであった。その妻の名はメヘタベルといって、

メザハブの娘マテレデの娘であった。 40エサウか

ら出た族長の名は、その氏族と住所と名に従って

言えば次のとおりである。すなわちテムナの族長

、アルワの族長、エテテの族長、 41アホリバマの

族長、エラの族長、ピノンの族長、 42ケナズの族

長、テマンの族長、ミブザルの族長、 43マグデエ

ルの族長、イラムの族長。これらはエドムの族長

たちであって、その領地内の住所に従っていった

ものである。エドムびとの先祖はエサウである。

37ヤコブは父の寄留の地、すなわちカナンの地
に住んだ。 2ヤコブの子孫は次のとおりであ

る。ヨセフは十七歳の時、兄弟たちと共に羊の群

れを飼っていた。彼はまだ子供で、父の妻たちビ

ルハとジルパとの子らと共にいたが、ヨセフは彼

らの悪いうわさを父に告げた。 3ヨセフは年寄り

子であったから、イスラエルは他のどの子よりも

彼を愛して、彼のために長そでの着物をつくった

。 4兄弟たちは父がどの兄弟よりも彼を愛するの

を見て、彼を憎み、穏やかに彼に語ることができ

なかった。 5ある時、ヨセフは夢を見て、それを

兄弟たちに話したので、彼らは、ますます彼を憎

んだ。 6ヨセフは彼らに言った、「どうぞわたし

が見た夢を聞いてください。 7わたしたちが畑の

中で束を結わえていたとき、わたしの束が起きて

立つと、あなたがたの束がまわりにきて、わたし

の束を拝みました」。 8すると兄弟たちは彼に向

かって、「あなたはほんとうにわたしたちの王に

なるのか。あなたは実際わたしたちを治めるのか

」と言って、彼の夢とその言葉のゆえにますます

彼を憎んだ。 9ヨセフはまた一つの夢を見て、そ

れを兄弟たちに語って言った、「わたしはまた夢

を見ました。日と月と十一の星とがわたしを拝み

ました」。 10彼はこれを父と兄弟たちに語ったの

で、父は彼をとがめて言った、「あなたが見たそ

の夢はどういうのか。ほんとうにわたしとあなた

の母と、兄弟たちとが行って地に伏し、あなたを

拝むのか」。 11兄弟たちは彼をねたんだ。しかし

父はこの言葉を心にとめた。 12さて兄弟たちがシ

ケムに行って、父の羊の群れを飼っていたとき、

13イスラエルはヨセフに言った、「あなたの兄弟

たちはシケムで羊を飼っているではないか。さあ

、あなたを彼らの所へつかわそう」。ヨセフは父

に言った、「はい、行きます」。 14父は彼に言っ

た、「どうか、行って、あなたの兄弟たちは無事

であるか、また群れは無事であるか見てきて、わ

たしに知らせてください」。父が彼をヘブロンの

谷からつかわしたので、彼はシケムに行った。 15

ひとりの人が彼に会い、彼が野をさまよっていた

ので、その人は彼に尋ねて言った、「あなたは何

を捜しているのですか」。 16彼は言った、「兄弟

たちを捜しているのです。彼らが、どこで羊を飼

っているのか、どうぞわたしに知らせてください

」。 17その人は言った、「彼らはここを去りまし

た。彼らが『ドタンへ行こう』と言うのをわたし

は聞きました」。そこでヨセフは兄弟たちのあと

を追って行って、ドタンで彼らに会った。 18ヨセ

フが彼らに近づかないうちに、彼らははるかにヨ

セフを見て、これを殺そうと計り、 19互に言った

、「あの夢見る者がやって来る。 20さあ、彼を殺

して穴に投げ入れ、悪い獣が彼を食ったと言おう

。そして彼の夢がどうなるか見よう」。 21ルベン

はこれを聞いて、ヨセフを彼らの手から救い出そ

うとして言った、「われわれは彼の命を取っては

ならない」。 22ルベンはまた彼らに言った、「血

を流してはいけない。彼を荒野のこの穴に投げ入

れよう。彼に手をくだしてはならない」。これは

ヨセフを彼らの手から救いだして父に返すためで

あった。 23さて、ヨセフが兄弟たちのもとへ行く

と、彼らはヨセフの着物、彼が着ていた長そでの

着物をはぎとり、 24彼を捕えて穴に投げ入れた。

その穴はからで、その中に水はなかった。 25こう

して彼らはすわってパンを食べた。時に彼らが目

をあげて見ると、イシマエルびとの隊商が、らく



創世記25

だに香料と、乳香と、もつやくとを負わせてエジ

プトへ下り行こうとギレアデからやってきた。 26

そこでユダは兄弟たちに言った、「われわれが弟

を殺し、その血を隠して何の益があろう。 27さあ

、われわれは彼をイシマエルびとに売ろう。彼は

われわれの兄弟、われわれの肉身だから、彼に手

を下してはならない」。兄弟たちはこれを聞き入

れた。 28時にミデアンびとの商人たちが通りかか

ったので、彼らはヨセフを穴から引き上げ、銀二

十シケルでヨセフをイシマエルびとに売った。彼

らはヨセフをエジプトへ連れて行った。 29さてル

ベンは穴に帰って見たが、ヨセフが穴の中にいな

かったので、彼は衣服を裂き、 30兄弟たちのもと

に帰って言った、「あの子はいない。ああ、わた

しはどこへ行くことができよう」。 31彼らはヨセ

フの着物を取り、雄やぎを殺して、着物をその血

に浸し、 32その長そでの着物を父に持ち帰って言

った、「わたしたちはこれを見つけましたが、こ

れはあなたの子の着物か、どうか見さだめてくだ

さい」。 33父はこれを見さだめて言った、「わが

子の着物だ。悪い獣が彼を食ったのだ。確かにヨ

セフはかみ裂かれたのだ」。 34そこでヤコブは衣

服を裂き、荒布を腰にまとって、長い間その子の

ために嘆いた。 35子らと娘らとは皆立って彼を慰

めようとしたが、彼は慰められるのを拒んで言っ

た、「いや、わたしは嘆きながら陰府に下って、

わが子のもとへ行こう」。こうして父は彼のため

に泣いた。 (Sheol h7585) 36さて、かのミデアンびと

らはエジプトでパロの役人、侍衛長ポテパルにヨ

セフを売った。

38そのころユダは兄弟たちを離れて下り、アド
ラムびとで、名をヒラという者の所へ行った

。 2ユダはその所で、名をシュアというカナンび

との娘を見て、これをめとり、その所にはいった

。 3彼女はみごもって男の子を産んだので、ユダ

は名をエルと名づけた。 4彼女は再びみごもって

男の子を産み、名をオナンと名づけた。 5また重

ねて、男の子を産み、名をシラと名づけた。彼女

はこの男の子を産んだとき、クジブにおった。 6

ユダは長子エルのために、名をタマルという妻を

迎えた。 7しかしユダの長子エルは主の前に悪い

者であったので、主は彼を殺された。 8そこでユ

ダはオナンに言った、「兄の妻の所にはいって、

彼女をめとり、兄に子供を得させなさい」。 9し

かしオナンはその子が自分のものとならないのを

知っていたので、兄の妻の所にはいった時、兄に

子を得させないために地に洩らした。 10彼のした

事は主の前に悪かったので、主は彼をも殺された

。 11そこでユダはその子の妻タマルに言った、「

わたしの子シラが成人するまで、寡婦のままで、

あなたの父の家にいなさい」。彼は、シラもまた

兄弟たちのように死ぬかもしれないと、思ったか

らである。それでタマルは行って父の家におった

。 12日がたってシュアの娘ユダの妻は死んだ。そ

の後、ユダは喪を終ってその友アドラムびとヒラ

と共にテムナに上り、自分の羊の毛を切る者のと

ころへ行った。 13時に、ひとりの人がタマルに告

げて、「あなたのしゅうとが羊の毛を切るために

テムナに上って来る」と言ったので、 14彼女は寡

婦の衣服を脱ぎすて、被衣で身をおおい隠して、

テムナへ行く道のかたわらにあるエナイムの入口

にすわっていた。彼女はシラが成人したのに、自

分がその妻にされないのを知ったからである。 15

ユダは彼女を見たとき、彼女が顔をおおっていた

ため、遊女だと思い、 16道のかたわらで彼女に向

かって言った、「さあ、あなたの所にはいらせて

おくれ」。彼はこの女がわが子の妻であることを

知らなかったからである。彼女は言った、「わた

しの所にはいるため、何をくださいますか」。 17

ユダは言った、「群れのうちのやぎの子をあなた

にあげよう」。彼女は言った、「それをくださる

まで、しるしをわたしにくださいますか」。 18ユ

ダは言った、「どんなしるしをあげようか」。彼

女は言った、「あなたの印と紐と、あなたの手に

あるつえとを」。彼はこれらを与えて彼女の所に

はいった。彼女はユダによってみごもった。 19彼

女は起きて去り、被衣を脱いで寡婦の衣服を着た

。 20やがてユダはその女からしるしを取りもどそ

うと、その友アドラムびとに託してやぎの子を送

ったけれども、その女を見いだせなかった。 21そ

こで彼はその所の人々に尋ねて言った、「エナイ

ムで道のかたわらにいた遊女はどこにいますか」

。彼らは言った、「ここには遊女はいません」。

22彼はユダのもとに帰って言った、「わたしは彼

女を見いだせませんでした。またその所の人々は

、『ここには遊女はいない』と言いました」。 23

そこでユダは言った、「女に持たせておこう。わ

たしたちは恥をかくといけないから。とにかく、

わたしはこのやぎの子を送ったが、あなたは彼女

を見いだせなかったのだ」。 24ところが三月ほど

たって、ひとりの人がユダに言った、「あなたの

嫁タマルは姦淫しました。そのうえ、彼女は姦淫

によってみごもりました」。ユダは言った、「彼

女を引き出して焼いてしまえ」。 25彼女は引き出

された時、そのしゅうとに人をつかわして言った

、「わたしはこれをもっている人によって、みご

もりました」。彼女はまた言った、「どうか、こ

の印と、紐と、つえとはだれのものか、見定めて

ください」。 26ユダはこれを見定めて言った、「

彼女はわたしよりも正しい。わたしが彼女をわが

子シラに与えなかったためである」。彼は再び彼

女を知らなかった。 27さて彼女の出産の時がきた

が、胎内には、ふたごがあった。 28出産の時に、

ひとりの子が手を出したので、産婆は、「これが

さきに出た」と言い、緋の糸を取って、その手に

結んだ。 29そして、その子が手をひっこめると、

その弟が出たので、「どうしてあなたは自分で破

って出るのか」と言った。これによって名はペレ

ヅと呼ばれた。 30その後、手に緋の糸のある兄が

出たので、名はゼラと呼ばれた。

39さてヨセフは連れられてエジプトに下ったが
、パロの役人で侍衛長であったエジプトびと
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ポテパルは、彼をそこに連れ下ったイシマエルび

とらの手から買い取った。 2主がヨセフと共にお

られたので、彼は幸運な者となり、その主人エジ

プトびとの家におった。 3その主人は主が彼とと

もにおられることと、主が彼の手のすることをす

べて栄えさせられるのを見た。 4そこで、ヨセフ

は彼の前に恵みを得、そのそば近く仕えた。彼は

ヨセフに家をつかさどらせ、持ち物をみな彼の手

にゆだねた。 5彼がヨセフに家とすべての持ち物

をつかさどらせた時から、主はヨセフのゆえにそ

のエジプトびとの家を恵まれたので、主の恵みは

彼の家と畑とにあるすべての持ち物に及んだ。 6

そこで彼は持ち物をみなヨセフの手にゆだねて、

自分が食べる物のほかは、何をも顧みなかった。

さてヨセフは姿がよく、顔が美しかった。 7これ

らの事の後、主人の妻はヨセフに目をつけて言っ

た、「わたしと寝なさい」。 8ヨセフは拒んで、

主人の妻に言った、「御主人はわたしがいるので

家の中の何をも顧みず、その持ち物をみなわたし

の手にゆだねられました。 9この家にはわたしよ

りも大いなる者はありません。また御主人はあな

たを除いては、何をもわたしに禁じられませんで

した。あなたが御主人の妻であるからです。どう

してわたしはこの大きな悪をおこなって、神に罪

を犯すことができましょう」。 10彼女は毎日ヨセ

フに言い寄ったけれども、ヨセフは聞きいれず、

彼女と寝なかった。また共にいなかった。 11ある

日ヨセフが務をするために家にはいった時、家の

者がひとりもそこにいなかったので、 12彼女はヨ

セフの着物を捕えて、「わたしと寝なさい」と言

った。ヨセフは着物を彼女の手に残して外にのが

れ出た。 13彼女はヨセフが着物を自分の手に残し

て外にのがれたのを見て、 14その家の者どもを呼

び、彼らに告げて言った、「主人がわたしたちの

所に連れてきたヘブルびとは、わたしたちに戯れ

ます。彼はわたしと寝ようとして、わたしの所に

はいったので、わたしは大声で叫びました。 15彼

はわたしが声をあげて叫ぶのを聞くと、着物をわ

たしの所に残して外にのがれ出ました」。 16彼女

はその着物をかたわらに置いて、主人の帰って来

るのを待った。 17そして彼女は次のように主人に

告げた、「あなたがわたしたちに連れてこられた

ヘブルのしもべはわたしに戯れようとして、わた

しの所にはいってきました。 18わたしが声をあげ

て叫んだので、彼は着物をわたしの所に残して外

にのがれました」。 19主人はその妻が「あなたの

しもべは、わたしにこんな事をした」と告げる言

葉を聞いて、激しく怒った。 20そしてヨセフの主

人は彼を捕えて、王の囚人をつなぐ獄屋に投げ入

れた。こうしてヨセフは獄屋の中におったが、 21

主はヨセフと共におられて彼にいつくしみを垂れ

、獄屋番の恵みをうけさせられた。 22獄屋番は獄

屋におるすべての囚人をヨセフの手にゆだねたの

で、彼はそこでするすべての事をおこなった。 23

獄屋番は彼の手にゆだねた事はいっさい顧みなか

った。主がヨセフと共におられたからである。主

は彼のなす事を栄えさせられた。

40これらの事の後、エジプト王の給仕役と料理
役とがその主君エジプト王に罪を犯した。 2

パロはふたりの役人、すなわち給仕役の長と料理

役の長に向かって憤り、 3侍衛長の家の監禁所、

すなわちヨセフがつながれている獄屋に入れた。 4

侍衛長はヨセフに命じて彼らと共におらせたので

、ヨセフは彼らに仕えた。こうして彼らは監禁所

で幾日かを過ごした。 5さて獄屋につながれたエ

ジプト王の給仕役と料理役のふたりは一夜のうち

にそれぞれ意味のある夢を見た。 6ヨセフが朝、

彼らのところへ行って見ると、彼らは悲しみに沈

んでいた。 7そこでヨセフは自分と一緒に主人の

家の監禁所にいるパロの役人たちに尋ねて言った

、「どうして、きょう、あなたがたの顔色が悪い

のですか」。 8彼らは言った、「わたしたちは夢

を見ましたが、解いてくれる者がいません」。ヨ

セフは彼らに言った、「解くことは神によるので

はありませんか。どうぞ、わたしに話してくださ

い」。 9給仕役の長はその夢をヨセフに話して言

った、「わたしが見た夢で、わたしの前に一本の

ぶどうの木がありました。 10そのぶどうの木に三

つの枝があって、芽を出し、花が咲き、ぶどうの

ふさが熟しました。 11時にわたしの手に、パロの

杯があって、わたしはそのぶどうを取り、それを

パロの杯にしぼり、その杯をパロの手にささげま

した」。 12ヨセフは言った、「その解き明かしは

こうです。三つの枝は三日です。 13今から三日の

うちにパロはあなたの頭を上げて、あなたを元の

役目に返すでしょう。あなたはさきに給仕役だっ

た時にされたように、パロの手に杯をささげられ

るでしょう。 14それで、あなたがしあわせになら

れたら、わたしを覚えていて、どうかわたしに恵

みを施し、わたしの事をパロに話して、この家か

らわたしを出してください。 15わたしは、実はヘ

ブルびとの地からさらわれてきた者です。またこ

こでもわたしは地下の獄屋に入れられるような事

はしなかったのです」。 16料理役の長はその解き

明かしの良かったのを見て、ヨセフに言った、「

わたしも夢を見たが、白いパンのかごが三つ、わ

たしの頭の上にあった。 17一番上のかごには料理

役がパロのために作ったさまざまの食物があった

が、鳥がわたしの頭の上のかごからそれを食べて

いた」。 18ヨセフは答えて言った、「その解き明

かしはこうです。三つのかごは三日です。 19今か

ら三日のうちにパロはあなたの頭を上げ離して、

あなたを木に掛けるでしょう。そして鳥があなた

の肉を食い取るでしょう」。 20さて三日目はパロ

の誕生日であったので、パロはすべての家来のた

めにふるまいを設け、家来のうちの給仕役の長の

頭と、料理役の長の頭を上げた。 21すなわちパロ

は給仕役の長を給仕役の職に返したので、彼はパ

ロの手に杯をささげた。 22しかしパロは料理役の

長を木に掛けた。ヨセフが彼らに解き明かしたと

おりである。 23ところが、給仕役の長はヨセフを

思い出さず、忘れてしまった。
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41二年の後パロは夢を見た。夢に、彼はナイル
川のほとりに立っていた。 2すると、その川

から美しい、肥え太った七頭の雌牛が上がってき

て葦を食っていた。 3その後、また醜い、やせ細

った他の七頭の雌牛が川から上がってきて、川の

岸にいた雌牛のそばに立ち、 4その醜い、やせ細

った雌牛が、あの美しい、肥えた七頭の雌牛を食

いつくした。ここでパロは目が覚めた。 5彼はま

た眠って、再び夢を見た。夢に、一本の茎に太っ

た良い七つの穂が出てきた。 6その後また、やせ

て、東風に焼けた七つの穂が出てきて、 7そのや

せた穂が、あの太って実った七つの穂をのみつく

した。ここでパロは目が覚めたが、それは夢であ

った。 8朝になって、パロは心が騒ぎ、人をつか

わして、エジプトのすべての魔術師とすべての知

者とを呼び寄せ、彼らに夢を告げたが、これをパ

ロに解き明かしうる者がなかった。 9そのとき給

仕役の長はパロに告げて言った、「わたしはきょ

う、自分のあやまちを思い出しました。 10かつて

パロがしもべらに向かって憤り、わたしと料理役

の長とを侍衛長の家の監禁所にお入れになった時

、 11わたしも彼も一夜のうちに夢を見、それぞれ

意味のある夢を見ましたが、 12そこに侍衛長のし

もべで、ひとりの若いヘブルびとがわれわれと共

にいたので、彼に話したところ、彼はわれわれの

夢を解き明かし、その夢によって、それぞれ解き

明かしをしました。 13そして彼が解き明かしたと

おりになって、パロはわたしを職に返し、彼を木

に掛けられました」。 14そこでパロは人をつかわ

してヨセフを呼んだ。人々は急いで彼を地下の獄

屋から出した。ヨセフは、ひげをそり、着物を着

替えてパロのもとに行った。 15パロはヨセフに言

った、「わたしは夢を見たが、これを解き明かす

者がない。聞くところによると、あなたは夢を聞

いて、解き明かしができるそうだ」。 16ヨセフは

パロに答えて言った、「いいえ、わたしではあり

ません。神がパロに平安をお告げになりましょう

」。 17パロはヨセフに言った、「夢にわたしは川

の岸に立っていた。 18その川から肥え太った、美

しい七頭の雌牛が上がってきて葦を食っていた。

19その後、弱く、非常に醜い、やせ細った他の七

頭の雌牛がまた上がってきた。わたしはエジプト

全国で、このような醜いものをまだ見たことがな

い。 20ところがそのやせた醜い雌牛が、初めの七

頭の肥えた雌牛を食いつくしたが、 21腹にはいっ

ても、腹にはいった事が知れず、やはり初めのよ

うに醜かった。ここでわたしは目が覚めた。 22わ

たしはまた夢をみた。一本の茎に七つの実った良

い穂が出てきた。 23その後、やせ衰えて、東風に

焼けた七つの穂が出てきたが、 24そのやせた穂が

、あの七つの良い穂をのみつくした。わたしは魔

術師に話したが、わたしにそのわけを示しうる者

はなかった」。 25ヨセフはパロに言った、「パロ

の夢は一つです。神がこれからしようとすること

をパロに示されたのです。 26七頭の良い雌牛は七

年です。七つの良い穂も七年で、夢は一つです。

27あとに続いて、上がってきた七頭のやせた醜い

雌牛は七年で、東風に焼けた実の入らない七つの

穂は七年のききんです。 28わたしがパロに申し上

げたように、神がこれからしようとすることをパ

ロに示されたのです。 29エジプト全国に七年の大

豊作があり、 30その後七年のききんが起り、その

豊作はみなエジプトの国で忘れられて、そのきき

んは国を滅ぼすでしょう。 31後に来るそのききん

が、非常に激しいから、その豊作は国のうちで記

憶されなくなるでしょう。 32パロが二度重ねて夢

を見られたのは、この事が神によって定められ、

神がすみやかにこれをされるからです。 33それゆ

えパロは今、さとく、かつ賢い人を尋ね出してエ

ジプトの国を治めさせなさい。 34パロはこうして

国中に監督を置き、その七年の豊作のうちに、エ

ジプトの国の産物の五分の一を取り、 35続いて来

る良い年々のすべての食糧を彼らに集めさせ、穀

物を食糧として、パロの手で町々にたくわえ守ら

せなさい。 36こうすれば食糧は、エジプトの国に

臨む七年のききんに備えて、この国のためにたく

わえとなり、この国はききんによって滅びること

がないでしょう」。 37この事はパロとそのすべて

の家来たちの目にかなった。 38そこでパロは家来

たちに言った、「われわれは神の霊をもつこのよ

うな人を、ほかに見いだし得ようか」。 39またパ

ロはヨセフに言った、「神がこれを皆あなたに示

された。あなたのようにさとく賢い者はない。 40

あなたはわたしの家を治めてください。わたしの

民はみなあなたの言葉に従うでしょう。わたしは

ただ王の位でだけあなたにまさる」。 41パロは更

にヨセフに言った、「わたしはあなたをエジプト

全国のつかさとする」。 42そしてパロは指輪を手

からはずして、ヨセフの手にはめ、亜麻布の衣服

を着せ、金の鎖をくびにかけ、 43自分の第二の車

に彼を乗せ、「ひざまずけ」とその前に呼ばわら

せ、こうして彼をエジプト全国のつかさとした。

44ついでパロはヨセフに言った、「わたしはパロ

である。あなたの許しがなければエジプト全国で

、だれも手足を上げることはできない」。 45パロ

はヨセフの名をザフナテ・パネアと呼び、オンの

祭司ポテペラの娘アセナテを妻として彼に与えた

。ヨセフはエジプトの国を巡った。 46ヨセフがエ

ジプトの王パロの前に立った時は三十歳であった

。ヨセフはパロの前を出て、エジプト全国をあま

ねく巡った。 47さて七年の豊作のうちに地は豊か

に物を産した。 48そこでヨセフはエジプトの国に

できたその七年間の食糧をことごとく集め、その

食糧を町々に納めさせた。すなわち町の周囲にあ

る畑の食糧をその町の中に納めさせた。 49ヨセフ

は穀物を海の砂のように、非常に多くたくわえ、

量りきれなくなったので、ついに量ることをやめ

た。 50ききんの年の来る前にヨセフにふたりの子

が生れた。これらはオンの祭司ポテペラの娘アセ

ナテが産んだのである。 51ヨセフは長子の名をマ

ナセと名づけて言った、「神がわたしにすべての

苦難と父の家のすべての事を忘れさせられた」。

52また次の子の名をエフライムと名づけて言った

、「神がわたしを悩みの地で豊かにせられた」。
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53エジプトの国にあった七年の豊作が終り、 54ヨ

セフの言ったように七年のききんが始まった。そ

のききんはすべての国にあったが、エジプト全国

には食物があった。 55やがてエジプト全国が飢え

た時、民はパロに食物を叫び求めた。そこでパロ

はすべてのエジプトびとに言った、「ヨセフのも

とに行き、彼の言うようにせよ」。 56ききんが地

の全面にあったので、ヨセフはすべての穀倉を開

いて、エジプトびとに売った。ききんはますます

エジプトの国に激しくなった。 57ききんが全地に

激しくなったので、諸国の人々がエジプトのヨセ

フのもとに穀物を買うためにきた。

42ヤコブはエジプトに穀物があると知って、む
すこたちに言った、「あなたがたはなぜ顔を

見合わせているのですか」。 2また言った、「エ

ジプトに穀物があるということだが、あなたがた

はそこへ下って行って、そこから、われわれのた

め穀物を買ってきなさい。そうすれば、われわれ

は生きながらえて、死を免れるであろう」。 3そ

こでヨセフの十人の兄弟は穀物を買うためにエジ

プトへ下った。 4しかし、ヤコブはヨセフの弟ベ

ニヤミンを兄弟たちと一緒にやらなかった。彼が

災に会うのを恐れたからである。 5こうしてイス

ラエルの子らは穀物を買おうと人々に交じってや

ってきた。カナンの地にききんがあったからであ

る。 6ときにヨセフは国のつかさであって、国の

すべての民に穀物を売ることをしていた。ヨセフ

の兄弟たちはきて、地にひれ伏し、彼を拝した。 7

ヨセフは兄弟たちを見て、それと知ったが、彼ら

に向かっては知らぬ者のようにし、荒々しく語っ

た。すなわち彼らに言った、「あなたがたはどこ

からきたのか」。彼らは答えた、「食糧を買うた

めにカナンの地からきました」。 8ヨセフは、兄

弟たちであるのを知っていたが、彼らはヨセフと

は知らなかった。 9ヨセフはかつて彼らについて

見た夢を思い出して、彼らに言った、「あなたが

たは回し者で、この国のすきをうかがうためにき

たのです」。 10彼らはヨセフに答えた、「いいえ

、わが主よ、しもべらはただ食糧を買うためにき

たのです。 11われわれは皆、ひとりの人の子で、

真実な者です。しもべらは回し者ではありません

」。 12ヨセフは彼らに言った、「いや、あなたが

たはこの国のすきをうかがうためにきたのです」

。 13彼らは言った、「しもべらは十二人兄弟で、

カナンの地にいるひとりの人の子です。末の弟は

今、父と一緒にいますが、他のひとりはいなくな

りました」。 14ヨセフは彼らに言った、「わたし

が言ったとおり、あなたがたは回し者です。 15あ

なたがたをこうしてためしてみよう。パロのいの

ちにかけて誓います。末の弟がここにこなければ

、あなたがたはここを出ることはできません。 16

あなたがたのひとりをやって弟を連れてこさせな

さい。それまであなたがたをつないでおいて、あ

なたがたに誠実があるかどうか、あなたがたの言

葉をためしてみよう。パロのいのちにかけて誓い

ます。あなたがたは確かに回し者です」。 17ヨセ

フは彼らをみな一緒に三日の間、監禁所に入れた

。 18三日目にヨセフは彼らに言った、「こうすれ

ばあなたがたは助かるでしょう。わたしは神を恐

れます。 19もしあなたがたが真実な者なら、兄弟

のひとりをあなたがたのいる監禁所に残し、あな

たがたは穀物を携えて行って、家族の飢えを救い

なさい。 20そして末の弟をわたしのもとに連れて

きなさい。そうすればあなたがたの言葉のほんと

うであることがわかって、死を免れるでしょう」

。彼らはそのようにした。 21彼らは互に言った、

「確かにわれわれは弟の事で罪がある。彼がしき

りに願った時、その心の苦しみを見ながら、われ

われは聞き入れなかった。それでこの苦しみに会

うのだ」。 22ルベンが彼らに答えて言った、「わ

たしはあなたがたに、この子供に罪を犯すなと言

ったではないか。それにもかかわらず、あなたが

たは聞き入れなかった。それで彼の血の報いを受

けるのです」。 23彼らはヨセフが聞きわけている

のを知らなかった。相互の間に通訳者がいたから

である。 24ヨセフは彼らを離れて行って泣き、ま

た帰ってきて彼らと語り、そのひとりシメオンを

捕えて、彼らの目の前で縛った。 25そしてヨセフ

は人々に命じて、彼らの袋に穀物を満たし、めい

めいの銀を袋に返し、道中の食料を与えさせた。

ヨセフはこのように彼らにした。 26彼らは穀物を

ろばに負わせてそこを去った。 27そのひとりが宿

で、ろばに飼葉をやるため袋をあけて見ると、袋

の口に自分の銀があった。 28彼は兄弟たちに言っ

た、「わたしの銀は返してある。しかも見よ、そ

れは袋の中にある」。そこで彼らは非常に驚き、

互に震えながら言った、「神がわれわれにされた

このことは何事だろう」。 29こうして彼らはカナ

ンの地にいる父ヤコブのもとに帰り、その身に起

った事をことごとく告げて言った、 30「あの国の

君は、われわれに荒々しく語り、国をうかがう回

し者だと言いました。 31われわれは彼に答えまし

た、『われわれは真実な者であって回し者ではな

い。 32われわれは十二人兄弟で、同じ父の子であ

る。ひとりはいなくなり、末の弟は今父と共にカ

ナンの地にいる』。 33その国の君であるその人は

われわれに言いました、『わたしはこうしてあな

たがたの真実な者であるのを知ろう。あなたがた

は兄弟のひとりをわたしのもとに残し、穀物を携

えて行って、家族の飢えを救いなさい。 34そして

末の弟をわたしのもとに連れてきなさい。そうす

ればあなたがたが回し者ではなく、真実な者であ

るのを知って、あなたがたの兄弟を返し、この国

であなたがたに取引させましょう』」。 35彼らが

袋のものを出して見ると、めいめいの金包みが袋

の中にあったので、彼らも父も金包みを見て恐れ

た。 36父ヤコブは彼らに言った、「あなたがたは

わたしに子を失わせた。ヨセフはいなくなり、シ

メオンもいなくなった。今度はベニヤミンをも取

り去る。これらはみなわたしの身にふりかかって

来るのだ」。 37ルベンは父に言った、「もしわた

しが彼をあなたのもとに連れて帰らなかったら、

わたしのふたりの子を殺してください。ただ彼を
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わたしの手にまかせてください。わたしはきっと

、あなたのもとに彼を連れて帰ります」。 38ヤコ

ブは言った、「わたしの子はあなたがたと共に下

って行ってはならない。彼の兄は死に、ただひと

り彼が残っているのだから。もしあなたがたの行

く道で彼が災に会えば、あなたがたは、しらがの

わたしを悲しんで陰府に下らせるであろう」。

(Sheol h7585)

43ききんはその地に激しかった。 2彼らがエジ

プトから携えてきた穀物を食い尽した時、父

は彼らに言った、「また行って、われわれのため

に少しの食糧を買ってきなさい」。 3ユダは父に

答えて言った、「あの人はわれわれをきびしく戒

めて、弟が一緒でなければ、わたしの顔を見ては

ならないと言いました。 4もしあなたが弟をわれ

われと一緒にやってくださるなら、われわれは下

って行って、あなたのために食糧を買ってきまし

ょう。 5しかし、もし彼をやられないなら、われ

われは下って行きません。あの人がわれわれに、

弟が一緒でなければわたしの顔を見てはならない

と言ったのですから」。 6イスラエルは言った、

「なぜ、もうひとりの弟があるとあの人に言って

、わたしを苦しめるのか」。 7彼らは言った、「

あの人がわれわれと一族とのことを問いただして

、父はまだ生きているか、もうひとりの弟がある

かと言ったので、問われるままに答えましたが、

その人が、弟を連れてこいと言おうとは、どうし

て知ることができたでしょう」。 8ユダは父イス

ラエルに言った、「あの子をわたしと一緒にやっ

てくだされば、われわれは立って行きましょう。

そしてわれわれもあなたも、われわれの子供らも

生きながらえ、死を免れましょう。 9わたしが彼

の身を請け合います。わたしの手から彼を求めな

さい。もしわたしが彼をあなたのもとに連れ帰っ

て、あなたの前に置かなかったら、わたしはあな

たに対して永久に罪を負いましょう。 10もしわれ

われがこんなにためらわなかったら、今ごろは二

度も行ってきたでしょう」。 11父イスラエルは彼

らに言った、「それではこうしなさい。この国の

名産を器に入れ、携え下ってその人に贈り物にし

なさい。すなわち少しの乳香、少しの蜜、香料、

もつやく、ふすだしう、あめんどう。 12そしてそ

の上に、倍額の銀を手に持って行きなさい。また

袋の口に返してあった銀は持って行って返しなさ

い。たぶんそれは誤りであったのでしょう。 13弟

も連れ、立って、またその人の所へ行きなさい。

14どうか全能の神がその人の前であなたがたをあ

われみ、もうひとりの兄弟とベニヤミンとを、返

させてくださるように。もしわたしが子を失わな

ければならないのなら、失ってもよい」。 15そこ

でその人々は贈り物を取り、また倍額の銀を携え

、ベニヤミンを連れ、立ってエジプトへ下り、ヨ

セフの前に立った。 16ヨセフはベニヤミンが彼ら

と共にいるのを見て、家づかさに言った、「この

人々を家に連れて行き、獣をほふって、したくす

るように。この人々は昼、わたしと一緒に食事を

します」。 17その人はヨセフの言ったようにして

、この人々をヨセフの家へ連れて行った。 18とこ

ろがこの人々はヨセフの家へ連れて行かれたので

恐れて言った、「初めの時に袋に返してあったあ

の銀のゆえに、われわれを引き入れたのです。そ

してわれわれを襲い、攻め、捕えて奴隷とし、わ

れわれのろばをも奪うのです」。 19彼らはヨセフ

の家づかさに近づいて、家の入口で、言った、 20

「ああ、わが主よ、われわれは最初、食糧を買う

ために下ってきたのです。 21ところが宿に行って

袋をあけて見ると、めいめいの銀は袋の口にあっ

て、銀の重さは元のままでした。それでわれわれ

はそれを持って参りました。 22そして食糧を買う

ために、ほかの銀をも持って下ってきました。わ

れわれの銀を袋に入れた者が、だれであるかは分

りません」。 23彼は言った、「安心しなさい。恐

れてはいけません。その宝はあなたがたの神、あ

なたがたの父の神が、あなたがたの袋に入れてあ

なたがたに賜わったのです。あなたがたの銀はわ

たしが受け取りました」。そして彼はシメオンを

彼らの所へ連れてきた。 24こうしてその人はこの

人々をヨセフの家へ導き、水を与えて足を洗わせ

、また、ろばに飼葉を与えた。 25彼らはその所で

食事をするのだと聞き、贈り物を整えて、昼にヨ

セフの来るのを待った。 26さてヨセフが家に帰っ

てきたので、彼らはその家に携えてきた贈り物を

ヨセフにささげ、地に伏して、彼を拝した。 27ヨ

セフは彼らの安否を問うて言った、「あなたがた

の父、あなたがたがさきに話していたその老人は

無事ですか。なお生きながらえておられますか」

。 28彼らは答えた、「あなたのしもべ、われわれ

の父は無事で、なお生きながらえています」。そ

して彼らは、頭をさげて拝した。 29ヨセフは目を

あげて同じ母の子である弟ベニヤミンを見て言っ

た、「これはあなたがたが前にわたしに話した末

の弟ですか」。また言った、「わが子よ、どうか

神があなたを恵まれるように」。 30ヨセフは弟な

つかしさに心がせまり、急いで泣く場所をたずね

、へやにはいって泣いた。 31やがて彼は顔を洗っ

て出てきた。そして自分を制して言った、「食事

にしよう」。 32そこでヨセフはヨセフ、彼らは彼

ら、陪食のエジプトびとはエジプトびと、と別々

に席に着いた。エジプトびとはヘブルびとと共に

食事することができなかった。それはエジプトび

との忌むところであったからである。 33こうして

彼らはヨセフの前に、長子は長子として、弟は弟

としてすわらせられたので、その人々は互に驚い

た。 34またヨセフの前から、めいめいの分が運ば

れたが、ベニヤミンの分は他のいずれの者の分よ

りも五倍多かった。こうして彼らは飲み、ヨセフ

と共に楽しんだ。

44さてヨセフは家づかさに命じて言った、「こ
の人々の袋に、運べるだけ多くの食糧を満た

し、めいめいの銀を袋の口に入れておきなさい。 2

またわたしの杯、銀の杯をあの年下の者の袋の口

に、穀物の代金と共に入れておきなさい」。家づ
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かさはヨセフの言葉のとおりにした。 3夜が明け

ると、その人々と、ろばとは送り出されたが、 4

町を出て、まだ遠くへ行かないうちに、ヨセフは

家づかさに言った、「立って、あの人々のあとを

追いなさい。追いついて、彼らに言いなさい、『

あなたがたはなぜ悪をもって善に報いるのですか

。なぜわたしの銀の杯を盗んだのですか。 5これ

はわたしの主人が飲む時に使い、またいつも占い

に用いるものではありませんか。あなたがたのし

た事は悪いことです』」。 6家づかさが彼らに追

いついて、これらの言葉を彼らに告げたとき、 7

彼らは言った、「わが主は、どうしてそのような

ことを言われるのですか。しもべらは決してその

ようなことはいたしません。 8袋の口で見つけた

銀でさえ、カナンの地からあなたの所に持ち帰っ

たほどです。どうして、われわれは御主人の家か

ら銀や金を盗みましょう。 9しもべらのうちのだ

れの所でそれが見つかっても、その者は死に、ま

たわれわれはわが主の奴隷となりましょう」。 10

家づかさは言った、「それではあなたがたの言葉

のようにしよう。杯の見つかった者はわたしの奴

隷とならなければならない。ほかの者は無罪です

」。 11そこで彼らは、めいめい急いで袋を地にお

ろし、ひとりひとりその袋を開いた。 12家づかさ

は年上から捜し始めて年下に終ったが、杯はベニ

ヤミンの袋の中にあった。 13そこで彼らは衣服を

裂き、おのおの、ろばに荷を負わせて町に引き返

した。 14ユダと兄弟たちとは、ヨセフの家にはい

ったが、ヨセフがなおそこにいたので、彼らはそ

の前で地にひれ伏した。 15ヨセフは彼らに言った

、「あなたがたのこのしわざは何事ですか。わた

しのような人は、必ず占い当てることを知らない

のですか」。 16ユダは言った、「われわれはわが

主に何を言い、何を述べ得ましょう。どうしてわ

れわれは身の潔白をあらわし得ましょう。神がし

もべらの罪をあばかれました。われわれと、杯を

持っていた者とは共にわが主の奴隷となりましょ

う」。 17ヨセフは言った、「わたしは決してその

ようなことはしない。杯を持っている者だけがわ

たしの奴隷とならなければならない。ほかの者は

安全に父のもとへ上って行きなさい」。 18この時

ユダは彼に近づいて言った、「ああ、わが主よ、

どうぞわが主の耳にひとこと言わせてください。

しもべをおこらないでください。あなたはパロの

ようなかたです。 19わが主はしもべらに尋ねて、

『父があるか、また弟があるか』と言われたので

、 20われわれはわが主に言いました、『われわれ

には老齢の父があり、また年寄り子の弟がありま

す。その兄は死んで、同じ母の子で残っているの

は、ただこれだけですから父はこれを愛していま

す』。 21その時あなたはしもべらに言われました

、『その者をわたしの所へ連れてきなさい。わた

しはこの目で彼を見よう』。 22われわれはわが主

に言いました。『その子供は父を離れることがで

きません。もし父を離れたら父は死ぬでしょう』

。 23しかし、あなたはしもべらに言われました、

『末の弟が一緒に下ってこなければ、おまえたち

は再びわたしの顔を見ることはできない』。 24そ

れであなたのしもべである父のもとに上って、わ

が主の言葉を彼に告げました。 25ところで、父が

『おまえたちは再び行って、われわれのために少

しの食糧を買ってくるように』と言ったので、 26

われわれは言いました、『われわれは下って行け

ません。もし末の弟が一緒であれば行きましょう

。末の弟が一緒でなければ、あの人の顔を見るこ

とができません』。 27あなたのしもべである父は

言いました、『おまえたちの知っているとおり、

妻はわたしにふたりの子を産んだ。 28ひとりは外

へ出たが、きっと裂き殺されたのだと思う。わた

しは今になっても彼を見ない。 29もしおまえたち

がこの子をもわたしから取って行って、彼が災に

会えば、おまえたちは、しらがのわたしを悲しん

で陰府に下らせるであろう』。 (Sheol h7585) 30わた

しがあなたのしもべである父のもとに帰って行く

とき、もしこの子供が一緒にいなかったら、どう

なるでしょう。父の魂は子供の魂に結ばれている

のです。 31この子供がわれわれと一緒にいないの

を見たら、父は死ぬでしょう。そうすればしもべ

らは、あなたのしもべであるしらがの父を悲しん

で陰府に下らせることになるでしょう。 (Sheol

h7585) 32しもべは父にこの子供の身を請け合って『

もしわたしがこの子をあなたのもとに連れ帰らな

かったら、わたしは父に対して永久に罪を負いま

しょう』と言ったのです。 33どうか、しもべをこ

の子供の代りに、わが主の奴隷としてとどまらせ

、この子供を兄弟たちと一緒に上り行かせてくだ

さい、 34この子供を連れずに、どうしてわたしは

父のもとに上り行くことができましょう。父が災

に会うのを見るに忍びません」。

45そこでヨセフはそばに立っているすべての人
の前で、自分を制しきれなくなったので、「

人は皆ここから出てください」と呼ばわった。そ

れゆえヨセフが兄弟たちに自分のことを明かした

時、ひとりも彼のそばに立っている者はなかった

。 2ヨセフは声をあげて泣いた。エジプトびとは

これを聞き、パロの家もこれを聞いた。 3ヨセフ

は兄弟たちに言った、「わたしはヨセフです。父

はまだ生きながらえていますか」。兄弟たちは答

えることができなかった。彼らは驚き恐れたから

である。 4ヨセフは兄弟たちに言った、「わたし

に近寄ってください」。彼らが近寄ったので彼は

言った、「わたしはあなたがたの弟ヨセフです。

あなたがたがエジプトに売った者です。 5しかし

わたしをここに売ったのを嘆くことも、悔むこと

もいりません。神は命を救うために、あなたがた

よりさきにわたしをつかわされたのです。 6この

二年の間、国中にききんがあったが、なお五年の

間は耕すことも刈り入れることもないでしょう。 7

神は、あなたがたのすえを地に残すため、また大

いなる救をもってあなたがたの命を助けるために

、わたしをあなたがたよりさきにつかわされたの

です。 8それゆえわたしをここにつかわしたのは

あなたがたではなく、神です。神はわたしをパロ
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の父とし、その全家の主とし、またエジプト全国

のつかさとされました。 9あなたがたは父のもと

に急ぎ上って言いなさい、『あなたの子ヨセフが

、こう言いました。神がわたしをエジプト全国の

主とされたから、ためらわずにわたしの所へ下っ

てきなさい。 10あなたはゴセンの地に住み、あな

たも、あなたの子らも、孫たちも、羊も牛も、そ

の他のものもみな、わたしの近くにおらせます。

11ききんはなお五年つづきますから、あなたも、

家族も、その他のものも、みな困らないように、

わたしはそこで養いましょう』。 12あなたがたと

弟ベニヤミンが目に見るとおり、あなたがたに口

ら語っているのはこのわたしです。 13あなたがた

はエジプトでの、わたしのいっさいの栄えと、あ

なたがたが見るいっさいの事をわたしの父に告げ

、急いでわたしの父をここへ連れ下りなさい」。

14そしてヨセフは弟ベニヤミンのくびを抱いて泣

き、ベニヤミンも彼のくびを抱いて泣いた。 15ま

たヨセフはすべての兄弟たちに口づけし、彼らを

抱いて泣いた。そして後、兄弟たちは彼と語った

。 16時に、「ヨセフの兄弟たちがきた」と言うう

わさがパロの家に聞えたので、パロとその家来た

ちとは喜んだ。 17パロはヨセフに言った、「兄弟

たちに言いなさい、『あなたがたは、こうしなさ

い。獣に荷を負わせてカナンの地へ行き、 18父と

家族とを連れてわたしのもとへきなさい。わたし

はあなたがたに、エジプトの地の良い物を与えま

す。あなたがたは、この国の最も良いものを食べ

るでしょう』。 19また彼らに命じなさい、『あな

たがたは、こうしなさい。幼な子たちと妻たちの

ためにエジプトの地から車をもって行き、父を連

れてきなさい。 20家財に心を引かれてはなりませ

ん。エジプト全国の良い物は、あなたがたのもの

だからです』」。 21イスラエルの子らはそのよう

にした。ヨセフはパロの命に従って彼らに車を与

え、また途中の食料をも与えた。 22まためいめい

に晴着を与えたが、ベニヤミンには銀三百シケル

と晴着五着とを与えた。 23また彼は父に次のよう

なものを贈った。すなわちエジプトの良い物を負

わせたろば十頭と、穀物、パン及び父の道中の食

料を負わせた雌ろば十頭。 24こうしてヨセフは兄

弟たちを送り去らせ、彼らに言った、「途中で争

ってはなりません」。 25彼らはエジプトから上っ

てカナンの地に入り、父ヤコブのもとへ行って、

26彼に言った、「ヨセフはなお生きていてエジプ

ト全国のつかさです」。ヤコブは気が遠くなった

。彼らの言うことが信じられなかったからである

。 27そこで彼らはヨセフが語った言葉を残らず彼

に告げた。父ヤコブはヨセフが自分を乗せるため

に送った車を見て元気づいた。 28そしてイスラエ

ルは言った、「満足だ。わが子ヨセフがまだ生き

ている。わたしは死ぬ前に行って彼を見よう」。

46イスラエルはその持ち物をことごとく携えて
旅立ち、ベエルシバに行って、父イサクの神

に犠牲をささげた。 2この時、神は夜の幻のうち

にイスラエルに語って言われた、「ヤコブよ、ヤ

コブよ」。彼は言った、「ここにいます」。 3神

は言われた、「わたしは神、あなたの父の神であ

る。エジプトに下るのを恐れてはならない。わた

しはあそこであなたを大いなる国民にする。 4わ

たしはあなたと一緒にエジプトに下り、また必ず

あなたを導き上るであろう。ヨセフが手ずからあ

なたの目を閉じるであろう」。 5そしてヤコブは

ベエルシバを立った。イスラエルの子らはヤコブ

を乗せるためにパロの送った車に、父ヤコブと幼

な子たちと妻たちを乗せ、 6またその家畜とカナ

ンの地で得た財産を携え、ヤコブとその子孫は皆

ともにエジプトへ行った。 7こうしてヤコブはそ

の子と、孫および娘と孫娘などその子孫をみな連

れて、エジプトへ行った。 8イスラエルの子らで

エジプトへ行った者の名は次のとおりである。す

なわちヤコブとその子らであるが、ヤコブの長子

はルベン。 9ルベンの子らはハノク、パル、ヘヅ

ロン、カルミ。 10シメオンの子らはエムエル、ヤ

ミン、オハデ、ヤキン、ゾハル及びカナンの女の

産んだ子シャウル。 11レビの子らはゲルション、

コハテ、メラリ。 12ユダの子らはエル、オナン、

シラ、ペレヅ、ゼラ。エルとオナンはカナンの地

で死んだ。ペレヅの子らはヘヅロンとハムル。 13

イッサカルの子らはトラ、プワ、ヨブ、シムロン

。 14ゼブルンの子らはセレデ、エロン、ヤリエル

。 15これらと娘デナとはレアがパダンアラムでヤ

コブに産んだ子らである。その子らと娘らは合わ

せて三十三人。 16ガドの子らはゼポン、ハギ、シ

ュニ、エヅボン、エリ、アロデ、アレリ。 17アセ

ルの子らはエムナ、イシワ、イスイ、ベリアおよ

び妹サラ。ベリアの子らはヘベルとマルキエル。

18これらはラバンが娘レアに与えたジルパの子ら

である。彼女はこれらをヤコブに産んだ。合わせ

て十六人。 19ヤコブの妻ラケルの子らはヨセフと

ベニヤミンとである。 20エジプトの国でヨセフに

マナセとエフライムとが生れた。これはオンの祭

司ポテペラの娘アセナテが彼に産んだ者である。

21ベニヤミンの子らはベラ、ベケル、アシベル、

ゲラ、ナアマン、エヒ、ロシ、ムッピム、ホパム

、アルデ。 22これらはラケルがヤコブに産んだ子

らである。合わせて十四人。 23ダンの子はホシム

。 24ナフタリの子らはヤジエル、グニ、エゼル、

シレム。 25これらはラバンが娘ラケルに与えたビ

ルハの子らである。彼女はこれらをヤコブに産ん

だ。合わせて七人。 26ヤコブと共にエジプトへ行

ったすべての者、すなわち彼の身から出た者はヤ

コブの子らの妻をのぞいて、合わせて六十六人で

あった。 27エジプトでヨセフに生れた子がふたり

あった。エジプトへ行ったヤコブの家の者は合わ

せて七十人であった。 28さてヤコブはユダをさき

にヨセフにつかわして、ゴセンで会おうと言わせ

た。そして彼らはゴセンの地へ行った。 29ヨセフ

は車を整えて、父イスラエルを迎えるためにゴセ

ンに上り、父に会い、そのくびを抱き、くびをか

かえて久しく泣いた。 30時に、イスラエルはヨセ

フに言った、「あなたがなお生きていて、わたし

はあなたの顔を見たので今は死んでもよい」。 31
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ヨセフは兄弟たちと父の家族とに言った、「わた

しは上ってパロに言おう、『カナンの地にいたわ

たしの兄弟たちと父の家族とがわたしの所へきま

した。 32この者らは羊を飼う者、家畜の牧者で、

その羊、牛および持ち物をみな携えてきました』

。 33もしパロがあなたがたを召して、『あなたが

たの職業は何か』と言われたら、 34『しもべらは

幼い時から、ずっと家畜の牧者です。われわれも

、われわれの先祖もそうです』と言いなさい。そ

うすればあなたがたはゴセンの地に住むことがで

きましょう。羊飼はすべて、エジプトびとの忌む

者だからです」。

47ヨセフは行って、パロに言った、「わたしの
父と兄弟たち、その羊、牛およびすべての持

ち物がカナンの地からきて、今ゴセンの地におり

ます」。 2そしてその兄弟のうちの五人を連れて

行って、パロに会わせた。 3パロはヨセフの兄弟

たちに言った、「あなたがたの職業は何か」。彼

らはパロに言った、「しもべらは羊を飼う者です

。われわれも、われわれの先祖もそうです」。 4

彼らはまたパロに言った、「この国に寄留しよう

としてきました。カナンの地はききんが激しく、

しもべらの群れのための牧草がないのです。どう

かしもべらをゴセンの地に住ませてください」。 5

パロはヨセフに言った、「あなたの父と兄弟たち

とがあなたのところにきた。 6エジプトの地はあ

なたの前にある。地の最も良い所にあなたの父と

兄弟たちとを住ませなさい。ゴセンの地に彼らを

住ませなさい。もしあなたが彼らのうちに有能な

者があるのを知っているなら、その者にわたしの

家畜をつかさどらせなさい」。 7そこでヨセフは

父ヤコブを導いてパロの前に立たせた。ヤコブは

パロを祝福した。 8パロはヤコブに言った、「あ

なたの年はいくつか」。 9ヤコブはパロに言った

、「わたしの旅路のとしつきは、百三十年です。

わたしのよわいの日はわずかで、ふしあわせで、

わたしの先祖たちのよわいの日と旅路の日には及

びません」。 10ヤコブはパロを祝福し、パロの前

を去った。 11ヨセフはパロの命じたように、父と

兄弟たちとのすまいを定め、彼らにエジプトの国

で最も良い地、ラメセスの地を所有として与えた

。 12またヨセフは父と兄弟たちと父の全家とに、

家族の数にしたがい、食物を与えて養った。 13さ

て、ききんが非常に激しかったので、全地に食物

がなく、エジプトの国もカナンの国も、ききんの

ために衰えた。 14それでヨセフは人々が買った穀

物の代金としてエジプトの国とカナンの国にあっ

た銀をみな集め、その銀をパロの家に納めた。 15

こうしてエジプトの国とカナンの国に銀が尽きた

とき、エジプトびとはみなヨセフのもとにきて言

った、「食物をください。銀が尽きたからとて、

どうしてあなたの前で死んでよいでしょう」。 16

ヨセフは言った、「あなたがたの家畜を出しなさ

い。銀が尽きたのなら、あなたがたの家畜と引き

替えで食物をわたそう」。 17彼らはヨセフの所へ

家畜をひいてきたので、ヨセフは馬と羊の群れと

牛の群れ及びろばと引き替えで、食物を彼らにわ

たした。こうして彼はその年、すべての家畜と引

き替えた食物で彼らを養った。 18やがてその年は

暮れ、次の年、人々はまたヨセフの所へきて言っ

た、「わが主には何事も隠しません。われわれの

銀は尽き、獣の群れもわが主のものになって、わ

れわれのからだと田地のほかはわが主の前に何も

残っていません。 19われわれはどうして田地と一

緒に、あなたの目の前で滅んでよいでしょう。わ

れわれと田地とを食物と引き替えで買ってくださ

い。われわれは田地と一緒にパロの奴隷となりま

しょう。また種をください。そうすればわれわれ

は生きながらえ、死を免れて、田地も荒れないで

しょう」。 20そこでヨセフはエジプトの田地をみ

なパロのために買い取った。ききんがエジプトび

とに、きびしかったので、めいめいその田畑を売

ったからである。こうして地はパロのものとなっ

た。 21そしてヨセフはエジプトの国境のこの端か

らかの端まで民を奴隷とした。 22ただ祭司の田地

は買い取らなかった。祭司にはパロの給与があっ

て、パロが与える給与で生活していたので、その

田地を売らなかったからである。 23ヨセフは民に

言った、「わたしはきょう、あなたがたとその田

地とを買い取って、パロのものとした。あなたが

たに種をあげるから地にまきなさい。 24収穫の時

は、その五分の一をパロに納め、五分の四を自分

のものとして田畑の種とし、自分と家族の食糧と

し、また子供の食糧としなさい」。 25彼らは言っ

た、「あなたはわれわれの命をお救いくださった

。どうかわが主の前に恵みを得させてください。

われわれはパロの奴隷になりましょう」。 26ヨセ

フはエジプトの田地について、収穫の五分の一を

パロに納めることをおきてとしたが、それは今日

に及んでいる。ただし祭司の田地だけはパロのも

のとならなかった。 27さてイスラエルはエジプト

の国でゴセンの地に住み、そこで財産を得、子を

生み、大いにふえた。 28ヤコブはエジプトの国で

十七年生きながらえた。ヤコブのよわいの日は百

四十七年であった。 29イスラエルは死ぬ時が近づ

いたので、その子ヨセフを呼んで言った、「もし

わたしがあなたの前に恵みを得るなら、どうか手

をわたしのももの下に入れて誓い、親切と誠実と

をもってわたしを取り扱ってください。どうかわ

たしをエジプトには葬らないでください。 30わた

しが先祖たちと共に眠るときには、わたしをエジ

プトから運び出して先祖たちの墓に葬ってくださ

い」。ヨセフは言った、「あなたの言われたよう

にいたします」。 31ヤコブがまた、「わたしに誓

ってください」と言ったので、彼は誓った。イス

ラエルは床のかしらで拝んだ。

48これらの事の後に、「あなたの父は、いま病
気です」とヨセフに告げる者があったので、

彼はふたりの子、マナセとエフライムとを連れて

行った。 2時に人がヤコブに告げて、「あなたの

子ヨセフがあなたのもとにきました」と言ったの

で、イスラエルは努めて床の上にすわった。 3そ
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してヤコブはヨセフに言った、「先に全能の神が

カナンの地ルズでわたしに現れ、わたしを祝福し

て、 4言われた、『わたしはおまえに多くの子を

得させ、おまえをふやし、おまえを多くの国民と

しよう。また、この地をおまえの後の子孫に与え

て永久の所有とさせる』。 5エジプトにいるあな

たの所にわたしが来る前に、エジプトの国で生れ

たあなたのふたりの子はいまわたしの子とします

。すなわちエフライムとマナセとはルベンとシメ

オンと同じようにわたしの子とします。 6ただし

彼らの後にあなたに生れた子らはあなたのものと

なります。しかし、その嗣業はその兄弟の名で呼

ばれるでしょう。 7わたしがパダンから帰って来

る途中ラケルはカナンの地で死に、わたしは悲し

んだ。そこはエフラタに行くまでには、なお隔た

りがあった。わたしはエフラタ、すなわちベツレ

ヘムへ行く道のかたわらに彼女を葬った」。 8と

ころで、イスラエルはヨセフの子らを見て言った

、「これはだれですか」。 9ヨセフは父に言った

、「神がここでわたしにくださった子どもです」

。父は言った、「彼らをわたしの所に連れてきて

、わたしに祝福させてください」。 10イスラエル

の目は老齢のゆえに、かすんで見えなかったが、

ヨセフが彼らを父の所に近寄らせたので、父は彼

らに口づけし、彼らを抱いた。 11そしてイスラエ

ルはヨセフに言った、「あなたの顔が見られよう

とは思わなかったのに、神はあなたの子らをもわ

たしに見させてくださった」。 12そこでヨセフは

彼らをヤコブのひざの間から取り出し、地に伏し

て拝した。 13ヨセフはエフライムを右の手に取っ

てイスラエルの左の手に向かわせ、マナセを左の

手に取ってイスラエルの右の手に向かわせ、ふた

りを近寄らせた。 14すると、イスラエルは右の手

を伸べて弟エフライムの頭に置き、左の手をマナ

セの頭に置いた。マナセは長子であるが、ことさ

らそのように手を置いたのである。 15そしてヨセ

フを祝福して言った、「わが先祖アブラハムとイ

サクの仕えた神、生れてからきょうまでわたしを

養われた神、 16すべての災からわたしをあがなわ

れたみ使よ、この子供たちを祝福してください。

またわが名と先祖アブラハムとイサクの名とが、

彼らによって唱えられますように、また彼らが地

の上にふえひろがりますように」。 17ヨセフは父

が右の手をエフライムの頭に置いているのを見て

不満に思い、父の手を取ってエフライムの頭から

マナセの頭へ移そうとした。 18そしてヨセフは父

に言った、「父よ、そうではありません。こちら

が長子です。その頭に右の手を置いてください」

。 19父は拒んで言った、「わかっている。子よ、

わたしにはわかっている。彼もまた一つの民とな

り、また大いなる者となるであろう。しかし弟は

彼よりも大いなる者となり、その子孫は多くの国

民となるであろう」。 20こうして彼はこの日、彼

らを祝福して言った、「あなたを指して、イスラ

エルは、人を祝福して言うであろう、『神があな

たをエフライムのごとく、またマナセのごとくに

せられるように』」。このように、彼はエフライ

ムをマナセの先に立てた。 21イスラエルはまたヨ

セフに言った、「わたしはやがて死にます。しか

し、神はあなたがたと共におられて、あなたがた

を先祖の国に導き返されるであろう。 22なおわた

しは一つの分を兄弟よりも多くあなたに与える。

これはわたしがつるぎと弓とを持ってアモリびと

の手から取ったものである」。

49ヤコブはその子らを呼んで言った、「集まり
なさい。後の日に、あなたがたの上に起るこ

とを、告げましょう、 2ヤコブの子らよ、集まっ

て聞け。父イスラエルのことばを聞け。 3ルベン

よ、あなたはわが長子、わが勢い、わが力のはじ

め、威光のすぐれた者、権力のすぐれた者。 4し

かし、沸き立つ水のようだから、もはや、すぐれ

た者ではあり得ない。あなたは父の床に上って汚

した。ああ、あなたはわが寝床に上った。 5シメ

オンとレビとは兄弟。彼らのつるぎは暴虐の武器

。 6わが魂よ、彼らの会議に臨むな。わが栄えよ

、彼らのつどいに連なるな。彼らは怒りに任せて

人を殺し、ほしいままに雄牛の足の筋を切った。 7

彼らの怒りは、激しいゆえにのろわれ、彼らの憤

りは、はなはだしいゆえにのろわれる。わたしは

彼らをヤコブのうちに分け、イスラエルのうちに

散らそう。 8ユダよ、兄弟たちはあなたをほめる

。あなたの手は敵のくびを押え、父の子らはあな

たの前に身をかがめるであろう。 9ユダは、しし

の子。わが子よ、あなたは獲物をもって上って来

る。彼は雄じしのようにうずくまり、雌じしのよ

うに身を伏せる。だれがこれを起すことができよ

う。 10つえはユダを離れず、立法者のつえはその

足の間を離れることなく、シロの来る時までに及

ぶであろう。もろもろの民は彼に従う。 11彼はそ

のろばの子をぶどうの木につなぎ、その雌ろばの

子を良きぶどうの木につなぐ。彼はその衣服をぶ

どう酒で洗い、その着物をぶどうの汁で洗うであ

ろう。 12その目はぶどう酒によって赤く、その歯

は乳によって白い。 13ゼブルンは海べに住み、舟

の泊まる港となって、その境はシドンに及ぶであ

ろう。 14イッサカルはたくましいろば、彼は羊の

おりの間に伏している。 15彼は定住の地を見て良

しとし、その国を見て楽しとした。彼はその肩を

下げてにない、奴隷となって追い使われる。 16ダ

ンはおのれの民をさばくであろう、イスラエルの

ほかの部族のように。 17ダンは道のかたわらのへ

び、道のほとりのまむし。馬のかかとをかんで、

乗る者をうしろに落すであろう。 18主よ、わたし

はあなたの救を待ち望む。 19ガドには略奪者が迫

る。しかし彼はかえって敵のかかとに迫るであろ

う。 20アセルはその食物がゆたかで、王の美味を

いだすであろう。 21ナフタリは放たれた雌じか、

彼は美しい子じかを生むであろう。 22ヨセフは実

を結ぶ若木、泉のほとりの実を結ぶ若木。その枝

は、かきねを越えるであろう。 23射る者は彼を激

しく攻め、彼を射、彼をいたく悩ました。 24しか

し彼の弓はなお強く、彼の腕は素早い。これはヤ

コブの全能者の手により、イスラエルの岩なる牧
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者の名により、 25あなたを助ける父の神により、

また上なる天の祝福、下に横たわる淵の祝福、乳

ぶさと胎の祝福をもって、あなたを恵まれる全能

者による。 26あなたの父の祝福は永遠の山の祝福

にまさり、永久の丘の賜物にまさる。これらの祝

福はヨセフのかしらに帰し、その兄弟たちの君た

る者の頭の頂に帰する。 27ベニヤミンはかき裂く

おおかみ、朝にその獲物を食らい、夕にその分捕

物を分けるであろう」。 28すべてこれらはイスラ

エルの十二の部族である。そしてこれは彼らの父

が彼らに語り、彼らを祝福したもので、彼は祝福

すべきところに従って、彼らおのおのを祝福した

。 29彼はまた彼らに命じて言った、「わたしはわ

が民に加えられようとしている。あなたがたはヘ

テびとエフロンの畑にあるほら穴に、わたしの先

祖たちと共にわたしを葬ってください。 30そのほ

ら穴はカナンの地のマムレの東にあるマクペラの

畑にあり、アブラハムがヘテびとエフロンから畑

と共に買い取り、所有の墓地としたもので、 31そ

こにアブラハムと妻サラとが葬られ、イサクと妻

リベカもそこに葬られたが、わたしはまたそこに

レアを葬った。 32あの畑とその中にあるほら穴と

はヘテの人々から買ったものです」。 33こうして

ヤコブは子らに命じ終って、足を床におさめ、息

絶えて、その民に加えられた。

50ヨセフは父の顔に伏して泣き、口づけした。
2そしてヨセフは彼のしもべである医者たち

に、父に薬を塗ることを命じたので、医者たちは

イスラエルに薬を塗った。 3このために四十日を

費した。薬を塗るにはこれほどの日数を要するの

である。エジプトびとは七十日の間、彼のために

泣いた。 4彼のために泣く日が過ぎて、ヨセフは

パロの家の者に言った、「今もしわたしがあなた

がたの前に恵みを得るなら、どうかパロに伝えて

ください。 5『わたしの父はわたしに誓わせて言

いました「わたしはやがて死にます。カナンの地

に、わたしが掘って置いた墓に葬ってください」

。それで、どうかわたしを上って行かせ、父を葬

らせてください。そうすれば、わたしはまた帰っ

てきます』」。 6パロは言った、「あなたの父が

あなたに誓わせたように上って行って彼を葬りな

さい」。 7そこでヨセフは父を葬るために上って

行った。彼と共に上った者はパロのもろもろの家

来たち、パロの家の長老たち、エジプトの国のも

ろもろの長老たち、 8ヨセフの全家とその兄弟た

ち及びその父の家族であった。ただ子供と羊と牛

はゴセンの地に残した。 9また戦車と騎兵も彼と

共に上ったので、その行列はたいそう盛んであっ

た。 10彼らはヨルダンの向こうのアタデの打ち場

に行き着いて、そこで大いに嘆き、非常に悲しん

だ。そしてヨセフは七日の間父のために嘆いた。

11その地の住民、カナンびとがアタデの打ち場の

嘆きを見て、「これはエジプトびとの大いなる嘆

きだ」と言ったので、その所の名はアベル・ミツ

ライムと呼ばれた。これはヨルダンの向こうにあ

る。 12ヤコブの子らは命じられたようにヤコブに

おこなった。 13すなわちその子らは彼をカナンの

地へ運んで行って、マクペラの畑のほら穴に葬っ

た。このほら穴はマムレの東にあって、アブラハ

ムがヘテびとエフロンから畑と共に買って、所有

の墓地としたものである。 14ヨセフは父を葬った

後、その兄弟たち及びすべて父を葬るために一緒

に上った者と共にエジプトに帰った。 15ヨセフの

兄弟たちは父の死んだのを見て言った、「ヨセフ

はことによるとわれわれを憎んで、われわれが彼

にしたすべての悪に、仕返しするに違いない」。

16そこで彼らはことづけしてヨセフに言った、「

あなたの父は死ぬ前に命じて言われました、 17『

おまえたちはヨセフに言いなさい、「あなたの兄

弟たちはあなたに悪をおこなったが、どうかその

とがと罪をゆるしてやってください」』。今どう

かあなたの父の神に仕えるしもべらのとがをゆる

してください」。ヨセフはこの言葉を聞いて泣い

た。 18やがて兄弟たちもきて、彼の前に伏して言

った、「このとおり、わたしたちはあなたのしも

べです」。 19ヨセフは彼らに言った、「恐れるこ

とはいりません。わたしが神に代ることができま

しょうか。 20あなたがたはわたしに対して悪をた

くらんだが、神はそれを良きに変らせて、今日の

ように多くの民の命を救おうと計らわれました。

21それゆえ恐れることはいりません。わたしはあ

なたがたとあなたがたの子供たちを養いましょう

」。彼は彼らを慰めて、親切に語った。 22このよ

うにしてヨセフは父の家族と共にエジプトに住ん

だ。そしてヨセフは百十年生きながらえた。 23ヨ

セフはエフライムの三代の子孫を見た。マナセの

子マキルの子らも生れてヨセフのひざの上に置か

れた。 24ヨセフは兄弟たちに言った、「わたしは

やがて死にます。神は必ずあなたがたを顧みて、

この国から連れ出し、アブラハム、イサク、ヤコ

ブに誓われた地に導き上られるでしょう」。 25さ

らにヨセフは、「神は必ずあなたがたを顧みられ

る。その時、あなたがたはわたしの骨をここから

携え上りなさい」と言ってイスラエルの子らに誓

わせた。 26こうしてヨセフは百十歳で死んだ。彼

らはこれに薬を塗り、棺に納めて、エジプトに置

いた。



出エジプト記35

出エジプト記

1さて、ヤコブと共に、おのおのその家族を伴っ
て、エジプトへ行ったイスラエルの子らの名は

次のとおりである。 2すなわちルベン、シメオン

、レビ、ユダ、 3イッサカル、ゼブルン、ベニヤ

ミン、 4ダン、ナフタリ、ガド、アセルであった

。 5ヤコブの腰から出たものは、合わせて七十人

。ヨセフはすでにエジプトにいた。 6そして、ヨ

セフは死に、兄弟たちも、その時代の人々もみな

死んだ。 7けれどもイスラエルの子孫は多くの子

を生み、ますますふえ、はなはだ強くなって、国

に満ちるようになった。 8ここに、ヨセフのこと

を知らない新しい王が、エジプトに起った。 9彼

はその民に言った、「見よ、イスラエルびとなる

この民は、われわれにとって、あまりにも多く、

また強すぎる。 10さあ、われわれは、抜かりなく

彼らを取り扱おう。彼らが多くなり、戦いの起る

とき、敵に味方して、われわれと戦い、ついにこ

の国から逃げ去ることのないようにしよう」。 11

そこでエジプトびとは彼らの上に監督をおき、重

い労役をもって彼らを苦しめた。彼らはパロのた

めに倉庫の町ピトムとラメセスを建てた。 12しか

しイスラエルの人々が苦しめられるにしたがって

、いよいよふえひろがるので、彼らはイスラエル

の人々のゆえに恐れをなした。 13エジプトびとは

イスラエルの人々をきびしく使い、 14つらい務を

もってその生活を苦しめた。すなわち、しっくい

こね、れんが作り、および田畑のあらゆる務に当

らせたが、そのすべての労役はきびしかった。 15

またエジプトの王は、ヘブルの女のために取上げ

をする助産婦でひとりは名をシフラといい、他の

ひとりは名をプアという者にさとして、 16言った

、「ヘブルの女のために助産をするとき、産み台

の上を見て、もし男の子ならばそれを殺し、女の

子ならば生かしておきなさい」。 17しかし助産婦

たちは神をおそれ、エジプトの王が彼らに命じた

ようにはせず、男の子を生かしておいた。 18エジ

プトの王は助産婦たちを召して言った、「あなた

がたはなぜこのようなことをして、男の子を生か

しておいたのか」。 19助産婦たちはパロに言った

、「ヘブルの女はエジプトの女とは違い、彼女た

ちは健やかで助産婦が行く前に産んでしまいます

」。 20それで神は助産婦たちに恵みをほどこされ

た。そして民はふえ、非常に強くなった。 21助産

婦たちは神をおそれたので、神は彼女たちの家を

栄えさせられた。 22そこでパロはそのすべての民

に命じて言った、「ヘブルびとに男の子が生れた

ならば、みなナイル川に投げこめ。しかし女の子

はみな生かしておけ」。

2さて、レビの家のひとりの人が行ってレビの娘
をめとった。 2女はみごもって、男の子を産ん

だが、その麗しいのを見て、三月のあいだ隠して

いた。 3しかし、もう隠しきれなくなったので、

パピルスで編んだかごを取り、それにアスファル

トと樹脂とを塗って、子をその中に入れ、これを

ナイル川の岸の葦の中においた。 4その姉は、彼

がどうされるかを知ろうと、遠く離れて立ってい

た。 5ときにパロの娘が身を洗おうと、川に降り

てきた。侍女たちは川べを歩いていたが、彼女は

、葦の中にかごのあるのを見て、つかえめをやり

、それを取ってこさせ、 6あけて見ると子供がい

た。見よ、幼な子は泣いていた。彼女はかわいそ

うに思って言った、「これはヘブルびとの子供で

す」。 7そのとき幼な子の姉はパロの娘に言った

、「わたしが行ってヘブルの女のうちから、あな

たのために、この子に乳を飲ませるうばを呼んで

まいりましょうか」。 8パロの娘が「行ってきて

ください」と言うと、少女は行ってその子の母を

呼んできた。 9パロの娘は彼女に言った、「この

子を連れて行って、わたしに代り、乳を飲ませて

ください。わたしはその報酬をさしあげます」。

女はその子を引き取って、これに乳を与えた。 10

その子が成長したので、彼女はこれをパロの娘の

ところに連れて行った。そして彼はその子となっ

た。彼女はその名をモーセと名づけて言った、「

水の中からわたしが引き出したからです」。 11モ

ーセが成長して後、ある日のこと、同胞の所に出

て行って、そのはげしい労役を見た。彼はひとり

のエジプトびとが、同胞のひとりであるヘブルび

とを打つのを見たので、 12左右を見まわし、人の

いないのを見て、そのエジプトびとを打ち殺し、

これを砂の中に隠した。 13次の日また出て行って

、ふたりのヘブルびとが互に争っているのを見、

悪い方の男に言った、「あなたはなぜ、あなたの

友を打つのですか」。 14彼は言った、「だれがあ

なたを立てて、われわれのつかさ、また裁判人と

したのですか。エジプトびとを殺したように、あ

なたはわたしを殺そうと思うのですか」。モーセ

は恐れた。そしてあの事がきっと知れたのだと思

った。 15パロはこの事を聞いて、モーセを殺そう

とした。しかしモーセはパロの前をのがれて、ミ

デヤンの地に行き、井戸のかたわらに座していた

。 16さて、ミデヤンの祭司に七人の娘があった。

彼女たちはきて水をくみ、水槽にみたして父の羊

の群れに飲ませようとしたが、 17羊飼たちがきて

彼女らを追い払ったので、モーセは立ち上がって

彼女たちを助け、その羊の群れに水を飲ませた。

18彼女たちが父リウエルのところに帰った時、父

は言った、「きょうは、どうして、こんなに早く

帰ってきたのか」。 19彼女たちは言った、「ひと

りのエジプトびとが、わたしたちを羊飼たちの手

から助け出し、そのうえ、水をたくさんくんで、

羊の群れに飲ませてくれたのです」。 20彼は娘た

ちに言った、「そのかたはどこにおられるか。な

ぜ、そのかたをおいてきたのか。呼んできて、食

事をさしあげなさい」。 21モーセがこの人と共に

おることを好んだので、彼は娘のチッポラを妻と

してモーセに与えた。 22彼女が男の子を産んだの

で、モーセはその名をゲルショムと名づけた。「

わたしは外国に寄留者となっている」と言ったか

らである。 23多くの日を経て、エジプトの王は死

んだ。イスラエルの人々は、その苦役の務のゆえ
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にうめき、また叫んだが、その苦役のゆえの叫び

は神に届いた。 24神は彼らのうめきを聞き、神は

アブラハム、イサク、ヤコブとの契約を覚え、 25

神はイスラエルの人々を顧み、神は彼らをしろし

めされた。

3モーセは妻の父、ミデヤンの祭司エテロの羊の
群れを飼っていたが、その群れを荒野の奥に導

いて、神の山ホレブにきた。 2ときに主の使は、

しばの中の炎のうちに彼に現れた。彼が見ると、

しばは火に燃えているのに、そのしばはなくなら

なかった。 3モーセは言った、「行ってこの大き

な見ものを見、なぜしばが燃えてしまわないかを

知ろう」。 4主は彼がきて見定ようとするのを見

、神はしばの中から彼を呼んで、「モーセよ、モ

ーセよ」と言われた。彼は「ここにいます」と言

った。 5神は言われた、「ここに近づいてはいけ

ない。足からくつを脱ぎなさい。あなたが立って

いるその場所は聖なる地だからである」。 6また

言われた、「わたしは、あなたの先祖の神、アブ

ラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である」。

モーセは神を見ることを恐れたので顔を隠した。 7

主はまた言われた、「わたしは、エジプトにいる

わたしの民の悩みを、つぶさに見、また追い使う

者のゆえに彼らの叫ぶのを聞いた。わたしは彼ら

の苦しみを知っている。 8わたしは下って、彼ら

をエジプトびとの手から救い出し、これをかの地

から導き上って、良い広い地、乳と蜜の流れる地

、すなわちカナンびと、ヘテびと、アモリびと、

ペリジびと、ヒビびと、エブスびとのおる所に至

らせようとしている。 9いまイスラエルの人々の

叫びがわたしに届いた。わたしはまたエジプトび

とが彼らをしえたげる、そのしえたげを見た。 10

さあ、わたしは、あなたをパロにつかわして、わ

たしの民、イスラエルの人々をエジプトから導き

出させよう」。 11モーセは神に言った、「わたし

は、いったい何者でしょう。わたしがパロのとこ

ろへ行って、イスラエルの人々をエジプトから導

き出すのでしょうか」。 12神は言われた、「わた

しは必ずあなたと共にいる。これが、わたしのあ

なたをつかわしたしるしである。あなたが民をエ

ジプトから導き出したとき、あなたがたはこの山

で神に仕えるであろう」。 13モーセは神に言った

、「わたしがイスラエルの人々のところへ行って

、彼らに『あなたがたの先祖の神が、わたしをあ

なたがたのところへつかわされました』と言うと

き、彼らが『その名はなんというのですか』とわ

たしに聞くならば、なんと答えましょうか」。 14

神はモーセに言われた、「わたしは、有って有る

者」。また言われた、「イスラエルの人々にこう

言いなさい、『「わたしは有る」というかたが、

わたしをあなたがたのところへつかわされました

』と」。 15神はまたモーセに言われた、「イスラ

エルの人々にこう言いなさい『あなたがたの先祖

の神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神

である主が、わたしをあなたがたのところへつか

わされました』と。これは永遠にわたしの名、こ

れは世々のわたしの呼び名である。 16あなたは行

って、イスラエルの長老たちを集めて言いなさい

、『あなたがたの先祖の神、アブラハム、イサク

、ヤコブの神である主は、わたしに現れて言われ

ました、「わたしはあなたがたを顧み、あなたが

たがエジプトでされている事を確かに見た。 17そ

れでわたしはあなたがたを、エジプトの悩みから

導き出して、カナンびと、ヘテびと、アモリびと

、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの地、乳と

蜜の流れる地へ携え上ろうと決心した」と』。 18

彼らはあなたの声に聞き従うであろう。あなたは

イスラエルの長老たちと一緒にエジプトの王のと

ころへ行って言いなさい、『ヘブルびとの神、主

がわたしたちに現れられました。それで、わたし

たちを、三日の道のりほど荒野に行かせて、わた

したちの神、主に犠牲をささげることを許してく

ださい』と。 19しかし、エジプトの王は強い手を

もって迫らなければ、あなたがたを行かせないの

をわたしは知っている。 20それで、わたしは手を

伸べて、エジプトのうちに行おうとする、さまざ

まの不思議をもってエジプトを打とう。その後に

彼はあなたがたを去らせるであろう。 21わたしは

この民にエジプトびとの好意を得させる。あなた

がたは去るときに、むなし手で去ってはならない

。 22女はみな、その隣の女と、家に宿っている女

に、銀の飾り、金の飾り、また衣服を求めなさい

。そしてこれらを、あなたがたのむすこ、娘に着

けさせなさい。このようにエジプトびとのものを

奪い取りなさい」。

4モーセは言った、「しかし、彼らはわたしを信
ぜず、またわたしの声に聞き従わないで言うで

しょう、『主はあなたに現れなかった』と」。 2

主は彼に言われた、「あなたの手にあるそれは何

か」。彼は言った、「つえです」。 3また言われ

た、「それを地に投げなさい」。彼がそれを地に

投げると、へびになったので、モーセはその前か

ら身を避けた。 4主はモーセに言われた、「あな

たの手を伸ばして、その尾を取りなさい。そこで

手を伸ばしてそれを取ると、手のなかでつえとな

った。 5これは、彼らの先祖たちの神、アブラハ

ムの神、イサクの神、ヤコブの神である主が、あ

なたに現れたのを、彼らに信じさせるためである

」。 6主はまた彼に言われた、「あなたの手をふ

ところに入れなさい」。彼が手をふところに入れ

、それを出すと、手は、らい病にかかって、雪の

ように白くなっていた。 7主は言われた、「手を

ふところにもどしなさい」。彼は手をふところに

もどし、それをふところから出して見ると、回復

して、もとの肉のようになっていた。 8主は言わ

れた、「彼らがもしあなたを信ぜず、また初めの

しるしを認めないならば、後のしるしは信じるで

あろう。 9彼らがもしこの二つのしるしをも信ぜ

ず、あなたの声に聞き従わないならば、あなたは

ナイル川の水を取って、かわいた地に注ぎなさい

。あなたがナイル川から取った水は、かわいた地

で血となるであろう」。 10モーセは主に言った、



出エジプト記37

「ああ主よ、わたしは以前にも、またあなたが、

しもべに語られてから後も、言葉の人ではありま

せん。わたしは口も重く、舌も重いのです」。 11

主は彼に言われた、「だれが人に口を授けたのか

。おし、耳しい、目あき、目しいにだれがするの

か。主なるわたしではないか。 12それゆえ行きな

さい。わたしはあなたの口と共にあって、あなた

の言うべきことを教えるであろう」。 13モーセは

言った、「ああ、主よ、どうか、ほかの適当な人

をおつかわしください」。 14そこで、主はモーセ

にむかって怒りを発して言われた、「あなたの兄

弟レビびとアロンがいるではないか。わたしは彼

が言葉にすぐれているのを知っている。見よ、彼

はあなたに会おうとして出てきている。彼はあな

たを見て心に喜ぶであろう。 15あなたは彼に語っ

て言葉をその口に授けなさい。わたしはあなたの

口と共にあり、彼の口と共にあって、あなたがた

のなすべきことを教え、 16彼はあなたに代って民

に語るであろう。彼はあなたの口となり、あなた

は彼のために、神に代るであろう。 17あなたはそ

のつえを手に執り、それをもって、しるしを行い

なさい」。 18モーセは妻の父エテロのところに帰

って彼に言った、「どうかわたしを、エジプトに

いる身うちの者のところに帰らせ、彼らがまだ生

きながらえているか、どうかを見させてください

」。エテロはモーセに言った、「安んじて行きな

さい」。 19主はミデヤンでモーセに言われた、「

エジプトに帰って行きなさい。あなたの命を求め

た人々はみな死んだ」。 20そこでモーセは妻と子

供たちをとり、ろばに乗せて、エジプトの地に帰

った。モーセは手に神のつえを執った。 21主はモ

ーセに言われた、「あなたがエジプトに帰ったと

き、わたしがあなたの手に授けた不思議を、みな

パロの前で行いなさい。しかし、わたしが彼の心

をかたくなにするので、彼は民を去らせないであ

ろう。 22あなたはパロに言いなさい、『主はこう

仰せられる。イスラエルはわたしの子、わたしの

長子である。 23わたしはあなたに言う。わたしの

子を去らせて、わたしに仕えさせなさい。もし彼

を去らせるのを拒むならば、わたしはあなたの子

、あなたの長子を殺すであろう』と」。 24さてモ

ーセが途中で宿っている時、主は彼に会って彼を

殺そうとされた。 25その時チッポラは火打ち石の

小刀を取って、その男の子の前の皮を切り、それ

をモーセの足につけて言った、「あなたはまこと

に、わたしにとって血の花婿です」。 26そこで、

主はモーセをゆるされた。この時「血の花婿です

」とチッポラが言ったのは割礼のゆえである。 27

主はアロンに言われた、「荒野に行ってモーセに

会いなさい」。彼は行って神の山でモーセに会い

、これに口づけした。 28モーセは自分をつかわさ

れた主のすべての言葉と、命じられたすべてのし

るしをアロンに告げた。 29そこでモーセとアロン

は行ってイスラエルの人々の長老たちをみな集め

た。 30そしてアロンは主がモーセに語られた言葉

を、ことごとく告げた。また彼は民の前でしるし

を行ったので、 31民は信じた。彼らは主がイスラ

エルの人々を顧み、その苦しみを見られたのを聞

き、伏して礼拝した。

5その後、モーセとアロンは行ってパロに言った
、「イスラエルの神、主はこう言われる、『わ

たしの民を去らせ、荒野で、わたしのために祭を

させなさい』と」。 2パロは言った、「主とはい

ったい何者か。わたしがその声に聞き従ってイス

ラエルを去らせなければならないのか。わたしは

主を知らない。またイスラエルを去らせはしない

」。 3彼らは言った、「ヘブルびとの神がわたし

たちに現れました。どうか、わたしたちを三日の

道のりほど荒野に行かせ、わたしたちの神、主に

犠牲をささげさせてください。そうしなければ主

は疫病か、つるぎをもって、わたしたちを悩まさ

れるからです」。 4エジプトの王は彼らに言った

、「モーセとアロンよ、あなたがたは、なぜ民に

働きをやめさせようとするのか。自分の労役につ

くがよい」。 5パロはまた言った、「見よ、今や

土民の数は多い。しかも、あなたがたは彼らに労

役を休ませようとするのか」。 6その日、パロは

民を追い使う者と、民のかしらたちに命じて言っ

た、 7「あなたがたは、れんがを作るためのわら

を、もはや、今までのように、この民に与えては

ならない。彼らに自分で行って、わらを集めさせ

なさい。 8また前に作っていた、れんがの数どお

りに彼らに作らせ、それを減らしてはならない。

彼らはなまけ者だ。それだから、彼らは叫んで、

『行ってわたしたちの神に犠牲をささげさせよ』

と言うのだ。 9この人々の労役を重くして、働か

せ、偽りの言葉に心を寄せさせぬようにしなさい

」。 10そこで民を追い使う者たちと、民のかしら

たちは出て行って、民に言った、「パロはこう仰

せられる、『あなたがたに、わらは与えない。 11

自分で行って、見つかる所から、わらを取って来

るがよい。しかし働きは少しも減らしてはならな

い』と」。 12そこで民はエジプトの全地に散って

、わらのかわりに、刈り株を集めた。 13追い使う

者たちは、彼らをせき立てて言った、「わらがあ

った時と同じように、あなたがたの働きの、日ご

との分を仕上げなければならない」。 14パロの追

い使う者たちがイスラエルの人々の上に立てたか

しらたちは、打たれて、「なぜ、あなたがたは、

れんが作りの仕事を、きょうも、前のように仕上

げないのか」と言われた。 15そこで、イスラエル

の人々のかしらたちはパロのところに行き、叫ん

で言った、「あなたはなぜ、しもべどもにこんな

ことをなさるのですか。 16しもべどもは、わらを

与えられず、しかも彼らはわたしたちに、『れん

がは作れ』と言うのです。その上、しもべどもは

打たれています。罪はあなたの民にあるのです」

。 17パロは言った、「あなたがたは、なまけ者だ

、なまけ者だ。それだから、『行って、主に犠牲

をささげさせよ』と言うのだ。 18さあ、行って働

きなさい。わらは与えないが、なおあなたがたは

定めた数のれんがを納めなければならない」。 19

イスラエルの人々のかしらたちは、「れんがの日
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ごとの分を減らしてはならない」と言われたので

、悪い事態になったことを知った。 20彼らがパロ

を離れて出てきた時、彼らに会おうとして立って

いたモーセとアロンに会ったので、 21彼らに言っ

た、「主があなたがたをごらんになって、さばか

れますように。あなたがたは、わたしたちをパロ

とその家来たちにきらわせ、つるぎを彼らの手に

渡して、殺させようとしておられるのです」。 22

モーセは主のもとに帰って言った、「主よ、あな

たは、なぜこの民をひどい目にあわされるのです

か。なんのためにわたしをつかわされたのですか

。 23わたしがパロのもとに行って、あなたの名に

よって語ってからこのかた、彼はこの民をひどい

目にあわせるばかりです。また、あなたは、すこ

しもあなたの民を救おうとなさいません」。

6主はモーセに言われた、「今、あなたは、わた
しがパロに何をしようとしているかを見るであ

ろう。すなわちパロは強い手にしいられて、彼ら

を去らせるであろう。否、彼は強い手にしいられ

て、彼らを国から追い出すであろう」。 2神はモ

ーセに言われた、「わたしは主である。 3わたし

はアブラハム、イサク、ヤコブには全能の神とし

て現れたが、主という名では、自分を彼らに知ら

せなかった。 4わたしはまたカナンの地、すなわ

ち彼らが寄留したその寄留の地を、彼らに与える

という契約を彼らと立てた。 5わたしはまた、エ

ジプトびとが奴隷としているイスラエルの人々の

うめきを聞いて、わたしの契約を思い出した。 6

それゆえ、イスラエルの人々に言いなさい、『わ

たしは主である。わたしはあなたがたをエジプト

びとの労役の下から導き出し、奴隷の務から救い

、また伸べた腕と大いなるさばきをもって、あな

たがたをあがなうであろう。 7わたしはあなたが

たを取ってわたしの民とし、わたしはあなたがた

の神となる。わたしがエジプトびとの労役の下か

らあなたがたを導き出すあなたがたの神、主であ

ることを、あなたがたは知るであろう。 8わたし

はアブラハム、イサク、ヤコブに与えると手を挙

げて誓ったその地にあなたがたをはいらせ、それ

を所有として、与えるであろう。わたしは主であ

る』と」。 9モーセはこのようにイスラエルの人

々に語ったが、彼らは心の痛みと、きびしい奴隷

の務のゆえに、モーセに聞き従わなかった。 10さ

て主はモーセに言われた、 11「エジプトの王パロ

のところに行って、彼がイスラエルの人々をその

国から去らせるように話しなさい」。 12モーセは

主にむかって言った、「イスラエルの人々でさえ

、わたしの言うことを聞かなかったのに、どうし

て、くちびるに割礼のないわたしの言うことを、

パロが聞き入れましょうか」。 13しかし、主はモ

ーセとアロンに語って、イスラエルの人々と、エ

ジプトの王パロのもとに行かせ、イスラエルの人

々をエジプトの地から導き出せと命じられた。 14

彼らの先祖の家の首長たちは次のとおりである。

すなわちイスラエルの長子ルベンの子らはハノク

、パル、ヘヅロン、カルミで、これらはルベンの

一族である。 15シメオンの子らはエムエル、ヤミ

ン、オハデ、ヤキン、ゾハル、およびカナンの女

から生れたシャウルで、これらはシメオンの一族

である。 16レビの子らの名は、その世代に従えば

、ゲルション、コハテ、メラリで、レビの一生は

百三十七年であった。 17ゲルションの子らの一族

はリブニとシメイである。 18コハテの子らはアム

ラム、イヅハル、ヘブロン、ウジエルで、コハテ

の一生は百三十三年であった。 19メラリの子らは

マヘリとムシである。これらはその世代によるレ

ビの一族である。 20アムラムは父の妹ヨケベデを

妻としたが、彼女はアロンとモーセを彼に産んだ

。アムラムの一生は百三十七年であった。 21イヅ

ハルの子らはコラ、ネペグ、ジクリである。 22ウ

ジエルの子らはミサエル、エルザパン、シテリで

ある。 23アロンはナションの姉妹、アミナダブの

娘エリセバを妻とした。エリセバは彼にナダブ、

アビウ、エレアザル、イタマルを産んだ。 24コラ

の子らはアッシル、エルカナ、アビアサフで、こ

れらはコラびとの一族である。 25アロンの子エレ

アザルはプテエルの娘のひとりを妻とした。彼女

はピネハスを彼に産んだ。これらは、その一族に

よるレビびとの先祖の家の首長たちである。 26主

が、「イスラエルの人々をその軍団に従って、エ

ジプトの地から導き出しなさい」と言われたのは

、このアロンとモーセである。 27彼らはイスラエ

ルの人々をエジプトから導き出すことについて、

エジプトの王パロに語ったもので、すなわちこの

モーセとアロンである。 28主がエジプトの地でモ

ーセに語られた日に、 29主はモーセに言われた、

「わたしは主である。わたしがあなたに語ること

は、みなエジプトの王パロに語りなさい」。 30し

かしモーセは主にむかって言った、「ごらんのと

おり、わたしは、くちびるに割礼のない者です。

パロがどうしてわたしの言うことを聞きいれまし

ょうか」。

7主はモーセに言われた、「見よ、わたしはあな
たをパロに対して神のごときものとする。あな

たの兄弟アロンはあなたの預言者となるであろう

。 2あなたはわたしが命じることを、ことごとく

彼に告げなければならない。そしてあなたの兄弟

アロンはパロに告げて、イスラエルの人々をその

国から去らせるようにさせなければならない。 3

しかし、わたしはパロの心をかたくなにするので

、わたしのしるしと不思議をエジプトの国に多く

行っても、 4パロはあなたがたの言うことを聞か

ないであろう。それでわたしは手をエジプトの上

に加え、大いなるさばきをくだして、わたしの軍

団、わたしの民イスラエルの人々を、エジプトの

国から導き出すであろう。 5わたしが手をエジプ

トの上にさし伸べて、イスラエルの人々を彼らの

うちから導き出す時、エジプトびとはわたしが主

であることを知るようになるであろう」。 6モー

セとアロンはそのように行った。すなわち主が彼

らに命じられたように行った。 7彼らがパロと語

った時、モーセは八十歳、アロンは八十三歳であ
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った。 8主はモーセとアロンに言われた、 9「パ

ロがあなたがたに、『不思議をおこなって証拠を

示せ』と言う時、あなたはアロンに言いなさい、

『あなたのつえを取って、パロの前に投げなさい

』と。するとそれはへびになるであろう」。 10そ

れで、モーセとアロンはパロのところに行き、主

の命じられたとおりにおこなった。すなわちアロ

ンはそのつえを、パロとその家来たちの前に投げ

ると、それはへびになった。 11そこでパロもまた

知者と魔法使を召し寄せた。これらのエジプトの

魔術師らもまた、その秘術をもって同じように行

った。 12すなわち彼らは、おのおのそのつえを投

げたが、それらはへびになった。しかし、アロン

のつえは彼らのつえを、のみつくした。 13けれど

も、パロの心はかたくなになって、主の言われた

ように、彼らの言うことを聞かなかった。 14主は

モーセに言われた、「パロの心はかたくなで、彼

は民を去らせることを拒んでいる。 15あなたは、

あすの朝、パロのところに行きなさい。見よ、彼

は水のところに出ている。あなたは、へびに変っ

たあのつえを手に執り、ナイル川の岸に立って彼

に会い、 16そして彼に言いなさい、『ヘブルびと

の神、主がわたしをあなたにつかわして言われま

す、「わたしの民を去らせ、荒野で、わたしに仕

えるようにさせよ」と。しかし今もなお、あなた

が聞きいれようとされないので、 17主はこう仰せ

られます、「これによってわたしが主であること

を、あなたは知るでしょう。見よ、わたしが手に

あるつえでナイル川の水を打つと、それは血に変

るであろう。 18そして川の魚は死に、川は臭くな

り、エジプトびとは川の水を飲むことをいとうで

あろう」』と」。 19主はまたモーセに言われた、

「あなたはアロンに言いなさい、『あなたのつえ

を執って、手をエジプトの水の上、川の上、流れ

の上、池の上、またそのすべての水たまりの上に

さし伸べて、それを血にならせなさい。エジプト

全国にわたって、木の器、石の器にも、血がある

ようになるでしょう』と」。 20モーセとアロンは

主の命じられたようにおこなった。すなわち、彼

はパロとその家来たちの目の前で、つえをあげて

ナイル川の水を打つと、川の水は、ことごとく血

に変った。 21それで川の魚は死に、川は臭くなり

、エジプトびとは川の水を飲むことができなくな

った。そしてエジプト全国にわたって血があった

。 22エジプトの魔術師らも秘術をもって同じよう

におこなった。しかし、主の言われたように、パ

ロの心はかたくなになり、彼らの言うことを聞か

なかった。 23パロは身をめぐらして家に入り、ま

たこのことをも心に留めなかった。 24すべてのエ

ジプトびとはナイル川の水が飲めなかったので、

飲む水を得ようと、川のまわりを掘った。 25主が

ナイル川を打たれてのち七日を経た。

8主はモーセに言われた、「あなたはパロのとこ
ろに行って言いなさい、『主はこう仰せられま

す、「わたしの民を去らせて、わたしに仕えさせ

なさい。 2しかし、去らせることを拒むならば、

見よ、わたしは、かえるをもって、あなたの領土

を、ことごとく撃つであろう。 3ナイル川にかえ

るが群がり、のぼって、あなたの家、あなたの寝

室にはいり、寝台にのぼり、あなたの家来と民の

家にはいり、またあなたのかまどや、こね鉢には

いり、 4あなたと、あなたの民と、すべての家来

のからだに、はい上がるであろう」と』」。 5主

はモーセに言われた、「あなたはアロンに言いな

さい、『つえを持って、手を川の上、流れの上、

、池の上にさし伸べ、かえるをエジプトの地にの

ぼらせなさい』と」。 6アロンが手をエジプトの

水の上にさし伸べたので、かえるはのぼってエジ

プトの地をおおった。 7魔術師らも秘術をもって

同じように行い、かえるをエジプトの地にのぼら

せた。 8パロはモーセとアロンを召して言った、

「かえるをわたしと、わたしの民から取り去るよ

うに主に願ってください。そのときわたしはこの

民を去らせて、主に犠牲をささげさせるでしょう

」。 9モーセはパロに言った、「あなたと、あな

たの家来と、あなたの民のために、わたしがいつ

願って、このかえるを、あなたとあなたの家から

断って、ナイル川だけにとどまらせるべきか、き

めてください」。 10パロは言った、「明日」。モ

ーセは言った、「仰せのとおりになって、わたし

たちの神、主に並ぶもののないことを、あなたが

知られますように。 11そして、かえるはあなたと

、あなたの家と、あなたの家来と、あなたの民を

離れてナイル川にだけとどまるでしょう」。 12こ

うしてモーセとアロンはパロを離れて出た。モー

セは主がパロにつかわされたかえるの事について

、主に呼び求めたので、 13主はモーセのことばの

ようにされ、かえるは家から、庭から、また畑か

ら死に絶えた。 14これをひと山ひと山に積んだの

で、地は臭くなった。 15ところがパロは息つくひ

まのできたのを見て、主が言われたように、その

心をかたくなにして彼らの言うことを聞かなかっ

た。 16主はモーセに言われた、「あなたはアロン

に言いなさい、『あなたのつえをさし伸べて地の

ちりを打ち、それをエジプトの全国にわたって、

ぶよとならせなさい』と」。 17彼らはそのように

行った。すなわちアロンはそのつえをとって手を

さし伸べ、地のちりを打ったので、ぶよは人と家

畜についた。すなわち、地のちりはみなエジプト

の全国にわたって、ぶよとなった。 18魔術師らも

秘術をもって同じように行い、ぶよを出そうとし

たが、彼らにはできなかった。ぶよが人と家畜に

ついたので、 19魔術師らはパロに言った、「これ

は神の指です」。しかし主の言われたように、パ

ロの心はかたくなになって、彼らのいうことを聞

かなかった。 20主はモーセに言われた、「あなた

は朝早く起きてパロの前に立ちなさい。ちょうど

彼は水のところに出ているから彼に言いなさい、

『主はこう仰せられる、「わたしの民を去らせて

、わたしに仕えさせなさい。 21あなたがわたしの

民を去らせないならば、わたしは、あなたとあな

たの家来と、あなたの民とあなたの家とに、あぶ

の群れをつかわすであろう。エジプトびとの家々
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は、あぶの群れで満ち、彼らの踏む地もまた、そ

うなるであろう。 22その日わたしは、わたしの民

の住むゴセンの地を区別して、そこにあぶの群れ

を入れないであろう。国の中でわたしが主である

ことをあなたが知るためである。 23わたしはわた

しの民とあなたの民の間に区別をおく。このしる

しは、あす起るであろう」と』」。 24主はそのよ

うにされたので、おびただしいあぶが、パロの家

と、その家来の家と、エジプトの全国にはいって

きて、地はあぶの群れのために害をうけた。 25そ

こで、パロはモーセとアロンを召して言った、「

あなたがたは行ってこの国の内で、あなたがたの

神に犠牲をささげなさい」。 26モーセは言った、

「そうすることはできません。わたしたちはエジ

プトびとの忌むものを犠牲として、わたしたちの

神、主にささげるからです。もし、エジプトびと

の目の前で、彼らの忌むものを犠牲にささげるな

らば、彼らはわたしたちを石で打たないでしょう

か。 27わたしたちは三日の道のりほど、荒野には

いって、わたしたちの神、主に犠牲をささげ、主

がわたしたちに命じられるようにしなければなり

ません」。 28パロは言った、「わたしはあなたが

たを去らせ、荒野で、あなたがたの神、主に犠牲

をささげさせよう。ただあまり遠くへ行ってはな

らない。わたしのために祈願しなさい」。 29モー

セは言った、「わたしはあなたのもとから出て行

って主に祈願しましょう。あすあぶの群れがパロ

と、その家来と、その民から離れるでしょう。た

だパロはまた欺いて、民が主に犠牲をささげに行

くのをとめないようにしてください」。 30こうし

てモーセはパロのもとを出て、主に祈願したので

、 31主はモーセの言葉のようにされた。すなわち

、あぶの群れをパロと、その家来と、その民から

取り去られたので、一つも残らなかった。 32しか

しパロはこんどもまた、その心をかたくなにして

民を去らせなかった。

9主はモーセに言われた、「パロのもとに行って
、彼に言いなさい、『ヘブルびとの神、主はこ

う仰せられる、「わたしの民を去らせて、わたし

に仕えさせなさい。 2あなたがもし彼らを去らせ

ることを拒んで、なお彼らを留めおくならば、 3

主の手は最も激しい疫病をもって、野にいるあな

たの家畜、すなわち馬、ろば、らくだ、牛、羊の

上に臨むであろう。 4しかし、主はイスラエルの

家畜と、エジプトの家畜を区別され、すべてイス

ラエルの人々に属するものには一頭も死ぬものが

ないであろう」と』」。 5主は、また、時を定め

て仰せられた、「あす、主はこのことを国に行う

であろう」。 6あくる日、主はこのことを行われ

たので、エジプトびとの家畜はみな死んだ。しか

し、イスラエルの人々の家畜は一頭も死ななかっ

た。 7パロは人をつかわして見させたが、イスラ

エルの家畜は一頭も死んでいなかった。それでも

パロの心はかたくなで、民を去らせなかった。 8

主はモーセとアロンに言われた、「あなたがたは

、かまどのすすを両手いっぱい取り、それをモー

セはパロの目の前で天にむかって、まき散らしな

さい。 9それはエジプトの全国にわたって、細か

いちりとなり、エジプト全国で人と獣に付いて、

うみの出るはれものとなるであろう」。 10そこで

彼らは、かまどのすすを取ってパロの前に立ち、

モーセは天にむかってこれをまき散らしたので、

人と獣に付いて、うみの出るはれものとなった。

11魔術師らは、はれもののためにモーセの前に立

つことができなかった。はれものが魔術師らと、

すべてのエジプトびとに生じたからである。 12し

かし、主はパロの心をかたくなにされたので、彼

は主がモーセに語られたように、彼らの言うこと

を聞かなかった。 13主はまたモーセに言われた、

「朝早く起き、パロの前に立って、彼に言いなさ

い、『ヘブルびとの神、主はこう仰せられる、「

わたしの民を去らせて、わたしに仕えさせなさい

。 14わたしは、こんどは、もろもろの災を、あな

たと、あなたの家来と、あなたの民にくだし、わ

たしに並ぶものが全地にないことを知らせるであ

ろう。 15わたしがもし、手をさし伸べ、疫病をも

って、あなたと、あなたの民を打っていたならば

、あなたは地から断ち滅ぼされていたであろう。

16しかし、わたしがあなたをながらえさせたのは

、あなたにわたしの力を見させるため、そして、

わたしの名が全地に宣べ伝えられるためにほかな

らない。 17それに、あなたはなお、わたしの民に

むかって、おのれを高くし、彼らを去らせようと

しない。 18ゆえに、あすの今ごろ、わたしは恐ろ

しく大きな雹を降らせるであろう。それはエジプ

トの国が始まった日から今まで、かつてなかった

ほどのものである。 19それゆえ、いま、人をやっ

て、あなたの家畜と、あなたが野にもっているす

べてのものを、のがれさせなさい。人も獣も、す

べて野にあって家に帰らないものは降る雹に打た

れて死ぬであろう」と』」。 20パロの家来のうち

、主の言葉をおそれる者は、そのしもべと家畜を

家にのがれさせたが、 21主の言葉を意にとめない

ものは、そのしもべと家畜を野に残しておいた。

22主はモーセに言われた、「あなたの手を天にむ

かってさし伸べ、エジプトの全国にわたって、エ

ジプトの地にいる人と獣と畑のすべての青物の上

に雹を降らせなさい」。 23モーセが天にむかって

つえをさし伸べると、主は雷と雹をおくられ、火

は地にむかって、はせ下った。こうして主は、雹

をエジプトの地に降らされた。 24そして雹が降り

、雹の間に火がひらめき渡った。雹は恐ろしく大

きく、エジプト全国には、国をなしてこのかた、

かつてないものであった。 25雹はエジプト全国に

わたって、すべて畑にいる人と獣を打った。雹は

また畑のすべての青物を打ち、野のもろもろの木

を折り砕いた。 26ただイスラエルの人々のいたゴ

センの地には、雹が降らなかった。 27そこで、パ

ロは人をつかわし、モーセとアロンを召して言っ

た、「わたしはこんどは罪を犯した。主は正しく

、わたしと、わたしの民は悪い。 28主に祈願して

ください。この雷と雹はもうじゅうぶんです。わ

たしはあなたがたを去らせます。もはやとどまら
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なくてもよろしい」。 29モーセは彼に言った、「

わたしは町を出ると、すぐ、主にむかってわたし

の手を伸べひろげます。すると雷はやみ、雹はも

はや降らなくなり、あなたは、地が主のものであ

ることを知られましょう。 30しかし、あなたとあ

なたの家来たちは、なお、神なる主を恐れないこ

とを、わたしは知っています」。 31亜麻と大麦は

打ち倒された。大麦は穂を出し、亜麻は花が咲い

ていたからである。 32小麦とスペルタ麦はおくて

であるため打ち倒されなかった。 33モーセはパロ

のもとを去り、町を出て、主にむかって手を伸べ

ひろげたので、雷と雹はやみ、雨は地に降らなく

なった。 34ところがパロは雨と雹と雷がやんだの

を見て、またも罪を犯し、心をかたくなにした。

彼も家来も、そうであった。 35すなわちパロは心

をかたくなにし、主がモーセによって語られたよ

うに、イスラエルの人々を去らせなかった。

10そこで、主はモーセに言われた、「パロのも
とに行きなさい。わたしは彼の心とその家来

たちの心をかたくなにした。これは、わたしがこ

れらのしるしを、彼らの中に行うためである。 2

また、わたしがエジプトびとをあしらったこと、

また彼らの中にわたしが行ったしるしを、あなた

がたが、子や孫の耳に語り伝えるためである。そ

してあなたがたは、わたしが主であることを知る

であろう」。 3モーセとアロンはパロのもとに行

って彼に言った、「ヘブルびとの神、主はこう仰

せられる、『いつまで、あなたは、わたしに屈伏

することを拒むのですか。民を去らせて、わたし

に仕えさせなさい。 4もし、わたしの民を去らせ

ることを拒むならば、見よ、あす、わたしはいな

ごを、あなたの領土にはいらせるであろう。 5そ

れは地のおもてをおおい、人が地を見ることもで

きないほどになるであろう。そして雹を免れて、

残されているものを食い尽し、野にはえているあ

なたがたの木をみな食い尽すであろう。 6またそ

れはあなたの家とあなたのすべての家来の家、お

よび、すべてのエジプトびとの家に満ちるであろ

う。このようなことは、あなたの父たちも、また

、祖父たちも、彼らが地上にあった日から今日に

至るまで、かつて見たことのないものである』と

」。そして彼は身をめぐらして、パロのもとを出

て行った。 7パロの家来たちは王に言った、「い

つまで、この人はわれわれのわなとなるのでしょ

う。この人々を去らせ、彼らの神なる主に仕えさ

せては、どうでしょう。エジプトが滅びてしまう

ことに、まだ気づかれないのですか」。 8そこで

、モーセとアロンは、また、パロのもとに召し出

された。パロは彼らに言った、「行って、あなた

がたの神、主に仕えなさい。しかし、行くものは

だれだれか」。 9モーセは言った、「わたしたち

は幼い者も、老いた者も行きます。むすこも娘も

携え、羊も牛も連れて行きます。わたしたちは主

の祭を執り行わなければならないのですから」。

10パロは彼らに言った、「万一、わたしが、あな

たがたに子供を連れてまで去らせるようなことが

あれば、主があなたがたと共にいますがよい。あ

なたがたは悪いたくらみをしている。 11それはい

けない。あなたがたは男だけ行って主に仕えるが

よい。それが、あなたがたの要求であった」。彼

らは、ついにパロの前から追い出された。 12主は

モーセに言われた、「あなたの手をエジプトの地

の上にさし伸べて、エジプトの地にいなごをのぼ

らせ、地のすべての青物、すなわち、雹が打ち残

したものを、ことごとく食べさせなさい」。 13そ

こでモーセはエジプトの地の上に、つえをさし伸

べたので、主は終日、終夜、東風を地に吹かせら

れた。朝となって、東風は、いなごを運んできた

。 14いなごはエジプト全国にのぞみ、エジプトの

全領土にとどまり、その数がはなはだ多く、この

ようないなごは前にもなく、また後にもないであ

ろう。 15いなごは地の全面をおおったので、地は

暗くなった。そして地のすべての青物と、雹の打

ち残した木の実を、ことごとく食べたので、エジ

プト全国にわたって、木にも畑の青物にも、緑の

物とては何も残らなかった。 16そこで、パロは、

急いでモーセとアロンを召して言った、「わたし

は、あなたがたの神、主に対し、また、あなたが

たに対して罪を犯しました。 17それで、どうか、

もう一度だけ、わたしの罪をゆるしてください。

そしてあなたがたの神、主に祈願して、ただ、こ

の死をわたしから離れさせてください」。 18そこ

で彼はパロのところから出て、主に祈願したので

、 19主は、はなはだ強い西風に変らせ、いなごを

吹き上げて、これを紅海に追いやられたので、エ

ジプト全土には一つのいなごも残らなかった。 20

しかし、主がパロの心をかたくなにされたので、

彼はイスラエルの人々を去らせなかった。 21主は

またモーセに言われた、「天にむかってあなたの

手をさし伸べ、エジプトの国に、くらやみをこさ

せなさい。そのくらやみは、さわれるほどである

」。 22モーセが天にむかって手をさし伸べたので

、濃いくらやみは、エジプト全国に臨み三日に及

んだ。 23三日の間、人々は互に見ることもできず

、まただれもその所から立つ者もなかった。しか

し、イスラエルの人々には、みな、その住む所に

光があった。 24そこでパロはモーセを召して言っ

た、「あなたがたは行って主に仕えなさい。あな

たがたの子供も連れて行ってもよろしい。ただ、

あなたがたの羊と牛は残して置きなさい」。 25し

かし、モーセは言った、「あなたは、また、わた

したちの神、主にささげる犠牲と燔祭の物をも、

わたしたちにくださらなければなりません。 26わ

たしたちは家畜も連れて行きます。ひずめ一つも

残しません。わたしたちは、そのうちから取って

、わたしたちの神、主に仕えねばなりません。ま

たわたしたちは、その場所に行くまでは、何をも

って、主に仕えるべきかを知らないからです」。

27けれども、主がパロの心をかたくなにされたの

で、パロは彼らを去らせようとしなかった。 28そ

れでパロはモーセに言った、「わたしの所から去

りなさい。心して、わたしの顔は二度と見てはな

らない。わたしの顔を見る日には、あなたの命は
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ないであろう」。 29モーセは言った、「よくぞ仰

せられました。わたしは、二度と、あなたの顔を

見ないでしょう」。

11主はモーセに言われた、「わたしは、なお一
つの災を、パロとエジプトの上にくだし、そ

の後、彼はあなたがたをここから去らせるであろ

う。彼が去らせるとき、彼はあなたがたを、こと

ごとくここから追い出すであろう。 2あなたは民

の耳に語って、男は隣の男から、女は隣の女から

、それぞれ銀の飾り、金の飾りを請い求めさせな

さい」。 3主は民にエジプトびとの好意を得させ

られた。またモーセその人は、エジプトの国で、

パロの家来たちの目と民の目とに、はなはだ大い

なるものと見えた。 4モーセは言った、「主はこ

う仰せられる、『真夜中ごろ、わたしはエジプト

の中へ出て行くであろう。 5エジプトの国のうち

のういごは、位に座するパロのういごをはじめ、

ひきうすの後にいる、はしためのういごに至るま

で、みな死に、また家畜のういごもみな死ぬであ

ろう。 6そしてエジプト全国に大いなる叫びが起

るであろう。このようなことはかつてなく、また

、ふたたびないであろう』と。 7しかし、すべて

、イスラエルの人々にむかっては、人にむかって

も、獣にむかっても、犬さえその舌を鳴らさない

であろう。これによって主がエジプトびととイス

ラエルびととの間の区別をされるのを、あなたが

たは知るであろう。 8これらのあなたの家来たち

は、みな、わたしのもとに下ってきて、ひれ伏し

て言うであろう、『あなたもあなたに従う民もみ

な出て行ってください』と。その後、わたしは出

て行きます」。彼は激しく怒ってパロのもとから

出て行った。 9主はモーセに言われた、「パロは

あなたがたの言うことを聞かないであろう。それ

ゆえ、わたしはエジプトの国に不思議を増し加え

るであろう」。 10モーセとアロンは、すべてこれ

らの不思議をパロの前に行ったが、主がパロの心

をかたくなにされたので、彼はイスラエルの人々

をその国から去らせなかった。

12主はエジプトの国で、モーセとアロンに告げ
て言われた、 2「この月をあなたがたの初め

の月とし、これを年の正月としなさい。 3あなた

がたはイスラエルの全会衆に言いなさい、『この

月の十日におのおの、その父の家ごとに小羊を取

らなければならない。すなわち、一家族に小羊一

頭を取らなければならない。 4もし家族が少なく

て一頭の小羊を食べきれないときは、家のすぐ隣

の人と共に、人数に従って一頭を取り、おのおの

食べるところに応じて、小羊を見計らわなければ

ならない。 5小羊は傷のないもので、一歳の雄で

なければならない。羊またはやぎのうちから、こ

れを取らなければならない。 6そしてこの月の十

四日まで、これを守って置き、イスラエルの会衆

はみな、夕暮にこれをほふり、 7その血を取り、

小羊を食する家の入口の二つの柱と、かもいにそ

れを塗らなければならない。 8そしてその夜、そ

の肉を火に焼いて食べ、種入れぬパンと苦菜を添

えて食べなければならない。 9生でも、水で煮て

も、食べてはならない。火に焼いて、その頭を足

と内臓と共に食べなければならない。 10朝までそ

れを残しておいてはならない。朝まで残るものは

火で焼きつくさなければならない。 11あなたがた

は、こうして、それを食べなければならない。す

なわち腰を引きからげ、足にくつをはき、手につ

えを取って、急いでそれを食べなければならない

。これは主の過越である。 12その夜わたしはエジ

プトの国を巡って、エジプトの国におる人と獣と

の、すべてのういごを打ち、またエジプトのすべ

ての神々に審判を行うであろう。わたしは主であ

る。 13その血はあなたがたのおる家々で、あなた

がたのために、しるしとなり、わたしはその血を

見て、あなたがたの所を過ぎ越すであろう。わた

しがエジプトの国を撃つ時、災が臨んで、あなた

がたを滅ぼすことはないであろう。 14この日はあ

なたがたに記念となり、あなたがたは主の祭とし

てこれを守り、代々、永久の定めとしてこれを守

らなければならない。 15七日の間あなたがたは種

入れぬパンを食べなければならない。その初めの

日に家からパン種を取り除かなければならない。

第一日から第七日までに、種を入れたパンを食べ

る人はみなイスラエルから断たれるであろう。 16

かつ、あなたがたは第一日に聖会を、また第七日

に聖会を開かなければならない。これらの日には

、なんの仕事もしてはならない。ただ、おのおの

の食べものだけは作ることができる。 17あなたが

たは、種入れぬパンの祭を守らなければならない

。ちょうど、この日、わたしがあなたがたの軍勢

をエジプトの国から導き出したからである。それ

ゆえ、あなたがたは代々、永久の定めとして、そ

の日を守らなければならない。 18正月に、その月

の十四日の夕方に、あなたがたは種入れぬパンを

食べ、その月の二十一日の夕方まで続けなければ

ならない。 19七日の間、家にパン種を置いてはな

らない。種を入れたものを食べる者は、寄留の他

国人であれ、国に生れた者であれ、すべて、イス

ラエルの会衆から断たれるであろう。 20あなたが

たは種を入れたものは何も食べてはならない。す

べてあなたがたのすまいにおいて種入れぬパンを

食べなければならない』」。 21そこでモーセはイ

スラエルの長老をみな呼び寄せて言った、「あな

たがたは急いで家族ごとに一つの小羊を取り、そ

の過越の獣をほふらなければならない。 22また一

束のヒソプを取って鉢の血に浸し、鉢の血を、か

もいと入口の二つの柱につけなければならない。

朝まであなたがたは、ひとりも家の戸の外に出て

はならない。 23主が行き巡ってエジプトびとを撃

たれるとき、かもいと入口の二つの柱にある血を

見て、主はその入口を過ぎ越し、滅ぼす者が、あ

なたがたの家にはいって、撃つのを許されないで

あろう。 24あなたがたはこの事を、あなたと子孫

のための定めとして、永久に守らなければならな

い。 25あなたがたは、主が約束されたように、あ

なたがたに賜る地に至るとき、この儀式を守らな

ければならない。 26もし、あなたがたの子供たち
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が『この儀式はどんな意味ですか』と問うならば

、 27あなたがたは言いなさい、『これは主の過越

の犠牲である。エジプトびとを撃たれたとき、エ

ジプトにいたイスラエルの人々の家を過ぎ越して

、われわれの家を救われたのである』」。民はこ

のとき、伏して礼拝した。 28イスラエルの人々は

行ってそのようにした。すなわち主がモーセとア

ロンに命じられたようにした。 29夜中になって主

はエジプトの国の、すべてのういご、すなわち位

に座するパロのういごから、地下のひとやにおる

捕虜のういごにいたるまで、また、すべての家畜

のういごを撃たれた。 30それでパロとその家来お

よびエジプトびとはみな夜のうちに起きあがり、

エジプトに大いなる叫びがあった。死人のない家

がなかったからである。 31そこでパロは夜のうち

にモーセとアロンを呼び寄せて言った、「あなた

がたとイスラエルの人々は立って、わたしの民の

中から出て行くがよい。そしてあなたがたの言う

ように、行って主に仕えなさい。 32あなたがたの

言うように羊と牛とを取って行きなさい。また、

わたしを祝福しなさい」。 33こうしてエジプトび

とは民をせき立てて、すみやかに国を去らせよう

とした。彼らは「われわれはみな死ぬ」と思った

からである。 34民はまだパン種を入れない練り粉

を、こばちのまま着物に包んで肩に負った。 35そ

してイスラエルの人々はモーセの言葉のようにし

て、エジプトびとから銀の飾り、金の飾り、また

衣服を請い求めた。 36主は民にエジプトびとの情

を得させ、彼らの請い求めたものを与えさせられ

た。こうして彼らはエジプトびとのものを奪い取

った。 37さて、イスラエルの人々はラメセスを出

立してスコテに向かった。女と子供を除いて徒歩

の男子は約六十万人であった。 38また多くの入り

混じった群衆および羊、牛など非常に多くの家畜

も彼らと共に上った。 39そして彼らはエジプトか

ら携えて出た練り粉をもって、種入れぬパンの菓

子を焼いた。まだパン種を入れていなかったから

である。それは彼らがエジプトから追い出されて

滞ることができず、また、何の食料をも整えてい

なかったからである。 40イスラエルの人々がエジ

プトに住んでいた間は、四百三十年であった。 41

四百三十年の終りとなって、ちょうどその日に、

主の全軍はエジプトの国を出た。 42これは彼らを

エジプトの国から導き出すために主が寝ずの番を

された夜であった。ゆえにこの夜、すべてのイス

ラエルの人々は代々、主のために寝ずの番をしな

ければならない。 43主はモーセとアロンとに言わ

れた、「過越の祭の定めは次のとおりである。す

なわち、異邦人はだれもこれを食べてはならない

。 44しかし、おのおのが金で買ったしもべは、こ

れに割礼を行ってのち、これを食べさせることが

できる。 45仮ずまいの者と、雇人とは、これを食

べてはならない。 46ひとつの家でこれを食べなけ

ればならない。その肉を少しも家の外に持ち出し

てはならない。また、その骨を折ってはならない

。 47イスラエルの全会衆はこれを守らなければな

らない。 48寄留の外国人があなたのもとにとどま

っていて、主に過越の祭を守ろうとするときは、

その男子はみな割礼を受けてのち、近づいてこれ

を守ることができる。そうすれば彼は国に生れた

者のようになるであろう。しかし、無割礼の者は

だれもこれを食べてはならない。 49この律法は国

に生れたものにも、あなたがたのうちに寄留して

いる外国人にも同一である」。 50イスラエルの人

々は、みなこのようにし、主がモーセとアロンに

命じられたようにした。 51ちょうどその日に、主

はイスラエルの人々を、その軍団に従ってエジプ

トの国から導き出された。

13主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々のうちで、すべてのういご、すなわちすべ

て初めに胎を開いたものを、人であれ、獣であれ

、みな、わたしのために聖別しなければならない

。それはわたしのものである」。 3モーセは民に

言った、「あなたがたは、エジプトから、奴隷の

家から出るこの日を覚えなさい。主が強い手をも

って、あなたがたをここから導き出されるからで

ある。種を入れたパンを食べてはならない。 4あ

なたがたはアビブの月のこの日に出るのである。 5

主があなたに与えると、あなたの先祖たちに誓わ

れたカナンびと、ヘテびと、アモリびと、ヒビび

と、エブスびとの地、乳と蜜との流れる地に、導

き入れられる時、あなたはこの月にこの儀式を守

らなければならない。 6七日のあいだ種入れぬパ

ンを食べ、七日目には主に祭をしなければならな

い。 7種入れぬパンを七日のあいだ食べなければ

ならない。種を入れたパンをあなたの所に置いて

はならない。また、あなたの地区のどこでも、あ

なたの所にパン種を置いてはならない。 8その日

、あなたの子に告げて言いなさい、『これはわた

しがエジプトから出るときに、主がわたしになさ

れたことのためである』。 9そして、これを、手

につけて、しるしとし、目の間に置いて記念とし

、主の律法をあなたの口に置かなければならない

。主が強い手をもって、あなたをエジプトから導

き出されるからである。 10それゆえ、あなたはこ

の定めを年々その期節に守らなければならない。

11主があなたとあなたの先祖たちに誓われたよう

に、あなたをカナンびとの地に導いて、それをあ

なたに賜わる時、 12あなたは、すべて初めに胎を

開いた者、およびあなたの家畜の産むういごは、

ことごとく主にささげなければならない。すなわ

ち、それらの男性のものは主に帰せしめなければ

ならない。 13また、すべて、ろばの、初めて胎を

開いたものは、小羊をもって、あがなわなければ

ならない。もし、あがなわないならば、その首を

折らなければならない。あなたの子らのうち、す

べて、男のういごは、あがなわなければならない

。 14後になって、あなたの子が『これはどんな意

味ですか』と問うならば、これに言わなければな

らない、『主が強い手をもって、われわれをエジ

プトから、奴隷の家から導き出された。 15そのと

きパロが、かたくなで、われわれを去らせなかっ

たため、主はエジプトの国のういごを、人のうい
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ごも家畜のういごも、ことごとく殺された。それ

ゆえ、初めて胎を開く男性のものはみな、主に犠

牲としてささげるが、わたしの子供のうちのうい

ごは、すべてあがなうのである』。 16そして、こ

れを手につけて、しるしとし、目の間に置いて覚

えとしなければならない。主が強い手をもって、

われわれをエジプトから導き出されたからである

」。 17さて、パロが民を去らせた時、ペリシテび

との国の道は近かったが、神は彼らをそれに導か

れなかった。民が戦いを見れば悔いてエジプトに

帰るであろうと、神は思われたからである。 18神

は紅海に沿う荒野の道に、民を回らされた。イス

ラエルの人々は武装してエジプトの国を出て、上

った。 19そのときモーセはヨセフの遺骸を携えて

いた。ヨセフが、「神は必ずあなたがたを顧みら

れるであろう。そのとき、あなたがたは、わたし

の遺骸を携えて、ここから上って行かなければな

らない」と言って、イスラエルの人々に固く誓わ

せたからである。 20こうして彼らは更にスコテか

ら進んで、荒野の端にあるエタムに宿営した。 21

主は彼らの前に行かれ、昼は雲の柱をもって彼ら

を導き、夜は火の柱をもって彼らを照し、昼も夜

も彼らを進み行かせられた。 22昼は雲の柱、夜は

火の柱が、民の前から離れなかった。

14主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に告げ、引き返して、ミグドルと海との間

にあるピハヒロテの前、バアルゼポンの前に宿営

させなさい。あなたがたはそれにむかって、海の

かたわらに宿営しなければならない。 3パロはイ

スラエルの人々について、『彼らはその地で迷っ

ている。荒野は彼らを閉じ込めてしまった』と言

うであろう。 4わたしがパロの心をかたくなにす

るから、パロは彼らのあとを追うであろう。わた

しはパロとそのすべての軍勢を破って誉を得、エ

ジプトびとにわたしが主であることを知らせるで

あろう」。彼らはそのようにした。 5民の逃げ去

ったことが、エジプトの王に伝えられたので、パ

ロとその家来たちとは、民に対する考えを変えて

言った、「われわれはなぜこのようにイスラエル

を去らせて、われわれに仕えさせないようにした

のであろう」。 6それでパロは戦車を整え、みず

からその民を率い、 7また、えり抜きの戦車六百

と、エジプトのすべての戦車およびすべての指揮

者たちを率いた。 8主がエジプトの王パロの心を

かたくなにされたので、彼はイスラエルの人々の

あとを追った。イスラエルの人々は意気揚々と出

たのである。 9エジプトびとは彼らのあとを追い

、パロのすべての馬と戦車およびその騎兵と軍勢

とは、バアルゼポンの前にあるピハヒロテのあた

りで、海のかたわらに宿営している彼らに追いつ

いた。 10パロが近寄った時、イスラエルの人々は

目を上げてエジプトびとが彼らのあとに進んでき

ているのを見て、非常に恐れた。そしてイスラエ

ルの人々は主にむかって叫び、 11かつモーセに言

った、「エジプトに墓がないので、荒野で死なせ

るために、わたしたちを携え出したのですか。な

ぜわたしたちをエジプトから導き出して、こんな

にするのですか。 12わたしたちがエジプトであな

たに告げて、『わたしたちを捨てておいて、エジ

プトびとに仕えさせてください』と言ったのは、

このことではありませんか。荒野で死ぬよりもエ

ジプトびとに仕える方が、わたしたちにはよかっ

たのです」。 13モーセは民に言った、「あなたが

たは恐れてはならない。かたく立って、主がきょ

う、あなたがたのためになされる救を見なさい。

きょう、あなたがたはエジプトびとを見るが、も

はや永久に、二度と彼らを見ないであろう。 14主

があなたがたのために戦われるから、あなたがた

は黙していなさい」。 15主はモーセに言われた、

「あなたは、なぜわたしにむかって叫ぶのか。イ

スラエルの人々に語って彼らを進み行かせなさい

。 16あなたはつえを上げ、手を海の上にさし伸べ

てそれを分け、イスラエルの人々に海の中のかわ

いた地を行かせなさい。 17わたしがエジプトびと

の心をかたくなにするから、彼らはそのあとを追

ってはいるであろう。こうしてわたしはパロとそ

のすべての軍勢および戦車と騎兵とを打ち破って

誉を得よう。 18わたしがパロとその戦車とその騎

兵とを打ち破って誉を得るとき、エジプトびとは

わたしが主であることを知るであろう」。 19この

とき、イスラエルの部隊の前に行く神の使は移っ

て彼らのうしろに行った。雲の柱も彼らの前から

移って彼らのうしろに立ち、 20エジプトびとの部

隊とイスラエルびとの部隊との間にきたので、そ

こに雲とやみがあり夜もすがら、かれとこれと近

づくことなく、夜がすぎた。 21モーセが手を海の

上にさし伸べたので、主は夜もすがら強い東風を

もって海を退かせ、海を陸地とされ、水は分かれ

た。 22イスラエルの人々は海の中のかわいた地を

行ったが、水は彼らの右と左に、かきとなった。

23エジプトびとは追ってきて、パロのすべての馬

と戦車と騎兵とは、彼らのあとについて海の中に

はいった。 24暁の更に、主は火と雲の柱のうちか

らエジプトびとの軍勢を見おろして、エジプトび

との軍勢を乱し、 25その戦車の輪をきしらせて、

進むのに重くされたので、エジプトびとは言った

、「われわれはイスラエルを離れて逃げよう。主

が彼らのためにエジプトびとと戦う」。 26そのと

き主はモーセに言われた、「あなたの手を海の上

にさし伸べて、水をエジプトびとと、その戦車と

騎兵との上に流れ返らせなさい」。 27モーセが手

を海の上にさし伸べると、夜明けになって海はい

つもの流れに返り、エジプトびとはこれにむかっ

て逃げたが、主はエジプトびとを海の中に投げ込

まれた。 28水は流れ返り、イスラエルのあとを追

って海にはいった戦車と騎兵およびパロのすべて

の軍勢をおおい、ひとりも残らなかった。 29しか

し、イスラエルの人々は海の中のかわいた地を行

ったが、水は彼らの右と左に、かきとなった。 30

このように、主はこの日イスラエルをエジプトび

との手から救われた。イスラエルはエジプトびと

が海べに死んでいるのを見た。 31イスラエルはま

た、主がエジプトびとに行われた大いなるみわざ
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を見た。それで民は主を恐れ、主とそのしもべモ

ーセとを信じた。

15そこでモーセとイスラエルの人々は、この歌
を主にむかって歌った。彼らは歌って言った

、「主にむかってわたしは歌おう、彼は輝かしく

も勝ちを得られた、彼は馬と乗り手を海に投げ込

まれた。 2主はわたしの力また歌、わたしの救と

なられた、彼こそわたしの神、わたしは彼をたた

える、彼はわたしの父の神、わたしは彼をあがめ

る。 3主はいくさびと、その名は主。 4彼はパロ

の戦車とその軍勢とを海に投げ込まれた、そのす

ぐれた指揮者たちは紅海に沈んだ。 5大水は彼ら

をおおい、彼らは石のように淵に下った。 6主よ

、あなたの右の手は力をもって栄光にかがやく、

主よ、あなたの右の手は敵を打ち砕く。 7あなた

は大いなる威光をもって、あなたに立ちむかう者

を打ち破られた。あなたが怒りを発せられると、

彼らは、わらのように焼きつくされた。 8あなた

の鼻の息によって水は積みかさなり、流れは堤と

なって立ち、大水は海のもなかに凝り固まった。 9

敵は言った、『わたしは追い行き、追い着いて、

分捕物を分かち取ろう、わたしの欲望を彼らによ

って満たそう、つるぎを抜こう、わたしの手は彼

らを滅ぼそう』。 10あなたが息を吹かれると、海

は彼らをおおい、彼らは鉛のように、大水の中に

沈んだ。 11主よ、神々のうち、だれがあなたに比

べられようか、だれがあなたのように、聖にして

栄えあるもの、ほむべくして恐るべきもの、くす

しきわざを行うものであろうか。 12あなたが右の

手を伸べられると、地は彼らをのんだ。 13あなた

は、あがなわれた民を恵みをもって導き、み力を

もって、あなたの聖なるすまいに伴われた。 14も

ろもろの民は聞いて震え、ペリシテの住民は苦し

みに襲われた。 15エドムの族長らは、おどろき、

モアブの首長らは、わななき、カナンの住民は、

みな溶け去った。 16恐れと、おののきとは彼らに

臨み、み腕の大いなるゆえに、彼らは石のように

黙した、主よ、あなたの民の通りすぎるまで、あ

なたが買いとられた民の通りすぎるまで。 17あな

たは彼らを導いて、あなたの嗣業の山に植えられ

る。主よ、これこそあなたのすまいとして、みず

から造られた所、主よ、み手によって建てられた

聖所。 18主は永遠に統べ治められる」。 19パロ

の馬が、その戦車および騎兵と共に海にはいると

、主は海の水を彼らの上に流れ返らされたが、イ

スラエルの人々は海の中のかわいた地を行った。

20そのとき、アロンの姉、女預言者ミリアムはタ

ンバリンを手に取り、女たちも皆タンバリンを取

って、踊りながら、そのあとに従って出てきた。

21そこでミリアムは彼らに和して歌った、「主に

むかって歌え、彼は輝かしくも勝ちを得られた、

彼は馬と乗り手を海に投げ込まれた」。 22さて、

モーセはイスラエルを紅海から旅立たせた。彼ら

はシュルの荒野に入り、三日のあいだ荒野を歩い

たが、水を得なかった。 23彼らはメラに着いたが

、メラの水は苦くて飲むことができなかった。そ

れで、その所の名はメラと呼ばれた。 24ときに、

民はモーセにつぶやいて言った、「わたしたちは

何を飲むのですか」。 25モーセは主に叫んだ。主

は彼に一本の木を示されたので、それを水に投げ

入れると、水は甘くなった。その所で主は民のた

めに定めと、おきてを立てられ、彼らを試みて、

26言われた、「あなたが、もしあなたの神、主の

声に良く聞き従い、その目に正しいと見られるこ

とを行い、その戒めに耳を傾け、すべての定めを

守るならば、わたしは、かつてエジプトびとに下

した病を一つもあなたに下さないであろう。わた

しは主であって、あなたをいやすものである」。

27こうして彼らはエリムに着いた。そこには水の

泉十二と、なつめやしの木七十本があった。その

所で彼らは水のほとりに宿営した。

16イスラエルの人々の全会衆はエリムを出発し
、エジプトの地を出て二か月目の十五日に、

エリムとシナイとの間にあるシンの荒野にきたが

、 2その荒野でイスラエルの人々の全会衆は、モ

ーセとアロンにつぶやいた。 3イスラエルの人々

は彼らに言った、「われわれはエジプトの地で、

肉のなべのかたわらに座し、飽きるほどパンを食

べていた時に、主の手にかかって死んでいたら良

かった。あなたがたは、われわれをこの荒野に導

き出して、全会衆を餓死させようとしている」。 4

そのとき主はモーセに言われた、「見よ、わたし

はあなたがたのために、天からパンを降らせよう

。民は出て日々の分を日ごとに集めなければなら

ない。こうして彼らがわたしの律法に従うかどう

かを試みよう。 5六日目には、彼らが取り入れた

ものを調理すると、それは日ごとに集めるものの

二倍あるであろう」。 6モーセとアロンは、イス

ラエルのすべての人々に言った、「夕暮には、あ

なたがたは、エジプトの地からあなたがたを導き

出されたのが、主であることを知るであろう。 7

また、朝には、あなたがたは主の栄光を見るであ

ろう。主はあなたがたが主にむかってつぶやくの

を聞かれたからである。あなたがたは、いったい

われわれを何者として、われわれにむかってつぶ

やくのか」。 8モーセはまた言った、「主は夕暮

にはあなたがたに肉を与えて食べさせ、朝にはパ

ンを与えて飽き足らせられるであろう。主はあな

たがたが、主にむかってつぶやくつぶやきを聞か

れたからである。いったいわれわれは何者なのか

。あなたがたのつぶやくのは、われわれにむかっ

てでなく、主にむかってである」。 9モーセはア

ロンに言った、「イスラエルの人々の全会衆に言

いなさい、『あなたがたは主の前に近づきなさい

。主があなたがたのつぶやきを聞かれたからであ

る』と」。 10それでアロンがイスラエルの人々の

全会衆に語ったとき、彼らが荒野の方を望むと、

見よ、主の栄光が雲のうちに現れていた。 11主は

モーセに言われた、 12「わたしはイスラエルの人

々のつぶやきを聞いた。彼らに言いなさい、『あ

なたがたは夕には肉を食べ、朝にはパンに飽き足

りるであろう。そうしてわたしがあなたがたの神
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、主であることを知るであろう』と」。 13夕べに

なると、うずらが飛んできて宿営をおおった。ま

た、朝になると、宿営の周囲に露が降りた。 14そ

の降りた露がかわくと、荒野の面には、薄いうろ

このようなものがあり、ちょうど地に結ぶ薄い霜

のようであった。 15イスラエルの人々はそれを見

て互に言った、「これはなんであろう」。彼らは

それがなんであるのか知らなかったからである。

モーセは彼らに言った、「これは主があなたがた

の食物として賜わるパンである。 16主が命じられ

るのはこうである、『あなたがたは、おのおのそ

の食べるところに従ってそれを集め、あなたがた

の人数に従って、ひとり一オメルずつ、おのおの

その天幕におるもののためにそれを取りなさい』

と」。 17イスラエルの人々はそのようにして、あ

る者は多く、ある者は少なく集めた。 18しかし、

オメルでそれを計ってみると、多く集めた者にも

余らず、少なく集めた者にも不足しなかった。お

のおのその食べるところに従って集めていた。 19

モーセは彼らに言った、「だれも朝までそれを残

しておいてはならない」。 20しかし彼らはモーセ

に聞き従わないで、ある者は朝までそれを残して

おいたが、虫がついて臭くなった。モーセは彼ら

にむかって怒った。 21彼らは、おのおのその食べ

るところに従って、朝ごとにそれを集めたが、日

が熱くなるとそれは溶けた。 22六日目には、彼ら

は二倍のパン、すなわちひとりに二オメルを集め

た。そこで、会衆の長たちは皆きて、モーセに告

げたが、 23モーセは彼らに言った、「主の語られ

たのはこうである、『あすは主の聖安息日で休み

である。きょう、焼こうとするものを焼き、煮よ

うとするものを煮なさい。残ったものはみな朝ま

でたくわえて保存しなさい』と」。 24彼らはモー

セの命じたように、それを朝まで保存したが、臭

くならず、また虫もつかなかった。 25モーセは言

った、「きょう、それを食べなさい。きょうは主

の安息日であるから、きょうは野でそれを獲られ

ないであろう。 26六日の間はそれを集めなければ

ならない。七日目は安息日であるから、その日に

は無いであろう」。 27ところが民のうちには、七

日目に出て集めようとした者があったが、獲られ

なかった。 28そこで主はモーセに言われた、「あ

なたがたは、いつまでわたしの戒めと、律法とを

守ることを拒むのか。 29見よ、主はあなたがたに

安息日を与えられた。ゆえに六日目には、ふつか

分のパンをあなたがたに賜わるのである。おのお

のその所にとどまり、七日目にはその所から出て

はならない」。 30こうして民は七日目に休んだ。

31イスラエルの家はその物の名をマナと呼んだ。

それはコエンドロの実のようで白く、その味は蜜

を入れたせんべいのようであった。 32モーセは言

った、「主の命じられることはこうである、『そ

れを一オメルあなたがたの子孫のためにたくわえ

ておきなさい。それはわたしが、あなたがたをエ

ジプトの地から導き出した時、荒野であなたがた

に食べさせたパンを彼らに見させるためである』

と」。 33そしてモーセはアロンに言った「一つの

つぼを取り、マナ一オメルをその中に入れ、それ

を主の前に置いて、子孫のためにたくわえなさい

」。 34そこで主がモーセに命じられたように、ア

ロンはそれをあかしの箱の前に置いてたくわえた

。 35イスラエルの人々は人の住む地に着くまで四

十年の間マナを食べた。すなわち、彼らはカナン

の地の境に至るまでマナを食べた。 36一オメルは

一エパの十分の一である。

17イスラエルの人々の全会衆は、主の命に従っ
て、シンの荒野を出発し、旅路を重ねて、レ

ピデムに宿営したが、そこには民の飲む水がなか

った。 2それで、民はモーセと争って言った、「

わたしたちに飲む水をください」。モーセは彼ら

に言った、「あなたがたはなぜわたしと争うのか

、なぜ主を試みるのか」。 3民はその所で水にか

わき、モーセにつぶやいて言った、「あなたはな

ぜわたしたちをエジプトから導き出して、わたし

たちを、子供や家畜と一緒に、かわきによって死

なせようとするのですか」。 4このときモーセは

主に叫んで言った、「わたしはこの民をどうすれ

ばよいのでしょう。彼らは、今にも、わたしを石

で打ち殺そうとしています」。 5主はモーセに言

われた、「あなたは民の前に進み行き、イスラエ

ルの長老たちを伴い、あなたがナイル川を打った

、つえを手に取って行きなさい。 6見よ、わたし

はホレブの岩の上であなたの前に立つであろう。

あなたは岩を打ちなさい。水がそれから出て、民

はそれを飲むことができる」。モーセはイスラエ

ルの長老たちの目の前で、そのように行った。 7

そして彼はその所の名をマッサ、またメリバと呼

んだ。これはイスラエルの人々が争ったゆえ、ま

た彼らが「主はわたしたちのうちにおられるかど

うか」と言って主を試みたからである。 8ときに

アマレクがきて、イスラエルとレピデムで戦った

。 9モーセはヨシュアに言った、「われわれのた

めに人を選び、出てアマレクと戦いなさい。わた

しはあす神のつえを手に取って、丘の頂に立つで

あろう」。 10ヨシュアはモーセが彼に言ったよう

にし、アマレクと戦った。モーセとアロンおよび

ホルは丘の頂に登った。 11モーセが手を上げてい

るとイスラエルは勝ち、手を下げるとアマレクが

勝った。 12しかしモーセの手が重くなったので、

アロンとホルが石を取って、モーセの足もとに置

くと、彼はその上に座した。そしてひとりはこち

らに、ひとりはあちらにいて、モーセの手をささ

えたので、彼の手は日没までさがらなかった。 13

ヨシュアは、つるぎにかけてアマレクとその民を

打ち敗った。 14主はモーセに言われた、「これを

書物にしるして記念とし、それをヨシュアの耳に

入れなさい。わたしは天が下からアマレクの記憶

を完全に消し去るであろう」。 15モーセは一つの

祭壇を築いてその名を「主はわが旗」と呼んだ。

16そしてモーセは言った、「主の旗にむかって手

を上げる、主は世々アマレクと戦われる」。
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18さて、モーセのしゅうと、ミデアンの祭司エ
テロは、神がモーセと、み民イスラエルとに

されたすべての事、主がイスラエルをエジプトか

ら導き出されたことを聞いた。 2それでモーセの

しゅうと、エテロは、さきに送り返されていたモ

ーセの妻チッポラと、 3そのふたりの子とを連れ

てきた。そのひとりの名はゲルショムといった。

モーセが、「わたしは外国で寄留者となっている

」と言ったからである。 4ほかのひとりの名はエ

リエゼルといった。「わたしの父の神はわたしの

助けであって、パロのつるぎからわたしを救われ

た」と言ったからである。 5こうしてモーセのし

ゅうと、エテロは、モーセの妻子を伴って、荒野

に行き、神の山に宿営しているモーセの所にきた

。 6その時、ある人がモーセに言った、「ごらん

なさい。あなたのしゅうと、エテロは、あなたの

妻とそのふたりの子を連れて、あなたの所にこら

れます」。 7そこでモーセはしゅうとを出迎えて

、身をかがめ、彼に口づけして、互に安否を問い

、共に天幕にはいった。 8そしてモーセは、主が

イスラエルのために、パロとエジプトびととにさ

れたすべての事、道で出会ったすべての苦しみ、

また主が彼らを救われたことを、しゅうとに物語

ったので、 9エテロは主がイスラエルをエジプト

びとの手から救い出して、もろもろの恵みを賜わ

ったことを喜んだ。 10そしてエテロは言った、「

主はほむべきかな。主はあなたがたをエジプトび

との手と、パロの手から救い出し、民をエジプト

びとの手の下から救い出された。 11今こそわたし

は知った。実に彼らはイスラエルびとにむかって

高慢にふるまったが、主はあらゆる神々にまさっ

て大いにいますことを」。 12そしてモーセのしゅ

うとエテロは燔祭と犠牲を神に供え、アロンとイ

スラエルの長老たちもみなきて、モーセのしゅう

とと共に神の前で食事をした。 13あくる日モーセ

は座して民をさばいたが、民は朝から晩まで、モ

ーセのまわりに立っていた。 14モーセのしゅうと

は、彼がすべて民にしていることを見て、言った

、「あなたが民にしているこのことはなんですか

。あなたひとりが座し、民はみな朝から晩まで、

あなたのまわりに立っているのはなぜですか」。

15モーセはしゅうとに言った、「民が神に伺おう

として、わたしの所に来るからです。 16彼らは事

があれば、わたしの所にきます。わたしは相互の

間をさばいて、神の定めと判決を知らせるのです

」。 17モーセのしゅうとは彼に言った、「あなた

のしていることは良くない。 18あなたも、あなた

と一緒にいるこの民も、必ず疲れ果てるであろう

。このことはあなたに重過ぎるから、ひとりです

ることができない。 19今わたしの言うことを聞き

なさい。わたしはあなたに助言する。どうか神が

あなたと共にいますように。あなたは民のために

神の前にいて、事件を神に述べなさい。 20あなた

は彼らに定めと判決を教え、彼らの歩むべき道と

、なすべき事を彼らに知らせなさい。 21また、す

べての民のうちから、有能な人で、神を恐れ、誠

実で不義の利を憎む人を選び、それを民の上に立

てて、千人の長、百人の長、五十人の長、十人の

長としなさい。 22平素は彼らに民をさばかせ、大

事件はすべてあなたの所に持ってこさせ、小事件

はすべて彼らにさばかせなさい。こうしてあなた

を身軽にし、あなたと共に彼らに、荷を負わせな

さい。 23あなたが、もしこの事を行い、神もまた

あなたに命じられるならば、あなたは耐えること

ができ、この民もまた、みな安んじてその所に帰

ることができよう」。 24モーセはしゅうとの言葉

に従い、すべて言われたようにした。 25すなわち

、モーセはすべてのイスラエルのうちから有能な

人を選んで、民の上に長として立て、千人の長、

百人の長、五十人の長、十人の長とした。 26平素

は彼らが民をさばき、むずかしい事件はモーセに

持ってきたが、小さい事件はすべて彼らみずから

さばいた。 27こうしてモーセはしゅうとを送り返

したので、その国に帰って行った。

19イスラエルの人々は、エジプトの地を出て後
三月目のその日に、シナイの荒野にはいった

。 2すなわち彼らはレピデムを出立してシナイの

荒野に入り、荒野に宿営した。イスラエルはその

所で山の前に宿営した。 3さて、モーセが神のも

とに登ると、主は山から彼を呼んで言われた、「

このように、ヤコブの家に言い、イスラエルの人

々に告げなさい、 4『あなたがたは、わたしがエ

ジプトびとにした事と、あなたがたを鷲の翼に載

せてわたしの所にこさせたことを見た。 5それで

、もしあなたがたが、まことにわたしの声に聞き

従い、わたしの契約を守るならば、あなたがたは

すべての民にまさって、わたしの宝となるであろ

う。全地はわたしの所有だからである。 6あなた

がたはわたしに対して祭司の国となり、また聖な

る民となるであろう』。これがあなたのイスラエ

ルの人々に語るべき言葉である」。 7それでモー

セは行って民の長老たちを呼び、主が命じられた

これらの言葉を、すべてその前に述べたので、 8

民はみな共に答えて言った、「われわれは主が言

われたことを、みな行います」。モーセは民の言

葉を主に告げた。 9主はモーセに言われた、「見

よ、わたしは濃い雲のうちにあって、あなたに臨

むであろう。それはわたしがあなたと語るのを民

に聞かせて、彼らに長くあなたを信じさせるため

である」。モーセは民の言葉を主に告げた。 10主

はモーセに言われた、「あなたは民のところに行

って、きょうとあす、彼らをきよめ、彼らにその

衣服を洗わせ、 11三日目までに備えさせなさい。

三日目に主が、すべての民の目の前で、シナイ山

に下るからである。 12あなたは民のために、周囲

に境を設けて言いなさい、『あなたがたは注意し

て、山に上らず、また、その境界に触れないよう

にしなさい。山に触れる者は必ず殺されるであろ

う。 13手をそれに触れてはならない。触れる者は

必ず石で打ち殺されるか、射殺されるであろう。

獣でも人でも生きることはできない』。ラッパが

長く響いた時、彼らは山に登ることができる」と

。 14そこでモーセは山から民のところに下り、民
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をきよめた。彼らはその衣服を洗った。 15モーセ

は民に言った、「三日目までに備えをしなさい。

女に近づいてはならない」。 16三日目の朝となっ

て、かみなりと、いなずまと厚い雲とが、山の上

にあり、ラッパの音が、はなはだ高く響いたので

、宿営におる民はみな震えた。 17モーセが民を神

に会わせるために、宿営から導き出したので、彼

らは山のふもとに立った。 18シナイ山は全山煙っ

た。主が火のなかにあって、その上に下られたか

らである。その煙は、かまどの煙のように立ち上

り、全山はげしく震えた。 19ラッパの音が、いよ

いよ高くなったとき、モーセは語り、神は、かみ

なりをもって、彼に答えられた。 20主はシナイ山

の頂に下られた。そして主がモーセを山の頂に召

されたので、モーセは登った。 21主はモーセに言

われた、「下って行って民を戒めなさい。民が押

し破って、主のところにきて、見ようとし、多く

のものが死ぬことのないようにするためである。

22主に近づく祭司たちにもまた、その身をきよめ

させなさい。主が彼らを打つことのないようにす

るためである」。 23モーセは主に言った、「民は

シナイ山に登ることはできないでしょう。あなた

がわたしたちを戒めて『山のまわりに境を設け、

それをきよめよ』と言われたからです」。 24主は

彼に言われた、「行け、下れ。そしてあなたはア

ロンと共に登ってきなさい。ただし、祭司たちと

民とが、押し破って主のところに登ることのない

ようにしなさい。主が彼らを打つことのないよう

にするためである」。 25モーセは民の所に下って

行って彼らに告げた。

20神はこのすべての言葉を語って言われた。 2

「わたしはあなたの神、主であって、あなた

をエジプトの地、奴隷の家から導き出した者であ

る。 3あなたはわたしのほかに、なにものをも神

としてはならない。 4あなたは自分のために、刻

んだ像を造ってはならない。上は天にあるもの、

下は地にあるもの、また地の下の水のなかにある

ものの、どんな形をも造ってはならない。 5それ

にひれ伏してはならない。それに仕えてはならな

い。あなたの神、主であるわたしは、ねたむ神で

あるから、わたしを憎むものは、父の罪を子に報

いて、三四代に及ぼし、 6わたしを愛し、わたし

の戒めを守るものには、恵みを施して、千代に至

るであろう。 7あなたは、あなたの神、主の名を

、みだりに唱えてはならない。主は、み名をみだ

りに唱えるものを、罰しないでは置かないであろ

う。 8安息日を覚えて、これを聖とせよ。 9六日

のあいだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。 10

七日目はあなたの神、主の安息であるから、なん

のわざをもしてはならない。あなたもあなたのむ

すこ、娘、しもべ、はしため、家畜、またあなた

の門のうちにいる他国の人もそうである。 11主は

六日のうちに、天と地と海と、その中のすべての

ものを造って、七日目に休まれたからである。そ

れで主は安息日を祝福して聖とされた。 12あなた

の父と母を敬え。これは、あなたの神、主が賜わ

る地で、あなたが長く生きるためである。 13あな

たは殺してはならない。 14あなたは姦淫してはな

らない。 15あなたは盗んではならない。 16あな

たは隣人について、偽証してはならない。 17あな

たは隣人の家をむさぼってはならない。隣人の妻

、しもべ、はしため、牛、ろば、またすべて隣人

のものをむさぼってはならない」。 18民は皆、か

みなりと、いなずまと、ラッパの音と、山の煙っ

ているのとを見た。民は恐れおののき、遠く離れ

て立った。 19彼らはモーセに言った、「あなたが

わたしたちに語ってください。わたしたちは聞き

従います。神がわたしたちに語られぬようにして

ください。それでなければ、わたしたちは死ぬで

しょう」。 20モーセは民に言った、「恐れてはな

らない。神はあなたがたを試みるため、またその

恐れをあなたがたの目の前において、あなたがた

が罪を犯さないようにするために臨まれたのであ

る」。 21そこで、民は遠く離れて立ったが、モー

セは神のおられる濃い雲に近づいて行った。 22主

はモーセに言われた、「あなたはイスラエルの人

々にこう言いなさい、『あなたがたは、わたしが

天からあなたがたと語るのを見た。 23あなたがた

はわたしと並べて、何をも造ってはならない。銀

の神々も、金の神々も、あなたがたのために、造

ってはならない。 24あなたはわたしのために土の

祭壇を築き、その上にあなたの燔祭、酬恩祭、羊

、牛をささげなければならない。わたしの名を覚

えさせるすべての所で、わたしはあなたに臨んで

、あなたを祝福するであろう。 25あなたがもしわ

たしに石の祭壇を造るならば、切り石で築いては

ならない。あなたがもし、のみをそれに当てるな

らば、それをけがすからである。 26あなたは階段

によって、わたしの祭壇に登ってはならない。あ

なたの隠し所が、その上にあらわれることのない

ようにするためである』。

21これはあなたが彼らの前に示すべきおきてで
ある。 2あなたがヘブルびとである奴隷を買

う時は、六年のあいだ仕えさせ、七年目には無償

で自由の身として去らせなければならない。 3彼

がもし独身できたならば、独身で去らなければな

らない。もし妻を持っていたならば、その妻は彼

と共に去らなければならない。 4もしその主人が

彼に妻を与えて、彼に男の子また女の子を産んだ

ならば、妻とその子供は主人のものとなり、彼は

独身で去らなければならない。 5奴隷がもし『わ

たしは、わたしの主人と、わたしの妻と子供を愛

します。わたしは自由の身となって去ることを好

みません』と明言するならば、 6その主人は彼を

神のもとに連れて行き、戸あるいは柱のところに

連れて行って、主人は、きりで彼の耳を刺し通さ

なければならない。そうすれば彼はいつまでもこ

れに仕えるであろう。 7もし人がその娘を女奴隷

として売るならば、その娘は男奴隷が去るように

去ってはならない。 8彼女がもし彼女を自分のも

のと定めた主人の気にいらない時は、その主人は

彼女が、あがなわれることを、これに許さなけれ



出エジプト記49

ばならない。彼はこれを欺いたのであるから、こ

れを他国の民に売る権利はない。 9彼がもし彼女

を自分の子のものと定めるならば、これを娘のよ

うに扱わなければならない。 10彼が、たとい、ほ

かに女をめとることがあっても、前の女に食物と

衣服を与えることと、その夫婦の道とを絶えさせ

てはならない。 11彼がもしこの三つを行わないな

らば、彼女は金を償わずに去ることができる。 12

人を撃って死なせた者は、必ず殺されなければな

らない。 13しかし、人がたくむことをしないのに

、神が彼の手に人をわたされることのある時は、

わたしはあなたのために一つの所を定めよう。彼

はその所へのがれることができる。 14しかし人が

もし、ことさらにその隣人を欺いて殺す時は、そ

の者をわたしの祭壇からでも、捕えて行って殺さ

なければならない。 15自分の父または母を撃つ者

は、必ず殺されなければならない。 16人をかどわ

かした者は、これを売っていても、なお彼の手に

あっても、必ず殺されなければならない。 17自分

の父または母をのろう者は、必ず殺されなければ

ならない。 18人が互に争い、そのひとりが石また

は、こぶしで相手を撃った時、これが死なないで

床につき、 19再び起きあがって、つえにすがり、

外を歩くようになるならば、これを撃った者は、

ゆるされるであろう。ただその仕事を休んだ損失

を償い、かつこれにじゅうぶん治療させなければ

ならない。 20もし人がつえをもって、自分の男奴

隷または女奴隷を撃ち、その手の下に死ぬならば

、必ず罰せられなければならない。 21しかし、彼

がもし一日か、ふつか生き延びるならば、その人

は罰せられない。奴隷は彼の財産だからである。

22もし人が互に争って、身ごもった女を撃ち、こ

れに流産させるならば、ほかの害がなくとも、彼

は必ずその女の夫の求める罰金を課せられ、裁判

人の定めるとおりに支払わなければならない。 23

しかし、ほかの害がある時は、命には命、 24目に

は目、歯には歯、手には手、足には足、 25焼き傷

には焼き傷、傷には傷、打ち傷には打ち傷をもっ

て償わなければならない。 26もし人が自分の男奴

隷の片目、または女奴隷の片目を撃ち、これをつ

ぶすならば、その目のためにこれを自由の身とし

て去らせなければならない。 27また、もしその男

奴隷の一本の歯、またはその女奴隷の一本の歯を

撃ち落すならば、その歯のためにこれを自由の身

として去らせなければならない。 28もし牛が男ま

たは女を突いて殺すならば、その牛は必ず石で撃

ち殺されなければならない。その肉は食べてはな

らない。しかし、その牛の持ち主は罪がない。 29

牛がもし以前から突く癖があって、その持ち主が

注意されても、これを守りおかなかったために、

男または女を殺したならば、その牛は石で撃ち殺

され、その持ち主もまた殺されなければならない

。 30彼がもし、あがないの金を課せられたならば

、すべて課せられたほどのものを、命の償いに支

払わなければならない。 31男の子を突いても、女

の子を突いても、この定めに従って処置されなけ

ればならない。 32牛がもし男奴隷または女奴隷を

突くならば、その主人に銀三十シケルを支払わな

ければならない。またその牛は石で撃ち殺されな

ければならない。 33もし人が穴をあけたままに置

き、あるいは穴を掘ってこれにおおいをしないた

めに、牛または、ろばがこれに落ち込むことがあ

れば、 34穴の持ち主はこれを償い、金をその持ち

主に支払わなければならない。しかし、その死ん

だ獣は彼のものとなるであろう。 35ある人の牛が

、もし他人の牛を突いて殺すならば、彼らはその

生きている牛を売って、その価を分け、またその

死んだものをも分けなければならない。 36あるい

はその牛が以前から突く癖のあることが知られて

いるのに、その持ち主がこれを守りおかなかった

ならば、その人は必ずその牛のために牛をもって

償わなければならない。しかし、その死んだ獣は

彼のものとなるであろう。

22もし人が牛または羊を盗んで、これを殺し、
あるいはこれを売るならば、彼は一頭の牛の

ために五頭の牛をもって、一頭の羊のために四頭

の羊をもって償わなければならない。 2もし盗び

とが穴をあけてはいるのを見て、これを撃って殺

したときは、その人には血を流した罪はない。 3

彼は必ず償わなければならない。もし彼に何もな

い時は、彼はその盗んだ物のために身を売られる

であろう。しかし日がのぼって後ならば、その人

に血を流した罪がある。 4もしその盗んだ物がな

お生きて、彼の手もとにあれば、それは牛、ろば

、羊のいずれにせよ、これを二倍にして償わなけ

ればならない。 5もし人が畑またはぶどう畑のも

のを食わせ、その家畜を放って他人の畑のものを

食わせた時は、自分の畑の最も良い物と、ぶどう

畑の最も良い物をもって、これを償わなければな

らない。 6もし火が出て、いばらに移り、積みあ

げた麦束、または立穂、または畑を焼いたならば

、その火を燃やした者は、必ずこれを償わなけれ

ばならない。 7もし人が金銭または物品の保管を

隣人に託し、それが隣人の家から盗まれた時、そ

の盗びとが見つけられたならば、これを二倍にし

て償わせなければならない。 8もし盗びとが見つ

けられなければ、家の主人を神の前に連れてきて

、彼が隣人の持ち物に手をかけたかどうかを、確

かめなければならない。 9牛であれ、ろばであれ

、羊であれ、衣服であれ、あるいはどんな失った

物であれ、それについて言い争いが起り『これが

それです』と言う者があれば、その双方の言い分

を、神の前に持ち出さなければならない。そして

神が有罪と定められる者は、それを二倍にしてそ

の相手に償わなければならない。 10もし人が、ろ

ば、または牛、または羊、またはどんな家畜でも

、それを隣人に預けて、それが死ぬか、傷つくか

、あるいは奪い去られても、それを見た者がなけ

れば、 11双方の間に、隣人の持ち物に手をかけな

かったという誓いが、主の前になされなければな

らない。そうすれば、持ち主はこれを受け入れ、

隣人は償うに及ばない。 12けれども、それがまさ

しく自分の所から盗まれた時は、その持ち主に償
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わなければならない。 13もしそれが裂き殺された

時は、それを証拠として持って来るならば、その

裂き殺されたものは償うに及ばない。 14もし人が

隣人から家畜を借りて、それが傷つき、または死

ぬ場合、その持ち主がそれと共にいない時は、必

ずこれを償わなければならない。 15もしその持ち

主がそれと共におれば、それを償うに及ばない。

もしそれが賃借りしたものならば、その借賃をそ

れに当てなければならない。 16もし人がまだ婚約

しない処女を誘って、これと寝たならば、彼は必

ずこれに花嫁料を払って、妻としなければならな

い。 17もしその父がこれをその人に与えることを

かたく拒むならば、彼は処女の花嫁料に当るほど

の金を払わなければならない。 18魔法使の女は、

これを生かしておいてはならない。 19すべて獣を

犯す者は、必ず殺されなければならない。 20主の

ほか、他の神々に犠牲をささげる者は、断ち滅ぼ

されなければならない。 21あなたは寄留の他国人

を苦しめてはならない。また、これをしえたげて

はならない。あなたがたも、かつてエジプトの国

で、寄留の他国人であったからである。 22あなた

がたはすべて寡婦、または孤児を悩ましてはなら

ない。 23もしあなたが彼らを悩まして、彼らがわ

たしにむかって叫ぶならば、わたしは必ずその叫

びを聞くであろう。 24そしてわたしの怒りは燃え

たち、つるぎをもってあなたがたを殺すであろう

。あなたがたの妻は寡婦となり、あなたがたの子

供たちは孤児となるであろう。 25あなたが、共に

おるわたしの民の貧しい者に金を貸す時は、これ

に対して金貸しのようになってはならない。これ

から利子を取ってはならない。 26もし隣人の上着

を質に取るならば、日の入るまでにそれを返さな

ければならない。 27これは彼の身をおおう、ただ

一つの物、彼の膚のための着物だからである。彼

は何を着て寝ることができよう。彼がわたしにむ

かって叫ぶならば、わたしはこれに聞くであろう

。わたしはあわれみ深いからである。 28あなたは

神をののしってはならない。また民の司をのろっ

てはならない。 29あなたの豊かな穀物と、あふれ

る酒とをささげるに、ためらってはならない。あ

なたのういごを、わたしにささげなければならな

い。 30あなたはまた、あなたの牛と羊をも同様に

しなければならない。七日の間その母と共に置い

て、八日目にそれをわたしに、ささげなければな

らない。 31あなたがたは、わたしに対して聖なる

民とならなければならない。あなたがたは、野で

裂き殺されたものの肉を食べてはならない。それ

は犬に投げ与えなければならない。

23あなたは偽りのうわさを言いふらしてはなら
ない。あなたは悪人と手を携えて、悪意のあ

る証人になってはならない。 2あなたは多数に従

って悪をおこなってはならない。あなたは訴訟に

おいて、多数に従って片寄り、正義を曲げるよう

な証言をしてはならない。 3また貧しい人をその

訴訟において、曲げてかばってはならない。 4も

し、あなたが敵の牛または、ろばの迷っているの

に会う時は、必ずこれを彼の所に連れて行って、

帰さなければならない。 5もしあなたを憎む者の

ろばが、その荷物の下に倒れ伏しているのを見る

時は、これを見捨てて置かないように気をつけ、

必ずその人に手を貸して、これを起さなければな

らない。 6あなたは貧しい者の訴訟において、裁

判を曲げてはならない。 7あなたは偽り事に遠ざ

からなければならない。あなたは罪のない者と正

しい者とを殺してはならない。わたしは悪人を義

とすることはないからである。 8あなたは賄賂を

取ってはならない。賄賂は人の目をくらまし、正

しい者の事件をも曲げさせるからである。 9あな

たは寄留の他国人をしえたげてはならない。あな

たがたはエジプトの国で寄留の他国人であったの

で、寄留の他国人の心を知っているからである。

10あなたは六年のあいだ、地に種をまき、その産

物を取り入れることができる。 11しかし、七年目

には、これを休ませて、耕さずに置かなければな

らない。そうすれば、あなたの民の貧しい者がこ

れを食べ、その残りは野の獣が食べることができ

る。あなたのぶどう畑も、オリブ畑も同様にしな

ければならない。 12あなたは六日のあいだ、仕事

をし、七日目には休まなければならない。これは

あなたの牛および、ろばが休みを得、またあなた

のはしための子および寄留の他国人を休ませるた

めである。 13わたしが、あなたがたに言ったすべ

ての事に心を留めなさい。他の神々の名を唱えて

はならない。また、これをあなたのくちびるから

聞えさせてはならない。 14あなたは年に三度、わ

たしのために祭を行わなければならない。 15あな

たは種入れぬパンの祭を守らなければならない。

わたしが、あなたに命じたように、アビブの月の

定めの時に七日のあいだ、種入れぬパンを食べな

ければならない。それはその月にあなたがエジプ

トから出たからである。だれも、むなし手でわた

しの前に出てはならない。 16また、あなたが畑に

まいて獲た物の勤労の初穂をささげる刈入れの祭

と、あなたの勤労の実を畑から取り入れる年の終

りに、取入れの祭を行わなければならない。 17男

子はみな、年に三度、主なる神の前に出なければ

ならない。 18あなたはわたしの犠牲の血を、種を

入れたパンと共にささげてはならない。また、わ

たしの祭の脂肪を翌朝まで残して置いてはならな

い。 19あなたの土地の初穂の最も良い物を、あな

たの神、主の家に携えてこなければならない。あ

なたは子やぎを、その母の乳で煮てはならない。

20見よ、わたしは使をあなたの前につかわし、あ

なたを道で守らせ、わたしが備えた所に導かせる

であろう。 21あなたはその前に慎み、その言葉に

聞き従い、彼にそむいてはならない。わたしの名

が彼のうちにあるゆえに、彼はあなたがたのとが

をゆるさないであろう。 22しかし、もしあなたが

彼の声によく聞き従い、すべてわたしが語ること

を行うならば、わたしはあなたの敵を敵とし、あ

なたのあだをあだとするであろう。 23わたしの使

はあなたの前に行って、あなたをアモリびと、ヘ

テびと、ペリジびと、カナンびと、ヒビびと、お
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よびエブスびとの所に導き、わたしは彼らを滅ぼ

すであろう。 24あなたは彼らの神々を拝んではな

らない。これに仕えてはならない。また彼らのお

こないにならってはならない。あなたは彼らを全

く打ち倒し、その石の柱を打ち砕かなければなら

ない。 25あなたがたの神、主に仕えなければなら

ない。そうすれば、わたしはあなたがたのパンと

水を祝し、あなたがたのうちから病を除き去るで

あろう。 26あなたの国のうちには流産する女もな

く、不妊の女もなく、わたしはあなたの日の数を

満ち足らせるであろう。 27わたしはあなたの先に

、わたしの恐れをつかわし、あなたが行く所の民

を、ことごとく打ち敗り、すべての敵に、その背

をあなたの方へ向けさせるであろう。 28わたしは

また、くまばちをあなたの先につかわすであろう

。これはヒビびと、カナンびと、およびヘテびと

をあなたの前から追い払うであろう。 29しかし、

わたしは彼らを一年のうちには、あなたの前から

追い払わないであろう。土地が荒れすたれ、野の

獣が増して、あなたを害することのないためであ

る。 30わたしは徐々に彼らをあなたの前から追い

払うであろう。あなたは、ついにふえひろがって

、この地を継ぐようになるであろう。 31わたしは

紅海からペリシテびとの海に至るまでと、荒野か

らユフラテ川に至るまでを、あなたの領域とし、

この地に住んでいる者をあなたの手にわたすであ

ろう。あなたは彼らをあなたの前から追い払うで

あろう。 32あなたは彼ら、および彼らの神々と契

約を結んではならない。 33彼らはあなたの国に住

んではならない。彼らがあなたをいざなって、わ

たしに対して罪を犯させることのないためである

。もし、あなたが彼らの神に仕えるならば、それ

は必ずあなたのわなとなるであろう」。

24また、モーセに言われた、「あなたはアロン
、ナダブ、アビウおよびイスラエルの七十人

の長老たちと共に、主のもとにのぼってきなさい

。そしてあなたがたは遠く離れて礼拝しなさい。 2

ただモーセひとりが主に近づき、他の者は近づい

てはならない。また、民も彼と共にのぼってはな

らない」。 3モーセはきて、主のすべての言葉と

、すべてのおきてとを民に告げた。民はみな同音

に答えて言った、「わたしたちは主の仰せられた

言葉を皆、行います」。 4そしてモーセは主の言

葉を、ことごとく書きしるし、朝はやく起きて山

のふもとに祭壇を築き、イスラエルの十二部族に

従って十二の柱を建て、 5イスラエルの人々のう

ちの若者たちをつかわして、主に燔祭をささげさ

せ、また酬恩祭として雄牛をささげさせた。 6そ

の時モーセはその血の半ばを取って、鉢に入れ、

また、その血の半ばを祭壇に注ぎかけた。 7そし

て契約の書を取って、これを民に読み聞かせた。

すると、彼らは答えて言った、「わたしたちは主

が仰せられたことを皆、従順に行います」。 8そ

こでモーセはその血を取って、民に注ぎかけ、そ

して言った、「見よ、これは主がこれらのすべて

の言葉に基いて、あなたがたと結ばれる契約の血

である」。 9こうしてモーセはアロン、ナダブ、

アビウおよびイスラエルの七十人の長老たちと共

にのぼって行った。 10そして、彼らがイスラエル

の神を見ると、その足の下にはサファイアの敷石

のごとき物があり、澄み渡るおおぞらのようであ

った。 11神はイスラエルの人々の指導者たちを手

にかけられなかったので、彼らは神を見て、飲み

食いした。 12ときに主はモーセに言われた、「山

に登り、わたしの所にきて、そこにいなさい。彼

らを教えるために、わたしが律法と戒めとを書き

しるした石の板をあなたに授けるであろう」。 13

そこでモーセは従者ヨシュアと共に立ちあがり、

モーセは神の山に登った。 14彼は長老たちに言っ

た、「わたしたちがあなたがたの所に帰って来る

まで、ここで待っていなさい。見よ、アロンとホ

ルとが、あなたがたと共にいるから、事ある者は

、だれでも彼らの所へ行きなさい」。 15こうして

モーセは山に登ったが、雲は山をおおっていた。

16主の栄光がシナイ山の上にとどまり、雲は六日

のあいだ、山をおおっていたが、七日目に主は雲

の中からモーセを呼ばれた。 17主の栄光は山の頂

で、燃える火のようにイスラエルの人々の目に見

えたが、 18モーセは雲の中にはいって、山に登っ

た。そしてモーセは四十日四十夜、山にいた。

25主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に告げて、わたしのためにささげ物を携え

てこさせなさい。すべて、心から喜んでする者か

ら、わたしにささげる物を受け取りなさい。 3あ

なたがたが彼らから受け取るべきささげ物はこれ

である。すなわち金、銀、青銅、 4青糸、紫糸、

緋糸、亜麻の撚糸、やぎの毛糸、 5あかね染の雄

羊の皮、じゅごんの皮、アカシヤ材、 6ともし油

、注ぎ油と香ばしい薫香のための香料、 7縞めの

う、エポデと胸当にはめる宝石。 8また、彼らに

わたしのために聖所を造らせなさい。わたしが彼

らのうちに住むためである。 9すべてあなたに示

す幕屋の型および、そのもろもろの器の型に従っ

て、これを造らなければならない。 10彼らはアカ

シヤ材で箱を造らなければならない。長さは二キ

ュビト半、幅は一キュビト半、高さは一キュビト

半。 11あなたは純金でこれをおおわなければなら

ない。すなわち内外ともにこれをおおい、その上

の周囲に金の飾り縁を造らなければならない。 12

また金の環四つを鋳て、その四すみに取り付けな

ければならない。すなわち二つの環をこちら側に

、二つの環をあちら側に付けなければならない。

13またアカシヤ材のさおを造り、金でこれをおお

わなければならない。 14そしてそのさおを箱の側

面の環に通し、それで箱をかつがなければならな

い。 15さおは箱の環に差して置き、それを抜き放

してはならない。 16そしてその箱に、わたしがあ

なたに与えるあかしの板を納めなければならない

。 17また純金の贖罪所を造らなければならない。

長さは二キュビト半、幅は一キュビト半。 18また

二つの金のケルビムを造らなければならない。こ

れを打物造りとし、贖罪所の両端に置かなければ
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ならない。 19一つのケルブをこの端に、一つのケ

ルブをかの端に造り、ケルビムを贖罪所の一部と

してその両端に造らなければならない。 20ケルビ

ムは翼を高く伸べ、その翼をもって贖罪所をおお

い、顔は互にむかい合い、ケルビムの顔は贖罪所

にむかわなければならない。 21あなたは贖罪所を

箱の上に置き、箱の中にはわたしが授けるあかし

の板を納めなければならない。 22その所でわたし

はあなたに会い、贖罪所の上から、あかしの箱の

上にある二つのケルビムの間から、イスラエルの

人々のために、わたしが命じようとするもろもろ

の事を、あなたに語るであろう。 23あなたはまた

アカシヤ材の机を造らなければならない。長さは

二キュビト、幅は一キュビト、高さは一キュビト

半。 24純金でこれをおおい、周囲に金の飾り縁を

造り、 25またその周囲に手幅の棧を造り、その棧

の周囲に金の飾り縁を造らなければならない。 26

また、そのために金の環四つを造り、その四つの

足のすみ四か所にその環を取り付けなければなら

ない。 27環は棧のわきに付けて、机をかつぐさお

を入れる所としなければならない。 28またアカシ

ヤ材のさおを造り、金でこれをおおい、それをも

って、机をかつがなければならない。 29また、そ

の皿、乳香を盛る杯および灌祭を注ぐための瓶と

鉢を造り、これらは純金で造らなければならない

。 30そして机の上には供えのパンを置いて、常に

わたしの前にあるようにしなければならない。 31

また純金の燭台を造らなければならない。燭台は

打物造りとし、その台、幹、萼、節、花を一つに

連ならせなければならない。 32また六つの枝をそ

のわきから出させ、燭台の三つの枝をこの側から

、燭台の三つの枝をかの側から出させなければな

らない。 33あめんどうの花の形をした三つの萼が

、それぞれ節と花をもって一つの枝にあり、また

、あめんどうの花の形をした三つの萼が、それぞ

れ節と花をもってほかの枝にあるようにし、燭台

から出る六つの枝を、みなそのようにしなければ

ならない。 34また、燭台の幹には、あめんどうの

花の形をした四つの萼を付け、その萼にはそれぞ

れ節と花をもたせなさい。 35すなわち二つの枝の

下に一つの節を取り付け、次の二つの枝の下に一

つの節を取り付け、更に次の二つの枝の下に一つ

の節を取り付け、燭台の幹から出る六つの枝に、

みなそのようにしなければならない。 36それらの

節と枝を一つに連ね、ことごとく純金の打物造り

にしなければならない。 37また、それのともしび

皿を七つ造り、そのともしび皿に火をともして、

その前方を照させなければならない。 38その芯切

りばさみと、芯取り皿は純金で造らなければなら

ない。 39すなわち純金一タラントで燭台と、これ

らのもろもろの器とが造られなければならない。

40そしてあなたが山で示された型に従い、注意し

てこれを造らなければならない。

26あなたはまた十枚の幕をもって幕屋を造らな
ければならない。すなわち亜麻の撚糸、青糸

、紫糸、緋糸で幕を作り、巧みなわざをもって、

それにケルビムを織り出さなければならない。 2

幕の長さは、おのおの二十八キュビト、幕の幅は

、おのおの四キュビトで、幕は皆同じ寸法でなけ

ればならない。 3その幕五枚を互に連ね合わせ、

また他の五枚の幕をも互に連ね合わせなければな

らない。 4その一連の端にある幕の縁に青色の乳

をつけ、また他の一連の端にある幕の縁にもその

ようにしなければならない。 5あなたは、その一

枚の幕に乳五十をつけ、また他の一連の幕の端に

も乳五十をつけ、その乳を互に相向かわせなけれ

ばならない。 6あなたはまた金の輪五十を作り、

その輪で幕を互に連ね合わせて一つの幕屋にしな

ければならない。 7また幕屋をおおう天幕のため

にやぎの毛糸で幕を作らなければならない。すな

わち幕十一枚を作り、 8その一枚の幕の長さは三

十キュビト、その一枚の幕の幅は四キュビトで、

その十一枚の幕は同じ寸法でなければならない。 9

そして、その幕五枚を一つに連ね合わせ、またそ

の幕六枚を一つに連ね合わせて、その六枚目の幕

を天幕の前で折り重ねなければならない。 10また

その一連の端にある幕の縁に乳五十をつけ、他の

一連の幕の縁にも乳五十をつけなさい。 11そして

青銅の輪五十を作り、その輪を乳に掛け、その天

幕を連ね合わせて一つにし、 12その天幕の幕の残

りの垂れる部分、すなわちその残りの半幕を幕屋

のうしろに垂れさせなければならない。 13そして

天幕の幕のたけで余るものの、こちらのキュビト

と、あちらのキュビトとは、幕屋をおおうように

、その両側のこちらとあちらとに垂れさせなけれ

ばならない。 14また、あかね染めの雄羊の皮で天

幕のおおいと、じゅごんの皮でその上にかけるお

おいとを造らなければならない。 15あなたは幕屋

のために、アカシヤ材で立枠を造らなければなら

ない。 16枠の長さを十キュビト、枠の幅を一キュ

ビト半とし、 17枠ごとに二つの柄を造って、かれ

とこれとを食い合わさせ、幕屋のすべての枠にこ

のようにしなければならない。 18あなたは幕屋の

ために枠を造り、南側のために枠二十とし、 19そ

の二十の枠の下に銀の座四十を造って、この枠の

下に、その二つの柄のために二つの座を置き、か

の枠の下にもその二つの柄のために二つの座を置

かなければならない。 20また幕屋の他の側、すな

わち北側のためにも枠二十を造り、 21その銀の座

四十を造って、この枠の下に、二つの座を置き、

かの枠の下にも二つの座を置かなければならない

。 22また幕屋のうしろ、すなわち西側のために枠

六つを造り、 23幕屋のうしろの二つのすみのため

に枠二つを造らなければならない。 24これらは下

で重なり合い、同じくその頂でも第一の環まで重

なり合うようにし、その二つともそのようにしな

ければならない。それらは二つのすみのために設

けるものである。 25こうしてその枠は八つ、その

銀の座は十六、この枠の下に二つの座、かの枠の

下にも二つの座を置かなければならない。 26また

アカシヤ材で横木を造らなければならない。すな

わち幕屋のこの側の枠のために五つ、 27また幕屋

のかの側の枠のために横木五つ、幕屋のうしろの
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西側の枠のために横木五つを造り、 28枠のまん中

にある中央の横木は端から端まで通るようにしな

ければならない。 29そしてその枠を金でおおい、

また横木を通すその環を金で造り、また、その横

木を金でおおわなければならない。 30こうしてあ

なたは山で示された様式に従って幕屋を建てなけ

ればならない。 31また青糸、紫糸、緋糸、亜麻の

撚糸で垂幕を作り、巧みなわざをもって、それに

ケルビムを織り出さなければならない。 32そして

金でおおった四つのアカシヤ材の柱の金の鉤にこ

れを掛け、その柱は四つの銀の座の上にすえなけ

ればならない。 33その垂幕の輪を鉤に掛け、その

垂幕の内にあかしの箱を納めなさい。その垂幕は

あなたがたのために聖所と至聖所とを隔て分ける

であろう。 34また至聖所にあるあかしの箱の上に

贖罪所を置かなければならない。 35そしてその垂

幕の外に机を置き、幕屋の南側に、机に向かい合

わせて燭台を置かなければならない。ただし机は

北側に置かなければならない。 36あなたはまた天

幕の入口のために青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸

で、色とりどりに織ったとばりを作らなければな

らない。 37あなたはそのとばりのためにアカシヤ

材の柱五つを造り、これを金でおおい、その鉤を

金で造り、またその柱のために青銅の座五つを鋳

て造らなければならない。

27あなたはまたアカシヤ材で祭壇を造らなけれ
ばならない。長さ五キュビト、幅五キュビト

の四角で、高さは三キュビトである。 2その四す

みの上にその一部としてそれの角を造り、青銅で

祭壇をおおわなければならない。 3また灰を取る

つぼ、十能、鉢、肉叉、火皿を造り、その器はみ

な青銅で造らなければならない。 4また祭壇のた

めに青銅の網細工の格子を造り、その四すみで、

網の上に青銅の環を四つ取り付けなければならな

い。 5その網を祭壇の出張りの下に取り付け、こ

れを祭壇の高さの半ばに達するようにしなければ

ならない。 6また祭壇のために、さおを造らなけ

ればならない。すなわちアカシヤ材で、さおを造

り、青銅で、これをおおわなければならない。 7

そのさおを環に通し、さおを祭壇の両側にして、

これをかつがなければならない。 8祭壇は板で空

洞に造り、山で示されたように、これを造らなけ

ればならない。 9あなたはまた幕屋の庭を造り、

両側では庭のために長さ百キュビトの亜麻の撚糸

のあげばりを設け、その一方に当てなければなら

ない。 10その柱は二十、その柱の二十の座は青銅

にし、その柱の鉤と桁とは銀にしなければならな

い。 11また同じく北側のために、長さ百キュビト

のあげばりを設けなければならない。その柱は二

十、その柱の二十の座は青銅にし、その柱の鉤と

桁とは銀にしなければならない。 12また庭の西側

の幅のために五十キュビトのあげばりを設けなけ

ればならない。その柱は十、その座も十。 13また

東側でも庭の幅を五十キュビトにしなければなら

ない。 14そしてその一方に十五キュビトのあげば

りを設けなければならない。その柱は三つ、その

座も三つ。 15また他の一方にも十五キュビトのあ

げばりを設けなければならない。その柱は三つ、

その座も三つ。 16庭の門のために青糸、紫糸、緋

糸、亜麻の撚糸で、色とりどりに織った長さ二十

キュビトのとばりを設けなければならない。その

柱は四つ、その座も四つ。 17庭の周囲の柱はみな

銀の桁でつなぎ、その鉤は銀、その座は青銅にし

なければならない。 18庭の長さは百キュビト、そ

の幅は五十キュビト、その高さは五キュビトで、

亜麻の撚糸の布を掛けめぐらし、その座を青銅に

しなければならない。 19すべて幕屋に用いるもろ

もろの器、およびそのすべての釘、また庭のすべ

ての釘は青銅で造らなければならない。 20あなた

はまたイスラエルの人々に命じて、オリブをつぶ

して採った純粋の油を、ともし火のために持って

こさせ、絶えずともし火をともさなければならな

い。 21アロンとその子たちとは、会見の幕屋の中

のあかしの箱の前にある垂幕の外で、夕から朝ま

で主の前に、そのともし火を整えなければならな

い。これはイスラエルの人々の守るべき世々変ら

ざる定めでなければならない。

28またイスラエルの人々のうちから、あなたの
兄弟アロンとその子たち、すなわちアロンと

アロンの子ナダブ、アビウ、エレアザル、イタマ

ルとをあなたのもとにこさせ、祭司としてわたし

に仕えさせ、 2またあなたの兄弟アロンのために

聖なる衣服を作って、彼に栄えと麗しきをもたせ

なければならない。 3あなたはすべて心に知恵あ

る者、すなわち、わたしが知恵の霊を満たした者

たちに語って、アロンの衣服を作らせ、アロンを

聖別し、祭司としてわたしに仕えさせなければな

らない。 4彼らの作るべき衣服は次のとおりであ

る。すなわち胸当、エポデ、衣、市松模様の服、

帽子、帯である。彼らはあなたの兄弟アロンとそ

の子たちとのために聖なる衣服を作り、祭司とし

てわたしに仕えさせなければならない。 5彼らは

金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸を受け取ら

なければならない。 6そして彼らは金糸、青糸、

紫糸、緋糸、亜麻の撚糸を用い、巧みなわざをも

ってエポデを作らなければならない。 7これに二

つの肩ひもを付け、その両端を、これに付けなけ

ればならない。 8エポデの上で、これをつかねる

帯は、同じきれでエポデの作りのように、金糸、

青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で作らなければな

らない。 9あなたは二つの縞めのうを取って、そ

の上にイスラエルの子たちの名を刻まなければな

らない。 10すなわち、その名六つを一つの石に、

残りの名六つを他の石に、彼らの生れた順に刻ま

なければならない。 11宝石に彫刻する人が印を彫

刻するように、イスラエルの子たちの名をその二

つの石に刻み、それを金の編細工にはめ、 12この

二つの石をエポデの肩ひもにつけて、イスラエル

の子たちの記念の石としなければならない。こう

してアロンは主の前でその両肩に彼らの名を負う

て記念としなければならない。 13あなたはまた金

の編細工を作らなければならない。 14そして二つ
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の純金の鎖を、ひも細工にねじて作り、そのひも

の鎖をかの編細工につけなければならない。 15あ

なたはまたさばきの胸当を巧みなわざをもって作

り、これをエポデの作りのように作らなければな

らない。すなわち金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻

の撚糸で、これを作らなければならない。 16これ

は二つに折って四角にし、長さは一指当り、幅も

一指当りとしなければならない。 17またその中に

宝石を四列にはめ込まなければならない。すなわ

ち紅玉髄、貴かんらん石、水晶の列を第一列とし

、 18第二列は、ざくろ石、るり、赤縞めのう。 19

第三列は黄水晶、めのう、紫水晶。 20第四列は黄

碧玉、縞めのう、碧玉であって、これらを金の編

細工の中にはめ込まなければならない。 21その宝

石はイスラエルの子らの名に従い、その名とひと

しく十二とし、おのおの印の彫刻のように十二の

部族のためにその名を刻まなければならない。 22

またひも細工にねじた純金の鎖を胸当につけなけ

ればならない。 23また、胸当のために金の環二つ

を作り、胸当の両端にその二つの環をつけ、 24か

の二筋の金のひもを胸当の端の二つの環につけな

ければならない。 25ただし、その二筋のひもの他

の両端をかの二つの編細工につけ、エポデの肩ひ

もにつけて、前にくるようにしなければならない

。 26あなたはまた二つの金の環を作って、これを

胸当の両端につけなければならない。すなわちエ

ポデに接する内側の縁にこれをつけなければなら

ない。 27また二つの金の環を作って、これをエポ

デの二つの肩ひもの下の部分につけ、前の方で、

そのつなぎ目に近く、エポデの帯の上の方にある

ようにしなければならない。 28胸当は青ひもをも

って、その環をエポデの環に結びつけ、エポデの

帯の上の方にあるようにしなければならない。こ

うして胸当がエポデから離れないようにしなけれ

ばならない。 29アロンが聖所にはいる時は、さば

きの胸当にあるイスラエルの子たちの名をその胸

に置き、主の前に常に覚えとしなければならない

。 30あなたはさばきの胸当にウリムとトンミムを

入れて、アロンが主の前にいたる時、その胸の上

にあるようにしなければならない。こうしてアロ

ンは主の前に常にイスラエルの子たちのさばきを

、その胸に置かなければならない。 31あなたはま

た、エポデに属する上服をすべて青地で作らなけ

ればならない。 32頭を通す口を、そのまん中に設

け、その口の周囲には、よろいのえりのように織

物の縁をつけて、ほころびないようにし、 33その

すそには青糸、紫糸、緋糸で、ざくろを作り、そ

のすその周囲につけ、また周囲に金の鈴をざくろ

の間々につけなければならない。 34すなわち金の

鈴にざくろ、また金の鈴にざくろと、上服のすそ

の周囲につけなければならない。 35アロンは務の

時、これを着なければならない。彼が聖所にはい

って主の前にいたる時、また出る時、その音が聞

えて、彼は死を免れるであろう。 36あなたはまた

純金の板を造り、印の彫刻のように、その上に『

主に聖なる者』と刻み、 37これを青ひもで帽子に

付け、それが帽子の前の方に来るようにしなけれ

ばならない。 38これはアロンの額にあり、そして

アロンはイスラエルの人々がささげる聖なる物、

すなわち彼らのもろもろの聖なる供え物について

の罪の責めを負うであろう。これは主の前にそれ

らの受けいれられるため、常にアロンの額になけ

ればならない。 39あなたは亜麻糸で市松模様に下

服を織り、亜麻布で、ずきんを作り、また、帯を

色とりどりに織って作らなければならない。 40あ

なたはまたアロンの子たちのために下服を作り、

彼らのために帯を作り、彼らのために、ずきんを

作って、彼らに栄えと麗しきをもたせなければな

らない。 41そしてあなたはこれをあなたの兄弟ア

ロンおよび彼と共にいるその子たちに着せ、彼ら

に油を注ぎ、彼らを職に任じ、彼らを聖別し、祭

司として、わたしに仕えさせなければならない。

42また、彼らのために、その隠し所をおおう亜麻

布のしたばきを作り、腰からももに届くようにし

なければならない。 43アロンとその子たちは会見

の幕屋にはいる時、あるいは聖所で務をするため

に祭壇に近づく時に、これを着なければならない

。そうすれば、彼らは罪を得て死ぬことはないで

あろう。これは彼と彼の後の子孫とのための永久

の定めでなければならない。

29あなたは彼らを聖別し、祭司としてわたしに
仕えさせるために、次の事を彼らにしなけれ

ばならない。すなわち若い雄牛一頭と、きずのな

い雄羊二頭とを取り、 2また種入れぬパンと、油

を混ぜた種入れぬ菓子と、油を塗った種入れぬせ

んべいとを取りなさい。これらは小麦粉で作らな

ければならない。 3そしてこれを一つのかごに入

れ、そのかごに入れたまま、かの一頭の雄牛およ

び二頭の雄羊と共に携えてこなければならない。 4

あなたはまたアロンとその子たちを会見の幕屋の

入口に連れてきて、水で彼らを洗い清め、 5また

衣服を取り、下服とエポデに属する上服と、エポ

デと胸当とをアロンに着せ、エポデの帯を締めさ

せなければならない。 6そして彼の頭に帽子をか

ぶらせ、その帽子の上にかの聖なる冠をいただか

せ、 7注ぎ油を取って彼の頭にかけ、彼に油注ぎ

をしなければならない。 8あなたはまた彼の子た

ちを連れてきて下服を着せ、 9彼ら、すなわちア

ロンとその子たちに帯を締めさせ、ずきんをかぶ

らせなければならない。祭司の職は永久の定めに

よって彼らに帰するであろう。あなたはこうして

、アロンとその子たちを職に任じなければならな

い。 10あなたは会見の幕屋の前に雄牛を引いてき

て、アロンとその子たちは、その雄羊の頭に手を

置かなければならない。 11そして会見の幕屋の入

口で、主の前にその雄牛をほふり、 12その雄牛の

血を取り、指をもって、これを祭壇の角につけ、

その残りの血を祭壇の基に注ぎかけなさい。 13ま

た、その内臓をおおうすべての脂肪と肝臓の小葉

と、二つの腎臓と、その上の脂肪とを取って、こ

れを祭壇の上で焼かなければならない。 14ただし

、その雄牛の肉と皮と汚物とは、宿営の外で火で

焼き捨てなければならない。これは罪祭である。
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15あなたはまた、かの雄羊の一頭を取り、そして

アロンとその子たちは、その雄羊の頭に手を置か

なければならない。 16あなたはその雄羊をほふり

、その血を取って、祭壇の四つの側面に注ぎかけ

なければならない。 17またその雄羊を切り裂き、

その内臓と、その足とを洗って、これをその肉の

切れ、および頭と共に置き、 18その雄羊をみな祭

壇の上で焼かなければならない。これは主にささ

げる燔祭である。すなわち、これは香ばしいかお

りであって、主にささげる火祭である。 19あなた

はまた雄羊の他の一頭を取り、アロンとその子た

ちは、その雄羊の頭に手を置かなければならない

。 20そしてあなたはその雄羊をほふり、その血を

取って、アロンの右の耳たぶと、その子たちの右

の耳たぶとにつけ、また彼らの右の手の親指と、

右の足の親指とにつけ、その残りの血を祭壇の四

つの側面に注ぎかけなければならない。 21また祭

壇の上の血および注ぎ油を取って、アロンとその

衣服、およびその子たちと、その子たちの衣服と

に注がなければならない。彼とその衣服、および

その子らと、その衣服とは聖別されるであろう。

22あなたはまた、その雄羊の脂肪、脂尾、内臓を

おおう脂肪、肝臓の小葉、二つの腎臓、その上の

脂肪、および右のももを取らなければならない。

これは任職の雄羊である。 23また主の前にある種

入れぬパンのかごの中からパン一個と、油菓子一

個と、せんべい一個とを取り、 24これをみなアロ

ンの手と、その子たちの手に置き、これを主の前

に揺り動かして、揺祭としなければならない。 25

そしてあなたはこれを彼らの手から受け取り、燔

祭に加えて祭壇の上で焼き、主の前に香ばしいか

おりとしなければならない。これは主にささげる

火祭である。 26あなたはまた、アロンの任職の雄

羊の胸を取り、これを主の前に揺り動かして、揺

祭としなければならない。これはあなたの受ける

分となるであろう。 27あなたはアロンとその子た

ちの任職の雄羊の胸ともも、すなわち揺り動かし

た揺祭の胸と、ささげたももとを聖別しなければ

ならない。 28これはイスラエルの人々から永久に

、アロンとその子たちの受くべきささげ物であっ

て、イスラエルの人々の酬恩祭の犠牲の中から受

くべきもの、すなわち主にささげるささげ物であ

る。 29アロンの聖なる衣服は彼の後の子孫に帰す

べきである。彼らはこれを着て、油注がれ、職に

任ぜられなければならない。 30その子たちのうち

、彼に代って祭司となり、聖所で仕えるために会

見の幕屋にはいる者は、七日の間これを着なけれ

ばならない。 31あなたは任職の雄羊を取り、聖な

る場所でその肉を煮なければならない。 32アロン

とその子たちは会見の幕屋の入口で、その雄羊の

肉と、かごの中のパンとを食べなければならない

。 33彼らを職に任じ、聖別するため、あがないに

用いたこれらのものを、彼らは食べなければなら

ない。他の人はこれを食べてはならない。これは

聖なる物だからである。 34もし任職の肉、あるい

はパンのうち、朝まで残るものがあれば、その残

りは火で焼かなければならない。これは聖なる物

だから食べてはならない。 35あなたはわたしがす

べて命じるように、アロンとその子たちにしなけ

ればならない。すなわち彼らのために七日のあい

だ、任職の式を行わなければならない。 36あなた

は毎日、あがないのために、罪祭の雄牛一頭をさ

さげなければならない。また祭壇のために、あが

ないをなす時、そのために罪祭をささげ、また、

これに油を注いで聖別しなさい。 37あなたは七日

の間、祭壇のために、あがないをして、これを聖

別しなければならない。こうして祭壇は、いと聖

なる物となり、すべて祭壇に触れる者は聖となる

であろう。 38あなたが祭壇の上にささぐべき物は

次のとおりである。すなわち当歳の小羊二頭を毎

日絶やすことなくささげなければならない。 39そ

の一頭の小羊は朝にこれをささげ、他の一頭の小

羊は夕にこれをささげなければならない。 40一頭

の小羊には、つぶして取った油一ヒンの四分の一

をまぜた麦粉十分の一エパを添え、また灌祭とし

て、ぶどう酒一ヒンの四分の一を添えなければな

らない。 41他の一頭の小羊は夕にこれをささげ、

朝の素祭および灌祭と同じものをこれに添えてさ

さげ、香ばしいかおりのために主にささげる火祭

としなければならない。 42これはあなたがたが代

々会見の幕屋の入口で、主の前に絶やすことなく

、ささぐべき燔祭である。わたしはその所であな

たに会い、あなたと語るであろう。 43また、その

所でわたしはイスラエルの人々に会うであろう。

幕屋はわたしの栄光によって聖別されるであろう

。 44わたしは会見の幕屋と祭壇とを聖別するであ

ろう。またアロンとその子たちを聖別し、祭司と

してわたしに仕えさせるであろう。 45わたしはイ

スラエルの人々のうちに住んで、彼らの神となる

であろう。 46わたしが彼らのうちに住むために、

彼らをエジプトの国から導き出した彼らの神、主

であることを彼らは知るであろう。わたしは彼ら

の神、主である。

30あなたはまた香をたく祭壇を造らなければな
らない。アカシヤ材でこれを造り、 2長さ一

キュビト、幅一キュビトの四角にし、高さ二キュ

ビトで、これにその一部として角をつけなければ

ならない。 3その頂、その四つの側面、およびそ

の角を純金でおおい、その周囲に金の飾り縁を造

り、 4また、その両側に、飾り縁の下に金の環二

つをこれのために造らなければならない。すなわ

ち、その二つの側にこれを造らなければならない

。これはそれをかつぐさおを通すところである。 5

そのさおはアカシヤ材で造り、金でおおわなけれ

ばならない。 6あなたはそれを、あかしの箱の前

にある垂幕の前に置いて、わたしがあなたと会う

あかしの箱の上にある贖罪所に向かわせなければ

ならない。 7アロンはその上で香ばしい薫香をた

かなければならない。朝ごとに、ともしびを整え

る時、これをたかなければならない。 8アロンは

また夕べにともしびをともす時にも、これをたか

なければならない。これは主の前にあなたがたが

代々に絶やすことなく、ささぐべき薫香である。 9
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あなたがたはその上で異なる香をささげてはなら

ない。燔祭をも素祭をもその上でささげてはなら

ない。また、その上に灌祭を注いではならない。

10アロンは年に一度その角に血をつけてあがない

をしなければならない。すなわち、あがないの罪

祭の血をもって代々にわたり、年に一度これがた

めに、あがないをしなければならない。これは主

に最も聖なるものである」。 11主はモーセに言わ

れた、 12「あなたがイスラエルの人々の数の総計

をとるに当り、おのおのその数えられる時、その

命のあがないを主にささげなければならない。こ

れは数えられる時、彼らのうちに災の起らないた

めである。 13すべて数に入る者は聖所のシケルで

、半シケルを払わなければならない。一シケルは

二十ゲラであって、おのおの半シケルを主にささ

げ物としなければならない。 14すべて数に入る二

十歳以上の者は、主にささげ物をしなければなら

ない。 15あなたがたの命をあがなうために、主に

ささげ物をする時、富める者も半シケルより多く

出してはならず、貧しい者もそれより少なく出し

てはならない。 16あなたはイスラエルの人々から

、あがないの銀を取って、これを会見の幕屋の用

に当てなければならない。これは主の前にイスラ

エルの人々のため記念となって、あなたがたの命

をあがなうであろう」。 17主はモーセに言われた

、 18「あなたはまた洗うために洗盤と、その台を

青銅で造り、それを会見の幕屋と祭壇との間に置

いて、その中に水を入れ、 19アロンとその子たち

は、それで手と足とを洗わなければならない。 20

彼らは会見の幕屋にはいる時、水で洗って、死な

ないようにしなければならない。また祭壇に近づ

いて、その務をなし、火祭を主にささげる時にも

、そうしなければならない。 21すなわち、その手

、その足を洗って、死なないようにしなければな

らない。これは彼とその子孫の代々にわたる永久

の定めでなければならない」。 22主はまたモーセ

に言われた、 23「あなたはまた最も良い香料を取

りなさい。すなわち液体の没薬五百シケル、香ば

しい肉桂をその半ば、すなわち二百五十シケル、

におい菖蒲二百五十シケル、 24桂枝五百シケルを

聖所のシケルで取り、また、オリブの油一ヒンを

取りなさい。 25あなたはこれを聖なる注ぎ油、す

なわち香油を造るわざにしたがい、まぜ合わせて

、におい油に造らなければならない。これは聖な

る注ぎ油である。 26あなたはこの油を会見の幕屋

と、あかしの箱とに注ぎ、 27机と、そのもろもろ

の器、燭台と、そのもろもろの器、香の祭壇、 28

燔祭の祭壇と、そのもろもろの器、洗盤と、その

台とに油を注ぎ、 29これらをきよめて最も聖なる

物としなければならない。すべてこれに触れる者

は聖となるであろう。 30あなたはアロンとその子

たちに油を注いで、彼らを聖別し、祭司としてわ

たしに仕えさせなければならない。 31そしてあな

たはイスラエルの人々に言わなければならない、

『これはあなたがたの代々にわたる、わたしの聖

なる注ぎ油であって、 32常の人の身にこれを注い

ではならない。またこの割合をもって、これと等

しいものを造ってはならない。これは聖なるもの

であるから、あなたがたにとっても聖なる物でな

ければならない。 33すべてこれと等しい物を造る

者、あるいはこれを祭司以外の人につける者は、

民のうちから断たれるであろう』」。 34主はまた

、モーセに言われた、「あなたは香料、すなわち

蘇合香、シケレテ香、楓子香、純粋の乳香の香料

を取りなさい。おのおの同じ量でなければならな

い。 35あなたはこれをもって香、すなわち香料を

つくるわざにしたがって薫香を造り、塩を加え、

純にして聖なる物としなさい。 36また、その幾ぶ

んを細かに砕き、わたしがあなたと会う会見の幕

屋にある、あかしの箱の前にこれを供えなければ

ならない。これはあなたがたに最も聖なるもので

ある。 37あなたが造る香の同じ割合をもって、そ

れを自分のために造ってはならない。これはあな

たにとって主に聖なるものでなければならない。

38すべてこれと等しいものを造って、これをかぐ

者は民のうちから断たれるであろう」。

31主はモーセに言われた、 2「見よ、わたしは

ユダの部族に属するホルの子なるウリの子ベ

ザレルを名ざして召し、 3これに神の霊を満たし

て、知恵と悟りと知識と諸種の工作に長ぜしめ、 4

工夫を凝らして金、銀、青銅の細工をさせ、 5ま

た宝石を切りはめ、木を彫刻するなど、諸種の工

作をさせるであろう。 6見よ、わたしはまたダン

の部族に属するアヒサマクの子アホリアブを彼と

共ならせ、そしてすべて賢い者の心に知恵を授け

、わたしがあなたに命じたものを、ことごとく彼

らに造らせるであろう。 7すなわち会見の幕屋、

あかしの箱、その上にある贖罪所、幕屋のもろも

ろの器、 8机とその器、純金の燭台と、そのもろ

もろの器、香の祭壇、 9燔祭の祭壇とそのもろも

ろの器、洗盤とその台、 10編物の服、すなわち祭

司の務をするための祭司アロンの聖なる服、およ

びその子たちの服、 11注ぎ油、聖所のための香ば

しい香などを、すべてわたしがあなたに命じたよ

うに造らせるであろう」。 12主はまたモーセに言

われた、 13「あなたはイスラエルの人々に言いな

さい、『あなたがたは必ずわたしの安息日を守ら

なければならない。これはわたしとあなたがたと

の間の、代々にわたるしるしであって、わたしが

あなたがたを聖別する主であることを、知らせる

ためのものである。 14それゆえ、あなたがたは安

息日を守らなければならない。これはあなたがた

に聖なる日である。すべてこれを汚す者は必ず殺

され、すべてこの日に仕事をする者は、民のうち

から断たれるであろう。 15六日のあいだは仕事を

しなさい。七日目は全き休みの安息日で、主のた

めに聖である。すべて安息日に仕事をする者は必

ず殺されるであろう。 16ゆえに、イスラエルの人

々は安息日を覚え、永遠の契約として、代々安息

日を守らなければならない。 17これは永遠にわた

しとイスラエルの人々との間のしるしである。そ

れは主が六日のあいだに天地を造り、七日目に休

み、かつ、いこわれたからである』」。 18主はシ
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ナイ山でモーセに語り終えられたとき、あかしの

板二枚、すなわち神が指をもって書かれた石の板

をモーセに授けられた。

32民はモーセが山を下ることのおそいのを見て
、アロンのもとに集まって彼に言った、「さ

あ、わたしたちに先立って行く神を、わたしたち

のために造ってください。わたしたちをエジプト

の国から導きのぼった人、あのモーセはどうなっ

たのかわからないからです」。 2アロンは彼らに

言った、「あなたがたの妻、むすこ、娘らの金の

耳輪をはずしてわたしに持ってきなさい」。 3そ

こで民は皆その金の耳輪をはずしてアロンのもと

に持ってきた。 4アロンがこれを彼らの手から受

け取り、工具で型を造り、鋳て子牛としたので、

彼らは言った、「イスラエルよ、これはあなたを

エジプトの国から導きのぼったあなたの神である

」。 5アロンはこれを見て、その前に祭壇を築い

た。そしてアロンは布告して言った、「あすは主

の祭である」。 6そこで人々はあくる朝早く起き

て燔祭をささげ、酬恩祭を供えた。民は座して食

い飲みし、立って戯れた。 7主はモーセに言われ

た、「急いで下りなさい。あなたがエジプトの国

から導きのぼったあなたの民は悪いことをした。 8

彼らは早くもわたしが命じた道を離れ、自分のた

めに鋳物の子牛を造り、これを拝み、これに犠牲

をささげて、『イスラエルよ、これはあなたをエ

ジプトの国から導きのぼったあなたの神である』

と言っている」。 9主はまたモーセに言われた、

「わたしはこの民を見た。これはかたくなな民で

ある。 10それで、わたしをとめるな。わたしの怒

りは彼らにむかって燃え、彼らを滅ぼしつくすで

あろう。しかし、わたしはあなたを大いなる国民

とするであろう」。 11モーセはその神、主をなだ

めて言った、「主よ、大いなる力と強き手をもっ

て、エジプトの国から導き出されたあなたの民に

むかって、なぜあなたの怒りが燃えるのでしょう

か。 12どうしてエジプトびとに『彼は悪意をもっ

て彼らを導き出し、彼らを山地で殺し、地の面か

ら断ち滅ぼすのだ』と言わせてよいでしょうか。

どうかあなたの激しい怒りをやめ、あなたの民に

下そうとされるこの災を思い直し、 13あなたのし

もべアブラハム、イサク、イスラエルに、あなた

が御自身をさして誓い、『わたしは天の星のよう

に、あなたがたの子孫を増し、わたしが約束した

この地を皆あなたがたの子孫に与えて、長くこれ

を所有させるであろう』と彼らに仰せられたこと

を覚えてください」。 14それで、主はその民に下

すと言われた災について思い直された。 15モーセ

は身を転じて山を下った。彼の手には、かの二枚

のあかしの板があった。板はその両面に文字があ

った。すなわち、この面にも、かの面にも文字が

あった。 16その板は神の作、その文字は神の文字

であって、板に彫ったものである。 17ヨシュアは

民の呼ばわる声を聞いて、モーセに言った、「宿

営の中に戦いの声がします」。 18しかし、モーセ

は言った、「勝どきの声でなく、敗北の叫び声で

もない。わたしの聞くのは歌の声である」。 19モ

ーセが宿営に近づくと、子牛と踊りとを見たので

、彼は怒りに燃え、手からかの板を投げうち、こ

れを山のふもとで砕いた。 20また彼らが造った子

牛を取って火に焼き、こなごなに砕き、これを水

の上にまいて、イスラエルの人々に飲ませた。 21

モーセはアロンに言った、「この民があなたに何

をしたので、あなたは彼らに大いなる罪を犯させ

たのですか」。 22アロンは言った、「わが主よ、

激しく怒らないでください。この民の悪いのは、

あなたがごぞんじです。 23彼らはわたしに言いま

した、『わたしたちに先立って行く神を、わたし

たちのために造ってください。わたしたちをエジ

プトの国から導きのぼった人、あのモーセは、ど

うなったのかわからないからです』。 24そこでわ

たしは『だれでも、金を持っている者は、それを

取りはずしなさい』と彼らに言いました。彼らが

それをわたしに渡したので、わたしがこれを火に

投げ入れると、この子牛が出てきたのです」。 25

モーセは民がほしいままにふるまったのを見た。

アロンは彼らがほしいままにふるまうに任せ、敵

の中に物笑いとなったからである。 26モーセは宿

営の門に立って言った、「すべて主につく者はわ

たしのもとにきなさい」。レビの子たちはみな彼

のもとに集まった。 27そこでモーセは彼らに言っ

た、「イスラエルの神、主はこう言われる、『あ

なたがたは、おのおの腰につるぎを帯び、宿営の

中を門から門へ行き巡って、おのおのその兄弟、

その友、その隣人を殺せ』」。 28レビの子たちは

モーセの言葉どおりにしたので、その日、民のう

ち、おおよそ三千人が倒れた。 29そこで、モーセ

は言った、「あなたがたは、おのおのその子、そ

の兄弟に逆らって、きょう、主に身をささげた。

それで主は、きょう、あなたがたに祝福を与えら

れるであろう」。 30あくる日、モーセは民に言っ

た、「あなたがたは大いなる罪を犯した。それで

今、わたしは主のもとに上って行く。あなたがた

の罪を償うことが、できるかも知れない」。 31モ

ーセは主のもとに帰って、そして言った、「ああ

、この民は大いなる罪を犯し、自分のために金の

神を造りました。 32今もしあなたが、彼らの罪を

ゆるされますならば。しかし、もしかなわなけれ

ば、どうぞあなたが書きしるされたふみから、わ

たしの名を消し去ってください」。 33主はモーセ

に言われた、「すべてわたしに罪を犯した者は、

これをわたしのふみから消し去るであろう。 34し

かし、今あなたは行って、わたしがあなたに告げ

たところに民を導きなさい。見よ、わたしの使は

あなたに先立って行くであろう。ただし刑罰の日

に、わたしは彼らの罪を罰するであろう」。 35そ

して主は民を撃たれた。彼らが子牛を造ったから

である。それはアロンが造ったのである。

33さて、主はモーセに言われた、「あなたと、
あなたがエジプトの国から導きのぼった民と

は、ここを立ってわたしがアブラハム、イサク、

ヤコブに誓って、『これをあなたの子孫に与える
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』と言った地にのぼりなさい。 2わたしはひとり

の使をつかわしてあなたに先立たせ、カナンびと

、アモリびと、ヘテびと、ペリジびと、ヒビびと

、エブスびとを追い払うであろう。 3あなたがた

は乳と蜜の流れる地にのぼりなさい。しかし、あ

なたがたは、かたくなな民であるから、わたしが

道であなたがたを滅ぼすことのないように、あな

たがたのうちにあって一緒にはのぼらないであろ

う」。 4民はこの悪い知らせを聞いて憂い、ひと

りもその飾りを身に着ける者はなかった。 5主は

モーセに言われた、「イスラエルの人々に言いな

さい、『あなたがたは、かたくなな民である。も

しわたしが一刻でも、あなたがたのうちにあって

、一緒にのぼって行くならば、あなたがたを滅ぼ

すであろう。ゆえに、今、あなたがたの飾りを身

から取り去りなさい。そうすればわたしはあなた

がたになすべきことを知るであろう』」。 6それ

で、イスラエルの人々はホレブ山以来その飾りを

取り除いていた。 7モーセは幕屋を取って、これ

を宿営の外に、宿営を離れて張り、これを会見の

幕屋と名づけた。すべて主に伺い事のある者は出

て、宿営の外にある会見の幕屋に行った。 8モー

セが出て、幕屋に行く時には、民はみな立ちあが

り、モーセが幕屋にはいるまで、おのおのその天

幕の入口に立って彼を見送った。 9モーセが幕屋

にはいると、雲の柱が下って幕屋の入口に立った

。そして主はモーセと語られた。 10民はみな幕屋

の入口に雲の柱が立つのを見ると、立っておのお

の自分の天幕の入口で礼拝した。 11人がその友と

語るように、主はモーセと顔を合わせて語られた

。こうしてモーセは宿営に帰ったが、その従者な

る若者、ヌンの子ヨシュアは幕屋を離れなかった

。 12モーセは主に言った、「ごらんください。あ

なたは『この民を導きのぼれ』とわたしに言いな

がら、わたしと一緒につかわされる者を知らせて

くださいません。しかも、あなたはかつて『わた

しはお前を選んだ。お前はまたわたしの前に恵み

を得た』と仰せになりました。 13それで今、わた

しがもし、あなたの前に恵みを得ますならば、ど

うか、あなたの道を示し、あなたをわたしに知ら

せ、あなたの前に恵みを得させてください。また

、この国民があなたの民であることを覚えてくだ

さい」。 14主は言われた「わたし自身が一緒に行

くであろう。そしてあなたに安息を与えるであろ

う」。 15モーセは主に言った「もしあなた自身が

一緒に行かれないならば、わたしたちをここから

のぼらせないでください。 16わたしとあなたの民

とが、あなたの前に恵みを得ることは、何によっ

て知られましょうか。それはあなたがわたしたち

と一緒に行かれて、わたしとあなたの民とが、地

の面にある諸民と異なるものになるからではあり

ませんか」。 17主はモーセに言われた、「あなた

はわたしの前に恵みを得、またわたしは名をもっ

てあなたを知るから、あなたの言ったこの事をも

するであろう」。 18モーセは言った、「どうぞ、

あなたの栄光をわたしにお示しください」。 19主

は言われた、「わたしはわたしのもろもろの善を

あなたの前に通らせ、主の名をあなたの前にのべ

るであろう。わたしは恵もうとする者を恵み、あ

われもうとする者をあわれむ」。 20また言われた

、「しかし、あなたはわたしの顔を見ることはで

きない。わたしを見て、なお生きている人はない

からである」。 21そして主は言われた、「見よ、

わたしのかたわらに一つの所がある。あなたは岩

の上に立ちなさい。 22わたしの栄光がそこを通り

過ぎるとき、わたしはあなたを岩の裂け目に入れ

て、わたしが通り過ぎるまで、手であなたをおお

うであろう。 23そしてわたしが手をのけるとき、

あなたはわたしのうしろを見るが、わたしの顔は

見ないであろう」。

34主はモーセに言われた、「あなたは前のよう
な石の板二枚を、切って造りなさい。わたし

はあなたが砕いた初めの板にあった言葉を、その

板に書くであろう。 2あなたは朝までに備えをし

、朝のうちにシナイ山に登って、山の頂でわたし

の前に立ちなさい。 3だれもあなたと共に登って

はならない。また、だれも山の中にいてはならな

い。また山の前で羊や牛を飼っていてはならない

」。 4そこでモーセは前のような石の板二枚を、

切って造り、朝早く起きて、主が彼に命じられた

ようにシナイ山に登った。彼はその手に石の板二

枚をとった。 5ときに主は雲の中にあって下り、

彼と共にそこに立って主の名を宣べられた。 6主

は彼の前を過ぎて宣べられた。「主、主、あわれ

みあり、恵みあり、怒ることおそく、いつくしみ

と、まこととの豊かなる神、 7いつくしみを千代

までも施し、悪と、とがと、罪とをゆるす者、し

かし、罰すべき者をば決してゆるさず、父の罪を

子に報い、子の子に報いて、三、四代におよぼす

者」。 8モーセは急ぎ地に伏して拝し、 9そして

言った、「ああ主よ、わたしがもし、あなたの前

に恵みを得ますならば、かたくなな民ですけれど

も、どうか主がわたしたちのうちにあって一緒に

行ってください。そしてわたしたちの悪と罪とを

ゆるし、わたしたちをあなたのものとしてくださ

い」。 10主は言われた、「見よ、わたしは契約を

結ぶ。わたしは地のいずこにも、いかなる民のう

ちにも、いまだ行われたことのない不思議を、あ

なたのすべての民の前に行うであろう。あなたが

共に住む民はみな、主のわざを見るであろう。わ

たしがあなたのためになそうとすることは、恐る

べきものだからである。 11わたしが、きょう、あ

なたに命じることを守りなさい。見よ、わたしは

アモリびと、カナンびと、ヘテびと、ペリジびと

、ヒビびと、エブスびとを、あなたの前から追い

払うであろう。 12あなたが行く国に住んでいる者

と、契約を結ばないように、気をつけなければな

らない。おそらく彼らはあなたのうちにあって、

わなとなるであろう。 13むしろあなたがたは、彼

らの祭壇を倒し、石の柱を砕き、アシラ像を切り

倒さなければならない。 14あなたは他の神を拝ん

ではならない。主はその名を『ねたみ』と言って

、ねたむ神だからである。 15おそらくあなたはそ
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の国に住む者と契約を結び、彼らの神々を慕って

姦淫を行い、その神々に犠牲をささげ、招かれて

彼らの犠牲を食べ、 16またその娘たちを、あなた

のむすこたちにめとり、その娘たちが自分たちの

神々を慕って姦淫を行い、また、あなたのむすこ

たちをして、彼らの神々を慕わせ、姦淫を行わせ

るに至るであろう。 17あなたは自分のために鋳物

の神々を造ってはならない。 18あなたは種入れぬ

パンの祭を守らなければならない。すなわち、わ

たしがあなたに命じたように、アビブの月の定め

の時に、七日のあいだ、種入れぬパンを食べなけ

ればならない。あなたがアビブの月にエジプトを

出たからである。 19すべて初めに生れる者は、わ

たしのものである。すべてあなたの家畜のういご

の雄は、牛も羊もそうである。 20ただし、ろばの

ういごは小羊であがなわなければならない。もし

あがなわないならば、その首を折らなければなら

ない。あなたのむすこのうちのういごは、みなあ

がなわなければならない。むなし手でわたしの前

に出てはならない。 21あなたは六日のあいだ働き

、七日目には休まなければならない。耕し時にも

、刈入れ時にも休まなければならない。 22あなた

は七週の祭、すなわち小麦刈りの初穂の祭を行わ

なければならない。また年の終りに取り入れの祭

を行わなければならない。 23年に三度、男子はみ

な主なる神、イスラエルの神の前に出なければな

らない。 24わたしは国々の民をあなたの前から追

い払って、あなたの境を広くするであろう。あな

たが年に三度のぼって、あなたの神、主の前に出

る時には、だれもあなたの国を侵すことはないで

あろう。 25あなたは犠牲の血を、種を入れたパン

と共に供えてはならない。また過越の祭の犠牲を

、翌朝まで残して置いてはならない。 26あなたの

土地の初穂の最も良いものを、あなたの神、主の

家に携えてこなければならない。あなたは子やぎ

をその母の乳で煮てはならない」。 27また主はモ

ーセに言われた、「これらの言葉を書きしるしな

さい。わたしはこれらの言葉に基いて、あなたお

よびイスラエルと契約を結んだからである」。 28

モーセは主と共に、四十日四十夜、そこにいたが

、パンも食べず、水も飲まなかった。そして彼は

契約の言葉、十誡を板の上に書いた。 29モーセは

そのあかしの板二枚を手にして、シナイ山から下

ったが、その山を下ったとき、モーセは、さきに

主と語ったゆえに、顔の皮が光を放っているのを

知らなかった。 30アロンとイスラエルの人々とが

みな、モーセを見ると、彼の顔の皮が光を放って

いたので、彼らは恐れてこれに近づかなかった。

31モーセは彼らを呼んだ。アロンと会衆のかしら

たちとがみな、モーセのもとに帰ってきたので、

モーセは彼らと語った。 32その後、イスラエルの

人々がみな近よったので、モーセは主がシナイ山

で彼に語られたことを、ことごとく彼らにさとし

た。 33モーセは彼らと語り終えた時、顔おおいを

顔に当てた。 34しかしモーセは主の前に行って主

と語る時は、出るまで顔おおいを取り除いていた

。そして出て来ると、その命じられた事をイスラ

エルの人人に告げた。 35イスラエルの人々はモー

セの顔を見ると、モーセの顔の皮が光を放ってい

た。モーセは行って主と語るまで、また顔おおい

を顔に当てた。

35モーセはイスラエルの人々の全会衆を集めて
言った、「これは主が行えと命じられた言葉

である。 2六日の間は仕事をしなさい。七日目は

あなたがたの聖日で、主の全き休みの安息日であ

るから、この日に仕事をする者はだれでも殺され

なければならない。 3安息日にはあなたがたのす

まいのどこでも火をたいてはならない」。 4モー

セはイスラエルの人々の全会衆に言った、「これ

は主が命じられたことである。 5あなたがたの持

ち物のうちから、主にささげる物を取りなさい。

すべて、心から喜んでする者は、主にささげる物

を持ってきなさい。すなわち金、銀、青銅。 6青

糸、紫糸、緋糸、亜麻糸、やぎの毛糸。 7あかね

染めの雄羊の皮、じゅごんの皮、アカシヤ材、 8

ともし油、注ぎ油と香ばしい薫香とのための香料

、 9縞めのう、エポデと胸当とにはめる宝石。 10

すべてあなたがたのうち、心に知恵ある者はきて

、主の命じられたものをみな造りなさい。 11すな

わち幕屋、その天幕と、そのおおい、その鉤と、

その枠、その横木、その柱と、その座、 12箱と、

そのさお、贖罪所、隔ての垂幕、 13机と、そのさ

お、およびそのもろもろの器、供えのパン、 14ま

た、ともしびのための燭台と、その器、ともしび

皿と、ともし油、 15香の祭壇と、そのさお、注ぎ

油、香ばしい薫香、幕屋の入口のとばり、 16燔祭

の祭壇およびその青銅の網、そのさおと、そのも

ろもろの器、洗盤と、その台、 17庭のあげばり、

その柱とその座、庭の門のとばり、 18幕屋の釘、

庭の釘およびそのひも、 19聖所における務のため

の編物の服、すなわち祭司の務をなすための祭司

アロンの聖なる服およびその子たちの服」。 20イ

スラエルの人々の全会衆はモーセの前を去り、 21

すべて心に感じた者、すべて心から喜んでする者

は、会見の幕屋の作業と、そのもろもろの奉仕と

、聖なる服とのために、主にささげる物を携えて

きた。 22すなわち、すべて心から喜んでする男女

は、鼻輪、耳輪、指輪、首飾り、およびすべての

金の飾りを携えてきた。すべて金のささげ物を主

にささげる者はそのようにした。 23すべて青糸、

紫糸、緋糸、亜麻糸、やぎの毛糸、あかね染めの

雄羊の皮、じゅごんの皮を持っている者は、それ

を携えてきた。 24すべて銀、青銅のささげ物をさ

さげることのできる者は、それを主にささげる物

として携えてきた。また、すべて組立ての工事に

用いるアカシヤ材を持っている者は、それを携え

てきた。 25また、すべて心に知恵ある女たちは、

その手をもって紡ぎ、その紡いだ青糸、紫糸、緋

糸、亜麻糸を携えてきた。 26すべて知恵があって

、心に感じた女たちは、やぎの毛を紡いだ。 27ま

た、かしらたちは縞めのう、およびエポデと胸当

にはめる宝石を携えてきた。 28また、ともしびと

、注ぎ油と、香ばしい薫香のための香料と、油と
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を携えてきた。 29このようにイスラエルの人々は

自発のささげ物を主に携えてきた。すなわち主が

モーセによって、なせと命じられたすべての工作

のために、物を携えてこようと、心から喜んです

る男女はみな、そのようにした。 30モーセはイス

ラエルの人々に言った、「見よ、主はユダの部族

に属するホルの子なるウリの子ベザレルを名ざし

て召し、 31彼に神の霊を満たして、知恵と悟りと

知識と諸種の工作に長ぜしめ、 32工夫を凝らして

金、銀、青銅の細工をさせ、 33また宝石を切りは

め、木を彫刻するなど、諸種の工作をさせ、 34ま

た人を教えうる力を、彼の心に授けられた。彼と

ダンの部族に属するアヒサマクの子アホリアブと

が、それである。 35主は彼らに知恵の心を満たし

て、諸種の工作をさせられた。すなわち彫刻、浮

き織および青糸、紫糸、緋糸、亜麻糸の縫取り、

また機織など諸種の工作をさせ、工夫を凝らして

巧みなわざをさせられた。

36ベザレルとアホリアブおよびすべて心に知恵
ある者、すなわち主が知恵と悟りとを授けて

、聖所の組立ての諸種の工事を、いかになすかを

知らせられた者は、すべて主が命じられたように

しなければならない」。 2そこで、モーセはベザ

レルとアホリアブおよびすべて心に知恵ある者、

すなわち、その心に主が知恵を授けられた者、ま

たきて、その工事をなそうと心に望むすべての者

を召し寄せた。 3彼らは聖所の組立ての工事をす

るために、イスラエルの人々が携えてきたもろも

ろのささげ物を、モーセから受け取ったが、民は

なおも朝ごとに、自発のささげ物を彼のもとに携

えてきた。 4そこで聖所のもろもろの工事をする

賢い人々はみな、おのおのしていた工事をやめて

、 5モーセに言った「民があまりに多く携えて来

るので、主がせよと命じられた組立ての工事には

余ります」。 6モーセは命令を発し、宿営中にふ

れさせて言った、「男も女も、もはや聖所のため

に、ささげ物をするに及ばない」。それで民は携

えて来ることをやめた。 7材料はすべての工事を

するのにじゅうぶんで、かつ余るからである。 8

すべて工作をする者のうちの心に知恵ある者は、

十枚の幕で幕屋を造った。すなわち亜麻の撚糸、

青糸、紫糸、緋糸で造り、巧みなわざをもって、

それにケルビムを織り出した。 9幕の長さは、お

のおの二十八キュビト、幕の幅は、おのおの四キ

ュビトで、幕はみな同じ寸法である。 10その幕五

枚を互に連ね合わせ、また他の五枚の幕をも互に

連ね合わせ、 11その一連の端にある幕の縁に青色

の乳をつけ、他の一連の端にある幕の縁にも、そ

のようにした。 12その一枚の幕に乳五十をつけ、

他の一連の幕の端にも、乳五十をつけた。その乳

を互に相向かわせた。 13そして金の輪五十を作り

、その輪で、幕を互に連ね合わせたので、一つの

幕屋になった。 14また、やぎの毛糸で幕を作り、

幕屋をおおう天幕にした。すなわち幕十一枚を作

った。 15おのおのの幕の長さは三十キュビト、お

のおのの幕の幅は四キュビトで、その十一枚の幕

は同じ寸法である。 16そして、その幕五枚を一つ

に連ね合わせ、また、その幕六枚を一つに連ね合

わせ、 17その一連の端にある幕の縁に、乳五十を

つけ、他の一連の幕の縁にも、乳五十をつけた。

18そして、青銅の輪五十を作り、その天幕を連ね

合わせて一つにした。 19また、あかね染めの雄羊

の皮で、天幕のおおいと、じゅごんの皮で、その

上にかけるおおいとを作った。 20また幕屋のため

にアカシヤ材をもって、立枠を造った。 21枠の長

さは十キュビト、枠の幅は、おのおの一キュビト

半とし、 22枠ごとに二つの柄を造って、かれとこ

れとをくい合わせ、幕屋のすべての枠にこのよう

にした。 23幕屋のために枠を造った。すなわち南

側のために枠二十を造った。 24その二十の枠の下

に銀の座四十を造って、この枠の下に、その二つ

の柄のために二つの座を置き、かの枠の下にも、

その二つの柄のために二つの座を置いた。 25また

幕屋の他の側、すなわち北側のためにも枠二十を

造った。 26その銀の座四十を造って、この枠の下

にも二つの座を置き、かの枠の下にも二つの座を

置いた。 27また幕屋のうしろ、西側のために枠六

つを造り、 28幕屋のうしろの二つのすみのために

枠二つを造った。 29これらは、下で重なり合い、

同じくその頂でも第一の環まで重なり合うように

し、その二つとも二つのすみのために、そのよう

に造った。 30こうして、その枠は八つ、その銀の

座は十六、おのおのの枠の下に、二つずつ座があ

った。 31またアカシヤ材の横木を造った。すなわ

ち幕屋のこの側の枠のために五つ、 32また幕屋の

かの側の枠のために横木五つ、幕屋のうしろの西

側の枠のために横木五つを造った。 33枠のまん中

にある中央の横木は、端から端まで通るようにし

た。 34そして、その枠を金でおおい、また横木を

通すその環を金で造り、またその横木を金でおお

った。 35また青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、

垂幕を作り、巧みなわざをもって、それにケルビ

ムを織り出した。 36また、これがためにアカシヤ

材の柱四本を作り、金でこれをおおい、その鉤を

金にし、その柱のために銀の座四つを鋳た。 37ま

た幕屋の入口のために青糸、紫糸、緋糸、亜麻の

撚糸で、色とりどりに織ったとばりを作った。 38

その柱五本と、その鉤とを造り、その柱の頭と桁

とを金でおおった。ただし、その五つの座は青銅

であった。

37ベザレルはアカシヤ材の箱を造った。長さは
二キュビト半、幅は一キュビト半、高さは一

キュビト半である。 2純金で、内そとをおおい、

その周囲に金の飾り縁を造った。 3また金の環四

つを鋳て、その四すみに取りつけた。すなわち二

つの環をこちら側に、二つの環をあちら側に取り

つけた。 4またアカシヤ材のさおを造り、金でこ

れをおおい、 5そのさおを箱の側面の環に通して

、箱をかつぐようにした。 6また純金で贖罪所を

造った。長さは二キュビト半、幅は一キュビト半

である。 7また金で、二つのケルビムを造った。

すなわち、これを打物造りとし、贖罪所の両端に
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置いた。 8一つのケルブをこの端に、一つのケル

ブをかの端に置いた。すなわちケルビムを贖罪所

の一部として、その両端に造った。 9ケルビムは

翼を高く伸べ、その翼で贖罪所をおおい、顔は互

に向かい合った。すなわちケルビムの顔は贖罪所

に向かっていた。 10またアカシヤ材で、机を造っ

た。長さは二キュビト、幅は一キュビト、高さは

一キュビト半である。 11純金でこれをおおい、そ

の周囲に金の飾り縁を造った。 12またその周囲に

手幅の棧を造り、その周囲の棧に金の飾り縁を造

った。 13またこれがために金の環四つを鋳て、そ

の四つの足のすみ四か所にその環を取りつけた。

14その環は棧のわきにあって、机をかつぐさおを

入れる所とした。 15またアカシヤ材で、机をかつ

ぐさおを造り、金でこれをおおった。 16また机の

上の器、すなわちその皿、乳香を盛る杯および灌

祭を注ぐための鉢と瓶とを純金で造った。 17また

純金の燭台を造った。すなわち打物造りで燭台を

造り、その台、幹、萼、節、花を一つに連ねた。

18また六つの枝をそのわきから出させた。すなわ

ち燭台の三つの枝をこの側から、燭台の三つの枝

をかの側から出させた。 19あめんどうの花の形を

した三つの萼が、節と花とをもって、この枝にあ

り、また、あめんどうの花の形をした三つの萼が

、節と花とをもって、かの枝にあり、燭台から出

る六つの枝をみなそのようにした。 20また燭台の

幹には、あめんどうの花の形をした四つの萼を、

その節と花とをもたせて取りつけた。 21また二つ

の枝の下に一つの節を取りつけ、次の二つの枝の

下に一つの節を取りつけ、さらに次の二つの枝の

下に一つの節を取りつけ、燭台の幹から出る六つ

の枝に、みなそのようにした。 22それらの節と枝

を一つに連ね、ことごとく純金の打物造りとした

。 23また、それのともしび皿七つと、その芯切り

ばさみと、芯取り皿とを純金で造った。 24すなわ

ち純金一タラントをもって、燭台とそのすべての

器とを造った。 25またアカシヤ材で香の祭壇を造

った。長さ一キュビト、幅一キュビトの四角にし

、高さ二キュビトで、これにその一部として角を

つけた。 26そして、その頂、その周囲の側面、そ

の角を純金でおおい、その周囲に金の飾り縁を造

った。 27また、その両側に、飾り縁の下に金の環

二つを、そのために造った。すなわちその二つの

側にこれを造った。これはそれをかつぐさおを通

す所である。 28そのさおはアカシヤ材で造り、金

でこれをおおった。 29また香料を造るわざにした

がって、聖なる注ぎ油と純粋の香料の薫香とを造

った。

38またアカシヤ材で燔祭の祭壇を造った。長さ
五キュビト、幅五キュビトの四角で、高さは

三キュビトである。 2その四すみの上に、その一

部とし、それの角を造り、青銅で祭壇をおおった

。 3また祭壇のもろもろの器、すなわち、つぼ、

十能、鉢、肉叉、火皿を造った。そのすべての器

を青銅で造った。 4また祭壇のために、青銅の網

細工の格子を造り、これを祭壇の出張りの下に取

りつけて、祭壇の高さの半ばに達するようにした

。 5また青銅の格子の四すみのために、環四つを

鋳て、さおを通す所とした。 6アカシヤ材で、そ

のさおを造り、青銅でこれをおおい、 7そのさお

を祭壇の両側にある環に通して、それをかつぐよ

うにした。祭壇は板をもって、空洞に造った。 8

また洗盤と、その台を青銅で造った。すなわち会

見の幕屋の入口で務をなす女たちの鏡をもって造

った。 9また庭を造った。その南側のために百キ

ュビトの亜麻の撚糸の庭のあげばりを設けた。 10

その柱は二十、その柱の二十の座は青銅で、その

柱の鉤と桁は銀とした。 11また北側のためにも百

キュビトのあげばりを設けた。その柱二十、その

柱の二十の座は青銅で、その柱の鉤と桁は銀とし

た。 12また西側のために、五十キュビトのあげば

りを設けた。その柱は十、その座も十で、その柱

の鉤と桁は銀とした。 13また東側のためにも、五

十キュビトのあげばりを設けた。 14その一方に十

五キュビトのあげばりを設けた。その柱は三つ、

その座も三つ。 15また他の一方にも、同じように

した。すなわち庭の門のこなたかなたともに、十

五キュビトのあげばりを設けた。その柱は三つ、

その座も三つ。 16庭の周囲のあげばりはみな亜麻

の撚糸である。 17柱の座は青銅、柱の鉤と桁とは

銀、柱の頭のおおいも銀である。庭の柱はみな銀

の桁で連ねた。 18庭の門のとばりは青糸、紫糸、

緋糸、亜麻の撚糸で、色とりどりに織ったもので

あった。長さは二十キュビト、幅なる高さは五キ

ュビトで、庭のあげばりと等しかった。 19その柱

は四つ、その座も四つで、ともに青銅。その鉤は

銀、柱の頭のおおいと桁は銀である。 20ただし、

幕屋および、その周囲の庭の釘はみな青銅であっ

た。 21幕屋、すなわちあかしの幕屋に用いた物の

総計は次のとおりである。すなわちモーセの命に

従い、祭司アロンの子イタマルがレビびとを用い

て量ったものである。 22ユダの部族に属するホル

の子なるウリの子ベザレルは、主がモーセに命じ

られた事をことごとくした。 23ダンの部族に属す

るアヒサマクの子アホリアブは彼と共にあって彫

刻、浮き織をなし、また青糸、紫糸、緋糸、亜麻

糸で、縫取りをする者であった。 24聖所のもろも

ろの工作に用いたすべての金、すなわち、ささげ

物なる金は聖所のシケルで、二十九タラント七百

三十シケルであった。 25会衆のうちの数えられた

者のささげた銀は聖所のシケルで、百タラント千

七百七十五シケルであった。 26これはひとり当り

一ベカ、すなわち聖所のシケルの半シケルであっ

て、すべて二十歳以上で数えられた者が六十万三

千五百五十人であったからである。 27聖所の座と

垂幕の座とを鋳るために用いた銀は百タラントで

あった。すなわち百座につき百タラント、一座に

つき一タラントである。 28また千七百七十五シケ

ルで柱の鉤を造り、また柱の頭をおおい、柱のた

めに桁を造った。 29ささげ物なる青銅は七十タラ

ント二千四百シケルであった。 30これを用いて会

見の幕屋の入口の座、青銅の祭壇と、それにつく

青銅の格子、および祭壇のもろもろの器を造った
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。 31また庭の周囲の座、庭の門の座、および幕屋

のもろもろの釘と、庭の周囲のもろもろの釘を造

った。

39彼らは青糸、紫糸、緋糸で、聖所の務のため
の編物の服を作った。またアロンのために聖

なる服を作った。主がモーセに命じられたとおり

である。 2また金糸、青糸、紫糸、緋糸、亜麻の

撚糸でエポデを作った。 3また金を打ち延べて板

とし、これを切って糸とし、青糸、紫糸、緋糸、

亜麻の撚糸に交えて、巧みな細工とした。 4また

、これがために肩ひもを作ってこれにつけ、その

両端でこれにつけた。 5エポデの上で、これをつ

かねる帯は、同じきれで、同じように、金糸、青

糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で作った。主がモー

セに命じられたとおりである。 6また、縞めのう

を細工して、金糸の編細工にはめ、これに印を彫

刻するように、イスラエルの子たちの名を刻み、 7

これをエポデの肩ひもにつけて、イスラエルの子

たちの記念の石とした。主がモーセに命じられた

とおりである。 8また胸当を巧みなわざをもって

、エポデの作りのように作った。すなわち金糸、

青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で作った。 9胸当

は二つに折って四角にした。すなわち二つに折っ

て、長さを一指当りとし、幅も一指当りとした。

10その中に宝石四列をはめた。すなわち、紅玉髄

、貴かんらん石、水晶の列を第一列とし、 11第二

列は、ざくろ石、るり、赤縞めのう、 12第三列は

黄水晶、めのう、紫水晶、 13第四列は黄碧玉、縞

めのう、碧玉であって、これらを金の編細工の中

にはめ込んだ。 14その宝石はイスラエルの子たち

の名にしたがい、その名と等しく十二とし、おの

おの印の彫刻のように、十二部族のためにその名

を刻んだ。 15またひも細工にねじた純金のくさり

を胸当につけた。 16また金の二つの編細工と、二

つの金の環とを作り、その二つの環を胸当の両端

につけた。 17かの二筋の金のひもを胸当の端の二

つの環につけた。 18ただし、その二筋のひもの他

の両端を、かの二つの編細工につけ、エポデの肩

ひもにつけて前にくるようにした。 19また二つの

金の環を作って、これを胸当の両端につけた。す

なわちエポデに接する内側の縁にこれをつけた。

20また金の環二つを作って、これをエポデの二つ

の肩ひもの下の部分につけ、前の方で、そのつな

ぎ目に近く、エポデの帯の上の方にくるようにし

た。 21胸当は青ひもをもって、その環をエポデの

環に結びつけ、エポデの帯の上の方にくるように

した。こうして、胸当がエポデから離れないよう

にした。主がモーセに命じられたとおりである。

22またエポデに属する上服は、すべて青地の織物

で作った。 23上服の口はそのまん中にあって、そ

の口の周囲には、よろいのえりのように縁をつけ

て、ほころびないようにした。 24上服のすそには

青糸、紫糸、緋糸、亜麻の撚糸で、ざくろを作り

つけ、 25また純金で鈴を作り、その鈴を上服のす

その周囲の、ざくろとざくろとの間につけた。 26

すなわち鈴にざくろ、鈴にざくろと、務の上服の

すその周囲につけた。主がモーセに命じられたと

おりである。 27またアロンとその子たちのために

、亜麻糸で織った下服を作り、 28亜麻布で帽子を

作り、亜麻布で麗しい頭布を作り、亜麻の撚糸の

布で、下ばきを作り、 29亜麻の撚糸および青糸、

紫糸、緋糸で、色とりどりに織った帯を作った。

主がモーセに命じられたとおりである。 30また純

金をもって、聖なる冠の前板を作り、印の彫刻の

ように、その上に「主に聖なる者」という文字を

書き、 31これに青ひもをつけて、それを帽子の上

に結びつけた。主がモーセに命じられたとおりで

ある。 32こうして会見の天幕なる幕屋の、もろも

ろの工事が終った。イスラエルの人々はすべて主

がモーセに命じられたようにおこなった。 33彼ら

は幕屋と天幕およびそのもろもろの器をモーセの

もとに携えてきた。すなわち、その鉤、その枠、

その横木、その柱、その座、 34あかね染めの雄羊

の皮のおおい、じゅごんの皮のおおい、隔ての垂

幕、 35あかしの箱と、そのさお、贖罪所、 36机

と、そのもろもろの器、供えのパン、 37純金の燭

台と、そのともしび皿、すなわち列に並べるとも

しび皿と、そのもろもろの器、およびそのともし

油、 38金の祭壇、注ぎ油、香ばしい薫香、幕屋の

入口のとばり、 39青銅の祭壇、その青銅の格子と

、そのさお、およびそのもろもろの器、洗盤とそ

の台、 40庭のあげばり、その柱とその座、庭の門

のとばり、そのひもとその釘、また会見の天幕の

幕屋に用いるもろもろの器、 41聖所で務をなす編

物の服、すなわち祭司の務をなすための祭司アロ

ンの聖なる服およびその子たちの服。 42イスラエ

ルの人々は、すべて主がモーセに命じられたよう

に、そのすべての工事をした。 43モーセがそのす

べての工事を見ると、彼らは主が命じられたとお

りに、それをなしとげていたので、モーセは彼ら

を祝福した。

40主はモーセに言われた。 2「正月の元日にあ

なたは会見の天幕なる幕屋を建てなければな

らない。 3そして、その中にあかしの箱を置き、

垂幕で、箱を隔て隠し、 4また、机を携え入れ、

それに並べるものを並べ、燭台を携え入れて、そ

のともしびをともさなければならない。 5あなた

はまた金の香の祭壇を、あかしの箱の前にすえ、

とばりを幕屋の入口にかけなければならない。 6

また燔祭の祭壇を会見の天幕なる幕屋の入口の前

にすえ、 7洗盤を会見の天幕と祭壇との間にすえ

て、これに水を入れなければならない。 8また周

囲に庭を設け、庭の門にとばりをかけなければな

らない。 9そして注ぎ油をとって、幕屋とその中

のすべてのものに注ぎ、それとそのもろもろの器

とを聖別しなければならない、こうして、それは

聖となるであろう。 10あなたはまた燔祭の祭壇と

、そのすべての器に油を注いで、その祭壇を聖別

しなければならない。こうして祭壇は、いと聖な

るものとなるであろう。 11また洗盤と、その台と

に油を注いで、これを聖別し、 12アロンとその子

たちを会見の幕屋の入口に連れてきて、水で彼ら
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を洗い、 13アロンに聖なる服を着せ、これに油を

注いで聖別し、祭司の務をさせなければならない

。 14また彼の子たちを連れてきて、これに服を着

せ、 15その父に油を注いだように、彼らにも油を

注いで、祭司の務をさせなければならない。彼ら

が油そそがれることは、代々ながく祭司職のため

になすべきことである」。 16モーセはそのように

行った。すなわち主が彼に命じられたように行っ

た。 17第二年の正月になって、その月の元日に幕

屋は建った。 18すなわちモーセは幕屋を建て、そ

の座をすえ、その枠を立て、その横木をさし込み

、その柱を立て、 19幕屋の上に天幕をひろげ、そ

の上に天幕のおおいをかけた。主がモーセに命じ

られたとおりである。 20彼はまたあかしの板をと

って箱に納め、さおを箱につけ、贖罪所を箱の上

に置き、 21箱を幕屋に携え入れ、隔ての垂幕をか

けて、あかしの箱を隠した。主がモーセに命じら

れたとおりである。 22彼はまた会見の天幕なる幕

屋の内部の北側、垂幕の外に机をすえ、 23その上

にパンを列に並べて、主の前に供えた。主がモー

セに命じられたとおりである。 24彼はまた会見の

天幕なる幕屋の内部の南側に、机にむかい合わせ

て燭台をすえ、 25主の前にともしびをともした。

主がモーセに命じられたとおりである。 26彼は会

見の幕屋の中、垂幕の前に金の祭壇をすえ、 27そ

の上に香ばしい薫香をたいた。主がモーセに命じ

られたとおりである。 28彼はまた幕屋の入口にと

ばりをかけ、 29燔祭の祭壇を会見の天幕なる幕屋

の入口にすえ、その上に燔祭と素祭をささげた。

主がモーセに命じられたとおりである。 30彼はま

た会見の天幕と祭壇との間に洗盤を置き、洗うた

めにそれに水を入れた。 31モーセとアロンおよび

その子たちは、それで手と足を洗った。 32すなわ

ち会見の天幕にはいるとき、また祭壇に近づくと

き、そこで洗った。主がモーセに命じられたとお

りである。 33また幕屋と祭壇の周囲に庭を設け、

庭の門にとばりをかけた。このようにしてモーセ

はその工事を終えた。 34そのとき、雲は会見の天

幕をおおい、主の栄光が幕屋に満ちた。 35モーセ

は会見の幕屋に、はいることができなかった。雲

がその上にとどまり、主の栄光が幕屋に満ちてい

たからである。 36雲が幕屋の上からのぼる時、イ

スラエルの人々は道に進んだ。彼らはその旅路に

おいて常にそうした。 37しかし、雲がのぼらない

時は、そののぼる日まで道に進まなかった。 38す

なわちイスラエルの家のすべての者の前に、昼は

幕屋の上に主の雲があり、夜は雲の中に火があっ

た。彼らの旅路において常にそうであった。
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レビ記

1主はモーセを呼び、会見の幕屋からこれに告げ
て言われた、 2「イスラエルの人々に言いなさ

い、『あなたがたのうちだれでも家畜の供え物を

主にささげるときは、牛または羊を供え物として

ささげなければならない。 3もしその供え物が牛

の燔祭であるならば、雄牛の全きものをささげな

ければならない。会見の幕屋の入口で、主の前に

受け入れられるように、これをささげなければな

らない。 4彼はその燔祭の獣の頭に手を置かなけ

ればならない。そうすれば受け入れられて、彼の

ためにあがないとなるであろう。 5彼は主の前で

その子牛をほふり、アロンの子なる祭司たちは、

その血を携えてきて、会見の幕屋の入口にある祭

壇の周囲に、その血を注ぎかけなければならない

。 6彼はまたその燔祭の獣の皮をはぎ、節々に切

り分かたなければならない。 7祭司アロンの子た

ちは祭壇の上に火を置き、その火の上にたきぎを

並べ、 8アロンの子なる祭司たちはその切り分け

たものを、頭および脂肪と共に、祭壇の上にある

火の上のたきぎの上に並べなければならない。 9

その内臓と足とは水で洗わなければならない。こ

うして祭司はそのすべてを祭壇の上で焼いて燔祭

としなければならない。これは火祭であって、主

にささげる香ばしいかおりである。 10もしその燔

祭の供え物が群れの羊または、やぎであるならば

、雄の全きものをささげなければならない。 11彼

は祭壇の北側で、主の前にこれをほふり、アロン

の子なる祭司たちは、その血を祭壇の周囲に注ぎ

かけなければならない。 12彼はまたこれを節々に

切り分かち、祭司はこれを頭および脂肪と共に、

祭壇の上にある火の上のたきぎの上に並べなけれ

ばならない。 13その内臓と足とは水で洗わなけれ

ばならない。こうして祭司はそのすべてを祭壇の

上で焼いて燔祭としなければならない。これは火

祭であって、主にささげる香ばしいかおりである

。 14もし主にささげる供え物が、鳥の燔祭である

ならば、山ばと、または家ばとのひなを、その供

え物としてささげなければならない。 15祭司はこ

れを祭壇に携えて行き、その首を摘み破り、祭壇

の上で焼かなければならない。その血は絞り出し

て祭壇の側面に塗らなければならない。 16またそ

の餌袋は羽と共に除いて、祭壇の東の方にある灰

捨場に捨てなければならない。 17これは、その翼

を握って裂かなければならない。ただし引き離し

てはならない。祭司はこれを祭壇の上で、火の上

のたきぎの上で燔祭として焼かなければならない

。これは火祭であって、主にささげる香ばしいか

おりである。

2人が素祭の供え物を主にささげるときは、その
供え物は麦粉でなければならない。その上に油

を注ぎ、またその上に乳香を添え、 2これをアロ

ンの子なる祭司たちのもとに携えて行かなければ

ならない。祭司はその麦粉とその油の一握りを乳

香の全部と共に取り、これを記念の分として、祭

壇の上で焼かなければならない。これは火祭であ

って、主にささげる香ばしいかおりである。 3素

祭の残りはアロンとその子らのものになる。これ

は主の火祭のいと聖なる物である。 4あなたが、

もし天火で焼いたものを素祭としてささげるなら

ば、それは麦粉に油を混ぜて作った種入れぬ菓子

、または油を塗った種入れぬ煎餅でなければなら

ない。 5あなたの供え物が、もし、平鍋で焼いた

素祭であるならば、それは麦粉に油を混ぜて作っ

た種入れぬものでなければならない。 6あなたは

それを細かく砕き、その上に油を注がなければな

らない。これは素祭である。 7あなたの供え物が

、もし深鍋で煮た素祭であるならば、麦粉に油を

混ぜて作らなければならない。 8あなたはこれら

の物で作った素祭を、主に携えて行かなければな

らない。それを祭司に渡すならば、祭司はそれを

祭壇に携えて行き、 9その素祭のうちから記念の

分を取って、祭壇の上で焼かなければならない。

これは火祭であって、主にささげる香ばしいかお

りである。 10素祭の残りはアロンとその子らのも

のになる。これは、主の火祭のいと聖なる物であ

る。 11あなたがたが主にささげる素祭は、すべて

種を入れて作ってはならない。パン種も蜜も、す

べて主にささげる火祭として焼いてはならないか

らである。 12ただし、初穂の供え物としては、こ

れらを主にささげることができる。しかし香ばし

いかおりとして祭壇にささげてはならない。 13あ

なたの素祭の供え物は、すべて塩をもって味をつ

けなければならない。あなたの素祭に、あなたの

神の契約の塩を欠いてはならない。すべて、あな

たの供え物は、塩を添えてささげなければならな

い。 14もしあなたが初穂の素祭を主にささげるな

らば、火で穂を焼いたもの、新穀の砕いたものを

、あなたの初穂の素祭としてささげなければなら

ない。 15あなたはそれに油を加え、その上に乳香

を置かなければならない。これは素祭である。 16

祭司は、その砕いた物およびその油のうちから記

念の分を取って、乳香の全部と共に焼かなければ

ならない。これは主にささげる火祭である。

3もし彼の供え物が酬恩祭の犠牲であって、牛を
ささげるのであれば、雌雄いずれであっても、

全きものを主の前にささげなければならない。 2

彼はその供え物の頭に手を置き、会見の幕屋の入

口で、これをほふらなければならない。そしてア

ロンの子なる祭司たちは、その血を祭壇の周囲に

注ぎかけなければならない。 3彼はまたその酬恩

祭の犠牲のうちから火祭を主にささげなければな

らない。すなわち内臓をおおう脂肪と、内臓の上

のすべての脂肪、 4二つの腎臓とその上の腰のあ

たりにある脂肪、ならびに腎臓と共にとられる肝

臓の上の小葉である。 5そしてアロンの子たちは

祭壇の上で、火の上のたきぎの上に置いた燔祭の

上で、これを焼かなければならない。これは火祭

であって、主にささげる香ばしいかおりである。 6

もし彼の供え物が主にささげる酬恩祭の犠牲で、

それが羊であるならば、雌雄いずれであっても、
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全きものをささげなければならない。 7もし小羊

を供え物としてささげるならば、それを主の前に

連れてきて、 8その供え物の頭に手を置き、それ

を会見の幕屋の前で、ほふらなければならない。

そしてアロンの子たちはその血を祭壇の周囲に注

ぎかけなければならない。 9彼はその酬恩祭の犠

牲のうちから、火祭を主にささげなければならな

い。すなわちその脂肪、背骨に接して切り取る脂

尾の全部、内臓をおおう脂肪と内臓の上のすべて

の脂肪、 10二つの腎臓とその上の腰のあたりにあ

る脂肪、ならびに腎臓と共に取られる肝臓の上の

小葉である。 11祭司はこれを祭壇の上で焼かなけ

ればならない。これは火祭であって、主にささげ

る食物である。 12もし彼の供え物が、やぎである

ならば、それを主の前に連れてきて、 13その頭に

手を置き、それを会見の幕屋の前で、ほふらなけ

ればならない。そしてアロンの子たちは、その血

を祭壇の周囲に注ぎかけなければならない。 14彼

はまたそのうちから供え物を取り、火祭として主

にささげなければならない。すなわち内臓をおお

う脂肪と内臓の上のすべての脂肪、 15二つの腎臓

とその上の腰のあたりにある脂肪、ならびに腎臓

と共に取られる肝臓の上の小葉である。 16祭司は

これを祭壇の上で焼かなければならない。これは

火祭としてささげる食物であって、香ばしいかお

りである。脂肪はみな主に帰すべきものである。

17あなたがたは脂肪と血とをいっさい食べてはな

らない。これはあなたがたが、すべてその住む所

で、代々守るべき永久の定めである』」。

4主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの

人々に言いなさい、『もし人があやまって罪を

犯し、主のいましめにそむいて、してはならない

ことの一つをした時は次のようにしなければなら

ない。 3すなわち、油注がれた祭司が罪を犯して

、とがを民に及ぼすならば、彼はその犯した罪の

ために雄の全き子牛を罪祭として主にささげなけ

ればならない。 4その子牛を会見の幕屋の入口に

連れてきて主の前に至り、その子牛の頭に手を置

き、その子牛を主の前で、ほふらなければならな

い。 5油注がれた祭司は、その子牛の血を取って

、それを会見の幕屋に携え入り、 6そして祭司は

指をその血に浸して、聖所の垂幕の前で主の前に

その血を七たび注がなければならない。 7祭司は

またその血を取り、主の前で会見の幕屋の中にあ

る香ばしい薫香の祭壇の角に、それを塗らなけれ

ばならない。その子牛の血の残りはことごとく会

見の幕屋の入口にある燔祭の祭壇のもとに注がな

ければならない。 8またその罪祭の子牛から、す

べての脂肪を取らなければならない。すなわち内

臓をおおう脂肪と内臓の上のすべての脂肪、 9二

つの腎臓とその上の腰のあたりにある脂肪、なら

びに腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉である。

10これを取るには酬恩祭の犠牲の雄牛から取るの

と同じようにしなければならない。そして祭司は

それを燔祭の祭壇の上で焼かなければならない。

11その子牛の皮とそのすべての肉、およびその頭

と足と内臓と汚物など、 12すべてその子牛の残り

は、これを宿営の外の、清い場所なる灰捨場に携

え出し、火をもってこれをたきぎの上で焼き捨て

なければならない。すなわちこれは灰捨場で焼き

捨てらるべきである。 13もしイスラエルの全会衆

があやまちを犯し、そのことが会衆の目に隠れて

いても、主のいましめにそむいて、してはならな

いことの一つをなして、とがを得たならば、 14そ

の犯した罪が現れた時、会衆は雄の子牛を罪祭と

してささげなければならない。すなわちそれを会

見の幕屋の前に連れてきて、 15会衆の長老たちは

、主の前でその子牛の頭に手を置き、その子牛を

主の前で、ほふらなければならない。 16そして、

油注がれた祭司は、その子牛の血を会見の幕屋に

携え入り、 17祭司は指をその血に浸し、垂幕の前

で主の前に七たび注がなければならない。 18また

その血を取って、会見の幕屋の中の主の前にある

祭壇の角に、それを塗らなければならない。その

血の残りはことごとく会見の幕屋の入口にある燔

祭の祭壇のもとに注がなければならない。 19また

そのすべての脂肪を取って祭壇の上で焼かなけれ

ばならない。 20すなわち祭司は罪祭の雄牛にした

ように、この雄牛にも、しなければならない。こ

うして、祭司が彼らのためにあがないをするなら

ば、彼らはゆるされるであろう。 21そして、彼は

その雄牛を宿営の外に携え出し、はじめの雄牛を

焼き捨てたように、これを焼き捨てなければなら

ない。これは会衆の罪祭である。 22またつかさた

る者が罪を犯し、あやまって、その神、主のいま

しめにそむき、してはならないことの一つをして

、とがを得、 23もしその犯した罪を知るようにな

ったときは、供え物として雄やぎの全きものを連

れてきて、 24そのやぎの頭に手を置き、燔祭をほ

ふる場所で、主の前にこれをほふらなければなら

ない。これは罪祭である。 25祭司は指でその罪祭

の血を取り、燔祭の祭壇の角にそれを塗り、残り

の血は燔祭の祭壇のもとに注がなければならない

。 26また、そのすべての脂肪は、酬恩祭の犠牲の

脂肪と同じように、祭壇の上で焼かなければなら

ない。こうして、祭司が彼のためにその罪のあが

ないをするならば、彼はゆるされるであろう。 27

また一般の人がもしあやまって罪を犯し、主のい

ましめにそむいて、してはならないことの一つを

して、とがを得、 28その犯した罪を知るようにな

ったときは、その犯した罪のために供え物として

雌やぎの全きものを連れてきて、 29その罪祭の頭

に手を置き、燔祭をほふる場所で、その罪祭をほ

ふらなければならない。 30そして祭司は指でその

血を取り、燔祭の祭壇の角にこれを塗り、残りの

血をことごとく祭壇のもとに注がなければならな

い。 31またそのすべての脂肪は酬恩祭の犠牲から

脂肪を取るのと同じように取り、これを祭壇の上

で焼いて主にささげる香ばしいかおりとしなけれ

ばならない。こうして祭司が彼のためにあがない

をするならば、彼はゆるされるであろう。 32もし

小羊を罪祭のために供え物として連れてくるなら

ば、雌の全きものを連れてこなければならない。
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33その罪祭の頭に手を置き、燔祭をほふる場所で

、これをほふり、罪祭としなければならない。 34

そして祭司は指でその罪祭の血を取り、燔祭の祭

壇の角にそれを塗り、残りの血はことごとく祭壇

のもとに注がなければならない。 35またそのすべ

ての脂肪は酬恩祭の犠牲から小羊の脂肪を取るの

と同じように取り、祭司はこれを主にささげる火

祭のように祭壇の上で焼かなければならない。こ

うして祭司が彼の犯した罪のためにあがないをす

るならば、彼はゆるされるであろう。

5もし人が証人に立ち、誓いの声を聞きながら、
その見たこと、知っていることを言わないで、

罪を犯すならば、彼はそのとがを負わなければな

らない。 2また、もし人が汚れた野獣の死体、汚

れた家畜の死体、汚れた這うものの死体など、す

べて汚れたものに触れるならば、そのことに気づ

かなくても、彼は汚れたものとなって、とがを得

る。 3また、もし彼が人の汚れに触れるならば、

その人の汚れが、どのような汚れであれ、それに

気づかなくても、彼がこれを知るようになった時

は、とがを得る。 4また、もし人がみだりにくち

びるで誓い、悪をなそう、または善をなそうと言

うならば、その人が誓ってみだりに言ったことは

、それがどんなことであれ、それに気づかなくて

も、彼がこれを知るようになった時は、これらの

一つについて、とがを得る。 5もしこれらの一つ

について、とがを得たときは、その罪を犯したこ

とを告白し、 6その犯した罪のために償いとして

、雌の家畜、すなわち雌の小羊または雌やぎを主

のもとに連れてきて、罪祭としなければならない

。こうして祭司は彼のために罪のあがないをする

であろう。 7もし小羊に手のとどかない時は、山

ばと二羽か、家ばとのひな二羽かを、彼が犯した

罪のために償いとして主に携えてきて、一羽を罪

祭に、一羽を燔祭にしなければならない。 8すな

わち、これらを祭司に携えてきて、祭司はその罪

祭のものを先にささげなければならない。すなわ

ち、その頭を首の根のところで、摘み破らなけれ

ばならない。ただし、切り離してはならない。 9

そしてその罪祭の血を祭壇の側面に注ぎ、残りの

血は祭壇のもとに絞り出さなければならない。こ

れは罪祭である。 10また第二のものは、定めにし

たがって燔祭としなければならない。こうして、

祭司が彼のためにその犯した罪のあがないをする

ならば、彼はゆるされるであろう。 11もし二羽の

山ばとにも、二羽の家ばとのひなにも、手の届か

ないときは、彼の犯した罪のために、供え物とし

て麦粉十分の一エパを携えてきて、これを罪祭と

しなければならない。ただし、その上に油をかけ

てはならない。またその上に乳香を添えてはなら

ない。これは罪祭だからである。 12彼はこれを祭

司のもとに携えて行き、祭司は一握りを取って、

記念の分とし、これを主にささげる火祭のように

、祭壇の上で焼かなければならない。これは罪祭

である。 13こうして、祭司が彼のため、すなわち

、彼がこれらの一つを犯した罪のために、あがな

いをするならば、彼はゆるされるであろう。そし

てその残りは素祭と同じく、祭司に帰するであろ

う』」。 14主はまたモーセに言われた、 15「も

し人が不正をなし、あやまって主の聖なる物につ

いて罪を犯したときは、その償いとして、あなた

の値積りにしたがい、聖所のシケルで、銀数シケ

ルに当る雄羊の全きものを、群れのうちから取り

、それを主に携えてきて、愆祭としなければなら

ない。 16そしてその聖なる物について犯した罪の

ために償いをし、またその五分の一をこれに加え

て、祭司に渡さなければならない。こうして祭司

がその愆祭の雄羊をもって、彼のためにあがない

をするならば、彼はゆるされるであろう。 17また

人がもし罪を犯し、主のいましめにそむいて、し

てはならないことの一つをしたときは、たといそ

れを知らなくても、彼は罪を得、そのとがを負わ

なければならない。 18彼はあなたの値積りにした

がって、雄羊の全きものを群れのうちから取り、

愆祭としてこれを祭司のもとに携えてこなければ

ならない。こうして、祭司が彼のために、すなわ

ち彼が知らないで、しかもあやまって犯した過失

のために、あがないをするならば、彼はゆるされ

るであろう。 19これは愆祭である。彼は確かに主

の前にとがを得たからである」。

6主はまたモーセに言われた、 2「もし人が罪を

犯し、主に対して不正をなしたとき、すなわち

預かり物、手にした質草、またはかすめた物につ

いて、その隣人を欺き、あるいはその隣人をしえ

たげ、 3あるいは落し物を拾い、それについて欺

き、偽って誓うなど、すべて人がそれをなして罪

となることの一つについて、 4罪を犯し、とがを

得たならば、彼はそのかすめた物、しえたげて取

った物、預かった物、拾った落し物、 5または偽

り誓ったすべての物を返さなければならない。す

なわち残りなく償い、更にその五分の一をこれに

加え、彼が愆祭をささげる日に、これをその元の

持ち主に渡さなければならない。 6彼はその償い

として、あなたの値積りにしたがい、雄羊の全き

ものを、群れの中から取り、これを祭司のもとに

携えてきて、愆祭として主にささげなければなら

ない。 7こうして、祭司が主の前で彼のためにあ

がないをするならば、彼はそのいずれを行ってと

がを得てもゆるされるであろう」。 8主はまたモ

ーセに言われた、 9「アロンとその子たちに命じ

て言いなさい、『燔祭のおきては次のとおりであ

る。燔祭は祭壇の炉の上に、朝まで夜もすがらあ

るようにし、そこに祭壇の火を燃え続かせなけれ

ばならない。 10祭司は亜麻布の服を着、亜麻布の

ももひきを身につけ、祭壇の上で火に焼けた燔祭

の灰を取って、これを祭壇のそばに置き、 11その

衣服を脱ぎ、ほかの衣服を着て、その灰を宿営の

外の清い場所に携え出さなければならない。 12祭

壇の上の火は、そこに燃え続かせ、それを消して

はならない。祭司は朝ごとに、たきぎをその上に

燃やし、燔祭をその上に並べ、また酬恩祭の脂肪

をその上で焼かなければならない。 13火は絶えず
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祭壇の上に燃え続かせ、これを消してはならない

。 14素祭のおきては次のとおりである。アロンの

子たちはそれを祭壇の前で主の前にささげなけれ

ばならない。 15すなわち素祭の麦粉一握りとその

油を、素祭の上にある全部の乳香と共に取って、

祭壇の上で焼き、香ばしいかおりとし、記念の分

として主にささげなければならない。 16その残り

はアロンとその子たちが食べなければならない。

すなわち、種を入れずに聖なる所で食べなければ

ならない。会見の幕屋の庭でこれを食べなければ

ならない。 17これは種を入れて焼いてはならない

。わたしはこれをわたしの火祭のうちから彼らの

分として与える。これは罪祭および愆祭と同様に

、いと聖なるものである。 18アロンの子たちのう

ち、すべての男子はこれを食べることができる。

これは主にささげる火祭のうちから、あなたがた

が代々永久に受けるように定められた分である。

すべてこれに触れるものは聖となるであろう』」

。 19主はまたモーセに言われた、 20「アロンと

その子たちが、アロンの油注がれる日に、主にさ

さぐべき供え物は次のとおりである。すなわち麦

粉十分の一エパを、絶えずささげる素祭とし、半

ばは朝に、半ばは夕にささげなければならない。

21それは油をよく混ぜて平鍋で焼き、それを携え

てきて、細かく砕いた素祭とし、香ばしいかおり

として、主にささげなければならない。 22彼の子

たちのうち、油注がれて彼についで祭司となる者

は、これをささげなければならない。これは永久

に主に帰する分として、全く焼きつくすべきもの

である。 23すべて祭司の素祭は全く焼きつくすべ

きものであって、これを食べてはならない」。 24

主はまたモーセに言われた、 25「アロンとその子

たちに言いなさい、『罪祭のおきては次のとおり

である。罪祭は燔祭をほふる場所で、主の前にほ

ふらなければならない。これはいと聖なる物であ

る。 26罪のためにこれをささげる祭司が、これを

食べなければならない。すなわち会見の幕屋の庭

の聖なる所で、これを食べなければならない。 27

すべてその肉に触れる者は聖となるであろう。も

しその血が衣服にかかったならば、そのかかった

ものは聖なる所で洗わなければならない。 28また

それを煮た土の器は砕かなければならない。もし

青銅の器で煮たのであれば、それはみがいて、水

で洗わなければならない。 29祭司たちのうちのす

べての男子は、これを食べることができる。これ

はいと聖なるものである。 30しかし、その血を会

見の幕屋に携えていって、聖所であがないに用い

た罪祭は食べてはならない。これは火で焼き捨て

なければならない。

7愆祭のおきては次のとおりである。それはいと
聖なる物である。 2愆祭は燔祭をほふる場所で

ほふらなければならない。そして祭司はその血を

祭壇の周囲に注ぎかけ、 3そのすべての脂肪をさ

さげなければならない。すなわち脂尾、内臓をお

おう脂肪、 4二つの腎臓とその上の腰のあたりに

ある脂肪、腎臓と共に取られる肝臓の上の小葉で

ある。 5祭司はこれを祭壇の上で焼いて、主に火

祭としなければならない。これは愆祭である。 6

祭司たちのうちのすべての男子は、これを食べる

ことができる。これは聖なる所で食べなければな

らない。これはいと聖なる物である。 7罪祭も愆

祭も、そのおきては一つであって、異なるところ

はない。これは、あがないをなす祭司に帰する。 8

人が携えてくる燔祭をささげる祭司、その祭司に

、そのささげる燔祭のものの皮は帰する。 9すべ

て天火で焼いた素祭、またすべて深鍋または平鍋

で作ったものは、これをささげる祭司に帰する。

10すべて素祭は、油を混ぜたものも、かわいたも

のも、アロンのすべての子たちにひとしく帰する

。 11主にささぐべき酬恩祭の犠牲のおきては次の

とおりである。 12もしこれを感謝のためにささげ

るのであれば、油を混ぜた種入れぬ菓子と、油を

塗った種入れぬ煎餅と、よく混ぜた麦粉に油を混

ぜて作った菓子とを、感謝の犠牲に合わせてささ

げなければならない。 13また種を入れたパンの菓

子をその感謝のための酬恩祭の犠牲に合わせ、供

え物としてささげなければならない。 14すなわち

このすべての供え物のうちから、菓子一つずつを

取って主にささげなければならない。これは酬恩

祭の血を注ぎかける祭司に帰する。 15その感謝の

ための酬恩祭の犠牲の肉は、その供え物をささげ

た日のうちに食べなければならない。少しでも明

くる朝まで残して置いてはならない。 16しかし、

その供え物の犠牲がもし誓願の供え物、または自

発の供え物であるならば、その犠牲をささげた日

のうちにそれを食べ、その残りはまた明くる日に

食べることができる。 17ただし、その犠牲の肉の

残りは三日目には火で焼き捨てなければならない

。 18もしその酬恩祭の犠牲の肉を三日目に少しで

も食べるならば、それは受け入れられず、また供

え物と見なされず、かえって忌むべき物となるで

あろう。そしてそれを食べる者はとがを負わなけ

ればならない。 19その肉がもし汚れた物に触れる

ならば、それを食べることなく、火で焼き捨てな

ければならない。犠牲の肉はすべて清い者がこれ

を食べることができる。 20もし人がその身に汚れ

があるのに、主にささげた酬恩祭の犠牲の肉を食

べるならば、その人は民のうちから断たれるであ

ろう。 21また人がもしすべて汚れたもの、すなわ

ち人の汚れ、あるいは汚れた獣、あるいは汚れた

這うものに触れながら、主にささげた酬恩祭の犠

牲の肉を食べるならば、その人は民のうちから断

たれるであろう』」。 22主はまたモーセに言われ

た、 23「イスラエルの人々に言いなさい、『あな

たがたは、すべて牛、羊、やぎの脂肪を食べては

ならない。 24自然に死んだ獣の脂肪および裂き殺

された獣の脂肪は、さまざまのことに使ってもよ

い。しかし、それは決して食べてはならない。 25

だれでも火祭として主にささげる獣の脂肪を食べ

るならば、これを食べる人は民のうちから断たれ

るであろう。 26またあなたがたはすべてその住む

所で、鳥にせよ、獣にせよ、すべてその血を食べ

てはならない。 27だれでもすべて血を食べるなら
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ば、その人は民のうちから断たれるであろう』」

。 28主はまたモーセに言われた、 29「イスラエ

ルの人々に言いなさい、『酬恩祭の犠牲を主にさ

さげる者は、その酬恩祭の犠牲のうちから、その

供え物を主に携えてこなければならない。 30主の

火祭は手ずからこれを携えてこなければならない

。すなわちその脂肪と胸とを携えてきて、その胸

を主の前に揺り動かして、揺祭としなければなら

ない。 31そして祭司はその脂肪を祭壇の上で焼か

なければならない。その胸はアロンとその子たち

に帰する。 32あなたがたの酬恩祭の犠牲のうちか

ら、その右のももを挙祭として、祭司に与えなけ

ればならない。 33アロンの子たちのうち、酬恩祭

の血と脂肪とをささげる者は、その右のももを自

分の分として、獲るであろう。 34わたしはイスラ

エルの人々の酬恩祭の犠牲のうちから、その揺祭

の胸と挙祭のももを取って、祭司アロンとその子

たちに与え、これをイスラエルの人々から永久に

彼らの受くべき分とする。 35これは主の火祭のう

ちから、アロンの受ける分と、その子たちの受け

る分とであって、祭司の職をなすため、彼らが主

にささげられた日に定められたのである。 36すな

わち、これは彼らに油を注ぐ日に、イスラエルの

人々が彼らに与えるように、主が命じられたもの

であって、代々永久に受くべき分である』」。 37

これは燔祭、素祭、罪祭、愆祭、任職祭、酬恩祭

の犠牲のおきてである。 38すなわち、主がシナイ

の荒野においてイスラエルの人々にその供え物を

主にささげることを命じられた日に、シナイ山で

モーセに命じられたものである。

8主はまたモーセに言われた、 2「あなたはアロ

ンとその子たち、およびその衣服、注ぎ油、罪

祭の雄牛、雄羊二頭、種入れぬパン一かごを取り

、 3また全会衆を会見の幕屋の入口に集めなさい

」。 4モーセは主が命じられたようにした。そし

て会衆は会見の幕屋の入口に集まった。 5そこで

モーセは会衆にむかって言った、「これは主があ

なたがたにせよと命じられたことである」。 6そ

してモーセはアロンとその子たちを連れてきて、

水で彼らを洗い清め、 7アロンに服を着させ、帯

をしめさせ、衣をまとわせ、エポデを着けさせ、

エポデの帯をしめさせ、それをもってエポデを身

に結いつけ、 8また胸当を着けさせ、その胸当に

ウリムとトンミムを入れ、 9その頭に帽子をかぶ

らせ、その帽子の前に金の板、すなわち聖なる冠

をつけさせた。主がモーセに命じられたとおりで

ある。 10モーセはまた注ぎ油を取り、幕屋とその

うちのすべての物に油を注いでこれを聖別し、 11

かつ、それを七たび祭壇に注ぎ、祭壇とそのもろ

もろの器、洗盤とその台に油を注いでこれを聖別

し、 12また注ぎ油をアロンの頭に注ぎ、彼に油を

注いでこれを聖別した。 13モーセはまたアロンの

子たちを連れてきて、服を彼らに着させ、帯を彼

らにしめさせ、頭巾を頭に巻かせた。主がモーセ

に命じられたとおりである。 14彼はまた罪祭の雄

牛を連れてこさせ、アロンとその子たちは、その

罪祭の雄牛の頭に手を置いた。 15モーセはこれを

ほふり、その血を取り、指をもってその血を祭壇

の四すみの角につけて祭壇を清め、また残りの血

を祭壇のもとに注いで、これを聖別し、これがた

めにあがないをした。 16モーセはまたその内臓の

上のすべての脂肪、肝臓の小葉、二つの腎臓とそ

の脂肪とを取り、これを祭壇の上で焼いた。 17た

だし、その雄牛の皮と肉と汚物は宿営の外で、火

をもって焼き捨てた。主がモーセに命じられたと

おりである。 18彼はまた燔祭の雄羊を連れてこさ

せ、アロンとその子たちは、その雄羊の頭に手を

置いた。 19モーセはこれをほふって、その血を祭

壇の周囲に注ぎかけた。 20そして、モーセはその

雄羊を節々に切り分かち、その頭と切り分けたも

のと脂肪とを焼いた。 21またモーセは水でその内

臓と足とを洗い、その雄羊をことごとく祭壇の上

で焼いた。これは香ばしいかおりのための燔祭で

あって、主にささげる火祭である。主がモーセに

命じられたとおりである。 22彼はまたほかの雄羊

、すなわち任職の雄羊を連れてこさせ、アロンと

その子たちは、その雄羊の頭に手を置いた。 23モ

ーセはこれをほふり、その血を取って、アロンの

右の耳たぶと、右手の親指と、右足の親指とにつ

けた。 24またモーセはアロンの子たちを連れてき

て、その血を彼らの右の耳たぶと、右手の親指と

、右足の親指とにつけた。そしてモーセはその残

りの血を、祭壇の周囲に注ぎかけた。 25彼はまた

その脂肪、すなわち脂尾、内臓の上のすべての脂

肪、肝臓の小葉、二つの腎臓とその脂肪、ならび

にその右のももを取り、 26また主の前にある種入

れぬパンのかごから種入れぬ菓子一つと、油を入

れたパンの菓子一つと、煎餅一つとを取って、か

の脂肪と右のももとの上に載せ、 27これをすべて

アロンの手と、その子たちの手に渡し、主の前に

揺り動かさせて揺祭とした。 28そしてモーセはこ

れを彼らの手から取り、祭壇の上で燔祭と共に焼

いた。これは香ばしいかおりとする任職の供え物

であって、主にささげる火祭である。 29そしてモ

ーセはその胸を取り、主の前にこれを揺り動かし

て揺祭とした。これは任職の雄羊のうちモーセに

帰すべき分であった。主がモーセに命じられたと

おりである。 30モーセはまた注ぎ油と祭壇の上の

血とを取り、これをアロンとその服、またその子

たちとその服とに注いで、アロンとその服、およ

びその子たちと、その服とを聖別した。 31モーセ

はまたアロンとその子たちに言った、「会見の幕

屋の入口でその肉を煮なさい。そして任職祭のか

ごの中のパンと共に、それをその所で食べなさい

。これは『アロンとその子たちが食べなければな

らない、と言え』とわたしが命じられたとおりで

ある。 32あなたがたはその肉とパンとの残ったも

のを火で焼き捨てなければならない。 33あなたが

たはその任職祭の終る日まで七日の間、会見の幕

屋の入口から出てはならない。あなたがたの任職

は七日を要するからである。 34きょう行ったよう

に、あなたがたのために、あがないをせよ、と主

はお命じになった。 35あなたがたは会見の幕屋の
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入口に七日の間、日夜とどまり、主の仰せを守っ

て、死ぬことのないようにしなければならない。

わたしはそのように命じられたからである」。 36

アロンとその子たちは主がモーセによってお命じ

になったことを、ことごとく行った。

9八日目になって、モーセはアロンとその子たち
、およびイスラエルの長老たちを呼び寄せ、 2

アロンに言った、「あなたは雄の子牛の全きもの

を罪祭のために取り、また雄羊の全きものを燔祭

のために取って、主の前にささげなさい。 3あな

たはまたイスラエルの人々に言いなさい、『あな

たがたは雄やぎを罪祭のために取り、また一歳の

全き子牛と小羊とを燔祭のために取りなさい、 4

また主の前にささげる酬恩祭のために雄牛と雄羊

とを取り、また油を混ぜた素祭を取りなさい。主

がきょうあなたがたに現れたもうからである』」

。 5彼らはモーセが命じたものを会見の幕屋の前

に携えてきた。会衆がみな近づいて主の前に立っ

たので、 6モーセは言った、「これは主があなた

がたに、せよと命じられたことである。こうして

主の栄光はあなたがたに現れるであろう」。 7モ

ーセはまたアロンに言った、「あなたは祭壇に近

づき、あなたの罪祭と燔祭をささげて、あなたの

ため、また民のためにあがないをし、また民の供

え物をささげて、彼らのためにあがないをし、す

べて主がお命じになったようにしなさい」。 8そ

こでアロンは祭壇に近づき、自分のための罪祭の

子牛をほふった。 9そしてアロンの子たちは、そ

の血を彼のもとに携えてきたので、彼は指をその

血に浸し、それを祭壇の角につけ、残りの血を祭

壇のもとに注ぎ、 10また罪祭の脂肪と腎臓と肝臓

の小葉とを祭壇の上で焼いた。主がモーセに命じ

られたとおりである。 11またその肉と皮とは宿営

の外で火をもって焼き捨てた。 12彼はまた燔祭の

獣をほふり、アロンの子たちがその血を彼に渡し

たので、これを祭壇の周囲に注ぎかけた。 13彼ら

がまた燔祭のもの、すなわち、その切り分けたも

のと頭とを彼に渡したので、彼はこれを祭壇の上

で焼いた。 14またその内臓と足とを洗い、祭壇の

上で燔祭と共にこれを焼いた。 15彼はまた民の供

え物をささげた。すなわち、民のための罪祭のや

ぎを取ってこれをほふり、前のようにこれを罪の

ためにささげた。 16また燔祭をささげた。すなわ

ち、これを定めのようにささげた。 17また素祭を

ささげ、そのうちから一握りを取り、朝の燔祭に

加えて、これを祭壇の上で焼いた。 18彼はまた民

のためにささげる酬恩祭の犠牲の雄牛と雄羊とを

ほふり、アロンの子たちが、その血を彼に渡した

ので、彼はこれを祭壇の周囲に注ぎかけた。 19ま

たその雄牛と雄羊との脂肪、すなわち、脂尾、内

臓をおおうもの、腎臓、肝臓の小葉。 20これらの

脂肪を彼らはその胸の上に載せて携えてきたので

、彼はその脂肪を祭壇の上で焼いた。 21その胸と

右のももとは、アロンが主の前に揺り動かして揺

祭とした。モーセが命じたとおりである。 22アロ

ンは民にむかって手をあげて、彼らを祝福し、罪

祭、燔祭、酬恩祭をささげ終って降りた。 23モー

セとアロンは会見の幕屋に入り、また出てきて民

を祝福した。そして主の栄光はすべての民に現れ

、 24主の前から火が出て、祭壇の上の燔祭と脂肪

とを焼きつくした。民はみな、これを見て喜びよ

ばわり、そしてひれ伏した。

10さてアロンの子ナダブとアビフとは、おのお
のその香炉を取って火をこれに入れ、薫香を

その上に盛って、異火を主の前にささげた。これ

は主の命令に反することであったので、 2主の前

から火が出て彼らを焼き滅ぼし、彼らは主の前に

死んだ。 3その時モーセはアロンに言った、「主

は、こう仰せられた。すなわち『わたしは、わた

しに近づく者のうちに、わたしの聖なることを示

し、すべての民の前に栄光を現すであろう』」。

アロンは黙していた。 4モーセはアロンの叔父ウ

ジエルの子ミシヤエルとエルザパンとを呼び寄せ

て彼らに言った、「近寄って、あなたがたの兄弟

たちを聖所の前から、宿営の外に運び出しなさい

」。 5彼らは近寄って、彼らをその服のまま宿営

の外に運び出し、モーセの言ったようにした。 6

モーセはまたアロンおよびその子エレアザルとイ

タマルとに言った、「あなたがたは髪の毛を乱し

、また衣服を裂いてはならない。あなたがたが死

ぬことのないため、また主の怒りが、すべての会

衆に及ぶことのないためである。ただし、あなた

がたの兄弟イスラエルの全家は、主が火をもって

焼き滅ぼしたもうたことを嘆いてもよい。 7また

、あなたがたは死ぬことのないように、会見の幕

屋の入口から外へ出てはならない。あなたがたの

上に主の注ぎ油があるからである」。彼らはモー

セの言葉のとおりにした。 8主はアロンに言われ

た、 9「あなたも、あなたの子たちも会見の幕屋

にはいる時には、死ぬことのないように、ぶどう

酒と濃い酒を飲んではならない。これはあなたが

たが代々永く守るべき定めとしなければならない

。 10これはあなたがたが聖なるものと俗なるもの

、汚れたものと清いものとの区別をすることがで

きるため、 11また主がモーセによって語られたす

べての定めを、イスラエルの人々に教えることが

できるためである」。 12モーセはまたアロンおよ

びその残っている子エレアザルとイタマルとに言

った、「あなたがたは主の火祭のうちから素祭の

残りを取り、パン種を入れずに、これを祭壇のか

たわらで食べなさい。これはいと聖なる物である

。 13これは主の火祭のうちからあなたの受ける分

、またあなたの子たちの受ける分であるから、あ

なたがたはこれを聖なる所で食べなければならな

い。わたしはこのように命じられたのである。 14

また揺り動かした胸とささげたももとは、あなた

とあなたのむすこ、娘たちがこれを清い所で食べ

なければならない。これはイスラエルの人々の酬

恩祭の犠牲の中からあなたの分、あなたの子たち

の分として与えられるものだからである。 15彼ら

はそのささげたももと揺り動かした胸とを、火祭

の脂肪と共に携えてきて、これを主の前に揺り動
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かして揺祭としなければならない。これは主がお

命じになったように、長く受くべき分としてあな

たと、あなたの子たちとに帰するであろう」。 16

さてモーセは罪祭のやぎを、ていねいに捜したが

、見よ、それがすでに焼かれていたので、彼は残

っているアロンの子エレアザルとイタマルとにむ

かい、怒って言った、 17「あなたがたは、なぜ罪

祭のものを聖なる所で食べなかったのか。これは

いと聖なる物であって、あなたがたが会衆の罪を

負って、彼らのために主の前にあがないをするた

め、あなたがたに賜わった物である。 18見よ、そ

の血は聖所の中に携え入れなかった。その肉はわ

たしが命じたように、あなたがたは必ずそれを聖

なる所で食べるべきであった」。 19アロンはモー

セに言った、「見よ、きょう、彼らはその罪祭と

燔祭とを主の前にささげたが、このような事がわ

たしに臨んだ。もしわたしが、きょう罪祭のもの

を食べたとしたら、主はこれを良しとせられたで

あろうか」。 20モーセはこれを聞いて良しとした

。

11主はまたモーセとアロンに言われた、 2「イ

スラエルの人々に言いなさい、『地にあるす

べての獣のうち、あなたがたの食べることができ

る動物は次のとおりである。 3獣のうち、すべて

ひずめの分かれたもの、すなわち、ひずめの全く

切れたもの、反芻するものは、これを食べること

ができる。 4ただし、反芻するもの、またはひず

めの分かれたもののうち、次のものは食べてはな

らない。すなわち、らくだ、これは、反芻するけ

れども、ひずめが分かれていないから、あなたが

たには汚れたものである。 5岩たぬき、これは、

反芻するけれども、ひずめが分かれていないから

、あなたがたには汚れたものである。 6野うさぎ

、これは、反芻するけれども、ひずめが分かれて

いないから、あなたがたには汚れたものである。 7

豚、これは、ひずめが分かれており、ひずめが全

く切れているけれども、反芻することをしないか

ら、あなたがたには汚れたものである。 8あなた

がたは、これらのものの肉を食べてはならない。

またその死体に触れてはならない。これらは、あ

なたがたには汚れたものである。 9水の中にいる

すべてのもののうち、あなたがたの食べることが

できるものは次のとおりである。すなわち、海で

も、川でも、すべて水の中にいるもので、ひれと

、うろこのあるものは、これを食べることができ

る。 10すべて水に群がるもの、またすべての水の

中にいる生き物のうち、すなわち、すべて海、ま

た川にいて、ひれとうろこのないものは、あなた

がたに忌むべきものである。 11これらはあなたが

たに忌むべきものであるから、あなたがたはその

肉を食べてはならない。またその死体は忌むべき

ものとしなければならない。 12すべて水の中にい

て、ひれも、うろこもないものは、あなたがたに

忌むべきものである。 13鳥のうち、次のものは、

あなたがたに忌むべきものとして、食べてはなら

ない。それらは忌むべきものである。すなわち、

はげわし、ひげはげわし、みさご、 14とび、はや

ぶさの類、 15もろもろのからすの類、 16だちょ

う、よたか、かもめ、たかの類、 17ふくろう、う

、みみずく、 18むらさきばん、ペリカン、はげた

か、 19こうのとり、さぎの類、やつがしら、こう

もり。 20また羽があって四つの足で歩くすべての

這うものは、あなたがたに忌むべきものである。

21ただし、羽があって四つの足で歩くすべての這

うもののうち、その足のうえに、跳ね足があり、

それで地の上をはねるものは食べることができる

。 22すなわち、そのうち次のものは食べることが

できる。移住いなごの類、遍歴いなごの類、大い

なごの類、小いなごの類である。 23しかし、羽が

あって四つの足で歩く、そのほかのすべての這う

ものは、あなたがたに忌むべきものである。 24あ

なたがたは次の場合に汚れたものとなる。すなわ

ち、すべてこれらのものの死体に触れる者は夕ま

で汚れる。 25すべてこれらのものの死体を運ぶ者

は、その衣服を洗わなければならない。彼は夕ま

で汚れる。 26すべて、ひずめの分かれた獣で、そ

の切れ目の切れていないもの、また、反芻するこ

とをしないものは、あなたがたに汚れたものであ

る。すべて、これに触れる者は汚れる。 27すべて

四つの足で歩く獣のうち、その足の裏のふくらみ

で歩くものは皆あなたがたに汚れたものである。

すべてその死体に触れる者は夕まで汚れる。 28そ

の死体を運ぶ者は、その衣服を洗わなければなら

ない。彼は夕まで汚れる。これは、あなたがたに

汚れたものである。 29地にはう這うもののうち、

次のものはあなたがたに汚れたものである。すな

わち、もぐらねずみ、とびねずみ、とげ尾とかげ

の類、 30やもり、大とかげ、とかげ、すなとかげ

、カメレオン。 31もろもろの這うもののうち、こ

れらはあなたがたに汚れたものである。すべてそ

れらのものが死んで、それに触れる者は夕まで汚

れる。 32またそれらのものが死んで、それが落ち

かかった物はすべて汚れる。木の器であれ、衣服

であれ、皮であれ、袋であれ、およそ仕事に使う

器はそれを水に入れなければならない。それは夕

まで汚れているが、そののち清くなる。 33またそ

れらのものが、土の器の中に落ちたならば、その

中にあるものは皆汚れる。あなたがたはその器を

こわさなければならない。 34またすべてその中に

ある食物で、水分のあるものは汚れる。またすべ

てそのような器の中にある飲み物も皆汚れる。 35

またそれらのものの死体が落ちかかったならば、

その物はすべて汚れる。天火であれ、かまどであ

れ、それをこわさなければならない。これらは汚

れたもので、あなたがたに汚れたものとなる。 36

ただし、泉、あるいは水の集まった水たまりは汚

れない。しかし、その死体に触れる者は汚れる。

37それらのものの死体が、まく種の上に落ちても

、それは汚れない。 38ただし、種の上に水がかか

っていて、その上にそれらのものの死体が、落ち

るならば、それはあなたがたに汚れたものとなる

。 39あなたがたの食べる獣が死んだ時、その死体

に触れる者は夕まで汚れる。 40その死体を食べる
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者は、その衣服を洗わなければならない。夕まで

汚れる。その死体を運ぶ者も、その衣服を洗わな

ければならない。夕まで汚れる。 41すべて地には

う這うものは忌むべきものである。これを食べて

はならない。 42すべて腹ばい行くもの、四つ足で

歩くもの、あるいは多くの足をもつもの、すなわ

ち、すべて地にはう這うものは、あなたがたはこ

れを食べてはならない。それらは忌むべきものだ

からである。 43あなたがたはすべて這うものによ

って、あなたがたの身を忌むべきものとしてはな

らない。また、これをもって身を汚し、あるいは

これによって汚されてはならない。 44わたしはあ

なたがたの神、主であるから、あなたがたはおの

れを聖別し、聖なる者とならなければならない。

わたしは聖なる者である。地にはう這うものによ

って、あなたがたの身を汚してはならない。 45わ

たしはあなたがたの神となるため、あなたがたを

エジプトの国から導き上った主である。わたしは

聖なる者であるから、あなたがたは聖なる者とな

らなければならない』」。 46これは獣と鳥と、水

の中に動くすべての生き物と、地に這うすべての

ものに関するおきてであって、 47汚れたものと清

いもの、食べられる生き物と、食べられない生き

物とを区別するものである。

12主はまたモーセに言われた、 2「イスラエル

の人々に言いなさい、『女がもし身ごもって

男の子を産めば、七日のあいだ汚れる。すなわち

、月のさわりの日かずほど汚れるであろう。 3八

日目にはその子の前の皮に割礼を施さなければな

らない。 4その女はなお、血の清めに三十三日を

経なければならない。その清めの日の満ちるまで

は、聖なる物に触れてはならない。また聖なる所

にはいってはならない。 5もし女の子を産めば、

二週間、月のさわりと同じように汚れる。その女

はなお、血の清めに六十六日を経なければならな

い。 6男の子または女の子についての清めの日が

満ちるとき、女は燔祭のために一歳の小羊、罪祭

のために家ばとのひな、あるいは山ばとを、会見

の幕屋の入口の、祭司のもとに、携えてこなけれ

ばならない。 7祭司はこれを主の前にささげて、

その女のために、あがないをしなければならない

。こうして女はその出血の汚れが清まるであろう

。これは男の子または女の子を産んだ女のための

おきてである。 8もしその女が小羊に手の届かな

いときは、山ばと二羽か、家ばとのひな二羽かを

取って、一つを燔祭、一つを罪祭とし、祭司はそ

の女のために、あがないをしなければならない。

こうして女は清まるであろう』」。

13主はまたモーセとアロンに言われた、 2「人

がその身の皮に腫、あるいは吹出物、あるい

は光る所ができ、これがその身の皮にらい病の患

部のようになるならば、その人を祭司アロンまた

は、祭司なるアロンの子たちのひとりのもとに、

連れて行かなければならない。 3祭司はその身の

皮の患部を見、その患部の毛がもし白く変り、か

つ患部が、その身の皮よりも深く見えるならば、

それはらい病の患部である。祭司は彼を見て、こ

れを汚れた者としなければならない。 4もしまた

その身の皮の光る所が白くて、皮よりも深く見え

ず、また毛も白く変っていないならば、祭司はそ

の患者を七日のあいだ留め置かなければならない

。 5七日目に祭司はこれを見て、もし患部の様子

に変りがなく、また患部が皮に広がっていないな

らば、祭司はその人をさらに七日のあいだ留め置

かなければならない。 6七日目に祭司は再びその

人を見て、患部がもし薄らぎ、また患部が皮に広

がっていないならば、祭司はこれを清い者としな

ければならない。これは吹出物である。その人は

衣服を洗わなければならない。そして清くなるで

あろう。 7しかし、その人が祭司に見せて清い者

とされた後に、その吹出物が皮に広くひろがるな

らば、再び祭司にその身を見せなければならない

。 8祭司はこれを見て、その吹出物が皮に広がっ

ているならば、祭司はその人を汚れた者としなけ

ればならない。これはらい病である。 9もし人に

らい病の患部があるならば、その人を祭司のもと

に連れて行かなければならない。 10祭司がこれを

見て、その皮に白い腫があり、その毛も白く変り

、かつその腫に生きた生肉が見えるならば、 11こ

れは古いらい病がその身の皮にあるのであるから

、祭司はその人を汚れた者としなければならない

。その人は汚れた者であるから、これを留め置く

に及ばない。 12もしらい病が広く皮に出て、その

らい病が、その患者の皮を頭から足まで、ことご

とくおおい、祭司の見るところすべてに及んでお

れば、 13祭司はこれを見、もしらい病がその身を

ことごとくおおっておれば、その患者を清い者と

しなければならない。それはことごとく白く変っ

たから、彼は清い者である。 14しかし、もし生肉

がその人に現れておれば、汚れた者である。 15祭

司はその生肉を見て、その人を汚れた者としなけ

ればならない。生肉は汚れたものであって、それ

はらい病である。 16もしまたその生肉が再び白く

変るならば、その人は祭司のもとに行かなければ

ならない。 17祭司はその人を見て、もしその患部

が白く変っておれば、祭司はその患者を清い者と

しなければならない。その人は清い者である。 18

また身の皮に腫物があったが、直って、 19その腫

物の場所に白い腫、または赤みをおびた白い光る

所があれば、これを祭司に見せなければならない

。 20祭司はこれを見て、もし皮よりも低く見え、

その毛が白く変っていれば、祭司はその人を汚れ

た者としなければならない。それは腫物に起った

らい病の患部だからである。 21しかし、祭司がこ

れを見て、もしその所に白い毛がなく、また皮よ

りも低い所がなく、かえって薄らいでいるならば

、祭司はその人を七日のあいだ留め置かなければ

ならない。 22そしてもし皮に広くひろがっている

ならば、祭司はその人を汚れた者としなければな

らない。それは患部だからである。 23しかし、そ

の光る所がもしその所にとどまって広がらなけれ

ば、それは腫物の跡である。祭司はその人を清い
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者としなければならない。 24また身の皮にやけど

があって、そのやけどの生きた肉がもし赤みをお

びた白、または、ただ白くて光る所となるならば

、 25祭司はこれを見なければならない。そしても

し、その光る所にある毛が白く変って、そこが皮

よりも深く見えるならば、これはやけどに生じた

らい病である。祭司はその人を汚れた者としなけ

ればならない。これはらい病の患部だからである

。 26けれども祭司がこれを見て、その光る所に白

い毛がなく、また皮よりも低い所がなく、かえっ

て薄らいでいるならば、祭司はその人を七日のあ

いだ留め置き、 27七日目に祭司は彼を見なければ

ならない。もし皮に広くひろがっているならば、

祭司はその人を汚れた者としなければならない。

これはらい病の患部だからである。 28もしその光

る所が、その所にとどまって、皮に広がらずに、

かえって薄らいでいるならば、これはやけどの腫

である。祭司はその人を清い者としなければなら

ない。これはやけどの跡だからである。 29男ある

いは女がもし、頭またはあごに患部が生じたなら

ば、 30祭司はその患部を見なければならない。も

しそれが皮よりも深く見え、またそこに黄色の細

い毛があるならば、祭司はその人を汚れた者とし

なければならない。それはかいせんであって、頭

またはあごのらい病だからである。 31また祭司が

そのかいせんの患部を見て、もしそれが皮よりも

深く見えず、またそこに黒い毛がないならば、祭

司はそのかいせんの患者を七日のあいだ留め置き

、 32七日目に祭司はその患部を見なければならな

い。そのかいせんがもし広がらず、またそこに黄

色の毛がなく、そのかいせんが皮よりも深く見え

ないならば、 33その人は身をそらなければならな

い。ただし、そのかいせんをそってはならない。

祭司はそのかいせんのある者をさらに七日のあい

だ留め置き、 34七日目に祭司はそのかいせんを見

なければならない。もしそのかいせんが皮に広が

らず、またそれが皮よりも深く見えないならば、

祭司はその人を清い者としなければならない。そ

の人はまたその衣服を洗わなければならない。そ

して清くなるであろう。 35しかし、もし彼が清い

者とされた後に、そのかいせんが、皮に広くひろ

がるならば、 36祭司はその人を見なければならな

い。もしそのかいせんが皮に広がっているならば

、祭司は黄色の毛を捜すまでもなく、その人は汚

れた者である。 37しかし、もしそのかいせんの様

子に変りなく、そこに黒い毛が生じているならば

、そのかいせんは直ったので、その人は清い。祭

司はその人を清い者としなければならない。 38ま

た男あるいは女がもし、その身の皮に光る所、す

なわち白い光る所があるならば、 39祭司はこれを

見なければならない。もしその身の皮の光る所が

、鈍い白であるならば、これはただ白せんがその

皮に生じたのであって、その人は清い。 40人がも

しその頭から毛が抜け落ちても、それがはげなら

ば清い。 41もしその額の毛が抜け落ちても、それ

が額のはげならば清い。 42けれども、もしそのは

げ頭または、はげ額に赤みをおびた白い患部があ

るならば、それはそのはげ頭または、はげ額にら

い病が発したのである。 43祭司はこれを見なけれ

ばならない。もしそのはげ頭または、はげ額の患

部の腫が白く赤みをおびて、身の皮にらい病があ

らわれているならば、 44その人はらい病に冒され

た者であって、汚れた者である。祭司はその人を

確かに汚れた者としなければならない。患部が頭

にあるからである。 45患部のあるらい病人は、そ

の衣服を裂き、その頭を現し、その口ひげをおお

って『汚れた者、汚れた者』と呼ばわらなければ

ならない。 46その患部が身にある日の間は汚れた

者としなければならない。その人は汚れた者であ

るから、離れて住まなければならない。すなわち

、そのすまいは宿営の外でなければならない。 47

また衣服にらい病の患部が生じた時は、それが羊

毛の衣服であれ、亜麻の衣服であれ、 48あるいは

亜麻または羊毛の縦糸であれ、横糸であれ、ある

いは皮であれ、皮で作ったどのような物であれ、

49もしその衣服あるいは皮、あるいは縦糸、ある

いは横糸、あるいは皮で作ったどのような物であ

れ、その患部が青みをおびているか、あるいは赤

みをおびているならば、これはらい病の患部であ

る。これを祭司に見せなければならない。 50祭司

はその患部を見て、その患部のある物を七日のあ

いだ留め置き、 51七日目に患部を見て、もしその

衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸、あるいは皮

、またどのように用いられている皮であれ、患部

が広がっているならば、その患部は悪性のらい病

であって、それは汚れた物である。 52彼はその患

部のある衣服、あるいは羊毛、または亜麻の縦糸

、または横糸、あるいはすべて皮で作った物を焼

かなければならない。これは悪性のらい病である

から、その物を火で焼かなければならない。 53し

かし、祭司がこれを見て、もし患部がその衣服、

あるいは縦糸、あるいは横糸、あるいはすべて皮

で作った物に広がっていないならば、 54祭司は命

じて、その患部のある物を洗わせ、さらに七日の

間これを留め置かなければならない。 55そしてそ

の患部を洗った後、祭司はそれを見て、もし患部

の色が変らなければ、患部が広がらなくても、そ

れは汚れた物である。それが表にあっても裏にあ

っても腐れであるから、それを火で焼かなければ

ならない。 56しかし、祭司がこれを見て、それを

洗った後に、その患部が薄らいだならば、その衣

服、あるいは皮、あるいは縦糸、あるいは横糸か

ら、それを切り取らなければならない。 57しかし

、なおその衣服、あるいは縦糸、あるいは横糸、

あるいはすべて皮で作った物にそれが現れれば、

それは再発したのである。その患部のある物を火

で焼かなければならない。 58また洗った衣服、あ

るいは縦糸、あるいは横糸、あるいはすべて皮で

作った物から、患部が消え去るならば、再びそれ

を洗わなければならない。そうすれば清くなるで

あろう」。 59これは羊毛または亜麻の衣服、ある

いは縦糸、あるいは横糸、あるいはすべて皮で作

った物に生じるらい病の患部について、それを清



レビ記73

い物とし、または汚れた物とするためのおきてで

ある。

14主はまたモーセに言われた、 2「らい病人が

清い者とされる時のおきては次のとおりであ

る。すなわち、その人を祭司のもとに連れて行き

、 3祭司は宿営の外に出て行って、その人を見、

もしらい病の患部がいえているならば、 4祭司は

命じてその清められる者のために、生きている清

い小鳥二羽と、香柏の木と、緋の糸と、ヒソプと

を取ってこさせ、 5祭司はまた命じて、その小鳥

の一羽を、流れ水を盛った土の器の上で殺させ、 6

そして生きている小鳥を、香柏の木と、緋の糸と

、ヒソプと共に取って、これをかの流れ水を盛っ

た土の器の上で殺した小鳥の血に、その生きてい

る小鳥と共に浸し、 7これをらい病から清められ

る者に七たび注いで、その人を清い者とし、その

生きている小鳥は野に放たなければならない。 8

清められる者はその衣服を洗い、毛をことごとく

そり落し、水に身をすすいで清くなり、その後、

宿営にはいることができる。ただし七日の間はそ

の天幕の外にいなければならない。 9そして七日

目に毛をことごとくそらなければならい。頭の毛

も、ひげも、まゆも、ことごとくそらなければな

らない。彼はその衣服を洗い、水に身をすすいで

清くなるであろう。 10八日目にその人は雄の小羊

の全きもの二頭と、一歳の雌の小羊の全きもの一

頭とを取り、また麦粉十分の三エパに油を混ぜた

素祭と、油一ログとを取らなければならない。 11

清めをなす祭司は、清められる人とこれらの物と

を、会見の幕屋の入口で主の前に置き、 12祭司は

、かの雄の小羊一頭を取って、これを一ログの油

と共に愆祭としてささげ、またこれを主の前に揺

り動かして揺祭としなければならない。 13この雄

の小羊は罪祭および燔祭をほふる場所、すなわち

聖なる所で、これをほふらなければならない。愆

祭は罪祭と同じく、祭司に帰するものであって、

いと聖なる物である。 14そして祭司はその愆祭の

血を取り、これを清められる者の右の耳たぶと、

右の手の親指と、右の足の親指とにつけなければ

ならない。 15祭司はまた一ログの油を取って、こ

れを自分の左の手のひらに注ぎ、 16そして祭司は

右の指を左の手のひらにある油に浸し、その指を

もって、その油を七たび主の前に注がなければな

らない。 17祭司は手のひらにある油の残りを、清

められる者の右の耳たぶと、右の手の親指と、右

の足の親指とに、さきにつけた愆祭の血の上につ

けなければならない。 18そして祭司は手のひらに

なお残っている油を、清められる者の頭につけ、

主の前で、その人のためにあがないをしなければ

ならない。 19また祭司は罪祭をささげて、汚れの

ゆえに、清められねばならぬ者のためにあがない

をし、その後、燔祭のものをほふらなければなら

ない。 20そして祭司は燔祭と素祭とを祭壇の上に

ささげ、その人のために、あがないをしなければ

ならない。こうしてその人は清くなるであろう。

21その人がもし貧しくて、それに手の届かない時

は、自分のあがないのために揺り動かす愆祭とし

て、雄の小羊一頭を取り、また素祭として油を混

ぜた麦粉十分の一エパと、油一ログとを取り、 22

さらにその手の届く山ばと二羽、または家ばとの

ひな二羽を取らなければならない。その一つは罪

祭のため、他の一つは燔祭のためである。 23そし

て八日目に、その清めのために会見の幕屋の入口

におる祭司のもと、主の前にこれを携えて行かな

ければならない。 24祭司はその愆祭の雄の小羊と

、一ログの油とを取り、これを主の前に揺り動か

して揺祭としなければならない。 25そして祭司は

愆祭の雄の小羊をほふり、その愆祭の血を取って

、これを清められる者の右の耳たぶと、右の手の

親指と、右の足の親指とにつけなければならない

。 26また祭司はその油を自分の左の手のひらに注

ぎ、 27祭司はその右の指をもって、左の手のひら

にある油を、七たび主の前に注がなければならな

い。 28また祭司はその手のひらにある油を、清め

られる者の右の耳たぶと、右の手の親指と、右の

足の親指とに、すなわち、愆祭の血をつけたとこ

ろにつけなければならない。 29また祭司は手のひ

らに残っている油を、清められる者の頭につけ、

主の前で、その人のために、あがないをしなけれ

ばならない。 30その人はその手の届く山ばと一羽

、または家ばとのひな一羽をささげなければなら

ない。 31すなわち、その手の届くものの一つを罪

祭とし、他の一つを燔祭として素祭と共にささげ

なければならない。こうして祭司は清められる者

のために、主の前にあがないをするであろう。 32

これはらい病の患者で、その清めに必要なものに

、手の届かない者のためのおきてである」。 33主

はまたモーセとアロンに言われた、 34「あなたが

たに所有として与えるカナンの地に、あなたがた

がはいる時、その所有の地において、家にわたし

がらい病の患部を生じさせることがあれば、 35そ

の家の持ち主はきて、祭司に告げ、『患部のよう

なものが、わたしの家にあります』と言わなけれ

ばならない。 36祭司は命じて、祭司がその患部を

見に行く前に、その家をあけさせ、その家にある

すべての物が汚されないようにし、その後、祭司

は、はいってその家を見なければならない。 37そ

の患部を見て、もしその患部が家の壁にあって、

青または赤のくぼみをもち、それが壁よりも低く

見えるならば、 38祭司はその家を出て、家の入口

にいたり、七日の間その家を閉鎖しなければなら

ない。 39祭司は七日目に、またきてそれを見、そ

の患部がもし家の壁に広がっているならば、 40祭

司は命じて、その患部のある石を取り出し、町の

外の汚れた物を捨てる場所に捨てさせ、 41またそ

の家の内側のまわりを削らせ、その削ったしっく

いを町の外の汚れた物を捨てる場所に捨てさせ、

42ほかの石を取って、元の石のところに入れさせ

、またほかのしっくいを取って、家を塗らせなけ

ればならない。 43このように石を取り出し、家を

削り、塗りかえた後に、その患部がもし再び家に

出るならば、 44祭司はまたきて見なければならな

い。患部がもし家に広がっているならば、これは
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家にある悪性のらい病であって、これは汚れた物

である。 45その家は、こぼち、その石、その木、

その家のしっくいは、ことごとく町の外の汚れた

物を捨てる場所に運び出さなければならない。 46

その家が閉鎖されている日の間に、これにはいる

者は夕まで汚れるであろう。 47その家に寝る者は

その衣服を洗わなければならない。その家で食す

る者も、その衣服を洗わなければならない。 48し

かし、祭司がはいって見て、もし家を塗りかえた

後に、その患部が家に広がっていなければ、これ

はその患部がいえたのであるから、祭司はその家

を清いものとしなければならない。 49また彼はそ

の家を清めるために、小鳥二羽と、香柏の木と、

緋の糸と、ヒソプとを取り、 50その小鳥の一羽を

流れ水を盛った土の器の上で殺し、 51香柏の木と

、ヒソプと、緋の糸と、生きている小鳥とを取っ

て、その殺した小鳥の血と流れ水に浸し、これを

七たび家に注がなければならない。 52こうして祭

司は小鳥の血と流れ水と、生きている小鳥と、香

柏の木と、ヒソプと、緋の糸とをもって家を清め

、 53その生きている小鳥は町の外の野に放して、

その家のために、あがないをしなければならない

。こうして、それは清くなるであろう」。 54これ

はらい病のすべての患部、かいせん、 55および衣

服と家のらい病、 56ならびに腫と、吹出物と、光

る所とに関するおきてであって、 57いつそれが汚

れているか、いつそれが清いかを教えるものであ

る。これがらい病に関するおきてである。

15主はまた、モーセとアロンに言われた、 2「

イスラエルの人々に言いなさい、『だれでも

その肉に流出があれば、その流出は汚れである。 3

その流出による汚れは次のとおりである。すなわ

ち、その肉の流出が続いていても、あるいは、そ

の肉の流出が止まっていても、共に汚れである。 4

流出ある者の寝た床はすべて汚れる。またその人

のすわった物はすべて汚れるであろう。 5その床

に触れる者は、その衣服を洗い、水に身をすすが

なければならない。彼は夕まで汚れるであろう。 6

流出ある者のすわった物の上にすわる者は、その

衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。

彼は夕まで汚れるであろう。 7流出ある者の肉に

触れる者は衣服を洗い、水に身をすすがなければ

ならない。彼は夕まで汚れるであろう。 8流出あ

る者のつばきが、清い者にかかったならば、その

人は衣服を洗い、水に身をすすがなければならな

い。彼は夕まで汚れるであろう。 9流出ある者の

乗った鞍はすべて汚れる。 10また彼の下になった

物に触れる者は、すべて夕まで汚れるであろう。

またそれらの物を運ぶ者は、その衣服を洗い、水

に身をすすがなければならない。彼は夕まで汚れ

るであろう。 11流出ある者が、水で手を洗わずに

人に触れるならば、その人は衣服を洗い、水に身

をすすがなければならない。彼は夕まで汚れるで

あろう。 12流出ある者が触れた土の器は砕かなけ

ればならない。木の器はすべて水で洗わなければ

ならない。 13流出ある者の流出がやんで清くなる

ならば、清めのために七日を数え、その衣服を洗

い、流れ水に身をすすがなければならない。そう

して清くなるであろう。 14八日目に、山ばと二羽

、または家ばとのひな二羽を取って、会見の幕屋

の入口に行き、主の前に出て、それを祭司に渡さ

なければならない。 15祭司はその一つを罪祭とし

、他の一つを燔祭としてささげなければならない

。こうして祭司はその人のため、その流出のため

に主の前に、あがないをするであろう。 16人がも

し精を漏らすことがあれば、その全身を水にすす

がなければならない。彼は夕まで汚れるであろう

。 17すべて精のついた衣服および皮で作った物は

水で洗わなければならない。これは夕まで汚れる

であろう。 18男がもし女と寝て精を漏らすことが

あれば、彼らは共に水に身をすすがなければなら

ない。彼らは夕まで汚れるであろう。 19また女に

流出があって、その身の流出がもし血であるなら

ば、その女は七日のあいだ不浄である。すべてそ

の女に触れる者は夕まで汚れるであろう。 20その

不浄の間に、その女の寝た物はすべて汚れる。ま

たその女のすわった物も、すべて汚れるであろう

。 21すべてその女の床に触れる者は、その衣服を

洗い、水に身をすすがなければならない。彼は夕

まで汚れるであろう。 22すべてその女のすわった

物に触れる者は皆その衣服を洗い、水に身をすす

がなければならない。彼は夕まで汚れるであろう

。 23またその女が床の上、またはすわる物の上に

おる時、それに触れるならば、その人は夕まで汚

れるであろう。 24男がもし、その女と寝て、その

不浄を身にうけるならば、彼は七日のあいだ汚れ

るであろう。また彼の寝た床はすべて汚れるであ

ろう。 25女にもし、その不浄の時のほかに、多く

の日にわたって血の流出があるか、あるいはその

不浄の時を越して流出があれば、その汚れの流出

の日の間は、すべてその不浄の時と同じように、

その女は汚れた者である。 26その流出の日の間に

、その女の寝た床は、すべてその女の不浄の時の

床と同じようになる。すべてその女のすわった物

は、不浄の汚れのように汚れるであろう。 27すべ

てこれらの物に触れる人は汚れる。その衣服を洗

い、水に身をすすがなければならない。彼は夕ま

で汚れるであろう。 28しかし、その女の流出がや

んで、清くなるならば、自分のために、なお七日

を数えなければならない。そして後、清くなるで

あろう。 29その女は八日目に山ばと二羽、または

家ばとのひな二羽を自分のために取り、それを会

見の幕屋の入口におる祭司のもとに携えて行かな

ければならない。 30祭司はその一つを罪祭とし、

他の一つを燔祭としてささげなければならない。

こうして祭司はその女のため、その汚れの流出の

ために主の前に、あがないをするであろう。 31こ

のようにしてあなたがたは、イスラエルの人々を

汚れから離さなければならない。これは彼らのう

ちにあるわたしの幕屋を彼らが汚し、その汚れの

ために死ぬことのないためである』」。 32これは

流出ある者、精を漏らして汚れる者、 33不浄をわ
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ずらう女、ならびに男あるいは女の流出ある者、

および不浄の女と寝る者に関するおきてである。

16アロンのふたりの子が、主の前に近づいて死
んだ後、 2主はモーセに言われた、「あなた

の兄弟アロンに告げて、彼が時をわかたず、垂幕

の内なる聖所に入り、箱の上なる贖罪所の前に行

かぬようにさせなさい。彼が死を免れるためであ

る。なぜなら、わたしは雲の中にあって贖罪所の

上に現れるからである。 3アロンが聖所に、はい

るには、次のようにしなければならない。すなわ

ち雄の子牛を罪祭のために取り、雄羊を燔祭のた

めに取り、 4聖なる亜麻布の服を着、亜麻布のも

もひきをその身にまとい、亜麻布の帯をしめ、亜

麻布の帽子をかぶらなければならない。これらは

聖なる衣服である。彼は水に身をすすいで、これ

を着なければならない。 5またイスラエルの人々

の会衆から雄やぎ二頭を罪祭のために取り、雄羊

一頭を燔祭のために取らなければならない。 6そ

してアロンは自分のための罪祭の雄牛をささげて

、自分と自分の家族のために、あがないをしなけ

ればならない。 7アロンはまた二頭のやぎを取り

、それを会見の幕屋の入口で主の前に立たせ、 8

その二頭のやぎのために、くじを引かなければな

らない。すなわち一つのくじは主のため、一つの

くじはアザゼルのためである。 9そしてアロンは

主のためのくじに当ったやぎをささげて、これを

罪祭としなければならない。 10しかし、アザゼル

のためのくじに当ったやぎは、主の前に生かして

おき、これをもって、あがないをなし、これをア

ザゼルのために、荒野に送らなければならない。

11すなわち、アロンは自分のための罪祭の雄牛を

ささげて、自分と自分の家族のために、あがない

をしなければならない。彼は自分のための罪祭の

雄牛をほふり、 12主の前の祭壇から炭火を満たし

た香炉と、細かくひいた香ばしい薫香を両手いっ

ぱい取って、これを垂幕の内に携え入り、 13主の

前で薫香をその火にくべ、薫香の雲に、あかしの

箱の上なる贖罪所をおおわせなければならない。

こうして、彼は死を免れるであろう。 14彼はまた

その雄牛の血を取り、指をもってこれを贖罪所の

東の面に注ぎ、また指をもってその血を贖罪所の

前に、七たび注がなければならない。 15また民の

ための罪祭のやぎをほふり、その血を垂幕の内に

携え入り、その血をかの雄牛の血のように、贖罪

所の上と、贖罪所の前に注ぎ、 16イスラエルの人

々の汚れと、そのとが、すなわち、彼らのもろも

ろの罪のゆえに、聖所のためにあがないをしなけ

ればならない。また彼らの汚れのうちに、彼らと

共にある会見の幕屋のためにも、そのようにしな

ければならない。 17彼が聖所であがないをするた

めに、はいった時は、自分と自分の家族と、イス

ラエルの全会衆とのために、あがないをなし終え

て出るまで、だれも会見の幕屋の内にいてはなら

ない。 18そして彼は主の前の祭壇のもとに出てき

て、これがために、あがないをしなければならな

い、すなわち、かの雄牛の血と、やぎの血とを取

って祭壇の四すみの角につけ、 19また指をもって

七たびその血をその上に注ぎ、イスラエルの人々

の汚れを除いてこれを清くし、聖別しなければな

らない。 20こうして聖所と会見の幕屋と祭壇との

ために、あがないをなし終えたとき、かの生きて

いるやぎを引いてこなければならない。 21そして

アロンは、その生きているやぎの頭に両手をおき

、イスラエルの人々のもろもろの悪と、もろもろ

のとが、すなわち、彼らのもろもろの罪をその上

に告白して、これをやぎの頭にのせ、定めておい

た人の手によって、これを荒野に送らなければな

らない。 22こうしてやぎは彼らのもろもろの悪を

になって、人里離れた地に行くであろう。すなわ

ち、そのやぎを荒野に送らなければならない。 23

そして、アロンは会見の幕屋に入り、聖所に入る

時に着た亜麻布の衣服を脱いで、そこに置き、 24

聖なる所で水に身をすすぎ、他の衣服を着、出て

きて、自分の燔祭と民の燔祭とをささげて、自分

のため、また民のために、あがないをしなければ

ならない。 25また罪祭の脂肪を祭壇の上で焼かな

ければならない。 26かのやぎをアザゼルに送った

者は衣服を洗い、水に身をすすがなければならな

い。その後、宿営に入ることができる。 27聖所で

、あがないをするために、その血を携え入れられ

た罪祭の雄牛と、罪祭のやぎとは、宿営の外に携

え出し、その皮と肉と汚物とは、火で焼き捨てな

ければならない。 28これを焼く者は衣服を洗い、

水に身をすすがなければならない。その後、宿営

に入ることができる。 29これはあなたがたが永久

に守るべき定めである。すなわち、七月になって

、その月の十日に、あなたがたは身を悩まし、何

の仕事もしてはならない。この国に生れた者も、

あなたがたのうちに宿っている寄留者も、そうし

なければならない。 30この日にあなたがたのため

、あなたがたを清めるために、あがないがなされ

、あなたがたは主の前に、もろもろの罪が清めら

れるからである。 31これはあなたがたの全き休み

の安息日であって、あなたがたは身を悩まさなけ

ればならない。これは永久に守るべき定めである

。 32油を注がれ、父に代って祭司の職に任じられ

る祭司は、亜麻布の衣服、すなわち、聖なる衣服

を着て、あがないをしなければならない。 33彼は

至聖所のために、あがないをなし、また会見の幕

屋のためと、祭壇のために、あがないをなし、ま

た祭司たちのためと、民の全会衆のために、あが

ないをしなければならない。 34これはあなたがた

の永久に守るべき定めであって、イスラエルの人

々のもろもろの罪のために、年に一度あがないを

するものである」。彼は主がモーセに命じられた

とおりにおこなった。

17主はまたモーセに言われた、 2「アロンとそ

の子たち、およびイスラエルのすべての人々

に言いなさい、『主が命じられることはこれであ

る。すなわち 3イスラエルの家のだれでも、牛、

羊あるいは、やぎを宿営の内でほふり、または宿

営の外でほふり、 4それを会見の幕屋の入口に携
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えてきて主の幕屋の前で、供え物として主にささ

げないならば、その人は血を流した者とみなされ

る。彼は血を流したゆえ、その民のうちから断た

れるであろう。 5これはイスラエルの人々に、彼

らが野のおもてでほふるのを常としていた犠牲を

主のもとにひいてこさせ、会見の幕屋の入口にお

る祭司のもとにきて、これを主にささげる酬恩祭

の犠牲としてほふらせるためである。 6祭司はそ

の血を会見の幕屋の入口にある主の祭壇に注ぎか

け、またその脂肪を焼いて香ばしいかおりとし、

主にささげなければならない。 7彼らが慕って姦

淫をおこなったみだらな神に、再び犠牲をささげ

てはならない。これは彼らが代々ながく守るべき

定めである』。 8あなたはまた彼らに言いなさい

、『イスラエルの家の者、またはあなたがたのう

ちに宿る寄留者のだれでも、燔祭あるいは犠牲を

ささげるのに、 9これを会見の幕屋の入口に携え

てきて、主にささげないならば、その人は、その

民のうちから断たれるであろう。 10イスラエルの

家の者、またはあなたがたのうちに宿る寄留者の

だれでも、血を食べるならば、わたしはその血を

食べる人に敵して、わたしの顔を向け、これをそ

の民のうちから断つであろう。 11肉の命は血にあ

るからである。あなたがたの魂のために祭壇の上

で、あがないをするため、わたしはこれをあなた

がたに与えた。血は命であるゆえに、あがなうこ

とができるからである。 12このゆえに、わたしは

イスラエルの人々に言った。あなたがたのうち、

だれも血を食べてはならない。またあなたがたの

うちに宿る寄留者も血を食べてはならない。 13イ

スラエルの人々のうち、またあなたがたのうちに

宿る寄留者のうち、だれでも、食べてもよい獣あ

るいは鳥を狩り獲た者は、その血を注ぎ出し、土

でこれをおおわなければならない。 14すべて肉の

命は、その血と一つだからである。それで、わた

しはイスラエルの人々に言った。あなたがたは、

どんな肉の血も食べてはならない。すべて肉の命

はその血だからである。すべて血を食べる者は断

たれるであろう。 15自然に死んだもの、または裂

き殺されたものを食べる人は、国に生れた者であ

れ、寄留者であれ、その衣服を洗い、水に身をす

すがなければならない。彼は夕まで汚れているが

、その後、清くなるであろう。 16もし、洗わず、

また身をすすがないならば、彼はその罪を負わな

ければならない』」。

18主はまたモーセに言われた、 2「イスラエル

の人々に言いなさい、『わたしはあなたがた

の神、主である。 3あなたがたの住んでいたエジ

プトの国の習慣を見習ってはならない。またわた

しがあなたがたを導き入れるカナンの国の習慣を

見習ってはならない。また彼らの定めに歩んでは

ならない。 4わたしのおきてを行い、わたしの定

めを守り、それに歩まなければならない。わたし

はあなたがたの神、主である。 5あなたがたはわ

たしの定めとわたしのおきてを守らなければなら

ない。もし人が、これを行うならば、これによっ

て生きるであろう。わたしは主である。 6あなた

がたは、だれも、その肉親の者に近づいて、これ

を犯してはならない。わたしは主である。 7あな

たの母を犯してはならない。それはあなたの父を

はずかしめることだからである。彼女はあなたの

母であるから、これを犯してはならない。 8あな

たの父の妻を犯してはならない。それはあなたの

父をはずかしめることだからである。 9あなたの

姉妹、すなわちあなたの父の娘にせよ、母の娘に

せよ、家に生れたのと、よそに生れたのとを問わ

ず、これを犯してはならない。 10あなたのむすこ

の娘、あるいは、あなたの娘の娘を犯してはなら

ない。それはあなた自身をはずかしめることだか

らである。 11あなたの父の妻があなたの父によっ

て産んだ娘は、あなたの姉妹であるから、これを

犯してはならない。 12あなたの父の姉妹を犯して

はならない。彼女はあなたの父の肉親だからであ

る。 13またあなたの母の姉妹を犯してはならない

。彼女はあなたの母の肉親だからである。 14あな

たの父の兄弟の妻を犯し、父の兄弟をはずかしめ

てはならない。彼女はあなたのおばだからである

。 15あなたの嫁を犯してはならない。彼女はあな

たのむすこの妻であるから、これを犯してはなら

ない。 16あなたの兄弟の妻を犯してはならない。

それはあなたの兄弟をはずかしめることだからで

ある。 17あなたは女とその娘とを一緒に犯しては

ならない。またその女のむすこの娘、またはその

娘の娘を取って、これを犯してはならない。彼ら

はあなたの肉親であるから、これは悪事である。

18あなたは妻のなお生きているうちにその姉妹を

取って、同じく妻となし、これを犯してはならな

い。 19あなたは月のさわりの不浄にある女に近づ

いて、これを犯してはならない。 20隣の妻と交わ

り、彼女によって身を汚してはならない。 21あな

たの子どもをモレクにささげてはならない。また

あなたの神の名を汚してはならない。わたしは主

である。 22あなたは女と寝るように男と寝てはな

らない。これは憎むべきことである。 23あなたは

獣と交わり、これによって身を汚してはならない

。また女も獣の前に立って、これと交わってはな

らない。これは道にはずれたことである。 24あな

たがたはこれらのもろもろの事によって身を汚し

てはならない。わたしがあなたがたの前から追い

払う国々の人は、これらのもろもろの事によって

汚れ、 25その地もまた汚れている。ゆえに、わた

しはその悪のためにこれを罰し、その地もまたそ

の住民を吐き出すのである。 26ゆえに、あなたが

たはわたしの定めとわたしのおきてを守り、これ

らのもろもろの憎むべき事の一つでも行ってはな

らない。国に生れた者も、あなたがたのうちに宿

っている寄留者もそうである。 27あなたがたの先

にいたこの地の人々は、これらのもろもろの憎む

べき事を行ったので、その地も汚れたからである

。 28これは、あなたがたがこの地を汚して、この

地があなたがたの先にいた民を吐き出したように

、あなたがたをも吐き出すことのないためである

。 29これらのもろもろの憎むべき事の一つでも行
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う者があれば、これを行う人は、だれでもその民

のうちから断たれるであろう。 30それゆえに、あ

なたがたはわたしの言いつけを守り、先に行われ

たこれらの憎むべき風習の一つをも行ってはなら

ない。またこれによって身を汚してはならない。

わたしはあなたがたの神、主である』」。

19主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々の全会衆に言いなさい、『あなたがたの神

、主なるわたしは、聖であるから、あなたがたも

聖でなければならない。 3あなたがたは、おのお

のその母とその父とをおそれなければならない。

またわたしの安息日を守らなければならない。わ

たしはあなたがたの神、主である。 4むなしい神

々に心を寄せてはならない。また自分のために神

々を鋳て造ってはならない。わたしはあなたがた

の神、主である。 5酬恩祭の犠牲を主にささげる

ときは、あなたがたが受け入れられるように、そ

れをささげなければならない。 6それは、ささげ

た日と、その翌日とに食べ、三日目まで残ったも

のは、それを火で焼かなければならない。 7もし

三日目に、少しでも食べるならば、それは忌むべ

きものとなって、あなたは受け入れられないであ

ろう。 8それを食べる者は、主の聖なる物を汚す

ので、そのとがを負わなければならない。その人

は民のうちから断たれるであろう。 9あなたがた

の地の実のりを刈り入れるときは、畑のすみずみ

まで刈りつくしてはならない。またあなたの刈入

れの落ち穂を拾ってはならない。 10あなたのぶど

う畑の実を取りつくしてはならない。またあなた

のぶどう畑に落ちた実を拾ってはならない。貧し

い者と寄留者とのために、これを残しておかなけ

ればならない。わたしはあなたがたの神、主であ

る。 11あなたがたは盗んではならない。欺いては

ならない。互に偽ってはならない。 12わたしの名

により偽り誓って、あなたがたの神の名を汚して

はならない。わたしは主である。 13あなたの隣人

をしえたげてはならない。また、かすめてはなら

ない。日雇人の賃銀を明くる朝まで、あなたのも

とにとどめておいてはならない。 14耳しいを、の

ろってはならない。目しいの前につまずく物を置

いてはならない。あなたの神を恐れなければなら

ない。わたしは主である。 15さばきをするとき、

不正を行ってはならない。貧しい者を片よってか

ばい、力ある者を曲げて助けてはならない。ただ

正義をもって隣人をさばかなければならない。 16

民のうちを行き巡って、人の悪口を言いふらして

はならない。あなたの隣人の血にかかわる偽証を

してはならない。わたしは主である。 17あなたは

心に兄弟を憎んではならない。あなたの隣人をね

んごろにいさめて、彼のゆえに罪を身に負っては

ならない。 18あなたはあだを返してはならない。

あなたの民の人々に恨みをいだいてはならない。

あなた自身のようにあなたの隣人を愛さなければ

ならない。わたしは主である。 19あなたがたはわ

たしの定めを守らなければならない。あなたの家

畜に異なった種をかけてはならない。あなたの畑

に二種の種をまいてはならない。二種の糸の混ぜ

織りの衣服を身につけてはならない。 20だれでも

、人と婚約のある女奴隷で、まだあがなわれず、

自由を与えられていない者と寝て交わったならば

、彼らふたりは罰を受ける。しかし、殺されるこ

とはない。彼女は自由の女ではないからである。

21しかし、その男は愆祭を主に携えてこなければ

ならない。すなわち、愆祭の雄羊を、会見の幕屋

の入口に連れてこなければならない。 22そして、

祭司は彼の犯した罪のためにその愆祭の雄羊をも

って、主の前に彼のために、あがないをするであ

ろう。こうして彼の犯した罪はゆるされるであろ

う。 23あなたがたが、かの地にはいって、もろも

ろのくだものの木を植えるときは、その実はまだ

割礼をうけないものと、見なさなければならない

。すなわち、それは三年の間あなたがたには、割

礼のないものであって、食べてはならない。 24四

年目には、そのすべての実を聖なる物とし、それ

をさんびの供え物として主にささげなければなら

ない。 25しかし五年目には、あなたがたはその実

を食べることができるであろう。こうするならば

、それはあなたがたのために、多くの実を結ぶで

あろう。わたしはあなたがたの神、主である。 26

あなたがたは何をも血のままで食べてはならない

。また占いをしてはならない。魔法を行ってはな

らない。 27あなたがたのびんの毛を切ってはなら

ない。ひげの両端をそこなってはならない。 28死

人のために身を傷つけてはならない。また身に入

墨をしてはならない。わたしは主である。 29あな

たの娘に遊女のわざをさせて、これを汚してはな

らない。これはみだらな事が国に行われ、悪事が

地に満ちないためである。 30あなたがたはわたし

の安息日を守り、わたしの聖所を敬わなければな

らない。わたしは主である。 31あなたがたは口寄

せ、または占い師のもとにおもむいてはならない

。彼らに問うて汚されてはならない。わたしはあ

なたがたの神、主である。 32あなたは白髪の人の

前では、起立しなければならない。また老人を敬

い、あなたの神を恐れなければならない。わたし

は主である。 33もし他国人があなたがたの国に寄

留して共にいるならば、これをしえたげてはなら

ない。 34あなたがたと共にいる寄留の他国人を、

あなたがたと同じ国に生れた者のようにし、あな

た自身のようにこれを愛さなければならない。あ

なたがたもかつてエジプトの国で他国人であった

からである。わたしはあなたがたの神、主である

。 35あなたがたは、さばきにおいても、物差しに

おいても、はかりにおいても、ますにおいても、

不正を行ってはならない。 36あなたがたは正しい

てんびん、正しいおもり石、正しいエパ、正しい

ヒンを使わなければならない。わたしは、あなた

がたをエジプトの国から導き出したあなたがたの

神、主である。 37あなたがたはわたしのすべての

定めと、わたしのすべてのおきてを守って、これ

を行わなければならない。わたしは主である』」

。



レビ記 78

20主はまたモーセに言われた、 2「イスラエル

の人々に言いなさい、『イスラエルの人々の

うち、またイスラエルのうちに寄留する他国人の

うち、だれでもその子供をモレクにささげる者は

、必ず殺されなければならない。すなわち、国の

民は彼を石で撃たなければならない。 3わたしは

顔をその人に向け、彼を民のうちから断つであろ

う。彼がその子供をモレクにささげてわたしの聖

所を汚し、またわたしの聖なる名を汚したからで

ある。 4その人が子供をモレクにささげるとき、

国の民がもしことさらに、この事に目をおおい、

これを殺さないならば、 5わたし自身、顔をその

人とその家族とに向け、彼および彼に見ならって

モレクを慕い、これと姦淫する者を、すべて民の

うちから断つであろう。 6もし口寄せ、または占

い師のもとにおもむき、彼らを慕って姦淫する者

があれば、わたしは顔をその人に向け、これを民

のうちから断つであろう。 7ゆえにあなたがたは

、みずからを聖別し、聖なる者とならなければな

らない。わたしはあなたがたの神、主である。 8

あなたがたはわたしの定めを守って、これを行わ

なければならない。わたしはあなたがたを聖別す

る主である。 9だれでも父または母をのろう者は

、必ず殺されなければならない。彼が父または母

をのろったので、その血は彼に帰するであろう。

10人の妻と姦淫する者、すなわち隣人の妻と姦淫

する者があれば、その姦夫、姦婦は共に必ず殺さ

れなければならない。 11その父の妻と寝る者は、

その父をはずかしめる者である。彼らはふたりと

も必ず殺されなければならない。その血は彼らに

帰するであろう。 12子の妻と寝る者は、ふたり共

に必ず殺されなければならない。彼らは道ならぬ

ことをしたので、その血は彼らに帰するであろう

。 13女と寝るように男と寝る者は、ふたりとも憎

むべき事をしたので、必ず殺されなければならな

い。その血は彼らに帰するであろう。 14女をその

母と一緒にめとるならば、これは悪事であって、

彼も、女たちも火に焼かれなければならない。こ

のような悪事をあなたがたのうちになくするため

である。 15男がもし、獣と寝るならば彼は必ず殺

されなければならない。あなたがたはまた、その

獣を殺さなければならない。 16女がもし、獣に近

づいて、これと寝るならば、あなたは、その女と

獣とを殺さなければならない。彼らは必ず殺さる

べきである。その血は彼らに帰するであろう。 17

人がもし、その姉妹、すなわち父の娘、あるいは

母の娘に近づいて、その姉妹のはだを見、女はそ

の兄弟のはだを見るならば、これは恥ずべき事で

ある。彼らは、その民の人々の目の前で、断たれ

なければならない。彼は、その姉妹を犯したので

あるから、その罪を負わなければならない。 18人

がもし、月のさわりのある女と寝て、そのはだを

現すならば、男は女の源を現し、女は自分の血の

源を現したのであるから、ふたり共にその民のう

ちから断たれなければならない。 19あなたの母の

姉妹、またはあなたの父の姉妹を犯してはならな

い。これは、自分の肉親の者を犯すことであるか

ら、彼らはその罪を負わなければならない。 20人

がもし、そのおばと寝るならば、これはおじをは

ずかしめることであるから、彼らはその罪を負い

、子なくして死ぬであろう。 21人がもし、その兄

弟の妻を取るならば、これは汚らわしいことであ

る。彼はその兄弟をはずかしめたのであるから、

彼らは子なき者となるであろう。 22あなたがたは

わたしの定めとおきてとをことごとく守って、こ

れを行わなければならない。そうすれば、わたし

があなたがたを住まわせようと導いて行く地は、

あなたがたを吐き出さぬであろう。 23あなたがた

の前からわたしが追い払う国びとの風習に、あな

たがたは歩んではならない。彼らは、このもろも

ろのことをしたから、わたしは彼らを憎むのであ

る。 24わたしはあなたがたに言った、「あなたが

たは、彼らの地を獲るであろう。わたしはこれを

あなたがたに与えて、これを獲させるであろう。

これは乳と蜜との流れる地である」。わたしはあ

なたがたを他の民から区別したあなたがたの神、

主である。 25あなたがたは清い獣と汚れた獣、汚

れた鳥と清い鳥を区別しなければならない。わた

しがあなたがたのために汚れたものとして区別し

た獣、または鳥またはすべて地を這うものによっ

て、あなたがたの身を忌むべきものとしてはなら

ない。 26あなたがたはわたしに対して聖なる者で

なければならない。主なるわたしは聖なる者で、

あなたがたをわたしのものにしようと、他の民か

ら区別したからである。 27男または女で、口寄せ

、または占いをする者は、必ず殺されなければな

らない。すなわち、石で撃ち殺さなければならな

い。その血は彼らに帰するであろう』」。

21主はまたモーセに言われた、「アロンの子な
る祭司たちに告げて言いなさい、『民のうち

の死人のために、身を汚す者があってはならない

。 2ただし、近親の者、すなわち、父、母、むす

こ、娘、兄弟のため、 3また彼の近親で、まだ夫

のない処女なる姉妹のためには、その身を汚して

もよい。 4しかし、夫にとついだ姉妹のためには

、身を汚してはならない。 5彼らは頭の頂をそっ

てはならない。ひげの両端をそり落してはならな

い。また身に傷をつけてはならない。 6彼らは神

に対して聖でなければならない。また神の名を汚

してはならない。彼らは主の火祭、すなわち、神

の食物をささげる者であるから、聖でなければな

らない。 7彼らは遊女や汚れた女をめとってはな

らない。また夫に出された女をめとってはならな

い。祭司は神に対して聖なる者だからである。 8

あなたは彼を聖としなければならない。彼はあな

たの神の食物をささげる者だからである。彼はあ

なたにとって聖なる者でなければならない。あな

たがたを聖とする主、すなわち、わたしは聖なる

者だからである。 9祭司の娘である者が、淫行を

なして、その身を汚すならば、その父を汚すので

あるから、彼女を火で焼かなければならない。 10

その兄弟のうち、頭に注ぎ油を注がれ、職に任ぜ

られて、その衣服をつけ、大祭司となった者は、
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その髪の毛を乱してはならない。またその衣服を

裂いてはならない。 11死人のところに、はいって

はならない。また父のためにも母のためにも身を

汚してはならない。 12また聖所から出てはならな

い。神の聖所を汚してはならない。その神の注ぎ

油による聖別が、彼の上にあるからである。わた

しは主である。 13彼は処女を妻にめとらなければ

ならない。 14寡婦、出された女、汚れた女、遊女

などをめとってはならない。ただ、自分の民のう

ちの処女を、妻にめとらなければならない。 15そ

うすれば、彼は民のうちに、自分の子孫を汚すこ

とはない。わたしは彼を聖別する主だからである

』」。 16主はまたモーセに言われた、 17「アロ

ンに告げて言いなさい、『あなたの代々の子孫で

、だれでも身にきずのある者は近寄って、神の食

物をささげてはならない。 18すべて、その身にき

ずのある者は近寄ってはならない。すなわち、目

しい、足なえ、鼻のかけた者、手足の不つりあい

の者、 19足の折れた者、手の折れた者、 20せむ

し、こびと、目にきずのある者、かいせんの者、

かさぶたのある者、こうがんのつぶれた者などで

ある。 21すべて祭司アロンの子孫のうち、身にき

ずのある者は近寄って、主の火祭をささげてはな

らない。彼は身にきずがあるから、神の食物をさ

さげるために、近寄ってはならない。 22彼は神の

食物の聖なる物も、最も聖なる物も食べることが

できる。 23ただし、垂幕に近づいてはならない。

また祭壇に近寄ってはならない。身にきずがある

からである。彼はわたしの聖所を汚してはならな

い。わたしはそれを聖別する主である』」。 24モ

ーセはこれをアロンとその子ら及びイスラエルの

すべての人々に告げた。

22主はまたモーセに言われた、 2「アロンとそ

の子たちに告げて、イスラエルの人々の聖な

る物、すなわち、彼らがわたしにささげる物をみ

だりに用いて、わたしの聖なる名を汚さないよう

にさせなさい。わたしは主である。 3彼らに言い

なさい、『あなたがたの代々の子孫のうち、だれ

でも、イスラエルの人々が主にささげる聖なる物

に、汚れた身をもって近づく者があれば、その人

はわたしの前から断たれるであろう。わたしは主

である。 4アロンの子孫のうち、だれでも、らい

病の者、また流出ある者は清くなるまで、聖なる

物を食べてはならない。また、すべて死体によっ

て汚れた物に触れた者、精を漏らした者、 5また

は、すべて人を汚す這うものに触れた者、または

、どのような汚れにせよ、人を汚れさせる人に触

れた者、 6このようなものに触れた人は夕まで汚

れるであろう。彼はその身を水にすすがないなら

ば、聖なる物を食べてはならない。 7日が入れば

、彼は清くなるであろう。そののち、聖なる物を

食べることができる。それは彼の食物だからであ

る。 8自然に死んだもの、または裂き殺されたも

のを食べ、それによって身を汚してはならない。

わたしは主である。 9それゆえに、彼らはわたし

の言いつけを守らなければならない。彼らがこれ

を汚し、これがために、罪を獲て死ぬことのない

ためである。わたしは彼らを聖別する主である。

10すべて一般の人は聖なる物を食べてはならない

。祭司の同居人や雇人も聖なる物を食べてはなら

ない。 11しかし、祭司が金をもって人を買った時

は、その者はこれを食べることができる。またそ

の家に生れた者も祭司の食物を食べることができ

る。 12もし祭司の娘が一般の人にとついだならば

、彼女は聖なる供え物を食べてはならない。 13も

し祭司の娘が、寡婦となり、または出されて、子

供もなく、その父の家に帰り、娘の時のようであ

れば、その父の食物を食べることができる。ただ

し、一般の人は、すべてこれを食べてはならない

。 14もし人があやまって聖なる物を食べるならば

、それにその五分の一を加え、聖なる物としてこ

れを祭司に渡さなければならない。 15祭司はイス

ラエルの人々が、主にささげる聖なる物を汚して

はならない。 16人々が聖なる物を食べて、その罪

のとがを負わないようにさせなければならない。

わたしは彼らを聖別する主である』」。 17主はま

たモーセに言われた、 18「アロンとその子たち、

およびイスラエルのすべての人々に言いなさい、

『イスラエルの家の者、またはイスラエルにおる

他国人のうちのだれでも、誓願の供え物、または

自発の供え物を燔祭として主にささげようとする

ならば、 19あなたがたの受け入れられるように牛

、羊、あるいはやぎの雄の全きものをささげなけ

ればならない。 20すべてきずのあるものはささげ

てはならない。それはあなたがたのために、受け

入れられないからである。 21もし人が特別の誓願

をなすため、または自発の供え物のために、牛ま

たは羊を酬恩祭の犠牲として、主にささげようと

するならば、その受け入れられるために、それは

全きものでなければならない。それには、どんな

きずもあってはならない。 22すなわち獣のうちで

、めくらのもの、折れた所のあるもの、切り取っ

た所のあるもの、うみの出る者、かいせんの者、

かさぶたのある者など、あなたがたは、このよう

なものを主にささげてはならない。また祭壇の上

に、これらを火祭として、主にささげてはならな

い。 23牛あるいは羊で、足の長すぎる者、または

短すぎる者は、あなたがたが自発の供え物とする

ことはできるが、誓願の供え物としては受け入れ

られないであろう。 24あなたがたは、こうがんの

破れたもの、つぶれたもの、裂けたもの、または

切り取られたものを、主にささげてはならない。

またあなたがたの国のうちで、このようなことを

、行ってはならない。 25また、あなたがたは異邦

人の手からこれらのものを受けて、あなたがたの

神の食物としてささげてはならない。これらのも

のには欠点があり、きずがあって、あなたがたの

ために受け入れられないからである』」。 26主は

またモーセに言われた、 27「牛、または羊、また

はやぎが生れたならば、これを七日の間その母親

のもとに置かなければならない。八日目からは主

にささげる火祭として受け入れられるであろう。

28あなたがたは雌牛または雌羊をその子と同じ日
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にほふってはならない。 29あなたがたが感謝の犠

牲を主にささげるときは、あなたがたの受け入れ

られるようにささげなければならない。 30これは

その日のうちに食べなければならない。明くる日

まで残しておいてはならない。わたしは主である

。 31あなたがたはわたしの戒めを守り、これを行

わなければならない。わたしは主である。 32あな

たがたはわたしの聖なる名を汚してはならない。

かえって、わたしはイスラエルの人々のうちに聖

とされなければならない。わたしはあなたがたを

聖別する主である。 33あなたがたの神となるため

に、あなたがたをエジプトの国から導き出した者

である。わたしは主である」。

23主はまたモーセに言われた、 2「イスラエル

の人々に言いなさい、『あなたがたが、ふれ

示して聖会とすべき主の定めの祭は次のとおりで

ある。これらはわたしの定めの祭である。 3六日

の間は仕事をしなければならない。第七日は全き

休みの安息日であり、聖会である。どのような仕

事もしてはならない。これはあなたがたのすべて

のすまいにおいて守るべき主の安息日である。 4

その時々に、あなたがたが、ふれ示すべき主の定

めの祭なる聖会は次のとおりである。 5正月の十

四日の夕は主の過越の祭である。 6またその月の

十五日は主の種入れぬパンの祭である。あなたが

たは七日の間は種入れぬパンを食べなければなら

ない。 7その初めの日に聖会を開かなければなら

ない。どんな労働もしてはならない。 8あなたが

たは七日の間、主に火祭をささげなければならな

い。第七日には、また聖会を開き、どのような労

働もしてはならない』」。 9主はまたモーセに言

われた、 10「イスラエルの人々に言いなさい、『

わたしが与える地にはいって穀物を刈り入れると

き、あなたがたは穀物の初穂の束を、祭司のとこ

ろへ携えてこなければならない。 11彼はあなたが

たの受け入れられるように、その束を主の前に揺

り動かすであろう。すなわち、祭司は安息日の翌

日に、これを揺り動かすであろう。 12またその束

を揺り動かす日に、一歳の雄の小羊の全きものを

燔祭として主にささげなければならない。 13その

素祭には油を混ぜた麦粉十分の二エパを用い、こ

れを主にささげて火祭とし、香ばしいかおりとし

なければならない。またその灌祭には、ぶどう酒

一ヒンの四分の一を用いなければならない。 14あ

なたがたの神にこの供え物をささげるその日まで

、あなたがたはパンも、焼麦も、新穀も食べては

ならない。これはあなたがたのすべてのすまいに

おいて、代々ながく守るべき定めである。 15また

安息日の翌日、すなわち、揺祭の束をささげた日

から満七週を数えなければならない。 16すなわち

、第七の安息日の翌日までに、五十日を数えて、

新穀の素祭を主にささげなければならない。 17ま

たあなたがたのすまいから、十分の二エパの麦粉

に種を入れて焼いたパン二個を携えてきて揺祭と

しなければならない。これは初穂として主にささ

げるものである。 18あなたがたはまたパンのほか

に、一歳の全き小羊七頭と、若き雄牛一頭と、雄

羊二頭をささげなければならない。すなわち、こ

れらをその素祭および灌祭とともに主にささげて

燔祭としなければならない。これは火祭であって

、主に香ばしいかおりとなるであろう。 19また雄

やぎ一頭を罪祭としてささげ、一歳の小羊二頭を

酬恩祭の犠牲としてささげなければならない。 20

そして祭司はその初穂のパンと共に、この二頭の

小羊を主の前に揺祭として揺り動かさなければな

らない。これらは主にささげる聖なる物であって

、祭司に帰するであろう。 21あなたがたは、その

日にふれ示して、聖会を開かなければならない。

どのような労働もしてはならない。これはあなた

がたのすべてのすまいにおいて、代々ながく守る

べき定めである。 22あなたがたの地の穀物を刈り

入れるときは、その刈入れにあたって、畑のすみ

ずみまで刈りつくしてはならない。またあなたの

穀物の落ち穂を拾ってはならない。貧しい者と寄

留者のために、それを残しておかなければならな

い。わたしはあなたがたの神、主である』」。 23

主はまたモーセに言われた、 24「イスラエルの人

々に言いなさい、『七月一日をあなたがたの安息

の日とし、ラッパを吹き鳴らして記念する聖会と

しなければならない。 25どのような労働もしては

ならない。しかし、主に火祭をささげなければな

らない』」。 26主はまたモーセに言われた、 27

「特にその七月の十日は贖罪の日である。あなた

がたは聖会を開き、身を悩まし、主に火祭をささ

げなければならない。 28その日には、どのような

仕事もしてはならない。これはあなたがたのため

に、あなたがたの神、主の前にあがないをなすべ

き贖罪の日だからである。 29すべてその日に身を

悩まさない者は、民のうちから断たれるであろう

。 30またすべてその日にどのような仕事をしても

、その人をわたしは民のうちから滅ぼし去るであ

ろう。 31あなたがたはどのような仕事もしてはな

らない。これはあなたがたのすべてのすまいにお

いて、代々ながく守るべき定めである。 32これは

あなたがたの全き休みの安息日である。あなたが

たは身を悩まさなければならない。またその月の

九日の夕には、その夕から次の夕まで安息を守ら

なければならない」。 33主はまたモーセに言われ

た、 34「イスラエルの人々に言いなさい、『その

七月の十五日は仮庵の祭である。七日の間、主の

前にそれを守らなければならない。 35初めの日に

聖会を開かなければならない。どのような労働も

してはならない。 36また七日の間、主に火祭をさ

さげなければならない。八日目には聖会を開き、

主に火祭をささげなければならない。これは聖会

の日であるから、どのような労働もしてはならな

い。 37これらは主の定めの祭であって、あなたが

たがふれ示して聖会とし、主に火祭すなわち、燔

祭、素祭、犠牲および灌祭を、そのささぐべき日

にささげなければならない。 38このほかに主の安

息日があり、またほかに、あなたがたのささげ物

があり、またほかに、あなたがたのもろもろの誓

願の供え物があり、またそのほかに、あなたがた



レビ記81

のもろもろの自発の供え物がある。これらは皆あ

なたがたが主にささげるものである。 39あなたが

たが、地の産物を集め終ったときは、七月の十五

日から七日のあいだ、主の祭を守らなければなら

ない。すなわち、初めの日にも安息をし、八日目

にも安息をしなければならない。 40初めの日に、

美しい木の実と、なつめやしの枝と、茂った木の

枝と、谷のはこやなぎの枝を取って、七日の間あ

なたがたの神、主の前に楽しまなければならない

。 41あなたがたは年に七日の間、主にこの祭を守

らなければならない。これはあなたがたの代々な

がく守るべき定めであって、七月にこれを守らな

ければならない。 42あなたがたは七日の間、仮庵

に住み、イスラエルで生れた者はみな仮庵に住ま

なければならない。 43これはわたしがイスラエル

の人々をエジプトの国から導き出したとき、彼ら

を仮庵に住まわせた事を、あなたがたの代々の子

孫に知らせるためである。わたしはあなたがたの

神、主である』」。 44モーセは主の定めの祭をイ

スラエルの人々に告げた。

24主はまたモーセに言われた、 2「イスラエル

の人々に命じて、オリブを砕いて採った純粋

の油を、ともしびのためにあなたの所へ持ってこ

させ、絶えずともしびをともさせなさい。 3すな

わち、アロンは会見の幕屋のうちのあかしの垂幕

の外で、夕から朝まで絶えず、そのともしびを主

の前に整えなければならない。これはあなたがた

が代々ながく守るべき定めである。 4彼は純金の

燭台の上に、そのともしびを絶えず主の前に整え

なければならない。 5あなたは麦粉を取り、それ

で十二個の菓子を焼かなければならない。菓子一

個に麦粉十分の二エパを用いなければならない。 6

そしてそれを主の前の純金の机の上に、ひと重ね

六個ずつ、ふた重ねにして置かなければならない

。 7あなたはまた、おのおのの重ねの上に、純粋

の乳香を置いて、そのパンの記念の分とし、主に

ささげて火祭としなければならない。 8安息日ご

とに絶えず、これを主の前に整えなければならな

い。これはイスラエルの人々のささぐべきもので

あって、永遠の契約である。 9これはアロンとそ

の子たちに帰する。彼らはこれを聖なる所で食べ

なければならない。これはいと聖なる物であって

、主の火祭のうち彼に帰すべき永久の分である」

。 10イスラエルの女を母とし、エジプトびとを父

とするひとりの者が、イスラエルの人々のうちに

出てきて、そのイスラエルの女の産んだ子と、ひ

とりのイスラエルびとが宿営の中で争いをし、 11

そのイスラエルの女の産んだ子が主の名を汚して

、のろったので、人々は彼をモーセのもとに連れ

てきた。その母はダンの部族のデブリの娘で、名

をシロミテといった。 12人々は彼を閉じ込めて置

いて、主の示しを受けるのを待っていた。 13時に

主はモーセに言われた、 14「あの、のろいごとを

言った者を宿営の外に引き出し、それを聞いた者

に、みな手を彼の頭に置かせ、全会衆に彼を石で

撃たせなさい。 15あなたはまたイスラエルの人々

に言いなさい、『だれでも、その神をのろう者は

、その罪を負わなければならない。 16主の名を汚

す者は必ず殺されるであろう。全会衆は必ず彼を

石で撃たなければならない。他国の者でも、この

国に生れた者でも、主の名を汚すときは殺されな

ければならない。 17だれでも、人を撃ち殺した者

は、必ず殺されなければならない。 18獣を撃ち殺

した者は、獣をもってその獣を償わなければなら

ない。 19もし人が隣人に傷を負わせるなら、その

人は自分がしたように自分にされなければならな

い。 20すなわち、骨折には骨折、目には目、歯に

は歯をもって、人に傷を負わせたように、自分に

もされなければならない。 21獣を撃ち殺した者は

それを償い、人を撃ち殺した者は殺されなければ

ならない。 22他国の者にも、この国に生れた者に

も、あなたがたは同一のおきてを用いなければな

らない。わたしはあなたがたの神、主だからであ

る』」。 23モーセがイスラエルの人々に向かい、

「あの、のろいごとを言った者を宿営の外に引き

出し、石で撃て」と命じたので、イスラエルの人

々は、主がモーセに命じられたようにした。

25主はシナイ山で、モーセに言われた、 2「イ

スラエルの人々に言いなさい、『わたしが与

える地に、あなたがたがはいったときは、その地

にも、主に向かって安息を守らせなければならな

い。 3六年の間あなたは畑に種をまき、また六年

の間ぶどう畑の枝を刈り込み、その実を集めるこ

とができる。 4しかし、七年目には、地に全き休

みの安息を与えなければならない。これは、主に

向かって守る安息である。あなたは畑に種をまい

てはならない。また、ぶどう畑の枝を刈り込んで

はならない。 5あなたの穀物の自然に生えたもの

は刈り取ってはならない。また、あなたのぶどう

の枝の手入れをしないで結んだ実は摘んではなら

ない。これは地のために全き休みの年だからであ

る。 6安息の年の地の産物は、あなたがたの食物

となるであろう。すなわち、あなたと、男女の奴

隷と、雇人と、あなたの所に宿っている他国人と

、 7あなたの家畜と、あなたの国のうちの獣との

ために、その産物はみな、食物となるであろう。 8

あなたは安息の年を七たび、すなわち、七年を七

回数えなければならない。安息の年七たびの年数

は四十九年である。 9七月の十日にあなたはラッ

パの音を響き渡らせなければならない。すなわち

、贖罪の日にあなたがたは全国にラッパを響き渡

らせなければならない。 10その五十年目を聖別し

て、国中のすべての住民に自由をふれ示さなけれ

ばならない。この年はあなたがたにはヨベルの年

であって、あなたがたは、おのおのその所有の地

に帰り、おのおのその家族に帰らなければならな

い。 11その五十年目はあなたがたにはヨベルの年

である。種をまいてはならない。また自然に生え

たものは刈り取ってはならない。手入れをしない

で結んだぶどうの実は摘んではならない。 12この

年はヨベルの年であって、あなたがたに聖である

からである。あなたがたは畑に自然にできた物を
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食べなければならない。 13このヨベルの年には、

おのおのその所有の地に帰らなければならない。

14あなたの隣人に物を売り、また隣人から物を買

うときは、互に欺いてはならない。 15ヨベルの後

の年の数にしたがって、あなたは隣人から買い、

彼もまた畑の産物の年数にしたがって、あなたに

売らなければならない。 16年の数の多い時は、そ

の値を増し、年の数の少ない時は、値を減らさな

ければならない。彼があなたに売るのは産物の数

だからである。 17あなたがたは互に欺いてはなら

ない。あなたの神を恐れなければならない。わた

しはあなたがたの神、主である。 18あなたがたは

わたしの定めを行い、またわたしのおきてを守っ

て、これを行わなければならない。そうすれば、

あなたがたは安らかにその地に住むことができる

であろう。 19地はその実を結び、あなたがたは飽

きるまでそれを食べ、安らかにそこに住むことが

できるであろう。 20「七年目に種をまくことがで

きず、また産物を集めることができないならば、

わたしたちは何を食べようか」とあなたがたは言

うのか。 21わたしは命じて六年目に、あなたがた

に祝福をくだし、三か年分の産物を実らせるであ

ろう。 22あなたがたは八年目に種をまく時には、

なお古い産物を食べているであろう。九年目にそ

の産物のできるまで、あなたがたは古いものを食

べることができるであろう。 23地は永代には売っ

てはならない。地はわたしのものだからである。

あなたがたはわたしと共にいる寄留者、また旅び

とである。 24あなたがたの所有としたどのような

土地でも、その土地の買いもどしに応じなければ

ならない。 25あなたの兄弟が落ちぶれてその所有

の地を売った時は、彼の近親者がきて、兄弟の売

ったものを買いもどさなければならない。 26たと

いその人に、それを買いもどしてくれる人がいな

くても、その人が富み、自分でそれを買いもどす

ことができるようになったならば、 27それを売っ

てからの年を数えて残りの分を買い手に返さなけ

ればならない。そうすればその人はその所有の地

に帰ることができる。 28しかし、もしそれを買い

もどすことができないならば、その売った物はヨ

ベルの年まで買い主の手にあり、ヨベルにはもど

されて、その人はその所有の地に帰ることができ

るであろう。 29人が城壁のある町の住宅を売った

時は、売ってから満一年の間は、それを買いもど

すことができる。その間は彼に買いもどすことを

許さなければならない。 30満一年のうちに、それ

を買いもどさない時は、城壁のある町の内のその

家は永代にそれを買った人のものと定まって、代

々の所有となり、ヨベルの年にももどされないで

あろう。 31しかし、周囲に城壁のない村々の家は

、その地方の畑に附属するものとみなされ、買い

もどすことができ、またヨベルの年には、もどさ

れるであろう。 32レビびとの町々、すなわち、彼

らの所有の町々の家は、レビびとはいつでも買い

もどすことができる。 33レビびとのひとりが、そ

れを買いもどさない時は、その所有の町にある売

った家はヨベルの年にはもどされるであろう。レ

ビびとの町々の家はイスラエルの人々のうちに彼

らがもっている所有だからである。 34ただし、彼

らの町々の周囲の放牧地は売ってはならない。そ

れは彼らの永久の所有だからである。 35あなたの

兄弟が落ちぶれ、暮して行けない時は、彼を助け

、寄留者または旅びとのようにして、あなたと共

に生きながらえさせなければならない。 36彼から

利子も利息も取ってはならない。あなたの神を恐

れ、あなたの兄弟をあなたと共に生きながらえさ

せなければならない。 37あなたは利子を取って彼

に金を貸してはならない。また利益をえるために

食物を貸してはならない。 38わたしはあなたがた

の神、主であって、カナンの地をあなたがたに与

え、かつあなたがたの神となるためにあなたがた

をエジプトの国から導き出した者である。 39あな

たの兄弟が落ちぶれて、あなたに身を売るときは

、奴隷のように働かせてはならない。 40彼を雇人

のように、また旅びとのようにしてあなたの所に

おらせ、ヨベルの年まであなたの所で勤めさせな

さい。 41その時には、彼は子供たちと共にあなた

の所から出て、その一族のもとに帰り、先祖の所

有の地にもどるであろう。 42彼らはエジプトの国

からわたしが導き出したわたしのしもべであるか

ら、身を売って奴隷となってはならない。 43あな

たは彼をきびしく使ってはならない。あなたの神

を恐れなければならない。 44あなたがもつ奴隷は

男女ともにあなたの周囲の異邦人のうちから買わ

なければならない。すなわち、彼らのうちから男

女の奴隷を買うべきである。 45また、あなたがた

のうちに宿っている旅びとの子供のうちからも買

うことができる。また彼らのうちあなたがたの国

で生れて、あなたがたと共におる人々の家族から

も買うことができる。そして彼らはあなたがたの

所有となるであろう。 46あなたがたは彼らを獲て

、あなたがたの後の子孫に所有として継がせるこ

とができる。すなわち、彼らは長くあなたがたの

奴隷となるであろう。しかし、あなたがたの兄弟

であるイスラエルの人々をあなたがたは互にきび

しく使ってはならない。 47あなたと共にいる寄留

者または旅びとが富み、そのかたわらにいるあな

たの兄弟が落ちぶれて、あなたと共にいるその寄

留者、旅びと、または寄留者の一族のひとりに身

を売った場合、 48身を売った後でも彼を買いもど

すことができる。その兄弟のひとりが彼を買いも

どさなければならない。 49あるいは、おじ、また

は、おじの子が彼を買いもどさなければならない

。あるいは一族の近親の者が、彼を買いもどさな

ければならない。あるいは自分に富ができたなら

ば、自分で買いもどさなければならない。 50その

時、彼は自分の身を売った年からヨベルの年まで

を、その買い主と共に数え、その年数によって、

身の代金を決めなければならない。その年数は雇

われた年数として数えなければならない。 51なお

残りの年が多い時は、その年数にしたがい、買わ

れた金額に照して、あがないの金を払わなければ

ならない。 52またヨベルの年までに残りの年が少

なければ、その人と共に計算し、その年数にした
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がって、あがないの金を払わなければならない。

53彼は年々雇われる人のように扱われなければな

らない。あなたの目の前で彼をきびしく使わせて

はならない。 54もし彼がこのようにしてあがなわ

れないならば、ヨベルの年に彼は子供と共に出て

行くことができる。 55イスラエルの人々は、わた

しのしもべだからである。彼らはわたしがエジプ

トの国から導き出したわたしのしもべである。わ

たしはあなたがたの神、主である。

26あなたがたは自分のために、偶像を造っては
ならない。また刻んだ像も石の柱も立てては

ならない。またあなたがたの地に石像を立てて、

それを拝んではならない。わたしはあなたがたの

神、主だからである。 2あなたがたはわたしの安

息日を守り、またわたしの聖所を敬わなければな

らない。わたしは主である。 3もしあなたがたが

わたしの定めに歩み、わたしの戒めを守って、こ

れを行うならば、 4わたしはその季節季節に、雨

をあなたがたに与えるであろう。地は産物を出し

、畑の木々は実を結ぶであろう。 5あなたがたの

麦打ちは、ぶどうの取入れの時まで続き、ぶどう

の取入れは、種まきの時まで続くであろう。あな

たがたは飽きるほどパンを食べ、またあなたがた

の地に安らかに住むであろう。 6わたしが国に平

和を与えるから、あなたがたは安らかに寝ること

ができ、あなたがたを恐れさすものはないであろ

う。わたしはまた国のうちから悪い獣を絶やすで

あろう。つるぎがあなたがたの国を行き巡ること

はないであろう。 7あなたがたは敵を追うであろ

う。彼らは、あなたがたのつるぎに倒れるであろ

う。 8あなたがたの五人は百人を追い、百人は万

人を追い、あなたがたの敵はつるぎに倒れるであ

ろう。 9わたしはあなたがたを顧み、多くの子を

獲させ、あなたがたを増し、あなたがたと結んだ

契約を固めるであろう。 10あなたがたは古い穀物

を食べている間に、また新しいものを獲て、その

古いものを捨てるようになるであろう。 11わたし

は幕屋をあなたがたのうちに建て、心にあなたが

たを忌みきらわないであろう。 12わたしはあなた

がたのうちに歩み、あなたがたの神となり、あな

たがたはわたしの民となるであろう。 13わたしは

あなたがたの神、主であって、あなたがたをエジ

プトの国から導き出して、奴隷の身分から解き放

った者である。わたしはあなたがたのくびきの横

木を砕いて、まっすぐに立って歩けるようにした

のである。 14しかし、あなたがたがもしわたしに

聞き従わず、またこのすべての戒めを守らず、 15

わたしの定めを軽んじ、心にわたしのおきてを忌

みきらって、わたしのすべての戒めを守らず、わ

たしの契約を破るならば、 16わたしはあなたがた

にこのようにするであろう。すなわち、あなたが

たの上に恐怖を臨ませ、肺病と熱病をもって、あ

なたがたの目を見えなくし、命をやせ衰えさせる

であろう。あなたがたが種をまいてもむだである

。敵がそれを食べるであろう。 17わたしは顔をあ

なたがたにむけて攻め、あなたがたは敵の前に撃

ちひしがれるであろう。またあなたがたの憎む者

があなたがたを治めるであろう。あなたがたは追

う者もないのに逃げるであろう。 18それでもなお

、あなたがたがわたしに聞き従わないならば、わ

たしはあなたがたの罪を七倍重く罰するであろう

。 19わたしはあなたがたの誇とする力を砕き、あ

なたがたの天を鉄のようにし、あなたがたの地を

青銅のようにするであろう。 20あなたがたの力は

、むだに費されるであろう。すなわち、地は産物

をいださず、国のうちの木々は実を結ばないであ

ろう。 21もしあなたがたがわたしに逆らって歩み

、わたしに聞き従わないならば、わたしはあなた

がたの罪に従って七倍の災をあなたがたに下すで

あろう。 22わたしはまた野獣をあなたがたのうち

に送るであろう。それはあなたがたの子供を奪い

、また家畜を滅ぼし、あなたがたの数を少なくす

るであろう。あなたがたの大路は荒れ果てるであ

ろう。 23もしあなたがたがこれらの懲しめを受け

てもなお改めず、わたしに逆らって歩むならば、

24わたしもまたあなたがたに逆らって歩み、あな

たがたの罪を七倍重く罰するであろう。 25わたし

はあなたがたの上につるぎを臨ませ、違約の恨み

を報いるであろう。あなたがたが町々に集まる時

は、あなたがたのうちに疫病を送り、あなたがた

は敵の手にわたされるであろう。 26わたしがあな

たがたのつえとするパンを砕くとき、十人の女が

一つのかまどでパンを焼き、それをはかりにかけ

てあなたがたに渡すであろう。あなたがたは食べ

ても満たされないであろう。 27それでもなお、あ

なたがたがわたしに聞き従わず、わたしに逆らっ

て歩むならば、 28わたしもあなたがたに逆らい、

怒りをもって歩み、あなたがたの罪を七倍重く罰

するであろう。 29あなたがたは自分のむすこの肉

を食べ、また自分の娘の肉を食べるであろう。 30

わたしはあなたがたの高き所をこぼち、香の祭壇

を倒し、偶像の死体の上に、あなたがたの死体を

投げ捨てて、わたしは心にあなたがたを忌みきら

うであろう。 31わたしはまたあなたがたの町々を

荒れ地とし、あなたがたの聖所を荒らすであろう

。またわたしはあなたがたのささげる香ばしいか

おりをかがないであろう。 32わたしがその地を荒

らすゆえ、そこに住むあなたがたの敵はそれを見

て驚くであろう。 33わたしはあなたがたを国々の

間に散らし、つるぎを抜いて、あなたがたの後を

追うであろう。あなたがたの地は荒れ果て、あな

たがたの町々は荒れ地となるであろう。 34こうし

てその地が荒れ果てて、あなたがたは敵の国にあ

る間、地は安息を楽しむであろう。すなわち、そ

の時、地は休みを得て、安息を楽しむであろう。

35それは荒れ果てている日の間、休むであろう。

あなたがたがそこに住んでいる間、あなたがたの

安息のときに休みを得なかったものである。 36ま

たあなたがたのうちの残っている者の心に、敵の

国でわたしは恐れをいだかせるであろう。彼らは

木の葉の動く音にも驚いて逃げ、つるぎを避けて

逃げる者のように逃げて、追う者もないのにころ

び倒れるであろう。 37彼らは追う者もないのに、
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つるぎをのがれる者のように折り重なって、つま

ずき倒れるであろう。あなたがたは敵の前に立つ

ことができないであろう。 38あなたがたは国々の

うちにあって滅びうせ、あなたがたの敵の地はあ

なたがたをのみつくすであろう。 39あなたがたの

うちの残っている者は、あなたがたの敵の地で自

分の罪のゆえにやせ衰え、また先祖たちの罪のゆ

えに彼らと同じようにやせ衰えるであろう。 40し

かし、彼らがもし、自分の罪と、先祖たちの罪、

すなわち、わたしに反逆し、またわたしに逆らっ

て歩んだことを告白するならば、 41たといわたし

が彼らに逆らって歩み、彼らを敵の国に引いて行

っても、もし彼らの無割礼の心が砕かれ、あまん

じて罪の罰を受けるならば、 42そのときわたしは

ヤコブと結んだ契約を思い起し、またイサクと結

んだ契約およびアブラハムと結んだ契約を思い起

し、またその地を思い起すであろう。 43しかし、

彼らが地を離れて地が荒れ果てている間、地はそ

の安息を楽しむであろう。彼らはまた、あまんじ

て罪の罰を受けるであろう。彼らがわたしのおき

てを軽んじ、心にわたしの定めを忌みきらったか

らである。 44それにもかかわらず、なおわたしは

彼らが敵の国におるとき、彼らを捨てず、また忌

みきらわず、彼らを滅ぼし尽さず、彼らと結んだ

わたしの契約を破ることをしないであろう。わた

しは彼らの神、主だからである。 45わたしは彼ら

の先祖たちと結んだ契約を彼らのために思い起す

であろう。彼らはわたしがその神となるために国

々の人の目の前で、エジプトの地から導き出した

者である。わたしは主である』」。 46これらは主

が、シナイ山で、自分とイスラエルの人々との間

に、モーセによって立てられた定めと、おきてと

、律法である。

27主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に言いなさい、『人があなたの値積りに従

って主に身をささげる誓願をする時は、 3あなた

の値積りは、二十歳から六十歳までの男には、そ

の値積りを聖所のシケルに従って銀五十シケルと

し、 4女には、その値積りは三十シケルとしなけ

ればならない。 5また五歳から二十歳までは、男

にはその値積りを二十シケルとし、女には十シケ

ルとしなければならない。 6一か月から五歳まで

は、男にはその値積りを銀五シケルとし、女には

その値積りを銀三シケルとしなければならない。 7

また六十歳以上は、男にはその値積りを十五シケ

ルとし、女には十シケルとしなければならない。 8

もしその人が貧しくて、あなたの値積りに応じる

ことができないならば、祭司の前に立ち、祭司の

値積りを受けなければならない。祭司はその誓願

者の力に従って値積らなければならない。 9主に

供え物とすることができる家畜で、人が主にささ

げるものはすべて聖なる物となる。 10ほかのもの

をそれに代用してはならない。良い物を悪い物に

、悪い物を良い物に取り換えてはならない。もし

家畜と家畜とを取り換えるならば、その物も、そ

れと取り換えた物も共に聖なる物となるであろう

。 11もしそれが汚れた家畜で、主に供え物として

ささげられないものであるならば、その人はその

家畜を祭司の前に引いてこなければならない。 12

祭司はその良い悪いに従って、それを値積らなけ

ればならない。それは祭司が値積るとおりになる

であろう。 13もしその人が、それをあがなおうと

するならば、その値積りにその五分の一を加えな

ければならない。 14もし人が自分の家を主に聖な

る物としてささげるときは、祭司はその良い悪い

に従って、それを値積らなければならない。それ

は祭司が値積ったとおりになるであろう。 15もし

その家をささげる人が、それをあがなおうとする

ならば、その値積りの金に、その五分の一を加え

なければならない。そうすれば、それは彼のもの

となるであろう。 16もし人が相続した畑の一部を

主にささげるときは、あなたはそこにまく種の多

少に応じて、値積らなければならない。すなわち

、大麦一ホメルの種を銀五十シケルに値積らなけ

ればならない。 17もしその畑をヨベルの年からさ

さげるのであれば、その価はあなたの値積りのと

おりになるであろう。 18もしその畑をヨベルの年

の後にささげるのであれば、祭司はヨベルの年ま

でに残っている年の数に従ってその金を数え、そ

れをあなたの値積りからさし引かなければならな

い。 19もしまた、その畑をささげる人が、それを

あがなおうとするならば、あなたの値積りの金に

その五分の一を加えなければならない。そうすれ

ば、それは彼のものと決まるであろう。 20しかし

、もしその畑をあがなわず、またそれを他の人に

売るならば、それはもはやあがなうことができな

いであろう。 21その畑は、ヨベルの年になって期

限が切れるならば、奉納の畑と同じく、主の聖な

る物となり、祭司の所有となるであろう。 22もし

また相続した畑の一部でなく、買った畑を主にさ

さげる時は、 23祭司は値積りしてヨベルの年まで

の金を数えなければならない。その人はその値積

りの金をその日に主にささげて、聖なる物としな

ければならない。 24ヨベルの年にその畑は売り主

であるその地の相続者に返るであろう。 25すべて

あなたの値積りは聖所のシケルによってしなけれ

ばならない。二十ゲラを一シケルとする。 26しか

し、家畜のういごは、ういごとしてすでに主のも

のだから、だれもこれをささげてはならない。牛

でも羊でも、それは主のものである。 27もし汚れ

た家畜であるならば、あなたの値積りにその五分

の一を加えて、その人はこれをあがなわなければ

ならない。もしあがなわないならば、それを値積

りに従って売らなければならない。 28ただし、人

が自分の持っているもののうちから奉納物として

主にささげたものは、人であっても、家畜であっ

ても、また相続の畑であっても、いっさいこれを

売ってはならない。またあがなってはならない。

奉納物はすべて主に属するいと聖なる物である。

29またすべて人のうちから奉納物としてささげら

れた人は、あがなってはならない。彼は必ず殺さ

れなければならない。 30地の十分の一は地の産物

であれ、木の実であれ、すべて主のものであって
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、主に聖なる物である。 31もし人がその十分の一

をあがなおうとする時は、それにその五分の一を

加えなければならない。 32牛または羊の十分の一

については、すべて牧者のつえの下を十番目に通

るものは、主に聖なる物である。 33その良い悪い

を問うてはならない。またそれを取り換えてはな

らない。もし取り換えたならば、それと、その取

り換えたものとは、共に聖なる物となるであろう

。それをあがなうことはできない』」。 34これら

は主が、シナイ山で、イスラエルの人々のために

、モーセに命じられた戒めである。
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民数記

1エジプトの国を出た次の年の二月一日に、主は
シナイの荒野において、会見の幕屋で、モーセ

に言われた、 2「あなたがたは、イスラエルの人

々の全会衆を、その氏族により、その父祖の家に

よって調査し、そのすべての男子の名の数を、ひ

とりびとり数えて、その総数を得なさい。 3イス

ラエルのうちで、すべて戦争に出ることのできる

二十歳以上の者を、あなたとアロンとは、その部

隊にしたがって数えなければならない。 4また、

すべての部族は、おのおの父祖の家の長たるもの

を、ひとりずつ出して、あなたがたと協力させな

ければならない。 5すなわち、あなたがたに協力

すべき人々の名は、次のとおりである。ルベンか

らはシデウルの子エリヅル。 6シメオンからはツ

リシャダイの子シルミエル。 7ユダからはアミナ

ダブの子ナション。 8イッサカルからはツアルの

子ネタニエル。 9ゼブルンからはヘロンの子エリ

アブ。 10ヨセフの子たちのうち、エフライムから

はアミホデの子エリシャマ、マナセからはパダヅ

ルの子ガマリエル。 11ベニヤミンからはギデオニ

の子アビダン。 12ダンからはアミシャダイの子ア

ヒエゼル。 13アセルからはオクランの子パギエル

。 14ガドからはデウエルの子エリアサフ。 15ナ

フタリからはエナンの子アヒラ」。 16これらは会

衆のうちから選び出された人々で、その父祖の部

族のつかさたち、またイスラエルの氏族のかしら

たちである。 17こうして、モーセとアロンが、こ

こに名を掲げた人々を引き連れて、 18二月一日に

会衆をことごとく集めたので、彼らはその氏族に

より、その父祖の家により、その名の数にしたが

って二十歳以上のものが、ひとりびとり登録した

。 19主が命じられたように、モーセはシナイの荒

野で彼らを数えた。 20すなわち、イスラエルの長

子ルベンの子たちから生れたものを、その氏族に

より、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に

出ることのできる二十歳以上の男子の名の数を、

ひとりびとり得たが、 21ルベンの部族のうちで、

数えられたものは四万六千五百人であった。 22ま

たシメオンの子たちから生れたものを、その氏族

により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争

に出ることのできる二十歳以上の男子の名の数を

、ひとりびとり得たが、 23シメオンの部族のうち

で、数えられたものは五万九千三百人であった。

24またガドの子たちから生れたものを、その氏族

により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争

に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得

たが、 25ガドの部族のうちで、数えられたものは

四万五千六百五十人であった。 26ユダの子たちか

ら生れたものを、その氏族により、その父祖の家

によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二

十歳以上の者の名の数を得たが、 27ユダの部族の

うちで、数えられたものは七万四千六百人であっ

た。 28イッサカルの子たちから生れたものを、そ

の氏族により、その父祖の家によって調べ、すべ

て戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名の

数を得たが、 29イッサカルの部族のうちで、数え

られたものは五万四千四百人であった。 30ゼブル

ンの子たちから生れたものを、その氏族により、

その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出るこ

とのできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 31

ゼブルンの部族のうちで、数えられたものは五万

七千四百人であった。 32ヨセフの子たちのうち、

エフライムの子たちから生れたものを、その氏族

により、その父祖の家によって調べ、すべて戦争

に出ることのできる二十歳以上の者の名の数を得

たが、 33エフライムの部族のうちで、数えられた

ものは四万五百人であった。 34マナセの子たちか

ら生れたものを、その氏族により、その父祖の家

によって調べ、すべて戦争に出ることのできる二

十歳以上の者の名の数を得たが、 35マナセの部族

のうちで、数えられたものは三万二千二百人であ

った。 36ベニヤミンの子たちから生れたものを、

その氏族により、その父祖の家によって調べ、す

べて戦争に出ることのできる二十歳以上の者の名

の数を得たが、 37ベニヤミンの部族のうちで、数

えられたものは三万五千四百人であった。 38ダン

の子たちから生れたものを、その氏族により、そ

の父祖の家によって調べ、すべて戦争に出ること

のできる二十歳以上の者の名の数を得たが、 39ダ

ンの部族のうちで、数えられたものは六万二千七

百人であった。 40アセルの子たちから生れたもの

を、その氏族により、その父祖の家によって調べ

、すべて戦争に出ることのできる二十歳以上の者

の名の数を得たが、 41アセルの部族のうちで、数

えられたものは四万一千五百人であった。 42ナフ

タリの子たちから生れたものを、その氏族により

、その父祖の家によって調べ、すべて戦争に出る

ことのできる二十歳以上の者の名の数を得たが、

43ナフタリの部族のうちで、数えられたものは、

五万三千四百人であった。 44これらが数えられた

人々であって、モーセとアロンとイスラエルのつ

かさたちとが数えた人々である。そのつかさたち

は十二人であって、おのおのその父祖の家のため

に出たものである。 45そしてイスラエルの人々の

うち、その父祖の家にしたがって数えられた者は

、すべてイスラエルのうち、戦争に出ることので

きる二十歳以上の者であって、 46その数えられた

者は合わせて六十万三千五百五十人であった。 47

しかし、レビびとは、その父祖の部族にしたがっ

て、そのうちに数えられなかった。 48すなわち、

主はモーセに言われた、 49「あなたはレビの部族

だけは数えてはならない。またその総数をイスラ

エルの人々のうちに数えあげてはならない。 50あ

なたはレビびとに、あかしの幕屋と、そのもろも

ろの器と、それに附属するもろもろの物を管理さ

せなさい。彼らは幕屋と、そのもろもろの器とを

持ち運び、またそこで務をし、幕屋のまわりに宿

営しなければならない。 51幕屋が進む時は、レビ

びとがこれを取りくずし、幕屋を張る時は、レビ

びとがこれを組み立てなければならない。ほかの

人がこれに近づく時は殺されるであろう。 52イス
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ラエルの人々はその部隊にしたがって、おのおの

その宿営に、おのおのその旗のもとにその天幕を

張らなければならない。 53しかし、レビびとは、

あかしの幕屋のまわりに宿営しなければならない

。そうすれば、主の怒りはイスラエルの人々の会

衆の上に臨むことがないであろう。レビびとは、

あかしの幕屋の務を守らなければならない」。 54

イスラエルの人々はこのようにして、すべて主が

モーセに命じられたように行った。

2主はモーセとアロンに言われた、 2「イスラエ

ルの人々は、おのおのその部隊の旗のもとに、

その父祖の家の旗印にしたがって宿営しなければ

ならない。また会見の幕屋のまわりに、それに向

かって宿営しなければならない。 3すなわち、日

の出る方、東に宿営するものは、ユダの宿営の旗

につく者であって、その部隊にしたがって宿営し

、アミナダブの子ナションが、ユダの子たちのつ

かさとなるであろう。 4その部隊、すなわち、数

えられた者は七万四千六百人である。 5そのかた

わらに宿営する者はイッサカルの部族で、ツアル

の子ネタニエルが、イッサカルの子たちのつかさ

となるであろう。 6その部隊、すなわち、数えら

れた者は五万四千四百人である。 7次はゼブルン

の部族で、ヘロンの子エリアブが、ゼブルンの子

たちのつかさとなるであろう。 8その部隊、すな

わち、数えられた者は五万七千四百人である。 9

ユダの宿営の、その部隊にしたがって数えられた

者は、合わせて十八万六千四百人である。これら

の者は、まっ先に進まなければならない。 10南の

方では、ルベンの宿営の旗につく者が、その部隊

にしたがっており、シデウルの子エリヅルが、ル

ベンの子たちのつかさとなるであろう。 11その部

隊、すなわち、数えられた者は四万六千五百人で

ある。 12そのかたわらに宿営する者はシメオンの

部族で、ツリシャダイの子シルミエルが、シメオ

ンの子たちのつかさとなるであろう。 13その部隊

、すなわち、数えられた者は五万九千三百人であ

る。 14次はガドの部族で、デウエルの子エリアサ

フが、ガドの子たちのつかさとなるであろう。 15

その部隊、すなわち、数えられた者は四万五千六

百五十人である。 16ルベンの宿営の、その部隊に

したがって数えられた者は、合わせて十五万一千

四百五十人である。これらの者は二番目に進まな

ければならない。 17その次に会見の幕屋を、レビ

びとの宿営とともに、もろもろの宿営の中央にし

て進まなければならない。彼らは宿営するのと同

じように、おのおのその位置で、その旗にしたが

って進まなければならない。 18西の方では、エフ

ライムの宿営の旗につく者が、その部隊にしたが

っており、アミホデの子エリシャマが、エフライ

ムの子たちのつかさとなるであろう。 19その部隊

、すなわち、数えられた者は四万五百人である。

20そのかたわらにマナセの部族がおって、パダヅ

ルの子ガマリエルが、マナセの子たちのつかさと

なるであろう。 21その部隊、すなわち、数えられ

た者は三万二千二百人である。 22次にベニヤミン

の部族がおって、ギデオニの子アビダンが、ベニ

ヤミンの子たちのつかさとなるであろう。 23その

部隊、すなわち、数えられた者は三万五千四百人

である。 24エフライムの宿営の、その部隊にした

がって数えられた者は、合わせて十万八千百人で

ある。これらの者は三番目に進まなければならな

い。 25北の方では、ダンの宿営の旗につく者が、

その部隊にしたがっており、アミシャダイの子ア

ヒエゼルが、ダンの子たちのつかさとなるであろ

う。 26その部隊、すなわち、数えられた者は六万

二千七百人である。 27そのかたわらに宿営する者

は、アセルの部族であって、オクランの子パギエ

ルが、アセルの子たちのつかさとなるであろう。

28その部隊、すなわち、数えられた者は四万一千

五百人である。 29次にナフタリの部族がおって、

エナンの子アヒラが、ナフタリの子たちのつかさ

となるであろう。 30その部隊、すなわち、数えら

れた者は五万三千四百人である。 31ダンの宿営の

、数えられた者は合わせて十五万七千六百人であ

る。これらの者はその旗にしたがって、最後に進

まなければならない」。 32これがイスラエルの人

々の、その父祖の家にしたがって数えられた人々

である。もろもろの宿営の、その部隊にしたがっ

て数えられた者は合わせて六十万三千五百五十人

であった。 33しかし、レビびとはイスラエルの人

々のうちに数えられなかった。主がモーセに命じ

られたとおりである。 34イスラエルの人々は、す

べて主がモーセに命じられたとおりに行い、その

旗にしたがって宿営し、おのおのその氏族に従い

、その父祖の家に従って進んだ。

3主がシナイ山で、モーセと語られた時の、アロ
ンとモーセの一族は、次のとおりであった。 2

アロンの子たちの名は、次のとおりである。長子

はナダブ、次はアビウ、エレアザル、イタマル。 3

これがアロンの子たちの名であって、彼らはみな

油を注がれ、祭司の職に任じられて祭司となった

。 4ナダブとアビウとは、シナイの荒野において

、異火を主の前にささげたので、主の前で死んだ

。彼らには子供がなかった。そしてエレアザルと

イタマルとが、父アロンの前で祭司の務をした。 5

主はまたモーセに言われた、 6「レビの部族を召

し寄せ、祭司アロンの前に立って仕えさせなさい

。 7彼らは会見の幕屋の前にあって、アロンと全

会衆のために、その務をし、幕屋の働きをしなけ

ればならない。 8すなわち、彼らは会見の幕屋の

、すべての器をまもり、イスラエルの人々のため

に務をし、幕屋の働きをしなければならない。 9

あなたはレビびとを、アロンとその子たちとに、

与えなければならない。彼らはイスラエルの人々

のうちから、全くアロンに与えられたものである

。 10あなたはアロンとその子たちとを立てて、祭

司の職を守らせなければならない。ほかの人で近

づくものは殺されるであろう」。 11主はまたモー

セに言われた、 12「わたしは、イスラエルの人々

のうちの初めに生れたすべてのういごの代りに、

レビびとをイスラエルの人々のうちから取るであ
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ろう。レビびとは、わたしのものとなるであろう

。 13ういごはすべてわたしのものだからである。

わたしは、エジプトの国において、すべてのうい

ごを撃ち殺した日に、イスラエルのういごを、人

も獣も、ことごとく聖別して、わたしに帰せしめ

た。彼らはわたしのものとなるであろう。わたし

は主である」。 14主はまたシナイの荒野でモーセ

に言われた、 15「あなたはレビの子たちを、その

父祖の家により、その氏族によって数えなさい。

すなわち、一か月以上の男子を数えなければなら

ない」。 16それでモーセは主の言葉にしたがって

、命じられたとおりに、それを数えた。 17レビの

子たちの名は次のとおりである。すなわち、ゲル

ション、コハテ、メラリ。 18ゲルションの子たち

の名は、その氏族によれば次のとおりである。す

なわち、リブニ、シメイ。 19コハテの子たちは、

その氏族によれば、アムラム、イヅハル、ヘブロ

ン、ウジエル。 20メラリの子たちは、その氏族に

よれば、マヘリ、ムシ。これらはその父祖の家に

よるレビの氏族である。 21ゲルションからリブニ

びとの氏族と、シメイびとの氏族とが出た。これ

らはゲルションびとの氏族である。 22その数えら

れた者、すなわち、一か月以上の男子の数は合わ

せて七千五百人であった。 23ゲルションびとの氏

族は幕屋の後方、すなわち、西の方に宿営し、 24

ラエルの子エリアサフが、ゲルションびとの父祖

の家のつかさとなるであろう。 25会見の幕屋の、

ゲルションの子たちの務は、幕屋、天幕とそのお

おい、会見の幕屋の入口のとばり、 26庭のあげば

り、幕屋と祭壇のまわりの庭の入口のとばり、そ

のひも、およびすべてそれに用いる物を守ること

である。 27また、コハテからアムラムびとの氏族

、イヅハルびとの氏族、ヘブロンびとの氏族、ウ

ジエルびとの氏族が出た。これらはコハテびとの

氏族である。 28一か月以上の男子の数は、合わせ

て八千六百人であって、聖所の務を守る者たちで

ある。 29コハテの子たちの氏族は、幕屋の南の方

に宿営し、 30ウジエルの子エリザパンが、コハテ

びとの氏族の父祖の家のつかさとなるであろう。

31彼らの務は、契約の箱、机、燭台、二つの祭壇

、聖所の務に用いる器、とばり、およびすべてそ

れに用いる物を守ることである。 32祭司アロンの

子エレアザルが、レビびとのつかさたちの長とな

り、聖所の務を守るものたちを監督するであろう

。 33メラリからマヘリびとの氏族と、ムシびとの

氏族とが出た。これらはメラリの氏族である。 34

その数えられた者、すなわち、一か月以上の男子

の数は、合わせて六千二百人であった。 35アビハ

イルの子ツリエルが、メラリの氏族の父祖の家の

つかさとなるであろう。彼らは幕屋の北の方に宿

営しなければならない。 36メラリの子たちが、そ

の務として管理すべきものは、幕屋の枠、その横

木、その柱、その座、そのすべての器、およびそ

れに用いるすべての物、 37ならびに庭のまわりの

柱とその座、その釘、およびそのひもである。 38

また幕屋の前、その東の方、すなわち、会見の幕

屋の東の方に宿営する者は、モーセとアロン、お

よびアロンの子たちであって、イスラエルの人々

の務に代って、聖所の務を守るものである。ほか

の人で近づく者は殺されるであろう。 39モーセと

アロンとが、主の言葉にしたがって数えたレビび

とで、その氏族によって数えられた者、一か月以

上の男子は、合わせて二万二千人であった。 40主

はまたモーセに言われた、「あなたは、イスラエ

ルの人々のうち、すべてういごである男子の一か

月以上のものを数えて、その名の数を調べなさい

。 41また主なるわたしのために、イスラエルの人

々のうちの、すべてのういごの代りにレビびとを

取り、またイスラエルの人々の家畜のうちの、す

べてのういごの代りに、レビびとの家畜を取りな

さい」。 42そこでモーセは主の命じられたように

、イスラエルの人々のうちの、すべてのういごを

数えた。 43その数えられたういごの男子、すべて

一か月以上の者は、その名の数によると二万二千

二百七十三人であった。 44主はモーセに言われた

、 45「あなたはイスラエルの人々のうちの、すべ

てのういごの代りに、レビびとを取り、また彼ら

の家畜の代りに、レビびとの家畜を取りなさい。

レビびとはわたしのものとなる。わたしは主であ

る。 46またイスラエルの人々のういごは、レビび

との数を二百七十三人超過しているから、そのあ

がないのために、 47そのあたまかずによって、ひ

とりごとに銀五シケルを取らなければならない。

すなわち、聖所のシケルにしたがって、それを取

らなければならない。一シケルは二十ゲラである

。 48あなたは、その超過した者をあがなう金を、

アロンと、その子たちに渡さなければならない」

。 49そこでモーセは、レビびとによってあがなわ

れた者を超過した人々から、あがないの金を取っ

た。 50すなわち、モーセは、イスラエルの人々の

ういごから、聖所のシケルにしたがって千三百六

十五シケルの銀を取り、 51そのあがないの金を、

主の言葉にしたがって、アロンとその子たちに渡

した。主がモーセに命じられたとおりである。

4主はまたモーセとアロンに言われた、 2「レビ

の子たちのうちから、コハテの子たちの総数を

、その氏族により、その父祖の家にしたがって調

べ、 3三十歳以上五十歳以下で、務につき、会見

の幕屋で働くことのできる者を、ことごとく数え

なさい。 4コハテの子たちの、会見の幕屋の務は

、いと聖なる物にかかわるものであって、次のと

おりである。 5すなわち、宿営の進む時に、アロ

ンとその子たちとは、まず、はいって、隔ての垂

幕を取りおろし、それをもって、あかしの箱をお

おい、 6その上に、じゅごんの皮のおおいを施し

、またその上に総青色の布をうちかけ、環にさお

をさし入れる。 7また供えのパンの机の上には、

青色の布をうちかけ、その上に、さら、乳香を盛

る杯、鉢、および灌祭の瓶を並べ、また絶やさず

供えるパンを置き、 8緋色の布をその上にうちか

け、じゅごんの皮のおおいをもって、これをおお

い、さおをさし入れる。 9また青色の布を取って

、燭台とそのともし火ざら、芯切りばさみ、芯取
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りざら、およびそれに用いるもろもろの油の器を

おおい、 10じゅごんの皮のおおいのうちに、燭台

とそのもろもろの器をいれて、担架に載せる。 11

また、金の祭壇の上に青色の布をうちかけ、じゅ

ごんの皮のおおいで、これをおおい、そのさおを

さし入れる。 12また聖所の務に用いる務の器をみ

な取り、青色の布に包み、じゅごんの皮のおおい

で、これをおおって、担架に載せる。 13また祭壇

の灰を取り去って、紫の布をその祭壇の上にうち

かけ、 14その上に、務をするのに用いるもろもろ

の器、すなわち、火ざら、肉さし、十能、鉢、お

よび祭壇のすべての器を載せ、またその上に、じ

ゅごんの皮のおおいをうちかけ、そしてさおをさ

し入れる。 15宿営の進むとき、アロンとその子た

ちとが、聖所と聖所のすべての器をおおうことを

終ったならば、その後コハテの子たちは、それを

運ぶために、はいってこなければならない。しか

し、彼らは聖なる物に触れてはならない。触れる

と死ぬであろう。会見の幕屋のうちの、これらの

物は、コハテの子たちが運ぶものである。 16祭司

アロンの子エレアザルは、ともし油、香ばしい薫

香、絶やさず供える素祭および注ぎ油をつかさど

り、また幕屋の全体と、そのうちにあるすべての

聖なる物、およびその所のもろもろの器をつかさ

どらなければならない」。 17主はまた、モーセと

アロンに言われた、 18「あなたがたはコハテびと

の一族を、レビびとのうちから絶えさせてはなら

ない。 19彼らがいと聖なる物に近づく時、死なな

いで、命を保つために、このようにしなさい、す

なわち、アロンとその子たちが、まず、はいり、

彼らをおのおのその働きにつかせ、そのになうべ

きものを取らせなさい。 20しかし、彼らは、はい

って、ひと目でも聖なる物を見てはならない。見

るならば死ぬであろう」。 21主はまたモーセに言

われた、 22「あなたはまたゲルションの子たちの

総数を、その父祖の家により、その氏族にしたが

って調べ、 23三十歳以上五十歳以下で、務につき

、会見の幕屋で働くことのできる者を、ことごと

く数えなさい。 24ゲルションびとの氏族の務とし

て働くことと、運ぶ物とは次のとおりである。 25

すなわち、彼らは幕屋の幕、会見の幕屋およびそ

のおおいと、その上のじゅごんの皮のおおい、な

らびに会見の幕屋の入口のとばりを運び、 26また

庭のあげばり、および幕屋と祭壇のまわりの庭の

門の入口のとばりと、そのひも、ならびにそれに

用いるすべての器を運ばなければならない。そし

て彼らはすべてこれらのものについての働きをし

なければならない。 27ゲルションびとの子たちの

すべての務、すなわち、その運ぶことと、働くこ

ととは、すべてアロンとその子たちの命に従わな

ければならない。あなたがたは彼らにすべてその

運ぶべき物を定めて、これを守らせなければなら

ない。 28これはすなわちゲルションびとの子たち

の氏族が、会見の幕屋でする働きであって、彼ら

の務は祭司アロンの子イタマルの指揮のもとにお

かなければならない。 29メラリの子たちをもまた

あなたはその氏族により、その祖父の家にしたが

って調べ、 30三十歳以上五十歳以下で、務につき

、会見の幕屋の働きをすることのできる者を、こ

とごとく数えなさい。 31彼らが会見の幕屋でする

すべての務にしたがって、その運ぶ責任のある物

は次のとおりである。すなわち、幕屋の枠、その

横木、その柱、その座、 32庭のまわりの柱、その

座、その釘、そのひも、またそのすべての器、お

よびそれに用いるすべてのものである。あなたが

たは彼らが運ぶ責任のある器を、その名によって

割り当てなければならない。 33これはすなわちメ

ラリの子たちの氏族の働きであって、彼らは祭司

アロンの子イタマルの指揮のもとに、会見の幕屋

で、このすべての働きをしなければならない」。

34そこでモーセとアロン、および会衆のつかさた

ちは、コハテの子たちをその氏族により、その父

祖の家にしたがって調べ、 35三十歳以上五十歳以

下で、務につき、会見の幕屋で働くことのできる

者を、ことごとく数えたが、 36その氏族にしたが

って数えられた者は二千七百五十人であった。 37

これはすなわち、コハテびとの氏族の数えられた

者で、すべて会見の幕屋で働くことのできる者で

あった。モーセとアロンが、主のモーセによって

命じられたところにしたがって数えたのである。

38またゲルションの子たちを、その氏族により、

その父祖の家にしたがって調べ、 39三十歳以上五

十歳以下で、務につき、会見の幕屋で働くことの

できる者を、ことごとく数えたが、 40その氏族に

より、その父祖の家にしたがって数えられた者は

二千六百三十人であった。 41これはすなわち、ゲ

ルションの子たちの氏族の数えられた者で、すべ

て会見の幕屋で働くことのできる者であった。モ

ーセとアロンが、主の命にしたがって数えたので

ある。 42またメラリの子たちの氏族を、その氏族

により、その父祖の家にしたがって調べ、 43三十

歳以上五十歳以下で、務につき、会見の幕屋で働

くことのできる者を、ことごとく数えたが、 44そ

の氏族にしたがって数えられた者は三千二百人で

あった。 45これはすなわち、メラリの子たちの氏

族の数えられた者で、モーセとアロンが、主のモ

ーセによって命じられたところにしたがって数え

たのである。 46モーセとアロン、およびイスラエ

ルのつかさたちは、レビびとを、その氏族により

、その父祖の家にしたがって調べ、 47三十歳以上

五十歳以下で、会見の幕屋にはいって務の働きを

し、また、運ぶ働きをする者を、ことごとく数え

たが、 48その数えられた者は八千五百八十人であ

った。 49彼らは主の命により、モーセによって任

じられ、おのおのその働きにつき、かつその運ぶ

ところを受け持った。こうして彼らは主のモーセ

に命じられたように数えられたのである。

5主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの

人々に命じて、らい病人、流出のある者、死体

にふれて汚れた者を、ことごとく宿営の外に出さ

せなさい。 3男でも女でも、あなたがたは彼らを

宿営の外に出してそこにおらせ、彼らに宿営を汚

させてはならない。わたしがその中に住んでいる
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からである」。 4イスラエルの人々はそのように

して、彼らを宿営の外に出した。すなわち、主が

モーセに言われたようにイスラエルの人々は行っ

た。 5主はまたモーセに言われた、 6「イスラエ

ルの人々に告げなさい、『男または女が、もし人

の犯す罪をおかして、主に罪を得、その人がとが

ある者となる時は、 7その犯した罪を告白し、そ

の物の価にその五分の一を加えて、彼がとがを犯

した相手方に渡し、そのとがをことごとく償わな

ければならない。 8しかし、もし、そのとがの償

いを受け取るべき親族も、その人にない時は、主

にそのとがの償いをして、これを祭司に帰せしめ

なければならない。なお、このほか、そのあがな

いをするために用いた贖罪の雄羊も、祭司に帰せ

しめなければならない。 9イスラエルの人々が、

祭司のもとに携えて来るすべての聖なるささげ物

は、みな祭司に帰せしめなければならない。 10す

べて人の聖なるささげ物は祭司に帰し、すべて人

が祭司に与える物は祭司に帰するであろう』」。

11主はまたモーセに言われた、 12「イスラエルの

人々に告げなさい、『もし人の妻たる者が、道な

らぬ事をして、その夫に罪を犯し、 13人が彼女と

寝たのに、その事が夫の目に隠れて現れず、彼女

はその身を汚したけれども、それに対する証人も

なく、彼女もまたその時に捕えられなかった場合

、 14すなわち、妻が身を汚したために、夫が疑い

の心を起して妻を疑うことがあり、または妻が身

を汚した事がないのに、夫が疑いの心を起して妻

を疑うことがあれば、 15夫は妻を祭司のもとに伴

い、彼女のために大麦の粉一エパの十分の一を供

え物として携えてこなければならない。ただし、

その上に油を注いではならない。また乳香を加え

てはならない。これは疑いの供え物、覚えの供え

物であって罪を覚えさせるものだからである。 16

祭司はその女を近く進ませ、主の前に立たせなけ

ればならない。 17祭司はまた土の器に聖なる水を

入れ、幕屋のゆかのちりを取ってその水に入れ、

18その女を主の前に立たせ、女にその髪の毛をほ

どかせ、覚えの供え物すなわち、疑いの供え物を

、その手に持たせなければならない。そして祭司

は、のろいの苦い水を手に取り、 19女に誓わせて

、これに言わなければならない、「もし人があな

たと寝たことがなく、またあなたが、夫のもとに

あって、道ならぬ事をして汚れたことがなければ

、のろいの苦い水も、あなたに害を与えないであ

ろう。 20しかし、あなたが、もし夫のもとにあっ

て、道ならぬことをして身を汚し、あなたの夫で

ない人が、あなたと寝たことがあるならば、 21祭

司はその女に、のろいの誓いをもって誓わせ、そ

の女に言わなければならない。主はあなたのもも

をやせさせ、あなたの腹をふくれさせて、あなた

を民のうちの、のろいとし、また、ののしりとさ

れるように。 22また、のろいの水が、あなたの腹

にはいってあなたの腹をふくれさせ、あなたのも

もをやせさせるように」。その時、女は「アァメ

ン、アァメン」と言わなければならない。 23祭司

は、こののろいを書き物に書きしるし、それを苦

い水に洗い落し、 24女にそののろいの水を飲ませ

なければならない。そののろいの水は彼女のうち

にはいって苦くなるであろう。 25そして祭司はそ

の女の手から疑いの供え物を取り、その供え物を

主の前に揺り動かして、それを祭壇に持ってこな

ければならない。 26祭司はその供え物のうちから

、覚えの分、一握りを取って、それを祭壇で焼き

、その後、女にその水を飲ませなければならない

。 27その水を女に飲ませる時、もしその女が身を

汚し、夫に罪を犯した事があれば、そののろいの

水は女のうちにはいって苦くなり、その腹はふく

れ、ももはやせて、その女は民のうちののろいと

なるであろう。 28しかし、もし女が身を汚した事

がなく、清いならば、害を受けないで、子を産む

ことができるであろう。 29これは疑いのある時の

おきてである。妻たる者が夫のもとにあって、道

ならぬ事をして身を汚した時、 30または夫たる者

が疑いの心を起して、妻を疑う時、彼はその女を

主の前に立たせ、祭司はこのおきてを、ことごと

く彼女に行わなければならない。 31こうするなら

ば、夫は罪がなく、妻は罪を負うであろう』」。

6主はまたモーセに言われた、 2「イスラエルの

人々に言いなさい、『男または女が、特に誓い

を立て、ナジルびととなる誓願をして、身を主に

聖別する時は、 3ぶどう酒と濃い酒を断ち、ぶど

う酒の酢となったもの、濃い酒の酢となったもの

を飲まず、また、ぶどうの汁を飲まず、また生で

も干したものでも、ぶどうを食べてはならない。 4

ナジルびとである間は、すべて、ぶどうの木から

できるものは、種も皮も食べてはならない。 5ま

た、ナジルびとたる誓願を立てている間は、すべ

て、かみそりを頭に当ててはならない。身を主に

聖別した日数の満ちるまで、彼は聖なるものであ

るから、髪の毛をのばしておかなければならない

。 6身を主に聖別している間は、すべて死体に近

づいてはならない。 7父母、兄弟、姉妹が死んだ

時でも、そのために身を汚してはならない。神に

聖別したしるしが、頭にあるからである。 8彼は

ナジルびとである間は、すべて主の聖なる者であ

る。 9もし人がはからずも彼のかたわらに死んで

、彼の聖別した頭を汚したならば、彼は身を清め

る日に、頭をそらなければならない。すなわち、

七日目にそれをそらなければならない。 10そして

八日目に山ばと二羽、または家ばとのひな二羽を

携えて、会見の幕屋の入口におる祭司の所に行か

なければならない。 11祭司はその一羽を罪祭に、

一羽を燔祭にささげて、彼が死体によって得た罪

を彼のためにあがない、その日に彼の頭を聖別し

なければならない。 12彼はまたナジルびとたる日

の数を、改めて主に聖別し、一歳の雄の小羊を携

えてきて、愆祭としなければならない。それ以前

の日は、彼がその聖別を汚したので、無効になる

であろう。 13これがナジルびとの律法である。聖

別の日数が満ちた時は、その人を会見の幕屋の入

口に連れてこなければならない。 14そしてその人

は供え物を主にささげなければならない。すなわ
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ち、一歳の雄の小羊の全きもの一頭を燔祭とし、

一歳の雌の小羊の全きもの一頭を罪祭とし、雄羊

の全きもの一頭を酬恩祭とし、 15また種入れぬパ

ンの一かご、油を混ぜて作った麦粉の菓子、油を

塗った種入れぬ煎餅、および素祭と灌祭を携えて

こなければならない。 16祭司はこれを主の前に携

えてきて、その罪祭と燔祭とをささげ、 17また雄

羊を種入れぬパンの一かごと共に、酬恩祭の犠牲

として、主にささげなければならない。祭司はま

たその素祭と灌祭をもささげなければならない。

18そのナジルびとは会見の幕屋の入口で、聖別し

た頭をそり、その聖別した頭の髪を取って、これ

を酬恩祭の犠牲の下にある火の上に置かなければ

ならない。 19祭司はその雄羊の肩の煮えたものと

、かごから取った種入れぬ菓子一つと、種入れぬ

煎餅一つを取って、これをナジルびとが、その聖

別した頭をそった後、その手に授け、 20祭司は主

の前でこれを揺り動かして揺祭としなければなら

ない。これは聖なる物であって、その揺り動かし

た胸と、ささげたももと共に、祭司に帰するであ

ろう。こうして後、そのナジルびとは、ぶどう酒

を飲むことができる。 21これは誓願をするナジル

びとと、そのナジルびとたる事のために、主にさ

さげる彼の供え物についての律法である。このほ

かにその力の及ぶ物をささげることができる。す

なわち、彼はその誓う誓願のように、ナジルびと

の律法にしたがって行わなければならない』」。

22主はまたモーセに言われた、 23「アロンとその

子たちに言いなさい、『あなたがたはイスラエル

の人々を祝福してこのように言わなければならな

い。 24「願わくは主があなたを祝福し、あなたを

守られるように。 25願わくは主がみ顔をもってあ

なたを照し、あなたを恵まれるように。 26願わく

は主がみ顔をあなたに向け、あなたに平安を賜わ

るように」』。 27こうして彼らがイスラエルの人

々のために、わたしの名を唱えるならば、わたし

は彼らを祝福するであろう」。

7モーセが幕屋を建て終り、これに油を注いで聖
別し、またそのすべての器、およびその祭壇と

、そのすべての器に油を注いで、これを聖別した

日に、 2イスラエルのつかさたち、すなわち、そ

の父祖の家の長たちは、ささげ物をした。彼らは

各部族のつかさたちであって、その数えられた人

々をつかさどる者どもであった。 3彼らはその供

え物を、主の前に携えてきたが、おおいのある車

六両と雄牛十二頭であった。つかさふたりに車一

両、ひとりに雄牛一頭である。彼らはこれを幕屋

の前に引いてきた。 4その時、主はモーセに言わ

れた、 5「あなたはこれを会見の幕屋の務に用い

るために、彼らから受け取って、レビびとに、お

のおのその務にしたがって、渡さなければならな

い」。 6そこでモーセはその車と雄牛を受け取っ

て、これをレビびとに渡した。 7すなわち、ゲル

ションの子たちには、その務にしたがって、車二

両と雄牛四頭を渡し、 8メラリの子たちには、そ

の務にしたがって車四両と雄牛八頭を渡し、祭司

アロンの子イタマルに、これを監督させた。 9し

かし、コハテの子たちには、何をも渡さなかった

。彼らの務は聖なる物を、肩にになって運ぶこと

であったからである。 10つかさたちは、また祭壇

に油を注ぐ日に、祭壇奉納の供え物を携えてきて

、その供え物を祭壇の前にささげた。 11主はモー

セに言われた、「つかさたちは一日にひとりずつ

、祭壇奉納の供え物をささげなければならない」

。 12第一日に供え物をささげた者は、ユダの部族

のアミナダブの子ナションであった。 13その供え

物は銀のさら一つ、その重さは百三十シケル、銀

の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖所のシケル

による。この二つには素祭に使う油を混ぜた麦粉

を満たしていた。 14また十シケルの金の杯一つ。

これには薫香を満たしていた。 15また燔祭に使う

若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。

16罪祭に使う雄やぎ一頭。 17酬恩祭の犠牲に使う

雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小

羊五頭であって、これはアミナダブの子ナション

の供え物であった。 18第二日にはイッサカルのつ

かさ、ツアルの子ネタニエルがささげ物をした。

19そのささげた供え物は銀のさら一つ、その重さ

は百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル

、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に

使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 20また十シ

ケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた

。 21また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一

歳の雄の小羊一頭。 22罪祭に使う雄やぎ一頭。 23

酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ

五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはツア

ルの子ネタニエルの供え物であった。 24第三日に

はゼブルンの子たちのつかさ、ヘロンの子エリア

ブ。 25その供え物は銀のさら一つ、その重さは百

三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共

に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使う

油を混ぜた麦粉を満たしていた。 26また十シケル

の金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 27

また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の

雄の小羊一頭。 28罪祭に使う雄やぎ一頭。 29酬

恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五

頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはヘロン

の子エリアブの供え物であった。 30第四日にはル

ベンの子たちのつかさ、シデウルの子エリヅル。

31その供え物は銀のさら一つ、その重さは百三十

シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、共に聖

所のシケルによる。この二つには素祭に使う油を

混ぜた麦粉を満たしていた。 32また十シケルの金

の杯一つ、これには薫香を満たしていた。 33また

燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳の雄の

小羊一頭。 34罪祭に使う雄やぎ一頭。 35酬恩祭

の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ五頭、

一歳の雄の小羊五頭であって、これはシデウルの

子エリヅルの供え物であった。 36第五日にはシメ

オンの子たちのつかさ、ツリシャダイの子シルミ

エル。 37その供え物は銀のさら一つ、その重さは

百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケル、

共に聖所のシケルによる。この二つには素祭に使
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う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 38また十シケ

ルの金の杯一つ、これには薫香を満たしていた。

39また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、一歳

の雄の小羊一頭。 40罪祭に使う雄やぎ一頭。 41

酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄やぎ

五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはツリ

シャダイの子シルミエルの供え物であった。 42第

六日にはガドの子たちのつかさ、デウエルの子エ

リアサフ。 43その供え物は銀のさら一つ、その重

さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十シケ

ル、共に聖所のシケルによる。この二つには素祭

に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 44また十

シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たしてい

た。 45また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一頭、

一歳の雄の小羊一頭。 46罪祭に使う雄やぎ一頭。

47酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、雄や

ぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これはデ

ウエルの子エリアサフの供え物であった。 48第七

日にはエフライムの子たちのつかさ、アミホデの

子エリシャマ。 49その供え物は銀のさら一つ、そ

の重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十

シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには

素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 50ま

た十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たし

ていた。 51また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一

頭、一歳の雄の小羊一頭。 52罪祭に使う雄やぎ一

頭。 53酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、

雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これ

はアミホデの子エリシャマの供え物であった。 54

第八日にはマナセの子たちのつかさ、パダヅルの

子ガマリエル。 55その供え物は銀のさら一つ、そ

の重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十

シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには

素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 56ま

た十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たし

ていた。 57また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一

頭、一歳の雄の小羊一頭。 58罪祭に使う雄やぎ一

頭。 59酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、

雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これ

はパダヅルの子ガマリエルの供え物であった。 60

第九日にはベニヤミンの子らのつかさ、ギデオニ

の子アビダン。 61その供え物は銀のさら一つ、そ

の重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十

シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには

素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 62ま

た十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たし

ていた。 63また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一

頭、一歳の雄の小羊一頭。 64罪祭に使う雄やぎ一

頭。 65酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、

雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これ

はギデオニの子アビダンの供え物であった。 66第

十日にはダンの子たちのつかさ、アミシャダイの

子アヒエゼル。 67その供え物は銀のさら一つ、そ

の重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十

シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには

素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 68ま

た十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たし

ていた。 69また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一

頭、一歳の雄の小羊一頭。 70罪祭に使う雄やぎ一

頭。 71酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五頭、

雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これ

はアミシャダイの子アヒエゼルの供え物であった

。 72第十一日にはアセルの子たちのつかさ、オク

ランの子パギエル。 73その供え物は銀のさら一つ

、その重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは

七十シケル、共に聖所のシケルによる。この二つ

には素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。

74また十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満

たしていた。 75また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄

羊一頭、一歳の雄の小羊一頭。 76罪祭に使う雄や

ぎ一頭。 77酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭、雄羊五

頭、雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、

これはオクランの子パギエルの供え物であった。

78第十二日にはナフタリの子たちのつかさ、エナ

ンの子アヒラ。 79その供え物は銀のさら一つ、そ

の重さは百三十シケル、銀の鉢一つ、これは七十

シケル、共に聖所のシケルによる。この二つには

素祭に使う油を混ぜた麦粉を満たしていた。 80ま

た十シケルの金の杯一つ、これには薫香を満たし

ていた。 81また燔祭に使う若い雄牛一頭、雄羊一

頭、一歳の雄の小羊一頭。 82罪祭に使う雄やぎ一

頭。 83酬恩祭の犠牲に使う雄牛二頭。雄羊五頭、

雄やぎ五頭、一歳の雄の小羊五頭であって、これ

はエナンの子アヒラの供え物であった。 84以上は

祭壇に油を注ぐ日に、イスラエルのつかさたちが

、祭壇を奉納する供え物として、ささげたもので

ある。すなわち、銀のさら十二、銀の鉢十二、金

の杯十二。 85銀のさらはそれぞれ百三十シケル、

鉢はそれぞれ七十シケル、聖所のシケルによれば

、この銀の器は合わせて二千四百シケル。 86また

薫香の満ちている十二の金の杯は、聖所のシケル

によれば、それぞれ十シケル、その杯の金は合わ

せて百二十シケルであった。 87また燔祭に使う雄

牛は合わせて十二、雄羊は十二、一歳の雄の小羊

は十二、このほかにその素祭のものがあった。ま

た罪祭に使う雄やぎは十二。 88酬恩祭の犠牲に使

う雄牛は合わせて二十四、雄羊は六十、雄やぎは

六十、一歳の雄の小羊は六十であって、これは祭

壇に油を注いだ後に、祭壇奉納の供え物としてさ

さげたものである。 89さてモーセは主と語るため

に、会見の幕屋にはいって、あかしの箱の上の、

贖罪所の上、二つのケルビムの間から自分に語ら

れる声を聞いた。すなわち、主は彼に語られた。

8主はモーセに言われた、 2「アロンに言いなさ

い、『あなたがともし火をともす時は、七つの

ともし火で燭台の前方を照すようにしなさい』」

。 3アロンはそのようにした。すなわち、主がモ

ーセに命じられたように、燭台の前方を照すよう

に、ともし火をともした。 4燭台の造りは次のと

おりである。それは金の打ち物で、その台もその

花も共に打物造りであった。モーセは主に示され

た型にしたがって、そのようにその燭台を造った

。 5主はまたモーセに言われた、 6「レビびとを
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イスラエルの人々のうちから取って、彼らを清め

なさい。 7あなたはこのようにして彼らを清めな

ければならない。すなわち、罪を清める水を彼ら

に注ぎかけ、彼らに全身をそらせ、衣服を洗わせ

て、身を清めさせ、 8そして彼らに若い雄牛一頭

と、油を混ぜた麦粉の素祭とを取らせなさい。あ

なたはまた、ほかに若い雄牛を罪祭のために取ら

なければならない。 9そして、あなたはレビびと

を会見の幕屋の前に連れてきて、イスラエルの人

々の全会衆を集め、 10レビびとを主の前に進ませ

、イスラエルの人々をして、手をレビびとの上に

置かせなければならない。 11そしてアロンは、レ

ビびとをイスラエルの人々のささげる揺祭として

、主の前にささげなければならない。これは彼ら

に主の務をさせるためである。 12それからあなた

はレビびとをして、手をかの雄牛の頭の上に置か

せ、その一つを罪祭とし、一つを燔祭として主に

ささげ、レビびとのために罪のあがないをしなけ

ればならない。 13あなたはレビびとを、アロンと

その子たちの前に立たせ、これを揺祭として主に

ささげなければならない。 14こうして、あなたは

レビびとをイスラエルの人々のうちから分かち、

レビびとをわたしのものとしなければならない。

15こうして後レビびとは会見の幕屋にはいって務

につくことができる。あなたは彼らを清め、彼ら

をささげて揺祭としなければならない。 16彼らは

イスラエルの人々のうちから、全くわたしにささ

げられたものだからである。イスラエルの人々の

うちの初めに生れた者、すなわち、すべてのうい

ごの代りに、わたしは彼らを取ってわたしのもの

とした。 17イスラエルの人々のうちのういごは、

人も獣も、みなわたしのものだからである。わた

しはエジプトの地で、すべてのういごを撃ち殺し

た日に、彼らを聖別してわたしのものとした。 18

それでわたしはイスラエルの人々のうちの、すべ

てのういごの代りにレビびとを取った。 19わたし

はイスラエルの人々のうちからレビびとを取って

、アロンとその子たちに与え、彼らに会見の幕屋

で、イスラエルの人々に代って務をさせ、またイ

スラエルの人々のために罪のあがないをさせるで

あろう。これはイスラエルの人々が、聖所に近づ

いて、イスラエルの人々のうちに災の起ることの

ないようにするためである」。 20モーセとアロン

、およびイスラエルの人々の全会衆は、すべて主

がレビびとの事につき、モーセに命じられた所に

したがって、レビびとに行った、すなわち、イス

ラエルの人々は、そのように彼らに行った。 21そ

こでレビびとは身を清め、その衣服を洗った。ア

ロンは彼らを主の前にささげて揺祭とした。アロ

ンはまた彼らのために、罪のあがないをして彼ら

を清めた。 22こうして後、レビびとは会見の幕屋

にはいって、アロンとその子たちに仕えて務をし

た。すなわち、彼らはレビびとの事について、主

がモーセに命じられた所にしたがって、そのよう

に彼らに行った。 23主はまたモーセに言われた、

24「レビびとは次のようにしなければならない。

すなわち、二十五歳以上の者は務につき、会見の

幕屋の働きをしなければならない。 25しかし、五

十歳からは務の働きを退き、重ねて務をしてはな

らない。 26ただ、会見の幕屋でその兄弟たちの務

の助けをすることができる。しかし、務をしては

ならない。あなたがレビびとにその務をさせるに

は、このようにしなければならない」。

9エジプトの国を出た次の年の正月、主はシナイ
の荒野でモーセに言われた、 2「イスラエルの

人々に、過越の祭を定めの時に行わせなさい。 3

この月の十四日の夕暮、定めの時に、それを行わ

なければならない。あなたがたは、そのすべての

定めと、そのすべてのおきてにしたがって、それ

を行わなければならない」。 4そこでモーセがイ

スラエルの人々に、過越の祭を行わなければなら

ないと言ったので、 5彼らは正月の十四日の夕暮

、シナイの荒野で過越の祭を行った。すなわち、

イスラエルの人々は、すべて主がモーセに命じら

れたようにおこなった。 6ところが人の死体に触

れて身を汚したために、その日に過越の祭を行う

ことのできない人々があって、その日モーセとア

ロンの前にきて、 7その人々は彼に言った、「わ

たしたちは人の死体に触れて身を汚しましたが、

なぜその定めの時に、イスラエルの人々と共に、

主に供え物をささげることができないのですか」

。 8モーセは彼らに言った、「しばらく待て。主

があなたがたについて、どう仰せになるかを聞こ

う」。 9主はモーセに言われた、 10「イスラエル

の人々に言いなさい、『あなたがたのうち、また

、あなたがたの子孫のうち、死体に触れて身を汚

した人も、遠い旅路にある人も、なお、過越の祭

を主に対して行うことができるであろう。 11すな

わち、二月の十四日の夕暮、それを行い、種入れ

ぬパンと苦菜を添えて、それを食べなければなら

ない。 12これを少しでも朝まで残しておいてはな

らない。またその骨は一本でも折ってはならない

。過越の祭のすべての定めにしたがってこれを行

わなければならない。 13しかし、その身は清く、

旅に出てもいないのに、過越の祭を行わないとき

は、その人は民のうちから断たれるであろう。こ

のような人は、定めの時に主の供え物をささげな

いゆえ、その罪を負わなければならない。 14もし

他国の人が、あなたがたのうちに寄留していて、

主に対して過越の祭を行おうとするならば、過越

の祭の定めにより、そのおきてにしたがって、こ

れを行わなければならない。あなたがたは他国の

人にも、自国の人にも、同一の定めを用いなけれ

ばならない』」。 15幕屋を建てた日に、雲は幕屋

をおおった。すれはすなわち、あかしの幕屋であ

って、夕には、幕屋の上に、雲は火のように見え

て、朝にまで及んだ。 16常にそうであって、昼は

雲がそれをおおい、夜は火のように見えた。 17雲

が幕屋を離れてのぼる時は、イスラエルの人々は

、ただちに道に進んだ。また雲がとどまる所に、

イスラエルの人々は宿営した。 18すなわち、イス

ラエルの人々は、主の命によって道に進み、主の

命によって宿営し、幕屋の上に雲がとどまってい
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る間は、宿営していた。 19幕屋の上に、日久しく

雲のとどまる時は、イスラエルの人々は主の言い

つけを守って、道に進まなかった。 20また幕屋の

上に、雲のとどまる日の少ない時もあったが、彼

らは、ただ主の命にしたがって宿営し、主の命に

したがって、道に進んだ。 21また雲は夕から朝ま

で、とどまることもあったが、朝になって、雲が

のぼる時は、彼らは道に進んだ。また昼でも夜で

も、雲がのぼる時は、彼らは道に進んだ。 22ふつ

かでも、一か月でも、あるいはそれ以上でも、幕

屋の上に、雲がとどまっている間は、イスラエル

の人々は宿営していて、道に進まなかったが、そ

れがのぼると道に進んだ。 23すなわち、彼らは主

の命にしたがって宿営し、主の命にしたがって道

に進み、モーセによって、主が命じられたとおり

に、主の言いつけを守った。

10主はモーセに言われた、 2「銀のラッパを二

本つくりなさい。すなわち、打物造りとし、

それで会衆を呼び集め、また宿営を進ませなさい

。 3この二つを吹くときは、全会衆が会見の幕屋

の入口に、あなたの所に集まってこなければなら

ない。 4もしその一つだけを吹くときは、イスラ

エルの氏族の長であるつかさたちが、あなたの所

に集まってこなければならない。 5またあなたが

たが警報を吹き鳴らす時は、東の方の宿営が、道

に進まなければならない。 6二度目の警報を吹き

鳴らす時は、南の方の宿営が、道に進まなければ

ならない。すべて道に進む時は、警報を吹き鳴ら

さなければならない。 7また会衆を集める時にも

、ラッパを吹き鳴らすが、警報は吹き鳴らしては

ならない。 8アロンの子である祭司たちが、ラッ

パを吹かなければならない。これはあなたがたが

、代々ながく守るべき定めとしなければならない

。 9また、あなたがたの国で、あなたがたをしえ

たげるあだとの戦いに出る時は、ラッパをもって

、警報を吹き鳴らさなければならない。そうする

ならば、あなたがたは、あなたがたの神、主に覚

えられて、あなたがたの敵から救われるであろう

。 10また、あなたがたの喜びの日、あなたがたの

祝いの時、および月々の第一日には、あなたがた

の燔祭と酬恩祭の犠牲をささげるに当って、ラッ

パを吹き鳴らさなければならない。そうするなら

ば、あなたがたの神は、それによって、あなたが

たを覚えられるであろう。わたしはあなたがたの

神、主である」。 11第二年の二月二十日に、雲が

あかしの幕屋を離れてのぼったので、 12イスラエ

ルの人々は、シナイの荒野を出て、その旅路に進

んだが、パランの荒野に至って、雲はとどまった

。 13こうして彼らは、主がモーセによって、命じ

られたところにしたがって、道に進むことを始め

た。 14先頭には、ユダの子たちの宿営の旗が、そ

の部隊を従えて進んだ。ユダの部隊の長はアミナ

ダブの子ナション、 15イッサカルの子たちの部族

の部隊の長はツアルの子ネタニエル、 16ゼブルン

の子たちの部族の部隊の長はヘロンの子エリアブ

であった。 17そして幕屋は取りくずされ、ゲルシ

ョンの子たち、およびメラリの子たちは幕屋を運

び進んだ。 18次にルベンの宿営の旗が、その部隊

を従えて進んだ。ルベンの部隊の長はシデウルの

子エリヅル、 19シメオンの子たちの部族の部隊の

長はツリシャダイの子シルミエル、 20ガドの子た

ちの部族の部隊の長はデウエルの子エリアサフで

あった。 21そしてコハテびとは聖なる物を運び進

んだ。これが着くまでに、人々は幕屋を建て終る

のである。 22次にエフライムの子たちの宿営の旗

が、その部隊を従えて進んだ。エフライムの部隊

の長はアミホデの子エリシャマ、 23マナセの子た

ちの部族の部隊の長はパダヅルの子ガマリエル、

24ベニヤミンの子たちの部族の部隊の長はギデオ

ニの子アビダンであった。 25次にダンの子たちの

宿営の旗が、その部隊を従えて進んだ。この部隊

はすべての宿営のしんがりであった。ダンの部隊

の長はアミシャダイの子アヒエゼル、 26アセルの

子たちの部族の部隊の長はオクランの子パギエル

、 27ナフタリの子たちの部族の部隊の長はエナン

の子アヒラであった。 28イスラエルの人々が、そ

の道に進む時は、このように、その部隊に従って

進んだ。 29さて、モーセは、妻の父、ミデヤンび

とリウエルの子ホバブに言った、「わたしたちは

、かつて主がおまえたちに与えると約束された所

に向かって進んでいます。あなたも一緒においで

ください。あなたが幸福になられるようにいたし

ましょう。主がイスラエルに幸福を約束されたの

ですから」。 30彼はモーセに言った、「わたしは

行きません。わたしは国に帰って、親族のもとに

行きます」。 31モーセはまた言った、「どうかわ

たしたちを見捨てないでください。あなたは、わ

たしたちが荒野のどこに宿営すべきかを御存じで

すから、わたしたちの目となってください。 32も

しあなたが一緒においでくださるなら、主がわた

したちに賜わる幸福をあなたにも及ぼしましょう

」。 33こうして彼らは主の山を去って、三日の行

程を進んだ。主の契約の箱は、その三日の行程の

間、彼らに先立って行き、彼らのために休む所を

尋ねもとめた。 34彼らが宿営を出て、道に進むと

き、昼は主の雲が彼らの上にあった。 35契約の箱

の進むときモーセは言った、「主よ、立ちあがっ

てください。あなたの敵は打ち散らされ、あなた

を憎む者どもは、あなたの前から逃げ去りますよ

うに」。 36またそのとどまるとき、彼は言った、

「主よ、帰ってきてください、イスラエルのちよ

ろずの人に」。

11さて、民は災難に会っている人のように、主
の耳につぶやいた。主はこれを聞いて怒りを

発せられ、主の火が彼らのうちに燃えあがって、

宿営の端を焼いた。 2そこで民はモーセにむかっ

て叫んだ。モーセが主に祈ったので、その火はし

ずまった。 3主の火が彼らのうちに燃えあがった

ことによって、その所の名はタベラと呼ばれた。 4

また彼らのうちにいた多くの寄り集まりびとは欲

心を起し、イスラエルの人々もまた再び泣いて言

った、「ああ、肉が食べたい。 5われわれは思い
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起すが、エジプトでは、ただで、魚を食べた。き

ゅうりも、すいかも、にらも、たまねぎも、そし

て、にんにくも。 6しかし、いま、われわれの精

根は尽きた。われわれの目の前には、このマナの

ほか何もない」。 7マナは、こえんどろの実のよ

うで、色はブドラクの色のようであった。 8民は

歩きまわって、これを集め、ひきうすでひき、ま

たは、うすでつき、かまで煮て、これをもちとし

た。その味は油菓子の味のようであった。 9夜、

宿営の露がおりるとき、マナはそれと共に降った

。 10モーセは、民が家ごとに、おのおのその天幕

の入口で泣くのを聞いた。そこで主は激しく怒ら

れ、またモーセは不快に思った。 11そして、モー

セは主に言った、「あなたはなぜ、しもべに悪い

仕打ちをされるのですか。どうしてわたしはあな

たの前に恵みを得ないで、このすべての民の重荷

を負わされるのですか。 12わたしがこのすべての

民を、はらんだのですか。わたしがこれを生んだ

のですか。そうではないのに、あなたはなぜわた

しに『養い親が乳児を抱くように、彼らをふとこ

ろに抱いて、あなたが彼らの先祖たちに誓われた

地に行け』と言われるのですか。 13わたしはどこ

から肉を獲て、このすべての民に与えることがで

きましょうか。彼らは泣いて、『肉を食べさせよ

』とわたしに言っているのです。 14わたしひとり

では、このすべての民を負うことができません。

それはわたしには重過ぎます。 15もしわたしがあ

なたの前に恵みを得ますならば、わたしにこのよ

うな仕打ちをされるよりは、むしろ、ひと思いに

殺し、このうえ苦しみに会わせないでください」

。 16主はモーセに言われた、「イスラエルの長老

たちのうち、民の長老となり、つかさとなるべき

ことを、あなたが知っている者七十人をわたしの

もとに集め、会見の幕屋に連れてきて、そこにあ

なたと共に立たせなさい。 17わたしは下って、そ

の所で、あなたと語り、またわたしはあなたの上

にある霊を、彼らにも分け与えるであろう。彼ら

はあなたと共に、民の重荷を負い、あなたが、た

だひとりで、それを負うことのないようにするで

あろう。 18あなたはまた民に言いなさい、『あな

たがたは身を清めて、あすを待ちなさい。あなた

がたは肉を食べることができるであろう。あなた

がたが泣いて主の耳に、わたしたちは肉が食べた

い。エジプトにいた時は良かったと言ったからで

ある。それゆえ、主はあなたがたに肉を与えて食

べさせられるであろう。 19あなたがたがそれを食

べるのは、一日や二日や五日や十日や二十日では

なく、 20一か月に及び、ついにあなたがたの鼻か

ら出るようになり、あなたがたは、それに飽き果

てるであろう。それはあなたがたのうちにおられ

る主を軽んじて、その前に泣き、なぜ、わたした

ちはエジプトから出てきたのだろうと言ったから

である』」。 21モーセは言った、「わたしと共に

おる民は徒歩の男子だけでも六十万です。ところ

があなたは、『わたしは彼らに肉を与えて一か月

のあいだ食べさせよう』と言われます。 22羊と牛

の群れを彼らのためにほふって、彼らを飽きさせ

るというのですか。海のすべての魚を彼らのため

に集めて、彼らを飽きさせるというのですか」。

23主はモーセに言われた、「主の手は短かろうか

。あなたは、いま、わたしの言葉の成るかどうか

を見るであろう」。 24この時モーセは出て、主の

言葉を民に告げ、民の長老たち七十人を集めて、

幕屋の周囲に立たせた。 25主は雲のうちにあって

下り、モーセと語られ、モーセの上にある霊を、

その七十人の長老たちにも分け与えられた。その

霊が彼らの上にとどまった時、彼らは預言した。

ただし、その後は重ねて預言しなかった。 26その

時ふたりの者が、宿営にとどまっていたが、ひと

りの名はエルダデと言い、ひとりの名はメダデと

いった。彼らの上にも霊がとどまった。彼らは名

をしるされた者であったが、幕屋に行かなかった

ので、宿営のうちで預言した。 27時にひとりの若

者が走ってきて、モーセに告げて言った、「エル

ダデとメダデとが宿営のうちで預言しています」

。 28若い時からモーセの従者であったヌンの子ヨ

シュアは答えて言った、「わが主、モーセよ、彼

らをさし止めてください」。 29モーセは彼に言っ

た、「あなたは、わたしのためを思って、ねたみ

を起しているのか。主の民がみな預言者となり、

主がその霊を彼らに与えられることは、願わしい

ことだ」。 30こうしてモーセはイスラエルの長老

たちと共に、宿営に引きあげた。 31さて、主のも

とから風が起り、海の向こうから、うずらを運ん

できて、これを宿営の近くに落した。その落ちた

範囲は、宿営の周囲で、こちら側も、おおよそ一

日の行程、あちら側も、おおよそ一日の行程、地

面から高さおおよそ二キュビトであった。 32そこ

で民は立ち上がってその日は終日、その夜は終夜

、またその次の日も終日、うずらを集めたが、集

める事の最も少ない者も、十ホメルほど集めた。

彼らはみな、それを宿営の周囲に広げておいた。

33その肉がなお、彼らの歯の間にあって食べつく

さないうちに、主は民にむかって怒りを発し、主

は非常に激しい疫病をもって民を撃たれた。 34こ

れによって、その所の名はキブロテ・ハッタワと

呼ばれた。欲心を起した民を、そこに埋めたから

である。 35キブロテ・ハッタワから、民はハゼロ

テに進み、ハゼロテにとどまった。

12モーセはクシの女をめとっていたが、そのク
シの女をめとったゆえをもって、ミリアムと

アロンはモーセを非難した。 2彼らは言った、「

主はただモーセによって語られるのか。われわれ

によっても語られるのではないのか」。主はこれ

を聞かれた。 3モーセはその人となり柔和なこと

、地上のすべての人にまさっていた。 4そこで、

主は突然モーセとアロン、およびミリアムにむか

って「あなたがた三人、会見の幕屋に出てきなさ

い」と言われたので、彼ら三人は出てきたが、 5

主は雲の柱のうちにあって下り、幕屋の入口に立

って、アロンとミリアムを呼ばれた。彼らふたり

が進み出ると、 6彼らに言われた、「あなたがた

は、いま、わたしの言葉を聞きなさい。あなたが
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たのうちに、もし、預言者があるならば、主なる

わたしは幻をもって、これにわたしを知らせ、ま

た夢をもって、これと語るであろう。 7しかし、

わたしのしもべモーセとは、そうではない。彼は

わたしの全家に忠信なる者である。 8彼とは、わ

たしは口ずから語り、明らかに言って、なぞを使

わない。彼はまた主の形を見るのである。なぜ、

あなたがたはわたしのしもべモーセを恐れず非難

するのか」。 9主は彼らにむかい怒りを発して去

られた。 10雲が幕屋の上を離れ去った時、ミリア

ムは、らい病となり、その身は雪のように白くな

った。アロンがふり返ってミリアムを見ると、彼

女はらい病になっていた。 11そこで、アロンはモ

ーセに言った、「ああ、わが主よ、わたしたちは

愚かなことをして罪を犯しました。どうぞ、その

罰をわたしたちに受けさせないでください。 12ど

うぞ彼女を母の胎から肉が半ば滅びうせて出る死

人のようにしないでください」。 13その時モーセ

は主に呼ばわって言った、「ああ、神よ、どうぞ

彼女をいやしてください」。 14主はモーセに言わ

れた、「彼女の父が彼女の顔につばきしてさえ、

彼女は七日のあいだ、恥じて身を隠すではないか

。彼女を七日のあいだ、宿営の外で閉じこめてお

かなければならない。その後、連れもどしてもよ

い」。 15そこでミリアムは七日のあいだ、宿営の

外で閉じこめられた。民はミリアムが連れもどさ

れるまでは、道に進まなかった。 16その後、民は

ハゼロテを立って進み、パランの荒野に宿営した

。

13主はモーセに言われた、 2「人をつかわして

、わたしがイスラエルの人々に与えるカナン

の地を探らせなさい。すなわち、その父祖の部族

ごとに、すべて彼らのうちのつかさたる者ひとり

ずつをつかわしなさい」。 3モーセは主の命にし

たがって、パランの荒野から彼らをつかわした。

その人々はみなイスラエルの人々のかしらたちで

あった。 4彼らの名は次のとおりである。ルベン

の部族ではザックルの子シャンマ、 5シメオンの

部族ではホリの子シャパテ、 6ユダの部族ではエ

フンネの子カレブ、 7イッサカルの部族ではヨセ

フの子イガル、 8エフライムの部族ではヌンの子

ホセア、 9ベニヤミンの部族ではラフの子パルテ

、 10ゼブルンの部族ではソデの子ガデエル、 11

ヨセフの部族すなわち、マナセの部族ではスシの

子ガデ、 12ダンの部族ではゲマリの子アンミエル

、 13アセルの部族ではミカエルの子セトル、 14

ナフタリの部族ではワフシの子ナヘビ、 15ガドの

部族ではマキの子ギウエル。 16以上はモーセがそ

の地を探らせるためにつかわした人々の名である

。そしてモーセはヌンの子ホセアをヨシュアと名

づけた。 17モーセは彼らをつかわし、カナンの地

を探らせようとして、これに言った、「あなたが

たはネゲブに行って、山に登り、 18その地の様子

を見、そこに住む民は、強いか弱いか、少ないか

多いか、 19また彼らの住んでいる地は、良いか悪

いか。人々の住んでいる町々は、天幕か、城壁の

ある町か、 20その地は、肥えているか、やせてい

るか、そこには、木があるかないかを見なさい。

あなたがたは、勇んで行って、その地のくだもの

を取ってきなさい」。時は、ぶどうの熟し始める

季節であった。 21そこで、彼らはのぼっていって

、その地をチンの荒野からハマテの入口に近いレ

ホブまで探った。 22彼らはネゲブにのぼって、ヘ

ブロンまで行った。そこにはアナクの子孫である

アヒマン、セシャイ、およびタルマイがいた。ヘ

ブロンはエジプトのゾアンよりも七年前に建てら

れたものである。 23ついに彼らはエシコルの谷に

行って、そこで一ふさのぶどうの枝を切り取り、

これを棒をもって、ふたりでかつぎ、また、ざく

ろといちじくをも取った。 24イスラエルの人々が

、そこで切り取ったぶどうの一ふさにちなんで、

その所はエシコルの谷と呼ばれた。 25四十日の後

、彼らはその地を探り終って帰ってきた。 26そし

て、パランの荒野にあるカデシにいたモーセとア

ロン、およびイスラエルの人々の全会衆のもとに

行って、彼らと全会衆とに復命し、その地のくだ

ものを彼らに見せた。 27彼らはモーセに言った、

「わたしたちはあなたが、つかわした地へ行きま

した。そこはまことに乳と蜜の流れている地です

。これはそのくだものです。 28しかし、その地に

住む民は強く、その町々は堅固で非常に大きく、

わたしたちはそこにアナクの子孫がいるのを見ま

した。 29またネゲブの地には、アマレクびとが住

み、山地にはヘテびと、エブスびと、アモリびと

が住み、海べとヨルダンの岸べには、カナンびと

が住んでいます」。 30そのとき、カレブはモーセ

の前で、民をしずめて言った、「わたしたちはす

ぐにのぼって、攻め取りましょう。わたしたちは

必ず勝つことができます」。 31しかし、彼ととも

にのぼって行った人々は言った、「わたしたちは

その民のところへ攻めのぼることはできません。

彼らはわたしたちよりも強いからです」。 32そし

て彼らはその探った地のことを、イスラエルの人

々に悪く言いふらして言った、「わたしたちが行

き巡って探った地は、そこに住む者を滅ぼす地で

す。またその所でわたしたちが見た民はみな背の

高い人々です。 33わたしたちはまたそこで、ネピ

リムから出たアナクの子孫ネピリムを見ました。

わたしたちには自分が、いなごのように思われ、

また彼らにも、そう見えたに違いありません」。

14そこで、会衆はみな声をあげて叫び、民はそ
の夜、泣き明かした。 2またイスラエルの人

々はみなモーセとアロンにむかってつぶやき、全

会衆は彼らに言った、「ああ、わたしたちはエジ

プトの国で死んでいたらよかったのに。この荒野

で死んでいたらよかったのに。 3なにゆえ、主は

わたしたちをこの地に連れてきて、つるぎに倒れ

させ、またわたしたちの妻子をえじきとされるの

であろうか。エジプトに帰る方が、むしろ良いで

はないか」。 4彼らは互に言った、「わたしたち

はひとりのかしらを立てて、エジプトに帰ろう」

。 5そこで、モーセとアロンはイスラエルの人々
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の全会衆の前でひれふした。 6このとき、その地

を探った者のうちのヌンの子ヨシュアとエフンネ

の子カレブは、その衣服を裂き、 7イスラエルの

人々の全会衆に言った、「わたしたちが行き巡っ

て探った地は非常に良い地です。 8もし、主が良

しとされるならば、わたしたちをその地に導いて

行って、それをわたしたちにくださるでしょう。

それは乳と蜜の流れている地です。 9ただ、主に

そむいてはなりません。またその地の民を恐れて

はなりません。彼らはわたしたちの食い物にすぎ

ません。彼らを守る者は取り除かれます。主がわ

たしたちと共におられますから、彼らを恐れては

なりません」。 10ところが会衆はみな石で彼らを

撃ち殺そうとした。そのとき、主の栄光が、会見

の幕屋からイスラエルのすべての人に現れた。 11

主はモーセに言われた、「この民はいつまでわた

しを侮るのか。わたしがもろもろのしるしを彼ら

のうちに行ったのに、彼らはいつまでわたしを信

じないのか。 12わたしは疫病をもって彼らを撃ち

滅ぼし、あなたを彼らよりも大いなる強い国民と

しよう」。 13モーセは主に言った、「エジプトび

とは、あなたが力をもって、この民を彼らのうち

から導き出されたことを聞いて、 14この地の住民

に告げるでしょう。彼らは、主なるあなたが、こ

の民のうちにおられ、主なるあなたが、まのあた

り現れ、あなたの雲が、彼らの上にとどまり、昼

は雲の柱のうちに、夜は火の柱のうちにあって、

彼らの前に行かれるのを聞いたのです。 15いま、

もし、あなたがこの民をひとり残らず殺されるな

らば、あなたのことを聞いた国民は語って、 16『

主は与えると誓った地に、この民を導き入れるこ

とができなかったため、彼らを荒野で殺したのだ

』と言うでしょう。 17どうぞ、あなたが約束され

たように、いま主の大いなる力を現してください

。 18あなたはかつて、『主は怒ることおそく、い

つくしみに富み、罪ととがをゆるす者、しかし、

罰すべき者は、決してゆるさず、父の罪を子に報

いて、三、四代に及ぼす者である』と言われまし

た。 19どうぞ、あなたの大いなるいつくしみによ

って、エジプトからこのかた、今にいたるまで、

この民をゆるされたように、この民の罪をおゆる

しください」。 20主は言われた、「わたしはあな

たの言葉のとおりにゆるそう。 21しかし、わたし

は生きている。また主の栄光が、全世界に満ちて

いる。 22わたしの栄光と、わたしがエジプトと荒

野で行ったしるしを見ながら、このように十度も

わたしを試みて、わたしの声に聞きしたがわなか

った人々はひとりも、 23わたしがかつて彼らの先

祖たちに与えると誓った地を見ないであろう。ま

たわたしを侮った人々も、それを見ないであろう

。 24ただし、わたしのしもべカレブは違った心を

もっていて、わたしに完全に従ったので、わたし

は彼が行ってきた地に彼を導き入れるであろう。

彼の子孫はそれを所有するにいたるであろう。 25

谷にはアマレクびととカナンびとが住んでいるか

ら、あなたがたは、あす、身をめぐらして紅海の

道を荒野へ進みなさい」。 26主はモーセとアロン

に言われた、 27「わたしにむかってつぶやくこの

悪い会衆をいつまで忍ぶことができようか。わた

しはイスラエルの人々が、わたしにむかってつぶ

やくのを聞いた。 28あなたは彼らに言いなさい、

『主は言われる、「わたしは生きている。あなた

がたが、わたしの耳に語ったように、わたしはあ

なたがたにするであろう。 29あなたがたは死体と

なって、この荒野に倒れるであろう。あなたがた

のうち、わたしにむかってつぶやいた者、すなわ

ち、すべて数えられた二十歳以上の者はみな倒れ

るであろう。 30エフンネの子カレブと、ヌンの子

ヨシュアのほかは、わたしがかつて、あなたがた

を住まわせようと、手をあげて誓った地に、はい

ることができないであろう。 31しかし、あなたが

たが、えじきになるであろうと言ったあなたがた

の子供は、わたしが導いて、はいるであろう。彼

らはあなたがたが、いやしめた地を知るようにな

るであろう。 32しかしあなたがたは死体となって

この荒野に倒れるであろう。 33あなたがたの子た

ちは、あなたがたの死体が荒野に朽ち果てるまで

四十年のあいだ、荒野で羊飼となり、あなたがた

の不信の罪を負うであろう。 34あなたがたは、か

の地を探った四十日の日数にしたがい、その一日

を一年として、四十年のあいだ、自分の罪を負い

、わたしがあなたがたを遠ざかったことを知るで

あろう」。 35主なるわたしがこれを言う。わたし

は必ずわたしに逆らって集まったこの悪い会衆に

、これをことごとく行うであろう。彼らはこの荒

野に朽ち、ここで死ぬであろう』」。 36こうして

、モーセにつかわされ、かの地を探りに行き、帰

ってきて、その地を悪く言い、全会衆を、モーセ

にむかって、つぶやかせた人々、 37すなわち、そ

の地を悪く言いふらした人々は、疫病にかかって

主の前に死んだが、 38その地を探りに行った人々

のうち、ヌンの子ヨシュアと、エフンネの子カレ

ブとは生き残った。 39モーセが、これらのことを

、イスラエルのすべての人々に告げたとき、民は

非常に悲しみ、 40朝早く起きて山の頂きに登って

言った、「わたしたちはここにいる。さあ、主が

約束された所へ上って行こう。わたしたちは罪を

犯したのだから」。 41モーセは言った、「あなた

がたは、それをなし遂げることもできないのに、

どうして、そのように主の命にそむくのか。 42あ

なたがたは上って行ってはならない。主があなた

がたのうちにおられないから、あなたがたは敵の

前に、撃ち破られるであろう。 43そこには、アマ

レクびとと、カナンびとがあなたがたの前にいる

から、あなたがたは、つるぎに倒れるであろう。

あなたがたがそむいて、主に従わなかったゆえ、

主はあなたがたと共におられないからである」。

44しかし、彼らは、ほしいままに山の頂に登った

。ただし、主の契約の箱と、モーセとは、宿営の

中から出なかった。 45そこで、その山に住んでい

たアマレクびとと、カナンびとが下ってきて、彼

らを撃ち破り、ホルマまで追ってきた。
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15主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に言いなさい、『あなたがたが、わたしの

与えて住ませる地に行って、 3主に火祭をささげ

る時、すなわち特別の誓願の供え物、あるいは自

発の供え物、あるいは祝のときの供え物として、

牛または羊を燔祭または犠牲としてささげ、主に

香ばしいかおりとするとき、 5その供え物を主に

ささげる者は、燔祭または犠牲と共に、小羊一頭

ごとに、麦粉一エパの十分の一に、油一ヒンの四

分の一を混ぜたものを、素祭としてささげ、ぶど

う酒一ヒンの四分の一を、灌祭としてささげなけ

ればならない。 6もし、また雄羊を用いるときは

、麦粉一エパの十分の二に、油一ヒンの三分の一

を混ぜたものを、素祭としてささげ、 7また、ぶ

どう酒一ヒンの三分の一を、灌祭としてささげて

、主に香ばしいかおりとしなければならない。 8

またあなたが特別の誓願の供え物、あるいは酬恩

祭を、主にささげる時、若い雄牛を、燔祭または

犠牲とするならば、 9麦粉一エパの十分の三に、

油一ヒンの二分の一を混ぜたものを、素祭として

、若い雄牛と共にささげ、 10また、ぶどう酒一ヒ

ンの二分の一を、灌祭としてささげなければなら

ない。これは火祭であって、主に香ばしいかおり

とするものである。 11雄牛、あるいは雄羊、ある

いは小羊、あるいは子やぎは、一頭ごとに、この

ようにしなければならない。 12すなわち、あなた

がたのささげる数にてらし、その数にしたがって

、一頭ごとに、このようにしなければならない。

13すべて国に生れた者が、火祭をささげて、主に

香ばしいかおりとするときは、このように、これ

らのことを行わなければならない。 14またあなた

がたのうちに寄留している他国人、またはあなた

がたのうちに、代々ながく住む者が、火祭をささ

げて、主に香ばしいかおりとしようとする時は、

あなたがたがするように、その人もしなければな

らない。 15会衆たる者は、あなたがたも、あなた

がたのうちに寄留している他国人も、同一の定め

に従わなければならない。これは、あなたがたが

代々ながく守るべき定めである。他国の人も、主

の前には、あなたがたと等しくなければならない

。 16すなわち、あなたがたも、あなたがたのうち

に寄留している他国人も、同一の律法、同一のお

きてに従わなければならない』」。 17主はまたモ

ーセに言われた、 18「イスラエルの人々に言いな

さい、『わたしが導いて行く地に、あなたがたが

はいって、 19その地の食物を食べるとき、あなた

がたは、ささげ物を主にささげなければならない

。 20すなわち、麦粉の初物で作った菓子を、ささ

げ物としなければならない。これを、打ち場から

のささげ物のように、ささげなければならない。

21あなたがたは代々その麦粉の初物で、主にささ

げ物をしなければならない。 22あなたがたが、も

しあやまって、主がモーセに告げられたこのすべ

ての戒めを行わず、 23主がモーセによって戒めを

与えられた日からこのかた、代々にわたり、あな

たがたに命じられたすべての事を行わないとき、

24すなわち、会衆が知らずに、あやまって犯した

時は、全会衆は若い雄牛一頭を、燔祭としてささ

げ、主に香ばしいかおりとし、これに素祭と灌祭

とを定めのように加え、また雄やぎ一頭を、罪祭

としてささげなければならない。 25そして祭司は

、イスラエルの人々の全会衆のために、罪のあが

ないをしなければならない。そうすれば、彼らは

ゆるされるであろう。それは過失だからである。

彼らはその過失のために、その供え物として、火

祭を主にささげ、また罪祭を主の前にささげなけ

ればならない。 26そうすれば、イスラエルの人々

の全会衆はゆるされ、また彼らのうちに寄留して

いる他国人も、ゆるされるであろう。民はみな過

失を犯したからである。 27もし人があやまって罪

を犯す時は、一歳の雌やぎ一頭を罪祭としてささ

げなければならない。 28そして祭司は、人があや

まって罪を犯した時、そのあやまって罪を犯した

人のために、主の前に罪のあがないをして、その

罪をあがなわなければならない。そうすれば、彼

はゆるされるであろう。 29イスラエルの人々のう

ちの、国に生れた者でも、そのうちに寄留してい

る他国人でも、あやまって罪を犯す者には、あな

たがたは同一の律法を用いなければならない。 30

しかし、国に生れた者でも、他国の人でも、故意

に罪を犯す者は主を汚すもので、その人は民のう

ちから断たれなければならない。 31彼は主の言葉

を侮り、その戒めを破ったのであるから、必ず断

たれ、その罪を負わなければならない』」。 32イ

スラエルの人々が荒野におるとき、安息日にひと

りの人が、たきぎを集めるのを見た。 33そのたき

ぎを集めるのを見た人々は、その人をモーセとア

ロン、および全会衆のもとに連れてきたが、 34ど

う取り扱うべきか、まだ示しを受けていなかった

ので、彼を閉じ込めておいた。 35そのとき、主は

モーセに言われた、「その人は必ず殺されなけれ

ばならない。全会衆は宿営の外で、彼を石で撃ち

殺さなければならない」。 36そこで、全会衆は彼

を宿営の外に連れ出し、彼を石で撃ち殺し、主が

モーセに命じられたようにした。 37主はまたモー

セに言われた、 38「イスラエルの人々に命じて、

代々その衣服のすその四すみにふさをつけ、その

ふさを青ひもで、すその四すみにつけさせなさい

。 39あなたがたが、そのふさを見て、主のもろも

ろの戒めを思い起して、それを行い、あなたがた

が自分の心と、目の欲に従って、みだらな行いを

しないためである。 40こうして、あなたがたは、

わたしのもろもろの戒めを思い起して、それを行

い、あなたがたの神に聖なる者とならなければな

らない。 41わたしはあなたがたの神、主であって

、あなたがたの神となるために、あなたがたをエ

ジプトの国から導き出した者である。わたしはあ

なたがたの神、主である」。

16ここに、レビの子コハテの子なるイヅハルの
子コラと、ルベンの子なるエリアブの子ダタ

ンおよびアビラムと、ルベンの子なるペレテの子

オンとが相結び、 2イスラエルの人々のうち、会

衆のうちから選ばれて、つかさとなった名のある
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人々二百五十人と共に立って、モーセに逆らった

。 3彼らは集まって、モーセとアロンとに逆らっ

て言った、「あなたがたは、分を越えています。

全会衆は、ことごとく聖なるものであって、主が

そのうちにおられるのに、どうしてあなたがたは

、主の会衆の上に立つのですか」。 4モーセはこ

れを聞いてひれ伏した。 5やがて彼はコラと、そ

のすべての仲間とに言った、「あす、主は、主に

つくものはだれ、聖なる者はだれであるかを示し

て、その人をみもとに近づけられるであろう。す

なわち、その選んだ人を、みもとに近づけられる

であろう。 6それで、次のようにしなさい。コラ

とそのすべての仲間とは、火ざらを取り、 7その

中に火を入れ、それに薫香を盛って、あす、主の

前に出なさい。その時、主が選ばれる人は聖なる

者である。レビの子たちよ、あなたがたこそ、分

を越えている」。 8モーセはまたコラに言った、

「レビの子たちよ、聞きなさい。 9イスラエルの

神はあなたがたをイスラエルの会衆のうちから分

かち、主に近づかせて、主の幕屋の務をさせ、か

つ会衆の前に立って仕えさせられる。これはあな

たがたにとって、小さいことであろうか。 10神は

あなたとあなたの兄弟なるレビの子たちをみな近

づけられた。あなたがたはなお、その上に祭司と

なることを求めるのか。 11あなたとあなたの仲間

は、みなそのために集まって主に敵している。あ

なたがたはアロンをなんと思って、彼に対してつ

ぶやくのか」。 12モーセは人をやって、エリアブ

の子ダタンとアビラムとを呼ばせたが、彼らは言

った、「わたしたちは参りません。 13あなたは乳

と蜜の流れる地から、わたしたちを導き出して、

荒野でわたしたちを殺そうとしている。これは小

さいことでしょうか。その上、あなたはわたした

ちに君臨しようとしている。 14かつまた、あなた

はわたしたちを、乳と蜜の流れる地に導いて行か

ず、畑と、ぶどう畑とを嗣業として与えもしない

。これらの人々の目をくらまそうとするのですか

。わたしたちは参りません」。 15モーセは大いに

怒って、主に言った、「彼らの供え物を顧みない

でください。わたしは彼らから、ろば一頭をも取

ったことなく、また彼らのひとりをも害したこと

はありません」。 16そしてモーセはコラに言った

、「あなたとあなたの仲間はみなアロンと一緒に

、あす、主の前に出なさい。 17あなたがたは、お

のおの火ざらを取って、それに薫香を盛り、おの

おのその火ざらを主の前に携えて行きなさい。そ

の火ざらは会わせて二百五十。あなたとアロンも

、おのおの火ざらを携えて行きなさい」。 18彼ら

は、おのおの火ざらを取り、火をその中に入れ、

それに薫香を盛り、モーセとアロンも共に、会見

の幕屋の入口に立った。 19そのとき、コラは会衆

を、ことごとく会見の幕屋の入口に集めて、彼ら

ふたりに逆らわせようとしたが、主の栄光は全会

衆に現れた。 20主はモーセとアロンに言われた、

21「あなたがたはこの会衆を離れなさい。わたし

はただちに彼らを滅ぼすであろう」。 22彼らふた

りは、ひれ伏して言った、「神よ、すべての肉な

る者の命の神よ、このひとりの人が、罪を犯した

からといって、あなたは全会衆に対して怒られる

のですか」。 23主はモーセに言われた、 24「あ

なたは会衆に告げて、コラとダタンとアビラムの

すまいの周囲を去れと言いなさい」。 25モーセは

立ってダタンとアビラムのもとに行ったが、イス

ラエルの長老たちも、彼に従って行った。 26モー

セは会衆に言った、「どうぞ、あなたがたはこれ

らの悪い人々の天幕を離れてください。彼らのも

のには何にも触れてはならない。彼らのもろもろ

の罪によって、あなたがたも滅ぼされてはいけな

いから」。 27そこで人々はコラとダタンとアビラ

ムのすまいの周囲を離れ去った。そして、ダタン

とアビラムとは、妻、子、および幼児と一緒に出

て、天幕の入口に立った。 28モーセは言った、「

あなたがたは主がこれらのすべての事をさせるた

めに、わたしをつかわされたこと、またわたしが

、これを自分の心にしたがって行うものでないこ

とを、次のことによって知るであろう。 29すなわ

ち、もしこれらの人々が、普通の死に方で死に、

普通の運命に会うのであれば、主がわたしをつか

わされたのではない。 30しかし、主が新しい事を

され、地が口を開いて、これらの人々と、それに

属する者とを、ことごとくのみつくして、生きな

がら陰府に下らせられるならば、あなたがたはこ

れらの人々が、主を侮ったのであることを知らな

ければならない」。 (Sheol h7585) 31モーセが、これ

らのすべての言葉を述べ終ったとき、彼らの下の

土地が裂け、 32地は口を開いて、彼らとその家族

、ならびにコラに属するすべての人々と、すべて

の所有物をのみつくした。 33すなわち、彼らと、

彼らに属するものは、皆生きながら陰府に下り、

地はその上を閉じふさいで、彼らは会衆のうちか

ら、断ち滅ぼされた。 (Sheol h7585) 34この時、その

周囲にいたイスラエルの人々は、みな彼らの叫び

を聞いて逃げ去り、「恐らく地はわたしたちをも

、のみつくすであろう」と言った。 35また主のも

とから火が出て、薫香を供える二百五十人をも焼

きつくした。 36主はモーセに言われた、 37「あ

なたは祭司アロンの子エレアザルに告げて、その

燃える火の中から、かの火ざらを取り出させ、そ

の中の火を遠く広くまき散らさせなさい。それら

の火ざらは聖となったから、 38罪を犯して命を失

った人々の、これらの火ざらを、広い延べ板とし

て、祭壇のおおいとしなさい。これは主の前にさ

さげられて、聖となったからである。こうして、

これはイスラエルの人々に、しるしとなるであろ

う」。 39そこで祭司エレアザルは、かの焼き殺さ

れた人々が供えた青銅の火ざらを取り、これを広

く打ち延ばして、祭壇のおおいとし、 40これをイ

スラエルの人々の記念の物とした。これはアロン

の子孫でないほかの人が、主の前に近づいて、薫

香をたくことのないようにするため、またその人

がコラ、およびその仲間のようにならないためで

ある。すなわち、主がモーセによってエレアザル

に言われたとおりである。 41その翌日、イスラエ

ルの人々の会衆は、みなモーセとアロンとにつぶ
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やいて言った、「あなたがたは主の民を殺しまし

た」。 42会衆が集まって、モーセとアロンとに逆

らったとき、会見の幕屋を望み見ると、雲がこれ

をおおい、主の栄光が現れていた。 43モーセとア

ロンとが、会見の幕屋の前に行くと、 44主はモー

セに言われた、 45「あなたがたはこの会衆を離れ

なさい。わたしはただちに彼らを滅ぼそう」。そ

こで彼らふたりは、ひれ伏した。 46モーセはアロ

ンに言った、「あなたは火ざらを取って、それに

祭壇から取った火を入れ、その上に薫香を盛り、

急いでそれを会衆のもとに持って行って、彼らの

ために罪のあがないをしなさい。主が怒りを発せ

られ、疫病がすでに始まったからです」。 47そこ

で、アロンはモーセの言ったように、それを取っ

て会衆の中に走って行ったが、疫病はすでに民の

うちに始まっていたので、薫香をたいて、民のた

めに罪のあがないをし、 48すでに死んだ者と、な

お生きている者との間に立つと、疫病はやんだ。

49コラの事によって死んだ者のほかに、この疫病

によって死んだ者は一万四千七百人であった。 50

アロンは会見の幕屋の入口にいるモーセのもとに

帰った。こうして疫病はやんだ。

17主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に告げて、彼らのうちから、おのおのの父

祖の家にしたがって、つえ一本ずつを取りなさい

。すなわち、そのすべてのつかさたちから、父祖

の家にしたがって、つえ十二本を取り、その人々

の名を、おのおのそのつえに書きしるし、 3レビ

のつえにはアロンの名を書きしるしなさい。父祖

の家のかしらは、おのおののつえ一本を出すのだ

からである。 4そして、これらのつえを、わたし

があなたがたに会う会見の幕屋の中の、あかしの

箱の前に置きなさい。 5わたしの選んだ人のつえ

には、芽が出るであろう。こうして、わたしはイ

スラエルの人々が、あなたがたにむかって、つぶ

やくのをやめさせるであろう」。 6モーセが、こ

のようにイスラエルの人々に語ったので、つかさ

たちはみな、その父祖の家にしたがって、おのお

の、つえ一本ずつを彼に渡した。そのつえは合わ

せて十二本。アロンのつえも、そのつえのうちに

あった。 7モーセは、それらのつえを、あかしの

幕屋の中の、主の前に置いた。 8その翌日、モー

セが、あかしの幕屋にはいって見ると、レビの家

のために出したアロンのつえは芽をふき、つぼみ

を出し、花が咲いて、あめんどうの実を結んでい

た。 9モーセがそれらのつえを、ことごとく主の

前から、イスラエルのすべての人の所に持ち出し

たので、彼らは見て、おのおの自分のつえを取っ

た。 10主はモーセに言われた、「アロンのつえを

、あかしの箱の前に持ち帰り、そこに保存して、

そむく者どものために、しるしとしなさい。こう

して、彼らのわたしに対するつぶやきをやめさせ

、彼らの死ぬのをまぬかれさせなければならない

」。 11モーセはそのようにして、主が彼に命じら

れたとおりに行った。 12イスラエルの人々は、モ

ーセに言った、「ああ、わたしたちは死ぬ。破滅

です、全滅です。 13主の幕屋に近づく者が、みな

死ぬのであれば、わたしたちは死に絶えるではあ

りませんか」。

18そこで、主はアロンに言われた、「あなたと
あなたの子たち、およびあなたの父祖の家の

者は、聖所に関する罪を負わなければならない。

また、あなたとあなたの子たちとは、祭司職に関

する罪を負わなければならない。 2あなたはまた

、あなたの兄弟なるレビの部族の者、すなわち、

あなたの父祖の部族の者どもを、あなたに近づか

せ、あなたに連なり、あなたに仕えさせなければ

ならない。ただし、あなたとあなたの子たちとは

、共にあかしの幕屋の前で仕えなければならない

。 3彼らは、あなたの務と、すべての幕屋の務と

を守らなければならない。ただし、聖所の器と、

祭壇とに近づいてはならない。彼らもあなたがた

も、死ぬことのないためである。 4彼らはあなた

に連なって、会見の幕屋の務を守り、幕屋のもろ

もろの働きをしなければならない。ほかの者は、

あなたがたに近づいてはならない。 5このように

、あなたがたは、聖所の務と、祭壇の務とを守ら

なければならない。そうすれば、主の激しい怒り

は、かさねてイスラエルの人々に臨まないであろ

う。 6わたしはあなたがたの兄弟たるレビびとを

、イスラエルの人々のうちから取り、主のために

、これを賜物として、あなたがたに与え、会見の

幕屋の働きをさせる。 7あなたとあなたの子たち

は共に祭司職を守って、祭壇と、垂幕のうちのす

べての事を執り行い、共に勤めなければならない

。わたしは祭司の職務を賜物として、あなたがた

に与える。ほかの人で近づく者は殺されるであろ

う」。 8主はまたアロンに言われた、「わたしは

イスラエルの人々の、すべての聖なる供え物で、

わたしにささげる物の一部をあなたに与える。す

なわち、わたしはこれをあなたと、あなたの子た

ちに、その分け前として与え、永久に受くべき分

とする。 9いと聖なる供え物のうち、火で焼かず

に、あなたに帰すべきものは次のとおりである。

すなわち、わたしにささげるすべての供え物、素

祭、罪祭、愆祭はみな、いと聖なる物であって、

あなたとあなたの子たちに帰するであろう。 10い

と聖なる所で、それを食べなければならない。男

子はみな、それを食べることができる。それはあ

なたに帰すべき聖なる物である。 11またあなたに

帰すべきものはこれである。すなわち、イスラエ

ルの人々のささげる供え物のうち、すべて揺祭と

するものであって、これをあなたとあなたのむす

こ娘に与えて、永久に受くべき分とする。あなた

の家の者のうち、清い者はみな、これを食べるこ

とができる。 12すべて油の最もよい物、およびす

べて新しいぶどう酒と、穀物の最も良い物など、

人々が主にささげる初穂をあなたに与える。 13国

のすべての産物の初物で、人々が主のもとに携え

てきたものは、あなたに帰するであろう。あなた

の家の者のうち、清い者はみな、これを食べるこ

とができる。 14イスラエルのうちの奉納物はみな
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、あなたに帰する。 15すべて肉なる者のういごで

あって、主にささげられる者はみな、人でも獣で

も、あなたに帰する。ただし、人のういごは必ず

あがなわなければならない。また汚れた獣のうい

ごも、あがなわなければならない。 16人のういご

は生後一か月で、あがなわなければならない。そ

のあがない金はあなたの値積りにより、聖所のシ

ケルにしたがって、銀五シケルでなければならな

い。一シケルは二十ゲラである。 17しかし、牛の

ういご、羊のういご、やぎのういごは、あがなっ

てはならない。これらは聖なるものである。その

血を祭壇に注ぎかけ、その脂肪を焼いて火祭とし

、香ばしいかおりとして、主にささげなければな

らない。 18その肉はあなたに帰する。それは揺祭

の胸や右のももと同じく、あなたに帰する。 19イ

スラエルの人々が、主にささげる聖なる供え物は

みな、あなたとあなたのむすこ娘とに与えて、永

久に受ける分とする。これは主の前にあって、あ

なたとあなたの子孫とに対し、永遠に変らぬ塩の

契約である」。 20主はまたアロンに言われた、「

あなたはイスラエルの人々の地のうちに、嗣業を

もってはならない。また彼らのうちに、何の分を

も持ってはならない。彼らのうちにあって、わた

しがあなたの分であり、あなたの嗣業である。 21

わたしはレビの子孫にはイスラエルにおいて、す

べて十分の一を嗣業として与え、その働き、すな

わち、会見の幕屋の働きに報いる。 22イスラエル

の人々は、かさねて会見の幕屋に近づいてはなら

ない。罪を得て死なないためである。 23レビびと

だけが会見の幕屋の働きをしなければならない。

彼らがその罪を負うであろう。彼らがイスラエル

の人々のうちに、嗣業の地を持たないことをもっ

て、あなたがたの代々ながく守るべき定めとしな

ければならない。 24わたしはイスラエルの人々が

供え物として主にささげる十分の一を、レビびと

に嗣業として与えた。それで『彼らはイスラエル

の人々のうちに、嗣業の地を持ってはならない』

と、わたしは彼らに言ったのである」。 25主はモ

ーセに言われた、 26「レビびとに言いなさい、『

わたしがイスラエルの人々から取って、嗣業とし

て与える十分の一を受ける時、あなたがたはその

十分の一の十分の一を、主にささげなければなら

ない。 27あなたがたのささげ物は、打ち場からの

穀物や、酒ぶねからのぶどう酒と同じように見な

されるであろう。 28そのようにあなたがたもまた

、イスラエルの人々から受けるすべての十分の一

の物のうちから、主に供え物をささげ、主にささ

げたその供え物を、祭司アロンに与えなければな

らない。 29あなたがたの受けるすべての贈物のう

ちから、その良いところ、すなわち、聖なる部分

を取って、ことごとく供え物として、主にささげ

なければならない』。 30あなたはまた彼らに言い

なさい、『あなたがたが、そのうちから良いとこ

ろを取ってささげる時、その残りの部分はレビび

とには、打ち場の産物や、酒ぶねの産物と同じよ

うに見なされるであろう。 31あなたがたと、あな

たがたの家族とは、どこでそれを食べてもよい。

これは会見の幕屋であなたがたがする働きの報酬

である。 32あなたがたが、その良いところをささ

げるときは、それによって、あなたがたは罪を負

わないであろう。あなたがたはイスラエルの人々

の聖なる供え物を汚してはならない。死をまぬか

れるためである』」。

19主はモーセとアロンに言われた、 2「主の命

じられた律法の定めは次のとおりである。す

なわち『イスラエルの人々に告げて、完全で、傷

がなく、まだくびきを負ったことのない赤い雌牛

を、あなたのもとに引いてこさせ、 3これを祭司

エレアザルにわたして、宿営の外にひき出させ、

彼の前でこれをほふらせなければならない。 4そ

して祭司エレアザルは、指をもってその血を取り

、会見の幕屋の表に向かって、その血を七たびふ

りかけなければならない。 5ついでその雌牛を自

分の目の前で焼かせ、その皮と肉と血とは、その

汚物と共に焼かなければならない。 6そして祭司

は香柏の木と、ヒソプと、緋の糸とを取って雌牛

の燃えているなかに投げ入れなければならない。 7

そして祭司は衣服を洗い、水に身をすすいで後、

宿営に、はいることができる。ただし祭司は夕ま

で汚れる。 8またその雌牛を焼いた者も水で衣服

を洗い、水に身をすすがなければならない。彼も

夕まで汚れる。 9それから身の清い者がひとり、

その雌牛の灰を集め、宿営の外の清い所にたくわ

えておかなければならない。これはイスラエルの

人々の会衆のため、汚れを清める水をつくるため

に備えるものであって、罪を清めるものである。

10その雌牛の灰を集めた者は衣服を洗わなければ

ならない。その人は夕まで汚れる。これはイスラ

エルの人々と、そのうちに宿っている他国人との

、永久に守るべき定めとしなければならない。 11

すべて人の死体に触れる者は、七日のあいだ汚れ

る。 12その人は三日目と七日目とに、この灰の水

をもって身を清めなければならない。そうすれば

清くなるであろう。しかし、もし三日目と七日目

とに、身を清めないならば、清くならないであろ

う。 13すべて死人の死体に触れて、身を清めない

者は主の幕屋を汚す者で、その人はイスラエルか

ら断たれなければならない。汚れを清める水がそ

の身に注ぎかけられないゆえ、その人は清くなら

ず、その汚れは、なお、その身にあるからである

。 14人が天幕の中で死んだ時に用いる律法は次の

とおりである。すなわち、すべてその天幕にはい

った者、およびすべてその天幕にいた者は七日の

あいだ汚れる。 15ふたで上をおおわない器はみな

汚れる。 16つるぎで殺された者、または死んだ者

、または人の骨、または墓などに、野外で触れる

者は皆、七日のあいだ汚れる。 17汚れた者があっ

た時には、罪を清める焼いた雌牛の灰を取って器

に入れ、流れの水をこれに加え、 18身の清い者が

ひとりヒソプを取って、その水に浸し、これをそ

の天幕と、すべての器と、そこにいた人々と、骨

、あるいは殺された者、あるいは死んだ者、ある

いは墓などに触れた者とにふりかけなければなら
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ない。 19すなわちその身の清い人は三日目と七日

目とにその汚れたものに、それをふりかけなけれ

ばならない。そして七日目にその人は身を清め、

衣服を洗い、水に身をすすがなければならない。

そうすれば夕になって清くなるであろう。 20しか

し、汚れて身を清めない人は主の聖所を汚す者で

、その人は会衆のうちから断たれなければならな

い。汚れを清める水がその身に注ぎかけられない

ゆえ、その人は汚れているからである。 21これは

彼らの永久に守るべき定めとしなければならない

。すなわち汚れを清める水をふりかけた者は衣服

を洗わなければならない。また汚れを清める水に

触れた者も夕まで汚れるであろう。 22すべて汚れ

た人の触れる物は汚れる。またそれに触れる人も

夕まで汚れるであろう』」。

20イスラエルの人々の全会衆は正月になってチ
ンの荒野にはいった。そして民はカデシにと

どまったが、ミリアムがそこで死んだので、彼女

をそこに葬った。 2そのころ会衆は水が得られな

かったため、相集まってモーセとアロンに迫った

。 3すなわち民はモーセと争って言った、「さき

にわれわれの兄弟たちが主の前に死んだ時、われ

われも死んでいたらよかったものを。 4なぜ、あ

なたがたは主の会衆をこの荒野に導いて、われわ

れと、われわれの家畜とを、ここで死なせようと

するのですか。 5どうしてあなたがたはわれわれ

をエジプトから上らせて、この悪い所に導き入れ

たのですか。ここには種をまく所もなく、いちじ

くもなく、ぶどうもなく、ざくろもなく、また飲

む水もありません」。 6そこでモーセとアロンは

会衆の前を去り、会見の幕屋の入口へ行ってひれ

伏した。すると主の栄光が彼らに現れ、 7主はモ

ーセに言われた、 8「あなたは、つえをとり、あ

なたの兄弟アロンと共に会衆を集め、その目の前

で岩に命じて水を出させなさい。こうしてあなた

は彼らのために岩から水を出して、会衆とその家

畜に飲ませなさい」。 9モーセは命じられたよう

に主の前にあるつえを取った。 10モーセはアロン

と共に会衆を岩の前に集めて彼らに言った、「そ

むく人たちよ、聞きなさい。われわれがあなたが

たのためにこの岩から水を出さなければならない

のであろうか」。 11モーセは手をあげ、つえで岩

を二度打つと、水がたくさんわき出たので、会衆

とその家畜はともに飲んだ。 12そのとき主はモー

セとアロンに言われた、「あなたがたはわたしを

信じないで、イスラエルの人々の前にわたしの聖

なることを現さなかったから、この会衆をわたし

が彼らに与えた地に導き入れることができないで

あろう」。 13これがメリバの水であって、イスラ

エルの人々はここで主と争ったが、主は自分の聖

なることを彼らのうちに現された。 14さて、モー

セはカデシからエドムの王に使者をつかわして言

った、「あなたの兄弟、イスラエルはこう申しま

す、『あなたはわたしたちが遭遇したすべての患

難をご存じです。 15わたしたちの先祖はエジプト

に下って行って、わたしたちは年久しくエジプト

に住んでいましたが、エジプトびとがわたしたち

と、わたしたちの先祖を悩ましたので、 16わたし

たちが主に呼ばわったとき、主はわたしたちの声

を聞き、ひとりの天の使をつかわして、わたした

ちをエジプトから導き出されました。わたしたち

は今あなたの領地の端にあるカデシの町におりま

す。 17どうぞ、わたしたちにあなたの国を通らせ

てください。わたしたちは畑もぶどう畑も通りま

せん。また井戸の水も飲みません。ただ王の大路

を通り、あなたの領地を過ぎるまでは右にも左に

も曲りません』」。 18しかし、エドムはモーセに

言った、「あなたはわたしの領地をとおってはな

りません。さもないと、わたしはつるぎをもって

出て、あなたに立ちむかうでしょう」。 19イスラ

エルの人々はエドムに言った、「わたしたちは大

路を通ります。もしわたしたちとわたしたちの家

畜とが、あなたの水を飲むことがあれば、その価

を払います。わたしは徒歩で通るだけですから何

事もないでしょう」。 20しかし、エドムは「あな

たは通ることはなりません」と言って、多くの民

と強い軍勢とを率い、出て、これに立ちむかって

きた。 21このようにエドムはイスラエルに、その

領地を通ることを拒んだので、イスラエルはエド

ムからほかに向かった。 22こうしてイスラエルの

人々の全会衆はカデシから進んでホル山に着いた

。 23主はエドムの国境に近いホル山で、モーセと

アロンに言われた、 24「アロンはその民に連なら

なければならない。彼はわたしがイスラエルの人

々に与えた地に、はいることができない。これは

メリバの水で、あなたがたがわたしの言葉にそむ

いたからである。 25あなたはアロンとその子エレ

アザルを連れてホル山に登り、 26アロンに衣服を

脱がせて、それをその子エレアザルに着せなさい

。アロンはそのところで死んで、その民に連なる

であろう」。 27モーセは主が命じられたとおりに

し、連れだって全会衆の目の前でホル山に登った

。 28そしてモーセはアロンに衣服を脱がせ、それ

をその子エレアザルに着せた。アロンはその山の

頂で死んだ。そしてモーセとエレアザルは山から

下ったが、 29全会衆がアロンの死んだのを見たと

き、イスラエルの全家は三十日の間アロンのため

に泣いた。

21時にネゲブに住んでいたカナンびとアラデの
王は、イスラエルがアタリムの道をとおって

来ると聞いて、イスラエルを攻撃し、そのうちの

数人を捕虜にした。 2そこでイスラエルは主に誓

いを立てて言った、「もし、あなたがこの民をわ

たしの手にわたしてくださるならば、わたしはそ

の町々をことごとく滅ぼしましょう」。 3主はイ

スラエルの言葉を聞きいれ、カナンびとをわたさ

れたので、イスラエルはそのカナンびとと、その

町々とをことごとく滅ぼした。それでその所の名

はホルマと呼ばれた。 4民はホル山から進み、紅

海の道をとおって、エドムの地を回ろうとしたが

、民はその道に堪えがたくなった。 5民は神とモ

ーセとにむかい、つぶやいて言った、「あなたが
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たはなぜわたしたちをエジプトから導き上って、

荒野で死なせようとするのですか。ここには食物

もなく、水もありません。わたしたちはこの粗悪

な食物はいやになりました」。 6そこで主は、火

のへびを民のうちに送られた。へびは民をかんだ

ので、イスラエルの民のうち、多くのものが死ん

だ。 7民はモーセのもとに行って言った、「わた

したちは主にむかい、またあなたにむかい、つぶ

やいて罪を犯しました。どうぞへびをわたしたち

から取り去られるように主に祈ってください」。

モーセは民のために祈った。 8そこで主はモーセ

に言われた、「火のへびを造って、それをさおの

上に掛けなさい。すべてのかまれた者が仰いで、

それを見るならば生きるであろう」。 9モーセは

青銅で一つのへびを造り、それをさおの上に掛け

て置いた。すべてへびにかまれた者はその青銅の

へびを仰いで見て生きた。 10イスラエルの人々は

道を進んでオボテに宿営した。 11またオボテから

進んで東の方、モアブの前にある荒野において、

イエアバリムに宿営した。 12またそこから進んで

ゼレデの谷に宿営し、 13さらにそこから進んでア

ルノン川のかなたに宿営した。アルノン川はアモ

リびとの境から延び広がる荒野を流れるもので、

モアブとアモリびととの間にあって、モアブの境

をなしていた。 14それゆえに、「主の戦いの書」

にこう言われている。「スパのワヘブ、アルノン

の谷々、 15谷々の斜面、アルの町まで傾き、モア

ブの境に寄りかかる」。 16彼らはそこからベエル

へ進んで行った。これは主がモーセにむかって、

「民を集めよ。わたしはかれらに水を与えるであ

ろう」と言われた井戸である。 17その時イスラエ

ルはこの歌をうたった。「井戸の水よ、わきあが

れ、人々よ、この井戸のために歌え、 18笏とつえ

とをもってつかさたちがこの井戸を掘り、民のお

さたちがこれを掘った」。そして彼らは荒野から

マッタナに進み、 19マッタナからナハリエルに、

ナハリエルからバモテに、 20バモテからモアブの

野にある谷に行き、荒野を見おろすピスガの頂に

着いた。 21ここでイスラエルはアモリびとの王シ

ホンに使者をつかわして言わせた、 22「わたしに

あなたの国を通らせてください。わたしたちは畑

にもぶどう畑にも、はいりません。また井戸の水

も飲みません。わたしたちはあなたの領地を通り

過ぎるまで、ただ王の大路を通ります」。 23しか

し、シホンはイスラエルに自分の領地を通ること

を許さなかった。そしてシホンは民をことごとく

集め、荒野に出て、イスラエルを攻めようとし、

ヤハズにきてイスラエルと戦った。 24イスラエル

は、やいばで彼を撃ちやぶり、アルノンからヤボ

クまで彼の地を占領し、アンモンびとの境に及ん

だ。ヤゼルはアンモンびとの境だからである。 25

こうしてイスラエルはこれらの町々をことごとく

取った。そしてイスラエルはアモリびとのすべて

の町々に住み、ヘシボンとそれに附属するすべて

の村々にいた。 26ヘシボンはアモリびとの王シホ

ンの都であって、シホンはモアブの以前の王と戦

って、彼の地をアルノンまで、ことごとくその手

から奪い取ったのである。 27それゆえに歌にうた

われている。「人々よ、ヘシボンにきたれ、シホ

ンの町を築き建てよ。 28ヘシボンから火が燃え出

し、シホンの都から炎が出て、モアブのアルを焼

き尽し、アルノンの高地の君たちを滅ぼしたから

だ。 29モアブよ、お前はわざわいなるかな、ケモ

シの民よ、お前は滅ぼされるであろう。彼は、む

すこらを逃げ去らせ、娘らをアモリびとの王シホ

ンの捕虜とならせた。 30彼らの子らは滅び去った

、ヘシボンからデボンまで。われわれは荒した、

火はついてメデバに及んだ」。 31こうしてイスラ

エルはアモリびとの地に住んだが、 32モーセはま

た人をつかわしてヤゼルを探らせ、ついにその村

々を取って、そこにいたアモリびとを追い出し、

33転じてバシャンの道に上って行ったが、バシャ

ンの王オグは、その民をことごとく率い、エデレ

イで戦おうとして出迎えた。 34主はモーセに言わ

れた、「彼を恐れてはならない。わたしは彼とそ

の民とその地とを、ことごとくあなたの手にわた

す。あなたはヘシボンに住んでいたアモリびとの

王シホンにしたように彼にもするであろう」。 35

そこで彼とその子とすべての民とを、ひとり残ら

ず撃ち殺して、その地を占領した。

22さて、イスラエルの人々はまた道を進んで、
エリコに近いヨルダンのかなたのモアブの平

野に宿営した。 2チッポルの子バラクはイスラエ

ルがアモリびとにしたすべての事を見たので、 3

モアブは大いにイスラエルの民を恐れた。その数

が多かったためである。モアブはイスラエルの人

々をひじょうに恐れたので、 4ミデアンの長老た

ちに言った、「この群衆は牛が野の草をなめつく

すように、われわれの周囲の物をみな、なめつく

そうとしている」。チッポルの子バラクはこの時

モアブの王であった。 5彼はアンモンびとの国の

ユフラテ川のほとりにあるペトルに使者をつかわ

し、ベオルの子バラムを招こうとして言わせた、

「エジプトから出てきた民があり、地のおもてを

おおってわたしの前にいます。 6どうぞ今きてわ

たしのためにこの民をのろってください。彼らは

わたしよりも強いのです。そうしてくだされば、

われわれは彼らを撃って、この国から追い払うこ

とができるかもしれません。あなたが祝福する者

は祝福され、あなたがのろう者はのろわれること

をわたしは知っています」。 7モアブの長老たち

とミデアンの長老たちは占いの礼物を手にして出

発し、バラムのもとへ行って、バラクの言葉を告

げた。 8バラムは彼らに言った、「今夜ここに泊

まりなさい。主がわたしに告げられるとおりに、

あなたがたに返答しましょう」。それでモアブの

つかさたちはバラムのもとにとどまった。 9とき

に神はバラムに臨んで言われた、「あなたのとこ

ろにいるこの人々はだれですか」。 10バラムは神

に言った、「モアブの王チッポルの子バラクが、

わたしに人をよこして言いました。 11『エジプト

から出てきた民があり、地のおもてをおおってい

ます。どうぞ今きてわたしのために彼らをのろっ
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てください。そうすればわたしは戦って、彼らを

追い払うことができるかもしれません』」。 12神

はバラムに言われた、「あなたは彼らと一緒に行

ってはならない。またその民をのろってはならな

い。彼らは祝福された者だからである」。 13明く

る朝起きて、バラムはバラクのつかさたちに言っ

た、「あなたがたは国にお帰りなさい。主はわた

しがあなたがたと一緒に行くことを、お許しにな

りません」。 14モアブのつかさたちは立ってバラ

クのもとに行って言った、「バラムはわたしたち

と一緒に来ることを承知しません」。 15バラクは

また前の者よりも身分の高いつかさたちを前より

も多くつかわした。 16彼らはバラムのところへ行

って言った、「チッポルの子バラクはこう申しま

す、『どんな妨げをも顧みず、どうぞわたしのと

ころへおいでください。 17わたしはあなたを大い

に優遇します。そしてあなたがわたしに言われる

事はなんでもいたします。どうぞきてわたしのた

めにこの民をのろってください』」。 18しかし、

バラムはバラクの家来たちに答えた、「たといバ

ラクがその家に満ちるほどの金銀をわたしに与え

ようとも、事の大小を問わず、わたしの神、主の

言葉を越えては何もすることができません。 19そ

れで、どうぞ、あなたがたも今夜ここにとどまっ

て、主がこの上、わたしになんと仰せられるかを

確かめさせてください」。 20夜になり、神はバラ

ムに臨んで言われた、「この人々はあなたを招き

にきたのだから、立ってこの人々と一緒に行きな

さい。ただしわたしが告げることだけを行わなけ

ればならない」。 21明くる朝起きてバラムは、ろ

ばにくらをおき、モアブのつかさたちと一緒に行

った。 22しかるに神は彼が行ったために怒りを発

せられ、主の使は彼を妨げようとして、道に立ち

ふさがっていた。バラムは、ろばに乗り、そのし

もべふたりも彼と共にいたが、 23ろばは主の使が

、手に抜き身のつるぎをもって、道に立ちふさが

っているのを見、道をそれて畑にはいったので、

バラムは、ろばを打って道に返そうとした。 24し

かるに主の使はまたぶどう畑の間の狭い道に立ち

ふさがっていた。道の両側には石がきがあった。

25ろばは主の使を見て、石がきにすり寄り、バラ

ムの足を石がきに押しつけたので、バラムは、ま

た、ろばを打った。 26主の使はまた先に進んで、

狭い所に立ちふさがっていた。そこは右にも左に

も、曲る道がなかったので、 27ろばは主の使を見

てバラムの下に伏した。そこでバラムは怒りを発

し、つえでろばを打った。 28すると、主が、ろば

の口を開かれたので、ろばはバラムにむかって言

った、「わたしがあなたに何をしたというのです

か。あなたは三度もわたしを打ったのです」。 29

バラムは、ろばに言った、「お前がわたしを侮っ

たからだ。わたしの手につるぎがあれば、いま、

お前を殺してしまうのだが」。 30ろばはまたバラ

ムに言った、「わたしはあなたが、きょうまで長

いあいだ乗られたろばではありませんか。わたし

はいつでも、あなたにこのようにしたでしょうか

」。バラムは言った、「いや、しなかった」。 31

このとき主がバラムの目を開かれたので、彼は主

の使が手に抜き身のつるぎをもって、道に立ちふ

さがっているのを見て、頭を垂れてひれ伏した。

32主の使は彼に言った、「なぜあなたは三度もろ

ばを打ったのか。あなたが誤って道を行くので、

わたしはあなたを妨げようとして出てきたのだ。

33ろばはわたしを見て三度も身を巡らしてわたし

を避けた。もし、ろばが身を巡らしてわたしを避

けなかったなら、わたしはきっと今あなたを殺し

て、ろばを生かしておいたであろう」。 34バラム

は主の使に言った、「わたしは罪を犯しました。

あなたがわたしをとどめようとして、道に立ちふ

さがっておられるのを、わたしは知りませんでし

た。それで今、もし、お気に召さないのであれば

、わたしは帰りましょう」。 35主の使はバラムに

言った、「この人々と一緒に行きなさい。ただし

、わたしが告げることのみを述べなければならな

い」。こうしてバラムはバラクのつかさたちと一

緒に行った。 36さて、バラクはバラムがきたと聞

いて、国境のアルノン川のほとり、国境の一端に

あるモアブの町まで出て行って迎えた。 37そして

バラクはバラムに言った、「わたしは人をつかわ

してあなたを招いたではありませんか。あなたは

なぜわたしのところへきませんでしたか。わたし

は実際あなたを優遇することができないでしょう

か」。 38バラムはバラクに言った、「ごらんなさ

い。わたしはあなたのところにきています。しか

し、今、何事かをみずから言うことができましょ

うか。わたしはただ神がわたしの口に授けられる

ことを述べなければなりません」。 39こうしてバ

ラムはバラクと一緒に行き、キリアテ・ホゾテに

きたとき、 40バラクは牛と羊とをほふって、バラ

ムおよび彼と共にいたバラムを連れてきたつかさ

たちに贈った。 41明くる朝バラクはバラムを伴っ

てバモテバアルにのぼり、そこからイスラエルの

民の宿営の一端をながめさせた。

23バラムはバラクに言った、「わたしのために
、ここに七つの祭壇を築き、七頭の雄牛と七

頭の雄羊とを整えなさい」。 2バラクはバラムの

言ったとおりにした。そしてバラクとバラムとは

、その祭壇ごとに雄牛一頭と雄羊一頭とをささげ

た。 3バラムはバラクに言った、「あなたは燔祭

のかたわらに立っていてください。その間にわた

しは行ってきます。主はたぶんわたしに会ってく

ださるでしょう。そして、主がわたしに示される

事はなんでもあなたに告げましょう」。こうして

彼は一つのはげ山に登った。 4神がバラムに会わ

れたので、バラムは神に言った、「わたしは七つ

の祭壇を設け、祭壇ごとに雄牛一頭と雄羊一頭と

をささげました」。 5主はバラムの口に言葉を授

けて言われた、「バラクのもとに帰ってこう言い

なさい」。 6彼がバラクのもとに帰ってみると、

バラクはモアブのすべてのつかさたちと共に燔祭

のかたわらに立っていた。 7バラムはこの託宣を

述べた。「バラクはわたしをアラムから招き寄せ

、モアブの王はわたしを東の山から招き寄せて言
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う、『きてわたしのためにヤコブをのろえ、きて

イスラエルをのろえ』と。 8神ののろわない者を

、わたしがどうしてのろえよう。主ののろわない

者を、わたしがどうしてのろえよう。 9岩の頂か

らながめ、丘の上から見たが、これはひとり離れ

て住む民、もろもろの国民のうちに並ぶものはな

い。 10だれがヤコブの群衆を数え、イスラエルの

無数の民を数え得よう。わたしは義人のように死

に、わたしの終りは彼らの終りのようでありたい

」。 11そこでバラクはバラムに言った、「あなた

はわたしに何をするのですか。わたしは敵をのろ

うために、あなたを招いたのに、あなたはかえっ

て敵を祝福するばかりです」。 12バラムは答えた

、「わたしは、主がわたしの口に授けられる事だ

けを語るように注意すべきではないでしょうか」

。 13バラクは彼に言った、「わたしと一緒にほか

のところへ行って、そこから彼らをごらんくださ

い。あなたはただ彼らの一端を見るだけで、全体

を見ることはできないでしょうが、そこからわた

しのために彼らをのろってください」。 14そして

彼はバラムを連れてゾピムの野に行き、ピスガの

頂に登って、そこに七つの祭壇を築き、祭壇ごと

に雄牛一頭と雄羊一頭とをささげた。 15ときには

バラムはバラクに言った、「あなたはここで、燔

祭のかたわらに立っていてください。わたしは向

こうへ行って、主に伺いますから」。 16主はバラ

ムに臨み、言葉を口に授けて言われた、「バラク

のもとに帰ってこう言いなさい」。 17彼がバラク

のところへ行って見ると、バラクは燔祭のかたわ

らに立ち、モアブのつかさたちも共にいた。バラ

クはバラムに言った、「主はなんと言われました

か」。 18そこでバラムはまたこの託宣を述べた。

「バラクよ、立って聞け、チッポルの子よ、わた

しに耳を傾けよ。 19神は人のように偽ることはな

く、また人の子のように悔いることもない。言っ

たことで、行わないことがあろうか、語ったこと

で、しとげないことがあろうか。 20祝福せよとの

命をわたしはうけた、すでに神が祝福されたもの

を、わたしは変えることができない。 21だれもヤ

コブのうちに災のあるのを見ない、またイスラエ

ルのうちに悩みのあるのを見ない。彼らの神、主

が共にいまし、王をたたえる声がその中に聞える

。 22神は彼らをエジプトから導き出された、彼ら

は野牛の角のようだ。 23ヤコブには魔術がなく、

イスラエルには占いがない。神がそのなすところ

を時に応じてヤコブに告げ、イスラエルに示され

るからだ。 24見よ、この民は雌じしのように立ち

上がり、雄じしのように身を起す。これはその獲

物を食らい、その殺した者の血を飲むまでは身を

横たえない」。 25バラクはバラムに言った、「あ

なたは彼らをのろうことも祝福することも、やめ

てください」。 26バラムは答えてバラクに言った

、「主の言われることは、なんでもしなければな

らないと、わたしはあなたに告げませんでしたか

」。 27バラクはバラムに言った、「どうぞ、おい

でください。わたしはあなたをほかの所へお連れ

しましょう。神はあなたがそこからわたしのため

に彼らをのろうことを許されるかもしれません」

。 28そしてバラクはバラムを連れて、荒野を見お

ろすペオルの頂に行った。 29バラムはバラクに言

った、「わたしのためにここに七つの祭壇を築き

、雄牛七頭と、雄羊七頭とを整えなさい」。 30バ

ラクはバラムの言ったとおりにし、その祭壇ごと

に雄牛一頭と雄羊一頭とをささげた。

24バラムはイスラエルを祝福することが主の心
にかなうのを見たので、今度はいつものよう

に行って魔術を求めることをせず、顔を荒野にむ

け、 2目を上げて、イスラエルがそれぞれ部族に

したがって宿営しているのを見た。その時、神の

霊が臨んだので、 3彼はこの託宣を述べた。「ベ

オルの子バラムの言葉、目を閉じた人の言葉、 4

神の言葉を聞く者、全能者の幻を見る者、倒れ伏

して、目の開かれた者の言葉。 5ヤコブよ、あな

たの天幕は麗しい、イスラエルよ、あなたのすま

いは、麗しい。 6それは遠くひろがる谷々のよう

、川べの園のよう、主が植えられた沈香樹のよう

、流れのほとりの香柏のようだ。 7水は彼らのか

めからあふれ、彼らの種は水の潤いに育つであろ

う。彼らの王はアガグよりも高くなり、彼らの国

はあがめられるであろう。 8神は彼らをエジプト

から導き出された、彼らは野牛の角のようだ。彼

らは敵なる国々の民を滅ぼし、その骨を砕き、矢

をもって突き通すであろう。 9彼らは雄じしのよ

うに身をかがめ、雌じしのように伏している。だ

れが彼らを起しえよう。あなたを祝福する者は祝

福され、あなたをのろう者はのろわれるであろう

」。 10そこでバラクはバラムにむかって怒りを発

し、手を打ち鳴らした。そしてバラクはバラムに

言った、「敵をのろうために招いたのに、あなた

はかえって三度までも彼らを祝福した。 11それで

今あなたは急いで自分のところへ帰ってください

。わたしはあなたを大いに優遇しようと思った。

しかし、主はその優遇をあなたに得させないよう

にされました」。 12バラムはバラクに言った、「

わたしはあなたがつかわされた使者たちに言った

ではありませんか、 13『たといバラクがその家に

満ちるほどの金銀をわたしに与えようとも、主の

言葉を越えて心のままに善も悪も行うことはでき

ません。わたしは主の言われることを述べるだけ

です』。 14わたしは今わたしの民のところへ帰っ

て行きます。それでわたしはこの民が後の日にあ

なたの民にどんなことをするかをお知らせしまし

ょう」。 15そしてこの託宣を述べた。「ベオルの

子バラムの言葉、目を閉じた人の言葉。 16神の言

葉を聞く者、いと高き者の知識をもつ者、全能者

の幻を見、倒れ伏して、目の開かれた者の言葉。

17わたしは彼を見る、しかし今ではない。わたし

は彼を望み見る、しかし近くではない。ヤコブか

ら一つの星が出、イスラエルから一本のつえが起

り、モアブのこめかみと、セツのすべての子らの

脳天を撃つであろう。 18敵のエドムは領地となり

、セイルもまた領地となるであろう。そしてイス

ラエルは勝利を得るであろう。 19権を執る者がヤ
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コブから出、生き残った者を町から断ち滅ぼすで

あろう」。 20バラムはまたアマレクを望み見て、

この託宣を述べた。「アマレクは諸国民のうちの

最初のもの、しかし、ついに滅び去るであろう」

。 21またケニびとを望み見てこの託宣を述べた。

「お前のすみかは堅固だ、岩に、お前は巣をつく

っている。 22しかし、カインは滅ぼされるであろ

う。アシュルはいつまでお前を捕虜とするであろ

うか」。 23彼はまたこの託宣を述べた。「ああ、

神が定められた以上、だれが生き延びることがで

きよう。 24キッテムの海岸から舟がきて、アシュ

ルを攻めなやまし、エベルを攻めなやますであろ

う。そして彼もまたついに滅び去るであろう」。

25こうしてバラムは立ち上がって、自分のところ

へ帰っていった。バラクもまた立ち去った。

25イスラエルはシッテムにとどまっていたが、
民はモアブの娘たちと、みだらな事をし始め

た。 2その娘たちが神々に犠牲をささげる時に民

を招くと、民は一緒にそれを食べ、娘たちの神々

を拝んだ。 3イスラエルはこうしてペオルのバア

ルにつきしたがったので、主はイスラエルにむか

って怒りを発せられた。 4そして主はモーセに言

われた、「民の首領をことごとく捕え、日のある

うちにその人々を主の前で処刑しなさい。そうす

れば主の怒りはイスラエルを離れるであろう」。 5

モーセはイスラエルのさばきびとたちにむかって

言った、「あなたがたはおのおの、配下の者ども

でペオルのバアルにつきしたがったものを殺しな

さい」。 6モーセとイスラエルの人々の全会衆と

が会見の幕屋の入口で泣いていた時、彼らの目の

前で、ひとりのイスラエルびとが、その兄弟たち

の中に、ひとりのミデアンの女を連れてきた。 7

祭司アロンの子なるエレアザルの子ピネハスはこ

れを見て、会衆のうちから立ち上がり、やりを手

に執り、 8そのイスラエルの人の後を追って、奥

の間に入り、そのイスラエルの人を突き、またそ

の女の腹を突き通して、ふたりを殺した。こうし

て疫病がイスラエルの人々に及ぶのがやんだ。 9

しかし、その疫病で死んだ者は二万四千人であっ

た。 10主はモーセに言われた、 11「祭司アロン

の子なるエレアザルの子ピネハスは自分のことの

ように、わたしの憤激をイスラエルの人々のうち

に表わし、わたしの怒りをそのうちから取り去っ

たので、わたしは憤激して、イスラエルの人々を

滅ぼすことをしなかった。 12このゆえにあなたは

言いなさい、『わたしは平和の契約を彼に授ける

。 13これは彼とその後の子孫に永遠の祭司職の契

約となるであろう。彼はその神のために熱心であ

って、イスラエルの人々のために罪のあがないを

したからである』と」。 14ミデアンの女と共に殺

されたイスラエルの人の名はジムリといい、サル

の子で、シメオンびとのうちの一族のつかさであ

った。 15またその殺されたミデアンの女の名はコ

ズビといい、ツルの娘であった。ツルはミデアン

の民の一族のかしらであった。 16主はまたモーセ

に言われた、 17「ミデアンびとを打ち悩ましなさ

い。 18彼らはたくらみをもって、あなたがたを悩

まし、ペオルの事と、彼らの姉妹、ミデアンのつ

かさの娘コズビ、すなわちペオルの事により、疫

病の起った日に殺された女の事とによって、あな

たがたを惑わしたからである」。

26疫病の後、主はモーセと祭司アロンの子エレ
アザルとに言われた、 2「イスラエルの人々

の全会衆の総数をその父祖の家にしたがって調べ

、イスラエルにおいて、すべて戦争に出ることの

できる二十歳以上の者を数えなさい」。 3そこで

モーセと祭司エレアザルとは、エリコに近いヨル

ダンのほとりにあるモアブの平野で彼らに言った

、 4「主がモーセに命じられたように、あなたが

たのうちの二十歳以上の者を数えなさい」。エジ

プトの地から出てきたイスラエルの人々は次のと

おりである。 5ルベンはイスラエルの長子である

。ルベンの子孫は、ヘノクからヘノクびとの氏族

が出、パルからパルびとの氏族が出、 6ヘヅロン

からヘヅロンびとの氏族が出、カルミからカルミ

びとの氏族が出た。 7これらはルベンびとの氏族

であって、数えられた者は四万三千七百三十人で

あった。 8またパルの子はエリアブ。 9エリアブ

の子はネムエル、ダタン、アビラムである。この

ダタンとアビラムとは会衆のうちから選び出され

た者で、コラのともがらと共にモーセとアロンと

に逆らって主と争った時、 10地は口を開いて彼ら

とコラとをのみ、その仲間は死んだ。その時二百

五十人が火に焼き滅ぼされて、戒めの鏡となった

。 11ただし、コラの子たちは死ななかった。 12

シメオンの子孫は、その氏族によれば、ネムエル

からネムエルびとの氏族が出、ヤミンからヤミン

びとの氏族が出、ヤキンからヤキンびとの氏族が

出、 13ゼラからゼラびとの氏族が出、シャウルか

らシャウルびとの氏族が出た。 14これらはシメオ

ンびとの氏族であって、数えられた者は二万二千

二百人であった。 15ガドの子孫は、その氏族によ

れば、ゼポンからゼポンびとの氏族が出、ハギか

らハギびとの氏族が出、シュニからシュニびとの

氏族が出、 16オズニからオズニびとの氏族が出、

エリからエリびとの氏族が出、 17アロドからアロ

ドびとの氏族が出、アレリからアレリびとの氏族

が出た。 18これらはガドの子孫の氏族であって、

数えられた者は四万五百人であった。 19ユダの子

らはエルとオナンとであって、エルとオナンとは

カナンの地で死んだ。 20ユダの子孫は、その氏族

によれば、シラからシラびとの氏族が出、ペレヅ

からペレヅびとの氏族が出、ゼラからゼラびとの

氏族が出た。 21ペレヅの子孫は、ヘヅロンからヘ

ヅロンびとの氏族が出、ハムルからハムルびとの

氏族が出た。 22これらはユダの氏族であって、数

えられた者は七万六千五百人であった。 23イッサ

カルの子孫は、その氏族によれば、トラからトラ

びとの氏族が出、プワからプワびとの氏族が出、

24ヤシュブからヤシュブびとの氏族が出、シムロ

ンからシムロンびとの氏族が出た。 25これらはイ

ッサカルの氏族であって、数えられた者は六万四
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千三百人であった。 26ゼブルンの子孫は、その氏

族によれば、セレデからセレデびとの氏族が出、

エロンからエロンびとの氏族が出、ヤリエルから

ヤリエルびとの氏族が出た。 27これらはゼブルン

びとの氏族であって、数えられた者は六万五百人

であった。 28ヨセフの子らは、その氏族によれば

、マナセとエフライムとであって、 29マナセの子

孫は、マキルからマキルびとの氏族が出た。マキ

ルからギレアデが生れ、ギレアデからギレアデび

との氏族が出た。 30ギレアデの子孫は次のとおり

である。イエゼルからイエゼルびとの氏族が出、

ヘレクからヘレクびとの氏族が出、 31アスリエル

からアスリエルびとの氏族が出、シケムからシケ

ムびとの氏族が出、 32セミダからセミダびとの氏

族が出、ヘペルからヘペルびとの氏族が出た。 33

ヘペルの子ゼロペハデには男の子がなく、ただ女

の子のみで、ゼロペハデの女の子の名はマアラ、

ノア、ホグラ、ミルカ、テルザといった。 34これ

らはマナセの氏族であって、数えられた者は五万

二千七百人であった。 35エフライムの子孫は、そ

の氏族によれば、次のとおりである。シュテラか

らはシュテラびとの氏族が出、ベケルからベケル

びとの氏族が出、タハンからタハンびとの氏族が

出た。 36またシュテラの子孫は次のとおりである

。すなわちエランからエランびとの氏族が出た。

37これらはエフライムの子孫の氏族であって、数

えられた者は三万二千五百人であった。以上はヨ

セフの子孫で、その氏族によるものである。 38ベ

ニヤミンの子孫は、その氏族によれば、ベラから

ベラびとの氏族が出、アシベルからアシベルびと

の氏族が出、アヒラムからアヒラムびとの氏族が

出、 39シュパムからシュパムびとの氏族が出、ホ

パムからホパムびとの氏族が出た。 40ベラの子は

アルデとナアマンとであって、アルデからアルデ

びとの氏族が出、ナアマンからナアマンびとの氏

族が出た。 41これらはベニヤミンの子孫であって

、その氏族によれば数えられた者は四万五千六百

人であった。 42ダンの子孫は、その氏族によれば

、次のとおりである。シュハムからシュハムびと

の氏族が出た。これらはダンの氏族であって、そ

の氏族によるものである。 43シュハムびとのすべ

ての氏族のうち、数えられた者は六万四千四百人

であった。 44アセルの子孫は、その氏族によれば

、エムナからエムナびとの氏族が出、エスイから

エスイびとの氏族が出、ベリアからベリアびとの

氏族が出た。 45ベリアの子孫のうちヘベルからヘ

ベルびとの氏族が出、マルキエルからマルキエル

びとの氏族が出た。 46アセルの娘の名はサラとい

った。 47これらはアセルの子孫の氏族であって、

数えられた者は五万三千四百人であった。 48ナフ

タリの子孫は、その氏族によれば、ヤジエルから

ヤジエルびとの氏族が出、グニからグニびとの氏

族が出、 49エゼルからエゼルびとの氏族が出、シ

レムからシレムびとの氏族が出た。 50これらはナ

フタリの氏族であって、その氏族により、数えら

れた者は四万五千四百人であった。 51これらはイ

スラエルの子孫の数えられた者であって、六十万

一千百三十人であった。 52主はモーセに言われた

、 53「これらの人々に、その名の数にしたがって

地を分け与え、嗣業とさせなさい。 54大きい部族

には多くの嗣業を与え、小さい部族には少しの嗣

業を与えなさい。すなわち数えられた数にしたが

って、おのおのの部族にその嗣業を与えなければ

ならない。 55ただし地は、くじをもって分け、そ

の父祖の部族の名にしたがって、それを継がなけ

ればならない。 56すなわち、くじをもってその嗣

業を大きいものと、小さいものとに分けなければ

ならない」。 57レビびとのその氏族にしたがって

数えられた者は次のとおりである。ゲルションか

らゲルションびとの氏族が出、コハテからコハテ

びとの氏族が出、メラリからメラリびとの氏族が

出た。 58レビの氏族は次のとおりである。すなわ

ちリブニびとの氏族、ヘブロンびとの氏族、マヘ

リびとの氏族、ムシびとの氏族、コラびとの氏族

であって、コハテからアムラムが生れた。 59アム

ラムの妻の名はヨケベデといって、レビの娘であ

る。彼女はエジプトでレビに生れた者であるが、

アムラムにとついで、アロンとモーセおよびその

姉妹ミリアムを産んだ。 60アロンにはナダブ、ア

ビウ、エレアザルおよびイタマルが生れた。 61ナ

ダブとアビウは異火を主の前にささげた時に死ん

だ。 62その数えられた一か月以上のすべての男子

は二万三千人であった。彼らはイスラエルの人々

のうちに嗣業を与えられなかったため、イスラエ

ルの人々のうちに数えられなかった者である。 63

これらはモーセと祭司エレアザルが、エリコに近

いヨルダンのほとりにあるモアブの平野で数えた

イスラエルの人々の数である。 64ただしそのうち

には、モーセと祭司アロンがシナイの荒野でイス

ラエルの人々を数えた時に数えられた者はひとり

もなかった。 65それは主がかつて彼らについて「

彼らは必ず荒野で死ぬであろう」と言われたから

である。それで彼らのうちエフンネの子カレブと

ヌンの子ヨシュアのほか、ひとりも残った者はな

かった。

27さて、ヨセフの子マナセの氏族のうちのヘペ
ルの子、ゼロペハデの娘たちが訴えてきた。

ヘペルはギレアデの子、ギレアデはマキルの子、

マキルはマナセの子である。その娘たちは名をマ

アラ、ノア、ホグラ、ミルカ、テルザといったが

、 2彼らは会見の幕屋の入口でモーセと、祭司エ

レアザルと、つかさたちと全会衆との前に立って

言った、 3「わたしたちの父は荒野で死にました

。彼は、コラの仲間となって主に逆らった者ども

の仲間のうちには加わりませんでした。彼は自分

の罪によって死んだのですが、男の子がありませ

んでした。 4男の子がないからといって、どうし

てわたしたちの父の名がその氏族のうちから削ら

れなければならないのでしょうか。わたしたちの

父の兄弟と同じように、わたしたちにも所有地を

与えてください」。 5モーセがその事を主の前に

述べると、 6主はモーセに言われた、 7「ゼロペ

ハデの娘たちの言うことは正しい。あなたは必ず
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彼らの父の兄弟たちと同じように、彼らにも嗣業

の所有地を与えなければならない。すなわち、そ

の父の嗣業を彼らに渡さなければならない。 8あ

なたはイスラエルの人々に言いなさい、『もし人

が死んで、男の子がない時は、その嗣業を娘に渡

さなければならない。 9もしまた娘もない時は、

その嗣業を兄弟に与えなければならない。 10もし

兄弟もない時は、その嗣業を父の兄弟に与えなけ

ればならない。 11もしまた父に兄弟がない時は、

その氏族のうちで彼に最も近い親族にその嗣業を

与えて所有させなければならない』。主がモーセ

に命じられたようにイスラエルの人々は、これを

おきての定めとしなければならない」。 12主はモ

ーセに言われた、「このアバリムの山に登って、

わたしがイスラエルの人々に与える地を見なさい

。 13あなたはそれを見てから、兄弟アロンのよう

にその民に加えられるであろう。 14これは会衆が

チンの荒野で逆らい争った時、あなたがたはわた

しの命にそむき、あの水のかたわらで彼らの目の

前にわたしの聖なることを現さなかったからであ

る」。これはチンの荒野にあるカデシのメリバの

水である。 15モーセは主に言った、 16「すべて

の肉なるものの命の神、主よ、どうぞ、この会衆

の上にひとりの人を立て、 17彼らの前に出入りし

、彼らを導き出し、彼らを導き入れる者とし、主

の会衆を牧者のない羊のようにしないでください

」。 18主はモーセに言われた、「神の霊のやどっ

ているヌンの子ヨシュアを選び、あなたの手をそ

の上におき、 19彼を祭司エレアザルと全会衆の前

に立たせて、彼らの前で職に任じなさい。 20そし

て彼にあなたの権威を分け与え、イスラエルの人

々の全会衆を彼に従わせなさい。 21彼は祭司エレ

アザルの前に立ち、エレアザルは彼のためにウリ

ムをもって、主の前に判断を求めなければならな

い。ヨシュアとイスラエルの人々の全会衆とはエ

レアザルの言葉に従っていで、エレアザルの言葉

に従ってはいらなければならない」。 22そこでモ

ーセは主が命じられたようにし、ヨシュアを選ん

で、祭司エレアザルと全会衆の前に立たせ、 23彼

の上に手をおき、主がモーセによって語られたと

おりに彼を任命した。

28主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に命じて言いなさい、『あなたがたは香ば

しいかおりとしてわたしにささげる火祭、すなわ

ち、わたしの供え物、わたしの食物を定めの時に

わたしにささげることを怠ってはならない』。 3

また彼らに言いなさい、『あなたがたが主にささ

ぐべき火祭はこれである。すなわち一歳の雄の全

き小羊二頭を毎日ささげて常燔祭としなければな

らない。 4すなわち一頭の小羊を朝にささげ、一

頭の小羊を夕にささげなければならない。 5また

麦粉一エパの十分の一に、砕いて取った油一ヒン

の四分の一を混ぜて素祭としなければならない。 6

これはシナイ山で定められた常燔祭であって、主

に香ばしいかおりとしてささげる火祭である。 7

またその灌祭は小羊一頭について一ヒンの四分の

一をささげなければならない。すなわち聖所にお

いて主のために濃い酒をそそいで灌祭としなけれ

ばならない。 8夕には他の一頭の小羊をささげな

ければならない。その素祭と灌祭とは朝のものと

同じようにし、その小羊を火祭としてささげ、主

に香ばしいかおりとしなければならない。 9また

安息日には一歳の雄の全き小羊二頭と、麦粉一エ

パの十分の二に油を混ぜた素祭と、その灌祭とを

ささげなければならない。 10これは安息日ごとの

燔祭であって、常燔祭とその灌祭とに加えらるべ

きものである。 11またあなたがたは月々の第一日

に燔祭を主にささげなければならない。すなわち

若い雄牛二頭、雄羊一頭、一歳の雄の全き小羊七

頭をささげ、 12雄牛一頭には麦粉一エパの十分の

三に油を混ぜたものを素祭とし、雄羊一頭には麦

粉一エパの十分の二に油を混ぜたものを素祭とし

、 13小羊一頭には麦粉十分の一に油を混ぜたもの

を素祭とし、これを香ばしいかおりの燔祭として

主のために火祭としなければならない。 14またそ

の灌祭は雄牛一頭についてぶどう酒一ヒンの二分

の一、雄羊一頭について一ヒンの三分の一、小羊

一頭について一ヒンの四分の一をささげなければ

ならない。これは年の月々を通じて、新月ごとに

ささぐべき燔祭である。 15また常燔祭とその灌祭

とのほかに、雄やぎ一頭を罪祭として主にささげ

なければならない。 16正月の十四日は主の過越の

祭である。 17またその月の十五日は祭日としなけ

ればならない。七日のあいだ種入れぬパンを食べ

なければならない。 18その初めの日には聖会を開

かなければならない。なんの労役をもしてはなら

ない。 19あなたがたは火祭として主に燔祭をささ

げなければならない。すなわち若い雄牛二頭、雄

羊一頭、一歳の雄の小羊七頭をささげなければな

らない。これらはみな全きものでなければならな

い。 20その素祭には油を混ぜた麦粉をささげなけ

ればならない。すなわち雄牛一頭につき麦粉一エ

パの十分の三、雄羊一頭につき十分の二をささげ

、 21また七頭の小羊にはその一頭ごとに十分の一

をささげなければならない。 22また雄やぎ一頭を

罪祭としてささげ、あなたがたのために罪のあが

ないをしなければならない。 23あなたがたは朝に

ささげる常燔祭の燔祭のほかに、これらをささげ

なければならない。 24このようにあなたがたは七

日のあいだ毎日、火祭の食物をささげて、主に香

ばしいかおりとしなければならない。これは常燔

祭とその灌祭とのほかにささぐべきものである。

25そして第七日に、あなたがたは聖会を開かなけ

ればならない。なんの労役をもしてはならない。

26あなたがたは七週の祭、すなわち新しい素祭を

主にささげる初穂の日にも聖会を開かなければな

らない。なんの労役をもしてはならない。 27あな

たがたは燔祭をささげて、主に香ばしいかおりと

しなければならない。すなわち若い雄牛二頭、雄

羊一頭、一歳の雄の小羊七頭をささげなければな

らない。 28その素祭には油を混ぜた麦粉をささげ

なければならない。すなわち雄牛一頭につき一エ

パの十分の三、雄羊一頭につき十分の二をささげ
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、 29また七頭の小羊には一頭ごとに十分の一をさ

さげなければならない。 30また雄やぎ一頭をささ

げてあなたがたのために罪のあがないをしなけれ

ばならない。 31あなたがたは常燔祭とその素祭と

その灌祭とのほかに、これらをささげなければな

らない。これらはみな、全きものでなければなら

ない。

29七月には、その月の第一日に聖会を開かなけ
ればならない。なんの労役をもしてはならな

い。これはあなたがたがラッパを吹く日である。 2

あなたがたは燔祭をささげて、主に香ばしいかお

りとしなければならない。すなわち若い雄牛一頭

、雄羊一頭、一歳の雄の全き小羊七頭をささげな

ければならない。 3その素祭には油を混ぜた麦粉

をささげなければならない。すなわち雄牛一頭に

ついて一エパの十分の三、雄羊一頭について十分

の二をささげ、 4また七頭の小羊には一頭ごとに

十分の一をささげなければならない。 5また雄や

ぎ一頭を罪祭としてささげ、あなたがたのために

罪のあがないをしなければならない。 6これは新

月の燔祭とその素祭、常燔祭とその素祭、および

灌祭のほかのものであって、これらのものの定め

にしたがい、香ばしいかおりとして、主に火祭と

しなければならない。 7またその七月の十日に聖

会を開き、かつあなたがたの身を悩まさなければ

ならない。なんの仕事もしてはならない。 8あな

たがたは主に燔祭をささげて、香ばしいかおりと

しなければならない。すなわち若い雄牛一頭、雄

羊一頭、一歳の雄の小羊七頭をささげなければな

らない。これらはみな全きものでなければならな

い。 9その素祭には油を混ぜた麦粉をささげなけ

ればならない。すなわち雄牛一頭につき一エパの

十分の三、雄羊一頭につき十分の二をささげ、 10

また七頭の小羊には一頭ごとに十分の一をささげ

なければならない。 11また雄やぎ一頭を罪祭とし

てささげなければならない。これらは贖罪の罪祭

と常燔祭とその素祭、および灌祭のほかのもので

ある。 12七月の十五日に聖会を開かなければなら

ない。なんの労役もしてはならない。七日のあい

だ主のために祭をしなければならない。 13あなた

がたは燔祭をささげて、主に香ばしいかおりの火

祭としなければならない。すなわち若い雄牛十三

頭、雄羊二頭、一歳の雄の小羊十四頭をささげな

ければならない。これらはみな全きものでなけれ

ばならない。 14その素祭には油を混ぜた麦粉をさ

さげなければならない。すなわち十三頭の雄牛に

は一頭ごとに十分の三、その二頭の雄羊には一頭

ごとに十分の二をささげ、 15その十四頭の小羊に

は一頭ごとに十分の一をささげなければならない

。 16また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければ

ならない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭

のほかのものである。 17第二日には若い雄牛十二

頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささ

げなければならない。 18その雄牛と雄羊と小羊と

のための素祭と灌祭とはその数にしたがって、定

めのようにささげなければならない。 19また雄や

ぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。こ

れらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのもの

である。 20第三日には雄牛十一頭、雄羊二頭、一

歳の雄の全き小羊十四頭をささげなければならな

い。 21その雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌

祭とは、その数にしたがって定めのようにささげ

なければならない。 22また雄やぎ一頭を罪祭とし

てささげなければならない。これらは常燔祭とそ

の素祭および灌祭のほかのものである。 23第四日

には雄牛十頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十

四頭をささげなければならない。 24その雄牛と雄

羊と小羊とのための素祭と灌祭とは、その数にし

たがって定めのようにささげなければならない。

25また雄やぎ一頭を罪祭としてささげなければな

らない。これらは常燔祭とその素祭および灌祭の

ほかのものである。 26第五日には雄牛九頭、雄羊

二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささげなけれ

ばならない。 27その雄牛と雄羊と小羊とのための

素祭と灌祭とは、その数にしたがって定めのよう

にささげなければならない。 28また雄やぎ一頭を

罪祭としてささげなければならない。これらは常

燔祭とその素祭および灌祭のほかのものである。

29第六日には雄牛八頭、雄羊二頭、一歳の雄の全

き小羊十四頭をささげなければならない。 30その

雄牛と雄羊と小羊とのための素祭と灌祭とは、そ

の数にしたがって定めのようにささげなければな

らない。 31また雄やぎ一頭を罪祭としてささげな

ければならない。これらは常燔祭とその素祭およ

び灌祭のほかのものである。 32第七日には雄牛七

頭、雄羊二頭、一歳の雄の全き小羊十四頭をささ

げなければならない。 33その雄牛と雄羊と小羊と

のための素祭と灌祭とは、その数にしたがって定

めのようにささげなければならない。 34また雄や

ぎ一頭を罪祭としてささげなければならない。こ

れらは常燔祭とその素祭および灌祭のほかのもの

である。 35第八日にはまた集会を開かなければな

らない。なんの労役をもしてはならない。 36あな

たがたは燔祭をささげて主に香ばしいかおりの火

祭としなければならない。すなわち雄牛一頭、雄

羊一頭、一歳の雄の全き小羊七頭をささげなけれ

ばならない。 37その雄牛と雄羊と小羊とのための

素祭と灌祭とは、その数にしたがって定めのよう

にささげなければならない。 38また雄やぎ一頭を

罪祭としてささげなければならない。これらは常

燔祭とその素祭および灌祭のほかのものである。

39あなたがたは定めの祭の時に、これらのものを

主にささげなければならない。これらはあなたが

たの誓願、または自発の供え物としてささげる燔

祭、素祭、灌祭および酬恩祭のほかのものである

』」。 40モーセは主が命じられた事をことごとく

イスラエルの人々に告げた。

30モーセはイスラエルの人々の部族のかしらた
ちに言った、「これは主が命じられた事であ

る。 2もし人が主に誓願をかけ、またはその身に

物断ちをしようと誓いをするならば、その言葉を

破ってはならない。口で言ったとおりにすべて行



民数記 110

わなければならない。 3またもし女がまだ若く、

父の家にいて、主に誓願をかけ、またはその身に

物断ちをしようとする時、 4父が彼女の誓願、ま

たは彼女の身に断った物断ちのことを聞いて、彼

女に何も言わないならば、彼女はすべて誓願を行

い、またその身に断った物断ちをすべて守らなけ

ればならない。 5しかし、彼女の父がそれを聞い

た日に、それを承認しない時は、彼女はその誓願

、またはその身に断った物断ちをすべてやめるこ

とができる。父が承認しないのであるから、主は

彼女をゆるされるであろう。 6またもし夫のある

身で、みずから誓願をかけ、またはその身に物断

ちをしようと、軽々しく口で言った場合、 7夫が

それを聞き、それを聞いた日に彼女に何も言わな

いならば、彼女はその誓願を行い、その身に断っ

た物断ちを守らなければならない。 8しかし、も

し夫がそれを聞いた日に、それを承認しないなら

ば、夫はその女がかけた誓願、またはその身に物

断ちをしようと、軽々しく口に言ったことをやめ

させることができる。主はその女をゆるされるで

あろう。 9しかし、寡婦あるいは離縁された女の

誓願、すべてその身に断った物断ちは、それを守

らなければならない。 10もし女が夫の家で誓願を

かけ、またはその身に物断ちをしようと誓った時

、 11夫がそれを聞いて、彼女に何も言わず、また

それに反対しないならば、その誓願はすべて行わ

なければならない。またその身に断った物断ちは

すべて守らなければならない。 12しかし、もし夫

がそれを聞いた日にそれを認めないならば、彼女

の誓願、または身の物断ちについて、彼女が口で

言った事は、すべてやめることができる。夫がそ

れを認めなかったのだから、主はその女をゆるさ

れるであろう。 13すべての誓願およびすべてその

身を悩ます物断ちの誓約は、夫がそれを守らせる

ことができ、または夫がそれをやめさせることが

できる。 14もし夫が彼女に何も言わずに日を送る

ならば、彼は妻がした誓願、または物断ちをすべ

て認めたのである。彼はそれを聞いた日に妻に何

も言わなかったのだから、それを認めたのである

。 15しかし、もし夫がそれを聞き、あとになって

、それを認めないならば、彼は妻の罪を負わなけ

ればならない」。 16これらは主がモーセに命じら

れた定めであって、夫と妻との間、および父とま

だ若くて父の家にいる娘との間に関するものであ

る。

31さて主はモーセに言われた、 2「ミデアンび

とにイスラエルの人々のあだを報いなさい。

その後、あなたはあなたの民に加えられるであろ

う」。 3モーセは民に言った、「あなたがたのう

ちから人を選んで戦いのために武装させ、ミデア

ンびとを攻めて、主のためミデアンびとに復讐し

なさい。 4すなわちイスラエルのすべての部族か

ら、部族ごとに千人ずつを戦いに送り出さなけれ

ばならない」。 5そこでイスラエルの部族のうち

から部族ごとに千人ずつを選び、一万二千人を得

て、戦いのために武装させた。 6モーセは各部族

から千人ずつを戦いにつかわし、また祭司エレア

ザルの子ピネハスに、聖なる器と吹き鳴らすラッ

パとを執らせて、共に戦いにつかわした。 7彼ら

は主がモーセに命じられたようにミデアンびとと

戦って、その男子をみな殺した。 8その殺した者

のほかにまたミデアンの王五人を殺した。その名

はエビ、レケム、ツル、フル、レバである。また

ベオルの子バラムをも、つるぎにかけて殺した。 9

またイスラエルの人々はミデアンの女たちとその

子供たちを捕虜にし、その家畜と、羊の群れと、

貨財とをことごとく奪い取り、 10そのすまいのあ

る町々と、その部落とを、ことごとく火で焼いた

。 11こうして彼らはすべて奪ったものと、かすめ

たものとは人をも家畜をも取り、 12その生けどっ

た者と、かすめたものと、奪ったものとを携えて

、エリコに近いヨルダンのほとりのモアブの平野

の宿営におるモーセと祭司エレアザルとイスラエ

ルの人々の会衆のもとへもどってきた。 13ときに

モーセと祭司エレアザルと会衆のつかさたちはみ

な宿営の外に出て迎えたが、 14モーセは軍勢の将

たち、すなわち戦場から帰ってきた千人の長たち

と、百人の長たちに対して怒った。 15モーセは彼

らに言った、「あなたがたは女たちをみな生かし

ておいたのか。 16彼らはバラムのはかりごとによ

って、イスラエルの人々に、ペオルのことで主に

罪を犯させ、ついに主の会衆のうちに疫病を起す

に至った。 17それで今、この子供たちのうちの男

の子をみな殺し、また男と寝て、男を知った女を

みな殺しなさい。 18ただし、まだ男と寝ず、男を

知らない娘はすべてあなたがたのために生かして

おきなさい。 19そしてあなたがたは七日のあいだ

宿営の外にとどまりなさい。あなたがたのうちす

べて人を殺した者、およびすべて殺された者に触

れた者は、あなたがた自身も、あなたがたの捕虜

も共に、三日目と七日目とに身を清めなければな

らない。 20またすべての衣服と、すべての皮の器

と、すべてやぎの毛で作ったものと、すべての木

の器とを清めなければならない」。 21祭司エレア

ザルは戦いに出たいくさびとたちに言った、「こ

れは主がモーセに命じられた律法の定めである。

22金、銀、青銅、鉄、すず、鉛など、 23すべて火

に耐える物は火の中を通さなければならない。そ

うすれば清くなるであろう。なおその上、汚れを

清める水で、清めなければならない。しかし、す

べて火に耐えないものは水の中を通さなければな

らない。 24あなたがたは七日目に衣服を洗わなけ

ればならない。そして清くなり、その後宿営には

いることができる」。 25主はモーセに言われた、

26「あなたと祭司エレアザルおよび会衆の氏族の

かしらたちは、その生けどった人と家畜の獲物の

総数を調べ、 27その獲物を戦いに出た勇士と、全

会衆とに折半しなさい。 28そして戦いに出たいく

さびとに、人または牛、またはろば、または羊を

、おのおの五百ごとに一つを取り、みつぎとして

主にささげさせなさい。 29すなわち彼らが受ける

半分のなかから、それを取り、主にささげる物と

して祭司エレアザルに渡しなさい。 30またイスラ
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エルの人々が受ける半分のなかから、その獲た人

または牛、またはろば、または羊などの家畜を、

おのおの五十ごとに一つを取り、主の幕屋の務を

するレビびとに与えなさい」。 31モーセと祭司エ

レアザルとは主がモーセに命じられたとおりに行

った。 32そこでその獲物、すなわち、いくさびと

たちが奪い取ったものの残りは羊六十七万五千、

33牛七万二千、 34ろば六万一千、 35人三万二千

、これはみな男と寝ず、男を知らない女であった

。 36そしてその半分、すなわち戦いに出た者の分

は羊三十三万七千五百、 37主にみつぎとした羊は

六百七十五。 38牛は三万六千、そのうちから主に

みつぎとしたものは七十二。 39ろばは三万五百、

そのうちから主にみつぎとしたものは六十一。 40

人は一万六千、そのうちから主にみつぎとしたも

のは三十二人であった。 41モーセはそのみつぎを

主にささげる物として祭司エレアザルに渡した。

主がモーセに命じられたとおりである。 42モーセ

が戦いに出た人々とは別にイスラエルの人々に与

えた半分、 43すなわち会衆の受けた半分は羊三十

三万七千五百、 44牛三万六千、 45ろば三万五百

、 46人一万六千であって、 47モーセはイスラエ

ルの人々の受けた半分のなかから、人および獣を

おのおの五十ごとに一つを取って、主の幕屋の務

をするレビびとに与えた。主がモーセに命じられ

たとおりである。 48時に軍勢の将であったものど

も、すなわち千人の長たちと百人の長たちとがモ

ーセのところにきて、 49モーセに言った、「しも

べらは、指揮下のいくさびとを数えましたが、わ

れわれのうち、ひとりも欠けた者はありませんで

した。 50それで、われわれは、おのおの手に入れ

た金の飾り物、すなわち腕飾り、腕輪、指輪、耳

輪、首飾りなどを主に携えてきて供え物とし、主

の前にわれわれの命のあがないをしようと思いま

す」。 51モーセと祭司エレアザルとは、彼らから

細工を施した金の飾り物を受け取った。 52千人の

長たちと百人の長たちとが、主にささげものとし

た金は合わせて一万六千七百五十シケル。 53いく

さびとは、おのおの自分のぶんどり物を獲た。 54

モーセと祭司エレアザルとは、千人の長たちと百

人の長たちとから、その金を受け取り、それを携

えて会見の幕屋に入り、主の前に置いてイスラエ

ルの人々のために記念とした。

32ルベンの子孫とガドの子孫とは非常に多くの
家畜の群れを持っていた。彼らがヤゼルの地

と、ギレアデの地とを見ると、そこは家畜を飼う

のに適していたので、 2ガドの子孫とルベンの子

孫とがきて、モーセと、祭司エレアザルと、会衆

のつかさたちとに言った、 3「アタロテ、デボン

、ヤゼル、ニムラ、ヘシボン、エレアレ、シバム

、ネボ、ベオン、 4すなわち主がイスラエルの会

衆の前に撃ち滅ぼされた国は、家畜を飼うのに適

した地ですが、しもべらは家畜を持っています」

。 5彼らはまた言った、「それでもし、あなたの

恵みを得られますなら、どうぞこの地をしもべら

の領地にして、われわれにヨルダンを渡らせない

でください」。 6モーセはガドの子孫とルベンの

子孫とに言った、「あなたがたは兄弟が戦いに行

くのに、ここにすわっていようというのか。 7ど

うしてあなたがたはイスラエルの人々の心をくじ

いて、主が彼らに与えられる地に渡ることができ

ないようにするのか。 8あなたがたの先祖も、わ

たしがカデシ・バルネアから、その地を見るため

につかわした時に、同じようなことをした。 9す

なわち彼らはエシコルの谷に行って、その地を見

たとき、イスラエルの人々の心をくじいて、主が

与えられる地に行くことができないようにした。

10そこでその時、主は怒りを発し、誓って言われ

た、 11『エジプトから出てきた人々で二十歳以上

の者はひとりもわたしがアブラハム、イサク、ヤ

コブに誓った地を見ることはできない。彼らはわ

たしに従わなかったからである。 12ただケニズび

とエフンネの子カレブとヌンの子ヨシュアとはそ

うではない。このふたりは全く主に従ったからで

ある』。 13主はこのようにイスラエルにむかって

怒りを発し、彼らを四十年のあいだ荒野にさまよ

わされたので、主の前に悪を行ったその世代の人

々は、ついにみな滅びた。 14あなたがたはその父

に代って立った罪びとのやからであって、主のイ

スラエルに対する激しい怒りをさらに増そうとし

ている。 15あなたがたがもしそむいて主に従わな

いならば、主はまたこの民を荒野にすておかれる

であろう。そうすればあなたがたはこの民をこと

ごとく滅ぼすに至るであろう」。 16彼らはモーセ

のところへ進み寄って言った、「われわれはこの

所に、群れのために羊のおりを建て、また子供た

ちのために町々を建てようと思います。 17しかし

、われわれは武装してイスラエルの人々の前に進

み、彼らをその所へ導いて行きましょう。ただわ

れわれの子供たちは、この地の住民の害をのがれ

るため、堅固な町々に住ませておかなければなり

ません。 18われわれはイスラエルの人々が、おの

おのその嗣業を受けるまでは、家に帰りません。

19またわれわれはヨルダンのかなたで彼らととも

には嗣業を受けません。われわれはヨルダンのこ

なた、すなわち東の方で嗣業を受けるからです」

。 20モーセは彼らに言った、「もし、あなたがた

がそのようにし、みな武装して主の前に行って戦

い、 21みな武装して主の前に行ってヨルダン川を

渡り、主がその敵を自分の前から追い払われて、

22この国が主の前に征服されて後、帰ってくるな

らば、あなたがたは主の前にも、イスラエルの前

にも、とがめはないであろう。そしてこの地は主

の前にあなたがたの所有となるであろう。 23しか

し、そうしないならば、あなたがたは主にむかっ

て罪を犯した者となり、その罪は必ず身に及ぶこ

とを知らなければならない。 24あなたがたは子供

たちのために町々を建て、羊のために、おりを建

てなさい。しかし、あなたがたは約束したことは

行わなければならない」。 25ガドの子孫とルベン

の子孫とは、モーセに言った、「しもべらはあな

たの命じられたとおりにいたします。 26われわれ

の子供たちと妻と羊と、すべての家畜とは、この
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ギレアデの町々に残します。 27しかし、しもべら

はみな武装して、あなたの言われるとおり、主の

前に渡って行って戦います」。 28モーセは彼らの

ことについて、祭司エレアザルと、ヌンの子ヨシ

ュアと、イスラエルの人々の部族のうちの氏族の

かしらたちとに命じた。 29そしてモーセは彼らに

言った、「ガドの子孫と、ルベンの子孫とが、お

のおの武装してあなたがたと一緒にヨルダンを渡

り、主の前に戦って、その地をあなたがたが征服

するならば、あなたがたは彼らにギレアデの地を

領地として与えなければならない。 30しかし、も

し彼らが武装してあなたがたと一緒に渡って行か

ないならば、彼らはカナンの地であなたがたのう

ちに領地を獲なければならない」。 31ガドの子孫

と、ルベンの子孫とは答えて言った、「しもべら

は主が言われたとおりにいたします。 32われわれ

は武装して、主の前にカナンの地へ渡って行きま

すが、ヨルダンのこなたで、われわれの嗣業をも

つことにします」。 33そこでモーセはガドの子孫

と、ルベンの子孫と、ヨセフの子マナセの部族の

半ばとに、アモリびとの王シホンの国と、バシャ

ンの王オグの国とを与えた。すなわち、その国お

よびその領内の町々とその町々の周囲の地とを与

えた。 34こうしてガドの子孫は、デボン、アタロ

テ、アロエル、 35アテロテ・ショパン、ヤゼル、

ヨグベハ、 36ベテニムラ、ベテハランなどの堅固

な町々を建て、羊のおりを建てた。 37またルベン

の子孫は、ヘシボン、エレアレ、キリヤタイム、

38および後に名を改めたネボと、バアル・メオン

の町を建て、またシブマの町を建てた。彼らは建

てた町々に新しい名を与えた。 39またマナセの子

マキルの子孫はギレアデに行って、そこを取り、

その住民アモリびとを追い払ったので、 40モーセ

はギレアデをマナセの子マキルに与えてそこに住

まわせた。 41またマナセの子ヤイルは行って村々

を取り、それをハオテヤイルと名づけた。 42また

ノバは行ってケナテとその村々を取り、自分の名

にしたがって、それをノバと名づけた。

33イスラエルの人々が、モーセとアロンとに導
かれ、その部隊に従って、エジプトの国を出

てから経た旅路は次のとおりである。 2モーセは

主の命により、その旅路にしたがって宿駅を書き

とめた。その宿駅にしたがえば旅路は次のとおり

である。 3彼らは正月の十五日にラメセスを出立

した。すなわち過越の翌日イスラエルの人々は、

すべてのエジプトびとの目の前を意気揚々と出立

した。 4その時エジプトびとは、主に撃ち殺され

たすべてのういごを葬っていた。主はまた彼らの

神々にも罰を加えられた。 5こうしてイスラエル

の人々はラメセスを出立してスコテに宿営し、 6

スコテを出立して荒野の端にあるエタムに宿営し

、 7エタムを出立してバアル・ゼポンの前にある

ピハヒロテに引き返してミグドルの前に宿営し、 8

ピハヒロテを出立して、海のなかをとおって荒野

に入り、エタムの荒野を三日路ほど行って、メラ

に宿営し、 9メラを出立し、エリムに行って宿営

した。エリムには水の泉十二と、なつめやし七十

本とがあった。 10エリムを出立して紅海のほとり

に宿営し、 11紅海を出立してシンの荒野に宿営し

、 12シンの荒野を出立してドフカに宿営し、 13

ドフカを出立してアルシに宿営し、 14アルシを出

立してレピデムに宿営した。そこには民の飲む水

がなかった。 15レピデムを出立してシナイの荒野

に宿営し、 16シナイの荒野を出立してキブロテ・

ハッタワに宿営し、 17キブロテ・ハッタワを出立

してハゼロテに宿営し、 18ハゼロテを出立してリ

テマに宿営し、 19リテマを出立してリンモン・パ

レツに宿営し、 20リンモン・パレツを出立してリ

ブナに宿営し、 21リブナを出立してリッサに宿営

し、 22リッサを出立してケヘラタに宿営し、 23

ケヘラタを出立してシャペル山に宿営し、 24シャ

ペル山を出立してハラダに宿営し、 25ハラダを出

立してマケロテに宿営し、 26マケロテを出立して

タハテに宿営し、 27タハテを出立してテラに宿営

し、 28テラを出立してミテカに宿営し、 29ミテ

カを出立してハシモナに宿営し、 30ハシモナを出

立してモセラに宿営し、 31モセラを出立してベネ

ヤカンに宿営し、 32ベネヤカンを出立してホル・

ハギデガデに宿営し、 33ホル・ハギデガデを出立

してヨテバタに宿営し、 34ヨテバタを出立してア

ブロナに宿営し、 35アブロナを出立してエジオン

・ゲベルに宿営し、 36エジオン・ゲベルを出立し

てチンの荒野すなわちカデシに宿営し、 37カデシ

を出立してエドムの国の端にあるホル山に宿営し

た。 38イスラエルの人々がエジプトの国を出て四

十年目の五月一日に、祭司アロンは主の命により

ホル山に登って、その所で死んだ。 39アロンはホ

ル山で死んだとき百二十三歳であった。 40カナン

の地のネゲブに住んでいたカナンびとアラデの王

は、イスラエルの人々の来るのを聞いた。 41つい

で、ホル山を出立してザルモナに宿営し、 42ザル

モナを出立してプノンに宿営し、 43プノンを出立

してオボテに宿営し、 44オボテを出立してモアブ

の境にあるイエ・アバリムに宿営し、 45イエ・ア

バリムを出立してデボン・ガドに宿営し、 46デボ

ン・ガドを出立してアルモン・デブラタイムに宿

営し、 47アルモン・デブラタイムを出立してネボ

の前にあるアバリムの山に宿営し、 48アバリムの

山を出立してエリコに近いヨルダンのほとりのモ

アブの平野に宿営した。 49すなわちヨルダンのほ

とりのモアブの平野で、ベテエシモテとアベル・

シッテムとの間に宿営した。 50エリコに近いヨル

ダンのほとりのモアブの平野で、主はモーセに言

われた、 51「イスラエルの人々に言いなさい。あ

なたがたがヨルダンを渡ってカナンの地にはいる

ときは、 52その地の住民をことごとくあなたがた

の前から追い払い、すべての石像をこぼち、すべ

ての鋳像をこぼち、すべての高き所を破壊しなけ

ればならない。 53またあなたがたはその地の民を

追い払って、そこに住まなければならない。わた

しがその地をあなたがたの所有として与えたから

である。 54あなたがたは、おのおの氏族ごとにく

じを引き、その地を分けて嗣業としなければなら
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ない。大きい部族には多くの嗣業を与え、小さい

部族には少しの嗣業を与えなければならない。そ

のくじの当った所がその所有となるであろう。あ

なたがたは父祖の部族にしたがって、それを継が

なければならない。 55しかし、その地の住民をあ

なたがたの前から追い払わないならば、その残し

て置いた者はあなたがたの目にとげとなり、あな

たがたの脇にいばらとなり、あなたがたの住む国

において、あなたがたを悩ますであろう。 56また

、わたしは彼らにしようと思ったとおりに、あな

たがたにするであろう」。

34主はモーセに言われた、 2「イスラエルの人

々に命じて言いなさい。あなたがたがカナン

の地にはいるとき、あなたがたの嗣業となるべき

地はカナンの地で、その全域は次のとおりである

。 3南の方はエドムに接するチンの荒野に始まり

、南の境は、東は塩の海の端に始まる。 4その境

はアクラビムの坂の南を巡ってチンに向かい、カ

デシ・バルネアの南に至り、ハザル・アダルに進

み、アズモンに及ぶ。 5その境はまたアズモンか

ら転じてエジプトの川に至り、海に及んで尽きる

。 6西の境はおおうみとその沿岸で、これがあな

たがたの西の境である。 7あなたがたの北の境は

次のとおりである。すなわちおおうみからホル山

まで線を引き、 8ホル山からハマテの入口まで線

を引き、その境をゼダデに至らせ、 9またその境

はジフロンに進み、ハザル・エノンに至って尽き

る。これがあなたがたの北の境である。 10あなた

がたの東の境は、ハザル・エノンからシパムまで

線を引き、 11またその境はアインの東の方で、シ

パムからリブラに下り、またその境は下ってキン

ネレテの海の東の斜面に至り、 12またその境はヨ

ルダンに下り、塩の海に至って尽きる。あなたが

たの国の周囲の境は以上のとおりである」。 13モ

ーセはイスラエルの人々に命じて言った、「これ

はあなたがたが、くじによって継ぐべき地である

。主はこれを九つの部族と半部族とに与えよと命

じられた。 14それはルベンの子孫の部族とガドの

子孫の部族とが共に父祖の家にしたがって、すで

にその嗣業を受け、またマナセの半部族もその嗣

業を受けていたからである。 15この二つの部族と

半部族とはエリコに近いヨルダンのかなた、すな

わち東の方、日の出る方で、その嗣業を受けた」

。 16主はまたモーセに言われた、 17「あなたが

たに、嗣業として地を分け与える人々の名は次の

とおりである。すなわち祭司エレアザルと、ヌン

の子ヨシュアとである。 18あなたがたはまた、お

のおの部族から、つかさひとりずつを選んで、地

を分け与えさせなければならない。 19その人々の

名は次のとおりである。すなわちユダの部族では

エフンネの子カレブ、 20シメオンの子孫の部族で

はアミホデの子サムエル、 21ベニヤミンの部族で

はキスロンの子エリダデ、 22ダンの子孫の部族で

はヨグリの子つかさブッキ、 23ヨセフの子孫、す

なわちマナセの部族ではエポデの子つかさハニエ

ル、 24エフライムの子孫の部族ではシフタンの子

つかさケムエル、 25ゼブルンの子孫の部族ではパ

ルナクの子つかさエリザパン、 26イッサカルの子

孫の部族ではアザンの子つかさパルテエル、 27ア

セルの子孫の部族ではシロミの子つかさアヒウデ

、 28ナフタリの子孫の部族では、アミホデの子つ

かさパダヘル。 29カナンの地でイスラエルの人々

に嗣業を分け与えることを主が命じられた人々は

以上のとおりである」。

35エリコに近いヨルダンのほとりのモアブの平
野で、主はモーセに言われた、 2「イスラエ

ルの人々に命じて、その獲た嗣業のうちから、レ

ビびとに住むべき町々を与えさせなさい。また、

あなたがたは、その町々の周囲の放牧地をレビび

とに与えなければならない。 3その町々は彼らの

住む所、その放牧地は彼らの家畜と群れ、および

すべての獣のためである。 4あなたがたがレビび

とに与える町々の放牧地は、町の石がきから一千

キュビトの周囲としなければならない。 5あなた

がたは町の外で東側に二千キュビト、南側に二千

キュビト、西側に二千キュビト、北側に二千キュ

ビトを計り、町はその中央にしなければならない

。彼らの町の放牧地はこのようにしなければなら

ない。 6あなたがたがレビびとに与える町々は六

つで、のがれの町とし、人を殺した者がのがれる

所としなければならない。なおこのほかに四十二

の町を与えなければならない。 7すなわちあなた

がたがレビびとに与える町は合わせて四十八で、

これをその放牧地と共に与えなければならない。 8

あなたがたがイスラエルの人々の所有のうちから

レビびとに町々を与えるには、大きい部族からは

多く取り、小さい部族からは少なく取り、おのお

の受ける嗣業にしたがって、その町々をレビびと

に与えなければならない」。 9主はモーセに言わ

れた、 10「イスラエルの人々に言いなさい。あな

たがたがヨルダンを渡ってカナンの地にはいると

きは、 11あなたがたのために町を選んで、のがれ

の町とし、あやまって人を殺した者を、そこにの

がれさせなければならない。 12これはあなたがた

が復讐する者を避けてのがれる町であって、人を

殺した者が会衆の前に立って、さばきを受けない

うちに、殺されることのないためである。 13あな

たがたが与える町々のうち、六つをのがれの町と

しなければならない。 14すなわちヨルダンのかな

たで三つの町を与え、カナンの地で三つの町を与

えて、のがれの町としなければならない。 15これ

らの六つの町は、イスラエルの人々と、他国の人

および寄留者のために、のがれの場所としなけれ

ばならない。すべてあやまって人を殺した者が、

そこにのがれるためである。 16もし人が鉄の器で

、人を打って死なせたならば、その人は故殺人で

ある。故殺人は必ず殺されなければならない。 17

またもし人を殺せるほどの石を取って、人を打っ

て死なせたならば、その人は故殺人である。故殺

人は必ず殺されなければならない。 18あるいは人

を殺せるほどの木の器を取って、人を打って死な

せたならば、その人は故殺人である。故殺人は必
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ず殺されなければならない。 19血の復讐をする者

は、自分でその故殺人を殺すことができる。すな

わち彼に出会うとき、彼を殺すことができる。 20

またもし恨みのために人を突き、あるいは故意に

人に物を投げつけて死なせ、 21あるいは恨みによ

って手で人を打って死なせたならば、その打った

者は必ず殺されなければならない。彼は故殺人だ

からである。血の復讐をする者は、その故殺人に

出会うとき殺すことができる。 22しかし、もし恨

みもないのに思わず人を突き、または、なにごこ

ろなく人に物を投げつけ、 23あるいは人のいるの

も見ずに、人を殺せるほどの石を投げつけて死な

せた場合、その人がその敵でもなく、また害を加

えようとしたのでもない時は、 24会衆はこれらの

おきてによって、その人を殺した者と、血の復讐

をする者との間をさばかなければならない。 25す

なわち会衆はその人を殺した者を血の復讐をする

者の手から救い出して、逃げて行ったのがれの町

に返さなければならない。その者は聖なる油を注

がれた大祭司の死ぬまで、そこにいなければなら

ない。 26しかし、もし人を殺した者が、その逃げ

て行ったのがれの町の境を出た場合、 27血の復讐

をする者は、のがれの町の境の外で、これに出会

い、血の復讐をする者が、その人を殺した者を殺

しても、彼には血を流した罪はない。 28彼は大祭

司の死ぬまで、そののがれの町におるべきものだ

からである。大祭司の死んだ後は、人を殺した者

は自分の所有の地にかえることができる。 29これ

らのことはすべてあなたがたの住む所で、代々あ

なたがたのためのおきての定めとしなければなら

ない。 30人を殺した者、すなわち故殺人はすべて

証人の証言にしたがって殺されなければならない

。しかし、だれもただひとりの証言によって殺さ

れることはない。 31あなたがたは死に当る罪を犯

した故殺人の命のあがないしろを取ってはならな

い。彼は必ず殺されなければならない。 32また、

のがれの町にのがれた者のために、あがないしろ

を取って大祭司の死ぬ前に彼を自分の地に帰り住

まわせてはならない。 33あなたがたはそのおる所

の地を汚してはならない。流血は地を汚すからで

ある。地の上に流された血は、それを流した者の

血によらなければあがなうことができない。 34あ

なたがたは、その住む所の地、すなわちわたしの

おる地を汚してはならない。主なるわたしがイス

ラエルの人々のうちに住んでいるからである」。

36ヨセフの子孫の氏族のうち、マナセの子マキ
ルの子であるギレアデの子らの氏族のかしら

たちがきて、モーセとイスラエルの人々のかしら

であるつかさたちとの前で語って、 2言った、「

イスラエルの人々に、その嗣業の地をくじによっ

て与えることを主はあなたに命じられ、あなたも

また、われわれの兄弟ゼロペハデの嗣業を、その

娘たちに与えるよう、主によって命じられました

。 3その娘たちがもし、イスラエルの人々のうち

の他の部族のむすこたちにとつぐならば、彼女た

ちの嗣業は、われわれの父祖の嗣業のうちから取

り除かれて、そのとつぐ部族の嗣業に加えられる

でしょう。こうしてそれはわれわれの嗣業の分か

ら取り除かれるでしょう。 4そしてイスラエルの

人々のヨベルの年がきた時、彼女たちの嗣業は、

そのとついだ部族の嗣業に加えられるでしょう。

こうして彼女たちの嗣業は、われわれの父祖の部

族の嗣業のうちから取り除かれるでしょう」。 5

モーセは主の言葉にしたがって、イスラエルの人

々に命じて言った、「ヨセフの子孫の部族の言う

ところは正しい。 6ゼロペハデの娘たちについて

、主が命じられたことはこうである。すなわち『

彼女たちはその心にかなう者にとついでもよいが

、ただその父祖の部族の一族にのみ、とつがなけ

ればならない。 7そうすればイスラエルの人々の

嗣業は、部族から部族に移るようなことはないで

あろう。イスラエルの人々は、おのおのその父祖

の部族の嗣業をかたく保つべきだからである。 8

イスラエルの人々の部族のうち、嗣業をもってい

る娘はみな、その父の部族に属する一族にとつが

なければならない。そうすればイスラエルの人々

は、おのおのその父祖の嗣業を保つことができる

。 9こうして嗣業は一つの部族から他の部族に移

ることはなかろう。イスラエルの人々の部族はお

のおのその嗣業をかたく保つべきだからである』

」。 10そこでゼロペハデの娘たちは、主がモーセ

に命じられたようにした。 11すなわちゼロペハデ

の娘たち、マアラ、テルザ、ホグラ、ミルカおよ

びノアは、その父の兄弟のむすこたちにとついだ

。 12彼女たちはヨセフの子マナセのむすこたちの

一族にとついだので、その嗣業はその父の一族の

属する部族にとどまった。 13これらはエリコに近

いヨルダンのほとりのモアブの平野で、主がモー

セによってイスラエルの人々に命じられた命令と

おきてである。
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申命記

1これはヨルダンの向こうの荒野、パランと、ト
ペル、ラバン、ハゼロテ、デザハブとの間の、

スフの前にあるアラバにおいて、モーセがイスラ

エルのすべての人に告げた言葉である。 2ホレブ

からセイル山の道を経て、カデシ・バルネアに達

するには、十一日の道のりである。 3第四十年の

十一月となり、その月の一日に、モーセはイスラ

エルの人々にむかって、主が彼らのため彼に授け

られた命令を、ことごとく告げた。 4これはモー

セがヘシボンに住んでいたアモリびとの王シホン

、およびアシタロテとエデレイとに住んでいたバ

シャンの王オグを殺した後であった。 5すなわち

モーセはヨルダンの向こうのモアブの地で、みず

から、この律法の説明に当った、そして言った、 6

「われわれの神、主はホレブにおいて、われわれ

に言われた、『あなたがたはすでに久しく、この

山にとどまっていたが、 7身をめぐらして道に進

み、アモリびとの山地に行き、その近隣のすべて

の所、アラバ、山地、低地、ネゲブ、海べ、カナ

ンびとの地、またレバノンに行き、大川ユフラテ

にまで行きなさい。 8見よ、わたしはこの地をあ

なたがたの前に置いた。この地にはいって、それ

を自分のものとしなさい。これは主が、あなたが

たの先祖アブラハム、イサク、ヤコブに誓って、

彼らとその後の子孫に与えると言われた所である

』。 9あの時、わたしはあなたがたに言った、『

わたしはひとりであなたがたを負うことができな

い。 10あなたがたの神、主はあなたがたを多くさ

れたので、あなたがたは、きょう、空の星のよう

に多い。 11どうぞ、あなたがたの先祖の神、主が

あなたがたを、今あるより千倍も多くし、またあ

なたがたに約束されたように、あなたがたを恵ん

でくださるように。 12わたしひとりで、どうして

、あなたがたを負い、あなたがたの重荷と、あな

たがたの争いを処理することができようか。 13あ

なたがたは、おのおの部族ごとに、知恵があり、

知識があって、人に知られている人々を選び出し

なさい。わたしはその人々を、あなたがたのかし

らとするであろう』。 14その時、あなたがたはわ

たしに答えた、『あなたがしようと言われること

は良いことです』。 15そこで、わたしは、あなた

がたのうちから、知恵があり、人に知られている

人々を取って、あなたがたのかしらとした。すな

わち千人の長、百人の長、五十人の長、十人の長

とし、また、あなたがたの部族のつかさびととし

た。 16また、あのとき、わたしはあなたがたのさ

ばきびとたちに命じて言った、『あなたがたは、

兄弟たちの間の訴えを聞き、人とその兄弟、また

は寄留の他国人との間を、正しくさばかなければ

ならない。 17あなたがたは、さばきをする時、人

を片寄り見てはならない。小さい者にも大いなる

者にも聞かなければならない。人の顔を恐れては

ならない。さばきは神の事だからである。あなた

がたで決めるのにむずかしい事は、わたしのとこ

ろに持ってこなければならない。わたしはそれを

聞くであろう』。 18わたしはまた、あの時、あな

たがたがしなければならないことを、ことごとく

命じた。 19われわれの神、主が命じられたように

、われわれは、ホレブを出立して、あなたがたが

見た、あの大きな恐ろしい荒野を通り、アモリび

との山地へ行く道によって、カデシ・バルネアに

きた。 20その時わたしはあなたがたに言った、『

あなたがたは、われわれの神、主がお与えになる

アモリびとの山地に着いた。 21見よ、あなたの神

、主はこの地をあなたの前に置かれた。あなたの

先祖の神、主が告げられたように、上って行って

、これを自分のものとしなさい。恐れてはならな

い。おののいてはならない』。 22あなたがたは皆

わたしに近寄って言った、『われわれは人をさき

につかわして、その地を探らせ、どの道から上る

べきか、どの町々に入るべきかを、復命させまし

ょう』。 23このことは良いと思ったので、わたし

はあなたがたのうち、おのおのの部族から、ひと

りずつ十二人の者を選んだ。 24彼らは身をめぐら

して、山地に上って行き、エシコルの谷へ行って

それを探り、 25その地のくだものを手に取って、

われわれのところに持って下り、復命して言った

、『われわれの神、主が賜わる地は良い地です』

。 26しかし、あなたがたは上って行くことを好ま

ないで、あなたがたの神、主の命令にそむいた。

27そして天幕でつぶやいて言った。『主はわれわ

れを憎んでアモリびとの手に渡し、滅ぼそうとし

てエジプトの国から導き出されたのだ。 28われわ

れはどこへ上って行くのか。兄弟たちは、「その

民はわれわれよりも大きくて、背も高い。町々は

大きく、その石がきは天に届いている。われわれ

は、またアナクびとの子孫をその所で見た」と言

って、われわれの心をくじいた』。 29その時、わ

たしはあなたがたに言った、『彼らをこわがって

はならない。また恐れてはならない。 30先に立っ

て行かれるあなたがたの神、主はエジプトにおい

て、あなたがたの目の前で、すべてのことを行わ

れたように、あなたがたのために戦われるであろ

う。 31あなたがたはまた荒野で、あなたの神、主

が、人のその子を抱くように、あなたを抱かれる

のを見た。あなたがたが、この所に来るまで、そ

の道すがら、いつもそうであった』。 32このよう

に言っても、あなたがたはなお、あなたがたの神

、主を信じなかった。 33主は道々あなたがたの先

に立って行き、あなたがたが宿営する場所を捜し

、夜は火のうちにあり、昼は雲のうちにあって、

あなたがたに行くべき道を示された。 34主は、あ

なたがたの言葉を聞いて怒り、誓って言われた、

35『この悪い世代の人々のうちには、わたしが、

あなたがたの先祖たちに与えると誓ったあの良い

地を見る者は、ひとりもないであろう。 36ただエ

フンネの子カレブだけはそれを見ることができる

であろう。彼が踏んだ地を、わたしは彼とその子

孫に与えるであろう。彼が全く主に従ったからで

ある』。 37主はまた、あなたがたのゆえに、わた

しをも怒って言われた、『おまえもまた、そこに
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はいることができないであろう。 38おまえに仕え

ているヌンの子ヨシュアが、そこにはいるであろ

う。彼を力づけよ。彼はイスラエルにそれを獲さ

せるであろう。 39またあなたがたが、かすめられ

るであろうと言ったあなたがたのおさなごたち、

およびその日にまだ善悪をわきまえないあなたが

たの子供たちが、そこにはいるであろう。わたし

はそれを彼らに与える。彼らはそれを所有とする

であろう。 40あなたがたは身をめぐらし、紅海の

道によって、荒野に進んで行きなさい』。 41しか

し、あなたがたはわたしに答えて言った、『われ

われは主にむかって罪を犯しました。われわれの

神、主が命じられたように、われわれは上って行

って戦いましょう』。そして、おのおの武器を身

に帯びて、かるがるしく山地へ上って行こうとし

た。 42その時、主はわたしに言われた、『彼らに

言いなさい、「あなたがたは上って行ってはなら

ない。また戦ってはならない。わたしはあなたが

たのうちにいない。おそらく、あなたがたは敵に

撃ち敗られるであろう」』。 43このようにわたし

が告げたのに、あなたがたは聞かないで主の命令

にそむき、ほしいままに山地へ上って行ったが、

44その山地に住んでいるアモリびとが、あなたが

たに向かって出てきて、はちが追うように、あな

たがたを追いかけ、セイルで撃ち敗って、ホルマ

にまで及んだ。 45あなたがたは帰ってきて、主の

前で泣いたが、主はあなたがたの声を聞かず、あ

なたがたに耳を傾けられなかった。 46こうしてあ

なたがたは、日久しくカデシにとどまった。あな

たがたのそこにとどまった日数のとおりである。

2それから、われわれは身をめぐらし、主がわた
しに告げられたように、紅海の方に向かって荒

野に進み入り、日久しくセイル山を行きめぐって

いたが、 2主はわたしに言われた、 3『あなたが

たは既に久しくこの山を行きめぐっているが、身

をめぐらして北に進みなさい。 4おまえはまた民

に命じて言え、「あなたがたは、エサウの子孫、

すなわちセイルに住んでいるあなたがたの兄弟の

領内を通ろうとしている。彼らはあなたがたを恐

れるであろう。それゆえ、あなたがたはみずから

深く慎み、 5彼らと争ってはならない。彼らの地

は、足の裏で踏むほどでも、あなたがたに与えな

いであろう。わたしがセイル山をエサウに与えて

、領地とさせたからである。 6あなたがたは彼ら

から金で食物を買って食べ、また金で水を買って

飲まなければならない。 7あなたの神、主が、あ

なたのするすべての事において、あなたを恵み、

あなたがこの大いなる荒野を通るのを、見守られ

たからである。あなたの神、主がこの四十年の間

、あなたと共におられたので、あなたは何も乏し

いことがなかった」』。 8こうしてわれわれは、

エサウの子孫でセイルに住んでいる兄弟を離れ、

アラバの道を避け、エラテとエジオン・ゲベルを

離れて進んだ。われわれは転じて、モアブの荒野

の方に向かって進んだ。 9その時、主はわたしに

言われた、『モアブを敵視してはならない。また

それと争い戦ってはならない。彼らの地は、領地

としてあなたに与えない。ロトの子孫にアルを与

えて、領地とさせたからである。 10（むかし、エ

ミびとがこの所に住んでいた。この民は大いなる

民であって、数も多く、アナクびとのように背も

高く、 11またアナクびとと同じくレパイムである

と、みなされていたが、モアブびとは、これをエ

ミびとと呼んでいた。 12ホリびとも、むかしはセ

イルに住んでいたが、エサウの子孫がこれを追い

払い、これを滅ぼし、彼らに代ってそこに住んだ

。主が賜わった所有の地に、イスラエルがおこな

ったのと同じである。） 13あなたがたは、いま、

立ちあがってゼレデ川を渡りなさい』。そこでわ

れわれはゼレデ川を渡った。 14カデシ・バルネア

を出てこのかた、ゼレデ川を渡るまでの間の日は

三十八年であって、その世代のいくさびとはみな

死に絶えて、宿営のうちにいなくなった。主が彼

らに誓われたとおりである。 15まことに主の手が

彼らを攻め、宿営のうちから滅ぼし去られたので

、彼らはついに死に絶えた。 16いくさびとがみな

民のうちから死に絶えたとき、 17主はわたしに言

われた、 18『おまえは、きょう、モアブの領地ア

ルを通ろうとしている。 19アンモンの子孫に近づ

く時、おまえは彼らを敵視してはならない。また

争ってはならない。わたしはアンモンの子孫の地

を領地として、おまえに与えない。それをロトの

子孫に領地として与えたからである。 20（これも

またレパイムの国とみなされた。むかし、レパイ

ムがここに住んでいたからである。しかし、アン

モンびとは彼らをザムズミびとと呼んだ。 21この

民は大いなる民であって数も多く、アナクびとの

ように背も高かったが、主はアンモンびとの前か

ら、これを滅ぼされ、アンモンびとがこれを追い

払って、彼らに代ってそこに住んだ。 22この事は

、セイルに住んでいるエサウの子孫のためにその

前から、ホリびとを滅ぼされたのと同じである。

彼らはホリびとを追い払い、これに代って今日ま

でそこに住んでいる。 23またカフトルから出たカ

フトルびとは、ガザにまで及ぶ村々に住んでいた

アビびとを滅ぼして、これに代ってそこに住んで

いる。） 24あなたがたは立ちあがり、進んでアル

ノン川を渡りなさい。わたしはヘシボンの王アモ

リびとシホンとその国とを、おまえの手に渡した

。それを征服し始めよ。彼と争って戦え。 25きょ

うから、わたしは全天下の民に、おまえをおびえ

恐れさせるであろう。彼らはおまえのうわさを聞

いて震え、おまえのために苦しむであろう』。 26

そこでわたしは、ケデモテの荒野から、ヘシボン

の王シホンに使者をつかわし、平和の言葉を述べ

させた。 27『あなたの国を通らせてください。わ

たしは大路をとおっていきます、右にも左にも曲

りません。 28金で食物を売ってわたしに食べさせ

、金をとって水を与えてわたしに飲ませてくださ

い。徒歩で通らせてくださるだけでよいのです。

29セイルに住むエサウの子孫と、アルに住むモア

ブびとが、わたしにしたようにしてください。そ

うすれば、わたしはヨルダンを渡って、われわれ
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の神、主が賜わる地に行きます』。 30しかし、ヘ

シボンの王シホンは、われわれを通らせるのを好

まなかった。あなたの神、主が彼をあなたの手に

渡すため、その気を強くし、その心をかたくなに

されたからである。今日見るとおりである。 31時

に主はわたしに言われた、『わたしはシホンと、

その地とを、おまえに渡し始めた。おまえはそれ

を征服しはじめ、その地を自分のものとせよ』。

32そこでシホンは、われわれを攻めようとして、

その民をことごとく率い、出てきてヤハズで戦っ

たが、 33われわれの神、主が彼を渡されたので、

われわれは彼とその子らと、そのすべての民とを

撃ち殺した。 34その時、われわれは彼のすべての

町を取り、そのすべての町の男、女および子供を

全く滅ぼして、ひとりをも残さなかった。 35ただ

その家畜は、われわれが取った町々のぶんどり物

と共に、われわれが獲て自分の物とした。 36アル

ノンの谷のほとりにあるアロエルおよび谷の中に

ある町からギレアデに至るまで、われわれが攻め

て取れなかった町は一つもなかった。われわれの

神、主がことごとくわれわれに渡されたのである

。 37ただアンモンの子孫の地、すなわちヤボク川

の全岸、および山地の町々、またすべてわれわれ

の神、主が禁じられた所には近寄らなかった。

3そしてわれわれは身をめぐらして、バシャンの
道を上って行ったが、バシャンの王オグは、わ

れわれを迎え撃とうとして、その民をことごとく

率い、出てきてエデレイで戦った。 2時に主はわ

たしに言われた、『彼を恐れてはならない。わた

しは彼と、そのすべての民と、その地をおまえの

手に渡している。おまえはヘシボンに住んでいた

アモリびとの王シホンにしたように、彼にするで

あろう』。 3こうしてわれわれの神、主はバシャ

ンの王オグと、そのすべての民を、われわれの手

に渡されたので、われわれはこれを撃ち殺して、

ひとりをも残さなかった。 4その時、われわれは

彼の町々を、ことごとく取った。われわれが取ら

なかった町は一つもなかった。取った町は六十。

アルゴブの全地方であって、バシャンにおけるオ

グの国である。 5これらは皆、高い石がきがあり

、門があり、貫の木のある堅固な町であった。こ

のほかに石がきのない町は、非常に多かった。 6

われわれはヘシボンの王シホンにしたように、こ

れらを全く滅ぼし、そのすべての町の男、女およ

び子供をことごとく滅ぼした。 7ただし、そのす

べての家畜と、その町々からのぶんどり物とは、

われわれが獲て自分の物とした。 8その時われわ

れはヨルダンの向こう側にいるアモリびとのふた

りの王の手から、アルノン川からヘルモン山まで

の地を取った。 9（シドンびとはヘルモンをシリ

オンと呼び、アモリびとはこれをセニルと呼んで

いる。） 10すなわち高原のすべての町、ギレアデ

の全地、バシャンの全地、サルカおよびエデレイ

まで、バシャンにあるオグの国の町々をことごと

く取った。 11（バシャンの王オグはレパイムのた

だひとりの生存者であった。彼の寝台は鉄の寝台

であった。これは今なおアンモンびとのラバにあ

るではないか。これは普通のキュビト尺で、長さ

九キュビト、幅四キュビトである。） 12その時わ

れわれは、この地を獲た。そしてわたしはアルノ

ン川のほとりのアロエルから始まる地と、ギレア

デの山地の半ばと、その町々とは、ルベンびとと

、ガドびととに与えた。 13わたしはまたギレアデ

の残りの地と、オグの国であったバシャンの全地

とは、マナセの半部族に与えた。すなわちアルゴ

ブの全地方である。（そのバシャンの全地はレパ

イムの国と唱えられる。 14マナセの子ヤイルは、

アルゴブの全地方を取って、ゲシュルびとと、マ

アカびとの境にまで達し、自分の名にしたがって

、バシャンをハボテ・ヤイルと名づけた。この名

は今日にまでおよんでいる。） 15またわたしはマ

キルにはギレアデを与えた。 16ルベンびとと、ガ

ドびととには、ギレアデからアルノン川までを与

え、その川のまん中をもって境とし、またアンモ

ンびとの境であるヤボク川にまで達せしめた。 17

またヨルダンを境として、キンネレテからアラバ

の海すなわち塩の海まで、アラバをこれに与えて

、東の方ピスガのふもとに達せしめた。 18その時

わたしはあなたがたに命じて言った、『あなたが

たの神、主はこの地をあなたがたに与えて、これ

を獲させられるから、あなたがた勇士はみな武装

して、兄弟であるイスラエルの人々に先立って、

渡って行かなければならない。 19ただし、あなた

がたの妻と、子供と、家畜とは、わたしが与えた

町々にとどまらなければならない。（わたしはあ

なたがたが多くの家畜を持っているのを知ってい

る。） 20主がすでにあなたがたに与えられたよう

に、あなたがたの兄弟にも安息を与えられて、彼

らもまたヨルダンの向こう側で、あなたがたの神

、主が与えられる地を獲るようになったならば、

あなたがたはおのおのわたしがあなたがたに与え

た領地に帰ることができる』。 21その時わたしは

ヨシュアに命じて言った、『あなたの目はあなた

がたの神、主がこのふたりの王に行われたすべて

のことを見た。主はまたあなたが渡って行くもろ

もろの国にも、同じように行われるであろう。 22

彼らを恐れてはならない。あなたがたの神、主が

あなたがたのために戦われるからである』。 23そ

の時わたしは主に願って言った、 24『主なる神よ

、あなたの大いなる事と、あなたの強い手とを、

たった今、しもべに示し始められました。天にも

地にも、あなたのようなわざをなし、あなたのよ

うな力あるわざのできる神が、ほかにありましょ

うか。 25どうぞ、わたしにヨルダンを渡って行か

せ、その向こう側の良い地、あの良い山地、およ

びレバノンを見ることのできるようにしてくださ

い』。 26しかし主はあなたがたのゆえにわたしを

怒り、わたしに聞かれなかった。そして主はわた

しに言われた、『おまえはもはや足りている。こ

の事については、重ねてわたしに言ってはならな

い。 27おまえはピスガの頂に登り、目をあげて西

、北、南、東を望み見よ。おまえはこのヨルダン

を渡ることができないからである。 28しかし、お
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まえはヨシュアに命じ、彼を励まし、彼を強くせ

よ。彼はこの民に先立って渡って行き、彼らにお

まえの見る地を継がせるであろう』。 29こうして

われわれはベテペオルに対する谷にとどまってい

た。

4イスラエルよ、いま、わたしがあなたがたに教
える定めと、おきてとを聞いて、これを行いな

さい。そうすれば、あなたがたは生きることがで

き、あなたがたの先祖の神、主が賜わる地にはい

って、それを自分のものとすることができよう。 2

わたしがあなたがたに命じる言葉に付け加えては

ならない。また減らしてはならない。わたしが命

じるあなたがたの神、主の命令を守ることのでき

るためである。 3あなたがたの目は、主がバアル

・ペオルで行われたことを見た。ペオルのバアル

に従った人々は、あなたの神、主がことごとく、

あなたのうちから滅ぼしつくされたのである。 4

しかし、あなたがたの神、主につき従ったあなた

がたは皆、きょう、生きながらえている。 5わた

しはわたしの神、主が命じられたとおりに、定め

と、おきてとを、あなたがたに教える。あなたが

たがはいって、自分のものとする地において、そ

のように行うためである。 6あなたがたは、これ

を守って行わなければならない。これは、もろも

ろの民にあなたがたの知恵、また知識を示す事で

ある。彼らは、このもろもろの定めを聞いて、『

この大いなる国民は、まことに知恵あり、知識あ

る民である』と言うであろう。 7われわれの神、

主は、われわれが呼び求める時、つねにわれわれ

に近くおられる。いずれの大いなる国民に、この

ように近くおる神があるであろうか。 8また、い

ずれの大いなる国民に、きょう、わたしがあなた

がたの前に立てるこのすべての律法のような正し

い定めと、おきてとがあるであろうか。 9ただあ

なたはみずから慎み、またあなた自身をよく守り

なさい。そして目に見たことを忘れず、生きなが

らえている間、それらの事をあなたの心から離し

てはならない。またそれらのことを、あなたの子

孫に知らせなければならない。 10あなたがホレブ

において、あなたの神、主の前に立った日に、主

はわたしに言われた、『民をわたしのもとに集め

よ。わたしは彼らにわたしの言葉を聞かせ、地上

に生きながらえる間、彼らにわたしを恐れること

を学ばせ、またその子供を教えることのできるよ

うにさせよう』。 11そこであなたがたは近づいて

、山のふもとに立ったが、山は火で焼けて、その

炎は中天に達し、暗黒と雲と濃い雲とがあった。

12時に主は火の中から、あなたがたに語られたが

、あなたがたは言葉の声を聞いたけれども、声ば

かりで、なんの形も見なかった。 13主はその契約

を述べて、それを行うように、あなたがたに命じ

られた。それはすなわち十誡であって、主はそれ

を二枚の石の板に書きしるされた。 14その時、主

はわたしに命じて、あなたがたに定めと、おきて

とを教えさせられた。あなたがたが渡って行って

自分のものとする地で、行わせるためであった。

15それゆえ、あなたがたはみずから深く慎まなけ

ればならない。ホレブで主が火の中からあなたが

たに語られた日に、あなたがたはなんの形も見な

かった。 16それであなたがたは道を誤って、自分

のために、どんな形の刻んだ像をも造ってはなら

ない。男または女の像を造ってはならない。 17す

なわち地の上におるもろもろの獣の像、空を飛ぶ

もろもろの鳥の像、 18地に這うもろもろの物の像

、地の下の水の中におるもろもろの魚の像を造っ

てはならない。 19あなたはまた目を上げて天を望

み、日、月、星すなわちすべて天の万象を見、誘

惑されてそれを拝み、それに仕えてはならない。

それらのものは、あなたの神、主が全天下の万民

に分けられたものである。 20しかし、主はあなた

がたを取って、鉄の炉すなわちエジプトから導き

出し、自分の所有の民とされた。きょう、見ると

おりである。 21ところで主はあなたがたのゆえに

、わたしを怒り、わたしがヨルダンを渡って行く

ことができないことと、あなたの神、主が嗣業と

してあなたに賜わる良い地にはいることができな

いこととを誓われた。 22わたしはこの地で死ぬ。

ヨルダンを渡って行くことはできない。しかしあ

なたがたは渡って行って、あの良い地を獲るであ

ろう。 23あなたがたは慎み、あなたがたの神、主

があなたがたと結ばれた契約を忘れて、あなたの

神、主が禁じられたどんな形の刻んだ像をも造っ

てはならない。 24あなたの神、主は焼きつくす火

、ねたむ神である。 25あなたがたが子を生み、孫

を得、長くその地におるうちに、道を誤って、す

べて何かの形に刻んだ像を造り、あなたの神、主

の目の前に悪をなして、その憤りを引き起すこと

があれば、 26わたしは、きょう、天と地を呼んで

あなたがたに対してあかしとする。あなたがたは

ヨルダンを渡って行って獲る地から、たちまち全

滅するであろう。あなたがたはその所で長く命を

保つことができず、全く滅ぼされるであろう。 27

主はあなたがたを国々に散らされるであろう。そ

して主があなたがたを追いやられる国民のうちに

、あなたがたの残る者の数は少ないであろう。 28

その所であなたがたは人が手で作った、見ること

も、聞くことも、食べることも、かぐこともない

木や石の神々に仕えるであろう。 29しかし、その

所からあなたの神、主を求め、もし心をつくし、

精神をつくして、主を求めるならば、あなたは主

に会うであろう。 30後の日になって、あなたがな

やみにあい、これらのすべての事が、あなたに臨

むとき、もしあなたの神、主に立ち帰ってその声

に聞きしたがうならば、 31あなたの神、主はいつ

くしみの深い神であるから、あなたを捨てず、あ

なたを滅ぼさず、またあなたの先祖に誓った契約

を忘れられないであろう。 32試みにあなたの前に

過ぎ去った日について問え。神が地上に人を造ら

れた日からこのかた、天のこの端から、かの端ま

でに、かつてこのように大いなる事があったであ

ろうか。このようなことを聞いたことがあったで

あろうか。 33火の中から語られる神の声をあなた

が聞いたように、聞いてなお生きていた民がかつ
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てあったであろうか。 34あるいはまた、あなたが

たの神、主がエジプトにおいて、あなたがたの目

の前に、あなたがたのためにもろもろの事をなさ

れたように、試みと、しるしと、不思議と、戦い

と、強い手と、伸ばした腕と、大いなる恐るべき

事とをもって臨み、一つの国民を他の国民のうち

から引き出して、自分の民とされた神が、かつて

あったであろうか。 35あなたにこの事を示したの

は、主こそ神であって、ほかに神のないことを知

らせるためであった。 36あなたを訓練するために

、主は天からその声を聞かせ、地上では、またそ

の大いなる火を示された。あなたはその言葉が火

の中から出るのを聞いた。 37主はあなたの先祖た

ちを愛されたので、その後の子孫を選び、大いな

る力をもって、みずからあなたをエジプトから導

き出し、 38あなたよりも大きく、かつ強いもろも

ろの国民を、あなたの前から追い払い、あなたを

その地に導き入れて、これを嗣業としてあなたに

与えようとされること、今日見るとおりである。

39それゆえ、あなたは、きょう知って、心にとめ

なければならない。上は天、下は地において、主

こそ神にいまし、ほかに神のないことを。 40あな

たは、きょう、わたしが命じる主の定めと命令と

を守らなければならない。そうすれば、あなたと

あなたの後の子孫はさいわいを得、あなたの神、

主が永久にあなたに賜わる地において、長く命を

保つことができるであろう」。 41それからモーセ

はヨルダンの向こう側、東の方に三つの町々を指

定した。 42過去の恨みによるのではなく、あやま

って隣人を殺した者をそこにのがれさせ、その町

の一つにのがれて、命を全うさせるためであった

。 43すなわちルベンびとのためには荒野の中の高

地にあるベゼルを、ガドびとのためにはギレアデ

のラモテを、マナセびとのためにはバシャンのゴ

ランを定めた。 44モーセがイスラエルの人々の前

に示した律法はこれである。 45イスラエルの人々

がエジプトから出たとき、モーセが彼らに述べた

あかしと、定めと、おきてとはこれである。 46す

なわちヨルダンの向こう側、アモリびとの王シホ

ンの国のベテペオルに対する谷においてこれを述

べた。シホンはヘシボンに住んでいたが、モーセ

とイスラエルの人々が、エジプトを出てきた時、

これを撃ち敗って、 47その国を獲、またバシャン

の王オグの国を獲た。このふたりはアモリびとの

王であって、ヨルダンの向こう側、東の方におっ

た。 48彼らの獲た地はアルノン川のほとりにある

アロエルからシリオン山すなわちヘルモンに及び

、 49ヨルダンの東側のアラバの全部をかねて、ア

ラバの海に達し、ピスガのふもとに及んだ。

5さてモーセはイスラエルのすべての人を召し寄
せて言った、「イスラエルよ、きょう、わたし

があなたがたの耳に語る定めと、おきてを聞き、

これを学び、これを守って行え。 2われわれの神

、主はホレブで、われわれと契約を結ばれた。 3

主はこの契約をわれわれの先祖たちとは結ばず、

きょう、ここに生きながらえているわれわれすべ

ての者と結ばれた。 4主は山で火の中から、あな

たがたと顔を合わせて語られた。 5その時、わた

しは主とあなたがたとの間に立って主の言葉をあ

なたがたに伝えた。あなたがたは火のゆえに恐れ

て山に登ることができなかったからである。主は

言われた、 6『わたしはあなたの神、主であって

、あなたをエジプトの地、奴隷の家から導き出し

た者である。 7あなたはわたしのほかに何ものを

も神としてはならない。 8あなたは自分のために

刻んだ像を造ってはならない。上は天にあるもの

、下は地にあるもの、また地の下の水の中にある

ものの、どのような形をも造ってはならない。 9

それを拝んではならない。またそれに仕えてはな

らない。あなたの神、主であるわたしは、ねたむ

神であるから、わたしを憎むものには、父の罪を

子に報いて三、四代に及ぼし、 10わたしを愛し、

わたしの戒めを守る者には恵みを施して千代に至

るであろう。 11あなたの神、主の名をみだりに唱

えてはならない。主はその名をみだりに唱える者

を罰しないではおかないであろう。 12安息日を守

ってこれを聖とし、あなたの神、主があなたに命

じられたようにせよ。 13六日のあいだ働いて、あ

なたのすべてのわざをしなければならない。 14七

日目はあなたの神、主の安息であるから、なんの

わざをもしてはならない。あなたも、あなたのむ

すこ、娘、しもべ、はしため、牛、ろば、もろも

ろの家畜も、あなたの門のうちにおる他国の人も

同じである。こうしてあなたのしもべ、はしため

を、あなたと同じように休ませなければならない

。 15あなたはかつてエジプトの地で奴隷であった

が、あなたの神、主が強い手と、伸ばした腕とを

もって、そこからあなたを導き出されたことを覚

えなければならない。それゆえ、あなたの神、主

は安息日を守ることを命じられるのである。 16あ

なたの神、主が命じられたように、あなたの父と

母とを敬え。あなたの神、主が賜わる地で、あな

たが長く命を保ち、さいわいを得ることのできる

ためである。 17あなたは殺してはならない。 18

あなたは姦淫してはならない。 19あなたは盗んで

はならない。 20あなたは隣人について偽証しては

ならない。 21あなたは隣人の妻をむさぼってはな

らない。また隣人の家、畑、しもべ、はしため、

牛、ろば、またすべて隣人のものをほしがっては

ならない』。 22主はこれらの言葉を山で火の中、

雲の中、濃い雲の中から、大いなる声をもって、

あなたがたの全会衆にお告げになったが、このほ

かのことは言われず、二枚の石の板にこれを書き

しるして、わたしに授けられた。 23時に山は火で

燃えていたが、あなたがたが暗黒のうちから聞え

る声を聞くに及んで、あなたがたの部族のすべて

のかしらと長老たちは、わたしに近寄って、 24言

った、『われわれの神、主がその栄光と、その大

いなることとを、われわれに示されて、われわれ

は火の中から出るその声を聞きました。きょう、

われわれは神が人と語られ、しかもなおその人が

生きているのを見ました。 25われわれはなぜ死な

なければならないでしょうか。この大いなる火は
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われわれを焼き滅ぼそうとしています。もしこの

上なおわれわれの神、主の声を聞くならば、われ

われは死んでしまうでしょう。 26およそ肉なる者

のうち、だれが、火の中から語られる生ける神の

声を、われわれのように聞いてなお生きている者

がありましょうか。 27あなたはどうぞ近く進んで

行って、われわれの神、主が言われることをみな

聞き、われわれの神、主があなたにお告げになる

ことをすべてわれわれに告げてください。われわ

れは聞いて行います』。 28あなたがたがわたしに

語っている時、主はあなたがたの言葉を聞いて、

わたしに言われた、『わたしはこの民がおまえに

語っている言葉を聞いた。彼らの言ったことはみ

な良い。 29ただ願わしいことは、彼らがつねにこ

のような心をもってわたしを恐れ、わたしのすべ

ての命令を守って、彼らもその子孫も永久にさい

わいを得るにいたることである。 30おまえは行っ

て彼らに、「あなたがたはおのおのその天幕に帰

れ」と言え。 31しかし、おまえはこの所でわたし

のそばに立て。わたしはすべての命令と、定めと

、おきてとをおまえに告げ示すであろう。おまえ

はこれを彼らに教え、わたしが彼らに与えて獲さ

せる地において、これを行わせなければならない

』。 32それゆえ、あなたがたの神、主が命じられ

たとおりに、慎んで行わなければならない。そし

て左にも右にも曲ってはならない。 33あなたがた

の神、主が命じられた道に歩まなければならない

。そうすればあなたがたは生きることができ、か

つさいわいを得て、あなたがたの獲る地において

、長く命を保つことができるであろう。

6これはあなたがたの神、主があなたがたに教え
よと命じられた命令と、定めと、おきてであっ

て、あなたがたは渡って行って獲る地で、これを

行わなければならない。 2これはあなたが子や孫

と共に、あなたの生きながらえる日の間、つねに

あなたの神、主を恐れて、わたしが命じるもろも

ろの定めと、命令とを守らせるため、またあなた

が長く命を保つことのできるためである。 3それ

ゆえ、イスラエルよ、聞いて、それを守り行え。

そうすれば、あなたはさいわいを得、あなたの先

祖の神、主があなたに言われたように、乳と蜜の

流れる国で、あなたの数は大いに増すであろう。 4

イスラエルよ聞け。われわれの神、主は唯一の主

である。 5あなたは心をつくし、精神をつくし、

力をつくして、あなたの神、主を愛さなければな

らない。 6きょう、わたしがあなたに命じるこれ

らの言葉をあなたの心に留め、 7努めてこれをあ

なたの子らに教え、あなたが家に座している時も

、道を歩く時も、寝る時も、起きる時も、これに

ついて語らなければならない。 8またあなたはこ

れをあなたの手につけてしるしとし、あなたの目

の間に置いて覚えとし、 9またあなたの家の入口

の柱と、あなたの門とに書きしるさなければなら

ない。 10あなたの神、主は、あなたの先祖アブラ

ハム、イサク、ヤコブに向かって、あなたに与え

ると誓われた地に、あなたをはいらせられる時、

あなたが建てたものでない大きな美しい町々を得

させ、 11あなたが満たしたものでないもろもろの

良い物を満たした家を得させ、あなたが掘ったも

のでない掘り井戸を得させ、あなたが植えたもの

でないぶどう畑とオリブの畑とを得させられるで

あろう。あなたは食べて飽きるであろう。 12その

時、あなたはみずから慎み、エジプトの地、奴隷

の家から導き出された主を忘れてはならない。 13

あなたの神、主を恐れてこれに仕え、その名をさ

して誓わなければならない。 14あなたがたは他の

神々すなわち周囲の民の神々に従ってはならない

。 15あなたのうちにおられるあなたの神、主はね

たむ神であるから、おそらく、あなたに向かって

怒りを発し、地のおもてからあなたを滅ぼし去ら

れるであろう。 16あなたがたがマッサでしたよう

に、あなたがたの神、主を試みてはならない。 17

あなたがたの神、主があなたがたに命じられた命

令と、あかしと、定めとを、努めて守らなければ

ならない。 18あなたは主が見て正しいとし、良い

とされることを行わなければならない。そうすれ

ば、あなたはさいわいを得、かつ主があなたの先

祖に誓われた、あの良い地にはいって、自分のも

のとすることができるであろう。 19また主が仰せ

られたように、あなたの敵を皆あなたの前から追

い払われるであろう。 20後の日となって、あなた

の子があなたに問うて言うであろう、『われわれ

の神、主があなたがたに命じられたこのあかしと

、定めと、おきてとは、なんのためですか』。 21

その時あなたはその子に言わなければならない。

『われわれはエジプトでパロの奴隷であったが、

主は強い手をもって、われわれをエジプトから導

き出された。 22主はわれわれの目の前で、大きな

恐ろしいしるしと不思議とをエジプトと、パロと

その全家とに示され、 23われわれをそこから導き

出し、かつてわれわれの先祖に誓われた地にはい

らせ、それをわれわれに賜わった。 24そして主は

このすべての定めを行えと、われわれに命じられ

た。これはわれわれの神、主を恐れて、われわれ

が、つねにさいわいであり、また今日のように、

主がわれわれを守って命を保たせるためである。

25もしわれわれが、命じられたとおりに、このす

べての命令をわれわれの神、主の前に守って行う

ならば、それはわれわれの義となるであろう』。

7あなたの神、主が、あなたの行って取る地にあ
なたを導き入れ、多くの国々の民、ヘテびと、

ギルガシびと、アモリびと、カナンびと、ペリジ

びと、ヒビびと、およびエブスびと、すなわちあ

なたよりも数多く、また力のある七つの民を、あ

なたの前から追いはらわれる時、 2すなわちあな

たの神、主が彼らをあなたに渡して、これを撃た

せられる時は、あなたは彼らを全く滅ぼさなけれ

ばならない。彼らとなんの契約をもしてはならな

い。彼らに何のあわれみをも示してはならない。 3

また彼らと婚姻をしてはならない。あなたの娘を

彼のむすこに与えてはならない。かれの娘をあな

たのむすこにめとってはならない。 4それは彼ら
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があなたのむすこを惑わしてわたしに従わせず、

ほかの神々に仕えさせ、そのため主はあなたがた

にむかって怒りを発し、すみやかにあなたがたを

滅ぼされることとなるからである。 5むしろ、あ

なたがたはこのように彼らに行わなければならな

い。すなわち彼らの祭壇をこぼち、その石の柱を

撃ち砕き、そのアシラ像を切り倒し、その刻んだ

像を火で焼かなければならない。 6あなたはあな

たの神、主の聖なる民である。あなたの神、主は

地のおもてのすべての民のうちからあなたを選ん

で、自分の宝の民とされた。 7主があなたがたを

愛し、あなたがたを選ばれたのは、あなたがたが

どの国民よりも数が多かったからではない。あな

たがたはよろずの民のうち、もっとも数の少ない

ものであった。 8ただ主があなたがたを愛し、ま

たあなたがたの先祖に誓われた誓いを守ろうとし

て、主は強い手をもってあなたがたを導き出し、

奴隷の家から、エジプトの王パロの手から、あが

ない出されたのである。 9それゆえあなたは知ら

なければならない。あなたの神、主は神にましま

し、真実の神にましまして、彼を愛し、その命令

を守る者には、契約を守り、恵みを施して千代に

及び、 10また彼を憎む者には、めいめいに報いて

滅ぼされることを。主は自分を憎む者には猶予す

ることなく、めいめいに報いられる。 11それゆえ

、きょうわたしがあなたに命じる命令と、定めと

、おきてとを守って、これを行わなければならな

い。 12あなたがたがこれらのおきてを聞いて守り

行うならば、あなたの神、主はあなたの先祖たち

に誓われた契約を守り、いつくしみを施されるで

あろう。 13あなたを愛し、あなたを祝福し、あな

たの数を増し、あなたに与えると先祖たちに誓わ

れた地で、あなたの子女を祝福し、あなたの地の

産物、穀物、酒、油、また牛の子、羊の子を増さ

れるであろう。 14あなたは万民にまさって祝福さ

れるであろう。あなたのうち、男も女も子のない

ものはなく、またあなたの家畜にも子のないもの

はないであろう。 15主はまたすべての病をあなた

から取り去り、あなたの知っている、あのエジプ

トの悪疫にかからせず、ただあなたを憎むすべて

の者にそれを臨ませられるであろう。 16あなたの

神、主があなたに渡される国民を滅ぼしつくし、

彼らを見てあわれんではならない。また彼らの神

々に仕えてはならない。それがあなたのわなとな

るからである。 17あなたは心のうちで『これらの

国民はわたしよりも多いから、どうしてこれを追

い払うことができようか』と言うのか。 18彼らを

恐れてはならない。あなたの神、主がパロと、す

べてのエジプトびととにされたことを、よく覚え

なさい。 19すなわち、あなたが目で見た大いなる

試みと、しるしと、不思議と、強い手と、伸ばし

た腕とを覚えなさい。あなたの神、主はこれらを

もって、あなたを導き出されたのである。またそ

のように、あなたの神、主はあなたが恐れている

すべての民にされるであろう。 20あなたの神、主

はまた、くまばちを彼らのうちに送って、なお残

っている者と逃げ隠れている者を滅ぼしつくされ

るであろう。 21あなたは彼らを恐れてはならない

。あなたの神、主である大いなる恐るべき神があ

なたのうちにおられるからである。 22あなたの神

、主はこれらの国民を徐々にあなたの前から追い

払われるであろう。あなたはすみやかに彼らを滅

ぼしつくしてはならない。そうでなければ、野の

獣が増してあなたを害するであろう。 23しかし、

あなたの神、主は彼らをあなたに渡し、大いなる

混乱におとしいれて、ついに滅ぼされるであろう

。 24また彼らの王たちをあなたの手に渡されるで

あろう。あなたは彼らの名を天の下から消し去る

であろう。あなたに立ちむかうものはなく、あな

たはついに彼らを滅ぼすにいたるであろう。 25あ

なたは彼らの神々の彫像を火に焼かなければなら

ない。それに着せた銀または金をむさぼってはな

らない。これを取って自分のものにしてはならな

い。そうでなければ、あなたはこれによって、わ

なにかかるであろう。これはあなたの神が忌みき

らわれるものだからである。 26あなたは忌むべき

ものを家に持ちこんで、それと同じようにあなた

自身も、のろわれたものとなってはならない。あ

なたはそれを全く忌みきらわなければならない。

それはのろわれたものだからである。

8わたしが、きょう、命じるこのすべての命令を
、あなたがたは守って行わなければならない。

そうすればあなたがたは生きることができ、かつ

ふえ増し、主があなたがたの先祖に誓われた地に

はいって、それを自分のものとすることができる

であろう。 2あなたの神、主がこの四十年の間、

荒野であなたを導かれたそのすべての道を覚えな

ければならない。それはあなたを苦しめて、あな

たを試み、あなたの心のうちを知り、あなたがそ

の命令を守るか、どうかを知るためであった。 3

それで主はあなたを苦しめ、あなたを飢えさせ、

あなたも知らず、あなたの先祖たちも知らなかっ

たマナをもって、あなたを養われた。人はパンだ

けでは生きず、人は主の口から出るすべてのこと

ばによって生きることをあなたに知らせるためで

あった。 4この四十年の間、あなたの着物はすり

切れず、あなたの足は、はれなかった。 5あなた

はまた人がその子を訓練するように、あなたの神

、主もあなたを訓練されることを心にとめなけれ

ばならない。 6あなたの神、主の命令を守り、そ

の道に歩んで、彼を恐れなければならない。 7そ

れはあなたの神、主があなたを良い地に導き入れ

られるからである。そこは谷にも山にもわき出る

水の流れ、泉、および淵のある地、 8小麦、大麦

、ぶどう、いちじく及びざくろのある地、油のオ

リブの木、および蜜のある地、 9あなたが食べる

食物に欠けることなく、なんの乏しいこともない

地である。その地の石は鉄であって、その山から

は銅を掘り取ることができる。 10あなたは食べて

飽き、あなたの神、主がその良い地を賜わったこ

とを感謝するであろう。 11あなたは、きょう、わ

たしが命じる主の命令と、おきてと、定めとを守

らず、あなたの神、主を忘れることのないように
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慎まなければならない。 12あなたは食べて飽き、

麗しい家を建てて住み、 13また牛や羊がふえ、金

銀が増し、持ち物がみな増し加わるとき、 14おそ

らく心にたかぶり、あなたの神、主を忘れるであ

ろう。主はあなたをエジプトの地、奴隷の家から

導き出し、 15あなたを導いて、あの大きな恐ろし

い荒野、すなわち火のへびや、さそりがいて、水

のない、かわいた地を通り、あなたのために堅い

岩から水を出し、 16先祖たちも知らなかったマナ

を荒野であなたに食べさせられた。それはあなた

を苦しめ、あなたを試みて、ついにはあなたをさ

いわいにするためであった。 17あなたは心のうち

に『自分の力と自分の手の働きで、わたしはこの

富を得た』と言ってはならない。 18あなたはあな

たの神、主を覚えなければならない。主はあなた

の先祖たちに誓われた契約を今日のように行うた

めに、あなたに富を得る力を与えられるからであ

る。 19もしあなたの神、主を忘れて他の神々に従

い、これに仕え、これを拝むならば、わたしは、

きょう、あなたがたに警告する。あなたがたはき

っと滅びるであろう。 20主があなたがたの前から

滅ぼし去られる国々の民のように、あなたがたも

滅びるであろう。あなたがたの神、主の声に従わ

ないからである。

9イスラエルよ、聞きなさい。あなたは、きょう
、ヨルダンを渡って行って、あなたよりも大き

く、かつ強い国々を取ろうとしている。その町々

は大きく、石がきは天に達している。 2その民は

、あなたの知っているアナクびとの子孫であって

、大きく、また背が高い。あなたはまた『アナク

の子孫の前に、だれが立つことができようか』と

人の言うのを聞いた。 3それゆえ、あなたは、き

ょう、あなたの神、主は焼きつくす火であって、

あなたの前に進まれることを知らなければならな

い。主は彼らを滅ぼし、彼らをあなたの前に屈伏

させられるであろう。主があなたに言われたよう

に、彼らを追い払い、すみやかに滅ぼさなければ

ならない。 4あなたの神、主があなたの前から彼

らを追い払われた後に、あなたは心のなかで『わ

たしが正しいから主はわたしをこの地に導き入れ

てこれを獲させられた』と言ってはならない。こ

の国々の民が悪いから、主はこれをあなたの前か

ら追い払われるのである。 5あなたが行ってその

地を獲るのは、あなたが正しいからではなく、ま

たあなたの心がまっすぐだからでもない。この国

々の民が悪いから、あなたの神、主は彼らをあな

たの前から追い払われるのである。これは主があ

なたの先祖アブラハム、イサク、ヤコブに誓われ

た言葉を行われるためである。 6それであなたは

、あなたの神、主があなたにこの良い地を与えて

これを得させられるのは、あなたが正しいからで

はないことを知らなければならない。あなたは強

情な民である。 7あなたは荒野であなたの神、主

を怒らせたことを覚え、それを忘れてはならない

。あなたがたはエジプトの地を出た日からこの所

に来るまで、いつも主にそむいた。 8またホレブ

においてさえ、あなたがたが主を怒らせたので、

主は怒ってあなたがたを滅ぼそうとされた。 9わ

たしが石の板すなわち主があなたがたと結ばれた

契約の板を受けるために山に登った時、わたしは

四十日四十夜、山にいて、パンも食べず水も飲ま

なかった。 10主は神の指をもって書きしるした石

の板二枚をわたしに授けられた。その上には、集

会の日に主が山で火の中から、あなたがたに告げ

られた言葉が、ことごとく書いてあった。 11すな

わち四十日四十夜が終った時、主はわたしにその

契約の板である石の板二枚を授け、 12そして主は

わたしに言われた、『おまえは立って、すみやか

にこの所から降りなさい。おまえがエジプトから

導き出した民は悪を行ったからである。彼らはわ

たしが命じた道を早くも離れて、鋳た像を自分た

ちのために造った』。 13主はまたわたしに言われ

た、『この民を見るのに、これは強情な民である

。 14わたしを止めるな。わたしは彼らを滅ぼし、

彼らの名を天の下から消し去り、おまえを彼らよ

りも強く、かつ大いなる国民としよう』。 15そこ

でわたしは身をめぐらして山を降りたが、山は火

で焼けていた。契約の板二枚はわたしの両手にあ

った。 16そしてわたしが見ると、あなたがたは、

あなたがたの神、主にむかって罪を犯し、自分た

ちのために鋳物の子牛を造って、主が命じられた

道を早くも離れたので、 17わたしはその二枚の板

をつかんで、両手から投げ出し、あなたがたの目

の前でこれを砕いた。 18そしてわたしは前のよう

に四十日四十夜、主の前にひれ伏し、パンも食べ

ず、水も飲まなかった。これはあなたがたが主の

目の前に悪をおこない、罪を犯して主を怒らせた

すべての罪によるのである。 19主は怒りを発し、

憤りを起し、あなたがたを怒って滅ぼそうとされ

たので、わたしは恐れたが、その時もまた主はわ

たしの願いを聞かれた。 20主はまた、はなはだし

くアロンを怒って、彼を滅ぼそうとされたが、わ

たしはその時もまたアロンのために祈った。 21わ

たしはあなたがたが造って罪を得た子牛を取り、

それを火で焼き、それを撃ち砕き、よくひいて細

かいちりとし、そのちりを山から流れ下る谷川に

投げ捨てた。 22あなたがたはタベラ、マッサおよ

びキブロテ・ハッタワにおいてもまた主を怒らせ

た。 23また主はカデシ・バルネアから、あなたが

たをつかわそうとされた時、『上って行って、わ

たしが与える地を占領せよ』と言われた。ところ

が、あなたがたはあなたがたの神、主の命令にそ

むき、彼を信ぜず、また彼の声に聞き従わなかっ

た。 24わたしがあなたがたを知ったその日からこ

のかた、あなたがたはいつも主にそむいた。 25そ

してわたしは、さきにひれ伏したように、四十日

四十夜、主の前にひれ伏した。主があなたがたを

滅ぼすと言われたからである。 26わたしは主に祈

って言った、『主なる神よ、あなたが大いなる力

をもってあがない、強い手をもってエジプトから

導き出されたあなたの民、あなたの嗣業を滅ぼさ

ないでください。 27あなたのしもべアブラハム、

イサク、ヤコブを覚えてください。この民の強情
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と悪と罪とに目をとめないでください。 28あなた

がわれわれを導き出された国の人はおそらく、「

主は、約束した地に彼らを導き入れることができ

ず、また彼らを憎んだので、彼らを導き出して荒

野で殺したのだ」と言うでしょう。 29しかし彼ら

は、あなたの民、あなたの嗣業であって、あなた

が大いなる力と伸ばした腕とをもって導き出され

たのです』。

10その時、主はわたしに言われた、『おまえは
、前のような石の板二枚を切って作り、山に

登って、わたしのもとにきなさい。また木の箱一

つを作りなさい。 2さきにおまえが砕いた二枚の

板に書いてあった言葉を、わたしはその板に書き

しるそう。おまえはそれをその箱におさめなけれ

ばならない』。 3そこでわたしはアカシヤ材の箱

一つを作り、また前のような石の板二枚を切って

作り、その二枚の板を手に持って山に登った。 4

主はかつて、かの集会の日に山で火の中からあな

たがたに告げられた十誡を書きしるされたように

、その板に書きしるし、それを主はわたしに授け

られた。 5それでわたしは身をめぐらして山から

降り、その板を、わたしが作った箱におさめた。

今なおその中にある。主がわたしに命じられたと

おりである。 6（こうしてイスラエルの人々はベ

エロテ・ベネ・ヤカンを出立してモセラに着いた

。アロンはその所で死んでそこに葬られ、その子

エレアザルが彼に代って祭司となった。 7またそ

こを出立してグデゴダに至り、グデゴダを出立し

てヨテバタに着いた。この地には多くの水の流れ

があった。 8その時、主はレビの部族を選んで、

主の契約の箱をかつぎ、主の前に立って仕え、ま

た主の名をもって祝福することをさせられた。こ

の事は今日に及んでいる。 9そのためレビは兄弟

たちと一緒には分け前がなく、嗣業もない。あな

たの神、主が彼に言われたとおり、主みずからが

彼の嗣業であった。） 10わたしは前の時のように

四十日四十夜、山におったが、主はその時にもわ

たしの願いを聞かれた。主はあなたを滅ぼすこと

を望まれなかった。 11そして主はわたしに『おま

えは立ちあがり、民に先立って進み行き、わたし

が彼らに与えると、その先祖に誓った地に彼らを

はいらせ、それを取らせよ』と言われた。 12イス

ラエルよ、今、あなたの神、主があなたに求めら

れる事はなんであるか。ただこれだけである。す

なわちあなたの神、主を恐れ、そのすべての道に

歩んで、彼を愛し、心をつくし、精神をつくして

あなたの神、主に仕え、 13また、わたしがきょう

あなたに命じる主の命令と定めとを守って、さい

わいを得ることである。 14見よ、天と、もろもろ

の天の天、および地と、地にあるものとはみな、

あなたの神、主のものである。 15そうであるのに

、主はただあなたの先祖たちを喜び愛し、その後

の子孫であるあなたがたを万民のうちから選ばれ

た。今日見るとおりである。 16それゆえ、あなた

がたは心に割礼をおこない、もはや強情であって

はならない。 17あなたがたの神である主は、神の

神、主の主、大いにして力ある恐るべき神にまし

まし、人をかたより見ず、また、まいないを取ら

ず、 18みなし子とやもめのために正しいさばきを

行い、また寄留の他国人を愛して、食物と着物を

与えられるからである。 19それゆえ、あなたがた

は寄留の他国人を愛しなさい。あなたがたもエジ

プトの国で寄留の他国人であった。 20あなたの神

、主を恐れ、彼に仕え、彼に従い、その名をさし

て誓わなければならない。 21彼はあなたのさんび

すべきもの、またあなたの神であって、あなたが

目に見たこれらの大いなる恐るべき事を、あなた

のために行われた。 22あなたの先祖たちは、わず

か七十人でエジプトに下ったが、いま、あなたの

神、主はあなたを天の星のように多くされた。

11それゆえ、あなたの神、主を愛し、常にその
さとしと、定めと、おきてと、戒めとを守ら

なければならない。 2あなたがたは、きょう、次

のことを知らなければならない。わたしが語るの

は、あなたがたの子供たちに対してではない。彼

らはあなたがたの神、主の訓練と、主の大いなる

事と、その強い手と、伸べた腕とを知らず、また

見なかった。 3また彼らは主がエジプトで、エジ

プト王パロとその全国に対して行われたしるしと

、わざ、 4また主がエジプトの軍勢とその馬と戦

車とに行われた事、すなわち彼らがあなたがたの

あとを追ってきた時に、紅海の水を彼らの上にあ

ふれさせ、彼らを滅ぼされて、今日に至った事、 5

またあなたがたがこの所に来るまで、主が荒野で

、あなたがたに行われた事、 6およびルベンの子

のエリアブの子、ダタンとアビラムとにされた事

、すなわちイスラエルのすべての人々の中で、地

が口を開き、彼らと、その家族と、天幕と、彼ら

に従うすべてのものを、のみつくした事などを彼

らは知らず、また見なかった。 7しかし、あなた

がたは主が行われたこれらの大いなる事を、こと

ごとく目に見たのである。 8ゆえに、わたしが、

きょう、あなたがたに命じる戒めを、ことごとく

守らなければならない。そうすればあなたがたは

強くなり、渡って行って取ろうとする地にはいっ

て、それを取ることができ、 9かつ、主が先祖た

ちに誓って彼らとその子孫とに与えようと言われ

た地、乳と蜜の流れる国において、長く生きるこ

とができるであろう。 10あなたがたが行って取ろ

うとする地は、あなたがたが出てきたエジプトの

地のようではない。あそこでは、青物畑でするよ

うに、あなたがたは種をまき、足でそれに水を注

いだ。 11しかし、あなたがたが渡って行って取る

地は、山と谷の多い地で、天から降る雨で潤って

いる。 12その地は、あなたの神、主が顧みられる

所で、年の始めから年の終りまで、あなたの神、

主の目が常にその上にある。 13もし、きょう、あ

なたがたに命じるわたしの命令によく聞き従って

、あなたがたの神、主を愛し、心をつくし、精神

をつくして仕えるならば、 14主はあなたがたの地

に雨を、秋の雨、春の雨ともに、時にしたがって

降らせ、穀物と、ぶどう酒と、油を取り入れさせ
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、 15また家畜のために野に草を生えさせられるで

あろう。あなたは飽きるほど食べることができる

であろう。 16あなたがたは心が迷い、離れ去って

、他の神々に仕え、それを拝むことのないよう、

慎まなければならない。 17おそらく主はあなたが

たにむかい怒りを発して、天を閉ざされるであろ

う。そのため雨は降らず、地は産物を出さず、あ

なたがたは主が賜わる良い地から、すみやかに滅

びうせるであろう。 18それゆえ、これらのわたし

の言葉を心と魂におさめ、またそれを手につけて

、しるしとし、目の間に置いて覚えとし、 19これ

を子供たちに教え、家に座している時も、道を歩

く時も、寝る時も、起きる時も、それについて語

り、 20また家の入口の柱と、門にそれを書きしる

さなければならない。 21そうすれば、主が先祖た

ちに与えようと誓われた地に、あなたがたの住む

日数およびあなたがたの子供たちの住む日数は、

天が地をおおう日数のように多いであろう。 22も

しわたしがあなたがたに命じるこのすべての命令

をよく守って行い、あなたがたの神、主を愛し、

そのすべての道に歩み、主につき従うならば、 23

主はこの国々の民を皆、あなたがたの前から追い

払われ、あなたがたはあなたがたよりも大きく、

かつ強い国々を取るに至るであろう。 24あなたが

たが足の裏で踏む所は皆、あなたがたのものとな

り、あなたがたの領域は荒野からレバノンに及び

、また大川ユフラテから西の海に及ぶであろう。

25だれもあなたがたに立ち向かうことのできる者

はないであろう。あなたがたの神、主は、かつて

言われたように、あなたがたの踏み入る地の人々

が、あなたがたを恐れおののくようにされるであ

ろう。 26見よ、わたしは、きょう、あなたがたの

前に祝福と、のろいとを置く。 27もし、きょう、

わたしがあなたがたに命じるあなたがたの神、主

の命令に聞き従うならば、祝福を受けるであろう

。 28もしあなたがたの神、主の命令に聞き従わず

、わたしが、きょう、あなたがたに命じる道を離

れ、あなたがたの知らなかった他の神々に従うな

らば、のろいを受けるであろう。 29あなたの神、

主が、あなたの行って占領する地にあなたを導き

入れられる時、あなたはゲリジム山に祝福を置き

、エバル山にのろいを置かなければならない。 30

これらの山はヨルダンの向こう側、アラバに住ん

でいるカナンびとの地で、日の入る方の道の西側

にあり、ギルガルに向かいあって、モレのテレビ

ンの木の近くにあるではないか。 31あなたがたは

ヨルダンを渡り、あなたがたの神、主が賜わる地

にはいって、それを占領しようとしている。あな

たがたはそれを占領して、そこに住むであろう。

32それゆえ、わたしが、きょう、あなたがたに授

ける定めと、おきてをことごとく守って行わなけ

ればならない。

12これはあなたの先祖たちの神、主が所有とし
て賜わる地で、あなたがたが世に生きながら

えている間、守り行わなければならない定めと、

おきてである。 2あなたがたの追い払う国々の民

が、その神々に仕えた所は、高い山にあるものも

、丘にあるものも、青木の下にあるものも、こと

ごとくこわし、 3その祭壇をこぼち、柱を砕き、

アシラ像を火で焼き、また刻んだ神々の像を切り

倒して、その名をその所から消し去らなければな

らない。 4ただし、あなたがたの神、主にはその

ようにしてはならない。 5あなたがたの神、主が

その名を置くために、あなたがたの全部族のうち

から選ばれる場所、すなわち主のすまいを尋ね求

めて、そこに行き、 6あなたがたの燔祭と、犠牲

と、十分の一と、ささげ物と、誓願の供え物と、

自発の供え物および牛、羊のういごをそこに携え

て行って、 7そこであなたがたの神、主の前で食

べ、あなたがたも、家族も皆、手を労して獲るす

べての物を喜び楽しまなければならない。これは

あなたの神、主の恵みによって獲るものだからで

ある。 8そこでは、われわれがきょうここでして

いるように、めいめいで正しいと思うようにふる

まってはならない。 9あなたがたはまだ、あなた

がたの神、主から賜わる安息と嗣業の地に、はい

っていないのである。 10しかし、あなたがたがヨ

ルダンを渡り、あなたがたの神、主が嗣業として

賜わる地に住むようになり、さらに主があなたが

たの周囲の敵をことごとく除いて、安息を与え、

あなたがたが安らかに住むようになる時、 11あな

たがたの神、主はその名を置くために、一つの場

所を選ばれるであろう。あなたがたはそこにわた

しの命じる物をすべて携えて行かなければならな

い。すなわち、あなたがたの燔祭と、犠牲と、十

分の一と、ささげ物およびあなたがたが主に誓っ

たすべての誓願の供え物とを携えて行かなければ

ならない。 12そしてあなたがたのむすこ、娘、し

もべ、はしためと共にあなたがたの神、主の前に

喜び楽しまなければならない。また町の内におる

レビびととも、そうしなければならない。彼はあ

なたがたのうちに分け前がなく、嗣業を持たない

からである。 13慎んで、すべてあなたがよいと思

う場所で、みだりに燔祭をささげないようにしな

ければならない。 14ただあなたの部族の一つのう

ちに、主が選ばれるその場所で、燔祭をささげ、

またわたしが命じるすべての事をしなければなら

ない。 15しかし、あなたの神、主が賜わる恵みに

したがって、すべて心に好む獣を、どの町ででも

殺して、その肉を食べることができる。すなわち

、かもしかや雄じかの肉と同様にそれを、汚れた

人も、清い人も、食べることができる。 16ただし

、その血は食べてはならない。水のようにそれを

地に注がなければならない。 17あなたの穀物と、

ぶどう酒と、油との十分の一および牛、羊のうい

ご、ならびにあなたが立てる誓願の供え物と、自

発の供え物およびささげ物は、町の内で食べるこ

とはできない。 18あなたの神、主が選ばれる場所

で、あなたの神、主の前でそれを食べなければな

らない。すなわちあなたのむすこ、娘、しもべ、

はしため、および町の内におるレビびとと共にそ

れを食べ、手を労して獲るすべての物を、あなた

の神、主の前に喜び楽しまなければならない。 19
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慎んで、あなたが世に生きながらえている間、レ

ビびとを捨てないようにしなければならない。 20

あなたの神、主が約束されたように、あなたの領

域を広くされるとき、あなたは肉を食べたいと願

って、『わたしは肉を食べよう』と言うであろう

。その時、あなたはほしいだけ肉を食べることが

できる。 21もしあなたの神、主がその名を置くた

めに選ばれる場所が、遠く離れているならば、わ

たしが命じるように、主が賜わる牛、羊をほふり

、門の内で、ほしいだけ食べることができる。 22

かもしかや、雄じかを食べるように、それを食べ

ることができる。すなわち汚れた人も、清い人も

一様にそれを食べることができる。 23ただ堅く慎

んで、その血を食べないようにしなければならな

い。血は命だからである。その命を肉と一緒に食

べてはならない。 24あなたはそれを食べてはなら

ない。水のようにそれを地に注がなければならな

い。 25あなたはそれを食べてはならない。こうし

て、主が正しいと見られる事を行うならば、あな

たにも後の子孫にも、さいわいがあるであろう。

26ただあなたのささげる聖なる物と、誓願の物と

は、主が選ばれる場所へ携えて行かなければなら

ない。 27そして燔祭をささげる時は、肉と血とを

あなたの神、主の祭壇の上にささげなければなら

ない。犠牲をささげる時は、血をあなたの神、主

の祭壇にそそぎかけ、肉はみずから食べることが

できる。 28あなたはわたしが命じるこれらの事を

、ことごとく聞いて守らなければならない。こう

してあなたの神、主が見て良いとし、正しいとさ

れる事を行うならば、あなたにも後の子孫にも、

長くさいわいがあるであろう。 29あなたの神、主

が、あなたの行って追い払おうとする国々の民を

、あなたの前から断ち滅ぼされ、あなたがついに

その国々を獲て、その地に住むようになる時、 30

あなたはみずから慎み、彼らがあなたの前から滅

ぼされた後、彼らにならって、わなにかかっては

ならない。また彼らの神々を尋ね求めて、『これ

らの国々の民はどのようにその神々に仕えたのか

、わたしもそのようにしよう』と言ってはならな

い。 31あなたの神、主に対しては、そのようにし

てはならない。彼らは主の憎まれるもろもろの忌

むべき事を、その神々にむかって行い、むすこ、

娘をさえ火に焼いて、神々にささげたからである

。 32あなたがたはわたしが命じるこのすべての事

を守って行わなければならない。これにつけ加え

てはならない。また減らしてはならない。

13あなたがたのうちに預言者または夢みる者が
起って、しるしや奇跡を示し、 2あなたに告

げるそのしるしや奇跡が実現して、あなたがこれ

まで知らなかった『ほかの神々に、われわれは従

い仕えよう』と言っても、 3あなたはその預言者

または夢みる者の言葉に聞き従ってはならない。

あなたがたの神、主はあなたがたが心をつくし、

精神をつくして、あなたがたの神、主を愛するか

、どうかを知ろうと、このようにあなたがたを試

みられるからである。 4あなたがたの神、主に従

って歩み、彼を恐れ、その戒めを守り、その言葉

に聞き従い、彼に仕え、彼につき従わなければな

らない。 5その預言者または夢みる者を殺さなけ

ればならない。あなたがたをエジプトの国から導

き出し、奴隷の家からあがなわれたあなたがたの

神、主にあなたがたをそむかせ、あなたの神、主

が歩めと命じられた道を離れさせようとして語る

ゆえである。こうしてあなたがたのうちから悪を

除き去らなければならない。 6同じ母に生れたあ

なたの兄弟、またはあなたのむすこ、娘、または

あなたのふところの妻、またはあなたと身命を共

にする友が、ひそかに誘って『われわれは行って

他の神々に仕えよう』と言うかも知れない。これ

はあなたも先祖たちも知らなかった神々、 7すな

わち地のこのはてから、地のかのはてまで、ある

いは近く、あるいは遠く、あなたの周囲にある民

の神々である。 8しかし、あなたはその人に従っ

てはならない。その人の言うことを聞いてはなら

ない。その人をあわれんではならない。その人を

惜しんではならない。その人をかばってはならな

い。 9必ず彼を殺さなければならない。彼を殺す

には、あなたがまず彼に手を下し、その後、民が

みな手を下さなければならない。 10彼はエジプト

の国、奴隷の家からあなたを導き出されたあなた

の神、主からあなたを離れさせようとしたのであ

るから、あなたは石をもって彼を撃ち殺さなけれ

ばならない。 11そうすればイスラエルは皆聞いて

恐れ、重ねてこのような悪い事を、あなたがたの

うちに行わないであろう。 12あなたの神、主があ

なたに与えて住まわせられる町の一つで、 13よこ

しまな人々があなたがたのうちに起って、あなた

がたの知らなかった『ほかの神々に、われわれは

行って仕えよう』と言って、その町に住む人々を

誘惑したことを聞くならば、 14あなたはそれを尋

ね、探り、よく問いたださなければならない。そ

して、そのような憎むべき事があなたがたのうち

に行われた事が、真実で、確かならば、 15あなた

は必ず、その町に住む者をつるぎの刃にかけて撃

ち殺し、その町と、そのうちにおるすべての者、

およびその家畜をつるぎの刃にかけて、ことごと

く滅ぼさなければならない。 16またそのすべての

ぶんどり物は、町の広場の中央に集め、火をもっ

てその町と、すべてのぶんどり物とを、ことごと

く焼いて、あなたの神、主にささげなければなら

ない。これはながく荒塚となって、再び建て直さ

れないであろう。 17そののろわれた物は一つもあ

なたの手に留めおいてはならない。主が激しい怒

りをやめ、あなたに慈悲を施して、あなたをあわ

れみ、先祖たちに誓われたように、あなたの数を

多くされるためである。 18あなたの神、主の言葉

に聞き従い、わたしが、きょう、命じるすべての

戒めを守り、あなたの神、主が正しいと見られる

事を行うならば、このようになるであろう。

14あなたがたはあなたがたの神、主の子供であ
る。死んだ人のために自分の身に傷をつけて

はならない。また額の髪をそってはならない。 2
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あなたはあなたの神、主の聖なる民だからである

。主は地のおもてのすべての民のうちからあなた

を選んで、自分の宝の民とされた。 3忌むべき物

は、どんなものでも食べてはならない。 4あなた

がたの食べることができる獣は次のとおりである

。すなわち牛、羊、やぎ、 5雄じか、かもしか、

こじか、野やぎ、くじか、おおじか、野羊など、 6

獣のうち、すべて、ひずめの分れたもの、ひずめ

が二つに切れたもので、反芻するものは食べるこ

とができる。 7ただし、反芻するものと、ひずめ

の分れたもののうち、次のものは食べてはならな

い。すなわち、らくだ、野うさぎ、および岩だぬ

き、これらは反芻するけれども、ひずめが分れて

いないから汚れたものである。 8また豚、これは

、ひずめが分れているけれども、反芻しないから

、汚れたものである。その肉を食べてはならない

。またその死体に触れてはならない。 9水の中に

いるすべての物のうち、次のものは食べることが

できる。すなわち、すべて、ひれと、うろこのあ

るものは、食べることができる。 10すべて、ひれ

と、うろこのないものは、食べてはならない。こ

れは汚れたものである。 11すべて清い鳥は食べる

ことができる。 12ただし、次のものは食べてはな

らない。すなわち、はげわし、ひげはげわし、み

さご、 13黒とび、はやぶさ、とびの類。 14各種

のからすの類。 15だちょう、夜たか、かもめ、た

かの類。 16ふくろう、みみずく、むらさきばん、

17ペリカン、はげたか、う、 18こうのとり、さぎ

の類。やつがしら、こうもり。 19またすべて羽が

あって這うものは汚れたものである。それを食べ

てはならない。 20すべて翼のある清いものは食べ

ることができる。 21すべて自然に死んだものは食

べてはならない。町の内におる寄留の他国人に、

それを与えて食べさせることができる。またそれ

を外国人に売ってもよい。あなたはあなたの神、

主の聖なる民だからである。子やぎをその母の乳

で煮てはならない。 22あなたは毎年、畑に種をま

いて獲るすべての産物の十分の一を必ず取り分け

なければならない。 23そしてあなたの神、主の前

、すなわち主がその名を置くために選ばれる場所

で、穀物と、ぶどう酒と、油との十分の一と、牛

、羊のういごを食べ、こうして常にあなたの神、

主を恐れることを学ばなければならない。 24ただ

し、その道があまりに遠く、あなたの神、主がそ

の名を置くために選ばれる場所が、非常に遠く離

れていて、あなたの神、主があなたを恵まれると

き、それを携えて行くことができないならば、 25

あなたはその物を金に換え、その金を包んで手に

取り、あなたの神、主が選ばれる場所に行き、 26

その金をすべてあなたの好む物に換えなければな

らない。すなわち牛、羊、ぶどう酒、濃い酒など

、すべてあなたの欲する物に換え、その所であな

たの神、主の前でそれを食べ、家族と共に楽しま

なければならない。 27町の内におるレビびとを捨

ててはならない。彼はあなたがたのうちに分がな

く、嗣業を持たない者だからである。 28三年の終

りごとに、その年の産物の十分の一を、ことごと

く持ち出して、町の内にたくわえ、 29あなたがた

のうちに分け前がなく、嗣業を持たないレビびと

、および町の内におる寄留の他国人と、孤児と、

寡婦を呼んで、それを食べさせ、満足させなけれ

ばならない。そうすれば、あなたの神、主はあな

たが手で行うすべての事にあなたを祝福されるで

あろう。

15あなたは七年の終りごとに、ゆるしを行わな
ければならない。 2そのゆるしのしかたは次

のとおりである。すべてその隣人に貸した貸主は

それをゆるさなければならない。その隣人または

兄弟にそれを督促してはならない。主のゆるしが

、ふれ示されたからである。 3外国人にはそれを

督促することができるが、あなたの兄弟に貸した

物はゆるさなければならない。 4しかしあなたが

たのうちに貧しい者はなくなるであろう。（あな

たの神、主が嗣業として与えられる地で、あなた

を祝福されるからである。） 5ただ、あなたの神

、主の言葉に聞き従って、わたしが、きょう、あ

なたに命じることの戒めを、ことごとく守り行う

とき、そのようになるであろう。 6あなたの神、

主が約束されたようにあなたを祝福されるから、

あなたは多くの国びとに貸すようになり、借りる

ことはないであろう。またあなたは多くの国びと

を治めるようになり、彼らがあなたを治めること

はないであろう。 7あなたの神、主が賜わる地で

、もしあなたの兄弟で貧しい者がひとりでも、町

の内におるならば、その貧しい兄弟にむかって、

心をかたくなにしてはならない。また手を閉じて

はならない。 8必ず彼に手を開いて、その必要と

する物を貸し与え、乏しいのを補わなければなら

ない。 9あなたは心に邪念を起し、『第七年のゆ

るしの年が近づいた』と言って、貧しい兄弟に対

し、物を惜しんで、何も与えないことのないよう

に慎まなければならない。その人があなたを主に

訴えるならば、あなたは罪を得るであろう。 10あ

なたは心から彼に与えなければならない。彼に与

える時は惜しんではならない。あなたの神、主は

この事のために、あなたをすべての事業と、手の

すべての働きにおいて祝福されるからである。 11

貧しい者はいつまでも国のうちに絶えることがな

いから、わたしは命じて言う、『あなたは必ず国

のうちにいるあなたの兄弟の乏しい者と、貧しい

者とに、手を開かなければならない』。 12もしあ

なたの兄弟であるヘブルの男、またはヘブルの女

が、あなたのところに売られてきて、六年仕えた

ならば、第七年には彼に自由を与えて去らせなけ

ればならない。 13彼に自由を与えて去らせる時は

、から手で去らせてはならない。 14群れと、打ち

場と、酒ぶねのうちから取って、惜しみなく彼に

与えなければならない。すなわちあなたの神、主

があなたを恵まれたように、彼に与えなければな

らない。 15あなたはかつてエジプトの国で奴隷で

あったが、あなたの神、主があなたをあがない出

された事を記憶しなければならない。このゆえに

わたしは、きょう、この事を命じる。 16しかしそ
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の人があなたと、あなたの家族を愛し、あなたと

一緒にいることを望み、『わたしはあなたを離れ

て去りたくありません』と言うならば、 17あなた

は、きりを取って彼の耳を戸に刺さなければなら

ない。そうすれば、彼はいつまでもあなたの奴隷

となるであろう。女奴隷にもそうしなければなら

ない。 18彼に自由を与えて去らせる時には、快く

去らせなければならない。彼が六年間、賃銀を取

る雇人の二倍あなたに仕えて働いたからである。

あなたがそうするならば、あなたの神、主はあな

たが行うすべての事にあなたを祝福されるであろ

う。 19牛、羊の産む雄のういごは皆あなたの神、

主に聖別しなければならない。牛のういごを用い

てなんの仕事をもしてはならない。また羊のうい

ごの毛を切ってはならない。 20あなたの神、主が

選ばれる所で、主の前にあなたは家族と共に年ご

とにそれを食べなければならない。 21しかし、そ

の獣がもし傷のあるもの、すなわち足なえまたは

、めくらなど、すべて悪い傷のあるものである時

は、あなたの神、主にそれを犠牲としてささげて

はならない。 22町の内でそれを食べなければなら

ない。汚れた人も、清い人も、かもしかや、雄じ

かと同様にそれを食べることができる。 23ただし

、その血は食べてはならない。水のようにそれを

地にそそがなければならない。

16あなたはアビブの月を守って、あなたの神、
主のために過越の祭を行わなければならない

。アビブの月に、あなたの神、主が夜の間にあな

たをエジプトから導き出されたからである。 2主

がその名を置くために選ばれる場所で、羊または

牛をあなたの神、主に過越の犠牲としてほふらな

ければならない。 3種を入れたパンをそれと共に

食べてはならない。七日のあいだ、種入れぬパン

すなわち悩みのパンを、それと共に食べなければ

ならない。あなたがエジプトの国から出るとき、

急いで出たからである。こうして世に生きながら

える日の間、エジプトの国から出てきた日を常に

覚えなければならない。 4その七日の間は、国の

内どこにもパン種があってはならない。また初め

の日の夕暮にほふるものの肉を、翌朝まで残して

おいてはならない。 5あなたの神、主が賜わる町

の内で、過越の犠牲をほふってはならない。 6た

だあなたの神、主がその名を置くために選ばれる

場所で、夕暮の日の入るころ、あなたがエジプト

から出た時刻に、過越の犠牲をほふらなければな

らない。 7そしてあなたの神、主が選ばれる場所

で、それを焼いて食べ、朝になって天幕に帰らな

ければならない。 8六日のあいだ種入れぬパンを

食べ、七日目にあなたの神、主のために聖会を開

かなければならない。なんの仕事もしてはならな

い。 9また七週間を数えなければならない。すな

わち穀物に、かまを入れ始める時から七週間を数

え始めなければならない。 10そしてあなたの神、

主のために七週の祭を行い、あなたの神、主が賜

わる祝福にしたがって、力に応じ、自発の供え物

をささげなければならない。 11こうしてあなたは

むすこ、娘、しもべ、はしためおよび町の内にお

るレビびと、ならびにあなたがたのうちにおる寄

留の他国人と孤児と寡婦と共に、あなたの神、主

がその名を置くために選ばれる場所で、あなたの

神、主の前に喜び楽しまなければならない。 12あ

なたはかつてエジプトで奴隷であったことを覚え

、これらの定めを守り行わなければならない。 13

打ち場と、酒ぶねから取入れをしたとき、七日の

あいだ仮庵の祭を行わなければならない。 14その

祭の時には、あなたはむすこ、娘、しもべ、はし

ためおよび町の内におるレビびと、寄留の他国人

、孤児、寡婦と共に喜び楽しまなければならない

。 15主が選ばれる場所で七日の間、あなたの神、

主のために祭を行わなければならない。あなたの

神、主はすべての産物と、手のすべてのわざとに

おいて、あなたを祝福されるから、あなたは大い

に喜び楽しまなければならない。 16あなたのうち

の男子は皆あなたの神、主が選ばれる場所で、年

に三度、すなわち種入れぬパンの祭と、七週の祭

と、仮庵の祭に、主の前に出なければならない。

ただし、から手で主の前に出てはならない。 17あ

なたの神、主が賜わる祝福にしたがい、おのおの

力に応じて、ささげ物をしなければならない。 18

あなたの神、主が賜わるすべての町々の内に、部

族にしたがって、さばきびとと、つかさびととを

、立てなければならない。そして彼らは正しいさ

ばきをもって民をさばかなければならない。 19あ

なたはさばきを曲げてはならない。人をかたより

見てはならない。また賄賂を取ってはならない。

賄賂は賢い者の目をくらまし、正しい者の事件を

曲げるからである。 20ただ公義をのみ求めなけれ

ばならない。そうすればあなたは生きながらえて

、あなたの神、主が賜わる地を所有するにいたる

であろう。 21あなたの神、主のために築く祭壇の

かたわらに、アシラの木像をも立ててはならない

。 22またあなたの神、主が憎まれる柱を立てては

ならない。

17すべて傷があり、欠けた所のある牛または羊
はあなたの神、主にささげてはならない。そ

のようなものはあなたの神、主の忌みきらわれる

ものだからである。 2あなたの神、主が賜わる町

で、あなたがたのうちに、もし男子または女子が

あなたの神、主の前に悪事をおこなって、契約に

そむき、 3行って他の神々に仕え、それを拝み、

わたしの禁じる、日や月やその他の天の万象を拝

むことがあり、 4その事を知らせる者があって、

あなたがそれを聞くならば、あなたはそれをよく

調べなければならない。そしてその事が真実であ

り、そのような憎むべき事が確かにイスラエルの

うちに行われていたならば、 5あなたはその悪事

をおこなった男子または女子を町の門にひき出し

、その男子または女子を石で撃ち殺さなければな

らない。 6ふたりの証人または三人の証人の証言

によって殺すべき者を殺さなければならない。た

だひとりの証人の証言によって殺してはならない

。 7そのような者を殺すには、証人がまず手を下
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し、それから民が皆、手を下さなければならない

。こうしてあなたのうちから悪を除き去らなけれ

ばならない。 8町の内に訴え事が起り、その事件

がもし血を流す事、または権利を争う事、または

人を撃った事などであって、あなたが、さばきか

ねるものである時は、立ってあなたの神、主が選

ばれる場所にのぼり、 9レビびとである祭司と、

その時の裁判人とに行って尋ねなければならない

。彼らはあなたに判決の言葉を告げるであろう。

10あなたは、主が選ばれるその場所で、彼らが告

げる言葉に従っておこない、すべて彼らが教える

ように守り行わなければならない。 11すなわち彼

らが教える律法と、彼らが告げる判決とに従って

行わなければならない。彼らが告げる言葉にそむ

いて、右にも左にもかたよってはならない。 12も

し人がほしいままにふるまい、あなたの神、主の

前に立って仕える祭司または裁判人に聞き従わな

いならば、その人を殺して、イスラエルのうちか

ら悪を除かなければならない。 13そうすれば民は

皆、聞いて恐れ、重ねてほしいままにふるまうこ

とをしないであろう。 14あなたの神、主が賜わる

地に行き、それを獲てそこに住むようになる時、

もしあなたが『わたしも周囲のすべての国びとの

ように、わたしの上に王を立てよう』と言うなら

ば、 15必ずあなたの神、主が選ばれる者を、あな

たの上に立てて王としなければならない。同胞の

ひとりを、あなたの上に立てて王としなければな

らない。同胞でない外国人をあなたの上に立てて

はならない。 16王となる人は自分のために馬を多

く獲ようとしてはならない。また馬を多く獲るた

めに民をエジプトに帰らせてはならない。主はあ

なたがたにむかって、『この後かさねてこの道に

帰ってはならない』と仰せられたからである。 17

また妻を多く持って心を、迷わしてはならない。

また自分のために金銀を多くたくわえてはならな

い。 18彼が国の王位につくようになったら、レビ

びとである祭司の保管する書物から、この律法の

写しを一つの書物に書きしるさせ、 19世に生きな

がらえる日の間、常にそれを自分のもとに置いて

読み、こうしてその神、主を恐れることを学び、

この律法のすべての言葉と、これらの定めとを守

って行わなければならない。 20そうすれば彼の心

が同胞を見くだして、高ぶることなく、また戒め

を離れて、右にも左にも曲ることなく、その子孫

と共にイスラエルにおいて、長くその位にとどま

ることができるであろう。

18レビびとである祭司すなわちレビの全部族は
イスラエルのうちに、分も嗣業も持たない。

彼らは主にささげられる火祭の物と、その他のさ

さげ物とを食べなければならない。 2彼らはその

兄弟のうちに嗣業を持たない。かつて彼らに約束

されたとおり主が彼らの嗣業である。 3祭司が民

から受ける分は次のとおりである。すなわち犠牲

をささげる者は、牛でも、羊でも、その肩と、両

方のほおと、胃とを祭司に与えなければならない

。 4また穀物と、ぶどう酒と、油の初物および羊

の毛の初物をも彼に与えなければならない。 5あ

なたの神、主がすべての部族のうちから彼を選び

出して、彼とその子孫を長く主の名によって立っ

て仕えさせられるからである。 6レビびとはイス

ラエルの全地のうち、どこにいる者でも、彼が宿

っている町を出て、主が選ばれる場所に行くなら

ば、 7彼は主の前に立っているすべての兄弟レビ

びとと同じように、その神、主の名によって仕え

ることができる。 8彼が食べる分は彼らと同じで

ある。ただし彼はこのほかに父の遺産を売って獲

た物を持つことができる。 9あなたの神、主が賜

わる地にはいったならば、その国々の民の憎むべ

き事を習いおこなってはならない。 10あなたがた

のうちに、自分のむすこ、娘を火に焼いてささげ

る者があってはならない。また占いをする者、卜

者、易者、魔法使、 11呪文を唱える者、口寄せ、

かんなぎ、死人に問うことをする者があってはな

らない。 12主はすべてこれらの事をする者を憎ま

れるからである。そしてこれらの憎むべき事のゆ

えにあなたの神、主は彼らをあなたの前から追い

払われるのである。 13あなたの神、主の前にあな

たは全き者でなければならない。 14あなたが追い

払うかの国々の民は卜者、占いをする者に聞き従

うからである。しかし、あなたには、あなたの神

、主はそうする事を許されない。 15あなたの神、

主はあなたのうちから、あなたの同胞のうちから

、わたしのようなひとりの預言者をあなたのため

に起されるであろう。あなたがたは彼に聞き従わ

なければならない。 16これはあなたが集会の日に

ホレブであなたの神、主に求めたことである。す

なわちあなたは『わたしが死ぬことのないように

わたしの神、主の声を二度とわたしに聞かせない

でください。またこの大いなる火を二度と見させ

ないでください』と言った。 17主はわたしに言わ

れた、『彼らが言ったことは正しい。 18わたしは

彼らの同胞のうちから、おまえのようなひとりの

預言者を彼らのために起して、わたしの言葉をそ

の口に授けよう。彼はわたしが命じることを、こ

とごとく彼らに告げるであろう。 19彼がわたしの

名によって、わたしの言葉を語るのに、もしこれ

に聞き従わない者があるならば、わたしはそれを

罰するであろう。 20ただし預言者が、わたしが語

れと命じないことを、わたしの名によってほしい

ままに語り、あるいは他の神々の名によって語る

ならば、その預言者は殺さなければならない』。

21あなたは心のうちに『われわれは、その言葉が

主の言われたものでないと、どうして知り得よう

か』と言うであろう。 22もし預言者があって、主

の名によって語っても、その言葉が成就せず、ま

たその事が起らない時は、それは主が語られた言

葉ではなく、その預言者がほしいままに語ったの

である。その預言者を恐れるに及ばない。

19あなたの神、主が国々の民を滅ぼしつくして
、あなたの神、主がその地を賜わり、あなた

がそれを獲て、その町々と、その家々に住むよう

になる時は、 2あなたの神、主が与えて獲させら
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れる地のうちに、三つの町をあなたのために指定

しなければならない。 3そしてそこに行く道を備

え、またあなたの神、主があなたに継がせられる

地の領域を三区に分け、すべて人を殺した者をそ

こにのがれさせなければならない。 4人を殺した

者がそこにのがれて、命を全うすべき場合は次の

とおりである。すなわち以前から憎むこともない

のに、知らないでその隣人を殺した場合、 5たと

えば人が木を切ろうとして、隣人と一緒に林に入

り、手におのを取って、木を切り倒そうと撃ちお

ろすとき、その頭が柄から抜け、隣人にあたって

、死なせたような場合がそれである。そういう人

はこれらの町の一つにのがれて、命を全うするこ

とができる。 6そうしなければ、復讐する者が怒

って、その殺した者を追いかけ、道が長いために

、ついに追いついて殺すであろう。しかし、その

人は以前から彼を憎んでいた者でないから、殺さ

れる理由はない。 7それでわたしはあなたに命じ

て『三つの町をあなたのために指定しなければな

らない』と言ったのである。 8あなたの神、主が

先祖たちに誓われたように、あなたの領域を広め

、先祖たちに与えると言われた地を、ことごとく

賜わる時、 9わたしが、きょう、命じるこのすべ

ての戒めを守って、それをおこない、あなたの神

、主を愛して、常にその道に歩む時あなたはこれ

ら三つの町のほかに、また三つの町をあなたのた

めに増し加えなければならない。 10これはあなた

の神、主が与えて嗣業とされる地のうちで、罪の

ない者の血が流されないようにするためである。

そうしなければ、その血を流したとがは、あなた

に帰するであろう。 11しかし、もし人が隣人を憎

んでそれをつけねらい、立ちかかってその人を撃

ち殺し、そしてこれらの町の一つにのがれるなら

ば、 12その町の長老たちは人をつかわして彼をそ

こから引いてこさせ、復讐する者にわたして殺さ

せなければならない。 13彼をあわれんではならな

い。罪のない者の血を流したとがを、イスラエル

から除かなければならない。そうすればあなたに

さいわいがあるであろう。 14あなたの神、主が与

えて獲させられる地で、あなたが継ぐ嗣業におい

て、先祖の定めたあなたの隣人の土地の境を移し

てはならない。 15どんな不正であれ、どんなとが

であれ、すべて人の犯す罪は、ただひとりの証人

によって定めてはならない。ふたりの証人の証言

により、または三人の証人の証言によって、その

事を定めなければならない。 16もし悪意のある証

人が起って、人に対して悪い証言をすることがあ

れば、 17その相争うふたりの者は主の前に行って

、その時の祭司と裁判人の前に立たなければなら

ない。 18その時、裁判人は詳細にそれを調べなけ

ればならない。そしてその証人がもし偽りの証人

であって、兄弟にむかって偽りの証言をした者で

あるならば、 19あなたがたは彼が兄弟にしようと

したことを彼に行い、こうしてあなたがたのうち

から悪を除き去らなければならない。 20そうすれ

ば他の人たちは聞いて恐れ、その後ふたたびその

ような悪をあなたがたのうちに行わないであろう

。 21あわれんではならない。命には命、目には目

、歯には歯、手には手、足には足をもって償わせ

なければならない。

20あなたが敵と戦うために出る時、馬と戦車と
、あなたよりも大ぜいの軍隊を見ても、彼ら

を恐れてはならない。あなたをエジプトの国から

導きのぼられたあなたの神、主が共におられるか

らである。 2あなたがたが戦いに臨むとき、祭司

は進み出て民に告げて、 3彼らに言わなければな

らない、『イスラエルよ聞け。あなたがたは、き

ょう、敵と戦おうとしている。気おくれしてはな

らない。恐れてはならない。あわててはならない

。彼らに驚いてはならない。 4あなたがたの神、

主が共に行かれ、あなたがたのために敵と戦って

、あなたがたを救われるからである』。 5次につ

かさたちは民に告げて言わなければならない。『

新しい家を建てて、まだそれをささげていない者

があれば、その人を家に帰らせなければならない

。そうしなければ、彼が戦いに死んだとき、ほか

の人がそれをささげるようになるであろう。 6ぶ

どう畑を作って、まだその実を食べていない者が

あれば、その人を家に帰らせなければならない。

そうしなければ彼が戦いに死んだとき、ほかの人

がそれを食べるようになるであろう。 7女と婚約

して、まだその女をめとっていない者があれば、

その人を家に帰らせなければならない。そうしな

ければ彼が戦いに死んだとき、ほかの人が彼女を

めとるようになるであろう』。 8つかさたちは、

また民に告げて言わなければならない。『恐れて

気おくれする者があるならば、その人を家に帰ら

せなければならない。そうしなければ、兄弟たち

の心が彼の心のようにくじけるであろう』。 9つ

かさたちがこのように民に告げ終ったならば、軍

勢のかしらたちを立てて民を率いさせなければな

らない。 10一つの町へ進んで行って、それを攻め

ようとする時は、まず穏やかに降服することを勧

めなければならない。 11もしその町が穏やかに降

服しようと答えて、門を開くならば、そこにいる

すべての民に、みつぎを納めさせ、あなたに仕え

させなければならない。 12もし穏やかに降服せず

、戦おうとするならば、あなたはそれを攻めなけ

ればならない。 13そしてあなたの神、主がそれを

あなたの手にわたされる時、つるぎをもってその

うちの男をみな撃ち殺さなければならない。 14た

だし女、子供、家畜およびすべて町のうちにある

もの、すなわちぶんどり物は皆、戦利品として取

ることができる。また敵からぶんどった物はあな

たの神、主が賜わったものだから、あなたはそれ

を用いることができる。 15遠く離れている町々、

すなわちこれらの国々に属さない町々には、すべ

てこのようにしなければならない。 16ただし、あ

なたの神、主が嗣業として与えられるこれらの民

の町々では、息のある者をひとりも生かしておい

てはならない。 17すなわちヘテびと、アモリびと

、カナンびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスび

とはみな滅ぼして、あなたの神、主が命じられた
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とおりにしなければならない。 18これは彼らがそ

の神々を拝んでおこなったすべての憎むべき事を

、あなたがたに教えて、それを行わせ、あなたが

たの神、主に罪を犯させることのないためである

。 19長く町を攻め囲んで、それを取ろうとする時

でも、おのをふるって、そこの木を切り枯らして

はならない。それはあなたの食となるものだから

、切り倒してはならない。あなたは田野の木まで

も、人のように攻めなければならないであろうか

。 20ただし実を結ばない木とわかっている木は切

り倒して、あなたと戦っている町にむかい、それ

をもってとりでを築き、陥落するまで、それを攻

めることができる。

21あなたの神、主が与えて獲させられる地で、
殺されて野に倒れている人があって、だれが

殺したのかわからない時は、 2長老たちと、さば

きびとたちが出てきて、その殺された者のある所

から、周囲の町々までの距離をはからなければな

らない。 3そしてその殺された者のある所に最も

近い町の長老たちは、まだ使わない、まだくびき

を負わせて引いたことのない若い雌牛をとり、 4

その町の長老たちはその雌牛を、耕すことも、種

まくこともしない、絶えず水の流れている谷へ引

いていって、その谷で雌牛のくびを折らなければ

ならない。 5その時レビの子孫である祭司たちは

、そこに進み出なければならない。彼らはあなた

の神、主が自分に仕えさせ、また主の名によって

祝福させるために選ばれた者で、すべての論争と

、すべての暴行は彼らの言葉によって解決される

からである。 6そしてその殺された者のある所に

最も近い町の長老たちは皆、彼らが谷でくびを折

った雌牛の上で手を洗い、 7証言して言わなけれ

ばならない、『われわれの手はこの血を流さず、

われわれの目もそれを見なかった。 8主よ、あな

たがあがなわれた民イスラエルをおゆるしくださ

い。罪のない者の血を流したとがを、あなたの民

イスラエルのうちにとどめないでください。そし

て血を流したとがをおゆるしください』。 9この

ようにして、あなたは主が正しいと見られる事を

おこない、罪のない者の血を流したとがを、あな

たがたのうちから除き去らなければならない。 10

あなたが出て敵と戦う際、あなたの神、主がそれ

をあなたの手にわたされ、あなたがそれを捕虜と

した時、 11もし捕虜のうちに美しい女のあるのを

見て、それを好み、妻にめとろうとするならば、

12その女をあなたの家に連れて帰らなければなら

ない。女は髪をそり、つめを切り、 13また捕虜の

着物を脱ぎすてて、あなたの家におり、自分の父

母のために一か月のあいだ嘆かなければならない

。そして後、あなたは彼女の所にはいって、その

夫となり、彼女を妻とすることができる。 14その

後あなたがもし彼女を好まなくなったならば、彼

女を自由に去らせなければならない。決して金で

売ってはならない。あなたはすでに彼女をはずか

しめたのだから、彼女を奴隷のようにあしらって

はならない。 15人がふたりの妻をもち、そのひと

りは愛する者、ひとりは気にいらない者であって

、その愛する者と気にいらない者のふたりが、と

もに男の子を産み、もしその長子が、気にいらな

い女の産んだ者である時は、 16その子たちに自分

の財産を継がせる時、気にいらない女の産んだ長

子をさしおいて、愛する女の産んだ子を長子とす

ることはできない。 17必ずその気にいらない者の

産んだ子が長子であることを認め、自分の財産を

分ける時には、これに二倍の分け前を与えなけれ

ばならない。これは自分の力の初めであって、長

子の特権を持っているからである。 18もし、わが

ままで、手に負えない子があって、父の言葉にも

、母の言葉にも従わず、父母がこれを懲らしても

きかない時は、 19その父母はこれを捕えて、その

町の門に行き、町の長老たちの前に出し、 20町の

長老たちに言わなければならない、『わたしたち

のこの子はわがままで、手に負えません。わたし

たちの言葉に従わず、身持ちが悪く、大酒飲みで

す』。 21そのとき、町の人は皆、彼を石で撃ち殺

し、あなたがたのうちから悪を除き去らなければ

ならない。そうすれば、イスラエルは皆聞いて恐

れるであろう。 22もし人が死にあたる罪を犯して

殺され、あなたがそれを木の上にかける時は、 23

翌朝までその死体を木の上に留めておいてはなら

ない。必ずそれをその日のうちに埋めなければな

らない。木にかけられた者は神にのろわれた者だ

からである。あなたの神、主が嗣業として賜わる

地を汚してはならない。

22あなたの兄弟の牛、または羊の迷っているの
を見て、それを見捨てておいてはならない。

必ずそれを兄弟のところへ連れて帰らなければな

らない。 2もしその兄弟が近くの者でなく、知ら

ない人であるならば、それを自分の家にひいてき

て、あなたのところにおき、その兄弟が尋ねてき

た時に、それを彼に返さなければならない。 3あ

なたの兄弟のろばの場合も、そうしなければなら

ない。着物の場合も、そうしなければならない。

またすべてあなたの兄弟の失った物を見つけた場

合も、そうしなければならない。それを見捨てて

おくことはできない。 4あなたの兄弟のろばまた

は牛が道に倒れているのを見て、見捨てておいて

はならない。必ずそれを助け起さなければならな

い。 5女は男の着物を着てはならない。また男は

女の着物を着てはならない。あなたの神、主はそ

のような事をする者を忌みきらわれるからである

。 6もしあなたが道で、木の上、または地面に鳥

の巣のあるのを見つけ、その中に雛または卵があ

って、母鳥がその雛または卵を抱いているならば

、母鳥を雛と一緒に取ってはならない。 7必ず母

鳥を去らせ、ただ雛だけを取らなければならない

。そうすればあなたはさいわいを得、長く生きな

がらえることができるであろう。 8新しい家を建

てる時は、屋根に欄干を設けなければならない。

それは人が屋根から落ちて、血のとがをあなたの

家に帰することのないようにするためである。 9

ぶどう畑に二種の種を混ぜてまいてはならない。
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そうすればあなたがまいた種から産する物も、ぶ

どう畑から出る物も、みな忌むべき物となるであ

ろう。 10牛と、ろばとを組み合わせて耕してはな

らない。 11羊毛と亜麻糸を混ぜて織った着物を着

てはならない。 12身にまとう上着の四すみに、ふ

さをつけなければならない。 13もし人が妻をめと

り、妻のところにはいって後、その女をきらい、

14『わたしはこの女をめとって近づいた時、彼女

に処女の証拠を見なかった』と言って虚偽の非難

をもって、その女に悪名を負わせるならば、 15そ

の女の父と母は、彼女の処女の証拠を取って、門

におる町の長老たちに差し出し、 16そして彼女の

父は長老たちに言わなければならない。『わたし

はこの人に娘を与えて妻にさせましたが、この人

は娘をきらい、 17虚偽の非難をもって、「わたし

はあなたの娘に処女の証拠を見なかった」と言い

ます。しかし、これがわたしの娘の処女の証拠で

す』と言って、その父母はかの布を町の長老たち

の前にひろげなければならない。 18その時、町の

長老たちは、その人を捕えて撃ち懲らし、 19また

銀百シケルの罰金を課し、それを女の父に与えな

ければならない。彼はイスラエルの処女に悪名を

負わせたからである。彼はその女を妻とし、一生

その女を出すことはできない。 20しかし、この非

難が真実であって、その女に処女の証拠が見られ

ない時は、 21その女を父の家の入口にひき出し、

町の人々は彼女を石で撃ち殺さなければならない

。彼女は父の家で、みだらな事をおこない、イス

ラエルのうちに愚かな事をしたからである。あな

たはこうしてあなたがたのうちから悪を除き去ら

なければならない。 22もし夫のある女と寝ている

男を見つけたならば、その女と寝た男およびその

女を一緒に殺し、こうしてイスラエルのうちから

悪を除き去らなければならない。 23もし処女であ

る女が、人と婚約した後、他の男が町の内でその

女に会い、これを犯したならば、 24あなたがたは

そのふたりを町の門にひき出して、石で撃ち殺さ

なければならない。これはその女が町の内におり

ながら叫ばなかったからであり、またその男は隣

人の妻をはずかしめたからである。あなたはこう

してあなたがたのうちから悪を除き去らなければ

ならない。 25しかし、男が、人と婚約した女に野

で会い、その女を捕えてこれを犯したならば、そ

の男だけを殺さなければならない。 26その女には

何もしてはならない。女には死にあたる罪がない

。人がその隣人に立ちむかって、それを殺したと

同じ事件だからである。 27これは男が野で女に会

ったので、人と婚約したその女が叫んだけれども

、救う者がなかったのである。 28まだ人と婚約し

ない処女である女に、男が会い、これを捕えて犯

し、ふたりが見つけられたならば、 29女を犯した

男は女の父に銀五十シケルを与えて、女を自分の

妻としなければならない。彼はその女をはずかし

めたゆえに、一生その女を出すことはできない。

30だれも父の妻をめとってはならない。父の妻と

寝てはならない。

23すべて去勢した男子は主の会衆に加わっては
ならない。 2私生児は主の会衆に加わっては

ならない。その子孫は十代までも主の会衆に加わ

ってはならない。 3アンモンびととモアブびとは

主の会衆に加わってはならない。彼らの子孫は十

代までも、いつまでも主の会衆に加わってはなら

ない。 4これはあなたがたがエジプトから出てき

た時に、彼らがパンと水を携えてあなたがたを道

に迎えず、アラム・ナハライムのペトルからベオ

ルの子バラムを雇って、あなたをのろわせようと

したからである。 5しかし、あなたの神、主はバ

ラムの言うことを聞こうともせず、あなたの神、

主はあなたのために、そののろいを変えて、祝福

とされた。あなたの神、主があなたを愛されたか

らである。 6あなたは一生いつまでも彼らのため

に平安をも、幸福をも求めてはならない。 7あな

たはエドムびとを憎んではならない。彼はあなた

の兄弟だからである。またエジプトびとを憎んで

はならない。あなたはかつてその国の寄留者であ

ったからである。 8そして彼らが産んだ子どもは

三代目には、主の会衆に加わることができる。 9

敵を攻めるために出て陣営におる時は、すべての

汚れた物を避けなければならない。 10あなたがた

のうちに、夜の思いがけない事によって身の汚れ

た人があるならば、陣営の外に出なければならな

い。陣営の内に、はいってはならない。 11しかし

、夕方になって、水で身を洗い、日が没して後、

陣営の内に、はいることができる。 12あなたはま

た陣営の外に一つの所を設けておいて、用をたす

時、そこに出て行かなければならない。 13また武

器と共に、くわを備え、外に出て、かがむ時、そ

れをもって土を掘り、向きをかえて、出た物をお

おわなければならない。 14あなたの神、主があな

たを救い、敵をあなたにわたそうと、陣営の中を

歩まれるからである。ゆえに陣営は聖なる所とし

て保たなければならない。主があなたのうちにき

たない物のあるのを見て、離れ去られることのな

いためである。 15主人を避けて、あなたのところ

に逃げてきた奴隷を、その主人にわたしてはなら

ない。 16その者をあなたがたのうちに、あなたと

共におらせ、町の一つのうち、彼が好んで選ぶ場

所に住ませなければならない。彼を虐待してはな

らない。 17イスラエルの女子は神殿娼婦となって

はならない。またイスラエルの男子は神殿男娼と

なってはならない。 18娼婦の得た価または男娼の

価をあなたの神、主の家に携えて行って、どんな

誓願にも用いてはならない。これはともにあなた

の神、主の憎まれるものだからである。 19兄弟に

利息を取って貸してはならない。金銭の利息、食

物の利息などすべて貸して利息のつく物の利息を

取ってはならない。 20外国人には利息を取って貸

してもよい。ただ兄弟には利息を取って貸しては

ならない。これはあなたが、はいって取る地で、

あなたの神、主がすべてあなたのする事に祝福を

与えられるためである。 21あなたの神、主に誓願

をかける時、それを果すことを怠ってはならない

。あなたの神、主は必ずそれをあなたに求められ
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るからである。それを怠るときは罪を得るであろ

う。 22しかし、あなたが誓願をかけないならば、

罪を得ることはない。 23あなたが口で言った事は

守って行わなければならない。あなたが口で約束

した事は、あなたの神、主にあなたが自発的に誓

願したのだからである。 24あなたが隣人のぶどう

畑にはいる時、そのぶどうを心にまかせて飽きる

ほど食べてもよい。しかし、あなたの器の中に取

り入れてはならない。 25あなたが隣人の麦畑には

いる時、手でその穂を摘んで食べてもよい。しか

し、あなたの隣人の麦畑にかまを入れてはならな

い。

24人が妻をめとって、結婚したのちに、その女
に恥ずべきことのあるのを見て、好まなくな

ったならば、離縁状を書いて彼女の手に渡し、家

を去らせなければならない。 2女がその家を出て

のち、行って、ほかの人にとつぎ、 3後の夫も彼

女をきらって、離縁状を書き、その手に渡して家

を去らせるか、または妻にめとった後の夫が死ん

だときは、 4彼女はすでに身を汚したのちである

から、彼女を去らせた先の夫は、ふたたび彼女を

妻にめとることはできない。これは主の前に憎む

べき事だからである。あなたの神、主が嗣業とし

てあなたに与えられる地に罪を負わせてはならな

い。 5人が新たに妻をめとった時は、戦争に出し

てはならない。また何の務もこれに負わせてはな

らない。その人は一年の間、束縛なく家にいて、

そのめとった妻を慰めなければならない。 6ひき

うす、またはその上石を質にとってはならない。

これは命をつなぐものを質にとることだからであ

る。 7イスラエルの人々のうちの同胞のひとりを

かどわかして、これを奴隷のようにあしらい、ま

たはこれを売る者を見つけたならば、そのかどわ

かした者を殺して、あなたがたのうちから悪を除

き去らなければならない。 8らい病の起った時は

気をつけて、すべてレビびとたる祭司が教えるこ

とを、よく守って行わなければならない。すなわ

ちわたしが彼らに命じたように、あなたがたはそ

れを守って行わなければならない。 9あなたがた

がエジプトから出てきたとき、道であなたの神、

主がミリアムにされたことを記憶しなければなら

ない。 10あなたが隣人に物を貸すときは、自分で

その家にはいって、質物を取ってはならない。 11

あなたは外に立っていて、借りた人が質物を外に

いるあなたのところへ持ち出さなければならない

。 12もしその人が貧しい人である時は、あなたは

その質物を留めおいて寝てはならない。 13その質

物は日の入るまでに、必ず返さなければならない

。そうすれば彼は自分の上着をかけて寝ることが

できて、あなたを祝福するであろう。それはあな

たの神、主の前にあなたの義となるであろう。 14

貧しく乏しい雇人は、同胞であれ、またはあなた

の国で、町のうちに寄留している他国人であれ、

それを虐待してはならない。 15賃銀はその日のう

ちに払い、それを日の入るまで延ばしてはならな

い。彼は貧しい者で、その心をこれにかけている

からである。そうしなければ彼はあなたを主に訴

えて、あなたは罪を得るであろう。 16父は子のゆ

えに殺さるべきではない。子は父のゆえに殺さる

べきではない。おのおの自分の罪のゆえに殺さる

べきである。 17寄留の他国人または孤児のさばき

を曲げてはならない。寡婦の着物を質に取っては

ならない。 18あなたはかつてエジプトで奴隷であ

ったが、あなたの神、主がそこからあなたを救い

出されたことを記憶しなければならない。それで

わたしはあなたにこの事をせよと命じるのである

。 19あなたが畑で穀物を刈る時、もしその一束を

畑におき忘れたならば、それを取りに引き返して

はならない。それは寄留の他国人と孤児と寡婦に

取らせなければならない。そうすればあなたの神

、主はすべてあなたがする事において、あなたを

祝福されるであろう。 20あなたがオリブの実をう

ち落すときは、ふたたびその枝を捜してはならな

い。それを寄留の他国人と孤児と寡婦に取らせな

ければならない。 21またぶどう畑のぶどうを摘み

取るときは、その残ったものを、ふたたび捜して

はならない。それを寄留の他国人と孤児と寡婦に

取らせなければならない。 22あなたはかつてエジ

プトの国で奴隷であったことを記憶しなければな

らない。それでわたしはあなたにこの事をせよと

命じるのである。

25人と人との間に争い事があって、さばきを求
めてきたならば、さばきびとはこれをさばい

て、正しい者を正しいとし、悪い者を悪いとしな

ければならない。 2その悪い者が、むち打つべき

者であるならば、さばきびとは彼を伏させ、自分

の前で、その罪にしたがい、数えて彼をむち打た

せなければならない。 3彼をむち打つには四十を

越えてはならない。もしそれを越えて、それより

も多くむちを打つときは、あなたの兄弟はあなた

の目の前で、はずかしめられることになるであろ

う。 4脱穀をする牛にくつこを掛けてはならない

。 5兄弟が一緒に住んでいて、そのうちのひとり

が死んで子のない時は、その死んだ者の妻は出て

、他人にとついではならない。その夫の兄弟が彼

女の所にはいり、めとって妻とし、夫の兄弟とし

ての道を彼女につくさなければならない。 6そし

てその女が初めに産む男の子に、死んだ兄弟の名

を継がせ、その名をイスラエルのうちに絶やさな

いようにしなければならない。 7しかしその人が

兄弟の妻をめとるのを好まないならば、その兄弟

の妻は町の門へ行って、長老たちに言わなければ

ならない、『わたしの夫の兄弟はその兄弟の名を

イスラエルのうちに残すのを拒んで、夫の兄弟と

しての道をつくすことを好みません』。 8そのと

き町の長老たちは彼を呼び寄せて、さとさなけれ

ばならない。もし彼が固執して、『わたしは彼女

をめとることを好みません』と言うならば、 9そ

の兄弟の妻は長老たちの目の前で、彼のそばに行

き、その足のくつを脱がせ、その顔につばきして

、答えて言わなければならない。『兄弟の家をた

てない者には、このようにすべきです』。 10そし
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て彼の家の名は、くつを脱がされた者の家と、イ

スラエルのうちで呼ばれるであろう。 11ふたりの

人が互に争うときに、そのひとりの人の妻が、打

つ者の手から夫を救おうとして近づき、手を伸べ

て、その人の隠し所をつかまえるならば、 12その

女の手を切り落さなければならない。あわれみを

かけてはならない。 13あなたの袋に大小二種の重

り石を入れておいてはならない。 14あなたの家に

大小二種のますをおいてはならない。 15不足のな

い正しい重り石を持ち、また不足のない正しいま

すを持たなければならない。そうすればあなたの

神、主が賜わる地で、あなたは長く命を保つこと

ができるであろう。 16すべてこのような不正をす

る者を、あなたの神、主が憎まれるからである。

17あなたがエジプトから出てきた時、道でアマレ

クびとがあなたにしたことを記憶しなければなら

ない。 18すなわち彼らは道であなたに出会い、あ

なたがうみ疲れている時、うしろについてきてい

たすべての弱っている者を攻め撃った。このよう

に彼らは神を恐れなかった。 19それで、あなたの

神、主が嗣業として賜わる地で、あなたの神、主

があなたの周囲のすべての敵を征服して、あなた

に安息を与えられる時、あなたはアマレクの名を

天の下から消し去らなければならない。この事を

忘れてはならない。

26あなたの神、主が嗣業として賜わる国にはい
って、それを所有し、そこに住む時は、 2あ

なたの神、主が賜わる国にできる、地のすべての

実の初物を取ってかごに入れ、あなたの神、主が

その名を置くために選ばれる所へ携えて行かなけ

ればならない。 3そしてその時の祭司の所へ行っ

て彼に言わなければならない、『きょう、あなた

の神、主にわたしは申します。主がわれわれに与

えると先祖たちに誓われた国に、わたしははいる

ことができました』。 4そのとき祭司はあなたの

手からそのかごを受け取ってあなたの神、主の祭

壇の前に置かなければならない。 5そして、あな

たはあなたの神、主の前に述べて言わなければな

らない、『わたしの先祖は、さすらいの一アラム

びとでありましたが、わずかの人を連れてエジプ

トへ下って行って、その所に寄留し、ついにそこ

で大きく、強い、人数の多い国民になりました。 6

ところがエジプトびとはわれわれをしえたげ、ま

た悩まして、つらい労役を負わせましたが、 7わ

れわれが先祖たちの神、主に叫んだので、主はわ

れわれの声を聞き、われわれの悩みと、骨折りと

、しえたげとを顧み、 8主は強い手と、伸べた腕

と、大いなる恐るべき事と、しるしと、不思議と

をもって、われわれをエジプトから導き出し、 9

われわれをこの所へ連れてきて、乳と蜜の流れる

この地をわれわれに賜わりました。 10主よ、ごら

んください。あなたがわたしに賜わった地の実の

初物を、いま携えてきました』。そしてあなたは

それをあなたの神、主の前に置いて、あなたの神

、主の前に礼拝し、 11あなたの神、主があなたと

あなたの家とに賜わったすべての良い物をもって

、レビびとおよびあなたのなかにいる寄留の他国

人と共に喜び楽しまなければならない。 12第三年

すなわち十分の一を納める年に、あなたがすべて

の産物の十分の一を納め終って、それをレビびと

と寄留の他国人と孤児と寡婦とに与え、町のうち

で彼らに飽きるほど食べさせた時、 13あなたの神

、主の前で言わなければならない、『わたしはそ

の聖なる物を家から取り出し、またレビびとと寄

留の他国人と孤児と寡婦とにそれを与え、すべて

あなたが命じられた命令のとおりにいたしました

。わたしはあなたの命令にそむかず、またそれを

忘れませんでした。 14わたしはその聖なる物を喪

のうちで食べたことがなく、また汚れた身でそれ

を取り出したことがなく、また死人にそれを供え

たことがありませんでした。わたしはわたしの神

、主の声に聞き従い、すべてあなたがわたしに命

じられたとおりにいたしました。 15あなたの聖な

るすみかである天からみそなわして、あなたの民

イスラエルと、あなたがわれわれに与えられた地

とを祝福してください。これはあなたがわれわれ

の先祖に誓われた乳と蜜の流れる地です』。 16き

ょう、あなたの神、主はこれらの定めと、おきて

とを行うことをあなたに命じられる。それゆえ、

あなたは心をつくし、精神をつくしてそれを守り

行わなければならない。 17きょう、あなたは主を

あなたの神とし、かつその道に歩み、定めと、戒

めと、おきてとを守り、その声に聞き従うことを

明言した。 18そして、主は先に約束されたように

、きょう、あなたを自分の宝の民とされること、

また、あなたがそのすべての命令を守るべきこと

を明言された。 19主は誉と良き名と栄えとをあな

たに与えて、主の造られたすべての国民にまさる

ものとされるであろう。あなたは主が言われたよ

うに、あなたの神、主の聖なる民となるであろう

」。

27モーセとイスラエルの長老たちとは民に命じ
て言った、「わたしが、きょう、あなたがた

に命じるすべての戒めを守りなさい。 2あなたが

たがヨルダンを渡ってあなたの神、主が賜わる国

にはいる時、あなたは大きな石数個を立てて、そ

れにしっくいを塗り、 3そしてあなたが渡って、

あなたの先祖たちの神、主が約束されたようにあ

なたの神、主が賜わる地、すなわち乳と蜜の流れ

る地にはいる時、この律法のすべての言葉をその

上に書きしるさなければならない。 4すなわち、

あなたがたが、ヨルダンを渡ったならば、わたし

が、きょう、あなたがたに命じるそれらの石をエ

バル山に立て、それにしっくいを塗らなければな

らない。 5またそこにあなたの神、主のために、

祭壇、すなわち石の祭壇を築かなければならない

。鉄の器を石に当てず、 6自然のままの石であな

たの神、主のために祭壇を築き、その上であなた

の神、主に燔祭をささげなければならない。 7ま

た酬恩祭の犠牲をささげて、その所で食べ、あな

たの神、主の前で喜び楽しまなければならない。 8

あなたはこの律法のすべての言葉をその石の上に
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明らかに書きしるさなければならない」。 9また

モーセとレビびとたる祭司たちとは、イスラエル

のすべての人々に言った、「イスラエルよ、静か

に聞きなさい。あなたは、きょう、あなたの神、

主の民となった。 10それゆえ、あなたの神、主の

声に聞き従い、わたしが、きょう、命じる戒めと

定めとを行わなければならない」。 11その日また

モーセは民に命じて言った、 12「あなたがたがヨ

ルダンを渡った時、次の人たちはゲリジム山に立

って民を祝福しなければならない。すなわちシメ

オン、レビ、ユダ、イッサカル、ヨセフおよびベ

ニヤミン。 13また次の人たちはエバル山に立って

のろわなければならない。すなわちルベン、ガド

、アセル、ゼブルン、ダンおよびナフタリ。 14そ

してレビびとは大声でイスラエルのすべての人々

に告げて言わなければならない。 15『工人の手の

作である刻んだ像、または鋳た像は、主が憎まれ

るものであるから、それを造って、ひそかに安置

する者はのろわれる』。民は、みな答えてアァメ

ンと言わなければならない。 16『父や母を軽んず

る者はのろわれる』。民はみなアァメンと言わな

ければならない。 17『隣人との土地の境を移す者

はのろわれる』。民はみなアァメンと言わなけれ

ばならない。 18『盲人を道に迷わす者はのろわれ

る』。民はみなアァメンと言わなければならない

。 19『寄留の他国人や孤児、寡婦のさばきを曲げ

る者はのろわれる』。民はみなアァメンと言わな

ければならない。 20『父の妻を犯す者は、父を恥

ずかしめるのであるからのろわれる』。民はみな

アァメンと言わなければならない。 21『すべて獣

を犯す者はのろわれる』。民はみなアァメンと言

わなければならない。 22『父の娘、または母の娘

である自分の姉妹を犯す者はのろわれる』。民は

みなアァメンと言わなければならない。 23『妻の

母を犯す者はのろわれる』。民はみなアァメンと

言わなければならない。 24『ひそかに隣人を撃ち

殺す者はのろわれる』。民はみなアァメンと言わ

なければならない。 25『まいないを取って罪なき

者を殺す者はのろわれる』。民はみなアァメンと

言わなければならない。 26『この律法の言葉を守

り行わない者はのろわれる』。民はみなアァメン

と言わなければならない。

28もしあなたが、あなたの神、主の声によく聞
き従い、わたしが、きょう、命じるすべての

戒めを守り行うならば、あなたの神、主はあなた

を地のもろもろの国民の上に立たせられるであろ

う。 2もし、あなたがあなたの神、主の声に聞き

従うならば、このもろもろの祝福はあなたに臨み

、あなたに及ぶであろう。 3あなたは町の内でも

祝福され、畑でも祝福されるであろう。 4またあ

なたの身から生れるもの、地に産する物、家畜の

産むもの、すなわち牛の子、羊の子は祝福される

であろう。 5またあなたのかごと、こねばちは祝

福されるであろう。 6あなたは、はいるにも祝福

され、出るにも祝福されるであろう。 7敵が起っ

てあなたを攻める時は、主はあなたにそれを撃ち

敗らせられるであろう。彼らは一つの道から攻め

て来るが、あなたの前で七つの道から逃げ去るで

あろう。 8主は命じて祝福をあなたの倉と、あな

たの手のすべてのわざにくだし、あなたの神、主

が賜わる地であなたを祝福されるであろう。 9も

し、あなたの神、主の戒めを守り、その道を歩む

ならば、主は誓われたようにあなたを立てて、そ

の聖なる民とされるであろう。 10そうすれば地の

すべての民は皆あなたが主の名をもって唱えられ

るのを見てあなたを恐れるであろう。 11主があな

たに与えると先祖に誓われた地で、主は良い物、

すなわちあなたの身から生れる者、家畜の産むも

の、地に産する物を豊かにされるであろう。 12主

はその宝の蔵である天をあなたのために開いて、

雨を季節にしたがってあなたの地に降らせ、あな

たの手のすべてのわざを祝福されるであろう。あ

なたは多くの国民に貸すようになり、借りること

はないであろう。 13主はあなたをかしらとならせ

、尾とはならせられないであろう。あなたはただ

栄えて衰えることはないであろう。きょう、わた

しが命じるあなたの神、主の戒めに聞き従って、

これを守り行うならば、あなたは必ずこのように

なるであろう。 14きょう、わたしが命じるこのす

べての言葉を離れて右または左に曲り、他の神々

に従い、それに仕えてはならない。 15しかし、あ

なたの神、主の声に聞き従わず、きょう、わたし

が命じるすべての戒めと定めとを守り行わないな

らば、このもろもろののろいがあなたに臨み、あ

なたに及ぶであろう。 16あなたは町のうちでもの

ろわれ、畑でものろわれ、 17あなたのかごも、こ

ねばちものろわれ、 18あなたの身から生れるもの

、地に産する物、牛の子、羊の子ものろわれるで

あろう。 19あなたは、はいるにものろわれ、出る

にものろわれるであろう。 20主はあなたが手をく

だすすべての働きにのろいと、混乱と、懲しめと

を送られ、あなたはついに滅び、すみやかにうせ

果てるであろう。これはあなたが悪をおこなって

わたしを捨てたからである。 21主は疫病をあなた

の身につかせ、あなたが行って取る地から、つい

にあなたを断ち滅ぼされるであろう。 22主はまた

肺病と熱病と炎症と間けつ熱と、かんばつと、立

ち枯れと、腐り穂とをもってあなたを撃たれるで

あろう。これらのものはあなたを追い、ついにあ

なたを滅ぼすであろう。 23あなたの頭の上の天は

青銅となり、あなたの下の地は鉄となるであろう

。 24主はあなたの地の雨を、ちりと、ほこりに変

らせ、それが天からあなたの上にくだって、つい

にあなたを滅ぼすであろう。 25主はあなたを敵の

前で敗れさせられるであろう。あなたは一つの道

から彼らを攻めて行くが、彼らの前で七つの道か

ら逃げ去るであろう。そしてあなたは地のもろも

ろの国に恐るべき見せしめとなるであろう。 26ま

たあなたの死体は空のもろもろの鳥と、地の獣と

のえじきとなり、しかもそれを追い払う者はない

であろう。 27主はエジプトの腫物と潰瘍と壊血病

とひぜんとをもってあなたを撃たれ、あなたはい

やされることはないであろう。 28また主はあなた
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を撃って気を狂わせ、目を見えなくし、心を混乱

させられるであろう。 29あなたは盲人が暗やみに

手探りするように、真昼にも手探りするであろう

。あなたは行く道で栄えることがなく、ただ常に

しえたげられ、かすめられるだけで、あなたを救

う者はないであろう。 30あなたは妻をめとっても

、ほかの人が彼女と寝るであろう。家を建てても

、その中に住まないであろう。ぶどう畑を作って

も、その実を摘み取ることがないであろう。 31あ

なたの牛が目の前でほふられても、あなたはそれ

を食べることができず、あなたのろばが目の前で

奪われても、返されないであろう。あなたの羊が

敵のものになっても、それを救ってあなたに返す

者はないであろう。 32あなたのむすこや娘は他国

民にわたされる。あなたの目はそれを見、終日、

彼らを慕って衰えるが、あなたは手を施すすべも

ないであろう。 33あなたの地の産物およびあなた

の労して獲た物はみなあなたの知らない民が食べ

るであろう。あなたは、ただ常にしえたげられ、

苦しめられるのみであろう。 34こうしてあなたは

目に見る事柄によって、気が狂うにいたるであろ

う。 35主はあなたのひざと、はぎとに悪い、いや

し得ない腫物を生じさせて、足の裏から頭の頂に

まで及ぼされるであろう。 36主はあなたとあなた

が立てた王とを携えて、あなたもあなたの先祖も

知らない国に移されるであろう。あなたはそこで

木や石で造ったほかの神々に仕えるであろう。 37

あなたは主があなたを追いやられるもろもろの民

のなかで驚きとなり、ことわざとなり、笑い草と

なるであろう。 38あなたが多くの種を畑に携えて

出ても、その収穫は少ないであろう。いなごがそ

れを食いつくすからである。 39あなたがぶどう畑

を作り、それにつちかっても、そのぶどう酒を飲

むことができず、その実を集めることもないであ

ろう。虫がそれを食べるからである。 40あなたの

国にはあまねくオリブの木があるであろう。しか

し、あなたはその油を身に塗ることができないで

あろう。その実がみな落ちてしまうからである。

41むすこや、娘があなたに生れても、あなたのも

のにならないであろう。彼らは捕えられて行くか

らである。 42あなたのもろもろの木、および地の

産物は、いなごが取って食べるであろう。 43あな

たのうちに寄留する他国人は、ますます高くなり

、あなたの上に出て、あなたはますます低くなる

であろう。 44彼はあなたに貸し、あなたは彼に貸

すことができない。彼はかしらとなり、あなたは

尾となるであろう。 45このもろもろののろいが、

あなたに臨み、あなたを追い、ついに追いついて

、あなたを滅ぼすであろう。これはあなたの神、

主の声に聞き従わず、あなたに命じられた戒めと

定めとを、あなたが守らなかったからである。 46

これらの事は長くあなたとあなたの子孫のうえに

あって、しるしとなり、また不思議となるであろ

う。 47あなたがすべての物に豊かになり、あなた

の神、主に心から喜び楽しんで仕えないので、 48

あなたは飢え、かわき、裸になり、すべての物に

乏しくなって、主があなたにつかわされる敵に仕

えるであろう。敵は鉄のくびきをあなたのくびに

かけ、ついにあなたを滅ぼすであろう。 49すなわ

ち主は遠い所から、地のはてから一つの民を、は

げたかが飛びかけるように、あなたに攻めきたら

せられるであろう。これはあなたがその言葉を知

らない民、 50顔の恐ろしい民であって、彼らは老

人の身を顧みず、幼い者をあわれまず、 51あなた

の家畜が産むものや、地の産物を食って、あなた

を滅ぼし、穀物をも、酒をも、油をも、牛の子を

も、羊の子をも、あなたの所に残さず、ついにあ

なたを全く滅ぼすであろう。 52その民は全国です

べての町を攻め囲み、ついにあなたが頼みとする

、堅固な高い石がきをことごとく撃ちくずし、あ

なたの神、主が賜わった国のうちのすべての町々

を攻め囲むであろう。 53あなたは敵に囲まれ、激

しく攻めなやまされて、ついにあなたの神、主が

賜わったあなたの身から生れた者、むすこ、娘の

肉を食べるに至るであろう。 54あなたがたのうち

のやさしい、温和な男でさえも、自分の兄弟、自

分のふところの妻、最後に残っている子供にも食

物を惜しんで与えず、 55自分が自分の子供を食べ

、その肉を少しでも、この人々のだれにも与えよ

うとはしないであろう。これは敵があなたのすべ

ての町々を囲み、激しく攻め悩まして、何をもそ

の人に残さないからである。 56またあなたがたの

うちのやさしい、柔和な女、すなわち柔和で、や

さしく、足の裏を土に付けようともしない者でも

、自分のふところの夫や、むすこ、娘にもかくし

て、 57自分の足の間からでる後産や、自分の産む

子をひそかに食べるであろう。敵があなたの町々

を囲み、激しく攻めなやまして、すべての物が欠

乏するからである。 58もしあなたが、この書物に

しるされているこの律法のすべての言葉を守り行

わず、あなたの神、主というこの栄えある恐るべ

き名を恐れないならば、 59主はあなたとその子孫

の上に激しい災を下されるであろう。その災はき

びしく、かつ久しく、その病気は重く、かつ久し

いであろう。 60主はまた、あなたが恐れた病気、

すなわちエジプトのもろもろの病気を再び臨ませ

て、あなたの身につかせられるであろう。 61また

この律法の書にのせてないもろもろの病気と、も

ろもろの災とを、主はあなたが滅びるまで、あな

たの上に下されるであろう。 62あなたがたは天の

星のように多かったが、あなたの神、主の声に聞

き従わなかったから、残る者が少なくなるであろ

う。 63さきに主があなたがたを良くあしらい、あ

なたがたを多くするのを喜ばれたように、主は今

あなたがたを滅ぼし絶やすのを喜ばれるであろう

。あなたがたは、はいって取る地から抜き去られ

るであろう。 64主は地のこのはてから、かのはて

までのもろもろの民のうちにあなたがたを散らさ

れるであろう。その所で、あなたもあなたの先祖

たちも知らなかった木や石で造ったほかの神々に

あなたは仕えるであろう。 65その国々の民のうち

であなたは安きを得ず、また足の裏を休める所も

得られないであろう。主はその所で、あなたの心

をおののかせ、目を衰えさせ、精神を打ちしおれ
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させられるであろう。 66あなたの命は細い糸にか

かっているようになり、夜昼恐れおののいて、そ

の命もおぼつかなく思うであろう。 67あなたが心

にいだく恐れと、目に見るものによって、朝には

『ああ夕であればよいのに』と言い、夕には『あ

あ朝であればよいのに』と言うであろう。 68主は

あなたを舟に乗せ、かつてわたしがあなたに告げ

て、『あなたは再びこれを見ることはない』と言

った道によって、あなたをエジプトへ連れもどさ

れるであろう。あなたがたはそこで男女の奴隷と

して敵に売られるが、だれも買う者はないであろ

う」。

29これは主がモーセに命じて、モアブの地でイ
スラエルの人々と結ばせられた契約の言葉で

あって、ホレブで彼らと結ばれた契約のほかのも

のである。 2モーセはイスラエルのすべての人を

呼び集めて言った、「あなたがたは主がエジプト

の地で、パロと、そのすべての家来と、その全地

とにせられたすべての事をまのあたり見た。 3す

なわちその大きな試みと、しるしと、大きな不思

議とをまのあたり見たのである。 4しかし、今日

まで主はあなたがたの心に悟らせず、目に見させ

ず、耳に聞かせられなかった。 5わたしは四十年

の間、あなたがたを導いて荒野を通らせたが、あ

なたがたの身につけた着物は古びず、足のくつは

古びなかった。 6あなたがたはまたパンも食べず

、ぶどう酒も濃い酒も飲まなかった。こうしてあ

なたがたは、わたしがあなたがたの神、主である

ことを知るに至った。 7あなたがたがこの所にき

たとき、ヘシボンの王シホンと、バシャンの王オ

グがわれわれを迎えて戦ったが、われわれは彼ら

を撃ち敗って、 8その地を取り、これをルベンび

とと、ガドびとと、マナセびとの半ばとに、嗣業

として与えた。 9それゆえ、あなたがたはこの契

約の言葉を守って、それを行わなければならない

。そうすればあなたがたのするすべての事は栄え

るであろう。 10あなたがたは皆、きょう、あなた

がたの神、主の前に立っている。すなわちあなた

がたの部族のかしらたち、長老たち、つかさたち

など、イスラエルのすべての人々、 11あなたがた

の小さい者たちも、妻たちも、宿営のうちに寄留

している他国人も、あなたのために、たきぎを割

る者も、水をくむ者も、みな主の前に立って、 12

あなたの神、主が、きょう、あなたと結ばれるあ

なたの神、主の契約と誓いとに、はいろうとして

いる。 13これは主がさきにあなたに約束されたよ

うに、またあなたの先祖アブラハム、イサク、ヤ

コブに誓われたように、きょう、あなたを立てて

自分の民とし、またみずからあなたの神となられ

るためである。 14わたしはただあなたがたとだけ

、この契約と誓いとを結ぶのではない。 15きょう

、ここで、われわれの神、主の前にわれわれと共

に立っている者ならびに、きょう、ここにわれわ

れと共にいない者とも結ぶのである。 16われわれ

がどのようにエジプトの国に住んでいたか、どの

ように国々の民の中を通ってきたか、それはあな

たがたが知っている。 17またあなたがたは木や石

や銀や金で造った憎むべき物と偶像とが、彼らの

うちにあるのを見た。 18それゆえ、あなたがたの

うちに、きょう、その心にわれわれの神、主を離

れてそれらの国民の神々に行って仕える男や女、

氏族や部族があってはならない。またあなたがた

のうちに、毒草や、にがよもぎを生ずる根があっ

てはならない。 19そのような人はこの誓いの言葉

を聞いても、心に自分を祝福して『心をかたくな

にして歩んでもわたしには平安がある』と言うで

あろう。そうすれば潤った者も、かわいた者もひ

としく滅びるであろう。 20主はそのような人をゆ

るすことを好まれない。かえって主はその人に怒

りとねたみを発し、この書物にしるされたすべて

ののろいを彼の上に加え、主はついにその人の名

を天の下から消し去られるであろう。 21主はイス

ラエルのすべての部族のうちからその人を区別し

て災をくだし、この律法の書にしるされた契約の

中のもろもろののろいのようにされるであろう。

22後の代の人、すなわちあなたがたののちに起る

あなたがたの子孫および遠い国から来る外国人は

、この地の災を見、主がこの地にくだされた病気

を見て言うであろう。 23全地は硫黄となり、塩と

なり、焼け土となって、種もまかれず、実も結ば

ず、なんの草も生じなくなって、むかし主が怒り

と憤りをもって滅ぼされたソドム、ゴモラ、アデ

マ、ゼボイムの破滅のようである。 24すなわち、

もろもろの国民は言うであろう、『なぜ、主はこ

の地にこのようなことをされたのか。この激しい

大いなる怒りは何ゆえか』。 25そのとき人々は言

うであろう、『彼らはその先祖の神、主がエジプ

トの国から彼らを導き出して彼らと結ばれた契約

をすて、 26行って彼らの知らない、また授からな

い、ほかの神々に仕えて、それを拝んだからであ

る。 27それゆえ主はこの地にむかって怒りを発し

、この書物にしるされたもろもろののろいをこれ

にくだし、 28そして主は怒りと、はげしい怒りと

大いなる憤りとをもって彼らをこの地から抜き取

って、ほかの国に投げやられた。今日見るとおり

である』。 29隠れた事はわれわれの神、主に属す

るものである。しかし表わされたことは長くわれ

われとわれわれの子孫に属し、われわれにこの律

法のすべての言葉を行わせるのである。

30わたしがあなたがたの前に述べたこのもろも
ろの祝福と、のろいの事があなたに臨み、あ

なたがあなたの神、主に追いやられたもろもろの

国民のなかでこの事を心に考えて、 2あなたもあ

なたの子供も共にあなたの神、主に立ち帰り、わ

たしが、きょう、命じるすべてのことにおいて、

心をつくし、精神をつくして、主の声に聞き従う

ならば、 3あなたの神、主はあなたを再び栄えさ

せ、あなたをあわれみ、あなたの神、主はあなた

を散らされた国々から再び集められるであろう。 4

たといあなたが天のはてに追いやられても、あな

たの神、主はそこからあなたを集め、そこからあ

なたを連れ帰られるであろう。 5あなたの神、主
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はあなたの先祖が所有した地にあなたを帰らせ、

あなたはそれを所有するに至るであろう。主はま

たあなたを栄えさせ、数を増して先祖たちよりも

多くされるであろう。 6そしてあなたの神、主は

あなたの心とあなたの子孫の心に割礼を施し、あ

なたをして、心をつくし、精神をつくしてあなた

の神、主を愛させ、こうしてあなたに命を得させ

られるであろう。 7あなたの神、主はまた、あな

たを迫害する敵と、あなたを憎む者とに、このも

ろもろののろいをこうむらせられるであろう。 8

しかし、あなたは再び主の声に聞き従い、わたし

が、きょう、あなたに命じるすべての戒めを守る

であろう。 9そうすればあなたの神、主はあなた

のするすべてのことと、あなたの身から生れる者

と、家畜の産むものと、地に産する物を豊かに与

えて、あなたを栄えさせられるであろう。すなわ

ち主はあなたの先祖たちを喜ばれたように再びあ

なたを喜んで、あなたを栄えさせられるであろう

。 10これはあなたが、あなたの神、主の声に聞き

したがい、この律法の書にしるされた戒めと定め

とを守り、心をつくし、精神をつくしてあなたの

神、主に帰するからである。 11わたしが、きょう

、あなたに命じるこの戒めは、むずかしいもので

はなく、また遠いものでもない。 12これは天にあ

るのではないから、『だれがわれわれのために天

に上り、それをわれわれのところへ持ってきて、

われわれに聞かせ、行わせるであろうか』と言う

に及ばない。 13またこれは海のかなたにあるので

はないから、『だれがわれわれのために海を渡っ

て行き、それをわれわれのところへ携えてきて、

われわれに聞かせ、行わせるであろうか』と言う

に及ばない。 14この言葉はあなたに、はなはだ近

くあってあなたの口にあり、またあなたの心にあ

るから、あなたはこれを行うことができる。 15見

よ、わたしは、きょう、命とさいわい、および死

と災をあなたの前に置いた。 16すなわちわたしは

、きょう、あなたにあなたの神、主を愛し、その

道に歩み、その戒めと定めと、おきてとを守るこ

とを命じる。それに従うならば、あなたは生きな

がらえ、その数は多くなるであろう。またあなた

の神、主はあなたが行って取る地であなたを祝福

されるであろう。 17しかし、もしあなたが心をそ

むけて聞き従わず、誘われて他の神々を拝み、そ

れに仕えるならば、 18わたしは、きょう、あなた

がたに告げる。あなたがたは必ず滅びるであろう

。あなたがたはヨルダンを渡り、はいって行って

取る地でながく命を保つことができないであろう

。 19わたしは、きょう、天と地を呼んであなたが

たに対する証人とする。わたしは命と死および祝

福とのろいをあなたの前に置いた。あなたは命を

選ばなければならない。そうすればあなたとあな

たの子孫は生きながらえることができるであろう

。 20すなわちあなたの神、主を愛して、その声を

聞き、主につき従わなければならない。そうすれ

ばあなたは命を得、かつ長く命を保つことができ

、主が先祖アブラハム、イサク、ヤコブに与える

と誓われた地に住むことができるであろう」。

31そこでモーセは続いてこの言葉をイスラエル
のすべての人に告げて、 2彼らに言った、「

わたしは、きょう、すでに百二十歳になり、もは

や出入りすることはできない。また主はわたしに

『おまえはこのヨルダンを渡ることはできない』

と言われた。 3あなたの神、主はみずからあなた

に先立って渡り、あなたの前から、これらの国々

の民を滅ぼし去って、あなたにこれを獲させられ

るであろう。また主がかつて言われたように、ヨ

シュアはあなたを率いて渡るであろう。 4主がさ

きにアモリびとの王シホンとオグおよびその地に

されたように、彼らにもおこなって彼らを滅ぼさ

れるであろう。 5主は彼らをあなたがたに渡され

るから、あなたがたはわたしが命じたすべての命

令のとおりに彼らに行わなければならない。 6あ

なたがたは強く、かつ勇ましくなければならない

。彼らを恐れ、おののいてはならない。あなたの

神、主があなたと共に行かれるからである。主は

決してあなたを見放さず、またあなたを見捨てら

れないであろう」。 7モーセはヨシュアを呼び、

イスラエルのすべての人の目の前で彼に言った、

「あなたはこの民と共に行き、主が彼らの先祖た

ちに与えると誓われた地に入るのであるから、あ

なたは強く、かつ勇ましくなければならない。あ

なたは彼らにそれを獲させるであろう。 8主はみ

ずからあなたに先立って行き、またあなたと共に

おり、あなたを見放さず、見捨てられないであろ

う。恐れてはならない、おののいてはならない」

。 9モーセはこの律法を書いて、主の契約の箱を

かつぐレビの子孫である祭司およびイスラエルの

すべての長老たちに授けた。 10そしてモーセは彼

らに命じて言った、「七年の終りごとに、すなわ

ち、ゆるしの年の定めの時になり、かりいおの祭

に、 11イスラエルのすべての人があなたの神、主

の前に出るため、主の選ばれる場所に来るとき、

あなたはイスラエルのすべての人の前でこの律法

を読んで聞かせなければならない。 12すなわち男

、女、子供およびあなたの町のうちに寄留してい

る他国人など民を集め、彼らにこれを聞かせ、か

つ学ばせなければならない。そうすれば彼らはあ

なたがたの神、主を恐れてこの律法の言葉を、こ

とごとく守り行うであろう。 13また彼らの子供た

ちでこれを知らない者も聞いて、あなたがたの神

、主を恐れることを学ぶであろう。あなたがたが

ヨルダンを渡って行って取る地にながらえる日の

あいだ常にそうしなければならない」。 14主はま

たモーセに言われた、「あなたの死ぬ日が近づい

ている。ヨシュアを召して共に会見の幕屋に立ち

なさい。わたしは彼に務を命じるであろう」。モ

ーセとヨシュアが行って会見の幕屋に立つと、 15

主は幕屋で雲の柱のうちに現れられた。その雲の

柱は幕屋の入口のかたわらにとどまった。 16主は

モーセに言われた、「あなたはまもなく眠って先

祖たちと一緒になるであろう。そのときこの民は

たちあがり、はいって行く地の異なる神々を慕っ

て姦淫を行い、わたしを捨て、わたしが彼らと結

んだ契約を破るであろう。 17その日には、わたし
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は彼らにむかって怒りを発し、彼らを捨て、わた

しの顔を彼らに隠すゆえに、彼らは滅ぼしつくさ

れ、多くの災と悩みが彼らに臨むであろう。そこ

でその日、彼らは言うであろう、『これらの災が

われわれに臨むのは、われわれの神がわれわれの

うちにおられないからではないか』。 18しかも彼

らがほかの神々に帰して、もろもろの悪を行うゆ

えに、わたしはその日には必ずわたしの顔を隠す

であろう。 19それであなたがたは今、この歌を書

きしるし、イスラエルの人々に教えてその口に唱

えさせ、この歌をイスラエルの人々に対するわた

しのあかしとならせなさい。 20わたしが彼らの先

祖たちに誓った、乳と蜜の流れる地に彼らを導き

入れる時、彼らは食べて飽き、肥え太るに及んで

、ほかの神々に帰し、それに仕えて、わたしを軽

んじ、わたしの契約を破るであろう。 21こうして

多くの災と悩みとが彼らに臨む時、この歌は彼ら

に対して、あかしとなるであろう。（それはこの

歌が彼らの子孫の口にあって、彼らはそれを忘れ

ないからである。）わたしが誓った地に彼らを導

き入れる前、すでに彼らが思いはかっている事を

わたしは知っているからである」。 22モーセはそ

の日、この歌を書いてイスラエルの人々に教えた

。 23主はヌンの子ヨシュアに命じて言われた、「

あなたはイスラエルの人々をわたしが彼らに誓っ

た地に導き入れなければならない。それゆえ強く

かつ勇ましくあれ。わたしはあなたと共にいるで

あろう」。 24モーセがこの律法の言葉を、ことご

とく書物に書き終った時、 25モーセは主の契約の

箱をかつぐレビびとに命じて言った、 26「この律

法の書をとって、あなたがたの神、主の契約の箱

のかたわらに置き、その所であなたにむかってあ

かしをするものとしなさい。 27わたしはあなたの

そむくことと、かたくななこととを知っている。

きょう、わたしが生きながらえて、あなたがたと

一緒にいる間ですら、あなたがたは主にそむいた

。ましてわたしが死んだあとはどんなであろう。

28あなたがたの部族のすべての長老たちと、つか

さたちをわたしのもとに集めなさい。わたしはこ

れらの言葉を彼らに語り聞かせ、天と地とを呼ん

で彼らにむかってあかしさせよう。 29わたしは知

っている。わたしが死んだのち、あなたがたは必

ず悪い事をして、わたしが命じた道を離れる。そ

して後の日に災があなたがたに臨むであろう。こ

れは主の悪と見られることを行い、あなたがたの

することをもって主を怒らせるからである」。 30

そしてモーセはイスラエルの全会衆に次の歌の言

葉を、ことごとく語り聞かせた。

32「天よ、耳を傾けよ、わたしは語る、地よ、
わたしの口の言葉を聞け。 2わたしの教は雨

のように降りそそぎ、わたしの言葉は露のように

したたるであろう。若草の上に降る小雨のように

、青草の上にくだる夕立ちのように。 3わたしは

主の名をのべよう、われわれの神に栄光を帰せよ

。 4主は岩であって、そのみわざは全く、その道

はみな正しい。主は真実なる神であって、偽りな

く、義であって、正である。 5彼らは主にむかっ

て悪を行い、そのきずのゆえに、もはや主の子ら

ではなく、よこしまで、曲ったやからである。 6

愚かな知恵のない民よ、あなたがたはこのように

して主に報いるのか。主はあなたを生み、あなた

を造り、あなたを堅く立てられたあなたの父では

ないか。 7いにしえの日を覚え、代々の年を思え

。あなたの父に問え、彼はあなたに告げるであろ

う。長老たちに問え、彼らはあなたに語るであろ

う。 8いと高き者は人の子らを分け、諸国民にそ

の嗣業を与えられたとき、イスラエルの子らの数

に照して、もろもろの民の境を定められた。 9主

の分はその民であって、ヤコブはその定められた

嗣業である。 10主はこれを荒野の地で見いだし、

獣のほえる荒れ地で会い、これを巡り囲んでいた

わり、目のひとみのように守られた。 11わしがそ

の巣のひなを呼び起し、その子の上に舞いかけり

、その羽をひろげて彼らをのせ、そのつばさの上

にこれを負うように、 12主はただひとりで彼を導

かれて、ほかの神々はあずからなかった。 13主は

彼に地の高き所を乗り通らせ、田畑の産物を食わ

せ、岩の中から蜜を吸わせ、堅い岩から油を吸わ

せ、 14牛の凝乳、羊の乳、小羊と雄羊の脂肪、バ

シャンの牛と雄やぎ、小麦の良い物を食わせられ

た。またあなたはぶどうのしるのあわ立つ酒を飲

んだ。 15しかるにエシュルンは肥え太って、足で

けった。あなたは肥え太って、つややかになり、

自分を造った神を捨て、救の岩を侮った。 16彼ら

はほかの神々に仕えて、主のねたみを起し、憎む

べきおこないをもって主の怒りをひき起した。 17

彼らは神でもない悪霊に犠牲をささげた。それは

彼らがかつて知らなかった神々、近ごろ出た新し

い神々、先祖たちの恐れることもしなかった者で

ある。 18あなたは自分を生んだ岩を軽んじ、自分

を造った神を忘れた。 19主はこれを見、そのむす

こ、娘を怒ってそれを捨てられた。 20そして言わ

れた、『わたしはわたしの顔を彼らに隠そう。わ

たしは彼らの終りがどうなるかを見よう。彼らは

そむき、もとるやから、真実のない子らである。

21彼らは神でもない者をもって、わたしにねたみ

を起させ、偶像をもって、わたしを怒らせた。そ

れゆえ、わたしは民ともいえない者をもって、彼

らにねたみを起させ、愚かな民をもって、彼らを

怒らせるであろう。 22わたしの怒りによって、火

は燃えいで、陰府の深みにまで燃え行き、地とそ

の産物とを焼きつくし、山々の基を燃やすであろ

う。 (Sheol h7585) 23わたしは彼らの上に災を積みか

さね、わたしの矢を彼らにむかって射つくすであ

ろう。 24彼らは飢えて、やせ衰え、熱病と悪い疫

病によって滅びるであろう。わたしは彼らを獣の

歯にかからせ、地に這うものの毒にあたらせるで

あろう。 25外にはつるぎ、内には恐れがあって、

若き男も若き女も、乳のみ子も、しらがの人も滅

びるであろう。 26わたしはまさに言おうとした、

「彼らを遠く散らし、彼らの事を人々が記憶しな

いようにしよう」。 27しかし、わたしは敵が誇る

のを恐れる。あだびとはまちがえて言うであろう
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、「われわれの手が勝ちをえたのだ。これはみな

主がされたことではない」』。 28彼らは思慮の欠

けた民、そのうちには知識がない。 29もし、彼ら

に知恵があれば、これをさとり、その身の終りを

わきまえたであろうに。 30彼らの岩が彼らを売ら

ず、主が彼らをわたされなかったならば、どうし

て、ひとりで千人を追い、ふたりで万人を敗るこ

とができたであろう。 31彼らの岩はわれらの岩に

及ばない。われらの敵もこれを認めている。 32彼

らのぶどうの木は、ソドムのぶどうの木から出た

もの、またゴモラの野から出たもの、そのぶどう

は毒ぶどう、そのふさは苦い。 33そのぶどう酒は

へびの毒のよう、まむしの恐ろしい毒のようであ

る。 34これはわたしのもとにたくわえられ、わた

しの倉に封じ込められているではないか。 35彼ら

の足がすべるとき、わたしはあだを返し、報いを

するであろう。彼らの災の日は近く、彼らの破滅

は、すみやかに来るであろう。 36主はついにその

民をさばき、そのしもべらにあわれみを加えられ

るであろう。これは彼らの力がうせ去り、つなが

れた者もつながれない者も、もはやいなくなった

のを、主が見られるからである。 37そのとき主は

言われるであろう、『彼らの神々はどこにいるか

、彼らの頼みとした岩はどこにあるか。 38彼らの

犠牲のあぶらを食い、灌祭の酒を飲んだ者はどこ

にいるか。立ちあがってあなたがたを助けさせよ

、あなたがたを守らせよ。 39今見よ、わたしこそ

は彼である。わたしのほかに神はない。わたしは

殺し、また生かし、傷つけ、またいやす。わたし

の手から救い出しうるものはない。 40わたしは天

にむかい手をあげて誓う、「わたしは永遠に生き

る。 41わたしがきらめくつるぎをとぎ、手にさば

きを握るとき、わたしは敵にあだを返し、わたし

を憎む者に報復するであろう。 42わたしの矢を血

に酔わせ、わたしのつるぎに肉を食わせるであろ

う。殺された者と捕えられた者の血を飲ませ、敵

の長髪の頭の肉を食わせるであろう」』。 43国々

の民よ、主の民のために喜び歌え。主はそのしも

べの血のために報復し、その敵にあだを返し、そ

の民の地の汚れを清められるからである」。 44モ

ーセとヌンの子ヨシュアは共に行って、この歌の

言葉を、ことごとく民に読み聞かせた。 45モーセ

はこの言葉を、ことごとくイスラエルのすべての

人に告げ終って、 46彼らに言った、「あなたがた

はわたしが、きょう、あなたがたに命じるこのす

べての言葉を心におさめ、子供たちにもこの律法

のすべての言葉を守り行うことを命じなければな

らない。 47この言葉はあなたがたにとって、むな

しい言葉ではない。これはあなたがたのいのちで

ある。この言葉により、あなたがたはヨルダンを

渡って行って取る地で、長く命を保つことができ

るであろう」。 48この日、主はモーセに言われた

、 49「あなたはエリコに対するモアブの地にある

アバリム山すなわちネボ山に登り、わたしがイス

ラエルの人々に与えて獲させるカナンの地を見渡

たせ。 50あなたは登って行くその山で死に、あな

たの民に連なるであろう。あなたの兄弟アロンが

ホル山で死んでその民に連なったようになるであ

ろう。 51これはあなたがたがチンの荒野にあるメ

リバテ・カデシの水のほとりで、イスラエルの人

々のうちでわたしにそむき、イスラエルの人々の

うちでわたしを聖なるものとして敬わなかったか

らである。 52それであなたはわたしがイスラエル

の人々に与える地を、目の前に見るであろう。し

かし、その地に、はいることはできない」。

33神の人モーセは死ぬ前にイスラエルの人々を
祝福した。祝福の言葉は次のとおりである。

2「主はシナイからこられ、セイルからわれわれに

むかってのぼられ、パランの山から光を放たれ、

ちよろずの聖者の中からこられた。その右の手に

は燃える火があった。 3まことに主はその民を愛

される。すべて主に聖別されたものは、み手のう

ちにある。彼らはあなたの足もとに座して、教を

うける。 4モーセはわれわれに律法を授けて、ヤ

コブの会衆の所有とさせた。 5民のかしらたちが

集まり、イスラエルの部族がみな集まった時、主

はエシュルンのうちに王となられた」。 6「ルベ

ンは生きる、死にはしない。しかし、その人数は

少なくなるであろう」。 7ユダについては、こう

言った、「主よ、ユダの声を聞いて、彼をその民

に導きかえしてください。み手をもって、彼のた

めに戦ってください。彼を助けて、敵に当らせて

ください」。 8レビについては言った、「あなた

のトンミムをレビに与えてください。ウリムをあ

なたに仕える人に与えてください。かつてあなた

はマッサで彼を試み、メリバの水のほとりで彼と

争われた。 9彼はその父、その母について言った

、『わたしは彼らを顧みない』。彼は自分の兄弟

をも認めず、自分の子供をも顧みなかった。彼ら

はあなたの言葉にしたがい、あなたの契約を守っ

たからである。 10彼らはあなたのおきてをヤコブ

に教え、あなたの律法をイスラエルに教え、薫香

をあなたの前に供え、燔祭を祭壇の上にささげる

。 11主よ、彼の力を祝福し、彼の手のわざを喜び

受けてください。彼に逆らう者と、彼を憎む者と

の腰を打ち砕いて、立ち上がることのできないよ

うにしてください」。 12ベニヤミンについては言

った、「主に愛される者、彼は安らかに主のそば

におり、主は終日、彼を守り、その肩の間にすま

いを営まれるであろう」。 13ヨセフについては言

った、「どうぞ主が彼の地を祝福されるように。

上なる天の賜物と露、下に横たわる淵の賜物、 14

日によって産する尊い賜物、月によって生ずる尊

い賜物、 15いにしえの山々の産する賜物、とこし

えの丘の尊い賜物、 16地とそれに満ちる尊い賜物

、しばの中におられた者の恵みが、ヨセフの頭に

臨み、その兄弟たちの君たる者の頭の頂にくだる

ように。 17彼の牛のういごは威厳があり、その角

は野牛の角のよう、これをもって国々の民をこと

ごとく突き倒し、地のはてにまで及ぶ。このよう

な者はエフライムに幾万とあり、またこのような

者はマナセに幾千とある」。 18ゼブルンについて

は言った、「ゼブルンよ、あなたは外に出て楽し
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みを得よ。イッサカルよ、あなたは天幕にいて楽

しみを得よ。 19彼らは国々の民を山に招き、その

所で正しい犠牲をささげるであろう。彼らは海の

富を吸い、砂に隠れた宝を取るからである」。 20

ガドについては言った、「ガドを大きくする者は

、ほむべきかな。ガドは、ししのように伏し、腕

や頭の頂をかき裂くであろう。 21彼は初穂の地を

自分のために選んだ。そこには将軍の分も取り置

かれていた。彼は民のかしらたちと共にきて、イ

スラエルと共に主の正義と審判とを行った」。 22

ダンについては言った、「ダンはししの子であっ

て、バシャンからおどりでる」。 23ナフタリにつ

いては言った、「ナフタリよ、あなたは恵みに満

たされ、主の祝福に満ちて、湖とその南の地を所

有する」。 24アセルについては言った、「アセル

は他の子らにまさって祝福される。彼はその兄弟

たちに愛せられ、その足を油にひたすことができ

るように。 25あなたの貫の木は鉄と青銅、あなた

の力はあなたの年と共に続くであろう」。 26「エ

シュルンよ、神に並ぶ者はほかにない。あなたを

助けるために天に乗り、威光をもって空を通られ

る。 27とこしえにいます神はあなたのすみかであ

り、下には永遠の腕がある。敵をあなたの前から

追い払って、『滅ぼせ』と言われた。 28イスラエ

ルは安らかに住み、ヤコブの泉は穀物とぶどう酒

の地に、ひとりいるであろう。また天は露をくだ

すであろう。 29イスラエルよ、あなたはしあわせ

である。だれがあなたのように、主に救われた民

があるであろうか。主はあなたを助ける盾、あな

たの威光のつるぎ、あなたの敵はあなたにへつら

い服し、あなたは彼らの高き所を踏み進むであろ

う」。

34モーセはモアブの平野からネボ山に登り、エ
リコの向かいのピスガの頂へ行った。そこで

主は彼にギレアデの全地をダンまで示し、 2ナフ

タリの全部、エフライムとマナセの地およびユダ

の全地を西の海まで示し、 3ネゲブと低地、すな

わち、しゅろの町エリコの谷をゾアルまで示され

た。 4そして主は彼に言われた、「わたしがアブ

ラハム、イサク、ヤコブに、これをあなたの子孫

に与えると言って誓った地はこれである。わたし

はこれをあなたの目に見せるが、あなたはそこへ

渡って行くことはできない」。 5こうして主のし

もべモーセは主の言葉のとおりにモアブの地で死

んだ。 6主は彼をベテペオルに対するモアブの地

の谷に葬られたが、今日までその墓を知る人はな

い。 7モーセは死んだ時、百二十歳であったが、

目はかすまず、気力は衰えていなかった。 8イス

ラエルの人々はモアブの平野で三十日の間モーセ

のために泣いた。そしてモーセのために泣き悲し

む日はついに終った。 9ヌンの子ヨシュアは知恵

の霊に満ちた人であった。モーセが彼の上に手を

置いたからである。イスラエルの人々は彼に聞き

従い、主がモーセに命じられたとおりにおこなっ

た。 10イスラエルには、こののちモーセのような

預言者は起らなかった。モーセは主が顔を合わせ

て知られた者であった。 11主はエジプトの地で彼

をパロとそのすべての家来およびその全地につか

わして、もろもろのしるしと不思議を行わせられ

た。 12モーセはイスラエルのすべての人の前で大

いなる力をあらわし、大いなる恐るべき事をおこ

なった。
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ヨシュア記

1主のしもべモーセが死んだ後、主はモーセの従
者、ヌンの子ヨシュアに言われた、 2「わたし

のしもべモーセは死んだ。それゆえ、今あなたと

、このすべての民とは、共に立って、このヨルダ

ンを渡り、わたしがイスラエルの人々に与える地

に行きなさい。 3あなたがたが、足の裏で踏む所

はみな、わたしがモーセに約束したように、あな

たがたに与えるであろう。 4あなたがたの領域は

、荒野からレバノンに及び、また大川ユフラテか

らヘテびとの全地にわたり、日の入る方の大海に

達するであろう。 5あなたが生きながらえる日の

間、あなたに当ることのできる者は、ひとりもな

いであろう。わたしは、モーセと共にいたように

、あなたと共におるであろう。わたしはあなたを

見放すことも、見捨ることもしない。 6強く、ま

た雄々しくあれ。あなたはこの民に、わたしが彼

らに与えると、その先祖たちに誓った地を獲させ

なければならない。 7ただ強く、また雄々しくあ

って、わたしのしもべモーセがあなたに命じた律

法をことごとく守って行い、これを離れて右にも

左にも曲ってはならない。それはすべてあなたが

行くところで、勝利を得るためである。 8この律

法の書をあなたの口から離すことなく、昼も夜も

それを思い、そのうちにしるされていることを、

ことごとく守って行わなければならない。そうす

るならば、あなたの道は栄え、あなたは勝利を得

るであろう。 9わたしはあなたに命じたではない

か。強く、また雄々しくあれ。あなたがどこへ行

くにも、あなたの神、主が共におられるゆえ、恐

れてはならない、おののいてはならない」。 10そ

こでヨシュアは民のつかさたちに命じて言った、

11「宿営のなかを巡って民に命じて言いなさい、

『糧食の備えをしなさい。三日のうちに、あなた

がたはこのヨルダンを渡って、あなたがたの神、

主があなたがたに与えて獲させようとされる地を

獲るために、進み行かなければならないからであ

る』」。 12ヨシュアはまたルベンびと、ガドびと

、およびマナセの半部族に言った、 13「主のしも

べモーセがあなたがたに命じて、『あなたがたの

神、主はあなたがたのために安息の場所を備え、

この地をあなたがたに賜わるであろう』と言った

言葉を記憶しなさい。 14あなたがたの妻子と家畜

とは、モーセがあなたがたに与えたヨルダンのこ

ちら側の地にとどまらなければならない。しかし

、あなたがたのうちの勇士はみな武装して、兄弟

たちの先に立って渡り、これを助けなければなら

ない。 15そして主があなたがたに賜わったように

、あなたがたの兄弟たちにも安息を賜わり、彼ら

もあなたがたの神、主が賜わる地を獲るようにな

るならば、あなたがたは、主のしもべモーセから

与えられた、ヨルダンのこちら側、日の出の方に

ある、あなたがたの所有の地に帰って、それを保

つことができるであろう」。 16彼らはヨシュアに

答えた、「あなたがわれわれに命じられたことを

みな行います。あなたがつかわされる所へは、ど

こへでも行きます。 17われわれはすべてのことを

モーセに聞き従ったように、あなたに聞き従いま

す。ただ、どうぞ、あなたの神、主がモーセと共

におられたように、あなたと共におられますよう

に。 18だれであっても、あなたの命令にそむき、

あなたの命じられる言葉に聞き従わないものがあ

れば、生かしてはおきません。ただ、強く、また

雄々しくあってください」。

2ヌンの子ヨシュアは、シッテムから、ひそかに
ふたりの斥候をつかわして彼らに言った、「行

って、その地、特にエリコを探りなさい」。彼ら

は行って、名をラハブという遊女の家にはいり、

そこに泊まったが、 2エリコの王に、「イスラエ

ルの人々のうちの数名の者が今夜この地を探るた

めに、はいってきました」と言う者があったので

、 3エリコの王は人をやってラハブに言った、「

あなたの所にきて、あなたの家にはいった人々を

ここへ出しなさい。彼らはこの国のすべてを探る

ためにきたのです」。 4しかし、女はすでにその

ふたりの人を入れて彼らを隠していた。そして彼

女は言った、「確かにその人々はわたしの所にき

ました。しかし、わたしはその人々がどこからき

たのか知りませんでしたが、 5たそがれ時、門の

閉じるころに、その人々は出て行きました。どこ

へ行ったのかわたしは知りません。急いであとを

追いなさい。追いつけるでしょう」。 6その実、

彼女はすでに彼らを連れて屋根にのぼり、屋上に

並べてあった亜麻の茎の中に彼らを隠していたの

である。 7そこでその人々は彼らのあとを追って

ヨルダンの道を進み、渡し場へ向かった。あとを

追う者が出て行くとすぐ門は閉ざされた。 8ふた

りの人がまだ寝ないうち、ラハブは屋上にのぼっ

て彼らの所にきた。 9そして彼らに言った、「主

がこの地をあなたがたに賜わったこと、わたした

ちがあなたがたをひじょうに恐れていること、そ

してこの地の民がみなあなたがたの前に震えおの

のいていることをわたしは知っています。 10あな

たがたがエジプトから出てこられた時、主があな

たがたの前で紅海の水を干されたこと、およびあ

なたがたが、ヨルダンの向こう側にいたアモリび

とのふたりの王シホンとオグにされたこと、すな

わちふたりを、全滅されたことを、わたしたちは

聞いたからです。 11わたしたちはそれを聞くと、

心は消え、あなたがたのゆえに人々は全く勇気を

失ってしまいました。あなたがたの神、主は上の

天にも、下の地にも、神でいらせられるからです

。 12それで、どうか、わたしがあなたがたを親切

に扱ったように、あなたがたも、わたしの父の家

を親切に扱われることをいま主をさして誓い、確

かなしるしをください。 13そしてわたしの父母、

兄弟、姉妹およびすべて彼らに属するものを生き

ながらえさせ、わたしたちの命を救って、死を免

れさせてください」。 14ふたりの人は彼女に言っ

た、「もしあなたがたが、われわれのこのことを

他に漏らさないならば、われわれは命にかけて、
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あなたがたを救います。また主がわれわれにこの

地を賜わる時、あなたがたを親切に扱い、真実を

つくしましょう」。 15そこでラハブは綱をもって

彼らを窓からつりおろした。その家が町の城壁の

上に建っていて、彼女はその城壁の上に住んでい

たからである。 16ラハブは彼らに言った、「追手

に会わないように、あなたがたは山へ行って、三

日の間そこに身を隠し、追手の帰って行くのを待

って、それから去って行きなさい」。 17ふたりの

人は彼女に言った、「あなたがわれわれに誓わせ

たこの誓いについて、われわれは罪を犯しません

。 18われわれがこの地に討ち入る時、わたしたち

をつりおろした窓に、この赤い糸のひもを結びつ

け、またあなたの父母、兄弟、およびあなたの父

の家族をみなあなたの家に集めなさい。 19ひとり

でも家の戸口から外へ出て、血を流されることが

あれば、その責めはその人自身のこうべに帰すで

しょう。われわれに罪はありません。しかしあな

たの家の中にいる人に手をかけて血を流すことが

あれば、その責めはわれわれのこうべに帰すでし

ょう。 20またあなたが、われわれのこのことを他

に漏らすならば、あなたがわれわれに誓わせた誓

いについては、われわれに罪はありません」。 21

ラハブは言った、「あなたがたの仰せのとおりに

いたしましょう」。こうして彼らを送り出したの

で、彼らは去った。そして彼女は赤いひもを窓に

結んだ。 22彼らは立ち去って山にはいり、追手が

帰るのを待って、三日の間そこにとどまった。追

手は彼らをあまねく道に捜したが、ついに見つけ

ることができなかった。 23こうしてふたりの人は

また山を下り、川を渡って、ヌンの子ヨシュアの

もとにきて、その身に起ったことをつぶさに述べ

た。 24そしてヨシュアに言った、「ほんとうに主

はこの国をことごとくわれわれの手にお与えにな

りました。この国の住民はみなわれわれの前に震

えおののいています」。

3ヨシュアは朝早く起き、イスラエルの人々すべ
てとともにシッテムを出立して、ヨルダンに行

き、それを渡らずに、そこに宿った。 2三日の後

、つかさたちは宿営の中を行き巡り、 3民に命じ

て言った、「レビびとである祭司たちが、あなた

がたの神、主の契約の箱をかきあげるのを見るな

らば、あなたがたはその所を出立して、そのあと

に従わなければならない。 4そうすれば、あなた

がたは行くべき道を知ることができるであろう。

あなたがたは前にこの道をとおったことがないか

らである。しかし、あなたがたと箱との間には、

おおよそ二千キュビトの距離をおかなければなら

ない。それに近づいてはならない」。 5ヨシュア

はまた民に言った、「あなたがたは身を清めなさ

い。あす、主があなたがたのうちに不思議を行わ

れるからである」。 6ヨシュアは祭司たちに言っ

た、「契約の箱をかき、民に先立って渡りなさい

」。そこで彼らは契約の箱をかき、民に先立って

進んだ。 7主はヨシュアに言われた、「きょうか

らわたしはすべてのイスラエルの前にあなたを尊

い者とするであろう。こうしてわたしがモーセと

共にいたように、あなたとともにおることを彼ら

に知らせるであろう。 8あなたは契約の箱をかく

祭司たちに命じて言わなければならない、『あな

たがたは、ヨルダンの水ぎわへ行くと、すぐ、ヨ

ルダンの中に立ちとどまらなければならない』」

。 9ヨシュアはイスラエルの人々に言った、「あ

なたがたはここに近づいて、あなたがたの神、主

の言葉を聞きなさい」。 10そしてヨシュアは言っ

た、「生ける神があなたがたのうちにおいでにな

り、あなたがたの前から、カナンびと、ヘテびと

、ヒビびと、ペリジびと、ギルガシびと、アモリ

びと、エブスびとを、必ず追い払われることを、

次のことによって、あなたがたは知るであろう。

11ごらんなさい。全地の主の契約の箱は、あなた

がたに先立ってヨルダンを渡ろうとしている。 12

それゆえ、今、イスラエルの部族のうちから、部

族ごとにひとりずつ、合わせて十二人を選びなさ

い。 13全地の主なる神の箱をかく祭司たちの足の

裏が、ヨルダンの水の中に踏みとどまる時、ヨル

ダンの水は流れをせきとめられ、上から流れくだ

る水はとどまって、うず高くなるであろう」。 14

こうして民はヨルダンを渡ろうとして天幕をいで

立ち、祭司たちは契約の箱をかき、民に先立って

行ったが、 15箱をかく者がヨルダンにきて、箱を

かく祭司たちの足が水ぎわにひたると同時に、ヨ

ルダンは刈入れの間中、岸一面にあふれるのであ

るが、 16上から流れくだる水はとどまって、はる

か遠くのザレタンのかたわらにある町アダムのあ

たりで、うず高く立ち、アラバの海すなわち塩の

海の方に流れくだる水は全くせきとめられたので

、民はエリコに向かって渡った。 17すべてのイス

ラエルが、かわいた地を渡って行く間、主の契約

の箱をかく祭司たちは、ヨルダンの中のかわいた

地に立っていた。そしてついに民はみなヨルダン

を渡り終った。

4民が皆、ヨルダンを渡り終った時、主はヨシュ
アに言われた、 2「民のうちから、部族ごとに

ひとりずつ、合わせて十二人を選び、 3彼らに命

じて言いなさい、『ヨルダンの中で祭司たちが足

を踏みとどめたその所から、石十二を取り、それ

を携えて渡り、今夜あなたがたが宿る場所にすえ

なさい』」。 4そこでヨシュアはイスラエルの人

々のうちから、部族ごとに、ひとりずつ、かねて

定めておいた十二人の者を召し寄せ、 5ヨシュア

は彼らに言った、「あなたがたの神、主の契約の

箱の前に立って行き、ヨルダンの中に進み入り、

イスラエルの人々の部族の数にしたがって、おの

おの石一つを取り上げ、肩にのせて運びなさい。 6

これはあなたがたのうちに、しるしとなるであろ

う。後の日になって、あなたがたの子どもたちが

、『これらの石は、どうしたわけですか』と問う

ならば、 7その時あなたがたは彼らに、むかしヨ

ルダンの水が、主の契約の箱の前で、せきとめら

れたこと、すなわちその箱がヨルダンを渡った時

、ヨルダンの水が、せきとめられたことを告げな
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ければならない。こうして、それらの石は永久に

イスラエルの人々の記念となるであろう」。 8イ

スラエルの人々はヨシュアが命じたようにし、主

がヨシュアに言われたように、イスラエルの人々

の部族の数にしたがって、ヨルダンの中から十二

の石を取り、それを携えて渡り、彼らの宿る場所

へ行って、そこにすえた。 9ヨシュアはまたヨル

ダンの中で、契約の箱をかく祭司たちが、足を踏

みとどめた所に、十二の石を立てたが、今日まで

、そこに残っている。 10箱をかく祭司たちは、主

がヨシュアに命じて、民に告げさせられた事が、

すべて行われてしまうまで、ヨルダンの中に立っ

ていた。すべてモーセがヨシュアに命じたとおり

である。民は急いで渡った。 11民がみな渡り終っ

た時、主の箱と祭司たちとは、民の見る前で渡っ

た。 12ルベンの子孫とガドの子孫、およびマナセ

の部族の半ばは、モーセが彼らに命じていたよう

に武装して、イスラエルの人々に先立って渡り、

13戦いのために武装したおおよそ四万の者が戦う

ため、主の前に渡って、エリコの平野に着いた。

14この日、主はイスラエルのすべての人の前にヨ

シュアを尊い者とされたので、彼らはみなモーセ

を敬ったように、ヨシュアを一生のあいだ敬った

。 15主はヨシュアに言われた、 16「あかしの箱

をかく祭司たちに命じて、ヨルダンから上がって

こさせなさい」。 17ヨシュアは祭司たちに命じて

言った、「ヨルダンから上がってきなさい」。 18

主の契約の箱をかく祭司たちはヨルダンの中から

上がってきたが、祭司たちの足の裏がかわいた地

にあがると同時に、ヨルダンの水はもとの所に流

れかえって、以前のように、その岸にことごとく

あふれた。 19民は正月の十日に、ヨルダンから上

がってきて、エリコの東の境にあるギルガルに宿

営した。 20そしてヨシュアは、人々がヨルダンか

ら取ってきた十二の石をギルガルに立て、 21イス

ラエルの人々に言った、「後の日にあなたがたの

子どもたちが、その父に『これらの石は、どうし

たわけですか』とたずねたならば、 22『むかしイ

スラエルがこのヨルダンを、かわいた地にされて

渡ったのだ』と言って、その子どもたちに知らせ

なければならない。 23すなわちあなたがたの神、

主はヨルダンの水を、あなたがたのために干しか

らして、あなたがたを渡らせてくださった。それ

はあたかも、あなたがたの神、主が、われわれの

ために紅海を干しからして、われわれを渡らせて

くださったのと同じである。 24このようにされた

のは、地のすべての民に、主の手に力のあること

を知らせ、あなたがたの神、主をつねに恐れさせ

るためである」。

5ヨルダンの向こう側、すなわち西の方におるア
モリびとの王たちと、海べにおるカナンびとの

王たちとは皆、主がイスラエルの人々の前で、ヨ

ルダンの水を干しからして、彼らを渡らせられた

と聞いて、イスラエルの人々のゆえに、心は消え

、彼らのうちに、もはや元気もなくなった。 2そ

の時、主はヨシュアに言われた、「火打石の小刀

を造り、重ねてまたイスラエルの人々に割礼を行

いなさい」。 3そこでヨシュアは火打石の小刀を

造り、陽皮の丘で、イスラエルの人々に割礼を行

った。 4ヨシュアが人々に割礼を行った理由はこ

うである。エジプトから出てきた民のうちの、す

べての男子、すなわち、いくさびとたちは皆、エ

ジプトを出た後、途中、荒野で死んだが、 5その

出てきた民は皆、割礼を受けた者であった。しか

し、エジプトを出た後に、途中、荒野で生まれた

民は、みな割礼を受けていなかった。 6イスラエ

ルの人々は四十年の間、荒野を歩いていて、その

エジプトから出てきた民、すなわち、いくさびと

たちは、みな死に絶えた。これは彼らが主の声に

聞き従わなかったので、主は彼らの先祖たちに誓

って、われわれに与えると仰せられた地、乳と蜜

の流れる地を、彼らに見させないと誓われたから

である。 7ヨシュアが割礼を行ったのは、この人

々についで起されたその子どもたちであった。彼

らは途中で割礼を受けていなかったので、無割礼

の者であったからである。 8すべての民に割礼を

行うことが終ったので、民は宿営のうちの自分の

所にとどまって傷の直るのを待った。 9その時、

主はヨシュアに言われた、「きょう、わたしはエ

ジプトのはずかしめを、あなたがたからころがし

去った」。それでその所の名は、今日までギルガ

ルと呼ばれている。 10イスラエルの人々はギルガ

ルに宿営していたが、その月の十四日の夕暮、エ

リコの平野で過越の祭を行った。 11そして過越の

祭の翌日、その地の穀物、すなわち種入れぬパン

およびいり麦を、その日に食べたが、 12その地の

穀物を食べた翌日から、マナの降ることはやみ、

イスラエルの人々は、もはやマナを獲なかった。

その年はカナンの地の産物を食べた。 13ヨシュア

がエリコの近くにいたとき、目を上げて見ると、

ひとりの人が抜き身のつるぎを手に持ち、こちら

に向かって立っていたので、ヨシュアはその人の

ところへ行って言った、「あなたはわれわれを助

けるのですか。それともわれわれの敵を助けるの

ですか」。 14彼は言った、「いや、わたしは主の

軍勢の将として今きたのだ」。ヨシュアは地にひ

れ伏し拝して言った、「わが主は何をしもべに告

げようとされるのですか」。 15すると主の軍勢の

将はヨシュアに言った、「あなたの足のくつを脱

ぎなさい。あなたが立っている所は聖なる所であ

る」。ヨシュアはそのようにした。

6さてエリコは、イスラエルの人々のゆえに、か
たく閉ざして、出入りするものがなかった。 2

主はヨシュアに言われた、「見よ、わたしはエリ

コと、その王および大勇士を、あなたの手にわた

している。 3あなたがた、いくさびとはみな、町

を巡って、町の周囲を一度回らなければならない

。六日の間そのようにしなければならない。 4七

人の祭司たちは、おのおの雄羊の角のラッパを携

えて、箱に先立たなければならない。そして七日

目には七度町を巡り、祭司たちはラッパを吹き鳴

らさなければならない。 5そして祭司たちが雄羊
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の角を長く吹き鳴らし、そのラッパの音が、あな

たがたに聞える時、民はみな大声に呼ばわり、叫

ばなければならない。そうすれば、町の周囲の石

がきは、くずれ落ち、民はみなただちに進んで、

攻め上ることができる」。 6ヌンの子ヨシュアは

祭司たちを召して言った、「あなたがたは契約の

箱をかき、七人の祭司たちは雄羊の角のラッパ七

本を携えて、主の箱に先立たなければならない」

。 7そして民に言った、「あなたがたは進んで行

って町を巡りなさい。武装した者は主の箱に先立

って進まなければならない」。 8ヨシュアが民に

命じたように、七人の祭司たちは、雄羊の角のラ

ッパ七本を携えて、主に先立って進み、ラッパを

吹き鳴らした。主の契約の箱はそのあとに従った

。 9武装した者はラッパを吹き鳴らす祭司たちに

先立って行き、しんがりは箱に従った。ラッパは

絶え間なく鳴り響いた。 10しかし、ヨシュアは民

に命じて言った、「あなたがたは呼ばわってはな

らない。あなたがたの声を聞えさせてはならない

。また口から言葉を出してはならない。ただ、わ

たしが呼ばわれと命じる日に、あなたがたは呼ば

わらなければならない」。 11こうして主の箱を持

って、町を巡らせ、その周囲を一度回らせた。人

々は宿営に帰り、夜を宿営で過ごした。 12翌朝ヨ

シュアは早く起き、祭司たちは主の箱をかき、 13

七人の祭司たちは、雄羊の角のラッパ七本を携え

て、主の箱に先立ち、絶えず、ラッパを吹き鳴ら

して進み、武装した者はこれに先立って行き、し

んがりは主の箱に従った。ラッパは絶え間なく鳴

り響いた。 14その次の日にも、町の周囲を一度巡

って宿営に帰った。六日の間そのようにした。 15

七日目には、夜明けに、早く起き、同じようにし

て、町を七度めぐった。町を七度めぐったのはこ

の日だけであった。 16七度目に、祭司たちがラッ

パを吹いた時、ヨシュアは民に言った、「呼ばわ

りなさい。主はこの町をあなたがたに賜わった。

17この町と、その中のすべてのものは、主への奉

納物として滅ぼされなければならない。ただし遊

女ラハブと、その家に共におる者はみな生かして

おかなければならない。われわれが送った使者た

ちをかくまったからである。 18また、あなたがた

は、奉納物に手を触れてはならない。奉納に当り

、その奉納物をみずから取って、イスラエルの宿

営を、滅ぼさるべきものとし、それを悩ますこと

のないためである。 19ただし、銀と金、青銅と鉄

の器は、みな主に聖なる物であるから、主の倉に

携え入れなければならない」。 20そこで民は呼ば

わり、祭司たちはラッパを吹き鳴らした。民はラ

ッパの音を聞くと同時に、みな大声をあげて呼ば

わったので、石がきはくずれ落ちた。そこで民は

みな、すぐに上って町にはいり、町を攻め取った

。 21そして町にあるものは、男も、女も、若い者

も、老いた者も、また牛、羊、ろばをも、ことご

とくつるぎにかけて滅ぼした。 22その時ヨシュア

は、この地を探ったふたりの人に言った、「あの

遊女の家にはいって、その女と彼女に属するすべ

てのものを連れ出し、彼女に誓ったようにしなさ

い」。 23斥候となったその若い人たちははいって

、ラハブとその父母、兄弟、そのほか彼女に属す

るすべてのものを連れ出し、その親族をみな連れ

出して、イスラエルの宿営の外に置いた。 24そし

て火で町とその中のすべてのものを焼いた。ただ

、銀と金、青銅と鉄の器は、主の家の倉に納めた

。 25しかし、遊女ラハブとその父の家の一族と彼

女に属するすべてのものとは、ヨシュアが生かし

ておいたので、ラハブは今日までイスラエルのう

ちに住んでいる。これはヨシュアがエリコを探ら

せるためにつかわした使者たちをかくまったため

である。 26ヨシュアは、その時、人々に誓いを立

てて言った、「おおよそ立って、このエリコの町

を再建する人は、主の前にのろわれるであろう。

その礎をすえる人は長子を失い、その門を建てる

人は末の子を失うであろう」。 27主はヨシュアと

共におられ、ヨシュアの名声は、あまねくその地

に広がった。

7しかし、イスラエルの人々は奉納物について罪
を犯した。すなわちユダの部族のうちの、ゼラ

の子ザブデの子であるカルミの子アカンが奉納物

を取ったのである。それで主はイスラエルの人々

にむかって怒りを発せられた。 2ヨシュアはエリ

コから人々をつかわし、ベテルの東、ベテアベン

の近くにあるアイに行かせようとして、その人々

に言った、「上って行って、かの地を探ってきな

さい」。人々は上って行って、アイを探ったが、 3

ヨシュアのもとに帰ってきて言った、「民をこと

ごとく行かせるには及びません。ただ二、三千人

を上らせて、アイを撃たせなさい。彼らは少ない

のですから、民をことごとくあそこへやってほね

おりをさせるには及びません」。 4そこで民のう

ち、おおよそ三千人がそこに上ったが、ついにア

イの人々の前から逃げ出した。 5アイの人々は彼

らのうち、おおよそ三十六人を殺し、更に彼らを

門の前からシバリムまで追って、下り坂で彼らを

殺したので、民の心は消えて水のようになった。 6

そのためヨシュアは衣服を裂き、イスラエルの長

老たちと共に、主の箱の前で、夕方まで地にひれ

伏し、ちりをかぶった。 7ヨシュアは言った、「

ああ、主なる神よ、あなたはなにゆえ、この民に

ヨルダンを渡らせ、われわれをアモリびとの手に

渡して滅ぼさせられるのですか。われわれはヨル

ダンの向こうに、安んじてとどまればよかったの

です。 8ああ、主よ。イスラエルがすでに敵に背

をむけた今となって、わたしはまた何を言い得ま

しょう。 9カナンびと、およびこの地に住むすべ

てのものは、これを聞いて、われわれを攻めかこ

み、われわれの名を地から断ち去ってしまうでし

ょう。それであなたは、あなたの大いなる名のた

めに、何をしようとされるのですか」。 10主はヨ

シュアに言われた、「立ちなさい。あなたはどう

して、そのようにひれ伏しているのか。 11イスラ

エルは罪を犯し、わたしが彼らに命じておいた契

約を破った。彼らは奉納物を取り、盗み、かつ偽

って、それを自分の所有物のうちに入れた。 12そ
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れでイスラエルの人々は敵に当ることができず、

敵に背をむけた。彼らも滅ぼされるべきものとな

ったからである。あなたがたが、その滅ぼされる

べきものを、あなたがたのうちから滅ぼし去るの

でなければ、わたしはもはやあなたがたとは共に

いないであろう。 13立って、民を清めて言いなさ

い、『あなたがたは身を清めて、あすのために備

えなさい。イスラエルの神、主はこう仰せられる

、「イスラエルよ、あなたがたのうちに、滅ぼさ

れるべきものがある。その滅ぼされるべきものを

、あなたがたのうちから除き去るまでは、敵に当

ることはできないであろう」。 14それゆえ、あす

の朝、あなたがたは部族ごとに進み出なければな

らない。そして主がくじを当てられる部族は、氏

族ごとに進みいで、主がくじを当てられる氏族は

、家族ごとに進みいで、主がくじを当てられる家

族は、男ひとりびとり進み出なければならない。

15そしてその滅ぼされるべきものを持っていて、

くじを当てられた者は、その持ち物全部と共に、

火で焼かれなければならない。主の契約を破りイ

スラエルのうちに愚かなことを行ったからである

』」。 16こうしてヨシュアは朝早く起き、イスラ

エルを部族ごとに進み出させたところ、ユダの部

族がくじに当り、 17ユダのもろもろの氏族を進み

出させたところ、ゼラびとの氏族が、くじに当っ

た。ゼラびとの氏族を家族ごとに進み出させたと

ころ、ザブデの家族が、くじに当った。 18ザブデ

の家族を男ひとりびとり進み出させたところ、ア

カンがくじに当った。アカンはユダの部族のうち

の、ゼラの子、ザブデの子なるカルミの子である

。 19その時ヨシュアはアカンに言った、「わが子

よ、イスラエルの神、主に栄光を帰し、また主を

さんびし、あなたのしたことを今わたしに告げな

さい。わたしに隠してはならない」。 20アカンは

ヨシュアに答えた、「ほんとうにわたしはイスラ

エルの神、主に対して罪を犯しました。わたしが

したのはこうです。 21わたしはぶんどり物のうち

に、シナルの美しい外套一枚と銀二百シケルと、

目方五十シケルの金の延べ棒一本のあるのを見て

、ほしくなり、それを取りました。わたしの天幕

の中に、地に隠してあります。銀はその下にあり

ます」。 22そこでヨシュアは使者たちをつかわし

た。使者たちが天幕に走っていって見ると、それ

は彼の天幕に隠してあって、銀もその下にあった

。 23彼らはそれを天幕の中から取り出して、ヨシ

ュアとイスラエルのすべての人々の所に携えてき

たので、それを主の前に置いた。 24ヨシュアはす

べてのイスラエルびとと共に、ゼラの子アカンを

捕え、かの銀と外套と金の延べ棒、および彼のむ

すこ、娘、牛、ろば、羊、天幕など、彼の持ち物

をことごとく取って、アコルの谷へ引いていった

。 25そしてヨシュアは言った、「なぜあなたはわ

れわれを悩ましたのか。主は、きょう、あなたを

悩まされるであろう」。やがてすべてのイスラエ

ルびとは石で彼を撃ち殺し、また彼の家族をも石

で撃ち殺し、火をもって焼いた。 26そしてアカン

の上に石塚を大きく積み上げたが、それは今日ま

で残っている。そして主は激しい怒りをやめられ

たが、このことによって、その所の名は今日まで

アコルの谷と呼ばれている。

8主はヨシュアに言われた、「恐れてはならない
、おののいてはならない。いくさびとを皆、率

い、立って、アイに攻め上りなさい。わたしはア

イの王とその民、その町、その地をあなたの手に

授ける。 2あなたは、さきにエリコとその王にし

たとおり、アイとその王とにしなければならない

。ただし、ぶんどり物と家畜とは戦利品としてあ

なたがたのものとすることができるであろう。あ

なたはまず、町のうしろに伏兵を置きなさい」。 3

ヨシュアは立って、すべてのいくさびとと共に、

アイに攻め上ろうとして、まず大勇士三万人を選

び、それを夜のうちにつかわした。 4ヨシュアは

彼らに命じて言った、「あなたがたは町に向かっ

て、町のうしろに伏せていなければならない。町

を遠く離れないで、みな備えをしていなければな

らない。 5わたしとわたしに従う民とは皆共に、

町に攻め寄せよう。そして彼らが前のようにわれ

われにむかって出てくるとき、われわれは彼らの

前から逃げるであろう。 6そうすれば彼らはわれ

われを追って出てくるであろうから、われわれは

ついに彼らを町からおびき出すことができる。彼

らは言うであろう、『この人々はまた前のように

、われわれの前から逃げていく』。こうしてわれ

われは彼らの前から逃げるであろう。 7その時、

あなたがたは伏せている所から立ち上がって、町

を取らなければならない。あなたがたの神、主が

それをあなたがたの手に与えられるからである。 8

あなたがたが、町を取ったならば、町に火を放ち

、主が命じられたようにしなければならない。わ

たしはこう、あなたがたに命じるのである」。 9

そうしてヨシュアが彼らをつかわしたので、彼ら

はアイの西方、ベテルとアイの間の待ち伏せする

場所に行って身を伏せた。ヨシュアはその夜、民

の中に宿った。 10ヨシュアは明くる朝、早く起き

て、民を集め、イスラエルの長老たちと共に、民

に先立って、アイに上っていった。 11彼と共にい

たいくさびとたちもみな上っていって、町の前に

近づき、アイの北に陣を取った。彼らとアイの間

には、一つの谷があった。 12ヨシュアはおおよそ

五千人をとって、町の西方、ベテルとアイの間に

、伏せておいた。 13こうして民の主力を町の北に

おき、しんがりを町の西においた。ヨシュアはそ

の夜、谷の中で宿った。 14アイの王はこれを見て

、すべての民と共に、急いで、早く起き、アラバ

に行く下り坂に進み出て、イスラエルと戦った。

しかし、王は町のうしろに、すきをうかがう伏兵

のおることを知らなかった。 15ヨシュアはイスラ

エルのすべての人々と共に、彼らに打ち破られた

ふりをして、荒野の方向へ逃げだしたので、 16そ

の町の民はみな呼ばわり集まって彼らのあとを追

い、ヨシュアのあとを追って町からおびき出され

、 17アイにもベテルにも残っているものはひとり

もなく、みな出てイスラエルのあとを追い、町を
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開け放して、イスラエルのあとを追った。 18その

時、主はヨシュアに言われた、「あなたの手にあ

るなげやりを、アイの方にさし伸べなさい。わた

しはその町をあなたの手に与えるであろう」。そ

こでヨシュアが手にしていたなげやりを、アイの

方にさし伸べると、 19伏兵はたちまちその場所か

ら立ち上がり、ヨシュアが手をのべると同時に、

走って町に入り、それを取って、ただちに町に火

をかけた。 20それでアイの人々が、うしろをふり

返って見ると、町の焼ける煙が天に立ちのぼって

いたので、こちらへもあちらへも逃げるすべがな

かった。荒野へ逃げていった民も身をかえして、

追ってきた者に迫った。 21ヨシュアとすべてのイ

スラエルびとは、伏兵が町を取り、町の焼ける煙

が立ち上るのを見て、身をかえしてアイの人々を

撃った。 22また町を取ったものは町を出て彼らに

向かったので、彼らは、こちらとあちらとからイ

スラエルの中にはさまれた。こうしてイスラエル

びとが彼らを撃ったので、生き残ったもの、逃げ

おおせたものは、ひとりもなかった。 23そしてア

イの王を生けどりにして、ヨシュアのもとへ連れ

てきた。 24イスラエルびとは、荒野に追撃してき

たアイの住民をことごとく野で殺し、つるぎをも

ってひとりも残さず撃ち倒してのち、皆アイに帰

り、つるぎをもってその町を撃ち滅ぼした。 25そ

の日アイの人々はことごとく倒れた。その数は男

女あわせて一万二千人であった。 26ヨシュアはア

イの住民をことごとく滅ぼしつくすまでは、なげ

やりをさし伸べた手を引っこめなかった。 27ただ

し、その町の家畜および、ぶんどり品はイスラエ

ルびとが自分たちの戦利品として取った。主がヨ

シュアに命じられた言葉にしたがったのである。

28こうしてヨシュアはアイを焼いて、永久に荒塚

としたが、それは今日まで荒れ地となっている。

29ヨシュアはまた、アイの王を夕方まで木に掛け

てさらし、日の入るころ、命じて、その死体を木

から取りおろし、町の門の入口に投げすて、その

上に石の大塚を積み上げさせたが、それは今日ま

で残っている。 30そしてヨシュアはエバル山にイ

スラエルの神、主のために一つの祭壇を築いた。

31これは主のしもべモーセがイスラエルの人々に

命じたことにもとづき、モーセの律法の書にしる

されているように、鉄の道具を当てない自然のま

まの石の祭壇であって、人々はその上で、主に燔

祭をささげ、酬恩祭を供えた。 32その所で、ヨシ

ュアはまたモーセの書きしるした律法を、イスラ

エルの人々の前で、石に書き写した。 33こうして

すべてのイスラエルびとは、本国人も、寄留の他

国人も、長老、つかさびと、さばきびとと共に、

主の契約の箱をかくレビびとである祭司たちの前

で、箱のこなたとかなたに分れて、半ばはゲリジ

ム山の前に、半ばはエバル山の前に立った。これ

は主のしもべモーセがさきに命じたように、イス

ラエルの民を祝福するためであった。 34そして後

、ヨシュアはすべての律法の書にしるされている

所にしたがって、祝福と、のろいとに関する律法

の言葉をことごとく読んだ。 35モーセが命じたす

べての言葉のうち、ヨシュアがイスラエルの全会

衆および女と子どもたち、ならびにイスラエルの

うちに住む寄留の他国人の前で、読まなかったも

のは一つもなかった。

9さて、ヨルダンの西側の、山地、平地、および
レバノンまでの大海の沿岸に住むもろもろの王

たち、すなわちヘテびと、アモリびと、カナンび

と、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの王たち

は、これを聞いて、 2心を合わせ、相集まって、

ヨシュアおよびイスラエルと戦おうとした。 3し

かし、ギベオンの住民たちは、ヨシュアがエリコ

とアイにおこなったことを聞いて、 4自分たちも

策略をめぐらし、行って食料品を準備し、古びた

袋と、古びて破れたのを繕ったぶどう酒の皮袋と

を、ろばに負わせ、 5繕った古ぐつを足にはき、

古びた着物を身につけた。彼らの食料のパンは、

みなかわいて、砕けていた。 6彼らはギルガルの

陣営のヨシュアの所にきて、彼とイスラエルの人

々に言った、「われわれは遠い国からまいりまし

た。それで今われわれと契約を結んでください」

。 7しかし、イスラエルの人々はそのヒビびとた

ちに言った、「あなたがたはわれわれのうちに住

んでいるのかも知れないから、われわれはどうし

てあなたがたと契約が結べましょう」。 8彼らは

ヨシュアに言った、「われわれはあなたのしもべ

です」。ヨシュアは彼らに言った、「あなたがた

はだれですか。どこからきたのですか」。 9彼ら

はヨシュアに言った、「しもべどもはあなたの神

、主の名のゆえに、ひじょうに遠い国からまいり

ました。われわれは主の名声、および主がエジプ

トで行われたすべての事を聞き、 10また主がヨル

ダンの向こう側にいたアモリびとのふたりの王、

すなわちヘシボンの王シホン、およびアシタロテ

におったバシャンの王オグに行われたすべてのこ

とを聞いたからです。 11それで、われわれの長老

たち、および国の住民はみなわれわれに言いまし

た、『おまえたちは旅路の食料を手に携えていっ

て、彼らに会って言いなさい、「われわれはあな

たがたのしもべです。それで今われわれと契約を

結んでください」』。 12ここにあるこのパンは、

あなたがたの所に来るため、われわれが出立する

日に、おのおの家から、まだあたたかなのを旅の

食料として準備したのですが、今はもうかわいて

砕けています。 13またぶどう酒を満たしたこれら

の皮袋も、新しかったのですが、破れました。わ

れわれのこの着物も、くつも、旅路がひじょうに

長かったので、古びてしまいました」。 14そこで

イスラエルの人々は彼らの食料品を共に食べ、主

のさしずを求めようとはしなかった。 15そしてヨ

シュアは彼らと和を講じ、契約を結んで、彼らを

生かしておいた。会衆の長たちは彼らに誓いを立

てた。 16契約を結んで三日の後に、彼らはその人

々が近くの人々で、自分たちのうちに住んでいる

ということを聞いた。 17イスラエルの人々は進ん

で、三日目にその町々に着いた。その町々とは、

ギベオン、ケピラ、ベエロテおよびキリアテ・ヤ
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リムであった。 18ところで会衆の長たちが、すで

にイスラエルの神、主をさして彼らに誓いを立て

ていたので、イスラエルの人々は彼らを殺さなか

った。そこで会衆はみな、長たちにむかってつぶ

やいた。 19しかし、長たちは皆、全会衆に言った

、「われわれはイスラエルの神、主をさして彼ら

に誓った。それゆえ今、彼らに触れてはならない

。 20われわれは、こうして彼らを生かしておこう

。そうすれば、われわれが彼らに立てた誓いのゆ

えに、怒りがわれわれに臨むことはないであろう

」。 21長たちはまた人々に「彼らを生かしておこ

う」と言ったので、彼らはついに、全会衆のため

に、たきぎを切り、水をくむものとなった。長た

ちが彼らに言ったとおりである。 22ヨシュアは彼

らを呼び寄せて言った、「あなたがたは、われわ

れのうちに住みながら、なぜ『われわれはあなた

がたからは遠く離れている』と言って、われわれ

をだましたのか。 23それであなたがたは今のろわ

れ、奴隷となってわたしの神の家のために、たき

ぎを切り、水をくむものが、絶えずあなたがたの

うちから出るであろう」。 24彼らはヨシュアに答

えて言った、「あなたの神、主がそのしもべモー

セに、この地をことごとくあなたがたに与え、こ

の地に住む民をことごとくあなたがたの前から滅

ぼし去るようにと、お命じになったことを、しも

べどもは明らかに伝え聞きましたので、あなたが

たのゆえに、命が危いと、われわれは非常に恐れ

て、このことをしたのです。 25われわれは、今、

あなたの手のうちにあります。われわれにあなた

がして良いと思い、正しいと思うことをしてくだ

さい」。 26そこでヨシュアは、彼らにそのように

し、彼らをイスラエルの人々の手から救って殺さ

せなかった。 27しかし、ヨシュアは、その日、彼

らを、会衆のため、また主の祭壇のため、主が選

ばれる場所で、たきぎを切り、水をくむ者とした

。これは今日までつづいている。

10エルサレムの王アドニゼデクは、ヨシュアが
アイを攻め取って、それを全く滅ぼし、さき

にエリコとその王とにしたように、アイとその王

にもしたこと、またギベオンの住民が、イスラエ

ルと和を講じて、そのうちにおることを聞き、 2

大いに恐れた。それは、ギベオンが大きな町であ

って、王の都にもひとしいものであり、またアイ

より大きくて、そのうちの人々が、すべて強かっ

たからである。 3それでエルサレムの王アドニゼ

デクは、ヘブロンの王ホハム、ヤルムテの王ピラ

ム、ラキシの王ヤピア、およびエグロンの王デビ

ルに人をつかわして言った、 4「わたしの所に上

ってきて、わたしを助けてください。われわれは

ギベオンを撃ちましょう。ギベオンはヨシュアお

よびイスラエルの人々と和を講じたからです」。 5

アモリびとの五人の王、すなわちエルサレムの王

、ヘブロンの王、ヤルムテの王、ラキシの王、お

よびエグロンの王は兵を集め、そのすべての軍勢

を率いて上ってきて、ギベオンに向かって陣を取

り、それを攻めて戦った。 6ギベオンの人々は、

ギルガルの陣営に人をつかわし、ヨシュアに言っ

た、「あなたの手を引かないで、しもべどもを助

けてください。早く、われわれの所に上ってきて

、われわれを救い、助けてください。山地に住む

アモリびとの王たちがみな集まって、われわれを

攻めるからです」。 7そこでヨシュアはすべての

いくさびとと、すべての大勇士を率いて、ギルガ

ルから上って行った。 8その時、主はヨシュアに

言われた、「彼らを恐れてはならない。わたしが

彼らをあなたの手にわたしたからである。彼らの

うちには、あなたに当ることのできるものは、ひ

とりもないであろう」。 9ヨシュアは、ギルガル

から、よもすがら進みのぼって、にわかに彼らに

攻めよせたところ、 10主は彼らを、イスラエルの

前に、恐れあわてさせられたので、イスラエルは

ギベオンで彼らをおびただしく撃ち殺し、ベテホ

ロンの上り坂をとおって逃げる彼らを、アゼカと

マッケダまで追撃した。 11彼らがイスラエルの前

から逃げ走って、ベテホロンの下り坂をおりてい

た時、主は天から彼らの上に大石を降らし、アゼ

カにいたるまでもそうされたので、多くの人々が

死んだ。イスラエルの人々がつるぎをもって殺し

たものよりも、雹に打たれて死んだもののほうが

多かった。 12主がアモリびとをイスラエルの人々

にわたされた日に、ヨシュアはイスラエルの人々

の前で主にむかって言った、「日よ、ギベオンの

上にとどまれ、月よ、アヤロンの谷にやすらえ」

。 13民がその敵を撃ち破るまで、日はとどまり、

月は動かなかった。これはヤシャルの書にしるさ

れているではないか。日が天の中空にとどまって

、急いで没しなかったこと、おおよそ一日であっ

た。 14これより先にも、あとにも、主がこのよう

に人の言葉を聞きいれられた日は一日もなかった

。主がイスラエルのために戦われたからである。

15こうしてヨシュアはイスラエルのすべての人と

共にギルガルの陣営に帰った。 16かの五人の王た

ちは逃げて行って、マッケダのほら穴に隠れたが

、 17五人の王たちがマッケダのほら穴にかくれて

いるのが見つかったと、ヨシュアに告げる者があ

ったので、 18ヨシュアは言った、「ほら穴の口に

大石をころがし、そのそばに人を置いて、守らせ

なさい。 19ただし、あなたがたは、そこにとどま

らないで、敵のあとを追い、そのしんがりを撃ち

、彼らをその町にはいらせてはならない。あなた

がたの神、主が彼らをあなたがたの手に渡された

からである」。 20ヨシュアとイスラエルの人々は

、大いに彼らを撃ち殺し、ついに彼らを滅ぼしつ

くしたが、彼らのうちのがれて生き残った者ども

は、堅固な町々に逃げこんだので、 21民はみな安

らかにマッケダの陣営のヨシュアのもとに帰って

きたが、イスラエルの人々にむかって舌を鳴らす

者はひとりもなかった。 22その時ヨシュアは言っ

た、「ほら穴の口を開いて、ほら穴から、かの五

人の王たちを、わたしのもとにひき出しなさい」

。 23やがて、そのようにして、かの五人の王たち

、すなわち、エルサレムの王、ヘブロンの王、ヤ

ルムテの王、ラキシの王、およびエグロンの王を
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、ほら穴から彼のもとにひき出した。 24この王た

ちをヨシュアのもとにひき出した時、ヨシュアは

イスラエルのすべての人々を呼び寄せ、自分と共

に行ったいくさびとの長たちに言った、「近寄っ

て、この王たちのくびに足をかけなさい」。そこ

で近寄って、その王たちのくびに足をかけたので

、 25ヨシュアは彼らに言った、「恐れおののいて

はならない。強くまた雄々しくあれ。あなたがた

が攻めて戦うすべての敵には、主がこのようにさ

れるのである」。 26そして後ヨシュアは彼らを撃

って死なせ、五本の木にかけて、夕暮れまで木の

上にさらして置いたが、 27日の入るころになって

、ヨシュアが命じたので、これを木からおろし、

彼らが隠れていたほら穴に投げ入れ、ほら穴の口

に大石を置いた。これは今日まで残っている。 28

その日ヨシュアはマッケダを取り、つるぎをもっ

て、それと、その王とを撃ち、その中のすべての

人を、ことごとく滅ぼして、ひとりも残さず、エ

リコの王にしたように、マッケダの王にもした。

29こうしてヨシュアはイスラエルのすべての人を

率いて、マッケダからリブナに進み、リブナを攻

めて戦った。 30主が、それと、その王をも、イス

ラエルの手に渡されたので、つるぎをもって、そ

れと、その中のすべての人を撃ち滅ぼして、ひと

りもその中に残さず、エリコの王にしたように、

その王にもした。 31ヨシュアはまたイスラエルの

すべての人を率いて、リブナからラキシに進み、

これに向かって陣をしき、攻め戦った。 32主がラ

キシをイスラエルの手に渡されたので、ふつか目

にこれを取り、つるぎをもって、それと、その中

のすべての人を撃ち滅ぼした。すべてリブナにし

たとおりであった。 33その時、ゲゼルの王ホラム

が、ラキシを助けるために上ってきたので、ヨシ

ュアは彼と、その民とを撃ち滅ぼして、ついにひ

とりも残さなかった。 34ヨシュアはまたイスラエ

ルのすべての人を率いて、ラキシからエグロンに

進み、これに向かって陣をしき、攻め戦った。 35

その日これを取り、つるぎをもって、これを撃ち

、その中のすべての人を、ことごとくその日に滅

ぼした。すべてラキシにしたとおりであった。 36

ヨシュアはまたイスラエルのすべての人を率いて

、エグロンからヘブロンに進み上り、これを攻め

て戦い、 37それを取って、それと、その王、およ

びそのすべての町々と、その中のすべての人を、

つるぎをもって撃ち滅ぼし、ひとりも残さなかっ

た。すべてエグロンにしたとおりであった。すな

わち、それとその中のすべての人を、ことごとく

滅ぼした。 38またヨシュアはイスラエルのすべて

の人を率いて、デビルへひきかえし、これを攻め

て戦い、 39それと、その王、およびそのすべての

町々を取り、つるぎをもってそれを撃ち、その中

のすべての人を、ことごとく滅ぼし、ひとりも残

さなかった。彼がデビルと、その王にしたことは

、ヘブロンにしたとおりであり、またリブナと、

その王にしたとおりであった。 40こうしてヨシュ

アはその地の全部、すなわち、山地、ネゲブ、平

地、および山腹の地と、そのすべての王たちを撃

ち滅ぼして、ひとりも残さず、すべて息のあるも

のは、ことごとく滅ぼした。イスラエルの神、主

が命じられたとおりであった。 41ヨシュアはカデ

シ・バルネアからガザまでの国々、およびゴセン

の全地を撃ち滅ぼして、ギベオンにまで及んだ。

42イスラエルの神、主がイスラエルのために戦わ

れたので、ヨシュアはこれらすべての王たちと、

その地をいちどきに取った。 43そしてヨシュアは

イスラエルのすべての人を率いて、ギルガルの陣

営に帰った。

11ハゾルの王ヤビンは、これを聞いて、マドン
の王ヨバブ、シムロンの王、およびアクサフ

の王、 2また北の山地、キンネロテの南のアラバ

、平地、西の方のドルの高地におる王たち、 3す

なわち、東西のカナンびと、アモリびと、ヘテび

と、ペリジびと、山地のエブスびと、ミヅパの地

にあるヘルモンのふもとのヒビびとに使者をつか

わした。 4そして彼らは、そのすべての軍勢を率

いて出てきた。その大軍は浜べの砂のように数多

く、馬と戦車も、ひじょうに多かった。 5これら

の王たちはみな軍を集め、進んできて、共にメロ

ムの水のほとりに陣をしき、イスラエルと戦おう

とした。 6その時、主はヨシュアに言われた、「

彼らのゆえに恐れてはならない。あすの今ごろ、

わたしは彼らを皆イスラエルに渡して、ことごと

く殺させるであろう。あなたは彼らの馬の足の筋

を切り、戦車を火で焼かなければならない」。 7

そこでヨシュアは、すべてのいくさびとを率いて

、にわかにメロムの水のほとりにおし寄せ、彼ら

を襲った。 8主は彼らをイスラエルの手に渡され

たので、これを撃ち破り、大シドンおよびミスレ

ポテ・マイムまで、これを追撃し、東の方では、

ミヅパの谷まで彼らを追い、ついにひとりも残さ

ず撃ちとった。 9ヨシュアは主が命じられたとお

りに彼らに行い、彼らの馬の足の筋を切り、戦車

を火で焼いた。 10その時、ヨシュアはひきかえし

て、ハゾルを取り、つるぎをもって、その王を撃

った。ハゾルは昔、これらすべての国々の盟主で

あったからである。 11彼らはつるぎをもって、そ

の中のすべての人を撃ち、ことごとくそれを滅ぼ

し、息のあるものは、ひとりも残さなかった。そ

して火をもってハゾルを焼いた。 12ヨシュアはこ

れらの王たちのすべての町々、およびその諸王を

取り、つるぎをもって、これを撃ち、ことごとく

滅ぼした。主のしもべモーセが命じたとおりであ

った。 13ただし、丘の上に立っている町々をイス

ラエルは焼かなかった。ヨシュアはただハゾルだ

けを焼いた。 14これらの町のすべてのぶんどり物

と家畜とは、イスラエルの人々が戦利品として取

ったが、人はみなつるぎをもって、滅ぼし尽し、

息のあるものは、ひとりも残さなかった。 15主が

そのしもべモーセに命じられたように、モーセは

ヨシュアに命じたが、ヨシュアはそのとおりにお

こなった。すべて主がモーセに命じられたことで

、ヨシュアが行わなかったことは一つもなかった

。 16こうしてヨシュアはその全地、すなわち、山
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地、ネゲブの全地、ゴセンの全地、平地、アラバ

ならびにイスラエルの山地と平地を取り、 17セイ

ルへ上って行く道のハラク山から、ヘルモン山の

ふもとのレバノンの谷にあるバアルガデまでを獲

た。そしてそれらの王たちを、ことごとく捕えて

、撃ち殺した。 18ヨシュアはこれらすべての王た

ちと、長いあいだ戦った。 19ギベオンの住民ヒビ

びとのほかには、イスラエルの人々と和を講じた

町は一つもなかった。町々はみな戦争をして、攻

め取ったものであった。 20彼らが心をかたくなに

して、イスラエルに攻めよせたのは、もともと主

がそうさせられたので、彼らがのろわれた者とな

り、あわれみを受けず、ことごとく滅ぼされるた

めであった。主がモーセに命じられたとおりであ

る。 21その時、ヨシュアはまた行って、山地、ヘ

ブロン、デビル、アナブ、ユダのすべての山地、

イスラエルのすべての山地から、アナクびとを断

ち、彼らの町々をも共に滅ぼした。 22それでイス

ラエルの人々の地に、アナクびとは、ひとりもい

なくなった。ただガサ、ガテ、アシドドには、少

し残っているだけであった。 23こうしてヨシュア

はその地を、ことごとく取った。すべて主がモー

セに告げられたとおりである。そしてヨシュアは

イスラエルの部族にそれぞれの分を与えて、嗣業

とさせた。こうしてその地に戦争はやんだ。

12さてヨルダンの向こう側、日の出の方で、ア
ルノンの谷からヘルモン山まで、および東ア

ラバの全土のうちで、イスラエルの人々が撃ち滅

ぼして地を取った国の王たちは、次のとおりであ

る。 2まず、アモリびとの王シホン。彼はヘシボ

ンに住み、その領地は、アルノンの谷のほとりに

あるアロエル、および谷の中の町から、ギレアデ

の半ばを占めて、アンモンびととの境であるヤボ

ク川に達し、 3東の方ではアラバをキンネレテの

湖まで占め、またアラバの海すなわち塩の海の東

におよび、ベテエシモテの道を経て、南はピスガ

の山のふもとに達した。 4次にレパイムの生き残

りのひとりであったバシャンの王オグ。彼はアシ

タロテとエデレイとに住み、 5ヘルモン山、サレ

カ、およびバシャンの全土を領したので、ゲシュ

ルびと、およびマアカびとと境を接し、またギレ

アデの半ばを領したので、ヘシボンの王シホンと

境を接していた。 6主のしもべモーセと、イスラ

エルの人々とが、彼らを撃ち滅ぼし、そして主の

しもべモーセは、これらの地を、ルベンびと、ガ

ドびと、およびマナセの半部族に与えて所有とさ

せた。 7ヨルダンのこちら側、西の方にあって、

レバノンの谷にあるバアルガデから、セイルへ上

って行く道のハラク山までの間で、ヨシュアと、

イスラエルの人々とが、撃ち滅ぼした国の王たち

は、次のとおりである。ヨシュアは彼らの地をイ

スラエルの部族に、それぞれの分を与えて嗣業と

させた。 8これは、山地、平地、アラバ、山腹、

荒野、およびネゲブであって、ヘテびと、アモリ

びと、カナンびと、ペリジびと、ヒビびと、エブ

スびとの所領であった。 9エリコの王ひとり。ベ

テルのほとりのアイの王ひとり。 10エルサレムの

王ひとり。ヘブロンの王ひとり。 11ヤルムテの王

ひとり。ラキシの王ひとり。 12エグロンの王ひと

り。ゲゼルの王ひとり。 13デビルの王ひとり。ゲ

デルの王ひとり。 14ホルマの王ひとり。アラデの

王ひとり。 15リブナの王ひとり。アドラムの王ひ

とり。 16マッケダの王ひとり。ベテルの王ひとり

。 17タップアの王ひとり。ヘペルの王ひとり。 18

アペクの王ひとり。シャロンの王ひとり。 19マド

ンの王ひとり。ハゾルの王ひとり。 20シムロン・

メロンの王ひとり。アクサフの王ひとり。 21タア

ナクの王ひとり。メギドの王ひとり。 22ケデシの

王ひとり。カルメルのヨクネアムの王ひとり。 23

ドルの高地におるドルの王ひとり。ガリラヤのゴ

イイムの王ひとり。 24テルザの王ひとり。合わせ

て三十一王である。

13さてヨシュアは年が進んで老いたが、主は彼
に言われた、「あなたは年が進んで老いたが

、取るべき地は、なお多く残っている。 2その残

っている地は、次のとおりである。ペリシテびと

の全地域、ゲシュルびとの全土、 3エジプトの東

のシホルから北にのびて、カナンびとに属すると

いわれるエクロンの境までの地、ペリシテびとの

五人の君たちの地、すなわち、ガザ、アシドド、

アシケロン、ガテ、およびエクロン。 4南のアビ

びとの地、カナンびとの全地、シドンびとに属す

るメアラからアモリびとの境にあるアペクまでの

部分。 5またヘルモン山のふもとのバアルガデか

らハマテの入口に至るゲバルびとの地、およびレ

バノンの東の全土。 6レバノンからミスレポテ・

マイムまでの山地のすべての民、すなわちシドン

びとの全土。わたしはみずから彼らをイスラエル

の人々の前から追い払うであろう。わたしが命じ

たように、あなたはその地をイスラエルに分け与

えて、嗣業とさせなければならない。 7すなわち

、その地を九つの部族と、マナセの半部族とに分

け与えて、嗣業とさせなければならない」。 8マ

ナセの他の半部族と共に、ルベンびとと、ガドび

ととは、ヨルダンの向こう側、東の方で、その嗣

業をモーセから受けた。主のしもべモーセが、彼

らに与えたのは、 9アルノンの谷のほとりにある

アロエル、および谷の中にある町から、デボンと

メデバの間にある高原のすべての地。 10ヘシボン

で世を治めた、アモリびとの王シホンのすべての

町々を含めて、アンモンの人々の境までの地。 11

ギレアデと、ゲシュルびと、ならびにマアカびと

の領地、ヘルモン山の全土、サルカまでのバシャ

ン全体。 12アシタロテとエデレイで世を治めたバ

シャンの王オグの全国。オグはレパイムの生き残

りであった。モーセはこれらを撃って、追い払っ

た。 13ただし、イスラエルの人々は、ゲシュルび

とと、マアカびとを追い払わなかった。ゲシュル

びとと、マアカびとは、今日までイスラエルのう

ちに住んでいる。 14ただレビの部族には、ヨシュ

アはなんの嗣業をも与えなかった。イスラエルの

神、主の火祭が彼らの嗣業であるからである。主
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がヨシュアに言われたとおりである。 15モーセは

ルベンびとの部族に、その家族にしたがって嗣業

を与えたが、 16その領域はアルノンの谷のほとり

にあるアロエル、および谷の中にある町からメデ

バのほとりのすべての高原、 17ヘシボンおよびそ

の高原のすべての町々、デボン、バモテ・バアル

、ベテ・バアル・メオン、 18ヤハヅ、ケデモテ、

メパアテ、 19キリアタイム、シブマ、谷の中の山

にあるゼレテ・シャハル、 20ベテペオル、ピスガ

の山腹、ベテエシモテ、 21すなわち高原のすべて

の町々と、ヘシボンで世を治めたアモリびとの王

シホンの全国に及んだ。モーセはシホンを、ミデ

アンのつかさたちエビ、レケム、ツル、ホルおよ

びレバと共に撃ち殺した。これらはみなシホンの

諸侯であって、その地に住んでいた者である。 22

イスラエルの人々はまたベオルの子、占い師バラ

ムをもつるぎにかけて、そのほかに殺した者ども

と共に殺した。 23ルベンびとの領域はヨルダンを

境とした。これはルベンびとが、その家族にした

がって獲た嗣業であって、その町々と村々とを含

む。 24モーセはまたガドの部族、ガドの子孫にも

、その家族にしたがって、嗣業を与えたが、 25そ

の領域はヤゼル、ギレアデのすべての町々、アン

モンびとの地の半ばで、ラバの東のアロエルまで

の地。 26ヘシボンからラマテ・ミゾパまでの地、

およびベトニム、マハナイムからデビルの境まで

の地。 27谷の中ではベテハラム、ベテニムラ、ス

コテ、およびザポンなど、ヘシボンの王シホンの

国の残りの部分。ヨルダンを境として、ヨルダン

の東側、キンネレテの湖の南の端までの地。 28こ

れはガドびとが、その家族にしたがって獲た嗣業

であって、その町々と村々とを含む。 29モーセは

またマナセの半部族にも、嗣業を与えたが、それ

はマナセの半部族が、その家族にしたがって与え

られたものである。 30その領域はマハナイムから

バシャンの全土に及び、バシャンの王オグの全国

、バシャンにあるヤイルのすべての町々、すなわ

ちその六十の町。 31またギレアデの半ば、バシャ

ンのオグの国の町であるアシタロテとエデレイ。

これらはマナセの子マキルの子孫に与えられた。

すなわちマキルの子孫の半ばが、その家族にした

がって、それを獲た。 32これらはヨルダンの向こ

う側、エリコの東のモアブの平野で、モーセが分

け与えた嗣業である。 33ただし、レビの部族には

、モーセはなんの嗣業をも与えなかった。イスラ

エルの神、主がその嗣業だからである。主がモー

セに言われたとおりである。

14イスラエルの人々が、カナンの地で受けた嗣
業の地は、次のとおりである。すなわち、祭

司エレアザル、ヌンの子ヨシュア、およびイスラ

エルの人々の部族の首長たちが、これを彼らに分

かち、 2主がモーセによって命じられたように、

くじによって、これを九つの部族と、半ばの部族

とに、嗣業として与えた。 3これはヨルダンの向

こう側で、モーセがすでに他の二つの部族と、半

ばの部族とに、嗣業を与えていたからである。た

だしレビびとには、彼らの中で嗣業を与えず、 4

ヨセフの子孫が、マナセと、エフライムの二つの

部族となったからである。レビびとには土地の分

け前を与えず、ただ、その住むべき町々および、

家畜と持ち物とを置くための放牧地を与えたばか

りであった。 5イスラエルの人々は、主がモーセ

に命じられたようにおこなって、その地を分けた

。 6時に、ユダの人々がギルガルのヨシュアの所

にきて、ケニズびとエフンネの子カレブが、ヨシ

ュアに言った、「主がカデシ・バルネアで、あな

たとわたしとについて、神の人モーセに言われた

ことを、あなたはごぞんじです。 7主のしもべモ

ーセが、この地を探るために、わたしをカデシ・

バルネアからつかわした時、わたしは四十歳でし

た。そしてわたしは、自分の信ずるところを復命

しました。 8しかし、共に上って行った兄弟たち

は、民の心をくじいてしまいましたが、わたしは

全くわが神、主に従いました。 9その日モーセは

誓って、言いました、『おまえの足で踏んだ地は

、かならず長くおまえと子孫との嗣業となるであ

ろう。おまえが全くわが神、主に従ったからであ

る』。 10主がこの言葉をモーセに語られた時から

このかた、イスラエルが荒野に歩んだ四十五年の

間、主は言われたように、わたしを生きながらえ

させてくださいました。わたしは今日すでに八十

五歳ですが、 11今もなお、モーセがわたしをつか

わした日のように、健やかです。わたしの今の力

は、あの時の力に劣らず、どんな働きにも、戦い

にも堪えることができます。 12それで主があの日

語られたこの山地を、どうか今、わたしにくださ

い。あの日あなたも聞いたように、そこにはアナ

キびとがいて、その町々は大きく堅固です。しか

し、主がわたしと共におられて、わたしはついに

は、主が言われたように、彼らを追い払うことが

できるでしょう」。 13そこでヨシュアはエフンネ

の子カレブを祝福し、ヘブロンを彼に与えて嗣業

とさせた。 14こうしてヘブロンは、ケニズびとエ

フンネの子カレブの嗣業となって、今日に至って

いる。彼が全くイスラエルの神、主に従ったから

である。 15ヘブロンの名は、もとはキリアテ・ア

ルバといった。アルバは、アナキびとのうちの、

最も大いなる人であった。こうしてこの地に戦争

はやんだ。

15ユダの人々の部族が、その家族にしたがって
、くじで獲た地は、南の方では、エドムの境

に達し、南のはてにあるチンの荒野に及んでいた

。 2その南の境は、塩の海の南の端の、入海から

起り、 3アクラビムの坂の南に出てチンに進み、

カデシ・バルネアの南から上って、ヘヅロンに進

み、アダルに上っていって、カルカに回り、 4ア

ヅモンに進んで、エジプトの川に達し、その境は

海に至って尽きる。これが彼らの南の境である。 5

東の境は塩の海であって、ヨルダンの川口に達す

る。北の方の境は、ヨルダンの川口の、入海から

起り、 6上ってベテホグラに行き、ベテアラバの

北を過ぎ、上ってルベンびとボハンの石に達し、 7
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またアコルの谷からデビルに上って、北におもむ

き、川の南にあるアドミムの坂に対するギルガル

に向かって進み、エンシメシの水に達し、エンロ

ゲルに至って尽きる。 8またその境はベンヒンノ

ムの谷に沿って、エブスびとの地、すなわちエル

サレムの南のわきに上り、ヒンノムの谷の西にあ

る山の頂に上る。これはレパイムの谷の北の果に

あるものである。 9その境は、この山の頂からネ

フトアの水の源に至り、その所からエフロン山の

町々に及び、その境は曲ってバアラに達する。こ

れは、すなわちキリアテ・ヤリムである。 10その

境は、バアラから西に回って、セイル山に及び、

ヤリム山、すなわちケサロンの北のわきを経て、

ベテシメシに下り、テムナに進み、 11エクロンの

北の丘のわきに出て、シッケロンに曲り、バアラ

山に進み、ヤブネルに達し、海に至って尽きる。

12また西の境は大海であって、海岸を境とした。

これがユダの人々の、その家族にしたがって獲た

地の四方の境である。 13ヨシュアは、主に命じら

れたように、エフンネの子カレブに、ユダの人々

のうちで、キリアテ・アルバ、すなわちヘブロン

を与えて、その分とさせた。アルバはアナクの父

であった。 14カレブはその所から、アナクの子三

人を追い払った。すなわち、セシャイ、アヒマン

、およびタルマイであって、アナクから出たもの

である。 15そして彼はこの所からデビルに住む民

の所に攻め上った。デビルの名は、もとはキリア

テ・セペルといった。 16カレブは言った、「キリ

アテ・セペルを撃って、これを取る者には、わた

しの娘アクサを妻として与えるであろう」。 17ケ

ナズの子で、カレブの弟オテニエルがそれを取っ

たので、カレブは娘アクサを、妻として彼に与え

た。 18彼女がとつぐ時、畑を父に求めるようにと

、オテニエルに勧められた。そして彼女が、ろば

から降りたので、カレブは彼女に、何を望むのか

とたずねた。 19彼女は答えて言った、「わたしに

贈り物をください。あなたはネゲブの地に、わた

しをやられるのですから、泉をもください」。カ

レブは彼女に上の泉と下の泉とを与えた。 20ユダ

の人々の部族が、その家族にしたがって獲た嗣業

は、次のとおりである。 21ユダの人々の部族が、

南でエドムの境の方にもっていた遠くの町々は、

カブジエル、エデル、ヤグル、 22キナ、デモナ、

アダダ、 23ケデシ、ハゾル、イテナン、 24ジフ

、テレム、ベアロテ、 25ハゾル・ハダッタ、ケリ

オテ・ヘヅロンすなわちハゾル、 26アマム、シマ

、モラダ、 27ハザルガダ、ヘシモン、ベテペレテ

、 28ハザル・シュアル、ベエルシバ、ビジョテヤ

、 29バアラ、イイム、エゼム、 30エルトラデ、

ケシル、ホルマ、 31チクラグ、マデマンナ、サン

サンナ、 32レバオテ、シルヒム、アイン、リンモ

ン。これらの町は合わせて二十九、ならびにそれ

に属する村々。 33平地では、エシタオル、ゾラ、

アシナ、 34ザノア、エンガンニム、タップア、エ

ナム、 35ヤルムテ、アドラム、ソコ、アゼカ、 36

シャアライム、アデタイム、ゲデラ、ゲデロタイ

ム。すなわち十四の町々と、それに属する村々。

37ゼナン、ハダシャ、ミグダルガデ、 38デラン、

ミヅパ、ヨクテル、 39ラキシ、ボヅカテ、エグロ

ン、 40カボン、ラマム、キテリシ、 41ゲデロテ

、ベテダゴン、ナアマ、マッケダ。すなわち十六

の町々と、それに属する村々。 42またリブナ、エ

テル、アシャン、 43イフタ、アシナ、ネジブ、 44

ケイラ、アクジブ、マレシャ。すなわち九つの町

々と、それに属する村々。 45エクロンと、その町

々、および村々。 46エクロンから海まで、すべて

アシドドのほとりにある町々、およびそれに属す

る村々。 47アシドドとその町々および村々。ガザ

とその町々および村々。エジプトの川と大海の海

岸までが、その境であった。 48山地では、シャミ

ル、ヤッテル、ソコ、 49ダンナ、キリアテ・サン

ナすなわちデビル、 50アナブ、エシテモ、アニム

、 51ゴセン、ホロン、ギロ。すなわち十一の町々

と、それに属する村々。 52アラブ、ドマ、エシャ

ン、 53ヤニム、ベテタップア、アペカ、 54ホム

タ、キリアテ・アルバすなわちヘブロン、ヂオル

。すなわち九つの町々と、それに属する村々。 55

マオン、カルメル、ジフ、ユッタ、 56エズレル、

ヨクデアム、ザノア、 57カイン、ギベア、テムナ

。すなわち十の町々と、それに属する村々。 58ハ

ルホル、ベテズル、ゲドル、 59マアラテ、ベテア

ノテ、エルテコン。すなわち六つの町々と、それ

に属する村々。 60キリアテ・バアルすなわちキリ

アテ・ヤリム、ラバ。これらの二つの町とそれに

属する村々。 61荒野では、ベテアラバ、ミデン、

セカカ、 62ニブシャン、塩の町、エンゲデ。すな

わち六つの町々と、それに属する村々。 63しかし

、ユダの人々は、エルサレムの住民エブスびとを

追い払うことができなかった。それでエブスびと

は今日まで、ユダの人々と共にエルサレムに住ん

でいる。

16ヨセフの子孫が、くじによって獲た地の境は
、エリコのほとりのヨルダン、すなわちエリ

コの水の東から起って、荒野に延び、エリコから

山地に上っている荒野を経て、ベテルに至り、 2

ベテルからルズにおもむき、アルキびとの領地で

あるアタロテに進み、 3西に下ってヤフレテびと

の領地に達し、下ベテホロンの地域に及び、ゲゼ

ルに達し、海に至って尽きる。 4こうしてヨセフ

の子孫のマナセと、エフライムとは、その嗣業を

受けた。 5エフライムの子孫が、その家族にした

がって獲た地の境は、次のとおりである。彼らの

嗣業の東の境は、アタロテ・アダルであって、上

ベテホロンに達し、 6その境は、その所から海に

及ぶ。北にはミクメタテがあり、東ではその境は

タアナテシロで曲り、進んでヤノアの東に至り、 7

ヤノアからアタロテとナアラに下り、エリコに達

し、ヨルダンに至って尽きる。 8タップアからそ

の境は西に進んで、カナの川に達し、海に至って

尽きる。これはエフライムの子孫の部族が、その

家族にしたがって獲た嗣業である。 9このほかに

マナセの子孫の嗣業のうちにも、エフライムの子

孫のために分け与えられた町々があって、そのす



ヨシュア記 152

べての町々と、それに属する村々を獲た。 10ただ

し、ゲゼルに住むカナンびとを、追い払わなかっ

たので、カナンびとは今日までエフライムの中に

住み、奴隷となって追い使われている。

17マナセの部族が、くじによって獲た地は、次
のとおりである。マナセはヨセフの長子であ

った。マナセの長子で、ギレアデの父であるマキ

ルは、軍人であったので、ギレアデとバシャンを

獲た。 2マナセの部族の他のものにも、その家族

にしたがって、地を与えたが、それは、アビエゼ

ル、ヘレク、アスリエル、シケム、ヘペル、セミ

ダで、これらはヨセフの子マナセの男の子孫であ

って、その家族にしたがって、あげたものである

。 3しかし、マナセの子マキル、その子ギレアデ

、その子ヘペル、その子であったゼロペハデには

、女の子だけで、男の子がなかった。女の子たち

の名は、マヘラ、ノア、ホグラ、ミルカ、テルザ

といった。 4彼女たちは、祭司エレアザル、ヌン

の子ヨシュアおよび、つかさたちの前に進み出て

、「わたしたちの兄弟と同じように、わたしたち

にも、嗣業を与えよと、主はモーセに命じおきに

なりました」と言ったので、ヨシュアは主の命に

したがって、彼らの父の兄弟たちと同じように、

彼女たちにも嗣業を与えた。 5こうしてマナセは

ヨルダンの向こう側で、ギレアデとバシャンの地

のほかに、なお十の部分を獲た。 6マナセの娘た

ちが、男の子らと共に、嗣業を獲たからである。

ギレアデの地は、そのほかのマナセの子孫に分け

与えられた。 7マナセの獲た地の境は、アセルか

らシケムの東のミクメタテに及び、その境は南に

延びて、エンタップアの住民に達する。 8タップ

アの地はマナセに属していたが、マナセの境にあ

るタップアの町は、エフライムの子孫に属してい

た。 9またその境はカナの川に下って、川の南に

至る。そこの町々はマナセの町々の中にあって、

エフライムに属した。マナセの境は、川の北に沿

って進み、海に達して尽きる。 10その川の南の地

は、エフライムに属し、北はマナセに属する。海

がその境となる。マナセは北はアセルに接し、東

はイッサカルに接する。 11マナセはまたイッサカ

ルとアセルの中に、ベテシャンとその村々、イブ

レアムとその村々、ドルの住民とその村々、エン

ドルの住民とその村々、タアナクの住民とその村

々、メギドの住民とその村々を獲た。このうち第

三のものは高地である。 12しかし、マナセの子孫

は、これらの町々を取ることができなかったので

、カナンびとは長くこの地に住み続けようとした

。 13しかし、イスラエルの人々が強くなるにした

がって、カナンびとを使役するようになり、こと

ごとく追い払うことはしなかった。 14ヨセフの子

孫はヨシュアに言った、「主が今まで、わたしを

祝福されたので、わたしは数の多い民となったの

に、あなたはなぜ、わたしの嗣業として、ただ一

つのくじ、一つの分だけを、くださったのですか

」。 15ヨシュアは彼らに言った、「もしあなたが

数の多い民ならば、林に上っていって、そこで、

ペリジびとやレパイムびとの地を自分で切り開く

がよい。エフライムの山地が、あなたがたには狭

いのだから」。 16ヨセフの子孫は答えた、「山地

はわたしどもに十分ではありません。かつまた平

地におるカナンびとは、ベテシャンとその村々に

おるものも、エズレルの谷におるものも、みな鉄

の戦車を持っています」。 17ヨシュアはまたヨセ

フの家、すなわちエフライムとマナセに言った、

「あなたは数の多い民で、大きな力をもっていま

す。それでただ一つのくじでは足りません。 18山

地をもあなたのものとしなければなりません。そ

れは林ではあるが、切り開いて、向こうの端まで

、自分のものとしなければなりません。カナンび

とは鉄の戦車があって、強くはあるが、あなたは

それを追い払うことができます」。

18そこでイスラエルの人々の全会衆は、その地
を征服したので、シロに集まり、そこに会見

の幕屋を立てた。 2その時、イスラエルの人々の

うちに、まだ嗣業を分かち取らない部族が、七つ

残っていたので、 3ヨシュアはイスラエルの人々

に言った、「あなたがたは、先祖の神、主が、あ

なたがたに与えられた地を取りに行くのを、いつ

まで怠っているのですか。 4部族ごとに三人ずつ

を出しなさい。わたしはその人々をつかわしまし

ょう。彼らは立っていって、その地を行き巡り、

おのおのの嗣業のために、それを図面にして、わ

たしのところへ持ってこなければならない。 5彼

らはその地を七つの部分に分けなければならない

。ユダは南のその領地にとどまり、ヨセフの家は

北のその領地にとどまらなければならない。 6あ

なたがたは、その地を七つに分けて、図面にし、

それをここに、わたしのところへ持ってこなけれ

ばならない。わたしはここで、われわれの神、主

の前に、あなたがたのために、くじを引くであろ

う。 7レビびとは、あなたがたのうちに何の分を

も持たない。主の祭司たることが、彼らの嗣業だ

からである。またガドとルベンとマナセの半部族

とは、ヨルダンの向こう側、東の方で、すでにそ

の嗣業を受けた。それは主のしもべモーセが、彼

らに与えたものである」。 8そこでその人々は立

って行った。その地の図面を作るために出て行く

人々に、ヨシュアは命じて言った、「あなたがた

は行って、その地を行き巡り、それを図面にして

、わたしのところに持って帰りなさい。わたしは

シロで、主の前に、あなたがたのために、ここで

くじを引きましょう」。 9こうしてその人々は行

って、その地を経めぐり、町々にしたがって、そ

れを七つの部分とし、図面にして、書物に書きし

るし、シロの宿営におるヨシュアのもとへ持って

きた。 10ヨシュアはシロで、彼らのために主の前

に、くじを引いた。そしてヨシュアはその所で、

イスラエルの人々に、それぞれの分として、地を

分け与えた。 11まずベニヤミンの子孫の部族のた

めに、その家族にしたがって、くじを引いた。そ

してそのくじによって獲た領地は、ユダの子孫と

、ヨセフの子孫との間にあった。 12すなわち、そ
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の北の方の境は、ヨルダンに始まり、エリコの北

のわきに上り、また西の方の山地をとおって上り

、ベテアベンの荒野に達して尽きる。 13そこから

、その境はルズに進み、ルズの南のわきに至る。

ルズはベテルである。ついでその境は下ベテホロ

ンの南の山にあるアタロテ・アダルに下り、 14西

の方では、ベテホロンの南にある山から南に曲り

、ユダの子孫の町キリアテ・バアルに至って尽き

る。キリアテ・バアルはキリアテ・ヤリムである

。これが西の方の境であった。 15また南の方は、

キリアテ・ヤリムの端に始まり、その境はそこか

らエフロンにおもむき、ネフトアの水の源に至り

、 16ついでその境は、レパイムの谷の北の端にあ

るベンヒンノムの谷を見おろす山の端に下り、進

んでエブスびとのわきの南、ヒンノムの谷に下り

、また下ってエンロゲルに至り、 17北に曲ってエ

ンシメシにおもむき、アドミムの坂に対するゲリ

ロテにおもむき、ルベンびとボハンの石に下り、

18ベテアラバのわきを北に進んで、アラバに下り

、 19その境は、ベテホグラの北のわきに進み、ヨ

ルダンの南端で、塩の海の北の入海に至って尽き

る。これが南の境である。 20ヨルダンは東の方の

境となっていた。これがベニヤミンの子孫の、そ

の家族にしたがって獲た嗣業の四方の境である。

21ベニヤミンの子孫の部族が、その家族にしたが

って獲た町々は、エリコ、ベテホグラ、エメクケ

ジツ、 22ベテアラバ、ゼマライム、ベテル、 23

アビム、パラ、オフラ、 24ケパル・アンモニ、オ

フニ、ゲバ。すなわち十二の町々と、それに属す

る村々。 25またギベオン、ラマ、ベエロテ、 26

ミヅパ、ケピラ、モザ、 27レケム、イルピエル、

タララ、 28ゼラ、エレフ、エブスすなわちエルサ

レム、ギベア、キリアテ・ヤリム。すなわち十四

の町々と、それに属する村々。これがベニヤミン

の子孫の、その家族にしたがって獲た嗣業である

。

19次にシメオンのため、すなわちシメオンの子
孫の部族のために、その家族にしたがって、

くじを引いた。その嗣業はユダの子孫の嗣業のう

ちにあった。 2その嗣業として獲たものは、ベエ

ルシバ、すなわちシバ、モラダ、 3ハザル・シュ

アル、バラ、エゼム、 4エルトラデ、ベトル、ホ

ルマ、 5チクラグ、ベテ・マルカボテ、ハザルス

サ、 6ベテレバオテ、シャルヘン。すなわち十三

の町々と、それに属する村々。 7またアイン、リ

ンモン、エテル、アシャン。すなわち四つの町々

と、それに属する村々。 8およびこれらの町の周

囲にあって、バアラテ・ベエル、すなわちネゲブ

のラマに至るまでのすべての村々。これがシメオ

ンの子孫の部族の、その家族にしたがって獲た嗣

業である。 9シメオンの子孫の嗣業は、ユダの子

孫の領域のうちにあった。これはユダの子孫の分

が大きかったので、シメオンの子孫が、その嗣業

を彼らの嗣業の中に獲たからである。 10第三にゼ

ブルンの子孫のために、その家族にしたがって、

くじを引いた。その嗣業の領域はサリデに及び、

11その境は西に上って、マララに至り、ダバセテ

に達し、ヨクネアムの東にある川に達し、 12サリ

デから、東の方、日の出の方に曲り、キスロテ・

タボルの境に至り、ダベラテに出て、ヤピアに上

り、 13そこから東の方、日の出の方に進んで、ガ

テヘペルとイッタ・カジンに至り、リンモンに進

んで、ネアの方に曲る。 14北ではその境はハンナ

トンに回り、イフタエルの谷に至って尽きる。 15

そしてカッタテ、ナハラル、シムロン、イダラ、

ベツレヘムなど十二の町々と、それに属する村々

があった。 16これがゼブルンの子孫の、その家族

にしたがって獲た嗣業であって、その町々と、そ

れに属する村々とである。 17第四にイッサカル、

すなわちイッサカルの子孫のために、その家族に

したがって、くじを引いた。 18その領域には、エ

ズレル、ケスロテ、シュネム、 19ハパライム、シ

オン、アナハラテ、 20ラビテ、キション、エベツ

、 21レメテ、エンガンニム、エンハダ、ベテパッ

ゼズがあり、 22その境はタボル、シャハヂマ、ベ

テシメシに達し、その境はヨルダンに至って尽き

る。十六の町々と、それに属する村々があった。

23これがイッサカルの子孫の部族の、その家族に

したがって獲た嗣業であって、その町々と、それ

に属する村々とである。 24第五に、アセルの子孫

の部族のために、その家族にしたがって、くじを

引いた。 25その領域には、ヘルカテ、ハリ、ベテ

ン、アクサフ、 26アランメレク、アマデ、ミシャ

ルがあり、その境は西では、カルメルとシホル・

リブナテに達し、 27それから東に折れて、ベテダ

ゴンに至り、北の方ゼブルンと、イプタエルの谷

に達し、ベテエメクおよびネイエルに至り、北は

カブルにいで、 28更にエブロン、レホブ、ハンモ

ン、カナを経て、大シドンに及び、 29それから、

その境はラマに曲り、堅固な町ツロに至る。また

その境はホサに曲り、海に至って尽きる。そして

、マハラブ、アクジブ、 30ウンマ、アペク、レホ

ブなど、二十二の町々と、それに属する村々があ

った。 31これがアセルの子孫の部族の、その家族

にしたがって獲た嗣業であって、その町々と、そ

れに属する村々とである。 32第六に、ナフタリの

子孫のために、その家族にしたがって、くじを引

いた。 33その境はヘレフから、すなわちザアナニ

イムのかしの木から起り、アダミ・ネケブおよび

、ヤブネルを経て、ラクムに至り、ヨルダンに至

って尽きる。 34そしてその境は西に向かって、ア

ズノテ・タボルに至り、そこからホッコクに出る

。南はゼブルンに接し、西はアセルに接し、東は

ヨルダンのユダに達する。 35その堅固な町々は、

ヂデム、ゼル、ハンマテ、ラッカテ、キンネレテ

、 36アダマ、ラマ、ハゾル、 37ケデシ、エデレ

イ、エンハゾル、 38イロン、ミグダルエル、ホレ

ム、ベテアナテ、ベテシメシなどで、十九の町々

と、それに属する村々があった。 39これがナフタ

リの子孫の部族が、その家族にしたがって獲た嗣

業であって、その町々と、それに属する村々とで

ある。 40第七に、ダンの子孫の部族のために、そ

の家族にしたがって、くじを引いた。 41その嗣業
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の領域には、ゾラ、エシタオル、イルシメシ、 42

シャラビム、アヤロン、イテラ、 43エロン、テム

ナ、エクロン、 44エルテケ、ギベトン、バアラテ

、 45エホデ、ベネベラク、ガテリンモン、 46メ

ヤルコン、ラッコン、およびヨッパと相対する地

域があった。 47ただし、ダンの子孫の領域は、彼

らのために小さかったので、ダンの子孫は、上っ

て行き、レセムを攻めてそれを取り、つるぎにか

けて撃ち滅ぼし、それを獲てそこに住み、先祖ダ

ンの名にしたがって、レセムをダンと名づけた。

48これがダンの子孫の部族の、その家族にしたが

って獲た嗣業であって、その町々と、それに属す

る村々とである。 49こうして国の各地域を嗣業と

して分け与えることを終ったとき、イスラエルの

人々は、自分たちのうちに、一つの嗣業を、ヌン

の子ヨシュアに与えた。 50すなわち、主の命に従

って、彼が求めた町を与えたが、それはエフライ

ムの山地にあるテムナテ・セラであって、彼はそ

の町を建てなおして、そこに住んだ。 51これらは

、祭司エレアザル、ヌンの子ヨシュア、およびイ

スラエルの子孫の部族の族長たちが、シロにおい

て会見の幕屋の入口で、主の前に、くじを引いて

分け与えた嗣業である。こうして地を分けること

を終った。

20そこで主はヨシュアに言われた、 2「イスラ

エルの人々に言いなさい、『先にわたしがモ

ーセによって言っておいた、のがれの町を選び定

め、 3あやまって、知らずに人を殺した者を、そ

こへのがれさせなさい。これはあなたがたが、あ

だを討つ者をさけて、のがれる場所となるでしょ

う。 4その人は、これらの町の一つにのがれて行

って、町の門の入口に立ち、その町の長老たちに

、そのわけを述べなければならない。そうすれば

、彼らはその人を町に受け入れて、場所を与え、

共に住ませるであろう。 5たとい、あだを討つ者

が追ってきても、人を殺したその者を、その手に

渡してはならない。彼はあやまって隣人を殺した

のであって、もとからそれを憎んでいたのではな

いからである。 6その人は、会衆の前に立って、

さばきを受けるまで、あるいはその時の大祭司が

死ぬまで、その町に住まなければならない。そし

て後、彼は自分の町、自分の家に帰って行って、

逃げ出してきたその町に住むことができる』」。 7

そこで、ナフタリの山地にあるガリラヤのケデシ

、エフライムの山地にあるシケム、およびユダの

山地にあるキリアテ・アルバすなわちヘブロンを

、これがために選び分かち、 8またヨルダンの向

こう側、エリコの東の方では、ルベンの部族のう

ちから、高原の荒野にあるベゼル、ガドの部族の

うちから、ギレアデのラモテ、マナセの部族のう

ちから、バシャンのゴランを選び定めた。 9これ

らは、イスラエルのすべての人々、およびそのう

ちに寄留する他国人のために設けられた町々であ

って、すべて、あやまって人を殺した者を、そこ

にのがれさせ、会衆の前に立たないうちに、あだ

を討つ者の手にかかって死ぬことのないようにす

るためである。

21時にレビの族長たちは、祭司エレアザル、ヌ
ンの子ヨシュアおよびイスラエルの部族の族

長たちのもとにきて、 2カナンの地のシロで彼ら

に言った、「主はかつて、われわれに住むべき町

々を与えることと、それに属する放牧地を、家畜

のために与えることを、モーセによって命じられ

ました」。 3それでイスラエルの人々は、主の命

にしたがって、自分たちの嗣業のうちから、次の

町々と、その放牧地とを、レビびとに与えた。 4

まずコハテびとの氏族のために、くじを引いた。

祭司アロンの子孫であるこれらのレビびとは、く

じによって、ユダの部族、シメオンの部族、およ

びベニヤミンの部族のうちから、十三の町を獲た

。 5その他のコハテびとは、くじによって、エフ

ライムの部族の氏族、ダンの部族、およびマナセ

の半部族のうちから、十の町を獲た。 6またゲル

ションびとは、くじによって、イッサカルの部族

の氏族、アセルの部族、ナフタリの部族、および

バシャンにあるマナセの半部族のうちから、十三

の町を獲た。 7またメラリびとは、その氏族にし

たがって、ルベンの部族、ガドの部族、およびゼ

ブルンの部族のうちから、十二の町を獲た。 8イ

スラエルの人々は、主がモーセによって命じられ

たとおりに、これらの町と、その放牧地とを、く

じによって、レビびとに与えた。 9まずユダの部

族と、シメオンの部族のうちから、次に名をあげ

る町々を与えた。 10これらはレビびとに属するコ

ハテびとの氏族の一つである、アロンの子孫に与

えられた。最初のくじが彼らに当ったからである

。 11すなわちユダの山地にあるキリアテ・アルバ

すなわちヘブロンおよびその周囲の放牧地を彼ら

に与えた。このアルバはアナクの父であった。 12

ただし、この町の畑と、それに属する村々とは、

すでにエフンネの子カレブが、それを受けて所有

していた。 13祭司アロンの子孫に与えたのは、人

を殺した者の、のがれる町であるヘブロンとその

放牧地、リブナとその放牧地、 14ヤッテルとその

放牧地、エシテモアとその放牧地、 15ホロンとそ

の放牧地、デビルとその放牧地、 16アインとその

放牧地、ユッタとその放牧地、ベテシメシとその

放牧地など、九つの町であって、この二つの部族

のうちから分け与えたものである。 17またベニヤ

ミンの部族のうちから、ギベオンとその放牧地、

ゲバとその放牧地、 18アナトテとその放牧地、ア

ルモンとその放牧地など、四つの町を与えた。 19

アロンの子孫である祭司たちの町は、合わせて十

三であって、それに属する放牧地があった。 20そ

の他のコハテびとであるレビびとの氏族は、くじ

によって、エフライムの部族のうちから町を獲た

。 21すなわち、その町は、人を殺したものの、の

がれる町であるエフライムの山地のシケムとその

放牧地、ゲゼルとその放牧地、 22キブザイムとそ

の放牧地、ベテホロンとその放牧地など、四つの

町である。 23またダンの部族のうちから分け与え
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た町は、エルテケとその放牧地、ギベトンとその

放牧地、 24アヤロンとその放牧地、ガテリンモン

とその放牧地など、四つの町である。 25またマナ

セの半部族のうちから分け与えた町は、タアナク

とその放牧地、およびガテリンモンとその放牧地

など、二つの町である。 26その他のコハテびとの

氏族の町は、合わせて十であって、それに属する

放牧地があった。 27ゲルションびとであるレビび

との氏族の一つに与えられた町は、マナセの半部

族のうちからは、人を殺した者の、のがれる町で

あるバシャンのゴランとその放牧地、およびベエ

シテラとその放牧地など、二つの町である。 28イ

ッサカルの部族のうちからは、キションとその放

牧地、ダベラテとその放牧地、 29ヤルムテとその

放牧地、エンガンニムとその放牧地など、四つの

町である。 30アセルの部族のうちからは、ミシャ

ルとその放牧地、アブドンとその放牧地、 31ヘル

カテとその放牧地、レホブとその放牧地など、四

つの町である。 32ナフタリの部族のうちからは、

人を殺した者の、のがれる町であるガリラヤのケ

デシとその放牧地、ハンモテ・ドルとその放牧地

、カルタンとその放牧地など、三つの町である。

33ゲルションびとが、その氏族にしたがって獲た

町は、合わせて十三の町であって、それに属する

放牧地があった。 34その他のレビびとである、メ

ラリびとの氏族に与えられた町は、ゼブルンの部

族のうちからは、ヨクネアムとその放牧地、カル

タとその放牧地、 35デムナとその放牧地、ナハラ

ルとその放牧地など、四つの町である。 36ルベン

の部族のうちからは、ベゼルとその放牧地、ヤハ

ヅとその放牧地、 37ケデモテとその放牧地、メパ

アテとその放牧地など、四つの町である。 38ガド

の部族のうちからは、人を殺した者の、のがれる

町であるギレアデのラモテとその放牧地、マハナ

イムとその放牧地、 39ヘシボンとその放牧地、ヤ

ゼルとその放牧地など、合わせて四つの町である

。 40これらはみな、ほかのレビびとであるメラリ

びとが、その氏族にしたがって、くじをもって獲

た町であって、合わせて十二であった。 41イスラ

エルの人々の所有のうちに、レビびとが持った町

々は、合わせて四十八であって、それに属する放

牧地があった。 42これらの町々は、それぞれその

周囲に放牧地があった。これらの町々はみなそう

であった。 43このように、主が、イスラエルに与

えると、その先祖たちに誓われた地を、ことごと

く与えられたので、彼らはそれを獲て、そこに住

んだ。 44主は彼らの先祖たちに誓われたように、

四方に安息を賜わったので、すべての敵のうち、

ひとりも彼らに手向かう者はなかった。主が敵を

ことごとく彼らの手に渡されたからである。 45主

がイスラエルの家に約束されたすべての良いこと

は、一つとしてたがわず、みな実現した。

22時にヨシュアは、ルベンびと、ガドびと、お
よびマナセの部族の半ばを呼び集めて、 2言

った、「あなたがたは主のしもべモーセが命じた

ことを、ことごとく守り、またわたしの命じたす

べての事にも、わたしの言葉に聞きしたがいまし

た。 3今日まで長い年月の間、あなたがたの兄弟

たちを捨てず、あなたがたの神、主の命令を、よ

く守ってきました。 4今はすでに、あなたがたの

神、主が、あなたがたの兄弟たちに、先に約束さ

れたとおり、安息を賜わるようになりました。そ

れで、あなたがたは身を返して、主のしもべモー

セが、あなたがたに与えたヨルダンの向こう側の

所有の地に行き、自分たちの天幕に帰りなさい。 5

ただ主のしもべモーセが、あなたがたに命じた戒

めと、律法とを慎んで行い、あなたがたの神、主

を愛し、そのすべての道に歩み、その命令を守っ

て、主につき従い、心をつくし、精神をつくして

、主に仕えなさい」。 6そしてヨシュアが彼らを

祝福して去らせたので、彼らはその天幕に帰った

。 7マナセの部族の半ばには、すでにモーセがバ

シャンで所有地を与えたが、他の半ばには、ヨシ

ュアがヨルダンのこちら側、西の方で、その兄弟

たちのうちに、所有地を与えた。ヨシュアは、彼

らをその天幕に送りかえす時、彼らを祝福して、 8

言った、「あなたがたは多くの貨財と、おびただ

しい数の家畜と、金、銀、青銅、鉄、および多く

の衣服を持って天幕に帰り、敵から獲たぶんどり

物を兄弟たちに分けなさい」。 9こうしてルベン

の子孫、ガドの子孫、およびマナセの部族の半ば

は、主がモーセによって命じられたように、すで

に自分の所有地となっているギレアデの地に行こ

うと、カナンの地のシロで、イスラエルの人々と

別れて帰って行った。 10ルベンの子孫、ガドの子

孫、およびマナセの部族の半ばが、カナンの地の

ヨルダンのほとりにきた時、その所で、ヨルダン

の岸べに一つの祭壇を築いた。それは大きくて遠

くから見える祭壇であった。 11イスラエルの人々

は、「ルベンの子孫、ガドの子孫、およびマナセ

の部族の半ばが、カナンの地の国境、ヨルダンの

ほとりのイスラエルの人々に属する方で、一つの

祭壇を築いた」といううわさを聞いた。 12イスラ

エルの人々が、それを聞くとひとしく、イスラエ

ルの人々の全会衆はシロに集まって、彼らの所に

攻め上ろうとした。 13そしてイスラエルの人々は

、祭司エレアザルの子ピネハスをギレアデの地の

ルベンの子孫、ガドの子孫、およびマナセの半部

族の所につかわし、 14イスラエルの各部族のうち

から、父祖の家のつかさ、ひとりずつをあげて、

合わせて十人のつかさたちを、彼と共に行かせた

。これらはみなイスラエルの氏族のうちで、父祖

の家のかしらたる人々であった。 15彼らはギレア

デの地に行き、ルベンの子孫、ガドの子孫、およ

びマナセの半部族に語って言った、 16「主の全会

衆はこう言います、『あなたがたがイスラエルの

神にむかって、とがを犯し、今日、ひるがえって

主に従うことをやめ、自分のために一つの祭壇を

築いて、今日、主にそむこうとするのは何事か。

17ペオルで犯した罪で、なお足りないとするのか

。それがために主の会衆に災が下ったが、われわ

れは今日もなお、その罪から清められていない。

18しかもあなたがたは、今日、ひるがえって主に
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従うことをやめようとするのか。あなたがたが、

きょう、主にそむくならば、あす、主はイスラエ

ルの全会衆にむかって怒られるであろう。 19もし

あなたがたの所有の地が清くないのであれば、主

の幕屋の立っている主の所有の地に渡ってきて、

われわれのうちに、所有の地を獲なさい。ただ、

われわれの神、主の祭壇のほかに、自分のために

祭壇を築いて、主にそむき、またわれわれをそむ

く者とならせないでください。 20ゼラの子アカン

は、のろわれた物について、とがを犯し、それが

ためイスラエルの全会衆に、怒りが臨んだではな

いか。またその罪によって滅びた者は、彼ひとり

ではなかった』」。 21その時、ルベンの子孫、ガ

ドの子孫、およびマナセの半部族は、イスラエル

の氏族のかしらたちに答えて言った、 22「力ある

者、神、主。力ある者、神、主。主は知ろしめす

。イスラエルもまた知らなければならない。もし

それがそむくことであり、あるいは主に罪を犯す

ことであるならば、きょう、われわれをゆるさな

いでください。 23われわれが祭壇を築いたことが

、もし主に従うことをやめるためであり、またそ

の上に、燔祭、素祭をささげるためであり、ある

いはまたその上に、酬恩祭の犠牲をささげるため

であったならば、主みずから、その罪を問いただ

してください。 24しかし、われわれは次のことを

考えてしたのです。すなわち、のちの日になって

、あなたがたの子孫が、われわれの子孫にむかっ

て言うことがあるかも知れません、『あなたがた

は、イスラエルの神、主と、なんの関係があるの

ですか。 25ルベンの子孫と、ガドの子孫よ、主は

、あなたがたと、われわれとの間に、ヨルダンを

境とされました。あなたがたは主の民の特権があ

りません』。こう言って、あなたがたの子孫が、

われわれの子孫に、主を拝むことをやめさせるか

も知れないので、 26われわれは言いました、『さ

あ、われわれは一つの祭壇を築こう。燔祭のため

ではなく、また犠牲のためでもなく、 27ただあな

たがたと、われわれとの間、およびわれわれの後

の子孫の間に、証拠とならせて、われわれが、燔

祭と犠牲、および酬恩祭をもって、主の前で、主

につとめをするためである。こうすれば、のちの

日になって、あなたがたの子孫が、われわれの子

孫に、「あなたがたは主の民の特権がありません

」とは言わないであろう』。 28またわれわれは言

いました、『のちの日に、われわれ、またわれわ

れの子孫が、もしそのようなことを言われるなら

ば、その時、われわれは言おう、「われわれの先

祖が造った主の祭壇の型をごらんなさい。これは

燔祭のためではなく、また犠牲のためでもなく、

あなたがたと、われわれとの間の証拠である」。

29主にそむき、ひるがえって今日、主に従うこと

をやめて、われわれの神、主の幕屋の前にある祭

壇のほかに、燔祭、素祭、または犠牲をささげる

ための祭壇を築くようなことは、決していたしま

せん』」。 30祭司ピネハス、および会衆のつかさ

たち、すなわち彼と共に行ったイスラエルの氏族

のかしらたちは、ルベンの子孫、ガドの子孫、お

よびマナセの子孫が語った言葉を聞いて、それを

良しとした。 31そして祭司エレアザルの子ピネハ

スは、ルベンの子孫、ガドの子孫、およびマナセ

の子孫に言った、「今日、われわれは、主がわれ

われのうちにいますことを知った。あなたがたが

、主にむかって、このとがを犯さなかったからで

ある。あなたがたは今、イスラエルの人々を、主

の手から救い出したのです」。 32こうして祭司エ

レアザルの子ピネハスと、つかさたちは、ルベン

の子孫、およびガドの子孫に別れて、ギレアデの

地からカナンの地に帰り、イスラエルの人々のと

ころに行って復命したので、 33イスラエルの人々

はそれを良しとした。そしてイスラエルの人々は

神をほめたたえ、ルベンの子孫、およびガドの子

孫の住んでいる国を滅ぼすために攻め上ろうとは

、もはや言わなかった。 34ルベンの子孫とガドの

子孫は、その祭壇を「あかし」と名づけて言った

、「これは、われわれの間にあって、主が神にい

ますというあかしをするものである」。

23主がイスラエルの周囲の敵を、ことごとく除
いて、イスラエルに安息を賜わってのち、久

しくたち、ヨシュアも年が進んで老いた。 2ヨシ

ュアはイスラエルのすべての人、その長老、かし

らたち、さばきびと、つかさびとたちを呼び集め

て言った、「わたしは年も進んで老人となった。 3

あなたがたは、すでにあなたがたの神、主が、こ

のもろもろの国びとに行われたすべてのことを見

た。あなたがたのために戦われたのは、あなたが

たの神、主である。 4見よ、わたしはヨルダンか

ら、日の入る方、大海までの、このもろもろの残

っている国々と、すでにわたしが滅ぼし去ったす

べての国々を、くじをもって、あなたがたに分け

与え、あなたがたの各部族の嗣業とさせた。 5あ

なたがたの前から、その国民を打ち払い、あなた

がたの目の前から追い払われるのは、あなたがた

の神、主である。そしてあなたがたの神、主が約

束されたように、あなたがたは彼らの地を獲るで

あろう。 6それゆえ、あなたがたは堅く立って、

モーセの律法の書にしるされていることを、こと

ごとく守って行わなければならない。それを離れ

て右にも左にも曲ってはならない。 7あなたがた

のうちに残っている、これらの国民と交じっては

ならない。彼らの神々の名を唱えてはならない。

それをさして誓ってはならない。またそれに仕え

、それを拝んではならない。 8ただ、今日までし

てきたように、あなたがたの神、主につき従わな

ければならない。 9主が大いなる強き国民を、あ

なたがたの前から追い払われた。あなたがたには

今日まで、立ち向かうことのできる者は、ひとり

もなかった。 10あなたがたのひとりは、千人を追

い払うことができるであろう。あなたがたの神、

主が約束されたように、みずからあなたがたのた

めに戦われるからである。 11それゆえ、あなたが

たは深く慎んで、あなたがたの神、主を愛さなけ

ればならない。 12しかし、あなたがたがもしひる

がえって、これらの国民の、生き残って、あなた
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がたの中にとどまる者どもと親しくなり、これと

婚姻し、ゆききするならば、 13あなたがたは、し

かと知らなければならない。あなたがたの神、主

は、もはや、これらの国民をあなたがたの前から

、追い払うことをされないであろう。彼らは、か

えって、あなたがたのわなとなり、網となり、あ

なたがたのわきに、むちとなり、あなたがたの目

に、とげとなって、あなたがたはついに、あなた

がたの神、主が賜わったこの良い地から、滅びう

せるであろう。 14見よ、今日、わたしは世の人の

みな行く道を行こうとする。あなたがたがみな、

心のうちにまた、肝に銘じて知っているように、

あなたがたの神、主が、あなたがたについて約束

されたもろもろの良いことで、一つも欠けたもの

はなかった。みなあなたがたに臨んで、一つも欠

けたものはなかった。 15しかし、あなたがたの神

、主があなたがたについて約束された、もろもろ

の良いことが、あなたがたに臨んだように、主は

また、もろもろの悪いことをあなたがたに下して

、あなたがたの神、主が賜わったこの良い地から

、ついに、あなたがたを滅ぼし断たれるであろう

。 16もし、あなたがたの神、主が命じられたその

契約を犯し、行って他の神々に仕え、それを拝む

ならば、主はあなたがたにむかって怒りを発し、

あなたがたは、主が賜わった良い地から、すみや

かに滅びうせるであろう」。

24ヨシュアは、イスラエルのすべての部族をシ
ケムに集め、イスラエルの長老、かしら、さ

ばきびと、つかさたちを召し寄せて、共に神の前

に進み出た。 2そしてヨシュアはすべての民に言

った、「イスラエルの神、主は、こう仰せられる

、『あなたがたの先祖たち、すなわちアブラハム

の父、ナホルの父テラは、昔、ユフラテ川の向こ

うに住み、みな、ほかの神々に仕えていたが、 3

わたしは、あなたがたの先祖アブラハムを、川の

向こうから連れ出して、カナンの全地を導き通り

、その子孫を増した。わたしは彼にイサクを与え

、 4イサクにヤコブとエサウを与え、エサウには

セイルの山地を与えて、所有とさせたが、ヤコブ

とその子供たちはエジプトに下った。 5わたしは

モーセとアロンをつかわし、またエジプトのうち

に不思議をおこなって、これに災を下し、その後

あなたがたを導き出した。 6わたしはあなたがた

の父たちを、エジプトから導き出し、あなたがた

が海にきたとき、エジプトびとは、戦車と騎兵と

をもって、あなたがたの父たちを紅海に追ってき

た。 7そのとき、あなたがたの父たちが主に呼ば

わったので、主は暗やみをあなたがたとエジプト

びととの間に置き、海を彼らの上に傾けて彼らを

おおわれた。あなたがたは、わたしがエジプトで

したことを目で見た。そして長い間、荒野に住ん

でいた。 8わたしはまたヨルダンの向こう側に住

んでいたアモリびとの地に、あなたがたを導き入

れた。彼らはあなたがたと戦ったので、わたしは

彼らをあなたがたの手に渡して、彼らの地を獲さ

せ、彼らをあなたがたの前から滅ぼし去った。 9

ついで、モアブの王チッポルの子バラクが立って

、イスラエルに敵し、人をつかわし、ベオルの子

バラムを招き、あなたがたをのろわせようとした

が、 10わたしがバラムに聞こうとしなかったので

、彼は、かえって、あなたがたを祝福した。こう

してわたしは彼の手からあなたがたを救い出した

。 11そしてあなたがたは、ヨルダンを渡って、エ

リコにきたが、エリコの人々はあなたがたと戦い

、アモリびと、ペリジびと、カナンびと、ヘテび

と、ギルガシびと、ヒビびと、およびエブスびと

も、あなたがたと戦ったが、わたしは彼らをあな

たがたの手に渡した。 12わたしは、あなたがたの

前に、くまばちを送って、あのアモリびとのふた

りの王を、あなたがたの前から追い払った。これ

はあなたがたのつるぎ、または、あなたがたの弓

によってではなかった。 13そしてわたしは、あな

たがたが自分で労しなかった地を、あなたがたに

与え、あなたがたが建てなかった町を、あなたが

たに与えた。そしてあなたがたはいまその所に住

んでいる。あなたがたはまた自分で作らなかった

ぶどう畑と、オリブ畑の実を食べている』。 14そ

れゆえ、いま、あなたがたは主を恐れ、まことと

、まごころと、真実とをもって、主に仕え、あな

たがたの先祖が、川の向こう、およびエジプトで

仕えた他の神々を除き去って、主に仕えなさい。

15もしあなたがたが主に仕えることを、こころよ

しとしないのならば、あなたがたの先祖が、川の

向こうで仕えた神々でも、または、いまあなたが

たの住む地のアモリびとの神々でも、あなたがた

の仕える者を、きょう、選びなさい。ただし、わ

たしとわたしの家とは共に主に仕えます」。 16そ

の時、民は答えて言った、「主を捨てて、他の神

々に仕えるなど、われわれは決していたしません

。 17われわれの神、主がみずからわれわれと、わ

れわれの先祖とを、エジプトの地、奴隷の家から

導き上り、またわれわれの目の前で、あの大いな

るしるしを行い、われわれの行くすべての道で守

り、われわれが通ったすべての国民の中でわれわ

れを守られたからです。 18主はまた、この地に住

んでいたアモリびとなど、すべての民を、われわ

れの前から追い払われました。それゆえ、われわ

れも主に仕えます。主はわれわれの神だからです

」。 19しかし、ヨシュアは民に言った、「あなた

がたは主に仕えることはできないであろう。主は

聖なる神であり、ねたむ神であって、あなたがた

の罪、あなたがたのとがを、ゆるされないからで

ある。 20もしあなたがたが主を捨てて、異なる神

々に仕えるならば、あなたがたにさいわいを下さ

れたのちにも、ひるがえってあなたがたに災をく

だし、あなたがたを滅ぼしつくされるであろう」

。 21民はヨシュアに言った、「いいえ、われわれ

は主に仕えます」。 22そこでヨシュアは民に言っ

た、「あなたがたは主を選んで、主に仕えると言

った。あなたがたみずからその証人である」。彼

らは言った、「われわれは証人です」。 23ヨシュ

アはまた言った、「それならば、あなたがたのう

ちにある、異なる神々を除き去り、イスラエルの
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神、主に、心を傾けなさい」。 24民はヨシュアに

言った、「われわれの神、主に、われわれは仕え

、その声に聞きしたがいます」。 25こうしてヨシ

ュアは、その日、民と契約をむすび、シケムにお

いて、定めと、おきてを、彼らのために設けた。

26ヨシュアはこれらの言葉を神の律法の書にしる

し、大きな石を取って、その所で、主の聖所にあ

るかしの木の下にそれを立て、 27ヨシュアは、す

べての民に言った、「見よ、この石はわれわれの

あかしとなるであろう。主がわれわれに語られた

すべての言葉を、聞いたからである。それゆえ、

あなたがたが自分の神を捨てることのないために

、この石が、あなたがたのあかしとなるであろう

」。 28こうしてヨシュアは民を、おのおのその嗣

業の地に帰し去らせた。 29これらの事の後、主の

しもべ、ヌンの子ヨシュアは百十歳で死んだ、 30

人々は彼をその嗣業の地のうちのテムナテ・セラ

に葬った。テムナテ・セラは、エフライムの山地

で、ガアシ山の北にある。 31イスラエルはヨシュ

アの世にある日の間、また主がイスラエルのため

に行われたもろもろのことを知っていて、ヨシュ

アのあとに生き残った長老たちが世にある日の間

、つねに主に仕えた。 32イスラエルの人々が、エ

ジプトから携え上ったヨセフの骨は、むかしヤコ

ブが銀百枚で、シケムの父ハモルの子らから買い

取ったシケムのうちの地所の一部に葬られた。こ

れはヨセフの子孫の嗣業となった。 33アロンの子

エレアザルも死んだ。人々は彼を、その子ピネハ

スに与えられた町で、エフライムの山地にあるギ

ベアに葬った。
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士師記

1ヨシュアが死んだ後、イスラエルの人々は主に
問うて言った、「わたしたちのうち、だれが先

に攻め上って、カナンびとと戦いましょうか」。 2

主は言われた、「ユダが上るべきである。わたし

はこの国を彼の手にわたした」。 3ユダはその兄

弟シメオンに言った、「わたしと一緒に、わたし

に割り当てられた領地へ上って行って、カナンび

とと戦ってください。そうすればわたしもあなた

と一緒に、あなたに割り当てられた領地へ行きま

しょう」。そこでシメオンは彼と一緒に行った。 4

ユダが上って行くと、主は彼らの手にカナンびと

とペリジびととをわたされたので、彼らはベゼク

で一万人を撃ち破り、 5またベゼクでアドニベゼ

クに会い、彼と戦ってカナンびととペリジびとと

を撃ち破った。 6アドニベゼクは逃げたが、彼ら

はそのあとを追って彼を捕え、その手足の親指を

切り放った。 7アドニベゼクは言った、「かつて

七十人の王たちが手足の親指を切られて、わたし

の食卓の下で、くずを拾ったことがあったが、神

はわたしがしたように、わたしに報いられたのだ

」。人々は彼をエルサレムへ連れて行ったが、彼

はそこで死んだ。 8ユダの人々はエルサレムを攻

めて、これを取り、つるぎをもってこれを撃ち、

町に火を放った。 9その後、ユダの人々は山地と

ネゲブと平地に住んでいるカナンびとと戦うため

に下ったが、 10ユダはまずヘブロンに住んでいる

カナンびとを攻めて、セシャイとアヒマンとタル

マイを撃ち破った。ヘブロンのもとの名はキリア

テ・アルバであった。 11またそこから進んでデビ

ルの住民を攻めた。（デビルのもとの名はキリア

テ・セペルであった。） 12時にカレブは言った、

「キリアテ・セペルを撃って、これを取る者には

、わたしの娘アクサを妻として与えるであろう」

。 13カレブの弟ケナズの子オテニエルがそれを取

ったので、カレブは娘アクサを妻として彼に与え

た。 14アクサは行くとき彼女の父に畑を求めるこ

とを夫にすすめられたので、アクサがろばから降

りると、カレブは彼女に言った、「あなたは何を

望むのか」。 15アクサは彼に言った、「わたしに

贈り物をください。あなたはわたしをネゲブの地

へやられるのですから、泉をもください」。それ

でカレブは上の泉と下の泉とを彼女に与えた。 16

モーセのしゅうとであるケニびとの子孫はユダの

人々と共に、しゅろの町からアラドに近いネゲブ

にあるユダの野に上ってきて、アマレクびとと共

に住んだ。 17そしてユダはその兄弟シメオンと共

に行って、ゼパテに住んでいたカナンびとを撃ち

、それをことごとく滅ぼした。これによってその

町の名はホルマと呼ばれた。 18ユダはまたガザと

その地域、アシケロンとその地域、エクロンとそ

の地域を取った。 19主がユダと共におられたので

、ユダはついに山地を手に入れたが、平地に住ん

でいた民は鉄の戦車をもっていたので、これを追

い出すことができなかった。 20人々はモーセがか

つて言ったように、ヘブロンをカレブに与えたの

で、カレブはその所からアナクの三人の子を追い

出した。 21ベニヤミンの人々はエルサレムに住ん

でいたエブスびとを追い出さなかったので、エブ

スびとは今日までベニヤミンの人々と共にエルサ

レムに住んでいる。 22ヨセフの一族はまたベテル

に攻め上ったが、主は彼らと共におられた。 23す

なわちヨセフの一族は人をやってベテルを探らせ

た。この町のもとの名はルズであった。 24その斥

候たちは町から出てきた人を見て、言った、「ど

うぞこの町にはいる道を教えてください。そうす

ればわたしたちはあなたに恵みを施しましょう」

。 25彼が町にはいる道を教えたので、彼らはつる

ぎをもって町を撃った。しかし、かの人とその家

族は自由に去らせた。 26その人はヘテびとの地に

行って町を建て、それをルズと名づけた。これは

今日までその名である。 27マナセはベテシャンと

その村里の住民、タアナクとその村里の住民、ド

ルとその村里の住民、イブレアムとその村里の住

民、メギドとその村里の住民を追い出さなかった

ので、カナンびとは引き続いてその地に住んでい

たが、 28イスラエルは強くなったとき、カナンび

とを強制労働に服させ、彼らをことごとくは追い

出さなかった。 29またエフライムはゲゼルに住ん

でいたカナンびとを追い出さなかったので、カナ

ンびとはゲゼルにおいて彼らのうちに住んでいた

。 30ゼブルンはキテロンの住民およびナハラルの

住民を追い出さなかったので、カナンびとは彼ら

のうちに住んで強制労働に服した。 31アセルはア

ッコの住民およびシドン、アヘラブ、アクジブ、

ヘルバ、アピク、レホブの住民を追い出さなかっ

たので、 32アセルびとは、その地の住民であるカ

ナンびとのうちに住んでいた。彼らが追い出さな

かったからである。 33ナフタリはベテシメシの住

民およびベテアナテの住民を追い出さずに、その

地の住民であるカナンびとのうちに住んでいた。

しかしベテシメシとベテアナテの住民は、ついに

彼らの強制労働に服した。 34アモリびとはダンの

人々を山地に追い込んで平地に下ることを許さな

かった。 35アモリびとは引き続いてハルヘレス、

アヤロン、シャラビムに住んでいたが、ヨセフの

一族の手が強くなったので、彼らは強制労働に服

した。 36アモリびとの境はアクラビムの坂からセ

ラを経て上の方に及んだ。

2主の使がギルガルからボキムに上って言った、
「わたしはあなたがたをエジプトから上らせて

、あなたがたの先祖に誓った地に連れてきて、言

った、『わたしはあなたと結んだ契約を決して破

ることはない。 2あなたがたはこの国の住民と契

約を結んではならない。彼らの祭壇をこぼたなけ

ればならない』と。しかし、あなたがたはわたし

の命令に従わなかった。あなたがたは、なんとい

うことをしたのか。 3それでわたしは言う、『わ

たしはあなたがたの前から彼らを追い払わないで

あろう。彼らはかえってあなたがたの敵となり、

彼らの神々はあなたがたのわなとなるであろう』
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と」。 4主の使がこれらの言葉をイスラエルのす

べての人々に告げたので、民は声をあげて泣いた

。 5それでその所の名をボキムと呼んだ。そして

彼らはその所で主に犠牲をささげた。 6ヨシュア

が民を去らせたので、イスラエルの人々はおのお

のその領地へ行って土地を獲た。 7民はヨシュア

の在世中も、またヨシュアのあとに生き残った長

老たち、すなわち主がかつてイスラエルのために

行われたすべての大いなるわざを見た人々の在世

中も主に仕えた。 8こうして主のしもべヌンの子

ヨシュアは百十歳で死んだ。 9人々は彼をエフラ

イムの山地のガアシ山の北のテムナテ・ヘレスに

ある彼の領地内に葬った。 10そしてその時代の者

もまたことごとくその先祖たちのもとにあつめら

れた。その後ほかの時代が起ったが、これは主を

知らず、また主がイスラエルのために行われたわ

ざをも知らなかった。 11イスラエルの人々は主の

前に悪を行い、もろもろのバアルに仕え、 12かつ

てエジプトの地から彼らを導き出された先祖たち

の神、主を捨てて、ほかの神々すなわち周囲にあ

る国民の神々に従い、それにひざまずいて、主の

怒りをひき起した。 13すなわち彼らは主を捨てて

、バアルとアシタロテに仕えたので、 14主の怒り

がイスラエルに対して燃え、かすめ奪う者の手に

わたして、かすめ奪わせ、かつ周囲のもろもろの

敵の手に売られたので、彼らは再びその敵に立ち

向かうことができなかった。 15彼らがどこへ行っ

ても、主の手は彼らに災をした。これは主がかつ

て言われ、また主が彼らに誓われたとおりで、彼

らはひどく悩んだ。 16その時、主はさばきづかさ

を起して、彼らをかすめ奪う者の手から救い出さ

れた。 17しかし彼らはそのさばきづかさにも従わ

ず、かえってほかの神々を慕ってそれと姦淫を行

い、それにひざまずき、先祖たちが主の命令に従

って歩んだ道を、いちはやく離れ去って、そのよ

うには行わなかった。 18主が彼らのためにさばき

づかさを起されたとき、そのさばきづかさの在世

中、主はさばきづかさと共におられて、彼らを敵

の手から救い出された。これは彼らが自分をしえ

たげ悩ました者のゆえに、うめき悲しんだので、

主が彼らをあわれまれたからである。 19しかしさ

ばきづかさが死ぬと、彼らはそむいて、先祖たち

にまさって悪を行い、ほかの神々に従ってそれに

仕え、それにひざまずいてそのおこないをやめず

、かたくなな道を離れなかった。 20それで主はイ

スラエルに対し激しく怒って言われた、「この民

はわたしがかつて先祖たちに命じた契約を犯し、

わたしの命令に従わないゆえ、 21わたしもまたヨ

シュアが死んだときに残しておいた国民を、この

後、彼らの前から追い払わないであろう。 22これ

はイスラエルが、先祖たちの守ったように主の道

を守ってそれに歩むかどうかをわたしが試みるた

めである」。 23それゆえ主はこれらの国民を急い

で追い払わずに残しておいて、ヨシュアの手にわ

たされなかったのである。

3すべてカナンのもろもろの戦争を知らないイス
ラエルの人々を試みるために、主が残しておか

れた国民は次のとおりである。 2これはただイス

ラエルの代々の子孫、特にまだ戦争を知らないも

のに、それを教え知らせるためである。 3すなわ

ちペリシテびとの五人の君たちと、すべてのカナ

ンびとと、シドンびとおよびレバノン山に住んで

、バアル・ヘルモン山からハマテの入口までを占

めていたヒビびとなどであって、 4これらをもっ

てイスラエルを試み、主がモーセによって先祖た

ちに命じられた命令に、彼らが従うかどうかを知

ろうとされたのである。 5しかるにイスラエルの

人々はカナンびと、ヘテびと、アモリびと、ペリ

ジびと、ヒビびと、エブスびとのうちに住んで、 6

彼らの娘を妻にめとり、また自分たちの娘を彼ら

のむすこに与えて、彼らの神々に仕えた。 7こう

してイスラエルの人々は主の前に悪を行い、自分

たちの神、主を忘れて、バアルおよびアシラに仕

えた。 8そこで主はイスラエルに対して激しく怒

り、彼らをメソポタミヤの王クシャン・リシャタ

イムの手に売りわたされたので、イスラエルの人

々は八年の間、クシャン・リシャタイムに仕えた

。 9しかし、イスラエルの人々が主に呼ばわった

とき、主はイスラエルの人々のために、ひとりの

救助者を起して彼らを救われた。すなわちカレブ

の弟、ケナズの子オテニエルである。 10主の霊が

オテニエルに臨んだので、彼はイスラエルをさば

いた。彼が戦いに出ると、主はメソポタミヤの王

クシャン・リシャタイムをその手にわたされたの

で、オテニエルの手はクシャン・リシャタイムに

勝ち、 11国は四十年のあいだ太平であった。ケナ

ズの子オテニエルはついに死んだ。 12イスラエル

の人々はまた主の前に悪をおこなった。すなわち

彼らが主の前に悪をおこなったので、主はモアブ

の王エグロンを強めて、イスラエルに敵対させら

れた。 13エグロンはアンモンおよびアマレクの人

々を集め、きてイスラエルを撃ち、しゅろの町を

占領した。 14こうしてイスラエルの人々は十八年

の間モアブの王エグロンに仕えた。 15しかしイス

ラエルの人々が主に呼ばわったとき、主は彼らの

ために、ひとりの救助者を起された。すなわちベ

ニヤミンびと、ゲラの子、左ききのエホデである

。イスラエルの人々は彼によってモアブの王エグ

ロンに、みつぎ物を送った。 16エホデは長さ一キ

ュビトのもろ刃のつるぎを作らせ、それを衣の下

、右のももの上に帯びて、 17モアブの王エグロン

にみつぎ物をもってきた。エグロンは非常に肥え

た人であった。 18エホデがみつぎ物をささげ終っ

たとき、彼はみつぎ物をになってきた民を帰らせ

、 19かれ自身はギルガルに近い石像のある所から

引きかえして言った、「王よ、わたしはあなたに

申しあげる機密をもっています」。そこで王は「

さがっておれ」と言ったので、かたわらに立って

いる者は皆出て行った。 20エホデが王のところに

はいって来ると、王はひとりで涼みの高殿に座し

ていたので、エホデが「わたしは神の命によって

あなたに申しあげることがあります」と言うと、
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王は座から立ちあがった。 21そのときエホデは左

の手を伸ばし、右のももからつるぎをとって王の

腹を刺した。 22つるぎのつかも刃と共にはいった

が、つるぎを腹から抜き出さなかったので、脂肪

が刃をふさいだ。そして汚物が出た。 23エホデは

廊下に出て、王のおる高殿の戸を閉じ、錠をおろ

した。 24彼が出た後、王のしもべどもがきて、高

殿の戸に錠のおろされてあるのを見て、「王はき

っと涼み殿のへやで足をおおっておられるのだ」

と思った。 25しもべどもは長いあいだ待っていた

が、王がなお高殿の戸を開かないので、心配して

かぎをとって開いて見ると、王は床にたおれて死

んでいた。 26エホデは彼らのためらうまに、のが

れて石像のある所を過ぎ、セイラに逃げていった

。 27彼が行ってエフライムの山地にラッパを吹き

鳴らしたので、イスラエルの人々は彼と共に山地

から下ってエホデに従った。 28エホデは彼らに言

った、「わたしについてきなさい。主はあなたが

たの敵モアブびとをあなたがたの手にわたされま

す」。そこで彼らはエホデに従って下り、ヨルダ

ンの渡し場をおさえ、モアブびとをひとりも渡ら

せなかった。 29そのとき彼らはモアブびとおおよ

そ一万人を殺した。これはいずれも肥え太った勇

士であって、ひとりも、のがれた者がなかった。

30こうしてモアブはその日イスラエルの手に服し

、国は八十年のあいだ太平であった。 31エホデの

後、アナテの子シャムガルが起り、牛のむちをも

ってペリシテびと六百人を殺した。この人もまた

イスラエルを救った。

4エホデが死んだ後、イスラエルの人々がまた主
の前に悪をおこなったので、 2主は、ハゾルで

世を治めていたカナンの王ヤビンの手に彼らを売

りわたされた。ヤビンの軍勢の長はハロセテ・ゴ

イムに住んでいたシセラであった。 3彼は鉄の戦

車九百両をもち、二十年の間イスラエルの人々を

激しくしえたげたので、イスラエルの人々は主に

向かって呼ばわった。 4そのころラピドテの妻、

女預言者デボラがイスラエルをさばいていた。 5

彼女はエフライムの山地のラマとベテルの間にあ

るデボラのしゅろの木の下に座し、イスラエルの

人々は彼女のもとに上ってきて、さばきをうけた

。 6デボラは人をつかわして、ナフタリのケデシ

からアビノアムの子バラクを招いて言った、「イ

スラエルの神、主はあなたに、こう命じられるで

はありませんか、『ナフタリの部族とゼブルンの

部族から一万人を率い、行って、タボル山に陣を

しけ。 7わたしはヤビンの軍勢の長シセラとその

戦車と軍隊とをキション川に引き寄せて、あなた

に出あわせ、彼をあなたの手にわたすであろう』

」。 8バラクは彼女に言った、「あなたがもし一

緒に行ってくだされば、わたしは行きます。しか

し、一緒に行ってくださらないならば、行きませ

ん」。 9デボラは言った、「必ずあなたと一緒に

行きます。しかしあなたは今行く道では誉を得な

いでしょう。主はシセラを女の手にわたされるか

らです」。デボラは立ってバラクと一緒にケデシ

に行った。 10バラクはゼブルンとナフタリをケデ

シに呼び集め、一万人を従えて上った。デボラも

彼と共に上った。 11時にケニびとヘベルはモーセ

のしゅうとホバブの子孫であるケニびとから分れ

て、ケデシに近いザアナイムのかしの木までも遠

く行って天幕を張っていた。 12アビノアムの子バ

ラクがタボル山に上ったと、人々がシセラに告げ

たので、 13シセラは自分の戦車の全部すなわち鉄

の戦車九百両と、自分と共におるすべての民をハ

ロセテ・ゴイムからキション川に呼び集めた。 14

デボラはバラクに言った、「さあ、立ちあがりな

さい。きょうは主がシセラをあなたの手にわたさ

れる日です。主はあなたに先立って出られるでは

ありませんか」。そこでバラクは一万人を従えて

タボル山から下った。 15主はつるぎをもってシセ

ラとすべての戦車および軍勢をことごとくバラク

の前に撃ち敗られたので、シセラは戦車から飛び

おり、徒歩で逃げ去った。 16バラクは戦車と軍勢

とを追撃してハロセテ・ゴイムまで行った。シセ

ラの軍勢はことごとくつるぎにたおれて、残った

ものはひとりもなかった。 17しかしシセラは徒歩

で逃げ去って、ケニびとヘベルの妻ヤエルの天幕

に行った。ハゾルの王ヤビンとケニびとヘベルの

家とは互にむつまじかったからである。 18ヤエル

は出てきてシセラを迎え、彼に言った、「おはい

りください。主よ、どうぞうちへおはいりくださ

い。恐れるにはおよびません」。シセラが天幕に

はいったので、ヤエルは毛布をもって彼をおおっ

た。 19シセラはヤエルに言った、「どうぞ、わた

しに水を少し飲ませてください。のどがかわきま

したから」。ヤエルは乳の皮袋を開いて彼に飲ま

せ、また彼をおおった。 20シセラはまたヤエルに

言った、「天幕の入口に立っていてください。も

し人がきて、あなたに『だれか、ここにおります

か』と問うならば『おりません』と答えてくださ

い」。 21しかし彼が疲れて熟睡したとき、ヘベル

の妻ヤエルは天幕のくぎを取り、手に槌を携えて

彼に忍び寄り、こめかみにくぎを打ち込んで地に

刺し通したので、彼は息絶えて死んだ。 22バラク

がシセラを追ってきたとき、ヤエルは彼を出迎え

て言った、「おいでなさい。あなたが求めている

人をお見せしましょう」。彼がヤエルの天幕には

いって見ると、シセラはこめかみにくぎを打たれ

て倒れて死んでいた。 23こうしてその日、神はカ

ナンの王ヤビンをイスラエルの人々の前に撃ち敗

られた。 24そしてイスラエルの人々の手はますま

すカナンびとの王ヤビンの上に重くなって、つい

にカナンの王ヤビンを滅ぼすに至った。

5その日デボラとアビノアムの子バラクは歌って
言った。 2「イスラエルの指導者たちは先に立

ち、民は喜び勇んで進み出た。主をさんびせよ。 3

もろもろの王よ聞け、もろもろの君よ、耳を傾け

よ。わたしは主に向かって歌おう、わたしはイス

ラエルの神、主をほめたたえよう。 4主よ、あな

たがセイルを出、エドムの地から進まれたとき、

地は震い、天はしたたり、雲は水をしたたらせた
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。 5もろもろの山は主の前に揺り動き、シナイの

主、すなわちイスラエルの神、主の前に揺り動い

た。 6アナテの子シャムガルのとき、ヤエルの時

には隊商は絶え、旅人はわき道をとおった。 7イ

スラエルには農民が絶え、かれらは絶え果てたが

、デボラよ、ついにあなたは立ちあがり、立って

イスラエルの母となった。 8人々が新しい神々を

選んだとき、戦いは門に及んだ。イスラエルの四

万人のうちに、盾あるいは槍の見られたことがあ

ったか。 9わたしの心は民のうちの喜び勇んで進

み出たイスラエルのつかさたちと共にある。主を

さんびせよ。 10茶色のろばに乗るもの、毛氈の上

にすわるもの、および道を歩むものよ、共に歌え

。 11楽人の調べは水くむ所に聞える。かれらはそ

こで主の救を唱え、イスラエルの農民の救を唱え

ている。その時、主の民は門に下って行った。 12

起きよ、起きよ、デボラ。起きよ、起きよ、歌を

うたえ。立てよ、バラク、とりこを捕えよ、アビ

ノアムの子よ。 13その時、残った者は尊い者のよ

うに下って行き、主の民は勇士のように下って行

った。 14彼らはエフライムから出て谷に進み、兄

弟ベニヤミンはあなたの民のうちにある。マキル

からはつかさたちが下って行き、ゼブルンからは

指揮を執るものが下って行った。 15イッサカルの

君たちはデボラと共におり、イッサカルはバラク

と同じく、直ちにそのあとについて谷に突進した

。しかしルベンの氏族は大いに思案した。 16なぜ

、あなたは、おりの間にとどまって、羊の群れに

笛吹くのを聞いているのか。ルベンの氏族は大い

に思案した。 17ギレアデはヨルダンの向こうにと

どまっていた。なぜ、ダンは舟のかたわらにとど

まったか。アセルは浜べに座し、その波止場のか

たわらにとどまっていた。 18ゼブルンは命をすて

て、死を恐れぬ民である。野の高い所におるナフ

タリもまたそうであった。 19もろもろの王たちは

きて戦った。その時カナンの王たちは、メギドの

水のほとりのタアナクで戦った。彼らは一片の銀

をも獲なかった。 20もろもろの星は天より戦い、

その軌道をはなれてシセラと戦った。 21キション

の川は彼らを押し流した、激しく流れる川、キシ

ョンの川。わが魂よ、勇ましく進め。 22その時、

軍馬ははせ駆けり、馬のひずめは地を踏みならし

た。 23主の使は言った、『メロズをのろえ、激し

くその民をのろえ、彼らはきて主を助けず、主を

助けて勇士を攻めなかったからである』。 24ケニ

びとヘベルの妻ヤエルは、女のうちの最も恵まれ

た者、天幕に住む女のうち最も恵まれた者である

。 25シセラが水を求めると、ヤエルは乳を与えた

。すなわち貴重な鉢に凝乳を盛ってささげた。 26

ヤエルはくぎに手をかけ、右手に重い槌をとって

、シセラを打ち、その頭を砕き、粉々にして、そ

のこめかみを打ち貫いた。 27シセラはヤエルの足

もとにかがんで倒れ伏し、その足もとにかがんで

倒れ、そのかがんだ所に倒れて死んだ。 28シセラ

の母は窓からながめ、格子窓から叫んで言った、

『どうして彼の車の来るのがおそいのか、どうし

て彼の車の歩みがはかどらないのか』。 29その侍

女たちの賢い者は答え、母またみずからおのれに

答えて言った、 30『彼らは獲物を得て、それを分

けているのではないか、人ごとにひとり、ふたり

のおなごを取り、シセラの獲物は色染めの衣、縫

い取りした色染めの衣の獲物であろう。すなわち

縫い取りした色染めの衣二つを、獲物としてその

くびにまとうであろう』。 31主よ、あなたの敵は

みなこのように滅び、あなたを愛する者を太陽の

勢いよく上るようにしてください」。こうして後

、国は四十年のあいだ太平であった。

6イスラエルの人々はまた主の前に悪をおこなっ
たので、主は彼らを七年の間ミデアンびとの手

にわたされた。 2ミデアンびとの手はイスラエル

に勝った。イスラエルの人々はミデアンびとのゆ

えに、山にある岩屋と、ほら穴と要害とを自分た

ちのために造った。 3イスラエルびとが種をまい

た時には、いつもミデアンびと、アマレクびとお

よび東方の民が上ってきてイスラエルびとを襲い

、 4イスラエルびとに向かって陣を取り、地の産

物を荒してガザの附近にまで及び、イスラエルの

うちに命をつなぐべき物を残さず、羊も牛もろば

も残さなかった。 5彼らが家畜と天幕を携えて、

いなごのように多く上ってきたからである。すな

わち彼らとそのらくだは無数であって、彼らは国

を荒すためにはいってきたのであった。 6こうし

てイスラエルはミデアンびとのために非常に衰え

、イスラエルの人々は主に呼ばわった。 7イスラ

エルの人々がミデアンびとのゆえに、主に呼ばわ

ったとき、 8主はひとりの預言者をイスラエルの

人々につかわして彼らに言われた、「イスラエル

の神、主はこう言われる、『わたしはかつてあな

たがたをエジプトから導き上り、あなたがたを奴

隷の家から携え出し、 9エジプトびとの手および

すべてあなたがたをしえたげる者の手から救い出

し、あなたがたの前から彼らを追い払って、その

国をあなたがたに与えた。 10そしてあなたがたに

言った、「わたしはあなたがたの神、主である。

あなたがたが住んでいる国のアモリびとの神々を

恐れてはならない」と。しかし、あなたがたはわ

たしの言葉に従わなかった』」。 11さて主の使が

きて、アビエゼルびとヨアシに属するオフラにあ

るテレビンの木の下に座した。時にヨアシの子ギ

デオンはミデアンびとの目を避けるために酒ぶね

の中で麦を打っていたが、 12主の使は彼に現れて

言った、「大勇士よ、主はあなたと共におられま

す」。 13ギデオンは言った、「ああ、君よ、主が

わたしたちと共におられるならば、どうしてこれ

らの事がわたしたちに臨んだのでしょう。わたし

たちの先祖が『主はわれわれをエジプトから導き

上られたではないか』といって、わたしたちに告

げたそのすべての不思議なみわざはどこにありま

すか。今、主はわたしたちを捨てて、ミデアンび

との手にわたされました」。 14主はふり向いて彼

に言われた、「あなたはこのあなたの力をもって

行って、ミデアンびとの手からイスラエルを救い

出しなさい。わたしがあなたをつかわすのではあ
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りませんか」。 15ギデオンは主に言った、「ああ

主よ、わたしはどうしてイスラエルを救うことが

できましょうか。わたしの氏族はマナセのうちで

最も弱いものです。わたしはまたわたしの父の家

族のうちで最も小さいものです」。 16主は言われ

た、「しかし、わたしがあなたと共におるから、

ひとりを撃つようにミデアンびとを撃つことがで

きるでしょう」。 17ギデオンはまた主に言った、

「わたしがもしあなたの前に恵みを得ていますな

らば、どうぞ、わたしと語るのがあなたであると

いうしるしを見せてください。 18どうぞ、わたし

が供え物を携えてあなたのもとにもどってきて、

あなたの前に供えるまで、ここを去らないでくだ

さい」。主は言われた、「わたしはあなたがもど

って来るまで待ちましょう」。 19そこでギデオン

は自分の家に行って、やぎの子を整え、一エパの

粉で種入れぬパンをつくり、肉をかごに入れ、あ

つものをつぼに盛り、テレビンの木の下におる彼

のもとに持ってきて、それを供えた。 20神の使は

彼に言った、「肉と種入れぬパンをとって、この

岩の上に置き、それにあつものを注ぎなさい」。

彼はそのようにした。 21すると主の使が手にもっ

ていたつえの先を出して、肉と種入れぬパンに触

れると、岩から火が燃えあがって、肉と種入れぬ

パンとを焼きつくした。そして主の使は去って見

えなくなった。 22ギデオンはその人が主の使であ

ったことをさとって言った、「ああ主なる神よ、

どうなることでしょう。わたしは顔をあわせて主

の使を見たのですから」。 23主は彼に言われた、

「安心せよ、恐れるな。あなたは死ぬことはない

」。 24そこでギデオンは主のために祭壇をそこに

築いて、それを「主は平安」と名づけた。これは

今日までアビエゼルびとのオフラにある。 25その

夜、主はギデオンに言われた、「あなたの父の雄

牛と七歳の第二の雄牛とを取り、あなたの父のも

っているバアルの祭壇を打ちこわし、そのかたわ

らにあるアシラ像を切り倒し、 26あなたの神、主

のために、このとりでの頂に、石を並べて祭壇を

築き、第二の雄牛を取り、あなたが切り倒したア

シラの木をもって燔祭をささげなさい」。 27ギデ

オンはしもべ十人を連れて、主が言われたとおり

におこなった。ただし彼は父の家族のもの、およ

び町の人々を恐れたので、昼それを行うことがで

きず、夜それを行った。 28町の人々が朝早く起き

て見ると、バアルの祭壇は打ちこわされ、そのか

たわらのアシラ像は切り倒され、新たに築いた祭

壇の上に、第二の雄牛がささげられてあった。 29

そこで彼らは互に「これはだれのしわざか」と言

って問い尋ねたすえ、「これはヨアシの子ギデオ

ンのしわざだ」と言った。 30町の人々はヨアシに

言った、「あなたのむすこを引き出して殺しなさ

い。彼はバアルの祭壇を打ちこわしそのかたわら

にあったアシラ像を切り倒したのです」。 31しか

しヨアシは自分に向かって立っているすべての者

に言った、「あなたがたはバアルのために言い争

うのですか。あるいは彼を弁護しようとなさるの

ですか。バアルのために言い争う者は、あすの朝

までに殺されるでしょう。バアルがもし神である

ならば、自分の祭壇が打ちこわされたのだから、

彼みずから言い争うべきです」。 32そこでその日

、「自分の祭壇が打ちこわされたのだから、バア

ルみずからその人と言い争うべきです」と言った

ので、ギデオンはエルバアルと呼ばれた。 33時に

ミデアンびと、アマレクびとおよび東方の民がみ

な集まってヨルダン川を渡り、エズレルの谷に陣

を取ったが、 34主の霊がギデオンに臨み、ギデオ

ンがラッパを吹いたので、アビエゼルびとは集ま

って彼に従った。 35次に彼があまねくマナセに使

者をつかわしたので、マナセびともまた集まって

彼に従った。彼がまたアセル、ゼブルンおよびナ

フタリに使者をつかわすと、その人々も上って彼

を迎えた。 36ギデオンは神に言った、「あなたが

かつて言われたように、わたしの手によってイス

ラエルを救おうとされるならば、 37わたしは羊の

毛一頭分を打ち場に置きますから、露がその羊の

毛の上にだけあって、地がすべてかわいているよ

うにしてください。これによってわたしは、あな

たがかつて言われたように、わたしの手によって

イスラエルをお救いになることを知るでしょう」

。 38すなわちそのようになった。彼が翌朝早く起

きて、羊の毛をかき寄せ、その毛から露を絞ると

、鉢に満ちるほどの水が出た。 39ギデオンは神に

言った、「わたしをお怒りにならないように願い

ます。わたしにもう一度だけ言わせてください。

どうぞ、もう一度だけ羊の毛をもってためさせて

ください。どうぞ、羊の毛だけをかわかして、地

にはことごとく露があるようにしてください」。

40神はその夜、そうされた。すなわち羊の毛だけ

かわいて、地にはすべて露があった。

7さてエルバアルと呼ばれるギデオンおよび彼と
共にいたすべての民は朝早く起き、ハロデの泉

のほとりに陣を取った。ミデアンびとの陣は彼ら

の北の方にあり、モレの丘に沿って谷の中にあっ

た。 2主はギデオンに言われた、「あなたと共に

おる民はあまりに多い。ゆえにわたしは彼らの手

にミデアンびとをわたさない。おそらくイスラエ

ルはわたしに向かってみずから誇り、『わたしは

自身の手で自分を救ったのだ』と言うであろう。 3

それゆえ、民の耳に触れ示して、『だれでも恐れ

おののく者は帰れ』と言いなさい」。こうしてギ

デオンは彼らを試みたので、民のうち帰った者は

二万二千人あり、残った者は一万人であった。 4

主はまたギデオンに言われた、「民はまだ多い。

彼らを導いて水ぎわに下りなさい。わたしはそこ

で、あなたのために彼らを試みよう。わたしがあ

なたに告げて『この人はあなたと共に行くべきだ

』と言う者は、あなたと共に行くべきである。ま

たわたしがあなたに告げて『この人はあなたと共

に行ってはならない』と言う者は、だれも行って

はならない」。 5そこでギデオンが民を導いて水

ぎわに下ると、主は彼に言われた、「すべて犬の

なめるように舌をもって水をなめる者はそれを別

にしておきなさい。またすべてひざを折り、かが
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んで水を飲む者もそうしなさい」。 6そして手を

口にあてて水をなめた者の数は三百人であった。

残りの民はみなひざを折り、かがんで水を飲んだ

。 7主はギデオンに言われた、「わたしは水をな

めた三百人の者をもって、あなたがたを救い、ミ

デアンびとをあなたの手にわたそう。残りの民は

おのおのその家に帰らせなさい」。 8そこで彼は

かの三百人を留めおき、残りのイスラエルびとの

手から、つぼとラッパを取り、民をおのおのその

天幕に帰らせた。時にミデアンびとの陣は下の谷

の中にあった。 9その夜、主はギデオンに言われ

た、「立てよ、下っていって敵陣に攻め入れ。わ

たしはそれをあなたの手にわたす。 10もしあなた

が下って行くことを恐れるならば、あなたのしも

べプラと共に敵陣に下っていって、 11彼らの言う

ところを聞け。そうすればあなたの手が強くなっ

て、敵陣に攻め下ることができるであろう」。ギ

デオンがしもべプラと共に下って、敵陣にある兵

隊たちの前哨地点に行ってみると、 12ミデアンび

と、アマレクびとおよびすべての東方の民はいな

ごのように数多く谷に沿って伏していた。そのら

くだは海べの砂のように多くて数えきれなかった

。 13ギデオンがそこへ行ったとき、ある人がその

仲間に夢を語っていた。その人は言った、「わた

しは夢を見た。大麦のパン一つがミデアンの陣中

にころがってきて、天幕に達し、それを打ち倒し

、くつがえしたので、天幕は倒れ伏した」。 14仲

間は答えて言った、「それはイスラエルの人、ヨ

アシの子ギデオンのつるぎにちがいない。神はミ

デアンとすべての軍勢を彼の手にわたされるのだ

」。 15ギデオンは夢の物語とその解き明かしとを

聞いたので、礼拝し、イスラエルの陣営に帰り、

そして言った、「立てよ、主はミデアンの軍勢を

あなたがたの手にわたされる」。 16そして彼は三

百人を三組に分け、手に手にラッパと、からつぼ

とを取らせ、つぼの中にたいまつをともさせ、 17

彼らに言った、「わたしを見て、わたしのするよ

うにしなさい。わたしが敵陣のはずれに達したと

き、あなたがたもわたしのするようにしなさい。

18わたしと共におる者がみなラッパを吹くと、あ

なたがたもまたすべての陣営の四方でラッパを吹

き、『主のためだ、ギデオンのためだ』と言いな

さい」。 19こうしてギデオンと、彼と共にいた百

人の者が、中更の初めに敵陣のはずれに行ってみ

ると、ちょうど番兵を交代した時であったので、

彼らはラッパを吹き、手に携えていたつぼを打ち

砕いた。 20すなわち三組の者がラッパを吹き、つ

ぼを打ち砕き、左の手にはたいまつをとり、右の

手にはラッパを持ってそれを吹き、「主のための

つるぎ、ギデオンのためのつるぎ」と叫んだ。 21

そしておのおのその持ち場に立ち、敵陣を取り囲

んだので、敵軍はみな走り、大声をあげて逃げ去

った。 22三百人のものがラッパを吹くと、主は敵

軍をしてみな互に同志打ちさせられたので、敵軍

はゼレラの方、ベテシッタおよびアベルメホラの

境、タバテの近くまで逃げ去った。 23イスラエル

の人々はナフタリ、アセルおよび全マナセから集

まってきて、ミデアンびとを追撃した。 24ギデオ

ンは使者をあまねくエフライムの山地につかわし

、「下ってきて、ミデアンびとを攻め、ベタバラ

に至るまでの流れを取り、またヨルダンをも取れ

」と言わせた。そこでエフライムの人々はみな集

まってきて、ベタバラに至るまでの流れを取り、

またヨルダンをも取った。 25彼らはまたミデアン

びとのふたりの君オレブとゼエブを捕え、オレブ

をオレブ岩のほとりで殺し、ゼエブをゼエブの酒

ぶねのほとりで殺した。またミデアンびとを追撃

し、オレブとゼエブの首を携えてヨルダンの向こ

うのギデオンのもとへ行った。

8エフライムの人々はギデオンに向かい「あなた
が、ミデアンびとと戦うために行かれたとき、

われわれを呼ばれなかったが、どうしてそういう

ことをされたのですか」と言って激しく彼を責め

た。 2ギデオンは彼らに言った、「今わたしのし

た事は、あなたがたのした事と比べものになりま

しょうか。エフライムの拾い集めた取り残りのぶ

どうはアビエゼルの収穫したぶどうにもまさるで

はありませんか。 3神はミデアンの君オレブとゼ

エブをあなたがたの手にわたされました。わたし

のなし得た事は、あなたがたのした事と比べもの

になりましょうか」。ギデオンがこの言葉を述べ

ると、彼らの憤りは解けた。 4ギデオンは自分に

従っていた三百人と共にヨルダンに行ってこれを

渡り、疲れながらもなお追撃したが、 5彼はスコ

テの人々に言った、「どうぞわたしに従っている

民にパンを与えてください。彼らが疲れているの

に、わたしはミデアンの王ゼバとザルムンナを追

撃しているのですから」。 6スコテのつかさたち

は言った、「ゼバとザルムンナは、すでにあなた

の手のうちにあるのですか。われわれはどうして

あなたの軍勢にパンを与えねばならないのですか

」。 7ギデオンは言った、「それならば主がわた

しの手にゼバとザルムンナをわたされるとき、わ

たしは野のいばらと、おどろをもって、あなたが

たの肉を打つであろう」。 8そしてギデオンはそ

こからペヌエルに上り、同じことをペヌエルの人

々に述べると、彼らもスコテの人々が答えたよう

に答えたので、 9ペヌエルの人々に言った、「わ

たしが安らかに帰ってきたとき、このやぐらを打

ちこわすであろう」。 10さてゼバとザルムンナは

軍勢おおよそ一万五千人を率いて、カルコルにい

た。これは皆、東方の民の全軍のうち生き残った

もので、戦死した者は、つるぎを帯びているもの

が十二万人あった。 11ギデオンはノバとヨグベハ

の東の隊商の道を上って、敵軍の油断していると

ころを撃った。 12ゼバとザルムンナは逃げたが、

ギデオンは追撃して、ミデアンのふたりの王ゼバ

とザルムンナを捕え、その軍勢をことごとく撃ち

敗った。 13こうしてヨアシの子ギデオンはヘレス

の坂をとおって戦いから帰り、 14スコテの若者ひ

とりを捕えて、尋ねたところ、彼はスコテのつか

さたち及び長老たち七十七人の名をギデオンのた

めに書きしるした。 15ギデオンはスコテの人々の
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ところへ行って言った、「あなたがたがかつて『

ゼバとザルムンナはすでにあなたの手のうちにあ

るのか。われわれはどうしてあなたの疲れた人々

にパンを与えねばならないのか』と言って、わた

しをののしったそのゼバとザルムンナを見なさい

」。 16そして彼は、その町の長老たちを捕え、野

のいばらと、おどろとを取り、それをもってスコ

テの人々を懲らし、 17またペヌエルのやぐらを打

ちこわして町の人々を殺した。 18そしてギデオン

はゼバとザルムンナに言った、「あなたがたがタ

ボルで殺したのは、どんな人々であったか」。彼

らは答えた、「彼らはあなたに似てみな王子のよ

うに見えました」。 19ギデオンは言った、「彼ら

はわたしの兄弟、わたしの母の子たちだ。主は生

きておられる。もしあなたがたが彼らを生かして

おいたならば、わたしはあなたがたを殺さないの

だが」。 20そして長子エテルに言った、「立って

、彼らを殺しなさい」。しかしその若者はなお年

が若かったので、恐れてつるぎを抜かなかった。

21そこでゼバとザルムンナは言った、「あなた自

身が立って、わたしたちを撃ってください。人に

よってそれぞれ力も違いますから」。ギデオンは

立ちあがってゼバとザルムンナを殺し、彼らのら

くだの首に掛けてあった月形の飾りを取った。 22

イスラエルの人々はギデオンに言った、「あなた

はミデアンの手からわれわれを救われたのですか

ら、あなたも、あなたの子も孫もわれわれを治め

てください」。 23ギデオンは彼らに言った、「わ

たしはあなたがたを治めることはいたしません。

またわたしの子もあなたがたを治めてはなりませ

ん。主があなたがたを治められます」。 24ギデオ

ンはまた彼らに言った、「わたしはあなたがたに

一つの願いがあります。あなたがたのぶんどった

耳輪をめいめいわたしにください」。ミデアンび

とはイシマエルびとであったゆえに、金の耳輪を

持っていたからである。 25彼らは答えた、「わた

しどもは喜んでそれをさしあげます」。そして衣

をひろげ、めいめいぶんどった耳輪をその中に投

げ入れた。 26こうしてギデオンが求めて得た金の

耳輪の重さは一千七百金シケルであった。ほかに

月形の飾りと耳飾りと、ミデアンの王たちの着た

紫の衣およびらくだの首に掛けた首飾りなどもあ

った。 27ギデオンはそれをもって一つのエポデを

作り、それを自分の町オフラに置いた。イスラエ

ルは皆それを慕って姦淫をおこなった。それはギ

デオンとその家にとって、わなとなった。 28この

ようにしてミデアンはイスラエルの人々に征服さ

れて、再びその頭をあげることができなかった。

そして国はギデオンの世にあるうち、四十年のあ

いだ太平であった。 29ヨアシの子エルバアルは行

って自分の家に住んだ。 30ギデオンは多くの妻を

もっていたので、自分の子供だけで七十人あった

。 31シケムにいた彼のめかけがまたひとりの子を

産んだので、アビメレクと名づけた。 32ヨアシの

子ギデオンは高齢に達して死に、アビエゼルびと

のオフラにある父ヨアシの墓に葬られた。 33ギデ

オンが死ぬと、イスラエルの人々はまたバアルを

慕って、これと姦淫を行い、バアル・ベリテを自

分たちの神とした。 34すなわちイスラエルの人々

は周囲のもろもろの敵の手から自分たちを救われ

た彼らの神、主を覚えず、 35またエルバアルすな

わちギデオンがイスラエルのためにしたもろもろ

の善行に応じて彼の家族に親切をつくすこともし

なかった。

9さてエルバアルの子アビメレクはシケムに行き
、母の身内の人たちのもとに行って、彼らと母

の父の家の一族とに言った、 2「どうぞ、シケム

のすべての人々の耳に告げてください、『エルバ

アルのすべての子七十人であなたがたを治めるの

と、ただひとりであなたがたを治めるのと、どち

らがよいか。わたしがあなたがたの骨肉であるこ

とを覚えてください』と」。 3そこで母の身内の

人たちがアビメレクに代ってこれらの言葉をこと

ごとくシケムのすべての人々の耳に告げると、彼

らは心をアビメレクに傾け、「彼はわれわれの兄

弟だ」と言って、 4バアル・ベリテの宮から銀七

十シケルを取って彼に与えた。アビメレクはそれ

をもって、やくざのならず者を雇って自分に従わ

せ、 5オフラにある父の家に行って、エルバアル

の子で、自分の兄弟である七十人を、一つの石の

上で殺した。ただしエルバアルの末の子ヨタムは

身を隠したので生き残った。 6そこでシケムのす

べての人々とベテミロのすべての人々は集まり、

行ってシケムにある石の柱のかたわらのテレビン

の木のもとで、アビメレクを立てて王とした。 7

このことをヨタムに告げる者があったので、ヨタ

ムは行ってゲリジム山の頂に立ち、大声に叫んで

彼らに言った、「シケムの人々よ、わたしに聞き

なさい。そうすれば神はあなたがたに聞かれるで

しょう。 8ある時、もろもろの木が自分たちの上

に王を立てようと出て行ってオリブの木に言った

、『わたしたちの王になってください』。 9しか

しオリブの木は彼らに言った、『わたしはどうし

て神と人とをあがめるために用いられるわたしの

油を捨てて行って、もろもろの木を治めることが

できましょう』。 10もろもろの木はまたいちじく

の木に言った、『きてわたしたちの王になってく

ださい』。 11しかしいちじくの木は彼らに言った

、『わたしはどうしてわたしの甘味と、わたしの

良い果実とを捨てて行って、もろもろの木を治め

ることができましょう』。 12もろもろの木はまた

ぶどうの木に言った、『きてわたしたちの王にな

ってください』。 13しかし、ぶどうの木は彼らに

言った、『わたしはどうして神と人とを喜ばせる

わたしのぶどう酒を捨てて行って、もろもろの木

を治めることができましょう』。 14そこですべて

の木はいばらに言った、『きてわたしたちの王に

なってください』。 15いばらはもろもろの木に言

った、『あなたがたが真実にわたしを立てて王に

するならば、きてわたしの陰に難を避けなさい。

そうしなければ、いばらから火が出てレバノンの

香柏を焼きつくすでしょう』。 16あなたがたがア

ビメレクを立てて王にしたことは、真実と敬意と
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をもってしたものですか。あなたがたはエルバア

ルとその家をよく扱い、彼のおこないに応じてし

たのですか。 17わたしの父はあなたがたのために

戦い、自分の命を投げ出して、あなたがたをミデ

アンの手から救い出したのに、 18あなたがたは、

きょう、わたしの父の家に反抗して起り、その子

七十人を一つの石の上で殺し、その腰元の子アビ

メレクをあなたがたの身内の者であるゆえに立て

て、シケムの人々の王にしました。 19あなたがた

が、きょう、エルバアルとその家になされたこと

が真実と敬意をもってしたものであるならば、ア

ビメレクのために喜びなさい。彼もまたあなたが

たのために喜ぶでしょう。 20しかし、そうでなけ

れば、アビメレクから火が出て、シケムの人々と

ベテミロとを焼きつくし、またシケムの人々とベ

テミロからも火が出てアビメレクを焼きつくすで

しょう」。 21こうしてヨタムは走って逃げ去り、

ベエルに行き、兄弟アビメレクの顔をさけてそこ

に住んだ。 22アビメレクは三年の間イスラエルを

治めたが、 23神はアビメレクとシケムの人々の間

に悪霊をおくられたので、シケムの人々はアビメ

レクを欺くようになった。 24これはエルバアルの

七十人の子が受けた暴虐と彼らの血が、彼らを殺

した兄弟アビメレクの上と、彼の手を強めてその

兄弟を殺させたシケムの人々の上とに報いとなっ

てきたのである。 25シケムの人々は彼に敵して待

ち伏せする者を山々の頂におき、すべてその道を

通り過ぎる者を略奪させた。このことがアビメレ

クに告げ知らされた。 26さてエベデの子ガアルは

その身内の人々と一緒にシケムに移住したが、シ

ケムの人々は彼を信用した。 27人々は畑に出てぶ

どうを取り入れ、それを踏み絞って祭をし、神の

宮に行って飲み食いしてアビメレクをのろった。

28そしてエベデの子ガアルは言った、「アビメレ

クは何ものか。シケムのわれわれは何ものなれば

彼に仕えなければならないのか。エルバアルの子

とその役人ゼブルはシケムの先祖ハモルの一族に

仕えたではないか。われわれはどうして彼に仕え

なければならないのか。 29ああ、この民がわたし

の手の下にあったらよいのだが。そうすればわた

しはアビメレクをやめさせ、アビメレクに向かっ

て『おまえの軍勢を増して出てこい』と言うであ

ろう」。 30町のつかさゼブルはエベデの子ガアル

の言葉を聞いて怒りを発し、 31使者をアルマにお

るアビメレクにつかわして言わせた、「エベデの

子ガアルとその身内の人々がシケムにきて、町を

騒がせ、あなたにそむかせようとしています。 32

それであなたと、あなたと共におる人々が夜のう

ちに行って、野に身を伏せ、 33朝になって、日の

のぼるとき、早く起き出て町を襲うならば、ガア

ルと、彼と共におる民は出てきて、あなたに抵抗

するでしょう。その時あなたは機を得て、彼らを

撃つことができるでしょう」。 34アビメレクと、

彼と共にいたすべての民は夜のうちに起き出て、

四組に分れ、身を伏せてシケムをうかがった。 35

エベデの子ガアルが出て、町の門の入口に立った

とき、アビメレクと、彼と共にいた民が身を伏せ

ていたところから立ちあがったので、 36ガアルは

民を見てゼブルに言った、「ごらんなさい。民が

山々の頂からおりてきます」。ゼブルは彼に言っ

た、「あなたは山々の影を人のように見るのです

」。 37ガアルは再び言った、「ごらんなさい。民

が国の中央部からおりてきます。一組は占い師の

テレビンの木の方からきます」。 38ゼブルは彼に

言った、「あなたがかつて『アビメレクは何もの

か。われわれは何ものなれば彼に仕えなければな

らないのか』と言ったあなたの口は今どこにあり

ますか。これはあなたが侮った民ではありません

か。今、出て彼らと戦いなさい」。 39そこでガア

ルはシケムの人々を率い、出てアビメレクと戦っ

たが、 40アビメレクは彼を追ったので、ガアルは

彼の前から逃げた。そして傷つき倒れる者が多く

、門の入口にまで及んだ。 41こうしてアビメレク

は引き続いてアルマにいたが、ゼブルはガアルと

その身内の人々を追い出してシケムにおらせなか

った。 42翌日、民が畑に出ると、そのことがアビ

メレクに聞えた。 43アビメレクは自分の民を率い

、それを三組に分け、野に身を伏せて、うかがっ

ていると、民が町から出てきたので、たちあがっ

てこれを撃った。 44アビメレクと、彼と共にいた

組の者は襲って行って、町の門の入口に立ち、他

の二組は野にいたすべてのものを襲って、それを

殺した。 45アビメレクはその日、終日、町を攻め

、ついに町を取って、そのうちの民を殺し、町を

破壊して、塩をまいた。 46シケムのやぐらの人々

は皆これを聞いて、エルベリテの宮の塔にはいっ

た。 47シケムのやぐらの人々が皆集まったことが

アビメレクに聞えたので、 48アビメレクは自分と

一緒にいた民をことごとく率いてザルモン山にの

ぼり、アビメレクは手におのを取って、木の枝を

切り落し、それを取りあげて自分の肩にのせ、一

緒にいた民にむかって言った、「あなたがたはわ

たしがしたことを見たとおりに急いでしなさい」

。 49そこで民もまた皆おのおのその枝を切り落し

、アビメレクに従って行って、枝を塔によせかけ

、塔に火をつけて彼らを攻めた。こうしてシケム

のやぐらの人々もまたことごとく死んだ。男女お

およそ一千人であった。 50ついでアビメレクはテ

ベツに行き、テベツに向かって陣を張り、これを

攻め取ったが、 51町の中に一つの堅固なやぐらが

あって、すべての男女すなわち町の人々が皆そこ

に逃げ込み、あとを閉ざして、やぐらの屋根に上

ったので、 52アビメレクはやぐらのもとに押し寄

せてこれを攻め、やぐらの入口に近づいて、火を

つけて焼こうとしたとき、 53ひとりの女がアビメ

レクの頭に、うすの上石を投げて、その頭骸骨を

砕いた。 54アビメレクは自分の武器を持つ若者を

急ぎ呼んで言った、「つるぎを抜いてわたしを殺

せ。さもないと人々はわたしを、女に殺されたの

だと言うであろう」。その若者が彼を刺し通した

ので彼は死んだ。 55イスラエルの人々はアビメレ

クの死んだのを見て、おのおの去って家に帰った

。 56このように神はアビメレクがその兄弟七十人

を殺して、自分の父に対して犯した悪に報いられ
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た。 57また神はシケムの人々のすべての悪を彼ら

のこうべに報いられた。こうしてエルバアルの子

ヨタムののろいが、彼らに臨んだのである。

10アビメレクの後、イッサカルの人で、ドドの
子であるプワの子トラが起ってイスラエルを

救った。彼はエフライムの山地のシャミルに住み

、 2二十三年の間イスラエルをさばいたが、つい

に死んでシャミルに葬られた。 3彼の後にギレア

デびとヤイルが起って二十二年の間イスラエルを

さばいた。 4彼に三十人の子があった。彼らは三

十頭のろばに乗り、また三十の町をもっていた。

ギレアデの地で今日まで、ハボテ・ヤイルと呼ば

れているものがそれである。 5ヤイルは死んで、

カモンに葬られた。 6イスラエルの人々は再び主

の前に悪を行い、バアルとアシタロテおよびスリ

ヤの神々、シドンの神々、モアブの神々、アンモ

ンびとの神々、ペリシテびとの神々に仕え、主を

捨ててこれに仕えなかった。 7主はイスラエルに

対して怒りを発し、彼らをペリシテびとの手およ

びアンモンびとの手に売りわたされたので、 8彼

らはその年イスラエルの人々をしえたげ悩ました

。すなわち彼らはヨルダンの向こうのギレアデに

あるアモリびとの地にいたすべてのイスラエルび

とを十八年のあいだ悩ました。 9またアンモンの

人々がユダとベニヤミンとエフライムの氏族を攻

めるためにヨルダンを渡ってきたので、イスラエ

ルは非常に悩まされた。 10そこでイスラエルの人

々は主に呼ばわって言った、「わたしたちはわた

したちの神を捨ててバアルに仕え、あなたに罪を

犯しました」。 11主はイスラエルの人々に言われ

た、「わたしはかつてエジプトびと、アモリびと

、アンモンびと、ペリシテびとからあなたがたを

救い出したではないか。 12またシドンびと、アマ

レクびとおよびマオンびとがあなたがたをしえた

げた時、わたしに呼ばわったので、あなたがたを

彼らの手から救い出した。 13しかしあなたがたは

わたしを捨てて、ほかの神々に仕えた。それゆえ

、わたしはかさねてあなたがたを救わないであろ

う。 14あなたがたが選んだ神々に行って呼ばわり

、あなたがたの悩みの時、彼らにあなたがたを救

わせるがよい」。 15イスラエルの人々は主に言っ

た、「わたしたちは罪を犯しました。なんでもあ

なたが良いと思われることをしてください。ただ

どうぞ、きょう、わたしたちを救ってください」

。 16そうして彼らは自分たちのうちから異なる神

々を取り除いて、主に仕えた。それで主の心はイ

スラエルの悩みを見るに忍びなくなった。 17時に

アンモンの人々は召集されてギレアデに陣を取っ

たが、イスラエルの人々は集まってミヅパに陣を

取った。 18その時、民とギレアデの君たちとは互

に言った、「だれがアンモンの人々に向かって戦

いを始めるか。その人はギレアデのすべての民の

かしらとなるであろう」。

11さてギレアデびとエフタは強い勇士であった
が遊女の子で、エフタの父はギレアデであっ

た。 2ギレアデの妻も子供を産んだが、その妻の

子供たちが成長したとき、彼らはエフタを追い出

して彼に言った、「あなたはほかの女の産んだ子

だから、わたしたちの父の家を継ぐことはできま

せん」。 3それでエフタはその兄弟たちのもとか

ら逃げ去って、トブの地に住んでいると、やくざ

者がエフタのもとに集まってきて、彼と一緒に出

かけて略奪を事としていた。 4日がたって後、ア

ンモンの人々はイスラエルと戦うことになり、 5

アンモンの人々がイスラエルと戦ったとき、ギレ

アデの長老たちは行ってエフタをトブの地から連

れてこようとして、 6エフタに言った、「きて、

わたしたちの大将になってください。そうすれば

わたしたちはアンモンの人々と戦うことができま

す」。 7エフタはギレアデの長老たちに言った、

「あなたがたはわたしを憎んで、わたしの父の家

から追い出したではありませんか。しかるに今あ

なたがたが困っている時とはいえ、わたしのとこ

ろに来るとはどういうわけですか」。 8ギレアデ

の長老たちはエフタに言った、「それでわたした

ちは今、あなたに帰ったのです。どうぞ、わたし

たちと一緒に行って、アンモンの人々と戦ってく

ださい。そしてわたしたちとギレアデに住んでい

るすべてのものとのかしらになってください」。 9

エフタはギレアデの長老たちに言った、「もしあ

なたがたが、わたしをつれて帰って、アンモンの

人々と戦わせるとき、主が彼らをわたしにわたさ

れるならば、わたしはあなたがたのかしらとなり

ましょう」。 10ギレアデの長老たちはエフタに言

った、「主はあなたとわたしたちの間の証人です

。わたしたちは必ずあなたの言われるとおりにし

ましょう」。 11そこでエフタはギレアデの長老た

ちと一緒に行った。民は彼を立てて自分たちのか

しらとし、大将とした。それでエフタはミヅパで

、自分の言葉をことごとく主の前に述べた。 12か

くてエフタはアンモンの人々の王に使者をつかわ

して言った、「あなたはわたしとなんのかかわり

があって、わたしのところへ攻めてきて、わたし

の国と戦おうとするのですか」。 13アンモンの人

々の王はエフタの使者に答えた、「昔、イスラエ

ルがエジプトから上ってきたとき、アルノンから

ヤボクに及び、またヨルダンに及ぶわたしの国を

奪い取ったからです。それゆえ今、穏やかにそれ

を返しなさい」。 14エフタはまた使者をアンモン

の人々の王につかわして、 15言わせた、「エフタ

はこう申します、『イスラエルはモアブの地も、

またアンモンの人々の地も取りませんでした。 16

イスラエルはエジプトから上ってきたとき、荒野

をとおって紅海にいたり、カデシにきました。 17

そしてイスラエルは使者をエドムの王につかわし

て「どうぞ、われわれにあなたの国を通らせてく

ださい」と言わせましたが、エドムの王は聞きい

れませんでした。また同じように人をモアブの王

につかわしたが、彼も承諾しなかったので、イス

ラエルはカデシにとどまりました。 18それから荒

野をとおって、エドムの地とモアブの地を回り、

モアブの地の東部に達し、アルノンの向こうに宿

営しましたがモアブの領域には、はいりませんで
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した。アルノンはモアブの境だからです。 19次に

イスラエルはヘシボンの王すなわちアモリびとの

王シホンに使者をつかわし、シホンに向かって「

どうぞ、われわれにあなたの国をとおって、われ

われの目的地へ行かせてください」と言わせまし

た。 20ところがシホンはイスラエルを信ぜず、そ

の領域を通らせないばかりか、かえってすべての

民を集めてヤハヅに陣を取り、イスラエルと戦い

ましたが、 21イスラエルの神、主はシホンとその

すべての民をイスラエルの手にわたされたので、

イスラエルは彼らを撃ち破って、その土地に住ん

でいたアモリびとの地をことごとく占領し、 22ア

ルノンからヤボクまでと、荒野からヨルダンまで

、アモリびとの領域をことごとく占領しました。

23このようにイスラエルの神、主はその民イスラ

エルの前からアモリびとを追い払われたのに、あ

なたはそれを取ろうとするのですか。 24あなたは

、あなたの神ケモシがあなたに取らせるものを取

らないのですか。われわれはわれわれの神、主が

われわれの前から追い払われたものの土地を取る

のです。 25あなたはモアブの王チッポルの子バラ

クにまさる者ですか。バラクはかつてイスラエル

と争ったことがありますか。かつて彼らと戦った

ことがありますか。 26イスラエルはヘシボンとそ

の村里に住み、またアロエルとその村里およびア

ルノンの岸に沿うすべての町々に住むこと三百年

になりますが、あなたがたはどうしてその間にそ

れを取りもどさなかったのですか。 27わたしはあ

なたに何も悪い事をしたこともないのに、あなた

はわたしと戦って、わたしに害を加えようとしま

す。審判者であられる主よ、どうぞ、きょう、イ

スラエルの人々とアンモンの人々との間をおさば

きください』」。 28しかしアンモンの人々の王は

エフタが言いつかわした言葉をききいれなかった

。 29時に主の霊がエフタに臨み、エフタはギレア

デおよびマナセをとおって、ギレアデのミヅパに

行き、ギレアデのミヅパから進んでアンモンの人

々のところに行った。 30エフタは主に誓願を立て

て言った、「もしあなたがアンモンの人々をわた

しの手にわたされるならば、 31わたしがアンモン

の人々に勝って帰るときに、わたしの家の戸口か

ら出てきて、わたしを迎えるものはだれでも主の

ものとし、その者を燔祭としてささげましょう」

。 32エフタはアンモンの人々のところに進んで行

って、彼らと戦ったが、主は彼らをエフタの手に

わたされたので、 33アロエルからミンニテの附近

まで、二十の町を撃ち敗り、アベル・ケラミムに

至るまで、非常に多くの人を殺した。こうしてア

ンモンの人々はイスラエルの人々の前に攻め伏せ

られた。 34やがてエフタはミヅパに帰り、自分の

家に来ると、彼の娘が鼓をもち、舞い踊って彼を

出迎えた。彼女はエフタのひとり子で、ほかに男

子も女子もなかった。 35エフタは彼女を見ると、

衣を裂いて言った、「ああ、娘よ、あなたは全く

わたしを打ちのめした。わたしを悩ますものとな

った。わたしが主に誓ったのだから改めることは

できないのだ」。 36娘は言った、「父よ、あなた

は主に誓われたのですから、主があなたのために

、あなたの敵アンモンの人々に報復された今、あ

なたが言われたとおりにわたしにしてください」

。 37娘はまた父に言った、「どうぞ、この事をわ

たしにさせてください。すなわち二か月の間わた

しをゆるし、友だちと一緒に行って、山々をゆき

めぐり、わたしの処女であることを嘆かせてくだ

さい」。 38エフタは「行きなさい」と言って、彼

女を二か月の間、出してやった。彼女は友だちと

一緒に行って、山の上で自分の処女であることを

嘆いたが、 39二か月の後、父のもとに帰ってきた

ので、父は誓った誓願のとおりに彼女におこなっ

た。彼女はついに男を知らなかった。 40これによ

って年々イスラエルの娘たちは行って、年に四日

ほどギレアデびとエフタの娘のために嘆くことが

イスラエルのならわしとなった。

12エフライムの人々は集まってザポンに行き、
エフタに言った、「なぜあなたは進んで行っ

てアンモンの人々と戦いながら、われわれを招い

て一緒に行かせませんでしたか。われわれはあな

たの家に火をつけてあなたを一緒に焼いてしまい

ます」。 2エフタは彼らに言った、「かつてわた

しとわたしの民がアンモンの人々と大いに争った

とき、あなたがたを呼んだが、あなたがたはわた

しを彼らの手から救ってくれませんでした。 3あ

なたがたが救ってくれないのを見たから、わたし

は命がけでアンモンの人々のところへ攻めて行き

ますと、主は彼らをわたしの手にわたされたので

す。どうしてあなたがたは、きょう、わたしのと

ころに上ってきて、わたしと戦おうとするのです

か」。 4そこでエフタはギレアデの人々をことご

とく集めてエフライムと戦い、ギレアデの人々は

エフライムを撃ち破った。これはエフライムが「

ギレアデびとよ、あなたがたはエフライムとマナ

セのうちにいるエフライムの落人だ」と言ったか

らである。 5そしてギレアデびとはエフライムに

渡るヨルダンの渡し場を押えたので、エフライム

の落人が「渡らせてください」と言うとき、ギレ

アデの人々は「あなたはエフライムびとですか」

と問い、その人がもし「そうではありません」と

言うならば、 6またその人に「では『シボレテ』

と言ってごらんなさい」と言い、その人がそれを

正しく発音することができないで「セボレテ」と

言うときは、その人を捕えて、ヨルダンの渡し場

で殺した。その時エフライムびとの倒れたものは

四万二千人であった。 7エフタは六年の間イスラ

エルをさばいた。ギレアデびとエフタはついに死

んで、ギレアデの自分の町に葬られた。 8彼の後

にベツレヘムのイブザンがイスラエルをさばいた

。 9彼に三十人のむすこがあった。また三十人の

娘があったが、それを自分の氏族以外の者にとつ

がせ、むすこたちのためには三十人の娘をほかか

らめとった。彼は七年の間イスラエルをさばいた

。 10イブザンはついに死んで、ベツレヘムに葬ら

れた。 11彼の後にゼブルンびとエロンがイスラエ

ルをさばいた。彼は十年の間イスラエルをさばい
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た。 12ゼブルンびとエロンはついに死んで、ゼブ

ルンの地のアヤロンに葬られた。 13彼の後にピラ

トンびとヒレルの子アブドンがイスラエルをさば

いた。 14彼に四十人のむすこ及び三十人の孫があ

り、七十頭のろばに乗った。彼は八年の間イスラ

エルをさばいた。 15ピラトンびとヒレルの子アブ

ドンはついに死んで、エフライムの地のアマレク

びとの山地にあるピラトンに葬られた。

13イスラエルの人々がまた主の前に悪を行った
ので、主は彼らを四十年の間ペリシテびとの

手にわたされた。 2ここにダンびとの氏族の者で

、名をマノアというゾラの人があった。その妻は

うまずめで、子を産んだことがなかった。 3主の

使がその女に現れて言った、「あなたはうまずめ

で、子を産んだことがありません。しかし、あな

たは身ごもって男の子を産むでしょう。 4それで

あなたは気をつけて、ぶどう酒または濃い酒を飲

んではなりません。またすべて汚れたものを食べ

てはなりません。 5あなたは身ごもって男の子を

産むでしょう。その頭にかみそりをあててはなり

ません。その子は生れた時から神にささげられた

ナジルびとです。彼はペリシテびとの手からイス

ラエルを救い始めるでしょう」。 6そこでその女

はきて夫に言った、「神の人がわたしのところに

きました。その顔かたちは神の使の顔かたちのよ

うで、たいそう恐ろしゅうございました。わたし

はその人が、どこからきたのか尋ねませんでした

が、その人もわたしに名を告げませんでした。 7

しかしその人はわたしに『あなたは身ごもって男

の子を産むでしょう。それであなたはぶどう酒ま

たは濃い酒を飲んではなりません。またすべて汚

れたものを食べてはなりません。その子は生れた

時から死ぬ日まで神にささげられたナジルびとで

す』と申しました」。 8そこでマノアは主に願い

求めて言った、「ああ、主よ、どうぞ、あなたが

さきにつかわされた神の人をもう一度わたしたち

に臨ませて、わたしたちがその生れる子になすべ

きことを教えさせてください」。 9神がマノアの

願いを聞かれたので、神の使は女が畑に座してい

た時、ふたたび彼女に臨んだ。しかし夫マノアは

一緒にいなかった。 10女は急ぎ走って行って夫に

言った、「さきごろ、わたしに臨まれた人がまた

わたしに現れました」。 11マノアは立って妻のあ

とについて行き、その人のもとに行って言った、

「あなたはかつてこの女にお告げになったおかた

ですか」。その人は言った、「そうです」。 12マ

ノアは言った、「あなたの言われたことが事実と

なったとき、その子の育て方およびこれになすべ

き事はなんでしょうか」。 13主の使はマノアに言

った、「わたしがさきに女に言ったことは皆、守

らせなければなりません。 14すなわちぶどうの木

から産するものはすべて食べてはなりません。ま

たぶどう酒と濃い酒を飲んではなりません。また

すべて汚れたものを食べてはなりません。わたし

が彼女に命じたことは皆、守らせなければなりま

せん」。 15マノアは主の使に言った、「どうぞ、

わたしたちに、あなたを引き留めさせ、あなたの

ために子やぎを備えさせてください」。 16主の使

はマノアに言った、「あなたがわたしを引き留め

ても、わたしはあなたの食物をたべません。しか

しあなたが燔祭を備えようとなさるのであれば、

主にそれをささげなさい」。マノアは彼が主の使

であるのを知らなかったからである。 17マノアは

主の使に言った、「あなたの名はなんといいます

か。あなたの言われたことが事実となったとき、

わたしたちはあなたをあがめましょう」。 18主の

使は彼に言った、「わたしの名は不思議です。ど

うしてあなたはそれをたずねるのですか」。 19そ

こでマノアは子やぎと素祭とをとり、岩の上でそ

れを主にささげた。主は不思議なことをされ、マ

ノアとその妻はそれを見た。 20すなわち炎が祭壇

から天にあがったとき、主の使は祭壇の炎のうち

にあってのぼった。マノアとその妻は見て、地に

ひれ伏した。 21主の使はふたたびマノアとその妻

に現れなかった。その時マノアは彼が主の使であ

ることを知った。 22マノアは妻に向かって言った

、「わたしたちは神を見たから、きっと死ぬであ

ろう」。 23妻は彼に言った、「主がもし、わたし

たちを殺そうと思われたのならば、わたしたちの

手から燔祭と素祭をおうけにならなかったでしょ

う。またこれらのすべての事をわたしたちにお示

しになるはずはなく、また今わたしたちにこのよ

うな事をお告げにならなかったでしょう」。 24や

がて女は男の子を産んで、その名をサムソンと呼

んだ。その子は成長し、主は彼を恵まれた。 25主

の霊はゾラとエシタオルの間のマハネダンにおい

て初めて彼を感動させた。

14サムソンはテムナに下って行き、ペリシテび
との娘で、テムナに住むひとりの女を見た。

2彼は帰ってきて父母に言った、「わたしはペリシ

テびとの娘で、テムナに住むひとりの女を見まし

た。彼女をめとってわたしの妻にしてください」

。 3父母は言った、「あなたが行って、割礼をう

けないペリシテびとのうちから妻を迎えようとす

るのは、身内の娘たちのうちに、あるいはわたし

たちのすべての民のうちに女がないためなのです

か」。しかしサムソンは父に言った、「彼女をわ

たしにめとってください。彼女はわたしの心にか

ないますから」。 4父母はこの事が主から出たも

のであることを知らなかった。サムソンはペリシ

テびとを攻めようと、おりをうかがっていたから

である。そのころペリシテびとはイスラエルを治

めていた。 5かくてサムソンは父母と共にテムナ

に下って行った。彼がテムナのぶどう畑に着くと

、一頭の若いししがほえたけって彼に向かってき

た。 6時に主の霊が激しく彼に臨んだので、彼は

あたかも子やぎを裂くようにそのししを裂いたが

、手にはなんの武器も持っていなかった。しかし

サムソンはそのしたことを父にも母にも告げなか

った。 7サムソンは下って行って女と話し合った

が、女はサムソンの心にかなった。 8日がたって

後、サムソンは彼女をめとろうとして帰ったが、
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道を転じて、かのししのしかばねを見ると、しし

のからだに、はちの群れと、蜜があった。 9彼は

それをかきあつめ、手にとって歩きながら食べ、

父母のもとに帰って、彼らに与えたので、彼らも

それを食べた。しかし、ししのからだからその蜜

をかきあつめたことは彼らに告げなかった。 10そ

こで父が下って、女のもとに行ったので、サムソ

ンはそこにふるまいを設けた。そうすることは花

婿のならわしであったからである。 11人々はサム

ソンを見ると、三十人の客を連れてきて、同席さ

せた。 12サムソンは彼らに言った、「わたしはあ

なたがたに一つのなぞを出しましょう。あなたが

たがもし七日のふるまいのうちにそれを解いて、

わたしに告げることができたなら、わたしはあな

たがたに亜麻の着物三十と、晴れ着三十をさしあ

げましょう。 13しかしあなたがたが、それをわた

しに告げることができなければ、亜麻の着物三十

と晴れ着三十をわたしにくれなければなりません

」。彼らはサムソンに言った、「なぞを出しなさ

い。わたしたちはそれを聞きましょう」。 14サム

ソンは彼らに言った、「食らう者から食い物が出

、強い者から甘い物が出た」。彼らは三日のあい

だなぞを解くことができなかった。 15四日目にな

って、彼らはサムソンの妻に言った、「あなたの

夫を説きすすめて、なぞをわたしたちに明かすよ

うにしてください。そうしなければ、わたしたち

は火をつけてあなたとあなたの父の家を焼いてし

まいます。あなたはわたしたちの物を取るために

、わたしたちを招いたのですか」。 16そこでサム

ソンの妻はサムソンの前に泣いて言った、「あな

たはただわたしを憎むだけで、愛してくれません

。あなたはわたしの国の人々になぞを出して、そ

れをわたしに解き明かしませんでした」。サムソ

ンは彼女に言った、「わたしは自分の父にも母に

も解き明かさなかった。どうしてあなたに解き明

かせよう」。 17彼女は七日のふるまいの間、彼の

前に泣いていたが、七日目になって、サムソンは

ついに彼女に解き明かした。ひどく彼に迫ったか

らである。そこで彼女はなぞを自分の国の人々に

あかした。 18七日目になって、日の没する前に町

の人々はサムソンに言った、「蜜より甘いものに

何があろう。ししより強いものに何があろう」。

サムソンは彼らに言った、「わたしの若い雌牛で

耕さなかったなら、わたしのなぞは解けなかった

」。 19この時、主の霊が激しくサムソンに臨んだ

ので、サムソンはアシケロンに下って行って、そ

の町の者三十人を殺し、彼らからはぎ取って、か

のなぞを解いた人々に、その晴れ着を与え、激し

く怒って父の家に帰った。 20サムソンの妻は花婿

付添人であった客の妻となった。

15日がたって後、麦刈の時にサムソンは子やぎ
を携えて妻をおとずれ、「へやにはいって、

妻に会いましょう」と言ったが、妻の父ははいる

ことを許さなかった。 2そして父は言った、「あ

なたが確かに彼女をきらったに相違ないと思った

ので、わたしは彼女をあなたの客であった者にや

りました。彼女の妹は彼女よりもきれいではあり

ませんか。どうぞ、彼女の代りに妹をめとってく

ださい」。 3サムソンは彼らに言った、「今度は

わたしがペリシテびとに害を加えても、彼らのこ

とでは、わたしに罪がない」。 4そこでサムソン

は行って、きつね三百匹を捕え、たいまつをとり

、尾と尾をあわせて、その二つの尾の間に一つの

たいまつを結びつけ、 5たいまつに火をつけて、

そのきつねをペリシテびとのまだ刈らない麦の中

に放し入れ、そのたばね積んだものと、まだ刈ら

ないものとを焼き、オリブ畑をも焼いた。 6ペリ

シテびとは言った、「これはだれのしわざか」。

人々は言った、「テムナびとの婿サムソンだ。そ

のしゅうとがサムソンの妻を取り返して、その客

であった者に与えたからだ」。そこでペリシテび

とは上ってきて彼女とその父の家を火で焼き払っ

た。 7サムソンは彼らに言った、「あなたがたが

そんなことをするならば、わたしはあなたがたに

仕返しせずにはおかない」。 8そしてサムソンは

彼らを、さんざんに撃って大ぜい殺した。こうし

てサムソンは下って行って、エタムの岩の裂け目

に住んでいた。 9そこでペリシテびとは上ってき

て、ユダに陣を取り、レヒを攻めたので、 10ユダ

の人々は言った、「あなたがたはどうしてわれわ

れのところに攻めのぼってきたのですか」。彼ら

は言った、「われわれはサムソンを縛り、彼がわ

れわれにしたように、彼にするために上ってきた

のです」。 11そこでユダの人々三千人がエタムの

岩の裂け目に下って行って、サムソンに言った、

「ペリシテびとはわれわれの支配者であることを

あなたは知らないのですか。あなたはどうしてわ

れわれにこんな事をしたのですか」。サムソンは

彼らに言った、「彼らがわたしにしたように、わ

たしは彼らにしたのです」。 12彼らはまたサムソ

ンに言った、「われわれはあなたを縛って、ペリ

シテびとの手にわたすために下ってきたのです」

。サムソンは彼らに言った、「あなたがた自身は

わたしを撃たないということを誓いなさい」。 13

彼らはサムソンに言った、「いや、われわれはた

だ、あなたを縛って、ペリシテびとの手にわたす

だけです。決してあなたを殺しません」。彼らは

二本の新しい綱をもって彼を縛って、岩からひき

あげた。 14サムソンがレヒにきたとき、ペリシテ

びとは声をあげて、彼に近づいた。その時、主の

霊が激しく彼に臨んだので、彼の腕にかかってい

た綱は火に焼けた亜麻のようになって、そのなわ

めが手から解けて落ちた。 15彼はろばの新しいあ

ご骨一つを見つけたので、手を伸べて取り、それ

をもって一千人を打ち殺した。 16そしてサムソン

は言った、「ろばのあご骨をもって山また山を築

き、ろばのあご骨をもって一千人を打ち殺した」

。 17彼は言い終ると、その手からあご骨を投げす

てた。これがためにその所は「あご骨の丘」と呼

ばれた。 18時に彼はひどくかわきを覚えたので、

主に呼ばわって言った、「あなたはしもべの手を

もって、この大きな救を施されたのに、わたしは

今、かわいて死に、割礼をうけないものの手に陥
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ろうとしています」。 19そこで神はレヒにあるく

ぼんだ所を裂かれたので、そこから水が流れ出た

。サムソンがそれを飲むと彼の霊はもとにかえっ

て元気づいた。それでその名を「呼ばわった者の

泉」と呼んだ。これは今日までレヒにある。 20サ

ムソンはペリシテびとの時代に二十年の間イスラ

エルをさばいた。

16サムソンはガザへ行って、そこでひとりの遊
女を見、その女のところにはいった。 2「サ

ムソンがここにきた」と、ガザの人々に告げるも

のがあったので、ガザの人々はその所を取り囲み

、夜通し町の門で待ち伏せし、「われわれは朝ま

で待って彼を殺そう」と言って、夜通し静かにし

ていた。 3サムソンは夜中まで寝たが、夜中に起

きて、町の門のとびらと二つの門柱に手をかけて

、貫の木もろともに引き抜き、肩に載せて、ヘブ

ロンの向かいにある山の頂に運んで行った。 4こ

の後、サムソンはソレクの谷にいるデリラという

女を愛した。 5ペリシテびとの君たちはその女の

ところにきて言った、「あなたはサムソンを説き

すすめて、彼の大力はどこにあるのか、またわれ

われはどうすれば彼に勝って、彼を縛り苦しめる

ことができるかを見つけなさい。そうすればわれ

われはおのおの銀千百枚ずつをあなたにさしあげ

ましょう」。 6そこでデリラはサムソンに言った

、「あなたの大力はどこにあるのか、またどうす

ればあなたを縛って苦しめることができるか、ど

うぞわたしに聞かせてください」。 7サムソンは

女に言った、「人々がもし、かわいたことのない

七本の新しい弓弦をもってわたしを縛るなら、わ

たしは弱くなってほかの人のようになるでしょう

」。 8そこでペリシテびとの君たちが、かわいた

ことのない七本の新しい弓弦を女に持ってきたの

で、女はそれをもってサムソンを縛った。 9女は

かねて奥のへやに人を忍ばせておいて、サムソン

に言った、「サムソンよ、ペリシテびとがあなた

に迫っています」。しかしサムソンはその弓弦を

、あたかも亜麻糸が火にあって断たれるように断

ち切った。こうして彼の力の秘密は知れなかった

。 10デリラはサムソンに言った、「あなたはわた

しを欺いて、うそを言いました。どうしたらあな

たを縛ることができるか、どうぞ今わたしに聞か

せてください」。 11サムソンは女に言った、「も

し人々がまだ用いたことのない新しい綱をもって

、わたしを縛るなら、弱くなってほかの人のよう

になるでしょう」。 12そこでデリラは新しい綱を

とり、それをもって彼を縛り、そして彼に言った

、「サムソンよ、ペリシテびとがあなたに迫って

います」。時に人々は奥のへやに忍んでいたが、

サムソンはその綱を糸のように腕から断ち落した

。 13そこでデリラはサムソンに言った、「あなた

は今まで、わたしを欺いて、うそを言いましたが

、どうしたらあなたを縛ることができるか、わた

しに聞かせてください」。彼は女に言った、「あ

なたがもし、わたしの髪の毛七ふさを機の縦糸と

一緒に織って、くぎでそれを留めておくならば、

わたしは弱くなってほかの人のようになるでしょ

う」。そこで彼が眠ったとき、デリラはサムソン

の髪の毛、七ふさをとって、それを機の縦糸に織

り込み、 14くぎでそれを留めておいて、彼に言っ

た、「サムソンよ、ペリシテびとがあなたに迫っ

ています」。しかしサムソンは目をさまして、く

ぎと機と縦糸とを引き抜いた。 15そこで女はサム

ソンに言った、「あなたの心がわたしを離れてい

るのに、どうして『おまえを愛する』と言うこと

ができますか。あなたはすでに三度もわたしを欺

き、あなたの大力がどこにあるかをわたしに告げ

ませんでした」。 16女は毎日その言葉をもって彼

に迫り促したので、彼の魂は死ぬばかりに苦しん

だ。 17彼はついにその心をことごとく打ち明けて

女に言った、「わたしの頭にはかみそりを当てた

ことがありません。わたしは生れた時から神にさ

さげられたナジルびとだからです。もし髪をそり

落されたなら、わたしの力は去って弱くなり、ほ

かの人のようになるでしょう」。 18デリラはサム

ソンがその心をことごとく打ち明けたのを見、人

をつかわしてペリシテびとの君たちを呼んで言っ

た、「サムソンはその心をことごとくわたしに打

ち明けましたから、今度こそ上っておいでなさい

」。そこでペリシテびとの君たちは、銀を携えて

女のもとに上ってきた。 19女は自分のひざの上に

サムソンを眠らせ、人を呼んで髪の毛、七ふさを

そり落させ、彼を苦しめ始めたが、その力は彼を

去っていた。 20そして女が「サムソンよ、ペリシ

テびとがあなたに迫っています」と言ったので、

彼は目をさまして言った、「わたしはいつものよ

うに出て行って、からだをゆすろう」。彼は主が

自分を去られたことを知らなかった。 21そこでペ

リシテびとは彼を捕えて、両眼をえぐり、ガザに

引いて行って、青銅の足かせをかけて彼をつない

だ。こうしてサムソンは獄屋の中で、うすをひい

ていたが、 22その髪の毛はそり落された後、ふた

たび伸び始めた。 23さてペリシテびとの君たちは

、彼らの神ダゴンに大いなる犠牲をささげて祝を

しようと、共に集まって言った、「われわれの神

は、敵サムソンをわれわれの手にわたされた」。

24民はサムソンを見て、自分たちの神をほめたた

えて言った、「われわれの神は、われわれの国を

荒し、われわれを多く殺した敵をわれわれの手に

わたされた」。 25彼らはまた心に喜んで言った、

「サムソンを呼んで、われわれのために戯れ事を

させよう」。彼らは獄屋からサムソンを呼び出し

て、彼らの前に戯れ事をさせた。彼らがサムソン

を柱のあいだに立たせると、 26サムソンは自分の

手をひいている若者に言った、「わたしの手を放

して、この家をささえている柱をさぐらせ、それ

に寄りかからせてください」。 27その家には男女

が満ち、ペリシテびとの君たちも皆そこにいた。

また屋根の上には三千人ばかりの男女がいて、サ

ムソンの戯れ事をするのを見ていた。 28サムソン

は主に呼ばわって言った、「ああ、主なる神よ、

どうぞ、わたしを覚えてください。ああ、神よ、

どうぞもう一度、わたしを強くして、わたしの二
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つの目の一つのためにでもペリシテびとにあだを

報いさせてください」。 29そしてサムソンは、そ

の家をささえている二つの中柱の一つを右の手に

、一つを左の手にかかえて、身をそれに寄せ、 30

「わたしはペリシテびとと共に死のう」と言って

、力をこめて身をかがめると、家はその中にいた

君たちと、すべての民の上に倒れた。こうしてサ

ムソンが死ぬときに殺したものは、生きていると

きに殺したものよりも多かった。 31やがて彼の身

内の人たちおよび父の家族の者がみな下ってきて

、彼を引き取り、携え上って、ゾラとエシタオル

の間にある父マノアの墓に葬った。サムソンがイ

スラエルをさばいたのは二十年であった。

17ここにエフライムの山地の人で、名をミカと
呼ぶものがあった。 2彼は母に言った、「あ

なたはかつて銀千百枚を取られたので、それをの

ろい、わたしにも話されましたが、その銀はわた

しが持っています。わたしがそれを取ったのです

」。母は言った、「どうぞ主がわが子を祝福され

ますように」。 3そして彼が銀千百枚を母に返し

たので、母は言った、「わたしはわたしの子のた

めに一つの刻んだ像と、一つの鋳た像を造るため

にその銀をわたしの手から主に献納します。それ

で今それをあなたに返しましょう」。 4ミカがそ

の銀を母に返したので、母はその銀二百枚をとっ

て、それを銀細工人に与え、一つの刻んだ像と、

一つの鋳た像を造らせた。その像はミカの家にあ

った。 5このミカという人は神の宮をもち、エポ

デとテラピムを造り、その子のひとりを立てて、

自分の祭司とした。 6そのころイスラエルには王

がなかったので、人々はおのおの自分たちの目に

正しいと思うことを行った。 7さてここにユダの

氏族のもので、ユダのベツレヘムからきたひとり

の若者があった。彼はレビびとであって、そこに

寄留していたのである。 8この人は自分の住むべ

きところを尋ねて、ユダのベツレヘムの町を去り

、旅してエフライムの山地のミカの家にきた。 9

ミカは彼に言った、「あなたはどこからおいでに

なりましたか」。彼は言った、「わたしはユダの

ベツレヘムのレビびとですが、住むべきところを

尋ねて旅をしているのです」。 10ミカは言った、

「わたしと一緒にいて、わたしのために父とも祭

司ともなってください。そうすれば年に銀十枚と

衣服ひとそろいと食物とをさしあげましょう」。

11レビびとはついにその人と一緒に住むことを承

諾した。そしてその若者は彼の子のひとりのよう

になった。 12ミカはレビびとであるこの若者を立

てて自分の祭司としたので、彼はミカの家にいた

。 13それでミカは言った、「今わたしはレビびと

を祭司に持つようになったので、主がわたしをお

恵みくださることがわかりました」。

18そのころイスラエルには王がなかった。その
ころダンびとの部族はイスラエルの部族のう

ちにあって、その日までまだ嗣業の地を得なかっ

たので自分たちの住むべき嗣業の地を求めていた

。 2それでダンの人々は自分の部族の総勢のうち

から、勇者五人をゾラとエシタオルからつかわし

て土地をうかがい探らせた。すなわち彼らに言っ

た、「行って土地を探ってきなさい」。彼らはエ

フライムの山地に行き、ミカの家に着いて、そこ

に宿ろうとした。 3彼らがミカの家に近づいたと

き、レビびとである若者の声を聞きわけたので、

身をめぐらしてそこにはいって彼に言った、「だ

れがあなたをここに連れてきたのですか。あなた

はここで何をしているのですか。ここになんの用

があるのですか」。 4若者は彼らに言った、「ミ

カが、かようかようにしてわたしを雇ったので、

わたしはその祭司となったのです」。 5彼らは言

った、「どうぞ、神に伺って、われわれが行く道

にしあわせがあるかどうかを知らせてください」

。 6その祭司は彼らに言った、「安心して行きな

さい。あなたがたが行く道は主が見守っておられ

ます」。 7そこで五人の者は去ってライシに行き

、そこにいる民を見ると、彼らは安らかに住まい

、その穏やかで安らかなことシドンびとのようで

あって、この国には一つとして欠けたものがなく

、富を持ち、またシドンびとと遠く離れており、

ほかの民と交わることがなかった。 8かくて彼ら

がゾラとエシタオルにおる兄弟たちのもとに帰っ

てくると、兄弟たちは彼らに言った、「いかがで

したか」。 9彼らは言った、「立って彼らのとこ

ろに攻め上りましょう。われわれはかの地を見た

が、非常に豊かです。あなたがたはなぜじっとし

ているのですか。ためらわずに進んで行って、か

の地を取りなさい。 10あなたがたが行けば、安ら

かにおる民の所に行くでしょう。その地は広く、

神はそれをあなたがたの手に賜わるのです。そこ

には地にあるもの一つとして欠けているものはあ

りません」。 11そこでダンの氏族のもの六百人が

武器を帯びて、ゾラとエシタオルを出発し、 12上

って行ってユダのキリアテ・ヤリムに陣を張った

。このゆえに、その所は今日までマハネダンと呼

ばれる。それはキリアテ・ヤリムの西にある。 13

彼らはそこからエフライムの山地に進み、ミカの

家に着いた。 14かのライシの国をうかがいに行っ

た五人の者はその兄弟たちに言った、「あなたが

たはこれらの家にエポデとテラピムと刻んだ像と

鋳た像のあるのを知っていますか。それであなた

がたは今、なすべきことを決めなさい」。 15そこ

で彼らはその方へ身をめぐらして、かのレビびと

の若者の家すなわちミカの家に行って、彼に安否

を問うた。 16しかし武器を帯びた六百人のダンの

人々は門の入口に立っていた。 17かの土地をうか

がいに行った五人の者は上って行って、そこには

いり、刻んだ像とエポデとテラピムと鋳た像とを

取ったが、祭司は武器を帯びた六百人の者と共に

門の入口に立っていた。 18彼らがミカの家にはい

って刻んだ像とエポデとテラピムと鋳た像とを取

った時、祭司は彼らに言った、「あなたがたは何

をなさいますか」。 19彼らは言った、「黙りなさ

い。あなたの手を口にあてて、われわれと一緒に

きて、われわれのために父とも祭司ともなりなさ
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い。ひとりの家の祭司であるのと、イスラエルの

一部族、一氏族の祭司であるのと、どちらがよい

ですか」。 20祭司は喜んで、エポデとテラピムと

刻んだ像とを取り、民のなかに加わった。 21かく

て彼らは身をめぐらして去り、その子供たちと家

畜と貨財をさきにたてて進んだが、 22ミカの家を

はるかに離れたとき、ミカは家に近い家の人々を

集め、ダンの人々に追いつき、 23ダンの人々を呼

んだので、彼らはふり向いてミカに言った、「あ

なたがそのように仲間を連れてきたのは、どうし

たのですか」。 24彼は言った、「あなたがたが、

わたしの造った神々および祭司を奪い去ったので

、わたしに何が残っていますか。しかるにあなた

がたがわたしに向かって『どうしたのですか』と

言われるとは何事ですか」。 25ダンの人々は彼に

言った、「あなたは大きな声を出さないがよい。

気の荒い連中があなたに撃ちかかって、あなたは

自分の命と家族の命を失うようになるでしょう」

。 26こうしてダンの人々は去って行ったが、ミカ

は彼らの強いのを見て、くびすをかえして自分の

家に帰った。 27さて彼らはミカが造った物と、ミ

カと共にいた祭司とを奪ってライシにおもむき、

穏やかで、安らかな民のところへ行って、つるぎ

をもって彼らを撃ち、火をつけてその町を焼いた

が、 28シドンを遠く離れており、ほかの民との交

わりがなかったので、それを救うものがなかった

。その町はベテレホブに属する谷にあった。彼ら

は町を建てなおしてそこに住み、 29イスラエルに

生れた先祖ダンの名にしたがって、その町の名を

ダンと名づけた。その町の名はもとはライシであ

った。 30そしてダンの人々は刻んだ像を自分たち

のために安置し、モーセの孫すなわちゲルショム

の子ヨナタンとその子孫がダンびとの部族の祭司

となって、国が捕囚となる日にまで及んだ。 31神

の家がシロにあったあいだ、常に彼らはミカが造

ったその刻んだ像を飾って置いた。

19そのころ、イスラエルに王がなかった時、エ
フライムの山地の奥にひとりのレビびとが寄

留していた。彼はユダのベツレヘムからひとりの

女を迎えて、めかけとしていたが、 2そのめかけ

は怒って、彼のところを去り、ユダのベツレヘム

の父の家に帰って、そこに四か月ばかり過ごした

。 3そこで夫は彼女をなだめて連れ帰ろうと、し

もべと二頭のろばを従え、立って彼女のあとを追

って行った。彼が女の父の家に着いた時、娘の父

は彼を見て、喜んで迎えた。 4娘の父であるしゅ

うとが引き留めたので、彼は三日共におり、みな

飲み食いしてそこに宿った。 5四日目に彼らは朝

はやく起き、彼が立ち去ろうとしたので、娘の父

は婿に言った、「少し食事をして元気をつけ、そ

れから出かけなさい」。 6そこでふたりは座して

共に飲み食いしたが、娘の父はその人に言った、

「どうぞもう一晩泊まって楽しく過ごしなさい」

。 7その人は立って去ろうとしたが、しゅうとが

しいたので、ついにまたそこに宿った。 8五日目

になって、朝はやく起きて去ろうとしたが、娘の

父は言った、「どうぞ、元気をつけて、日が傾く

までとどまりなさい」。そこで彼らふたりは食事

をした。 9その人がついにめかけおよびしもべと

共に去ろうとして立ちあがったとき、娘の父であ

るしゅうとは彼に言った、「日も暮れようとして

いる。どうぞもう一晩泊まりなさい。日は傾いた

。ここに宿って楽しく過ごしなさい。そしてあし

たの朝はやく起きて出立し、家に帰りなさい」。

10しかし、その人は泊まることを好まないので、

立って去り、エブスすなわちエルサレムの向かい

に着いた。くらをおいた二頭のろばと彼のめかけ

も一緒であった。 11彼らがエブスに近づいたとき

、日はすでに没したので、しもべは主人に言った

、「さあ、われわれは道を転じてエブスびとのこ

の町にはいって、そこに宿りましょう」。 12主人

は彼に言った、「われわれは道を転じて、イスラ

エルの人々の町でない外国人の町に、はいっては

ならない。ギベアまで行こう」。 13彼はまたしも

べに言った、「さあ、われわれはギベアかラマか

、そのうちの一つに着いてそこに宿ろう」。 14彼

らは進んで行ったが、ベニヤミンに属するギベア

の近くで日が暮れたので、 15ギベアへ行って宿ろ

うと、そこに道を転じ、町にはいって、その広場

に座した。だれも彼らを家に迎えて泊めてくれる

者がなかったからである。 16時にひとりの老人が

夕暮に畑の仕事から帰ってきた。この人はエフラ

イムの山地の者で、ギベアに寄留していたのであ

る。ただしこの所の人々はベニヤミンびとであっ

た。 17彼は目をあげて、町の広場に旅人のおるの

を見た。老人は言った、「あなたはどこへ行かれ

るのですか。どこからおいでになりましたか」。

18その人は言った、「われわれはユダのベツレヘ

ムから、エフライムの山地の奥へ行くものです。

わたしはあそこの者で、ユダのベツレヘムへ行き

、今わたしの家に帰るところですが、だれもわた

しを家に泊めてくれる者がありません。 19われわ

れには、ろばのわらも飼葉もあり、またわたしと

、はしためと、しもべと共にいる若者との食物も

酒もあって、何も欠けているものはありません」

。 20老人は言った、「安心しなさい。あなたの必

要なものはなんでも備えましょう。ただ広場で夜

を過ごしてはなりません」。 21そして彼を家に連

れていって、ろばに飼葉を与えた。彼らは足を洗

って飲み食いした。 22彼らが楽しく過ごしていた

時、町の人々の悪い者どもがその家を取り囲み、

戸を打ちたたいて、家のあるじである老人に言っ

た、「あなたの家にきた人を出しなさい。われわ

れはその者を知るであろう」。 23しかし家のある

じは彼らのところに出ていって言った、「いいえ

、兄弟たちよ、どうぞ、そんな悪いことをしない

でください。この人はすでにわたしの家にはいっ

たのだから、そんなつまらない事をしないでくだ

さい。 24ここに処女であるわたしの娘と、この人

のめかけがいます。今それを出しますから、それ

をはずかしめ、あなたがたの好きなようにしなさ

い。しかしこの人にはそのようなつまらない事を

しないでください」。 25しかし人々が聞きいれな



士師記 174

かったので、その人は自分のめかけをとって彼ら

のところに出した。彼らはその女を犯して朝まで

終夜はずかしめ、日ののぼるころになって放し帰

らせた。 26朝になって女は自分の主人を宿してく

れた人の家の戸口にきて倒れ伏し、夜のあけるま

でに及んだ。 27彼女の主人は朝起きて家の戸を開

き、出て旅立とうとすると、そのめかけである女

が家の戸口に、手を敷居にかけて倒れていた。 28

彼は女に向かって、「起きよ、行こう」と言った

けれども、なんの答もなかった。そこでその人は

女をろばに乗せ、立って自分の家におもむいたが

、 29その家に着いたとき、刀を執り、めかけを捕

えて、そのからだを十二切れに断ち切り、それを

イスラエルの全領域にあまねく送った。 30それを

見たものはみな言った、「イスラエルの人々がエ

ジプトの地から上ってきた日から今日まで、この

ような事は起ったこともなく、また見たこともな

い。この事をよく考え、協議して言うことを決め

よ」。

20そこでイスラエルの人々は、ダンからベエル
シバまで、またギレアデの地からもみな出て

きて、その会衆はひとりのようにミヅパで主のも

とに集まった。 2民の首領たち、すなわちイスラ

エルのすべての部族の首領たちは、みずから神の

民の集合に出た。つるぎを帯びている歩兵が四十

万人あった。 3ベニヤミンの人々は、イスラエル

の人々がミヅパに上ったことを聞いた。イスラエ

ルの人々は言った、「どうして、この悪事が起っ

たのか、われわれに話してください」。 4殺され

た女の夫であるレビびとは答えて言った、「わた

しは、めかけと一緒にベニヤミンに属するギベア

へ行って宿りましたが、 5ギベアの人々は立って

わたしを攻め、夜の間に、わたしのおる家を取り

囲んで、わたしを殺そうと企て、ついにわたしの

めかけをはずかしめて、死なせました。 6それで

わたしはめかけを捕えて断ち切り、それをイスラ

エルの嗣業のすべての地方にあまねく送りました

。彼らがイスラエルにおいて憎むべきみだらなこ

とを行ったからです。 7イスラエルの人々よ、あ

なたがたは皆自分の意見と考えをここに述べてく

ださい」。 8民は皆ひとりのように立って言った

、「われわれはだれも自分の天幕に行きません。

まただれも自分の家に帰りません。 9われわれが

今ギベアに対してしようとする事はこれです。わ

れわれはくじを引いて、ギベアに攻めのぼりまし

ょう。 10すなわちイスラエルのすべての部族から

百人について十人、千人について百人、万人につ

いて千人を選んで、民の糧食をとらせ、民はベニ

ヤミンのギベアに行って、ベニヤミンびとがイス

ラエルにおいておこなったすべてのみだらな事に

対して、報復しましょう」。 11こうしてイスラエ

ルの人々は皆集まり、一致結束して町を攻めよう

とした。 12イスラエルのもろもろの部族は人々を

あまねくベニヤミンの部族のうちにつかわして言

わせた、「あなたがたのうちに起ったこの事は、

なんたる悪事でしょうか。 13それで今ギベアにい

るあの悪い人々をわたしなさい。われわれは彼ら

を殺して、イスラエルから悪を除き去りましょう

」。しかしベニヤミンの人々はその兄弟であるイ

スラエルの人々の言葉を聞きいれなかった。 14か

えってベニヤミンの人々は町々からギベアに集ま

り、出てイスラエルの人々と戦おうとした。 15そ

の日、町々から集まったベニヤミンの人々はつる

ぎを帯びている者二万六千人あり、ほかにギベア

の住民で集まった精兵が七百人あった。 16このす

べての民のうちに左ききの精兵が七百人あって、

いずれも一本の毛すじをねらって石を投げても、

はずれることがなかった。 17イスラエルの人々の

集まった者はベニヤミンを除いて、つるぎを帯び

ている者四十万人あり、いずれも軍人であった。

18イスラエルの人々は立ちあがってベテルにのぼ

り、神に尋ねた、「われわれのうち、いずれがさ

きにのぼって、ベニヤミンの人々と戦いましょう

か」。主は言われた、「ユダがさきに」。 19そこ

でイスラエルの人々は、朝起きて、ギベアに対し

陣を取った。 20すなわちイスラエルの人々はベニ

ヤミンと戦うために出て行って、ギベアで彼らに

対して戦いの備えをしたが、 21ベニヤミンの人々

はギベアから出てきて、その日イスラエルの人々

のうち二万二千人を地に撃ち倒した。 22しかしイ

スラエルの民の人々は奮いたって初めの日に備え

をした所にふたたび戦いの備えをした。 23そして

イスラエルの人々は上って行って主の前に夕暮ま

で泣き、主に尋ねた、「われわれは再びわれわれ

の兄弟であるベニヤミンの人々と戦いを交えるべ

きでしょうか」。主は言われた、「攻めのぼれ」

。 24そこでイスラエルの人々は、次の日またベニ

ヤミンの人々の所に攻めよせたが、 25ベニヤミン

は次の日またギベアから出て、これを迎え、ふた

たびイスラエルの人々のうち一万八千人を地に撃

ち倒した。これらは皆つるぎを帯びている者であ

った。 26これがためにイスラエルのすべての人々

すなわち全軍はベテルに上って行って泣き、その

所で主の前に座して、その日夕暮まで断食し、燔

祭と酬恩祭を主の前にささげた。 27そしてイスラ

エルの人々は主に尋ね、そのころ神の契約の箱は

そこにあって、 28アロンの子エレアザルの子であ

るピネハスが、それに仕えていたそして言った、

「われわれはなおふたたび出て、われわれの兄弟

であるベニヤミンの人々と戦うべきでしょうか。

あるいはやめるべきでしょうか」。主は言われた

、「のぼれ。わたしはあす彼らをあなたがたの手

にわたすであろう」。 29そこでイスラエルはギベ

アの周囲に伏兵を置き、 30そしてイスラエルの人

々は三日目にまたベニヤミンの人々のところに攻

めのぼり、前のようにギベアに対して備えをした

。 31ベニヤミンの人々は出て、民を迎えたが、つ

いに町からおびき出されたので、彼らは前のよう

に大路で民を撃ちはじめ、また野でイスラエルの

人を三十人ばかり殺した。その大路は、一つはベ

テルに至り、一つはギベアに至るものであった。

32ベニヤミンの人々は言った、「彼らは初めのよ

うに、われわれの前に撃ち破られる」。しかしイ
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スラエルの人々は言った、「われわれは逃げて、

彼らを町から大路におびき出そう」。 33そしてイ

スラエルの人々は皆その所から立ってバアル・タ

マルに備えをした。その間に待ち伏せていたイス

ラエルの人々がその所から、すなわちゲバの西か

ら現れ出た。 34すなわちイスラエルの全軍のうち

から精兵一万人がきて、ギベアを襲い、その戦い

は激しかった。しかしベニヤミンの人々は災の自

分たちに迫っているのを知らなかった。 35主がイ

スラエルの前にベニヤミンを撃ち敗られたので、

イスラエルの人々は、その日ベニヤミンびと二万

五千一百人を殺した。これらは皆つるぎを帯びて

いる者であった。 36こうしてベニヤミンの人々は

自分たちの撃ち敗られたのを見た。そこでイスラ

エルの人々はギベアに対して設けた伏兵をたのん

で、ベニヤミンびとを避けて退いた。 37伏兵は急

いでギベアに突き入り、進んでつるぎをもって町

をことごとく撃った。 38イスラエルの人々と伏兵

の間に定めた合図は、町から大いなるのろしがあ

がるとき、 39イスラエルの人々が戦いに転じるこ

とであった。さてベニヤミンは初めイスラエルの

人々を撃って三十人ばかりを殺したので言った、

「まことに彼らは最初の戦いのようにわれわれの

前に撃ち敗られる」。 40しかし、のろしが煙の柱

となって町からのぼりはじめたので、ベニヤミン

の人々がうしろを見ると、町はみな煙となって天

にのぼっていた。 41その時イスラエルの人々が向

きを変えたので、ベニヤミンの人々は災が自分た

ちに迫ったのを見て、うろたえ、 42イスラエルの

人々の前から身をめぐらして荒野の方に向かった

が、戦いが彼らに追い迫り、町から出てきた者ど

もは、彼らを中にはさんで殺した。 43すなわちイ

スラエルの人々はベニヤミンの人々を切り倒し、

追い撃ち、踏みにじって、ノハから東の方ギベア

の向かいにまで及んだ。 44ベニヤミンの倒れた者

は一万八千人で、みな勇士であった。 45彼らは身

をめぐらして荒野の方、リンモンの岩まで逃げた

が、イスラエルの人々は大路でそのうち五千人を

切り倒し、なおも追撃してギドムに至り、そのう

ちの二千人を殺した。 46こうしてその日ベニヤミ

ンの倒れた者はつるぎを帯びている者合わせて二

万五千人で、みな勇士であった。 47しかし六百人

の者は身をめぐらして荒野の方、リンモンの岩ま

で逃げて、四か月の間リンモンの岩に住んだ。 48

そこでイスラエルの人々はまた身をかえしてベニ

ヤミンの人々を攻め、つるぎをもって人も獣もす

べて見つけたものを撃ち殺し、また見つけたすべ

ての町に火をかけた。

21かつてイスラエルの人々はミヅパで、「われ
われのうちひとりもその娘をベニヤミンびと

の妻として与える者があってはならない」と言っ

て誓ったので、 2民はベテルに行って、そこで夕

暮まで神の前に座し、声をあげて激しく泣いて、 3

言った、「イスラエルの神、主よ、どうしてイス

ラエルにこのような事が起って、今日イスラエル

に一つの部族が欠けるようになったのですか」。 4

翌日、民は早く起きて、そこに祭壇を築き、燔祭

と酬恩祭をささげた。 5そしてイスラエルの人々

は言った、「イスラエルのすべての部族のうちで

集会に上って、主のもとに行かなかった者はだれ

か」。これは彼らがミヅパにのぼって、主のもと

に行かない者のことについて大いなる誓いを立て

て、「その人は必ず殺されなければならない」と

言ったからである。 6しかしイスラエルの人々は

兄弟ベニヤミンをあわれんで言った、「今日イス

ラエルに一つの部族が絶えた。 7われわれは主を

さして、われわれの娘を彼らに妻として与えない

と誓ったので、かの残った者どもに妻をめとらせ

るにはどうしたらよいであろうか」。 8彼らはま

た言った、「イスラエルの部族のうちで、ミヅパ

にのぼって主のもとに行かなかったのはどの部族

か」。ところがヤベシ・ギレアデからはひとりも

陣営にきて集会に臨んだ者がなかった。 9すなわ

ち民を集めて見ると、ヤベシ・ギレアデの住民は

ひとりもそこにいなかった。 10そこで会衆は勇士

一万二千人をかしこにつかわし、これに命じて言

った、「ヤベシ・ギレアデに行って、その住民を

、女、子供もろともつるぎをもって撃て。 11そし

てこのようにしなければならない。すなわち男お

よび男と寝た女はことごとく滅ぼさなければなら

ない」。 12こうして彼らはヤベシ・ギレアデの住

民のうちで四百人の若い処女を獲た。これはまだ

男と寝たことがなく、男を知らない者である。彼

らはこれをカナンの地にあるシロの陣営に連れて

きた。 13そこで全会衆は人をつかわして、リンモ

ンの岩におるベニヤミンの人々に平和を告げた。

14ベニヤミンの人々がその時、帰ってきたので、

彼らはヤベシ・ギレアデの女のうちから生かして

おいた女をこれに与えたが、なお足りなかった。

15こうして民は、主がイスラエルの部族のうちに

欠陥をつくられたことのために、ベニヤミンをあ

われんだ。 16会衆の長老たちは言った、「ベニヤ

ミンの女が絶えたので、かの残りの者どもに妻を

めとらせるにはどうしたらよいでしょうか」。 17

彼らはまた言った、「イスラエルから一つの部族

が消えうせないためにベニヤミンのうちの残りの

者どもに、あとつぎがなければならない。 18しか

し、われわれの娘を彼らの妻に与えることはでき

ない。イスラエルの人々が『ベニヤミンに妻を与

える者はのろわれる』と言って誓ったからである

」。 19それで彼らは言った、「年々シロに主の祭

がある」。シロはベテルの北にあって、ベテルか

らシケムにのぼる大路の東、レバナの南にある。

20そして彼らはベニヤミンの人々に命じて言った

、「あなたがたは行って、ぶどう畑に待ち伏せし

て、 21うかがいなさい。もしシロの娘たちが踊り

を踊りに出てきたならば、ぶどう畑から出て、シ

ロの娘たちのうちから、めいめい自分の妻をとっ

て、ベニヤミンの地に連れて行きなさい。 22もし

その父あるいは兄弟がきて、われわれに訴えるな

らば、われわれは彼らに、『われわれのために彼

らをゆるしてください。戦争のときにわれわれは

、彼らおのおのに妻をとってやらなかったし、ま
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たあなたがたも彼らに与えなかったからです。も

し与えたならば、あなたがたは罪を犯したことに

なるからでした』と言いましょう」。 23ベニヤミ

ンの人々はそのように行い、踊っている者どもの

うちから自分たちの数にしたがって妻を取り、そ

れを連れて領地に帰り、町々を建てなおして、そ

こに住んだ。 24こうしてイスラエルの人々は、そ

の時そこを去って、おのおのその部族および氏族

に帰った。すなわちそこを立って、おのおのその

嗣業の地に帰った。 25そのころ、イスラエルには

王がなかったので、おのおの自分の目に正しいと

見るところをおこなった。
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ルツ記

1さばきづかさが世を治めているころ、国に飢き
んがあったので、ひとりの人がその妻とふたり

の男の子を連れてユダのベツレヘムを去り、モア

ブの地へ行ってそこに滞在した。 2その人の名は

エリメレク、妻の名はナオミ、ふたりの男の子の

名はマロンとキリオンといい、ユダのベツレヘム

のエフラタびとであった。彼らはモアブの地へ行

って、そこにおったが、 3ナオミの夫エリメレク

は死んで、ナオミとふたりの男の子が残された。 4

ふたりの男の子はそれぞれモアブの女を妻に迎え

た。そのひとりの名はオルパといい、ひとりの名

はルツといった。彼らはそこに十年ほど住んでい

たが、 5マロンとキリオンのふたりもまた死んだ

。こうしてナオミはふたりの子と夫とに先だたれ

た。 6その時、ナオミはモアブの地で、主がその

民を顧みて、すでに食物をお与えになっているこ

とを聞いたので、その嫁と共に立って、モアブの

地からふるさとへ帰ろうとした。 7そこで彼女は

今いる所を出立し、ユダの地へ帰ろうと、ふたり

の嫁を連れて道に進んだ。 8しかしナオミはふた

りの嫁に言った、「あなたがたは、それぞれ自分

の母の家に帰って行きなさい。あなたがたが、死

んだふたりの子とわたしに親切をつくしたように

、どうぞ、主があなたがたに、いつくしみを賜わ

りますよう。 9どうぞ、主があなたがたに夫を与

え、夫の家で、それぞれ身の落ち着き所を得させ

られるように」。こう言って、ふたりの嫁に口づ

けしたので、彼らは声をあげて泣き、 10ナオミに

言った、「いいえ、わたしたちは一緒にあなたの

民のところへ帰ります」。 11しかしナオミは言っ

た、「娘たちよ、帰って行きなさい。どうして、

わたしと一緒に行こうというのですか。あなたが

たの夫となる子がまだわたしの胎内にいると思う

のですか。 12娘たちよ、帰って行きなさい。わた

しは年をとっているので、夫をもつことはできま

せん。たとい、わたしが今夜、夫をもち、また子

を産む望みがあるとしても、 13そのためにあなた

がたは、子どもの成長するまで待っているつもり

なのですか。あなたがたは、そのために夫をもた

ずにいるつもりなのですか。娘たちよ、それはい

けません。主の手がわたしに臨み、わたしを責め

られたことで、あなたがたのために、わたしは非

常に心を痛めているのです」。 14彼らはまた声を

あげて泣いた。そしてオルパはそのしゅうとめに

口づけしたが、ルツはしゅうとめを離れなかった

。 15そこでナオミは言った、「ごらんなさい。あ

なたの相嫁は自分の民と自分の神々のもとへ帰っ

て行きました。あなたも相嫁のあとについて帰り

なさい」。 16しかしルツは言った、「あなたを捨

て、あなたを離れて帰ることをわたしに勧めない

でください。わたしはあなたの行かれる所へ行き

、またあなたの宿られる所に宿ります。あなたの

民はわたしの民、あなたの神はわたしの神です。

17あなたの死なれる所でわたしも死んで、そのか

たわらに葬られます。もし死に別れでなく、わた

しがあなたと別れるならば、主よ、どうぞわたし

をいくえにも罰してください」。 18ナオミはルツ

が自分と一緒に行こうと、固く決心しているのを

見たので、そのうえ言うことをやめた。 19そして

ふたりは旅をつづけて、ついにベツレヘムに着い

た。彼らがベツレヘムに着いたとき、町はこぞっ

て彼らのために騒ぎたち、女たちは言った、「こ

れはナオミですか」。 20ナオミは彼らに言った、

「わたしをナオミ（楽しみ）と呼ばずに、マラ（

苦しみ）と呼んでください。なぜなら全能者がわ

たしをひどく苦しめられたからです。 21わたしは

出て行くときは豊かでありましたが、主はわたし

をから手で帰されました。主がわたしを悩まし、

全能者がわたしに災をくだされたのに、どうして

わたしをナオミと呼ぶのですか」。 22こうしてナ

オミは、モアブの地から帰った嫁、モアブの女ル

ツと一緒に帰ってきて、大麦刈の初めにベツレヘ

ムに着いた。

2さてナオミには、夫エリメレクの一族で、非常
に裕福なひとりの親戚があって、その名をボア

ズといった。 2モアブの女ルツはナオミに言った

、「どうぞ、わたしを畑に行かせてください。だ

れか親切な人が見当るならば、わたしはその方の

あとについて落ち穂を拾います」。ナオミが彼女

に「娘よ、行きなさい」と言ったので、 3ルツは

行って、刈る人たちのあとに従い、畑で落ち穂を

拾ったが、彼女ははからずもエリメレクの一族で

あるボアズの畑の部分にきた。 4その時ボアズは

、ベツレヘムからきて、刈る者どもに言った、「

主があなたがたと共におられますように」。彼ら

は答えた、「主があなたを祝福されますように」

。 5ボアズは刈る人たちを監督しているしもべに

言った、「これはだれの娘ですか」。 6刈る人た

ちを監督しているしもべは答えた、「あれはモア

ブの女で、モアブの地からナオミと一緒に帰って

きたのですが、 7彼女は『どうぞ、わたしに、刈

る人たちのあとについて、束のあいだで、落ち穂

を拾い集めさせてください』と言いました。そし

て彼女は朝早くきて、今まで働いて、少しのあい

だも休みませんでした」。 8ボアズはルツに言っ

た、「娘よ、お聞きなさい。ほかの畑に穂を拾い

に行ってはいけません。またここを去ってはなり

ません。わたしのところで働く女たちを離れない

で、ここにいなさい。 9人々が刈りとっている畑

に目をとめて、そのあとについて行きなさい。わ

たしは若者たちに命じて、あなたのじゃまをしな

いようにと、言っておいたではありませんか。あ

なたがかわく時には水がめのところへ行って、若

者たちのくんだのを飲みなさい」。 10彼女は地に

伏して拝し、彼に言った、「どうしてあなたは、

わたしのような外国人を顧みて、親切にしてくだ

さるのですか」。 11ボアズは答えて彼女に言った

、「あなたの夫が死んでこのかた、あなたがしゅ

うとめにつくしたこと、また自分の父母と生れた

国を離れて、かつて知らなかった民のところにき
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たことは皆わたしに聞えました。 12どうぞ、主が

あなたのしたことに報いられるように。どうぞ、

イスラエルの神、主、すなわちあなたがその翼の

下に身を寄せようとしてきた主からじゅうぶんの

報いを得られるように」。 13彼女は言った、「わ

が主よ、まことにありがとうございます。わたし

はあなたのはしためのひとりにも及ばないのに、

あなたはこんなにわたしを慰め、はしためにねん

ごろに語られました」。 14食事の時、ボアズは彼

女に言った、「ここへきて、パンを食べ、あなた

の食べる物を酢に浸しなさい」。彼女が刈る人々

のかたわらにすわったので、ボアズは焼麦を彼女

に与えた。彼女は飽きるほど食べて残した。 15そ

して彼女がまた穂を拾おうと立ちあがったとき、

ボアズは若者たちに命じて言った、「彼女には束

の間でも穂を拾わせなさい。とがめてはならない

。 16また彼女のために束からわざと抜き落してお

いて拾わせなさい。しかってはならない」。 17こ

うして彼女は夕暮まで畑で落ち穂を拾った。そし

て拾った穂を打つと、大麦は一エパほどあった。

18彼女はそれを携えて町にはいり、しゅうとめに

その拾ったものを見せ、かつ食べ飽きて、残して

持ちかえったものを取り出して与えた。 19しゅう

とめは彼女に言った、「あなたは、きょう、どこ

で穂を拾いましたか。どこで働きましたか。あな

たをそのように顧みてくださったかたに、どうか

祝福があるように」。そこで彼女は自分がだれの

所で働いたかを、しゅうとめに告げて、「わたし

が、きょう働いたのはボアズという名の人の所で

す」と言った。 20ナオミは嫁に言った、「生きて

いる者をも、死んだ者をも、顧みて、いつくしみ

を賜わる主が、どうぞその人を祝福されますよう

に」。ナオミはまた彼女に言った、「その人はわ

たしたちの縁者で、最も近い親戚のひとりです」

。 21モアブの女ルツは言った、「その人はまたわ

たしに『あなたはわたしのところの刈入れが全部

終るまで、わたしのしもべたちのそばについてい

なさい』と言いました」。 22ナオミは嫁ルツに言

った、「娘よ、その人のところで働く女たちと一

緒に出かけるのはけっこうです。そうすればほか

の畑で人にいじめられるのを免れるでしょう」。

23それで彼女はボアズのところで働く女たちのそ

ばについていて穂を拾い、大麦刈と小麦刈の終る

までそうした。こうして彼女はしゅうとめと一緒

に暮した。

3時にしゅうとめナオミは彼女に言った、「娘よ
、わたしはあなたの落ち着き所を求めて、あな

たをしあわせにすべきではないでしょうか。 2あ

なたが一緒に働いた女たちの主人ボアズはわたし

たちの親戚ではありませんか。彼は今夜、打ち場

で大麦をあおぎ分けます。 3それであなたは身を

洗って油をぬり、晴れ着をまとって打ち場に下っ

て行きなさい。ただ、あなたはその人が飲み食い

を終るまで、その人に知られてはなりません。 4

そしてその人が寝る時、その寝る場所を見定め、

はいって行って、その足の所をまくって、そこに

寝なさい。彼はあなたのすべきことを知らせるで

しょう」。 5ルツはしゅうとめに言った、「あな

たのおっしゃることを皆いたしましょう」。 6こ

うして彼女は打ち場に下り、すべてしゅうとめが

命じたとおりにした。 7ボアズは飲み食いして、

心をたのしませたあとで、麦を積んである場所の

かたわらへ行って寝た。そこで彼女はひそかに行

き、ボアズの足の所をまくって、そこに寝た。 8

夜中になって、その人は驚き、起きかえって見る

と、ひとりの女が足のところに寝ていたので、 9

「あなたはだれですか」と言うと、彼女は答えた

、「わたしはあなたのはしためルツです。あなた

のすそで、はしためをおおってください。あなた

は最も近い親戚です」。 10ボアズは言った、「娘

よ、どうぞ、主があなたを祝福されるように。あ

なたは貧富にかかわらず若い人に従い行くことは

せず、あなたが最後に示したこの親切は、さきに

示した親切にまさっています。 11それで、娘よ、

あなたは恐れるにおよびません。あなたが求める

ことは皆、あなたのためにいたしましょう。わた

しの町の人々は皆、あなたがりっぱな女であるこ

とを知っているからです。 12たしかにわたしは近

い親戚ではありますが、わたしよりも、もっと近

い親戚があります。 13今夜はここにとどまりなさ

い。朝になって、もしその人が、あなたのために

親戚の義務をつくすならば、よろしい、その人に

させなさい。しかし主は生きておられます。その

人が、あなたのために親戚の義務をつくすことを

好まないならば、わたしはあなたのために親戚の

義務をつくしましょう。朝までここにおやすみな

さい」。 14ルツは朝まで彼の足のところに寝たが

、だれかれの見分け難いころに起きあがった。そ

れはボアズが「この女の打ち場にきたことが人に

知られてはならない」と言ったからである。 15そ

してボアズは言った、「あなたの着る外套を持っ

てきて、それを広げなさい」。彼女がそれを広げ

ると、ボアズは大麦六オメルをはかって彼女に負

わせた。彼女は町に帰り、 16しゅうとめのところ

へ行くと、しゅうとめは言った、「娘よ、どうで

したか」。そこでルツはその人が彼女にしたこと

をことごとく告げて、 17言った、「あのかたはわ

たしに向かって、から手で、しゅうとめのところ

へ帰ってはならないと言って、この大麦六オメル

をわたしにくださいました」。 18しゅうとめは言

った、「娘よ、この事がどうなるかわかるまでお

待ちなさい。あの人は、きょう、その事を決定し

なければ落ち着かないでしょう」。

4ボアズは町の門のところへ上っていって、そこ
にすわった。すると、さきにボアズが言った親

戚の人が通り過ぎようとしたので、ボアズはその

人に言った、「友よ、こちらへきて、ここにおす

わりください」。彼はきてすわった。 2ボアズは

また町の長老十人を招いて言った、「ここにおす

わりください」。彼らがすわった時、 3ボアズは

親戚の人に言った、「モアブの地から帰ってきた

ナオミは、われわれの親族エリメレクの地所を売
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ろうとしています。 4それでわたしはそのことを

あなたに知らせて、ここにすわっている人々と、

民の長老たちの前で、それを買いなさいと、あな

たに言おうと思いました。もし、あなたが、それ

をあがなおうと思われるならば、あがなってくだ

さい。しかし、あなたがそれをあがなわないなら

ば、わたしにそう言って知らせてください。それ

をあがなう人は、あなたのほかにはなく、わたし

はあなたの次ですから」。彼は言った、「わたし

があがないましょう」。 5そこでボアズは言った

、「あなたがナオミの手からその地所を買う時に

は、死んだ者の妻であったモアブの女ルツをも買

って、死んだ者の名を起してその嗣業を伝えなけ

ればなりません」。 6その親戚の人は言った、「

それでは、わたしにはあがなうことができません

。そんなことをすれば自分の嗣業をそこないます

。あなたがわたしに代って、自分であがなってく

ださい。わたしはあがなうことができませんから

」。 7むかしイスラエルでは、物をあがなう事と

、権利の譲渡について、万事を決定する時のなら

わしはこうであった。すなわち、その人は、自分

のくつを脱いで、相手の人に渡した。これがイス

ラエルでの証明の方法であった。 8そこで親戚の

人がボアズにむかい「あなたが自分であがないな

さい」と言って、そのくつを脱いだので、 9ボア

ズは長老たちとすべての民に言った、「あなたが

たは、きょう、わたしがエリメレクのすべての物

およびキリオンとマロンのすべての物をナオミの

手から買いとった事の証人です。 10またわたしは

マロンの妻であったモアブの女ルツをも買って、

わたしの妻としました。これはあの死んだ者の名

を起してその嗣業を伝え、死んだ者の名がその一

族から、またその郷里の門から断絶しないように

するためです。きょうあなたがたは、その証人で

す」。 11すると門にいたすべての民と長老たちは

言った、「わたしたちは証人です。どうぞ、主が

あなたの家にはいる女を、イスラエルの家をたて

たラケルとレアのふたりのようにされますよう。

どうぞ、あなたがエフラタで富を得、ベツレヘム

で名を揚げられますように。 12どうぞ、主がこの

若い女によってあなたに賜わる子供により、あな

たの家が、かのタマルがユダに産んだペレヅの家

のようになりますように」。 13こうしてボアズは

ルツをめとって妻とし、彼女のところにはいった

。主は彼女をみごもらせられたので、彼女はひと

りの男の子を産んだ。 14そのとき、女たちはナオ

ミに言った、「主はほむべきかな、主はあなたを

見捨てずに、きょう、あなたにひとりの近親をお

授けになりました。どうぞ、その子の名がイスラ

エルのうちに高く揚げられますように。 15彼はあ

なたのいのちを新たにし、あなたの老年を養う者

となるでしょう。あなたを愛するあなたの嫁、七

人のむすこにもまさる彼女が彼を産んだのですか

ら」。 16そこでナオミはその子をとり、ふところ

に置いて、養い育てた。 17近所の女たちは「ナオ

ミに男の子が生れた」と言って、彼に名をつけ、

その名をオベデと呼んだ。彼はダビデの父である

エッサイの父となった。 18さてペレヅの子孫は次

のとおりである。ペレヅからヘヅロンが生れ、 19

ヘヅロンからラムが生れ、ラムからアミナダブが

生れ、 20アミナダブからナションが生れ、ナショ

ンからサルモンが生れ、 21サルモンからボアズが

生れ、ボアズからオベデが生れ、 22オベデからエ

ッサイが生れ、エッサイからダビデが生れた。
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サムエル記Ⅰ

1エフライムの山地のラマタイム・ゾピムに、エ
ルカナという名の人があった。エフライムびと

で、エロハムの子であった。エロハムはエリウの

子、エリウはトフの子、トフはツフの子である。 2

エルカナには、ふたりの妻があって、ひとりの名

はハンナといい、ひとりの名はペニンナといった

。ペニンナには子どもがあったが、ハンナには子

どもがなかった。 3この人は年ごとに、その町か

らシロに上っていって、万軍の主を拝し、主に犠

牲をささげるのを常とした。シロには、エリのふ

たりの子、ホフニとピネハスとがいて、主に仕え

る祭司であった。 4エルカナは、犠牲をささげる

日、妻ペニンナとそのむすこ娘にはみな、その分

け前を与えた。 5エルカナはハンナを愛していた

が、彼女には、ただ一つの分け前を与えるだけで

あった。主がその胎を閉ざされたからである。 6

また彼女を憎んでいる他の妻は、ひどく彼女を悩

まして、主がその胎を閉ざされたことを恨ませよ

うとした。 7こうして年は暮れ、年は明けたが、

ハンナが主の宮に上るごとに、ペニンナは彼女を

悩ましたので、ハンナは泣いて食べることもしな

かった。 8夫エルカナは彼女に言った、「ハンナ

よ、なぜ泣くのか。なぜ食べないのか。どうして

心に悲しむのか。わたしはあなたにとって十人の

子どもよりもまさっているではないか」。 9シロ

で彼らが飲み食いしたのち、ハンナは立ちあがっ

た。その時、祭司エリは主の神殿の柱のかたわら

の座にすわっていた。 10ハンナは心に深く悲しみ

、主に祈って、はげしく泣いた。 11そして誓いを

立てて言った、「万軍の主よ、まことに、はした

めの悩みをかえりみ、わたしを覚え、はしためを

忘れずに、はしために男の子を賜わりますなら、

わたしはその子を一生のあいだ主にささげ、かみ

そりをその頭にあてません」。 12彼女が主の前で

長く祈っていたので、エリは彼女の口に目をとめ

た。 13ハンナは心のうちで物を言っていたので、

くちびるが動くだけで、声は聞えなかった。それ

ゆえエリは、酔っているのだと思って、 14彼女に

言った、「いつまで酔っているのか。酔いをさま

しなさい」。 15しかしハンナは答えた、「いいえ

、わが主よ。わたしは不幸な女です。ぶどう酒も

濃い酒も飲んだのではありません。ただ主の前に

心を注ぎ出していたのです。 16はしためを、悪い

女と思わないでください。積る憂いと悩みのゆえ

に、わたしは今まで物を言っていたのです」。 17

そこでエリは答えた、「安心して行きなさい。ど

うかイスラエルの神があなたの求める願いを聞き

とどけられるように」。 18彼女は言った、「どう

ぞ、はしためにも、あなたの前に恵みを得させて

ください」。こうして、その女は去って食事し、

その顔は、もはや悲しげではなくなった。 19彼ら

は朝早く起きて、主の前に礼拝し、そして、ラマ

にある家に帰って行った。エルカナは妻ハンナを

知り、主が彼女を顧みられたので、 20彼女はみご

もり、その時が巡ってきて、男の子を産み、「わ

たしがこの子を主に求めたからだ」といって、そ

の名をサムエルと名づけた。 21エルカナその人と

その家族とはみな上っていって、年ごとの犠牲と

、誓いの供え物とをささげた。 22しかしハンナは

上って行かず、夫に言った、「わたしはこの子が

乳離れしてから、主の前に連れていって、いつま

でも、そこにおらせましょう」。 23夫エルカナは

彼女に言った、「あなたが良いと思うようにして

、この子の乳離れするまで待ちなさい。ただどう

か主がその言われたことを実現してくださるよう

に」。こうしてその女はとどまって、その子に乳

をのませ、乳離れするのを待っていたが、 24乳離

れした時、三歳の雄牛一頭、麦粉一エパ、ぶどう

酒のはいった皮袋一つを取り、その子を連れて、

シロにある主の宮に行った。その子はなお幼かっ

た。 25そして彼らはその牛を殺し、子供をエリの

もとへ連れて行った。 26ハンナは言った、「わが

君よ、あなたは生きておられます。わたしは、か

つてここに立って、あなたの前で、主に祈った女

です。 27この子を与えてくださいと、わたしは祈

りましたが、主はわたしの求めた願いを聞きとど

けられました。 28それゆえ、わたしもこの子を主

にささげます。この子は一生のあいだ主にささげ

たものです」。そして彼らはそこで主を礼拝した

。

2ハンナは祈って言った、「わたしの心は主によ
って喜び、わたしの力は主によって強められた

、わたしの口は敵をあざ笑う、あなたの救によっ

てわたしは楽しむからである。 2主のように聖な

るものはない、あなたのほかには、だれもない、

われわれの神のような岩はない。 3あなたがたは

重ねて高慢に語ってはならない、たかぶりの言葉

を口にすることをやめよ。主はすべてを知る神で

あって、もろもろのおこないは主によって量られ

る。 4勇士の弓は折れ、弱き者は力を帯びる。 5

飽き足りた者は食のために雇われ、飢えたものは

、もはや飢えることがない。うまずめは七人の子

を産み、多くの子をもつ女は孤独となる。 6主は

殺し、また生かし、陰府にくだし、また上げられ

る。 (Sheol h7585) 7主は貧しくし、また富ませ、低

くし、また高くされる。 8貧しい者を、ちりのな

かから立ちあがらせ、乏しい者を、あくたのなか

から引き上げて、王侯と共にすわらせ、栄誉の位

を継がせられる。地の柱は主のものであって、そ

の柱の上に、世界をすえられたからである。 9主

はその聖徒たちの足を守られる、しかし悪いもの

どもは暗黒のうちに滅びる。人は力をもって勝つ

ことができないからである。 10主と争うものは粉

々に砕かれるであろう、主は彼らにむかって天か

ら雷をとどろかし、地のはてまでもさばき、王に

力を与え、油そそがれた者の力を強くされるであ

ろう」。 11エルカナはラマにある家に帰ったが、

幼な子は祭司エリの前にいて主に仕えた。 12さて

、エリの子らは、よこしまな人々で、主を恐れな

かった。 13民のささげ物についての祭司のならわ
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しはこうである。人が犠牲をささげる時、その肉

を煮る間に、祭司のしもべは、みつまたの肉刺し

を手に持ってきて、 14それをかま、またはなべ、

またはおおがま、または鉢に突きいれ、肉刺しの

引き上げるものは祭司がみな自分のものとした。

彼らはシロで、そこに来るすべてのイスラエルの

人に、このようにした。 15人々が脂肪を焼く前に

もまた、祭司のしもべがきて、犠牲をささげる人

に言うのであった、「祭司のために焼く肉を与え

よ。祭司はあなたから煮た肉を受けない。生の肉

がよい」。 16その人が、「まず脂肪を焼かせまし

ょう。その後ほしいだけ取ってください」と言う

と、しもべは、「いや、今もらいたい。くれない

なら、わたしは力づくで、それを取ろう」と言う

。 17このように、その若者たちの罪は、主の前に

非常に大きかった。この人々が主の供え物を軽ん

じたからである。 18サムエルはまだ幼く、身に亜

麻布のエポデを着けて、主の前に仕えていた。 19

母は彼のために小さい上着を作り、年ごとに、夫

と共にその年の犠牲をささげるために上る時、そ

れを持ってきた。 20エリはいつもエルカナとその

妻を祝福して言った、「この女が主にささげた者

のかわりに、主がこの女によってあなたに子を与

えられるように」。そして彼らはその家に帰るの

を常とした。 21こうして主がハンナを顧みられた

ので、ハンナはみごもって、三人の男の子とふた

りの女の子を産んだ。わらべサムエルは主の前で

育った。 22エリはひじょうに年をとった。そして

その子らがイスラエルの人々にしたいろいろのこ

とを聞き、また会見の幕屋の入口で勤めていた女

たちと寝たことを聞いて、 23彼らに言った、「な

にゆえ、そのようなことをするのか。わたしはこ

のすべての民から、あなたがたの悪いおこないの

ことを聞く。 24わが子らよ、それはいけない。わ

たしの聞く、主の民の言いふらしている風説は良

くない。 25もし人が人に対して罪を犯すならば、

神が仲裁されるであろう。しかし人が主に対して

罪を犯すならば、だれが、そのとりなしをするこ

とができようか」。しかし彼らは父の言うことに

耳を傾けようともしなかった。主が彼らを殺そう

とされたからである。 26わらべサムエルは育って

いき、主にも、人々にも、ますます愛せられた。

27このとき、ひとりの神の人が、エリのもとにき

て言った、「主はかく仰せられる、『あなたの先

祖の家がエジプトでパロの家の奴隷であったとき

、わたしはその先祖の家に自らを現した。 28そし

てイスラエルのすべての部族のうちからそれを選

び出して、わたしの祭司とし、わたしの祭壇に上

って、香をたかせ、わたしの前でエポデを着けさ

せ、また、イスラエルの人々の火祭をことごとく

あなたの先祖の家に与えた。 29それにどうしてあ

なたがたは、わたしが命じた犠牲と供え物をむさ

ぼりの目をもって見るのか。またなにゆえ、わた

しよりも自分の子らを尊び、わたしの民イスラエ

ルのささげるもろもろの供え物の、最も良き部分

をもって自分を肥やすのか』。 30それゆえイスラ

エルの神、主は仰せられる、『わたしはかつて、

「あなたの家とあなたの父の家とは、永久にわた

しの前に歩むであろう」と言った』。しかし今、

主は仰せられる、『決してそうはしない。わたし

を尊ぶ者を、わたしは尊び、わたしを卑しめる者

は、軽んぜられるであろう。 31見よ、日が来るで

あろう。その日、わたしはあなたの力と、あなた

の父の家の力を断ち、あなたの家に年老いた者を

なくするであろう。 32そのとき、あなたは災のう

ちにあって、イスラエルに与えられるもろもろの

繁栄を、ねたみ見るであろう。あなたの家には永

久に年老いた者がいなくなるであろう。 33しかし

あなたの一族のひとりを、わたしの祭壇から断た

ないであろう。彼は残されてその目を泣きはらし

、心を痛めるであろう。またあなたの家に生れ出

るものは、みなつるぎに死ぬであろう。 34あなた

のふたりの子ホフニとピネハスの身に起ることが

、あなたのためにそのしるしとなるであろう。す

なわちそのふたりは共に同じ日に死ぬであろう。

35わたしは自分のために、ひとりの忠実な祭司を

起す。その人はわたしの心と思いとに従って行う

であろう。わたしはその家を確立しよう。その人

はわたしが油そそいだ者の前につねに歩むであろ

う。 36そしてあなたの家で生き残っている人々は

みなきて、彼に一枚の銀と一個のパンを請い求め

、「どうぞ、わたしを祭司の職の一つに任じ、一

口のパンでも食べることができるようにしてくだ

さい」と言うであろう』」。

3わらべサムエルは、エリの前で、主に仕えてい
た。そのころ、主の言葉はまれで、黙示も常で

はなかった。 2さてエリは、しだいに目がかすん

で、見ることができなくなり、そのとき自分のへ

やで寝ていた。 3神のともしびはまだ消えず、サ

ムエルが神の箱のある主の神殿に寝ていた時、 4

主は「サムエルよ、サムエルよ」と呼ばれた。彼

は「はい、ここにおります」と言って、 5エリの

所へ走っていって言った、「あなたがお呼びにな

りました。わたしは、ここにおります」。しかし

エリは言った、「わたしは呼ばない。帰って寝な

さい」。彼は行って寝た。 6主はまたかさねて「

サムエルよ、サムエルよ」と呼ばれた。サムエル

は起きてエリのもとへ行って言った、「あなたが

お呼びになりました。わたしは、ここにおります

」。エリは言った、「子よ、わたしは呼ばない。

もう一度寝なさい」。 7サムエルはまだ主を知ら

ず、主の言葉がまだ彼に現されなかった。 8主は

また三度目にサムエルを呼ばれたので、サムエル

は起きてエリのもとへ行って言った、「あなたが

お呼びになりました。わたしは、ここにおります

」。その時、エリは主がわらべを呼ばれたのであ

ることを悟った。 9そしてエリはサムエルに言っ

た、「行って寝なさい。もしあなたを呼ばれたら

、『しもべは聞きます。主よ、お話しください』

と言いなさい」。サムエルは行って自分の所で寝

た。 10主はきて立ち、前のように、「サムエルよ

、サムエルよ」と呼ばれたので、サムエルは言っ

た、「しもべは聞きます。お話しください」。 11
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その時、主はサムエルに言われた、「見よ、わた

しはイスラエルのうちに一つの事をする。それを

聞く者はみな、耳が二つとも鳴るであろう。 12そ

の日には、わたしが、かつてエリの家について話

したことを、はじめから終りまでことごとく、エ

リに行うであろう。 13わたしはエリに、彼が知っ

ている悪事のゆえに、その家を永久に罰すること

を告げる。その子らが神をけがしているのに、彼

がそれをとめなかったからである。 14それゆえ、

わたしはエリの家に誓う。エリの家の悪は、犠牲

や供え物をもってしても、永久にあがなわれない

であろう」。 15サムエルは朝まで寝て、主の宮の

戸をあけたが、サムエルはその幻のことをエリに

語るのを恐れた。 16しかしエリはサムエルを呼ん

で言った、「わが子サムエルよ」。サムエルは言

った、「はい、ここにおります」。 17エリは言っ

た、「何事をお告げになったのか。隠さず話して

ください。もしお告げになったことを一つでも隠

して、わたしに言わないならば、どうぞ神があな

たを罰し、さらに重く罰せられるように」。 18そ

こでサムエルは、その事をことごとく話して、何

も彼に隠さなかった。エリは言った、「それは主

である。どうぞ主が、良いと思うことを行われる

ように」。 19サムエルは育っていった。主が彼と

共におられて、その言葉を一つも地に落ちないよ

うにされたので、 20ダンからベエルシバまで、イ

スラエルのすべての人は、サムエルが主の預言者

と定められたことを知った。 21主はふたたびシロ

で現れられた。すなわち主はシロで、主の言葉に

よって、サムエルに自らを現された。こうしてサ

ムエルの言葉は、あまねくイスラエルの人々に及

んだ。

4イスラエルびとは出てペリシテびとと戦おうと
して、エベネゼルのほとりに陣をしき、ペリシ

テびとはアペクに陣をしいた。 2ペリシテびとは

イスラエルびとにむかって陣備えをしたが、戦う

に及んで、イスラエルびとはペリシテびとの前に

敗れ、ペリシテびとは戦場において、おおよそ四

千人を殺した。 3民が陣営に退いた時、イスラエ

ルの長老たちは言った、「なにゆえ、主はきょう

、ペリシテびとの前にわれわれを敗られたのか。

シロへ行って主の契約の箱をここへ携えてくるこ

とにしよう。そして主をわれわれのうちに迎えて

、敵の手から救っていただこう」。 4そこで民は

人をシロにつかわし、ケルビムの上に座しておら

れる万軍の主の契約の箱を、そこから携えてこさ

せた。その時エリのふたりの子、ホフニとピネハ

スは神の契約の箱と共に、その所にいた。 5主の

契約の箱が陣営についた時、イスラエルびとはみ

な大声で叫んだので、地は鳴り響いた。 6ペリシ

テびとは、その叫び声を聞いて言った、「ヘブル

びとの陣営の、この大きな叫び声は何事か」。そ

して主の箱が、陣営に着いたことを知った時、 7

ペリシテびとは恐れて言った、「神々が陣営にき

たのだ」。彼らはまた言った、「ああ、われわれ

はわざわいである。このようなことは今までなか

った。 8ああ、われわれはわざわいである。だれ

がわれわれをこれらの強い神々の手から救い出す

ことができようか。これらの神々は、もろもろの

災をもってエジプトびとを荒野で撃ったのだ。 9

ペリシテびとよ、勇気を出して男らしくせよ。ヘ

ブルびとがあなたがたに仕えたように、あなたが

たが彼らに仕えることのないために、男らしく戦

え」。 10こうしてペリシテびとが戦ったので、イ

スラエルびとは敗れて、おのおのその家に逃げて

帰った。戦死者はひじょうに多く、イスラエルの

歩兵で倒れたものは三万であった。 11また神の箱

は奪われ、エリのふたりの子、ホフニとピネハス

は殺された。 12その日ひとりのベニヤミンびとが

、衣服を裂き、頭に土をかぶって、戦場から走っ

てシロにきた。 13彼が着いたとき、エリは道のか

たわらにある自分の座にすわって待ちかまえてい

た。その心に神の箱の事を気づかっていたからで

ある。その人が町にはいって、情報をつたえたの

で、町はこぞって叫んだ。 14エリはその叫び声を

聞いて言った、「この騒ぎ声は何か」。その人は

急いでエリの所へきてエリに告げた。 15その時エ

リは九十八歳で、その目は固まって見ることがで

きなかった。 16その人はエリに言った、「わたし

は戦場からきたものです。きょう戦場からのがれ

たのです」。エリは言った、「わが子よ、様子は

どうであったか」。 17しらせをもたらしたその人

は答えて言った、「イスラエルびとは、ペリシテ

びとの前から逃げ、民のうちにはまた多くの戦死

者があり、あなたのふたりの子、ホフニとピネハ

スも死に、神の箱は奪われました」。 18彼が神の

箱のことを言ったとき、エリはその座から、あお

むけに門のかたわらに落ち、首を折って死んだ。

老いて身が重かったからである。彼のイスラエル

をさばいたのは四十年であった。 19彼の嫁、ピネ

ハスの妻はみごもって出産の時が近づいていたが

、神の箱が奪われたこと、しゅうとと夫が死んだ

というしらせを聞いたとき、陣痛が起り身をかが

めて子を産んだ。 20彼女が死にかかっている時、

世話をしていた女が彼女に言った、「恐れること

はありません。男の子が生れました」。しかし彼

女は答えもせず、また顧みもしなかった。 21ただ

彼女は「栄光はイスラエルを去った」と言って、

その子をイカボデと名づけた。これは神の箱の奪

われたこと、また彼女のしゅうとと夫のことによ

るのである。 22彼女はまた、「栄光はイスラエル

を去った。神の箱が奪われたからです」と言った

。

5ペリシテびとは神の箱をぶんどって、エベネゼ
ルからアシドドに運んできた。 2そしてペリシ

テびとはその神の箱を取ってダゴンの宮に運びこ

み、ダゴンのかたわらに置いた。 3アシドドの人

々が、次の日、早く起きて見ると、ダゴンが主の

箱の前に、うつむきに地に倒れていたので、彼ら

はダゴンを起して、それをもとの所に置いた。 4

その次の朝また早く起きて見ると、ダゴンはまた

、主の箱の前に、うつむきに地に倒れていた。そ
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してダゴンの頭と両手とは切れて離れ、しきいの

上にあり、ダゴンはただ胴体だけとなっていた。 5

それゆえダゴンの祭司たちやダゴンの宮にはいる

人々は、だれも今日にいたるまで、アシドドのダ

ゴンのしきいを踏まない。 6そして主の手はアシ

ドドびとの上にきびしく臨み、主は腫物をもって

アシドドとその領域の人々を恐れさせ、また悩ま

された。 7アシドドの人々は、このありさまを見

て言った、「イスラエルの神の箱を、われわれの

所に、とどめ置いてはならない。その神の手が、

われわれと、われわれの神ダゴンの上にきびしく

臨むからである」。 8そこで彼らは人をつかわし

て、ペリシテびとの君たちを集めて言った、「イ

スラエルの神の箱をどうしましょう」。彼らは言

った、「イスラエルの神の箱はガテに移そう」。

人々はイスラエルの神の箱をそこに移した。 9彼

らがそれを移すと、主の手がその町に臨み、非常

な騒ぎが起った。そして老若を問わず町の人々を

撃たれたので、彼らの身に腫物ができた。 10そこ

で人々は神の箱をエクロンに送ったが、神の箱が

エクロンに着いた時、エクロンの人々は叫んで言

った、「彼らがイスラエルの神の箱をわれわれの

所に移したのは、われわれと民を滅ぼすためであ

る」。 11そこで彼らは人をつかわして、ペリシテ

びとの君たちをみな集めて言った、「イスラエル

の神の箱を送り出して、もとの所に返し、われわ

れと民を滅ぼすことのないようにしよう」。恐ろ

しい騒ぎが町中に起っていたからである。そこに

は神の手が非常にきびしく臨んでいたので、 12死

なない人は腫物をもって撃たれ、町の叫びは天に

達した。

6主の箱は七か月の間ペリシテびとの地にあった
。 2ペリシテびとは、祭司や占い師を呼んで言

った、「イスラエルの神の箱をどうしましょうか

。どのようにして、それをもとの所へ送り返せば

よいか告げてください」。 3彼らは言った、「イ

スラエルの神の箱を送り返す時には、それをむな

しく返してはならない。必ず彼にとがの供え物を

もって償いをしなければならない。そうすれば、

あなたがたはいやされ、また彼の手がなぜあなた

がたを離れないかを知ることができるであろう」

。 4人々は言った、「われわれが償うとがの供え

物には何をしましょうか」。彼らは答えた、「ペ

リシテびとの君たちの数にしたがって、金の腫物

五つと金のねずみ五つである。あなたがたすべて

と、君たちに臨んだ災は一つだからである。 5そ

れゆえ、あなたがたの腫物の像と、地を荒すねず

みの像を造り、イスラエルの神に栄光を帰するな

らば、たぶん彼は、あなたがた、およびあなたが

たの神々と、あなたがたの地に、その手を加える

ことを軽くされるであろう。 6なにゆえ、あなた

がたはエジプトびととパロがその心をかたくなに

したように、自分の心をかたくなにするのか。神

が彼らを悩ましたので、彼らは民を行かせ、民は

去ったではないか。 7それゆえ今、新しい車一両

を造り、まだくびきを付けたことのない乳牛二頭

をとり、その牛を車につなぎ、そのおのおのの子

牛を乳牛から離して家に連れ帰り、 8主の箱をと

って、それをその車に載せ、あなたがたがとがの

供え物として彼に償う金の作り物を一つの箱にお

さめてそのかたわらに置き、それを送って去らせ

なさい。 9そして見ていて、それが自分の領地へ

行く道を、ベテシメシへ上るならば、この大いな

る災を、われわれに下したのは彼である。しかし

、そうしない時は、われわれを撃ったのは彼の手

ではなく、その事の偶然であったことを知るであ

ろう」。 10人々はそのようにした。すなわち、彼

らは二頭の乳牛をとって、これを車につなぎ、そ

のおのおのの子牛を家に閉じこめ、 11主の箱、お

よび金のねずみと、腫物の像をおさめた箱とを車

に載せた。 12すると雌牛はまっすぐにベテシメシ

の方向へ、ひとすじに大路を歩み、鳴きながら進

んでいって、右にも左にも曲らなかった。ペリシ

テびとの君たちは、ベテシメシの境までそのあと

についていった。 13時にベテシメシの人々は谷で

小麦を刈り入れていたが、目をあげて、その箱を

見、それを迎えて喜んだ。 14車はベテシメシびと

ヨシュアの畑にはいって、そこにとどまった。そ

の所に大きな石があった。人々は車の木を割り、

その雌牛を燔祭として主にささげた。 15レビびと

は主の箱と、そのかたわらの、金の作り物をおさ

めた箱を取りおろし、それを大石の上に置いた。

そしてベテシメシの人々は、その日、主に燔祭を

供え、犠牲をささげた。 16ペリシテびとの五人の

君たちはこれを見て、その日、エクロンに帰った

。 17ペリシテびとが、とがの供え物として、主に

償いをした金の腫物は、次のとおりである。すな

わちアシドドのために一つ、ガザのために一つ、

アシケロンのために一つ、ガテのために一つ、エ

クロンのために一つであった。 18また金のねずみ

は、城壁をめぐらした町から城壁のない村里にい

たるまで、すべて五人の君たちに属するペリシテ

びとの町の数にしたがって造った。主の箱をおろ

した所のかたわらにあった大石は、今日にいたる

まで、ベテシメシびとヨシュアの畑にあって、あ

かしとなっている。 19ベテシメシの人々で主の箱

の中を見たものがあったので、主はこれを撃たれ

た。すなわち民のうち七十人を撃たれた。主が民

を撃って多くの者を殺されたので、民はなげき悲

しんだ。 20ベテシメシの人々は言った、「だれが

、この聖なる神、主の前に立つことができようか

。主はわれわれを離れてだれの所へ上って行かれ

たらよいのか」。 21そして彼らは、使者をキリア

テ・ヤリムの人々につかわして言った、「ペリシ

テびとが主の箱を返したから、下ってきて、それ

をあなたがたの所へ携え上ってください」。

7キリアテ・ヤリムの人々は、きて、主の箱を携
え上り、丘の上のアビナダブの家に持ってきて

、その子エレアザルを聖別して、主の箱を守らせ

た。 2その箱は久しくキリアテ・ヤリムにとどま

って、二十年を経た。イスラエルの全家は主を慕

って嘆いた。 3その時サムエルはイスラエルの全
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家に告げていった、「もし、あなたがたが一心に

主に立ち返るのであれば、ほかの神々とアシタロ

テを、あなたがたのうちから捨て去り、心を主に

向け、主にのみ仕えなければならない。そうすれ

ば、主はあなたがたをペリシテびとの手から救い

出されるであろう」。 4そこでイスラエルの人々

はバアルとアシタロテを捨て去り、ただ主にのみ

仕えた。 5サムエルはまた言った、「イスラエル

びとを、ことごとくミヅパに集めなさい。わたし

はあなたがたのために主に祈りましょう」。 6人

々はミヅパに集まり、水をくんでそれを主の前に

注ぎ、その日、断食してその所で言った、「われ

われは主に対して罪を犯した」。サムエルはミヅ

パでイスラエルの人々をさばいた。 7イスラエル

の人々のミヅパに集まったことがペリシテびとに

聞えたので、ペリシテびとの君たちは、イスラエ

ルに攻め上ってきた。イスラエルの人々はそれを

聞いて、ペリシテびとを恐れた。 8そしてイスラ

エルの人々はサムエルに言った、「われわれのた

め、われわれの神、主に叫ぶことを、やめないで

ください。そうすれば主がペリシテびとの手から

われわれを救い出されるでしょう」。 9そこでサ

ムエルは乳を飲む小羊一頭をとり、これを全き燔

祭として主にささげた。そしてサムエルはイスラ

エルのために主に叫んだので、主はこれに答えら

れた。 10サムエルが燔祭をささげていた時、ペリ

シテびとはイスラエルと戦おうとして近づいてき

た。しかし主はその日、大いなる雷をペリシテび

との上にとどろかせて、彼らを乱されたので、彼

らはイスラエルびとの前に敗れて逃げた。 11イス

ラエルの人々はミヅパを出てペリシテびとを追い

、これを撃って、ベテカルの下まで行った。 12そ

の時サムエルは一つの石をとってミヅパとエシャ

ナの間にすえ、「主は今に至るまでわれわれを助

けられた」と言って、その名をエベネゼルと名づ

けた。 13こうしてペリシテびとは征服され、ふた

たびイスラエルの領地に、はいらなかった。サム

エルの一生の間、主の手が、ペリシテびとを防い

だ。 14ペリシテびとがイスラエルから取った町々

は、エクロンからガテまで、イスラエルにかえり

、イスラエルはその周囲の地をもペリシテびとの

手から取りかえした。またイスラエルとアモリび

ととの間には平和があった。 15サムエルは一生の

間イスラエルをさばいた。 16年ごとにサムエルは

ベテルとギルガル、およびミヅパを巡って、その

所々でイスラエルをさばき、 17ラマに帰った。そ

こに彼の家があったからである。その所でも彼は

イスラエルをさばき、またそこで主に祭壇を築い

た。

8サムエルは年老いて、その子らをイスラエルの
さばきづかさとした。 2長子の名はヨエルとい

い、次の子の名はアビヤと言った。彼らはベエル

シバでさばきづかさであった。 3しかしその子ら

は父の道を歩まないで、利にむかい、まいないを

取って、さばきを曲げた。 4この時、イスラエル

の長老たちはみな集まってラマにおるサムエルの

もとにきて、 5言った、「あなたは年老い、あな

たの子たちはあなたの道を歩まない。今ほかの国

々のように、われわれをさばく王を、われわれの

ために立ててください」。 6しかし彼らが、「わ

れわれをさばく王を、われわれに与えよ」と言う

のを聞いて、サムエルは喜ばなかった。そしてサ

ムエルが主に祈ると、 7主はサムエルに言われた

、「民が、すべてあなたに言う所の声に聞き従い

なさい。彼らが捨てるのはあなたではなく、わた

しを捨てて、彼らの上にわたしが王であることを

認めないのである。 8彼らは、わたしがエジプト

から連れ上った日から、きょうまで、わたしを捨

ててほかの神々に仕え、さまざまの事をわたしに

したように、あなたにもしているのである。 9今

その声に聞き従いなさい。ただし、深く彼らを戒

めて、彼らを治める王のならわしを彼らに示さな

ければならない」。 10サムエルは王を立てること

を求める民に主の言葉をことごとく告げて、 11言

った、「あなたがたを治める王のならわしは次の

とおりである。彼はあなたがたのむすこを取って

、戦車隊に入れ、騎兵とし、自分の戦車の前に走

らせるであろう。 12彼はまたそれを千人の長、五

十人の長に任じ、またその地を耕させ、その作物

を刈らせ、またその武器と戦車の装備を造らせる

であろう。 13また、あなたがたの娘を取って、香

をつくる者とし、料理をする者とし、パンを焼く

者とするであろう。 14また、あなたがたの畑とぶ

どう畑とオリブ畑の最も良い物を取って、その家

来に与え、 15あなたがたの穀物と、ぶどう畑の、

十分の一を取って、その役人と家来に与え、 16ま

た、あなたがたの男女の奴隷および、あなたがた

の最も良い牛とろばを取って、自分のために働か

せ、 17また、あなたがたの羊の十分の一を取り、

あなたがたは、その奴隷となるであろう。 18そし

てその日あなたがたは自分のために選んだ王のゆ

えに呼ばわるであろう。しかし主はその日にあな

たがたに答えられないであろう」。 19ところが民

はサムエルの声に聞き従うことを拒んで言った、

「いいえ、われわれを治める王がなければならな

い。 20われわれも他の国々のようになり、王がわ

れわれをさばき、われわれを率いて、われわれの

戦いにたたかうのである」。 21サムエルは民の言

葉をことごとく聞いて、それを主の耳に告げた。

22主はサムエルに言われた、「彼らの声に聞き従

い、彼らのために王を立てよ」。サムエルはイス

ラエルの人々に言った、「あなたがたは、めいめ

いその町に帰りなさい」。

9さて、ベニヤミンの人で、キシという名の裕福
な人があった。キシはアビエルの子、アビエル

はゼロルの子、ゼロルはベコラテの子、ベコラテ

はアピヤの子、アピヤはベニヤミンびとである。 2

キシにはサウルという名の子があった。若くて麗

しく、イスラエルの人々のうちに彼よりも麗しい

人はなく、民のだれよりも肩から上、背が高かっ

た。 3サウルの父キシの数頭のろばがいなくなっ

た。そこでキシは、その子サウルに言った、「し
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もべをひとり連れて、立って行き、ろばを捜して

きなさい」。 4そこでふたりはエフライムの山地

を通りすぎ、シャリシャの地を通り過ぎたけれど

も見当らず、シャリムの地を通り過ぎたけれども

おらず、ベニヤミンの地を通り過ぎたけれども見

当らなかった。 5彼らがツフの地にきた時、サウ

ルは連れてきたしもべに言った、「さあ、帰ろう

。父は、ろばのことよりも、われわれのことを心

配するだろう」。 6ところが、しもべは言った、

「この町には神の人がおられます。尊い人で、そ

の言われることはみなそのとおりになります。そ

の所へ行きましょう。われわれの出てきた旅のこ

とについて何か示されるでしょう」。 7サウルは

しもべに言った、「しかし行くのであれば、その

人に何を贈ろうか。袋のパンはもはや、なくなり

、神の人に持っていく贈り物がない。何かありま

すか」。 8しもべは、またサウルに答えた、「わ

たしの手に四分の一シケルの銀があります。わた

しはこれを、神の人に与えて、われわれの道を示

してもらいましょう」。 9昔イスラエルでは、神

に問うために行く時には、こう言った、「さあ、

われわれは先見者のところへ行こう」。今の預言

者は、昔は先見者といわれていたのである。 10サ

ウルはそのしもべに言った、「それは良い。さあ

、行こう」。こうして彼らは、神の人のいるその

町へ行った。 11彼らは町へ行く坂を上っている時

、水をくむために出てくるおとめたちに出会った

ので、彼らに言った、「先見者はここにおられま

すか」。 12おとめたちは答えた、「おられます。

ごらんなさい、この先です。急いで行きなさい。

民がきょう高き所で犠牲をささげるので、たった

今、町にこられたところです。 13あなたがたは、

町にはいるとすぐ、あのかたが高き所に上って食

事される前に会えるでしょう。民はそのかたがこ

られるまでは食事をしません。あのかたが犠牲を

祝福されてから、招かれた人々が食事をするので

す。さあ、上っていきなさい。すぐに会えるでし

ょう」。 14こうして彼らは町に上っていった。そ

して町の中に、はいろうとした時、サムエルは高

き所に上るため彼らのほうに向かって出てきた。

15さてサウルが来る一日前に、主はサムエルの耳

に告げて言われた、 16「あすの今ごろ、あなたの

所に、ベニヤミンの地から、ひとりの人をつかわ

すであろう。あなたはその人に油を注いで、わた

しの民イスラエルの君としなさい。彼はわたしの

民をペリシテびとの手から救い出すであろう。わ

たしの民の叫びがわたしに届き、わたしがその悩

みを顧みるからである」。 17サムエルがサウルを

見た時、主は言われた、「見よ、わたしの言った

のはこの人である。この人がわたしの民を治める

であろう」。 18そのときサウルは、門の中でサム

エルに近づいて言った、「先見者の家はどこです

か。どうか教えてください」。 19サムエルはサウ

ルに答えた、「わたしがその先見者です。わたし

の前に行って、高き所に上りなさい。あなたがた

は、きょう、わたしと一緒に食事しなさい。わた

しはあすの朝あなたを帰らせ、あなたの心にある

ことをみな示しましょう。 20三日前に、いなくな

ったあなたのろばは、もはや見つかったので心に

かけなくてもよろしい。しかしイスラエルのすべ

ての望ましきものはだれのものですか。それはあ

なたのもの、あなたの父の家のすべての人のもの

ではありませんか」。 21サウルは答えた、「わた

しはイスラエルのうちの最も小さい部族のベニヤ

ミンびとであって、わたしの一族はまたベニヤミ

ンのどの一族よりも卑しいものではありませんか

。どうしてあなたは、そのようなことをわたしに

言われるのですか」。 22サムエルはサウルとその

しもべを導いて、へやにはいり、招かれた三十人

ほどのうちの上座にすわらせた。 23そしてサムエ

ルは料理人に言った、「あなたに渡して、取りの

けておくようにと言っておいた分を持ってきなさ

い」。 24料理人は、ももとその上の部分を取り上

げて、それをサウルの前に置いた。そしてサムエ

ルは言った、「ごらんなさい。取っておいた物が

、あなたの前に置かれています。召しあがってく

ださい。あなたが客人たちと一緒に食事ができる

ように、この時まで、あなたのために取っておい

たものです」。こうしてサウルはその日サムエル

と一緒に食事をした。 25そして彼らが高き所を下

って町にはいった時、サウルのために屋上に床が

設けられ、彼はその上に身を横たえて寝た。 26そ

して夜明けになって、サムエルは屋上のサウルに

呼ばわって言った、「起きなさい。あなたをお送

りします」。サウルは起き上がった。そしてサウ

ルとサムエルのふたりは、共に外に出た。 27彼ら

が町はずれに下った時、サムエルはサウルに言っ

た、「あなたのしもべに先に行くように言いなさ

い。しもべが先に行ったら、あなたは、しばらく

ここに立ちとどまってください。神の言葉を知ら

せましょう」。

10その時サムエルは油のびんを取って、サウル
の頭に注ぎ、彼に口づけして言った、「主は

あなたに油を注いで、その民イスラエルの君とさ

れたではありませんか。あなたは主の民を治め、

周囲の敵の手から彼らを救わなければならない。

主があなたに油を注いで、その嗣業の君とされた

ことの、しるしは次のとおりです。 2あなたがき

ょう、わたしを離れて、去って行くとき、ベニヤ

ミンの領地のゼルザにあるラケルの墓のかたわら

で、ふたりの人に会うでしょう。そして彼らはあ

なたに言います、『あなたが捜しに行かれたろば

は見つかりました。いま父上は、ろばよりもあな

たがたの事を心配して、「わが子のことは、どう

しよう」と言っておられます』。 3あなたが、そ

こからなお進んで、タボルのかしの木の所へ行く

と、そこでベテルに上って神を拝もうとする三人

の者に会うでしょう。ひとりは三頭の子やぎを連

れ、ひとりは三つのパンを携え、ひとりは、ぶど

う酒のはいった皮袋一つを携えている。 4彼らは

あなたにあいさつし、二つのパンをくれるでしょ

う。あなたはそれを、その手から受けなければな

らない。 5その後、あなたは神のギベアへ行く。
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そこはペリシテびとの守備兵のいる所である。あ

なたはその所へ行って、町にはいる時、立琴、手

鼓、笛、琴を執る人々を先に行かせて、預言しな

がら高き所から降りてくる一群の預言者に会うで

しょう。 6その時、主の霊があなたの上にもはげ

しく下って、あなたは彼らと一緒に預言し、変っ

て新しい人となるでしょう。 7これらのしるしが

、あなたの身に起ったならば、あなたは手当たり

しだいになんでもしなさい。神があなたと一緒に

おられるからです。 8あなたはわたしに先立って

ギルガルに下らなければならない。わたしはあな

たのもとに下っていって、燔祭を供え、酬恩祭を

ささげるでしょう。わたしがあなたのもとに行っ

て、あなたのしなければならない事をあなたに示

すまで、七日のあいだ待たなければならない」。 9

サウルが背をかえしてサムエルを離れたとき、神

は彼に新しい心を与えられた。これらのしるしは

皆その日に起った。 10彼らはギベアにきた時、預

言者の一群に出会った。そして神の霊が、はげし

くサウルの上に下り、彼は彼らのうちにいて預言

した。 11もとからサウルを知っていた人々はみな

、サウルが預言者たちと共に預言するのを見て互

に言った、「キシの子に何事が起ったのか。サウ

ルもまた預言者たちのうちにいるのか」。 12その

所のひとりの者が答えた、「彼らの父はだれなの

か」。それで「サウルもまた預言者たちのうちに

いるのか」というのが、ことわざとなった。 13サ

ウルは預言することを終えて、高き所へ行った。

14サウルのおじが、サウルとそのしもべとに言っ

た、「あなたがたは、どこへ行ったのか」。サウ

ルは言った、「ろばを捜しにいったのですが、ど

こにもいないので、サムエルのもとに行きました

」。 15サウルのおじは言った、「サムエルが、ど

んなことを言ったか、どうぞ話してください」。

16サウルはおじに言った、「ろばが見つかったと

、はっきり、わたしたちに言いました」。しかし

サムエルが言った王国のことについて、おじには

何も告げなかった。 17さて、サムエルは民をミヅ

パで主の前に集め、 18イスラエルの人々に言った

、「イスラエルの神、主はこう仰せられる、『わ

たしはイスラエルをエジプトから導き出し、あな

たがたをエジプトびとの手、およびすべてあなた

がたをしえたげる王国の手から救い出した』。 19

しかしあなたがたは、きょう、あなたがたをその

悩みと苦しみの中から救われるあなたがたの神を

捨て、その上、『いいえ、われわれの上に王を立

てよ』と言う。それゆえ今、あなたがたは、部族

にしたがい、また氏族にしたがって、主の前に出

なさい」。 20こうしてサムエルがイスラエルのす

べての部族を呼び寄せた時、ベニヤミンの部族が

、くじに当った。 21またベニヤミンの部族をその

氏族にしたがって呼び寄せた時、マテリの氏族が

、くじに当り、マテリの氏族を人ごとに呼び寄せ

た時、キシの子サウルが、くじに当った。しかし

人々が彼を捜した時、見つからなかった。 22そこ

でまた主に「その人はここにきているのですか」

と問うと、主は言われた、「彼は荷物の間に隠れ

ている」。 23人々は走って行って、彼をそこから

連れてきた。彼は民の中に立ったが、肩から上は

、民のどの人よりも高かった。 24サムエルはすべ

ての民に言った、「主が選ばれた人をごらんなさ

い。民のうちに彼のような人はないではありませ

んか」。民はみな「王万歳」と叫んだ。 25その時

サムエルは王国のならわしを民に語り、それを書

にしるして、主の前におさめた。こうしてサムエ

ルはすべての民をそれぞれ家に帰らせた。 26サウ

ルもまたギベアにある彼の家に帰った。そして神

にその心を動かされた勇士たちも彼と共に行った

。 27しかし、よこしまな人々は「この男がどうし

てわれわれを救うことができよう」と言って、彼

を軽んじ、贈り物をしなかった。しかしサウルは

黙っていた。

11アンモンびとナハシは上ってきて、ヤベシ・
ギレアデを攻め囲んだ。ヤベシの人々はナハ

シに言った、「われわれと契約を結びなさい。そ

うすればわれわれはあなたに仕えます」。 2しか

しアンモンびとナハシは彼らに言った、「次の条

件であなたがたと契約を結ぼう。すなわち、わた

しが、あなたがたすべての右の目をえぐり取って

、全イスラエルをはずかしめるということだ」。 3

ヤベシの長老たちは彼に言った、「われわれに七

日の猶予を与え、イスラエルの全領土に使者を送

ることを許してください。そしてもしわれわれを

救う者がない時は降伏します」。 4こうして使者

が、サウルのギベアにきて、この事を民の耳に告

げたので、民はみな声をあげて泣いた。 5その時

サウルは畑から牛のあとについてきた。そしてサ

ウルは言った、「民が泣いているのは、どうした

のか」。人々は彼にヤベシの人々の事を告げた。 6

サウルがこの言葉を聞いた時、神の霊が激しく彼

の上に臨んだので、彼の怒りははなはだしく燃え

た。 7彼は一くびきの牛をとり、それを切り裂き

、使者の手によってイスラエルの全領土に送って

言わせた、「だれであってもサウルとサムエルと

に従って出ない者は、その牛がこのようにされる

であろう」。民は主を恐れて、ひとりのように出

てきた。 8サウルはベゼクでそれを数えたが、イ

スラエルの人々は三十万、ユダの人々は三万であ

った。 9そして人々は、きた使者たちに言った、

「ヤベシ・ギレアデの人にこう言いなさい、『あ

す、日の暑くなるころ、あなたがたは救を得るで

あろう』と」。使者が帰って、ヤベシの人々に告

げたので、彼らは喜んだ。 10そこでヤベシの人々

は言った、「あす、われわれは降伏します。なん

でも、あなたがたが良いと思うことを、われわれ

にしてください」。 11明くる日、サウルは民を三

つの部隊に分け、あかつきに敵の陣営に攻め入り

、日の暑くなるころまで、アンモンびとを殺した

。生き残った者はちりぢりになって、ふたり一緒

にいるものはなかった。 12その時、民はサムエル

に言った、「さきに、『サウルがどうしてわれわ

れを治めることができようか』と言ったものはだ

れでしょうか。その人々を引き出してください。
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われわれはその人々を殺します」。 13しかしサウ

ルは言った、「主はきょう、イスラエルに救を施

されたのですから、きょうは人を殺してはなりま

せん」。 14そこでサムエルは民に言った、「さあ

、ギルガルへ行って、あそこで王国を一新しよう

」。 15こうして民はみなギルガルへ行って、その

所で主の前にサウルを王とし、酬恩祭を主の前に

ささげ、サウルとイスラエルの人々は皆、その所

で大いに祝った。

12サムエルはイスラエルの人々に言った、「見
よ、わたしは、あなたがたの言葉に聞き従っ

て、あなたがたの上に王を立てた。 2見よ王は今

、あなたがたの前に歩む。わたしは年老いて髪は

白くなった。わたしの子らもあなたがたと共にい

る。わたしは若い時から、きょうまで、あなたが

たの前に歩んだ。 3わたしはここにいる。主の前

と、その油そそがれた者の前に、わたしを訴えよ

。わたしが、だれの牛を取ったか。だれのろばを

取ったか。だれを欺いたか。だれをしえたげたか

。だれの手から、まいないを取って、自分の目を

くらましたか。もしそのようなことがあれば、わ

たしはそれを、あなたがたに償おう」。 4彼らは

言った、「あなたは、われわれを欺いたことも、

しえたげたこともありません。また人の手から何

も取ったことはありません」。 5サムエルは彼ら

に言った、「あなたがたが、わたしの手のうちに

、なんの不正をも見いださないことを、主はあな

たがたにあかしされる。その油そそがれた者も、

きょうそれをあかしする」。彼らは言った、「あ

かしされます」。 6サムエルは民に言った、「モ

ーセとアロンを立てて、あなたがたの先祖をエジ

プトの地から導き出された主が証人です。 7それ

ゆえ、あなたがたは今、立ちなさい。わたしは主

が、あなたがたとあなたがたの先祖のために行わ

れたすべての救のわざについて、主の前に、あな

たがたと論じよう。 8ヤコブがエジプトに行って

、エジプトびとが、彼らを、しえたげた時、あな

たがたの先祖は主に呼ばわったので、主はモーセ

とアロンをつかわされた。そこで彼らは、あなた

がたの先祖をエジプトから導き出して、この所に

住まわせた。 9しかし、彼らがその神、主を忘れ

たので、主は彼らをハゾルの王ヤビンの軍の長シ

セラの手に渡し、またペリシテびとの手とモアブ

の王の手にわたされた。そこで彼らがイスラエル

を攻めたので、 10民は主に呼ばわって言った、『

われわれは主を捨て、バアルとアシタロテに仕え

て、罪を犯しました。今、われわれを敵の手から

救い出してください。われわれはあなたに仕えま

す』。 11主はエルバアルとバラクとエフタとサム

エルをつかわして、あなたがたを周囲の敵の手か

ら救い出されたので、あなたがたは安らかに住む

ことができた。 12ところが、アンモンびとの王ナ

ハシが攻めてくるのを見たとき、あなたがたの神

、主があなたがたの王であるのに、あなたがたは

わたしに、『いいえ、われわれを治める王がなけ

ればならない』と言った。 13それゆえ、今あなた

がたの選んだ王、あなたがたが求めた王を見なさ

い。主はあなたがたの上に王を立てられた。 14も

し、あなたがたが主を恐れ、主に仕えて、その声

に聞き従い、主の戒めにそむかず、あなたがたも

、あなたがたを治める王も共に、あなたがたの神

、主に従うならば、それで良い。 15しかし、もし

あなたがたが主の声に聞き従わず、主の戒めにそ

むくならば、主の手は、あなたがたとあなたがた

の王を攻めるであろう。 16それゆえ、今、あなた

がたは立って、主が、あなたがたの目の前で行わ

れる、この大いなる事を見なさい。 17きょうは小

麦刈の時ではないか。わたしは主に呼ばわるであ

ろう。そのとき主は雷と雨を下して、あなたがた

が王を求めて、主の前に犯した罪の大いなること

を見させ、また知らせられるであろう」。 18そし

てサムエルが主に呼ばわったので、主はその日、

雷と雨を下された。民は皆ひじょうに主とサムエ

ルとを恐れた。 19民はみなサムエルに言った、「

しもべらのために、あなたの神、主に祈って、わ

れわれの死なないようにしてください。われわれ

は、もろもろの罪を犯した上に、また王を求めて

、悪を加えました」。 20サムエルは民に言った、

「恐れることはない。あなたがたは、このすべて

の悪をおこなった。しかし主に従うことをやめず

、心をつくして主に仕えなさい。 21むなしい物に

迷って行ってはならない。それは、あなたがたを

助けることも救うこともできないむなしいものだ

からである。 22主は、その大いなる名のゆえに、

その民を捨てられないであろう。主が、あなたが

たを自分の民とすることを良しとされるからであ

る。 23また、わたしは、あなたがたのために祈る

ことをやめて主に罪を犯すことは、けっしてしな

いであろう。わたしはまた良い、正しい道を、あ

なたがたに教えるであろう。 24あなたがたは、た

だ主を恐れ、心をつくして、誠実に主に仕えなけ

ればならない。そして主がどんなに大きいことを

あなたがたのためにされたかを考えなければなら

ない。 25しかし、あなたがたが、なおも悪を行う

ならば、あなたがたも、あなたがたの王も、共に

滅ぼされるであろう」。

13サウルは三十歳で王の位につき、二年イスラ
エルを治めた。 2さてサウルはイスラエルび

と三千を選んだ。二千はサウルと共にミクマシ、

およびベテルの山地におり、一千はヨナタンと共

にベニヤミンのギベアにいた。サウルはその他の

民を、おのおの、その天幕に帰らせた。 3ヨナタ

ンは、ゲバにあるペリシテびとの守備兵を敗った

。ペリシテびとはそのことを聞いた。そこで、サ

ウルは国中に、あまねく角笛を吹きならして言わ

せた、「ヘブルびとよ、聞け」。 4イスラエルの

人は皆、サウルがペリシテびとの守備兵を敗った

こと、そしてイスラエルがペリシテびとに憎まれ

るようになったことを聞いた。こうして民は召さ

れて、ギルガルのサウルのもとに集まった。 5ペ

リシテびとはイスラエルと戦うために集まった。

戦車三千、騎兵六千、民は浜べの砂のように多か
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った。彼らは上ってきて、ベテアベンの東のミク

マシに陣を張った。 6イスラエルびとは、ひどく

圧迫され、味方が危くなったのを見て、ほら穴に

、縦穴に、岩に、墓に、ため池に身を隠した。 7

また、あるヘブルびとはヨルダンを渡って、ガド

とギレアデの地へ行った。しかしサウルはなおギ

ルガルにいて、民はみな、ふるえながら彼に従っ

た。 8サウルは、サムエルが定めたように、七日

のあいだ待ったが、サムエルがギルガルにこなか

ったので、民は彼を離れて散って行った。 9そこ

でサウルは言った、「燔祭と酬恩祭をわたしの所

に持ってきなさい」。こうして彼は燔祭をささげ

た。 10その燔祭をささげ終ると、サムエルがきた

。サウルはあいさつをしようと、彼を迎えに出た

。 11その時サムエルは言った、「あなたは何をし

たのですか」。サウルは言った、「民はわたしを

離れて散って行き、あなたは定まった日のうちに

こられないのに、ペリシテびとがミクマシに集ま

ったのを見たので、 12わたしは、ペリシテびとが

今にも、ギルガルに下ってきて、わたしを襲うか

も知れないのに、わたしはまだ主の恵みを求める

ことをしていないと思い、やむを得ず燔祭をささ

げました」。 13サムエルはサウルに言った、「あ

なたは愚かなことをした。あなたは、あなたの神

、主の命じられた命令を守らなかった。もし守っ

たならば、主は今あなたの王国を長くイスラエル

の上に確保されたであろう。 14しかし今は、あな

たの王国は続かないであろう。主は自分の心にか

なう人を求めて、その人に民の君となることを命

じられた。あなたが主の命じられた事を守らなか

ったからである」。 15こうしてサムエルは立って

、ギルガルからベニヤミンのギベアに上っていっ

た。サウルは共にいる民を数えてみたが、おおよ

そ六百人あった。 16サウルとその子ヨナタン、な

らびに、共にいる民は、ベニヤミンのゲバにおり

、ペリシテびとはミクマシに陣を張っていた。 17

そしてペリシテびとの陣から三つの部隊にわかれ

た略奪隊が出てきて、一部隊はオフラの方に向か

って、シュアルの地に行き、 18一部隊はベテホロ

ンの方に向かい、一部隊は荒野の方のゼボイムの

谷を見おろす境の方に向かった。 19そのころ、イ

スラエルの地にはどこにも鉄工がいなかった。ペ

リシテびとが「ヘブルびとはつるぎも、やりも造

ってはならない」と言ったからである。 20ただし

イスラエルの人は皆、そのすきざき、くわ、おの

、かまに刃をつけるときは、ペリシテびとの所へ

下って行った。 21すきざきと、くわのための料金

は一ピムであり、おのに刃をつけるのと、とげの

あるむちを直すのは三分の一シケルであった。 22

それでこの戦いの日には、サウルおよびヨナタン

と共にいた民の手には、つるぎもやりもなく、た

だサウルとその子ヨナタンとがそれを持っていた

。 23ペリシテびとの先陣はミクマシの渡りに進み

出た。

14ある日、サウルの子ヨナタンは、その武器を
執る若者に「さあ、われわれは向こう側の、

ペリシテびとの先陣へ渡って行こう」と言った。

しかしヨナタンは父には告げなかった。 2サウル

はギベアのはずれで、ミグロンにある、ざくろの

木の下にとどまっていたが、共にいた民はおおよ

そ六百人であった。 3またアヒヤはエポデを身に

着けて共にいた。アヒヤはアヒトブの子、アヒト

ブはイカボデの兄弟、イカボデはピネハスの子、

ピネハスはシロにおいて主の祭司であったエリの

子である。民はヨナタンが出かけることを知らな

かった。 4ヨナタンがペリシテびとの先陣に渡っ

て行こうとする渡りには、一方に険しい岩があり

、他方にも険しい岩があり、一方の名をボゼヅと

いい、他方の名をセネといった。 5岩の一つはミ

クマシの前にあって北にあり、一つはゲバの前に

あって南にあった。 6ヨナタンはその武器を執る

若者に言った、「さあ、われわれは、この割礼な

き者どもの先陣へ渡って行こう。主がわれわれの

ために何か行われるであろう。多くの人をもって

救うのも、少ない人をもって救うのも、主にとっ

ては、なんの妨げもないからである」。 7武器を

執る者は彼に言った、「あなたの望みどおりにし

なさい。わたしは一緒にいます。わたしはあなた

と同じ心です」。 8ヨナタンはまた言った、「わ

れわれは、あの人々の所に渡っていって、彼らに

身を現そう。 9そして、もし彼らがわれわれに、

『こちらから行くまで待て』と言うならば、われ

われはその場にとどまり、彼らの所に上っていか

ないであろう。 10しかし、もし彼らが『われわれ

のところへ上ってこい』と言うならば、われわれ

は上って行こう。主が彼らをわれわれの手に渡さ

れるからである。これをもってしるしとしよう」

。 11こうしてふたりはペリシテびとの先陣に、そ

の身を現したので、ペリシテびとは言った、「見

よ、ヘブルびとが、隠れていた穴から出てくる」

。 12先陣の人々はヨナタンと、その武器を執る者

に叫んで言った、「われわれのところに上ってこ

い。目に、もの見せてくれよう」。ヨナタンは、

その武器を執る者に言った、「わたしのあとにつ

いて上ってきなさい。主は彼らをイスラエルの手

に渡されたのだ」。 13そしてヨナタンはよじ登り

、武器を執る者もそのあとについて登った。ペリ

シテびとはヨナタンの前に倒れた。武器を執る者

も、あとについていってペリシテびとを殺した。

14ヨナタンとその武器を執る者とが、手始めに殺

したものは、おおよそ二十人であって、このこと

は一くびきの牛の耕す畑のおおよそ半分の内で行

われた。 15そして陣営にいる者、野にいるもの、

およびすべての民は恐怖に襲われ、先陣のもの、

および略奪隊までも、恐れおののいた。また地は

震い動き、非常に大きな恐怖となった。 16ベニヤ

ミンのギベアにいたサウルの番兵たちが見ると、

ペリシテびとの群衆はくずれて右往左往していた

。 17その時サウルは、共にいる民に言った、「人

数を調べて、われわれのうちのだれが出て行った

かを見よ」。人数を調べたところ、ヨナタンとそ

の武器を執る者とがそこにいなかった。 18サウル

はアヒヤに言った、「エポデをここに持ってきな
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さい」。その時、アヒヤはイスラエルの人々の前

でエポデを身に着けていたからである。 19サウル

が祭司に語っている間にも、ペリシテびとの陣営

の騒ぎはますます大きくなったので、サウルは祭

司に言った、「手を引きなさい」。 20こうしてサ

ウルおよび共にいる民は皆、集まって戦いに出た

。ペリシテびとはつるぎをもって同志打ちしたの

で、非常に大きな混乱となった。 21また先にペリ

シテびとと共にいて、彼らと共に陣営にきていた

ヘブルびとたちも、翻ってサウルおよびヨナタン

と共にいるイスラエルびとにつくようになった。

22またエフライムの山地に身を隠していたイスラ

エルびとたちも皆、ペリシテびとが逃げると聞い

て、彼らもまた戦いに出て、それを追撃した。 23

こうして主はその日イスラエルを救われた。そし

て戦いはベテアベンに移った。 24しかしその日イ

スラエルの人々は苦しんだ。これはサウルが民に

誓わせて「夕方まで、わたしが敵にあだを返すま

で、食物を食べる者は、のろわれる」と言ったか

らである。それゆえ民のうちには、ひとりも食物

を口にしたものはなかった。 25ところで、民がみ

な森の中にはいると、地のおもてに蜜があった。

26民は森にはいった時、蜜のしたたっているのを

見た。しかしだれもそれを手に取って口につける

ものがなかった。民が誓いを恐れたからである。

27しかしヨナタンは、父が民に誓わせたことを聞

かなかったので、手を伸べてつえの先を蜜ばちの

巣に浸し、手に取って口につけた。すると彼は目

がはっきりした。 28その時、民のひとりが言った

、「あなたの父は、かたく民に誓わせて『きょう

、食物を食べる者は、のろわれる』と言われまし

た。それで民は疲れているのです」。 29ヨナタン

は言った、「父は国を悩ませました。ごらんなさ

い。この蜜をすこしなめたばかりで、わたしの目

がこんなに、はっきりしたではありませんか。 30

まして、民がきょう敵からぶんどった物を、じゅ

うぶん食べていたならば、さらに多くのペリシテ

びとを殺していたでしょうに」。 31その日イスラ

エルびとは、ペリシテびとを撃って、ミクマシか

らアヤロンに及んだ。そして民は、ひじょうに疲

れたので、 32ぶんどり物に、はせかかって、羊、

牛、子牛を取って、それを地の上に殺し、血のま

までそれを食べた。 33人々はサウルに言った、「

民は血のままで食べて、主に罪を犯しています」

。サウルは言った、「あなたがたはそむいている

。この所へ、わたしのもとに大きな石をころがし

てきなさい」。 34サウルはまた言った、「あなた

がたは分れて、民の中にはいって、彼らに言いな

さい、『おのおの牛または、羊を引いてきてここ

でほふって食べなさい。血のままで食べて、主に

罪を犯してはならない』」。そこで民は皆、その

夜、おのおの牛を引いてきて、それを、その所で

ほふった。 35こうしてサウルは主に一つの祭壇を

築いた。これはサウルが主のために築いた最初の

祭壇である。 36サウルは言った、「われわれは夜

のうちにペリシテびとを追って下り、夜明けまで

彼らをかすめて、ひとりも残らぬようにしよう」

。人々は言った、「良いと思われることを、なん

でもしてください」。しかし祭司は言った、「わ

れわれは、ここで、神に尋ねましょう」。 37そこ

でサウルは神に伺った、「わたしはペリシテびと

を追って下るべきでしょうか。あなたは彼らをイ

スラエルの手に渡されるでしょうか」。しかし神

はその日は答えられなかった。 38そこでサウルは

言った、「民の長たちよ、みなこの所に近よりな

さい。あなたがたは、よく見きわめて、きょうの

この罪が起きたわけを知らなければならない。 39

イスラエルを救う主は生きておられる。たとい、

それがわたしの子ヨナタンであっても、必ず死な

なければならない」。しかし民のうちにはひとり

も、これに答えるものがいなかった。 40サウルは

イスラエルのすべての人に言った、「あなたがた

は向こう側にいなさい。わたしとわたしの子ヨナ

タンはこちら側にいましょう」。民はサウルに言

った、「良いと思われることをしてください」。

41そこでサウルは言った、「イスラエルの神、主

よ、あなたはきょう、なにゆえしもべに答えられ

なかったのですか。もしこの罪がわたしにあるか

、またはわたしの子ヨナタンにあるのでしたら、

イスラエルの神、主よ、ウリムをお与えください

。しかし、もしこの罪が、あなたの民イスラエル

にあるのでしたらトンミムをお与えください」。

こうしてヨナタンとサウルとが、くじに当り、民

はのがれた。 42サウルは言った、「わたしか、わ

たしの子ヨナタンかを決めるために、くじを引き

なさい」。くじはヨナタンに当った。 43サウルは

ヨナタンに言った、「あなたがしたことを、わた

しに言いなさい」。ヨナタンは言った、「わたし

は確かに手にあったつえの先に少しばかりの蜜を

つけて、なめました。わたしはここにいます。死

は覚悟しています」。 44サウルは言った、「神が

わたしをいくえにも罰してくださるように。ヨナ

タンよ、あなたは必ず死ななければならない」。

45その時、民はサウルに言った、「イスラエルの

うちにこの大いなる勝利をもたらしたヨナタンが

死ななければならないのですか。決してそうでは

ありません。主は生きておられます。ヨナタンの

髪の毛一すじも地に落してはなりません。彼は神

と共にきょう働いたのです」。こうして民はヨナ

タンを救ったので彼は死を免れた。 46サウルはペ

リシテびとを追うことをやめて引きあげ、ペリシ

テびとはその国へ帰った。 47サウルはイスラエル

の王となって、周囲のもろもろの敵、すなわちモ

アブ、アンモンの人々、エドム、ゾバの王たちお

よびペリシテびとと戦い、すべて向かう所で勝利

を得た。 48サウルは勇ましく働き、アマレクびと

を撃って、イスラエルびとを略奪者の手から救い

出した。 49さて、サウルのむすこたちはヨナタン

、エスイ、およびマルキシュアである。ふたりの

娘の名は次のとおりである。すなわち姉の名はメ

ラブ、妹の名はミカルである。 50サウルの妻の名

はアヒノアムといい、アヒマアズの娘である。ま

た軍の長の名はアブネルといい、サウルのおじネ

ルの子である。 51サウルの父キシとアブネルの父
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ネルとは、アビエルの子である。 52サウルの一生

の間、ペリシテびとと激しい戦いがあった。サウ

ルは力の強い人や勇気のある人を見るごとに、そ

れを召しかかえた。

15さて、サムエルはサウルに言った、「主は、
わたしをつかわし、あなたに油をそそいで、

その民イスラエルの王とされました。それゆえ、

今、主の言葉を聞きなさい。 2万軍の主は、こう

仰せられる、『わたしは、アマレクがイスラエル

にした事、すなわちイスラエルがエジプトから上

ってきた時、その途中で敵対したことについて彼

らを罰するであろう。 3今、行ってアマレクを撃

ち、そのすべての持ち物を滅ぼしつくせ。彼らを

ゆるすな。男も女も、幼な子も乳飲み子も、牛も

羊も、らくだも、ろばも皆、殺せ』」。 4サウル

は民を呼び集め、テライムで人数を調べたところ

、歩兵は二十万、ユダの人は一万であった。 5そ

してサウルはアマレクの町へ行って、谷に兵を伏

せた。 6サウルはケニびとに言った、「さあ、あ

なたがたはアマレクびとを離れて、下っていって

ください。彼らと一緒にあなたがたを滅ぼすよう

なことがあってはならない。あなたがたは、イス

ラエルの人々がエジプトから上ってきた時、親切

にしてくれたのですから」。そこでケニびとはア

マレクびとを離れて行った。 7サウルはアマレク

びとを撃って、ハビラからエジプトの東にあるシ

ュルにまで及んだ。 8そしてアマレクびとの王ア

ガグをいけどり、つるぎをもってその民をことご

とく滅ぼした。 9しかしサウルと民はアガグをゆ

るし、また羊と牛の最も良いもの、肥えたものな

らびに小羊と、すべての良いものを残し、それら

を滅ぼし尽すことを好まず、ただ値うちのない、

つまらない物を滅ぼし尽した。 10その時、主の言

葉がサムエルに臨んだ、 11「わたしはサウルを王

としたことを悔いる。彼がそむいて、わたしに従

わず、わたしの言葉を行わなかったからである」

。サムエルは怒って、夜通し、主に呼ばわった。

12そして朝サウルに会うため、早く起きたが、サ

ムエルに告げる人があった、「サウルはカルメル

にきて、自分のために戦勝記念碑を建て、身をか

えして進み、ギルガルへ下って行きました」。 13

サムエルがサウルのもとへ来ると、サウルは彼に

言った、「どうぞ、主があなたを祝福されますよ

うに。わたしは主の言葉を実行しました」。 14サ

ムエルは言った、「それならば、わたしの耳には

いる、この羊の声と、わたしの聞く牛の声は、い

ったい、なんですか」。 15サウルは言った、「人

々がアマレクびとの所から引いてきたのです。民

は、あなたの神、主にささげるために、羊と牛の

最も良いものを残したのです。そのほかは、われ

われが滅ぼし尽しました」。 16サムエルはサウル

に言った、「おやめなさい。昨夜、主がわたしに

言われたことを、あなたに告げましょう」。サウ

ルは彼に言った、「言ってください」。 17サムエ

ルは言った、「たとい、自分では小さいと思って

も、あなたはイスラエルの諸部族の長ではありま

せんか。主はあなたに油を注いでイスラエルの王

とされた。 18そして主はあなたに使命を授け、つ

かわして言われた、『行って、罪びとなるアマレ

クびとを滅ぼし尽せ。彼らを皆殺しにするまで戦

え』。 19それであるのに、どうしてあなたは主の

声に聞き従わないで、ぶんどり物にとびかかり、

主の目の前に悪をおこなったのですか」。 20サウ

ルはサムエルに言った、「わたしは主の声に聞き

従い、主がつかわされた使命を帯びて行き、アマ

レクの王アガグを連れてきて、アマレクびとを滅

ぼし尽しました。 21しかし民は滅ぼし尽すべきも

ののうち最も良いものを、ギルガルで、あなたの

神、主にささげるため、ぶんどり物のうちから羊

と牛を取りました」。 22サムエルは言った、「主

はそのみ言葉に聞き従う事を喜ばれるように、燔

祭や犠牲を喜ばれるであろうか。見よ、従うこと

は犠牲にまさり、聞くことは雄羊の脂肪にまさる

。 23そむくことは占いの罪に等しく、強情は偶像

礼拝の罪に等しいからである。あなたが主のこと

ばを捨てたので、主もまたあなたを捨てて、王の

位から退けられた」。 24サウルはサムエルに言っ

た、「わたしは主の命令とあなたの言葉にそむい

て罪を犯しました。民を恐れて、その声に聞き従

ったからです。 25どうぞ、今わたしの罪をゆるし

、わたしと一緒に帰って、主を拝ませてください

」。 26サムエルはサウルに言った、「あなたと一

緒に帰りません。あなたが主の言葉を捨てたので

、主もあなたを捨てて、イスラエルの王位から退

けられたからです」。 27こうしてサムエルが去ろ

うとして身をかえした時、サウルがサムエルの上

着のすそを捕えたので、それは裂けた。 28サムエ

ルは彼に言った、「主はきょう、あなたからイス

ラエルの王国を裂き、もっと良いあなたの隣人に

与えられた。 29またイスラエルの栄光は偽ること

もなく、悔いることもない。彼は人ではないから

悔いることはない」。 30サウルは言った、「わた

しは罪を犯しましたが、どうぞ、民の長老たち、

およびイスラエルの前で、わたしを尊び、わたし

と一緒に帰って、あなたの神、主を拝ませてくだ

さい」。 31そこでサムエルはサウルのあとについ

て帰った。そしてサウルは主を拝んだ。 32時にサ

ムエルは言った、「わたしの所にアマレクびとの

王アガグを引いてきなさい」。アガグはうれしそ

うにサムエルの所にきた。アガグは「死の苦しみ

はきっと過ぎ去ったのだ」と思った。 33サムエル

は言った、「あなたのつるぎは多くの女に子供を

失わせた。そのようにあなたの母も女のうちで最

も無惨に子供を失う者となるであろう」。サムエ

ルはギルガルで主の前に、アガグを寸断した。 34

そしてサムエルはラマに行き、サウルは故郷のギ

ベアに上って、その家に帰った。 35サムエルは死

ぬ日まで、二度とサウルを見なかった。しかしサ

ムエルはサウルのために悲しんだ。また主はサウ

ルをイスラエルの王としたことを悔いられた。

16さて主はサムエルに言われた、「わたしがす
でにサウルを捨てて、イスラエルの王位から
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退けたのに、あなたはいつまで彼のために悲しむ

のか。角に油を満たし、それをもって行きなさい

。あなたをベツレヘムびとエッサイのもとにつか

わします。わたしはその子たちのうちにひとりの

王を捜し得たからである」。 2サムエルは言った

、「どうしてわたしは行くことができましょう。

サウルがそれを聞けば、わたしを殺すでしょう」

。主は言われた、「一頭の子牛を引いていって、

『主に犠牲をささげるためにきました』と言いな

さい。 3そしてエッサイを犠牲の場所に呼びなさ

い。その時わたしはあなたのすることを示します

。わたしがあなたに告げる人に油を注がなければ

ならない」。 4サムエルは主が命じられたように

して、ベツレヘムへ行った。町の長老たちは、恐

れながら出て、彼を迎え、「穏やかな事のために

こられたのですか」と言った。 5サムエルは言っ

た、「穏やかな事のためです。わたしは主に犠牲

をささげるためにきました。身をきよめて、犠牲

の場所にわたしと共にきてください」。そしてサ

ムエルはエッサイとその子たちをきよめて犠牲の

場に招いた。 6彼らがきた時、サムエルはエリア

ブを見て、「自分の前にいるこの人こそ、主が油

をそそがれる人だ」と思った。 7しかし主はサム

エルに言われた、「顔かたちや身のたけを見ては

ならない。わたしはすでにその人を捨てた。わた

しが見るところは人とは異なる。人は外の顔かた

ちを見、主は心を見る」。 8そこでエッサイはア

ビナダブを呼んでサムエルの前を通らせた。サム

エルは言った、「主が選ばれたのはこの人でもな

い」。 9エッサイはシャンマを通らせたが、サム

エルは言った、「主が選ばれたのはこの人でもな

い」。 10エッサイは七人の子にサムエルの前を通

らせたが、サムエルはエッサイに言った、「主が

選ばれたのはこの人たちではない」。 11サムエル

はエッサイに言った、「あなたのむすこたちは皆

ここにいますか」。彼は言った、「まだ末の子が

残っていますが羊を飼っています」。サムエルは

エッサイに言った、「人をやって彼を連れてきな

さい。彼がここに来るまで、われわれは食卓につ

きません」。 12そこで人をやって彼をつれてきた

。彼は血色のよい、目のきれいな、姿の美しい人

であった。主は言われた、「立ってこれに油をそ

そげ。これがその人である」。 13サムエルは油の

角をとって、その兄弟たちの中で、彼に油をそそ

いだ。この日からのち、主の霊は、はげしくダビ

デの上に臨んだ。そしてサムエルは立ってラマへ

行った。 14さて主の霊はサウルを離れ、主から来

る悪霊が彼を悩ました。 15サウルの家来たちは彼

に言った、「ごらんなさい。神から来る悪霊があ

なたを悩ましているのです。 16どうぞ、われわれ

の主君が、あなたの前に仕えている家来たちに命

じて、じょうずに琴をひく者ひとりを捜させてく

ださい。神から来る悪霊があなたに臨む時、彼が

手で琴をひくならば、あなたは良くなられるでし

ょう」。 17そこでサウルは家来たちに言った、「

じょうずに琴をひく者を捜して、わたしのもとに

連れてきなさい」。 18その時、ひとりの若者がこ

たえた、「わたしはベツレヘムびとエッサイの子

を見ましたが、琴がじょうずで、勇気もあり、い

くさびとで、弁舌にひいで、姿の美しい人です。

また主が彼と共におられます」。 19そこでサウル

はエッサイのもとに使者をつかわして言った、「

羊を飼っているあなたの子ダビデをわたしのもと

によこしなさい」。 20エッサイは、ろばにパンを

負わせ、皮袋にいれたぶどう酒一袋と、やぎの子

とを取って、その子ダビデの手によってサウルに

送った。 21ダビデはサウルのもとにきて、彼に仕

えた。サウルはひじょうにこれを愛して、その武

器を執る者とした。 22またサウルは人をつかわし

てエッサイに言った、「ダビデをわたしに仕えさ

せてください。彼はわたしの心にかないました」

。 23神から出る悪霊がサウルに臨む時、ダビデは

琴をとり、手でそれをひくと、サウルは気が静ま

り、良くなって、悪霊は彼を離れた。

17さてペリシテびとは、軍を集めて戦おうとし
、ユダに属するソコに集まって、ソコとアゼ

カの間にあるエペス・ダミムに陣取った。 2サウ

ルとイスラエルの人々は集まってエラの谷に陣取

り、ペリシテびとに対して戦列をしいた。 3ペリ

シテびとは向こうの山の上に立ち、イスラエルは

こちらの山の上に立った。その間に谷があった。 4

時に、ペリシテびとの陣から、ガテのゴリアテと

いう名の、戦いをいどむ者が出てきた。身のたけ

は六キュビト半。 5頭には青銅のかぶとを頂き、

身には、うろことじのよろいを着ていた。そのよ

ろいは青銅で重さ五千シケル。 6また足には青銅

のすね当を着け、肩には青銅の投げやりを背負っ

ていた。 7手に持っているやりの柄は、機の巻棒

のようであり、やりの穂の鉄は六百シケルであっ

た。彼の前には、盾を執る者が進んだ。 8ゴリア

テは立ってイスラエルの戦列に向かって叫んだ、

「なにゆえ戦列をつくって出てきたのか。わたし

はペリシテびと、おまえたちはサウルの家来では

ないか。おまえたちから、ひとりを選んで、わた

しのところへ下ってこさせよ。 9もしその人が戦

ってわたしを殺すことができたら、われわれはお

まえたちの家来となる。しかしわたしが勝ってそ

の人を殺したら、おまえたちは、われわれの家来

になって仕えなければならない」。 10またこのペ

リシテびとは言った、「わたしは、きょうイスラ

エルの戦列にいどむ。ひとりを出して、わたしと

戦わせよ」。 11サウルとイスラエルのすべての人

は、ペリシテびとのこの言葉を聞いて驚き、ひじ

ょうに恐れた。 12さて、ダビデはユダのベツレヘ

ムにいたエフラタびとエッサイという名の人の子

で、この人に八人の子があったが、サウルの世に

は年が進んで、すでに年老いていた。 13エッサイ

の子らのうち、上の三人はサウルに従って戦争に

出た。その戦いに出た三人の子の名は、長子をエ

リアブといい、次をアビナダブといい、第三をシ

ャンマと言った。 14ダビデは末の子であって、兄

三人はサウルにしたがった。 15ダビデはサウルの

所から行ったりきたりして、ベツレヘムで父の羊
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を飼っていた。 16あのペリシテびとは四十日の間

、朝夕出てきて、彼らの前に立った。 17時に、エ

ッサイはその子ダビデに言った、「兄たちのため

、このいり麦一エパと、この十個のパンをとって

、急いで陣営にいる兄の所へ持っていきなさい。

18またこの十の乾酪を取って、千人の長にもって

行き、兄たちの安否を見とどけて、そのしるしを

もらってきなさい」。 19さてサウルと彼らおよび

イスラエルのすべての人は、エラの谷でペリシテ

びとと戦っていた。 20ダビデは朝はやく起きて、

羊を番人に託し、エッサイが命じたように食料品

を携えて行った。彼が陣営に着いた時、軍勢は、

ときの声をあげて戦線に出ようとしていた。 21そ

してイスラエルとペリシテびととは戦列を敷いて

、軍と軍と向き合った。 22ダビデは荷物をおろし

て、荷物を守る者にあずけ、戦列の方へ走って、

兄たちの所へ行き、彼らの安否を尋ねた。 23兄た

ちと語っている時、ペリシテびとの戦列から、ガ

テのペリシテびとで、名をゴリアテという、あの

戦いをいどむ者が上ってきて、前と同じ言葉を言

ったので、ダビデはそれを聞いた。 24イスラエル

のすべての人は、その人を見て、避けて逃げ、ひ

じょうに恐れた。 25イスラエルの人々はまた言っ

た、「あなたがたは、あの上ってきた人を見たか

。確かにイスラエルにいどむために上ってきたの

だ。彼を殺す人は、王が大いなる富を与えて富ま

せ、その娘を与え、その父の家にはイスラエルの

うちで税を免れさせるであろう」。 26ダビデはか

たわらに立っている人々に言った、「このペリシ

テびとを殺し、イスラエルの恥をすすぐ人には、

どうされるのですか。この割礼なきペリシテびと

は何者なので、生ける神の軍をいどむのか」。 27

民は前と同じように、「彼を殺す人にはこうされ

るであろう」と答えた。 28上の兄エリアブはダビ

デが人々と語るのを聞いて、ダビデに向かい怒り

を発して言った、「なんのために下ってきたのか

。野にいるわずかの羊はだれに託したのか。あな

たのわがままと悪い心はわかっている。戦いを見

るために下ってきたのだ」。 29ダビデは言った、

「わたしが今、何をしたというのですか。ただひ

と言いっただけではありませんか」。 30またふり

向いて、ほかの人に前のように語ったところ、民

はまた同じように答えた。 31人々はダビデの語っ

た言葉を聞いて、それをサウルに告げたので、サ

ウルは彼を呼び寄せた。 32ダビデはサウルに言っ

た、「だれも彼のゆえに気を落してはなりません

。しもべが行ってあのペリシテびとと戦いましょ

う」。 33サウルはダビデに言った、「行って、あ

のペリシテびとと戦うことはできない。あなたは

年少だが、彼は若い時からの軍人だからです」。

34しかしダビデはサウルに言った、「しもべは父

の羊を飼っていたのですが、しし、あるいはくま

がきて、群れの小羊を取った時、 35わたしはその

あとを追って、これを撃ち、小羊をその口から救

いだしました。その獣がわたしにとびかかってき

た時は、ひげをつかまえて、それを撃ち殺しまし

た。 36しもべはすでに、ししと、くまを殺しまし

た。この割礼なきペリシテびとも、生ける神の軍

をいどんだのですから、あの獣の一頭のようにな

るでしょう」。 37ダビデはまた言った、「ししの

つめ、くまのつめからわたしを救い出された主は

、またわたしを、このペリシテびとの手から救い

出されるでしょう」。サウルはダビデに言った、

「行きなさい。どうぞ主があなたと共におられる

ように」。 38そしてサウルは自分のいくさ衣をダ

ビデに着せ、青銅のかぶとを、その頭にかぶらせ

、また、うろことじのよろいを身にまとわせた。

39ダビデは、いくさ衣の上に、つるぎを帯びて行

こうとしたが、できなかった。それに慣れていな

かったからである。そこでダビデはサウルに言っ

た、「わたしはこれらのものを着けていくことは

できません。慣れていないからです」。 40ダビデ

はそれらを脱ぎすて、手につえをとり、谷間から

なめらかな石五個を選びとって自分の持っている

羊飼の袋に入れ、手に石投げを執って、あのペリ

シテびとに近づいた。 41そのペリシテびとは進ん

できてダビデに近づいた。そのたてを執る者が彼

の前にいた。 42ペリシテびとは見まわしてダビデ

を見、これを侮った。まだ若くて血色がよく、姿

が美しかったからである。 43ペリシテびとはダビ

デに言った、「つえを持って、向かってくるが、

わたしは犬なのか」。ペリシテびとは、また神々

の名によってダビデをのろった。 44ペリシテびと

はダビデに言った、「さあ、向かってこい。おま

えの肉を、空の鳥、野の獣のえじきにしてくれよ

う」。 45ダビデはペリシテびとに言った、「おま

えはつるぎと、やりと、投げやりを持って、わた

しに向かってくるが、わたしは万軍の主の名、す

なわち、おまえがいどんだ、イスラエルの軍の神

の名によって、おまえに立ち向かう。 46きょう、

主は、おまえをわたしの手にわたされるであろう

。わたしは、おまえを撃って、首をはね、ペリシ

テびとの軍勢の死かばねを、きょう、空の鳥、地

の野獣のえじきにし、イスラエルに、神がおられ

ることを全地に知らせよう。 47またこの全会衆も

、主は救を施すのに、つるぎとやりを用いられな

いことを知るであろう。この戦いは主の戦いであ

って、主がわれわれの手におまえたちを渡される

からである」。 48そのペリシテびとが立ち上がり

、近づいてきてダビデに立ち向かったので、ダビ

デは急ぎ戦線に走り出て、ペリシテびとに立ち向

かった。 49ダビデは手を袋に入れて、その中から

一つの石を取り、石投げで投げて、ペリシテびと

の額を撃ったので、石はその額に突き入り、うつ

むきに地に倒れた。 50こうしてダビデは石投げと

石をもってペリシテびとに勝ち、ペリシテびとを

撃って、これを殺した。ダビデの手につるぎがな

かったので、 51ダビデは走りよってペリシテびと

の上に乗り、そのつるぎを取って、さやから抜き

はなし、それをもって彼を殺し、その首をはねた

。ペリシテの人々は、その勇士が死んだのを見て

逃げた。 52イスラエルとユダの人々は立ちあがり

、ときをあげて、ペリシテびとを追撃し、ガテお

よびエクロンの門にまで及んだ。そのためペリシ
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テびとの負傷者は、シャライムからガテおよびエ

クロンに行く道の上に倒れた。 53イスラエルの人

々はペリシテびとの追撃を終えて帰り、その陣営

を略奪した。 54ダビデは、あのペリシテびとの首

を取ってエルサレムへ持って行ったが、その武器

は自分の天幕に置いた。 55サウルはダビデがあの

ペリシテびとに向かって出ていくのを見て、軍の

長アブネルに言った、「アブネルよ、この若者は

だれの子か」。アブネルは言った、「王よ、あな

たのいのちにかけて誓います。わたしは知らない

のです」。 56王は言った、「この若者がだれの子

か、尋ねてみよ」。 57ダビデが、あのペリシテび

とを殺して帰ってきた時、アブネルは、ペリシテ

びとの首を手に持っている彼を、サウルの前に連

れて行った。 58サウルは彼に言った、「若者よ、

あなたはだれの子か」。ダビデは答えた、「あな

たのしもべ、ベツレヘムびとエッサイの子です」

。

18ダビデがサウルに語り終えた時、ヨナタンの
心はダビデの心に結びつき、ヨナタンは自分

の命のようにダビデを愛した。 2この日、サウル

はダビデを召しかかえて、父の家に帰らせなかっ

た。 3ヨナタンとダビデとは契約を結んだ。ヨナ

タンが自分の命のようにダビデを愛したからであ

る。 4ヨナタンは自分が着ていた上着を脱いでダ

ビデに与えた。また、そのいくさ衣、およびつる

ぎも弓も帯も、そのようにした。 5ダビデはどこ

でもサウルがつかわす所に出て行って、てがらを

立てたので、サウルは彼を兵の隊長とした。それ

はすべての民の心にかない、またサウルの家来た

ちの心にもかなった。 6人々が引き揚げてきた時

、すなわちダビデが、かのペリシテびとを殺して

帰った時、女たちはイスラエルの町々から出てき

て、手鼓と祝い歌と三糸の琴をもって、歌いつ舞

いつ、サウル王を迎えた。 7女たちは踊りながら

互に歌いかわした、「サウルは千を撃ち殺し、ダ

ビデは万を撃ち殺した」。 8サウルは、ひじょう

に怒り、この言葉に気を悪くして言った、「ダビ

デには万と言い、わたしには千と言う。この上、

彼に与えるものは、国のほかないではないか」。 9

サウルは、この日からのちダビデをうかがった。

10次の日、神から来る悪霊がサウルにはげしく臨

んで、サウルが家の中で狂いわめいたので、ダビ

デは、いつものように、手で琴をひいた。その時

、サウルの手にやりがあったので、 11サウルは「

ダビデを壁に刺し通そう」と思って、そのやりを

ふり上げた。しかしダビデは二度身をかわしてサ

ウルを避けた。 12主がサウルを離れて、ダビデと

共におられたので、サウルはダビデを恐れた。 13

それゆえサウルは、ダビデを遠ざけて、千人の長

としたので、ダビデは民の先に立って出入りした

。 14またダビデは、すべてそのすることに、てが

らを立てた。主が共におられたからである。 15サ

ウルはダビデが大きなてがらを立てるのを見て彼

を恐れたが、 16イスラエルとユダのすべての人は

ダビデを愛した。彼が民の先に立って出入りした

からである。 17その時サウルはダビデに言った、

「わたしの長女メラブを、あなたに妻として与え

よう。ただ、あなたはわたしのために勇ましく、

主の戦いを戦いなさい」。サウルは「自分の手で

彼を殺さないで、ペリシテびとの手で殺そう」と

思ったからである。 18ダビデはサウルに言った、

「わたしは何者なのでしょう。わたしの親族、わ

たしの父の一族はイスラエルのうちで何者なので

しょう。そのわたしが、どうして王のむこになる

ことができましょう」。 19しかしサウルの娘メラ

ブは、ダビデにとつぐべき時になって、メホラび

とアデリエルに妻として与えられた。 20サウルの

娘ミカルはダビデを愛した。人々がそれをサウル

に告げたとき、サウルはその事を喜んだ。 21サウ

ルは「ミカルを彼に与えて、彼を欺く手だてとし

、ペリシテびとの手で彼を殺そう」と思ったので

、サウルはふたたびダビデに言った、「あなたを

、きょう、わたしのむこにします」。 22そしてサ

ウルは家来たちに命じた、「ひそかにダビデに言

いなさい、『王はあなたが気に入り、王の家来た

ちも皆あなたを愛しています。それゆえ王のむこ

になりなさい』」。 23そこでサウルの家来たちは

この言葉をダビデの耳に語ったので、ダビデは言

った、「わたしのような貧しく、卑しい者が、王

のむこになることは、あなたがたには、たやすい

ことと思われますか」。 24サウルの家来たちはサ

ウルに、「ダビデはこう言った」と告げた。 25サ

ウルは言った、「あなたがたはダビデにこう言い

なさい、『王はなにも結納を望まれない。ただペ

リシテびとの陽の皮一百を獲て、王のあだを討つ

ことを望まれる』」。これはサウルが、ダビデを

ペリシテびとの手によって倒そうと思ったからで

ある。 26サウルの家来たちが、この言葉をダビデ

に告げた時、ダビデは王のむこになることを良し

とした。そして定めた日がまだこないうちに、 27

ダビデは従者をつれて、立って行き、ペリシテび

と二百人を殺して、その陽の皮を携え帰り、王の

むこになるために、それをことごとく王にささげ

た。そこでサウルは娘ミカルを彼に妻として与え

た。 28しかしサウルは見て、主がダビデと共にお

られること、またイスラエルのすべての人がダビ

デを愛するのを知った時、 29サウルは、ますます

ダビデを恐れた。こうしてサウルは絶えずダビデ

に敵した。 30さてペリシテびとの君たちが攻めて

きたが、ダビデは、彼らが攻めてくるごとに、サ

ウルのどの家来よりも多くのてがらを立てたので

、その名はひじょうに尊敬された。

19サウルはその子ヨナタンおよびすべての家来
たちにダビデを殺すようにと言った。しかし

サウルの子ヨナタンは深くダビデを愛していた。 2

ヨナタンはダビデに言った、「父サウルはあなた

を殺そうとしています。それゆえあすの朝、気を

つけて、わからない場所に身を隠していてくださ

い。 3わたしは出て行って、あなたがいる野原で

父のかたわらに立ち、父にあなたのことを話しま

しょう。そして、何かわたしにわかれば、あなた
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に告げましょう」。 4ヨナタンは父サウルにダビ

デのことをほめて言った、「王よ、どうか家来ダ

ビデに対して罪を犯さないでください。彼は、あ

なたに罪を犯さず、また彼のしたことは、あなた

のためになることでした。 5彼は命をかけて、あ

のペリシテびとを殺し、主はイスラエルの人々に

大いなる勝利を与えられたのです。あなたはそれ

を見て喜ばれました。それであるのに、どうして

ゆえなくダビデを殺し、罪なき者の血を流して罪

を犯そうとされるのですか」。 6サウルはヨナタ

ンの言葉を聞きいれた。そしてサウルは誓った、

「主は生きておられる。わたしは決して彼を殺さ

ない」。 7ヨナタンはダビデを呼んでこれらのこ

とをみなダビデに告げた。そしてヨナタンがダビ

デをサウルのもとに連れてきたので、ダビデは、

もとのようにサウルの前にいた。 8ところがまた

戦争がおこって、ダビデは出てペリシテびとと戦

い、大いに彼らを殺したので、彼らはその前から

逃げ去った。 9さてサウルが家にいて手にやりを

持ってすわっていた時、主から来る悪霊がサウル

に臨んだので、ダビデは琴をひいていたが、 10サ

ウルはそのやりをもってダビデを壁に刺し通そう

とした。しかし彼はサウルの前に身をかわしたの

で、やりは壁につきささった。そしてダビデは逃

げ去った。 11その夜、サウルはダビデの家に使者

たちをつかわして見張りをさせ、朝になって彼を

殺させようとした。しかしダビデの妻ミカルはダ

ビデに言った、「もし今夜のうちに、あなたが自

分の命を救わないならば、あすは殺されるでしょ

う」。 12そしてミカルがダビデを窓からつりおろ

したので、彼は逃げ去った。 13ミカルは一つの像

をとって、寝床の上に横たえ、その頭にやぎの毛

の網をかけ、着物をもってそれをおおった。 14サ

ウルはダビデを捕えるため使者たちをつかわした

が、彼女は言った、「あの人は病気です」。 15そ

こでサウルは、ダビデを見させようと使者たちを

つかわして言った、「彼を寝床のまま、わたしの

所に連れてきなさい。わたしが彼を殺そう」。 16

使者たちがはいって見ると、寝床には像が横たえ

てあって、その頭には、やぎの毛の網がかけてあ

った。 17サウルはミカルに言った、「あなたはど

うして、このようにわたしを欺いて、わたしの敵

を逃がしたのか」。ミカルはサウルに答えた、「

あの人はわたしに『逃がしてくれ。さもないと、

おまえを殺す』と言いました」。 18ダビデは逃げ

去り、ラマにいるサムエルのもとへ行って、サウ

ルが自分にしたすべてのことを彼に告げた。そし

てダビデとサムエルは行ってナヨテに住んだ。 19

ある人がサウルに「ダビデはラマのナヨテにいま

す」と告げたので、 20サウルは、ダビデを捕える

ために、使者たちをつかわした。彼らは預言者の

一群が預言していて、サムエルが、そのうちの、

かしらとなって立っているのを見たが、その時、

神の霊はサウルの使者たちにも臨んで、彼らもま

た預言した。 21サウルは、このことを聞いて、他

の使者たちをつかわしたが、彼らもまた預言した

。サウルは三たび使者たちをつかわしたが、彼ら

もまた預言した。 22そこでサウルはみずからラマ

に行き、セクの大井戸に着いた時、問うて言った

、「サムエルとダビデは、どこにおるか」。ひと

りの人が答えた、「彼らはラマのナヨテにいます

」。 23そこでサウルはそこからラマのナヨテに行

ったが、神の霊はまた彼にも臨んで、彼はラマの

ナヨテに着くまで歩きながら預言した。 24そして

彼もまた着物を脱いで、同じようにサムエルの前

で預言し、一日一夜、裸で倒れ伏していた。人々

が「サウルもまた預言者たちのうちにいるのか」

というのはこのためである。

20ダビデはラマのナヨテから逃げてきて、ヨナ
タンに言った、「わたしが何をし、どのよう

な悪いことがあり、あなたの父の前にどんな罪を

犯したので、わたしを殺そうとされるのでしょう

か」。 2ヨナタンは彼に言った、「決して殺され

ることはありません。父は事の大小を問わず、わ

たしに告げないですることはありません。どうし

て父がわたしにその事を隠しましょう。そのよう

なことはありません」。 3しかしダビデは答えた

、「あなたの父は、わたしがあなたの好意をえて

いることをよく知っておられます。それで『ヨナ

タンが悲しむことのないように、これを知らせな

いでおこう』と思っておられるのです。しかし、

主は生きておられ、あなたの魂は生きています。

わたしと死との間は、ただ一歩です」。 4ヨナタ

ンはダビデに言った、「あなたが言われることは

なんでもします」。 5ダビデはヨナタンに言った

、「あすは、ついたちですから、わたしは王と一

緒に食事をしなければなりません。しかしわたし

を行かせて三日目の夕方まで、野原に隠れること

を許してください。 6もしあなたの父がわたしの

ことを尋ねられるならば、その時、言ってくださ

い、『ダビデはふるさとの町ベツレヘムへ急いで

行くことを許してくださいと、しきりにわたしに

求めました。そこで全家の年祭があるからです』

。 7もし彼が「良し」と言われるなら、しもべは

安全ですが、怒られるなら、わたしに害を加える

決心でおられるのを知ってください。 8あなたは

、主の前で、しもべと契約を結んでくださいまし

た。それでどうぞしもべにいつくしみを施してく

ださい。しかし、もしわたしに悪いことがあるな

らば、あなた自らわたしを殺してください。どう

してあなたの父のもとへわたしを引いていかなけ

ればならないでしょう」。 9ヨナタンは言った、

「そのようなことは決してありません。父があな

たに害を加える決心をしていることがわたしにわ

かっているならば、わたしはそれをあなたに告げ

ないでおきましょうか」。 10ダビデはヨナタンに

言った、「あなたの父が荒々しくあなたに答えら

れる時、だれがわたしに告げるでしょうか」。 11

ヨナタンはダビデに言った、「さあ、野原へ出て

いこう」。こうしてふたりは野原へ出て行った。

12そしてヨナタンはダビデに言った、「イスラエ

ルの神、主が、証人です。明日か明後日の今ごろ

、わたしが父の心を探って、父がダビデに対して
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良いのを見ながら、人をつかわしてあなたに知ら

せないようなことをするでしょうか。 13しかし、

もし父があなたに害を加えようと思っているのに

、それをあなたに知らせず、あなたを逃がして、

安全に去らせないならば、主よ、どうぞ幾重にも

、このヨナタンを罰してください。どうぞ主が父

と共におられたように、あなたと共におられます

ように。 14もしわたしがなお生きながらえている

ならば、主のいつくしみをわたしに施し、死を免

れさせてください。 15またわたしの家をも、長く

あなたのいつくしみにあずからせてください。主

がダビデの敵をことごとく地のおもてから断ち滅

ぼされる時、 16ヨナタンの名をダビデの家から絶

やさないでください。どうぞ主がダビデの敵に、

あだを返されるように」。 17そしてヨナタンは重

ねてダビデに誓わせた。彼を愛したからである。

ヨナタンは自分の命のように彼を愛していた。 18

ヨナタンはダビデに言った、「あすはついたちで

す。あなたの席があいているので、どうしたのか

と尋ねられるでしょう。 19三日目には、きびしく

尋ねられるでしょうから、先にあなたが隠れた場

所へ行って、向こうの石塚のかたわらにいてくだ

さい。 20わたしは的を射るようにして、矢を三本

、そのそばに放ちます。 21そして、『行って矢を

捜してきなさい』と言って子供をつかわしましょ

う。わたしが子供に、『矢は手前にある。それを

取ってきなさい』と言うならば、その時あなたは

きてください。主が生きておられるように、あな

たは安全で、何も危険がないからです。 22しかし

わたしがその子供に、『矢は向こうにある』と言

うならば、その時、あなたは去って行きなさい。

主があなたを去らせられるのです。 23あなたとわ

たしとで話しあった事については、主が常にあな

たとわたしとの間におられます」。 24そこでダビ

デは野原に身を隠した。さて、ついたちになった

ので、王は食事をするため席に着いた。 25王はい

つものように壁寄りに席に着き、ヨナタンはその

向かい側の席に着き、アブネルはサウルの横の席

に着いたが、ダビデの場所にはだれもいなかった

。 26ところがその日サウルは何も言わなかった、

「彼に何か起って汚れたのだろう。きっと汚れた

のにちがいない」と思ったからである。 27しかし

、ふつか目すなわち、ついたちの明くる日も、ダ

ビデの場所はあいていたので、サウルは、その子

ヨナタンに言った、「どうしてエッサイの子は、

きのうもきょうも食事にこないのか」。 28ヨナタ

ンはサウルに答えた、「ダビデは、ベツレヘムへ

行くことを許してくださいと、しきりにわたしに

求めました。 29彼は言いました、『わたしに行か

せてください。われわれの一族が町で祭をするの

で、兄がわたしに来るようにと命じました。それ

でもし、あなたの前に恵みを得ますならば、どう

ぞ、わたしに行くことを許し、兄弟たちに会わせ

てください』。それで彼は王の食卓にこなかった

のです」。 30その時サウルはヨナタンにむかって

怒りを発し、彼に言った、「あなたは心の曲った

、そむく女の産んだ子だ。あなたがエッサイの子

を選んで、自分の身をはずかしめ、また母の身を

はずかしめていることをわたしが知らないと思う

のか。 31エッサイの子がこの世に生きながらえて

いる間は、あなたも、あなたの王国も堅く立って

いくことはできない。それゆえ今、人をつかわし

て、彼をわたしのもとに連れてこさせなさい。彼

は必ず死ななければならない」。 32ヨナタンは父

サウルに答えた、「どうして彼は殺されなければ

ならないのですか。彼は何をしたのですか」。 33

ところがサウルはヨナタンを撃とうとして、やり

を彼に向かって振り上げたので、ヨナタンは父が

ダビデを殺そうと、心に決めているのを知った。

34ヨナタンは激しく怒って席を立ち、その月のふ

つかには食事をしなかった。父がダビデをはずか

しめたので、ダビデのために憂えたからである。

35あくる朝、ヨナタンは、ひとりの小さい子供を

連れて、ダビデと打ち合わせたように野原に出て

行った。 36そしてその子供に言った、「走って行

って、わたしの射る矢を捜しなさい」。子供が走

って行く間に、ヨナタンは矢を彼の前の方に放っ

た。 37そして子供が、ヨナタンの放った矢のとこ

ろへ行った時、ヨナタンは子供のうしろから呼ば

わって、「矢は向こうにあるではないか」と言っ

た。 38ヨナタンはまた、その子供のうしろから呼

ばわって言った、「早くせよ、急げ。とどまるな

」。その子供は矢を拾い集めて主人ヨナタンのも

とにきた。 39しかし子供は何も知らず、ヨナタン

とダビデだけがそのことを知っていた。 40ヨナタ

ンは自分の武器をその子供に渡して言った、「あ

なたはこれを町へ運んで行きなさい」。 41子供が

行ってしまうとダビデは石塚のかたわらをはなれ

て立ちいで、地にひれ伏して三度敬礼した。そし

て、ふたりは互に口づけし、互に泣いた。やがて

ダビデは心が落ち着いた。 42その時ヨナタンはダ

ビデに言った、「無事に行きなさい。われわれふ

たりは、『主が常にわたしとあなたの間におられ

、また、わたしの子孫とあなたの子孫の間におら

れる』と言って、主の名をさして誓ったのです」

。こうしてダビデは立ち去り、ヨナタンは町には

いった。

21ダビデはノブに行き、祭司アヒメレクのとこ
ろへ行った。アヒメレクはおののきながらダ

ビデを迎えて言った、「どうしてあなたはひとり

ですか。だれも供がいないのですか」。 2ダビデ

は祭司アヒメレクに言った、「王がわたしに一つ

の事を命じて、『わたしがおまえをつかわしてさ

せる事、またわたしが命じたことについては、何

をも人に知らせてはならない』と言われました。

そこでわたしは、ある場所に若者たちを待たせて

あります。 3ところで今あなたの手もとにパン五

個でもあれば、それをわたしにください。なけれ

ばなんでも、あるものをください」。 4祭司はダ

ビデに答えて言った、「常のパンはわたしの手も

とにありません。ただその若者たちが女を慎んで

さえいたのでしたら、聖別したパンがあります」

。 5ダビデは祭司に答えた、「わたしが戦いに出
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るいつもの時のように、われわれはたしかに女た

ちを近づけていません。若者たちの器は、常の旅

であったとしても、清いのです。まして、きょう

、彼らの器は清くないでしょうか」。 6そこで祭

司は彼に聖別したパンを与えた。その所に、供え

のパンのほかにパンがなく、このパンは、これを

取り下げる日に、あたたかいパンと置きかえるた

め、主の前から取り下さげたものである。 7その

日、その所に、サウルのしもべのひとりが、主の

前に留め置かれていた。その名はドエグといい、

エドムびとであって、サウルの牧者の長であった

。 8ダビデはまたアヒメレクに言った、「ここに

、あなたの手もとに、やりかつるぎがありません

か。王の事が急を要したので、わたしはつるぎも

武器も持ってこなかったのです」。 9祭司は言っ

た、「あなたがエラの谷で殺したペリシテびとゴ

リアテのつるぎが、布に包んでエポデのうしろに

あります。もしあなたがこれを取ろうとおもわれ

るなら、お取りください。ここにはそのほかには

ありません」。ダビデは言った、「それにまさる

ものはありません。それをわたしにください」。

10ダビデはその日サウルを恐れて、立ってガテの

王アキシのところへ逃げて行った。 11アキシの家

来たちはアキシに言った、「これはあの国の王ダ

ビデではありませんか。人々が踊りながら、互に

歌いかわして、『サウルは千を撃ち殺し、ダビデ

は万を撃ち殺した』と言ったのは、この人のこと

ではありませんか」。 12ダビデは、これらの言葉

を心におき、ガテの王アキシを、ひじょうに恐れ

たので、 13人々の前で、わざと挙動を変え、捕え

られて気違いのふりをし、門のとびらを打ちたた

き、よだれを流して、ひげに伝わらせた。 14アキ

シは家来たちに言った、「あなたがたの見るよう

に、この人は気違いだ。どうして彼をわたしの所

へ連れてきたのか。 15わたしに気違いが必要なの

か。この者を連れてきて、わたしの前で狂わせよ

うというのか。この者をわたしの家へ入れようと

するのか」。

22こうしてダビデはその所を去り、アドラムの
ほら穴へのがれた。彼の兄弟たちと父の家の

者は皆、これを聞き、その所に下って彼のもとに

きた。 2また、しえたげられている人々、負債の

ある人々、心に不満のある人々も皆、彼のもとに

集まってきて、彼はその長となった。おおよそ四

百人の人々が彼と共にあった。 3ダビデはそこか

らモアブのミヅパへ行き、モアブの王に言った、

「神がわたしのためにどんなことをされるかわか

るまで、どうぞわたしの父母をあなたの所におら

せてください」。 4そして彼はモアブの王に彼ら

を託したので、彼らはダビデが要害におる間、王

の所におった。 5さて、預言者ガドはダビデに言

った、「要害にとどまっていないで、去ってユダ

の地へ行きなさい」。そこでダビデは去って、ハ

レテの森へ行った。 6サウルは、ダビデおよび彼

と共にいる人々が見つかったということを聞いた

。サウルはギベアで、やりを手にもって、丘のぎ

ょりゅうの木の下にすわっており、家来たちはみ

なそのまわりに立っていた。 7サウルはまわりに

立っている家来たちに言った、「あなたがたベニ

ヤミンびとは聞きなさい。エッサイの子もまた、

あなたがたおのおのに畑やぶどう畑を与え、おの

おのを千人の長、百人の長にするであろうか。 8

あなたがたは皆共にはかってわたしに敵した。わ

たしの子がエッサイの子と契約を結んでも、それ

をわたしに告げるものはなく、またあなたがたの

うち、ひとりもわたしのために憂えず、きょうの

ように、わたしの子がわたしのしもべをそそのか

してわたしに逆らわせ、道で彼がわたしを待ち伏

せするようになっても、わたしに告げる者はない

」。 9その時エドムびとドエグは、サウルの家来

たちのそばに立っていたが、答えて言った、「わ

たしはエッサイの子がノブにいるアヒトブの子ア

ヒメレクの所にきたのを見ました。 10アヒメレク

は彼のために主に問い、また彼に食物を与え、ペ

リシテびとゴリアテのつるぎを与えました」。 11

そこで王は人をつかわして、アヒトブの子祭司ア

ヒメレクとその父の家のすべての者、すなわちノ

ブの祭司たちを召したので、みな王の所にきた。

12サウルは言った、「アヒトブの子よ、聞きなさ

い」。彼は答えた、「わが主よ、わたしはここに

おります」。 13サウルは彼に言った、「どうして

あなたはエッサイの子と共にはかってわたしに敵

し、彼にパンとつるぎを与え、彼のために神に問

い、きょうのように彼をわたしに逆らって立たせ

、道で待ち伏せさせるのか」。 14アヒメレクは王

に答えて言った、「あなたの家来のうち、ダビデ

のように忠義な者がほかにありますか。彼は王の

娘婿であり、近衛兵の長であって、あなたの家で

尊ばれる人ではありませんか。 15彼のために神に

問うたのは、きょう初めてでしょうか。いいえ、

決してそうではありません。王よ、どうぞ、しも

べと父の全家に罪を負わせないでください。しも

べは、これについては、事の大小を問わず、何を

も知らなかったのです」。 16王は言った、「アヒ

メレクよ、あなたは必ず殺されなければならない

。あなたの父の全家も同じである」。 17そして王

はまわりに立っている近衛の兵に言った、「身を

ひるがえして、主の祭司たちを殺しなさい。彼ら

もダビデと協力していて、ダビデの逃げたのを知

りながら、それをわたしに告げなかったからです

」。ところが王の家来たちは主の祭司たちを殺す

ために手を下そうとはしなかった。 18そこで王は

ドエグに言った、「あなたが身をひるがえして、

祭司たちを殺しなさい」。エドムびとドエグは身

をひるがえして祭司たちを撃ち、その日亜麻布の

エポデを身につけている者八十五人を殺した。 19

彼はまた、つるぎをもって祭司の町ノブを撃ち、

つるぎをもって男、女、幼な子、乳飲み子、牛、

ろば、羊を殺した。 20しかしアヒトブの子アヒメ

レクの子たちのひとりで、名をアビヤタルという

人は、のがれてダビデの所に走った。 21そしてア

ビヤタルは、サウルが主の祭司たちを殺したこと

をダビデに告げたので、 22ダビデはアビヤタルに
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言った、「あの日、エドムびとドエグがあそこに

いたので、わたしは彼がきっとサウルに告げるで

あろうと思った。わたしがあなたの父の家の人々

の命を失わせるもととなったのです。 23あなたは

わたしの所にとどまってください。恐れることは

ありません。あなたの命を求める者は、わたしの

命をも求めているのです。わたしの所におられる

ならば、あなたは安全でしょう」。

23さて人々はダビデに告げて言った、「ペリシ
テびとがケイラを攻めて、打ち場の穀物をか

すめています」。 2そこでダビデは主に問うて言

った、「わたしが行って、このペリシテびとを撃

ちましょうか」。主はダビデに言われた、「行っ

てペリシテびとを撃ち、ケイラを救いなさい」。 3

しかしダビデの従者たちは彼に言った、「われわ

れは、ユダのここにおってさえ、恐れているのに

、ましてケイラへ行って、ペリシテびとの軍に当

ることができましょうか」。 4ダビデが重ねて主

に問うたところ、主は彼に答えて言われた、「立

って、ケイラへ下りなさい。わたしはペリシテび

とをあなたの手に渡します」。 5ダビデとその従

者たちはケイラへ行って、ペリシテびとと戦い、

彼らの家畜を奪いとり、彼らを多く撃ち殺した。

こうしてダビデはケイラの住民を救った。 6アヒ

メレクの子アビヤタルは、ケイラにいるダビデの

もとにのがれてきた時、手にエポデをもって下っ

てきた。 7さてダビデのケイラにきたことがサウ

ルに聞えたので、サウルは言った、「神はわたし

の手に彼をわたされた。彼は門と貫の木のある町

にはいって、自分で身を閉じこめたからである」

。 8そこでサウルはすべての民を戦いに呼び集め

て、ケイラに下り、ダビデとその従者を攻め囲も

うとした。 9ダビデはサウルが自分に害を加えよ

うとしているのを知って、祭司アビヤタルに言っ

た、「エポデを持ってきてください」。 10そして

ダビデは言った、「イスラエルの神、主よ、しも

べはサウルがケイラにきて、わたしのために、こ

の町を滅ぼそうとしていることを確かに聞きまし

た。 11ケイラの人々はわたしを彼の手に渡すでし

ょうか。しもべの聞いたように、サウルは下って

くるでしょうか。イスラエルの神、主よ、どうぞ

、しもべに告げてください」。主は言われた、「

彼は下って来る」。 12ダビデは言った、「ケイラ

の人々はわたしと従者たちをサウルの手にわたす

でしょうか」。主は言われた、「彼らはあなたが

たを渡すであろう」。 13そこでダビデとその六百

人ほどの従者たちは立って、ケイラを去り、いず

こともなくさまよった。ダビデのケイラから逃げ

去ったことがサウルに聞えたので、サウルは戦い

に出ることをやめた。 14ダビデは荒野にある要害

におり、またジフの荒野の山地におった。サウル

は日々に彼を尋ね求めたが、神は彼をその手に渡

されなかった。 15さてダビデはサウルが自分の命

を求めて出てきたので恐れた。その時ダビデはジ

フの荒野のホレシにいたが、 16サウルの子ヨナタ

ンは立って、ホレシにいるダビデのもとに行き、

神によって彼を力づけた。 17そしてヨナタンは彼

に言った、「恐れるにはおよびません。父サウル

の手はあなたに届かないでしょう。あなたはイス

ラエルの王となり、わたしはあなたの次となるで

しょう。このことは父サウルも知っています」。

18こうして彼らふたりは主の前で契約を結び、ダ

ビデはホレシにとどまり、ヨナタンは家に帰った

。 19その時ジフびとはギベアにいるサウルのもと

に上って行き、そして言った、「ダビデは、荒野

の南にあるハキラの丘の上のホレシの要害に隠れ

て、われわれと共にいるではありませんか。 20そ

れゆえ王よ、あなたが下って行こうという望みの

とおり、いま下ってきてください。われわれは彼

を王の手に渡します」。 21サウルは言った、「あ

なたがたはわたしに同情を寄せてくれたのです。

どうぞ主があなたがたを祝福されるように。 22あ

なたがたは行って、なお確かめてください。彼の

よく行く所とだれがそこで彼を見たかを見きわめ

てください。人の語るところによると、彼はひじ

ょうに悪賢いそうだ。 23それで、あなたがたは彼

が隠れる隠れ場所をみな見きわめ、確かな知らせ

をもってわたしの所に帰ってきなさい。その時わ

たしはあなたがたと共に行きます。もし彼がこの

地にいるならば、わたしはユダの氏族をあまねく

尋ねて彼を捜しだします」。 24彼らは立って、サ

ウルに先立ってジフへ行った。さてダビデとその

従者たちは荒野の南のアラバにあるマオンの荒野

にいた。 25そしてサウルとその従者たちはきて彼

を捜した。人々がこれをダビデに告げたので、ダ

ビデはマオンの荒野にある岩の所へ下って行った

。サウルはこれを聞いて、マオンの荒野にきてダ

ビデを追った。 26サウルは山のこちら側を行き、

ダビデとその従者たちとは山のむこう側を行った

。そしてダビデは急いでサウルからのがれようと

した。サウルとその従者たちが、ダビデとその従

者たちを囲んで捕えようとしたからである。 27そ

の時、サウルの所に、ひとりの使者がきて言った

、「ペリシテびとが国を侵しています。急いでき

てください」。 28そこでサウルはダビデを追うこ

とをやめて帰り、行ってペリシテびとに当った。

それで人々は、その所を「のがれの岩」と名づけ

た。 29ダビデはそこから上ってエンゲデの要害に

いた。

24サウルがペリシテびとを追うことをやめて帰
ってきたとき、人々は彼に告げて言った、「

ダビデはエンゲデの野にいます」。 2そこでサウ

ルは、全イスラエルから選んだ三千の人を率い、

ダビデとその従者たちとを捜すため、「やぎの岩

」の前へ出かけた。 3途中、羊のおりの所にきた

が、そこに、ほら穴があり、サウルは足をおおう

ために、その中にはいった。その時、ダビデとそ

の従者たちは、ほら穴の奥にいた。 4ダビデの従

者たちは彼に言った、「主があなたに告げて、『

わたしはあなたの敵をあなたの手に渡す。あなた

は自分の良いと思うことを彼にすることができる

』と言われた日がきたのです」。そこでダビデは
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立って、ひそかに、サウルの上着のすそを切った

。 5しかし後になって、ダビデはサウルの上着の

すそを切ったことに、心の責めを感じた。 6ダビ

デは従者たちに言った、「主が油を注がれたわが

君に、わたしがこの事をするのを主は禁じられる

。彼は主が油を注がれた者であるから、彼に敵し

て、わたしの手をのべるのは良くない」。 7ダビ

デはこれらの言葉をもって従者たちを差し止め、

サウルを撃つことを許さなかった。サウルは立っ

て、ほら穴を去り、道を進んだ。 8ダビデもまた

、そのあとから立ち、ほら穴を出て、サウルのう

しろから呼ばわって、「わが君、王よ」と言った

。サウルがうしろをふり向いた時、ダビデは地に

ひれ伏して拝した。 9そしてダビデはサウルに言

った、「どうして、あなたは『ダビデがあなたを

害しようとしている』という人々の言葉を聞かれ

るのですか。 10あなたは、この日、自分の目で、

主があなたをきょう、ほら穴の中でわたしの手に

渡されたのをごらんになりました。人々はわたし

にあなたを殺すことを勧めたのですが、わたしは

殺しませんでした。『わが君は主が油を注がれた

方であるから、これに敵して手をのべることはし

ない』とわたしは言いました。 11わが父よ、ごら

んなさい。あなたの上着のすそは、わたしの手に

あります。わたしがあなたの上着のすそを切り、

しかも、あなたを殺さなかったことによって、あ

なたは、わたしの手に悪も、とがもないことを見

て知られるでしょう。あなたはわたしの命を取ろ

うと、ねらっておられますが、わたしはあなたに

対して罪をおかしたことはないのです。 12どうぞ

主がわたしとあなたの間をさばかれますように。

また主がわたしのために、あなたに報いられます

ように。しかし、わたしはあなたに手をくだすこ

とをしないでしょう。 13昔から、ことわざに言っ

ているように、『悪は悪人から出る』。しかし、

わたしはあなたに手をくだすことをしないでしょ

う。 14イスラエルの王は、だれを追って出てこら

れたのですか。あなたは、だれを追っておられる

のですか。死んだ犬を追っておられるのです。一

匹の蚤を追っておられるのです。 15どうぞ主がさ

ばきびととなって、わたしとあなたの間をさばき

、かつ見て、わたしの訴えを聞き、わたしをあな

たの手から救い出してくださるように」。 16ダビ

デがこれらの言葉をサウルに語り終ったとき、サ

ウルは言った、「わが子ダビデよ、これは、あな

たの声であるか」。そしてサウルは声をあげて泣

いた。 17サウルはまたダビデに言った、「あなた

はわたしよりも正しい。わたしがあなたに悪を報

いたのに、あなたはわたしに善を報いる。 18きょ

う、あなたはいかに良くわたしをあつかったかを

明らかにしました。すなわち主がわたしをあなた

の手にわたされたのに、あなたはわたしを殺さな

かったのです。 19人は敵に会ったとき、敵を無事

に去らせるでしょうか。あなたが、きょう、わた

しにした事のゆえに、どうぞ主があなたに良い報

いを与えられるように。 20今わたしは、あなたが

かならず王となることを知りました。またイスラ

エルの王国が、あなたの手によって堅く立つこと

を知りました。 21それゆえ、あなたはわたしのあ

とに、わたしの子孫を断たず、またわたしの父の

家から、わたしの名を滅ぼし去らないと、いま主

をさして、わたしに誓ってください」。 22そこで

ダビデはサウルに、そのように誓った。そしてサ

ウルは家に帰り、ダビデとその従者たちは要害に

のぼって行った。

25さてサムエルが死んだので、イスラエルの人
々はみな集まって、彼のためにひじょうに悲

しみ、ラマにあるその家に彼を葬った。そしてダ

ビデは立ってパランの荒野に下って行った。 2マ

オンに、ひとりの人があって、カルメルにその所

有があり、ひじょうに裕福で、羊三千頭、やぎ一

千頭を持っていた。彼はカルメルで羊の毛を切っ

ていた。 3その人の名はナバルといい、妻の名は

アビガイルといった。アビガイルは賢くて美しか

ったが、その夫は剛情で、粗暴であった。彼はカ

レブびとであった。 4ダビデは荒野にいて、ナバ

ルがその羊の毛を切っていることを聞いたので、 5

十人の若者をつかわし、その若者たちに言った、

「カルメルに上って行ってナバルの所へ行き、わ

たしの名をもって彼にあいさつし、 6彼にこう言

いなさい、『どうぞあなたに平安があるように。

あなたの家に平安があるように。またあなたのす

べての持ち物に平安があるように。 7わたしはあ

なたが羊の毛を切っておられることを聞きました

。あなたの羊飼たちはわれわれと一緒にいたので

すが、われわれは彼らを少しも害しませんでした

。また彼らはカルメルにいる間に、何ひとつ失っ

たことはありません。 8あなたの若者たちに聞い

てみられるならば、わかります。それゆえ、わた

しの若者たちに、あなたの好意を示してください

。われわれは祝の日にきたのです。どうぞ、あな

たの手もとにあるものを、贈り物として、しもべ

どもとあなたの子ダビデにください』」。 9ダビ

デの若者たちは行って、ダビデの名をもって、こ

れらの言葉をナバルに語り、そして待っていた。

10ナバルはダビデの若者たちに答えて言った、「

ダビデとはだれか。エッサイの子とはだれか。こ

のごろは、主人を捨てて逃げるしもべが多い。 11

どうしてわたしのパンと水、またわたしの羊の毛

を切る人々のためにほふった肉をとって、どこか

らきたのかわからない人々に与えることができよ

うか」。 12ダビデの若者たちは、そこを去り、帰

ってきて、彼にこのすべての事を告げた。 13そこ

でダビデは従者たちに言った、「おのおの、つる

ぎを帯びなさい」。彼らはおのおのつるぎを帯び

、ダビデもまたつるぎを帯びた。そしておおよそ

四百人がダビデに従って上っていき、二百人は荷

物のところにとどまった。 14ところで、ひとりの

若者がナバルの妻アビガイルに言った、「ダビデ

が荒野から使者をつかわして、主人にあいさつを

したのに、主人はその使者たちをののしられまし

た。 15しかし、あの人々はわれわれに大へんよく

してくれて、われわれは少しも害を受けず、また
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われわれが野にいた時、彼らと共にいた間は、何

ひとつ失ったことはありませんでした。 16われわ

れが羊を飼って彼らと共にいる間、彼らは夜も昼

もわれわれのかきとなってくれました。 17それで

、あなたは今それを知って、自分のすることを考

えてください。主人とその一家に災が起きるから

です。しかも主人はよこしまな人で、話しかける

こともできません」。 18その時、アビガイルは急

いでパン二百、ぶどう酒の皮袋二つ、調理した羊

五頭、いり麦五セア、ほしぶどう百ふさ、ほしい

ちじくのかたまり二百を取って、ろばにのせ、 19

若者たちに言った、「わたしのさきに進みなさい

。わたしはあなたがたのうしろに、ついて行きま

す」。しかし彼女は夫ナバルには告げなかった。

20アビガイルが、ろばに乗って山陰を下ってきた

時、ダビデと従者たちは彼女の方に向かって降り

てきたので、彼女はその人々に出会った。 21さて

、ダビデはさきにこう言った、「わたしはこの人

が荒野で持っている物をみな守って、その人に属

する物を何ひとつなくならないようにしたが、そ

れは全くむだであった。彼はわたしのした親切に

悪をもって報いた。 22もしわたしがあすの朝まで

、ナバルに属するすべての者のうち、ひとりの男

でも残しておくならば、神が幾重にもダビデを罰

してくださるように」。 23アビガイルはダビデを

見て、急いで、ろばを降り、ダビデの前で地にひ

れ伏し、 24その足もとに伏して言った、「わが君

よ、このとがをわたしだけに負わせてください。

しかしどうぞ、はしために、あなたの耳に語るこ

とを許し、はしための言葉をお聞きください。 25

わが君よ、どうぞ、このよこしまな人ナバルのこ

とを気にかけないでください。あの人はその名の

とおりです。名はナバルで、愚かな者です。あな

たのはしためであるわたしは、わが君なるあなた

がつかわされた若者たちを見なかったのです。 26

それゆえ今、わが君よ、主は生きておられます。

またあなたは生きておられます。主は、あなたが

きて血を流し、また手ずから、あだを報いるのを

とどめられました。どうぞ今、あなたの敵、およ

びわが君に害を加えようとする者は、ナバルのご

とくになりますように。 27今、あなたのつかえめ

が、わが君に携えてきた贈り物を、わが君に従う

若者たちに与えてください。 28どうぞ、はしため

のとがを許してください。主は必ずわが君のため

に確かな家を造られるでしょう。わが君が主のい

くさを戦い、またこの世に生きながらえられる間

、あなたのうちに悪いことが見いだされないから

です。 29たとい人が立ってあなたを追い、あなた

の命を求めても、わが君の命は、生きている者の

束にたばねられて、あなたの神、主のもとに守ら

れるでしょう。しかし主はあなたの敵の命を、石

投げの中から投げるように、投げ捨てられるでし

ょう。 30そして主があなたについて語られたすべ

ての良いことをわが君に行い、あなたをイスラエ

ルのつかさに任じられる時、 31あなたが、ゆえな

く血を流し、またわが君がみずからあだを報いた

と言うことで、それがあなたのつまずきとなり、

またわが君の心の責めとなることのないようにし

てください。主がわが君を良くせられる時、この

はしためを思いだしてください」。 32ダビデはア

ビガイルに言った、「きょう、あなたをつかわし

て、わたしを迎えさせられたイスラエルの神、主

はほむべきかな。 33あなたの知恵はほむべきかな

。またあなたはほむべきかな。あなたは、きょう

、わたしがきて血を流し、手ずからあだを報いる

ことをとどめられたのです。 34わたしがあなたを

害することをとどめられたイスラエルの神、主は

まことに生きておられる。もしあなたが急いでわ

たしに会いにこなかったならば、あすの朝までに

は、ナバルのところに、ひとりの男も残らなかっ

たでしょう」。 35ダビデはアビガイルが携えてき

た物をその手から受けて、彼女に言った、「あな

たは無事にのぼって、家に帰りなさい。わたしは

あなたの声を聞きいれ、あなたの願いを許します

」。 36こうしてアビガイルはナバルのもとにきた

が、見よ、彼はその家で、王の酒宴のような酒宴

を開いていた。ナバルは心に楽しみ、ひじょうに

酔っていたので、アビガイルは明くる朝まで事の

大小を問わず何をも彼に告げなかった。 37朝にな

ってナバルの酔いがさめたとき、その妻が彼にこ

れらの事を告げると、彼の心はそのうちに死んで

、彼は石のようになった。 38十日ばかりして主が

ナバルを撃たれたので彼は死んだ。 39ダビデはナ

バルが死んだと聞いて言った、「主はほむべきか

な。主はわたしがナバルの手から受けた侮辱に報

いて、しもべが悪をおこなわないようにされた。

主はナバルの悪行をそのこうべに報いられたのだ

」。ダビデはアビガイルを妻にめとろうと、人を

つかわして彼女に申し込んだ。 40ダビデのしもべ

たちはカルメルにいるアビガイルの所にきて、彼

女に言った、「ダビデはあなたを妻にめとろうと

、われわれをあなたの所へつかわしたのです」。

41アビガイルは立ち、地にひれ伏し拝して言った

、「はしためは、わが君のしもべたちの足を洗う

つかえめです」。 42アビガイルは急いで立ち、ろ

ばに乗って、五人の侍女たちを連れ、ダビデの使

者たちに従って行き、ダビデの妻となった。 43ダ

ビデはまたエズレルのアヒノアムをめとった。彼

女たちはふたりともダビデの妻となった。 44とこ

ろでサウルはその娘、ダビデの妻ミカルを、ガリ

ムの人であるライシの子パルテに与えた。

26そのころジフびとがギベアにおるサウルのも
とにきて言った、「ダビデは荒野の前にある

ハキラの山に隠れているではありませんか」。 2

サウルは立って、ジフの荒野でダビデを捜すため

に、イスラエルのうちから選んだ三千人をひき連

れて、ジフの荒野に下った。 3サウルは荒野の前

の道のかたわらにあるハキラの山に陣を取った。

ダビデは荒野にとどまっていたが、サウルが自分

のあとを追って荒野にきたのを見て、 4斥候を出

し、サウルが確かにきたのを知った。 5そしてダ

ビデは立って、サウルが陣を取っている所へ行っ

て、サウルとその軍の長、ネルの子アブネルの寝
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ている場所を見た。サウルは陣所のうちに寝てい

て、民はその周囲に宿営していた。 6ダビデは、

ヘテびとアヒメレク、およびゼルヤの子で、ヨア

ブの兄弟であるアビシャイに言った、「だれがわ

たしと共にサウルの陣に下って行くか」。アビシ

ャイは言った、「わたしが一緒に下って行きます

」。 7こうしてダビデとアビシャイとが夜、民の

ところへ行ってみると、サウルは陣所のうちに身

を横たえて寝ており、そのやりは枕もとに地に突

きさしてあった。そしてアブネルと民らとはその

周囲に寝ていた。 8アビシャイはダビデに言った

、「神はきょう敵をあなたの手に渡されました。

どうぞわたしに、彼のやりをもってひと突きで彼

を地に刺しとおさせてください。ふたたび突くに

は及びません」。 9しかしダビデはアビシャイに

言った、「彼を殺してはならない。主が油を注が

れた者に向かって、手をのべ、罪を得ない者があ

ろうか」。 10ダビデはまた言った、「主は生きて

おられる。主が彼を撃たれるであろう。あるいは

彼の死ぬ日が来るであろう。あるいは戦いに下っ

て行って滅びるであろう。 11主が油を注がれた者

に向かって、わたしが手をのべることを主は禁じ

られる。しかし今、そのまくらもとにあるやりと

水のびんを取りなさい。そしてわれわれは去ろう

」。 12こうしてダビデはサウルの枕もとから、や

りと水のびんを取って彼らは去ったが、だれもそ

れを見ず、だれも知らず、また、だれも目をさま

さず、みな眠っていた。主が彼らを深く眠らされ

たからである。 13ダビデは向こう側に渡って行っ

て、遠く離れて山の頂に立った。彼らの間の隔た

りは大きかった。 14ダビデは民とネルの子アブネ

ルに呼ばわって言った、「アブネルよ、あなたは

答えないのか」。アブネルは答えて言った、「王

を呼んでいるあなたはだれか」。 15ダビデはアブ

ネルに言った、「あなたは男ではないか。イスラ

エルのうちに、あなたに及ぶ人があろうか。それ

であるのに、どうしてあなたは主君である王を守

らなかったのか。民のひとりが、あなたの主君で

ある王を殺そうとして、はいりこんだではないか

。 16あなたがしたこの事は良くない。主は生きて

おられる。あなたがたは、まさに死に値する。主

が油をそそがれた、あなたの主君を守らなかった

からだ。いま王のやりがどこにあるか。その枕も

とにあった水のびんがどこにあるかを見なさい」

。 17サウルはダビデの声を聞きわけて言った、「

わが子ダビデよ、これはあなたの声か」。ダビデ

は言った、「王、わが君よ、わたしの声です」。

18ダビデはまた言った、「わが君はどうしてしも

べのあとを追われるのですか。わたしが何をした

のですか。わたしの手になんのわるいことがある

のですか。 19王、わが君よ、どうぞ、今しもべの

言葉を聞いてください。もし主があなたを動かし

て、わたしの敵とされたのであれば、どうぞ主が

供え物を受けて和らいでくださるように。もし、

それが人であるならば、どうぞその人々が主の前

にのろいを受けるように。彼らが『おまえは行っ

て他の神々に仕えなさい』と言って、きょう、わ

たしを追い出し、主の嗣業にあずかることができ

ないようにしたからです。 20それゆえ今、主の前

を離れて、わたしの血が地に落ちることのないよ

うにしてください。イスラエルの王は、人が山で

、しゃこを追うように、わたしの命を取ろうとし

て出てこられたのです」。 21その時、サウルは言

った、「わたしは罪を犯した。わが子ダビデよ、

帰ってきてください。きょう、わたしの命があな

たの目に尊く見られたゆえ、わたしは、もはやあ

なたに害を加えないであろう。わたしは愚かなこ

とをして、非常なまちがいをした」。 22ダビデは

答えた、「王のやりは、ここにあります。ひとり

の若者に渡ってこさせ、これを持ちかえらせてく

ださい。 23主は人おのおのにその義と真実とに従

って報いられます。主がきょう、あなたをわたし

の手に渡されたのに、わたしは主が油を注がれた

者に向かって、手をのべることをしなかったので

す。 24きょう、わたしがあなたの命を重んじたよ

うに、どうぞ主がわたしの命を重んじて、もろも

ろの苦難から救い出してくださるように」。 25サ

ウルはダビデに言った、「わが子ダビデよ、あな

たはほむべきかな。あなたは多くの事をおこなっ

て、それをなし遂げるであろう」。こうしてダビ

デはその道を行き、サウルは自分の所へ帰った。

27ダビデは心のうちに言った、「わたしは、い
つかはサウルの手にかかって滅ぼされるであ

ろう。早くペリシテびとの地へのがれるほかはな

い。そうすればサウルはこの上イスラエルの地に

わたしをくまなく捜すことはやめ、わたしは彼の

手からのがれることができるであろう」。 2こう

してダビデは、共にいた六百人と一緒に、立って

ガテの王マオクの子アキシの所へ行った。 3ダビ

デと従者たちは、おのおのその家族とともに、ガ

テでアキシと共に住んだ。ダビデはそのふたりの

妻、すなわちエズレルの女アヒノアムと、カルメ

ルの女でナバルの妻であったアビガイルと共にお

った。 4ダビデがガテにのがれたことがサウルに

聞えたので、サウルはもはや彼を捜さなかった。 5

さてダビデはアキシに言った、「もしわたしがあ

なたの前に恵みを得るならば、どうぞ、いなかに

ある町のうちで一つの場所をわたしに与えてそこ

に住まわせてください。どうしてしもべがあなた

と共に王の町に住むことができましょうか」。 6

アキシはその日チクラグを彼に与えた。こうして

チクラグは今日にいたるまでユダの王に属してい

る。 7ダビデがペリシテびとの国に住んだ日の数

は一年と四か月であった。 8さてダビデは従者と

共にのぼって、ゲシュルびと、ゲゼルびとおよび

アマレクびとを襲った。これらは昔からシュルに

至るまでの地の住民であって、エジプトに至るま

での地に住んでいた。 9ダビデはその地を撃って

、男も女も生かしおかず、羊と牛とろばとらくだ

と衣服とを取って、アキシのもとに帰ってきた。

10アキシが「あなたはきょうどこを襲いましたか

」と尋ねると、ダビデは、その時々、「ユダのネ

ゲブです」、「エラメルびとのネゲブです」「ケ
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ニびとのネゲブです」と言った。 11ダビデは男も

女も生かしおかず、ひとりをもガテに引いて行か

なかった。それはダビデが、「恐らくは、彼らが

、『ダビデはこうした』と言って、われわれのこ

とを告げるであろう」と思ったからである。ダビ

デはペリシテびとのいなかに住んでいる間はこう

するのが常であった。 12アキシはダビデを信じて

言った、「彼は自分を全くその民イスラエルに憎

まれるようにした。それゆえ彼は永久にわたしの

しもべとなるであろう」。

28そのころ、ペリシテびとがイスラエルと戦お
うとして、いくさのために軍勢を集めたので

、アキシはダビデに言った、「あなたは、しかと

承知してください。あなたとあなたの従者たちと

は、わたしと共に出て、軍勢に加わらなければな

りません」。 2ダビデはアキシに言った、「よろ

しい、あなたはしもべが何をするかを知られるで

しょう」。アキシはダビデに言った、「よろしい

、あなたを終身わたしの護衛の長としよう」。 3

さてサムエルはすでに死んで、イスラエルのすべ

ての人は彼のために悲しみ、その町ラマに葬った

。また先にサウルは口寄せや占い師をその地から

追放した。 4ペリシテびとが集まってきてシュネ

ムに陣を取ったので、サウルはイスラエルのすべ

ての人を集めて、ギルボアに陣を取った。 5サウ

ルはペリシテびとの軍勢を見て恐れ、その心はい

たくおののいた。 6そこでサウルは主に伺いをた

てたが、主は夢によっても、ウリムによっても、

預言者によっても彼に答えられなかった。 7サウ

ルはしもべたちに言った、「わたしのために、口

寄せの女を捜し出しなさい。わたしは行ってその

女に尋ねよう」。しもべたちは彼に言った、「見

よ、エンドルにひとりの口寄せがいます」。 8サ

ウルは姿を変えてほかの着物をまとい、ふたりの

従者を伴って行き、夜の間に、その女の所にきた

。そしてサウルは言った、「わたしのために口寄

せの術を行って、わたしがあなたに告げる人を呼

び起してください」。 9女は彼に言った、「あな

たはサウルがしたことをごぞんじでしょう。彼は

口寄せや占い師をその国から断ち滅ぼしました。

どうしてあなたは、わたしの命にわなをかけて、

わたしを死なせようとするのですか」。 10サウル

は主をさして彼女に誓って言った、「主は生きて

おられる。この事のためにあなたが罰を受けるこ

とはないでしょう」。 11女は言った、「あなたの

ためにだれを呼び起しましょうか」。サウルは言

った、「サムエルを呼び起してください」。 12女

はサムエルを見た時、大声で叫んだ。そしてその

女はサウルに言った、「どうしてあなたはわたし

を欺かれたのですか。あなたはサウルです」。 13

王は彼女に言った、「恐れることはない。あなた

には何が見えるのですか」。女はサウルに言った

、「神のようなかたが地からのぼられるのが見え

ます」。 14サウルは彼女に言った、「その人はど

んな様子をしていますか」。彼女は言った、「ひ

とりの老人がのぼってこられます。その人は上着

をまとっておられます」。サウルはその人がサム

エルであるのを知り、地にひれ伏して拝した。 15

サムエルはサウルに言った、「なぜ、わたしを呼

び起して、わたしを煩わすのか」。サウルは言っ

た、「わたしは、ひじょうに悩んでいます。ペリ

シテびとがわたしに向かっていくさを起し、神は

わたしを離れて、預言者によっても、夢によって

も、もはやわたしに答えられないのです。それで

、わたしのすべきことを知るために、あなたを呼

びました」。 16サムエルは言った、「主があなた

を離れて、あなたの敵となられたのに、どうして

あなたはわたしに問うのですか。 17主は、わたし

によって語られたとおりにあなたに行われた。主

は王国を、あなたの手から裂きはなして、あなた

の隣人であるダビデに与えられた。 18あなたは主

の声に聞き従わず、主の激しい怒りに従って、ア

マレクびとを撃ち滅ぼさなかったゆえに、主はこ

の事を、この日、あなたに行われたのである。 19

主はまたイスラエルをも、あなたと共に、ペリシ

テびとの手に渡されるであろう。あすは、あなた

もあなたの子らもわたしと一緒になるであろう。

また主はイスラエルの軍勢をもペリシテびとの手

に渡される」。 20そのときサウルは、ただちに、

地に伸び、倒れ、サムエルの言葉のために、ひじ

ょうに恐れ、またその力はうせてしまった。その

一日一夜、食物をとっていなかったからである。

21女はサウルのもとにきて、彼のおののいている

のを見て言った、「あなたのつかえめは、あなた

の声に聞き従い、わたしの命をかけて、あなたの

言われた言葉に従いました。 22それゆえ今あなた

も、つかえめの声に聞き従い、一口のパンをあな

たの前にそなえさせてください。あなたはそれを

めしあがって力をつけ、道を行ってください」。

23ところがサウルは断って言った、「わたしは食

べません」。しかし彼のしもべたちも、その女も

しいてすすめたので、サウルはその言葉を聞きい

れ、地から起きあがり、床の上にすわった。 24そ

の女は家に肥えた子牛があったので、急いでそれ

をほふり、また麦粉をとり、こねて、種入れぬパ

ンを焼き、 25サウルとそのしもべたちの前に持っ

てきたので、彼らは食べた。そして彼らは立ち上

がって、その夜のうちに去った。

29さてペリシテびとは、その軍勢をことごとく
アペクに集めた。イスラエルびとはエズレル

にある泉のかたわらに陣を取った。 2ペリシテび

との君たちは、あるいは百人、あるいは千人を率

いて進み、ダビデとその従者たちはアキシと共に

、しんがりになって進んだ。 3その時、ペリシテ

びとの君たちは言った、「これらのヘブルびとは

ここで何をしているのか」。アキシはペリシテび

とたちに言った、「これはイスラエルの王サウル

のしもべダビデではないか。彼はこの日ごろ、こ

の年ごろ、わたしと共にいたが、逃げ落ちてきた

日からきょうまで、わたしは彼にあやまちがあっ

たのを見たことがない」。 4しかしペリシテびと

の君たちは彼に向かって怒った。そしてペリシテ
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びとの君たちは彼に言った、「この人を帰らせて

、あなたが彼を置いたもとの所へ行かせなさい。

われわれと一緒に彼を戦いに下らせてはならない

。戦いの時、彼がわれわれの敵となるかも知れな

いからである。この者は何をもってその主君とや

わらぐことができようか。ここにいる人々の首を

もってするほかはあるまい。 5これは、かつて人

々が踊りのうちに歌いかわして、『サウルは千を

撃ち殺し、ダビデは万を撃ち殺した』と言った、

あのダビデではないか」。 6そこでアキシはダビ

デを呼んで言った、「主は生きておられる。あな

たは正しい人である。あなたがわたしと一緒に戦

いに出入りすることをわたしは良いと思っている

。それはあなたがわたしの所にきた日からこの日

まで、わたしは、あなたに悪い事があったのを見

たことがないからである。しかしペリシテびとの

君たちはあなたを良く言わない。 7それゆえ今安

らかに帰って行きなさい。彼らが悪いと思うこと

はしないがよかろう」。 8ダビデはアキシに言っ

た、「しかしわたしが何をしたというのですか。

わたしがあなたに仕えはじめた日からこの日まで

に、あなたはしもべの身に何を見られたので、わ

たしは行って、わたしの主君である王の敵と戦う

ことができないのですか」。 9アキシはダビデに

答えた、「わたしは見て、あなたが神の使のよう

にりっぱな人であることを知っている。しかし、

ペリシテびとの君たちは、『われわれと一緒に彼

を戦いに上らせてはならない』と言っている。 10

それで、あなたは、一緒にきたあなたの主君のし

もべたちと共に朝早く起きなさい。そして朝早く

起き、夜が明けてから去りなさい」。 11こうして

ダビデとその従者たちとは共にペリシテびとの地

へ帰ろうと、朝早く起きて出立したが、ペリシテ

びとはエズレルへ上って行った。

30さてダビデとその従者たちが三日目にチクラ
グにきた時、アマレクびとはすでにネゲブと

チクラグを襲っていた。彼らはチクラグを撃ち、

火をはなってこれを焼き、 2その中にいた女たち

およびすべての者を捕虜にし、小さい者をも大き

い者をも、ひとりも殺さずに、引いて、その道に

行った。 3ダビデと従者たちはその町にきて、町

が火で焼かれ、その妻とむすこ娘らは捕虜となっ

たのを見た。 4ダビデおよび彼と共にいた民は声

をあげて泣き、ついに泣く力もなくなった。 5ダ

ビデのふたりの妻すなわちエズレルの女アヒノア

ムと、カルメルびとナバルの妻であったアビガイ

ルも捕虜になった。 6その時、ダビデはひじょう

に悩んだ。それは民がみなおのおのそのむすこ娘

のために心を痛めたため、ダビデを石で撃とうと

言ったからである。しかしダビデはその神、主に

よって自分を力づけた。 7ダビデはアヒメレクの

子、祭司アビヤタルに、「エポデをわたしのとこ

ろに持ってきなさい」と言ったので、アビヤタル

は、エポデをダビデのところに持ってきた。 8ダ

ビデは主に伺いをたてて言った、「わたしはこの

軍隊のあとを追うべきですか。わたしはそれに追

いつくことができましょうか」。主は彼に言われ

た、「追いなさい。あなたは必ず追いついて、確

かに救い出すことができるであろう」。 9そこで

ダビデは、一緒にいた六百人の者と共に出立して

ベソル川へ行ったが、あとに残る者はそこにとど

まった。 10すなわちダビデは四百人と共に追撃を

つづけたが、疲れてベソル川を渡れない者二百人

はとどまった。 11彼らは野で、ひとりのエジプト

びとを見て、それをダビデのもとに引いてきて、

パンを食べさせ、水を飲ませた。 12また彼らはほ

しいちじくのかたまり一つと、ほしぶどう二ふさ

を彼に与えた。彼は食べて元気を回復した。彼は

三日三夜、パンを食べず、水を飲んでいなかった

からである。 13ダビデは彼に言った、「あなたは

だれのものか。どこからきたのか」。彼は言った

、「わたしはエジプトの若者で、アマレクびとの

奴隷です。三日前にわたしが病気になったので、

主人はわたしを捨てて行きました。 14わたしども

は、ケレテびとのネゲブと、ユダに属する地と、

カレブのネゲブを襲い、また火でチクラグを焼き

はらいました」。 15ダビデは彼に言った、「あな

たはその軍隊のところへわたしを導き下ってくれ

るか」。彼は言った、「あなたはわたしを殺さな

いこと、またわたしを主人の手に渡さないことを

、神をさしてわたしに誓ってください。そうすれ

ばあなたをその軍隊のところへ導き下りましょう

」。 16彼はダビデを導き下ったが、見よ、彼らは

ペリシテびとの地とユダの地から奪い取ったさま

ざまの多くのぶんどり物のゆえに、食い飲み、か

つ踊りながら、地のおもてにあまねく散りひろが

っていた。 17ダビデは夕ぐれから翌日の夕方まで

、彼らを撃ったので、らくだに乗って逃げた四百

人の若者たちのほかには、ひとりものがれた者は

なかった。 18こうしてダビデはアマレクびとが奪

い取ったものをみな取りもどした。またダビデは

そのふたりの妻を救い出した。 19そして彼らに属

するものは、小さいものも大きいものも、むすこ

も娘もぶんどり物も、アマレクびとが奪い去った

物は何をも失わないで、ダビデがみな取りもどし

た。 20ダビデはまたすべての羊と牛を取った。人

々はこれらの家畜を彼の前に追って行きながら、

「これはダビデのぶんどり物だ」と言った。 21そ

してダビデが、あの疲れてダビデについて行くこ

とができずに、ベソル川のほとりにとどまってい

た二百人の者のところへきた時、彼らは出てきて

ダビデを迎え、またダビデと共にいる民を迎えた

。ダビデは民に近づいてその安否を問うた。 22そ

のときダビデと共に行った人々のうちで、悪く、

かつよこしまな者どもはみな言った、「彼らはわ

れわれと共に行かなかったのだから、われわれは

その人々にわれわれの取りもどしたぶんどり物を

分け与えることはできない。ただおのおのにその

妻子を与えて、連れて行かせましょう」。 23しか

しダビデは言った、「兄弟たちよ、主はわれわれ

を守って、攻めてきた軍隊をわれわれの手に渡さ

れた。その主が賜わったものを、あなたがたはそ

のようにしてはならない。 24だれがこの事につい
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て、あなたがたに聞き従いますか。戦いに下って

行った者の分け前と、荷物のかたわらにとどまっ

ていた者の分け前を同様にしなければならない。

彼らはひとしく分け前を受けるべきである」。 25

この日以来、ダビデはこれをイスラエルの定めと

し、おきてとして今日に及んでいる。 26ダビデは

チクラグにきて、そのぶんどり物の一部をユダの

長老である友人たちにおくって言った、「これは

主の敵から取ったぶんどり物のうちからあなたが

たにおくる贈り物である」。 27そのおくり先は、

ベテルにいる人々、ネゲブのラモテにいる人々、

ヤッテルにいる人々、 28アロエルにいる人々、シ

フモテにいる人々、エシテモアにいる人々、ラカ

ルにいる人々、 29エラメルびとの町々にいる人々

、ケニびとの町々にいる人々、 30ホルマにいる人

々、ボラシャンにいる人々、アタクにいる人々、

31ヘブロンにいる人々、およびダビデとその従者

たちが、さまよい歩いたすべての所にいる人々で

あった。

31さてペリシテびとはイスラエルと戦った。イ
スラエルの人々はペリシテびとの前から逃げ

、多くの者は傷ついてギルボア山にたおれた。 2

ペリシテびとはサウルとその子らに攻め寄り、そ

してペリシテびとはサウルの子ヨナタン、アビナ

ダブ、およびマルキシュアを殺した。 3戦いは激

しくサウルに迫り、弓を射る者どもがサウルを見

つけて、彼を射たので、サウルは射る者たちにひ

どい傷を負わされた。 4そこでサウルはその武器

を執る者に言った、「つるぎを抜き、それをもっ

てわたしを刺せ。さもないと、これらの無割礼の

者どもがきて、わたしを刺し、わたしをなぶり殺

しにするであろう」。しかしその武器を執る者は

、ひじょうに恐れて、それに応じなかったので、

サウルは、つるぎを執って、その上に伏した。 5

武器を執る者はサウルが死んだのを見て、自分も

またつるぎの上に伏して、彼と共に死んだ。 6こ

うしてサウルとその三人の子たち、およびサウル

の武器を執る者、ならびにその従者たちは皆、こ

の日共に死んだ。 7イスラエルの人々で、谷の向

こう側、およびヨルダンの向こう側にいる者が、

イスラエルの人々の逃げるのを見、またサウルと

その子たちの死んだのを見て町々を捨てて逃げた

ので、ペリシテびとはきてその中に住んだ。 8あ

くる日、ペリシテびとは殺された者から、はぎ取

るためにきたが、サウルとその三人の子たちがギ

ルボア山にたおれているのを見つけた。 9彼らは

サウルの首を切り、そのよろいをはぎ取り、ペリ

シテびとの全地に人をつかわして、この良い知ら

せを、その偶像と民とに伝えさせた。 10また彼ら

は、そのよろいをアシタロテの神殿に置き、彼の

からだをベテシャンの城壁にくぎづけにした。 11

ヤベシ・ギレアデの住民たちは、ペリシテびとが

サウルにした事を聞いて、 12勇士たちはみな立ち

、夜もすがら行って、サウルのからだと、その子

たちのからだをベテシャンの城壁から取りおろし

、ヤベシにきて、これをそこで焼き、 13その骨を

取って、ヤベシのぎょりゅうの木の下に葬り、七

日の間、断食した。
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サムエル記Ⅱ

1サウルが死んだ後、ダビデはアマレクびとを撃
って帰り、ふつかの間チクラグにとどまってい

たが、 2三日目となって、ひとりの人が、その着

物を裂き、頭に土をかぶって、サウルの陣営から

きた。そしてダビデのもとにきて、地に伏して拝

した。 3ダビデは彼に言った、「あなたはどこか

らきたのか」。彼はダビデに言った、「わたしは

イスラエルの陣営から、のがれてきたのです」。 4

ダビデは彼に言った、「様子はどうであったか話

しなさい」。彼は答えた、「民は戦いから逃げ、

民の多くは倒れて死に、サウルとその子ヨナタン

もまた死にました」。 5ダビデは自分と話してい

る若者に言った、「あなたはサウルとその子ヨナ

タンが死んだのを、どうして知ったのか」。 6彼

に話している若者は言った、「わたしは、はから

ずも、ギルボア山にいましたが、サウルはそのや

りによりかかっており、戦車と騎兵とが彼に攻め

寄ろうとしていました。 7その時、彼はうしろを

振り向いてわたしを見、わたしを呼びましたので

、『ここにいます』とわたしは答えました。 8彼

は『おまえはだれか』と言いましたので、『アマ

レクびとです』と答えました。 9彼はまたわたし

に言いました、『そばにきて殺してください。わ

たしは苦しみに耐えない。まだ命があるからです

』。 10そこで、わたしはそのそばにいって彼を殺

しました。彼がすでに倒れて、生きることのでき

ないのを知ったからです。そしてわたしは彼の頭

にあった冠と、腕につけていた腕輪とを取って、

それをわが主のもとに携えてきたのです」。 11そ

のときダビデは自分の着物をつかんでそれを裂き

、彼と共にいた人々も皆同じようにした。 12彼ら

はサウルのため、またその子ヨナタンのため、ま

た主の民のため、またイスラエルの家のために悲

しみ泣いて、夕暮まで食を断った。それは彼らが

つるぎに倒れたからである。 13ダビデは自分と話

していた若者に言った、「あなたはどこの人です

か」。彼は言った、「アマレクびとで、寄留の他

国人の子です」。 14ダビデはまた彼に言った、「

どうしてあなたは手を伸べて主の油を注がれた者

を殺すことを恐れなかったのですか」。 15ダビデ

はひとりの若者を呼び、「近寄って彼を撃て」と

言った。そこで彼を撃ったので死んだ。 16ダビデ

は彼に言った、「あなたの流した血の責めはあな

たに帰する。あなたが自分の口から、『わたしは

主の油を注がれた者を殺した』と言って、自身に

むかって証拠を立てたからである」。 17ダビデは

この悲しみの歌をもって、サウルとその子ヨナタ

ンのために哀悼した。 18これは、ユダの人々に教

えるための弓の歌で、ヤシャルの書にしるされて

いる。彼は言った、 19「イスラエルよ、あなたの

栄光は、あなたの高き所で殺された。ああ、勇士

たちは、ついに倒れた。 20ガテにこの事を告げて

はいけない。アシケロンのちまたに伝えてはなら

ない。おそらくはペリシテびとの娘たちが喜び、

割礼なき者の娘たちが勝ちほこるであろう。 21ギ

ルボアの山よ、露はおまえの上におりるな。死の

野よ、雨もおまえの上に降るな。その所に勇士た

ちの盾は捨てられ、サウルの盾は油を塗らずに捨

てられた。 22殺した者の血を飲まずには、ヨナタ

ンの弓は退かず、勇士の脂肪を食べないでは、サ

ウルのつるぎは、むなしくは帰らなかった。 23サ

ウルとヨナタンとは、愛され、かつ喜ばれた。彼

らは生きるにも、死ぬにも離れず、わしよりも早

く、ししよりも強かった。 24イスラエルの娘たち

よ、サウルのために泣け。彼は緋色の着物をもっ

て、はなやかにあなたがたを装い、あなたがたの

着物に金の飾りをつけた。 25ああ、勇士たちは戦

いのさなかに倒れた。ヨナタンは、あなたの高き

所で殺された。 26わが兄弟ヨナタンよ、あなたの

ためわたしは悲しむ。あなたはわたしにとって、

いとも楽しい者であった。あなたがわたしを愛す

るのは世の常のようでなく、女の愛にもまさって

いた。 27ああ、勇士たちは倒れた。戦いの器はう

せた」。

2この後、ダビデは主に問うて言った、「わたし
はユダの一つの町に上るべきでしょうか」。主

は彼に言われた、「上りなさい」。ダビデは言っ

た、「どこへ上るべきでしょうか」。主は言われ

た、「ヘブロンへ」。 2そこでダビデはその所へ

上った。彼のふたりの妻、エズレルの女アヒノア

ムと、カルメルびとナバルの妻であったアビガイ

ルも上った。 3ダビデはまた自分と共にいた人々

を、皆その家族と共に連れて上った。そして彼ら

はヘブロンの町々に住んだ。 4時にユダの人々が

きて、その所でダビデに油を注ぎ、ユダの家の王

とした。人々がダビデに告げて、「サウルを葬っ

たのはヤベシ・ギレアデの人々である」と言った

ので、 5ダビデは使者をヤベシ・ギレアデの人々

につかわして彼らに言った、「あなたがたは、主

君サウルにこの忠誠をあらわして彼を葬った。ど

うぞ主があなたがたを祝福されるように。 6どう

ぞ主がいまあなたがたに、いつくしみと真実を示

されるように。あなたがたが、この事をしたので

、わたしもまたあなたがたに好意を示すであろう

。 7今あなたがたは手を強くし、雄々しくあれ。

あなたがたの主君サウルは死に、ユダの家がわた

しに油を注いで、彼らの王としたからである」。 8

さてサウルの軍の長、ネルの子アブネルは、さき

にサウルの子イシボセテを取り、マハナイムに連

れて渡り、 9彼をギレアデ、アシュルびと、エズ

レル、エフライム、ベニヤミンおよび全イスラエ

ルの王とした。 10サウルの子イシボセテはイスラ

エルの王となった時、四十歳であって、二年の間

、世を治めたが、ユダの家はダビデに従った。 11

ダビデがヘブロンにいてユダの家の王であった日

数は七年と六か月であった。 12ネルの子アブネル

、およびサウルの子イシボセテの家来たちはマハ

ナイムを出てギベオンへ行った。 13ゼルヤの子ヨ

アブとダビデの家来たちも出ていって、ギベオン

の池のそばで彼らと出会い、一方は池のこちら側
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に、一方は池のあちら側にすわった。 14アブネル

はヨアブに言った、「さあ、若者たちを立たせて

、われわれの前で勝負をさせよう」。ヨアブは言

った、「彼らを立たせよう」。 15こうしてサウル

の子イシボセテとベニヤミンびととのために十二

人、およびダビデの家来たち十二人を数えて出し

た。彼らは立って進み、 16おのおの相手の頭を捕

え、つるぎを相手のわき腹に刺し、こうして彼ら

は共に倒れた。それゆえ、その所はヘルカテ・ハ

ヅリムと呼ばれた。それはギベオンにある。 17そ

の日、戦いはひじょうに激しく、アブネルとイス

ラエルの人々はダビデの家来たちの前に敗れた。

18その所にゼルヤの三人の子、ヨアブ、アビシャ

イ、およびアサヘルがいたが、アサヘルは足の早

いこと、野のかもしかのようであった。 19アサヘ

ルはアブネルのあとを追っていったが、行くのに

右にも左にも曲ることなく、アブネルのあとに走

った。 20アブネルは後をふりむいて言った、「あ

なたはアサヘルであったか」。アサヘルは答えた

、「わたしです」。 21アブネルは彼に言った、「

右か左に曲って、若者のひとりを捕え、そのよろ

いを奪いなさい」。しかしアサヘルはアブネルを

追うことをやめず、ほかに向かおうともしなかっ

た。 22アブネルはふたたびアサヘルに言った、「

わたしを追うことをやめて、ほかに向かいなさい

。あなたを地に撃ち倒すことなど、どうしてわた

しにできようか。それをすれば、わたしは、どう

してあなたの兄ヨアブに顔を合わせることができ

ようか」。 23それでもなお彼は、ほかに向かうこ

とを拒んだので、アブネルは、やりの石突きで彼

の腹を突いたので、やりはその背中に出た。彼は

そこに倒れて、その場で死んだ。そしてアサヘル

が倒れて死んでいる場所に来る者は皆立ちとどま

った。 24しかしヨアブとアビシャイとは、なおア

ブネルのあとを追ったが、彼らがギベオンの荒野

の道のほとり、ギアの前にあるアンマの山にきた

時、日は暮れた。 25ベニヤミンの人々はアブネル

のあとについてきて、集まり、一隊となって、一

つの山の頂に立った。 26その時アブネルはヨアブ

に呼ばわって言った、「いつまでもつるぎをもっ

て滅ぼそうとするのか。あなたはその結果の悲惨

なのを知らないのか。いつまで民にその兄弟を追

うことをやめよと命じないのか」。 27ヨアブは言

った、「神は生きておられる。もしあなたが言い

ださなかったならば、民はおのおのその兄弟を追

わずに、朝のうちに去っていたであろう」。 28こ

うしてヨアブは角笛を吹いたので、民はみな立ち

とどまって、もはやイスラエルのあとを追わず、

また重ねて戦わなかった。 29アブネルとその従者

たちは、夜もすがら、アラバを通って行き、ヨル

ダンを渡り、昼まで行進を続けてマハナイムに着

いた。 30ヨアブはアブネルを追うことをやめて帰

り、民をみな集めたが、ダビデの家来たち十九人

とアサヘルとが見当らなかった。 31しかし、ダビ

デの家来たちは、アブネルの従者であるベニヤミ

ンの人々三百六十人を撃ち殺した。 32人々はアサ

ヘルを取り上げてベツレヘムにあるその父の墓に

葬った。ヨアブとその従者たちは、夜もすがら行

って、夜明けにヘブロンに着いた。

3サウルの家とダビデの家との間の戦争は久しく
続き、ダビデはますます強くなり、サウルの家

はますます弱くなった。 2ヘブロンでダビデに男

の子が生れた。彼の長子はエズレルの女アヒノア

ムの産んだアムノン、 3その次はカルメルびとナ

バルの妻であったアビガイルの産んだキレアブ、

第三はゲシュルの王タルマイの娘マアカの子アブ

サロム、 4第四はハギテの子アドニヤ、第五はア

ビタルの子シパテヤ、 5第六はダビデの妻エグラ

の産んだイテレアム。これらの子がヘブロンでダ

ビデに生れた。 6サウルの家とダビデの家とが戦

いを続けている間に、アブネルはサウルの家で、

強くなってきた。 7さてサウルには、ひとりのそ

ばめがあった。その名をリヅパといい、アヤの娘

であったが、イシボセテはアブネルに言った、「

あなたはなぜわたしの父のそばめのところにはい

ったのですか」。 8アブネルはイシボセテの言葉

を聞き、非常に怒って言った、「わたしはユダの

犬のかしらですか。わたしはきょう、あなたの父

サウルの家と、その兄弟と、その友人とに忠誠を

あらわして、あなたをダビデの手に渡すことをし

なかったのに、あなたはきょう、女の事のあやま

ちを挙げてわたしを責められる。 9主がダビデに

誓われたことを、わたしが彼のためになし遂げな

いならば、神がアブネルをいくえにも罰しられる

ように。 10すなわち王国をサウルの家から移し、

ダビデの位をダンからベエルシバに至るまで、イ

スラエルとユダの上に立たせられるであろう」。

11イシボセテはアブネルを恐れたので、ひと言も

彼に答えることができなかった。 12アブネルはヘ

ブロンにいるダビデのもとに使者をつかわして言

った、「国はだれのものですか。わたしと契約を

結びなさい。わたしはあなたに力添えして、イス

ラエルをことごとくあなたのものにしましょう」

。 13ダビデは言った、「よろしい。わたしは、あ

なたと契約を結びましょう。ただし一つの事をあ

なたに求めます。あなたがきてわたしの顔を見る

とき、まずサウルの娘ミカルを連れて来るのでな

ければ、わたしの顔を見ることはできません」。

14それからダビデは使者をサウルの子イシボセテ

につかわして言った、「ペリシテびとの陽の皮一

百をもってめとったわたしの妻ミカルを引き渡し

なさい」。 15そこでイシボセテは人をやって彼女

をその夫、ライシの子パルテエルから取ったので

、 16その夫は彼女と共に行き、泣きながら彼女の

あとについて、バホリムまで行ったが、アブネル

が彼に「帰って行け」と言ったので彼は帰った。

17アブネルはイスラエルの長老たちと協議して言

った、「あなたがたは以前からダビデをあなたが

たの王とすることを求めていましたが、 18今それ

をしなさい。主がダビデについて、『わたしのし

もべダビデの手によって、わたしの民イスラエル

をペリシテびとの手、およびもろもろの敵の手か

ら救い出すであろう』と言われたからです」。 19
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アブネルはまたベニヤミンにも語った。そしてア

ブネルは、イスラエルとベニヤミンの全家が良い

と思うことをみな、ヘブロンでダビデに告げよう

として出発した。 20アブネルが二十人を従えてヘ

ブロンにいるダビデのもとに行った時、ダビデは

アブネルと彼に従っている従者たちのために酒宴

を設けた。 21アブネルはダビデに言った、「わた

しは立って行き、イスラエルをことごとく、わが

主、王のもとに集めて、あなたと契約を結ばせ、

あなたの望むものをことごとく治められるように

いたしましょう」。こうしてダビデはアブネルを

送り帰らせたので彼は安全に去って行った。 22ち

ょうどその時、ダビデの家来たちはヨアブと共に

多くのぶんどり物を携えて略奪から帰ってきた。

しかしアブネルはヘブロンのダビデのもとにはい

なかった。ダビデが彼を帰らせて彼が安全に去っ

たからである。 23ヨアブおよび彼と共にいた軍勢

がみな帰ってきたとき、人々はヨアブに言った、

「ネルの子アブネルが王のもとにきたが、王が彼

を帰らせたので彼は安全に去った」。 24そこでヨ

アブは王のもとに行って言った、「あなたは何を

なさったのですか。アブネルがあなたの所にきた

のに、あなたはどうして、彼を返し去らせられた

のですか。 25ネルの子アブネルがあなたを欺くた

めにきたこと、そしてあなたの出入りを知り、ま

たあなたのなさっていることを、ことごとく知る

ためにきたことをあなたはごぞんじです」。 26ヨ

アブはダビデの所から出てきて、使者をつかわし

、アブネルを追わせたので、彼らはシラの井戸か

ら彼を連れて帰った。しかしダビデはその事を知

らなかった。 27アブネルがヘブロンに帰ってきた

とき、ヨアブはひそかに語ろうといって彼を門の

うちに連れて行き、その所で彼の腹を刺して死な

せ、自分の兄弟アサヘルの血を報いた。 28その後

ダビデはこの事を聞いて言った、「わたしとわた

しの王国とは、ネルの子アブネルの血に関して、

主の前に永久に罪はない。 29どうぞ、その罪がヨ

アブの頭と、その父の全家に帰するように。また

ヨアブの家には流出を病む者、らい病人、つえに

たよる者、つるぎに倒れる者、または食物の乏し

い者が絶えないように」。 30こうしてヨアブとそ

の弟アビシャイとはアブネルを殺したが、それは

彼がギベオンの戦いで彼らの兄弟アサヘルを殺し

たためであった。 31ダビデはヨアブおよび自分と

共にいるすべての民に言った、「あなたがたは着

物を裂き、荒布をまとい、アブネルの前に嘆きな

がら行きなさい」。そしてダビデ王はその棺のあ

とに従った。 32人々はアブネルをヘブロンに葬っ

た。王はアブネルの墓で声をあげて泣き、民もみ

な泣いた。 33王はアブネルのために悲しみの歌を

作って言った、「愚かな人の死ぬように、アブネ

ルがどうして死んだのか。 34あなたの手は縛られ

ず、足には足かせもかけられないのに、悪人の前

に倒れる人のように、あなたは倒れた」。そして

民は皆、ふたたび彼のために泣いた。 35民はみな

きて、日のあるうちに、ダビデにパンを食べさせ

ようとしたが、ダビデは誓って言った、「もしわ

たしが日の入る前に、パンでも、ほかのものでも

味わうならば、神がわたしをいくえにも罰しられ

るように」。 36民はみなそれを見て満足した。す

べて王のすることは民を満足させた。 37その日す

べての民およびイスラエルは皆、ネルの子アブネ

ルを殺したのは、王の意思によるものでないこと

を知った。 38王はその家来たちに言った、「この

日イスラエルで、ひとりの偉大なる将軍が倒れた

のをあなたがたは知らないのか。 39わたしは油を

注がれた王であるけれども、今日なお弱い。ゼル

ヤの子であるこれらの人々はわたしの手におえな

い。どうぞ主が悪を行う者に、その悪にしたがっ

て報いられるように」。

4サウルの子イシボセテは、アブネルがヘブロン
で死んだことを聞いて、その力を失い、イスラ

エルは皆あわてた。 2サウルの子イシボセテには

ふたりの略奪隊の隊長があった。ひとりの名はバ

アナ、他のひとりの名はレカブといって、ベニヤ

ミンの子孫であるベロテびとリンモンの子たちで

あった。（それはベロテもまたベニヤミンのうち

に数えられているからである。 3ベロテびとはギ

ッタイムに逃げていって、今日までその所に寄留

している）。 4さてサウルの子ヨナタンに足のな

えた子がひとりあった。エズレルからサウルとヨ

ナタンの事の知らせがきた時、彼は五歳であった

。うばが彼を抱いて逃げたが、急いで逃げる時、

その子は落ちて足なえとなった。その名はメピボ

セテといった。 5ベロテびとリンモンの子たち、

レカブとバアナとは出立して、日の暑いころイシ

ボセテの家にきたが、イシボセテは昼寝をしてい

た。 6家の門を守る女は麦をあおぎ分けていたが

、眠くなって寝てしまった。そこでレカブとその

兄弟バアナは、ひそかに中にはいった。 7彼らが

家にはいった時、イシボセテは寝室で床の上に寝

ていたので、彼らはそれを撃って殺し、その首を

はね、その首を取って、よもすがらアラバの道を

行き、 8イシボセテの首をヘブロンにいるダビデ

のもとに携えて行って王に言った、「あなたの命

を求めたあなたの敵サウルの子イシボセテの首で

す。主はきょう、わが君、王のためにサウルとそ

のすえとに報復されました」。 9ダビデはベロテ

びとリンモンの子レカブとその兄弟バアナに答え

た、「わたしの命を、もろもろの苦難から救われ

た主は生きておられる。 10わたしはかつて、人が

わたしに告げて、『見よ、サウルは死んだ』と言

って、みずから良いおとずれを伝える者と思って

いた者を捕えてチクラグで殺し、そのおとずれに

報いたのだ。 11悪人が正しい人をその家の床の上

で殺したときは、なおさらのことだ。今わたしが

、彼の血を流した罪を報い、あなたがたを、この

地から絶ち滅ぼさないでおくであろうか」。 12そ

してダビデは若者たちに命じたので、若者たちは

彼らを殺し、その手足を切り離し、ヘブロンの池

のほとりで木に掛けた。人々はイシボセテの首を

持って行って、ヘブロンにあるアブネルの墓に葬

った。
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5イスラエルのすべての部族はヘブロンにいるダ
ビデのもとにきて言った、「われわれは、あな

たの骨肉です。 2先にサウルがわれわれの王であ

った時にも、あなたはイスラエルを率いて出入り

されました。そして主はあなたに、『あなたはわ

たしの民イスラエルを牧するであろう。またあな

たはイスラエルの君となるであろう』と言われま

した」。 3このようにイスラエルの長老たちが皆

、ヘブロンにいる王のもとにきたので、ダビデ王

はヘブロンで主の前に彼らと契約を結んだ。そし

て彼らはダビデに油を注いでイスラエルの王とし

た。 4ダビデは王となったとき三十歳で、四十年

の間、世を治めた。 5すなわちヘブロンで七年六

か月ユダを治め、またエルサレムで三十三年、全

イスラエルとユダを治めた。 6王とその従者たち

とはエルサレムへ行って、その地の住民エブスび

とを攻めた。エブスびとはダビデに言った、「あ

なたはけっして、ここに攻め入ることはできない

。かえって、めしいや足なえでも、あなたを追い

払うであろう」。彼らが「ダビデはここに攻め入

ることはできない」と思ったからである。 7とこ

ろがダビデはシオンの要害を取った。これがダビ

デの町である。 8その日ダビデは、「だれでもエ

ブスびとを撃とうとする人は、水をくみ上げる縦

穴を上って行って、ダビデが心に憎んでいる足な

えやめしいを撃て」と言った。それゆえに人々は

、「めしいや足なえは、宮にはいってはならない

」と言いならわしている。 9ダビデはその要害に

住んで、これをダビデの町と名づけた。またダビ

デはミロから内の周囲に城壁を築いた。 10こうし

てダビデはますます大いなる者となり、かつ万軍

の神、主が彼と共におられた。 11ツロの王ヒラム

はダビデに使者をつかわして、香柏および大工と

石工を送った。彼らはダビデのために家を建てた

。 12そしてダビデは主が自分を堅く立ててイスラ

エルの王とされたこと、主がその民イスラエルの

ためにその王国を興されたことを悟った。 13ダビ

デはヘブロンからきて後、さらにエルサレムで妻

とそばめを入れたので、むすこと娘がまたダビデ

に生れた。 14エルサレムで彼に生れた者の名は次

のとおりである。シャンムア、ショバブ、ナタン

、ソロモン、 15イブハル、エリシュア、ネペグ、

ヤピア、 16エリシャマ、エリアダ、およびエリペ

レテ。 17さてペリシテびとは、ダビデが油を注が

れてイスラエルの王になったことを聞き、みな上

ってきてダビデを捜したが、ダビデはそれを聞い

て要害に下って行った。 18ペリシテびとはきて、

レパイムの谷に広がっていた。 19ダビデは主に問

うて言った、「ペリシテびとに向かって上るべき

でしょうか。あなたは彼らをわたしの手に渡され

るでしょうか」。主はダビデに言われた、「上る

がよい。わたしはかならずペリシテびとをあなた

の手に渡すであろう」。 20そこでダビデはバアル

・ペラジムへ行って、彼らをその所で撃ち破り、

そして言った、「主は、破り出る水のように、敵

をわたしの前に破られた」。それゆえにその所の

名はバアル・ペラジムと呼ばれている。 21ペリシ

テびとはその所に彼らの偶像を捨てて行ったので

、ダビデとその従者たちはそれを運び去った。 22

ペリシテびとが、ふたたび上ってきて、レパイム

の谷に広がったので、 23ダビデは主に問うたが、

主は言われた、「上ってはならない。彼らのうし

ろに回り、バルサムの木の前から彼らを襲いなさ

い。 24バルサムの木の上に行進の音が聞えたなら

ば、あなたは奮い立たなければならない。その時

、主があなたの前に出て、ペリシテびとの軍勢を

撃たれるからである」。 25ダビデは、主が命じら

れたようにして、ペリシテびとを撃ち、ゲバから

ゲゼルに及んだ。

6ダビデは再びイスラエルのえり抜きの者三万人
をことごとく集めた。 2そしてダビデは立って

、自分と共にいるすべての民と共にバアレ・ユダ

へ行って、神の箱をそこからかき上ろうとした。

この箱はケルビムの上に座しておられる万軍の主

の名をもって呼ばれている。 3彼らは神の箱を新

しい車に載せて、山の上にあるアビナダブの家か

ら運び出した。 4アビナダブの子たち、ウザとア

ヒオとが神の箱を載せた新しい車を指揮し、ウザ

は神の箱のかたわらに沿い、アヒオは箱の前に進

んだ。 5ダビデとイスラエルの全家は琴と立琴と

手鼓と鈴とシンバルとをもって歌をうたい、力を

きわめて、主の前に踊った。 6彼らがナコンの打

ち場にきた時、ウザは神の箱に手を伸べて、それ

を押えた。牛がつまずいたからである。 7すると

主はウザに向かって怒りを発し、彼が手を箱に伸

べたので、彼をその場で撃たれた。彼は神の箱の

かたわらで死んだ。 8主がウザを撃たれたので、

ダビデは怒った。その所は今日までペレヅ・ウザ

と呼ばれている。 9その日ダビデは主を恐れて言

った、「どうして主の箱がわたしの所に来ること

ができようか」。 10ダビデは主の箱をダビデの町

に入れることを好まず、これを移してガテびとオ

ベデエドムの家に運ばせた。 11神の箱はガテびと

オベデエドムの家に三か月とどまった。主はオベ

デエドムとその全家を祝福された。 12しかしダビ

デ王は、「主が神の箱のゆえに、オベデエドムの

家とそのすべての所有を祝福されている」と聞き

、ダビデは行って、喜びをもって、神の箱をオベ

デエドムの家からダビデの町にかき上った。 13主

の箱をかく者が六歩進んだ時、ダビデは牛と肥え

た物を犠牲としてささげた。 14そしてダビデは力

をきわめて、主の箱の前で踊った。その時ダビデ

は亜麻布のエポデをつけていた。 15こうしてダビ

デとイスラエルの全家とは、喜びの叫びと角笛の

音をもって、神の箱をかき上った。 16主の箱がダ

ビデの町にはいった時、サウルの娘ミカルは窓か

らながめ、ダビデ王が主の前に舞い踊るのを見て

、心のうちにダビデをさげすんだ。 17人々は主の

箱をかき入れて、ダビデがそのために張った天幕

の中のその場所に置いた。そしてダビデは燔祭と

酬恩祭を主の前にささげた。 18ダビデは燔祭と酬

恩祭をささげ終った時、万軍の主の名によって民

を祝福した。 19そしてすべての民、イスラエルの
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全民衆に、男にも女にも、おのおのパンの菓子一

個、肉一きれ、ほしぶどう一かたまりを分け与え

た。こうして民はみなおのおのその家に帰った。

20ダビデが家族を祝福しようとして帰ってきた時

、サウルの娘ミカルはダビデを出迎えて言った、

「きょうイスラエルの王はなんと威厳のあったこ

とでしょう。いたずら者が、恥も知らず、その身

を現すように、きょう家来たちのはしためらの前

に自分の身を現されました」。 21ダビデはミカル

に言った、「あなたの父よりも、またその全家よ

りも、むしろわたしを選んで、主の民イスラエル

の君とせられた主の前に踊ったのだ。わたしはま

た主の前に踊るであろう。 22わたしはこれよりも

もっと軽んじられるようにしよう。そしてあなた

の目には卑しめられるであろう。しかしわたしは

、あなたがさきに言った、はしためたちに誉を得

るであろう」。 23こうしてサウルの娘ミカルは死

ぬ日まで子供がなかった。

7さて、王が自分の家に住み、また主が周囲の敵
をことごとく打ち退けて彼に安息を賜わった時

、 2王は預言者ナタンに言った、「見よ、今わた

しは、香柏の家に住んでいるが、神の箱はなお幕

屋のうちにある」。 3ナタンは王に言った、「主

があなたと共におられますから、行って、すべて

あなたの心にあるところを行いなさい」。 4その

夜、主の言葉がナタンに臨んで言った、 5「行っ

て、わたしのしもべダビデに言いなさい、『主は

こう仰せられる。あなたはわたしの住む家を建て

ようとするのか。 6わたしはイスラエルの人々を

エジプトから導き出した日から今日まで、家に住

まわず、天幕をすまいとして歩んできた。 7わた

しがイスラエルのすべての人々と共に歩んだすべ

ての所で、わたしがわたしの民イスラエルを牧す

ることを命じたイスラエルのさばきづかさのひと

りに、ひと言でも「どうしてあなたがたはわたし

のために香柏の家を建てないのか」と、言ったこ

とがあるであろうか』。 8それゆえ、今あなたは

、わたしのしもべダビデにこう言いなさい、『万

軍の主はこう仰せられる。わたしはあなたを牧場

から、羊に従っている所から取って、わたしの民

イスラエルの君とし、 9あなたがどこへ行くにも

、あなたと共におり、あなたのすべての敵をあな

たの前から断ち去った。わたしはまた地上の大い

なる者の名のような大いなる名をあなたに得させ

よう。 10そしてわたしの民イスラエルのために一

つの所を定めて、彼らを植えつけ、彼らを自分の

所に住ませ、重ねて動くことのないようにするで

あろう。 11また前のように、わたしがわたしの民

イスラエルの上にさばきづかさを立てた日からこ

のかたのように、悪人が重ねてこれを悩ますこと

はない。わたしはあなたのもろもろの敵を打ち退

けて、あなたに安息を与えるであろう。主はまた

「あなたのために家を造る」と仰せられる。 12あ

なたが日が満ちて、先祖たちと共に眠る時、わた

しはあなたの身から出る子を、あなたのあとに立

てて、その王国を堅くするであろう。 13彼はわた

しの名のために家を建てる。わたしは長くその国

の位を堅くしよう。 14わたしは彼の父となり、彼

はわたしの子となるであろう。もし彼が罪を犯す

ならば、わたしは人のつえと人の子のむちをもっ

て彼を懲らす。 15しかしわたしはわたしのいつく

しみを、わたしがあなたの前から除いたサウルか

ら取り去ったように、彼からは取り去らない。 16

あなたの家と王国はわたしの前に長く保つであろ

う。あなたの位は長く堅うせられる』」。 17ナタ

ンはすべてこれらの言葉のように、またすべてこ

の幻のようにダビデに語った。 18その時ダビデ王

は、はいって主の前に座して言った、「主なる神

よ、わたしがだれ、わたしの家が何であるので、

あなたはこれまでわたしを導かれたのですか。 19

主なる神よ、これはなおあなたの目には小さい事

です。主なる神よ、あなたはまたしもべの家の、

はるか後の事を語って、きたるべき代々のことを

示されました。 20ダビデはこの上なにをあなたに

申しあげることができましょう。主なる神よ、あ

なたはしもべを知っておられるのです。 21あなた

の約束のゆえに、またあなたの心に従って、あな

たはこのもろもろの大いなる事を行い、しもべに

それを知らせられました。 22主なる神よ、あなた

は偉大です。それは、われわれがすべて耳に聞い

たところによれば、あなたのような者はなく、ま

たあなたのほかに神はないからです。 23地のどの

国民が、あなたの民イスラエルのようでありまし

ょうか。これは神が行って、自分のためにあがな

って民とし、自らの名をあげられたもの、また彼

らのために大いなる恐るべきことをなし、その民

の前から国びととその神々とを追い出されたもの

です。 24そしてあなたの民イスラエルを永遠にあ

なたの民として、自分のために、定められました

。主よ、あなたは彼らの神となられたのです。 25

主なる神よ、今あなたが、しもべとしもべの家と

について語られた言葉を長く堅うして、あなたの

言われたとおりにしてください。 26そうすれば、

あなたの名はとこしえにあがめられて、『万軍の

主はイスラエルの神である』と言われ、あなたの

しもべダビデの家は、あなたの前に堅く立つこと

ができましょう。 27万軍の主、イスラエルの神よ

、あなたはしもべに示して、『おまえのために家

を建てよう』と言われました。それゆえ、しもべ

はこの祈をあなたにささげる勇気を得たのです。

28主なる神よ、あなたは神にましまし、あなたの

言葉は真実です。あなたはこの良き事をしもべに

約束されました。 29どうぞ今、しもべの家を祝福

し、あなたの前に長くつづかせてくださるように

。主なる神よ、あなたがそれを言われたのです。

どうぞあなたの祝福によって、しもべの家がなが

く祝福されますように」。

8この後ダビデはペリシテびとを撃って、これを
征服した。ダビデはまたペリシテびとの手から

メテグ・アンマを取った。 2彼はまたモアブを撃

ち、彼らを地に伏させ、なわをもって彼らを測っ

た。すなわち二筋のなわをもって殺すべき者を測
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り、一筋のなわをもって生かしておく者を測った

。そしてモアブびとは、ダビデのしもべとなって

、みつぎを納めた。 3ダビデはまたレホブの子で

あるゾバの王ハダデゼルが、ユフラテ川のほとり

にその勢力を回復しようとして行くところを撃っ

た。 4そしてダビデは彼から騎兵千七百人、歩兵

二万人を取った。ダビデはまた一百の戦車の馬を

残して、そのほかの戦車の馬はみなその足の筋を

切った。 5ダマスコのスリヤびとが、ゾバの王ハ

ダデゼルを助けるためにきたので、ダビデはスリ

ヤびと二万二千人を殺した。 6そしてダビデはダ

マスコのスリヤに守備隊を置いた。スリヤびとは

、ダビデのしもべとなって、みつぎを納めた。主

はダビデにすべてその行く所で勝利を与えられた

。 7ダビデはハダデゼルのしもべらが持っていた

金の盾を奪って、エルサレムに持ってきた。 8ダ

ビデ王はまたハダデゼルの町、ベタとベロタイか

ら、ひじょうに多くの青銅を取った。 9時にハマ

テの王トイは、ダビデがハダデゼルのすべての軍

勢を撃ち破ったことを聞き、 10その子ヨラムをダ

ビデ王のもとにつかわして、彼にあいさつし、か

つ祝を述べさせた。ハダデゼルはかつてしばしば

トイと戦いを交えたが、ダビデがハダデゼルと戦

ってこれを撃ち破ったからである。ヨラムが銀の

器と金の器と青銅の器を携えてきたので、 11ダビ

デ王は征服したすべての国民から取ってささげた

金銀と共にこれらをも主にささげた。 12すなわち

エドム、モアブ、アンモンの人々、ペリシテびと

、アマレクから獲た物、およびゾバの王レホブの

子ハダデゼルから獲たぶんどり物と共にこれをさ

さげた。 13こうしてダビデは名声を得た。彼は帰

ってきてから塩の谷でエドムびと一万八千人を撃

ち殺した。 14そしてエドムに守備隊を置いた。す

なわちエドムの全地に守備隊を置き、エドムびと

は皆ダビデのしもべとなった。主はダビデにすべ

てその行く所で勝利を与えられた。 15こうしてダ

ビデはイスラエルの全地を治め、そのすべての民

に正義と公平を行った。 16ゼルヤの子ヨアブは軍

の長、アヒルデの子ヨシャパテは史官、 17アヒト

ブの子ザドクとアビヤタルの子アヒメレクは祭司

、セラヤは書記官、 18エホヤダの子ベナヤはケレ

テびととペレテびとの長、ダビデの子たちは祭司

であった。

9時にダビデは言った、「サウルの家の人で、な
お残っている者があるか。わたしはヨナタンの

ために、その人に恵みを施そう」。 2さて、サウ

ルの家にヂバという名のしもべがあったが、人々

が彼をダビデのもとに呼び寄せたので、王は彼に

言った、「あなたがヂバか」。彼は言った、「し

もべがそうです」。 3王は言った、「サウルの家

の人がまだ残っていませんか。わたしはその人に

神の恵みを施そうと思う」。ヂバは王に言った、

「ヨナタンの子がまだおります。あしなえです」

。 4王は彼に言った、「その人はどこにいるのか

」。ヂバは王に言った、「彼はロ・デバルのアン

ミエルの子マキルの家におります」。 5ダビデ王

は人をつかわして、ロ・デバルのアンミエルの子

マキルの家から、彼を連れてこさせた。 6サウル

の子ヨナタンの子であるメピボセテはダビデのも

とにきて、ひれ伏して拝した。ダビデが、「メピ

ボセテよ」と言ったので、彼は、「しもべは、こ

こにおります」と答えた。 7ダビデは彼に言った

、「恐れることはない。わたしはかならずあなた

の父ヨナタンのためにあなたに恵みを施しましょ

う。あなたの父サウルの地をみなあなたに返しま

す。またあなたは常にわたしの食卓で食事をしな

さい」。 8彼は拝して言った、「あなたは、しも

べを何とおぼしめして、死んだ犬のようなわたし

を顧みられるのですか」。 9王はサウルのしもべ

ヂバを呼んで言った、「すべてサウルとその家に

属する物を皆、わたしはあなたの主人の子に与え

た。 10あなたと、あなたの子たちと、しもべたち

とは、彼のために地を耕して、あなたの主人の子

が食べる食物を取り入れなければならない。しか

しあなたの主人の子メピボセテはいつもわたしの

食卓で食事をするであろう」。ヂバには十五人の

男の子と二十人のしもべがあった。 11ヂバは王に

言った、「すべて王わが主君がしもべに命じられ

るとおりに、しもべはいたしましょう」。こうし

てメピボセテは王の子のひとりのようにダビデの

食卓で食事をした。 12メピボセテには小さい子が

あって、名をミカといった。そしてヂバの家に住

んでいる者はみなメピボセテのしもべとなった。

13メピボセテはエルサレムに住んだ。彼がいつも

王の食卓で食事をしたからである。彼は両足とも

に、なえていた。

10この後アンモンの人々の王が死んで、その子
ハヌンがこれに代って王となった。 2そのと

きダビデは言った、「わたしはナハシの子ハヌン

に、その父がわたしに恵みを施したように、恵み

を施そう」。そしてダビデは彼を、その父のゆえ

に慰めようと、しもべをつかわした。ダビデのし

もべたちはアンモンの人々の地に行ったが、 3ア

ンモンの人々のつかさたちはその主君ハヌンに言

った、「ダビデが慰める者をあなたのもとにつか

わしたのは彼があなたの父を尊ぶためだと思われ

ますか。ダビデがあなたのもとに、しもべたちを

つかわしたのは、この町をうかがい、それを探っ

て、滅ぼすためではありませんか」。 4そこでハ

ヌンはダビデのしもべたちを捕え、おのおの、ひ

げの半ばをそり落し、その着物を中ほどから断ち

切り腰の所までにして、彼らを帰らせた。 5人々

がこれをダビデに告げたので、ダビデは人をつか

わして彼らを迎えさせた。その人々はひじょうに

恥じたからである。そこで王は言った、「ひげが

のびるまでエリコにとどまって、その後、帰りな

さい」。 6アンモンの人々は自分たちがダビデに

憎まれていることがわかったので、人をつかわし

て、ベテ・レホブのスリヤびととゾバのスリヤび

ととの歩兵二万人およびマアカの王とその一千人

、トブの人一万二千人を雇い入れた。 7ダビデは

それを聞いて、ヨアブと勇士の全軍をつかわした
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ので、 8アンモンの人々は出て、門の入口に戦い

の備えをした。ゾバとレホブとのスリヤびと、お

よびトブとマアカの人々は別に野にいた。 9ヨア

ブは戦いが前後から自分に迫ってくるのを見て、

イスラエルのえり抜きの兵士のうちから選んで、

これをスリヤびとに対して備え、 10そのほかの民

を自分の兄弟アビシャイの手にわたして、アンモ

ンの人々に対して備えさせ、 11そして言った、「

もしスリヤびとがわたしに手ごわいときは、わた

しを助けてください。もしアンモンの人々があな

たに手ごわいときは、行ってあなたを助けましょ

う。 12勇ましくしてください。われわれの民のた

め、われわれの神の町々のため、勇ましくしまし

ょう。どうぞ主が良いと思われることをされるよ

うに」。 13ヨアブが自分と一緒にいる民と共に、

スリヤびとに向かって戦おうとして近づいたとき

、スリヤびとは彼の前から逃げた。 14アンモンの

人々はスリヤびとが逃げるのを見て、彼らもまた

アビシャイの前から逃げて町にはいった。そこで

ヨアブはアンモンの人々を撃つことをやめてエル

サレムに帰った。 15しかしスリヤびとは自分たち

のイスラエルに打ち敗られたのを見て、共に集ま

った。 16そしてハダデゼルは人をつかわし、ユフ

ラテ川の向こう側にいるスリヤびとを率いてヘラ

ムにこさせた。ハダデゼルの軍の長ショバクがこ

れを率いた。 17この事がダビデに聞えたので、彼

はイスラエルをことごとく集め、ヨルダンを渡っ

てヘラムにきた。スリヤびとはダビデに向かって

備えをして彼と戦った。 18しかしスリヤびとがイ

スラエルの前から逃げたので、ダビデはスリヤび

との戦車の兵七百、騎兵四万を殺し、またその軍

の長ショバクを撃ったので、彼はその所で死んだ

。 19ハダデゼルの家来であった王たちはみな、自

分たちがイスラエルに打ち敗られたのを見て、イ

スラエルと和を講じ、これに仕えた。こうしてス

リヤびとは恐れて再びアンモンの人々を助けるこ

とをしなかった。

11春になって、王たちが戦いに出るに及んで、
ダビデはヨアブおよび自分と共にいる家来た

ち、並びにイスラエルの全軍をつかわした。彼ら

はアンモンの人々を滅ぼし、ラバを包囲した。し

かしダビデはエルサレムにとどまっていた。 2さ

て、ある日の夕暮、ダビデは床から起き出て、王

の家の屋上を歩いていたが、屋上から、ひとりの

女がからだを洗っているのを見た。その女は非常

に美しかった。 3ダビデは人をつかわしてその女

のことを探らせたが、ある人は言った、「これは

エリアムの娘で、ヘテびとウリヤの妻バテシバで

はありませんか」。 4そこでダビデは使者をつか

わして、その女を連れてきた。女は彼の所にきて

、彼はその女と寝た。（女は身の汚れを清めてい

たのである。）こうして女はその家に帰った。 5

女は妊娠したので、人をつかわしてダビデに告げ

て言った、「わたしは子をはらみました」。 6そ

こでダビデはヨアブに、「ヘテびとウリヤをわた

しの所につかわせ」と言ってやったので、ヨアブ

はウリヤをダビデの所につかわした。 7ウリヤが

ダビデの所にきたので、ダビデは、ヨアブはどう

しているか、民はどうしているか、戦いはうまく

いっているかとたずねた。 8そしてダビデはウリ

ヤに言った、「あなたの家に行って、足を洗いな

さい」。ウリヤは王の家を出ていったが、王の贈

り物が彼の後に従った。 9しかしウリヤは王の家

の入口で主君の家来たちと共に寝て、自分の家に

帰らなかった。 10人々がダビデに、「ウリヤは自

分の家に帰りませんでした」と告げたので、ダビ

デはウリヤに言った、「旅から帰ってきたのでは

ないか。どうして家に帰らなかったのか」。 11ウ

リヤはダビデに言った、「神の箱も、イスラエル

も、ユダも、小屋の中に住み、わたしの主人ヨア

ブと、わが主君の家来たちが野のおもてに陣を取

っているのに、わたしはどうして家に帰って食い

飲みし、妻と寝ることができましょう。あなたは

生きておられます。あなたの魂は生きています。

わたしはこの事をいたしません」。 12ダビデはウ

リヤに言った、「きょうも、ここにとどまりなさ

い。わたしはあす、あなたを去らせましょう」。

そこでウリヤはその日と次の日エルサレムにとど

まった。 13ダビデは彼を招いて自分の前で食い飲

みさせ、彼を酔わせた。夕暮になって彼は出てい

って、その床に、主君の家来たちと共に寝た。そ

して自分の家には下って行かなかった。 14朝にな

ってダビデはヨアブにあてた手紙を書き、ウリヤ

の手に託してそれを送った。 15彼はその手紙に、

「あなたがたはウリヤを激しい戦いの最前線に出

し、彼の後から退いて、彼を討死させよ」と書い

た。 16ヨアブは町を囲んでいたので、勇士たちが

いると知っていた場所にウリヤを置いた。 17町の

人々が出てきてヨアブと戦ったので、民のうち、

ダビデの家来たちにも、倒れるものがあり、ヘテ

びとウリヤも死んだ。 18ヨアブは人をつかわして

戦いのことをつぶさにダビデに告げた。 19ヨアブ

はその使者に命じて言った、「あなたが戦いのこ

とをつぶさに王に語り終ったとき、 20もし王が怒

りを起して、『あなたがたはなぜ戦おうとしてそ

んなに町に近づいたのか。彼らが城壁の上から射

るのを知らなかったのか。 21エルベセテの子アビ

メレクを撃ったのはだれか。ひとりの女が城壁の

上から石うすの上石を投げて彼をテベツで殺した

のではなかったか。あなたがたはなぜそんなに城

壁に近づいたのか』と言われたならば、その時あ

なたは、『あなたのしもべ、ヘテびとウリヤもま

た死にました』と言いなさい」。 22こうして使者

は行き、ダビデのもとにきて、ヨアブが言いつか

わしたことをことごとく告げた。 23使者はダビデ

に言った、「敵はわれわれよりも有利な位置を占

め、出てきてわれわれを野で攻めましたが、われ

われは町の入口まで彼らを追い返しました。 24そ

の時、射手どもは城壁からあなたの家来たちを射

ましたので、王の家来のある者は死に、また、あ

なたの家来ヘテびとウリヤも死にました」。 25ダ

ビデは使者に言った、「あなたはヨアブにこう言

いなさい、『この事で心配することはない。つる



サムエル記Ⅱ211

ぎはこれをも彼をも同じく滅ぼすからである。強

く町を攻めて戦い、それを攻め落しなさい』と。

そしてヨアブを励ましなさい」。 26ウリヤの妻は

夫ウリヤが死んだことを聞いて、夫のために悲し

んだ。 27その喪が過ぎた時、ダビデは人をつかわ

して彼女を自分の家に召し入れた。彼女は彼の妻

となって男の子を産んだ。しかしダビデがしたこ

の事は主を怒らせた。

12主はナタンをダビデにつかわされたので、彼
はダビデの所にきて言った、「ある町にふた

りの人があって、ひとりは富み、ひとりは貧しか

った。 2富んでいる人は非常に多くの羊と牛を持

っていたが、 3貧しい人は自分が買った一頭の小

さい雌の小羊のほかは何も持っていなかった。彼

がそれを育てたので、その小羊は彼および彼の子

供たちと共に成長し、彼の食物を食べ、彼のわん

から飲み、彼のふところで寝て、彼にとっては娘

のようであった。 4時に、ひとりの旅びとが、そ

の富んでいる人のもとにきたが、自分の羊または

牛のうちから一頭を取って、自分の所にきた旅び

とのために調理することを惜しみ、その貧しい人

の小羊を取って、これを自分の所にきた人のため

に調理した」。 5ダビデはその人の事をひじょう

に怒ってナタンに言った、「主は生きておられる

。この事をしたその人は死ぬべきである。 6かつ

その人はこの事をしたため、またあわれまなかっ

たため、その小羊を四倍にして償わなければなら

ない」。 7ナタンはダビデに言った、「あなたが

その人です。イスラエルの神、主はこう仰せられ

る、『わたしはあなたに油を注いでイスラエルの

王とし、あなたをサウルの手から救いだし、 8あ

なたに主人の家を与え、主人の妻たちをあなたの

ふところに与え、またイスラエルとユダの家をあ

なたに与えた。もし少なかったならば、わたしは

もっと多くのものをあなたに増し加えたであろう

。 9どうしてあなたは主の言葉を軽んじ、その目

の前に悪事をおこなったのですか。あなたはつる

ぎをもってヘテびとウリヤを殺し、その妻をとっ

て自分の妻とした。すなわちアンモンの人々のつ

るぎをもって彼を殺した。 10あなたがわたしを軽

んじてヘテびとウリヤの妻をとり、自分の妻とし

たので、つるぎはいつまでもあなたの家を離れな

いであろう』。 11主はこう仰せられる、『見よ、

わたしはあなたの家からあなたの上に災を起すで

あろう。わたしはあなたの目の前であなたの妻た

ちを取って、隣びとに与えるであろう。その人は

この太陽の前で妻たちと一緒に寝るであろう。 12

あなたはひそかにそれをしたが、わたしは全イス

ラエルの前と、太陽の前にこの事をするのである

』」。 13ダビデはナタンに言った、「わたしは主

に罪をおかしました」。ナタンはダビデに言った

、「主もまたあなたの罪を除かれました。あなた

は死ぬことはないでしょう。 14しかしあなたはこ

の行いによって大いに主を侮ったので、あなたに

生れる子供はかならず死ぬでしょう」。 15こうし

てナタンは家に帰った。さて主は、ウリヤの妻が

ダビデに産んだ子を撃たれたので、病気になった

。 16ダビデはその子のために神に嘆願した。すな

わちダビデは断食して、へやにはいり終夜地に伏

した。 17ダビデの家の長老たちは、彼のかたわら

に立って彼を地から起そうとしたが、彼は起きよ

うとはせず、また彼らと一緒に食事をしなかった

。 18七日目にその子は死んだ。ダビデの家来たち

はその子が死んだことをダビデに告げるのを恐れ

た。それは彼らが、「見よ、子のなお生きている

間に、われわれが彼に語ったのに彼はその言葉を

聞きいれなかった。どうして彼にその子の死んだ

ことを告げることができようか。彼は自らを害す

るかも知れない」と思ったからである。 19しかし

ダビデは、家来たちが互にささやき合うのを見て

、その子の死んだのを悟り、家来たちに言った、

「子は死んだのか」。彼らは言った、「死なれま

した」。 20そこで、ダビデは地から起き上がり、

身を洗い、油をぬり、その着物を替えて、主の家

にはいって拝した。そののち自分の家に行き、求

めて自分のために食物を備えさせて食べた。 21家

来たちは彼に言った、「あなたのなさったこの事

はなんでしょうか。あなたは子の生きている間は

その子のために断食して泣かれました。しかし子

が死ぬと、あなたは起きて食事をなさいました」

。 22ダビデは言った、「子の生きている間に、わ

たしが断食して泣いたのは、『主がわたしをあわ

れんで、この子を生かしてくださるかも知れない

』と思ったからです。 23しかし今は死んだので、

わたしはどうして断食しなければならないでしょ

うか。わたしは再び彼をかえらせることができま

すか。わたしは彼の所に行くでしょうが、彼はわ

たしの所に帰ってこないでしょう」。 24ダビデは

妻バテシバを慰め、彼女の所にはいって、彼女と

共に寝たので、彼女は男の子を産んだ。ダビデは

その名をソロモンと名づけた。主はこれを愛され

た。 25そして預言者ナタンをつかわし、命じてそ

の名をエデデアと呼ばせられた。 26さてヨアブは

アンモンの人々のラバを攻めて王の町を取った。

27ヨアブは使者をダビデにつかわして言った、「

わたしはラバを攻めて水の町を取りました。 28あ

なたは今、残りの民を集め、この町に向かって陣

をしき、これを取りなさい。わたしがこの町を取

って、人がわたしの名をもって、これを呼ぶよう

にならないためです」。 29そこでダビデは民をこ

とごとく集めてラバへ行き、攻めてこれを取った

。 30そしてダビデは彼らの王の冠をその頭から取

りはなした。それは金で重さは一タラントであっ

た。宝石がはめてあり、それをダビデの頭に置い

た。ダビデはその町からぶんどり物を非常に多く

持ち出した。 31またダビデはそのうちの民を引き

出して、彼らをのこぎりや、鉄のつるはし、鉄の

おのを使う仕事につかせ、また、れんが造りの労

役につかせた。彼はアンモンの人々のすべての町

にこのようにした。そしてダビデと民とは皆エル

サレムに帰った。
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13さてダビデの子アブサロムには名をタマルと
いう美しい妹があったが、その後ダビデの子

アムノンはこれを恋した。 2アムノンは妹タマル

のために悩んでついにわずらった。それはタマル

が処女であって、アムノンは彼女に何事もするこ

とができないと思ったからである。 3ところがア

ムノンにはひとりの友だちがあった。名をヨナダ

ブといい、ダビデの兄弟シメアの子である。ヨナ

ダブはひじょうに賢い人であった。 4彼はアムノ

ンに言った、「王子よ、あなたは、どうして朝ご

とに、そんなにやせ衰えるのですか。わたしに話

さないのですか」。アムノンは彼に言った、「わ

たしは兄弟アブサロムの妹タマルを恋しているの

です」。 5ヨナダブは彼に言った、「あなたは病

と偽り、寝床に横たわって、あなたの父がきてあ

なたを見るとき彼に言いなさい、『どうぞ、わた

しの妹タマルをこさせ、わたしの所に食物を運ば

せてください。そして彼女がわたしの目の前で食

物をととのえ、彼女の手からわたしが食べること

のできるようにさせてください』」。 6そこでア

ムノンは横になって病と偽ったが、王がきて彼を

見た時、アムノンは王に言った、「どうぞわたし

の妹タマルをこさせ、わたしの目の前で二つの菓

子を作らせて、彼女の手からわたしが食べること

のできるようにしてください」。 7ダビデはタマ

ルの家に人をつかわして言わせた、「あなたの兄

アムノンの家へ行って、彼のために食物をととの

えなさい」。 8そこでタマルはその兄アムノンの

家へ行ったところ、アムノンは寝ていた。タマル

は粉を取って、これをこね、彼の目の前で、菓子

を作り、その菓子を焼き、 9なべを取って彼の前

にそれをあけた。しかし彼は食べることを拒んだ

。そしてアムノンは、「みな、わたしを離れて出

てください」と言ったので、皆、彼を離れて出た

。 10アムノンはタマルに言った、「食物を寝室に

持ってきてください。わたしはあなたの手から食

べます」。そこでタマルは自分の作った菓子をと

って、寝室にはいり兄アムノンの所へ持っていっ

た。 11タマルが彼に食べさせようとして近くに持

って行った時、彼はタマルを捕えて彼女に言った

、「妹よ、来て、わたしと寝なさい」。 12タマル

は言った、「いいえ、兄上よ、わたしをはずかし

めてはなりません。このようなことはイスラエル

では行われません。この愚かなことをしてはなり

ません。 13わたしの恥をわたしはどこへ持って行

くことができましょう。あなたはイスラエルの愚

か者のひとりとなるでしょう。それゆえ、どうぞ

王に話してください。王がわたしをあなたに与え

ないことはないでしょう」。 14しかしアムノンは

彼女の言うことを聞こうともせず、タマルよりも

強かったので、タマルをはずかしめてこれと共に

寝た。 15それからアムノンは、ひじょうに深くタ

マルを憎むようになった。彼女を憎む憎しみは、

彼女を恋した恋よりも大きかった。アムノンは彼

女に言った、「立って、行きなさい」。 16タマル

はアムノンに言った、「いいえ、兄上よ、わたし

を返すことは、あなたがさきにわたしになさった

事よりも大きい悪です」。しかしアムノンは彼女

の言うことを聞こうともせず、 17彼に仕えている

若者を呼んで言った、「この女をわたしの所から

外におくり出し、そのあとに戸を閉ざすがよい」

。 18この時、タマルは長そでの着物を着ていた。

昔、王の姫たちの処女である者はこのような着物

を着たからである。アムノンのしもべは彼女を外

に出して、そのあとに戸を閉ざした。 19タマルは

灰を頭にかぶり、着ていた長そでの着物を裂き、

手を頭にのせて、叫びながら去って行った。 20兄

アブサロムは彼女に言った、「兄アムノンがあな

たと一緒にいたのか。しかし妹よ、今は黙ってい

なさい。彼はあなたの兄です。この事を心にとめ

なくてよろしい」。こうしてタマルは兄アブサロ

ムの家に寂しく住んでいた。 21ダビデ王はこれら

の事をことごとく聞いて、ひじょうに怒った。 22

アブサロムはアムノンに良いことも悪いことも語

ることをしなかった。それはアムノンがアブサロ

ムの妹タマルをはずかしめたので、アブサロムが

彼を憎んでいたからである。 23満二年の後、アブ

サロムはエフライムの近くにあるバアル・ハゾル

で羊の毛を切らせていた時、王の子たちをことご

とく招いた。 24そしてアブサロムは王のもとにき

て言った、「見よ、しもべは羊の毛を切らせてお

ります。どうぞ王も王の家来たちも、しもべと共

にきてください」。 25王はアブサロムに言った、

「いいえ、わが子よ、われわれが皆行ってはなら

ない。あなたの重荷になるといけないから」。ア

ブサロムはダビデにしいて願った。しかしダビデ

は行くことを承知せず彼に祝福を与えた。 26そこ

でアブサロムは言った、「それでは、どうぞわた

しの兄アムノンをわれわれと共に行かせてくださ

い」。王は彼に言った、「どうして彼があなたと

共に行かなければならないのか」。 27しかしアブ

サロムは彼にしいて願ったので、ついにアムノン

と王の子たちを皆、アブサロムと共に行かせた。

28そこでアブサロムは若者たちに命じて言った、

「アムノンが酒を飲んで、心楽しくなった時を見

すまし、わたしがあなたがたに、『アムノンを撃

て』と言う時、彼を殺しなさい。恐れることはな

い。わたしが命じるのではないか。雄々しくしな

さい。勇ましくしなさい」。 29アブサロムの若者

たちはアブサロムの命じたようにアムノンにおこ

なったので、王の子たちは皆立って、おのおのそ

の騾馬に乗って逃げた。 30彼らがまだ着かないう

ちに、「アブサロムは王の子たちをことごとく殺

して、ひとりも残っている者がない」という知ら

せがダビデに達したので、 31王は立ち、その着物

を裂いて、地に伏した。そのかたわらに立ってい

た家来たちも皆その着物を裂いた。 32しかしダビ

デの兄弟シメアの子ヨナダブは言った、「わが主

よ、王の子たちである若者たちがみな殺されたと

、お考えになってはなりません。アムノンだけが

死んだのです。これは彼がアブサロムの妹タマル

をはずかしめた日から、アブサロムの命によって

定められていたことなのです。 33それゆえ、わが

主、王よ、王の子たちが皆死んだと思って、この
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事を心にとめられてはなりません。アムノンだけ

が死んだのです」。 34アブサロムはのがれた。時

に見張りをしていた若者が目をあげて見ると、山

のかたわらのホロナイムの道から多くの民の来る

のが見えた。 35ヨナダブは王に言った、「見よ、

王の子たちがきました。しもべの言ったとおりで

す」。 36彼が語ることを終った時、王の子たちは

きて声をあげて泣いた。王もその家来たちも皆、

非常にはげしく泣いた。 37しかしアブサロムはの

がれて、ゲシュルの王アミホデの子タルマイのも

とに行った。ダビデは日々その子のために悲しん

だ。 38アブサロムはのがれてゲシュルに行き、三

年の間そこにいた。 39王は心に、アブサロムに会

うことを、せつに望んだ。アムノンは死んでしま

い、ダビデが彼のことはあきらめていたからであ

る。

14ゼルヤの子ヨアブは王の心がアブサロムに向
かっているのを知った。 2そこでヨアブはテ

コアに人をつかわして、そこからひとりの賢い女

を連れてこさせ、その女に言った、「あなたは悲

しみのうちにある人をよそおって、喪服を着、油

を身に塗らず、死んだ人のために長いあいだ悲し

んでいる女のように、よそおって、 3王のもとに

行き、しかじかと彼に語りなさい」。こうしてヨ

アブはその言葉を彼女の口に授けた。 4テコアの

女は王のもとに行き、地に伏して拝し、「王よ、

お助けください」と言った。 5王は女に言った、

「どうしたのか」。女は言った、「まことにわた

しは寡婦でありまして、夫は死にました。 6つか

えめにはふたりの子どもがあり、ふたりは野で争

いましたが、だれも彼らを引き分ける者がなかっ

たので、ひとりはついに他の者を撃って殺しまし

た。 7すると全家族がつかえめに逆らい立って、

『兄弟を撃ち殺した者を引き渡たすがよい。われ

われは彼が殺したその兄弟の命のために彼を殺そ

う』と言い、彼らは世継をも殺そうとしました。

こうして彼らは残っているわたしの炭火を消して

、わたしの夫の名をも、跡継をも、地のおもてに

とどめないようにしようとしています」。 8王は

女に言った、「家に帰りなさい。わたしはあなた

のことについて命令を下します」。 9テコアの女

は王に言った、「わが主、王よ、わたしとわたし

の父の家にその罪を帰してください。どうぞ王と

王の位には罪がありませんように」。 10王は言っ

た、「もしあなたに何か言う者があれば、わたし

の所に連れてきなさい。そうすれば、その人は重

ねてあなたに触れることはないでしょう」。 11女

は言った、「どうぞ王が、あなたの神、主をおぼ

えて、血の報復をする者に重ねて滅ぼすことをさ

せず、わたしの子の殺されることのないようにし

てください」。王は言った、「主は生きておられ

る。あなたの子の髪の毛一筋も地に落ちることは

ないでしょう」。 12女は言った、「どうぞ、つか

えめにひと言、わが主、王に言わせてください」

。ダビデは言った、「言いなさい」。 13女は言っ

た、「あなたは、それならばどうして、神の民に

向かってこのような事を図られたのですか。王は

今この事を言われたことによって自分を罪ある者

とされています。それは王が追放された者を帰ら

せられないからです。 14わたしたちはみな死なな

ければなりません。地にこぼれた水の再び集める

ことのできないのと同じです。しかし神は、追放

された者が捨てられないように、てだてを設ける

人の命を取ることはなさいません。 15わたしがこ

の事を王、わが主に言おうとして来たのは、わた

しが民を恐れたからです。つかえめは、こう思っ

たのです、『王に申し上げよう。王は、はしため

の願いのようにしてくださるかもしれない。 16王

は聞いてくださる。わたしとわたしの子を共に滅

ぼして神の嗣業から離れさせようとする人の手か

ら、はしためを救い出してくださるのだから』。

17つかえめはまた、こう思ったのです、『王、わ

が主の言葉はわたしを安心させるであろう』と。

それは王、わが主は神の使のように善と悪を聞き

わけられるからです。どうぞあなたの神、主があ

なたと共におられますように」。 18王は女に答え

て言った、「わたしが問うことに隠さず答えてく

ださい」。女は言った、「王、わが主よ、どうぞ

言ってください」。 19王は言った、「このすべて

の事において、ヨアブの手があなたと共にありま

すか」。女は答えた、「あなたはたしかに生きて

おられます。王、わが主よ、すべて王、わが主の

言われた事から人は右にも左にも曲ることはでき

ません。わたしに命じたのは、あなたのしもべヨ

アブです。彼がつかえめの口に、これらの言葉を

ことごとく授けたのです。 20事のなりゆきを変え

るため、あなたのしもべヨアブがこの事をしたの

です。わが君には神の使の知恵のような知恵があ

って、地の上のすべてのことを知っておられます

」。 21そこで王はヨアブに言った、「この事を許

す。行って、若者アブサロムを連れ帰るがよい」

。 22ヨアブは地にひれ伏して拝し、王を祝福した

。そしてヨアブは言った、「わが主、王よ、王が

しもべの願いを許されたので、きょうしもべは、

あなたの前に恵みを得たことを知りました」。 23

そこでヨアブは立ってゲシュルに行き、アブサロ

ムをエルサレムに連れてきた。 24王は言った、「

彼を自分の家に引きこもらせるがよい。わたしの

顔を見てはならない」。こうしてアブサロムは自

分の家に引きこもり、王の顔を見なかった。 25さ

て全イスラエルのうちにアブサロムのように、美

しさのためほめられた人はなかった。その足の裏

から頭の頂まで彼には傷がなかった。 26アブサロ

ムがその頭を刈る時、その髪の毛をはかったが、

王のはかりで二百シケルあった。毎年の終りにそ

れを刈るのを常とした。それが重くなると、彼は

それを刈ったのである。 27アブサロムに三人のむ

すこと、タマルという名のひとりの娘が生れた。

タマルは美しい女であった。 28こうしてアブサロ

ムは満二年の間エルサレムに住んだが、王の顔を

見なかった。 29そこでアブサロムはヨアブを王の

もとにつかわそうとして、ヨアブの所に人をつか

わしたが、ヨアブは彼の所にこようとはしなかっ
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た。彼は再び人をつかわしたがヨアブはこようと

はしなかった。 30そこでアブサロムはその家来に

言った、「ヨアブの畑はわたしの畑の隣にあって

、そこに大麦がある。行ってそれに火を放ちなさ

い」。アブサロムの家来たちはその畑に火を放っ

た。 31ヨアブは立ってアブサロムの家にきて彼に

言った、「どうしてあなたの家来たちはわたしの

畑に火を放ったのですか」。 32アブサロムはヨア

ブに言った、「わたしはあなたに人をつかわして

、ここへ来るようにと言ったのです。あなたを王

のもとにつかわし、『なんのためにわたしはゲシ

ュルからきたのですか。なおあそこにいたならば

良かったでしょうに』と言わせようとしたのです

。それゆえ今わたしに王の顔を見させてください

。もしわたしに罪があるなら王にわたしを殺させ

てください」。 33そこでヨアブは王のもとへ行っ

て告げたので、王はアブサロムを召しよせた。彼

は王のもとにきて、王の前に地にひれ伏して拝し

た。王はアブサロムに口づけした。

15この後、アブサロムは自分のために戦車と馬
、および自分の前に駆ける者五十人を備えた

。 2アブサロムは早く起きて門の道のかたわらに

立つのを常とした。人が訴えがあって王に裁判を

求めに来ると、アブサロムはその人を呼んで言っ

た、「あなたはどの町の者ですか」。その人が「

しもべはイスラエルのこれこれの部族のものです

」と言うと、 3アブサロムはその人に言った、「

見よ、あなたの要求は良く、また正しい。しかし

あなたのことを聞くべき人は王がまだ立てていな

い」。 4アブサロムはまた言った、「ああ、わた

しがこの地のさばきびとであったならばよいのに

。そうすれば訴え、または申立てのあるものは、

皆わたしの所にきて、わたしはこれに公平なさば

きを行うことができるのだが」。 5そして人が彼

に敬礼しようとして近づくと、彼は手を伸べ、そ

の人を抱きかかえて口づけした。 6アブサロムは

王にさばきを求めて来るすべてのイスラエルびと

にこのようにした。こうしてアブサロムはイスラ

エルの人々の心を自分のものとした。 7そして四

年の終りに、アブサロムは王に言った、「どうぞ

わたしを行かせ、ヘブロンで、かつて主に立てた

誓いを果させてください。 8それは、しもべがス

リヤのゲシュルにいた時、誓いを立てて、『もし

主がほんとうにわたしをエルサレムに連れ帰って

くださるならば、わたしは主に礼拝をささげます

』と言ったからです」。 9王が彼に、「安らかに

行きなさい」と言ったので、彼は立ってヘブロン

へ行った。 10そしてアブサロムは密使をイスラエ

ルのすべての部族のうちにつかわして言った、「

ラッパの響きを聞くならば、『アブサロムがヘブ

ロンで王となった』と言いなさい」。 11二百人の

招かれた者がエルサレムからアブサロムと共に行

った。彼らは何心なく行き、何事をも知らなかっ

た。 12アブサロムは犠牲をささげている間に人を

つかわして、ダビデの議官ギロびとアヒトペルを

、その町ギロから呼び寄せた。徒党は強く、民は

しだいにアブサロムに加わった。 13ひとりの使者

がダビデのところにきて、「イスラエルの人々の

心はアブサロムに従いました」と言った。 14ダビ

デは、自分と一緒にエルサレムにいるすべての家

来に言った、「立て、われわれは逃げよう。そう

しなければアブサロムの前からのがれることはで

きなくなるであろう。急いで行くがよい。さもな

いと、彼らが急ぎ追いついて、われわれに害をこ

うむらせ、つるぎをもって町を撃つであろう」。

15王のしもべたちは王に言った、「しもべたちは

、わが主君、王の選ばれる所をすべて行います」

。 16こうして王は出て行き、その全家は彼に従っ

た。王は十人のめかけを残して家を守らせた。 17

王は出て行き、民はみな彼に従った。彼らは町は

ずれの家にとどまった。 18彼のしもべたちは皆、

彼のかたわらを進み、すべてのケレテびとと、す

べてのペレテびと、および彼に従ってガテからき

た六百人のガテびとは皆、王の前に進んだ。 19時

に王はガテびとイッタイに言った、「どうしてあ

なたもまた、われわれと共に行くのですか。あな

たは帰って王と共にいなさい。あなたは外国人で

、また自分の国から追放された者だからです。 20

あなたは、きのう来たばかりです。わたしは自分

の行く所を知らずに行くのに、どうしてきょう、

あなたを、われわれと共にさまよわせてよいでし

ょう。あなたは帰りなさい。あなたの兄弟たちも

連れて帰りなさい。どうぞ主が恵みと真実をあな

たに示してくださるように」。 21しかしイッタイ

は王に答えた、「主は生きておられる。わが君、

王は生きておられる。わが君、王のおられる所に

、死ぬも生きるも、しもべもまたそこにおります

」。 22ダビデはイッタイに言った、「では進んで

行きなさい」。そこでガテびとイッタイは進み、

また彼のすべての従者および彼と共にいた子ども

たちも皆、進んだ。 23国中みな大声で泣いた。民

はみな進んだ。王もまたキデロンの谷を渡って進

み、民は皆進んで荒野の方に向かった。 24そして

アビヤタルも上ってきた。見よ、ザドクおよび彼

と共にいるすべてのレビびともまた、神の契約の

箱をかいてきた。彼らは神の箱をおろして、民が

ことごとく町を出てしまうのを待った。 25そこで

王はザドクに言った、「神の箱を町にかきもどす

がよい。もしわたしが主の前に恵みを得るならば

、主はわたしを連れ帰って、わたしにその箱とそ

のすまいとを見させてくださるであろう。 26しか

しもし主が、『わたしはおまえを喜ばない』とそ

う言われるのであれば、どうぞ主が良しと思われ

ることをわたしにしてくださるように。わたしは

ここにおります」。 27王はまた祭司ザドクに言っ

た、「見よ、あなたもアビヤタルも、ふたりの子

たち、すなわちあなたの子アヒマアズとアビヤタ

ルの子ヨナタンを連れて、安らかに町に帰りなさ

い。 28わたしはあなたがたから言葉があって知ら

せをうけるまで、荒野の渡し場にとどまります」

。 29そこでザドクとアビヤタルは神の箱をエルサ

レムにかきもどり、そこにとどまった。 30ダビデ

はオリブ山の坂道を登ったが、登る時に泣き、そ
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の頭をおおい、はだしで行った。彼と共にいる民

もみな頭をおおって登り、泣きながら登った。 31

時に、「アヒトペルがアブサロムと共謀した者の

うちにいる」とダビデに告げる人があったのでダ

ビデは言った、「主よ、どうぞアヒトペルの計略

を愚かなものにしてください」。 32ダビデが山の

頂にある神を礼拝する場所にきた時、見よ、アル

キびとホシャイはその上着を裂き、頭に土をかぶ

り、来てダビデを迎えた。 33ダビデは彼に言った

、「もしあなたがわたしと共に進むならば、わた

しの重荷となるであろう。 34しかしもしあなたが

町に帰ってアブサロムに向かい、『王よ、わたし

はあなたのしもべとなります。わたしがこれまで

、あなたの父のしもべであったように、わたしは

今あなたのしもべとなります』と言うならば、あ

なたはわたしのためにアヒトペルの計略を破るこ

とができるであろう。 35祭司たち、ザドクとアビ

ヤタルとは、あなたと共にあそこにいるではない

か。それゆえ、あなたは王の家から聞くことをこ

とごとく祭司たち、ザドクとアビヤタルとに告げ

なさい。 36あそこには彼らと共にそのふたりの子

たち、すなわちザドクの子アヒマアズとアビヤタ

ルの子ヨナタンとがいる。あなたがたは聞いたこ

とをことごとく彼らの手によってわたしに通報し

なさい」。 37そこでダビデの友ホシャイは町には

いった。その時アブサロムはすでにエルサレムに

はいっていた。

16ダビデが山の頂を過ぎて、すこし行った時、
メピボセテのしもべヂバは、くらを置いた二

頭のろばを引き、その上にパン二百個、干ぶどう

百ふさ、夏のくだもの一百、ぶどう酒一袋を載せ

てきてダビデを迎えた。 2王はヂバに言った、「

あなたはどうしてこれらのものを持ってきたので

すか」。ヂバは答えた、「ろばは王の家族が乗る

ため、パンと夏のくだものは若者たちが食べるた

め、ぶどう酒は荒野で弱った者が飲むためです」

。 3王は言った、「あなたの主人の子はどこにお

るのですか」。ヂバは王に言った、「エルサレム

にとどまっています。彼は、『イスラエルの家は

きょう、わたしの父の国をわたしに返すであろう

』と思ったのです」。 4王はヂバに言った、「見

よ、メピボセテのものはことごとくあなたのもの

です」。ヂバは言った、「わたしは敬意を表しま

す。わが主、王よ、あなたの前にいつまでも恵み

を得させてください」。 5ダビデ王がバホリムに

きた時、サウルの家の一族の者がひとりそこから

出てきた。その名をシメイといい、ゲラの子であ

る。彼は出てきながら絶えずのろった。 6そして

彼はダビデとダビデ王のもろもろの家来に向かっ

て石を投げた。その時、民と勇士たちはみな王の

左右にいた。 7シメイはのろう時にこう言った、

「血を流す人よ、よこしまな人よ、立ち去れ、立

ち去れ。 8あなたが代って王となったサウルの家

の血をすべて主があなたに報いられたのだ。主は

王国をあなたの子アブサロムの手に渡された。見

よ、あなたは血を流す人だから、災に会うのだ」

。 9時にゼルヤの子アビシャイは王に言った、「

この死んだ犬がどうしてわが主、王をのろってよ

かろうか。わたしに、行って彼の首を取らせてく

ださい」。 10しかし王は言った、「ゼルヤの子た

ちよ、あなたがたと、なんのかかわりがあるのか

。彼がのろうのは、主が彼に、『ダビデをのろえ

』と言われたからであるならば、だれが、『あな

たはどうしてこういうことをするのか』と言って

よいであろうか」。 11ダビデはまたアビシャイと

自分のすべての家来とに言った、「わたしの身か

ら出たわが子がわたしの命を求めている。今、こ

のベニヤミンびととしてはなおさらだ。彼を許し

てのろわせておきなさい。主が彼に命じられたの

だ。 12主はわたしの悩みを顧みてくださるかもし

れない。また主はきょう彼ののろいにかえて、わ

たしに善を報いてくださるかも知れない」。 13こ

うしてダビデとその従者たちとは道を行ったが、

シメイはダビデに並んで向かいの山の中腹を行き

、行きながらのろい、また彼に向かって石や、ち

りを投げつけた。 14王および共にいる民はみな疲

れてヨルダンに着き、彼はその所で息をついだ。

15さてアブサロムとすべての民、イスラエルの人

々はエルサレムにきた。アヒトペルもアブサロム

と共にいた。 16ダビデの友であるアルキびとホシ

ャイがアブサロムのもとにきた時、ホシャイはア

ブサロムに「王万歳、王万歳」と言った。 17アブ

サロムはホシャイに言った、「これはあなたがそ

の友に示す真実なのか。あなたはどうしてあなた

の友と一緒に行かなかったのか」。 18ホシャイは

アブサロムに言った、「いいえ、主とこの民とイ

スラエルのすべての人々が選んだ者にわたしは属

し、かつその人と一緒におります。 19かつまたわ

たしはだれに仕えるべきですか。その子の前に仕

えるべきではありませんか。あなたの父の前に仕

えたように、わたしはあなたの前に仕えます」。

20そこでアブサロムはアヒトペルに言った、「あ

なたがたは、われわれがどうしたらよいのか、計

りごとを述べなさい」。 21アヒトペルはアブサロ

ムに言った、「あなたの父が家を守るために残さ

れた、めかけたちの所にはいりなさい。そうすれ

ばイスラエルは皆あなたが父上に憎まれることを

聞くでしょう。そしてあなたと一緒にいる者の手

は強くなるでしょう」。 22こうして彼らがアブサ

ロムのために屋上に天幕を張ったので、アブサロ

ムは全イスラエルの目の前で父のめかけたちの所

にはいった。 23そのころアヒトペルが授ける計り

ごとは人が神のみ告げを伺うようであった。アヒ

トペルの計りごとは皆ダビデにもアブサロムにも

共にそのように思われた。

17時にアヒトペルはアブサロムに言った、「わ
たしに一万二千の人を選び出させてください

。わたしは立って、今夜ダビデのあとを追い、 2

彼が疲れて手が弱くなっているところを襲って、

彼をあわてさせましょう。そして彼と共にいる民

がみな逃げるとき、わたしは王ひとりを撃ち取り

、 3すべての民を花嫁がその夫のもとに帰るよう
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にあなたに帰らせましょう。あなたが求めておら

れるのはただひとりの命だけですから、民はみな

穏やかになるでしょう」。 4この言葉はアブサロ

ムとイスラエルのすべての長老の心にかなった。 5

そこでアブサロムは言った、「アルキびとホシャ

イをも呼びよせなさい。われわれは彼の言うこと

を聞きましょう」。 6ホシャイがアブサロムのも

とにきた時、アブサロムは彼に言った、「アヒト

ペルはこのように言った。われわれは彼の言葉の

ように行うべきか。いけないのであれば、言いな

さい」。 7ホシャイはアブサロムに言った、「こ

のたびアヒトペルが授けた計りごとは良くありま

せん」。 8ホシャイはまた言った、「ごぞんじの

ように、あなたの父とその従者たちとは勇士です

。その上彼らは、野で子を奪われた熊のように、

ひどく怒っています。また、あなたの父はいくさ

びとですから、民と共に宿らないでしょう。 9彼

は今でも穴の中か、どこかほかの所にかくれてい

ます。もし民のうちの幾人かが手始めに倒れるな

らば、それを聞く者はだれでも、『アブサロムに

従う民のうちに戦死者があった』と言うでしょう

。 10そうすれば、ししの心のような心のある勇ま

しい人であっても、恐れて消え去ってしまうでし

ょう。それはイスラエルのすべての人が、あなた

の父の勇士であること、また彼と共にいる者が、

勇ましい人々であることを知っているからです。

11ところでわたしの計りごとは、イスラエルをダ

ンからベエルシバまで、海べの砂のように多くあ

なたのもとに集めて、あなたみずから戦いに臨む

ことです。 12こうしてわれわれは彼の見つかる場

所で彼を襲い、つゆが地におりるように彼の上に

下る。そして彼および彼と共にいるすべての人を

ひとりも残さないでしょう。 13もし彼がいずれか

の町に退くならば、全イスラエルはその町になわ

をかけ、われわれはそれを谷に引き倒して、そこ

に一つの小石も見られないようにするでしょう」

。 14アブサロムとイスラエルの人々はみな、「ア

ルキびとホシャイの計りごとは、アヒトペルの計

りごとよりもよい」と言った。それは主がアブサ

ロムに災を下そうとして、アヒトペルの良い計り

ごとを破ることを定められたからである。 15そこ

でホシャイは祭司たち、ザドクとアビヤタルとに

言った、「アヒトペルはアブサロムとイスラエル

の長老たちのためにこういう計りごとをした。ま

たわたしはこういう計りごとをした。 16それゆえ

、あなたがたはすみやかに人をつかわしてダビデ

に告げ、『今夜、荒野の渡し場に宿らないで、必

ず渡って行きなさい。さもないと王および共にい

る民はみな、滅ぼされるでしょう』と言いなさい

」。 17時に、ヨナタンとアヒマアズはエンロゲル

で待っていた。ひとりのつかえめが行って彼らに

告げ、彼らは行ってダビデ王に告げるのが常であ

った。それは彼らが町にはいるのを見られないよ

うにするためである。 18ところがひとりの若者が

彼らを見てアブサロムに告げたので、彼らふたり

は急いで去り、バホリムの、あるひとりの人の家

にきた。その人の庭に井戸があって、彼らはその

中に下ったので、 19女はおおいを取ってきて井戸

の口の上にひろげ、麦をその上にまき散らした。

それゆえその事は何も知れなかった。 20アブサロ

ムのしもべたちはその女の家にきて言った、「ア

ヒマアズとヨナタンはどこにいますか」。女は彼

らに言った、「あの人々は小川を渡って行きまし

た」。彼らは尋ねたが見当らなかったのでエルサ

レムに帰った。 21彼らが去った後、人々は井戸か

ら上り、行ってダビデ王に告げた。すなわち彼ら

はダビデに言った、「立って、すみやかに川を渡

りなさい。アヒトペルがあなたがたに対してこう

いう計りごとをしたからです」。 22そこでダビデ

は立って、共にいるすべての民と一緒にヨルダン

を渡った。夜明けには、ヨルダンを渡らない者は

ひとりもなかった。 23アヒトペルは、自分の計り

ごとが行われないのを見て、ろばにくらを置き、

立って自分の町に行き、その家に帰った。そして

家の人に遺言してみずからくびれて死に、その父

の墓に葬られた。 24ダビデはマハナイムにきた。

またアブサロムは自分と共にいるイスラエルのす

べての人々と一緒にヨルダンを渡った。 25アブサ

ロムはアマサをヨアブの代りに軍の長とした。ア

マサはかのナハシの娘でヨアブの母ゼルヤの妹で

あるアビガルをめとったイシマエルびと、名はイ

トラという人の子である。 26そしてイスラエルと

アブサロムはギレアデの地に陣取った。 27ダビデ

がマハナイムにきた時、アンモンの人々のうちの

ラバのナハシの子ショビと、ロ・デバルのアンミ

エルの子マキル、およびロゲリムのギレアデびと

バルジライは、 28寝床と鉢、土器、小麦、大麦、

粉、いり麦、豆、レンズ豆、 29蜜、凝乳、羊、乾

酪をダビデおよび共にいる民が食べるために持っ

てきた。それは彼らが、「民は荒野で飢え疲れか

わいている」と思ったからである。

18さてダビデは自分と共にいる民を調べて、そ
の上に千人の長、百人の長を立てた。 2そし

てダビデは民をつかわし、三分の一をヨアブの手

に、三分の一をゼルヤの子ヨアブの兄弟アビシャ

イの手に、三分の一をガテびとイッタイの手にあ

ずけた。こうして王は民に言った、「わたしもま

た必ずあなたがたと一緒に出ます」。 3しかし民

は言った、「あなたは出てはなりません。それは

われわれがどんなに逃げても、彼らはわれわれに

心をとめず、われわれの半ばが死んでも、われわ

れに心をとめないからです。しかしあなたはわれ

われの一万に等しいのです。それゆえあなたは町

の中からわれわれを助けてくださる方がよろしい

」。 4王は彼らに言った、「あなたがたの最も良

いと思うことをわたしはしましょう」。こうして

王は門のかたわらに立ち、民は皆あるいは百人、

あるいは千人となって出て行った。 5王はヨアブ

、アビシャイおよびイッタイに命じて、「わたし

のため、若者アブサロムをおだやかに扱うように

」と言った。王がアブサロムの事についてすべて

の長たちに命じている時、民は皆聞いていた。 6

こうして民はイスラエルに向かって野に出て行き
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、エフライムの森で戦ったが、 7イスラエルの民

はその所でダビデの家来たちの前に敗れた。その

日その所に戦死者が多く、二万に及んだ。 8そし

て戦いはあまねくその地のおもてに広がった。こ

の日、森の滅ぼした者は、つるぎの滅ぼした者よ

りも多かった。 9さてアブサロムはダビデの家来

たちに行き会った。その時アブサロムは騾馬に乗

っていたが、騾馬は大きいかしの木の、茂った枝

の下を通ったので、アブサロムの頭がそのかしの

木にかかって、彼は天地の間につりさがった。騾

馬は彼を捨てて過ぎて行った。 10ひとりの人がそ

れを見てヨアブに告げて言った、「わたしはアブ

サロムが、かしの木にかかっているのを見ました

」。 11ヨアブはそれを告げた人に言った、「あな

たはそれを見たというのか。それなら、どうして

あなたは彼をその所で、地に撃ち落さなかったの

か。わたしはあなたに銀十シケルと帯一筋を与え

たであろうに」。 12その人はヨアブに言った、「

たといわたしの手に銀千シケルを受けても、手を

出して王の子に敵することはしません。王はわれ

われが聞いているところで、あなたとアビシャイ

とイッタイに、『わたしのため若者アブサロムを

保護せよ』と命じられたからです。 13もしわたし

がそむいて彼の命をそこなったのであれば、何事

も王に隠れることはありませんから、あなたはみ

ずから立ってわたしを責められたでしょう」。 14

そこで、ヨアブは「こうしてあなたと共にとどま

ってはおられない」と言って、手に三筋の投げや

りを取り、あのかしの木にかかって、なお生きて

いるアブサロムの心臓にこれを突き通した。 15ヨ

アブの武器を執る十人の若者たちは取り巻いて、

アブサロムを撃ち殺した。 16こうしてヨアブがラ

ッパを吹いたので、民はイスラエルのあとを追う

ことをやめて帰った。ヨアブが民を引きとめたか

らである。 17人々はアブサロムを取って、森の中

の大きな穴に投げいれ、その上にひじょうに大き

い石塚を積み上げた。そしてイスラエルはみなお

のおのその天幕に逃げ帰った。 18さてアブサロム

は生きている間に、王の谷に自分のために一つの

柱を建てた。それは彼が、「わたしは自分の名を

伝える子がない」と思ったからである。彼はその

柱に自分の名をつけた。その柱は今日までアブサ

ロムの碑ととなえられている。 19さてザドクの子

アヒマアズは言った、「わたしは走って行って、

主が王を敵の手から救い出されたおとずれを王に

伝えましょう」。 20ヨアブは彼に言った、「きょ

うは、おとずれを伝えてはならない。おとずれを

伝えるのは、ほかの日にしなさい。きょうは王の

子が死んだので、おとずれを伝えてはならない」

。 21ヨアブはクシびとに言った、「行って、あな

たの見た事を王に告げなさい」。クシびとはヨア

ブに礼をして走って行った。 22ザドクの子アヒマ

アズは重ねてヨアブに言った、「何事があろうと

も、わたしにもクシびとのあとから走って行かせ

てください」。ヨアブは言った、「子よ、おとず

れの報いを得られないのに、どうしてあなたは走

って行こうとするのか」。 23彼は言った、「何事

があろうとも、わたしは走って行きます」。ヨア

ブは彼に言った、「走って行きなさい」。そこで

アヒマアズは低地の道を走って行き、クシびとを

追い越した。 24時にダビデは二つの門の間にすわ

っていた。そして見張りの者が城壁の門の屋根に

のぼり、目をあげて見ていると、ただひとりで走

ってくる者があった。 25見張りの者が呼ばわって

王に告げたので、王は言った、「もしひとりなら

ば、その口におとずれがあるであろう」。その人

は急いできて近づいた。 26見張りの者は、ほかに

またひとり走ってくるのを見たので、門の方に呼

ばわって言った、「見よ、ほかにただひとりで走

って来る者があります」。王は言った、「彼もま

たおとずれを持ってくるのだ」。 27見張りの者は

言った、「まっ先に走って来る人はザドクの子ア

ヒマアズのようです」。王は言った、「彼は良い

人だ。良いおとずれを持ってくるであろう」。 28

時にアヒマアズは呼ばわって王に言った、「平安

でいらせられますように」。そして王の前に地に

ひれ伏して言った、「あなたの神、主はほむべき

かな。主は王、わが君に敵して手をあげた人々を

引き渡されました」。 29王は言った、「若者アブ

サロムは平安ですか」。アヒマアズは答えた、「

ヨアブがしもべをつかわす時、わたしは大きな騒

ぎを見ましたが、何事であったか知りません」。

30王は言った、「わきへ行って、そこに立ってい

なさい」。彼はわきへ行って立った。 31その時ク

シびとがきた。そしてそのクシびとは言った、「

わが君、王が良いおとずれをお受けくださるよう

。主はきょう、すべてあなたに敵して立った者ど

もの手から、あなたを救い出されたのです」。 32

王はクシびとに言った、「若者アブサロムは平安

ですか」。クシびとは答えた、「王、わが君の敵

、およびすべてあなたに敵して立ち、害をしよう

とする者は、あの若者のようになりますように」

。 33王はひじょうに悲しみ、門の上のへやに上っ

て泣いた。彼は行きながらこのように言った、「

わが子アブサロムよ。わが子、わが子アブサロム

よ。ああ、わたしが代って死ねばよかったのに。

アブサロム、わが子よ、わが子よ」。

19時にヨアブに告げる者があって、「見よ、王
はアブサロムのために泣き悲しんでいる」と

言った。 2こうしてその日の勝利はすべての民の

悲しみとなった。それはその日、民が、「王はそ

の子のために悲しんでいる」と人の言うのを聞い

たからである。 3そして民はその日、戦いに逃げ

て恥じている民がひそかに、はいるように、ひそ

かに町にはいった。 4王は顔をおおった。そして

王は大声に叫んで、「わが子アブサロムよ。アブ

サロム、わが子よ、わが子よ」と言った。 5時に

ヨアブは家にはいり、王のもとにきて言った、「

あなたは、きょう、あなたの命と、あなたのむす

こ娘たちの命、およびあなたの妻たちの命と、め

かけたちの命を救ったすべての家来の顔をはずか

しめられました。 6それはあなたが自分を憎む者

を愛し、自分を愛する者を憎まれるからです。あ
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なたは、きょう、軍の長たちをも、しもべたちを

も顧みないことを示されました。きょう、わたし

は知りました。もし、アブサロムが生きていて、

われわれが皆きょう死んでいたら、あなたの目に

かなったでしょう。 7今立って出て行って、しも

べたちにねんごろに語ってください。わたしは主

をさして誓います。もしあなたが出られないなら

ば、今夜あなたと共にとどまる者はひとりもない

でしょう。これはあなたが若い時から今までにこ

うむられたすべての災よりも、あなたにとって悪

いでしょう」。 8そこで王は立って門のうちの座

についた。人々はすべての民に、「見よ、王は門

に座している」と告げたので、民はみな王の前に

きた。さてイスラエルはおのおのその天幕に逃げ

帰った。 9そしてイスラエルのもろもろの部族の

中で民はみな争って言った、「王はわれわれを敵

の手から救い出し、またわれわれをペリシテびと

の手から助け出された。しかし今はアブサロムの

ために国のそとに逃げておられる。 10またわれわ

れが油を注いで、われわれの上に立てたアブサロ

ムは戦いで死んだ。それであるのに、どうしてあ

なたがたは王を導きかえることについて、何をも

言わないのか」。 11ダビデ王は祭司たちザドクと

アビヤタルとに人をつかわして言った、「ユダの

長老たちに言いなさい、『全イスラエルの言葉が

王に達したのに、どうしてあなたがたは王をその

家に導きかえる最後の者となるのですか。 12あな

たがたはわたしの兄弟、わたしの骨肉です。それ

にどうして王を導きかえる最後の者となるのです

か』。 13またアマサに言いなさい、『あなたはわ

たしの骨肉ではありませんか。これから後あなた

をヨアブに代えて、わたしの軍の長とします。も

しそうしないときは、神が幾重にもわたしを罰し

てくださるように』」。 14こうしてダビデはユダ

のすべての人の心を、ひとりのように自分に傾け

させたので、彼らは王に、「どうぞあなたも、す

べての家来たちも帰ってきてください」と言いお

くった。 15そこで王は帰ってきてヨルダンまで来

ると、ユダの人人は王を迎えるためギルガルにき

て、王にヨルダンを渡らせた。 16バホリムのベニ

ヤミンびと、ゲラの子シメイは、急いでユダの人

々と共に下ってきて、ダビデ王を迎えた。 17一千

人のベニヤミンびとが彼と共にいた。またサウル

の家のしもべヂバもその十五人のむすこと、二十

人のしもべを従えて、王の前にヨルダンに駆け下

った。 18そして王の家族を渡し、王の心にかなう

ことをしようと渡し場を渡った。ゲラの子シメイ

はヨルダンを渡ろうとする時、王の前にひれ伏し

、 19王に言った、「どうぞわが君が、罪をわたし

に帰しられないように。またわが君、王のエルサ

レムを出られた日に、しもべがおこなった悪い事

を思い出されないように。どうぞ王がそれを心に

留められないように。 20しもべは自分が罪を犯し

たことを知っています。それゆえ、見よ、わたし

はきょう、ヨセフの全家のまっ先に下ってきて、

わが主、王を迎えるのです」。 21ゼルヤの子アビ

シャイは答えて言った、「シメイは主が油を注が

れた者をのろったので、そのために殺されるべき

ではありませんか」。 22ダビデは言った、「あな

たがたゼルヤの子たちよ、あなたがたとなにのか

かわりがあって、あなたがたはきょうわたしに敵

対するのか。きょう、イスラエルのうちで人を殺

して良かろうか。わたしが、きょうイスラエルの

王となったことを、どうして自分で知らないこと

があろうか」。 23こうして王はシメイに、「あな

たを殺さない」と言って、王は彼に誓った。 24サ

ウルの子メピボセテは下ってきて王を迎えた。彼

は王が去った日から安らかに帰る日まで、その足

を飾らず、そのひげを整えず、またその着物を洗

わなかった。 25彼がエルサレムからきて王を迎え

た時、王は彼に言った、「メピボセテよ、あなた

はどうしてわたしと共に行かなかったのか」。 26

彼は答えた、「わが主、王よ、わたしの家来がわ

たしを欺いたのです。しもべは彼に、『わたしの

ために、ろばにくらを置け。わたしはそれに乗っ

て王と共に行く』と言ったのです。しもべは足な

えだからです。 27ところが彼はしもべのことをわ

が主、王の前に、あしざまに言ったのです。しか

し、わが主、王は神の使のようでいらせられます

。それで、あなたの良いと思われることをしてく

ださい。 28わたしの父の全家はわが主、王の前に

はみな死んだ人にすぎないのに、あなたはしもべ

を、あなたの食卓で食事をする人々のうちに置か

れました。わたしになんの権利があって、重ねて

王に訴えることができましょう」。 29王は彼に言

った、「あなたはどうしてなおも自分のことを言

うのですか。わたしは決めました。あなたとヂバ

とはその土地を分けなさい」。 30メピボセテは王

に言った、「わが主、王が安らかに家に帰られた

のですから、彼にそれをみな取らせてください」

。 31さてギレアデびとバルジライはロゲリムから

下ってきて、ヨルダンで王を見送るため、王と共

にヨルダンに進んだ。 32バルジライは、ひじょう

に年老いた人で八十歳であった。彼はまた、ひじ

ょうに裕福な人であったので、王がマハナイムに

とどまっている間、王を養った。 33王はバルジラ

イに言った、「わたしと一緒に渡って行きなさい

。わたしはエルサレムであなたをわたしと共にお

らせて養いましょう」。 34バルジライは王に言っ

た、「わたしは、なお何年いきながらえるので、

王と共にエルサレムに上るのですか。 35わたしは

今日八十歳です。わたしに、良いこと悪いことが

わきまえられるでしょうか。しもべは食べるもの

、飲むものを味わうことができましょうか。わた

しは歌う男や歌う女の声をまだ聞くことができま

しょうか。それであるのに、しもべはどうしてな

おわが主、王の重荷となってよろしいでしょうか

。 36しもべは王と共にヨルダンを渡って、ただ少

し行きましょう。どうして王はこのような報いを

わたしに報いられなければならないのでしょうか

。 37どうぞしもべを帰らせてください。わたしは

自分の町で、父母の墓の近くで死にます。ただし

、あなたのしもべキムハムがここにおります。わ

が主、王と共に彼を渡って行かせてください。ま
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たあなたが良いと思われる事を彼にしてください

」。 38王は答えた、「キムハムはわたしと共に渡

って行かせます。わたしは、あなたが良いと思わ

れる事を彼にしましょう。またあなたが望まれる

ことはみな、あなたのためにいたします」。 39こ

うして民はみなヨルダンを渡った。王は渡った時

、バルジライに口づけして、祝福したので、彼は

自分の家に帰っていった。 40王はギルガルに進ん

だ。キムハムも彼と共に進んだ。ユダの民はみな

王を送り、イスラエルの民の半ばもまたそうした

。 41さてイスラエルの人々はみな王の所にきて、

王に言った、「われわれの兄弟であるユダの人々

は、何ゆえにあなたを盗み去って、王とその家族

、およびダビデに伴っているすべての従者にヨル

ダンを渡らせたのですか」。 42ユダの人々はみな

イスラエルの人々に答えた、「王はわれわれの近

親だからです。あなたがたはどうしてこの事で怒

られるのですか。われわれが少しでも王の物を食

べたことがありますか。王が何か賜物をわれわれ

に与えたことがありますか」。 43イスラエルの人

々はユダの人々に答えた、「われわれは王のうち

に十の分を持っています。またダビデのうちにも

われわれはあなたがたよりも多くを持っています

。それであるのに、どうしてあなたがたはわれわ

れを軽んじたのですか。われらの王を導き帰ろう

と最初に言ったのはわれわれではないのですか」

。しかしユダの人々の言葉はイスラエルの人々の

言葉よりも激しかった。

20さて、その所にひとりのよこしまな人があっ
て、名をシバといった。ビクリの子で、ベニ

ヤミンびとであった。彼はラッパを吹いて言った

、「われわれはダビデのうちに分がない。またエ

ッサイの子のうちに嗣業を持たない。イスラエル

よ、おのおのその天幕に帰りなさい」。 2そこで

イスラエルの人々は皆ダビデに従う事をやめて、

ビクリの子シバに従った。しかしユダの人々はそ

の王につき従って、ヨルダンからエルサレムへ行

った。 3ダビデはエルサレムの自分の家にきた。

そして王は家を守るために残しておいた十人のめ

かけたちを取って、一つの家に入れて守り、また

養ったが、彼女たちの所には、はいらなかった。

彼女たちは死ぬ日まで閉じこめられ一生、寡婦と

してすごした。 4王はアマサに言った、「わたし

のため三日のうちにユダの人々を呼び集めて、こ

こにきなさい」。 5アマサはユダを呼び集めるた

めに行ったが、彼は定められた時よりもおくれた

。 6ダビデはアビシャイに言った、「ビクリの子

シバは今われわれにアブサロムよりも多くの害を

するであろう。あなたの主君の家来たちを率いて

、彼のあとを追いなさい。さもないと彼は堅固な

町々を獲て、われわれを悩ますであろう」。 7こ

うしてヨアブとケレテびととペレテびと、および

すべての勇士はアビシャイに従って出た。すなわ

ち彼らはエルサレムを出て、ビクリの子シバのあ

とを追った。 8彼らがギベオンにある大石のとこ

ろにいた時、アマサがきて彼らに会った。時にヨ

アブは軍服を着て、帯をしめ、その上にさやに納

めたつるぎを腰に結んで帯びていたが、彼が進み

出た時つるぎは抜け落ちた。 9ヨアブはアマサに

、「兄弟よ、あなたは安らかですか」と言って、

ヨアブは右の手をもってアマサのひげを捕えて彼

に口づけしようとしたが、 10アマサはヨアブの手

につるぎがあることに気づかなかったので、ヨア

ブはそれをもってアマサの腹部を刺して、そのは

らわたを地に流し出し、重ねて撃つこともなく彼

を殺した。こうしてヨアブとその兄弟アビシャイ

はビクリの子シバのあとを追った。 11時にヨアブ

の若者のひとりがアマサのかたわらに立って言っ

た、「ヨアブに味方する者、ダビデにつく者はヨ

アブのあとに従いなさい」。 12アマサは血に染ん

で大路の中にころがっていたので、そのそばに来

る者はみな彼を見て立ちどまった。この人は民が

みな立ちどまるのを見て、アマサを大路から畑に

移し、衣服をその上にかけた。 13アマサが大路か

ら移されたので、民は皆ヨアブに従って進み、ビ

クリの子シバのあとを追った。 14シバはイスラエ

ルのすべての部族のうちを通ってベテマアカのア

ベルにきた。ビクリびとは皆、集まってきて彼に

従った。 15そこでヨアブと共にいたすべての人々

がきて、彼をベテマアカのアベルに囲み、町に向

かって土塁を築いた。それはとりでに向かって立

てられた。こうして彼らは城壁をくずそうとして

これを撃った。 16その時、ひとりの賢い女が町か

ら呼ばわった、「あなたがたは聞きなさい。あな

たがたは聞きなさい。ヨアブに、『ここにきてく

ださい。わたしはあなたに言うことがあります』

と言ってください」。 17彼がその女に近寄ると、

女は「あなたがヨアブですか」と言った。彼は「

そうです」と答えた。すると女は彼に「はしため

の言葉をお聞きください」と言ったので、「聞き

ましょう」と彼は言った。 18そこで女は言った、

「昔、人々はいつも、『アベルで尋ねなさい』と

言って、事を定めました。 19わたしはイスラエル

のうちの平和な、忠誠な者です。そうであるのに

、あなたはイスラエルのうちで母ともいうべき町

を滅ぼそうとしておられます。どうして主の嗣業

を、のみ尽そうとされるのですか」。 20ヨアブは

答えた、「いいえ、決してそうではなく、わたし

が、のみ尽したり、滅ぼしたりすることはありま

せん。 21事実はそうではなく、エフライムの山地

の人ビクリの子、名をシバという者が手をあげて

王ダビデにそむいたのです。あなたがたが彼ひと

りを渡すならば、わたしはこの町を去ります」。

女はヨアブに言った、「彼の首は城壁の上からあ

なたの所へ投げられるでしょう」。 22こうしてこ

の女が知恵をもって、すべての民の所に行ったの

で、彼らはビクリの子シバの首をはねてヨアブの

所へ投げ出した。そこでヨアブはラッパを吹きな

らしたので、人々は散って町を去り、おのおの家

に帰った。ヨアブはエルサレムにいる王のもとに

帰った。 23ヨアブはイスラエルの全軍の長であっ

た。エホヤダの子ベナヤはケレテびと、およびペ

レテびとの長、 24アドラムは徴募人の長、アヒル



サムエル記Ⅱ 220

デの子ヨシャパテは史官、 25シワは書記官、ザド

クとアビヤタルとは祭司。 26またヤイルびとイラ

はダビデの祭司であった。

21ダビデの世に、年また年と三年、ききんがあ
ったので、ダビデが主に尋ねたところ、主は

言われた、「サウルとその家とに、血を流した罪

がある。それはかつて彼がギベオンびとを殺した

ためである」。 2そこで王はギベオンびとを召し

よせた。ギベオンびとはイスラエルの子孫ではな

く、アモリびとの残りであって、イスラエルの人

々は彼らと誓いを立てて、その命を助けた。とこ

ろがサウルはイスラエルとユダの人々のために熱

心であったので、彼らを殺そうとしたのである。 3

それでダビデはギベオンびとに言った、「わたし

はあなたがたのために、何をすればよいのですか

。どんな償いをすれば、あなたがたは主の嗣業を

祝福するのですか」。 4ギベオンびとは彼に言っ

た、「これはわれわれと、サウルまたはその家と

の間の金銀の問題ではありません。またイスラエ

ルのうちのひとりでも、われわれが殺そうという

のでもありません」。ダビデは言った、「わたし

があなたがたのために何をすればよいと言うので

すか」。 5かれらは王に言った、「われわれを滅

ぼした人、われわれを滅ぼしてイスラエルの領域

のどこにもおらせないようにと、たくらんだ人、 6

その人の子孫七人を引き渡してください。われわ

れは主の山にあるギベオンで、彼らを主の前に木

にかけましょう」。王は言った、「引き渡しまし

ょう」。 7しかし王はサウルの子ヨナタンの子で

あるメピボセテを惜しんだ。彼らの間、すなわち

ダビデとサウルの子ヨナタンとの間に、主をさし

て立てた誓いがあったからである。 8王はアヤの

娘リヅパがサウルに産んだふたりの子アルモニと

メピボセテ、およびサウルの娘メラブがメホラび

とバルジライの子アデリエルに産んだ五人の子を

取って、 9彼らをギベオンびとの手に引き渡した

ので、ギベオンびとは彼らを山で主の前に木にか

けた。彼ら七人は共に倒れた。彼らは刈入れの初

めの日、すなわち大麦刈りの初めに殺された。 10

アヤの娘リヅパは荒布をとって、それを自分のた

めに岩の上に敷き、刈入れの初めから、その人々

の死体の上に天から雨が降るまで、昼は空の鳥が

死体の上にこないようにし、夜は野の獣を近寄ら

せなかった。 11アヤの娘でサウルのめかけであっ

たリヅパのしたことがダビデに聞えたので、 12ダ

ビデは行ってサウルの骨とその子ヨナタンの骨を

、ヤベシギレアデの人々の所から取ってきた。こ

れはペリシテびとがサウルをギルボアで殺した日

に、木にかけたベテシャンの広場から、彼らが盗

んでいたものである。 13ダビデはそこからサウル

の骨と、その子ヨナタンの骨を携えて上った。ま

た人々はそのかけられた者どもの骨を集めた。 14

こうして彼らはサウルとその子ヨナタンの骨を、

ベニヤミンの地のゼラにあるその父キシの墓に葬

り、すべて王の命じたようにした。この後、神は

その地のために、祈を聞かれた。 15ペリシテびと

はまたイスラエルと戦争をした。ダビデはその家

来たちと共に下ってペリシテびとと戦ったが、ダ

ビデは疲れていた。 16時にイシビベノブはダビデ

を殺そうと思った。イシビベノブは巨人の子孫で

、そのやりは青銅で重さ三百シケルあり、彼は新

しいつるぎを帯びていた。 17しかしゼルヤの子ア

ビシャイはダビデを助けて、そのペリシテびとを

撃ち殺した。そこでダビデの従者たちは彼に誓っ

て言った、「あなたはわれわれと共に、重ねて戦

争に出てはなりません。さもないと、あなたはイ

スラエルのともし火を消すでしょう」。 18この後

、再びゴブでペリシテびととの戦いがあった。時

にホシャびとシベカイは巨人の子孫のひとりサフ

を殺した。 19ここにまたゴブで、ペリシテびとと

の戦いがあったが、そこではベツレヘムびとヤレ

オレギムの子エルハナンは、ガテびとゴリアテを

殺した。そのやりの柄は機の巻棒のようであった

。 20またガテで再び戦いがあったが、そこにひと

りの背の高い人があり、その手の指と足の指は六

本ずつで、その数は合わせて二十四本であった。

彼もまた巨人から生れた者であった。 21彼はイス

ラエルをののしったので、ダビデの兄弟シメアの

子ヨナタンが彼を殺した。 22これらの四人はガテ

で巨人から生れた者であったが、ダビデの手とそ

の家来たちの手に倒れた。

22ダビデは主がもろもろの敵の手とサウルの手
から、自分を救い出された日に、この歌の言

葉を主に向かって述べ、 2彼は言った、「主はわ

が岩、わが城、わたしを救う者、 3わが神、わが

岩。わたしは彼に寄り頼む。わが盾、わが救の角

、わが高きやぐら、わが避け所、わが救主。あな

たはわたしを暴虐から救われる。 4わたしは、ほ

めまつるべき主に呼ばわって、わたしの敵から救

われる。 5死の波はわたしをとりまき、滅びの大

水はわたしを襲った。 6陰府の綱はわたしをとり

かこみ、死のわなはわたしに、たち向かった。

(Sheol h7585) 7苦難のうちにわたしは主を呼び、ま

たわが神に呼ばわった。主がその宮からわたしの

声を聞かれて、わたしの叫びはその耳にとどいた

。 8その時地は震いうごき、天の基はゆるぎふる

えた。彼が怒られたからである。 9煙はその鼻か

らたち上り、火はその口から出て焼きつくし、白

熱の炭は彼から燃え出た。 10彼は天を低くして下

られ、暗やみが彼の足の下にあった。 11彼はケル

ブに乗って飛び、風の翼に乗ってあらわれた。 12

彼はその周囲に幕屋として、やみと濃き雲と水の

集まりとを置かれた。 13そのみ前の輝きから炭火

が燃え出た。 14主は天から雷をとどろかせ、いと

高き者は声を出された。 15彼はまた矢を放って彼

らを散らし、いなずまを放って彼らを撃ち破られ

た。 16主のとがめと、その鼻のいぶきとによって

、海の底はあらわれ、世界の基が、あらわになっ

た。 17彼は高き所から手を伸べてわたしを捕え、

大水の中からわたしを引き上げ、 18わたしの強い

敵と、わたしを憎む者とからわたしを救われた。

彼らはわたしにとって、あまりにも強かったから
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だ。 19彼らはわたしの災の日にわたしに、たち向

かった。しかし主はわたしの支柱となられた。 20

彼はまたわたしを広い所へ引きだされ、わたしを

喜ばれて、救ってくださった。 21主はわたしの義

にしたがってわたしに報い、わたしの手の清きに

したがってわたしに報いかえされた。 22それは、

わたしが主の道を守り、悪を行わず、わが神から

離れたことがないからである。 23そのすべてのお

きてはわたしの前にあって、わたしはその、み定

めを離れたことがない。 24わたしは主の前に欠け

た所なく、自らを守って罪を犯さなかった。 25そ

れゆえ、主はわたしの義にしたがい、その目のま

えにわたしの清きにしたがって、わたしに報いら

れた。 26忠実な者には、あなたは忠実な者となり

、欠けた所のない人には、あなたは欠けた所のな

い者となり、 27清い者には、あなたは清い者とな

り、まがった者には、かたいぢな者となられる。

28あなたはへりくだる民を救われる、しかしあな

たの目は高ぶる者を見てこれをひくくせられる。

29まことに、主よ、あなたはわたしのともし火、

わが神はわたしのやみを照される。 30まことに、

あなたによってわたしは敵軍をふみ滅ぼし、わが

神によって石がきをとび越えることができる。 31

この神こそ、その道は非のうちどころなく、主の

約束は真実である。彼はすべて彼に寄り頼む者の

盾である。 32主のほかに、だれが神か、われらの

神のほか、だれが岩であるか。 33この神こそわた

しの堅固な避け所であり、わたしの道を安全にさ

れた。 34わたしの足をめじかの足のようにして、

わたしを高い所に安全に立たせ、 35わたしの手を

戦いに慣らされたので、わたしの腕は青銅の弓を

引くことができる。 36あなたはその救の盾をわた

しに与え、あなたの助けは、わたしを大いなる者

とされた。 37あなたはわたしが歩く広い場所を与

えられたので、わたしの足はすべらなかった。 38

わたしは敵を追って、これを滅ぼし、これを絶や

すまでは帰らなかった。 39わたしは彼らを絶やし

、彼らを砕いたので彼らは立つことができず、わ

たしの足もとに倒れた。 40あなたは戦いのために

、わたしに力を帯びさせわたしを攻める者をわた

しの下にかがませられた。 41あなたによって、敵

はそのうしろをわたしに向けたので、わたしを憎

む者をわたしは滅ぼした。 42彼らは見まわしたが

、救う者はいなかった。彼らは主に叫んだが、彼

らには答えられなかった。 43わたしは彼らを地の

ちりのように細かに打ちくだき、ちまたのどろの

ように、踏みにじった。 44あなたはわたしを国々

の民との争いから救い出し、わたしをもろもろの

国民のかしらとされた。わたしの知らなかった民

がわたしに仕えた。 45異国の人たちはきてわたし

にこび、わたしの事を聞くとすぐわたしに従った

。 46異国の人たちは、うちしおれてその城からふ

るえながら出てきた。 47主は生きておられる。わ

が岩はほむべきかな。わが神、わが救の岩はあが

むべきかな。 48この神はわたしのために、あだを

報い、もろもろの民をわたしの下に置かれた。 49

またわたしを敵から救い出し、あだの上にわたし

をあげ、暴虐の人々からわたしを救い出された。

50それゆえ、主よ、わたしはもろもろの国民の中

で、あなたをたたえ、あなたの、み名をほめ歌う

であろう。 51主はその王に大いなる勝利を与え、

油を注がれた者に、ダビデとその子孫とに、とこ

しえに、いつくしみを施される」。

23これはダビデの最後の言葉である。エッサイ
の子ダビデの託宣、すなわち高く挙げられた

人、ヤコブの神に油を注がれた人、イスラエルの

良き歌びとの託宣。 2「主の霊はわたしによって

語る、その言葉はわたしの舌の上にある。 3イス

ラエルの神は語られた、イスラエルの岩はわたし

に言われた、『人を正しく治める者、神を恐れて

、治める者は、 4朝の光のように、雲のない朝に

、輝きでる太陽のように、地に若草を芽ばえさせ

る雨のように人に臨む』。 5まことに、わが家は

そのように、神と共にあるではないか。それは、

神が、よろず備わって確かなとこしえの契約をわ

たしと結ばれたからだ。どうして彼はわたしの救

と願いを、皆なしとげられぬことがあろうか。 6

しかし、よこしまな人は、いばらのようで、手を

もって取ることができないゆえ、みな共に捨てら

れるであろう。 7これに触れようとする人は鉄や

、やりの柄をもって武装する、彼らはことごとく

火で焼かれるであろう」。 8ダビデの勇士たちの

名は次のとおりである。タクモンびとヨセブ・バ

ッセベテはかの三人のうちの長であったが、彼は

いちじに八百人に向かって、やりをふるい、それ

を殺した。 9彼の次はアホアびとドドの子エレア

ザルであって、三勇士のひとりである。彼は、戦

おうとしてそこに集まったペリシテびとに向かっ

て戦いをいどみ、イスラエルの人々が退いた時、

ダビデと共にいたが、 10立ってペリシテびとを撃

ち、ついに手が疲れ、手がつるぎに着いて離れな

いほどになった。その日、主は大いなる勝利を与

えられた。民は彼のあとに帰ってきて、ただ殺さ

れた者をはぎ取るばかりであった。 11彼の次はハ

ラルびとアゲの子シャンマであった。ある時、ペ

リシテびとはレヒに集まった。そこに一面にレン

ズ豆を作った地所があった。民はペリシテびとの

前から逃げたが、 12彼はその地所の中に立って、

これを防ぎ、ペリシテびとを殺した。そして主は

大いなる救を与えられた。 13三十人の長たちのう

ちの三人は下って行って刈入れのころに、アドラ

ムのほら穴にいるダビデのもとにきた。時にペリ

シテびとの一隊はレパイムの谷に陣を取っていた

。 14その時ダビデは要害におり、ペリシテびとの

先陣はベツレヘムにあったが、 15ダビデは、せつ

に望んで、「だれかベツレヘムの門のかたわらに

ある井戸の水をわたしに飲ませてくれるとよいの

だが」と言った。 16そこでその三人の勇士たちは

ペリシテびとの陣を突き通って、ベツレヘムの門

のかたわらにある井戸の水を汲み取って、ダビデ

のもとに携えてきた。しかしダビデはそれを飲も

うとはせず、主の前にそれを注いで、 17言った、

「主よ、わたしは断じて飲むことをいたしません
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。いのちをかけて行った人々の血を、どうしてわ

たしは飲むことができましょう」。こうして彼は

それを飲もうとはしなかった。三勇士はこれらの

ことを行った。 18ゼルヤの子ヨアブの兄弟アビシ

ャイは三十人の長であった。彼は三百人に向かっ

て、やりをふるい、それを殺した。そして、彼は

三人と共に名を得た。 19彼は三十人のうち最も尊

ばれた者で、彼らの長となった。しかし、かの三

人には及ばなかった。 20エホヤダの子ベナヤはカ

ブジエル出身の勇士であって、多くのてがらを立

てた。彼はモアブのアリエルのふたりの子を撃ち

殺した。彼はまた雪の日に下っていって、穴の中

でししを撃ち殺した。 21彼はまた姿のうるわしい

エジプトびとを撃ち殺した。そのエジプトびとは

手にやりを持っていたが、ベナヤはつえをとって

その所に下っていき、エジプトびとの手からやり

をもぎとって、そのやりをもって殺した。 22エホ

ヤダの子ベナヤはこれらの事をして三勇士と共に

名を得た。 23彼は三十人のうちに有名であったが

、かの三人には及ばなかった。ダビデは彼を侍衛

の長とした。 24三十人のうちにあったのは、ヨア

ブの兄弟アサヘル。ベツレヘム出身のドドの子エ

ルハナン。 25ハロデ出身のシャンマ。ハロデ出身

のエリカ。 26パルテびとヘレヅ。テコア出身のイ

ッケシの子イラ。 27アナトテ出身のアビエゼル。

ホシャびとメブンナイ。 28アホアびとザルモン。

ネトパ出身のマハライ。 29ネトパ出身のバアナの

子ヘレブ。ベニヤミンびとのギベアから出たリバ

イの子イッタイ。 30ピラトンのベナヤ。ガアシの

谷出身のヒダイ。 31アルバテびとアビアルボン。

バホリム出身のアズマウテ。 32シャルボン出身の

エリヤバ。ヤセンの子たち。ヨナタン。 33ハラル

びとシャンマ。ハラルびとシャラルの子アヒアム

。 34マアカ出身のアハスバイの子エリペレテ。ギ

ロ出身のアヒトペルの子エリアム。 35カルメル出

身のヘヅロ。アルバびとパアライ。 36ゾバ出身の

ナタンの子イガル。ガドびとバニ。 37アンモンび

とゼレク。ゼルヤの子ヨアブの武器を執る者、ベ

エロテ出身のナハライ。 38イテルびとイラ。イテ

ルびとガレブ。 39ヘテびとウリヤ。合わせて三十

七人である。

24主は再びイスラエルに向かって怒りを発し、
ダビデを感動して彼らに逆らわせ、「行って

イスラエルとユダとを数えよ」と言われた。 2そ

こで王はヨアブおよびヨアブと共にいる軍の長た

ちに言った、「イスラエルのすべての部族のうち

を、ダンからベエルシバまで行き巡って民を数え

、わたしに民の数を知らせなさい」。 3ヨアブは

王に言った、「どうぞあなたの神、主が、民を今

よりも百倍に増してくださいますように。そして

王、わが主がまのあたり、それを見られますよう

に。しかし王、わが主は何ゆえにこの事を喜ばれ

るのですか」。 4しかし王の言葉がヨアブと軍の

長たちとに勝ったので、ヨアブと軍の長たちとは

王の前を退き、イスラエルの民を数えるために出

て行った。 5彼らはヨルダンを渡り、アロエルか

ら、すなわち谷の中にある町から始めて、ガドに

向かい、ヤゼルに進んだ。 6それからギレアデに

行き、またヘテびとの地にあるカデシに行き、そ

れからダンに至り、ダンからシドンにまわり、 7

またツロの要害に行き、ヒビびと、およびカナン

びとのすべての町に行き、ユダのネゲブに出てベ

エルシバへ行った。 8こうして彼らは国をあまね

く行き巡って、九か月と二十日を経てエルサレム

にきた。 9そしてヨアブは民の総数を王に告げた

。すなわちイスラエルには、つるぎを抜く勇士た

ちが八十万あった。ただしユダの人々は五十万で

あった。 10しかしダビデは民を数えた後、心に責

められた。そこでダビデは主に言った、「わたし

はこれをおこなって大きな罪を犯しました。しか

し主よ、今どうぞしもべの罪を取り去ってくださ

い。わたしはひじょうに愚かなことをいたしまし

た」。 11ダビデが朝起きたとき、主の言葉はダビ

デの先見者である預言者ガデに臨んで言った、 12

「行ってダビデに言いなさい、『主はこう仰せら

れる、「わたしは三つのことを示す。あなたはそ

の一つを選ぶがよい。わたしはそれをあなたに行

うであろう」と』」。 13ガデはダビデのもとにき

て、彼に言った、「あなたの国に三年のききんを

こさせようか。あなたが敵に追われて三か月敵の

前に逃げるようにしようか。それとも、あなたの

国に三日の疫病をおくろうか。あなたは考えて、

わたしがどの答を、わたしをつかわされた方にな

すべきかを決めなさい」。 14ダビデはガデに言っ

た、「わたしはひじょうに悩んでいますが、主の

あわれみは大きいゆえ、われわれを主の手に陥ら

せてください。わたしを人の手には陥らせないで

ください」。 15そこで主は朝から定めの時まで疫

病をイスラエルに下された。ダンからベエルシバ

までに民の死んだ者は七万人あった。 16天の使が

手をエルサレムに伸べてこれを滅ぼそうとしたが

、主はこの害悪を悔い、民を滅ぼしている天の使

に言われた、「もはや、じゅうぶんである。今あ

なたの手をとどめるがよい」。その時、主の使は

エブスびとアラウナの打ち場のかたわらにいた。

17ダビデは民を撃っている天の使を見た時、主に

言った、「わたしは罪を犯しました。わたしは悪

を行いました。しかしこれらの羊たちは何をした

のですか。どうぞあなたの手をわたしとわたしの

父の家に向けてください」。 18その日ガデはダビ

デのところにきて彼に言った、「上って行ってエ

ブスびとアラウナの打ち場で主に祭壇を建てなさ

い」。 19ダビデはガデの言葉に従い、主の命じら

れたように上って行った。 20アラウナは見おろし

て、王とそのしもべたちが自分の方に進んでくる

のを見たので、アラウナは出てきて王の前に地に

ひれ伏して拝した。 21そしてアラウナは言った、

「どうして王わが主は、しもべの所にこられまし

たか」。ダビデは言った、「あなたから打ち場を

買い取り、主に祭壇を築いて民に下る災をとどめ

るためです」。 22アラウナはダビデに言った、「

どうぞ王、わが主のよいと思われる物を取ってさ

さげてください。燔祭にする牛もあります。たき
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ぎにする打穀機も牛のくびきもあります。 23王よ

、アラウナはこれをことごとく王にささげます」

。アラウナはまた王に、「あなたの神、主があな

たを受けいれられますように」と言った。 24しか

し王はアラウナに言った、「いいえ、代価を支払

ってそれをあなたから買い取ります。わたしは費

用をかけずに燔祭をわたしの神、主にささげるこ

とはしません」。こうしてダビデは銀五十シケル

で打ち場と牛とを買い取った。 25ダビデはその所

で主に祭壇を築き、燔祭と酬恩祭をささげた。そ

こで主はその地のために祈を聞かれたので、災が

イスラエルに下ることはとどまった。
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列王記Ⅰ

1ダビデ王は年がすすんで老い、夜着を着せても
暖まらなかったので、 2その家来たちは彼に言

った、「王わが主のために、ひとりの若いおとめ

を捜し求めて王にはべらせ、王の付添いとし、あ

なたのふところに寝て、王わが主を暖めさせまし

ょう」。 3そして彼らはあまねくイスラエルの領

土に美しいおとめを捜し求めて、シュナミびとア

ビシャグを得、王のもとに連れてきた。 4おとめ

は非常に美しく、王の付添いとなって王に仕えた

が、王は彼女を知ることがなかった。 5さてハギ

テの子アドニヤは高ぶって、「わたしは王となろ

う」と言い、自分のために戦車と騎兵および自分

の前に駆ける者五十人を備えた。 6彼の父は彼が

生れてこのかた一度も「なぜ、そのような事をす

るのか」と言って彼をたしなめたことがなかった

。アドニヤもまた非常に姿の良い人であって、ア

ブサロムの次に生れた者である。 7彼がゼルヤの

子ヨアブと祭司アビヤタルとに相談したので、彼

らはアドニヤに従って彼を助けた。 8しかし祭司

ザドクと、エホヤダの子ベナヤと、預言者ナタン

およびシメイとレイ、ならびにダビデの勇士たち

はアドニヤに従わなかった。 9アドニヤはエンロ

ゲルのほとりにある「へびの石」のかたわらで、

羊と牛と肥えた家畜をほふって、王の子である自

分の兄弟たち、および王の家来であるユダの人々

をことごとく招いた。 10しかし預言者ナタンと、

ベナヤと、勇士たちと、自分の兄弟ソロモンとは

招かなかった。 11時にナタンはソロモンの母バテ

シバに言った、「ハギテの子アドニヤが王となっ

たのをお聞きになりませんでしたか。われわれの

主ダビデはそれをごぞんじないのです。 12それで

いま、あなたに計りごとを授けて、あなたの命と

、あなたの子ソロモンの命を救うようにいたしま

しょう。 13あなたはすぐダビデ王のところへ行っ

て、『王わが主よ、あなたは、はしために誓って

、おまえの子ソロモンが、わたしに次いで王とな

り、わたしの位に座するであろうと言われたでは

ありませんか。そうであるのに、どうしてアドニ

ヤが王となったのですか』と言いなさい。 14あな

たがなお王と話しておられる間に、わたしもまた

、あなたのあとから、はいって行って、あなたの

言葉を確認しましょう」。 15そこでバテシバは寝

室にはいって王の所へ行った。（王は非常に老い

て、シュナミびとアビシャグが王に仕えていた）

。 16バテシバは身をかがめて王を拝した。王は言

った、「何の用か」。 17彼女は王に言った、「わ

が主よ、あなたは、あなたの神、主をさして、は

しために誓い、『おまえの子ソロモンがわたしに

次いで王となり、わたしの位に座するであろう』

と言われました。 18そうであるのに、ごらんなさ

い、今アドニヤが王となりました。王わが主よ、

あなたはそれをごぞんじないのです。 19彼は牛と

肥えた家畜と羊をたくさんほふって、王の子たち

、および祭司アビヤタルと、軍の長ヨアブを招き

ましたが、あなたのしもべソロモンは招きません

でした。 20王わが主よ、イスラエルのすべての目

はあなたに注がれ、だれがあなたに次いで、王わ

が主の位に座すべきかを告げられるのを望んでい

ます。 21王わが主が先祖と共に眠られるとき、わ

たしと、わたしの子ソロモンは謀叛人とみなされ

るでしょう」。 22バテシバがなお王と話している

うちに、預言者ナタンがはいってきた。 23人々は

王に告げて、「預言者ナタンがここにおります」

と言った。彼は王の前にはいり、地に伏して王を

拝した。 24そしてナタンは言った、「王わが主よ

、あなたは、『アドニヤがわたしに次いで王とな

り、わたしの位に座するであろう』と仰せられま

したか。 25彼はきょう下っていって、牛と、肥え

た家畜と羊をたくさんほふって、王の子たちと、

軍の長ヨアブと、祭司アビヤタルを招きました。

彼らはアドニヤの前で食い飲みして、『アドニヤ

万歳』と言いました。 26しかし、あなたのしもべ

であるわたしと、祭司ザドクと、エホヤダの子ベ

ナヤと、あなたのしもべソロモンを招きませんで

した。 27この事は王わが主がさせられた事ですか

。あなたはしもべたちに、だれがあなたに次いで

王わが主の位に座すべきかを告げられませんでし

た」。 28ダビデ王は答えて言った、「バテシバを

わたしのところに呼びなさい」。彼女は王の前に

はいってきて、王の前に立った。 29すると王は誓

って言った、「わたしの命をすべての苦難から救

われた主は生きておられる。 30わたしがイスラエ

ルの神、主をさしてあなたに誓い、『あなたの子

ソロモンがわたしに次いで王となり、わたしに代

って、わたしの位に座するであろう』と言ったよ

うに、わたしはきょう、そのようにしよう」。 31

そこでバテシバは身をかがめ、地に伏して王を拝

し、「わが主ダビデ王が、とこしえに生きながら

えられますように」と言った。 32ダビデは言った

、「祭司ザドクと、預言者ナタンおよびエホヤダ

の子ベナヤをわたしの所に呼びなさい」。やがて

彼らは王の前にきた。 33王は彼らに言った、「あ

なたがたの主君の家来たちを連れ、わが子ソロモ

ンをわたしの騾馬に乗せ、彼を導いてギホンに下

り、 34その所で祭司ザドクと預言者ナタンは彼に

油を注いでイスラエルの王としなさい。そしてラ

ッパを吹いて、『ソロモン王万歳』と言いなさい

。 35それから、あなたがたは彼に従って上ってき

なさい。彼はきて、わたしの位に座し、わたしに

代って王となるであろう。わたしは彼を立ててイ

スラエルとユダの上に主君とする」。 36エホヤダ

の子ベナヤは王に答えて言った、「アァメン、願

わくは、王わが主君の神、主もまたそう仰せられ

ますように。 37願わくは、主が王わが主君と共に

おられたように、ソロモンと共におられて、その

位をわが主君ダビデ王の位よりも大きくせられま

すように」。 38そこで祭司ザドクと預言者ナタン

およびエホヤダの子ベナヤ、ならびにケレテびと

と、ペレテびとは下って行って、ソロモンをダビ

デ王の騾馬に乗せ、彼をギホンに導いて行った。

39祭司ザドクは幕屋から油の角を取ってきて、ソ
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ロモンに油を注いだ。そしてラッパを吹き鳴らし

、民は皆「ソロモン王万歳」と言った。 40民はみ

な彼に従って上り、笛を吹いて大いに喜び祝った

。地は彼らの声で裂けるばかりであった。 41アド

ニヤおよび彼と共にいた客たちは皆食事を終った

とき、これを聞いた。ヨアブはラッパの音を聞い

て言った、「町の中のあの騒ぎは何か」。 42彼の

言葉のなお終らないうちに、そこへ祭司アビヤタ

ルの子ヨナタンがきたので、アドニヤは彼に言っ

た、「はいりなさい。あなたは勇敢な人で、よい

知らせを持ってきたのでしょう」。 43ヨナタンは

答えてアドニヤに言った、「いいえ、主君ダビデ

王はソロモンを王とせられました。 44王は祭司ザ

ドクと預言者ナタンおよびエホヤダの子ベナヤ、

ならびにケレテびとと、ペレテびとをソロモンと

共につかわされたので、彼らはソロモンを王の騾

馬に乗せて行き、 45祭司ザドクと預言者ナタンは

ギホンで彼に油を注いで王としました。そして彼

らがそこから喜んで上って来るので、町が騒がし

いのです。あなたが聞いた声はそれなのです。 46

こうしてソロモンは王の位に座し、 47かつ王の家

来たちがきて、主君ダビデ王に祝いを述べて、『

願わくは、あなたの神がソロモンの名をあなたの

名よりも高くし、彼の位をあなたの位よりも大き

くされますように』と言いました。そして王は床

の上で拝されました。 48王はまたこう言われまし

た、『イスラエルの神、主はほむべきかな。主は

きょう、わたしの位に座するひとりの子を与えて

、これをわたしに見せてくださった』と」。 49そ

の時アドニヤと共にいた客はみな驚き、立ってお

のおの自分の道に去って行った。 50そしてアドニ

ヤはソロモンを恐れ、立って行って祭壇の角をつ

かんだ。 51ある人がこれをソロモンに告げて言っ

た、「アドニヤはソロモンを恐れ、今彼は祭壇の

角をつかんで、『どうぞ、ソロモン王がきょう、

つるぎをもってしもべを殺さないとわたしに誓っ

てくださるように』と言っています」。 52ソロモ

ンは言った、「もし彼がよい人となるならば、そ

の髪の毛ひとすじも地に落ちることはなかろう。

しかし彼のうちに悪のあることがわかるならば、

彼は死ななければならない」。 53ソロモンは人を

つかわして彼を祭壇からつれて下らせた。彼がき

てソロモンを拝したので、ソロモンは彼に「家に

帰りなさい」と言った。

2ダビデの死ぬ日が近づいたので、彼はその子ソ
ロモンに命じて言った、 2「わたしは世のすべ

ての人の行く道を行こうとしている。あなたは強

く、男らしくなければならない。 3あなたの神、

主のさとしを守り、その道に歩み、その定めと戒

めと、おきてとあかしとを、モーセの律法にしる

されているとおりに守らなければならない。そう

すれば、あなたがするすべての事と、あなたの向

かうすべての所で、あなたは栄えるであろう。 4

また主がさきにわたしについて語って『もしおま

えの子たちが、その道を慎み、心をつくし、精神

をつくして真実をもって、わたしの前に歩むなら

ば、おまえに次いでイスラエルの位にのぼる人が

、欠けることはなかろう』と言われた言葉を確実

にされるであろう。 5またあなたはゼルヤの子ヨ

アブがわたしにした事、すなわち彼がイスラエル

のふたりの軍の長ネルの子アブネルと、エテルの

子アマサにした事を知っている。彼はこのふたり

を殺して、戦争で流した地を太平の時に報い、罪

のない者の血をわたしの腰のまわりの帯と、わた

しの足のくつにつけた。 6それゆえ、あなたの知

恵にしたがって事を行い、彼のしらがを安らかに

陰府に下らせてはならない。 (Sheol h7585) 7ただし

ギレアデびとバルジライの子らには恵みを施し、

彼らをあなたの食卓で食事する人々のうちに加え

なさい。彼らはわたしがあなたの兄弟アブサロム

を避けて逃げた時、わたしを迎えてくれたからで

ある。 8またバホリムのベニヤミンびとゲラの子

シメイがあなたと共にいる。彼はわたしがマハナ

イムへ行った時、激しいのろいの言葉をもってわ

たしをのろった。しかし彼がヨルダンへ下ってき

て、わたしを迎えたので、わたしは主をさして彼

に誓い、『わたしはつるぎをもってあなたを殺さ

ない』と言った。 9しかし彼を罪のない者として

はならない。あなたは知恵のある人であるから、

彼になすべき事を知っている。あなたは彼のしら

がを血に染めて陰府に下らせなければならない」

。 (Sheol h7585) 10ダビデはその先祖と共に眠って、

ダビデの町に葬られた。 11ダビデがイスラエルを

治めた日数は四十年であった。すなわちヘブロン

で七年、エルサレムで三十三年、王であった。 12

このようにしてソロモンは父ダビデの位に座し、

国は堅く定まった。 13さて、ハギテの子アドニヤ

がソロモンの母バテシバのところへきたので、バ

テシバは言った、「あなたは穏やかな事のために

きたのですか」。彼は言った、「穏やかな事のた

めです」。 14彼はまた言った、「あなたに申しあ

げる事があります」。バテシバは言った、「言い

なさい」。 15彼は言った、「ごぞんじのように、

国はわたしのもので、イスラエルの人は皆わたし

が王になるものと期待していました。しかし国は

転じて、わたしの兄弟のものとなりました。彼の

ものとなったのは、主から出たことです。 16今わ

たしはあなたに一つのお願いがあります。断らな

いでください」。バテシバは彼に言った、「言い

なさい」。 17彼は言った、「どうかソロモン王に

請うて、王はあなたに断るようなことはないでし

ょうからシュナミびとアビシャグをわたしに与え

て妻にさせてください」。 18バテシバは言った、

「よろしい。わたしはあなたのために王に話しま

しょう」。 19バテシバはアドニヤのためにソロモ

ン王に話すため、王のもとへ行った。王は立って

迎え、彼女を拝して王座に着き、王母のために座

を設けさせたので、彼女は王の右に座した。 20そ

こでバテシバは言った、「あなたに一つの小さい

お願いがあります。お断りにならないでください

」。王は彼女に言った、「母上よ、あなたの願い

を言ってください。わたしは断らないでしょう」

。 21彼女は言った、「どうぞ、シュナミびとアビ
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シャグをあなたの兄弟アドニヤに与えて、妻にさ

せてください」。 22ソロモン王は答えて母に言っ

た、「どうしてアドニヤのためにシュナミびとア

ビシャグを求められるのですか。彼のためには国

をも求めなさい。彼はわたしの兄で、彼の味方に

は祭司アビヤタルとゼルヤの子ヨアブがいるので

すから」。 23そしてソロモン王は主をさして誓っ

て言った、「もしアドニヤがこの言葉によって自

分の命を失うのでなければ、どんなにでもわたし

を罰してください。 24わたしを立てて、父ダビデ

の位にのぼらせ、主が約束されたように、わたし

に一家を与えてくださった主は生きておられる。

アドニヤはきょう殺されなければならない」。 25

ソロモン王はエホヤダの子ベナヤをつかわしたの

で、彼はアドニヤを撃って殺した。 26王はまた祭

司アビヤタルに言った、「あなたの領地アナトテ

へ行きなさい。あなたは死に当る者ですが、さき

にわたしの父ダビデの前に神、主の箱をかつぎ、

またすべてわたしの父が受けた苦しみを、あなた

も共に苦しんだので、わたしは、きょうは、あな

たを殺しません」。 27そしてソロモンはアビヤタ

ルを主の祭司職から追放した。こうして主がシロ

でエリの家について言われた主の言葉が成就した

。 28さてこの知らせがヨアブに達したので、ヨア

ブは主の幕屋にのがれて、祭壇の角をつかんだ。

ヨアブはアブサロムを支持しなかったけれども、

アドニヤを支持したからである。 29ヨアブが主の

幕屋にのがれて、祭壇のかたわらにいることを、

ソロモン王に告げる者があったので、ソロモン王

はエホヤダの子ベナヤをつかわし、「行って彼を

撃て」と言った。 30ベナヤは主の幕屋へ行って彼

に言った、「王はあなたに、出て来るようにと申

されます」。しかし彼は言った、「いや、わたし

はここで死にます」。ベナヤは王に復命して言っ

た、「ヨアブはこう申しました。またわたしにこ

う答えました」。 31そこで王はベナヤに言った、

「彼が言うようにし、彼を撃ち殺して葬り、ヨア

ブがゆえなく流した血のとがをわたしと、わたし

の父の家から除き去りなさい。 32主はまたヨアブ

が血を流した行為を、彼自身のこうべに報いられ

るであろう。これは彼が自分よりも正しいすぐれ

たふたりの人、すなわちイスラエルの軍の長ネル

の子アブネルと、ユダの軍の長エテルの子アマサ

を、つるぎをもって撃ち殺し、わたしの父ダビデ

のあずかり知らない事をしたからである。 33それ

ゆえ、彼らの血は永遠にヨアブのこうべと、その

子孫のこうべに帰すであろう。しかしダビデと、

その子孫と、その家と、その位とには、主から賜

わる平安が永久にあるであろう」。 34そこでエホ

ヤダの子ベナヤは上っていって、彼を撃ち殺した

。彼は荒野にある自分の家に葬られた。 35王はエ

ホヤダの子ベナヤを、ヨアブに代って軍の長とし

た。王はまた祭司ザドクをアビヤタルに代らせた

。 36また王は人をつかわし、シメイを召して言っ

た、「あなたはエルサレムのうちに、自分のため

に家を建てて、そこに住み、そこからどこへも出

てはならない。 37あなたが出て、キデロン川を渡

る日には必ず殺されることを、しかと知らなけれ

ばならない。あなたの血はあなたのこうべに帰す

であろう」。 38シメイは王に言った、「お言葉は

結構です。王、わが主の仰せられるとおりに、し

もべはいたしましょう」。こうしてシメイは久し

くエルサレムに住んだ。 39ところが三年の後、シ

メイのふたりの奴隷が、ガテの王マアカの子アキ

シのところへ逃げ去った。人々がシメイに告げて

、「ごらんなさい、あなたの奴隷はガテにいます

」と言ったので、 40シメイは立って、ろばにくら

を置き、ガテのアキシのところへ行って、その奴

隷を尋ねた。すなわちシメイは行ってその奴隷を

ガテから連れてきたが、 41シメイがエルサレムか

らガテへ行って帰ったことがソロモン王に聞えた

ので、 42王は人をつかわし、シメイを召して言っ

た、「わたしはあなたに主をさして誓わせ、かつ

おごそかにあなたを戒めて、『あなたが出て、ど

こかへ行く日には、必ず殺されることを、しかと

知らなければならない』と言ったではないか。そ

してあなたは、わたしに『お言葉は結構です。従

います』と言った。 43ところで、あなたはなぜ主

に対する誓いと、わたしが命じた命令を守らなか

ったのか」。 44王はまたシメイに言った、「あな

たは自分の心に、あなたがわたしの父ダビデにし

たもろもろの悪を知っている。主はあなたの悪を

あなたのこうべに報いられるであろう。 45しかし

ソロモン王は祝福をうけ、ダビデの位は永久に主

の前に堅く立つであろう」。 46王がエホヤダの子

ベナヤに命じたので、彼は出ていってシメイを撃

ち殺した。こうして国はソロモンの手に堅く立っ

た。

3ソロモン王はエジプトの王パロと縁を結び、パ
ロの娘をめとってダビデの町に連れてきて、自

分の家と、主の宮と、エルサレムの周囲の城壁を

建て終るまでそこにおらせた。 2そのころまで主

の名のために建てた宮がなかったので、民は高き

所で犠牲をささげていた。 3ソロモンは主を愛し

、父ダビデの定めに歩んだが、ただ彼は高き所で

犠牲をささげ、香をたいた。 4ある日、王はギベ

オンへ行って、そこで犠牲をささげようとした。

それが主要な高き所であったからである。ソロモ

ンは一千の燔祭をその祭壇にささげた。 5ギベオ

ンで主は夜の夢にソロモンに現れて言われた、「

あなたに何を与えようか、求めなさい」。 6ソロ

モンは言った、「あなたのしもべであるわたしの

父ダビデがあなたに対して誠実と公義と真心とを

もって、あなたの前に歩んだので、あなたは大い

なるいつくしみを彼に示されました。またあなた

は彼のために、この大いなるいつくしみをたくわ

えて、今日、彼の位に座する子を授けられました

。 7わが神、主よ、あなたはこのしもべを、わた

しの父ダビデに代って王とならせられました。し

かし、わたしは小さい子供であって、出入りする

ことを知りません。 8かつ、しもべはあなたが選

ばれた、あなたの民、すなわちその数が多くて、

数えることも、調べることもできないほどのおび
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ただしい民の中におります。 9それゆえ、聞きわ

ける心をしもべに与えて、あなたの民をさばかせ

、わたしに善悪をわきまえることを得させてくだ

さい。だれが、あなたのこの大いなる民をさばく

ことができましょう」。 10ソロモンはこの事を求

めたので、そのことが主のみこころにかなった。

11そこで神は彼に言われた、「あなたはこの事を

求めて、自分のために長命を求めず、また自分の

ために富を求めず、また自分の敵の命をも求めず

、ただ訴えをききわける知恵を求めたゆえに、 12

見よ、わたしはあなたの言葉にしたがって、賢い

、英明な心を与える。あなたの先にはあなたに並

ぶ者がなく、あなたの後にもあなたに並ぶ者は起

らないであろう。 13わたしはまたあなたの求めな

いもの、すなわち富と誉をもあなたに与える。あ

なたの生きているかぎり、王たちのうちにあなた

に並ぶ者はないであろう。 14もしあなたが、あな

たの父ダビデの歩んだように、わたしの道に歩ん

で、わたしの定めと命令とを守るならば、わたし

はあなたの日を長くするであろう」。 15ソロモン

が目をさましてみると、それは夢であった。そこ

で彼はエルサレムへ行き、主の契約の箱の前に立

って燔祭と酬恩祭をささげ、すべての家来のため

に祝宴を設けた。 16さて、ふたりの遊女が王のと

ころにきて、王の前に立った。 17ひとりの女は言

った、「ああ、わが主よ、この女とわたしとはひ

とつの家に住んでいますが、わたしはこの女と一

緒に家にいる時、子を産みました。 18ところがわ

たしの産んだ後、三日目にこの女もまた子を産み

ました。そしてわたしたちは一緒にいましたが、

家にはほかにだれもわたしたちと共にいた者はな

く、ただわたしたちふたりだけでした。 19ところ

がこの女は自分の子の上に伏したので、夜のうち

にその子は死にました。 20彼女は夜中に起きて、

はしための眠っている間に、わたしの子をわたし

のかたわらから取って、自分のふところに寝かせ

、自分の死んだ子をわたしのふところに寝かせま

した。 21わたしは朝、子に乳を飲ませようとして

起きて見ると死んでいました。しかし朝になって

よく見ると、それはわたしが産んだ子ではありま

せんでした」。 22ほかの女は言った、「いいえ、

生きているのがわたしの子です。死んだのはあな

たの子です」。初めの女は言った、「いいえ、死

んだのがあなたの子です。生きているのはわたし

の子です」。彼らはこのように王の前に言い合っ

た。 23この時、王は言った、「ひとりは『この生

きているのがわたしの子で、死んだのがあなたの

子だ』と言い、またひとりは『いいえ、死んだの

があなたの子で、生きているのはわたしの子だ』

と言う」。 24そこで王は「刀を持ってきなさい」

と言ったので、刀を王の前に持ってきた。 25王は

言った、「生きている子を二つに分けて、半分を

こちらに、半分をあちらに与えよ」。 26すると生

きている子の母である女は、その子のために心が

やけるようになって、王に言った、「ああ、わが

主よ、生きている子を彼女に与えてください。決

してそれを殺さないでください」。しかしほかの

ひとりは言った、「それをわたしのものにも、あ

なたのものにもしないで、分けてください」。 27

すると王は答えて言った、「生きている子を初め

の女に与えよ。決して殺してはならない。彼女は

その母なのだ」。 28イスラエルは皆王が与えた判

決を聞いて王を恐れた。神の知恵が彼のうちにあ

って、さばきをするのを見たからである。

4ソロモン王はイスラエルの全地の王であった。
2彼の高官たちは次のとおりである。ザドクの

子アザリヤは祭司。 3シシャの子エリホレフとア

ヒヤは書記官。アヒルデの子ヨシャバテは史官。 4

エホヤダの子ベナヤは軍の長。ザドクとアビヤタ

ルは祭司。 5ナタンの子アザリヤは代官の長。ナ

タンの子ザブデは祭司で、王の友であった。 6ア

ヒシャルは宮内卿。アブダの子アドニラムは徴募

の長であった。 7ソロモンはまたイスラエルの全

地に十二人の代官を置いた。その人々は王とその

家のために食物を備えた。すなわちおのおの一年

に一月ずつ食物を備えるのであった。 8その名は

次のとおりである。エフライムの山地にはベンホ

ル。 9マカヅと、シャラビムと、ベテシメシと、

エロン・ベテハナンにはベンデケル。 10アルボテ

にはベンヘセデ、（彼はソコとヘペルの全地を担

当した）。 11ドルの高地の全部にはベン・アビナ

ダブ、（彼はソロモンの娘タパテを妻とした）。

12アヒルデの子バアナはタアナクとメギドと、エ

ズレルの下、ザレタンのかたわらにあるベテシャ

ンの全地を担当して、ベテシャンからアベル・メ

ホラに至り、ヨクメアムの向こうにまで及んだ。

13ラモテ・ギレアデにはベンゲベル、（彼はギレ

アデにあるマナセの子ヤイルの村々を担当し、ま

たバシャンにあるアルゴブの地方の城壁と青銅の

貫の木のある大きな町六十を担当した）。 14マハ

ナイムにはイドの子アヒナダブ。 15ナフタリには

アヒマアズ、（彼もソロモンの娘バスマテを妻に

めとった）。 16アセルとベアロテにはホシャイの

子バアナ。 17イッサカルにはパルアの子ヨシャパ

テ。 18ベニヤミンにはエラの子シメイ。 19アモ

リびとの王シホンの地およびバシャンの王オグの

地なるギレアデの地にはウリの子ゲベル。彼はそ

の地のただひとりの代官であった。 20ユダとイス

ラエルの人々は多くて、海べの砂のようであった

が、彼らは飲み食いして楽しんだ。 21ソロモンは

ユフラテ川からペリシテびとの地と、エジプトの

境に至るまでの諸国を治めたので、皆みつぎ物を

携えてきて、ソロモンの一生のあいだ仕えた。 22

さてソロモンの一日の食物は細かい麦粉三十コル

、荒い麦粉六十コル、 23肥えた牛十頭、牧場の牛

二十頭、羊百頭で、そのほかに雄じか、かもしか

、こじか、および肥えた鳥があった。 24これはソ

ロモンがユフラテ川の西の地方をテフサからガザ

まで、ことごとく治めたからである。すなわち彼

はユフラテ川の西の諸王をことごとく治め、周囲

至る所に平安を得た。 25ソロモンの一生の間、ユ

ダとイスラエルはダンからベエルシバに至るまで

、安らかにおのおの自分たちのぶどうの木の下と
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、いちじくの木の下に住んだ。 26ソロモンはまた

戦車の馬の、うまや四千と、騎兵一万二千を持っ

ていた。 27そしてそれらの代官たちはおのおの当

番の月にソロモン王のため、およびすべてソロモ

ン王の食卓に連なる者のために、食物を備えて欠

けることのないようにした。 28また彼らはおのお

のその割当にしたがって馬および早馬に食わせる

大麦とわらを、その馬のいる所に持ってきた。 29

神はソロモンに非常に多くの知恵と悟りを授け、

また海べの砂原のように広い心を授けられた。 30

ソロモンの知恵は東の人々の知恵とエジプトのす

べての知恵にまさった。 31彼はすべての人よりも

賢く、エズラびとエタンよりも、またマホルの子

ヘマン、カルコル、ダルダよりも賢く、その名声

は周囲のすべての国々に聞えた。 32彼はまた箴言

三千を説いた。またその歌は一千五首あった。 33

彼はまた草木のことを論じてレバノンの香柏から

石がきにはえるヒソプにまで及んだ。彼はまた獣

と鳥と這うものと魚のことを論じた。 34諸国の人

々はソロモンの知恵を聞くためにきた。地の諸王

はソロモンの知恵を聞いて人をつかわした。

5さてツロの王ヒラムは、ソロモンが油を注がれ
、その父に代って、王となったのを聞いて、家

来をソロモンにつかわした。ヒラムは常にダビデ

を愛したからである。 2そこでソロモンはヒラム

に人をつかわして言った、 3「あなたの知られる

とおり、父ダビデはその周囲にあった敵との戦い

のゆえに、彼の神、主の名のために宮を建てるこ

とができず、主が彼らをその足の裏の下に置かれ

るのを待ちました。 4ところが今わが神、主はわ

たしに四方の太平を賜わって、敵もなく、災もな

くなったので、 5主が父ダビデに『おまえに代っ

て、おまえの位に、わたしがつかせるおまえの子

、その人がわが名のために宮を建てるであろう』

と言われたように、わが神、主の名のために宮を

建てようと思います。 6それゆえ、あなたは命令

を下して、レバノンの香柏をわたしのために切り

出させてください。わたしのしもべたちをあなた

のしもべたちと一緒に働かせます。またわたしは

すべてあなたのおっしゃるとおり、あなたのしも

べたちの賃銀をあなたに払います。あなたの知ら

れるとおり、わたしたちのうちにはシドンびとの

ように木を切るに巧みな人がないからです」。 7

ヒラムはソロモンの言葉を聞いて大いに喜び、「

きょう、主はあがむべきかな。主はこのおびただ

しい民を治める賢い子をダビデに賜わった」と言

った。 8そしてヒラムはソロモンに人をつかわし

て言った、「わたしはあなたが申しおくられたこ

とを聞きました。香柏の材木と、いとすぎの材木

については、すべてお望みのようにいたします。 9

わたしのしもべどもにそれをレバノンから海に運

びおろさせましょう。わたしはそれをいかだに組

んで、海路、あなたの指示される場所まで送り、

そこでそれをくずしましょう。あなたはそれを受

け取ってください。また、あなたはわたしの家の

ために食物を供給して、わたしの望みをかなえて

ください」。 10こうしてヒラムはソロモンにすべ

て望みのように香柏の材木と、いとすぎの材木を

与えた。 11またソロモンはヒラムにその家の食物

として小麦二万コルを与え、またオリブをつぶし

て取った油二万コルを与えた。このようにソロモ

ンは年々ヒラムに与えた。 12主は約束されたよう

にソロモンに知恵を賜わった。またヒラムとソロ

モンの間は平和であって、彼らふたりは条約を結

んだ。 13ソロモン王はイスラエルの全地から強制

的に労働者を徴募した。その徴募人員は三万人で

あった。 14ソロモンは彼らを一か月交代に一万人

ずつレバノンにつかわした。すなわち一か月レバ

ノンに、二か月家にあり、アドニラムは徴募の監

督であった。 15ソロモンにはまた荷を負う者が七

万人、山で石を切る者が八万人あった。 16ほかに

ソロモンには工事を監督する上役の官吏が三千三

百人あって、工事に働く民を監督した。 17王は命

じて大きい高価な石を切り出させ、切り石をもっ

て宮の基をすえさせた。 18こうしてソロモンの建

築者と、ヒラムの建築者およびゲバルびとは石を

切り、材木と石とを宮を建てるために備えた。

6イスラエルの人々がエジプトの地を出て後四百
八十年、ソロモンがイスラエルの王となって第

四年のジフの月すなわち二月に、ソロモンは主の

ために宮を建てることを始めた。 2ソロモン王が

主のために建てた宮は長さ六十キュビト、幅二十

キュビト、高さ三十キュビトであった。 3宮の拝

殿の前の廊は宮の幅にしたがって長さ二十キュビ

ト、その幅は宮の前で十キュビトであった。 4彼

は宮に、内側の広い枠の窓を造った。 5また宮の

壁につけて周囲に脇屋を設け、宮の壁すなわち拝

殿と本殿の壁の周囲に建てめぐらし、宮の周囲に

脇間があるようにした。 6下の脇間は広さ五キュ

ビト、中の広さ六キュビト、第三のは広さ七キュ

ビトであった。宮の外側には壁に段を造って、梁

を宮の壁の中に差し込まないようにした。 7宮は

建てる時に、石切り場で切り整えた石をもって造

ったので、建てている間は宮のうちには、つちも

、おのも、その他の鉄器もその音が聞えなかった

。 8下の脇間の入口は宮の右側にあり、回り階段

によって中の脇間に、中の脇間から第三の脇間に

のぼった。 9こうして彼は宮を建て終り、香柏の

たるきと板をもって宮の天井を造った。 10また宮

につけて、おのおの高さ五キュビトの脇間のある

脇屋を建てめぐらし、香柏の材木をもって宮に接

続させた。 11そこで主の言葉がソロモンに臨んだ

、 12「あなたが建てるこの宮については、もしあ

なたがわたしの定めに歩み、おきてを行い、すべ

ての戒めを守り、それに従って歩むならば、わた

しはあなたの父ダビデに約束したことを成就する

。 13そしてわたしはイスラエルの人々のうちに住

み、わたしの民イスラエルを捨てることはない」

。 14こうしてソロモンは宮を建て終った。 15彼

は香柏の板をもって宮の壁の内側を張った。すな

わち宮の床から天井のたるきまで香柏の板で張っ

た。また、いとすぎの板をもって宮の床を張った
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。 16また宮の奥に二十キュビトの室を床から天井

のたるきまで香柏の板をもって造った。すなわち

宮の内に至聖所としての本堂を造った。 17宮すな

わち本殿の前にある拝殿は長さ四十キュビトであ

った。 18宮の内側の香柏の板は、ひさごの形と、

咲いた花を浮彫りにしたもので、みな香柏の板で

、石は見えなかった。 19そして主の契約の箱を置

くために、宮の内の奥に本殿を設けた。 20本殿は

長さ二十キュビト、幅二十キュビト、高さ二十キ

ュビトであって、純金でこれをおおった。また香

柏の祭壇を造った。 21ソロモンは純金をもって宮

の内側をおおい、本殿の前に金の鎖をもって隔て

を造り、金をもってこれをおおった。 22また金を

もって残らず宮をおおい、ついに宮を飾ることを

ことごとく終えた。また本殿に属する祭壇をこと

ごとく金でおおった。 23本殿のうちにオリブの木

をもって二つのケルビムを造った。その高さはお

のおの十キュビト。 24そのケルブの一つの翼の長

さは五キュビト、またそのケルブの他の翼の長さ

も五キュビトであった。一つの翼の端から他の翼

の端までは十キュビトあった。 25他のケルブも十

キュビトであって、二つのケルビムは同じ寸法、

同じ形であった。 26このケルブの高さは十キュビ

ト、かのケルブの高さも同じであった。 27ソロモ

ンは宮のうちの奥にケルビムをすえた。ケルビム

の翼を伸ばしたところ、このケルブの翼はこの壁

に達し、かのケルブの翼はかの壁に達し、他の二

つの翼は宮の中で互に触れ合った。 28彼は金をも

ってそのケルビムをおおった。 29彼は宮の周囲の

壁に、内外の室とも皆ケルビムと、しゅろの木と

、咲いた花の形の彫り物を刻み、 30宮の床は、内

外の室とも金でおおった。 31本殿の入口にはオリ

ブの木のとびらを造った。そのとびらの上のかま

ちと脇柱とで五辺形をなしていた。 32その二つの

とびらもオリブの木であって、ソロモンはその上

にケルビムと、しゅろの木と、咲いた花の形を刻

み、金をもっておおった。すなわちケルビムと、

しゅろの木の上に金を着せた。 33こうしてソロモ

ンはまた拝殿の入口のためにオリブの木で四角の

形に脇柱を造った。 34その二つのとびらはいとす

ぎであって、一つのとびらは二つにたたむ折り戸

であり、他のとびらも二つにたたむ折り戸であっ

た。 35ソロモンはその上にケルビムと、しゅろの

木と、咲いた花を刻み、金をもって彫り物の上を

形どおりにおおった。 36また切り石三かさねと、

香柏の角材ひとかさねとをもって内庭を造った。

37第四年のジフの月に主の宮の基をすえ、 38第十

一年のブルの月すなわち八月に、宮のすべての部

分が設計どおりに完成した。ソロモンはこれを建

てるのに七年を要した。

7またソロモンは自分の家を建てたが、十三年か
かってその家を全部建て終った。 2彼はレバノ

ンの森の家を建てた。長さ百キュビト、幅五十キ

ュビト、高さ三十キュビトで、三列の香柏の柱が

あり、その柱の上に香柏の梁があった。 3四十五

本の柱の上にある室は香柏の板でおおった。柱は

各列十五本あった。 4また窓わくが三列あって、

窓と窓と三段に向かい合っていた。 5戸口と窓は

みな四角の枠をもち、窓と窓と三段に向かい合っ

た。 6また柱の広間を造った。長さ五十キュビト

、幅三十キュビトであった。柱の前に一つの広間

があり、その玄関に柱とひさしがあった。 7また

ソロモンはみずから審判をするために玉座の広間

、すなわち審判の広間を造った。床からたるきま

で香柏をもっておおった。 8ソロモンが住んだ宮

殿はその広間のうしろの他の庭にあって、その造

作は同じであった。ソロモンはまた彼がめとった

パロの娘のために家を建てたが、その広間と同じ

であった。 9これらはみな内外とも、土台から軒

まで、また主の宮の庭から大庭まで、寸法に合わ

せて切った石、すなわち、のこぎりでひいた高価

な石で造られた。 10また土台は高価な石、大きな

石、すなわち八キュビトの石、十キュビトの石で

あった。 11その上には寸法に合わせて切った高価

な石と香柏とがあった。 12また大庭の周囲には三

かさねの切り石と、一かさねの香柏の角材があっ

た。主の宮の内庭と宮殿の広間の庭の場合と同じ

である。 13ソロモン王は人をつかわしてツロから

ヒラムを呼んできた。 14彼はナフタリの部族の寡

婦の子であって、その父はツロの人で、青銅の細

工人であった。ヒラムは青銅のいろいろな細工を

する知恵と悟りと知識に満ちた者であったが、ソ

ロモン王のところにきて、そのすべての細工をし

た。 15彼は青銅の柱二本を鋳た。一本の柱の高さ

は十八キュビト、そのまわりは綱をもって測ると

十二キュビトあり、指四本の厚さで空洞であった

。他の柱も同じである。 16また青銅を溶かして柱

頭二つを造り、柱の頂にすえた。その一つの柱頭

の高さは五キュビト、他の柱頭の高さも五キュビ

トであった。 17柱の頂にある柱頭のために鎖に編

んだ飾りひもで市松模様の網細工二つを造った。

すなわちこの柱頭のために一つ、かの柱頭のため

に一つを造った。 18またざくろを造った。すなわ

ち二並びのざくろを一つの網細工の上のまわりに

造って、柱の頂にある柱頭を巻いた。他の柱頭に

も同じようにした。 19この廊の柱の頂にある柱頭

の上に四キュビトのゆりの花の細工があった。 20

二つの柱の上端の丸い突出部の上にある網細工の

柱頭の周囲には、おのおの二百のざくろが二並び

になっていた。 21この柱を神殿の廊に立てた。す

なわち南に柱を立てて、その名をヤキンと名づけ

、北に柱を立てて、その名をボアズと名づけた。

22その柱の頂にはゆりの花の細工があった。こう

してその柱の造作ができあがった。 23また海を鋳

て造った。縁から縁まで十キュビトであって、周

囲は円形をなし、高さ五キュビトで、その周囲は

綱をもって測ると三十キュビトであった。 24その

縁の下には三十キュビトの周囲をめぐるひさごが

あって、海の周囲を囲んでいた。そのひさごは二

並びで、海を鋳る時に鋳たものである。 25その海

は十二の牛の上に置かれ、その三つは北に向かい

、三つは西に向かい、三つは南に向かい、三つは

東に向かっていた。海はその上に置かれ、牛のう
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しろは皆内に向かっていた。 26海の厚さは手の幅

で、その縁は杯の縁のように、ゆりの花に似せて

造られた。海には水が二千バテはいった。 27また

青銅の台を十個造った。台は長さ四キュビト、幅

四キュビト、高さ三キュビトであった。 28その台

の構造は次のとおりである。台には鏡板があり、

鏡板は枠の中にあった。 29枠の中にある鏡板には

、ししと牛とケルビムとがあり、また、ししと牛

の上と下にある枠の斜面には花飾りが細工してあ

った。 30また台にはおのおの四つの青銅の車輪と

、青銅の車軸があり、その四すみには洗盤のささ

えがあった。そのささえは、おのおの花飾りのか

たわらに鋳て造りつけてあった。 31その口は一キ

ュビト上に突き出て、台の頂の内にあり、その口

は丸く、台座のように造られ、深さ一キュビト半

であった。またその口には彫り物があった。その

鏡板は四角で、丸くなかった。 32四つの車輪は鏡

板の下にあり、車軸は台に取り付けてあり、車輪

の高さはおのおの一キュビト半であった。 33車輪

の構造は戦車の車輪の構造と同じで、その車軸と

縁と輻と轂とはみな鋳物であった。 34おのおのの

台の四すみに四つのささえがあり、そのささえは

台の一部をなしていた。 35台の上には高さ半キュ

ビトの丸い帯輪があった。そして台の上にあるそ

の支柱と鏡板とはその一部をなしていた。 36その

支柱の表面と鏡板にはそれぞれの場所に、ケルビ

ムと、ししと、しゅろを刻み、またその周囲に花

飾りを施した。 37このようにして十個の台を造っ

た。それはみな同じ鋳方、同じ寸法、同じ形であ

った。 38また青銅の洗盤を十個造った。洗盤はお

のおの四十バテの水がはいり、洗盤はおのおの四

キュビトであった。十個の台の上にはおのおの一

つずつの洗盤があった。 39その台の五個を宮の南

の方に、五個を宮の北の方に置き、宮の東南の方

に海をすえた。 40ヒラムはまたつぼと十能と鉢を

造った。こうしてヒラムはソロモン王のために主

の宮のすべての細工をなし終えた。 41すなわち二

本の柱と、その柱の頂にある柱頭の二つの玉と、

柱の頂にある柱頭の二つの玉をおおう二つの網細

工と、 42その二つの網細工のためのざくろ四百。

このざくろは一つの網細工に、二並びにつけて、

柱の頂にある柱頭の二つの玉を巻いた。 43また十

個の台と、その台の上の十個の洗盤と、 44一つの

海と、その海の下の十二の牛とであった。 45さて

つぼと十能と鉢、すなわちヒラムがソロモン王の

ために造った主の宮のこれらの器はみな光のある

青銅であった。 46王はヨルダンの低地で、スコテ

とザレタンの間の粘土の地でこれらを鋳た。 47ソ

ロモンはその器が非常に多かったので、皆それを

はからずにおいた。その青銅の重さは、はかり得

なかった。 48またソロモンは主の宮にあるもろも

ろの器を造った。すなわち金の祭壇と、供えのパ

ンを載せる金の机、 49および純金の燭台。この燭

台は本殿の前に、五つは南に、五つは北にあった

。また金の花と、ともしび皿と、心かきと、 50純

金の皿と、心切りばさみと、鉢と、香の杯と、心

取り皿と、至聖所である宮の奥のとびらのためお

よび、宮の拝殿のとびらのために、金のひじつぼ

を造った。 51こうしてソロモン王が主の宮のため

に造るすべての細工は終った。そしてソロモンは

父ダビデがささげた物、すなわち金銀および器物

を携え入り、主の宮の宝蔵の中にたくわえた。

8ソロモンは主の契約の箱をダビデの町、すなわ
ちシオンからかつぎ上ろうとして、イスラエル

の長老たちと、すべての部族のかしらたちと、イ

スラエルの人々の氏族の長たちをエルサレムでソ

ロモン王のもとに召し集めた。 2イスラエルの人

は皆エタニムの月すなわち七月の祭にソロモン王

のもとに集まった。 3イスラエルの長老たちが皆

来たので、祭司たちは箱を取りあげた。 4そして

彼らは主の箱と、会見の幕屋と、幕屋にあるすべ

ての聖なる器をかつぎ上った。すなわち祭司とレ

ビびとがこれらの物をかつぎ上った。 5ソロモン

王および彼のもとに集まったイスラエルの会衆は

皆彼と共に箱の前で、羊と牛をささげたが、その

数が多くて調べることも数えることもできなかっ

た。 6祭司たちは主の契約の箱をその場所にかつ

ぎ入れた。すなわち宮の本殿である至聖所のうち

のケルビムの翼の下に置いた。 7ケルビムは翼を

箱の所に伸べていたので、ケルビムは上から箱と

そのさおをおおった。 8さおは長かったので、さ

おの端が本殿の前の聖所から見えた。しかし外に

は見えなかった。そのさおは今日までそこにある

。 9箱の内には二つの石の板のほか何もなかった

。これはイスラエルの人々がエジプトの地から出

たとき、主が彼らと契約を結ばれたときに、モー

セがホレブで、それに納めたものである。 10そし

て祭司たちが聖所から出たとき、雲が主の宮に満

ちたので、 11祭司たちは雲のために立って仕える

ことができなかった。主の栄光が主の宮に満ちた

からである。 12そこでソロモンは言った、「主は

日を天に置かれた。しかも主は自ら濃き雲の中に

住まおうと言われた。 13わたしはあなたのために

高き家、とこしえのみすまいを建てた」。 14王は

身をめぐらして、イスラエルのすべての会衆を祝

福した。その時イスラエルのすべての会衆は立っ

ていた。 15彼は言った、「イスラエルの神、主は

ほむべきかな。主はその口をもってわたしの父ダ

ビデに約束されたことを、その手をもってなし遂

げられた。主は言われた、 16『わが民イスラエル

をエジプトから導き出した日から、わたしはわた

しの名を置くべき宮を建てるために、イスラエル

のもろもろの部族のうちから、どの町をも選んだ

ことがなかった。ただダビデを選んで、わが民イ

スラエルの上に立たせた』と。 17イスラエルの神

、主の名のために宮を建てることは、わたしの父

ダビデの心にあった。 18しかし主はわたしの父ダ

ビデに言われた、『わたしの名のために宮を建て

ることはあなたの心にあった。あなたの心にこの

事のあったのは結構である。 19けれどもあなたは

その宮を建ててはならない。あなたの身から出る

あなたの子がわたしの名のために宮を建てるであ

ろう』と。 20そして主はその言われた言葉を行わ
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れた。すなわちわたしは父ダビデに代って立ち、

主が言われたように、イスラエルの位に座し、イ

スラエルの神、主の名のために宮を建てた。 21わ

たしはまたそこに主の契約を納めた箱のために一

つの場所を設けた。その契約は主がわれわれの先

祖をエジプトの地から導き出された時に、彼らと

結ばれたものである」。 22ソロモンはイスラエル

の全会衆の前で、主の祭壇の前に立ち、手を天に

伸べて、 23言った、「イスラエルの神、主よ、上

の天にも、下の地にも、あなたのような神はあり

ません。あなたは契約を守られ、心をつくしてあ

なたの前に歩むあなたのしもべらに、いつくしみ

を施し、 24あなたのしもべであるわたしの父ダビ

デに約束されたことを守られました。あなたが口

をもって約束されたことを、手をもってなし遂げ

られたことは、今日見るとおりであります。 25そ

れゆえ、イスラエルの神、主よ、あなたのしもべ

であるわたしの父ダビデに、あなたが約束して『

おまえがわたしの前に歩んだように、おまえの子

孫が、その道を慎んで、わたしの前に歩むならば

、おまえにはイスラエルの位に座する人が、わた

しの前に欠けることはないであろう』と言われた

ことを、ダビデのために守ってください。 26イス

ラエルの神よ、どうぞ、あなたのしもべであるわ

たしの父ダビデに言われた言葉を確認してくださ

い。 27しかし神は、はたして地上に住まわれるで

しょうか。見よ、天も、いと高き天もあなたをい

れることはできません。ましてわたしの建てたこ

の宮はなおさらです。 28しかしわが神、主よ、し

もべの祈と願いを顧みて、しもべがきょう、あな

たの前にささげる叫びと祈をお聞きください。 29

あなたが『わたしの名をそこに置く』と言われた

所、すなわち、この宮に向かって夜昼あなたの目

をお開きください。しもべがこの所に向かって祈

る祈をお聞きください。 30しもべと、あなたの民

イスラエルがこの所に向かって祈る時に、その願

いをお聞きください。あなたのすみかである天で

聞き、聞いておゆるしください。 31もし人がその

隣り人に対して罪を犯し、誓いをすることを求め

られる時、来てこの宮であなたの祭壇の前に誓う

ならば、 32あなたは天で聞いて行い、あなたのし

もべらをさばき、悪人を罰して、そのおこないの

報いをそのこうべに帰し、義人を義として、その

義にしたがって、その人に報いてください。 33も

しあなたの民イスラエルが、あなたに対して罪を

犯したために敵の前に敗れた時、あなたに立ち返

って、あなたの名をあがめ、この宮であなたに祈

り願うならば、 34あなたは天にあって聞き、あな

たの民イスラエルの罪をゆるして、あなたが彼ら

の先祖に賜わった地に彼らを帰らせてください。

35もし彼らがあなたに罪を犯したために、天が閉

ざされて雨がなく、あなたが彼らを苦しめられる

時、彼らがこの所に向かって祈り、あなたの名を

あがめ、その罪を離れるならば、 36あなたは天で

聞き、あなたのしもべ、あなたの民イスラエルの

罪をゆるし、彼らに歩むべき良い道を教えて、あ

なたが、あなたの民に嗣業として与えられた地に

雨を降らせてください。 37もし国にききんがある

か、もしくは疫病、立ち枯れ、腐り穂、いなご、

青虫があるか、もしくは敵のために町の中に攻め

囲まれることがあるか、どんな災害、どんな病気

があっても、 38もし、だれでも、あなたの民イス

ラエルがみな、おのおのその心の悩みを知って、

この宮に向かい、手を伸べるならば、どんな祈、

どんな願いでも、 39あなたは、あなたのすみかで

ある天で聞いてゆるし、かつ行い、おのおのの人

に、その心を知っておられるゆえ、そのすべての

道にしたがって報いてください。ただ、あなただ

け、すべての人の心を知っておられるからです。

40あなたが、われわれの先祖に賜わった地に、彼

らの生きながらえる日の間、常にあなたを恐れさ

せてください。 41またあなたの民イスラエルの者

でなく、あなたの名のために遠い国から来る異邦

人が、 42それは彼らがあなたの大いなる名と、強

い手と、伸べた腕とについて聞き及ぶからです、

もしきて、この宮に向かって祈るならば、 43あな

たは、あなたのすみかである天で聞き、すべて異

邦人があなたに呼び求めることをかなえさせてく

ださい。そうすれば、地のすべての民は、あなた

の民イスラエルのように、あなたの名を知り、あ

なたを恐れ、またわたしが建てたこの宮があなた

の名によって呼ばれることを知るにいたるでしょ

う。 44あなたの民が敵と戦うために、あなたがつ

かわされる道を通って出て行くとき、もし彼らが

あなたの選ばれた町、わたしがあなたの名のため

に建てた宮の方に向かって、主に祈るならば、 45

あなたは天で、彼らの祈と願いを聞いて彼らをお

助けください。 46彼らがあなたに対して罪を犯す

ことがあって、人は罪を犯さない者はないのです

、あなたが彼らを怒り、彼らを敵にわたし、敵が

彼らを捕虜として遠近にかかわらず、敵の地に引

いて行く時、 47もし彼らが捕われていった地で、

みずから省みて悔い、自分を捕えていった者の地

で、あなたに願い、『われわれは罪を犯しました

、そむいて悪を行いました』と言い、 48自分を捕

えていった敵の地で、心をつくし、精神をつくし

てあなたに立ち返り、あなたが彼らの先祖に与え

られた地、あなたが選ばれた町、わたしがあなた

の名のために建てた宮の方に向かって、あなたに

祈るならば、 49あなたのすみかである天で、彼ら

の祈と願いを聞いて、彼らを助け、 50あなたの民

が、あなたに対して犯した罪と、あなたに対して

行ったすべてのあやまちをゆるし、彼らを捕えて

いった者の前で、彼らにあわれみを得させ、その

人々が彼らをあわれむようにしてください。 51（

彼らはあなたがエジプトから、鉄のかまどの中か

ら導き出されたあなたの民、あなたの嗣業である

からです）。 52どうぞ、しもべの願いと、あなた

の民イスラエルの願いに、あなたの目を開き、す

べてあなたに呼び求める時、彼らの願いをお聞き

ください。 53あなたは彼らを地のすべての民のう

ちから区別して、あなたの嗣業とされたからです

。主なる神よ、あなたがわれわれの先祖をエジプ

トから導き出された時、モーセによって言われた
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とおりです」。 54ソロモンはこの祈と願いをこと

ごとく主にささげ終ると、それまで天に向かって

手を伸べ、ひざまずいていた主の祭壇の前から立

ちあがり、 55立って大声でイスラエルの全会衆を

祝福して言った、 56「主はほむべきかな。主はす

べて約束されたように、その民イスラエルに太平

を賜わった。そのしもべモーセによって仰せられ

たその良き約束は皆一つもたがわなかった。 57わ

れわれの神がわれわれの先祖と共におられたよう

に、われわれと共におられるように。われわれを

離れず、またわれわれを見捨てられないように。

58われわれの心を主に傾けて、主のすべての道に

歩ませ、われわれの先祖に命じられた戒めと定め

と、おきてとを守らせられるように。 59主の前に

わたしが述べたこれらの願いの言葉が、日夜われ

われの神、主に覚えられるように。そして主は日

々の事に、しもべを助け、主の民イスラエルを助

けられるように。 60そうすれば、地のすべての民

は主が神であることと、他に神のないことを知る

に至るであろう。 61それゆえ、あなたがたは、今

日のようにわれわれの神、主に対して、心は全く

真実であり、主の定めに歩み、主の戒めを守らな

ければならない」。 62そして王および王と共にい

るすべてのイスラエルびとは主の前に犠牲をささ

げた。 63ソロモンは酬恩祭として牛二万二千頭、

羊十二万頭を主にささげた。こうして王とイスラ

エルの人々は皆主の宮を奉献した。 64その日、王

は主の宮の前にある庭の中を聖別し、その所で燔

祭と素祭と酬恩祭の脂肪をささげた。これは主の

前にある青銅の祭壇が素祭と酬恩祭の脂肪とを受

けるに足りなかったからである。 65その時ソロモ

ンは七日の間われわれの神、主の前に祭を行った

。ハマテの入口からエジプトの川に至るまでのす

べてのイスラエルびとの大いなる会衆が彼と共に

いた。 66八日目にソロモンは民を帰らせた。民は

王を祝福し、主がそのしもべダビデと、その民イ

スラエルとに施されたもろもろの恵みを喜び、心

に楽しんでその天幕に帰って行った。

9ソロモンが主の宮と王の宮殿およびソロモンが
建てようと望んだすべてのものを建て終った時

、 2主はかつてギベオンでソロモンに現れられた

ように再び現れて、 3彼に言われた、「あなたが

、わたしの前に願った祈と願いとを聞いた。わた

しはあなたが建てたこの宮を聖別して、わたしの

名を永久にそこに置く。わたしの目と、わたしの

心は常にそこにあるであろう。 4あなたがもし、

あなたの父ダビデが歩んだように全き心をもって

正しくわたしの前に歩み、すべてわたしが命じた

ようにおこなって、わたしの定めと、おきてとを

守るならば、 5わたしは、あなたの父ダビデに約

束して『イスラエルの王位にのぼる人があなたに

欠けることはないであろう』と言ったように、あ

なたのイスラエルに王たる位をながく確保するで

あろう。 6しかし、あなたがた、またはあなたが

たの子孫がそむいてわたしに従わず、わたしがあ

なたがたの前に置いた戒めと定めとを守らず、他

の神々に行って、それに仕え、それを拝むならば

、 7わたしはイスラエルを、わたしが与えた地の

おもてから断つであろう。またわたしの名のため

に聖別した宮をわたしの前から投げすてるであろ

う。そしてイスラエルはもろもろの民のうちにこ

とわざとなり、笑い草となるであろう。 8かつ、

この宮は荒塚となり、そのかたわらを過ぎる者は

皆驚き、うそぶいて『なにゆえ、主はこの地と、

この宮とにこのようにされたのか』と言うであろ

う。 9その時人々は答えて『彼らは自分の先祖を

エジプトの地から導き出した彼らの神、主を捨て

て、他の神々につき従い、それを拝み、それに仕

えたために、主はこのすべての災を彼らの上に下

したのである』と言うであろう」。 10ソロモンは

二十年を経て二つの家すなわち主の宮と王の宮殿

とを建て終った時、 11ツロの王ヒラムがソロモン

の望みに任せて香柏と、いとすぎと、金とを供給

したので、ソロモン王はガリラヤの地の町二十を

ヒラムに与えた。 12しかしヒラムがツロから来て

、ソロモンが彼に与えた町々を見たとき、それら

は彼の気にいらなかったので、 13彼は、「兄弟よ

、あなたがくださったこれらの町々は、いったい

なんですか」と言った。それで、そこは今日まで

カブルの地と呼ばれている。 14ヒラムはかつて金

百二十タラントを王に贈った。 15ソロモン王が強

制的に労働者を徴募したのはこうである。すなわ

ち主の宮と自分の宮殿と、ミロとエルサレムの城

壁と、ハゾルとメギドとゲゼルを建てるためであ

った。 16（エジプトの王パロはかつて上ってきて

、ゲゼルを取り、火でこれを焼き、その町に住ん

でいたカナンびとを殺し、これをソロモンの妻で

ある自分の娘に与えて婚姻の贈り物としたので、

17ソロモンはそのゲゼルを建て直した）。また下

ベテホロンと、 18バアラテとユダの国の荒野にあ

るタマル、 19およびソロモンが持っていた倉庫の

町々、戦車の町々、騎兵の町々ならびにソロモン

がエルサレム、レバノンおよびそのすべての領地

において建てようと望んだものをことごとく建て

るためであった。 20すべてイスラエルの子孫でな

いアモリびと、ヘテびと、ペリジびと、ヒビびと

、エブスびとの残った者、 21その地にあって彼ら

のあとに残った子孫すなわちイスラエルの人々の

滅ぼしつくすことのできなかった者を、ソロモン

は強制的に奴隷として徴募をおこない、今日に至

っている。 22しかしイスラエルの人々をソロモン

はひとりも奴隷としなかった。彼らは軍人、また

彼の役人、司令官、指揮官、戦車隊長、騎兵隊長

であったからである。 23ソロモンの工事を監督す

る上役の官吏は五百五十人であって、工事に働く

民を治めた。 24パロの娘はダビデの町から上って

、ソロモンが彼女のために建てた家に住んだ。そ

の時ソロモンはミロを建てた。 25ソロモンは主の

ために築いた祭壇の上に年に三度燔祭と酬恩祭を

ささげ、また主の前に香をたいた。こうしてソロ

モンは宮を完成した。 26ソロモン王はエドムの地

、紅海の岸のエラテに近いエジオン・ゲベルで数

隻の船を造った。 27ヒラムは海の事を知っている
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船員であるそのしもべをソロモンのしもべと共に

その船でつかわした。 28彼らはオフルへ行って、

そこから金四百二十タラントを取って、ソロモン

王の所にもってきた。

10シバの女王は主の名にかかわるソロモンの名
声を聞いたので、難問をもってソロモンを試

みようとたずねてきた。 2彼女は多くの従者を連

れ、香料と、たくさんの金と宝石とをらくだに負

わせてエルサレムにきた。彼女はソロモンのもと

にきて、その心にあることをことごとく彼に告げ

たが、 3ソロモンはそのすべての問に答えた。王

が知らないで彼女に説明のできないことは一つも

なかった。 4シバの女王はソロモンのもろもろの

知恵と、ソロモンが建てた宮殿、 5その食卓の食

物と、列座の家来たちと、その侍臣たちの伺候ぶ

り、彼らの服装と、彼の給仕たち、および彼が主

の宮でささげる燔祭を見て、全く気を奪われてし

まった。 6彼女は王に言った、「わたしが国であ

なたの事と、あなたの知恵について聞いたことは

真実でありました。 7しかしわたしがきて、目に

見るまでは、その言葉を信じませんでしたが、今

見るとその半分もわたしは知らされていなかった

のです。あなたの知恵と繁栄はわたしが聞いたう

わさにまさっています。 8あなたの奥方たちはさ

いわいです。常にあなたの前に立って、あなたの

知恵を聞く家来たちはさいわいです。 9あなたの

神、主はほむべきかな。主はあなたを喜び、あな

たをイスラエルの位にのぼらせられました。主は

永久にイスラエルを愛せられるゆえ、あなたを王

として公道と正義とを行わせられるのです」。 10

そして彼女は金百二十タラントおよび多くの香料

と宝石とを王に贈った。シバの女王がソロモン王

に贈ったような多くの香料は再びこなかった。 11

オフルから金を載せてきたヒラムの船は、またオ

フルからたくさんのびゃくだんの木と宝石とを運

んできたので、 12王はびゃくだんの木をもって主

の宮と王の宮殿のために壁柱を造り、また歌う人

々のために琴と立琴とを造った。このようなびゃ

くだんの木は、かつてきたこともなく、また今日

まで見たこともなかった。 13ソロモン王はその豊

かなのにしたがってシバの女王に贈り物をしたほ

かに、彼女の望みにまかせて、すべてその求める

物を贈った。そして彼女はその家来たちと共に自

分の国へ帰っていった。 14さて一年の間にソロモ

ンのところに、はいってきた金の目方は六百六十

六タラントであった。 15そのほかに貿易商および

商人の取引、ならびにアラビヤの諸王と国の代官

たちからも、はいってきた。 16ソロモン王は延金

の大盾二百を造った。その大盾にはおのおの六百

シケルの金を用いた。 17また延金の小盾三百を造

った。その小盾にはおのおの三ミナの金を用いた

。王はこれらをレバノンの森の家に置いた。 18王

はまた大きな象牙の玉座を造り、純金をもってこ

れをおおった。 19その玉座に六つの段があり、玉

座の後に子牛の頭があり、座席の両側にひじ掛け

があって、ひじ掛けのわきに二つのししが立って

いた。 20また六つの段のおのおのの両側に十二の

ししが立っていた。このような物はどこの国でも

造られたことがなかった。 21ソロモン王が飲むと

きに用いた器は皆金であった。またレバノンの森

の家の器も皆純金であって、銀のものはなかった

。銀はソロモンの世には顧みられなかった。 22こ

れは王が海にタルシシの船隊を所有して、ヒラム

の船隊と一緒に航海させ、タルシシの船隊に三年

に一度、金、銀、象牙、さる、くじゃくを載せて

こさせたからである。 23このようにソロモン王は

富も知恵も、地のすべての王にまさっていたので

、 24全地の人々は神がソロモンの心に授けられた

知恵を聞こうとしてソロモンに謁見を求めた。 25

人々はおのおの贈り物を携えてきた。すなわち銀

の器、金の器、衣服、没薬、香料、馬、騾馬など

年々定まっていた。 26ソロモンは戦車と騎兵とを

集めたが、戦車一千四百両、騎兵一万二千あった

。ソロモンはこれを戦車の町とエルサレムの王の

もとに置いた。 27王はエルサレムで、銀を石のよ

うに用い、香柏を平地にあるいちじく桑のように

多く用いた。 28ソロモンが馬を輸入したのはエジ

プトとクエからであった。すなわち王の貿易商は

クエから代価を払って受け取ってきた。 29エジプ

トから輸入される戦車一両は銀六百シケル、馬は

百五十シケルであった。このようにして、これら

のものが王の貿易商によって、ヘテびとのすべて

の王たちおよびスリヤの王たちに輸出された。

11ソロモン王は多くの外国の女を愛した。すな
わちパロの娘、モアブびと、アンモンびと、

エドムびと、シドンびと、ヘテびとの女を愛した

。 2主はかつてこれらの国民について、イスラエ

ルの人々に言われた、「あなたがたは彼らと交わ

ってはならない。彼らもまたあなたがたと交わっ

てはならない。彼らは必ずあなたがたの心を転じ

て彼らの神々に従わせるからである」。しかしソ

ロモンは彼らを愛して離れなかった。 3彼には王

妃としての妻七百人、そばめ三百人があった。そ

の妻たちが彼の心を転じたのである。 4ソロモン

が年老いた時、その妻たちが彼の心を転じて他の

神々に従わせたので、彼の心は父ダビデの心のよ

うには、その神、主に真実でなかった。 5これは

ソロモンがシドンびとの女神アシタロテに従い、

アンモンびとの神である憎むべき者ミルコムに従

ったからである。 6このようにソロモンは主の目

の前に悪を行い、父ダビデのように全くは主に従

わなかった。 7そしてソロモンはモアブの神であ

る憎むべき者ケモシのために、またアンモンの人

々の神である憎むべき者モレクのためにエルサレ

ムの東の山に高き所を築いた。 8彼はまた外国の

すべての妻たちのためにもそうしたので、彼女た

ちはその神々に香をたき、犠牲をささげた。 9こ

のようにソロモンの心が転じて、イスラエルの神

、主を離れたため、主は彼を怒られた。すなわち

主がかつて二度彼に現れ、 10この事について彼に

、他の神々に従ってはならないと命じられたのに

、彼は主の命じられたことを守らなかったからで
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ある。 11それゆえ、主はソロモンに言われた、「

これがあなたの本心であり、わたしが命じた契約

と定めとを守らなかったので、わたしは必ずあな

たから国を裂き離して、それをあなたの家来に与

える。 12しかしあなたの父ダビデのために、あな

たの世にはそれをしないが、あなたの子の手から

それを裂き離す。 13ただし、わたしは国をことご

とくは裂き離さず、わたしのしもべダビデのため

に、またわたしが選んだエルサレムのために一つ

の部族をあなたの子に与えるであろう」。 14こう

して主はエドムびとハダデを起して、ソロモンの

敵とされた。彼はエドムの王家の者であった。 15

さきにダビデはエドムにいたが、軍の長ヨアブが

上っていって、戦死した者を葬り、エドムの男子

をことごとく打ち殺した時、 16（ヨアブはイスラ

エルの人々と共に六か月そこにとどまって、エド

ムの男子をことごとく断った）。 17ハダデはその

父のしもべである数人のエドムびとと共に逃げて

エジプトへ行こうとした。その時ハダデはまだ少

年であった。 18彼らがミデアンを立ってパランへ

行き、パランから人々を伴ってエジプトへ行き、

エジプトの王パロのところへ行くと、パロは彼に

家を与え、食糧を定め、かつ土地を与えた。 19ハ

ダデは大いにパロの心にかなったので、パロは自

分の妻の妹すなわち王妃タペネスの妹を妻として

彼に与えた。 20タペネスの妹は彼に男の子ゲヌバ

テを産んだので、タペネスはその子をパロの家の

うちで乳離れさせた。ゲヌバテはパロの家で、パ

ロの子どもたちと一緒にいた。 21さてハダデはエ

ジプトで、ダビデがその先祖と共に眠ったことと

、軍の長ヨアブが死んだことを聞いたので、ハダ

デはパロに言った、「わたしを去らせて、国へ帰

らせてください」。 22パロは彼に言った、「わた

しと共にいて、なんの不足があって国へ帰ること

を求めるのですか」。彼は言った、「ただ、わた

しを帰らせてください」。 23神はまたエリアダの

子レゾンを起してソロモンの敵とされた。彼はそ

の主人ゾバの王ハダデゼルのもとを逃げ去った者

であった。 24ダビデがゾバの人々を殺した後、彼

は人々を自分のまわりに集めて略奪隊の首領とな

った。彼らはダマスコへ行って、そこに住み、ダ

マスコで彼を王とした。 25彼はソロモンの一生の

間、イスラエルの敵となって、ハダデがしたよう

に害をなし、イスラエルを憎んでスリヤを治めた

。 26ゼレダのエフライムびとネバテの子ヤラベア

ムはソロモンの家来であったが、その母の名はゼ

ルヤといって寡婦であった。彼もまたその手をあ

げて王に敵した。 27彼が手をあげて、王に敵した

事情はこうである。ソロモンはミロを築き、父ダ

ビデの町の破れ口をふさいでいた。 28ヤラベアム

は非常に手腕のある人であったが、ソロモンはこ

の若者がよく働くのを見て、彼にヨセフの家のす

べての強制労働の監督をさせた。 29そのころ、ヤ

ラベアムがエルサレムを出たとき、シロびとであ

る預言者アヒヤが道で彼に会った。アヒヤは新し

い着物を着ていた。そして彼らふたりだけが野に

いた。 30アヒヤは着ている着物をつかんで、それ

を十二切れに裂き、 31ヤラベアムに言った、「あ

なたは十切れを取りなさい。イスラエルの神、主

はこう言われる、『見よ、わたしは国をソロモン

の手から裂き離して、あなたに十部族を与えよう

。 32（ただし彼はわたしのしもべダビデのために

、またわたしがイスラエルのすべての部族のうち

から選んだ町エルサレムのために、一つの部族を

もつであろう）。 33それは彼がわたしを捨てて、

シドンびとの女神アシタロテと、モアブの神ケモ

シと、アンモンの人々の神ミルコムを拝み、父ダ

ビデのように、わたしの道に歩んで、わたしの目

にかなう事を行い、わたしの定めと、おきてを守

ることをしなかったからである。 34しかし、わた

しは国をことごとくは彼の手から取らない。わた

しが選んだ、わたしのしもべダビデが、わたしの

命令と定めとを守ったので、わたしは彼のために

ソロモンを一生の間、君としよう。 35そして、わ

たしはその子の手から国を取って、その十部族を

あなたに与える。 36その子には一つの部族を与え

て、わたしの名を置くために選んだ町エルサレム

で、わたしのしもべダビデに、わたしの前に常に

一つのともしびを保たせるであろう。 37わたしが

あなたを選び、あなたはすべて心の望むところを

治めて、イスラエルの上に王となるであろう。 38

もし、あなたが、わたしの命じるすべての事を聞

いて、わたしの道に歩み、わたしの目にかなう事

を行い、わたしのしもべダビデがしたように、わ

たしの定めと戒めとを守るならば、わたしはあな

たと共にいて、わたしがダビデのために建てたよ

うに、あなたのために堅固な家を建てて、イスラ

エルをあなたに与えよう。 39わたしはこのために

ダビデの子孫を苦しめる。しかし永久にではない

』」。 40ソロモンはヤラベアムを殺そうとしたが

、ヤラベアムは立ってエジプトにのがれ、エジプ

ト王シシャクのところへ行って、ソロモンの死ぬ

までエジプトにいた。 41ソロモンのそのほかの事

績と、彼がしたすべての事およびその知恵は、ソ

ロモンの事績の書にしるされているではないか。

42ソロモンがエルサレムでイスラエルの全地を治

めた日は四十年であった。 43ソロモンはその先祖

と共に眠って、父ダビデの町に葬られ、その子レ

ハベアムが代って王となった。

12レハベアムはシケムへ行った。すべてのイス
ラエルびとが彼を王にしようとシケムへ行っ

たからである。 2ネバテの子ヤラベアムはソロモ

ンを避けてエジプトにのがれ、なおそこにいたが

、これを聞いてエジプトから帰ったので、 3人々

は人をつかわして彼を招いた。そしてヤラベアム

とイスラエルの会衆は皆レハベアムの所にきて言

った、 4「父上はわれわれのくびきを重くされま

したが、今父上のきびしい使役と、父上がわれわ

れに負わせられた重いくびきとを軽くしてくださ

い。そうすればわれわれはあなたに仕えます」。 5

レハベアムは彼らに言った、「去って、三日過ぎ

てから、またわたしのところにきなさい」。それ

で民は立ち去った。 6レハベアム王は父ソロモン
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の存命中ソロモンに仕えた老人たちに相談して言

った、「この民にどう返答すればよいと思います

か」。 7彼らはレハベアムに言った、「もし、あ

なたが、きょう、この民のしもべとなって彼らに

仕え、彼らに答えるとき、ねんごろに語られるな

らば、彼らは永久にあなたのしもべとなるでしょ

う」。 8しかし彼は老人たちが与えた勧めを捨て

て、自分と一緒に大きくなって自分に仕えている

若者たちに相談して、 9彼らに言った、「この民

がわたしにむかって『あなたの父がわれわれに負

わせたくびきを軽くしてください』というのに、

われわれはなんと返答すればよいと思いますか」

。 10彼と一緒に大きくなった若者たちは彼に言っ

た、「あなたにむかって『父上はわれわれのくび

きを重くされましたが、あなたは、それをわれわ

れのために軽くしてください』と言うこの民に、

こう言いなさい、『わたしの小指は父の腰よりも

太い。 11父はあなたがたに重いくびきを負わせた

が、わたしはさらに、あなたがたのくびきを重く

しよう。父はむちであなたがたを懲らしたが、わ

たしはさそりをもってあなたがたを懲らそう』と

」。 12さてヤラベアムと民は皆、王が「三日目に

再びわたしのところに来るように」と言ったとお

りに、三日目にレハベアムのところにきた。 13王

は荒々しく民に答え、老人たちが与えた勧めを捨

てて、 14若者たちの勧めに従い、彼らに告げて言

った、「父はあなたがたのくびきを重くしたが、

わたしはあなたがたのくびきを、さらに重くしよ

う。父はむちであなたがたを懲らしたが、わたし

はさそりをもってあなたがたを懲らそう」。 15こ

のように王は民の言うことを聞きいれなかった。

これはかつて主がシロびとアヒヤによって、ネバ

テの子ヤラベアムに言われた言葉を成就するため

に、主が仕向けられた事であった。 16イスラエル

の人々は皆、王が自分たちの言うことを聞きいれ

ないのを見たので、民は王に答えて言った、「わ

れわれはダビデのうちに何の分があろうか、エッ

サイの子のうちに嗣業がない。イスラエルよ、あ

なたがたの天幕へ帰れ。ダビデよ、今自分の家の

事を見よ」。そしてイスラエルはその天幕へ去っ

ていった。 17しかしレハベアムはユダの町々に住

んでいるイスラエルの人々を治めた。 18レハベア

ム王は徴募の監督であったアドラムをつかわした

が、イスラエルが皆、彼を石で撃ち殺したので、

レハベアム王は急いで車に乗り、エルサレムへ逃

げた。 19こうしてイスラエルはダビデの家にそむ

いて今日に至った。 20イスラエルは皆ヤラベアム

の帰ってきたのを聞き、人をつかわして彼を集会

に招き、イスラエルの全家の上に王とした。ユダ

の部族のほかはダビデの家に従う者がなかった。

21ソロモンの子レハベアムはエルサレムに来て、

ユダの全家とベニヤミンの部族の者、すなわちえ

り抜きの軍人十八万を集め、国を取りもどすため

に、イスラエルの家と戦おうとしたが、 22神の言

葉が神の人シマヤに臨んだ、 23「ソロモンの子で

あるユダの王レハベアム、およびユダとベニヤミ

ンの全家、ならびにそのほかの民に言いなさい、

24『主はこう仰せられる。あなたがたは上ってい

ってはならない。あなたがたの兄弟であるイスラ

エルの人々と戦ってはならない。おのおの家に帰

りなさい。この事はわたしから出たのである』」

。それで彼らは主の言葉をきき、主の言葉に従っ

て帰っていった。 25ヤラベアムはエフライムの山

地にシケムを建てて、そこに住んだ。彼はまたそ

こから出てペヌエルを建てた。 26しかしヤラベア

ムはその心のうちに言った、「国は今ダビデの家

にもどるであろう。 27もしこの民がエルサレムに

ある主の宮に犠牲をささげるために上るならば、

この民の心はユダの王である彼らの主君レハベア

ムに帰り、わたしを殺して、ユダの王レハベアム

に帰るであろう」。 28そこで王は相談して、二つ

の金の子牛を造り、民に言った、「あなたがたは

もはやエルサレムに上るには、およばない。イス

ラエルよ、あなたがたをエジプトの国から導き上

ったあなたがたの神を見よ」。 29そして彼は一つ

をベテルにすえ、一つをダンに置いた。 30この事

は罪となった。民がベテルへ行って一つを礼拝し

、ダンへ行って一つを礼拝したからである。 31彼

はまた高き所に家を造り、レビの子孫でない一般

の民を祭司に任命した。 32またヤラベアムはユダ

で行う祭と同じ祭を八月の十五日に定め、そして

祭壇に上った。彼はベテルでそのように行い、彼

が造った子牛に犠牲をささげた。また自分の造っ

た高き所の祭司をベテルに立てた。 33こうして彼

はベテルに造った祭壇に八月の十五日に上った。

これは彼が自分で勝手に考えついた月であった。

そして彼はイスラエルの人々のために祭を定め、

祭壇に上って香をたいた。

13見よ、神の人が主の命によってユダからベテ
ルにきた。その時ヤラベアムは祭壇の上に立

って香をたいていた。 2神の人は祭壇にむかい主

の命によって呼ばわって言った、「祭壇よ、祭壇

よ、主はこう仰せられる、『見よ、ダビデの家に

ひとりの子が生れる。その名をヨシヤという。彼

はおまえの上で香をたく高き所の祭司らを、おま

えの上にささげる。また人の骨がおまえの上で焼

かれる』」。 3その日、彼はまた一つのしるしを

示して言った、「主の言われたしるしはこれであ

る、『見よ、祭壇は裂け、その上にある灰はこぼ

れ出るであろう』」。 4ヤラベアム王は、神の人

がベテルにある祭壇にむかって呼ばわる言葉を聞

いた時、祭壇から手を伸ばして、「彼を捕えよ」

と言ったが、彼にむかって伸ばした手が枯れて、

ひっ込めることができなかった。 5そして神の人

が主の言葉をもって示したしるしのように祭壇は

裂け、灰は祭壇からこぼれ出た。 6王は神の人に

言った、「あなたの神、主に願い、わたしのため

に祈って、わたしの手をもとに返らせてください

」。神の人が主に願ったので、王の手はもとに返

って、前のようになった。 7そこで王は神の人に

言った、「わたしと一緒に家にきて、身を休めな

さい。あなたに謝礼をさしあげましょう」。 8神

の人は王に言った、「たとい、あなたの家の半ば
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をくださっても、わたしはあなたと一緒にまいり

ません。またこの所では、パンも食べず水も飲み

ません。 9主の言葉によってわたしは、『パンを

食べてはならない、水を飲んではならない。また

来た道から帰ってはならない』と命じられている

からです」。 10こうして彼はほかの道を行き、ベ

テルに来た道からは帰らなかった。 11さてベテル

にひとりの年老いた預言者が住んでいたが、その

むすこたちがきて、その日神の人がベテルでした

事どもを彼に話した。また神の人が王に言った言

葉をもその父に話した。 12父が彼らに「その人は

どの道を行ったか」と聞いたので、むすこたちは

ユダからきた神の人の行った道を父に示した。 13

父はむすこたちに言った、「わたしのためにろば

にくらを置きなさい」。彼らがろばにくらを置い

たので、彼はそれに乗り、 14神の人のあとを追っ

て行き、かしの木の下にすわっているのを見て、

その人に言った、「あなたはユダからこられた神

の人ですか」。その人は言った、「そうです」。

15そこで彼はその人に言った、「わたしと一緒に

家にきてパンを食べてください」。 16その人は言

った、「わたしはあなたと一緒に引き返すことは

できません。あなたと一緒に行くことはできませ

ん。またわたしはこの所であなたと一緒にパンも

食べず水も飲みません。 17主の言葉によってわた

しは、『その所でパンを食べてはならない、水を

飲んではならない。また来た道から帰ってはなら

ない』と言われているからです」。 18彼はその人

に言った、「わたしもあなたと同じ預言者ですが

、天の使が主の命によってわたしに告げて、『そ

の人を一緒に家につれ帰り、パンを食べさせ、水

を飲ませよ』と言いました」。これは彼がその人

を欺いたのである。 19そこでその人は彼と一緒に

引き返し、その家でパンを食べ、水を飲んだ。 20

彼らが食卓についていたとき、主の言葉が、その

人をつれて帰った預言者に臨んだので、 21彼はユ

ダからきた神の人にむかい呼ばわって言った、「

主はこう仰せられます、『あなたが主の言葉にそ

むき、あなたの神、主がお命じになった命令を守

らず、 22引き返して、主があなたに、パンを食べ

てはならない、水を飲んではならない、と言われ

た場所でパンを食べ、水を飲んだゆえ、あなたの

死体はあなたの先祖の墓に行かないであろう』」

。 23そしてその人がパンを食べ、水を飲んだ後、

彼はその人のため、すなわちつれ帰った預言者の

ためにろばにくらを置いた。 24こうしてその人は

立ち去ったが、道でししが彼に会って彼を殺した

。そしてその死体は道に捨てられ、ろばはそのか

たわらに立ち、ししもまた死体のかたわらに立っ

ていた。 25人々はそこをとおって、道に捨てられ

ている死体と、死体のかたわらに立っているしし

を見て、かの老預言者の住んでいる町にきてそれ

を話した。 26その人を道からつれて帰った預言者

はそれを聞いて言った、「それは主の言葉にそむ

いた神の人だ。主が彼に言われた言葉のように、

主は彼をししにわたされ、ししが彼を裂き殺した

のだ」。 27そしてむすこたちに言った、「わたし

のためにろばにくらを置きなさい」。彼らがくら

を置いたので、 28彼は行って、死体が道に捨てら

れ、ろばとししが死体のかたわらに立っているの

を見た。ししはその死体を食べず、ろばも裂いて

いなかった。 29そこで預言者は神の人の死体を取

りあげ、それをろばに載せて町に持ち帰り、悲し

んでそれを葬った。 30すなわちその死体を自分の

墓に納め、皆これがために「ああ、わが兄弟よ」

と言って悲しんだ。 31彼はそれを葬って後、むす

こたちに言った、「わたしが死んだ時は、神の人

を葬った墓に葬り、わたしの骨を彼の骨のかたわ

らに納めなさい。 32彼が主の命によって、ベテル

にある祭壇にむかい、またサマリヤの町々にある

高き所のすべての家にむかって呼ばわった言葉は

必ず成就するのです」。 33この事の後も、ヤラベ

アムはその悪い道を離れて立ち返ることをせず、

また一般の民を、高き所の祭司に任命した。すな

わち、だれでも好む者は、それを立てて高き所の

祭司とした。 34この事はヤラベアムの家の罪とな

って、ついにこれを地のおもてから断ち滅ぼすよ

うになった。

14そのころヤラベアムの子アビヤが病気になっ
たので、 2ヤラベアムは妻に言った、「立っ

て姿を変え、ヤラベアムの妻であることの知られ

ないようにしてシロへ行きなさい。わたしがこの

民の王となることを、わたしに告げた預言者アヒ

ヤがそこにいます。 3パン十個と菓子数個および

、みつ一びんを携えて彼のところへ行きなさい。

彼はこの子がどうなるかをあなたに告げるでしょ

う」。 4ヤラベアムの妻はそのようにして、立っ

てシロへ行き、アヒヤの家に着いたが、アヒヤは

年老いたため、目がかすんで見ることができなか

った。 5しかし主はアヒヤに言われた、「ヤラベ

アムの妻が子供の事をあなたに尋ねるために来る

。子供は病気だ。あなたは彼女にこうこう言わな

ければならない」。彼女は来るとき、他人を装っ

ていた。 6しかし彼女が戸口にはいってきたとき

、アヒヤはその足音を聞いて言った、「ヤラベア

ムの妻よ、はいりなさい。なぜ、他人を装うので

すか。わたしはあなたにきびしい事を告げるよう

、命じられています。 7行ってヤラベアムに言い

なさい、『イスラエルの神、主はこう仰せられる

、「わたしはあなたを民のうちからあげ、わたし

の民イスラエルの上に立てて君とし、 8国をダビ

デの家から裂き離して、それをあなたに与えたの

に、あなたはわたしのしもべダビデが、わたしの

命令を守って一心にわたしに従い、ただわたしの

目にかなった事のみを行ったようにではなく、 9

あなたよりも先にいたすべての者にまさって悪を

なし、行って自分のために他の神々と鋳た像を造

り、わたしを怒らせ、わたしをうしろに捨て去っ

た。 10それゆえ、見よ、わたしはヤラベアムの家

に災を下し、ヤラベアムに属する男は、イスラエ

ルについて、つながれた者も、自由な者もことご

とく断ち、人があくたを残りなく焼きつくすよう

に、ヤラベアムの家を全く断ち滅ぼすであろう。
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11ヤラベアムに属する者は、町で死ぬ者を犬が食

べ、野で死ぬ者を空の鳥が食べるであろう。主が

これを言われるのである」』。 12あなたは立って

、家へ帰りなさい。あなたの足が町にはいる時に

、子どもは死にます。 13そしてイスラエルは皆、

彼のために悲しんで彼を葬るでしょう。ヤラベア

ムに属する者は、ただ彼だけ墓に葬られるでしょ

う。ヤラベアムの家のうちで、彼はイスラエルの

神、主にむかって良い思いをいだいていたからで

す。 14主はイスラエルの上にひとりの王を起され

ます。彼はその日ヤラベアムの家を断つでしょう

。 15その後主はイスラエルを撃って、水に揺らぐ

葦のようにし、イスラエルを、その先祖に賜わっ

たこの良い地から抜き去って、ユフラテ川の向こ

うに散らされるでしょう。彼らがアシラ像を造っ

て主を怒らせたからです。 16主はヤラベアムの罪

のゆえに、すなわち彼がみずから犯し、またイス

ラエルに犯させたその罪のゆえにイスラエルを捨

てられるでしょう」。 17ヤラベアムの妻は立って

去り、テルザへ行って、家の敷居をまたいだ時、

子どもは死んだ。 18イスラエルは皆彼を葬り、彼

のために悲しんだ。主がそのしもべ預言者アヒヤ

によって言われた言葉のとおりである。 19ヤラベ

アムのその他の事績、彼がどのように戦い、どの

ように世を治めたかは、イスラエルの王の歴代志

の書にしるされている。 20ヤラベアムが世を治め

た日は二十二年であった。彼はその先祖と共に眠

って、その子ナダブが代って王となった。 21ソロ

モンの子レハベアムはユダで世を治めた。レハベ

アムは王となったとき四十一歳であったが、主が

その名を置くために、イスラエルのすべての部族

のうちから選ばれた町エルサレムで、十七年世を

治めた。その母の名はナアマといってアンモンび

とであった。 22ユダの人々はその先祖の行ったす

べての事にまさって、主の目の前に悪を行い、そ

の犯した罪によって主の怒りを引き起した。 23彼

らもすべての高い丘の上と、すべての青木の下に

、高き所と石の柱とアシラ像とを建てたからであ

る。 24その国にはまた神殿男娼たちがいた。彼ら

は主がイスラエルの人々の前から追い払われた国

民のすべての憎むべき事をならい行った。 25レハ

ベアムの王の第五年にエジプトの王シシャクがエ

ルサレムに攻め上ってきて、 26主の宮の宝物と、

王の宮殿の宝物を奪い去った。彼はそれをことご

とく奪い去り、またソロモンの造った金の盾をみ

な奪い去った。 27レハベアムはその代りに青銅の

盾を造って、王の宮殿の門を守る侍衛長の手にわ

たした。 28王が主の宮にはいるごとに、侍衛はそ

れを携え、また、それを侍衛のへやへ持ち帰った

。 29レハベアムのその他の事績と、彼がしたすべ

ての事は、ユダの王の歴代志の書にしるされてい

るではないか。 30レハベアムとヤラベアムの間に

は絶えず戦争があった。 31レハベアムはその先祖

と共に眠って先祖と共にダビデの町に葬られた。

その母の名はナアマといってアンモンびとであっ

た。その子アビヤムが代って王となった。

15ネバテの子ヤラベアム王の第十八年にアビヤ
ムがユダの王となり、 2エルサレムで三年世

を治めた。その母の名はマアカといって、アブサ

ロムの娘であった。 3彼はその父が先に行ったも

ろもろの罪をおこない、その心は父ダビデの心の

ようにその神、主に対して全く真実ではなかった

。 4それにもかかわらず、その神、主はダビデの

ために、エルサレムにおいて彼に一つのともしび

を与え、その子を彼のあとに立てて、エルサレム

を固められた。 5それはダビデがヘテびとウリヤ

の事のほか、一生の間、主の目にかなう事を行い

、主が命じられたすべての事に、そむかなかった

からである。 6レハベアムとヤラベアムの間には

一生の間、戦争があった。 7アビヤムのその他の

行為と、彼がしたすべての事は、ユダの王の歴代

志の書にしるされているではないか。アビヤムと

ヤラベアムの間にも戦争があった。 8アビヤムは

その先祖と共に眠って、ダビデの町に葬られ、そ

の子アサが代って王となった。 9イスラエルの王

ヤラベアムの第二十年にアサはユダの王となり、

10エルサレムで四十一年世を治めた。その母の名

はマアカといってアブサロムの娘であった。 11ア

サはその父ダビデがしたように主の目にかなう事

をし、 12神殿男娼を国から追い出し、先祖たちの

造ったもろもろの偶像を除いた。 13彼はまたその

母マアカが、アシラのために憎むべき像を造らせ

たので、彼女を太后の位から退けた。そしてアサ

はその憎むべき像を切り倒してキデロンの谷で焼

き捨てた。 14ただし高き所は除かなかった。けれ

どもアサの心は一生の間、主に対して全く真実で

あった。 15彼は父の献納した物と自分の献納した

物、金銀および器物を主の宮に携え入れた。 16ア

サとイスラエルの王バアシャの間には一生の間、

戦争があった。 17イスラエルの王バアシャはユダ

に攻め上り、ユダの王アサの所に、だれをも出入

りさせないためにラマを築いた。 18そこでアサは

主の宮の宝蔵と、王の宮殿の宝蔵に残っている金

銀をことごとく取って、これを家来たちの手にわ

たし、そしてアサ王は彼らをダマスコに住んでい

るスリヤの王、ヘジョンの子タブリモンの子であ

るベネハダデにつかわして言わせた、 19「わたし

の父とあなたの父との間に結ばれていたように、

わたしとあなたの間に同盟を結びましょう。わた

しはあなたに金銀の贈り物をさしあげます。行っ

て、あなたとイスラエルの王バアシャとの同盟を

破棄し、彼をわたしの所から撤退させてください

」。 20ベネハダデはアサ王の言うことを聞き、自

分の軍勢の長たちをつかわしてイスラエルの町々

を攻め、イヨンとダンとアベル・ベテ・マアカお

よびキンネレテの全地と、ナフタリの全地を撃っ

た。 21バアシャはこれを聞き、ラマを築くことを

やめて、テルザにとどまった。 22そこでアサ王は

ユダ全国に布告を発した。ひとりも免れる者はな

かった。すなわちバアシャがラマを築くために用

いた石と材木を運びこさせ、アサ王はそれを用い

て、ベニヤミンのゲバとミヅパを築いた。 23アサ

のその他の事績とそのすべての勲功と、彼がした
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すべての事および彼が建てた町々は、ユダの王の

歴代志の書にしるされているではないか。彼は老

年になって足を病んだ。 24アサはその先祖と共に

眠って、父ダビデの町に先祖と共に葬られ、その

子ヨシャパテが代って王となった。 25ユダの王ア

サの第二年にヤラベアムの子ナダブがイスラエル

の王となって、二年イスラエルを治めた。 26彼は

主の目の前に悪を行い、その父の道に歩み、父が

イスラエルに犯させた罪をおこなった。 27イッサ

カルの家のアヒヤの子バアシャは彼に対してむほ

んを企て、ペリシテびとに属するギベトンで彼を

撃った。これはナダブとイスラエルが皆ギベトン

を囲んでいたからである。 28こうしてユダの王ア

サの第三年にバアシャは彼を殺し、彼に代って王

となった。 29彼は王となるとすぐヤラベアムの全

家を撃ち、息のある者をひとりもヤラベアムの家

に残さず、ことごとく滅ぼした。主がそのしもべ

シロびとアヒヤによって言われた言葉のとおりで

あって、 30これはヤラベアムがみずから犯し、ま

たイスラエルに犯させた罪のため、また彼がイス

ラエルの神、主を怒らせたその怒りによるのであ

った。 31ナダブのその他の事績と、彼がしたすべ

ての事は、イスラエルの王の歴代志の書にしるさ

れているではないか。 32アサとイスラエルの王バ

アシャの間には一生の間戦争があった。 33ユダの

王アサの第三年にアヒヤの子バアシャはテルザで

イスラエルの全地の王となって、二十四年世を治

めた。 34彼は主の目の前に悪を行い、ヤラベアム

の道に歩み、ヤラベアムがイスラエルに犯させた

罪をおこなった。

16そこで主の言葉がハナニの子エヒウに臨み、
バアシャを責めて言った、 2「わたしはあな

たをちりの中からあげて、わたしの民イスラエル

の上に君としたが、あなたはヤラベアムの道に歩

み、わたしの民イスラエルに罪を犯させ、その罪

をもってわたしを怒らせた。 3それでわたしは、

バアシャとその家を全く滅ぼし去り、あなたの家

をネバテの子ヤラベアムの家のようにする。 4バ

アシャに属する者で、町で死ぬ者は犬が食べ、彼

に属する者で、野で死ぬ者は空の鳥が食べるであ

ろう」。 5バアシャのその他の事績と、彼がした

事と、その勲功とは、イスラエルの王の歴代志の

書にしるされているではないか。 6バアシャはそ

の先祖と共に眠って、テルザに葬られ、その子エ

ラが代って王となった。 7主の言葉はまたハナニ

の子預言者エヒウによって臨み、バアシャとその

家を責めた。これは彼が主の目の前に、もろもろ

の悪を行い、その手のわざをもって主を怒らせ、

ヤラベアムの家にならったためであり、また彼が

ヤラベアムの家を滅ぼしたためであった。 8ユダ

の王アサの第二十六年にバアシャの子エラはテル

ザでイスラエルの王となり、二年世を治めた。 9

彼がテルザにいて、テルザの宮殿のつかさアルザ

の家で酒を飲んで酔った時、その家来で戦車隊の

半ばを指揮していたジムリが、彼にそむいた。 10

そしてユダの王アサの第二十七年にジムリは、は

いってきて彼を撃ち殺し、彼に代って王となった

。 11ジムリは王となって、位についた時、バアシ

ャの全家を殺し、その親族または友だちの男子は

、ひとりも残さなかった。 12こうしてジムリはバ

アシャの全家を滅ぼした。主が預言者エヒウによ

ってバアシャを責めて言われた言葉のとおりであ

る。 13これはバアシャのもろもろの罪と、その子

エラの罪のためであって、彼らが罪を犯し、また

イスラエルに罪を犯させ、彼らの偶像をもってイ

スラエルの神、主を怒らせたからである。 14エラ

のその他の事績と、彼がしたすべての事は、イス

ラエルの王の歴代志の書にしるされているではな

いか。 15ユダの王アサの第二十七年にジムリはテ

ルザで七日の間、世を治めた。民はペリシテびと

に属するギベトンにむかって陣取っていたが、 16

その陣取っていた民が「ジムリはむほんを起して

王を殺した」と人のいうのを聞いたので、イスラ

エルは皆その日陣営で、軍の長オムリをイスラエ

ルの王とした。 17そこでオムリはイスラエルの人

々と共にギベトンから上ってテルザを囲んだ。 18

ジムリはその町の陥るのを見て、王の宮殿の天守

にはいり、王の宮殿に火をかけてその中で死んだ

。 19これは彼が犯した罪のためであって、彼が主

の目の前に悪を行い、ヤラベアムの道に歩み、ヤ

ラベアムがイスラエルに犯させたその罪を行った

からである。 20ジムリのその他の事績と、彼が企

てた陰謀は、イスラエルの王の歴代志の書にしる

されているではないか。 21その時イスラエルの民

は二つに分れ、民の半ばはギナテの子テブニに従

って、これを王としようとし、半ばはオムリに従

った。 22しかしオムリに従った民はギナテの子テ

ブニに従った民に勝って、テブニは死に、オムリ

が王となった。 23ユダの王アサの第三十一年にオ

ムリはイスラエルの王となって十二年世を治めた

。彼はテルザで六年王であった。 24彼は銀二タラ

ントでセメルからサマリヤの山を買い、その上に

町を建て、その建てた町の名をその山の持ち主で

あったセメルの名に従ってサマリヤと呼んだ。 25

オムリは主の目の前に悪を行い、彼よりも先にい

たすべての者にまさって悪い事をした。 26彼はネ

バテの子ヤラベアムのすべての道に歩み、ヤラベ

アムがイスラエルに罪を犯させ、彼らの偶像をも

ってイスラエルの神、主を怒らせたその罪を行っ

た。 27オムリが行ったその他の事績と、彼があら

わした勲功とは、イスラエルの王の歴代志の書に

しるされているではないか。 28オムリはその先祖

と共に眠って、サマリヤに葬られ、その子アハブ

が代って王となった。 29ユダの王アサの第三十八

年にオムリの子アハブがイスラエルの王となった

。オムリの子アハブはサマリヤで二十二年イスラ

エルを治めた。 30オムリの子アハブは彼よりも先

にいたすべての者にまさって、主の目の前に悪を

行った。 31彼はネバテの子ヤラベアムの罪を行う

ことを、軽い事とし、シドンびとの王エテバアル

の娘イゼベルを妻にめとり、行ってバアルに仕え

、これを拝んだ。 32彼はサマリヤに建てたバアル

の宮に、バアルのために祭壇を築いた。 33アハブ
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はまたアシラ像を造った。アハブは彼よりも先に

いたイスラエルのすべての王にまさってイスラエ

ルの神、主を怒らせることを行った。 34彼の代に

ベテルびとヒエルはエリコを建てた。彼はその基

をすえる時に長子アビラムを失い、その門を立て

る時に末の子セグブを失った。主がヌンの子ヨシ

ュアによって言われた言葉のとおりである。

17ギレアデのテシベに住むテシベびとエリヤは
アハブに言った、「わたしの仕えているイス

ラエルの神、主は生きておられます。わたしの言

葉のないうちは、数年雨も露もないでしょう」。 2

主の言葉がエリヤに臨んだ、 3「ここを去って東

におもむき、ヨルダンの東にあるケリテ川のほと

りに身を隠しなさい。 4そしてその川の水を飲み

なさい。わたしはからすに命じて、そこであなた

を養わせよう」。 5エリヤは行って、主の言葉の

とおりにした。すなわち行って、ヨルダンの東に

あるケリテ川のほとりに住んだ。 6すると、から

すが朝ごとに彼の所にパンと肉を運び、また夕ご

とにパンと肉を運んできた。そして彼はその川の

水を飲んだ。 7しかし国に雨がなかったので、し

ばらくしてその川はかれた。 8その時、主の言葉

が彼に臨んで言った、 9「立ってシドンに属する

ザレパテへ行って、そこに住みなさい。わたしは

そのところのやもめ女に命じてあなたを養わせよ

う」。 10そこで彼は立ってザレパテへ行ったが、

町の門に着いたとき、ひとりのやもめ女が、その

所でたきぎを拾っていた。彼はその女に声をかけ

て言った、「器に水を少し持ってきて、わたしに

飲ませてください」。 11彼女が行って、それを持

ってこようとした時、彼は彼女を呼んで言った、

「手に一口のパンを持ってきてください」。 12彼

女は言った、「あなたの神、主は生きておられま

す。わたしにはパンはありません。ただ、かめに

一握りの粉と、びんに少しの油があるだけです。

今わたしはたきぎ二、三本を拾い、うちへ帰って

、わたしと子供のためにそれを調理し、それを食

べて死のうとしているのです」。 13エリヤは彼女

に言った、「恐れるにはおよばない。行って、あ

なたが言ったとおりにしなさい。しかしまず、そ

れでわたしのために小さいパンを、一つ作って持

ってきなさい。その後、あなたと、あなたの子供

のために作りなさい。 14『主が雨を地のおもてに

降らす日まで、かめの粉は尽きず、びんの油は絶

えない』とイスラエルの神、主が言われるからで

す」。 15彼女は行って、エリヤが言ったとおりに

した。彼女と彼および彼女の家族は久しく食べた

。 16主がエリヤによって言われた言葉のように、

かめの粉は尽きず、びんの油は絶えなかった。 17

これらの事の後、その家の主婦であるこの女の男

の子が病気になった。その病気はたいそう重く、

息が絶えたので、 18彼女はエリヤに言った、「神

の人よ、あなたはわたしに、何の恨みがあるので

すか。あなたはわたしの罪を思い出させるため、

またわたしの子を死なせるためにおいでになった

のですか」。 19エリヤは彼女に言った、「子をわ

たしによこしなさい」。そして彼女のふところか

ら子供を取り、自分のいる屋上のへやへかかえて

上り、自分の寝台に寝かせ、 20主に呼ばわって言

った、「わが神、主よ、あなたはわたしが宿って

いる家のやもめにさえ災をくだして、子供を殺さ

れるのですか」。 21そして三度その子供の上に身

を伸ばし、主に呼ばわって言った、「わが神、主

よ、この子供の魂をもとに帰らせてください」。

22主はエリヤの声を聞きいれられたので、その子

供の魂はもとに帰って、彼は生きかえった。 23エ

リヤはその子供を取って屋上のへやから家の中に

つれて降り、その母にわたして言った、「ごらん

なさい。あなたの子は生きかえりました」。 24女

はエリヤに言った、「今わたしはあなたが神の人

であることと、あなたの口にある主の言葉が真実

であることを知りました」。

18多くの日を経て、三年目に主の言葉がエリヤ
に臨んだ、「行って、あなたの身をアハブに

示しなさい。わたしは雨を地に降らせる」。 2エ

リヤはその身をアハブに示そうとして行った。そ

の時、サマリヤにききんが激しかった。 3アハブ

は家づかさオバデヤを召した。（オバデヤは深く

主を恐れる人で、 4イゼベルが主の預言者を断ち

滅ぼした時、オバデヤは百人の預言者を救い出し

て五十人ずつほら穴に隠し、パンと水をもって彼

らを養った）。 5アハブはオバデヤに言った、「

国中のすべての水の源と、すべての川に行ってみ

るがよい。馬と騾馬を生かしておくための草があ

るかもしれない。そうすれば、われわれは家畜を

いくぶんでも失わずにすむであろう」。 6彼らは

行き巡る地をふたりで分け、アハブはひとりでこ

の道を行き、オバデヤはひとりで他の道を行った

。 7オバデヤが道を進んでいた時、エリヤが彼に

会った。彼はエリヤを認めて伏して言った、「わ

が主エリヤよ、あなたはここにおられるのですか

」。 8エリヤは彼に言った、「そうです。行って

、あなたの主人に、エリヤはここにいると告げな

さい」。 9彼は言った、「わたしにどんな罪があ

って、あなたはしもべをアハブの手にわたして殺

そうとされるのですか。 10あなたの神、主は生き

ておられます。わたしの主人があなたを尋ねるた

めに、人をつかわさない民はなく、国もありませ

ん。そしてエリヤはいないと言う時は、その国、

その民に、あなたが見つからないという誓いをさ

せるのです。 11あなたは今『行って、エリヤはこ

こにいると主人に告げよ』と言われます。 12しか

しわたしがあなたを離れて行くと、主の霊はあな

たを、わたしの知らない所へ連れて行くでしょう

。わたしが行ってアハブに告げ、彼があなたを見

つけることができなければ、彼はわたしを殺すで

しょう。しかし、しもべは幼い時から主を恐れて

いる者です。 13イゼベルが主の預言者を殺した時

に、わたしがした事、すなわち、わたしが主の預

言者のうち百人を五十人ずつほら穴に隠して、パ

ンと水をもって養った事を、わが主は聞かれませ

んでしたか。 14ところが今あなたは『行って、エ
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リヤはここにいると主人に告げよ』と言われます

。そのようなことをすれば彼はわたしを殺すでし

ょう」。 15エリヤは言った、「わたしの仕える万

軍の主は生きておられる。わたしは必ず、きょう

、わたしの身を彼に示すであろう」。 16オバデヤ

は行ってアハブに会い、彼に告げたので、アハブ

はエリヤに会おうとして行った。 17アハブはエリ

ヤを見たとき、彼に言った、「イスラエルを悩ま

す者よ、あなたはここにいるのですか」。 18彼は

答えた、「わたしがイスラエルを悩ますのではあ

りません。あなたと、あなたの父の家が悩ました

のです。あなたがたが主の命令を捨て、バアルに

従ったためです。 19それで今、人をつかわしてイ

スラエルのすべての人およびバアルの預言者四百

五十人、ならびにアシラの預言者四百人、イゼベ

ルの食卓で食事する者たちをカルメル山に集めて

、わたしの所にこさせなさい」。 20そこでアハブ

はイスラエルのすべての人に人をつかわして、預

言者たちをカルメル山に集めた。 21そのときエリ

ヤはすべての民に近づいて言った、「あなたがた

はいつまで二つのものの間に迷っているのですか

。主が神ならばそれに従いなさい。しかしバアル

が神ならば、それに従いなさい」。民はひと言も

彼に答えなかった。 22エリヤは民に言った、「わ

たしはただひとり残った主の預言者です。しかし

バアルの預言者は四百五十人あります。 23われわ

れに二頭の牛をください。そして一頭の牛を彼ら

に選ばせ、それを切り裂いて、たきぎの上に載せ

、それに火をつけずにおかせなさい。わたしも一

頭の牛を整え、それをたきぎの上に載せて火をつ

けずにおきましょう。 24こうしてあなたがたはあ

なたがたの神の名を呼びなさい。わたしは主の名

を呼びましょう。そして火をもって答える神を神

としましょう」。民は皆答えて「それがよかろう

」と言った。 25そこでエリヤはバアルの預言者た

ちに言った、「あなたがたは大ぜいだから初めに

一頭の牛を選んで、それを整え、あなたがたの神

の名を呼びなさい。ただし火をつけてはなりませ

ん」。 26彼らは与えられた牛を取って整え、朝か

ら昼までバアルの名を呼んで「バアルよ、答えて

ください」と言った。しかしなんの声もなく、ま

た答える者もなかったので、彼らは自分たちの造

った祭壇のまわりに踊った。 27昼になってエリヤ

は彼らをあざけって言った、「彼は神だから、大

声をあげて呼びなさい。彼は考えにふけっている

のか、よそへ行ったのか、旅に出たのか、または

眠っていて起されなければならないのか」。 28そ

こで彼らは大声に呼ばわり、彼らのならわしに従

って、刀とやりで身を傷つけ、血をその身に流す

に至った。 29こうして昼が過ぎても彼らはなお叫

び続けて、夕の供え物をささげる時にまで及んだ

。しかしなんの声もなく、答える者もなく、また

顧みる者もなかった。 30その時エリヤはすべての

民にむかって「わたしに近寄りなさい」と言った

ので、民は皆彼に近寄った。彼はこわれている主

の祭壇を繕った。 31そしてエリヤは昔、主の言葉

がヤコブに臨んで、「イスラエルをあなたの名と

せよ」と言われたヤコブの子らの部族の数にした

がって十二の石を取り、 32その石で主の名によっ

て祭壇を築き、祭壇の周囲に種二セヤをいれるほ

どの大きさの、みぞを作った。 33また、たきぎを

並べ、牛を切り裂いてたきぎの上に載せて言った

、「四つのかめに水を満たし、それを燔祭とたき

ぎの上に注げ」。 34また言った、「それを二度せ

よ」。二度それをすると、また言った、「三度そ

れをせよ」。三度それをした。 35水は祭壇の周囲

に流れた。またみぞにも水を満たした。 36夕の供

え物をささげる時になって、預言者エリヤは近寄

って言った、「アブラハム、イサク、ヤコブの神

、主よ、イスラエルでは、あなたが神であること

、わたしがあなたのしもべであって、あなたの言

葉に従ってこのすべての事を行ったことを、今日

知らせてください。 37主よ、わたしに答えてくだ

さい、わたしに答えてください。主よ、この民に

あなたが神であること、またあなたが彼らの心を

翻されたのであることを知らせてください」。 38

そのとき主の火が下って燔祭と、たきぎと、石と

、ちりとを焼きつくし、またみぞの水をなめつく

した。 39民は皆見て、ひれ伏して言った、「主が

神である。主が神である」。 40エリヤは彼らに言

った、「バアルの預言者を捕えよ。そのひとりも

逃がしてはならない」。そこで彼らを捕えたので

、エリヤは彼らをキション川に連れくだって、そ

こで彼らを殺した。 41エリヤはアハブに言った、

「大雨の音がするから、上って行って、食い飲み

しなさい」。 42アハブは食い飲みするために上っ

ていった。しかしエリヤはカルメルの頂に登り、

地に伏して顔をひざの間に入れていたが、 43彼は

しもべに言った、「上っていって海の方を見なさ

い」。彼は上っていって、見て、「何もありませ

ん」と言ったので、エリヤは「もう一度行きなさ

い」と言って七度に及んだ。 44七度目にしもべは

言った、「海から人の手ほどの小さな雲が起って

います」。エリヤは言った、「上っていって、『

雨にとどめられないように車を整えて下れ』とア

ハブに言いなさい」。 45すると間もなく、雲と風

が起り、空が黒くなって大雨が降ってきた。アハ

ブは車に乗ってエズレルへ行った。 46また主の手

がエリヤに臨んだので、彼は腰をからげ、エズレ

ルの入口までアハブの前に走っていった。

19アハブはエリヤのしたすべての事、また彼が
すべての預言者を刀で殺したことをイゼベル

に告げたので、 2イゼベルは使者をエリヤにつか

わして言った、「もしわたしが、あすの今ごろ、

あなたの命をあの人々のひとりの命のようにして

いないならば、神々がどんなにでも、わたしを罰

してくださるように」。 3そこでエリヤは恐れて

、自分の命を救うために立って逃げ、ユダに属す

るベエルシバへ行って、しもべをそこに残し、 4

自分は一日の道のりほど荒野にはいって行って、

れだまの木の下に座し、自分の死を求めて言った

、「主よ、もはや、じゅうぶんです。今わたしの

命を取ってください。わたしは先祖にまさる者で
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はありません」。 5彼はれだまの木の下に伏して

眠ったが、天の使が彼にさわり、「起きて食べな

さい」と言ったので、 6起きて見ると、頭のそば

に、焼け石の上で焼いたパン一個と、一びんの水

があった。彼は食べ、かつ飲んでまた寝た。 7主

の使は再びきて、彼にさわって言った、「起きて

食べなさい。道が遠くて耐えられないでしょうか

ら」。 8彼は起きて食べ、かつ飲み、その食物で

力づいて四十日四十夜行って、神の山ホレブに着

いた。 9その所で彼はほら穴にはいって、そこに

宿ったが、主の言葉が彼に臨んで、彼に言われた

、「エリヤよ、あなたはここで何をしているのか

」。 10彼は言った、「わたしは万軍の神、主のた

めに非常に熱心でありました。イスラエルの人々

はあなたの契約を捨て、あなたの祭壇をこわし、

刀をもってあなたの預言者たちを殺したのです。

ただわたしだけ残りましたが、彼らはわたしの命

を取ろうとしています」。 11主は言われた、「出

て、山の上で主の前に、立ちなさい」。その時主

は通り過ぎられ、主の前に大きな強い風が吹き、

山を裂き、岩を砕いた。しかし主は風の中におら

れなかった。風の後に地震があったが、地震の中

にも主はおられなかった。 12地震の後に火があっ

たが、火の中にも主はおられなかった。火の後に

静かな細い声が聞えた。 13エリヤはそれを聞いて

顔を外套に包み、出てほら穴の口に立つと、彼に

語る声が聞えた、「エリヤよ、あなたはここで何

をしているのか」。 14彼は言った、「わたしは万

軍の神、主のために非常に熱心でありました。イ

スラエルの人々はあなたの契約を捨て、あなたの

祭壇をこわし、刀であなたの預言者たちを殺した

からです。ただわたしだけ残りましたが、彼らは

わたしの命を取ろうとしています」。 15主は彼に

言われた、「あなたの道を帰って行って、ダマス

コの荒野におもむき、ダマスコに着いて、ハザエ

ルに油を注ぎ、スリヤの王としなさい。 16またニ

ムシの子エヒウに油を注いでイスラエルの王とし

なさい。またアベルメホラのシャパテの子エリシ

ャに油を注いで、あなたに代って預言者としなさ

い。 17ハザエルのつるぎをのがれる者をエヒウが

殺し、エヒウのつるぎをのがれる者をエリシャが

殺すであろう。 18また、わたしはイスラエルのう

ちに七千人を残すであろう。皆バアルにひざをか

がめず、それに口づけしない者である」。 19さて

エリヤはそこを去って行って、シャパテの子エリ

シャに会った。彼は十二くびきの牛を前に行かせ

、自分は十二番目のくびきと共にいて耕していた

。エリヤは彼のかたわらを通り過ぎて外套を彼の

上にかけた。 20エリシャは牛を捨て、エリヤのあ

とに走ってきて言った、「わたしの父母に口づけ

させてください。そして後あなたに従いましょう

」。エリヤは彼に言った、「行ってきなさい。わ

たしはあなたに何をしましたか」。 21エリシャは

彼を離れて帰り、ひとくびきの牛を取って殺し、

牛のくびきを燃やしてその肉を煮、それを民に与

えて食べさせ、立って行ってエリヤに従い、彼に

仕えた。

20スリヤの王ベネハダデはその軍勢をことごと
く集めた。三十二人の王が彼と共におり、ま

た馬と戦車もあった。彼は上ってサマリヤを囲み

、これを攻めた。 2また彼は町に使者をつかわし

、イスラエルの王アハブに言った、「ベネハダデ

はこう申します、 3『あなたの金銀はわたしのも

の、またあなたの妻たちと子供たちの最も美しい

者もわたしのものです』」。 4イスラエルの王は

答えた、「王、わが主よ、仰せのとおり、わたし

と、わたしの持ち物は皆あなたのものです」。 5

使者は再びきて言った、「ベネハダデはこう申し

ます、『わたしはさきに人をつかわして、あなた

の金銀、妻子を引きわたせと言いました。 6しか

し、あすの今ごろ、しもべたちをあなたにつかわ

します。彼らはあなたの家と、あなたの家来の家

を探って、すべて彼らの気にいる物を手に入れて

奪い去るでしょう』」。 7そこでイスラエルの王

は国の長老をことごとく召して言った、「よく注

意して、この人が無理な事を求めているのを知り

なさい。彼は人をつかわして、わたしの妻子と金

銀を求めたが、わたしはそれを拒まなかった」。 8

すべての長老および民は皆彼に言った、「聞いて

はなりません。承諾してはなりません」。 9それ

で彼はベネハダデの使者に言った、「王、わが主

に告げなさい。『あなたが初めに要求されたこと

は皆いたしましょう。しかし今度の事はできませ

ん』」。使者は去って復命した。 10ベネハダデは

彼に人をつかわして言った、「もしサマリヤのち

りが、わたしに従うすべての民の手を満たすに足

りるならば、神々がどんなにでも、わたしを罰し

てくださるように」。 11イスラエルの王は答えた

、「『武具を帯びる者は、それを脱ぐ者のように

誇ってはならない』と告げなさい」。 12ベネハダ

デは仮小屋で、王たちと酒を飲んでいたが、この

事を聞いて、その家来たちに言った、「戦いの備

えをせよ」。彼らは町にむかって戦いの備えをし

た。 13この時ひとりの預言者がイスラエルの王ア

ハブのもとにきて言った、「主はこう仰せられる

、『あなたはこの大軍を見たか。わたしはきょう

、これをあなたの手にわたす。あなたは、わたし

が主であることを、知るようになるであろう』」

。 14アハブは言った、「だれにさせましょうか」

。彼は言った、「主はこう仰せられる、『地方の

代官の家来たちにさせよ』」。アハブは言った、

「だれが戦いを始めましょうか」。彼は答えた、

「あなたです」。 15そこでアハブは地方の代官の

家来たちを調べたところ二百三十二人あった。次

にすべての民、すなわちイスラエルのすべての人

を調べたところ七千人あった。 16彼らは昼ごろ出

ていったが、ベネハダデは仮小屋で、味方の三十

二人の王たちと共に酒を飲んで酔っていた。 17地

方の代官の家来たちが先に出ていった。ベネハダ

デは斥候をつかわしたが、彼らは「サマリヤから

人々が出てきた」と報告したので、 18彼は言った

、「和解のために出てきたのであっても、生どり

にせよ。また戦いのために出てきたのであっても

、生どりにせよ」。 19地方の代官の家来たちと、
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それに従う軍勢が町から出ていって、 20おのおの

その相手を撃ち殺したので、スリヤびとは逃げた

。イスラエルはこれを追ったが、スリヤの王ベネ

ハダデは馬に乗り、騎兵を従えてのがれた。 21イ

スラエルの王は出ていって、馬と戦車をぶんどり

、また大いにスリヤびとを撃ち殺した。 22時に、

かの預言者がイスラエルの王のもとにきて言った

、「行って、力を養い、なすべき事をよく考えな

さい。来年の春にはスリヤの王が、あなたのとこ

ろに攻め上ってくるからです」。 23スリヤの王の

家来たちは王に言った、「彼らの神々は山の神で

すから彼らがわれわれよりも強かったのです。も

しわれわれが平地で戦うならば、必ず彼らよりも

強いでしょう。 24それでこうしなさい。王たちを

おのおのその地位から退かせ、総督を置いてそれ

に代らせなさい。 25またあなたが失った軍勢に等

しい軍勢を集め、馬は馬、戦車は戦車をもって補

いなさい。こうしてわれわれが平地で戦うならば

必ず彼らよりも強いでしょう」。彼はその言葉を

聞きいれて、そのようにした。 26春になって、ベ

ネハダデはスリヤびとを集めて、イスラエルと戦

うために、アペクに上ってきた。 27イスラエルの

人々は召集され、糧食を受けて彼らを迎え撃つた

めに出かけた。イスラエルの人々はやぎの二つの

小さい群れのように彼らの前に陣取ったが、スリ

ヤびとはその地に満ちていた。 28その時神の人が

きて、イスラエルの王に言った、「主はこう仰せ

られる、『スリヤびとが、主は山の神であって、

谷の神ではないと言っているから、わたしはこの

すべての大軍をあなたの手にわたす。あなたは、

わたしが主であることを知るようになるであろう

』」。 29彼らは七日の間、互にむかいあって陣取

り、七日目になって戦いを交えたが、イスラエル

の人々は一日にスリヤびとの歩兵十万人を殺した

。 30そのほかの者はアペクの町に逃げこんだが、

城壁がくずれて、その残った二万七千人の上に倒

れた。ベネハダデは逃げて町に入り、奥の間には

いった。 31家来たちは彼に言った、「イスラエル

の家の王たちはあわれみ深い王であると聞いてい

ます。それでわれわれの腰に荒布をつけ、くびに

なわをかけて、イスラエルの王の所へ行かせてく

ださい。たぶん彼はあなたの命を助けるでしょう

」。 32そこで彼らは荒布を腰にまき、なわをくび

にかけてイスラエルの王の所へ行って言った、「

あなたのしもべベネハダデが『どうぞ、わたしの

命を助けてください』と申しています」。アハブ

は言った、「彼はまだ生きているのですか。彼は

わたしの兄弟です」。 33その人々はこれを吉兆と

してすみやかに彼の言葉をうけ、「そうです。ベ

ネハダデはあなたの兄弟です」と言ったので、彼

は言った、「行って彼をつれてきなさい」。それ

でベネハダデは彼の所に出てきたので、彼はこれ

を自分の車に乗せた。 34ベネハダデは彼に言った

、「わたしの父が、あなたの父上から取った町々

は返します。またわたしの父がサマリヤに造った

ように、あなたはダマスコに、あなたのために市

場を設けなさい」。アハブは言った、「わたしは

この契約をもってあなたを帰らせましょう」。こ

うしてアハブは彼と契約を結び、彼を帰らせた。

35さて預言者のともがらのひとりが主の言葉に従

ってその仲間に言った、「どうぞ、わたしを撃っ

てください」。しかしその人は撃つことを拒んだ

ので、 36彼はその人に言った、「あなたは主の言

葉に聞き従わないゆえ、わたしを離れて行くとす

ぐ、ししがあなたを殺すでしょう」。その人が彼

のそばを離れて行くとすぐ、ししが彼に会って彼

を殺した。 37彼はまたほかの人に会って言った、

「どうぞ、わたしを撃ってください」。するとそ

の人は彼を撃ち、撃って傷つけた。 38こうしてそ

の預言者は行って、道のかたわらで王を待ち、目

にほうたいを当てて姿を変えていた。 39王が通り

過ぎる時、王に呼ばわって言った、「しもべはい

くさの中に出て行きましたが、ある軍人が、ひと

りの人をわたしの所につれてきて言いました、『

この人を守っていなさい。もし彼がいなくなれば

、あなたの命を彼の命に代えるか、または銀一タ

ラントを払わなければならない』。 40ところが、

しもべはあちらこちらと忙しくしていたので、つ

いに彼はいなくなりました」。イスラエルの王は

彼に言った、「あなたはそのとおりにさばかれな

ければならない。あなたが自分でそれを定めたの

です」。 41そこで彼が急いで目のほうたいを取り

除いたので、イスラエルの王はそれが預言者のひ

とりであることを知った。 42彼は王に言った、「

主はこう仰せられる、『わたしが滅ぼそうと定め

た人を、あなたは自分の手から放して行かせたの

で、あなたの命は彼の命に代り、あなたの民は彼

の民に代るであろう』と」。 43イスラエルの王は

悲しみ、かつ怒って自分の家におもむき、サマリ

ヤに帰った。

21さてエズレルびとナボテはエズレルにぶどう
畑をもっていたが、サマリヤの王アハブの宮

殿のかたわらにあったので、 2アハブはナボテに

言った、「あなたのぶどう畑はわたしの家の近く

にあるので、わたしに譲って青物畑にさせてくだ

さい。その代り、わたしはそれよりも良いぶどう

畑をあなたにあげましょう。もしお望みならば、

その価を金でさしあげましょう」。 3ナボテはア

ハブに言った、「わたしは先祖の嗣業をあなたに

譲ることを断じていたしません」。 4アハブはエ

ズレルびとナボテが言った言葉を聞いて、悲しみ

、かつ怒って家にはいった。ナボテが「わたしは

先祖の嗣業をあなたに譲りません」と言ったから

である。アハブは床に伏し、顔をそむけて食事を

しなかった。 5妻イゼベルは彼の所にきて、言っ

た、「あなたは何をそんなに悲しんで、食事をな

さらないのですか」。 6彼は彼女に言った、「わ

たしはエズレルびとナボテに『あなたのぶどう畑

を金で譲ってください。もし望むならば、その代

りに、ほかのぶどう畑をあげよう』と言ったが、

彼は答えて『わたしはぶどう畑を譲りません』と

言ったからだ」。 7妻イゼベルは彼に言った、「

あなたが今イスラエルを治めているのですか。起
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きて食事をし、元気を出してください。わたしが

エズレルびとナボテのぶどう畑をあなたにあげま

す」。 8彼女はアハブの名で手紙を書き、彼の印

をおして、ナボテと同じように、その町に住んで

いる長老たちと身分の尊い人々に、その手紙を送

った。 9彼女はその手紙に書きしるした、「断食

を布告して、ナボテを民のうちの高い所にすわら

せ、 10またふたりのよこしまな者を彼の前にすわ

らせ、そして彼を訴えて、『あなたは神と王とを

のろった』と言わせなさい。こうして彼を引き出

し、石で撃ち殺しなさい」。 11その町の人々、す

なわち、その町に住んでいる長老たちおよび身分

の尊い人々は、イゼベルが言いつかわしたように

した。彼女が彼らに送った手紙に書きしるされて

いたように、 12彼らは断食を布告して、ナボテを

民のうちの高い所にすわらせた。 13そしてふたり

のよこしまな者がはいってきて、その前にすわり

、そのよこしまな者たちが民の前でナボテを訴え

て、「ナボテは神と王とをのろった」と言った。

そこで人々は彼を町の外に引き出し、石で撃ち殺

した。 14そして人々はイゼベルに「ナボテは石で

撃ち殺された」と言い送った。 15イゼベルはナボ

テが石で撃ち殺されたのを聞くとすぐ、アハブに

言った、「立って、あのエズレルびとナボテが、

あなたに金で譲ることを拒んだぶどう畑を取りな

さい。ナボテは生きていません。死んだのです」

。 16アハブはナボテの死んだのを聞くとすぐ、立

って、エズレルびとナボテのぶどう畑を取るため

に、そこへ下っていった。 17そのとき、主の言葉

がテシベびとエリヤに臨んだ、 18「立って、下っ

て行き、サマリヤにいるイスラエルの王アハブに

会いなさい。彼はナボテのぶどう畑を取ろうとし

てそこへ下っている。 19あなたは彼に言わなけれ

ばならない、『主はこう仰せられる、あなたは殺

したのか、また取ったのか』と。また彼に言いな

さい、『主はこう仰せられる、犬がナボテの血を

なめた場所で、犬があなたの血をなめるであろう

』」。 20アハブはエリヤに言った、「わが敵よ、

ついに、わたしを見つけたのか」。彼は言った、

「見つけました。あなたが主の目の前に悪を行う

ことに身をゆだねたゆえ、 21わたしはあなたに災

を下し、あなたを全く滅ぼし、アハブに属する男

は、イスラエルにいてつながれた者も、自由な者

もことごとく断ち、 22またあなたの家をネバテの

子ヤラベアムの家のようにし、アヒヤの子バアシ

ャの家のようにするでしょう。これはあなたがわ

たしを怒らせた怒りのゆえ、またイスラエルに罪

を犯させたゆえです。 23イゼベルについて、主は

また言われました、『犬がエズレルの地域でイゼ

ベルを食うであろう』と。 24アハブに属する者は

、町で死ぬ者を犬が食い、野で死ぬ者を空の鳥が

食うでしょう」。 25アハブのように主の目の前に

悪を行うことに身をゆだねた者はなかった。その

妻イゼベルが彼をそそのかしたのである。 26彼は

主がイスラエルの人々の前から追い払われたアモ

リびとがしたように偶像に従って、はなはだ憎む

べき事を行った。 27アハブはこれらの言葉を聞い

た時、衣を裂き、荒布を身にまとい、食を断ち、

荒布に伏し、打ちしおれて歩いた。 28この時、主

の言葉がテシベびとエリヤに臨んだ、 29「アハブ

がわたしの前にへりくだっているのを見たか。彼

がわたしの前にへりくだっているゆえ、わたしは

彼の世には災を下さない。その子の世に災をその

家に下すであろう」。

22スリヤとイスラエルの間に戦争がなくて三年
を経た。 2しかし三年目にユダの王ヨシャパ

テがイスラエルの王の所へ下っていったので、 3

イスラエルの王はその家来たちに言った、「あな

たがたは、ラモテ・ギレアデがわれわれの所有で

あることを知っていますか。しかもなおわれわれ

はスリヤの王の手からそれを取らずに黙っている

のです」。 4彼はヨシャパテに言った、「ラモテ

・ギレアデで戦うためにわたしと一緒に行かれま

せんか」。ヨシャパテはイスラエルの王に言った

、「わたしはあなたと一つです。わたしの民はあ

なたの民と一つです。わたしの馬はあなたの馬と

一つです」。 5ヨシャパテはまたイスラエルの王

に言った、「まず、主の言葉を伺いなさい」。 6

そこでイスラエルの王は預言者四百人ばかりを集

めて、彼らに言った、「わたしはラモテ・ギレア

デに戦いに行くべきでしょうか、あるいは控える

べきでしょうか」。彼らは言った、「上っていき

なさい。主はそれを王の手にわたされるでしょう

」。 7ヨシャパテは言った、「ここには、われわ

れの問うべき主の預言者がほかにいませんか」。 8

イスラエルの王はヨシャパテに言った、「われわ

れが主に問うことのできる人が、まだひとりいま

す。イムラの子ミカヤです。彼はわたしについて

良い事を預言せず、ただ悪い事だけを預言するの

で、わたしは彼を憎んでいます」。ヨシャパテは

言った、「王よ、そう言わないでください」。 9

そこでイスラエルの王は役人を呼んで、「急いで

イムラの子ミカヤを連れてきなさい」と言った。

10さてイスラエルの王およびユダの王ヨシャパテ

は王の服を着て、サマリヤの門の入口の広場に、

おのおのその王座にすわり、預言者たちは皆その

前で預言していた。 11ケナアナの子ゼデキヤは鉄

の角を造って言った、「主はこう仰せられます、

『あなたはこれらの角をもってスリヤびとを突い

て彼らを滅ぼしなさい』」。 12預言者たちは皆そ

のように預言して言った、「ラモテ・ギレアデに

上っていって勝利を得なさい。主はそれを王の手

にわたされるでしょう」。 13さてミカヤを呼びに

いった使者は彼に言った、「預言者たちは一致し

て王に良い事を言いました。どうぞ、あなたも、

彼らのひとりの言葉のようにして、良い事を言っ

てください」。 14ミカヤは言った、「主は生きて

おられます。主がわたしに言われる事を申しまし

ょう」。 15彼が王の所へ行くと、王は彼に言った

、「ミカヤよ、われわれはラモテ・ギレアデに戦

いに行くべきでしょうか、あるいは控えるべきで

しょうか」。彼は王に言った、「上っていって勝

利を得なさい。主はそれを王の手にわたされるで
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しょう」。 16しかし王は彼に言った、「幾たびあ

なたを誓わせたら、あなたは主の名をもって、た

だ真実のみをわたしに告げるでしょうか」。 17彼

は言った、「わたしはイスラエルが皆、牧者のな

い羊のように、山に散っているのを見ました。す

ると主は『これらの者は飼主がいない。彼らをそ

れぞれ安らかに、その家に帰らせよ』と言われま

した」。 18イスラエルの王はヨシャパテに言った

、「彼がわたしについて良い事を預言せず、ただ

悪い事だけを預言すると、あなたに告げたではあ

りませんか」。 19ミカヤは言った、「それゆえ主

の言葉を聞きなさい。わたしは主がその玉座にす

わり、天の万軍がそのかたわらに、右左に立って

いるのを見たが、 20主は『だれがアハブをいざな

ってラモテ・ギレアデに上らせ、彼を倒れさせる

であろうか』と言われました。するとひとりはこ

の事を言い、ひとりはほかの事を言いました。 21

その時一つの霊が進み出て、主の前に立ち、『わ

たしが彼をいざないましょう』と言いました。 22

主は『どのような方法でするのか』と言われたの

で、彼は『わたしが出て行って、偽りを言う霊と

なって、すべての預言者の口に宿りましょう』と

言いました。そこで主は『おまえは彼をいざなっ

て、それを成し遂げるであろう。出て行って、そ

うしなさい』と言われました。 23それで主は偽り

を言う霊をあなたのすべての預言者の口に入れ、

また主はあなたの身に起る災を告げられたのです

」。 24するとケナアナの子ゼデキヤは近寄って、

ミカヤのほおを打って言った、「どのようにして

主の霊がわたしを離れて、あなたに語りましたか

」。 25ミカヤは言った、「あなたが奥の間にはい

って身を隠すその日に、わかるでしょう」。 26イ

スラエルの王は言った、「ミカヤを捕え、町のつ

かさアモンと、王の子ヨアシの所へ引いて帰って

、 27言いなさい、『王がこう言います、この者を

獄屋に入れ、わずかのパンと水をもって彼を養い

、わたしが勝利を得て帰ってくるのを待て』」。

28ミカヤは言った、「もしあなたが勝利を得て帰

ってこられるならば、主がわたしによって語られ

なかったのです」。また彼は言った、「あなたが

た、すべての民よ、聞きなさい」。 29こうしてイ

スラエルの王とユダの王ヨシャパテはラモテ・ギ

レアデに上っていった。 30イスラエルの王はヨシ

ャパテに言った、「わたしは姿を変えて、戦いに

行きます。あなたは王の服を着けなさい」。イス

ラエルの王は姿を変えて戦いに行った。 31さて、

スリヤの王は、その戦車長三十二人に命じて言っ

た、「あなたがたは、小さい者とも大きい者とも

戦わないで、ただイスラエルの王とだけ戦いなさ

い」。 32戦車長らはヨシャパテを見たとき、これ

はきっとイスラエルの王だと思ったので、身をめ

ぐらして、これと戦おうとすると、ヨシャパテは

呼ばわった。 33戦車長らは彼がイスラエルの王で

ないのを見たので、彼を追うことをやめて引き返

した。 34しかし、ひとりの人が何心なく弓をひい

て、イスラエルの王の胸当と草摺の間を射たので

、彼はその戦車の御者に言った、「わたしは傷を

受けた。戦車をめぐらして、わたしを戦場から運

び出せ」。 35その日戦いは激しくなった。王は戦

車の中にささえられて立ち、スリヤびとにむかっ

ていたが、ついに、夕暮になって死んだ。傷の血

は戦車の底に流れた。 36日の没するころ、軍勢の

中に呼ばわる声がした、「めいめいその町へ、め

いめいその国へ帰れ」。 37王は死んで、サマリヤ

へ携え行かれた。人々は王をサマリヤに葬った。

38またその戦車をサマリヤの池で洗ったが、犬が

その血をなめた。また遊女がそこで身を洗った。

主が言われた言葉のとおりである。 39アハブのそ

のほかの事績と、彼がしたすべての事と、その建

てた象牙の家と、その建てたすべての町は、イス

ラエルの王の歴代志の書にしるされているではな

いか。 40こうしてアハブはその先祖と共に眠って

、その子アハジヤが代って王となった。 41アサの

子ヨシャパテはイスラエルの王アハブの第四年に

ユダの王となった。 42ヨシャパテは王となった時

、三十五歳であったが、エルサレムで二十五年世

を治めた。その母の名はアズバといい、シルヒの

娘であった。 43ヨシャパテは父アサのすべての道

に歩み、それを離れることなく、主の目にかなう

事をした。ただし高き所は除かなかったので、民

はなお高き所で犠牲をささげ、香をたいた。 44ヨ

シャパテはまたイスラエルの王と、よしみを結ん

だ。 45ヨシャパテのその他の事績と、彼があらわ

した勲功およびその戦争については、ユダの王の

歴代志の書にしるされているではないか。 46彼は

父アサの世になお残っていた神殿男娼たちを国の

うちから追い払った。 47そのころエドムには王が

なく、代官が王であった。 48ヨシャパテはタルシ

シの船を造って、金を獲るためにオフルに行かせ

ようとしたが、その船はエジオン・ゲベルで難破

したため、ついに行かなかった。 49そこでアハブ

の子アハジヤはヨシャパテに「わたしの家来をあ

なたの家来と一緒に船で行かせなさい」と言った

が、ヨシャパテは承知しなかった。 50ヨシャパテ

はその先祖と共に眠って、父ダビデの町に先祖と

共に葬られ、その子ヨラムが代って王となった。

51アハブの子アハジヤはユダの王ヨシャパテの第

十七年にサマリヤでイスラエルの王となり、二年

イスラエルを治めた。 52彼は主の目の前に悪を行

い、その父の道と、その母の道、およびかのイス

ラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベアムの道

に歩み、 53バアルに仕えて、それを拝み、イスラ

エルの神、主を怒らせた。すべて彼の父がしたと

おりであった。
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1アハブが死んだ後、モアブはイスラエルにそむ
いた。 2さてアハジヤはサマリヤにある高殿の

らんかんから落ちて病気になったので、使者をつ

かわし、「行ってエクロンの神バアル・ゼブブに

、この病気がなおるかどうかを尋ねよ」と命じた

。 3時に、主の使はテシベびとエリヤに言った、

「立って、上って行き、サマリヤの王の使者に会

って言いなさい、『あなたがたがエクロンの神バ

アル・ゼブブに尋ねようとして行くのは、イスラ

エルに神がないためか』。 4それゆえ主はこう仰

せられる、『あなたは、登った寝台から降りるこ

となく、必ず死ぬであろう』」。そこでエリヤは

上って行った。 5使者たちがアハジヤのもとに帰

ってきたので、アハジヤは彼らに言った、「なぜ

帰ってきたのか」。 6彼らは言った、「ひとりの

人が上ってきて、われわれに会って言いました、

『おまえたちをつかわした王の所へ帰って言いな

さい。主はこう仰せられる、あなたがエクロンの

神バアル・ゼブブに尋ねようとして人をつかわす

のは、イスラエルに神がないためなのか。それゆ

えあなたは、登った寝台から降りることなく、必

ず死ぬであろう』」。 7アハジヤは彼らに言った

、「上ってきて、あなたがたに会って、これらの

事を告げた人はどんな人であったか」。 8彼らは

答えた、「その人は毛ごろもを着て、腰に皮の帯

を締めていました」。彼は言った、「その人はテ

シべびとエリヤだ」。 9そこで王は五十人の長を

、部下の五十人と共にエリヤの所へつかわした。

彼がエリヤの所へ上っていくと、エリヤは山の頂

にすわっていたので、エリヤに言った、「神の人

よ、王があなたに、下って来るようにと言われま

す」。 10しかしエリヤは五十人の長に答えた、「

わたしがもし神の人であるならば、火が天から下

って、あなたと部下の五十人とを焼き尽すでしょ

う」。そのように火が天から下って、彼と部下の

五十人とを焼き尽した。 11王はまた他の五十人の

長を、部下の五十人と共にエリヤにつかわした。

彼は上っていってエリヤに言った、「神の人よ、

王がこう命じられます、『すみやかに下ってきな

さい』」。 12しかしエリヤは彼らに答えた、「わ

たしがもし神の人であるならば、火が天から下っ

て、あなたと部下の五十人とを焼き尽すでしょう

」。そのように神の火が天から下って、彼と部下

の五十人とを焼き尽した。 13王はまた第三の五十

人の長を部下の五十人と共につかわした。第三の

五十人の長は上っていって、エリヤの前にひざま

ずき、彼に願って言った、「神の人よ、どうぞ、

わたしの命と、あなたのしもべであるこの五十人

の命をあなたの目に尊いものとみなしてください

。 14ごらんなさい、火が天からくだって、さきの

五十人の長ふたりと、その部下の五十人ずつとを

焼き尽しました。しかし今わたしの命をあなたの

目に尊いものとみなしてください」。 15その時、

主の使はエリヤに言った、「彼と共に下りなさい

。彼を恐れてはならない」。そこでエリヤは立っ

て、彼と共に下り、王のもとへ行って、 16王に言

った、「主はこう仰せられます、『あなたはエク

ロンの神バアル・ゼブブに尋ねようと使者をつか

わしたが、それはイスラエルに、その言葉を求む

べき神がないためであるか。それゆえあなたは、

登った寝台から降りることなく、必ず死ぬであろ

う』」。 17彼はエリヤが言った主の言葉のとおり

に死んだが、彼に子がなかったので、その兄弟ヨ

ラムが彼に代って王となった。これはユダの王ヨ

シャパテの子ヨラムの第二年である。 18アハジヤ

のその他の事績は、イスラエルの王の歴代志の書

にしるされているではないか。

2主がつむじ風をもってエリヤを天に上らせよう
とされた時、エリヤはエリシャと共にギルガル

を出て行った。 2エリヤはエリシャに言った、「

どうぞ、ここにとどまってください。主はわたし

をベテルにつかわされるのですから」。しかしエ

リシャは言った、「主は生きておられます。また

あなたも生きておられます。わたしはあなたを離

れません」。そして彼らはベテルへ下った。 3ベ

テルにいる預言者のともがらが、エリシャのもと

に出てきて彼に言った、「主がきょう、あなたの

師事する主人をあなたから取られるのを知ってい

ますか」。彼は言った、「はい、知っています。

あなたがたは黙っていてください」。 4エリヤは

彼に言った、「エリシャよ、どうぞ、ここにとど

まってください。主はわたしをエリコにつかわさ

れるのですから」。しかしエリシャは言った、「

主は生きておられます。またあなたも生きておら

れます。わたしはあなたを離れません」。そして

彼らはエリコへ行った。 5エリコにいた預言者の

ともがらが、エリシャのもとにきて彼に言った、

「主がきょう、あなたの師事する主人をあなたか

ら取られるのを知っていますか」。彼は言った、

「はい、知っています。あなたがたは黙っていて

ください」。 6エリヤはまた彼に言った、「どう

ぞ、ここにとどまってください。主はわたしをヨ

ルダンにつかわされるのですから」。しかし彼は

言った、「主は生きておられます。またあなたも

生きておられます。わたしはあなたを離れません

」。そしてふたりは進んで行った。 7預言者のと

もがら五十人も行って、彼らにむかって、はるか

に離れて立っていた。彼らふたりは、ヨルダンの

ほとりに立ったが、 8エリヤは外套を取り、それ

を巻いて水を打つと、水が左右に分れたので、ふ

たりはかわいた土の上を渡ることができた。 9彼

らが渡ったとき、エリヤはエリシャに言った、「

わたしが取られて、あなたを離れる前に、あなた

のしてほしい事を求めなさい」。エリシャは言っ

た、「どうぞ、あなたの霊の二つの分をわたしに

継がせてください」。 10エリヤは言った、「あな

たはむずかしい事を求める。あなたがもし、わた

しが取られて、あなたを離れるのを見るならば、

そのようになるであろう。しかし見ないならば、

そのようにはならない」。 11彼らが進みながら語
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っていた時、火の車と火の馬があらわれて、ふた

りを隔てた。そしてエリヤはつむじ風に乗って天

にのぼった。 12エリシャはこれを見て「わが父よ

、わが父よ、イスラエルの戦車よ、その騎兵よ」

と叫んだが、再び彼を見なかった。そこでエリシ

ャは自分の着物をつかんで、それを二つに裂き、

13またエリヤの身から落ちた外套を取り上げ、帰

ってきてヨルダンの岸に立った。 14そしてエリヤ

の身から落ちたその外套を取って水を打ち、「エ

リヤの神、主はどこにおられますか」と言い、彼

が水を打つと、水は左右に分れたので、エリシャ

は渡った。 15エリコにいる預言者のともがらは彼

の近づいて来るのを見て、「エリヤの霊がエリシ

ャの上にとどまっている」と言った。そして彼ら

は来て彼を迎え、その前に地に伏して、 16彼に言

った、「しもべらの所に力の強い者が五十人いま

す。どうぞ彼らをつかわして、あなたの主人を尋

ねさせてください。主の霊が彼を引きあげて、彼

を山か谷に投げたのかも知れません」。エリシャ

は「つかわしてはならない」と言ったが、 17彼の

恥じるまで、しいたので、彼は「つかわしなさい

」と言った。それで彼らは五十人の者をつかわし

、三日の間尋ねたが、彼を見いださなかった。 18

エリシャのなおエリコにとどまっている時、彼ら

が帰ってきたので、エリシャは彼らに言った、「

わたしは、あなたがたに、行ってはならないと告

げたではないか」。 19町の人々はエリシャに言っ

た、「見られるとおり、この町の場所は良いが水

が悪いので、この地は流産を起すのです」。 20エ

リシャは言った、「新しい皿に塩を盛って、わた

しに持ってきなさい」。彼らは持ってきた。 21エ

リシャは水の源へ出て行って、塩をそこに投げ入

れて言った、「主はこう仰せられる、『わたしは

この水を良い水にした。もはやここには死も流産

も起らないであろう』」。 22こうしてその水はエ

リシャの言ったとおりに良い水になって今日に至

っている。 23彼はそこからベテルへ上ったが、上

って行く途中、小さい子供らが町から出てきて彼

をあざけり、彼にむかって「はげ頭よ、のぼれ。

はげ頭よ、のぼれ」と言ったので、 24彼はふり返

って彼らを見、主の名をもって彼らをのろった。

すると林の中から二頭の雌ぐまが出てきて、その

子供らのうち四十二人を裂いた。 25彼はそこから

カルメル山へ行き、そこからサマリヤに帰った。

3ユダの王ヨシャパテの第十八年にアハブの子ヨ
ラムはサマリヤでイスラエルの王となり、十二

年世を治めた。 2彼は主の目の前に悪をおこなっ

たが、その父母のようではなかった。彼がその父

の造ったバアルの石柱を除いたからである。 3し

かし彼はイスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤ

ラベアムの罪につき従って、それを離れなかった

。 4モアブの王メシャは羊の飼育者で、十万の小

羊と、十万の雄羊の毛とを年々イスラエルの王に

納めていたが、 5アハブが死んだ後、モアブの王

はイスラエルの王にそむいた。 6そこでヨラム王

はその時サマリヤを出て、イスラエルびとをこと

ごとく集め、 7また、人をユダの王ヨシャパテに

つかわし、「モアブの王はわたしにそむきました

。あなたはモアブと戦うために、わたしと一緒に

行かれませんか」と言わせた。彼は言った、「行

きましょう。わたしはあなたと一つです。わたし

の民はあなたの民と一つです。わたしの馬はあな

たの馬と一つです」。 8彼はまた言った、「われ

われはどの道を上るのですか」。ヨラムは答えた

、「エドムの荒野の道を上りましょう」。 9こう

してイスラエルの王はユダの王およびエドムの王

と共に出て行った。しかし彼らは回り道をして、

七日の間進んだが、軍勢とそれに従う家畜の飲む

水がなかったので、 10イスラエルの王は言った、

「ああ、主は、この三人の王をモアブの手に渡そ

うとして召し集められたのだ」。 11ヨシャパテは

言った、「われわれが主に問うことのできる主の

預言者はここにいませんか」。イスラエルの王の

ひとりの家来が答えた、「エリヤの手に水を注い

だシャパテの子エリシャがここにいます」。 12ヨ

シャパテは言った、「主の言葉が彼にあります」

。そこでイスラエルの王とヨシャパテとエドムの

王とは彼のもとへ下っていった。 13エリシャはイ

スラエルの王に言った、「わたしはあなたとなん

のかかわりがありますか。あなたの父上の預言者

たちと母上の預言者たちの所へ行きなさい」。イ

スラエルの王は彼に言った、「いいえ、主がこの

三人の王をモアブの手に渡そうとして召し集めら

れたのです」。 14エリシャは言った、「わたしの

仕える万軍の主は生きておられます。わたしはユ

ダの王ヨシャパテのためにするのでなければ、あ

なたを顧み、あなたに会うことはしないのだが、

15いま楽人をわたしの所に連れてきなさい」。そ

こで楽人が楽を奏すると、主の手が彼に臨んで、

16彼は言った、「主はこう仰せられる、『わたし

はこの谷を水たまりで満たそう』。 17これは主が

こう仰せられるからである、『あなたがたは風も

雨も見ないのに、この谷に水が満ちて、あなたが

たと、その家畜および獣が飲むであろう』。 18こ

れは主の目には小さい事である。主はモアブびと

をも、あなたがたの手に渡される。 19そしてあな

たがたはすべての堅固な町と、すべての良い町を

撃ち、すべての良い木を切り倒し、すべての水の

井戸をふさぎ、石をもって地のすべての良い所を

荒すであろう」。 20あくる朝になって、供え物を

ささげる時に、水がエドムの方から流れてきて、

水は国に満ちた。 21さてモアブびとは皆、王たち

が自分たちを攻めるために上ってきたのを聞いた

ので、よろいを着ることのできる者を、老いも若

きもことごとく召集して、国境に配置したが、 22

朝はやく起きて、太陽がのぼって水を照したとき

、モアブびとは目の前に血のように赤い水を見た

ので、 23彼らは言った、「これは血だ、きっと王

たちが互に戦って殺し合ったのだ。だから、モア

ブよ、ぶんどりに行きなさい」。 24しかしモアブ

びとがイスラエルの陣営に行くと、イスラエルび

とは立ちあがってモアブびとを撃ったので、彼ら

はイスラエルの前から逃げ去った。イスラエルび
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とは進んで、モアブびとを撃ち、その国にはいっ

て、 25町々を滅ぼし、おのおの石を一つずつ、地

のすべての良い所に投げて、これに満たし、水の

井戸をことごとくふさぎ、良い木をことごとく切

り倒して、ただキル・ハラセテはその名を残すの

みとなったが、石を投げる者がこれを囲んで撃ち

滅ぼした。 26モアブの王は戦いがあまりに激しく

、当りがたいのを見て、つるぎを抜く者七百人を

率い、エドムの王の所に突き入ろうとしたが、果

さなかったので、 27自分の位を継ぐべきその長子

をとって城壁の上で燔祭としてささげた。その時

イスラエルに大いなる憤りが臨んだので、彼らは

彼をすてて自分の国に帰った。

4預言者のともがらの、ひとりの妻がエリシャに
呼ばわって言った、「あなたのしもべであるわ

たしの夫が死にました。ごぞんじのように、あな

たのしもべは主を恐れる者でありましたが、今、

債主がきて、わたしのふたりの子供を取って奴隷

にしようとしているのです」。 2エリシャは彼女

に言った、「あなたのために何をしましょうか。

あなたの家にどんな物があるか、言いなさい」。

彼女は言った、「一びんの油のほかは、はしため

の家に何もありません」。 3彼は言った、「ほか

へ行って、隣の人々から器を借りなさい。あいた

器を借りなさい。少しばかりではいけません。 4

そして内にはいって、あなたの子供たちと一緒に

戸の内に閉じこもり、そのすべての器に油をつい

で、いっぱいになったとき、一つずつそれを取り

のけておきなさい」。 5彼女は彼を離れて去り、

子供たちと一緒に戸の内に閉じこもり、子供たち

の持って来る器に油をついだ。 6油が満ちたとき

、彼女は子供に「もっと器を持ってきなさい」と

言ったが、子供が「器はもうありません」と言っ

たので、油はとまった。 7そこで彼女は神の人の

ところにきて告げたので、彼は言った、「行って

、その油を売って負債を払いなさい。あなたと、

あなたの子供たちはその残りで暮すことができま

す」。 8ある日エリシャはシュネムへ行ったが、

そこにひとりの裕福な婦人がいて、しきりに彼に

食事をすすめたので、彼はそこを通るごとに、そ

こに寄って食事をした。 9その女は夫に言った、

「いつもわたしたちの所を通るあの人は確かに神

の聖なる人です。 10わたしたちは屋上に壁のある

一つの小さいへやを造り、そこに寝台と机といす

と燭台とを彼のために備えましょう。そうすれば

彼がわたしたちの所に来るとき、そこに、はいる

ことができます」。 11さて、ある日エリシャはそ

こにきて、そのへやにはいり、そこに休んだが、

12彼はそのしもべゲハジに「このシュネムの女を

呼んできなさい」と言った。彼がその女を呼ぶと

、彼女はきてエリシャの前に立ったので、 13エリ

シャはゲハジに言った、「彼女に言いなさい、『

あなたはこんなにねんごろに、わたしたちのため

に心を用いられたが、あなたのためには何をした

らよいでしょうか。王または軍勢の長にあなたの

事をよろしく頼むことをお望みですか』」。彼女

は答えて言った、「わたしは自分の民のうちに住

んでいます」。 14エリシャは言った、「それでは

彼女のために何をしようか」。ゲハジは言った、

「彼女には子供がなく、その夫は老いています」

。 15するとエリシャが「彼女を呼びなさい」と言

ったので、彼女を呼ぶと、来て戸口に立った。 16

エリシャは言った、「来年の今ごろ、あなたはひ

とりの子を抱くでしょう」。彼女は言った、「い

いえ、わが主よ、神の人よ、はしためを欺かない

でください」。 17しかし女はついに身ごもって、

エリシャが彼女に言ったように、次の年のそのこ

ろに子を産んだ。 18その子が成長して、ある日、

刈入れびとの所へ出ていって、父のもとへ行った

が、 19父にむかって「頭が、頭が」と言ったので

、父はしもべに「彼を母のもとへ背負っていきな

さい」と言った。 20彼を背負って母のもとへ行く

と、昼まで母のひざの上にすわっていたが、つい

に死んだ。 21母は上がっていって、これを神の人

の寝台の上に置き、戸を閉じて出てきた。 22そし

て夫を呼んで言った、「どうぞ、しもべひとりと

、ろば一頭をわたしにかしてください。急いで神

の人の所へ行って、また帰ってきます」。 23夫は

言った、「どうしてきょう彼の所へ行こうとする

のか。きょうは、ついたちでもなく、安息日でも

ない」。彼女は言った、「よろしいのです」。 24

そして彼女はろばにくらを置いて、しもべに言っ

た、「速く駆けさせなさい。わたしが命じる時で

なければ、歩調をゆるめてはなりません」。 25こ

うして彼女は出発してカルメル山へ行き、神の人

の所へ行った。神の人は彼女の近づいてくるのを

見て、しもべゲハジに言った、「向こうから、あ

のシュネムの女が来る。 26すぐ走って行って、彼

女を迎えて言いなさい、『あなたは無事ですか。

あなたの夫は無事ですか。あなたの子供は無事で

すか』」。彼女は答えた、「無事です」。 27とこ

ろが彼女は山にきて、神の人の所へくるとエリシ

ャの足にすがりついた。ゲハジが彼女を追いのけ

ようと近よった時、神の人は言った、「かまわず

におきなさい。彼女は心に苦しみがあるのだから

。主はそれを隠して、まだわたしにお告げになら

ないのだ」。 28そこで彼女は言った、「わたしが

あなたに子を求めましたか。わたしを欺かないで

くださいと言ったではありませんか」。 29エリシ

ャはゲハジに言った、「腰をひきからげ、わたし

のつえを手に持って行きなさい。だれに会っても

、あいさつしてはならない。またあなたにあいさ

つする者があっても、それに答えてはならない。

わたしのつえを子供の顔の上に置きなさい」。 30

子供の母は言った、「主は生きておられます。あ

なたも生きておられます。わたしはあなたを離れ

ません」。そこでエリシャはついに立ちあがって

彼女のあとについて行った。 31ゲハジは彼らの先

に行って、つえを子供の顔の上に置いたが、なん

の声もなく、生きかえったしるしもなかったので

、帰ってきてエリシャに会い、彼に告げて「子供

はまだ目をさましません」と言った。 32エリシャ

が家にはいって見ると、子供は死んで、寝台の上
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に横たわっていたので、 33彼ははいって戸を閉じ

、彼らふたりだけ内にいて主に祈った。 34そして

エリシャが上がって子供の上に伏し、自分の口を

子供の口の上に、自分の目を子供の目の上に、自

分の両手を子供の両手の上にあて、その身を子供

の上に伸ばしたとき、子供のからだは暖かになっ

た。 35こうしてエリシャは再び起きあがって、家

の中をあちらこちらと歩み、また上がって、その

身を子供の上に伸ばすと、子供は七たびくしゃみ

をして目を開いた。 36エリシャはただちにゲハジ

を呼んで、「あのシュネムの女を呼べ」と言った

ので、彼女を呼んだ。彼女がはいってくるとエリ

シャは言った、「あなたの子供をつれて行きなさ

い」。 37彼女ははいってきて、エリシャの足もと

に伏し、地に身をかがめた。そしてその子供を取

りあげて出ていった。 38エリシャはギルガルに帰

ったが、その地にききんがあった。預言者のとも

がらが彼の前に座していたので、エリシャはその

しもべに言った、「大きなかまをすえて、預言者

のともがらのために野菜の煮物をつくりなさい」

。 39彼らのうちのひとりが畑に出ていって青物を

つんだが、つる草のあるのを見て、その野うりを

一包つんできて、煮物のかまの中に切り込んだ。

彼らはそれが何であるかを知らなかったからであ

る。 40やがてこれを盛って人々に食べさせようと

したが、彼らがその煮物を食べようとした時、叫

んで、「ああ神の人よ、かまの中に、たべると死

ぬものがはいっています」と言って、食べること

ができなかったので、 41エリシャは「それでは粉

を持って来なさい」と言って、それをかまに投げ

入れ、「盛って人々に食べさせなさい」と言った

。かまの中には、なんの毒物もなくなった。 42そ

の時、バアル・シャリシャから人がきて、初穂の

パンと、大麦のパン二十個と、新穀一袋とを神の

人のもとに持ってきたので、エリシャは「人々に

与えて食べさせなさい」と言ったが、 43その召使

は言った、「どうしてこれを百人の前に供えるの

ですか」。しかし彼は言った、「人々に与えて食

べさせなさい。主はこう言われる、『彼らは食べ

てなお余すであろう』」。 44そこで彼はそれを彼

らの前に供えたので、彼らは食べてなお余した。

主の言葉のとおりであった。

5スリヤ王の軍勢の長ナアマンはその主君に重ん
じられた有力な人であった。主がかつて彼を用

いてスリヤに勝利を得させられたからである。彼

は大勇士であったが、らい病をわずらっていた。 2

さきにスリヤびとが略奪隊を組んで出てきたとき

、イスラエルの地からひとりの少女を捕えて行っ

た。彼女はナアマンの妻に仕えたが、 3その女主

人にむかって、「ああ、御主人がサマリヤにいる

預言者と共におられたらよかったでしょうに。彼

はそのらい病をいやしたことでしょう」と言った

ので、 4ナアマンは行って、その主君に、「イス

ラエルの地からきた娘がこういう事を言いました

」と告げると、 5スリヤ王は言った、「それでは

行きなさい。わたしはイスラエルの王に手紙を書

きましょう」。そこで彼は銀十タラントと、金六

千シケルと、晴れ着十着を携えて行った。 6彼が

イスラエルの王に持って行った手紙には、「この

手紙があなたにとどいたならば、わたしの家来ナ

アマンを、あなたにつかわしたことと御承知くだ

さい。あなたに彼のらい病をいやしていただくた

めです」とあった。 7イスラエルの王はその手紙

を読んだ時、衣を裂いて言った、「わたしは殺し

たり、生かしたりすることのできる神であろうか

。どうしてこの人は、らい病人をわたしにつかわ

して、それをいやせと言うのか。あなたがたは、

彼がわたしに争いをしかけているのを知って警戒

するがよい」。 8神の人エリシャは、イスラエル

の王がその衣を裂いたことを聞き、王に人をつか

わして言った、「どうしてあなたは衣を裂いたの

ですか。彼をわたしのもとにこさせなさい。そう

すれば彼はイスラエルに預言者のあることを知る

ようになるでしょう」。 9そこでナアマンは馬と

車とを従えてきて、エリシャの家の入口に立った

。 10するとエリシャは彼に使者をつかわして言っ

た、「あなたはヨルダンへ行って七たび身を洗い

なさい。そうすれば、あなたの肉はもとにかえっ

て清くなるでしょう」。 11しかしナアマンは怒っ

て去り、そして言った、「わたしは、彼がきっと

わたしのもとに出てきて立ち、その神、主の名を

呼んで、その箇所の上に手を動かして、らい病を

いやすのだろうと思った。 12ダマスコの川アバナ

とパルパルはイスラエルのすべての川水にまさる

ではないか。わたしはこれらの川に身を洗って清

まることができないのであろうか」。こうして彼

は身をめぐらし、怒って去った。 13その時、しも

べたちは彼に近よって言った、「わが父よ、預言

者があなたに、何か大きな事をせよと命じても、

あなたはそれをなさらなかったでしょうか。まし

て彼はあなたに『身を洗って清くなれ』と言うだ

けではありませんか」。 14そこでナアマンは下っ

て行って、神の人の言葉のように七たびヨルダン

に身を浸すと、その肉がもとにかえって幼な子の

肉のようになり、清くなった。 15彼はすべての従

者を連れて神の人のもとに帰ってきて、その前に

立って言った、「わたしは今、イスラエルのほか

、全地のどこにも神のおられないことを知りまし

た。それゆえ、どうぞ、しもべの贈り物を受けて

ください」。 16エリシャは言った、「わたしの仕

える主は生きておられる。わたしは何も受けませ

ん」。彼はしいて受けさせようとしたが、それを

拒んだ。 17そこでナアマンは言った、「もしお受

けにならないのであれば、どうぞ騾馬に二駄の土

をしもべにください。これから後しもべは、他の

神には燔祭も犠牲もささげず、ただ主にのみささ

げます。 18どうぞ主がこの事を、しもべにおゆる

しくださるように。すなわち、わたしの主君がリ

ンモンの宮にはいって、そこで礼拝するとき、わ

たしの手によりかかることがあり、またわたしも

リンモンの宮で身をかがめることがありましょう

。わたしがリンモンの宮で身をかがめる時、どう

ぞ主がその事を、しもべにおゆるしくださるよう
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に」。 19エリシャは彼に言った、「安んじて行き

なさい」。ナアマンがエリシャを離れて少し行っ

たとき、 20神の人エリシャのしもべゲハジは言っ

た、「主人はこのスリヤびとナアマンをいたわっ

て、彼が携えてきた物を受けなかった。主は生き

ておられる。わたしは彼のあとを追いかけて、彼

から少し、物を受けよう」。 21そしてゲハジはナ

アマンのあとを追ったが、ナアマンは自分のあと

から彼が走ってくるのを見て、車から降り、彼を

迎えて、「変った事があるのですか」と言うと、

22彼は言った、「無事です。主人がわたしをつか

わして言わせます、『ただいまエフライムの山地

から、預言者のともがらのふたりの若者が、わた

しのもとに来ましたので、どうぞ彼らに銀一タラ

ントと晴れ着二着を与えてください』」。 23ナア

マンは、「どうぞ二タラントを受けてください」

と言って彼にしい、銀二タラントを二つの袋に入

れ、晴れ着二着を添えて、自分のふたりのしもべ

に渡したので、彼らはそれを負ってゲハジの先に

立って進んだが、 24彼は丘にきたとき、それを彼

らの手から受け取って家のうちにおさめ、人々を

送りかえしたので、彼らは去った。 25彼がはいっ

て主人の前に立つと、エリシャは彼に言った、「

ゲハジよ、どこへ行ってきたのか」。彼は言った

、「しもべはどこへも行きません」。 26エリシャ

は言った、「あの人が車をはなれて、あなたを迎

えたとき、わたしの心はあなたと一緒にそこにい

たではないか。今は金を受け、着物を受け、オリ

ブ畑、ぶどう畑、羊、牛、しもべ、はしためを受

ける時であろうか。 27それゆえ、ナアマンのらい

病はあなたに着き、ながくあなたの子孫に及ぶで

あろう」。彼がエリシャの前を出ていくとき、ら

い病が発して雪のように白くなっていた。

6さて預言者のともがらはエリシャに言った、「
わたしたちがあなたと共に住んでいる所は狭く

なりましたので、 2わたしたちをヨルダンに行か

せ、そこからめいめい一本ずつ材木を取ってきて

、わたしたちの住む場所を造らせてください」。

エリシャは言った、「行きなさい」。 3時にその

ひとりが、「どうぞあなたも、しもべらと一緒に

行ってください」と言ったので、エリシャは「行

きましょう」と答えた。 4そしてエリシャは彼ら

と一緒に行った。彼らはヨルダンへ行って木を切

り倒したが、 5ひとりが材木を切り倒していると

き、おのの頭が水の中に落ちたので、彼は叫んで

言った。「ああ、わが主よ。これは借りたもので

す」。 6神の人は言った、「それはどこに落ちた

のか」。彼がその場所を知らせると、エリシャは

一本の枝を切り落し、そこに投げ入れて、そのお

のの頭を浮ばせ、 7「それを取りあげよ」と言っ

たので、その人は手を伸べてそれを取った。 8か

つてスリヤの王がイスラエルと戦っていたとき、

家来たちと評議して「しかじかの所にわたしの陣

を張ろう」と言うと、 9神の人はイスラエルの王

に「あなたは用心して、この所をとおってはなり

ません。スリヤびとがそこに下ってきますから」

と言い送った。 10それでイスラエルの王は神の人

が自分に告げてくれた所に人をつかわし、警戒し

たので、その所でみずからを防ぎえたことは一、

二回にとどまらなかった。 11スリヤの王はこの事

のために心を悩まし、家来たちを召して言った、

「われわれのうち、だれがイスラエルの王と通じ

ているのか、わたしに告げる者はないか」。 12ひ

とりの家来が言った、「王、わが主よ、だれも通

じている者はいません。ただイスラエルの預言者

エリシャが、あなたが寝室で語られる言葉でもイ

スラエルの王に告げるのです」。 13王は言った、

「彼がどこにいるか行って捜しなさい。わたしは

人をやって彼を捕えよう」。時に「彼はドタンに

いる」と王に告げる者があったので、 14王はそこ

に馬と戦車および大軍をつかわした。彼らは夜の

うちに来て、その町を囲んだ。 15神の人の召使が

朝早く起きて出て見ると、軍勢が馬と戦車をもっ

て町を囲んでいたので、その若者はエリシャに言

った、「ああ、わが主よ、わたしたちはどうしま

しょうか」。 16エリシャは言った、「恐れること

はない。われわれと共にいる者は彼らと共にいる

者よりも多いのだから」。 17そしてエリシャが祈

って「主よ、どうぞ、彼の目を開いて見させてく

ださい」と言うと、主はその若者の目を開かれた

ので、彼が見ると、火の馬と火の戦車が山に満ち

てエリシャのまわりにあった。 18スリヤびとがエ

リシャの所に下ってきた時、エリシャは主に祈っ

て言った、「どうぞ、この人々の目をくらまして

ください」。するとエリシャの言葉のとおりに彼

らの目をくらまされた。 19そこでエリシャは彼ら

に「これはその道ではない。これはその町でもな

い。わたしについてきなさい。わたしはあなたが

たを、あなたがたの尋ねる人の所へ連れて行きま

しょう」と言って、彼らをサマリヤへ連れて行っ

た。 20彼らがサマリヤにはいったとき、エリシャ

は言った、「主よ、この人々の目を開いて見させ

てください」。主は彼らの目を開かれたので、彼

らが見ると、見よ、彼らはサマリヤのうちに来て

いた。 21イスラエルの王は彼らを見て、エリシャ

に言った、「わが父よ、彼らを撃ち殺しましょう

か。彼らを撃ち殺しましょうか」。 22エリシャは

答えた、「撃ち殺してはならない。あなたはつる

ぎと弓をもって、捕虜にした者どもを撃ち殺すで

しょうか。パンと水を彼らの前に供えて食い飲み

させ、その主君のもとへ行かせなさい」。 23そこ

で王は彼らのために盛んなふるまいを設けた。彼

らが食い飲みを終ると彼らを去らせたので、その

主君の所へ帰った。スリヤの略奪隊は再びイスラ

エルの地にこなかった。 24この後スリヤの王ベネ

ハダデはその全軍を集め、上ってきてサマリヤを

攻め囲んだので、 25サマリヤに激しいききんが起

った。すなわち彼らがこれを攻め囲んだので、つ

いに、ろばの頭一つが銀八十シケルで売られ、は

とのふん一カブの四分の一が銀五シケルで売られ

るようになった。 26イスラエルの王が城壁の上を

とおっていた時、ひとりの女が彼に呼ばわって、

「わが主、王よ、助けてください」と言ったので



列王記Ⅱ 250

、 27彼は言った、「もし主があなたを助けられな

いならば、何をもってわたしがあなたを助けるこ

とができよう。打ち場の物をもってか、酒ぶねの

物をもってか」。 28そして王は女に尋ねた、「何

事なのですか」。彼女は答えた、「この女はわた

しにむかって『あなたの子をください。わたした

ちは、きょうそれを食べ、あす、わたしの子を食

べましょう』と言いました。 29それでわたしたち

は、まずわたしの子を煮て食べましたが、次の日

わたしが彼女にむかって『あなたの子をください

。わたしたちはそれを食べましょう』と言います

と、彼女はその子を隠しました」。 30王はその女

の言葉を聞いて、衣を裂き、王は城壁の上をとお

っていたが、民が見ると、その身に荒布を着けて

いた 31そして王は言った「きょう、シャパテの子

エリシャの首がその肩の上にすわっているならば

、神がどんなにでもわたしを罰してくださるよう

に」。 32さてエリシャはその家に座していたが、

長老たちもきて彼と共に座した。王は自分の所か

ら人をつかわしたが、エリシャはその使者がまだ

着かないうちに長老たちに言った、「あなたがた

は、この人を殺す者がわたしの首を取るために、

人をつかわすのを見ますか。その使者がきたなら

ば、戸を閉じて、内に入れてはなりません。彼の

うしろに、その主君の足音がするではありません

か」。 33彼がなお彼らと語っているうちに、王は

彼のもとに下ってきて言った、「この災は主から

出たのです。わたしはどうしてこの上、主を待た

なければならないでしょうか」。

7エリシャは言った、「主の言葉を聞きなさい。
主はこう仰せられる、『あすの今ごろサマリヤ

の門で、麦粉一セアを一シケルで売り、大麦二セ

アを一シケルで売るようになるであろう』」。 2

時にひとりの副官すなわち王がその人の手により

かかっていた者が神の人に答えて言った、「たと

い主が天に窓を開かれても、そんな事がありえま

しょうか」。エリシャは言った、「あなたは自分

の目をもってそれを見るであろう。しかしそれを

食べることはなかろう」。 3さて町の門の入口に

四人のらい病人がいたが、彼らは互に言った、「

われわれはどうしてここに座して死を待たねばな

らないのか。 4われわれがもし町にはいろうとい

えば、町には食物が尽きているから、われわれは

そこで死ぬであろう。しかしここに座していても

死ぬのだ。いっその事、われわれはスリヤびとの

陣営へ逃げて行こう。もし彼らがわれわれを生か

しておいてくれるならば、助かるが、たといわれ

われを殺しても死ぬばかりだ」。 5そこで彼らは

スリヤびとの陣営へ行こうと、たそがれに立ちあ

がったが、スリヤびとの陣営のほとりに行って見

ると、そこにはだれもいなかった。 6これは主が

スリヤびとの軍勢に戦車の音、馬の音、大軍の音

を聞かせられたので、彼らは互に「見よ、イスラ

エルの王がわれわれを攻めるために、ヘテびとの

王たちおよびエジプトの王たちを雇ってきて、わ

れわれを襲うのだ」と言って、 7たそがれに立っ

て逃げ、その天幕と、馬と、ろばを捨て、陣営を

そのままにしておいて、命を全うしようと逃げた

からである。 8そこでらい病人たちは陣営のほと

りに行き、一つの天幕にはいって食い飲みし、そ

こから金銀、衣服を持ち出してそれを隠し、また

来て、他の天幕に入り、そこからも持ち出してそ

れを隠した。 9そして彼らは互に言った、「われ

われのしている事はよくない。きょうは良いおと

ずれのある日であるのに、黙っていて、夜明けま

で待つならば、われわれは罰をこうむるであろう

。さあ、われわれは行って王の家族に告げよう」

。 10そこで彼らは来て、町の門を守る者を呼んで

言った、「わたしたちがスリヤびとの陣営に行っ

て見ると、そこにはだれの姿も見えず、また人声

もなく、ただ、馬とろばがつないであり、天幕は

そのままでした」。 11そこで門を守る者は呼ばわ

って、それを王の家族のうちに知らせた。 12王は

夜のうちに起きて、家来たちに言った、「スリヤ

びとがわれわれに対して図っている事をあなたが

たに告げよう。彼らは、われわれの飢えているの

を知って、陣営を出て野に隠れ、『イスラエルび

とが町を出たら、いけどりにして、町に押し入ろ

う』と考えているのだ」。 13家来のひとりが答え

て言った、「人々に、ここに残っている馬のうち

五頭を連れてこさせてください。ここに残ってい

るこれらの人々は、すでに滅びうせたイスラエル

の全群衆と同じ運命にあうのですから。わたした

ちは人をやってうかがわせましょう」。 14そこで

彼らはふたりの騎兵を選んだ。王はそれをつかわ

し、「行って見よ」と言って、スリヤびとの軍勢

のあとをつけさせたので、 15彼らはそのあとを追

ってヨルダンまで行ったが、道にはすべて、スリ

ヤびとがあわてて逃げる時に捨てていった衣服と

武器が散らばっていた。その使者は帰ってきて、

これを王に告げた。 16そこで民が出ていって、ス

リヤびとの陣営をかすめたので、麦粉一セアは一

シケルで売られ、大麦二セアは一シケルで売られ

、主の言葉のとおりになった。 17王は自分がその

人の手によりかかっていた、あの副官を立てて門

を管理させたが、民は門で彼を踏みつけたので、

彼は死んだ。すなわち、王が神の人のところに下

ってきた時、神の人が言ったとおりであった。 18

これは神の人が王にむかって、「あすの今ごろ、

サマリヤの門で大麦二セアを一シケルで売り、麦

粉一セアを一シケルで売るようになるであろう」

と言ったときに、 19その副官が神の人に答えて、

「たとい主が天に窓を開かれても、そんな事があ

りえようか」と言ったからである。そのとき神の

人は「あなたは自分の目をもってそれを見るであ

ろう。しかしそれを食べることはなかろう」と言

ったが、 20これはそのとおり彼に臨んだ。すなわ

ち民が門で彼を踏みつけたので彼は死んだ。

8エリシャはかつて、その子を生きかえらせてや
った女に言ったことがある。「あなたは、ここ

を立って、あなたの家族と共に行き、寄留しよう

と思う所に寄留しなさい。主がききんを呼び下さ
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れたので、七年の間それがこの地に臨むから」。 2

そこで女は立って神の人の言葉のようにし、その

家族と共に行ってペリシテびとの地に七年寄留し

た。 3七年たって後、女はペリシテびとの地から

帰ってきて、自分の家と畑のために王に訴えよう

と出ていった。 4時に王は神の人のしもべゲハジ

にむかって「エリシャがしたもろもろの大きな事

をわたしに話してください」と言って、彼と物語

っていた。 5すなわちエリシャが死人を生きかえ

らせた事を、ゲハジが王と物語っていたとき、そ

の子を生きかえらせてもらった女が、自分の家と

畑のために王に訴えてきたので、ゲハジは言った

、「わが主、王よ、これがその女です。またこれ

がその子で、エリシャが生きかえらせたのです」

。 6王がその女に尋ねると、彼女は王に話したの

で、王は彼女のためにひとりの役人に命じて言っ

た、「すべて彼女に属する物、ならびに彼女がこ

の地を去った日から今までのその畑の産物をこと

ごとく彼女に返しなさい」。 7さてエリシャはダ

マスコに来た。時にスリヤの王ベネハダデは病気

であったが、「神の人がここに来た」と告げる者

があったので、 8王はハザエルに言った、「贈り

物を携えて行って神の人を迎え、彼によって主に

『わたしのこの病気はなおりましょうか』と言っ

て尋ねなさい」。 9そこでハザエルは彼を迎えよ

うと、ダマスコのもろもろの良い物をらくだ四十

頭に載せ、贈り物として携え行き、エリシャの前

に立って言った、「あなたの子、スリヤの王ベネ

ハダデがわたしをあなたにつかわして、『わたし

のこの病気はなおりましょうか』と言わせていま

す」。 10エリシャは彼に言った、「行って彼に『

あなたは必ずなおります』と告げなさい。ただし

主はわたしに、彼が必ず死ぬことを示されました

」。 11そして神の人がひとみを定めて彼の恥じる

までに見つめ、やがて泣き出したので、 12ハザエ

ルは言った、「わが主よ、どうして泣かれるので

すか」。エリシャは答えた、「わたしはあなたが

イスラエルの人々にしようとする害悪を知ってい

るからです。すなわち、あなたは彼らの城に火を

かけ、つるぎをもって若者を殺し、幼な子を投げ

うち、妊娠の女を引き裂くでしょう」。 13ハザエ

ルは言った、「しもべは一匹の犬にすぎないのに

、どうしてそんな大きな事をすることができまし

ょう」。エリシャは言った、「主がわたしに示さ

れました。あなたはスリヤの王となるでしょう」

。 14彼がエリシャのもとを去って、主君のところ

へ行くと、「エリシャはあなたになんと言ったか

」と尋ねられたので、「あなたが必ずなおるでし

ょうと、彼はわたしに告げました」と答えた。 15

しかし翌日になってハザエルは布を取って水に浸

し、それをもって王の顔をおおったので、王は死

んだ。ハザエルは彼に代って王となった。 16イス

ラエルの王アハブの子ヨラムの第五年に、ユダの

王ヨシャパテの子ヨラムが位についた。 17彼は王

となったとき三十二歳で、八年の間エルサレムで

世を治めた。 18彼はアハブの家がしたようにイス

ラエルの王たちの道に歩んだ。アハブの娘が彼の

妻であったからである。彼は主の目の前に悪をお

こなったが、 19主はしもべダビデのためにユダを

滅ぼすことを好まれなかった。すなわち主は彼と

その子孫に常にともしびを与えると、彼に約束さ

れたからである。 20ヨラムの世にエドムがそむい

てユダの支配を脱し、みずから王を立てたので、

21ヨラムはすべての戦車を従えてザイルにわたっ

て行き、その戦車の指揮官たちと共に、夜のうち

に立ちあがって、彼を包囲しているエドムびとを

撃った。しかしヨラムの軍隊は天幕に逃げ帰った

。 22エドムはこのようにそむいてユダの支配を脱

し、今日に至っている。リブナもまた同時にそむ

いた。 23ヨラムのその他の事績および彼がしたす

べての事は、ユダの歴代志の書にしるされている

ではないか。 24ヨラムはその先祖たちと共に眠っ

て、ダビデの町にその先祖たちと共に葬られ、そ

の子アハジヤが代って王となった。 25イスラエル

の王アハブの子ヨラムの第十二年にユダの王ヨラ

ムの子アハジヤが位についた。 26アハジヤは王と

なったとき二十二歳で、エルサレムで一年世を治

めた。その母は名をアタリヤと言って、イスラエ

ルの王オムリの孫娘であった。 27アハジヤはまた

アハブの家の道に歩み、アハブの家がしたように

主の目の前に悪をおこなった。彼はアハブの家の

婿であったからである。 28彼はアハブの子ヨラム

と共に行って、スリヤの王ハザエルとラモテ・ギ

レアデで戦ったが、スリヤびとらはヨラムに傷を

負わせた。 29ヨラム王はそのスリヤの王ハザエル

と戦うときにラマでスリヤびとに負わされた傷を

いやすため、エズレルに帰ったが、ユダの王ヨラ

ムの子アハジヤはアハブの子ヨラムが病んでいた

ので、エズレルに下って彼をおとずれた。

9時に預言者エリシャは預言者のともがらのひと
りを呼んで言った、「腰をひきからげ、この油

のびんを携えて、ラモテ・ギレアデへ行きなさい

。 2そこに着いたならば、ニムシの子ヨシャパテ

の子であるエヒウを尋ね出し、内にはいって彼を

その同僚たちのうちから立たせて、奥の間に連れ

て行き、 3油のびんを取って、その頭に注ぎ、『

主はこう仰せられる、わたしはあなたに油を注い

でイスラエルの王とする』と言い、そして戸をあ

けて逃げ去りなさい。とどまってはならない」。 4

そこで預言者であるその若者はラモテ・ギレアデ

へ行ったが、 5来て見ると、軍勢の長たちが会議

中であったので、彼は「将軍よ、わたしはあなた

に申しあげる事があります」と言うと、エヒウが

答えて、「われわれすべてのうちの、だれにです

か」と言ったので、彼は「将軍よ、あなたにです

」と言った。 6するとエヒウが立ちあがって家に

はいったので、若者はその頭に油を注いで彼に言

った、「イスラエルの神、主はこう仰せられます

、『わたしはあなたに油を注いで、主の民イスラ

エルの王とする。 7あなたは主君アハブの家を撃

ち滅ぼさなければならない。それによってわたし

は、わたしのしもべである預言者たちの血と、主

のすべてのしもべたちの血をイゼベルに報いる。 8
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アハブの全家は滅びるであろう。アハブに属する

男は、イスラエルにいて、つながれた者も、自由

な者も、ことごとくわたしは断ち、 9アハブの家

をネバテの子ヤラベアムのようにし、アヒヤの子

バアシャの家のようにする。 10犬がイズレルの地

域でイゼベルを食い、彼女を葬る者はないであろ

う』」。そして彼は戸をあけて逃げ去った。 11や

がてエヒウが主君の家来たちの所へ出て来ると、

彼らはエヒウに言った、「変った事はありません

か。あの気違いは、なんのためにあなたの所にき

たのですか」。エヒウは彼らに言った、「あなた

がたは、あの人を知っています。またその言う事

も知っています」。 12彼らは言った、「それは違

います。どうぞわれわれに話してください」。そ

こでエヒウは言った、「彼はこうこう、わたしに

告げて言いました、『主はこう仰せられる、わた

しはあなたに油を注いで、イスラエルの王とする

』」。 13すると彼らは急いで、おのおの衣服をと

り、それを階段の上のエヒウの下に敷き、ラッパ

を吹いて「エヒウは王である」と言った。 14こう

してニムシの子であるヨシャパテの子エヒウはヨ

ラムにそむいた。（ヨラムはイスラエルをことご

とく率いて、ラモテ・ギレアデでスリヤの王ハザ

エルを防いだが、 15ヨラム王はスリヤの王ハザエ

ルと戦った時に、スリヤびとに負わされた傷をい

やすため、エズレルに帰っていた。）エヒウは言

った、「もしこれがあなたがたの本心であるなら

ば、ひとりもこの町から忍び出て、これをエズレ

ルに告げてはならない」。 16そしてエヒウは車に

乗ってエズレルへ行った。ヨラムがそこに伏して

いたからである。またユダの王アハジヤはヨラム

を見舞うために下っていた。 17さてエズレルのや

ぐらに、ひとりの物見が立っていたが、エヒウの

群衆が来るのを見て、「群衆が見える」と言った

ので、ヨラムは言った、「ひとりを馬に乗せてつ

かわし、それに会わせて『平安ですか』と言わせ

なさい」。 18そこでひとりが馬に乗って行き、彼

に会って言った、「王はこう仰せられます、『平

安ですか』」。エヒウ言った、「あなたは平安と

なんの関係がありますか。わたしのあとについて

きなさい」。物見はまた告げて言った、「使者は

彼らの所へ行きましたが、帰ってきません」。 19

そこで再び人を馬でつかわしたので、彼らの所へ

行って言った、「王はこう仰せられます、『平安

ですか』」。エヒウは答えて言った、「あなたは

平安となんの関係がありますか。わたしのあとに

ついてきなさい」。 20物見はまた告げて言った、

「彼も、彼らの所へ行きましたが帰ってきません

。あの車の操縦はニムシの子エヒウの操縦するの

に似て、猛烈な勢いで操縦して来ます」。 21そこ

でヨラムが「車を用意せよ」と言ったので、車を

用意すると、イスラエルの王ヨラムと、ユダの王

アハジヤは、おのおのその車で出て行った。すな

わちエヒウに会うために出ていって、エズレルび

とナボテの地所で彼に会った。 22ヨラムはエヒウ

を見て言った、「エヒウよ、平安ですか」。エヒ

ウは答えた、「あなたの母イゼベルの姦淫と魔術

とが、こんなに多いのに、どうして平安でありえ

ましょうか」。 23その時ヨラムは車をめぐらして

逃げ、アハジヤにむかって、「アハジヤよ、反逆

です」と言うと、 24エヒウは手に弓をひきしぼっ

て、ヨラムの両肩の間を射たので、矢は彼の心臓

を貫き、彼は車の中に倒れた。 25エヒウはその副

官ビデカルに言った、「彼を取りあげて、エズレ

ルびとナボテの畑に投げ捨てなさい。かつて、わ

たしとあなたと、ふたり共に乗って、彼の父アハ

ブに従ったとき、主が彼について、この預言をさ

れたことを記憶しなさい。 26すなわち主は言われ

た、『まことに、わたしはきのうナボテの血と、

その子らの血を見た』。また主は言われた、『わ

たしはこの地所であなたに報復する』と。それゆ

え彼を取りあげて、その地所に投げすて、主の言

葉のようにしなさい」。 27ユダの王アハジヤはこ

れを見てベテハガンの方へ逃げたが、エヒウはそ

のあとを追い、「彼をも撃て」と言ったので、イ

ブレアムのほとりのグルの坂で車の中の彼を撃っ

た。彼はメギドまで逃げていって、そこで死んだ

。 28その家来たちは彼を車に載せてエルサレムに

運び、ダビデの町で彼の墓にその先祖たちと共に

葬った。 29アハブの子ヨラムの第十一年にアハジ

ヤはユダの王となったのである。 30エヒウがエズ

レルにきた時、イゼベルはそれを聞いて、その目

を塗り、髪を飾って窓から望み見たが、 31エヒウ

が門にはいってきたので、「主君を殺したジムリ

よ、無事ですか」と言った。 32するとエヒウは顔

をあげて窓にむかい、「だれか、わたしに味方す

る者があるか。だれかあるか」と言うと、二、三

人の宦官がエヒウを望み見たので、 33エヒウは「

彼女を投げ落せ」と言った。彼らは彼女を投げ落

したので、その血が壁と馬とにはねかかった。そ

して馬は彼女を踏みつけた。 34エヒウは内にはい

って食い飲みし、そして言った、「あののろわれ

た女を見、彼女を葬りなさい。彼女は王の娘なの

だ」。 35しかし彼らが彼女を葬ろうとして行って

見ると、頭蓋骨と、足と、たなごころのほか何も

なかったので、 36帰って、彼に告げると、彼は言

った、「これは主が、そのしもべ、テシベびとエ

リヤによってお告げになった言葉である。すなわ

ち『エズレルの地で犬がイゼベルの肉を食うであ

ろう。 37イゼベルの死体はエズレルの地で、糞土

のように野のおもてに捨てられて、だれも、これ

はイゼベルだ、と言うことができないであろう』

」。

10アハブはサマリヤに七十人の子供があった。
エヒウは手紙をしたためてサマリヤに送り、

町のつかさたちと、長老たちと、アハブの子供の

守役たちとに伝えて言った、 2「あなたがたの主

君の子供たちがあなたがたと共におり、また戦車

も馬も、堅固な町も武器もあるのだから、この手

紙があなたがたのもとに届いたならば、すぐ、 3

あなたがたは主君の子供たちのうち最もすぐれた

、最も適当な者を選んで、その父の位にすえ、主

君の家のために戦いなさい」。 4彼らは大いに恐
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れて言った、「ふたりの王たちがすでに彼に当る

ことができなかったのに、われわれがどうして当

ることができよう」。 5そこで宮廷のつかさ、町

のつかさ、長老たちと守役たちはエヒウに人をつ

かわして言った、「わたしたちは、あなたのしも

べです。すべてあなたが命じられる事をいたしま

す。わたしたちは王を立てることを好みません。

あなたがよいと思われることをしてください」。 6

そこでエヒウは再び彼らに手紙を書き送って言っ

た、「もしあなたがたが、わたしに味方し、わた

しに従おうとするならば、あなたがたの主君の子

供たちの首を取って、あすの今ごろエズレルにい

るわたしのもとに持ってきなさい」。そのころ、

王の子供たち七十人は彼らを育てていた町のおも

だった人々と共にいた。 7彼らはその手紙を受け

取ると、王の子供たちを捕えて、その七十人をこ

とごとく殺し、その首をかごにつめて、エズレル

にいるエヒウのもとに送った。 8使者が来て、エ

ヒウに告げ、「人々が王の子供たちの首を持って

きました」と言うと、「あくる朝までそれを門の

入口に、ふた山に積んでおけ」と言った。 9朝に

なると、彼は出て行って立ち、すべての民に言っ

た、「あなたがたは正しい。主君にそむいて彼を

殺したのはわたしです。しかしこのすべての者ど

もを殺したのはだれですか。 10これであなたがた

は、主がアハブの家について告げられた主の言葉

は一つも地に落ちないことを知りなさい。主は、

そのしもべエリヤによってお告げになった事をな

し遂げられたのです」。 11こうしてエヒウは、ア

ハブの家に属する者でエズレルに残っている者を

ことごとく殺し、またそのすべてのおもだった者

、その親しい者およびその祭司たちを殺して、彼

に属する者はひとりも残さなかった。 12さてエヒ

ウは立ってサマリヤへ行ったが、途中、牧者の集

まり場で、 13ユダの王アハジヤの身内の人々に会

い、「あなたがたはどなたですか」と言うと、「

わたしたちはアハジヤの身内の者ですが、王の子

供たちと、王母の子供たちの安否を問うために下

ってきたのです」と答えたので、 14エヒウは「彼

らをいけどれ」と命じた。そこで彼らをいけどっ

て、集まり場の穴のかたわらで彼ら四十二人をこ

とごとく殺し、ひとりをも残さなかった。 15エヒ

ウはそこを立って行ったが、自分を迎えにきたレ

カブの子ヨナダブに会ったので、彼にあいさつし

て、「あなたの心は、わたしがあなたに対するよ

うに真実ですか」と言うと、ヨナダブは「真実で

す」と答えた。するとエヒウは「それならば、あ

なたの手をわたしに伸べなさい」と言ったので、

その手を伸べると、彼を引いて自分の車に上らせ

、 16「わたしと一緒にきて、わたしが主に熱心な

のを見なさい」と言った。そして彼を自分の車に

乗せ、 17サマリヤへ行って、アハブに属する者で

、サマリヤに残っている者をことごとく殺して、

その一族を滅ぼした。主がエリヤにお告げになっ

た言葉のとおりである。 18次いでエヒウは民をこ

とごとく集めて彼らに言った、「アハブは少しば

かりバアルに仕えたが、エヒウは大いにこれに仕

えるであろう。 19それゆえ、今バアルのすべての

預言者、すべての礼拝者、すべての祭司をわたし

のもとに召しなさい。ひとりもこない者のないよ

うにしなさい。わたしは大いなる犠牲をバアルに

ささげようとしている。すべてこない者は生かし

ておかない」。しかしエヒウはバアルの礼拝者た

ちを滅ぼすために偽ってこうしたのである。 20そ

してエヒウは「バアルのために聖会を催しなさい

」と命じたので、彼らはこれを布告した。 21エヒ

ウはあまねくイスラエルに人をつかわしたので、

バアルの礼拝者たちはことごとく来た。こないで

残った者はひとりもなかった。彼らはバアルの宮

にはいったので、バアルの宮は端から端までいっ

ぱいになった。 22その時エヒウは衣装をつかさど

る者に「祭服を取り出してバアルのすべての礼拝

者に与えよ」と言ったので、彼らのために祭服を

取り出した。 23そしてエヒウはレカブの子ヨナダ

ブと共にバアルの宮に入り、バアルの礼拝者たち

に言った、「調べてみて、ここにはただバアルの

礼拝者のみで、主のしもべはひとりも、あなたが

たのうちにいないようにしなさい」。 24こうして

彼は犠牲と燔祭とをささげるためにはいった。さ

てエヒウは八十人の者を外に置いて言った、「わ

たしがあなたがたの手に渡す者をひとりでも逃す

者は、自分の命をもってその人の命に換えなけれ

ばならない」。 25こうして燔祭をささげることが

終ったとき、エヒウはその侍衛と将校たちに言っ

た、「はいって彼らを殺せ。ひとりも逃がしては

ならない」。侍衛と将校たちはつるぎをもって彼

らを撃ち殺し、それを投げ出して、バアルの宮の

本殿に入り、 26バアルの宮にある柱の像を取り出

して、それを焼いた。 27また彼らはバアルの石柱

をこわし、バアルの宮をこわして、かわやとした

が今日まで残っている。 28このようにエヒウはイ

スラエルのうちからバアルを一掃した。 29しかし

エヒウはイスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤ

ラベアムの罪、すなわちベテルとダンにある金の

子牛に仕えることをやめなかった。 30主はエヒウ

に言われた、「あなたはわたしの目にかなう事を

行うにあたって、よくそれを行い、またわたしの

心にあるすべての事をアハブの家にしたので、あ

なたの子孫は四代までイスラエルの位に座するで

あろう」。 31しかしエヒウはイスラエルの神、主

の律法を心をつくして守り行おうとはせず、イス

ラエルに罪を犯させたヤラベアムの罪を離れなか

った。 32この時にあたって、主はイスラエルの領

地を切り取ることを始められた。すなわちハザエ

ルはイスラエルのすべての領域を侵し、 33ヨルダ

ンの東で、ギレアデの全地、カドびと、ルベンび

と、マナセびとの地を侵し、アルノン川のほとり

にあるアロエルからギレアデとバシャンに及んだ

。 34エヒウのその他の事績と、彼がしたすべての

事およびその武勇は、ことごとくイスラエルの王

の歴代志の書にしるされているではないか。 35エ

ヒウはその先祖たちと共に眠ったので、彼をサマ

リヤに葬った。その子エホアハズが代って王とな
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った。 36エヒウがサマリヤでイスラエルを治めた

のは二十八年であった。

11さてアハジヤの母アタリヤはその子の死んだ
のを見て、立って王の一族をことごとく滅ぼ

したが、 2ヨラム王の娘で、アハジヤの姉妹であ

るエホシバはアハジヤの子ヨアシを、殺されよう

としている王の子たちのうちから盗み取り、彼と

そのうばとを寝室に入れて、アタリヤに隠したの

で、彼はついに殺されなかった。 3ヨアシはうば

と共に六年の間、主の宮に隠れていたが、その間

アタリヤが国を治めた。 4第七年になってエホヤ

ダは人をつかわして、カリびとと近衛兵との大将

たちを招きよせ、主の宮にいる自分のもとにこさ

せ、彼らと契約を結び、主の宮で彼らに誓いをさ

せて王の子を見せ、 5命じて言った、「あなたが

たのする事はこれです、すなわち、安息日に非番

となって王の家を守るあなたがたの三分の一は、 6

宮殿を守らなければならない。（他の三分の一は

スルの門におり、三分の一は近衛兵のうしろの門

におる）。 7すべて安息日に当番で主の宮を守る

あなたがたの二つの部隊は、 8おのおのの武器を

手に取って王のまわりに立たなければならない。

すべて列に近よる者は殺されなければならない。

あなたがたは王が出る時にも、はいる時にも王と

共にいなければならない」。 9そこでその大将た

ちは祭司エホヤダがすべて命じたとおりにおこな

った。すなわち彼らはおのおの安息日に非番とな

る者と、安息日に当番となる者とを率いて祭司エ

ホヤダのもとにきたので、 10祭司は主の宮にある

ダビデ王のやりと盾を大将たちに渡した。 11近衛

兵はおのおの手に武器をとって主の宮の南側から

北側まで、祭壇と宮を取り巻いて立った。 12そこ

でエホヤダは王の子をつれ出して冠をいただかせ

、律法の書を渡し、彼を王と宣言して油を注いだ

ので、人々は手を打って「王万歳」と言った。 13

アタリヤは近衛兵と民の声を聞いて、主の宮に入

り、民のところへ行って、 14見ると、王は慣例に

したがって柱のかたわらに立ち、王のかたわらに

は大将たちとラッパ手たちが立ち、また国の民は

皆喜んでラッパを吹いていたので、アタリヤはそ

の衣を裂いて、「反逆です、反逆です」と叫んだ

。 15その時祭司エホヤダは軍勢を指揮していた大

将たちに命じて、「彼女を列の間をとおって出て

行かせ、彼女に従う者をつるぎをもって殺しなさ

い」と言った。これは祭司がさきに「彼女を主の

宮で殺してはならない」と言ったからである。 16

そこで彼らは彼女を捕え、王の家の馬道へ連れて

行ったが、彼女はついにそこで殺された。 17かく

てエホヤダは主と王および民との間に、皆主の民

となるという契約を立てさせ、また王と民との間

にもそれを立てさせた。 18そこで国の民は皆バア

ルの宮に行って、これをこわし、その祭壇とその

像を打ち砕き、バアルの祭司マッタンをその祭壇

の前で殺した。そして祭司は主の宮に管理人を置

いた。 19次いでエホヤダは大将たちと、カリびと

と、近衛兵と国のすべての民を率いて、主の宮か

ら王を導き下り、近衛兵の門の道から王の家に入

り、王の位に座せしめた。 20こうして国の民は皆

喜び、町はアタリヤが王の家でつるぎをもって殺

されてのち、おだやかになった。 21ヨアシは位に

ついた時七歳であった。

12ヨアシはエヒウの第七年に位につき、エルサ
レムで四十年の間、世を治めた。その母はベ

エルシバの出身で、名をヂビアといった。 2ヨア

シは一生の間、主の目にかなう事をおこなった。

祭司エホヤダが彼を教えたからである。 3しかし

高き所は除かなかったので、民はなおその高き所

で犠牲をささげ、香をたいた。 4ヨアシは祭司た

ちに言った、「すべて主の宮に聖別してささげる

銀、すなわちおのおのが課せられて、割当にした

がって人々の出す銀、および人々が心から願って

主の宮の持ってくる銀は、 5これを祭司たちがお

のおのその知る人から受け取り、どこでも主の宮

に破れの見える時は、それをもってその破れを繕

わなければならない」。 6ところがヨアシ王の二

十三年に至るまで、祭司たちは主の宮の破れを繕

わなかった。 7それで、ヨアシ王は祭司エホヤダ

および他の祭司たちを召して言った、「なぜ、あ

なたがたは主の宮の破れを繕わないのか。あなた

がたはもはや知人から銀を受けてはならない。主

の宮の破れを繕うためにそれを渡しなさい」。 8

祭司たちは重ねて民から銀を受けない事と、主の

宮の破れを繕わない事とに同意した。 9そこで祭

司エホヤダは一つの箱を取り、そのふたに穴をあ

けて、それを主の宮の入口の右側、祭壇のかたわ

らに置いた。そして門を守る祭司たちは主の宮に

はいってくる銀をことごとくその中に入れた。 10

こうしてその箱の中に銀が多くなったのを見ると

、王の書記官と大祭司が上ってきて、主の宮にあ

る銀を数えて袋に詰めた。 11そしてその数えた銀

を、工事をつかさどる主の宮の監督者の手にわた

したので、彼らはそれを主の宮に働く木工と建築

師に払い、 12石工および石切りに払い、またそれ

をもって主の宮の破れを繕う材木と切り石を買い

、主の宮を繕うために用いるすべての物のために

費した。 13ただし、主の宮にはいってくるその銀

をもって主の宮のために銀のたらい、心切りばさ

み、鉢、ラッパ、金の器、銀の器などを造ること

はしなかった。 14ただこれを工事をする者に渡し

て、それで主の宮を繕わせた。 15またその銀を渡

して工事をする者に払わせた人々と計算すること

はしなかった。彼らは正直に事をおこなったから

である。 16愆祭の銀と罪祭の銀は主の宮に、はい

らないで、祭司に帰した。 17そのころ、スリヤの

王ハザエルが上ってきて、ガテを攻めてこれを取

った。そしてハザエルがエルサレムに攻め上ろう

として、その顔を向けたとき、 18ユダの王ヨアシ

はその先祖、ユダの王ヨシャパテ、ヨラム、アハ

ジヤが聖別してささげたすべての物、およびヨア

シ自身が聖別してささげた物、ならびに主の宮の

倉と、主の宮にある金をことごとく取って、スリ

ヤ王のハザエルに贈ったので、ハザエルはエルサ
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レムを離れ去った。 19ヨアシのその他の事績およ

び彼がしたすべての事は、ユダの王の歴代志の書

にしるされているではないか。 20ヨアシの家来た

ちは立って徒党を結び、シラに下る道にあるミロ

の家でヨアシを殺した。 21すなわちその家来シメ

アテの子ヨザカルと、ショメルの子ヨザバデが彼

を撃って殺し、彼をその先祖と同じく、ダビデの

町に葬った。その子アマジヤが代って王となった

。

13ユダの王アハジヤの子ヨアシの第二十三年に
エヒウの子エホアハズはサマリヤでイスラエ

ルの王となり、十七年世を治めた。 2彼は主の目

の前に悪を行い、イスラエルに罪を犯させたネバ

テの子ヤラベアムの罪を行いつづけて、それを離

れなかった。 3そこで主はイスラエルに対して怒

りを発し、エホアハズの治世の間、絶えずイスラ

エルをスリヤの王ハザエルの手にわたし、またハ

ザエルの子ベネハダデの手にわたされた。 4しか

しエホアハズが主に願い求めたので、主はついに

これを聞きいれられた。スリヤの王によって悩ま

されたイスラエルの悩みを見られたからである。 5

それで主がひとりの救助者をイスラエルに賜わっ

たので、イスラエルの人々はスリヤびとの手をの

がれ、前のように自分たちの天幕に住むようにな

った。 6それにもかかわらず、彼らはイスラエル

に罪を犯させたヤラベアムの家の罪を離れず、そ

れを行いつづけた。またアシラの像もサマリヤに

立ったままであった。 7さきにスリヤの王が彼ら

を滅ぼし、踏み砕くちりのようにしたのでエホア

ハズの軍勢で残ったものは、ただ騎兵五十人、戦

車十両、歩兵一万人のみであった。 8エホアハズ

その他の事績と、彼がしたすべての事およびその

武勇は、イスラエルの王の歴代志の書にしるされ

ているではないか。 9エホアハズは先祖たちと共

に眠ったので、彼をサマリヤに葬った。その子ヨ

アシが代って王となった。 10ユダの王ヨアシの第

三十七年に、エホアハズの子ヨアシはサマリヤで

イスラエルの王となり、十六年世を治めた。 11彼

は主の目の前に悪を行い、イスラエルに罪を犯さ

せたネバテの子ヤラベアムのもろもろの罪を離れ

ず、それに歩んだ。 12ヨアシのその他の事績と、

彼がしたすべての事およびユダの王アマジヤと戦

ったその武勇は、イスラエルの王の歴代志の書に

しるされているではないか。 13ヨアシは先祖たち

と共に眠って、ヤラベアムがその位に座した。そ

してヨアシはイスラエルの王たちと同じくサマリ

ヤに葬られた。 14さてエリシャは死ぬ病気にかか

っていたが、イスラエルの王ヨアシは下ってきて

彼の顔の上に涙を流し、「わが父よ、わが父よ、

イスラエルの戦車よ、その騎兵よ」と言った。 15

エリシャは彼に「弓と矢を取りなさい」と言った

ので、弓と矢を取った。 16エリシャはまたイスラ

エルの王に「弓に手をかけなさい」と言ったので

、手をかけた。するとエリシャは自分の手を王の

手の上におき、 17「東向きの窓をあけなさい」と

言ったので、それをあけると、エリシャはまた「

射なさい」と言った。彼が射ると、エリシャは言

った、「主の救の矢、スリヤに対する救の矢。あ

なたはアペクでスリヤびとを撃ち破り、彼らを滅

ぼしつくすであろう」。 18エリシャはまた「矢を

取りなさい」と言ったので、それを取った。エリ

シャはまたイスラエルの王に「それをもって地を

射なさい」と言ったので、三度射てやめた。 19す

ると神の人は怒って言った、「あなたは五度も六

度も射るべきであった。そうしたならば、あなた

はスリヤを撃ち破り、それを滅ぼしつくすことが

できたであろう。しかし今あなたはそうしなかっ

たので、スリヤを撃ち破ることはただ三度だけで

あろう」。 20こうしてエリシャは死んで葬られた

。さてモアブの略奪隊は年が改まるごとに、国に

はいって来るのを常とした。 21時に、ひとりの人

を葬ろうとする者があったが、略奪隊を見たので

、その人をエリシャの墓に投げ入れて去った。そ

の人はエリシャの骨に触れるとすぐ生きかえって

立ちあがった。 22スリヤの王ハザエルはエホアハ

ズの一生の間、イスラエルを悩ましたが、 23主は

アブラハム、イサク、ヤコブと結ばれた契約のゆ

えにイスラエルを恵み、これをあわれみ、これを

顧みて滅ぼすことを好まず、なおこれをみ前から

捨てられなかった。 24スリヤの王ハザエルはつい

に死んで、その子ベネハダデが代って王となった

。 25そこでエホアハズの子ヨアシは、父エホアハ

ズがハザエルに攻め取られた町々を、ハザエルの

子ベネハダデの手から取り返した。すなわちヨア

シは三度彼を撃ち破って、イスラエルの町々を取

り返した。

14イスラエルの王エホアハズの子ヨアシの第二
年に、ユダの王ヨアシの子アマジヤが王とな

った。 2彼は王となった時二十五歳で、二十九年

の間エルサレムで世を治めた。その母はエルサレ

ムの出身で、名をエホアダンといった。 3アマジ

ヤは主の目にかなう事をおこなったが、先祖ダビ

デのようではなかった。彼はすべての事を父ヨア

シがおこなったようにおこなった。 4ただし高き

所は除かなかったので、民はなおその高き所で犠

牲をささげ、香をたいた。 5彼は国が彼の手のう

ちに強くなった時、父ヨアシ王を殺害した家来た

ちを殺したが、 6その殺害者の子供たちは殺さな

かった。これはモーセの律法の書にしるされてい

る所に従ったのであって、そこに主は命じて「父

は子のゆえに殺さるべきではない。子は父のゆえ

に殺さるべきではない。おのおの自分の罪のゆえ

に殺さるべきである」と言われている。 7アマジ

ヤはまた塩の谷でエドムびと一万人を殺した。ま

たセラを攻め取って、その名をヨクテルと名づけ

たが、今日までそのとおりである。 8そこでアマ

ジヤがエヒウの子エホアハズの子であるイスラエ

ルの王ヨアシに使者をつかわして、「さあ、われ

われは互に顔を合わせよう」と言わせたので、 9

イスラエルの王ヨアシはユダの王アマジヤに言い

送った、「かつてレバノンのいばらがレバノンの

香柏に、『あなたの娘をわたしのむすこの妻にく



列王記Ⅱ 256

ださい』と言い送ったことがあったが、レバノン

の野獣がとおって、そのいばらを踏み倒した。 10

あなたは大いにエドムを撃って、心にたかぶって

いるが、その栄誉に満足して家にとどまりなさい

。何ゆえ、あなたは災をひき起して、自分もユダ

も共に滅びるような事をするのですか」。 11しか

しアマジヤが聞きいれなかったので、イスラエル

の王ヨアシは上ってきた。そこで彼とユダの王ア

マジヤはユダのベテシメシで互に顔をあわせたが

、 12ユダはイスラエルに敗られて、おのおのその

天幕に逃げ帰った。 13イスラエルの王ヨアシはア

ハジヤの子ヨアシの子であるユダの王アマジヤを

ベテシメシで捕え、エルサレムにきて、エルサレ

ムの城壁をエフライムの門から隅の門まで、おお

よそ四百キュビトにわたってこわし、 14また主の

宮と王の家の倉にある金銀およびもろもろの器を

ことごとく取り、かつ人質をとってサマリヤに帰

った。 15ヨアシのその他の事績と、その武勇およ

び彼がユダの王アマジヤと戦った事は、イスラエ

ルの王の歴代志の書にしるされているではないか

。 16ヨアシはその先祖たちと共に眠って、イスラ

エルの王たちと共にサマリヤに葬られ、その子ヤ

ラベアムが代って王となった。 17ヨアシの子であ

るユダの王アマジヤは、エホアハズの子であるイ

スラエルの王ヨアシが死んで後、なお十五年生き

ながらえた。 18アマジヤのその他の事績は、ユダ

の王の歴代志の書にしるされているではないか。

19時に人々がエルサレムで徒党を結び、彼に敵対

したので、彼はラキシに逃げていったが、その人

々はラキシに人をつかわして彼をそこで殺させた

。 20人々は彼を馬に載せて運んできて、エルサレ

ムで彼を先祖たちと共にダビデの町に葬った。 21

そしてユダの民は皆アザリヤを父アマジヤの代り

に王とした。時に年十六歳であった。 22彼はエラ

テの町を建てて、これをユダに復帰させた。これ

はかの王がその先祖たちと共に眠った後であった

。 23ユダの王ヨアシの子アマジヤの第十五年に、

イスラエルの王ヨアシの子ヤラべアムがサマリヤ

で王となって四十一年の間、世を治めた。 24彼は

主の目の前に悪を行い、イスラエルに罪を犯させ

たネバテの子ヤラベアムの罪を離れなかった。 25

彼はハマテの入口からアラバの海まで、イスラエ

ルの領域を回復した。イスラエルの神、主がガテ

ヘペルのアミッタイの子である、そのしもべ預言

者ヨナによって言われた言葉のとおりである。 26

主はイスラエルの悩みの非常に激しいのを見られ

た。そこにはつながれた者も、自由な者もいなく

なり、またイスラエルを助ける者もいなかった。

27しかし主はイスラエルの名を天が下から消し去

ろうとは言われなかった。そして彼らをヨアシの

子ヤラベアムの手によって救われた。 28ヤラベア

ムのその他の事績と、彼がしたすべての事および

その武勇、すなわち彼が戦争をした事および、か

つてユダに属していたダマスコとハマテを、イス

ラエルに復帰させた事は、イスラエルの王の歴代

志の書にしるされているではないか。 29ヤラベア

ムはその先祖であるイスラエルの王たちと共に眠

って、その子ゼカリヤが代って王となった。

15イスラエルの王ヤラベアムの第二十七年に、
ユダの王アマジヤの子アザリヤが王となった

。 2彼が王となった時は十六歳で、五十二年の間

エルサレムで世を治めた。その母はエルサレムの

出身で、名をエコリアといった。 3彼は主の目に

かなう事を行い、すべての事を父アマジヤが行っ

たようにおこなった。 4ただし高き所は除かなか

ったので、民はなおその高き所で犠牲をささげ、

香をたいた。 5主が王を撃たれたので、その死ぬ

日まで、らい病人となって、離れ家に住んだ。王

の子ヨタムが家の事を管理し、国の民をさばいた

。 6アザリヤのその他の事績と、彼がしたすべて

の事は、ユダの王の歴代志の書にしるされている

ではないか。 7アザリヤはその先祖たちと共に眠

ったので、彼をダビデの町にその先祖たちと共に

葬った。その子ヨタムが代って王となった。 8ユ

ダの王アザリヤの第三十八年にヤラベアムの子ゼ

カリヤがサマリヤでイスラエルの王となり、六か

月世を治めた。 9彼はその先祖たちがおこなった

ように主の目の前に悪を行い、イスラエルに罪を

犯させたネバテの子ヤラベアムの罪を離れなかっ

た。 10ヤベシの子シャルムが徒党を結んで彼に敵

し、イブレアムで彼を撃ち殺し、彼に代って王と

なった。 11ゼカリヤのその他の事績は、イスラエ

ルの王の歴代志の書にしるされている。 12主はか

つてエヒウに、「あなたの子孫は四代までイスラ

エルの位に座するであろう」と告げられたが、は

たしてそのとおりになった。 13ヤベシの子シャル

ムはユダの王ウジヤの第三十九年に王となり、サ

マリヤで一か月世を治めた。 14時にガデの子メナ

ヘムがテルザからサマリヤに上ってきて、ヤベシ

の子シャルムをサマリヤで撃ち殺し、彼に代って

王となった。 15シャルムのその他の事績と、彼が

徒党を結んだ事は、イスラエルの王の歴代志の書

にしるされている。 16その時メナヘムはテルザか

ら進んでいって、タップアと、そのうちにいるす

べての者、およびその領域を撃った。すなわち彼

らが彼のために開かなかったので、これを撃って

、そのうちの妊娠の女をことごとく引き裂いた。

17ユダの王アザリヤの第三十九年に、ガデの子メ

ナヘムはイスラエルの王となり、サマリヤで十年

の間、世を治めた。 18彼は主の目の前に悪を行い

、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベア

ムの罪を一生の間、離れなかった。 19時にアッス

リヤの王プルが国に攻めてきたので、メナヘムは

銀一千タラントをプルに与えた。これは彼がプル

の助けを得て、国を自分の手のうちに強くするた

めであった。 20すなわちメナヘムはその銀をイス

ラエルのすべての富める者に課し、その人々にお

のおの銀五十シケルを出させてアッスリヤの王に

与えた。こうしてアッスリヤの王は国にとどまら

ないで帰っていった。 21メナヘムのその他の事績

と彼がしたすべての事は、イスラエルの王の歴代

志の書にしるされているではないか。 22メナヘム
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は先祖たちと共に眠り、その子ペカヒヤが代って

王となった。 23メナヘムの子ペカヒヤはユダの王

アザリヤの第五十年に、サマリヤでイスラエルの

王となり、二年の間、世を治めた。 24彼は主の目

の前に悪を行い、イスラエルに罪を犯せたネバテ

の子ヤラベアムの罪を離れなかった。 25時に彼の

副官であったレマリヤのペカが、ギレアデびと五

十人と共に徒党を結んで彼に敵し、サマリヤの、

王の宮殿の天守で彼を撃ち殺した。すなわちペカ

は彼を殺し、彼に代って王となった。 26ペカヒヤ

のその他の事績と彼がしたすべての事は、イスラ

エルの王の歴代志の書にしるされている。 27レマ

リヤの子ペカはユダの王アザリヤの第五十二年に

、サマリヤでイスラエルの王となり、二十年の間

、世を治めた。 28彼は主の目の前に悪をおこない

、イスラエルに罪を犯させたネバテの子ヤラベア

ムの罪を離れなかった。 29イスラエルの王ペカの

世に、アッスリヤの王テグラテピレセルが来て、

イヨン、アベル・ベテマアカ、ヤノア、ケデシ、

ハゾル、ギレアデ、ガリラヤ、ナフタリの全地を

取り、人々をアッスリヤへ捕え移した。 30時にエ

ラの子ホセアは徒党を結んで、レマリヤの子ペカ

に敵し、彼を撃ち殺し、彼に代って王となった。

これはウジヤの子ヨタムの第二十年であった。 31

ペカのその他の事績と彼がしたすべての事は、イ

スラエルの王の歴代志の書にしるされている。 32

レマリヤの子イスラエルの王ペカの第二年に、ユ

ダの王ウジヤの子ヨタムが王となった。 33彼は王

となった時二十五歳であったが、エルサレムで十

六年の間、世を治めた。母はザドクの娘で、名を

エルシャといった。 34彼は主の目にかなう事を行

い、すべて父ウジヤの行ったようにおこなった。

35ただし高き所は除かなかったので、民はなおそ

の高き所で犠牲をささげ、香をたいた。彼は主の

宮の上の門を建てた。 36ヨタムのその他の事績と

彼がしたすべての事は、ユダの王の歴代志の書に

しるされているではないか。 37そのころ、主はス

リヤの王レヂンとレマリヤの子ペカをユダに攻め

こさせられた。 38ヨタムは先祖たちと共に眠って

、その先祖ダビデの町に先祖たちと共に葬られ、

その子アハズが代って王となった。

16レマリヤの子ペカの第十七年にユダの王ヨタ
ムの子アハズが王となった。 2アハズは王と

なった時二十歳で、エルサレムで十六年の間、世

を治めたが、その神、主の目にかなう事を先祖ダ

ビデのようには行わなかった。 3彼はイスラエル

の王たちの道に歩み、また主がイスラエルの人々

の前から追い払われた異邦人の憎むべきおこない

にしたがって、自分の子を火に焼いてささげ物と

した。 4かつ彼は高き所、また丘の上、すべての

青木の下で犠牲をささげ、香をたいた。 5そのこ

ろ、スリヤの王レヂンおよびレマリヤの子である

イスラエルの王ペカがエルサレムに攻め上って、

アハズを囲んだが、勝つことができなかった。 6

その時エドムの王はエラテを回復してエドムの所

領とし、ユダの人々をエラテから追い出した。そ

してエドムびとがエラテにきて、そこに住み、今

日に至っている。 7そこでアハズは使者をアッス

リヤの王テグラテピレセルにつかわして言わせた

、「わたしはあなたのしもべ、あなたの子です。

スリヤの王とイスラエルの王がわたしを攻め囲ん

でいます。どうぞ上ってきて、彼らの手からわた

しを救い出してください」。 8そしてアハズは主

の宮と王の家の倉にある金と銀をとり、これを贈

り物としてアッスリヤの王におくったので、 9ア

ッスリヤの王は彼の願いを聞きいれた。すなわち

アッスリヤの王はダマスコに攻め上って、これを

取り、その民をキルに捕え移し、またレヂンを殺

した。 10アハズ王はアッスリヤの王テグラテピレ

セルに会おうとダマスコへ行ったが、ダマスコに

ある祭壇を見たので、アハズ王はその祭壇の作り

にしたがって、その詳しい図面と、ひな型とを作

って、祭司ウリヤに送った。 11そこで祭司ウリヤ

はアハズ王がダマスコから送ったものにしたがっ

て祭壇を建てた。すなわち祭司ウリヤはアハズ王

がダマスコから帰るまでにそのとおりに作った。

12王はダマスコから帰ってきて、その祭壇を見、

祭壇に近づいてその上に登り、 13燔祭と素祭を焼

き、灌祭を注ぎ、酬恩祭の血を祭壇にそそぎかけ

た。 14彼はまた主の前にあった青銅の祭壇を宮の

前から移した。すなわちそれを新しい祭壇と主の

宮の間から移して、新しい祭壇の北の方にすえた

。 15そしてアハズ王は祭司ウリヤに命じて言った

、「朝の燔祭と夕の素祭および王の燔祭とその素

祭、ならびに国中の民の燔祭とその素祭および灌

祭は、この大きな祭壇の上で焼きなさい。また燔

祭の血と犠牲の血はすべてこれにそそぎかけなさ

い。あの青銅の祭壇をわたしは伺いを立てるのに

用いよう」。 16祭司ウリヤはアハズ王がすべて命

じたとおりにおこなった。 17またアハズ王は台の

鏡板を切り取って、洗盤をその上から移し、また

海をその下にある青銅の牛の上からおろして、石

の座の上にすえ、 18また宮のうちに造られていた

安息日用のおおいのある道、および王の用いる外

の入口をアッスリヤの王のために主の宮から除い

た。 19アハズのその他の事績は、ユダの王の歴代

志の書にしるされているではないか。 20アハズは

先祖たちと共に眠って、ダビデの町にその先祖た

ちと共に葬られ、その子ヒゼキヤが代って王とな

った。

17ユダの王アハズの第十二年にエラの子ホセア
が王となり、サマリヤで九年の間、イスラエ

ルを治めた。 2彼は主の目の前に悪を行ったが、

彼以前のイスラエルの王たちのようではなかった

。 3アッスリヤの王シャルマネセルが攻め上った

ので、ホセアは彼に隷属して、みつぎを納めたが

、 4アッスリヤの王はホセアがついに自分にそむ

いたのを知った。それはホセアが使者をエジプト

の王ソにつかわし、また年々納めていたみつぎを

、アッスリヤの王に納めなかったからである。そ

こでアッスリヤの王は彼を監禁し、獄屋につない

だ。 5そしてアッスリヤの王は攻め上って国中を
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侵し、サマリヤに上ってきて三年の間、これを攻

め囲んだ。 6ホセアの第九年になって、アッスリ

ヤの王はついにサマリヤを取り、イスラエルの人

々をアッスリヤに捕えていって、ハラと、ゴザン

の川ハボルのほとりと、メデアの町々においた。 7

この事が起ったのは、イスラエルの人々が、自分

たちをエジプトの地から導き上って、エジプトの

王パロの手をのがれさせられたその神、主にむか

って罪を犯し、他の神々を敬い、 8主がイスラエ

ルの人々の前から追い払われた異邦人のならわし

に従って歩み、またイスラエルの王たちが定めた

ならわしに従って歩んだからである。 9イスラエ

ルの人々はその神、主にむかって正らぬ事をひそ

かに行い、見張台から堅固な町に至るまで、すべ

ての町々に高き所を建て、 10またすべての高い丘

の上、すべての青木の下に石の柱とアシラ像を立

て、 11主が彼らの前から捕え移された異邦人がし

たように、すべての高き所で香をたき、悪事を行

って、主を怒らせた。 12また主が彼らに「あなた

がたはこの事をしてはならない」と言われたのに

偶像に仕えた。 13主はすべての預言者、すべての

先見者によってイスラエルとユダを戒め、「翻っ

て、あなたがたの悪い道を離れ、わたしがあなた

がたの先祖たちに命じ、またわたしのしもべであ

る預言者たちによってあなたがたに伝えたすべて

の律法のとおりに、わたしの戒めと定めとを守れ

」と仰せられたが、 14彼らは聞きいれず、彼らの

先祖たちがその神、主を信じないで、強情であっ

たように、彼らは強情であった。 15そして彼らは

主の定めを捨て、主が彼らの先祖たちと結ばれた

契約を破り、また彼らに与えられた警告を軽んじ

、かつむなしい偶像に従ってむなしくなり、また

周囲の異邦人に従った。これは主が、彼らのよう

におこなってはならないと彼らに命じられたもの

である。 16彼らはその神、主のすべての戒めを捨

て、自分のために二つの子牛の像を鋳て造り、ま

たアシラ像を造り、天の万象を拝み、かつバアル

に仕え、 17またそのむすこ、娘を火に焼いてささ

げ物とし、占いおよびまじないをなし、主の目の

前に悪をおこなうことに身をゆだねて、主を怒ら

せた。 18それゆえ、主は大いにイスラエルを怒り

、彼らをみ前から除かれたので、ユダの部族のほ

か残った者はなかった。 19ところがユダもまたそ

の神、主の戒めを守らず、イスラエルが定めたな

らわしに歩んだので、 20主はイスラエルの子孫を

ことごとく捨て、彼らを苦しめ、彼らを略奪者の

手にわたして、ついに彼らをみ前から打ちすてら

れた。 21主はイスラエルをダビデの家から裂き離

されたので、イスラエルはネバテの子ヤラベアム

を王としたが、ヤラベアムはイスラエルに、主に

従うことをやめさせ、大きな罪を犯させた。 22イ

スラエルの人々がヤラベアムのおこなったすべて

の罪をおこない続けて、それを離れなかったので

、 23ついに主はそのしもべである預言者たちによ

って言われたように、イスラエルをみ前から除き

去られた。こうしてイスラエルは自分の国からア

ッスリヤに移されて今日に至っている。 24かくて

アッスリヤの王はバビロン、クタ、アワ、ハマテ

およびセパルワイムから人々をつれてきて、これ

をイスラエルの人々の代りにサマリヤの町々にお

らせたので、その人々はサマリヤを領有して、そ

の町々に住んだ。 25彼らがそこに住み始めた時、

主を敬うことをしなかったので、主は彼らのうち

にししを送り、ししは彼らのうちの数人を殺した

。 26そこで人々はアッスリヤの王に告げて言った

、「あなたが移してサマリヤの町々におらせられ

たあの国々の民は、その地の神のおきてを知らな

いゆえに、その神は彼らのうちにししを送り、し

しは彼らを殺した。これは彼らが、その地の神の

おきてを知らないためです」。 27アッスリヤの王

は命じて言った、「あなたがたがあそこから移し

た祭司のひとりをあそこへ連れて行きなさい。彼

をあそこへやって住まわせ、その国の神のおきて

をその人々に教えさせなさい」。 28そこでサマリ

ヤから移された祭司のひとりが来てベテルに住み

、どのように主を敬うべきかを彼らに教えた。 29

しかしその民はおのおの自分の神々を造って、そ

れをサマリヤびとが造った高き所の家に安置した

。民は皆住んでいる町々でそのようにおこなった

。 30すなわちバビロンの人々はスコテ・ベノテを

造り、クタの人々はネルガルを造り、ハマテの人

々はアシマを造り、 31アワの人々はニブハズとタ

ルタクを造り、セパルワイムびとはその子を火に

焼いて、セパルワイムの神アデランメレクおよび

アナンメレクにささげた。 32彼はまた主を敬い、

自分たちのうちから一般の民を立てて高き所の祭

司としたので、その人々は高き所の家で勤めをし

た。 33このように彼らは主を敬ったが、また彼ら

が出てきた国々のならわしにしたがって、自分た

ちの神々にも仕えた。 34今日に至るまで彼らは先

のならわしにしたがっておこなっている。彼らは

主を敬わず、また主がイスラエルと名づけられた

ヤコブの子孫に命じられた定めにも、おきてにも

、律法にも、戒めにも従わない。 35主はかつて彼

らと契約を結び、彼らに命じて言われた、「あな

たがたは他の神々を敬ってはならない。また彼ら

を拝み、彼らに仕え、彼らに犠牲をささげてはな

らない。 36ただ大きな力と伸べた腕とをもって、

あなたがたをエジプトの地から導き上った主をの

み敬い、これを拝み、これに犠牲をささげなけれ

ばならない。 37またあなたがたのために書きしる

された定めと、おきてと、律法と、戒めとを、慎

んで常に守らなければならない。他の神々を敬っ

てはならない。 38わたしがあなたがたと結んだ契

約を忘れてはならない。また他の神々を敬っては

ならない。 39ただあなたがたの神、主を敬わなけ

ればならない。主はあなたがたをそのすべての敵

の手から救い出されるであろう」。 40しかし彼ら

は聞きいれず、かえって先のならわしにしたがっ

ておこなった。 41このように、これらの民は主を

敬い、またその刻んだ像にも仕えたが、その子た

ちも、孫たちも同様であって、彼らはその先祖が

おこなったように今日までおこなっている。
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18イスラエルの王エラの子ホセアの第三年にユ
ダの王アハズの子ヒゼキヤが王となった。 2

彼は王となった時二十五歳で、エルサレムで二十

九年の間、世を治めた。その母はゼカリヤの娘で

、名をアビといった。 3ヒゼキヤはすべて先祖ダ

ビデがおこなったように主の目にかなう事を行い

、 4高き所を除き、石柱をこわし、アシラ像を切

り倒し、モーセの造った青銅のへびを打ち砕いた

。イスラエルの人々はこの時までそのへびに向か

って香をたいていたからである。人々はこれをネ

ホシタンと呼んだ。 5ヒゼキヤはイスラエルの神

、主に信頼した。そのために彼のあとにも彼の先

にも、ユダのすべての王のうちに彼に及ぶ者はな

かった。 6すなわち彼は固く主に従って離れるこ

となく、主がモーセに命じられた命令を守った。 7

主が彼と共におられたので、すべて彼が出て戦う

ところで功をあらわした。彼はアッスリヤの王に

そむいて、彼に仕えなかった。 8彼はペリシテび

とを撃ち敗って、ガザとその領域にまで達し、見

張台から堅固な町にまで及んだ。 9ヒゼキヤ王の

第四年すなわちイスラエルの王エラの子ホセアの

第七年に、アッスリヤの王シャルマネセルはサマ

リヤに攻め上って、これを囲んだが、 10三年の後

ついにこれを取った。サマリヤが取られたのはヒ

ゼキヤの第六年で、それはイスラエルの王ホセア

の第九年であった。 11アッスリヤの王はイスラエ

ルの人々をアッスリヤに捕えていって、ハラと、

ゴザンの川ハボルのほとりと、メデアの町々に置

いた。 12これは彼らがその神、主の言葉にしたが

わず、その契約を破り、主のしもべモーセの命じ

たすべての事に耳を傾けず、また行わなかったか

らである。 13ヒゼキヤ王の第十四年にアッスリヤ

の王セナケリブが攻め上ってユダのすべての堅固

な町々を取ったので、 14ユダの王ヒゼキヤは人を

ラキシにつかわしてアッスリヤの王に言った、「

わたしは罪を犯しました。どうぞ引き上げてくだ

さい。わたしに課せられることはなんでもいたし

ます」。アッスリヤの王は銀三百タラントと金三

十タラントをユダの王ヒゼキヤに課した。 15ヒゼ

キヤは主の宮と王の家の倉とにある銀をことごと

く彼に与えた。 16この時ユダの王ヒゼキヤはまた

主の神殿の戸および柱から自分が着せた金をはぎ

取って、アッスリヤの王に与えた。 17アッスリヤ

の王はまたタルタン、ラブサリスおよびラブシャ

ケを、ラキシから大軍を率いてエルサレムにいる

ヒゼキヤ王のもとにつかわした。彼らは上ってエ

ルサレムに来た。彼らはエルサレムに着くと、布

さらし場に行く大路に沿っている上の池の水道の

かたわらへ行って、そこに立った。 18そして彼ら

が王を呼んだので、ヒルキヤの子である宮内卿エ

リアキム、書記官セブナ、およびアサフの子であ

る史官ヨアが彼らのところに出てきた。 19ラブシ

ャケは彼らに言った、「ヒゼキヤに言いなさい、

『大王、アッスリヤの王はこう仰せられる。あな

たが頼みとする者は何か。 20口先だけの言葉が戦

争をする計略と力だと考えるのか。あなたは今だ

れにたよって、わたしにそむいたのか。 21今あな

たは、あの折れかけている葦のつえ、エジプトを

頼みとしているが、それは人がよりかかる時、そ

の人の手を刺し通すであろう。エジプトの王パロ

はすべて寄り頼む者にそのようにする。 22しかし

あなたがもし「われわれは、われわれの神、主を

頼む」とわたしに言うのであれば、その神はヒゼ

キヤがユダとエルサレムに告げて、「あなたがた

はエルサレムで、この祭壇の前に礼拝しなければ

ならない」と言って、その高き所と祭壇とを除い

た者ではないか。 23さあ、わたしの主君アッスリ

ヤの王とかけをせよ。もしあなたの方に乗る人が

あるならば、わたしは馬二千頭を与えよう。 24あ

なたはエジプトを頼み、戦車と騎兵を請い求めて

いるが、わたしの主君の家来のうちの最も小さい

一隊長でさえ、どうして撃退することができよう

か。 25わたしがこの所を滅ぼすために上ってきた

のは、主の許しなしにしたことであろうか。主が

わたしにこの地に攻め上ってこれを滅ぼせと言わ

れたのだ』」。 26その時ヒルキヤの子エリアキム

およびセブナとヨアはラブシャケに言った、「ど

うぞ、アラム語でしもべどもに話してください。

わたしたちは、それがわかるからです。城壁の上

にいる民の聞いているところで、わたしたちにユ

ダヤの言葉で話さないでください」。 27しかしラ

ブシャケは彼らに言った、「わたしの主君は、あ

なたの主君とあなたにだけでなく、城壁の上に座

している人々にも、この言葉を告げるためにわた

しをつかわしたのではないか。彼らも、あなたが

たと共に自分の糞尿を食い飲みするに至るであろ

う」。 28そしてラブシャケは立ちあがり、ユダヤ

の言葉で大声に呼ばわって言った。「大王、アッ

スリヤの王の言葉を聞け。 29王はこう仰せられる

、『あなたがたはヒゼキヤに欺かれてはならない

。彼はあなたがたをわたしの手から救いだすこと

はできない。 30ヒゼキヤが「主は必ずわれわれを

救い出される。この町はアッスリヤ王の手に陥る

ことはない」と言っても、あなたがたは主を頼み

としてはならない』。 31あなたがたはヒゼキヤの

言葉を聞いてはならない。アッスリヤの王はこう

仰せられる、『あなたがたはわたしと和解して、

わたしに降服せよ。そうすればあなたがたはおの

おの自分のぶどうの実を食べ、おのおの自分のい

ちじくの実を食べ、おのおの自分の井戸の水を飲

むことができるであろう。 32やがてわたしが来て

、あなたがたを一つの国へ連れて行く。それはあ

なたがたの国のように穀物とぶどう酒のある地、

パンとぶどう畑のある地、オリブの木と蜜のある

地である。あなたがたは生きながらえることがで

き、死ぬことはない。ヒゼキヤが「主はわれわれ

を救われる」と言って、あなたがたを惑わしても

彼に聞いてはならない。 33諸国民の神々のうち、

どの神がその国をアッスリヤの王の手から救った

か。 34ハマテやアルパデの神々はどこにいるのか

。セパルワイム、ヘナおよびイワの神々はどこに

いるのか。彼らはサマリヤをわたしの手から救い

出したか。 35国々のすべての神々のうち、その国

をわたしの手から救い出した者があったか。主が
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どうしてエルサレムをわたしの手から救い出すこ

とができよう』」。 36しかし民は黙して、ひと言

も彼に答えなかった。王が命じて「彼に答えては

ならない」と言っておいたからである。 37こうし

てヒルキヤの子である宮内卿エリアキム、書記官

セブナ、およびアサフの子である史官ヨアは衣を

裂き、ヒゼキヤのもとに来て、ラブシャケの言葉

を彼に告げた。

19ヒゼキヤ王はこれを聞いて、衣を裂き、荒布
を身にまとって主に宮に入り、 2宮内卿エリ

アキムと書記官セブナおよび祭司のうちの年長者

たちに荒布をまとわせて、アモツの子預言者イザ

ヤのもとにつかわした。 3彼らはイザヤに言った

、「ヒゼキヤはこう申されます、『きょうは悩み

と、懲しめと、はずかしめの日です。胎児がまさ

に生れようとして、これを産み出す力がないので

す。 4あなたの神、主はラブシャケがその主君ア

ッスリヤの王につかわされて、生ける神をそしっ

たもろもろの言葉を聞かれたかもしれません。そ

してあなたの神、主はその聞いた言葉をとがめら

れるかもしれません。それゆえ、この残っている

者のために祈をささげてください』」。 5ヒゼキ

ヤ王の家来たちがイザヤのもとに来たとき、 6イ

ザヤは彼らに言った、「あなたがたの主君にこう

言いなさい、『主はこう仰せられる、アッスリヤ

の王の家来たちが、わたしをそしった言葉を聞い

て恐れるには及ばない。 7見よ、わたしは一つの

霊を彼らのうちに送って、一つのうわさを聞かせ

、彼を自分の国へ帰らせて、自分の国でつるぎに

倒れさせるであろう』」。 8ラブシャケは引き返

して、アッスリヤの王がリブナを攻めているとこ

ろへ行った。彼が王のラキシを去ったことを聞い

たからである。 9この時アッスリヤの王はエチオ

ピヤの王テルハカについて、「彼はあなたと戦う

ために出てきた」と人々がいうのを聞いたので、

再び使者をヒゼキヤにつかわして言った、 10「ユ

ダの王ヒゼキヤにこう言いなさい、『あなたは、

エルサレムはアッスリヤの王の手に陥ることはな

い、と言うあなたの信頼する神に欺かれてはなら

ない。 11あなたはアッスリヤの王たちがもろもろ

の国々にした事、彼らを全く滅ぼした事を聞いて

いる。どうしてあなたが救われることができよう

か。 12わたしの父たちはゴザン、ハラン、レゼフ

、およびテラサルにいたエデンの人々を滅ぼした

が、その国々の神々は彼らを救ったか。 13ハマテ

の王、アルパデの王、セパルワイムの町の王、ヘ

ナの王およびイワの王はどこにいるのか』」。 14

ヒゼキヤは使者の手から手紙を受け取ってそれを

読み、主の宮にのぼっていって、主の前にそれを

ひろげ、 15そしてヒゼキヤは主の前に祈って言っ

た、「ケルビムの上に座しておられるイスラエル

の神、主よ、地のすべての国のうちで、ただあな

ただけが神でいらせられます。あなたは天と地を

造られました。 16主よ、耳を傾けて聞いてくださ

い。主よ、目を開いてごらんください。セナケリ

ブが生ける神をそしるために書き送った言葉をお

聞きください。 17主よ、まことにアッスリヤの王

たちはもろもろの民とその国々を滅ぼし、 18また

その神々を火に投げ入れました。それらは神では

なく、人の手の作ったもので、木や石だから滅ぼ

されたのです。 19われわれの神、主よ、どうぞ、

今われわれを彼の手から救い出してください。そ

うすれば地の国々は皆、主であるあなただけが神

でいらせられることを知るようになるでしょう」

。 20その時アモツの子イザヤは人をつかわしてヒ

ゼキヤに言った、「イスラエルの神、主はこう仰

せられる、『アッスリヤの王セナケリブについて

あなたがわたしに祈ったことは聞いた』。 21主が

彼について語られた言葉はこうである、『処女で

あるシオンの娘はあなたを侮り、あなたをあざけ

る。エルサレムの娘はあなたのうしろで頭を振る

。 22あなたはだれをそしり、だれをののしったの

か。あなたはだれにむかって声をあげ、目を高く

あげたのか。イスラエルの聖者にむかってしたの

だ。 23あなたは使者をもって主をそしって言った

、「わたしは多くの戦車をひきいて山々の頂にの

ぼり、レバノンの奥に行き、たけの高い香柏と最

も良いいとすぎを切り倒し、またその果の野営地

に行き、その密林にはいった。 24わたしは井戸を

掘って外国の水を飲んだ。わたしは足の裏で、エ

ジプトのすべての川を踏みからした」。 25あなた

は聞かなかったか、昔わたしがこれを定めたこと

を。堅固な町々をあなたが荒塚とすることも、い

にしえの日からわたしが計画して今これをおこな

うのだ。 26そのうちに住む民は力弱くおののき、

恥をいだいて、野の草のように、青菜のようにな

り、育たないで枯れる屋根の草のようになった。

27わたしはあなたのすわること、出入りすること

、わたしにむかって怒り叫んだことをも知ってい

る。 28あなたがわたしにむかって怒り叫んだこと

と、あなたの高慢がわたしの耳にはいったため、

わたしはあなたの鼻に輪をつけ、あなたの口にく

つわをはめて、あなたをもときた道へ引きもどす

であろう』。 29『あなたに与えるしるしはこれで

ある。すなわち、ことしは落ち穂からはえたもの

を食べ、二年目にはまたその落ち穂からはえたも

のを食べ、三年目には種をまき、刈り入れ、ぶど

う畑を作ってその実を食べるであろう。 30ユダの

家ののがれて残る者は再び下に根を張り、上に実

を結ぶであろう。 31すなわち残る者がエルサレム

から出てき、のがれた者がシオンの山から出て来

るであろう。主の熱心がこれをされるであろう』

。 32それゆえ、主はアッスリヤの王について、こ

う仰せられる、『彼はこの町にこない、またここ

に矢を放たない、盾をもってその前に来ることな

く、また塁を築いてこれを攻めることはない。 33

彼は来た道を帰って、この町に、はいることはな

い。主がこれを言う。 34わたしは自分のため、ま

たわたしのしもべダビデのためにこの町を守って

、これを救うであろう』」。 35その夜、主の使が

出て、アッスリヤの陣営で十八万五千人を撃ち殺

した。人々が朝早く起きて見ると、彼らは皆、死

体となっていた。 36アッスリヤの王セナケリブは
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立ち去り、帰って行ってニネベにいたが、 37その

神ニスロクの神殿で礼拝していた時、その子アデ

ランメレクとシャレゼルが、つるぎをもって彼を

殺し、ともにアララテの地へ逃げて行った。そこ

でその子エサルハドンが代って王となった。

20そのころ、ヒゼキヤは病気になって死にかか
っていた。アモツの子預言者イザヤは彼のと

ころにきて言った、「主はこう仰せられます、『

家の人に遺言をなさい。あなたは死にます。生き

ながらえることはできません』」。 2そこでヒゼ

キヤは顔を壁に向けて主に祈って言った、 3「あ

あ主よ、わたしが真実を真心をもってあなたの前

に歩み、あなたの目にかなうことをおこなったの

をどうぞ思い起してください」。そしてヒゼキヤ

は激しく泣いた。 4イザヤがまだ中庭を出ないう

ちに主の言葉が彼に臨んだ、 5「引き返して、わ

たしの民の君ヒゼキヤに言いなさい、『あなたの

父ダビデの神、主はこう仰せられる、わたしはあ

なたの祈を聞き、あなたの涙を見た。見よ、わた

しはあなたをいやす。三日目にはあなたは主の宮

に上るであろう。 6かつ、わたしはあなたのよわ

いを十五年増す。わたしはあなたと、この町とを

アッスリヤの王の手から救い、わたしの名のため

、またわたしのしもべダビデのためにこの町を守

るであろう』」。 7そしてイザヤは言った、「干

しいちじくのひとかたまりを持ってきて、それを

腫物につけさせなさい。そうすれば直るでしょう

」。 8ヒゼキヤはイザヤに言った、「主がわたし

をいやされる事と、三日目にわたしが主の家に上

ることについて、どんなしるしがありましょうか

」。 9イザヤは言った、「主が約束されたことを

行われることについては、主からこのしるしを得

られるでしょう。すなわち日影が十度進むか、あ

るいは十度退くかです」。 10ヒゼキヤは答えた、

「日影が十度進むことはたやすい事です。むしろ

日影を十度退かせてください」。 11そこで預言者

イザヤが主に呼ばわると、アハズの日時計の上に

進んだ日影を、十度退かせられた。 12そのころ、

バラダンの子であるバビロンの王メロダクバラダ

ンは、手紙と贈り物を持たせて使節をヒゼキヤに

つかわした。これはヒゼキヤが病んでいることを

聞いたからである。 13ヒゼキヤは彼らを喜び迎え

て、宝物の蔵、金銀、香料、貴重な油および武器

倉、ならびにその倉庫にあるすべての物を彼らに

見せた。家にある物も、国にある物も、ヒゼキヤ

が彼らに見せない物は一つもなかった。 14その時

、預言者イザヤはヒゼキヤ王のもとにきて言った

、「あの人々は何を言いましたか。どこからきた

のですか」。ヒゼキヤは言った、「彼らは遠い国

から、バビロンからきたのです」。 15イザヤは言

った、「彼らはあなたの家で何を見ましたか」。

ヒゼキヤは答えて言った、「わたしの家にある物

を皆見ました。わたしの倉庫のうちには、わたし

が彼らに見せない物は一つもありません」。 16そ

こでイザヤはヒゼキヤに言った、「主の言葉を聞

きなさい、 17『主は言われる、見よ、すべてあな

たの家にある物、および、あなたの先祖たちが今

日までに積みたくわえた物の、バビロンに運び去

られる日が来る。何も残るものはないであろう。

18また、あなたの身から出るあなたの子たちも連

れ去られ、バビロンの王の宮殿で宦官となるであ

ろう』」。 19ヒゼキヤはイザヤに言った、「あな

たが言われた主の言葉は結構です」。彼は「せめ

て自分が世にあるあいだ、平和と安全があれば良

いことではなかろうか」と思ったからである。 20

ヒゼキヤのその他の事績とその武勇および、彼が

貯水池と水道を作って、町に水を引いた事は、ユ

ダの王の歴代志の書にしるされているではないか

。 21ヒゼキヤはその先祖たちと共に眠って、その

子マナセが代って王となった。

21マナセは十二歳で王となり、五十五年の間、
エルサレムで世を治めた。母の名はヘフジバ

といった。 2マナセは主がイスラエルの人々の前

から追い払われた国々の民の憎むべきおこないに

ならって、主の目の前に悪をおこなった。 3彼は

父ヒゼキヤがこわした高き所を建て直し、またイ

スラエルの王アハブがしたようにバアルのために

祭壇を築き、アシラ像を造り、かつ天の万象を拝

んで、これに仕えた。 4また主の宮のうちに数個

の祭壇を築いた。これは主が「わたしの名をエル

サレムに置こう」と言われたその宮である。 5彼

はまた主の宮の二つの庭に天の万象のために祭壇

を築いた。 6またその子を火に焼いてささげ物と

し、占いをし、魔術を行い、口寄せと魔法使を用

い、主の目の前に多くの悪を行って、主の怒りを

引き起した。 7彼はまたアシラの彫像を作って主

の宮に置いた。主はこの宮についてダビデとその

子ソロモンに言われたことがある、「わたしはこ

の宮と、わたしがイスラエルのすべての部族のう

ちから選んだエルサレムとに、わたしの名を永遠

に置く。 8もし、彼らがわたしが命じたすべての

事、およびわたしのしもべモーセが命じたすべて

の律法を守り行うならば、イスラエルの足を、わ

たしが彼らの先祖たちに与えた地から、重ねて迷

い出させないであろう」。 9しかし彼らは聞きい

れなかった。マナセが人々をいざなって悪を行っ

たことは、主がイスラエルの人々の前に滅ぼされ

た国々の民よりもはなはだしかった。 10そこで主

はそのしもべである預言者たちによって言われた

、 11「ユダの王マナセがこれらの憎むべき事を行

い、彼の先にあったアモリびとの行ったすべての

事よりも悪い事を行い、またその偶像をもってユ

ダに罪を犯させたので、 12イスラエルの神、主は

こう仰せられる、見よ、わたしはエルサレムとユ

ダに災をくだそうとしている。これを聞く者は、

その耳が二つながら鳴るであろう。 13わたしはサ

マリヤをはかった測りなわと、アハブの家に用い

た下げ振りをエルサレムにほどこし、人が皿をぬ

ぐい、これをぬぐって伏せるように、エルサレム

をぬぐい去る。 14わたしは、わたしの嗣業の民の

残りを捨て、彼らを敵の手に渡す。彼らはもろも

ろの敵のえじきとなり、略奪にあうであろう。 15
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これは彼らの先祖たちがエジプトを出た日から今

日に至るまで、彼らがわたしの目の前に悪を行っ

て、わたしを怒らせたためである」。 16マナセは

また主の目の前に悪を行って、ユダに罪を犯させ

たその罪のほかに、罪なき者の血を多く流して、

エルサレムのこの果から、かの果にまで満たした

。 17マナセのその他の事績と、彼がおこなったす

べての事およびその犯した罪は、ユダの王の歴代

志の書にしるされているではないか。 18マナセは

先祖たちと共に眠って、その家の園すなわちウザ

の園に葬られ、その子アモンが代って王となった

。 19アモンは王となった時二十二歳であって、エ

ルサレムで二年の間、世を治めた。母はヨテバの

ハルツの娘で、名をメシュレメテといった。 20ア

モンはその父マナセのおこなったように、主の目

の前に悪を行った。 21すなわち彼はすべてその父

の歩んだ道に歩み、父の仕えた偶像に仕えて、こ

れを拝み、 22先祖たちの神、主を捨てて、主の道

に歩まなかった。 23アモンの家来たちはついに彼

に敵して徒党を結び、王をその家で殺したが、 24

国の民は、アモン王に敵して徒党を結んだ者をこ

とごとく撃ち殺した。そして国の民はアモンの子

ヨシヤを王としてアモンに代らせた。 25アモンの

その他の事績は、ユダの王の歴代志の書にしるさ

れているではないか。 26アモンはウザの園にある

墓に葬られ、その子ヨシヤが代って王となった。

22ヨシヤは八歳で王となり、エルサレムで三十
一年の間、世を治めた。母はボヅカテのアダ

ヤの娘で、名をエデダといった。 2ヨシヤは主の

目にかなう事を行い、先祖ダビデの道に歩んで右

にも左にも曲らなかった。 3ヨシヤ王の第十八年

に王はメシュラムの子アザリヤの子である書記官

シャパンを主の宮につかわして言った、 4「大祭

司ヒルキヤのもとへのぼって行って、主に宮には

いってきた銀、すなわち門を守る者が民から集め

たものの総額を彼に数えさせ、 5それを工事をつ

かさどる主の宮の監督者の手に渡させ、彼らから

主の宮で工事をする者にそれを渡して、宮の破れ

を繕わせなさい。 6すなわち木工と建築師と石工

にそれを渡し、また宮を繕う材木と切り石を買わ

せなさい。 7ただし彼らは正直に事を行うから、

彼らに渡した銀については彼らと計算するに及ば

ない」。 8その時大祭司ヒルキヤは書記官シャパ

ンに言った、「わたしは主の宮で律法の書を見つ

けました」。そしてヒルキヤがその書物をシャパ

ンに渡したので、彼はそれを読んだ。 9書記官シ

ャパンは王のもとへ行き、王に報告して言った、

「しもべどもは宮にあった銀を皆出して、それを

工事をつかさどる主の宮の監督者の手に渡しまし

た」。 10書記官シャパンはまた王に告げて「祭司

ヒルキヤはわたしに一つの書物を渡しました」と

言い、それを王の前で読んだ。 11王はその律法の

書の言葉を聞くと、その衣を裂いた。 12そして王

は祭司ヒルキヤと、シャパンの子アヒカムと、ミ

カヤの子アクボルと、書記官シャパンと、王の大

臣アサヤとに命じて言った、 13「あなたがたは行

って、この見つかった書物の言葉について、わた

しのため、民のため、またユダ全国のために主に

尋ねなさい。われわれの先祖たちがこの書物の言

葉に聞き従わず、すべてわれわれについてしるさ

れている事を行わなかったために、主はわれわれ

にむかって、大いなる怒りを発しておられるから

です」。 14そこで祭司ヒルキヤ、アヒカム、アク

ボル、シャパンおよびアサヤはシャルムの妻であ

る女預言者ホルダのもとへ行った。シャルムはハ

ルハスの子であるテクワの子で、衣装べやを守る

者であった。その時ホルダはエルサレムの下町に

住んでいた。彼らがホルダに告げたので、 15ホル

ダは彼らに言った、「イスラエルの神、主はこう

仰せられます、『あなたがたをわたしにつかわし

た人に言いなさい。 16主はこう言われます、見よ

、わたしはユダの王が読んだあの書物のすべての

言葉にしたがって、災をこの所と、ここに住んで

いる民に下そうとしている。 17彼らがわたしを捨

てて他の神々に香をたき、自分たちの手で作った

もろもろの物をもって、わたしを怒らせたからで

ある。それゆえ、わたしはこの所にむかって怒り

の火を発する。これは消えることがないであろう

』。 18ただし主に尋ねるために、あなたがたをつ

かわしたユダの王にはこう言いなさい、『あなた

が聞いた言葉についてイスラエルの神、主はこう

仰せられます、 19あなたは、わたしがこの所と、

ここに住んでいる民にむかって、これは荒れ地と

なり、のろいとなるであろうと言うのを聞いた時

、心に悔い、主の前にへりくだり、衣を裂いてわ

たしの前に泣いたゆえ、わたしもまたあなたの言

うことを聞いたのであると主は言われる。 20それ

ゆえ、見よ、わたしはあなたを先祖たちのもとに

集める。あなたは安らかに墓に集められ、わたし

がこの所に下すもろもろの災を目に見ることはな

いであろう』」。彼らはこの言葉を王に持ち帰っ

た。

23そこで王は人をつかわしてユダとエルサレム
の長老たちをことごとく集めた。 2そして王

はユダのもろもろの人々と、エルサレムのすべて

の住民および祭司、預言者ならびに大小のすべて

の民を従えて主の宮にのぼり、主の宮で見つかっ

た契約の書の言葉をことごとく彼らに読み聞かせ

た。 3次いで王は柱のかたわらに立って、主の前

に契約を立て、主に従って歩み、心をつくし精神

をつくして、主の戒めと、あかしと、定めとを守

り、この書物にしるされているこの契約の言葉を

行うことを誓った。民は皆その契約に加わった。 4

こうして王は大祭司ヒルキヤと、それに次ぐ祭司

たちおよび門を守る者どもに命じて、主の神殿か

らバアルとアシラと天の万象とのために作ったも

ろもろの器を取り出させ、エルサレムの外のキデ

ロンの野でそれを焼き、その灰をベテルに持って

行かせた。 5また、ユダの町々とエルサレムの周

囲にある高き所で香をたくためにユダの王たちが

任命した祭司たちを廃し、またバアルと日と月と

星宿と天の万象とに香をたく者どもをも廃した。 6
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彼はまた主の宮からアシラ像を取り出し、エルサ

レムの外のキデロン川に持って行って、キデロン

川でそれを焼き、それを打ち砕いて粉とし、その

粉を民の墓に投げすてた。 7また主の宮にあった

神殿男娼の家をこわした。そこは女たちがアシラ

像のために掛け幕を織る所であった。 8彼はまた

ユダの町々から祭司をことごとく召しよせ、また

祭司が香をたいたゲバからベエルシバまでの高き

所を汚し、また門にある高き所をこわした。これ

らの高き所は町のつかさヨシュアの門の入口にあ

り、町の門にはいる人の左にあった。 9高き所の

祭司たちはエルサレムで主の祭壇にのぼることを

しなかったが、その兄弟たちのうちにあって種入

れぬパンを食べた。 10王はまた、だれもそのむす

こ娘を火に焼いて、モレクにささげ物とすること

のないように、ベンヒンノムの谷にあるトペテを

汚した。 11またユダの王たちが太陽にささげて主

の宮の門に置いた馬を、境内にある侍従ナタンメ

レクのへやのかたわらに移し、太陽の車を火で焼

いた。 12また王はユダの王たちがアハズの高殿の

屋上に造った祭壇と、マナセが主の宮の二つの庭

に造った祭壇とをこわして、それを打ち砕き、砕

けたものをキデロン川に投げすてた。 13また王は

イスラエルの王ソロモンが昔シドンびとの憎むべ

き者アシタロテと、モアブびとの憎むべき者ケモ

シと、アンモンの人々の憎むべき者ミルコムのた

めにエルサレムの東、滅亡の山の南に築いた高き

所を汚した。 14またもろもろの石柱を打ち砕き、

アシラ像を切り倒し、人の骨をもってその所を満

たした。 15また、ベテルにある祭壇と、イスラエ

ルに罪を犯させたネバテの子ヤラベアムが造った

高き所、すなわちその祭壇と高き所とを彼はこわ

し、その石を打ち砕いて粉とし、かつアシラ像を

焼いた。 16そしてヨシヤは身をめぐらして山に墓

のあるのを見、人をつかわしてその墓から骨を取

らせ、それをその祭壇の上で焼いて、それを汚し

た。昔、神の人が主の言葉としてこの事を呼ばわ

り告げたが、そのとおりになった。 17その時ヨシ

ヤは「あそこに見える石碑は何か」と尋ねた。町

の人々が彼に「あれはあなたがベテルの祭壇に対

して行われたこれらの事を、ユダからきて預言し

た神の人の墓です」と言ったので、 18彼は言った

、「そのままにして置きなさい。だれもその骨を

移してはならない」。それでその骨と、サマリヤ

からきた預言者の骨には手をつけなかった。 19ま

たイスラエルの王たちがサマリヤの町々に造って

、主を怒らせた高き所の家も皆ヨシヤは取り除い

て、彼がすべてベテルに行ったようにこれに行っ

た。 20彼はまた、そこにあった高き所の祭司たち

を皆祭壇の上で殺し、人の骨を祭壇の上で焼いた

。こうして彼はエルサレムに帰った。 21そして王

はすべての民に命じて、「あなたがたはこの契約

の書にしるされているように、あなたがたの神、

主に過越の祭を執り行いなさい」と言った。 22さ

ばきづかさがイスラエルをさばいた日からこのか

た、またイスラエルの王たちとユダの王たちの世

にも、このような過越の祭を執り行ったことはな

かったが、 23ヨシヤ王の第十八年に、エルサレム

でこの過越の祭を主に執り行ったのである。 24ヨ

シヤはまた祭司ヒルキヤが主の宮で見つけた書物

にしるされている律法の言葉を確実に行うために

、口寄せと占い師と、テラピムと偶像およびユダ

の地とエルサレムに見られるもろもろの憎むべき

者を取り除いた。 25ヨシヤのように心をつくし、

精神をつくし、力をつくしてモーセのすべての律

法にしたがい、主に寄り頼んだ王はヨシヤの先に

はなく、またその後にも彼のような者は起らなか

った。 26けれども主はなおユダにむかって発せら

れた激しい大いなる怒りをやめられなかった。こ

れはマナセがもろもろの腹だたしい行いをもって

主を怒らせたためである。 27それゆえ主は言われ

た、「わたしはイスラエルを移したように、ユダ

をもわたしの目の前から移し、わたしが選んだこ

のエルサレムの町と、わたしの名をそこに置こう

と言ったこの宮とを捨てるであろう」。 28ヨシヤ

のその他の事績と、彼が行ったすべての事は、ユ

ダの王の歴代志の書にしるされているではないか

。 29ヨシヤの世にエジプトの王パロ・ネコが、ア

ッスリヤの王のところへ行こうと、ユフラテ川を

さして上ってきたので、ヨシヤ王は彼を迎え撃と

うと出て行ったが、パロ・ネコは彼を見るや、メ

ギドにおいて彼を殺した。 30その家来たちは彼の

死体を車に載せ、メギドからエルサレムに運んで

彼の墓に葬った。国の民はヨシヤの子エホアハズ

を立て、彼に油を注ぎ、王として父に代らせた。

31エホアハズは王となった時二十三歳で、エルサ

レムで三か月の間、世を治めた。母はリブナのエ

レミヤの娘で、名をハムタルといった。 32エホア

ハズは先祖たちがすべて行ったように主の目の前

に悪を行ったが、 33パロ・ネコは彼をハマテの地

のリブラにつないで置いて、エルサレムで世を治

めることができないようにした。また銀百タラン

トと金一タラントのみつぎを国に課した。 34そし

てパロ・ネコはヨシヤの子エリアキムを父ヨシヤ

に代って王とならせ、名をエホヤキムと改め、エ

ホアハズをエジプトへ引いて行った。エホアハズ

はエジプトへ行ってそこで死んだ。 35エホヤキム

は金銀をパロに送った。しかし彼はパロの命に従

って金を送るために国に税を課し、国の民おのお

のからその課税にしたがって金銀をきびしく取り

立てて、それをパロ・ネコに送った。 36エホヤキ

ムは二十五歳で王となり、エルサレムで十一年の

間、世を治めた。母はルマのペダヤの娘で、名を

ゼビダといった。 37エホヤキムは先祖たちがすべ

て行ったように主の目の前に悪を行った。

24エホヤキムの世にバビロンの王ネブカデネザ
ルが上ってきたので、エホヤキムは彼に隷属

して三年を経たが、ついに翻って彼にそむいた。 2

主はカルデヤびとの略奪隊、スリヤびとの略奪隊

、モアブびとの略奪隊、アンモンびとの略奪隊を

つかわしてエホヤキムを攻められた。すなわちユ

ダを攻め、これを滅ぼすために彼らをつかわされ

た。主がそのしもべである預言者たちによって語
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られた言葉のとおりである。 3これは全く主の命

によってユダに臨んだもので、ユダを主の目の前

から払い除くためであった。すなわちマナセがす

べておこなったその罪のため、 4また彼が罪なき

人の血を流し、罪なき人の血をエルサレムに満た

したためであって、主はその罪をゆるそうとはさ

れなかった。 5エホヤキムのその他の事績と、彼

がおこなったすべての事は、ユダの王の歴代志の

書にしるされているではないか。 6エホヤキムは

先祖たちとともに眠り、その子エホヤキンが代っ

て王となった。 7エジプトの王は再びその国から

出てこなかった。バビロンの王がエジプトの川か

らユフラテ川まで、すべてエジプトの王に属する

ものを取ったからである。 8エホヤキンは王とな

った時十八歳で、エルサレムで三か月の間、世を

治めた。母はエルサレムのエルナタンの娘で、名

をネホシタといった。 9エホヤキンはすべてその

父がおこなったように主の目の前に悪を行った。

10そのころ、バビロンの王ネブカデネザルの家来

たちはエルサレムに攻め上って、町を囲んだ。 11

その家来たちが町を囲んでいたとき、バビロンの

王ネブカデネザルもまた町に攻めてきた。 12ユダ

の王エホヤキンはその母、その家来、そのつかさ

たち、および侍従たちと共に出て、バビロンの王

に降服したので、バビロンの王は彼を捕虜とした

。これはネブカデネザルの治世の第八年であった

。 13彼はまた主の宮のもろもろの宝物および王の

家の宝物をことごとく持ち出し、イスラエルの王

ソロモンが造って主の神殿に置いたもろもろの金

の器を切りこわした。主が言われたとおりである

。 14彼はまたエルサレムのすべての市民、および

すべてのつかさとすべての勇士、ならびにすべて

の木工と鍛冶一万人を捕えて行った。残った者は

国の民の貧しい者のみであった。 15さらに彼はエ

ホヤキンをバビロンに捕えて行き、また王の母、

王の妻たち、および侍従と国のうちのおもな人々

をも、エルサレムからバビロンへ捕えて行った。

16またバビロンの王はすべて勇敢な者七千人、木

工と鍛冶一千人ならびに強くて良く戦う者をみな

捕えてバビロンへ連れて行った。 17そしてバビロ

ンの王はエホヤキンの父の兄弟マッタニヤを王と

してエホヤキンに代え、名をゼデキヤと改めた。

18ゼデキヤは二十一歳で王となり、エルサレムで

十一年の間、世を治めた。母はリブナのエレミヤ

の娘で、名をハムタルといった。 19ゼデキヤはす

べてエホヤキムがおこなったように主の目の前に

悪を行った。 20エルサレムとユダにこのような事

の起ったのは主の怒りによるので、主はついに彼

らをみ前から払いすてられた。さてゼデキヤはバ

ビロンの王にそむいた。

25そこでゼデキヤの治世の第九年の十月十日に
、バビロンの王ネブカデネザルはもろもろの

軍勢を率い、エルサレムにきて、これにむかって

陣を張り、周囲にとりでを築いてこれを攻めた。 2

こうして町は囲まれて、ゼデキヤ王の第十一年に

まで及んだが、 3その四月九日になって、町のう

ちにききんが激しくなり、その地の民に食物がな

くなった。 4町の一角がついに破れたので、王は

すべての兵士とともに、王の園のかたわらにある

二つの城壁のあいだの門の道から夜のうちに逃げ

出して、カルデヤびとが町を囲んでいる間に、ア

ラバの方へ落ち延びた。 5しかしカルデヤびとの

軍勢は王を追い、エリコの平地で彼に追いついた

。彼の軍勢はみな彼を離れて散り去ったので、 6

カルデヤびとは王を捕え、彼をリブラにいるバビ

ロンの王のもとへ引いていって彼の罪を定め、 7

ゼデキヤの子たちをゼデキヤの目の前で殺し、ゼ

デキヤの目をえぐり、足かせをかけてバビロンへ

連れて行った。 8バビロンの王ネブカデネザルの

第十九年の五月七日に、バビロンの王の臣、侍衛

の長ネブザラダンがエルサレムにきて、 9主の宮

と王の家とエルサレムのすべての家を焼いた。す

なわち火をもってすべての大きな家を焼いた。 10

また侍衛の長と共にいたカルデヤびとのすべての

軍勢はエルサレムの周囲の城壁を破壊した。 11そ

して侍衛の長ネブザラダンは、町に残された民お

よびバビロン王に降服した者と残りの群衆を捕え

移した。 12ただし侍衛の長はその地の貧しい者を

残して、ぶどうを作る者とし、農夫とした。 13カ

ルデヤびとはまた主の宮の青銅の柱と、主の宮の

洗盤の台と、青銅の海を砕いて、その青銅をバビ

ロンに運び、 14またつぼと、十能と、心切りばさ

みと、香を盛る皿およびすべて神殿の務に用いる

青銅の器、 15また心取り皿と鉢を取り去った。侍

衛の長はまた金で作った物と銀で作った物を取り

去った。 16ソロモンが主の宮のために造った二つ

の柱と、一つの海と洗盤の台など、これらのもろ

もろの器の青銅の重さは量ることができなかった

。 17一つの柱の高さは十八キュビトで、その上に

青銅の柱頭があり、柱頭の高さは三キュビトで、

柱頭の周囲に網細工とざくろがあって、みな青銅

であった。他の柱もその網細工もこれと同じであ

った。 18侍衛の長は祭司長セラヤと次席の祭司ゼ

パニヤと三人の門を守る者を捕え、 19また兵士を

つかさどるひとりの役人と、王の前にはべる者の

うち、町で見つかった者五人と、その地の民を募

った軍勢の長の書記官と、町で見つかったその地

の民六十人を町から捕え去った。 20侍衛の長ネブ

ザラダンは彼らを捕えて、リブラにいるバビロン

の王のもとへ連れて行ったので、 21バビロンの王

はハマテの地のリブラで彼らを撃ち殺した。この

ようにしてユダはその地から捕え移された。 22さ

てバビロンの王ネブカデネザルはユダの地に残し

てとどまらせた民の上に、シャパンの子アヒカム

の子であるゲダリヤを立てて総督とした。 23時に

軍勢の長たちおよびその部下の人々は、バビロン

の王がゲダリヤを総督としたことを聞いて、ミヅ

パにいるゲダリヤのもとにきた。すなわちネタニ

ヤの子イシマエル、カレヤの子ヨハナン、ネトパ

びとタンホメテの子セラヤ、マアカびとの子ヤザ

ニヤおよびその部下の人々がゲダリヤのもとにき

た。 24ゲダリヤは彼らとその部下の人々に誓って

言った、「あなたがたはカルデヤびとのしもべと
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なることを恐れてはならない。この地に住んで、

バビロンの王に仕えなさい。そうすればあなたが

たは幸福を得るでしょう」。 25ところが七月にな

って、王の血統のエリシャマの子であるネタニヤ

の子イシマエルは十人の者と共にきて、ゲダリヤ

を撃ち殺し、また彼と共にミヅパにいたユダヤ人

と、カルデヤびとを殺した。 26そのため、大小の

民および軍勢の長たちは、みな立ってエジプトへ

行った。彼らはカルデヤびとを恐れたからである

。 27ユダの王エホヤキンが捕え移されて後三十七

年の十二月二十七日、すなわちバビロンの王エビ

ルメロダクの治世の第一年に、王はユダの王エホ

ヤキンを獄屋から出して 28ねんごろに彼を慰め、

その位を彼と共にバビロンにいる王たちの位より

も高くした。 29こうしてエホヤキンはその獄屋の

衣を脱ぎ、一生の間、常に王の前で食事した。 30

彼は一生の間、たえず日々の分を王から賜わって

、その食物とした。
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歴代誌Ⅰ

1アダム、セツ、エノス、 2ケナン、マハラレル

、ヤレド、 3エノク、メトセラ、ラメク、 4ノ

ア、セム、ハム、ヤペテ。 5ヤペテの子らはゴメ

ル、マゴグ、マダイ、ヤワン、トバル、メセク、

テラス。 6ゴメルの子らはアシケナズ、デパテ、

トガルマ。 7ヤワンの子らはエリシャ、タルシシ

、キッテム、ロダニム。 8ハムの子らはクシ、エ

ジプト、プテ、カナン。 9クシの子らはセバ、ハ

ビラ、サブタ、ラアマ、サブテカ。ラアマの子ら

はシバとデダン。 10クシはニムロデを生んだ。ニ

ムロデは初めて世の権力ある者となった。 11エジ

プトはルデびと、アナムびと、レハブびと、ナフ

トびと、 12パテロスびと、カスルびと、カフトル

びとを生んだ。カフトルびとからペリシテびとが

出た。 13カナンは長子シドンとヘテを生んだ。 14

またエブスびと、アモリびと、ギルガシびと、 15

ヒビびと、アルキびと、セニびと、 16アルワデび

と、ゼマリびと、ハマテびとを生んだ。 17セムの

子らはエラム、アシュル、アルパクサデ、ルデ、

アラム、ウズ、ホル、ゲテル、メセクである。 18

アルパクサデはシラを生み、シラはエベルを生ん

だ。 19エベルにふたりの子が生れた。ひとりの名

はペレグ彼の代に地の民が散り分れたからである

その弟の名はヨクタンといった。 20ヨクタンはア

ルモダデ、シャレフ、ハザル・マウテ、エラ、 21

ハドラム、ウザル、デクラ、 22エバル、アビマエ

ル、シバ、 23オフル、ハビラ、ヨバブを生んだ。

これらはみなヨクタンの子である。 24セム、アル

パクサデ、シラ、 25エベル、ペレグ、リウ、 26

セルグ、ナホル、テラ、 27アブラムすなわちアブ

ラハムである。 28アブラハムの子らはイサクとイ

シマエルである。 29彼らの子孫は次のとおりであ

る。イシマエルの長子はネバヨテ、次はケダル、

アデビエル、ミブサム、 30ミシマ、ドマ、マッサ

、ハダデ、テマ、 31エトル、ネフシ、ケデマ。こ

れらはイシマエルの子孫である。 32アブラハムの

そばめケトラの子孫は次のとおりである。彼女は

ジムラン、ヨクシャン、メダン、ミデアン、イシ

バク、シュワを産んだ。ヨクシャンの子らはシバ

とデダンである。 33ミデアンの子らはエパ、エペ

ル、ヘノク、アビダ、エルダア。これらはみなケ

トラの子孫である。 34アブラハムはイサクを生ん

だ。イサクの子らはエサウとイスラエル。 35エサ

ウの子らはエリパズ、リウエル、エウシ、ヤラム

、コラ。 36エリパズの子らはテマン、オマル、ゼ

ピ、ガタム、ケナズ、テムナ、アマレク。 37リウ

エルの子らはナハテ、ゼラ、シャンマ、ミッザ。

38セイルの子らはロタン、ショバル、ヂベオン、

アナ、デション、エゼル、デシャン。 39ロタンの

子らはホリとホマム。ロタンの妹はテムナ。 40シ

ョバルの子らはアルヤン、マナハテ、エバル、シ

ピ、オナム。ヂベオンの子らはアヤとアナ。 41ア

ナの子はデション。デションの子らはハムラン、

エシバン、イテラン、ケラン。 42エゼルの子らは

ビルハン、ザワン、ヤカン。デシャンの子らはウ

ズとアラン。 43イスラエルの人々を治める王がま

だなかった時、エドムの地を治めた王たちは次の

とおりである。ベオルの子ベラ。その都の名はデ

ナバといった。 44ベラが死んで、ボズラのゼラの

子ヨバブが代って王となった。 45ヨバブが死んで

、テマンびとの地のホシャムが代って王となった

。 46ホシャムが死んで、ベダテの子ハダデが代っ

て王となった。彼はモアブの野でミデアンを撃っ

た。彼の都の名はアビテといった。 47ハダデが死

んで、マスレカのサムラが代って王となった。 48

サムラが死んで、ユフラテ川のほとりのレホボテ

のサウルが代って王となった。 49サウルが死んで

、アクボルの子バアル・ハナンが代って王となっ

た。 50バアル・ハナンが死んで、ハダデが代って

王となった。彼の都の名はパイといった。彼の妻

はマテレデの娘であって、名をメヘタベルといっ

た。マテレデはメザハブの娘である。 51ハダデも

死んだ。エドムの族長は、テムナ侯、アルヤ侯、

エテテ侯、 52アホリバマ侯、エラ侯、ピノン侯、

53ケナズ侯、テマン侯、ミブザル侯、 54マグデエ

ル侯、イラム侯。これらはエドムの族長である。

2イスラエルの子らは次のとおりである。ルベン
、シメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼブル

ン、 2ダン、ヨセフ、ベニヤミン、ナフタリ、ガ

ド、アセル。 3ユダの子らはエル、オナン、シラ

である。この三人はカナンの女バテシュアがユダ

によって産んだ者である。ユダの長子エルは主の

前に悪を行ったので、主は彼を殺された。 4ユダ

の嫁タマルはユダによってペレヅとゼラを産んだ

。ユダの子らは合わせて五人である。 5ペレヅの

子らはヘヅロンとハムル。 6ゼラの子らはジムリ

、エタン、ヘマン、カルコル、ダラで、合わせて

五人である。 7カルミの子はアカル。アカルは奉

納物について罪を犯し、イスラエルを悩ました者

である。 8エタンの子はアザリヤである。 9ヘヅ

ロンに生れた子らはエラメル、ラム、ケルバイで

ある。 10ラムはアミナダブを生み、アミナダブは

ユダの子孫のつかさナションを生んだ。 11ナショ

ンはサルマを生み、サルマはボアズを生み、 12ボ

アズはオベデを生み、オベデはエッサイを生んだ

。 13エッサイは長子エリアブ、次にアビナダブ、

第三にシメア、 14第四にネタンエル、第五にラダ

イ、 15第六にオゼム、第七にダビデを生んだ。 16

彼らの姉妹はゼルヤとアビガイルである。ゼルヤ

の産んだ子はアビシャイ、ヨアブ、アサヘルの三

人である。 17アビガイルはアマサを産んだ。アマ

サの父はイシマエルびとエテルである。 18ヘヅロ

ンの子カレブはその妻アズバおよびエリオテによ

って子をもうけた。その子らはエシル、ショバブ

、アルドンである。 19カレブはアズバが死んだの

でエフラタをめとった。エフラタはカレブによっ

てホルを産んだ。 20ホルはウリを生み、ウリはベ

ザレルを生んだ。 21そののちヘヅロンはギレアデ

の父マキルの娘の所にはいった。彼が彼女をめと

ったときは六十歳であった。彼女はヘヅロンによ
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ってセグブを産んだ。 22セグブはヤイルを生んだ

。ヤイルはギレアデの地に二十三の町をもってい

た。 23しかしゲシュルとアラムは彼らからハボテ

・ヤイルおよびケナテとその村里など合わせて六

十の町を取った。これらはみなギレアデの父マキ

ルの子孫であった。 24ヘヅロンが死んだのち、カ

レブは父ヘヅロンの妻エフラタの所にはいった。

彼女は彼にテコアの父アシュルを産んだ。 25ヘヅ

ロンの長子エラメルの子らは長子ラム、次はブナ

、オレン、オゼム、アヒヤである。 26エラメルは

またほかの妻をもっていた。名をアタラといって

、オナムの母である。 27エラメルの長子ラムの子

らはマアツ、ヤミン、エケルである。 28オナムの

子らはシャンマイとヤダである。シャンマイの子

らはナダブとアビシュルである。 29アビシュルの

妻の名はアビハイルといって、アバンとモリデを

産んだ。 30ナダブの子らはセレデとアッパイムで

ある。セレデは子をもたずに死んだ。 31アッパイ

ムの子はイシ、イシの子はセシャン、セシャンの

子はアヘライである。 32シャンマイの兄弟ヤダの

子らはエテルとヨナタンである。エテルは子をも

たずに死んだ。 33ヨナタンの子らはペレテとザザ

である。以上はエラメルの子孫である。 34セシャ

ンには男の子はなく、ただ女の子のみであったが

、彼はヤルハと呼ぶエジプトびとの奴隷をもって

いたので、 35セシャンは娘を奴隷ヤルハに与えて

その妻とさせた。彼女はヤルハによってアッタイ

を産んだ。 36アッタイはナタンを生み、ナタンは

ザバデを生み、 37ザバデはエフラルを生み、エフ

ラルはオベデを生み、 38オベデはエヒウを生み、

エヒウはアザリヤを生み、 39アザリヤはヘレヅを

生み、ヘレヅはエレアサを生み、 40エレアサはシ

スマイを生み、シスマイはシャルムを生み、 41シ

ャルムはエカミヤを生み、エカミヤはエリシャマ

を生んだ。 42エラメルの兄弟であるカレブの子ら

は長子をマレシャといってジフの父である。マレ

シャの子はヘブロン。 43ヘブロンの子らはコラ、

タップア、レケム、シマである。 44シマはラハム

を生んだ。ラハムはヨルカムの父である。またレ

ケムはシャンマイを生んだ。 45シャンマイの子は

マオン。マオンはベテヅルの父である。 46カレブ

のそばめエパはハラン、モザ、ガゼズを産んだ。

ハランはガゼズを生んだ。 47エダイの子らはレゲ

ム、ヨタム、ゲシャン、ペレテ、エパ、シャフで

ある。 48カレブのそばめマアカはシベルとテルハ

ナを産み、 49またマデマンナの父シャフおよびマ

クベナとギベアの父シワを産んだ。カレブの娘は

アクサである。 50これらはカレブの子孫であった

。エフラタの長子ホルの子らはキリアテ・ヤリム

の父ショバル、 51ベツレヘムの父サルマおよびベ

テガデルの父ハレフである。 52キリアテ・ヤリム

の父ショバル子らはハロエとメヌコテびとの半ば

である。 53キリアテ・ヤリムの氏族はイテルびと

、プテびと、シュマびと、ミシラびとであって、

これらからザレアびとおよびエシタオルびとが出

た。 54サルマの子らはベツレヘム、ネトパびと、

アタロテ・ベテ・ヨアブ、マナハテびとの半ばお

よびゾリびとである。 55またヤベヅに住んでいた

書記の氏族テラテびと、シメアテびと、スカテび

とである。これらはケニびとであってレカブの家

の先祖ハマテから出た者である。

3ヘブロンで生れたダビデの子らは次のとおりで
ある。長子はアムノンでエズレルびとアヒノア

ムから生れ、次はダニエルでカルメルびとアビガ

イルから生れ、 2第三はアブサロムでゲシュルの

王タルマイの娘マアカの産んだ子、第四はアドニ

ヤでハギテの産んだ子、 3第五はシパテヤでアビ

タルから生れ、第六はイテレアムで、彼の妻エグ

ラから生れた。 4この六人はヘブロンで彼に生れ

た。ダビデがそこで王となっていたのは七年六か

月、エルサレムで王となっていたのは三十三年で

あった。 5エルサレムで生れたものは次のとおり

である。すなわちシメア、ショバブ、ナタン、ソ

ロモン。この四人はアンミエルの娘バテシュアか

ら生れた。 6またイブハル、エリシャマ、エリペ

レテ、 7ノガ、ネペグ、ヤピア、 8エリシャマ、

エリアダ、エリペレテの九人、 9これらはみなダ

ビデの子である。このほかに、そばめどもの産ん

だ子らがあり、タマルは彼らの姉妹であった。 10

ソロモンの子はレハベアム、その子はアビヤ、そ

の子はアサ、その子はヨシャパテ、 11その子はヨ

ラム、その子はアハジヤ、その子はヨアシ、 12そ

の子はアマジヤ、その子はアザリヤ、その子はヨ

タム、 13その子はアハズ、その子はヒゼキヤ、そ

の子はマナセ、 14その子はアモン、その子はヨシ

ヤ、 15ヨシヤの子らは長子ヨハナン、次はエホヤ

キム、第三はゼデキヤ、第四はシャルムである。

16エホヤキムの子孫はその子はエコニア、その子

はゼデキヤである。 17捕虜となったエコニヤの子

らはその子シャルテル、 18マルキラム、ペダヤ、

セナザル、エカミア、ホシャマ、ネダビヤである

。 19ペダヤの子らはゼルバベルとシメイである。

ゼルバベルの子らはメシュラムとハナニヤ。シロ

ミテは彼らの姉妹である。 20またハシュバ、オヘ

ル、ベレキヤ、ハサデヤ、ユサブ・ヘセデの五人

がある。 21ハナニヤの子らはペラテヤとエシャヤ

、その子レパヤ、その子アルナン、その子オバデ

ヤ、その子シカニヤである。 22シカニヤの子らは

シマヤ。シマヤの子らはハットシ、イガル、バリ

ア、ネアリヤ、シャパテの六人である。 23ネアリ

ヤの子らはエリオエナイ、ヒゼキヤ、アズリカム

の三人である。 24エリオエナイの子らはホダヤ、

エリアシブ、ペラヤ、アックブ、ヨハナン、デラ

ヤ、アナニの七人である。

4ユダの子らはペレヅ、ヘヅロン、カルミ、ホル
、ショバルである。 2ショバルの子レアヤはヤ

ハテを生み、ヤハテはアホマイとラハデを生んだ

。これらはザレアびとの一族である。 3エタムの

子らはエズレル、イシマおよびイデバシ、彼らの

姉妹の名はハゼレルポニである。 4ゲドルの父は

ペヌエル、ホシャの父はエゼルである。これらは

ベツレヘムの父エフラタの長子ホルの子らである

。 5テコアの父アシュルにはふたりの妻ヘラとナ
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アラとがあった。 6ナアラはアシュルによってア

ホザム、ヘペル、テメニおよびアハシタリを産ん

だ。これらはナアラの子である。 7ヘラの子らは

ゼレテ、エゾアル、エテナンである。 8コヅはア

ヌブとゾベバを生んだ。またハルムの子アハルヘ

ルの氏族も彼から出た。 9ヤベヅはその兄弟のう

ちで最も尊ばれた者であった。その母が「わたし

は苦しんでこの子を産んだから」と言ってその名

をヤベヅと名づけたのである。 10ヤベヅはイスラ

エルの神に呼ばわって言った、「どうか、あなた

が豊かにわたしを恵み、わたしの国境を広げ、あ

なたの手がわたしとともにあって、わたしを災か

ら免れさせ、苦しみをうけさせられないように」

。神は彼の求めるところをゆるされた。 11シュワ

の兄弟ケルブはメヒルを生んだ。メヒルはエシト

ンの父、 12エシトンはベテラパ、パセアおよびイ

ルナハシの父テヒンナを生んだ。これらはレカの

人々である。 13ケナズの子らはオテニエルとセラ

ヤ。オテニエルの子らはハタテとメオノタイ。 14

メオノタイはオフラを生み、セラヤはゲハラシム

の父ヨアブを生んだ。彼らは工人であったのでゲ

ハラシムと呼ばれたのである。 15エフンネの子カ

レブの子らはイル、エラおよびナアム。エラの子

はケナズ。 16エハレレルの子らはジフ、ジバ、テ

リア、アサレルである。 17エズラの子らはエテル

、メレデ、エペル、ヤロン。次のものはメレデが

めとったパロの娘ビテヤの子らである。すなわち

彼女はみごもってミリアム、シャンマイおよびイ

シバを産んだ。イシバはエシテモアの父である。

18彼の妻はユダヤ人で、ゲドルの父エレデとソコ

の父ヘベルとザノアの父エクテエルを産んだ。 19

ナハムの姉妹であるホデヤの妻の子らはガルムび

とケイラの父およびマアカびとエシテモアである

。 20シモンの子らはアムノン、リンナ、ベネハナ

ン、テロンである。イシの子らはゾヘテとベネゾ

ヘテである。 21ユダの子シラの子らはレカの父エ

ル、マレシャの父ラダおよびベテアシベアの亜麻

布織の家の一族、 22ならびにモアブを治めてレヘ

ムに帰ったヨキム、コゼバの人々、ヨアシおよび

サラフである。その記録は古い。 23これらの者は

陶器を造る人で、ネタイムおよびゲデラに住み、

王の用をするため、王とともに、そこに住んだ。

24シメオンの子らはネムエル、ヤミン、ヤリブ、

ゼラ、シャウル。 25シャウルの子はシャルム、そ

の子はミブサム、その子はミシマ。 26ミシマの子

孫は、その子はハムエル、その子はザックル、そ

の子はシメイ。 27シメイには男の子十六人、女の

子六人あったが、その兄弟たちには多くの子はな

かった。またその氏族の者はすべてユダの子孫ほ

どにはふえなかった。 28彼らの住んだ所はベエル

シバ、モラダ、ハザル・シュアル、 29ビルハ、エ

ゼム、トラデ、 30ベトエル、ホルマ、チクラグ、

31ベテ・マルカボテ、ハザル・スシム、ベテ・ビ

リ、およびシャライムである。これらはダビデの

世に至るまで彼らの町であった。 32その村里はエ

タム、アイン、リンモン、トケン、アシャンの五

つの町である。 33またこれらの町々の周囲に多く

の村があって、バアルまでおよんだ。彼らのすみ

かは以上のとおりで、彼らはおのおの系図をもっ

ていた。 34メショバブ、ヤムレク、アマジヤの子

ヨシャ、 35ヨエル、アシエルのひこ、セラヤの孫

、ヨシビアの子エヒウ。 36エリオエナイ、ヤコバ

、エショハヤ、アサヤ、アデエル、エシミエル、

ベナヤ、 37およびシピの子ジザ。シピはアロンの

子、アロンはエダヤの子、エダヤはシムリの子、

シムリはシマヤの子である。 38ここに名をあげた

者どもはその氏族の長であって、それらの氏族は

大いにふえ広がった。 39彼らは群れのために牧場

を求めてゲドルの入口に行き、谷の東の方まで進

み、 40ついに豊かな良い牧場を見いだした。その

地は広く穏やかで、安らかであった。その地の前

の住民はハムびとであったからである。 41これら

の名をしるした者どもはユダの王ヒゼキヤの世に

行って、彼らの天幕と、そこにいたメウニびとを

撃ち破り、彼らをことごとく滅ぼして今日に至っ

ている。そこには、群れのための牧場があったの

で、彼らはそこに住んだ。 42またシメオンびとの

うちの五百人はイシの子らペラテヤ、ネアリヤ、

レパヤ、ウジエルをかしらとしてセイル山に行き

、 43アマレクびとで、のがれて残っていた者を撃

ち滅ぼして、今日までそこに住んでいる。

5イスラエルの長子ルベンの子らは次のとおりで
ある。ルベンは長子であったが父の床を汚した

ので、長子の権はイスラエルの子ヨセフの子らに

与えられた。それで長子の権による系図にしるさ

れていない。 2またユダは兄弟たちにまさる者と

なり、その中から君たる者がでたが長子の権はヨ

セフのものとなったのである。 3すなわちイスラ

エルの長子ルベンの子らはハノク、パル、ヘヅロ

ン、カルミ。 4ヨエルの子らはその子はシマヤ、

その子はゴグ、その子はシメイ、 5その子はミカ

、その子はレアヤ、その子はバアル、 6その子は

ベエラである。このベエラはアッスリヤの王テル

ガテ・ピルネセルが捕え移した者である。彼はル

ベンびとのつかさであった。 7彼の兄弟たちは、

その氏族により、その歴代の系図によれば、かし

らエイエルおよびゼカリヤ、 8ベラなどである。

ベラはアザズの子、シマの孫、ヨエルのひこであ

る。彼はアロエルに住み、ネボおよびバアル・メ

オンまで及んでいたが、 9ギレアデの地で彼の家

畜がふえ増したので、彼は東の方ユフラテ川のこ

なたの荒野の入口にまで住んだ。 10またサウルの

時、彼らはハガルびとと戦って、これを撃ち倒し

、ギレアデの東の全部にわたって彼らの天幕に住

んだ。 11ガドの子孫はこれと相対してバシャンの

地に住み、サルカまで及んでいた。 12そのかしら

はヨエル、次はシャパム、ヤアナイ、シャパテで

、ともにバシャンに住んだ。 13彼らの兄弟たちは

、その氏族によればミカエル、メシュラム、シバ

、ヨライ、ヤカン、ジア、エベルの七人である。

14これらはホリの子アビハイルの子らである。ホ

リはヤロアの子、ヤロアはギレアデの子、ギレア

デはミカエルの子、ミカエルはエシサイの子、エ
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シサイはヤドの子、ヤドはブズの子である。 15ア

ヒはアブデルの子、アブデルはグニの子、グニは

その氏族の長である。 16彼らはギレアデとバシャ

ンとその村里とシャロンのすべての放牧地に住ん

で、その四方の境にまで及んでいた。 17これらは

みなユダの王ヨタムの世とイスラエルの王ヤラベ

アムの世に系図にのせられた。 18ルベンびとと、

ガドびとと、マナセの半部族には出て戦いうる者

四万四千七百六十人あり、皆勇士で、盾とつるぎ

をとり、弓をひき、戦いに巧みな人々であった。

19彼らはハガルびとおよびエトル、ネフシ、ノダ

ブなどと戦ったが、 20助けを得てこれを攻めたの

で、ハガルびとおよびこれとともにいた者は皆、

彼らの手にわたされた。これは彼らが戦いにあた

って神に呼ばわり、神に寄り頼んだので神はその

願いを聞かれたからである。 21彼らはその家畜を

奪い取ったが、らくだ五万、羊二十五万、ろば二

千あり、また人は十万人あった。 22これはその戦

いが神によったので、多くの者が殺されて倒れた

からである。そして彼らは捕え移される時まで、

これに代ってその所に住んだ。 23マナセの半部族

の人々はこの地に住み、ふえ広がって、ついにバ

シャンからバアル・ヘルモン、セニルおよびヘル

モン山にまで及んだ。 24その氏族の長たちは次の

とおりである。すなわち、エペル、イシ、エリエ

ル、アズリエル、エレミヤ、ホダヤ、ヤデエル。

これらは皆その氏族の長で名高い大勇士であった

。 25彼らは先祖たちの神にむかって罪を犯し、神

が、かつて彼らの前から滅ぼされた国の民の神々

を慕って、これと姦淫したので、 26イスラエルの

神は、アッスリヤの王プルの心を奮い起し、また

アッスリヤの王テルガテ・ピルネセルの心を奮い

起されたので、彼はついにルベンびとと、ガドび

とと、マナセの半部族を捕えて行き、ハウラとハ

ボルとハラとゴザン川のほとりに移して今日に至

っている。

6レビの子らはゲルション、コハテ、メラリ。 2

コハテの子らはアムラム、イヅハル、ヘブロン

、ウジエル。 3アムラムの子らはアロン、モーセ

、ミリアム。アロンの子らはナダブ、アビウ、エ

レアザル、イタマル。 4エレアザルはピネハスを

生み、ピネハスはアビシュアを生み、 5アビシュ

アはブッキを生み、ブッキはウジを生み、 6ウジ

はゼラヒヤを生み、ゼラヒヤはメラヨテを生み、 7

メラヨテはアマリヤを生み、アマリヤはアヒトブ

を生み、 8アヒトブはザドクを生み、ザドクはア

ヒマアズを生み、 9アヒマアズはアザリヤを生み

、アザリヤはヨナハンを生み、 10ヨナハンはアザ

リヤを生んだ。このアザリヤはソロモンがエルサ

レムに建てた宮で祭司の務をした者である。 11ア

ザリヤはアマリヤを生み、アマリヤはアヒトブを

生み、 12アヒトブはザトクを生み、ザトクはシャ

ルムを生み、 13シャルムはヒルキヤを生み、ヒル

キヤはアザリヤを生み、 14アザリヤはセラヤを生

み、セラヤはヨザダクを生んだ。 15ヨザダクは主

がネブカデネザルの手によってユダとエルサレム

の人を捕え移された時に捕えられて行った。 16レ

ビの子らはゲルション、コハテおよびメラリ。 17

ゲルションの子らの名はリブニとシメイ。 18コハ

テの子らはアムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジ

エルである。 19メラリの子らはマヘリとムシ。こ

れらはレビびとのその家筋による氏族である。 20

ゲルションの子はリブニ、その子はヤハテ、その

子はジンマ、 21その子はヨア、その子はイド、そ

の子はゼラ、その子はヤテライ。 22コハテの子は

アミナダブ、その子はコラ、その子はアシル、 23

その子はエルカナ、その子はエビアサフ、その子

はアシル、 24その子はタハテ、その子はウリエル

、その子はウジヤ、その子はシャウル。 25エルカ

ナの子らはアマサイとアヒモテ、 26その子はエル

カナ、その子はゾパイ、その子はナハテ、 27その

子はエリアブ、その子はエロハム、その子はエル

カナ。 28サムエルの子らは、長子はヨエル、次は

アビヤ。 29メラリの子はマヘリ、その子はリブニ

、その子はシメイ、その子はウザ、 30その子はシ

メア、その子はハギヤ、その子はアサヤである。

31契約の箱を安置したのち、ダビデが主の宮で歌

をうたう事をつかさどらせた人々は次のとおりで

ある。 32彼らは会見の幕屋の前で歌をもって仕え

たが、ソロモンがエルサレムに主の宮を建ててか

らは、一定の秩序に従って務を行った。 33その務

をしたもの、およびその子らは次のとおりである

。コハテびとの子らのうちヘマンは歌をうたう者

、ヘマンはヨエルの子、ヨエルはサムエルの子、

34サムエルはエルカナの子、エルカナはエロハム

の子、エロハムはエリエルの子、エリエルはトア

の子、 35トアはヅフの子、ヅフはエルカナの子、

エルカナはマハテの子、マハテはアマサイの子、

36アマサイはエルカナの子、エルカナはヨエルの

子、ヨエルはアザリヤの子、アザリヤはゼパニヤ

の子、 37ゼパニヤはタハテの子、タハテはアシル

の子、アシルはエビアサフの子、エビアサフはコ

ラの子、 38コラはイヅハルの子、イヅハルはコハ

テの子、コハテはレビの子、レビはイスラエルの

子である。 39ヘマンの兄弟アサフはヘマンの右に

立った。アサフはベレキヤの子、ベレキヤはシメ

アの子、 40シメアはミカエルの子、ミカエルはバ

アセヤの子、バアセヤはマルキヤの子、 41マルキ

ヤはエテニの子、エテニはゼラの子、ゼラはアダ

ヤの子、 42アダヤはエタンの子、エタンはジンマ

の子、ジンマはシメイの子、 43シメイはヤハテの

子、ヤハテはゲルションの子、ゲルションはレビ

の子である。 44また彼らの兄弟であるメラリの子

らが左に立った。そのうちのエタンはキシの子、

キシはアブデの子、アブデはマルクの子、 45マル

クはハシャビヤの子、ハシャビヤはアマジヤの子

、アマジヤはヒルキヤの子、 46ヒルキヤはアムジ

の子、アムジはバニの子、バニはセメルの子、 47

セメルはマヘリの子、マヘリはムシの子、ムシは

メラリの子、メラリはレビの子である。 48彼らの

兄弟であるレビびとたちは、神の宮の幕屋のもろ

もろの務に任じられた。 49アロンとその子らは燔

祭の壇と香の祭壇の上にささげることをなし、ま
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た至聖所のすべてのわざをなし、かつイスラエル

のためにあがないをなした。すべて神のしもべモ

ーセの命じたとおりである。 50アロンの子孫は次

のとおりである。アロンの子はエレアザル、その

子はピネハス、その子はアビシュア、 51その子は

ブッキ、その子はウジ、その子はゼラヒヤ、 52そ

の子はメラヨテ、その子はアマリヤ、その子はア

ヒトブ、 53その子はザドク、その子はアヒマアズ

である。 54アロンの子孫の住む所はその境のうち

にある宿営によっていえば次のとおりである。ま

ずコハテびとの氏族がくじによって得たところ、

55すなわち彼らが与えられたところは、ユダの地

にあるヘブロンとその周囲の放牧地である。 56た

だし、その町の田畑とその村々は、エフンネの子

カレブに与えられた。 57そしてアロンの子孫に与

えられたものは、のがれの町であるヘブロンおよ

びリブナとその放牧地、ヤッテルおよびエシテモ

アとその放牧地、 58ヒレンとその放牧地、デビル

とその放牧地、 59アシャンとその放牧地、ベテシ

メシとその放牧地である。 60またベニヤミンの部

族のうちからはゲバとその放牧地、アレメテとそ

の放牧地、アナトテとその放牧地を与えられた。

彼らの町は、すべてその氏族のうちに十三あった

。 61またコハテの子孫の残りの者は部族の氏族の

うちからと、半部族すなわちマナセの半部族のう

ちからくじによって十の町を与えられた。 62また

ゲルションの子孫はその氏族によってイッサカル

の部族、アセルの部族、ナフタリの部族、および

バシャンのマナセの部族のうちから十三の町が与

えられた。 63メラリの子孫はその氏族によってル

ベンの部族、ガドの部族、およびゼブルンの部族

のうちからくじによって十二の町が与えられた。

64このようにイスラエルの人々はレビびとに町々

とその放牧地とを与えた。 65すなわちユダの子孫

の部族とシメオンの部族の子孫と、ベニヤミンの

子孫の部族のうちからここに名をあげたこれらの

町をくじによって与えた。 66コハテの子孫の氏族

はまたエフライムの部族のうちからも町々を獲て

その領地とした。 67すなわち彼らが与えられた、

のがれの町はエフライムの山地にあるシケムとそ

の放牧地、ゲゼルとその放牧地、 68ヨクメアムと

その放牧地、ベテホロンとその放牧地、 69アヤロ

ンとその放牧地、ガテリンモンとその放牧地であ

る。 70またマナセの半部族のうちからは、アネル

とその放牧地およびビレアムとその放牧地を、コ

ハテの子孫の氏族の残りのものに与えた。 71ゲル

ションの子孫に与えられたものはマナセの半部族

のうちからはバシャンのゴランとその放牧地、ア

シタロテとその放牧地。 72イッサカルの部族のう

ちからはケデシとその放牧地、ダベラテとその放

牧地、 73ラモテとその放牧地、アネムとその放牧

地。 74アセルの部族のうちからはマシャルとその

放牧地、アブドンとその放牧地、 75ホコクとその

放牧地、レホブとその放牧地。 76ナフタリの部族

のうちからはガリラヤのケデシとその放牧地、ハ

ンモンとその放牧地、キリアタイムとその放牧地

である。 77このほかのもの、すなわちメラリの子

孫に与えられたものはゼブルンの部族のうちから

リンモンとその放牧地、タボルとその放牧地、 78

エリコに近いヨルダンのかなた、すなわちヨルダ

ンの東ではルベンの部族のうちからは荒野のベゼ

ルとその放牧地、ヤザとその放牧地、 79ケデモテ

とその放牧地、メパアテとその放牧地。 80ガドの

部族のうちからはギレアデのラモテとその放牧地

、マハナイムとその放牧地、 81ヘシボンとその放

牧地、ヤゼルとその放牧地である。

7イッサカルの子らはトラ、プワ、ヤシュブ、シ
ムロムの四人。 2トラの子らはウジ、レパヤ、

エリエル、ヤマイ、エブサム、サムエル。これは

皆トラの子で、その氏族の長である。その子孫の

大勇士たる者はダビデの世にはその数二万二千六

百人であった。 3ウジの子はイズラヒヤ、イズラ

ヒヤの子らはミカエル、オバデヤ、ヨエル、イシ

アの五人で、みな長たる者であった。 4その子孫

のうちに、その氏族に従えば軍勢の士卒三万六千

人あった。これは彼らが妻子を多くもっていたか

らである。 5イッサカルのすべての氏族のうちの

兄弟たちで系図によって数えられた大勇士は合わ

せて八万七千人あった。 6ベニヤミンの子らはベ

ラ、ベケル、エデアエルの三人。 7ベラの子らは

エヅボン、ウジ、ウジエル、エレモテ、イリの五

人で、皆その氏族の長である。その系図によって

数えられた大勇士は二万二千三十四人あった。 8

ベケルの子らはゼミラ、ヨアシ、エリエゼル、エ

リオエナイ、オムリ、エレモテ、アビヤ、アナト

テ、アラメテで皆ベケルの子らである。 9その子

孫のうち、その氏族の長として系図によって数え

られた大勇士は二万二百人あった。 10エデアエル

の子はビルハン。ビルハンの子らはエウシ、ベニ

ヤミン、エホデ、ケナアナ、ゼタン、タルシシ、

アヒシャハル。 11皆エデアエルの子らで氏族の長

であった。その子孫のうちには、いくさに出てよ

く戦う大勇士が一万七千二百人あった。 12またイ

ルの子らはシュパムとホパム。アヘルの子はホシ

ムである。 13ナフタリの子らはヤハジエル、グニ

、エゼル、シャルムで皆ビルハの産んだ子である

。 14マナセの子らはそのそばめであるスリヤの女

の産んだアスリエル。彼女はまたギレアデの父マ

キルを産んだ。 15マキルはホパムとシュパムの妹

マアカという者を妻にめとった。二番目の子はゼ

ロペハデという。ゼロペハデには女の子だけがあ

った。 16マキルの妻マアカは男の子を産んで名を

ペレシと名づけた。その弟の名はシャレシ。シャ

レシの子らはウラムとラケムである。 17ウラムの

子はベダン。これらはマナセの子マキルの子であ

るギレアデの子らである。 18その妹ハンモレケテ

はイシホデ、アビエゼル、マヘラを産んだ。 19セ

ミダの子らはアヒアン、シケム、リキ、アニアム

である。 20エフライムの子はシュテラ、その子は

ベレデ、その子はタハテ、その子はエラダ、その

子はタハテ、 21その子はザバデ、その子はシュテ

ラである。エゼルとエレアデはガテの土人らに殺

された。これは彼らが下って行ってその家畜を奪
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おうとしたからである。 22父エフライムが日久し

くこのために悲しんだので、その兄弟たちが来て

彼を慰めた。 23そののち、エフライムは妻のとこ

ろにはいった。妻ははらんで男の子を産み、その

名をベリアと名づけた。その家に災があったから

である。 24エフライムの娘セラは上と下のベテホ

ロンおよびウゼン・セラを建てた。 25ベリアの子

はレパ、その子はレセフ、その子はテラ、その子

はタハン、 26その子はラダン、その子はアミホデ

、その子はエリシャマ、 27その子はヌン、その子

はヨシュア。 28エフライムの子孫の領地と住所は

ベテルとその村々、また東の方ではナアラン、西

の方ではゲゼルとその村々、またシケムとその村

々、アワとその村々。 29またマナセの子孫の国境

に沿って、ベテシャンとその村々、タアナクとそ

の村々、メギドンとその村々、ドルとその村々で

、イスラエルの子ヨセフの子孫はこれらの所に住

んだ。 30アセルの子らはイムナ、イシワ、エスイ

、ベリアおよびその姉妹セラ。 31ベリアの子らは

ヘベルとマルキエル。マルキエルはビルザヒテの

父である。 32ヘベルはヤフレテ、ショメル、ホタ

ムおよびその姉妹シュアを生んだ。 33ヤフレテの

子らはパサク、ビムハル、アシワテ。これらはヤ

レフテの子らである。 34彼の兄弟ショメルの子ら

はロガ、ホバおよびアラム。 35ショメルの兄弟ヘ

レムの子らはゾパ、イムナ、シレシ、アマル。 36

ゾパの子らはスア、ハルネペル、シュアル、ベリ

、イムラ、 37ベゼル、ホド、シャンマ、シルシャ

、イテラン、ベエラ。 38エテルの子らはエフンネ

、ピスパおよびアラ。 39ウラの子らはアラ、ハニ

エル、およびリヂア。 40これらは皆アセルの子孫

であって、その氏族の長、えりぬきの大勇士、つ

かさたちのかしらであった。その系図によって数

えられた者で、いくさに出てよく戦う者の数は二

万六千人であった。

8ベニヤミンの生んだ者は長子はベラ、その次は
アシベル、第三はアハラ、 2第四はノハ、第五

はラパ。 3ベラの子らはアダル、ゲラ、アビウデ

、 4アビシュア、ナアマン、アホア、 5ゲラ、シ

フパム、ヒラム。 6エホデの子らは次のとおりで

ある。（これらはゲバの住民の氏族の長であって

、マナハテに捕え移されたものである。） 7すな

わちナアマン、アヒヤ、ゲラすなわちヘグラム。

ゲラはウザとアヒフデの父であった。 8シャハラ

イムは妻ホシムとバアラを離別してのち、モアブ

の国で子らをもうけた。 9彼が妻ホデシによって

もうけた子らはヨバブ、ヂビア、メシャ、マルカ

ム、 10エウヅ、シャキヤ、ミルマ。これらはその

子らであって氏族の長である。 11彼はまたホシム

によってアビトブとエルパアルをもうけた。 12エ

ルパアルの子らはエベル、ミシャムおよびセメド

。彼はオノとロドとその村々を建てた者である。

13またベリアとシマがあった。（これはアヤロン

の住民の氏族の長であって、ガテの住民を追い払

ったものである。） 14またアヒオ、シャシャク、

エレモテ。 15ゼバデヤ、アラデ、アデル、 16ミ

カエル、イシパおよびヨハはベリアの子らであっ

た。 17ゼバデヤ、メシュラム、ヘゼキ、ヘベル、

18イシメライ、エズリアおよびヨバブはエルパア

ルの子らであった。 19ヤキン、ジクリ、ザベデ、

20エリエナイ、チルタイ、エリエル、 21アダヤ、

ベラヤおよびシムラテはシマの子らであった。 22

イシパン、ヘベル、エリエル、 23アブドン、ジク

リ、ハナン、 24ハナニヤ、エラム、アントテヤ、

25イペデヤおよびペヌエルはシャシャクの子らで

あった。 26シャムセライ、シハリア、アタリヤ、

27ヤレシャ、エリヤおよびジクリはエロハムの子

らであった。 28これらは歴代の氏族の長であり、

またかしらであって、エルサレムに住んだ。 29ギ

ベオンの父エイエルはギベオンに住み、その妻の

名はマアカといった。 30その長子はアブドンで、

次はツル、キシ、バアル、ナダブ、 31ゲドル、ア

ヒオ、ザケル、 32およびミクロテ。ミクロテはシ

メアを生んだ。これらもまた兄弟たちと向かいあ

ってエルサレムに住んだ。 33ネルはキシを生み、

キシはサウルを生み、サウルはヨナタン、マルキ

シュア、アビナダブ、エシバアルを生んだ。 34ヨ

ナタンの子はメリバアルで、メリバアルはミカエ

ルを生んだ。 35ミカの子らはピトン、メレク、タ

レア、アハズである。 36アハズはエホアダを生み

、エホアダはアレメテ、アズマウテ、ジムリを生

み、ジムリはモザを生み、 37モザはビネアを生ん

だ。ビネアの子はラパ、ラパの子はエレアサ、エ

レアサの子はアゼルである。 38アゼルには六人の

子があり、その名はアズリカム、ボケル、イシマ

エル、シャリヤ、オバデヤ、ハナンで、皆アゼル

の子である。 39その兄弟エセクの子らは、長子は

ウラム、次はエウシ、第三はエリペレテである。

40ウラムの子らは大勇士で、よく弓を射る者であ

った。彼は多くの子と孫をもち、百五十人もあっ

た。これらは皆ベニヤミンの子孫である。

9このようにすべてのイスラエルびとは系図によ
って数えられた。これらはイスラエルの列王紀

にしるされている。ユダはその不信のゆえにバビ

ロンに捕囚となった。 2その領地の町々に最初に

住んだものはイスラエルびと、祭司、レビびとお

よび宮に仕えるしもべたちであった。 3またエル

サレムにはユダの子孫、ベニヤミンの子孫および

エフライムとマナセの子孫が住んでいた。 4すな

わちユダの子ペレヅの子孫のうちではアミホデの

子ウタイ。アミホデはオムリの子、オムリはイム

リの子、イムリはバニの子である。 5シロびとの

うちでは長子アサヤとそのほかの子たち。 6ゼラ

の子孫のうちではユエルとその兄弟六百九十人。 7

ベニヤミンの子孫のうちではハセヌアの子ホダビ

ヤの子であるメシュラムの子サル、 8エロハムの

子イブニヤ、ミクリの子であるウジの子エラおよ

びイブニヤの子リウエルの子であるシパテヤの子

メシュラム、 9ならびに彼らの兄弟たちで、その

系図によれば合わせて九百五十六人。これらの人

々は皆その氏族の長であった。 10祭司のうちでは

エダヤ、ヨアリブ、ヤキン、 11およびヒルキヤの
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子アザリヤ、ヒルキヤはメシュラムの子、メシュ

ラムはザドクの子、ザドクはメラヨテの子、メラ

ヨテはアヒトブの子である。アザリヤは神の宮の

つかさである。 12またエロハムの子アダヤ、エロ

ハムはパシュルの子、パシュルはマルキヤの子で

ある。またアデエルの子はマアセヤ、アデエルは

ヤゼラの子、ヤゼラはメシュラムの子、メシュラ

ムはメシレモテの子、メシレモテはインメルの子

である。 13そのほかに彼らの兄弟たちもあった。

これらはその氏族の長で、合わせて一千七百六十

人、みな神の宮の務をするのに、はなはだ力のあ

る人々であった。 14レビびとのうちではハシュブ

の子シマヤ、ハシュブはアズリカムの子、アズリ

カムはハシャビヤの子で、これらはメラリの子孫

である。 15またバクバッカル、ヘレシ、ガラル、

およびアサフの子ジクリの子であるミカの子マッ

タニヤ、 16ならびにエドトンの子ガラルの子であ

るシマヤの子オバデヤおよびエルカナの子である

アサの子ベレキヤ、エルカナはネトパびとの村里

に住んだ者である。 17門を守るものはシャルム、

アックブ、タルモン、アヒマンおよびその兄弟た

ちで、シャルムはその長であった。 18彼は今日ま

で東の方にある王の門を守っている。これらはレ

ビの子孫で営の門を守る者である。 19コラの子エ

ビヤサフの子であるコレの子シャルムおよびその

氏族の兄弟たちなどのコラびとは幕屋のもろもろ

の門を守る務をつかさどった。その先祖たちは主

の営をつかさどり、その入口を守る者であった。

20エレアザルの子ピネハスが、むかし彼らのつか

さであった。主は彼とともにおられた。 21メシレ

ミヤの子ゼカリヤは会見の幕屋の門を守る者であ

った。 22これらは皆選ばれて門を守る者で、合わ

せて二百十二人あった。彼らはその村々で系図に

よって数えられた者で、ダビデと先見者サムエル

が彼らを職に任じたのである。 23こうして彼らと

その子孫は監守人として、主の家である幕屋の家

の門をつかさどった。 24門を守る者は東西南北の

四方にいた。 25またその村々にいる兄弟たちは七

日ごとに代り、来て彼らを助けた。 26門を守る者

の長である四人のレビびとは神の家のもろもろの

室と宝とをつかさどった。 27彼らは神の家を守る

身であるから、そのまわりに宿った。そして朝ご

とにこれを開くことをした。 28そのうちに務の器

をつかさどる者があった。彼らはその数を調べて

携え入り、またその数を調べて携え出した。 29ま

たそのほかの品、すべての聖なる器および麦粉、

ぶどう酒、油、乳香、香料をつかさどる者があっ

た。 30また祭司のともがらのうちに香料を混ぜる

者があった。 31コラびとシャルムの長子でレビび

とのひとりであるマタテヤはせんべいを造る勤め

をつかさどった。 32またコハテびとの子孫である

その兄弟たちのうちに供えのパンをつかさどって

、安息日ごとにこれを整える者どもがあった。 33

レビびとの氏族の長であるこれらの者は歌うたう

者であって、宮のもろもろの室に住み、ほかの務

はしなかった。彼らは日夜自分の務に従ったから

である。 34これらはレビびとの歴代の氏族の長で

あって、かしらたる人々であった。彼らはエルサ

レムに住んだ。 35ギベオンの父エヒエルはギベオ

ンに住んでいた。その妻の名はマアカといった。

36彼の長子はアブドン、次はツル、キシ、バアル

、ネル、ナダブ、 37ゲドル、アヒオ、ゼカリヤ、

ミクロテである。 38ミクロテはシメアムを生んだ

。彼らもその兄弟たちとともにエルサレムに住ん

で、その兄弟たちと向かいあっていた。 39ネルは

キシを生み、キシはサウルを生み、サウルはヨナ

タン、マルキシュア、アビナダブ、エシバアルを

生んだ。 40ヨナタンの子はメリバアルで、メリバ

アルはミカを生んだ。 41ミカの子らはピトン、メ

レク、タレアおよびアハズである。 42アハズはヤ

ラを生み、ヤラはアレメテ、アズマウテおよびジ

ムリを生み、ジムリはモザを生み、 43モザはビネ

アを生んだ。ビネアの子はレパヤ、その子はエレ

アサ、その子はアゼルである。 44アゼルに六人の

男の子があった。その名はアズリカム、ボケル、

イシマエル、シャリヤ、オバデヤ、ハナン。これ

らはみなアゼルの子らであった。

10さてペリシテびとはイスラエルと戦ったが、
イスラエルの人々がペリシテびとの前から逃

げ、ギルボア山で殺されて倒れたので、 2ペリシ

テびとはサウルとその子たちのあとを追い、サウ

ルの子ヨナタン、アビナダブおよびマルキシュア

を殺した。 3戦いは激しくサウルにおし迫り、射

手の者どもがついにサウルを見つけたので、彼は

射手の者どもに傷を負わされた。 4そこでサウル

はその武器を執る者に言った、「つるぎを抜き、

それをもってわたしを刺せ。さもないと、これら

の割礼なき者が来て、わたしをはずかしめるであ

ろう」。しかしその武器を執る者がいたく恐れて

聞きいれなかったので、サウルはつるぎをとって

その上に伏した。 5武器を執る者はサウルの死ん

だのを見て、自分もまたつるぎの上に伏して死ん

だ。 6こうしてサウルと三人の子らおよびその家

族は皆ともに死んだ。 7谷にいたイスラエルの人

々は皆彼らの逃げるのを見、またサウルとその子

らの死んだのを見て、町々をすてて逃げたので、

ペリシテびとが来てそのうちに住んだ。 8あくる

日ペリシテびとは殺された者から、はぎ取るため

に来て、サウルとその子らのギルボア山に倒れて

いるのを見、 9サウルをはいでその首と、よろい

かぶとを取り、ペリシテびとの国の四方に人をつ

かわして、この良き知らせをその偶像と民に告げ

させた。 10そしてサウルのよろいかぶとを彼らの

神の家に置き、首をダゴンの神殿にくぎづけにし

た。 11しかしヤベシ・ギレアデの人々は皆ペリシ

テびとがサウルにしたことを聞いたので、 12勇士

たちが皆立ち上がり、サウルのからだとその子ら

のからだをとって、これをヤベシに持って来て、

ヤベシのかしの木の下にその骨を葬り、七日の間

、断食した。 13こうしてサウルは主にむかって犯

した罪のために死んだ。すなわち彼は主の言葉を

守らず、また口寄せに問うことをして、 14主に問
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うことをしなかった。それで主は彼を殺し、その

国を移してエッサイの子ダビデに与えられた。

11ここにイスラエルの人は皆ヘブロンにいるダ
ビデのもとに集まって来て言った、「われわ

れは、あなたの骨肉です。 2先にサウルが王であ

った時にも、あなたはイスラエルを率いて出入り

されました。そしてあなたの神、主はあなたに『

あなたはわが民イスラエルを牧する者となり、わ

が民イスラエルの君となるであろう』と言われま

した」。 3このようにイスラエルの長老が皆ヘブ

ロンにいる王のもとに来たので、ダビデはヘブロ

ンで主の前に彼らと契約を結んだ。そして彼らは

、サムエルによって語られた主の言葉に従ってダ

ビデに油を注ぎ、イスラエルの王とした。 4ダビ

デとすべてのイスラエルはエルサレムへ行った。

エルサレムはすなわちエブスであって、そこには

その地の住民であるエブスびとがいた。 5エブス

の住民はダビデに言った、「あなたはここにはい

ってはならない」。しかし、ダビデはシオンの要

害を取った。これがすなわちダビデの町である。 6

この時ダビデは言った、「だれでも第一にエブス

びとを撃つ者を、かしらとし、将とする」。ゼル

ヤの子ヨアブが第一にのぼっていったので、かし

らとなった。 7そしてダビデがその要害に住んだ

ので人々はこれをダビデの町と名づけた。 8ダビ

デはまたその町の周囲すなわちミロから四方に石

がきを築き、ヨアブは町のほかの部分を繕った。 9

こうしてダビデはますます大いなる者となった。

万軍の主が彼とともにおられたからである。 10ダ

ビデの勇士のおもなものは次のとおりである。彼

らはイスラエルのすべての人とともにダビデに力

をそえて国を得させ、主がイスラエルについて言

われた言葉にしたがって、彼を王とした人々であ

る。 11ダビデの勇士の数は次のとおりである。す

なわち三人の長であるハクモニびとの子ヤショベ

アム、彼はやりをふるって三百人に向かい、一度

にこれを殺した者である。 12彼の次はアホアびと

ドドの子エレアザルで、三勇士のひとりである。

13彼はダビデとともにパスダミムにいたが、ペリ

シテびとがそこに集まって来て戦った。そこに一

面に大麦のはえた地所があった。民はペリシテび

との前から逃げた。 14しかし彼は地所の中に立っ

てこれを防ぎ、ペリシテびとを殺した。そして主

は大いなる勝利を与えて彼らを救われた。 15三十

人の長たちのうちの三人は下っていってアドラム

のほらあなの岩の所にいるダビデのもとへ行った

。時にペリシテびとの軍勢はレパイムの谷に陣を

取っていた。 16その時ダビデは要害におり、ペリ

シテびとの先陣はベツレヘムにあったが、 17ダビ

デはせつに望んで、「だれかベツレヘムの門のか

たわらにある井戸の水をわたしに飲ませてくれる

とよいのだが」と言った。 18そこでその三人はペ

リシテびとの陣を突き通って、ベツレヘムの門の

かたわらにある井戸の水をくみ取って、ダビデの

もとに携えて来た。しかしダビデはそれを飲もう

とはせず、それを主の前に注いで、 19言った、「

わが神よ、わたしは断じてこれをいたしません。

命をかけて行ったこの人たちの血をどうしてわた

しは飲むことができましょう。彼らは命をかけて

この水をとって来たのです」。それゆえ、ダビデ

はこの水を飲もうとはしなかった。三勇士はこの

ことをおこなった。 20ヨアブの兄弟アビシャイは

三十人の長であった。彼はやりをふるって三百人

に立ち向かい、これを殺して三人のほかに名を得

た。 21彼は三十人のうち、最も尊ばれた者で、彼

らのかしらとなった。しかし、かの三人には及ば

なかった。 22エホヤダの子ベナヤは、カブジエル

出身の勇士であって、多くのてがらを立てた。彼

はモアブのアリエルのふたりの子を撃ち殺した。

彼はまた雪の日に下っていって、穴の中でししを

撃ち殺した。 23彼はまた身のたけ五キュビトばか

りのエジプトびとを撃ち殺した。そのエジプトび

とは手に機の巻棒ほどのやりを持っていたが、ベ

ナヤはつえをとって彼の所へ下って行き、エジプ

トびとの手から、やりをもぎとり、そのやりをも

って彼を殺した。 24エホヤダの子ベナヤは、これ

らの事を行って三勇士のほかに名を得た。 25彼は

三十人のうちに有名であったが、かの三人には及

ばなかった。ダビデは彼を侍衛の長とした。 26軍

団のうちの勇士はヨアブの兄弟アサヘル。ベツレ

ヘム出身のドドの子エルハナン。 27ハロデ出身の

シャンマ。ペロンびとヘレヅ。 28テコア出身のイ

ッケシの子イラ。アナトテ出身のアビエゼル。 29

ホシャテびとシベカイ。アホアびとイライ。 30ネ

トパ出身のマハライ。ネトパ出身のバアナの子ヘ

レデ。 31ベニヤミンびとのギベアから出たリバイ

の子イタイ。ピラトンのベナヤ。 32ガアシの谷の

ホライ。アルバテびとアビエル。 33バハルム出身

のアズマウテ。シャルボン出身のエリヤバ。 34ギ

ゾンびとハセム。ハラルびとシャゲの子ヨナタン

。 35ハラルびとサカルの子アヒアム。ウルの子エ

リパル。 36メケラテびとヘペル。ペロンびとアヒ

ヤ。 37カルメル出身のヘズロ。エズバイの子ナア

ライ。 38ナタンの兄弟ヨエル。ハグリの子ミブハ

ル。 39アンモンびとゼレク。ゼルヤの子ヨアブの

武器を執るもの、ベエロテ出身のナハライ。 40イ

テルびとイラ。イテルびとガレブ。 41ヘテびとウ

リヤ。アハライの子ザバデ。 42ルベンびとシザの

子アデナ。彼はルベンびとの長であって、三十人

を率いた。 43またマアカの子ハナン。ミテニびと

ヨシャパテ。 44アシテラテびとウジヤ。アロエル

びとホタムの子らシャマとエイエル。 45テジびと

シムリの子エデアエルおよびその兄弟ヨハ。 46マ

ハブびとエリエル。エルナアムの子らエリバイお

よびヨシャビヤ。モアブびとイテマ。 47エリエル

、オベデおよびメゾバびとヤシエルである。

12ダビデがキシの子サウルにしりぞけられて、
なおチクラグにいた時、次の人々が彼のもと

に来た。彼らはダビデを助けて戦った勇士たちの

うちにあり、 2弓をよくする者、左右いずれの手

をもってもよく矢を射、石を投げる者で、ともに

ベニヤミンびとで、サウルの同族である。 3その
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かしらはアヒエゼル、次はヨアシで、ともにギベ

ア出身のシマアの子たちである。またエジエルと

ペレテで、ともにアズマウテの子たちである。ま

たベラカおよびアナトテ出身のエヒウ。 4またギ

ベオン出身のイシマヤ、彼は三十人のうちの勇士

で、その三十人の長である。またエレミヤ、ヤハ

ジエル、ヨハナン、ゲデラ出身のヨザバデ、 5エ

ルザイ、エリモテ、ベアリヤ、シマリヤ、ハリフ

びとシパテヤ、 6エルカナ、イシア、アザリエル

、ヨエゼル、ヤショベアムで、これらはコラびと

である。 7またゲドルのエロハムの子たちである

ヨエラおよびゼバデヤである。 8ガドびとのうち

から荒野の要害に来て、ダビデについた者は皆勇

士で、よく戦う軍人、よく盾とやりをつかう者、

その顔はししの顔のようで、その速いことは山に

いるしかのようであった。 9彼らのかしらはエゼ

ル、次はオバデヤ、第三はエリアブ、 10第四はミ

シマンナ、第五はエレミヤ、 11第六はアッタイ、

第七はエリエル、 12第八はヨナハン、第九はエル

ザバデ、 13第十はエレミヤ、第十一はマクバナイ

である。 14これらはガドの子孫で軍勢の長たる者

、その最も小さい者でも百人に当り、その最も大

いなる者は千人に当った。 15正月、ヨルダンがそ

の全岸にあふれたとき、彼らはこれを渡って、谷

々にいる者をことごとく東に西に逃げ走らせた。

16ベニヤミンとユダの子孫のうちの人々が要害に

来て、ダビデについた。 17ダビデは出て彼らを迎

えて言った、「あなたがたが好意をもって、わた

しを助けるために来たのならば、わたしの心もあ

なたがたと、ひとつになりましょう。しかし、わ

たしの手になんの悪事もないのに、もしあなたが

たが、わたしを欺いて、敵に渡すためであるなら

ば、われわれの先祖の神がどうぞみそなわして、

あなたがたを責められますように」。 18時に霊が

三十人の長アマサイに臨み、アマサイは言った、

「ダビデよ、われわれはあなたのもの。エッサイ

の子よ、われわれはあなたと共にある。平安あれ

、あなたに平安あれ。あなたを助ける者に平安あ

れ。あなたの神があなたを助けられる」。そこで

ダビデは彼らを受けいれて部隊の長とした。 19さ

きにダビデがペリシテびとと共にサウルと戦おう

と攻めて来たとき、マナセびと数人がダビデにつ

いた。（ただしダビデはついにペリシテびとを助

けなかった。それはペリシテびとの君たちが相は

かって、「彼はわれわれの首をとって、その主君

サウルのもとに帰るであろう」と言って、彼を去

らせたからである。） 20ダビデがチクラグへ行っ

たとき、マナセびとアデナ、ヨザバデ、エデアエ

ル、ミカエル、ヨザバデ、エリウ、ヂルタイが彼

についた。皆マナセびとの千人の長であった。 21

彼らはダビデを助けて敵軍に当った。彼らは皆大

勇士で軍勢の長であった。 22ダビデを助ける者が

日に日に加わって、ついに大軍となり、神の軍勢

のようになった。 23主の言葉に従い、サウルの国

をダビデに与えようとして、ヘブロンにいるダビ

デのもとに来た武装した軍隊の数は、次のとおり

である。 24ユダの子孫で盾とやりをとり、武装し

た者六千八百人、 25シメオンの子孫で、よく戦う

勇士七千百人、 26レビの子孫からは四千六百人。

27エホヤダはアロンの家のつかさで、彼に属する

者は三千七百人。 28ザドクは年若い勇士で、彼の

氏族から出た将軍は二十二人。 29サウルの同族、

ベニヤミンの子孫からは三千人、ベニヤミンびと

の多くはなおサウルの家に忠義をつくしていた。

30エフライムの子孫からは二万八百人、皆勇士で

、その氏族の名ある人々であった。 31マナセの半

部族からは一万八千人、皆ダビデを王に立てよう

として上って来て、名をつらねた者である。 32イ

ッサカルの子孫からはよく時勢に通じ、イスラエ

ルのなすべきことをわきまえた人々が来た。その

長たる者が二百人あって、その兄弟たちは皆その

指揮に従った。 33ゼブルンからは五万人、皆訓練

を経た軍隊で、もろもろの武具で身をよろい、一

心にダビデを助けた者である。 34ナフタリからは

将たる者一千人および盾とやりをとってこれに従

う者三万七千人。 35ダンびとからは武装した者二

万八千六百人。 36アセルからは戦いの備えをした

熟練の者四万人。 37またヨルダンのかなたルベン

びと、ガドびと、マナセの半部族からはもろもろ

の武具で身をよろった者十二万人であった。 38す

べてこれらの戦いの備えをしたいくさびとらは真

心をもってヘブロンに来て、ダビデを全イスラエ

ルの王にしようとした。このほかのイスラエルび

ともまた、心をひとつにしてダビデを王にしよう

とした。 39彼らはヘブロンにダビデとともに三日

いて、食い飲みした。その兄弟たちは彼らのため

に備えをしたからである。 40また彼らに近い人々

はイッサカル、ゼブルン、ナフタリなどの遠い所

の者まで、ろば、らくだ、騾馬、牛などに食物を

負わせて来た。すなわち麦粉の食物、干いちじく

、干ぶどう、ぶどう酒、油、牛、羊などを多く携

えて来た。これはイスラエルに喜びがあったから

である。

13ここにダビデは千人の長、百人の長などの諸
将と相はかり、 2そしてダビデはイスラエル

の全会衆に言った、「もし、このことをあなたが

たがよしとし、われわれの神、主がこれを許され

るならば、われわれは、イスラエルの各地に残っ

ているわれわれの兄弟ならびに、放牧地の付いて

いる町々にいる祭司とレビびとに、使をつかわし

、われわれの所に呼び集めましょう。 3また神の

箱をわれわれの所に移しましょう。われわれはサ

ウルの世にはこれをおろそかにしたからです」。 4

会衆は一同「そうしましょう」と言った。このこ

とがすべての民の目に正しかったからである。 5

そこでダビデはキリアテ・ヤリムから神の箱を運

んでくるため、エジプトのシホルからハマテの入

口までのイスラエルをことごとく呼び集めた。 6

そしてダビデとすべてのイスラエルはバアラすな

わちユダのキリアテ・ヤリムに上り、ケルビムの

上に座しておられる主の名をもって呼ばれている

神の箱をそこからかき上ろうと、 7神の箱を新し

い車にのせて、アビナダブの家からひきだし、ウ
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ザとアヒヨがその車を御した。 8ダビデおよびす

べてのイスラエルは歌と琴と立琴と、手鼓と、シ

ンバルと、ラッパをもって、力をきわめて神の前

に踊った。 9彼らがキドンの打ち場に来た時、ウ

ザは手を伸べて箱を押えた。牛がつまずいたから

である。 10ウザが手を箱につけたことによって、

主は彼に向かって怒りを発し、彼を撃たれたので

、彼はその所で神の前に死んだ。 11主がウザを撃

たれたので、ダビデは怒った。その所は今日まで

ペレヅ・ウザと呼ばれている。 12その日ダビデは

神を恐れて言った、「どうして神の箱を、わたし

の所へかいて行けようか」。 13それでダビデはそ

の箱を自分の所ダビデの町へは移さず、これを転

じてガテびとオベデ・エドムの家に運ばせた。 14

神の箱は三か月の間、オベデ・エドムの家に、そ

の家族とともにとどまった。主はオベデ・エドム

の家族とそのすべての持ち物を祝福された。

14ツロの王ヒラムはダビデに使者をつかわし、
彼のために家を建てさせようと香柏および石

工と木工を送った。 2ダビデは主が自分を堅く立

ててイスラエルの王とされたことと、その民イス

ラエルのために彼の国を大いに興されたことを悟

った。 3ダビデはエルサレムでまた妻たちをめと

った。そしてダビデにまたむすこ、娘が生れた。 4

彼がエルサレムで得た子たちの名は次のとおりで

ある。すなわちシャンマ、ショバブ、、ナタン、

ソロモン、 5イブハル、エリシュア、エルペレテ

、 6ノガ、ネペグ、ヤピア、 7エリシャマ、ベエ

リアダ、エリペレテである。 8さてペリシテびと

はダビデが油を注がれて全イスラエルの王になっ

たことを聞いたので、ペリシテびとはみな上って

きてダビデを捜した。ダビデはこれを聞いてこれ

に当ろうと出ていったが、 9ペリシテびとはすで

に来て、レパイムの谷を侵した。 10ダビデは神に

問うて言った、「ペリシテびとに向かって上るべ

きでしょうか。あなたは彼らをわたしの手にわた

されるでしょうか」。主はダビデに言われた、「

上りなさい。わたしは彼らをあなたの手にわたそ

う」。 11そこで彼はバアル・ペラジムへ上ってい

った。その所でダビデは彼らを打ち敗り、そして

言った、「神は破り出る水のように、わたしの手

で敵を破られた」。それゆえ、その所の名はバア

ル・ペラジムと呼ばれている。 12彼らが自分たち

の神をそこに残して退いたので、ダビデは命じて

これを火で焼かせた。 13ペリシテびとは再び谷を

侵した。 14ダビデが再び神に問うたので神は言わ

れた、「あなたは彼らを追って上ってはならない

。遠回りしてバルサムの木の前から彼らを襲いな

さい。 15バルサムの木の上に行進の音が聞えたな

らば、あなたは行って戦いなさい。神があなたの

前に出てペリシテびとの軍勢を撃たれるからです

」。 16ダビデは神が命じられたようにして、ペリ

シテびとの軍勢を撃ち破り、ギベオンからゲゼル

に及んだ。 17そこでダビデの名はすべての国々に

聞えわたり、主はすべての国びとに彼を恐れさせ

られた。

15ダビデはダビデの町のうちに自分のために家
を建て、また神の箱のために所を備え、これ

がために幕屋を張った。 2ダビデは言った、「神

の箱をかくべき者はただレビびとのみである。主

が主の箱をかかせ、また主に長く仕えさせるため

に彼らを選ばれたからである」。 3ダビデは主の

箱をこれがために備えた所にかき上るため、イス

ラエルをことごとくエルサレムに集めた。 4ダビ

デはまたアロンの子孫とレビびとを集めた。 5す

なわち、コハテの子孫のうちからはウリエルを長

としてその兄弟百二十人、 6メラリの子孫のうち

からはアサヤを長としてその兄弟二百二十人、 7

ゲルショムの子孫のうちからはヨエルを長として

その兄弟百三十人、 8エリザパンの子孫のうちか

らはシマヤを長としてその兄弟二百人、 9ヘブロ

ンの子孫のうちからはエリエルを長としてその兄

弟八十人、 10ウジエルの子孫のうちからはアミナ

ダブを長としてその兄弟百十二人である。 11ダビ

デは祭司ザドクとアビヤタル、およびレビびとウ

リエル、アサヤ、ヨエル、シマヤ、エリエル、ア

ミナダブを召し、 12彼らに言った、「あなたがた

はレビびとの氏族の長である。あなたがたとあな

たがたの兄弟はともに身を清め、イスラエルの神

、主の箱をわたしがそのために備えた所にかき上

りなさい。 13さきにこれをかいた者があなたがた

でなかったので、われわれの神、主はわれわれを

撃たれました。これはわれわれがその定めにした

がってそれを扱わなかったからです」。 14そこで

祭司たちとレビびとたちはイスラエルの神、主の

箱をかき上るために身を清め、 15レビびとたちは

モーセが主の言葉にしたがって命じたように、神

の箱をさおをもって肩にになった。 16ダビデはま

たレビびとの長たちに、その兄弟たちを選んで歌

うたう者となし、立琴と琴とシンバルなどの楽器

を打ちはやし、喜びの声をあげることを命じた。

17そこでレビびとはヨエルの子ヘマンと、その兄

弟ベレキヤの子アサフおよびメラリの子孫である

彼らの兄弟クシャヤの子エタンを選んだ。 18また

これに次ぐその兄弟たちがこれと共にいた。すな

わちゼカリヤ、ヤジエル、セミラモテ、エイエル

、ウンニ、エリアブ、ベナヤ、マアセヤ、マッタ

テヤ、エリペレホ、ミクネヤおよび門を守る者オ

ベデ・エドムとエイエル。 19歌うたう者ヘマン、

アサフおよびエタンは青銅のシンバルを打ちはや

す者であった。 20ゼカリヤ、アジエル、セミラモ

テ、エイエル、ウンニ、エリアブ、マアセヤ、ベ

ナヤはアラモテにしたがって立琴を奏する者であ

った。 21しかしマッタテヤ、エリペレホ、ミクネ

ヤ、オベデ・エドム、エイエル、アザジヤはセミ

ニテにしたがって琴をもって指揮する者であった

。 22ケナニヤはレビびとの楽長で、音楽に通じて

いたので、これを指揮した。 23ベレキヤとエルカ

ナは箱のために門を守る者であった。 24祭司シバ

ニヤ、ヨシャパテ、ネタネル、アマサイ、ゼカリ

ヤ、ベナヤ、エリエゼルらは神の箱の前でラッパ

を吹き、オベデ・エドムとエヒアは箱のために門

を守る者であった。 25ダビデとイスラエルの長老
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たちおよび千人の長たちは行って、オベデ・エド

ムの家から主の契約の箱を喜び勇んでかき上った

。 26神が主の契約の箱をかくレビびとを助けられ

たので、彼らは雄牛七頭、雄羊七頭をささげた。

27ダビデは亜麻布の衣服を着ていた。箱をかくす

べてのレビびとは、歌うたう者、音楽をつかさど

るケナニヤも同様である。ダビデはまた亜麻布の

エポデを着ていた。 28こうしてイスラエルは皆、

声をあげ、角笛を吹きならし、ラッパと、シンバ

ルと、立琴と琴をもって打ちはやして主の契約の

箱をかき上った。 29主の契約の箱がダビデの町に

はいったとき、サウルの娘ミカルが窓からながめ

、ダビデ王の舞い踊るのを見て、心のうちに彼を

いやしめた。

16人々は神の箱をかき入れて、ダビデがそのた
めに張った幕屋のうちに置き、そして燔祭と

酬恩祭を神の前にささげた。 2ダビデは燔祭と酬

恩祭をささげ終えたとき、主の名をもって民を祝

福し、 3イスラエルの人々に男にも女にもおのお

のパン一つ、肉一切れ、干ぶどう一かたまりを分

け与えた。 4ダビデはまたレビびとのうちから主

の箱の前に仕える者を立てて、イスラエルの神、

主をあがめ、感謝し、ほめたたえさせた。 5楽長

はアサフ、その次はゼカリヤ、エイエル、セミラ

モテ、エヒエル、マッタテヤ、エリアブ、ベナヤ

、オベデ・エドム、エイエルで、彼らは立琴と琴

を弾じ、アサフはシンバルを打ち鳴らし、 6祭司

ベナヤとヤハジエルは神の契約の箱の前でつねに

ラッパを吹いた。 7その日ダビデは初めてアサフ

と彼の兄弟たちを立てて、主に感謝をささげさせ

た。 8主に感謝し、そのみ名を呼び、そのみわざ

をもろもろの民の中に知らせよ。 9主にむかって

歌え、主をほめ歌え。そのもろもろのくすしきみ

わざを語れ。 10その聖なるみ名を誇れ。どうか主

を求める者の心が喜ぶように。 11主とそのみ力と

を求めよ。つねにそのみ顔をたずねよ。 13そのし

もべアブラハムのすえよ、その選ばれたヤコブの

子らよ。主のなされたくすしきみわざと、その奇

跡と、そのみ口のさばきとを心にとめよ。 14彼は

われわれの神、主にいます。そのさばきは全地に

ある。 15主はとこしえにその契約をみこころにと

められる。これはよろずよに命じられたみ言葉で

あって、 16アブラハムと結ばれた契約、イサクに

誓われた約束である。 17主はこれを堅く立ててヤ

コブのために定めとし、イスラエルのためにとこ

しえの契約として、 18言われた、「あなたにカナ

ンの地を与えて、あなたがたの受ける嗣業の分け

前とする」と。 19その時、彼らの数は少なくて、

数えるに足らず、かの国で旅びととなり、 20国か

ら国へ行き、この国からほかの民へ行った。 21主

は人の彼らをしえたげるのをゆるされず、彼らの

ために王たちを懲しめて、 22言われた、「わが油

そそがれた者たちにさわってはならない。わが預

言者たちに害を加えてはならない」と。 23全地よ

、主に向かって歌え。日ごとにその救を宣べ伝え

よ。 24もろもろの国の中にその栄光をあらわし、

もろもろの民の中にくすしきみわざをあらわせ。

25主は大いなるかたにいまして、いとほめたたう

べき者、もろもろの神にまさって、恐るべき者だ

からである。 26もろもろの民のすべての神はむな

しい。しかし主は天を造られた。 27誉と威厳とは

そのみ前にあり、力と喜びとはその聖所にある。

28もろもろの民のやからよ、主に帰せよ、栄光と

力とを主に帰せよ。 29そのみ名にふさわしい栄光

を主に帰せよ。供え物を携えて主のみ前にきたれ

。聖なる装いをして主を拝め。 30全地よ、そのみ

前におののけ。世界は堅く立って、動かされるこ

とはない。 31天は喜び、地はたのしみ、もろもろ

の国民の中に言え、「主は王であられる」と。 32

海とその中に満つるものとは鳴りどよめき、田畑

とその中のすべての物は喜べ。 33そのとき林のも

ろもろの木も主のみ前に喜び歌う。主は地をさば

くためにこられるからである。 34主に感謝せよ、

主は恵みふかく、そのいつくしみはとこしえに絶

えることがない。 35また言え、「われわれの救の

神よ、われわれを救い、もろもろの国民の中から

われわれを集めてお救いください。そうすればあ

なたの聖なるみ名に感謝し、あなたの誉を誇るで

しょう。 36イスラエルの神、主は、とこしえから

とこしえまでほむべきかな」と。その時すべての

民は「アァメン」と言って主をほめたたえた。 37

ダビデはアサフとその兄弟たちを主の契約の箱の

前にとめおいて、常に箱の前に仕え、日々のわざ

を行わせた。 38オベデ・エドムとその兄弟たちは

合わせて六十八人である。またエドトンの子オベ

デ・エドムおよびホサは門守であった。 39祭司ザ

ドクとその兄弟である祭司たちはギベオンにある

高き所で主の幕屋の前に仕え、 40主がイスラエル

に命じられた律法にしるされたすべてのことにし

たがって燔祭の壇の上に朝夕たえず燔祭を主にさ

さげた。 41また彼らとともにヘマン、エドトンお

よびほかの選ばれて名をしるされた者どもがいて

、主のいつくしみの世々限りなきことについて主

に感謝した。 42すなわちヘマンおよびエドトンは

彼らとともにいて、ラッパ、シンバルおよびその

他の聖歌のための楽器をとって音楽を奏し、エド

トンの子らは門を守った。 43こうして民は皆おの

おの家に帰り、ダビデはその家族を祝福するため

に帰って行った。

17さてダビデは自分の家に住むようになったと
き、預言者ナタンに言った、「見よ、わたし

は香柏の家に住んでいるが、主の契約の箱は天幕

のうちにある」。 2ナタンはダビデに言った、「

神があなたとともにおられるから、すべてあなた

の心にあるところを行いなさい」。 3その夜、神

の言葉がナタンに臨んで言った、 4「行ってわた

しのしもべダビデに告げよ、『主はこう言われる

、わたしの住む家を建ててはならない。 5わたし

はイスラエルを導き上った日から今日まで、家に

住まわず、天幕から天幕に、幕屋から幕屋に移っ

たのである。 6わたしがすべてのイスラエルと共

に歩んだすべての所で、わたしの民を牧すること
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を命じたイスラエルのさばきづかさのひとりに、

ひと言でも、「どうしてあなたがたは、わたしの

ために香柏の家を建てないのか」と言ったことが

あるだろうか』と。 7それゆえ今あなたは、わた

しのしもべダビデにこう言いなさい、『万軍の主

はこう仰せられる、「わたしはあなたを牧場から

、羊に従っている所から取って、わたしの民イス

ラエルの君とし、 8あなたがどこへ行くにもあな

たと共におり、あなたのすべての敵をあなたの前

から断ち去った。わたしはまた地の上の大いなる

者の名のような名をあなたに得させよう。 9そし

てわたしはわが民イスラエルのために一つの所を

定めて、彼らを植えつけ、彼らを自分の所に住ま

せ、重ねて動くことのないようにしよう。 10また

前のように、すなわちわたしがわが民イスラエル

の上にさばきづかさを立てた時からこのかたのよ

うに、悪い人が重ねてこれを荒すことはないであ

ろう。わたしはまたあなたのもろもろの敵を征服

する。かつわたしは主があなたのために家を建て

られることを告げる。 11あなたの日が満ち、あな

たの先祖たちの所へ行かねばならぬとき、わたし

はあなたの子、すなわちあなたの子らのひとりを

、あなたのあとに立てて、その王国を堅くする。

12彼はわたしのために家を建てるであろう。わた

しは長く彼の位を堅くする。 13わたしは彼の父と

なり、彼はわたしの子となる。わたしは、わたし

のいつくしみを、あなたのさきにあった者から取

り去ったように、彼からは取り去らない。 14かえ

って、わたしは彼を長くわたしの家に、わたしの

王国にすえおく。彼の位はとこしえに堅く立つで

あろう』」。 15ナタンはすべてこれらの言葉のよ

うに、またすべてこの幻のようにダビデに語った

。 16そこで、ダビデ王は、はいって主の前に座し

て言った、「主なる神よ、わたしがだれ、わたし

の家がなんであるので、あなたはこれまでわたし

を導かれたのですか。 17神よ、これはあなたの目

には小さな事です。主なる神よ、あなたはしもべ

の家について、はるか後の事を語って、きたるべ

き代々のことを示されました。 18しもべの名誉に

ついては、ダビデはこの上あなたに何を申しあげ

ることができましょう。あなたはしもべを知って

おられるからです。 19主よ、あなたはしもべのた

めに、またあなたの心にしたがって、このもろも

ろの大いなる事をなし、すべての大いなる事を知

らされました。 20主よ、われわれがすべて耳に聞

いた所によれば、あなたのようなものはなく、ま

たあなたのほかに神はありません。 21また地上の

どの国民が、あなたの民イスラエルのようであり

ましょうか。これは神が行って、自分のためにあ

がなって民とし、エジプトからあなたがあがない

出されたあなたの民の前から国々の民を追い払い

、大いなる恐るべき事を行って、名を得られたも

のではありませんか。 22あなたはあなたの民イス

ラエルを長くあなたの民とされました。主よ、あ

なたは彼らの神となられたのです。 23それゆえ主

よ、あなたがしもべと、しもべの家について語ら

れた言葉を長く堅くして、あなたの言われたとお

りにしてください。 24そうすればあなたの名はと

こしえに堅くされ、あがめられて、『イスラエル

の神、万軍の主はイスラエルの神である』と言わ

れ、またあなたのしもべダビデの家はあなたの前

に堅く立つことができるでしょう。 25わが神よ、

あなたは彼のために家を建てると、しもべに示さ

れました。それゆえ、しもべはあなたの前に祈る

勇気を得ました。 26主よ、あなたは神にいまし、

この良き事をしもべに約束されました。 27それゆ

えどうぞいま、しもべの家を祝福し、あなたの前

に長く続かせてくださるように。主よ、あなたの

祝福されるものは長く祝福を受けるからです」。

18この後ダビデはペリシテびとを撃ってこれを
征服し、ペリシテびとの手からガテとその村

々を取った。 2彼はまたモアブを撃った。モアブ

びとはダビデのしもべとなって、みつぎを納めた

。 3ダビデはまた、ハマテのゾバの王ハダデゼル

がユフラテ川のほとりに、その記念碑を建てよう

として行ったとき彼を撃った。 4そしてダビデは

彼から戦車一千、騎兵七千人、歩兵二万人を取っ

た。ダビデは一百の戦車の馬を残して、そのほか

の戦車の馬はみなその足の筋を切った。 5その時

ダマスコのスリヤびとがゾバの王ハダデゼルを助

けるために来たので、ダビデはそのスリヤびと二

万二千人を殺した。 6そしてダビデはダマスコの

スリヤに守備隊を置いた。スリヤびとはみつぎを

納めてダビデのしもべとなった。主はダビデにす

べてその行く所で勝利を与えられた。 7ダビデは

ハダデゼルのしもべらが持っていた金の盾を奪っ

て、エルサレムに持ってきた。 8またハダデゼル

の町テブハテとクンからダビデは非常に多くの青

銅を取った。ソロモンはそれを用いて青銅の海、

柱および青銅の器を造った。 9時にハマテの王ト

イはダビデがゾバの王ハダデゼルのすべての軍勢

を撃ち破ったことを聞き、 10その子ハドラムをダ

ビデ王につかわして、彼にあいさつさせ、かつ祝

を述べさせた。ハダデゼルはかつてしばしばトイ

と戦いを交えたが、ダビデはハダデゼルと戦って

、これを撃ち破ったからである。ハドラムは金、

銀および青銅のさまざまの器を贈ったので、 11ダ

ビデ王はこれをエドム、モアブ、アンモンの人々

、ペリシテびと、アマクレなどの諸国民のうちか

ら取ってきた金銀とともに、主にささげた。 12ゼ

ルヤの子アビシャイは塩の谷で、エドムびと一万

八千を撃ち殺した。 13ダビデはエドムに守備隊を

置き、エドムびとは皆ダビデのしもべとなった。

主はダビデにすべてその行く所で勝利を与えられ

た。 14こうしてダビデはイスラエルの全地を治め

、そのすべての民に公道と正義を行った。 15ゼル

ヤの子ヨアブは軍の長、アヒルデの子ヨシャパテ

は史官、 16アヒトブの子ザドクとアビヤタルの子

アビメレクは祭司、シャウシャは書記官、 17エホ

ヤダの子ベナヤはケレテびととペレテびとの長、

ダビデの子たちは王のかたわらにはべる大臣であ

った。
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19この後アンモンの人々の王ナハシが死んで、
その子がこれに代って王となった。 2そのと

きダビデは言った、「わたしはナハシの子ハヌン

に、彼の父がわたしに恵みを施したように、恵み

を施そう」。そしてダビデは彼をその父のゆえに

慰めようとして使者をつかわした。ダビデのしも

べたちはハヌンを慰めるためアンモンの人々の地

に来たが、 3アンモンの人々のつかさたちはハヌ

ンに言った、「ダビデが慰める者をあなたのもと

につかわしたことによって、あなたは彼があなた

の父を尊ぶのだと思われますか。彼のしもべたち

が来たのは、この国をうかがい、探って滅ぼすた

めではありませんか」。 4そこでハヌンはダビデ

のしもべたちを捕えて、そのひげをそり落し、そ

の着物を中ほどから断ち切って腰の所までにして

彼らを帰してやった。 5ある人々が来て、この人

たちのされたことをダビデに告げたので、彼は人

をつかわして、彼らを迎えさせた。その人々が非

常に恥じたからである。そこで王は言った、「ひ

げがのびるまでエリコにとどまって、その後帰り

なさい」。 6アンモンの人々は自分たちがダビデ

に憎まれることをしたとわかったので、ハヌンお

よびアンモンの人々は銀千タラントを送ってメソ

ポタミヤとアラム・マアカ、およびゾバから戦車

と騎兵を雇い入れた。 7すなわち戦車三万二千お

よびマアカの王とその軍隊を雇い入れたので、彼

らは来てメデバの前に陣を張った。そこでアンモ

ンの人々は町々から寄り集まって、戦いに出動し

た。 8ダビデはこれを聞いてヨアブと勇士の全軍

をつかわしたので、 9アンモンの人々は出て来て

町の入口に戦いの備えをした。また助けに来た王

たちは別に野にいた。 10時にヨアブは戦いが前後

から自分に向かっているのを見て、イスラエルの

えり抜きの兵士のうちから選んで、これをスリヤ

びとに対して備え、 11そのほかの民を自分の兄弟

アビシャイの手にわたして、アンモンの人々に対

して備えさせ、 12そして言った、「もしスリヤび

とがわたしに手ごわいときは、わたしを助けてく

ださい。もしアンモンの人々があなたに手ごわい

ときは、あなたを助けましょう。 13勇ましくして

ください。われわれの民のためと、われわれの神

の町々のために、勇ましくしましょう。どうか、

主が良いと思われることをされるように」。 14こ

うしてヨアブが自分と一緒にいる民と共にスリヤ

びとに向かって戦おうとして近づいたとき、スリ

ヤびとは彼の前から逃げた。 15アンモンの人々は

スリヤびとの逃げるのを見て、彼らもまたヨアブ

の兄弟アビシャイの前から逃げて町にはいった。

そこでヨアブはエルサレムに帰った。 16しかしス

リヤびとは自分たちがイスラエルの前に打ち敗ら

れたのを見て、使者をつかわし、ハダデゼルの軍

の長ショパクの率いるユフラテ川の向こう側にい

るスリヤびとを引き出した。 17この事がダビデに

聞えたので、彼はイスラエルをことごとく集め、

ヨルダンを渡り、彼らの所に来て、これに向かっ

て戦いの備えをした。ダビデがこのようにスリヤ

びとに対して戦いの備えをしたとき、彼はダビデ

と戦った。 18しかしスリヤびとがイスラエルの前

から逃げたので、ダビデはスリヤびとの戦車の兵

七千、歩兵四万を殺し、また軍の長ショパクをも

殺した。 19ハダデゼルのしもべたちは味方の者が

イスラエルに打ち敗られたのを見て、ダビデと和

を講じ、彼に仕えた。スリヤびとは再びアンモン

びとを助けることをしなかった。

20春になって、王たちが戦いに出るに及んで、
ヨアブは軍勢を率いてアンモンびとの地を荒

し、行ってラバを包囲した。しかしダビデはエル

サレムにとどまった。ヨアブはラバを撃って、こ

れを滅ぼした。 2そしてダビデは彼らの王の冠を

その頭から取りはなした。その金の重さを量って

みると一タラント、またその中に宝石があった。

これをダビデの頭に置いた。ダビデはまたその町

のぶんどり物を非常に多く持ち出した。 3また彼

はそのうちの民を引き出して、これをのこぎりと

、鉄のつるはしと、おのを使う仕事につかせた。

ダビデはアンモンびとのすべての町々にこのよう

に行った。そしてダビデと民とは皆エルサレムに

帰った。 4この後ゲゼルでペリシテびとと戦いが

起った。その時ホシャびとシベカイが巨人の子孫

のひとりシパイを殺した。かれらはついに征服さ

れた。 5ここにまたペリシテびとと戦いがあった

が、ヤイルの子エルハナンはガテびとゴリアテの

兄弟ラミを殺した。そのやりの柄は機の巻棒のよ

うであった。 6またガテに戦いがあったが、そこ

にひとりの背の高い人がいた。その手の指と足の

指は六本ずつで、合わせて二十四本あった。彼も

また巨人から生れた者であった。 7彼はイスラエ

ルをののしったので、ダビデの兄弟シメアの子ヨ

ナタンがこれを殺した。 8これらはガテで巨人か

ら生れた者であったが、ダビデの手とその家来た

ちの手に倒れた。

21時にサタンが起ってイスラエルに敵し、ダビ
デを動かしてイスラエルを数えさせようとし

た。 2ダビデはヨアブと軍の将校たちに言った、

「あなたがたは行って、ベエルシバからダンまで

のイスラエルを数え、その数を調べてわたしに知

らせなさい」。 3ヨアブは言った、「それがどの

くらいあっても、どうか主がその民を百倍に増さ

れるように。しかし王わが主よ、彼らは皆あなた

のしもべではありませんか。どうしてわが主はこ

の事を求められるのですか。どうしてイスラエル

に罪を得させられるのですか」。 4しかし王の言

葉がヨアブに勝ったので、ヨアブは出て行って、

イスラエルをあまねく行き巡り、エルサレムに帰

って来た。 5そしてヨアブは民の総数をダビデに

告げた。すなわちイスラエルにはつるぎを抜く者

が百十万人、ユダにはつるぎを抜く者が四十七万

人あった。 6しかしヨアブは王の命令を快しとし

なかったので、レビとベニヤミンとはその中に数

えなかった。 7この事が神の目に悪かったので、

神はイスラエルを撃たれた。 8そこでダビデは神

に言った、「わたしはこの事を行って大いに罪を

犯しました。しかし今どうか、しもべの罪を除い
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てください。わたしは非常に愚かなことをいたし

ました」。 9主はダビデの先見者ガデに告げて言

われた、 10「行ってダビデに言いなさい、『主は

こう仰せられる、わたしは三つの事を示す。あな

たはその一つを選びなさい。わたしはそれをあな

たに行おう』と」。 11ガデはダビデのもとに来て

言った、「主はこう仰せられます、『あなたは選

びなさい。 12すなわち三年のききんか、あるいは

三月の間、あなたのあだの前に敗れて、敵のつる

ぎに追いつかれるか、あるいは三日の間、主のつ

るぎすなわち疫病がこの国にあって、主の使がイ

スラエルの全領域にわたって滅ぼすことをするか

』。いま、わたしがどういう答をわたしをつかわ

したものになすべきか決めなさい」。 13ダビデは

ガデに言った、「わたしは非常に悩んでいるが、

主のあわれみは大きいゆえ、わたしを主の手に陥

らせてください。しかしわたしを人の手に陥らせ

ないでください」。 14そこで主はイスラエルに疫

病を下されたので、イスラエルびとのうち七万人

が倒れた。 15神はまたみ使をエルサレムにつかわ

して、これを滅ぼそうとされたが、み使がまさに

滅ぼそうとしたとき、主は見られて、この災を悔

い、その滅ぼすみ使に言われた、「もうじゅうぶ

んだ。今あなたの手をとどめよ」。そのとき主の

使はエブスびとオルナンの打ち場のかたわらに立

っていた。 16ダビデが目をあげて見ると、主の使

が地と天の間に立って、手に抜いたつるぎをもち

、エルサレムの上にさし伸べていたので、ダビデ

と長老たちは荒布を着て、ひれ伏した。 17そして

ダビデは神に言った、「民を数えよと命じたのは

わたしではありませんか。罪を犯し、悪い事をし

たのはわたしです。しかしこれらの羊は何をしま

したか。わが神、主よ、どうぞあなたの手をわた

しと、わたしの父の家にむけてください。しかし

災をあなたの民に下さないでください」。 18時に

主の使はガデに命じ、ダビデが上って行って、エ

ブスびとオルナンの打ち場で主のために一つの祭

壇を築くように告げさせた。 19そこでダビデはガ

デが主の名をもって告げた言葉に従って上って行

った。 20そのときオルナンは麦を打っていたが、

ふりかえってみ使を見たので、ともにいた彼の四

人の子は身をかくした。 21ダビデがオルナンに近

づくと、オルナンは目を上げてダビデを見、打ち

場から出て来て地にひれ伏してダビデを拝した。

22ダビデはオルナンに言った、「この打ち場の所

をわたしに与えなさい。わたしは災が民に下るの

をとどめるため、そこに主のために一つの祭壇を

築きます。あなたは、そのじゅうぶんな価をとっ

てこれをわたしに与えなさい」。 23オルナンはダ

ビデに言った、「どうぞこれをお取りなさい。そ

して王わが主の良しと見られるところを行いなさ

い。わたしは牛を燔祭のために、打穀機をたきぎ

のために、麦を素祭のためにささげます。わたし

は皆これをささげます」。 24ダビデ王はオルナン

に言った、「いいえ、わたしはじゅうぶんな代価

を払ってこれを買います。わたしは主のためにあ

なたのものを取ることをしません。また、費えな

しに燔祭をささげることをいたしません」。 25そ

れでダビデはその所のために金六百シケルをはか

って、オルナンに払った。 26こうしてダビデは主

のために、その所に一つの祭壇を築き、燔祭と酬

恩祭をささげて、主を呼んだ。主は燔祭の祭壇の

上に天から火を下して答えられた。 27また主がみ

使に命じられたので、彼はつるぎをさやにおさめ

た。 28その時ダビデは主がエブスびとオルナンの

打ち場で自分に答えられたのを見たので、その所

で犠牲をささげた。 29モーセが荒野で造った主の

幕屋と燔祭の祭壇とは、その時ギベオンの高き所

にあったからである。 30しかしダビデはその前へ

行って神に求めることができなかった。彼が主の

使のつるぎを恐れたからである。

22それでダビデは言った、「主なる神の家はこ
れである、イスラエルのための燔祭の祭壇は

これである」と。 2ダビデは命じてイスラエルの

地にいる他国人を集めさせ、また神の家を建てる

のに用いる石を切るために石工を定めた。 3ダビ

デはまた門のとびらのくぎ、およびかすがいに用

いる鉄をおびただしく備えた。また青銅を量るこ

ともできないほどおびただしく備えた。 4また香

柏を数えきれぬほど備えた。これはシドンびとと

ツロの人々がおびただしく香柏をダビデの所に持

って来たからである。 5ダビデは言った、「わが

子ソロモンは若く、かつ経験がない。また主のた

めに建てる家はきわめて壮大で、万国に名を得、

栄えを得るものでなければならない。それゆえ、

わたしはその準備をしておこう」と。こうしてダ

ビデは死ぬ前に多くの物資を準備した。 6そして

彼はその子ソロモンを召して、イスラエルの神、

主のために家を建てることを命じた。 7すなわち

ダビデはソロモンに言った、「わが子よ、わたし

はわが神、主の名のために家を建てようと志して

いた。 8ところが主の言葉がわたしに臨んで言わ

れた、『おまえは多くの血を流し、大いなる戦争

をした。おまえはわたしの前で多くの血を地に流

したから、わが名のために家を建ててはならない

。 9見よ、男の子がおまえに生れる。彼は平和の

人である。わたしは彼に平安を与えて、周囲のも

ろもろの敵に煩わされないようにしよう。彼の名

はソロモンと呼ばれ、彼の世にわたしはイスラエ

ルに平安と静穏とを与える。 10彼はわが名のため

に家を建てるであろう。彼はわが子となり、わた

しは彼の父となる。わたしは彼の王位をながくイ

スラエルの上に堅くするであろう』。 11それでわ

が子よ、どうか主があなたと共にいまし、あなた

を栄えさせて、主があなたについて言われたよう

に、あなたの神、主の家を建てさせてくださるよ

うに。 12ただ、どうか主があなたに分別と知恵を

賜い、あなたをイスラエルの上に立たせられると

き、あなたの神、主の律法を、あなたに守らせて

くださるように。 13あなたがもし、主がイスラエ

ルについてモーセに命じられた定めとおきてとを

慎んで守るならば、あなたは栄えるであろう。心

を強くし、勇め。恐れてはならない、おののいて
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はならない。 14見よ、わたしは苦難のうちにあっ

て主の家のために金十万タラント、銀百万タラン

トを備え、また青銅と鉄を量ることもできないほ

どおびただしく備えた。また材木と石をも備えた

。あなたはまたこれに加えなければならない。 15

あなたにはまた多数の職人、すなわち石や木を切

り刻む者、工作に巧みな各種の者がある。 16金、

銀、青銅、鉄もおびただしくある。たって行いな

さい。どうか主があなたと共におられるように」

。 17ダビデはまたイスラエルのすべてのつかさた

ちにその子ソロモンを助けるように命じて言った

、 18「あなたがたの神、主はあなたがたとともに

おられるではないか。四方に泰平を賜わったでは

ないか。主はこの地の民をわたしの手にわたされ

たので、この地は主の前とその民の前に服してい

る。 19それであなたがたは心をつくし、精神をつ

くしてあなたがたの神、主を求めなさい。たって

主なる神の聖所を建て、主の名のために建てるそ

の家に、主の契約の箱と神の聖なるもろもろの器

を携え入れなさい」。

23ダビデは老い、その日が満ちたので、その子
ソロモンをイスラエルの王とした。 2ダビデ

はイスラエルのすべてのつかさおよび祭司とレビ

びとを集めた。 3レビびとの三十歳以上のものを

数えると、その男の数が三万八千人あった。 4ダ

ビデは言った、「そのうち二万四千人は主の家の

仕事をつかさどり、六千人はつかさびと、および

さばきびととなり、 5四千人は門を守る者となり

、また四千人はさんびのためにわたしの造った楽

器で主をたたえよ」。 6そしてダビデは彼らをレ

ビの子らにしたがってゲルション、コハテ、メラ

リの組に分けた。 7ゲルションの子らはラダンと

シメイ。 8ラダンの子らは、かしらのエヒエルと

ゼタムとヨエルの三人。 9シメイの子らはシロミ

テ、ハジエル、ハランの三人。これらはラダンの

氏族の長であった。 10シメイの子らはヤハテ、ジ

ナ、エウシ、ベリアの四人。皆シメイの子で、 11

ヤハテはかしら、ジザはその次、エウシとベリア

は子が多くなかったので、ともに数えられて一つ

の氏族となった。 12コハテの子らはアムラム、イ

ヅハル、ヘブロン、ウジエルの四人。 13アムラム

の子らはアロンとモーセである。アロンはその子

らとともに、ながくいと聖なるものを聖別するた

めに分かたれて、主の前に香をたき、主に仕え、

常に主の名をもって祝福することをなした。 14神

の人モーセの子らはレビの部族のうちに数えられ

た。 15モーセの子らはゲルションとエリエゼル。

16ゲルションの子らは、かしらはシブエル。 17エ

リエゼルの子らは、かしらはレハビヤ。エリエゼ

ルにはこのほかに子がなかった。しかしレハビヤ

の子らは非常に多かった。 18イヅハルの子らは、

かしらはシロミテ。 19ヘブロンの子らは長子はエ

リヤ、次はアマリヤ、第三はヤハジエル、第四は

エカメアム。 20ウジエルの子らは、かしらはミカ

、次はイシアである。 21メラリの子らはマヘリと

ムシ。マヘリの子らはエレアザルとキシ。 22エレ

アザルは男の子がなくて死に、ただ娘たちだけで

あったが、キシの子であるその身内の男たちが彼

女たちをめとった。 23ムシの子らはマヘリ、エデ

ル、エレモテの三人である。 24これらはその氏族

によるレビの子孫であって、その人数が数えられ

、その名がしるされて、主の家の務をなした二十

歳以上の者で、氏族の長であった。 25ダビデは言

った、「イスラエルの神、主はその民に平安を与

え、ながくエルサレムに住まわれる。 26レビびと

は重ねて幕屋およびその勤めの器物をかつぐこと

はない。 27ダビデの最後の言葉によって、レビび

とは二十歳以上の者が数えられた 28彼らの務はア

ロンの子孫を助けて主の家の働きをし、庭とへや

の仕事およびすべての聖なるものを清めること、

そのほか、すべて神の家の働きをすることである

。 29また供えのパン、素祭の麦粉、種入れぬ菓子

、焼いた供え物、油をまぜた供え物をつかさどり

、またすべて分量および大きさを量ることをつか

さどり、 30また朝ごとに立って主に感謝し、さん

びし、夕にもまたそのようにし、 31また安息日と

新月と祭日に、主にもろもろの燔祭をささげると

きは、絶えず主の前にその命じられた数にしたが

ってささげなければならない。 32このようにして

彼らは会見の幕屋と聖所の務を守り、主の家の働

きのためにその兄弟であるアロンの子らに仕えな

ければならない」。

24アロンの子孫の組は次のとおりである。すな
わちアロンの子らはナダブ、アビウ、エレア

ザル、イタマル。 2ナダブとアビウはその父に先

だって死に、子がなかったので、エレアザルとイ

タマルが祭司となった。 3ダビデはエレアザルの

子孫ザドクとイタマルの子孫アヒメレクの助けに

よって彼らを分けて、それぞれの勤めにつけた。 4

エレアザルの子孫のうちにはイタマルの子孫のう

ちよりも長たる人々が多かった。それでエレアザ

ルの子孫で氏族の長である十六人と、イタマルの

子孫で氏族の長である者八人にこれを分けた。 5

このように彼らは皆ひとしく、くじによって分け

られた。聖所のつかさ、および神のつかさは、と

もにエレアザルの子孫とイタマルの子孫から出た

からである。 6レビびとネタネルの子である書記

シマヤは、王とつかさたちと祭司ザドクとアビヤ

タルの子アヒメレクと祭司およびレビびとの氏族

の長たちの前で、これを書きしるした。すなわち

エレアザルのために氏族一つを取れば、イタマル

のためにも一つを取った。 7第一のくじはヨアリ

ブに当り、第二はエダヤに当り、 8第三はハリム

に、第四はセオリムに、 9第五はマルキヤに、第

六はミヤミンに、 10第七はハッコヅに、第八はア

ビヤに、 11第九はエシュアに、第十はシカニヤに

、 12第十一はエリアシブに、第十二はヤキムに、

13第十三はホッパに、第十四はエシバブに、 14第

十五はビルガに、第十六はインメルに、 15第十七

はヘジルに、第十八はハピセツに、 16第十九はペ

タヒヤに、第二十はエゼキエルに、 17第二十一は

ヤキンに、第二十二はガムルに、 18第二十三はデ
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ラヤに、第二十四はマアジヤに当った。 19これは

、彼らの先祖アロンによって設けられた定めにし

たがい、主の家にはいって務をなす順序であって

、イスラエルの神、主の彼に命じられたとおりで

ある。 20このほかのレビの子孫は次のとおりであ

る。すなわちアムラムの子らのうちではシュバエ

ル。シュバエルの子らのうちではエデヤ。 21レハ

ビヤについては、レハビヤの子らのうちでは長子

イシア。 22イヅハリびとのうちではシロミテ。シ

ロミテの子らのうちではヤハテ。 23ヘブロンの子

らは長子はエリヤ、次はアマリヤ、第三はヤハジ

エル、第四はエカメアム。 24ウジエルの子らのう

ちではミカ。ミカの子らのうちではシャミル。 25

ミカの兄弟はイシア。イシアの子らのうちではゼ

カリヤ。 26メラリの子らはマヘリとムシ。ヤジア

の子らはベノ。 27メラリの子孫のヤジアから出た

者はベノ、ショハム、ザックル、イブリ。 28マヘ

リからエレアザルが出た。彼には子がなかった。

29キシについては、キシの子はエラメル。 30ムシ

の子らはマヘリ、エデル、エリモテ。これらはレ

ビびとの子孫で、その氏族によっていった者であ

る。 31これらの者もまた氏族の兄もその弟も同様

に、ダビデ王と、ザドクと、アヒメレクと、祭司

およびレビびとの氏族の長たちの前で、アロンの

子孫であるその兄弟たちのようにくじを引いた。

25ダビデと軍の長たちはまたアサフ、ヘマンお
よびエドトンの子らを勤めのために分かち、

琴と、立琴と、シンバルをもって預言する者にし

た。その勤めをなした人々の数は次のとおりであ

る。 2アサフの子たちはザックル、ヨセフ、ネタ

ニヤ、アサレラであって、アサフの指揮のもとに

王の命によって預言した者である。 3エドトンに

ついては、エドトンの子たちはゲダリヤ、ゼリ、

エサヤ、ハシャビヤ、マッタテヤの六人で、琴を

もって主に感謝し、かつほめたたえて預言したそ

の父エドトンの指揮の下にあった。 4ヘマンにつ

いては、ヘマンの子たちはブッキヤ、マッタニヤ

、ウジエル、シブエル、エレモテ、ハナニヤ、ハ

ナニ、エリアタ、ギダルテ、ロマムテ・エゼル、

ヨシベカシャ、マロテ、ホテル、マハジオテであ

る。 5これらは皆、神がご自身の約束にしたがっ

て高くされた王の先見者ヘマンの子たちであった

。神はヘマンに男の子十四人、女の子三人を与え

られた。 6これらの者は皆その父の指揮の下にあ

って、主の宮で歌をうたい、シンバルと立琴と琴

をもって神の宮の務をした。アサフ、エドトンお

よびヘマンは王の命の下にあった。 7彼らおよび

主に歌をうたうことのために訓練され、すべて熟

練した兄弟たちの数は二百八十八人であった。 8

彼らは小なる者も、大なる者も、教師も生徒も皆

ひとしくその務のためにくじを引いた。 9第一の

くじはアサフのためにヨセフに当り、第二はゲダ

リヤに当った。彼とその兄弟たちおよびその子た

ち、合わせて十二人。 10第三はザックルに当った

。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二

人。 11第四はイヅリに当った。その子たちおよび

その兄弟たち、合わせて十二人。 12第五はネタニ

ヤに当った。その子たちおよびその兄弟たち、合

わせて十二人。 13第六はブッキヤに当った。その

子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。 14

第七はアサレラに当った。その子たちおよびその

兄弟たち、合わせて十二人。 15第八はエサヤに当

った。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて

十二人。 16第九はマッタニヤに当った。その子た

ちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。 17第十

はシメイに当った。その子たちおよびその兄弟た

ち、合わせて十二人。 18第十一はアザリエルに当

った。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて

十二人。 19第十二はハシャビヤに当った。その子

たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。 20第

十三はシュバエルに当った。その子たちおよびそ

の兄弟たち、合わせて十二人。 21第十四はマッタ

テヤに当った。その子たちおよびその兄弟たち、

合わせて十二人。 22第十五はエレモテに当った。

その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十二人

。 23第十六はハナニヤに当った。その子たちおよ

びその兄弟たち、合わせて十二人。 24第十七はヨ

シベカシャに当った。その子たちおよびその兄弟

たち、合わせて十二人。 25第十八はハナニに当っ

た。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十

二人。 26第十九はマロテに当った。その子たちお

よびその兄弟たち、合わせて十二人。 27第二十は

エリアタに当った。その子たちおよびその兄弟た

ち、合わせて十二人。 28第二十一はホテルに当っ

た。その子たちおよびその兄弟たち、合わせて十

二人。 29第二十二はギダルテに当った。その子た

ちおよびその兄弟たち、合わせて十二人。 30第二

十三はマハジオテに当った。その子たちおよびそ

の兄弟たち、合わせて十二人。 31第二十四はロマ

ムテ・エゼルに当った。その子たちおよびその兄

弟たち、合わせて十二人であった。

26門を守る者の組は次のとおりである。すなわ
ちコラびとのうちでは、アサフの子孫のうち

のコレの子メシレミヤ。 2メシレミヤの子たちは

、長子はゼカリヤ、次はエデアエル、第三はゼバ

デヤ、第四はヤテニエル、 3第五はエラム、第六

はヨハナン、第七はエリヨエナイである。 4オベ

デ・エドムの子たちは、長子はシマヤ、次はヨザ

バデ、第三はヨア、第四はサカル、第五はネタネ

ル、 5第六はアンミエル、第七はイッサカル、第

八はピウレタイである。神が彼を祝福されたから

である。 6彼の子シマヤにも数人の子が生れ、有

能な人々であったので、その父の家を治める者と

なった。 7すなわちシマヤの子たちはオテニ、レ

パエル、オベデ、エルザバデで、エルザバデの兄

弟エリウとセマキヤは力ある人々であった。 8こ

れらは皆オベデ・エドムの子孫である。彼らはそ

の子たちおよびその兄弟たちと共にその勤めに適

した力ある人々で、合わせて六十二人、みなオベ

デ・エドムに属する者である。 9メシレミヤにも

子たちと兄弟たち合わせて十八人あって、皆力あ

る人々であった。 10メラリの子孫ホサにも子たち
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があった。そのかしらはシムリ、これは長子では

なかったが、父はこれをかしらにしたのであった

。 11次はヒルキヤ、第三はテバリヤ、第四はゼカ

リヤである。ホサの子たちと兄弟たちは合わせて

十三人である。 12これらは門を守る者の組の長た

る人々であって、その兄弟たちと同様に務をなし

て、主の宮に仕えた。 13彼らはそれぞれ門のため

に小なる者も、大なる者も等しく、その氏族にし

たがってくじを引いた。 14東の門のくじはシレミ

ヤに当った。また彼の子で思慮深い議士ゼカリヤ

のためにくじを引いたが、北の門のくじがこれに

当った。 15オベデ・エドムには南の門のくじ、そ

の子たちには倉のくじ、 16シュパムとホサには西

の門のくじが当った。これは坂の大路にあるシャ

レケテの門のかたわらにあった。守る者と守る者

とが相対していた。 17東の方には毎日六人、北の

方には毎日四人、南の方には毎日四人、倉には二

人と二人、 18西の方パルバルには大路に四人、パ

ルバルに二人。 19門を守る者の組は以上のとおり

で、コラの子孫とメラリの子孫であった。 20レビ

びとのうちアヒヤは神の宮の倉および聖なる物の

倉をつかさどった。 21ラダンの子孫すなわちラダ

ンから出たゲルションびとの子孫で、ゲルション

びとの氏族の長はエヒエリである。 22エヒエリ、

ゼタムおよびその兄弟ヨエルの子たちは主の宮の

倉をつかさどった。 23アムラムびと、イヅハルび

と、ヘブロンびと、ウジエルびとのうちでは次の

とおりであった。 24すなわちモーセの子ゲルショ

ムの子シブエルは倉のつかさであった。 25その兄

弟でエリエゼルから出た者は、その子はレハビヤ

、その子はエサヤ、その子はヨラム、その子はジ

クリ、その子はシロミテである。 26このシロミテ

とその兄弟たちはすべての聖なる物の倉をつかさ

どった。これはダビデ王と、氏族の長と、千人の

長と、百人の長と、軍の長たちのささげたもので

ある。 27すなわち彼らが戦いで獲たぶんどり物の

うちから主の宮の修繕のためにささげたものであ

る。 28またすべて先見者サムエル、キシの子サウ

ル、ネルの子アブネル、ゼルヤの子ヨアブなどが

ささげた物。すべてこれらのささげ物はシロミテ

とその兄弟たちが管理した。 29イヅハルびとのう

ちでは、ケナニヤとその子たちが、つかさおよび

さばきびととしてイスラエルの外事のために選ば

れた。 30ヘブロンびとのうちでは、ハシャビヤお

よびその兄弟など勇士千七百人があって、ヨルダ

ンのこなた、すなわち西の方でイスラエルの監督

となり、主のすべての事を行い、王に奉仕した。

31ヘブロンびとのうちでは、系図と氏族によって

エリヤがヘブロンびとの長であったが、ダビデの

治世の第四十年に彼らを尋ね求め、ギレアデのヤ

ゼルで彼らのうちから大勇士を得た。 32ダビデ王

は彼とその兄弟など氏族の長たち二千七百人の勇

士をルベンびと、ガドびと、マナセびとの半部族

の監督となし、すべて神につける事と王の事とを

つかさどらせた。

27イスラエルの子孫のうちで氏族の長、千人の
長、百人の長、およびつかさたちは年のすべ

ての月の間、月ごとに交替して組のすべての事を

なして王に仕えたが、その数にしたがえば各組二

万四千人あった。 2まず第一の組すなわち正月の

分はザブデエルの子ヤショベアムがこれを率いた

。その組には二万四千人あった。 3彼はペレヅの

子孫で、正月の軍団のすべての将たちのかしらで

あった。 4二月の組はアホアびとドダイがこれを

率いた。その組には二万四千人あった。 5三月の

第三の将は祭司エホヤダの子ベナヤが長であって

、その組には二万四千人あった。 6このベナヤは

かの三十人のうちの勇士であって三十人を率い、

その子アミザバデがその組にあった。 7四月の第

四の将はヨアブの兄弟アサヘルであって、その子

ゼバデヤがこれに次いだ。その組には二万四千人

あった。 8五月の第五の将はイズラヒびとシャン

モテであって、その組には二万四千人あった。 9

六月の第六の将はテコアびとイッケシの子イラで

あって、その組には二万四千人あった。 10七月の

第七の将はエフライムの子孫であるペロンびとヘ

レヅであって、その組には二万四千人あった。 11

八月の第八の将はゼラびとの子孫であるホシャび

とシベカイであって、その組には二万四千人あっ

た。 12九月の第九の将はベニヤミンの子孫である

アナトテびとアビエゼルであって、その組には二

万四千人あった。 13十月の第十の将はゼラびとの

子孫であるネトパびとマハライであって、その組

には二万四千人あった。 14十一月の第十一の将は

エフライムの子孫であるピラトンびとベナヤであ

って、その組には二万四千人あった。 15十二月の

第十二の将はオテニエルの子孫であるネトパびと

ヘルダイであって、その組には二万四千人あった

。 16なおイスラエルの部族を治める者たちは次の

とおりである。ルベンびとのつかさはヂクリの子

エリエゼル。シメオンびとのつかさはマアカの子

シパテヤ。 17レビびとのつかさはケムエルの子ハ

シャビヤ。アロンびとのつかさはザドク。 18ユダ

のつかさはダビデの兄弟のひとりエリウ。イッサ

カルのつかさはミカエルの子オムリ。 19ゼブルン

のつかさはオバデヤの子イシマヤ。ナフタリのつ

かさはアズリエルの子エレモテ。 20エフライムの

子孫のつかさはアザジヤの子ホセア。マナセの半

部族のつかさはペダヤの子ヨエル。 21ギレアデに

あるマナセの半部族のつかさはゼカリヤの子イド

。ベニヤミンのつかさはアブネルの子ヤシエル。

22ダンのつかさはエロハムの子アザリエル。これ

らはイスラエルの部族のつかさたちであった。 23

しかしダビデは二十歳以下の者は数えなかった。

主がかつてイスラエルを天の星のように多くする

と言われたからである。 24ゼルヤの子ヨアブは数

え始めたが、これをなし終えなかった。その数え

ることによって怒りがイスラエルの上に臨んだ。

またその数はダビデ王の歴代志に載せなかった。

25アデエルの子アズマウテは王の倉をつかさどり

、ウジヤの子ヨナタンは田野、町々、村々、もろ

もろの塔にある倉をつかさどり、 26ケルブの子エ
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ズリは地を耕す農夫をつかさどり、 27ラマテびと

シメイはぶどう畑をつかさどり、シプミびとザブ

デはぶどう畑から取ったぶどう酒の倉をつかさど

り、 28ゲデルびとバアル・ハナンは平野のオリブ

の木といちじく桑の木をつかさどり、ヨアシは油

の倉をつかさどり、 29シャロンびとシテライはシ

ャロンで飼う牛の群れをつかさどり、アデライの

子シャパテはもろもろの谷におる牛の群れをつか

さどり、 30イシマエルびとオビルはらくだをつか

さどり、メロノテびとエデヤはろばをつかさどり

、 31ハガルびとヤジズは羊の群れをつかさどった

。彼らは皆ダビデ王の財産のつかさであった。 32

またダビデのおじヨナタンは議官で、知恵ある人

であり、学者であった。また彼とハクモニの子エ

ヒエルは王の子たちの補佐であった。 33アヒトペ

ルは王の議官。アルキびとホシャイは王の友であ

った。 34アヒトペルに次ぐ者はベナヤの子エホヤ

ダおよびアビヤタル。王の軍の長はヨアブであっ

た。

28ダビデはイスラエルのすべての長官、すなわ
ち部族の長、王に仕えた組の長、千人の長、

百人の長、王とその子たちのすべての財産および

家畜のつかさ、宦官、有力者、勇士などをことご

とくエルサレムに召し集めた。 2そしてダビデ王

はその足で立ち上がって言った、「わが兄弟たち

、わが民よ、わたしに聞きなさい。わたしは主の

契約の箱のため、われわれの神の足台のために安

住の家を建てようとの志をもち、すでにこれを建

てる準備をした。 3しかし神はわたしに言われた

、『おまえはわが名のために家を建ててはならな

い。おまえは軍人であって、多くの血を流したか

らである』と。 4それにもかかわらず、イスラエ

ルの神、主はわたしの父の全家のうちからわたし

を選んで長くイスラエルの王とせられた。すなわ

ちユダを選んでかしらとし、ユダの家のうちで、

わたしの父の家を選び、わたしの父の子らのうち

で、わたしを喜び、全イスラエルの王とせられた

。 5そして主はわたしに多くの子を賜わり、その

すべての子らのうちからわが子ソロモンを選び、

これを主の国の位にすわらせて、イスラエルを治

めさせようとせられた。 6主はまたわたしに言わ

れた、『おまえの子ソロモンがわが家およびわが

庭を造るであろう。わたしは彼を選んでわが子と

なしたからである。わたしは彼の父となる。 7彼

がもし今日のように、わが戒めとわがおきてを固

く守って行うならば、わたしはその国をいつまで

も堅くするであろう』と。 8それゆえいま、主の

会衆なる全イスラエルの目の前およびわれわれの

神の聞かれる所であなたがたに勧める。あなたが

たはその神、主のすべての戒めを守り、これを求

めなさい。そうすればあなたがたはこの良き地を

所有し、これをあなたがたの後の子孫に長く嗣業

として伝えることができる。 9わが子ソロモンよ

、あなたの父の神を知り、全き心をもって喜び勇

んで彼に仕えなさい。主はすべての心を探り、す

べての思いを悟られるからである。あなたがもし

彼を求めるならば会うことができる。しかしあな

たがもしかれを捨てるならば彼は長くあなたを捨

てられるであろう。 10それであなたは慎みなさい

。主はあなたを選んで聖所とすべき家を建てさせ

ようとされるのだから心を強くしてこれを行いな

さい」。 11こうしてダビデは神殿の廊およびその

家、その倉、その上の室、その内の室、贖罪所の

室などの計画をその子ソロモンに授け、 12またそ

の心にあったすべてのもの、すなわち主の宮の庭

、周囲のすべての室、神の家の倉、ささげ物の倉

などの計画を授け、 13また祭司およびレビびとの

組と、主の宮のもろもろの務の仕事と、主の宮の

もろもろの勤めの器物について授け、 14またもろ

もろの勤めに用いるすべての金の器を造る金の目

方、およびもろもろの勤めに用いる銀の器の目方

を定めた。 15すなわち金の燭台と、そのともしび

皿の目方、おのおのの燭台と、そのともしび皿の

金の目方を定め、また銀の燭台についてもおのお

のの燭台の用法にしたがって燭台と、そのともし

び皿の銀の目方を定めた。 16また供えのパンの机

については、そのおのおのの机のために金の目方

を定め、また銀の机のためにも銀を定め、 17また

肉さし、鉢、かめに用いる純金の目方を定め、金

の大杯についてもおのおのの目方を定め、銀の大

杯についてもおのおのの目方を定め、 18また香の

祭壇のために精金の目方を定め、また翼を伸べて

主の契約の箱をおおっているケルビムの金の車の

ひな型の金を定めた。 19ダビデはすべての工作が

計画にしたがってなされるため、これについて主

の手によって書かれたものにより、これをことご

とく明らかにした。 20ダビデはその子ソロモンに

言った、「あなたは心を強くし、勇んでこれを行

いなさい。恐れてはならない。おののいてはなら

ない。主なる神、わたしの神があなたとともにお

られるからである。主はあなたを離れず、あなた

を捨てず、ついに主の宮の務のすべての工事をな

し終えさせられるでしょう。 21見よ、神の宮のす

べての務のためには祭司とレビびとの組がある。

またもろもろの勤めのためにすべての仕事を喜ん

でする巧みな者が皆あなたと共にある。またつか

さたちおよびすべての民もあなたの命じるところ

をことごとく行うでしょう」。

29ダビデ王はまた全会衆に言った、「わが子ソ
ロモンは神がただひとりを選ばれた者である

が、まだ若くて経験がなく、この事業は大きい。

この宮は人のためではなく、主なる神のためだか

らである。 2そこでわたしは力をつくして神の宮

のために備えた。すなわち金の物を造るために金

、銀の物のために銀、青銅の物のために青銅、鉄

の物のために鉄、木の物のために木を備えた。そ

の他縞めのう、はめ石、アンチモニイ、色のつい

た石、さまざまの宝石、大理石などおびただしい

。 3なおわたしはわが神の宮に熱心なるがゆえに

、聖なる家のために備えたすべての物に加えて、

わたしの持っている金銀の財宝をわが神の宮にさ

さげる。 4すなわちオフルの金三千タラント、精
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銀七千タラントをそのもろもろの建物の壁をおお

うためにささげる。 5金は金の物のために、銀は

銀の物のために、すべて工人によって造られるも

ののために用いる。だれかきょう、主にその身を

ささげる者のように喜んでささげ物をするだろう

か」。 6そこで氏族の長たち、イスラエルの部族

のつかさたち、千人の長、百人の長および王の工

事をつかさどる者たちは喜んでささげ物をした。 7

こうして彼らは神の宮の務のために金五千タラン

ト一万ダリク、銀一万タラント、青銅一万八千タ

ラント、鉄十万タラントをささげた。 8宝石を持

っている者はそれをゲルションびとエヒエルの手

によって神の宮の倉に納めた。 9彼らがこのよう

に真心からみずから進んで主にささげたので、民

はそのみずから進んでささげたのを喜んだ。ダビ

デ王もまた大いに喜んだ。 10そこでダビデは全会

衆の前で主をほめたたえた。ダビデは言った、「

われわれの先祖イスラエルの神、主よ、あなたは

とこしえにほむべきかたです。 11主よ、大いなる

ことと、力と、栄光と、勝利と、威光とはあなた

のものです。天にあるもの、地にあるものも皆あ

なたのものです。主よ、国もまたあなたのもので

す。あなたは万有のかしらとして、あがめられま

す。 12富と誉とはあなたから出ます。あなたは万

有をつかさどられます。あなたの手には勢いと力

があります。あなたの手はすべてのものを大いな

らしめ、強くされます。 13われわれの神よ、われ

われは、いま、あなたに感謝し、あなたの光栄あ

る名をたたえます。 14しかしわれわれがこのよう

に喜んでささげることができても、わたしは何者

でしょう。わたしの民は何でしょう。すべての物

はあなたから出ます。われわれはあなたから受け

て、あなたにささげたのです。 15われわれはあな

たの前ではすべての先祖たちのように、旅びとで

す、寄留者です。われわれの世にある日は影のよ

うで、長くとどまることはできません。 16われわ

れの神、主よ、あなたの聖なる名のために、あな

たに家を建てようとしてわれわれが備えたこの多

くの物は皆あなたの手から出たもの、また皆あな

たのものです。 17わが神よ、あなたは心をためし

、また正直を喜ばれることを、わたしは知ってい

ます。わたしは正しい心で、このすべての物を喜

んでささげました。今わたしはまた、ここにおる

あなたの民が喜んで、みずから進んであなたにさ

さげ物をするのを見ました。 18われわれの先祖ア

ブラハム、イサク、イスラエルの神、主よ、あな

たの民の心にこの意志と精神とをいつまでも保た

せ、その心をあなたに向けさせてください。 19ま

たわが子ソロモンに心をつくしてあなたの命令と

、あなたのあかしと、あなたのさだめとを守らせ

て、これをことごとく行わせ、わたしが備えをし

た宮を建てさせてください」。 20そしてダビデが

全会衆にむかって、「あなたがたの神、主をほめ

たたえよ」と言ったので、全会衆は先祖たちの神

、主をほめたたえ、伏して主を拝し、王に敬礼し

た。 21そしてその翌日彼らは全イスラエルのため

に主に犠牲をささげた。すなわち燔祭として雄牛

一千、雄羊一千、小羊一千をその灌祭と共に主に

ささげ、おびただしい犠牲をささげた。 22そして

その日、彼らは大いなる喜びをもって主の前に食

い飲みした。彼らはさらに改めてダビデの子ソロ

モンを王となし、これに油を注いで主の君となし

、またザドクを祭司とした。 23こうしてソロモン

はその父ダビデに代り、王として主の位に座した

。彼は栄え、イスラエルは皆彼に従った。 24また

すべてのつかさたち、勇士たち、およびダビデ王

の王子たちも皆ソロモン王に忠誠を誓った。 25主

は全イスラエルの目の前でソロモンを非常に大い

ならしめ、彼より前のイスラエルのどの王も得た

ことのない王威を彼に与えられた。 26このように

エッサイの子ダビデは全イスラエルを治めた。 27

彼がイスラエルを治めた期間は四十年であった。

すなわちヘブロンで七年世を治め、エルサレムで

三十三年世を治めた。 28彼は高齢に達し、年も富

も誉も満ち足りて死んだ。その子ソロモンが彼に

代って王となった。 29ダビデ王の始終の行為は、

先見者サムエルの書、預言者ナタンの書および先

見者ガドの書にしるされている。 30そのうちには

彼のすべての政と、その力および彼とイスラエル

と他のすべての国々に臨んだ事どもをしるしてい

る。
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歴代誌Ⅱ

1ダビデの子ソロモンはその国に自分の地位を確
立した。その神、主が共にいまして彼を非常に

大いなる者にされた。 2ソロモンはすべてのイス

ラエルびと、すなわち千人の長、百人の長、さば

きびとおよびイスラエルの全地のすべてのつかさ

、氏族のかしらたちに告げた。 3そしてソロモン

とイスラエルの全会衆はともにギベオンにある高

き所へ行った。主のしもべモーセが荒野で造った

神の会見の幕屋がそこにあったからである。 4（

しかし神の箱はダビデがすでにキリアテ・ヤリム

から、これのために備えた所に運び上らせてあっ

た。ダビデはさきに、エルサレムでこれのために

天幕を張って置いたからである。） 5またホルの

子であるウリの子ベザレルが造った青銅の祭壇が

その所の主の幕屋の前にあり、ソロモンおよび会

衆は主に求めた。 6ソロモンはそこに上って行っ

て、会見の幕屋のうちにある主の前の青銅の祭壇

に燔祭一千をささげた。 7その夜、神はソロモン

に現れて言われた、「あなたに何を与えようか、

求めなさい」。 8ソロモンは神に言った、「あな

たはわたしの父ダビデに大いなるいつくしみを示

し、またわたしを彼に代って王とされました。 9

主なる神よ、どうぞわが父ダビデに約束された事

を果してください。あなたは地のちりのような多

くの民の上にわたしを立てて王とされたからです

。 10この民の前に出入りすることのできるように

今わたしに知恵と知識とを与えてください。だれ

がこのような大いなるあなたの民をさばくことが

できましょうか」。 11神はソロモンに言われた、

「この事があなたの心にあって、富をも、宝をも

、誉をも、またあなたを憎む者の命をも求めず、

また長命をも求めず、ただわたしがあなたを立て

て王としたわたしの民をさばくために知恵と知識

とを自分のために求めたので、 12知恵と知識とは

あなたに与えられている。わたしはまたあなたの

前の王たちの、まだ得たことのないほどの富と宝

と誉とをあなたに与えよう。あなたの後の者も、

このようなものを得ないでしょう」。 13それから

ソロモンはギベオンの高き所を去り、会見の幕屋

の前を去って、エルサレムに帰り、イスラエルを

治めた。 14ソロモンは戦車と騎兵とを集めたが、

戦車一千四百両、騎兵一万二千人あった。ソロモ

ンはこれを戦車の町々と、エルサレムの王のもと

とに置いた。 15王は銀と金を石のようにエルサレ

ムに多くし、香柏を平野のいちじく桑のように多

くした。 16ソロモンが馬を輸入したのはエジプト

とクエからであった。すなわち王の貿易商人がク

エから代価を払って受け取って来た。 17彼らはエ

ジプトから戦車一両を銀六百シケルで輸入し、馬

一頭を銀百五十で輸入した。同じようにこれらの

ものが彼らによってヘテびとのすべての王たち、

およびスリヤの王たちにも輸出された。

2さてソロモンは主の名のために一つの宮を建て
、また自分のために一つの王宮を建てようと思

った。 2そしてソロモンは荷を負う者七万人、山

で石を切り出す者八万人、これらを監督する者三

千六百人を数え出した。 3ソロモンはまずツロの

ヒラムに人をつかわして言わせた、「あなたはわ

たしの父ダビデに、その住むべき家を建てるため

に香柏を送られました。どうぞ彼にされたように

、わたしにもして下さい。 4見よ、わたしはわが

神、主の名のために一つの家を建て、これを聖別

して彼にささげ、彼の前にこうばしい香をたき、

常供のパンを供え、また燔祭を安息日、新月、お

よびわれらの神、主の定めの祭に朝夕ささげ、こ

れをイスラエルのながく守るべき定めにしようと

しています。 5またわたしの建てる家は大きな家

です。われらの神はすべての神よりも大いなる神

だからです。 6しかし、天も、諸天の天も彼を入

れることができないのに、だれが彼のために家を

建てることができましょうか。わたしは何者です

か、彼のために家を建てるというのも、ただ彼の

前に香をたく所に、ほかならないのです。 7それ

で、どうぞ金、銀、青銅、鉄の細工および紫糸、

緋糸、青糸の織物にくわしく、また彫刻の術に巧

みな工人ひとりをわたしに送って、父ダビデが備

えておいたユダとエルサレムのわたしの工人たち

と一緒に働かせてください。 8またどうぞレバノ

ンから香柏、いとすぎ、びゃくだんを送ってくだ

さい。わたしはあなたのしもべたちがレバノンで

木を切ることをよくわきまえているのを知ってい

ます。わたしのしもべたちも、あなたのしもべた

ちと一緒に働かせ、 9わたしのためにたくさんの

材木を備えさせてください。わたしの建てる家は

非常に広大なものですから。 10わたしは木を切る

あなたのしもべたちに砕いた小麦二万コル、大麦

二万コル、ぶどう酒二万バテ、油二万バテを与え

ます」。 11そこでツロの王ヒラムは手紙をソロモ

ンに送って答えた、「主はその民を愛するゆえに

、あなたを彼らの王とされました」。 12ヒラムは

また言った、「天地を造られたイスラエルの神、

主はほむべきかな。彼はダビデ王に賢い子を与え

、これに分別と知恵を授けて、主のために宮を建

て、また自分のために、王宮を建てることをさせ

られた。 13いまわたしは達人ヒラムという知恵の

ある工人をつかわします。 14彼はダンの子孫であ

る女を母とし、ツロの人を父とし、金銀、青銅、

鉄、石、木の細工および紫糸、青糸、亜麻糸、緋

糸の織物にくわしく、またよくもろもろの彫刻を

し、意匠を凝らしてもろもろの工作をします。彼

を用いてあなたの工人およびあなたの父、わが主

ダビデの工人と一緒に働かせなさい。 15それでい

まわが主の言われた小麦、大麦、油およびぶどう

酒をそのしもべどもに送ってください。 16あなた

の求められる材木はレバノンから切りだし、いか

だに組んで、海からヨッパに送ります。あなたは

それをエルサレムに運び上げなさい」。 17そこで

ソロモンはその父ダビデが数えたようにイスラエ

ルの国にいるすべての他国人を数えたが、合わせ

て十五万三千六百人あった。 18彼はその七万人を
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荷を負う者とし、八万人を山で木や石を切る者と

し、三千六百人を民を働かせる監督者とした。

3ソロモンはエルサレムのモリアの山に主の宮を
建てることを始めた。そこは父ダビデに主が現

れられた所、すなわちエブスびとオルナンの打ち

場にダビデが備えた所である。 2ソロモンが宮を

建て始めたのは、その治世の四年の二月であった

。 3ソロモンの建てた神の宮の基の寸法は次のと

おりである。すなわち昔の尺度によれば長さ六十

キュビト、幅二十キュビト、 4宮の前の廊は宮の

幅に従って長さ二十キュビト高さ百二十キュビト

で、その内部は純金でおおった。 5またその拝殿

はいとすぎの板で張り、精金をもってこれをおお

い、その上にしゅろと鎖の形を施した。 6また宝

石をはめ込んで宮を飾った。その金はパルワイム

の金であった。 7彼はまた金をもってその宮、す

なわち、梁、敷居、壁および戸をおおい、壁の上

にケルビムを彫りつけた。 8彼はまた至聖所を造

った。その長さは宮の長さにしたがって二十キュ

ビト、幅も二十キュビトである。彼は精金六百タ

ラントをもってこれをおおった。 9その釘の金の

重さは五十シケルであった。彼はまた階上の室も

金でおおった。 10彼は至聖所に木を刻んだケルビ

ムの像を二つ造り、これを金でおおった。 11ケル

ビムの翼の長さは合わせて二十キュビトあった。

すなわち一つのケルブの一つの翼は五キュビトで

、宮の壁に届き、ほかの翼も五キュビトで、他の

ケルブの翼に届き、 12他のケルブの一つの翼も五

キュビトで、宮の壁に届き、ほかの翼も五キュビ

トで、先のケルブの翼に接していた。 13これらの

ケルビムの翼は広げると二十キュビトあった。か

れらは共に足で立ち、その顔は拝殿に向かってい

た。 14ソロモンはまた青糸、紫糸、緋糸および亜

麻糸で垂幕を造り、その上にケルビムの縫い取り

を施した。 15彼は宮の前に柱を二本造った。その

高さは三十五キュビト、おのおのの柱の頂に五キ

ュビトの柱頭を造った。 16彼は首飾のような鎖を

造って、柱の頂につけ、ざくろ百を造ってその鎖

の上につけた。 17彼はこの柱を神殿の前に、一本

を南の方に、一本を北の方に立て、南の方のをヤ

キンと名づけ、北の方のをボアズと名づけた。

4ソロモンはまた青銅の祭壇を造った。その長さ
二十キュビト、幅二十キュビト、高さ十キュビ

トである。 2彼はまた海を鋳て造った。縁から縁

まで十キュビトであって、周囲は円形をなし、高

さ五キュビトで、その周囲は綱をもって測ると三

十キュビトあった。 3海の下には三十キュビトの

周囲をめぐるひさごの形があって、海の周囲を囲

んでいた。そのひさごは二並びで、海を鋳る時に

鋳たものである。 4その海は十二の牛の上に置か

れ、その三つは北に向かい、三つは西に向かい、

三つは南に向かい、三つは東に向かっていた。海

はその上に置かれ、牛のうしろはみな内に向かっ

ていた。 5海の厚さは手の幅で、その縁は杯の縁

のように、ゆりの花に似せて造られた。海には水

を三千バテ入れることができた。 6彼はまた物を

洗うために洗盤十個を造って、五個を南側に、五

個を北側に置いた。その中で燔祭に用いるものを

洗った。しかし海は祭司がその中で身を洗うため

であった。 7彼はまた金の燭台十個をその定めに

従って造り、拝殿の中の南側に五個、北側に五個

を置き、 8また机十個を造り、神殿の中の南側に

五個、北側に五個を置き、また金の鉢百を造った

。 9彼はまた祭司の庭と大庭および庭の戸を造り

、その戸を青銅でおおった。 10彼は海を宮の東南

のすみにすえた。 11ヒラムはまたつぼと十能と鉢

とを造った。こうしてヒラムはソロモン王のため

、神の宮の工事を終えた。 12すなわち二本の柱と

玉と、柱の頂にある二つの柱頭と、柱の頂にある

柱頭の二つの玉をおおう二つの網細工と、 13その

二つの網細工のためのざくろ四百、このざくろは

おのおの網細工に二並びにつけて、柱の頂にある

柱頭の二つの玉を巻いていた。 14彼はまた台と台

の上の洗盤と、 15一つの海とその下の十二の牛を

造った。 16つぼ、十能、肉さしなどすべてこれら

の器物を、達人ヒラムはソロモン王のため、主の

宮のために、光のある青銅で造った。 17王はヨル

ダンの低地で、スコテとゼレダの間の粘土の地で

これを鋳た。 18このようにソロモンはこれらのす

べての器物を非常に多く造ったので、その青銅の

重量は、量ることができなかった。 19こうしてソ

ロモンは神の宮のすべての器物を造った。すなわ

ち金の祭壇と、供えのパンを載せる机、 20また定

めのように本殿の前で火をともす純金の燭台と、

そのともしび皿を造った。 21その花、ともしび皿

、心かきは精金であった。 22また心切りばさみ、

鉢、香の杯、心取り皿は純金であった。また宮の

戸、すなわち至聖所の内部の戸および拝殿の戸の

ひじつぼは金であった。

5こうしてソロモンは主の宮のためにしたすべて
の工事を終った。そしてソロモンは父ダビデが

ささげた物、すなわち金銀およびもろもろの器物

を携えて行って神の宮の宝蔵に納めた。 2ソロモ

ンは主の契約の箱をダビデの町シオンからかつぎ

上ろうとして、イスラエルの長老たちと、すべて

の部族のかしらたちと、イスラエルの人々の氏族

の長たちをエルサレムに召し集めた。 3イスラエ

ルの人々は皆七月の祭に王のもとに集まった。 4

イスラエルの長老たちが皆きたので、レビびとた

ちは箱を取り上げた。 5彼らは箱と、会見の幕屋

と、幕屋にあるすべて聖なる器をかつぎ上った。

すなわち祭司とレビびとがこれらの物をかつぎ上

った。 6ソロモン王および彼のもとに集まったイ

スラエルの会衆は皆箱の前で羊と牛をささげたが

、その数が多くて、調べることも数えることもで

きなかった。 7こうして祭司たちは主の契約の箱

をその場所にかつぎ入れ、宮の本殿である至聖所

のうちのケルビムの翼の下に置いた。 8ケルビム

は翼を箱の所の上に伸べていたので、ケルビムは

上から箱とそのさおをおおった。 9さおは長かっ

たので、さおの端が本殿の前の聖所から見えた。

しかし外部には見えなかった。さおは今日までそ
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こにある。 10箱の内には二枚の板のほか何もなか

った。これはイスラエルの人々がエジプトから出

て来たとき、主が彼らと契約を結ばれ、モーセが

ホレブでそれを納めたものである。 11そして祭司

たちが聖所から出たとき（ここにいた祭司たちは

皆、その組の順にかかわらず身を清めた。 12また

レビびとの歌うたう者、すなわちアサフ、ヘマン

、エドトンおよび彼らの子たちと兄弟たちはみな

亜麻布を着、シンバルと、立琴と、琴をとって祭

壇の東に立ち、百二十人の祭司は彼らと一緒に立

ってラッパを吹いた。 13ラッパ吹く者と歌うたう

者とは、ひとりのように声を合わせて主をほめ、

感謝した）、そして彼らがラッパと、シンバルと

その他の楽器をもって声をふりあげ、主をほめて

「主は恵みあり、そのあわれみはとこしえに絶え

ることがない」と言ったとき、雲はその宮すなわ

ち主の宮に満ちた。 14祭司たちは雲のゆえに立っ

て勤めをすることができなかった。主の栄光が神

の宮に満ちたからである。

6そこでソロモンは言った、「主はみずから濃き
雲の中に住まおうと言われた。 2しかしわたし

はあなたのために高き家、とこしえのみすまいを

建てた」。 3そして王は顔をふり向けてイスラエ

ルの全会衆を祝福した。その時イスラエルの全会

衆は立っていた。 4彼は言った、「イスラエルの

神、主はほむべきかな。主は口をもってわが父ダ

ビデに約束されたことを、その手をもってなし遂

げられた。すなわち主は言われた、 5『わが民を

エジプトの地から導き出した日から、わたしはわ

が名を置くべき家を建てるために、イスラエルの

もろもろの部族のうちから、どの町をも選んだこ

とがなく、また他のだれをもわが民イスラエルの

君として選んだことがない。 6わが名を置くため

に、ただエルサレムだけを選び、またわが民イス

ラエルを治めさせるために、ただダビデだけを選

んだ』。 7イスラエルの神、主の名のために家を

建てることは、父ダビデの心にあった。 8しかし

主は父ダビデに言われた、『わたしの名のために

家を建てることはあなたの心にあった。あなたの

心にこの事のあったのは結構である。 9しかしあ

なたはその家を建ててはならない。あなたの腰か

ら出るあなたの子がわたしの名のために家を建て

るであろう』。 10そして主はそう言われた言葉を

行われた。すなわちわたしは父ダビデに代って立

ち、主が言われたように、イスラエルの位に座し

、イスラエルの神、主の名のために家を建てた。

11わたしはまた、主がイスラエルの人々と結ばれ

た主の契約を入れた箱をそこに納めた」。 12ソロ

モンはイスラエルの全会衆の前、主の祭壇の前に

立って、手を伸べた。 13ソロモンはさきに長さ五

キュビト、幅五キュビト、高さ三キュビトの青銅

の台を造って、庭のまん中にすえて置いたので、

彼はその上に立ち、イスラエルの全会衆の前でひ

ざをかがめ、その手を天に伸べて、 14言った、「

イスラエルの神、主よ、天にも地にも、あなたの

ような神はありません。あなたは契約を守られ、

心をつくしてあなたの前に歩むあなたのしもべら

に、いつくしみを施し、 15あなたのしもべ、わた

しの父ダビデに約束されたことを守られました。

あなたが口をもって約束されたことを、手をもっ

てなし遂げられたことは、今日見るとおりであり

ます。 16それゆえ、イスラエルの神、主よ、あな

たのしもべ、わたしの父ダビデに、あなたが約束

して、『おまえがわたしの前に歩んだように、お

まえの子孫がその道を慎んで、わたしのおきてに

歩むならば、おまえにはイスラエルの位に座する

人がわたしの前に欠けることはない』と言われた

ことを、ダビデのためにお守りください。 17それ

ゆえ、イスラエルの神、主よ、どうぞ、あなたの

しもべダビデに言われた言葉を確認してください

。 18しかし神は、はたして人と共に地上に住まわ

れるでしょうか。見よ、天も、いと高き天もあな

たをいれることはできません。わたしの建てたこ

の家などなおさらです。 19しかしわが神、主よ、

しもべの祈と願いを顧みて、しもべがあなたの前

にささげる叫びと祈をお聞きください。 20どうぞ

、あなたの目を昼も夜もこの家に、すなわち、あ

なたの名をそこに置くと言われた所に向かってお

開きください。どうぞ、しもべがこの所に向かっ

てささげる祈をお聞きください。 21どうぞ、しも

べと、あなたの民イスラエルがこの所に向かって

祈る時に、その願いをお聞きください。あなたの

すみかである天から聞き、聞いておゆるしくださ

い。 22もし人がその隣り人に対して罪を犯し、誓

いをすることを求められるとき、来てこの宮で、

あなたの祭壇の前に誓うならば、 23あなたは天か

ら聞いて、行い、あなたのしもべらをさばき、悪

人に報いをなして、その行いの報いをそのこうべ

に帰し、義人を義として、その義にしたがってそ

の人に報いてください。 24もしあなたの民イスラ

エルが、あなたに対して罪を犯したために、敵の

前に敗れた時、あなたに立ち返って、あなたの名

をあがめ、この宮であなたの前に祈り願うならば

、 25あなたは天から聞き、あなたの民イスラエル

の罪をゆるして、あなたが彼らとその先祖に与え

られた地に彼らを帰らせてください。 26もし彼ら

があなたに罪を犯したために、天が閉ざされて、

雨がなく、あなたが彼らを苦しめられるとき、彼

らがこの所に向かって祈り、あなたの名をあがめ

、その罪を離れるならば、 27あなたは天にあって

聞き、あなたのしもべ、あなたの民イスラエルの

罪をゆるして、彼らに歩むべき良い道を教え、あ

なたの民に嗣業として賜わった地に雨を降らせて

ください。 28もし国にききんがあるか、もしくは

疫病、立ち枯れ、腐り穂、いなご、青虫があるか

、または敵のために町の門の中に攻め囲まれるこ

とがあるか、どんな災害、どんな病気があっても

、 29もし、ひとりか、あるいはあなたの民イスラ

エルが皆おのおのその心の悩みを知って、この宮

に向かい、手を伸べるならば、どんな祈、どんな

願いでも、 30あなたはそのすみかである天から聞

いてゆるし、おのおのの人に、その心を知ってお

られるゆえ、そのすべての道にしたがって報いて
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ください。ただあなただけがすべての人の心を知

っておられるからです。 31あなたがわれわれの先

祖たちに賜わった地に、彼らの生きながらえる日

の間、常にあなたを恐れさせ、あなたの道に歩ま

せてください。 32またあなたの民イスラエルの者

でなく、他国人で、あなたの大いなる名と、強い

手と、伸べた腕のために遠い国から来て、この宮

に向かって祈るならば、 33あなたは、あなたのす

みかである天から聞き、すべて他国人があなたに

呼び求めるようにしてください。そうすれば地の

すべての民はあなたの民イスラエルのように、あ

なたの名を知り、あなたを恐れ、またわたしが建

てたこの宮が、あなたの名によって呼ばれること

を知るにいたるでしょう。 34あなたの民が敵と戦

うために、あなたがつかわされる道によって出る

とき、もし彼らがあなたの選ばれたこの町と、わ

たしがあなたの名のために建てたこの宮に向かっ

てあなたに祈るならば、 35あなたは天から彼らの

祈と願いとを聞いて彼らをお助けください。 36彼

らがあなたに対して罪を犯すことがあって、罪を

犯さない人はないゆえ、あなたが彼らを怒って、

敵にわたし、敵が彼らを捕虜として遠い地あるい

は近い地に引いて行くとき、 37もし、彼らが捕わ

れて行った地で、みずから省みて悔い、その捕わ

れの地であなたに願い、『われわれは罪を犯し、

よこしまな事をし、悪を行いました』と言い、 38

その捕われの地で心をつくし、精神をつくしてあ

なたに立ち返り、あなたが彼らの先祖に与えられ

た地、あなたが選ばれた町、わたしがあなたの名

のために建てたこの宮に向かって祈るならば、 39

あなたのすみかである天から、彼らの祈と願いと

を聞いて彼らを助け、あなたに向かって罪を犯し

たあなたの民をおゆるしください。 40わが神よ、

どうぞ、この所でささげる祈にあなたの目を開き

、あなたの耳を傾けてください。 41主なる神よ、

今あなたと、あなたの力の箱が立って、あなたの

安息所におはいりください。主なる神よ、どうぞ

あなたの祭司たちに救の衣を着せ、あなたの聖徒

たちに恵みを喜ばせてください。 42主なる神よ、

どうぞあなたの油そそがれた者の顔を退けないで

ください。あなたのしもべダビデに示されたいつ

くしみを覚えて下さい」。

7ソロモンが祈り終ったとき、天から火が下って
燔祭と犠牲を焼き、主の栄光が宮に満ちた。 2

主の栄光が主の宮に満ちたので、祭司たちは主の

宮に、はいることができなかった。 3イスラエル

の人々はみな火が下ったのを見、また主の栄光が

宮に臨んだのを見て、敷石の上で地にひれ伏して

拝し、主に感謝して言った、「主は恵みふかく、

そのいつくしみはとこしえに絶えることがない」

。 4そして王と民は皆主の前に犠牲をささげた。

5ソロモン王のささげた犠牲は、牛二万二千頭、羊

十二万頭であった。こうして王と民は皆神の宮を

ささげた。 6祭司はその持ち場に立ち、レビびと

も主の楽器をとって立った。その楽器はダビデ王

が主に感謝するために造ったもので、ダビデが彼

らの手によってさんびをささげるとき、「そのい

つくしみは、とこしえに絶えることがない」とと

なえさせたものである。祭司は彼らの前でラッパ

を吹き、すべてのイスラエルびとは立っていた。 7

ソロモンはまた主の宮の前にある庭の中を聖別し

、その所で、燔祭と酬恩祭のあぶらをささげた。

これはソロモンが造った青銅の祭壇が、その燔祭

と素祭とあぶらとを載せるに足りなかったからで

ある。 8その時ソロモンは七日の間祭を行った。

ハマテの入口からエジプトの川に至るまでのすべ

てのイスラエルびとが彼と共にあり、非常に大き

な会衆であった。 9そして八日目に聖会を開いた

。彼らは七日の間、祭壇奉献の礼を行い、七日の

間祭を行ったが、 10七月二十三日に至ってソロモ

ンは民をその天幕に帰らせた。皆主がダビデ、ソ

ロモンおよびその民イスラエルに施された恵みの

ために喜び、かつ心に楽しんで去った。 11こうし

てソロモンは主の家と王の家とを造り終えた。す

なわち彼は主の家と自分の家について、しようと

計画したすべての事を首尾よくなし遂げた。 12時

に主は夜ソロモンに現れて言われた、「わたしは

あなたの祈を聞き、この所をわたしのために選ん

で、犠牲をささげる家とした。 13わたしが天を閉

じて雨をなくし、またはわたしがいなごに命じて

地の物を食わせ、または疫病を民の中に送るとき

、 14わたしの名をもってとなえられるわたしの民

が、もしへりくだり、祈って、わたしの顔を求め

、その悪い道を離れるならば、わたしは天から聞

いて、その罪をゆるし、その地をいやす。 15今こ

の所にささげられる祈にわたしの目を開き、耳を

傾ける。 16今わたしはわたしの名をながくここに

とどめるために、この宮を選び、かつ聖別した。

わたしの目とわたしの心は常にここにある。 17あ

なたがもし父ダビデの歩んだようにわたしの前に

歩み、わたしが命じたとおりにすべて行って、わ

たしの定めとおきてとを守るならば、 18わたしは

あなたの父ダビデに契約して『イスラエルを治め

る人はあなたに欠けることがない』と言ったとお

りに、あなたの王の位を堅くする。 19しかし、あ

なたがたがもし翻って、わたしがあなたがたの前

に置いた定めと戒めとを捨て、行って他の神々に

仕え、それを拝むならば、 20わたしはあなたがた

をわたしの与えた地から抜き去り、またわたしの

名のために聖別したこの宮をわたしの前から投げ

捨てて、もろもろの民のうちにことわざとし、笑

い草とする。 21またこの宮は高いけれども、つい

には、そのかたわらを過ぎる者は皆驚いて、『何

ゆえ主はこの地と、この宮とにこのようにされた

のか』と言うであろう。 22その時、人々は答えて

『彼らはその先祖たちをエジプトの地から導き出

した彼らの神、主を捨てて、他の神々につき従い

、それを拝み、それに仕えたために、主はこのす

べての災を彼らの上に下したのである』と言うで

あろう」。

8ソロモンは二十年を経て、主の家と自分の家と
を建て終った。 2またソロモンはヒラムから送
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られた町々を建て直して、そこにイスラエルの人

々を住ませた。 3ソロモンはまたハマテ・ゾバを

攻めて、これを取った。 4彼はまた荒野にタデモ

ルを建て、もろもろの倉の町をハマテに建てた。 5

また城壁、門、貫の木のある堅固な町、上ベテホ

ロンと下ベテホロンを建てた。 6ソロモンはまた

バアラテと自分のもっていたすべての倉の町と、

すべての戦車の町と、騎兵の町、ならびにエルサ

レム、レバノンおよび自分の治める全地方に建て

ようと望んだものを、ことごとく建てた。 7すべ

てイスラエルの子孫でないヘテびと、アモリびと

、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの残った民

、 8その地にあって彼らのあとに残ったその子孫

、すなわちイスラエルの子孫が滅ぼし尽さなかっ

た民に、ソロモンは強制徴募をおこなって今日に

及んでいる。 9しかし、イスラエルの人々をソロ

モンはその工事のためには、ひとりも奴隷としな

かった。彼らは兵士となり、将校となり、戦車と

、騎兵の長となった。 10これらはソロモン王のお

もな官吏で、二百五十人あり、民を治めた。 11ソ

ロモンはパロの娘をダビデの町から連れ上って、

彼女のために建てた家に入れて言った、「主の箱

を迎えた所は神聖であるから、わたしの妻はイス

ラエルの王ダビデの家に住んではならない」。 12

ソロモンは廊の前に築いておいた主の祭壇の上で

主に燔祭をささげた。 13すなわちモーセの命令に

従って、毎日定めのようにささげ、安息日、新月

および年に三度の祭、すなわち種入れぬパンの祭

、七週の祭、仮庵の祭にこれをささげた。 14ソロ

モンは、その父ダビデのおきてに従って、祭司の

組を定めてその職に任じ、またレビびとをその勤

めに任じて、毎日定めのように祭司の前でさんび

と奉仕をさせ、また門を守る者に、その組にした

がって、もろもろの門を守らせた。これは神の人

ダビデがこのように命じたからである。 15祭司と

レビびとはすべての事につき、また倉の事につい

て、王の命令にそむかなかった。 16このようにソ

ロモンは、主の宮の基をすえた日からこれをなし

終えたときまで、その工事の準備をことごとくな

したので、主の宮は完成した。 17それからソロモ

ンはエドムの地の海べにあるエジオン・ゲベルお

よびエロテへ行った。 18時にヒラムはそのしもべ

どもの手によって船団を彼に送り、また海の事に

なれたしもべどもをつかわしたので、彼らはソロ

モンのしもべらと共にオフルへ行き、そこから金

四百五十タラントを取って、これをソロモン王の

もとに携えてきた。

9シバの女王はソロモンの名声を聞いたので、難
問をもってソロモンを試みようと、非常に多く

の従者を連れ、香料と非常にたくさんの金と宝石

とをらくだに負わせて、エルサレムのソロモンの

もとに来て、その心にあることをことごとく彼に

告げた。 2ソロモンは彼女のすべての問に答えた

。ソロモンが知らないで彼女に説明のできないこ

とは一つもなかった。 3シバの女王はソロモンの

知恵と、彼が建てた家を見、 4またその食卓の食

物と、列座の家来たちと、その侍臣たちの伺候振

りと彼らの服装、および彼の給仕たちとその服装

、ならびに彼が主の宮でささげる燔祭を見て、全

く気を奪われてしまった。 5彼女は王に言った、

「わたしが国であなたの事と、あなたの知恵につ

いて聞いたうわさは真実でした。 6しかしわたし

は来て目に見るまでは、そのうわさを信じません

でしたが、今見ると、あなたの知恵の大いなるこ

とはその半分もわたしに知らされませんでした。

あなたはわたしの聞いたうわさにまさっています

。 7あなたの奥方たちはさいわいです。常にあな

たの前に立って、あなたの知恵を聞くこのあなた

の家来たちはさいわいです。 8あなたの神、主は

ほむべきかな。主はあなたを喜び、あなたをその

位につかせ、あなたの神、主のために王とされま

した。あなたの神はイスラエルを愛して、とこし

えにこれを堅くするために、あなたをその王とさ

れ、公道と正義を行われるのです」。 9そして彼

女は金百二十タラント、および非常に多くの香料

と宝石とを王に贈った。シバの女王がソロモンに

贈ったような香料は、いまだかつてなかった。 10

オフルから金を携えて来たヒラムのしもべたちと

ソロモンのしもべたちはまた、びゃくだんの木と

宝石をも携えて来た。 11王はそのびゃくだんの木

で、主の宮と王の家とに階段を造り、また歌うた

う者のために琴と立琴を造った。このようなもの

はかつてユダの地で見たことがなかった。 12ソロ

モン王は、シバの女王が贈った物に報いたほかに

、彼女の望みにまかせて、すべてその求めるもの

を贈った。そして彼女はその家来たちと共に自分

の国へ帰って行った。 13さて一年の間にソロモン

の所にはいって来た金の目方は六百六十六タラン

トであった。 14このほかに貿易商および商人の携

えて来たものがあった。またアラビヤのすべての

王たちおよび国の代官たちも金銀をソロモンに携

えてきた。 15ソロモン王は延金の大盾二百を造っ

た。その大盾にはおのおの六百シケルの延金を用

いた。 16また延金の小盾三百を造った。小盾には

おのおの三百シケルの金を用いた。王はこれらを

レバノンの森の家に置いた。 17王はまた大きな象

牙の玉座を造り、純金でこれをおおった。 18その

玉座には六つの段があり、また金の足台があって

共に玉座につらなり、その座する所の両方に、ひ

じかけがあって、ひじかけのわきに二つのししが

立っていた。 19また十二のししが六つの段のおの

おのの両側に立っていた。このような物はどこの

国でも造られたことがなかった。 20ソロモン王が

飲むときに用いた器はみな金であった。またレバ

ノンの森の家の器もみな純金であって、銀はソロ

モンの世には尊ばれなかった。 21これは王の船が

ヒラムのしもべたちを乗せてタルシシへ行き、三

年ごとに一度、そのタルシシの船が金、銀、象牙

、さる、くじゃくを載せて来たからである。 22こ

のようにソロモン王は富と知恵において、地のす

べての王にまさっていたので、 23地のすべての王

は神がソロモンの心に授けられた知恵を聞こうと

してソロモンに謁見を求めた。 24人々はおのおの
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贈り物を携えてきた。すなわち銀の器、金の器、

衣服、没薬、香料、馬、騾馬など年々定まってい

た。 25ソロモンは馬と戦車のために馬屋四千と騎

兵一万二千を持ち、これを戦車の町に置き、また

エルサレムの王のもとに置いた。 26彼はユフラテ

川からペリシテびとの地と、エジプトの境に至る

までのすべての王を治めた。 27王はまた銀を石の

ようにエルサレムに多くし、香柏を平野のいちじ

く桑のように多くした。 28また人々はエジプトお

よび諸国から馬をソロモンのために輸入した。 29

ソロモンのそのほかの始終の行為は、預言者ナタ

ンの書と、シロびとアヒヤの預言と、先見者イド

がネバテの子ヤラベアムについて述べた黙示のな

かに、しるされているではないか。 30ソロモンは

エルサレムで四十年の間イスラエルの全地を治め

た。 31ソロモンはその先祖たちと共に眠って、父

ダビデの町に葬られ、その子レハベアムが代って

王となった。

10レハベアムはシケムへ行った。すべてのイス
ラエルびとが彼を王にしようとシケムへ行っ

たからである。 2ネバテの子ヤラベアムは、ソロ

モンを避けてエジプトにのがれていたが、これを

聞いてエジプトから帰ったので、 3人々は人をつ

かわして彼を招いた。そこでヤラベアムとすべて

のイスラエルは来て、レハベアムに言った、 4「

あなたの父は、われわれのくびきを重くしました

が、今あなたの父のきびしい使役と、あなたの父

が、われわれに負わせた重いくびきを軽くしてく

ださい。そうすればわたしたちはあなたに仕えま

しょう」。 5レハベアムは彼らに答えた、「三日

の後、またわたしの所に来なさい」。それで民は

去った。 6レハベアム王は父ソロモンの存命中ソ

ロモンに仕えた長老たちに相談して言った、「あ

なたがたはこの民にどう返答すればよいと思いま

すか」。 7彼らはレハベアムに言った、「あなた

がもしこの民を親切にあつかい、彼らを喜ばせ、

ねんごろに語られるならば彼らは長くあなたのし

もべとなるでしょう」。 8しかし彼は長老たちが

与えた勧めをすてて、自分と一緒に大きくなって

自分に仕えている若者たちに相談して、 9彼らに

言った、「あなたがたは、この民がわたしに向か

って、『あなたの父上が、われわれに負わせたく

びきを軽くしてください』と言うのに、われわれ

はなんと返答すればよいと思いますか」。 10彼と

一緒に大きくなった若者たちは彼に言った、「あ

なたに向かって、『あなたの父は、われわれのく

びきを重くしたが、あなたは、それをわれわれの

ために軽くしてください』と言ったこの民に、こ

う言いなさい、『わたしの小指は父の腰よりも太

い、 11父はあなたがたに重いくびきを負わせたが

、わたしはさらに、あなたがたのくびきを重くし

よう。父はむちであなたがたを懲らしたが、わた

しはさそりであなたがたを懲らそう』」。 12さて

ヤラベアムと民は皆、王が「三日目にわたしのと

ころに来なさい」と言ったとおりに、三日目にレ

ハベアムのところへ行った。 13王は荒々しく彼ら

に答えた。すなわちレハベアム王は長老たちの勧

めをすて、 14若者たちの勧めに従い、彼らに告げ

て言った、「父はあなたがたのくびきを重くした

が、わたしは更にこれを重くしよう。父はむちで

あなたがたを懲らしたが、わたしはさそりであな

たがたを懲らそう」。 15このように王は民の言う

ことを聞きいれなかった。これは主が、かつてシ

ロびとアヒヤによって、ネバテの子ヤラベアムに

言われた言葉を成就するために、神がなされたの

であった。 16イスラエルの人々は皆、王が自分た

ちの言うことを聞きいれないのを見たので、民は

王に答えて言った、「われわれはダビデのうちに

何の分があろうか。われわれはエッサイの子のう

ちに嗣業がない。イスラエルよ、めいめいの天幕

に帰れ。ダビデよ、今あなたの家を見よ」。そし

てイスラエルは皆彼らの天幕へ去って行った。 17

しかしレハベアムはユダの町々に住んでいるイス

ラエルの人々を治めた。 18レハベアム王は徴募人

の監督であったアドラムをつかわしたが、イスラ

エルの人々が石で彼を撃ち殺したので、レハベア

ム王は急いで車に乗り、エルサレムに逃げた。 19

こうしてイスラエルはダビデの家にそむいて今日

に至った。

11レハベアムはエルサレムに来て、ユダとベニ
ヤミンの家の者、すなわち、えり抜きの軍人

十八万人を集め、国を取りもどすためにイスラエ

ルと戦おうとしたが、 2主の言葉が神の人シマヤ

に臨んで言った、 3「ソロモンの子、ユダの王レ

ハベアムおよびユダとベニヤミンにいるすべての

イスラエルの人々に言いなさい、 4『主はこう仰

せられる、あなたがたは上ってはならない。あな

たがたの兄弟と戦ってはならない。おのおの自分

の家に帰りなさい。この事はわたしから出たので

ある』」。それで人々は主の言葉を聞き、ヤラベ

アムを攻めに行くのをやめて帰った。 5レハベア

ムはエルサレムに住んで、ユダに防衛の町々を建

てた。 6すなわちベツレヘム、エタム、テコア、

7ベテズル、ソコ、アドラム、 8ガテ、マレシャ、

ジフ、 9アドライム、ラキシ、アゼカ、 10ゾラ、

アヤロン、およびヘブロン。これらはユダとベニ

ヤミンにあって要害の町々である。 11彼はその要

害を堅固にし、これに軍長を置き、糧食と油とぶ

どう酒をたくわえ、 12またそのすべての町に盾と

やりを備えて、これを非常に強化し、そしてユダ

とベニヤミンを確保した。 13イスラエルの全地の

祭司とレビびとは四方の境から来てレハベアムに

身を寄せた。 14すなわちレビびとは自分の放牧地

と領地を離れてユダとエルサレムに来た。これは

ヤラベアムとその子らが彼らを排斥して、主の前

に祭司の務をさせなかったためである。 15ヤラベ

アムは高き所と、みだらな神と、自分で造った子

牛のために自分の祭司を立てた。 16またイスラエ

ルのすべての部族のうちで、すべてその心を傾け

て、イスラエルの神、主を求める者は先祖の神、

主に犠牲をささげるために、レビびとに従ってエ

ルサレムに来た。 17このように彼らはユダの国を
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堅くし、ソロモンの子レハベアムを三年の間強く

した。彼らは三年の間ダビデとソロモンの道に歩

んだからである。 18レハベアムはダビデの子エレ

モテの娘マハラテを妻にめとった。マハラテはエ

ッサイの子エリアブの娘アビハイルが産んだ者で

ある。 19彼女はエウシ、シマリヤおよびザハムの

三子を産んだ。 20彼はまた彼女の後にアブサロム

の娘マアカをめとった。マアカはアビヤ、アッタ

イ、ジザおよびシロミテを産んだ。 21レハベアム

はアブサロムの娘マアカをすべての妻とそばめに

まさって愛した。彼は妻十八人、そばめ六十人を

めとって、男の子二十八人と女の子六十人をもう

けた。 22レハベアムはマアカの子アビヤを立てて

かしらとし、その兄弟の長とした。彼はアビヤを

王にしようと思ったからである。 23それで王は賢

くとり行い、そのむすこたちをことごとく、ユダ

とベニヤミンの全地方にあるすべての要害の町に

散在させ、彼らに糧食を多く与え、また多くの妻

を得させた。

12レハベアムはその国が堅く立ち、強くなるに
及んで、主のおきてを捨てた。イスラエルも

皆彼にならった。 2彼らがこのように主に向かっ

て罪を犯したので、レハベアム王の五年にエジプ

トの王シシャクがエルサレムに攻め上ってきた。 3

その戦車は一千二百、騎兵は六万、また彼に従っ

てエジプトから来た民、すなわちリビアびと、ス

キびと、エチオピヤびとは無数であった。 4シシ

ャクはユダの要害の町々を取り、エルサレムに迫

って来た。 5そこで預言者シマヤは、レハベアム

およびシシャクのゆえに、エルサレムに集まった

ユダのつかさたちのもとにきて言った、「主はこ

う仰せられる、『あなたがたはわたしを捨てたの

で、わたしもあなたがたを捨ててシシャクにわた

した』と」。 6そこでイスラエルのつかさたち、

および王はへりくだって、「主は正しい」と言っ

た。 7主は彼らのへりくだるのを見られたので、

主の言葉がシマヤにのぞんで言った、「彼らがへ

りくだったから、わたしは彼らを滅ぼさないで、

間もなく救を施す。わたしはシシャクの手によっ

て、怒りをエルサレムに注ぐことをしない。 8し

かし彼らはシシャクのしもべになる。これは彼ら

がわたしに仕えることと、国々の王たちに仕える

こととの相違を知るためである」。 9エジプトの

王シシャクはエルサレムに攻めのぼって、主の宮

の宝物と、王の家の宝物とを奪い去った。すなわ

ちそれらをことごとく奪い去り、またソロモンの

造った金の盾をも奪い去った。 10それでレハベア

ム王は、その代りに青銅の盾を造って、王の家の

門を守る侍衛長たちの手に渡した。 11王が主の宮

にはいるごとに侍衛は来て、これを負い、またこ

れを侍衛のへやへ持って帰った。 12レハベアムが

へりくだったので主の怒りは彼を離れ、彼をこと

ごとく滅ぼそうとはされなかった。またユダの事

情もよくなった。 13レハベアム王はエルサレムで

自分の地位を確立し、世を治めた。すなわちレハ

ベアムは四十一歳のとき位につき、十七年の間エ

ルサレムで世を治めた。エルサレムは主がその名

を置くためにイスラエルのすべての部族のうちか

ら選ばれた町である。彼の母はアンモンの女で、

名をナアマといった。 14レハベアムは主を求める

ことに心を傾けないで、悪い事を行った。 15レハ

ベアムの始終の行為は、預言者シマヤおよび先見

者イドの書にしるされているではないか。レハベ

アムとヤラベアムとの間には絶えず戦争があった

。 16レハベアムはその先祖たちと共に眠って、ダ

ビデの町に葬られ、その子アビヤが彼に代って王

となった。

13ヤラベアム王の第十八年にアビヤがユダの王
となった。 2彼は三年の間エルサレムで世を

治めた。彼の母はギベアのウリエルの娘で、名を

ミカヤといった。 3ここにアビヤとヤラベアムと

の間に戦争が起り、アビヤは四十万の精兵から成

る勇敢な軍勢をもって戦いにいで、ヤラベアムも

大勇士から成る八十万の精兵をもって、これに向

かって戦いの備えをした。 4時にアビヤはエフラ

イムの山地にあるゼマライム山の上に立って言っ

た、「ヤラベアムおよびイスラエルの人々よ皆聞

け。 5あなたがたはイスラエルの神、主が塩の契

約をもってイスラエルの国をながくダビデとその

子孫に賜わったことを知らないのか。 6ところが

ダビデの子ソロモンの家来であるネバテの子ヤラ

ベアムが起って、その主君にそむき、 7また卑し

い無頼のともがらが集まって彼にくみし、ソロモ

ンの子レハベアムに敵したが、レハベアムは若く

、かつ意志が弱くてこれに当ることができなかっ

た。 8今また、あなたがたは大軍をたのみ、また

ヤラベアムが造って、あなたがたの神とした金の

子牛をたのんで、ダビデの子孫の手にある主の国

に敵対しようとしている。 9またあなたがたはア

ロンの子孫である主の祭司とレビびととを追いだ

して、他の国々の民がするように祭司を立てたで

はないか。すなわちだれでも若い雄牛一頭、雄羊

七頭を携えてきて、自分を聖別する者は皆あの神

でない者の祭司とすることができた。 10しかしわ

れわれにおいては、主がわれわれの神であって、

われわれは彼を捨てない。また主に仕える祭司は

アロンの子孫であり、働きをなす者はレビびとで

ある。 11彼らは朝ごと夕ごとに主に燔祭と、こう

ばしい香をささげ、供えのパンを純金の机の上に

供え、また金の燭台とそのともしび皿を整えて、

夕ごとにともすのである。このようにわれわれは

われわれの神、主の務を守っているが、あなたが

たは彼を捨てた。 12見よ、神はみずからわれわれ

と共におられて、われわれのかしらとなられ、ま

た、その祭司たちはラッパを吹きならして、あな

たがたを攻める。イスラエルの人々よ、あなたが

たの先祖の神、主に敵して戦ってはならない。あ

なたがたは成功しない」。 13ヤラベアムは伏兵を

彼らのうしろに回らせたので、彼の軍隊はユダの

前にあり、伏兵は彼らのうしろにあった。 14ユダ

はうしろを見ると、敵が前とうしろとにあったの

で、主に向かって呼ばわり、祭司たちはラッパを
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吹いた。 15そこでユダの人々はときの声をあげた

。ユダの人々がときの声をあげると、神はヤラベ

アムとイスラエルの人々をアビヤとユダの前に打

ち敗られたので、 16イスラエルの人々はユダの前

から逃げた。神が彼らをユダの手に渡されたので

、 17アビヤとその民は、彼らをおびただしく撃ち

殺した。イスラエルの殺されて倒れた者は五十万

人、皆精兵であった。 18このように、この時イス

ラエルの人々は打ち負かされ、ユダの人々は勝を

得た。彼らがその先祖の神、主を頼んだからであ

る。 19アビヤはヤラベアムを追撃して数個の町を

彼から取った。すなわちベテルとその村里、エシ

ャナとその村里、エフロンとその村里である。 20

ヤラベアムは、アビヤの世には再び力を得ること

ができず、主に撃たれて死んだ。 21しかしアビヤ

は強くなり、妻十四人をめとり、むすこ二十二人

、むすめ十六人をもうけた。 22アビヤのその他の

行為すなわちその行動と言葉は、預言者イドの注

釈にしるされている。

14アビヤはその先祖たちと共に眠って、ダビデ
の町に葬られ、その子アサが代って王となっ

た。アサの治世に国は十年の間、穏やかであった

。 2アサはその神、主の目に良しと見え、また正

しと見えることを行った。 3彼は異なる祭壇と、

もろもろの高き所を取り除き、石柱をこわし、ア

シラ像を切り倒し、 4ユダに命じてその先祖たち

の神、主を求めさせ、おきてと戒めとを行わせ、 5

ユダのすべての町々から、高き所と香の祭壇とを

取り除いた。そして国は彼のもとに穏やかであっ

た。 6彼は国が穏やかであったので、要害の町数

個をユダに建てた。また主が彼に平安を賜わった

ので、この年ごろ戦争がなかった。 7彼はユダに

言った、「われわれはこれらの町を建て、その周

囲に石がきを築き、やぐらを建て、門と貫の木を

設けよう。われわれがわれわれの神、主を求めた

ので、この国はなおわれわれのものであり、われ

われが彼を求めたので、四方において、われわれ

に平安を賜わった」。こうして彼らは滞りなく建

て終った。 8アサの軍隊はユダから出た者三十万

人あって、盾とやりをとり、ベニヤミンから出た

者二十八万人あって、小盾をとり、弓を引いた。

これはみな大勇士であった。 9エチオピヤびとゼ

ラが、百万の軍隊と三百の戦車を率いて、マレシ

ャまで攻めてきた。 10アサは出て、これを迎え、

マレシャのゼパタの谷に戦いの備えをした。 11時

にアサはその神、主に向かって呼ばわって言った

、「主よ、力のある者を助けることも、力のない

者を助けることも、あなたにおいては異なること

はありません。われわれの神、主よ、われわれを

お助けください。われわれはあなたに寄り頼み、

あなたの名によってこの大軍に当ります。主よ、

あなたはわれわれの神です。どうぞ人をあなたに

勝たせないでください」。 12そこで主はアサの前

とユダの前でエチオピヤびとを撃ち敗られたので

、エチオピヤびとは逃げ去った。 13アサと彼に従

う民は彼らをゲラルまで追撃したので、エチオピ

ヤびとは倒れて、生き残った者はひとりもなかっ

た。主と主の軍勢の前に撃ち破られたからである

。ユダの人々の得たぶんどり物は非常に多かった

。 14彼らはまた、ゲラルの周囲の町々をことごと

く撃ち破った。主の恐れが彼らの上に臨んだから

である。そして彼らはそのすべての町をかすめ奪

った。その内に多くの物があったからである。 15

また家畜をもっている者の天幕を襲い、多くの羊

とらくだを奪い取って、エルサレムに帰った。

15時に神の霊がオデデの子アザリヤに臨んだの
で、 2彼は出ていってアサを迎え、これに言

った、「アサおよびユダとベニヤミンの人々よ、

わたしに聞きなさい。あなたがたが主と共におる

間は、主もあなたがたと共におられます。あなた

がたが、もし彼を求めるならば、彼に会うでしょ

う。しかし、彼を捨てるならば、彼もあなたがた

を捨てられるでしょう。 3そもそも、イスラエル

には長い間、まことの神がなく、教をなす祭司も

なく、律法もなかった。 4しかし、悩みの時、彼

らがイスラエルの神、主に立ち返り、彼を求めた

ので彼に会った。 5そのころは、出る者にも入る

者にも、平安がなく、大いなる騒乱が国々のすべ

ての住民を悩ました。 6国は国に、町は町に撃ち

砕かれた。神がもろもろの悩みをもって彼らを苦

しめられたからです。 7しかしあなたがたは勇気

を出しなさい。手を弱くしてはならない。あなた

がたのわざには報いがあるからです」。 8アサは

これらの言葉すなわちオデデの子アザリヤの預言

を聞いて勇気を得、憎むべき偶像をユダとベニヤ

ミンの全地から除き、また彼がエフライムの山地

で得た町々から除き、主の宮の廊の前にあった主

の祭壇を再興した。 9彼はまたユダとベニヤミン

の人々およびエフライム、マナセ、シメオンから

来て、彼らの間に寄留していた者を集めた。その

神、主がアサと共におられるのを見て、イスラエ

ルからアサのもとに下った者が多くあったからで

ある。 10彼らはアサの治世の十五年の三月にエル

サレムに集まり、 11携えてきたぶんどり物のうち

から牛七百頭、羊七千頭をその日主にささげた。

12そして彼らは契約を結び、心をつくし、精神を

つくして先祖の神、主を求めることと、 13すべて

イスラエルの神、主を求めない者は老幼男女の別

なく殺さるべきことを約した。 14そして彼らは大

声をあげて叫び、ラッパを吹き、角笛を鳴らして

、主に誓いを立てた。 15ユダは皆その誓いを喜ん

だ。彼らは心をつくして誓いを立て、精神をつく

して主を求めたので、主は彼らに会い、四方で彼

らに安息を賜わった。 16アサ王の母マアカがアシ

ラのために憎むべき像を造ったので、アサは彼女

をおとして太后とせず、その憎むべき像を切り倒

して粉々に砕き、キデロン川でそれを焼いた。 17

ただし高き所はイスラエルから除かなかったが、

アサの心は一生の間、正しかった。 18彼はまた、

その父のささげた物および自分のささげた物、す

なわち銀、金並びに器物などを主の宮に携え入れ
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た。 19そしてアサの治世の三十五年までは再び戦

争がなかった。

16アサの治世の三十六年にイスラエルの王バア
シャはユダに攻め上り、ユダの王アサの所に

だれをも出入りさせないためにラマを築いた。 2

そこでアサは主の宮と王の家の宝蔵から金銀を取

り出し、ダマスコに住んでいるスリヤの王ベネハ

ダデに贈って言った、 3「わたしの父とあなたの

父の間のように、わたしとあなたの間に同盟を結

びましょう。わたしはあなたに金銀を贈ります。

行って、あなたとイスラエルの王バアシャとの同

盟を破り、彼をわたしから撤退させてください」

。 4ベネハダデはアサ王の言うことを聞き、自分

の軍勢の長たちをつかわしてイスラエルの町々を

攻め、イヨンとダンとアベル・マイムおよびナフ

タリのすべての倉の町を撃った。 5バアシャはこ

れを聞いて、ラマを築くことをやめ、その工事を

廃した。 6そこでアサ王はユダの全国の人々を引

き連れ、バアシャがラマを建てるために用いた石

と木材を運んでこさせ、それをもってゲバとミヅ

パを建てた。 7そのころ先見者ハナニがユダの王

アサのもとに来て言った、「あなたがスリヤの王

に寄り頼んで、あなたの神、主に寄り頼まなかっ

たので、スリヤ王の軍勢はあなたの手からのがれ

てしまった。 8かのエチオピヤびとと、リビアび

とは大軍で、その戦車と騎兵は、はなはだ多かっ

たではないか。しかしあなたが主に寄り頼んだの

で、主は彼らをあなたの手に渡された。 9主の目

はあまねく全地を行きめぐり、自分に向かって心

を全うする者のために力をあらわされる。今度の

事では、あなたは愚かな事をした。ゆえにこの後

、あなたに戦争が臨むであろう」。 10するとアサ

はその先見者を怒って、獄屋に入れた。この事の

ために激しく彼を怒ったからである。アサはまた

そのころ民のある者をしえたげた。 11見よ、アサ

の始終の行為は、ユダとイスラエルの列王の書に

しるされている。 12アサはその治世の三十九年に

足を病み、その病は激しくなったが、その病の時

にも、主を求めないで医者を求めた。 13アサは先

祖たちと共に眠り、その治世の四十一年に死んだ

。 14人々は彼が自分のためにダビデの町に掘って

おいた墓に葬り、製香の術をもって造った様々の

香料を満たした床に横たえ、彼のためにおびただ

しく香をたいた。

17アサの子ヨシャパテがアサに代って王となり
、イスラエルに向かって自分を強くし、 2ユ

ダのすべての堅固な町々に軍隊を置き、またユダ

の地およびその父アサが取ったエフライムの町々

に守備隊を置いた。 3主はヨシャパテと共におら

れた。彼がその父ダビデの最初の道に歩んで、バ

アルに求めず、 4その父の神に求めて、その戒め

に歩み、イスラエルの行いにならわなかったから

である。 5それゆえ、主は国を彼の手に堅く立て

られ、またユダの人々は皆ヨシャパテに贈り物を

持ってきた。彼は大いなる富と誉とを得た。 6そ

こで彼は主の道に心を励まし、さらに高き所とア

シラ像とをユダから除いた。 7彼はまたその治世

の三年に、つかさたちベネハイル、オバデヤ、ゼ

カリヤ、ネタンエルおよびミカヤをつかわしてユ

ダの町々で教えさせ、 8また彼らと共にレビびと

のうちからシマヤ、ネタニヤ、ゼバデヤ、アサヘ

ル、セミラモテ、ヨナタン、アドニヤ、トビヤ、

トバドニヤをつかわし、またこれらのレビびとと

共に祭司エリシャマとヨラムをもつかわした。 9

彼らは主の律法の書を携えて、ユダで教をなし、

またユダの町々をことごとく巡回して、民の間に

教をなした。 10そこでユダの周囲の国々は皆主を

恐れ、ヨシャパテと戦うことをしなかった。 11ま

た、ペリシテびとのうちで贈り物や、みつぎの銀

をヨシャパテの所に持ってくる者があり、またア

ラビヤびとは雄羊七千七百頭、雄やぎ七千七百頭

を彼に持ってきた。 12こうしてヨシャパテはます

ます大いになり、ユダに要害および倉の町を建て

、 13ユダの町々に多くの軍需品を持ち、またエル

サレムに大勇士である軍人たちを持っていた。 14

彼らをその氏族によって数えれば次のとおりであ

る。すなわちユダから出た千人の長のうちでは、

アデナという軍長と彼に従う大勇士三十万人、 15

その次は軍長ヨハナンと彼に従う者二十八万人、

16その次は喜んでその身を主にささげた者ジクリ

の子アマジヤと彼に従う大勇士二十万人。 17ベニ

ヤミンから出た者のうちでは、エリアダという大

勇士と彼に従う弓および盾を持つ者二十万人、 18

その次はヨザバデと彼に従う戦いの備えある者十

八万人である。 19これらは皆王に仕える者たちで

、このほかにまたユダ全国の堅固な町々に、王が

駐在させた者があった。

18ヨシャパテは大いなる富と誉とをもち、アハ
ブと縁を結んだ。 2彼は数年の後、サマリヤ

に下って、アハブをおとずれた。アハブは彼と彼

に従ってきた民のために羊と牛を多くほふり、ラ

モテ・ギレアデに一緒に攻め上ることを彼にすす

めた。 3イスラエルの王アハブはユダの王ヨシャ

パテに言った、「あなたはわたしと一緒にラモテ

・ギレアデに攻めて行きますか」。ヨシャパテは

答えた、「わたしはあなたと一つです、わたしの

民はあなたの民と一つです。わたしはあなたと一

緒に戦いに臨みましょう」。 4ヨシャパテはまた

イスラエルの王に言った、「まず主の言葉を求め

なさい」。 5そこでイスラエルの王は預言者四百

人を集めて彼らに言った、「われわれはラモテ・

ギレアデに、戦いに行くべきか、あるいは控える

べきか」。彼らは言った、「上って行きなさい。

神はそれを王の手にわたされるでしょう」。 6ヨ

シャパテは言った、「ほかにわれわれが問うべき

主の預言者はここにいませんか」。 7イスラエル

の王はヨシャパテに言った、「ほかになおひとり

います。われわれはこの人によって主に問うこと

ができますが、彼はわたしについて良い事を預言

したことがなく、常に悪いことだけを預言するの

で、わたしは彼を憎みます。その者はイムラの子
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ミカヤです」。ヨシャパテは言った、「王よ、そ

うは言わないでください」。 8そこでイスラエル

の王はひとりの役人を呼んで、「イムラの子ミカ

ヤを急いで連れてきなさい」と言った。 9さてイ

スラエルの王およびユダの王ヨシャパテは王の衣

を着て、サマリヤの門の入口の広場におのおのそ

の玉座に座し、預言者たちは皆その前で預言して

いた。 10ケナアナの子ゼデキヤは鉄の角を造って

言った、「主はこう仰せられます、『あなたはこ

れらの角をもってスリヤびとを突いて滅ぼし尽し

なさい』」。 11預言者たちは皆そのように預言し

て言った、「ラモテ・ギレアデに上っていって勝

利を得なさい。主はそれを王の手にわたされるで

しょう」。 12さてミカヤを呼びに行った使者は彼

に言った、「預言者たちは一致して王に良い事を

言いました。どうぞ、あなたの言葉も、彼らのひ

とりの言葉のようにし、良い事を言ってください

」。 13ミカヤは言った、「主は生きておられる。

わが神の言われることをわたしは申します」。 14

彼が王の所へ行くと、王は彼に言った、「ミカヤ

よ、われわれはラモテ・ギレアデに戦いに行くべ

きか、あるいは控えるべきか」。彼は言った、「

上って行って勝利を得なさい。彼らはあなたの手

にわたされるでしょう」。 15しかし王は彼に言っ

た、「幾たびあなたを誓わせたら、あなたは主の

名をもって、ただ真実のみをわたしに告げるだろ

うか」。 16彼は言った、「わたしはイスラエルが

皆牧者のない羊のように山に散っているのを見ま

した。すると主は『これらの者は主人をもってい

ない。彼らをそれぞれ安らかに、その家に帰らせ

よ』と言われました」。 17イスラエルの王はヨシ

ャパテに言った、「わたしはあなたに、彼はわた

しについて良い事を預言せず、ただ悪い事だけを

預言すると告げたではありませんか」。 18ミカヤ

は言った、「それだから主の言葉を聞きなさい。

わたしは主がその玉座に座し、天の万軍がその右

左に立っているのを見たが、 19主は、『だれがイ

スラエルの王アハブをいざなって、ラモテ・ギレ

アデに上らせ、彼を倒れさせるであろうか』と言

われた。するとひとりは、こうしようと言い、ひ

とりは、ああしようと言った。 20その時一つの霊

が進み出て、主の前に立ち、『わたしが彼をいざ

ないましょう』と言ったので、主は彼に『何をも

ってするか』と言われた。 21彼は『わたしが出て

行って、偽りを言う霊となって、すべての預言者

の口に宿りましょう』と言った。そこで主は『お

まえは彼をいざなって、それをなし遂げるであろ

う。出て行って、そうしなさい』と言われた。 22

それゆえ、主は偽りを言う霊をこの預言者たちの

口に入れ、また主はあなたについて災を告げられ

たのです」。 23するとケナアナの子ゼデキヤが近

寄ってミカヤのほおを打って言った、「主の霊が

どの道からわたしを離れて行って、あなたに語り

ましたか」。 24ミカヤは言った、「あなたが奥の

間にはいって身を隠す日に見るでしょう」。 25イ

スラエルの王は言った、「ミカヤを捕え、町のつ

かさアモンと王の子ヨアシの所へ引いて行って、

26言いなさい、『王はこう言う、この者を獄屋に

入れ、少しばかりのパンと水をもって彼を養い、

わたしが勝利を得て帰ってくるのを待て』と」。

27ミカヤは言った、「あなたがもし勝利を得て帰

るならば、主はわたしによって語られなかったの

です」。また彼は言った、「あなたがたすべての

民よ、聞きなさい」。 28こうしてイスラエルの王

とユダの王ヨシャパテは、ラモテ・ギレアデに上

った。 29イスラエルの王はヨシャパテに言った、

「わたしは姿を変えて戦いに行きましょう。しか

しあなたは王の衣を着けなさい」。イスラエルの

王は姿を変えて戦いに行った。 30さて、スリヤの

王は、その戦車隊長たちに命じて言った、「あな

たがたは小さい者とも、大きい者とも戦ってはな

らない。ただイスラエルの王とのみ戦いなさい」

。 31戦車隊長らはヨシャパテを見たとき、これは

きっとイスラエルの王だと思ったので、身を巡ら

してこれと戦おうとした。しかしヨシャパテが呼

ばわったので、主はこれを助けられた。すなわち

神は敵を彼から離れさせられた。 32戦車隊長らは

彼がイスラエルの王でないのを見たので、彼を追

うことをやめて引き返した。 33しかし、ひとりの

人が、なにごころなく弓を引いて、イスラエルの

王の胸当と、くさずりの間を射たので、彼はその

車の御者に言った、「わたしは傷を受けたから、

車をめぐらして、わたしを軍中から運び出せ」。

34その日戦いは激しくなった。イスラエルの王は

車の中に自分をささえて立ち、夕暮までスリヤび

とに向かっていたが、日の入るころになって死ん

だ。

19ユダの王ヨシャパテは、つつがなくエルサレ
ムの自分の家に帰った。 2そのとき、先見者

ハナニの子エヒウが出てヨシャパテを迎えて言っ

た、「あなたは悪人を助け、主を憎む者を愛して

よいのですか。それゆえ怒りが主の前から出て、

あなたの上に臨みます。 3しかしあなたには、な

お良い事もあります。あなたはアシラ像を国の中

から除き、心を傾けて神を求められました」。 4

ヨシャパテはエルサレムに住んでいたが、また出

て、ベエルシバからエフライムの山地まで民の中

を巡り、先祖たちの神、主に彼らを導き返した。 5

彼はまたユダの国中、すべての堅固な町ごとに裁

判人を置いた。 6そして裁判人たちに言った、「

あなたがたは自分のする事に気をつけなさい。あ

なたがたは人のために裁判するのではなく、主の

ためにするのです。あなたがたが裁判する時には

、主はあなたがたと共におられます。 7だからあ

なたがたは主を恐れ、慎んで行いなさい。われわ

れの神、主には不義がなく、人をかたより見るこ

となく、まいないを取ることもないからです」。 8

ヨシャパテはまたレビびと、祭司、およびイスラ

エルの氏族の長たちを選んでエルサレムに置き、

主のために裁判を行い、争議の解決に当らせた。

彼らはエルサレムに居住した。 9ヨシャパテは彼

らに命じて言った、「あなたがたは主を恐れ、真

実と真心とをもって行わなければならない。 10す
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べてその町々に住んでいるあなたがたの兄弟たち

から、血を流した事または律法と戒め、定めとお

きてなどの事について訴えてきたならば、彼らを

さとして、主の前に罪を犯させず、怒りがあなた

がたと、あなたがたの兄弟たちに臨まないように

しなさい。そのようにすれば、あなたがたは罪を

犯すことがないでしょう。 11見よ、祭司長アマリ

ヤは、あなたがたの上にいて、主の事をすべてつ

かさどり、イシマエルの子、ユダの家のつかさゼ

バデヤは王の事をすべてつかさどり、またレビび

とはあなたがたの前にあって役人となります。雄

々しく行動しなさい。主は正直な人と共におられ

ます」。

20この後モアブびと、アンモンびとおよびメウ
ニびとらがヨシャパテと戦おうと攻めてきた

。 2その時ある人がきて、ヨシャパテに告げて言

った、「海のかなたのエドムから大軍があなたに

攻めて来ます。見よ、彼らはハザゾン・タマル（

すなわちエンゲデ）にいます」。 3そこでヨシャ

パテは恐れ、主に顔を向けて助けを求め、ユダ全

国に断食をふれさせた。 4それでユダはこぞって

集まり、主の助けを求めた。すなわちユダのすべ

ての町から人々が来て主を求めた。 5そこでヨシ

ャパテは主の宮の新しい庭の前で、ユダとエルサ

レムの会衆の中に立って、 6言った、「われわれ

の先祖の神、主よ、あなたは天にいます神ではあ

りませんか。異邦人のすべての国を治められるで

はありませんか。あなたの手には力があり、勢い

があって、あなたに逆らいうる者はありません。 7

われわれの神よ、あなたはこの国の民をあなたの

民イスラエルの前から追い払って、あなたの友ア

ブラハムの子孫に、これを永遠に与えられたでは

ありませんか。 8彼らはここに住み、あなたの名

のためにここに聖所を建てて言いました、 9『つ

るぎ、審判、疫病、ききんなどの災がわれわれに

臨む時、われわれはこの宮の前に立って、あなた

の前におり、その悩みの中であなたに呼ばわりま

す。すると、あなたは聞いて助けられます。あな

たの名はこの宮にあるからです』と。 10今アンモ

ン、モアブ、およびセイル山の人々をごらんなさ

い。昔イスラエルがエジプトの国から出てきた時

、あなたはイスラエルに彼らを侵すことをゆるさ

れなかったので、イスラエルは彼らを離れて、滅

ぼしませんでした。 11彼らがわれわれに報いると

ころをごらんください。彼らは来て、あなたがわ

れわれに賜わったあなたの領地からわれわれを追

い払おうとしています。 12われわれの神よ、あな

たは彼らをさばかれないのですか。われわれはこ

のように攻めて来る大軍に当る力がなく、またい

かになすべきかを知りません。ただ、あなたを仰

ぎ望むのみです」。 13ユダの人々はその幼な子、

その妻、および子供たちと共に皆主の前に立って

いた。 14その時主の霊が会衆の中でアサフの子孫

であるレビびとヤハジエルに臨んだ。ヤハジエル

はゼカリヤの子、ゼカリヤはベナヤの子、ベナヤ

はエイエルの子、エイエルはマッタニヤの子であ

る。 15ヤハジエルは言った、「ユダの人々、エル

サレムの住民、およびヨシャパテ王よ、聞きなさ

い。主はあなたがたにこう仰せられる、『この大

軍のために恐れてはならない。おののいてはなら

ない。これはあなたがたの戦いではなく、主の戦

いだからである。 16あす、彼らの所へ攻め下りな

さい。見よ、彼らはヂヅの坂から上って来る。あ

なたがたはエルエルの野の東、谷の端でこれに会

うであろう。 17この戦いには、あなたがたは戦う

に及ばない。ユダおよびエルサレムよ、あなたが

たは進み出て立ち、あなたがたと共におられる主

の勝利を見なさい。恐れてはならない。おののい

てはならない。あす、彼らの所に攻めて行きなさ

い。主はあなたがたと共におられるからである』

」。 18ヨシャパテは地にひれ伏した。ユダの人々

およびエルサレムの民も主の前に伏して、主を拝

した。 19その時コハテびとの子孫、およびコラび

との子孫であるレビびとが立ち上がり、大声をあ

げてイスラエルの神、主をさんびした。 20彼らは

朝早く起きてテコアの野に出て行った。その出て

行くとき、ヨシャパテは立って言った、「ユダの

人々およびエルサレムの民よ、わたしに聞きなさ

い。あなたがたの神、主を信じなさい。そうすれ

ばあなたがたは堅く立つことができる。主の預言

者を信じなさい。そうすればあなたがたは成功す

るでしょう」。 21彼はまた民と相談して人々を任

命し、聖なる飾りを着けて軍勢の前に進ませ、主

に向かって歌をうたい、かつさんびさせ、「主に

感謝せよ、そのいつくしみはとこしえに絶えるこ

とがない」と言わせた。 22そして彼らが歌をうた

い、さんびし始めた時、主は伏兵を設け、かのユ

ダに攻めてきたアンモン、モアブ、セイル山の人

々に向かわせられたので、彼らは打ち敗られた。

23すなわちアンモンとモアブの人々は立ち上がっ

て、セイル山の民に敵し、彼らを殺して全く滅ぼ

したが、セイルの民を殺し尽すに及んで、彼らも

おのおの互に助けて滅ぼしあった。 24ユダの人々

は野の物見やぐらへ行って、かの群衆を見たが、

地に倒れた死体だけであって、ひとりものがれた

者はなかった。 25それでヨシャパテとその民は彼

らの物を奪うために来て見ると、多数の家畜、財

宝、衣服および宝石などおびただしくあったので

、おのおのそれをはぎ取ったが、運びきれないほ

どたくさんで、かすめ取るに三日もかかった。そ

れほど物が多かったのである。 26四日目に彼らは

ベラカの谷に集まり、その所で主を祝福した。そ

れでその所の名を今日までベラカの谷と呼んでい

る。 27そしてユダとエルサレムの人々は皆ヨシャ

パテを先に立て、喜んでエルサレムに帰ってきた

。主が彼らにその敵のことによって喜びを与えら

れたからである。 28すなわち彼らは立琴、琴およ

びラッパをもってエルサレムの主の宮に来た。 29

そしてもろもろの国の民は主がイスラエルの敵と

戦われたことを聞いて神を恐れた。 30こうして神

が四方に安息を賜わったので、ヨシャパテの国は

穏やかであった。 31このようにヨシャパテはユダ

を治めた。彼は三十五歳の時、王となり、二十五
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年の間エルサレムで世を治めた。彼の母の名はア

ズバといってシルヒの娘である。 32ヨシャパテは

父アサの道を歩んでそれを離れず、主の目に正し

いと見られることを行った。 33しかし高き所は除

かず、また民はその先祖の神に心を傾けなかった

。 34ヨシャパテのその他の始終の行為は、ハナニ

の子エヒウの書にしるされ、イスラエルの列王の

書に載せられてある。 35この後ユダの王ヨシャパ

テはイスラエルの王アハジヤと相結んだ。アハジ

ヤは悪を行った。 36ヨシャパテはタルシシへ行く

船を造るためにアハジヤと相結び、エジオン・ゲ

ベルで一緒に船数隻を造った。 37その時マレシャ

のドダワの子エリエゼルはヨシャパテに向かって

預言し、「あなたはアハジヤと相結んだので、主

はあなたの造った物をこわされます」と言ったが

、その船は難破して、タルシシへ行くことができ

なかった。

21ヨシャパテは先祖たちと共に眠り、先祖たち
と共にダビデの町に葬られ、その子ヨラムが

代って王となった。 2ヨシャパテの子であるその

兄弟たちはアザリヤ、エヒエル、ゼカリヤ、アザ

リヤ、ミカエルおよびシパテヤで、皆ユダの王ヨ

シャパテの子たちであった。 3その父は彼らに金

、銀、宝物の賜物を多く与え、またユダの要害の

町々を与えたが、ヨラムは長子なので、国はヨラ

ムに与えた。 4ヨラムはその父の位に登って強く

なった時、その兄弟たちをことごとくつるぎにか

けて殺し、またユダのつかさたち数人を殺した。 5

ヨラムは位についた時三十二歳で、エルサレムで

八年の間世を治めた。 6彼はアハブの家がしたよ

うにイスラエルの王たちの道に歩んだ。アハブの

娘を妻としたからである。このように彼は主の目

の前に悪をおこなったが、 7主はさきにダビデと

結ばれた契約のゆえに、また彼とその子孫とにな

がく、ともしびを与えると約束されたことによっ

て、ダビデの家を滅ぼすことを好まれなかった。 8

ヨラムの世にエドムがそむいて、ユダの支配を脱

し、みずから王を立てたので、 9ヨラムはその将

校たち、およびすべての戦車を従えて渡って行き

、夜のうちに立ち上がって、自分を包囲している

エドムびととその戦車の隊長たちを撃った。 10エ

ドムはこのようにそむいてユダの支配を脱し、今

日に至っている。そのころリブナもまたそむいて

ユダの支配を脱した。ヨラムが先祖たちの神、主

を捨てたからである。 11彼はまたユダの山地に高

き所を造って、エルサレムの民に姦淫を行わせ、

ユダを惑わした。 12その時預言者エリヤから次の

ような一通の手紙がヨラムのもとに来た、「あな

たの先祖ダビデの神、主はこう仰せられる、『あ

なたは父ヨシャパテの道に歩まず、またユダの王

アサの道に歩まないで、 13イスラエルの王たちの

道に歩み、ユダとエルサレムの民に、かのアハブ

の家がイスラエルに姦淫を行わせたように、姦淫

を行わせ、またあなたの父の家の者で、あなたに

まさっているあなたの兄弟たちを殺したゆえ、 14

主は大いなる災をもってあなたの民と子供と妻た

ちと、すべての所有を撃たれる。 15あなたはまた

内臓の病気にかかって大病になり、それが日に日

に重くなって、ついに内臓が出るようになる』」

。 16その時、主はヨラムに対してエチオピヤびと

の近くに住んでいるペリシテびととアラビヤびと

の霊を振り起されたので、 17彼らはユダに攻め上

って、これを侵し、王の家にある貨財をことごと

く奪い去り、またヨラムの子供と妻たちをも奪い

去ったので、末の子エホアハズのほかには、ひと

りも残った者がなかった。 18このもろもろの事の

後、主は彼を撃って内臓にいえがたい病気を起さ

せられた。 19時がたって、二年の終りになり、そ

の内臓が病気のために出て、重い病苦によって死

んだ。民は彼の先祖のために香をたいたように、

彼のために香をたかなかった。 20ヨラムはその位

についた時三十二歳で、八年の間エルサレムで世

を治め、ついに死んだ。ひとりも彼を惜しむ者が

なかった。人々は彼をダビデの町に葬ったが、王

たちの墓にではなかった。

22エルサレムの民はヨラムの末の子アハジヤを
彼の代りに王とした。かつてアラビヤびとと

一緒に陣営に攻めてきた一隊の者が上の子たちを

ことごとく殺したので、ユダの王ヨラムの子アハ

ジヤが王となったのである。 2アハジヤは王とな

った時四十二歳で、エルサレムで一年の間世を治

めた。その母はオムリの娘で名をアタリヤといっ

た。 3アハジヤもまたアハブの家の道に歩んだ。

その母が彼の相談相手となって悪を行わせたから

である。 4彼はまたアハブの家がしたように主の

目の前に悪を行った。すなわちその父が死んだ後

、アハブの家の者がその相談役となったので、彼

はついに自分を滅ぼすに至った。 5アハジヤはま

た彼らの勧めに従って、イスラエルの王アハブの

子ヨラムと共にラモテ・ギレアデへ行き、スリヤ

の王ハザエルと戦ったが、スリヤびとはヨラムに

傷を負わせた。 6そこでヨラムはスリヤの王ハザ

エルと戦った時、ラマで負ったその傷をいやすた

めにエズレルに帰った。ユダの王ヨラムの子アハ

ジヤはアハブの子ヨラムが病気なのでエズレルに

下ってこれを見舞った。 7アハジヤがヨラムを見

舞に行ったことによって滅びに至ったのは神によ

って定められたことである。すなわち彼がそこに

着いた時、ヨラムと一緒に出て、ニムシの子エヒ

ウを迎えた。エヒウは主がアハブの家を断ち滅ぼ

すために油を注がれた者である。 8エヒウはアハ

ブの家を罰するにあたって、ユダのつかさたち、

およびアハジヤの兄弟たちの子らがアハジヤに仕

えているのを見たので、彼らをも殺した。 9アハ

ジヤはサマリヤに隠れていたが、エヒウが彼を捜

し求めたので、人々は彼を捕え、エヒウのもとに

引いてきて、彼を殺した。ただし「彼は心をつく

して主を求めたヨシャパテの子である」と人々は

言ったのでこれを葬った。こうしてアハジヤの家

には国を統べ治めうる者がなくなった。 10アハジ

ヤの母アタリヤは自分の子の死んだのを見て、立

ってユダの家の王子をことごとく滅ぼしたが、 11
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王の娘エホシバはアハジヤの子ヨアシを王の子た

ちの殺される者のうちから盗み取り、彼とそのう

ばを寝室においた。こうしてエホシバがヨアシを

アタリヤから隠したので、アタリヤはヨアシを殺

さなかった。エホシバはヨラム王の娘、またアハ

ジヤの妹で、祭司エホヤダの妻である。 12こうし

てヨアシは神の宮に隠れて彼らと共におること六

年、その間アタリヤが国を治めた。

23第七年になって、エホヤダは勇気をだしてエ
ロハムの子アザリヤ、ヨハナンの子イシマエ

ル、オベデの子アザリヤ、アダヤの子マアセヤ、

ジクリの子エリシャパテなどの百人の長たちを招

いて契約を結ばせた。 2そこで彼らはユダを行き

めぐって、ユダのすべての町からレビびとを集め

、またイスラエルの氏族の長たちを集めて、エル

サレムに来た。 3そしてその会衆は皆神の宮で王

と契約を結んだ。その時エホヤダは彼らに言った

、「主がダビデの子孫のことについて言われたよ

うに、王の子が位につくべきです。 4あなたがた

のなすべき事はこれです。すなわちあなたがた祭

司およびレビびとの安息日にはいって来る者の、

三分の一は門を守る者となり、 5三分の一は王の

家におり、三分の一は礎の門におり、民は皆、主

の宮の庭にいなさい。 6祭司と、勤めをするレビ

びとのほかは、だれも主の宮に、はいってはなら

ない。彼らは聖なる者であるから、はいることが

できる。民は皆、主の命令を守らなければならな

い。 7レビびとはめいめい手に武器をとって王の

まわりに立たなければならない。宮にはいる者を

すべて殺しなさい。あなたがたは王がはいる時に

も出る時にも、王と共にいなさい」。 8そこでレ

ビびとおよびユダの人々は、祭司エホヤダがすべ

て命じたように行い、めいめいその組の者で、安

息日にはいって来るべき者と、安息日に出て行く

べき者を率いていた。祭司エホヤダが組の者を去

らせなかったからである。 9また祭司エホヤダは

、神の宮にあるダビデ王のやりおよび大盾、小盾

を百人の長たちに渡し、 10また王を守るために、

すべての民にめいめい手に武器をとらせ、宮の南

側から北側にわたって、祭壇と宮に沿って立たせ

た。 11こうして王の子を連れ出して、これに冠を

いただかせ、あかしの書を渡して王となし、エホ

ヤダおよびその子たちが彼に油を注いだ。そして

「王万歳」と言った。 12アタリヤは民の走りなが

ら王をほめる声を聞いたので、主の宮に入り、民

の所へ行って、 13見ると、王は入口で柱のかたわ

らに立ち、王のかたわらには将軍たちとラッパ手

が立っており、また国の民は皆喜んでラッパを吹

き、歌をうたう者は楽器をもってさんびしていた

ので、アタリヤは衣を裂いて「反逆だ、反逆だ」

と叫んだ。 14その時エホヤダは軍勢を統率する百

人の長たちを呼び出し、「列の間から彼女を連れ

出せ、彼女に従う者をつるぎで殺せ」と言った。

祭司が彼女を主の宮で殺してはならないと言った

からである。 15そこで人々は彼女に手をかけ、王

の家の馬の門の入口まで連れて行き、その所で彼

女を殺した。 16エホヤダは自分とすべての民と王

との間に、彼らは皆、主の民となるとの契約を結

んだ。 17そこですべての民はバアルの家に行って

、それをこわし、その祭壇とその像とを打ち砕き

、バアルの祭司マッタンを祭壇の前で殺した。 18

エホヤダはまた主の宮の守衛を、祭司とレビびと

の指揮のもとに置いた。このレビびとは昔ダビデ

がモーセの律法にしるされているように、喜びと

歌とをもって主に燔祭をささげるために、主の宮

に配置したものであって、今そのダビデの例にな

らったものである。 19彼はまた主の宮のもろもろ

の門に門衛を置き、汚れた者は何によって汚れた

者でも、はいらせないようにした。 20こうしてエ

ホヤダは百人の長たち、貴族たち、民のつかさた

ちおよび国のすべての民を率いて、主の宮から王

を連れ下り、上の門から王の家に進み、王を国の

位につかせた。 21国の民は皆喜んだ。町はアタリ

ヤがつるぎで殺された後、穏やかであった。

24ヨアシは位についた時七歳で、エルサレムで
四十年の間、世を治めた。彼の母はベエルシ

バから出た者で名をヂビアといった。 2ヨアシは

祭司エホヤダの世にある日の間は常に主の良しと

見られることを行った。 3エホヤダは彼のために

ふたりの妻をめとり、彼に男子と女子が生れた。 4

この後ヨアシは主の宮を修繕しようと志して、 5

祭司とレビびとを集めて言った、「ユダの町々へ

行って、あなたがたの神の宮を年々修繕する資金

をすべてのイスラエルびとから集めなさい。その

事を急いでしなさい」。ところがレビびとはこれ

を急いでしなかった。 6それで王はかしらである

エホヤダを召して言った、「あなたはなぜレビび

とに求めて、主のしもべモーセがあかしの幕屋の

ためにイスラエルの会衆に課した税金をユダとエ

ルサレムから取り立てさせないのか」。 7かの悪

い女アタリヤの子らが神の宮に侵入して主の宮の

もろもろの奉納物をとり、バアルのために用いた

からである。 8そこで王は命じて一個の箱を造ら

せ、これを主の宮の門の外に置き、 9ユダとエル

サレムにふれて、神のしもべモーセが荒野でイス

ラエルに課した税金を主のために持ってこさせた

。 10すべてのつかさたちおよびすべての民は皆喜

んでその税金を持って来て、その箱に投げ入れた

ので、ついに箱はいっぱいになった。 11レビびと

はその箱に金が多くあるのを見て、王の役人の所

へ持って行くと、王の書記と祭司長の下役とが来

て、その箱を傾け、これを取ってもとの所に返し

た。彼らは日々このようにして金をおびただしく

集めた。 12王とエホヤダはこれを主の宮の工事を

なす者に渡し、石工および木工を雇って、主の宮

を修繕させ、また鉄工および青銅工を雇って、主

の宮を修復させた。 13工人たちは働いたので、修

復の工事は彼らの手によってはかどり、神の宮を

、もとの状態に復し、これを堅固にした。 14それ

をなし終ったとき、余った金を王とエホヤダの前

に持って来たので、それをもって主の宮のために

器物を造った。すなわち勤めの器、燔祭の器、香
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の皿、および金銀の器を造った。エホヤダの世に

ある日の間は、絶えず主の宮で燔祭をささげた。

15しかしエホヤダは年老い、日が満ちて死んだ。

その死んだ時は百三十歳であった。 16人々は彼を

ダビデの町で王たちの中に葬った。彼はイスラエ

ルにおいて神とその宮とに良い事を行ったからで

ある。 17エホヤダの死んだ後、ユダのつかさたち

が来て、うやうやしく王に敬意を表した。王は彼

らに聞き従った。 18彼らはその先祖の神、主の宮

を捨てて、アシラ像および偶像に仕えたので、そ

のとがのために、怒りがユダとエルサレムに臨ん

だ。 19主は彼らをご自分に引き返そうとして、預

言者たちをつかわし、彼らにむかってあかしをさ

せられたが、耳を傾けなかった。 20そこで神の霊

が祭司エホヤダの子ゼカリヤに臨んだので、彼は

民の前に立ち上がって言った、「神はこう仰せら

れる、『あなたがたが主の戒めを犯して、災を招

くのはどういうわけであるか。あなたがたが主を

捨てたために、主もあなたがたを捨てられたので

ある』」。 21しかし人々は彼を害しようと計り、

王の命によって、石をもって彼を主の宮の庭で撃

ち殺した。 22このようにヨアシ王はゼカリヤの父

エホヤダが自分に施した恵みを思わず、その子を

殺した。ゼカリヤは死ぬ時、「どうぞ主がこれを

みそなわして罰せられるように」と言った。 23年

の終りになって、スリヤの軍勢はヨアシにむかっ

て攻め上り、ユダとエルサレムに来て、民のつか

さたちをことごとく民のうちから滅ぼし、そのぶ

んどり物を皆ダマスコの王に送った。 24この時ス

リヤの軍勢は少数で来たのであるが、主は大軍を

彼らの手に渡された。これは彼らがその先祖の神

、主を捨てたためである。このように彼らはヨア

シを罰した。 25スリヤ軍はヨアシに大傷を負わせ

て捨て去ったが、ヨアシの家来たちは祭司エホヤ

ダの子の血のために、党を結んで彼にそむき、彼

を床の上に殺して、死なせた。人々は彼をダビデ

の町に葬ったが、王の墓には葬らなかった。 26党

を結んで彼にそむいた者は、アンモンの女シメア

テの子ザバデおよびモアブの女シムリテの子ヨザ

バデであった。 27ヨアシの子らのこと、ヨアシに

対する多くの預言および神の宮の修理の事などは

、列王の書の注釈にしるされている。ヨアシの子

アマジヤが彼に代って王となった。

25アマジヤは王となった時二十五歳で、二十九
年の間エルサレムで世を治めた。その母はエ

ルサレムの者で、名をエホアダンといった。 2ア

マジヤは主の良しと見られることを行ったが、全

き心をもってではなかった。 3彼は、国が彼の手

のうちに強くなったとき、父ヨアシ王を殺害した

家来たちを殺した。 4しかしその子供たちは殺さ

なかった。これはモーセの律法の書にしるされて

いる所に従ったのであって、そこに主は命じて、

「父は子のゆえに殺されるべきではない。子は父

のゆえに殺されるべきではない。おのおの自分の

罪のゆえに殺されるべきである」と言われている

。 5アマジヤはユダの人々を集め、その氏族に従

って、千人の長に付属させ、または百人の長に付

属させた。ユダとベニヤミンのすべてに行った。

そして二十歳以上の者を数えたところ、やりと盾

をとって戦いに臨みうる精兵三十万人を得た。 6

彼はまた銀百タラントをもってイスラエルから大

勇士十万人を雇った。 7その時、神の人が彼の所

に来て言った、「王よ、イスラエルの軍勢をあな

たと共に行かせてはいけません。主はイスラエル

びと、すなわちエフライムのすべての人々とは共

におられないからです。 8もしあなたがこのよう

な方法で戦いに強くなろうと思うならば、神はあ

なたを敵の前に倒されるでしょう。神には助ける

力があり、また倒す力があるからです」。 9アマ

ジヤは神の人に言った、「それではわたしがイス

ラエルの軍隊に与えた百タラントをどうしましょ

うか」。神の人は答えた、「主はそれよりも多い

ものをあなたにお与えになることができます」。

10そこでアマジヤはエフライムから来て自分に加

わった軍隊を分離して帰らせたので、彼らはユダ

に対して激しい怒りを発し、火のように怒って自

分の所に帰った。 11しかしアマジヤは勇気を出し

、その民を率いて塩の谷へ行き、セイルびと一万

人を撃ち殺した。 12またユダの人々はこのほかに

一万人をいけどり、岩の頂に引いて行って岩の頂

から彼らを投げ落したので、皆こなごなに砕けた

。 13ところがアマジヤが自分と共に戦いに行かせ

ないで帰してやった兵卒らが、サマリヤからベテ

ホロンまでの、ユダの町々を襲って三千人を殺し

、多くの物を奪い取った。 14アマジヤはエドムび

とを殺して帰った時、セイルびとの神々を携えて

きて、これを安置して自分の神とし、これを礼拝

し、これにささげ物をなした。 15それゆえ、主は

アマジヤに向かって怒りを発し、預言者を彼につ

かわして言わせられた、「かの民の神々は自分の

民をあなたの手から救うことができなかったのに

、あなたはどうしてそれを求めたのか」。 16彼が

こう王に語ると、王は彼に、「われわれはあなた

を王の顧問にしたのですか。やめなさい。あなた

はどうして殺されようとするのですか」と言った

ので、預言者はやめて言った、「あなたはこの事

を行って、わたしのいさめを聞きいれないゆえ、

神はあなたを滅ぼそうと定められたことをわたし

は知っています」。 17そこでユダの王アマジヤは

協議の結果、人をエヒウの子エホアハズの子であ

るイスラエルの王ヨアシにつかわし、「さあ、わ

れわれは互に顔をあわせよう」と言わせたところ

、 18イスラエルの王ヨアシはユダの王アマジヤに

言い送った、「レバノンのいばらが、かつてレバ

ノンの香柏に、『あなたの娘をわたしのむすこの

妻に与えよ』と言い送ったところが、レバノンの

野獣が通りかかって、そのいばらを踏み倒した。

19あなたは『見よ、わたしはエドムを撃ち破った

』と言って心に誇り高ぶっている。しかしあなた

は自分の家にとどまっていなさい。どうしてあな

たは災を引き起して、自分もユダも共に滅びよう

とするのか」。 20しかしアマジヤは聞きいれなか

った。これは神から出たのであって、彼らがエド
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ムの神々を求めたので神は彼らを敵の手に渡され

るためである。 21そこでイスラエルの王ヨアシは

上って来て、ユダのベテシメシでユダの王アマジ

ヤと顔を合わせたが、 22ユダはイスラエルに撃ち

破られ、おのおのその天幕に逃げ帰った。 23その

時イスラエルの王ヨアシはエホアハズの子ヨアシ

の子であるユダの王アマジヤをベテシメシで捕え

て、エルサレムに引いて行き、エルサレムの城壁

をエフライム門から、隅の門まで四百キュビトほ

どをこわし、 24また神の宮のうちで、オベデエド

ムが守っていたすべての金銀およびもろもろの器

物ならびに王の家の財宝を奪い、また人質をとっ

て、サマリヤに帰った。 25ユダの王ヨアシの子ア

マジヤはイスラエルの王エホアハズの子ヨアシが

死んで後なお十五年生きながらえた。 26アマジヤ

のその他の始終の行為は、ユダとイスラエルの列

王の書にしるされているではないか。 27アマジヤ

がそむいて、主に従わなくなった時から、人々は

エルサレムにおいて党を結び、彼に敵したので、

彼はラキシに逃げて行ったが、その人々はラキシ

に人をやって、彼をその所で殺させた。 28人々は

これを馬に負わせて持ってきて、ユダの町でその

先祖たちと共にこれを葬った。

26そこでユダの民は皆ウジヤをとって王となし
、その父アマジヤに代らせた。時に十六歳で

あった。 2彼はエラテを建てて、これをふたたび

ユダのものにした。これはかの王がその先祖たち

と共に眠った後であった。 3ウジヤは王となった

時十六歳で、エルサレムで五十二年の間世を治め

た。その母はエルサレムの者で名をエコリヤとい

った。 4ウジヤは父アマジヤがしたように、すべ

て主の良しと見られることを行った。 5彼は神を

恐れることを自分に教えたゼカリヤの世にある日

の間、神を求めることに努めた。彼が主を求めた

間、神は彼を栄えさせられた。 6彼は出てペリシ

テびとと戦い、ガテの城壁、ヤブネの城壁および

アシドドの城壁をくずし、アシドドの地とペリシ

テびとのなかに町を建てた。 7神は彼を助けてペ

リシテびとと、グルバアルに住むアラビヤびとお

よびメウニびとを攻め撃たせられた。 8アンモン

びとはウジヤにみつぎを納めた。ウジヤは非常に

強くなったので、その名はエジプトの入口までも

広まった。 9ウジヤはまたエルサレムの隅の門、

谷の門および城壁の曲りかどにやぐらを建てて、

これを堅固にした。 10彼はまた荒野にやぐらを建

て、また多くの水ためを掘った。彼は平野にも平

地にもたくさんの家畜をもっていたからである。

彼はまた農事を好んだので、山々および肥えた畑

には農夫とぶどうをつくる者をもっていた。 11ウ

ジヤはまたよく戦う一軍団を持っていた。彼らは

書記エイエルと、つかさマアセヤによって調べた

数に従って組々に分れ、皆王の軍長のひとりハナ

ニヤの指揮下にあった。 12その氏族の長である大

勇士の数は合わせて二千六百人であった。 13その

指揮下にある軍勢は三十万七千五百人で、皆大い

なる力をもって戦い、王を助けて敵に当った。 14

ウジヤはその全軍のために盾、やり、かぶと、よ

ろい、弓および石投げの石を備えた。 15彼はまた

エルサレムで技術者の考案した機械を造って、こ

れをやぐらおよび城壁のすみずみにすえ、これを

もって矢および大石を射出した。こうして彼の名

声は遠くまで広まった。彼が驚くほど神の助けを

得て強くなったからである。 16ところが彼は強く

なるに及んで、その心に高ぶり、ついに自分を滅

ぼすに至った。すなわち彼はその神、主にむかっ

て罪を犯し、主の宮にはいって香の祭壇の上に香

をたこうとした。 17その時、祭司アザリヤは主の

祭司である勇士八十人を率いて、彼のあとに従っ

てはいり、 18ウジヤ王を引き止めて言った、「ウ

ジヤよ、主に香をたくことはあなたのなすべきこ

とではなく、ただアロンの子孫で、香をたくため

に清められた祭司たちのすることです。すぐ聖所

から出なさい。あなたは罪を犯しました。あなた

は主なる神から栄えを得ることはできません」。

19するとウジヤは怒りを発し、香炉を手にとって

香をたこうとしたが、彼が祭司に向かって怒りを

発している間に、らい病がその額に起った。時に

彼は主の宮で祭司たちの前、香の祭壇のかたわら

にいた。 20祭司の長アザリヤおよびすべての祭司

たちが彼を見ると、彼の額にらい病が生じていた

ので、急いで彼をそこから追い出した。彼自身も

また主に撃たれたことを知って、急いで出て行っ

た。 21ウジヤ王は、死ぬ日までらい病人であった

。彼はらい病人であったので、離れ殿に住んだ。

主の宮から断たれたからである。その子ヨタムが

王の家をつかさどり、国の民を治めた。 22ウジヤ

のその他の始終の行為は、アモツの子預言者イザ

ヤがこれを書きしるした。 23ウジヤは先祖たちと

共に眠ったので、人々は「彼はらい病人である」

と言って、王たちの墓に連なる墓地に、その先祖

たちと共に葬った。その子ヨタムが彼に代って王

となった。

27ヨタムは王となった時二十五歳で、十六年の
間エルサレムで世を治めた。その母はザドク

の娘で名をエルシャといった。 2ヨタムはその父

ウジヤがしたように主の良しと見られることをし

た。しかし主の宮には、はいらなかった。民はな

お悪を行った。 3彼は主の宮の上の門を建て、オ

ペルの石がきを多く築き増し、 4またユダの山地

に数個の町を建て、林の間に城とやぐらを築いた

。 5彼はアンモンびとの王と戦ってこれに勝った

。その年アンモンの人々は銀百タラント、小麦一

万コル、大麦一万コルを彼に贈った。アンモンの

人々は第二年にも第三年にも同じように彼に納め

た。 6ヨタムはその神、主の前にその行いを堅く

したので力ある者となった。 7ヨタムのその他の

行為、そのすべての戦いおよびその行いなどは、

イスラエルとユダの列王の書にしるされている。 8

彼は王となった時、二十五歳で、十六年の間エル

サレムで世を治めた。 9ヨタムはその先祖と共に

眠ったので、ダビデの町に葬られ、その子アハズ

が彼に代って王となった。
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28アハズは王となった時二十歳で、十六年の間
エルサレムで世を治めたが、その父ダビデと

は違って、主の良しと見られることを行わず、 2

イスラエルの王たちの道に歩み、またもろもろの

バアルのために鋳た像を造り、 3ベンヒンノムの

谷で香をたき、その子らを火に焼いて供え物とす

るなど、主がイスラエルの人々の前から追い払わ

れた異邦人の憎むべき行いにならい、 4また高き

所の上、丘の上、すべての青木の下で犠牲をささ

げ、香をたいた。 5それゆえ、その神、主は彼を

スリヤの王の手に渡されたので、スリヤびとは彼

を撃ち破り、その民を多く捕虜として、ダマスコ

に引いて行った。彼はまたイスラエルの王の手に

も渡されたので、イスラエルの王も彼を撃ち破っ

て大いに殺した。 6すなわちレマリヤの子ペカは

ユダで一日のうちに十二万人を殺した。皆勇士で

あった。これは彼らがその先祖の神、主を捨てた

ためである。 7その時、エフライムの勇士ジクリ

という者が王の子マアセヤ、宮内大臣アズリカム

および王に次ぐ人エルカナを殺した。 8イスラエ

ルの人々はついにその兄弟のうちから婦人ならび

に男子、女子など二十万人を捕虜にし、また多く

のぶんどり物をとり、そのぶんどり物をサマリヤ

に持って行った。 9その時そこに名をオデデとい

う主の預言者があって、サマリヤに帰って来た軍

勢の前に進み出て言った、「見よ、あなたがたの

先祖の神、主はユダを怒って、これをあなたがた

の手に渡されたが、あなたがたは天に達するほど

の怒りをもってこれを殺した。 10そればかりでな

く、あなたがたは今、ユダとエルサレムの人々を

従わせて、自分の男女の奴隷にしようと思ってい

る。しかしあなたがた自身もまた、あなたがたの

神、主に罪を犯しているではないか。 11いまわた

しに聞き、あなたがたがその兄弟のうちから捕え

て来た捕虜を放ち帰らせなさい。主の激しい怒り

があなたがたの上に臨んでいるからです」。 12そ

こでエフライムびとのおもなる人々、すなわちヨ

ハナンの子アザリヤ、メシレモテの子ベレキヤ、

シャルムの子ヒゼキヤ、ハデライの子アマサらも

また、戦争から帰った者どもに向かって立ちあが

り、 13彼らに言った、「捕虜をここに引き入れて

はならない。あなたがたはわたしどもに主に対す

るとがを得させて、さらにわれわれの罪とがを増

し加えようとしている。われわれのとがは大きく

、激しい怒りがイスラエルの上に臨んでいるから

です」。 14そこで兵卒どもがその捕虜とぶんどり

物をつかさたちと全会衆の前に捨てておいたので

、 15前に名をあげた人々が立って捕虜を受け取り

、ぶんどり物のうちから衣服をとって、裸の者に

着せ、また、くつをはかせ、食い飲みさせ、油を

注ぎなどし、その弱い者を皆ろばに乗せ、こうし

て彼らをしゅろの町エリコに連れて行って、その

兄弟たちに渡し、そしてサマリヤに帰って来た。

16その時アハズ王は人をアッスリヤの王につかわ

して助けを求めさせた。 17エドムびとが再び侵入

してユダを撃ち、民を捕え去ったからである。 18

ペリシテびともまた平野の町々およびユダのネゲ

ブの町々を侵して、ベテシメシ、アヤロン、ゲデ

ロテおよびソコとその村里、テムナとその村里、

ギムゾとその村里を取って、そこに住んだ。 19こ

れはイスラエルの王アハズのゆえに、主がユダを

低くされたのであって、彼がユダのうちにみだら

なことを行い、主に向かって大いに罪を犯したか

らである。 20アッスリヤの王テルガデ・ピルネセ

ルは彼の所に来たが、彼に力を添えないで、かえ

って彼を悩ました。 21アハズは主の宮と王の家、

およびつかさたちの家の物を取ってアッスリヤの

王に与えたが、それはアハズの助けにはならなか

った。 22このアハズ王はその悩みの時にあたって

、ますます主に罪を犯した。 23すなわち、彼は自

分を撃ったダマスコの神々に、犠牲をささげて言

った、「スリヤの王たちの神々はその王たちを助

けるから、わたしもそれに犠牲をささげよう。そ

うすれば彼らはわたしを助けるであろう」と。し

かし、彼らはかえってアハズとイスラエル全国と

を倒す者となった。 24アハズは神の宮の器物を集

めて、神の宮の器物を切り破り、主の宮の戸を閉

じ、エルサレムのすべてのすみずみに祭壇を造り

、 25ユダのすべての町々に高き所を造って、他の

神々に香をたきなどして、先祖の神、主の怒りを

引き起した。 26アハズのその他の始終の行為およ

びそのすべての行動は、ユダとイスラエルの列王

の書にしるされている。 27アハズはその先祖たち

と共に眠ったので、エルサレムの町にこれを葬っ

た。しかし、イスラエルの王たちの墓には持って

行かなかった。その子ヒゼキヤが彼に代って王と

なった。

29ヒゼキヤは王となった時二十五歳で、二十九
年の間エルサレムで世を治めた。その母はア

ビヤと言って、ゼカリヤの娘である。 2ヒゼキヤ

は父ダビデがすべてなしたように主の良しと見ら

れることをした。 3彼はその治世の第一年の一月

に主の宮の戸を開き、かつこれを繕った。 4彼は

祭司とレビびとを連れていって、東の広場に集め

、 5彼らに言った、「レビびとよ、聞きなさい。

あなたがたは今、身を清めて、あなたがたの先祖

の神、主の宮を清め、聖所から汚れを除き去りな

さい。 6われわれの先祖は罪を犯し、われわれの

神、主の悪と見られることを行って、主を捨て、

主のすまいに顔をそむけ、うしろを向けた。 7ま

た廊の戸を閉じ、ともしびを消し、聖所でイスラ

エルの神に香をたかず、燔祭をささげなかった。 8

それゆえ、主の怒りはユダとエルサレムに臨み、

あなたがたが目に見るように、主は彼らを恐れと

驚きと物笑いにされた。 9見よ、われわれの父た

ちはつるぎにたおれ、われわれのむすこたち、む

すめたち、妻たちはこれがために捕虜となった。

10今わたしは、イスラエルの神、主と契約を結ぶ

志をもっている。そうすればその激しい怒りは、

われわれを離れるであろう。 11わが子らよ、今は

怠ってはならない。主はあなたがたを選んで、主

の前に立って仕えさせ、ご自分に仕える者となし

、また香をたく者とされたからである」。 12そこ
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でレビびとは立ち上がった。すなわちコハテびと

の子孫のうちでは、アマサイの子マハテおよびア

ザリヤの子ヨエル。メラリの子孫では、アブデの

子キシおよびエハレレルの子アザリヤ。ゲルショ

ンびとのうちでは、ジンマの子ヨアおよびヨアの

子エデン。 13エリザパンの子孫のうちでは、シム

リとエイエル。アサフの子孫のうちでは、ゼカリ

ヤとマッタニヤ。 14ヘマンの子孫のうちでは、エ

ヒエルとシメイ。エドトンの子孫のうちでは、シ

マヤとウジエルである。 15彼らはその兄弟たちを

集めて身を清め、主の言葉による王の命令に従っ

て、主の宮を清めるためにはいって来た。 16祭司

たちが主の宮の奥にはいってこれを清め、主の宮

にあった汚れた物をことごとく主の宮の庭に運び

出すと、レビびとはそれを受けて外に出し、キデ

ロン川に持って行った。 17彼らは正月の元日に清

めることを始めて、その月の八日に主の宮の廊に

達した。それから主の宮を清めるのに八日を費し

、正月の十六日にこれを終った。 18そこで彼らは

ヒゼキヤ王の所へ行って言った、「われわれは主

の宮をことごとく清め、また燔祭の壇とそのすべ

ての器物、および供えのパンの机とそのすべての

器物とを清めました。 19またアハズ王がその治世

に罪を犯して捨てたすべての器物をも整えて清め

ました。それらは主の祭壇の前にあります」。 20

そこでヒゼキヤ王は朝早く起きいで、町のつかさ

たちを集めて、主の宮に上って行き、 21雄牛七頭

、雄羊七頭、小羊七頭、雄やぎ七頭を引いてこさ

せ、国と聖所とユダのためにこれを罪祭とし、ア

ロンの子孫である祭司たちに命じてこれを主の祭

壇の上にささげさせた。 22すなわち、雄牛をほふ

ると、祭司たちはその血を受けて祭壇にふりかけ

、また雄羊をほふると、その血を祭壇にふりかけ

、また小羊をほふると、その血を祭壇にふりかけ

た。 23そして罪祭の雄やぎを王と会衆の前に引い

て来たので、彼らはその上に手を置いた。 24そし

て祭司たちはこれをほふり、その血を罪祭として

祭壇の上にささげてイスラエル全国のためにあが

ないをした。これは王がイスラエル全国のために

燔祭および罪祭をささげることを命じたためであ

る。 25王はまたレビびとを主の宮に置き、ダビデ

および王の先見者ガドと預言者ナタンの命令に従

って、これにシンバル、立琴および琴をとらせた

。これは主がその預言者によって命じられたとこ

ろである。 26こうしてレビびとはダビデの楽器を

とり、祭司はラッパをとって立った。 27そこでヒ

ゼキヤは燔祭を祭壇の上にささげることを命じた

。燔祭をささげ始めた時、主の歌をうたい、ラッ

パを吹き、イスラエルの王ダビデの楽器をならし

始めた。 28そして会衆は皆礼拝し、歌うたう者は

歌をうたい、ラッパ手はラッパを吹き鳴らし、燔

祭が終るまですべてこのようであったが、 29ささ

げる事が終ると、王および彼と共にいた者はみな

身をかがめて礼拝した。 30またヒゼキヤ王および

つかさたちはレビびとに命じて、ダビデと先見者

アサフの言葉をもって主をさんびさせた。彼らは

喜んでさんびし、頭をさげて礼拝した。 31その時

、ヒゼキヤは言った、「あなたがたはすでに主に

仕えるために身を清めたのであるから、進みよっ

て、主の宮に犠牲と感謝の供え物を携えて来なさ

い」と。そこで会衆は犠牲と感謝の供え物を携え

て来た。また志ある者は皆燔祭を携えて来た。 32

会衆の携えて来た燔祭の数は雄牛七十頭、雄羊百

頭、小羊二百頭、これらは皆主に燔祭としてささ

げるものであった。 33また奉納物は牛六百頭、小

羊三千頭であった。 34ところが祭司が少なくてそ

の燔祭の物の皮を、はぎつくすことができなかっ

たので、その兄弟であるレビびとがこれを助けて

、そのわざをなし終え、その間に他の祭司たちは

身を清めた。これはレビびとが祭司たちよりも、

身を清めることに、きちょうめんであったからで

ある。 35このほかおびただしい燔祭があり、また

、酬恩祭の脂肪および燔祭の灌祭もあった。こう

して、主の宮の勤めは回復された。 36この事は、

にわかになされたけれども、神がこのように民の

ために備えをされたので、ヒゼキヤおよびすべて

の民は喜んだ。

30ヒゼキヤはイスラエルとユダにあまねく人を
つかわし、また手紙をエフライムとマナセに

書き送り、エルサレムにある主の宮に来て、イス

ラエルの神、主に過越の祭を行うように勧めた。 2

王はすでにつかさたちおよびエルサレムにおる全

会衆に計って、二月に過越の祭を行うことを定め

た。 3これは身を清めた祭司の数が足らず、民も

また、エルサレムに集まらなかったので、正月に

これを行うことができなかったからである 4この

事が、王にも全会衆にも良かったので、 5この事

を定めて、ベエルシバからダンまでイスラエルに

あまねくふれ示し、エルサレムに来て、イスラエ

ルの神、主に過越の祭を行うことを勧めた。これ

はしるされているように、これを行う者が多くな

かったゆえである。 6そこで飛脚たちは、王とそ

のつかさたちから受けた手紙をもって、イスラエ

ルとユダをあまねく行き巡り、王の命を伝えて言

った、「イスラエルの人々よ、あなたがたはアブ

ラハム、イサク、イスラエルの神、主に立ち返り

なさい。そうすれば主は、アッスリヤの王たちの

手からのがれた残りのあなたがたに、帰られるで

しょう。 7あなたがたの父たちおよび兄弟たちの

ようになってはならない。彼らはその先祖たちの

神、主にむかって罪を犯したので、あなたがたの

見るように主は彼らを滅びに渡されたのです。 8

あなたがたの父たちのように強情にならないで、

主に帰服し、主がとこしえに聖別された聖所に入

り、あなたがたの神、主に仕えなさい。そうすれ

ば、その激しい怒りがあなたがたを離れるでしょ

う。 9もしあなたがたが主に立ち返るならば、あ

なたがたの兄弟および子供は、これを捕えていっ

た者の前にあわれみを得て、この国に帰ることが

できるでしょう。あなたがたの神、主は恵みあり

、あわれみある方であられるゆえ、あなたがたが

彼に立ち返るならば、顔をあなたがたにそむけら

れることはありません」。 10このように飛脚たち
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は、エフライムとマナセの国にはいって、町から

町に行き巡り、ついに、ゼブルンまで行ったが、

人々はこれをあざけり笑った。 11ただしアセル、

マナセ、ゼブルンのうちには身を低くして、エル

サレムにきた人々もあった。 12またユダにおいて

は神の手が人々に一つ心を与えて、王とつかさた

ちが主の言葉によって命じたことを行わせた。 13

こうして二月になって、多くの民は、種入れぬパ

ンの祭を行うためエルサレムに集まったが、非常

に大きな会衆であった。 14彼らは立ってエルサレ

ムにあるもろもろの祭壇を取り除き、またすべて

の香をたく祭壇を取り除いてキデロン川に投げす

て、 15二月の十四日に過越の小羊をほふった。そ

こで祭司たちおよびレビびとはみずから恥じ、身

を清めて主の宮に燔祭を携えて来た。 16彼らは神

の人モーセの律法に従い、いつものようにその所

に立ち、祭司たちは、レビびとの手から血を受け

て注いだ。 17時に、会衆のうちにまだ身を清めて

いない者が多かったので、レビびとはその清くな

いすべての人々に代って過越の小羊をほふり、主

に清めてささげた。 18多くの民すなわちエフライ

ム、マナセ、イッサカル、ゼブルンからきた多く

の者はまだ身を清めていないのに、書きしるされ

たとおりにしないで過越の物を食べた。それでヒ

ゼキヤは、彼らのために祈って言った、「恵みふ

かき主よ、彼らをゆるしてください。 19彼らは聖

所の清めの規定どおりにしなかったけれども、そ

の心を傾けて神を求め、その先祖の神、主を求め

たのです」。 20主はヒゼキヤに聞いて、民をいや

された。 21そこでエルサレムに来ていたイスラエ

ルの人々は大いなる喜びをいだいて、七日のあい

だ種入れぬパンの祭を行った。またレビびとと祭

司たちは日々に主をさんびし、力をつくして主を

たたえた。 22そしてヒゼキヤは主の勤めによく通

じているすべてのレビびとを深くねぎらった。こ

うして人々は酬恩祭の犠牲をささげ、その先祖の

神、主に感謝して、七日のあいだ祭の供え物を食

べた。 23なお全会衆は相はかって、さらに七日の

あいだ祭を守ることを定め、喜びをもってまた七

日のあいだ守った。 24時にユダの王ヒゼキヤは雄

牛一千頭、羊七千頭を会衆に贈り、また、つかさ

たちは雄牛一千頭、羊一万頭を会衆に贈った。祭

司もまた多く身を清めた。 25ユダの全会衆および

祭司、レビびと、ならびにイスラエルからきた全

会衆、およびイスラエルの地からきた他国人と、

ユダに住む他国人は皆喜んだ。 26このようにエル

サレムに大いなる喜びがあった。イスラエルの王

ダビデの子ソロモンの時からこのかた、このよう

な事はエルサレムになかった。 27このとき祭司た

ちとレビびとは立って、民を祝福したが、その声

は聞かれ、その祈は主の聖なるすみかである天に

達した。

31この事がすべて終った時、そこにいたイスラ
エルびとは皆、ユダの町々に出て行って、石

柱を砕き、アシラ像を切り倒し、ユダとベニヤミ

ンの全地、およびエフライムとマナセにある高き

所と祭壇とを取りこわし、ついにこれをことごと

く破壊した。そしてイスラエルの人々はおのおの

その町々、その所領に帰った。 2ヒゼキヤは祭司

およびレビびとの班を定め、班ごとにおのおのそ

の勤めに従って、祭司とレビびとに燔祭と酬恩祭

をささげさせ、主の営の門で勤めをし、感謝をし

、さんびをさせた。 3また燔祭のために自分の財

産のうちから王の分を出した。すなわち朝夕の燔

祭および安息日、新月、定めの祭などの燔祭のた

めに出して、主の律法にしるされているとおりに

した。 4またエルサレムに住む民に、祭司とレビ

びとにその分を与えることを命じた。これは彼ら

をして主の律法に身をゆだねさせるためである。 5

その命令が伝わるやいなや、イスラエルの人々は

穀物、酒、油、蜜ならびに畑のもろもろの産物の

初物を多くささげ、またすべての物の十分の一を

おびただしく携えて来た。 6ユダの町々に住んで

いたイスラエルとユダの人々もまた牛、羊の十分

の一ならびにその神、主にささげられた奉納物を

携えて来て、これを積み重ねた。 7三月にこれを

積み重ねることを始め、七月にこれを終った。 8

ヒゼキヤおよびつかさたちは来て、その積み重ね

た物を見、主とその民イスラエルを祝福した。 9

そしてヒゼキヤがその積み重ねた物について祭司

およびレビびとに問い尋ねた時、 10ザドクの家か

ら出た祭司の長アザリヤは彼に答えて言った、「

民が主の宮に供え物を携えて来ることを始めてか

らこのかた、われわれは飽きるほど食べたが、た

くさん残りました。主がその民を恵まれたからで

す。それでわれわれは、このように多くの残った

物をもっているのです」。 11そこでヒゼキヤは主

の宮のうちに室を設けることを命じたので、彼ら

はこれを設け、 12その供え物の十分の一および奉

納物を忠実に携え入れた。これをつかさどる者の

かしらはレビびとコナニヤで、その兄弟シメイは

彼に次ぐ者となり、 13エヒエル、アザジヤ、ナハ

テ、アサヘル、エレモテ、ヨザバデ、エリエル、

イスマキヤ、マハテ、ベナヤらは、ヒゼキヤ王お

よび神の宮のつかさアザリヤの任命によって、コ

ナニヤおよびその兄弟シメイを助けて、その監督

者となった。 14東の門を守る者レビびとイムナの

子コレは、神にささげる自発のささげ物をつかさ

どり、主の供え物および最も聖なる物を分配した

。 15彼を助ける者はエデン、ミニヤミン、エシュ

ア、シマヤ、アマリヤおよびシカニヤで、皆祭司

の町々でその兄弟たちに、班によって、老若ひと

しく忠実に分配した。 16ただしすべて登録された

三歳以上の男子で主の宮に入り、その班に従って

日々の職分をつくし、その受持の勤めをなす者は

除かれた。 17祭司の登録はその氏族によってなさ

れ、二十歳以上のレビびとの登録はその班により

、その受持にしたがってなされた。 18また祭司は

その幼な子、その妻、そのむすこ、その娘、全会

衆と共に登録した。彼らは忠実に身を聖なる事に

ささげたからである。 19また町々の放牧地におる

アロンの子孫である祭司たちのためには、町ごと

に人を名ざし選んで、祭司のうちのすべての男お
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よびレビびとのうちの登録されたすべての者に、

その分を与えさせた。 20ヒゼキヤはユダ全国にこ

のようにし、良い事、正しい事、忠実な事をその

神、主の前に行った。 21彼がその神を求めるため

に神の宮の務につき、律法につき、戒めについて

始めたわざは、ことごとく心をつくして行い、こ

れをなし遂げた。

32ヒゼキヤがこれらの事を忠実に行った後、ア
ッスリヤの王セナケリブが来てユダに侵入し

、堅固な町々に向かって陣を張り、これを攻め取

ろうとした。 2ヒゼキヤはセナケリブが来て、エ

ルサレムを攻めようとするのを見たので、 3その

つかさたちおよび勇士たちと相談して、町の外に

ある泉の水を、ふさごうとした。彼らはこれを助

けた。 4多くの民は集まって、すべての泉および

国の中を流れる谷川をふさいで言った、「アッス

リヤの王たちがきて、多くの水を得られるような

ことをしておいていいだろうか」。 5ヒゼキヤは

また勇気を出して、破れた城壁をことごとく築き

直して、その上にやぐらを建て、その外にまた城

壁を巡らし、ダビデの町のミロを堅固にし、武器

および盾を多く造り、 6軍長を民の上に置き、町

の門の広場に民を集めて、これを励まして言った

、 7「心を強くし、勇みたちなさい。アッスリヤ

の王をも、彼と共にいるすべての群衆をも恐れて

はならない。おののいてはならない。われわれと

共におる者は彼らと共におる者よりも大いなる者

だからである。 8彼と共におる者は肉の腕である

。しかしわれわれと共におる者はわれわれの神、

主であって、われわれを助け、われわれに代って

戦われる」。民はユダの王ヒゼキヤの言葉に安心

した。 9この後アッスリヤの王セナケリブはその

全軍をもってラキシを囲んでいたが、その家来を

エルサレムにつかわして、ユダの王ヒゼキヤおよ

びエルサレムにいるすべてのユダの人に告げさせ

て言った、 10「アッスリヤの王セナケリブはこう

言います、『あなたがたは何を頼んでエルサレム

にこもっているのか。 11ヒゼキヤは「われわれの

神、主がアッスリヤの王の手から、われわれを救

ってくださる」と言って、あなたがたをそそのか

し、飢えと、かわきをもって、あなたがたを死な

せようとしているのではないか。 12このヒゼキヤ

は主のもろもろの高き所と祭壇を取り除き、ユダ

とエルサレムに命じて、「あなたがたはただ一つ

の祭壇の前で礼拝し、その上に犠牲をささげなけ

ればならない」と言った者ではないか。 13あなた

がたは、わたしおよびわたしの先祖たちが、他の

国々のすべての民にしたことを知らないのか。そ

れらの国々の民の神々は、少しでもその国を、わ

たしの手から救い出すことができたか。 14わたし

の先祖たちが滅ぼし尽したそれらの国民のもろも

ろの神のうち、だれか自分の民をわたしの手から

救い出すことのできたものがあるか。それで、ど

うしてあなたがたの神が、あなたがたをわたしの

手から救い出すことができよう。 15それゆえ、あ

なたがたはヒゼキヤに欺かれてはならない。そそ

のかされてはならない。また彼を信じてはならな

い。いずれの民、いずれの国の神もその民をわた

しの手、または、わたしの先祖の手から救いだす

ことができなかったのだから、ましてあなたがた

の神が、どうしてわたしの手からあなたがたを救

いだすことができようか』」。 16セナケリブの家

来は、このほかにも多く主なる神、およびそのし

もべヒゼキヤをそしった。 17セナケリブはまた手

紙を書き送って、イスラエルの神、主をあざけり

、かつそしって言った、「諸国の民の神々が、そ

の民をわたしの手から救い出さなかったように、

ヒゼキヤの神も、その民をわたしの手から救い出

さないであろう」と。 18そして彼らは大声をあげ

、ユダヤの言葉をもって、城壁の上にいるエルサ

レムの民に向かって叫び、これをおどし、かつお

びやかした。彼らは町を取るためである。 19この

ように彼らがエルサレムの神について語ること、

人の手のわざである地上の民の神々について語る

ようであった。 20そこでヒゼキヤ王およびアモツ

の子預言者イザヤは共に祈って、天に呼ばわった

ので、 21主はひとりのみ使をつかわして、アッス

リヤ王の陣営にいるすべての大勇士と将官、軍長

らを滅ぼされた。それで王は赤面して自分の国に

帰ったが、その神の家にはいった時、その子のひ

とりが、つるぎをもって彼をその所で殺した。 22

このように主は、ヒゼキヤとエルサレムの住民を

アッスリヤの王セナケリブの手およびすべての敵

の手から救い出し、いたる所で彼らを守られた。

23そこで多くの人々はささげ物をエルサレムに携

えてきて主にささげ、また宝物をユダの王ヒゼキ

ヤに贈った。この後ヒゼキヤは万国の民に尊ばれ

た。 24そのころ、ヒゼキヤは病んで死ぬばかりで

あったが、主に祈ったので、主はこれに答えて、

しるしを賜わった。 25しかしヒゼキヤはその受け

た恵みに報いることをせず、その心が高ぶったの

で、怒りが彼とユダおよびエルサレムに臨もうと

したが、 26ヒゼキヤはその心の高ぶりを悔いてへ

りくだり、またエルサレムの住民も同様にしたの

で、主の怒りは、ヒゼキヤの世には彼らに臨まな

かった。 27ヒゼキヤは富と栄誉をきわめ、宝蔵を

造って、金、銀、宝石、香料、盾および各種の尊

い器物をおさめ、 28また倉庫を造って穀物、酒、

油などの産物をおさめ、小屋を造って種々の家畜

を置き、おりを造って羊の群れを置き、 29また多

数の町を設け、かつ羊と牛をおびただしく所有し

た。神が非常に多くの貨財を彼に賜わったからで

ある。 30このヒゼキヤはまたギホンの水の上の源

をふさいで、これをダビデの町の西の方にまっす

ぐに引き下した。このようにヒゼキヤはそのすべ

てのわざをなし遂げた。 31しかしバビロンの君た

ちが使者をつかわして、この国にあった、しるし

について尋ねさせた時には、神は彼を試みて、彼

の心にあることを、ことごとく知るために彼を捨

て置かれた。 32ヒゼキヤのその他の行為およびそ

の徳行は、アモツの子預言者イザヤの黙示とユダ

とイスラエルの列王の書にしるされている。 33ヒ

ゼキヤはその先祖たちと共に眠ったので、ダビデ
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の子孫の墓のうちの高い所に葬られた。ユダの人

々およびエルサレムの住民は皆その死に当って彼

に敬意を表した。その子マナセが彼に代って王と

なった。

33マナセは十二歳で王となり、五十五年の間エ
ルサレムで世を治めた。 2彼は主がイスラエ

ルの人々の前から追い払われた国々の民の憎むべ

き行いに見ならって、主の目の前に悪を行った。 3

すなわち、その父ヒゼキヤがこわした高き所を再

び築き、またもろもろのバアルのために祭壇を設

け、アシラ像を造り、天の万象を拝んで、これに

仕え、 4また主が「わが名は永遠にエルサレムに

ある」と言われた主の宮のうちに数個の祭壇を築

き、 5主の宮の二つの庭に天の万象のために祭壇

を築いた。 6彼はまたベンヒンノムの谷でその子

供を火に焼いて供え物とし、占いをし、魔法をつ

かい、まじないを行い、口寄せと、占い師を任用

するなど、主の前に多くの悪を行って、その怒り

をひき起した。 7彼はまた刻んだ偶像を造って神

の宮に安置した。神はこの宮についてダビデとそ

の子ソロモンに言われたことがある、「わたしは

この宮と、わたしがイスラエルのすべての部族の

うちから選んだエルサレムとに、わたしの名を永

遠に置く。 8彼らがもし、わたしがすべて命じた

事、すなわち、モーセが伝えたすべての律法と定

めとおきてとを慎んで行うならば、わたしがあな

たがたの先祖のために定めた地から、重ねてイス

ラエルの足を移すことをしない」と。 9マナセは

このようにユダとエルサレムの住民を迷わせ、主

がイスラエルの人々の前に滅ぼされた国々の民に

もまさって悪を行わせた。 10主はマナセおよびそ

の民に告げられたが、彼らは心に留めなかった。

11それゆえ、主はアッスリヤの王の軍勢の諸将を

これに攻めこさせられたので、彼らはマナセをか

ぎで捕え、青銅のかせにつないで、バビロンに引

いて行った。 12彼は悩みにあうに及んで、その神

、主に願い求め、その先祖の神の前に大いに身を

低くして、 13神に祈ったので、神はその祈を受け

いれ、その願いを聞き、彼をエルサレムに連れ帰

って、再び国に臨ませられた。これによってマナ

セは主こそ、まことに神にいますことを知った。

14この後、彼はダビデの町の外の石がきをギホン

の西の方の谷のうちに築き、魚の門の入口にまで

及ぼし、またオペルに石がきをめぐらして、非常

に高くこれを築き上げ、ユダのすべての堅固な町

に軍長を置き、 15また主の宮から、異邦の神々お

よび偶像を取り除き、主の宮の山とエルサレムに

自分で築いたすべての祭壇を取り除いて、町の外

に投げ捨て、 16主の祭壇を築き直して、酬恩祭お

よび感謝の犠牲を、その上にささげ、ユダに命じ

てイスラエルの神、主に仕えさせた。 17しかし民

は、なお高き所で犠牲をささげた。ただしその神

、主にのみささげた。 18マナセのそのほかの行為

、その神にささげた祈、およびイスラエルの神、

主の名をもって彼に告げた先見者たちの言葉は、

イスラエルの列王の記録のうちにしるされている

。 19またその祈と、祈の聞かれた事、そのもろも

ろの罪と、とが、その身を低くする前に高き所を

築いて、アシラ像および刻んだ像を立てた場所な

どは、先見者の記録のうちにしるされている。 20

マナセはその先祖たちと共に眠ったので、その家

に葬られた。その子アモンが彼に代って王となっ

た。 21アモンは王となった時二十二歳で、二年の

間エルサレムで世を治めた。 22彼はその父マナセ

のしたように主の前に悪を行った。すなわちアモ

ンはその父マナセが造ったもろもろの刻んだ像に

犠牲をささげて、これに仕え、 23その父マナセが

身を低くしたように主の前に身を低くしなかった

。かえってこのアモンは、いよいよそのとがを増

した。 24その家来たちは党を結んで彼にそむき、

彼をその家で殺した。 25しかし国の民は、党を結

んでアモン王にそむいた者どもをことごとく撃ち

殺した。そして国の民はその子ヨシヤを王となし

て、そのあとを継がせた。

34ヨシヤは八歳のとき王となり、エルサレムで
三十一年の間世を治めた。 2彼は主の良しと

見られることをなし、その父ダビデの道を歩んで

、右にも左にも曲らなかった。 3彼はまだ若かっ

たが、その治世の第八年に父ダビデの神を求める

ことを始め、その十二年には高き所、アシラ像、

刻んだ像、鋳た像などを除いて、ユダとエルサレ

ムを清めることを始め、 4もろもろのバアルの祭

壇を、自分の前で打ちこわさせ、その上に立って

いた香の祭壇を切り倒し、アシラ像、刻んだ像、

鋳た像を打ち砕いて粉々にし、これらの像に犠牲

をささげた者どもの墓の上にそれをまき散らし、 5

祭司らの骨をそのもろもろの祭壇の上で焼き、こ

うしてユダとエルサレムを清めた。 6またマナセ

、エフライム、シメオンおよびナフタリの荒れた

町々にもこのようにし、 7もろもろの祭壇をこわ

し、アシラ像およびもろもろの刻んだ像を粉々に

打ち砕き、イスラエル全国の香の祭壇をことごと

く切り倒して、エルサレムに帰った。 8ヨシヤは

その治世の十八年に、国と宮とを清めた時、その

神、主の宮を繕わせようと、アザリヤの子シャパ

ン、町のつかさマアセヤおよびヨアハズの子史官

ヨアをつかわした。 9彼らは大祭司ヒルキヤのも

とへ行って、神の宮にはいった金を渡した。これ

は門を守るレビびとがマナセ、エフライムおよび

その他のすべてのイスラエル、ならびにユダとベ

ニヤミンのすべての人、およびエルサレムの住民

の手から集めたものである。 10彼らはこれを主の

宮を監督する職工らの手に渡したので、主の宮で

働く職工らは、これを宮を繕い直すために支払っ

た。 11すなわち、大工および建築者にこれを渡し

て、ユダの王たちが破った建物のために、切り石

および骨組の材木を買わせ、梁材を整えさせた。

12その人々は忠実に仕事をした。その監督者はメ

ラリの子孫であるレビびとヤハテとオバデヤ、お

よびコハテびとの子孫であるゼカリヤとメシュラ

ムであって、工事をつかさどった。また楽器に巧

みなレビびとがこれに伴った。 13彼らはまた荷を
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負う者を監督し、様々の仕事に働くすべての者を

つかさどった。また他のレビびとは書記となり、

役人となり、また門衛となった。 14さて彼らが主

の宮にはいった金を取りだした時、祭司ヒルキヤ

はモーセの伝えた主の律法の書を発見した。 15そ

こでヒルキヤは書記官シャパンに言った、「わた

しは主の宮で律法の書を発見しました」と。そし

てヒルキヤはその書をシャパンに渡した。 16シャ

パンはその書を王のもとに持って行き、さらに王

に復命して言った、「しもべらはゆだねられた事

をことごとくなし、 17主の宮にあった金をあけて

、監督者の手および職工の手に渡しました」。 18

書記官シャパンはまた王に告げて、「祭司ヒルキ

ヤはわたしに一つの書物を渡しました」と言い、

シャパンはそれを王の前で読んだ。 19王はその律

法の言葉を聞いて衣を裂いた。 20そして王はヒル

キヤおよびシャパンの子アヒカムとミカの子アブ

ドンと書記官シャパンと王の家来アサヤとに命じ

て言った、 21「あなたがたは行って、この発見さ

れた書物の言葉についてわたしのために、またイ

スラエルとユダの残りの者のために主に問いなさ

い。われわれの先祖たちが主の言葉を守らず、す

べてこの書物にしるされていることを行わなかっ

たので、主はわれわれに大いなる怒りを注がれる

からです」。 22そこでヒルキヤおよび王のつかわ

した人々は、シャルムの妻である女預言者ホルダ

のもとへ行った。シャルムはハスラの子であるト

クハテの子で、衣装を守る者である。時にホルダ

は、エルサレムの第二区に住んでいた。彼らはホ

ルダにその趣意を語ったので、 23ホルダは彼らに

言った、「イスラエルの神、主はこう仰せられま

す、『あなたがたをわたしにつかわした人に告げ

なさい。 24主はこう仰せられます。見よ、わたし

はユダの王の前で読んだ書物にしるされているも

ろもろののろい、すなわち災をこの所と、ここに

住む者に下す。 25彼らはわたしを捨てて、他の神

々に香をたき、自分の手で造ったもろもろの物を

もって、わたしの怒りを引き起そうとしたからで

ある。それゆえ、わたしの怒りは、この所に注が

れて消えない。 26しかしあなたがたをつかわして

、主に問わせるユダの王にはこう言いなさい。イ

スラエルの神、主はこう仰せられる。あなたが聞

いた言葉については、 27この所と、ここに住む者

を責める神の言葉を、あなたが聞いた時、心に悔

い、神の前に身をひくくし、わたしの前にへりく

だり、衣を裂いて、わたしの前に泣いたので、わ

たしもまた、あなたに聞いた、と主は言われる。

28見よ、わたしはあなたを先祖たちのもとに集め

る。あなたは安らかにあなたの墓に集められる。

あなたはわたしがこの所と、ここに住む者に下す

もろもろの災を目に見ることがない』と」。彼ら

は王に復命した。 29そこで王は人をつかわしてユ

ダとエルサレムの長老をことごとく集め、 30そし

て王は主の宮に上って行った。ユダのすべての人

々、エルサレムの住民、祭司、レビびと、および

すべての民は、老いた者も若い者もことごとく彼

に従った。そこで王は主の宮で発見した契約の書

の言葉を、ことごとく彼らの耳に読み聞かせ、 31

そして王は自分の所に立って、主の前に契約を立

て、主に従って歩み、心をつくし、精神をつくし

て、その戒めと、あかしと定めとをまもり、この

書にしるされた契約の言葉を行おうと言い、 32エ

ルサレムおよびベニヤミンの人々を皆これに加わ

らせた。エルサレムの住民は先祖の神であるその

神の契約にしたがって行った。 33ヨシヤはイスラ

エルの人々に属するすべての地から、憎むべきも

のをことごとく取り除き、イスラエルにいるすべ

ての人をその神、主に仕えさせた。ヨシヤが世に

ある日の間は、彼らは先祖の神、主に従って離れ

なかった。

35ヨシヤはエルサレムで主に過越の祭を行った
。すなわち正月の十四日に過越の小羊をほふ

らせ、 2祭司にその職務をとり行わせ、彼らを励

まして主の宮の務をさせ、 3また主の聖なる者と

なってすべてのイスラエルびとを教えるレビびと

に言った、「あなたがたはイスラエルの王ダビデ

の子ソロモンの建てた宮に、聖なる箱を置きなさ

い。再びこれを肩にになうに及ばない。あなたが

たの神、主およびその民イスラエルに仕えなさい

。 4あなたがたはイスラエルの王ダビデの書、お

よびその子ソロモンの書に基いて氏族にしたがい

、その班によって、みずから備えをなし、 5あな

たがたの兄弟である民の人々の氏族の区分にした

がって聖所に立ち、このためにレビびとの氏族の

分が欠けることのないようにしなさい。 6あなた

がたは過越の小羊をほふり、身を清め、あなたが

たの兄弟のために備えをし、モーセが伝えた主の

言葉にしたがって行いなさい」。 7ヨシヤは、小

羊および子やぎを民の人々に贈った。これは皆そ

の所にいるすべての人のための過越の供え物であ

って、その数三万、また雄牛三千を贈った。それ

らは王の所有から出したのである。 8そのつかさ

たちも民と祭司とレビびとに真心から贈った。ま

た神の宮のつかさたちヒルキヤ、ゼカリヤ、エヒ

エルも小羊と子やぎ二千六百頭、牛三百頭を祭司

に与えて過越の供え物とした。 9またレビびとの

長である人々すなわちコナニヤおよびその兄弟シ

マヤ、ネタンエルならびにハシャビヤ、エイエル

、ヨザバデなども小羊と子やぎ五千頭、牛五百頭

をレビびとに贈って過越の供え物とした。 10この

ように勤めのことが備わったので、王の命に従っ

て祭司たちはその持ち場に立ち、レビびとはその

班に従って仕え、 11やがて過越の小羊がほふられ

たので、祭司はその血を受け取って注いだ。レビ

びとはその皮をはいだ。 12それから燔祭の物をと

り分け、それを民の人々の氏族の区分に従って渡

し、主にささげさせた。これはモーセの書にしる

されたとおりである。また牛をもこのようにした

。 13そして定めに従って過越の小羊を火であぶり

、その他の聖なる供え物を深なべ、かま、浅なべ

などに煮て、急いですべての民の人々にくばった

。 14その後、彼らは自分のためと、祭司たちのた

めに備えをした。アロンの子孫である祭司たちは
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、燔祭と脂肪をささげるのに忙しくて、夜になっ

たからである。それでレビびとは自分たちのため

と、アロンの子孫である祭司たちのために備えた

のである。 15アサフの子孫である歌うたう者たち

は、ダビデ、アサフ、ヘマンおよび王の先見者エ

ドトンの命に従ってその持ち場におり、門衛たち

はおのおの門にいて、その職務を離れるに及ばな

かった。兄弟であるレビびとが彼らのために備え

たからである。 16このようにその日、主の勤めの

事がことごとく備わったので、ヨシヤ王の命に従

って過越の祭を行い、主の祭壇に燔祭をささげた

。 17ここに来ていたイスラエルの人々は、そのと

き過越の祭を行い、また七日の間、種入れぬパン

の祭を行った。 18預言者サムエルの日からこのか

た、イスラエルでこのような過越の祭を行ったこ

とはなかった。またイスラエルの諸王のうちには

、ヨシヤが、祭司、レビびと、ならびにそこに来

たユダとイスラエルのすべての人々、およびエル

サレムの住民と共に行ったような過越の祭を行っ

た者はひとりもなかった。 19この過越の祭はヨシ

ヤの治世の第十八年に行われた。 20このようにヨ

シヤが宮を整えた後、エジプトの王ネコはユフラ

テ川のほとりにあるカルケミシで戦うために上っ

てきたので、ヨシヤはこれを防ごうと出て行った

。 21しかしネコは彼に使者をつかわして言った、

「ユダの王よ、われわれはお互に何のあずかると

ころがありますか。わたしはきょう、あなたを攻

めようとして来たのではありません。わたしの敵

の家を攻めようとして来たのです。神がわたしに

命じて急がせています。わたしと共におられる神

に逆らうことをやめなさい。そうしないと、神は

あなたを滅ぼされるでしょう」。 22しかしヨシヤ

は引き返すことを好まず、かえって彼と戦うため

に、姿を変え、神の口から出たネコの言葉を聞き

いれず、行ってメギドの谷で戦ったが、 23射手の

者どもがヨシヤを射あてたので、王はその家来た

ちに、「わたしを助け出せ。わたしはひどく傷つ

いた」と言った。 24そこで家来たちは彼を車から

助け出し、王のもっていた第二の車に乗せてエル

サレムにつれて行ったが、ついに死んだので、そ

の先祖の墓にこれを葬った。そしてユダとエルサ

レムは皆ヨシヤのために悲しんだ。 25時にエレミ

ヤはヨシヤのために哀歌を作った。歌うたう男、

歌うたう女は今日に至るまで、その哀歌のうちに

ヨシヤのことを述べ、イスラエルのうちにこれを

例とした。これは哀歌のうちにしるされている。

26ヨシヤのその他の行為、主の律法にしるされた

所に従って行った徳行、 27およびその始終の行い

などは、イスラエルとユダの列王の書にしるされ

ている。

36国の民はヨシヤの子エホアハズを立て、エル
サレムでその父に代って王とならせた。 2エ

ホアハズは王となった時二十三歳で、エルサレム

で三月の間、世を治めたが、 3エジプトの王はエ

ルサレムで彼を廃し、かつ銀百タラント、金一タ

ラントの罰金を国に課した。 4そしてエジプト王

は彼の兄弟エリアキムをユダとエルサレムの王と

し、その名をエホヤキムと改め、その兄弟エホア

ハズを捕えてエジプトへ引いて行った。 5エホヤ

キムは王となった時二十五歳で、十一年の間エル

サレムで世を治めた。彼はその神、主の前に悪を

行った。 6時に、バビロンの王ネブカデネザルが

彼の所に攻め上り、彼をバビロンに引いて行こう

として、かせにつないだ。 7ネブカデネザルはま

た主の宮の器物をバビロンに運んで行って、バビ

ロンにあるその宮殿にそれをおさめた。 8エホヤ

キムのその他の行為、その行った憎むべき事およ

び彼がひそかに行った事などは、イスラエルとユ

ダの列王の書にしるされている。その子エホヤキ

ンが彼に代って王となった。 9エホヤキンは王と

なった時八歳で、エルサレムで三月と十日の間、

世を治め、主の前に悪を行った。 10年が改まり春

になって、ネブカデネザル王は人をつかわして、

彼を主の宮の尊い器物と共にバビロンに連れて行

かせ、その兄弟ゼデキヤをユダとエルサレムの王

とした。 11ゼデキヤは王となった時二十一歳で、

十一年の間エルサレムで世を治めた。 12彼はその

神、主の前に悪を行い、主の言葉を伝える預言者

エレミヤの前に、身をひくくしなかった。 13彼は

また、彼に神をさして誓わせたネブカデネザル王

にもそむいた。彼は強情で、その心をかたくなに

して、イスラエルの神、主に立ち返らなかった。

14祭司のかしらたちおよび民らもまた、すべて異

邦人のもろもろの憎むべき行為にならって、はな

はだしく罪を犯し、主がエルサレムに聖別してお

かれた主の宮を汚した。 15その先祖の神、主はそ

の民と、すみかをあわれむがゆえに、しきりに、

その使者を彼らにつかわされたが、 16彼らが神の

使者たちをあざけり、その言葉を軽んじ、その預

言者たちをののしったので、主の怒りがその民に

向かって起り、ついに救うことができないように

なった。 17そこで主はカルデヤびとの王を彼らに

攻めこさせられたので、彼はその聖所の家でつる

ぎをもって若者たちを殺し、若者をも、処女をも

、老人をも、しらがの者をもあわれまなかった。

主は彼らをことごとく彼の手に渡された。 18彼は

神の宮のもろもろの大小の器物、主の宮の貨財、

王とそのつかさたちの貨財など、すべてこれをバ

ビロンに携えて行き、 19神の宮を焼き、エルサレ

ムの城壁をくずし、そのうちの宮殿をことごとく

火で焼き、そのうちの尊い器物をことごとくこわ

した。 20彼はまたつるぎをのがれた者どもを、バ

ビロンに捕えて行って、彼とその子らの家来とな

し、ペルシャの国の興るまで、そうして置いた。

21これはエレミヤの口によって伝えられた主の言

葉の成就するためであった。こうして国はついに

その安息をうけた。すなわちこれはその荒れてい

る間、安息して、ついに七十年が満ちた。 22ペル

シャ王クロスの元年に当り、主はエレミヤの口に

よって伝えた主の言葉を成就するため、ペルシャ

王クロスの霊を感動されたので、王はあまねく国

中にふれ示し、またそれを書き示して言った、 23

「ペルシャの王クロスはこう言う、『天の神、主
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は地上の国々をことごとくわたしに賜わって、主

の宮をユダにあるエルサレムに建てることをわた

しに命じられた。あなたがたのうち、その民であ

る者は皆、その神、主の助けを得て上って行きな

さい』」。
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エズラ記

1ペルシャ王クロスの元年に、主はさきにエレミ
ヤの口によって伝えられた主の言葉を成就する

ため、ペルシャ王クロスの心を感動されたので、

王は全国に布告を発し、また詔書をもって告げて

言った、 2「ペルシャ王クロスはこのように言う

、天の神、主は地上の国々をことごとくわたしに

下さって、主の宮をユダにあるエルサレムに建て

ることをわたしに命じられた。 3あなたがたのう

ち、その民である者は皆その神の助けを得て、ユ

ダにあるエルサレムに上って行き、イスラエルの

神、主の宮を復興せよ。彼はエルサレムにいます

神である。 4すべて生き残って、どこに宿ってい

る者でも、その所の人々は金、銀、貨財、家畜を

もって助け、そのほかにまたエルサレムにある神

の宮のために真心よりの供え物をささげよ」。 5

そこでユダとベニヤミンの氏族の長、祭司および

レビびとなど、すべて神にその心を感動された者

は、エルサレムにある主の宮を復興するために上

って行こうと立ち上がった。 6その周囲の人々は

皆、銀の器、金、貨財、家畜および宝物を与えて

彼らを力づけ、そのほかにまた、もろもろの物を

惜しげなくささげた。 7クロス王はまたネブカデ

ネザルが、さきにエルサレムから携え出して自分

の神の宮に納めた主の宮の器を取り出した。 8す

なわちペルシャ王クロスは倉づかさミテレダテの

手によってこれを取り出して、ユダのつかさセシ

バザルに数え渡した。 9その数は次のとおりであ

る。金のたらい一千、銀のたらい一千、香炉二十

九、 10金の鉢三十、銀の鉢二千四百十、その他の

器一千、 11金銀の器は合わせて五千四百六十九あ

ったが、セシバザルは捕囚を連れてバビロンから

エルサレムに上った時、これらのものをことごと

く携えて上った。

2バビロンの王ネブカデネザルに捕えられて、バ
ビロンに移された者のうち、捕囚をゆるされて

エルサレムおよびユダに上って、おのおの自分の

町に帰ったこの州の人々は次のとおりである。 2

彼らはゼルバベル、エシュア、ネヘミヤ、セラヤ

、レエラヤ、モルデカイ、ビルシャン、ミスパル

、ビグワイ、レホム、バアナと共に帰ってきた。

そのイスラエルの民の人数は次のとおりである。 3

パロシの子孫は二千百七十二人、 4シパテヤの子

孫は三百七十二人、 5アラの子孫は七百七十五人

、 6パハテ・モアブの子孫すなわちエシュアとヨ

アブの子孫は二千八百十二人、 7エラムの子孫は

一千二百五十四人、 8ザットの子孫は九百四十五

人、 9ザッカイの子孫は七百六十人、 10バニの子

孫は六百四十二人、 11ベバイの子孫は六百二十三

人、 12アズガデの子孫は一千二百二十二人、 13

アドニカムの子孫は六百六十六人、 14ビグワイの

子孫は二千五十六人、 15アデンの子孫は四百五十

四人、 16アテルの子孫すなわちヒゼキヤの子孫は

九十八人、 17ベザイの子孫は三百二十三人、 18

ヨラの子孫は百十二人、 19ハシュムの子孫は二百

二十三人、 20ギバルの子孫は九十五人、 21ベツ

レヘムの子孫は百二十三人、 22ネトパの人々は五

十六人、 23アナトテの人々は百二十八人、 24ア

ズマウテの子孫は四十二人、 25キリアテ・ヤリム

、ケピラおよびベエロテの子孫は七百四十三人、

26ラマおよびゲバの子孫は六百二十一人、 27ミク

マシの人々は百二十二人、 28ベテルおよびアイの

人々は二百二十三人、 29ネボの子孫は五十二人、

30マグビシの子孫は百五十六人、 31他のエラムの

子孫は一千二百五十四人、 32ハリムの子孫は三百

二十人、 33ロド、ハデデおよびオノの子孫は七百

二十五人、 34エリコの子孫は三百四十五人、 35

セナアの子孫は三千六百三十人。 36祭司は、エシ

ュアの家のエダヤの子孫九百七十三人、 37インメ

ルの子孫一千五十二人、 38パシュルの子孫一千二

百四十七人、 39ハリムの子孫一千十七人。 40レ

ビびとは、ホダヤの子孫すなわちエシュアとカデ

ミエルの子孫七十四人。 41歌うたう者は、アサフ

の子孫百二十八人。 42門衛の子孫は、シャルムの

子孫、アテルの子孫、タルモンの子孫、アックブ

の子孫、ハテタの子孫、ショバイの子孫合わせて

百三十九人。 43宮に仕えるしもべたちは、ヂハの

子孫、ハスパの子孫、タバオテの子孫、 44ケロス

の子孫、シアハの子孫、パドンの子孫、 45レバナ

の子孫、ハガバの子孫、アックブの子孫、 46ハガ

ブの子孫、シャルマイの子孫、ハナンの子孫、 47

ギデルの子孫、ガハルの子孫、レアヤの子孫、 48

レヂンの子孫、ネコダの子孫、ガザムの子孫、 49

ウザの子孫、パセアの子孫、ベサイの子孫、 50ア

スナの子孫、メウニムの子孫、ネフシムの子孫、

51バクブクの子孫、ハクパの子孫、ハルホルの子

孫、 52バヅリテの子孫、メヒダの子孫、ハルシャ

の子孫、 53バルコスの子孫、シセラの子孫、テマ

の子孫、 54ネヂアの子孫、ハテパの子孫である。

55ソロモンのしもべたちの子孫は、ソタイの子孫

、ハッソペレテの子孫、ペリダの子孫、 56ヤアラ

の子孫、ダルコンの子孫、ギデルの子孫、 57シパ

テヤの子孫、ハッテルの子孫、ポケレテ・ハッゼ

バイムの子孫、アミの子孫。 58宮に仕えるしもべ

たちとソロモンのしもべたちの子孫とは合わせて

三百九十二人。 59次にあげる人々はテル・メラ、

テル・ハレサ、ケルブ、アダンおよびインメルか

ら上って来た者であったが、彼らはその氏族とそ

の血統とを示して、そのイスラエルの者であるこ

とを明らかにすることができなかった。 60すなわ

ちデラヤの子孫、トビヤの子孫、ネコダの子孫で

合わせて六百五十二人。 61祭司の子孫のうちには

ハバヤの子孫、ハッコヅの子孫、バルジライの子

孫があった。バルジライはギレアデびとバルジラ

イの娘たちのうちから妻をめとったので、その名

で呼ばれることになった。 62これらの者は系譜に

載った者たちのうちに自分の名を尋ねたが見いだ

されなかったので、汚れた者として、祭司の職か

ら除かれた。 63総督は彼らに告げて、ウリムとト

ンミムを身につける祭司の興るまでは、いと聖な

る物を食べてはならないと言った。 64会衆は合わ

せて四万二千三百六十人であった。 65このほかに
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、しもべおよびはしため合わせて七千三百三十七

人、また歌うたう男女二百人あった。 66その馬は

七百三十六頭、その騾馬は二百四十五頭、 67その

らくだは四百三十五頭、そのろばは六千七百二十

頭あった。 68氏族の長数人はエルサレムにある主

の宮の所にきた時、神の宮をもとの所に建てるた

めに真心よりの供え物をささげた。 69すなわち、

その力に従って工事のために倉に納めたものは、

金六万一千ダリク、銀五千ミナ、祭司の衣服百か

さねであった。 70祭司、レビびと、および民のあ

る者はエルサレムおよびその近郊に住み、歌うた

う者、門衛および宮に仕えるしもべたちはその町

々に住み、一般のイスラエルびとは自分たちの町

々に住んだ。

3こうしてイスラエルの人々はその町々に住んで
いたが、七月になって、民はひとりのようにエ

ルサレムに集まった。 2そこでヨザダクの子エシ

ュアとその仲間の祭司たち、およびシャルテルの

子ゼルバベルとその兄弟たちは立って、イスラエ

ルの神の祭壇を築いた。これは神の人モーセの律

法にしるされたところに従って、その上に燔祭を

ささげるためであった。 3彼らは国々の民を恐れ

ていたので、祭壇をもとの所に設けた。そしてそ

の上で燔祭を主にささげ、朝夕それをささげた。 4

また、しるされたところに従って仮庵の祭を行い

、おきてに従って、毎日ささぐべき数のとおりに

、日々の燔祭をささげた。 5そしてその後は常燔

祭、新月と主のすべて定められた祭とにささげる

供え物および各自が主にささげる真心よりの供え

物をささげた。 6すなわち七月一日から燔祭を主

にささげることを始めたが、主の宮の基礎はまだ

すえられてなかった。 7そこで石工と木工に金を

渡し、またシドンとツロの人々に食い物、飲み物

および油を与えて、ペルシャ王クロスから得た許

可に従って、レバノンからヨッパの海に香柏を運

ばせた。 8さてエルサレムの神の宮に帰った次の

年の二月に、シャルテルの子ゼルバベルとヨザダ

クの子エシュアはその兄弟である他の祭司、レビ

びとおよび捕囚からエルサレムに帰って来たすべ

ての人々と共に工事を始め、二十歳以上のレビび

とを立てて、主の宮の工事を監督させた。 9そこ

でユダの子孫であるエシュアとその子らおよびそ

の兄弟、カデミエルとその子らは共に立って、神

の宮で工事をなす者を監督した。ヘナダデの子ら

およびレビびとの子らと、その兄弟たちもまた一

緒であった。 10こうして建築者が主の宮の基礎を

すえた時、祭司たちは礼服をつけてラッパをとり

、アサフの子らであるレビびとはシンバルをとり

、イスラエルの王ダビデの指令に従って主をさん

びした。 11彼らは互に歌いあって主をほめ、かつ

感謝し、「主はめぐみ深く、そのいつくしみはと

こしえにイスラエルに絶えることがない」と言っ

た。そして民はみな主をさんびするとき、大声を

あげて叫んだ。主の宮の基礎がすえられたからで

ある。 12しかし祭司、レビびと、氏族の長である

多くの人々のうちに、もとの宮を見た老人たちが

あったが、今この宮の基礎のすえられるのを見た

時、大声をあげて泣いた。また喜びのために声を

あげて叫ぶ者も多かった。 13それで、人々は民の

喜び叫ぶ声と、民の泣く声とを聞きわけることが

できなかった。民が大声に叫んだので、その声が

遠くまで聞えたからである。

4ユダとベニヤミンの敵である者たちは捕囚から
帰ってきた人々が、イスラエルの神、主のため

に神殿を建てていることを聞き、 2ゼルバベルと

氏族の長たちのもとに来て言った、「われわれも

、あなたがたと一緒にこれを建てさせてください

。われわれはあなたがたと同じく、あなたがたの

神を礼拝します。アッスリヤの王エサル・ハドン

がわれわれをここにつれて来た日からこのかた、

われわれは彼に犠牲をささげてきました」。 3し

かしゼルバベル、エシュアおよびその他のイスラ

エルの氏族の長たちは、彼らに言った、「あなた

がたは、われわれの神に宮を建てることにあずか

ってはなりません。ペルシャの王クロス王がわれ

われに命じたように、われわれだけで、イスラエ

ルの神、主のために建てるのです」。 4そこでそ

の地の民はユダの民の手を弱らせて、その建築を

妨げ、 5その企てを破るために役人を買収して彼

らに敵せしめ、ペルシャ王クロスの代からペルシ

ャ王ダリヨスの治世にまで及んだ。 6アハスエロ

スの治世、すなわちその治世の初めに、彼らはユ

ダとエルサレムの住民を訴える告訴状を書いた。 7

またアルタシャスタの世にビシラム、ミテレダテ

、タビエルおよびその他の同僚も、ペルシャ王ア

ルタシャスタに手紙を書いた。その手紙の文はア

ラム語で書かれて訳されていた。 8長官レホムと

書記官シムシャイはアルタシャスタ王にエルサレ

ムを訴えて次のような手紙をしたためた。 9すな

わち長官レホムと書記官シムシャイおよびその他

の同僚、すなわち裁判官、知事、役人、ペルシャ

人、エレクの人々、バビロン人、スサの人々すな

わちエラムびと、 10およびその他の民すなわち大

いなる尊いオスナパルが、移してサマリヤの町々

および川向こうのその他の地に住ませた者どもが

、 11送った手紙の写しはこれである。「アルタシ

ャスタ王へ、川向こうのあなたのしもべども、あ

いさつを申し上げます。 12王よ、ご承知ください

。あなたのもとから、わたしたちの所に上って来

たユダヤ人らはエルサレムに来て、かのそむいた

悪い町を建て直し、その城壁を築きあげ、その基

礎をつくろっています。 13王よ、いまご承知くだ

さい。もしこの町を建て、城壁を築きあげるなら

ば、彼らはみつぎ、関税、税金を納めなくなりま

す。そうすれば王の収入が減るでしょう。 14われ

われは王宮の塩をはむ者ですから、王の不名誉を

見るに忍びないので、人をつかわして王にお聞か

せするのです。 15歴代の記録をお調べください。

その記録の書において、この町はそむいた町で、

諸王と諸州に害を及ぼしたものであることを見、

その中に古来、むほんの行われたことを知られる

でしょう。この町が滅ぼされたのはこれがためな
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のです。 16われわれは王にお知らせいたします。

もしこの町が建てられ、城壁が築きあげられたな

ら、王は川向こうの領地を失うに至るでしょう」

。 17王は返書を送って言った、「長官レホム、書

記官シムシャイ、その他サマリヤおよび川向こう

のほかの所に住んでいる同僚に、あいさつをする

。いま、 18あなたがたがわれわれに送った手紙を

、わたしの前に明らかに読ませた。 19わたしは命

令を下して調査させたところ、この町は古来、諸

王にそむいた事、その中に反乱、むほんのあった

ことを見いだした。 20またエルサレムには大いな

る王たちがあって、川向こうの地をことごとく治

め、みつぎ、関税、税金を納めさせたこともあっ

た。 21それであなたがたは命令を伝えて、その人

々をとどめ、わたしの命令の下るまで、この町を

建てさせてはならない。 22あなたがたは慎んでこ

のことについて怠ることのないようにしなさい。

どうして損害を増して、王に害を及ぼしてよかろ

うか」。 23アルタシャスタ王の手紙の写しがレホ

ムおよび書記官シムシャイとその同僚の前に読み

上げられたので、彼らは急いでエルサレムのユダ

ヤ人のもとにおもむき、腕力と権力とをもって彼

らをやめさせた。 24それでエルサレムにある神の

宮の工事は中止された。すなわちペルシャ王ダリ

ヨスの治世の二年まで中止された。

5さて預言者ハガイおよびイドの子ゼカリヤのふ
たりの預言者は、ユダとエルサレムにいるユダ

ヤ人に向かって、彼らの上にいますイスラエルの

神の名によって預言した。 2そこでシャルテルの

子ゼルバベルおよびヨザダクの子エシュアは立ち

あがって、エルサレムにある神の宮を建て始めた

。神の預言者たちも、彼らと共にいて彼らを助け

た。 3その時、川向こうの州の知事タテナイおよ

びセタル・ボズナイとその同僚は彼らの所に来て

こう言った、「だれがあなたがたにこの宮を建て

、この城壁を築きあげることを命じたのか」。 4

また「この建物を建てている人々の名はなんとい

うのか」と尋ねた。 5しかしユダヤ人の長老たち

の上には、神の目が注がれていたので、彼らはこ

れをやめさせることができず、その事をダリヨス

に奏して、その返答の来るのを待った。 6川向こ

うの州の知事タテナイおよびセタル・ボズナイと

その同僚である川向こうの州の知事たちが、ダリ

ヨス王に送った手紙の写しは次のとおりである。 7

すなわち、彼らが王に送った手紙には、次のよう

にしるされてあった。「願わくはダリヨス王に全

き平安があるように。 8王に次のことをお知らせ

いたします。すなわち、われわれがユダヤ州へ行

き、かの大いなる神の宮へ行って見たところ、そ

れは大きな石をもって建てられ、材木を組んで壁

をつくり、その工事は勤勉に行われ、彼らの手に

よって大いにはかどっています。 9そこでわれわ

れはその長老たちに尋ねてこう言いました、『だ

れがあなたがたにこの宮を建て、この城壁を築き

あげることを命じたのか』と。 10われわれはまた

彼らのかしらたる人々の名を書きしるして、あな

たにお知らせするために、その名を尋ねました。

11すると、彼らはわれわれに答えてこう言いまし

た、『われわれは天地の神のしもべであって、年

久しい昔に建てられた宮を、再び建てるのです。

これはもと、イスラエルの大いなる王の建てあげ

たものですが、 12われわれの先祖たちが、天の神

の怒りを引き起したため、神は彼らを、カルデヤ

びとバビロンの王ネブカデネザルの手に渡された

ので、彼はこの宮をこわし、民をバビロンに捕え

て行きました。 13ところがバビロンの王クロスの

元年に、クロス王は神のこの宮を再び建てること

の命令を下されました。 14またクロス王は先にネ

ブカデネザルが、エルサレムの宮からバビロンの

神殿に移した神の宮の金銀の器を、バビロンの神

殿から取り出して、彼が総督に任じたセシバザル

という名の者に渡して、 15彼に言われました、「

これらの器を携えて行って、エルサレムにある宮

に納め、神の宮をもとの所に建てよ」と。 16そこ

でこのセシバザルは来てエルサレムにある神の宮

の基礎をすえました。その時から今に至るまで、

建築を続けていますが、まだ完成しないのです』

と。 17それで今、もし王がよしと見られるならば

、バビロンにある王の宝庫を調べて、エルサレム

の神のこの宮を建てることの命令が、はたしてク

ロス王から出ているかどうかを確かめ、この事に

ついての王のお考えをわれわれに伝えてください

」。

6そこでダリヨス王は命を下して、バビロンのう
ちで、古文書をおさめてある書庫を調べさせた

ところ、 2メデヤ州の都エクバタナで、一つの巻

物を見いだした。そのうちにこうしるされてある

。「記録。 3クロス王の元年にクロス王は命を下

した、『エルサレムにある神の宮については、犠

牲をささげ、燔祭を供える所の宮を建て、その宮

の高さを六十キュビトにし、その幅を六十キュビ

トにせよ。 4大いなる石の層を三段にし、木の層

を一段にせよ。その費用は王の家から与えられる

。 5またネブカデネザルが、エルサレムの宮から

バビロンに移した神の宮の金銀の器物は、これを

かえして、エルサレムにある宮のもとの所に持っ

て行き、これを神の宮に納めよ』」。 6「それで

川向こうの州の知事タテナイおよびセタル・ボズ

ナイとその同僚である川向こうの州の知事たちよ

、あなたがたはこれに遠ざかり、 7神のこの宮の

工事を彼らに任せ、ユダヤ人の知事とユダヤ人の

長老たちに、神のこの宮をもとの所に建てさせよ

。 8わたしはまた命を下し、神のこの宮を建てる

ことについて、あなたがたがこれらのユダヤ人の

長老たちになすべき事を示す。王の財産、すなわ

ち川向こうの州から納めるみつぎの中から、その

費用をじゅうぶんそれらの人々に与えて、その工

事を滞らないようにせよ。 9またその必要とする

もの、すなわち天の神にささげる燔祭の子牛、雄

羊および小羊ならびに麦、塩、酒、油などエルサ

レムにいる祭司たちの求めにしたがって、日々怠

りなく彼らに与え、 10彼らにこうばしい犠牲を天
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の神にささげさせ、王と王子たちの長寿を祈らせ

よ。 11わたしはまた命を下す。だれでもこの命ず

る所を改める者があるならば、その家の梁は抜き

取られ、彼はその上にくぎづけにされ、その家は

また、これがために汚物の山とされるであろう。

12これを改めようとする者、あるいはエルサレム

にある神のこの宮を滅ぼそうとして手を出す王あ

るいは民は、かしこにその名をとどめられる神よ

、願わくはこれを倒されるように。われダリヨス

は命を下す。心してこれを行え」。 13ダリヨス王

がこう言い送ったので、川向こうの州の知事タテ

ナイおよびセタル・ボズナイとその同僚たちは心

してこれを行った。 14そしてユダヤ人の長老たち

は、預言者ハガイおよびイドの子ゼカリヤの預言

によって建て、これをなし遂げた。彼らはイスラ

エルの神の命令により、またクロス、ダリヨスお

よびペルシャ王アルタシャスタの命によって、こ

れを建て終った。 15この宮はダリヨス王の治世の

六年アダルの月の三日に完成した。 16そこでイス

ラエルの人々、祭司たち、レビびとおよびその他

の捕囚から帰った人々は、喜んで神のこの宮の奉

献式を行った。 17すなわち神のこの宮の奉献式に

おいて、雄牛一百頭、雄羊二百頭、小羊四百頭を

ささげ、またイスラエルの部族の数にしたがって

、雄やぎ十二頭をささげて、すべてのイスラエル

びとのための罪祭とした。 18またモーセの書にし

るされてあるように祭司を組別により、レビびと

を班別によって立て、エルサレムで神に仕えさせ

た。 19こうして捕囚から帰って来た人々は、正月

の十四日に過越の祭を行った。 20すなわち祭司、

レビびとたちは共に身を清めて皆清くなり、すべ

て捕囚から帰って来た人々のため、その兄弟であ

る祭司たちのため、また彼ら自身のために過越の

小羊をほふった。 21そして捕囚から帰って来たイ

スラエルの人々、およびその地の異邦人の汚れを

捨てて彼らに連なり、イスラエルの神、主を拝し

ようとする者はすべてこれを食べ、 22喜んで七日

の間、種入れぬパンの祭を行った。これは主が彼

らを喜ばせ、またアッスリヤの王の心を彼らに向

かわせ、彼にイスラエルの神にいます神の宮の工

事を助けさせられたからである。

7これらの事の後ペルシャ王アルタシャスタの治
世にエズラという者があった。エズラはセラヤ

の子、セラヤはアザリヤの子、アザリヤはヒルキ

ヤの子、 2ヒルキヤはシャルムの子、シャルムは

ザドクの子、ザドクはアヒトブの子、 3アヒトブ

はアマリヤの子、アマリヤはアザリヤの子、アザ

リヤはメラヨテの子、 4メラヨテはゼラヒヤの子

、ゼラヒヤはウジの子、ウジはブッキの子、 5ブ

ッキはアビシュアの子、アビシュアはピネハスの

子、ピネハスはエレアザルの子、エレアザルは祭

司長アロンの子である。 6このエズラはバビロン

から上って来た。彼はイスラエルの神、主がお授

けになったモーセの律法に精通した学者であった

。その神、主の手が彼の上にあったので、その求

めることを王はことごとく許した。 7アルタシャ

スタ王の七年にまたイスラエルの人々および祭司

、レビびと、歌うたう者、門衛、宮に仕えるしも

べなどエルサレムに上った。 8そして王の七年の

五月にエズラはエルサレムに来た。 9すなわち正

月の一日にバビロンを出立して、五月一日にエル

サレムに着いた。その神の恵みの手が彼の上にあ

ったからである。 10エズラは心をこめて主の律法

を調べ、これを行い、かつイスラエルのうちに定

めとおきてとを教えた。 11主の戒めの言葉、およ

びイスラエルに賜わった定めに通じた学者で、祭

司であるエズラにアルタシャスタ王の与えた手紙

の写しは、次のとおりである。 12「諸王の王アル

タシャスタ、天の神の律法の学者である祭司エズ

ラに送る。今、 13わたしは命を下す。わが国のう

ちにいるイスラエルの民およびその祭司、レビび

とのうち、すべてエルサレムへ行こうと望む者は

皆、あなたと共に行くことができる。 14あなたは

、自分の手にあるあなたの神の律法に照して、ユ

ダとエルサレムの事情を調べるために、王および

七人の議官によってつかわされるのである。 15か

つあなたは王およびその議官らが、エルサレムに

いますイスラエルの神に真心からささげる銀と金

を携え、 16またバビロン全州であなたが獲るすべ

ての金銀、および民と祭司とが、エルサレムにあ

るその神の宮のために、真心からささげた供え物

を携えて行く。 17それであなたはその金をもって

雄牛、雄羊、小羊およびその素祭と灌祭の品々を

気をつけて買い、エルサレムにあるあなたがたの

神の宮の祭壇の上に、これをささげなければなら

ない。 18また、あなたとあなたの兄弟たちが、そ

の余った金銀でしようと思うよい事があるならば

、あなたがたの神のみ旨に従ってそれを行え。 19

またあなたの神の宮の勤め事のためにあなたが与

えられた器は、エルサレムの神の前に納めよ。 20

そのほかあなたの神の宮のために用うべき必要な

ものがあれば、それを王の倉から出して用いよ。

21われ、アルタシャスタ王は川向こうの州のすべ

ての倉づかさに命を下して言う、『天の神の律法

の学者である祭司エズラがあなたがたに求める事

は、すべてこれを心して行え。 22すなわち銀は百

タラントまで、小麦は百コルまで、ぶどう酒は百

バテまで、油は百バテまで、塩は制限なく与えよ

。 23天の神の宮のために、天の神の命じるところ

は、すべて正しくこれを行え。そうしないと神の

怒りが、王と王の子らの国に臨むであろう』。 24

われわれは、またあなたがたに告げる、『祭司、

レビびと、歌うたう者、門衛、宮に仕えるしもべ

、および神のこの宮の仕えびとたちには、みつぎ

、租税、税金を課してはならぬ』。 25エズラよ、

あなたはあなたの手にある神の知恵によって、つ

かさおよび裁判人を立て、川向こうの州のすべて

の民、すなわちあなたの神の律法を知っている者

たちを、ことごとくさばかせよ。あなたがたはま

たこれを知らない者を教えよ。 26あなたの神の律

法および王の律法を守らない者を、きびしくその

罪に定めて、あるいは死刑に、あるいは追放に、

あるいは財産没収に、あるいは投獄に処せよ」。
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27われわれの先祖の神、主はほむべきかな。主は

このように、王の心に、エルサレムにある主の宮

を飾る心を起させ、 28また王の前と、その議官の

前と王の大臣の前で、わたしに恵みを得させられ

た。わたしはわが神、主の手がわたしの上にある

ので力を得、イスラエルのうちから首領たる人々

を集めて、わたしと共に上らせた。

8アルタシャスタ王の治世に、バビロンからわた
しと一緒に上って来た者の氏族の長、およびそ

の系譜は次のとおりである。 2ピネハスの子孫の

うちではゲルショム。イタマルの子孫のうちでは

ダニエル。ダビデの子孫のうちではシカニヤの子

ハットシ。 3パロシの子孫のうちではゼカリヤお

よび彼と共に系譜に載せられた男百五十人。 4パ

ハテ・モアブの子孫のうちではゼラヒヤの子エリ

ヨエナイおよび彼と共にある男二百人。 5ザッツ

の子孫のうちではヤハジエルの子シカニヤおよび

彼と共にある男三百人。 6アデンの子孫のうちで

はヨナタンの子エベデおよび彼と共にある男五十

人。 7エラムの子孫のうちではアタリヤの子エサ

ヤおよび彼と共にある男七十人。 8シパテヤの子

孫のうちではミカエルの子ゼバデヤおよび彼と共

にある男八十人。 9ヨアブの子孫のうちではエヒ

エルの子オバデヤおよび彼と共にある男二百十八

人。 10バニの子孫のうちではヨシピアの子シロミ

テおよび彼と共にある男百六十人。 11ベバイの子

孫のうちではベバイの子ゼカリヤおよび彼と共に

ある男二十八人。 12アズガデの子孫のうちではハ

ッカタンの子ヨハナンおよび彼と共にある男百十

人。 13アドニカムの子孫のうちでは後に来た者ど

もで、その名はエリペレテ、ユエル、シマヤおよ

び彼らと共にある男六十人。 14ビグワイの子孫の

うちではウタイとザックルおよび彼らと共にある

男七十人である。 15わたしは彼らをアハワに流れ

る川のほとりに集めて、そこに三日のあいだ露営

した。わたしは民と祭司とを調べたが、そこには

レビの子孫はひとりもいなかったので、 16人をつ

かわしてエリエゼル、アリエル、シマヤ、エルナ

タン、ヤリブ、エルナタン、ナタン、ゼカリヤ、

メシュラムという首長たる人々を招き、またヨヤ

リブ、およびエルナタンのような見識のある人々

を招いた。 17そしてわたしはカシピアという所の

首長イドのもとに彼らをつかわし、カシピアとい

う所にいるイドと、その兄弟である宮に仕えるし

もべたちに告ぐべき言葉を、彼らに授け、われわ

れの神の宮のために、仕え人をわれわれに連れて

来いと言った。 18われわれの神がよくわれわれを

助けられたので、彼らはイスラエルの子、レビの

子、マヘリの子孫のうちの思慮深い人、すなわち

セレビヤおよびその子らとその兄弟たち十八人を

、われわれに連れて来、 19またハシャビヤおよび

彼と共に、メラリの子孫のエサヤとその兄弟およ

びその子ら二十人、 20および宮に仕えるしもべ、

すなわちダビデとそのつかさたちが、レビびとに

仕えさせるために選んだ宮に仕えるしもべ二百二

十人を連れてきた。これらの者は皆その名を言っ

て記録された。 21そこでわたしは、かしこのアハ

ワ川のほとりで断食を布告し、われわれの神の前

で身をひくくし、われわれと、われわれの幼き者

と、われわれのすべての貨財のために、正しい道

を示されるように神に求めた。 22これは、われわ

れがさきに王に告げて、「われわれの神の手は、

神を求めるすべての者の上にやさしく下り、その

威力と怒りとはすべて神を捨てる者の上に下る」

と言ったので、わたしは道中の敵に対して、われ

われを守るべき歩兵と騎兵とを、王に頼むことを

恥じたからである。 23そこでわれわれは断食して

、このことをわれわれの神に求めたところ、神は

その願いを聞きいれられた。 24わたしはおもだっ

た祭司十二人すなわちセレビヤ、ハシャビヤおよ

びその兄弟十人を選び、 25金銀および器物、すな

わち王と、その議官と、その諸侯およびすべて在

留のイスラエルびとが、われわれの神の宮のため

にささげた奉納物を量って彼らに渡した。 26わた

しが量って彼らの手に渡したものは、銀六百五十

タラント、銀の器百タラント、金百タラントであ

った。 27また金の大杯が二十あって、一千ダリク

に当る。また光り輝く青銅の器二個あって、その

尊いこと金のようである。 28そしてわたしは彼ら

に言った、「あなたがたは主に聖別された者であ

る。この器物も聖である。またこの金銀は、あな

たがたの先祖の神、主にささげた真心よりの供え

物である。 29あなたがたはエルサレムで、主の宮

のへやの中で、祭司長、レビびとおよびイスラエ

ルの氏族のかしらたちの前で、これを量るまで、

見張り、かつ守りなさい」。 30そこで祭司および

レビびとたちは、その金銀および器物を、エルサ

レムにあるわれわれの神の宮に携えて行くため、

その重さのものを受け取った。 31われわれは正月

の十二日に、アハワ川を出立してエルサレムに向

かったが、われわれの神の手は、われわれの上に

あって、敵の手および道に待ち伏せする者の手か

ら、われわれを救われた。 32われわれはエルサレ

ムに着いて、三日そこにいたが、 33四日目にわれ

われの神の宮の内で、その金銀および器物を、ウ

リヤの子祭司メレモテの手に量って渡した。ピネ

ハスの子エレアザルが彼と共にいた。またエシュ

アの子ヨザバデ、およびビンヌイの子ノアデヤの

ふたりのレビびとも、彼らと共にいた。 34すなわ

ちそのすべての数と重さとを調べ、その重さは皆

書きとめられた。 35そのとき捕囚の人々で捕囚か

ら帰って来た者は、イスラエルの神に燔祭をささ

げた。すなわちイスラエル全体のために雄牛十二

頭、雄羊九十六頭、小羊七十七頭をささげ、また

罪祭として雄やぎ十二頭をささげた。これらはみ

な、主にささげた燔祭である。 36彼らはまた王の

命令書を、王の総督たち、および川向こうの州の

知事たちに渡したので、彼らは民と神の宮とを援

助した。

9これらの事がなされた後、つかさたちは、わた
しのもとに来て言った、「イスラエルの民、祭

司およびレビびとは諸国の民と離れないで、カナ
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ンびと、ヘテびと、ペリジびと、エブスびと、ア

ンモンびと、モアブびと、エジプトびと、アモリ

びとなどの憎むべき事を行いました。 2すなわち

、彼らの娘たちをみずからめとり、またそのむす

こたちにめとったので、聖なる種が諸国の民とま

じりました。そしてつかさたる者、長たる者が先

だって、このとがを犯しました」。 3わたしはこ

の事を聞いた時、着物と上着とを裂き、髪の毛と

ひげを抜き、驚きあきれてすわった。 4イスラエ

ルの神の言葉におののく者は皆、捕囚から帰って

来た人々のとがのゆえに、わたしのもとに集まっ

たが、わたしは夕の供え物の時まで、驚きあきれ

てすわった。 5夕の供え物の時になって、わたし

は断食から立ちあがり、着物と上着を裂いたまま

、ひざをかがめて、わが神、主にむかって手をさ

し伸べて、 6言った、「わが神よ、わたしはあな

たにむかって顔を上げるのを恥じて、赤面します

。われわれの不義は積って頭よりも高くなり、わ

れわれのとがは重なって天に達したからです。 7

われわれの先祖の日から今日まで、われわれは大

いなるとがを負い、われわれの不義によって、わ

れわれとわれわれの王たち、および祭司たちは国

々の王たちの手にわたされ、つるぎにかけられ、

捕え行かれ、かすめられ、恥をこうむりました。

今日のとおりです。 8ところがいま、われわれの

神、主は、しばし恵みを施して、のがれ残るべき

者をわれわれのうちにおき、その聖所のうちに確

かなよりどころを与え、こうしてわれわれの神は

われわれの目を明らかにし、われわれをその奴隷

のうちにあって、少しく生き返らせられました。 9

われわれは奴隷の身でありますが、その奴隷たる

時にも神はわれわれを見捨てられず、かえってペ

ルシャ王たちの目の前でいつくしみを施して、わ

れわれを生き返らせ、われわれの神の宮を建てさ

せ、その破壊をつくろわせ、ユダとエルサレムで

われわれに保護を与えられました。 10われわれの

神よ、この後、何を言うことができましょう。わ

れわれは、あなたの戒めを捨てたからです。 11あ

なたはかつて、あなたのしもべである預言者たち

によって命じて仰せられました、『おまえたちが

行って獲ようとする地は、各地の民の汚れにより

、その憎むべきわざによって汚れた地で、この果

から、かの果まで、その汚れに満ちている。 12そ

れでおまえたちの娘を、彼らのむすこに与えては

ならない。彼らの娘を、おまえたちのむすこにめ

とってはならない。また永久に彼らの平安をも福

祉をも求めてはならない。そうすればおまえたち

は強くなり、その地の良き物を食べ、これを永久

におまえたちの子孫に伝えて嗣業とさせることが

できる』と。 13われわれの悪い行いにより、大い

なるとがによって、これらすべてのことが、すで

にわれわれに臨みましたが、われわれの神なるあ

なたは、われわれの不義よりも軽い罰をくだして

、このように残りの者を与えてくださったのを見

ながら、 14われわれは再びあなたの命令を破って

、これらの憎むべきわざを行う民と縁を結んでよ

いでしょうか。あなたはわれわれを怒って、つい

に滅ぼし尽し、残る者も、のがれる者もないよう

にされるのではないでしょうか。 15ああ、イスラ

エルの神、主よ、あなたは正しくいらせられます

。われわれはのがれて残ること今日のとおりです

。われわれは、とがをもってあなたの前にありま

す。それゆえだれもあなたの前に立つことはでき

ません」。

10エズラが神の宮の前に泣き伏して祈り、かつ
ざんげしていた時、男、女および子供の大い

なる群集がイスラエルのうちから彼のもとに集ま

ってきた。民はいたく泣き悲しんだ。 2時にエラ

ムの子孫のうちのエヒエルの子シカニヤが、エズ

ラに告げて言った、「われわれは神にむかって罪

を犯し、この地の民から異邦の女をめとりました

。しかし、このことについてはイスラエルに、今

なお望みがあります。 3それでわれわれはわが主

の教と、われわれの神の命令におののく人々の教

とに従って、これらの妻ならびにその子供たちを

、ことごとく追い出すという契約を、われわれの

神に立てましょう。そして律法に従ってこれを行

いましょう。 4立ちあがってください、この事は

あなたの仕事です。われわれはあなたを助けます

。心を強くしてこれを行いなさい」。 5エズラは

立って、おもだった祭司、レビびとおよびすべて

のイスラエルびとに、この言葉のように行うこと

を誓わせたので、彼らは誓った。 6エズラは神の

宮の前から出て、エリアシブの子ヨハナンのへや

にはいったが、そこへ行っても彼はパンも食べず

、水も飲まずに夜を過ごした。これは彼が、捕囚

から帰った人々のとがを嘆いたからである。 7そ

してユダおよびエルサレムにあまねく布告を出し

、捕囚から帰ったすべての者に告げて、エルサレ

ムに集まるべき事と、 8つかさおよび長老たちの

さとしに従って、三日のうちにこない者はだれで

もその財産はことごとく没収され、その人自身は

捕われ人の会から破門されると言った。 9そこで

ユダとベニヤミンの人々は皆三日のうちにエルサ

レムに集まった。これは九月の二十日であった。

すべての民は神の宮の前の広場に座して、このこ

とのため、また大雨のために震えおののいていた

。 10時に祭司エズラは立って彼らに言った、「あ

なたがたは罪を犯し、異邦の女をめとって、イス

ラエルのとがを増した。 11それで今、あなたがた

の先祖の神、主にざんげして、そのみ旨を行いな

さい。あなたがたはこの地の民および異邦の女と

離れなさい」。 12すると会衆は皆大声をあげて答

えた、「あなたの言われたとおり、われわれは必

ず行います。 13しかし民は多く、また大雨の季節

ですから、外に立っていることはできません。ま

たこれは一日やふつかの仕事ではありません。わ

れわれはこの事について大いに罪を犯したからで

す。 14それでどうぞ、われわれのつかさたちは全

会衆のために立ってください。われわれの町の内

に、もし異邦の女をめとった者があるならば、み

な定めの時にこさせなさい。またおのおのの町の

長老および裁判人も、それと一緒にこさせなさい
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。そうすればこの事によるわれわれの神の激しい

怒りは、ついにわれわれを離れるでしょう」。 15

ところがアサヘルの子ヨナタンおよびテクワの子

ヤハジアはこれに反対した。そしてメシュラムお

よびレビびとシャベタイは彼らを支持した。 16そ

こで捕囚から帰って来た人々はこのように行った

。すなわち祭司エズラは、氏族の長たちをその氏

族にしたがい、おのおのその名をさして選んだ。

彼らは十月の一日から座してこの事を調べ、 17正

月の一日になって、異邦の女をめとった人々をこ

とごとく調べ終った。 18祭司の子孫のうちで異邦

の女をめとった事のあらわれた者は、ヨザダクの

子エシュアの子ら、およびその兄弟たちのうちで

はマアセヤ、エリエゼル、ヤリブ、ゲダリヤであ

った。 19彼らはその妻を離縁しようという誓いを

なし、すでに罪を犯したというので、そのとがの

ために雄羊一頭をささげた。 20インメルの子らの

うちではハナニおよびゼバデヤ。 21ハリムの子ら

のうちではマアセヤ、エリヤ、シマヤ、エヒエル

、ウジヤ。 22パシュルの子らのうちではエリオエ

ナイ、マアセヤ、イシマエル、ネタンエル、ヨザ

バデ、エラサ。 23レビびとのうちではヨザバテ、

シメイ、ケラヤ（すなわちケリタ）、ペタヒヤ、

ユダ、エリエゼル。 24歌うたう者のうちではエリ

アシブ。門衛のうちではシャルム、テレム、ウリ

。 25イスラエルのうち、パロシの子らのうちでは

ラミヤ、エジア、マルキヤ、ミヤミン、エレアザ

ル、ハシャビヤ、ベナヤ。 26エラムの子らのうち

ではマッタニヤ、ゼカリヤ、エヒエル、アブデ、

エレモテ、エリヤ。 27ザットの子らのうちではエ

リオエナイ、エリアシブ、マッタニヤ、エレモテ

、ザバデ、アジザ。 28ベバイの子らのうちではヨ

ハナン、ハナニヤ、ザバイ、アテライ。 29バニの

子らのうちではメシュラム、マルク、アダヤ、ヤ

シュブ、シヤル、エレモテ。 30パハテ・モアブの

子らのうちではアデナ、ケラル、ベナヤ、マアセ

ヤ、マッタニヤ、ベザレル、ビンヌイ、マナセ。

31ハリムの子らのうちではエリエゼル、イシヤ、

マルキヤ、シマヤ、シメオン、 32ベニヤミン、マ

ルク、シマリヤ。 33ハシュムの子らのうちではマ

ッテナイ、マッタタ、ザバデ、エリパレテ、エレ

マイ、マナセ、シメイ。 34バニの子らのうちでは

マアダイ、アムラム、ウエル、 35ベナヤ、ベデヤ

、ケルヒ、 36ワニア、メレモテ、エリアシブ、 37

マッタニヤ、マッテナイ、ヤアス。 38ビンヌイの

子らのうちではシメイ、 39シレミヤ、ナタン、ア

ダヤ、 40マクナデバイ、シャシャイ、シャライ、

41アザリエル、シレミヤ、シマリヤ、 42シャルム

、アマリヤ、ヨセフ。 43ネボの子らではエイエル

、マッタテヤ、ザバデ、ゼビナ、ヤッダイ、ヨエ

ル、ベナヤ。 44これらの者は皆異邦の女をめとっ

た者である。彼らはその女たちをその子供と共に

離縁した。
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ネヘミヤ記

1ハカリヤの子ネヘミヤの言葉。第二十年のキス
レウの月に、わたしが首都スサにいた時、 2わ

たしの兄弟のひとりハナニが数人の者と共にユダ

から来たので、わたしは捕囚を免れて生き残った

ユダヤ人の事およびエルサレムの事を尋ねた。 3

彼らはわたしに言った、「かの州で捕囚を免れて

生き残った者は大いなる悩みと、はずかしめのう

ちにあり、エルサレムの城壁はくずされ、その門

は火で焼かれたままであります」と。 4わたしは

これらの言葉を聞いた時、すわって泣き、数日の

あいだ嘆き悲しみ、断食して天の神の前に祈って

、 5言った、「天の神、主、おのれを愛し、その

戒めを守る者には契約を守り、いつくしみを施さ

れる大いなる恐るべき神よ、 6どうぞ耳を傾け、

目を開いてしもべの祈を聞いてください。わたし

は今、あなたのしもべであるイスラエルの子孫の

ために、昼も夜もみ前に祈り、われわれイスラエ

ルの子孫が、あなたに対して犯した罪をざんげい

たします。まことにわたしも、わたしの父の家も

罪を犯しました。 7われわれはあなたに対して大

いに悪い事を行い、あなたのしもべモーセに命じ

られた戒めをも、定めをも、おきてをも守りませ

んでした。 8どうぞ、あなたのしもべモーセに命

じられた言葉を、思い起してください。すなわち

あなたは言われました、『もしあなたがたが罪を

犯すならば、わたしはあなたがたを、もろもろの

民の間に散らす。 9しかし、あなたがたがわたし

に立ち返り、わたしの戒めを守って、これを行う

ならば、たといあなたがたのうちの散らされた者

が、天の果にいても、わたしはそこから彼らを集

め、わたしの名を住まわせるために選んだ所に連

れて来る』と。 10彼らは、あなたが大いなる力と

強い手をもって、あがなわれたあなたのしもべ、

あなたの民です。 11主よ、どうぞしもべの祈と、

あなたの名を恐れることを喜ぶあなたのしもべら

の祈に耳を傾けてください。どうぞ、きょう、し

もべを恵み、この人の目の前であわれみを得させ

てください」。この時、わたしは王の給仕役であ

った。

2アルタシャスタ王の第二十年、ニサンの月に、
王の前に酒が出た時、わたしは酒をついで王に

ささげた。これまでわたしは王の前で悲しげな顔

をしていたことはなかった。 2王はわたしに言わ

れた、「あなたは病気でもないのにどうして悲し

げな顔をしているのか。何か心に悲しみをもって

いるにちがいない」。そこでわたしは大いに恐れ

て、 3王に申しあげた、「どうぞ王よ、長生きさ

れますように。わたしの先祖の墳墓の地であるあ

の町は荒廃し、その門が火で焼かれたままである

のに、どうしてわたしは悲しげな顔をしないでい

られましょうか」。 4王はわたしにむかって、「

それでは、あなたは何を願うのか」と言われたの

で、わたしは天の神に祈って、 5王に申しあげた

、「もし王がよしとされ、しもべがあなたの前に

恵みを得ますならば、どうかわたしを、ユダにあ

るわたしの先祖の墳墓の町につかわして、それを

再建させてください」。 6時に王妃もかたわらに

座していたが、王はわたしに言われた、「あなた

の旅の期間はどれほどですか。いつごろ帰ってき

ますか」。こうして王がわたしをつかわすことを

よしとされたので、わたしは期間を定めて王に申

しあげた。 7わたしはまた王に申しあげた、「も

し王がよしとされるならば、川向こうの州の知事

たちに与える手紙をわたしに賜わり、わたしがユ

ダに行きつくまで、彼らがわたしを通過させるよ

うにしてください。 8また王の山林を管理するア

サフに与える手紙をも賜わり、神殿に属する城の

門を建てるため、また町の石がき、およびわたし

の住むべき家を建てるために用いる材木をわたし

に与えるようにしてください」。わたしの神がよ

くわたしを助けられたので、王はわたしの願いを

許された。 9そこでわたしは川向こうの州の知事

たちの所へ行って、王の手紙を渡した。なお王は

軍の長および騎兵をわたしと共につかわした。 10

ところがホロニびとサンバラテおよびアンモンび

と奴隷トビヤはこれを聞き、イスラエルの子孫の

福祉を求める人が来たというので、大いに感情を

害した。 11わたしはエルサレムに着いて、そこに

三日滞在した後、 12夜中に起き出た。数人の者が

わたしに伴ったが、わたしは、神がエルサレムの

ためになそうとして、わたしの心に入れられたこ

とを、だれにも告げ知らせず、またわたしが乗っ

た獣のほかには、獣をつれて行かなかった。 13わ

たしは夜中に出て谷の門を通り、龍の井戸および

糞の門に行って、エルサレムのくずれた城壁や、

火に焼かれた門を調査し、 14また泉の門および王

の池に行ったが、わたしの乗っている獣の通るべ

き所もなかった。 15わたしはまたその夜のうちに

谷に沿って上り、城壁を調査したうえ、身をめぐ

らして、谷の門を通って帰った。 16つかさたちは

、わたしがどこへ行ったか、何をしたかを知らな

かった。わたしはまたユダヤ人にも、祭司たちに

も、尊い人たちにも、つかさたちにも、その他工

事をする人々にもまだ知らせなかった。 17しかし

わたしはついに彼らに言った、「あなたがたの見

るとおり、われわれは難局にある。エルサレムは

荒廃し、その門は火に焼かれた。さあ、われわれ

は再び世のはずかしめをうけることのないように

、エルサレムの城壁を築こう」。 18そして、わた

しの神がよくわたしを助けられたことを彼らに告

げ、また王がわたしに語られた言葉をも告げたの

で、彼らは「さあ、立ち上がって築こう」と言い

、奮い立って、この良きわざに着手しようとした

。 19ところがホロニびとサンバラテ、アンモンび

と奴隷トビヤおよびアラビヤびとガシムがこれを

聞いて、われわれをあざけり、われわれを侮って

言った、「あなたがたは何をするのか、王に反逆

しようとするのか」。 20わたしは彼らに答えて言

った、「天の神がわれわれを恵まれるので、その

しもべであるわれわれは奮い立って築くのである
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。しかしあなたがたはエルサレムに何の分もなく

、権利もなく、記念もない」。

3かくて大祭司エリアシブは、その兄弟である祭
司たちと共に立って羊の門を建て、これを聖別

してそのとびらを設け、さらにこれを聖別して、

ハンメアの望楼に及ぼし、またハナネルの望楼に

まで及ぼした。 2彼の次にはエリコの人々が建て

、その次にはイムリの子ザックルが建てた。 3魚

の門はハッセナアの子らが建て、その梁を置き、

そのとびらと横木と貫の木とを設けた。 4その次

にハッコヅの子ウリヤの子メレモテが修理し、そ

の次にメシザベルの子ベレキヤの子メシュラムが

修理し、その次にバアナの子ザドクが修理した。 5

その次にテコアびとらが修理したが、その貴人た

ちはその主の工事に服さなかった。 6古い門はパ

セアの子ヨイアダおよびベソデヤの子メシュラム

がこれを修理し、その梁を置き、そのとびらと横

木と貫の木とを設けた。 7その次にギベオンびと

メラテヤ、メロノテびとヤドン、および川向こう

の州の知事の行政下にあるギベオンとミヅパの人

々が修理した。 8その次にハルハヤの子ウジエル

などの金細工人が修理し、その次に製香者のひと

りハナニヤが修理した。こうして彼らはエルサレ

ムを城壁の広い所まで復旧した。 9その次にエル

サレムの半区域の知事ホルの子レパヤが修理し、

10その次にハルマフの子エダヤが自分の家と向か

い合っている所を修理し、その次にはハシャブニ

ヤの子ハットシが修理した。 11ハリムの子マルキ

ヤおよびバハテ・モアブの子ハシュブも他の部分

および炉の望楼を修理した。 12その次にエルサレ

ムの他の半区域の知事ハロヘシの子シャルムがそ

の娘たちと共に修理した。 13谷の門はハヌンがザ

ノアの民と共にこれを修理し、これを建て直して

、そのとびらと横木と貫の木とを設け、また糞の

門まで城壁一千キュビトを修理した。 14糞の門は

ベテ・ハケレムの区域の知事レカブの子マルキヤ

がこれを修理し、これを建て直して、そのとびら

と横木と貫の木とを設けた。 15泉の門はミヅパの

区域の知事コロホゼの子シャルンがこれを修理し

、これを建て直して、おおいを施し、そのとびら

と横木と貫の木とを設けた。彼はまた王の園のほ

とりのシラの池に沿った石がきを修理して、ダビ

デの町から下る階段にまで及んだ。 16その後にベ

テズルの半区域の知事アズブクの子ネヘミヤが修

理して、ダビデの墓と向かい合った所に及び、掘

池と勇士の宅にまで及んだ。 17その後にバニの子

レホムなどのレビびとが修理し、その次にケイラ

の半区域の知事ハシャビヤがその区域のために修

理した。 18その後にケイラの半区域の知事ヘナダ

デの子バワイなどその兄弟たちが修理し、 19その

次にエシュアの子でミヅパの知事であるエゼルが

、城壁の曲りかどにある武器倉に上る所と向かい

合った他の部分を修理し、 20その後にザバイの子

バルクが、力をつくして城壁の曲りかどから大祭

司エリアシブの家の門までの他の部分を修理し、

21その後にハッコヅの子ウリヤの子メレモテが、

エリアシブの家の門からエリアシブの家の端まで

の他の部分を修理し、 22彼の後に低地の人々であ

る祭司たちが修理し、 23その後にベニヤミンおよ

びハシュブが、自分たちの家と向かい合っている

所を修理し、その後にアナニヤの子マアセヤの子

アザリヤが、自分の家の附近を修理し、 24その後

にヘナダデの子ビンヌイが、アザリヤの家から城

壁の曲りかど、およびすみまでの他の部分を修理

した。 25ウザイの子パラルは、城壁の曲りかどと

向かい合っている所、および監視の庭に近い王の

上の家から突き出ている望楼と向かい合っている

所を修理した。その後にパロシの子ペダヤ、 26お

よびオペルに住んでいる宮に仕えるしもべたちが

、東の方の水の門と向かい合っている所、および

突き出ている望楼と向かい合っている所まで修理

した。 27その後にテコアびとが、突き出ている大

望楼と向かい合っている他の部分を修理し、オペ

ルの城壁にまで及んだ。 28馬の門から上の方は祭

司たちが、おのおの自分の家と向かい合っている

所を修理した。 29その後にインメルの子ザドクが

、自分の家と向かい合っている所を修理し、その

後にシカニヤの子シマヤという東の門を守る者が

修理し、 30その後にシレミヤの子ハナニヤおよび

ザラフの第六の子ハヌンが他の部分を修理し、そ

の後にベレキヤの子メシュラムが、自分のへやと

向かい合っている所を修理した。 31その後に金細

工人のひとりマルキヤという者が、召集の門と向

かい合っている所を修理して、すみの二階のへや

に至り、宮に仕えるしもべたちおよび商人の家に

まで及んだ。 32またすみの二階のへやと羊の門の

間は金細工人と商人たちがこれを修理した。

4サンバラテはわれわれが城壁を築くのを聞いて
怒り、大いに憤ってユダヤ人をあざけった。 2

彼はその兄弟たちおよびサマリヤの兵隊の前で語

って言った、「この弱々しいユダヤ人は何をして

いるのか。自分で再興しようとするのか。犠牲を

ささげようとするのか。一日で事を終えようとす

るのか。塵塚の中の石はすでに焼けているのに、

これを取りだして生かそうとするのか」。 3また

アンモンびとトビヤは、彼のかたわらにいて言っ

た、「そうだ、彼らの築いている城壁は、きつね

一匹が上ってもくずれるであろう」と。 4「われ

われの神よ、聞いてください。われわれは侮られ

ています。彼らのはずかしめを彼らのこうべに返

し、彼らを捕囚の地でぶんどり物にしてください

。 5彼らのとがをおおわず、彼らの罪をみ前から

消し去らないでください。彼らは築き建てる者の

前であなたを怒らせたからです」。 6こうしてわ

れわれは城壁を築いたが、石がきはみな相連なっ

て、その高さの半ばにまで達した。民が心をこめ

て働いたからである。 7ところがサンバラテ、ト

ビヤ、アラビヤびと、アンモンびと、アシドドび

とらは、エルサレムの城壁の修理が進展し、その

破れ目もふさがり始めたと聞いて大いに怒り、 8

皆共に相はかり、エルサレムを攻めて、その中に

混乱を起そうとした。 9そこでわれわれは神に祈
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り、また日夜見張りを置いて彼らに備えた。 10そ

の時、ユダびとは言った、「荷を負う者の力は衰

え、そのうえ、灰土がおびただしいので、われわ

れは城壁を築くことができない」。 11またわれわ

れの敵は言った、「彼らの知らないうちに、また

見ないうちに、彼らの中にはいりこんで彼らを殺

し、その工事をやめさせよう」。 12また彼らの近

くに住んでいるユダヤ人たちはきて、十度もわれ

われに言った、「彼らはその住んでいるすべての

所からわれわれに攻め上るでしょう」と。 13そこ

でわたしは民につるぎ、やりおよび弓を持たせ、

城壁の後の低い所、すなわち空地にその家族にし

たがって立たせた。 14わたしは見めぐり、立って

尊い人々、つかさたち、およびその他の民らに言

った、「あなたがたは彼らを恐れてはならない。

大いなる恐るべき主を覚え、あなたがたの兄弟、

むすこ、娘、妻および家のために戦いなさい」。

15われわれの敵は自分たちの事が、われわれに悟

られたことを聞き、また神が彼らの計りごとを破

られたことを聞いたので、われわれはみな城壁に

帰り、おのおのその工事を続けた。 16その日から

後は、わたしのしもべの半数は工事に働き、半数

はやり、盾、弓、よろいをもって武装した。そし

てつかさたちは城壁を築いているユダの全家の後

に立った。 17荷を負い運ぶ者はおのおの片手で工

事をなし、片手に武器を執った。 18築き建てる者

はおのおのその腰につるぎを帯びて築き建て、ラ

ッパを吹く者はわたしのかたわらにいた。 19わた

しは尊い人々、つかさたち、およびその他の民に

言った、「工事は大きくかつ広がっているので、

われわれは城壁の上で互に遠く離れている。 20ど

こででもラッパの音を聞いたなら、そこにいるわ

れわれの所に集まってほしい。われわれの神はわ

れわれのために戦われます」。 21このようにして

、われわれは工事を進めたが、半数の者は夜明け

から星の出る時まで、やりを執っていた。 22その

時わたしはまた民に告げて、「おのおのそのしも

べと共にエルサレムの内に宿り、夜はわれわれの

護衛者となり、昼は工事をするように」と言った

。 23そして、わたしも、わたしの兄弟たちも、わ

たしのしもべたちも、わたしを護衛する人々も、

われわれのうちひとりも、その衣を脱がず、おの

おの手に武器を執っていた。

5さて、ここに民がその妻と共に、その兄弟であ
るユダヤ人に向かって大いに叫び訴えることが

あった。 2すなわち、ある人々は言った、「われ

われはむすこ娘と共に大ぜいです。われわれは穀

物を得て、食べて生きていかなければなりません

」。 3またある人々は言った、「われわれは飢え

のために、穀物を得ようと田畑も、ぶどう畑も、

家も抵当に入れています」。 4ある人々は言った

、「われわれは王の税金のために、われわれの田

畑およびぶどう畑をもって金を借りました。 5現

にわれわれの肉はわれわれの兄弟の肉に等しく、

われわれの子供も彼らの子供に等しいのに、見よ

、われわれはむすこ娘を人の奴隷とするようにし

いられています。われわれの娘のうちには、すで

に人の奴隷になった者もありますが、われわれの

田畑も、ぶどう畑も他人のものになっているので

、われわれにはどうする力もありません」。 6わ

たしは彼らの叫びと、これらの言葉を聞いて大い

に怒った。 7わたしはみずから考えたすえ、尊い

人々およびつかさたちを責めて言った、「あなた

がたはめいめいその兄弟から利息をとっている」

。そしてわたしは彼らの事について大会を開き、 8

彼らに言った、「われわれは異邦人に売られたわ

れわれの兄弟ユダヤ人を、われわれの力にしたが

ってあがなった。しかるにあなたがたは自分の兄

弟を売ろうとするのか。彼らはわれわれに売られ

るのか」。彼らは黙してひと言もいわなかった。 9

わたしはまた言った、「あなたがたのする事はよ

くない。あなたがたは、われわれの敵である異邦

人のそしりをやめさせるために、われわれの神を

恐れつつ事をなすべきではないか。 10わたしもわ

たしの兄弟たちも、わたしのしもべたちも同じく

金と穀物とを貸しているが、われわれはこの利息

をやめよう。 11どうぞ、あなたがたは、きょうに

も彼らの田畑、ぶどう畑、オリブ畑および家屋を

彼らに返し、またあなたがたが彼らから取ってい

た金銭、穀物、ぶどう酒、油などの百分の一を返

しなさい」。 12すると彼らは「われわれはそれを

返します。彼らから何をも要求しません。あなた

の言うようにします」と言った。そこでわたしは

祭司たちを呼び、彼らにこの言葉のとおりに行う

という誓いを立てさせた。 13わたしはまたわたし

のふところを打ち払って言った、「この約束を実

行しない者を、どうぞ神がこのように打ち払って

、その家およびその仕事を離れさせられるように

。その人はこのように打ち払われてむなしくなる

ように」。会衆はみな「アァメン」と言って、主

をさんびした。そして民はこの約束のとおりに行

った。 14またわたしは、ユダの地の総督に任ぜら

れた時から、すなわちアルタシャスタ王の第二十

年から第三十二年まで、十二年の間、わたしもわ

たしの兄弟たちも、総督としての手当てを受けな

かった。 15わたしより以前の総督らは民に重荷を

負わせ、彼らから銀四十シケルのほかにパンとぶ

どう酒を取り、また彼らのしもべたちも民を圧迫

した。しかしわたしは神を恐れるので、そのよう

なことはしなかった。 16わたしはかえって、この

城壁の工事に身をゆだね、どんな土地をも買った

ことはない。わたしのしもべたちは皆そこに集ま

って工事をした。 17またわたしの食卓にはユダヤ

人と、つかさたち百五十人もあり、そのほかに、

われわれの周囲の異邦人のうちからきた人々もあ

った。 18これがために一日に牛一頭、肥えた羊六

頭を備え、また鶏をもわたしのために備え、十日

ごとにたくさんのぶどう酒を備えたが、わたしは

この民の労役が重かったので、総督としての手当

てを求めなかった。 19わが神よ、わたしがこの民

のためにしたすべての事を覚えて、わたしをお恵

みください。
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6サンバラテ、トビヤ、アラビヤびとガシムおよ
びその他のわれわれの敵は、わたしが城壁を築

き終って、一つの破れも残らないと聞いた。（し

かしその時にはまだ門のとびらをつけていなかっ

たのである。） 2そこでサンバラテとガシムはわ

たしに使者をつかわして言った、「さあ、われわ

れはオノの平野にある一つの村で会見しよう」と

。彼らはわたしに危害を加えようと考えていたの

である。 3それでわたしは彼らに使者をつかわし

て言わせた、「わたしは大いなる工事をしている

から下って行くことはできない。どうしてこの工

事をさしおいて、あなたがたの所へ下って行き、

その間、工事をやめることができようか」。 4彼

らは四度までこのようにわたしに人をつかわした

が、わたしは同じように彼らに答えた。 5ところ

が、サンバラテは五度目にそのしもべを前のよう

にわたしにつかわした。その手には開封の手紙を

携えていた。 6その中に次のようにしるしてあっ

た、「諸国民の間に言い伝えられ、またガシムも

言っているが、あなたはユダヤ人と共に反乱を企

て、これがために城壁を築いている。またその言

うところによれば、あなたは彼らの王になろうと

している。 7またあなたは預言者を立てて、あな

たのことをエルサレムにのべ伝えさせ、『ユダに

王がある』と言わせているが、そのことはこの言

葉のとおり王に聞えるでしょう。それゆえ、今お

いでなさい。われわれは共に相談しましょう」。 8

そこでわたしは彼に人をつかわして言わせた、「

あなたの言うようなことはしていません。あなた

はそれを自分の心から造り出したのです」と。 9

彼らはみな「彼らの手が弱って工事をやめるよう

になれば、工事は成就しないだろう」と考えて、

われわれをおどそうとしたのである。しかし神よ

、どうぞいまわたしの手を強めてください。 10さ

てわたしはメヘタベルの子デラヤの子シマヤの家

に行ったところ、彼は閉じこもっていて言った、

「われわれは神の宮すなわち神殿の中で会合し、

神殿の戸を閉じておきましょう。彼らはあなたを

殺そうとして来るからです。きっと夜のうちにあ

なたを殺そうとして来るでしょう」。 11わたしは

言った、「わたしのような者がどうして逃げられ

よう。わたしのような者でだれが神殿にはいって

命を全うすることができよう。わたしははいらな

い」。 12わたしは悟った。神が彼をつかわされた

のではない。彼がわたしにむかってこの預言を伝

えたのは、トビヤとサンバラテが彼を買収したた

めである。 13彼が買収されたのはこの事のためで

ある。すなわちわたしを恐れさせ、わたしにこの

ようにさせて、罪を犯させ、わたしに悪名をきせ

て侮辱するためであった。 14わが神よ、トビヤ、

サンバラテおよび女預言者ノアデヤならびにその

他の預言者など、すべてわたしを恐れさせようと

する者たちをおぼえて、彼らが行ったこれらのわ

ざに報いてください。 15こうして城壁は五十二日

を経て、エルルの月の二十五日に完成した。 16わ

れわれの敵が皆これを聞いた時、われわれの周囲

の異邦人はみな恐れ、大いに面目を失った。彼ら

はこの工事が、われわれの神の助けによって成就

したことを悟ったからである。 17またそのころ、

ユダの尊い人々は多くの手紙をトビヤに送った。

トビヤの手紙もまた彼らにきた。 18トビヤはアラ

の子シカニヤの婿であったので、ユダのうちの多

くの者が彼と誓いを立てていたからである。トビ

ヤの子ヨハナンもベレキヤの子メシュラムの娘を

妻にめとった。 19彼らはまたトビヤの善行をわた

しの前に語り、またわたしの言葉を彼に伝えた。

トビヤはたびたび手紙を送って、わたしを恐れさ

せようとした。

7城壁が築かれて、とびらを設け、さらに門衛、
歌うたう者およびレビびとを任命したので、 2

わたしは、わたしの兄弟ハナニと、城のつかさハ

ナニヤに命じて、エルサレムを治めさせた。彼は

多くの者にまさって忠信な、神を恐れる者であっ

たからである。 3わたしは彼らに言った、「日の

暑くなるまではエルサレムのもろもろの門を開い

てはならない。人々が立って守っている間に門を

閉じさせ、貫の木を差せ。またエルサレムの住民

の中から番兵を立てて、おのおのにその所を守ら

せ、またおのおのの家と向かい合う所を守らせよ

」。 4町は広くて大きかったが、その内の民は少

なく、家々はまだ建てられていなかった。 5時に

神はわたしの心に、尊い人々、つかさおよび民を

集めて、家系によってその名簿をしらべようとの

思いを起された。わたしは最初に上って来た人々

の系図を発見し、その中にこのようにしるしてあ

るのを見いだした。 6バビロンの王ネブカデネザ

ルが捕え移した捕囚のうち、ゆるされてエルサレ

ムおよびユダに上り、おのおの自分の町に帰った

この州の人々は次のとおりである。 7彼らはゼル

バベル、エシュア、ネヘミヤ、アザリヤ、ラアミ

ヤ、ナハマニ、モルデカイ、ビルシャン、ミスペ

レテ、ビグワイ、ネホム、バアナと一緒に帰って

きた者たちである。そのイスラエルの民の人数は

次のとおりである。 8パロシの子孫は二千百七十

二人。 9シパテヤの子孫は三百七十二人。 10アラ

の子孫は六百五十二人。 11パハテ・モアブの子孫

すなわちエシュアとヨアブの子孫は二千八百十八

人。 12エラムの子孫は一千二百五十四人。 13ザ

ットの子孫は八百四十五人。 14ザッカイの子孫は

七百六十人。 15ビンヌイの子孫は六百四十八人。

16ベバイの子孫は六百二十八人。 17アズガデの子

孫は二千三百二十二人。 18アドニカムの子孫は六

百六十七人。 19ビグワイの子孫は二千六十七人。

20アデンの子孫は六百五十五人。 21ヒゼキヤの家

のアテルの子孫は九十八人。 22ハシュムの子孫は

三百二十八人。 23ベザイの子孫は三百二十四人。

24ハリフの子孫は百十二人。 25ギベオンの子孫は

九十五人。 26ベツレヘムおよびネトパの人々は百

八十八人。 27アナトテの人々は百二十八人。 28

ベテ・アズマウテの人々は四十二人。 29キリアテ

・ヤリム、ケピラおよびベエロテの人々は七百四

十三人。 30ラマおよびゲバの人々は六百二十一人

。 31ミクマシの人々は百二十二人。 32ベテルお
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よびアイの人々は百二十三人。 33ほかのネボの人

々は五十二人。 34ほかのエラムの子孫は一千二百

五十四人。 35ハリムの子孫は三百二十人。 36エ

リコの人々は三百四十五人。 37ロド、ハデデおよ

びオノの人々は七百二十一人。 38セナアの子孫は

三千九百三十人。 39祭司では、エシュアの家のエ

ダヤの子孫が九百七十三人。 40インメルの子孫が

一千五十二人。 41パシュルの子孫が一千二百四十

七人。 42ハリムの子孫が一千十七人。 43レビび

とでは、エシュアの子孫すなわちホデワの子孫の

うちのカデミエルの子孫が七十四人。 44歌うたう

者では、アサフの子孫が百四十八人。 45門衛では

、シャルムの子孫、アテルの子孫、タルモンの子

孫、アックブの子孫、ハテタの子孫およびショバ

イの子孫合わせて百三十八人。 46宮に仕えるしも

べでは、ジハの子孫、ハスパの子孫、タバオテの

子孫、 47ケロスの子孫、シアの子孫、パドンの子

孫、 48レバナの子孫、ハガバの子孫、サルマイの

子孫、 49ハナンの子孫、ギデルの子孫、ガハルの

子孫、 50レアヤの子孫、レヂンの子孫、ネコダの

子孫、 51ガザムの子孫、ウザの子孫、パセアの子

孫、 52ベサイの子孫、メウニムの子孫、ネフセシ

ムの子孫、 53バクブクの子孫、ハクパの子孫、ハ

ルホルの子孫、 54バヅリテの子孫、メヒダの子孫

、ハルシャの子孫、 55バルコスの子孫、シセラの

子孫、テマの子孫、 56ネヂアの子孫およびハテパ

の子孫。 57ソロモンのしもべであった者たちの子

孫では、ソタイの子孫、ソペレテの子孫、ペリダ

の子孫、 58ヤアラの子孫、ダルコンの子孫、ギデ

ルの子孫、 59シパテヤの子孫、ハッテルの子孫、

ポケレテ・ハッゼバイムの子孫、アモンの子孫。

60宮に仕えるしもべたちとソロモンのしもべであ

った者たちの子孫とは合わせて三百九十二人。 61

テルメラ、テルハレサ、ケルブ、アドンおよびイ

ンメルから上って来た者があったが、その氏族と

、血統とを示して、イスラエルの者であることを

明らかにすることができなかった。その人々は次

のとおりである。 62すなわちデラヤの子孫、トビ

ヤの子孫、ネコダの子孫であって、合わせて六百

四十二人。 63また祭司のうちにホバヤの子孫、ハ

ッコヅの子孫、バルジライの子孫がある。バルジ

ライはギレアデびとバルジライの娘たちのうちか

ら妻をめとったので、その名で呼ばれた。 64これ

らの者はこの系図に載った者のうちに、自分の籍

をたずねたが、なかったので、汚れた者として祭

司の職から除かれた。 65総督は彼らに告げて、ウ

リムとトンミムを帯びる祭司の起るまでは、いと

聖なる物を食べてはならぬと言った。 66会衆は合

わせて四万二千三百六十人であった。 67このほか

に男女の奴隷が七千三百三十七人、歌うたう者が

男女合わせて二百四十五人あった。 68その馬は七

百三十六頭、その騾馬は二百四十五頭、 69そのら

くだは四百三十五頭、そのろばは六千七百二十頭

であった。 70氏族の長のうち工事のためにささげ

物をした人々があった。総督は金一千ダリク、鉢

五十、祭司の衣服五百三十かさねを倉に納めた。

71また氏族の長のうちのある人々は金二万ダリク

、銀二千二百ミナを工事のために倉に納めた。 72

その他の民の納めたものは金二万ダリク、銀二千

ミナ、祭司の衣服六十七かさねであった。 73こう

して祭司、レビびと、門衛、歌うたう者、民のう

ちのある人々、宮に仕えるしもべたち、およびイ

スラエルびとは皆その町々に住んだ。イスラエル

の人々はその町々に住んで七月になった。

8その時民は皆ひとりのようになって水の門の前
の広場に集まり、主がイスラエルに与えられた

モーセの律法の書を持って来るように、学者エズ

ラに求めた。 2祭司エズラは七月の一日に律法を

携えて来て、男女の会衆およびすべて聞いて悟る

ことのできる人々の前にあらわれ、 3水の門の前

にある広場で、あけぼのから正午まで、男女およ

び悟ることのできる人々の前でこれを読んだ。民

はみな律法の書に耳を傾けた。 4学者エズラはこ

の事のために、かねて設けた木の台の上に立った

が、彼のかたわらには右の方にマッタテヤ、シマ

、アナヤ、ウリヤ、ヒルキヤおよびマアセヤが立

ち、左の方にはペダヤ、ミサエル、マルキヤ、ハ

シュム、ハシバダナ、ゼカリヤおよびメシュラム

が立った。 5エズラはすべての民の前にその書を

開いた。彼はすべての民よりも高い所にいたから

である。彼が書を開くと、すべての民は起立した

。 6エズラは大いなる神、主をほめ、民は皆その

手をあげて、「アァメン、アァメン」と言って答

え、こうべをたれ、地にひれ伏して主を拝した。 7

エシュア、バニ、セレビヤ、ヤミン、アックブ、

シャベタイ、ホデヤ、マアセヤ、ケリタ、アザリ

ヤ、ヨザバデ、ハナン、ペラヤおよびレビびとた

ちは民に律法を悟らせた。民はその所に立ってい

た。 8彼らはその書、すなわち神の律法をめいり

ょうに読み、その意味を解き明かしてその読むと

ころを悟らせた。 9総督であるネヘミヤと、祭司

であり、学者であるエズラと、民を教えるレビび

とたちはすべての民に向かって「この日はあなた

がたの神、主の聖なる日です。嘆いたり、泣いた

りしてはならない」と言った。すべての民が律法

の言葉を聞いて泣いたからである。 10そして彼ら

に言った、「あなたがたは去って、肥えたものを

食べ、甘いものを飲みなさい。その備えのないも

のには分けてやりなさい。この日はわれわれの主

の聖なる日です。憂えてはならない。主を喜ぶこ

とはあなたがたの力です」。 11レビびともまたす

べての民を静めて、「泣くことをやめなさい。こ

の日は聖なる日です。憂えてはならない」と言っ

た。 12すべての民は去って食い飲みし、また分け

与えて、大いに喜んだ。これは彼らが読み聞かさ

れた言葉を悟ったからである。 13次の日、すべて

の民の氏族の長たち、祭司、レビびとらは律法の

言葉を学ぶために学者エズラのもとに集まってき

て、 14律法のうちに主がモーセに命じられたこと

、すなわちイスラエルの人々は七月の祭の間、仮

庵の中に住むべきことがしるされているのを見い

だした。 15またすべての町々およびエルサレムに

のべ伝えて、「あなたがたは山に出て行って、オ
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リブと野生のオリブ、ミルトス、なつめやし、お

よび茂った木の枝を取ってきて、しるされてある

とおり、仮庵を造れ」と言ってあるのを見いだし

た。 16それで民は出て行って、それを持って帰り

、おのおのその家の屋根の上、その庭、神の宮の

庭、水の門の広場、エフライムの門の広場などに

仮庵を造った。 17捕囚から帰って来た会衆は皆仮

庵を造って、仮庵に住んだ。ヌンの子ヨシュアの

日からこの日まで、イスラエルの人々はこのよう

に行ったことがなかった。それでその喜びは非常

に大きかった。 18エズラは初めの日から終りの日

まで、毎日神の律法の書を読んだ。人々は七日の

間、祭を行い、八日目になって、おきてにしたが

って聖会を開いた。

9その月の二十四日にイスラエルの人々は集まっ
て断食し、荒布をまとい、土をかぶった。 2そ

してイスラエルの子孫は、すべての異邦人を離れ

、立って自分の罪と先祖の不義とをざんげした。 3

彼らはその所に立って、その日の四分の一をもっ

てその神、主の律法の書を読み、他の四分の一を

もってざんげをなし、その神、主を拝した。 4そ

の時エシュア、バニ、カデミエル、シバニヤ、ブ

ンニ、セレビヤ、バニ、ケナニらはレビびとの台

の上に立ち、大声をあげて、その神、主に呼ばわ

った。 5それからまたエシュア、カデミエル、バ

ニ、ハシャブニヤ、セレビヤ、ホデヤ、セバニヤ

、ペタヒヤなどのレビびとは言った、「立ちあが

って永遠から永遠にいますあなたがたの神、主を

ほめなさい。あなたの尊いみ名はほむべきかな。

これはすべての祝福とさんびを越えるものです」

。 6またエズラは言った、「あなたは、ただあな

たのみ、主でいらせられます。あなたは天と諸天

の天と、その万象、地とその上のすべてのもの、

海とその中のすべてのものを造り、これをことご

とく保たれます。天の万軍はあなたを拝します。 7

あなたは主、神でいらせられます。あなたは昔ア

ブラムを選んでカルデヤのウルから導き出し、彼

にアブラハムという名を与え、 8彼の心があなた

の前に忠信なのを見られて、彼と契約を結び、そ

の子孫にカナンびと、ヘテびと、アモリびと、ペ

リジびと、エブスびとおよびギルガシびとの地を

与えると言われたが、ついにあなたはその約束を

成就されました。あなたは正しくいらせられるか

らです。 9あなたはわれわれの先祖がエジプトで

苦難を受けるのを顧みられ、また紅海のほとりで

呼ばわり叫ぶのを聞きいれられ、 10しるしと不思

議とをあらわしてパロと、そのすべての家来と、

その国のすべての民を攻められました。彼らがわ

れわれの先祖に対して、ごうまんにふるまったこ

とを知られたからです。そしてあなたが名をあげ

られたこと今日のようです。 11あなたはまた彼ら

の前で海を分け、彼らに、かわいた地を踏んで海

の中を通らせ、彼らを追う者を、石を大水に投げ

入れるように淵に投げ入れ、 12昼は雲の柱をもっ

て彼らを導き、夜は火の柱をもってその行くべき

道を照されました。 13あなたはまたシナイ山の上

に下り、天から彼らと語り、正しいおきてと、ま

ことの律法および良きさだめと戒めとを授け、 14

あなたの聖なる安息日を彼らに示し、あなたのし

もべモーセによって戒めと、さだめと、律法とを

彼らに命じ、 15天から食物を与えてその飢えをと

どめ、岩から水を出してそのかわきを潤し、また

、彼らに与えると誓われたその国にはいって、こ

れを獲るように彼らに命じられました。 16しかし

彼ら、すなわちわれわれの先祖はごうまんにふる

まい、かたくなで、あなたの戒めに従わず、 17従

うことを拒み、あなたが彼らの中で行われた奇跡

を心にとめず、かえってかたくなになり、みずか

らひとりのかしらを立てて、エジプトの奴隷の生

活に帰ろうとしました。しかしあなたは罪をゆる

す神、恵みあり、あわれみあり、怒ることおそく

、いつくしみ豊かにましまして、彼らを捨てられ

ませんでした。 18また彼らがみずから一つの鋳物

の子牛を造って、『これはあなたがたをエジプト

から導き上ったあなたがたの神である』と言って

、大いに汚し事を行った時にも、 19あなたは大い

なるあわれみをもって彼らを荒野に見捨てられず

、昼は雲の柱を彼らの上から離さないで道々彼ら

を導き、夜は火の柱をもって彼らの行くべき道を

照されました。 20またあなたは良きみたまを賜わ

って彼らを教え、あなたのマナを常に彼らの口に

与え、また水を彼らに与えて、かわきをとどめ、

21四十年の間彼らを荒野で養われたので、彼らは

なんの欠けるところもなく、その衣服も古びず、

その足もはれませんでした。 22そしてあなたは彼

らに諸国、諸民を与えて、これをすべて分かち取

らせられました。彼らはヘシボンの王シホンの領

地、およびバシャンの王オグの領地を獲ました。

23また彼らの子孫を増して空の星のようにし、彼

らの先祖たちに、はいって獲よと言われた地に彼

らを導き入れられたので、 24その子孫は、はいっ

てこの地を獲ました。あなたはまた、この地に住

むカナンびとを彼らの前に征服し、その王たちお

よびその地の民を彼らの手に渡して、意のままに

扱わせられました。 25それで彼らは堅固な町々お

よび肥えた地を取り、もろもろの良い物の満ちた

家、掘池、ぶどう畑、オリブ畑および多くの果樹

を獲、食べて飽き、肥え太り、あなたの大いなる

恵みによって楽しみました。 26それにもかかわら

ず彼らは不従順で、あなたにそむき、あなたの律

法を後に投げ捨て、彼らを戒めて、あなたに立ち

返らせようとした預言者たちを殺し、大いに汚し

事を行いました。 27そこであなたは彼らを敵の手

に渡して苦しめられましたが、彼らがその苦難の

時にあなたに呼ばわったので、あなたは天からこ

れを聞かれ、大いなるあわれみをもって彼らに救

う者を与え、敵の手から救わせられました。 28と

ころが彼らは安息を得るやいなや、またあなたの

前に悪事を行ったので、あなたは彼らを敵の手に

捨て置いて、これに治めさせられましたが、彼ら

がまた立ち返ってあなたに呼ばわったので、あな

たは天からこれを聞き、あわれみをもってしばし

ば彼らを救い出し、 29彼らを戒めて、あなたの律
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法に引きもどそうとされました。けれども彼らは

ごうまんにふるまい、あなたの戒めに従わず、人

がこれを行うならば、これによって生きるという

あなたのおきてを破って罪を犯し、肩をそびやか

し、かたくなになって、聞き従おうとはしません

でした。 30それでもあなたは年久しく彼らを忍び

、あなたの預言者たちにより、あなたのみたまを

もって彼らを戒められましたが、彼らは耳を傾け

なかったので、彼らを国々の民の手に渡されまし

た。 31しかしあなたは大いなるあわれみによって

彼らを絶やさず、また彼らを捨てられませんでし

た。あなたは恵みあり、あわれみある神でいらせ

られるからです。 32それゆえ、われわれの神、契

約を保ち、いつくしみを施される大いにして力強

く、恐るべき神よ、アッスリヤの王たちの時から

今日まで、われわれとわれわれの王たち、つかさ

たち、祭司たち、預言者たち、先祖たち、および

あなたのすべての民に臨んだもろもろの苦難を小

さい事と見ないでください。 33われわれに臨んだ

すべての事について、あなたは正しいのです。あ

なたは誠実をもって行われたのに、われわれは悪

を行ったのです。 34われわれの王たち、つかさた

ち、祭司たち、先祖たちはあなたの律法を行わず

、あなたがお与えになった命令と戒めとに聞き従

いませんでした。 35すなわち彼らはおのれの国に

おり、あなたが下さった大きな恵みのうちにおり

、またあなたがお与えになった広い肥えた地にお

りながら、あなたに仕えず、また自分の悪いわざ

をやめることをしませんでした。 36われわれは今

日奴隷です。あなたがわれわれの先祖に与えて、

その実とその良き物とを食べさせようとされた地

で、われわれは奴隷となっているのです。 37そし

てこの地はわれわれの罪のゆえに、あなたがわれ

われの上に立てられた王たちのために多くの産物

を出しています。かつ彼らはわれわれの身をも、

われわれの家畜をも意のままに左右することがで

きるので、われわれは大いなる苦難のうちにある

のです」。 38このもろもろの事のためにわれわれ

は堅い契約を結んで、これを記録し、われわれの

つかさたち、レビびとたち祭司たちはこれに印を

押した。

10印を押した者はハカリヤの子である総督ネヘ
ミヤ、およびゼデキヤ、 2セラヤ、アザリヤ

、エレミヤ、 3パシュル、アマリヤ、マルキヤ、

4ハットシ、シバニヤ、マルク、 5ハリム、メレモ

テ、オバデヤ、 6ダニエル、ギンネトン、バルク

、 7メシュラム、アビヤ、ミヤミン、 8マアジヤ

、ビルガイ、シマヤで、これらは祭司である。 9

レビびとではアザニヤの子エシュア、ヘナダデの

子らのうちのビンヌイ、カデミエル、 10およびそ

の兄弟シバニヤ、ホデヤ、ケリタ、ペラヤ、ハナ

ン、 11ミカ、レホブ、ハシャビヤ、 12ザックル

、セレビヤ、シバニヤ、 13ホデヤ、バニ、ベニヌ

である。 14民のかしらではパロシ、パハテ・モア

ブ、エラム、ザット、バニ、 15ブンニ、アズガデ

、ベバイ、 16アドニヤ、ビグワイ、アデン、 17

アテル、ヒゼキヤ、アズル、 18ホデヤ、ハシュム

、ベザイ、 19ハリフ、アナトテ、ノバイ、 20マ

グピアシ、メシュラム、ヘジル、 21メシザベル、

ザドク、ヤドア、 22ペラテヤ、ハナン、アナニヤ

、 23ホセア、ハナニヤ、ハシュブ、 24ハロヘシ

、ピルハ、ショベク、 25レホム、ハシャブナ、マ

アセヤ、 26アヒヤ、ハナン、アナン、 27マルク

、ハリム、バアナである。 28その他の民、祭司、

レビびと、門を守る者、歌うたう者、宮に仕える

しもべ、ならびにすべて国々の民と離れて神の律

法に従った者およびその妻、むすこ、娘などすべ

て知識と悟りのある者は、 29その兄弟である尊い

人々につき従い、神のしもべモーセによって授け

られた神の律法に歩み、われわれの主、主のすべ

ての戒めと、おきてと、定めとを守り行うために

、のろいと誓いとに加わった。 30われわれはこの

地の民らにわれわれの娘を与えず、われわれのむ

すこに彼らの娘をめとらない。 31またこの地の民

らがたとい品物または穀物を安息日に携えて来て

売ろうとしても、われわれは安息日または聖日に

はそれを買わない。また七年ごとに耕作をやめ、

すべての負債をゆるす。 32われわれはまたみずか

ら規定を設けて、われわれの神の宮の用のために

年々シケルの三分の一を出し、 33供えのパン、常

素祭、常燔祭のため、安息日、新月および定めの

祭の供え物のため、聖なる物のため、イスラエル

のあがないをなす罪祭、およびわれわれの神の宮

のもろもろのわざのために用いることにした。 34

またわれわれ祭司、レビびとおよび民はくじを引

いて、律法にしるされてあるようにわれわれの神

、主の祭壇の上にたくべきたきぎの供え物を、年

々定められた時に氏族にしたがって、われわれの

神の宮に納める者を定めた。 35またわれわれの土

地の初なり、および各種の木の実の初なりを、年

々主の宮に携えてくることを誓い、 36また律法に

しるしてあるように、われわれの子どもおよび家

畜のういご、およびわれわれの牛や羊のういごを

、われわれの神の宮に携えてきて、われわれの神

の宮に仕える祭司に渡し、 37われわれの麦粉の初

物、われわれの供え物、各種の木の実、ぶどう酒

および油を祭司のもとに携えて行って、われわれ

の神の宮のへやに納め、またわれわれの土地の産

物の十分の一をレビびとに与えることにした。レ

ビびとはわれわれのすべての農作をなす町におい

て、その十分の一を受くべき者だからである。 38

レビびとが十分の一を受ける時には、アロンの子

孫である祭司が、そのレビびとと共にいなければ

ならない。そしてまたレビびとはその十分の一の

十分の一を、われわれの神の宮に携え上って、へ

やまたは倉に納めなければならない。 39すなわち

イスラエルの人々およびレビの子孫は穀物、ぶど

う酒、および油の供え物を携えて行って、聖所の

器物および勤めをする祭司、門衛、歌うたう者た

ちのいるへやにこれを納めなければならない。こ

うしてわれわれは、われわれの神の宮をなおざり

にしない。
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11民のつかさたちはエルサレムに住み、その他
の民はくじを引いて、十人のうちからひとり

ずつを、聖都エルサレムに来て住ませ、九人を他

の町々に住ませた。 2またすべてみずから進みで

てエルサレムに住むことを申し出た人々は、民は

これを祝福した。 3さてエルサレムに住んだこの

州の長たちは次のとおりである。ただしユダの町

々ではおのおのその町々にある自分の所有地に住

んだ。すなわちイスラエルびと、祭司、レビびと

、宮に仕えるしもべ、およびソロモンのしもべで

あった者たちの子孫である。 4そしてエルサレム

にはユダの子孫およびベニヤミンの子孫のうちの

ある者たちが住んだ。すなわちユダの子孫ではウ

ジヤの子アタヤで、ウジヤはゼカリヤの子、ゼカ

リヤはアマリヤの子、アマリヤはシパテヤの子、

シパテヤはマハラレルの子、マハラレルはペレヅ

の子孫である。 5またバルクの子マアセヤで、バ

ルクはコロホゼの子、コロホゼはハザヤの子、ハ

ザヤはアダヤの子、アダヤはヨヤリブの子、ヨヤ

リブはゼカリヤの子、ゼカリヤはシロニびとの子

である。 6ペレヅの子孫でエルサレムに住んだ者

は合わせて四百六十八人で、みな勇敢な人々であ

る。 7ベニヤミンの子孫では次のとおりである。

すなわちメシュラムの子サルで、メシュラムはヨ

エデの子、ヨエデはペダヤの子、ペダヤはコラヤ

の子、コラヤはマアセヤの子、マアセヤはイテエ

ルの子、イテエルはエサヤの子である。 8その次

はガバイおよびサライなどで合わせて九百二十八

人。 9ジクリの子ヨエルが彼らの監督である。ハ

ッセヌアの子ユダがその副官として町を治めた。

10祭司ではヨヤリブの子エダヤ、ヤキン、 11およ

び神の宮のつかさセラヤで、セラヤはヒルキヤの

子、ヒルキヤはメシュラムの子、メシュラムはザ

ドクの子、ザドクはメラヨテの子、メラヨテはア

ヒトブの子である。 12宮の務をするその兄弟は八

百二十二人あり、また、エロハムの子アダヤがあ

る。エロハムはペラリヤの子、ペラリヤはアムジ

の子、アムジはゼカリヤの子、ゼカリヤはパシホ

ルの子、パシホルはマルキヤの子である。 13アダ

ヤの兄弟で、氏族の長たる者は二百四十二人あり

、またアザリエルの子アマシサイがある。アザリ

エルはアハザイの子、アハザイはメシレモテの子

、メシレモテはインメルの子である。 14その兄弟

である勇士は百二十八人あり、その監督はハッゲ

ドリムの子ザブデエルである。 15レビびとではハ

シュブの子シマヤで、ハシュブはアズリカムの子

、アズリカムはハシャビヤの子、ハシャビヤはブ

ンニの子である。 16またシャベタイおよびヨザバ

デがある。これらはレビびとのかしらであって、

神の宮の外のわざをつかさどった。 17またミカの

子マッタニヤがある。ミカはザブデの子、ザブデ

はアサフの子である。マッタニヤは祈の時に感謝

の言葉を唱え始める者である。その兄弟のうちの

バクブキヤは彼に次ぐ者であった。またシャンマ

の子アブダがある。シャンマはガラルの子、ガラ

ルはエドトンの子である。 18聖都におるレビびと

は合わせて二百八十四人であった。 19門衛では門

を守るアックブ、タルモンおよびその兄弟たち合

わせて百七十二人である。 20その他のイスラエル

びと、祭司、レビびとたちは皆ユダのすべての町

々にあって、おのおの自分の嗣業にとどまった。

21ただし宮に仕えるしもべたちはオペルに住み、

ヂハおよびギシパが宮に仕えるしもべたちを監督

していた。 22エルサレムにおるレビびとの監督は

ウジである。ウジはバニの子、バニはハシャビヤ

の子、ハシャビヤはマッタニヤの子、マッタニヤ

はミカの子である。ミカは歌うたう者なるアサフ

の子孫である。ウジは神の宮のわざを監督した。

23彼らについては王からの命令があって、歌うた

う者に日々の定まった分を与えさせた。 24またユ

ダの子ゼラの子孫であるメシザベルの子ペタヒヤ

は王の手に属して民に関するすべての事を取り扱

った。 25また村々とその田畑については、ユダの

子孫の者はキリアテ・アルバとその村々、デボン

とその村々、エカブジエルとその村々に住み、 26

エシュア、モラダおよびベテペレテに住み、 27ハ

ザル・シュアルおよびベエルシバとその村々に住

み、 28チクラグおよびメコナとその村々に住み、

29エンリンモン、ザレア、ヤルムテに住み、 30ザ

ノア、アドラムおよびそれらの村々、ラキシとそ

の田野、アゼカとその村々に住んだ。こうして彼

らはベエルシバからヒンノムの谷にまで宿営した

。 31ベニヤミンの子孫はまたゲバからミクマシ、

アヤおよびベテルとその村々に住み、 32アナトテ

、ノブ、アナニヤ、 33ハゾル、ラマ、ギッタイム

、 34ハデデ、ゼボイム、ネバラテ、 35ロド、オ

ノ、工人の谷に住んだ。 36レビびとの組のユダに

あるもののうちベニヤミンに合したものもあった

。

12シャルテルの子ゼルバベルおよびエシュアと
一緒に上ってきた祭司とレビびとは次のとお

りである。すなわちセラヤ、エレミヤ、エズラ、 2

アマリヤ、マルク、ハットシ、 3シカニヤ、レホ

ム、メレモテ、 4イド、ギンネトイ、アビヤ、 5

ミヤミン、マアデヤ、ビルガ、 6シマヤ、ヨヤリ

ブ、エダヤ、 7サライ、アモク、ヒルキヤ、エダ

ヤで、これらの者はエシュアの時代に祭司および

その兄弟らのかしらであった。 8レビびとではエ

シュア、ビンヌイ、カデミエル、セレビヤ、ユダ

、マッタニヤで、マッタニヤはその兄弟らと共に

感謝のことをつかさどった。 9また彼らの兄弟で

あるバグブキヤおよびウンノは彼らの向かいに立

って勤めをした。 10エシュアの子はヨアキム、ヨ

アキムの子はエリアシブ、エリアシブの子はヨイ

アダ、 11ヨイアダの子はヨナタン、ヨナタンの子

はヤドアである。 12ヨアキムの時代に祭司で氏族

の長であった者はセラヤの氏族ではメラヤ、エレ

ミヤの氏族ではハナニヤ、 13エズラの氏族ではメ

シュラム、アマリヤの氏族ではヨハナン、 14マル

キの氏族ではヨナタン、シバニヤの氏族ではヨセ

フ、 15ハリムの氏族ではアデナ、メラヨテの氏族

ではヘルカイ、 16イドの氏族ではゼカリヤ、ギン

ネトンの氏族ではメシュラム、 17アビヤの氏族で
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はジクリ、ミニヤミンの氏族、モアデヤの氏族で

はピルタイ、 18ビルガの氏族ではシャンマ、シマ

ヤの氏族ではヨナタン、 19ヨヤリブの氏族ではマ

ッテナイ、エダヤの氏族ではウジ、 20サライの氏

族ではカライ、アモクの氏族ではエベル、 21ヒル

キヤの氏族ではハシャビヤ、エダヤの氏族ではネ

タンエルである。 22レビびとについては、エリア

シブ、ヨイアダ、ヨハナンおよびヤドアの時代に

、その氏族の長たちが登録された。また祭司たち

もペルシャ王ダリヨスの治世まで登録された。 23

レビの子孫で氏族の長たる者は、エリアシブの子

ヨハナンの世まで歴代志の書にしるされている。

24レビびとのかしらはハシャビヤ、セレビヤおよ

びカデミエルの子エシュアであって、その兄弟た

ち相向かい合い、組と組と対応して神の人ダビデ

の命令に従い、さんびと感謝をささげた。 25マツ

タニヤ、バクブキヤ、オバデヤ、メシュラム、タ

ルモンおよびアックブは門を守る者で門の内の倉

を監督した。 26これらはヨザダクの子エシュアの

子ヨアキムの時代、また総督ネヘミヤおよび学者

である祭司エズラの時代にいた人々である。 27さ

てエルサレムの城壁の落成式に当って、レビびと

を、そのすべての所から招いてエルサレムにこさ

せ、感謝と、歌と、シンバルと、立琴と、琴とを

もって喜んで落成式を行おうとした。 28そこで、

歌うたう人々はエルサレムの周囲の地方、ネトパ

びとの村々から集まってきた。 29またベテギルガ

ルおよびゲバとアズマウテの地方からも集まって

きた。この歌うたう者たちはエルサレムの周囲に

自分の村々を建てていたからである。 30そして祭

司とレビびとたちは身を清め、また民およびもろ

もろの門と城壁とを清めた。 31そこでわたしはユ

ダのつかさたちを城壁の上にのぼらせ、また感謝

する者の二つの大きな組を作って、行進させた。

その一つは城壁の上を右に糞の門をさして進んだ

。 32そのあとに従って進んだ者はホシャヤ、およ

びユダのつかさたちの半ば、 33ならびにアザリヤ

、エズラ、メシュラム、 34ユダ、ベニヤミン、シ

マヤ、エレミヤであった。 35また数人の祭司がラ

ッパをもって従った。すなわちヨナタンの子ゼカ

リヤ。ヨナタンはシマヤの子、シマヤはマッタニ

ヤの子、マッタニヤはミカヤの子、ミカヤはザッ

クルの子、ザックルはアサフの子である。 36また

ゼカリヤの兄弟たちシマヤ、アザリエル、ミララ

イ、ギラライ、マアイ、ネタンエル、ユダ、ハナ

ニなどであって、神の人ダビデの楽器を持って従

った。そして学者エズラは彼らの先に進んだ。 37

彼らは泉の門を経て、まっすぐに進み、城壁の上

り口で、ダビデの町の階段から上り、ダビデの家

の上を過ぎて東の方、水の門に至った。 38他の一

組の感謝する者は左に進んだ。わたしは民の半ば

と共に彼らのあとに従った。そして城壁の上を行

き、炉の望楼の上を過ぎて、城壁の広い所に至り

、 39エフライムの門の上を通り、古い門を過ぎ、

魚の門およびハナネルの望楼とハンメアの望楼を

過ぎて、羊の門に至り、近衛の門に立ち止まった

。 40こうして二組の感謝する者は神の宮にはいっ

て立った。わたしもそこに立ち、つかさたちの半

ばもわたしと共に立った。 41また祭司エリアキム

、マアセヤ、ミニヤミン、ミカヤ、エリオエナイ

、ゼカリヤ、ハナニヤらはラッパを持ち、 42マア

セヤ、シマヤ、エレアザル、ウジ、ヨハナン、マ

ルキヤ、エラムおよびエゼルも共にいた。そして

歌うたう者たちは声高く歌った。エズラヒヤはそ

の監督であった。 43こうして彼らはその日、大い

なる犠牲をささげて喜んだ。神が彼らを大いに喜

び楽しませられたからである。女子供までも喜ん

だ。それでエルサレムの喜びの声は遠くまで聞え

た。 44その日、倉のもろもろのへやをつかさどる

人々を選び、ささげ物、初物、十分の一など律法

の定めるところの祭司およびレビびとの分を町々

の田畑にしたがって取り集めて、へやに入れるこ

とをつかさどらせた。これは祭司およびレビびと

の仕えるのを、ユダびとが喜んだからである。 45

彼らはダビデおよびその子ソロモンの命令に従っ

て、神の勤めおよび清め事の勤めをした。歌うた

う者および門を守る者もそのように行った。 46昔

ダビデおよびアサフの日には、歌うたう者のかし

らがひとりいて、神にさんびと感謝をささげる事

があった。 47またゼルバベルの日およびネヘミヤ

の日には、イスラエルびとはみな歌うたう者と門

を守る者に日々の分を与え、またレビびとに物を

聖別して与え、レビびとはまたこれを聖別してア

ロンの子孫に与えた。

13その日モーセの書を読んで民に聞かせたが、
その中にアンモンびと、およびモアブびとは

、いつまでも神の会に、はいってはならないとし

るされているのを見いだした。 2これは彼らがか

つて、パンと水をもってイスラエルの人々を迎え

ず、かえってこれをのろわせるためにバラムを雇

ったからである。しかしわれわれの神はそののろ

いを変えて祝福とされた。 3人々はこの律法を聞

いた時、混血の民をことごとくイスラエルから分

け離した。 4これより先、われわれの神の宮のへ

やをつかさどっていた祭司エリアシブは、トビヤ

と縁組したので、 5トビヤのために大きなへやを

備えた。そのへやはもと、素祭の物、乳香、器物

および規定によってレビびと、歌うたう者および

門を守る者たちに与える穀物、ぶどう酒、油の十

分の一、ならびに祭司のためのささげ物を置いた

所である。 6その当時、わたしはエルサレムにい

なかった。わたしはバビロンの王アルタシャスタ

の三十二年に王の所へ行ったが、しばらくたって

王にいとまを請い、 7エルサレムに来て、エリア

シブがトビヤのためにした悪事、すなわち彼のた

めに神の宮の庭に一つのへやを備えたことを発見

した。 8わたしは非常に怒り、トビヤの家の器物

をことごとくそのへやから投げだし、 9命じて、

すべてのへやを清めさせ、そして神の宮の器物お

よび素祭、乳香などを再びそこに携え入れた。 10

わたしはまたレビびとがその受くべき分を与えら

れていなかったことを知った。これがためにその

務をなすレビびとおよび歌うたう者たちは、おの
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おの自分の畑に逃げ帰った。 11それでわたしはつ

かさたちを責めて言った、「なぜ神の宮を捨てさ

せたのか」。そしてレビびとを招き集めて、その

持ち場に復帰させた。 12そこでユダの人々は皆、

穀物、ぶどう酒、油の十分の一を倉に携えてきた

。 13わたしは祭司シレミヤ、学者ザドクおよびレ

ビびとペダヤを倉のつかさとし、またマッタニヤ

の子ザックルの子ハナンをその助手として倉をつ

かさどらせた。彼らは忠実な者と思われたからで

ある。彼らの任務は兄弟たちに分配する事であっ

た。 14わが神よ、この事のためにわたしを覚えて

ください。わが神の宮とその勤めのためにわたし

が行った良きわざをぬぐい去らないでください。

15そのころわたしはユダのうちで安息日に酒ぶね

を踏む者、麦束を持ってきて、ろばに負わす者、

またぶどう酒、ぶどう、いちじくおよびさまざま

の荷を安息日にエルサレムに運び入れる者を見た

ので、わたしは彼らが食物を売っていたその日に

彼らを戒めた。 16そこに住んでいたツロの人々も

また魚およびさまざまの品物を持ってきて、安息

日にユダの人々に売り、エルサレムで商売した。

17そこでわたしはユダの尊い人々を責めて言った

、「あなたがたはなぜこの悪事を行って、安息日

を汚すのか。 18あなたがたの先祖も、このように

行ったので、われわれの神はこのすべての災を、

われわれとこの町に下されたではないか。ところ

があなたがたは安息日を汚して、さらに大いなる

怒りをイスラエルの上に招くのである」。 19そこ

で安息日の前に、エルサレムのもろもろの門が暗

くなり始めた時、わたしは命じてそのとびらを閉

じさせ、安息日が終るまでこれを開いてはならな

いと命じ、わたしのしもべ数人を門に置いて、安

息日に荷を携え入れさせないようにした。 20これ

がために、商人およびさまざまの品物を売る者ど

もは一、二回エルサレムの外に宿った。 21わたし

は彼らを戒めて言った、「あなたがたはなぜ城壁

の前に宿るのか。もしあなたがたが重ねてそのよ

うなことをするならば、わたしはあなたがたを処

罰する」と。そのとき以来、彼らは安息日にはこ

なかった。 22わたしはまたレビびとに命じて、そ

の身を清めさせ、来て門を守らせて、安息日を聖

別した。わが神よ、わたしのためにまた、このこ

とを覚え、あなたの大いなるいつくしみをもって

、わたしをあわれんでください。 23そのころまた

、わたしはアシドド、アンモン、モアブの女をめ

とったユダヤ人を見た。 24彼らの子供の半分はア

シドドの言葉を語って、ユダヤの言葉を語ること

ができず、おのおのその母親の出た民の言葉を語

った。 25わたしは彼らを責め、またののしり、そ

のうちの数人を撃って、その毛を抜き、神の名を

さして誓わせて言った、「あなたがたは彼らのむ

すこに自分の娘を与えてはならない。またあなた

がたのむすこ、またはあなたがた自身のために彼

らの娘をめとってはならない。 26イスラエルの王

ソロモンはこれらのことによって罪を犯したでは

ないか。彼のような王は多くの国民のうちにもな

く、神に愛せられた者である。神は彼をイスラエ

ル全国の王とせられた。ところが異邦の女たちは

彼に罪を犯させた。 27それゆえあなたがたが異邦

の女をめとり、このすべての大いなる悪を行って

、われわれの神に罪を犯すのを、われわれは聞き

流しにしておけようか」。 28大祭司エリアシブの

子ヨイアダのひとりの子はホロニびとサンバラテ

の婿であったので、わたしは彼をわたしのところ

から追い出した。 29わが神よ、彼らのことを覚え

てください。彼らは祭司の職を汚し、また祭司お

よびレビびとの契約を汚しました。 30このように

、わたしは彼らを清めて、異邦のものをことごと

く捨てさせ、祭司およびレビびとの務を定めて、

おのおのそのわざにつかせた。 31また定められた

時に、たきぎの供え物をささげさせ、また初物を

ささげさせた。わが神よ、わたしを覚え、わたし

をお恵みください。
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エステル記

1アハシュエロスすなわちインドからエチオピヤ
まで百二十七州を治めたアハシュエロスの世、

2アハシュエロス王が首都スサで、その国の位に座

していたころ、 3その治世の第三年に、彼はその

大臣および侍臣たちのために酒宴を設けた。ペル

シャとメデアの将軍および貴族ならびに諸州の大

臣たちがその前にいた。 4その時、王はその盛ん

な国の富と、その王威の輝きと、はなやかさを示

して多くの日を重ね、百八十日に及んだ。 5これ

らの日が終った時、王は王の宮殿の園の庭で、首

都スサにいる大小のすべての民のために七日の間

、酒宴を設けた。 6そこには白綿布の垂幕と青色

のとばりとがあって、紫色の細布のひもで銀の輪

および大理石の柱につながれていた。また長いす

は金銀で作られ、石膏と大理石と真珠貝および宝

石の切りはめ細工の床の上に置かれていた。 7酒

は金の杯で賜わり、その杯はそれぞれ違ったもの

で、王の大きな度量にふさわしく、王の用いる酒

を惜しみなく賜わった。 8その飲むことは法にか

ない、だれもしいられることはなかった。これは

王が人々におのおの自分の好むようにさせよと宮

廷のすべての役人に命じておいたからである。 9

王妃ワシテもまたアハシュエロス王に属する王宮

の内で女たちのために酒宴を設けた。 10七日目に

アハシュエロス王は酒のために心が楽しくなり、

王の前に仕える七人の侍従メホマン、ビズタ、ハ

ルボナ、ビグタ、アバグタ、ゼタルおよびカルカ

スに命じて、 11王妃ワシテに王妃の冠をかぶらせ

て王の前にこさせよと言った。これは彼女が美し

かったので、その美しさを民らと大臣たちに見せ

るためであった。 12ところが、王妃ワシテは侍従

が伝えた王の命令に従って来ることを拒んだので

、王は大いに憤り、その怒りが彼の内に燃えた。

13そこで王は時を知っている知者に言った、王は

すべて法律と審判に通じている者に相談するのを

常とした。 14時に王の次にいた人々はペルシャお

よびメデアの七人の大臣カルシナ、セタル、アデ

マタ、タルシシ、メレス、マルセナ、メムカンで

あった。彼らは皆王の顔を見る者で、国の首位に

座する人々であった 15「王妃ワシテは、アハシュ

エロス王が侍従をもって伝えた命令を行わないゆ

え、法律に従って彼女にどうしたらよかろうか」

。 16メムカンは王と大臣たちの前で言った、「王

妃ワシテはただ王にむかって悪い事をしたばかり

でなく、すべての大臣およびアハシュエロス王の

各州のすべての民にむかってもしたのです。 17王

妃のこの行いはあまねくすべての女たちに聞えて

、彼らはついにその目に夫を卑しめ、『アハシュ

エロス王は王妃ワシテに、彼の前に来るように命

じたがこなかった』と言うでしょう。 18王妃のこ

の行いを聞いたペルシャとメデアの大臣の夫人た

ちもまた、今日、王のすべての大臣たちにこのよ

うに言うでしょう。そうすれば必ず卑しめと怒り

が多く起ります。 19もし王がよしとされるならば

、ワシテはこの後、再びアハシュエロス王の前に

きてはならないという王の命令を下し、これをペ

ルシャとメデアの法律の中に書きいれて変ること

のないようにし、そして王妃の位を彼女にまさる

他の者に与えなさい。 20王の下される詔がこの大

きな国にあまねく告げ示されるとき、妻たる者は

ことごとく、その夫を高下の別なく共に敬うよう

になるでしょう」。 21王と大臣たちはこの言葉を

よしとしたので、王はメムカンの言葉のとおりに

行った。 22王は王の諸州にあまねく書を送り、各

州にはその文字にしたがい、各民族にはその言語

にしたがって書き送り、すべて男子たる者はその

家の主となるべきこと、また自分の民の言語を用

いて語るべきことをさとした。

2これらのことの後、アハシュエロス王の怒りが
とけ、王はワシテおよび彼女のしたこと、また

彼女に対して定めたことを思い起した。 2時に王

に仕える侍臣たちは言った、「美しい若い処女た

ちを王のために尋ね求めましょう。 3どうぞ王は

この国の各州において役人を選び、美しい若い処

女をことごとく首都スサにある婦人の居室に集め

させ、婦人をつかさどる王の侍従ヘガイの管理の

もとにおいて、化粧のための品々を彼らに与えて

ください。 4こうして御意にかなうおとめをとっ

て、ワシテの代りに王妃としてください」。王は

この事をよしとし、そのように行った。 5さて首

都スサにひとりのユダヤ人がいた。名をモルデカ

イといい、キシのひこ、シメイの孫、ヤイルの子

で、ベニヤミンびとであった。 6彼はバビロンの

王ネブカデネザルが捕えていったユダの王エコニ

ヤと共に捕えられていった捕虜のひとりで、エル

サレムから捕え移された者である。 7彼はそのお

じの娘ハダッサすなわちエステルを養い育てた。

彼女には父も母もなかったからである。このおと

めは美しく、かわいらしかったが、その父母の死

後、モルデカイは彼女を引きとって自分の娘とし

たのである。 8王の命令と詔が伝えられ、多くの

おとめが首都スサに集められて、ヘガイの管理の

もとにおかれたとき、エステルもまた王宮に携え

行かれ、婦人をつかさどるヘガイの管理のもとに

おかれた。 9このおとめはヘガイの心にかなって

、そのいつくしみを得た。すなわちヘガイはすみ

やかに彼女に化粧の品々および食物の分け前を与

え、また宮中から七人のすぐれた侍女を選んで彼

女に付き添わせ、彼女とその侍女たちを婦人の居

室のうちの最も良い所に移した。 10エステルは自

分の民のことをも、自分の同族のことをも人に知

らせなかった。モルデカイがこれを知らすなと彼

女に命じたからである。 11モルデカイはエステル

の様子および彼女がどうしているかを知ろうと、

毎日婦人の居室の庭の前を歩いた。 12おとめたち

はおのおの婦人のための規定にしたがって十二か

月を経て後、順番にアハシュエロス王の所へ行く

のであった。これは彼らの化粧の期間として、没

薬の油を用いること六か月、香料および婦人の化

粧に使う品々を用いること六か月が定められてい
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たからである。 13こうしておとめは王の所へ行く

のであった。そしておとめが婦人の居室を出て王

宮へ行く時には、すべてその望む物が与えられた

。 14そして夕方行って、あくる朝第二の婦人の居

室に帰り、そばめたちをつかさどる王の侍従シャ

シガズの管理に移された。王がその女を喜び、名

ざして召すのでなければ、再び王の所へ行くこと

はなかった。 15さてモルデカイのおじアビハイル

の娘、すなわちモルデカイが引きとって自分の娘

としたエステルが王の所へ行く順番となったが、

彼女は婦人をつかさどる王の侍従ヘガイが勧めた

物のほか何をも求めなかった。エステルはすべて

彼女を見る者に喜ばれた。 16エステルがアハシュ

エロス王に召されて王宮へ行ったのは、その治世

の第七年の十月、すなわちテベテの月であった。

17王はすべての婦人にまさってエステルを愛した

ので、彼女はすべての処女にまさって王の前に恵

みといつくしみとを得た。王はついに王妃の冠を

彼女の頭にいただかせ、ワシテに代って王妃とし

た。 18そして王は大いなる酒宴を催して、すべて

の大臣と侍臣をもてなした。エステルの酒宴がこ

れである。また諸州に免税を行い、王の大きな度

量にしたがって贈り物を与えた。 19二度目に処女

たちが集められたとき、モルデカイは王の門にす

わっていた。 20エステルはモルデカイが命じたよ

うに、まだ自分の同族のことをも自分の民のこと

をも人に知らせなかった。エステルはモルデカイ

の言葉に従うこと、彼に養い育てられた時と少し

も変らなかった。 21そのころ、モルデカイが王の

門にすわっていた時、王の侍従で、王のへやの戸

を守る者のうちのビグタンとテレシのふたりが怒

りのあまりアハシュエロス王を殺そうとねらって

いたが、 22その事がモルデカイに知れたので、彼

はこれを王妃エステルに告げ、エステルはこれを

モルデカイの名をもって王に告げた。 23その事が

調べられて、それに相違ないことがあらわれたの

で、彼らふたりは木にかけられた。この事は王の

前で日誌の書にかきしるされた。

3これらの事の後、アハシュエロス王はアガグび
とハンメダタの子ハマンを重んじ、これを昇進

させて、自分と共にいるすべての大臣たちの上に

その席を定めさせた。 2王の門の内にいる王の侍

臣たちは皆ひざまずいてハマンに敬礼した。これ

は王が彼についてこうすることを命じたからであ

る。しかしモルデカイはひざまずかず、また敬礼

しなかった。 3そこで王の門にいる王の侍臣たち

はモルデカイにむかって、「あなたはどうして王

の命令にそむくのか」と言った。 4彼らは毎日モ

ルデカイにこう言うけれども聞きいれなかったの

で、その事がゆるされるかどうかを見ようと、こ

れをハマンに告げた。なぜならモルデカイはすで

に自分のユダヤ人であることを彼らに語ったから

である。 5ハマンはモルデカイのひざまずかず、

また自分に敬礼しないのを見て怒りに満たされた

が、 6ただモルデカイだけを殺すことを潔しとし

なかった。彼らがモルデカイの属する民をハマン

に知らせたので、ハマンはアハシュエロスの国の

うちにいるすべてのユダヤ人、すなわちモルデカ

イの属する民をことごとく滅ぼそうと図った。 7

アハシュエロス王の第十二年の正月すなわちニサ

ンの月に、ハマンの前で、十二月すなわちアダル

の月まで、一日一日のため、一月一月のために、

プルすなわちくじを投げさせた。 8そしてハマン

はアハシュエロス王に言った、「お国の各州にい

る諸民のうちに、散らされて、別れ別れになって

いる一つの民がいます。その法律は他のすべての

民のものと異なり、また彼らは王の法律を守りま

せん。それゆえ彼らを許しておくことは王のため

になりません。 9もし王がよしとされるならば、

彼らを滅ぼせと詔をお書きください。そうすれば

わたしは王の事をつかさどる者たちの手に銀一万

タラントを量りわたして、王の金庫に入れさせま

しょう」。 10そこで王は手から指輪をはずし、ア

ガグびとハンメダタの子で、ユダヤ人の敵である

ハマンにわたした。 11そして王はハマンに言った

、「その銀はあなたに与える。その民もまたあな

たに与えるから、よいと思うようにしなさい」。

12そこで正月の十三日に王の書記官が召し集めら

れ、王の総督、各州の知事および諸民のつかさた

ちにハマンが命じたことをことごとく書きしるし

た。すなわち各州に送るものにはその文字を用い

、諸民に送るものにはその言語を用い、おのおの

アハシュエロス王の名をもってそれを書き、王の

指輪をもってそれに印を押した。 13そして急使を

もってその書を王の諸州に送り、十二月すなわち

アダルの月の十三日に、一日のうちにすべてのユ

ダヤ人を、若い者、老いた者、子供、女の別なく

、ことごとく滅ぼし、殺し、絶やし、かつその貨

財を奪い取れと命じた。 14この文書の写しを詔と

して各州に伝え、すべての民に公示して、その日

のために備えさせようとした。 15急使は王の命令

により急いで出ていった。この詔は首都スサで発

布された。時に王とハマンは座して酒を飲んでい

たが、スサの都はあわて惑った。

4モルデカイはすべてこのなされたことを知った
とき、その衣を裂き、荒布をまとい、灰をかぶ

り、町の中へ行って大声をあげ、激しく叫んで、 2

王の門の入口まで行った。荒布をまとっては王の

門の内にはいることができないからである。 3す

べて王の命令と詔をうけ取った各州ではユダヤ人

のうちに大いなる悲しみがあり、断食、嘆き、叫

びが起り、また荒布をまとい、灰の上に座する者

が多かった。 4エステルの侍女たちおよび侍従た

ちがきて、この事を告げたので、王妃は非常に悲

しみ、モルデカイに着物を贈り、それを着せて、

荒布を脱がせようとしたが受けなかった。 5そこ

でエステルは王の侍従のひとりで、王が自分には

べらせたハタクを召し、モルデカイのもとへ行っ

て、それは何事であるか、何ゆえであるかを尋ね

て来るようにと命じた。 6ハタクは出て、王の門

の前にある町の広場にいるモルデカイのもとへ行

くと、 7モルデカイは自分の身に起ったすべての
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事を彼に告げ、かつハマンがユダヤ人を滅ぼすこ

とのために王の金庫に量り入れると約束した銀の

正確な額を告げた。 8また彼らを滅ぼさせるため

に、スサで発布された詔書の写しを彼にわたし、

それをエステルに見せ、かつ説きあかし、彼女が

王のもとへ行ってその民のために王のあわれみを

請い、王の前に願い求めるように彼女に言い伝え

よと言った。 9ハタクが帰ってきてモルデカイの

言葉をエステルに告げたので、 10エステルはハタ

クに命じ、モルデカイに言葉を伝えさせて言った

、 11「王の侍臣および王の諸州の民は皆、男でも

女でも、すべて召されないのに内庭にはいって王

のもとへ行く者は、必ず殺されなければならない

という一つの法律のあることを知っています。た

だし王がその者に金の笏を伸べれば生きることが

できるのです。しかしわたしはこの三十日の間、

王のもとへ行くべき召をこうむらないのです」。

12エステルの言葉をモルデカイに告げたので、 13

モルデカイは命じてエステルに答えさせて言った

、「あなたは王宮にいるゆえ、すべてのユダヤ人

と異なり、難を免れるだろうと思ってはならない

。 14あなたがもし、このような時に黙っているな

らば、ほかの所から、助けと救がユダヤ人のため

に起るでしょう。しかし、あなたとあなたの父の

家とは滅びるでしょう。あなたがこの国に迎えら

れたのは、このような時のためでなかったとだれ

が知りましょう」。 15そこでエステルは命じてモ

ルデカイに答えさせた、 16「あなたは行ってスサ

にいるすべてのユダヤ人を集め、わたしのために

断食してください。三日のあいだ夜も昼も食い飲

みしてはなりません。わたしとわたしの侍女たち

も同様に断食しましょう。そしてわたしは法律に

そむくことですが王のもとへ行きます。わたしが

もし死なねばならないのなら、死にます」。 17モ

ルデカイは行って、エステルがすべて自分に命じ

たとおりに行った。

5三日目にエステルは王妃の服を着、王宮の内庭
に入り、王の広間にむかって立った。王は王宮

の玉座に座して王宮の入口にむかっていたが、 2

王妃エステルが庭に立っているのを見て彼女に恵

みを示し、その手にある金の笏をエステルの方に

伸ばしたので、エステルは進みよってその笏の頭

にさわった。 3王は彼女に言った、「王妃エステ

ルよ、何を求めるのか。あなたの願いは何か。国

の半ばでもあなたに与えよう」。 4エステルは言

った、「もし王がよしとされるならば、きょうわ

たしが王のために設けた酒宴に、ハマンとご一緒

にお臨みください」。 5そこで王は「ハマンを速

く連れてきて、エステルの言うようにせよ」と言

い、やがて王とハマンはエステルの設けた酒宴に

臨んだ。 6酒宴の時、王はエステルに言った、「

あなたの求めることは何か。必ず聞かれる。あな

たの願いは何か。国の半ばでも聞きとどけられる

」。 7エステルは答えて言った、「わたしの求め

、わたしの願いはこれです。 8もしわたしが王の

目の前に恵みを得、また王がもしわたしの求めを

許し、わたしの願いを聞きとどけるのをよしとさ

れるならば、ハマンとご一緒に、あすまた、わた

しが設けようとする酒宴に、お臨みください。わ

たしはあす王のお言葉どおりにいたしましょう」

。 9こうしてハマンはその日、心に喜び楽しんで

出てきたが、ハマンはモルデカイが王の門にいて

、自分にむかって立ちあがりもせず、また身動き

もしないのを見たので、モルデカイに対し怒りに

満たされた。 10しかしハマンは耐え忍んで家に帰

り、人をやってその友だちおよび妻ゼレシを呼ん

でこさせ、 11そしてハマンはその富の栄華と、そ

のむすこたちの多いことと、すべて王が自分を重

んじられたこと、また王の大臣および侍臣たちに

まさって自分を昇進させられたことを彼らに語っ

た。 12ハマンはまた言った、「王妃エステルは酒

宴を設けたが、わたしのほかはだれも王と共にこ

れに臨ませなかった。あすもまたわたしは王と共

に王妃に招かれている。 13しかしユダヤ人モルデ

カイが王の門に座しているのを見る間は、これら

の事もわたしには楽しくない」。 14その時、妻ゼ

レシとすべての友は彼に言った、「高さ五十キュ

ビトの木を立てさせ、あすの朝、モルデカイをそ

の上に掛けるように王に申し上げなさい。そして

王と一緒に楽しんでその酒宴においでなさい」。

ハマンはこの事をよしとして、その木を立てさせ

た。

6その夜、王は眠ることができなかったので、命
じて日々の事をしるした記録の書を持ってこさ

せ、王の前で読ませたが、 2その中に、モルデカ

イがかつて王の侍従で、王のへやの戸を守る者の

うちのビグタナとテレシのふたりが、アハシュエ

ロス王を殺そうとねらっていることを告げた、と

しるされているのを見いだした。 3そこで王は言

った、「この事のために、どんな栄誉と爵位をモ

ルデカイに与えたか」。王に仕える侍臣たちは言

った、「何も彼に与えていません」。 4王は言っ

た、「庭にいるのはだれか」。この時ハマンはモ

ルデカイのために設けた木にモルデカイを掛ける

ことを王に申し上げようと王宮の外庭にはいって

きていた。 5王の侍臣たちが「ハマンが庭に立っ

ています」と王に言ったので、王は「ここへ、は

いらせよ」と言った。 6やがてハマンがはいって

来ると王は言った、「王が栄誉を与えようと思う

人にはどうしたらよかろうか」。ハマンは心のう

ちに言った、「王はわたし以外にだれに栄誉を与

えようと思われるだろうか」。 7ハマンは王に言

った、「王が栄誉を与えようと思われる人のため

には、 8王の着られた衣服を持ってこさせ、また

王の乗られた馬、すなわちその頭に王冠をいただ

いた馬をひいてこさせ、 9その衣服と馬とを王の

最も尊い大臣のひとりの手にわたして、王が栄誉

を与えようと思われる人にその衣服を着させ、ま

たその人を馬に乗せ、町の広場を導いて通らせ、

『王が栄誉を与えようと思う人にはこうするのだ

』とその前に呼ばわらせなさい」。 10それで王は

ハマンに言った、「急いであなたが言ったように
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、その衣服と馬とを取り寄せ、王の門に座してい

るユダヤ人モルデカイにそうしなさい。あなたが

言ったことを一つも欠いてはならない」。 11そこ

でハマンは衣服と馬とを取り寄せ、モルデカイに

その衣服を着せ、彼を馬に乗せて町の広場を通ら

せ、その前に呼ばわって、「王が栄誉を与えよう

と思う人にはこうするのだ」と言った。 12こうし

てモルデカイは王の門に帰ってきたが、ハマンは

憂え悩み、頭をおおって急いで家に帰った。 13そ

してハマンは自分の身に起った事をことごとくそ

の妻ゼレシと友だちに告げた。するとその知者た

ちおよび妻ゼレシは彼に言った、「あのモルデカ

イ、すなわちあなたがその人の前に敗れ始めた者

が、もしユダヤ人の子孫であるならば、あなたは

彼に勝つことはできない。必ず彼の前に敗れるで

しょう」。 14彼らがなおハマンと話している時、

王の侍従たちがきてハマンを促し、エステルが設

けた酒宴に臨ませた。

7王とハマンは王妃エステルの酒宴に臨んだ。 2

このふつか目の酒宴に王はまたエステルに言っ

た、「王妃エステルよ、あなたの求めることは何

か。必ず聞かれる。あなたの願いは何か。国の半

ばでも聞きとどけられる」。 3王妃エステルは答

えて言った、「王よ、もしわたしが王の目の前に

恵みを得、また王がもしよしとされるならば、わ

たしの求めにしたがってわたしの命をわたしに与

え、またわたしの願いにしたがってわたしの民を

わたしに与えてください。 4わたしとわたしの民

は売られて滅ぼされ、殺され、絶やされようとし

ています。もしわたしたちが男女の奴隷として売

られただけなら、わたしは黙っていたでしょう。

わたしたちの難儀は王の損失とは比較にならない

からです」。 5アハシュエロス王は王妃エステル

に言った、「そんな事をしようと心にたくらんで

いる者はだれか。またどこにいるのか」。 6エス

テルは言った、「そのあだ、その敵はこの悪いハ

マンです」。そこでハマンは王と王妃の前に恐れ

おののいた。 7王は怒って酒宴の席を立ち、宮殿

の園へ行ったが、ハマンは残って王妃エステルに

命ごいをした。彼は王が自分に害を加えようと定

めたのを見たからである。 8王が宮殿の園から酒

宴の場所に帰ってみると、エステルのいた長いす

の上にハマンが伏していたので、王は言った、「

彼はまたわたしの家で、しかもわたしの前で王妃

をはずかしめようとするのか」。この言葉が王の

口から出たとき、人々は、ハマンの顔をおおった

。 9その時、王に付き添っていたひとりの侍従ハ

ルボナが「王のためによい事を告げたあのモルデ

カイのためにハマンが用意した高さ五十キュビト

の木がハマンの家に立っています」と言ったので

、王は「彼をそれに掛けよ」と言った。 10そこで

人々はハマンをモルデカイのために備えてあった

その木に掛けた。こうして王の怒りは和らいだ。

8その日アハシュエロス王は、ユダヤ人の敵ハマ
ンの家を王妃エステルに与えた。モルデカイは

王の前にきた。これはエステルが自分とモルデカ

イがどんな関係の者であるかを告げたからである

。 2王はハマンから取り返した自分の指輪をはず

して、モルデカイに与えた。エステルはモルデカ

イにハマンの家を管理させた。 3エステルは再び

王の前に奏し、その足もとにひれ伏して、アガグ

びとハマンの陰謀すなわち彼がユダヤ人に対して

企てたその計画を除くことを涙ながらに請い求め

た。 4王はエステルにむかって金の笏を伸べたの

で、エステルは身を起して王の前に立ち、 5そし

て言った、「もし王がよしとされ、わたしが王の

前に恵みを得、またこの事が王の前に正しいと見

え、かつわたしが王の目にかなうならば、アガグ

びとハンメダタの子ハマンが王の諸州にいるユダ

ヤ人を滅ぼそうとはかって書き送った書を取り消

す旨を書かせてください。 6どうしてわたしは、

わたしの民に臨もうとする災を、だまって見てい

ることができましょうか。どうしてわたしの同族

の滅びるのを、だまって見ていることができまし

ょうか」。 7アハシュエロス王は王妃エステルと

ユダヤ人モルデカイに言った、「ハマンがユダヤ

人を殺そうとしたので、わたしはハマンの家をエ

ステルに与え、またハマンを木に掛けさせた。 8

あなたがたは自分たちの思うままに王の名をもっ

てユダヤ人についての書をつくり、王の指輪をも

ってそれに印を押すがよい。王の名をもって書き

、王の指輪をもって印を押した書はだれも取り消

すことができない」。 9その時王の書記官が召し

集められた。それは三月すなわちシワンの月の二

十三日であった。そしてインドからエチオピヤま

での百二十七州にいる総督、諸州の知事および大

臣たちに、モルデカイがユダヤ人について命じた

とおりに書き送った。すなわち各州にはその文字

を用い、各民族にはその言語を用いて書き送り、

ユダヤ人に送るものにはその文字と言語とを用い

た。 10その書はアハシュエロス王の名をもって書

かれ、王の指輪をもって印を押し、王の御用馬と

して、そのうまやに育った早馬に乗る急使によっ

て送られた。 11その中で、王はすべての町にいる

ユダヤ人に、彼らが相集まって自分たちの生命を

保護し、自分たちを襲おうとする諸国、諸州のす

べての武装した民を、その妻子もろともに滅ぼし

、殺し、絶やし、かつその貨財を奪い取ることを

許した。 12ただしこの事をアハシュエロス王の諸

州において、十二月すなわちアダルの月の十三日

に、一日のうちに行うことを命じた。 13この書い

た物の写しを詔として各州に伝え、すべての民に

公示して、ユダヤ人に、その日のために備えして

、その敵にあだをかえさせようとした。 14王の御

用馬である早馬に乗った急使は、王の命によって

急がされ、せきたてられて出て行った。この詔は

首都スサで出された。 15モルデカイは青と白の朝

服を着、大きな金の冠をいただき、紫色の細布の

上着をまとって王の前から出て行った。スサの町

中、声をあげて喜んだ。 16ユダヤ人には光と喜び

と楽しみと誉があった。 17いずれの州でも、いず

れの町でも、すべて王の命令と詔の伝達された所

では、ユダヤ人は喜び楽しみ、酒宴を開いてこの
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日を祝日とした。そしてこの国の民のうち多くの

者がユダヤ人となった。これはユダヤ人を恐れる

心が彼らのうちに起ったからである。

9十二月すなわちアダルの月の十三日、王の命令
と詔の行われる時が近づいたとき、すなわちユ

ダヤ人の敵が、ユダヤ人を打ち伏せようと望んで

いたのに、かえってユダヤ人が自分たちを憎む者

を打ち伏せることとなったその日に、 2ユダヤ人

はアハシュエロス王の各州にある自分たちの町々

に集まり、自分たちに害を加えようとする者を殺

そうとしたが、だれもユダヤ人に逆らうことので

きるものはなかった。すべての民がユダヤ人を恐

れたからである。 3諸州の大臣、総督、知事およ

び王の事をつかさどる者は皆ユダヤ人を助けた。

彼らはモルデカイを恐れたからである。 4モルデ

カイは王の家で大いなる者となり、その名声は各

州に聞えわたった。この人モルデカイがますます

勢力ある者となったからである。 5そこでユダヤ

人はつるぎをもってすべての敵を撃って殺し、滅

ぼし、自分たちを憎む者に対し心のままに行った

。 6ユダヤ人はまた首都スサにおいても五百人を

殺し、滅ぼした。 7またパルシャンダタ、ダルポ

ン、アスパタ、 8ポラタ、アダリヤ、アリダタ、

9パルマシタ、アリサイ、アリダイ、ワエザタ、

10すなわちハンメダタの子で、ユダヤ人の敵であ

るハマンの十人の子をも殺した。しかし、そのぶ

んどり物には手をかけなかった。 11その日、首都

スサで殺された者の数が王に報告されると、 12王

は王妃エステルに言った、「ユダヤ人は首都スサ

で五百人を殺し、またハマンの十人の子を殺した

。王のその他の諸州ではどんなに彼らは殺したこ

とであろう。さてあなたの求めることは何か。必

ず聞かれる。更にあなたの願いは何か。必ず聞き

とどけられる」。 13エステルは言った、「もし王

がよしとされるならば、どうぞスサにいるユダヤ

人にあすも、きょうの詔のように行うことをゆる

してください。かつハマンの十人の子を木に掛け

させてください」。 14王はそうせよと命じたので

、スサにおいて詔が出て、ハマンの十人の子は木

に掛けられた。 15アダルの月の十四日にまたスサ

にいるユダヤ人が集まり、スサで三百人を殺した

。しかし、そのぶんどり物には手をかけなかった

。 16王の諸州にいる他のユダヤ人もまた集まって

、自分たちの生命を保護し、その敵に勝って平安

を得、自分たちを憎む者七万五千人を殺した。し

かし、そのぶんどり物には手をかけなかった。 17

これはアダルの月の十三日であって、その十四日

に休んで、その日を酒宴と喜びの日とした。 18し

かしスサにいるユダヤ人は十三日と十四日に集ま

り、十五日に休んで、その日を酒宴と喜びの日と

した。 19それゆえ村々のユダヤ人すなわち城壁の

ない町々に住む者はアダルの月の十四日を喜びの

日、酒宴の日、祝日とし、互に食べ物を贈る日と

した。 20モルデカイはこれらのことを書きしるし

てアハシュエロス王の諸州にいるすべてのユダヤ

人に、近い者にも遠い者にも書を送り、 21アダル

の月の十四日と十五日とを年々祝うことを命じた

。 22すなわちこの両日にユダヤ人がその敵に勝っ

て平安を得、またこの月は彼らのために憂いから

喜びに変り、悲しみから祝日に変ったので、これ

らを酒宴と喜びの日として、互に食べ物を贈り、

貧しい者に施しをする日とせよとさとした。 23そ

こでユダヤ人は彼らがすでに始めたように、また

モルデカイが彼らに書き送ったように、行うこと

を約束した。 24これはアガグびとハンメダタの子

ハマン、すなわちすべてのユダヤ人の敵がユダヤ

人を滅ぼそうとはかり、プルすなわちくじを投げ

て彼らを絶やし、滅ぼそうとしたが、 25エステル

が王の前にきたとき、王は書を送って命じ、ハマ

ンがユダヤ人に対して企てたその悪い計画をハマ

ンの頭上に臨ませ、彼とその子らを木に掛けさせ

たからである。 26このゆえに、この両日をプルの

名にしたがってプリムと名づけた。そしてこの書

のすべての言葉により、またこの事について見た

ところ、自分たちの会ったところによって、 27ユ

ダヤ人は相定め、年々その書かれているところに

したがい、その定められた時にしたがって、この

両日を守り、自分たちと、その子孫およびすべて

自分たちにつらなる者はこれを行い続けて廃する

ことなく、 28この両日を、代々、家々、州々、町

々において必ず覚えて守るべきものとし、これら

のプリムの日がユダヤ人のうちに廃せられること

のないようにし、またこの記念がその子孫の中に

絶えることのないようにした。 29さらにアビハイ

ルの娘である王妃エステルとユダヤ人モルデカイ

は、権威をもってこのプリムの第二の書を書き、

それを確かめた。 30そしてアハシュエロスの国の

百二十七州にいるすべてのユダヤ人に、平和と真

実の言葉をもって書を送り、 31断食と悲しみのこ

とについて、ユダヤ人モルデカイと王妃エステル

が、かつてユダヤ人に命じたように、またユダヤ

人たちが、かつて自分たちとその子孫のために定

めたように、プリムのこれらの日をその定めた時

に守らせた。 32エステルの命令はプリムに関する

これらの事を確定した。またこれは書にしるされ

た。

10アハシュエロス王はその国および海に沿った
国々にみつぎを課した。 2彼の権力と勢力に

よるすべての事業、および王がモルデカイを高い

地位にのぼらせた事の詳しい話はメデアとペルシ

ャの王たちの日誌の書にしるされているではない

か。 3ユダヤ人モルデカイはアハシュエロス王に

次ぐ者となり、ユダヤ人の中にあって大いなる者

となり、その多くの兄弟に喜ばれた。彼はその民

の幸福を求め、すべての国民に平和を述べたから

である。
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ヨブ記

1ウヅの地にヨブという名の人があった。そのひ
ととなりは全く、かつ正しく、神を恐れ、悪に

遠ざかった。 2彼に男の子七人と女の子三人があ

り、 3その家畜は羊七千頭、らくだ三千頭、牛五

百くびき、雌ろば五百頭で、しもべも非常に多く

、この人は東の人々のうちで最も大いなる者であ

った。 4そのむすこたちは、めいめい自分の日に

、自分の家でふるまいを設け、その三人の姉妹を

も招いて一緒に食い飲みするのを常とした。 5そ

のふるまいの日がひとめぐり終るごとに、ヨブは

彼らを呼び寄せて聖別し、朝早く起きて、彼らす

べての数にしたがって燔祭をささげた。これはヨ

ブが「わたしのむすこたちは、ことによったら罪

を犯し、その心に神をのろったかもしれない」と

思ったからである。ヨブはいつも、このように行

った。 6ある日、神の子たちが来て、主の前に立

った。サタンも来てその中にいた。 7主は言われ

た、「あなたはどこから来たか」。サタンは主に

答えて言った、「地を行きめぐり、あちらこちら

歩いてきました」。 8主はサタンに言われた、「

あなたはわたしのしもべヨブのように全く、かつ

正しく、神を恐れ、悪に遠ざかる者の世にないこ

とを気づいたか」。 9サタンは主に答えて言った

、「ヨブはいたずらに神を恐れましょうか。 10あ

なたは彼とその家およびすべての所有物のまわり

にくまなく、まがきを設けられたではありません

か。あなたは彼の勤労を祝福されたので、その家

畜は地にふえたのです。 11しかし今あなたの手を

伸べて、彼のすべての所有物を撃ってごらんなさ

い。彼は必ずあなたの顔に向かって、あなたをの

ろうでしょう」。 12主はサタンに言われた、「見

よ、彼のすべての所有物をあなたの手にまかせる

。ただ彼の身に手をつけてはならない」。サタン

は主の前から出て行った。 13ある日ヨブのむすこ

、娘たちが第一の兄の家で食事をし、酒を飲んで

いたとき、 14使者がヨブのもとに来て言った、「

牛が耕し、ろばがそのかたわらで草を食っている

と、 15シバびとが襲ってきて、これを奪い、つる

ぎをもってしもべたちを打ち殺しました。わたし

はただひとりのがれて、あなたに告げるために来

ました」。 16彼がなお語っているうちに、またひ

とりが来て言った、「神の火が天から下って、羊

およびしもべたちを焼き滅ぼしました。わたしは

ただひとりのがれて、あなたに告げるために来ま

した」。 17彼がなお語っているうちに、またひと

りが来て言った、「カルデヤびとが三組に分れて

来て、らくだを襲ってこれを奪い、つるぎをもっ

てしもべたちを打ち殺しました。わたしはただひ

とりのがれて、あなたに告げるために来ました」

。 18彼がなお語っているうちに、またひとりが来

て言った、「あなたのむすこ、娘たちが第一の兄

の家で食事をし、酒を飲んでいると、 19荒野の方

から大風が吹いてきて、家の四すみを撃ったので

、あの若い人たちの上につぶれ落ちて、皆死にま

した。わたしはただひとりのがれて、あなたに告

げるために来ました」。 20このときヨブは起き上

がり、上着を裂き、頭をそり、地に伏して拝し、

21そして言った、「わたしは裸で母の胎を出た。

また裸でかしこに帰ろう。主が与え、主が取られ

たのだ。主のみ名はほむべきかな」。 22すべてこ

の事においてヨブは罪を犯さず、また神に向かっ

て愚かなことを言わなかった。

2ある日、また神の子たちが来て、主の前に立っ
た。サタンもまたその中に来て、主の前に立っ

た。 2主はサタンに言われた、「あなたはどこか

ら来たか」。サタンは主に答えて言った、「地を

行きめぐり、あちらこちら歩いてきました」。 3

主はサタンに言われた、「あなたは、わたしのし

もべヨブのように全く、かつ正しく、神を恐れ、

悪に遠ざかる者の世にないことを気づいたか。あ

なたは、わたしを勧めて、ゆえなく彼を滅ぼそう

としたが、彼はなお堅く保って、おのれを全うし

た」。 4サタンは主に答えて言った、「皮には皮

をもってします。人は自分の命のために、その持

っているすべての物をも与えます。 5しかしいま

、あなたの手を伸べて、彼の骨と肉とを撃ってご

らんなさい。彼は必ずあなたの顔に向かって、あ

なたをのろうでしょう」。 6主はサタンに言われ

た、「見よ、彼はあなたの手にある。ただ彼の命

を助けよ」。 7サタンは主の前から出て行って、

ヨブを撃ち、その足の裏から頭の頂まで、いやな

腫物をもって彼を悩ました。 8ヨブは陶器の破片

を取り、それで自分の身をかき、灰の中にすわっ

た。 9時にその妻は彼に言った、「あなたはなお

も堅く保って、自分を全うするのですか。神をの

ろって死になさい」。 10しかしヨブは彼女に言っ

た、「あなたの語ることは愚かな女の語るのと同

じだ。われわれは神から幸をうけるのだから、災

をも、うけるべきではないか」。すべてこの事に

おいてヨブはそのくちびるをもって罪を犯さなか

った。 11時に、ヨブの三人の友がこのすべての災

のヨブに臨んだのを聞いて、めいめい自分の所か

ら尋ねて来た。すなわちテマンびとエリパズ、シ

ュヒびとビルダデ、ナアマびとゾパルである。彼

らはヨブをいたわり、慰めようとして、たがいに

約束してきたのである。 12彼らは目をあげて遠方

から見たが、彼のヨブであることを認めがたいほ

どであったので、声をあげて泣き、めいめい自分

の上着を裂き、天に向かって、ちりをうちあげ、

自分たちの頭の上にまき散らした。 13こうして七

日七夜、彼と共に地に座していて、ひと言も彼に

話しかける者がなかった。彼の苦しみの非常に大

きいのを見たからである。

3この後、ヨブは口を開いて、自分の生れた日を
のろった。 2すなわちヨブは言った、 3「わた

しの生れた日は滅びうせよ。『男の子が、胎にや

どった』と言った夜もそのようになれ。 4その日

は暗くなるように。神が上からこれを顧みられな

いように。光がこれを照さないように。 5やみと

暗黒がこれを取りもどすように。雲が、その上に
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とどまるように。日を暗くする者が、これを脅か

すように。 6その夜は、暗やみが、これを捕える

ように。年の日のうちに加わらないように。月の

数にもはいらないように。 7また、その夜は、は

らむことのないように。喜びの声がそのうちに聞

かれないように。 8日をのろう者が、これをのろ

うように。レビヤタンを奮い起すに巧みな者が、

これをのろうように。 9その明けの星は暗くなる

ように。光を望んでも、得られないように。また

、あけぼののまぶたを見ることのないように。 10

これは、わたしの母の胎の戸を閉じず、また悩み

をわたしの目に隠さなかったからである。 11なに

ゆえ、わたしは胎から出て、死ななかったのか。

腹から出たとき息が絶えなかったのか。 12なにゆ

え、ひざが、わたしを受けたのか。なにゆえ、乳

ぶさがあって、わたしはそれを吸ったのか。 13そ

うしなかったならば、わたしは伏して休み、眠っ

たであろう。そうすればわたしは安んじており、

14自分のために荒れ跡を築き直した地の王たち、

参議たち、 15あるいは、こがねを持ち、しろがね

を家に満たした君たちと一緒にいたであろう。 16

なにゆえ、わたしは人知れずおりる胎児のごとく

、光を見ないみどりごのようでなかったのか。 17

かしこでは悪人も、あばれることをやめ、うみ疲

れた者も、休みを得、 18捕われ人も共に安らかに

おり、追い使う者の声を聞かない。 19小さい者も

大きい者もそこにおり、奴隷も、その主人から解

き放される。 20なにゆえ、悩む者に光を賜い、心

の苦しむ者に命を賜わったのか。 21このような人

は死を望んでも来ない、これを求めることは隠れ

た宝を掘るよりも、はなはだしい。 22彼らは墓を

見いだすとき、非常に喜び楽しむのだ。 23なにゆ

え、その道の隠された人に、神が、まがきをめぐ

らされた人に、光を賜わるのか。 24わたしの嘆き

はわが食物に代って来り、わたしのうめきは水の

ように流れ出る。 25わたしの恐れるものが、わた

しに臨み、わたしの恐れおののくものが、わが身

に及ぶ。 26わたしは安らかでなく、またおだやか

でない。わたしは休みを得ない、ただ悩みのみが

来る」。

4その時、テマンびとエリパズが答えて言った、
2「もし人があなたにむかって意見を述べるな

らば、あなたは腹を立てるでしょうか。しかしだ

れが黙っておれましょう。 3見よ、あなたは多く

の人を教えさとし、衰えた手を強くした。 4あな

たの言葉はつまずく者をたすけ起し、かよわいひ

ざを強くした。 5ところが今、この事があなたに

臨むと、あなたは耐え得ない。この事があなたに

触れると、あなたはおじ惑う。 6あなたが神を恐

れていることは、あなたのよりどころではないか

。あなたの道の全きことは、あなたの望みではな

いか。 7考えてみよ、だれが罪のないのに、滅ぼ

された者があるか。どこに正しい者で、断ち滅ぼ

された者があるか。 8わたしの見た所によれば、

不義を耕し、害悪をまく者は、それを刈り取って

いる。 9彼らは神のいぶきによって滅び、その怒

りの息によって消えうせる。 10ししのほえる声、

たけきししの声はともにやみ、若きししのきばは

折られ、 11雄じしは獲物を得ずに滅び、雌じしの

子は散らされる。 12さて、わたしに、言葉がひそ

かに臨んだ、わたしの耳はそのささやきを聞いた

。 13すなわち人の熟睡するころ、夜の幻によって

思い乱れている時、 14恐れがわたしに臨んだので

、おののき、わたしの骨はことごとく震えた。 15

時に、霊があって、わたしの顔の前を過ぎたので

、わたしの身の毛はよだった。 16そのものは立ち

どまったが、わたしはその姿を見わけることがで

きなかった。一つのかたちが、わたしの目の前に

あった。わたしは静かな声を聞いた、 17『人は神

の前に正しくありえようか。人はその造り主の前

に清くありえようか。 18見よ、彼はそのしもべを

さえ頼みとせず、その天使をも誤れる者とみなさ

れる。 19まして、泥の家に住む者、ちりをその基

とする者、しみのようにつぶされる者。 20彼らは

朝から夕までの間に打ち砕かれ、顧みる者もなく

、永遠に滅びる。 21もしその天幕の綱が彼らのう

ちに取り去られるなら、ついに悟ることもなく、

死にうせるではないか』。

5試みに呼んでみよ、だれかあなたに答える者が
あるか。どの聖者にあなたは頼もうとするのか

。 2確かに、憤りは愚かな者を殺し、ねたみはあ

さはかな者を死なせる。 3わたしは愚かな者の根

を張るのを見た、しかしわたしは、にわかにその

すみかをのろった。 4その子らは安きを得ず、町

の門でしえたげられても、これを救う者がない。 5

その収穫は飢えた人が食べ、いばらの中からさえ

、これを奪う。また、かわいた者はその財産をあ

えぎ求める。 6苦しみは、ちりから起るものでな

く、悩みは土から生じるものでない。 7人が生れ

て悩みを受けるのは、火の子が上に飛ぶにひとし

い。 8しかし、わたしであるならば、神に求め、

神に、わたしの事をまかせる。 9彼は大いなる事

をされるかたで、測り知れない、その不思議なみ

わざは数えがたい。 10彼は地に雨を降らせ、野に

水を送られる。 11彼は低い者を高くあげ、悲しむ

者を引き上げて、安全にされる。 12彼は悪賢い者

の計りごとを敗られる。それで何事もその手にな

し遂げることはできない。 13彼は賢い者を、彼ら

自身の悪巧みによって捕え、曲った者の計りごと

をくつがえされる。 14彼らは昼も、やみに会い、

真昼にも、夜のように手探りする。 15彼は貧しい

者を彼らの口のつるぎから救い、また強い者の手

から救われる。 16それゆえ乏しい者に望みがあり

、不義はその口を閉じる。 17見よ、神に戒められ

る人はさいわいだ。それゆえ全能者の懲しめを軽

んじてはならない。 18彼は傷つけ、また包み、撃

ち、またその手をもっていやされる。 19彼はあな

たを六つの悩みから救い、七つのうちでも、災は

あなたに触れることがない。 20ききんの時には、

あなたをあがなって、死を免れさせ、いくさの時

には、つるぎの力を免れさせられる。 21あなたは

舌をもってむち打たれる時にも、おおい隠され、
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滅びが来る時でも、恐れることはない。 22あなた

は滅びと、ききんとを笑い、地の獣をも恐れるこ

とはない。 23あなたは野の石と契約を結び、野の

獣はあなたと和らぐからである。 24あなたは自分

の天幕の安全なことを知り、自分の家畜のおりを

見回っても、欠けた物がなく、 25また、あなたの

子孫の多くなり、そのすえが地の草のようになる

のを知るであろう。 26あなたは高齢に達して墓に

入る、あたかも麦束をその季節になって打ち場に

運びあげるようになるであろう。 27見よ、われわ

れの尋ねきわめた所はこのとおりだ。あなたはこ

れを聞いて、みずから知るがよい」。

6ヨブは答えて言った、 2「どうかわたしの憤り

が正しく量られ、同時にわたしの災も、はかり

にかけられるように。 3そうすれば、これは海の

砂よりも重いに相違ない。それゆえ、わたしの言

葉が軽率であったのだ。 4全能者の矢が、わたし

のうちにあり、わたしの霊はその毒を飲み、神の

恐るべき軍勢が、わたしを襲い攻めている。 5野

ろばは、青草のあるのに鳴くであろうか。牛は飼

葉の上でうなるであろうか。 6味のない物は塩が

なくて食べられようか。すべりひゆのしるは味が

あろうか。 7わたしの食欲はこれに触れることを

拒む。これは、わたしのきらう食物のようだ。 8

どうかわたしの求めるものが獲られるように。ど

うか神がわたしの望むものをくださるように。 9

どうか神がわたしを打ち滅ぼすことをよしとし、

み手を伸べてわたしを断たれるように。 10そうす

れば、わたしはなお慰めを得、激しい苦しみの中

にあっても喜ぶであろう。わたしは聖なる者の言

葉を否んだことがないからだ。 11わたしにどんな

力があって、なお待たねばならないのか。わたし

にどんな終りがあるので、なお耐え忍ばねばなら

ないのか。 12わたしの力は石の力のようであるの

か。わたしの肉は青銅のようであるのか。 13まこ

とに、わたしのうちに助けはなく、救われる望み

は、わたしから追いやられた。 14その友に対する

いつくしみをさし控える者は、全能者を恐れるこ

とをすてる。 15わが兄弟たちは谷川のように、過

ぎ去る出水のように欺く。 16これは氷のために黒

くなり、そのうちに雪が隠れる。 17これは暖かに

なると消え去り、暑くなるとその所からなくなる

。 18隊商はその道を転じ、むなしい所へ行って滅

びる。 19テマの隊商はこれを望み、シバの旅びと

はこれを慕う。 20彼らはこれにたよったために失

望し、そこに来てみて、あわてる。 21あなたがた

は今わたしにはこのような者となった。あなたが

たはわたしの災難を見て恐れた。 22わたしは言っ

たことがあるか、『わたしに与えよ』と、あるい

は『あなたがたの財産のうちからわたしのために

、まいないを贈れ』と、 23あるいは『あだの手か

らわたしを救い出せ』と、あるいは『しえたげる

者の手からわたしをあがなえ』と。 24わたしに教

えよ、そうすればわたしは黙るであろう。わたし

の誤っている所をわたしに悟らせよ。 25正しい言

葉はいかに力のあるものか。しかしあなたがたの

戒めは何を戒めるのか。 26あなたがたは言葉を戒

めうると思うのか。望みの絶えた者の語ることは

風のようなものだ。 27あなたがたは、みなしごの

ためにくじをひき、あなたがたの友をさえ売り買

いするであろう。 28今、どうぞわたしを見られよ

、わたしはあなたがたの顔に向かって偽らない。

29どうぞ、思いなおせ、まちがってはならない。

さらに思いなおせ、わたしの義は、なおわたしの

うちにある。 30わたしの舌に不義があるか。わた

しの口は災をわきまえることができぬであろうか

。

7地上の人には、激しい労務があるではないか。
またその日は雇人の日のようではないか。 2奴

隷が夕暮を慕うように、雇人がその賃銀を望むよ

うに、 3わたしは、むなしい月を持たせられ、悩

みの夜を与えられる。 4わたしは寝るときに言う

、『いつ起きるだろうか』と。しかし夜は長く、

暁までころびまわる。 5わたしの肉はうじと土く

れとをまとい、わたしの皮は固まっては、またく

ずれる。 6わたしの日は機のひよりも速く、望み

をもたずに消え去る。 7記憶せよ、わたしの命は

息にすぎないことを。わたしの目は再び幸を見る

ことがない。 8わたしを見る者の目は、かさねて

わたしを見ることがなく、あなたがわたしに目を

向けられても、わたしはいない。 9雲が消えて、

なくなるように、陰府に下る者は上がって来るこ

とがない。 (Sheol h7585) 10彼は再びその家に帰らず

、彼の所も、もはや彼を認めない。 11それゆえ、

わたしはわが口をおさえず、わたしの霊のもだえ

によって語り、わたしの魂の苦しさによって嘆く

。 12わたしは海であるのか、龍であるのか、あな

たはわたしの上に見張りを置かれる。 13『わたし

の床はわたしを慰め、わたしの寝床はわが嘆きを

軽くする』とわたしが言うとき、 14あなたは夢を

もってわたしを驚かし、幻をもってわたしを恐れ

させられる。 15それゆえ、わたしは息の止まるこ

とを願い、わが骨よりもむしろ死を選ぶ。 16わた

しは命をいとう。わたしは長く生きることを望ま

ない。わたしに構わないでください。わたしの日

は息にすぎないのだから。 17人は何者なので、あ

なたはこれを大きなものとし、これにみ心をとめ

、 18朝ごとに、これを尋ね、絶え間なく、これを

試みられるのか。 19いつまで、あなたはわたしに

目を離さず、つばをのむまも、わたしを捨ててお

かれないのか。 20人を監視される者よ、わたしが

罪を犯したとて、あなたに何をなしえようか。な

にゆえ、わたしをあなたの的とし、わたしをあな

たの重荷とされるのか。 21なにゆえ、わたしのと

がをゆるさず、わたしの不義を除かれないのか。

わたしはいま土の中に横たわる。あなたがわたし

を尋ねられても、わたしはいないでしょう」。

8時にシュヒびとビルダデが答えて言った、 2「

いつまであなたは、そのような事を言うのか。

あなたの口の言葉は荒い風ではないか。 3神は公

義を曲げられるであろうか。全能者は正義を曲げ

られるであろうか。 4あなたの子たちが彼に罪を
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犯したので、彼らをそのとがの手に渡されたのだ

。 5あなたがもし神に求め、全能者に祈るならば

、 6あなたがもし清く、正しくあるならば、彼は

必ずあなたのために立って、あなたの正しいすみ

かを栄えさせられる。 7あなたの初めは小さくあ

っても、あなたの終りは非常に大きくなるであろ

う。 8先の代の人に問うてみよ、先祖たちの尋ね

きわめた事を学べ。 9われわれはただ、きのうか

らあった者で、何も知らない、われわれの世にあ

る日は、影のようなものである。 10彼らはあなた

に教え、あなたに語り、その悟りから言葉を出さ

ないであろうか。 11紙草は泥のない所に生長する

ことができようか。葦は水のない所におい茂るこ

とができようか。 12これはなお青くて、まだ刈ら

れないのに、すべての草に先だって枯れる。 13す

べて神を忘れる者の道はこのとおりだ。神を信じ

ない者の望みは滅びる。 14その頼むところは断た

れ、その寄るところは、くもの巣のようだ。 15そ

の家によりかかろうとすれば、家は立たず、それ

にすがろうとしても、それは耐えない。 16彼は日

の前に青々と茂り、その若枝を園にはびこらせ、

17その根を石塚にからませ、岩の間に生きていて

も、 18もしその所から取り除かれれば、その所は

彼を拒んで言うであろう、『わたしはあなたを見

たことがない』と。 19見よ、これこそ彼の道の喜

びである、そしてほかの者が地から生じるであろ

う。 20見よ、神は全き人を捨てられない。また悪

を行う者の手を支持されない。 21彼は笑いをもっ

てあなたの口を満たし、喜びの声をもってあなた

のくちびるを満たされる。 22あなたを憎む者は恥

を着せられ、悪しき者の天幕はなくなる」。

9ヨブは答えて言った、 2「まことにわたしは、

その事のそのとおりであることを知っている。

しかし人はどうして神の前に正しくありえようか

。 3よし彼と争おうとしても、千に一つも答える

ことができない。 4彼は心賢く、力強くあられる

。だれが彼にむかい、おのれをかたくなにして、

栄えた者があるか。 5彼は、山を移されるが、山

は知らない。彼は怒りをもって、これらをくつが

えされる。 6彼が、地を震い動かしてその所を離

れさせられると、その柱はゆらぐ。 7彼が日に命

じられると、日は出ない。彼はまた星を閉じこめ

られる。 8彼はただひとり天を張り、海の波を踏

まれた。 9彼は北斗、オリオン、プレアデスおよ

び南の密室を造られた。 10彼が大いなる事をされ

ることは測りがたく、不思議な事をされることは

数知れない。 11見よ、彼がわたしのかたわらを通

られても、わたしは彼を見ない。彼は進み行かれ

るが、わたしは彼を認めない。 12見よ、彼が奪い

去られるのに、だれが彼をはばむことができるか

。だれが彼にむかって『あなたは何をするのか』

と言うことができるか。 13神はその怒りをやめら

れない。ラハブを助ける者どもは彼のもとにかが

んだ。 14どうしてわたしは彼に答え、言葉を選ん

で、彼と議論することができよう。 15たといわた

しは正しくても答えることができない。わたしを

責められる者にあわれみを請わなければならない

。 16たといわたしが呼ばわり、彼がわたしに答え

られても、わたしの声に耳を傾けられたとは信じ

ない。 17彼は大風をもってわたしを撃ち砕き、ゆ

えなく、わたしに多くの傷を負わせ、 18わたしに

息をつかせず、苦い物をもってわたしを満たされ

る。 19力の争いであるならば、彼を見よ、さばき

の事であるならば、だれが彼を呼び出すことがで

きよう。 20たといわたしは正しくても、わたしの

口はわたしを罪ある者とする。たといわたしは罪

がなくても、彼はわたしを曲った者とする。 21わ

たしは罪がない、しかしわたしは自分を知らない

。わたしは自分の命をいとう。 22皆同一である。

それゆえ、わたしは言う、『彼は罪のない者と、

悪しき者とを共に滅ぼされるのだ』と。 23災がに

わかに人を殺すような事があると、彼は罪のない

者の苦難をあざ笑われる。 24世は悪人の手に渡さ

れてある。彼はその裁判人の顔をおおわれる。も

し彼でなければ、これはだれのしわざか。 25わた

しの日は飛脚よりも速く、飛び去って幸を見ない

。 26これは走ること葦舟のごとく、えじきに襲い

かかる、わしのようだ。 27たといわたしは『わが

嘆きを忘れ、憂い顔をかえて元気よくなろう』と

言っても、 28わたしはわがもろもろの苦しみを恐

れる。あなたがわたしを罪なき者とされないこと

をわたしは知っているからだ。 29わたしは罪ある

者とされている。どうして、いたずらに労する必

要があるか。 30たといわたしは雪で身を洗い、灰

汁で手を清めても、 31あなたはわたしを、みぞの

中に投げ込まれるので、わたしの着物も、わたし

をいとうようになる。 32神はわたしのように人で

はないゆえ、わたしは彼に答えることができない

。われわれは共にさばきに臨むことができない。

33われわれの間には、われわれふたりの上に手を

置くべき仲裁者がない。 34どうか彼がそのつえを

わたしから取り離し、その怒りをもって、わたし

を恐れさせられないように。 35そうすれば、わた

しは語って、彼を恐れることはない。わたしはみ

ずからそのような者ではないからだ。

10わたしは自分の命をいとう。わたしは自分の
嘆きを包まず言いあらわし、わが魂の苦しみ

によって語ろう。 2わたしは神に申そう、わたし

を罪ある者とされないように。なぜわたしと争わ

れるかを知らせてほしい。 3あなたはしえたげを

なし、み手のわざを捨て、悪人の計画を照すこと

を良しとされるのか。 4あなたの持っておられる

のは肉の目か、あなたは人が見るように見られる

のか。 5あなたの日は人の日のごとく、あなたの

年は人の年のようであるのか。 6あなたはなにゆ

えわたしのとがを尋ね、わたしの罪を調べられる

のか。 7あなたはわたしの罪のないことを知って

おられる。またあなたの手から救い出しうる者は

ない。 8あなたの手はわたしをかたどり、わたし

を作った。ところが今あなたはかえって、わたし

を滅ぼされる。 9どうぞ覚えてください、あなた

は土くれをもってわたしを作られた事を。ところ
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が、わたしをちりに返そうとされるのか。 10あな

たはわたしを乳のように注ぎ、乾酪のように凝り

固まらせたではないか。 11あなたは肉と皮とをわ

たしに着せ、骨と筋とをもってわたしを編み、 12

命といつくしみとをわたしに授け、わたしを顧み

てわが霊を守られた。 13しかしあなたはこれらの

事をみ心に秘めおかれた。この事があなたの心の

うちにあった事をわたしは知っている。 14わたし

がもし罪を犯せば、あなたはわたしに目をつけて

、わたしを罪から解き放されない。 15わたしがも

し悪ければわたしはわざわいだ。たといわたしが

正しくても、わたしは頭を上げることができない

。わたしは恥に満ち、悩みを見ているからだ。 16

もし頭をあげれば、あなたは、ししのようにわた

しを追い、わたしにむかって再びくすしき力をあ

らわされる。 17あなたは証人を入れ替えてわたし

を攻め、わたしにむかってあなたの怒りを増し、

新たに軍勢を出してわたしを攻められる。 18なに

ゆえあなたはわたしを胎から出されたか、わたし

は息絶えて目に見られることなく、 19胎から墓に

運ばれて、初めからなかった者のようであったな

ら、よかったのに。 20わたしの命の日はいくばく

もないではないか。どうぞ、しばしわたしを離れ

て、少しく慰めを得させられるように。 21わたし

が行って、帰ることのないその前に、これを得さ

せられるように。わたしは暗き地、暗黒の地へ行

く。 22これは暗き地で、やみにひとしく、暗黒で

秩序なく、光もやみのようだ」。

11そこでナアマびとゾパルは答えて言った、 2

「言葉が多ければ、答なしにすまされるだろ

うか。口の達者な人は義とされるだろうか。 3あ

なたのむなしい言葉は人を沈黙させるだろうか。

あなたがあざけるとき、人はあなたを恥じさせな

いだろうか。 4あなたは言う、『わたしの教は正

しい、わたしは神の目に潔い』と。 5どうぞ神が

言葉を出し、あなたにむかってくちびるを開き、 6

知恵の秘密をあなたに示されるように。神はさま

ざまの知識をもたれるからである。それであなた

は知るがよい、神はあなたの罪よりも軽くあなた

を罰せられることを。 7あなたは神の深い事を窮

めることができるか。全能者の限界を窮めること

ができるか。 8それは天よりも高い、あなたは何

をなしうるか。それは陰府よりも深い、あなたは

何を知りうるか。 (Sheol h7585) 9その量は地よりも

長く、海よりも広い。 10彼がもし行きめぐって人

を捕え、さばきに召し集められるとき、だれが彼

をはばむことができよう。 11彼は卑しい人間を知

っておられるからだ。彼は不義を見る時、これに

心をとめられぬであろうか。 12しかし野ろばの子

が人として生れるとき、愚かな者も悟りを得るで

あろう。 13もしあなたが心を正しくするならば、

神に向かって手を伸べるであろう。 14もしあなた

の手に不義があるなら、それを遠く去れ、あなた

の天幕に悪を住まわせてはならない。 15そうすれ

ば、あなたは恥じることなく顔をあげることがで

き、堅く立って、恐れることはない。 16あなたは

苦しみを忘れ、あなたのこれを覚えることは、流

れ去った水のようになる。 17そしてあなたの命は

真昼よりも光り輝き、たとい暗くても朝のように

なる。 18あなたは望みがあるゆえに安んじ、保護

されて安らかにいこうことができる。 19あなたは

伏してやすみ、あなたを恐れさせるものはない。

多くの者はあなたの好意を求めるであろう。 20し

かし悪しき者の目は衰える。彼らは逃げ場を失い

、その望みは息の絶えるにひとしい」。

12そこでヨブは答えて言った、 2「まことに、

あなたがたのみ、人である、知恵はあなたが

たと共に死ぬであろう。 3しかしわたしも、あな

たがたと同様に悟りをもつ。わたしはあなたがた

に劣らない。だれがこのような事を知らないだろ

うか。 4わたしは神に呼ばわって、聞かれた者で

あるのに、その友の物笑いとなっている。正しく

全き人は物笑いとなる。 5安らかな者の思いには

、不幸な者に対する侮りがあって、足のすべる者

を待っている。 6かすめ奪う者の天幕は栄え、神

を怒らす者は安らかである。自分の手に神を携え

ている者も同様だ。 7しかし獣に問うてみよ、そ

れはあなたに教える。空の鳥に問うてみよ、それ

はあなたに告げる。 8あるいは地の草や木に問う

てみよ、彼らはあなたに教える。海の魚もまたあ

なたに示す。 9これらすべてのもののうち、いず

れか主の手がこれをなしたことを知らぬ者があろ

うか。 10すべての生き物の命、およびすべての人

の息は彼の手のうちにある。 11口が食物を味わう

ように、耳は言葉をわきまえないであろうか。 12

老いた者には知恵があり、命の長い者には悟りが

ある。 13知恵と力は神と共にあり、深慮と悟りも

彼のものである。 14彼が破壊すれば、再び建てる

ことができない。彼が人を閉じ込めれば、開き出

すことができない。 15彼が水を止めれば、それは

かれ、彼が水を出せば、地をくつがえす。 16力と

深き知恵は彼と共にあり、惑わされる者も惑わす

者も彼のものである。 17彼は議士たちを裸にして

連れ行き、さばきびとらを愚かにし、 18王たちの

きずなを解き、彼らの腰に腰帯を巻き、 19祭司た

ちを裸にして連れ行き、力ある者を滅ぼし、 20み

ずから頼む者たちの言葉を奪い、長老たちの分別

を取り去り、 21君たちの上に侮りを注ぎ、強い者

たちの帯を解き、 22暗やみの中から隠れた事ども

をあらわし、暗黒を光に引き出し、 23国々を大き

くし、またこれを滅ぼし、国々を広くし、また捕

え行き、 24地の民の長たちの悟りを奪い、彼らを

道なき荒野にさまよわせ、 25光なき暗やみに手探

りさせ、酔うた者のようによろめかせる。

13見よ、わたしの目は、これをことごとく見た
。わたしの耳はこれを聞いて悟った。 2あな

たがたの知っている事は、わたしも知っている。

わたしはあなたがたに劣らない。 3しかしわたし

は全能者に物を言おう、わたしは神と論ずること

を望む。 4あなたがたは偽りをもってうわべを繕

う者、皆、無用の医師だ。 5どうか、あなたがた



ヨブ記335

は全く沈黙するように。これがあなたがたの知恵

であろう。 6今、わたしの論ずることを聞くがよ

い。わたしの口で言い争うことに耳を傾けるがよ

い。 7あなたがたは神のために不義を言おうとす

るのか。また彼のために偽りを述べるのか。 8あ

なたがたは彼にひいきしようとするのか。神のた

めに争おうとするのか。 9神があなたがたを調べ

られるとき、あなたがたは無事だろうか。あなた

がたは人を欺くように彼を欺くことができるか。

10あなたがたがもし、ひそかにひいきするならば

、彼は必ずあなたがたを責められる。 11その威厳

はあなたがたを恐れさせないであろうか。彼をお

それる恐れがあなたがたに臨まないであろうか。

12あなたがたの格言は灰のことわざだ。あなたが

たの盾は土の盾だ。 13黙して、わたしにかかわる

な、わたしは話そう。何事でもわたしに来るなら

、来るがよい。 14わたしはわが肉をわが歯に取り

、わが命をわが手のうちに置く。 15見よ、彼はわ

たしを殺すであろう。わたしは絶望だ。しかしな

おわたしはわたしの道を彼の前に守り抜こう。 16

これこそわたしの救となる。神を信じない者は、

神の前に出ることができないからだ。 17あなたが

たはよくわたしの言葉を聞き、わたしの述べる所

を耳に入れよ。 18見よ、わたしはすでにわたしの

立ち場を言い並べた。わたしは義とされることを

みずから知っている。 19だれかわたしと言い争う

事のできる者があろうか。もしあるならば、わた

しは黙して死ぬであろう。 20ただわたしに二つの

事を許してください。そうすれば、わたしはあな

たの顔をさけて隠れることはないでしょう。 21あ

なたの手をわたしから離してください。あなたの

恐るべき事をもってわたしを恐れさせないでくだ

さい。 22そしてお呼びください、わたしは答えま

す。わたしに物を言わせて、あなたご自身、わた

しにお答えください。 23わたしのよこしまと、わ

たしの罪がどれほどあるか。わたしのとがと罪と

をわたしに知らせてください。 24なにゆえ、あな

たはみ顔をかくし、わたしをあなたの敵とされる

のか。 25あなたは吹き回される木の葉をおどし、

干あがったもみがらを追われるのか。 26あなたは

わたしについて苦き事どもを書きしるし、わたし

に若い時の罪を継がせ、 27わたしの足を足かせに

はめ、わたしのすべての道をうかがい、わたしの

足の周囲に限りをつけられる。 28このような人は

腐れた物のように朽ち果て、虫に食われた衣服の

ようにすたれる。

14女から生れる人は日が短く、悩みに満ちてい
る。 2彼は花のように咲き出て枯れ、影のよ

うに飛び去って、とどまらない。 3あなたはこの

ような者にさえ目を開き、あなたの前に引き出し

て、さばかれるであろうか。 4だれが汚れたもの

のうちから清いものを出すことができようか、ひ

とりもない。 5その日は定められ、その月の数も

あなたと共にあり、あなたがその限りを定めて、

越えることのできないようにされたのだから、 6

彼から目をはなし、手をひいてください。そうす

れば彼は雇人のように、その日を楽しむことがで

きるでしょう。 7木には望みがある。たとい切ら

れてもまた芽をだし、その若枝は絶えることがな

い。 8たといその根が地の中に老い、その幹が土

の中に枯れても、 9なお水の潤いにあえば芽をふ

き、若木のように枝を出す。 10しかし人は死ねば

消えうせる。息が絶えれば、どこにおるか。 11水

が湖から消え、川がかれて、かわくように、 12人

は伏して寝、また起きず、天のつきるまで、目ざ

めず、その眠りからさまされない。 13どうぞ、わ

たしを陰府にかくし、あなたの怒りのやむまで、

潜ませ、わたしのために時を定めて、わたしを覚

えてください。 (Sheol h7585) 14人がもし死ねば、ま

た生きるでしょうか。わたしはわが服役の諸日の

間、わが解放の来るまで待つでしょう。 15あなた

がお呼びになるとき、わたしは答えるでしょう。

あなたはみ手のわざを顧みられるでしょう。 16そ

の時あなたはわたしの歩みを数え、わたしの罪を

見のがされるでしょう。 17わたしのとがは袋の中

に封じられ、あなたはわたしの罪を塗りかくされ

るでしょう。 18しかし山は倒れてくずれ、岩もそ

の所から移される。 19水は石をうがち、大水は地

のちりを洗い去る。このようにあなたは人の望み

を断たれる。 20あなたはながく彼に勝って、彼を

去り行かせ、彼の顔かたちを変らせて追いやられ

る。 21彼の子らは尊くなっても、彼はそれを知ら

ない、卑しくなっても、それを悟らない。 22ただ

おのが身に痛みを覚え、おのれのために嘆くのみ

である」。

15そこでテマンびとエリパズは答えて言った、
2「知者はむなしき知識をもって答えるであ

ろうか。東風をもってその腹を満たすであろうか

。 3役に立たない談話をもって論じるであろうか

。無益な言葉をもって争うであろうか。 4ところ

があなたは神を恐れることを捨て、神の前に祈る

事をやめている。 5あなたの罪はあなたの口を教

え、あなたは悪賢い人の舌を選び用いる。 6あな

たの口みずからあなたの罪を定める、わたしでは

ない。あなたのくちびるがあなたに逆らって証明

する。 7あなたは最初に生れた人であるのか。山

よりも先に生れたのか。 8あなたは神の会議にあ

ずかったのか。あなたは知恵を独占しているのか

。 9あなたが知るものはわれわれも知るではない

か。あなたが悟るものはわれわれも悟るではない

か。 10われわれの中にはしらがの人も、年老いた

人もあって、あなたの父よりも年上だ。 11神の慰

めおよびあなたに対するやさしい言葉も、あなた

にとって、あまりに小さいというのか。 12どうし

てあなたの心は狂うのか。どうしてあなたの目は

しばたたくのか。 13あなたが神にむかって気をい

らだて、このような言葉をあなたの口から出すの

はなぜか。 14人はいかなる者か、どうしてこれは

清くありえよう。女から生れた者は、どうして正

しくありえよう。 15見よ、神はその聖なる者にす

ら信を置かれない、もろもろの天も彼の目には清

くない。 16まして憎むべき汚れた者、また不義を
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水のように飲む人においては。 17わたしはあなた

に語ろう、聞くがよい。わたしは自分の見た事を

述べよう。 18これは知者たちがその先祖からうけ

て、隠す所なく語り伝えたものである。 19彼らに

のみこの地は授けられて、他国人はその中に行き

来したことがなかった。 20悪しき人は一生の間、

もだえ苦しむ。残酷な人には年の数が定められて

いる。 21その耳には恐ろしい音が聞え、繁栄の時

にも滅ぼす者が彼に臨む。 22彼は、暗やみから帰

りうるとは信ぜず、つるぎにねらわれる。 23彼は

食物はどこにあるかと言いつつさまよい、暗き日

が手近に備えられてあるのを知る。 24悩みと苦し

みとが彼を恐れさせ、戦いの備えをした王のよう

に彼に打ち勝つ。 25これは彼が神に逆らってその

手を伸べ、全能者に逆らって高慢にふるまい、 26

盾の厚い面をもって強情に、彼にはせ向かうから

だ。 27また彼は脂肪をもってその顔をおおい、そ

の腰には脂肪の肉を集め、 28滅ぼされた町々に住

み、人の住まない家、荒塚となる所におるからだ

。 29彼は富める者とならず、その富はながく続か

ない、また地に根を張ることはない。 30彼は暗や

みからのがれることができない。炎はその若枝を

枯らし、その花は風に吹き去られる。 31彼をして

みずから欺いて、むなしい事にたよらせてはなら

ない。その報いはむなしいからだ。 32彼の時のこ

ない前にその事がなし遂げられ、彼の枝は緑とな

らないであろう。 33彼はぶどうの木のように、そ

の熟さない実をふり落すであろう。またオリブの

木のように、その花を落すであろう。 34神を信じ

ない者のやからは子なく、まいないによる天幕は

火で焼き滅ぼされるからだ。 35彼らは害悪をはら

み、不義を生み、その腹は偽りをつくる」。

16そこでヨブは答えて言った、 2「わたしはこ

のような事を数多く聞いた。あなたがたは皆

人を慰めようとして、かえって人を煩わす者だ。 3

むなしき言葉に、はてしがあろうか。あなたは何

に激して答をするのか。 4わたしもあなたがたの

ように語ることができる。もしあなたがたがわた

しと代ったならば、わたしは言葉を練って、あな

たがたを攻め、あなたがたに向かって頭を振るこ

とができる。 5また口をもって、あなたがたを強

くし、くちびるの慰めをもって、あなたがたの苦

しみを和らげることができる。 6たといわたしは

語っても、わたしの苦しみは和らげられない。た

といわたしは忍んでも、どれほどそれがわたしを

去るであろうか。 7まことに神は今わたしを疲れ

させた。彼はわたしのやからをことごとく荒した

。 8彼はわたしを、しわ寄らせた。これがわたし

に対する証拠である。またわたしのやせ衰えた姿

が立って、わたしを攻め、わたしの顔にむかって

証明する。 9彼は怒ってわたしをかき裂き、わた

しを憎み、わたしに向かって歯をかみ鳴らした。

わたしの敵は目を鋭くして、わたしを攻める。 10

人々はわたしに向かって口を張り、侮ってわたし

のほおを打ち、ともに集まってわたしを攻める。

11神はわたしをよこしまな者に渡し、悪人の手に

投げいれられる。 12わたしは安らかであったのに

、彼はわたしを切り裂き、首を捕えて、わたしを

打ち砕き、わたしを立てて的とされた。 13その射

手はわたしを囲む。彼は無慈悲にもわたしの腰を

射通し、わたしの肝を地に流れ出させられる。 14

彼はわたしを打ち破って、破れに破れを加え、勇

士のようにわたしに、はせかかられる。 15わたし

は荒布を膚に縫いつけ、わたしの角をちりに伏せ

た。 16わたしの顔は泣いて赤くなり、わたしのま

ぶたには深いやみがある。 17しかし、わたしの手

には暴虐がなく、わたしの祈は清い。 18地よ、わ

たしの血をおおってくれるな。わたしの叫びに、

休む所を得させるな。 19見よ、今でもわたしの証

人は天にある。わたしのために保証してくれる者

は高い所にある。 20わたしの友はわたしをあざけ

る、しかしわたしの目は神に向かって涙を注ぐ。

21どうか彼が人のために神と弁論し、人とその友

との間をさばいてくれるように。 22数年過ぎ去れ

ば、わたしは帰らぬ旅路に行くであろう。

17わが霊は破れ、わが日は尽き、墓はわたしを
待っている。 2まことにあざける者どもはわ

たしのまわりにあり、わが目は常に彼らの侮りを

見る。 3どうか、あなた自ら保証となられるよう

に。ほかにだれがわたしのために保証となってく

れる者があろうか。 4あなたは彼らの心を閉じて

、悟ることのないようにされた。それゆえ、彼ら

に勝利を得させられるはずはない。 5分け前を得

るために友を訴えるものは、その子らの目がつぶ

れるであろう。 6彼はわたしを民の笑い草とされ

た。わたしは顔につばきされる者となる。 7わが

目は憂いによってかすみ、わがからだはすべて影

のようだ。 8正しい者はこれに驚き、罪なき者は

神を信ぜぬ者に対して憤る。 9それでもなお正し

い者はその道を堅く保ち、潔い手をもつ者はます

ます力を得る。 10しかし、あなたがたは皆再び来

るがよい、わたしはあなたがたのうちに賢い者を

見ないのだ。 11わが日は過ぎ去り、わが計りごと

は敗れ、わが心の願いも敗れた。 12彼らは夜を昼

に変える。彼らは言う、『光が暗やみに近づいて

いる』と。 13わたしがもし陰府をわたしの家とし

て望み、暗やみに寝床をのべ、 (Sheol h7585) 14穴に

向かって『あなたはわたしの父である』と言い、

うじに向かって『あなたはわたしの母、わたしの

姉妹である』と言うならば、 15わたしの望みはど

こにあるか、だれがわたしの望みを見ることがで

きようか。 16これは下って陰府の関門にいたり、

われわれは共にちりに下るであろうか」。 (Sheol

h7585)

18そこでシュヒびとビルダデは答えて言った、
2「あなたはいつまで言葉にわなを設けるの

か。あなたはまず悟るがよい、それからわれわれ

は論じよう。 3なぜ、われわれは獣のように思わ

れるのか。なぜ、あなたの目に愚かな者と見える

のか。 4怒っておのが身を裂く者よ、あなたのた

めに地は捨てられるだろうか。岩はその所から移

されるだろうか。 5悪しき者の光は消え、その火
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の炎は光を放たず、 6その天幕のうちの光は暗く

、彼の上のともしびは消える。 7その力ある歩み

はせばめられ、その計りごとは彼を倒す。 8彼は

自分の足で網にかかり、また落し穴の上を歩む。 9

わなは彼のかかとを捕え、網わなは彼を捕える。

10輪なわは彼を捕えるために地に隠され、張り網

は彼を捕えるために道に設けられる。 11恐ろしい

事が四方にあって彼を恐れさせ、その歩みにした

がって彼を追う。 12その力は飢え、災は彼をつま

ずかすために備わっている。 13その皮膚は病によ

って食いつくされ、死のういごは彼の手足を食い

つくす。 14彼はその頼む所の天幕から引き離され

て、恐れの王のもとに追いやられる。 15彼に属さ

ない者が彼の天幕に住み、硫黄が彼のすまいの上

にまき散らされる。 16下ではその根が枯れ、上で

はその枝が切られる。 17彼の形見は地から滅び、

彼の名はちまたに消える。 18彼は光からやみに追

いやられ、世の中から追い出される。 19彼はその

民の中に子もなく、孫もなく、彼のすみかには、

ひとりも生き残る者はない。 20西の者は彼の日に

ついて驚き、東の者はおじ恐れる。 21まことに、

悪しき者のすまいはこのようであり、神を知らな

い者の所はこのようである」。

19そこでヨブは答えて言った、 2「あなたがた

はいつまでわたしを悩まし、言葉をもってわ

たしを打ち砕くのか。 3あなたがたはすでに十度

もわたしをはずかしめ、わたしを悪くあしらって

もなお恥じないのか。 4たといわたしが、まこと

にあやまったとしても、そのあやまちは、わたし

自身にとどまる。 5もしあなたがたが、まことに

わたしに向かって高ぶり、わたしの恥を論じるな

らば、 6『神がわたしをしえたげ、その網でわた

しを囲まれたのだ』と知るべきだ。 7見よ、わた

しが『暴虐』と叫んでも答えられず、助けを呼び

求めても、さばきはない。 8彼はわたしの道にか

きをめぐらして、越えることのできないようにし

、わたしの行く道に暗やみを置かれた。 9彼はわ

たしの栄えをわたしからはぎ取り、わたしのこう

べから冠を奪い、 10四方からわたしを取りこわし

て、うせさせ、わたしの望みを木のように抜き去

り、 11わたしに向かって怒りを燃やし、わたしを

敵のひとりのように思われた。 12その軍勢がいっ

せいに来て、塁を築いて攻め寄せ、わたしの天幕

のまわりに陣を張った。 13彼はわたしの兄弟たち

をわたしから遠く離れさせられた。わたしを知る

人々は全くわたしに疎遠になった。 14わたしの親

類および親しい友はわたしを見捨て、 15わたしの

家に宿る者はわたしを忘れ、わたしのはしためら

はわたしを他人のように思い、わたしは彼らの目

に他国人となった。 16わたしがしもべを呼んでも

、彼は答えず、わたしは口をもって彼に請わなけ

ればならない。 17わたしの息はわが妻にいとわれ

、わたしは同じ腹の子たちにきらわれる。 18わら

べたちさえもわたしを侮り、わたしが起き上がれ

ば、わたしをあざける。 19親しい人々は皆わたし

をいみきらい、わたしの愛した人々はわたしにそ

むいた。 20わたしの骨は皮と肉につき、わたしは

わずかに歯の皮をもってのがれた。 21わが友よ、

わたしをあわれめ、わたしをあわれめ、神のみ手

がわたしを打ったからである。 22あなたがたは、

なにゆえ神のようにわたしを責め、わたしの肉を

もって満足しないのか。 23どうか、わたしの言葉

が、書きとめられるように。どうか、わたしの言

葉が、書物にしるされるように。 24鉄の筆と鉛と

をもって、ながく岩に刻みつけられるように。 25

わたしは知る、わたしをあがなう者は生きておら

れる、後の日に彼は必ず地の上に立たれる。 26わ

たしの皮がこのように滅ぼされたのち、わたしは

肉を離れて神を見るであろう。 27しかもわたしの

味方として見るであろう。わたしの見る者はこれ

以外のものではない。わたしの心はこれを望んで

こがれる。 28あなたがたがもし『われわれはどう

して彼を責めようか』と言い、また『事の根源は

彼のうちに見いだされる』と言うならば、 29つる

ぎを恐れよ、怒りはつるぎの罰をきたらすからだ

。これによって、あなたがたは、さばきのあるこ

とを知るであろう」。

20そこでナアマびとゾパルは答えて言った、 2

「これによって、わたしは答えようとの思い

を起し、これがために心中しきりに騒ぎ立つ。 3

わたしはわたしをはずかしめる非難を聞く、しか

し、わたしの悟りの霊がわたしに答えさせる。 4

あなたはこの事を知らないのか、昔から地の上に

人の置かれてよりこのかた、 5悪しき人の勝ち誇

はしばらくであって、神を信じない者の楽しみは

ただつかのまであることを。 6たといその高さが

天に達し、その頭が雲におよんでも、 7彼はおの

れの糞のように、とこしえに滅び、彼を見た者は

言うであろう、『彼はどこにおるか』と。 8彼は

夢のように飛び去って、再び見ることはない。彼

は夜の幻のように追い払われるであろう。 9彼を

見た目はかさねて彼を見ることがなく、彼のいた

所も再び彼を見ることがなかろう。 10その子らは

貧しい者に恵みを求め、その手は彼の貨財を償う

であろう。 11その骨には若い力が満ちている、し

かしそれは彼と共にちりに伏すであろう。 12たと

い悪は彼の口に甘く、これを舌の裏にかくし、 13

これを惜しんで捨てることなく、口の中に含んで

いても、 14その食物は彼の腹の中で変り、彼の内

で毒蛇の毒となる。 15彼は貨財をのんでも、また

それを吐き出す、神がそれを彼の腹から押し出さ

れるからだ。 16彼は毒蛇の毒を吸い、まむしの舌

は彼を殺すであろう。 17彼は蜜と凝乳の流れる川

々を見ることができない。 18彼はほねおって獲た

ものを返して、それを食うことができない。その

商いによって得た利益をもって楽しむことができ

ない。 19彼が貧しい者をしえたげ、これを捨てた

からだ。彼は家を奪い取っても、それを建てるこ

とができない。 20彼の欲張りは足ることを知らぬ

ゆえ、その楽しむ何物をも救うことができないで

あろう。 21彼が残して食べなかった物とては一つ

もない。それゆえ、その繁栄はながく続かないで
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あろう。 22その力の満ちている時、彼は窮境に陥

り、悩みの手がことごとく彼の上に臨むであろう

。 23彼がその腹を満たそうとすれば、神はその激

しい怒りを送って、それを彼の上に降り注ぎ、彼

の食物とされる。 24彼は鉄の武器を免れても、青

銅の矢は彼を射通すであろう。 25彼がこれをその

身から引き抜けば、きらめく矢じりがその肝から

出てきて、恐れが彼の上に臨む。 26もろもろの暗

黒が彼の宝物のためにたくわえられ、人が吹き起

したものでない火が彼を焼きつくし、その天幕に

残っている者を滅ぼすであろう。 27天は彼の罪を

あらわし、地は起って彼を攻めるであろう。 28そ

の家の財産は奪い去られ、神の怒りの日に消えう

せるであろう。 29これが悪しき人の神から受ける

分、神によって定められた嗣業である」。

21そこでヨブは答えて言った、 2「あなたがた

はとくと、わたしの言葉を聞き、これをもっ

て、あなたがたの慰めとするがよい。 3まずわた

しをゆるして語らせなさい。わたしが語ったのち

、あざけるのもよかろう。 4わたしのつぶやきは

人に対してであろうか。わたしはどうして、いら

だたないでいられようか。 5あなたがたはわたし

を見て、驚き、手を口にあてるがよい。 6わたし

はこれを思うと恐ろしくなって、からだがしきり

に震えわななく。 7なにゆえ悪しき人が生きなが

らえ、老齢に達し、かつ力強くなるのか。 8その

子らは彼らの前に堅く立ち、その子孫もその目の

前に堅く立つ。 9その家は安らかで、恐れがなく

、神のつえは彼らの上に臨むことがない。 10その

雄牛は種を与えて、誤ることなく、その雌牛は子

を産んで、そこなうことがない。 11彼らはその小

さい者どもを群れのように連れ出し、その子らは

舞い踊る。 12彼らは手鼓と琴に合わせて歌い、笛

の音によって楽しみ、 13その日をさいわいに過ご

し、安らかに陰府にくだる。 (Sheol h7585) 14彼らは

神に言う、『われわれを離れよ、われわれはあな

たの道を知ることを好まない。 15全能者は何者な

ので、われわれはこれに仕えねばならないのか。

われわれはこれに祈っても、なんの益があるか』

と。 16見よ、彼らの繁栄は彼らの手にあるではな

いか。悪人の計りごとは、わたしの遠く及ぶ所で

ない。 17悪人のともしびの消されること、幾たび

あるか。その災の彼らの上に臨むこと、神がその

怒りをもって苦しみを与えられること、幾たびあ

るか。 18彼らが風の前のわらのようになること、

あらしに吹き去られるもみがらのようになること

、幾たびあるか。 19あなたがたは言う、『神は彼

らの罪を積みたくわえて、その子らに報いられる

のだ』と。どうかそれを彼ら自身に報いて、彼ら

にその罪を知らせられるように。 20すなわち彼ら

自身の目にその滅びを見させ、全能者の怒りを彼

らに飲ませられるように。 21その月の数のつきる

とき、彼らはその後の家になんのかかわる所があ

ろうか。 22神は天にある者たちをさえ、さばかれ

るのに、だれが神に知識を教えることができよう

か。 23ある者は繁栄をきわめ、全く安らかに、か

つおだやかに死に、 24そのからだには脂肪が満ち

、その骨の髄は潤っている。 25ある者は心を苦し

めて死に、なんの幸をも味わうことがない。 26彼

らはひとしくちりに伏し、うじにおおわれる。 27

見よ、わたしはあなたがたの思いを知り、わたし

を害しようとするたくらみを知る。 28あなたがた

は言う、『王侯の家はどこにあるか、悪人の住む

天幕はどこにあるか』と。 29あなたがたは道行く

人々に問わなかったか、彼らの証言を受け入れな

いのか。 30すなわち、災の日に悪人は免れ、激し

い怒りの日に彼は救い出される。 31だれが彼に向

かって、その道を告げ知らせる者があるか、だれ

が彼のした事を彼に報いる者があるか。 32彼はか

かれて墓に行き、塚の上で見張りされ、 33谷の土

くれも彼には快く、すべての人はそのあとに従う

。彼の前に行った者も数えきれない。 34それで、

あなたがたはどうしてむなしい事をもって、わた

しを慰めようとするのか。あなたがたの答は偽り

以外の何ものでもない」。

22そこでテマンびとエリパズは答えて言った、
2「人は神を益することができるであろうか

。賢い人も、ただ自身を益するのみである。 3あ

なたが正しくても、全能者になんの喜びがあろう

。あなたが自分の道を全うしても、彼になんの利

益があろう。 4神はあなたが神を恐れることのゆ

えに、あなたを責め、あなたをさばかれるであろ

うか。 5あなたの悪は大きいではないか。あなた

の罪は、はてしがない。 6あなたはゆえなく兄弟

のものを質にとり、裸な者の着物をはぎ取り、 7

疲れた者に水を飲ませず、飢えた者に食物を与え

なかった。 8力ある人は土地を得、名ある人はそ

のうちに住んだ。 9あなたは、やもめをむなしく

去らせた。みなしごの腕は折られた。 10それゆえ

、わなはあなたをめぐり、恐怖は、にわかにあな

たを驚かす。 11あなたの光は暗くされ、あなたは

見ることができない。大水はあなたをおおうであ

ろう。 12神は天に高くおられるではないか。見よ

、いと高き星を。いかに高いことよ。 13それであ

なたは言う、『神は何を知っておられるか。彼は

黒雲を通して、さばくことができるのか。 14濃い

雲が彼をおおい隠すと、彼は見ることができない

。彼は天の大空を歩まれるのだ』と。 15あなたは

悪しき人々が踏んだいにしえの道を守ろうとする

のか。 16彼らは時がこないうちに取り去られ、そ

の基は川のように押し流された。 17彼らは神に言

った、『われわれを離れてください』と、また『

全能者はわれわれに何をなしえようか』と。 18し

かし神は彼らの家を良い物で満たされた。ただし

悪人の計りごとはわたしのくみする所ではない。

19正しい者はこれを見て喜び、罪なき者は彼らを

あざ笑って言う、 20『まことにわれわれのあだは

滅ぼされ、その残した物は火で焼き滅ぼされた』

と。 21あなたは神と和らいで、平安を得るがよい

。そうすれば幸福があなたに来るでしょう。 22ど

うか、彼の口から教を受け、その言葉をあなたの

心におさめるように。 23あなたがもし全能者に立
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ち返って、おのれを低くし、あなたの天幕から不

義を除き去り、 24こがねをちりの中に置き、オフ

ルのこがねを谷川の石の中に置き、 25全能者があ

なたのこがねとなり、あなたの貴重なしろがねと

なるならば、 26その時、あなたは全能者を喜び、

神に向かって顔をあげることができる。 27あなた

が彼に祈るならば、彼はあなたに聞かれる。そし

てあなたは自分の誓いを果す。 28あなたが事をな

そうと定めるならば、あなたはその事を成就し、

あなたの道には光が輝く。 29彼は高ぶる者を低く

されるが、へりくだる者を救われるからだ。 30彼

は罪のない者を救われる。あなたはその手の潔い

ことによって、救われるであろう」。

23そこでヨブは答えて言った、 2「きょうもま

た、わたしのつぶやきは激しく、彼の手はわ

たしの嘆きにかかわらず、重い。 3どうか、彼を

尋ねてどこで会えるかを知り、そのみ座に至るこ

とができるように。 4わたしは彼の前にわたしの

訴えをならべ、口をきわめて論議するであろう。 5

わたしは、わたしに答えられるみ言葉を知り、わ

たしに言われる所を悟ろう。 6彼は大いなる力を

もって、わたしと争われるであろうか、いな、か

えってわたしを顧みられるであろう。 7かしこで

は正しい人は彼と言い争うことができる。そうす

れば、わたしはわたしをさばく者から永久に救わ

れるであろう。 8見よ、わたしが進んでも、彼を

見ない。退いても、彼を認めることができない。 9

左の方に尋ねても、会うことができない。右の方

に向かっても、見ることができない。 10しかし彼

はわたしの歩む道を知っておられる。彼がわたし

を試みられるとき、わたしは金のように出て来る

であろう。 11わたしの足は彼の歩みに堅く従った

。わたしは彼の道を守って離れなかった。 12わた

しは彼のくちびるの命令にそむかず、その口の言

葉をわたしの胸にたくわえた。 13しかし彼は変る

ことはない。だれが彼をひるがえすことができよ

うか。彼はその心の欲するところを行われるのだ

。 14彼はわたしのために定めた事をなし遂げられ

る。そしてこのような事が多く彼の心にある。 15

それゆえ、わたしは彼の前におののく。わたしは

考えるとき、彼を恐れる。 16神はわたしの心を弱

くされた。全能者はわたしを恐れさせられた。 17

わたしは、やみによって閉じこめられ、暗黒がわ

たしの顔をおおっている。

24なにゆえ、全能者はさばきの時を定めておか
れないのか。なにゆえ、彼を知る者がその日

を見ないのか。 2世には地境を移す者、群れを奪

ってそれを飼う者、 3みなしごのろばを追いやる

者、やもめの牛を質に取る者、 4貧しい者を道か

ら押しのける者がある。世の弱い者は皆彼らをさ

けて身をかくす。 5見よ、彼らは荒野におる野ろ

ばのように出て働き、野で獲物を求めて、その子

らの食物とする。 6彼らは畑でそのまぐさを刈り

、また悪人のぶどう畑で拾い集める。 7彼らは着

る物がなく、裸で夜を過ごし、寒さに身をおおう

べき物もない。 8彼らは山の雨にぬれ、しのぎ場

もなく岩にすがる。 9（みなしごをその母のふと

ころから奪い、貧しい者の幼な子を質にとる者が

ある。） 10彼らは着る物がなく、裸で歩き、飢え

つつ麦束を運び、 11悪人のオリブ並み木の中で油

をしぼり、酒ぶねを踏んでも、かわきを覚える。

12町の中から死のうめきが起り、傷ついた者の魂

が助けを呼び求める。しかし神は彼らの祈を顧み

られない。 13光にそむく者たちがある。彼らは光

の道を知らず、光の道にとどまらない。 14人を殺

す者は暗いうちに起き出て弱い者と貧しい者を殺

し、夜は盗びととなる。 15姦淫する者の目はたそ

がれを待って、『だれもわたしを見ていないだろ

う』と言い、顔におおう物を当てる。 16彼らは暗

やみで家をうがち、昼は閉じこもって光を知らな

い。 17彼らには暗黒は朝である。彼らは暗黒の恐

れを友とするからだ。 18あなたがたは言う、『彼

らは水のおもてにすみやかに流れ去り、その受け

る分は地でのろわれ、酒ぶねを踏む者はだれも彼

らのぶどう畑の道に行かない。 19ひでりと熱さは

雪水を奪い去る、陰府が罪を犯した者に対するも

、これと同様だ。 (Sheol h7585) 20町の広場は彼らを

忘れ、彼らの名は覚えられることなく、不義は木

の折られるように折られる』と。 21彼らは子を産

まぬうまずめをくらい、やもめをあわれむことを

しない。 22しかし神はその力をもって、強い人々

を生きながらえさせられる。彼らは生きる望みの

ない時にも起きあがる。 23神が彼らに安全を与え

られるので、彼らは安らかである。神の目は彼ら

の道の上にある。 24彼らはしばし高められて、い

なくなり、ぜにあおいのように枯れて消えうせ、

麦の穂先のように切り取られる。 25もし、そうで

ないなら、だれがわたしにその偽りを証明し、わ

が言葉のむなしいことを示しうるだろうか」。

25そこでシュヒびとビルダデは答えて言った、
2「大権と恐れとは神と共にある。彼は高き

所で平和を施される。 3その軍勢は数えることが

できるか。何物かその光に浴さないものがあるか

。 4それで人はどうして神の前に正しくありえよ

うか。女から生れた者がどうして清くありえよう

か。 5見よ、月さえも輝かず、星も彼の目には清

くない。 6うじのような人、虫のような人の子は

なおさらである」。

26そこでヨブは答えて言った、 2「あなたは力

のない者をどれほど助けたかしれない。気力

のない腕をどれほど救ったかしれない。 3知恵の

ない者をどれほど教えたかしれない。悟りをどれ

ほど多く示したかしれない。 4あなたはだれの助

けによって言葉をだしたのか。あなたから出たの

はだれの霊なのか。 5亡霊は水およびその中に住

むものの下に震う。 6神の前では陰府も裸である

。滅びの穴もおおい隠すものはない。 (Sheol h7585)

7彼は北の天を空間に張り、地を何もない所に掛け

られる。 8彼は水を濃い雲の中に包まれるが、そ

の下の雲は裂けない。 9彼は月のおもてをおおい

隠して、雲をその上にのべ、 10水のおもてに円を
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描いて、光とやみとの境とされた。 11彼が戒める

と、天の柱は震い、かつ驚く。 12彼はその力をも

って海を静め、その知恵をもってラハブを打ち砕

き、 13その息をもって天を晴れわたらせ、その手

をもって逃げるへびを突き通される。 14見よ、こ

れらはただ彼の道の端にすぎない。われわれが彼

について聞く所はいかにかすかなささやきであろ

う。しかし、その力のとどろきに至っては、だれ

が悟ることができるか」。

27ヨブはまた言葉をついで言った、 2「神は生

きておられる。彼はわたしの義を奪い去られ

た。全能者はわたしの魂を悩まされた。 3わたし

の息がわたしのうちにあり、神の息がわたしの鼻

にある間、 4わたしのくちびるは不義を言わない

、わたしの舌は偽りを語らない。 5わたしは断じ

て、あなたがたを正しいとは認めない。わたしは

死ぬまで、潔白を主張してやめない。 6わたしは

堅くわが義を保って捨てない。わたしは今まで一

日も心に責められた事がない。 7どうか、わたし

の敵は悪人のようになり、わたしに逆らう者は不

義なる者のようになるように。 8神が彼を断ち、

その魂を抜きとられるとき、神を信じない者にな

んの望みがあろう。 9災が彼に臨むとき、神はそ

の叫びを聞かれるであろうか。 10彼は全能者を喜

ぶであろうか、常に神を呼ぶであろうか。 11わた

しは神のみ手についてあなたがたに教え、全能者

と共にあるものを隠すことをしない。 12見よ、あ

なたがたは皆みずからこれを見た、それなのに、

どうしてむなしい者となったのか。 13これは悪人

の神から受ける分、圧制者の全能者から受ける嗣

業である。 14その子らがふえればつるぎに渡され

、その子孫は食物に飽きることがない。 15その生

き残った者は疫病で死んで埋められ、そのやもめ

らは泣き悲しむことをしない。 16たとい彼は銀を

ちりのように積み、衣服を土のように備えても、

17その備えるものは正しい人がこれを着、その銀

は罪なき者が分かち取るであろう。 18彼の建てる

家は、くもの巣のようであり、番人の造る小屋の

ようである。 19彼は富める身で寝ても、再び富む

ことがなく、目を開けばその富はない。 20恐ろし

い事が大水のように彼を襲い、夜はつむじ風が彼

を奪い去る。 21東風が彼を揚げると、彼は去り、

彼をその所から吹き払う。 22それは彼を投げつけ

て、あわれむことなく、彼はその力からのがれよ

うと、もがく。 23それは彼に向かって手を鳴らし

、あざけり笑って、その所から出て行かせる。

28しろがねには掘り出す穴があり、精錬するこ
がねには出どころがある。 2くろがねは土か

ら取り、あかがねは石から溶かして取る。 3人は

暗やみを破り、いやはてまでも尋ねきわめて、暗

やみおよび暗黒の中から鉱石を取る。 4彼らは人

の住む所を離れて縦穴をうがち、道行く人に忘れ

られ、人を離れて身をつりさげ、揺れ動く。 5地

はそこから食物を出す。その下は火でくつがえさ

れるようにくつがえる。 6その石はサファイヤの

ある所、そこにはまた金塊がある。 7その道は猛

禽も知らず、たかの目もこれを見ず、 8猛獣もこ

れを踏まず、ししもこれを通らなかった。 9人は

堅い岩に手をくだして、山を根元からくつがえす

。 10彼は岩に坑道を掘り、その目はもろもろの尊

い物を見る。 11彼は水路をふさいで、漏れないよ

うにし、隠れた物を光に取り出す。 12しかし知恵

はどこに見いだされるか。悟りのある所はどこか

。 13人はそこに至る道を知らない、また生ける者

の地でそれを獲ることができない。 14淵は言う、

『それはわたしのうちにない』と。また海は言う

、『わたしのもとにない』と。 15精金もこれと換

えることはできない。銀も量ってその価とするこ

とはできない。 16オフルの金をもってしても、そ

の価を量ることはできない。尊い縞めのうも、サ

ファイヤも同様である。 17こがねも、玻璃もこれ

に並ぶことができない。また精金の器物もこれと

換えることができない。 18さんごも水晶も言うに

足りない。知恵を得るのは真珠を得るのにまさる

。 19エチオピヤのトパズもこれに並ぶことができ

ない。純金をもってしても、その価を量ることは

できない。 20それでは知恵はどこから来るか。悟

りのある所はどこか。 21これはすべての生き物の

目に隠され、空の鳥にも隠されている。 22滅びも

死も言う、『われわれはそのうわさを耳に聞いた

だけだ』。 23神はこれに至る道を悟っておられる

、彼はそのある所を知っておられる。 24彼は地の

果までもみそなわし、天が下を見きわめられるか

らだ。 25彼が風に重さを与え、水をますで量られ

たとき、 26彼が雨のために規定を設け、雷のひら

めきのために道を設けられたとき、 27彼は知恵を

見て、これをあらわし、これを確かめ、これをき

わめられた。 28そして人に言われた、『見よ、主

を恐れることは知恵である、悪を離れることは悟

りである』と」。

29ヨブはまた言葉をついで言った、 2「ああ過

ぎた年月のようであったらよいのだが、神が

わたしを守ってくださった日のようであったらよ

いのだが。 3あの時には、彼のともしびがわたし

の頭の上に輝き、彼の光によってわたしは暗やみ

を歩んだ。 4わたしの盛んな時のようであったな

らよいのだが。あの時には、神の親しみがわたし

の天幕の上にあった。 5あの時には、全能者がな

おわたしと共にいまし、わたしの子供たちもわた

しの周囲にいた。 6あの時、わたしの足跡は乳で

洗われ、岩もわたしのために油の流れを注ぎだし

た。 7あの時には、わたしは町の門に出て行き、

わたしの座を広場に設けた。 8若い者はわたしを

見てしりぞき、老いた者は身をおこして立ち、 9

君たる者も物言うことをやめて、その口に手を当

て、 10尊い者も声をおさめて、その舌を上あごに

つけた。 11耳に聞いた者はわたしを祝福された者

となし、目に見た者はこれをあかしした。 12これ

は助けを求める貧しい者を救い、また、みなしご

および助ける人のない者を救ったからである。 13

今にも滅びようとした者の祝福がわたしに来た。

わたしはまたやもめの心をして喜び歌わせた。 14



ヨブ記341

わたしは正義を着、正義はわたしをおおった。わ

たしの公義は上着のごとく、また冠のようであっ

た。 15わたしは目しいの目となり、足なえの足と

なり、 16貧しい者の父となり、知らない人の訴え

の理由を調べてやった。 17わたしはまた悪しき者

のきばを折り、その歯の間から獲物を引き出した

。 18その時、わたしは言った、『わたしは自分の

巣の中で死に、わたしの日は砂のように多くなる

であろう。 19わたしの根は水のほとりにはびこり

、露は夜もすがらわたしの枝におくであろう。 20

わたしの栄えはわたしと共に新しく、わたしの弓

はわたしの手にいつも強い』と。 21人々はわたし

に聞いて待ち、黙して、わたしの教に従った。 22

わたしが言った後は彼らは再び言わなかった。わ

たしの言葉は彼らの上に雨のように降りそそいだ

。 23彼らは雨を待つように、わたしを待ち望み、

春の雨を仰ぐように口を開いて仰いだ。 24彼らが

希望を失った時にも、わたしは彼らにむかってほ

ほえんだ。彼らはわたしの顔の光を除くことがで

きなかった。 25わたしは彼らのために道を選び、

そのかしらとして座し、軍中の王のようにしてお

り、嘆く者を慰める人のようであった。

30しかし今はわたしよりも年若い者が、かえっ
てわたしをあざ笑う。彼らの父はわたしが卑

しめて、群れの犬と一緒にさえしなかった者だ。 2

彼らの手の力からわたしは何を得るであろうか、

彼らはその気力がすでに衰えた人々だ。 3彼らは

乏しさと激しい飢えとによって、かわいた荒れ地

をかむ。 4彼らは、ぜにあおいおよび灌木の葉を

摘み、れだまの根をもって身を暖める。 5彼らは

人々の中から追いだされ、盗びとを追うように、

人々は彼らを追い呼ばわる。 6彼らは急流の谷間

に住み、土の穴または岩の穴におり、 7灌木の中

にいななき、いらくさの下に押し合う。 8彼らは

愚かな者の子、また卑しい者の子であって、国か

ら追いだされた者だ。 9それなのに、わたしは今

彼らの歌となり、彼らの笑い草となった。 10彼ら

はわたしをいとい、遠くわたしをはなれ、わたし

の顔につばきすることも、ためらわない。 11神が

わたしの綱を解いて、わたしを卑しめられたので

、彼らもわたしの前に慎みを捨てた。 12このとも

がらはわたしの右に立ち上がり、わたしを追いの

け、わたしにむかって滅びの道を築く。 13彼らは

わたしの道をこわし、わたしの災を促す。これを

さし止める者はない。 14彼らは広い破れ口からは

いるように進みきたり、破壊の中をおし寄せる。

15恐ろしい事はわたしに臨み、わたしの誉は風の

ように吹き払われ、わたしの繁栄は雲のように消

えうせた。 16今は、わたしの魂はわたしの内にと

けて流れ、悩みの日はわたしを捕えた。 17夜はわ

たしの骨を激しく悩まし、わたしをかむ苦しみは

、やむことがない。 18それは暴力をもって、わた

しの着物を捕え、はだ着のえりのように、わたし

をしめつける。 19神がわたしを泥の中に投げ入れ

られたので、わたしはちり灰のようになった。 20

わたしがあなたにむかって呼ばわっても、あなた

は答えられない。わたしが立っていても、あなた

は顧みられない。 21あなたは変って、わたしに無

情な者となり、み手の力をもってわたしを攻め悩

まされる。 22あなたはわたしを揚げて風の上に乗

せ、大風のうなり声の中に、もませられる。 23わ

たしは知っている、あなたはわたしを死に帰らせ

、すべての生き物の集まる家に帰らせられること

を。 24さりながら荒塚の中にある者は、手を伸べ

ないであろうか、災の中にある者は助けを呼び求

めないであろうか。 25わたしは苦しい日を送る者

のために泣かなかったか。わたしの魂は貧しい人

のために悲しまなかったか。 26しかしわたしが幸

を望んだのに災が来た。光を待ち望んだのにやみ

が来た。 27わたしのはらわたは沸きかえって、静

まらない。悩みの日がわたしに近づいた。 28わた

しは日の光によらずに黒くなって歩き、公会の中

に立って助けを呼び求める。 29わたしは山犬の兄

弟となり、だちょうの友となった。 30わたしの皮

膚は黒くなって、はげ落ち、わたしの骨は熱さに

よって燃え、 31わたしの琴は悲しみの音となり、

わたしの笛は泣く者の声となった。

31わたしは、わたしの目と契約を結んだ、どう
して、おとめを慕うことができようか。 2も

しそうすれば上から神の下される分はどんなであ

ろうか。高き所から全能者の与えられる嗣業はど

んなであろうか。 3不義なる者には災が下らない

であろうか。悪をなす者には災難が臨まないであ

ろうか。 4彼はわたしの道をみそなわし、わたし

の歩みをことごとく数えられぬであろうか。 5も

し、わたしがうそと共に歩み、わたしの足が偽り

にむかって急いだことがあるなら、 6（正しいは

かりをもってわたしを量れ、そうすれば神はわた

しの潔白を知られるであろう。） 7もしわたしの

歩みが、道をはなれ、わたしの心がわたしの目に

したがって歩み、わたしの手に汚れがついていた

なら、 8わたしのまいたのを他の人が食べ、わた

しのために成長するものが、抜き取られてもかま

わない。 9もし、わたしの心が、女に迷ったこと

があるか、またわたしが隣り人の門で待ち伏せし

たことがあるなら、 10わたしの妻が他の人のため

にうすをひき、他の人が彼女の上に寝てもかまわ

ない。 11これは重い罪であって、さばきびとに罰

せられるべき悪事だからである。 12これは滅びに

至るまでも焼きつくす火であって、わたしのすべ

ての産業を根こそぎ焼くであろう。 13わたしのし

もべ、また、はしためがわたしと言い争ったとき

に、わたしがもしその言い分を退けたことがある

なら、 14神が立ち上がられるとき、わたしはどう

しようか、神が尋ねられるとき、なんとお答えし

ようか。 15わたしを胎内に造られた者は、彼をも

造られたのではないか。われわれを腹の内に形造

られた者は、ただひとりではないか。 16わたしが

もし貧しい者の願いを退け、やもめの目を衰えさ

せ、 17あるいはわたしひとりで食物を食べて、み

なしごに食べさせなかったことがあるなら、 18（

わたしは彼の幼い時から父のように彼を育て、ま
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たその母の胎を出たときから彼を導いた。） 19も

し着物がないために死のうとする者や、身をおお

う物のない貧しい人をわたしが見た時に、 20その

腰がわたしを祝福せず、また彼がわたしの羊の毛

で暖まらなかったことがあるなら、 21もしわたし

を助ける者が門におるのを見て、みなしごにむか

ってわたしの手を振り上げたことがあるなら、 22

わたしの肩骨が、肩から落ち、わたしの腕が、つ

け根から折れてもかまわない。 23わたしは神から

出る災を恐れる、その威光の前には何事もなすこ

とはできない。 24わたしがもし金をわが望みとし

、精金をわが頼みと言ったことがあるなら、 25わ

たしがもしわが富の大いなる事と、わたしの手に

多くの物を獲た事とを喜んだことがあるなら、 26

わたしがもし日の輝くのを見、または月の照りわ

たって動くのを見た時、 27心ひそかに迷って、手

に口づけしたことがあるなら、 28これもまたさば

きびとに罰せらるべき悪事だ。わたしは上なる神

を欺いたからである。 29わたしがもしわたしを憎

む者の滅びるのを喜び、または災が彼に臨んだと

き、勝ち誇ったことがあるなら、 30（わたしはわ

が口に罪を犯させず、のろいをもって彼の命を求

めたことはなかった。） 31もし、わたしの天幕の

人々で、『だれか彼の肉に飽きなかった者がある

か』と、言わなかったことがあるなら、 32（他国

人はちまたに宿らず、わたしはわが門を旅びとに

開いた。） 33わたしがもし人々の前にわたしのと

がをおおい、わたしの悪事を胸の中に隠したこと

があるなら、 34わたしが大衆を恐れ、宗族の侮り

におじて、口を閉じ、門を出なかったことがある

なら、 35ああ、わたしに聞いてくれる者があれば

よいのだが、（わたしのかきはんがここにある。

どうか、全能者がわたしに答えられるように。）

ああ、わたしの敵の書いた告訴状があればよいの

だが。 36わたしは必ずこれを肩に負い、冠のよう

にこれをわが身に結び、 37わが歩みの数を彼に述

べ、君たる者のようにして、彼に近づくであろう

。 38もしわが田畑がわたしに向かって呼ばわり、

そのうねみぞが共に泣き叫んだことがあるなら、

39もしわたしが金を払わないでその産物を食べ、

その持ち主を死なせたことがあるなら、 40小麦の

代りに、いばらがはえ、大麦の代りに雑草がはえ

てもかまわない」。ヨブの言葉は終った。

32このようにヨブが自分の正しいことを主張し
たので、これら三人の者はヨブに答えるのを

やめた。 2その時ラム族のブズびとバラケルの子

エリフは怒りを起した。すなわちヨブが神よりも

自分の正しいことを主張するので、彼はヨブに向

かって怒りを起した。 3またヨブの三人の友がヨ

ブを罪ありとしながら、答える言葉がなかったの

で、エリフは彼らにむかっても怒りを起した。 4

エリフは彼らが皆、自分よりも年長者であったの

で、ヨブに物言うことをひかえて待っていたが、 5

ここにエリフは三人の口に答える言葉のないのを

見て怒りを起した。 6ブズびとバラケルの子エリ

フは答えて言った、「わたしは年若く、あなたが

たは年老いている。それゆえ、わたしははばかっ

て、わたしの意見を述べることをあえてしなかっ

た。 7わたしは思った、『日を重ねた者が語るべ

きだ、年を積んだ者が知恵を教えるべきだ』と。 8

しかし人のうちには霊があり、全能者の息が人に

悟りを与える。 9老いた者、必ずしも知恵がある

のではなく、年とった者、必ずしも道理をわきま

えるのではない。 10ゆえにわたしは言う、『わた

しに聞け、わたしもまたわが意見を述べよう』。

11見よ、わたしはあなたがたの言葉に期待し、そ

の知恵ある言葉に耳を傾け、あなたがたが言うべ

き言葉を捜し出すのを待っていた。 12わたしはあ

なたがたに心をとめたが、あなたがたのうちにヨ

ブを言いふせる者はひとりもなく、また彼の言葉

に答える者はひとりもなかった。 13おそらくあな

たがたは言うだろう、『われわれは知恵を見いだ

した、彼に勝つことのできるのは神だけで、人に

はできない』と。 14彼はその言葉をわたしに向け

て言わなかった。わたしはあなたがたの言葉をも

って彼に答えることはしない。 15彼らは驚いて、

もはや答えることをせず、彼らには、もはや言う

べき言葉がない。 16彼らは物言わず、立ちとどま

って、もはや答えるところがないので、わたしは

これ以上待つ必要があろうか。 17わたしもまたわ

たしの分を答え、わたしの意見を述べよう。 18わ

たしには言葉が満ち、わたしのうちの霊がわたし

に迫るからだ。 19見よ、わたしの心は口を開かな

いぶどう酒のように、新しいぶどう酒の皮袋のよ

うに、今にも張りさけようとしている。 20わたし

は語って、気を晴らし、くちびるを開いて答えよ

う。 21わたしはだれをもかたより見ることなく、

また何人とにもへつらうことをしない。 22わたし

はへつらうことを知らないからだ。もしへつらう

ならば、わたしの造り主は直ちにわたしを滅ぼさ

れるであろう。

33だから、ヨブよ、今わたしの言うことを聞け
、わたしのすべての言葉に耳を傾けよ。 2見

よ、わたしは口を開き、口の中の舌は物言う。 3

わたしの言葉はわが心の正しきを語り、わたしの

くちびるは真実をもってその知識を語る。 4神の

霊はわたしを造り、全能者の息はわたしを生かす

。 5あなたがもしできるなら、わたしに答えよ、

わたしの前に言葉を整えて、立て。 6見よ、神に

対しては、わたしもあなたと同様であり、わたし

もまた土から取って造られた者だ。 7見よ、わた

しの威厳はあなたを恐れさせない、わたしの勢い

はあなたを圧しない。 8確かに、あなたはわたし

の聞くところで言った、わたしはあなたの言葉の

声を聞いた。 9あなたは言う、『わたしはいさぎ

よく、とがはない。わたしは清く、不義はない。

10見よ、彼はわたしを攻める口実を見つけ、わた

しを自分の敵とみなし、 11わたしの足をかせには

め、わたしのすべての行いに目をとめられる』と

。 12見よ、わたしはあなたに答える、あなたはこ

の事において正しくない。神は人よりも大いなる

者だ。 13あなたが『彼はわたしの言葉に少しも答
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えられない』といって、彼に向かって言い争うの

は、どういうわけであるか。 14神は一つの方法に

よって語られ、また二つの方法によって語られる

のだが、人はそれを悟らないのだ。 15人々が熟睡

するとき、または床にまどろむとき、夢あるいは

夜の幻のうちで、 16彼は人々の耳を開き、警告を

もって彼らを恐れさせ、 17こうして人にその悪し

きわざを離れさせ、高ぶりを人から除き、 18その

魂を守って、墓に至らせず、その命を守って、つ

るぎに滅びないようにされる。 19人はまたその床

の上で痛みによって懲らされ、その骨に戦いが絶

えることなく、 20その命は、食物をいとい、その

食欲は、おいしい食物をきらう。 21その肉はやせ

落ちて見えず、その骨は見えなかったものまでも

あらわになり、 22その魂は墓に近づき、その命は

滅ぼす者に近づく。 23もしそこに彼のためにひと

りの天使があり、千のうちのひとりであって、仲

保となり、人にその正しい道を示すならば、 24神

は彼をあわれんで言われる、『彼を救って、墓に

下ることを免れさせよ、わたしはすでにあがない

しろを得た。 25彼の肉を幼な子の肉よりもみずみ

ずしくならせ、彼を若い時の元気に帰らせよ』と

。 26その時、彼が神に祈るならば、神は彼を顧み

、喜びをもって、み前にいたらせ、その救を人に

告げ知らせられる。 27彼は人々の前に歌って言う

、『わたしは罪を犯し、正しい事を曲げた。しか

しわたしに報復がなかった。 28彼はわたしの魂を

あがなって、墓に下らせられなかった。わたしの

命は光を見ることができる』と。 29見よ、神はこ

れらすべての事をふたたび、みたび人に行い、 30

その魂を墓から引き返し、彼に命の光を見させら

れる。 31ヨブよ、耳を傾けてわたしに聞け、黙せ

よ、わたしは語ろう。 32あなたがもし言うべきこ

とがあるなら、わたしに答えよ、語れ、わたしは

あなたを正しい者にしようと望むからだ。 33もし

語ることがないなら、わたしに聞け、黙せよ、わ

たしはあなたに知恵を教えよう」。

34エリフはまた答えて言った、 2「あなたがた

知恵ある人々よ、わたしの言葉を聞け、あな

たがた知識ある人々よ、わたしに耳を傾けよ。 3

口が食物を味わうように、耳は言葉をわきまえる

からだ。 4われわれは正しい事を選び、われわれ

の間に良い事の何であるかを明らかにしよう。 5

ヨブは言った、『わたしは正しい、神はわたしの

公義を奪われた。 6わたしは正しいにもかかわら

ず、偽る者とされた。わたしにはとががないけれ

ども、わたしの矢傷はいえない』と。 7だれかヨ

ブのような人があろう。彼はあざけりを水のよう

に飲み、 8悪をなす者どもと交わり、悪人と共に

歩む。 9彼は言った、『人は神と親しんでも、な

んの益もない』と。 10それであなたがた理解ある

人々よ、わたしに聞け、神は断じて悪を行うこと

なく、全能者は断じて不義を行うことはない。 11

神は人のわざにしたがってその身に報い、おのお

のの道にしたがって、その身に振りかからせられ

る。 12まことに神は悪しき事を行われない。全能

者はさばきをまげられない。 13だれかこの地を彼

にゆだねた者があるか。だれか全世界を彼に負わ

せた者があるか。 14神がもしその霊をご自分に取

りもどし、その息をご自分に取りあつめられるな

らば、 15すべての肉は共に滅び、人はちりに帰る

であろう。 16もし、あなたに悟りがあるならば、

これを聞け、わたしの言うところに耳を傾けよ。

17公義を憎む者は世を治めることができようか。

正しく力ある者を、あなたは非難するであろうか

。 18王たる者に向かって『よこしまな者』と言い

、つかさたる者に向かって、『悪しき者』と言う

ことができるであろうか。 19神は君たる者をもか

たより見られることなく、富める者を貧しき者に

まさって顧みられることはない。彼らは皆み手の

わざだからである。 20彼らはまたたく間に死に、

民は夜の間に振われて、消えうせ、力ある者も人

手によらずに除かれる。 21神の目が人の道の上に

あって、そのすべての歩みを見られるからだ。 22

悪を行う者には身を隠すべき暗やみもなく、暗黒

もない。 23人がさばきのために神の前に出るとき

、神は人のために時を定めておかれない。 24彼は

力ある者をも調べることなく打ち滅ぼし、他の人

々を立てて、これに替えられる。 25このように、

神は彼らのわざを知り、夜の間に彼らをくつがえ

されるので、彼らはやがて滅びる。 26彼は人々の

見る所で、彼らをその悪のために撃たれる。 27こ

れは彼らがそむいて彼に従わず、その道を全く顧

みないからだ。 28こうして彼らは貧しき者の叫び

を彼のもとにいたらせ、悩める者の叫びを彼に聞

かせる。 29彼が黙っておられるとき、だれが非難

することができようか。彼が顔を隠されるとき、

だれが彼を見ることができようか。一国の上にも

、一人の上にも同様だ。 30これは神を信じない者

が世を治めることがなく、民をわなにかける事の

ないようにするためである。 31だれが神に向かっ

て言ったか、『わたしは罪を犯さないのに、懲し

められた。 32わたしの見ないものをわたしに教え

られたい。もしわたしが悪い事をしたなら、重ね

てこれをしない』と。 33あなたが拒むゆえに、彼

はあなたの好むように報いをされるであろうか。

あなたみずから選ぶがよい、わたしはしない。あ

なたの知るところを言いなさい。 34悟りある人々

はわたしに言うだろう、わたしに聞くところの知

恵ある人は言うだろう、 35『ヨブの言うところは

知識がなく、その言葉は悟りがない』と。 36どう

かヨブが終りまで試みられるように、彼は悪人の

ように答えるからである。 37彼は自分の罪に、と

がを加え、われわれの中にあって手をうち、神に

逆らって、その言葉をしげくする」。

35エリフはまた答えて言った、 2「あなたはこ

れを正しいと思うのか、あなたは『神の前に

自分は正しい』と言うのか。 3あなたは言う、『

これはわたしになんの益があるか、罪を犯したの

とくらべてなんのまさるところがあるか』と。 4

わたしはあなたおよび、あなたと共にいるあなた

の友人たちに答えよう。 5天を仰ぎ見よ、あなた
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の上なる高き空を望み見よ。 6あなたが罪を犯し

ても、彼になんのさしさわりがあるか。あなたの

とがが多くても、彼に何をなし得ようか。 7また

あなたは正しくても、彼に何を与え得ようか。彼

はあなたの手から何を受けられるであろうか。 8

あなたの悪はただあなたのような人にかかわり、

あなたの義はただ人の子にかかわるのみだ。 9し

えたげの多いために叫び、力ある者の腕のゆえに

呼ばわる人々がある。 10しかし、ひとりとして言

う者はない、『わが造り主なる神はどこにおられ

るか、彼は夜の間に歌を与え、 11地の獣よりも多

く、われわれを教え、空の鳥よりも、われわれを

賢くされる方である』と。 12彼らが叫んでも答え

られないのは、悪しき者の高ぶりによる。 13まこ

とに神はむなしい叫びを聞かれない。また全能者

はこれを顧みられない。 14あなたが彼を見ないと

言う時はなおさらだ。さばきは神の前にある。あ

なたは彼を待つべきである。 15今彼が怒りをもっ

て罰せず、罪とがを深く心にとめられないゆえに

16ヨブは口を開いてむなしい事を述べ、無知の言

葉をしげくする」。

36エリフは重ねて言った、 2「しばらく待て、

わたしはあなたに示すことがある。なお神の

ために言うべき事がある。 3わたしは遠くからわ

が知識を取り、わが造り主に正義を帰する。 4ま

ことにわたしの言葉は偽らない。知識の全き者が

あなたと共にいる。 5見よ、神は力ある者である

が、何をも卑しめられない、その悟りの力は大き

い。 6彼は悪しき者を生かしておかれない、苦し

む者のためにさばきを行われる。 7彼は正しい者

から目を離さず、位にある王たちと共に、とこし

えに、彼らをすわらせて、尊くされる。 8もし彼

らが足かせにつながれ、悩みのなわに捕えられる

時は、 9彼らの行いと、とがと、その高ぶったふ

るまいを彼らに示し、 10彼らの耳を開いて、教を

聞かせ、悪を離れて帰ることを命じられる。 11も

し彼らが聞いて彼に仕えるならば、彼らはその日

を幸福に過ごし、その年を楽しく送るであろう。

12しかし彼らが聞かないならば、つるぎによって

滅び、知識を得ないで死ぬであろう。 13心に神を

信じない者どもは怒りをたくわえ、神に縛られる

時も、助けを呼び求めることをしない。 14彼らは

年若くして死に、その命は恥のうちに終る。 15神

は苦しむ者をその苦しみによって救い、彼らの耳

を逆境によって開かれる。 16神はまたあなたを悩

みから、束縛のない広い所に誘い出された。そし

てあなたの食卓に置かれた物はすべて肥えた物で

あった。 17しかしあなたは悪人のうくべきさばき

をおのれに満たし、さばきと公義はあなたを捕え

ている。 18あなたは怒りに誘われて、あざけりに

陥らぬように心せよ。あがないしろの大いなるが

ために、おのれを誤るな。 19あなたの叫びはあな

たを守って、悩みを免れさせるであろうか、いか

に力をつくしても役に立たない。 20人々がその所

から断たれるその夜を慕ってはならない。 21慎ん

で悪に傾いてはならない。あなたは悩みよりもむ

しろこれを選んだからだ。 22見よ、神はその力を

もってあがめられる。だれか彼のように教える者

があるか。 23だれか彼のためにその道を定めた者

があるか。だれか『あなたは悪い事をした』と言

いうる者があるか。 24神のみわざをほめたたえる

事を忘れてはならない。これは人々の歌いあがめ

るところである。 25すべての人はこれを仰ぎ見る

。人は遠くからこれを見るにすぎない。 26見よ、

神は大いなる者にいまして、われわれは彼を知ら

ない。その年の数も計り知ることができない。 27

彼は水のしたたりを引きあげ、その霧をしたたら

せて雨とされる。 28空はこれを降らせて、人の上

に豊かに注ぐ。 29だれか雲の広がるわけと、その

幕屋のとどろくわけとを悟ることができようか。

30見よ、彼はその光をおのれのまわりにひろげ、

また海の底をおおわれる。 31彼はこれらをもって

民をさばき、食物を豊かに賜い、 32いなずまをも

ってもろ手を包み、これに命じて敵を打たせられ

る。 33そのとどろきは、悪にむかって怒りに燃え

る彼を現す。

37これがためにわが心もまたわななき、その所
からとび離れる。 2聞け、神の声のとどろき

を、またその口から出るささやきを。 3彼はこれ

を天が下に放ち、その光を地のすみずみまで至ら

せられる。 4その後、声とどろき、彼はそのいか

めしい声をもって鳴り渡られる。その声の聞える

時、彼はいなずまを引きとめられない。 5神はそ

の驚くべき声をもって鳴り渡り、われわれの悟り

えない大いなる事を行われる。 6彼は雪に向かっ

て『地に降れ』と命じ、夕立ちおよび雨に向かっ

て『強く降れ』と命じられる。 7彼はすべての人

の手を封じられる。これはすべての人にみわざを

知らせるためである。 8その時、獣は穴に入り、

そのほらにとどまる。 9つむじ風はそのへやから

、寒さは北風から来る。 10神のいぶきによって氷

が張り、広々とした水は凍る。 11彼は濃い雲に水

気を負わせ、雲はそのいなずまを散らす。 12これ

は彼の導きによってめぐる。彼の命じるところを

ことごとく世界のおもてに行うためである。 13神

がこれらをこさせるのは、懲しめのため、あるい

はその地のため、あるいはいつくしみのためであ

る。 14ヨブよ、これを聞け、立って神のくすしき

みわざを考えよ。 15あなたは知っているか、神が

いかにこれらに命じて、その雲の光を輝かされる

かを。 16あなたは知っているか、雲のつりあいと

、知識の全き者のくすしきみわざを。 17南風によ

って地が穏やかになる時、あなたの着物が熱くな

ることを。 18あなたは鋳た鏡のように堅い大空を

、彼のように張ることができるか。 19われわれが

彼に言うべき事をわれわれに教えよ、われわれは

暗くて、言葉をつらねることはできない。 20わた

しは語ることがあると彼に告げることができよう

か、人は滅ぼされることを望むであろうか。 21光

が空に輝いているとき、風過ぎて空を清めると、

人々はその光を見ることができない。 22北から黄

金のような輝きがでてくる。神には恐るべき威光
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がある。 23全能者はわれわれはこれを見いだすこ

とができない。彼は力と公義とにすぐれ、正義に

満ちて、これを曲げることはない。 24それゆえ、

人々は彼を恐れる。彼はみずから賢いと思う者を

顧みられない」。

38この時、主はつむじ風の中からヨブに答えら
れた、 2「無知の言葉をもって、神の計りご

とを暗くするこの者はだれか。 3あなたは腰に帯

して、男らしくせよ。わたしはあなたに尋ねる、

わたしに答えよ。 4わたしが地の基をすえた時、

どこにいたか。もしあなたが知っているなら言え

。 5あなたがもし知っているなら、だれがその度

量を定めたか。だれが測りなわを地の上に張った

か。 6その土台は何の上に置かれたか。その隅の

石はだれがすえたか。 7かの時には明けの星は相

共に歌い、神の子たちはみな喜び呼ばわった。 8

海の水が流れいで、胎内からわき出たとき、だれ

が戸をもって、これを閉じこめたか。 9あの時、

わたしは雲をもって衣とし、黒雲をもってむつき

とし、 10これがために境を定め、関および戸を設

けて、 11言った、『ここまで来てもよい、越えて

はならぬ、おまえの高波はここにとどまるのだ』

と。 12あなたは生れた日からこのかた朝に命じ、

夜明けにその所を知らせ、 13これに地の縁をとら

えさせ、悪人をその上から振り落させたことがあ

るか。 14地は印せられた土のように変り、衣のよ

うにいろどられる。 15悪人はその光を奪われ、そ

の高くあげた腕は折られる。 16あなたは海の源に

行ったことがあるか。淵の底を歩いたことがある

か。 17死の門はあなたのために開かれたか。あな

たは暗黒の門を見たことがあるか。 18あなたは地

の広さを見きわめたか。もしこれをことごとく知

っているならば言え。 19光のある所に至る道はい

ずれか。暗やみのある所はどこか。 20あなたはこ

れをその境に導くことができるか。その家路を知

っているか。 21あなたは知っているだろう、あな

たはかの時すでに生れており、またあなたの日数

も多いのだから。 22あなたは雪の倉にはいったこ

とがあるか。ひょうの倉を見たことがあるか。 23

これらは悩みの時のため、いくさと戦いの日のた

め、わたしがたくわえて置いたものだ。 24光の広

がる道はどこか。東風の地に吹き渡る道はどこか

。 25だれが大雨のために水路を切り開き、いかず

ちの光のために道を開き、 26人なき地にも、人な

き荒野にも雨を降らせ、 27荒れすたれた地をあき

足らせ、これに若草をはえさせるか。 28雨に父が

あるか。露の玉はだれが生んだか。 29氷はだれの

胎から出たか。空の霜はだれが生んだか。 30水は

固まって石のようになり、淵のおもては凍る。 31

あなたはプレアデスの鎖を結ぶことができるか。

オリオンの綱を解くことができるか。 32あなたは

十二宮をその時にしたがって引き出すことができ

るか。北斗とその子星を導くことができるか。 33

あなたは天の法則を知っているか、そのおきてを

地に施すことができるか。 34あなたは声を雲にあ

げ、多くの水にあなたをおおわせることができる

か。 35あなたはいなずまをつかわして行かせ、『

われわれはここにいる』と、あなたに言わせるこ

とができるか。 36雲に知恵を置き、霧に悟りを与

えたのはだれか。 37だれが知恵をもって雲を数え

ることができるか。だれが天の皮袋を傾けて、 38

ちりを一つに流れ合させ、土くれを固まらせるこ

とができるか。 39あなたはししのために食物を狩

り、子じしの食欲を満たすことができるか。 40彼

らがほら穴に伏し、林のなかに待ち伏せする時、

あなたはこの事をなすことができるか。 41からす

の子が神に向かって呼ばわり、食物がなくて、さ

まようとき、からすにえさを与える者はだれか。

39あなたは岩間のやぎが子を産むときを知って
いるか。あなたは雌じかが子を産むのを見た

ことがあるか。 2これらの妊娠の月を数えること

ができるか。これらが産む時を知っているか。 3

これらは身をかがめて子を産み、そのはらみ子を

産みいだす。 4その子は強くなって、野に育ち、

出て行って、その親のもとに帰らない。 5だれが

野ろばを放って、自由にしたか。だれが野ろばの

つなぎを解いたか。 6わたしは荒野をその家とし

て与え、荒れ地をそのすみかとして与えた。 7こ

れは町の騒ぎをいやしめ、御者の呼ぶ声を聞きい

れず、 8山を牧場としてはせまわり、もろもろの

青物を尋ね求める。 9野牛は快くあなたに仕え、

あなたの飼葉おけのかたわらにとどまるだろうか

。 10あなたは野牛に手綱をつけてうねを歩かせる

ことができるか、これはあなたに従って谷を耕す

であろうか。 11その力が強いからとて、あなたは

これに頼むであろうか。またあなたの仕事をこれ

に任せるであろうか。 12あなたはこれにたよって

、あなたの穀物を打ち場に運び帰らせるであろう

か。 13だちょうは威勢よくその翼をふるう。しか

しこれにはきれいな羽と羽毛があるか。 14これは

その卵を土の中に捨て置き、これを砂のなかで暖

め、 15足でつぶされることも、野の獣に踏まれる

ことも忘れている。 16これはその子に無情であっ

て、あたかも自分の子でないようにし、その苦労

のむなしくなるをも恐れない。 17これは神がこれ

に知恵を授けず、悟りを与えなかったゆえである

。 18これがその身を起して走る時には、馬をも、

その乗り手をもあざける。 19あなたは馬にその力

を与えることができるか。力をもってその首を装

うことができるか。 20あなたはこれをいなごのよ

うに、とばせることができるか。その鼻あらしの

威力は恐ろしい。 21これは谷であがき、その力に

誇り、みずから出ていって武器に向かう。 22これ

は恐れをあざ笑って、驚くことなく、つるぎをさ

けて退くことがない。 23矢筒はその上に鳴り、や

りと投げやりと、あいきらめく。 24これはたけり

つ、狂いつ、地をひとのみにし、ラッパの音が鳴

り渡っても、立ちどまることがない。 25これはラ

ッパの鳴るごとにハアハアと言い、遠くから戦い

をかぎつけ、隊長の大声およびときの声を聞き知

る。 26たかが舞いあがり、その翼をのべて南に向

かうのは、あなたの知恵によるのか、 27わしがか
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けのぼり、その巣を高い所につくるのは、あなた

の命令によるのか。 28これは岩の上にすみかを構

え、岩のとがり、または険しい所におり、 29そこ

から獲物をうかがう。その目の及ぶところは遠い

。 30そのひなもまた血を吸う。おおよそ殺された

者のある所には、これもそこにいる」。

40主はまたヨブに答えて言われた、 2「非難す

る者が全能者と争おうとするのか、神と論ず

る者はこれに答えよ」。 3そこで、ヨブは主に答

えて言った、 4「見よ、わたしはまことに卑しい

者です、なんとあなたに答えましょうか。ただ手

を口に当てるのみです。 5わたしはすでに一度言

いました、また言いません、すでに二度言いまし

た、重ねて申しません」。 6主はまたつむじ風の

中からヨブに答えられた、 7「あなたは腰に帯し

て、男らしくせよ。わたしはあなたに尋ねる、わ

たしに答えよ。 8あなたはなお、わたしに責任を

負わそうとするのか。あなたはわたしを非とし、

自分を是としようとするのか。 9あなたは神のよ

うな腕を持っているのか、神のような声でとどろ

きわたることができるか。 10あなたは威光と尊厳

とをもってその身を飾り、栄光と華麗とをもって

その身を装ってみよ。 11あなたのあふるる怒りを

漏らし、すべての高ぶる者を見て、これを低くせ

よ。 12すべての高ぶる者を見て、これをかがませ

、また悪人をその所で踏みつけ、 13彼らをともに

ちりの中にうずめ、その顔を隠れた所に閉じこめ

よ。 14そうすれば、わたしもまた、あなたをほめ

て、あなたの右の手はあなたを救うことができる

としよう。 15河馬を見よ、これはあなたと同様に

わたしが造ったもので、牛のように草を食う。 16

見よ、その力は腰にあり、その勢いは腹の筋にあ

る。 17これはその尾を香柏のように動かし、その

ももの筋は互にからみ合う。 18その骨は青銅の管

のようで、その肋骨は鉄の棒のようだ。 19これは

神のわざの第一のものであって、これを造った者

がこれにつるぎを授けた。 20山もこれがために食

物をいだし、もろもろの野の獣もそこに遊ぶ。 21

これは酸棗の木の下に伏し、葦の茂み、または沼

に隠れている。 22酸棗の木はその陰でこれをおお

い、川の柳はこれをめぐり囲む。 23見よ、たとい

川が荒れても、これは驚かない。ヨルダンがその

口に注ぎかかっても、これはあわてない。 24だれ

が、かぎでこれを捕えることができるか。だれが

、わなでその鼻を貫くことができるか。

41あなたはつり針でわにをつり出すことができ
るか。糸でその舌を押えることができるか。

2あなたは葦のなわをその鼻に通すことができるか

。つり針でそのあごを突き通すことができるか。 3

これはしきりに、あなたに願い求めるであろうか

。柔らかな言葉をあなたに語るであろうか。 4こ

れはあなたと契約を結ぶであろうか。あなたはこ

れを取って、ながくあなたのしもべとすることが

できるであろうか。 5あなたは鳥と戯れるように

これと戯れ、またあなたのおとめたちのために、

これをつないでおくことができるであろうか。 6

商人の仲間はこれを商品として、小売商人の間に

分けるであろうか。 7あなたは、もりでその皮を

満たし、やすでその頭を突き通すことができるか

。 8あなたの手をこれの上に置け、あなたは戦い

を思い出して、再びこれをしないであろう。 9見

よ、その望みはむなしくなり、これを見てすら倒

れる。 10あえてこれを激する勇気のある者はひと

りもない。それで、だれがわたしの前に立つこと

ができるか。 11だれが先にわたしに与えたので、

わたしはこれに報いるのか。天が下にあるものは

、ことごとくわたしのものだ。 12わたしはこれが

全身と、その著しい力と、その美しい構造につい

て黙っていることはできない。 13だれがその上着

をはぐことができるか。だれがその二重のよろい

の間にはいることができるか。 14だれがその顔の

戸を開くことができるか。そのまわりの歯は恐ろ

しい。 15その背は盾の列でできていて、その堅く

閉じたさまは密封したように、 16相互に密接して

、風もその間に、はいることができず、 17互に相

連なり、固く着いて離すことができない。 18これ

が、くしゃみすれば光を発し、その目はあけぼの

のまぶたに似ている。 19その口からは、たいまつ

が燃えいで、火花をいだす。 20その鼻の穴からは

煙が出てきて、さながら煮え立つなべの水煙のご

とく、燃える葦の煙のようだ。 21その息は炭火を

おこし、その口からは炎が出る。 22その首には力

が宿っていて、恐ろしさが、その前に踊っている

。 23その肉片は密接に相連なり、固く身に着いて

動かすことができない。 24その心臓は石のように

堅く、うすの下石のように堅い。 25その身を起す

ときは勇士も恐れ、その衝撃によってあわて惑う

。 26つるぎがこれを撃っても、きかない、やりも

、矢も、もりも用をなさない。 27これは鉄を見る

こと、わらのように、青銅を見ること朽ち木のよ

うである。 28弓矢もこれを逃がすことができない

。石投げの石もこれには、わらくずとなる。 29こ

ん棒もわらくずのようにみなされ、投げやりの響

きを、これはあざ笑う。 30その下腹は鋭いかわら

のかけらのようで、麦こき板のようにその身を泥

の上に伸ばす。 31これは淵をかなえのように沸き

かえらせ、海を香油のなべのようにする。 32これ

は自分のあとに光る道を残し、淵をしらがのよう

に思わせる。 33地の上にはこれと並ぶものなく、

これは恐れのない者に造られた。 34これはすべて

の高き者をさげすみ、すべての誇り高ぶる者の王

である」。

42そこでヨブは主に答えて言った、 2「わたし

は知ります、あなたはすべての事をなすこと

ができ、またいかなるおぼしめしでも、あなたに

できないことはないことを。 3『無知をもって神

の計りごとをおおうこの者はだれか』。それゆえ

、わたしはみずから悟らない事を言い、みずから

知らない、測り難い事を述べました。 4『聞け、

わたしは語ろう、わたしはあなたに尋ねる、わた

しに答えよ』。 5わたしはあなたの事を耳で聞い

ていましたが、今はわたしの目であなたを拝見い
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たします。 6それでわたしはみずから恨み、ちり

灰の中で悔います」。 7主はこれらの言葉をヨブ

に語られて後、テマンびとエリパズに言われた、

「わたしの怒りはあなたとあなたのふたりの友に

向かって燃える。あなたがたが、わたしのしもべ

ヨブのように正しい事をわたしについて述べなか

ったからである。 8それで今、あなたがたは雄牛

七頭、雄羊七頭を取って、わたしのしもべヨブの

所へ行き、あなたがたのために燔祭をささげよ。

わたしのしもべヨブはあなたがたのために祈るで

あろう。わたしは彼の祈を受けいれるによって、

あなたがたの愚かを罰することをしない。あなた

がたはわたしのしもべヨブのように正しい事をわ

たしについて述べなかったからである」。 9そこ

でテマンびとエリパズ、シュヒびとビルダデ、ナ

アマびとゾパルは行って、主が彼らに命じられた

ようにしたので、主はヨブの祈を受けいれられた

。 10ヨブがその友人たちのために祈ったとき、主

はヨブの繁栄をもとにかえし、そして主はヨブの

すべての財産を二倍に増された。 11そこで彼のす

べての兄弟、すべての姉妹、および彼の旧知の者

どもことごとく彼のもとに来て、彼と共にその家

で飲み食いし、かつ主が彼にくだされたすべての

災について彼をいたわり、慰め、おのおの銀一ケ

シタと金の輪一つを彼に贈った。 12主はヨブの終

りを初めよりも多く恵まれた。彼は羊一万四千頭

、らくだ六千頭、牛一千くびき、雌ろば一千頭を

もった。 13また彼は男の子七人、女の子三人をも

った。 14彼はその第一の娘をエミマと名づけ、第

二をケジアと名づけ、第三をケレン・ハップクと

名づけた。 15全国のうちでヨブの娘たちほど美し

い女はなかった。父はその兄弟たちと同様に嗣業

を彼らにも与えた。 16この後、ヨブは百四十年生

きながらえて、その子とその孫と四代までを見た

。 17ヨブは年老い、日満ちて死んだ。
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詩篇

1悪しき者のはかりごとに歩まず、罪びとの道に
立たず、あざける者の座にすわらぬ人はさいわ

いである。 2このような人は主のおきてをよろこ

び、昼も夜もそのおきてを思う。 3このような人

は流れのほとりに植えられた木の時が来ると実を

結び、その葉もしぼまないように、そのなすとこ

ろは皆栄える。 4悪しき者はそうでない、風の吹

き去るもみがらのようだ。 5それゆえ、悪しき者

はさばきに耐えない。罪びとは正しい者のつどい

に立つことができない。 6主は正しい者の道を知

られる。しかし、悪しき者の道は滅びる。

2なにゆえ、もろもろの国びとは騒ぎたち、もろ
もろの民はむなしい事をたくらむのか。 2地の

もろもろの王は立ち構え、もろもろのつかさはと

もに、はかり、主とその油そそがれた者とに逆ら

って言う、 3「われらは彼らのかせをこわし、彼

らのきずなを解き捨てるであろう」と。 4天に座

する者は笑い、主は彼らをあざけられるであろう

。 5そして主は憤りをもって彼らに語り、激しい

怒りをもって彼らを恐れ惑わせて言われる、 6「

わたしはわが王を聖なる山シオンに立てた」と。 7

わたしは主の詔をのべよう。主はわたしに言われ

た、「おまえはわたしの子だ。きょう、わたしは

おまえを生んだ。 8わたしに求めよ、わたしはも

ろもろの国を嗣業としておまえに与え、地のはて

までもおまえの所有として与える。 9おまえは鉄

のつえをもって彼らを打ち破り、陶工の作る器物

のように彼らを打ち砕くであろう」と。 10それゆ

え、もろもろの王よ、賢くあれ、地のつかさらよ

、戒めをうけよ。 11恐れをもって主に仕え、おの

のきをもって 12その足に口づけせよ。さもないと

主は怒って、あなたがたを道で滅ぼされるであろ

う、その憤りがすみやかに燃えるからである。す

べて主に寄り頼む者はさいわいである。

3ダビデがその子アブサロムを避けてのがれたと
きの歌 主よ、わたしに敵する者のいかに多いこ

とでしょう。わたしに逆らって立つ者が多く、 2

「彼には神の助けがない」と、わたしについて言

う者が多いのです。 (セラ) 3しかし主よ、あなた

はわたしを囲む盾、わが栄え、わたしの頭を、も

たげてくださるかたです。 4わたしが声をあげて

主を呼ばわると、主は聖なる山からわたしに答え

られる。 (セラ) 5わたしはふして眠り、また目を

さます。主がわたしをささえられるからだ。 6わ

たしを囲んで立ち構えるちよろずの民をもわたし

は恐れない。 7主よ、お立ちください。わが神よ

、わたしをお救いください。あなたはわたしのす

べての敵のほおを打ち、悪しき者の歯を折られる

のです。 8救は主のものです。どうかあなたの祝

福があなたの民の上にありますように。 (セラ)

4聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわせ
たダビデの歌 わたしの義を助け守られる神よ、

わたしが呼ばわる時、お答えください。あなたは

わたしが悩んでいた時、わたしをくつろがせてく

ださいました。わたしをあわれみ、わたしの祈を

お聞きください。 2人の子らよ、いつまでわたし

の誉をはずかしめるのか。いつまでむなしい言葉

を愛し、偽りを慕い求めるのか。 (セラ) 3しかし

あなたがたは知るがよい、主は神を敬う人をご自

分のために聖別されたことを。主はわたしが呼ば

わる時におききくださる。 4あなたがたは怒って

も、罪を犯してはならない。床の上で静かに自分

の心に語りなさい。 (セラ) 5義のいけにえをささ

げて主に寄り頼みなさい。 6多くの人は言う、「

どうか、わたしたちに良い事が見られるように。

主よ、どうか、み顔の光をわたしたちの上に照さ

れるように」と。 7あなたがわたしの心にお与え

になった喜びは、穀物と、ぶどう酒の豊かな時の

喜びにまさるものでした。 8わたしは安らかに伏

し、また眠ります。主よ、わたしを安らかにおら

せてくださるのは、ただあなただけです。

5聖歌隊の指揮者によって笛にあわせてうたわせ
たダビデの歌 主よ、わたしの言葉に耳を傾け、

わたしの嘆きに、み心をとめてください。 2わが

王、わが神よ、わたしの叫びの声をお聞きくださ

い。わたしはあなたに祈っています。 3主よ、朝

ごとにあなたはわたしの声を聞かれます。わたし

は朝ごとにあなたのためにいけにえを備えて待ち

望みます。 4あなたは悪しき事を喜ばれる神では

ない。悪人はあなたのもとに身を寄せることはで

きない。 5高ぶる者はあなたの目の前に立つこと

はできない。あなたはすべて悪を行う者を憎まれ

る。 6あなたは偽りを言う者を滅ぼされる。主は

血を流す者と、人をだます者を忌みきらわれる。 7

しかし、わたしはあなたの豊かないつくしみによ

って、あなたの家に入り、聖なる宮にむかって、

かしこみ伏し拝みます。 8主よ、わたしのあだの

ゆえに、あなたの義をもってわたしを導き、わた

しの前にあなたの道をまっすぐにしてください。 9

彼らの口には真実がなく、彼らの心には滅びがあ

り、そののどは開いた墓、その舌はへつらいを言

うのです。 10神よ、どうか彼らにその罪を負わせ

、そのはかりごとによって、みずから倒れさせ、

その多くのとがのゆえに彼らを追いだしてくださ

い。彼らはあなたにそむいたからです。 11しかし

、すべてあなたに寄り頼む者を喜ばせ、とこしえ

に喜び呼ばわらせてください。また、み名を愛す

る者があなたによって喜びを得るように、彼らを

お守りください。 12主よ、あなたは正しい者を祝

福し、盾をもってするように、恵みをもってこれ

をおおい守られます。

6聖歌隊の指揮者によってシェミニテにあわせ琴
をもってうたわせたダビデの歌 主よ、あなたの

怒りをもって、わたしを責めず、あなたの激しい

怒りをもって、わたしを懲しめないでください。 2

主よ、わたしをあわれんでください。わたしは弱

り衰えています。主よ、わたしをいやしてくださ

い。わたしの骨は悩み苦しんでいます。 3わたし
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の魂もまたいたく悩み苦しんでいます。主よ、あ

なたはいつまでお怒りになるのですか。 4主よ、

かえりみて、わたしの命をお救いください。あな

たのいつくしみにより、わたしをお助けください

。 5死においては、あなたを覚えるものはなく、

陰府においては、だれがあなたをほめたたえるこ

とができましょうか。 (Sheol h7585) 6わたしは嘆き

によって疲れ、夜ごとに涙をもって、わたしのふ

しどをただよわせ、わたしのしとねをぬらした。 7

わたしの目は憂いによって衰え、もろもろのあだ

のゆえに弱くなった。 8すべて悪を行う者よ、わ

たしを離れ去れ。主はわたしの泣く声を聞かれた

。 9主はわたしの願いを聞かれた。主はわたしの

祈をうけられる。 10わたしの敵は恥じて、いたく

悩み苦しみ、彼らは退いて、たちどころに恥をう

けるであろう。

7ベニヤミンびとクシのことについてダビデが主
にむかってうたったシガヨンの歌 わが神、主よ

、わたしはあなたに寄り頼みます。どうかすべて

の追い迫る者からわたしを救い、わたしをお助け

ください。 2さもないと彼らは、ししのように、

わたしをかき裂き、助ける者の来ないうちに、引

いて行くでしょう。 3わが神、主よ、もしわたし

がこの事を行ったならば、もしわたしの手によこ

しまな事があるならば、 4もしわたしの友に悪を

もって報いたことがあり、ゆえなく、敵のものを

略奪したことがあるならば、 5敵にわたしを追い

捕えさせ、わたしの命を地に踏みにじらせ、わた

しの魂をちりにゆだねさせてください。 (セラ) 6

主よ、怒りをもって立ち、わたしの敵の憤りにむ

かって立ちあがり、わたしのために目をさまして

ください。あなたはさばきを命じられました。 7

もろもろの民をあなたのまわりにつどわせ、その

上なる高みくらにおすわりください。 8主はもろ

もろの民をさばかれます。主よ、わたしの義と、

わたしにある誠実とに従って、わたしをさばいて

ください。 9どうか悪しき者の悪を断ち、正しき

者を堅く立たせてください。義なる神よ、あなた

は人の心と思いとを調べられます。 10わたしを守

る盾は神である。神は心の直き者を救われる。 11

神は義なるさばきびと、日ごとに憤りを起される

神である。 12もし人が悔い改めないならば、神は

そのつるぎをとぎ、その弓を張って構え、 13また

死に至らせる武器を備え、その矢を火矢とされる

。 14見よ、悪しき者は邪悪をはらみ、害毒をやど

し、偽りを生む。 15彼は穴を掘って、それを深く

し、みずから作った穴に陥る。 16その害毒は自分

のかしらに帰り、その強暴は自分のこうべに下る

。 17わたしは主にむかって、その義にふさわしい

感謝をささげ、いと高き者なる主の名をほめ歌う

であろう。

8聖歌隊の指揮者によってギテトにあわせてうた
わせたダビデの歌 主、われらの主よ、あなたの

名は地にあまねく、いかに尊いことでしょう。あ

なたの栄光は天の上にあり、 2みどりごと、ちの

みごとの口によって、ほめたたえられています。

あなたは敵と恨みを晴らす者とを静めるため、あ

だに備えて、とりでを設けられました。 3わたし

は、あなたの指のわざなる天を見、あなたが設け

られた月と星とを見て思います。 4人は何者なの

で、これをみ心にとめられるのですか、人の子は

何者なので、これを顧みられるのですか。 5ただ

少しく人を神よりも低く造って、栄えと誉とをこ

うむらせ、 6これにみ手のわざを治めさせ、よろ

ずの物をその足の下におかれました。 7すべての

羊と牛、また野の獣、 8空の鳥と海の魚、海路を

通うものまでも。 9主、われらの主よ、あなたの

名は地にあまねく、いかに尊いことでしょう。

9聖歌隊の指揮者によってムツラベンのしらべに
あわせてうたわせたダビデの歌 わたしは心をつ

くして主に感謝し、あなたのくすしきみわざをこ

とごとく宣べ伝えます。 2いと高き者よ、あなた

によってわたしは喜びかつ楽しみ、あなたの名を

ほめ歌います。 3わたしの敵は退くとき、つまず

き倒れてあなたの前に滅びました。 4あなたがわ

たしの正しい訴えを助け守られたからです。あな

たはみくらに座して、正しいさばきをされました

。 5あなたはもろもろの国民を責め、悪しき者を

滅ぼし、永久に彼らの名を消し去られました。 6

敵は絶えはてて、とこしえに滅び、あなたが滅ぼ

されたもろもろの町はその記憶さえ消えうせまし

た。 7しかし主はとこしえに、み位に座し、さば

きのために、みくらを設けられました。 8主は正

義をもって世界をさばき、公平をもってもろもろ

の民をさばかれます。 9主はしえたげられる者の

とりで、なやみの時のとりでです。 10み名を知る

者はあなたに寄り頼みます。主よ、あなたを尋ね

求める者をあなたは捨てられたことがないからで

す。 11シオンに住まわれる主にむかってほめうた

い、そのみわざをもろもろの民のなかに宣べ伝え

よ。 12血を流す者にあだを報いられる主は彼らを

心にとめ、苦しむ者の叫びをお忘れにならないか

らです。 13主よ、わたしをあわれんでください。

死の門からわたしを引きあげられる主よ、あだす

る者のわたしを悩ますのをみそなわしてください

。 14そうすれば、わたしはあなたのすべての誉を

述べ、シオンの娘の門で、あなたの救を喜ぶこと

ができましょう。 15もろもろの国民は自分の作っ

た穴に陥り、隠し設けた網に自分の足を捕えられ

る。 16主はみずからを知らせ、さばきを行われた

。悪しき者は自分の手で作ったわなに捕えられる

。[ヒガヨン、セラ 17悪しき者、また神を忘れる

もろもろの国民は陰府へ去って行く。 (Sheol h7585)

18貧しい者は常に忘れられるのではない。苦しむ

者の望みはとこしえに滅びるのではない。 19主よ

、立ちあがってください。人に勝利を得させず、

もろもろの国民に、み前でさばきを受けさせてく

ださい。 20主よ、彼らに恐れを起させ、もろもろ

の国民に自分がただ、人であることを知らせてく

ださい。 (セラ)
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10主よ、なにゆえ遠く離れて立たれるのですか
。なにゆえ悩みの時に身を隠されるのですか

。 2悪しき者は高ぶって貧しい者を激しく責めま

す。どうぞ彼らがその企てたはかりごとにみずか

ら捕えられますように。 3悪しき者は自分の心の

願いを誇り、むさぼる者は主をのろい、かつ捨て

る。 4悪しき者は誇り顔をして、神を求めない。

その思いに、すべて「神はない」という。 5彼の

道は常に栄え、あなたのさばきは彼を離れて高く

、彼はそのすべてのあだを口先で吹く。 6彼は心

の内に言う、「わたしは動かされることはなく、

世々わざわいにあうことがない」と。 7その口は

のろいと、欺きと、しえたげとに満ち、その舌の

下には害毒と不正とがある。 8彼は村里の隠れ場

におり、忍びやかな所で罪のない者を殺す。その

目は寄るべなき者をうかがい、 9隠れ場にひそむ

ししのように、ひそかに待ち伏せする。彼は貧し

い者を捕えようと待ち伏せし、貧しい者を網にひ

きいれて捕える。 10寄るべなき者は彼の力によっ

て打ちくじかれ、衰え、倒れる。 11彼は心のうち

に言う、「神は忘れた、神はその顔を隠した、神

は絶えて見ることはなかろう」と。 12主よ、立ち

あがってください。神よ、み手をあげてください

。苦しむ者を忘れないでください。 13なにゆえ、

悪しき者は神を侮り、心のうちに「あなたはとが

めることをしない」と言うのですか。 14あなたは

みそなわし、悩みと苦しみとを見て、それをみ手

に取られます。寄るべなき者はあなたに身をゆだ

ねるのです。あなたはいつもみなしごを助けられ

ました。 15悪しき者と悪を行う者の腕を折り、そ

の悪を一つも残さないまでに探り出してください

。 16主はとこしえに王でいらせられる。もろもろ

の国民は滅びて主の国から跡を断つでしょう。 17

主よ、あなたは柔和な者の願いを聞き、その心を

強くし、耳を傾けて、 18みなしごと、しえたげら

れる者とのためにさばきを行われます。地に属す

る人は再び人を脅かすことはないでしょう。

11聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌 わたしは主に寄り頼む。なにゆえ、あなた

がたはわたしにむかって言うのか、「鳥のように

山にのがれよ。 2見よ、悪しき者は、暗やみで、

心の直き者を射ようと弓を張り、弦に矢をつがえ

ている。 3基が取りこわされるならば、正しい者

は何をなし得ようか」と。 4主はその聖なる宮に

いまし、主のみくらは天にあり、その目は人の子

らをみそなわし、そのまぶたは人の子らを調べら

れる。 5主は正しき者をも、悪しき者をも調べ、

そのみ心は乱暴を好む者を憎まれる。 6主は悪し

き者の上に炭火と硫黄とを降らせられる。燃える

風は彼らがその杯にうくべきものである。 7主は

正しくいまして、正しい事を愛されるからである

。直き者は主のみ顔を仰ぎ見るであろう。

12聖歌隊の指揮者によってシェミニテにあわせ
てうたわせたダビデの歌主よ、お助けくださ

い。神を敬う人は絶え、忠信な者は人の子らのな

かから消えうせました。 2人はみなその隣り人に

偽りを語り、へつらいのくちびると、ふたごころ

とをもって語る。 3主はすべてのへつらいのくち

びると、大きな事を語る舌とを断たれるように。 4

彼らは言う、「わたしたちは舌をもって勝を得よ

う、わたしたちのくちびるはわたしたちのものだ

、だれがわたしたちの主人であるか」と。 5主は

言われる、「貧しい者がかすめられ、乏しい者が

嘆くゆえに、わたしはいま立ちあがって、彼らを

その慕い求める安全な所に置こう」と。 6主のこ

とばは清き言葉である。地に設けた炉で練り、七

たびきよめた銀のようである。 7主よ、われらを

保ち、とこしえにこの人々から免れさせてくださ

い。 8卑しい事が人の子のなかにあがめられてい

る時、悪しき者はいたる所でほしいままに歩いて

います。

13聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌主よ、いつまでなのですか。とこしえにわ

たしをお忘れになるのですか。いつまで、み顔を

わたしに隠されるのですか。 2いつまで、わたし

は魂に痛みを負い、ひねもす心に悲しみをいだか

なければならないのですか。いつまで敵はわたし

の上にあがめられるのですか。 3わが神、主よ、

みそなわして、わたしに答え、わたしの目を明ら

かにしてください。さもないと、わたしは死の眠

りに陥り、 4わたしの敵は「わたしは敵に勝った

」と言い、わたしのあだは、わたしの動かされる

ことによって喜ぶでしょう。 5しかしわたしはあ

なたのいつくしみに信頼し、わたしの心はあなた

の救を喜びます。 6主は豊かにわたしをあしらわ

れたゆえ、わたしは主にむかって歌います。

14聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌愚かな者は心のうちに「神はない」と言う

。彼らは腐れはて、憎むべき事をなし、善を行う

者はない。 2主は天から人の子らを見おろして、

賢い者、神をたずね求める者があるかないかを見

られた。 3彼らはみな迷い、みなひとしく腐れた

。善を行う者はない、ひとりもない。 4すべて悪

を行う者は悟りがないのか。彼らは物食うように

わが民をくらい、また主を呼ぶことをしない。 5

その時、彼らは大いに恐れた。神は正しい者のや

からと共におられるからである。 6あなたがたは

貧しい者の計画をはずかしめようとする。しかし

主は彼の避け所である。 7どうか、シオンからイ

スラエルの救が出るように。主がその民の繁栄を

回復されるとき、ヤコブは喜び、イスラエルは楽

しむであろう。

15ダビデの歌主よ、あなたの幕屋にやどるべき
者はだれですか、あなたの聖なる山に住むべ

き者はだれですか。 2直く歩み、義を行い、心か

ら真実を語る者、 3その舌をもってそしらず、そ

の友に悪をなさず、隣り人に対するそしりを取り

あげず、 4その目は神に捨てられた者を卑しめ、

主を恐れる者を尊び、誓った事は自分の損害にな

っても変えることなく、 5利息をとって金銭を貸

すことなく、まいないを取って罪のない者の不利
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をはかることをしない人である。これらの事を行

う者はとこしえに動かされることはない。

16ダビデのミクタムの歌神よ、わたしをお守り
ください。わたしはあなたに寄り頼みます。

2わたしは主に言う、「あなたはわたしの主、あな

たのほかにわたしの幸はない」と。 3地にある聖

徒は、すべてわたしの喜ぶすぐれた人々である。 4

おおよそ、ほかの神を選ぶ者は悲しみを増す。わ

たしは彼らのささげる血の灌祭を注がず、その名

を口にとなえることをしない。 5主はわたしの嗣

業、またわたしの杯にうくべきもの。あなたはわ

たしの分け前を守られる。 6測りなわは、わたし

のために好ましい所に落ちた。まことにわたしは

良い嗣業を得た。 7わたしにさとしをさずけられ

る主をほめまつる。夜はまた、わたしの心がわた

しを教える。 8わたしは常に主をわたしの前に置

く。主がわたしの右にいますゆえ、わたしは動か

されることはない。 9このゆえに、わたしの心は

楽しみ、わたしの魂は喜ぶ。わたしの身もまた安

らかである。 10あなたはわたしを陰府に捨ておか

れず、あなたの聖者に墓を見させられないからで

ある。 (Sheol h7585) 11あなたはいのちの道をわたし

に示される。あなたの前には満ちあふれる喜びが

あり、あなたの右には、とこしえにもろもろの楽

しみがある。

17ダビデの祈主よ、正しい訴えを聞き、わたし
の叫びにみ心をとめ、偽りのないくちびるか

ら出るわたしの祈に耳を傾けてください。 2どう

かわたしについての宣告がみ前から出て、あなた

の目が公平をみられるように。 3あなたがわたし

の心をためし、夜、わたしに臨み、わたしを試み

られても、わたしのうちになんの悪い思いをも見

いだされないでしょう。わたしの口も罪を犯しま

せん。 4人のおこないの事をいえば、あなたのく

ちびるの言葉によって、わたしは不法な者の道を

避けました。 5わたしの歩みはあなたの道に堅く

立ち、わたしの足はすべることがなかったのです

。 6神よ、わたしはあなたに呼ばわります。あな

たはわたしに答えられます。どうか耳を傾けて、

わたしの述べることをお聞きください。 7寄り頼

む者をそのあだから右の手で救われる者よ、あな

たのいつくしみを驚くばかりにあらわし、 8ひと

みのようにわたしを守り、みつばさの陰にわたし

を隠し、 9わたしをしえたげる悪しき者から、わ

たしを囲む恐ろしい敵から、のがれさせてくださ

い。 10彼らはその心を閉じて、あわれむことなく

、その口をもって高ぶって語るのです。 11彼らは

わたしを追いつめ、わたしを囲み、わたしを地に

投げ倒さんと、その目をそそぎます。 12彼らはか

き裂かんと、いらだつししのごとく、隠れた所に

ひそみ待つ子じしのようです。 13主よ、立ちあが

って、彼らに立ちむかい、彼らを倒してください

。つるぎをもって悪しき者からわたしのいのちを

お救いください。 14主よ、み手をもって人々から

わたしをお救いください。すなわち自分の分け前

をこの世で受け、あなたの宝をもってその腹を満

たされる世の人々からわたしをお救いください。

彼らは多くの子に飽き足り、その富を幼な子に残

すのです。 15しかしわたしは義にあって、み顔を

見、目ざめる時、みかたちを見て、満ち足りるで

しょう。

18聖歌隊の指揮者によってうたわせた主のしも
べダビデの歌、すなわち主がもろもろのあだ

の手とサウルの手から救い出された日にダビデは

この歌の言葉を主にむかって述べて言ったわが力

なる主よ、わたしはあなたを愛します。 2主はわ

が岩、わが城、わたしを救う者、わが神、わが寄

り頼む岩、わが盾、わが救の角、わが高きやぐら

です。 3わたしはほめまつるべき主に呼ばわって

、わたしの敵から救われるのです。 4死の綱は、

わたしを取り巻き、滅びの大水は、わたしを襲い

ました。 5陰府の綱は、わたしを囲み、死のわな

は、わたしに立ちむかいました。 (Sheol h7585) 6わ

たしは悩みのうちに主に呼ばわり、わが神に叫び

求めました。主はその宮からわたしの声を聞かれ

、主にさけぶわたしの叫びがその耳に達しました

。 7そのとき地は揺れ動き、山々の基は震い動き

ました。主がお怒りになったからです。 8煙はそ

の鼻から立ちのぼり、火はその口から出て焼きつ

くし、炭はそれによって燃えあがりました。 9主

は天をたれて下られ、暗やみがその足の下にあり

ました。 10主はケルブに乗って飛び、風の翼をも

ってかけり、 11やみをおおいとして、自分のまわ

りに置き、水を含んだ暗い濃き雲をその幕屋とさ

れました。 12そのみ前の輝きから濃き雲を破って

、ひょうと燃える炭とが降ってきました。 13主は

また天に雷をとどろかせ、いと高き者がみ声を出

されると、ひょうと燃える炭とが降ってきました

。 14主は矢を放って彼らを散らし、いなずまをひ

らめかして彼らを打ち敗られました。 15主よ、そ

のとき、あなたのとがめと、あなたの鼻のいぶき

とによって、海の底はあらわれ、地の基があらわ

になったのです。 16主は高い所からみ手を伸べて

、わたしを捕え、大水からわたしを引きあげ、 17

わたしの強い敵と、わたしを憎む者とからわたし

を助け出されました。彼らはわたしにまさって強

かったからです。 18彼らはわたしの災の日にわた

しを襲いました。しかし主はわたしのささえとな

られました。 19主はわたしを広い所につれ出し、

わたしを喜ばれるがゆえに、わたしを助けられま

した。 20主はわたしの義にしたがってわたしに報

い、わたしの手の清きにしたがってわたしに報い

かえされました。 21わたしは主の道を守り、悪意

をもって、わが神を離れたことがなかったのです

、 22そのすべてのおきてはわたしの前にあって、

わたしはその定めを捨てたことがなかったのです

。 23わたしは主の前に欠けたところがなく、自分

を守って罪を犯しませんでした。 24このゆえに主

はわたしの義にしたがい、その目の前にわたしの

手の清きにしたがってわたしに報いられました。

25あなたはいつくしみある者には、いつくしみあ
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る者となり、欠けたところのない者には、欠けた

ところのない者となり、 26清い者には、清い者と

なり、ひがんだ者には、ひがんだ者となられます

。 27あなたは苦しんでいる民を救われますが、高

ぶる目をひくくされるのです。 28あなたはわたし

のともしびをともし、わが神、主はわたしのやみ

を照されます。 29まことに、わたしはあなたによ

って敵軍を打ち破り、わが神によって城壁をとび

越えることができます。 30この神こそ、その道は

完全であり、主の言葉は真実です。主はすべて寄

り頼む者の盾です。 31主のほかに、だれが神でし

ょうか。われらの神のほかに、だれが岩でしょう

か。 32神はわたしに力を帯びさせ、わたしの道を

安全にされました。 33神はわたしの足をめじかの

足のようにされ、わたしを高い所に安全に立たせ

、 34わたしの手を戦いに慣らされたので、わたし

の腕は青銅の弓をもひくことができます。 35あな

たはその救の盾をわたしに与え、あなたの右の手

はわたしをささえ、あなたの助けはわたしを大い

なる者とされました。 36あなたがわたしの歩む所

を広くされたので、わたしの足はすべらなかった

のです。 37わたしは敵を追って、これに追いつき

、これを滅ぼしつくすまでは帰らなかったのです

。 38わたしが彼らを突き通したので、彼らは立ち

あがることができず、わたしの足もとに倒れまし

た。 39あなたは戦いのためにわたしに力を帯びさ

せ、わたしに立ち向かう者らをわたしのもとに、

かがませられました。 40あなたは敵にその後をわ

たしに向けさせられたので、わたしは自分を憎む

者を滅ぼしました。 41彼らは助けを叫び求めたが

、救う者はなく、主にむかって叫んだけれども、

彼らに答えられなかったのです。 42わたしは彼ら

を風の前のちりのように細かに砕き、ちまたの泥

のように打ち捨てました。 43あなたは民の争いか

らわたしを救い、わたしをもろもろの国民のかし

らとされました。わたしの知らなかった民がわた

しに仕えました。 44彼らはわたしの事を聞くと、

ただちにわたしに従い、異邦の人々はきて、わた

しにへつらいました。 45異邦の人々は打ちしおれ

て、その城から震えながら出てきました。 46主は

生きておられます。わが岩はほむべきかな。わが

救の神はあがむべきかな。 47神はわたしにあだを

報いさせ、もろもろの民をわたしのもとに従わせ

、 48わたしの敵からわたしを救い出されました。

まことに、あなたはわたしに逆らって起りたつ者

の上にわたしをあげ、不法の人からわたしを救い

出されました。 49このゆえに主よ、わたしはもろ

もろの国民のなかであなたをたたえ、あなたのみ

名をほめ歌います。 50主はその王に大いなる勝利

を与え、その油そそがれた者に、ダビデとその子

孫とに、とこしえにいつくしみを加えられるでし

ょう。

19聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌もろもろの天は神の栄光をあらわし、大空

はみ手のわざをしめす。 2この日は言葉をかの日

につたえ、この夜は知識をかの夜につげる。 3話

すことなく、語ることなく、その声も聞えないの

に、 4その響きは全地にあまねく、その言葉は世

界のはてにまで及ぶ。神は日のために幕屋を天に

設けられた。 5日は花婿がその祝のへやから出て

くるように、また勇士が競い走るように、その道

を喜び走る。 6それは天のはてからのぼって、天

のはてにまで、めぐって行く。その暖まりをこう

むらないものはない。 7主のおきては完全であっ

て、魂を生きかえらせ、主のあかしは確かであっ

て、無学な者を賢くする。 8主のさとしは正しく

て、心を喜ばせ、主の戒めはまじりなくて、眼を

明らかにする。 9主を恐れる道は清らかで、とこ

しえに絶えることがなく、主のさばきは真実であ

って、ことごとく正しい。 10これらは金よりも、

多くの純金よりも慕わしく、また蜜よりも、蜂の

巣のしたたりよりも甘い。 11あなたのしもべは、

これらによって戒めをうける。これらを守れば、

大いなる報いがある。 12だれが自分のあやまちを

知ることができましようか。どうか、わたしを隠

れたとがから解き放ってください。 13また、あな

たのしもべを引きとめて、故意の罪を犯させず、

これに支配されることのないようにしてください

。そうすれば、わたしはあやまちのない者となっ

て、大いなるとがを免れることができるでしょう

。 14わが岩、わがあがないぬしなる主よ、どうか

、わたしの口の言葉と、心の思いがあなたの前に

喜ばれますように。

20聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌主が悩みの日にあなたに答え、ヤコブの神

のみ名があなたを守られるように。 2主が聖所か

ら助けをあなたにおくり、シオンからあなたをさ

さえ、 3あなたのもろもろの供え物をみ心にとめ

、あなたの燔祭をうけられるように。 (セラ) 4主

があなたの心の願いをゆるし、あなたのはかりご

とをことごとく遂げさせられるように。 5われら

があなたの勝利を喜びうたい、われらの神のみ名

によって旗を揚げるように。主があなたの求めを

すべて遂げさせられるように。 6今わたしは知る

、主はその油そそがれた者を助けられることを。

主はその右の手による大いなる勝利をもってその

聖なる天から彼に答えられるであろう。 7ある者

は戦車を誇り、ある者は馬を誇る。しかしわれら

は、われらの神、主のみ名を誇る。 8彼らはかが

み、また倒れる。しかしわれらは起きて、まっす

ぐに立つ。 9主よ、王に勝利をおさずけください

。われらが呼ばわる時、われらにお答えください

。

21聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌主よ、王はあなたの力によって喜び、あな

たの助けによって、いかに大きな喜びをもつこと

でしょう。 2あなたは彼の心の願いをゆるし、そ

のくちびるの求めをいなまれなかった。 (セラ) 3

あなたは大いなる恵みをもって彼を迎え、そのか

しらに純金の冠をいただかせられる。 4彼がいの

ちを求めると、あなたはそれを彼にさずけ、世々
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限りなくそのよわいを長くされた。 5あなたの助

けによって彼の栄光は大きい。あなたは誉と威厳

とを彼に与えられる。 6まことに、あなたは彼を

とこしえに恵まれた者とし、み前に喜びをもって

楽しませられる。 7王は主に信頼するゆえ、いと

高き者のいつくしみをこうむって、動かされるこ

とはない。 8あなたの手はもろもろの敵を尋ね出

し、あなたの右の手はあなたを憎む者を尋ね出す

であろう。 9あなたが怒る時、彼らを燃える炉の

ようにするであろう。主はみ怒りによって彼らを

のみつくされる。火は彼らを食いつくすであろう

。 10あなたは彼らのすえを地から断ち、彼らの種

を人の子らの中から滅ぼすであろう。 11たとい彼

らがあなたにむかって悪い事を企て、悪いはかり

ごとを思いめぐらしても、なし遂げることはでき

ない。 12あなたは彼らを逃げ走らせ、あなたの弓

弦を張って、彼らの顔をねらうであろう。 13主よ

、力をあらわして、みずからを高くしてください

。われらはあなたの大能をうたい、かつほめたた

えるでしょう。

22聖歌隊の指揮者によってあけぼののめじかの
しらべにあわせてうたわせたダビデの歌わが

神、わが神、なにゆえわたしを捨てられるのです

か。なにゆえ遠く離れてわたしを助けず、わたし

の嘆きの言葉を聞かれないのですか。 2わが神よ

、わたしが昼よばわっても、あなたは答えられず

、夜よばわっても平安を得ません。 3しかしイス

ラエルのさんびの上に座しておられるあなたは聖

なるおかたです。 4われらの先祖たちはあなたに

信頼しました。彼らが信頼したので、あなたは彼

らを助けられました。 5彼らはあなたに呼ばわっ

て救われ、あなたに信頼して恥をうけなかったの

です。 6しかし、わたしは虫であって、人ではな

い。人にそしられ、民に侮られる。 7すべてわた

しを見る者は、わたしをあざ笑い、くちびるを突

き出し、かしらを振り動かして言う、 8「彼は主

に身をゆだねた、主に彼を助けさせよ。主は彼を

喜ばれるゆえ、主に彼を救わせよ」と。 9しかし

、あなたはわたしを生れさせ、母のふところにわ

たしを安らかに守られた方です。 10わたしは生れ

た時から、あなたにゆだねられました。母の胎を

出てからこのかた、あなたはわたしの神でいらせ

られました。 11わたしを遠く離れないでください

。悩みが近づき、助ける者がないのです。 12多く

の雄牛はわたしを取り巻き、バシャンの強い雄牛

はわたしを囲み、 13かき裂き、ほえたけるししの

ように、わたしにむかって口を開く。 14わたしは

水のように注ぎ出され、わたしの骨はことごとく

はずれ、わたしの心臓は、ろうのように、胸のう

ちで溶けた。 15わたしの力は陶器の破片のように

かわき、わたしの舌はあごにつく。あなたはわた

しを死のちりに伏させられる。 16まことに、犬は

わたしをめぐり、悪を行う者の群れがわたしを囲

んで、わたしの手と足を刺し貫いた。 17わたしは

自分の骨をことごとく数えることができる。彼ら

は目をとめて、わたしを見る。 18彼らは互にわた

しの衣服を分け、わたしの着物をくじ引にする。

19しかし主よ、遠く離れないでください。わが力

よ、速く来てわたしをお助けください。 20わたし

の魂をつるぎから、わたしのいのちを犬の力から

助け出してください。 21わたしをししの口から、

苦しむわが魂を野牛の角から救い出してください

。 22わたしはあなたのみ名を兄弟たちに告げ、会

衆の中であなたをほめたたえるでしょう。 23主を

恐れる者よ、主をほめたたえよ。ヤコブのもろも

ろのすえよ、主をあがめよ。イスラエルのもろも

ろのすえよ、主をおじおそれよ。 24主が苦しむ者

の苦しみをかろんじ、いとわれず、またこれにみ

顔を隠すことなく、その叫ぶときに聞かれたから

である。 25大いなる会衆の中で、わたしのさんび

はあなたから出るのです。わたしは主を恐れる者

の前で、わたしの誓いを果します。 26貧しい者は

食べて飽くことができ、主を尋ね求める者は主を

ほめたたえるでしょう。どうか、あなたがたの心

がとこしえに生きるように。 27地のはての者はみ

な思い出して、主に帰り、もろもろの国のやから

はみな、み前に伏し拝むでしょう。 28国は主のも

のであって、主はもろもろの国民を統べ治められ

ます。 29地の誇り高ぶる者はみな主を拝み、ちり

に下る者も、おのれを生きながらえさせえない者

も、みなそのみ前にひざまずくでしょう。 30子々

孫々、主に仕え、人々は主のことをきたるべき代

まで語り伝え、 31主がなされたその救を後に生れ

る民にのべ伝えるでしょう。

23ダビデの歌主はわたしの牧者であって、わた
しには乏しいことがない。 2主はわたしを緑

の牧場に伏させ、いこいのみぎわに伴われる。 3

主はわたしの魂をいきかえらせ、み名のためにわ

たしを正しい道に導かれる。 4たといわたしは死

の陰の谷を歩むとも、わざわいを恐れません。あ

なたがわたしと共におられるからです。あなたの

むちと、あなたのつえはわたしを慰めます。 5あ

なたはわたしの敵の前で、わたしの前に宴を設け

、わたしのこうべに油をそそがれる。わたしの杯

はあふれます。 6わたしの生きているかぎりは必

ず恵みといつくしみとが伴うでしょう。わたしは

とこしえに主の宮に住むでしょう。

24ダビデの歌地と、それに満ちるもの、世界と
、そのなかに住む者とは主のものである。 2

主はその基を大海のうえにすえ、大川のうえに定

められた。 3主の山に登るべき者はだれか。その

聖所に立つべき者はだれか。 4手が清く、心のい

さぎよい者、その魂がむなしい事に望みをかけな

い者、偽って誓わない者こそ、その人である。 5

このような人は主から祝福をうけ、その救の神か

ら義をうける。 6これこそ主を慕う者のやから、

ヤコブの神の、み顔を求める者のやからである。

(セラ) 7門よ、こうべをあげよ。とこしえの戸よ

、あがれ。栄光の王がはいられる。 8栄光の王と

はだれか。強く勇ましい主、戦いに勇ましい主で

ある。 9門よ、こうべをあげよ。とこしえの戸よ

、あがれ。栄光の王がはいられる。 10この栄光の
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王とはだれか。万軍の主、これこそ栄光の王であ

る。 (セラ)

25ダビデの歌主よ、わが魂はあなたを仰ぎ望み
ます。 2わが神よ、わたしはあなたに信頼し

ます。どうか、わたしをはずかしめず、わたしの

敵を勝ち誇らせないでください。 3すべてあなた

を待ち望む者をはずかしめず、みだりに信義にそ

むく者をはずかしめてください。 4主よ、あなた

の大路をわたしに知らせ、あなたの道をわたしに

教えてください。 5あなたのまことをもって、わ

たしを導き、わたしを教えてください。あなたは

わが救の神です。わたしはひねもすあなたを待ち

望みます。 6主よ、あなたのあわれみと、いつく

しみとを思い出してください。これはいにしえか

ら絶えることがなかったのです。 7わたしの若き

時の罪と、とがとを思い出さないでください。主

よ、あなたの恵みのゆえに、あなたのいつくしみ

にしたがって、わたしを思い出してください。 8

主は恵みふかく、かつ正しくいらせられる。それ

ゆえ、主は道を罪びとに教え、 9へりくだる者を

公義に導き、へりくだる者にその道を教えられる

。 10主のすべての道はその契約とあかしとを守る

者にはいつくしみであり、まことである。 11主よ

、み名のために、わたしの罪をおゆるしください

。わたしの罪は大きいのです。 12主を恐れる人は

だれか。主はその選ぶべき道をその人に教えられ

る。 13彼はみずからさいわいに住まい、そのすえ

は地を継ぐであろう。 14主の親しみは主をおそれ

る者のためにあり、主はその契約を彼らに知らせ

られる。 15わたしの目は常に主に向かっている。

主はわたしの足を網から取り出されるからである

。 16わたしをかえりみ、わたしをあわれんでくだ

さい。わたしはひとりわびしく苦しんでいるので

す。 17わたしの心の悩みをゆるめ、わたしを苦し

みから引き出してください。 18わたしの苦しみ悩

みをかえりみ、わたしのすべての罪をおゆるしく

ださい。 19わたしの敵がいかに多く、かつ激しい

憎しみをもってわたしを憎んでいるかをごらんく

ださい。 20わたしの魂を守り、わたしをお助けく

ださい。わたしをはずかしめないでください。わ

たしはあなたに寄り頼んでいます。 21どうか、誠

実と潔白とが、わたしを守ってくれるように。わ

たしはあなたを待ち望んでいます。 22神よ、イス

ラエルをあがない、すべての悩みから救いだして

ください。

26ダビデの歌主よ、わたしをさばいてください
。わたしは誠実に歩み、迷うことなく主に信

頼しています。 2主よ、わたしをためし、わたし

を試み、わたしの心と思いとを練りきよめてくだ

さい。 3あなたのいつくしみはわたしの目の前に

あり、わたしはあなたのまことによって歩みまし

た。 4わたしは偽る人々と共にすわらず、偽善者

と交わらず、 5悪を行う者のつどいを憎み、悪し

き者と共にすわることをしません。 6主よ、わた

しは手を洗って、罪のないことを示し、あなたの

祭壇をめぐって、 7感謝の歌を声高くうたい、あ

なたのくすしきみわざをことごとくのべ伝えます

。 8主よ、わたしはあなたの住まわれる家と、あ

なたの栄光のとどまる所とを愛します。 9どうか

、わたしを罪びとと共に、わたしのいのちを、血

を流す人々と共に、取り去らないでください。 10

彼らの手には悪い企てがあり、彼らの右の手は、

まいないで満ちています。 11しかしわたしは誠実

に歩みます。わたしをあがない、わたしをあわれ

んでください。 12わたしの足は平らかな所に立っ

ています。わたしは会衆のなかで主をたたえまし

ょう。

27ダビデの歌主はわたしの光、わたしの救だ、
わたしはだれを恐れよう。主はわたしの命の

とりでだ。わたしはだれをおじ恐れよう。 2わた

しのあだ、わたしの敵である悪を行う者どもが、

襲ってきて、わたしをそしり、わたしを攻めると

き、彼らはつまずき倒れるであろう。 3たとい軍

勢が陣営を張って、わたしを攻めても、わたしの

心は恐れない。たといいくさが起って、わたしを

攻めても、なおわたしはみずから頼むところがあ

る。 4わたしは一つの事を主に願った、わたしは

それを求める。わたしの生きるかぎり、主の家に

住んで、主のうるわしきを見、その宮で尋ねきわ

めることを。 5それは主が悩みの日に、その仮屋

のうちにわたしを潜ませ、その幕屋の奥にわたし

を隠し、岩の上にわたしを高く置かれるからであ

る。 6今わたしのこうべはわたしをめぐる敵の上

に高くあげられる。それゆえ、わたしは主の幕屋

で喜びの声をあげて、いけにえをささげ、歌って

、主をほめたたえるであろう。 7主よ、わたしが

声をあげて呼ばわるとき、聞いて、わたしをあわ

れみ、わたしに答えてください。 8あなたは仰せ

られました、「わが顔をたずね求めよ」と。あな

たにむかって、わたしの心は言います、「主よ、

わたしはみ顔をたずね求めます」と。 9み顔をわ

たしに隠さないでください。怒ってあなたのしも

べを退けないでください。あなたはわたしの助け

です。わが救の神よ、わたしを追い出し、わたし

を捨てないでください。 10たとい父母がわたしを

捨てても、主がわたしを迎えられるでしょう。 11

主よ、あなたの道をわたしに教え、わたしのあだ

のゆえに、わたしを平らかな道に導いてください

。 12わたしのあだの望むがままに、わたしを引き

渡さないでください。偽りのあかしをする者がわ

たしに逆らって起り、暴言を吐くからです。 13わ

たしは信じます、生ける者の地でわたしは主の恵

みを見ることを。 14主を待ち望め、強く、かつ雄

々しくあれ。主を待ち望め。

28ダビデの歌主よ、わたしはあなたにむかって
呼ばわります。わが岩よ、わたしにむかって

耳しいとならないでください。もしあなたが黙っ

ておられるならば、おそらく、わたしは墓に下る

者と等しくなるでしょう。 2わたしがあなたにむ

かって助けを求め、あなたの至聖所にむかって手

をあげるとき、わたしの願いの声を聞いてくださ

い。 3悪しき者および悪を行う者らと共にわたし
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を引き行かないでください。彼らはその隣り人と

むつまじく語るけれども、その心には害悪をいだ

く者です。 4どうぞ、そのわざにしたがい、その

悪しき行いにしたがって彼らに報い、その手のわ

ざにしたがって彼らに報い、その受くべき罰を彼

らに与えてください。 5彼らは主のもろもろのみ

わざと、み手のわざとを顧みないゆえに、主は彼

らを倒して、再び建てられることはない。 6主は

ほむべきかな。主はわたしの願いの声を聞かれた

。 7主はわが力、わが盾。わたしの心は主に寄り

頼む。わたしは助けを得たので、わたしの心は大

いに喜び、歌をもって主をほめたたえる。 8主は

その民の力、その油そそがれた者の救のとりでで

ある。 9どうぞ、あなたの民を救い、あなたの嗣

業を恵み、彼らの牧者となって、とこしえに彼ら

をいだき導いてください。

29ダビデの歌神の子らよ、主に帰せよ、栄光と
力とを主に帰せよ。 2み名の栄光を主に帰せ

よ、聖なる装いをもって主を拝め。 3主のみ声は

水の上にあり、栄光の神は雷をとどろかせ、主は

大水の上におられる。 4主のみ声は力があり、主

のみ声は威厳がある。 5主のみ声は香柏を折り砕

き、主はレバノンの香柏を折り砕かれる。 6主は

レバノンを子牛のように踊らせ、シリオンを若い

野牛のように踊らされる。 7主のみ声は炎をひら

めかす。 8主のみ声は荒野を震わせ、主はカデシ

の荒野を震わされる。 9主のみ声はかしの木を巻

きあげ、また林を裸にする。その宮で、すべての

ものは呼ばわって言う、「栄光」と。 10主は洪水

の上に座し、主はみくらに座して、とこしえに王

であらせられる。 11主はその民に力を与え、平安

をもってその民を祝福されるであろう。

30宮をささげるときにうたったダビデの歌主よ
、わたしはあなたをあがめます。あなたはわ

たしを引きあげ、敵がわたしの事によって喜ぶの

を、ゆるされなかったからです。 2わが神、主よ

、わたしがあなたにむかって助けを叫び求めると

、あなたはわたしをいやしてくださいました。 3

主よ、あなたはわたしの魂を陰府からひきあげ、

墓に下る者のうちから、わたしを生き返らせてく

ださいました。 (Sheol h7585) 4主の聖徒よ、主をほ

めうたい、その聖なるみ名に感謝せよ。 5その怒

りはただつかのまで、その恵みはいのちのかぎり

長いからである。夜はよもすがら泣きかなしんで

も、朝と共に喜びが来る。 6わたしは安らかな時

に言った、「わたしは決して動かされることはな

い」と。 7主よ、あなた恵みをもって、わたしを

ゆるがない山のように堅くされました。あなたが

み顔をかくされたので、わたしはおじ惑いました

。 8主よ、わたしはあなたに呼ばわりました。ひ

たすら主に請い願いました、 9「わたしが墓に下

るならば、わたしの死になんの益があるでしょう

か。ちりはあなたをほめたたえるでしょうか。あ

なたのまことをのべ伝えるでしょうか。 10主よ、

聞いてください、わたしをあわれんでください。

主よ、わたしの助けとなってください」と。 11あ

なたはわたしのために、嘆きを踊りにかえ、荒布

を解き、喜びをわたしの帯とされました。 12これ

はわたしの魂があなたをほめたたえて、口をつぐ

むことのないためです。わが神、主よ、わたしは

とこしえにあなたに感謝します。

31聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌主よ、わたしはあなたに寄り頼みます。と

こしえにわたしをはずかしめず、あなたの義をも

ってわたしをお助けください。 2あなたの耳をわ

たしに傾けて、すみやかにわたしをお救いくださ

い。わたしのためにのがれの岩となり、わたしを

救う堅固な城となってください。 3まことに、あ

なたはわたしの岩、わたしの城です。み名のため

にわたしを引き、わたしを導き、 4わたしのため

にひそかに設けた網からわたしを取り出してくだ

さい。あなたはわたしの避け所です。 5わたしは

、わが魂をみ手にゆだねます。主、まことの神よ

、あなたはわたしをあがなわれました。 6あなた

はむなしい偶像に心を寄せる者を憎まれます。し

かしわたしは主に信頼し、 7あなたのいつくしみ

を喜び楽しみます。あなたがわたしの苦しみをか

えりみ、わたしの悩みにみこころをとめ、 8わた

しを敵の手にわたさず、わたしの足を広い所に立

たせられたからです。 9主よ、わたしをあわれん

でください。わたしは悩み苦しんでいます。わた

しの目は憂いによって衰え、わたしの魂も、から

だもまた衰えました。 10わたしのいのちは悲しみ

によって消えゆき、わたしの年は嘆きによって消

えさり、わたしの力は苦しみによって尽き、わた

しの骨は枯れはてました。 11わたしはすべてのあ

だにそしられる者となり、隣り人には恐れられ、

知り人には恐るべき者となり、ちまたでわたしを

見る者は避けて逃げます。 12わたしは死んだ者の

ように人の心に忘れられ、破れた器のようになり

ました。 13まことに、わたしは多くの人のささや

くのを聞きます、「至る所に恐るべきことがある

」と。彼らはわたしに逆らってともに計り、わた

しのいのちを取ろうと、たくらむのです。 14しか

し、主よ、わたしはあなたに信頼して、言います

、「あなたはわたしの神である」と。 15わたしの

時はあなたのみ手にあります。わたしをわたしの

敵の手と、わたしを責め立てる者から救い出して

ください。 16み顔をしもべの上に輝かせ、いつく

しみをもってわたしをお救いください。 17主よ、

わたしはあなたに呼ばわります、わたしをはずか

しめないでください。悪しき者に恥をうけさせ、

彼らに声をあげさせずに陰府に行かせてください

。 (Sheol h7585) 18高ぶりと侮りとをもって正しい者

をみだりにそしる偽りのくちびるをつぐませてく

ださい。 19あなたを恐れる者のためにたくわえ、

あなたに寄り頼む者のために人の子らの前に施さ

れたあなたの恵みはいかに大いなるものでしょう

。 20あなたは彼らをみ前のひそかな所に隠して人

々のはかりごとを免れさせ、また仮屋のうちに潜

ませて舌の争いを避けさせられます。 21主はほむ
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べきかな、包囲された町のようにわたしが囲まれ

たとき、主は驚くばかりに、いつくしみをわたし

に示された。 22わたしは驚きあわてて言った、「

わたしはあなたの目の前から断たれた」と。しか

しわたしがあなたに助けを呼び求めたとき、わた

しの願いを聞きいれられた。 23すべての聖徒よ、

主を愛せよ。主は真実な者を守られるが、おごり

ふるまう者にはしたたかに報いられる。 24すべて

主を待ち望む者よ、強くあれ、心を雄々しくせよ

。

32ダビデのマスキールの歌そのとががゆるされ
、その罪がおおい消される者はさいわいであ

る。 2主によって不義を負わされず、その霊に偽

りのない人はさいわいである。 3わたしが自分の

罪を言いあらわさなかった時は、ひねもす苦しみ

うめいたので、わたしの骨はふるび衰えた。 4あ

なたのみ手が昼も夜も、わたしの上に重かったか

らである。わたしの力は、夏のひでりによってか

れるように、かれ果てた。 (セラ) 5わたしは自分

の罪をあなたに知らせ、自分の不義を隠さなかっ

た。わたしは言った、「わたしのとがを主に告白

しよう」と。その時あなたはわたしの犯した罪を

ゆるされた。 (セラ) 6このゆえに、すべて神を敬

う者はあなたに祈る。大水の押し寄せる悩みの時

にもその身に及ぶことはない。 7あなたはわたし

の隠れ場であって、わたしを守って悩みを免れさ

せ、救をもってわたしを囲まれる。 (セラ) 8わた

しはあなたを教え、あなたの行くべき道を示し、

わたしの目をあなたにとめて、さとすであろう。 9

あなたはさとりのない馬のようであってはならな

い。また騾馬のようであってはならない。彼らは

くつわ、たづなをもっておさえられなければ、あ

なたに従わないであろう。 10悪しき者は悲しみが

多い。しかし主に信頼する者はいつくしみで囲ま

れる。 11正しき者よ、主によって喜び楽しめ、す

べて心の直き者よ、喜びの声を高くあげよ。

33正しき者よ、主によって喜べ、さんびは直き
者にふさわしい。 2琴をもって主をさんびせ

よ、十弦の立琴をもって主をほめたたえよ。 3新

しい歌を主にむかって歌い、喜びの声をあげて巧

みに琴をかきならせ。 4主のみことばは直く、そ

のすべてのみわざは真実だからである。 5主は正

義と公平とを愛される。地は主のいつくしみで満

ちている。 6もろもろの天は主のみことばによっ

て造られ、天の万軍は主の口の息によって造られ

た。 7主は海の水を水がめの中に集めるように集

め、深い淵を倉におさめられた。 8全地は主を恐

れ、世に住むすべての者は主を恐れかしこめ。 9

主が仰せられると、そのようになり、命じられる

と、堅く立ったからである。 10主はもろもろの国

のはかりごとをむなしくし、もろもろの民の企て

をくじかれる。 11主のはかりごとはとこしえに立

ち、そのみこころの思いは世々に立つ。 12主をお

のが神とする国はさいわいである。主がその嗣業

として選ばれた民はさいわいである。 13主は天か

ら見おろされ、すべての人の子らを見、 14そのお

られる所から地に住むすべての人をながめられる

。 15主はすべて彼らの心を造り、そのすべてのわ

ざに心をとめられる。 16王はその軍勢の多きによ

って救を得ない。勇士はその力の大いなるによっ

て助けを得ない。 17馬は勝利に頼みとならない。

その大いなる力も人を助けることはできない。 18

見よ、主の目は主を恐れる者の上にあり、そのい

つくしみを望む者の上にある。 19これは主が彼ら

の魂を死から救い、ききんの時にも生きながらえ

させるためである。 20われらの魂は主を待ち望む

。主はわれらの助け、われらの盾である。 21われ

らは主の聖なるみ名に信頼するがゆえに、われら

の心は主にあって喜ぶ。 22主よ、われらが待ち望

むように、あなたのいつくしみをわれらの上にた

れてください。

34ダビデがアビメレクの前で狂ったさまをよそ
おい、追われて出ていったときの歌わたしは

常に主をほめまつる。そのさんびはわたしの口に

絶えない。 2わが魂は主によって誇る。苦しむ者

はこれを聞いて喜ぶであろう。 3わたしと共に主

をあがめよ、われらは共にみ名をほめたたえよう

。 4わたしが主に求めたとき、主はわたしに答え

、すべての恐れからわたしを助け出された。 5主

を仰ぎ見て、光を得よ、そうすれば、あなたがた

は、恥じて顔を赤くすることはない。 6この苦し

む者が呼ばわったとき、主は聞いて、すべての悩

みから救い出された。 7主の使は主を恐れる者の

まわりに陣をしいて彼らを助けられる。 8主の恵

みふかきことを味わい知れ、主に寄り頼む人はさ

いわいである。 9主の聖徒よ、主を恐れよ、主を

恐れる者には乏しいことがないからである。 10若

きししは乏しくなって飢えることがある。しかし

主を求める者は良き物に欠けることはない。 11子

らよ、来てわたしに聞け、わたしは主を恐るべき

ことをあなたがたに教えよう。 12さいわいを見よ

うとして、いのちを慕い、ながらえることを好む

人はだれか。 13あなたの舌をおさえて悪を言わせ

ず、あなたのくちびるをおさえて偽りを言わすな

。 14悪を離れて善をおこない、やわらぎを求めて

、これを努めよ。 15主の目は正しい人をかえりみ

、その耳は彼らの叫びに傾く。 16主のみ顔は悪を

行う者にむかい、その記憶を地から断ち滅ぼされ

る。 17正しい者が助けを叫び求めるとき、主は聞

いて、彼らをそのすべての悩みから助け出される

。 18主は心の砕けた者に近く、たましいの悔いく

ずおれた者を救われる。 19正しい者には災が多い

。しかし、主はすべてその中から彼を助け出され

る。 20主は彼の骨をことごとく守られる。その一

つだに折られることはない。 21悪は悪しき者を殺

す。正しい者を憎む者は罪に定められる。 22主は

そのしもべらの命をあがなわれる。主に寄り頼む

者はひとりだに罪に定められることはない。

35ダビデの歌主よ、わたしと争う者とあらそい
、わたしと戦う者と戦ってください。 2盾と

大盾とを執って、わたしを助けるために立ちあが

ってください。 3やりと投げやりとを抜いて、わ
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たしに追い迫る者に立ちむかい、「わたしはおま

えの救である」と、わたしに言ってください。 4

どうか、わたしの命を求める者をはずかしめ、い

やしめ、わたしにむかって悪をたくらむ者を退け

、あわてふためかせてください。 5彼らを風の前

のもみがらのようにし、主の使に彼らを追いやら

せてください。 6彼らの道を暗く、なめらかにし

、主の使に彼らを追い行かせてください。 7彼ら

はゆえなくわたしのために網を隠し、ゆえなくわ

たしのために穴を掘ったからです。 8不意に滅び

を彼らに臨ませ、みずから隠した網にとらえられ

、彼らを滅びに陥らせてください。 9そのときわ

が魂は主によって喜び、その救をもって楽しむで

しょう。 10わたしの骨はことごとく言うでしょう

、「主よ、だれかあなたにたぐうべき者がありま

しょう。あなたは弱い者を強い者から助け出し、

弱い者と貧しい者を、かすめ奪う者から助け出さ

れる方です」と。 11悪意のある証人が起って、わ

たしの知らない事をわたしに尋ねる。 12彼らは悪

をもってわたしの善に報い、わが魂を寄るべなき

者とした。 13しかし、わたしは彼らが病んだとき

、荒布をまとい、断食してわが身を苦しめた。わ

たしは胸にこうべをたれて祈った、 14ちょうど、

わが友、わが兄弟のために悲しんだかのように。

わたしは母をいたむ者のように悲しみうなだれて

歩きまわった。 15しかし彼らはわたしのつまずく

とき、喜びつどい、ともに集まってわたしを責め

た。わたしの知らない他国の者はわたしをののし

ってやめなかった。 16彼らはますます、けがす言

葉をもってあざけり、わたしにむかって歯をかみ

ならした。 17主よ、いつまであなたはながめてお

られますか、わたしを彼らの破壊から、わたしの

いのちを若きししから救い出してください。 18わ

たしは大いなるつどいの中で、あなたに感謝し、

多くの民の中で、あなたをほめたたえるでしょう

。 19偽ってわたしの敵となった者どものわたしに

ついて喜ぶことを許さないでください。ゆえなく

、わたしを憎む者どものたがいに目くばせするこ

とを許さないでください。 20彼らは平和を語らず

、国のうちに穏やかに住む者にむかって欺きの言

葉をたくらむからです。 21彼らはわたしにむかっ

て口をあけひろげ、「あはぁ、あはぁ、われらの

目はそれを見た」と言います。 22主よ、あなたは

これを見られました。もださないでください。主

よ、わたしに遠ざからないでください。 23わが神

、わが主よ、わがさばきのため、わが訴えのため

に奮いたち、目をさましてください。 24わが神、

主よ、あなたの義にしたがってわたしをさばき、

わたしの事について彼らを喜ばせないでください

。 25彼らにその心のうちで、「あはぁ、われらの

願ったことが達せられた」と言わせないでくださ

い。また彼らに「われらは彼を滅ぼしつくした」

と言わせないでください。 26わたしの災を喜ぶ者

どもをともに恥じ、あわてふためかせてください

。わたしにむかって誇りたかぶる者どもに恥と、

はずかしめとを着せてください。 27わたしの義を

喜ぶ者をば喜びの声をあげて喜ばせ、「そのしも

べの幸福を喜ばれる主は大いなるかな」とつねに

言わせてください。 28わたしの舌はひねもすあな

たの義と、あなたの誉とを語るでしょう。

36聖歌隊の指揮者によってうたわせた主のしも
べダビデの歌とがは悪しき者にむかい、その

心のうちに言う。その目の前に神を恐れる恐れは

ない。 2彼は自分の不義があらわされないため、

また憎まれないために、みずからその目でおもね

る。 3その口の言葉はよこしまと欺きである。彼

は知恵を得ることと、善を行う事とをやめた。 4

彼はその床の上でよこしまな事をたくらみ、よか

らぬ道に身をおいて、悪をきらわない。 5主よ、

あなたのいつくしみは天にまで及び、あなたのま

ことは雲にまで及ぶ。 6あなたの義は神の山のご

とく、あなたのさばきは大きな淵のようだ。主よ

、あなたは人と獣とを救われる。 7神よ、あなた

のいつくしみはいかに尊いことでしょう。人の子

らはあなたの翼のかげに避け所を得、 8あなたの

家の豊かなのによって飽き足りる。あなたはその

楽しみの川の水を彼らに飲ませられる。 9いのち

の泉はあなたのもとにあり、われらはあなたの光

によって光を見る。 10どうか、あなたを知る者に

絶えずいつくしみを施し、心の直き者に絶えず救

を施してください。 11高ぶる者の足がわたしを踏

み、悪しき者の手がわたしを追い出すことをゆる

さないでください。 12悪を行う者はそこに倒れ、

彼らは打ち伏せられて、起きあがることはできな

い。

37ダビデの歌悪をなす者のゆえに、心を悩ます
な。不義を行う者のゆえに、ねたみを起すな

。 2彼らはやがて草のように衰え、青菜のように

しおれるからである。 3主に信頼して善を行え。

そうすればあなたはこの国に住んで、安きを得る

。 4主によって喜びをなせ。主はあなたの心の願

いをかなえられる。 5あなたの道を主にゆだねよ

。主に信頼せよ、主はそれをなしとげ、 6あなた

の義を光のように明らかにし、あなたの正しいこ

とを真昼のように明らかにされる。 7主の前にも

だし、耐え忍びて主を待ち望め。おのが道を歩ん

で栄える者のゆえに、悪いはかりごとを遂げる人

のゆえに、心を悩ますな。 8怒りをやめ、憤りを

捨てよ。心を悩ますな、これはただ悪を行うに至

るのみだ。 9悪を行う者は断ち滅ぼされ、主を待

ち望む者は国を継ぐからである。 10悪しき者はた

だしばらくで、うせ去る。あなたは彼の所をつぶ

さに尋ねても彼はいない。 11しかし柔和な者は国

を継ぎ、豊かな繁栄をたのしむことができる。 12

悪しき者は正しい者にむかってはかりごとをめぐ

らし、これにむかって歯がみする。 13しかし主は

悪しき者を笑われる、彼の日の来るのを見られる

からである。 14悪しき者はつるぎを抜き、弓を張

って、貧しい者と乏しい者とを倒し、直く歩む者

を殺そうとする。 15しかしそのつるぎはおのが胸

を刺し、その弓は折られる。 16正しい人の持ち物

の少ないのは、多くの悪しきの者の豊かなのにま

さる。 17悪しき者の腕は折られるが、主は正しい
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者を助けささえられるからである。 18主は全き者

のもろもろの日を知られる。彼らの嗣業はとこし

えに続く。 19彼らは災の時にも恥をこうむらず、

ききんの日にも飽き足りる。 20しかし、悪しき者

は滅び、主の敵は牧場の栄えの枯れるように消え

、煙のように消えうせる。 21悪しき者は物を借り

て返すことをしない。しかし正しい人は寛大で、

施し与える。 22主に祝福された者は国を継ぎ、主

にのろわれた者は断ち滅ぼされる。 23人の歩みは

主によって定められる。主はその行く道を喜ばれ

る。 24たといその人が倒れても、全く打ち伏せら

れることはない、主がその手を助けささえられる

からである。 25わたしは、むかし年若かった時も

、年老いた今も、正しい人が捨てられ、あるいは

その子孫が食物を請いあるくのを見たことがない

。 26正しい人は常に寛大で、物を貸し与え、その

子孫は祝福を得る。 27悪をさけて、善を行え。そ

うすれば、あなたはとこしえに住むことができる

。 28主は公義を愛し、その聖徒を見捨てられない

からである。正しい者はとこしえに助け守られる

。しかし、悪しき者の子孫は断ち滅ぼされる。 29

正しい者は国を継ぎ、とこしえにその中に住むこ

とができる。 30正しい者の口は知恵を語り、その

舌は公義を述べる。 31その心には神のおきてがあ

り、その歩みはすべることがない。 32悪しき者は

正しい人をうかがい、これを殺そうとはかる。 33

主は正しい人を悪しき者の手にゆだねられない、

またさばかれる時、これを罪に定められることは

ない。 34主を待ち望め、その道を守れ。そうすれ

ば、主はあなたを上げて、国を継がせられる。あ

なたは悪しき者の断ち滅ぼされるのを見るであろ

う。 35わたしは悪しき者が勝ち誇って、レバノン

の香柏のようにそびえたつのを見た。 36しかし、

わたしが通り過ぎると、見よ、彼はいなかった。

わたしは彼を尋ねたけれども見つからなかった。

37全き人に目をそそぎ、直き人を見よ。おだやか

な人には子孫がある。 38しかし罪を犯す者どもは

共に滅ぼされ、悪しき者の子孫は断たれる。 39正

しい人の救は主から出る。主は彼らの悩みの時の

避け所である。 40主は彼らを助け、彼らを解き放

ち、彼らを悪しき者どもから解き放って救われる

。彼らは主に寄り頼むからである。

38記念のためにうたったダビデの歌主よ、あな
たの憤りをもってわたしを責めず、激しい怒

りをもってわたしを懲らさないでください。 2あ

なたの矢がわたしに突き刺さり、あなたの手がわ

たしの上にくだりました。 3あなたの怒りによっ

て、わたしの肉には全きところなく、わたしの罪

によって、わたしの骨には健やかなところはあり

ません。 4わたしの不義はわたしの頭を越え、重

荷のように重くて負うことができません。 5わた

しの愚かによって、わたしの傷は悪臭を放ち、腐

れただれました。 6わたしは折れかがんで、いた

くうなだれ、ひねもす悲しんで歩くのです。 7わ

たしの腰はことごとく焼け、わたしの肉には全き

ところがありません。 8わたしは衰えはて、いた

く打ちひしがれ、わたしの心の激しい騒ぎによっ

てうめき叫びます。 9主よ、わたしのすべての願

いはあなたに知られ、わたしの嘆きはあなたに隠

れることはありません。 10わたしの胸は激しく打

ち、わたしの力は衰え、わたしの目の光もまた、

わたしを離れ去りました。 11わが友、わがともが

らはわたしの災を見て離れて立ち、わが親族もま

た遠く離れて立っています。 12わたしのいのちを

求める者はわなを設け、わたしをそこなおうとす

る者は滅ぼすことを語り、ひねもす欺くことをは

かるのです。 13しかしわたしは耳しいのように聞

かず、おしのように口を開きません。 14まことに

、わたしは聞かない人のごとく、議論を口にしな

い人のようです。 15しかし、主よ、わたしはあな

たを待ち望みます。わが神、主よ、あなたこそわ

たしに答えられるのです。 16わたしは祈ります、

「わが足のすべるとき、わたしにむかって高ぶる

彼らにわたしのことによって喜ぶことをゆるさな

いでください」と。 17わたしは倒れるばかりにな

り、わたしの苦しみは常にわたしと共にあります

。 18わたしは、みずから不義を言いあらわし、わ

が罪のために悲しみます。 19ゆえなく、わたしに

敵する者は強く、偽ってわたしを憎む者は多いの

です。 20悪をもって善に報いる者は、わたしがよ

い事に従うがゆえに、わがあだとなります。 21主

よ、わたしを捨てないでください。わが神よ、わ

たしに遠ざからないでください。 22主、わが救よ

、すみやかにわたしをお助けください。

39聖歌隊の指揮者エドトンによってうたわせた
ダビデの歌わたしは言った、「舌をもって罪

を犯さないために、わたしの道を慎み、悪しき者

のわたしの前にある間はわたしの口にくつわをか

けよう」と。 2わたしは黙して物言わず、むなし

く沈黙を守った。しかし、わたしの悩みはさらに

ひどくなり、 3わたしの心はわたしのうちに熱し

、思いつづけるほどに火が燃えたので、わたしは

舌をもって語った。 4「主よ、わが終りと、わが

日の数のどれほどであるかをわたしに知らせ、わ

が命のいかにはかないかを知らせてください。 5

見よ、あなたはわたしの日をつかのまとされまし

た。わたしの一生はあなたの前では無にひとしい

のです。まことに、すべての人はその盛んな時で

も息にすぎません。 (セラ) 6まことに人は影のよ

うに、さまよいます。まことに彼らはむなしい事

のために騒ぎまわるのです。彼は積みたくわえる

けれども、だれがそれを収めるかを知りません。 7

主よ、今わたしは何を待ち望みましょう。わたし

の望みはあなたにあります。 8わたしをすべての

とがから助け出し、愚かな者にわたしをあざけら

せないでください。 9わたしは黙して口を開きま

せん。あなたがそれをなされたからです。 10あな

たが下された災をわたしから取り去ってください

。わたしはあなたのみ手に打ち懲らされることに

より滅びるばかりです。 11あなたは罪を責めて人

を懲らされるとき、その慕い喜ぶものを、しみが

食うように、消し滅ぼされるのです。まことにす
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べての人は息にすぎません。 (セラ) 12主よ、わた

しの祈を聞き、わたしの叫びに耳を傾け、わたし

の涙を見て、もださないでください。わたしはあ

なたに身を寄せる旅びと、わがすべての先祖たち

のように寄留者です。 13わたしが去って、うせな

い前に、み顔をそむけて、わたしを喜ばせてくだ

さい」。

40聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌わたしは耐え忍んで主を待ち望んだ。主は

耳を傾けて、わたしの叫びを聞かれた。 2主はわ

たしを滅びの穴から、泥の沼から引きあげて、わ

たしの足を岩の上におき、わたしの歩みをたしか

にされた。 3主は新しい歌をわたしの口に授け、

われらの神にささげるさんびの歌をわたしの口に

授けられた。多くの人はこれを見て恐れ、かつ主

に信頼するであろう。 4主をおのが頼みとする人

、高ぶる者にたよらず、偽りの神に迷う者にたよ

らない人はさいわいである。 5わが神、主よ、あ

なたのくすしきみわざと、われらを思うみおもい

とは多くて、くらべうるものはない。わたしはこ

れを語り述べようとしても多くて数えることはで

きない。 6あなたはいけにえと供え物とを喜ばれ

ない。あなたはわたしの耳を開かれた。あなたは

燔祭と罪祭とを求められない。 7その時わたしは

言った、「見よ、わたしはまいります。書の巻に

、わたしのためにしるされています。 8わが神よ

、わたしはみこころを行うことを喜びます。あな

たのおきてはわたしの心のうちにあります」と。 9

わたしは大いなる集会で、救についての喜びのお

とずれを告げ示しました。見よ、わたしはくちび

るを閉じませんでした。主よ、あなたはこれをご

存じです。 10わたしはあなたの救を心のうちに隠

しおかず、あなたのまことと救とを告げ示しまし

た。わたしはあなたのいつくしみとまこととを大

いなる集会に隠しませんでした。 11主よ、あなた

のあわれみをわたしに惜しまず、あなたのいつく

しみとまこととをもって常にわたしをお守りくだ

さい。 12数えがたい災がわたしを囲み、わたしの

不義がわたしに追い迫って、物見ることができな

いまでになりました。それはわたしの頭の毛より

も多く、わたしの心は消えうせるばかりになりま

した。 13主よ、みこころならばわたしをお救いく

ださい。主よ、すみやかにわたしをお助けくださ

い。 14わたしのいのちを奪おうと尋ね求める者ど

もをことごとく恥じあわてさせてください。わた

しのそこなわれることを願う者どもをうしろに退

かせ、恥を負わせてください。 15わたしにむかっ

て「あはぁ、あはぁ」と言う者どもを自分の恥に

よって恐れおののかせてください。 16しかし、す

べてあなたを尋ね求める者はあなたによって喜び

楽しむように。あなたの救を愛する者は常に「主

は大いなるかな」ととなえるように。 17わたしは

貧しく、かつ乏しい。しかし主はわたしをかえり

みられます。あなたはわが助け、わが救主です。

わが神よ、ためらわないでください。

41聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌貧しい者をかえりみる人はさいわいである

。主はそのような人を悩みの日に救い出される。 2

主は彼を守って、生きながらえさせられる。彼は

この地にあって、さいわいな者と呼ばれる。あな

たは彼をその敵の欲望にわたされない。 3主は彼

をその病の床でささえられる。あなたは彼の病む

時、その病をことごとくいやされる。 4わたしは

言った、「主よ、わたしをあわれみ、わたしをい

やしてください。わたしはあなたにむかって罪を

犯しました」と。 5わたしの敵はわたしをそしっ

て言う、「いつ彼は死に、その名がほろびるであ

ろうか」と。 6そのひとりがわたしを見ようとし

て来るとき、彼は偽りを語り、その心によこしま

を集め、外に出てはそれを言いふらす。 7すべて

わたしを憎む者はわたしについて共にささやき、

わたしのために災を思いめぐらす。 8彼らは言う

、「彼に一つのたたりがつきまとったから、倒れ

伏して再び起きあがらないであろう」と。 9わた

しの信頼した親しい友、わたしのパンを食べた親

しい友さえもわたしにそむいてくびすをあげた。

10しかし主よ、わたしをあわれみ、わたしを助け

起してください。そうすればわたしは彼らに報い

返すことができます。 11わたしの敵がわたしに打

ち勝てないことによって、あなたがわたしを喜ば

れることをわたしは知ります。 12あなたはわたし

の全きによって、わたしをささえ、とこしえにみ

前に置かれます。 13イスラエルの神、主はとこし

えからとこしえまでほむべきかな。アァメン、ア

ァメン。

42聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子
のマスキールの歌神よ、しかが谷川を慕いあ

えぐように、わが魂もあなたを慕いあえぐ。 2わ

が魂はかわいているように神を慕い、いける神を

慕う。いつ、わたしは行って神のみ顔を見ること

ができるだろうか。 3人々がひねもすわたしにむ

かって「おまえの神はどこにいるのか」と言いつ

づける間はわたしの涙は昼も夜もわたしの食物で

あった。 4わたしはかつて祭を守る多くの人と共

に群れをなして行き、喜びと感謝の歌をもって彼

らを神の家に導いた。今これらの事を思い起して

、わが魂をそそぎ出すのである。 5わが魂よ、何

ゆえうなだれるのか。何ゆえわたしのうちに思い

みだれるのか。神を待ち望め。わたしはなおわが

助け、わが神なる主をほめたたえるであろう。 6

わが魂はわたしのうちにうなだれる。それで、わ

たしはヨルダンの地から、またヘルモンから、ミ

ザルの山からあなたを思い起す。 7あなたの大滝

の響きによって淵々呼びこたえ、あなたの波、あ

なたの大波はことごとくわたしの上を越えていっ

た。 8昼には、主はそのいつくしみをほどこし、

夜には、その歌すなわちわがいのちの神にささげ

る祈がわたしと共にある。 9わたしはわが岩なる

神に言う、「何ゆえわたしをお忘れになりました

か。何ゆえわたしは敵のしえたげによって悲しみ

歩くのですか」と。 10わたしのあだは骨も砕ける
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ばかりにわたしをののしり、ひねもすわたしにむ

かって「おまえの神はどこにいるのか」と言う。

11わが魂よ、何ゆえうなだれるのか。何ゆえわた

しのうちに思いみだれるのか。神を待ち望め。わ

たしはなおわが助け、わが神なる主をほめたたえ

るであろう。

43神よ、わたしをさばき、神を恐れない民にむ
かって、わたしの訴えをあげつらい、たばか

りをなすよこしまな人からわたしを助け出してく

ださい。 2あなたはわたしの寄り頼む神です。な

ぜわたしを捨てられたのですか。なぜわたしは敵

のしえたげによって悲しみ歩くのですか。 3あな

たの光とまこととを送ってわたしを導き、あなた

の聖なる山と、あなたの住まわれる所にわたしを

いたらせてください。 4その時わたしは神の祭壇

へ行き、わたしの大きな喜びである神へ行きます

。神よ、わが神よ、わたしは琴をもってあなたを

ほめたたえます。 5わが魂よ、何ゆえうなだれる

のか。何ゆえわたしのうちに思いみだれるのか。

神を待ち望め。わたしはなおわが助け、わが神な

る主をほめたたえるであろう。

44聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子
のマスキールの歌神よ、いにしえ、われらの

先祖たちの日に、あなたがなされたみわざを彼ら

がわれらに語ったのを耳で聞きました。 2すなわ

ちあなたはみ手をもって、もろもろの国民を追い

払ってわれらの先祖たちを植え、またもろもろの

民を悩まして、われらの先祖たちをふえ広がらせ

られました。 3彼らは自分のつるぎによって国を

獲たのでなく、また自分の腕によって勝利を得た

のでもありません。ただあなたの右の手、あなた

の腕、あなたのみ顔の光によるのでした。あなた

が彼らを恵まれたからです。 4あなたはわが王、

わが神、ヤコブのために勝利を定められる方です

。 5われらはあなたによって、あだを押し倒し、

われらに立ちむかう者を、み名によって踏みにじ

るのです。 6わたしは自分の弓を頼まず、わたし

のつるぎもまた、わたしを救うことができないか

らです。 7しかしあなたはわれらをあだから救い

、われらを憎む者をはずかしめられました。 8わ

れらは常に神によって誇り、とこしえにあなたの

み名に感謝するでしょう。 (セラ) 9ところがあな

たはわれらを捨てて恥を負わせ、われらの軍勢と

共に出て行かれませんでした。 10あなたがわれら

をあだの前から退かせられたので、われらの敵は

心のままにかすめ奪いました。 11あなたはわれら

をほふられる羊のようにし、またもろもろの国民

のなかに散らされました。 12あなたはわずかの金

であなたの民を売り、彼らのために高い価を求め

られませんでした。 13あなたはわれらを隣り人に

そしらせ、われらをめぐる者どもに侮らせ、あざ

けらせられました。 14またもろもろの国民のなか

にわれらを笑い草とし、もろもろの民のなかに笑

い者とされました。 15わがはずかしめはひねもす

わたしの前にあり、恥はわたしの顔をおおいまし

た。 16これはそしる者と、ののしる者の言葉によ

り、敵と、恨みを報いる者のゆえによるのです。

17これらの事が皆われらに臨みましたが、われら

はあなたを忘れず、あなたの契約にそむくことが

ありませんでした。 18われらの心はたじろがず、

またわれらの歩みはあなたの道を離れませんでし

た。 19それでもあなたは山犬の住む所でわれらを

砕き、暗やみをもってわれらをおおわれました。

20われらがもしわれらの神の名を忘れ、ほかの神

に手を伸べたことがあったならば、 21神はこれを

見あらわされないでしょうか。神は心の秘密をも

知っておられるからです。 22ところがわれらはあ

なたのためにひねもす殺されて、ほふられる羊の

ようにみなされました。 23主よ、起きてください

。なぜ眠っておられるのですか。目をさましてく

ださい。われらをとこしえに捨てないでください

。 24なぜあなたはみ顔を隠されるのですか。なぜ

われらの悩みと、しえたげをお忘れになるのです

か。 25まことにわれらの魂はかがんで、ちりに伏

し、われらのからだは土につきました。 26起きて

、われらをお助けください。あなたのいつくしみ

のゆえに、われらをあがなってください。

45聖歌隊の指揮者によってゆりの花のしらべに
あわせてうたわせたコラの子のマスキールの

歌、愛の歌わたしの心はうるわしい言葉であふれ

る。わたしは王についてよんだわたしの詩を語る

。わたしの舌はすみやかに物書く人の筆のようだ

。 2あなたは人の子らにまさって麗しく、気品が

そのくちびるに注がれている。このゆえに神はと

こしえにあなたを祝福された。 3ますらおよ、光

栄と威厳とをもって、つるぎを腰に帯びよ。 4真

理のため、また正義を守るために威厳をもって、

勝利を得て乗り進め。あなたの右の手はあなたに

恐るべきわざを教えるであろう。 5あなたの矢は

鋭くて、王の敵の胸をつらぬき、もろもろの民は

あなたのもとに倒れる。 6神から賜わったあなた

の位は永遠にかぎりなく続き、あなたの王のつえ

は公平のつえである。 7あなたは義を愛し、悪を

憎む。このゆえに神、あなたの神は喜びの油をあ

なたのともがらにまさって、あなたに注がれた。 8

あなたの衣はみな没薬、芦薈、肉桂で、よいかお

りを放っている。琴の音は象牙の殿から出て、あ

なたを喜ばせる。 9あなたの愛する女たちのうち

には王の娘たちがあり、王妃はオフルの金を飾っ

て、あなたの右に立つ。 10娘よ、聞け、かえりみ

て耳を傾けよ。あなたの民と、あなたの父の家と

を忘れよ。 11王はあなたのうるわしさを慕うであ

ろう。彼はあなたの主であるから、彼を伏しおが

め。 12ツロの民は贈り物をもちきたり、民のうち

の富める者もあなたの好意を請い求める。 13王の

娘は殿のうちで栄えをきわめ、こがねを織り込ん

だ衣を着飾っている。 14彼女は縫い取りした衣を

着て王のもとに導かれ、その供びとなるおとめら

は彼女に従ってその行列にある。 15彼らは喜びと

楽しみとをもって導かれ行き、王の宮殿にはいる

。 16あなたの子らは父祖に代って立ち、あなたは

彼らを全地に君とするであろう。 17わたしはあな
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たの名をよろず代におぼえさせる。このゆえにも

ろもろの民は世々かぎりなくあなたをほめたたえ

るであろう。

46聖歌隊の指揮者によって女の声のしらべにあ
わせてうたわせたコラの子の歌神はわれらの

避け所また力である。悩める時のいと近き助けで

ある。 2このゆえに、たとい地は変り、山は海の

真中に移るとも、われらは恐れない。 3たといそ

の水は鳴りとどろき、あわだつとも、そのさわぎ

によって山は震え動くとも、われらは恐れない。

(セラ) 4一つの川がある。その流れは神の都を喜

ばせ、いと高き者の聖なるすまいを喜ばせる。 5

神がその中におられるので、都はゆるがない。神

は朝はやく、これを助けられる。 6もろもろの民

は騒ぎたち、もろもろの国は揺れ動く、神がその

声を出されると地は溶ける。 7万軍の主はわれら

と共におられる、ヤコブの神はわれらの避け所で

ある。 (セラ) 8来て、主のみわざを見よ、主は驚

くべきことを地に行われた。 9主は地のはてまで

も戦いをやめさせ、弓を折り、やりを断ち、戦車

を火で焼かれる。 10「静まって、わたしこそ神で

あることを知れ。わたしはもろもろの国民のうち

にあがめられ、全地にあがめられる」。 11万軍の

主はわれらと共におられる、ヤコブの神はわれら

の避け所である。 (セラ)

47聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子
の歌もろもろの民よ、手をうち、喜びの声を

あげ、神にむかって叫べ。 2いと高き主は恐るべ

く、全地をしろしめす大いなる王だからである。 3

主はもろもろの民をわれらに従わせ、もろもろの

国をわれらの足の下に従わせられた。 4主はその

愛されたヤコブの誇をわれらの嗣業として、われ

らのために選ばれた。 (セラ) 5神は喜び叫ぶ声と

共にのぼり、主はラッパの声と共にのぼられた。 6

神をほめうたえよ、ほめうたえよ、われらの王を

ほめうたえよ、ほめうたえよ。 7神は全地の王で

ある。巧みな歌をもってほめうたえよ。 8神はも

ろもろの国民を統べ治められる。神はその聖なる

みくらに座せられる。 9もろもろの民の君たちは

つどい来て、アブラハムの神の民となる。地のも

ろもろの盾は神のものである。神は大いにあがめ

られる。

48コラの子の歌、さんび主は大いなる神であっ
て、われらの神の都、その聖なる山で、大い

にほめたたえらるべき方である。 2シオンの山は

北の端が高くて、うるわしく、全地の喜びであり

、大いなる王の都である。 3そのもろもろの殿の

うちに神はみずからを高きやぐらとして現された

。 4見よ、王らは相会して共に進んできたが、 5

彼らは都を見るや驚き、あわてふためき、急ぎ逃

げ去った。 6おののきは彼らに臨み、その苦しみ

は産みの苦しみをする女のようであった。 7あな

たは東風を起してタルシシの舟を破られた。 8さ

きにわれらが聞いたように、今われらは万軍の主

の都、われらの神の都でこれを見ることができた

。神はとこしえにこの都を堅くされる。 (セラ) 9

神よ、われらはあなたの宮のうちであなたのいつ

くしみを思いました。 10神よ、あなたの誉は、あ

なたのみ名のように、地のはてにまで及びます。

あなたの右の手は勝利で満ちています。 11あなた

のさばきのゆえに、シオンの山を喜ばせ、ユダの

娘を楽しませてください。 12シオンのまわりを歩

き、あまねくめぐって、そのやぐらを数え、 13そ

の城壁に心をとめ、そのもろもろの殿をしらべよ

。これはあなたがたが後の代に語り伝えるためで

ある。 14これこそ神であり、世々かぎりなくわれ

らの神であって、とこしえにわれらを導かれるで

あろう。

49聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子
の歌もろもろの民よ、これを聞け、すべて世

に住む者よ、耳を傾けよ。 2低きも高きも、富め

るも貧しきも、共に耳を傾けよ。 3わが口は知恵

を語り、わが心は知識を思う。 4わたしは耳をた

とえに傾け、琴を鳴らして、わたしのなぞを解き

明かそう。 5わたしをしえたげる者の不義がわた

しを取り囲む悩みの日に、どうして恐れなければ

ならないのか。 6彼らはおのが富をたのみ、その

たからの多いのを誇る人々である。 7まことに人

はだれも自分をあがなうことはできない。そのい

のちの価を神に払うことはできない。 9とこしえ

に生きながらえて、墓を見ないためにそのいのち

をあがなうには、あまりに価高くて、それを満足

に払うことができないからである。 10まことに賢

い人も死に、愚かな者も、獣のような者も、ひと

しく滅んで、その富を他人に残すことは人の見る

ところである。 11たとい彼らはその地を自分の名

をもって呼んでも、墓こそ彼らのとこしえのすま

い、世々彼らのすみかである。 12人は栄華のうち

に長くとどまることはできない、滅びうせる獣に

ひとしい。 13これぞ自分をたのむ愚かな者どもの

成りゆき、自分の分け前を喜ぶ者どもの果である

。 (セラ) 14彼らは陰府に定められた羊のように死

が彼らを牧するであろう。彼らはまっすぐに墓に

下り、そのかたちは消えうせ、陰府が彼らのすま

いとなるであろう。 (Sheol h7585) 15しかし神はわた

しを受けられるゆえ、わたしの魂を陰府の力から

あがなわれる。 (セラ) (Sheol h7585) 16人が富を得る

ときも、その家の栄えが増し加わるときも、恐れ

てはならない。 17彼が死ぬときは何ひとつ携え行

くことができず、その栄えも彼に従って下って行

くことはないからである。 18たとい彼が生きなが

らえる間、自分を幸福と思っても、またみずから

幸な時に、人々から称賛されても、 19彼はついに

おのれの先祖の仲間に連なる。彼らは絶えて光を

見ることがない。 20人は栄華のうちに長くとどま

ることはできない。滅びうせる獣にひとしい。

50アサフの歌全能者なる神、主は詔して、日の
出るところから日の入るところまであまねく

地に住む者を召し集められる。 2神は麗しさのき

わみであるシオンから光を放たれる。 3われらの
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神は来て、もだされない。み前には焼きつくす火

があり、そのまわりには、はげしい暴風がある。 4

神はその民をさばくために、上なる天および地に

呼ばわれる、 5「いけにえをもってわたしと契約

を結んだわが聖徒をわたしのもとに集めよ」と。 6

天は神の義をあらわす、神はみずから、さばきぬ

しだからである。 (セラ) 7「わが民よ、聞け、わ

たしは言う。イスラエルよ、わたしはあなたにむ

かってあかしをなす。わたしは神、あなたの神で

ある。 8わたしがあなたを責めるのは、あなたの

いけにえのゆえではない。あなたの燔祭はいつも

わたしの前にある。 9わたしはあなたの家から雄

牛を取らない。またあなたのおりから雄やぎを取

らない。 10林のすべての獣はわたしのもの、丘の

上の千々の家畜もわたしのものである。 11わたし

は空の鳥をことごとく知っている。野に動くすべ

てのものはわたしのものである。 12たといわたし

は飢えても、あなたに告げない、世界とその中に

満ちるものとはわたしのものだからである。 13わ

たしは雄牛の肉を食べ、雄やぎの血を飲むだろう

か。 14感謝のいけにえを神にささげよ。あなたの

誓いをいと高き者に果せ。 15悩みの日にわたしを

呼べ、わたしはあなたを助け、あなたはわたしを

あがめるであろう」。 16しかし神は悪しき者に言

われる、「あなたはなんの権利があってわたしの

定めを述べ、わたしの契約を口にするのか。 17あ

なたは教を憎み、わたしの言葉を捨て去った。 18

あなたは盗びとを見ればこれとむつみ、姦淫を行

う者と交わる。 19あなたはその口を悪にわたし、

あなたの舌はたばかりを仕組む。 20あなたは座し

てその兄弟をそしり、自分の母の子をののしる。

21あなたがこれらの事をしたのを、わたしが黙っ

ていたので、あなたはわたしを全く自分とひとし

い者と思った。しかしわたしはあなたを責め、あ

なたの目の前にその罪をならべる。 22神を忘れる

者よ、このことを思え。さもないとわたしはあな

たをかき裂く。そのときだれも助ける者はないで

あろう。 23感謝のいけにえをささげる者はわたし

をあがめる。自分のおこないを慎む者にはわたし

は神の救を示す」。

51聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌、これはダビデがバテセバに通った後預言

者ナタンがきたときによんだもの神よ、あなたの

いつくしみによって、わたしをあわれみ、あなた

の豊かなあわれみによって、わたしのもろもろの

とがをぬぐい去ってください。 2わたしの不義を

ことごとく洗い去り、わたしの罪からわたしを清

めてください。 3わたしは自分のとがを知ってい

ます。わたしの罪はいつもわたしの前にあります

。 4わたしはあなたにむかい、ただあなたに罪を

犯し、あなたの前に悪い事を行いました。それゆ

え、あなたが宣告をお与えになるときは正しく、

あなたが人をさばかれるときは誤りがありません

。 5見よ、わたしは不義のなかに生れました。わ

たしの母は罪のうちにわたしをみごもりました。 6

見よ、あなたは真実を心のうちに求められます。

それゆえ、わたしの隠れた心に知恵を教えてくだ

さい。 7ヒソプをもって、わたしを清めてくださ

い、わたしは清くなるでしょう。わたしを洗って

ください、わたしは雪よりも白くなるでしょう。 8

わたしに喜びと楽しみとを満たし、あなたが砕い

た骨を喜ばせてください。 9み顔をわたしの罪か

ら隠し、わたしの不義をことごとくぬぐい去って

ください。 10神よ、わたしのために清い心をつく

り、わたしのうちに新しい、正しい霊を与えてく

ださい。 11わたしをみ前から捨てないでください

。あなたの聖なる霊をわたしから取らないでくだ

さい。 12あなたの救の喜びをわたしに返し、自由

の霊をもって、わたしをささえてください。 13そ

うすればわたしは、とがを犯した者にあなたの道

を教え、罪びとはあなたに帰ってくるでしょう。

14神よ、わが救の神よ、血を流した罪からわたし

を助け出してください。わたしの舌は声高らかに

あなたの義を歌うでしょう。 15主よ、わたしのく

ちびるを開いてください。わたしの口はあなたの

誉をあらわすでしょう。 16あなたはいけにえを好

まれません。たといわたしが燔祭をささげてもあ

なたは喜ばれないでしょう。 17神の受けられるい

けにえは砕けた魂です。神よ、あなたは砕けた悔

いた心をかろしめられません。 18あなたのみここ

ろにしたがってシオンに恵みを施し、エルサレム

の城壁を築きなおしてください。 19その時あなた

は義のいけにえと燔祭と、全き燔祭とを喜ばれる

でしょう。その時あなたの祭壇に雄牛がささげら

れるでしょう。

52聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
マスキールの歌。これはエドムびとドエグが

サウルにきて、「ダビデはアヒメレクの家にきた

」と告げたときにダビデがよんだもの力ある者よ

、何ゆえあなたは神を敬う人に与えた災について

誇るのか。あなたはひねもす人を滅ぼすことをた

くらむ。 2虚偽を行う者よ、あなたの舌は鋭いか

みそりのようだ。 3あなたは善よりも悪を好み、

まことを語るよりも偽りを語ることを好む。(セラ

) 4欺きの舌よ、あなたはすべての滅ぼす言葉を好

む。 5しかし神はとこしえにあなたを砕き、あな

たを捕えて、その天幕から引き離し、生ける者の

地から、あなたの根を絶やされる。 (セラ) 6正し

い者はこれを見て恐れ、彼を笑って言うであろう

、 7「神をおのが避け所とせず、その富の豊かな

るを頼み、その宝に寄り頼む人を見よ」と。 8し

かし、わたしは神の家にある緑のオリブの木のよ

うだ。わたしは世々かぎりなく神のいつくしみを

頼む。 9あなたがこの事をなされたので、わたし

はとこしえに、あなたに感謝し、聖徒の前であな

たのみ名をふれ示そう。これはよいことだからで

ある。

53聖歌隊の指揮者によってマハラテのしらべに
あわせてうたわせたダビデのマスキールの歌

愚かな者は心のうちに「神はない」と言う。彼ら

は腐れはて、憎むべき不義をおこなった。善を行

う者はない。 2神は天から人の子を見おろして、
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賢い者、神を尋ね求める者があるかないかを見ら

れた。 3彼らは皆そむき、みなひとしく堕落した

。善を行う者はない、ひとりもない。 4悪を行う

者は悟りがないのか。彼らは物食うようにわが民

を食らい、また神を呼ぶことをしない。 5彼らは

恐るべきことのない時に大いに恐れた。神はよこ

しまな者の骨を散らされるからである。神が彼ら

を捨てられるので、彼らは恥をこうむるであろう

。 6どうか、シオンからイスラエルの救が出るよ

うに。神がその民の繁栄を回復される時、ヤコブ

は喜び、イスラエルは楽しむであろう。

54聖歌隊の指揮者によって琴をもってうたわせ
たダビデのマスキールの歌。これはジフびと

がサウルにきて、「ダビデはわれらのうちに隠れ

ている」と言った時によんだもの神よ、み名によ

ってわたしを救い、み力によってわたしをさばい

てください。 2神よ、わたしの祈をきき、わが口

の言葉に耳を傾けてください。 3高ぶる者がわた

しに逆らって起り、あらぶる者がわたしのいのち

を求めています。彼らは神をおのが前に置くこと

をしません。 (セラ) 4見よ、神はわが助けぬし、

主はわがいのちを守られるかたです。 5神はわた

しのあだに災をもって報いられるでしょう。あな

たのまことをもって彼らを滅ぼしてください。 6

わたしは喜んであなたにいけにえをささげます。

主よ、わたしはみ名に感謝します。これはよい事

だからです。 7あなたはすべての悩みからわたし

を救い、わたしの目に敵の敗北を見させられたか

らです。

55聖歌隊の指揮者によって琴をもってうたわせ
たダビデのマスキールの歌神よ、わたしの祈

に耳を傾けてください。わたしの願いを避けて身

を隠さないでください。 2わたしにみこころをと

め、わたしに答えてください。わたしは悩みによ

って弱りはて、 3敵の声と、悪しき者のしえたげ

とによって気が狂いそうです。彼らはわたしに悩

みを臨ませ、怒ってわたしを苦しめるからです。 4

わたしの心はわがうちにもだえ苦しみ、死の恐れ

がわたしの上に落ちました。 5恐れとおののきが

わたしに臨み、はなはだしい恐れがわたしをおお

いました。 6わたしは言います、「どうか、はと

のように翼をもちたいものだ。そうすればわたし

は飛び去って安きを得るであろう。 7わたしは遠

くのがれ去って、野に宿ろう。 (セラ) 8わたしは

急ぎ避難して、はやてとあらしをのがれよう」と

。 9主よ、彼らのはかりごとを打ち破ってくださ

い。彼らの舌を混乱させてください。わたしは町

のうちに暴力と争いとを見るからです。 10彼らは

昼も夜も町の城壁の上を歩きめぐり、町のうちに

は害悪と悩みとがあります。 11また滅ぼす事が町

のうちにあり、しえたげと欺きとはその市場を離

れることがありません。 12わたしをののしる者は

敵ではありません。もしそうであるならば忍ぶこ

とができます。わたしにむかって高ぶる者はあだ

ではありません。もしそうであるならば身を隠し

て彼を避けることができます。 13しかしそれはあ

なたです、わたしと同じ者、わたしの同僚、わた

しの親しい友です。 14われらはたがいに楽しく語

らい、つれだって神の宮に上りました。 15どうぞ

、死を彼らに臨ませ、生きたままで陰府に下らせ

、恐れをもって彼らを墓に去らせてください。

(Sheol h7585) 16しかしわたしが神に呼ばわれば、主

はわたしを救われます。 17夕べに、あしたに、真

昼にわたしが嘆きうめけば、主はわたしの声を聞

かれます。 18たといわたしを攻める者が多くとも

、主はわたしがたたかう戦いからわたしを安らか

に救い出されます。 19昔からみくらに座しておら

れる神は聞いて彼らを悩まされるでしょう。[セラ

彼らはおきてを守らず、神を恐れないからです。

20わたしの友はその親しき者に手を伸ばして、そ

の契約を破った。 21その口は牛酪よりもなめらか

だが、その心には戦いがある。その言葉は油より

もやわらかだが、それは抜いたつるぎである。 22

あなたの荷を主にゆだねよ。主はあなたをささえ

られる。主は正しい人の動かされるのを決してゆ

るされない。 23しかし主よ、あなたは彼らを滅び

の穴に投げ入れられます。血を流す者と欺く者と

はおのが日の半ばも生きながらえることはできま

せん。しかしわたしはあなたに寄り頼みます。

56聖歌隊の指揮者によって、「遠き所におる音
をたてぬはと」のしらべにあわせてうたわせ

たダビデのミクタムの歌。これはダビデがガテで

ペリシテびとに捕えられたときによんだもの神よ

、どうかわたしをあわれんでください。人々がわ

たしを踏みつけ、あだする人々がひねもすわたし

をしえたげます。 2わたしの敵はひねもすわたし

を踏みつけ、誇りたかぶって、わたしと戦う者が

多いのです。 3わたしが恐れるときは、あなたに

寄り頼みます。 4わたしは神によって、そのみ言

葉をほめたたえます。わたしは神に信頼するゆえ

、恐れることはありません。肉なる者はわたしに

何をなし得ましょうか。 5彼らはひねもすわたし

の事を妨害し、その思いはことごとくわたしにわ

ざわいします。 6彼らは共に集まって身をひそめ

、わたしの歩みに目をとめ、わたしのいのちをう

かがい求めます。 7神よ、彼らにその罪を報い、

憤りをもってもろもろの民を倒してください。 8

あなたはわたしのさすらいを数えられました。わ

たしの涙をあなたの皮袋にたくわえてください。

これは皆あなたの書にしるされているではありま

せんか。 9わたしが呼び求める日に、わたしの敵

は退きます。これによって神がわたしを守られる

ことを知ります。 10わたしは神によってそのみ言

葉をほめたたえ、主によってそのみ言葉をほめた

たえます。 11わたしは神に信頼するゆえ、恐れる

ことはありません。人はわたしに何をなし得まし

ょうか。 12神よ、わたしがあなたに立てた誓いは

果さなければなりません。わたしは感謝の供え物

をあなたにささげます。 13あなたはわたしの魂を

死から救い、わたしの足を守って倒れることなく

、いのちの光のうちで神の前にわたしを歩ませら

れたからです。
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57聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」とい
うしらべにあわせてうたわせたダビデのミク

タムの歌。これはダビデが洞にはいってサウルの

手をのがれたときによんだもの神よ、わたしをあ

われんでください。わたしをあわれんでください

。わたしの魂はあなたに寄り頼みます。滅びのあ

らしの過ぎ去るまではあなたの翼の陰をわたしの

避け所とします。 2わたしはいと高き神に呼ばわ

ります。わたしのためにすべての事をなしとげら

れる神に呼ばわります。 3神は天から送ってわた

しを救い、わたしを踏みつける者をはずかしめら

れます。[セラすなわち神はそのいつくしみとまこ

ととを送られるのです。 4わたしは人の子らをむ

さぼり食らうししの中に横たわっています。彼ら

の歯はほこ、また矢、彼らの舌は鋭いつるぎです

。 5神よ、みずからを天よりも高くし、みさかえ

を全地の上にあげてください。 6彼らはわたしの

足を捕えようと網を設けました。わたしの魂はう

なだれました。彼らはわたしの前に穴を掘りまし

た。しかし彼らはみずからその中に陥ったのです

。 (セラ) 7神よ、わたしの心は定まりました。わ

たしの心は定まりました。わたしは歌い、かつほ

めたたえます。 8わが魂よ、さめよ。立琴よ、琴

よ、さめよ。わたしはしののめを呼びさまします

。 9主よ、わたしはもろもろの民の中であなたに

感謝し、もろもろの国の中であなたをほめたたえ

ます。 10あなたのいつくしみは大きく、天にまで

及び、あなたのまことは雲にまで及びます。 11神

よ、みずからを天よりも高くし、みさかえを全地

の上にあげてください。

58聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」とい
うしらべにあわせてうたわせたダビデのミク

タムの歌あなたがた力ある者よ、まことにあなた

がたは正しい事を語り、公平をもって人の子らを

さばくのか。 2否、あなたがたは心のうちに悪い

事をたくらみ、その手は地に暴虐を行う。 3悪し

き者は胎を出た時から、そむき去り、生れ出た時

から、あやまちを犯し、偽りを語る。 5彼らはへ

びの毒のような毒をもち、魔法使または巧みに呪

文を唱える者の声を聞かない耳をふさぐ耳しいの

まむしのようである。 6神よ、彼らの口の歯を折

ってください。主よ、若いししのきばを抜き砕い

てください。 7彼らを流れゆく水のように消え去

らせ、踏み倒される若草のように衰えさせてくだ

さい。 8また溶けてどろどろになるかたつむりの

ように、時ならず生れた日を見ぬ子のようにして

ください。 9あなたがたの釜がまだいばらの熱を

感じない前に青いのも、燃えているのも共につむ

じ風に吹き払われるように彼らを吹き払ってくだ

さい。 10正しい者は復讐を見て喜び、その足を悪

しき者の血で洗うであろう。 11そして人々は言う

であろう、「まことに正しい者には報いがある。

まことに地にさばきを行われる神がある」と。

59聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」とい
うしらべにあわせてうたわせたダビデのミク

タムの歌。これはサウルがダビデを殺そうとして

人をつかわし、その家をうかがわせたときダビデ

のよんだものわが神よ、どうかわたしをわが敵か

ら助け出し、わたしに逆らって起りたつ者からお

守りください。 2悪を行う者からわたしを助け出

し、血を流す人からわたしをお救いください。 3

見よ、彼らはひそみかくれて、わたしの命をうか

がい、力ある人々が共に集まってわたしを攻めま

す。主よ、わたしにとがも罪もなく、 4わたしに

あやまちもないのに、彼らは走りまわって備えを

します。わたしを助けるために目をさまして、ご

らんください。 5万軍の神、主よ、あなたはイス

ラエルの神です。目をさまして、もろもろの国民

を罰し、悪をたくらむ者どもに、あわれみを施さ

ないでください。 (セラ) 6彼らは夕ごとに帰って

きて、犬のようにほえて町をあさりまわる。 7見

よ、彼らはその口をもってほえ叫び、そのくちび

るをもってうなり、「だれが聞くものか」と言う

。 8しかし、主よ、あなたは彼らを笑い、もろも

ろの国民をあざけり笑われる。 9わが力よ、わた

しはあなたにむかってほめ歌います。神よ、あな

たはわたしの高きやぐらです。 10わが神はそのい

つくしみをもってわたしを迎えられる。わが神は

わたしに敵の敗北を見させられる。 11どうぞ、わ

が民の忘れることのないために、彼らを殺さない

でください。主、われらの盾よ、み力をもって彼

らをよろめかせ、彼らを倒れさせないでください

。 12彼らの口の罪、そのくちびるの言葉のために

彼らをその高ぶりに捕われさせてください。彼ら

が語るのろいと偽りのために 13憤りをもって彼ら

を滅ぼし、もはやながらえることのないまでに、

彼らを滅ぼしてください。そうすれば地のはてま

で、人々は神がヤコブを治められることを知るに

至るでしょう。 (セラ) 14彼らは夕ごとに帰ってき

て、犬のようにほえて町をあさりまわる。 15彼ら

は食い物のためにあるきまわり、飽くことを得な

ければ怒りうなる。 16しかし、わたしはあなたの

み力をうたい、朝には声をあげてみいつくしみを

歌います。あなたはわたしの悩みの日にわが高き

やぐらとなり、わたしの避け所となられたからで

す。 17わが力よ、わたしはあなたにむかってほめ

うたいます。神よ、あなたはわが高きやぐら、わ

たしにいつくしみを賜わる神であられるからです

。

60聖歌隊の指揮者によって、「あかしのゆり」
というしらべにあわせて教のためにうたわせ

たダビデのミクタムの歌。これはダビデが、アラ

ムナハライムおよびアラムゾバと戦ったとき、ヨ

アブがその帰りに、塩の谷でエドムびと一万二千

人を殺したときによんだもの神よ、あなたはわれ

らを捨て、われらを打ち破られました。あなたは

憤られました。再びわれらをかえしてください。 2

あなたは国を震わせ、これを裂かれました。その

破れをいやしてください。国が揺れ動くのです。 3

あなたはその民に耐えがたい事をさせ、人をよろ

めかす酒をわれらに飲ませられました。 4あなた

は弓の前からのがれた者を再び集めようとあなた
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を恐れる者のために一つの旗を立てられました。

(セラ) 5あなたの愛される者が助けを得るために

、右の手をもって勝利を与え、われらに答えてく

ださい。 6神はその聖所で言われた、「わたしは

大いなる喜びをもってシケムを分かち、スコテの

谷を分かち与えよう。 7ギレアデはわたしのもの

、マナセもわたしのものである。エフライムはわ

たしのかぶと、ユダはわたしのつえである。 8モ

アブはわたしの足だらい、エドムにはわたしのく

つを投げる。ペリシテについては、かちどきをあ

げる」と。 9だれがわたしを堅固な町に至らせる

でしょうか。だれがわたしをエドムに導くでしょ

うか。 10神よ、あなたはわれらを捨てられたでは

ありませんか。神よ、あなたはわれらの軍勢と共

に出て行かれません。 11われらに助けを与えて、

あだにむかわせてください。人の助けはむなしい

のです。 12われらは神によって勇ましく働きます

。われらのあだを踏みにじる者は神だからです。

61聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわ
せたダビデの歌神よ、わたしの叫びを聞いて

ください。わたしの祈に耳を傾けてください。 2

わが心のくずおれるとき、わたしは地のはてから

あなたに呼ばわります。わたしを導いてわたしの

及びがたいほどの高い岩にのぼらせてください。 3

あなたはわたしの避け所、敵に対する堅固なやぐ

らです。 4わたしをとこしえにあなたの幕屋に住

まわせ、あなたの翼の陰にのがれさせてください

。 (セラ) 5神よ、あなたはわたしのもろもろの誓

いを聞き、み名を恐れる者に賜わる嗣業をわたし

に与えられました。 6どうか王のいのちを延ばし

、そのよわいをよろずよに至らせてください。 7

彼をとこしえに神の前に王たらしめ、いつくしみ

とまこととに命じて彼を守らせてください。 8そ

うすればわたしはとこしえにみ名をほめうたい、

日ごとにわたしのもろもろの誓いを果すでしょう

。

62聖歌隊の指揮者によってエドトンのしらべに
したがってうたわせたダビデの歌わが魂はも

だしてただ神をまつ。わが救は神から来る。 2神

こそわが岩、わが救、わが高きやぐらである。わ

たしはいたく動かされることはない。 3あなたが

たは、いつまで人に押し迫るのか。あなたがたは

皆、傾いた石がきのように、揺り動くまがきのよ

うに人を倒そうとするのか。 4彼らは人を尊い地

位から落そうとのみはかり、偽りを喜び、その口

では祝福し、心のうちではのろうのである。(セラ

) 5わが魂はもだしてただ神をまつ。わが望みは神

から来るからである。 6神こそわが岩、わが救、

わが高きやぐらである。わたしは動かされること

はない。 7わが救とわが誉とは神にある。神はわ

が力の岩、わが避け所である。 8民よ、いかなる

時にも神に信頼せよ。そのみ前にあなたがたの心

を注ぎ出せ。神はわれらの避け所である。(セラ)

9低い人はむなしく、高い人は偽りである。彼らを

はかりにおけば、彼らは共に息よりも軽い。 10あ

なたがたは、しえたげにたよってはならない。か

すめ奪うことに、むなしい望みをおいてはならな

い。富の増し加わるとき、これに心をかけてはな

らない。 11神はひとたび言われた、わたしはふた

たびこれを聞いた、力は神に属することを。 12主

よ、いつくしみもまたあなたに属することを。あ

なたは人おのおののわざにしたがって報いられる

からである。

63ユダの野にあったときによんだダビデの歌神
よ、あなたはわたしの神、わたしは切にあな

たをたずね求め、わが魂はあなたをかわき望む。

水なき、かわき衰えた地にあるように、わが肉体

はあなたを慕いこがれる。 2それでわたしはあな

たの力と栄えとを見ようと、聖所にあって目をあ

なたに注いだ。 3あなたのいつくしみは、いのち

にもまさるゆえ、わがくちびるはあなたをほめた

たえる。 4わたしは生きながらえる間、あなたを

ほめ、手をあげて、み名を呼びまつる。 6わたし

が床の上であなたを思いだし、夜のふけるままに

あなたを深く思うとき、わたしの魂は髄とあぶら

とをもってもてなされるように飽き足り、わたし

の口は喜びのくちびるをもってあなたをほめたた

える。 7あなたはわたしの助けとなられたゆえ、

わたしはあなたの翼の陰で喜び歌う。 8わたしの

魂はあなたにすがりつき、あなたの右の手はわた

しをささえられる。 9しかしわたしの魂を滅ぼそ

うとたずね求める者は地の深き所に行き、 10つる

ぎの力にわたされ、山犬のえじきとなる。 11しか

し王は神にあって喜び、神によって誓う者はみな

誇ることができる。偽りを言う者の口はふさがれ

るからである。

64聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌神よ、わたしが嘆き訴えるとき、わたしの

声をお聞きください。敵の恐れからわたしの命を

お守りください。 2わたしを隠して、悪を行う者

のひそかなはかりごとから免れさせ、不義を行う

者のはかりごとから免れさせてください。 3彼ら

はその舌をつるぎのようにとぎ、苦い言葉を矢の

ように放ち、 4隠れた所から罪なき者を射ようと

する。にわかに彼を射て恐れることがない。 5彼

らは悪い企てを固くたもち、共にはかり、ひそか

にわなをかけて言う、「だれがわれらを見破るこ

とができるか。 6だれがわれらの罪をたずね出す

ことができるか。われらは巧みに、はかりごとを

考えめぐらしたのだ」と。人の内なる思いと心と

は深い。 7しかし神は矢をもって彼らを射られる

。彼らはにわかに傷をうけるであろう。 8神は彼

らの舌のゆえに彼らを滅ぼされる。彼らを見る者

は皆そのこうべを振るであろう。 9その時すべて

の人は恐れ、神のみわざを宣べ伝え、そのなされ

た事を考えるであろう。 10正しい人は主にあって

喜び、かつ主に寄り頼む。すべて心の直き者は誇

ることができる。

65聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌、さんび神よ、シオンにて、あなたをほめ

たたえることはふさわしいことである。人はあな
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たに誓いを果すであろう。 3祈を聞かれる方よ、

すべての肉なる者は罪のゆえにあなたに来る。わ

れらのとががわれらに打ち勝つとき、あなたはこ

れをゆるされる。 4あなたに選ばれ、あなたに近

づけられて、あなたの大庭に住む人はさいわいで

ある。われらはあなたの家、あなたの聖なる宮の

恵みによって飽くことができる。 5われらの救の

神よ、地のもろもろのはてと、遠き海の望みであ

るあなたは恐るべきわざにより、救をもってわれ

らに答えられる。 6あなたは大能を帯び、そのみ

力によって、もろもろの山を堅く立たせられる。 7

あなたは海の響き、大波の響き、もろもろの民の

騒ぎを静められる。 8それゆえ、地のはてに住む

人々も、あなたのもろもろのしるしを見て恐れる

。あなたは朝と夕の出る所をして喜び歌わせられ

る。 9あなたは地に臨んで、これに水をそそぎ、

これを大いに豊かにされる。神の川は水で満ちて

いる。あなたはそのように備えして彼らに穀物を

与えられる。 10あなたはその田みぞを豊かにうる

おし、そのうねを整え、夕立ちをもってそれを柔

らかにし、そのもえ出るのを祝福し、 11またその

恵みをもって年の冠とされる。あなたの道にはあ

ぶらがしたたる。 12野の牧場はしたたり、小山は

喜びをまとい、 13牧場は羊の群れを着、もろもろ

の谷は穀物をもっておおわれ、彼らは喜び呼ばわ

って共に歌う。

66聖歌隊の指揮者によってうたわせた歌、さん
び全地よ、神にむかって喜び呼ばわれ。 2そ

のみ名の栄光を歌え。栄えあるさんびをささげよ

。 3神に告げよ。「あなたのもろもろのみわざは

恐るべきかな。大いなるみ力によって、あなたの

敵はみ前に屈服し、 4全地はあなたを拝み、あな

たをほめうたい、み名をほめうたうであろう」と

。 (セラ) 5来て、神のみわざを見よ。人の子らに

むかってなされることは恐るべきかな。 6神は海

を変えて、かわいた地とされた。人々は徒歩で川

を渡った。その所でわれらは神を喜んだ。 7神は

大能をもって、とこしえに統べ治め、その目はも

ろもろの国民を監視される。そむく者はみずから

を高くしてはならない。 (セラ) 8もろもろの民よ

、われらの神をほめよ。神をほめたたえる声を聞

えさせよ。 9神はわれらを生きながらえさせ、わ

れらの足のすべるのをゆるされない。 10神よ、あ

なたはわれらを試み、しろがねを練るように、わ

れらを練られた。 11あなたはわれらを網にひきい

れ、われらの腰に重き荷を置き、 12人々にわれら

の頭の上を乗り越えさせられた。われらは火の中

、水の中を通った。しかしあなたはわれらを広い

所に導き出された。 13わたしは燔祭をもってあな

たの家に行き、わたしの誓いをあなたに果します

。 14これはわたしが悩みにあったとき、わたしの

くちびるの言い出したもの、わたしの口が約束し

たものです。 15わたしは肥えたものの燔祭を雄羊

のいけにえの煙と共にあなたにささげ、雄牛と雄

やぎとをささげます。 (セラ) 16すべて神を恐れる

者よ、来て聞け。神がわたしのためになされたこ

とを告げよう。 17わたしは声をあげて神に呼ばわ

り、わが舌をもって神をあがめた。 18もしわたし

が心に不義をいだいていたならば、主はお聞きに

ならないであろう。 19しかし、まことに神はお聞

きになり、わが祈の声にみこころをとめられた。

20神はほむべきかな。神はわが祈をしりぞけず、

そのいつくしみをわたしから取り去られなかった

。

67聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわ
せた歌、さんびどうか、神がわれらをあわれ

み、われらを祝福し、そのみ顔をわれらの上に照

されるように。 (セラ) 2これはあなたの道があま

ねく地に知られ、あなたの救の力がもろもろの国

民のうちに知られるためです。 3神よ、民らにあ

なたをほめたたえさせ、もろもろの民にあなたを

ほめたたえさせてください。 4もろもろの国民を

楽しませ、また喜び歌わせてください。あなたは

公平をもってもろもろの民をさばき、地の上なる

もろもろの国民を導かれるからです。 (セラ) 5神

よ、民らにあなたをほめたたえさせ、もろもろの

民にあなたをほめたたえさせてください。 6地は

その産物を出しました。神、われらの神はわれら

を祝福されました。 7神はわれらを祝福されまし

た。地のもろもろのはてにことごとく神を恐れさ

せてください。

68聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
歌、さんび神よ、立ちあがって、その敵を散

らし、神を憎む者をみ前から逃げ去らせてくださ

い。 2煙の追いやられるように彼らを追いやり、

ろうの火の前に溶けるように悪しき者を神の前に

滅ぼしてください。 3しかし正しい者を喜ばせ、

神の前に喜び踊らせ、喜び楽しませてください。 4

神にむかって歌え、そのみ名をほめうたえ。雲に

乗られる者にむかって歌声をあげよ。その名は主

、そのみ前に喜び踊れ。 5その聖なるすまいにお

られる神はみなしごの父、やもめの保護者である

。 6神は寄るべなき者に住むべき家を与え、めし

ゅうどを解いて幸福に導かれる。しかしそむく者

はかわいた地に住む。 7神よ、あなたが民に先だ

ち出て、荒野を進み行かれたとき、 (セラ) 8シナ

イの主なる神の前に、イスラエルの神なる神の前

に、地は震い、天は雨を降らせました。 9神よ、

あなたは豊かな雨を降らせて、疲れ衰えたあなた

の嗣業の地を回復され、 10あなたの群れは、その

うちにすまいを得ました。神よ、あなたは恵みを

もって貧しい者のために備えられました。 11主は

命令を下される。おとずれを携えた女たちの大い

なる群れは言う、 12「もろもろの軍勢の王たちは

逃げ去り、逃げ去った」と。家にとどまる女たち

は獲物を分ける、 13たとい彼らは羊のおりの中に

とどまるとも。はとの翼は、しろがねをもってお

おわれ、その羽はきらめくこがねをもっておおわ

れる。 14全能者がかしこで王たちを散らされたと

き、ザルモンに雪が降った。 15神の山、バシャン

の山、峰かさなる山、バシャンの山よ。 16峰かさ
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なるもろもろの山よ、何ゆえ神がすまいにと望ま

れた山をねたみ見るのか。まことに主はとこしえ

にそこに住まわれる。 17主は神のいくさ車幾千万

をもって、シナイから聖所に来られた。 18あなた

はとりこを率い、人々のうちから、またそむく者

のうちから贈り物をうけて、高い山に登られた。

主なる神がそこに住まわれるためである。 19日々

にわれらの荷を負われる主はほむべきかな。神は

われらの救である。 (セラ) 20われらの神は救の神

である。死からのがれ得るのは主なる神による。

21神はその敵のこうべを打ち砕き、おのがとがの

中に歩む者の毛深い頭のいただきを打ち砕かれる

。 22主は言われた、「わたしはバシャンから彼ら

を携え帰り、海の深い所から彼らを携え帰る。 23

あなたはその足を彼らの血に浸し、あなたの犬の

舌はその分け前を敵から得るであろう」と。 24神

よ、人々はあなたのこうごうしい行列を見た。わ

が神、わが王の、聖所に進み行かれるのを見た。

25歌う者は前に行き、琴をひく者はあとになり、

おとめらはその間にあって手鼓を打って言う、 26

「大いなる集会で神をほめよ。イスラエルの源か

ら出た者よ、主をほめまつれ」と。 27そこに彼ら

を導く年若いベニヤミンがおり、その群れの中に

ユダの君たちがおり、ゼブルンの君たち、ナフタ

リの君たちがいる。 28神よ、あなたの大能を奮い

起してください。われらのために事をなされた神

よ、あなたの力をお示しください。 29エルサレム

にあるあなたの宮のために、王たちはあなたに贈

り物をささげるでしょう。 30葦の中に住む獣、も

ろもろの民の子牛を率いる雄牛の群れをいましめ

てください。みつぎ物をむさぼる者たちを足の下

に踏みつけ、戦いを好むもろもろの民を散らして

ください。 31青銅をエジプトから持ちきたらせ、

エチオピヤには急いでその手を神に伸べさせてく

ださい。 32地のもろもろの国よ、神にむかって歌

え、主をほめうたえ。 (セラ) 33いにしえからの天

の天に乗られる主にむかってほめうたえ。見よ、

主はみ声を出し、力あるみ声を出される。 34力を

神に帰せよ。その威光はイスラエルの上にあり、

その力は雲の中にある。 35神はその聖所で恐るべ

く、イスラエルの神はその民に力と勢いとを与え

られる。神はほむべきかな。

69聖歌隊の指揮者によってゆりの花のしらべに
あわせてうたわせたダビデの歌神よ、わたし

をお救いください。大水が流れ来て、わたしの首

にまで達しました。 2わたしは足がかりもない深

い泥の中に沈みました。わたしは深い水に陥り、

大水がわたしの上を流れ過ぎました。 3わたしは

叫びによって疲れ、わたしののどはかわき、わた

しの目は神を待ちわびて衰えました。 4ゆえなく

、わたしを憎む者はわたしの頭の毛よりも多く、

偽ってわたしの敵となり、わたしを滅ぼそうとす

る者は強いのです。わたしは盗まなかった物をも

償わなければならないのですか。 5神よ、あなた

はわたしの愚かなことを知っておられます。わた

しのもろもろのとがはあなたに隠れることはあり

ません。 6万軍の神、主よ、あなたを待ち望む者

がわたしの事によって、はずかしめられることの

ないようにしてください。イスラエルの神よ、あ

なたを求める者がわたしの事によって、恥を負わ

せられることのないようにしてください。 7わた

しはあなたのためにそしりを負い、恥がわたしの

顔をおおったのです。 8わたしはわが兄弟には、

知らぬ者となり、わが母の子らには、のけ者とな

りました。 9あなたの家を思う熱心がわたしを食

いつくし、あなたをそしる者のそしりがわたしに

及んだからです。 10わたしが断食をもってわたし

の魂を悩ませば、かえってそれによってそしりを

うけました。 11わたしが荒布を衣とすれば、かえ

って彼らのことわざとなりました。 12わたしは門

に座する者の話題となり、酔いどれの歌となりま

した。 13しかし主よ、わたしはあなたに祈ります

。神よ、恵みの時に、あなたのいつくしみの豊か

なるにより、わたしにお答えください。 14あなた

のまことの救により、わたしを泥の中に沈まぬよ

う助け出してください。わたしを憎む者から、ま

た深い水からわたしを助け出してください。 15大

水がわたしの上を流れ過ぎることなく、淵がわた

しをのむことなく、穴がその口をわたしの上に閉

じることのないようにしてください。 16主よ、あ

なたのいつくしみの深きにより、わたしにお答え

ください。あなたのあわれみの豊かなるにより、

わたしを顧みてください。 17あなたの顔をしもべ

に隠さないでください。わたしは悩んでいるので

す。すみやかにわたしにお答えください。 18わた

しに近く寄って、わたしをあがない、わが敵のゆ

えにわたしをお救いください。 19あなたはわたし

の受けるそしりと、恥と、はずかしめとを知って

おられます。わたしのあだは皆あなたの前にあり

ます。 20そしりがわたしの心を砕いたので、わた

しは望みを失いました。わたしは同情する者を求

めたけれども、ひとりもなく、慰める者を求めた

けれども、ひとりも見ませんでした。 21彼らはわ

たしの食物に毒を入れ、わたしのかわいた時に酢

を飲ませました。 22彼らの前の食卓を網とし、彼

らが犠牲をささげる祭を、わなとしてください。

23彼らの目を暗くして見えなくし、彼らの腰を常

に震わせ、 24あなたの憤りを彼らの上にそそぎ、

あなたの激しい怒りを彼らに追いつかせてくださ

い。 25彼らの宿営を荒し、ひとりもその天幕に住

まわせないでください。 26彼らはあなたが撃たれ

た者を迫害し、あなたが傷つけられた者をさらに

苦しめるからです。 27彼らに、罰に罰を加え、あ

なたの赦免にあずからせないでください。 28彼ら

をいのちの書から消し去って、義人のうちに記録

されることのないようにしてください。 29しかし

わたしは悩み苦しんでいます。神よ、あなたの救

がわたしを高い所に置かれますように。 30わたし

は歌をもって神の名をほめたたえ、感謝をもって

神をあがめます。 31これは雄牛または角とひずめ

のある雄牛にまさって主を喜ばせるでしょう。 32

へりくだる者は、これを見て喜べ。神を求める者

よ、あなたがたの心を生きかえらせよ。 33主は乏
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しい者に聞き、その捕われ人をかろしめられない

からである。 34天と地は主をほめたたえ、海とそ

の中に動くあらゆるものは主をほめたたえよ。 35

神はシオンを救い、ユダの町々を建て直されるか

らである。そのしもべらはそこに住んでこれを所

有し、 36そのしもべらの子孫はこれを継ぎ、み名

を愛する者はその中に住むであろう。

70聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデの
記念の歌神よ、みこころならばわたしをお救

いください。主よ、すみやかにわたしをお助けく

ださい。 2わたしのいのちをたずね求める者ども

を恥じあわてさせてください。わたしのそこなわ

れることを願う者どもをうしろに退かせ、恥を負

わせてください。 3「あはぁ、あはぁ」と言う者

どもを自分の恥によって恐れおののかせてくださ

い。 4すべてあなたを尋ね求める者はあなたによ

って喜び楽しむように。あなたの救を愛する者は

つねに「神は大いなるかな」ととなえるように。 5

しかし、わたしは貧しく、かつ乏しい。神よ、急

いでわたしに来てください。あなたはわが助け、

わが救主です。主よ、ためらわないでください。

71主よ、わたしはあなたに寄り頼む。とこしえ
にわたしをはずかしめないでください。 2あ

なたの義をもってわたしを助け、わたしを救い出

してください。あなたの耳を傾けて、わたしをお

救いください。 3わたしのためにのがれの岩とな

り、わたしを救う堅固な城となってください。あ

なたはわが岩、わが城だからです。 4わが神よ、

悪しき者の手からわたしを救い、不義、残忍な人

の支配から、わたしを救い出してください。 5主

なる神よ、あなたはわたしの若い時からのわたし

の望み、わたしの頼みです。 6わたしは生れると

きからあなたに寄り頼みました。あなたはわたし

を母の胎から取り出されたかたです。わたしは常

にあなたをほめたたえます。 7わたしは多くの人

に怪しまれるような者となりました。しかしあな

たはわたしの堅固な避け所です。 8わたしの口は

ひねもす、あなたをたたえるさんびと、頌栄とを

もって満たされています。 9わたしが年老いた時

、わたしを見離さないでください。わたしが力衰

えた時、わたしを見捨てないでください。 10わた

しの敵はわたしについて語り、わたしのいのちを

うかがう者は共にはかって、 11「神は彼を見捨て

た。彼を助ける者がないから彼を追って捕えよ」

と言います。 12神よ、わたしに遠ざからないでく

ださい。わが神よ、すみやかに来てわたしを助け

てください。 13わたしにあだする者を恥じさせ、

滅ぼしてください。わたしをそこなわんとする者

を、そしりと、はずかしめとをもっておおってく

ださい。 14しかしわたしは絶えず望みをいだいて

、いよいよあなたをほめたたえるでしょう。 15わ

たしの口はひねもすあなたの義と、あなたの救と

を語るでしょう。わたしはその数を知らないから

です。 16わたしは主なる神の大能のみわざを携え

ゆき、ただあなたの義のみを、ほめたたえるでし

ょう。 17神よ、あなたはわたしを若い時から教え

られました。わたしはなお、あなたのくすしきみ

わざを宣べ伝えます。 18神よ、わたしが年老いて

、しらがとなるとも、あなたの力をきたらんとす

るすべての代に宣べ伝えるまで、わたしを見捨て

ないでください。 19神よ、あなたの大能と義とは

高い天にまで及ぶ。あなたは大いなる事をなされ

ました。神よ、だれかあなたに等しい者があるで

しょうか。 20あなたはわたしを多くの重い悩みに

あわされましたが、再びわたしを生かし、地の深

い所から引きあげられるでしょう。 21あなたはわ

たしの誉を増し、再びわたしを慰められるでしょ

う。 22わが神よ、わたしはまた立琴をもってあな

たと、あなたのまこととをほめたたえます。イス

ラエルの聖者よ、わたしは琴をもってあなたをほ

め歌います。 23わたしがあなたにむかってほめ歌

うとき、わがくちびるは喜び呼ばわり、あなたが

あがなわれたわが魂もまた喜び呼ばわるでしょう

。 24わたしの舌もまたひねもすあなたの義を語る

でしょう。わたしをそこなわんとした者が恥じあ

わてたからです。

72ソロモンの歌神よ、あなたの公平を王に与え
、あなたの義を王の子に与えてください。 2

彼は義をもってあなたの民をさばき、公平をもっ

てあなたの貧しい者をさばくように。 3もろもろ

の山と丘とは義によって民に平和を与えるように

。 4彼は民の貧しい者の訴えを弁護し、乏しい者

に救を与え、しえたげる者を打ち砕くように。 5

彼は日と月とのあらんかぎり、世々生きながらえ

るように。 6彼は刈り取った牧草の上に降る雨の

ごとく、地を潤す夕立ちのごとく臨むように。 7

彼の世に義は栄え、平和は月のなくなるまで豊か

であるように。 8彼は海から海まで治め、川から

地のはてまで治めるように。 9彼のあだは彼の前

にかがみ、彼の敵はちりをなめるように。 10タル

シシおよび島々の王たちはみつぎを納め、シバと

セバの王たちは贈り物を携えて来るように。 11も

ろもろの王は彼の前にひれ伏し、もろもろの国民

は彼に仕えるように。 12彼は乏しい者をその呼ば

わる時に救い、貧しい者と、助けなき者とを救う

。 13彼は弱い者と乏しい者とをあわれみ、乏しい

者のいのちを救い、 14彼らのいのちを、しえたげ

と暴力とからあがなう。彼らの血は彼の目に尊い

。 15彼は生きながらえ、シバの黄金が彼にささげ

られ、彼のために絶えず祈がささげられ、ひねも

す彼のために祝福が求められるように。 16国のう

ちには穀物が豊かにみのり、その実はレバノンの

ように山々の頂に波打ち、人々は野の草のごとく

町々に栄えるように。 17彼の名はとこしえに続き

、その名声は日のあらん限り、絶えることのない

ように。人々は彼によって祝福を得、もろもろの

国民は彼をさいわいなる者ととなえるように。 18

イスラエルの神、主はほむべきかな。ただ主のみ

、くすしきみわざをなされる。 19その光栄ある名

はとこしえにほむべきかな。全地はその栄光をも

って満たされるように。アァメン、アァメン。 20

エッサイの子ダビデの祈は終った。
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73アサフの歌神は正しい者にむかい、心の清い
者にむかって、まことに恵みふかい。 2しか

し、わたしは、わたしの足がつまずくばかり、わ

たしの歩みがすべるばかりであった。 3これはわ

たしが、悪しき者の栄えるのを見て、その高ぶる

者をねたんだからである。 4彼らには苦しみがな

く、その身はすこやかで、つやがあり、 5ほかの

人々のように悩むことがなく、ほかの人々のよう

に打たれることはない。 6それゆえ高慢は彼らの

首飾となり、暴力は衣のように彼らをおおってい

る。 7彼らは肥え太って、その目はとびいで、そ

の心は愚かな思いに満ちあふれている。 8彼らは

あざけり、悪意をもって語り、高ぶって、しえた

げを語る。 9彼らはその口を天にさからって置き

、その舌は地をあるきまわる。 10それゆえ民は心

を変えて彼らをほめたたえ、彼らのうちにあやま

ちを認めない。 11彼らは言う、「神はどうして知

り得ようか、いと高き者に知識があろうか」と。

12見よ、これらは悪しき者であるのに、常に安ら

かで、その富が増し加わる。 13まことに、わたし

はいたずらに心をきよめ、罪を犯すことなく手を

洗った。 14わたしはひねもす打たれ、朝ごとに懲

しめをうけた。 15もしわたしが「このような事を

語ろう」と言ったなら、わたしはあなたの子らの

代を誤らせたであろう。 16しかし、わたしがこれ

を知ろうと思いめぐらしたとき、これはわたしに

めんどうな仕事のように思われた。 17わたしが神

の聖所に行って、彼らの最後を悟り得たまではそ

うであった。 18まことにあなたは彼らをなめらか

な所に置き、彼らを滅びに陥らせられる。 19なん

と彼らはまたたくまに滅ぼされ、恐れをもって全

く一掃されたことであろう。 20あなたが目をさま

して彼らの影をかろしめられるとき、彼らは夢み

た人の目をさました時のようである。 21わたしの

魂が痛み、わたしの心が刺されたとき、 22わたし

は愚かで悟りがなく、あなたに対しては獣のよう

であった。 23けれどもわたしは常にあなたと共に

あり、あなたはわたしの右の手を保たれる。 24あ

なたはさとしをもってわたしを導き、その後わた

しを受けて栄光にあずからせられる。 25わたしは

あなたのほかに、だれを天にもち得よう。地には

あなたのほかに慕うものはない。 26わが身とわが

心とは衰える。しかし神はとこしえにわが心の力

、わが嗣業である。 27見よ、あなたに遠い者は滅

びる。あなたは、あなたにそむく者を滅ぼされる

。 28しかし神に近くあることはわたしに良いこと

である。わたしは主なる神をわが避け所として、

あなたのもろもろのみわざを宣べ伝えるであろう

。

74アサフのマスキールの歌神よ、なぜ、われら
をとこしえに捨てられるのですか。なぜ、あ

なたの牧の羊に怒りを燃やされるのですか。 2昔

あなたが手に入れられたあなたの公会、すなわち

、あなたの嗣業の部族となすためにあがなわれた

ものを思い出してください。あなたが住まわれた

シオンの山を思い出してください。 3とこしえの

滅びの跡に、あなたの足を向けてください。敵は

聖所で、すべての物を破壊しました。 4あなたの

あだは聖所の中でほえさけび、彼らのしるしを立

てて、しるしとしました。 5彼らは上の入口では

、おのをもって木の格子垣を切り倒しました。 6

また彼らは手おのと鎚とをもって聖所の彫り物を

ことごとく打ち落しました。 7彼らはあなたの聖

所に火をかけ、み名のすみかをけがして、地に倒

しました。 8彼らは心のうちに言いました、「わ

れらはことごとくこれを滅ぼそう」と。彼らは国

のうちの神の会堂をことごとく焼きました。 9わ

れらは自分たちのしるしを見ません。預言者も今

はいません。そしていつまで続くのか、われらの

うちには、知る者がありません。 10神よ、あだは

いつまであざけるでしょうか。敵はとこしえにあ

なたの名をののしるでしょうか。 11なぜあなたは

手を引かれるのですか。なぜあなたは右の手をふ

ところに入れておかれるのですか。 12神はいにし

えからわたしの王であって、救を世の中に行われ

た。 13あなたはみ力をもって海をわかち、水の上

の龍の頭を砕かれた。 14あなたはレビヤタンの頭

をくだき、これを野の獣に与えてえじきとされた

。 15あなたは泉と流れとを開き、絶えず流れるも

ろもろの川をからされた。 16昼はあなたのもの、

夜もまたあなたのもの。あなたは光と太陽とを設

けられた。 17あなたは地のもろもろの境を定め、

夏と冬とを造られた。 18主よ、敵はあなたをあざ

けり、愚かな民はあなたのみ名をののしります。

この事を思い出してください。 19どうかあなたの

はとの魂を野の獣にわたさないでください。貧し

い者のいのちをとこしえに忘れないでください。

20あなたの契約をかえりみてください。地の暗い

所は暴力のすまいで満ちています。 21しえたげら

れる者を恥じさせないでください。貧しい者と乏

しい者とにみ名をほめたたえさせてください。 22

神よ、起きてあなたの訴えをあげつらい、愚かな

者のひねもすあなたをあざけるのをみこころにと

めてください。 23あなたのあだの叫びを忘れない

でください。あなたの敵の絶えずあげる騒ぎを忘

れないでください。

75聖歌隊の指揮者によって、「滅ぼすな」とい
うしらべにあわせてうたわせたアサフの歌、

さんび神よ、われらはあなたに感謝します。われ

らは感謝します。われらはあなたのみ名を呼び、

あなたのくすしきみわざを語ります。 2定まった

時が来れば、わたしは公平をもってさばく。 3地

とすべてこれに住むものがよろめくとき、わたし

はその柱を堅くする。 (セラ) 4わたしは、誇る者

には「誇るな」と言い、悪しき者には「角をあげ

るな、 5角を高くあげるな、高慢な態度をもって

語るな」と言う。 6上げることは東からでなく、

西からでなく、また荒野からでもない。 7それは

さばきを行われる神であって、神はこれを下げ、

かれを上げられる。 8主の手には杯があって、よ

く混ぜた酒があわだっている。主がこれを注ぎ出

されると、地のすべての悪しき者はこれを一滴も
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残さずに飲みつくすであろう。 9しかしわたしは

とこしえに喜び、ヤコブの神をほめうたいます。

10悪しき者の角はことごとく切り離されるが正し

い者の角はあげられるであろう。

76聖歌隊の指揮者によって琴にあわせてうたわ
せたアサフの歌、さんび神はユダに知られ、

そのみ名はイスラエルにおいて偉大である。 2そ

の幕屋はサレムにあり、そのすまいはシオンにあ

る。 3かしこで神は弓の火矢を折り、盾とつるぎ

と戦いの武器をこわされた。 (セラ) 4あなたは永

久の山々にまさって光栄あり、威厳がある。 5雄

々しい者はかすめられ、彼らは眠りに沈み、いく

さびとは皆その手を施すことができなかった。 6

ヤコブの神よ、あなたのとがめによって、乗り手

と馬とは深い眠りに陥った。 7しかし、あなたこ

そは恐るべき方である。あなたが怒りを発せられ

るとき、だれがみ前に立つことができよう。 9あ

なたは天からさばきを仰せられた。神が地のしえ

たげられた者を救うために、さばきに立たれたと

き、地は恐れて、沈黙した。 (セラ) 10まことに人

の怒りはあなたをほめたたえる。怒りの余りをあ

なたは帯とされる。 11あなたがたの神、主に誓い

を立てて、それを償え。その周囲のすべての者は

恐るべき主に贈り物をささげよ。 12主はもろもろ

の君たちのいのちを断たれる。主は地の王たちの

恐るべき者である。

77聖歌隊の指揮者によってエドトンのしらべに
したがってうたわせたアサフの歌わたしは神

にむかい声をあげて叫ぶ。わたしが神にむかって

声をあげれば、神はわたしに聞かれる。 2わたし

は悩みの日に主をたずね求め、夜はわが手を伸べ

てたゆむことなく、わが魂は慰められるのを拒む

。 3わたしは神を思うとき、嘆き悲しみ、深く思

うとき、わが魂は衰える。 (セラ) 4あなたはわた

しのまぶたをささえて閉じさせず、わたしは物言

うこともできないほどに悩む。 5わたしは昔の日

を思い、いにしえの年を思う。 6わたしは夜、わ

が心と親しく語り、深く思うてわが魂を探り、言

う、 7「主はとこしえにわれらを捨てられるであ

ろうか。ふたたび、めぐみを施されないであろう

か。 8そのいつくしみはとこしえに絶え、その約

束は世々ながくすたれるであろうか。 9神は恵み

を施すことを忘れ、怒りをもってそのあわれみを

閉じられたであろうか」と。 (セラ) 10その時わた

しは言う、「わたしの悲しみはいと高き者の右の

手が変ったことである」と。 11わたしは主のみわ

ざを思い起す。わたしは、いにしえからのあなた

のくすしきみわざを思いいだす。 12わたしは、あ

なたのすべてのみわざを思い、あなたの力あるみ

わざを深く思う。 13神よ、あなたの道は聖である

。われらの神のように大いなる神はだれか。 14あ

なたは、くすしきみわざを行われる神である。あ

なたは、もろもろの民の間に、その大能をあらわ

し、 15その腕をもっておのれの民をあがない、ヤ

コブとヨセフの子らをあがなわれた。 (セラ) 16神

よ、大水はあなたを見た。大水はあなたを見てお

ののき、淵もまた震えた。 17雲は水を注ぎいだし

、空は雷をとどろかし、あなたの矢は四方にきら

めいた。 18あなたの雷のとどろきは、つむじ風の

中にあり、あなたのいなずまは世を照し、地は震

い動いた。 19あなたの大路は海の中にあり、あな

たの道は大水の中にあり、あなたの足跡はたずね

えなかった。 20あなたは、その民をモーセとアロ

ンの手によって羊の群れのように導かれた。

78アサフのマスキールの歌わが民よ、わが教を
聞き、わが口の言葉に耳を傾けよ。 2わたし

は口を開いて、たとえを語り、いにしえからの、

なぞを語ろう。 3これはわれらがさきに聞いて知

ったこと、またわれらの先祖たちがわれらに語り

伝えたことである。 4われらはこれを子孫に隠さ

ず、主の光栄あるみわざと、その力と、主のなさ

れたくすしきみわざとをきたるべき代に告げるで

あろう。 5主はあかしをヤコブのうちにたて、お

きてをイスラエルのうちに定めて、その子孫に教

うべきことをわれらの先祖たちに命じられた。 6

これは次の代に生れる子孫がこれを知り、みずか

ら起って、そのまた子孫にこれを伝え、 7彼らを

して神に望みをおき、神のみわざを忘れず、その

戒めを守らせるためである。 8またその先祖たち

のようにかたくなで、そむく者のやからとなり、

その心が定まりなく、その魂が神に忠実でないや

からとならないためである。 9エフライムの人々

は武装し、弓を携えたが、戦いの日に引き返した

。 10彼らは神の契約を守らず、そのおきてにした

がって歩むことを拒み、 11神がなされた事と、彼

らに示されたくすしきみわざとを忘れた。 12神は

エジプトの地と、ゾアンの野でくすしきみわざを

彼らの先祖たちの前に行われた。 13神は海を分け

て彼らを通らせ、水を立たせて山のようにされた

。 14昼は雲をもって彼らを導き、夜は、よもすが

ら火の光をもって彼らを導かれた。 15神は荒野で

岩を裂き、淵から飲むように豊かに彼らに飲ませ

、 16また岩から流れを引いて、川のように水を流

れさせられた。 17ところが彼らはなお神にむかっ

て罪をかさね、荒野でいと高き者にそむき、 18お

のが欲のために食物を求めて、その心のうちに神

を試みた。 19また彼らは神に逆らって言った、「

神は荒野に宴を設けることができるだろうか。 20

見よ、神が岩を打たれると、水はほとばしりいで

、流れがあふれた。神はまたパンを与えることが

できるだろうか。民のために肉を備えることがで

きるだろうか」と。 21それゆえ、主は聞いて憤ら

れた。火はヤコブにむかって燃えあがり、怒りは

イスラエルにむかって立ちのぼった。 22これは彼

らが神を信ぜず、その救の力を信用しなかったか

らである。 23しかし神は上なる大空に命じて天の

戸を開き、 24彼らの上にマナを降らせて食べさせ

、天の穀物を彼らに与えられた。 25人は天使のパ

ンを食べた。神は彼らに食物をおくって飽き足ら

せられた。 26神は天に東風を吹かせ、み力をもっ

て南風を導かれた。 27神は彼らの上に肉をちりの

ように降らせ、翼ある鳥を海の砂のように降らせ
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て、 28その宿営のなか、そのすまいのまわりに落

された。 29こうして彼らは食べて、飽き足ること

ができた。神が彼らにその望んだものを与えられ

たからである。 30ところが彼らがまだその欲を離

れず、食物がなお口の中にあるうちに、 31神の怒

りが彼らにむかって立ちのぼり、彼らのうちの最

も強い者を殺し、イスラエルのうちのえり抜きの

者を打ち倒された。 32すべてこれらの事があった

にもかかわらず、彼らはなお罪を犯し、そのくす

しきみわざを信じなかった。 33それゆえ神は彼ら

の日を息のように消えさせ、彼らの年を恐れをも

って過ごさせられた。 34神が彼らを殺されたとき

、彼らは神をたずね、悔いて神を熱心に求めた。

35こうして彼らは、神は彼らの岩、いと高き神は

彼らのあがないぬしであることを思い出した。 36

しかし彼らはその口をもって神にへつらい、その

舌をもって神に偽りを言った。 37彼らの心は神に

むかって堅実でなく、神の契約に真実でなかった

。 38しかし神はあわれみに富まれるので、彼らの

不義をゆるして滅ぼさず、しばしばその怒りをお

さえて、その憤りをことごとくふり起されなかっ

た。 39また神は、彼らがただ肉であって、過ぎ去

れば再び帰りこぬ風であることを思い出された。

40幾たび彼らは野で神にそむき、荒野で神を悲し

ませたことであろうか。 41彼らはかさねがさね神

を試み、イスラエルの聖者を怒らせた。 42彼らは

神の力をも、神が彼らをあだからあがなわれた日

をも思い出さなかった。 43神はエジプトでもろも

ろのしるしをおこない、ゾアンの野でもろもろの

奇跡をおこない、 44彼らの川を血に変らせて、そ

の流れを飲むことができないようにされた。 45神

ははえの群れを彼らのうちに送って彼らを食わせ

、かえるを送って彼らを滅ぼされた。 46また神は

彼らの作物を青虫にわたし、彼らの勤労の実をい

なごにわたされた。 47神はひょうをもって彼らの

ぶどうの木を枯らし、霜をもって彼らのいちじく

桑の木を枯らされた。 48神は彼らの家畜をひょう

にわたし、彼らの群れを燃えるいなずまにわたさ

れた。 49神は彼らの上に激しい怒りと、憤りと、

恨みと、悩みと、滅ぼす天使の群れとを放たれた

。 50神はその怒りのために道を設け、彼らの魂を

死から免れさせず、そのいのちを疫病にわたされ

た。 51神はエジプトですべてのういごを撃ち、ハ

ムの天幕で彼らの力の初めの子を撃たれた。 52こ

うして神はおのれの民を羊のように引き出し、彼

らを荒野で羊の群れのように導き、 53彼らを安ら

かに導かれたので彼らは恐れることがなかった。

しかし海は彼らの敵をのみつくした。 54神は彼ら

をその聖地に伴い、その右の手をもって獲たこの

山に伴いこられた。 55神は彼らの前からもろもろ

の国民を追い出し、その地を分けて嗣業とし、イ

スラエルの諸族を彼らの天幕に住まわせられた。

56しかし彼らはいと高き神を試み、これにそむい

て、そのもろもろのあかしを守らず、 57そむき去

って、先祖たちのように真実を失い、狂った弓の

ようにねじれた。 58彼らは高き所を設けて神を怒

らせ、刻んだ像をもって神のねたみを起した。 59

神は聞いて大いに怒り、イスラエルを全くしりぞ

けられた。 60神は人々のなかに設けた幕屋なるシ

ロのすまいを捨て、 61その力をとりことならせ、

その栄光をあだの手にわたされた。 62神はその民

をつるぎにわたし、その嗣業にむかって大いなる

怒りをもらされた。 63火は彼らの若者たちを焼き

つくし、彼らのおとめたちは婚姻の歌を失い、 64

彼らの祭司たちはつるぎによって倒れ、彼らのや

もめたちは嘆き悲しむことさえしなかった。 65そ

のとき主は眠った者のさめたように、勇士が酒に

よって叫ぶように目をさまして、 66そのあだを撃

ち退け、とこしえの恥を彼らに負わせられた。 67

神はヨセフの天幕をしりぞけ、エフライムの部族

を選ばず、 68ユダの部族を選び、神の愛するシオ

ンの山を選ばれた。 69神はその聖所を高い天のよ

うに建て、とこしえに基を定められた地のように

建てられた。 70神はそのしもべダビデを選んで、

羊のおりから取り、 71乳を与える雌羊の番をする

ところからつれて来て、その民ヤコブ、その嗣業

イスラエルの牧者とされた。 72こうして彼は直き

心をもって彼らを牧し、巧みな手をもって彼らを

導いた。

79アサフの歌神よ、もろもろの異邦人はあなた
の嗣業の地を侵し、あなたの聖なる宮をけが

し、エルサレムを荒塚としました。 2彼らはあな

たのしもべのしかばねを空の鳥に与えてえさとし

、あなたの聖徒の肉を地の獣に与え、 3その血を

エルサレムのまわりに水のように流し、これを葬

る人がありませんでした。 4われらは隣り人にそ

しられ、まわりの人々に侮られ、あざけられる者

となりました。 5主よ、いつまでなのですか。と

こしえにお怒りになられるのですか。あなたのね

たみは火のように燃えるのですか。 6どうか、あ

なたを知らない異邦人と、あなたの名を呼ばない

国々の上にあなたの怒りを注いでください。 7彼

らはヤコブを滅ぼし、そのすみかを荒したからで

す。 8われらの先祖たちの不義をみこころにとめ

られず、あわれみをもって、すみやかにわれらを

迎えてください。われらは、はなはだしく低くさ

れたからです。 9われらの救の神よ、み名の栄光

のためにわれらを助け、み名のためにわれらを救

い、われらの罪をおゆるしください。 10どうして

異邦人は言うのでしょう、「彼らの神はどこにい

るのか」と。あなたのしもべらの流された血の報

いをわれらのまのあたりになして、異邦人に知ら

せてください。 11捕われ人の嘆きをあなたのみ前

にいたらせ、あなたの大いなる力により、死に定

められた者を守りながらえさせてください。 12主

よ、われらの隣り人があなたをそしったそしりを

七倍にして彼らのふところに報い返してください

。 13そうすれば、あなたの民、あなたの牧の羊は

、とこしえにあなたに感謝し、世々あなたをほめ

たたえるでしょう。

80聖歌隊の指揮者によってゆりの花のしらべに
あわせてうたわせたアサフのあかしの歌イス

ラエルの牧者よ、羊の群れのようにヨセフを導か
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れる者よ、耳を傾けてください。ケルビムの上に

座せられる者よ、光を放ってください。 2エフラ

イム、ベニヤミン、マナセの前にあなたの力を振

り起し、来て、われらをお救いください。 3神よ

、われらをもとに返し、み顔の光を照してくださ

い。そうすればわれらは救をえるでしょう。 4万

軍の神、主よ、いつまで、その民の祈にむかって

お怒りになるのですか。 5あなたは涙のパンを彼

らに食わせ、多くの涙を彼らに飲ませられました

。 6あなたはわれらを隣り人のあざけりとし、わ

れらの敵はたがいにあざわらいました。 7万軍の

神よ、われらをもとに返し、われらの救われるた

め、み顔の光を照してください。 8あなたは、ぶ

どうの木をエジプトから携え出し、もろもろの国

民を追い出して、これを植えられました。 9あな

たはこれがために地を開かれたので、深く根ざし

て、国にはびこりました。 10山々はその影でおお

われ、神の香柏はその枝でおおわれました。 11こ

れはその枝を海にまでのべ、その若枝を大川にま

でのべました。 12あなたは何ゆえ、そのかきをく

ずして道ゆくすべての人にその実を摘み取らせら

れるのですか。 13林のいのししはこれを荒し、野

のすべての獣はこれを食べます。 14万軍の神よ、

再び天から見おろして、このぶどうの木をかえり

みてください。 15あなたの右の手の植えられた幹

と、みずからのために強くされた枝とをかえりみ

てください。 16彼らは火をもってこれを焼き、こ

れを切り倒しました。彼らをみ顔のとがめによっ

て滅ぼしてください。 17しかしあなたの手をその

右の手の人の上におき、みずからのために強くさ

れた人の子の上においてください。 18そうすれば

、われらはあなたを離れ退くことはありません。

われらを生かしてください。われらはあなたのみ

名を呼びます。 19万軍の神、主よ、われらをもと

に返し、み顔の光を照してください。そうすれば

われらは救をえるでしょう。

81聖歌隊の指揮者によってギテトのしらべにあ
わせてうたわせたアサフの歌われらの力なる

神にむかって高らかに歌え。ヤコブの神にむかっ

て喜びの声をあげよ。 2歌をうたい、鼓を打て。

良い音の琴と立琴とをかきならせ。 3新月と満月

とわれらの祭の日とにラッパを吹きならせ。 4こ

れはイスラエルの定め、ヤコブの神のおきてであ

る。 5神が出てエジプトの国を攻められたとき、

ヨセフのなかにこれを立てて、あかしとされた。

わたしはかしこでまだ知らなかった言葉を聞いた

、 6「わたしはあなたの肩から重荷をのぞき、あ

なたの手をかごから免れさせた。 7あなたが悩ん

だとき、呼ばわったのでわたしはあなたを救った

。わたしは雷の隠れた所で、あなたに答え、メリ

バの水のほとりで、あなたを試みた。 (セラ) 8わ

が民よ、聞け、わたしはあなたに勧告する。イス

ラエルよ、あなたがわたしに聞き従うことを望む

。 9あなたのうちに他の神があってはならない。

あなたは外国の神を拝んではならない。 10わたし

はエジプトの国から、あなたをつれ出したあなた

の神、主である。あなたの口を広くあけよ、わた

しはそれを満たそう。 11しかしわが民はわたしの

声に聞き従わず、イスラエルはわたしを好まなか

った。 12それゆえ、わたしは彼らをそのかたくな

な心にまかせ、その思いのままに行くにまかせた

。 13わたしはわが民のわたしに聞き従い、イスラ

エルのわが道に歩むことを欲する。 14わたしはす

みやかに彼らの敵を従え、わが手を彼らのあだに

向けよう。 15主を憎む者も彼らに恐れ従い、彼ら

の時はとこしえに続くであろう。 16わたしは麦の

最も良いものをもってあなたを養い、岩から出た

蜜をもってあなたを飽かせるであろう」。

82アサフの歌神は神の会議のなかに立たれる。
神は神々のなかで、さばきを行われる。 2「

あなたがたはいつまで不正なさばきをなし、悪し

き者に好意を示すのか。 (セラ) 3弱い者と、みな

しごとを公平に扱い、苦しむ者と乏しい者の権利

を擁護せよ。 4弱い者と貧しい者を救い、彼らを

悪しき者の手から助け出せ」。 5彼らは知ること

なく、悟ることもなくて、暗き中をさまよう。地

のもろもろの基はゆり動いた。 6わたしは言う、

「あなたがたは神だ、あなたがたは皆いと高き者

の子だ。 7しかし、あなたがたは人のように死に

、もろもろの君のひとりのように倒れるであろう

」。 8神よ、起きて、地をさばいてください。す

べての国民はあなたのものだからです。

83アサフの歌、さんび神よ、沈黙を守らないで
ください。神よ、何も言わずに、黙っていな

いでください。 2見よ、あなたの敵は騒ぎたち、

あなたを憎む者は頭をあげました。 3彼らはあな

たの民にむかって巧みなはかりごとをめぐらし、

あなたの保護される者にむかって相ともに計りま

す。 4彼らは言います、「さあ、彼らを断ち滅ぼ

して国を立てさせず、イスラエルの名をふたたび

思い出させないようにしよう」。 5彼らは心をひ

とつにして共にはかり、あなたに逆らって契約を

結びます。 6すなわちエドムの天幕に住む者とイ

シマエルびと、モアブとハガルびと、 7ゲバルと

アンモンとアマレク、ペリシテとツロの住民など

です。 8アッスリヤもまた彼らにくみしました。

彼らはロトの子孫を助けました。 (セラ) 9あなた

がミデアンにされたように、キション川でシセラ

とヤビンにされたように、彼らにしてください。

10彼らはエンドルで滅ぼされ、地のために肥料と

なりました。 11彼らの貴人をオレブとゼエブのよ

うに、そのすべての君たちをゼバとザルムンナの

ようにしてください。 12彼らは言いました、「わ

れらは神の牧場を獲て、われらの所有にしよう」

と。 13わが神よ、彼らを巻きあげられるちりのよ

うに、風の前のもみがらのようにしてください。

14林を焼く火のように、山を燃やす炎のように、

15あなたのはやてをもって彼らを追い、つむじか

ぜをもって彼らを恐れさせてください。 16彼らの

顔に恥を満たしてください。主よ、そうすれば彼

らはあなたの名を求めるでしょう。 17彼らをとこ
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しえに恥じ恐れさせ、あわて惑って滅びうせさせ

てください。 18主という名をおもちになるあなた

のみ、全地をしろしめすいと高き者であることを

彼らに知らせてください。

84聖歌隊の指揮者によってギテトのしらべにあ
わせてうたわせたコラの子の歌万軍の主よ、

あなたのすまいはいかに麗しいことでしょう。 2

わが魂は絶えいるばかりに主の大庭を慕い、わが

心とわが身は生ける神にむかって喜び歌います。 3

すずめがすみかを得、つばめがそのひなをいれる

巣を得るように、万軍の主、わが王、わが神よ、

あなたの祭壇のかたわらにわがすまいを得させて

ください。 4あなたの家に住み、常にあなたをほ

めたたえる人はさいわいです。 (セラ) 5その力が

あなたにあり、その心がシオンの大路にある人は

さいわいです。 6彼らはバカの谷を通っても、そ

こを泉のある所とします。また前の雨は池をもっ

てそこをおおいます。 7彼らは力から力に進み、

シオンにおいて神々の神にまみえるでしょう。 8

万軍の神、主よ、わが祈をおききください。ヤコ

ブの神よ、耳を傾けてください。 (セラ) 9神よ、

われらの盾をみそなわし、あなたの油そそがれた

者の顔をかえりみてください。 10あなたの大庭に

いる一日は、よそにいる千日にもまさるのです。

わたしは悪の天幕にいるよりは、むしろ、わが神

の家の門守となることを願います。 11主なる神は

日です、盾です。主は恵みと誉とを与え、直く歩

む者に良い物を拒まれることはありません。 12万

軍の主よ、あなたに信頼する人はさいわいです。

85聖歌隊の指揮者によってうたわせたコラの子
の歌主よ、あなたはみ国にめぐみを示し、ヤ

コブの繁栄を回復されました。 2あなたはその民

の不義をゆるし、彼らの罪をことごとくおおわれ

ました。 (セラ) 3あなたはすべての怒りを捨て、

激しい憤りを遠ざけられました。 4われらの救の

神よ、われらを回復し、われらに対するあなたの

憤りをおやめください。 5あなたはとこしえにわ

れらを怒り、よろずよまで、あなたの怒りを延ば

されるのですか。 6あなたの民が、あなたによっ

て喜びを得るため、われらを再び生かされないの

ですか。 7主よ、あなたのいつくしみをわれらに

示し、あなたの救をわれらに与えてください。 8

わたしは主なる神の語られることを聞きましょう

。主はその民、その聖徒、ならびにその心を主に

向ける者に、平和を語られるからです。 9まこと

に、その救は神を恐れる者に近く、その栄光はわ

れらの国にとどまるでしょう。 10いつくしみと、

まこととは共に会い、義と平和とは互に口づけし

、 11まことは地からはえ、義は天から見おろすで

しょう。 12主が良い物を与えられるので、われら

の国はその産物を出し、 13義は主のみ前に行き、

その足跡を道とするでしょう。

86ダビデの祈主よ、あなたの耳を傾けて、わた
しにお答えください。わたしは苦しみかつ乏

しいからです。 2わたしのいのちをお守りくださ

い。わたしは神を敬う者だからです。あなたに信

頼するあなたのしもべをお救いください。あなた

はわたしの神です。 3主よ、わたしをあわれんで

ください。わたしはひねもすあなたに呼ばわりま

す。 4あなたのしもべの魂を喜ばせてください。

主よ、わが魂はあなたを仰ぎ望みます。 5主よ、

あなたは恵みふかく、寛容であって、あなたに呼

ばわるすべての者にいつくしみを豊かに施されま

す。 6主よ、わたしの祈に耳を傾け、わたしの願

いの声をお聞きください。 7わたしの悩みの日に

わたしはあなたに呼ばわります。あなたはわたし

に答えられるからです。 8主よ、もろもろの神の

うちにあなたに等しい者はなく、また、あなたの

みわざに等しいものはありません。 9主よ、あな

たが造られたすべての国民はあなたの前に来て、

伏し拝み、み名をあがめるでしょう。 10あなたは

大いなる神で、くすしきみわざをなされます。た

だあなたのみ、神でいらせられます。 11主よ、あ

なたの道をわたしに教えてください。わたしはあ

なたの真理に歩みます。心をひとつにしてみ名を

恐れさせてください。 12わが神、主よ、わたしは

心をつくしてあなたに感謝し、とこしえに、み名

をあがめるでしょう。 13わたしに示されたあなた

のいつくしみは大きく、わが魂を陰府の深い所か

ら助け出されたからです。 (Sheol h7585) 14神よ、高

ぶる者はわたしに逆らって起り、荒ぶる者の群れ

はわたしのいのちを求め、彼らは自分の前にあな

たを置くことをしません。 15しかし主よ、あなた

はあわれみと恵みに富み、怒りをおそくし、いつ

くしみと、まこととに豊かな神でいらせられます

。 16わたしをかえりみ、わたしをあわれみ、あな

たのしもべにみ力を与え、あなたのはしための子

をお救いください。 17わたしに、あなたの恵みの

しるしをあらわしてください。そうすれば、わた

しを憎む者どもはわたしを見て恥じるでしょう。

主よ、あなたはわたしを助け、わたしを慰められ

たからです。

87コラの子の歌、さんび主が基をすえられた都
は聖なる山の上に立つ。 2主はヤコブのすべ

てのすまいにまさって、シオンのもろもろの門を

愛される。 3神の都よ、あなたについて、もろも

ろの栄光ある事が語られる。 (セラ) 4わたしはラ

ハブとバビロンをわたしを知る者のうちに挙げる

。ペリシテ、ツロ、またエチオピヤを見よ。「こ

の者はかしこに生れた」と言われる。 5しかしシ

オンについては「この者も、かの者もその中に生

れた」と言われる。いと高き者みずからシオンを

堅く立てられるからである。 6主がもろもろの民

を登録されるとき、「この者はかしこに生れた」

としるされる。 (セラ) 7歌う者と踊る者はみな言

う、「わがもろもろの泉はあなたのうちにある」

と。

88聖歌隊の指揮者によってマハラテ・レアノテ
のしらべにあわせてうたわせたコラの子の歌

、さんび。エズラびとヘマンのマスキールの歌わ

が神、主よ、わたしは昼、助けを呼び求め、夜、
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み前に叫び求めます。 2わたしの祈をみ前にいた

らせ、わたしの叫びに耳を傾けてください。 3わ

たしの魂は悩みに満ち、わたしのいのちは陰府に

近づきます。 (Sheol h7585) 4わたしは穴に下る者の

うちに数えられ、力のない人のようになりました

。 5すなわち死人のうちに捨てられた者のように

、墓に横たわる殺された者のように、あなたが再

び心にとめられない者のようになりました。彼ら

はあなたのみ手から断ち滅ぼされた者です。 6あ

なたはわたしを深い穴、暗い所、深い淵に置かれ

ました。 7あなたの怒りはわたしの上に重く、あ

なたはもろもろの波をもってわたしを苦しめられ

ました。 (セラ) 8あなたはわが知り人をわたしか

ら遠ざけ、わたしを彼らの忌みきらう者とされま

した。わたしは閉じこめられて、のがれることは

できません。 9わたしの目は悲しみによって衰え

ました。主よ、わたしは日ごとにあなたを呼び、

あなたにむかってわが両手を伸べました。 10あな

たは死んだ者のために奇跡を行われるでしょうか

。なき人のたましいは起きあがってあなたをほめ

たたえるでしょうか。 (セラ) 11あなたのいつくし

みは墓のなかに、あなたのまことは滅びのなかに

、宣べ伝えられるでしょうか。 12あなたの奇跡は

暗やみに、あなたの義は忘れの国に知られるでし

ょうか。 13しかし主よ、わたしはあなたに呼ばわ

ります。あしたに、わが祈をあなたのみ前にささ

げます。 14主よ、なぜ、あなたはわたしを捨てら

れるのですか。なぜ、わたしにみ顔を隠されるの

ですか。 15わたしは若い時から苦しんで死ぬばか

りです。あなたの脅しにあって衰えはてました。

16あなたの激しい怒りがわたしを襲い、あなたの

恐ろしい脅しがわたしを滅ぼしました。 17これら

の事がひねもす大水のようにわたしをめぐり、わ

たしを全く取り巻きました。 18あなたは愛する者

と友とをわたしから遠ざけ、わたしの知り人を暗

やみにおかれました。

89エズラびとエタンのマスキールの歌主よ、わ
たしはとこしえにあなたのいつくしみを歌い

、わたしの口をもってあなたのまことをよろずよ

に告げ知らせます。 2あなたのいつくしみはとこ

しえに堅く立ち、あなたのまことは天のようにゆ

るぐことはありません。 3あなたは言われました

、「わたしはわたしの選んだ者と契約を結び、わ

たしのしもべダビデに誓った、 4『わたしはあな

たの子孫をとこしえに堅くし、あなたの王座を建

てて、よろずよに至らせる』」。 (セラ) 5主よ、

もろもろの天にあなたのくすしきみわざをほめた

たえさせ、聖なる者のつどいで、あなたのまこと

をほめたたえさせてください。 6大空のうちに、

だれか主と並ぶものがあるでしょうか。神の子ら

のうちに、だれか主のような者があるでしょうか

。 7主は聖なる者の会議において恐るべき神、そ

のまわりにあるすべての者にまさって大いなる恐

るべき者です。 8万軍の神、主よ、主よ、だれか

あなたのように大能のある者があるでしょうか。

あなたのまことは、あなたをめぐっています。 9

あなたは海の荒れるのを治め、その波の起るとき

、これを静められます。 10あなたはラハブを、殺

された者のように打ち砕き、あなたの敵を力ある

腕をもって散らされました。 11もろもろの天はあ

なたのもの、地もまたあなたのもの、世界とその

中にあるものとはあなたがその基をおかれたもの

です。 12北と南はあなたがこれを造られました。

タボルとヘルモンは、み名を喜び歌います。 13あ

なたは大能の腕をもたれます。あなたの手は強く

、あなたの右の手は高く、 14義と公平はあなたの

みくらの基、いつくしみと、まことはあなたの前

に行きます。 15祭の日の喜びの声を知る民はさい

わいです。主よ、彼らはみ顔の光のなかを歩み、

16ひねもす、み名によって喜び、あなたの義をほ

めたたえます。 17あなたは彼らの力の栄光だから

です。われらの角はあなたの恵みによって高くあ

げられるでしょう。 18われらの盾は主に属し、わ

れらの王はイスラエルの聖者に属します。 19昔あ

なたは幻をもってあなたの聖徒に告げて言われま

した、「わたしは勇士に栄冠を授け、民の中から

選ばれた者を高くあげた。 20わたしはわがしもべ

ダビデを得て、これにわが聖なる油をそそいだ。

21わが手は常に彼と共にあり、わが腕はまた彼を

強くする。 22敵は彼をだますことなく、悪しき者

は彼を卑しめることはない。 23わたしは彼の前に

もろもろのあだを打ち滅ぼし、彼を憎む者どもを

打ち倒す。 24わがまことと、わがいつくしみは彼

と共にあり、わが名によって彼の角は高くあげら

れる。 25わたしは彼の手を海の上におき、彼の右

の手を川の上におく。 26彼はわたしにむかい『あ

なたはわが父、わが神、わが救の岩』と呼ぶであ

ろう。 27わたしはまた彼をわがういごとし、地の

王たちのうちの最も高い者とする。 28わたしはと

こしえに、わがいつくしみを彼のために保ち、わ

が契約は彼のために堅く立つ。 29わたしは彼の家

系をとこしえに堅く定め、その位を天の日数のよ

うにながらえさせる。 30もしその子孫がわがおき

てを捨て、わがさばきに従って歩まないならば、

31もし彼らがわが定めを犯し、わが戒めを守らな

いならば、 32わたしはつえをもって彼らのとがを

罰し、むちをもって彼らの不義を罰する。 33しか

し、わたしはわがいつくしみを彼から取り去るこ

となく、わがまことにそむくことはない。 34わた

しはわが契約を破ることなく、わがくちびるから

出た言葉を変えることはない。 35わたしはひとた

びわが聖によって誓った。わたしはダビデに偽り

を言わない。 36彼の家系はとこしえに続き、彼の

位は太陽のように常にわたしの前にある。 37また

月のようにとこしえに堅く定められ、大空の続く

かぎり堅く立つ」。 (セラ) 38しかしあなたは、あ

なたの油そそがれた者を捨ててしりぞけ、彼に対

して激しく怒られました。 39あなたはそのしもべ

との契約を廃棄し、彼の冠を地になげうって、け

がされました。 40あなたはその城壁をことごとく

こわし、そのとりでを荒れすたれさせられました

。 41そこを通り過ぎる者は皆彼をかすめ、彼はそ

の隣り人のあざけりとなりました。 42あなたは彼
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のあだの右の手を高くあげ、そのもろもろの敵を

喜ばせられました。 43まことに、あなたは彼のつ

るぎの刃をかえして、彼を戦いに立たせられなか

ったのです。 44あなたは彼の手から王のつえを取

り去り、その王座を地に投げすてられました。 45

あなたは彼の若き日をちぢめ、恥をもって彼をお

おわれました。 (セラ) 46主よ、いつまでなのです

か。とこしえにお隠れになるのですか。あなたの

怒りはいつまで火のように燃えるのですか。 47主

よ、人のいのちの、いかに短く、すべての人の子

を、いかにはかなく造られたかを、みこころにと

めてください。 48だれか生きて死を見ず、その魂

を陰府の力から救いうるものがあるでしょうか。

(セラ) (Sheol h7585) 49主よ、あなたがまことをもっ

てダビデに誓われた昔のいつくしみはどこにあり

ますか。 51主よ、あなたのしもべがうけるはずか

しめをみこころにとめてください。主よ、あなた

のもろもろの敵はわたしをそしり、あなたの油そ

そがれた者の足跡をそしります。わたしはもろも

ろの民のそしりをわたしのふところにいだいてい

るのです。 52主はとこしえにほむべきかな。アァ

メン、アァメン。

90神の人モーセの祈主よ、あなたは世々われら
のすみかでいらせられる。 2山がまだ生れず

、あなたがまだ地と世界とを造られなかったとき

、とこしえからとこしえまで、あなたは神でいら

せられる。 3あなたは人をちりに帰らせて言われ

ます、「人の子よ、帰れ」と。 4あなたの目の前

には千年も過ぎ去ればきのうのごとく、夜の間の

ひと時のようです。 5あなたは人を大水のように

流れ去らせられます。彼らはひと夜の夢のごとく

、あしたにもえでる青草のようです。 6あしたに

もえでて、栄えるが、夕べには、しおれて枯れる

のです。 7われらはあなたの怒りによって消えう

せ、あなたの憤りによって滅び去るのです。 8あ

なたはわれらの不義をみ前におき、われらの隠れ

た罪をみ顔の光のなかにおかれました。 9われら

のすべての日は、あなたの怒りによって過ぎ去り

、われらの年の尽きるのは、ひと息のようです。

10われらのよわいは七十年にすぎません。あるい

は健やかであっても八十年でしょう。しかしその

一生はただ、ほねおりと悩みであって、その過ぎ

ゆくことは速く、われらは飛び去るのです。 11だ

れがあなたの怒りの力を知るでしょうか。だれが

あなたをおそれる恐れにしたがってあなたの憤り

を知るでしょうか。 12われらにおのが日を数える

ことを教えて、知恵の心を得させてください。 13

主よ、み心を変えてください。いつまでお怒りに

なるのですか。あなたのしもべをあわれんでくだ

さい。 14あしたに、あなたのいつくしみをもって

われらを飽き足らせ、世を終るまで喜び楽しませ

てください。 15あなたがわれらを苦しめられた多

くの日と、われらが災にあった多くの年とに比べ

て、われらを楽しませてください。 16あなたのみ

わざを、あなたのしもべらに、あなたの栄光を、

その子らにあらわしてください。 17われらの神、

主の恵みを、われらの上にくだし、われらの手の

わざを、われらの上に栄えさせてください。われ

らの手のわざを栄えさせてください。

91いと高き者のもとにある隠れ場に住む人、全
能者の陰にやどる人は 2主に言うであろう、

「わが避け所、わが城、わが信頼しまつるわが神

」と。 3主はあなたをかりゅうどのわなと、恐ろ

しい疫病から助け出されるからである。 4主はそ

の羽をもって、あなたをおおわれる。あなたはそ

の翼の下に避け所を得るであろう。そのまことは

大盾、また小盾である。 5あなたは夜の恐ろしい

物をも、昼に飛んでくる矢をも恐れることはない

。 6また暗やみに歩きまわる疫病をも、真昼に荒

す滅びをも恐れることはない。 7たとい千人はあ

なたのかたわらに倒れ、万人はあなたの右に倒れ

ても、その災はあなたに近づくことはない。 8あ

なたはただ、その目をもって見、悪しき者の報い

を見るだけである。 9あなたは主を避け所とし、

いと高き者をすまいとしたので、 10災はあなたに

臨まず、悩みはあなたの天幕に近づくことはない

。 11これは主があなたのために天使たちに命じて

、あなたの歩むすべての道であなたを守らせられ

るからである。 12彼らはその手で、あなたをささ

え、石に足を打ちつけることのないようにする。

13あなたはししと、まむしとを踏み、若いししと

、へびとを足の下に踏みにじるであろう。 14彼は

わたしを愛して離れないゆえに、わたしは彼を助

けよう。彼はわが名を知るゆえに、わたしは彼を

守る。 15彼がわたしを呼ぶとき、わたしは彼に答

える。わたしは彼の悩みのときに、共にいて、彼

を救い、彼に光栄を与えよう。 16わたしは長寿を

もって彼を満ち足らせ、わが救を彼に示すであろ

う。

92安息日の歌、さんびいと高き者よ、主に感謝
し、み名をほめたたえるのは、よいことです

。 2あしたに、あなたのいつくしみをあらわし、

夜な夜な、あなたのまことをあらわすために、 3

十弦の楽器と立琴を用い、琴のたえなる調べを用

いるのは、よいことです。 4主よ、あなたはみわ

ざをもってわたしを楽しませられました。わたし

はあなたのみ手のわざを喜び歌います。 5主よ、

あなたのみわざはいかに大いなることでしょう。

あなたのもろもろの思いは、いとも深く、 6鈍い

者は知ることができず、愚かな者はこれを悟るこ

とができません。 7たとい、悪しき者は草のよう

にもえいで、不義を行う者はことごとく栄えても

、彼らはとこしえに滅びに定められているのです

。 8しかし、主よ、あなたはとこしえに高き所に

いらせられます。 9主よ、あなたの敵、あなたの

敵は滅び、不義を行う者はことごとく散らされる

でしょう。 10しかし、あなたはわたしの角を野牛

の角のように高くあげ、新しい油をわたしに注が

れました。 11わたしの目はわが敵の没落を見、わ

たしの耳はわたしを攻める悪者どもの破滅を聞き

ました。 12正しい者はなつめやしの木のように栄

え、レバノンの香柏のように育ちます。 13彼らは
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主の家に植えられ、われらの神の大庭に栄えます

。 14彼らは年老いてなお実を結び、いつも生気に

満ち、青々として、 15主の正しいことを示すでし

ょう。主はわが岩です。主には少しの不義もあり

ません。

93主は王となり、威光の衣をまとわれます。主
は衣をまとい、力をもって帯とされます。ま

ことに、世界は堅く立って、動かされることはあ

りません。 2あなたの位はいにしえより堅く立ち

、あなたはとこしえよりいらせられます。 3主よ

、大水は声をあげました。大水はその声をあげま

した。大水はそのとどろく声をあげます。 4主は

高き所にいらせられて、その勢いは多くの水のと

どろきにまさり、海の大波にまさって盛んです。 5

あなたのあかしはいとも確かです。主よ、聖なる

ことはとこしえまでもあなたの家にふさわしいの

です。

94あだを報いられる神、主よ、あだを報いられ
る神よ、光を放ってください。 2地をさばか

れる者よ、立って高ぶる者にその受くべき罰をお

与えください。 3主よ、悪しき者はいつまで、悪

しき者はいつまで勝ち誇るでしょうか。 4彼らは

高慢な言葉を吐き散らし、すべて不義を行う者は

みずから高ぶります。 5主よ、彼らはあなたの民

を打ち砕き、あなたの嗣業を苦しめます。 6彼ら

はやもめと旅びとのいのちをうばい、みなしごを

殺します。 7彼らは言います、「主は見ない、ヤ

コブの神は悟らない」と。 8民のうちの鈍き者よ

、悟れ。愚かな者よ、いつ賢くなるだろうか。 9

耳を植えた者は聞くことをしないだろうか、目を

造った者は見ることをしないだろうか。 10もろも

ろの国民を懲らす者は罰することをしないだろう

か、人を教える者は知識をもたないだろうか。 11

主は人の思いの、むなしいことを知られる。 12主

よ、あなたによって懲らされる人、あなたのおき

てを教えられる人はさいわいです。 13あなたはそ

の人を災の日からのがれさせ、悪しき者のために

穴が掘られるまでその人に平安を与えられます。

14主はその民を捨てず、その嗣業を見捨てられな

いからです。 15さばきは正義に帰り、すべて心の

正しい者はそれに従うでしょう。 16だれがわたし

のために立ちあがって、悪しき者を責めるだろう

か。だれがわたしのために立って、不義を行う者

を責めるだろうか。 17もしも主がわたしを助けら

れなかったならば、わが魂はとくに音なき所に住

んだであろう。 18しかし「わたしの足がすべる」

と思ったとき、主よ、あなたのいつくしみはわた

しをささえられました。 19わたしのうちに思い煩

いの満ちるとき、あなたの慰めはわが魂を喜ばせ

ます。 20定めをもって危害をたくらむ悪しき支配

者はあなたと親しむことができるでしょうか。 21

彼らは相結んで正しい人の魂を責め、罪のない者

に死を宣告します。 22しかし主はわが高きやぐら

となり、わが神はわが避け所の岩となられました

。 23主は彼らの不義を彼らに報い、彼らをその悪

のゆえに滅ぼされます。われらの神、主は彼らを

滅ぼされます。

95さあ、われらは主にむかって歌い、われらの
救の岩にむかって喜ばしい声をあげよう。 2

われらは感謝をもって、み前に行き、主にむかい

、さんびの歌をもって、喜ばしい声をあげよう。 3

主は大いなる神、すべての神にまさって大いなる

王だからである。 4地の深い所は主のみ手にあり

、山々の頂もまた主のものである。 5海は主のも

の、主はこれを造られた。またそのみ手はかわい

た地を造られた。 6さあ、われらは拝み、ひれ伏

し、われらの造り主、主のみ前にひざまずこう。 7

主はわれらの神であり、われらはその牧の民、そ

のみ手の羊である。どうか、あなたがたは、きょ

う、そのみ声を聞くように。 8あなたがたは、メ

リバにいた時のように、また荒野のマッサにいた

日のように、心をかたくなにしてはならない。 9

あの時、あなたがたの先祖たちはわたしのわざを

見たにもかかわらず、わたしを試み、わたしをた

めした。 10わたしは四十年の間、その代をきらっ

て言った、「彼らは心の誤っている民であって、

わたしの道を知らない」と。 11それゆえ、わたし

は憤って、彼らはわが安息に入ることができない

と誓った。

96新しい歌を主にむかってうたえ。全地よ、主
にむかってうたえ。 2主にむかって歌い、そ

のみ名をほめよ。日ごとにその救を宣べ伝えよ。 3

もろもろの国の中にその栄光をあらわし、もろも

ろの民の中にそのくすしきみわざをあらわせ。 4

主は大いなる神であって、いともほめたたうべき

もの、もろもろの神にまさって恐るべき者である

。 5もろもろの民のすべての神はむなしい。しか

し主はもろもろの天を造られた。 6誉と、威厳と

はそのみ前にあり、力と、うるわしさとはその聖

所にある。 7もろもろの民のやからよ、主に帰せ

よ、栄光と力とを主に帰せよ。 8そのみ名にふさ

わしい栄光を主に帰せよ。供え物を携えてその大

庭にきたれ。 9聖なる装いをして主を拝め、全地

よ、そのみ前におののけ。 10もろもろの国民の中

に言え、「主は王となられた。世界は堅く立って

、動かされることはない。主は公平をもってもろ

もろの民をさばかれる」と。 11天は喜び、地は楽

しみ、海とその中に満ちるものとは鳴りどよめき

、 12田畑とその中のすべての物は大いに喜べ。そ

のとき、林のもろもろの木も主のみ前に喜び歌う

であろう。 13主は来られる、地をさばくために来

られる。主は義をもって世界をさばき、まことを

もってもろもろの民をさばかれる。

97主は王となられた。地は楽しみ、海に沿った
多くの国々は喜べ。 2雲と暗やみとはそのま

わりにあり、義と正とはそのみくらの基である。 3

火はそのみ前に行き、そのまわりのあだを焼きつ

くす。 4主のいなずまは世界を照し、地は見てお

ののく。 5もろもろの山は主のみ前に、全地の主

のみ前に、ろうのように溶けた。 6もろもろの天
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はその義をあらわし、よろずの民はその栄光を見

た。 7すべて刻んだ像を拝む者、むなしい偶像を

もってみずから誇る者ははずかしめをうける。も

ろもろの神は主のみ前にひれ伏す。 8主よ、あな

たのさばきのゆえに、シオンは聞いて喜び、ユダ

の娘たちは楽しむ。 9主よ、あなたは全地の上に

いまして、いと高く、もろもろの神にまさって大

いにあがめられます。 10主は悪を憎む者を愛し、

その聖徒のいのちを守り、これを悪しき者の手か

ら助け出される。 11光は正しい人のために現れ、

喜びは心の正しい者のためにあらわれる。 12正し

き人よ、主によって喜べ、その聖なるみ名に感謝

せよ。

98歌新しき歌を主にむかってうたえ。主はくす
しきみわざをなされたからである。その右の

手と聖なる腕とは、おのれのために勝利を得られ

た。 2主はその勝利を知らせ、その義をもろもろ

の国民の前にあらわされた。 3主はそのいつくし

みと、まこととをイスラエルの家にむかって覚え

られた。地のもろもろのはては、われらの神の勝

利を見た。 4全地よ、主にむかって喜ばしき声を

あげよ。声を放って喜び歌え、ほめうたえ。 5琴

をもって主をほめうたえ。琴と歌の声をもってほ

めうたえ。 6ラッパと角笛の音をもって王なる主

の前に喜ばしき声をあげよ。 7海とその中に満ち

るもの、世界とそのうちに住む者とは鳴りどよめ

け。 8大水はその手を打ち、もろもろの山は共に

主のみ前に喜び歌え。 9主は地をさばくために来

られるからである。主は義をもって世界をさばき

、公平をもってもろもろの民をさばかれる。

99主は王となられた。もろもろの民はおののけ
。主はケルビムの上に座せられる。地は震え

よ。 2主はシオンにおられて大いなる神、主はも

ろもろの民の上に高くいらせられる。 3彼らはあ

なたの大いなる恐るべきみ名をほめたたえるであ

ろう。主は聖でいらせられる。 4大能の王であり

、公義を愛する者であるあなたは堅く公平を立て

、ヤコブの中に正と義とを行われた。 5われらの

神、主をあがめ、その足台のもとで拝みまつれ。

主は聖でいらせられる。 6その祭司の中にモーセ

とアロンとがあった。そのみ名を呼ぶ者の中にサ

ムエルもあった。彼らが主に呼ばわると、主は答

えられた。 7主は雲の柱のうちで彼らに語られた

。彼らはそのあかしと、彼らに賜わった定めとを

守った。 8われらの神、主よ、あなたは彼らに答

えられた。あなたは彼らにゆるしを与えられた神

であったが、悪を行う者には報復された。 9われ

らの神、主をあがめ、その聖なる山で拝みまつれ

。われらの神、主は聖でいらせられるからである

。

100感謝の供え物のための歌 全地よ、主にむか
って喜ばしき声をあげよ。 2喜びをもって

主に仕えよ。歌いつつ、そのみ前にきたれ。 3主

こそ神であることを知れ。われらを造られたもの

は主であって、われらは主のものである。われら

はその民、その牧の羊である。 4感謝しつつ、そ

の門に入り、ほめたたえつつ、その大庭に入れ。

主に感謝し、そのみ名をほめまつれ。 5主は恵み

ふかく、そのいつくしみはかぎりなく、そのまこ

とはよろず代に及ぶからである。

101ダビデの歌 わたしはいつくしみと公義につ
いて歌います。主よ、わたしはあなたにむ

かって歌います。 2わたしは全き道に心をとめま

す。あなたはいつ、わたしに来られるでしょうか

。わたしは直き心をもって、わが家のうちを歩み

ます。 3わたしは目の前に卑しい事を置きません

。わたしはそむく者の行いを憎みます。それはわ

たしに付きまといません。 4ひがんだ心はわたし

を離れるでしょう。わたしは悪い事を知りません

。 5ひそかに、その隣り人をそしる者をわたしは

滅ぼします。高ぶる目と高慢な心の人を耐え忍ぶ

事はできません。 6わたしは国のうちの忠信な者

に好意を寄せ、わたしと共に住まわせます。全き

道を歩む者はわたしに仕えるでしょう。 7欺くこ

とをする者はわが家のうちに住むことができませ

ん。偽りを言う者はわが目の前に立つことができ

ません。 8わたしは朝ごとに国の悪しき者をこと

ごとく滅ぼし、不義を行う者をことごとく主の都

から断ち除きます。

102苦しむ者が思いくずおれてその嘆きを主の
み前に注ぎ出すときの祈 主よ、わたしの祈

をお聞きください。わたしの叫びをみ前に至らせ

てください。 2わたしの悩みの日にみ顔を隠すこ

となく、あなたの耳をわたしに傾け、わが呼ばわ

る日に、すみやかにお答えください。 3わたしの

日は煙のように消え、わたしの骨は炉のように燃

えるからです。 4わたしの心は草のように撃たれ

て、しおれました。わたしはパンを食べることを

忘れました。 5わが嘆きの声によってわたしの骨

はわたしの肉に着きます。 6わたしは荒野のはげ

たかのごとく、荒れた跡のふくろうのようです。 7

わたしは眠らずに屋根にひとりいるすずめのよう

です。 8わたしの敵はひねもす、わたしをそしり

、わたしをあざける者はわが名によってのろいま

す。 9わたしは灰をパンのように食べ、わたしの

飲み物に涙を交えました。 10これはあなたの憤り

と怒りのゆえです。あなたはわたしをもたげて投

げすてられました。 11わたしのよわいは夕暮の日

影のようです。わたしは草のようにしおれました

。 12しかし主よ、あなたはとこしえにみくらに座

し、そのみ名はよろず代に及びます。 13あなたは

立ってシオンをあわれまれるでしょう。これはシ

オンを恵まれる時であり、定まった時が来たから

です。 14あなたのしもべはシオンの石をも喜び、

そのちりをさえあわれむのです。 15もろもろの国

民は主のみ名を恐れ、地のもろもろの王はあなた

の栄光を恐れるでしょう。 16主はシオンを築き、

その栄光をもって現れ、 17乏しい者の祈をかえり

み、彼らの願いをかろしめられないからです。 18

きたるべき代のために、この事を書きしるしまし

ょう。そうすれば新しく造られる民は、主をほめ
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たたえるでしょう。 19主はその聖なる高き所から

見おろし、天から地を見られた。 20これは捕われ

人の嘆きを聞き、死に定められた者を解き放ち、

21人々がシオンで主のみ名をあらわし、エルサレ

ムでその誉をあらわすためです。 22その時もろも

ろの民、もろもろの国はともに集まって、主に仕

えるでしょう。 23主はわたしの力を中途でくじき

、わたしのよわいを短くされました。 24わたしは

言いました、「わが神よ、どうか、わたしのよわ

いの半ばでわたしを取り去らないでください。あ

なたのよわいはよろず代に及びます」と。 25あな

たはいにしえ、地の基をすえられました。天もま

たあなたのみ手のわざです。 26これらは滅びるで

しょう。しかしあなたは長らえられます。これら

はみな衣のように古びるでしょう。あなたがこれ

らを上着のように替えられると、これらは過ぎ去

ります。 27しかしあなたは変ることなく、あなた

のよわいは終ることがありません。 28あなたのし

もべの子らは安らかに住み、その子孫はあなたの

前に堅く立てられるでしょう。

103ダビデの歌 わがたましいよ、主をほめよ。
わがうちなるすべてのものよ、その聖なる

み名をほめよ。 2わがたましいよ、主をほめよ。

そのすべてのめぐみを心にとめよ。 3主はあなた

のすべての不義をゆるし、あなたのすべての病を

いやし、 4あなたのいのちを墓からあがないいだ

し、いつくしみと、あわれみとをあなたにこうむ

らせ、 5あなたの生きながらえるかぎり、良き物

をもってあなたを飽き足らせられる。こうしてあ

なたは若返って、わしのように新たになる。 6主

はすべてしえたげられる者のために正義と公正と

を行われる。 7主はおのれの道をモーセに知らせ

、おのれのしわざをイスラエルの人々に知らせら

れた。 8主はあわれみに富み、めぐみふかく、怒

ること遅く、いつくしみ豊かでいらせられる。 9

主は常に責めることをせず、また、とこしえに怒

りをいだかれない。 10主はわれらの罪にしたがっ

てわれらをあしらわず、われらの不義にしたがっ

て報いられない。 11天が地よりも高いように、主

がおのれを恐れる者に賜わるいつくしみは大きい

、 12東が西から遠いように、主はわれらのとがを

われらから遠ざけられる。 13父がその子供をあわ

れむように、主はおのれを恐れる者をあわれまれ

る。 14主はわれらの造られたさまを知り、われら

のちりであることを覚えていられるからである。

15人は、そのよわいは草のごとく、その栄えは野

の花にひとしい。 16風がその上を過ぎると、うせ

て跡なく、その場所にきいても、もはやそれを知

らない。 17しかし主のいつくしみは、とこしえか

らとこしえまで、主を恐れる者の上にあり、その

義は子らの子に及び、 18その契約を守り、その命

令を心にとめて行う者にまで及ぶ。 19主はその玉

座を天に堅くすえられ、そのまつりごとはすべて

の物を統べ治める。 20主の使たちよ、そのみ言葉

の声を聞いて、これを行う勇士たちよ、主をほめ

まつれ。 21そのすべての万軍よ、そのみこころを

行うしもべたちよ、主をほめよ。 22主が造られた

すべての物よ、そのまつりごとの下にあるすべて

の所で、主をほめよ。わがたましいよ、主をほめ

よ。

104わがたましいよ、主をほめよ。わが神、主
よ、あなたはいとも大いにして誉と威厳と

を着、 2光を衣のようにまとい、天を幕のように

張り、 3水の上におのが高殿のうつばりをおき、

雲をおのれのいくさ車とし、風の翼に乗りあるき

、 4風をおのれの使者とし、火と炎をおのれのし

もべとされる。 5あなたは地をその基の上にすえ

て、とこしえに動くことのないようにされた。 6

あなたはこれを衣でおおうように大水でおおわれ

た。水はたたえて山々の上を越えた。 7あなたの

とがめによって水は退き、あなたの雷の声によっ

て水は逃げ去った。 8山は立ちあがり、谷はあな

たが定められた所に沈んだ。 9あなたは水に境を

定めて、これを越えさせず、再び地をおおうこと

のないようにされた。 10あなたは泉を谷にわき出

させ、それを山々の間に流れさせ、 11野のもろも

ろの獣に飲ませられる。野のろばもそのかわきを

いやす。 12空の鳥もそのほとりに住み、こずえの

間にさえずり歌う。 13あなたはその高殿からもろ

もろの山に水を注がれる。地はあなたのみわざの

実をもって満たされる。 14あなたは家畜のために

草をはえさせ、また人のためにその栽培する植物

を与えて、地から食物を出させられる。 15すなわ

ち人の心を喜ばすぶどう酒、その顔をつややかに

する油、人の心を強くするパンなどである。 16主

の木と、主がお植えになったレバノンの香柏とは

豊かに潤され、 17鳥はその中に巣をつくり、こう

のとりはもみの木をそのすまいとする。 18高き山

はやぎのすまい、岩は岩だぬきの隠れる所である

。 19あなたは月を造って季節を定められた。日は

その入る時を知っている。 20あなたは暗やみを造

って夜とされた。その時、林の獣は皆忍び出る。

21若きししはほえてえさを求め、神に食物を求め

る。 22日が出ると退いて、その穴に寝る。 23人

は出てわざにつき、その勤労は夕べに及ぶ。 24主

よ、あなたのみわざはいかに多いことであろう。

あなたはこれらをみな知恵をもって造られた。地

はあなたの造られたもので満ちている。 25かしこ

に大いなる広い海がある。その中に無数のもの、

大小の生き物が満ちている。 26そこに舟が走り、

あなたが造られたレビヤタンはその中に戯れる。

27彼らは皆あなたが時にしたがって食物をお与え

になるのを期待している。 28あなたがお与えにな

ると、彼らはそれを集める。あなたが手を開かれ

ると、彼らは良い物で満たされる。 29あなたがみ

顔を隠されると、彼らはあわてふためく。あなた

が彼らの息を取り去られると、彼らは死んでちり

に帰る。 30あなたが霊を送られると、彼らは造ら

れる。あなたは地のおもてを新たにされる。 31ど

うか、主の栄光がとこしえにあるように。主がそ

のみわざを喜ばれるように。 32主が地を見られる

と、地は震い、山に触れられると、煙をいだす。
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33わたしは生きるかぎり、主にむかって歌い、な

がらえる間はわが神をほめ歌おう。 34どうか、わ

たしの思いが主に喜ばれるように。わたしは主に

よって喜ぶ。 35どうか、罪びとが地から断ち滅ぼ

され、悪しき者が、もはや、いなくなるように。

わがたましいよ、主をほめよ。主をほめたたえよ

。

105主に感謝し、そのみ名を呼び、そのみわざ
をもろもろの民のなかに知らせよ。 2主に

むかって歌え、主をほめうたえ、そのすべてのく

すしきみわざを語れ。 3その聖なるみ名を誇れ。

主を尋ね求める者の心を喜ばせよ。 4主とそのみ

力とを求めよ、つねにそのみ顔を尋ねよ。 6その

しもべアブラハムの子孫よ、その選ばれた者であ

るヤコブの子らよ、主のなされたくすしきみわざ

と、その奇跡と、そのみ口のさばきとを心にとめ

よ。 7彼はわれらの神、主でいらせられる。その

さばきは全地にある。 8主はとこしえに、その契

約をみこころにとめられる。これはよろず代に命

じられたみ言葉であって、 9アブラハムと結ばれ

た契約、イサクに誓われた約束である。 10主はこ

れを堅く立てて、ヤコブのために定めとし、イス

ラエルのために、とこしえの契約として 11言われ

た、「わたしはあなたにカナンの地を与えて、あ

なたがたの受ける嗣業の分け前とする」と。 12こ

のとき彼らの数は少なくて、数えるに足らず、そ

の所で旅びととなり、 13この国からかの国へ行き

、この国から他の民へ行った。 14主は人の彼らを

しえたげるのをゆるさず、彼らのために王たちを

懲しめて、 15言われた、「わが油そそがれた者た

ちにさわってはならない、わが預言者たちに害を

加えてはならない」と。 16主はききんを地に招き

、人のつえとするパンをことごとく砕かれた。 17

また彼らの前にひとりをつかわされた。すなわち

売られて奴隷となったヨセフである。 18彼の足は

足かせをもって痛められ、彼の首は鉄の首輪には

められ、 19彼の言葉の成る時まで、主のみ言葉が

彼を試みた。 20王は人をつかわして彼を解き放ち

、民のつかさは彼に自由を与えた。 21王はその家

のつかさとしてその所有をことごとくつかさどら

せ、 22その心のままに君たちを教えさせ、長老た

ちに知恵を授けさせた。 23その時イスラエルはエ

ジプトにきたり、ヤコブはハムの地に寄留した。

24主はその民を大いに増し加え、これをそのあだ

よりも強くされた。 25主は人々の心をかえて、そ

の民を憎ませ、そのしもべたちを悪賢く扱わせら

れた。 26主はそのしもべモーセと、そのお選びに

なったアロンとをつかわされた。 27彼らはハムの

地で主のしるしと、奇跡とを彼らのうちにおこな

った。 28主は暗やみをつかわして地を暗くされた

。しかし彼らはそのみ言葉に従わなかった。 29主

は彼らの水を血に変らせて、その魚を殺された。

30彼らの国には、かえるが群がり、王の寝間にま

ではいった。 31主が言われると、はえの群れがき

たり、ぶよが国じゅうにあった。 32主は雨にかえ

て、ひょうを彼らに与え、きらめくいなずまを彼

らの国に放たれた。 33主は彼らのぶどうの木と、

いちじくの木とを撃ち、彼らの国のもろもろの木

を折り砕かれた。 34主が言われると、いなごがき

たり、無数の若いいなごが来て、 35彼らの国のす

べての青物を食いつくし、その地の実を食いつく

した。 36主は彼らの国のすべてのういごを撃ち、

彼らのすべての力の初めを撃たれた。 37そして金

銀を携えてイスラエルを出て行かせられた。その

部族のうちに、ひとりの倒れる者もなかった。 38

エジプトは彼らの去るのを喜んだ。彼らに対する

恐れが彼らに臨んだからである。 39主は雲をひろ

げておおいとし、夜は火をもって照された。 40ま

た彼らの求めによって、うずらを飛びきたらせ、

天から、かてを豊かに彼らに与えられた。 41主が

岩を開かれると、水がほとばしり出て、かわいた

地に川のように流れた。 42これは主がその聖なる

約束と、そのしもべアブラハムを覚えられたから

である。 43こうして主はその民を導いて喜びつつ

出て行かせ、その選ばれた民を導いて歌いつつ出

て行かせられた。 44主はもろもろの国びとの地を

彼らに与えられたので、彼らはもろもろの民の勤

労の実を自分のものとした。 45これは彼らが主の

定めを守り、そのおきてを行うためである。主を

ほめたたえよ。

106主をほめたたえよ。主に感謝せよ、主は恵
みふかく、そのいつくしみはとこしえに絶

えることがない。 2だれが主の大能のみわざを語

り、その誉をことごとく言いあらわすことができ

ようか。 3公正を守る人々、常に正義を行う人は

さいわいである。 4主よ、あなたがその民を恵ま

れるとき、わたしを覚えてください。あなたが彼

らを救われるとき、わたしを助けてください。 5

そうすれば、わたしはあなたの選ばれた者の繁栄

を見、あなたの国民の喜びをよろこび、あなたの

嗣業と共に誇ることができるでしょう。 6われら

は先祖たちと同じく罪を犯した。われらは不義を

なし、悪しきことを行った。 7われらの先祖たち

はエジプトにいたとき、あなたのくすしきみわざ

に心を留めず、あなたのいつくしみの豊かなのを

思わず、紅海で、いと高き神にそむいた。 8けれ

ども主はその大能を知らせようと、み名のために

彼らを救われた。 9主は紅海をしかって、それを

かわかし、彼らを導いて荒野を行くように、淵を

通らせられた。 10こうして主は彼らをあだの手か

ら救い、敵の力からあがなわれた。 11水が彼らの

あだをおおったので、そのうち、ひとりも生き残

った者はなかった。 12このとき彼らはそのみ言葉

を信じ、その誉を歌った。 13しかし彼らはまもな

くそのみわざを忘れ、その勧めを待たず、 14野で

わがままな欲望を起し、荒野で神を試みた。 15主

は彼らにその求めるものを与えられたが、彼らの

うちに病気を送って、やせ衰えさせられた。 16人

々が宿営のうちでモーセをねたみ、主の聖者アロ

ンをねたんだとき、 17地が開けてダタンを飲み、

アビラムの仲間をおおった。 18火はまたこの仲間

のうちに燃え起り、炎は悪しき者を焼きつくした
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。 19彼らはホレブで子牛を造り、鋳物の像を拝ん

だ。 20彼らは神の栄光を草を食う牛の像と取り替

えた。 22彼らは、エジプトで大いなる事をなし、

ハムの地でくすしきみわざをなし、紅海のほとり

で恐るべき事をなされた救主なる神を忘れた。 23

それゆえ、主は彼らを滅ぼそうと言われた。しか

し主のお選びになったモーセは破れ口で主のみ前

に立ち、み怒りを引きかえして、滅びを免れさせ

た。 24彼らは麗しい地を侮り、主の約束を信ぜず

、 25またその天幕でつぶやき、主のみ声に聞き従

わなかった。 26それゆえ、主はみ手をあげて、彼

らに誓い、彼らを荒野で倒れさせ、 27またその子

孫を、もろもろの国民のうちに追い散らし、もろ

もろの地に彼らをまき散らそうとされた。 28また

彼らはペオルのバアルを慕って、死んだ者にささ

げた、いけにえを食べた。 29彼らはそのおこない

をもって主を怒らせたので、彼らのうちに疫病が

起った。 30その時ピネハスが立って仲裁にはいっ

たので、疫病はやんだ。 31これによってピネハス

はよろず代まで、とこしえに義とされた。 32彼ら

はまたメリバの水のほとりで主を怒らせたので、

モーセは彼らのために災にあった。 33これは彼ら

が神の霊にそむいたとき、彼がそのくちびるで軽

率なことを言ったからである。 34彼らは主が命じ

られたもろもろの民を滅ぼさず、 35かえってもろ

もろの国民とまじってそのわざにならい、 36自分

たちのわなとなった偶像に仕えた。 37彼らはその

むすこ、娘たちを悪霊にささげ、 38罪のない血、

すなわちカナンの偶像にささげたそのむすこ、娘

たちの血を流した。こうして国は血で汚された。

39このように彼らはそのわざによっておのれを汚

し、そのおこないによって姦淫をなした。 40それ

ゆえ、主の怒りがその民にむかって燃え、その嗣

業を憎んで、 41彼らをもろもろの国民の手にわた

された。彼らはおのれを憎む者に治められ、 42そ

の敵にしえたげられ、その力の下に征服された。

43主はしばしば彼らを助けられたが、彼らははか

りごとを設けてそむき、その不義によって低くさ

れた。 44それにもかかわらず、主は彼らの叫びを

聞かれたとき、その悩みをかえりみ、 45その契約

を彼らのために思い出し、そのいつくしみの豊か

なるにより、みこころを変えられ、 46彼らをとり

こにした者どもによって、あわれまれるようにさ

れた。 47われらの神、主よ、われらを救って、も

ろもろの国民のなかから集めてください。われら

はあなたの聖なるみ名に感謝し、あなたの誉を誇

るでしょう。 48イスラエルの神、主はとこしえか

らとこしえまでほむべきかな。すべての民は「ア

ァメン」ととなえよ。主をほめたたえよ。

107「主に感謝せよ、主は恵みふかく、そのい
つくしみはとこしえに絶えることがない」

と、 2主にあがなわれた者は言え。主は彼らを悩

みからあがない、 3もろもろの国から、東、西、

北、南から彼らを集められた。 4彼らは人なき荒

野にさまよい、住むべき町にいたる道を見いださ

なかった。 5彼らは飢え、またかわき、その魂は

彼らのうちに衰えた。 6彼らはその悩みのうちに

主に呼ばわったので、主は彼らをその悩みから助

け出し、 7住むべき町に行き着くまで、まっすぐ

な道に導かれた。 8どうか、彼らが主のいつくし

みと、人の子らになされたくすしきみわざとのた

めに、主に感謝するように。 9主はかわいた魂を

満ち足らせ、飢えた魂を良き物で満たされるから

である。 10暗黒と深いやみの中にいる者、苦しみ

と、くろがねに縛られた者、 11彼らは神の言葉に

そむき、いと高き者の勧めを軽んじたので、 12主

は重い労働をもって彼らの心を低くされた。彼ら

はつまずき倒れても、助ける者がなかった。 13彼

らはその悩みのうちに主に呼ばわったので、主は

彼らをその悩みから救い、 14暗黒と深いやみから

彼らを導き出して、そのかせをこわされた。 15ど

うか、彼らが主のいつくしみと、人の子らになさ

れたくすしきみわざとのために、主に感謝するよ

うに。 16主は青銅のとびらをこわし、鉄の貫の木

を断ち切られたからである。 17ある者はその罪に

汚れた行いによって病み、その不義のゆえに悩ん

だ。 18彼らはすべての食物をきらって、死の門に

近づいた。 19彼らはその悩みのうちに主に呼ばわ

ったので、主は彼らをその悩みから救い、 20その

み言葉をつかわして、彼らをいやし、彼らを滅び

から助け出された。 21どうか、彼らが主のいつく

しみと、人の子らになされたくすしきみわざとの

ために、主に感謝するように。 22彼らが感謝のい

けにえをささげ、喜びの歌をもって、そのみわざ

を言いあらわすように。 23舟で海にくだり、大海

で商売をする者は、 24主のみわざを見、また深い

所でそのくすしきみわざを見た。 25主が命じられ

ると暴風が起って、海の波をあげた。 26彼らは天

にのぼり、淵にくだり、悩みによってその勇気は

溶け去り、 27酔った人のようによろめき、よろめ

いて途方にくれる。 28彼らはその悩みのうちに主

に呼ばわったので、主は彼らをその悩みから救い

出された。 29主があらしを静められると、海の波

は穏やかになった。 30こうして彼らは波の静まっ

たのを喜び、主は彼らをその望む港へ導かれた。

31どうか、彼らが主のいつくしみと、人の子らに

なされたくすしきみわざとのために、主に感謝す

るように。 32彼らが民の集会で主をあがめ、長老

の会合で主をほめたたえるように。 33主は川を野

に変らせ、泉をかわいた地に変らせ、 34肥えた地

をそれに住む者の悪のゆえに塩地に変らせられる

。 35主は野を池に変らせ、かわいた地を泉に変ら

せ、 36飢えた者をそこに住まわせられる。こうし

て彼らはその住むべき町を建て、 37畑に種をまき

、ぶどう畑を設けて多くの収穫を得た。 38主が彼

らを祝福されたので彼らは大いにふえ、その家畜

の減るのをゆるされなかった。 39彼らがしえたげ

と、悩みと、悲しみとによって減り、かつ卑しめ

られたとき、 40主はもろもろの君に侮りをそそぎ

、道なき荒れ地にさまよわせられた。 41しかし主

は貧しい者を悩みのうちからあげて、その家族を

羊の群れのようにされた。 42正しい者はこれを見

て喜び、もろもろの不義はその口を閉じた。 43す
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べて賢い者はこれらの事に心をよせ、主のいつく

しみをさとるようにせよ。

108ダビデの歌、さんび 神よ、わが心は定まり
ました。わが心は定まりました。わたしは

歌い、かつほめたたえます。わが魂よ、さめよ。 2

立琴よ、琴よ、さめよ。わたしはしののめを呼び

さまします。 3主よ、わたしはもろもろの民の中

であなたに感謝し、もろもろの国の中であなたを

ほめたたえます。 4あなたのいつくしみは大きく

、天にまでおよびあなたのまことは雲にまで及ぶ

。 5神よ、みずからを天よりも高くし、みさかえ

を全地の上にあげてください。 6あなたの愛され

る者が助けを得るために、右のみ手をもって救を

ほどこし、わたしに答えてください。 7神はその

聖所で言われた、「わたしは大いなる喜びをもっ

てシケムを分かち、スコテの谷を分かち与えよう

。 8ギレアデはわたしのもの、マナセもわたしの

ものである。エフライムはわたしのかぶと、ユダ

はわたしのつえである。 9モアブはわたしの足だ

らい、エドムにはわたしのくつを投げる。ペリシ

テについては、かちどきをあげる」。 10だれがわ

たしを堅固な町に至らせるであろうか。だれがわ

たしをエドムに導くであろうか。 11神よ、あなた

はわれらを捨てられたではありませんか。神よ、

あなたはわれらの軍勢と共に出て行かれません。

12われらに助けを与えて、あだにむかわせてくだ

さい。人の助けはむなしいからです。 13われらは

神によって勇ましく働きます。われらのあだを踏

みにじる者は神だからです。

109聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデ
の歌 わたしのほめたたえる神よ、もださな

いでください。 2彼らは悪しき口と欺きの口をあ

けて、わたしにむかい、偽りの舌をもってわたし

に語り、 3恨みの言葉をもってわたしを囲み、ゆ

えなくわたしを攻めるのです。 4彼らはわが愛に

むくいて、わたしを非難します。しかしわたしは

彼らのために祈ります。 5彼らは悪をもってわが

善に報い、恨みをもってわが愛に報いるのです。 6

彼の上に悪しき人を立て、訴える者に彼を訴えさ

せてください。 7彼がさばかれるとき、彼を罪あ

る者とし、その祈を罪に変えてください。 8その

日を少なくし、その財産をほかの人にとらせ、 9

その子らをみなしごにし、その妻をやもめにして

ください。 10その子らを放浪者として施しをこわ

せ、その荒れたすまいから追い出させてください

。 11彼が持っているすべての物を債主に奪わせ、

その勤労の実をほかの人にかすめさせてください

。 12彼にいつくしみを施す者はひとりもなく、ま

たそのみなしごをあわれむ者もなく、 13その子孫

を絶えさせ、その名を次の代に消し去ってくださ

い。 14その父たちの不義は主のみ前に覚えられ、

その母の罪を消し去らないでください。 15それら

を常に主のみ前に置き、彼の記憶を地から断って

ください。 16これは彼がいつくしみを施すことを

思わず、かえって貧しい者、乏しい者を責め、心

の痛める者を殺そうとしたからです。 17彼はのろ

うことを好んだ。のろいを彼に臨ませてください

。彼は恵むことを喜ばなかった。恵みを彼から遠

ざけてください。 18彼はのろいを衣のように着た

。のろいを水のようにその身にしみこませ、油の

ようにその骨にしみこませてください。 19またそ

れを自分の着る着物のようにならせ、常に締める

帯のようにならせてください。 20これがわたしを

非難する者と、わたしに逆らって悪いことを言う

者の主からうける報いとしてください。 21しかし

、わが主なる神よ、あなたはみ名のために、わた

しを顧みてください。あなたのいつくしみの深き

により、わたしをお助けください。 22わたしは貧

しく、かつ乏しいのです。わたしの心はわがうち

に傷ついています。 23わたしは夕日の影のように

去りゆき、いなごのように追い払われます。 24わ

たしのひざは断食によってよろめき、わたしの肉

はやせ衰え、 25わたしは彼らにそしられる者とな

りました。彼らはわたしを見ると、頭を振ります

。 26わが神、主よ、わたしをお助けください。あ

なたのいつくしみにしたがって、わたしをお救い

ください。 27主よ、これがあなたのみ手のわざで

あること、あなたがそれをなされたことを、彼ら

に知らせてください。 28彼らはのろうけれども、

あなたは祝福されます。わたしを攻める者をはず

かしめ、あなたのしもべを喜ばせてください。 29

わたしを非難する者にはずかしめを着せ、おのが

恥を上着のようにまとわせてください。 30わたし

はわが口をもって大いに主に感謝し、多くの人の

なかで主をほめたたえます。 31主は貧しい者の右

に立って、死罪にさだめようとする者から彼を救

われるからです。

110ダビデの歌主はわが主に言われる、「わた
しがあなたのもろもろの敵をあなたの足台

とするまで、わたしの右に座せよ」と。 2主はあ

なたの力あるつえをシオンから出される。あなた

はもろもろの敵のなかで治めよ。 3あなたの民は

、あなたがその軍勢を聖なる山々に導く日に心か

ら喜んでおのれをささげるであろう。あなたの若

者は朝の胎から出る露のようにあなたに来るであ

ろう。 4主は誓いを立てて、み心を変えられるこ

とはない、「あなたはメルキゼデクの位にしたが

ってとこしえに祭司である」。 5主はあなたの右

におられて、その怒りの日に王たちを打ち破られ

る。 6主はもろもろの国のなかでさばきを行い、

しかばねをもって満たし、広い地を治める首領た

ちを打ち破られる。 7彼は道のほとりの川からく

んで飲み、それによって、そのこうべをあげるで

あろう。

111主をほめたたえよ。わたしは正しい者のつ
どい、および公会で、心をつくして主に感

謝する。 2主のみわざは偉大である。すべてその

みわざを喜ぶ者によって尋ね窮められる。 3その

みわざは栄光と威厳とに満ち、その義はとこしえ

に、うせることがない。 4主はそのくすしきみわ

ざを記念させられた。主は恵みふかく、あわれみ
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に満ちていられる。 5主はおのれを恐れる者に食

物を与え、その契約をとこしえに心にとめられる

。 6主はもろもろの国民の所領をその民に与えて

、みわざの力をこれにあらわされた。 7そのみ手

のわざは真実かつ公正であり、すべてのさとしは

確かである。 8これらは世々かぎりなく堅く立ち

、真実と正直とをもってなされた。 9主はその民

にあがないを施し、その契約をとこしえに立てら

れた。そのみ名は聖にして、おそれおおい。 10主

を恐れることは知恵のはじめである。これを行う

者はみな良き悟りを得る。主の誉は、とこしえに

、うせることはない。

112主をほめたたえよ。主をおそれて、そのも
ろもろの戒めを大いに喜ぶ人はさいわいで

ある。 2その子孫は地において強くなり、正しい

者のやからは祝福を得る。 3繁栄と富とはその家

にあり、その義はとこしえに、うせることはない

。 4光は正しい者のために暗黒の中にもあらわれ

る。主は恵み深く、あわれみに満ち、正しくいら

せられる。 5恵みを施し、貸すことをなし、その

事を正しく行う人はさいわいである。 6正しい人

は決して動かされることなく、とこしえに覚えら

れる。 7彼は悪いおとずれを恐れず、その心は主

に信頼してゆるがない。 8その心は落ち着いて恐

れることなく、ついにそのあだについての願いを

見る。 9彼は惜しげなく施し、貧しい者に与えた

。その義はとこしえに、うせることはない。その

角は誉を得てあげられる。 10悪しき者はこれを見

て怒り、歯をかみならして溶け去る。悪しき者の

願いは滅びる。

113主をほめたたえよ。主のしもべたちよ、ほ
めたたえよ。主のみ名をほめたたえよ。 2

今より、とこしえに至るまで主のみ名はほむべき

かな。 3日のいずるところから日の入るところま

で、主のみ名はほめたたえられる。 4主はもろも

ろの国民の上に高くいらせられ、その栄光は天よ

りも高い。 5われらの神、主にくらぶべき者はだ

れか。主は高き所に座し、 6遠く天と地とを見お

ろされる。 7主は貧しい者をちりからあげ、乏し

い者をあくたからあげて、 8もろもろの君たちと

共にすわらせ、その民の君たちと共にすわらせら

れる。 9また子を産まぬ女に家庭を与え、多くの

子供たちの喜ばしい母とされる。主をほめたたえ

よ。

114イスラエルがエジプトをいで、ヤコブの家
が異言の民を離れたとき、 2ユダは主の聖

所となり、イスラエルは主の所領となった。 3海

はこれを見て逃げ、ヨルダンはうしろに退き、 4

山は雄羊のように踊り、小山は小羊のように踊っ

た。 5海よ、おまえはどうして逃げるのか、ヨル

ダンよ、おまえはどうしてうしろに退くのか。 6

山よ、おまえたちはどうして雄羊のように踊るの

か、小山よ、おまえたちはどうして小羊のように

踊るのか。 7地よ、主のみ前におののけ、ヤコブ

の神のみ前におののけ。 8主は岩を池に変らせ、

石を泉に変らせられた。

115主よ、栄光をわれらにではなく、われらに
ではなく、あなたのいつくしみと、まこと

とのゆえに、ただ、み名にのみ帰してください。 2

なにゆえ、もろもろの国民は言うのでしょう、「

彼らの神はどこにいるのか」と。 3われらの神は

天にいらせられる。神はみこころにかなうすべて

の事を行われる。 4彼らの偶像はしろがねと、こ

がねで、人の手のわざである。 5それは口があっ

ても語ることができない。目があっても見ること

ができない。 6耳があっても聞くことができない

。鼻があってもかぐことができない。 7手があっ

ても取ることができない。足があっても歩くこと

ができない。また、のどから声を出すこともでき

ない。 8これを造る者と、これに信頼する者とは

みな、これと等しい者になる。 9イスラエルよ、

主に信頼せよ。主は彼らの助け、また彼らの盾で

ある。 10アロンの家よ、主に信頼せよ。主は彼ら

の助け、また彼らの盾である。 11主を恐れる者よ

、主に信頼せよ。主は彼らの助け、また彼らの盾

である。 12主はわれらをみこころにとめられた。

主はわれらを恵み、イスラエルの家を恵み、アロ

ンの家を恵み、 13また、小さい者も、大いなる者

も、主を恐れる者を恵まれる。 14どうか、主があ

なたがたを増し加え、あなたがたと、あなたがた

の子孫とを増し加えられるように。 15天地を造ら

れた主によってあなたがたが恵まれるように。 16

天は主の天である。しかし地は人の子らに与えら

れた。 17死んだ者も、音なき所に下る者も、主を

ほめたたえることはない。 18しかし、われらは今

より、とこしえに至るまで、主をほめまつるであ

ろう。主をほめたたえよ。

116わたしは主を愛する。主はわが声と、わが
願いとを聞かれたからである。 2主はわた

しに耳を傾けられたので、わたしは生きるかぎり

主を呼びまつるであろう。 3死の綱がわたしを取

り巻き、陰府の苦しみがわたしを捕えた。わたし

は悩みと悲しみにあった。 (Sheol h7585) 4その時わ

たしは主のみ名を呼んだ。「主よ、どうぞわたし

をお救いください」と。 5主は恵みふかく、正し

くいらせられ、われらの神はあわれみに富まれる

。 6主は無学な者を守られる。わたしが低くされ

たとき、主はわたしを救われた。 7わが魂よ、お

まえの平安に帰るがよい。主は豊かにおまえをあ

しらわれたからである。 8あなたはわたしの魂を

死から、わたしの目を涙から、わたしの足をつま

ずきから助け出されました。 9わたしは生ける者

の地で、主のみ前に歩みます。 10「わたしは大い

に悩んだ」と言った時にもなお信じた。 11わたし

は驚きあわてたときに言った、「すべての人は当

にならぬ者である」と。 12わたしに賜わったもろ

もろの恵みについて、どうして主に報いることが

できようか。 13わたしは救の杯をあげて、主のみ

名を呼ぶ。 14わたしはすべての民の前で、主にわ
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が誓いをつぐなおう。 15主の聖徒の死はそのみ前

において尊い。 16主よ、わたしはあなたのしもべ

です。わたしはあなたのしもべ、あなたのはした

めの子です。あなたはわたしのなわめを解かれま

した。 17わたしは感謝のいけにえをあなたにささ

げて、主のみ名を呼びます。 18わたしはすべての

民の前で主にわが誓いをつぐないます。 19エルサ

レムよ、あなたの中で、主の家の大庭の中で、こ

れをつぐないます。主をほめたたえよ。

117もろもろの国よ、主をほめたたえよ。もろ
もろの民よ、主をたたえまつれ。 2われら

に賜わるそのいつくしみは大きいからである。主

のまことはとこしえに絶えることがない。主をほ

めたたえよ。

118主に感謝せよ、主は恵みふかく、そのいつ
くしみはとこしえに絶えることがない。 2

イスラエルは言え、「そのいつくしみはとこしえ

に絶えることがない」と。 3アロンの家は言え、

「そのいつくしみはとこしえに絶えることがない

」と。 4主をおそれる者は言え、「そのいつくし

みはとこしえに絶えることがない」と。 5わたし

が悩みのなかから主を呼ぶと、主は答えて、わた

しを広い所に置かれた。 6主がわたしに味方され

るので、恐れることはない。人はわたしに何をな

し得ようか。 7主はわたしに味方し、わたしを助

けられるので、わたしを憎む者についての願いを

見るであろう。 8主に寄り頼むは人にたよるより

も良い。 9主に寄り頼むはもろもろの君にたよる

よりも良い。 10もろもろの国民はわたしを囲んだ

。わたしは主のみ名によって彼らを滅ぼす。 11彼

らはわたしを囲んだ、わたしを囲んだ。わたしは

主のみ名によって彼らを滅ぼす。 12彼らは蜂のよ

うにわたしを囲み、いばらの火のように燃えたっ

た。わたしは主のみ名によって彼らを滅ぼす。 13

わたしはひどく押されて倒れようとしたが、主は

わたしを助けられた。 14主はわが力、わが歌であ

って、わが救となられた。 15聞け、勝利の喜ばし

い歌が正しい者の天幕にある。「主の右の手は勇

ましいはたらきをなし、 16主の右の手は高くあが

り、主の右の手は勇ましいはたらきをなす」。 17

わたしは死ぬことなく、生きながらえて、主のみ

わざを物語るであろう。 18主はいたくわたしを懲

らされたが、死にはわたされなかった。 19わたし

のために義の門を開け、わたしはその内にはいっ

て、主に感謝しよう。 20これは主の門である。正

しい者はその内にはいるであろう。 21わたしはあ

なたに感謝します。あなたがわたしに答えて、わ

が救となられたことを。 22家造りらの捨てた石は

隅のかしら石となった。 23これは主のなされた事

でわれらの目には驚くべき事である。 24これは主

が設けられた日であって、われらはこの日に喜び

楽しむであろう。 25主よ、どうぞわれらをお救い

ください。主よ、どうぞわれらを栄えさせてくだ

さい。 26主のみ名によってはいる者はさいわいで

ある。われらは主の家からあなたをたたえます。

27主は神であって、われらを照された。枝を携え

て祭の行列を祭壇の角にまで進ませよ。 28あなた

はわが神、わたしはあなたに感謝します。あなた

はわが神、わたしはあなたをあがめます。 29主に

感謝せよ、主は恵みふかく、そのいつくしみはと

こしえに絶えることがない。

119アレフおのが道を全くして、主のおきてに
歩む者はさいわいです。 2主のもろもろの

あかしを守り心をつくして主を尋ね求め、 3また

悪を行わず、主の道に歩む者はさいわいです。 4

あなたはさとしを命じて、ねんごろに守らせられ

ます。 5どうかわたしの道を堅くして、あなたの

定めを守らせてください。 6わたしは、あなたの

もろもろの戒めに目をとめる時、恥じることはあ

りません。 7わたしは、あなたの正しいおきてを

学ぶとき、正しい心をもってあなたに感謝します

。 8わたしはあなたの定めを守ります。わたしを

全くお捨てにならないでください。 9ベス若い人

はどうしておのが道を清く保つことができるでし

ょうか。み言葉にしたがって、それを守るよりほ

かにありません。 10わたしは心をつくしてあなた

を尋ね求めます。わたしをあなたの戒めから迷い

出させないでください。 11わたしはあなたにむか

って罪を犯すことのないように、心のうちにみ言

葉をたくわえました。 12あなたはほむべきかな、

主よ、あなたの定めをわたしに教えてください。

13わたしはくちびるをもって、あなたの口から出

るもろもろのおきてを言いあらわします。 14わた

しは、もろもろのたからを喜ぶように、あなたの

あかしの道を喜びます。 15わたしは、あなたのさ

としを思い、あなたの道に目をとめます。 16わた

しはあなたの定めを喜び、あなたのみ言葉を忘れ

ません。 17ギメルあなたのしもべを豊かにあしら

って、生きながらえさせ、み言葉を守らせてくだ

さい。 18わたしの目を開いて、あなたのおきての

うちのくすしき事を見させてください。 19わたし

はこの地にあっては寄留者です。あなたの戒めを

わたしに隠さないでください。 20わが魂はつねに

あなたのおきてを慕って、絶えいるばかりです。

21あなたは、あなたの戒めから迷い出る高ぶる者

、のろわれた者を責められます。 22わたしはあな

たのあかしを守りました。彼らのそしりと侮りと

をわたしから取り去ってください。 23たといもろ

もろの君が座して、わたしをそこなおうと図って

も、あなたのしもべは、あなたの定めを深く思い

ます。 24あなたのあかしは、わたしを喜ばせ、わ

たしを教えさとすものです。 25ダレスわが魂はち

りについています。み言葉に従って、わたしを生

き返らせてください。 26わたしが自分の歩んだ道

を語ったとき、あなたはわたしに答えられました

。あなたの定めをわたしに教えてください。 27あ

なたのさとしの道をわたしにわきまえさせてくだ

さい。わたしはあなたのくすしきみわざを深く思

います。 28わが魂は悲しみによって溶け去ります

。み言葉に従って、わたしを強くしてください。

29偽りの道をわたしから遠ざけ、あなたのおきて
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をねんごろに教えてください。 30わたしは真実の

道を選び、あなたのおきてをわたしの前に置きま

した。 31主よ、わたしはあなたのあかしに堅く従

っています。願わくは、わたしをはずかしめない

でください。 32あなたがわたしの心を広くされる

とき、わたしはあなたの戒めの道を走ります。 33

ヘ主よ、あなたの定めの道をわたしに教えてくだ

さい。わたしは終りまでこれを守ります。 34わた

しに知恵を与えてください。わたしはあなたのお

きてを守り、心をつくしてこれに従います。 35わ

たしをあなたの戒めの道に導いてください。わた

しはそれを喜ぶからです。 36わたしの心をあなた

のあかしに傾けさせ、不正な利得に傾けさせない

でください。 37わたしの目をほかにむけて、むな

しいものを見させず、あなたの道をもって、わた

しを生かしてください。 38あなたを恐れる者にか

かわる約束をあなたのしもべに堅くしてください

。 39わたしの恐れるそしりを除いてください。あ

なたのおきては正しいからです。 40見よ、わたし

はあなたのさとしを慕います。あなたの義をもっ

て、わたしを生かしてください。 41ワウ主よ、あ

なたの約束にしたがって、あなたのいつくしみと

、あなたの救をわたしに臨ませてください。 42そ

うすれば、わたしをそしる者に、答えることがで

きます。わたしはあなたのみ言葉に信頼するから

です。 43またわたしの口から真理の言葉をことご

とく除かないでください。わたしの望みはあなた

のおきてにあるからです。 44わたしは絶えず、と

こしえに、あなたのおきてを守ります。 45わたし

はあなたのさとしを求めたので、自由に歩むこと

ができます。 46わたしはまた王たちの前にあなた

のあかしを語って恥じることはありません。 47わ

たしは、わたしの愛するあなたの戒めに自分の喜

びを見いだすからです。 48わたしは、わたしの愛

するあなたの戒めを尊び、あなたの定めを深く思

います。 49ザインどうか、あなたのしもべに言わ

れたみ言葉を思い出してください。あなたはわた

しにそれを望ませられました。 50あなたの約束は

わたしを生かすので、わが悩みの時の慰めです。

51高ぶる者は大いにわたしをあざ笑います。しか

しわたしはあなたのおきてを離れません。 52主よ

、わたしはあなたの昔からのおきてを思い出して

、みずから慰めます。 53あなたのおきてを捨てる

悪しき者のゆえに、わたしは激しい憤りを起しま

す。 54あなたの定めはわが旅の家で、わたしの歌

となりました。 55主よ、わたしは夜の間にあなた

のみ名を思い出して、あなたのおきてを守ります

。 56わたしはあなたのさとしを守ったことによっ

て、この祝福がわたしに臨みました。 57ヘス主は

わたしの受くべき分です。わたしはあなたのみ言

葉を守ることを約束します。 58わたしは心をつく

して、あなたの恵みを請い求めます。あなたの約

束にしたがって、わたしをお恵みください。 59わ

たしは、あなたの道を思うとき、足をかえして、

あなたのあかしに向かいます。 60わたしはあなた

の戒めを守るのに、すみやかで、ためらいません

。 61たとい、悪しき者のなわがわたしを捕えても

、わたしはあなたのおきてを忘れません。 62わた

しはあなたの正しいおきてのゆえに夜半に起きて

、あなたに感謝します。 63わたしは、すべてあな

たを恐れる者、またあなたのさとしを守る者の仲

間です。 64主よ、地はあなたのいつくしみで満ち

ています。あなたの定めをわたしに教えてくださ

い。 65テス主よ、あなたはみ言葉にしたがってし

もべをよくあしらわれました。 66わたしに良い判

断と知識とを教えてください。わたしはあなたの

戒めを信じるからです。 67わたしは苦しまない前

には迷いました。しかし今はみ言葉を守ります。

68あなたは善にして善を行われます。あなたの定

めをわたしに教えてください。 69高ぶる者は偽り

をもってわたしをことごとくおおいます。しかし

わたしは心をつくしてあなたのさとしを守ります

。 70彼らの心は肥え太って脂肪のようです。しか

しわたしはあなたのおきてを喜びます。 71苦しみ

にあったことは、わたしに良い事です。これによ

ってわたしはあなたのおきてを学ぶことができま

した。 72あなたの口のおきては、わたしのために

は幾千の金銀貨幣にもまさるのです。 73ヨードあ

なたのみ手はわたしを造り、わたしを形造りまし

た。わたしに知恵を与えて、あなたの戒めを学ば

せてください。 74あなたを恐れる者はわたしを見

て喜ぶでしょう。わたしはみ言葉によって望みを

いだいたからです。 75主よ、わたしはあなたのさ

ばきの正しく、また、あなたが真実をもってわた

しを苦しめられたことを知っています。 76あなた

がしもべに告げられた約束にしたがって、あなた

のいつくしみをわが慰めとしてください。 77あな

たのあわれみをわたしに臨ませ、わたしを生かし

てください。あなたのおきてはわが喜びだからで

す。 78高ぶる者に恥をこうむらせてください。彼

らは偽りをもって、わたしをくつがえしたからで

す。しかしわたしはあなたのさとしを深く思いま

す。 79あなたをおそれる者と、あなたのあかしを

知る者とをわたしに帰らせてください。 80わたし

の心を全くして、あなたの定めを守らせてくださ

い。そうすればわたしは恥をこうむることがあり

ません。 81カフわが魂はあなたの救を慕って絶え

いるばかりです。わたしはみ言葉によって望みを

いだきます。 82わたしの目はあなたの約束を待つ

によって衰え、「いつ、あなたはわたしを慰めら

れるのですか」と尋ねます。 83わたしは煙の中の

皮袋のようになりましたが、なお、あなたの定め

を忘れませんでした。 84あなたのしもべの日はど

れほど続くでしょうか。いつあなたは、わたしを

迫害する者をさばかれるでしょうか。 85高ぶる者

はわたしをおとしいれようと穴を掘りました。彼

らはあなたのおきてに従わない人々です。 86あな

たの戒めはみな真実です。彼らは偽りをもってわ

たしを迫害します。わたしをお助けください。 87

彼らはこの地において、ほとんどわたしを滅ぼし

ました。しかし、わたしはあなたのさとしを捨て

ませんでした。 88あなたのいつくしみにしたがっ

てわたしを生かしてください。そうすればわたし

はあなたの口から出るあかしを守ります。 89ラメ
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ド主よ、あなたのみ言葉は天においてとこしえに

堅く定まり、 90あなたのまことはよろずよに及び

ます。あなたが地を定められたので、地は堅く立

っています。 91これらのものはあなたの仰せによ

り、堅く立って今日に至っています。よろずのも

のは皆あなたのしもべだからです。 92あなたのお

きてがわが喜びとならなかったならば、わたしは

ついに悩みのうちに滅びたでしょう。 93わたしは

常にあなたのさとしを忘れません。あなたはこれ

をもって、わたしを生かされたからです。 94わた

しはあなたのものです。わたしをお救いください

。わたしはあなたのさとしを求めました。 95悪し

き者はわたしを滅ぼそうと待ち伏せています。し

かし、わたしはあなたのあかしを思います。 96わ

たしはすべての全きことに限りあることを見まし

た。しかしあなたの戒めは限りなく広いのです。

97メム いかにわたしはあなたのおきてを愛するこ

とでしょう。わたしはひねもすこれを深く思いま

す。 98あなたの戒めは常にわたしと共にあるので

、わたしをわが敵にまさって賢くします。 99わた

しはあなたのあかしを深く思うので、わがすべて

の師にまさって知恵があります。 100わたしはあ

なたのさとしを守るので、老いた者にまさって事

をわきまえます。 101わたしはみ言葉を守るため

に、わが足をとどめて、すべての悪い道に行かせ

ません。 102あなたがわたしを教えられたので、

わたしはあなたのおきてを離れません。 103あな

たのみ言葉はいかにわがあごに甘いことでしょう

。蜜にまさってわが口に甘いのです。 104わたし

はあなたのさとしによって知恵を得ました。それ

ゆえ、わたしは偽りのすべての道を憎みます。 105

ヌンあなたのみ言葉はわが足のともしび、わが道

の光です。 106わたしはあなたの正しいおきてを

守ることを誓い、かつこれを実行しました。 107

わたしはいたく苦しみました。主よ、み言葉に従

って、わたしを生かしてください。 108主よ、わ

がさんびの供え物をうけて、あなたのおきてを教

えてください。 109わたしのいのちは常に危険に

さらされています。しかし、わたしはあなたのお

きてを忘れません。 110悪しき者はわたしのために

わなを設けました。しかし、わたしはあなたのさ

としから迷い出ません。 111あなたのあかしはとこ

しえにわが嗣業です。まことに、そのあかしはわ

が心の喜びです。 112わたしはあなたの定めを終り

まで、とこしえに守ろうと心を傾けます。 113サメ

クわたしは二心の者を憎みます。しかしあなたの

おきてを愛します。 114あなたはわが隠れ場、わが

盾です。わたしはみ言葉によって望みをいだきま

す。 115悪をなす者よ、わたしを離れ去れ、わたし

はわが神の戒めを守るのです。 116あなたの約束に

したがって、わたしをささえて、ながらえさせ、

わが望みについて恥じることのないようにしてく

ださい。 117わたしをささえてください。そうすれ

ば、わたしは安らかで、常にあなたの定めに心を

そそぎます。 118すべてあなたの定めから迷い出る

者をあなたは、かろしめられます。まことに、彼

らの欺きはむなしいのです。 119あなたは地のすべ

ての悪しき者を、金かすのようにみなされます。

それゆえ、わたしはあなたのあかしを愛します。

120わが肉はあなたを恐れるので震えます。わたし

はあなたのさばきを恐れます。 121アインわたし

は正しく義にかなったことを行いました。わたし

を捨てて、しえたげる者にゆだねないでください

。 122しもべのために保証人となって、高ぶる者

にわたしを、しえたげさせないでください。 123

わが目はあなたの救と、あなたの正しい約束とを

待ち望んで衰えます。 124あなたのいつくしみに

したがって、しもべをあしらい、あなたの定めを

教えてください。 125わたしはあなたのしもべで

す。わたしに知恵を与えて、あなたのあかしを知

らせてください。 126彼らはあなたのおきてを破

りました。今は主のはたらかれる時です。 127そ

れゆえ、わたしは金よりも、純金よりもまさって

あなたの戒めを愛します。 128それゆえ、わたし

は、あなたのもろもろのさとしにしたがって、正

しき道に歩み、すべての偽りの道を憎みます。 129

ペあなたのあかしは驚くべきものです。それゆえ

、わが魂はこれを守ります。 130み言葉が開ける

と光を放って、無学な者に知恵を与えます。 131

わたしはあなたの戒めを慕うゆえに、口を広くあ

けてあえぎ求めました。 132み名を愛する者に常

にされるように、わたしをかえりみ、わたしをあ

われんでください。 133あなたの約束にしたがっ

て、わが歩みを確かにし、すべての不義に支配さ

れないようにしてください。 134わたしを人のし

えたげからあがなってください。そうすればわた

しは、あなたのさとしを守ります。 135み顔をし

もべの上に照し、あなたの定めを教えてください

。 136人々があなたのおきてを守らないので、わ

が目の涙は川のように流れます。 137ツァデー主

よ、あなたは正しく、あなたのさばきは正しいの

です。 138あなたの正義と、この上ない真実とを

もってあなたのあかしを命じられました。 139わ

たしのあだが、あなたのみ言葉を忘れるので、わ

が熱心はわたしを滅ぼすのです。 140あなたの約

束はまことに確かです。あなたのしもべはこれを

愛します。 141わたしは取るにたらない者で、人

に侮られるけれども、なお、あなたのさとしを忘

れません。 142あなたの義はとこしえに正しく、

あなたのおきてはまことです。 143悩みと苦しみ

がわたしに臨みました。しかしあなたの戒めはわ

たしの喜びです。 144あなたのあかしはとこしえ

に正しいのです。わたしに知恵を与えて、生きな

がらえさせてください。 145コフわたしは心をつ

くして呼ばわります。主よ、お答えください。わ

たしはあなたの定めを守ります。 146わたしはあ

なたに呼ばわります。わたしをお救いください。

わたしはあなたのあかしを守ります。 147わたし

は朝早く起き出て呼ばわります。わたしはみ言葉

によって望みをいだくのです。 148わが目は夜警

の交代する時に先だってさめ、あなたの約束を深

く思います。 149あなたのいつくしみにしたがっ

て、わが声を聞いてください。主よ、あなたの公

義にしたがって、わたしを生かしてください。 150
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わたしをしえたげる者が悪いたくらみをもって近

づいています。彼らはあなたのおきてを遠くはな

れているのです。 151しかし主よ、あなたは近く

いらせられます。あなたのもろもろの戒めはまこ

とです。 152わたしは早くからあなたのあかしに

よって、あなたがこれをとこしえに立てられたこ

とを知りました。 153レシわが悩みを見て、わた

しをお救いください。わたしはあなたのおきてを

忘れないからです。 154わが訴えを弁護して、わ

たしをあがない、あなたの約束にしたがって、わ

たしを生かしてください。 155救は悪しき者を遠

く離れている。彼らはあなたの定めを求めないか

らです。 156主よ、あなたのあわれみは大きい。

あなたの公義に従って、わたしを生かしてくださ

い。 157わたしをしえたげる者、わたしをあだす

る者は多い。しかしわたしは、あなたのあかしを

離れません。 158不信仰な者があなたのみ言葉を

守らないので、わたしは彼らを見て、いとわしく

思います。 159わたしがいかにあなたのさとしを

愛するかをお察しください。主よ、あなたのいつ

くしみにしたがって、わたしを生かしてください

。 160あなたのみ言葉の全体は真理です。あなた

の正しいおきてのすべてはとこしえに絶えること

はありません。 161シンもろもろの君はゆえなく

わたしをしえたげます。しかしわが心はみ言葉を

おそれます。 162わたしは大いなる獲物を得た者

のようにあなたのみ言葉を喜びます。 163わたし

は偽りを憎み、忌みきらいます。しかしあなたの

おきてを愛します。 164わたしはあなたの正しい

おきてのゆえに、一日に七たびあなたをほめたた

えます。 165あなたのおきてを愛する者には大い

なる平安があり、何ものも彼らをつまずかすこと

はできません。 166主よ、わたしはあなたの救を

望み、あなたの戒めをおこないます。 167わが魂

は、あなたのあかしを守ります。わたしはいたく

これを愛します。 168わがすべての道があなたの

み前にあるので、わたしはあなたのさとしと、あ

かしとを守ります。 169タウ主よ、どうか、わが

叫びをみ前にいたらせ、み言葉に従って、わたし

に知恵をお与えください。 170わが願いをみ前に

いたらせ、み言葉にしたがって、わたしをお助け

ください。 171あなたの定めをわたしに教えられ

るので、わがくちびるはさんびを唱えます。 172

あなたのすべての戒めは正しいので、わが舌はみ

言葉を歌います。 173わたしはあなたのさとしを

選びました。あなたのみ手を、常にわが助けとし

てください。 174主よ、わたしはあなたの救を慕

います。あなたのおきてはわたしの喜びです。 175

わたしを生かして、あなたをほめたたえさせ、あ

なたのおきてを、わが助けとしてください。 176

わたしは失われた羊のように迷い出ました。あな

たのしもべを捜し出してください。わたしはあな

たの戒めを忘れないからです。

120都もうでの歌 わたしが悩みのうちに、主に
呼ばわると、主はわたしに答えられる。 2

「主よ、偽りのくちびるから、欺きの舌から、わ

たしを助け出してください」。 3欺きの舌よ、お

まえに何が与えられ、何が加えられるであろうか

。 4ますらおの鋭い矢と、えにしだの熱い炭とで

ある。 5わざわいなるかな、わたしはメセクにや

どり、ケダルの天幕のなかに住んでいる。 6わた

しは久しく平安を憎む者のなかに住んでいた。 7

わたしは平安を願う、しかし、わたしが物言うと

き、彼らは戦いを好む。

121都もうでの歌 わたしは山にむかって目をあ
げる。わが助けは、どこから来るであろう

か。 2わが助けは、天と地を造られた主から来る

。 3主はあなたの足の動かされるのをゆるされな

い。あなたを守る者はまどろむことがない。 4見

よ、イスラエルを守る者はまどろむこともなく、

眠ることもない。 5主はあなたを守る者、主はあ

なたの右の手をおおう陰である。 6昼は太陽があ

なたを撃つことなく、夜は月があなたを撃つこと

はない。 7主はあなたを守って、すべての災を免

れさせ、またあなたの命を守られる。 8主は今か

らとこしえに至るまで、あなたの出ると入るとを

守られるであろう。

122ダビデがよんだ都もうでの歌 人々がわたし
にむかって「われらは主の家に行こう」と

言ったとき、わたしは喜んだ。 2エルサレムよ、

われらの足はあなたの門のうちに立っている。 3

しげくつらなった町のように建てられているエル

サレムよ、 4もろもろの部族すなわち主の部族が

、そこに上って来て主のみ名に感謝することは、

イスラエルのおきてである。 5そこにさばきの座

、ダビデの家の王座が設けられてあった。 6エル

サレムのために平安を祈れ、「エルサレムを愛す

る者は栄え、 7その城壁のうちに平安があり、も

ろもろの殿のうちに安全があるように」と。 8わ

が兄弟および友のために、わたしは「エルサレム

のうちに平安があるように」と言い、 9われらの

神、主の家のために、わたしはエルサレムのさい

わいを求めるであろう。

123都もうでの歌 天に座しておられる者よ、わ
たしはあなたにむかって目をあげます。 2

見よ、しもべがその主人の手に目をそそぎ、はし

ためがその主婦の手に目をそそぐように、われら

はわれらの神、主に目をそそいで、われらをあわ

れまれるのを待ちます。 3主よ、われらをあわれ

んでください。われらをあわれんでください。わ

れらに侮りが満ちあふれています。 4思い煩いの

ない者のあざけりと、高ぶる者の侮りとは、われ

らの魂に満ちあふれています。

124ダビデがよんだ都もうでの歌 今、イスラエ
ルは言え、主がもしわれらの方におられな

かったならば、 2人々がわれらに逆らって立ちあ

がったとき、主がもしわれらの方におられなかっ

たならば、 3彼らの怒りがわれらにむかって燃え

たったとき、彼らはわれらを生きているままで、

のんだであろう。 4また大水はわれらを押し流し



詩篇387

、激流はわれらの上を越え、 5さか巻く水はわれ

らの上を越えたであろう。 6主はほむべきかな。

主はわれらをえじきとして彼らの歯にわたされな

かった。 7われらは野鳥を捕えるわなをのがれる

鳥のようにのがれた。わなは破れてわれらはのが

れた。 8われらの助けは天地を造られた主のみ名

にある。

125都もうでの歌 主に信頼する者は、動かされ
ることなくて、とこしえにあるシオンの山

のようである。 2山々がエルサレムを囲んでいる

ように、主は今からとこしえにその民を囲まれる

。 3これは悪しき者のつえが正しい者の所領にと

どまることなく、正しい者がその手を不義に伸べ

ることのないためである。 4主よ、善良な人と、

心の正しい人とに、さいわいを施してください。 5

しかし転じて自分の曲った道に入る者を主は、悪

を行う者と共に去らせられる。イスラエルの上に

平安があるように。

126都もうでの歌 主がシオンの繁栄を回復され
たとき、われらは夢みる者のようであった

。 2その時われらの口は笑いで満たされ、われら

の舌は喜びの声で満たされた。その時「主は彼ら

のために大いなる事をなされた」と言った者が、

もろもろの国民の中にあった。 3主はわれらのた

めに大いなる事をなされたので、われらは喜んだ

。 4主よ、どうか、われらの繁栄を、ネゲブの川

のように回復してください。 5涙をもって種まく

者は、喜びの声をもって刈り取る。 6種を携え、

涙を流して出て行く者は、束を携え、喜びの声を

あげて帰ってくるであろう。

127ソロモンがよんだ都もうでの歌 主が家を建
てられるのでなければ、建てる者の勤労は

むなしい。主が町を守られるのでなければ、守る

者のさめているのはむなしい。 2あなたがたが早

く起き、おそく休み、辛苦のかてを食べることは

、むなしいことである。主はその愛する者に、眠

っている時にも、なくてならぬものを与えられる

からである。 3見よ、子供たちは神から賜わった

嗣業であり、胎の実は報いの賜物である。 4壮年

の時の子供は勇士の手にある矢のようだ。 5矢の

満ちた矢筒を持つ人はさいわいである。彼は門で

敵と物言うとき恥じることはない。

128都もうでの歌 すべて主をおそれ、主の道に
歩む者はさいわいである。 2あなたは自分

の手の勤労の実を食べ、幸福で、かつ安らかであ

ろう。 3あなたの妻は家の奥にいて多くの実を結

ぶぶどうの木のようであり、あなたの子供たちは

食卓を囲んでオリブの若木のようである。 4見よ

、主をおそれる人は、このように祝福を得る。 5

主はシオンからあなたを祝福されるように。あな

たは世にあるかぎりエルサレムの繁栄を見、 6ま

たあなたの子らの子を見るであろう。どうぞ、イ

スラエルの上に平安があるように。

129都もうでの歌 今イスラエルは言え、「彼ら
はわたしの若い時から、ひどくわたしを悩

ました。 2彼らはわたしの若い時から、ひどくわ

たしを悩ました。しかしわたしに勝つことができ

なかった。 3耕す者はわたしの背の上をたがやし

て、そのうねみぞを長くした」と。 4主は正しく

いらせられ、悪しき者のなわを断ち切られた。 5

シオンを憎む者はみな、恥を得て、退くように。 6

彼らを、育たないさきに枯れる屋根の草のように

してください。 7これを刈る者はその手に満たず

、これをたばねる者はそのふところに満たない。 8

かたわらを過ぎる者は、「主の恵みがあなたの上

にあるように。われらは主のみ名によってあなた

がたを祝福する」と言わない。

130京まうでの歌 ああヱホバよわれふかき淵よ
り汝をよべり 2主よねがはくはわが聲をき

い汝のみみをわが懇求のこゑにかたぶけたまヘ 3

ヤハよ主よなんぢ若もろもろの不義ふぎに目をと

めたまはば誰たれかよく立たつことをえんや 4さ

れどなんぢに赦あれば人におそれかしこまれ給ふ

べし 5我ヱホバを俟望むわが霊魂はまちのぞむわ

れはその聖言によりて望をいだく 6わがたましひ

は衛士があしたを待にまさり誠にゑじが旦をまつ

にまさりて主をまてり 7イスラエルよヱホバによ

りて望をいだけそはヱホバにあはれみありまたゆ

たかなる救贖あり 8ヱホバはイスラエルをそのも

ろもろの邪曲よりあがなひたまはん

131ダビデのよめる京まうでのうた ヱホバよわ
が心おごらずわが目たかぶらず われは大な

ることと我におよばぬ奇しき事とをつとめざりき 2

われはわが霊魂をもださしめまた安からしめたり

乳をたちし嬰児のその母にたよるごとく我がたま

しひは乳をたちし嬰児のごとくわれに恃れり 3イ

スラエルよ今よりとこしへにヱホバにたよりて望

をいだけ

132京まうでの歌 ヱホバよねがはくはダビデの
爲にそのもろもろの憂をこころに記たまヘ

2ダビデ、ヱホバにちかひヤコブの全能者にうけひ

ていふ 5われヱホバのために處をたづねいだしヤ

コブの全能者のために居所をもとめうるまでは我

家の幕屋にいらずわが臥床にのぼらずわが目をね

ぶらしめずわが眼瞼をとぢしめざるべしと 6われ

らエフラタにて之をききヤアルの野にて見とめた

り 7われらはその居所にゆきてその承足のまへに

俯伏さん 8ヱホバよねがはくは起きてなんぢの稜

威の櫃とともになんぢの安居所にいりたまへ 9な

んぢの祭司たちは義を衣なんぢの聖徒はみな歓び

よばふべし 10なんぢの僕ダビデのためになんぢの

受膏者の面をしりぞけたまふなかれ 11ヱホバ眞實

をもてダビデに誓ひたまひたれば之にたがふこと

あらじ曰くわれなんぢの身よりいでし者をなんぢ

の座位にざせしめん 12なんぢの子輩もしわがをし

ふる契約と證詞とをまもらばかれらの子輩もまた

永遠になんぢの座位にざすべしと 13ヱホバはシオ

ンを擇びておのが居所にせんとのぞみたまへり 14
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曰くこれは永遠にわが安居處なりわれここに住ん

そはわれ之をのぞみたればなり 15われシオンの糧

をゆたかに祝しくひものをもてその貧者をあかし

めん 16われ救をもてその祭司たちに衣せんその聖

徒はみな聲たからかによろこびよばふべし 17われ

ダビデのためにかしこに一つの角をはえしめんわ

が受膏者のために燈火をそなへたり 18われかれの

仇にはぢを衣せんされどかれはその冠弁さかゆべ

し

133ダビデがよめる京まうでの歌 観よはらから
相睦てともにをるはいかに善いかに樂きか

な 2首にそそがれたる貴きあぶら鬚にながれアロ

ンの鬚にながれその衣のすそにまで流れしたたる

るがごとく 3またヘルモンの露くだりてシオンの

山にながるるがごとしそはヱホバかしこに福祉を

くだし窮なき生命をさへあたへたまへり

134京まうでの歌 夜間ヱホバの家にたちヱホバ
に事ふるもろもろの僕よ ヱホバをほめまつ

れ 2なんぢら聖所にむかひ手をあげてヱホバをほ

めまつれ 3ねがはくはヱホバ天地をつくりたまへ

るものシオンより汝をめぐみたまはんことを

135なんぢらヱホバを讃稱へよヱホバの名を
ほめたたへよヱホバの僕等ほめたたへよ 2

ヱホバの家われらの神のいへの大庭にたつものよ

讃稱へよ 3ヱホバは恵ふかしなんぢらヱホバをほ

めたたへよその聖名はうるはし讃うたへ 4そはヤ

ハおのがためにヤコブをえらみイスラエルをえら

みてその珍寳となしたまへり 5われヱホバの大な

るとわれらの主のもろもろの神にまされるとをし

れり 6ヱホバその聖旨にかなふことを天にも地に

も海にも淵にもみなことごとく行ひ給ふなり 7ヱ

ホバは地のはてより霧をのぼらせ雨のために電光

をつくりその庫より風をいだしたまふ 8ヱホバは

人より畜類にいたるまでエジプトの首出をうちた

まへり 9エジプトよヱホバはなんぢの中にしるし

と奇しき事跡とをおくりてパロとその僕とに臨ま

せ給へり 10ヱホバはおほくの國々をうち又いきほ

ひある王等をころし給へり 11アモリ人のわうシホ

ン、バシヤンの王オグならびにカナンの國々なり

12かれらの地をゆづりとしその民イスフルの嗣業

としてあたへ給へり 13ヱホバよなんぢの名はとこ

しへに絶ることなしヱホバよなんぢの記念はよろ

づ世におよばん 14ヱホバはその民のために審判を

なしその僕等にかかはれる聖意をかへたまふ可れ

ばなり 15もろもろのくにの偶像はしろかねと金に

して人の手のわざなり 16そのぐうざうは口あれど

いはず目あれど見ず 17耳あれどきかずまたその口

に氣息あることなし 18これを造るものと之により

たのむものとは皆これにひとしからん 19イスラエ

ルの家よヱホバをほめまつれアロンのいへよヱホ

バをほめまつれ 20レビの家よヱホバをほめまつれ

ヱホバを畏るるものよヱホバをはめまつれ 21ヱル

サレムにすみたまふヱホバはシオンにて讃まつる

べきかなヱホバをほめたたへよ

136ヱホバに感謝せよヱホバはめぐみふかし そ
の憐憫はとこしへに絶ることなければなり

2もろもろの神の神にかんしやせよその憐憫はとこ

しへにたゆることなければなり 3もろもろの主の

主にかんしやせよその憐憫はとこしへにたゆるこ

となければなり 4ただ獨りおほいなる奇跡なした

まふものに感謝せよその憐憫はとこしへにたゆる

ことなければなり 5智慧をもてもろもろの天をつ

くりたまへるものに感謝せよそのあはれみはとこ

しへにたゆることなければなり 6地を水のうへに

布たまへるものに感謝せよそのあはれみは永遠に

たゆることなければなり 7巨大なる光をつくりた

まへる者にかんしやせよその憐憫はとこしへに絶

ることなければなり 8晝をつかさどらするために

日をつくりたまへる者にかんしやせよその憐憫は

とこしへにたゆることなければなり 9夜をつかさ

どらするために月ともろもろの星とをつくりたま

へる者にかんしやせよその隣憫はとこしへにたゆ

ることなければなり 10もろもろの首出をうちてエ

ジプトを責たまへるものに感謝せよそのあはれみ

は永遠にたゆることなければなり 11イスラエルを

率てエジプト人のなかより出したまへる者にかん

しやせよそのあはれみはとこしへに絶ることなけ

ればなり 12臂をのばしつよき手をもて之をひきい

だしたまへる者にかんしやせよその憐憫はとこし

へにたゆることなければなり 13紅海をふたつに分

たまへる者にかんしやせよその憐憫はとこしへに

たゆることなければなり 14イスラエルをしてその

中をわたらしめ給へるものに感謝せよそのあはれ

みは永遠にたゆることなければなり 15パロとその

軍兵とを紅海のうちに仆したまへるものに感謝せ

よそのあはれみは永遠にたゆることなければなり

16その民をみちびきて野をすぎしめたまへる者に

かんしやせよその憐憫はとこしへにたゆることな

ければなり 17大なる王たちを撃たまへるものに感

謝せよそのあはれみは永遠にたゆることなければ

なり 18名ある王等をころしたまへる者にかんしや

せよその憐憫はとこしへに絶ることなければなり

19アモリ人のわうシホンをころしたまへる者にか

んしやせよその憐憫はとこしへにたゆることなけ

ればなり 20バシヤンのわうオグを誅したまへるも

のに感謝せよそのあはれみは永遠にたゆることな

ければなり 21かれらの地を嗣業としてあたへたま

へる者にかんしやせよその憐憫はとこしへにたゆ

ることなければなり 22その僕イスラエルにゆづり

として之をあたへたまへるものに感謝せよそのあ

はれみは永遠にたゆることなければなり 23われら

が微賤かりしときに記念したまへる者にかんしや

せよその憐憫はとこしへに絶ることなければなり

24わが敵よりわれらを助けいだしたまへる者にか

んしやせよその憐憫はとこしへに絶ることなけれ

ばなり 25すべての生るものに食物をあたへたまふ

ものに感謝せよそのあはれみはとこしへに絶るこ

となければなり 26天の神にかんしやせよその憐憫

はとこしへに絶ることなければなり
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137われらバビロンの河のほとりにすわり シオ
ンをおもひいでて涙をながしぬ 2われらそ

のあたりの柳にわが琴をかけたり 3そはわれらを

虜にせしものわれらに歌をもとめたり我儕をくる

しむる者われらにおのれを歓ばせんとてシオンの

うた一つうたへといへり 4われら外邦にありてい

かでヱホバの歌をうたはんや 5エルサレムよもし

我なんぢをわすれなばわが右の手にその巧をわす

れしめたまへ 6もしわれ汝を思ひいでずもしわれ

ヱルサレムをわがすべての歓喜の極となさずばわ

が舌をわが腭につかしめたまヘ 7ヱホバよねがは

くはヱルサレムの日にエドムの子輩がこれを掃除

けその基までもはらひのぞけといへるを聖意にと

めたまへ 8ほろぼさるべきバビロンの女よなんぢ

がわれらに作しごとく汝にむくゆる人はさいはひ

なるべし 9なんぢの嬰児をとりて岩のうへになげ

うつものは福ひなるべし

138ダビデのうた われはわが心をつくしてなん
ぢに感謝し もろもろの神のまへにて汝をほ

めうたはん 2我なんぢのきよき宮にむかひて伏拝

みなんぢの仁慈とまこととの故によりて聖名にか

んしやせんそは汝そのみことばをもろもろの聖名

にまさりて高くしたまひたればなり 3汝わがよば

はりし日にわれにこたへわが霊魂にちからをあた

へて雄々しからしめたまへり 4ヱホバよ地のすべ

ての王はなんぢに感謝せんかれらはなんぢの口の

もろもろの言をききたればなり 5かれらはヱホバ

のもろもろの途についてうたはんヱホバの榮光お

ほいなればなり 6ヱホバは高くましませども卑き

ものを顧みたまふされど亦おごれるものを遠より

しりたまへり 7縦ひわれ患難のなかを歩むとも汝

われをふたたび活しその手をのばしてわが仇のい

かりをふせぎその右の手われをすくひたまふべし

8ヱホバはわれに係れることを全うしたまはんヱホ

バよなんぢの憐憫はとこしへにたゆることなし願

くはなんぢの手のもろもろの事跡をすてたまふな

かれ

139伶長にうたはしめたるダビデの歌ヱホバ
よなんぢは我をさぐり我をしりたまへり 2

なんぢはわが坐るをも立をもしり 又とほくより

わが念をわきまへたまふ 3なんぢはわが歩むをも

わが臥をもさぐりいだし わがもろもろの途をこ

とごとく知たまへり 4 そはわが舌に一言ありと

も観よヱホバよなんぢことごとく知たまふ 5 な

んぢは前より後よりわれをかこみ わが上にその

手をおき給へり 6 かかる知識はいとくすしくし

て我にすぐまた高くして及ぶことあたはず 7我

いづこにゆきてなんぢの聖霊をはなれんや われ

いづこに往てなんぢの前をのがれんや 8 われ天

にのぼるとも汝かしこにいまし われわが榻を陰

府にまうくるとも観よなんぢ彼處にいます (Sheol

h7585) 9我あけぼのの翼をかりて海のはてにすむと

も 10かしこにて尚なんぢの手われをみちびき汝の

みぎの手われをたもちたまはん 11暗はかならす我

をおほひ我をかこめる光は夜とならんと我いふと

も 12汝のみまへには暗ものをかくすことなく夜も

ひるのごとくに輝けりなんぢにはくらきも光もこ

となることなし 13汝はわがはらわたをつくり又わ

がははの胎にわれを組成たまひたり 14われなんぢ

に感謝すわれは畏るべく奇しくつくられたりな

んぢの事跡はことごとくくすしわが霊魂はいとつ

ばらに之をしれり 15われ隠れたるところにてつ

くられ地の底所にて妙につづりあはされしときわ

が骨なんぢにかくるることなかりき 16わが體い

まだ全からざるに なんぢの目ははやくより之を

み 日々かたちづくられしわが百體の一だにあら

ざりし時に ことごとくなんぢの冊にしるされた

り 17神よなんぢりもろもろの思念はわれに寶きこ

といかばかりぞやそのみおもひの総計はいかに多

きかな 18我これを算へんとすれどもそのかずは沙

よりもおほしわれ眼さむるときも尚なんぢととも

にをる 19神よなんぢはかならず惡者をころし給は

んされば血をながすものよ我をはなれされ 20かれ

らはあしき企圖をもて汝にさからひて言ふなんぢ

の仇はみだりに聖名をとなふるなり 21ヱホバよわ

れは汝をにくむ者をにくむにあらずやなんぢに逆

ひておこりたつものを厭ふにあらずや 22われ甚く

かれらをにくみてわが仇とす 23神よねがはくは我

をさぐりてわが心をしり我をこころみてわがもろ

もろの思念をしりたまへ 24ねがはくは我によこし

まなる途のありやなしやを見てわれを永遠のみち

に導きたまへ

140聖歌隊の指揮者によってうたわせたダビデ
の歌 主よ、悪しき人々からわたしを助け出

し、わたしを守って、乱暴な人々からのがれさせ

てください。 2彼らは心のうちに悪い事をはかり

、絶えず戦いを起します。 3彼らはへびのように

おのが舌を鋭くし、そのくちびるの下にはまむし

の毒があります。 (セラ) 4主よ、わたしを保って

、悪しき人の手からのがれさせ、わたしを守って

、わが足をつまずかせようとする乱暴な人々から

のがれさせてください。 5高ぶる者はわたしのた

めにわなを伏せ、綱をもって網を張り、道のほと

りにわなを設けました。 (セラ) 6わたしは主に言

います、「あなたはわが神です。主よ、わが願い

の声に耳を傾けてください。 7わが救の力、主な

る神よ、あなたは戦いの日に、わがこうべをおお

われました。 8主よ、悪しき人の願いをゆるさな

いでください。その悪しき計画をとげさせないで

ください。 (セラ) 9わたしを囲む者がそのこうべ

をあげるとき、そのくちびるの害悪で彼らをおお

ってください。 10燃える炭を彼らの上に落してく

ださい。彼らを穴に投げ入れ、再び上がることの

できないようにしてください。 11悪口を言う者を

世に立たせないでください。乱暴な人をすみやか

に災に追い捕えさせてください」。 12わたしは主

が苦しむ者の訴えをたすけ、貧しい者のために正

しいさばきを行われることを知っています。 13正

しい人は必ずみ名に感謝し、直き人はみ前に住む

でしょう。
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141ダビデの歌 主よ、わたしはあなたに呼ばわ
ります。すみやかにわたしをお助けくださ

い。わたしがあなたに呼ばわるとき、わが声に耳

を傾けてください。 2わたしの祈を、み前にささ

げる薫香のようにみなし、わたしのあげる手を、

夕べの供え物のようにみなしてください。 3主よ

、わが口に門守を置いて、わがくちびるの戸を守

ってください。 4悪しき事にわが心を傾けさせず

、不義を行う人々と共に悪しきわざにあずからせ

ないでください。また彼らのうまき物を食べさせ

ないでください。 5正しい者にいつくしみをもっ

てわたしを打たせ、わたしを責めさせてください

。しかし悪しき者の油をわがこうべにそそがせな

いでください。わが祈は絶えず彼らの悪しきわざ

に敵しているからです。 6彼らはおのれを罪に定

める者にわたされるとき、主のみ言葉のまことな

ることを学ぶでしょう。 7人が岩を裂いて地の上

に打ち砕くように、彼らの骨は陰府の口にまき散

らされるでしょう。 (Sheol h7585) 8しかし主なる神

よ、わが目はあなたに向かっています。わたしは

あなたに寄り頼みます。わたしを助けるものもな

いままに捨ておかないでください。 9わたしを守

って、彼らがわたしのために設けたわなと、悪を

行う者のわなとをのがれさせてください。 10わた

しがのがれると同時に、悪しき者をおのれの網に

陥らせてください。

142ダビデがほら穴にいた時によんだマスキー
ルの歌、祈 わたしは声を出して主に呼ばわ

り、声を出して主に願い求めます。 2わたしはみ

前にわが嘆きを注ぎ出し、み前にわが悩みをあら

わします。 3わが霊のわがうちに消えうせようと

する時も、あなたはわが道を知られます。彼らは

わたしを捕えようとわたしの行く道にわなを隠し

ました。 4わたしは右の方に目を注いで見回した

が、わたしに心をとめる者はひとりもありません

。わたしには避け所がなく、わたしをかえりみる

人はありません。 5主よ、わたしはあなたに呼ば

わります。わたしは言います、「あなたはわが避

け所、生ける者の地でわたしの受くべき分です。 6

どうか、わが叫びにみこころをとめてください。

わたしは、はなはだしく低くされています。わた

しを責める者から助け出してください。彼らはわ

たしにまさって強いのです。 7わたしをひとやか

ら出し、み名に感謝させてください。あなたが豊

かにわたしをあしらわれるので、正しい人々はわ

たしのまわりに集まるでしょう」。

143ダビデの歌 主よ、わが祈を聞き、わが願い
に耳を傾けてください。あなたの真実と、

あなたの正義とをもって、わたしにお答えくださ

い。 2あなたのしもべのさばきにたずさわらない

でください。生ける者はひとりもみ前に義とされ

ないからです。 3敵はわたしをせめ、わがいのち

を地に踏みにじり、死んで久しく時を経た者のよ

うにわたしを暗い所に住まわせました。 4それゆ

え、わが霊はわがうちに消えうせようとし、わが

心はわがうちに荒れさびれています。 5わたしは

いにしえの日を思い出し、あなたが行われたすべ

ての事を考え、あなたのみ手のわざを思います。 6

わたしはあなたにむかって手を伸べ、わが魂は、

かわききった地のようにあなたを慕います。(セラ

) 7主よ、すみやかにわたしにお答えください。わ

が霊は衰えます。わたしにみ顔を隠さないでくだ

さい。さもないと、わたしは穴にくだる者のよう

になるでしょう。 8あしたに、あなたのいつくし

みを聞かせてください。わたしはあなたに信頼し

ます。わが歩むべき道を教えてください。わが魂

はあなたを仰ぎ望みます。 9主よ、わたしをわが

敵から助け出してください。わたしは避け所を得

るためにあなたのもとにのがれました。 10あなた

のみむねを行うことを教えてください。あなたは

わが神です。恵みふかい、みたまをもってわたし

を平らかな道に導いてください。 11主よ、み名の

ために、わたしを生かし、あなたの義によって、

わたしを悩みから救い出してください。 12また、

あなたのいつくしみによって、わが敵を断ち、わ

があだをことごとく滅ぼしてください。わたしは

あなたのしもべです。

144ダビデの歌 わが岩なる主はほむべきかな。
主は、いくさすることをわが手に教え、戦

うことをわが指に教えられます。 2主はわが岩、

わが城、わが高きやぐら、わが救主、わが盾、わ

が寄り頼む者です。主はもろもろの民をおのれに

従わせられます。 3主よ、人は何ものなので、あ

なたはこれをかえりみ、人の子は何ものなので、

これをみこころに、とめられるのですか。 4人は

息にひとしく、その日は過ぎゆく影にひとしいの

です。 5主よ、あなたの天を垂れてくだり、山に

触れて煙を出させてください。 6いなずまを放っ

て彼らを散らし、矢を放って彼らを打ち敗ってく

ださい。 7高い所からみ手を伸べて、わたしを救

い、大水から、異邦人の手からわたしを助け出し

てください。 8彼らの口は偽りを言い、その右の

手は偽りの右の手です。 9神よ、わたしは新しい

歌をあなたにむかって歌い、十弦の立琴にあわせ

てあなたをほめ歌います。 10あなたは王たちに勝

利を与え、そのしもべダビデを救われます。 11わ

たしを残忍なつるぎから救い、異邦人の手から助

け出してください。彼らの口は偽りを言い、その

右の手は偽りの右の手です。 12われらのむすこた

ちはその若い時、よく育った草木のようです。わ

れらの娘たちは宮の建物のために刻まれたすみの

柱のようです。 13われらの倉は満ちて様々の物を

備え、われらの羊は野でちよろずの子を産み、 14

われらの家畜はみごもって子を産むに誤ることな

く、われらのちまたには悩みの叫びがありません

。 15このような祝福をもつ民はさいわいです。主

をおのが神とする民はさいわいです。

145ダビデのさんびの歌 わが神、王よ、わたし
はあなたをあがめ、世々かぎりなくみ名を

ほめまつります。 2わたしは日ごとにあなたをほ

め、世々かぎりなくみ名をほめたたえます。 3主

は大いなる神で、大いにほめたたえらるべきです



詩篇391

。その大いなることは測り知ることができません

。 4この代はかの代にむかってあなたのみわざを

ほめたたえ、あなたの大能のはたらきを宣べ伝え

るでしょう。 5わたしはあなたの威厳の光栄ある

輝きと、あなたのくすしきみわざとを深く思いま

す。 6人々はあなたの恐るべきはたらきの勢いを

語り、わたしはあなたの大いなることを宣べ伝え

ます。 7彼らはあなたの豊かな恵みの思い出を言

いあらわし、あなたの義を喜び歌うでしょう。 8

主は恵みふかく、あわれみに満ち、怒ることおそ

く、いつくしみ豊かです。 9主はすべてのものに

恵みがあり、そのあわれみはすべてのみわざの上

にあります。 10主よ、あなたのすべてのみわざは

あなたに感謝し、あなたの聖徒はあなたをほめま

つるでしょう。 11彼らはみ国の栄光を語り、あな

たのみ力を宣べ、 12あなたの大能のはたらきと、

み国の光栄ある輝きとを人の子に知らせるでしょ

う。 13あなたの国はとこしえの国です。あなたの

まつりごとはよろずよに絶えることはありません

。 14主はすべて倒れんとする者をささえ、すべて

かがむ者を立たせられます。 15よろずのものの目

はあなたを待ち望んでいます。あなたは時にした

がって彼らに食物を与えられます。 16あなたはみ

手を開いて、すべての生けるものの願いを飽かせ

られます。 17主はそのすべての道に正しく、その

すべてのみわざに恵みふかく、 18すべて主を呼ぶ

者、誠をもって主を呼ぶ者に主は近いのです。 19

主はおのれを恐れる者の願いを満たし、またその

叫びを聞いてこれを救われます。 20主はおのれを

愛する者をすべて守られるが、悪しき者をことご

とく滅ぼされます。 21わが口は主の誉を語り、す

べての肉なる者は世々かぎりなくその聖なるみ名

をほめまつるでしょう。

146主をほめたたえよ。わが魂よ、主をほめた
たえよ。 2わたしは生けるかぎりは主をほ

めたたえ、ながらえる間は、わが神をほめうたお

う。 3もろもろの君に信頼してはならない。人の

子に信頼してはならない。彼らには助けがない。 4

その息が出ていけば彼は土に帰る。その日には彼

のもろもろの計画は滅びる。 5ヤコブの神をおの

が助けとし、その望みをおのが神、主におく人は

さいわいである。 6主は天と地と、海と、その中

にあるあらゆるものを造り、とこしえに真実を守

り、 7しえたげられる者のためにさばきをおこな

い、飢えた者に食物を与えられる。主は捕われ人

を解き放たれる。 8主は盲人の目を開かれる。主

はかがむ者を立たせられる。主は正しい者を愛さ

れる。 9主は寄留の他国人を守り、みなしごと、

やもめとをささえられる。しかし、悪しき者の道

を滅びに至らせられる。 10主はとこしえに統べ治

められる。シオンよ、あなたの神はよろず代まで

統べ治められる。主をほめたたえよ。

147主をほめたたえよ。われらの神をほめうた
うことはよいことである。主は恵みふかい

。さんびはふさわしいことである。 2主はエルサ

レムを築き、イスラエルの追いやられた者を集め

られる。 3主は心の打ち砕かれた者をいやし、そ

の傷を包まれる。 4主はもろもろの星の数を定め

、すべてそれに名を与えられる。 5われらの主は

大いなる神、力も豊かであって、その知恵ははか

りがたい。 6主はしえたげられた者をささえ、悪

しき者を地に投げ捨てられる。 7主に感謝して歌

え、琴にあわせてわれらの神をほめうたえ。 8主

は雲をもって天をおおい、地のために雨を備え、

もろもろの山に草をはえさせ、 9食物を獣に与え

、また鳴く小がらすに与えられる。 10主は馬の力

を喜ばれず、人の足をよみせられない。 11主はお

のれを恐れる者とそのいつくしみを望む者とをよ

みせられる。 12エルサレムよ、主をほめたたえよ

。シオンよ、あなたの神をほめたたえよ。 13主は

あなたの門の貫の木を堅くし、あなたのうちにい

る子らを祝福されるからである。 14主はあなたの

国境を安らかにし、最も良い麦をもってあなたを

飽かせられる。 15主はその戒めを地に下される。

そのみ言葉はすみやかに走る。 16主は雪を羊の毛

のように降らせ、霜を灰のようにまかれる。 17主

は氷をパンくずのように投げうたれる。だれがそ

の寒さに耐えることができましょうか。 18主はみ

言葉を下してこれを溶かし、その風を吹かせられ

ると、もろもろの水は流れる。 19主はそのみ言葉

をヤコブに示し、そのもろもろの定めと、おきて

とをイスラエルに示される。 20主はいずれの国民

をも、このようにはあしらわれなかった。彼らは

主のもろもろのおきてを知らない。主をほめたた

えよ。

148主をほめたたえよ。もろもろの天から主を
ほめたたえよ。もろもろの高き所で主をほ

めたたえよ。 2その天使よ、みな主をほめたたえ

よ。その万軍よ、みな主をほめたたえよ。 3日よ

、月よ、主をほめたたえよ。輝く星よ、みな主を

ほめたたえよ。 4いと高き天よ、天の上にある水

よ、主をほめたたえよ。 5これらのものに主のみ

名をほめたたえさせよ、これらは主が命じられる

と造られたからである。 6主はこれらをとこしえ

に堅く定め、越えることのできないその境を定め

られた。 7海の獣よ、すべての淵よ、地から主を

ほめたたえよ。 8火よ、あられよ、雪よ、霜よ、

み言葉を行うあらしよ、 9もろもろの山、すべて

の丘、実を結ぶ木、すべての香柏よ、 10野の獣、

すべての家畜、這うもの、翼ある鳥よ、 11地の王

たち、すべての民、君たち、地のすべてのつかさ

よ、 12若い男子、若い女子、老いた人と幼い者よ

、 13彼らをして主のみ名をほめたたえさせよ。そ

のみ名は高く、たぐいなく、その栄光は地と天の

上にあるからである。 14主はその民のために一つ

の角をあげられた。これはすべての聖徒のほめた

たえるもの、主に近いイスラエルの人々のほめた

たえるものである。主をほめたたえよ。

149主をほめたたえよ。主にむかって新しい歌
をうたえ。聖徒のつどいで、主の誉を歌え

。 2イスラエルにその造り主を喜ばせ、シオンの
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子らにその王を喜ばせよ。 3彼らに踊りをもって

主のみ名をほめたたえさせ、鼓と琴とをもって主

をほめ歌わせよ。 4主はおのが民を喜び、へりく

だる者を勝利をもって飾られるからである。 5聖

徒を栄光によって喜ばせ、その床の上で喜び歌わ

せよ。 6そののどには神をあがめる歌があり、そ

の手にはもろ刃のつるぎがある。 7これはもろも

ろの国にあだを返し、もろもろの民を懲らし、 8

彼らの王たちを鎖で縛り、彼らの貴人たちを鉄の

かせで縛りつけ、 9しるされたさばきを彼らに行

うためである。これはそのすべての聖徒に与えら

れる誉である。主をほめたたえよ。

150主をほめたたえよ。その聖所で神をほめた
たえよ。その力のあらわれる大空で主をほ

めたたえよ。 2その大能のはたらきのゆえに主を

ほめたたえよ。そのすぐれて大いなることのゆえ

に主をほめたたえよ。 3ラッパの声をもって主を

ほめたたえよ。立琴と琴とをもって主をほめたた

えよ。 4鼓と踊りとをもって主をほめたたえよ。

緒琴と笛とをもって主をほめたたえよ。 5音の高

いシンバルをもって主をほめたたえよ。鳴りひび

くシンバルをもって主をほめたたえよ。 6息のあ

るすべてのものに主をほめたたえさせよ。主をほ

めたたえよ。
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箴言知恵の泉

1ダビデの子、イスラエルの王ソロモンの箴言。
2これは人に知恵と教訓とを知らせ、悟りの言

葉をさとらせ、 3賢い行いと、正義と公正と公平

の教訓をうけさせ、 4思慮のない者に悟りを与え

、若い者に知識と慎みを得させるためである。 5

賢い者はこれを聞いて学に進み、さとい者は指導

を得る。 6人はこれによって箴言と、たとえと、

賢い者の言葉と、そのなぞとを悟る。 7主を恐れ

ることは知識のはじめである、愚かな者は知恵と

教訓を軽んじる。 8わが子よ、あなたは父の教訓

を聞き、母の教を捨ててはならない。 9それらは

、あなたの頭の麗しい冠となり、あなたの首の飾

りとなるからである。 10わが子よ、悪者があなた

を誘っても、それに従ってはならない。 11彼らが

あなたに向かって、「一緒に来なさい。われわれ

は待ち伏せして、人の血を流し、罪のない者を、

ゆえなく伏してねらい、 12陰府のように、彼らを

生きたままで、のみ尽し、健やかな者を、墓に下

る者のようにしよう。 (Sheol h7585) 13われわれは、

さまざまの尊い貨財を得、奪い取った物で、われ

われの家を満たそう。 14あなたもわれわれの仲間

に加わりなさい、われわれは共に一つの金袋を持

とう」と言っても、 15わが子よ、彼らの仲間にな

ってはならない、あなたの足をとどめて、彼らの

道に行ってはならない。 16彼らの足は悪に走り、

血を流すことに速いからだ。 17すべて鳥の目の前

で網を張るのは、むだである。 18彼らは自分の血

を待ち伏せし、自分の命を伏してねらうのだ。 19

すべて利をむさぼる者の道はこのようなものであ

る。これはその持ち主の命を取り去るのだ。 20知

恵は、ちまたに呼ばわり、市場にその声をあげ、

21城壁の頂で叫び、町の門の入口で語る。 22「思

慮のない者たちよ、あなたがたは、いつまで思慮

のないことを好むのか。あざける者は、いつまで

、あざけり楽しみ、愚かな者は、いつまで、知識

を憎むのか。 23わたしの戒めに心をとめよ、見よ

、わたしは自分の思いを、あなたがたに告げ、わ

たしの言葉を、あなたがたに知らせる。 24わたし

は呼んだが、あなたがたは聞くことを拒み、手を

伸べたが、顧みる者はなく、 25かえって、あなた

がたはわたしのすべての勧めを捨て、わたしの戒

めを受けなかったので、 26わたしもまた、あなた

がたが災にあう時に、笑い、あなたがたが恐慌に

あう時、あざけるであろう。 27これは恐慌が、あ

らしのようにあなたがたに臨み、災が、つむじ風

のように臨み、悩みと悲しみとが、あなたがたに

臨む時である。 28その時、彼らはわたしを呼ぶで

あろう、しかし、わたしは答えない。ひたすら、

わたしを求めるであろう、しかし、わたしに会え

ない。 29彼らは知識を憎み、主を恐れることを選

ばず、 30わたしの勧めに従わず、すべての戒めを

軽んじたゆえ、 31自分の行いの実を食らい、自分

の計りごとに飽きる。 32思慮のない者の不従順は

おのれを殺し、愚かな者の安楽はおのれを滅ぼす

。 33しかし、わたしに聞き従う者は安らかに住ま

い、災に会う恐れもなく、安全である」。

2わが子よ、もしあなたがわたしの言葉を受け、
わたしの戒めを、あなたの心におさめ、 2あな

たの耳を知恵に傾け、あなたの心を悟りに向け、 3

しかも、もし知識を呼び求め、悟りを得ようと、

あなたの声をあげ、 4銀を求めるように、これを

求め、かくれた宝を尋ねるように、これを尋ねる

ならば、 5あなたは、主を恐れることを悟り、神

を知ることができるようになる。 6これは、主が

知恵を与え、知識と悟りとは、み口から出るから

である。 7彼は正しい人のために、確かな知恵を

たくわえ、誠実に歩む者の盾となって、 8公正の

道を保ち、その聖徒たちの道筋を守られる。 9そ

のとき、あなたは、ついに正義と公正、公平とす

べての良い道を悟る。 10これは知恵が、あなたの

心にはいり、知識があなたの魂に楽しみとなるか

らである。 11慎みはあなたを守り、悟りはあなた

を保って、 12悪の道からあなたを救い、偽りをい

う者から救う。 13彼らは正しい道を離れて、暗い

道に歩み、 14悪を行うことを楽しみ、悪人の偽り

を喜び、 15その道は曲り、その行いは、よこしま

である。 16慎みと悟りはまたあなたを遊女から救

い、言葉の巧みな、みだらな女から救う。 17彼女

は若い時の友を捨て、その神に契約したことを忘

れている。 18その家は死に下り、その道は陰府に

おもむく。 19すべて彼女のもとへ行く者は、帰ら

ない、また命の道にいたらない。 20こうして、あ

なたは善良な人々の道に歩み、正しい人々の道を

守ることができる。 21正しい人は地にながらえ、

誠実な人は地にとどまる。 22しかし悪しき者は地

から断ち滅ぼされ、不信実な者は地から抜き捨て

られる。

3わが子よ、わたしの教を忘れず、わたしの戒め
を心にとめよ。 2そうすれば、これはあなたの

日を長くし、命の年を延べ、あなたに平安を増し

加える。 3いつくしみと、まこととを捨ててはな

らない、それをあなたの首に結び、心の碑にしる

せ。 4そうすれば、あなたは神と人との前に恵み

と、誉とを得る。 5心をつくして主に信頼せよ、

自分の知識にたよってはならない。 6すべての道

で主を認めよ、そうすれば、主はあなたの道をま

っすぐにされる。 7自分を見て賢いと思ってはな

らない、主を恐れて、悪を離れよ。 8そうすれば

、あなたの身を健やかにし、あなたの骨に元気を

与える。 9あなたの財産と、すべての産物の初な

りをもって主をあがめよ。 10そうすれば、あなた

の倉は満ちて余り、あなたの酒ぶねは新しい酒で

あふれる。 11わが子よ、主の懲しめを軽んじては

ならない、その戒めをきらってはならない。 12主

は、愛する者を、戒められるからである、あたか

も父がその愛する子を戒めるように。 13知恵を求

めて得る人、悟りを得る人はさいわいである。 14

知恵によって得るものは、銀によって得るものに

まさり、その利益は精金よりも良いからである。
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15知恵は宝石よりも尊く、あなたの望む何物も、

これと比べるに足りない。 16その右の手には長寿

があり、左の手には富と、誉がある。 17その道は

楽しい道であり、その道筋はみな平安である。 18

知恵は、これを捕える者には命の木である、これ

をしっかり捕える人はさいわいである。 19主は知

恵をもって地の基をすえ、悟りをもって天を定め

られた。 20その知識によって海はわきいで、雲は

露をそそぐ。 21わが子よ、確かな知恵と、慎みと

を守って、それをあなたの目から離してはならな

い。 22それはあなたの魂の命となりあなたの首の

飾りとなる。 23こうして、あなたは安らかに自分

の道を行き、あなたの足はつまずくことがない。

24あなたは座しているとき、恐れることはなく、

伏すとき、あなたの眠りはここちよい。 25あなた

はにわかに起る恐怖を恐れることなく、悪しき者

の滅びが来ても、それを恐れることはない。 26こ

れは、主があなたの信頼する者であり、あなたの

足を守って、わなに捕われさせられないからであ

る。 27あなたの手に善をなす力があるならば、こ

れをなすべき人になすことをさし控えてはならな

い。 28あなたが物を持っている時、その隣り人に

向かい、「去って、また来なさい。あす、それを

あげよう」と言ってはならない。 29あなたの隣り

人がかたわらに安らかに住んでいる時、これに向

かって、悪を計ってはならない。 30もし人があな

たに悪を行ったのでなければ、ゆえなく、これと

争ってはならない。 31暴虐な人を、うらやんでは

ならない、そのすべての道を選んではならない。

32よこしまな者は主に憎まれるからである、しか

し、正しい者は主に信任される。 33主の、のろい

は悪しき者の家にある、しかし、正しい人のすま

いは主に恵まれる。 34彼はあざける者をあざけり

、へりくだる者に恵みを与えられる。 35知恵ある

者は、誉を得る、しかし、愚かな者ははずかしめ

を得る。

4子供らよ、父の教を聞き、悟りを得るために耳
を傾けよ。 2わたしは、良い教訓を、あなたが

たにさずける。わたしの教を捨ててはならない。 3

わたしもわが父には子であり、わが母の目には、

ひとりのいとし子であった。 4父はわたしを教え

て言った、「わたしの言葉を、心に留め、わたし

の戒めを守って、命を得よ。 5それを忘れること

なく、またわが口の言葉にそむいてはならない、

知恵を得よ、悟りを得よ。 6知恵を捨てるな、そ

れはあなたを守る。それを愛せよ、それはあなた

を保つ。 7知恵の初めはこれである、知恵を得よ

、あなたが何を得るにしても、悟りを得よ。 8そ

れを尊べ、そうすれば、それはあなたを高くあげ

る、もしそれをいだくならば、それはあなたを尊

くする。 9それはあなたの頭に麗しい飾りを置き

、栄えの冠をあなたに与える」。 10わが子よ、聞

け、わたしの言葉をうけいれよ、そうすれば、あ

なたの命の年は多くなる。 11わたしは知恵の道を

あなたに教え、正しい道筋にあなたを導いた。 12

あなたが歩くとき、その歩みは妨げられず、走る

時にも、つまずくことはない。 13教訓をかたくと

らえて、離してはならない、それを守れ、それは

あなたの命である。 14よこしまな者の道に、はい

ってはならない、悪しき者の道を歩んではならな

い。 15それを避けよ、通ってはならない、それを

離れて進め。 16彼らは悪を行わなければ眠ること

ができず、人をつまずかせなければ、寝ることが

できず、 17不正のパンを食らい、暴虐の酒を飲む

からである。 18正しい者の道は、夜明けの光のよ

うだ、いよいよ輝きを増して真昼となる。 19悪し

き人の道は暗やみのようだ、彼らは何につまずく

かを知らない。 20わが子よ、わたしの言葉に心を

とめ、わたしの語ることに耳を傾けよ。 21それを

、あなたの目から離さず、あなたの心のうちに守

れ。 22それは、これを得る者の命であり、またそ

の全身を健やかにするからである。 23油断するこ

となく、あなたの心を守れ、命の泉は、これから

流れ出るからである。 24曲った言葉をあなたから

捨てさり、よこしまな談話をあなたから遠ざけよ

。 25あなたの目は、まっすぐに正面を見、あなた

のまぶたはあなたの前を、まっすぐに見よ。 26あ

なたの足の道に気をつけよ、そうすれば、あなた

のすべての道は安全である。 27右にも左にも迷い

出てはならない、あなたの足を悪から離れさせよ

。

5わが子よ、わたしの知恵に心をとめ、わたしの
悟りに耳をかたむけよ。 2これは、あなたが慎

みを守り、あなたのくちびるに知識を保つためで

ある。 3遊女のくちびるは蜜をしたたらせ、その

言葉は油よりもなめらかである。 4しかしついに

は、彼女はにがよもぎのように苦く、もろ刃のつ

るぎのように鋭くなる。 5その足は死に下り、そ

の歩みは陰府の道におもむく。 (Sheol h7585) 6彼女

はいのちの道に心をとめず、その道は人を迷わす

が、彼女はそれを知らない。 7子供らよ、今わた

しの言うことを聞け、わたしの口の言葉から、離

れ去ってはならない。 8あなたの道を彼女から遠

く離し、その家の門に近づいてはならない。 9お

そらくはあなたの誉を他人にわたし、あなたの年

を無慈悲な者にわたすに至る。 10おそらくは他人

があなたの資産によって満たされ、あなたの労苦

は他人の家に行く。 11そしてあなたの終りが来て

、あなたの身と、からだが滅びるとき、泣き悲し

んで、 12言うであろう、「わたしは教訓をいとい

、心に戒めを軽んじ、 13教師の声に聞き従わず、

わたしを教える者に耳を傾けず、 14集まりの中、

会衆のうちにあって、わたしは、破滅に陥りかけ

た」と。 15あなたは自分の水ためから水を飲み、

自分の井戸から、わき出す水を飲むがよい。 16あ

なたの泉を、外にまきちらし、水の流れを、ちま

たに流してよかろうか。 17それを自分だけのもの

とし、他人を共にあずからせてはならない。 18あ

なたの泉に祝福を受けさせ、あなたの若い時の妻

を楽しめ。 19彼女は愛らしい雌じか、美しいしか

のようだ。いつも、その乳ぶさをもって満足し、

その愛をもって常に喜べ。 20わが子よ、どうして
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遊女に迷い、みだらな女の胸をいだくのか。 21人

の道は主の目の前にあり、主はすべて、その行い

を見守られる。 22悪しき者は自分のとがに捕えら

れ、自分の罪のなわにつながれる。 23彼は、教訓

がないために死に、その愚かさの大きいことによ

って滅びる。

6わが子よ、あなたがもし隣り人のために保証人
となり、他人のために手をうって誓ったならば

、 2もしあなたのくちびるの言葉によって、わな

にかかり、あなたの口の言葉によって捕えられた

ならば、 3わが子よ、その時はこうして、おのれ

を救え、あなたは隣り人の手に陥ったのだから。

急いで行って、隣り人にひたすら求めよ。 4あな

たの目を眠らせず、あなたのまぶたを、まどろま

せず、 5かもしかが、かりゅうどの手からのがれ

るように、鳥が鳥を取る者の手からのがれるよう

に、おのれを救え。 6なまけ者よ、ありのところ

へ行き、そのすることを見て、知恵を得よ。 7あ

りは、かしらなく、つかさなく、王もないが、 8

夏のうちに食物をそなえ、刈入れの時に、かてを

集める。 9なまけ者よ、いつまで寝ているのか、

いつ目をさまして起きるのか。 10しばらく眠り、

しばらくまどろみ、手をこまぬいて、またしばら

く休む。 11それゆえ、貧しさは盗びとのようにあ

なたに来り、乏しさは、つわもののようにあなた

に来る。 12よこしまな人、悪しき人は偽りの言葉

をもって行きめぐり、 13目でめくばせし、足で踏

み鳴らし、指で示し、 14よこしまな心をもって悪

を計り、絶えず争いをおこす。 15それゆえ、災は

、にわかに彼に臨み、たちまちにして打ち敗られ

、助かることはない。 16主の憎まれるものが六つ

ある、否、その心に、忌みきらわれるものが七つ

ある。 17すなわち、高ぶる目、偽りを言う舌、罪

なき人の血を流す手、 18悪しき計りごとをめぐら

す心、すみやかに悪に走る足、 19偽りをのべる証

人、また兄弟のうちに争いをおこす人がこれであ

る。 20わが子よ、あなたの父の戒めを守り、あな

たの母の教を捨てるな。 21つねに、これをあなた

の心に結び、あなたの首のまわりにつけよ。 22こ

れは、あなたが歩くとき、あなたを導き、あなた

が寝るとき、あなたを守り、あなたが目ざめると

き、あなたと語る。 23戒めはともしびである、教

は光である、教訓の懲しめは命の道である。 24こ

れは、あなたを守って、悪い女に近づかせず、み

だらな女の、巧みな舌に惑わされぬようにする。

25彼女の麗しさを心に慕ってはならない、そのま

ぶたに捕えられてはならない。 26遊女は一塊のパ

ンのために雇われる、しかし、みだらな女は人の

尊い命を求める。 27人は火を、そのふところにい

だいてその着物が焼かれないであろうか。 28また

人は、熱い火を踏んで、その足が、焼かれないで

あろうか。 29その隣の妻と不義を行う者も、それ

と同じだ。すべて彼女に触れる者は罰を免れるこ

とはできない。 30盗びとが飢えたとき、その飢え

を満たすために盗むならば、人は彼を軽んじない

であろうか。 31もし捕えられたなら、その七倍を

償い、その家の貨財を、ことごとく出さなければ

ならない。 32女と姦淫を行う者は思慮がない。こ

れを行う者はおのれを滅ぼし、 33傷と、はずかし

めとを受けて、その恥をすすぐことができない。

34ねたみは、その夫を激しく怒らせるゆえ、恨み

を報いるとき、容赦することはない。 35どのよう

なあがない物をも顧みず、多くの贈り物をしても

、和らがない。

7わが子よ、わたしの言葉を守り、わたしの戒め
をあなたの心にたくわえよ。 2わたしの戒めを

守って命を得よ、わたしの教を守ること、ひとみ

を守るようにせよ。 3これをあなたの指にむすび

、これをあなたの心の碑にしるせ。 4知恵に向か

って、「あなたはわが姉妹だ」と言い、悟りに向

かっては、あなたの友と呼べ。 5そうすれば、こ

れはあなたを守って遊女に迷わせず、言葉巧みな

、みだらな女に近づかせない。 6わたしはわが家

の窓により、格子窓から外をのぞいて、 7思慮の

ない者のうちに、若い者のうちに、ひとりの知恵

のない若者のいるのを見た。 8彼はちまたを過ぎ

、女の家に行く曲りかどに近づき、その家に行く

道を、 9たそがれに、よいに、また夜中に、また

暗やみに歩いていった。 10見よ、遊女の装いをし

た陰険な女が彼に会う。 11この女は、騒がしくて

、慎みなく、その足は自分の家にとどまらず、 12

ある時はちまたにあり、ある時は市場にあり、す

みずみに立って人をうかがう。 13この女は彼を捕

えて口づけし、恥しらぬ顔で彼に言う、 14「わた

しは酬恩祭をささげなければならなかったが、き

ょう、その誓いを果しました。 15それでわたしは

あなたを迎えようと出て、あなたを尋ね、あなた

に会いました。 16わたしは床に美しい、しとねと

、エジプトのあや布を敷き、 17没薬、ろかい、桂

皮をもってわたしの床をにおわせました。 18さあ

、わたしたちは夜が明けるまで、情をつくし、愛

をかわして楽しみましょう。 19夫は家にいません

、遠くへ旅立ち、 20手に金袋を持って出ました。

満月になるまでは帰りません」と。 21女が多くの

、なまめかしい言葉をもって彼を惑わし、巧みな

くちびるをもって、いざなうと、 22若い人は直ち

に女に従った、あたかも牛が、ほふり場に行くよ

うに、雄じかが、すみやかに捕えられ、 23ついに

、矢がその内臓を突き刺すように、鳥がすみやか

に網にかかるように、彼は自分が命を失うように

なることを知らない。 24子供らよ、今わたしの言

うことを聞き、わが口の言葉に耳を傾けよ。 25あ

なたの心を彼女の道に傾けてはならない、またそ

の道に迷ってはならない。 26彼女は多くの人を傷

つけて倒した、まことに、彼女に殺された者は多

い。 27その家は陰府へ行く道であって、死のへや

へ下って行く。 (Sheol h7585)

8知恵は呼ばわらないのか、悟りは声をあげない
のか。 2これは道のほとりの高い所の頂、また

、ちまたの中に立ち、 3町の入口にあるもろもろ

の門のかたわら、正門の入口で呼ばわって言う、 4
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「人々よ、わたしはあなたがたに呼ばわり、声を

あげて人の子らを呼ぶ。 5思慮のない者よ、悟り

を得よ、愚かな者よ、知恵を得よ。 6聞け、わた

しは高貴な事を語り、わがくちびるは正しい事を

語り出す。 7わが口は真実を述べ、わがくちびる

は悪しき事を憎む。 8わが口の言葉はみな正しい

、そのうちに偽りと、よこしまはない。 9これは

みな、さとき者の明らかにするところ、知識を得

る者の正しとするところである。 10あなたがたは

銀を受けるよりも、わたしの教を受けよ、精金よ

りも、むしろ知識を得よ。 11知恵は宝石にまさり

、あなたがたの望むすべての物は、これと比べる

にたりない。 12知恵であるわたしは悟りをすみか

とし、知識と慎みとをもつ。 13主を恐れるとは悪

を憎むことである。わたしは高ぶりと、おごりと

、悪しき道と、偽りの言葉とを憎む。 14計りごと

と、確かな知恵とは、わたしにある、わたしには

悟りがあり、わたしには力がある。 15わたしによ

って、王たる者は世を治め、君たる者は正しい定

めを立てる。 16わたしによって、主たる者は支配

し、つかさたる者は地を治める。 17わたしは、わ

たしを愛する者を愛する、わたしをせつに求める

者は、わたしに出会う。 18富と誉とはわたしにあ

り、すぐれた宝と繁栄もまたそうである。 19わた

しの実は金よりも精金よりも良く、わたしの産物

は精銀にまさる。 20わたしは正義の道、公正な道

筋の中を歩み、 21わたしを愛する者に宝を得させ

、またその倉を満ちさせる。 22主が昔そのわざを

なし始められるとき、そのわざの初めとして、わ

たしを造られた。 23いにしえ、地のなかった時、

初めに、わたしは立てられた。 24まだ海もなく、

また大いなる水の泉もなかった時、わたしはすで

に生れ、 25山もまだ定められず、丘もまだなかっ

た時、わたしはすでに生れた。 26すなわち神がま

だ地をも野をも、地のちりのもとをも造られなか

った時である。 27彼が天を造り、海のおもてに、

大空を張られたとき、わたしはそこにあった。 28

彼が上に空を堅く立たせ、淵の泉をつよく定め、

29海にその限界をたて、水にその岸を越えないよ

うにし、また地の基を定められたとき、 30わたし

は、そのかたわらにあって、名匠となり、日々に

喜び、常にその前に楽しみ、 31その地で楽しみ、

また世の人を喜んだ。 32それゆえ、子供らよ、今

わたしの言うことを聞け、わたしの道を守る者は

さいわいである。 33教訓を聞いて、知恵を得よ、

これを捨ててはならない。 34わたしの言うことを

聞き、日々わたしの門のかたわらでうかがい、わ

たしの戸口の柱のわきで待つ人はさいわいである

。 35それは、わたしを得る者は命を得、主から恵

みを得るからである。 36わたしを失う者は自分の

命をそこなう、すべてわたしを憎む者は死を愛す

る者である」。

9知恵は自分の家を建て、その七つの柱を立て、
2獣をほふり、酒を混ぜ合わせて、ふるまいを

備え、 3はしためをつかわして、町の高い所で呼

ばわり言わせた、 4「思慮のない者よ、ここに来

れ」と。また、知恵のない者に言う、 5「来て、

わたしのパンを食べ、わたしの混ぜ合わせた酒を

のみ、 6思慮のないわざを捨てて命を得、悟りの

道を歩め」と。 7あざける者を戒める者は、自ら

恥を得、悪しき者を責める者は自ら傷を受ける。 8

あざける者を責めるな、おそらく彼はあなたを憎

むであろう。知恵ある者を責めよ、彼はあなたを

愛する。 9知恵ある者に教訓を授けよ、彼はます

ます知恵を得る。正しい者を教えよ、彼は学に進

む。 10主を恐れることは知恵のもとである、聖な

る者を知ることは、悟りである。 11わたしによっ

て、あなたの日は多くなり、あなたの命の年は増

す。 12もしあなたに知恵があるならば、あなた自

身のために知恵があるのである。もしあなたがあ

ざけるならば、あなたひとりがその責めを負うこ

とになる。 13愚かな女は、騒がしく、みだらで、

恥を知らない。 14彼女はその家の戸口に座し、町

の高い所にある座にすわり、 15道を急ぐ行き来の

人を招いて言う、 16「思慮のない者よ、ここに来

れ」と。また知恵のない人に向かってこれに言う

、 17「盗んだ水は甘く、ひそかに食べるパンはう

まい」と。 18しかしその人は、死の影がそこにあ

ることを知らず、彼女の客は陰府の深みにおるこ

とを知らない。 (Sheol h7585)

10ソロモンの箴言。知恵ある子は父を喜ばせ、
愚かな子は母の悲しみとなる。 2不義の宝は

益なく、正義は人を救い出して、死を免れさせる

。 3主は正しい人を飢えさせず、悪しき者の欲望

をくじかれる。 4手を動かすことを怠る者は貧し

くなり、勤め働く者の手は富を得る。 5夏のうち

に集める者は賢い子であり、刈入れの時に眠る者

は恥をきたらせる子である。 6正しい者のこうべ

には祝福があり、悪しき者の口は暴虐を隠す。 7

正しい者の名はほめられ、悪しき者の名は朽ちる

。 8心のさとき者は戒めを受ける、むだ口をたた

く愚かな者は滅ぼされる。 9まっすぐに歩む者の

歩みは安全である、しかし、その道を曲げる者は

災にあう。 10目で、めくばせする者は憂いをおこ

し、あからさまに、戒める者は平和をきたらせる

。 11正しい者の口は命の泉である、悪しき者の口

は暴虐を隠す。 12憎しみは、争いを起し、愛はす

べてのとがをおおう。 13さとき者のくちびるには

知恵があり、知恵のない者の背にはむちがある。

14知恵ある者は知識をたくわえる、愚かな者のむ

だ口は、今にも滅びをきたらせる。 15富める者の

宝は、その堅き城であり、貧しい者の乏しきは、

その滅びである。 16正しい者の受ける賃銀は命に

導き、悪しき者の利得は罪に至る。 17教訓を守る

者は命の道にあり、懲しめを捨てる者は道をふみ

迷う。 18憎しみを隠す者には偽りのくちびるがあ

り、そしりを口に出す者は愚かな者である。 19言

葉が多ければ、とがを免れない、自分のくちびる

を制する者は知恵がある。 20正しい者の舌は精銀

である、悪しき者の心は価値が少ない。 21正しい

者のくちびるは多くの人を養い、愚かな者は知恵

がなくて死ぬ。 22主の祝福は人を富ませる、主は
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これになんの悲しみをも加えない。 23愚かな者は

、戯れ事のように悪を行う、さとき人には賢い行

いが楽しみである。 24悪しき者の恐れることは自

分に来り、正しい者の願うことは与えられる。 25

あらしが通りすぎる時、悪しき者は、もはや、い

なくなり、正しい者は永久に堅く立てられる。 26

なまけ者は、これをつかわす者にとっては、酢が

歯をいため、煙が目を悩ますようなものだ。 27主

を恐れることは人の命の日を多くする、悪しき者

の年は縮められる。 28正しい者の望みは喜びに終

り、悪しき者の望みは絶える。 29主は、まっすぐ

に歩む者には城であり、悪を行う者には滅びであ

る。 30正しい者はいつまでも動かされることはな

い、悪しき者は、地に住むことができない。 31正

しい者の口は知恵をいだし、偽りの舌は抜かれる

。 32正しい者のくちびるは喜ばるべきことをわき

まえ、悪しき者の口は偽りを語る。

11偽りのはかりは主に憎まれ、正しいふんどう
は彼に喜ばれる。 2高ぶりが来れば、恥もま

た来る、へりくだる者には知恵がある。 3正しい

者の誠実はその人を導き、不信実な者のよこしま

はその人を滅ぼす。 4宝は怒りの日に益なく、正

義は人を救い出して、死を免れさせる。 5誠実な

者は、その正義によって、その道をまっすぐにせ

られ、悪しき者は、その悪によって倒れる。 6正

しい者はその正義によって救われ、不信実な者は

自分の欲によって捕えられる。 7悪しき者は死ぬ

とき、その望みは絶え、不信心な者の望みもまた

絶える。 8正しい者は、悩みから救われ、悪しき

者は代ってそれに陥る。 9不信心な者はその口を

もって隣り人を滅ぼす、正しい者は知識によって

救われる。 10正しい者が、しあわせになれば、そ

の町は喜び、悪しき者が滅びると、喜びの声がお

こる。 11町は正しい者の祝福によって、高くあげ

られ、悪しき者の口によって、滅ぼされる。 12隣

り人を侮る者は知恵がない、さとき人は口をつぐ

む。 13人のよしあしを言いあるく者は秘密をもら

す、心の忠信なる者は事を隠す。 14指導者がなけ

れば民は倒れ、助言者が多ければ安全である。 15

他人のために保証をする者は苦しみをうけ、保証

をきらう者は安全である。 16しとやかな女は、誉

を得、強暴な男は富を得る。 17いつくしみある者

はおのれ自身に益を得、残忍な者はおのれの身を

そこなう。 18悪しき者の得る報いはむなしく、正

義を播く者は確かな報いを得る。 19正義を堅く保

つ者は命に至り、悪を追い求める者は死を招く。

20心のねじけた者は主に憎まれ、まっすぐに道を

歩む者は彼に喜ばれる。 21確かに、悪人は罰を免

れない、しかし正しい人は救を得る。 22美しい女

の慎みがないのは、金の輪の、ぶたの鼻にあるよ

うだ。 23正しい者の願いは、すべて良い結果を得

、悪しき者の望みは怒りに至る。 24施し散らして

、なお富を増す人があり、与えるべきものを惜し

んで、かえって貧しくなる者がある。 25物惜しみ

しない者は富み、人を潤す者は自分も潤される。

26穀物を、しまい込んで売らない者は民にのろわ

れる、それを売る者のこうべには祝福がある。 27

善を求める者は恵みを得る、悪を求める者には悪

が来る。 28自分の富を頼む者は衰える、正しい者

は木の青葉のように栄える。 29自分の家族を苦し

める者は風を所有とする、愚かな者は心のさとき

者のしもべとなる。 30正しい者の結ぶ実は命の木

である、不法な者は人の命をとる。 31もし正しい

者がこの世で罰せられるならば、悪しき者と罪び

ととは、なおさらである。

12戒めを愛する人は知識を愛する、懲しめを憎
む者は愚かである。 2善人は主の恵みをうけ

、悪い計りごとを設ける人は主に罰せられる。 3

人は悪をもって堅く立つことはできない、正しい

人の根は動くことはない。 4賢い妻はその夫の冠

である、恥をこうむらせる妻は夫の骨に生じた腐

れのようなものである。 5正しい人の考えは公正

である、悪しき者の計ることは偽りである。 6悪

しき者の言葉は、人の血を流そうとうかがう、正

しい人の口は人を救う。 7悪しき者は倒されて、

うせ去る、正しい人の家は堅く立つ。 8人はその

悟りにしたがって、ほめられ、心のねじけた者は

、卑しめられる。 9身分の低い人でも自分で働く

者は、みずから高ぶって食に乏しい者にまさる。

10正しい人はその家畜の命を顧みる、悪しき者は

残忍をもって、あわれみとする。 11自分の田地を

耕す者は食糧に飽きる、無益な事に従う者は知恵

がない。 12悪しき者の堅固なやぐらは崩壊する、

正しい人の根は堅く立つ。 13悪人はくちびるのと

がによって、わなに陥る、しかし正しい人は悩み

をのがれる。 14人はその口の実によって、幸福に

満ち足り、人の手のわざは、その人の身に帰る。

15愚かな人の道は、自分の目に正しく見える、し

かし知恵ある者は勧めをいれる。 16愚かな人は、

すぐに怒りをあらわす、しかし賢い人は、はずか

しめをも気にとめない。 17真実を語る人は正しい

証言をなし、偽りの証人は偽りを言う。 18つるぎ

をもって刺すように、みだりに言葉を出す者があ

る、しかし知恵ある人の舌は人をいやす。 19真実

を言うくちびるは、いつまでも保つ、偽りを言う

舌は、ただ、まばたきの間だけである。 20悪をた

くらむ者の心には欺きがあり、善をはかる人には

喜びがある。 21正しい人にはなんの害悪も生じな

い、しかし悪しき者は災をもって満たされる。 22

偽りを言うくちびるは主に憎まれ、真実を行う者

は彼に喜ばれる。 23さとき人は知識をかくす、し

かし愚かな者は自分の愚かなことをあらわす。 24

勤め働く者の手はついに人を治める、怠る者は人

に仕えるようになる。 25心に憂いがあればその人

をかがませる、しかし親切な言葉はその人を喜ば

せる。 26正しい人は悪を離れ去る、しかし悪しき

者は自ら道に迷う。 27怠る者は自分の獲物を捕え

ない、しかし勤め働く人は尊い宝を獲る。 28正義

の道には命がある、しかし誤りの道は死に至る。

13知恵ある子は父の教訓をきく、あざける者は
、懲しめをきかない。 2善良な人はその口の

実によって、幸福を得る、不信実な者の願いは、
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暴虐である。 3口を守る者はその命を守る、くち

びるを大きく開く者には滅びが来る。 4なまけ者

の心は、願い求めても、何も得ない、しかし勤め

働く者の心は豊かに満たされる。 5正しい人は偽

りを憎む、しかし悪しき人は恥ずべく、忌まわし

くふるまう。 6正義は道をまっすぐ歩む者を守り

、罪は悪しき者を倒す。 7富んでいると偽って、

何も持たない者がいる、貧しいと偽って、多くの

富を持つ者がいる。 8人の富はその命をあがなう

、しかし貧しい者にはあがなうべき富がない。 9

正しい者の光は輝き、悪しき者のともしびは消さ

れる。 10高ぶりはただ争いを生じる、勧告をきく

者は知恵がある。 11急いで得た富は減る、少しず

つたくわえる者はそれを増すことができる。 12望

みを得ることが長びくときは、心を悩ます、願い

がかなうときは、命の木を得たようだ。 13み言葉

を軽んじる者は滅ぼされ、戒めを重んじる者は報

いを得る。 14知恵ある人の教は命の泉である、こ

れによって死のわなをのがれることができる。 15

善良な賢い者は恵みを得る、しかし、不信実な者

の道は滅びである。 16おおよそ、さとき者は知識

によって事をおこない、愚かな者は自分の愚を見

せびらかす。 17悪しき使者は人を災におとしいれ

る、しかし忠実な使者は人を救う。 18貧乏と、は

ずかしめとは教訓を捨てる者に来る、しかし戒め

を守る者は尊ばれる。 19願いがかなえば、心は楽

しい、愚かな者は悪を捨てることをきらう。 20知

恵ある者とともに歩む者は知恵を得る。愚かな者

の友となる者は害をうける。 21災は罪びとを追い

、正しい者は良い報いを受ける。 22善良な人はそ

の嗣業を子孫にのこす、しかし罪びとの富は正し

い人のためにたくわえられる。 23貧しい人の新田

は多くの食糧を産する、しかし不正によれば押し

流される。 24むちを加えない者はその子を憎むの

である、子を愛する者は、つとめてこれを懲らし

める。 25正しい者は食べてその食欲を満たす、し

かし悪しき者の腹は満たされない。

14知恵はその家を建て、愚かさは自分の手でそ
れをこわす。 2まっすぐに歩む者は主を恐れ

る、曲って歩む者は主を侮る。 3愚かな者の言葉

は自分の背にむちを当てる、知恵ある者のくちび

るはその身を守る。 4牛がなければ穀物はない、

牛の力によって農作物は多くなる。 5真実な証人

はうそをいわない、偽りの証人はうそをつく。 6

あざける者は知恵を求めても得られない、さとき

者は知識を得ることがたやすい。 7愚かな者の前

を離れ去れ、そこには知識の言葉がないからであ

る。 8さとき者の知恵は自分の道をわきまえるこ

とにあり、愚かな者の愚かは、欺くことにある。 9

神は悪しき者をあざけられる、正しい者は、その

恵みを受ける。 10心の苦しみは心みずからが知る

、その喜びには他人はあずからない。 11悪しき者

の家は滅ぼされ、正しい者の幕屋は栄える。 12人

が見て自ら正しいとする道でも、その終りはつい

に死に至る道となるものがある。 13笑う時にも心

に悲しみがあり、喜びのはてに憂いがある。 14心

のもとれる者はそのしわざの実を刈り取り、善良

な人もまたその行いの実を刈り取る。 15思慮のな

い者はすべてのことを信じる、さとき者は自分の

歩みを慎む。 16知恵ある者は用心ぶかく、悪を離

れる、愚かな者は高ぶって用心しない。 17怒りや

すい者は愚かなことを行い、賢い者は忍耐強い。

18思慮のない者は愚かなことを自分のものとする

、さとき者は知識をもって冠とする。 19悪人は善

人の前にひれ伏し、悪しき者は正しい者の門にひ

れ伏す。 20貧しい者はその隣にさえも憎まれる、

しかし富める者は多くの友をもつ。 21隣り人を卑

しめる者は罪びとである、貧しい人をあわれむ者

はさいわいである。 22悪を計る者はおのれを誤る

ではないか、善を計る者にはいつくしみと、まこ

ととがある。 23すべての勤労には利益がある、し

かし口先だけの言葉は貧乏をきたらせるだけだ。

24知恵ある者の冠はその知恵である、愚かな者の

花の冠はただ愚かさである。 25まことの証人は人

の命を救う、偽りを吐く者は裏切者である。 26主

を恐れることによって人は安心を得、その子らは

のがれ場を得る。 27主を恐れることは命の泉であ

る、人を死のわなからのがれさせる。 28王の栄え

は民の多いことにあり、君の滅びは民を失うこと

にある。 29怒りをおそくする者は大いなる悟りが

あり、気の短い者は愚かさをあらわす。 30穏やか

な心は身の命である、しかし興奮は骨を腐らせる

。 31貧しい者をしえたげる者はその造り主を侮る

、乏しい者をあわれむ者は、主をうやまう。 32悪

しき者はその悪しき行いによって滅ぼされ、正し

い者はその正しきによって、のがれ場を得る。 33

知恵はさとき者の心にとどまり、愚かな者の心に

知られない。 34正義は国を高くし、罪は民をはず

かしめる。 35賢いしもべは王の恵みをうけ、恥を

きたらす者はその怒りにあう。

15柔かい答は憤りをとどめ、激しい言葉は怒り
をひきおこす。 2知恵ある者の舌は知識をわ

かち与え、愚かな者の口は愚かを吐き出す。 3主

の目はどこにでもあって、悪人と善人とを見張っ

ている。 4優しい舌は命の木である、乱暴な言葉

は魂を傷つける。 5愚かな者は父の教訓を軽んじ

る、戒めを守る者は賢い者である。 6正しい者の

家には多くの宝がある、悪しき者の所得には煩い

がある。 7知恵ある者のくちびるは知識をひろめ

る、愚かな者の心はそうでない。 8悪しき者の供

え物は主に憎まれ、正しい者の祈は彼に喜ばれる

。 9悪しき者の道は主に憎まれ、正義を求める者

は彼に愛せられる。 10道を捨てる者には、きびし

い懲しめがあり、戒めを憎む者は死に至る。 11陰

府と滅びとは主の目の前にあり、人の心はなおさ

らである。 (Sheol h7585) 12あざける者は戒められる

ことを好まない、また知恵ある者に近づかない。

13心に楽しみがあれば顔色も喜ばしい、心に憂い

があれば気はふさぐ。 14さとき者の心は知識をた

ずね、愚かな者の口は愚かさを食物とする。 15悩

んでいる者の日々はことごとくつらく、心の楽し

い人は常に宴会をもつ。 16少しの物を所有して主
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を恐れるのは、多くの宝をもって苦労するのにま

さる。 17野菜を食べて互に愛するのは、肥えた牛

を食べて互に憎むのにまさる。 18憤りやすい者は

争いをおこし、怒りをおそくする者は争いをとど

める。 19なまけ者の道には、いばらがはえしげり

、正しい者の道は平らかである。 20知恵ある子は

父を喜ばせる、愚かな人はその母を軽んじる。 21

無知な者は愚かなことを喜び、さとき者はまっす

ぐに歩む。 22相はかることがなければ、計画は破

れる、はかる者が多ければ、それは必ず成る。 23

人は口から出る好ましい答によって喜びを得る、

時にかなった言葉は、いかにも良いものだ。 24知

恵ある人の道は上って命に至る、こうしてその人

は下にある陰府を離れる。 (Sheol h7585) 25主は高ぶ

る者の家を滅ぼし、やもめの地境を定められる。

26悪人の計りごとは主に憎まれ、潔白な人の言葉

は彼に喜ばれる。 27不正な利をむさぼる者はその

家を煩らわせる、まいないを憎む者は生きながら

える。 28正しい者の心は答えるべきことを考える

、悪しき者の口は悪を吐き出す。 29主は悪しき者

に遠ざかり、正しい者の祈を聞かれる。 30目の光

は心を喜ばせ、よい知らせは骨を潤す。 31ために

なる戒めを聞く耳をもつ者は、知恵ある者の中に

とどまる。 32教訓を捨てる者はおのれの命を軽ん

じ、戒めを重んじる者は悟りを得る。 33主を恐れ

ることは知恵の教訓である、謙遜は、栄誉に先だ

つ。

16心にはかることは人に属し、舌の答は主から
出る。 2人の道は自分の目にことごとく潔し

と見える、しかし主は人の魂をはかられる。 3あ

なたのなすべき事を主にゆだねよ、そうすれば、

あなたの計るところは必ず成る。 4主はすべての

物をおのおのその用のために造り、悪しき人をも

災の日のために造られた。 5すべて心に高ぶる者

は主に憎まれる、確かに、彼は罰を免れない。 6

いつくしみとまことによって、とがはあがなわれ

る、主を恐れることによって、人は悪を免れる。 7

人の道が主を喜ばせる時、主はその人の敵をもそ

の人と和らがせられる。 8正義によって得たわず

かなものは、不義によって得た多くの宝にまさる

。 9人は心に自分の道を考え計る、しかし、その

歩みを導く者は主である。 10王のくちびるには神

の決定がある、さばきをするとき、その口に誤り

がない。 11正しいはかりと天びんとは主のもので

ある、袋にあるふんどうもすべて彼の造られたも

のである。 12悪を行うことは王の憎むところであ

る、その位が正義によって堅く立っているからで

ある。 13正しいくちびるは王に喜ばれる、彼は正

しい事を言う者を愛する。 14王の怒りは死の使者

である、知恵ある人はこれをなだめる。 15王の顔

の光には命がある、彼の恵みは春雨をもたらす雲

のようだ。 16知恵を得るのは金を得るのにまさる

、悟りを得るのは銀を得るよりも望ましい。 17悪

を離れることは正しい人の道である、自分の道を

守る者はその魂を守る。 18高ぶりは滅びにさきだ

ち、誇る心は倒れにさきだつ。 19へりくだって貧

しい人々と共におるのは、高ぶる者と共にいて、

獲物を分けるにまさる。 20慎んで、み言葉をおこ

なう者は栄える、主に寄り頼む者はさいわいであ

る。 21心に知恵ある者はさとき者ととなえられる

、くちびるが甘ければ、その教に人を説きつける

力を増す。 22知恵はこれを持つ者に命の泉となる

、しかし、愚かさは愚かな者の受ける懲しめであ

る。 23知恵ある者の心はその言うところを賢くし

、またそのくちびるに人を説きつける力を増す。

24ここちよい言葉は蜂蜜のように、魂に甘く、か

らだを健やかにする。 25人が見て自分で正しいと

する道があり、その終りはついに死にいたる道と

なるものがある。 26ほねおる者は飲食のためにほ

ねおる、その口が自分に迫るからである。 27よこ

しまな人は悪を企てる、そのくちびるには激しい

火のようなものがある。 28偽る者は争いを起し、

つげ口する者は親しい友を離れさせる。 29しえた

げる者はその隣り人をいざない、これを良くない

道に導く。 30めくばせする者は悪を計り、くちび

るを縮める者は悪事をなし遂げる。 31しらがは栄

えの冠である、正しく生きることによってそれが

得られる。 32怒りをおそくする者は勇士にまさり

、自分の心を治める者は城を攻め取る者にまさる

。 33人はくじをひく、しかし事を定めるのは全く

主のことである。

17平穏であって、ひとかたまりのかわいたパン
のあるのは、争いがあって、食物の豊かな家

にまさる。 2賢いしもべは身持の悪いむすこを治

め、かつ、その兄弟たちの中にあって、資産の分

け前を獲る。 3銀を試みるものはるつぼ、金を試

みるものは炉、人の心を試みるものは主である。 4

悪を行う者は偽りのくちびるに聞き、偽りをいう

者は悪しき舌に耳を傾ける。 5貧しい者をあざけ

る者はその造り主を侮る、人の災を喜ぶ者は罰を

免れない。 6孫は老人の冠である、父は子の栄え

である。 7すぐれた言葉は愚かな者には似合わな

い、まして偽りを言うくちびるは君たる者には似

合わない。 8まいないはこれを贈る人の目には幸

運の玉のようだ、その向かう所、どこでも彼は栄

える。 9愛を追い求める人は人のあやまちをゆる

す、人のことを言いふらす者は友を離れさせる。

10一度の戒めがさとき人に徹するのは、百度の懲

しめが愚かな人に徹するよりも深い。 11悪しき者

はただ、そむく事のみを求める、それゆえ、彼に

向かっては残忍な使者がつかわされる。 12愚かな

者が愚かな事をするのに会うよりは、子をとられ

た雌ぐまに会うほうがよい。 13悪をもて善に報い

る者は、悪がその家を離れることがない。 14争い

の初めは水がもれるのに似ている、それゆえ、け

んかの起らないうちにそれをやめよ。 15悪しき者

を正しいとする者、正しい者を悪いとする者、こ

の二つの者はともに主に憎まれる。 16愚かな者は

すでに心がないのに、どうして知恵を買おうとし

て手にその代金を持っているのか。 17友はいずれ

の時にも愛する、兄弟はなやみの時のために生れ

る。 18知恵のない人は手をうって、その隣り人の
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前で保証をする。 19争いを好む者は罪を好む、そ

の門を高くする者は滅びを求める。 20曲った心の

者はさいわいを得ない、みだりに舌をもって語る

者は災に陥る。 21愚かな子を生む者は嘆きを得る

、愚か者の父は喜びを得ない。 22心の楽しみは良

い薬である、たましいの憂いは骨を枯らす。 23悪

しき者は人のふところからまいないを受けて、さ

ばきの道をまげる。 24さとき者はその顔を知恵に

むける、しかし、愚かな者は目を地の果にそそぐ

。 25愚かな子はその父の憂いである、またこれを

産んだ母の痛みである。 26正しい人を罰するのは

よくない、尊い人を打つのは悪い。 27言葉を少な

くする者は知識のある者、心の冷静な人はさとき

人である。 28愚かな者も黙っているときは、知恵

ある者と思われ、そのくちびるを閉じている時は

、さとき者と思われる。

18人と交わりをしない者は口実を捜し、すべて
のよい考えに激しく反対する。 2愚かな者は

悟ることを喜ばず、ただ自分の意見を言い表わす

ことを喜ぶ。 3悪しき者が来ると、卑しめもまた

来る、不名誉が来ると、はずかしめも共にくる。 4

人の口の言葉は深い水のようだ、知恵の泉は、わ

いて流れる川である。 5悪しき者をえこひいきす

ることは良くない、正しい者をさばいて、悪しき

者とすることも良くない。 6愚かな者のくちびる

は争いを起し、その口はむち打たれることを招く

。 7愚かな者の口は自分の滅びとなり、そのくち

びるは自分を捕えるわなとなる。 8人のよしあし

をいう者の言葉はおいしい食物のようで、腹の奥

にしみこむ。 9その仕事を怠る者は、滅ぼす者の

兄弟である。 10主の名は堅固なやぐらのようだ、

正しい者はその中に走りこんで救を得る。 11富め

る者の富はその堅き城である、それは高き城壁の

ように彼を守る。 12人の心の高ぶりは滅びにさき

だち、謙遜は栄誉にさきだつ。 13事をよく聞かな

いで答える者は、愚かであって恥をこうむる。 14

人の心は病苦をも忍ぶ、しかし心の痛むときは、

だれがそれに耐えようか。 15さとき者の心は知識

を得、知恵ある者の耳は知識を求める。 16人の贈

り物は、その人のために道をひらき、また尊い人

の前に彼を導く。 17先に訴え出る者は正しいよう

に見える、しかしその訴えられた人が来て、それ

を調べて、事は明らかになる。 18くじは争いをと

どめ、かつ強い争い相手の間を決定する。 19助け

あう兄弟は堅固な城のようだ、しかし争いは、や

ぐらの貫の木のようだ。 20人は自分の言葉の結ぶ

実によって、満ち足り、そのくちびるの産物によ

って自ら飽きる。 21死と生とは舌に支配される、

これを愛する者はその実を食べる。 22妻を得る者

は、良き物を得る、かつ主から恵みを与えられる

。 23貧しい者は、あわれみを請い、富める者は、

はげしい答をする。 24世には友らしい見せかけの

友がある、しかし兄弟よりもたのもしい友もある

。

19正しく歩む貧しい者は、曲ったことを言う愚
かな者にまさる。 2人が知識のないのは良く

ない、足で急ぐ者は道に迷う。 3人は自分の愚か

さによって道につまずき、かえって心のうちに主

をうらむ。 4富は多くの新しい友を作る、しかし

貧しい人はその友に捨てられる。 5偽りの証人は

罰を免れない、偽りをいう者はのがれることがで

きない。 6気前のよい人にこびる者は多い、人は

みな贈り物をする人の友となる。 7貧しい者はそ

の兄弟すらもみなこれを憎む、ましてその友はこ

れに遠ざからないであろうか。言葉をかけてこれ

を呼んでも、去って帰らないのである。 8知恵を

得る者は自分の魂を愛し、悟りを保つ者は幸を得

る。 9偽りの証人は罰を免れない、偽りをいう者

は滅びる。 10愚かな者が、ぜいたくな暮しをする

のは、ふさわしいことではない、しもべたる者が

、君たる者を治めるなどは、なおさらである。 11

悟りは人に怒りを忍ばせる、あやまちをゆるすの

は人の誉である。 12王の怒りは、ししのほえるよ

うであり、その恵みは草の上におく露のようであ

る。 13愚かな子はその父の災である、妻の争うの

は、雨漏りの絶えないのとひとしい。 14家と富と

は先祖からうけつぐもの、賢い妻は主から賜わる

ものである。 15怠りは人を熟睡させる、なまけ者

は飢える。 16戒めを守る者は自分の魂を守る、み

言葉を軽んじる者は死ぬ。 17貧しい者をあわれむ

者は主に貸すのだ、その施しは主が償われる。 18

望みのあるうちに、自分の子を懲らせ、これを滅

ぼす心を起してはならない。 19怒ることの激しい

者は罰をうける、たとい彼を救ってやっても、さ

らにくり返さねばならない。 20勧めを聞き、教訓

をうけよ、そうすれば、ついには知恵ある者とな

る。 21人の心には多くの計画がある、しかしただ

主の、み旨だけが堅く立つ。 22人に望ましいのは

、いつくしみ深いことである、貧しい人は偽りを

いう人にまさる。 23主を恐れることは人を命に至

らせ、常に飽き足りて、災にあうことはない。 24

なまけ者は、手を皿に入れても、それを口に持っ

てゆくことをしない。 25あざける者を打て、そう

すれば思慮のない者も慎む。さとき者を戒めよ、

そうすれば彼は知識を得る。 26父に乱暴をはたら

き、母を追い出す者は、恥をきたらし、はずかし

めをまねく子である。 27わが子よ、知識の言葉を

はなれて人を迷わせる教訓を聞くことをやめよ。

28悪い証人はさばきをあざけり、悪しき者の口は

悪をむさぼり食う。 29さばきはあざける者のため

に備えられ、むちは愚かな者の背のために備えら

れる。

20酒は人をあざける者とし、濃い酒は人をあば
れ者とする、これに迷わされる者は無知であ

る。酒は人をあざける者とし、濃い酒は人をあば

れ者とする、これに迷わされる者は無知である。 2

王の怒りは、ししがほえるようだ、彼を怒らせる

者は自分の命をそこなう。王の怒りは、ししがほ

えるようだ、彼を怒らせる者は自分の命をそこな

う。 3争いに関係しないことは人の誉である、す
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べて愚かな者は怒り争う。争いに関係しないこと

は人の誉である、すべて愚かな者は怒り争う。 4

なまけ者は寒いときに耕さない、それゆえ刈入れ

のときになって、求めても何もない。なまけ者は

寒いときに耕さない、それゆえ刈入れのときにな

って、求めても何もない。 5人の心にある計りご

とは深い井戸の水のようだ、しかし、さとき人は

これをくみ出す。人の心にある計りごとは深い井

戸の水のようだ、しかし、さとき人はこれをくみ

出す。 6自分は真実だという人が多い、しかし、

だれが忠信な人に会うであろうか。自分は真実だ

という人が多い、しかし、だれが忠信な人に会う

であろうか。 7欠けた所なく、正しく歩む人その

後の子孫はさいわいである。欠けた所なく、正し

く歩む人その後の子孫はさいわいである。 8さば

きの座にすわる王はその目をもって、すべての悪

をふるいわける。さばきの座にすわる王はその目

をもって、すべての悪をふるいわける。 9だれが

「わたしは自分の心を清めた、わたしの罪は清め

られた」ということができようか。だれが「わた

しは自分の心を清めた、わたしの罪は清められた

」ということができようか。 10互に違った二種の

はかり、二種のますは、ひとしく主に憎まれる。

互に違った二種のはかり、二種のますは、ひとし

く主に憎まれる。 11幼な子でさえも、その行いに

よって自らを示し、そのすることの清いか正しい

かを現す。幼な子でさえも、その行いによって自

らを示し、そのすることの清いか正しいかを現す

。 12聞く耳と、見る目とは、ともに主が造られた

ものである。聞く耳と、見る目とは、ともに主が

造られたものである。 13眠りを愛してはならない

、そうすれば貧しくなる、目を開け、そうすれば

パンに飽くことができる。眠りを愛してはならな

い、そうすれば貧しくなる、目を開け、そうすれ

ばパンに飽くことができる。 14買う者は、「悪い

、悪い」という、しかし去って後、彼は自ら誇る

。買う者は、「悪い、悪い」という、しかし去っ

て後、彼は自ら誇る。 15金もあり、価の高い宝石

も多くあるが、尊い器は知識のくちびるである。

金もあり、価の高い宝石も多くあるが、尊い器は

知識のくちびるである。 16人のために保証する者

からは、まずその着物を取れ、他人のために保証

する者をば抵当に取れ。人のために保証する者か

らは、まずその着物を取れ、他人のために保証す

る者をば抵当に取れ。 17欺き取ったパンはおいし

い、しかし後にはその口は砂利で満たされる。欺

き取ったパンはおいしい、しかし後にはその口は

砂利で満たされる。 18計りごとは共に議すること

によって成る、戦おうとするならば、まずよく議

しなければならない。計りごとは共に議すること

によって成る、戦おうとするならば、まずよく議

しなければならない。 19歩きまわって人のよしあ

しをいう者は秘密をもらす、くちびるを開いて歩

く者と交わってはならない。歩きまわって人のよ

しあしをいう者は秘密をもらす、くちびるを開い

て歩く者と交わってはならない。 20自分の父母を

ののしる者は、そのともしびは暗やみの中に消え

る。自分の父母をののしる者は、そのともしびは

暗やみの中に消える。 21初めに急いで得た資産は

、その終りがさいわいでない。初めに急いで得た

資産は、その終りがさいわいでない。 22「わたし

が悪に報いる」と言ってはならない、主を待ち望

め、主はあなたを助けられる。「わたしが悪に報

いる」と言ってはならない、主を待ち望め、主は

あなたを助けられる。 23互に違った二種のふんど

うは主に憎まれる、偽りのはかりは良くない。互

に違った二種のふんどうは主に憎まれる、偽りの

はかりは良くない。 24人の歩みは主によって定め

られる、人はどうして自らその道を、明らかにす

ることができようか。人の歩みは主によって定め

られる、人はどうして自らその道を、明らかにす

ることができようか。 25軽々しく「これは聖なる

ささげ物だ」と言い、また誓いを立てて後に考え

ることは、その人のわなとなる。軽々しく「これ

は聖なるささげ物だ」と言い、また誓いを立てて

後に考えることは、その人のわなとなる。 26知恵

ある王は、箕をもってあおぎ分けるように悪人を

散らし、車をもって脱穀するように、これを罰す

る。知恵ある王は、箕をもってあおぎ分けるよう

に悪人を散らし、車をもって脱穀するように、こ

れを罰する。 27人の魂は主のともしびであり、人

の心の奥を探る。人の魂は主のともしびであり、

人の心の奥を探る。 28いつくしみと、まこととは

王を守る、その位もまた正義によって保たれる。

いつくしみと、まこととは王を守る、その位もま

た正義によって保たれる。 29若い人の栄えはその

力、老人の美しさはそのしらがである。若い人の

栄えはその力、老人の美しさはそのしらがである

。 30傷つくまでに打てば悪い所は清くなり、むち

で打てば心の底までも清まる。傷つくまでに打て

ば悪い所は清くなり、むちで打てば心の底までも

清まる。

21王の心は、主の手のうちにあって、水の流れ
のようだ、主はみこころのままにこれを導か

れる。王の心は、主の手のうちにあって、水の流

れのようだ、主はみこころのままにこれを導かれ

る。 2人の道は自分の目には正しく見える、しか

し主は人の心をはかられる。人の道は自分の目に

は正しく見える、しかし主は人の心をはかられる

。 3正義と公平を行うことは、犠牲にもまさって

主に喜ばれる。正義と公平を行うことは、犠牲に

もまさって主に喜ばれる。 4高ぶる目とおごる心

とは、悪しき人のともしびであって、罪である。

高ぶる目とおごる心とは、悪しき人のともしびで

あって、罪である。 5勤勉な人の計画は、ついに

その人を豊かにする、すべて怠るものは貧しくな

る。勤勉な人の計画は、ついにその人を豊かにす

る、すべて怠るものは貧しくなる。 6偽りの舌を

もって宝を得るのは、吹きはらわれる煙、死のわ

なである。偽りの舌をもって宝を得るのは、吹き

はらわれる煙、死のわなである。 7悪しき者の暴

虐はその身を滅ぼす、彼らは公平を行うことを好

まないからである。悪しき者の暴虐はその身を滅
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ぼす、彼らは公平を行うことを好まないからであ

る。 8罪びとの道は曲っている、潔白な人の行い

はまっすぐである。罪びとの道は曲っている、潔

白な人の行いはまっすぐである。 9争いを好む女

と一緒に家におるよりは屋根のすみにおるほうが

よい。争いを好む女と一緒に家におるよりは屋根

のすみにおるほうがよい。 10悪しき者の魂は悪を

行うことを願う、その隣り人にも好意をもって見

られない。悪しき者の魂は悪を行うことを願う、

その隣り人にも好意をもって見られない。 11あざ

けるものが罰をうけるならば、思慮のない者は知

恵を得る。知恵ある者が教をうけるならば知識を

得る。あざけるものが罰をうけるならば、思慮の

ない者は知恵を得る。知恵ある者が教をうけるな

らば知識を得る。 12正しい神は、悪しき者の家を

みとめて、悪しき者を滅びに投げいれられる。正

しい神は、悪しき者の家をみとめて、悪しき者を

滅びに投げいれられる。 13耳を閉じて貧しい者の

呼ぶ声を聞かない者は、自分が呼ぶときに、聞か

れない。耳を閉じて貧しい者の呼ぶ声を聞かない

者は、自分が呼ぶときに、聞かれない。 14ひそか

な贈り物は憤りをなだめる、ふところのまいない

は激しい怒りを和らげる。ひそかな贈り物は憤り

をなだめる、ふところのまいないは激しい怒りを

和らげる。 15公義を行うことは、正しい者には喜

びであるが、悪を行う者には滅びである。公義を

行うことは、正しい者には喜びであるが、悪を行

う者には滅びである。 16悟りの道を離れる人は、

死人の集会の中におる。悟りの道を離れる人は、

死人の集会の中におる。 17快楽を好む者は貧しい

人となり、酒と油とを好む者は富むことがない。

快楽を好む者は貧しい人となり、酒と油とを好む

者は富むことがない。 18悪しき者は正しい者のあ

がないとなり、不信実な者は正しい人に代る。悪

しき者は正しい者のあがないとなり、不信実な者

は正しい人に代る。 19争い怒る女と共におるより

は、荒野に住むほうがましだ。争い怒る女と共に

おるよりは、荒野に住むほうがましだ。 20知恵あ

る者の家には尊い宝があり、愚かな人はこれを、

のみ尽す。知恵ある者の家には尊い宝があり、愚

かな人はこれを、のみ尽す。 21正義といつくしみ

とを追い求める者は、命と誉とを得る。正義とい

つくしみとを追い求める者は、命と誉とを得る。

22知恵ある者は強い者の城にのぼって、その頼み

とするとりでをくずす。知恵ある者は強い者の城

にのぼって、その頼みとするとりでをくずす。 23

口と舌とを守る者はその魂を守って、悩みにあわ

せない。口と舌とを守る者はその魂を守って、悩

みにあわせない。 24高ぶりおごる者を「あざける

者」となづける、彼は高慢無礼な行いをするもの

である。高ぶりおごる者を「あざける者」となづ

ける、彼は高慢無礼な行いをするものである。 25

なまけ者の欲望は自分の身を殺す、これはその手

を働かせないからである。なまけ者の欲望は自分

の身を殺す、これはその手を働かせないからであ

る。 26悪しき者はひねもす人の物をむさぼる、正

しい者は与えて惜しまない。悪しき者はひねもす

人の物をむさぼる、正しい者は与えて惜しまない

。 27悪しき者の供え物は憎まれる、悪意をもって

ささげる時はなおさらである。悪しき者の供え物

は憎まれる、悪意をもってささげる時はなおさら

である。 28偽りの証人は滅ぼされる、よく聞く人

の言葉はすたることがない。偽りの証人は滅ぼさ

れる、よく聞く人の言葉はすたることがない。 29

悪しき者はあつかましくし、正しい人はその道を

つつしむ。悪しき者はあつかましくし、正しい人

はその道をつつしむ。 30主に向かっては知恵も悟

りも、計りごとも、なんの役にも立たない。主に

向かっては知恵も悟りも、計りごとも、なんの役

にも立たない。 31戦いの日のために馬を備える、

しかし勝利は主による。戦いの日のために馬を備

える、しかし勝利は主による。

22令名は大いなる富にまさり、恩恵は銀や金よ
りも良い。 2富める者と貧しい者とは共に世

におる、すべてこれを造られたのは主である。 3

賢い者は災を見て自ら避け、思慮のない者は進ん

でいって、罰をうける。 4謙遜と主を恐れること

との報いは、富と誉と命とである。 5よこしまな

者の道にはいばらとわながあり、たましいを守る

者は遠くこれを離れる。 6子をその行くべき道に

従って教えよ、そうすれば年老いても、それを離

れることがない。 7富める者は貧しき者を治め、

借りる者は貸す人の奴隷となる。 8悪をまく者は

災を刈り、その怒りのつえはすたれる。 9人を見

て恵む者はめぐまれる、自分のパンを貧しい人に

与えるからである。 10あざける者を追放すれば争

いもまた去り、かつ、いさかいも、はずかしめも

なくなる。 11心の潔白を愛する者、その言葉の上

品な者は、王がその友となる。 12主の目は知識あ

る者を守る、しかし主は不信実な者の言葉を敗ら

れる。 13なまけ者は言う、「ししがそとにいる、

わたしは、ちまたで殺される」と。 14遊女の口は

深い落し穴である、主に憎まれる者はその中に陥

る。 15愚かなことが子供の心の中につながれてい

る、懲しめのむちは、これを遠く追いだす。 16貧

しい者をしえたげて自分の富を増そうとする者と

、富める者に与える者とは、ついに必ず貧しくな

る。 17あなたの耳を傾けて知恵ある者の言葉を聞

き、かつ、わたしの知識にあなたの心を用いよ。

18これをあなたのうちに保ち、ことごとく、あな

たのくちびるに備えておくなら、楽しいことであ

る。 19あなたが主に、寄り頼むことのできるよう

に、わたしはきょう、これをあなたにも教える。

20わたしは、勧めと知識との三十の言葉をあなた

のためにしるしたではないか。 21それは正しいこ

と、真実なことをあなたに示し、あなたをつかわ

した者に真実の答をさせるためであった。 22貧し

い者を、貧しいゆえに、かすめてはならない、悩

む者を、町の門でおさえつけてはならない。 23そ

れは主が彼らの訴えをただし、かつ彼らをそこな

う者の命を、そこなわれるからである。 24怒る者

と交わるな、憤る人と共に行くな。 25それはあな

たがその道にならって、みずから、わなに陥るこ
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とのないためである。 26あなたは人と手を打つ者

となってはならない、人の負債の保証をしてはな

らない。 27あなたが償うものがないとき、あなた

の寝ている寝床までも、人が奪い取ってよかろう

か。 28あなたの先祖が立てた古い地境を移しては

ならない。 29あなたはそのわざに巧みな人を見る

か、そのような人は王の前に立つが、卑しい人々

の前には立たない。

23治める人と共に座して食事するとき、あなた
の前にあるものを、よくわきまえ、 2あなた

がもし食をたしなむ者であるならば、あなたのの

どに刀をあてよ。 3そのごちそうをむさぼり食べ

てはならない、これは人を欺く食物だからである

。 4富を得ようと苦労してはならない、かしこく

思いとどまるがよい。 5あなたの目をそれにとめ

ると、それはない、富はたちまち自ら翼を生じて

、わしのように天に飛び去るからだ。 6物惜しみ

する人のパンを食べてはならない、そのごちそう

をむさぼり願ってはならない。 7彼は心のうちで

勘定する人のように、「食え、飲め」とあなたに

言うけれども、その心はあなたに真実ではない。 8

あなたはついにその食べた物を吐き出すようにな

り、あなたのねんごろな言葉もむだになる。 9愚

かな者の耳に語ってはならない、彼はあなたの言

葉が示す知恵をいやしめるからだ。 10古い地境を

移してはならない、みなしごの畑を侵してはなら

ない。 11彼らのあがない主は強くいらせられ、あ

なたに逆らって彼らの訴えを弁護されるからだ。

12あなたの心を教訓に用い、あなたの耳を知識の

言葉に傾けよ。 13子を懲らすことを、さし控えて

はならない、むちで彼を打っても死ぬことはない

。 14もし、むちで彼を打つならば、その命を陰府

から救うことができる。 (Sheol h7585) 15わが子よ、

もしあなたの心が賢くあれば、わたしの心もまた

喜び、 16もしあなたのくちびるが正しい事を言う

ならば、わたしの心も喜ぶ。 17心に罪びとをうら

やんではならない、ただ、ひねもす主を恐れよ。

18かならず後のよい報いがあって、あなたの望み

は、すたらない。 19わが子よ、よく聞いて、知恵

を得よ、かつ、あなたの心を道に向けよ。 20酒に

ふけり、肉をたしなむ者と交わってはならない。

21酒にふける者と、肉をたしなむ者とは貧しくな

り、眠りをむさぼる者は、ぼろを身にまとうよう

になる。 22あなたを生んだ父のいうことを聞き、

年老いた母を軽んじてはならない。 23真理を買え

、これを売ってはならない、知恵と教訓と悟りを

も買え。 24正しい人の父は大いによろこび、知恵

ある子を生む者は子のために楽しむ。 25あなたの

父母を楽しませ、あなたを産んだ母を喜ばせよ。

26わが子よ、あなたの心をわたしに与え、あなた

の目をわたしの道に注げ。 27遊女は深い穴のごと

く、みだらな女は狭い井戸のようだ。 28彼女は盗

びとのように人をうかがい、かつ世の人のうちに

、不信実な者を多くする。 29災ある者はだれか、

憂いある者はだれか、争いをする者はだれか、煩

いある者はだれか、ゆえなく傷をうける者はだれ

か、赤い目をしている者はだれか。 30酒に夜をふ

かす者、行って、混ぜ合わせた酒を味わう者であ

る。 31酒はあかく、杯の中にあわだち、なめらか

にくだる、あなたはこれを見てはならない。 32こ

れはついに、へびのようにかみ、まむしのように

刺す。 33あなたの目は怪しいものを見、あなたの

心は偽りを言う。 34あなたは海の中に寝ている人

のように、帆柱の上に寝ている人のようになる。

35あなたは言う、「人がわたしを撃ったが、わた

しは痛くはなかった。わたしを、たたいたが、わ

たしは何も覚えはない。いつわたしはさめるのか

、また酒を求めよう」と。

24悪を行う人をうらやんではならない、また彼
らと共におることを願ってはならない。 2彼

らはその心に強奪を計り、そのくちびるに人をそ

こなうことを語るからである。 3家は知恵によっ

て建てられ、悟りによって堅くせられ、 4また、

へやは知識によってさまざまの尊く、麗しい宝で

満たされる。 5知恵ある者は強い人よりも強く、

知識ある人は力ある人よりも強い。 6良い指揮に

よって戦いをすることができ、勝利は多くの議す

る者がいるからである。 7知恵は高くて愚かな者

の及ぶところではない、愚かな者は門で口を開く

ことができない。 8悪を行うことを計る者を人は

いたずら者ととなえる。 9愚かな者の計るところ

は罪であり、あざける者は人に憎まれる。 10もし

あなたが悩みの日に気をくじくならば、あなたの

力は弱い。 11死地にひかれゆく者を助け出せ、滅

びによろめきゆく者を救え。 12あなたが、われわ

れはこれを知らなかったといっても、心をはかる

者はそれを悟らないであろうか。あなたの魂を守

る者はそれを知らないであろうか。彼はおのおの

の行いにより、人に報いないであろうか。 13わが

子よ、蜜を食べよ、これは良いものである、また

、蜂の巣のしたたりはあなたの口に甘い。 14知恵

もあなたの魂にはそのようであることを知れ。そ

れを得るならば、かならず報いがあって、あなた

の望みは、すたらない。 15悪しき者がするように

、正しい者の家をうかがってはならない、その住

む所に乱暴をしてはならない。 16正しい者は七た

び倒れても、また起きあがる、しかし、悪しき者

は災によって滅びる。 17あなたのあだが倒れると

き楽しんではならない、彼のつまずくとき心に喜

んではならない。 18主はそれを見て悪いこととし

、その怒りを彼から転じられる。 19悪を行う者の

ゆえに心を悩ましてはならない、よこしまな者を

うらやんではならない。 20悪しき者には後の良い

報いはない、よこしまな者のともしびは消される

。 21わが子よ、主と王とを恐れよ、そのいずれに

も不従順であってはならない。 22その災はたちま

ち起るからである。この二つの者からくる滅びを

だれが知り得ようか。 23これらもまた知恵ある者

の箴言である。片寄ったさばきをするのは、よく

ない。 24悪しき者に向かって、「あなたは正しい

」という者を、人々はのろい、諸民は憎む。 25悪

しき者をせめる者は恵みを得る、また幸福が与え
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られる。 26正しい答をする者は、くちびるに、口

づけするのである。 27外で、あなたの仕事を整え

、畑で、すべての物をおのれのために備え、その

後あなたの家を建てるがよい。 28ゆえなく隣り人

に敵して、証言をしてはならない、くちびるをも

って欺いてはならない。 29「彼がわたしにしたよ

うに、わたしも彼にしよう、わたしは人がしたと

ころにしたがって、その人に報いよう」と言って

はならない。 30わたしはなまけ者の畑のそばと、

知恵のない人のぶどう畑のそばを通ってみたが、

31いばらが一面に生え、あざみがその地面をおお

い、その石がきはくずれていた。 32わたしはこれ

をみて心をとどめ、これを見て教訓を得た。 33「

しばらく眠り、しばらくまどろみ、手をこまぬい

て、またしばらく休む」。 34それゆえ、貧しさは

盗びとのように、あなたに来、乏しさは、つわも

ののように、あなたに来る。

25これらもまたソロモンの箴言であり、ユダの
王ヒゼキヤに属する人々がこれを書き写した

。 2事を隠すのは神の誉であり、事を窮めるのは

王の誉である。 3天の高さと地の深さと、王たる

者の心とは測ることができない。 4銀から、かな

くそを除け、そうすれば、銀細工人が器を造る材

料となる。 5王の前から悪しき者を除け、そうす

れば、その位は正義によって堅く立つ。 6王の前

で自ら高ぶってはならない、偉い人の場に立って

はならない。 7尊い人の前で下にさげられるより

は、「ここに上がれ」といわれるほうがましだ。 8

あなたが目に見たことを、軽々しく法廷に出して

はならない。あとになり、あなたが隣り人にはず

かしめられるとき、あなたはどうしようとするの

か。 9隣り人と争うことがあるならば、ただその

人と争え、他人の秘密をもらしてはならない。 10

そうでないと、聞く者があなたをいやしめ、あな

たは、いつまでもそしられる。 11おりにかなって

語る言葉は、銀の彫り物に金のりんごをはめたよ

うだ。 12知恵をもって戒める者は、これをきく者

の耳にとって、金の耳輪、精金の飾りのようだ。

13忠実な使者はこれをつかわす者にとって、刈入

れの日に冷やかな雪があるようだ、よくその主人

の心を喜ばせる。 14贈り物をすると偽って誇る人

は、雨のない雲と風のようだ。 15忍耐をもって説

けば君も言葉をいれる、柔らかな舌は骨を砕く。

16蜜を得たならば、ただ足るほどにこれを食べよ

、おそらくは食べすごして、それを吐き出すであ

ろう。 17隣り人の家に足をしげくしてはならない

、おそらくは彼は煩わしくなって、あなたを憎む

ようになろう。 18隣り人に敵して偽りのあかしを

立てる人は、こん棒、つるぎ、または鋭い矢のよ

うだ。 19悩みに会うとき不信実な者を頼みにする

のは、悪い歯、またはなえた足を頼みとするよう

なものだ。 20心の痛める人の前で歌をうたうのは

、寒い日に着物を脱ぐようであり、また傷の上に

酢をそそぐようだ。 21もしあなたのあだが飢えて

いるならば、パンを与えて食べさせ、もしかわい

ているならば水を与えて飲ませよ。 22こうするの

は、火を彼のこうべに積むのである、主はあなた

に報いられる。 23北風は雨を起し、陰言をいう舌

は人の顔を怒らす。 24争いを好む女と一緒に家に

おるよりは、屋根のすみにおるほうがよい。 25遠

い国から来るよい消息は、かわいている人が飲む

冷やかな水のようだ。 26正しい者が悪い者の前に

屈服するのは、井戸が濁ったよう、また泉がよご

れたようなものだ。 27蜜を多く食べるのはよくな

い、ほめる言葉は控え目にするがよい。 28自分の

心を制しない人は、城壁のない破れた城のようだ

。

26誉が愚かな者にふさわしくないのは、夏に雪
が降り、刈入れの時に雨が降るようなものだ

。 2いわれのないのろいは、飛びまわるすずめや

、飛びかけるつばめのようなもので、止まらない

。 3馬のためにはむちがあり、ろばのためにはく

つわがあり、愚かな者の背のためにはつえがある

。 4愚かな者にその愚かさにしたがって答をする

な、自分も彼と同じようにならないためだ。 5愚

かな者にその愚かさにしたがって答をせよ、彼が

自分の目に自らを知恵ある者と見ないためだ。 6

愚かな者に託して事を言い送る者は、自分の足を

切り去り、身に害をうける。 7あしなえの足は用

がない、愚かな者の口には箴言もそれにひとしい

。 8誉を愚かな者に与えるのは、石を石投げにつ

なぐようだ。 9愚かな者の口に箴言があるのは、

酔った者が、とげのあるつえを手で振り上げるよ

うだ。 10通りがかりの愚か者や、酔った者を雇う

者は、すべての人を傷つける射手のようだ。 11犬

が帰って来てその吐いた物を食べるように、愚か

な者はその愚かさをくり返す。 12自分の目に自ら

を知恵ある者とする人を、あなたは見るか、彼よ

りもかえって愚かな人に望みがある。 13なまけ者

は、「道にししがいる、ちまたにししがいる」と

いう。 14戸がちょうつがいによって回るように、

なまけ者はその寝床で寝返りをする。 15なまけ者

は手を皿に入れても、それを口に持ってゆくこと

をいとう。 16なまけ者は自分の目に、良く答える

ことのできる七人の者よりも、自らを知恵ありと

する。 17自分に関係のない争いにたずさわる者は

、通りすぎる犬の耳をとらえる者のようだ。 19隣

り人を欺いて、「わたしはただ戯れにした」とい

う者は、燃え木または矢、または死を、投げつけ

る気違いのようだ。 20たきぎがなければ火は消え

、人のよしあしを言う者がなければ争いはやむ。

21おき火に炭をつぎ、火にたきぎをくべるように

、争いを好む人は争いの火をおこす。 22人のよし

あしをいう者の言葉はおいしい食物のようで、腹

の奥にしみこむ。 23くちびるはなめらかであって

も、心の悪いのは上ぐすりをかけた土の器のよう

だ。 24憎む者はくちびるをもって自ら飾るけれど

も、心のうちには偽りをいだく。 25彼が声をやわ

らげて語っても、信じてはならない。その心に七

つの憎むべきものがあるからだ。 26たとい偽りを

もってその憎しみをかくしても、彼の悪は会衆の

中に現れる。 27穴を掘る者は自らその中に陥る、
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石をまろばしあげる者の上に、その石はまろびか

える。 28偽りの舌は自分が傷つけた者を憎み、へ

つらう口は滅びをきたらせる。

27あすのことを誇ってはならない、一日のうち
に何がおこるかを知ることができないからだ

。 2自分の口をもって自らをほめることなく、他

人にほめさせよ。自分のくちびるをもってせず、

ほかの人にあなたをほめさせよ。 3石は重く、砂

も軽くはない、しかし愚かな者の怒りはこの二つ

よりも重い。 4憤りはむごく、怒りははげしい、

しかしねたみの前には、だれが立ちえよう。 5あ

からさまに戒めるのは、ひそかに愛するのにまさ

る。 6愛する者が傷つけるのは、まことからであ

り、あだの口づけするのは偽りからである。 7飽

いている者は蜂蜜をも踏みつける、しかし飢えた

者には苦い物でさえ、みな甘い。 8その家を離れ

てさまよう人は、巣を離れてさまよう鳥のようだ

。 9油と香とは人の心を喜ばせる、しかし魂は悩

みによって裂かれる。 10あなたの友、あなたの父

の友を捨てるな、あなたが悩みにあう日には兄弟

の家に行くな、近い隣り人は遠くにいる兄弟にま

さる。 11わが子よ、知恵を得て、わたしの心を喜

ばせよ、そうすればわたしをそしる者に答えるこ

とができる。 12賢い者は災を見て自ら避け、思慮

のない者は進んでいって、罰をうける。 13人のた

めに保証する者からは、まずその着物をとれ、他

人のために保証をする者をば抵当に取れ。 14朝は

やく起きて大声にその隣り人を祝すれば、かえっ

てのろいと見なされよう。 15雨の降る日に雨漏り

の絶えないのと、争い好きな女とは同じだ。 16こ

の女を制するのは風を制するのとおなじく、右の

手に油をつかむのとおなじだ。 17鉄は鉄をとぐ、

そのように人はその友の顔をとぐ。 18いちじくの

木を守る者はその実を食べる、主人を尊ぶ者は誉

を得る。 19水にうつせば顔と顔とが応じるように

、人の心はその人をうつす。 20陰府と滅びとは飽

くことなく、人の目もまた飽くことがない。 (Sheol

h7585) 21るつぼによって銀をためし、炉によって金

をためす、人はその称賛によってためされる。 22

愚かな者をうすに入れ、きねをもって、麦と共に

これをついても、その愚かさは去ることがない。

23あなたの羊の状態をよく知り、あなたの群れに

心をとめよ。 24富はいつまでも続くものではない

、どうして位が末代までも保つであろうか。 25草

が刈り取られ、新しい芽がのび、山の牧草も集め

られると、 26小羊はあなたの衣料を出し、やぎは

畑を買う価となり、 27やぎの乳は多くて、あなた

と、あなたの家のものの食物となり、おとめらを

養うのにじゅうぶんである。

28悪しき者は追う人もないのに逃げる、正しい
人はししのように勇ましい。 2国の罪によっ

て、治める者は多くなり、さとく、また知識ある

人によって、国はながく保つ。 3貧しい者をしえ

たげる貧しい人は、糧食を残さない激しい雨のよ

うだ。 4律法を捨てる者は悪しき者をほめる、律

法を守る者はこれに敵対する。 5悪人は正しいこ

とを悟らない、主を求める者はこれをことごとく

悟る。 6正しく歩む貧しい者は、曲った道を歩む

富める者にまさる。 7律法を守る者は賢い子であ

る、不品行な者と交わるものは、父をはずかしめ

る。 8利息と高利とによってその富をます者は、

貧しい者を恵む者のために、それをたくわえる。 9

耳をそむけて律法を聞かない者は、その祈でさえ

も憎まれる。 10正しい者を悪い道に惑わす者は、

みずから自分の穴に陥る、しかし誠実な人は幸福

を継ぐ。 11富める人は自分の目に自らを知恵ある

者と見る、しかし悟りのある貧しい者は彼を見や

ぶる。 12正しい者が勝つときは、大いなる栄えが

ある、悪しき者が起るときは、民は身をかくす。

13その罪を隠す者は栄えることがない、言い表わ

してこれを離れる者は、あわれみをうける。 14常

に主を恐れる人はさいわいである、心をかたくな

にする者は災に陥る。 15貧しい民を治める悪いつ

かさは、ほえるしし、または飢えたくまのようだ

。 16悟りのないつかさは残忍な圧制者である、不

正の利を憎む者は長命を得る。 17人を殺してその

血を身に負う者は死ぬまで、のがれびとである、

だれもこれを助けてはならない。 18正しく歩む者

は救を得、曲った道に歩む者は穴に陥る。 19自分

の田地を耕す者は食糧に飽き、無益な事に従う者

は貧乏に飽きる。 20忠実な人は多くの祝福を得る

、急いで富を得ようとする者は罰を免れない。 21

人を片寄り見ることは良くない、人は一切れのパ

ンのために、とがを犯すことがある。 22欲の深い

人は急いで富を得ようとする、かえって欠乏が自

分の所に来ることを知らない。 23人を戒める者は

舌をもってへつらう者よりも、大いなる感謝をう

ける。 24父や母の物を盗んで「これは罪ではない

」と言う者は、滅ぼす者の友である。 25むさぼる

者は争いを起し、主に信頼する者は豊かになる。

26自分の心を頼む者は愚かである、知恵をもって

歩む者は救を得る。 27貧しい者に施す者は物に不

足しない、目をおおって見ない人は多くののろい

をうける。 28悪しき者が起るときは、民は身をか

くす、その滅びるときは、正しい人が増す。

29しばしばしかられても、なおかたくなな者は
、たちまち打ち敗られて助かることはない。

2正しい者が権力を得れば民は喜び、悪しき者が治

めるとき、民はうめき苦しむ。 3知恵を愛する人

はその父を喜ばせ、遊女に交わる者はその資産を

浪費する。 4王は公儀をもって国を堅くする、し

かし、重税を取り立てる者はこれを滅ぼす。 5そ

の隣り人にへつらう者は、彼の足の前に網を張る

。 6悪人は自分の罪のわなに陥る、しかし正しい

人は喜び楽しむ。 7正しい人は貧しい者の訴えを

かえりみる、悪しき人はそれを知ろうとはしない

。 8あざける人は町を乱し、知恵ある者は怒りを

静める。 9知恵ある人が愚かな人と争うと、愚か

な者はただ怒り、あるいは笑って、休むことがな

い。 10血に飢えている人は罪のない者を憎む、悪

しき者は彼の命を求める。 11愚かな者は怒りをこ

とごとく表わし、知恵ある者は静かにこれをおさ
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える。 12もし治める者が偽りの言葉に聞くならば

、その役人らはみな悪くなる。 13貧しい者と、し

えたげる者とは共に世におる、主は彼ら両者の目

に光を与えられる。 14もし王が貧しい者を公平に

さばくならば、その位はいつまでも堅く立つ。 15

むちと戒めとは知恵を与える、わがままにさせた

子はその母に恥をもたらす。 16悪しき者が権力を

得ると罪も増す、正しい者は彼らの倒れるのを見

る。 17あなたの子を懲しめよ、そうすれば彼はあ

なたを安らかにし、またあなたの心に喜びを与え

る。 18預言がなければ民はわがままにふるまう、

しかし律法を守る者はさいわいである。 19しもべ

は言葉だけで訓練することはできない、彼は聞い

て知っても、心にとめないからである。 20言葉の

軽率な人を見るか、彼よりもかえって愚かな者の

ほうに望みがある。 21しもべをその幼い時からわ

がままに育てる人は、ついにはそれを自分のあと

つぎにする。 22怒る人は争いを起し、憤る人は多

くの罪を犯す。 23人の高ぶりはその人を低くし、

心にへりくだる者は誉を得る。 24盗びとにくみす

る者は自分の魂を憎む、彼はのろいを聞いても何

事をも口外しない。 25人を恐れると、わなに陥る

、主に信頼する者は安らかである。 26治める者の

歓心を得ようとする人は多い、しかし人の事を定

めるのは主による。 27正しい人は不正を行う人を

憎み、悪しき者は正しく歩む人を憎む。

30ヤケの子アグルの語なる箴言かれイテエル
にむかひて之をいへり即ちイテエルとクカ

ルとにいへる所のものなり 2 我は人よりも愚な

り我には人の聡明あらず 3我いまた智慧をなら

ひ得ずまたいまだ至聖きものを暁ることをえず 4

天に昇りまた降りし者は誰か 風をその掌中に聚

めし者は誰か水を衣につつみし者は誰か他のす

べての限界を定めし者は誰かその名は何ぞその

子の名は何ぞ汝これを知るや 5神の言はみな潔

よし神は彼を頼むものの盾なり 6汝その言に加

ふること勿れ恐くは彼なんぢをせめ又なんぢを

謊る者となしたまはん 7 われ二の事をなんぢに

求めたり我が死ざる先にこれをたまへ 8即ち虚

假と謊言とを我より離れしめ 我をして貧からし

めずまた富しめず 惟なくてならぬ糧をあたへ給

へ 9そは我あきて神を知ずといひヱホバは誰なり

やといはんことを恐れまた貧くして窃盗をなし我

が紳の名を汚さんことを恐るればなり 10なんぢ

僕をその主に讒ることなかれ 恐くは彼なんぢを

詛ひてなんぢ罪せられん 11その父を詛ひその母

を祝せざる世類あり 12おのれの目に自らを潔者

となして尚その汚穢を滌はれざる世類あり 13ま

た一の世類あり嗚呼その眼はいかに高きぞやそ

の瞼は昂れり 14その歯は劍のごとくその牙は刃

のごとき世類あり彼等は貧き者を地より呑み窮

乏者を人の中より食ふ 15蛭に二人の女あり與ヘ

よ與へよと呼はる飽ことを知ざるもの三あり否

な四あり皆たれりといはず 16即ち陰府姙まざる

胎水に満されざる地 足りといはざる火これたり

(Sheol h7585) 17おのれの父を嘲り母に從ふことを

いやしとする眼は谷の鴉これを抜いだし鷲の雛こ

れを食はん 18わが奇とするもの三あり否な四あ

り共にわが識ざる者なり 19即ち空にとぷ鷲の路

磐の上にはふ蛇の路淘にはしる舟の路男の女に

あふの路これなり 20淫婦の途も亦しかり彼は食

ひてその口を拭ひわれ惡きことを爲ざりきといふ

21地は三の者によりて震ふ否な四の者によりて耐

ることあたはざるなり 22即ち僕たるもの王となる

に因り愚なるもの糧に飽るにより 23厭忌はれたる

婦の嫁ぐにより婢女その生母に績に囚りてなり 24

地に四の物あり微小といへども最智し 25 蟻は

力なき者なれどもその糧を夏のうちに備ふ 26山

鼠ば強からざれどもその室を磐につくる 27蝗は

王なけれどもみな隊を立ていづ 28守宮は手をも

てつかまり王の宮にをる 29善あゆむもの三あり

否な四あり皆よく歩く 30獣の中にて最も強くも

ろもろのものの前より退かざる獅子 31肚帯せし

戦馬牡野羊および當ること能はざる王これなり

32汝もし愚にして自から高ぶり或は惡きことを計

らば汝の手を口に當つべし 33それ乳を搾れば乾酪

いで鼻を搾れば血いで怒を激れば争端おこる

31レムエル王のことば即ちその母の彼に教へし
箴言なり 2わが子よ何を言んかわが胎の子よ

何をいはんか我が願ひて得たる子よ何をいはんか

3なんぢの力を女につひやすなかれ王を滅すものに

汝の途をまかする勿れ 4レムエルよ酒を飮は王の

爲べき事に非ず王の爲べき事にあらず醇醪を求む

るは牧伯の爲すべき事にあらず 5恐くは洒を飮て

律法をわすれ且すべて惱まさるる者の審判を枉げ

ん 6醇醪を亡びんとする者にあたへ酒を心の傷め

る者にあたへよ 7かれ飮てその貧窮をわすれ復そ

の苦楚を憶はざるべし 8なんぢ瘖者のため又すべ

ての孤者の訟のために口をひらけ 9なんぢ口をひ

らきて義しき審判をなし貧者と窮乏者の訟を糺せ

10誰か賢き女を見出すことを得ん その價は眞珠よ

りも貴とし 11その夫の心は彼を恃みその産業は乏

しくならじ 12彼が存命ふる間はその夫に善事をな

して惡き事をなさず 13彼は羊の毛と麻とを求め喜

びて手から操き 14商賈の舟のごとく遠き國よりそ

の糧を運び 15夜のあけぬ先に起てその家人に糧を

あたへその婢女に日用の分をあたふ 16田畝をはか

りて之を買ひその手の操作をもて葡萄園を植ゑ 17

力をもて腰に帯しその手を強くす 18彼はその利潤

の益あるを知るその燈火は終夜きえず 19かれ手を

紡線車にのべその指に紡錘をとり 20手を貧者にの

べ手を困苦者に舒ぶ 21彼は家人の爲に雪をおそれ

ず蓋その家人みな蕃紅の衣をきればなり 22彼はお

のれの爲に美しき褥子をつくり細布と紫とをもて

その衣とせり 23その夫はその地の長老とともに邑

の門に坐するによりて人に知らるるなり 24彼は細

布の衣を製りてこれをうり帯をつくりて商賈にあ

たふ 25彼は筋力と尊貴とを衣とし且のちの日を笑

ふ 26彼は口を啓きて智慧をのぶ仁愛の教誨その舌

にあり 27かれはその家の事を鑒み怠惰の糧を食は

ず 28その衆子は起て彼を祝すその夫も彼を讃てい

ふ 29賢く事をなす女子は多けれども汝はすべての
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女子に愈れり 30艶麗はいつはりなり美色は呼吸の

ごとし惟ヱホバを畏るる女は誉られん 31その手の

操作の果をこれにあたへその行爲によりてこれを

邑の門にほめよ
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伝道者の書

1ダビデの子、エルサレムの王である伝道者の言
葉。 2伝道者は言う、空の空、空の空、いっさ

いは空である。 3日の下で人が労するすべての労

苦は、その身になんの益があるか。 4世は去り、

世はきたる。しかし地は永遠に変らない。 5日は

いで、日は没し、その出た所に急ぎ行く。 6風は

南に吹き、また転じて、北に向かい、めぐりにめ

ぐって、またそのめぐる所に帰る。 7川はみな、

海に流れ入る、しかし海は満ちることがない。川

はその出てきた所にまた帰って行く。 8すべての

事は人をうみ疲れさせる、人はこれを言いつくす

ことができない。目は見ることに飽きることがな

く、耳は聞くことに満足することがない。 9先に

あったことは、また後にもある、先になされた事

は、また後にもなされる。日の下には新しいもの

はない。 10「見よ、これは新しいものだ」と言わ

れるものがあるか、それはわれわれの前にあった

世々に、すでにあったものである。 11前の者のこ

とは覚えられることがない、また、きたるべき後

の者のことも、後に起る者はこれを覚えることが

ない。 12伝道者であるわたしはエルサレムで、イ

スラエルの王であった。 13わたしは心をつくし、

知恵を用いて、天が下に行われるすべてのことを

尋ね、また調べた。これは神が、人の子らに与え

て、ほねおらせられる苦しい仕事である。 14わた

しは日の下で人が行うすべてのわざを見たが、み

な空であって風を捕えるようである。 15曲ったも

のは、まっすぐにすることができない、欠けたも

のは数えることができない。 16わたしは心の中に

語って言った、「わたしは、わたしより先にエル

サレムを治めたすべての者にまさって、多くの知

恵を得た。わたしの心は知恵と知識を多く得た」

。 17わたしは心をつくして知恵を知り、また狂気

と愚痴とを知ろうとしたが、これもまた風を捕え

るようなものであると悟った。 18それは知恵が多

ければ悩みが多く、知識を増す者は憂いを増すか

らである。

2わたしは自分の心に言った、「さあ、快楽をも
って、おまえを試みよう。おまえは愉快に過ご

すがよい」と。しかし、これもまた空であった。 2

わたしは笑いについて言った、「これは狂気であ

る」と。また快楽について言った、「これは何を

するのか」と。 3わたしの心は知恵をもってわた

しを導いているが、わたしは酒をもって自分の肉

体を元気づけようと試みた。また、人の子は天が

下でその短い一生の間、どんな事をしたら良いか

を、見きわめるまでは、愚かな事をしようと試み

た。 4わたしは大きな事業をした。わたしは自分

のために家を建て、ぶどう畑を設け、 5園と庭を

つくり、またすべて実のなる木をそこに植え、 6

池をつくって、木のおい茂る林に、そこから水を

注がせた。 7わたしは男女の奴隷を買った。また

わたしの家で生れた奴隷を持っていた。わたしは

また、わたしより先にエルサレムにいただれより

も多くの牛や羊の財産を持っていた。 8わたしは

また銀と金を集め、王たちと国々の財宝を集めた

。またわたしは歌うたう男、歌うたう女を得た。

また人の子の楽しみとするそばめを多く得た。 9

こうして、わたしは大いなる者となり、わたしよ

り先にエルサレムにいたすべての者よりも、大い

なる者となった。わたしの知恵もまた、わたしを

離れなかった。 10なんでもわたしの目の好むもの

は遠慮せず、わたしの心の喜ぶものは拒まなかっ

た。わたしの心がわたしのすべての労苦によって

、快楽を得たからである。そしてこれはわたしの

すべての労苦によって得た報いであった。 11そこ

で、わたしはわが手のなしたすべての事、および

それをなすに要した労苦を顧みたとき、見よ、皆

、空であって、風を捕えるようなものであった。

日の下には益となるものはないのである。 12わた

しはまた、身をめぐらして、知恵と、狂気と、愚

痴とを見た。そもそも、王の後に来る人は何をな

し得ようか。すでに彼がなした事にすぎないのだ

。 13光が暗きにまさるように、知恵が愚痴にまさ

るのを、わたしは見た。 14知者の目は、その頭に

ある。しかし愚者は暗やみを歩む。けれどもわた

しはなお同一の運命が彼らのすべてに臨むことを

知っている。 15わたしは心に言った、「愚者に臨

む事はわたしにも臨むのだ。それでどうしてわた

しは賢いことがあろう」。わたしはまた心に言っ

た、「これもまた空である」と。 16そもそも、知

者も愚者も同様に長く覚えられるものではない。

きたるべき日には皆忘れられてしまうのである。

知者が愚者と同じように死ぬのは、どうしたこと

であろう。 17そこで、わたしは生きることをいと

った。日の下に行われるわざは、わたしに悪しく

見えたからである。皆空であって、風を捕えるよ

うである。 18わたしは日の下で労したすべての労

苦を憎んだ。わたしの後に来る人にこれを残さな

ければならないからである。 19そして、その人が

知者であるか、または愚者であるかは、だれが知

り得よう。そうであるのに、その人が、日の下で

わたしが労し、かつ知恵を働かしてなしたすべて

の労苦をつかさどることになるのだ。これもまた

空である。 20それでわたしはふり返ってみて、日

の下でわたしが労したすべての労苦について、望

みを失った。 21今ここに人があって、知恵と知識

と才能をもって労しても、これがために労しない

人に、すべてを残して、その所有とさせなければ

ならないのだ。これもまた空であって、大いに悪

い。 22そもそも、人は日の下で労するすべての労

苦と、その心づかいによってなんの得るところが

あるか。 23そのすべての日はただ憂いのみであっ

て、そのわざは苦しく、その心は夜の間も休まる

ことがない。これもまた空である。 24人は食い飲

みし、その労苦によって得たもので心を楽しませ

るより良い事はない。これもまた神の手から出る

ことを、わたしは見た。 25だれが神を離れて、食

い、かつ楽しむことのできる者があろう。 26神は

、その心にかなう人に、知恵と知識と喜びとをく

ださる。しかし罪びとには仕事を与えて集めるこ
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とと、積むことをさせられる。これは神の心にか

なう者にそれを賜わるためである。これもまた空

であって、風を捕えるようである。

3天が下のすべての事には季節があり、すべての
わざには時がある。 2生るるに時があり、死ぬ

るに時があり、植えるに時があり、植えたものを

抜くに時があり、 3殺すに時があり、いやすに時

があり、こわすに時があり、建てるに時があり、 4

泣くに時があり、笑うに時があり、悲しむに時が

あり、踊るに時があり、 5石を投げるに時があり

、石を集めるに時があり、抱くに時があり、抱く

ことをやめるに時があり、 6捜すに時があり、失

うに時があり、保つに時があり、捨てるに時があ

り、 7裂くに時があり、縫うに時があり、黙るに

時があり、語るに時があり、 8愛するに時があり

、憎むに時があり、戦うに時があり、和らぐに時

がある。 9働く者はその労することにより、なん

の益を得るか。 10わたしは神が人の子らに与えて

、ほねおらせられる仕事を見た。 11神のなされる

ことは皆その時にかなって美しい。神はまた人の

心に永遠を思う思いを授けられた。それでもなお

、人は神のなされるわざを初めから終りまで見き

わめることはできない。 12わたしは知っている。

人にはその生きながらえている間、楽しく愉快に

過ごすよりほかに良い事はない。 13またすべての

人が食い飲みし、そのすべての労苦によって楽し

みを得ることは神の賜物である。 14わたしは知っ

ている。すべて神がなさる事は永遠に変ることが

なく、これに加えることも、これから取ることも

できない。神がこのようにされるのは、人々が神

の前に恐れをもつようになるためである。 15今あ

るものは、すでにあったものである。後にあるも

のも、すでにあったものである。神は追いやられ

たものを尋ね求められる。 16わたしはまた、日の

下を見たが、さばきを行う所にも不正があり、公

義を行う所にも不正がある。 17わたしは心に言っ

た、「神は正しい者と悪い者とをさばかれる。神

はすべての事と、すべてのわざに、時を定められ

たからである」と。 18わたしはまた、人の子らに

ついて心に言った、「神は彼らをためして、彼ら

に自分たちが獣にすぎないことを悟らせられるの

である」と。 19人の子らに臨むところは獣にも臨

むからである。すなわち一様に彼らに臨み、これ

の死ぬように、彼も死ぬのである。彼らはみな同

様の息をもっている。人は獣にまさるところがな

い。すべてのものは空だからである。 20みな一つ

所に行く。皆ちりから出て、皆ちりに帰る。 21だ

れが知るか、人の子らの霊は上にのぼり、獣の霊

は地にくだるかを。 22それで、わたしは見た、人

はその働きによって楽しむにこした事はない。こ

れが彼の分だからである。だれが彼をつれていっ

て、その後の、どうなるかを見させることができ

ようか。

4わたしはまた、日の下に行われるすべてのしえ
たげを見た。見よ、しえたげられる者の涙を。

彼らを慰める者はない。しえたげる者の手には権

力がある。しかし彼らを慰める者はいない。 2そ

れで、わたしはなお生きている生存者よりも、す

でに死んだ死者を、さいわいな者と思った。 3し

かし、この両者よりもさいわいなのは、まだ生れ

ない者で、日の下に行われる悪しきわざを見ない

者である。 4また、わたしはすべての労苦と、す

べての巧みなわざを見たが、これは人が互にねた

みあってなすものである。これもまた空であって

、風を捕えるようである。 5愚かなる者は手をつ

かねて、自分の肉を食う。 6片手に物を満たして

平穏であるのは、両手に物を満たして労苦し、風

を捕えるのにまさる。 7わたしはまた、日の下に

空なる事のあるのを見た。 8ここに人がある。ひ

とりであって、仲間もなく、子もなく、兄弟もな

い。それでも彼の労苦は窮まりなく、その目は富

に飽くことがない。また彼は言わない、「わたし

はだれのために労するのか、どうして自分を楽し

ませないのか」と。これもまた空であって、苦し

いわざである。 9ふたりはひとりにまさる。彼ら

はその労苦によって良い報いを得るからである。

10すなわち彼らが倒れる時には、そのひとりがそ

の友を助け起す。しかしひとりであって、その倒

れる時、これを助け起す者のない者はわざわいで

ある。 11またふたりが一緒に寝れば暖かである。

ひとりだけで、どうして暖かになり得ようか。 12

人がもし、そのひとりを攻め撃ったなら、ふたり

で、それに当るであろう。三つよりの綱はたやす

くは切れない。 13貧しくて賢いわらべは、老いて

愚かで、もはや、いさめをいれることを知らない

王にまさる。 14たとい、その王が獄屋から出て、

王位についた者であっても、また自分の国に貧し

く生れて王位についた者であっても、そうである

。 15わたしは日の下に歩むすべての民が、かのわ

らべのように王に代って立つのを見た。 16すべて

の民は果てしがない。彼はそのすべての民を導い

た。しかし後に来る者は彼を喜ばない。たしかに

、これもまた空であって、風を捕えるようである

。

5神の宮に行く時には、その足を慎むがよい。近
よって聞くのは愚かな者の犠牲をささげるのに

まさる。彼らは悪を行っていることを知らないか

らである。 2神の前で軽々しく口をひらき、また

言葉を出そうと、心にあせってはならない。神は

天にいまし、あなたは地におるからである。それ

ゆえ、あなたは言葉を少なくせよ。 3夢は仕事の

多いことによってきたり、愚かなる者の声は言葉

の多いことによって知られる。 4あなたは神に誓

いをなすとき、それを果すことを延ばしてはなら

ない。神は愚かな者を喜ばれないからである。あ

なたの誓ったことを必ず果せ。 5あなたが誓いを

して、それを果さないよりは、むしろ誓いをしな

いほうがよい。 6あなたの口が、あなたに罪を犯

させないようにせよ。また使者の前にそれは誤り

であったと言ってはならない。どうして、神があ

なたの言葉を怒り、あなたの手のわざを滅ぼして

よかろうか。 7夢が多ければ空なる言葉も多い。
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しかし、あなたは神を恐れよ。 8あなたは国のう

ちに貧しい者をしえたげ、公道と正義を曲げるこ

とのあるのを見ても、その事を怪しんではならな

い。それは位の高い人よりも、さらに高い者があ

って、その人をうかがうからである。そしてそれ

らよりもなお高い者がある。 9しかし、要するに

耕作した田畑をもつ国には王は利益である。 10金

銭を好む者は金銭をもって満足しない。富を好む

者は富を得て満足しない。これもまた空である。

11財産が増せば、これを食う者も増す。その持ち

主は目にそれを見るだけで、なんの益があるか。

12働く者は食べることが少なくても多くても、快

く眠る。しかし飽き足りるほどの富は、彼に眠る

ことをゆるさない。 13わたしは日の下に悲しむべ

き悪のあるのを見た。すなわち、富はこれをたく

わえるその持ち主に害を及ぼすことである。 14ま

たその富は不幸な出来事によってうせ行くことで

ある。それで、その人が子をもうけても、彼の手

には何も残らない。 15彼は母の胎から出てきたよ

うに、すなわち裸で出てきたように帰って行く。

彼はその労苦によって得た何物をもその手に携え

行くことができない。 16人は全くその来たように

、また去って行かなければならない。これもまた

悲しむべき悪である。風のために労する者になん

の益があるか。 17人は一生、暗やみと、悲しみと

、多くの悩みと、病と、憤りの中にある。 18見よ

、わたしが見たところの善かつ美なる事は、神か

ら賜わった短い一生の間、食い、飲み、かつ日の

下で労するすべての労苦によって、楽しみを得る

事である。これがその分だからである。 19また神

はすべての人に富と宝と、それを楽しむ力を与え

、またその分を取らせ、その労苦によって楽しみ

を得させられる。これが神の賜物である。 20この

ような人は自分の生きる日のことを多く思わない

。神は喜びをもって彼の心を満たされるからであ

る。

6わたしは日の下に一つの悪のあるのを見た。こ
れは人々の上に重い。 2すなわち神は富と、財

産と、誉とを人に与えて、その心に慕うものを、

一つも欠けることのないようにされる。しかし神

は、その人にこれを持つことを許されないで、他

人がこれを持つようになる。これは空である。悪

しき病である。 3たとい人は百人の子をもうけ、

また命長く、そのよわいの日が多くても、その心

が幸福に満足せず、また葬られることがなければ

、わたしは言う、流産の子はその人にまさると。 4

これはむなしく来て、暗やみの中に去って行き、

その名は暗やみにおおわれる。 5またこれは日を

見ず、物を知らない。けれどもこれは彼よりも安

らかである。 6たとい彼は千年に倍するほど生き

ても幸福を見ない。みな一つ所に行くのではない

か。 7人の労苦は皆、その口のためである。しか

しその食欲は満たされない。 8賢い者は愚かな者

になんのまさるところがあるか。また生ける者の

前に歩むことを知る貧しい者もなんのまさるとこ

ろがあるか。 9目に見る事は欲望のさまよい歩く

にまさる。これもまた空であって、風を捕えるよ

うなものである。 10今あるものは、すでにその名

がつけられた。そして人はいかなる者であるかは

知られた。それで人は自分よりも力強い者と争う

ことはできない。 11言葉が多ければむなしい事も

多い。人になんの益があるか。 12人はその短く、

むなしい命の日を影のように送るのに、何が人の

ために善であるかを知ることができよう。だれが

その身の後に、日の下に何があるであろうかを人

に告げることができるか。

7良き名は良き油にまさり、死ぬる日は生るる日
にまさる。 2悲しみの家にはいるのは、宴会の

家にはいるのにまさる。死はすべての人の終りだ

からである。生きている者は、これを心にとめる

。 3悲しみは笑いにまさる。顔に憂いをもつこと

によって、心は良くなるからである。 4賢い者の

心は悲しみの家にあり、愚かな者の心は楽しみの

家にある。 5賢い者の戒めを聞くのは、愚かな者

の歌を聞くのにまさる。 6愚かな者の笑いはかま

の下に燃えるいばらの音のようである。これもま

た空である。 7たしかに、しえたげは賢い人を愚

かにし、まいないは人の心をそこなう。 8事の終

りはその初めよりも良い。耐え忍ぶ心は、おごり

高ぶる心にまさる。 9気をせきたてて怒るな。怒

りは愚かな者の胸に宿るからである。 10「昔が今

よりもよかったのはなぜか」と言うな。あなたが

これを問うのは知恵から出るのではない。 11知恵

に財産が伴うのは良い。それは日を見る者どもに

益がある。 12知恵が身を守るのは、金銭が身を守

るようである。しかし、知恵はこれを持つ者に生

命を保たせる。これが知識のすぐれた所である。

13神のみわざを考えみよ。神の曲げられたものを

、だれがまっすぐにすることができるか。 14順境

の日には楽しめ、逆境の日には考えよ。神は人に

将来どういう事があるかを、知らせないために、

彼とこれとを等しく造られたのである。 15わたし

はこのむなしい人生において、もろもろの事を見

た。そこには義人がその義によって滅びることが

あり、悪人がその悪によって長生きすることがあ

る。 16あなたは義に過ぎてはならない。また賢き

に過ぎてはならない。あなたはどうして自分を滅

ぼしてよかろうか。 17悪に過ぎてはならない。ま

た愚かであってはならない。あなたはどうして、

自分の時のこないのに、死んでよかろうか。 18あ

なたがこれを執るのはよい、また彼から手を引い

てはならない。神をかしこむ者は、このすべてか

らのがれ出るのである。 19知恵が知者を強くする

のは、十人のつかさが町におるのにまさる。 20善

を行い、罪を犯さない正しい人は世にいない。 21

人の語るすべての事に心をとめてはならない。こ

れはあなたが、自分のしもべのあなたをのろう言

葉を聞かないためである。 22あなたもまた、しば

しば他人をのろったのを自分の心に知っているか

らである。 23わたしは知恵をもってこのすべての

事を試みて、「わたしは知者となろう」と言った

が、遠く及ばなかった。 24物事の理は遠く、また
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、はなはだ深い。だれがこれを見いだすことがで

きよう。 25わたしは、心を転じて、物を知り、事

を探り、知恵と道理を求めようとし、また悪の愚

かなこと、愚痴の狂気であることを知ろうとした

。 26わたしは、その心が、わなと網のような女、

その手が、かせのような女は、死よりも苦い者で

あることを見いだした。神を喜ばす者は彼女から

のがれる。しかし罪びとは彼女に捕えられる。 27

伝道者は言う、見よ、その数を知ろうとして、い

ちいち数えて、わたしが得たものはこれである。

28わたしはなおこれを求めたけれども、得なかっ

た。わたしは千人のうちにひとりの男子を得たけ

れども、そのすべてのうちに、ひとりの女子をも

得なかった。 29見よ、わたしが得た事は、ただこ

れだけである。すなわち、神は人を正しい者に造

られたけれども、人は多くの計略を考え出した事

である。

8だれが知者のようになり得よう。だれが事の意
義を知り得よう。人の知恵はその人の顔を輝か

せ、またその粗暴な顔を変える。 2王の命を守れ

。すでに神をさして誓ったことゆえ、驚くな。 3

事が悪い時は、王の前を去れ、ためらうな。彼は

すべてその好むところをなすからである。 4王の

言葉は決定的である。だれが彼に「あなたは何を

するのか」と言うことができようか。 5命令を守

る者は災にあわない。知者の心は時と方法をわき

まえている。 6人の悪が彼の上に重くても、すべ

てのわざには時と方法がある。 7後に起る事を知

る者はない。どんな事が起るかをだれが彼に告げ

得よう。 8風をとどめる力をもつ人はない。また

死の日をつかさどるものはない。戦いには免除は

ない。また悪はこれを行う者を救うことができな

い。 9わたしはこのすべての事を見た。また日の

下に行われるもろもろのわざに心を用いた。時と

してはこの人が、かの人を治めて、これに害をこ

うむらせることがある。 10またわたしは悪人の葬

られるのを見た。彼らはいつも聖所に出入りし、

それを行ったその町でほめられた。これもまた空

である。 11悪しきわざに対する判決がすみやかに

行われないために、人の子らの心はもっぱら悪を

行うことに傾いている。 12罪びとで百度悪をなし

て、なお長生きするものがあるけれども、神をか

しこみ、み前に恐れをいだく者には幸福があるこ

とを、わたしは知っている。 13しかし悪人には幸

福がない。またその命は影のようであって長くは

続かない。彼は神の前に恐れをいだかないからで

ある。 14地の上に空な事が行われている。すなわ

ち、義人であって、悪人に臨むべき事が、その身

に臨む者がある。また、悪人であって、義人に臨

むべき事が、その身に臨む者がある。わたしは言

った、これもまた空であると。 15そこで、わたし

は歓楽をたたえる。それは日の下では、人にとっ

て、食い、飲み、楽しむよりほかに良い事はない

からである。これこそは日の下で、神が賜わった

命の日の間、その勤労によってその身に伴うもの

である。 16わたしは心をつくして知恵を知ろうと

し、また地上に行われるわざを昼も夜も眠らずに

窮めようとしたとき、 17わたしは神のもろもろの

わざを見たが、人は日の下に行われるわざを窮め

ることはできない。人はこれを尋ねようと労して

も、これを窮めることはできない。また、たとい

知者があって、これを知ろうと思っても、これを

窮めることはできないのである。

9わたしはこのすべての事に心を用いて、このす
べての事を明らかにしようとした。すなわち正

しい者と賢い者、および彼らのわざが、神の手に

あることを明らかにしようとした。愛するか憎む

かは人にはわからない。彼らの前にあるすべての

ことは空である。 2すべての人に臨むところは、

みな同様である。正しい者にも正しくない者にも

、善良な者にも悪い者にも、清い者にも汚れた者

にも、犠牲をささげる者にも、犠牲をささげない

者にも、その臨むところは同様である。善良な人

も罪びとも異なることはない。誓いをなす者も、

誓いをなすことを恐れる者も異なることはない。 3

すべての人に同一に臨むのは、日の下に行われる

すべての事のうちの悪事である。また人の心は悪

に満ち、その生きている間は、狂気がその心のう

ちにあり、その後は死者のもとに行くのである。 4

すべて生ける者に連なる者には望みがある。生け

る犬は、死せるししにまさるからである。 5生き

ている者は死ぬべき事を知っている。しかし死者

は何事をも知らない、また、もはや報いを受ける

こともない。その記憶に残る事がらさえも、つい

に忘れられる。 6その愛も、憎しみも、ねたみも

、すでに消えうせて、彼らはもはや日の下に行わ

れるすべての事に、永久にかかわることがない。 7

あなたは行って、喜びをもってあなたのパンを食

べ、楽しい心をもってあなたの酒を飲むがよい。

神はすでに、あなたのわざをよみせられたからで

ある。 8あなたの衣を常に白くせよ。あなたの頭

に油を絶やすな。 9日の下で神から賜わったあな

たの空なる命の日の間、あなたはその愛する妻と

共に楽しく暮すがよい。これはあなたが世にあっ

てうける分、あなたが日の下で労する労苦によっ

て得るものだからである。 10すべてあなたの手の

なしうる事は、力をつくしてなせ。あなたの行く

陰府には、わざも、計略も、知識も、知恵もない

からである。 (Sheol h7585) 11わたしはまた日の下を

見たが、必ずしも速い者が競走に勝つのではなく

、強い者が戦いに勝つのでもない。また賢い者が

パンを得るのでもなく、さとき者が富を得るので

もない。また知識ある者が恵みを得るのでもない

。しかし時と災難はすべての人に臨む。 12人はそ

の時を知らない。魚がわざわいの網にかかり、鳥

がわなにかかるように、人の子らもわざわいの時

が突然彼らに臨む時、それにかかるのである。 13

またわたしは日の下にこのような知恵の例を見た

。これはわたしにとって大きな事である。 14ここ

に一つの小さい町があって、そこに住む人は少な

かったが、大いなる王が攻めて来て、これを囲み

、これに向かって大きな雲梯を建てた。 15しかし
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、町のうちにひとりの貧しい知恵のある人がいて

、その知恵をもって町を救った。ところがだれひ

とり、その貧しい人を記憶する者がなかった。 16

そこでわたしは言う、「知恵は力にまさる。しか

しかの貧しい人の知恵は軽んぜられ、その言葉は

聞かれなかった」。 17静かに聞かれる知者の言葉

は、愚かな者の中のつかさたる者の叫びにまさる

。 18知恵は戦いの武器にまさる。しかし、ひとり

の罪びとは多くの良きわざを滅ぼす。

10死んだはえは、香料を造る者のあぶらを臭く
し、少しの愚痴は知恵と誉よりも重い。 2知

者の心は彼を右に向けさせ、愚者の心は左に向け

させる。 3愚者は道を行く時、思慮が足りない、

自分の愚かなことをすべての人に告げる。 4つか

さたる者があなたに向かって立腹しても、あなた

の所を離れてはならない。温順は大いなるとがを

和らげるからである。 5わたしは日の下に一つの

悪のあるのを見た。それはつかさたる者から出る

あやまちに似ている。 6すなわち愚かなる者が高

い地位に置かれ、富める者が卑しい所に座してい

る。 7わたしはしもべたる者が馬に乗り、君たる

者が奴隷のように徒歩であるくのを見た。 8穴を

掘る者はみずからこれに陥り、石がきをこわす者

は、へびにかまれる。 9石を切り出す者はそれが

ために傷をうけ、木を割る者はそれがために危険

にさらされる。 10鉄が鈍くなったとき、人がその

刃をみがかなければ、力を多くこれに用いねばな

らない。しかし、知恵は人を助けてなし遂げさせ

る。 11へびがもし呪文をかけられる前に、かみつ

けば、へび使は益がない。 12知者の口の言葉は恵

みがある、しかし愚者のくちびるはその身を滅ぼ

す。 13愚者の口の言葉の初めは愚痴である、また

その言葉の終りは悪い狂気である。 14愚者は言葉

を多くする、しかし人はだれも後に起ることを知

らない。だれがその身の後に起る事を告げること

ができようか。 15愚者の労苦はその身を疲れさせ

る、彼は町にはいる道をさえ知らない。 16あなた

の王はわらべであって、その君たちが朝から、ご

ちそうを食べる国よ、あなたはわざわいだ。 17あ

なたの王は自主の子であって、その君たちが酔う

ためでなく、力を得るために、適当な時にごちそ

うを食べる国よ、あなたはさいわいだ。 18怠惰に

よって屋根は落ち、無精によって家は漏る。 19食

事は笑いのためになされ、酒は命を楽しませる。

金銭はすべての事に応じる。 20あなたは心のうち

でも王をのろってはならない、また寝室でも富め

る者をのろってはならない。空の鳥はあなたの声

を伝え、翼のあるものは事を告げるからである。

11あなたのパンを水の上に投げよ、多くの日の
後、あなたはそれを得るからである。 2あな

たは一つの分を七つまた八つに分けよ、あなたは

、どんな災が地に起るかを知らないからだ。 3雲

がもし雨で満ちるならば、地にそれを注ぐ、また

木がもし南か北に倒れるならば、その木は倒れた

所に横たわる。 4風を警戒する者は種をまかない

、雲を観測する者は刈ることをしない。 5あなた

は、身ごもった女の胎の中で、どうして霊が骨に

はいるかを知らない。そのようにあなたは、すべ

ての事をなされる神のわざを知らない。 6朝のう

ちに種をまけ、夕まで手を休めてはならない。実

るのは、これであるか、あれであるか、あるいは

二つともに良いのであるか、あなたは知らないか

らである。 7光は快いものである。目に太陽を見

るのは楽しいことである。 8人が多くの年、生き

ながらえ、そのすべてにおいて自分を楽しませて

も、暗い日の多くあるべきことを忘れてはならな

い。すべて、きたらんとする事は皆空である。 9

若い者よ、あなたの若い時に楽しめ。あなたの若

い日にあなたの心を喜ばせよ。あなたの心の道に

歩み、あなたの目の見るところに歩め。ただし、

そのすべての事のために、神はあなたをさばかれ

ることを知れ。 10あなたの心から悩みを去り、あ

なたのからだから痛みを除け。若い時と盛んな時

はともに空だからである。

12あなたの若い日に、あなたの造り主を覚えよ
。悪しき日がきたり、年が寄って、「わたし

にはなんの楽しみもない」と言うようにならない

前に、 2また日や光や、月や星の暗くならない前

に、雨の後にまた雲が帰らないうちに、そのよう

にせよ。 3その日になると、家を守る者は震え、

力ある人はかがみ、ひきこなす女は少ないために

休み、窓からのぞく者の目はかすみ、 4町の門は

閉ざされる。その時ひきこなす音は低くなり、人

は鳥の声によって起きあがり、歌の娘たちは皆、

低くされる。 5彼らはまた高いものを恐れる。恐

ろしいものが道にあり、あめんどうは花咲き、い

なごはその身をひきずり歩き、その欲望は衰え、

人が永遠の家に行こうとするので、泣く人が、ち

またを歩きまわる。 6その後、銀のひもは切れ、

金の皿は砕け、水がめは泉のかたわらで破れ、車

は井戸のかたわらで砕ける。 7ちりは、もとのよ

うに土に帰り、霊はこれを授けた神に帰る。 8伝

道者は言う、「空の空、いっさいは空である」と

。 9さらに伝道者は知恵があるゆえに、知識を民

に教えた。彼はよく考え、尋ねきわめ、あまたの

箴言をまとめた。 10伝道者は麗しい言葉を得よう

とつとめた。また彼は真実の言葉を正しく書きし

るした。 11知者の言葉は突き棒のようであり、ま

たよく打った釘のようなものであって、ひとりの

牧者から出た言葉が集められたものである。 12わ

が子よ、これら以外の事にも心を用いよ。多くの

書を作れば際限がない。多く学べばからだが疲れ

る。 13事の帰する所は、すべて言われた。すなわ

ち、神を恐れ、その命令を守れ。これはすべての

人の本分である。 14神はすべてのわざ、ならびに

すべての隠れた事を善悪ともにさばかれるからで

ある。
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雅歌

1ソロモンの雅歌 2どうか、あなたの口の口づけ

をもって、わたしに口づけしてください。あな

たの愛はぶどう酒にまさり、 3あなたのにおい油

はかんばしく、あなたの名は注がれたにおい油の

ようです。それゆえ、おとめたちはあなたを愛す

るのです。 4あなたのあとについて、行かせてく

ださい。わたしたちは急いでまいりましょう。王

はわたしをそのへやに連れて行かれた。わたした

ちは、あなたによって喜び楽しみ、ぶどう酒にま

さって、あなたの愛をほめたたえます。おとめた

ちは真心をもってあなたを愛します。 5エルサレ

ムの娘たちよ、わたしは黒いけれども美しい。ケ

ダルの天幕のように、ソロモンのとばりのように

。 6わたしが日に焼けているがために、日がわた

しを焼いたがために、わたしを見つめてはならな

い。わが母の子らは怒って、わたしにぶどう園を

守らせた。しかし、わたしは自分のぶどう園を守

らなかった。 7わが魂の愛する者よ、あなたはど

こで、あなたの群れを養い、昼の時にどこで、そ

れを休ませるのか、わたしに告げてください。ど

うして、わたしはさまよう者のように、あなたの

仲間の群れのかたわらに、いなければならないの

ですか。 8女のうちの最も美しい者よ、あなたが

知らないなら、群れの足跡に従っていって、羊飼

たちの天幕のかたわらで、あなたの子やぎを飼い

なさい。 9わが愛する者よ、わたしはあなたをパ

ロの車の雌馬になぞらえる。 10あなたのほおは美

しく飾られ、あなたの首は宝石をつらねた首飾で

美しい。 11われわれは銀を散らした金の飾り物を

、あなたのために造ろう。 12王がその席に着かれ

たとき、わたしのナルドはそのかおりを放った。

13わが愛する者は、わたしにとっては、わたしの

乳ぶさの間にある没薬の袋のようです。 14わが愛

する者は、わたしにとっては、エンゲデのぶどう

園にあるヘンナ樹の花ぶさのようです。 15わが愛

する者よ、見よ、あなたは美しい、見よ、あなた

は美しい、あなたの目ははとのようだ。 16わが愛

する者よ、見よ、あなたは美しく、まことにりっ

ぱです。わたしたちの床は緑、 17わたしたちの家

の梁は香柏、そのたるきはいとすぎです。

2わたしはシャロンのばら、谷のゆりです。 2お

とめたちのうちにわが愛する者のあるのは、い

ばらの中にゆりの花があるようだ。 3わが愛する

者の若人たちの中にあるのは、林の木の中にりん

ごの木があるようです。わたしは大きな喜びをも

って、彼の陰にすわった。彼の与える実はわたし

の口に甘かった。 4彼はわたしを酒宴の家に連れ

て行った。わたしの上にひるがえる彼の旗は愛で

あった。 5干ぶどうをもって、わたしに力をつけ

、りんごをもって、わたしに元気をつけてくださ

い。わたしは愛のために病みわずらっているので

す。 6どうか、彼の左の手がわたしの頭の下にあ

り、右の手がわたしを抱いてくれるように。 7エ

ルサレムの娘たちよ、わたしは、かもしかと野の

雌じかをさして、あなたがたに誓い、お願いする

、愛のおのずから起るときまでは、ことさらに呼

び起すことも、さますこともしないように。 8わ

が愛する者の声が聞える。見よ、彼は山をとび、

丘をおどり越えて来る。 9わが愛する者はかもし

かのごとく、若い雄じかのようです。見よ、彼は

わたしたちの壁のうしろに立ち、窓からのぞき、

格子からうかがっている。 10わが愛する者はわた

しに語って言う、「わが愛する者よ、わが麗しき

者よ、立って、出てきなさい。 11見よ、冬は過ぎ

、雨もやんで、すでに去り、 12もろもろの花は地

にあらわれ、鳥のさえずる時がきた。山ばとの声

がわれわれの地に聞える。 13いちじくの木はその

実を結び、ぶどうの木は花咲いて、かんばしいに

おいを放つ。わが愛する者よ、わが麗しき者よ、

立って、出てきなさい。 14岩の裂け目、がけの隠

れ場におるわがはとよ、あなたの顔を見せなさい

。あなたの声を聞かせなさい。あなたの声は愛ら

しく、あなたの顔は美しい。 15われわれのために

きつねを捕えよ、ぶどう園を荒す小ぎつねを捕え

よ、われわれのぶどう園は花盛りだから」と。 16

わが愛する者はわたしのもの、わたしは彼のもの

。彼はゆりの花の中で、その群れを養っている。

17わが愛する者よ、日の涼しくなるまで、影の消

えるまで、身をかえして出ていって、険しい山々

の上で、かもしかのように、若い雄じかのように

なってください。

3わたしは夜、床の上で、わが魂の愛する者をた
ずねた。わたしは彼をたずねたが、見つからな

かった。わたしは彼を呼んだが、答がなかった。 2

「わたしは今起きて、町をまわり歩き、街路や広

場で、わが魂の愛する者をたずねよう」と、彼を

たずねたが、見つからなかった。 3町をまわり歩

く夜回りたちに出会ったので、「あなたがたは、

わが魂の愛する者を見ましたか」と尋ねた。 4わ

たしが彼らと別れて行くとすぐ、わが魂の愛する

者に出会った。わたしは彼を引き留めて行かせず

、ついにわが母の家につれて行き、わたしを産ん

だ者のへやにはいった。 5エルサレムの娘たちよ

、わたしは、かもしかと野の雌じかをさして、あ

なたがたに誓い、お願いする、愛のおのずから起

るときまでは、ことさらに呼び起すことも、さま

すこともしないように。 6没薬、乳香など、商人

のもろもろの香料をもって、かおりを放ち、煙の

柱のように、荒野から上って来るものは何か。 7

見よ、あれはソロモンの乗物で、六十人の勇士が

そのまわりにいる。イスラエルの勇士で、 8皆、

つるぎをとり、戦いをよくし、おのおの腰に剣を

帯びて、夜の危険に備えている。 9ソロモン王は

レバノンの木をもって、自分のために輿をつくっ

た。 10その柱は銀、そのうしろは金、その座は紫

の布でつくった。その内部にはエルサレムの娘た

ちが、愛情をこめてつくった物を張りつけた。 11

シオンの娘たちよ、出てきてソロモン王を見よ。

彼は婚姻の日、心の喜びの日に、その母の彼にか

ぶらせた冠をいただいている。
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4わが愛する者よ、見よ、あなたは美しい、見よ
、あなたは美しい。あなたの目は、顔おおいの

うしろにあって、はとのようだ。あなたの髪はギ

レアデの山を下るやぎの群れのようだ。 2あなた

の歯は洗い場から上ってきた毛を切られた雌羊の

群れのようだ。みな二子を産んで、一匹も子のな

いものはない。 3あなたのくちびるは紅の糸のよ

うで、その口は愛らしい。あなたのほおは顔おお

いのうしろにあって、ざくろの片われのようだ。 4

あなたの首は武器倉のために建てたダビデのやぐ

らのようだ。その上には一千の盾を掛けつらね、

みな勇士の大盾である。 5あなたの両乳ぶさは、

かもしかの二子である二匹の子じかが、ゆりの花

の中に草を食べているようだ。 6日の涼しくなる

まで、影の消えるまで、わたしは没薬の山および

乳香の丘へ急ぎ行こう。 7わが愛する者よ、あな

たはことごとく美しく、少しのきずもない。 8わ

が花嫁よ、レバノンからわたしと一緒にきなさい

、レバノンからわたしと一緒にきなさい。アマナ

の頂を去り、セニルおよびヘルモンの頂を去り、

ししの穴、ひょうの山を去りなさい。 9わが妹、

わが花嫁よ、あなたはわたしの心を奪った。あな

たはただひと目で、あなたの首飾のひと玉で、わ

たしの心を奪った。 10わが妹、わが花嫁よ、あな

たの愛は、なんと麗しいことであろう。あなたの

愛はぶどう酒よりも、あなたの香油のかおりはす

べての香料よりも、いかにすぐれていることであ

ろう。 11わが花嫁よ、あなたのくちびるは甘露を

したたらせ、あなたの舌の下には、蜜と乳とがあ

る。あなたの衣のかおりはレバノンのかおりのよ

うだ。 12わが妹、わが花嫁は閉じた園、閉じた園

、封じた泉のようだ。 13あなたの産み出す物は、

もろもろの良き実をもつざくろの園、ヘンナおよ

びナルド、 14ナルド、さふらん、しょうぶ、肉桂

、さまざまの乳香の木、没薬、ろかい、およびす

べての尊い香料である。 15あなたは園の泉、生け

る水の井、またレバノンから流れ出る川である。

16北風よ、起れ、南風よ、きたれ。わが園を吹い

て、そのかおりを広く散らせ。わが愛する者がそ

の園にはいってきて、その良い実を食べるように

。

5わが妹、わが花嫁よ、わたしはわが園にはいっ
て、わが没薬と香料とを集め、わが蜜蜂の巣と

、蜜とを食べ、わがぶどう酒と乳とを飲む。友ら

よ、食らえ、飲め、愛する人々よ、大いに飲め。 2

わたしは眠っていたが、心はさめていた。聞きな

さい、わが愛する者が戸をたたいている。「わが

妹、わが愛する者、わがはと、わが全き者よ、あ

けてください。わたしの頭は露でぬれ、わたしの

髪の毛は夜露でぬれている」と言う。 3わたしは

すでに着物を脱いだ、どうしてまた着られようか

。すでに足を洗った、どうしてまた、よごせよう

か。 4わが愛する者が掛けがねに手をかけたので

、わが心は内におどった。 5わたしが起きて、わ

が愛する者のためにあけようとしたとき、わたし

の手から没薬がしたたり、わたしの指から没薬の

液が流れて、貫の木の取手の上に落ちた。 6わた

しはわが愛する者のために開いたが、わが愛する

者はすでに帰り去った。彼が帰り去ったとき、わ

が心は力を失った。わたしは尋ねたけれども見つ

からず、呼んだけれども答がなかった。 7町をま

わり歩く夜回りらはわたしを見ると、撃って傷つ

け、城壁を守る者らは、わたしの上着をはぎ取っ

た。 8エルサレムの娘たちよ、わたしはあなたが

たに誓って、お願いする。もしわが愛する者を見

たなら、わたしが愛のために病みわずらっている

と、彼に告げてください。 9女のうちの最も美し

い者よ、あなたの愛する者は、ほかの人の愛する

者に、なんのまさるところがあるか。あなたの愛

する者は、ほかの人の愛する者に、なんのまさる

ところがあって、そのように、わたしたちに誓い

、願うのか。 10わが愛する者は白く輝き、かつ赤

く、万人にぬきんで、 11その頭は純金のように、

その髪の毛はうねっていて、からすのように黒い

。 12その目は泉のほとりのはとのように、乳で洗

われて、良く落ち着いている。 13そのほおは、か

んばしい花の床のように、かおりを放ち、そのく

ちびるは、ゆりの花のようで、没薬の液をしたた

らす。 14その手は宝石をはめた金の円筒のごとく

、そのからだはサファイヤをもっておおった象牙

の細工のごとく、 15その足のすねは金の台の上に

すえた大理石の柱のごとく、その姿はレバノンの

ごとく、香柏のようで、美しい。 16その言葉は、

はなはだ美しく、彼はことごとく麗しい。エルサ

レムの娘たちよ、これがわが愛する者、これがわ

が友なのです。

6女のうちの最も美しい者よ、あなたの愛する者
はどこへ行ったか。あなたの愛する者はどこへ

おもむいたか。わたしたちはあなたと一緒にたず

ねよう。 2わが愛する者は園の中で、群れを飼い

、またゆりの花を取るために自分の園に下り、か

んばしい花の床へ行きました。 3わたしはわが愛

する人のもの、わが愛する者はわたしのものです

。彼はゆりの花の中で、その群れを飼っています

。 4わが愛する者よ、あなたは美しいことテルザ

のごとく、麗しいことエルサレムのごとく、恐る

べきこと旗を立てた軍勢のようだ。 5あなたの目

はわたしを恐れさせるゆえ、わたしからそむけて

ください。あなたの髪はギレアデの山を下るやぎ

の群れのようだ。 6あなたの歯は洗い場から上っ

てきた雌羊の群れのようだ。みな二子を産んで、

一匹も子のないものはない。 7あなたのほおは顔

おおいのうしろにあって、ざくろの片われのよう

だ。 8王妃は六十人、そばめは八十人、また数し

れぬおとめがいる。 9わがはと、わが全き者はた

だひとり、彼女は母のひとり子、彼女を産んだ者

の最愛の者だ。おとめたちは彼女を見て、さいわ

いな者ととなえ、王妃たち、そばめたちもまた、

彼女を見て、ほめた。 10「このしののめのように

見え、月のように美しく、太陽のように輝き、恐

るべき事、旗を立てた軍勢のような者はだれか」

。 11わたしは谷の花を見、ぶどうが芽ざしたか、
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ざくろの花が咲いたかを見ようと、くるみの園へ

下っていった。 12わたしの知らないうちに、わた

しの思いは、わたしを車の中のわが君のかたわら

におらせた。 13帰れ、帰れ、シュラムの女よ、帰

れ、帰れ、わたしたちはあなたを見たいものだ。

あなたがたはどうしてマハナイムの踊りを見るよ

うにシュラムの女を見たいのか。

7女王のような娘よ、あなたの足は、くつの中に
あって、なんと麗しいことであろう。あなたの

ももは、まろやかで、玉のごとく、名人の手のわ

ざのようだ。 2あなたのほぞは、混ぜたぶどう酒

を欠くことのない丸い杯のごとく、あなたの腹は

、ゆりの花で囲まれた山盛りの麦のようだ。 3あ

なたの両乳ぶさは、かもしかの二子である二匹の

子じかのようだ。 4あなたの首は象牙のやぐらの

ごとく、あなたの目は、バテラビムの門のほとり

にあるヘシボンの池のごとく、あなたの鼻は、ダ

マスコを見おろすレバノンのやぐらのようだ。 5

あなたの頭は、カルメルのようにあなたを飾り、

髪の毛は紫色のようで、王はそのたれ髪に捕われ

た。 6愛する者よ、快活なおとめよ、あなたはな

んと美しく愛すべき者であろう。 7あなたはなつ

めやしの木のように威厳があり、あなたの乳ぶさ

はそのふさのようだ。 8わたしは言う、「このな

つめやしの木にのぼり、その枝に取りつこう。ど

うか、あなたの乳ぶさが、ぶどうのふさのごとく

、あなたの息のにおいがりんごのごとく、 9あな

たの口づけが、なめらかに流れ下る良きぶどう酒

のごとく、くちびると歯の上をすべるように」と

。 10わたしはわが愛する人のもの、彼はわたしを

恋い慕う。 11わが愛する者よ、さあ、わたしたち

はいなかへ出ていって、村里に宿りましょう。 12

わたしたちは早く起き、ぶどう園へ行って、ぶど

うの木が芽ざしたか、ぶどうの花が咲いたか、ざ

くろが花咲いたかを見ましょう。その所で、わた

しはわが愛をあなたに与えます。 13恋なすは、か

おりを放ち、もろもろの良きくだものは、新しい

のも古いのも共にわたしたちの戸の上にある。わ

が愛する者よ、わたしはこれをあなたのためにた

くわえました。

8どうか、あなたは、わが母の乳ぶさを吸ったわ
が兄弟のようになってください。わたしがそと

であなたに会うとき、あなたに口づけしても、だ

れもわたしをいやしめないでしょう。 2わたしは

あなたを導いて、わが母の家に行き、わたしを産

んだ者のへやにはいり、香料のはいったぶどう酒

、ざくろの液を、あなたに飲ませましょう。 3ど

うか、彼の左の手がわたしの頭の下にあり、右の

手がわたしを抱いてくれるように。 4エルサレム

の娘たちよ、わたしはあなたがたに誓い、お願い

する、愛のおのずから起るときまでは、ことさら

に呼び起すことも、さますこともしないように。 5

自分の愛する者によりかかって、荒野から上って

来る者はだれですか。りんごの木の下で、わたし

はあなたを呼びさました。あなたの母上は、かし

こで、あなたのために産みの苦しみをなし、あな

たの産んだ者が、かしこで産みの苦しみをした。 6

わたしをあなたの心に置いて印のようにし、あな

たの腕に置いて印のようにしてください。愛は死

のように強く、ねたみは墓のように残酷だからで

す。そのきらめきは火のきらめき、最もはげしい

炎です。 (Sheol h7585) 7愛は大水も消すことができ

ない、洪水もおぼれさせることができない。もし

人がその家の財産をことごとく与えて、愛に換え

ようとするならば、いたくいやしめられるでしょ

う。 8わたしたちに小さい妹がある、まだ乳ぶさ

がない。わたしたちの妹に縁談のある日には、彼

女のために何をしてやろうか。 9彼女が城壁であ

るなら、その上に銀の塔を建てよう。彼女が戸で

あるなら、香柏の板でそれを囲もう。 10わたしは

城壁、わたしの乳ぶさは、やぐらのようでありま

した。それでわたしは彼の目には、平和をもたら

す者のようでありました。 11ソロモンはバアルハ

モンにぶどう園をもっていた。彼はぶどう園を、

守る者どもにあずけて、おのおのその実のために

銀一千を納めさせた。 12わたしのものであるぶど

う園は、わたしの前にある。ソロモンよ、あなた

は一千を獲るでしょう、その実を守る者どもは二

百を獲るでしょう。 13園の中に住む者よ、わたし

の友だちはあなたの声に耳を傾けます、どうぞ、

それをわたしに聞かせてください。 14わが愛する

者よ、急いでください。かんばしい山々の上で、

かもしかのように、また若い雄じかのようになっ

てください。
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イザヤ書

1アモツの子イザヤがユダの王ウジヤ、ヨタム、
アハズ、ヒゼキヤの世にユダとエルサレムにつ

いて見た幻。 2天よ、聞け、地よ、耳を傾けよ、

主が次のように語られたから、「わたしは子を養

い育てた、しかし彼らはわたしにそむいた。 3牛

はその飼主を知り、ろばはその主人のまぐさおけ

を知る。しかしイスラエルは知らず、わが民は悟

らない」。 4ああ、罪深い国びと、不義を負う民

、悪をなす者のすえ、堕落せる子らよ。彼らは主

を捨て、イスラエルの聖者をあなどり、これをう

とんじ遠ざかった。 5あなたがたは、どうして重

ね重ねそむいて、なおも打たれようとするのか。

その頭はことごとく病み、その心は全く弱りはて

ている。 6足のうらから頭まで、完全なところが

なく、傷と打ち傷と生傷ばかりだ。これを絞り出

すものなく、包むものなく、油をもってやわらげ

るものもない。 7あなたがたの国は荒れすたれ、

町々は火で焼かれ、田畑のものはあなたがたの前

で外国人に食われ、滅ぼされたソドムのように荒

れすたれた。 8シオンの娘はぶどう畑の仮小屋の

ように、きゅうり畑の番小屋のように、包囲され

た町のように、ただひとり残った。 9もし万軍の

主が、われわれに少しの生存者を残されなかった

なら、われわれはソドムのようになり、またゴモ

ラと同じようになったであろう。 10あなたがたソ

ドムのつかさたちよ、主の言葉を聞け。あなたが

たゴモラの民よ、われわれの神の教に耳を傾けよ

。 11主は言われる、「あなたがたがささげる多く

の犠牲は、わたしになんの益があるか。わたしは

雄羊の燔祭と、肥えた獣の脂肪とに飽いている。

わたしは雄牛あるいは小羊、あるいは雄やぎの血

を喜ばない。 12あなたがたは、わたしにまみえよ

うとして来るが、だれが、わたしの庭を踏み荒す

ことを求めたか。 13あなたがたは、もはや、むな

しい供え物を携えてきてはならない。薫香は、わ

たしの忌みきらうものだ。新月、安息日、また会

衆を呼び集めることわたしは不義と聖会とに耐え

られない。 14あなたがたの新月と定めの祭とは、

わが魂の憎むもの、それはわたしの重荷となり、

わたしは、それを負うのに疲れた。 15あなたがた

が手を伸べるとき、わたしは目をおおって、あな

たがたを見ない。たとい多くの祈をささげても、

わたしは聞かない。あなたがたの手は血まみれで

ある。 16あなたがたは身を洗って、清くなり、わ

たしの目の前からあなたがたの悪い行いを除き、

悪を行うことをやめ、 17善を行うことをならい、

公平を求め、しえたげる者を戒め、みなしごを正

しく守り、寡婦の訴えを弁護せよ。 18主は言われ

る、さあ、われわれは互に論じよう。たといあな

たがたの罪は緋のようであっても、雪のように白

くなるのだ。紅のように赤くても、羊の毛のよう

になるのだ。 19もし、あなたがたが快く従うなら

、地の良き物を食べることができる。 20しかし、

あなたがたが拒みそむくならば、つるぎで滅ぼさ

れる」。これは主がその口で語られたことである

。 21かつては忠信であった町、どうして遊女とな

ったのか。昔は公平で満ち、正義がそのうちにや

どっていたのに、今は人を殺す者ばかりとなって

しまった。 22あなたの銀はかすとなり、あなたの

ぶどう酒は水をまじえ、 23あなたのつかさたちは

そむいて、盗びとの仲間となり、みな、まいない

を好み、贈り物を追い求め、みなしごを正しく守

らず、寡婦の訴えは彼らに届かない。 24このゆえ

に、主、万軍の主、イスラエルの全能者は言われ

る、「ああ、わたしはわが敵にむかって憤りをも

らし、わがあだにむかって恨みをはらす。 25わた

しはまた、わが手をあなたに向け、あなたのかす

を灰汁で溶かすように溶かし去り、あなたの混ざ

り物をすべて取り除く。 26こうして、あなたのさ

ばきびとをもとのとおりに、あなたの議官を初め

のとおりに回復する。その後あなたは正義の都、

忠信の町ととなえられる」。 27シオンは公平をも

ってあがなわれ、そのうちの悔い改める者は、正

義をもってあがなわれる。 28しかし、そむく者と

罪びととは共に滅ぼされ、主を捨てる者は滅びう

せる。 29あなたがたは、みずから喜んだかしの木

によって、はずかしめを受け、みずから選んだ園

によって、恥じ赤らむ。 30あなたがたは葉の枯れ

るかしの木のように、水のない園のようになり、

31強い者も麻くずのように、そのわざは火花のよ

うになり、その二つのものは共に燃えて、それを

消す者はない。

2アモツの子イザヤがユダとエルサレムについて
示された言葉。 2終りの日に次のことが起る。

主の家の山は、もろもろの山のかしらとして堅く

立ち、もろもろの峰よりも高くそびえ、すべて国

はこれに流れてき、 3多くの民は来て言う、「さ

あ、われわれは主の山に登り、ヤコブの神の家へ

行こう。彼はその道をわれわれに教えられる、わ

れわれはその道に歩もう」と。律法はシオンから

出、主の言葉はエルサレムから出るからである。 4

彼はもろもろの国のあいだにさばきを行い、多く

の民のために仲裁に立たれる。こうして彼らはそ

のつるぎを打ちかえて、すきとし、そのやりを打

ちかえて、かまとし、国は国にむかって、つるぎ

をあげず、彼らはもはや戦いのことを学ばない。 5

ヤコブの家よ、さあ、われわれは主の光に歩もう

。 6あなたはあなたの民ヤコブの家を捨てられた

。これは彼らが東の国からの占い師をもって満た

し、ペリシテびとのように占い者となり、外国人

と同盟を結んだからである。 7彼らの国には金銀

が満ち、その財宝は限りない。また彼らの国には

馬が満ち、その戦車も限りない。 8また彼らの国

には偶像が満ち、彼らはその手のわざを拝み、そ

の指で作ったものを拝む。 9こうして人はかがめ

られ、人々は低くされる。どうか彼らをおゆるし

にならぬように。 10あなたは岩の間にはいり、ち

りの中にかくれて、主の恐るべきみ前と、その威

光の輝きとを避けよ。 11その日には目をあげて高

ぶる者は低くせられ、おごる人はかがめられ、主
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のみ高くあげられる。 12これは、万軍の主の一日

があって、すべて誇る者と高ぶる者、すべておの

れを高くする者と得意な者とに臨むからである。

13またレバノンの高くそびえるすべての香柏、バ

シャンのすべてのかしの木、 14またすべての高い

山々、すべてのそびえ立つ峰々、 15すべての高き

やぐら、すべての堅固な城壁、 16タルシシのすべ

ての船、すべての麗しい船舶に臨む。 17その日に

は高ぶる者はかがめられ、おごる人は低くせられ

、主のみ高くあげられる。 18こうして偶像はこと

ごとく滅びうせる。 19主が立って地を脅かされる

とき、人々は岩のほら穴にはいり、また地の穴に

はいって、主の恐るべきみ前と、その威光の輝き

とを避ける。 20その日、人々は拝むためにみずか

ら造ったしろがねの偶像と、こがねの偶像とを、

もぐらもちと、こうもりに投げ与え、 21岩のほら

穴や、がけの裂け目にはいり、主が立って地を脅

かされるとき、主の恐るべきみ前と、その威光の

輝きとを避ける。 22あなたがたは鼻から息の出入

りする人に、たよることをやめよ、このような者

はなんの価値があろうか。

3見よ、主、万軍の主はエルサレムとユダからさ
さえとなり、頼みとなるものすべてささえとな

るパン、すべてささえとなる水を取り去られる。 2

すなわち勇士と軍人、裁判官と預言者、占い師と

長老、 3五十人の長と身分の高い人、議官と巧み

な魔術師、老練なまじない師を取り去られる。 4

わたしはわらべを立てて彼らの君とし、みどりご

に彼らを治めさせる。 5民は互に相しえたげ、人

はおのおのその隣をしえたげ、若い者は老いたる

者にむかって高ぶり、卑しい者は尊い者にむかっ

て高ぶる。 6その時、人はその父の家で、兄弟を

つかまえて言う、「あなたは外套を持っている、

わたしたちのつかさびとになって、この荒れ跡を

あなたの手で治めてください」と。 7その日、彼

は声をあげて言う、「わたしはいやす者となるこ

とはできません、わたしの家にはパンもなく、外

套もありません、わたしを立てて、民のつかさび

とにしないでください」。 8これは彼らの言葉と

行いとが主にそむき、その栄光の目をおかしたの

で、エルサレムはつまずき、ユダは倒れたからで

ある。 9彼らの不公平は彼らにむかって不利なあ

かしをし、ソドムのようにその罪をあらわして隠

さない。わざわいなるかな、彼らはみずから悪の

報いをうけた。 10正しい人に言え、彼らはさいわ

いであると。彼らはその行いの実を食べるからで

ある。 11悪しき者はわざわいだ、彼は災をうける

。その手のなした事が彼に報いられるからである

。 12わが民は幼な子にしえたげられ、女たちに治

められる。ああ、わが民よ、あなたを導く者はか

えって、あなたを迷わせ、あなたの行くべき道を

混乱させる。 13主は言い争うために立ちあがり、

その民をさばくために立たれる。 14主はその民の

長老と君たちとをさばいて、「あなたがたは、ぶ

どう畑を食い荒した。貧しい者からかすめとった

物は、あなたがたの家にある。 15なぜ、あなたが

たはわが民を踏みにじり、貧しい者の顔をすり砕

くのか」と万軍の神、主は言われる。 16主は言わ

れた、シオンの娘らは高ぶり、首をのばしてある

き、目でこびをおくり、その行くとき気どって歩

き、その足でりんりんと鳴り響かす。 17それゆえ

、主はシオンの娘らの頭を撃って、かさぶたでお

おい、彼らの隠れた所をあらわされる。 18その日

、主は彼らの美しい装身具と服装すなわち、くる

ぶし輪、髪ひも、月形の飾り、 19耳輪、腕輪、顔

おおい、 20頭飾り、すね飾り、飾り帯、香箱、守

り袋、 21指輪、鼻輪、 22礼服、外套、肩掛、手

さげ袋、 23薄織の上着、亜麻布の着物、帽子、被

衣などを取り除かれる。 24芳香はかわって、悪臭

となり、帯はかわって、なわとなり、よく編んだ

髪はかわって、かぶろとなり、はなやかな衣はか

わって、荒布の衣となり、美しい顔はかわって、

焼き印された顔となる。 25あなたの男たちはつる

ぎに倒れ、あなたの勇士たちは戦いに倒れる。 26

シオンの門は嘆き悲しみ、シオンは荒れすたれて

、地に座する。

4その日、七人の女がひとりの男にすがって、「
わたしたちは自分のパンをたべ、自分の着物を

着ます。ただ、あなたの名によって呼ばれること

を許して、わたしたちの恥を取り除いてください

」と言う。 2その日、主の枝は麗しく栄え、地の

産物はイスラエルの生き残った者の誇、また光栄

となる。 4そして主が審判の霊と滅亡の霊とをも

って、シオンの娘らの汚れを洗い、エルサレムの

血をその中から除き去られるとき、シオンに残る

者、エルサレムにとどまる者、すべてエルサレム

にあって、生命の書にしるされた者は聖なる者と

となえられる。 5その時、主はシオンの山のすべ

ての場所と、そのもろもろの集会との上に、昼は

雲をつくり、夜は煙と燃える火の輝きとをつくら

れる。これはすべての栄光の上にある天蓋であり

、あずまやであって、 6昼は暑さをふせぐ陰とな

り、また暴風と雨を避けて隠れる所となる。

5わたしはわが愛する者のために、そのぶどう畑
についてのわが愛の歌をうたおう。わが愛する

者は土肥えた小山の上に、一つのぶどう畑をもっ

ていた。 2彼はそれを掘りおこし、石を除き、そ

れに良いぶどうを植え、その中に物見やぐらを建

て、またその中に酒ぶねを掘り、良いぶどうの結

ぶのを待ち望んだ。ところが結んだものは野ぶど

うであった。 3それで、エルサレムに住む者とユ

ダの人々よ、どうか、わたしとぶどう畑との間を

さばけ。 4わたしが、ぶどう畑になした事のほか

に、何かなすべきことがあるか。わたしは良いぶ

どうの結ぶのを待ち望んだのに、どうして野ぶど

うを結んだのか。 5それで、わたしが、ぶどう畑

になそうとすることを、あなたがたに告げる。わ

たしはそのまがきを取り去って、食い荒されるに

まかせ、そのかきをとりこわして、踏み荒される

にまかせる。 6わたしはこれを荒して、刈り込む

ことも、耕すこともせず、おどろと、いばらとを



イザヤ書 418

生えさせ、また雲に命じて、その上に雨を降らさ

ない。 7万軍の主のぶどう畑はイスラエルの家で

あり、主が喜んでそこに植えられた物は、ユダの

人々である。主はこれに公平を望まれたのに、見

よ、流血。正義を望まれたのに、見よ、叫び。 8

わざわいなるかな、彼らは家に家を建て連ね、田

畑に田畑をまし加えて、余地をあまさず、自分ひ

とり、国のうちに住まおうとする。 9万軍の主は

わたしの耳に誓って言われた、「必ずや多くの家

は荒れすたれ、大きな麗しい家も住む者がないよ

うになる。 10十反のぶどう畑もわずかに一バテの

実を結び、一ホメルの種もわずかに一エパの実を

結ぶ」。 11わざわいなるかな、彼らは朝早く起き

て、濃き酒をおい求め、夜のふけるまで飲みつづ

けて、酒にその身を焼かれている。 12彼らの酒宴

には琴あり、立琴あり、鼓あり笛あり、ぶどう酒

がある。しかし彼らは主のみわざを顧みず、み手

のなされる事に目をとめない。 13それゆえ、わが

民は無知のために、とりこにせられ、その尊き者

は飢えて死に、そのもろもろの民は、かわきによ

って衰えはてる。 14また陰府はその欲望を大きく

し、その口を限りなく開き、エルサレムの貴族、

そのもろもろの民、その群集およびそのうちの喜

びたのしめる者はみなその中に落ちこむ。 (Sheol

h7585) 15人はかがめられ、人々は低くせられ、高ぶ

る者の目は低くされる。 16しかし万軍の主は公平

によってあがめられ、聖なる神は正義によって、

おのれを聖なる者として示される。 17こうして小

羊は自分の牧場におるように草をはみ、肥えた家

畜および子やぎは荒れ跡の中で食を得る。 18わざ

わいなるかな、彼らは偽りのなわをもって悪を引

きよせ、車の綱をもってするように罪を引きよせ

る。 19彼らは言う、「彼を急がせ、そのわざをす

みやかにさせよ、それを見せてもらおう。イスラ

エルの聖者の定める事を近づききたらせよ、それ

を見せてもらおう」と。 20わざわいなるかな、彼

らは悪を呼んで善といい、善を呼んで悪といい、

暗きを光とし、光を暗しとし、苦きを甘しとし、

甘きを苦しとする。 21わざわいなるかな、彼らは

おのれを見て、賢しとし、みずから顧みて、さと

しとする。 22わざわいなるかな、彼らはぶどう酒

を飲むことの英雄であり、濃き酒をまぜ合わせる

ことの勇士である。 23彼らはまいないによって悪

しき者を義とし、義人からその義を奪う。 24それ

ゆえ、火の舌が刈り株を食い尽すように、枯れ草

が炎の中に消えうせるように、彼らの根は朽ちた

ものとなり、彼らの花はちりのように飛び去る。

彼らは万軍の主の律法を捨て、イスラエルの聖者

の言葉を侮ったからである。 25それゆえ、主はそ

の民にむかって怒りを発し、み手を伸べて彼らを

撃たれた。山は震い動き、彼らのしかばねは、ち

またの中で、あくたのようになった。それにもか

かわらず、み怒りはやまず、なお、み手を伸ばさ

れる。 26主は旗をあげて遠くから一つの国民を招

き、地の果から彼らを呼ばれる。見よ、彼らは走

って、すみやかに来る。 27その中には疲れる者も

、つまずく者もなく、まどろむ者も、眠る者もな

い。その腰の帯はとけず、そのくつのひもは切れ

ていない。 28その矢は鋭く、その弓はことごとく

張り、その馬のひずめは火打石のように、その車

の輪はつむじ風のように思われる。 29そのほえる

ことは、ししのように、若いししのようにほえ、

うなって獲物を捕え、かすめ去っても救う者がな

い。 30その日、その鳴りどよめくことは、海の鳴

りどよめくようだ。もし地をのぞむならば、見よ

、暗きと悩みとがあり、光は雲によって暗くなる

。

6ウジヤ王の死んだ年、わたしは主が高くあげら
れたみくらに座し、その衣のすそが神殿に満ち

ているのを見た。 2その上にセラピムが立ち、お

のおの六つの翼をもっていた。その二つをもって

顔をおおい、二つをもって足をおおい、二つをも

って飛びかけり、 3互に呼びかわして言った。「

聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、万軍の主

、その栄光は全地に満つ」。 4その呼ばわってい

る者の声によって敷居の基が震い動き、神殿の中

に煙が満ちた。 5その時わたしは言った、「わざ

わいなるかな、わたしは滅びるばかりだ。わたし

は汚れたくちびるの者で、汚れたくちびるの民の

中に住む者であるのに、わたしの目が万軍の主な

る王を見たのだから」。 6この時セラピムのひと

りが火ばしをもって、祭壇の上から取った燃えて

いる炭を手に携え、わたしのところに飛んできて

、 7わたしの口に触れて言った、「見よ、これが

あなたのくちびるに触れたので、あなたの悪は除

かれ、あなたの罪はゆるされた」。 8わたしはま

た主の言われる声を聞いた、「わたしはだれをつ

かわそうか。だれがわれわれのために行くだろう

か」。その時わたしは言った、「ここにわたしが

おります。わたしをおつかわしください」。 9主

は言われた、「あなたは行って、この民にこう言

いなさい、『あなたがたはくりかえし聞くがよい

、しかし悟ってはならない。あなたがたはくりか

えし見るがよい、しかしわかってはならない』と

。 10あなたはこの民の心を鈍くし、その耳を聞え

にくくし、その目を閉ざしなさい。これは彼らが

その目で見、その耳で聞き、その心で悟り、悔い

改めていやされることのないためである」。 11そ

こで、わたしは言った、「主よ、いつまでですか

」。主は言われた、「町々は荒れすたれて、住む

者もなく、家には人かげもなく、国は全く荒れ地

となり、 12人々は主によって遠くへ移され、荒れ

はてた所が国の中に多くなる時まで、こうなって

いる。 13その中に十分の一の残る者があっても、

これもまた焼き滅ぼされる。テレビンの木または

かしの木が切り倒されるとき、その切り株が残る

ように」。聖なる種族はその切り株である。

7ユダの王、ウジヤの子ヨタム、その子アハズの
時、スリヤの王レヂンとレマリヤの子であるイ

スラエルの王ペカとが上ってきて、エルサレムを

攻めたが勝つことができなかった。 2時に「スリ

ヤがエフライムと同盟している」とダビデの家に

告げる者があったので、王の心と民の心とは風に
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動かされる林の木のように動揺した。 3その時、

主はイザヤに言われた、「今、あなたとあなたの

子シャル・ヤシュブと共に出て行って、布さらし

の野へ行く大路に沿う上の池の水道の端でアハズ

に会い、 4彼に言いなさい、『気をつけて、静か

にし、恐れてはならない。レヂンとスリヤおよび

レマリヤの子が激しく怒っても、これら二つの燃

え残りのくすぶっている切り株のゆえに心を弱く

してはならない。 5スリヤはエフライムおよびレ

マリヤの子と共にあなたにむかって悪い事を企て

て言う、 6「われわれはユダに攻め上って、これ

を脅し、われわれのためにこれを破り取り、タビ

エルの子をそこの王にしよう」と。 7主なる神は

こう言われる、この事は決して行われない、また

起ることはない。 8スリヤのかしらはダマスコ、

ダマスコのかしらはレヂンである。（六十五年の

うちにエフライムは敗れて、国をなさないように

なる。） 9エフライムのかしらはサマリヤ、サマ

リヤのかしらはレマリヤの子である。もしあなた

がたが信じないならば、立つことはできない』」

。 10主は再びアハズに告げて言われた、 11「あ

なたの神、主に一つのしるしを求めよ、陰府のよ

うに深い所に、あるいは天のように高い所に求め

よ」。 (Sheol h7585) 12しかしアハズは言った、「わ

たしはそれを求めて、主を試みることをいたしま

せん」。 13そこでイザヤは言った、「ダビデの家

よ、聞け。あなたがたは人を煩わすことを小さい

事とし、またわが神をも煩わそうとするのか。 14

それゆえ、主はみずから一つのしるしをあなたが

たに与えられる。見よ、おとめがみごもって男の

子を産む。その名はインマヌエルととなえられる

。 15その子が悪を捨て、善を選ぶことを知るころ

になって、凝乳と、蜂蜜とを食べる。 16それはこ

の子が悪を捨て、善を選ぶことを知る前に、あな

たが恐れているふたりの王の地は捨てられるから

である。 17主はエフライムがユダから分れた時か

らこのかた、臨んだことのないような日をあなた

と、あなたの民と、あなたの父の家とに臨ませら

れる。それはアッスリヤの王である」。 18その日

、主はエジプトの川々の源にいる、はえを招き、

アッスリヤの地にいる蜂を呼ばれる。 19彼らはみ

な来て、険しい谷、岩の裂け目、すべてのいばら

、すべての牧場の上にとどまる。 20その日、主は

大川の向こうから雇ったかみそり、すなわちアッ

スリヤの王をもって、頭と足の毛とをそり、また

、ひげをも除き去られる。 21その日、人は若い雌

牛一頭と羊二頭を飼い、 22それから出る乳が多い

ので、凝乳を食べることができ、すべて国のうち

に残された者は凝乳と、蜂蜜とを食べることがで

きる。 23その日、銀一千シケルの価ある千株のぶ

どうの木のあった所も、ことごとくいばらと、お

どろの生える所となり、 24いばらと、おどろとが

地にはびこるために、人々は弓と矢をもってそこ

へ行く。 25くわをもって掘り耕したすべての山々

にも、あなたは、いばらと、おどろとを恐れて、

そこへ行くことができない。その地はただ牛を放

ち、羊の踏むところとなる。

8主はわたしに言われた、「一枚の大きな札を取
って、その上に普通の文字で、『マヘル・シャ

ラル・ハシ・バズ』と書きなさい」。 2そこで、

わたしは確かな証人として、祭司ウリヤおよびエ

ベレキヤの子ゼカリヤを立てた。 3わたしが預言

者の妻に近づくと、彼女はみごもって男の子を産

んだ。その時、主はわたしに言われた、「その名

をマヘル・シャラル・ハシ・バズと呼びなさい。 4

それはこの子がまだ『おとうさん、おかあさん』

と呼ぶことを知らないうちに、ダマスコの富と、

サマリヤのぶんどり品とが、アッスリヤ王の前に

奪い去られるからである」。 5主はまた重ねてわ

たしに言われた、 6「この民はゆるやかに流れる

シロアの水を捨てて、レヂンとレマリヤの子の前

に恐れくじける。 7それゆえ見よ、主は勢いたけ

く、みなぎりわたる大川の水を彼らにむかってせ

き入れられる。これはアッスリヤの王と、そのも

ろもろの威勢とであって、そのすべての支流には

びこり、すべての岸を越え、 8ユダに流れ入り、

あふれみなぎって、首にまで及ぶ。インマヌエル

よ、その広げた翼はあまねく、あなたの国に満ち

わたる」。 9もろもろの民よ、打ち破られて、驚

きあわてよ。遠き国々のものよ、耳を傾けよ。腰

に帯して、驚きあわてよ。腰に帯して、驚きあわ

てよ。 10ともに計れ、しかし、成らない。言葉を

出せ、しかし、行われない。神がわれわれと共に

おられるからである。 11主は強いみ手をもって、

わたしを捕え、わたしに語り、この民の道に歩ま

ないように、さとして言われた、 12「この民がす

べて陰謀ととなえるものを陰謀ととなえてはなら

ない。彼らの恐れるものを恐れてはならない。ま

たおののいてはならない。 13あなたがたは、ただ

万軍の主を聖として、彼をかしこみ、彼を恐れな

ければならない。 14主はイスラエルの二つの家に

は聖所となり、またさまたげの石、つまずきの岩

となり、エルサレムの住民には網となり、わなと

なる。 15多くの者はこれにつまずき、かつ倒れ、

破られ、わなにかけられ、捕えられる」。 16わた

しは、あかしを一つにまとめ、教をわが弟子たち

のうちに封じておこう。 17主はいま、ヤコブの家

に、み顔をかくしておられるとはいえ、わたしは

その主を待ち、主を望みまつる。 18見よ、わたし

と、主のわたしに賜わった子たちとは、シオンの

山にいます万軍の主から与えられたイスラエルの

しるしであり、前ぶれである。 19人々があなたが

たにむかって「さえずるように、ささやくように

語る巫子および魔術者に求めよ」という時、民は

自分たちの神に求むべきではないか。生ける者の

ために死んだ者に求めるであろうか。 20ただ教と

あかしとに求めよ。まことに彼らはこの言葉によ

って語るが、そこには夜明けがない。 21彼らはし

えたげられ、飢えて国の中を経あるく。その飢え

るとき怒りを放ち、自分たちの王、自分たちの神

をのろい、かつその顔を天に向ける。 22また地を

見ると、見よ、悩みと暗きと、苦しみのやみとが

あり、彼らは暗黒に追いやられる。
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9しかし、苦しみにあった地にも、やみがなくな
る。さきにはゼブルンの地、ナフタリの地には

ずかしめを与えられたが、後には海に至る道、ヨ

ルダンの向こうの地、異邦人のガリラヤに光栄を

与えられる。 2暗やみの中に歩んでいた民は大い

なる光を見た。暗黒の地に住んでいた人々の上に

光が照った。 3あなたが国民を増し、その喜びを

大きくされたので、彼らは刈入れ時に喜ぶように

、獲物を分かつ時に楽しむように、あなたの前に

喜んだ。 4これはあなたが彼らの負っているくび

きと、その肩のつえと、しえたげる者のむちとを

、ミデアンの日になされたように折られたからだ

。 5すべて戦場で、歩兵のはいたくつと、血にま

みれた衣とは、火の燃えくさとなって焼かれる。 6

ひとりのみどりごがわれわれのために生れた、ひ

とりの男の子がわれわれに与えられた。まつりご

とはその肩にあり、その名は、「霊妙なる議士、

大能の神、とこしえの父、平和の君」ととなえら

れる。 7そのまつりごとと平和とは、増し加わっ

て限りなく、ダビデの位に座して、その国を治め

、今より後、とこしえに公平と正義とをもってこ

れを立て、これを保たれる。万軍の主の熱心がこ

れをなされるのである。 8主はひと言をヤコブに

おくり、これをイスラエルの上にくだされる。 9

すべてこの民、エフライムとサマリヤに住む者と

は知るであろう。彼らは高ぶり、心おごって言う

、 10「かわらがくずれても、われわれは切り石を

もって建てよう。くわの木が切り倒されても、わ

れわれは香柏をもってこれにかえよう」と。 11そ

れゆえ、主は敵を起して彼らを攻めさせ、そのあ

だを奮い立たせられる。 12東にスリヤびとあり、

西にペリシテびとあり、彼らは大口をあけてイス

ラエルを食い尽す。それでも主の怒りはやまず、

なおも、そのみ手を伸ばされる。 13しかもなお、

この民は自分たちを撃った者に帰らず、万軍の主

を求めない。 14それゆえ、主はイスラエルから頭

と尾と、しゅろの枝と葦とを一日のうちに断ち切

られる。 15その頭とは、長老と尊き人、その尾と

は、偽りを教える預言者である。 16この民を導く

者は、これを迷わせ、彼らに導かれる者は、のみ

尽される。 17それゆえ、主はその若き人々を喜ば

れず、そのみなしごと寡婦とをあわれまれない。

彼らはみな、不信仰であって、悪を行う者、すべ

ての口は愚かな事を語るからである。それでも主

の怒りはやまず、なおも、そのみ手を伸ばされる

。 18悪は火のように燃え、いばらと、おどろとを

食い尽し、茂りあう林を焼き、煙の柱となって巻

きあがる。 19万軍の主の怒りによって地は焼け、

その民は火の燃えくさのようになり、だれもその

兄弟をあわれむ者がない。 20彼らは右手につかん

でも、なお飢え、左手で食べても飽くことがない

。おのおのその隣り人の肉を食う。 21マナセはエ

フライムを、エフライムはマナセを食い、彼らは

共にユダを攻める。それでも主の怒りはやまず、

なおも、そのみ手を伸ばされる。

10わざわいなるかな、不義の判決を下す者、暴
虐の宣告を書きしるす者。 2彼らは乏しい者

の訴えを引き受けず、わが民のうちの貧しい者の

権利をはぎ、寡婦の資産を奪い、みなしごのもの

をかすめる。 3あなたがたは刑罰の日がきたなら

、何をしようとするのか。大風が遠くから来ると

き、何をしようとするのか。あなたがたはのがれ

ていって、だれに助けを求めようとするのか。ま

た、どこにあなたがたの富を残そうとするのか。 4

ただ捕われた者の中にかがみ、殺された者の中に

伏し倒れるのみだ。それでも主の怒りはやまず、

なおも、そのみ手を伸ばされる。 5ああ、アッス

リヤはわが怒りのつえ、わが憤りのむちだ。 6わ

たしは彼をつかわして不信の国を攻め、彼に命じ

てわが怒りの民を攻め、かすめ奪わせ、彼らをち

またの泥のように踏みにじらせる。 7しかし彼は

そのようには思わず、その心もそのようには考え

ず、かえってその心は滅ぼすことを思い、あまた

の国々を倒そうとする。 8彼は言う、「わが諸侯

はみな王ではないか。 9カルノはカルケミシのよ

うではないか。ハマテはアルパデのようではない

か。サマリヤはダマスコのようではないか。 10わ

が手は偶像に仕える国々に伸びた。その彫った像

はエルサレムおよびサマリヤのものにまさってい

た。 11わたしはサマリヤとその偶像に行ったよう

に、エルサレムとその偶像に行わぬであろうか」

。 12主がシオンの山とエルサレムとになそうとす

ることを、ことごとくなし遂げられた時、主はア

ッスリヤ王の無礼な言葉と、その高ぶりとを罰せ

られる。 13彼は言う、「わが手の力により、また

わが知恵によって、わたしはこれをなした。わた

しは賢いからである。わたしはもろもろの民の境

を除き、その財宝を奪った。またわたしは雄牛の

ように、位に座する者を引きおろした。 14わが手

は巣を取るように、もろもろの民の富を得た。ま

たわたしは人々が捨てられた卵を集めるように、

全地を取り集めた。あるいは翼を動かし、あるい

は口を開き、あるいはぺちゃくちゃ言う者もなか

った」。 15おのは、それを用いて切る者にむかっ

て、自分を誇ることができようか。のこぎりは、

それを動かす者にむかって、みずから高ぶること

ができようか。これはあたかも、むちが自分をあ

げる者を動かし、つえが木でない者をあげようと

するのに等しい。 16それゆえ、主、万軍の主は、

その肥えた勇士の中に病気を送って衰えさせ、そ

の栄光の下に火の燃えるような炎を燃やされる。

17イスラエルの光は火となり、その聖者は炎とな

り、そのいばらと、おどろとを一日のうちに焼き

滅ぼす。 18また、その林と土肥えた田畑の栄えを

、魂も、からだも二つながら滅ぼし、病める者の

やせ衰える時のようにされる。 19その林の木の残

りのものはわずかであって、わらべもそれを書き

とめることができる。 20その日にはイスラエルの

残りの者と、ヤコブの家の生き残った者とは、も

はや自分たちを撃った者にたよらず、真心をもっ

てイスラエルの聖者、主にたより、 21残りの者、

すなわちヤコブの残りの者は大能の神に帰る。 22
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あなたの民イスラエルは海の砂のようであっても

、そのうちの残りの者だけが帰って来る。滅びは

すでに定まり、義であふれている。 23主、万軍の

主は定められた滅びを全地に行われる。 24それゆ

え、主、万軍の主はこう言われる、「シオンに住

むわが民よ、アッスリヤびとが、エジプトびとが

したように、むちをもってあなたを打ち、つえを

あげてあなたをせめても、彼らを恐れてはならな

い。 25ただしばらくして、わが憤りはやみ、わが

怒りは彼らを滅ぼすからである。 26万軍の主は、

むかしミデアンびとをオレブの岩で撃たれた時の

ように、彼らにむかって、むちをふるわれる。ま

たそのつえを海の上にのばし、エジプトでなされ

たように、それをあげられる。 27その日には、彼

の重荷はあなたの肩からおり、彼のくびきはあな

たの首から離れる」。彼はリンモンから上り、 28

アイアテにきたり、ミグロンを過ぎ、ミクマシで

その行李をとどめ、 29渡しを過ぎて、ゲバに宿る

。ラマはおののき、サウルのギベアは逃げ去った

。 30ガリムの娘よ、声をあげて叫べ。ライシよ、

耳を傾けよ。アナトテよ、彼に答えよ。 31マデメ

ナは逃げ去り、ゲビムの民は隠れ場を求めた。 32

この日彼はノブに立ちとどまり、シオンの娘の山

、エルサレムの丘にむかって、その手を振る。 33

見よ、主、万軍の主は、恐ろしい力をもって枝を

切りおろされる。たけの高いものも切り落され、

そびえ立つものは低くされる。 34主はおのをもっ

て茂りあう林を切られる。みごとな木の茂るレバ

ノンも倒される。

11エッサイの株から一つの芽が出、その根から
一つの若枝が生えて実を結び、 2その上に主

の霊がとどまる。これは知恵と悟りの霊、深慮と

才能の霊、主を知る知識と主を恐れる霊である。 3

彼は主を恐れることを楽しみとし、その目の見る

ところによって、さばきをなさず、その耳の聞く

ところによって、定めをなさず、 4正義をもって

貧しい者をさばき、公平をもって国のうちの柔和

な者のために定めをなし、その口のむちをもって

国を撃ち、そのくちびるの息をもって悪しき者を

殺す。 5正義はその腰の帯となり、忠信はその身

の帯となる。 6おおかみは小羊と共にやどり、ひ

ょうは子やぎと共に伏し、子牛、若じし、肥えた

る家畜は共にいて、小さいわらべに導かれ、 7雌

牛と熊とは食い物を共にし、牛の子と熊の子と共

に伏し、ししは牛のようにわらを食い、 8乳のみ

子は毒蛇のほらに戯れ、乳離れの子は手をまむし

の穴に入れる。 9彼らはわが聖なる山のどこにお

いても、そこなうことなく、やぶることがない。

水が海をおおっているように、主を知る知識が地

に満ちるからである。 10その日、エッサイの根が

立って、もろもろの民の旗となり、もろもろの国

びとはこれに尋ね求め、その置かれる所に栄光が

ある。 11その日、主は再び手を伸べて、その民の

残れる者をアッスリヤ、エジプト、パテロス、エ

チオピヤ、エラム、シナル、ハマテおよび海沿い

の国々からあがなわれる。 12主は国々のために旗

をあげて、イスラエルの追いやられた者を集め、

ユダの散らされた者を地の四方から集められる。

13エフライムのねたみはうせ、ユダを悩ます者は

断たれ、エフライムはユダをねたまず、ユダはエ

フライムを悩ますことはない。 14しかし彼らは西

の方ペリシテびとの肩に襲いかかり、相共に東の

民をかすめ、その手をエドムおよびモアブに伸べ

、アンモンの人々をおのれに従わせる。 15主はエ

ジプトの海の舌をからし、川の上に手を振って熱

い風を吹かせ、その川を打って七つの川となし、

くつをぬらさないで渡らせられる。 16その民の残

れる者のためにアッスリヤからの大路があり、昔

イスラエルがエジプトの国から上ってきた時にあ

ったようになる。

12その日あなたは言う、「主よ、わたしはあな
たに感謝します。あなたは、さきにわたしに

むかって怒られたが、その怒りはやんで、わたし

を慰められたからです。 2見よ、神はわが救であ

る。わたしは信頼して恐れることはない。主なる

神はわが力、わが歌であり、わが救となられたか

らである」。 3あなたがたは喜びをもって、救の

井戸から水をくむ。 4その日、あなたがたは言う

、「主に感謝せよ。そのみ名を呼べ。そのみわざ

をもろもろの民の中につたえよ。そのみ名のあが

むべきことを語りつげよ。 5主をほめうたえ。主

はそのみわざを、みごとになし遂げられたから。

これを全地に宣べ伝えよ。 6シオンに住む者よ、

声をあげて、喜びうたえ。イスラエルの聖者はあ

なたがたのうちで大いなる者だから」。

13アモツの子イザヤに示されたバビロンについ
ての託宣。 2あなたがたは木のない山に旗を

立て、声をあげて彼らを招き、手を振って彼らを

貴族の門に、はいらせよ。 3わたしはわが怒りの

さばきを行うために聖別した者どもに命じ、わが

勇士、わが勝ち誇る者どもを招いた。 4聞け、多

くの民のような騒ぎ声が山々に聞える。聞け、も

ろもろの国々、寄りつどえるもろもろの国民のざ

わめく声が聞える。これは万軍の主が戦いのため

に軍勢を集められるのだ。 5彼らは遠い国から、

天の果から来る。これは、主とその憤りの器で、

全地を滅ぼすために来るのだ。 6あなたがたは泣

き叫べ。主の日が近づき、滅びが全能者から来る

からだ。 7それゆえ、すべての手は弱り、すべて

の人の心は溶け去る。 8彼らは恐れおののき、苦

しみと悩みに捕えられ、子を産まんとする女のよ

うにもだえ苦しみ、互に驚き、顔を見あわせ、そ

の顔は炎のようになる。 9見よ、主の日が来る。

残忍で、憤りと激しい怒りとをもってこの地を荒

し、その中から罪びとを断ち滅ぼすために来る。

10天の星とその星座とはその光を放たず、太陽は

出ても暗く、月はその光を輝かさない。 11わたし

はその悪のために世を罰し、その不義のために悪

い者を罰し、高ぶる者の誇をとどめ、あらぶる者

の高慢を低くする。 12わたしは人を精金よりも、

オフルのこがねよりも少なくする。 13それゆえ、

万軍の主の憤りにより、その激しい怒りの日に、
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天は震い、地は揺り動いて、その所をはなれる。

14彼らは追われた、かもしかのように、あるいは

集める者のない羊のようになって、おのおの自分

の民に帰り、自分の国に逃げて行く。 15すべて見

いだされる者は刺され、すべて捕えられる者はつ

るぎによって倒され、 16彼らのみどりごはその目

の前で投げ砕かれ、その家はかすめ奪われ、その

妻は汚される。 17見よ、わたしは、しろがねをも

顧みず、こがねをも喜ばないメデアびとを起して

、彼らにむかわせる。 18彼らの弓は若い者を射殺

し、腹の実をあわれむことなく、幼な子を見て、

惜しむことがない。 19国々の誉であり、カルデヤ

びとの誇である麗しいバビロンは、神に滅ぼされ

たソドム、ゴモラのようになる。 20ここにはなが

く住む者が絶え、世々にいたるまで住みつく者が

なく、アラビヤびともそこに天幕を張らず、羊飼

もそこに群れを伏させることがない。 21ただ、野

の獣がそこに伏し、ほえる獣がその家に満ち、だ

ちょうがそこに住み、鬼神がそこに踊る。 22ハイ

エナはその城の中で鳴き、山犬は楽しい宮殿でほ

える。その時の来るのは近い、その日は延びるこ

とがない。

14主はヤコブをあわれみ、イスラエルを再び選
んで、これをおのれの地に置かれる。異邦人

はこれに加わって、ヤコブの家に結びつらなり、 2

もろもろの民は彼らを連れてその所に導いて来る

。そしてイスラエルの家は、主の地で彼らを男女

の奴隷とし、さきに自分たちを捕虜にした者を捕

虜にし、自分たちをしえたげた者を治める。 3主

があなたの苦労と不安とを除き、またあなたが服

した苦役を除いて、安息をお与えになるとき、 4

あなたはこのあざけりの歌をとなえ、バビロンの

王をののしって言う、「あの、しえたげる者は全

く絶えてしまった。あの、おごる者は全く絶えて

しまった。 5主は悪い者のつえと、つかさびとの

笏を折られた。 6彼らは憤りをもってもろもろの

民を絶えず撃っては打ち、怒りをもってもろもろ

の国を治めても、そのしえたげをとどめる者がな

かった。 7全地はやすみを得、穏やかになり、こ

とごとく声をあげて歌う。 8いとすぎおよびレバ

ノンの香柏でさえもあなたのゆえに喜んで言う、

『あなたはすでに倒れたので、もはや、きこりが

上ってきて、われわれを攻めることはない』。 9

下の陰府はあなたのために動いて、あなたの来る

のを迎え、地のもろもろの指導者たちの亡霊をあ

なたのために起し、国々のもろもろの王をその王

座から立ちあがらせる。 (Sheol h7585) 10彼らは皆あ

なたに告げて言う、『あなたもまたわれわれのよ

うに弱くなった、あなたもわれわれと同じように

なった』。 11あなたの栄華とあなたの琴の音は陰

府に落ちてしまった。うじはあなたの下に敷かれ

、みみずはあなたをおおっている。 (Sheol h7585) 12

黎明の子、明けの明星よ、あなたは天から落ちて

しまった。もろもろの国を倒した者よ、あなたは

切られて地に倒れてしまった。 13あなたはさきに

心のうちに言った、『わたしは天にのぼり、わた

しの王座を高く神の星の上におき、北の果なる集

会の山に座し、 14雲のいただきにのぼり、いと高

き者のようになろう』。 15しかしあなたは陰府に

落され、穴の奥底に入れられる。 (Sheol h7585) 16あ

なたを見る者はつくづくあなたを見、あなたに目

をとめて言う、『この人は地を震わせ、国々を動

かし、 17世界を荒野のようにし、その都市をこわ

し、捕えた者をその家に解き帰さなかった者であ

るのか』。 18もろもろの国の王たちは皆尊いさま

で、自分の墓に眠る。 19しかしあなたは忌みきら

われる月足らぬ子のように墓のそとに捨てられ、

つるぎで刺し殺された者でおおわれ、踏みつけら

れる死体のように穴の石に下る。 20あなたは自分

の国を滅ぼし、自分の民を殺したために、彼らと

共に葬られることはない。どうか、悪を行う者の

子孫はとこしえに名を呼ばれることのないように

。 21先祖のよこしまのゆえに、その子孫のために

ほふり場を備えよ。これは彼らが起って地を取り

、世界のおもてに町々を満たすことのないためで

ある」。 22万軍の主は言われる、「わたしは立っ

て彼らを攻め、バビロンからその名と、残れる者

、その子と孫とを断ち滅ぼす、と主は言う。 23わ

たしはこれをはりねずみのすみかとし、水の池と

し、滅びのほうきをもって、これを払い除く、と

万軍の主は言う」。 24万軍の主は誓って言われる

、「わたしが思ったように必ず成り、わたしが定

めたように必ず立つ。 25わたしはアッスリヤびと

をわが地で打ち破り、わが山々で彼を踏みにじる

。こうして彼が置いたくびきはイスラエルびとか

ら離れ、彼が負わせた重荷はイスラエルびとの肩

から離れる」。 26これは全地について定められた

計画である。これは国々の上に伸ばされた手であ

る。 27万軍の主が定められるとき、だれがそれを

取り消すことができるのか。その手を伸ばされる

とき、だれがそれを引きもどすことができるのか

。 28アハズ王の死んだ年にこの託宣があった、 29

「ペリシテの全地よ、あなたを打ったむちが折ら

れたことを喜んではならない。へびの根からまむ

しが出、その実は飛びかけるへびとなるからだ。

30いと貧しい者は食を得、乏しい者は安らかに伏

す。しかし、わたしはききんをもってあなたの子

孫を殺し、あなたの残れる者を滅ぼす。 31門よ、

泣きわめけ。町よ、叫べ。ペリシテの全地よ、恐

れのあまり消えうせよ、北から煙が来るからだ。

その隊列からは、ひとりも脱落する者はない」。

32その国の使者たちになんと答えようか。「主は

シオンの基をおかれた、その民の苦しむ者はこの

中に避け所を得る」と答えよ。

15モアブについての託宣。アルは一夜のうちに
荒されて、モアブは滅びうせ、キルは一夜の

うちに荒されて、モアブは滅びうせた。 2デボン

の娘は高き所にのぼって泣き、モアブはネボとメ

デバの上で嘆き叫ぶ。おのおのその頭をかぶろに

し、そのひげをことごとくそった。 3彼らはその

ちまたで荒布をまとい、その屋根または広場で、

みな泣き叫び、涙に浸る。 4ヘシボンとエレアレ
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とは叫び、その声はヤハズまで聞える。それゆえ

、モアブの兵士は声をあげ、その魂はおののく。 5

わが心はモアブのために叫び呼ばわる。その落人

はゾアルおよびエグラテ・シリシヤにのがれ、泣

きながらルヒテの坂をのぼり、ホロナイムの道で

滅びの叫びをあげる。 6ニムリムの水はかわき、

草は枯れ、苗は消えて、青い物はない。 7それゆ

え、彼らはその得た富と、そのたくわえた物とを

携えて、柳の川をわたる。 8その叫びの声はモア

ブの境をめぐり、その嘆きの声はエグライムにい

たり、またその嘆きの声はベエル・エリムにいた

る。 9デボンの水は血で満ちる。わたしはデボン

の上にさらに災を加え、モアブののがれた者とこ

の地の残った者とに、ししを送る。

16彼らはセラから荒野の道によって小羊をシオ
ンの娘の山に送り、国のつかさに納めた。 2

モアブの娘らはアルノンの渡しで、さまよう鳥の

ように、巣を追われたひなのようである。 3「相

はかって、事を定めよ。真昼の中でも、あなたの

陰を夜のようにし、さすらい人を隠し、のがれて

来た者をわたさず、 4モアブのさすらい人を、あ

なたのうちにやどらせ、彼らの避け所となって、

滅ぼす者からのがれさせよ。しえたげる者がなく

なり、滅ぼす者が絶え、踏みにじる者が地から断

たれたとき、 5一つの玉座がいつくしみによって

堅く立てられ、ダビデの幕屋にあって、さばきを

なし、公平を求め、正義を行うに、すみやかなる

者が真実をもってその上に座する」。 6われわれ

はモアブの高ぶりのことを聞いた、その高ぶるこ

とは、はなはだしい。われわれはその誇と、高ぶ

りと、そのおごりとのことを聞いた、その自慢は

偽りである。 7それゆえ、モアブは泣き叫べ、民

はみなモアブのために泣き叫べ。全く撃ちのめさ

れて、キルハレセテの干ぶどうのために嘆け。 8

ヘシボンの畑と、シブマのぶどうの木とは、しぼ

み衰えた。国々のもろもろの主が、その枝を打ち

落したからである。その枝はさきにはヤゼルまで

いたり、荒野にまではびこり、そのつるは広がっ

て海を越えた。 9それゆえ、わたしはヤゼルと共

に、シブマのぶどうの木のために泣く。ヘシボン

よ、エレアレよ、わたしは涙をもってあなたを浸

す。ときの声が、あなたの果実と、あなたの収穫

の上にふりかかってきたからである。 10喜びと楽

しみとは土肥えた畑から取り去られ、ぶどう畑に

は歌うことなく、喜び呼ばわることなく、酒ぶね

を踏んで酒を絞る者なく、ぶどうの収穫を喜ぶ声

はやんだ。 11それゆえ、わが魂はモアブのために

、わが心はキルハレスのために、琴のように鳴り

ひびく。 12モアブが高き所に出て、おのれを疲れ

させ、またその聖所にきて祈っても、効果はない

。 13これは主がさきにモアブについて語られたみ

言葉である。 14しかし今、主は語って言われる、

「モアブの栄えはその大いなる群衆にもかかわら

ず、雇人の年期とひとしく三年のうちに、はずか

しめを受け、残れる者はまことに少なく、力がな

い」。

17ダマスコについての託宣。見よ、ダマスコは
町の姿を失って、荒塚となる。 2その町々は

とこしえに捨てられ、家畜の群れの住む所となっ

て、伏しやすむが、これを脅かす者はない。 3エ

フライムのとりではすたり、ダマスコの主権はや

み、スリヤの残れる者は、イスラエルの子らの栄

光のように消えうせると万軍の主は言われる。 4

その日、ヤコブの栄えは衰え、その肥えたる肉は

やせ、 5あたかも刈入れ人がまだ刈らない麦を集

め、かいなをもって穂を刈り取ったあとのように

、レパイムの谷で穂を拾い集めたあとのようにな

る。 6オリブの木を打つとき、二つ三つの実をこ

ずえに残し、あるいは四つ五つをみのり多き木の

枝に残すように、とり残されるものがあるとイス

ラエルの神、主は言われる。 7その日、人々はそ

の造り主を仰ぎのぞみ、イスラエルの聖者に目を

とめ、 8おのれの手のわざである祭壇を仰ぎのぞ

まず、おのれの指が造ったアシラ像と香の祭壇と

に目をとめない。 9その日、彼らの堅固な町々は

昔イスラエルの子らのゆえに捨て去られたヒビび

とおよびアモリびとの荒れ跡のように荒れ地にな

る。 10これはあなたがたが自分の救の神を忘れ、

自分の避け所なる岩を心にとめなかったからだ。

それゆえ、あなたがたは美しい植物を植え、異な

る神の切り枝をさし、 11その植えた日にこれを成

長させ、そのまいた朝にこれを花咲かせても、そ

の収穫は悲しみと、いやしがたい苦しみの日にと

び去る。 12ああ、多くの民はなりどよめく、海の

なりどよめくように、彼らはなりどよめく。ああ

、もろもろの国はなりとどろく、大水のなりとど

ろくように、彼らはなりとどろく。 13もろもろの

国は多くの水のなりとどろくように、なりとどろ

く。しかし、神は彼らを懲しめられる。彼らは遠

くのがれて、風に吹き去られる山の上のもみがら

のように、また暴風にうず巻くちりのように追い

やられる。 14夕暮には、見よ、恐れがある。まだ

夜の明けないうちに彼らはうせた。これはわれわ

れをかすめる者の受くべき分、われわれを奪う者

の引くべきくじである。

18ああ、エチオピヤの川々のかなたなるぶんぶ
んと羽音のする国、 2この国は葦の船を水に

うかべ、ナイル川によって使者をつかわす。とく

走る使者よ、行け。川々の分れる国の、たけ高く

、膚のなめらかな民、遠近に恐れられる民、力強

く、戦いに勝つ民へ行け。 3すべて世におるもの

、地に住むものよ、山の上に旗の立つときは見よ

、ラッパの鳴りひびくときは聞け。 4主はわたし

にこう言われた、「晴れわたった日光の熱のよう

に、刈入れの熱むして露の多い雲のように、わた

しは静かにわたしのすまいから、ながめよう」。 5

刈入れの前、花は過ぎてその花がぶどうとなって

熟すとき、彼はかまをもって、つるを刈り、枝を

切り去る。 6彼らはみな山の猛禽と、地の獣とに

捨て置かれる。猛禽はその上で夏を過ごし、地の

獣はみなその上で冬を過ごす。 7その時、川々の

分れる国のたけ高く、膚のなめらかな民、遠くの
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者にも近くの者にも恐れられる民、力強く、戦い

に勝つ民から万軍の主にささげる贈り物を携えて

、万軍の主のみ名のある所、シオンの山に来る。

19エジプトについての託宣。見よ、主は速い雲
に乗って、エジプトに来られる。エジプトの

もろもろの偶像は、み前に震えおののき、エジプ

トびとの心は彼らのうちに溶け去る。 2わたしは

エジプトびとを奮いたたせて、エジプトびとに逆

らわせる。彼らはおのおのその兄弟に敵して戦い

、おのおのその隣に敵し、町は町を攻め、国は国

を攻める。 3エジプトびとの魂は、彼らのうちに

うせて、むなしくなる。わたしはその計りごとを

破る。彼らは偶像および魔術師、巫子および魔法

使に尋ね求める。 4わたしはエジプトびとをきび

しい主人の手に渡す、荒々しい王が彼らを治める

と、主、万軍の主は言われる。 5ナイルの水はつ

き、川はかれてかわく。 6またその運河は臭いに

おいを放ち、エジプトのナイルの支流はややに減

ってかわき、葦とよしとは枯れはてる。 7ナイル

のほとり、ナイルの岸には裸の所があり、ナイル

のほとりにまいた物はことごとく枯れ、散らされ

て、うせ去る。 8漁夫は嘆き、すべてナイルにつ

りをたれる者は悲しみ、網を水のおもてにうつ者

は衰える。 9練った麻で物を造る者と、白布を織

る者は恥じる。 10国の柱たる者は砕かれ、すべて

雇われて働く者は嘆き悲しむ。 11ゾアンの君たち

は全く愚かであり、パロの賢い議官らは愚かな計

りごとをなす。あなたがたはどうしてパロにむか

って「わたしは賢い者の子、いにしえの王の子で

す」と言うことができようか。 12あなたの賢い者

はどこにおるか。彼らをして、万軍の主がエジプ

トについて定められたことをあなたに告げ知らし

めよ。 13ゾアンの君たちは愚かとなり、メンピス

の君たちは欺かれ、エジプトのもろもろの部族の

隅の石たる彼らは、かえってエジプトを迷わせた

。 14主は曲った心を彼らのうちに混ぜられた。彼

らはエジプトをして、すべてその行うことに迷わ

せ、あたかも酔った人の物吐くときによろめくよ

うにさせた。 15エジプトに対しては、頭あるいは

尾、しゅろの枝あるいは葦が共になしうるわざは

ない。 16その日、エジプトびとは女のようになり

、万軍の主の彼らの上に振り動かされるみ手の前

に恐れおののく。 17ユダの地は、エジプトびとに

恐れられ、ユダについて語り告げることを聞くエ

ジプトびとはみな、万軍の主がエジプトびとにむ

かって定められた計りごとのゆえに恐れる。 18そ

の日、エジプトの地にカナンの国ことばを語り、

また万軍の主に誓いを立てる五つの町があり、そ

の中の一つは太陽の町ととなえられる。 19その日

、エジプトの国の中に主をまつる一つの祭壇があ

り、その境に主をまつる一つの柱がある。 20これ

はエジプトの国で万軍の主に、しるしとなり、あ

かしとなる。彼らがしえたげる者のゆえに、主に

叫び求めるとき、主は救う者をつかわして、彼ら

を守り助けられる。 21主はご自分をエジプトびと

に知らせられる。その日、エジプトびとは主を知

り、犠牲と供え物とをもって主に仕え、主に誓願

をたててこれを果す。 22主はエジプトを撃たれる

。主はこれを撃たれるが、またいやされる。それ

ゆえ彼らは主に帰る。主は彼らの願いをいれて、

彼らをいやされる。 23その日、エジプトからアッ

スリヤに通う大路があって、アッスリヤびとはエ

ジプトに、エジプトびとはアッスリヤに行き、エ

ジプトびとはアッスリヤびとと共に主に仕える。

24その日、イスラエルはエジプトとアッスリヤと

共に三つ相並び、全地のうちで祝福をうけるもの

となる。 25万軍の主は、これを祝福して言われる

、「さいわいなるかな、わが民なるエジプト、わ

が手のわざなるアッスリヤ、わが嗣業なるイスラ

エル」と。

20アッスリヤの王サルゴンからつかわされた最
高司令官がアシドドに来て、これを攻め、こ

れを取った年、 2その時に主はアモツの子イザヤ

によって語って言われた、「さあ、あなたの腰か

ら荒布を解き、足からくつを脱ぎなさい」。そこ

でイザヤはそのようにし、裸、はだしで歩いた。 3

主は言われた、「わがしもべイザヤは三年の間、

裸、はだしで歩き、エジプトとエチオピヤに対す

るしるしとなり、前ぶれとなったが、 4このよう

にエジプトびとのとりことエチオピヤびとの捕わ

れ人とは、アッスリヤの王に引き行かれて、その

若い者も老いた者もみな裸、はだしで、しりをあ

らわし、エジプトの恥を示す。 5彼らはその頼み

としたエチオピヤのゆえに、その誇としたエジプ

トのゆえに恐れ、かつ恥じる。 6その日には、こ

の海べに住む民は言う、『見よ、われわれが頼み

とした国、すなわちわれわれがのがれて行って助

けを求め、アッスリヤ王から救い出されようとし

た国はすでにこのとおりである。われわれはどう

してのがれることができようか』と。」

21海の荒野についての託宣。つむじ風がネゲブ
を吹き過ぎるように、荒野から、恐るべき地

から、来るものがある。 2わたしは一つのきびし

い幻を示された。かすめ奪う者はかすめ奪い、滅

ぼす者は滅ぼす。エラムよ、のぼれ、メデアよ、

囲め。わたしはすべての嘆きをやめさせる。 3そ

れゆえ、わが腰は激しい痛みに満たされ、出産に

臨む女の苦しみのような苦しみがわたしを捕えた

。わたしは、かがんで聞くことができず、恐れお

ののいて見ることができない。 4わが心はみだれ

惑い、わななき恐れること、はなはだしく、わた

しのあこがれたたそがれは変っておののきとなっ

た。 5彼らは食卓を設け、じゅうたんを敷いて食

い飲みする。もろもろの君よ、立って、盾に油を

ぬれ。 6主はわたしにこう言われた、「行って、

見張びとをおき、その見るところを告げさせよ。 7

馬に乗って二列に並んだ者と、ろばに乗った者と

、らくだに乗った者とを彼が見るならば、耳を傾

けてつまびらかに聞かせよ」。 8その時、見張び

とは呼ばわって言った、「主よ、わたしがひねも

すやぐらに立ち、夜もすがらわが見張所に立って

いると、 9見よ、馬に乗って二列に並んだ者がこ
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こに来ます」。彼は答えて言った、「倒れた、バ

ビロンは倒れた、その神々の像はことごとく打ち

砕かれて地に伏した」。 10ああ、踏みにじられた

わが民、わが打ち場の子よ、イスラエルの神、万

軍の主からわたしが聞いたところのものをあなた

がたに告げる。 11ドマについての託宣。セイルか

らわたしに呼ばわる者がある、「夜回りよ、今は

夜のなんどきですか、夜回りよ、今は夜のなんど

きですか」。 12夜回りは言う、「朝がきます、夜

もまたきます。もしあなたがたが聞こうと思うな

らば聞きなさい、また来なさい」。 13アラビヤに

ついての託宣。デダンびとの隊商よ、あなたがた

はアラビヤの林にやどる。 14テマの地に住む民よ

、水を携えて、かわいた者を迎え、パンをもって

、逃げのがれた者を迎えよ。 15彼らはつるぎを避

け、抜いたつるぎを避け、張った弓を避け、また

激しい戦いを避けて、逃げてきたからである。 16

主はわたしにこう言われた、「雇人の年期のよう

に一年以内にケダルのすべての栄華はつきはてる

。 17ケダルの子らの勇士で、射手の残る者は少な

い」。これはイスラエルの神、主が語られたので

ある。

22幻の谷についての託宣。あなたがたはなぜ、
みな屋根にのぼったのか。 2叫び声で満ちて

いる者、騒がしい都、喜びに酔っている町よ。あ

なたのうちの殺された者はつるぎで殺されたので

はなく、また戦いに倒れたのでもない。 3あなた

のつかさたちは皆共にのがれて行ったが、弓を捨

てて捕えられた。彼らは遠く逃げて行ったが、あ

なたのうちの見つかった者はみな捕えられた。 4

それゆえ、わたしは言った、「わたしを顧みてく

れるな、わたしはいたく泣き悲しむ。わが民の娘

の滅びのために、わたしを慰めようと努めてはな

らない」。 5万軍の神、主は幻の谷に騒ぎと、踏

みにじりと、混乱の日をこさせられる。城壁はく

ずれ落ち、叫び声は山に聞える。 6エラムは箙を

負い、戦車と騎兵とをもってきたり、キルは盾を

あらわした。 7あなたの最も美しい谷は戦車で満

ち、騎兵はもろもろの門にむかって立った。 8ユ

ダを守るおおいは取り除かれた。その日あなたは

林の家の武具を仰ぎ望んだ。 9またあなたがたは

ダビデの町の破れの多いのを見、下の池の水を集

め、 10エルサレムの家を数え、またその家をこわ

して城壁を築き、 11一つの貯水池を二つの城壁の

間に造って古池の水をひいた。しかしあなたがた

はこの事をなされた者を仰ぎ望まず、この事を昔

から計画された者を顧みなかった。 12その日、万

軍の神、主は泣き悲しみ、頭をかぶろにし、荒布

をまとうことを命じられたが、 13見よ、あなたが

たは喜び楽しみ、牛をほふり、羊を殺し、肉を食

い、酒を飲んで言う、「われわれは食い、かつ飲

もう、明日は死ぬのだから」。 14万軍の主はみず

からわたしの耳に示された、「まことに、この不

義はあなたがたが死ぬまで、ゆるされることはな

い」と万軍の神、主は言われる。 15万軍の神、主

はこう言われる、「さあ、王の家をつかさどるこ

の執事セブナに行って言いなさい、 16『あなたは

ここになんの係わりがありますか。あなたはだれ

の縁故でここに自分のために墓を掘ったのですか

。あなたは高い所に墓を掘り、岩をうがって自分

のためにすみかを造った。 17強い人よ、見よ、主

はあなたを激しくなげ倒される。主はあなたを堅

くつかまえ、 18ぐるぐるまわして、まりのように

広々した地に投げられる。主人の家の恥となる者

よ、あなたはそこで死に、あなたの華麗な車はそ

こに残る。 19わたしは、あなたをその職から追い

、その地位から引きおろす。 20その日、わたしは

、わがしもべヒルキヤの子エリアキムを呼んで、

21あなたの衣を着せ、あなたの帯をしめさせ、あ

なたの権力を彼の手にゆだねる。彼はエルサレム

の民とユダの家との父となる。 22わたしはまたダ

ビデの家のかぎを彼の肩に置く。彼が開けば閉じ

る者なく、彼が閉じれば開く者はない。 23わたし

は彼を堅い所に打ったくぎのようにする。そして

彼はその父の家の誉の座となり、 24その父の家の

すべての重さは彼の上にかかる。すなわちその子

、その孫およびすべての小さい器、鉢からすべて

のびんにいたるまでみな、彼の上にかかる』」。

25万軍の主は言われる、「その日、堅い所に打っ

たくぎは抜け、切られて落ちる。その上にかかっ

ている荷もまた取り去られる」と主は語られた。

23ツロについての託宣。タルシシのもろもろの
船よ、泣き叫べ、ツロは荒れすたれて、家な

く、船泊まりする港もないからだ。この事はクプ

ロの地から彼らに告げ知らせられる。 2海べに住

む民よ、シドンの商人よ、もだせ、あなたがたの

使者は海を渡り、大いなる水の上にあった。 3ツ

ロの収入はシホルの穀物、ナイル川の収穫であっ

た。ツロはもろもろの国びとの商人であった。 4

シドンよ、恥じよ、海は言った、海の城は言う、

「わたしは苦しまず、また産まなかった。わたし

は若い男子を養わず、また処女を育てなかった」

。 5この報道がエジプトに達するとき、彼らはツ

ロについての報道によって、いたく苦しむ。 6タ

ルシシに渡れ、海べに住む民よ、泣き叫べ。 7こ

れがその起源も古い町、自分の足で移り、遠くに

まで移住した町、あなたがたの喜び誇る町なのか

。 8ツロにむかってこれを定めたのはだれか。ツ

ロは冠を授けた町、その商人は君たち、その貿易

業者は地の尊い人々であった。 9万軍の主はすべ

ての栄光の誇を汚し、地のすべての尊い者をはず

かしめるためにこれを定められたのだ。 10タルシ

シの娘よ、ナイル川のようにおのが地にあふれよ

。もはや束縛するものはない。 11主はその手を海

の上に伸べて国々を震い動かされた。主はカナン

について詔を出し、そのとりでをこわされた。 12

主は言われた、「しえたげられた処女シドンの娘

よ、あなたはもはや喜ぶことはない。立って、ク

プロに渡れ、そこでもあなたは安息を得ることは

ない」。 13カルデヤびとの国を見よ、アッスリヤ

ではなく、この民がツロを野の獣のすみかに定め

た。彼らはやぐらを建て、もろもろの宮殿をこわ
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して荒塚とした。 14タルシシのもろもろの船よ、

泣き叫べ、あなたがたのとりでは荒れすたれたか

ら。 15その日、ツロはひとりの王のながらえる日

と同じく七十年の間忘れられ、七十年終って後、

ツロは遊女の歌のようになる、 16「忘れられた遊

女よ、琴を執って町を経めぐり、巧みに弾じ、多

くの歌をうたって、人に思い出されよ」。 17七十

年終って後、主はツロを顧みられる。ツロは再び

淫行の価を得て、地のおもてにある世のすべての

国々と姦淫を行い、 18その商品とその価とは主に

ささげられる。これはたくわえられることなく、

積まれることなく、その商品は主の前に住む者の

ために豊かな食物となり、みごとな衣服となる。

24見よ、主はこの地をむなしくし、これを荒れ
すたれさせ、これをくつがえして、その民を

散らされる。 2そして、その民も祭司もひとしく

、しもべも主人もひとしく、はしためも主婦もひ

としく、買う者も売る者もひとしく、貸す者も借

りる者もひとしく、債権者も債務者もひとしく、

この事にあう。 3地は全くむなしくされ、全くか

すめられる。主がこの言葉を告げられたからであ

る。 4地は悲しみ、衰え、世はしおれ、衰え、天

も地と共にしおれはてる。 5地はその住む民の下

に汚された。これは彼らが律法にそむき、定めを

犯し、とこしえの契約を破ったからだ。 6それゆ

え、のろいは地をのみつくし、そこに住む者はそ

の罪に苦しみ、また地の民は焼かれて、わずかの

者が残される。 7新しいぶどう酒は悲しみ、ぶど

うはしおれ、心の楽しい者もみな嘆く。 8鼓の音

は静まり、喜ぶ者の騒ぎはやみ、琴の音もまた静

まった。 9彼らはもはや歌をうたって酒を飲まず

、濃き酒はこれを飲む者に苦くなる。 10混乱せる

町は破られ、すべての家は閉ざされて、はいるこ

とができない。 11ちまたには酒の不足のために叫

ぶ声があり、すべての喜びは暗くなり、地の楽し

みは追いやられた。 12町には荒れすたれた所のみ

残り、その門もこわされて破れた。 13地のうちで

、もろもろの民のなかで残るものは、オリブの木

の打たれた後の実のように、ぶどうの収穫の終っ

た後にその採り残りを集めるときのようになる。

14彼らは声をあげて喜び歌う。主の威光のゆえに

、西から喜び呼ばわる。 15それゆえ、東で主をあ

がめ、海沿いの国々でイスラエルの神、主の名を

あがめよ。 16われわれは地の果から、さんびの歌

を聞いた、「栄光は正しい者にある」と。しかし

、わたしは言う、「わたしはやせ衰える、わたし

はやせ衰える、わたしはわざわいだ。欺く者はあ

ざむき、欺く者は、はなはだしくあざむく」。 17

地に住む者よ、恐れと、落し穴と、わなとはあな

たの上にある。 18恐れの声をのがれる者は落し穴

に陥り、落し穴から出る者はわなに捕えられる。

天の窓は開け、地の基が震い動くからである。 19

地は全く砕け、地は裂け、地は激しく震い、 20地

は酔いどれのようによろめき、仮小屋のようにゆ

り動く。そのとがはその上に重く、ついに倒れて

再び起きあがることはない。 21その日、主は天に

おいて、天の軍勢を罰し、地の上で、地のもろも

ろの王を罰せられる。 22彼らは囚人が土ろうの中

に集められるように集められて、獄屋の中に閉ざ

され、多くの日を経て後、罰せられる。 23こうし

て万軍の主がシオンの山およびエルサレムで統べ

治め、かつその長老たちの前にその栄光をあらわ

されるので、月はあわて、日は恥じる。

25主よ、あなたはわが神、わたしはあなたをあ
がめ、み名をほめたたえる。あなたはさきに

驚くべきみわざを行い、いにしえから定めた計画

を真実をもって行われたから。 2あなたは町を石

塚とし、堅固な町を荒塚とされた。外国人のやか

たは、もはや町ではなく、とこしえに建てられる

ことはない。 3それゆえ、強い民はあなたを尊び

、あらぶる国々の町はあなたを恐れる。 4あなた

は貧しい者のとりでとなり、乏しい者の悩みのと

きのとりでとなり、あらしをさける避け所となり

、熱さをさける陰となられた。あらぶる者の及ぼ

す害は、石がきを打つあらしのごとく、 5かわい

た地の熱さのようだからである。あなたは外国人

の騒ぎをおさえ、雲が陰をもって熱をとどめるよ

うにあらぶる者の歌をとどめられる。 6万軍の主

はこの山で、すべての民のために肥えたものをも

って祝宴を設け、久しくたくわえたぶどう酒をも

って祝宴を設けられる。すなわち髄の多い肥えた

ものと、よく澄んだ長くたくわえたぶどう酒をも

って祝宴を設けられる。 7また主はこの山で、す

べての民のかぶっている顔おおいと、すべての国

のおおっているおおい物とを破られる。 8主はと

こしえに死を滅ぼし、主なる神はすべての顔から

涙をぬぐい、その民のはずかしめを全地の上から

除かれる。これは主の語られたことである。 9そ

の日、人は言う、「見よ、これはわれわれの神で

ある。わたしたちは彼を待ち望んだ。彼はわたし

たちを救われる。これは主である。わたしたちは

彼を待ち望んだ。わたしたちはその救を喜び楽し

もう」と。 10主の手はこの山にとどまり、モアブ

は肥だめの中に踏まれるわらのように、おのれの

所で踏みにじられる。 11彼はその中で泳ぐ物が泳

ごうとして手を伸ばすように、その手を伸ばす。

しかし主はその高ぶりを、その手の巧みなわざと

共に低くされる。 12その石がきの高い城郭を主は

傾け倒し、地に投げうって、ちりにかえされる。

26その日ユダの国で、この歌をうたう、「われ
われは堅固な町をもつ。主は救をその石がき

とし、またとりでとされる。 2門を開いて、信仰

を守る正しい国民を入れよ。 3あなたは全き平安

をもってこころざしの堅固なものを守られる。彼

はあなたに信頼しているからである。 4とこしえ

に主に信頼せよ、主なる神はとこしえの岩だから

である。 5主は高き所、そびえたつ町に住む者を

ひきおろし、これを伏させ、これを地に伏させて

、ちりにかえされる。 6こうして足で踏まれ、貧

しい者の足で踏まれ、乏しい者はその上を歩む」

。 7正しい者の道は平らである。あなたは正しい

者の道をなめらかにされる。 8主よ、あなたがさ
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ばきをなさる道で、われわれはあなたを待ち望む

。われわれの魂の慕うものは、あなたの記念の名

である。 9わが魂は夜あなたを慕い、わがうちな

る霊は、せつにあなたを求める。あなたのさばき

が地に行われるとき、世に住む者は正義を学ぶか

らである。 10悪しき者は恵まれても、なお正義を

学ばず、正しい地にあっても不義を行い、主の威

光を仰ぐことをしない。 11主よ、あなたのみ手が

高くあがるけれども、彼らはそれを顧みない。ど

うか、あなたの、おのが民を救われる熱心を彼ら

に見させて、大いに恥じさせ、火をもってあなた

の敵を焼き滅ぼしてください。 12主よ、あなたは

われわれのために平和を設けられる。あなたはわ

れわれのためにわれわれのすべてのわざをなし遂

げられた。 13われわれの神、主よ、あなた以外の

もろもろの主がわれわれを治めた。しかし、われ

われはただ、あなたの名のみをあがめる。 14死ん

だ者はまた生きない。亡霊は生き返らない。それ

で、あなたは彼らを罰して滅ぼし、彼らの思い出

をことごとく消し去られた。 15主よ、あなたはこ

の国民を増し加えられた。あなたはこの国民を増

し加えられた。あなたは栄光をあらわされた。あ

なたは地の境を四方に広げられた。 16主よ、彼ら

は悩みのとき、あなたに求めた。彼らがあなたの

懲しめにあったとき、祈をささげた。 17主よ、は

らめる女の産むときが近づいて苦しみ、その痛み

によって叫ぶように、われわれはあなたのゆえに

、そのようであった。 18われわれは、はらみ、苦

しんだ。しかしわれわれの産んだものは風にすぎ

なかった。われわれは救を地に施すこともせず、

また世に住む者を滅ぼすこともしなかった。 19あ

なたの死者は生き、彼らのなきがらは起きる。ち

りに伏す者よ、さめて喜びうたえ。あなたの露は

光の露であって、それを亡霊の国の上に降らされ

るからである。 20さあ、わが民よ、あなたのへや

にはいり、あなたのうしろの戸を閉じて、憤りの

過ぎ去るまで、しばらく隠れよ。 21見よ、主はそ

のおられる所を出て、地に住む者の不義を罰せら

れる。地はその上に流された血をあらわして、殺

された者を、もはやおおうことがない。

27その日、主は堅く大いなる強いつるぎで逃げ
るへびレビヤタン、曲りくねるへびレビヤタ

ンを罰し、また海におる龍を殺される。 2その日

「麗しきぶどう畑よ、このことを歌え。 3主なる

わたしはこれを守り、常に水をそそぎ、夜も昼も

守って、そこなう者のないようにする。 4わたし

は憤らない。いばら、おどろがわたしと戦うなら

、わたしは進んでこれを攻め、皆もろともに焼き

つくす。 5それを望まないなら、わたしの保護に

たよって、わたしと和らぎをなせ、わたしと和ら

ぎをなせ」。 6後になれば、ヤコブは根をはり、

イスラエルは芽を出して花咲き、その実を全世界

に満たす。 7主は彼らを撃った者を撃たれたよう

に彼らを撃たれたか。あるいは彼らを殺した者が

殺されたように彼らは殺されたか。 8あなたは彼

らと争って、彼らを追放された。主は東風の日に

、その激しい風をもって彼らを移しやられた。 9

それゆえ、ヤコブの不義はこれによって、あがな

われる。これによって結ぶ実は彼の罪を除く。す

なわち彼が祭壇のすべての石を砕けた白堊のよう

にし、アシラ像と香の祭壇とを再び建てないこと

である。 10堅固な町は荒れてさびしく、捨て去ら

れたすまいは荒野のようだ。子牛はそこに草を食

い、そこに伏して、その木の枝を裸にする。 11そ

の枝が枯れると、折り取られ、女が来てそれを燃

やす。これは無知の民だからである。それゆえ、

彼らを造られた主は彼らをあわれまれない。彼ら

を形造られた主は、彼らを恵まれない。 12イスラ

エルの人々よ、その日、主はユフラテ川からエジ

プトの川にいたるまで穀物の穂を打ち落される。

そしてあなたがたは、ひとりびとり集められる。

13その日大いなるラッパが鳴りひびき、アッスリ

ヤの地にある失われた者と、エジプトの地に追い

やられた者とがきて、エルサレムの聖山で主を拝

む。

28エフライムの酔いどれの誇る冠と、酒におぼ
れた者の肥えた谷のかしらにあるしぼみゆく

花の美しい飾りは、わざわいだ。 2見よ、主はひ

とりの力ある強い者を持っておられる。これはひ

ょうをまじえた暴風のように、破り、そこなう暴

風雨のように、大水のあふれみなぎる暴風のよう

に、それを激しく地に投げうつ。 3エフライムの

酔いどれの誇る冠は足で踏みにじられる。 4肥え

た谷のかしらにあるしぼみゆく花の美しい飾りは

、夏前に熟した初なりのいちじくのようだ。人が

これを見ると、取るやいなや、食べてしまう。 5

その日、万軍の主はその民の残った者のために、

栄えの冠となり、麗しい冠となられる。 6また、

さばきの席に座する者にはさばきの霊となり、戦

いを門まで追い返す者には力となられる。 7しか

し、これらもまた酒のゆえによろめき、濃き酒の

ゆえによろける。祭司と預言者とは濃き酒のゆえ

によろめき、酒のゆえに心みだれ、濃き酒のゆえ

によろける。彼らは幻を見るときに誤り、さばき

を行うときにつまづく。 8すべての食卓は吐いた

物で満ち、清い所はない。 9「彼はだれに知識を

教えようとするのか。だれにおとずれを説きあか

そうとするのか。乳をやめ、乳ぶさを離れた者に

するのだろうか。 10それは教訓に教訓、教訓に教

訓、規則に規則、規則に規則。ここにも少し、そ

こにも少し教えるのだ」。 11否、むしろ主は異国

のくちびると、異国の舌とをもってこの民に語ら

れる。 12主はさきに彼らに言われた、「これが安

息だ、疲れた者に安息を与えよ。これが休息だ」

と。しかし彼らは聞こうとはしなかった。 13それ

ゆえ、主の言葉は彼らに、教訓に教訓、教訓に教

訓、規則に規則、規則に規則、ここにも少し、そ

こにも少しとなる。これは彼らが行って、うしろ

に倒れ、破られ、わなにかけられ、捕えられるた

めである。 14それゆえ、エルサレムにあるこの民

を治めるあざける人々よ、主の言葉を聞け。 15あ

なたがたは言った、「われわれは死と契約をなし
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、陰府と協定を結んだ。みなぎりあふれる災の過

ぎる時にも、それはわれわれに来ない。われわれ

はうそを避け所となし、偽りをもって身をかくし

たからである」。 (Sheol h7585) 16それゆえ、主なる

神はこう言われる、「見よ、わたしはシオンに一

つの石をすえて基とした。これは試みを経た石、

堅くすえた尊い隅の石である。『信ずる者はあわ

てることはない』。 17わたしは公平を、測りなわ

とし、正義を、下げ振りとする。ひょうは偽りの

避け所を滅ぼし、水は隠れ場を押し倒す」。 18そ

の時あなたがたが死とたてた契約は取り消され、

陰府と結んだ協定は行われない。みなぎりあふれ

る災の過ぎるとき、あなたがたはこれによって打

ち倒される。 (Sheol h7585) 19それが過ぎるごとに、

あなたがたを捕える。それは朝な朝な過ぎ、昼も

夜も過ぎるからだ。このおとずれを聞きわきまえ

ることは、全くの恐れである。 20床が短くて身を

伸べることができず、かける夜具が狭くて身をお

おうことができないからだ。 21主はペラジム山で

立たれたように立ちあがり、ギベオンの谷で憤ら

れたように憤られて、その行いをなされる。その

行いは類のないものである。またそのわざをなさ

れる。そのわざは異なったものである。 22それゆ

え、あなたがたはあざけってはならない。さもな

いと、あなたがたのなわめは、きびしくなる。わ

たしは主なる万軍の神から全地の上に臨む滅びの

宣言を聞いたからである。 23あなたがたは耳を傾

けて、わが声を聞くがよい。心してわが言葉を聞

くがよい。 24種をまくために耕す者は絶えず耕す

だろうか。彼は絶えずその地をひらき、まぐわを

もって土をならすだろうか。 25地のおもてを平ら

にしたならば、いのんどをまき、クミンをまき、

小麦をうねに植え、大麦を定めた所に植え、スペ

ルト麦をその境に植えないだろうか。 26これは彼

の神が正しく、彼を導き教えられるからである。

27いのんどは麦こき板でこかない、クミンはその

上に車輪をころがさない。いのんどを打つには棒

を用い、クミンを打つにはさおを用いる。 28人は

パン用の麦を打つとき砕くだろうか、否、それが

砕けるまでいつまでも打つことをしない。馬をも

ってその上に車輪を引かせるとき、それを砕くこ

とをしない。 29これもまた万軍の主から出ること

である。その計りごとは驚くべく、その知恵はす

ぐれている。

29ああ、アリエルよ、アリエルよ、ダビデが営
をかまえた町よ、年に年を加え、祭をめぐり

こさせよ。 2その時わたしはアリエルを悩ます。

そこには悲しみと嘆きとがあって、アリエルのよ

うなものとなる。 3わたしはあなたのまわりに営

を構え、やぐらをもってあなたを囲み、塁を築い

てあなたを攻める。 4その時あなたは深い地の中

から物言い、低いちりの中から言葉を出す。あな

たの声は亡霊の声のように地から出、あなたの言

葉はちりの中から、さえずるようである。 5しか

しあなたのあだの群れは細かなちりのようになり

、あらぶる者の群れは吹き去られるもみがらのよ

うになる。また、にわかに、またたくまに、この

事がある。 6すなわち万軍の主は雷、地震、大い

なる叫び、つむじ風、暴風および焼きつくす火の

炎をもって臨まれる。 7そしてアリエルを攻めて

戦う国々の群れ、すなわちアリエルとその城を攻

めて戦い、これを悩ます者はみな夢のように、夜

の幻のようになる。 8飢えた者が食べることを夢

みても、さめると、その飢えがいえないように、

あるいは、かわいた者が飲むことを夢みても、さ

めると、疲れてそのかわきがとまらないように、

シオンの山を攻めて戦う国々の群れもそのように

なる。 9あなたがたは知覚を失って気が遠くなれ

、目がくらんで盲となれ。あなたがたは酔ってい

よ、しかし酒のゆえではない、よろめけ、しかし

濃き酒のゆえではない。 10主が深い眠りの霊をあ

なたがたの上にそそぎ、あなたがたの目である預

言者を閉じこめ、あなたがたの頭である先見者を

おおわれたからである。 11それゆえ、このすべて

の幻は、あなたがたには封じた書物の言葉のよう

になり、人々はこれを読むことのできる者にわた

して、「これを読んでください」と言えば、「こ

れは封じてあるから読むことができない」と彼は

言う。 12またその書物を読むことのできない者に

わたして、「これを読んでください」と言えば、

「読むことはできない」と彼は言う。 13主は言わ

れた、「この民は口をもってわたしに近づき、く

ちびるをもってわたしを敬うけれども、その心は

わたしから遠く離れ、彼らのわたしをかしこみ恐

れるのは、そらで覚えた人の戒めによるのである

。 14それゆえ、見よ、わたしはこの民に、再び驚

くべきわざを行う、それは不思議な驚くべきわざ

である。彼らのうちの賢い人の知恵は滅び、さと

い人の知識は隠される」。 15わざわいなるかな、

おのが計りごとを主に深く隠す者。彼らは暗い中

でわざを行い、「だれがわれわれを見るか、だれ

がわれわれのことを知るか」と言う。 16あなたが

たは転倒して考えている。陶器師は粘土と同じも

のに思われるだろうか。造られた物はそれを造っ

た者について、「彼はわたしを造らなかった」と

言い、形造られた物は形造った者について、「彼

は知恵がない」と言うことができようか。 17しば

らくしてレバノンは変って肥えた畑となり、肥え

た畑は林のように思われる時が来るではないか。

18その日、耳しいは書物の言葉を聞き、目しいの

目はその暗やみから、見ることができる。 19柔和

な者は主によって新たなる喜びを得、人のなかの

貧しい者はイスラエルの聖者によって楽しみを得

る。 20あらぶる者は絶え、あざける者はうせ、悪

を行おうと、おりをうかがう者は、ことごとく断

ち滅ぼされるからである。 21彼らは言葉によって

人を罪に定め、町の門でいさめる者をわなにおと

しいれ、むなしい言葉をかまえて正しい者をしり

ぞける。 22それゆえ、昔アブラハムをあがなわれ

た主は、ヤコブの家についてこう言われる、「ヤ

コブは、もはやはずかしめを受けず、その顔は、

もはや色を失うことはない。 23彼の子孫が、その

中にわが手のわざを見るとき、彼らはわが名を聖
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とし、ヤコブの聖者を聖として、イスラエルの神

を恐れる。 24心のあやまれる者も、悟りを得、つ

ぶやく者も教をうける」。

30主は言われる、「そむける子らはわざわいだ
、彼らは計りごとを行うけれども、わたしに

よってではない。彼らは同盟を結ぶけれども、わ

が霊によってではない、罪に罪を加えるためだ。 2

彼らはわが言葉を求めず、エジプトへ下っていっ

て、パロの保護にたより、エジプトの陰に隠れよ

うとする。 3それゆえ、パロの保護はかえってあ

なたがたの恥となり、エジプトの陰に隠れること

はあなたがたのはずかしめとなる。 4たとい、彼

の君たちがゾアンにあり、彼の使者たちがハネス

に来ても、 5彼らは皆おのれを益することのでき

ない民により、すなわち助けとならず、益となら

ず、かえって恥となり、はずかしめとなる民によ

って、恥をかくからである」。 6ネゲブの獣につ

いての託宣。彼らはその富を若いろばの背に負わ

せ、その宝をらくだの背に負わせて、雌じし、雄

じし、まむしおよび飛びかけるへびの出る悩みと

苦しみの国を通って、おのれを益することのでき

ない民に行く。 7そのエジプトの助けは無益であ

って、むなしい。それゆえ、わたしはこれを「休

んでいるラハブ」と呼んだ。 8いま行って、これ

を彼らの前で札にしるし、書物に載せ、後の世に

伝えて、とこしえにあかしとせよ。 9彼らはそむ

ける民、偽りを言う子ら、主の教を聞こうとしな

い子らだ。 10彼らは先見者にむかって「見るな」

と言い、預言者にむかっては「正しい事をわれわ

れに預言するな、耳に聞きよいことを語れ、迷わ

しごとを預言せよ。 11大路を去り、小路をはなれ

、イスラエルの聖者について語り聞かすな」と言

う。 12それゆえ、イスラエルの聖者はこう言われ

る、「あなたがたはこの言葉を侮り、しえたげと

、よこしまとを頼み、これにたよるがゆえに、 13

この不義はあなたがたには突き出て、くずれ落ち

ようとする高い石がきの破れのようであって、そ

の倒壊はにわかに、またたくまに来る。 14その破

れることは陶器師の器を破るように惜しむことな

く打ち砕き、その砕けのなかには、炉から火を取

り、池から水をくめるほどの、ひとかけらさえ見

いだされない」。 15主なる神、イスラエルの聖者

はこう言われた、「あなたがたは立ち返って、落

ち着いているならば救われ、穏やかにして信頼し

ているならば力を得る」。しかし、あなたがたは

この事を好まなかった。 16かえって、あなたがた

は言った、「否、われわれは馬に乗って、とんで

行こう」と。それゆえ、あなたがたはとんで帰る

。また言った、「われらは速い馬に乗ろう」と。

それゆえ、あなたがたを追う者は速い。 17ひとり

の威嚇によって千人は逃げ、五人の威嚇によって

あなたがたは逃げて、その残る者はわずかに山の

頂にある旗ざおのように、丘の上にある旗のよう

になる。 18それゆえ、主は待っていて、あなたが

たに恵を施される。それゆえ、主は立ちあがって

、あなたがたをあわれまれる。主は公平の神でい

らせられる。すべて主を待ち望む者はさいわいで

ある。 19シオンにおり、エルサレムに住む民よ、

あなたはもはや泣くことはない。主はあなたの呼

ばわる声に応じて、必ずあなたに恵みを施される

。主がそれを聞かれるとき、直ちに答えられる。

20たとい主はあなたがたに悩みのパンと苦しみの

水を与えられても、あなたの師は再び隠れること

はなく、あなたの目はあなたの師を見る。 21また

、あなたが右に行き、あるいは左に行く時、その

うしろで「これは道だ、これに歩め」と言う言葉

を耳に聞く。 22その時、あなたがたはしろがねを

おおった刻んだ像と、こがねを張った鋳た像とを

汚し、これをきたない物のようにまき散らして、

これに「去れ」と言う。 23主はあなたが地にまく

種に雨を与え、地の産物なる穀物をくださる。そ

れはおびただしく、かつ豊かである。その日あな

たの家畜は広い牧場で草を食べ、 24地を耕す牛と

、ろばは、シャベルと、くまででより分けて塩を

加えた飼料を食べる。 25大いなる虐殺の日、やぐ

らの倒れる時、すべてのそびえたつ山と、すべて

の高い丘に水の流れる川がある。 26さらに主がそ

の民の傷を包み、その打たれた傷をいやされる日

には、月の光は日の光のようになり、日の光は七

倍となり、七つの日の光のようにになる。 27見よ

、主の名は遠い所から燃える怒りと、立ちあがる

濃い煙をもって来る。そのくちびるは憤りで満ち

、その舌は焼きつくす火のごとく、 28その息はあ

ふれて首にまで達する流れのようであって、滅び

のふるいをもってもろもろの国をふるい、また惑

わす手綱をもろもろの民のあごにつけるために来

る。 29あなたがたは、聖なる祭を守る夜のように

歌をうたう。また笛をならして主の山にきたり、

イスラエルの岩なる主にまみえる時のように心に

喜ぶ。 30主はその威厳ある声を聞かせ、激しい怒

りと、焼きつくす火の炎と、豪雨と、暴風と、ひ

ょうとをもってその腕の下ることを示される。 31

主がそのむちをもって打たれる時、アッスリヤの

人々は主の声によって恐れおののく。 32主が懲し

めのつえを彼らの上に加えられるごとに鼓を鳴ら

し、琴をひく。主は腕を振りかざして、彼らと戦

われる。 33焼き場はすでに設けられた。しかも王

のために深く広く備えられ、火と多くのたきぎが

積まれてある。主の息はこれを硫黄の流れのよう

に燃やす。

31助けを得るためにエジプトに下り、馬にたよ
る者はわざわいだ。彼らは戦車が多いので、

これに信頼し、騎兵がはなはだ強いので、これに

信頼する。しかしイスラエルの聖者を仰がず、ま

た主にはかることをしない。 2それにもかかわら

ず、主もまた賢くいらせられ、必ず災をくだし、

その言葉を取り消すことなく、立って悪をなす者

の家を攻め、また不義を行う者を助ける者を攻め

られる。 3かのエジプトびとは人であって、神で

はない。その馬は肉であって、霊ではない。主が

み手を伸ばされるとき、助ける者はつまずき、助

けられる者も倒れて、皆ともに滅びる。 4主はわ



イザヤ書 430

たしにこう言われた、「ししまたは若いししが獲

物をつかんで、ほえたけるとき、あまたの羊飼が

呼び出されて、これにむかっても、その声によっ

て驚かず、その叫びによって恐れないように、万

軍の主は下ってきて、シオンの山およびその丘で

戦われる。 5鳥がひなを守るように、万軍の主は

エルサレムを守り、これを守って救い、これを惜

しんで助けられる」。 6イスラエルの人々よ、主

に帰れ。あなたがたは、はなはだしく主にそむい

た。 7その日、あなたがたは自分の手で造って罪

を犯したしろがねの偶像と、こがねの偶像をめい

めい投げすてる。 8「アッスリヤびとはつるぎに

よって倒れる、人のつるぎではない。つるぎが彼

らを滅ぼす、人のつるぎではない。彼らはつるぎ

の前から逃げ去り、その若い者は奴隷の働きをし

いられる。 9彼らの岩は恐れによって過ぎ去り、

その君たちはあわて、旗をすてて逃げ去る」。こ

れは主の言葉である。主の火はシオンにあり、そ

の炉はエルサレムにある。

32見よ、ひとりの王が正義をもって統べ治め、
君たちは公平をもってつかさどり、 2おのお

の風をさける所、暴風雨をのがれる所のようにな

り、かわいた所にある水の流れのように、疲れた

地にある大きな岩の陰のようになる。 3こうして

、見る者の目は開かれ、聞く者の耳はよく聞き、 4

気短な者の心は悟る知識を得、どもりの舌はたや

すく、あざやかに語ることができる。 5愚かな者

は、もはや尊い人と呼ばれることなく、悪人はも

はや、りっぱな人と言われることはない。 6それ

は愚かな者は愚かなことを語り、その心は不義を

たくらみ、よこしまを行い、主について誤ったこ

とを語り、飢えた者の望みを満たさず、かわいた

者の飲み物を奪い取るからである。 7悪人の行い

は悪い。彼は悪い計りごとをめぐらし、偽りの言

葉をもって貧しい者をおとしいれ、乏しい者が正

しいことを語っても、なお、これをおとしいれる

。 8しかし尊い人は尊いことを語り、つねに尊い

ことを行う。 9安んじている女たちよ、起きて、

わが声を聞け。思い煩いなき娘たちよ、わが言葉

に耳を傾けよ。 10思い煩いなき女たちよ、一年あ

まりの日をすぎて、あなたがたは震えおののく。

ぶどうの収穫がむなしく、実を取り入れる時が来

ないからだ。 11安んじている女たちよ、震え恐れ

よ。思い煩いなき女たちよ、震えおののけ。衣を

脱ぎ、裸になって腰に荒布をまとえ。 12良き畑の

ため、実り豊かなぶどうの木のために胸を打て。

13いばら、おどろの生えているわが民の地のため

、喜びに満ちている町にあるすべての喜びの家の

ために胸を打て。 14宮殿は捨てられ、にぎわった

町は荒れすたれ、丘と、やぐらとは、とこしえに

ほら穴となり、野のろばの楽しむ所、羊の群れの

牧場となるからである。 15しかし、ついには霊が

上からわれわれの上にそそがれて、荒野は良き畑

となり、良き畑は林のごとく見られるようになる

。 16その時、公平は荒野に住み、正義は良き畑に

やどる。 17正義は平和を生じ、正義の結ぶ実はと

こしえの平安と信頼である。 18わが民は平和の家

におり、安らかなすみかにおり、静かな休み所に

おる。 19しかし林はことごとく切り倒され、町も

ことごとく倒される。 20すべての水のほとりに種

をまき、牛およびろばを自由に放ちおくあなたが

たは、さいわいである。

33わざわいなるかな、おのれ自ら滅ぼされない
のに、人を滅ぼし、だれも欺かないのに人を

欺く者よ。あなたが滅ぼすことをやめたとき、あ

なたは滅ぼされ、あなたが欺くことを終えたとき

、あなたは欺かれる。 2主よ、われわれをお恵み

ください、われわれはあなたを待ち望む。朝ごと

に、われわれの腕となり、悩みの時に、救となっ

てください。 3鳴りとどろく声によって、もろも

ろの民は逃げ去り、あなたが立ちあがられると、

もろもろの国は散らされる。 4青虫が物を集める

ようにぶんどり品は集められ、いなごのとびつど

うように、人々はその上にとびつどう。 5主は高

くいらせられ、高い所に住まわれる。主はシオン

に公平と正義とを満たされる。 6また主は救と知

恵と知識を豊かにして、あなたの代を堅く立てら

れる。主を恐れることはその宝である。 7見よ、

勇士たちは外にあって叫び、平和の使者はいたく

嘆く。 8大路は荒れすたれて、旅びとは絶え、契

約は破られ、証人は軽んぜられ、人を顧みること

がない。 9地は嘆き衰え、レバノンは恥じて枯れ

、シャロンは荒野のようになり、バシャンとカル

メルはその葉を落す。 10主は言われる、「今わた

しは起きよう、いま立ちあがろう、いま自らを高

くしよう。 11あなたがたは、もみがらをはらみ、

わらを産む。あなたがたの息は火となって、あな

たがたを食いつくす。 12もろもろの民は焼かれて

石灰のようになり、いばらが切られて火に燃やさ

れたようになる」。 13あなたがた遠くにいる者よ

、わたしがおこなったことを聞け。あなたがた近

くにいる者よ、わが大能を知れ。 14シオンの罪び

とは恐れに満たされ、おののきは神を恐れない者

を捕えた。「われわれのうち、だれが焼きつくす

火の中におることができよう。われわれのうち、

だれがとこしえの燃える火の中におることができ

よう」。 15正しく歩む者、正直に語る者、しえた

げて得た利をいやしめる者、手を振って、まいな

いを取らない者、耳をふさいで血を流す謀略を聞

かない者、目を閉じて悪を見ない者、 16このよう

な人は高い所に住み、堅い岩はそのとりでとなり

、そのパンは与えられ、その水は絶えることがな

い。 17あなたの目は麗しく飾った王を見、遠く広

い国を見る。 18あなたの心はかの恐ろしかった事

を思い出す。「数を調べた者はどこにいるか。み

つぎを量った者はどこにいるか。やぐらを数えた

者はどこにいるか」。 19あなたはもはや高慢な民

を見ない。かの民の言葉はあいまいで、聞きとり

がたく、その舌はどもって、悟りがたい。 20定め

の祭の町シオンを見よ。あなたの目は平和なすま

い、移されることのない幕屋エルサレムを見る。

その杭はとこしえに抜かれず、その綱は、ひとす
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じも断たれることはない。 21主は威厳をもってか

しこにいまし、われわれのために広い川と流れの

ある所となり、その中には、こぐ舟も入らず、大

きな船も過ぎることはない。 22主はわれわれのさ

ばき主、主はわれわれのつかさ、主はわれわれの

王であって、われわれを救われる。 23あなたの船

綱は解けて、帆柱のもとを結びかためることがで

きず、帆を張ることもできない。その時多くの獲

物とぶんどり品は分けられ、足なえまでも獲物を

取る。 24そこに住む者のうちには、「わたしは病

気だ」と言う者はなく、そこに住む民はその罪が

ゆるされる。

34もろもろの国よ、近づいて聞け。もろもろの
民よ、耳を傾けよ。地とそれに満ちるもの、

世界とそれから出るすべてのものよ、聞け。 2主

はすべての国にむかって怒り、そのすべての軍勢

にむかって憤り、彼らをことごとく滅ぼし、彼ら

をわたして、ほふらせられた。 3彼らは殺されて

投げすてられ、その死体の悪臭は立ちのぼり、山

々はその血で溶けて流れる。 4天の万象は衰え、

もろもろの天は巻物のように巻かれ、その万象は

ぶどうの木から葉の落ちるように、いちじくの木

から葉の落ちるように落ちる。 5わたしのつるぎ

は天において憤りをもって酔った。見よ、これは

エドムの上にくだり、わたしが滅びに定めた民の

上にくだって、これをさばく。 6主のつるぎは血

で満ち、脂肪で肥え、小羊とやぎの血、雄羊の腎

臓の脂肪で肥えている。主がボズラで犠牲の獣を

ほふり、エドムの地で大いに殺されたからである

。 7野牛は彼らと共にほふり場にくだり、子牛は

力ある雄牛と共にくだる。その国は血で酔い、そ

の土は脂肪で肥やされる。 8主はあだをかえす日

をもち、シオンの訴えのために報いられる年をも

たれるからである。 9エドムのもろもろの川は変

って樹脂となり、その土は変って硫黄となり、そ

の地は変って燃える樹脂となって、 10夜も昼も消

えず、その煙は、とこしえに立ちのぼる。これは

世々荒れすたれて、とこしえまでもそこを通る者

はない。 11たかと、やまあらしとがそこをすみか

とし、ふくろうと、からすがそこに住む。主はそ

の上に荒廃をきたらせる測りなわを張り、尊い人

々の上に混乱を起す下げ振りをさげられる。 12人

々はこれを名づけて「国なき所」といい、その君

たちは皆うせてなくなる。 13そのとりでの上には

、いばらが生え、その城には、いらくさと、あざ

みとが生え、山犬のすみか、だちょうのおる所と

なる。 14野の獣はハイエナと出会い、鬼神はその

友を呼び、夜の魔女もそこに降りてきて、休み所

を得る。 15ふくろうはそこに巣をつくって卵を産

み、それをかえして、そのひなを翼の陰に集める

。とびもまた、おのおのその連れ合いと共に、そ

こに集まる。 16あなたがたは主の書をつまびらか

にたずねて、これを読め。これらのものは一つも

欠けることなく、また一つもその連れ合いを欠く

ものはない。これは主の口がこれを命じ、その霊

が彼らを集められたからである。 17主は彼らのた

めにくじを引き、手ずから測りなわをもって、こ

の地を分け与え、長く彼らに所有させ、世々ここ

に住まわせられる。

35荒野と、かわいた地とは楽しみ、さばくは喜
びて花咲き、さふらんのように、 2さかんに

花咲き、かつ喜び楽しみ、かつ歌う。これにレバ

ノンの栄えが与えられ、カルメルおよびシャロン

の麗しさが与えられる。彼らは主の栄光を見、わ

れわれの神の麗しさを見る。 3あなたがたは弱っ

た手を強くし、よろめくひざを健やかにせよ。 4

心おののく者に言え、「強くあれ、恐れてはなら

ない。見よ、あなたがたの神は報復をもって臨み

、神の報いをもってこられる。神は来て、あなた

がたを救われる」と。 5その時、目しいの目は開

かれ、耳しいの耳はあけられる。 6その時、足な

えは、しかのように飛び走り、おしの舌は喜び歌

う。それは荒野に水がわきいで、さばくに川が流

れるからである。 7焼けた砂は池となり、かわい

た地は水の源となり、山犬の伏したすみかは、葦

、よしの茂りあう所となる。 8そこに大路があり

、その道は聖なる道ととなえられる。汚れた者は

これを通り過ぎることはできない、愚かなる者は

そこに迷い入ることはない。 9そこには、ししは

おらず、飢えた獣も、その道にのぼることはなく

、その所でこれに会うことはない。ただ、あがな

われた者のみ、そこを歩む。 10主にあがなわれた

者は帰ってきて、その頭に、とこしえの喜びをい

ただき、歌うたいつつ、シオンに来る。彼らは楽

しみと喜びとを得、悲しみと嘆きとは逃げ去る。

36ヒゼキヤ王の第十四年に、アッスリヤの王セ
ナケリブが上ってきて、ユダのすべての堅固

な町々を攻め取った。 2アッスリヤの王はラキシ

からラブシャケをエルサレムにつかわし、大軍を

率いてヒゼキヤ王のもとへ行かせた。ラブシャケ

は布さらしの野へ行く大路に沿う、上の池の水道

のかたわらに立った。 3この時ヒルキヤの子であ

る宮内卿エリアキム、書記官セブナおよびアサフ

の子である史官ヨアが彼の所に出てきた。 4ラブ

シャケは彼らに言った、「ヒゼキヤに言いなさい

、『大王アッスリヤの王はこう仰せられる、あな

たが頼みとする者は何か。 5口先だけの言葉が戦

争をする計略と力だと考えるのか。あなたは今だ

れを頼んで、わたしにそむいたのか。 6見よ、あ

なたはかの折れかけている葦のつえエジプトを頼

みとしているが、それは人が寄りかかるとき、そ

の人の手を刺し通す。エジプトの王パロはすべて

寄り頼む者にそのようにするのだ。 7しかし、あ

なたがもし「われわれはわれわれの神、主を頼む

」とわたしに言うならば、ヒゼキヤがユダとエル

サレムに告げて、「あなたがたはこの祭壇の前で

礼拝しなければならない」と言って除いたのは、

その神の高き所と祭壇ではなかったのか。 8さあ

、今わたしの主君アッスリヤの王とかけをせよ。

もしあなたの方に乗る人があるならば、わたしは

馬二千頭を与えよう。 9あなたはエジプトを頼み

、戦車と騎兵を請い求めているが、わたしの主君
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の家来のうちの最も小さい一隊長でさえ、どうし

て撃退することができようか。 10わたしがこの国

を滅ぼすために上ってきたのは、主の許しなしで

したことであろうか。主はわたしに、この国へ攻

め上って、これを滅ぼせと言われたのだ』」。 11

その時、エリアキム、セブナおよびヨアはラブシ

ャケに言った、「どうぞ、アラム語でしもべたち

に話してください。わたしたちはそれがわかるか

らです。城壁の上にいる民の聞いているところで

、わたしたちにユダヤの言葉で話さないでくださ

い」。 12しかしラブシャケは言った、「わたしの

主君は、あなたの主君とあなたにだけでなく、城

壁の上に座している人々にも、この言葉を告げる

ために、わたしをつかわされたのではないか。彼

らをも、あなたがたと共に自分の糞尿を食い飲み

するに至らせるためではないか」。 13そしてラブ

シャケは立ちあがり、ユダヤの言葉で大声に呼ば

わって言った、「大王、アッスリヤの王の言葉を

聞け。 14王はこう仰せられる、『あなたがたはヒ

ゼキヤに欺かれてはならない。彼はあなたがたを

救い出すことはできない。 15ヒゼキヤが、主は必

ずわれわれを救い出される。この町はアッスリヤ

の王の手に陥ることはない、と言っても、あなた

がたは主を頼みとしてはならない』。 16あなたが

たはヒゼキヤの言葉を聞いてはならない。アッス

リヤの王はこう仰せられる、『あなたがたは、わ

たしと和ぼくして、わたしに降服せよ。そうすれ

ば、あなたがたはめいめい自分のぶどうの実を食

べ、めいめい自分のいちじくの実を食べ、めいめ

い自分の井戸の水を飲むことができる。 17やがて

、わたしが来て、あなたがたを一つの国へ連れて

行く。それは、あなたがたの国のように穀物とぶ

どう酒の多い地、パンとぶどう畑の多い地だ。 18

ヒゼキヤが、主はわれわれを救われる、と言って

、あなたがたを惑わすことのないように気をつけ

よ。もろもろの国の神々のうち、どの神がその国

をアッスリヤの王の手から救ったか。 19ハマテや

アルパデの神々はどこにいるか。セパルワイムの

神々はどこにいるか。彼らはサマリヤをわたしの

手から救い出したか。 20これらの国々のすべての

神々のうちに、だれかその国をわたしの手から救

い出した者があるか。主がどうしてエルサレムを

わたしの手から救い出すことができよう』」。 21

しかし民は黙ってひと言も答えなかった。王が命

じて、「彼に答えてはならない」と言っておいた

からである。 22その時ヒルキヤの子である宮内卿

エリアキム、書記官セブナおよびアサフの子であ

る史官ヨアは衣を裂き、ヒゼキヤのもとに来て、

ラブシャケの言葉を彼に告げた。

37ヒゼキヤ王はこれを聞いて、衣を裂き、荒布
を身にまとって主の宮に入り、 2宮内卿エリ

アキムと書記官セブナおよび祭司のうちの年長者

たちに荒布をまとわせて、アモツの子預言者イザ

ヤのもとへつかわした。 3彼らはイザヤに言った

、「ヒゼキヤはこう言います、『きょうは悩みと

責めと、はずかしめの日です。胎児がまさに生れ

ようとして、これを産み出す力がないのです。 4

あなたの神、主は、あるいはラブシャケのもろも

ろの言葉を聞かれたかもしれません。彼はその主

君アッスリヤの王につかわされて、生ける神をそ

しりました。あなたの神、主はその言葉を聞いて

、あるいは責められるかもしれません。それゆえ

、この残っている者のために祈をささげてくださ

い』」。 5ヒゼキヤ王の家来たちがイザヤのもと

に来たとき、 6イザヤは彼らに言った、「あなた

がたの主君にこう言いなさい、『主はこう仰せら

れる、アッスリヤの王のしもべらが、わたしをそ

しった言葉を聞いて恐れるには及ばない。 7見よ

、わたしは一つの霊を彼のうちに送って、一つの

うわさを聞かせ、彼を自分の国へ帰らせて、その

国でつるぎに倒れさせる』」。 8ラブシャケは引

き返して、アッスリヤの王がリブナを攻めている

ところへ行った。彼は王がラキシを去ったことを

聞いたからである。 9この時、アッスリヤの王は

エチオピヤの王テルハカについて、「彼はあなた

と戦うために出てきた」と人々が言うのを聞いた

。彼はこのことを聞いて、使者をヒゼキヤにつか

わそうとして言った、 10「ユダの王ヒゼキヤにこ

う言いなさい、『あなたは、エルサレムはアッス

リヤの王の手に陥ることはない、と言うあなたの

信頼する神に欺かれてはならない。 11あなたはア

ッスリヤの王たちが、国々にしたこと、彼らを全

く滅ぼしたことを聞いている。どうしてあなたは

救われることができようか。 12わたしの先祖たち

はゴザン、ハラン、レゼフおよびテラサルにいた

エデンの人々を滅ぼしたが、その国々の神々は彼

らを救ったか。 13ハマテの王、アルパデの王、セ

パルワイムの町の王、ヘナの王およびイワの王は

どこにいるか』」。 14ヒゼキヤは使者の手から手

紙を受け取ってそれを読み、主の宮にのぼってい

って、主の前にそれをひろげ、 15主に祈って言っ

た、 16「ケルビムの上に座しておられるイスラエ

ルの神、万軍の主よ、地のすべての国のうちで、

ただあなただけが神でいらせられます。あなたは

天と地を造られました。 17主よ、耳を傾けて聞い

てください。主よ、目を開いて見てください。セ

ナケリブが生ける神をそしるために書き送った言

葉を聞いてください。 18主よ、まことにアッスリ

ヤの王たちは、もろもろの民とその国々を滅ぼし

、 19またその神々を火に投げ入れました。それら

は神ではなく、人の手の造ったもので、木や石だ

から滅ぼされたのです。 20今われわれの神、主よ

、どうぞ、われわれを彼の手から救い出してくだ

さい。そうすれば地の国々は皆あなただけが主で

いらせられることを知るようになるでしょう」。

21その時アモツの子イザヤは人をつかわしてヒゼ

キヤに言った、「イスラエルの神、主はこう言わ

れる、あなたはアッスリヤの王セナケリブについ

てわたしに祈ったゆえ、 22主が彼について語られ

た言葉はこうである、『処女であるシオンの娘は

あなたを侮り、あなたをあざける。エルサレムの

娘は、あなたのうしろで頭を振る。 23あなたはだ

れをそしり、だれをののしったのか。あなたはだ
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れにむかって声をあげ、目を高くあげたのか。イ

スラエルの聖者にむかってだ。 24あなたは、その

しもべらによって主をそしって言った、「わたし

は多くの戦車を率いて山々の頂にのぼり、レバノ

ンの奥へ行き、たけの高い香柏と、最も良いいと

すぎを切り倒し、またその果の高地へ行き、その

密林にはいった。 25わたしは井戸を掘って水を飲

んだ。わたしは足の裏でエジプトのすべての川を

踏みからした」。 26あなたは聞かなかったか、昔

わたしがそれを定めたことを。堅固な町々を、あ

なたがこわして荒塚とすることも、いにしえの日

から、わたしが計画して今それをきたらせたのだ

。 27そのうちに住む民は力弱く、おののき恥をい

だいて、野の草のように、青菜のようになり、育

たずに枯れる屋根の草のようになった。 28わたし

は、あなたの座すること、出入りすること、また

、わたしにむかって怒り叫んだことをも知ってい

る。 29あなたが、わたしにむかって怒り叫んだこ

とと、あなたの高慢な言葉とがわたしの耳にはい

ったゆえ、わたしは、あなたの鼻に輪をつけ、あ

なたの口にくつわをはめて、あなたを、もと来た

道へ引きもどす』。 30あなたに与えるしるしはこ

れである。すなわち、ことしは落ち穂から生えた

物を食べ、二年目には、またその落ち穂から生え

た物を食べ、三年目には種をまき、刈り入れ、ぶ

どう畑を作ってその実を食べる。 31ユダの家の、

のがれて残る者は再び下に根を張り、上に実を結

ぶ。 32すなわち残る者はエルサレムから出、のが

れる物はシオンの山から出る。万軍の主の熱心が

これをなし遂げられる。 33それゆえ、主はアッス

リヤの王について、こう仰せられる、『彼はこの

町にこない。またここに矢を放たない。また盾を

もって、その前にこない。また塁を築いて、これ

を攻めることはない。 34彼は来た道から帰って、

この町に、はいることはない、と主は言う。 35わ

たしは自分のため、また、わたしのしもべダビデ

のために町を守って、これを救おう』」。 36主の

使が出て、アッスリヤびとの陣営で十八万五千人

を撃ち殺した。人々が朝早く起きて見ると、彼ら

は皆死体となっていた。 37アッスリヤの王セナケ

リブは立ち去り、帰っていってニネベにいたが、

38その神ニスロクの神殿で礼拝していた時、その

子らのアデラン・メレクとシャレゼルがつるぎを

もって彼を殺し、ともにアララテの地へ逃げてい

った。それで、その子エサルハドンが代って王と

なった。

38そのころヒゼキヤは病気になって死にかかっ
ていた。アモツの子預言者イザヤは彼のとこ

ろに来て言った、「主はこう仰せられます、あな

たの家を整えておきなさい。あなたは死にます、

生きながらえることはできません」。 2そこでヒ

ゼキヤは顔を壁に向けて主に祈って言った、 3「

ああ主よ、願わくは、わたしが真実と真心とをも

って、み前に歩み、あなたの目にかなう事を行っ

たのを覚えてください」。そしてヒゼキヤはひど

く泣いた。 4その時主の言葉がイザヤに臨んで言

った、 5「行って、ヒゼキヤに言いなさい、『あ

なたの父ダビデの神、主はこう仰せられます、「

わたしはあなたの祈を聞いた。あなたの涙を見た

。見よ、わたしはあなたのよわいを十五年増そう

。 6わたしはあなたと、この町とをアッスリヤの

王の手から救い、この町を守ろう」。 7主が約束

されたことを行われることについては、あなたは

主からこのしるしを得る。 8見よ、わたしはアハ

ズの日時計の上に進んだ日影を十度退かせよう』

」。すると日時計の上に進んだ日影が十度退いた

。 9次の言葉はユダの王ヒゼキヤが病気になって

、その病気が直った後、書きしるしたものである

。 10わたしは言った、わたしはわが一生のまっ盛

りに、去らなければならない。わたしは陰府の門

に閉ざされて、わが残りの年を失わなければなら

ない。 (Sheol h7585) 11わたしは言った、わたしは生

ける者の地で、主を見ることなく、世におる人々

のうちに、再び人を見ることがない。 12わがすま

いは抜き去られて羊飼の天幕のようにわたしを離

れる。わたしは、わが命を機織りのように巻いた

。彼はわたしを機から切り離す。あなたは朝から

夕までの間に、わたしを滅ぼされる。 13わたしは

朝まで叫んだ。主はししのようにわが骨をことご

とく砕かれる。あなたは朝から夕までの間に、わ

たしを滅ぼされる。 14わたしは、つばめのように

、つるのように鳴き、はとのようにうめき、わが

目は上を見て衰える。主よ、わたしは、しえたげ

られています。どうか、わたしの保証人となって

ください。 15しかし、わたしは何を言うことがで

きましょう。主はわたしに言われ、かつ、自らそ

れをなされたからである。わが魂の苦しみによっ

て、わが眠りはことごとく逃げ去った。 16主よ、

これらの事によって人は生きる。わが霊の命もす

べてこれらの事による。どうか、わたしをいやし

、わたしを生かしてください。 17見よ、わたしが

大いなる苦しみにあったのは、わが幸福のためで

あった。あなたはわが命を引きとめて、滅びの穴

をまぬかれさせられた。これは、あなたがわが罪

をことごとく、あなたの後に捨てられたからであ

る。 18陰府は、あなたに感謝することはできない

。死はあなたをさんびすることはできない。墓に

くだる者は、あなたのまことを望むことはできな

い。 (Sheol h7585) 19ただ生ける者、生ける者のみ、

きょう、わたしがするように、あなたに感謝する

。父はあなたのまことを、その子らに知らせる。

20主はわたしを救われる。われわれは世にあるか

ぎり、主の家で琴にあわせて、歌をうたおう。 21

イザヤは言った、「干いちじくのひとかたまりを

持ってこさせ、それを腫物につけなさい。そうす

れば直るでしょう」。 22ヒゼキヤはまた言った、

「わたしが主の家に上ることについて、どんなし

るしがありましょうか」。

39そのころ、バラダンの子であるバビロンの王
メロダク・バラダンは手紙と贈り物を持たせ

て使節をヒゼキヤにつかわした。これはヒゼキヤ

が病気であったが、直ったことを聞いたからであ
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る。 2ヒゼキヤは彼らを喜び迎えて、宝物の蔵、

金銀、香料、貴重な油および武器倉、ならびにそ

の倉庫にあるすべての物を彼らに見せた。家にあ

る物も、国にある物も、ヒゼキヤが彼らに見せな

い物は一つもなかった。 3時に預言者イザヤはヒ

ゼキヤ王のもとに来て言った、「あの人々は何を

言いましたか。どこから来たのですか」。ヒゼキ

ヤは言った、「彼らは遠い国から、すなわちバビ

ロンから来たのです」。 4イザヤは言った、「彼

らは、あなたの家で何を見ましたか」。ヒゼキヤ

は答えて言った、「彼らは、わたしの家にある物

を皆見ました。倉庫のうちには、彼らに見せなか

った物は一つもありません」。 5そこでイザヤは

ヒゼキヤに言った、「万軍の主の言葉を聞きなさ

い。 6見よ、すべてあなたの家にある物およびあ

なたの先祖たちが今日までに積みたくわえた物が

バビロンに運び去られる日が来る。何も残るもの

はない、と主が言われます。 7また、あなたの身

から出るあなたの子たちも連れ去られて、バビロ

ンの王の宮殿において宦官となるでしょう」。 8

ヒゼキヤはイザヤに言った、「あなたが言われた

主の言葉は結構です」。彼は「少なくとも自分が

世にある間は太平と安全があるだろう」と思った

からである。

40あなたがたの神は言われる、「慰めよ、わが
民を慰めよ、 2ねんごろにエルサレムに語り

、これに呼ばわれ、その服役の期は終り、そのと

がはすでにゆるされ、そのもろもろの罪のために

二倍の刑罰を主の手から受けた」。 3呼ばわる者

の声がする、「荒野に主の道を備え、さばくに、

われわれの神のために、大路をまっすぐにせよ。 4

もろもろの谷は高くせられ、もろもろの山と丘と

は低くせられ、高底のある地は平らになり、険し

い所は平地となる。 5こうして主の栄光があらわ

れ、人は皆ともにこれを見る。これは主の口が語

られたのである」。 6声が聞える、「呼ばわれ」

。わたしは言った、「なんと呼ばわりましょうか

」。「人はみな草だ。その麗しさは、すべて野の

花のようだ。 7主の息がその上に吹けば、草は枯

れ、花はしぼむ。たしかに人は草だ。 8草は枯れ

、花はしぼむ。しかし、われわれの神の言葉はと

こしえに変ることはない」。 9よきおとずれをシ

オンに伝える者よ、高い山にのぼれ。よきおとず

れをエルサレムに伝える者よ、強く声をあげよ、

声をあげて恐れるな。ユダのもろもろの町に言え

、「あなたがたの神を見よ」と。 10見よ、主なる

神は大能をもってこられ、その腕は世を治める。

見よ、その報いは主と共にあり、そのはたらきの

報いは、そのみ前にある。 11主は牧者のようにそ

の群れを養い、そのかいなに小羊をいだき、その

ふところに入れて携えゆき、乳を飲ませているも

のをやさしく導かれる。 12だれが、たなごころを

もって海をはかり、指を伸ばして天をはかり、地

のちりを枡に盛り、てんびんをもって、もろもろ

の山をはかり、はかりをもって、もろもろの丘を

はかったか。 13だれが、主の霊を導き、その相談

役となって主を教えたか。 14主はだれと相談して

悟りを得たか。だれが主に公義の道を教え、知識

を教え、悟りの道を示したか。 15見よ、もろもろ

の国民は、おけの一しずくのように、はかりの上

のちりのように思われる。見よ、主は島々を、ほ

こりのようにあげられる。 16レバノンは、たきぎ

に足りない、またその獣は、燔祭に足りない。 17

主のみ前には、もろもろの国民は無きにひとしい

。彼らは主によって、無きもののように、むなし

いもののように思われる。 18それで、あなたがた

は神をだれとくらべ、どんな像と比較しようとす

るのか。 19偶像は細工人が鋳て造り、鍛冶が、金

をもって、それをおおい、また、これがために銀

の鎖を造る。 20貧しい者は、ささげ物として朽ち

ることのない木を選び、巧みな細工人を求めて、

動くことのない像を立たせる。 21あなたがたは知

らなかったか。あなたがたは聞かなかったか。初

めから、あなたがたに伝えられなかったか。地の

基をおいた時から、あなたがたは悟らなかったか

。 22主は地球のはるか上に座して、地に住む者を

いなごのように見られる。主は天を幕のようにひ

ろげ、これを住むべき天幕のように張り、 23また

、もろもろの君を無きものとせられ、地のつかさ

たちを、むなしくされる。 24彼らは、かろうじて

植えられ、かろうじてまかれ、その幹がかろうじ

て地に根をおろしたとき、神がその上を吹かれる

と、彼らは枯れて、わらのように、つむじ風にま

き去られる。 25聖者は言われる、「それで、あな

たがたは、わたしをだれにくらべ、わたしは、だ

れにひとしいというのか」。 26目を高くあげて、

だれが、これらのものを創造したかを見よ。主は

数をしらべて万軍をひきいだし、おのおのをその

名で呼ばれる。その勢いの大いなるにより、また

その力の強きがゆえに、一つも欠けることはない

。 27ヤコブよ、何ゆえあなたは、「わが道は主に

隠れている」と言うか。イスラエルよ、何ゆえあ

なたは、「わが訴えはわが神に顧みられない」と

言うか。 28あなたは知らなかったか、あなたは聞

かなかったか。主はとこしえの神、地の果の創造

者であって、弱ることなく、また疲れることなく

、その知恵ははかりがたい。 29弱った者には力を

与え、勢いのない者には強さを増し加えられる。

30年若い者も弱り、かつ疲れ、壮年の者も疲れは

てて倒れる。 31しかし主を待ち望む者は新たなる

力を得、わしのように翼をはって、のぼることが

できる。走っても疲れることなく、歩いても弱る

ことはない。

41海沿いの国々よ、静かにして、わたしに聞け
。もろもろの民よ、力を新たにし、近づいて

語れ。われわれは共にさばきの座に近づこう。 2

だれが東から人を起したか。彼はその行く所で勝

利をもって迎えられ、もろもろの国を征服し、も

ろもろの王を足の下に踏みつけ、そのつるぎをも

って彼らをちりのようにし、その弓をもって吹き

去られる、わらのようにする。 3彼はこれらの者

を追ってその足のまだ踏んだことのない道を、安
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らかに過ぎて行く。 4だれがこの事を行ったか、

なしたか。だれが初めから世々の人々を呼び出し

たか。主なるわたしは初めであって、また終りと

共にあり、わたしがそれだ。 5海沿いの国々は見

て恐れ、地の果は、おののき、近づいて来た。 6

彼らはおのおのその隣を助け、その兄弟たちに言

う、「勇気を出せよ」と。 7細工人は鍛冶を励ま

し、鎚をもって平らかにする者は金敷きを打つ者

に、はんだづけについて言う、「それは良い」と

。また、くぎをもってそれを堅くし、動くことの

ないようにする。 8しかし、わがしもべイスラエ

ルよ、わたしの選んだヤコブ、わが友アブラハム

の子孫よ、 9わたしは地の果から、あなたを連れ

てき、地のすみずみから、あなたを召して、あな

たに言った、「あなたは、わたしのしもべ、わた

しは、あなたを選んで捨てなかった」と。 10恐れ

てはならない、わたしはあなたと共にいる。驚い

てはならない、わたしはあなたの神である。わた

しはあなたを強くし、あなたを助け、わが勝利の

右の手をもって、あなたをささえる。 11見よ、あ

なたにむかって怒る者はみな、はじて、あわてふ

ためき、あなたと争う者は滅びて無に帰する。 12

あなたは、あなたと争う者を尋ねても見いださず

、あなたと戦う者は全く消えうせる。 13あなたの

神、主なるわたしはあなたの右の手をとってあな

たに言う、「恐れてはならない、わたしはあなた

を助ける」。 14主は言われる、「虫にひとしいヤ

コブよ、イスラエルの人々よ、恐れてはならない

。わたしはあなたを助ける。あなたをあがなう者

はイスラエルの聖者である。 15見よ、わたしはあ

なたを鋭い歯のある新しい打穀機とする。あなた

は山を打って、これを粉々にし、丘をもみがらの

ようにする。 16あなたがあおげば風はこれを巻き

去り、つむじ風がこれを吹き散らす。あなたは主

によって喜びイスラエルの聖者によって誇る。 17

貧しい者と乏しい者とは水を求めても、水がなく

、その舌がかわいて焼けているとき、主なるわた

しは彼らに答える、イスラエルの神なるわたしは

彼らを捨てることがない。 18わたしは裸の山に川

を開き、谷の中に泉をいだし、荒野を池となし、

かわいた地を水の源とする。 19わたしは荒野に香

柏、アカシヤ、ミルトスおよびオリブの木を植え

、さばくに、いとすぎ、すずかけ、からまつをと

もに置く。 20人々はこれを見て、主のみ手がこれ

をなし、イスラエルの聖者がこれを創造されたこ

とを知り、かつ、よく考えて共に悟る」。 21主は

言われる、「あなたがたの訴えを出せ」と。ヤコ

ブの王は言われる、「あなたがたの証拠を持って

こい。 22それを持ってきて、起るべき事をわれわ

れに告げよ。さきの事どもの何であるかを告げよ

。われわれはよく考えて、その結末を知ろう。あ

るいはきたるべき事をわれわれに聞かせよ。 23こ

の後きたるべき事をわれわれに告げよ。われわれ

はあなたがたが神であることを知るであろう。幸

をくだし、あるいは災をくだせ。われわれは驚い

て肝をつぶすであろう。 24見よ、あなたがたは無

きものである。あなたがたのわざはむなしい。あ

なたがたを選ぶ者は憎むべき者である」。 25わた

しはひとりを起して北からこさせ、わが名を呼ぶ

者を東からこさせる。彼はもろもろのつかさを踏

みつけてしっくいのようにし、陶器師が粘土を踏

むようにする。 26だれか、初めからこの事をわれ

われに告げ知らせたか。だれか、あらかじめわれ

われに告げて、「彼は正しい」と言わせたか。ひ

とりもこの事を告げた者はない。ひとりも聞かせ

た者はない。ひとりもあなたがたの言葉を聞いた

者はない。 27わたしははじめてこれをシオンに告

げた。わたしは、よきおとずれを伝える者をエル

サレムに与える。 28しかし、わたしが見ると、ひ

とりもない。彼らのなかには、わたしが尋ねても

答えうる助言者はひとりもない。 29見よ、彼らは

みな人を惑わす者であって、そのわざは無きもの

、その鋳た像はむなしき風である。

42わたしの支持するわがしもべ、わたしの喜ぶ
わが選び人を見よ。わたしはわが霊を彼に与

えた。彼はもろもろの国びとに道をしめす。 2彼

は叫ぶことなく、声をあげることなく、その声を

ちまたに聞えさせず、 3また傷ついた葦を折るこ

となく、ほのぐらい灯心を消すことなく、真実を

もって道をしめす。 4彼は衰えず、落胆せず、つ

いに道を地に確立する。海沿いの国々はその教を

待ち望む。 5天を創造してこれをのべ、地とそれ

に生ずるものをひらき、その上の民に息を与え、

その中を歩む者に霊を与えられる主なる神はこう

言われる、 6「主なるわたしは正義をもってあな

たを召した。わたしはあなたの手をとり、あなた

を守った。わたしはあなたを民の契約とし、もろ

もろの国びとの光として与え、 7盲人の目を開き

、囚人を地下の獄屋から出し、暗きに座する者を

獄屋から出させる。 8わたしは主である、これが

わたしの名である。わたしはわが栄光をほかの者

に与えない。また、わが誉を刻んだ像に与えない

。 9見よ、さきに預言した事は起った。わたしは

新しい事を告げよう。その事がまだ起らない前に

、わたしはまず、あなたがたに知らせよう」。 10

主にむかって新しき歌をうたえ。地の果から主を

ほめたたえよ。海とその中に満ちるもの、海沿い

の国々とそれに住む者とは鳴りどよめ。 11荒野と

その中のもろもろの町と、ケダルびとの住むもろ

もろの村里は声をあげよ。セラの民は喜びうたえ

。山の頂から呼ばわり叫べ。 12栄光を主に帰し、

その誉を海沿いの国々で語り告げよ。 13主は勇士

のように出て行き、いくさ人のように熱心を起し

、ときの声をあげて呼ばわり、その敵にむかって

大能をあらわされる。 14わたしは久しく声を出さ

ず、黙して、おのれをおさえていた。今わたしは

子を産もうとする女のように叫ぶ。わたしの息は

切れ、かつあえぐ。 15わたしは山と丘とを荒し、

すべての草を枯らし、もろもろの川を島とし、も

ろもろの池をからす。 16わたしは目しいを彼らの

まだ知らない大路に行かせ、まだ知らない道に導

き、暗きをその前に光とし、高低のある所を平ら

にする。わたしはこれらの事をおこなって彼らを
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捨てない。 17刻んだ偶像に頼み、鋳た偶像にむか

って「あなたがたは、われわれの神である」と言

う者は退けられて、大いに恥をかく。 18耳しいよ

、聞け。目しいよ、目を注いで見よ。 19だれか、

わがしもべのほかに目しいがあるか。だれか、わ

がつかわす使者のような耳しいがあるか。だれか

、わが献身者のような目しいがあるか。だれか、

主のしもべのような目しいがあるか。 20彼は多く

の事を見ても認めず、耳を開いても聞かない。 21

主はおのれの義のために、その教を大いなるもの

とし、かつ光栄あるものとすることを喜ばれた。

22ところが、この民はかすめられ、奪われて、み

な穴の中に捕われ、獄屋の中に閉じこめられた。

彼らはかすめられても助ける者がなく、物を奪わ

れても「もどせ」と言う者もない。 23あなたがた

のうち、だれがこの事に耳を傾けるだろうか、だ

れが心をもちいて後のためにこれを聞くだろうか

。 24ヤコブを奪わせた者はだれか。かすめる者に

イスラエルをわたした者はだれか。これは主では

ないか。われわれは主にむかって罪を犯し、その

道に歩むことを好まず、またその教に従うことを

好まなかった。 25それゆえ、主は激しい怒りと、

猛烈な戦いを彼らに臨ませられた。それが火のよ

うに周囲に燃えても、彼らは悟らず、彼らを焼い

ても、心にとめなかった。

43ヤコブよ、あなたを創造された主はこう言わ
れる。イスラエルよ、あなたを造られた主は

いまこう言われる、「恐れるな、わたしはあなた

をあがなった。わたしはあなたの名を呼んだ、あ

なたはわたしのものだ。 2あなたが水の中を過ぎ

るとき、わたしはあなたと共におる。川の中を過

ぎるとき、水はあなたの上にあふれることがない

。あなたが火の中を行くとき、焼かれることもな

く、炎もあなたに燃えつくことがない。 3わたし

はあなたの神、主である、イスラエルの聖者、あ

なたの救主である。わたしはエジプトを与えてあ

なたのあがないしろとし、エチオピヤとセバとを

あなたの代りとする。 4あなたはわが目に尊く、

重んぜられるもの、わたしはあなたを愛するがゆ

えに、あなたの代りに人を与え、あなたの命の代

りに民を与える。 5恐れるな、わたしはあなたと

共におる。わたしは、あなたの子孫を東からこさ

せ、西からあなたを集める。 6わたしは北にむか

って『ゆるせ』と言い、南にむかって『留めるな

』と言う。わが子らを遠くからこさせ、わが娘ら

を地の果からこさせよ。 7すべてわが名をもって

となえられる者をこさせよ。わたしは彼らをわが

栄光のために創造し、これを造り、これを仕立て

た」。 8目があっても目しいのような民、耳があ

っても耳しいのような民を連れ出せ。 9国々はみ

な相つどい、もろもろの民は集まれ。彼らのうち

、だれがこの事を告げ、さきの事どもを、われわ

れに聞かせることができるか。その証人を出して

、おのれの正しい事を証明させ、それを聞いて「

これは真実だ」と言わせよ。 10主は言われる、「

あなたがたはわが証人、わたしが選んだわがしも

べである。それゆえ、あなたがたは知って、わた

しを信じ、わたしが主であることを悟ることがで

きる。わたしより前に造られた神はなく、わたし

より後にもない。 11ただわたしのみ主である。わ

たしのほかに救う者はいない。 12わたしはさきに

告げ、かつ救い、かつ聞かせた。あなたがたのう

ちには、ほかの神はなかった。あなたがたはわが

証人である」と主は言われる。 13「わたしは神で

ある、今より後もわたしは主である。わが手から

救い出しうる者はない。わたしがおこなえば、だ

れが、これをとどめることができよう」。 14あな

たがたをあがなう者、イスラエルの聖者、主はこ

う言われる、「あなたがたのために、わたしは人

をバビロンにつかわし、すべての貫の木をこわし

、カルデヤびとの喜びの声を嘆きに変らせる。 15

わたしは主、あなたがたの聖者、イスラエルの創

造者、あなたがたの王である」。 16海のなかに大

路を設け、大いなる水の中に道をつくり、 17戦車

および馬、軍勢および兵士を出てこさせ、これを

倒して起きることができないようにし、絶え滅ぼ

して、灯心の消えうせるようにされる主はこう言

われる、 18「あなたがたは、さきの事を思い出し

てはならない、また、いにしえのことを考えては

ならない。 19見よ、わたしは新しい事をなす。や

がてそれは起る、あなたがたはそれを知らないの

か。わたしは荒野に道を設け、さばくに川を流れ

させる。 20野の獣はわたしをあがめ、山犬および

、だちょうもわたしをあがめる。わたしが荒野に

水をいだし、さばくに川を流れさせて、わたしの

選んだ民に飲ませるからだ。 21この民は、わが誉

を述べさせるためにわたしが自分のために造った

ものである。 22ところがヤコブよ、あなたはわた

しを呼ばなかった。イスラエルよ、あなたはわた

しをうとんじた。 23あなたは燔祭の羊をわたしに

持ってこなかった。また犠牲をもってわたしをあ

がめなかった。わたしは供え物の重荷をあなたに

負わせなかった。また乳香をもってあなたを煩わ

さなかった。 24あなたは金を出して、わたしのた

めに菖蒲を買わず、犠牲の脂肪を供えて、わたし

を飽かせず、かえって、あなたの罪の重荷をわた

しに負わせ、あなたの不義をもって、わたしを煩

わせた。 25わたしこそ、わたし自身のためにあな

たのとがを消す者である。わたしは、あなたの罪

を心にとめない。 26あなたは、自分の正しいこと

を証明するために自分のことを述べて、わたしに

思い出させよ。われわれは共に論じよう。 27あな

たの遠い先祖は罪を犯し、あなたの仲保者らはわ

たしにそむいた。 28それゆえ、わたしは聖所の君

たちを汚し、ヤコブを全き滅びにわたし、イスラ

エルをののしらしめた。

44しかし、わがしもべヤコブよ、わたしが選ん
だイスラエルよ、いま聞け。 2あなたを造り

、あなたを胎内に形造り、あなたを助ける主はこ

う言われる、『わがしもべヤコブよ、わたしが選

んだエシュルンよ、恐れるな。 3わたしは、かわ

いた地に水を注ぎ、干からびた地に流れをそそぎ
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、わが霊をあなたの子らにそそぎ、わが恵みをあ

なたの子孫に与えるからである。 4こうして、彼

らは水の中の草のように、流れのほとりの柳のよ

うに、生え育つ。 5ある人は「わたしは主のもの

である」と言い、ある人はヤコブの名をもって自

分を呼び、またある人は「主のものである」と手

にしるして、イスラエルの名をもって自分を呼ぶ

』」。 6主、イスラエルの王、イスラエルをあが

なう者、万軍の主はこう言われる、「わたしは初

めであり、わたしは終りである。わたしのほかに

神はない。 7だれかわたしに等しい者があるか。

その者はそれを示し、またそれを告げ、わが前に

言いつらねよ。だれが、昔から、きたるべき事を

聞かせたか。その者はやがて成るべき事をわれわ

れに告げよ。 8恐れてはならない、またおののい

てはならない。わたしはこの事を昔から、あなた

がたに聞かせなかったか、また告げなかったか。

あなたがたはわが証人である。わたしのほかに神

があるか。わたしのほかに岩はない。わたしはそ

のあることを知らない」。 9偶像を造る者は皆む

なしく、彼らの喜ぶところのものは、なんの役に

も立たない。その信者は見ることもなく、また知

ることもない。ゆえに彼らは恥を受ける。 10だれ

が神を造り、またなんの役にも立たない偶像を鋳

たか。 11見よ、その仲間は皆恥を受ける。その細

工人らは人間にすぎない。彼らが皆集まって立つ

とき、恐れて共に恥じる。 12鉄の細工人はこれを

造るのに炭の火をもって細工し、鎚をもってこれ

を造り、強い腕をもってこれを鍛える。彼が飢え

れば力は衰え、水を飲まなければ疲れはてる。 13

木の細工人は線を引き、鉛筆でえがき、かんなで

削り、コンパスでえがき、それを人の美しい姿に

したがって人の形に造り、家の中に安置する。 14

彼は香柏を切り倒し、あるいはかしの木、あるい

はかしわの木を選んで、それを林の木の中で強く

育てる。あるいは香柏を植え、雨にそれを育てさ

せる。 15こうして人はその一部をとって、たきぎ

とし、これをもって身を暖め、またこれを燃やし

てパンを焼き、また他の一部を神に造って拝み、

刻んだ像に造ってその前にひれ伏す。 16その半ば

は火に燃やし、その半ばで肉を煮て食べ、あるい

は肉をあぶって食べ飽き、また身を暖めて言う、

「ああ、暖まった、熱くなった」と。 17そしてそ

の余りをもって神を造って偶像とし、その前にひ

れ伏して拝み、これに祈って、「あなたはわが神

だ、わたしを救え」と言う。 18これらの人は知る

ことがなく、また悟ることがない。その目はふさ

がれて見ることができず、その心は鈍くなって悟

ることができない。 19その心のうちに思うことを

せず、また知識がなく、悟りがないために、「わ

たしはその半ばを火に燃やし、またその炭火の上

でパンを焼き、肉をあぶって食べ、その残りの木

をもって憎むべきものを造るのか。木のはしくれ

の前にひれ伏すのか」と言う者もない。 20彼は灰

を食い、迷った心に惑わされて、おのれを救うこ

とができず、また「わが右の手に偽りがあるでは

ないか」と言わない。 21ヤコブよ、イスラエルよ

、これらの事を心にとめよ。あなたはわがしもべ

だから。わたしはあなたを造った、あなたはわが

しもべだ。イスラエルよ、わたしはあなたを忘れ

ない。 22わたしはあなたのとがを雲のように吹き

払い、あなたの罪を霧のように消した。わたしに

立ち返れ、わたしはあなたをあがなったから。 23

天よ、歌え、主がこの事をなされたから。地の深

き所よ、呼ばわれ。もろもろの山よ、林およびそ

の中のもろもろの木よ、声を放って歌え。主はヤ

コブをあがない、イスラエルのうちに栄光をあら

わされたから。 24あなたをあがない、あなたを胎

内に造られた主はこう言われる、「わたしは主で

ある。わたしはよろずの物を造り、ただわたしだ

けが天をのべ、地をひらき、だれがわたしと共に

いたか 25偽る物のしるしをむなしくし、占う者を

狂わせ、賢い者をうしろに退けて、その知識を愚

かにする。 26わたしは、わがしもべの言葉を遂げ

させ、わが使の計りごとを成らせ、エルサレムに

ついては、『これは民の住む所となる』と言い、

ユダのもろもろの町については、『ふたたび建て

られる、わたしはその荒れ跡を興そう』と言い、

27また淵については、『かわけ、わたしはあなた

のもろもろの川を干す』と言い、 28またクロスに

ついては、『彼はわが牧者、わが目的をことごと

くなし遂げる』と言い、エルサレムについては、

『ふたたび建てられる』と言い、神殿については

、『あなたの基がすえられる』と言う」。

45わたしはわが受膏者クロスの右の手をとって
、もろもろの国をその前に従わせ、もろもろ

の王の腰を解き、とびらをその前に開かせて、門

を閉じさせない、と言われる主はその受膏者クロ

スにこう言われる、 2「わたしはあなたの前に行

って、もろもろの山を平らにし、青銅のとびらを

こわし、鉄の貫の木を断ち切り、 3あなたに、暗

い所にある財宝と、ひそかな所に隠した宝物とを

与えて、わたしは主、あなたの名を呼んだイスラ

エルの神であることをあなたに知らせよう。 4わ

がしもべヤコブのために、わたしの選んだイスラ

エルのために、わたしはあなたの名を呼んだ。あ

なたがわたしを知らなくても、わたしはあなたに

名を与えた。 5わたしは主である。わたしのほか

に神はない、ひとりもない。あなたがわたしを知

らなくても、わたしはあなたを強くする。 6これ

は日の出る方から、また西の方から、人々がわた

しのほかに神のないことを知るようになるためで

ある。わたしは主である、わたしのほかに神はな

い。 7わたしは光をつくり、また暗きを創造し、

繁栄をつくり、またわざわいを創造する。わたし

は主である、すべてこれらの事をなす者である。 8

天よ、上より水を注げ、雲は義を降らせよ。地は

開けて救を生じ、また義をも、生えさせよ。主な

るわたしはこれを創造した。 9陶器が陶器師と争

うように、おのれを造った者と争う者はわざわい

だ。粘土は陶器師にむかって『あなたは何を造る

か』と言い、あるいは『あなたの造った物には手

がない』と言うだろうか。 10父にむかって『あな
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たは、なぜ子をもうけるのか』と言い、あるいは

女にむかって『あなたは、なぜ産みの苦しみをす

るのか』と言う者はわざわいだ」。 11イスラエル

の聖者、イスラエルを造られた主はこう言われる

、「あなたがたは、わが子らについてわたしに問

い、またわが手のわざについてわたしに命ずるの

か。 12わたしは地を造って、その上に人を創造し

た。わたしは手をもって天をのべ、その万軍を指

揮した。 13わたしは義をもってクロスを起した。

わたしは彼のすべての道をまっすぐにしよう。彼

はわが町を建て、わが捕囚を価のためでなく、ま

た報いのためでもなく解き放つ」と万軍の主は言

われる。 14主はこう言われる、「エジプトの富と

、エチオピヤの商品と、たけの高いセバびととは

あなたに来て、あなたのものとなり、あなたに従

い、彼らは鎖につながれて来て、あなたの前にひ

れ伏し、あなたに願って言う、『神はただあなた

と共にいまし、このほかに神はなく、ひとりもな

い』」。 15イスラエルの神、救主よ、まことに、

あなたはご自分を隠しておられる神である。 16偶

像を造る者は皆恥を負い、はずかしめを受け、と

もに、あわてふためいて退く。 17しかし、イスラ

エルは主に救われて、とこしえの救を得る。あな

たがたは世々かぎりなく、恥を負わず、はずかし

めを受けない。 18天を創造された主、すなわち神

であってまた地をも造り成し、これを堅くし、い

たずらにこれを創造されず、これを人のすみかに

造られた主はこう言われる、「わたしは主である

、わたしのほかに神はない。 19わたしは隠れたと

ころ、地の暗い所で語らず、ヤコブの子孫に『わ

たしを尋ねるのはむだだ』と言わなかった。主な

るわたしは正しい事を語り、まっすぐな事を告げ

る。 20もろもろの国からのがれてきた者よ、集ま

ってきて、共に近寄れ。木像をにない、救うこと

のできない神に祈る者は無知である。 21あなたが

たの言い分を持ってきて述べよ。また共に相談せ

よ。この事をだれがいにしえから示したか。だれ

が昔から告げたか。わたし、すなわち主ではなか

ったか。わたしのほかに神はない。わたしは義な

る神、救主であって、わたしのほかに神はない。

22地の果なるもろもろの人よ、わたしを仰ぎのぞ

め、そうすれば救われる。わたしは神であって、

ほかに神はないからだ。 23わたしは自分をさして

誓った、わたしの口から出た正しい言葉は帰るこ

とがない、『すべてのひざはわが前にかがみ、す

べての舌は誓いをたてる』。 24人はわたしについ

て言う、『正義と力とは主にのみある』と。人々

は主にきたり、主にむかって怒る者は皆恥を受け

る。 25しかしイスラエルの子孫は皆主によって勝

ち誇ることができる」。

46ベルは伏し、ネボはかがみ、彼らの像は獣と
家畜との上にある。あなたがたが持ち歩いた

ものは荷となり、疲れた獣の重荷となった。 2彼

らはかがみ、彼らは共に伏し、重荷となった者を

救うことができずかえって、自分は捕われて行く

。 3「ヤコブの家よ、イスラエルの家の残ったす

べての者よ、生れ出た時から、わたしに負われ、

胎を出た時から、わたしに持ち運ばれた者よ、わ

たしに聞け。 4わたしはあなたがたの年老いるま

で変らず、白髪となるまで、あなたがたを持ち運

ぶ。わたしは造ったゆえ、必ず負い、持ち運び、

かつ救う。 5あなたがたは、わたしをだれにたぐ

い、だれと等しくし、だれにくらべ、かつなぞら

えようとするのか。 6彼らは袋からこがねを注ぎ

出し、はかりをもって、しろがねをはかり、金細

工人を雇って、それを神に造らせ、これにひれ伏

して拝む。 7彼らはこれをもたげて肩に載せ、持

って行って、その所に置き、そこに立たせる。こ

れはその所から動くことができない。人がこれに

呼ばわっても答えることができない。また彼をそ

の悩みから救うことができない。 8あなたがたは

この事をおぼえ、よく考えよ。そむける者よ、こ

の事を心にとめよ、 9いにしえよりこのかたの事

をおぼえよ。わたしは神である、わたしのほかに

神はない。わたしは神である、わたしと等しい者

はない。 10わたしは終りの事を初めから告げ、ま

だなされない事を昔から告げて言う、『わたしの

計りごとは必ず成り、わが目的をことごとくなし

遂げる』と。 11わたしは東から猛禽を招き、遠い

国からわが計りごとを行う人を招く。わたしはこ

の事を語ったゆえ、必ずこさせる。わたしはこの

事をはかったゆえ、必ず行う。 12心をかたくなに

して、救に遠い者よ、わたしに聞け。 13わたしは

わが救を近づかせるゆえ、その来ることは遠くな

い。わが救はおそくない。わたしは救をシオンに

与え、わが栄光をイスラエルに与える」。

47処女なるバビロンの娘よ、下って、ちりの中
にすわれ。カルデヤびとの娘よ、王座のない

地にすわれ。あなたはもはや、やさしく、たおや

かな女ととなえられることはない。 2石うすをと

って粉をひけ、顔おおいを取り去り、うちぎを脱

ぎ、すねをあらわして川を渡れ。 3あなたの裸は

あらわれ、あなたの恥は見られる。わたしはあだ

を報いて、何人とをも助けない。 4われわれをあ

がなう者はその名を万軍の主といい、イスラエル

の聖者である。 5カルデヤびとの娘よ、黙してす

われ、また暗い所にはいれ。あなたはもはや、も

ろもろの国の女王ととなえられることはない。 6

わたしはわが民を憤り、わが嗣業を汚して、これ

をあなたの手に渡した。あなたはこれに、あわれ

みを施さず、年老いた者の上に、はなはだ重いく

びきを負わせた。 7あなたは言った、「わたしは

、とこしえに女王となる」と。そして、あなたは

これらの事を心にとめず、またその終りを思わな

かった。 8楽しみにふけり、安らかにおり、心の

うちに「ただわたしだけで、わたしのほかにだれ

もなく、わたしは寡婦となることはない、また子

を失うことはない」と言う者よ、今この事を聞け

。 9これらの二つの事は一日のうちに、またたく

まにあなたに臨む。すなわち子を失い、寡婦とな

る事はたといあなたが多くの魔術を行い、魔法の

大いなる力をもってしてもことごとくあなたに臨
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む。 10あなたは自分の悪に寄り頼んで言う、「わ

たしを見る者はない」と。あなたの知恵と、あな

たの知識とはあなたを惑わした。あなたは心のう

ちに言った、「ただわたしだけで、わたしのほか

にだれもない」と。 11しかし、わざわいが、あな

たに臨む、あなたは、それをあがなうことができ

ない。なやみが、あなたを襲う、あなたは、それ

をつぐなうことができない。滅びが、にわかにあ

なたに臨む、あなたは、それについて何も知らな

い。 12あなたが若い時から勤め行ったあなたの魔

法と、多くの魔術とをもって立ちむかってみよ、

あるいは成功するかもしれない、あるいは敵を恐

れさせるかもしれない。 13あなたは多くの計りご

とによってうみ疲れた。かの天を分かつ者、星を

見る者、新月によって、あなたに臨む事を告げる

者を立ちあがらせて、あなたを救わせてみよ。 14

見よ、彼らはわらのようになって、火に焼き滅ぼ

され、自分の身を炎の勢いから、救い出すことが

できない。その火は身を暖める炭火ではない、ま

たその前にすわるべき火でもない。 15あなたが勤

めて行ったものと、あなたの若い時からあなたと

売り買いした者とは、ついにこのようになる。彼

らはめいめい自分の方向にさすらいゆき、ひとり

もあなたを救う者はない。

48ヤコブの家よ、これを聞け。あなたがたはイ
スラエルの名をもってとなえられ、ユダの腰

から出、主の名によって誓い、イスラエルの神を

となえるけれども、真実をもってせず、正義をも

ってしない。 2彼らはみずから聖なる都のものと

となえ、イスラエルの神に寄り頼む。その名は万

軍の主という。 3「わたしはさきに成った事を、

いにしえから告げた。わたしは口から出して彼ら

に知らせた。わたしは、にわかにこの事を行い、

そして成った。 4わたしはあなたが、かたくなで

、その首は鉄の筋、その額は青銅であることを知

るゆえに、 5いにしえから、かの事をあなたに告

げ、その成らないさきに、これをあなたに聞かせ

た。そうでなければ、あなたは言うだろう、『わ

が偶像がこれをしたのだ、わが刻んだ像と、鋳た

像がこれを命じたのだ』と。 6あなたはすでに聞

いた、すべてこれが成ったことを見よ。あなたが

たはこれを宣べ伝えないのか。わたしは今から新

しい事、あなたがまだ知らない隠れた事をあなた

に聞かせよう。 7これらの事はいま創造されたの

で、いにしえからあったのではない。この日以前

には、あなたはこれを聞かなかった。そうでなけ

れば、あなたは言うだろう、『見よ、わたしはこ

れを知っていた』と。 8あなたはこれを聞くこと

もなく、知ることもなく、あなたの耳は、いにし

えから開かれなかった。わたしはあなたが全く不

信実で、生れながら反逆者ととなえられたことを

知っていたからである。 9わが名のために、わた

しは怒りをおそくする。わが誉のために、わたし

はこれをおさえて、あなたを断ち滅ぼすことをし

ない。 10見よ、わたしはあなたを練った。しかし

銀のようにではなくて、苦しみの炉をもってあな

たを試みた。 11わたしは自分のために、自分のた

めにこれを行う。どうしてわが名を汚させること

ができよう。わたしはわが栄光をほかの者に与え

ることをしない。 12ヤコブよ、わたしの召したイ

スラエルよ、わたしに聞け。わたしはそれだ、わ

たしは初めであり、わたしはまた終りである。 13

わが手は地の基をすえ、わが右の手は天をのべた

。わたしが呼ぶと、彼らはもろともに立つ。 14あ

なたがたは皆集まって聞け。彼らのうち、だれが

これらの事を告げたか。主の愛せられる彼は主の

みこころをバビロンに行い、その腕はカルデヤび

との上に臨む。 15語ったのは、ただわたしであっ

て、わたしは彼を召した。わたしは彼をこさせた

。彼はその道に栄える。 16あなたがたはわたしに

近寄って、これを聞け。わたしは初めから、ひそ

かに語らなかった。それが成った時から、わたし

はそこにいたのだ」。いま主なる神は、わたしと

その霊とをつかわされた。 17あなたのあがない主

、イスラエルの聖者、主はこう言われる、「わた

しはあなたの神、主である。わたしは、あなたの

利益のために、あなたを教え、あなたを導いて、

その行くべき道に行かせる。 18どうか、あなたは

わたしの戒めに聞き従うように。そうすれば、あ

なたの平安は川のように、あなたの義は海の波の

ようになり、 19あなたのすえは砂のように、あな

たの子孫は砂粒のようになって、その名はわが前

から断たれることなく、滅ぼされることはない」

。 20あなたがたはバビロンから出、カルデヤから

のがれよ。喜びの声をもってこれをのべ聞かせ、

地の果にまで語り伝え、「主はそのしもべヤコブ

をあがなわれた」と言え。 21主が彼らを導いて、

さばくを通らせられたとき、彼らは、かわいたこ

とがなかった。主は彼らのために岩から水を流れ

させ、また岩を裂かれると、水がほとばしり出た

。 22主は言われた、「悪い者には平安がない」と

。

49海沿いの国々よ、わたしに聞け。遠いところ
のもろもろの民よ、耳を傾けよ。主はわたし

を生れ出た時から召し、母の胎を出た時からわが

名を語り告げられた。 2主はわが口を鋭利なつる

ぎとなし、わたしをみ手の陰にかくし、とぎすま

した矢となして、箙にわたしを隠された。 3また

、わたしに言われた、「あなたはわがしもべ、わ

が栄光をあらわすべきイスラエルである」と。 4

しかし、わたしは言った、「わたしはいたずらに

働き、益なく、むなしく力を費した。しかもなお

、まことにわが正しきは主と共にあり、わが報い

はわが神と共にある」と。 5ヤコブをおのれに帰

らせ、イスラエルをおのれのもとに集めるために

、わたしを腹の中からつくってそのしもべとされ

た主は言われる。（わたしは主の前に尊ばれ、わ

が神はわが力となられた） 6主は言われる、「あ

なたがわがしもべとなって、ヤコブのもろもろの

部族をおこし、イスラエルのうちの残った者を帰

らせることは、いとも軽い事である。わたしはあ

なたを、もろもろの国びとの光となして、わが救
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を地の果にまでいたらせよう」と。 7イスラエル

のあがない主、イスラエルの聖者なる主は、人に

侮られる者、民に忌みきらわれる者、つかさたち

のしもべにむかってこう言われる、「もろもろの

王は見て、立ちあがり、もろもろの君は立って、

拝する。これは真実なる主、イスラエルの聖者が

、あなたを選ばれたゆえである」。 8主はこう言

われる、「わたしは恵みの時に、あなたに答え、

救の日にあなたを助けた。わたしはあなたを守り

、あなたを与えて民の契約とし、国を興し、荒れ

すたれた地を嗣業として継がせる。 9わたしは捕

えられた人に『出よ』と言い、暗きにおる者に『

あらわれよ』と言う。彼らは道すがら食べること

ができ、すべての裸の山にも牧草を得る。 10彼ら

は飢えることがなく、かわくこともない。また熱

い風も、太陽も彼らを撃つことはない。彼らをあ

われむ者が彼らを導き、泉のほとりに彼らを導か

れるからだ。 11わたしは、わがもろもろの山を道

とし、わが大路を高くする。 12見よ、人々は遠く

から来る。見よ、人々は北から西から、またスエ

ネの地から来る」。 13天よ、歌え、地よ、喜べ。

もろもろの山よ、声を放って歌え。主はその民を

慰め、その苦しむ者をあわれまれるからだ。 14し

かしシオンは言った、「主はわたしを捨て、主は

わたしを忘れられた」と。 15「女がその乳のみ子

を忘れて、その腹の子を、あわれまないようなこ

とがあろうか。たとい彼らが忘れるようなことが

あっても、わたしは、あなたを忘れることはない

。 16見よ、わたしは、たなごころにあなたを彫り

刻んだ。あなたの石がきは常にわが前にある。 17

あなたを建てる者は、あなたをこわす者を追い越

し、あなたを荒した者は、あなたから出て行く。

18あなたの目をあげて見まわせ。彼らは皆集まっ

て、あなたのもとに来る。主は言われる、わたし

は生きている、あなたは彼らを皆、飾りとして身

につけ、花嫁の帯のようにこれを結ぶ。 19あなた

の荒れ、かつすたれた所、こわされた地は、住む

人の多いために狭くなり、あなたを、のみつくし

た者は、はるかに離れ去る。 20あなたが子を失っ

た後に生れた子らは、なおあなたの耳に言う、『

この所はわたしには狭すぎる、わたしのために住

むべき所を得させよ』と。 21その時あなたは心の

うちに言う、『だれがわたしのためにこれらの者

を産んだのか。わたしは子を失って、子をもたな

い。わたしは捕われ、かつ追いやられた。だれが

これらの者を育てたのか。見よ、わたしはひとり

残された。これらの者はどこから来たのか』と」

。 22主なる神はこう言われる、「見よ、わたしは

手をもろもろの国にむかってあげ、旗をもろもろ

の民にむかって立てる。彼らはそのふところにあ

なたの子らを携え、その肩にあなたの娘たちを載

せて来る。 23もろもろの王は、あなたの養父とな

り、その王妃たちは、あなたの乳母となり、彼ら

はその顔を地につけて、あなたにひれ伏し、あな

たの足のちりをなめる。こうして、あなたはわた

しが主であることを知る。わたしを待ち望む者は

恥をこうむることがない」。 24勇士が奪った獲物

をどうして取り返すことができようか。暴君がか

すめた捕虜をどうして救い出すことができようか

。 25しかし主はこう言われる、「勇士がかすめた

捕虜も取り返され、暴君が奪った獲物も救い出さ

れる。わたしはあなたと争う者と争い、あなたの

子らを救うからである。 26わたしはあなたをしえ

たげる者にその肉を食わせ、その血を新しい酒の

ように飲ませて酔わせる。こうして、すべての人

はわたしが主であって、あなたの救主、またあな

たのあがない主、ヤコブの全能者であることを知

るようになる」。

50主はこう言われる、「わたしがあなたがたの
母を去らせたその離縁状は、どこにあるか。

わたしはどの債主にあなたがたを売りわたしたか

。見よ、あなたがたは、その不義のために売られ

、あなたがたの母は、あなたがたのとがのために

出されたのだ。 2わたしが来たとき、なぜひとり

もいなかったか。わたしが呼んだとき、なぜひと

りも答える者がなかったか。わたしの手が短くて

、あがなうことができないのか。わたしは救う力

を持たないのか。見よ、わたしが、しかると海は

かれ、川は荒野となり、その中の魚は水がないた

めに、かわき死んで悪臭を放つ。 3わたしは黒い

衣を天に着せ、荒布をもってそのおおいとする」

。 4主なる神は教をうけた者の舌をわたしに与え

て、疲れた者を言葉をもって助けることを知らせ

、また朝ごとにさまし、わたしの耳をさまして、

教をうけた者のように聞かせられる。 5主なる神

はわたしの耳を開かれた。わたしは、そむくこと

をせず、退くことをしなかった。 6わたしを打つ

者に、わたしの背をまかせ、わたしのひげを抜く

者に、わたしのほおをまかせ、恥とつばきとを避

けるために、顔をかくさなかった。 7しかし主な

る神はわたしを助けられる。それゆえ、わたしは

恥じることがなかった。それゆえ、わたしは顔を

火打石のようにした。わたしは決してはずかしめ

られないことを知る。 8わたしを義とする者が近

くおられる。だれがわたしと争うだろうか、われ

われは共に立とう。わたしのあだはだれか、わた

しの所へ近くこさせよ。 9見よ、主なる神はわた

しを助けられる。だれがわたしを罪に定めるだろ

うか。見よ、彼らは皆衣のようにふるび、しみの

ために食いつくされる。 10あなたがたのうち主を

恐れ、そのしもべの声に聞き従い、暗い中を歩い

て光を得なくても、なお主の名を頼み、おのれの

神にたよる者はだれか。 11見よ、火を燃やし、た

いまつをともす者よ、皆その火の炎の中を歩め、

またその燃やした、たいまつの中を歩め。あなた

がたは、これをわたしの手から受けて、苦しみの

うちに伏し倒れる。

51「義を追い求め、主を尋ね求める者よ、わた
しに聞け。あなたがたの切り出された岩と、

あなたがたの掘り出された穴とを思いみよ。 2あ

なたがたの父アブラハムと、あなたがたを産んだ

サラとを思いみよ。わたしは彼をただひとりであ

ったときに召し、彼を祝福して、その子孫を増し
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加えた。 3主はシオンを慰め、またそのすべて荒

れた所を慰めて、その荒野をエデンのように、そ

のさばくを主の園のようにされる。こうして、そ

の中に喜びと楽しみとがあり、感謝と歌の声とが

ある。 4わが民よ、わたしに聞け、わが国びとよ

、わたしに耳を傾けよ。律法はわたしから出、わ

が道はもろもろの民の光となる。 5わが義はすみ

やかに近づき、わが救は出て行った。わが腕はも

ろもろの民を治める。海沿いの国々はわたしを待

ち望み、わが腕に寄り頼む。 6目をあげて天を見

、また下なる地を見よ。天は煙のように消え、地

は衣のようにふるび、その中に住む者は、ぶよの

ように死ぬ。しかし、わが救はとこしえにながら

え、わが義はくじけることがない。 7義を知る者

よ、心のうちにわが律法をたもつ者よ、わたしに

聞け。人のそしりを恐れてはならない、彼らのの

のしりに驚いてはならない。 8彼らは衣のように

、しみに食われ、羊の毛のように虫に食われるか

らだ。しかし、わが義はとこしえにながらえ、わ

が救はよろず代に及ぶ」。 9主のかいなよ、さめ

よ、さめよ、力を着よ。さめて、いにしえの日、

昔の代にあったようになれ。ラハブを切り殺し、

龍を刺し貫いたのは、あなたではなかったか。 10

海をかわかし、大いなる淵の水をかわかし、また

海の深き所を、あがなわれた者の過ぎる道とされ

たのは、あなたではなかったか。 11主にあがなわ

れた者は、歌うたいつつ、シオンに帰ってきて、

そのこうべに、とこしえの喜びをいただき、彼ら

は喜びと楽しみとを得、悲しみと嘆きとは逃げ去

る。 12「わたしこそあなたを慰める者だ。あなた

は何者なれば、死ぬべき人を恐れ、草のようにな

るべき人の子を恐れるのか。 13天をのべ、地の基

をすえられたあなたの造り主、主を忘れて、なぜ

、しえたげる者が滅ぼそうと備えをするとき、そ

の憤りのゆえに常にひねもす恐れるのか。しえた

げる者の憤りはどこにあるか。 14身をかがめてい

る捕われ人は、すみやかに解かれて、死ぬことな

く、穴にくだることなく、その食物はつきること

がない。 15わたしは海をふるわせ、その波をなり

どよめかすあなたの神、主である。その名を万軍

の主という。 16わたしはわが言葉をあなたの口に

おき、わが手の陰にあなたを隠した。こうして、

わたしは天をのべ、地の基をすえ、シオンにむか

って、あなたはわが民であると言う」。 17エルサ

レムよ、起きよ、起きよ、立て。あなたはさきに

主の手から憤りの杯をうけて飲み、よろめかす大

杯を、滓までも飲みほした。 18その産んだもろも

ろの子のなかに、自分を導く者なく、その育てた

もろもろの子のなかに、自分の手をとる者がない

。 19これら二つの事があなたに臨んだだれがあな

たと共に嘆くだろうか荒廃と滅亡、ききんとつる

ぎ。だれがあなたを慰めるだろうか。 20あなたの

子らは息絶えだえになり、網にかかった、かもし

かのように、すべてのちまたのすみに横たわり、

主の憤りと、あなたの神の責めとは、彼らに満ち

ている。 21それゆえ、苦しめる者、酒にではなく

酔っている者よ、これを聞け。 22あなたの主、お

のが民の訴えを弁護されるあなたの神、主はこう

言われる、「見よ、わたしはよろめかす杯をあな

たの手から取り除き、わが憤りの大杯を取り除い

た。あなたは再びこれを飲むことはない。 23わた

しはこれをあなたを悩ます者の手におく。彼らは

さきにあなたにむかって言った、『身をかがめよ

、われわれは越えていこう』と。そしてあなたは

その背を地のようにし、ちまたのようにして、彼

らの越えていくにまかせた」。

52シオンよ、さめよ、さめよ、力を着よ。聖な
る都エルサレムよ、美しい衣を着よ。割礼を

受けない者および汚れた者は、もはやあなたのと

ころに、はいることがないからだ。 2捕われたエ

ルサレムよ、あなたの身からちりを振り落せ、起

きよ。捕われたシオンの娘よ、あなたの首のなわ

を解きすてよ。 3主はこう言われる、「あなたが

たは、ただで売られた。金を出さずにあがなわれ

る」。 4主なる神はこう言われる、「わが民はさ

きにエジプトへ下って行って、かしこに寄留した

。またアッスリヤびとはゆえなく彼らをしえたげ

た。 5それゆえ、今わたしはここに何をしようか

。わが民はゆえなく捕われた」と主は言われる。

主は言われる、「彼らをつかさどる者はわめき、

わが名は常にひねもす侮られる。 6それゆえ、わ

が民はわが名を知るにいたる。その日には彼らは

この言葉を語る者がわたしであることを知る。わ

たしはここにおる」。 7よきおとずれを伝え、平

和を告げ、よきおとずれを伝え、救を告げ、シオ

ンにむかって「あなたの神は王となられた」と言

う者の足は山の上にあって、なんと麗しいことだ

ろう。 8聞けよ、あなたの見張びとは声をあげて

、共に喜び歌っている。彼らは目と目と相合わせ

て、主がシオンに帰られるのを見るからだ。 9エ

ルサレムの荒れすたれた所よ、声を放って共に歌

え。主はその民を慰め、エルサレムをあがなわれ

たからだ。 10主はその聖なるかいなを、もろもろ

の国びとの前にあらわされた。地のすべての果は

、われわれの神の救を見る。 11去れよ、去れよ、

そこを出て、汚れた物にさわるな。その中を出よ

、主の器をになう者よ、おのれを清く保て。 12あ

なたがたは急いで出るに及ばない、また、とんで

行くにも及ばない。主はあなたがたの前に行き、

イスラエルの神はあなたがたのしんがりとなられ

るからだ。 13見よ、わがしもべは栄える。彼は高

められ、あげられ、ひじょうに高くなる。 14多く

の人が彼に驚いたように彼の顔だちは、そこなわ

れて人と異なり、その姿は人の子と異なっていた

からである 15彼は多くの国民を驚かす。王たちは

彼のゆえに口をつむぐ。それは彼らがまだ伝えら

れなかったことを見、まだ聞かなかったことを悟

るからだ。

53だれがわれわれの聞いたことを信じ得たか。
主の腕は、だれにあらわれたか。 2彼は主の

前に若木のように、かわいた土から出る根のよう

に育った。彼にはわれわれの見るべき姿がなく、
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威厳もなく、われわれの慕うべき美しさもない。 3

彼は侮られて人に捨てられ、悲しみの人で、病を

知っていた。また顔をおおって忌みきらわれる者

のように、彼は侮られた。われわれも彼を尊ばな

かった。 4まことに彼はわれわれの病を負い、わ

れわれの悲しみをになった。しかるに、われわれ

は思った、彼は打たれ、神にたたかれ、苦しめら

れたのだと。 5しかし彼はわれわれのとがのため

に傷つけられ、われわれの不義のために砕かれた

のだ。彼はみずから懲しめをうけて、われわれに

平安を与え、その打たれた傷によって、われわれ

はいやされたのだ。 6われわれはみな羊のように

迷って、おのおの自分の道に向かって行った。主

はわれわれすべての者の不義を、彼の上におかれ

た。 7彼はしえたげられ、苦しめられたけれども

、口を開かなかった。ほふり場にひかれて行く小

羊のように、また毛を切る者の前に黙っている羊

のように、口を開かなかった。 8彼は暴虐なさば

きによって取り去られた。その代の人のうち、だ

れが思ったであろうか、彼はわが民のとがのため

に打たれて、生けるものの地から断たれたのだと

。 9彼は暴虐を行わず、その口には偽りがなかっ

たけれども、その墓は悪しき者と共に設けられ、

その塚は悪をなす者と共にあった。 10しかも彼を

砕くことは主のみ旨であり、主は彼を悩まされた

。彼が自分を、とがの供え物となすとき、その子

孫を見ることができ、その命をながくすることが

できる。かつ主のみ旨が彼の手によって栄える。

11彼は自分の魂の苦しみにより光を見て満足する

。義なるわがしもべはその知識によって、多くの

人を義とし、また彼らの不義を負う。 12それゆえ

、わたしは彼に大いなる者と共に物を分かち取ら

せる。彼は強い者と共に獲物を分かち取る。これ

は彼が死にいたるまで、自分の魂をそそぎだし、

とがある者と共に数えられたからである。しかも

彼は多くの人の罪を負い、とがある者のためにと

りなしをした。

54「子を産まなかったうまずめよ、歌え。産み
の苦しみをしなかった者よ、声を放って歌い

よばわれ。夫のない者の子は、とついだ者の子よ

りも多い」と主は言われる。 2「あなたの天幕の

場所を広くし、あなたのすまいの幕を張りひろげ

、惜しむことなく、あなたの綱を長くし、あなた

の杭を強固にせよ。 3あなたは右に左にひろがり

、あなたの子孫はもろもろの国を獲、荒れすたれ

た町々をも住民で満たすからだ。 4恐れてはなら

ない。あなたは恥じることがない。あわてふため

いてはならない。あなたは、はずかしめられるこ

とがない。あなたは若い時の恥を忘れ、寡婦であ

った時のはずかしめを、再び思い出すことがない

。 5あなたを造られた者はあなたの夫であって、

その名は万軍の主。あなたをあがなわれる者は、

イスラエルの聖者であって、全地の神ととなえら

れる。 6捨てられて心悲しむ妻、また若い時にと

ついで出された妻を招くように主はあなたを招か

れた」とあなたの神は言われる。 7「わたしはし

ばしばあなたを捨てたけれども、大いなるあわれ

みをもってあなたを集める。 8あふれる憤りをも

って、しばしわが顔を隠したけれども、とこしえ

のいつくしみをもって、あなたをあわれむ」とあ

なたをあがなわれる主は言われる。 9「このこと

はわたしにはノアの時のようだ。わたしはノアの

洪水を、再び地にあふれさせないと誓ったが、そ

のように、わたしは再びあなたを怒らない、再び

あなたを責めないと誓った。 10山は移り、丘は動

いても、わがいつくしみはあなたから移ることな

く、平安を与えるわが契約は動くことがない」と

あなたをあわれまれる主は言われる。 11「苦しみ

をうけ、あらしにもてあそばれ、慰めを得ない者

よ、見よ、わたしはアンチモニーであなたの石を

すえ、サファイヤであなたの基をおき、 12めのう

であなたの尖塔を造り、紅玉であなたの門を造り

、あなたの城壁をことごとく宝石で造る。 13あな

たの子らはみな主に教をうけ、あなたの子らは大

いに栄える。 14あなたは義をもって堅く立ち、し

えたげから遠ざかって恐れることはない。また恐

怖から遠ざかる、それはあなたに近づくことがな

いからである。 15たとい争いを起す者があっても

わたしによるのではない。すべてあなたと争う者

は、あなたのゆえに倒れる。 16見よ、炭火を吹き

おこして、その目的にかなう武器を造り出す鍛冶

は、わたしが創造した者、また荒し滅ぼす者も、

わたしが創造した者である。 17すべてあなたを攻

めるために造られる武器は、その目的を達しない

。すべてあなたに逆らい立って、争い訴える舌は

、あなたに説き破られる。これが主のしもべらの

受ける嗣業であり、また彼らがわたしから受ける

義である」と主は言われる。

55「さあ、かわいている者はみな水にきたれ。
金のない者もきたれ。来て買い求めて食べよ

。あなたがたは来て、金を出さずに、ただでぶど

う酒と乳とを買い求めよ。 2なぜ、あなたがたは

、かてにもならぬもののために金を費し、飽きる

こともできぬもののために労するのか。わたしに

よく聞き従え。そうすれば、良い物を食べること

ができ、最も豊かな食物で、自分を楽しませるこ

とができる。 3耳を傾け、わたしにきて聞け。そ

うすれば、あなたがたは生きることができる。わ

たしは、あなたがたと、とこしえの契約を立てて

、ダビデに約束した変らない確かな恵みを与える

。 4見よ、わたしは彼を立てて、もろもろの民へ

の証人とし、また、もろもろの民の君とし、命令

する者とした。 5見よ、あなたは知らない国民を

招く、あなたを知らない国民はあなたのもとに走

ってくる。これはあなたの神、主、イスラエルの

聖者のゆえであり、主があなたに光栄を与えられ

たからである。 6あなたがたは主にお会いするこ

とのできるうちに、主を尋ねよ。近くおられるう

ちに呼び求めよ。 7悪しき者はその道を捨て、正

らぬ人はその思いを捨てて、主に帰れ。そうすれ

ば、主は彼にあわれみを施される。われわれの神

に帰れ、主は豊かにゆるしを与えられる。 8わが
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思いは、あなたがたの思いとは異なり、わが道は

、あなたがたの道とは異なっていると主は言われ

る。 9天が地よりも高いように、わが道は、あな

たがたの道よりも高く、わが思いは、あなたがた

の思いよりも高い。 10天から雨が降り、雪が落ち

てまた帰らず、地を潤して物を生えさせ、芽を出

させて、種まく者に種を与え、食べる者にかてを

与える。 11このように、わが口から出る言葉も、

むなしくわたしに帰らない。わたしの喜ぶところ

のことをなし、わたしが命じ送った事を果す。 12

あなたがたは喜びをもって出てきて、安らかに導

かれて行く。山と丘とはあなたの前に声を放って

喜び歌い、野にある木はみな手を打つ。 13いとす

ぎは、いばらに代って生え、ミルトスの木は、お

どろに代って生える。これは主の記念となり、ま

た、とこしえのしるしとなって、絶えることはな

い」。

56主はこう言われる、「あなたがたは公平を守
って正義を行え。わが救の来るのは近く、わ

が助けのあらわれるのが近いからだ。 2安息日を

守って、これを汚さず、その手をおさえて、悪し

き事をせず、このように行う人、これを堅く守る

人の子はさいわいである」。 3主に連なっている

異邦人は言ってはならない、「主は必ずわたしを

その民から分かたれる」と。宦官もまた言っては

ならない、「見よ、わたしは枯れ木だ」と。 4主

はこう言われる、「わが安息日を守り、わが喜ぶ

ことを選んで、わが契約を堅く守る宦官には、 5

わが家のうちで、わが垣のうちで、むすこにも娘

にもまさる記念のしるしと名を与え、絶えること

のない、とこしえの名を与える。 6また主に連な

り、主に仕え、主の名を愛し、そのしもべとなり

、すべて安息日を守って、これを汚さず、わが契

約を堅く守る異邦人は 7わたしはこれをわが聖な

る山にこさせ、わが祈の家のうちで楽しませる、

彼らの燔祭と犠牲とは、わが祭壇の上に受けいれ

られる。わが家はすべての民の祈の家ととなえら

れるからである」。 8イスラエルの追いやられた

者を集められる主なる神はこう言われる、「わた

しはさらに人を集めて、すでに集められた者に加

えよう」と。 9野のすべての獣よ、林におるすべ

ての獣よ、来て食らえ。 10見張人らはみな目しい

で、知ることがなく、みな、おしの犬で、ほえる

ことができない。みな夢みる者、伏している者、

まどろむことを好む者だ。 11この犬どもは強欲で

、飽くことを知らない。彼らはまた悟ることので

きない牧者で、皆おのが道にむかいゆき、おのお

のみな、おのれの利を求める。 12彼らは互に言う

、「さあ、われわれは酒を手に入れ、濃い酒をあ

びるほど飲もう。あすも、きょうのようであるだ

ろう、すばらしい日だ」と。

57正しい者が滅びても、心にとめる人がなく、
神を敬う人々が取り去られても、悟る者はな

い。正しい者は災の前に取り去られて、 2平安に

入るからである。すべて正直に歩む者は、その床

に休むことができる。 3しかし、あなたがた女魔

法使の子よ、姦夫と遊女のすえよ、こちらへ近寄

れ。 4あなたがたは、だれにむかって戯れをなす

のか。だれにむかって口を開き、舌を出すのか。

あなたがたは背信の子ら、偽りのすえではないか

。 5あなたがたは、かしの木の間、すべての青木

の下で心をこがし、谷の中、岩のはざまで子ども

を殺した。 6あなたは谷のなめらかな石を自分の

嗣業とし、これを自分の分け前とし、これに灌祭

をそそぎ、供え物をささげた。わたしはこれらの

物によってなだめられようか。 7あなたは高くそ

びえた山の上に自分の床を設け、またそこに登っ

て行って犠牲をささげた。 8また戸および柱のう

しろに、あなたのしるしを置いた。あなたはわた

しを離れて自分の床をあらわし、それにのぼって

、その床をひろくした。また彼らと契約をなし、

彼らの床を愛し、その裸を見た。 9あなたは、に

おい油を携えてモレクに行き、多くのかおり物を

ささげた。またあなたの使者を遠くにつかわし、

陰府の深い所にまでつかわした。 (Sheol h7585) 10あ

なたは道の長いのに疲れても、なお「望みがない

」とは言わなかった。あなたはおのが力の回復を

得たので、衰えることがなかった。 11あなたはだ

れをおじ恐れて、偽りを言い、わたしを覚えず、

また心におかなかったのか。わたしが久しく黙っ

ていたために、あなたはわたしを恐れなかったの

ではなかったか。 12わたしはあなたの義と、あな

たのわざを告げ示そう、しかしこれらはあなたを

益しない。 13あなたが呼ばわる時、あなたが集め

ておいた偶像にあなたを救わせよ。風は彼らを運

び去り、息は彼らを取り去る。しかしわたしに寄

り頼む者は地を継ぎ、わが聖なる山をまもる。 14

主は言われる、「土を盛り、土を盛って道を備え

よ、わが民の道から、つまずく物を取り去れ」と

。 15いと高く、いと上なる者、とこしえに住む者

、その名を聖ととなえられる者がこう言われる、

「わたしは高く、聖なる所に住み、また心砕けて

、へりくだる者と共に住み、へりくだる者の霊を

いかし、砕ける者の心をいかす。 16わたしはかぎ

りなく争わない、また絶えず怒らない。霊はわた

しから出、いのちの息はわたしがつくったからだ

。 17彼のむさぼりの罪のゆえに、わたしは怒って

彼を打ち、わが顔をかくして怒った。しかし彼は

なおそむいて、おのが心の道へ行った。 18わたし

は彼の道を見た。わたしは彼をいやし、また彼を

導き、慰めをもって彼に報い、悲しめる者のため

に、くちびるの実を造ろう。 19遠い者にも近い者

にも平安あれ、平安あれ、わたしは彼をいやそう

」と主は言われる。 20しかし悪しき者は波の荒い

海のようだ。静まることができないで、その水は

ついに泥と汚物とを出す。 21わが神は言われる、

「よこしまな者には平安がない」と。

58「大いに呼ばわって声を惜しむな。あなたの
声をラッパのようにあげ、わが民にそのとが

を告げ、ヤコブの家にその罪を告げ示せ。 2彼ら

は日々わたしを尋ね求め、義を行い、神のおきて

を捨てない国民のように、わが道を知ることを喜
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ぶ。彼らは正しいさばきをわたしに求め、神に近

づくことを喜ぶ。 3彼らは言う、『われわれが断

食したのに、なぜ、ごらんにならないのか。われ

われがおのれを苦しめたのに、なぜ、ごぞんじな

いのか』と。見よ、あなたがたの断食の日には、

おのが楽しみを求め、その働き人をことごとくし

えたげる。 4見よ、あなたがたの断食するのは、

ただ争いと、いさかいのため、また悪のこぶしを

もって人を打つためだ。きょう、あなたがたのな

す断食は、その声を上に聞えさせるものではない

。 5このようなものは、わたしの選ぶ断食であろ

うか。人がおのれを苦しめる日であろうか。その

こうべを葦のように伏せ、荒布と灰とをその下に

敷くことであろうか。あなたは、これを断食とと

なえ、主に受けいれられる日と、となえるであろ

うか。 6わたしが選ぶところの断食は、悪のなわ

をほどき、くびきのひもを解き、しえたげられる

者を放ち去らせ、すべてのくびきを折るなどの事

ではないか。 7また飢えた者に、あなたのパンを

分け与え、さすらえる貧しい者を、あなたの家に

入れ、裸の者を見て、これを着せ、自分の骨肉に

身を隠さないなどの事ではないか。 8そうすれば

、あなたの光が暁のようにあらわれ出て、あなた

は、すみやかにいやされ、あなたの義はあなたの

前に行き、主の栄光はあなたのしんがりとなる。 9

また、あなたが呼ぶとき、主は答えられ、あなた

が叫ぶとき、『わたしはここにおる』と言われる

。もし、あなたの中からくびきを除き、指をさす

こと、悪い事を語ることを除き、 10飢えた者にあ

なたのパンを施し、苦しむ者の願いを満ち足らせ

るならば、あなたの光は暗きに輝き、あなたのや

みは真昼のようになる。 11主は常にあなたを導き

、良き物をもってあなたの願いを満ち足らせ、あ

なたの骨を強くされる。あなたは潤った園のよう

に、水の絶えない泉のようになる。 12あなたの子

らは久しく荒れすたれたる所を興し、あなたは代

々やぶれた基を立て、人はあなたを『破れを繕う

者』と呼び、『市街を繕って住むべき所となす者

』と呼ぶようになる。 13もし安息日にあなたの足

をとどめ、わが聖日にあなたの楽しみをなさず、

安息日を喜びの日と呼び、主の聖日を尊ぶべき日

ととなえ、これを尊んで、おのが道を行わず、お

のが楽しみを求めず、むなしい言葉を語らないな

らば、 14その時あなたは主によって喜びを得、わ

たしは、あなたに地の高い所を乗り通らせ、あな

たの先祖ヤコブの嗣業をもって、あなたを養う」

。これは主の口から語られたものである。

59見よ、主の手が短くて、救い得ないのではな
い。その耳が鈍くて聞き得ないのでもない。

2ただ、あなたがたの不義があなたがたと、あなた

がたの神との間を隔てたのだ。またあなたがたの

罪が主の顔をおおったために、お聞きにならない

のだ。 3あなたがたの手は血で汚れ、あなたがた

の指は不義で汚れ、あなたがたのくちびるは偽り

を語り、あなたがたの舌は悪をささやき、 4ひと

りも正義をもって訴え、真実をもって論争する者

がない。彼らはむなしきことを頼み、偽りを語り

、害悪をはらみ、不義を産む。 5彼らはまむしの

卵をかえし、くもの巣を織る。その卵を食べる者

は死ぬ。卵が踏まれると破れて毒蛇を出す。 6そ

の織る物は着物とならない。その造る物をもって

身をおおうことができない。彼のわざは不義のわ

ざであり、彼らの手には暴虐の行いがある。 7彼

らの足は悪に走り、罪のない血を流すことに速い

。彼らの思いは不義の思いであり、荒廃と滅亡と

がその道にある。 8彼らは平和の道を知らず、そ

の行く道には公平がない。彼らはその道を曲げた

。すべてこれを歩む者は平和を知らない。 9それ

ゆえ、公平は遠くわれわれを離れ、正義はわれわ

れに追いつかない。われわれは光を望んでも、暗

きを見、輝きを望んでも、やみを行く。 10われわ

れは盲人のように、かきを手さぐりゆき、目のな

い者のように手さぐりゆき、真昼でも、たそがれ

のようにつまずき、強壮な者の中にあっても死人

のようだ。 11われわれは皆くまのようにほえ、は

とのようにいたくうめき、公平を望んでも、きた

らず、救を望んでも、遠くわれわれを離れ去る。

12われわれのとがは、あなたの前に多く、罪は、

われわれを訴えて、あかしをなし、とがは、われ

われと共にあり、不義は、われわれがこれを知る

。 13われわれは、そむいて主をいなみ、退いて、

われわれの神に従わず、しえたげと、そむきとを

語り、偽りの言葉を心にはらんで、それを言いあ

らわす。 14公平はうしろに退けられ、正義ははる

かに立つ。それは、真実は広場に倒れ、正直は、

はいることができないからである。 15真実は欠け

てなく、悪を離れる者はかすめ奪われる。主はこ

れを見て、公平がなかったことを喜ばれなかった

。 16主は人のないのを見られ、仲に立つ者のない

のをあやしまれた。それゆえ、ご自分のかいなを

もって、勝利を得、その義をもって、おのれをさ

さえられた。 17主は義を胸当としてまとい、救の

かぶとをその頭にいただき、報復の衣をまとって

着物とし、熱心を外套として身を包まれた。 18主

は彼らの行いにしたがって報いをなし、あだにむ

かって怒り、敵にむかって報いをなし、海沿いの

国々にむかって報いをされる。 19こうして、人々

は西の方から主の名を恐れ、日の出る方からその

栄光を恐れる。主は、せき止めた川を、そのいぶ

きで押し流すように、こられるからである。 20主

は言われる、「主は、あがなう者としてシオンに

きたり、ヤコブのうちの、とがを離れる者に至る

」と。 21主は言われる、「わたしが彼らと立てる

契約はこれである。あなたの上にあるわが霊、あ

なたの口においたわが言葉は、今から後とこしえ

に、あなたの口から、あなたの子らの口から、あ

なたの子らの子の口から離れることはない」と。

60起きよ、光を放て。あなたの光が臨み、主の
栄光があなたの上にのぼったから。 2見よ、

暗きは地をおおい、やみはもろもろの民をおおう

。しかし、あなたの上には主が朝日のごとくのぼ

られ、主の栄光があなたの上にあらわれる。 3も
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ろもろの国は、あなたの光に来、もろもろの王は

、のぼるあなたの輝きに来る。 4あなたの目をあ

げて見まわせ、彼らはみな集まってあなたに来る

。あなたの子らは遠くから来、あなたの娘らは、

かいなにいだかれて来る。 5その時あなたは見て

、喜びに輝き、あなたの心はどよめき、かつ喜ぶ

。海の富が移ってあなたに来、もろもろの国の宝

が、あなたに来るからである。 6多くのらくだ、

ミデアンおよびエパの若きらくだはあなたをおお

い、シバの人々はみな黄金、乳香を携えてきて、

主の誉を宣べ伝える。 7ケダルの羊の群れはみな

あなたに集まって来、ネバヨテの雄羊はあなたに

仕え、わが祭壇の上にのぼって受けいれられる。

こうして、わたしはわが栄光の家を輝かす。 8雲

のように飛び、はとがその小屋に飛び帰るように

して来る者はだれか。 9海沿いの国々はわたしを

待ち望み、タルシシの船はいや先にあなたの子ら

を遠くから載せて来、また彼らの金銀を共に載せ

て来て、あなたの神、主の名にささげ、イスラエ

ルの聖者にささげる。主があなたを輝かされたか

らである。 10異邦人はあなたの城壁を築き、彼ら

の王たちはあなたに仕える。わたしは怒りをもっ

てあなたを打ったけれども、また恵みをもってあ

なたをあわれんだからである。 11あなたの門は常

に開いて、昼も夜も閉ざすことはない。これは人

々が国々の宝をあなたに携えて来、その王たちを

率いて来るためである。 12あなたに仕えない国と

民とは滅び、その国々は全く荒れすたれる。 13レ

バノンの栄えはあなたに来、いとすぎ、すずかけ

、まつは皆共に来て、わが聖所をかざる。またわ

たしはわが足をおく所を尊くする。 14あなたを苦

しめた者の子らは、かがんで、あなたのもとに来

、あなたをさげすんだ者は、ことごとくあなたの

足もとに伏し、あなたを主の都、イスラエルの聖

者のシオンととなえる。 15あなたは捨てられ、憎

まれて、その中を過ぎる者もなかったが、わたし

はあなたを、とこしえの誇、世々の喜びとする。

16あなたはまた、もろもろの国の乳を吸い、王た

ちの乳ぶさを吸い、そして主なるわたしが、あな

たの救主、また、あなたのあがない主、ヤコブの

全能者であることを知るにいたる。 17わたしは青

銅の代りに黄金を携え、くろがねの代りにしろが

ねを携え、木の代りに青銅を、石の代りに鉄を携

えてきて、あなたのまつりごとを平和にし、あな

たのつかさびとを正しくする。 18暴虐は、もはや

あなたの地に聞かれず、荒廃と滅亡は、もはやあ

なたの境のうちに聞かれず、あなたはその城壁を

「救」ととなえ、その門を「誉」ととなえる。 19

昼は、もはや太陽があなたの光とならず、夜も月

が輝いてあなたを照さず、主はとこしえにあなた

の光となり、あなたの神はあなたの栄えとなられ

る。 20あなたの太陽は再び没せず、あなたの月は

かけることがない。主がとこしえにあなたの光と

なり、あなたの悲しみの日が終るからである。 21

あなたの民はことごとく正しい者となって、とこ

しえに地を所有する。彼らはわたしの植えた若枝

、わが手のわざ、わが栄光をあらわすものとなる

。 22その最も小さい者は氏族となり、その最も弱

い者は強い国となる。わたしは主である。その時

がくるならば、すみやかにこの事をなす。

61主なる神の霊がわたしに臨んだ。これは主が
わたしに油を注いで、貧しい者に福音を宣べ

伝えることをゆだね、わたしをつかわして心のい

ためる者をいやし、捕われ人に放免を告げ、縛ら

れている者に解放を告げ、 2主の恵みの年とわれ

われの神の報復の日とを告げさせ、また、すべて

の悲しむ者を慰め、 3シオンの中の悲しむ者に喜

びを与え、灰にかえて冠を与え、悲しみにかえて

喜びの油を与え、憂いの心にかえて、さんびの衣

を与えさせるためである。こうして、彼らは義の

かしの木ととなえられ、主がその栄光をあらわす

ために植えられた者ととなえられる。 4彼らはい

にしえの荒れた所を建てなおし、さきに荒れすた

れた所を興し、荒れた町々を新たにし、世々すた

れた所を再び建てる。 5外国人は立ってあなたが

たの群れを飼い、異邦人はあなたがたの畑を耕す

者となり、ぶどうを作る者となる。 6しかし、あ

なたがたは主の祭司ととなえられ、われわれの神

の役者と呼ばれ、もろもろの国の富を食べ、彼ら

の宝を得て喜ぶ。 7あなたがたは、さきに受けた

恥にかえて、二倍の賜物を受け、はずかしめにか

えて、その嗣業を得て楽しむ。それゆえ、あなた

がたはその地にあって、二倍の賜物を獲、とこし

えの喜びを得る。 8主なるわたしは公平を愛し、

強奪と邪悪を憎み、真実をもって彼らに報いを与

え、彼らと、とこしえの契約を結ぶからである。 9

彼らの子孫は、もろもろの国の中で知られ、彼ら

の子らは、もろもろの民の中に知られる。すべて

これを見る者はこれが主の祝福された民であるこ

とを認める。 10わたしは主を大いに喜び、わが魂

はわが神を楽しむ。主がわたしに救の衣を着せ、

義の上衣をまとわせて、花婿が冠をいただき、花

嫁が宝玉をもって飾るようにされたからである。

11地が芽をいだし、園がまいたものを生やすよう

に、主なる神は義と誉とを、もろもろの国の前に

、生やされる。

62シオンの義が朝日の輝きのようにあらわれい
で、エルサレムの救が燃えるたいまつの様に

なるまで、わたしはシオンのために黙せず、エル

サレムのために休まない。 2もろもろの国はあな

たの義を見、もろもろの王は皆あなたの栄えを見

る。そして、あなたは主の口が定められる新しい

名をもってとなえられる。 3また、あなたは主の

手にある麗しい冠となり、あなたの神の手にある

王の冠となる。 4あなたはもはや「捨てられた者

」と言われず、あなたの地はもはや「荒れた者」

と言われず、あなたは「わが喜びは彼女にある」

ととなえられ、あなたの地は「配偶ある者」とと

なえられる。主はあなたを喜ばれ、あなたの地は

配偶を得るからである。 5若い者が処女をめとる

ようにあなたの子らはあなたをめとり、花婿が花

嫁を喜ぶようにあなたの神はあなたを喜ばれる。 6

エルサレムよ、わたしはあなたの城壁の上に見張
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人をおいて、昼も夜もたえず、もだすことのない

ようにしよう。主に思い出されることを求める者

よ、みずから休んではならない。 7主がエルサレ

ムを堅く立てて、全地に誉を得させられるまで、

お休みにならぬようにせよ。 8主はその右の手を

さし、大能のかいなをさして誓われた、「わたし

は再びあなたの穀物をあなたの敵に与えて食べさ

せない。また、あなたが労して得たぶどう酒を異

邦人に与えて飲ませない。 9しかし、穀物を刈り

入れた者はこれを食べて主をほめたたえ、ぶどう

を集めた者はわが聖所の庭でこれを飲む」。 10門

を通って行け、通って行け。民の道を備えよ。土

を盛り、土を盛って大路を設けよ。石を取りのけ

。もろもろの民の上に旗をあげよ。 11見よ、主は

地の果にまで告げて言われた、「シオンの娘に言

え、『見よ、あなたの救は来る。見よ、その報い

は主と共にあり、その働きの報いは、その前にあ

る』と。 12彼らは『聖なる民、主にあがなわれた

者』ととなえられ、あなたは『人に尋ね求められ

る者、捨てられない町』ととなえられる」。

63「このエドムから来る者、深紅の衣を着て、
ボズラから来る者はだれか。その装いは、は

なやかに、大いなる力をもって進み来る者はだれ

か」。「義をもって語り、救を施す力あるわたし

がそれだ」。 2「何ゆえあなたの装いは赤く、あ

なたの衣は酒ぶねを踏む者のように赤いのか」。 3

「わたしはひとりで酒ぶねを踏んだ。もろもろの

民のなかに、わたしと事を共にする者はなかった

。わたしは怒りによって彼らを踏み、憤りによっ

て彼らを踏みにじったので、彼らの血がわが衣に

ふりかかり、わが装いをことごとく汚した。 4報

復の日がわが心のうちにあり、わがあがないの年

が来たからである。 5わたしは見たけれども、助

ける者はなく、怪しんだけれども、ささえる者は

なかった。それゆえ、わがかいながわたしを勝た

せ、わが憤りがわたしをささえた。 6わたしは怒

りによって、もろもろの民を踏みにじり、憤りに

よって彼らを酔わせ、彼らの血を、地に流れさせ

た」。 7わたしは主がわれわれになされたすべて

のことによって、主のいつくしみと、主の誉とを

語り告げ、また、そのあわれみにより、その多く

のいつくしみによって、イスラエルの家に施され

たその大いなる恵みを語り告げよう。 8主は言わ

れた、「まことに彼らはわが民、偽りのない子ら

である」と。そして主は彼らの救主となられた。 9

彼らのすべての悩みのとき、主も悩まれて、その

み前の使をもって彼らを救い、その愛とあわれみ

とによって彼らをあがない、いにしえの日、つね

に彼らをもたげ、彼らを携えられた。 10ところが

彼らはそむいてその聖なる霊を憂えさせたので、

主はひるがえって彼らの敵となり、みずから彼ら

と戦われた。 11その時、民はいにしえのモーセの

日を思い出して言った、「その群れの牧者を、海

から携えあげた者はどこにいるか。彼らの中に聖

なる霊をおいた者はどこにいるか。 12栄光のかい

なをモーセの右に行かせ、彼らの前に水を二つに

分けて、みずから、とこしえの名をつくり、 13彼

らを導いて、馬が野を走るように、つまずくこと

なく淵を通らせた者はどこにいるか。 14谷にくだ

る家畜のように、主の霊は彼らをいこわせられた

。このように、あなたはおのれの民を導いてみず

から栄光の名をつくられた」。 15どうか、天から

見おろし、その聖なる栄光あるすみかからごらん

ください。あなたの熱心と、大能とはどこにあり

ますか。あなたのせつなる同情とあわれみとはお

さえられて、わたしにあらわれません。 16たとい

アブラハムがわれわれを知らず、イスラエルがわ

れわれを認めなくても、あなたはわれわれの父で

す。主よ、あなたはわれわれの父、いにしえから

あなたの名はわれわれのあながい主です。 17主よ

、なぜ、われわれをあなたの道から離れ迷わせ、

われわれの心をかたくなにして、あなたを恐れな

いようにされるのですか。どうぞ、あなたのしも

べらのために、あなたの嗣業である部族らのため

に、お帰りください。 18あなたの聖なる民が、あ

なたの聖所を獲て間もないのに、われわれのあだ

は、それを踏みにじりました。 19われわれはあな

たによって、いにしえから治められない者のよう

になり、あなたの名をもって、となえられない者

のようになりました。

64どうか、あなたが天を裂いて下り、あなたの
前に山々が震い動くように。 2火が柴木を燃

やし、火が水を沸かすときのごとく下られるよう

に。そして、み名をあなたのあだにあらわし、も

ろもろの国をあなたの前に震えおののかせられる

ように。 3あなたは、われわれが期待しなかった

恐るべき事をなされた時に下られたので、山々は

震い動いた。 4いにしえからこのかた、あなたの

ほか神を待ち望む者に、このような事を行われた

神を聞いたことはなく、耳に入れたこともなく、

目に見たこともない。 5あなたは喜んで義を行い

、あなたの道にあって、あなたを記念する者を迎

えられる。見よ、あなたは怒られた、われわれは

罪を犯した。われわれは久しく罪のうちにあった

。われわれは救われるであろうか。 6われわれは

みな汚れた人のようになり、われわれの正しい行

いは、ことごとく汚れた衣のようである。われわ

れはみな木の葉のように枯れ、われわれの不義は

風のようにわれわれを吹き去る。 7あなたの名を

呼ぶ者はなく、みずから励んで、あなたによりす

がる者はない。あなたはみ顔を隠して、われわれ

を顧みられず、われわれをおのれの不義の手に渡

された。 8されど主よ、あなたはわれわれの父で

す。われわれは粘土であって、あなたは陶器師で

す。われわれはみな、み手のわざです。 9主よ、

ひどくお怒りにならぬように、いつまでも不義を

みこころにとめられぬように。どうぞ、われわれ

を顧みてください。われわれはみな、あなたの民

です。 10あなたの聖なる町々は荒野となり、シオ

ンは荒野となり、エルサレムは荒れすたれた。 11

われわれの先祖があなたをほめたたえた聖なる麗

しいわれわれの宮は火で焼かれ、われわれが慕っ
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た所はことごとく荒れはてた。 12主よ、これらの

事があってもなお、あなたはみずからをおさえ、

黙して、われわれをいたく苦しめられるのですか

。

65わたしはわたしを求めなかった者に問われる
ことを喜び、わたしを尋ねなかった者に見い

だされることを喜んだ。わたしはわが名を呼ばな

かった国民に言った、「わたしはここにいる、わ

たしはここにいる」と。 2よからぬ道に歩み、自

分の思いに従うそむける民に、わたしはひねもす

手を伸べて招いた。 3この民はまのあたり常にわ

たしを怒らせ、園の中で犠牲をささげ、かわらの

上で香をたき、 4墓場にすわり、ひそかな所にや

どり、豚の肉を食らい、憎むべき物の、あつもの

をその器に盛って、 5言う、「あなたはそこに立

って、わたしに近づいてはならない。わたしはあ

なたと区別されたものだから」と。これらはわが

鼻の煙、ひねもす燃える火である。 6見よ、この

事はわが前にしるされた、「わたしは黙っていな

いで報い返す。そうだ、わたしは彼らのふところ

に、 7彼らの不義と、彼らの先祖たちの不義とを

共に報い返す。彼らが山の上で香をたき、丘の上

でわたしをそしったゆえ、わたしは彼らのさきの

わざを量って、そのふところに返す」と主は言わ

れる。 8主はこう言われる、「人がぶどうのふさ

の中に、ぶどうのしるのあるのを見るならば、『

それを破るな、その中に祝福があるから』と言う

。そのようにわたしは、わがしもべらのために行

って、ことごとくは滅ぼさない。 9わたしはヤコ

ブから子孫をいだし、ユダからわが山々を受けつ

ぐべき者をいだす。わたしが選んだ者はこれを受

けつぎ、わがしもべらはそこに住む。 10シャロン

は羊の群れの牧場となり、アコルの谷は牛の群れ

の伏す所となって、わたしを尋ね求めたわが民の

ものとなる。 11しかし主を捨て、わが聖なる山を

忘れ、机を禍福の神に供え、混ぜ合わせた酒を盛

って運命の神にささげるあなたがたよ、 12わたし

は、あなたがたをつるぎに渡すことに定めた。あ

なたがたは皆かがんでほふられる。あなたがたは

わたしが呼んだときに答えず、わたしが語ったと

きに聞かず、わたしの目に悪い事をおこない、わ

たしの好まなかった事を選んだからだ」。 13それ

ゆえ、主なる神はこう言われる、「見よ、わがし

もべたちは食べる、しかし、あなたがたは飢える

。見よ、わがしもべたちは飲む、しかし、あなた

がたはかわく。見よ、わがしもべたちは喜ぶ、し

かし、あなたがたは恥じる。 14見よ、わがしもべ

たちは心の楽しみによって歌う、しかし、あなた

がたは心の苦しみによって叫び、たましいの悩み

によって泣き叫ぶ。 15あなたがたの残す名はわが

選んだ者には、のろいの文句となり、主なる神は

あなたがたを殺される。しかし、おのれのしもべ

たちを、ほかの名をもって呼ばれる。 16それゆえ

、地にあっておのれのために祝福を求める者は、

真実の神によっておのれの祝福を求め、地にあっ

て誓う者は、真実の神をさして誓う。さきの悩み

は忘れられて、わが目から隠れうせるからである

。 17見よ、わたしは新しい天と、新しい地とを創

造する。さきの事はおぼえられることなく、心に

思い起すことはない。 18しかし、あなたがたはわ

たしの創造するものにより、とこしえに楽しみ、

喜びを得よ。見よ、わたしはエルサレムを造って

喜びとし、その民を楽しみとする。 19わたしはエ

ルサレムを喜び、わが民を楽しむ。泣く声と叫ぶ

声は再びその中に聞えることはない。 20わずか数

日で死ぬみどりごと、おのが命の日を満たさない

老人とは、もはやその中にいない。百歳で死ぬ者

も、なお若い者とせられ、百歳で死ぬ者は、のろ

われた罪びととされる。 21彼らは家を建てて、そ

れに住み、ぶどう畑を作って、その実を食べる。

22彼らが建てる所に、ほかの人は住まず、彼らが

植えるものは、ほかの人が食べない。わが民の命

は、木の命のようになり、わが選んだ者は、その

手のわざをながく楽しむからである。 23彼らの勤

労はむだでなく、その生むところの子らは災にか

からない。彼らは主に祝福された者のすえであっ

て、その子らも彼らと共におるからである。 24彼

らが呼ばないさきに、わたしは答え、彼らがなお

語っているときに、わたしは聞く。 25おおかみと

小羊とは共に食らい、ししは牛のようにわらを食

らい、へびはちりを食物とする。彼らはわが聖な

る山のどこでもそこなうことなく、やぶることは

ない」と主は言われる。

66主はこう言われる、「天はわが位、地はわが
足台である。あなたがたはわたしのためにど

んな家を建てようとするのか。またどんな所がわ

が休み所となるのか」。 2主は言われる、「わが

手はすべてこれらの物を造った。これらの物はこ

とごとくわたしのものである。しかし、わたしが

顧みる人はこれである。すなわち、へりくだって

心悔い、わが言葉に恐れおののく者である。 3牛

をほふる者は、また人を殺す者、小羊を犠牲とす

る者は、また犬をくびり殺す者、供え物をささげ

る者は、また豚の血をささげる者、乳香を記念と

してささげる者は、また偶像をほめる者である。

これはおのが道を選び、その心は憎むべきものを

楽しむ。 4わたしもまた彼らのために悩みを選び

、彼らの恐れるところのものを彼らに臨ませる。

これは、わたしが呼んだときに答える者なく、わ

たしが語ったときに聞くことをせず、わたしの目

に悪い事を行い、わたしの好まなかった事を選ん

だからである」。 5あなたがた、主の言葉に恐れ

おののく者よ、主の言葉を聞け、「あなたがたの

兄弟たちはあなたがたを憎み、あなたがたをわが

名のために追い出して言った、『願わくは主がそ

の栄光をあらわしてわれわれにあなたがたの喜び

を見させよ』と。しかし彼らは恥を受ける。 6聞

けよ、町から起る騒ぎを。宮から聞える声を。主

がその敵に報復される声を。 7シオンは産みの苦

しみをなす前に産み、その苦しみの来ない前に男

子を産んだ。 8だれがこのような事を聞いたか、

だれがこのような事どもを見たか。一つの国は一



イザヤ書 448

日の苦しみで生れるだろうか。一つの国民はひと

時に生れるだろうか。しかし、シオンは産みの苦

しみをするやいなやその子らを産んだ。 9わたし

が出産に臨ませて産ませないことがあろうか」と

主は言われる。「わたしは産ませる者なのに胎を

とざすであろうか」とあなたの神は言われる。 10

「すべてエルサレムを愛する者よ、彼女と共に喜

べ、彼女のゆえに楽しめ。すべて彼女のために悲

しむ者よ、彼女と共に喜び楽しめ。 11あなたがた

は慰めを与えるエルサレムの乳ぶさから乳を吸っ

て飽くことができ、またその豊かな栄えから飲ん

で楽しむことができるからだ」。 12主はこう言わ

れる、「見よ、わたしは川のように彼女に繁栄を

与え、みなぎる流れのように、もろもろの国の富

を与える。あなたがたは乳を飲み、腰に負われ、

ひざの上であやされる。 13母のその子を慰めるよ

うに、わたしもあなたがたを慰める。あなたがた

はエルサレムで慰めを得る。 14あなたがたは見て

、心喜び、あなたがたの骨は若草のように栄える

。主の手はそのしもべらと共にあり、その憤りは

その敵にむかっていることを知る。 15見よ、主は

火の中にあらわれて来られる。その車はつむじ風

のようだ。激しい怒りをもってその憤りをもらし

、火の炎をもって責められる。 16主は火をもって

、またつるぎをもって、すべての人にさばきを行

われる。主に殺される者は多い」。 17「みずから

を聖別し、みずからを清めて園に行き、その中に

あるものに従い、豚の肉、憎むべき物およびねず

みを食う者はみな共に絶えうせる」と主は言われ

る。 18「わたしは彼らのわざと、彼らの思いとを

知っている。わたしは来て、すべての国民と、も

ろもろのやからとを集める。彼らは来て、わが栄

光を見る。 19わたしは彼らの中に一つのしるしを

立てて、のがれた者をもろもろの国、すなわちタ

ルシシ、よく弓をひくプトおよびルデ、トバル、

ヤワン、またわが名声を聞かず、わが栄光を見な

い遠くの海沿いの国々につかわす。彼らはわが栄

光をもろもろの国民の中に伝える。 20彼らはイス

ラエルの子らが清い器に供え物を盛って主の宮に

携えて来るように、あなたがたの兄弟をことごと

くもろもろの国の中から馬、車、かご、騾馬、ら

くだに乗せて、わが聖なる山エルサレムにこさせ

、主の供え物とする」と主は言われる。 21「わた

しはまた彼らの中から人を選んで祭司とし、レビ

びととする」と主は言われる。 22「わたしが造ろ

うとする新しい天と、新しい地がわたしの前にな

がくとどまるように、あなたの子孫と、あなたの

名はながくとどまる」と主は言われる。 23「新月

ごとに、安息日ごとに、すべての人はわが前に来

て礼拝する」と主は言われる。 24「彼らは出て、

わたしにそむいた人々のしかばねを見る。そのう

じは死なず、その火は消えることがない。彼らは

すべての人に忌みきらわれる」。
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エレミヤ書

1ベニヤミンの地アナトテの祭司のひとりである
、ヒルキヤの子エレミヤの言葉。 2アモンの子

、ユダの王ヨシヤの時、すなわちその治世の十三

年に、主の言葉がエレミヤに臨んだ。 3その言葉

はまたヨシヤの子、ユダの王エホヤキムの時にも

臨んで、ヨシヤの子、ユダの王ゼデキヤの十一年

の終り、すなわちその年の五月にエルサレムの民

が捕え移された時にまで及んだ。 4主の言葉がわ

たしに臨んで言う、 5「わたしはあなたをまだ母

の胎につくらないさきに、あなたを知り、あなた

がまだ生れないさきに、あなたを聖別し、あなた

を立てて万国の預言者とした」。 6その時わたし

は言った、「ああ、主なる神よ、わたしはただ若

者にすぎず、どのように語ってよいか知りません

」。 7しかし主はわたしに言われた、「あなたは

ただ若者にすぎないと言ってはならない。だれに

でも、すべてわたしがつかわす人へ行き、あなた

に命じることをみな語らなければならない。 8彼

らを恐れてはならない、わたしがあなたと共にい

て、あなたを救うからである」と主は仰せられる

。 9そして主はみ手を伸べて、わたしの口につけ

、主はわたしに言われた、「見よ、わたしの言葉

をあなたの口に入れた。 10見よ、わたしはきょう

、あなたを万民の上と、万国の上に立て、あなた

に、あるいは抜き、あるいはこわし、あるいは滅

ぼし、あるいは倒し、あるいは建て、あるいは植

えさせる」。 11主の言葉がまたわたしに臨んで言

う、「エレミヤよ、あなたは何を見るか」。わた

しは答えた、「あめんどうの枝を見ます」。 12主

はわたしに言われた、「あなたの見たとおりだ。

わたしは自分の言葉を行おうとして見張っている

のだ」。 13主の言葉がふたたびわたしに臨んで言

う、「あなたは何を見るか」。わたしは答えた、

「煮え立っているなべを見ます。北からこちらに

向かっています」。 14主はわたしに言われた、「

災が北から起って、この地に住むすべての者の上

に臨む」。 15主は言われる、「見よ、わたしは北

の国々のすべての民を呼ぶ。彼らは来て、エルサ

レムの門の入口と、周囲のすべての城壁、および

ユダのすべての町々に向かって、おのおのその座

を設ける。 16わたしは、彼らがわたしを捨てて、

すべての悪事を行ったゆえに、わたしのさばきを

彼らに告げる。彼らは他の神々に香をたき、自分

の手で作った物を拝したのである。 17しかしあな

たは腰に帯して立ち、わたしが命じるすべての事

を彼らに告げよ。彼らを恐れてはならない。さも

ないと、わたしは彼らの前であなたをあわてさせ

る。 18見よ、わたしはきょう、この全国と、ユダ

の王と、そのつかさと、その祭司と、その地の民

の前に、あなたを堅き城、鉄の柱、青銅の城壁と

する。 19彼らはあなたと戦うが、あなたに勝つこ

とはできない。わたしがあなたと共にいて、あな

たを救うからである」と主は言われる。

2主の言葉がわたしに臨んで言う、 2「行って、

エルサレムに住む者の耳に告げよ、主はこう言

われる、わたしはあなたの若い時の純情、花嫁の

時の愛、荒野なる、種まかぬ地でわたしに従った

ことを覚えている。 3イスラエルは主のために聖

別されたもの、その刈入れの初穂である。すべて

これを食べる者は罪せられ、災にあう」と主は言

われる。 4ヤコブの家とイスラエルの家のすべて

のやからよ、主の言葉を聞け。 5主はこう言われ

る、「あなたがたの先祖は、わたしになんの悪い

事があるのを見て、わたしから遠ざかり、むなし

いものに従って、むなしくなったのか。 6彼らは

言わなかった、『われわれをエジプトの地より導

き出し、荒野なる、穴の多い荒れた地、かわいた

濃い暗黒の地、人の通らない、人の住まない地を

通らせた主はどこにおられるか』と。 7わたしは

あなたがたを導いて豊かな地に入れ、その実と良

い物を食べさせた。しかしあなたがたはここには

いって、わたしの地を汚し、わたしの嗣業を憎む

べきものとした。 8祭司たちは、『主はどこにお

られるか』と言わなかった。律法を扱う者たちは

わたしを知らず、つかさたちはわたしにそむき、

預言者たちはバアルによって預言し、益なき者に

従って行った。 9それゆえ、わたしはなお、あな

たがたと争う、またあなたがたの子孫と争う」と

主は言われる。 10「あなたがたはクプロの島々に

渡ってみよ、また人をケダルにつかわして、この

ようなことがかつてあったかをつまびらかに、し

らべてみよ。 11その神を神ではない者に取り替え

た国があろうか。ところが、わたしの民はその栄

光を益なきものと取り替えた。 12天よ、この事を

知って驚け、おののけ、いたく恐れよ」と主は言

われる。 13「それは、わたしの民が二つの悪しき

事を行ったからである。すなわち生ける水の源で

あるわたしを捨てて、自分で水ためを掘った。そ

れは、こわれた水ためで、水を入れておくことの

できないものだ。 14イスラエルは奴隷であるか、

家に生れたしもべであるか。それならなぜ捕われ

の身となったのか。 15ししは彼に向かってほえ、

その声を高くあげて、彼の地を荒した。その町々

は滅びて住む人もない。 16メンピスとタパネスの

人々もまた、あなたのかしらの冠を砕いた。 17あ

なたの神、主があなたを道に導かれた時、あなた

は主を捨てたので、この事があなたに及んだので

はないか。 18あなたがナイルの水を飲もうとして

、エジプトへ行くのは何のためか。またユフラテ

の水を飲もうとして、アッスリヤへ行くのは何の

ためか。 19あなたの悪事はあなたを懲しめ、あな

たの背信はあなたを責める。あなたが、あなたの

神、主を捨てることの悪しくかつ苦いことである

のを見て知るがよい。わたしを恐れることがあな

たのうちにないのだ」と万軍の神、主は言われる

。 20「あなたは久しい以前に自分のくびきを折り

、自分のなわめを断ち切って、『わたしは仕える

ことをしない』と言った。そして、すべての高い

丘の上と、すべての青木の下で、遊女のように身

をかがめた。 21わたしはあなたを、まったく良い
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種のすぐれたぶどうの木として植えたのに、どう

してあなたは変って、悪い野ぶどうの木となった

のか。 22たといソーダをもって自ら洗い、また多

くの灰汁を用いても、あなたの悪の汚れは、なお

わたしの前にある」と主なる神は言われる。 23「

どうしてあなたは、『わたしは汚れていない、バ

アルに従わなかった』と言うことができようか。

谷の中でのあなたの行いを見るがよい。あなたの

したことを知るがよい。あなたは御しがたい若い

らくだであって、その道を行きつもどりつする。

24あなたは荒野に慣れた野の雌ろばである、その

欲情のために風にあえぐ。その欲情をだれがとど

めることができようか。すべてこれを尋ねる者は

苦労するにおよばない、その月であればこれに会

うことができる。 25あなたの足が、はだしになら

ないように、のどが、かわかないようにせよ。と

ころが、あなたは言った、『それはだめだ、わた

しは異なる国の者を愛して、それに従って行こう

』と。 26盗びとが捕えられて、はずかしめを受け

るように、イスラエルの家は、はずかしめを受け

る。彼らはその王も、そのつかさも、その祭司も

、その預言者もみなそのとおりである。 27彼らは

木に向かって、『あなたはわたしの父です』と言

い、また石に向かって、『あなたはわたしを生ん

でくださった』と言う。彼らは背をわたしに向け

て、その顔をわたしに向けない。しかし彼らが災

にあう時は、『立って、われわれを救いたまえ』

と言う。 28あなたが自分のために造った神々はど

こにいるのか。あなたが災にあう時、もし彼らが

あなたを救えるなら、立ってもらうがよい。ユダ

よ、あなたの神々は、あなたの町の数ほど多いか

らである。 29あなたがたは、なぜわたしと争うの

か。あなたがたは皆わたしにそむいている」と主

は言われる。 30「わたしがあなたがたの子どもた

ちを打ったのはむだであった。彼らは戒めを受け

ず、あなたがたのつるぎは、たけりたつししのよ

うに、預言者たちを滅ぼした。 31あなたがたこの

世代の人よ、主の言葉を聞け。わたしはイスラエ

ルにとって、荒野であったであろうか。暗黒の地

であったであろうか。それならなぜ、わたしの民

は『われわれは自由だ、もはやあなたのところへ

は行かない』と言うのか。 32おとめはその飾り物

を忘れることができようか。花嫁はその帯を忘れ

ることができようか。ところが、わたしの民の、

わたしを忘れた日は数えがたい。 33あなたは恋人

を尋ねて、いかにも巧みにその方に足を向ける。

それゆえ悪い女さえ、あなたの道を学んだ。 34ま

た、あなたの着物のすそには罪のない貧しい人の

命の血がついている。あなたは彼らが押し入るの

を見たのではない。しかも、すべてこれらの事に

もかかわらず、 35あなたは言う、『わたしは罪が

ない。彼の怒りは、決してわたしに臨むことがな

い』と。あなたが『わたしは罪を犯さなかった』

と言うことによって、わたしはあなたをさばく。

36あなたはなぜ軽々しくさまよって、その道を変

えようとするのか。あなたはアッスリヤに、はず

かしめを受けたように、エジプトにもまた、はず

かしめを受ける。 37あなたはまた両手を頭に置い

て、そこから出て来る。主があなたの頼みとする

者どもを捨てられたので、あなたは彼らによって

栄えることがないからだ。

3もし人がその妻を離婚し、女が彼のもとを去っ
て、他人の妻となるなら、その人はふたたび彼

女に帰るであろうか。その地は大いに汚れないで

あろうか。あなたは多くの恋人と姦淫を行った。

しかもわたしに帰ろうというのか」と主は言われ

る。 2「目をあげてもろもろの裸の山を見よ、姦

淫を行わなかった所がどこにあるか。荒野にいる

アラビヤびとがするように、あなたは道のかたわ

らに座して恋人を待った。あなたは姦淫の悪事を

もって、この地を汚した。 3それゆえ雨はとどめ

られ、春の雨は降らなかった。しかもあなたには

遊女の額があり、少しも恥じようとはしない。 4

今あなたは、わたしを呼んで言ったではないか、

『わが父よ、あなたはわたしの若い時の友です。 5

永久に怒られるのですか、終りまで憤られるので

すか』と。見よ、あなたはこう言ったけれども、

なしうるかぎりのもろもろの悪を行った」。 6ヨ

シヤ王の時、主はまたわたしに言われた、「あな

たは、かの背信のイスラエルがしたことを見たか

。彼女はすべての高い丘にのぼり、すべての青木

の下に行って、そこで姦淫を行った。 7わたしは

、彼女がこのすべてを行った後、わたしの所に帰

るであろうと思ったが、帰ってこなかった。その

不信の姉妹ユダはこれを見た。 8わたしが背信の

イスラエルを、そのすべての姦淫のゆえに、離縁

状を与えて出したのをユダは見た。しかもその不

信の姉妹ユダは恐れず、自分も行って姦淫を行っ

た。 9彼女にとって姦淫は軽いことであったので

、石と木とに姦淫を行って、この地を汚した。 10

このすべての事があっても、なおその不信の姉妹

ユダは真心をもってわたしに帰らない、ただ偽っ

ているだけだ」と主は言われる。 11主はまたわた

しに言われた、「背信のイスラエルは不信のユダ

よりも自分の罪の少ないことを示した。 12あなた

は行って北にむかい、この言葉をのべて言うがよ

い、『主は言われる、背信のイスラエルよ、帰れ

。わたしは怒りの顔をあなたがたに向けない、わ

たしはいつくしみ深い者である。いつまでも怒る

ことはしないと、主は言われる。 13ただあなたは

自分の罪を認め、あなたの神、主にそむいてすべ

ての青木の下で異なる神々にあなたの愛を惜しま

ず与えたこと、わたしの声に聞き従わなかったこ

とを言いあらわせと、主は言われる。 14主は言わ

れる、背信の子らよ、帰れ。わたしはあなたがた

の夫だからである。町からひとり、氏族からふた

りを取って、あなたがたをシオンへ連れて行こう

。 15わたしは自分の心にかなう牧者たちをあなた

がたに与える。彼らは知識と悟りとをもってあな

たがたを養う。 16主は言われる、あなたがたが地

に増して多くなるとき、その日には、人々はかさ

ねて「主の契約の箱」と言わず、これを思い出さ

ず、これを覚えず、これを尋ねず、これを作らな
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い。 17そのときエルサレムは主のみ位ととなえら

れ、万国の民はここに集まる。すなわち主の名の

もとにエルサレムに集まり、かさねて、かたくな

に自分の悪い心に従うことはしない。 18その日に

は、ユダの家はイスラエルの家と一緒になり、北

の地から出て、わたしがあなたがたの先祖たちに

嗣業として与えた地に共に来る。 19どのようにし

て、あなたをわたしの子どもたちのうちに置き、

万国のうちで最も美しい嗣業である良い地をあな

たに与えようかと、わたしは思っていた。わたし

はまた、あなたがわたしを「わが父」と呼び、わ

たしに従って離れることはないと思っていた。 20

イスラエルの家よ、背信の妻が夫のもとを去るよ

うに、たしかに、あなたがたはわたしにそむいた

』と主は言われる」。 21裸の山の上に声が聞える

、イスラエルの民が悲しみ祈るのである。彼らが

曲った道に歩み、その神、主を忘れたからだ。 22

「背信の子どもたちよ、帰れ。わたしはあなたが

たの背信をいやす」。「見よ、われわれはあなた

のもとに帰ります。あなたはわれわれの神、主で

あらせられます。 23まことに、もろもろの丘は迷

いであり、山の上の騒ぎも同じです。まことに、

イスラエルの救はわれわれの神、主にあるのです

。 24しかし、われわれの幼少の時から、恥ずべき

ことが、われわれの先祖のほねおって得たもの、

すなわちその羊、その牛、およびそのむすこ、娘

たちをことごとくのみ尽しました。 25われわれは

恥の中に伏し、はずかしめにおおわれています。

それはわれわれと先祖とが、われわれの幼少の時

から今日まで、われわれの神、主に罪を犯し、わ

れわれの神、主の声に従わなかったからです」。

4主は言われる、「イスラエルよ、もし、あなた
が帰るならば、わたしのもとに帰らなければな

らない。もし、あなたが憎むべき者をわたしの前

から取り除いて、ためらうことなく、 2また真実

と正義と正直とをもって、『主は生きておられる

』と誓うならば、万国の民は彼によって祝福を受

け、彼によって誇る」。 3主はユダの人々とエル

サレムに住む人々にこう言われる、「あなたがた

の新田を耕せ、いばらの中に種をまくな。 4ユダ

の人々とエルサレムに住む人々よ、あなたがたは

自ら割礼を行って、主に属するものとなり、自分

の心の前の皮を取り去れ。さもないと、あなたが

たの悪しき行いのためにわたしの怒りが火のよう

に発して燃え、これを消す者はない」。 5ユダに

告げ、エルサレムに示して言え、「国中にラッパ

を吹き、大声に呼ばわって言え、『集まれ、われ

われは堅固な町々へ行こう』と。 6シオンの方を

示す旗を立てよ。避難せよ、とどまってはならな

い、わたしが北から災と大いなる破滅をこさせる

からだ。 7ししはその森から出てのぼり、国々を

滅ぼす者は進んできた。彼はあなたの国を荒そう

として、すでにその所から出てきた。あなたの町

々は滅ぼされて、住む者もなくなる。 8このため

に、あなたがたは荒布を身にまとって、悲しみ嘆

け。主の激しい怒りが、まだわれわれを離れない

からだ」。 9主は言われる、「その日、王と君た

ちとはその心を失い、祭司は驚き、預言者は怪し

む」。 10そこでわたしは言った、「ああ主なる神

よ、まことにあなたはこの民とエルサレムとをま

ったく欺かれました。『あなたがたは安らかにな

る』と言われましたが、つるぎが命にまでも及び

ました」。 11その時この民とエルサレムとはこう

告げられる、「熱い風が荒野の裸の山からわたし

の民の娘のほうに吹いてくる。これはあおぎ分け

るためではなく、清めるためでもない。 12これよ

りもなお激しい風がわたしのために吹く。いまわ

たしは彼らにさばきを告げる」。 13見よ、彼は雲

のように上ってくる。その戦車はつむじ風のよう

、その馬はわしの飛ぶよりも速い。ああ、われわ

れはわざわいだ、われわれは滅ぼされる。 14エル

サレムよ、あなたの心の悪を洗い清めよ、そうす

るならば救われる。悪しき思いはいつまであなた

のうちにとどまるのか。 15ダンから告げる声があ

る、エフライムの山から災を知らせている。 16国

々の民に彼の来ることを告げ、またエルサレムに

知らせよ。「攻めかこむ者が遠くの国から来て、

ユダの町々にむかってその声をあげる。 17彼らは

畑を守る者のようにこれを攻めかこむ。それはわ

たしにそむいたからだと、主は言われる。 18あな

たの道とその行いとが、あなたの身にこれを招い

たのだ。これはあなたの悪の結果で、まことに苦

く、あなたの心をつらぬく」。 19ああ、わがはら

わたよ、わがはらわたよ、わたしは苦しみにもだ

える。ああ、わが心臓の壁よ、わたしの心臓は、

はげしく鼓動する。わたしは沈黙を守ることがで

きない、ラッパの声と、戦いの叫びを聞くからで

ある。 20破壊に次ぐに破壊があり、全地は荒され

、わたしの天幕はにわかに破られ、わたしの幕は

たちまち破られた。 21いつまでわたしは旗を見、

またラッパの声を聞かなければならないのか。 22

「わたしの民は愚かであって、わたしを知らない

。彼らは愚鈍な子どもらで、悟ることがない。彼

らは悪を行うのにさといけれども、善を行うこと

を知らない」。 23わたしは地を見たが、それは形

がなく、またむなしかった。天をあおいだが、そ

こには光がなかった。 24わたしは山を見たが、み

な震え、もろもろの丘は動いていた。 25わたしは

見たが、人はひとりもおらず、空の鳥はみな飛び

去っていた。 26わたしは見たが、豊かな地は荒れ

地となり、そのすべての町は、主の前に、その激

しい怒りの前に、破壊されていた。 27それは主が

こう言われたからだ、「全地は荒れ地となる。し

かしわたしはことごとくはこれを滅ぼさない。 28

このために地は悲しみ、上なる天は暗くなる。わ

たしがすでにこれを言い、これを定めたからだ。

わたしは悔いない、またそれをする事をやめない

」。 29どの町の人も、騎兵と射手の叫びのために

逃げて森に入り、岩に上る。町はみな捨てられ、

そこに住む人はない。 30ああ、荒された女よ、あ

なたが紅の着物をき、金の飾りで身をよそおい、

目を塗って大きくするのは、なんのためか。あな

たが美しくしても、むだである。あなたの恋人ら



エレミヤ書 452

はあなたを卑しめ、あなたの命を求めている。 31

わたしは子を産む女のような声、ういごを産む女

の苦しむような声を聞いた。シオンの娘のあえぐ

叫びである。両手を伸べて彼女は言う、「わたし

はわざわいだ、わたしを殺す者らの前にわたしは

気が遠くなる」と。

5エルサレムのちまたを行きめぐり、見て、知る
がよい。その広場を尋ねて、公平を行い、真実

を求める者が、ひとりでもあるか捜してみよ。あ

れば、わたしはエルサレムをゆるす。 2彼らは、

「主は生きておられる」と言うけれども、実は、

偽って誓うのだ。 3主よ、あなたの目は、真実を

顧みられるではありませんか。あなたが彼らを打

たれても、痛みを覚えず、彼らを滅ぼされても、

懲しめを受けることを拒み、その顔を岩よりも堅

くして、悔い改めることを拒みました。 4それで

、わたしは言った、「これらはただ貧しい愚かな

人々で、主の道と、神のおきてを知りません。 5

わたしは偉い人たちの所へ行って、彼らに語りま

す。彼らは主の道を知り、神のおきてを知ってい

ます」。ところが、彼らも皆おなじように、くび

きを折り、なわめを断っていた。 6それゆえ林か

ら、ししが出てきて彼らを殺し、荒野から、おお

かみが出てきて彼らを滅ぼす。ひょうは彼らの町

々をねらっている。そこから出る者はみな裂かれ

る。彼らの罪が多く、その背信がはなはだしいか

らである。 7「わたしはどうしてあなたを、ゆる

すことができようか。あなたの子どもらは、わた

しを捨てさり、神でもないものをさして誓った。

わたしが彼らを満ち足らせた時、彼らは姦淫を行

い、遊女の家に群れ集まった。 8彼らは肥え太っ

た丈夫な雄馬のように、おのおの、いなないて隣

の妻を慕う。 9わたしはこれらの事のために彼ら

を罰しないでいられようか。このような国民にあ

だを返さないであろうか」と主は言われる。 10「

あなたがたはユダのぶどうの並み木の間を、のぼ

って行って、滅ぼせ、ただ、ことごとく滅ぼして

はならない。その枝を切り除け、主のものではな

いからである。 11イスラエルの家とユダの家とは

わたしにまったく不信であった」と主は言われる

。 12「彼らは主について偽り語って言った、『主

は何事もなされない、災はわれわれに来ない、ま

たつるぎや、ききんを見ることはない。 13預言者

らは風となり、彼らのうちに言葉はない。彼らは

このようになる』と」。 14それゆえ万軍の神、主

はこう言われる、「彼らがこの言葉を語ったので

、見よ、わたしはあなたの口にあるわたしの言葉

を火とし、この民をたきぎとする。火は彼らを焼

き尽す」。 15主は言われる、「イスラエルの家よ

、見よ、わたしは遠い国の民をあなたがたのとこ

ろに攻めこさせる。その国は長く続く国、古い国

で、あなたがたはその国の言葉を知らず、人々の

語るのを悟ることもできない。 16その箙は開いた

墓のようであり、彼らはみな勇士である。 17彼ら

はあなたが刈り入れた物と、あなたの糧食とを食

い尽し、あなたのむすこ娘を食い尽し、あなたの

羊と牛を食い尽し、あなたのぶどうの木といちじ

くの木を食い尽し、またつるぎをもって、あなた

が頼みとする堅固な町々を滅ぼす」。 18主は言わ

れる、「しかしその時でも、わたしはことごとく

はあなたを滅ぼさない。 19あなたの民が、『どう

してわれわれの神、主はこれらのすべての事をわ

れわれになされたのか』と言うならば、あなたは

彼らに答えなければならない、『あなたがたがわ

たしを捨てて、自分の地で異なる神々に仕えたよ

うに、あなたがたは自分のものでない地で異邦の

人に仕えるようになる』と」。 20これをヤコブの

家にのべ、またユダに示して言え、 21「愚かで、

悟りもなく、目があっても見えず、耳があっても

聞えない民よ、これを聞け。 22主は言われる、あ

なたがたはわたしを恐れないのか、わたしの前に

おののかないのか。わたしは砂を置いて海の境と

し、これを永遠の限界として、越えることができ

ないようにした。波はさかまいても、勝つことは

できない、鳴りわたっても、これを越えることは

できない。 23ところが、この民には強情な、そむ

く心があり、彼らはわき道にそれて、去ってしま

った。 24彼らは『われわれに雨を与え、秋の雨と

春の雨を時にしたがって降らせ、われわれのため

に刈入れの時を定められたわれわれの神、主を恐

れよう』とその心のうちに言わないのだ。 25あな

たがたのとがは、これらの事をしりぞけ、あなた

がたの罪は、良い物があなたがたに来るのをさま

たげた。 26わが民のうちには悪い者があって、鳥

をとる人のように身をかがめてうかがい、わなを

置いて人を捕える。 27かごに鳥が満ちているよう

に、彼らの家は不義の宝で満ちている。それゆえ

、彼らは大いなる者、裕福な者となり、 28肥えて

、つやがあり、その悪しき行いには際限がない。

彼らは公正に、みなしごの訴えをさばいて、それ

を助けようとはせず、また貧しい人の訴えをさば

かない。 29主は言われる、わたしはこのような事

のために、彼らを罰しないであろうか。わたしは

このような民に、あだを返さないであろうか」。

30驚くべきこと、恐るべきことがこの地に起って

いる。 31預言者は偽って預言し、祭司は自分の手

によって治め、わが民はこのようにすることを愛

している。しかしあなたがたはその終りにはどう

するつもりか。

6ベニヤミンの人々よ、エルサレムの中から避難
せよ。テコアでラッパを吹き、ベテハケレムに

合図の火をあげよ。北から災が臨み、大いなる滅

びが来るからである。 2わたしは美しい、たおや

かなシオンの娘を滅ぼす。 3牧者たちは、その群

れをひきいて来て、彼女を攻め、彼女の周囲に天

幕を張る。群れはおのおのその所で草を食う。 4

「戦いを始め、彼女を攻めよ。立て、われわれは

真昼に攻撃しよう」。「わざわいなるかな、日は

はや傾き、夕日の影は長くなった」。 5「立て、

われわれは夜の間に攻撃しよう、そして彼女のも

ろもろの宮殿を破壊しよう」。 6万軍の主はこう

言われる、「あなたがたは彼女の木を切り倒し、
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エルサレムにむかって塁を築け。これは罰すべき

町である、そのうちにはただ圧制だけがある。 7

井戸に新しい水がわくように彼女はその悪を常に

あらたに流す。そのうちには暴虐と破滅とが聞え

る。わたしの前に病と傷とが絶えない。 8エルサ

レムよ、戒めを受けいれよ。さもないと、わたし

はあなたから離れ、あなたを荒れ地とし、住む人

のない地とする」。 9万軍の主はこう言われる、

「ぶどうの残りを摘みとるように、イスラエルの

残りの民をのこらず摘み取れ。ぶどうを摘みとる

人のように、あなたの手をふたたびその枝に伸ば

せ」。 10わたしはだれに語り、だれを戒めて、聞

かせようか。見よ、彼らの耳は閉ざされて、聞く

ことができない。見よ、彼らは主の言葉をあざけ

り、それを喜ばない。 11それゆえ、わたしの身に

は主の怒りが満ち、それを忍ぶのに、うみつかれ

ている。「それをちまたにいる子供らと、集まっ

ている若い人々とに漏らせ。夫も妻も、老いた人

も、年のひじょうに進んだ人も捕えられ、 12彼ら

の家と畑と妻とは共に他人に渡る。わたしが手を

伸ばして、この地に住む者を撃つからである」と

主は言われる。 13「それは彼らが、小さい者から

大きい者まで、みな不正な利をむさぼり、また預

言者から祭司にいたるまで、みな偽りを行ってい

るからだ。 14彼らは、手軽にわたしの民の傷をい

やし、平安がないのに『平安、平安』と言ってい

る。 15彼らは憎むべきことをして、恥じたであろ

うか。すこしも恥ずかしいとは思わず、また恥じ

ることを知らなかった。それゆえ彼らは倒れる者

と共に倒れる。わたしが彼らを罰するとき、彼ら

は倒れる」と主は言われる。 16主はこう言われる

、「あなたがたはわかれ道に立って、よく見、い

にしえの道につき、良い道がどれかを尋ねて、そ

の道に歩み、そしてあなたがたの魂のために、安

息を得よ。しかし彼らは答えて、『われわれはそ

の道に歩まない』と言った。 17わたしはあなたが

たの上に見張びとを立て、『ラッパの音に気をつ

けよ』と言った。しかし彼らは答えて、『われわ

れは気をつけることはしない』と言った。 18それ

ゆえ国々の民よ、聞け。会衆よ、彼らにどのよう

なことが起るかを知れ。 19地よ、聞け。見よ、わ

たしはこの民に災をくだす。それは彼らのたくら

みの実である。彼らがわたしの言葉に気をつけず

、わたしのおきてを捨てたからである。 20シバか

ら、わたしの所に乳香が来、遠い国から、菖蒲が

来るのはなんのためか。あなたがたの燔祭はわた

しには喜ばしくなく、あなたがたの犠牲もうれし

くはない。 21それゆえ主はこう言われる、『見よ

、わたしはこの民の前につまずく石を置く、人々

は父も子も共にそれにつまずき、隣り人もその友

も滅びる』」。 22主はこう言われる、「見よ、民

が北の国から来る、大いなる国民が地の果から興

る。 23彼らは弓とやりをとる。彼らは残忍で、あ

われみがなく、海のような響きを立てる。シオン

の娘よ、彼らは馬に乗り、いくさ人のように身を

よろって、あなたを攻める」。 24われわれはその

うわさを聞いて、手は弱り、子を産む女に臨むよ

うな悩みと苦しみとに捕えられた。 25畑に出ては

ならない、また道を歩いてはならない。敵はつる

ぎを持ち、恐れが四方にあるからだ。 26わが民の

娘よ、荒布を身にまとい、灰の中にまろび、ひと

り子を失った時のように、悲しみ、いたく嘆け。

滅ぼす者が、にわかにわれわれを襲うからだ。 27

「わたしはあなたを民のうちに立てて、ためす者

、試みる者とした。あなたが彼らの道を知り、そ

れをためすことができるようにするためである。

28彼らはみな、強情な反逆者であって、歩きまわ

って人をそしる。彼らは青銅や鉄であって、みな

卑しいことを行う。 29ふいごは激しく吹き、鉛は

火にとけて尽き、精錬はいたずらに進む。悪しき

者がまだ除かれないからである。 30主が彼らを捨

てられたので、彼らは捨てられた銀と呼ばれる」

。

7主からエレミヤに臨んだ言葉はこうである。 2

「主の家の門に立ち、その所で、この言葉をの

べて言え、主を拝むために、この門をはいるユダ

のすべての人よ、主の言葉を聞け。 3万軍の主、

イスラエルの神はこう言われる、あなたがたの道

とあなたがたの行いを改めるならば、わたしはあ

なたがたをこの所に住まわせる。 4あなたがたは

、『これは主の神殿だ、主の神殿だ、主の神殿だ

』という偽りの言葉を頼みとしてはならない。 5

もしあなたがたが、まことに、その道と行いを改

めて、互に公正を行い、 6寄留の他国人と、みな

しごと、やもめをしえたげることなく、罪のない

人の血をこの所に流すことなく、また、ほかの神

々に従って自ら害をまねくことをしないならば、 7

わたしはあなたがたを、わたしが昔あなたがたの

先祖に与えたこの地に永遠に住まわせる。 8見よ

、あなたがたは偽りの言葉を頼みとしているが、

それはむだである。 9あなたがたは盗み、殺し、

姦淫し、偽って誓い、バアルに香をたき、あなた

がたが以前には知らなかった他の神々に従いなが

ら、 10わたしの名をもって、となえられるこの家

に来てわたしの前に立ち、『われわれは救われた

』と言い、しかもすべてこれら憎むべきことを行

うのは、どうしたことか。 11わたしの名をもって

、となえられるこの家が、あなたがたの目には盗

賊の巣と見えるのか。わたし自身、そう見たと主

は言われる。 12わたしが初めにわたしの名を置い

た場所シロへ行き、わが民イスラエルの悪のため

に、わたしがその場所に対して行ったことを見よ

。 13主は言われる、今あなたがたはこれらのすべ

てのことを行っている。またわたしはあなたがた

に、しきりに語ったけれども、あなたがたは聞か

ず、あなたがたを呼んだけれども答えなかった。

14それゆえわたしはシロに対して行ったように、

わたしの名をもって、となえられるこの家にも行

う。すなわちあなたがたが頼みとする所、わたし

があなたがたと、あなたがたの先祖に与えたこの

所に行う。 15そしてわたしは、あなたがたのすべ

ての兄弟、すなわちエフライムのすべての子孫を

捨てたように、わたしの前からあなたがたをも捨
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てる。 16あなたはこの民のために祈ってはならな

い。彼らのために嘆き、祈ってはならない。また

わたしに、とりなしをしてはならない。わたしは

あなたの求めを聞かない。 17あなたは彼らがユダ

の町々と、エルサレムのちまたでしていることを

見ないのか。 18子どもらは、たきぎを集め、父た

ちは火をたき、女は粉をこね、パンを造ってこれ

を天后に供える。また彼らは他の神々の前に酒を

注いで、わたしを怒らせる。 19主は言われる、彼

らが怒らせるのはわたしなのか。自分たち自身で

はないのか。そして自らうろたえている。 20それ

ゆえ主なる神はこう言われる、見よ、わたしの怒

りと憤りを、この所と、人と獣と、畑の木と、地

の産物とに注ぐ。怒りは燃えて消えることがない

」。 21万軍の主、イスラエルの神はこう言われる

、「あなたがたの犠牲に燔祭の物を合わせて肉を

食べるがよい。 22それはあなたがたの先祖をエジ

プトの地から導き出した日に、わたしは燔祭と犠

牲とについて彼らに語ったこともなく、また命じ

たこともないからである。 23ただわたしはこの戒

めを彼らに与えて言った、『わたしの声に聞きし

たがいなさい。そうすれば、わたしはあなたがた

の神となり、あなたがたはわたしの民となる。わ

たしがあなたがたに命じるすべての道を歩んで幸

を得なさい』と。 24しかし彼らは聞き従わず、耳

を傾けず、自分の悪い心の計りごとと強情にした

がって歩み、悪くなるばかりで、よくはならなか

った。 25あなたがたの先祖がエジプトの地を出た

日から今日まで、わたしはわたしのしもべである

預言者たちを日々彼らにつかわした。 26しかし彼

らはわたしに聞かず、耳を傾けないで強情になり

、先祖たちにもまさって悪を行った。 27たといあ

なたが彼らにこのすべての言葉を語っても彼らは

聞かない。また彼らを呼んでもあなたに答えない

。 28それゆえ、あなたはこう彼らに言わなければ

ならない、『これはその神、主の声に聞き従わず

、その戒めを受けいれなかった国民である。真実

はうせ、彼らの口から絶えた。 29あなたの髪の毛

を切って捨てよ、裸の山の上に嘆きの声をあげよ

。主が、お怒りになっている世の人を退け捨てら

れたからだ』。 30主は言われる、ユダの民はわた

しの前に悪を行い、わたしの名をもってとなえら

れる家に、憎むべき者を置いてそこを汚した。 31

またベンヒンノムの谷にあるトペテの高き所を築

いて、むすこ娘を火に焼いた。わたしはそれを命

じたことはなく、またそのようなことを考えたこ

ともなかった。 32主は言われる、それゆえに見よ

、その所をトペテ、またはベンヒンノムの谷と呼

ばないで、ほふりの谷と呼ぶ日が来る。それはほ

かに場所がないので、トペテに葬るからである。

33この民の死体は空の鳥と地の獣の食物となり、

これを追い払う者もない。 34そのときわたしはユ

ダの町々とエルサレムのちまたに、喜びの声、楽

しみの声、花婿の声、花嫁の声を絶やす。この地

は荒れ果てるからである。

8主は言われる、その時ユダの王たちの骨と、そ
のつかさたちの骨と、祭司たちの骨と、預言者

たちの骨と、エルサレムに住む人々の骨は墓より

掘り出されて、 2彼らの愛し、仕え、従い、求め

、また拝んだ、日と月と天の衆群の前にさらされ

る。その骨は集める者も葬る者もなく、地のおも

てに糞土のようになる。 3この悪しき民のうちの

残っている残りの者はみな、わたしが追いやった

場所で、生きることよりも死ぬことを願うように

なると、万軍の主は言われる。 4あなたは彼らに

言わなければならない。主はこう仰せられる、人

は倒れたならば、また起きあがらないであろうか

。離れていったならば、帰ってこないであろうか

。 5それにどうしてこの民は、常にそむいて離れ

ていくのか。彼らは偽りを固くとらえて、帰って

くることを拒んでいる。 6わたしは気をつけて聞

いたが、彼らは正しくは語らなかった。その悪を

悔いて、『わたしのした事は何か』という者はひ

とりもない。彼らはみな戦場に、はせ入る馬のよ

うに、自分のすきな道に向かう。 7空のこうのと

りでもその時を知り、山ばとと、つばめと、つる

はその来る時を守る。しかしわが民は主のおきて

を知らない。 8どうしてあなたがたは、『われわ

れには知恵がある、主のおきてがある』と言うこ

とができようか。見よ、まことに書記の偽りの筆

がこれを偽りにしたのだ。 9知恵ある者は、はず

かしめられ、あわてふためき、捕えられる。見よ

、彼らは主の言葉を捨てた、彼らになんの知恵が

あろうか。 10それゆえ、わたしは彼らの妻を他人

に与え、その畑を征服者に与える。それは彼らが

小さい者から大きい者にいたるまで、みな不正な

利をむさぼり、預言者から祭司にいたるまで、み

な偽りを行っているからである。 11彼らは手軽に

、わたしの民の傷をいやし、平安がないのに、『

平安、平安』と言っている。 12彼らは憎むべきこ

とをして、恥じたであろうか。すこしも恥ずかし

いとは思わず、また恥じることを知らなかった。

それゆえ彼らは倒れる者と共に倒れる。わたしが

彼らを罰するとき、彼らは倒れると、主は言われ

る。 13主は言われる、わたしが集めようと思うと

き、ぶどうの木にぶどうはなく、いちじくの木に

、いちじくはなく、葉さえ、しぼんでいる。わた

しが彼らに与えたものも、彼らを離れて、うせ去

った」。 14どうしてわれわれはなす事もなく座し

ているのか。集まって、堅固な町にはいり、そこ

でわれわれは滅びよう。われわれが主に罪を犯し

たので、われわれの神、主がわれわれを滅ぼそう

として、毒の水を飲ませられるのだ。 15われわれ

は平安を望んだが、良い事はこなかった。いやさ

れる時を望んだが、かえって恐怖が来た。 16「彼

らの馬のいななきはダンから聞えてくる。彼らの

強い馬の声によって全地は震う。彼らは来て、こ

の地と、ここにあるすべてのもの、町と、そのう

ちに住む者とを食い滅ぼす。 17見よ、魔法をもっ

てならすことのできない、へびや、まむしをあな

たがたのうちにつかわす。それはあなたがたをか

む」と主は言われる。 18わが嘆きはいやしがたく



エレミヤ書455

、わが心はうちに悩む。 19聞け、地の全面から、

わが民の娘の声があがるのを。「主はシオンにお

られないのか、シオンの王はそのうちにおられな

いのか」。「なぜ彼らはその彫像と、異邦の偶像

とをもって、わたしを怒らせたのか」。 20「刈入

れの時は過ぎ、夏もはや終った、しかしわれわれ

はまだ救われない」。 21わが民の娘の傷によって

、わが心は痛む。わたしは嘆き、うろたえる。 22

ギレアデに乳香があるではないか。その所に医者

がいるではないか。それにどうしてわが民の娘は

いやされることがないのか。

9ああ、わたしの頭が水となり、わたしの目が涙
の泉となればよいのに。そうすれば、わたしは

民の娘の殺された者のために昼も夜も嘆くことが

できる。 2ああ、わたしが荒野に、隊商の宿を得

ることができればよいのに。そうすれば、わたし

は民を離れて去って行くことができる。彼らはみ

な姦淫する者、不信のともがらだからである。 3

彼らは弓をひくように、その舌を曲げる。真実で

はなく、偽りがこの地に強くなった。彼らは悪よ

り悪に進み、またわたしを知らないと、主は言わ

れる。 4あなたがたはおのおの隣り人に気をつけ

よ。どの兄弟をも信じてはならない。兄弟はみな

、押しのける者であり、隣り人はみな、ののしっ

て歩く者だからである。 5人はみな、その隣り人

を欺き、真実を言う者はない。彼らは自分の舌に

偽りを言うことを教え、悪を行い、疲れて悔い改

めるいとまもなく、 6しえたげに、しえたげを積

み重ね、偽りに偽りを積み重ね、わたしを知るこ

とを拒んでいると、主は言われる。 7それゆえ万

軍の主はこう言われる、「見よ、わたしは彼らを

溶かし、試みる。このほか、わが民をどうするこ

とができよう。 8彼らの舌は殺す矢のようだ、そ

れは偽りを言う。その口ではおのおの隣り人にお

だやかに語るが、その心では彼を待ち伏せる計り

ごとを立てる。 9主は言われる、これらのことの

ために、わたしが彼らを罰しないだろうか。わた

しがこのような民にあだを返さないだろうか。 10

山のために泣き叫び、野の牧場のために悲しめ。

これらは荒れすたれて、通り過ぎる人もない。こ

こには牛、羊の鳴く声も聞えず、空の鳥も獣も皆

逃げ去った。 11わたしはエルサレムを荒塚とし、

山犬の巣とする。またユダの町々を荒して、住む

人もない所とする」。 12知恵があって、これを悟

ることのできる人はだれか。主の口の言葉をうけ

て、それを示す人はだれか。この地が滅ぼされて

荒野のようになり、通り過ぎる人もなくなったの

はどういうわけか。 13主は言われる、「それは彼

らの前にわたしが立てたおきてを彼らが捨てて、

わたしの声に聞き従わず、そのとおりに歩かなか

ったからである。 14彼らは強情に自分の心に従い

、また先祖の教えたようにバアルに従った。 15そ

れゆえ万軍の主、イスラエルの神はこう言われる

、見よ、わたしはこの民に、にがよもぎを食べさ

せ、毒の水を飲ませ、 16彼らも、その先祖たちも

知らなかった国びとのうちに彼らを散らし、また

彼らを滅ぼし尽すまで、そのうしろに、つるぎを

つかわす」。 17万軍の主はこう言われる、「よく

考えて、泣き女を呼べ。また人をつかわして巧み

な女を招け。 18彼らに急いでこさせ、われわれの

ために泣き悲しませて、われわれの目に涙をこぼ

させ、まぶたから水をあふれさせよ。 19シオンか

ら悲しみの声が聞える。それは言う、『ああ、わ

れわれは滅ぼされ、いたく、はずかしめられてい

る。われわれはその地を去り、彼らがわれわれの

すみかをこわしたからだ』」。 20女たちよ、主の

言葉を聞け。あなたがたの耳に、その口の言葉を

いれよ。あなたがたの娘に悲しみの歌を教え、お

のおのその隣り人に哀悼の歌を教えよ。 21死がわ

れわれの窓に上って来、われわれの邸宅の中には

いり、ちまたにいる子どもらを絶やし、広場にい

る若い人たちを殺そうとしているからだ。 22あな

たはこう言いなさい、「主は言われる、『人の死

体が糞土のように、野に倒れているようになり、

また刈入れする人のうしろに残って、だれも集め

ることをしない束のようになる』」。 23主はこう

言われる、「知恵ある人はその知恵を誇ってはな

らない。力ある人はその力を誇ってはならない。

富める者はその富を誇ってはならない。 24誇る者

はこれを誇とせよ。すなわち、さとくあって、わ

たしを知っていること、わたしが主であって、地

に、いつくしみと公平と正義を行っている者であ

ることを知ることがそれである。わたしはこれら

の事を喜ぶと、主は言われる」。 25主は言われる

、「見よ、このような日が来る。その日には、割

礼をうけても、心に割礼をうけていないすべての

人をわたしは罰する。 26エジプト、ユダ、エドム

、アンモンの人々、モアブ、および野にいて、髪

の毛のすみずみをそる人々はそれである。これら

の国びとはみな割礼をうけていない者であり、イ

スラエルの全家もみな心に割礼をうけていない者

である」。

10イスラエルの家よ、主のあなたがたに語られ
る言葉を聞け。 2主はこう言われる、「異邦

の人の道に習ってはならない。また異邦の人が天

に現れるしるしを恐れても、あなたがたはそれを

恐れてはならない。 3異邦の民のならわしはむな

しいからだ。彼らの崇拝するものは、林から切り

だした木で、木工の手で、おのをもって造ったも

のだ。 4人々は銀や金をもって、それを飾り、く

ぎと鎚をもって動かないようにそれをとめる。 5

その偶像は、きゅうり畑のかかしのようで、もの

を言うことができない。歩くこともできないから

、人に運んでもらわなければならない。それを恐

れるに及ばない。それは災をくだすことができず

、また幸をくだす力もないからだ」。 6主よ、あ

なたに並びうる者はありません。あなたは大いな

る者であり、あなたの名もその力のために大いな

るものであります。 7万国の王であるあなたを、

恐れない者がありましょうか。あなたを恐れるの

は当然のことであります。万国のすべての知恵あ

る者のうちにも、その国々のうちにも、あなたに
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並びうる者はありません。 8彼らは皆、愚かで鈍

く、偶像の教は、ただ木にすぎない。 9銀ぱくは

タルシシから渡来し、金はウパズから携えてくる

。これらは工人と金細工人の工作である。彼らの

着物はすみれ色と紫色である。これらはみな巧み

な細工人の作った物である。 10しかし主はまこと

の神である。生きた神であり、永遠の王である。

その怒りによって地は震いうごき、万国はその憤

りに当ることができない。 11あなたがたは彼らに

、こう言わなければならない、「天地を造らなか

った神々は地の上、天の下から滅び去る」と。 12

主はその力をもって地を造り、その知恵をもって

世界を建て、その悟りをもって天をのべられた。

13彼が声を出されると、天に多くの水のざわめき

があり、また地の果から霧を立ちあがらせられる

。彼は雨のために、いなびかりをおこし、その倉

から風を取り出される。 14すべての人は愚かで知

恵がなく、すべての金細工人はその造った偶像の

ために恥をこうむる。その偶像は偽り物で、その

うちに息がないからだ。 15これらは、むなしいも

ので、迷いのわざである。罰せられる時に滅びる

ものである。 16ヤコブの分である彼はこのような

ものではない。彼は万物の造り主だからである。

イスラエルは彼の嗣業としての部族である。彼の

名を万軍の主という。 17囲みの中におる者よ、あ

なたの包を地から取り上げよ。 18主がこう言われ

るからだ、「見よ、わたしはこのたび、この地に

住む者を投げ捨てる。かつ彼らをせめなやまして

、思い知らせる」。 19わたしはいたでをうけた、

ああ、わざわいなるかな、わたしの傷は重い。し

かしわたしは言った、「まことに、これは悩みで

ある。わたしはこれを忍ばなければならない」と

。 20わたしの天幕は破れ、綱はことごとく切れ、

子どもたちはわたしを捨てて行って、いなくなっ

た。もはやわたしの天幕を張る者はなく、幕を掛

ける者もない。 21牧者は愚かであって、主に問う

ことをしないからである。それゆえ彼らは栄える

こともなく、その群れはみな散り去っている。 22

聞けよ、うわさのあるのを。見よ、北の国から大

いなる騒ぎが来る。これはユダの町々を荒して山

犬の巣とする。 23主よ、わたしは知っています、

人の道は自身によるのではなく、歩む人が、その

歩みを自分で決めることのできないことを。 24主

よ、わたしを懲らしてください。正しい道にした

がって、怒らずに懲らしてください。さもないと

、わたしは無に帰してしまうでしょう。 25あなた

を知らない国民と、あなたの名をとなえない人々

にあなたの怒りを注いでください。彼らはヤコブ

を食い尽しこれを食い尽して滅ぼし、そのすみか

を荒したからです。

11主からエレミヤに臨んだ言葉は言う、 2「こ

の契約の言葉を聞き、ユダの人々とエルサレ

ムに住む者に告げよ。 3彼らに言え、イスラエル

の神、主はこう仰せられる、この契約の言葉に従

わない人は、のろわれる。 4この契約は、わたし

があなたがたの先祖をエジプトの地、鉄のかまど

の中から導き出した時に、彼らに命じたところの

ものである。すなわち、その時わたしは彼らに言

った、わたしの声を聞き、あなたがたに命じるす

べてのことを行うならば、あなたがたはわたしの

民となり、わたしはあなたがたの神となる。 5そ

して、わたしがあなたがたの先祖に、乳と蜜との

流れる地を与えると誓ったことを、なし遂げると

。すなわち今日のとおりである」。その時わたし

は、「主よ、仰せのとおりです」と答えた。 6主

はわたしに言われた、「このすべての言葉を、ユ

ダの町々と、エルサレムのちまたに告げ示し、こ

の契約の言葉を聞き、これを行え、と言いなさい

。 7わたしは、あなたがたの先祖をエジプトの地

から導き出した時から今日にいたるまで、おごそ

かに彼らを戒め、絶えず戒めて、わたしの声に聞

き従うようにと言った。 8しかし彼らは従わず、

その耳を傾けず、おのおの自分の悪い強情な心に

従って歩んだ。それゆえ、わたしはこの契約の言

葉をもって彼らを責めた。これはわたしが彼らに

行えと命じたが、行わなかったものである」。 9

主はまたわたしに言われた、「ユダの人々とエル

サレムに住む者のうちに反逆の事がある。 10彼ら

は、わたしの言葉を聞くことを拒んだその先祖た

ちの罪に立ち返り、またほかの神々に従ってそれ

に仕えた。イスラエルの家とユダの家とは、わた

しがその先祖たちと結んだ契約を破った。 11それ

ゆえ主はこう言われる、見よ、わたしは災を彼ら

の上に下す。彼らはそれを免れることはできない

。彼らがわたしを呼んでも、わたしは聞かない。

12ユダの町々とエルサレムに住む者は、行って、

自分たちがそれに香をたいている神々に呼び求め

るが、これらは、彼らの災の時にも決して彼らを

救うことはできない。 13ユダよ、あなたの神々は

、あなたの町の数ほど多くなった。またあなたが

たはエルサレムのちまたの数ほどの祭壇を恥ずべ

き者のために立てた。すなわちバアルに香をたく

ための祭壇である。 14それゆえ、この民のために

祈ってはならない。また彼らのために泣き、ある

いは祈り求めてはならない。彼らがその災の時に

、わたしに呼ばわっても、わたしは彼らに聞くこ

とをしないからだ。 15わが愛する者は、わたしの

家で何をするのか。すでにこれは悪事を行った。

誓願と犠牲の肉とがあなたに災を免れさせること

ができるであろうか。それであなたは喜ぶことが

できるであろうか。 16主はあなたを、かつては『

良い実のなる美しい青々としたオリブの木』と呼

ばれたが、激しい暴風のとどろきと共に、主はそ

れに火をかけ、その枝を焼き払われるのである。

17あなたを植えた万軍の主は、あなたに向かって

災を言い渡された。これはイスラエルの家とユダ

の家とが悪を行い、バアルに香をたいて、わたし

を怒らせたからである」。 18主が知らせてくださ

ったので、わたしはそれを知った。その時、あな

たは彼らの悪しきわざをわたしに示された。 19し

かしわたしは、ほふられに行く、おとなしい小羊

のようで、彼らがわたしを害しようと、計りごと

をめぐらしているのを知らなかった。彼らは言う
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、「さあ、木とその実を共に滅ぼそう。生ける者

の地から彼を絶って、その名を人に忘れさせよう

」。 20正しいさばきをし、人の心と思いを探られ

る万軍の主よ、わたしは自分の訴えをあなたにお

任せしました。あなたが彼らにあだをかえされる

のを見させてください。 21それゆえ主はアナトテ

の人々についてこう言われる、彼らはあなたの命

を取ろうと求めて言う、「主の名によって預言し

てはならない。それをするならば、あなたはわれ

われの手にかかって死ぬであろう」。 22それで万

軍の主はこう言われる、「見よ、わたしは彼らを

罰する。若い人はつるぎで死に、彼らのむすこ娘

は、ききんで死に、 23だれも残る者はない。わた

しがアナトテの人々に災を下し、彼らを罰する年

をこさせるからである」。

12主よ、わたしがあなたと論じ争う時、あなた
は常に正しい。しかしなお、わたしはあなた

の前に、さばきのことを論じてみたい。悪人の道

がさかえ、不信実な者がみな繁栄するのはなにゆ

えですか。 2あなたが彼らを植えられたので、彼

らは根づき、育って、実を結びます。彼らは口で

はあなたに近づきますが、心はあなたから遠ざか

っています。 3主よ、あなたはわたしを知り、わ

たしを見、わたしの心があなたに対していかにあ

るかを試みられます。ほふるために羊を引き出す

ように、彼らを引き出し、殺す日にそなえて、彼

らを残しておいてください。 4いつまで、この地

は嘆き、どの畑の野菜も枯れていてよいでしょう

か。この地に住む者の悪によって、獣と鳥は滅び

うせます。人々は言いました、「彼はわれわれの

終りを見ることはない」と。 5「もしあなたが、

徒歩の人と競争して疲れるなら、どうして騎馬の

人と競うことができようか。もし安全な地で、あ

なたが倒れるなら、ヨルダンの密林では、どうす

るつもりか。 6あなたの兄弟たち、あなたの父の

家のものさえ、あなたを欺き、大声をあげて、あ

なたを追っている。彼らが親しげにあなたに語る

ことがあっても、彼らを信じてはならない」。 7

「わたしはわが家を離れ、わが嗣業を捨て、わが

魂の愛する者を敵の手に渡した。 8わたしの嗣業

は、わたしにとって林の中のししのようになった

。これはわたしに向かってその声をあげる。それ

ゆえわたしはこれを憎む。 9わたしの嗣業は、わ

たしにとって、斑点のある猛禽のようではないか

。他の猛禽がこれを囲んでいるではないか。行っ

て、野の獣をみな集め、連れてきてこれを食べさ

せよ。 10多くの牧者たちはわたしのぶどう畑を滅

ぼし、わたしの地を踏み荒した。わたしの麗しい

地を荒れた野にした。 11彼らはこれを荒れ地とし

てしまった。その荒れ地がわたしに向かって嘆く

のだ。全地は荒れ地にされた。しかし、ひとりも

これを心に留める者はない。 12滅ぼす者どもが荒

野のすべての、はげ山の上にきた。主のつるぎが

、地の、この果から、かの果までを滅ぼすのだ。

命あるものは安らかであることができない。 13彼

らは麦をまいて、いばらを刈り取る。苦労しても

なんの利益もない。彼らはその収穫を恥じるよう

になる。主の激しい怒りによってである」。 14わ

たしがわが民イスラエルにつがせた嗣業に手を触

れるすべての悪い隣り人について、主はこう言わ

れる、「見よ、わたしは彼らをその地から抜き出

し、ユダの家を彼らのうちから抜き出す。 15わた

しは、彼らを抜き出したのちに、また彼らをあわ

れんで、それぞれその嗣業に導き返し、おのおの

を、その地に帰らせる。 16もし彼らがわたしの民

の道を学び、わたしの名によって、『主は生きて

おられる』と言って誓うことが、かつて彼らがわ

たしの民に教えてバアルをさして誓わせたように

なるならば、彼らはわたしの民のうちに建てられ

る。 17しかし耳をかさない民があるときは、わた

しはその民を抜き出して滅ぼすと、主は言われる

」。

13主はわたしにこう言われた、「行って、亜麻
布の帯を買い、腰に結べ。水につけてはなら

ない」。 2そこで、わたしは主の言葉に従い、帯

を買って腰に結んだ。 3主の言葉は、再びわたし

に臨んで言った、 4「あなたが買って腰に結んで

いる帯を手に取り、立ってユフラテの川へ行き、

その所の岩の裂け目にこれを隠せ」。 5わたしは

主が命じられたように、行って、これをユフラテ

の川のほとりに隠した。 6多くの日を経てのち、

主はわたしに言われた、「立って、ユフラテの川

へ行き、あなたに命じて、そこに隠させた帯をそ

の所から取ってきなさい」。 7そこでわたしはユ

フラテの川へ行き、地を掘って、隠した所から帯

を取り出したが、その帯はそこなわれて、役に立

たなくなっていた。 8その時、主の言葉がわたし

に臨んだ、 9「主はこう仰せられる、これと同じ

ように、わたしはユダの高ぶりとエルサレムの大

いなる高ぶりを、破るのである。 10この悪しき民

はわたしの言葉を聞くことを拒み、自分の心を強

情にして歩み、また他の神々に従ってこれに仕え

、これを拝んでいる。彼らはこの帯のように、な

んの役にも立たなくなる」。 11主は言われる、「

帯が人の腰に着くように、イスラエルのすべての

家とユダのすべての家とをわたしに着かせ、これ

をわたしの民とし、名とし、誉とし、栄えとしよ

うとした。しかし彼らは聞き従おうともしなかっ

た」。 12「あなたはこの言葉を彼らに語らなけれ

ばならない、『イスラエルの神はこう言われる、

酒つぼには、みな酒が満ちる』と。彼らはあなた

に言うであろう、『酒つぼに、みな酒が満ちるこ

とをわれわれが知らないことがあろうか』と。 13

その時、あなたは彼らに言わなければならない、

『主はこう言われる、見よ、わたしはこの地に住

むすべての者と、ダビデの位に座す王たちと、祭

司と預言者およびエルサレムに住むすべての者に

酔いを満たし、 14彼らを互に打ち当てて砕く。父

と子をもそのようにすると、主は言われる。わた

しは彼らをあわれまず、惜しまず、かわいそうと

も思わずに滅ぼす』と」。 15耳を傾けて聞け、高

ぶってはならない、主がお語りになるからである
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。 16主がまだやみを起されないうちに、またあな

たがたの足が薄暗がりの山につまずかないうちに

、あなたがたの神、主に栄光を帰せよ。さもない

と、あなたがたが光を望んでいる間に、主はそれ

を暗黒に変え、それを暗やみとされるからである

。 17もしあなたがたが聞かないならば、わたしの

魂はひそかな所で、あなたがたの高ぶりのために

悲しむ。また主の群れが、かすめられたために、

わたしの目はいたく泣いて、涙を流すのである。

18王と太后とに告げよ、「あなたがたは低い座に

すわりなさい。麗しい冠はすでにあなたがたの頭

から落ちてしまったからです」。 19ネゲブの町々

は閉ざされて、これを開く人がない。ユダはみな

捕え移される、ことごとく捕え移される。 20「目

をあげて、北の方からくる者を見よ、あなたに賜

わった群れ、あなたの麗しい群れはどこにいるの

か。 21彼らがあなたの親しみ慣れた人たちを、あ

なたの上に立ててかしらとするとき、あなたは何

を言おうとするのか。あなたの苦しみは、子を産

む女の苦しみのようでないであろうか。 22あなた

が心のうちに、『どうしてこのようなことがわた

しに起ったのか』というならば、あなたの罪が重

いゆえに、あなたの着物のすそはあげられ、はず

かしめを受けるのだ。 23エチオピヤびとはその皮

膚を変えることができようか。ひょうはその斑点

を変えることができようか。もしそれができるな

らば、悪に慣れたあなたがたも、善を行うことが

できる。 24わたしはあなたがたを散らし、野の風

に吹き散らされるもみがらのようにする。 25主は

言われる、これがあなたに授けられた定め、わた

しが量ってあなたに与える分である。あなたがわ

たしを忘れて、偽りを頼みとしたからだ。 26わた

しはまたあなたの着物のすそを顔まであげて、あ

なたの恥をあらわす。 27わたしはあなたの憎むべ

き行い、あなたの姦淫と、いななき、野の丘の上

で行ったあなたのみだらな行いを見た。エルサレ

ムよ、あなたはわざわいだ、あなたの清められる

のはいつのことであろうか」。

14ひでりの事についてエレミヤに臨んだ主の言
葉。 2「ユダは悲しみ、その町々の門は傾き

、民は地に座して嘆き、エルサレムの叫びはあが

る。 3その君たちは、しもべをつかわして水をく

ませる。彼らが井戸の所にきても、水は見つから

ず、むなしい器をもって帰り、恥じ、かつ当惑し

て、その頭をおおう。 4地に雨が降らず、土が、

かわいて割れたため、農夫は恥じて、その頭をお

おう。 5野にいる雌じかでさえも子を産んで、こ

れを捨てる。草がないからである。 6野ろばは、

はげ山の上に立って、山犬のようにあえぎ、草の

ないために、その目はくらむ。 7主よ、われわれ

の罪がわれわれを訴えて不利な証言をしても、あ

なたの名のために、事をなしてください。われわ

れの背信の数は多く、あなたに向かって罪を犯し

ました。 8イスラエルの望みなる主よ、悩みの時

の救主よ、なぜ、あなたはこの地に住む異邦の人

のようにし、また一夜の宿りのために立ち寄る旅

びとのようになさらねばならないのですか。 9な

ぜ、あなたは、うろたえている人のようにし、ま

た人を救いえない勇士のようになさらねばならな

いのですか。主よ、あなたはわれわれのうちにい

らせられます。われわれは、み名によって呼ばれ

ている者です。われわれを見捨てないでください

」。 10この民について主はこう言われる、「彼ら

はこのように好んで、さまよい、その足をとどめ

ることをしなかったので、主は彼らを喜ばず、い

まそのとがを覚え、その罪を罰するのだ」。 11主

はわたしに言われた、「この民のために恵みを祈

ってはならない。 12彼らが断食しても、わたしは

彼らの呼ぶのを聞かない。燔祭と素祭をささげて

も、わたしはそれを受けない。かえって、つるぎ

と、ききん、および疫病をもって、彼らを滅ぼし

てしまう」。 13わたしは言った、「ああ、主なる

神よ、預言者たちはこの民に向かい、『あなたが

たは、つるぎを見ることはない。ききんもこない

。わたしはこの所に確かな平安をあなたがたに与

える』と言っています」。 14主はわたしに言われ

た、「預言者らはわたしの名によって偽りの預言

をしている。わたしは彼らをつかわさなかった。

また彼らに命じたこともなく、話したこともない

。彼らは偽りの黙示と、役に立たない占い、およ

び自分の心でつくりあげた欺きをあなたがたに預

言しているのだ。 15それゆえ、わたしがつかわさ

ないのに、わたしの名によって預言して、『つる

ぎとききんは、この地にこない』と言っているあ

の預言者について、主はこう仰せられる、この預

言者らは、つるぎとききんに滅ぼされる。 16また

彼らの預言を聞く民は、ききんとつるぎとによっ

て、エルサレムのちまたに投げ捨てられる。だれ

もこれを葬る者はない。彼らとその妻、およびそ

のむすこ娘も同様である。わたしが彼らの悪をそ

の上に注ぐからである。 17この言葉を彼らに語れ

、『わたしの目は夜も昼も絶えず涙を流す。わが

民の娘であるおとめが大きな傷と重い打撃によっ

て滅ぼされるからである。 18わたしが出て畑に行

くと、つるぎで殺された者がある。町にはいると

、ききんで病んでいる者がある。預言者も祭司も

共にその地にさまよって、知るところがない』」

。 19あなたはまったくユダを捨てられたのですか

。あなたの心はシオンをきらわれるのですか。あ

なたはわれわれを撃ったのに、どうしていやして

はくださらないのですか。われわれは平安を望ん

だが、良い事はこなかった。いやされる時を望ん

だが、かえって恐怖が来た。 20主よ、われわれは

自分の悪と、先祖のとがとを認めています。われ

われはあなたに罪を犯しました。 21み名のために

、われわれを捨てないでください。あなたの栄え

あるみ位をはずかしめないでください。あなたが

われわれにお立てになった契約を覚えて、それを

破らないでください。 22異邦の偽りの神々のうち

に、雨を降らせうる者があるであろうか。天が自

分で夕立ちを降らすことができようか。われわれ

の神、主よ、あなたこそ、これをなさる方ではあ

りませんか。われわれの待ち望むのはあなたです
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。あなたがこれらすべてのことをなさるからです

。

15主はわたしに言われた、「たといモーセとサ
ムエルとがわたしの前に立っても、わたしの

心はこの民を顧みない。彼らをわたしの前から追

い出し、ここを去らせよ。 2もし彼らが、『われ

われはどこに行けばよいのか』とあなたに尋ねる

ならば、彼らに言いなさい、『主はこう仰せられ

る、疫病に定められた者は疫病に、つるぎに定め

られた者はつるぎに、ききんに定められた者はき

きんに、とりこに定められた者はとりこに行く』

。 3主は仰せられる、わたしは四つの物をもって

彼らを罰する。すなわち、つるぎをもって殺し、

犬をもってかませ、空の鳥と地の獣をもって食い

滅ぼさせる。 4またユダの王ヒゼキヤの子マナセ

が、エルサレムでした行いのゆえに、わたしは彼

らを地のすべての国が見て恐れおののくものとす

る。 5エルサレムよ、だれがあなたをあわれむで

あろうか。だれがあなたのために嘆くであろうか

。だれがふり返って、あなたの安否を問うであろ

うか。 6主は言われる、あなたはわたしを捨てた

。そしてますます退いて行く。それゆえ、わたし

は手を伸べてあなたを滅ぼした。わたしはあわれ

むことには飽きた。 7わたしはこの地の門で、箕

で彼らをあおぎ分けた。彼らがその道を離れなか

ったので、わたしは彼らの子を奪い、わが民を滅

ぼした。 8わたしは彼らの寡婦の数を浜べの砂よ

りも多くした。わたしは真昼に、滅ぼす者を連れ

てきて、若者らの母たちをせめ、驚きと恐れを、

にわかに母たちにおこした。 9七人の子を産んだ

女は、弱り衰えて、息絶え、まだ昼であったが、

彼女の日は没した。彼女は恥じ、うろたえた。そ

の残りの者は、これを敵のつるぎに渡すと主は言

われる」。 10ああ、わたしはわざわいだ。わが母

よ、あなたは、なぜ、わたしを産んだのか。全国

の人はわたしと争い、わたしを攻める。わたしは

人に貸したこともなく、人に借りたこともないの

に、皆わたしをのろう。 11主よ、もしわたしが彼

らの幸福をあなたに祈り求めず、また敵のため、

その悩みのときと、災のときに、わたしがあなた

にとりなしをしなかったのであれば、彼らののろ

いも、やむをえないでしょう。 12人は鉄を、北か

らくる鉄や青銅を砕くことができましょうか。 13

「わたしはあなたの富と宝を、ぶんどり物として

他に与える。代価を受けることはできない。それ

はあなたのすべての罪によるので、領域内のいた

る所にこのことが起る。 14わたしはあなたの知ら

ない地で、あなたの敵に仕えさせる。わたしの怒

りによって火は点じられ、いつまでも燃え続ける

からである」。 15主よ、あなたは知っておられま

す。わたしを覚え、わたしを顧みてください。わ

たしを迫害する者に、あだを返し、あなたの寛容

によって、わたしを取り去らないでください。わ

たしがあなたのために、はずかしめを受けるのを

知ってください。 16わたしはみ言葉を与えられて

、それを食べました。み言葉は、わたしに喜びと

なり、心の楽しみとなりました。万軍の神、主よ

、わたしは、あなたの名をもってとなえられてい

る者です。 17わたしは笑いさざめく人のつどいに

すわることなく、また喜ぶことをせず、ただひと

りですわっていました。あなたの手がわたしの上

にあり、あなたが憤りをもってわたしを満たされ

たからです。 18どうしてわたしの痛みは止まらず

、傷は重くて、なおらないのですか。あなたはわ

たしにとって、水がなくて人を欺く谷川のように

なられるのですか。 19それゆえ主はこう仰せられ

る、「もしあなたが帰ってくるならば、もとのよ

うにして、わたしの前に立たせよう。もしあなた

が、つまらないことを言うのをやめて、貴重なこ

とを言うならば、わたしの口のようになる。彼ら

はあなたの所に帰ってくる。しかしあなたが彼ら

の所に帰るのではない。 20わたしはあなたをこの

民の前に、堅固な青銅の城壁にする。彼らがあな

たを攻めても、あなたに勝つことはできない。わ

たしがあなたと共にいて、あなたを助け、あなた

を救うからであると、主は言われる。 21わたしは

あなたを悪人の手から救い、無慈悲な人の手から

あがなう」。

16主の言葉はまたわたしに臨んだ、 2「あなた

はこの所で妻をめとってはならない。またむ

すこ娘を持ってはならない。 3この所で生れるむ

すこ娘と、この地でこれを産む母たちと、これを

生む父たちとについて主はこう言われる、 4彼ら

は死の病にかかって死に、哀悼する者もなく、埋

葬する者もなく、地のおもてに、糞土のようにな

る。またつるぎと、ききんに滅ぼされて、その死

体は空の鳥と地の獣の食い物となる。 5主はこう

言われる、喪のある家に、はいってはならない。

また行って、それを悲しみ嘆いてはならない。わ

たしがこの民からわたしの平安と、いつくしみと

、あわれみとを取り去ったからであると、主は言

われる。 6大いなる者も小さき者も、この地に死

ぬ。彼らは葬られず、また彼らのために悲しむ者

もなく、自分の身を傷つける者もなく、髪をそる

者もない。 7悲しむ者のためにパンをさいて、死

者のためにこれを慰める者はなく、また父あるい

は母のために慰めの杯をこれに与えて飲ませる者

もない。 8またあなたは宴会をする家にはいって

、人々と共にすわって食い飲みしてはならない。 9

万軍の主、イスラエルの神はこう言われる、見よ

、あなたの目の前で、あなたのなおこの世にいる

間に、わたしは喜びの声と楽しみの声、花婿の声

と花嫁の声とをこの所に絶やしてしまう。 10あな

たがこのすべての言葉をこの民に告げるとき、彼

らがあなたに尋ねて、『主がわれわれにこの大き

な災を宣告されるのはどうしてですか。われわれ

にどんな悪い所があるのですか。われわれの神、

主にそむいて、われわれが犯した罪とはなんです

か』と言うならば、 11あなたは彼らに答えなけれ

ばならない、『主は仰せられる、それはあなたが

たの先祖がわたしを捨てて他の神々に従い、これ

に仕え、これを拝し、またわたしを捨て、わたし
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の律法を守らなかったからである。 12あなたがた

は、あなたがたの先祖よりも、いっそう悪いこと

をした。見よ、あなたがたはおのおの自分の悪い

強情な心に従い、わたしに聞き従うことはしない

。 13それゆえ、わたしはあなたがたをこの地より

追い出し、あなたがたも、あなたがたの先祖も知

らない地に行かせる。その所であなたがたは昼夜

、ほかの神々に仕えるようになる。これはわたし

があなたがたにあわれみを示さないからである』

と。 14主は言われる、それゆえ、見よ、こののち

『イスラエルの民をエジプトの地から導き出した

主は生きておられる』とは言わないで、 15『イス

ラエルの民を北の国と、そのすべて追いやられた

国々から導き出した主は生きておられる』という

日がくる。わたしが彼らを、その先祖に与えた彼

らの地に導きかえすからである。 16主は言われる

、見よ、わたしは多くの漁夫を呼んできて、彼ら

をすなどらせ、また、そののち多くの猟師を呼ん

できて、もろもろの山、もろもろの丘、および岩

の裂け目から彼らをかり出させる。 17わたしの目

は彼らのすべての道を見ているからである。みな

わたしに隠れてはいない。またその悪はわたしの

目に隠れることはない。 18わたしはその悪とその

罪の報いを二倍にする。彼らがその忌むべき偶像

の死体をもって、わたしの地を汚し、その憎むべ

きものをもって、わたしの嗣業を満たしたからで

ある」。 19主、わが力、わが城、悩みの時の、の

がれ場よ、万国の民は地の果からあなたのもとに

きて申します、「われわれの先祖が受け嗣いだの

は、ただ偽りと、役に立たないつまらない事ばか

りです。 20人が自分で神々を造ることができまし

ょうか。そういうものは神ではありません」。 21

「それゆえ、見よ、わたしは彼らに知らせよう。

すなわち、この際わたしの力と、わたしの勢いと

を知らせよう。彼らはわたしの名が、主であるこ

とを知るようになる」。

17「ユダの罪は、鉄の筆、金剛石のとがりをも
ってしるされ、彼らの心の碑と、祭壇の角に

彫りつけられている。 2彼らの子供たちは青木の

下と、高い丘の上、野の山の上にある祭壇とアシ

ラのことを覚えている。 3わたしはあなたの富と

すべての宝とを、あなたの全領域の内で犯した罪

の代価として、ぶんどり物とならせる。 4わたし

があなたに与えた嗣業からあなたは手をはなすよ

うになる。またわたしは、あなたの知らない地で

、あなたの敵に仕えさせる。わたしの怒りによっ

て、火は点じられ、いつまでも燃え続けるからで

ある」。 5主はこう言われる、「おおよそ人を頼

みとし肉なる者を自分の腕とし、その心が主を離

れている人は、のろわれる。 6彼は荒野に育つ小

さい木のように、何も良いことの来るのを見ない

。荒野の、干上がった所に住み、人の住まない塩

地にいる。 7おおよそ主にたより、主を頼みとす

る人はさいわいである。 8彼は水のほとりに植え

た木のようで、その根を川にのばし、暑さにあっ

ても恐れることはない。その葉は常に青く、ひで

りの年にも憂えることなく、絶えず実を結ぶ」。 9

心はよろずの物よりも偽るもので、はなはだしく

悪に染まっている。だれがこれを、よく知ること

ができようか。 10「主であるわたしは心を探り、

思いを試みる。おのおのに、その道にしたがい、

その行いの実によって報いをするためである」。

11しゃこが自分が産んだのではない卵を抱くよう

に、不正な財産を得る者がある。その人は一生の

半ばにそれから離れて、その終りには愚かな者と

なる。 12初めから高くあげられた栄えあるみ座は

、われわれの聖所のある所である。 13またイスラ

エルの望みである主よ、あなたを捨てる者はみな

恥をかき、あなたを離れる者は土に名をしるされ

ます。それは生ける水の源である主を捨てたから

です。 14主よ、わたしをいやしてください、そう

すれば、わたしはいえます。わたしをお救いくだ

さい、そうすれば、わたしは救われます。あなた

はわたしのほめたたえる者だからです。 15彼らは

わたしに言います、「主の言葉はどこにあるのか

。今、それを出して見せよ」と。 16悪をつかわさ

れるようにとは、わたしはたって求めませんでし

た。また災の日を願わなかったのを、あなたはご

ぞんじです。わたしのくちびるから出たことは、

み前にあります。 17どうか、わたしを恐れさせな

いでください。災のときに、あなたはわたしのの

がれ場です。 18わたしを攻め悩ます者をはずかし

めてください。しかしわたしをはずかしめないで

ください。彼らを恐れさせてください。しかしわ

たしを恐れさせないでください。災の日を彼らに

きたらせ、滅びを倍にして彼らを滅ぼしてくださ

い。 19主はわたしにこう言われた、「行って、ユ

ダの王たちの出入りするベニヤミンの門、および

エルサレムのすべての門に立って、 20言いなさい

、『これらの門からはいるユダの王たち、および

ユダのすべての民とエルサレムに住むすべての者

よ、主の言葉を聞きなさい。 21主はこう言われる

、命が惜しいならば気をつけるがよい。安息日に

荷をたずさえ、またはそれを持ってエルサレムの

門にはいってはならない。 22また安息日にあなた

がたの家から荷を運び出してはならない。なんの

わざをもしてはならない。わたしがあなたがたの

先祖に命じたように安息日を聖別して守りなさい

。 23しかし彼らは従わず耳を傾けず、聞くことも

、戒めをうけることをも強情に拒んだ。 24主は言

われる、もしあなたがたがわたしに聞き従い、安

息日に荷をたずさえてこの町の門にはいらず、安

息日を聖別して、なんのわざをもしないならば、

25ダビデの位に座する王たち、つかさたち、ユダ

の人々、エルサレムに住む者は、車と馬に乗って

この町の門からはいることができる。そしてこの

町には長く人が住むようになる。 26また人々はユ

ダの町々やエルサレムの周囲、ベニヤミンの地、

平地と山地およびネゲブから来て燔祭、犠牲、素

祭、乳香、感謝祭をたずさえて主の家にはいる。

27しかし、もしあなたがたがわたしに聞き従わな

いで、安息日を聖別して守ることをせず、安息日

に荷をたずさえてエルサレムの門にはいるならば
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、わたしは火をその門の中に燃やして、エルサレ

ムのもろもろの宮殿を焼き滅ぼす。その火は消え

ることがない』」。

18主からエレミヤに臨んだ言葉。 2「立って、

陶器師の家に下って行きなさい。その所でわ

たしはあなたにわたしの言葉を聞かせよう」。 3

わたしは陶器師の家へ下って行った。見ると彼は

、ろくろで仕事をしていたが、 4粘土で造ってい

た器が、その人の手の中で仕損じたので、彼は自

分の意のままに、それをもってほかの器を造った

。 5その時、主の言葉がわたしに臨んだ、 6「主

は仰せられる、イスラエルの家よ、この陶器師が

したように、わたしもあなたがたにできないのだ

ろうか。イスラエルの家よ、陶器師の手に粘土が

あるように、あなたがたはわたしの手のうちにあ

る。 7ある時には、わたしが民または国を抜く、

破る、滅ぼすということがあるが、 8もしわたし

の言った国がその悪を離れるならば、わたしはこ

れに災を下そうとしたことを思いかえす。 9また

ある時には、わたしが民または国を建てる、植え

るということがあるが、 10もしその国がわたしの

目に悪と見えることを行い、わたしの声に聞き従

わないなら、わたしはこれに幸を与えようとした

ことを思いかえす。 11それゆえ、ユダの人々とエ

ルサレムに住む者に言いなさい、『主はこう仰せ

られる、見よ、わたしはあなたがたに災を下そう

と工夫し、あなたがたを攻める計りごとを立てて

いる。あなたがたはおのおのその悪しき道を離れ

、その道と行いを改めなさい』と。 12しかし彼ら

は言う、『それはむだです。われわれは自分の図

るところに従い、おのおのその悪い強情な心にし

たがって行動します』と。 13それゆえ主はこう言

われる、異邦の民のうちのある者に尋ねてみよ、

このような事を聞いた者があろうか。おとめイス

ラエルは恐ろしい事をした。 14レバノンの雪が、

どうしてシリオンの岩を離れようか。山の水、冷

たい川の流れが、どうしてかわいてしまおうか。

15それなのにわが民はわたしを忘れて、偽りの神

々に香をたいている。彼らはその道、古い道につ

まずき、また小道に入り、大路からはなれた。 16

自分の地を荒れすたれさせて、いつまでも人に舌

打ちされるものとした。そこを通る人はみな身震

いして、首を振る。 17わたしは東風のように、彼

らをその敵の前に散らす。その滅びの日には、わ

たしは彼らに背を向け、顔を向けない」。 18彼ら

は言った、「さあ、計略をめぐらして、エレミヤ

を倒そう。祭司には律法があり、知恵ある者には

計りごとがあり、預言者には言葉があって、これ

らのものが滅びてしまうことはない。さあ、われ

われは舌をもって彼を撃とう。彼のすべての言葉

に、心を留めないことにしよう」。 19主よ、どう

ぞわたしにみ心を留め、わたしの訴えをお聞きく

ださい。 20悪をもって善に報いるべきでしょうか

。しかもなお彼らはわたしの命を取ろうとして穴

を掘りました。わたしがあなたの前に立って、彼

らのことを良く言い、あなたの憤りを止めようと

したのを覚えてください。 21それゆえ、彼らの子

どもたちをききんに渡し、彼らをつるぎの刃に渡

してください。彼らの妻は子を失い、また寡婦と

なり、男は疫病にかかって死に、若い者は、戦争

でつるぎに殺されますように。 22あなたが敵をに

わかに彼らに臨ませられるとき、彼らの家から叫

び声が聞えますように。彼らは穴を掘って、わた

しを捕えようとし、わなをつくって、わたしの足

を捕えようとしたからです。 23主よ、あなたは彼

らがわたしを殺すためにめぐらしている計略を皆

ごぞんじです。その悪をゆるすことなく、その罪

をあなたの前から消し去らないでください。彼ら

をあなたの前に倒れさせてください。あなたのお

怒りになる時に彼らを罰してください。

19主はこう言われる、「行って、陶器師のびん
を買い、民の長老と年長の祭司のうちの数人

を伴って、 2瀬戸かけの門の入口にあるベンヒン

ノムの谷へ行き、その所で、わたしがあなたに語

る言葉をのべて、 3言いなさい、『ユダの王たち

、およびエルサレムに住む者よ、主の言葉を聞き

なさい。万軍の主、イスラエルの神はこう仰せら

れる、見よ、わたしは災をこの所に下す。おおよ

そ、その災のことを聞くものの耳は両方とも鳴る

。 4彼らがわたしを捨て、この所を汚し、この所

で、自分も先祖たちもユダの王たちも知らなかっ

た他の神々に香をたき、かつ罪のない者の血を、

この所に満たしたからである。 5また彼らはバア

ルのために高き所を築き、火をもって自分の子ど

もたちを焼き、燔祭としてバアルにささげた。こ

れはわたしの命じたことではなく、定めたことで

もなく、また思いもしなかったことである。 6主

は言われる、それゆえ、見よ、この所をトペテま

たはベンヒンノムの谷と呼ばないで、虐殺の谷と

呼ぶ日がくる。 7またわたしはこの所でユダとエ

ルサレムの計りごとを打ち破り、つるぎをもって

、彼らをその敵の前と、そのいのちを求める者の

手に倒れさせ、またその死体を空の鳥と地の獣の

食い物とし、 8かつ、この町を荒れすたれさせて

、人に舌打ちされるものとする。そこを通る人は

皆そのもろもろの災を見て身震いし、舌打ちする

。 9また彼らがその敵とその命を求める者とに囲

まれて苦しみ悩む時、わたしは彼らに自分のむす

この肉、娘の肉を食べさせる。彼らはまた互にそ

の友の肉を食べるようになる』。 10そこで、あな

たは、一緒に行く人々の目の前で、そのびんを砕

き、 11そして彼らに言いなさい、『万軍の主はこ

う仰せられる、陶器師の器をひとたび砕くならば

、もはやもとのようにすることはできない。この

ようにわたしはこの民とこの町とを砕く。人々は

ほかに葬るべき場所がないために、トペテに葬る

であろう。 12主は仰せられる、わたしはこの所と

、ここに住む者とにこのようにし、この町をトペ

テのようにする。 13エルサレムの家とユダの王た

ちの家、すなわち彼らがその屋上で天の衆群に香

をたき、ほかの神々に酒を注いだ家は、皆トペテ

の所のように汚される』」。 14エレミヤは主が彼
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をつかわして預言させられたトペテから帰ってき

て、主の家の庭に立ち、すべての民に言った、 15

「万軍の主、イスラエルの神はこう仰せられる、

見よ、わたしは、この町とそのすべての村々に、

わたしの言ったもろもろの災を下す。彼らが強情

で、わたしの言葉に聞き従おうとしないからであ

る」。

20さて祭司インメルの子で、主の宮のつかさの
長であったパシュルは、エレミヤがこれらの

事を預言するのを聞いた。 2そしてパシュルは預

言者エレミヤを打ち、主の宮にある上のベニヤミ

ンの門の足かせにつないだ。 3その翌日パシュル

がエレミヤを足かせから解き放した時、エレミヤ

は彼に言った、「主はあなたの名をパシュルとは

呼ばないで、『恐れが周囲にある』と呼ばれる。 4

主はこう仰せられる、見よ、わたしはあなたを、

あなた自身とあなたのすべての友だちに恐れを起

させる者とする。彼らはあなたが見ている目の前

で敵のつるぎに倒れる。わたしはまたユダのすべ

ての民をバビロン王の手に渡す。彼は彼らを捕え

てバビロンに移し、つるぎをもって殺す。 5わた

しはまたこの町のすべての富と、その獲たすべて

の物と、そのすべての貴重な物と、ユダの王たち

のすべての宝物をその敵の手に渡す。彼らはこれ

をかすめ、民を捕えてバビロンに移す。 6パシュ

ルよ、あなたと、あなたの家に住む者とはみな捕

え移される。あなたはバビロンに行って、その所

で死に、その所に葬られる。あなたも、あなたが

偽って預言した言葉に聞き従った友もみなそのよ

うになる」。 7主よ、あなたがわたしを欺かれた

ので、わたしはその欺きに従いました。あなたは

わたしよりも強いので、わたしを説き伏せられた

のです。わたしは一日中、物笑いとなり、人はみ

なわたしをあざけります。 8それは、わたしが語

り、呼ばわるごとに、「暴虐、滅亡」と叫ぶから

です。主の言葉が一日中、わが身のはずかしめと

、あざけりになるからです。 9もしわたしが、「

主のことは、重ねて言わない、このうえその名に

よって語る事はしない」と言えば、主の言葉がわ

たしの心にあって、燃える火のわが骨のうちに閉

じこめられているようで、それを押えるのに疲れ

はてて、耐えることができません。 10多くの人の

ささやくのを聞くからです。恐れが四方にありま

す。「告発せよ。さあ、彼を告発しよう」と言っ

て、わが親しい友は皆わたしのつまずくのを、う

かがっています。また、「彼は欺かれるだろう。

そのとき、われわれは彼に勝って、あだを返すこ

とができる」と言います。 11しかし主は強い勇士

のようにわたしと共におられる。それゆえ、わた

しに迫りくる者はつまずき、わたしに打ち勝つこ

とはできない。彼らは、なし遂げることができな

くて、大いに恥をかく。その恥は、いつまでも忘

れられることはない。 12正しき者を試み、人の心

と思いを見られる万軍の主よ、あなたが彼らに、

あだを返されるのを見せてください。わたしはあ

なたに、わたしの訴えをお任せしたからです。 13

主に向かって歌い、主をほめたたえよ。主は貧し

い者の命を、悪人の手から救われたからである。

14わたしの生れた日はのろわれよ。母がわたしを

産んだ日は祝福を受けるな。 15わたしの父に「男

の子が、生れました」と告げて、彼を大いに喜ば

せた人は、のろわれよ。 16その人は、主のあわれ

みを受けることなく、滅ぼされた町のようになれ

。朝には、彼に叫びを聞かせ、昼には戦いの声を

聞かせよ。 17彼がわたしを胎内で殺さず、わが母

をわたしの墓場となさず、その胎をいつまでも大

きくしなかったからである。 18なにゆえにわたし

は胎内を出てきて、悩みと悲しみに会い、恥を受

けて一生を過ごすのか。

21ゼデキヤ王は、マルキヤの子パシュルと祭司
マアセヤの子ゼパニヤを、エレミヤのもとに

つかわし、 2「バビロンの王ネブカデレザルがわ

れわれを攻めようとしているゆえ、われわれのた

めに主に尋ねてほしい。主はそのもろもろの不思

議なわざをもって、われわれを助け、バビロンの

王をわれわれから退かせられるかも知れない」と

言わせた。その時、主の言葉がエレミヤに臨んだ

。 3エレミヤは彼らに答えて言った、「あなたが

たはゼデキヤにこのように言いなさい、 4『イス

ラエルの神、主はこう仰せられる、見よ、あなた

がたが、この城壁の外にあって、あなたがたを攻

め囲むバビロンの王およびカルデヤびとと戦うと

き、わたしはあなたがたの手に持っている武器を

とりあげ、これを町の中に集めさせる。 5わたし

は手を伸べ、強い腕をもって、怒り、憤り、激し

く怒って、あなたがたを攻める。 6わたしはまた

この町に住む人と獣とを撃つ。彼らはみな重い疫

病にかかって死ぬ。 7主は言われる、この後、わ

たしはユダの王ゼデキヤとその家来たち、および

疫病と、つるぎと、ききんを免れて、この町に残

っている民を、バビロンの王ネブカデレザルの手

と、その敵の手、およびその命を求める者の手に

渡す。バビロンの王はつるぎの刃にかけて彼らを

撃ち、彼らを惜しまず、顧みず、またあわれむこ

ともしない』。 8あなたはまたこの民に言いなさ

い、『主はこう仰せられる、見よ、わたしは命の

道と死の道とをあなたがたの前に置く。 9この町

にとどまる者は、つるぎと、ききんと、疫病とで

死ぬ。しかし、出て行って、あなたがたを攻め囲

んでいるカルデヤびとに降伏する者は死を免れ、

その命は自分のぶんどり物となる。 10主は言われ

る、わたしがこの町に顔を向けたのは幸を与える

ためではなく、災を与えるためである。この町は

バビロンの王の手に渡される。彼は火をもって、

これを焼き払う』。 11またユダの王の家に言いな

さい、『主の言葉を聞きなさい。 12ダビデの家よ

、主はこう仰せられる、朝ごとに、正しいさばき

を行い、物を奪われた人をしえたげる者の手から

救え。そうしないと、あなたがたの悪い行いのた

めに、わたしの怒りは火のように燃えて、それを

消すことはできない』」。 13「主は言われる、谷

に住む者よ、平原の岩よ、見よ、わたしはあなた
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に敵する。あなたがたは言う、『だれが下ってき

て、われわれを攻めるものか、だれがわれわれの

いる所に、はいるものか』と。 14わたしはあなた

がたを、その行いの実によって罰する。またその

林に火をつけて、その周囲のものをみな焼き尽す

と、主は言われる」。

22主はこう言われる、「ユダの王の家に下り、
その所にこの言葉をのべて、 2言いなさい、

『ダビデの位にすわるユダの王よ、あなたと、あ

なたの家臣、および、この門からはいるあなたの

民は主の言葉を聞きなさい。 3主はこう言われる

、公平と正義を行い、物を奪われた人を、しえた

げる者の手から救い、異邦の人、孤児、寡婦を悩

まし、しえたげてはならない。またこの所に、罪

なき者の血を流してはならない。 4もしあなたが

たがこの言葉を真実に行うならば、ダビデの位に

すわる王とその家臣、およびその民は、車と馬に

乗って、この家の門にはいることができる。 5し

かしあなたがたがこの言葉を聞かないならば、わ

たしは自身をさして誓うが、この家は荒れ地とな

ると、主は言われる。 6主はユダの王の家につい

てこう言われる、あなたはわたしに対してギレア

デのようであり、レバノンの頂のようである。し

かし、わたしは必ずあなたを荒れ地にし、人の住

まない町にする。 7わたしは滅ぼす者を設けて、

あなたを攻めさせる、彼らはおのおのその武器を

とり、あなたの麗しい香柏を切り倒し、火に投げ

入れる。 8多くの国の人はこの町を過ぎ、互に語

って、「なぜ主はこの大いなる町をこのようにさ

れたのか」と言うとき、 9人は答えて、「これは

彼らがその神、主の契約を捨てて他の神々を拝し

、これに仕えたからである」と言うであろう』」

。 10死んだ者のために泣くことなく、またそのた

めに嘆いてはならない。捕え移されてゆく者のた

めに、激しく泣け。彼はふたたび帰ってきて、そ

の故郷を見ることがないからである。 11ユダの王

ヨシヤの子シャルムは父ヨシヤについで王となっ

たが、ついにこの所から出て行った。主は彼につ

いてこう言われる、「彼は再びここに帰らない。

12彼はその捕え行かれた所で死に、再びこの地を

見ない」。 13「不義をもってその家を建て、不法

をもってその高殿を造り、隣り人を雇って何をも

与えず、その賃金を払わない者はわざわいである

。 14彼は言う、『わたしは自分のために大きな家

を建て、広い高殿を造ろう』と。そしてこれがた

めに窓を造り、香柏の鏡板でおおい、それを朱で

塗る。 15あなたは競って香柏を用いることによっ

て、王であると思うのか。あなたの父は食い飲み

し、公平と正義を行って、幸を得たのではないか

。 16彼は貧しい人と乏しい人の訴えをただして、

さいわいを得た。こうすることがわたしを知るこ

とではないかと主は言われる。 17しかし、あなた

は目も心も、不正な利益のためにのみ用い、罪な

き者の血を流そうとし、圧制と暴虐を行おうとす

る」。 18それゆえ、主はユダの王ヨシヤの子エホ

ヤキムについてこう言われる、「人々は『悲しい

かな、わが兄』、『悲しいかな、わが姉』と言っ

て、彼のために嘆かない。また『悲しいかな、主

君よ』、『悲しいかな、陛下よ』と言って嘆かな

い。 19ろばが埋められるように、彼は葬られる。

引かれて行って、エルサレムの門の外に投げ捨て

られる」。 20「レバノンに登って呼ばわり、バシ

ャンにあなたの声をあげ、アバリムから呼ばわれ

。あなたの愛する者がみな滅ぼされるからだ。 21

あなたの栄えていた時、わたしはあなたに語った

が『聞きたくはない』と言った。あなたがわたし

の声に聞き従わないことは、あなたの幼い時から

の、ならわしであった。 22あなたの牧者はみな、

風に追い立てられ、あなたの愛する者は捕え移さ

れる。その時、あなたは自分のもろもろの悪のた

めに、恥じ、うろたえる。 23レバノンに住み、香

柏の中に巣をつくっている者よ、子を産む女に臨

む苦しみのような苦痛があなたに臨むとき、あな

たはどんなに嘆くことであろうか」。 24「主は言

われる、わたしは生きている。ユダの王エホヤキ

ムの子コニヤが、わたしの右手の指輪であっても

、わたしはあなたを抜き取る。 25あなたの命を求

める者の手、あなたがその顔を恐れる者の手、す

なわちバビロンの王ネブカデレザルの手と、カル

デヤびとの手にあなたを渡す。 26わたしは、あな

たと、あなたを産んだ母を、あなたがたの生れた

国でない他の国に追いやる。あなたがたはそこで

死ぬ。 27彼らが帰りたいとせつに願う国に、彼ら

は再び帰ることができない」。 28この人コニヤは

卑しむべき、こわれたつぼであろうか、だれも心

に留めない器であろうか。なぜ彼とその子孫は追

いやられて、知らない地に投げやられるのか。 29

ああ、地よ、地よ、地よ、主の言葉を聞けよ。 30

主はこう言われる、「この人を、子なき人として

、またその一生のうち、栄えることのない人とし

て記録せよ。その子孫のうち、ひとりも栄えて、

ダビデの位にすわり、ユダを治めるものが再び起

らないからである」。

23主は言われる、「わが牧場の羊を滅ぼし散ら
す牧者はわざわいである」。 2それゆえイス

ラエルの神、主はわが民を養う牧者についてこう

言われる、「あなたがたはわたしの群れを散らし

、これを追いやって顧みなかった。見よ、わたし

はあなたがたの悪しき行いによってあなたがたに

報いると、主は言われる。 3わたしの群れの残っ

た者を、追いやったすべての地から集め、再びこ

れをそのおりに帰らせよう。彼らは子を産んでそ

の数が多くなる。 4わたしはこれを養う牧者をそ

の上に立てる、彼らは再び恐れることなく、また

おののくことなく、いなくなることもないと、主

は言われる。 5主は仰せられる、見よ、わたしが

ダビデのために一つの正しい枝を起す日がくる。

彼は王となって世を治め、栄えて、公平と正義を

世に行う。 6その日ユダは救を得、イスラエルは

安らかにおる。その名は『主はわれわれの正義』

ととなえられる。 7主は言われる、それゆえ見よ

、人々は『イスラエルの民をエジプトの地から導
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き出された主は生きておられる』とまた言わない

で、 8『イスラエルの家の子孫を北の地と、その

すべて追いやられた地から導き出された神は生き

ておられる』という日がくる。その時、彼らは自

分の地に住んでいる」。 9預言者たちについて。

わが心はわたしのうちに破れ、わが骨はみな震う

。主とその聖なる言葉のために、わたしは酔って

いる人のよう、酒に打ち負かされた人のようであ

る。 10この地に姦淫を行うものが満ちているから

だ。のろいによって地は嘆き、荒野の牧場はかわ

く。彼らの道は悪く、その力は正しくない。 11「

預言者と祭司とは共に神を汚す者である。わたし

の家においてすら彼らの悪を見たと、主は言われ

る。 12それゆえ、彼らの道は、おのずから暗黒の

中にあるなめらかな道のようになり、彼らは押さ

れてその道に倒れる。わたしが彼らの罰せられる

年に、災をその上に臨ませるからであると、主は

言われる。 13わたしはサマリヤの預言者のうちに

不快な事のあるのを見た。彼らはバアルによって

預言し、わが民イスラエルを惑わした。 14しかし

エルサレムの預言者のうちには、恐ろしい事のあ

るのを見た。彼らは姦淫を行い、偽りに歩み、悪

人の手を強くし、人をその悪から離れさせない。

彼らはみなわたしにはソドムのようであり、その

民はゴモラのようである」。 15それゆえ万軍の主

は預言者についてこう言われる、「見よ、わたし

は彼らに、にがよもぎを食べさせ、毒の水を飲ま

せる。神を汚すことがエルサレムの預言者から出

て、全地に及んでいるからである」。 16万軍の主

はこう言われる、「あなたがたに預言する預言者

の言葉を聞いてはならない。彼らはあなたがたに

、むなしい望みをいだかせ、主の口から出たので

ない、自分の心の黙示を語るのである。 17彼らは

主の言葉を軽んじる者に向かって絶えず、『あな

たがたは平安を得る』と言い、また自分の強情な

心にしたがって歩むすべての人に向かって、『あ

なたがたに災はこない』と言う」。 18彼らのうち

だれか主の議会に立って、その言葉を見聞きした

者があろうか。だれか耳を傾けてその言葉を聞い

た者があろうか。 19見よ、主の暴風がくる。憤り

と、つむじ風が出て、悪人のこうべをうつ。 20主

の怒りは、み心に思い定められたことをなし遂げ

られるまで退くことはない。末の日にあなたがた

はそれを明らかに悟る。 21預言者たちはわたしが

つかわさなかったのに、彼らは走った。わたしが

、彼らに告げなかったのに、彼らは預言した。 22

もし彼らがわたしの議会に立ったのであれば、わ

たしの民にわが言葉を告げ示して、その悪い道と

悪い行いから、離れさせたであろうに。 23「主は

言われる、わたしはただ近くの神であって、遠く

の神ではないのであるか。 24主は言われる、人は

、ひそかな所に身を隠して、わたしに見られない

ようにすることができようか。主は言われる、わ

たしは天と地とに満ちているではないか。 25わが

名によって偽りを預言する預言者たちが、『わた

しは夢を見た、わたしは夢を見た』と言うのを聞

いた。 26偽りを預言する預言者たちの心に、いつ

まで偽りがあるのであるか。彼らはその心の欺き

を預言する。 27彼らはその先祖がバアルに従って

わが名を忘れたように、互に夢を語って、わたし

の民にわが名を忘れさせようとする。 28夢をみた

預言者は夢を語るがよい。しかし、わたしの言葉

を受けた者は誠実にわたしの言葉を語らなければ

ならない。わらと麦とをくらべることができよう

かと、主は言われる。 29主は仰せられる、わたし

の言葉は火のようではないか。また岩を打ち砕く

鎚のようではないか。 30それゆえ見よ、わたしは

わたしの言葉を互に盗む預言者の敵となると、主

は言われる。 31見よ、わたしは、『主は言いたも

う』と舌をもって語る預言者の敵となると、主は

言われる。 32主は仰せられる、見よ、わたしは偽

りの夢を預言する者の敵となる。彼らはそれを語

り、またその偽りと大言をもってわたしの民を惑

わす。わたしが彼らをつかわしたのではなく、ま

た彼らに命じたのでもない。それで彼らはこの民

にすこしも益にならないと、主は言われる。 33こ

の民のひとり、または預言者、または祭司があな

たに、『主の重荷はなんですか』と問うならば、

彼らに答えなさい、『あなたがたがその重荷です

。そして主は、あなたがたを捨てると言っておら

れます』と。 34そして、『主の重荷』と言うその

預言者、祭司、または民のひとりを、その家族と

共にわたしは罰する。 35あなたがたは、みな互に

、隣り人に、また兄弟に、こう言わなければなら

ない、『主はなんと答えられましたか』、『主は

なんと言われましたか』と。 36しかし重ねて『主

の重荷』と言ってはならない。重荷は人おのおの

の自分の言葉だからである。あなたがたは生ける

神、万軍の主なるわれわれの神の言葉を曲げる者

である。 37あなたは預言者にこう言わなければな

らない、『主はあなたになんと答えられましたか

』、『主はなんと言われましたか』と。 38もしあ

なたがたが『主の重荷』と言うならば、主はこう

仰せられる、『わたしが人をあなたがたにつかわ

して、あなたがたは「主の重荷」と言ってはなら

ないと言わせたのに、あなたがたは「主の重荷」

という言葉を言ったので、 39わたしは必ずあなた

がたを捕え移させ、あなたがたとあなたがたの先

祖とに与えたこの町と、あなたがたとを、わたし

の前から捨て去る。 40そして、忘れられることの

ない永遠のはずかしめと永遠の恥を、あなたがた

にこうむらせる』」。

24バビロンの王ネブカデレザルがユダの王エホ
ヤキムの子エコニヤおよびユダの君たちと工

匠と鍛冶をエルサレムからバビロンに移して後、

主はわたしにこの幻をお示しになった。見よ、主

の宮の前に置かれているいちじくを盛った二つの

かごがあった。 2その一つのかごには、はじめて

熟したような非常に良いいちじくがあり、ほかの

かごには非常に悪くて食べられないほどの悪いい

ちじくが入れてあった。 3主はわたしに、「エレ

ミヤよ、何を見るか」と言われた。わたしは、「

いちじくです。その良いいちじくは非常によく、
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悪いほうのいちじくは非常に悪くて、食べられま

せん」と答えた。 4主の言葉がまたわたしに臨ん

だ、 5「イスラエルの神、主はこう仰せられる、

この所からカルデヤびとの地に追いやったユダの

捕われ人を、わたしはこの良いいちじくのように

顧みて恵もう。 6わたしは彼らに目をかけてこれ

を恵み、彼らをこの地に返し、彼らを建てて倒さ

ず、植えて抜かない。 7わたしは彼らにわたしが

主であることを知る心を与えよう。彼らはわたし

の民となり、わたしは彼らの神となる。彼らは一

心にわたしのもとに帰ってくる。 8主はこう仰せ

られる、わたしはユダの王ゼデキヤとそのつかさ

たち、およびエルサレムの人の残ってこの地にい

る者、ならびにエジプトの地に住んでいる者を、

この悪くて食べられない悪いいちじくのようにし

よう。 9わたしは彼らを地のもろもろの国で、忌

みきらわれるものとし、またわたしの追いやるす

べての所で、はずかしめに会わせ、ことわざとな

り、あざけりと、のろいに会わせる。 10わたしは

つるぎと、ききんと、疫病を彼らのうちに送って

、ついに彼らをわたしが彼らとその先祖とに与え

た地から絶えさせる」。

25ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年（バビ
ロンの王ネブカデレザルの元年）にユダのす

べての民についての言葉がエレミヤに臨んだ。 2

預言者エレミヤはこの言葉をユダのすべての民と

エルサレムに住むすべての人に告げて言った、 3

「ユダの王アモンの子ヨシヤの十三年から今日に

いたるまで二十三年の間、主の言葉がわたしに臨

んだ。わたしはたゆまずにそれをあなたがたに語

ってきたが、あなたがたは聞かなかった。 4主は

たゆまず、そのしもべである預言者を、あなたが

たにつかわされたが、あなたがたは聞かずまた耳

を傾けて聞こうともしなかった。 5彼らは言った

、『あなたがたはおのおの今その悪の道と悪い行

いを捨てなさい。そうすれば主が昔からあなたが

たと先祖たちとに与えられた地に永遠に住むこと

ができる。 6あなたがたは、ほかの神に従って、

それに仕え、それを拝んではならない。あなたが

たの手で作ったものをもって、わたしを怒らせて

はならない。このようなことをしないなら、わた

しはあなたがたをそこなうことはない』と。 7し

かしあなたがたはわたしに聞き従わず、あなたが

たの手で作った物をもって、わたしを怒らせて自

ら害を招いたと、主は言われる。 8それゆえ万軍

の主はこう仰せられる、あなたがたがわたしの言

葉に聞き従わないゆえ、 9見よ、わたしは北の方

のすべての種族と、わたしのしもべであるバビロ

ンの王ネブカデレザルを呼び寄せて、この地とそ

の民と、そのまわりの国々を攻め滅ぼさせ、これ

を忌みきらわれるものとし、人の笑いものとし、

永遠のはずかしめとすると、主は言われる。 10ま

たわたしは喜びの声、楽しみの声、花婿の声、花

嫁の声、ひきうすの音、ともしびの光を彼らの中

に絶えさせる。 11この地はみな滅ぼされて荒れ地

となる。そしてその国々は七十年の間バビロンの

王に仕える。 12主は言われる、七十年の終った後

に、わたしはバビロンの王と、その民と、カルデ

ヤびとの地を、その罪のために罰し、永遠の荒れ

地とする。 13わたしはあの地について、わたしが

語ったすべての言葉をその上に臨ませる。これは

エレミヤが、万国のことについて預言したもので

あって、みなこの書にしるされている。 14多くの

国々と偉大な王たちとは、彼らをさえ奴隷として

仕えさせる。わたしは彼らの行いと、その手のわ

ざに従って報いる」。 15イスラエルの神、主はわ

たしにこう仰せられた、「わたしの手から、この

怒りの杯を受けて、わたしがあなたをつかわす国

々の民に飲ませなさい。 16彼らは飲んで、よろめ

き狂う。これはわたしが彼らのうちに、つるぎを

つかわそうとしているからである」。 17こうして

わたしは主の手から杯を受け、主がわたしをつか

わされた国々の民に飲ませた。 18すなわちエルサ

レムとユダのすべての町と、その王たちおよびそ

のつかさたちに飲ませて、それらを滅ぼし、荒れ

地とし、人の笑いものとし、のろわれるものとし

た。今日のとおりである。 19またエジプトの王パ

ロとその家来たち、その君たち、そのすべての民

と、 20もろもろの寄留の異邦人、およびウズの地

のすべての王たち、およびペリシテびとの地のす

べての王たち、（アシケロン、ガザ、エクロン、

アシドドの残りの者）、 21エドム、モアブ、アン

モンの子孫、 22ツロのすべての王たち、シドンの

すべての王たち、海のかなたの海沿いの地の王た

ち、 23デダン、テマ、ブズおよびすべて髪の毛の

すみずみをそる者、 24アラビヤのすべての王たち

、荒野の雑種の民のすべての王たち、 25ジムリの

すべての王たち、エラムのすべての王たち、メデ

アのすべての王たち、 26北のすべての王たちの遠

き者、近き者もつぎつぎに、またすべて地のおも

てにある世の国々の王たちもこの杯を飲む。そし

て彼らの次にバビロンの王もこれを飲む。 27「そ

れであなたは彼らに言いなさい、『万軍の主、イ

スラエルの神はこう仰せられる、飲め、酔って吐

け、倒れて再び立つな、わたしがあなたがたのう

ちに、つるぎをつかわすからである』」。 28「も

し彼らがあなたの手から杯を受けて飲むことをし

ないならば、あなたは彼らに言いなさい、『万軍

の主はこう仰せられる、あなたがたは必ず飲まな

ければならない。 29見よ、わたしの名をもって呼

ばれるこの町にさえ災を下すのだ。どうしてあな

たがたが罰を免れることができようか。あなたが

たは罰を免れることはできない。わたしがつるぎ

を呼び寄せて、地に住むすべての者を攻めるから

であると、万軍の主は仰せられる』。 30それゆえ

、あなたは彼らにこのすべての言葉を預言して言

いなさい、『主は高い所から呼ばわり、その聖な

るすまいから声を出し、自分のすみかに向かって

大いに呼ばわり、地に住むすべての者に向かって

ぶどうを踏む者のように叫ばれる。 31叫びは地の

果にまで響きわたる。主が国々と争い、すべての

肉なる者をさばき、悪人をつるぎに渡すからであ

ると、主は言われる』。 32万軍の主はこう仰せら
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れる、見よ、国から国へ災が出て行く。大きなあ

らしが地の果からおこる。 33その日、主に殺され

る人々は、地のこの果から、かの果に及ぶ。彼ら

は悲しまれず、集められず、また葬られずに、地

のおもてに糞土となる。 34牧者よ、嘆き叫べ、群

れのかしらたちよ、灰の中にまろべ。あなたがた

のほふられる日、散らされる日が来たからだ。あ

なたがたは選び分けられた雄羊のように倒れる。

35牧者には、のがれ場なく、群れのかしらたちは

逃げる所がない。 36牧者の叫び声と、群れのかし

らたちの嘆きの声が聞える。主が彼らの牧場を滅

ぼしておられるからだ。 37主の激しい怒りによっ

て、平和な牧場は荒れていく。 38ししのように彼

はその巣を出た。主のつるぎと、その激しい怒り

によって、彼らの地は荒れ地となった」。

26ユダの王ヨシヤの子エホヤキムが世を治めた
初めのころ、主からこの言葉があった、 2「

主はこう仰せられる、主の宮の庭に立ち、わたし

があなたに命じて言わせるすべての言葉を、主の

宮で礼拝するために来ているユダの町々の人々に

告げなさい。ひと言をも言い残しておいてはなら

ない。 3彼らが聞いて、おのおのその悪い道を離

れることがあるかも知れない。そのとき、わたし

は彼らの行いの悪いために、災を彼らに下そうと

したのを思いなおす。 4あなたは彼らに言いなさ

い、『主はこう仰せられる、もしあなたがたがわ

たしに聞き従わず、わたしがあなたがたの前に定

めおいた律法を行わず、 5わたしがあなたがたに

、しきりにつかわすわたしのしもべである預言者

の言葉に聞き従わないならば、（あなたがたは聞

き従わなかったが、） 6わたしはこの宮をシロの

ようにし、またこの町を地の万国にのろわれるも

のとする』」。 7祭司と預言者およびすべての民

は、エレミヤが主の宮でこれらの言葉を語るのを

聞いた。 8エレミヤが主に命じられたすべての言

葉を民に告げ終った時、祭司と預言者および民は

みな彼を捕えて言った、「あなたは死ななければ

ならない。 9なぜあなたは主の名によって預言し

、この宮はシロのようになり、この町は荒されて

住む人もなくなるであろうと言ったのか」と。民

はみな主の宮に集まってエレミヤを取り囲んだ。

10ユダのつかさたちはこの事を聞いて王の宮殿を

出て主の宮に上り、主の宮の「新しい門」の入口

に座した。 11祭司と預言者らは、つかさたちとす

べての民に訴えて言った、「この人は死刑に処す

べき者です。あなたがたが自分の耳で聞かれたよ

うに、この町に逆らう預言をしたのです」。 12そ

の時エレミヤは、つかさたちとすべての民に言っ

た、「主はわたしをつかわし、この宮とこの町に

むかって、預言をさせられたので、そのすべての

言葉をあなたがたは聞いた。 13それで、あなたが

たは今、あなたがたの道と行いを改め、あなたが

たの神、主の声に聞き従いなさい。そうするなら

ば主はあなたがたに災を下そうとしたことを思い

なおされる。 14見よ、わたしはあなたがたの手の

中にある。あなたがたの目に、良いと見え、正し

いと思うことをわたしに行うがよい。 15ただ明ら

かにこのことを知っておきなさい。もしあなたが

たがわたしを殺すならば、罪なき者の血はあなた

がたの身と、この町と、その住民とに帰する。ま

ことに主がわたしをつかわして、このすべての言

葉をあなたがたの耳に、告げさせられたからであ

る」。 16つかさたちと、すべての民とは、祭司と

預言者に言った、「この人は死刑に処すべき者で

はない。われわれの神、主の名によってわれわれ

に語ったのである」。 17その時この地の長老たち

数人が立って、そこに集まっているすべての者に

告げて言った、 18「ユダの王ヒゼキヤの世に、モ

レシテびとミカはユダのすべての民に預言して言

った、『万軍の主はこう仰せられる、シオンは畑

のように耕され、エルサレムは石塚となり、宮の

山は木のおい茂る高い所となる』。 19ユダの王ヒ

ゼキヤと、すべてのユダの人は彼を殺そうとした

ことがあろうか。ヒゼキヤは主を恐れ、主の恵み

を求めたので、主は彼らに災を下すとお告げにな

ったのを思いなおされたではないか。しかし、わ

れわれは、自分の身に大きな災を招こうとしてい

る」。 20主の名によって預言した人がほかにもあ

った。すなわちキリアテ・ヤリムのシマヤの子ウ

リヤである。彼はエレミヤとおなじような言葉を

もって、この町とこの地にむかって預言した。 21

エホヤキム王と、そのすべての勇士と、すべての

つかさたちはその言葉を聞いた。そして王は彼を

殺そうと思ったが、ウリヤはこれを聞いて恐れ、

エジプトに逃げて行ったので、 22エホヤキム王は

人をエジプトにつかわした。すなわちアクボルの

子エルナタンと他の数名の人を、エジプトにつか

わした。 23彼らはウリヤをエジプトから引き出し

、エホヤキム王のもとに連れてきたので、王はつ

るぎをもって彼を殺し、その死体を共同墓地に捨

てさせた。 24しかしシャパンの子アヒカムはエレ

ミヤを助け、民の手に渡されて殺されることのな

いようにした。

27ユダの王ヨシヤの子ゼデキヤが世を治め始め
たころ、この言葉が主からエレミヤに臨んだ

。 2すなわち主はこうわたしに仰せられた、「綱

と、くびきとを作って、それをあなたの首につけ

、 3エルサレムにいるユダの王ゼデキヤの所に来

た使者たちによって、エドムの王、モアブの王、

アンモンびとの王、ツロの王、シドンの王に言い

おくりなさい。 4彼らの主君にこの命を伝えさせ

なさい、『万軍の主、イスラエルの神はこう仰せ

られる、あなたがたは主君にこのように告げなけ

ればならない。 5わたしは大いなる力と伸べた腕

とをもって、地と地の上にいる人と獣とをつくっ

た者である。そして心のままに地を人に与える。 6

いまわたしはこのすべての国を、わたしのしもべ

であるバビロンの王ネブカデネザルの手に与え、

また野の獣をも彼に与えて彼に仕えさせた。 7彼

の地に時がくるまで、万国民は彼とその子とその

孫に仕える。その時がくるならば、多くの国と大

いなる王たちとが彼を自分の奴隷にする。 8バビ
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ロンの王ネブカデネザルに仕えず、バビロンの王

のくびきを自分の首に負わない民と国とは、わた

しがつるぎと、ききんと、疫病をもって罰し、つ

いには彼の手によってことごとく滅ぼすと主は言

われる。 9それで、あなたがたの預言者、占い師

、夢みる者、法術師、魔法使が、「あなたがたは

バビロンの王に仕えることはない」と言っても、

聞いてはならない。 10彼らはあなたがたに偽りを

預言して、あなたがたを自分の国から遠く離れさ

せ、わたしに、あなたがたを追い出してあなたが

たを滅ぼさせるのである。 11しかしバビロンの王

のくびきを首に負って、彼に仕える国民を、わた

しはその故国に残らせ、それを耕して、そこに住

まわせると主は言われる』」。 12わたしはユダの

王ゼデキヤにも同じように言った、「あなたがた

は、バビロンの王のくびきを自分の首に負って、

彼とその民とに仕え、そして生きなさい。 13どう

してあなたと、あなたの民とが、主がバビロンの

王に仕えない国民について言われたように、つる

ぎと、ききんと、疫病に死んでよかろうか。 14あ

なたがたはバビロンの王に仕えることはないとあ

なたがたに告げる預言者の言葉を聞いてはならな

い。彼らがあなたがたに預言していることは偽り

であるからだ。 15主は言われる、わたしが彼らを

つかわしたのではないのに、彼らはわたしの名に

よって偽って預言している。そのために、わたし

はあなたがたを追い払い、あなたがたと、あなた

がたに預言する預言者たちを滅ぼすようになるの

だ」。 16わたしはまた祭司とこのすべての民とに

語って言った、「主はこう仰せられる、『見よ、

主の宮の器は今、すみやかに、バビロンから返さ

れてくる』とあなたがたに預言する預言者の言葉

を聞いてはならない。それは、彼らがあなたがた

に預言していることは偽りであるからだ。 17彼ら

のいうことを聞いてはならない。バビロンの王に

仕え、そして生きなさい。どうしてこの町が荒れ

地となってよかろうか。 18もし彼らが預言者であ

って、主の言葉が彼らのうちにあるのであれば、

主の宮とユダの王の宮殿とエルサレムとに残され

ている器が、バビロンに移されないように、万軍

の主に、とりなしを願うべきだ。 19万軍の主は柱

と海と台、その他この町に残っている器について

、こう仰せられる。 20これはバビロンの王ネブカ

デネザルが、ユダの王エホヤキムの子エコニヤ、

およびユダとエルサレムのすべての身分の尊い人

々を捕えてエルサレムからバビロンに移したとき

に、持ち去らなかった器である。 21すなわち万軍

の主、イスラエルの神は、主の宮とユダの王の宮

殿とエルサレムとに残されている器について、こ

う仰せられる。 22これらはバビロンに携え行かれ

、わたしが顧みる日までそこにおかれている。そ

の後、わたしはこれらのものを、この所に携え帰

らせると主は言われる」。

28その年、すなわちユダの王ゼデキヤの治世の
初め、その第四年の五月、ギベオン出身の預

言者であって、アズルの子であるハナニヤは、主

の宮で祭司とすべての民の前でわたしに語って言

った、 2「万軍の主、イスラエルの神はこう仰せ

られる、わたしはバビロンの王のくびきを砕いた

。 3二年の内に、バビロンの王ネブカデネザルが

、この所から取ってバビロンに携えて行った主の

宮の器を、皆この所に帰らせる。 4わたしはまた

ユダの王エホヤキムの子エコニヤと、バビロンに

行ったユダのすべての捕われ人をこの所に帰らせ

る。それは、わたしがバビロンの王のくびきを、

砕くからであると主は言われる」。 5そこで預言

者エレミヤは主の宮のうちに立っている祭司とす

べての民の前で、預言者ハナニヤに言った。 6す

なわち預言者エレミヤは言った、「アァメン。ど

うか主がこのようにしてくださるように。どうか

あなたの預言した言葉が成就して、バビロンに携

えて行った主の宮の器とすべての捕われ人を、主

がバビロンから再びこの所に帰らせてくださるよ

うに。 7ただし、今わたしがあなたとすべての民

の聞いている所で語るこの言葉を聞きなさい。 8

わたしと、あなたの先に出た預言者は、むかしか

ら、多くの地と大きな国について、戦いと、きき

んと、疫病の事を預言した。 9平和を預言する預

言者は、その預言者の言葉が成就するとき、真実

に主がその預言者をつかわされたのであることが

知られるのだ」。 10そこで預言者ハナニヤは預言

者エレミヤの首から、くびきを取って、それを砕

いた。 11そしてハナニヤは、すべての民の前で語

り、「主はこう仰せられる、『わたしは二年のう

ちに、このように、万国民の首からバビロンの王

ネブカデネザルのくびきを離して砕く』」と言っ

た。預言者エレミヤは去って行った。 12預言者ハ

ナニヤが預言者エレミヤの首から、くびきを離し

て砕いた後、しばらくして主の言葉がエレミヤに

臨んだ、 13「行って、ハナニヤに告げなさい、『

主はこう仰せられる、あなたは木のくびきを砕い

たが、わたしはそれに替えて鉄のくびきを作ろう

。 14万軍の主、イスラエルの神はこう仰せられる

、わたしは鉄のくびきをこの万国民の首に置いて

、バビロンの王ネブカデネザルに仕えさせる。彼

らはこれに仕える。わたしは野の獣をも彼に与え

た』」。 15預言者エレミヤはまた預言者ハナニヤ

に言った、「ハナニヤよ、聞きなさい。主があな

たをつかわされたのではない。あなたはこの民に

偽りを信じさせた。 16それゆえ主は仰せられる、

『わたしはあなたを地のおもてから除く。あなた

は主に対する反逆を語ったので、今年のうちに死

ぬのだ』と」。 17預言者ハナニヤはその年の七月

に死んだ。

29これは預言者エレミヤがエルサレムから、か
の捕え移された長老たち、およびネブカデネ

ザルによってエルサレムからバビロンに捕え移さ

れた祭司と預言者ならびにすべての民に送った手

紙に書きしるした言葉である。 2それはエコニヤ

王と太后と宦官およびユダとエルサレムのつかさ

たち、および工匠と鍛冶とがエルサレムを去って

のちに書かれたものであって、 3エレミヤはその
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手紙をシャパンの子エラサおよびヒルキヤの子ゲ

マリヤの手によって送った。この人々はユダの王

ゼデキヤがバビロンに行かせ、バビロンの王ネブ

カデネザルのもとにつかわしたものであった。そ

の手紙には次のように書いてあった。 4「万軍の

主、イスラエルの神は、すべて捕え移された者、

すなわち、わたしがエルサレムから、バビロンに

捕え移させた者に、こう言う、 5あなたがたは家

を建てて、それに住み、畑を作ってその産物を食

べよ。 6妻をめとって、むすこ娘を産み、また、

そのむすこに嫁をめとり、娘をとつがせて、むす

こ娘を産むようにせよ。その所であなたがたの数

を増し、減ってはならない。 7わたしがあなたが

たを捕え移させたところの町の平安を求め、その

ために主に祈るがよい。その町が平安であれば、

あなたがたも平安を得るからである。 8万軍の主

、イスラエルの神はこう言われる、あなたがたの

うちにいる預言者と占い師に惑わされてはならな

い。また彼らの見る夢に聞き従ってはならない。 9

それは、彼らがわたしの名によってあなたがたに

偽りを預言しているからである。わたしが彼らを

つかわしたのではないと主は言われる。 10主はこ

う言われる、バビロンで七十年が満ちるならば、

わたしはあなたがたを顧み、わたしの約束を果し

、あなたがたをこの所に導き帰る。 11主は言われ

る、わたしがあなたがたに対していだいている計

画はわたしが知っている。それは災を与えようと

いうのではなく、平安を与えようとするものであ

り、あなたがたに将来を与え、希望を与えようと

するものである。 12その時、あなたがたはわたし

に呼ばわり、来て、わたしに祈る。わたしはあな

たがたの祈を聞く。 13あなたがたはわたしを尋ね

求めて、わたしに会う。もしあなたがたが一心に

わたしを尋ね求めるならば、 14わたしはあなたが

たに会うと主は言われる。わたしはあなたがたの

繁栄を回復し、あなたがたを万国から、すべてわ

たしがあなたがたを追いやった所から集め、かつ

、わたしがあなたがたを捕われ離れさせたそのも

との所に、あなたがたを導き帰ろうと主は言われ

る。 15あなたがたは、『主はバビロンでわれわれ

のために預言者たちを起された』と言ったが、 16

主はダビデの位に座している王と、この町に住む

すべての民で、あなたがたと共に捕え移されなか

った兄弟たちについて、こう言われる、 17『万軍

の主はこう言われる、見よ、わたしは、つるぎと

、ききんと、疫病を彼らに送り、彼らを悪くて食

べられない腐ったいちじくのようにしてしまう。

18わたしはつるぎと、ききんと、疫病をもって彼

らのあとを追い、また彼らを地の万国に忌みきら

われるものとなし、わたしが彼らを追いやる国々

で、のろいとなり、恐れとなり、物笑いとなり、

はずかしめとならせる。 19それは彼らがわたしの

言葉に聞き従わなかったからであると主は言われ

る。わたしはこの言葉を、わたしのしもべである

預言者たちによって、しきりに送ったが、あなた

がたは聞こうともしなかったと主は言われる』。

20わたしがエルサレムからバビロンに送ったあな

たがたすべての捕われ人よ、主の言葉を聞きなさ

い、 21『わたしの名によって、あなたがたに偽り

を預言しているコラヤの子アハブと、マアセヤの

子ゼデキヤについて万軍の主、イスラエルの神は

こう仰せられる、見よ、わたしは彼らをバビロン

の王ネブカデレザルの手に渡す。王はあなたがた

の目の前で彼らを殺す。 22バビロンにいるユダの

捕われ人は皆、彼らの名を、のろいの言葉に用い

て、「主があなたをバビロンの王が火で焼いたゼ

デキヤとアハブのようにされるように」という。

23それは、彼らがイスラエルのうちで愚かな事を

し、隣の妻と不義を行い、わたしが命じたのでな

い偽りの言葉を、わたしの名によって語ったこと

によるのである。わたしはそれを知っており、ま

たその証人であると主は言われる』」。 24ネヘラ

ムびとシマヤにあなたは言いなさい、 25「万軍の

主、イスラエルの神はこう仰せられる、あなたは

自分の名でエルサレムにいるすべての民と、マア

セヤの子祭司ゼパニヤおよびすべての祭司に手紙

を送って言う、 26『主は祭司エホヤダに代ってあ

なたを祭司とし、主の宮をつかさどらせ、すべて

狂い、かつ預言する者を足かせと首かせにつなが

せられる。 27そうであるのに、どうしてあなたは

、あなたがたに預言しているアナトテのエレミヤ

を戒めないのか。 28彼はバビロンにいるわれわれ

の所に手紙を送って、捕われの時はなお長いゆえ

、あなたがたは家を建ててそこに住み、畑を作っ

てその産物を食べよと言ってきた』」。 29祭司ゼ

パニヤはこの手紙を預言者エレミヤに読み聞かせ

た。 30その時、主の言葉がエレミヤに臨んだ、 31

「すべての捕われ人に書き送って言いなさい、ネ

ヘラムびとシマヤの事について主はこう仰せられ

る、わたしはシマヤをつかわさなかったのに、彼

があなたがたに預言して偽りを信じさせたので、

32主はこう仰せられる、見よ、わたしはネヘラム

びとシマヤとその子孫を罰する。彼は主に対する

反逆を語ったゆえ、彼に属する者で、この民のう

ちに住み、わたしが自分の民に行おうとしている

良い事を見るものはひとりもいない」。

30主からエレミヤに臨んだ言葉。 2「イスラエ

ルの神、主はこう仰せられる、わたしがあな

たに語った言葉を、ことごとく書物にしるしなさ

い。 3主は言われる、見よ、わたしがわが民イス

ラエルとユダの繁栄を回復する日が来る。主がこ

れを言われる。わたしは彼らを、その先祖に与え

た地に帰らせ、彼らにこれを保たせる」。 4これ

は主がイスラエルとユダについて言われた言葉で

ある。 5「主はこう仰せられる、われわれはおの

のきの声を聞いた。恐れがあり、平安はない。 6

子を産む男があるか、尋ねてみよ。どうして男が

みな子を産む女のように手を腰におくのをわたし

は見るのか。なぜ、どの人の顔色も青く変ってい

るのか。 7悲しいかな、その日は大いなる日であ

って、それに比べるべき日はない。それはヤコブ

の悩みの時である。しかし彼はそれから救い出さ

れる。 8万軍の主は仰せられる、その日わたしは
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彼らの首からそのくびきを砕き離し、彼らの束縛

を解く。異邦の人はもはや、彼らを使役すること

をしない。 9彼らはその神、主と、わたしが彼ら

のために立てるその王ダビデに仕える。 10主は仰

せられる、わがしもべヤコブよ、恐れることはな

い、イスラエルよ、驚くことはない。見よ、わた

しがあなたを救って、遠くからかえし、あなたの

子孫を救って、その捕え移された地からかえすか

らだ。ヤコブは帰ってきて、穏やかに安らかにお

り、彼を恐れさせる者はない。 11主は言われる、

わたしはあなたと共にいて、あなたを救う。わた

しはあなたを散らした国々をことごとく滅ぼし尽

す。しかし、あなたを滅ぼし尽すことはしない。

わたしは正しい道に従ってあなたを懲らしめる。

決して罰しないではおかない。 12主はこう仰せら

れる、あなたの痛みはいえず、あなたの傷は重い

。 13あなたの訴えを支持する者はなく、あなたの

傷をつつむ薬はなく、あなたをいやすものもない

。 14あなたの愛する者は皆あなたを忘れてあなた

の事を心に留めない。それは、あなたのとがが多

く、あなたの罪がはなはだしいので、わたしがあ

だを撃つようにあなたを撃ち、残忍な敵のように

懲らしたからだ。 15なぜ、あなたの傷のために叫

ぶのか、あなたの悩みはいえることはない。あな

たのとがが多く、あなたの罪がはなはだしいので

、これらの事をわたしはあなたにしたのである。

16しかし、すべてあなたを食い滅ぼす者は食い滅

ぼされ、あなたをしえたげる者は、ひとり残らず

、捕え移され、あなたをかすめる者は、かすめら

れ、すべてあなたの物を奪う者は奪われる者とな

る。 17主は言われる、わたしはあなたの健康を回

復させ、あなたの傷をいやす。それは、人があな

たを捨てられた者とよび、『だれも心に留めない

シオン』というからである。 18主はこう仰せられ

る、見よ、わたしはヤコブの天幕を再び栄えさせ

、そのすまいにあわれみを施す。町は、その丘に

建てなおされ、宮殿はもと立っていた所に立つ。

19感謝の歌と喜ぶ者の声とが、その中から出る。

わたしが彼らを増すゆえ、彼らは少なくはなく、

また彼らを尊ばれしめるゆえ、卑しめられること

はない。 20その子らは、いにしえのようになり、

その会衆はわたしの前に堅く立つ。すべて彼らを

しえたげる者をわたしは罰する。 21その君は彼ら

自身のうちのひとりであり、そのつかさは、その

うちから出る。わたしは彼をわたしに近づけ、彼

はわたしに近づく。だれか自分の命をかけてわた

しに近づく者があろうかと主は言われる。 22あな

たがたは、わたしの民となり、わたしはあなたが

たの神となる」。 23見よ、主の暴風がくる。憤り

と、つむじ風が出て、悪人のこうべをうつ。 24主

の激しい怒りは、み心に思い定められたことを行

って、これを遂げるまで、退くことはない。末の

日にあなたがたはこれを悟るのである。

31「主は言われる、その時わたしはイスラエル
の全部族の神となり、彼らはわたしの民とな

る」。 2主はこう言われる、「つるぎをのがれて

生き残った民は、荒野で恵みを得た。イスラエル

が安息を求めた時、 3主は遠くから彼に現れた。

わたしは限りなき愛をもってあなたを愛している

。それゆえ、わたしは絶えずあなたに真実をつく

してきた。 4イスラエルのおとめよ、再びわたし

はあなたを建てる、あなたは建てられる。あなた

は再び鼓をもって身を飾り、出て行って、喜び楽

しむ者と共に踊る。 5またあなたはぶどうの木を

サマリヤの山に植える。植える者は、植えてその

実を食べることができる。 6見守る者がエフライ

ムの山の上に立って呼ばわる日が来る。『立って

、シオンに上り、われわれの神、主に、もうでよ

う』と」。 7主はこう仰せられる、「ヤコブのた

めに喜んで声高く歌い、万国のかしらのために叫

び声をあげよ。告げ示し、ほめたたえて言え、『

主はその民イスラエルの残りの者を救われた』と

。 8見よ、わたしは彼らを北の国から連れ帰り、

彼らを地の果から集める。彼らのうちには、盲人

やあしなえ、妊婦、産婦も共にいる。彼らは大き

な群れとなって、ここに帰ってくる。 9彼らは泣

き悲しんで帰ってくる。わたしは慰めながら彼ら

を導き帰る。彼らがつまずかないように、まっす

ぐな道により、水の流れのそばを通らせる。それ

は、わたしがイスラエルの父であり、エフライム

はわたしの長子だからである。 10万国の民よ、あ

なたがたは主の言葉を聞き、これを遠い、海沿い

の地に示して言いなさい、『イスラエルを散らし

た者がこれを集められる。牧者がその群れを守る

ようにこれを守られる』と。 11すなわち主はヤコ

ブをあがない、彼らよりも強い者の手から彼を救

いだされた。 12彼らは来てシオンの山で声高く歌

い、主から賜わった良い物のために、穀物と酒と

油および若き羊と牛のために、喜びに輝く。その

魂は潤う園のようになり、彼らは重ねて憂えるこ

とがない。 13その時おとめたちは舞って楽しみ、

若い者も老いた者も共に楽しむ。わたしは彼らの

悲しみを喜びにかえ、彼らを慰め、憂いの代りに

喜びを与える。 14わたしは多くのささげ物で、祭

司の心を飽かせ、わたしの良き物で、わたしの民

を満ち足らせると主は言われる」。 15主はこう仰

せられる、「嘆き悲しみ、いたく泣く声がラマで

聞える。ラケルがその子らのために嘆くのである

。子らがもはやいないので、彼女はその子らのこ

とで慰められるのを願わない」。 16主はこう仰せ

られる、「あなたは泣く声をとどめ、目から涙を

ながすことをやめよ。あなたのわざに報いがある

。彼らは敵の地から帰ってくると主は言われる。

17あなたの将来には希望があり、あなたの子供た

ちは自分の国に帰ってくると主は言われる。 18わ

たしは確かに、エフライムがこう言って嘆くの聞

いた、『あなたはわたしを懲しめられた、わたし

はくびきに慣れない子牛のように懲しめをうけた

。主よ、あなたはわたしの神、主でいらせられる

、わたしを連れ帰って、もとにかえしてください

。 19わたしはそむき去った後、悔い、教をうけた

後、ももを打った。若い時のはずかしめが身にあ

るので、わたしは恥じ、うろたえた』。 20主は言
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われる、エフライムはわたしの愛する子、わたし

の喜ぶ子であろうか。わたしは彼について語るご

とに、なお彼を忘れることができない。それゆえ

、わたしの心は彼をしたっている。わたしは必ず

彼をあわれむ。 21みずからのために道しるべを置

き、みずからのために標柱を立てよ。大路に、あ

なたの通って行った道に心を留めよ。イスラエル

のおとめよ、帰れ、これらの、あなたの町々に帰

れ。 22不信の娘よ、いつまでさまようのか。主は

地の上に新しい事を創造されたのだ、女が男を保

護する事である」。 23万軍の主、イスラエルの神

はこう言われる、「わたしが彼らを再び栄えさせ

る時、人々はまたユダの地とその町々でこの言葉

を言う、『正義のすみかよ、聖なる山よ、どうか

主がおまえを祝福してくださるように』。 24ユダ

とそのすべての町の人、および農夫と群れを飼っ

て歩き回る者は共にそこに住む。 25わたしが疲れ

た魂を飽き足らせ、すべて悩んでいる魂を慰める

からである」。 26ここでわたしは目をさましたが

、わたしの眠りは、ここちよかった。 27「主は言

われる、見よ、わたしが人の種と獣の種とをイス

ラエルの家とユダの家とにまく日が来る。 28わた

しは彼らを抜き、砕き、倒し、滅ぼし、悩まそう

と待ちかまえていたように、また彼らを建て、植

えようと待ちかまえていると主は言われる。 29そ

の時、彼らはもはや、『父がすっぱいぶどうを食

べたので、子どもの歯がうく』とは言わない。 30

人はめいめい自分の罪によって死ぬ。すっぱいぶ

どうを食べる人はみな、その歯がうく。 31主は言

われる、見よ、わたしがイスラエルの家とユダの

家とに新しい契約を立てる日が来る。 32この契約

はわたしが彼らの先祖をその手をとってエジプト

の地から導き出した日に立てたようなものではな

い。わたしは彼らの夫であったのだが、彼らはそ

のわたしの契約を破ったと主は言われる。 33しか

し、それらの日の後にわたしがイスラエルの家に

立てる契約はこれである。すなわちわたしは、わ

たしの律法を彼らのうちに置き、その心にしるす

。わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民と

なると主は言われる。 34人はもはや、おのおのそ

の隣とその兄弟に教えて、『あなたは主を知りな

さい』とは言わない。それは、彼らが小より大に

至るまで皆、わたしを知るようになるからである

と主は言われる。わたしは彼らの不義をゆるし、

もはやその罪を思わない」。 35主はこう言われる

、すなわち太陽を与えて昼の光とし、月と星とを

定めて夜の光とし、海をかき立てて、その波を鳴

りとどろかせる者その名は万軍の主という。 36主

は言われる、「もしこの定めがわたしの前ですた

れてしまうなら、イスラエルの子孫もすたって、

永久にわたしの前で民であることはできない」。

37主はこう言われる、「もし上の天を量ることが

でき、下の地の基を探ることができるなら、その

とき、わたしはイスラエルのすべての子孫をその

もろもろの行いのために捨て去ると主は言われる

」。 38主は言われる、「見よ、この町が、ハナネ

ルの塔から隅の門まで、主のために再建される時

が来る。 39測りなわはそれよりも遠くまっすぐに

延びて、ガレブの丘に達し、ゴアのほうに向かう

。 40死体と灰との谷の全部、またキデロンの谷に

行くまでと、東のほうの馬の門のすみに行くまで

とのすべての畑はみな主の聖なる所となり、永遠

にわたって、ふたたび抜かれ、また倒されること

はない」。

32ユダの王ゼデキヤの十年、すなわちネブカデ
レザルの十八年に、主の言葉がエレミヤに臨

んだ。 2その時、バビロンの王の軍勢がエルサレ

ムを攻め囲んでいて、預言者エレミヤはユダの王

の宮殿にある監視の庭のうちに監禁されていた。 3

ユダの王ゼデキヤが彼を閉じ込めたのであるが、

王は言った、「なぜあなたは預言して言うのか、

『主はこう仰せられる、見よ、わたしはこの町を

バビロンの王の手に渡し、彼はこれを取る。 4ま

たユダの王ゼデキヤはカルデヤびとの手をのがれ

ることなく、かならずバビロンの王の手に渡され

、顔と顔を合わせて彼と語り、目と目は相まみえ

る。 5そして彼はゼデキヤをバビロンに引いてい

き、ゼデキヤは、わたしが彼を顧みる時まで、そ

こにいると主は言われる。あなたがたは、カルデ

ヤびとと戦っても勝つことはできない』と」。 6

エレミヤは言った、「主の言葉がわたしに臨んで

言われる、 7『見よ、あなたのおじシャルムの子

ハナメルがあなたの所に来て言う、「アナトテに

あるわたしの畑を買いなさい。それは、これを買

い取り、あがなう権利があなたにあるから」と』

。 8はたして主の言葉のように、わたしのいとこ

であるハナメルが監視の庭のうちにいるわたしの

所に来て言った、『ベニヤミンの地のアナトテに

あるわたしの畑を買ってください。所有するのも

、あがなうのも、あなたの権利なのです。買い取

ってあなたの物にしてください。これが主の言葉

であるのをわたしは知っていました』。 9そこで

わたしは、いとこのハナメルからアナトテにある

畑を買い取り、銀十七シケルを量って彼に支払っ

た。 10すなわち、わたしはその証書をつくって、

これに記名し、それを封印し、証人を立て、はか

りをもって銀を量って与えた。 11そしてわたしは

その約定をしるして封印した買収証書と、封印の

ない写しとを取り、 12いとこのハナメルと、買収

証書に記名した証人たち、および監視の庭にすわ

っているすべてのユダヤ人の前で、その証書をマ

アセヤの子であるネリヤの子バルクに与え、 13彼

らの前で、わたしはバルクに命じて言った、 14『

万軍の主、イスラエルの神はこう仰せられる、こ

れらの証書すなわち、この買収証書の封印したも

のと、封印のない写しとを取り、これらを土の器

に入れて、長く保存せよ。 15万軍の主、イスラエ

ルの神がこう言われるからである、「この地で人

々はまた家と畑とぶどう畑を買うようになる」と

』。 16わたしは買収証書をネリヤの子バルクに渡

したあとで主に祈って言った、 17『ああ主なる神

よ、あなたは大いなる力と、伸べた腕をもって天

と地をお造りになったのです。あなたのできない
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ことは、ひとつもありません。 18あなたはいつく

しみを千万人に施し、また父の罪をそののちの子

孫に報いられるのです。あなたは大いなる全能の

神でいらせられ、その名は万軍の主と申されます

。 19あなたの計りごとは大きく、また、事を行う

のに力があり、あなたの目は人々の歩むすべての

道を見て、おのおのの道にしたがい、その行いの

実によってこれに報いられます。 20あなたは、し

るしと、不思議なわざとをエジプトの地に行い、

また今日に至るまでイスラエルと全人類のうちに

行い、そして今日のように名をあげられました。

21あなたは、しるしと、不思議なわざと、強い手

と、伸べた腕と、大いなる恐るべき事をもって、

あなたの民イスラエルをエジプトの地から導き出

し、 22この地を彼らに賜わりました。これはあな

たが彼らの先祖たちに与えようと誓われた乳と蜜

の流れる地です。 23こうして彼らは、はいってこ

れを獲たのですが、あなたの声に聞き従わず、あ

なたの律法を行わず、すべてあなたがせよと命じ

られたことをしなかったので、あなたはこの災を

彼らの上にお下しになりました。 24見よ、塁が築

きあげられたのは、この町を取るためです。つる

ぎと、ききんと、疫病のために、町はこれを攻め

ているカルデヤびとの手に渡されます。あなたの

言われたようになりましたのは、ごらんのとおり

であります。 25主なる神よ、あなたはわたしに言

われました、「銀をもって畑を買い、証人を立て

よ」と。そうであるのに、町はカルデヤびとの手

に渡されています』」。 26主の言葉がエレミヤに

臨んだ、 27「見よ、わたしは主である、すべて命

ある者の神である。わたしにできない事があろう

か。 28それゆえ、主はこう言われる、見よ、わた

しはこの町をカルデヤびとと、バビロンの王ネブ

カデレザルの手に渡す。彼はこれを取る。 29この

町を攻めているカルデヤびとがきて、この町に火

をつけて焼き払う。屋根の上で人々が、バアルに

香をたき、ほかの神々に酒をそそいで、わたしを

怒らせたその家をも彼らは焼く。 30それは、イス

ラエルの人々とユダの人々とは、その若い時から

、わたしの前に悪いことのみを行い、またイスラ

エルの民はその手のわざをもって、わたしを怒ら

せることばかりをしたからであると主は言われる

。 31この町はそれが建った日からきょうまで、わ

たしの怒りと憤りとをひき起してきたので、わた

しの前からこれを除き去るのである。 32それは、

イスラエルの民とユダの民とが、もろもろの悪を

行って、わたしを怒らせたことによるのである。

彼らの王たちと、そのつかさたち、祭司たち、預

言者たち、またユダの人々とエルサレムの住民た

ちが皆そうである。 33彼らはその背中をわたしに

向けて顔をわたしに向けず、わたしがたゆまず教

えたにもかかわらず、彼らは教を聞かず、またう

けないのである。 34彼らは憎むべき物を、わが名

をもって呼ばれている家にすえつけて、そこを汚

し、 35またベンヒンノムの谷にバアルの高き所を

築いて、むすこ娘をモレクにささげた。わたしは

彼らにこのようなことを命じたことはなく、また

彼らがこの憎むべきことを行って、ユダに罪を犯

させようとは考えもしなかった。 36それゆえ今イ

スラエルの神、主は、この町、すなわちあなたが

たが、『つるぎと、ききんと、疫病のためにバビ

ロンの王の手に渡される』といっている町につい

てこう仰せられる、 37見よ、わたしは、わたしの

怒りと憤りと大いなる怒りをもって、彼らを追い

やったもろもろの国から彼らを集め、この所へ導

きかえって、安らかに住まわせる。 38そして彼ら

はわたしの民となり、わたしは彼らの神となる。

39わたしは彼らに一つの心と一つの道を与えて常

にわたしを恐れさせる。これは彼らが彼ら自身と

その後の子孫の幸を得るためである。 40わたしは

彼らと永遠の契約を立てて、彼らを見捨てずに恵

みを施すことを誓い、またわたしを恐れる恐れを

彼らの心に置いて、わたしを離れることのないよ

うにしよう。 41わたしは彼らに恵みを施すことを

喜びとし、心をつくし、精神をつくし、真実をも

って彼らをこの地に植える。 42主はこう仰せられ

る、わたしがこのもろもろの大きな災をこの民に

下したように、わたしが彼らに約束するもろもろ

の幸を彼らの上に下す。 43人々はこの地に畑を買

うようになる。あなたがたが、『それは荒れて人

も獣もいなくなり、カルデヤびとの手に渡されて

しまう』といっている地である。 44人々はベニヤ

ミンの地と、エルサレムの周囲と、ユダの町々と

、山地の町々と、平地の町々と、ネゲブの町々で

、銀をもって畑を買い、証書をつくって、これに

記名し封印し、また証人を立てる。それは、わた

しが彼らを再び栄えさせるからであると主は言わ

れる」。

33エレミヤがなお監視の庭に閉じ込められてい
る時、主の言葉はふたたび彼に臨んだ、 2「

地を造られた主、それを形造って堅く立たせられ

た主、その名を主と名のっておられる者がこう仰

せられる、 3わたしに呼び求めよ、そうすれば、

わたしはあなたに答える。そしてあなたの知らな

い大きな隠されている事を、あなたに示す。 4イ

スラエルの神、主は塁と、つるぎとを防ぐために

破壊されたこの町の家と、ユダの王の家について

こう言われる、 5カルデヤびとは来て戦い、わた

しが怒りと憤りをもって殺す人々の死体を、それ

に満たす。わたしは人々のもろもろの悪のために

、この町にわたしの顔をおおい隠した。 6見よ、

わたしは健康と、いやしとを、ここにもたらして

人々をいやし、豊かな繁栄と安全とを彼らに示す

。 7わたしはユダとイスラエルを再び栄えさせ、

彼らを建てて、もとのようにする。 8わたしは彼

らがわたしに向かって犯した罪のすべてのとがを

清め、彼らがわたしに向かって犯した罪と反逆の

すべてのとがをゆるす。 9この町は地のもろもろ

の民の前に、わたしのために喜びの名となり、誉

となり、栄えとなる。彼らはわたしがわたしの民

に施すもろもろの恵みのことを聞く。そして、わ

たしがこの町に施すもろもろの恵みと、もろもろ

の繁栄のために恐れて身をふるわす。 10主はこう
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言われる、あなたがたが、『それは荒れて、人も

おらず獣もいない』というこの所、すなわち、荒

れて、人もおらず住む者もなく、獣もいないユダ

の町とエルサレムのちまたに、 11再び喜びの声、

楽しみの声、花婿の声、花嫁の声、および『万軍

の主に感謝せよ、主は恵みふかく、そのいつくし

みは、いつまでも絶えることがない』といって、

感謝の供え物を主の宮に携えてくる者の声が聞え

る。それは、わたしがこの地を再び栄えさせて初

めのようにするからであると主は言われる。 12万

軍の主はこう言われる、荒れて、人もおらず獣も

いないこの所と、そのすべての町々に再びその群

れを伏させる牧者のすまいがあるようになる。 13

山地の町々と、平地の町々と、ネゲブの町々と、

ベニヤミンの地、エルサレムの周囲と、ユダの町

々で、群れは再びそれを数える者の手の下を通り

すぎると主は言われる。 14主は言われる、見よ、

わたしがイスラエルの家とユダの家に約束したこ

とをなし遂げる日が来る。 15その日、その時にな

るならば、わたしはダビデのために一つの正しい

枝を生じさせよう。彼は公平と正義を地に行う。

16その日、ユダは救を得、エルサレムは安らかに

おる。その名は『主はわれわれの正義』ととなえ

られる。 17主はこう仰せられる、イスラエルの家

の位に座する人がダビデの子孫のうちに欠けるこ

とはない。 18またわたしの前に燔祭をささげ、素

祭を焼き、つねに犠牲をささげる人が、レビびと

である祭司のうちに絶えることはない」。 19主の

言葉はエレミヤに臨んだ、 20「主はこう仰せられ

る、もしあなたがたが、昼と結んだわたしの契約

を破り、また夜と結んだわたしの契約を破り、昼

と夜が定められた時に来ないようにすることがで

きるならば、 21しもべダビデとわたしが結んだ契

約もまた破れ、彼はその位に座して王となる子を

与えられない。またわたしがわたしに仕えるレビ

びとである祭司に立てた契約も破れる。 22天の星

は数えることができず、浜の砂は量ることができ

ない。そのようにわたしは、しもべダビデの子孫

と、わたしに仕えるレビびとである祭司の数を増

そう」。 23主の言葉はエレミヤに臨んだ、 24「

あなたはこの民が、『主は自ら選んだ二つのやか

らを捨てた』といっているのを聞かないか。彼ら

はこのようにわたしの民を侮って、これを国とみ

なさないのである。 25主はこう言われる、もしわ

たしが昼と夜とに契約を立てず、また天地のおき

てを定めなかったのであれば、 26わたしは、ヤコ

ブとわたしのしもべダビデとの子孫を捨てて、再

び彼の子孫のうちからアブラハム、イサク、ヤコ

ブの子孫を治める者を選ばない。わたしは彼らを

再び栄えさせ、彼らにあわれみをたれよう」。

34バビロンの王ネブカデレザルがその全軍と、
彼に従っている地のすべての国の人々、およ

びもろもろの民を率いて、エルサレムとその町々

を攻めて戦っていた時に、主からエレミヤに臨ん

だ言葉、 2「イスラエルの神、主はこう言われる

、行ってユダの王ゼデキヤに告げて言いなさい、

『主はこう言われる、見よ、わたしはこの町をバ

ビロンの王の手に渡す。彼は火でこれを焼く。 3

あなたはその手をのがれることはできない、必ず

捕えられてその手に渡される。あなたはまのあた

りバビロンの王を見、顔と顔を合わせて彼と語る

。それからバビロンへ行く』。 4しかしユダの王

ゼデキヤよ、主の言葉を聞きなさい。主はあなた

の事についてこう言われる、『あなたはつるぎで

死ぬことはない。 5あなたは安らかに死ぬ。民は

あなたの先祖であるあなたの先の王たちのために

香をたいたように、あなたのためにも香をたき、

またあなたのために嘆いて「ああ、主君よ」と言

う』。わたしがこの言葉をいうのであると主は言

われる」。 6そこで預言者エレミヤはこの言葉を

ことごとくエルサレムでユダの王ゼデキヤに告げ

た。 7その時バビロンの王の軍勢はエルサレム、

および残っているユダのすべての町、すなわちラ

キシとアゼカを攻めて戦っていた。それはユダの

町々のうちに、これらの堅固な町がなお残ってい

たからである。 8ゼデキヤ王がエルサレムにいる

すべての民と契約を立てて、彼らに釈放のことを

告げ示した後に、主からエレミヤに臨んだ言葉。 9

その契約はすなわち人がおのおのそのヘブルびと

である男女の奴隷を解放し、その兄弟であるユダ

ヤ人を奴隷としないことを定めたものであった。

10この契約をしたつかさたちと、すべての民は人

がおのおのその男女の奴隷を解放し、再びこれを

奴隷としないということに聞き従って、これを解

放したが、 11後に心を翻し、解放した男女の奴隷

をひきかえさせ、再びこれを従わせて奴隷とした

。 12そこで主の言葉が主からエレミヤに臨んだ、

13「イスラエルの神、主はこう言われる、わたし

はあなたがたの先祖をエジプトの地、その奴隷で

あった家から導き出した時、彼らと契約を立てて

言った、 14『あなたがたの兄弟であるヘブルびと

で、あなたがたに身を売り、六年の間あなたがた

に仕えた者は、六年の終りに、あなたがたおのお

のがこれを解放しなければならない。あなたがた

は彼を解放して、あなたがたに仕えることをやめ

させなければならない』。ところがあなたがたの

先祖たちはわたしに聞き従わず、またその耳を傾

けなかった。 15しかしあなたがたは今日、心を改

め、おのおのその隣り人に釈放のことを告げ示し

て、わたしの見て正しいとすることを行い、かつ

わたしの名をもってとなえられる家で、わたしの

前に契約を立てた。 16ところがあなたがたは再び

心を翻して、わたしの名を汚し、おのおの男女の

奴隷をその願いのままに解放したのをひきかえさ

せ、再びこれを従わせて、あなたがたの奴隷とし

た。 17それゆえに、主はこう仰せられる、あなた

がたがわたしに聞き従わず、おのおのその兄弟と

その隣に釈放のことを告げ示さなかったので、見

よ、わたしはあなたがたのために釈放を告げ示し

て、あなたがたをつるぎと、疫病と、ききんとに

渡すと主は言われる。わたしはあなたがたを地の

もろもろの国に忌みきらわれるものとする。 18わ

たしの契約を破り、わたしの前に立てた契約の定
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めに従わない人々を、わたしは彼らが二つに裂い

て、その二つの間を通った子牛のようにする。 19

すなわち二つに分けた子牛の間を通ったユダのつ

かさたち、エルサレムのつかさたちと宦官と祭司

と、この地のすべての民を、 20わたしはその敵の

手と、その命を求める者の手に渡す。その死体は

空の鳥と野の獣の食物となる。 21わたしはまたユ

ダの王ゼデキヤと、そのつかさたちをその敵の手

、その命を求める者の手、あなたがたを離れて去

ったバビロンの王の軍勢の手に渡す。 22主は言わ

れる、見よ、わたしは彼らに命じて、この町に引

きかえしてこさせる。彼らはこの町を攻めて戦い

、これを取り、火を放って焼き払う。わたしはユ

ダの町々を住む人のない荒れ地とする」。

35ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの時、主から
エレミヤに臨んだ言葉。 2「レカブびとの家

に行って、彼らと語り、彼らを主の宮の一室に連

れてきて、酒を飲ませなさい」。 3そこでわたし

はハバジニヤの子エレミヤの子であるヤザニヤと

、その兄弟と、そのむすこたち、およびレカブび

との全家を連れ、 4これを主の宮にあるハナンの

子たちの室に連れてきた。ハナンはイグダリヤの

子であって神の人であった。その室は、つかさた

ちの室の次にあって、門を守るシャルムの子マア

セヤの室の上にあった。 5わたしはレカブびとの

前に酒を満たしたつぼと杯を置き、彼らに、「酒

を飲みなさい」と言ったが、 6彼らは答えた、「

われわれは酒を飲みません。それは、レカブの子

であるわれわれの先祖ヨナダブがわれわれに命じ

て、『あなたがたとあなたがたの子孫はいつまで

も酒を飲んではならない。 7また家を建てず、種

をまかず、またぶどう畑を植えてはならない。ま

たこれを所有してはならない。あなたがたは生き

ながらえる間は幕屋に住んでいなさい。そうする

ならば、あなたがたはその宿っている地に長く生

きることができると言ったからです』。 8こうし

てわれわれは、レカブの子であるわれわれの先祖

ヨナダブがすべて命じた言葉に従って、われわれ

も、妻も、むすこ娘も生きながらえる間、酒を飲

まず、 9住む家を建てず、ぶどう畑も畑も種も持

たないで、 10幕屋に住み、すべてわれわれの先祖

ヨナダブがわれわれに命じたところに従い、その

ように行いました。 11しかしバビロンの王ネブカ

デレザルがこの地に上ってきた時、われわれは言

いました、『さあ、われわれはエルサレムへ行こ

う。カルデヤびとの軍勢とスリヤびとの軍勢が恐

ろしい』と。こうしてわれわれはエルサレムに住

んでいるのです」。 12その時、主の言葉がエレミ

ヤに臨んだ、 13「万軍の主、イスラエルの神はこ

う言われる、行って、ユダの人々とエルサレムに

住む者とに告げよ。主は仰せられる、あなたがた

はわたしの言葉を聞いて教を受けないのか。 14レ

カブの子ヨナダブがその子孫に酒を飲むなと命じ

た言葉は守られてきた。彼らは今日に至るまで酒

を飲まず、その先祖の命に従ってきた。ところが

あなたがたはわたしがしきりに語ったけれども、

わたしに聞き従わなかった。 15わたしはまた、わ

たしのしもべである預言者たちを、しきりにあな

たがたにつかわして言わせた、『あなたがたは今

おのおのその悪い道を離れ、その行いを改めなさ

い。ほかの神々に従い仕えてはならない。そうす

れば、あなたがたはわたしがあなたがたと、あな

たがたの先祖に与えたこの地に住むことができる

』と。しかしあなたがたは耳を傾けず、わたしに

聞かなかった。 16レカブの子ヨナダブの子孫は、

その先祖が彼らに命じた命令を守っているのであ

る。しかしこの民はわたしに従わなかった。 17そ

れゆえ万軍の神、主、イスラエルの神はこう仰せ

られる、見よ、わたしはユダとエルサレムに住む

者とに、わたしが彼らの上に宣告した災を下す。

わたしが彼らに語っても聞かず、彼らを呼んでも

答えなかったからである」。 18ところでエレミヤ

はレカブびとの家の人々に言った、「万軍の主、

イスラエルの神はこう仰せられる、あなたがたは

先祖ヨナダブの命に従い、そのすべての戒めを守

り、彼があなたがたに命じた事を行った。 19それ

ゆえ、万軍の主、イスラエルの神はこう言われる

、レカブの子ヨナダブには、わたしの前に立つ人

がいつまでも欠けることはない」。

36ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年に主か
らこの言葉がエレミヤに臨んだ、 2「あなた

は巻物を取り、わたしがあなたに語った日、すな

わちヨシヤの日から今日に至るまで、イスラエル

とユダと万国とに関してあなたに語ったすべての

言葉を、それにしるしなさい。 3ユダの家がわた

しの下そうとしているすべての災を聞いて、おの

おのその悪い道を離れて帰ることもあろう。そう

すれば、わたしはそのとがとその罪をゆるすかも

知れない」。 4そこでエレミヤはネリヤの子バル

クを呼んだ。バルクはエレミヤの口述にしたがっ

て、主が彼にお告げになった言葉をことごとく巻

物に書きしるした。 5そしてエレミヤはバルクに

命じて言った、「わたしは主の宮に行くことを妨

げられている。 6それで、あなたが行って、断食

の日に主の宮で、すべての民が聞いているところ

で、あなたがわたしの口述にしたがって、巻物に

筆記した主の言葉を読みなさい。またユダの人々

がその町々から来て聞いているところで、それを

読みなさい。 7彼らは主の前に祈願をささげ、お

のおのその悪い道を離れて帰ることもあろう。主

がこの民に対して宣告された怒りと憤りは大きい

からである」。 8こうしてネリヤの子バルクはす

べて預言者エレミヤが自分に命じたように、主の

宮で、その巻物に書かれた主の言葉を読んだ。 9

ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの五年九月、エル

サレムのすべての民と、ユダの町々からエルサレ

ムに来たすべての民とは、主の前に断食を行うべ

きことを告げ示された。 10バルクは主の宮の上の

庭で、主の宮の新しい門の入口のかたわらにある

書記シャパンの子であるゲマリヤのへやで、巻物

に書かれたエレミヤの言葉をすべての民に読み聞

かせた。 11シャパンの子であるゲマリヤの子ミカ
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ヤはその巻物にある主の言葉をことごとく聞いて

、 12王の家にある書記のへやに下って行くと、も

ろもろのつかさたち、すなわち書記エリシャマ、

シマヤの子デラヤ、アカボルの子エルナタン、シ

ャパンの子ゲマリヤ、ハナニヤの子ゼデキヤおよ

びすべてのつかさたちがそこに座していた。 13ミ

カヤはバルクが民に巻物を読んで聞かせたとき、

自分の聞いたすべての言葉を彼らに告げたので、

14つかさたちはクシの子セレミヤの子であるネタ

ニヤの子エホデをバルクのもとにつかわして言わ

せた、「あなたが民に読み聞かせたその巻物を手

に取って、来てください」。そこでネリヤの子バ

ルクは巻物を手に取って、彼らのもとに来たので

、 15彼らはバルクに言った、「座してそれを読ん

でください」。バルクはそれを彼らに読みきかせ

た。 16彼らはそのすべての言葉を聞き、恐れて互

に見かわし、バルクに言った、「われわれはこの

すべての言葉を、王に報告しなければならない」

。 17そしてバルクに尋ねて言った、「このすべて

の言葉を、あなたがどのようにして書いたのか話

してください。彼の口述によるのですか」。 18バ

ルクは彼らに答えた、「彼がわたしにこのすべて

の言葉を口述したので、わたしはそれを墨汁で巻

物に書いたのです」。 19つかさたちはバルクに言

った、「行って、エレミヤと一緒に身を隠しなさ

い。人に所在を知られてはなりません」。 20そこ

で彼らは巻物を書記エリシャマのへやに置いて庭

にはいり、王のもとへ行って、このすべての言葉

を王に告げたので、 21王はその巻物を持ってこさ

せるためにエホデをつかわした。エホデは書記エ

リシャマのへやから巻物を取ってきて、それを王

と王のかたわらに立っているすべてのつかさたち

に読みきかせた。 22時は九月であって、王は冬の

家に座していた。その前に炉があって火が燃えて

いた。 23エホデが三段か四段を読むと、王は小刀

をもってそれを切り取り、炉の火に投げいれ、つ

いに巻物全部を炉の火で焼きつくした。 24王とそ

の家来たちはこのすべての言葉を聞いても恐れず

、またその着物を裂くこともしなかった。 25エル

ナタン、デラヤおよびゲマリヤが王にその巻物を

焼かないようにと願ったときにも彼は聞きいれな

かった。 26そして王は王子エラメルとアヅリエル

の子セラヤとアブデルの子セレミヤに、書記バル

クと預言者エレミヤを捕えるようにと命じたが、

主は彼らを隠された。 27バルクがエレミヤの口述

にしたがって筆記した言葉を載せた巻物を王が焼

いた後、主の言葉がエレミヤに臨んだ、 28「他の

巻物を取り、ユダの王エホヤキムが焼いた、前の

巻物のうちにある言葉を皆それに書きしるしなさ

い。 29またユダの王エホヤキムについて言いなさ

い、『主はこう仰せられる、あなたはこの巻物を

焼いて言った、「どうしてあなたはこの巻物に、

バビロンの王が必ず来てこの地を滅ぼし、ここか

ら人と獣とを絶やす、と書いたのか」と。 30それ

ゆえ主はユダの王エホヤキムについてこう言われ

る、彼の子孫にはダビデの位にすわる者がなくな

る。また彼の死体は捨てられて昼は暑さにあい、

夜は霜にあう。 31わたしはまた彼とその子孫とそ

の家来たちをその罪のために罰する。また彼らと

エルサレムの民とユダの人々には災を下す。この

災のことについては、すでに語ったけれども、彼

らは聞くことをしなかった』」。 32そこでエレミ

ヤは他の巻物を取り、ネリヤの子書記バルクに与

えたので、バルクはユダの王エホヤキムが火にく

べて焼いた巻物のすべての言葉を、エレミヤの口

述にしたがってそれに書きしるし、また同じよう

な言葉を多くそれに加えた。

37ヨシヤの子ゼデキヤはエホヤキムの子コニヤ
に代って王となった。バビロンの王ネブカデ

レザルが彼をユダの地の王としたのである。 2彼

もその家来たちも、その地の人々も、主が預言者

エレミヤによって語られた言葉に聞き従わなかっ

た。 3ゼデキヤ王はセレミヤの子ユカルと、マア

セヤの子祭司ゼパニヤを預言者エレミヤにつかわ

して、「われわれのために、われわれの神、主に

祈ってください」と言わせた。 4エレミヤは民の

中に出入りしていた。まだ獄屋に入れられなかっ

たからである。 5パロの軍勢がエジプトから出て

来たので、エルサレムを攻め囲んでいたカルデヤ

びとはその情報を聞いてエルサレムを退いた。 6

その時、主の言葉は預言者エレミヤに臨んだ、 7

「イスラエルの神、主はこう言われる、あなたが

たをつかわしてわたしに求めたユダの王にこう言

いなさい、『あなたがたを救うために出てきたパ

ロの軍勢はその国エジプトに帰ろうとしている。 8

カルデヤびとが再び来てこの町を攻めて戦い、こ

れを取って火で焼き滅ぼす。 9主はこう言われる

、あなたがたは、「カルデヤびとはきっとわれわ

れを離れ去る」といって自分を欺いてはならない

。彼らは去ることはない。 10たといあなたがたが

自分を攻めて戦うカルデヤびとの全軍を撃ち破っ

て、その天幕のうちに負傷者のみを残しても、彼

らは立ち上がって火でこの町を焼き滅ぼす』」。

11さてカルデヤびとの軍勢がパロの軍勢の来るの

を聞いてエルサレムを退いたとき、 12エレミヤは

、ベニヤミンの地で民のうちに自分の分け前を受

け取るため、エルサレムを立ってその地へ行こう

と、 13ベニヤミンの門に着いたとき、そこにハナ

ニヤの子セレミヤの子でイリヤという名の番兵が

いて、預言者エレミヤを捕え、「あなたはカルデ

ヤびとの側に脱走しようとしている」と言った。

14エレミヤは言った、「それはまちがいだ。わた

しはカルデヤびとの側に脱走しようとしていない

」。しかしイリヤは聞かず、エレミヤを捕えて、

つかさたちのもとへ引いて行った。 15つかさたち

は怒って、エレミヤを打ちたたき、書記ヨナタン

の家の獄屋にいれた。この家が獄屋になっていた

からである。 16エレミヤが地下の獄屋にはいって

、そこに多くの日を送ってのち、 17ゼデキヤ王は

人をつかわし、彼を連れてこさせた。王は自分の

家でひそかに彼に尋ねて言った、「主から何かお

言葉があったか」。エレミヤはあったと答えた。

そして言った、「あなたはバビロンの王の手に引
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き渡されます」。 18エレミヤはまたゼデキヤ王に

言った、「わたしが獄屋にいれられたのは、あな

たに、またはあなたの家来に、あるいはこの民に

、どのような罪を犯したからなのですか。 19あな

たがたに預言して、『バビロンの王はあなたがた

をも、この地をも攻めにこない』と言っていたあ

なたがたの預言者は今どこにいるのですか。 20王

なるわが君よ、どうぞ今お聞きください。わたし

の願いをお聞きとどけください。わたしを書記ヨ

ナタンの家へ帰らせないでください。そうでない

と、わたしはそこで殺されるでしょう」。 21そこ

でゼデキヤ王は命を下し、エレミヤを監視の庭に

入れさせ、かつ、パンを造る者の町から毎日パン

一個を彼に与えさせた。これは町にパンがなくな

るまで続いた。こうしてエレミヤは監視の庭にい

た。

38マッタンの子シパテヤ、パシュルの子ゲダリ
ヤ、セレミヤの子ユカル、マルキヤの子パシ

ュルはエレミヤがすべての民に告げていたその言

葉を聞いた。 2彼は言った、「主はこう言われる

、この町にとどまる者は、つるぎや、ききんや、

疫病で死ぬ。しかし出てカルデヤびとにくだる者

は死を免れる。すなわちその命を自分のぶんどり

物として生きることができる。 3主はこう言われ

る、この町は必ずバビロンの王の軍勢の手に渡さ

れる。彼はこれを取る」。 4すると、つかさたち

は王に言った、「この人を殺してください。この

ような言葉をのべて、この町に残っている兵士の

手と、すべての民の手を弱くしているからです。

この人は民の安泰を求めないで、その災を求めて

いるのです」。 5ゼデキヤ王は言った、「見よ、

彼はあなたがたの手にある。王はあなたがたに逆

らって何事をもなし得ない」。 6そこで彼らはエ

レミヤを捕え、監視の庭にある王子マルキヤの穴

に投げ入れた。すなわち、綱をもってエレミヤを

つり降ろしたが、その穴には水がなく、泥だけで

あったので、エレミヤは泥の中に沈んだ。 7王の

家の宦官エチオピヤびとエベデメレクは、彼らが

エレミヤを穴に投げ入れたことを聞いた。その時

、王はベニヤミンの門に座していたので、 8エベ

デメレクは王の家から出て行って王に言った、 9

「王なるわが君よ、この人々が預言者エレミヤに

したことはみな良いことではありません。彼を穴

に投げ入れました。町に食物がなくなりましたか

ら、彼はそこで餓死するでしょう」。 10王はエチ

オピヤびとエベデメレクに命じて言った、「ここ

から三人のひとを連れて行って、預言者エレミヤ

を、死なないうちに穴から引き上げなさい」。 11

そこでエベデメレクはその人々を連れて王の家の

倉の衣服室に行き、そこから古い布切れや、着ふ

るした着物を取り、これを穴の中にいるエレミヤ

のところへ、綱をもってつり降ろした。 12そして

エチオピヤびとエベデメレクは、「この布切れや

着物を、あなたのわきの下にはさんで、綱に当て

なさい」とエレミヤに言った。エレミヤはそのよ

うにした。 13すると彼らは綱をもってエレミヤを

穴から引き上げた。そしてエレミヤは監視の庭に

とどまった。 14ゼデキヤ王は人をつかわして預言

者エレミヤを主の宮の第三の門に連れてこさせ、

王はエレミヤに言った、「あなたに尋ねたいこと

がある。何事もわたしに隠してはならない」。 15

エレミヤはゼデキヤに言った、「もしわたしがお

話するなら、あなたは必ずわたしを殺されるでは

ありませんか。たといわたしが忠告をしても、あ

なたはお聞きにならないでしょう」。 16その時ゼ

デキヤ王は、ひそかにエレミヤに誓って言った、

「われわれの魂を造られた主は生きておられる。

わたしはあなたを殺さない、またあなたの命を求

める者の手に、あなたを渡すこともしない」。 17

そこでエレミヤはゼデキヤに言った、「万軍の神

、イスラエルの神、主はこう仰せられる、もしあ

なたがバビロンの王のつかさたちに降伏するなら

ば、あなたの命は助かり、またこの町は火で焼か

れることなく、あなたも、あなたの家の者も生き

ながらえることができる。 18しかし、もしあなた

が出てバビロンの王のつかさたちに降伏しないな

らば、この町はカルデヤびとの手に渡される。彼

らは火でこれを焼く。あなたはその手をのがれる

ことができない」。 19ゼデキヤ王はエレミヤに言

った、「わたしはカルデヤびとに脱走したユダヤ

人を恐れている。カルデヤびとはわたしを彼らの

手に渡し、彼らはわたしをはずかしめる」。 20エ

レミヤは言った、「彼らはあなたを渡さないでし

ょう。どうか、わたしがあなたに告げた主の声に

聞き従ってください。そうすれば幸を得、また命

が助かります。 21しかし降伏することを拒むなら

ば、主がわたしに示された幻を申しましょう。 22

すなわち、ユダの王の家に残っている女たちは、

みなバビロンの王のつかさたちの所へ引いて行か

れます。その女たちは言うのです、『あなたの親

しい友だちがあなたを欺いた、そしてあなたに勝

った。今あなたの足は泥に沈んでいるので、彼ら

はあなたを捨てて去る』。 23あなたの妻たちと子

供たちは皆カルデヤびとの所へひき出される。あ

なた自身もその手をのがれることができず、バビ

ロンの王に捕えられる。そしてこの町は火で焼か

れるでしょう」。 24ゼデキヤはエレミヤに言った

、「これらの言葉を人に知らせてはならない。そ

うすればあなたは殺されることはない。 25わたし

があなたと話をしたことを、つかさたちが聞いて

、彼らがあなたの所に来て、『あなたが王に話し

たこと、王があなたに話したことをわれわれに告

げなさい。何事も隠してはならない。われわれは

あなたを殺しはしない』と言うならば、 26あなた

は彼らに、『わたしは王に願って、わたしをヨナ

タンの家に送り返さず、そこで死ぬことのないよ

うにしてくださいと言った』と答えなさい」。 27

さて、つかさたちは皆エレミヤのところへ来て尋

ねたが、王が彼に教えたように彼らに答えたので

、彼らは彼と話すことをやめた。その会話を聞い

た者がなかったからである。 28エレミヤはエルサ

レムの取られる日まで監視の庭にとどまっていた

。
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39ユダの王ゼデキヤの九年十月、バビロンの王
ネブカデレザルはその全軍を率い、エルサレ

ムに来てこれを攻め囲んだが、 2ゼデキヤの十一

年四月九日になって町の一角が破れた。 3エルサ

レムが取られたので、バビロンの王のつかさたち

、すなわちネルガル・シャレゼル、サムガル・ネ

ボ、ラブサリスのサルセキム、ラブマグのネルガ

ル・シャレゼルおよびバビロンの王のその他のつ

かさたちは皆ともに来て中の門に座した。 4ユダ

の王ゼデキヤとすべての兵士たちはこれを見て逃

げ、夜のうちに、王の庭園の道を通って、二つの

城壁の間の門から町を出て、アラバの方へ行った

が、 5カルデヤびとの軍勢はこれを追って、エリ

コの平地でゼデキヤに追いつき、これを捕えて、

ハマテの地リブラにいるバビロンの王ネブカデレ

ザルのもとに引いて行ったので、王はそこで彼の

罪をさだめた。 6バビロンの王はリブラで、ゼデ

キヤの子たちを彼の目の前で殺した。バビロンの

王はまたユダのすべての貴族たちを殺した。 7王

はまたゼデキヤの目をつぶさせ、彼をバビロンに

引いて行くために、鎖につないだ。 8またカルデ

ヤびとは王宮と民家を火で焼き、エルサレムの城

壁を破壊した。 9そして侍衛の長ネブザラダンは

町のうちに残っている民と、自分に降伏した者、

およびその他の残っている民をバビロンに捕え移

した。 10しかし侍衛の長ネブザラダンは、民の貧

しい無産者をユダの地に残し、同時にぶどう畑と

田地をこれに与えた。 11さてバビロンの王ネブカ

デレザルはエレミヤの事について侍衛の長ネブザ

ラダンに命じて言った、 12「彼をとり、よく世話

をせよ。害を加えることなく、彼があなたに言う

ようにしてやりなさい」。 13そこで侍衛の長ネブ

ザラダン、ラブサリスのネブシャズバン、ラブマ

グのネルガル・シャレゼル、およびバビロンの王

のつかさたちは、 14人をつかわして、エレミヤを

監視の庭から連れてこさせ、シャパンの子アヒカ

ムの子であるゲダリヤに託して、家につれて行か

せた。こうして彼は民のうちにいた。 15エレミヤ

が監視の庭に閉じこめられていた時、主の言葉が

彼に臨んだ、 16「行って、エチオピヤびとエベデ

メレクに告げなさい、『万軍の主、イスラエルの

神はこう言われる、わたしの言った災をわたしは

この町に下す、幸をこれに下すのではない。その

日、この事があなたの目の前で成就する。 17主は

言われる、その日わたしはあなたを救う。あなた

は自分の恐れている人々の手に渡されることはな

い。 18わたしが必ずあなたを救い、つるぎに倒れ

ることのないようにするからである。あなたの命

はあなたのぶんどり物となる。あなたがわたしに

寄り頼んだからであると主は言われる』」。

40侍衛の長ネブザラダンは、バビロンに移され
るエルサレムとユダの人々のうちにエレミヤ

を鎖につないでおいて、これを捕えて行ったが、

ついにラマで彼を釈放した。その後、主の言葉が

エレミヤに臨んだ。 2侍衛の長はエレミヤを召し

て彼に言った、「あなたの神、主はこの所にこの

災を下すと告げ示された。 3主はこれを下し、自

ら言われたとおりに行われた。あなたがたが主に

対して罪を犯し、み声に従わなかったから、この

事があなたがたの上に臨んだのだ。 4見よ、わた

しはきょう、あなたの手の鎖を解いてあなたを釈

放する。もしあなたがわたしと一緒にバビロンへ

行くのが良いと思われるなら、おいでなさい。わ

たしは、じゅうぶんあなたの世話をします。もし

あなたがわたしと一緒にバビロンには行きたくな

いなら、行かなくてもよろしい。見よ、この地は

みなあなたの前にあります、あなたが良いと思い

、正しいと思う所に行きなさい。 5あなたがとど

まるならば、バビロンの王がユダの町々の総督と

して立てたシャパンの子アヒカムの子であるゲダ

リヤの所へ帰り、彼と共に民のうちに住みなさい

。あるいはまたあなたが正しいと思う所へ行きな

さい」。こうして侍衛の長は彼に糧食と贈り物を

与えて去らせた。 6そこでエレミヤはミヅパへ行

き、アヒカムの子ゲダリヤの所へ行って、彼と共

にその地に残っている民のうちに住んだ。 7さて

野外にいた軍勢の長たちと、その配下の人々は、

バビロンの王がアヒカムの子ゲダリヤを立てて、

その地の総督とし、男、女、子供、および国のう

ちのバビロンに移されない貧しい者を彼に委託し

た事を聞いたので、 8ネタニヤの子イシマエルと

、カレヤの子ヨハナンおよびタンホメテの子セラ

ヤと、ネトパびとであるエパイの子たちと、マア

カびとの子ヤザニヤおよびその配下の人々は、ミ

ヅパにいるゲダリヤのもとへ行った。 9シャパン

の子であるアヒカムの子ゲダリヤは、彼らとその

配下の人々に誓って言った、「カルデヤびとに仕

えることを恐れるに及ばない。この地に住んでバ

ビロンの王に仕えるならば、あなたがたは幸福に

なる。 10わたしはミヅパにいて、われわれの所に

来るカルデヤびとの前に、あなたがたのために立

ちましょう。あなたがたは、ぶどう酒や夏のくだ

もの、油を集めて、それを器にたくわえ、あなた

がたの獲た町々に住みなさい」。 11同じように、

モアブとアンモンびとのうち、またエドムおよび

他の国々にいるユダヤ人は、バビロンの王がユダ

に人を残したことと、シャパンの子であるアヒカ

ムの子ゲダリヤを立ててその総督としたこととを

聞いた。 12そこでそのユダヤ人らはみなその追い

やられたもろもろの所から帰ってきて、ユダの地

のミヅパにいるゲダリヤのもとにきた。そして多

くのぶどう酒と夏のくだものを集めた。 13またカ

レヤの子ヨハナンと、野外にいた軍勢の長たちは

みなミヅパにいるゲダリヤのもとにきて、 14彼に

言った、「アンモンびとの王バアリスがあなたを

殺すためにネタニヤの子イシマエルをつかわした

ことを知っていますか」。しかしアヒカムの子ゲ

ダリヤは彼らの言うことを信じなかったので、 15

カレヤの子ヨハナンはミヅパでひそかにゲダリヤ

に言った、「わたしが行って、人に知れないよう

に、ネタニヤの子イシマエルを殺しましょう。ど

うして彼があなたを殺して、あなたの周囲に集ま

っているユダヤ人を散らし、ユダの残った者を滅
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ぼしてよいでしょう」。 16しかしアヒカムの子ゲ

ダリヤはカレヤの子ヨハナンに言った、「この事

をしてはならない。あなたはイシマエルについて

偽りを言っているのです」。

41七月のころ、王家のもので、エリシャマの子
ネタニヤの子であり、また王の高官のひとり

であるイシマエルは、王の十人のつかさたちと共

にミヅパにいたアヒカムの子ゲダリヤのもとにき

て、ミヅパで食を共にしたが、 2ネタニヤの子イ

シマエルおよび共にいた十人の者は立ち上がって

、バビロンの王がこの地の総督としたシャパンの

子アヒカムの子であるゲダリヤを刀で殺し、 3イ

シマエルはまたミヅパでゲダリヤと共にいたすべ

てのユダヤ人と、たまたまそこにいたカルデヤび

との兵士たちを殺した。 4ゲダリヤが殺された次

の日、まだだれもその事を知らないうちに、 5八

十人の人々がそのひげをそり、衣服をさき、身に

傷をつけ、手には素祭のささげ物と香を携え、シ

ケム、シロ、サマリヤからきて、主の宮にささげ

ようとした。 6ネタニヤの子イシマエルはミヅパ

から泣きながら出てきて彼らを迎え、彼らに会っ

て、「アヒカムの子ゲダリヤのもとにおいでなさ

い」と言った。 7そして彼らが町の中にはいった

とき、ネタニヤの子イシマエルは自分と一緒にい

た人々と共に彼らを殺して、その死体を穴に投げ

入れた。 8しかしそのうちの十人はイシマエルに

向かい、「わたしたちは畑に小麦、大麦、油、お

よび蜜を隠しています、わたしたちを殺さないで

ください」と言ったので、彼らをその仲間と共に

殺さないでしまった。 9イシマエルが自分の殺し

た人々の死体を投げ入れた穴は、アサ王がイスラ

エルの王バアシャを恐れて掘った穴であった。ネ

タニヤの子イシマエルは殺した人々をこれに満た

した。 10次いでイシマエルはミヅパに残っている

すべての民、すなわち王の娘たちと侍衛の長ネブ

ザラダンがアヒカムの子ゲダリヤに託したミヅパ

に残っているすべての民とを捕虜とした。ネタニ

ヤの子イシマエルは彼らを捕虜とし、アンモンび

とのもとに渡り行こうとして立ち去った。 11カレ

ヤの子ヨハナンおよび彼と共にいる軍勢の長たち

はネタニヤの子イシマエルの行った悪事をみな聞

き、 12その兵士たちを率いて、ネタニヤの子イシ

マエルと戦うために出て行き、ギベオンの大池の

ほとりで彼に会った。 13イシマエルと共にいる人

々は、カレヤの子ヨハナンおよび彼と共にいる軍

勢の長たちを見て喜んだ。 14そしてイシマエルが

ミヅパから捕虜にしてきた人々は身をめぐらして

カレヤの子ヨハナンのもとへ行った。 15ネタニヤ

の子イシマエルは八人の者と共にヨハナンを避け

て逃げ、アンモンびとの所へ行った。 16そこでカ

レヤの子ヨハナンおよび彼と共にいる軍勢の長た

ちはネタニヤの子イシマエルがアヒカムの子ゲダ

リヤを殺して、ミヅパから捕虜として連れてきた

、あの残っていた民、すなわち兵士や女、子供、

宦官をギベオンから連れ帰ったが、 17彼らはエジ

プトへ行こうとしてベツレヘムの近くにあるゲル

テ・キムハムへ行って、そこにとどまった。 18こ

れは、ネタニヤの子イシマエルが、バビロンの王

によってこの地の総督に任じられたアヒカムの子

ゲダリヤを殺したことにより、カルデヤびとを恐

れたからである。

42そのとき軍勢の長たち、およびカレヤの子ヨ
ハナンと、ホシャヤの子アザリヤ、ならびに

民の最も小さい者から最も大いなる者にいたるま

で、 2みな預言者エレミヤの所に来て言った、「

どうかあなたの前にわれわれの求めが受けいれら

れますように。われわれのため、この残っている

者すべてのために、あなたの神、主に祈ってくだ

さい、（今ごらんのとおり、われわれは多くのう

ち、わずかに残っている者です） 3そうすれば、

あなたの神、主は、われわれの行くべき道と、な

すべき事をお示しになるでしょう」。 4預言者エ

レミヤは彼らに言った、「よくわかりました。あ

なたがたの求めにしたがって、あなたがたの神、

主に祈りましょう。主があなたがたに答えられる

ことを、何事も隠さないであなたがたに言いまし

ょう」。 5彼らはエレミヤに言った、「もし、あ

なたの神、主があなたをつかわしてお告げになる

すべての言葉を、われわれが行わないときは、ど

うか主がわれわれに対してまことの真実な証人と

なられるように。 6われわれは良くても悪くても

、われわれがあなたをつかわそうとするわれわれ

の神、主の声に従います。われわれの神、主の声

に従うとき、われわれは幸を得るでしょう」。 7

十日の後、主の言葉がエレミヤに臨んだ。 8エレ

ミヤはカレヤの子ヨハナンおよび彼と共にいる軍

勢の長たち、ならびに民の最も小さい者から最も

大いなる者までことごとく招いて、 9彼らに言っ

た、「あなたがたがわたしをつかわして、あなた

の祈願をその前にのべさせたイスラエルの神、主

はこう言われます、 10もしあなたがたがこの地に

とどまるならば、わたしはあなたがたを建てて倒

すことなく、あなたがたを植えて抜くことはしな

い。わたしはあなたがたに災を下したことを悔い

ているからである。 11主は言われる、あなたが恐

れているバビロンの王を恐れてはならない。彼を

恐れてはならない、わたしが共にいて、あなたが

たを救い、彼の手から助け出すからである。 12わ

たしはあなたがたをあわれみ、また彼にあなたが

たをあわれませ、あなたがたを自分の地にとどま

らせる。 13しかし、もしあなたがたが、『われわ

れはこの地にとどまらない』といって、あなたが

たの神、主の声にしたがわず、 14また、『いいえ

、われわれはあの戦争を見ず、ラッパの声を聞か

ず、食物も乏しくないエジプトの地へ行って、あ

そこに住まおう』と言うならば、 15あなたがた、

ユダの残っている者たちよ、主の言葉を聞きなさ

い。万軍の主、イスラエルの神はこう言われる、

もしあなたがたがむりにエジプトへ行ってそこに

住むならば、 16あなたがたの恐れているつるぎは

エジプトの地であなたがたに追いつき、あなたが

たの恐れているききんは、すぐあとを追ってエジ
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プトまで行き、その所であなたがたは死ぬ。 17す

べてむりにエジプトへ行ってそこに住む者は、つ

るぎと、ききんと、疫病で死ぬ。わたしが彼らに

下そうとしている災をのがれて残る者はそのうち

にない。 18万軍の主、イスラエルの神はこう言わ

れる、わたしの怒りと憤りとをエルサレムの住民

の上に注いだように、わたしの憤りは、あなたが

たがエジプトへ行くとき、あなたがたの上に注ぐ

。あなたがたは、のろいとなり、恐怖となり、の

のしりとなり、はずかしめとなる。あなたがたは

再びこの所を見ることができない。 19ユダの残っ

ている者たちよ、『エジプトへ行ってはならない

』と主はあなたがたに言われた。わたしがきょう

警告したことを、あなたがたは確かに知らなけれ

ばならない。 20あなたがたはみずからそむき去っ

て、命を失った。なぜなら、あなたがたがわたし

をあなたがたの神、主につかわし、『われわれの

神、主に祈り、われわれの神、主の言われること

をことごとく示してください。われわれはそれを

行います』と言ったので、 21わたしはきょうそれ

を示したが、あなたがたはあなたがたの神、主の

声を聞かず、主がわたしをつかわして命じさせら

れた事には、すこしも従わなかったからである。

22それゆえ、あなたがたが行って住まうことを願

っているその所で、あなたがたはつるぎと、きき

んと、疫病で死ぬことを確かに知らなければなら

ない」。

43エレミヤがすべての民にむかって、彼らの神
、主の言葉をことごとく語り、彼らの神、主

が自分をつかわして言わせられるその言葉をみな

告げ終った時、 2ホシャヤの子アザリヤと、カレ

ヤの子ヨハナンおよび高慢な人々はみなエレミヤ

に言った、「あなたは偽りを言っている。われわ

れの神、主が、『エジプトへ行ってそこに住むな

』と言わせるためにあなたをつかわされたのでは

ない。 3ネリヤの子バルクがあなたをそそのかし

て、われわれに逆らわせ、われわれをカルデヤび

との手に渡して殺すか、あるいはバビロンに捕え

移させるのだ」。 4こうしてカレヤの子ヨハナン

と軍勢の長たちおよび民らは皆、主の声にしたが

わず、ユダの地にとどまろうとしなかった。 5そ

してカレヤの子ヨハナンと軍勢の長たちは、ユダ

に残っている者すなわち追いやられた国々からユ

ダの地に住むために帰ってきた者、 6男、女、子

供、王の娘たち、およびすべて侍衛の長ネブザラ

ダンがシャパンの子であるアヒカムの子ゲダリヤ

に渡しておいた者、ならびに預言者エレミヤとネ

リヤの子バルクをつれて、 7エジプトの地へ行っ

た。彼らは主の声にしたがわなかったのである。

そして彼らはついにタパネスに行った。 8主の言

葉はタパネスでエレミヤに臨んだ、 9「大きな石

を手に取り、ユダの人々の目の前で、これをタパ

ネスにあるパロの宮殿の入口の敷石のしっくいの

中に隠して、 10彼らに言いなさい、『万軍の主、

イスラエルの神はこう言われる、見よ、わたしは

使者をつかわして、わたしのしもべであるバビロ

ンの王ネブカデレザルを招く。彼はその位をこの

隠した石の上にすえ、その上に王の天蓋を張る。

11彼は来てエジプトの地を撃ち、疫病に定まって

いる者を疫病に渡し、とりこに定まっている者を

とりこにし、つるぎに定まっている者をつるぎに

かける。 12彼はエジプトの神々の宮に火をつけて

これを焼き、彼らをとりこにする。そして羊を飼

う者が着物の虫をはらいきよめるように、エジプ

トの地をきよめる。彼は安らかにそこを去る。 13

彼はエジプトの地にあるヘリオポリスのオベリス

クをこわし、エジプトの神々の宮を火で焼く』」

。

44エジプトの地に住んでいるユダヤ人すなわち
ミグドル、タパネス、メンピス、パテロスの

地に住む者の事についてエレミヤに臨んだ言葉、 2

「万軍の主、イスラエルの神はこう言われる、あ

なたがたはわたしがエルサレムとユダの町々に下

した災を見た。見よ、これらは今日、すでに荒れ

地となって住む人もない。 3これは彼らが悪を行

って、わたしを怒らせたことによるのである。す

なわち彼らは自分も、あなたがたも、あなたがた

の先祖たちも知らなかった、ほかの神々に行って

、香をたき、これに仕えた。 4わたしは自分のし

もべであるすべての預言者たちを、しきりにあな

たがたにつかわして、『どうか、わたしの忌みき

らうこの憎むべき事をしないように』と言わせた

けれども、 5彼らは聞かず、耳を傾けず、ほかの

神々に香をたいて、その悪を離れなかった。 6そ

れゆえ、わたしは怒りと憤りをユダの町々とエル

サレムのちまたに注ぎ、それを焼いたので、それ

らは今日のように荒れ、滅びてしまった。 7万軍

の神、イスラエルの神、主は今こう言われる、あ

なたがたはなぜ大いなる悪を行って自分自身を害

し、ユダのうちから、あなたがたの男と女と、子

供と乳のみ子を断って、ひとりも残らないように

しようとするのか。 8なぜあなたがたはその手の

わざをもってわたしを怒らせ、あなたがたが行っ

て住まうエジプトの地で、ほかの神々に香をたい

て自分の身を滅ぼし、地の万国のうちに、のろい

となり、はずかしめとなろうとするのか。 9ユダ

の地とエルサレムのちまたで行ったあなたがたの

先祖たちの悪、ユダの王たちの悪、その妻たちの

悪、およびあなたがた自身の悪、あなたがたの妻

たちの悪をあなたがたは忘れたのか。 10彼らは今

日に至るまで悔いず、また恐れず、あなたがたと

あなたがたの先祖たちの前に立てた、わたしの律

法とわたしの定めとに従って歩まないのである。

11それゆえ万軍の主、イスラエルの神はこう言わ

れる、見よ、わたしは顔をあなたがたに向けて災

を下し、ユダの人々をことごとく断つ。 12またわ

たしは、エジプトの地に住むために、むりに行っ

たあのユダの残りの者を取り除く。彼らはみな滅

ぼされてエジプトの地に倒れる。彼らは、つるぎ

とききんに滅ぼされ、最も小さい者から最も大い

なる者まで、つるぎとききんによって死ぬ。そし

て、のろいとなり、恐怖となり、ののしりとなり
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、はずかしめとなる。 13わたしはエルサレムを罰

したように、つるぎと、ききんと、疫病をもって

エジプトに住んでいる者を罰する。 14それゆえ、

エジプトの地へ行ってそこに住んでいるユダの残

りの者のうち、のがれ、または残って、帰り住ま

おうと願うユダの地へ帰る者はひとりもない。少

数ののがれる者のほかには、帰ってくる者はない

」。 15その時、自分の妻がほかの神々に香をたい

たことを知っている人々、およびその所に立って

いる女たちの大いなる群衆、ならびにエジプトの

地のパテロスに住んでいる民はエレミヤに答えて

言った、 16「あなたが主の名によってわたしたち

に述べられた言葉は、わたしたちは聞くことがで

きません。 17わたしたちは誓ったことをみな行い

、わたしたちが、もと行っていたように香を天后

にたき、また酒をその前に注ぎます。すなわち、

ユダの町々とエルサレムのちまたで、わたしたち

とわたしたちの先祖たちおよびわたしたちの王た

ちと、わたしたちのつかさたちが行ったようにい

たします。その時には、わたしたちは糧食には飽

き、しあわせで、災に会いませんでした。 18とこ

ろが、わたしたちが、天后に香をたくことをやめ

、酒をその前に注がなくなった時から、すべての

物に乏しくなり、つるぎとききんに滅ぼされまし

た」。 19また女たちは言った、「わたしたちが天

后に香をたき、酒をその前に注ぐに当って、これ

にかたどってパンを造り、酒を注いだのは、わた

したちの夫が許したことではありませんか」。 20

そこでエレミヤは男女のすべての人、およびこの

答をしたすべての民に言った、 21「ユダの町々と

エルサレムのちまたで、あなたがたとあなたがた

の先祖たち、およびあなたがたの王たちとあなた

がたのつかさたち、およびその地の民が香をたい

たことは、主がこれを忘れず、また、心にとどめ

ておられることではないか。 22主はあなたがたの

悪しきわざのため、あなたがたの憎むべき行いの

ために、もはや忍ぶことができなくなられた。そ

れゆえ、あなたがたの地は今日のごとく荒れ地と

なり、驚きとなり、のろいとなり、住む人のない

地となった。 23あなたがたが香をたき、主に罪を

犯し、主の声に聞き従わず、その律法と、定めと

、あかしに従って歩まなかったので、今日のよう

にこの災があなたがたに臨んだのである」。 24エ

レミヤはまたすべての民と女たちに言った、「あ

なたがたすべてエジプトの地にいるユダの人々よ

、主の言葉を聞きなさい。 25万軍の主、イスラエ

ルの神はこう言われる、あなたがたとあなたがた

の妻たちは口で言い、手で行い、『わたしたちは

天后に香をたき、酒を注いで立てた誓いを必ずな

し遂げる』と言う。それならば、あなたがたの誓

いをかため、あなたがたの誓いをなし遂げなさい

。 26それゆえ、あなたがたすべてエジプトの地に

いるユダの人々よ、主の言葉を聞きなさい。主は

言われる、わたしは自分の大いなる名をさして誓

う、すなわちエジプトの全地に、ユダの人々で、

その口に、『主なる神は生きておられる』と言っ

て、わたしの名をとなえるものは、もはやひとり

もないようになる。 27見よ、わたしは彼らを見守

っている、それは幸を与えるためではなく、災を

下すためである。エジプトの地にいるユダの人々

は、つるぎとききんによって滅び絶える。 28しか

し、つるぎをのがれるわずかの者はエジプトの地

を出てユダの地に帰る。そしてユダの残っている

民でエジプトに来て住んだ者は、わたしの言葉が

立つか、彼らの言葉が立つか、いずれであるかを

知るようになる。 29主は言われる、わたしがこの

所であなたがたを罰するしるしはこれである。わ

たしはこのようにしてわたしがあなたがたに災を

下そうと言った事の必ず立つことを知らせよう。

30すなわち主はこう言われる、見よ、わたしはユ

ダの王ゼデキヤを、その命を求める敵であるバビ

ロンの王ネブカデレザルの手に渡したように、エ

ジプトの王パロ・ホフラをその敵の手、その命を

求める者の手に渡す」。

45ユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年に、ネ
リヤの子バルクがこれらの言葉をエレミヤの

口述にしたがって書にしるした時、預言者エレミ

ヤが彼に語った言葉、 2「バルクよ、イスラエル

の神、主はあなたについてこう言われる、 3あな

たはかつて、『ああ、わたしはわざわいだ、主が

わたしの苦しみに悲しみをお加えになった。わた

しは嘆き疲れて、安息が得られない』と言った。 4

あなたはこう彼に言いなさい、主はこう言われる

、見よ、わたしは自分で建てたものをこわし、自

分で植えたものを抜いているそれは、この全地で

ある。 5あなたは自分のために大いなる事を求め

るのか、これを求めてはならない。見よ、わたし

はすべての人に災を下そうとしている。しかしあ

なたの命はあなたの行くすべての所で、ぶんどり

物としてあなたに与えると主は言われる」。

46もろもろの国の事について預言者エレミヤに
臨んだ主の言葉。 2エジプトの事、すなわち

ユフラテ川のほとりにあるカルケミシの近くにい

るエジプトの王パロ・ネコの軍勢の事について。

これはユダの王ヨシヤの子エホヤキムの四年に、

バビロンの王ネブカデレザルが撃ち破ったもので

ある。その言葉は次のとおりである、 3「大盾と

小盾とを備え、進んで戦え。 4騎兵よ、馬を戦車

につなぎ、馬に乗れ。かぶとをかぶって立て。ほ

こをみがき、よろいを着よ。 5わたしは見たが、

何ゆえか彼らは恐れて退き、その勇士たちは打ち

敗られ、あわてて逃げて、うしろをふり向くこと

もしない、恐れが彼らの周囲にあると主は言われ

る。 6足早き者も逃げることができず、勇士もの

がれることができない。北の方、ユフラテ川のほ

とりで彼らはつまずき倒れた。 7あのナイル川の

ようにわきあがり、川々のように、その水のさか

まく者はだれか。 8エジプトはナイル川のように

わきあがり、その水は川々のようにさかまく。そ

してこれは言う、わたしは上って、地をおおい、

町々とそのうちに住む者を滅ぼそう。 9馬よ、進

め、車よ、激しく走れ。勇士よ、盾を取るエチオ
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ピヤびとと、プテびとよ、弓を巧みに引くルデび

とよ、進み出よ。 10その日は万軍の神、主の日で

あって、主があだを報いられる日、その敵にあだ

をかえされる日だ。つるぎは食べて飽き、彼らの

血に酔う。万軍の神、主が、北の地で、ユフラテ

川のほとりで、ほふることをなされるからだ。 11

おとめなるエジプトの娘よ、ギレアデに上って乳

香を取れ。あなたは多くの薬を用いても、むだだ

。あなたは、いやされることはない。 12あなたの

恥は国々に聞えている、あなたの叫びは地に満ち

ている。勇士が勇士につまずいて、共に倒れたか

らである」。 13バビロンの王ネブカデレザルが来

て、エジプトの地を撃とうとする事について、主

が預言者エレミヤにお告げになった言葉、 14「エ

ジプトで宣べ、ミグドルで告げ示し、またメンピ

スとタパネスに告げ示して言え、『堅く立って、

備えせよ、つるぎがあなたの周囲を、滅ぼし尽す

からだ』。 15なぜ、アピスはのがれたのか。あな

たの雄牛は、なぜ立たなかったのか。それは主が

これを倒されたからだ。 16あなたに属する多くの

兵は、つまずいて倒れた。そして互に言った、『

立てよ、われわれは、しえたげる者のつるぎを避

けて、われわれの民に帰り、故郷の地へ行こう』

と。 17エジプトの王パロの名を、『好機を逸する

騒がしい者』と呼べ。 18万軍の主という名の王は

言われる、わたしは生きている、彼は山々のうち

のタボルのように、海のほとりのカルメルのよう

に来り臨む。 19エジプトに住む民よ、捕われのた

めに荷物を備えよ。メンピスは荒れ地となり、廃

虚となって住む人もなくなる。 20エジプトは美し

い雌の子牛だ、しかし北から、牛ばえが来て、そ

れにとまった。 21そのうちにいる雇兵でさえ、肥

えた子牛のようだ。彼らはふり返って共に逃げ、

立つことをしなかった。彼らの災難の日、その罰

せられる時が来たからだ。 22彼は逃げ去るへびの

ような音をたてる。その敵が軍勢を率いて彼に臨

み、きこりのように、おのをもって来るからだ。

23彼らは彼の林がいかに入り込みがたくとも、そ

れを切り倒す。彼らはいなごよりも多く、数えが

たいからであると、主は言われる。 24エジプトの

娘ははずかしめを受け、北からくる民の手に渡さ

れる」。 25万軍の主、イスラエルの神は言われた

、「見よ、わたしはテーベのアモンと、パロと、

エジプトとその神々とその王たち、すなわちパロ

と彼を頼む者とを罰する。 26わたしは彼らを、そ

の命を求める者の手と、バビロンの王ネブカデレ

ザルの手と、その家来たちの手に渡す。その後、

エジプトは昔のように人の住む所となると、主は

言われる。 27わたしのしもべヤコブよ、恐れるこ

とはない、イスラエルよ、驚くことはない。見よ

、わたしがあなたを遠くから救い、あなたの子孫

をその捕え移された地から救うからだ。ヤコブは

帰ってきて、おだやかに、安らかになり、彼を恐

れさせる者はない。 28主は言われる、わたしのし

もべヤコブよ、恐れることはない、わたしが共に

いるからだ。わたしはあなたを追いやった国々を

ことごとく滅ぼし尽す。しかしあなたを滅ぼし尽

すことはしない。わたしは正しい道に従って、あ

なたを懲らしめる、決して罰しないではおかない

」。

47パロがまだガザを撃たなかったころ、ペリシ
テびとの事について預言者エレミヤに臨んだ

主の言葉。 2「主はこう言われる、見よ、水は北

から起り、あふれ流れて、この地と、そこにある

すべての物、その町と、その中に住む者とにあふ

れかかる。その時、人々は叫び、この地に住む者

はみな嘆く。 3そのたくましい馬のひずめの踏み

鳴らす音のため、その戦車の響きのため、その車

輪のとどろきのために、父はその手が弱くなって

、自分の子をも顧みない。 4これは、ペリシテび

とを滅ぼし尽し、ツロとシドンに残って助けをな

す者をことごとく絶やす日が来るからである。主

はカフトルの海岸に残っているペリシテびとを滅

ぼされる。 5ガザには髪をそることが始まってい

る。アシケロンは滅びた。アナクびとの残りの民

よ、いつまで自分の身に傷つけるのか。 6主のつ

るぎよ、おまえはいつになれば静かになるのか。

おまえのさやに帰り、休んで静かにしておれ。 7

主がこれに命を下されたのだ、どうして静かにし

ておれようか。アシケロンと海岸の地を攻めるこ

とを定められたのだ」。

48モアブの事について、万軍の主、イスラエル
の神はこう言われる、「ああ、ネボはわざわ

いだ、これは滅ぼされた。キリヤタイムははずか

しめられて取られ、とりでは、はずかしめられて

こわされた。 2モアブの誉は、消え去った。ヘシ

ボンで人々はモアブの害を図り、『さあ、この国

を断ち滅ぼそう』という。マデメンよ、おまえも

また滅ぼされる、つるぎがおまえを追う。 3ホロ

ナイムから叫び声が聞える、『荒廃と大いなる滅

亡だ』という。 4モアブは滅ぼされ、叫びはゾア

ルにまで聞える。 5彼らは泣きながらルヒテの坂

を登る。彼らはホロナイムの下り坂で、『滅亡』

の叫びを聞いたからだ。 6逃げて、自分の身を救

え、荒野の野ろばのようになれ。 7おまえが、と

りでと財宝とを頼みにしたので、おまえも捕えら

れるからだ。またケモシは、その祭司とつかさた

ちと共に、捕えられて行く。 8滅ぼす者はすべて

の町に来る、一つの町ものがれることができない

。谷は滅び、平地は荒される、主の言われたとお

りである。 9モアブに翼を与えて、飛び去らせよ

。その町々は荒れて、住む者はなくなる。 10主の

わざを行うことを怠る者はのろわれる。またその

つるぎを押えて血を流さない者はのろわれる。 11

モアブはその幼い時から安らかで、酒が、沈んだ

おりの上にとどまって、器から器に、くみ移され

なかったように、捕え移されなかったので、その

味はなお存し、その香気も変ることがない。 12主

は言われる、それゆえ見よ、わたしがこれを傾け

る者どもをつかわす日が来る。彼らはこれを傾け

、その器をあけ、そのかめを砕く。 13その時モア

ブはケモシのために恥をかく。ちょうどイスラエ

ルの家がその頼みとしたベテルのために恥をかい
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たようになる。 14あなたがたはどうして『われわ

れは勇士だ。強い戦士だ』というのか。 15モアブ

とその町々を滅ぼす者は上って来、モアブのえり

抜きの若者たちは下って殺されたと万軍の主と名

のる王が言われる。 16モアブの災難は近づいてい

る、その苦難はすみやかに来る。 17すべてその周

囲にある者よ、またその名を知る者よ、彼のため

に嘆いて、『ああ、強き笏、麗しきつえは、つい

に折れた』と言え。 18デボンに住む者よ、あなた

の栄えを離れて下り、かわいた地に座せよ。モア

ブを滅ぼす者があなたに攻めのぼって来て、あな

たの城を滅ぼしたからだ。 19アロエルに住む者よ

、道のかたわらに立って見張りし、逃げてくる男

、のがれてくる女に尋ねて、『何が起ったのか』

と言え。 20モアブは敗れて、恥をこうむっている

。嘆き呼ばわれ。アルノン川のほとりで、モアブ

は滅ぼされたと告げよ。 21さばきは高原の地に臨

み、ホロン、ヤハズ、メパアテ、 22デボン、ネボ

、ベテ・デブラタイム、 23キリヤタイム、ベテ・

ガムル、ベテ・メオン、 24ケリオテ、ボズラなど

モアブの地のすべての町の、遠いものにも近いも

のにも、臨んだ。 25モアブの角は砕け、その腕は

折れたと主は言われる。 26モアブを酔わせよ、彼

が主に敵して自ら高ぶったからである。モアブは

自分の吐いた物の中にころがって、笑い草となる

。 27イスラエルはあなたの笑い草ではなかったか

。あなたが、彼のことを語るごとに首を振ったの

は、彼が盗賊の中にいたとでもいうのか。 28モア

ブに住む者よ、町を去って岩の間に住め。谷の入

口のかたわらに巣を作る山ばとのようにせよ。 29

われわれはモアブの高慢な事を聞いた、その高慢

は、はなはだしい。すなわち、その尊大、高慢、

横柄、およびその心の高ぶりのことを聞いた。 30

主は言われる、わたしは彼の横着なのを知る、彼

の自慢は偽りで、その行いも偽りである。 31それ

ゆえ、わたしはモアブのために嘆き、モアブの全

地のために呼ばわる。キルヘレスの人々のために

わたしは悲しむ。 32シブマのぶどうの木よ、わた

しはヤゼルのために泣くのにまさっておまえのた

めに泣く。おまえのつるは延びて海を越え、ヤゼ

ルに及んだ。おまえの夏の実と、その収穫を滅ぼ

す者が襲ってきた。 33喜びと楽しみは、実り多い

モアブの地を去った。わたしは、ぶどうをしぼる

所にも酒をなくした。楽しく呼ばわって、ぶどう

を踏む者もなくなった。呼ばわっても、喜んで呼

ばわる声ではない。 34ヘシボンとエレアレは叫ぶ

。ヤハヅに至るまで、ゾアルからホロナイムとエ

グラテ・シリシヤに至るまで、彼らはその声をあ

げる。ニムリムの水も絶えたからである。 35主は

言われる、わたしは犠牲を高き所にささげ、香を

その神にたく者をモアブのうちに滅ぼす。 36それ

ゆえ、わたしの心はモアブのために笛のように嘆

き、わたしの心はキルヘレスの人々のために笛の

ように嘆く。彼らの獲た富が消えうせたからであ

る。 37人はみな髪をそり、皆ひげをそり、みな手

に傷をつけ、腰に荒布を着ける。 38モアブではど

この屋根の上も、広場も、ただ悲しみに包まれて

いる。これは、わたしが、だれもほしがらない器

のようにモアブを砕いたからであると主は言われ

る。 39ああ、モアブはついに滅びた。人々は嘆く

。ああ、モアブは恥じて顔をそむけた。モアブは

その周囲のすべての者の笑い草となり恐れとなっ

た」。 40主はこう言われる、「見よ、敵はわしの

ように速く飛んできて、モアブに向かって翼をの

べる。 41町々は取られ、城は奪われる。その日モ

アブの勇士の心は子を産む女の心のようになる。

42モアブは滅ぼされて、国を成さないようになる

。主に敵して自ら誇ったからである。 43主は言わ

れる、モアブに住む者よ、恐れと、穴と、わなと

があなたに臨んでいる。 44恐れをさけて逃げる者

は穴におちいり、穴をよじ上って出る者は、わな

に捕えられる。わたしがモアブに、その罰せられ

る年に、これらのものを臨ませるからであると主

は言われる。 45逃げた者はヘシボンの陰に、力な

く立ちどまる。ヘシボンから火が出、シホンの家

から炎が出て、モアブの額、騒ぐ人々の頭の頂を

焼いたからだ。 46モアブよ、おまえはわざわいだ

。ケモシの民は滅びた。おまえのむすこらは捕え

移され、おまえの娘らも捕え行かれたからである

。 47しかし末の日にわたしは再びモアブを栄えさ

せると主は言われる」。ここまではモアブのさば

きの事をいったのである。

49アンモンびとについて、主はこう言われる、
「イスラエルには子がないのか、世継ぎがな

いのか。どうしてミルコムがガドを追い出して、

その民がその町々に住んでいるのか。 2主は言わ

れる、それゆえ、見よ、アンモンびとのラバを攻

める戦いの叫びを、わたしが聞えさせる日が来る

。ラバは荒塚となり、その村々は火で焼かれる。

そのときイスラエルは自分を追い出した者どもを

追い出すと主は言われる。 3ヘシボンよ嘆け、ア

イは滅ぼされた。ラバの娘たちよ呼ばわれ。荒布

を身にまとい、悲しんで、まがきのうちを走りま

われ。ミルコムとその祭司およびつかさが共に捕

え移されるからだ。 4不信の娘よ、あなたはなぜ

自分の谷の事を誇るのか。あなたは自分の富に寄

り頼んで、『だれがわたしに攻めてくるものか』

と言う。 5主なる万軍の神は言われる、見よ、わ

たしはあなたの上に恐れを臨ませる、それはあな

たの周囲の者から来る。あなたは追われて、おの

おの直ちに他人に続き、逃げる者を集める人もな

い。 6しかし、のちになって、わたしはアンモン

びとを再び栄えさせると、主は言われる」。 7エ

ドムの事について、万軍の主はこう言われる、「

テマンには、もはや知恵がないのか。さとい者に

は計りごとがなくなったのか。その知恵は消えう

せたのか。 8デダンに住む者よ、逃げよ、のがれ

よ、深い所に隠れよ。わたしがエサウの災難を彼

の上に臨ませ、彼を罰する時をこさせるからだ。 9

ぶどうを集める者があなたの所に来たならば、す

こしの実をも残さないであろうか。夜、盗びとが

来たならば、自分たちの満足するだけ滅ぼさない

であろうか。 10しかしわたしはエサウを裸にし、
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その隠れる所を現したので、彼はその身を隠すこ

とができない。その子どもたちも、兄弟も、隣り

人も滅ぼされる。そして彼は、いなくなる。 11あ

なたのみなしごを残せ、わたしがそれを生きなが

らえさせる。あなたのやもめには、わたしに寄り

頼ませよ」。 12主はこう言われる、「もし、杯を

飲むべきでない者もそれを飲まなければならなか

ったとすれば、あなたは罰を免れることができよ

うか。あなたは罰を免れない。それを飲まなけれ

ばならない。 13主は言われる、わたしは自分をさ

して誓った、ボズラは驚きとなり、ののしりとな

り、荒れ地となり、のろいとなる。その町々は長

く荒れ地となる」。 14わたしは主からのおとずれ

を聞いた。ひとりの使者がつかわされて万国に行

き、そして言った、「あなたがたは集まり、行っ

て彼を攻め、立って戦え。 15見よ、わたしはあな

たを万国のうちに小さい者とし、人々のうちに卑

しめられる者とする。 16岩の割れ目に住み、山の

高みを占める者よ、あなたの恐ろしい事と、あな

たの心の高ぶりが、あなたを欺いた。あなたは、

わたしのように巣を高い所に作っているが、わた

しはその所からあなたを取りおろすと主は言われ

る。 17エドムは恐れとなる。そのかたわらを通り

過ぎる者はみな恐れ、その災のために、舌打ちす

る。 18主は言われる、ソドムとゴモラとその隣の

町々がくつがえされた時のように、そこに住む人

はなく、そこに宿る人もなくなる。 19見よ、しし

がヨルダンの密林から上ってきて、じょうぶな羊

のおりを襲うように、わたしは、たちまち彼らを

そこから逃げ走らせ、わたしの選ぶ者をその上に

立てる。だれかわたしのような者があるであろう

か。だれがわたしを呼びつけることができようか

。どの牧者がわたしの前に立つことができようか

。 20それゆえ、エドムに対して主が立てた計りご

とと、テマンに住む者に対してしようとする事を

聞くがよい。彼らの群れのうちの小さいものまで

も皆、引かれて行く。彼らのおりのものもその終

りを見て恐れる。 21その倒れる音を聞いて、地は

震い、彼らの叫び声は紅海にも聞える。 22見よ、

敵はわしのように上り、すみやかに飛びかけり、

その翼をボズラの上に張り広げる。その日エドム

の勇士の心は子を産む女の心のようになる」。 23

ダマスコの事について、「ハマテとアルパデは、

うろたえている、彼らは悪いおとずれを聞いたか

らだ。彼らは勇気を失い、穏やかになることので

きない海のように悩む。 24ダマスコは弱り、身を

めぐらして逃げた、恐怖に襲われている。子を産

む女に臨むように痛みと悲しみと彼に臨む。 25あ

あ、名ある町、楽しい町は捨てられる。 26それゆ

え、その日に、若い者は、広場に倒れ、兵士はこ

とごとく滅ぼされると万軍の主は言われる。 27わ

たしはダマスコの城壁の上に火を燃やし、ベネハ

ダデの宮殿を焼き尽す」。 28バビロンの王ネブカ

デレザルが攻め撃ったケダルとハゾルの諸国の事

について、主はこう言われる、「立って、ケダル

に向かって進み、東の人々を滅ぼせ。 29彼らの天

幕と、その羊の群れとは取られ、その垂幕とその

もろもろの器と、らくだとは彼らの所から運び去

られ、人々は彼らに向かって叫ぶ、『恐ろしいこ

とが四方にある』と。 30主は言われる、ハゾルに

住む者よ、逃げよ、遠くさまよい行き、深い所に

隠れよ。バビロンの王ネブカデレザルがあなたが

たを攻める計りごとをめぐらし、あなたがたを攻

める、てだてを設けたからだ。 31主は言われる、

立って進み、安全な所に住むきらくな民を攻めよ

、彼らは門もなく、貫の木もなく、ひとり離れて

住む。 32彼らのらくだは、ぶんどり物となり、家

畜の群れは奪われる。わたしは、かの髪の毛のす

みずみを切る者を四方に散らし、その災難を八方

からこさせると主は言われる。 33ハゾルは山犬の

すまいとなり、いつまでも荒れ地となっている。

だれもそこに住む人はなく、そこに宿る人もない

」。 34ユダの王ゼデキヤの治世の初めのころに、

エラムの事について預言者エレミヤに臨んだ主の

言葉。 35万軍の主はこう言われる、「見よ、わた

しはエラムが力として頼んでいる弓を折る。 36わ

たしは天の四方から、四方の風をエラムにこさせ

、彼らを四方の風に散らす。エラムから追い出さ

れる者の行かない国はない。 37主は言われる、わ

たしはエラムをしてその敵の前、またその命を求

める者の前に恐れさせる。わたしは災をくだし、

激しい怒りをその上にくだす。彼らのうしろに、

つるぎを送って滅ぼし尽す。 38そしてわたしの位

をエラムにすえ、王とつかさたちとを滅ぼすと主

は言われる。 39しかし末の日に、わたしはエラム

を再び栄えさせると、主は言われる」。

50主が預言者エレミヤによって語られたバビロ
ンとカルデヤびとの地の事についての言葉。

2「国々のうちに告げ、また触れ示せよ、旗を立て

て、隠すことなく触れ示して言え、『バビロンは

取られ、ベルははずかしめられ、メロダクは砕か

れ、その像ははずかしめられ、その偶像は砕かれ

る』と。 3それは、北の方から一つの国民がきて

、これを攻め、その地を荒して、住む人もないよ

うにするからである。人も獣もみな逃げ去ってし

まう。 4主は言われる、その日その時、イスラエ

ルの民とユダの民は共に帰ってくる。彼らは嘆き

ながら帰ってくる。そしてその神、主を求める。 5

彼らは顔をシオンに向けて、その道を問い、『さ

あ、われわれは、永遠に忘れられることのない契

約を結んで主に連なろう』と言う。 6わたしの民

は迷える羊の群れである、その牧者がこれをいざ

なって、山に踏み迷わせたので、山から丘へと行

きめぐり、その休む所を忘れた。 7これに会う者

はみなこれを食べた。その敵は言った、『われわ

れに罪はない。彼らがそのまことのすみかである

主、先祖たちの希望であった主に対して罪を犯し

たのだ』と。 8バビロンのうちから逃げよ。カル

デヤびとの地から出よ。群れの前に行く雄やぎの

ようにせよ。 9見よ、わたしは大きい国々を起し

集めて、北の地からバビロンに攻めこさせる。彼

らはこれに向かって勢ぞろいをし、これをその所

から取る。彼らの矢はむなしく帰らない老練な勇
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士のようである。 10カルデヤは人にかすめられる

。これをかすめる者はみな飽くことができると、

主は言われる。 11わたしの嗣業をかすめる者ども

よ、あなたがたは喜び楽しみ、雌の子牛のように

草に戯れ、雄馬のように、いなないているが、 12

あなたがたの母はいたくはずかしめられ、あなた

がたを産んだ者は恥をこうむる。見よ、彼女は国

々のうちの最もあとなるものとなり、かわいた砂

原の荒野となる。 13主の怒りによって、ここに住

む者はなく、完全に荒れ地となる。バビロンのか

たわらを通る者は、みなその傷を見て驚き、かつ

あざ笑う。 14あなたがたすべて弓を張る者よ、バ

ビロンの周囲に勢ぞろいして、これを攻め、矢を

惜しまずに、これを射よ、彼女が主に罪を犯した

からだ。 15その周囲に叫び声をあげよ、彼女は降

伏した。そのとりでは倒れ、その城壁はくずれた

、主があだをかえされたからだ。彼女に報復せよ

、彼女がおこなったように、これに行え。 16種ま

く者と、刈入れどきに、かまを取る者をバビロン

に絶やせ。滅ぼす者のつるぎを恐れて、人はおの

おの自分の民の所に帰り、そのふるさとに逃げて

行く。 17イスラエルは、ししに追われて散った羊

である。初めにアッスリヤの王がこれを食い、そ

して今はついにバビロンの王ネブカデレザルがそ

の骨をかじった。 18それゆえ万軍の主、イスラエ

ルの神は、こう言われる、見よ、わたしはアッス

リヤの王を罰したように、バビロンの王とその国

に罰を下す。 19わたしはイスラエルを再びその牧

場に帰らせる。彼はカルメルとバシャンで草を食

べる。またエフライムの山とギレアデでその望み

が満たされる。 20主は言われる、その日その時に

は、イスラエルのとがを探しても見当らず、ユダ

の罪を探してもない。それはわたしが残しておく

人々を、ゆるすからである。 21主は言われる、上

って行って、メラタイムの地を攻め、ペコデの民

を攻め、彼らを殺して全く滅ぼし、わたしがあな

たがたに命じたことを皆、行いなさい。 22その地

に、いくさの叫びと、大いなる滅びがある。 23あ

あ、全地を砕いた鎚はついに折れ砕ける。ああ、

バビロンはついに国々のうちの恐るべき見ものと

なる。 24バビロンよ、わたしは、おまえを捕える

ためにわなをかけたが、おまえはそれにかかった

。そしておまえはそれを知らなかった。おまえは

主に敵したので、尋ね出され、捕えられた。 25主

は武器の倉を開いてその怒りの武器を取り出され

た。主なる万軍の神が、カルデヤびとの地に事を

行われるからである。 26あらゆる方面からきて、

これを攻め、その穀倉を開き、これを穀物の山の

ように積み上げ、完全に滅ぼし尽し、そこに残る

者のないようにせよ。 27その雄牛をことごとく殺

せ、それを、ほふり場に下らせよ。それらのもの

はわざわいだ、その日、その罰を受ける時がきた

からだ。 28聞けよ、バビロンの地から逃げ、のが

れてきた者の声がする。われわれの神、主の報復

、その宮の報復の事をシオンに告げ示す。 29弓を

張る射手をことごとく呼び集めて、バビロンを攻

めよ。その周囲に陣を敷け。ひとりも逃がすな。

そのしわざにしたがってバビロンに報い、これが

おこなった所にしたがってこれに行え。彼がイス

ラエルの聖者である主に向かって高慢にふるまっ

たからだ。 30それゆえ、その日、若い者は、広場

に倒れ、兵士はみな絶やされると主は言われる。

31主なる万軍の神は言われる、高ぶる者よ、見よ

、わたしはおまえの敵となる、あなたの日、わた

しがおまえを罰する時が来た。 32高ぶる者はつま

ずき倒れる、これを助け起すものはない。わたし

はその町々に火を燃やして、その周囲の者をこと

ごとく焼き尽す。 33万軍の主はこう言われる、イ

スラエルの民とユダの民は共にしえたげられてい

る。彼らをとりこにした者はみな彼らを固く守っ

て釈放することを拒む。 34彼らをあがなう者は強

く、その名は万軍の主といわれる。彼は必ず彼ら

の訴えをただし、この地に安きを与えるが、バビ

ロンに住む者には不安を与えられる。 35主は言わ

れる、カルデヤびとの上とバビロンに住む者の上

、そのつかさたち、その知者たちの上につるぎが

臨む。 36占い師の上につるぎが臨み、彼らは愚か

者となる。その勇士の上につるぎが臨み、彼らは

滅ぼされる。 37その馬の上と、その車の上につる

ぎが臨み、またそのうちにあるすべての雇兵の上

に臨み、彼らは女のようになる。その財宝の上に

つるぎが臨み、それはかすめられる。 38その水の

上に、ひでりが来て、それはかわく。それは、こ

の地が偶像の地であって、人々が偶像に心が狂っ

ているからだ。 39それゆえ、野の獣と山犬とは共

にバビロンにおり、だちょうもそこに住む。しか

し、いつまでもその地に住む人はなく、世々ここ

に住む人はない。 40主は言われる、神がソドムと

ゴモラと、その隣の町々を滅ぼされたように、そ

こに住む人はなく、そこに宿る人の子はない。 41

見よ、一つの民が北の方から来る。大いなる国と

多くの王が地の果から立ち上がっている。 42彼ら

は弓と、やりを取る。残忍で、あわれみがなく、

その響きは海の鳴りとどろくようである。バビロ

ンの娘よ、彼らは馬に乗り、いくさびとのように

身をよろって、あなたを攻める。 43バビロンの王

はそのうわさを聞いて、その手は弱り、子を産む

女に臨むような痛みと苦しみに迫られた。 44見よ

、ししがヨルダンの密林から上ってきて、じょう

ぶな羊のおりを襲うように、わたしは、たちまち

彼らをそこから逃げ去らせる。そしてわたしの選

ぶ者をその上に立てる。だれかわたしのような者

があるであろうか。だれがわたしを呼びつけるこ

とができようか。どの牧者がわたしの前に立つこ

とができようか。 45それゆえ、バビロンに対して

主が立てた計りごとと、カルデヤびとの地に対し

てしようとする事を聞くがよい。彼らの群れのう

ちの小さい者は、かならず引かれて行く。彼らの

おりのものも必ずその終りを見て恐れる。 46バビ

ロンが取られたとの声によって地は震い、その叫

びは国々のうちに聞える」。

51主はこう言われる、「見よ、わたしは、滅ぼ
す者の心を奮い起して、バビロンを攻め、カ



エレミヤ書 484

ルデヤに住む者を攻めさせる。 2わたしはバビロ

ンに、あおぎ分ける者をつかわす。彼らは、その

災の日に、四方からこれを攻め、それをあおぎ分

けて、その地をむなしくする。 3射手にはその弓

を張らせることなく、よろいを着て立ち上がらせ

るな。その若き者をあわれむことなく、その軍勢

をことごとく滅ぼせ。 4彼らはカルデヤびとの地

に殺されて倒れ、そのちまたに傷ついて倒れる。 5

イスラエルとユダはその神、万軍の主に捨てられ

てはいないが、しかしカルデヤびとの地にはイス

ラエルの聖者に向かって犯した罪が満ちている。 6

バビロンのうちからのがれ出て、おのおのその命

を救え。その罰にまきこまれて断ち滅ぼされては

ならない。今は主があだを返される時だから、そ

れに報復をされるのである。 7バビロンは主の手

のうちにある金の杯であって、すべての地を酔わ

せた。国々はその酒を飲んだので、国々は狂った

。 8バビロンはたちまち倒れて破れた。これがた

めに嘆け。その傷のために乳香を取れ。あるいは

、いえるかも知れない。 9われわれはバビロンを

いやそうとしたが、これはいえなかった。われわ

れはこれを捨てて、おのおの自分の国に帰ろう。

その罰が天に達し、雲にまで及んでいるからだ。

10主はわれわれの正しいことを明らかにされた。

さあ、われわれはシオンで、われわれの神、主の

みわざを告げ示そう。 11矢をとぎ、盾を取れ。主

はメデアびとの王たちの心を引き立てられる。主

のバビロンに思い図ることは、これを滅ぼすこと

であり、主があだを返し、その宮のあだを返され

るのである。 12バビロンの城壁に向かって旗を立

て、見張りを強固にし、番兵を置き、伏兵を備え

よ。主がバビロンに住む者を攻めようと図り、そ

の言われたことを、いま行われるからだ。 13多く

の水のほとりに住み、多くの財宝を持つ者よ、あ

なたの終りが来て、その命の糸は断たれる。 14万

軍の主はみずからをさして誓い、言われる、わた

しは必ずあなたのうちに、人をいなごのように満

たす。彼らはあなたに向かって、かちどきの声を

あげる。 15主はその力をもって地を造り、その知

恵をもって世界を建て、その悟りをもって天をの

べられた。 16彼が声を出されると、天に多くの水

のざわめきがあり、また地の果から霧を立ちあが

らせられる。彼は雨のためにいなびかりをおこし

、その倉から風を取り出される。 17すべての人は

愚かで知恵がなく、すべての金細工人はその造っ

た偶像のために恥をこうむる。その偶像は偽り物

で、そのうちに息がないからだ。 18それらは、む

なしいもの、迷いのわざである。罰せられる時に

なれば滅びるものである。 19ヤコブの分である彼

はこのようなものではない、彼は万物の造り主だ

からである。イスラエルは彼の嗣業としての部族

である。彼の名は万軍の主という。 20おまえはわ

たしの鎚であり、戦いの武器である。わたしはお

まえをもってすべての国を砕き、おまえをもって

万国を滅ぼす。 21おまえをもってわたしは馬と、

その騎手とを砕き、おまえをもって戦車とそれに

乗る者とを砕く。 22わたしはおまえをもって男と

女とを砕き、おまえをもって老いた者と幼い者と

を砕き、おまえをもって若い者と、おとめとを砕

く。 23わたしはおまえをもって、羊飼と、その群

れとを砕き、おまえをもって農夫と、くびきを負

う家畜とを砕き、おまえをもっておさたちと、つ

かさたちとを砕く。 24わたしはバビロンとカルデ

ヤに住むすべての者とに、彼らがシオンで行った

もろもろの悪しき事のために、あなたがたの目の

前で報いをすると、主は言われる。 25主は言われ

る、全地を滅ぼし尽す滅ぼしの山よ、見よ、わた

しはおまえの敵となる、わたしは手をおまえの上

に伸べて、おまえを岩からころばし、おまえを焼

け山にする。 26主は言われる、人がおまえから石

を取って、隅の石とすることなく、また礎とする

こともない。おまえはいつまでも荒れ地となって

いる。 27地に旗を立て、国々のうちにラッパを吹

き、国々の民を集めてそれを攻め、アララテ、ミ

ンニ、アシケナズの国々をまねいてそれを攻め、

軍の長を立ててそれを攻め、群がるいなごのよう

に馬を上り行かせよ。 28国々の民を集めてそれを

攻め、メデアびとの王たちと、そのおさたち、つ

かさたち、およびすべての領地の人々を集めてこ

れを攻めよ。 29その地は震い、かつもだえ苦しむ

、主がその思い図ることをバビロンにおこない、

バビロンの地を、住む人なき荒れ地とされるから

だ。 30バビロンの勇士たちは戦いをやめて、その

城にこもり、力はうせて、女のようになる。その

家は焼け、その貫の木は砕かれる。 31飛脚は走っ

て飛脚に会い、使者は走って使者に会い、バビロ

ンの王に告げて、町はことごとく取られ、 32渡し

場は奪われ、とりでは火で焼かれ、兵士はおびえ

ていると言う。 33万軍の主、イスラエルの神はこ

う言われる、バビロンの娘は、打ち場のようだ、

その踏まれる時が来たのだ。しばらくしてその刈

り取られる時が来る」。 34「バビロンの王ネブカ

デレザルはわたしを食い尽し、わたしを滅ぼし、

わたしを、からの器のようにし、龍のようにわた

しを飲み、わたしのうまい物でその腹を満たし、

わたしを洗いざらいにした。 35わたしとわたしの

肉親におこなった暴虐は、バビロンにふりかかる

」とシオンに住む者は言わなければならない。「

わたしの血はカルデヤに住む者にふりかかる」と

エルサレムは言わなければならない。 36それゆえ

主はこう言われる、「見よ、わたしはあなたの訴

えをただし、あなたのためにあだを返す。わたし

はバビロンの海をかわかし、その泉をかわかす。

37バビロンは荒塚となり、山犬のすまいとなり、

驚きとなり、笑いとなり、住む人のない所となる

。 38彼らはししのように共にほえ、若いししのよ

うにほえる。 39彼らの欲の燃えている時、わたし

は宴を設けて彼らを酔わせ、彼らがついに気を失

って、ながい眠りにいり、もはや目をさますこと

のないようにしようと主は言われる。 40わたしは

彼らを小羊のように、また雄羊や雄やぎのように

、ほふり場に下らせよう。 41ああ、バビロンはつ

いに取られた、全地の人の、ほめたたえた者は捕

えられた。ああ、バビロンはついに国々のうちに
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驚きとなった。 42海はバビロンにあふれかかり、

どよめく波におおわれた。 43その町々は荒れて、

かわいた地となり、砂原となり、住む人のない地

となる。人の子はひとりとしてそこを過ぎること

はない。 44わたしはバビロンでベルを罰し、その

のみこんだものを口から取り出す。国々が川のよ

うに彼に流れ入ることはなくなる。バビロンの城

壁は倒れた。 45わが民よ、あなたがたはその中か

ら出て、おのおの主の激しい怒りを免れ、その命

を救え。 46心を弱くしてはならない、この地で聞

くうわさを恐れてはならない。うわさはこの年に

もくれば、また次の年にもくる。この地に暴虐が

あり、つかさとつかさとが攻めあうことがある。

47それゆえ見よ、わたしがバビロンの偶像を罰す

る日が来る。その全地ははずかしめられ、その殺

される者はみなその中に倒れる。 48天と地とその

うちにあるすべてのものはバビロンの事で喜び歌

う。滅ぼす者が北の方からここに来るからである

と主は言われる。 49イスラエルの殺された者たち

のために、バビロンは倒れなければならない、バ

ビロンのために全地の殺された者は倒れたのだ。

50つるぎをのがれてきたあなたがたは、行け、立

ちとどまってはならない。遠くから主を覚え、エ

ルサレムを心にとめよ。 51『われわれはののしり

を聞いたので、恥じている。異邦人が主の宮の聖

所にはいったので、恥がわれわれの顔をおおった

』。 52主は言われる、それゆえ見よ、わたしがそ

の偶像を罰する日が来る、傷つけられた者が、そ

の全国にうめくようになる。 53たといバビロンが

天に上っても、その城を高くして固めても、滅ぼ

す者はわたしから出て、これに臨むと主は言われ

る。 54聞け、バビロンの叫びを、カルデヤびとの

地に起る大いなる滅びの騒ぎ声を。 55主がバビロ

ンを滅ぼし、その大いなる声を絶やされるのだ。

その波は大水のように鳴りとどろき、その声はひ

びき渡る。 56滅ぼす者がこれに臨み、バビロンに

来た。その勇士たちは捕えられ、その弓は折られ

る。主は報いをする神であるから必ず報いられる

のだ。 57わたしはその君たちと知者たち、おさた

ち、つかさたち、および勇士たちを酔わせる。彼

らは、ながい眠りにいり、目をさますことはない

。万軍の主と呼ばれる王がこれを言わせる。 58万

軍の主はこう言われる、バビロンの広い城壁は地

にくずされ、その高い門は火に焼かれる。こうし

て民の労苦はむなしくなり、国民はただ火のため

に疲れる」。 59マアセヤの子であるネリヤの子セ

ラヤが、ユダの王ゼデキヤと共に、その治世の四

年にバビロンへ行くとき、預言者エレミヤがセラ

ヤに命じた言葉。セラヤは宿営の長であった。 60

エレミヤはバビロンに臨もうとするすべての災を

巻物にしるした。これはすなわちバビロンの事に

ついてしるしたすべての言葉である。 61エレミヤ

はセラヤに言った、「あなたはバビロンへ行った

ならば、忘れることなくこのすべての言葉を読み

、 62そして言いなさい、『主よ、あなたはこの所

を滅ぼし、人と獣とを問わず、すべてここに住む

者のないようにし、永久にここを荒れ地としよう

と、この所について語られました』と。 63あなた

がこの巻物を読み終ったならば、これに石をむす

びつけてユフラテ川の中に投げこみ、 64そして言

いなさい、『バビロンはこのように沈んで、二度

と上がってこない。わたしがこれに災を下すから

である』と」。ここまではエレミヤの言葉である

。

52ゼデキヤは王となったとき二十一歳であった
が、エルサレムで十一年世を治めた。母の名

はハムタルといい、リブナのエレミヤの娘である

。 2ゼデキヤはエホヤキムがすべて行ったように

、主の目の前に悪事を行った。 3たしかに、主の

怒りによって、エルサレムとユダとは、そのみ前

から捨て去られるようなことになった。そしてゼ

デキヤはバビロンの王にそむいた。 4そこで彼の

治世の九年十月十日に、バビロンの王ネブカデレ

ザルはその軍勢を率い、エルサレムにきて、これ

を包囲し、周囲に塁を築いてこれを攻めた。 5こ

うしてこの町は攻め囲まれて、ゼデキヤ王の十一

年にまで及んだが、 6その四月九日になって、町

の中の食糧は、はなはだしく欠乏し、その地の民

は食物を得ることができなくなった。 7そして町

の城壁はついに打ち破られたので、兵士たちはみ

な逃げ、夜のうちに、王の園の近くの、二つの城

壁の間の門から町をのがれ出て、カルデヤびとが

、町を攻め囲んでいるうちに、アラバの方へ落ち

て行った。 8しかしカルデヤびとの軍勢は王を追

って行って、エリコの平地でゼデキヤに追いつい

たが、彼の軍勢がみな散って彼のそばを離れたの

で、 9カルデヤびとは王を捕え、ハマテの地のリ

ブラにいるバビロンの王のもとに引いていったの

で、王は彼の罪を定めた。 10すなわちバビロンの

王はゼデキヤの子たちをその目の前で殺させ、ユ

ダのつかさたちをことごとくリブラで殺させ、 11

またゼデキヤの目をつぶさせた。そしてバビロン

の王は彼を鎖につないでバビロンへ連れて行き、

その死ぬ日まで獄屋に入れて置いた。 12五月十日

に、それはバビロンの王ネブカデレザルの世の十

九年であったバビロンの王に仕える侍衛の長ネブ

ザラダンはエルサレムに、はいって、 13主の宮と

王の宮殿を焼き、エルサレムのすべての家を焼い

た。彼は大きな家をみな焼きはらった。 14また侍

衛の長と共にいたカルデヤびとの軍勢は、エルサ

レムの周囲の城壁をみな取りこわした。 15そして

侍衛の長ネブザラダンは民のうちの最も貧しい者

若干、そのほか町のうちに残った者、およびバビ

ロンの王にくだった人、その他工匠たちを捕え移

した。 16しかし侍衛の長ネブザラダンはその地の

最も貧しい者若干を残して、ぶどうを作る者とし

、農夫とした。 17カルデヤびとはまた主の宮の青

銅の柱と、洗盤の台と、青銅の海を砕いて、その

青銅をことごとくバビロンへ運び、 18また、つぼ

と、十能と、心切りばさみと、鉢と、香を盛る皿

および宮の勤めに用いる青銅の器をことごとく取

って行った。 19また彼らは小鉢と、心取り皿と、

鉢と、つぼと、燭台と、香を盛る皿と、灌祭の鉢
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を取った。金で作った物は金として、銀で作った

物は銀として、侍衛の長は運び去った。 20ソロモ

ン王が主の宮に造った二本の柱と、一つの海と、

海の下の十二の青銅の牛と、台など、このすべて

の物の青銅の重さは量ることもできなかった。 21

この一本の柱の高さは十八キュビト、周囲は十二

キュビトで、指四本の厚さがあり、中は、うつろ

であった。 22その上に青銅の柱頭があり、柱頭の

高さは五キュビト、柱頭の周囲は網細工と、ざく

ろとで飾り、これらもみな青銅であった。他の柱

もそのざくろも、これと同じであった。 23その四

方に九十六個のざくろがあり、周囲の網細工の上

にあるざくろの数は百個であった。 24侍衛の長は

祭司長セラヤと次席の祭司ゼパニヤと三人の門を

守る者を捕え、 25また兵士をつかさどるひとりの

役人と、町にいた王の側近の者七人と、その地の

民を募る軍勢の長の書記官と、町の中にいた六十

人の者を町から捕え去った。 26侍衛の長ネブザラ

ダンは、これらの人を捕えて、リブラにいるバビ

ロンの王のもとに連れて行った。 27バビロンの王

は、ハマテの地のリブラで彼らを撃ち殺した。こ

うして、ユダは自分の地から捕え移された。 28ネ

ブカデレザルが捕え移した民の数は次のとおりで

ある。第七年にはユダヤ人三千二十三人。 29また

ネブカデレザルはその第十八年にエルサレムから

八百三十二人を捕え移した。 30ネブカデレザルの

二十三年に侍衛の長ネブザラダンは、ユダヤ人七

百四十五人を捕え移した。この総数は四千六百人

であった。 31ユダの王エホヤキンが捕え移されて

後三十七年の十二月二十五日に、バビロンの王エ

ビルメロダクはその即位の年に、ユダの王エホヤ

キンを獄屋から出し、そのこうべを挙げさせ、 32

親切に彼を慰め、その位を、バビロンで共にいる

王たちの位よりも高くした。 33こうしてエホヤキ

ンは獄屋の服を脱いだ。そして生きている間は毎

日王の食卓で食事し、 34彼の給与としては、その

死ぬ日まで一生の間、たえず日々の必要にしたが

って、バビロンの王から給与を賜わった。
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哀歌

1ああ、むかしは、民の満ちみちていたこの都、
国々の民のうちで大いなる者であったこの町、

今は寂しいさまで座し、やもめのようになった。

もろもろの町のうちで女王であった者、今は奴隷

となった。 2これは夜もすがらいたく泣き悲しみ

、そのほおには涙が流れている。そのすべての愛

する者のうちには、これを慰める者はひとりもな

く、そのすべての友はこれにそむいて、その敵と

なった。 3ユダは悩みのゆえに、また激しい苦役

のゆえに、のがれて行って、もろもろの国民のう

ちに住んでいるが、安息を得ず、これを追う者が

みな追いついてみると、悩みのうちにあった。 4

シオンの道は祭に上ってくる者のないために悲し

み、その門はことごとく荒れ、その祭司たちは嘆

き、そのおとめたちは引かれて行き、シオンはみ

ずからいたく苦しむ。 5そのあだはかしらとなり

、その敵は栄えている。そのとがが多いので、主

がこれを悩まされたからである。その幼な子たち

は捕われて、あだの前に行った。 6シオンの娘の

栄華はことごとく彼女を離れ去り、その君たちは

牧草を得ない、しかのようになり、自分を追う者

の前に力なく逃げ去った。 7エルサレムはその悩

みと苦しみの日に、昔から持っていたもろもろの

宝を思い出す。その民があだの手に陥り、だれも

これを助ける者のない時、あだはこれを見て、そ

の滅びをあざ笑った。 8エルサレムは、はなはだ

しく罪を犯したので、汚れたものとなった。これ

を尊んだ者も皆その裸を見たので、これを卑しめ

る。これもまたみずから嘆き、顔をそむける。 9

その汚れはその衣のすそにあり、これはその終り

を思わなかった。それゆえ、これは驚くばかりに

落ちぶれ、これを慰める者はひとりもない。「主

よ、わが悩みを顧みてください、敵は勝ち誇って

いますから」。 10敵は手を伸べて、その財宝をこ

とごとく奪った。あなたがさきに異邦人らはあな

たの公会に、はいってはならないと命じられたの

に、彼らがその聖所にはいるのをシオンは見た。

11その民はみな嘆いて食物を求め、その命をささ

えるために、財宝を食物にかえた。「主よ、みそ

なわして、わたしの卑しめられるのを顧みてくだ

さい」。 12「すべて道行く人よ、あなたがたはな

んとも思わないのか。主がその激しい怒りの日に

わたしを悩まして、わたしにくだされた苦しみの

ような苦しみが、また世にあるだろうか、尋ねて

見よ。 13主は上から火を送り、それをわが骨にく

だし、網を張ってわが足を捕え、わたしを引き返

させ、ひねもす心わびしく、かつ病み衰えさせら

れた。 14わたしのとがは、つかねられて、一つの

くびきとせられ、主のみ手により固く締められて

、わたしの首におかれ、わたしの力を衰えさせら

れた。主はわたしを、立ちむかい得ざる者の手に

渡された。 15主はわたしのうちにあるすべての勇

士を無視し、聖会を召集して、わたしを攻め、わ

が若き人々を打ち滅ぼされた。主は酒ぶねを踏む

ように、ユダの娘なるおとめを踏みつけられた。

16このために、わたしは泣き悲しみ、わたしの目

は涙であふれる。わたしを慰める者、わたしを勇

気づける者がわたしから遠く離れたからである。

わが子らは敵が勝ったために、わびしい者となっ

た」。 17シオンは手を伸ばしても、これを慰める

者はひとりもない。ヤコブについては、主は命じ

て、その周囲の者を、これがあだとせられた。エ

ルサレムは彼らの中にあって、汚れた物のように

なった。 18「主は正しい、わたしは、み言葉にそ

むいた。すべての民よ、聞け、わが苦しみを顧み

よ。わがおとめらも、わが若人らも捕われて行っ

た。 19わたしはわが愛する者を呼んだが、彼らは

わたしを欺いた。わが祭司および長老たちは、そ

の命をささえようと、食物を求めている間に、町

のうちで息絶えた。 20主よ、顧みてください、わ

たしは悩み、わがはらわたはわきかえり、わが心

臓はわたしの内に転倒しています。わたしは、は

なはだしくそむいたからです。外にはつるぎがあ

って、わが子を奪い、家の内には死のようなもの

がある。 21わたしがどんなに嘆くかを聞いてくだ

さい。わたしを慰める者はひとりもなく、敵はみ

なわたしの悩みを聞いて、あなたがこれをなされ

たのを喜んだ。あなたがさきに告げ知らせたその

日をきたらせ、彼らをも、わたしのようにしてく

ださい。 22彼らの悪をことごとくあなたの前にあ

らわし、さきにわがもろもろのとがのために、わ

たしに行われたように、彼らにも行ってください

。わが嘆きは多く、わが心は弱りはてているから

です」。

2ああ、主は怒りを起し、黒雲をもってシオンの
娘をおおわれた。主はイスラエルの栄光を天か

ら地に投げ落し、その怒りの日に、おのれの足台

を心にとめられなかった。 2主はヤコブのすべて

のすまいを滅ぼして、あわれまず、その怒りによ

って、ユダの娘のとりでをこわし、これを地に倒

して、その国とそのつかさたちをはずかしめられ

た。 3主は激しい怒りをもって、イスラエルのす

べての力を断ち、敵の前で、おのれの右の手を引

きもどし、周囲を焼きつくす燃える火のように、

ヤコブを焼かれた。 4主は敵のように弓を張り、

あだのように右の手を伸べて立ち、シオンの娘の

天幕におるわれわれの目に誇る者を、ことごとく

殺し、火のようにその怒りを注がれた。 5主は敵

のようになって、イスラエルを滅ぼし、そのすべ

ての宮殿を滅ぼし、そのとりでをこわし、ユダの

娘の上に憂いと悲しみとを増し加えられた。 6主

は園の小屋のようにおのれの幕屋を倒し、その祭

の場所をこわされた。主は祭と安息日とをシオン

に忘れさせ、激しい怒りによって、王と祭司とを

捨てられた。 7主はその祭壇を忌み、その聖所を

きらって、もろもろの宮殿の石がきを敵の手に渡

された。彼らは祭の日のように、主の宮で声をあ

げた。 8主はシオンの娘の城壁を破壊しようと思

い定めて、なわを張り、打ちこわして、その手を

ひかず、城壁と石がきとを悲しませられた。これ
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らは共に衰える。 9その門は地にうずもれ、主は

その貫の木をこわし砕かれた。その王と君たちは

もろもろの国民の中におり、もはや律法はなく、

またその預言者は主から幻を得ない。 10シオンの

娘の長老たちは地に座して黙し、頭にちりをかぶ

り、身に荒布をまとった。エルサレムのおとめた

ちはこうべを地にたれた。 11わが目は涙のために

つぶれ、わがはらわたはわきかえり、わが肝はわ

が民の娘の滅びのために、地に注ぎ出される。幼

な子や乳のみ子が町のちまたに息も絶えようとし

ているからである。 12彼らが、傷ついた者のよう

に町のちまたで息も絶えようとするとき、その母

のふところにその命を注ぎ出そうとするとき、母

にむかって、「パンとぶどう酒とはどこにありま

すか」と叫ぶ。 13エルサレムの娘よ、わたしは何

をあなたに言い、何にあなたを比べることができ

ようか。シオンの娘なるおとめよ、わたしは何を

もってあなたになぞらえて、あなたを慰めること

ができようか。あなたの破れは海のように大きい

、だれがあなたをいやすことができようか。 14あ

なたの預言者たちはあなたのために人を欺く偽り

の幻を見た。彼らはあなたの不義をあらわして捕

われを免れさせようとはせず、あなたのために人

を迷わす偽りの託宣を見た。 15すべて道行く人は

、あなたにむかって手を打ち、エルサレムの娘に

むかって、あざ笑い、かつ頭を振って言う、「麗

しさのきわみ、全地の喜びととなえられた町はこ

れなのか」と。 16あなたのもろもろの敵は、あな

たをののしり、あざ笑い、歯がみして言う、「わ

れわれはこれを滅ぼした、ああ、これはわれわれ

が望んだ日だ、今われわれはこれにあい、これを

見た」と。 17主はその計画されたことを行い、警

告されたことをなし遂げ、いにしえから命じてお

かれたように、滅ぼして、あわれむことをせず、

あなたについて敵を喜ばせ、あなたのあだの力を

高められた。 18シオンの娘よ、声高らかに主に呼

ばわれ、夜も昼も川のように涙を流せ。みずから

安んじることをせず、あなたのひとみを休ませる

な。 19夜、初更に起きて叫べ。主の前にあなたの

心を水のように注ぎ出せ。町のかどで、飢えて息

も絶えようとする幼な子の命のために、主にむか

って両手をあげよ。 20主よ、みそなわして、顧み

てください。あなたはだれにむかってこのように

行われたのですか。女は自分の産んだ子、その大

事に育てた幼な子を食べるでしょうか。祭司と預

言者が主の聖所で殺されていいでしょうか。 21老

いも若きも、ちまたのちりに伏し、わがおとめも

、若人も、つるぎで倒されてしまった。あなたは

、その怒りの日にこれを殺し、これをほふって、

あわれむことをされなかった。 22あなたは、わた

しの恐れるものを、祭の日のように四方から呼び

集められた。主の怒りの日には、のがれた者も残

った者もなかった。わたしが、いだき育てた者を

わたしの敵は滅ぼし尽した。

3わたしは彼の怒りのむちによって、悩みにあっ
た人である。 2彼はわたしをかり立てて、光の

ない暗い中を歩かせ、 3まことにその手をしばし

ばかえて、ひねもすわたしを攻められた。 4彼は

わが肉と皮を衰えさせ、わが骨を砕き、 5苦しみ

と悩みをもって、わたしを囲み、わたしを閉じこ

め、 6遠い昔に死んだ者のように、暗い所に住ま

わせられた。 7彼はわたしのまわりに、かきをめ

ぐらして、出ることのできないようにし、重い鎖

でわたしをつながれた。 8わたしは叫んで助けを

求めたが、彼はわたしの祈をしりぞけ、 9切り石

をもって、わたしの行く道をふさぎ、わたしの道

筋を曲げられた。 10彼はわたしに対して待ち伏せ

するくまのように、潜み隠れるししのように、 11

わが道を離れさせ、わたしを引き裂いて、見るか

げもないみじめな者とし、 12その弓を張って、わ

たしを矢の的のようにされた。 13彼はその箙の矢

をわたしの心臓に打ち込まれた。 14わたしはすべ

ての民の物笑いとなり、ひねもす彼らの歌となっ

た。 15彼はわたしを苦い物で飽かせ、にがよもぎ

をわたしに飲ませられた。 16彼は小石をもって、

わたしの歯を砕き、灰の中にわたしをころがされ

た。 17わが魂は平和を失い、わたしは幸福を忘れ

た。 18そこでわたしは言った、「わが栄えはうせ

去り、わたしが主に望むところのものもうせ去っ

た」と。 19どうか、わが悩みと苦しみ、にがよも

ぎと胆汁とを心に留めてください。 20わが魂は絶

えずこれを思って、わがうちにうなだれる。 21し

かし、わたしはこの事を心に思い起す。それゆえ

、わたしは望みをいだく。 22主のいつくしみは絶

えることがなく、そのあわれみは尽きることがな

い。 23これは朝ごとに新しく、あなたの真実は大

きい。 24わが魂は言う、「主はわたしの受くべき

分である、それゆえ、わたしは彼を待ち望む」と

。 25主はおのれを待ち望む者と、おのれを尋ね求

める者にむかって恵みふかい。 26主の救を静かに

待ち望むことは、良いことである。 27人が若い時

にくびきを負うことは、良いことである。 28主が

これを負わせられるとき、ひとりすわって黙して

いるがよい。 29口をちりにつけよ、あるいはなお

望みがあるであろう。 30おのれを撃つ者にほおを

向け、満ち足りるまでに、はずかしめを受けよ。

31主はとこしえにこのような人を捨てられないか

らである。 32彼は悩みを与えられるが、そのいつ

くしみが豊かなので、またあわれみをたれられる

。 33彼は心から人の子を苦しめ悩ますことをされ

ないからである。 34地のすべての捕われ人を足の

下に踏みにじり、 35いと高き者の前に人の公義を

まげ、 36人の訴えをくつがえすことは、主のよみ

せられないことである。 37主が命じられたのでな

ければ、だれが命じて、その事の成ったことがあ

るか。 38災もさいわいも、いと高き者の口から出

るではないか。 39生ける人はどうしてつぶやかね

ばならないのか、人は自分の罪の罰せられるのを

、つぶやくことができようか。 40われわれは、自

分の行いを調べ、かつ省みて、主に帰ろう。 41わ

れわれは天にいます神にむかって、手と共に心を

もあげよう。 42「わたしたちは罪を犯し、そむき

ました、あなたはおゆるしになりませんでした。
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43あなたは怒りをもってご自分をおおい、わたし

たちを追い攻め、殺して、あわれまず、 44また雲

をもってご自分をおおい、祈を通じないようにし

、 45もろもろの民の中に、わたしたちをちりあく

たとなさいました。 46敵はみなわたしたちをのの

しり、 47恐れと落し穴と、荒廃と滅亡とが、わた

したちに臨みました。 48わが民の娘の滅びによっ

て、わたしの目には涙の川が流れています。 49わ

が目は絶えず涙を注ぎ出して、やむことなく、 50

主が天から見おろして、顧みられる時にまで及ぶ

でしょう。 51わが目はわが町のすべての娘の最期

のゆえに、わたしを痛ませます。 52ゆえなくわた

しに敵する者どもによって、わたしは鳥のように

追われました。 53彼らは生きているわたしを穴の

中に投げ入れ、わたしの上に石を投げつけました

。 54水はわたしの頭の上にあふれ、わたしは『断

ち滅ぼされた』と言いました。 55主よ、わたしは

深い穴からみ名を呼びました。 56あなたはわが声

を聞かれました、『わが嘆きと叫びに耳をふさが

ないでください』。 57わたしがあなたに呼ばわっ

たとき、あなたは近寄って、『恐れるな』と言わ

れました。 58主よ、あなたはわが訴えを取りあげ

て、わたしの命をあがなわれました。 59主よ、あ

なたはわたしがこうむった不義をごらんになりま

した。わたしの訴えをおさばきください。 60あな

たはわたしに対する彼らの報復と、陰謀とを、こ

とごとくごらんになりました。 61主よ、あなたは

わたしに対する彼らのそしりと、陰謀とを、こと

ごとく聞かれました。 62立ってわたしに逆らう者

どものくちびると、その思いは、ひねもすわたし

を攻めています。 63どうか、彼らのすわるをも、

立つをも、みそなわしてください。わたしは彼ら

の歌となっています。 64主よ、彼らの手のわざに

したがって、彼らに報い、 65彼らの心をかたくな

にし、あなたののろいを彼らに注いでください。

66主よ、怒りをもって彼らを追い、天が下から彼

らを滅ぼしてください」。

4ああ、黄金は光を失い、純金は色を変じ、聖所
の石はすべてのちまたのかどに投げ捨てられた

。 2ああ、精金にも比すべきシオンのいとし子ら

は、陶器師の手のわざである土の器のようにみな

される。 3山犬さえも乳ぶさをたれて、その子に

乳を飲ませる。ところが、わが民の娘は、荒野の

だちょうのように無慈悲になった。 4乳のみ子の

舌はかわいて、上あごに、ひたとつき、幼な子ら

はパンを求めても、これに与える者がない。 5う

まい物を食べていた者は、落ちぶれて、ちまたに

おり、紫の着物で育てられた者も、今は灰だまり

の上に伏している。 6わが民の娘のうけた懲しめ

は、ソドムの罰よりも大きかった。ソドムは昔、

人の手によらないで、またたくまに滅ぼされたの

だ。 7わが民の君たちは雪よりも清らかに、乳よ

りも白く、そのからだは、さんごよりも赤く、そ

の姿の美しさはサファイヤのようであった。 8今

はその顔はすすよりも黒く、町の中にいても人に

知られず、その皮膚は縮んで骨につき、かわいて

枯れ木のようになった。 9つるぎで殺される者は

、飢えて死ぬ者よりもさいわいである。彼らは田

畑の産物の欠乏によって、刺された者のように衰

え行くからである。 10わが民の娘の滅びる時には

情深い女たちさえも、手ずから自分の子どもを煮

て、それを食物とした。 11主はその憤りをことご

とく漏らし、激しい怒りをそそぎ、シオンに火を

燃やして、その礎までも焼き払われた。 12地の王

たちも、世の民らもみな、エルサレムの門に、あ

だや敵が、討ち入ろうとは信じなかった。 13これ

はその預言者たちの罪のため、その祭司たちの不

義のためであった。彼らは義人の血をその町の中

に流した者である。 14彼らは盲人のように、ちま

たにさまよい、血で汚れている。だれもその衣に

さわることができない。 15人々は彼らにむかって

、「去れよ、けがらわしい」、「去れよ、去れよ

、さわるな」と叫んだので、彼らは逃げ去って放

浪者となったが、異邦人の中でも人々は「もうわ

れわれのうちに宿ってはならない」と言った。 16

主はみずから彼らを散らして、再び彼らを顧みず

、祭司を尊ばず、長老をいたわられなかった。 17

われわれの目は、むなしく助けを待ち望んで疲れ

衰えた。われわれは待ち望んだが、救を与え得な

い国びとを待ち望んだ。 18人々がわれわれの歩み

をうかがうので、われわれは自分の町の中をも、

歩くことができなかった。われわれの終りは近づ

いた、日は尽きた。われわれの終りが来たからで

ある。 19われわれを追う者は空のはげたかよりも

速く、彼らは山でわれわれを追い立て、野でわれ

われを待ち伏せる。 20われわれが鼻の息とたのん

だ者、主に油そそがれた者は、彼らの落し穴で捕

えられた。彼はわれわれが「異邦人の中でもその

陰に生きるであろう」と思った者である。 21ウズ

の地に住むエドムの娘よ、喜び楽しめ、あなたに

もまた杯がめぐって行く、あなたも酔って裸にな

る。 22シオンの娘よ、あなたの不義の罰は終った

。主は重ねてあなたを捕え移されない。エドムの

娘よ、主はあなたの不義を罰し、あなたの罪をあ

らわされる。

5主よ、われわれに臨んだ事を覚えてください。
われわれのはずかしめを顧みてください。 2わ

れわれの嗣業は他国の人に移り、家は異邦人のも

のとなった。 3われわれはみなしごとなって父は

なく、母はやもめにひとしい。 4われわれは金を

出して水を飲み、価を払って、たきぎを獲なけれ

ばならない。 5われわれは首にくびきをかけられ

て追い使われ、疲れても休むことができない。 6

われわれは足りるだけの食物を獲るために、エジ

プトおよびアッスリヤに手をさし伸べた。 7われ

われの先祖は罪を犯して、すでに世になく、われ

われはその不義の責めを負っている。 8奴隷であ

った者がわれわれを治めるが、われわれをその手

から救い出す者がない。 9われわれは荒野のつる

ぎのゆえに、おのが命をかけて食物を獲る。 10わ

れわれの皮膚は飢餓の激しい熱のために、炉のよ

うに熱い。 11女たちはシオンで犯され、おとめた



哀歌 490

ちはユダの町々で汚された。 12君たる者も彼らの

手でつるされ、長老たちも尊ばれず、 13若者たち

は、ひきうすをになわせられ、わらべたちは、た

きぎを負って、よろめき、 14長老たちは門に集ま

ることをやめ、若者たちはその音楽を廃した。 15

われわれの心の喜びはやみ、踊りは悲しみに変り

、 16われわれの冠はこうべから落ちた。わざわい

なるかな、われわれは罪を犯したからである。 17

このために、われわれの心は衰え、これらの事の

ために、われわれの目はくらくなった。 18シオン

の山は荒れはて、山犬がその上を歩いているから

である。 19しかし主よ、あなたはとこしえに統べ

治められる。あなたの、み位は世々絶えることが

ない。 20なぜ、あなたはわれわれをながく忘れ、

われわれを久しく捨ておかれるのですか。 21主よ

、あなたに帰らせてください、われわれは帰りま

す。われわれの日を新たにして、いにしえの日の

ようにしてください。 22あなたは全くわれわれを

捨てられたのですか、はなはだしく怒っていられ

るのですか。
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エゼキエル書

1第三十年四月五日に、わたしがケバル川のほと
りで、捕囚の人々のうちにいた時、天が開けて

、神の幻を見た。 2これはエホヤキン王の捕え移

された第五年であって、その月の五日に、 3主の

言葉がケバル川のほとり、カルデヤびとの地でブ

ジの子祭司エゼキエルに臨み、主の手がその所で

彼の上にあった。 4わたしが見ていると、見よ、

激しい風と大いなる雲が北から来て、その周囲に

輝きがあり、たえず火を吹き出していた。その火

の中に青銅のように輝くものがあった。 5またそ

の中から四つの生きものの形が出てきた。その様

子はこうである。彼らは人の姿をもっていた。 6

おのおの四つの顔をもち、またそのおのおのに四

つの翼があった。 7その足はまっすぐで、足のう

らは子牛の足のうらのようであり、みがいた青銅

のように光っていた。 8その四方に、そのおのお

のの翼の下に人の手があった。この四つの者はみ

な顔と翼をもち、 9翼は互に連なり、行く時は回

らずに、おのおの顔の向かうところにまっすぐに

進んだ。 10顔の形は、おのおのその前方に人の顔

をもっていた。四つの者は右の方に、ししの顔を

もち、四つの者は左の方に牛の顔をもち、また四

つの者は後ろの方に、わしの顔をもっていた。 11

彼らの顔はこのようであった。その翼は高く伸ば

され、その二つは互に連なり、他の二つをもって

からだをおおっていた。 12彼らはおのおのその顔

の向かうところへまっすぐに行き、霊の行くとこ

ろへ彼らも行き、その行く時は回らない。 13この

生きもののうちには燃える炭の火のようなものが

あり、たいまつのように、生きものの中を行き来

している。火は輝いて、その火から、いなずまが

出ていた。 14生きものは、いなずまのひらめきの

ように速く行き来していた。 15わたしが生きもの

を見ていると、生きもののかたわら、地の上に輪

があった。四つの生きものおのおのに、一つずつ

の輪である。 16もろもろの輪の形と作りは、光る

貴かんらん石のようである。四つのものは同じ形

で、その作りは、あたかも、輪の中に輪があるよ

うである。 17その行く時、彼らは四方のいずれか

に行き、行く時は回らない。 18四つの輪には輪縁

と輻とがあり、その輪縁の周囲は目をもって満た

されていた。 19生きものが行く時には、輪もその

かたわらに行き、生きものが地からあがる時は、

輪もあがる。 20霊の行く所には彼らも行き、輪は

彼らに伴ってあがる。生きものの霊が輪の中にあ

るからである。 21彼らが行く時は、これらも行き

、彼らがとどまる時は、これらもとどまり、彼ら

が地からあがる時は、輪もまたこれらと共にあが

る。生きものの霊が輪の中にあるからである。 22

生きものの頭の上に水晶のように輝く大空の形が

あって、彼らの頭の上に広がっている。、 23大空

の下にはまっすぐに伸ばした翼があり、たがいに

相連なり、生きものはおのおの二つの翼をもって

、からだをおおっている。 24その行く時、わたし

は大水の声、全能者の声のような翼の声を聞いた

。その声の響きは大軍の声のようで、そのとどま

る時は翼をたれる。 25また彼らの頭の上の大空か

ら声があった。彼らが立ちとどまる時は翼をおろ

した。 26彼らの頭の上の大空の上に、サファイヤ

のような位の形があった。またその位の形の上に

、人の姿のような形があった。 27そしてその腰と

みえる所の上の方に、火の形のような光る青銅の

色のものが、これを囲んでいるのを見た。わたし

はその腰とみえる所の下の方に、火のようなもの

を見た。そして彼のまわりに輝きがあった。 28そ

のまわりにある輝きのさまは、雨の日に雲に起る

にじのようであった。主の栄光の形のさまは、こ

のようであった。わたしはこれを見て、わたしの

顔をふせたとき、語る者の声を聞いた。

2彼はわたしに言われた、「人の子よ、立ちあが
れ、わたしはあなたに語ろう」。 2そして彼が

わたしに語られた時、霊がわたしのうちに入り、

わたしを立ちあがらせた。そして彼のわたしに語

られるのを聞いた。 3彼はわたしに言われた、「

人の子よ、わたしはあなたをイスラエルの民、す

なわちわたしにそむいた反逆の民につかわす。彼

らもその先祖も、わたしにそむいて今日に及んで

いる。 4彼らは厚顔で強情な者たちである。わた

しはあなたを彼らにつかわす。あなたは彼らに『

主なる神はこう言われる』と言いなさい。 5彼ら

は聞いても、拒んでも、（彼らは反逆の家だから

）彼らの中に預言者がいたことを知るだろう。 6

人の子よ、彼らを恐れてはならない。彼らの言葉

をも恐れてはならない。たといあざみといばらが

あなたと一緒にあっても、またあなたが、さそり

の中に住んでも、彼らの言葉を恐れてはならない

。彼らの顔をはばかってはならない。彼らは反逆

の家である。 7彼らが聞いても、拒んでも、あな

たはただわたしの言葉を彼らに語らなければなら

ない。彼らは反逆の家だから。 8人の子よ、わた

しがあなたに語るところを聞きなさい。反逆の家

のようにそむいてはならない。あなたの口を開い

て、わたしが与えるものを食べなさい」。 9この

時わたしが見ると、見よ、わたしの方に伸べた手

があった。また見よ、手の中に巻物があった。 10

彼がわたしの前にこれを開くと、その表にも裏に

も文字が書いてあった。その書かれていることは

悲しみと、嘆きと、災の言葉であった。

3彼はわたしに言われた。「人の子よ、あなたに
与えられたものを食べなさい。この巻物を食べ

、行ってイスラエルの家に語りなさい」。 2そこ

でわたしが口を開くと、彼はわたしにその巻物を

食べさせた。 3そして彼はわたしに言われた、「

人の子よ、わたしがあなたに与えるこの巻物を食

べ、これであなたの腹を満たしなさい」。わたし

がそれを食べると、それはわたしの口に甘いこと

蜜のようであった。 4彼はまたわたしに言われた

、「人の子よ、イスラエルの家に行って、わたし

の言葉を語りなさい。 5わたしはあなたを、異国

語を用い、舌の重い民につかわすのでなく、イス
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ラエルの家につかわすのである。 6すなわちあな

たがその言葉を知らない、異国語の舌の重い多く

の民につかわすのではない。もしわたしがあなた

をそのような民につかわしたら、彼らはあなたに

聞いたであろう。 7しかしイスラエルの家はあな

たに聞くのを好まない。彼らはわたしに聞くのを

好まないからである。イスラエルの家はすべて厚

顔でまた強情である。 8見よ、わたしはあなたの

顔を彼らの顔に向かって堅くし、あなたの額を彼

らの額に向かって堅くした。 9わたしはあなたの

額を岩よりも堅いダイヤモンドのようにした。ゆ

えに彼らを恐れてはならない。彼らの顔をはばか

ってはならない。彼らは反逆の家である」。 10ま

た彼はわたしに言われた、「人の子よ、わたしが

あなたに語るすべての言葉をあなたの心におさめ

、あなたの耳に聞きなさい。 11そして捕囚の人々

、あなたの民の人々の所へ行って、彼らが聞いて

も、彼らが拒んでも、『主なる神はこう言われる

』と彼らに言いなさい」。 12時に霊がわたしをも

たげた。そして主の栄光がその所からのぼった時

、わたしの後に大いなる地震の響きを聞いた。 13

それは互に相触れる生きものの翼の音と、そのか

たわらの輪の音で、大いなる地震のように響いた

。 14霊はわたしをもたげ、わたしを取り去ったの

で、わたしは心を熱くし、苦々しい思いで出て行

った。主の手が強くわたしの上にあった。 15そし

てわたしはケバル川のほとりのテルアビブにいる

捕囚の人々のもとへ行き、七日の間、驚きあきれ

て彼らの中に座した。 16七日過ぎて後、主の言葉

がわたしに臨んだ、 17「人の子よ、わたしはあな

たをイスラエルの家のために見守る者とした。あ

なたはわたしの口から言葉を聞くたびに、わたし

に代って彼らを戒めなさい。 18わたしが悪人に『

あなたは必ず死ぬ』と言うとき、あなたは彼の命

を救うために彼を戒めず、また悪人を戒めて、そ

の悪い道から離れるように語らないなら、その悪

人は自分の悪のために死ぬ。しかしその血をわた

しはあなたの手から求める。 19しかし、もしあな

たが悪人を戒めても、彼がその悪をも、またその

悪い道をも離れないなら、彼はその悪のために死

ぬ。しかしあなたは自分の命を救う。 20また義人

がその義にそむき、不義を行うなら、わたしは彼

の前に、つまずきを置き、彼は死ぬ。あなたが彼

を戒めなかったゆえ、彼はその罪のために死に、

その行った義は覚えられない。しかしその血をわ

たしはあなたの手から求める。 21けれども、もし

あなたが義人を戒めて、罪を犯さないように語り

、そして彼が罪を犯さないなら、彼は戒めを受け

いれたゆえに、その命を保ち、あなたは自分の命

を救う」。 22その所で主の手がわたしの上に臨み

、彼はわたしに言われた、「立って、平野に出て

行きなさい。その所でわたしはあなたに語ろう」

。 23そこで、わたしは立って平野に出て行った。

見よ、主の栄光が、かつてわたしがケバル川のほ

とりで見た栄光のように、その所に立ち現れたの

で、わたしはひれ伏した。 24しかし霊がわたしの

うちにはいって、わたしを立ちあがらせ、わたし

に語って言った、「行って、あなたの家にこもっ

ていなさい。 25人の子よ、見よ、彼らはあなたの

上になわをかけ、それであなたを縛り、あなたを

民の中に行かせないようにする。 26わたしはあな

たの舌を上あごにつかせ、あなたをおしにして、

彼らを戒めることができないようにする。彼らは

反逆の家だからである。 27しかし、わたしがあな

たと語るときは、あなたの口を開く。あなたは彼

らに『主なる神はこう言われる』と言わなければ

ならない。聞く者は聞くがよい、拒む者は拒むが

よい。彼らは反逆の家だからである。

4人の子よ、一枚のかわらを取って、あなたの前
に置き、その上にエルサレムの町を描きなさい

。 2そしてこれを取り囲み、これにむかって雲梯

を設け、塁を築き、陣を張り、その回りに城くず

しを備えてこれを攻めなさい。 3また鉄の板をと

り、それをあなたと町の間に置いて鉄の壁となし

、あなたの顔をこれに向けなさい。町をこのよう

に囲んで、その包囲を押し進めなさい。これがイ

スラエルの家のしるしである。 4あなたはまた自

分の左脇を下にして寝なさい。わたしはあなたの

上にイスラエルの家の罰を置く。あなたはこのよ

うにして寝ている日の間、彼らの罰を負わなけれ

ばならない。 5わたしは彼らの罰の年数に等しい

その日数、すなわち三百九十日をあなたのために

定める。その間あなたはイスラエルの家の罰を負

わなければならない。 6あなたはその期間を終っ

たなら、また右脇を下にして寝て、ユダの家の罰

を負わなければならない。わたしは一日を一年と

して四十日をあなたのために定める。 7あなたは

自分の顔をエルサレムの包囲の方に向け、腕をあ

らわし、町に向かって預言しなければならない。 8

見よ、わたしはあなたに、なわをかけて、あなた

の包囲の期間の終るまで、左右に動くことができ

ないようにする。 9あなたはまた小麦、大麦、豆

、レンズ豆、あわ、はだか麦を取って、一つの器

に入れ、これでパンを造り、あなたが横になって

寝る日の数、すなわち三百九十日の間これを食べ

なければならない。 10あなたが食べる食物は量っ

て一日に二十シケルである。あなたは一日に一度

これを食べなければならない。 11また水を量って

一ヒンの六分の一を一日に一度飲まなければなら

ない。 12あなたは大麦の菓子のようにしてこれを

食べなさい。すなわち彼らの目の前でこれを人の

糞で焼かなければならない」。 13そして主は言わ

れた、「このようにイスラエルの民はわたしが追

いやろうとする国々の中で汚れたパンを食べなけ

ればならない」。 14そこでわたしは言った、「あ

あ、主なる神よ、わたしは自分を汚したことはあ

りません。わたしは幼い時から今日まで、自然に

死んだものや、野獣に裂き殺されたものを食べた

ことはありません。また汚れた肉がわたしの口に

はいったことはありません」。 15すると彼はわた

しに言われた、「見よ、わたしは牛の糞をもって

人の糞に換えることをあなたにゆるす。あなたは

それで自分のパンを整えなさい」。 16またわたし
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に言われた、「人の子よ、見よ、わたしはエルサ

レムで人のつえとするパンを打ち砕く。彼らはパ

ンを量って、恐れながら食べ、また水を量って驚

きながら飲む。 17これは彼らをパンと水とに乏し

くし、互に驚いて顔を見合わせ、その罰のために

衰えさせるためである。

5人の子よ、鋭いつるぎを取り、それを理髪師の
かみそりとして、あなたの頭と、ひげとをそり

、はかりで量って、その毛を分けなさい。 2その

三分の一は包囲の期間の終る時、町の中で火で焼

き、また三分の一を取り、つるぎで町のまわりで

これを打ち、さらに三分の一を風に散らしなさい

。わたしはつるぎを抜いて、彼らのあとを追う。 3

あなたはその毛を少し取って、衣のすそに包み、 4

またそのうちから少しを取って火の中に投げ入れ

、火でこれを焼きなさい。火はその中から出て、

イスラエルの全家に及ぶ。 5主なる神はこう言わ

れる、わたしはこのエルサレムを万国の中に置き

、国々をそのまわりに置いた。 6エルサレムは他

の国々よりも悪しく、わたしのおきてにそむき、

そのまわりの国々よりもわたしの定めにそむいた

。すなわち彼らはわたしのおきてを捨て、わたし

の定めに歩まなかった。 7それゆえ主はこう言わ

れる、あなたがたはそのまわりにいる異邦人より

も狂暴であって、わたしの定めに歩まず、わたし

のおきてを行わず、むしろ、あなたがたの回りに

いる異邦人のおきてを守っていた。 8それゆえ主

なる神はこう言われる、見よ、わたしはあなたを

攻め、異邦人の目の前で、あなたの中にさばきを

行う。 9あなたのもろもろの憎むべき事のために

、わたしがまだした事のないような事、またこの

後ふたたびしないような事をあなたに対してする

。 10それゆえ、あなたのうちで父はその子を食い

、子はその父を食う。わたしはあなたに対してさ

ばきを行い、あなたのうちの残りの者をことごと

く四方の風に散らす。 11それゆえ、主なる神は言

われる、わたしは生きている。あなたはその忌む

べき物と、その憎むべき事とをもって、わたしの

聖所を汚したので、わたしは必ずあなたの数を減

らす。わたしの目はあなたを惜しみ見ず、またわ

たしはあなたをあわれまない。 12あなたの三分の

一はあなたの中で疫病で死に、ききんで滅び、三

分の一はあなたのまわりでつるぎに倒れ、三分の

一は四方の風に散らされる。わたしはつるぎを抜

いてそのあとを追う。 13こうしてわたしは怒りを

漏らし尽し、憤りを彼らの上に漏らして、満足す

る。こうして、わたしの憤りを彼らの上に漏らし

尽した時、彼らは主であるわたしが熱心に語った

ことを知るであろう。 14わたしはまわりにある国

々の中と、すべてそばを通る者の目の前であなた

を滅亡とあざけりに渡す。 15わたしが怒りと、憤

りと、重い懲罰とをもって、あなたに対してさば

きを行う時、あなたはそのまわりにある国々のあ

ざけりとなり、そしりとなり、戒めとなり、驚き

となる。これは主であるわたしが語るのである。

16すなわち、わたしがあなたを滅ぼすききんの矢

、滅亡の矢をあなたに放つ時、わたしはあなたを

滅ぼすために放つのだ。わたしはあなたの上にき

きんを増し加え、あなたがつえとするパンを打ち

砕く。 17わたしはあなたにききんと野獣を送って

、あなたの子を奪い取り、また疫病と流血にあな

たの中を通らせ、またつるぎをあなたに送る。主

であるわたしがこれを言う」。

6主の言葉が、わたしに臨んで言った、 2「人の

子よ、あなたの顔をイスラエルの山々に向け、

預言して、 3言え。イスラエルの山々よ、主なる

神の言葉を聞け。主なる神は山と丘と、谷と川に

向かって、こう言われる、見よ、わたしはつるぎ

をあなたがたに送り、あなたがたの高き所を滅ぼ

す。 4あなたがたの祭壇は荒され、あなたがたの

香の祭壇はこわされる。わたしはあなたがたの偶

像の前に、あなたがたの殺された者を投げ出す。 5

わたしはイスラエルの民の死体を彼らの偶像の前

に置き、骨をあなたがたの祭壇のまわりに散らす

。 6すべてあなたがたの住む所で町々は滅ぼされ

、高き所は荒される。こうしてあなたがたの祭壇

はこわし荒され、あなたがたの偶像は砕かれて滅

び、あなたがたの香の祭壇は倒され、あなたがた

のわざは消し去られる。 7また殺された者はあな

たがたのうちに倒れる。これによって、あなたが

たはわたしが主であることを知るようになる。 8

わたしは、あなたがたのある者を生かしておく。

あなたがたが、つるぎをのがれて国々の中におり

、国々に散らされる時、 9あなたがたのうちのの

がれた者は、その捕え移された国々の中でわたし

を思い出す。これはわたしが、彼らのわたしを離

れた姦淫の心と、偶像を慕って姦淫を行う目をく

じくからである。そして彼らはそのもろもろの憎

むべきことと、その犯した悪のために、みずから

をいとうようになる。 10そして彼らはわたしが主

であることを知る。この災を彼らに対して下すと

、わたしが言ったのは決してむなしい事ではない

」。 11主なる神はこう言われる、「あなたは手を

打ち、足を踏みならして言え。ああ、イスラエル

の家のすべての悪しき憎むべき者はわざわいだ。

彼らはつるぎと、ききんと、疫病に倒れるからで

ある。 12遠くにいる者は疫病で死に、近くにいる

者はつるぎに倒れる。生き残って身を全うする者

はききんによって死ぬ。このようにわたしはわが

憤りを彼らの上に漏らし尽す。 13彼らの殺される

者がその偶像の中にあり、その祭壇のまわりにあ

り、すべての高き丘の上にあり、すべての山の頂

にあり、すべての青木の下にあり、すべての茂っ

たかしの木の下にあり、彼らがこうばしいかおり

を、すべての偶像にささげた所にある時、あなた

がたはわたしが主であることを知るのである。 14

わたしはまた手を彼らの上に伸べて、その地を荒

し、すべて彼らの住む所を、荒野からリブラまで

荒れ地とする。これによって彼らはわたしが主で

あることを知るようになる」。

7主の言葉がまたわたしに臨んだ、 2「人の子よ

、イスラエルの地の終りについて主はこう言わ
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れる、この国の四方の境に終りが来た。 3いま、

あなたの終りが来た。わたしはわが怒りをあなた

に漏らし、あなたの行いに従って、あなたをさば

き、あなたのもろもろの憎むべき物のためにあな

たを罰する。 4わたしの目はあなたを惜しみ見ず

、またあなたをあわれまない。わたしはあなたの

行いのためにあなたを罰する。あなたの憎むべき

事があなたのうちにある。これによって、あなた

がたはわたしが主であることを知るようになる。 5

主なる神はこう言われる、災が引き続いて起る。

見よ、災が来る。 6終りが来る。その終りが来る

。それが起って、あなたに臨む。見よ、それが来

る。 7この地に住む者よ、あなたの最後の運命が

あなたに来た。時は来た。日が近づいた。混乱の

日で、山々に聞える喜びの日ではない。 8今わた

しは、すみやかにわたしの憤りをあなたの上に注

ぎ、わたしの怒りをあなたに漏らし尽し、あなた

の行いに従ってあなたをさばき、あなたのもろも

ろの憎むべき事のためにあなたを罰する。 9わた

しの目はあなたを惜しみ見ず、またあなたをあわ

れまない。わたしはあなたの行いのためにあなた

を罰する。あなたの憎むべき事があなたのうちに

ある。これによって、あなたがたは、主であるわ

たしがあなたを撃つことを知るようになる。 10見

よ、その日を。また見よ、かの日が来た。あなた

の最後の運命が来た。不義は花咲き、高ぶりは芽

を出した。 11暴虐はつのって悪のつえとなった。

彼らもその群衆も、その富も消え、また彼らの名

声も消えて何も残らなくなる。 12時は来た。日は

近づいた。買う者は喜ぶな。売る者は悲しむな。

怒りがすべての群衆の上に臨むからだ。 13売る者

はたとい生きていても、その売ったものに帰るこ

とはない。怒りがそのすべての民衆の上にあるか

らだ。それはもとに帰らない。その不義のために

、だれも命を全うすることはできない。 14人々が

ラッパを吹いて備えをしても戦いに出る者はない

。それはわたしの怒りがそのすべての群衆の上に

あるからだ。 15外にはつるぎがあり、内には疫病

とききんがある。畑にいる者はつるぎに死に、町

にいる者はききんと疫病に滅ぼされる。 16そのう

ちの、のがれる者は谷間のはとのように山々に行

って、おのおの皆その罪のために悲しむ。 17両手

とも弱くなり、両ひざとも水のように弱くなる。

18彼らは荒布を身にまとい、恐れが彼らをおおい

、すべての顔には恥があらわれ、すべての頭は髪

をそり落す。 19彼らはその銀をちまたに捨て、そ

の金はあくたのようになる。主の怒りの日には金

銀も彼らを救うことはできない。それらは彼らの

飢えを満足させることができない、またその腹を

満たすことができない。それは彼らの不義のつま

ずきであったからだ。 20彼らはその美しい飾り物

を高ぶりのために用い、またこれをもってその憎

むべき偶像と忌むべき物を造った。それゆえわた

しはこれを彼らに対して汚れたものとする。 21わ

たしはこれを外国人の手に渡して奪わせ、地の悪

人に渡してかすめさせる。彼らはこれを汚す。 22

わたしは彼らから顔をそむけて、彼らにわたしの

聖所を汚させる。強盗がこれにはいって汚し、 23

また荒れ地とする。この地は流血のとがに満ち、

この町は暴虐に満ちているゆえ、 24わたしは国々

のうちの悪い者どもを招いて、彼らの家をかすめ

させる。わたしは強い者の高ぶりをやめさせる。

また彼らの聖所は汚される。 25滅びが来るとき、

彼らは平安を求めても得られない。 26災に災が重

なりきたり、知らせに知らせが相つぐ。その時、

彼らは預言者に幻を求める。しかし律法は祭司の

うちに絶え、計りごとは長老のうちに絶える。 27

王は悲しみ、つかさは望みを失い、その地の民の

手はおののきによってこわばる。わたしは彼らの

行いに従って彼らをあつかい、そのさばきに従っ

て彼らをさばく。そして彼らはわたしが主である

ことを知るようになる」。

8第六年の六月五日にわたしがわたしの家に座し
、ユダの長老たちがわたしの前に座していたと

き、主なる神の手がわたしの上に下った。 2わた

しは見ていると、見よ、人のような形があって、

その腰とみられる所から下は火のように見え、腰

から上は光る青銅のように輝いて見えた。 3彼は

手のようなものを伸べて、わたしの髪の毛をつか

んだ。そして霊がわたしを天と地の間に引きあげ

、神の幻のうちにわたしをエルサレムに携えて行

き、北に向かった内庭の門の入口に至らせた。そ

こには、ねたみをひき起すねたみの偶像があった

。 4見よ、そこに、わたしがかの平野で見た幻の

ようなイスラエルの神の栄光があらわれた。 5時

に彼はわたしに言われた、「人の子よ、目をあげ

て北の方をのぞめ」。そこでわたしが目をあげて

北の方をのぞむと、見よ、祭壇の門の北にあたっ

て、その入口に、このねたみの偶像があった。 6

彼はまたわたしに言われた、「人の子よ、あなた

は彼らのしていること、すなわちイスラエルの家

がここでしている大いなる憎むべきことを見るか

。これはわたしを聖所から遠ざけるものである。

しかしあなたは、さらに大いなる憎むべきことを

見るだろう」。 7そして彼はわたしを庭の門に行

かせた。わたしが見ると、見よ、壁に一つの穴が

あった。 8彼はわたしに言われた、「人の子よ、

壁に穴をあけよ」。そこでわたしが壁に穴をあけ

ると、見よ、一つの戸があった。 9彼はわたしに

言われた、「はいって、彼らがここでなす所の悪

しき憎むべきことを見よ」。 10そこでわたしがは

いって見ると、もろもろの這うものと、憎むべき

獣の形、およびイスラエルの家のもろもろの偶像

が、まわりの壁に描いてあった。 11またイスラエ

ルの家の長老七十人が、その前に立っていた。シ

ャパンの子ヤザニヤも、彼らの中に立っていた。

おのおの手に香炉を持ち、そしてその香の煙が雲

のようにのぼった。 12時に彼はわたしに言われた

、「人の子よ、イスラエルの家の長老たちが暗い

所で行う事、すなわちおのおのその偶像の室で行

う事を見るか。彼らは言う、『主はわれわれを見

られない。主はこの地を捨てられた』と」。 13ま

たわたしに言われた、「あなたはさらに彼らがな
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す大いなる憎むべきことを見る」。 14そして彼は

わたしを連れて主の家の北の門の入口に行った。

見よ、そこに女たちがすわって、タンムズのため

に泣いていた。 15その時、彼はわたしに言われた

、「人の子よ、あなたはこれを見たか。これより

もさらに大いなる憎むべきことを見るだろう」。

16彼はまたわたしを連れて、主の家の内庭にはい

った。見よ、主の宮の入口に、廊と祭壇との間に

二十五人ばかりの人が、主の宮にその背中を向け

、顔を東に向け、東に向かって太陽を拝んでいた

。 17時に彼はわたしに言われた、「人の子よ、あ

なたはこれを見たか。ユダの家にとって、彼らが

ここでしているこれらの憎むべきわざは軽いこと

であるか。彼らはこの地を暴虐で満たし、さらに

わたしを怒らせる。見よ、彼らはその鼻に木の枝

を置く。 18それゆえ、わたしも憤って事を行う。

わたしの目は彼らを惜しみ見ず、またあわれまな

い。たとい彼らがわたしの耳に大声で呼ばわって

も、わたしは彼らの言うことを聞かない」。

9時に彼はわたしの耳に大声に呼ばわって言われ
た、「町を罰する者たちよ、おのおの滅ぼす武

器をその手に持って近よれ」と。 2見よ、北に向

かう上の門の道から出て来る六人の者があった。

おのおのその手に滅ぼす武器を持ち、彼らの中の

ひとりは亜麻布を着、その腰に物を書く墨つぼを

つけていた。彼らははいって来て、青銅の祭壇の

かたわらに立った。 3ここにイスラエルの神の栄

光がその座しているケルビムから立ちあがって、

宮の敷居にまで至った。そして主は、亜麻布を着

て、その腰に物を書く墨つぼをつけている者を呼

び、 4彼に言われた、「町の中、エルサレムの中

をめぐり、その中で行われているすべての憎むべ

きことに対して嘆き悲しむ人々の額にしるしをつ

けよ」。 5またわたしの聞いている所で他の者に

言われた、「彼のあとに従い町をめぐって、撃て

。あなたの目は惜しみ見るな。またあわれむな。 6

老若男女をことごとく殺せ。しかし身にしるしの

ある者には触れるな。まずわたしの聖所から始め

よ」。そこで、彼らは宮の前にいた老人から始め

た。 7この時、主は彼らに言われた、「宮を汚し

、死人で庭を満たせ。行け」。そこで彼らは出て

行って、町の中で撃った。 8さて彼らが人々を打

ち殺していた時、わたしひとりだけが残されたの

で、ひれ伏して、叫んで言った、「ああ主なる神

よ、あなたがエルサレムの上に怒りを注がれると

き、イスラエルの残りの者を、ことごとく滅ぼさ

れるのですか」。 9主はわたしに言われた、「イ

スラエルとユダの家の罪は非常に大きい。国は血

で満ち、町は不義で満ちている。彼らは言う、『

主はこの地を捨てられた。主は顧みられない』。

10それゆえ、わたしの目は彼らを惜しみ見ず、ま

たあわれまない。彼らの行うところを、彼らのこ

うべに報いる」。 11時に、かの亜麻布を着、物を

書く墨つぼを腰につけていた人が報告して言った

、「わたしはあなたがお命じになったように行い

ました」。

10時にわたしは見ていたが、見よ、ケルビムの
頭の上の大空に、サファイヤのようなものが

王座の形をして、その上に現れた。 2彼は亜麻布

を着たその人に言われた、「ケルビムの下の回る

車の間にはいり、ケルビムの間から炭火をとって

あなたの手に満たし、これを町中にまき散らせ」

。そして彼はわたしの目の前ではいった。 3この

人がはいった時、ケルビムは宮の南側に立ってい

た。また雲はその内庭を満たしていた。 4主の栄

光はケルビムの上から宮の敷居の上にあがり、宮

は雲で満ち、庭は主の栄光の輝きで満たされた。 5

時にケルビムの翼の音が大能の神が語られる声の

ように外庭にまで聞えた。 6彼が亜麻布を着てい

る人に、「回る車の間、ケルビムの間から火を取

れ」。と命じた時、その人ははいって、輪のかた

わらに立った。 7ひとりのケルブはその手をケル

ビムの間から伸べて、ケルビムの間にある火を取

り、亜麻布を着た人の手に置いた。すると彼はこ

れを取って出て行った。 8ケルビムはその翼の下

に人の手のような形のものを持っているように見

えた。 9わたしが見ていると、見よ、ケルビムの

かたわらに四つの輪があり、一つの輪はひとりの

ケルブのかたわらに、他の輪は他のケルブのかた

わらにあった。輪のさまは、光る貴かんらん石の

ようであった。 10そのさまは四つとも同じ形で、

あたかも輪の中に輪があるようであった。 11その

行く時は四方のどこへでも行く。その行く時は回

らない。ただ先頭の輪の向くところに従い、その

行く時は回ることをしない。 12その輪縁、その輻

、および輪には、まわりに目が満ちていた。―そ

の輪は四つともこれを持っていた。 13その輪はわ

たしの聞いている所で、「回る輪」と呼ばれた。

14そのおのおのには四つの顔があった。第一の顔

はケルブの顔、第二の顔は人の顔、第三はししの

顔、第四はわしの顔であった。 15その時ケルビム

はのぼった。これがケバル川でわたしが見た生き

ものである。 16ケルビムの行く時、輪もそのかた

わらに行き、ケルビムが翼をあげて地から飛びあ

がる時は、輪もそのかたわらを離れない。 17その

立ちどまる時は、輪も立ちどまり、そののぼる時

は、輪も共にのぼる。生きものの霊がその中にあ

るからである。 18時に主の栄光が宮の敷居から出

て行って、ケルビムの上に立った。 19するとケル

ビムは翼をあげて、わたしの目の前で、地からの

ぼった。その出て行く時、輪もまたこれと共にあ

り、主の宮の東の門の入口の所へ行って止まった

。イスラエルの神の栄光がその上にあった。 20こ

れがすなわちわたしがケバル川のほとりで、イス

ラエルの神の下に見たかの生きものである。わた

しはそれがケルビムであることを知っていた。 21

これにはおのおの四つの顔があり、おのおの四つ

の翼があり、また人の手のようなものがその翼の

下にあった。 22その顔の形は、ケバル川のほとり

でわたしが見たそのままの顔である。おのおのそ

の前の方にまっすぐに行った。
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11時に霊はわたしをあげて、東に向かう主の宮
の東の門に連れて行った。見よ、その門の入

口に二十五人の者がいた。わたしはその中にアズ

ルの子ヤザニヤと、ベナヤの子ペラテヤを見た。

共に民のつかさであった。 2すると彼はわたしに

言われた、「人の子よ、これらの者はこの町の中

で悪い事を考え、悪い計りごとをめぐらす人々で

ある。 3彼らは言う、『家を建てる時は近くはな

い。この町はなべであり、われわれは肉である』

と。 4それゆえ、彼らに向かって預言せよ。人の

子よ、預言せよ」。 5時に、主の霊がわたしに下

って、わたしに言われた、「主はこう言われると

言え、イスラエルの家よ、考えてみよ。わたしは

あなたがたの心にある事どもを知っている。 6あ

なたがたはこの町に殺される者を増し、殺された

者をもってちまたを満たした。 7それゆえ、主な

る神はこう言われる、町の中にあなたがたが置く

殺された者は肉である。この町はなべである。し

かし、あなたがたはその中から取り出される。 8

あなたがたはつるぎを恐れた。わたしはあなたが

たにつるぎを臨ませると、主は言われる。 9また

わたしはあなたがたをその中から引き出して、他

国人の手に渡し、あなたがたをさばく。 10あなた

がたはつるぎに倒れる。わたしはあなたがたをイ

スラエルの境でさばく。これによってあなたがた

はわたしが主であることを知るようになる。 11こ

の町はあなたがたに対してなべとはならず、あな

たがたはその肉とはならない。わたしはイスラエ

ルの境であなたがたをさばく。 12これによって、

あなたがたはわたしが主であることを知るように

なる。あなたがたはわたしの定めに歩まず、また

わたしのおきてを行わず、かえってその周囲の他

国人のおきてに従って行っているからである」。

13このようにわたしが預言していた時、ベナヤの

子ペラテヤが死んだので、わたしは打ち伏して、

大声で叫んで言った、「ああ主なる神よ、あなた

はイスラエルの残りの者をことごとく滅ぼそうと

されるのですか」。 14時に主の言葉がわたしに臨

んで言った、 15「人の子よ、あなたの兄弟、あな

たの友、あなたの兄弟である捕われ人、イスラエ

ルの全家、エルサレムの住民は言った、『彼らが

主から遠く離れた。この地はわれわれの所有とし

て与えられているのだ』と。 16それゆえ、言え、

『主なる神はこう言われる、たといわたしは彼ら

を遠く他国人の中に移し、国々の中に散らしても

、彼らの行った国々で、わたしはしばらく彼らの

ために聖所となる』と。 17それゆえ、言え、『主

はこう言われる、わたしはあなたがたをもろもろ

の民の中から集め、その散らされた国々から集め

て、イスラエルの地をあなたがたに与える』と。

18彼らはその所に来る時、そのもろもろのいとう

べきものと、もろもろの憎むべきものとをその所

から取り除く。 19そしてわたしは彼らに一つの心

を与え、彼らのうちに新しい霊を授け、彼らの肉

から石の心を取り去って、肉の心を与える。 20こ

れは彼らがわたしの定めに歩み、わたしのおきて

を守って行い、そして彼らがわたしの民となり、

わたしが彼らの神となるためである。 21しかしい

とうべきもの、憎むべきものをその心に慕って歩

む者には、彼らの行いに従ってそのこうべに報い

ると、主なる神は言われる」。 22時にケルビムは

その翼をあげた。輪がそのかたわらにあり、イス

ラエルの神の栄光がその上にあった。 23主の栄光

が町の中からのぼって、町の東にある山の上に立

ちどまった。 24その時、霊はわたしをあげ、神の

霊によって、幻のうちにわたしをカルデヤの捕わ

れ人の所へ携えて行った。そしてわたしが見た幻

はわたしを離れてのぼった。 25そこでわたしは主

がわたしに示された事をことごとくかの捕われ人

に告げた。

12主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

あなたは反逆の家の中にいる。彼らは見る目

があるが見ず、聞く耳があるが聞かず、彼らは反

逆の家である。 3それゆえ、人の子よ、捕囚の荷

物を整え、彼らの目の前で昼のうちに移れ、彼ら

の目の前であなたの所から他の所に移れ。彼らは

反逆の家であるが、あるいは彼らは顧みるところ

があろう。 4あなたは、捕囚の荷物のようなあな

たの荷物を、彼らの目の前で昼のうちに持ち出せ

。そして捕囚に行くべき人々のように、彼らの目

の前で夕べのうちに出て行け。 5すなわち彼らの

目の前で壁に穴をあけ、そこから出て行け。 6あ

なたは彼らの目の前でその荷物を肩に負い、やみ

のうちにそれを運び出せ。あなたの顔をおおって

地を見るな。わたしはあなたをしるしとなして、

イスラエルの家に示すのだ」。 7そこでわたしは

命じられたようにし、捕囚の荷物のような荷物を

昼のうちに持ち出し、夕べにはわたしの手で壁に

穴をあけ、やみのうちに彼らの目の前で、これを

肩に負って運び出した。 8次の朝、主の言葉がわ

たしに臨んだ、 9「人の子よ、反逆の家であるイ

スラエルの家は、あなたに向かって、『何をして

いるのか』と言わなかったか。 10あなたは彼らに

言いなさい、『主なる神はこう言われる、この託

宣はエルサレムの君、およびその中にあるイスラ

エルの全家にかかわるものである』と。 11また言

いなさい、『わたしはあなたがたのしるしである

。わたしがしたとおりに彼らもされる。彼らはと

りこにされて移される』と。 12彼らのうちの君は

、やみのうちにその荷物を肩に載せて出て行く。

彼は壁に穴をあけて、そこから出て行く。彼は顔

をおおって、自分の目でこの地を見ない。 13わた

しはわたしの網を彼の上に打ちかける。彼はわた

しのわなにかかる。わたしは彼をカルデヤびとの

地のバビロンに引いて行く。しかし彼はそれを見

ないで、そこで死ぬであろう。 14またすべて彼の

周囲にいて彼を助ける者および彼の軍隊を、わた

しは四方に散らし、つるぎを抜いてそのあとを追

う。 15わたしが彼らを諸国民の中に散らし、国々

にまき散らすとき、彼らはわたしが主であること

を知る。 16ただし、わたしは彼らのうちに、わず

かの者を残して、つるぎと、ききんと、疫病を免

れさせ、彼らがおこなったもろもろの憎むべきこ
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とを、彼らが行く国びとの中に告白させよう。そ

して彼らはわたしが主であることを知るようにな

る」。 17主の言葉がまたわたしに臨んだ、 18「

人の子よ、震えてあなたのパンを食べ、おののき

と恐れとをもって水を飲め。 19そしてこの地の民

について言え、主なる神はイスラエルの地のエル

サレムの民についてこう言われる、彼らは恐れを

もってそのパンを食べ、驚きをもってその水を飲

むようになる。これはその地が、すべてその中に

住む者の暴虐のために衰え、荒れ地となるからで

ある。 20人の住んでいた町々は荒れはて、地は荒

塚となる。そしてあなたがたは、わたしが主であ

ることを知るようになる」。 21主の言葉がわたし

に臨んだ、 22「人の子よ、イスラエルの地につい

て、あなたがたが『日は延び、すべての幻はむな

しくなった』という、このことわざはなんである

か。 23それゆえ、彼らに言え、『主なる神はこう

言われる、わたしはこのことわざをやめさせ、彼

らが再びイスラエルで、これをことわざとしない

ようにする』と。しかし、あなたは彼らに言え、

『日とすべての幻の実現とは近づいた』と。 24イ

スラエルの家のうちには、もはやむなしい幻も、

偽りの占いもなくなる。 25しかし主なるわたしは

、わが語るべきことを語り、それは必ず成就する

。決して延びることはない。ああ、反逆の家よ、

あなたの日にわたしはこれを語り、これを成就す

ると、主なる神は言われる」。 26主の言葉がまた

わたしに臨んだ、 27「人の子よ、見よ、イスラエ

ルの家は言う、『彼の見る幻は、なお多くの日の

後の事である。彼が預言することは遠い後の時の

ことである』と。 28それゆえ、彼らに言え、主な

る神はこう言われる、わたしの言葉はもはや延び

ない。わたしの語る言葉は成就すると、主なる神

は言われる」。

13主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

イスラエルの預言者たちに向かって預言せよ

。すなわち自分の心のままに預言する人々に向か

って、預言して言え、『あなたがたは主の言葉を

聞け』。 3主なる神はこう言われる、なにも見な

いで、自分の霊に従う愚かな預言者たちはわざわ

いだ。 4イスラエルよ、あなたの預言者たちは、

荒れ跡にいるきつねのようだ。 5あなたがたは主

の日に戦いに立つため、破れ口にのぼらず、また

イスラエルの家のために石がきを築こうともしな

い。 6彼らは虚偽を言い、偽りを占った。彼らは

主が彼らをつかわさないのに『主が言われる』と

言い、なおその言葉の成就することを期待する。 7

あなたがたはむなしい幻を見、偽りの占いを語り

、わたしが言わないのに『主が言われる』と言っ

たではないか」。 8それゆえ、主なる神はこう言

われる、「あなたがたはむなしいことを語り、偽

りの物を見るゆえ、わたしはあなたがたを罰する

と主なる神は言われる。 9わたしの手は、むなし

い幻を見、偽りの占いを言う預言者に敵対する。

彼らはわが民の会に臨まず、イスラエルの家の籍

にしるされず、イスラエルの地に、はいることが

できない。そしてあなたがたはわたしが主なる神

であることを知るようになる。 10彼らはわが民を

惑わし、平和がないのに『平和』と言い、また民

が塀を築く時、これらの預言者たちは水しっくい

をもってこれを塗る。 11それゆえ、水しっくいを

塗る者どもに『これはかならずくずれる』と言え

。これに大雨が注ぎ、ひょうが降り、あらしが吹

く。 12そして塀がくずれる時、人々はあなたがた

に向かって、『あなたがたが塗った水しっくいは

どこにあるか』と言わないであろうか。 13それゆ

え、主なる神はこう言われる、わたしはわが憤り

をもって大風を起し、わが怒りをもって大雨を注

がせ、憤りをもってひょうを降らせて、これを滅

ぼす。 14またわたしはあなたがたが水しっくいを

もって塗った塀をこわして、これを地に倒し、そ

の基をあらわす。これが倒れる時、あなたがたは

その中に滅びる。そしてあなたがたは、わたしが

主であることを知るようになる。 15こうしてわた

しが、その塀と、これを水しっくいで塗った者と

の上に、わたしの憤りを漏らし尽して、あなたが

たに言う、塀はなくなり、これを塗った者もなく

なる。 16これがすなわち平和がないのに平和の幻

を見、エルサレムについて預言したイスラエルの

預言者であると、主なる神は言われる。 17人の子

よ、心のままに預言するあなたの民の娘たちに対

して、あなたの顔を向け、彼らに向かって預言し

て、 18言え、主なる神はこう言われる、手の節々

に占いひもを縫いつけ、もろもろの大きさの人の

頭に、かぶり物を作りかぶせて、魂をかり取ろう

とする女はわざわいだ。あなたがたは、わが民の

魂をかり取って、あなたがたの利益のために、他

の魂を生かしおこうとするのか。 19あなたがたは

少しばかりの大麦のため、少しばかりのパンのた

めに、わが民のうちに、わたしを汚し、かの偽り

を聞きいれるわが民に偽りを述べて、死んではな

らない者を死なせ、生きていてはならない者を生

かす。 20それゆえ、主なる神はこう言われる、見

よ、わたしはあなたがたが用いて、魂をかり取る

ところの占いひもを奪い、あなたがたの腕から占

いひもを裂き取って、あなたがたがかり取るとこ

ろの魂を、鳥のように放ちやる。 21わたしはまた

あなたがたの、かぶり物を裂き、わが民をあなた

がたの手から救う。彼らは再びあなたがたの獲物

とはならない。そしてあなたがたはわたしが主で

あることを知るようになる。 22あなたがたは偽り

をもって正しい者の心を悩ました。わたしはこれ

を悩まさなかった。またあなたがたは悪人が、そ

の命を救うために、その悪しき道から離れようと

する時、それをしないように勧める。 23それゆえ

、あなたがたは重ねてむなしい幻を見ることがで

きず、占いをすることができないようになる。わ

たしはわが民を、あなたがたの手から救い出す。

そのとき、あなたがたはわたしが主であることを

知るようになる」。

14ここにイスラエルの長老のうちのある人々が
、わたしの所に来て、わたしの前に座した。
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2時に主の言葉が、わたしに臨んだ、 3「人の子よ

、これらの人々は、その偶像を心の中に持ち、罪

に落しいれるところのつまずきを、その顔の前に

置いている。わたしはどうして彼らの願いをいれ

ることができようか。 4それゆえ彼らに告げて言

え、主なる神は、こう言われる、イスラエルの家

の人々で、その偶像を心の中に持ち、その顔の前

に罪に落しいれるところのつまずくものを置きな

がら、預言者のもとに来る者には、その多くの偶

像のゆえに、主なるわたしは、みずからこれに答

をする。 5これはその偶像のために、すべてわた

しを離れたイスラエルの家の心を、わたしが捕え

るためである。 6それゆえイスラエルの家に言え

、主なる神はこう言われる、あなたがたは悔いて

、あなたがたの偶像を捨てよ。あなたがたの顔を

、そのすべての憎むべきものからそむけよ。 7イ

スラエルの家の者およびイスラエルに宿る外国人

のだれでも、わたしから離れ、その心に偶像を持

ち、その顔の前に罪に落しいれるところのつまず

きを置きながら、預言者に来て、心のままにわた

しに求めるときは、主であるわたしは、みずから

これに答をする。 8わたしはわたしの顔を、その

人に向け、彼を、しるし、およびことわざとなし

、これをわが民のうちから断ち滅ぼす。その時、

あなたがたはわたしが主であることを知るように

なる。 9もし預言者が欺かれて言葉を出すことが

あれば、それは主であるわたしが、その預言者を

欺いたのである。わたしは手を彼の上に伸べ、わ

が民イスラエルのうちから彼を滅ぼす。 10彼らは

その罰を負う。その預言者の罰は、問い求める者

の罰と同様である。 11これはイスラエルの家が、

重ねてわたしを離れて迷わず、重ねてそのもろも

ろのとがによって、おのれを汚さないため、また

彼らがわが民となり、わたしが彼らの神となるた

めであると、主なる神は言われる」。 12主の言葉

が、またわたしに臨んだ、 13「人の子よ、もし国

がわたしに、もとりそむいて罪を犯し、わたしが

その上に手を伸べて、そのつえとたのむパンを砕

き、これにききんを送り、人と獣とをそのうちか

ら断つ時、 14たといそこにノア、ダニエル、ヨブ

の三人がいても、彼らはその義によって、ただ自

分の命を救いうるのみであると、主なる神は言わ

れる。 15もしわたしが野の獣にこの地を通らせ、

これを荒させ、これを荒れ地となし、その獣のた

めにそこを通る者がないようにしたなら、 16主な

る神は言われる、わたしは生きている、たといこ

れら三人の者がその中にいても、そのむすこ娘を

救うことはできない。ただ自分自身を救いうるの

みで、その地は荒れ地となる。 17あるいは、わた

しがもし、つるぎをその地に臨ませ、つるぎよ、

この地を行きめぐれと言って、人と獣とをそこか

ら断つならば、 18主なる神は言われる、わたしは

生きている、たといこれら三人の者がその中にい

ても、そのむすこ娘を救うことはできない。ただ

自分自身を救いうるのみである。 19あるいは、わ

たしがもし、この地に疫病を送り、血をもってわ

が憤りをその上に注ぎ、人と獣とをそこから断つ

ならば、 20主なる神は言われる、わたしは生きて

いる、たといノア、ダニエル、ヨブがそこにいて

も、彼らはそのむすこ娘を救うことができない。

ただその義によって自分の命を救いうるのみであ

る。 21主なる神はこう言われる、わたしが人と獣

とを地から断つために、つるぎと、ききんと、悪

しき獣と、疫病との四つのきびしい罰をエルサレ

ムに送る時はどうであろうか。 22しかし、もしそ

れがあなたがたに来るとき、むすこ娘たちを助け

出す者が、その中に残っていて、あなたがたがそ

の行いと、わざとを見るならば、わたしがエルサ

レムの上に与えたすべての災について慰められる

であろう。 23すなわち、あなたがたが、その行い

と、わざとを見る時、彼らはあなたがたを慰め、

あなたがたはわたしがこれに行った事は、すべて

ゆえなくしたのではないことを知るようになると

、主なる神は言われる」。

15主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

ぶどうの木、森の木のうちにあるぶどうの枝

は、ほかの木になんのまさる所があるか。 3その

木は何かを造るために用いられるか。また人はこ

れを用いて、器物を掛ける木釘を造るだろうか。 4

見よ、これは火に投げ入れられて燃える。火がそ

の両端を焼いたとき、またその中ほどがこげたと

き、それはなんの役に立つだろうか。 5見よ、こ

れは完全な時でも、なんの用をもなさない。まし

て火がこれを焼き、これをこがした時には、なん

の役に立つだろうか。 6それゆえ主なる神はこう

言われる、わたしが森の木の中のぶどうの木を、

火に投げ入れて焼くように、エルサレムの住民を

そのようにする。 7わたしはわたしの顔を彼らに

向けて攻める。彼らがその火からのがれても、火

は彼らを焼き尽す。わたしが顔を彼らに向けて攻

める時、あなたがたはわたしが主であることを知

る。 8彼らが、もとりそむいたゆえに、わたしは

この地を荒れ地とすると、主なる神は言われる」

。

16主の言葉が再びわたしに臨んだ、 2「人の子

よ、エルサレムにその憎むべき事どもを示し

て、 3言え。主なる神はエルサレムにこう言われ

る、あなたの起り、あなたの生れはカナンびとの

地である。あなたの父はアモリびと、あなたの母

はヘテびとである。 4あなたの生れについていえ

ば、その生れた日に、へその緒は切られず、水で

洗い清められず、塩でこすられず、また布で包ま

れなかった。 5ひとりもあなたをあわれみ見る者

なく、情をもってこれらのことの一つをも、あな

たにしてやる者もなく、あなたの生れた日に、あ

なたはきらわれて、野原に捨てられた。 6わたし

はあなたのかたわらを通り、あなたが血の中にこ

ろがりまわっているのを見た時、わたしは血の中

にいるあなたに言った、『生きよ、 7野の木のよ

うに育て』と。すなわちあなたは成長して大きく

なり、一人前の女になり、その乳ぶさは形が整い

、髪は長くなったが、着物がなく、裸であった。 8
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わたしは再びあなたのかたわらをとおって、あな

たを見たが、見よ、あなたは愛せられる年齢に達

していたので、わたしは着物のすそであなたをお

おい、あなたの裸をかくし、そしてあなたに誓い

、あなたと契約を結んだ。そしてあなたはわたし

のものとなったと、主なる神は言われる。 9そこ

でわたしは水であなたを洗い、あなたの血を洗い

落して油を塗り、 10縫い取りした着物を着せ、皮

のくつをはかせ、細布をかぶらせ、絹のきれであ

なたをおおった。 11また飾り物であなたを飾り、

腕輪をあなたの手にはめ、鎖をあなたの首にかけ

、 12鼻には鼻輪、耳には耳輪、頭には美しい冠を

与えた。 13このようにあなたは金銀で飾られ、細

布、絹、縫い取りの服をあなたの衣とし、麦粉と

、蜜と、油とを食べた。あなたは非常に美しくな

って王の地位に進み、 14あなたの美しさのために

、あなたの名声は国々に広まった。これはわたし

が、あなたに施した飾りによって全うされたから

であると、主なる神は言われる。 15ところが、あ

なたは自分の美しさをたのみ、自分の名声によっ

て姦淫を行い、すべてかたわらを通る者と、ほし

いままに姦淫を行った。 16あなたは自分の衣をと

って、自分のために、はなやかに色どった聖所を

造り、その上で姦淫を行っている。こんなことは

かつてなかったこと、またあってはならないこと

である。 17あなたはわたしが与えた金銀の美しい

飾りの品をとり、自分のために男の像を造って、

これと姦淫を行った。 18また縫い取りのある自分

の衣をとって彼らに着せ、わたしの油と香とをそ

の前に供え、 19またわたしがあなたに与えたパン

、わたしがあなたを養うための麦粉、油および蜜

を、こうばしきかおりとして彼らの前に供えたと

、主なる神は言われる。 20あなたはまた、あなた

がわたしに産んだむすこ、娘たちをとって、その

像に供え、彼らに食わせた。このようなあなたの

姦淫は小さい事であろうか。 21あなたはわたしの

子どもを殺し、火の中を通らせて彼らにささげた

。 22あなたがそのすべての憎むべきことや姦淫を

行うに当って、あなたが衣もなく、裸で、血の中

にころがりまわっていた自分の若き日のことを思

わなかった。 23あなたがもろもろの悪を行った後

、（あなたはわざわいだ、わざわいだと、主なる

神は言われる） 24あなたは自分のために高楼を建

て、広場、広場に台を造り、 25ちまた、ちまたの

つじに台を造って、あなたの美しさを汚し、すべ

てかたわらを通る者に身をまかせて、大いに姦淫

を行っている。 26あなたはまた、かの肉欲的な隣

りエジプトの人々と姦淫を行い、大いに姦淫を行

って、わたしを怒らせた。 27それゆえ、わたしは

わたしの手をあなたの上に伸べて、あなたの賜わ

る分を減らし、あなたの敵、すなわち、あなたの

みだらな行為を恥じるペリシテびとの娘らの欲の

ままに、あなたを渡した。 28あなたは飽くことが

ないので、またアッスリヤの人々と姦淫を行った

が、彼らと姦淫を行っても、なお飽くことがなか

った。 29あなたはまたカルデヤの商業地と大いに

姦淫を行ったが、これと姦淫を行っても、なお飽

くことがなかった。 30主なる神は言われる、あな

たの心はどんなに恋いわずらうのか。あなたは、

これらすべての事を行った。これはあつかましい

姦淫のわざである。 31あなたは、ちまた、ちまた

のつじに高楼を建て、広場、広場に台を設けたが

、価をもらうことをあざけったので、遊女のよう

ではなかった。 32自分の夫に替えて他人と通じる

姦婦よ。 33人はすべての遊女に物を与える。しか

しあなたはすべての恋人に物を与え、彼らにまい

ないして、あなたと姦淫するために、四方からあ

なたの所にこさせる。 34このようにあなたは姦淫

を行うに当って、他の女と違っている。すなわち

、だれもあなたに姦淫をさせたのではない。あな

たはかえって価を払い、相手はあなたに払わない

。これがあなたの違うところである。 35それで遊

女よ、主の言葉を聞け。 36主なる神はこう言われ

る、あなたがその恋人と姦淫して、あなたの恥じ

る所をあらわし、あなたの裸をあらわし、またす

べての偶像と、あなたが彼らにささげたあなたの

子どもらの血のゆえに、 37見よ、わたしはあなた

と遊んだあなたのすべての恋人、およびすべてあ

なたが恋した者と、すべてあなたが憎んだ者とを

集め、四方から彼らをあなたの所に集めて、あな

たの裸を彼らにあらわす。彼らはあなたの裸を、

ことごとく見る。 38わたしは姦淫を行った女と、

血を流した女がさばかれるように、あなたをさば

き、憤りと、ねたみの血とを、あなたに注ぐ。 39

わたしはあなたを恋人の手に渡す。彼らはあなた

の高楼を倒し、台をこわし、あなたの衣をはぎ取

り、あなたの美しい飾りの品を奪い、あなたを衣

服のない裸者にする。 40彼らは民衆をかり立てて

あなたを攻め、石であなたを撃ち、つるぎであな

たを切り、 41火であなたの家を焼き、多くの女た

ちの前で、あなたにさばきを行う。こうしてわた

しはあなたに淫行をやめさせ、重ねて価を払わせ

ないようにする。 42そしてあなたに対するわが憤

りをしずめ、わがねたみをあなたから離し、わた

しは心を安んじて、再び怒ることをしない。 43ま

たあなたはその若き日の事を覚えず、すべてこれ

らの事をもって、わたしを怒らせたから、見よ、

わたしもあなたの行うところをあなたのこうべに

報いると、主なる神は言われる。あなたはもろも

ろの憎むべき事に加えて、このみだらな事をおこ

なったではないか。 44見よ、すべてことわざを用

いる者は、あなたについて、『この母にしてこの

娘あり』という、ことわざを用いる。 45あなたは

、その夫と子どもとを捨てたあなたの母の娘、ま

たその夫と子どもとを捨てた姉妹を持っている。

あなたの母はヘテびと、あなたの父はアモリびと

、 46あなたの姉はサマリヤ、サマリヤはその娘た

ちと共に、あなたの北に住み、あなたの妹はソド

ムで、その娘たちと共に、あなたの南に住んでい

る。 47あなたは彼らの道を歩まず、彼らの憎むべ

き事に従っていないが、しばらくすると、あなた

のおこないは、彼らよりもさらに悪くなる。 48主

なる神は言われる、わたしは生きている。あなた

の妹ソドムとその娘たちは、あなたとあなたの娘
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たちがしたほどのことはしなかった。 49見よ、あ

なたの妹ソドムの罪はこれである。すなわち彼女

と、その娘たちは高ぶり、食物に飽き、安泰に暮

していたが、彼らは、乏しい者と貧しい者を助け

なかった。 50彼らは高ぶり、わたしの前に憎むべ

き事をおこなったので、わたしはそれを見た時、

彼らを除いた。 51サマリヤはあなたの半分も罪を

犯さなかった。あなたは彼らよりも多く憎むべき

事をおこない、あなたのおこなったもろもろの憎

むべき事によって、あなたの姉妹を義と見せかけ

た。 52あなたはその姉妹を有利にさばいたことに

よって、あなたもまた自分のはずかしめを負わな

ければならない。それはあなたが彼らよりも、さ

らに憎むべきことをした罪によって、彼らはあな

たよりも義とされるからである。それであなたも

恥を受け、はずかしめを負わなければならない。

それはあなたがその姉妹を義と見せかけたからで

ある。 53わたしは彼らの幸福をもとに返す。すな

わちソドムとその娘たちの幸福、サマリヤとその

娘たちの幸福、また彼らの中にいるあなたの幸福

をもとに返す。 54これはあなたに自分のはずかし

めを負わせるため、またすべてあなたのなした事

を恥じさせるためである。こうしてあなたは彼ら

の慰めとなる。 55あなたの姉妹ソドムと、その娘

たちとは、そのもとの所に帰り、サマリヤと、そ

の娘たちとは、そのもとの所に帰り、あなたと、

あなたの娘たちとは、そのもとの所に帰る。 56あ

なたの高ぶりの日に、あなたの姉妹ソドムは、あ

なたの口に、ことわざとなったではなかったか。

57すなわちあなたの悪があらわされた時まで、そ

うではなかったか。しかし今はあなたも彼女と同

様に、エドムの娘たちと、すべてその周囲の者、

および四方からあなたをあざけるペリシテの娘た

ちのそしりとなった。 58あなたはあなたのみだら

な行為と、あなたの憎むべき事のとがとを、身に

負っていると主は言われる。 59主なる神はこう言

われる、誓いを軽んじ、契約を破ったあなたには

、あなたがしたように、わたしもあなたにする。

60しかしわたしはあなたの若き日に、あなたと結

んだ契約を覚え、永遠の契約をあなたと立てる。

61わたしがあなたの姉および妹を受け、またあな

たとの契約によらずに、娘として彼らをあなたに

与える時、あなたは自分のおこないを思い出して

恥じる。 62わたしはあなたと契約を立て、あなた

はわたしが主であることを知るようになる。 63こ

うしてすべてあなたの行ったことにつき、わたし

があなたをゆるす時、あなたはそれを思い出して

恥じ、その恥のゆえに重ねて口を開くことがない

と、主なる神は言われる」。

17時に主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子

よ、イスラエルの家になぞをかけ、たとえを

語って、 3言え。主なる神がこう言われる、さま

ざまの色の羽毛を多く持ち、大きな翼と、長い羽

根とを持つ大わしがレバノンに来て、香柏のこず

えにとまり、 4その若枝の頂を摘み切り、これを

商業の地に運び、商人の町に置いた。 5またその

地の種をとって、これを肥えた土に植えた。すな

わち水の多い所にもって行って、柳を植えるよう

にこれを植えた。 6これが成長して、たけ低く、

はびこるぶどうの木となり、枝はわしに向かい、

根はわしの下にあり、こうしてついにぶどうの木

となり、枝を伸ばし、葉を出した。 7ここにまた

大きな翼と、羽毛の多いほかの一羽の大わしがあ

った。見よ、このぶどうの木は、潤いを得るため

に、その根をわしに向かってまげ、その枝をわし

に向かって伸ばした。 8これが枝を出し、実を結

び、みごとなぶどうの木となるために、わしはこ

れを植えた苗床から水の多い良い地に移し植えた

。 9あなたは、主なる神がこう言われると言え、

これは栄えるであろうか。わしはその根を抜き、

その枝を切り、その若葉を皆枯らさないであろう

か。これをその根からあげるには、強い腕や多く

の民を必要としない。 10見よ、それが移し植えら

れたら、また栄えるであろうか。東風がこれを打

つ時、それは枯れてしまわないであろうか。その

育った苗床で枯れないであろうか」。 11主の言葉

がまたわたしに臨んだ、 12「反逆の家に言え。こ

れらがなんであるかをあなたがたは知らないのか

。彼らに言え、見よ、バビロンの王がエルサレム

にきて、その王とつかさとを捕え、これをバビロ

ンに引いて行った。 13また王の子孫のひとりを捕

えて、これと契約を結び、誓いを立てさせ、また

国のおもだった人々を捕えて行った。 14これはこ

の国を卑しくして、みずから立つことができない

ようにし、その契約を守ることによって立たせる

ためである。 15しかし彼はバビロンの王にそむき

、使者をエジプトに送って、馬と多くの兵とをそ

こから獲ようとした。彼は成功するだろうか。こ

のようなことをなす者は、のがれることができよ

うか。 16契約を破ってなおのがれることができよ

うか。主なる神は言われる、わたしは生きている

、必ず彼は自分を王となした王の住む所、彼が立

てた誓いを軽んじ、その契約を破った相手の王の

いるバビロンで彼は死ぬ。 17多くの命を断つため

に塁を築き、雲梯を建てるとき、パロは決して大

いなる軍勢と、多くの人とをもって、彼を助けて

戦いをしない。 18彼は誓いを軽んじ、契約を破り

、その手を与えて誓いながら、なおこれらの事を

したゆえ、のがれることはできない。 19それゆえ

、主なる神はこう言われる、わたしは生きている

、彼がわたしの誓いを軽んじ、わたしの契約を破

ったことを、必ず彼のこうべに報いる。 20わたし

はわが網を彼の上に打ちかけ、彼をわがわなに捕

えて、バビロンに引いて行き、彼がわたしにむか

って犯した反逆のために、その所で彼をさばく。

21彼のすべての軍隊のえり抜きの兵士は皆つるぎ

に倒れ、生き残った者は八方に散らされる。そし

てあなたがたは主なるわたしが、これを語ったこ

とを知るようになる」。 22主なる神はこう言われ

る、「わたしはまた香柏の高いこずえから小枝を

とって、これを植え、その若芽の頂から柔かい芽

を摘みとり、これを高いすぐれた山に植える。 23

わたしはイスラエルの高い山にこれを植える。こ
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れは枝を出し、実を結び、みごとな香柏となり、

その下にもろもろの種類の獣が住み、その枝の陰

に各種の鳥が巣をつくる。 24そして野のすべての

木は、主なるわたしが高い木を低くし、低い木を

高くし、緑の木を枯らし、枯れ木を緑にすること

を知るようになる。主であるわたしはこれを語り

、これをするのである」。

18主の言葉がわたしに臨んだ、 2「あなたがた

がイスラエルの地について、このことわざを

用い、『父たちが、酢いぶどうを食べたので子供

たちの歯がうく』というのはどんなわけか。 3主

なる神は言われる、わたしは生きている、あなた

がたは再びイスラエルでこのことわざを用いるこ

とはない。 4見よ、すべての魂はわたしのもので

ある。父の魂も子の魂もわたしのものである。罪

を犯した魂は必ず死ぬ。 5人がもし正しくあって

、公道と正義とを行い、 6山の上で食事をせず、

また目をあげてイスラエルの家の偶像を仰がず、

隣り人の妻を犯さず、汚れの時にある女に近づか

ず、 7だれをもしえたげず、質物を返し、決して

奪わず、食物を飢えた者に与え、裸の者に衣服を

着せ、 8利息や高利をとって貸さず、手をひいて

悪を行わず、人と人との間に真実のさばきを行い

、 9わたしの定めに歩み、わたしのおきてを忠実

に守るならば、彼は正しい人である。彼は必ず生

きることができると、主なる神は言われる。 10し

かし彼が子を生み、その子が荒い者で、人の血を

流し、これらの義務の一つをも行わず、 11かえっ

て山の上で食事をし、隣り人の妻を犯し、 12乏し

い者や貧しい者をしえたげ、物を奪い、質物を返

さず、目をあげて偶像を仰ぎ、憎むべき事をおこ

ない、 13利息や高利をとって貸すならば、その子

は生きるであろうか。彼は生きることはできない

。彼はこれらの憎むべき事をしたので、必ず死に

、その血は彼自身に帰する。 14しかし彼が子を生

み、その子が父の行ったすべての罪を見て、恐れ

、そのようなことを行わず、 15山の上で食事せず

、目をあげてイスラエルの家の偶像を仰がず、隣

り人の妻を犯さず、 16だれをもしえたげず、質物

をひき留めず、物を奪わず、かえって自分の食物

を飢えた者に与え、裸の者に衣服を着せ、 17その

手をひいて悪を行わず、利息や高利をとらず、わ

たしのおきてを行い、わたしの定めに歩むならば

、彼はその父の悪のために死なず、必ず生きる。

18しかしその父は人をかすめ、その兄弟の物を奪

い、その民の中で良くない事を行ったゆえ、見よ

、彼はその悪のために死ぬ。 19しかしあなたがた

は、『なぜ、子は父の悪を負わないのか』と言う

。子は公道と正義とを行い、わたしのすべての定

めを守っておこなったので、必ず生きるのである

。 20罪を犯す魂は死ぬ。子は父の悪を負わない。

父は子の悪を負わない。義人の義はその人に帰し

、悪人の悪はその人に帰する。 21しかし、悪人が

もしその行ったもろもろの罪を離れ、わたしのす

べての定めを守り、公道と正義とを行うならば、

彼は必ず生きる。死ぬことはない。 22その犯した

もろもろのとがは、彼に対して覚えられない。彼

はそのなした正しい事のために生きる。 23主なる

神は言われる、わたしは悪人の死を好むであろう

か。むしろ彼がそのおこないを離れて生きること

を好んでいるではないか。 24しかし義人がもしそ

の義を離れて悪を行い、悪人のなすもろもろの憎

むべき事を行うならば、生きるであろうか。彼が

行ったもろもろの正しい事は覚えられない。彼は

その犯したとがと、その犯した罪とのために死ぬ

。 25しかしあなたがたは、『主のおこないは正し

くない』と言う。イスラエルの家よ、聞け。わた

しのおこないは正しくないのか。正しくないのは

、あなたがたのおこないではないか。 26義人がそ

の義を離れて悪を行い、そのために死ぬならば、

彼は自分の行った悪のために死ぬのである。 27し

かし悪人がその行った悪を離れて、公道と正義と

を行うならば、彼は自分の命を救うことができる

。 28彼は省みて、その犯したすべてのとがを離れ

たのだから必ず生きる。死ぬことはない。 29しか

しイスラエルの家は『主のおこないは正しくない

』と言う。イスラエルの家よ、わたしのおこない

は、はたして正しくないのか。正しくないのは、

あなたがたのおこないではないか。 30それゆえ、

イスラエルの家よ、わたしはあなたがたを、おの

おのそのおこないに従ってさばくと、主なる神は

言われる。悔い改めて、あなたがたのすべてのと

がを離れよ。さもないと悪はあなたがたを滅ぼす

。 31あなたがたがわたしに対しておこなったすべ

てのとがを捨て去り、新しい心と、新しい霊とを

得よ。イスラエルの家よ、あなたがたはどうして

死んでよかろうか。 32わたしは何人との死をも喜

ばないのであると、主なる神は言われる。それゆ

え、あなたがたは翻って生きよ」。

19あなたはイスラエルの君たちのために悲しみ
の歌をのべて 2言え、あなたの母はししのう

ちにあって、どんな雌じしであったろう。彼女は

若いししのうちに伏して子じしを養った。 3彼女

は子じしの一つを育てたが、それは若いししとな

って、獲物をとることを学び、人を食べた。 4国

々の人は彼に対して叫び声をあげ、落し穴でこれ

を捕え、かぎでこれをエジプトの地に引いて行っ

た。 5雌じしは自分の思いが破れ、その望みを失

ったのを見たので、ほかの子じしをとって、これ

を若い子じしとした。 6彼はししのうちに行き来

し、若いししとなって、獲物をとることを学び、

人を食べた。 7彼はその要害を荒し、その町々を

滅ぼした。そのほえる声によって、その地とその

中に満ちるものとは皆恐れた。 8そこで国々の人

は彼に対して四方にわなを設け、彼に網を打ちか

け、落し穴で彼を捕えた。 9彼らはかぎをもって

、これをかごに入れ、これをバビロンの王のもと

に連れて行き、これをおりの中に入れて、再びそ

の声をイスラエルの山々に聞えさせないようにし

た。 10あなたの母は水のほとりに移し植えられた

ぶどう畑のぶどうの木のようで、水が多いために

実りがよく、枝がはびこった。 11その強い幹は君
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たる者のつえとなった。それは茂みの中に高くそ

びえ、多くの枝をつけて高く見えた。 12しかしこ

のぶどうの木は憤りによって抜かれ、地に投げう

たれ、東風がそれを枯らし、その実はもぎ取られ

、その強い幹は枯れて、火に焼き滅ぼされた。 13

今これは荒野に、かわいた、水のない地に移し植

えられ、 14火がその幹から出て、その枝と実とを

滅ぼしたので、強い幹で、君たる者のつえとなる

べきものはそこにない。これが悲しみの言葉、ま

た悲しみの歌となった。

20第七年の五月十日に、イスラエルの長老たち
のある人々が、主に尋ねるためにきて、わた

しの前に座した。 2時に主の言葉がわたしに臨ん

だ、 3「人の子よ、イスラエルの長老たちに告げ

て言え。主なる神はこう言われる、あなたがたが

わたしのもとに来たのは、わたしに何か尋ねるた

めであるか。主なる神は言われる、わたしは生き

ている、わたしはあなたがたの尋ねに答えない。 4

あなたは彼らをさばこうとするのか。人の子よ、

あなたは彼らをさばこうとするのか。それなら彼

らの先祖たちのした憎むべき事を彼らに知らせ、 5

かつ彼らに言え。主なる神はこう言われる、わた

しがイスラエルを選び、ヤコブの家の子孫に誓い

、エジプトの地でわたし自身を彼らに知らせ彼ら

に誓って、わたしはあなたがたの神、主であると

言った日、 6その日にわたしは彼らに誓って、エ

ジプトの地から彼らを導き出し、わたしが彼らの

ために探り求めた乳と蜜との流れる地、全地の中

で最もすばらしい所へ行かせると言った。 7わた

しは彼らに言った、あなたがたは、おのおのその

目を楽しませる憎むべきものを捨てよ。エジプト

の偶像をもって、その身を汚すな。わたしはあな

たがたの神、主であると。 8ところが彼らはわた

しにそむき、わたしの言うことを聞こうともしな

かった。彼らは、おのおのその目を楽しませた憎

むべきものを捨てず、またエジプトの偶像を捨て

なかった。それで、わたしはエジプトの地のうち

で、わたしの憤りを彼らに注ぎ、わたしの怒りを

彼らに漏らそうと思った。 9しかしわたしはわた

しの名のために行動した。それはエジプトの地か

ら彼らを導き出して、周囲に住んでいた異邦人た

ちに、わたしのことを知らせ、わたしの名が彼ら

の目の前に、はずかしめられないためである。 10

すなわち、わたしはエジプトの地から彼らを導き

出して、荒野に連れて行き、 11わたしの定めを彼

らに授け、わたしのおきてを彼らに示した。これ

は人がこれを行うことによって生きるものである

。 12わたしはまた彼らに安息日を与えて、わたし

と彼らとの間のしるしとした。これは主なるわた

しが彼らを聖別したことを、彼らに知らせるため

である。 13しかしイスラエルの家は荒野でわたし

にそむき、わたしの定めに歩まず、人がそれを行

うことによって、生きることのできるわたしのお

きてを捨て、大いにわたしの安息日を汚した。そ

こでわたしは荒野で、わたしの憤りを彼らの上に

注ぎ、これを滅ぼそうと思ったが、 14わたしはわ

たしの名のために行動した。それはわたしが彼ら

を導き出して見せた異邦人の前に、わたしの名が

汚されないためである。 15ただし、わたしは荒野

で彼らに誓い、わたしが彼らに与えた乳と蜜との

流れる地、全地の最もすばらしい地に、彼らを導

かないと言った。 16これは彼らがその心に偶像を

慕って、わがおきてを捨て、わが定めに歩まず、

わが安息日を汚したからである。 17けれどもわた

しは彼らを惜しみ見て、彼らを滅ぼさず、荒野で

彼らを絶やさなかった。 18わたしはまた荒野で彼

らの子どもたちに言った、あなたがたの先祖の定

めに歩んではならない。そのおきてを守ってはな

らない。その偶像をもって、あなたがたの身を汚

してはならない。 19主なるわたしはあなたがたの

神である。わが定めに歩み、わがおきてを守って

これを行い、 20わが安息日を聖別せよ。これはわ

たしとあなたがたとの間のしるしとなって、主な

るわたしがあなたがたの神であることを、あなた

がたに知らせるためである。 21しかしその子ども

たちはわたしにそむき、わが定めに歩まず、人が

これを行うことによって、生きることのできるわ

たしのおきてを守り行わず、わが安息日を汚した

。そこでわたしはわが憤りを彼らの上に注ぎ、荒

野で彼らに対し、わが怒りを漏らそうと思った。

22しかしわたしはわが手を翻して、わが名のため

に行動した。それはわたしが彼らを導き出して見

せた異邦人の前に、わたしの名が汚されないため

である。 23ただしわたしは荒野で彼らに誓い、わ

たしは異邦人の間に彼らを散らし、国々の中に彼

らをふりまくと言った。 24これは彼らがわがおき

てを行わず、わが定めを捨て、わが安息日を汚し

、彼らの目にその先祖の偶像を慕ったからである

。 25またわたしは彼らに良くない定めと、それに

よって生きることのできないおきてとを与え、 26

そして、彼らのういごに火の中を通らせるその供

え物によって、彼らを汚し、彼らを恐れさせた。

わたしがこれを行ったのは、わたしが主であるこ

とを、彼らに知らせるためである。 27それゆえ人

の子よ、イスラエルの家に告げて言え。主なる神

はこう言われる、あなたがたの先祖はまた、不信

の罪を犯してわたしを汚した。 28わたしが彼らに

与えようと誓った地に、彼らを導き入れた時、彼

らはすべての高い丘と、すべての茂った木とを見

て、その所で犠牲をささげ、忌むべき供え物をさ

さげ、またこうばしいかおりをその所に上らせ、

その所に灌祭を注いだ。 29（わたしは彼らに言っ

た、あなたがたが通うその高き所はなんであるか

。それでその名は今日までバマととなえられてい

る。） 30それゆえ、イスラエルの家に言え。主な

る神はこう言われる、あなたがたは、その先祖の

おこないに従って、その身を汚し、その憎むべき

ものを慕うのか。 31あなたがたは、その供え物を

ささげ、その子供に火の中を通らせて、今日まで

すべての偶像をもって、その身を汚すのである。

イスラエルの家よ、わたしは、なおあなたがたに

尋ねられるべきであろうか。わたしは生きている

。わたしは決してあなたがたに尋ねられるはずは
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ないと、主なる神は言われる。 32あなたがたの心

にあること、すなわち『われわれは異邦人のよう

になり、国々のもろもろのやからのようになって

、木や石を拝もう』との考えは決して成就しない

。 33主なる神は言われる、わたしは生きている、

わたしは必ず強い手と伸べた腕と注がれた憤りと

をもって、あなたがたを治める。 34わたしはわが

強い手と伸べた腕と注がれた憤りとをもって、あ

なたがたをもろもろの民の中から導き出し、その

散らされた国々から集め、 35もろもろの民の荒野

に導き入れ、その所で顔と顔とを合わせて、あな

たがたをさばく。 36すなわち、エジプトの地の荒

野で、あなたがたの先祖をさばいたように、わた

しはあなたがたをさばくと、主なる神は言われる

。 37わたしはあなたがたに、むちの下を通らせ、

数えてはいらせ、 38あなたがたのうちから、従わ

ぬ者と、わたしにそむいた者とを分かち、その寄

留した地から、彼らを導き出す。しかし彼らはイ

スラエルの地に入ることはできない。こうしてあ

なたがたはわたしが主であることを知るようにな

る。 39それで、イスラエルの家よ、主なる神はこ

う言われる、あなたがたはわたしに聞かないなら

、今も後も、おのおのその偶像に行って仕えるが

よい。しかし再び供え物と偶像とをもって、わた

しの聖なる名を汚してはならない。 40主なる神は

言われる、わたしの聖なる山、イスラエルの高い

山の上で、イスラエルの全家はその地で、ことご

とくわたしに仕える。その所でわたしは喜んで彼

らを受けいれ、あなたがたのささげ物と最上の供

え物とを、その聖なるささげ物と共に求める。 41

わたしがあなたがたをもろもろの民の中から導き

出し、かつてあなたがたを散らした国々から集め

る時、こうばしいかおりとして、あなたがたを喜

んで受けいれる。そしてわたしは異邦人の前で、

あなたがたの中に、わたしの聖なることをあらわ

す。 42こうしてわたしがあなたがたを、イスラエ

ルの地、すなわちあなたがたの先祖たちに与える

と誓った地に、はいらせる時、あなたがたはわた

しが主であることを知るようになる。 43またその

所であなたがたは、その身を汚したあなたがたの

おこないと、すべてのわざとを思い出し、みずか

ら行ったすべての悪事のために、自分を忌みきら

うようになる。 44イスラエルの家よ、わたしがあ

なたがたの悪しきおこないによらず、またその腐

れたわざによらず、わたしの名のために、あなた

がたを扱う時、あなたがたはわたしが主であるこ

とを知るのであると、主なる神は言われる」。 45

主の言葉がまたわたしに臨んだ、 46「人の子よ、

顔を南に向け、南に向かって語り、ネゲブの森の

地に対して預言せよ。 47すなわちネゲブの森に言

え、主の言葉を聞け、主なる神はこう言われる、

見よ、わたしはあなたのうちに火を燃やす。その

火はあなたのうちのすべての青木と、すべての枯

れ木を焼き滅ぼし、その燃える炎は消されること

がなく、南から北まで、すべての地のおもては、

これがために焼ける。 48すべて肉なる者は、主な

るわたしがこれを焼いたことを見る。その火は消

されない」。 49そこでわたしは言った、「ああ主

なる神よ、彼らはわたしについてこう語っていま

す、『彼はたとえをもって語る者ではないか』と

」。

21主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

あなたの顔をエルサレムに向け、あなたの言

葉を聖所に向けてのべ、イスラエルの地に向かっ

て預言し、 3イスラエルの地に言え。主はこう言

われる、見よ、わたしはあなたを攻め、わたしの

つるぎをさやから抜き、あなたのうちから、正し

い者も悪しき者をも断ってしまう。 4わたしがあ

なたのうちから、正しい者も悪しき者をも断つゆ

えに、わたしのつるぎはさやから抜け出て、南か

ら北までのすべての肉なる者を攻める。 5すべて

肉なる者は、主なるわたしが、そのつるぎをさや

から抜き放ったことを知る。このつるぎは再びさ

やに納められない。 6それゆえ、人の子よ、嘆け

、心砕けるまでに嘆き、彼らの目の前でいたく嘆

け。 7人があなたに向かって、『なぜ嘆くのか』

と言うなら、『この知らせのためである。それが

来れば人の心はみな溶け、手はみななえ、霊はみ

な弱り、ひざはみな水のようになる。見よ、それ

は来る、必ず成就する』と言え」と主なる神は言

われる。 8主の言葉がわたしに臨んだ、 9「人の

子よ、預言して言え、主はこう言われる、つるぎ

がある、とぎ、かつ、みがいたつるぎがある。 10

殺すためにといであり、いなずまのようにきらめ

くためにみがいてある。わたしたちは喜ぶことが

できるか。わが子よ、あなたはつえと、すべて木

で作ったものとを軽んじた。 11このつるぎは手に

とるために、とがれ、殺す者の手に渡すために、

とがれみがかれるのである。 12人の子よ、叫び嘆

け、このことはわが民に臨み、イスラエルのすべ

ての君たちに臨むからである。彼らはわが民と共

につるぎにわたされる。それゆえ、あなたのもも

を打て。 13これはためしにすることではない。も

しあなたが、つえをあざけったら、どういうこと

になろうか」と主なる神は言われる。 14「それゆ

え、人の子よ、あなたは預言し、手を打ちならせ

。つるぎを二度も三度も臨ませよ。これは人を殺

すつるぎ、大いに殺すつるぎであって、彼らを囲

むものである。 15これがために彼らの心は溶け、

多くの者がすべての門に倒れる。わたしはひらめ

くつるぎを彼らに送る。ああ、これはいなずまの

ようになり、人を殺すためにみがかれている。 16

あなたの刃の向かうところで、右に左になぎ倒せ

。 17わたしもまた、わたしの手を打ちならし、わ

たしの怒りをしずめると、主なるわたしは言った

」。 18主の言葉がまたわたしに臨んだ、 19「人

の子よ、バビロンの王のつるぎが来るために、二

つの道を備えよ。この二つの道は一つの国から出

ている。あなたは道しるべを作り、これを町に向

かう道のはじめに置け。 20あなたはまたアンモン

の人々のラバと、ユダと、堅固な城の町エルサレ

ムとにつるぎの来る道を設けよ。 21バビロンの王

は道の分れ目、二つの道のはじめに立って占いを
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し、矢をふり、テラピムに問い、肝を見る。 22彼

の右にエルサレムのために占いが出る。すなわち

口を開いて叫び、声をあげ、ときを作り、門に向

かって城くずしを設け、塁を築き、雲悌を建てよ

と言う。 23しかしこれは彼らの目には偽りの占い

と思われ、彼らは堅き誓いをなした。しかし彼は

、彼らを捕えることによって、罪を思い出させる

。 24それゆえ、主なる神はこう言われる、あなた

がたの罪は覚えられ、その反逆は現れ、その罪は

すべてのわざに現れる。このようにあなたがたは

、すでに覚えられているから、彼らの手に捕えら

れる。 25汚れた悪人であるイスラエルの君よ、あ

なたの終りの刑罰の時であるその日が来る。 26主

なる神はこう言われる、かぶり物を脱ぎ、冠を取

り離せ。すべてのものは、そのままには残らない

。卑しい者は高くされ、高い者は卑しくされる。

27ああ破滅、破滅、破滅、わたしはこれをこさせ

る。わたしが与える権威をもつ者が来る時まで、

その跡形さえも残らない。 28人の子よ、預言して

言え。主なる神はアンモンの人々と、そのあざけ

りについて、こう言われる、つるぎがある。この

つるぎは殺すために抜かれ、いなずまのようにひ

かりきらめくようにとがれている。 29彼らがあな

たに偽りの幻を示し、偽りを占ったゆえ、これは

殺さるべき悪しき者の首の上に置かれる。彼らの

終りの刑罰の時であるその日がきている。 30これ

をさやに納めよ、わたしはあなたの造られた所、

あなたの生れた地であなたをさばく。 31わたしの

怒りをあなたに注ぎ、わたしの憤りの火をあなた

に向けて燃やし、滅ぼすことに巧みな残忍な人の

手にあなたを渡す。 32あなたは火のための、たき

ぎとなり、あなたの血は国の中に流され、覚えら

れることはない、主なるわたしが言う」。

22また主の言葉がわたしに臨んで言った、 2「

人の子よ、あなたはさばくのか。血を流すこ

の町をさばくのか。それならこの町にそのもろも

ろの憎むべき事を示して、 3言え。主なる神はこ

う言われる、自分のうちに血を流して、その刑罰

の時をまねき、偶像を造ってその身を汚す町よ、 4

あなたはその流した血によって罪を得、その造っ

た偶像によって汚れ、あなたの日を近づかせ、あ

なたの年の定めの時はきた。それゆえわたしはあ

なたをもろもろの国民のあざけりとなし、万国の

物笑いとする。 5あなたに近い者も、遠い者も、

汚れと、混乱に満ちているあなたをあざける。 6

見よ、あなたのうちのイスラエルの君たちは、お

のおのその力にしたがって、血を流そうとしてい

る。 7父母はあなたのうちで卑しめられ、寄留者

はあなたのうちで虐待をうけ、みなしごと、やも

めとはあなたのうちで悩まされている。 8あなた

はわたしの聖なるものを卑しめ、わたしの安息日

を汚した。 9人をののしって血を流そうとする者

は、あなたのうちにおり、人々はあなたのうちで

、山の上で食事をし、あなたのうちで、みだらな

おこないをし、 10あなたのうちで、父の裸を現し

、あなたのうちで、汚れのうちにある女を犯す。

11またあなたのうちに、その隣の妻と憎むべき事

を行う者があり、淫行をもって、その嫁を汚す者

があり、自分の父の娘である自分の姉妹を犯す者

があり、 12また血を流そうとして、あなたのうち

で、まいないを取る者がある。あなたは利息と高

利とを取り、しえたげによって、あなたの隣り人

のものをかすめ、そしてわたしを忘れてしまった

と、主なる神は言われる。 13それゆえ見よ、あな

たが得た不正の利の事、およびあなたのうちにあ

る流血の事に対して、わたしは手を打ちならす。

14わたしがあなたを攻める日には、あなたの勇気

は、これに耐え得ようか。またあなたの手は強く

あり得ようか。主なるわたしはこれを宣言し、こ

れをなす。 15わたしはあなたを、もろもろの国民

のうちに散らし、国々の間にまき、そしてあなた

から汚れを除く。 16わたしはあなたによって、も

ろもろの国民の前に汚される。そしてあなたはわ

たしが主であることを知る」。 17主の言葉がまた

わたしに臨んだ、 18「人の子よ、イスラエルの家

はわたしに対して、かなかすとなった。彼らはす

べて炉の中の銀、青銅、すず、鉄、鉛のかなかす

となった。 19それゆえ、主なる神はこう言われる

、あなたがたは皆かなかすとなったゆえ、見よ、

わたしはあなたがたをエルサレムの中に集める。

20人が銀、青銅、鉄、鉛、すずなどを炉の中に集

め、これに火を吹きかけて溶かすように、わたし

は怒りと憤りとをもって、あなたがたを集め入れ

て溶かす。 21すなわち、わたしはあなたがたを集

め、わたしの怒りの火を、あなたがたに吹きかけ

る。あなたがたはその中で溶ける。 22銀が炉の中

で溶けるように、あなたがたもその中で溶ける。

そしてあなたがたは主なるわたしが、あなたがた

の上に、わたしの怒りを注いだことを知るように

なる」。 23主の言葉がまたわたしに臨んだ、 24

「人の子よ、これに言え、あなたは怒りの日に清

められず、また雨の降らない地である。 25その中

の君たちは、獲物を裂くほえるししのような者で

、彼らは人々を滅ぼし、宝と尊い物とを取り、そ

のうちに、やもめの数をふやす。 26その祭司たち

はわが律法を犯し、聖なる物を汚した。彼らは聖

なる物と汚れた物とを区別せず、清くない物と清

い物との違いを教えず、わが安息日を無視し、こ

うしてわたしは彼らの間に汚されている。 27その

中にいる君たちは、獲物を裂くおおかみのようで

、血を流し、不正の利を得るために人々を滅ぼす

。 28その預言者たちは、水しっくいでこれを塗り

、偽りの幻を見、彼らに偽りを占い、主が語らな

いのに『主なる神はこう言われる』と言う。 29国

の民はしえたげを行い、奪うことをなし、乏しい

者と貧しい者とをかすめ、不法に他国人をしえた

ぐ。 30わたしは、国のために石がきを築き、わた

しの前にあって、破れ口に立ち、わたしにこれを

滅ぼさせないようにする者を、彼らのうちに尋ね

たが得られなかった。 31それゆえ、わたしはわが

怒りを彼らの上に注ぎ、わが憤りの火をもって彼

らを滅ぼし、彼らのおこないを、そのこうべに報

いたと、主なる神は言われる」。
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23主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

ここにふたりの女があった。ひとりの母の娘

である。 3彼らはエジプトで淫行をした。彼らは

若い時に淫行をした。すなわちその所で彼らの胸

は押され、その処女の乳ぶさはいじられた。 4彼

らの名は姉はアホラ、妹はアホリバである。彼ら

はわたしのものとなって、むすこ娘たちを産んだ

。その本名はアホラはサマリヤ、アホリバはエル

サレムである。 5アホラはわたしのものである間

に淫行をなし、その恋人なるアッスリヤびとにこ

がれた。 6すなわち紫の衣をきた軍人、長官、司

令官、すべて好ましい若者、馬に乗る者たちであ

る。 7彼女は彼らに淫行を供えた。彼らはすべて

アッスリヤのえり抜きの人々である。彼女はまた

、そのこがれたすべての者のもろもろの偶像をも

って、おのれを汚した。 8彼女はエジプトの日か

らおこなっていた、その淫行を捨てなかった。そ

れは彼女の若い時に、彼らが彼女と寝、その処女

の乳ぶさをいじり、その情欲を彼女の上に注いだ

からである。 9それゆえ、わたしは彼女をその恋

人の手に渡し、そのこがれたアッスリヤの人々の

手に渡した。 10彼らは彼女の裸を現し、そのむす

こ娘たちを奪い、つるぎをもって彼女を殺した。

こうして彼女に対するさばきが行われたとき、彼

女は女たちの間の語り草となった。 11その妹アホ

リバはこれを見て、姉よりも情欲をほしいままに

し、姉の淫行よりも多く淫行をなし、 12アッスリ

ヤの人々に恋こがれた。長官、司令官、盛装した

軍人、馬に乗る者たちで、すべて好ましい若者た

ちである。 13わたしは彼女が身を汚したのを見た

。彼らは共に一つの道をたどったが、 14彼女はさ

らにその淫行を続け、壁に描いた人々を見た。す

なわち朱で描いたカルデヤびとの像で、 15腰には

帯を結び、頭にはたれさがったずきんをいただい

ていた。これらはみな官吏のような姿で、その生

れた国カルデヤのバビロン人に似ていた。 16彼女

はこれらを見て、これに恋こがれ、使者をカルデ

ヤの彼らのもとに送った。 17そこでバビロンの人

々は彼女のもとに来て、恋の床につき、情欲をも

って彼女を汚したが、彼女は彼らに汚されるにお

よんで、その心は彼らから離れた。 18彼女がその

淫行を公然と続け、その裸をさらしたので、わた

しの心は彼女から離れた。これはあたかもわたし

の心が、彼女の姉から離れたと同様である。 19し

かし彼女はなおエジプトの地で姦淫をしたその若

き日を覚えて、その淫行を続け、 20その情夫たち

に恋こがれた。その人の肉は、ろばの肉のごとく

、その精は馬の精のようであった。 21このように

あなたは、かのエジプトびとが、あなたの胸に手

をつけ、あなたの若い乳ぶさをおさえた時の、若

い時の淫行を慕っている」。 22それゆえ、アホリ

バよ、主なる神はこう言われる、「見よ、わたし

は、あなたの心がすでに離れたあなたの恋人らを

起して、あなたを攻めさせ、彼らに四方から来て

あなたを攻めさせる。 23すなわちバビロンの人々

およびカルデヤのすべての人々、ペコデ、ショア

、コア、アッスリヤのすべての人々、好ましい若

者、長官、司令官、官吏、軍人など、すべて馬に

乗る者たちである。 24彼らは戦車、貨車、および

多くの民を率いて、北からあなたに攻めて来る。

大盾、小盾、かぶとを備えて、四方からあなたに

攻めかかる。わたしが彼らにさばきをゆだねるゆ

え、彼らは、そのおきてに従って、あなたをさば

く。 25わたしはあなたに向かってわたしの憤りを

起すゆえ、彼らは怒りをもってあなたを扱い、あ

なたの鼻と耳とを切り落し、そして残りの者はつ

るぎに倒れる。彼らはあなたのむすこ娘たちを奪

い、生き残った者を火で焼く。 26彼らはまたあな

たの衣服をはぎ取り、あなたの美しい飾りを取り

去る。 27こうしてわたしはあなたの淫乱と、エジ

プトの地から持って来た淫行とを取り除き、重ね

てあなたの目を、エジプトびとに向けて上げさせ

ず、彼らの事を思わないようにする。 28主なる神

はこう言われる、見よ、わたしはあなたの憎む者

の手、あなたの心の離れた者の手にあなたを渡す

。 29彼らは憎しみをもってあなたを扱い、あなた

の所得をことごとく取り去り、あなたを赤はだか

にし、あなたの淫行の裸を現す。あなたの淫乱と

淫行とのゆえに、 30すなわち、あなたが異邦人を

慕って姦淫を行い、彼らの偶像をもって身を汚し

たゆえに、これらのことがあなたに臨むのだ。 31

あなたはその姉の道を歩んだので、わたしも彼女

の杯をあなたにわたす。 32主なる神はこう言われ

る、あなたは姉の深い、大きな杯を飲み、笑い物

となり、あざけりとなる、この杯にはそれらが多

くこもっている。 33あなたは酔いと憂いとに満た

される。驚きと滅びの杯、これがあなたの姉サマ

リヤの杯である。 34あなたはこれを飲みこれをか

たむけ、あなたの髪の毛をひきむしり、あなたの

乳ぶさをかきさく。わたしがこれを言うと、主な

る神は言われる。 35それゆえ、主なる神はこう言

われる、あなたはわたしを忘れ、わたしをあなた

のうしろに捨て去ったゆえ、あなたは自分の淫乱

と淫行との罪を負わねばならぬ」。 36主はわたし

に言われた、「人の子よ、あなたはアホラとアホ

リバをさばくのか。それならば彼らにその憎むべ

き事を告げよ。 37彼らは姦淫を行い、血が彼らの

手の上にある。彼らはその偶像と姦淫を行い、ま

たわたしに産んだ子らを、食物のために彼らにさ

さげた。 38さらに彼らは、わたしに対してこのよ

うにした。すなわち、彼らは同じ日にわたしの聖

所を汚し、わたしの安息日を犯した。 39彼らはそ

の子らを、偶像にささげるためにほふった同じ日

に、わたしの聖所にきて、これを汚した。見よ、

彼らがわたしの家の中でしたことはこれである。

40さらに彼らは使者をやって、遠くから来るよう

に人々を招いた。見よ、彼らはきた。あなたは、

この人々のために身を洗い、目を描き、飾り物を

身につけ、 41尊い床に座し、食卓をその前に設け

、わたしの香と、わたしの油とを、その上に供え

た。 42こうして、のんきな群衆の声は彼女と共に

あり、また、荒野から連れて来た通りがかりの酔

いどれも、彼らと共にいた。彼らは女たちの手に

腕輪をはめさせ、頭に美しい冠をいただかせた。



エゼキエル書 506

43そこでわたしは言った、彼女と姦淫を行う時、

人々は姦淫を犯さないであろうか。 44人が遊女の

所にはいるように、彼らは彼女の所にはいった。

こうして彼らは姦淫を行うために、アホラおよび

アホリバの所にはいった。 45しかし正しい人々は

淫婦のさばきと、血を流した女のさばきとをもっ

て、彼らをさばく。それは彼らが淫婦であって、

その手に血があるからである」。 46主なる神はこ

う言われる、「わたしは軍隊を彼らに向かって攻

め上らせ、彼らを恐れと略奪とに渡す。 47軍隊は

彼らを石で打ち、つるぎで切り、そのむすこ娘た

ちを殺し、火でその家を焼く。 48こうしてわたし

はこの地に淫乱を絶やす。すべての女はみずから

いましめて、あなたがたがしたような淫乱を行わ

ない。 49あなたがたの淫乱の報いは、あなたがた

の上にくだり、あなたがたはその偶像礼拝の罪を

負い、そしてわたしが主なる神であることを知る

ようになる」。

24第九年の十月十日に、主の言葉がわたしに臨
んだ、 2「人の子よ、あなたはこの日すなわ

ち今日の名を書きしるせ。バビロンの王は、この

日エルサレムを包囲した。 3あなたはこの反逆の

家にたとえを語って言え。主なる神はこう言われ

る、かますをすえ、これをすえて、水をくみ入れ

よ。 4その中に肉の切れを入れよ、すべて良い肉

の切れ、すなわち、ももと肩の肉をこれに入れよ

。良い骨をこれに満たせ。 5羊の最も良いものを

取れ。かまの下にまきを積み、その肉を煮たぎら

せ、またその中の骨を煮よ。 6それゆえ、主なる

神はこう言われる、わざわいなるかな、流血の町

、さびているかま。そのさびはこれを離れない。

肉をひとつびとつ無差別に取り出せ。 7その流し

た血はまだその中にある。彼女はこれを裸岩の上

に流し、土でこれをおおうために、地面には注が

なかった。 8これは、わたしの怒りをつのらせ、

あだを返すために、その流した血がおおわれない

ように、裸岩の上に流したのである。 9それゆえ

、主なる神はこう言われる、わざわいなるかな、

流血の町。わたしもまた、まきをさらに積み重ね

る。 10まきを積み重ね、火を燃やし、肉をよく煮

て、煮つくし、骨を焼け。 11そしてかまを熱くす

るため、それをからにして炭火の上に置き、その

銅を焼いて、汚れをその中に溶かし、そのさびを

去れ。 12しかしわたしのほねおりは、むだであっ

た。その多くのさびは火によって消えない。 13そ

のさびとは、あなたの不潔な淫行である。わたし

はあなたを清めようとしたが、あなたはあなたの

不潔から清められようとしないから、わたしの怒

りをあなたに漏らし尽すまでは、あなたは汚れか

ら清まることはない。 14主なるわたしはこれを言

った。そしてこれは必ず成る。わたしはこれをな

す。わたしはやめない、惜しまない、悔いない。

あなたのおこないにより、あなたのわざによって

、あなたをさばくと、主なる神は言われる」。 15

また主の言葉がわたしに臨んだ、 16「人の子よ、

見よ、わたしは、にわかにあなたの目の喜ぶ者を

取り去る。嘆いてはならない。泣いてはならない

。涙を流してはならない。 17声をたてずに嘆け。

死人のために嘆き悲しむな。ずきんをかぶり、足

にくつをはけ。口をおおうな。嘆きのパンを食べ

るな」。 18朝のうちに、わたしは人々に語ったが

、夕べには、わたしの妻は死んだ。翌朝わたしは

命じられたようにした。 19人々はわたしに言った

、「あなたがするこの事は、われわれになんの関

係があるのか、それをわれわれに告げてはくれま

いか」。 20わたしは彼らに言った、「主の言葉が

わたしに臨んだ、 21『イスラエルの家に言え、主

なる神はこう言われる、見よ、わたしはあなたが

たの力の誇、目の喜び、心の望みであるわが聖所

を汚す。あなたがたが残すむすこ娘たちは、つる

ぎに倒れる。 22あなたがたもわたしがしたように

し、口をおおわず、嘆きのパンを食べず、 23頭に

ずきんをかぶり、足にくつをはき、嘆かず、泣か

ず、その罪の中にやせ衰えて、互にうめくように

なる。 24このようにエゼキエルはあなたがたのた

めにしるしとなる。彼がしたようにあなたがたも

せよ。この事が成る時、あなたがたはわたしが主

なる神であることを知るようになる』。 25人の子

よ、わたしが、彼らのとりで、彼らの喜びと栄え

、彼らの目の喜びであり、その心の望みであるも

の、また彼らのむすこ娘たちを取り去る日、 26そ

の日に難をのがれて来る者が、あなたのもとにき

て、あなたに事を告げる。 27その日あなたは、そ

ののがれてきた者に向かって口を開き、語り、も

はや沈黙しない。こうしてあなたは彼らのために

しるしとなり、彼らはわたしが主であることを知

る」。

25主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

あなたの顔をアンモンの人々に向け、これに

向かって預言し、 3アンモンの人々に言え。主な

る神の言葉を聞け。主なる神はこう言われる、あ

なたはわが聖所の汚された時、またイスラエルの

地の荒された時、またユダの家が捕え移された時

、ああ、それはよい気味であると言った。 4それ

ゆえ、わたしはあなたを、東の人々に渡して彼ら

の所有とする。彼らはあなたのうちに陣営を設け

、あなたのうちに住居を造り、あなたのくだもの

を食べ、あなたの乳を飲む。 5わたしはラバを、

らくだを飼う所とし、アンモンびとの町々を、羊

の伏す所とする。そしてあなたがたは、わたしが

主であることを知るようになる。 6主なる神はこ

う言われる、あなたはイスラエルの地に向かって

手をうち、足を踏み、心に悪意を満たして喜んだ

。 7それゆえ、見よ、わたしはわが手をあなたに

向けて伸べ、あなたを、もろもろの国民に渡して

略奪にあわせ、あなたを、もろもろの民の中から

断ち、諸国の中から滅ぼし絶やす。そしてあなた

は、わたしが主であることを知るようになる。 8

主なる神はわたしにこう言われる、モアブは言っ

た、見よ、ユダの家は、他のすべての国民と同様

であると。 9それゆえ、わたしはモアブの境界の

町々、すなわち国の栄えであるベテエシモテ、バ
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アルメオン、キリアタイムの横腹を開き、 10これ

をアンモンの人々と共に、東方の人々に与えて、

その所有とし、モアブの人々をもろもろの国民の

中に記憶させない。 11わたしはモアブの上にさば

きを行う。そのとき、彼らはわたしが主であるこ

とを知る。 12主なる神はこう言われる、エドムは

恨みをふくんでユダの家に敵対し、これに恨みを

返して、はなはだしく罪を犯した。 13それゆえ、

主なる神はこう言われる、わたしはエドムの上に

手を伸べて、その中から人と獣とを断ち、これを

荒れ地とする。テマンからデダンまで人々はつる

ぎに倒れる。 14わたしはわが民イスラエルの手を

もって、エドムにわがあだを報いる。彼らがわが

怒り、わが憤りに従ってエドムに行う時、エドム

の人々は、わたしがあだを返すことを知るように

なると、主なる神は言われる。 15主なる神はこう

言われる、ペリシテびとは恨みをふくんで行動し

、心に悪意をもってあだを返し、深い敵意をもっ

て、滅ぼすことをした。 16それゆえ、主なる神は

こう言われる、見よ、わたしは手をペリシテびと

の上に伸べ、ケレテびとを断ち、海べの残りの者

を滅ぼす。 17わたしは怒りに満ちた懲罰をもって

、大いなる復讐を彼らになす。わたしが彼らにあ

だを返す時、彼らはわたしが主であることを知る

ようになる」。

26第十一年の第一日に主の言葉がわたしに臨ん
だ、 2「人の子よ、ツロはエルサレムについ

て言った、『ああ、それはよい気味である。もろ

もろの民の門は破れて、わたしに開かれた。わた

しは豊かになり、彼は破れはてた』と。 3それゆ

え、主なる神はこう言われる、ツロよ、わたしは

あなたを攻め、海がその波を起すように、わたし

は多くの国民を、あなたに攻めこさせる。 4彼ら

はツロの城壁をこわし、そのやぐらを倒す。わた

しはその土を払い去って、裸の岩にする。 5ツロ

は海の中にあって、網をはる場所になる。これは

わたしが言ったのであると、主なる神は言われる

。ツロは、もろもろの民にかすめられ、 6その本

土におる娘たちは、つるぎで殺される。そして彼

らは、わたしが主であることを知るようになる。 7

主なる神はこう言われる、見よ、わたしは王の王

なるバビロンの王ネブカデレザルに、馬、戦車、

騎兵、および多くの軍勢をひきいて、北からツロ

に攻めこさせる。 8彼は本土におるあなたの娘た

ちを、つるぎで殺し、あなたに向かって雲悌を建

て、塁を築き、盾を備え、 9城くずしをあなたの

城壁に向け、おのであなたのやぐらを打ち砕く。

10その多くの馬の土煙は、あなたをおおう。人が

破れた町にはいるように、彼があなたの門にはい

る時、騎兵と貨車と戦車の響きによって、あなた

の石がきはゆるぐ。 11彼はその馬のひずめで、あ

なたのすべてのちまたを踏みあらし、つるぎであ

なたの民を殺す。あなたの力強い柱は地に倒れる

。 12彼らはあなたの財宝を奪い、商品をかすめ、

城壁をくずし、楽しい家をこわし、石と木と土と

を水の中に投げ込む。 13わたしはあなたの歌の声

をとどめる。琴の音はもはや聞えなくなる。 14わ

たしはあなたを裸の岩にする。あなたは網を張る

場所となり、再び建てられることはない。主なる

わたしがこれを言ったと、主なる神は言われる。

15主なる神はツロにこう言われる、海沿いの国々

はあなたの倒れる響き、手負いのうめき、あなた

のうちの殺人のゆえに、身震いしないであろうか

。 16その時、海の君たちは皆その位からおり、朝

服を脱ぎ、縫い取りの衣服を取り去り、恐れを身

にまとい、地に座して、いたく恐れ、あなたの事

を驚き、 17あなたのために悲しみの歌をのべて言

う、『あなたは海にあって、強い誉ある町、本土

に恐れを与えていたあなたも、その住民も、海か

ら消え去った。 18島々はあなたの倒れる日に身震

いする。海の島々はあなたの去り行くことを見て

驚く』。 19主なる神はこう言われる、わたしはあ

なたを、荒れた町となし、住む者のない町のよう

にし、淵をあなたに向かってわきあがらせ、大水

にあなたをおおわせる時、 20あなたを穴に下る者

どもと共に、昔の民の所に下し、穴に下る者と共

に下の国に、昔のままの荒れ跡の中に、あなたを

住ませる。それゆえ、あなたは人の住む所となら

ず、また生ある者の地に所を得ない。 21わたしは

あなたの終りを、恐るべきものとする。あなたは

無に帰する。あなたを尋ねる人があっても、永久

に見いださないと、主なる神は言われる」。

27主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

ツロのために悲しみの歌をのべ、 3海の入口

に住んで、多くの海沿いの国々の民の商人である

ツロに対して言え、主なる神はこう言われる、ツ

ロよ、あなたは言った、『わたしの美は完全であ

る』と。 4あなたの境は海の中にあり、あなたの

建設者はあなたの美を完全にした。 5人々はセニ

ルのもみの木であなたのために船板を造り、レバ

ノンから香柏をとって、あなたのために帆柱を造

り、 6バシャンのかしの木で、あなたのためにか

いを造り、クプロの島から来る松の木に象牙をは

めて、あなたのために甲板を造った。 7あなたの

帆はエジプトから来るあや布であって、あなたの

旗に用いられ、あなたのおおいはエリシャの海岸

から来る青と紫の布である。 8あなたのこぎ手は

、シドンとアルワデの住民、あなたのかじとりは

、あなたのうちにいる熟練なゼメルの人々である

。 9ゲバルの老人たち、およびその熟練な人々は

、あなたのうちにいて漏りを繕い、海のすべての

船およびその船員らはあなたのうちにいて、あな

たの商品を交易する。 10ペルシャ人、ルデびと、

プテびとはあなたの軍に加わって、あなたの戦士

となる。彼らはあなたのうちに、盾とかぶとを掛

け、あなたに輝きをそえた。 11アルワデとヘレク

の人々は、あなたの周囲の城壁の上にあり、ガマ

デの人々は、あなたのやぐらの中にあり、彼らは

、あなたの周囲の城壁にその盾を掛けて、あなた

の美観を全うした。 12あなたはそのすべての貨物

に富むゆえに、タルシシはあなたと交易をなし、

銀、鉄、すず、鉛をあなたの商品と交換した。 13
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ヤワン、トバル、およびメセクはあなたと取引し

、彼らは人身と青銅の器とを、あなたの商品と交

換した。 14ベテ・トガルマは馬、軍馬、および騾

馬をあなたの商品と交換した。 15ローヅ島の人々

はあなたと取引し、多くの海沿いの国々は、あな

たの市場となり、象牙と黒たんとを、みつぎとし

てあなたに持ってきた。 16あなたの製品が多いの

で、エドムはあなたと商売し、彼らは赤玉、紫、

縫い取りの布、細布、さんご、めのうをもって、

あなたの商品と交換した。 17ユダとイスラエルの

地は、あなたと取引し、麦、オリブ、いちじく、

蜜、油、および乳香をもって、あなたの商品と交

換した。 18あなたの製品が多く、あなたの富が多

いので、ダマスコはあなたと取引し、ヘルボンの

酒と、さらした羊毛と、 19ウザルの酒をもって、

あなたの商品と交換し、銑鉄、肉桂、菖蒲をもっ

て、あなたの商品と交易した。 20デダンは乗物の

鞍敷をもって、あなたと取引した。 21アラビヤび

と、およびケダルのすべての君たちは小羊、雄羊

、やぎをもって、あなたと取引し、これらの物を

あなたと交易した。 22シバとラアマの商人は、あ

なたと取引し、もろもろの尊い香料と、もろもろ

の宝石と金とをもって、あなたの商品と交換した

。 23ハラン、カンネ、エデン、アッスリヤ、キル

マデはあなたと取引した。 24彼らは、はなやかな

衣服と、青く縫い取りした布と、ひもで結んで、

じょうぶにした敷物などをもって、あなたと取引

した。 25タルシシの船はあなたの商品を運んでま

わった。あなたは海の中にいて満ち足り、いたく

栄えた。 26あなたのこぎ手らはあなたを大海の中

に進め、海の中で東風があなたの船を破った。 27

あなたの財宝、あなたの貨物、あなたの商品、あ

なたの船員、あなたのかじ取り、あなたの漏りを

繕う者、あなたの商品を商う者、あなたの中にい

るすべての軍人、あなたの中にいるすべての仲間

は皆、あなたの破滅の日に海の中に沈む。 28あな

たのかじ取りの叫び声に、近郷は震い、 29すべて

かいをとる者は船からくだる。船員および海のす

べてのかじ取りは海べに立ち、 30あなたのために

声をあげて泣き、はげしく叫び、ちりをこうべに

かぶり、灰の中にまろび、 31あなたのために髪を

そり、荒布をまとい、あなたのために心を痛めて

泣き、はげしく嘆く。 32彼らは悲しんで、あなた

のために悲しみの歌をのべ、あなたを弔って言う

、『だれかツロのように海の中で滅びたものがあ

るか。 33あなたの商品が海を越えてきた時、あな

たは多くの民を飽かせ、あなたの多くの財宝と商

品とをもって、地の王たちを富ませた。 34今あな

たは海で破船し、深い水に沈み、あなたの商品と

、あなたのすべての船員とは、あなたと共に沈ん

だ。 35海沿いの国々に住む者は皆あなたについて

驚き、その王たちは大いに恐れてその顔を震わす

。 36もろもろの民の中の商人らはあなたをあざけ

る。あなたは恐るべき終りを遂げ、永遠にうせは

てる』」。

28主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

ツロの君に言え、主なる神はこう言われる、

あなたは心に高ぶって言う、『わたしは神である

、神々の座にすわって、海の中にいる』と。しか

し、あなたは自分を神のように賢いと思っても、

人であって、神ではない。 3見よ、あなたはダニ

エルよりも賢く、すべての秘密もあなたには隠れ

ていない。 4あなたは知恵と悟りとによって富を

得、金銀を倉にたくわえた。 5あなたは大いなる

貿易の知恵によってあなたの富を増し、その富に

よってあなたの心は高ぶった。 6それゆえ、主な

る神はこう言われる、あなたは自分を神のように

賢いと思っているゆえ、 7見よ、わたしは、もろ

もろの国民の最も恐れている異邦人をあなたに攻

めこさせる。彼らはつるぎを抜いて、あなたが知

恵をもって得た麗しいものに向かい、あなたの輝

きを汚し、 8あなたを穴に投げ入れる。あなたは

海の中で殺された者のような死を遂げる。 9それ

でもなおあなたは、『自分は神である』と、あな

たを殺す人々の前で言うことができるか。あなた

は自分を傷つける者の手にかかっては、人であっ

て、神ではないではないか。 10あなたは異邦人の

手によって割礼を受けない者の死を遂げる。これ

はわたしが言うのであると、主なる神は言われる

」。 11また主の言葉がわたしに臨んだ、 12「人

の子よ、ツロの王のために悲しみの歌をのべて、

これに言え。主なる神はこう言われる、あなたは

知恵に満ち、美のきわみである完全な印である。

13あなたは神の園エデンにあって、もろもろの宝

石が、あなたをおおっていた。すなわち赤めのう

、黄玉、青玉、貴かんらん石、緑柱石、縞めのう

、サファイヤ、ざくろ石、エメラルド。そしてあ

なたの象眼も彫刻も金でなされた。これらはあな

たの造られた日に、あなたのために備えられた。

14わたしはあなたを油そそがれた守護のケルブと

一緒に置いた。あなたは神の聖なる山にいて、火

の石の間を歩いた。 15あなたは造られた日から、

あなたの中に悪が見いだされた日まではそのおこ

ないが完全であった。 16あなたの商売が盛んにな

ると、あなたの中に暴虐が満ちて、あなたは罪を

犯した。それゆえ、わたしはあなたを神の山から

汚れたものとして投げ出し、守護のケルブはあな

たを火の石の間から追い出した。 17あなたは自分

の美しさのために心高ぶり、その輝きのために自

分の知恵を汚したゆえに、わたしはあなたを地に

投げうち、王たちの前に置いて見せ物とした。 18

あなたは不正な交易をして犯した多くの罪によっ

てあなたの聖所を汚したゆえ、わたしはあなたの

中から火を出してあなたを焼き、あなたを見るす

べての者の前であなたを地の上の灰とした。 19も

ろもろの民のうちであなたを知る者は皆あなたに

ついて驚く。あなたは恐るべき終りを遂げ、永遠

にうせはてる」。 20主の言葉がわたしに臨んだ、

21「人の子よ、あなたの顔をシドンに向け、これ

に向かって預言して、 22言え。主なる神はこう言

われる、シドンよ、見よ、わたしはあなたの敵と

なる、わたしはあなたのうちで栄えをあらわす。
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わたしがシドンのうちにさばきをおこない、その

うちにわたしの聖なることをあらわす時、彼らは

わたしが主であることを知る。 23わたしは疫病を

これに送り、そのちまたに流血を送る。その四方

からこれに臨むつるぎによって殺される者がその

中に倒れる時、彼らはわたしが主であることを知

る。 24イスラエルの家には、もはや刺すいばらは

なく、これを卑しめたその周囲の人々のうちには

、苦しめるとげもなくなる。こうして彼らはわた

しが主であることを知るようになる。 25主なる神

はこう言われる、わたしがイスラエルの家の者を

、その散らされたもろもろの民の中から集め、も

ろもろの国民の目の前で、彼らにわたしの聖なる

ことをあらわす時、彼らはわたしが、わがしもべ

ヤコブに与えた地に住むようになる。 26彼らはそ

こに安らかに住み、家を建て、またぶどう畑を作

る。かつて彼らを卑しめたすべての隣り人たちに

対して、わたしがさばきを行う時、彼らは安らか

に住む。こうして彼らは、わたしが彼らの神、主

であることを知る」。

29第十年の十月十二日に、主の言葉がわたしに
臨んだ、 2「人の子よ、あなたの顔をエジプ

トの王パロに向け、彼とエジプト全国に対して預

言し、 3語って言え。主なる神はこう言われる、

エジプトの王パロよ、見よ、わたしはあなたの敵

となる。あなたはその川の中に伏す大いなる龍で

、『ナイル川はわたしのもの、わたしがこれを造

った』と言う。 4わたしは、かぎをあなたのあご

にかけ、あなたの川の魚を、あなたのうろこにつ

かせ、あなたと、あなたのうろこについているも

ろもろの魚を、あなたの川から引きあげ、 5あな

たとあなたの川のもろもろの魚を、荒野に投げ捨

てる。あなたは野の面に倒れ、あなたを取り集め

る者も、葬る者もない。わたしはあなたを地の獣

と空の鳥のえじきとして与える。 6そしてエジプ

トのすべての住民はわたしが主であることを知る

。あなたはイスラエルの家に対して葦のつえであ

った。 7彼らがあなたを手にとる時、あなたは折

れ、彼らの肩はことごとく裂ける。彼らがまたあ

なたに寄りかかる時、あなたは破れ、彼らの腰を

ことごとく震えさせる。 8それゆえ、主なる神は

こう言われる、見よ、わたしはつるぎをあなたに

持ってきて、人と獣とをあなたのうちから断つ。 9

エジプトの地は荒れて、むなしくなる。そして彼

はわたしが主であることを知る。あなたは『ナイ

ル川はわたしのもの、わたしがこれを造った』と

言っているゆえに、 10見よ、わたしはあなたとあ

なたの川々の敵となって、エジプトの地をミグド

ルからスエネまで、エチオピヤの境に至るまで、

ことごとく荒し、むなしくする。 11人の足はこれ

を渡らず、獣の足もこれを渡らない。四十年の間

、ここに住む者はない。 12わたしはエジプトの地

を荒して、荒れた国々の中に置き、その町々は荒

れて、四十年のあいだ荒れた町々の中にある。わ

たしはエジプトびとを、もろもろの国民の中に散

らし、もろもろの国の中に散らす。 13主なる神は

こう言われる、四十年の後、わたしはエジプトび

とを、その散らされたもろもろの民の中から集め

る。 14すなわちエジプトの運命をもとに返し、彼

らをその生れた地であるパテロスの地に帰らせる

。その所で彼らは卑しい国となる。 15これはもろ

もろの国よりも卑しくなり、再びもろもろの国民

の上に出ることができない。わたしは彼らを小さ

くするゆえ、再びもろもろの国民を治めることは

ない。 16これはイスラエルが助けを求める時、そ

の罪を思い出して、再びイスラエルの家の頼みと

はならない。こうして彼らは、わたしが主なる神

であることを知る」。 17第二十七年の一月一日に

、主の言葉がわたしに臨んだ、 18「人の子よ、バ

ビロンの王ネブカデレザルは、その軍勢をツロに

対して大いに働かせた。頭は皆はげ、肩はみな破

れた。しかし彼もその軍勢も、ツロに対してなし

たその働きのために、なんの報いをも得なかった

。 19それゆえ、主なる神はこう言われる、見よ、

わたしはバビロンの王ネブカデレザルに、エジプ

トの地を与える。彼はその財宝を取り、物をかす

め、物を奪い、それをその軍勢に与えて報いとす

る。 20彼の働いた報酬として、わたしはエジプト

の地を彼に与える。彼らはわたしのために、これ

をしたからであると、主なる神は言われる。 21そ

の日、わたしはイスラエルの家に、一つの角を生

じさせ、あなたの口を彼らのうちに開かせる。そ

して彼らはわたしが主であることを知る」。

30主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

預言して言え、主なる神はこう言われる、嘆

け、その日はわざわいだ。 3その日は近い、主の

日は近い。これは雲の日、異邦人の滅びの時であ

る。 4つるぎがエジプトに臨む。エジプトで殺さ

れる者の倒れる時、エチオピヤには苦しみがあり

、その財宝は奪い去られ、その基は破られる。 5

エチオピヤ、プテ、ルデ、アラビヤ、リビヤおよ

び同盟国の人々は、彼らと共につるぎに倒れる。 6

主はこう言われる、エジプトを助ける者は倒れ、

その誇る力はうせる。ミグドルからスエネまで、

人々はつるぎによってそのうちに倒れると主なる

神が言われる。 7それは荒れて、荒れはてた国々

のうちにあり、その町々は荒れた町々のうちにあ

る。 8わたしがエジプトに火を送り、これを助け

る者が皆滅びる時、彼らはわたしが主であること

を知る。 9その日、早足の使者がわたしから出て

、何事も知らぬエチオピヤびとを恐れさせる。そ

してかのエジプトの滅びの日に、彼らに苦しみが

来る。見よ、これはかならず来る。 10主なる神は

こう言われる、わたしはバビロンの王ネブカデレ

ザルの手によってエジプトの富を滅ぼす。 11彼と

彼に従うその民、すなわち国民のうちの最も恐る

べき者がきて、その地を滅ぼす。彼らはつるぎを

抜いて、エジプトを攻め、殺した者を国に満たす

。 12わたしはナイル川をからし、その国を悪しき

者の手に売り、異邦人の手によって国とその中の

ものとを荒す。主なるわたしはこれを言った。 13

主なる神はこう言われる、わたしは偶像をこわし
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、メンピスで偶像を滅ぼす。エジプトの国には、

もはや君たる者がなくなる。わたしはエジプトの

国に恐れを与える。 14わたしはパテロスを荒し、

ゾアンに火を放ち、テーベにさばきをおこない、

15わたしの怒りを、エジプトの要害であるペルシ

ゥムに注ぎ、テーベの群衆を断ち、 16エジプトに

火を下す。ペルシゥムはいたく苦しみ、テーベは

打ち破られ、その城壁は破壊され、 17オンとピベ

セテの若者はつるぎに倒れ、女たちは捕え移され

る。 18わたしがエジプトの支配を砕く時、テパネ

スでは日は暗くなり、その誇る力は絶え、雲はこ

れをおおい、その娘たちは捕え移される。 19この

ようにわたしはエジプトにさばきを行う。そのと

き彼らはわたしが主であることを知る」。 20第十

一年の一月七日に主の言葉がわたしに臨んだ、 21

「人の子よ、わたしはエジプトの王パロの腕を折

った。見よ、これは包まれず、いやされず、ほう

たいをも施されない。それは強くなって、つるぎ

を執ることができない。 22それゆえ、主なる神は

こう言われる、見よ、わたしはエジプトの王パロ

を攻め、その強い腕と、折れた腕とを共に折り、

その手からつるぎを落させる。 23わたしはエジプ

トびとを、もろもろの国民の中に散らし、国々に

散らす。 24わたしはバビロンの王の腕を強くし、

わたしのつるぎを、その手に与える。しかしわた

しはパロの腕を折るゆえ、彼は深手を負った者の

ように、彼の前にうめく。 25わたしがバビロンの

王の腕を強くし、パロの腕がたれる時、彼らはわ

たしが主であることを知る。わたしがわたしのつ

るぎを、バビロンの王に授け、これをエジプトの

国に向かって伸べさせ、 26わたしがエジプトびと

を、もろもろの国民の中に散らし、国々に散らす

時、彼らはわたしが主であることを知る」。

31第十一年の三月一日に主の言葉がわたしに臨
んだ、 2「人の子よ、エジプトの王パロと、

その民衆とに言え、あなたはその大いなること、

だれに似ているか。 3見よ、わたしはあなたをレ

バノンの香柏のようにする。麗しき枝と森の陰が

あり、たけが高く、その頂は雲の中にある。 4水

はこれを育て、大水がこれを高くする。その川々

はその植えた所をめぐって流れ、その流れを野の

すべての木に送る。 5これによってそのたけは、

野のすべての木よりも高くなり、その育つとき多

くの水のために枝葉は茂り、枝は伸び、 6その枝

葉に空のすべての鳥が、巣をつくり、その枝の下

に野のすべての獣は子を生み、その陰にもろもろ

の国民は住む。 7これはその大きなことと、その

枝の長いことによって美しかった。その根を多く

の水に、おろしていたからである。 8神の園の香

柏も、これと競うことはできない。もみの木もそ

の枝葉に及ばない。けやきもその枝と比べられな

い。神の園のすべての木も、その麗しきこと、こ

れに比すべきものはない。 9わたしはその枝を多

くして、これを美しくした。神の園にあるエデン

の木は皆これをうらやんだ。 10それゆえ、主なる

神はこう言われる、これは、たけが高くなり、そ

の頂を雲の中におき、その心が高ぶりおごるゆえ

、 11わたしはこれを、もろもろの国民の力ある者

の手に渡す。彼はこれに対してその悪のために正

しい処置をとる。わたしはこれを追い出した。 12

もろもろの国民の最も恐れている異邦人はこれを

切り倒して捨てる。その枝はもろもろの山と、す

べての谷とに落ち、その枝葉は砕けて、地のすべ

ての流れにあり、地のすべての民は、その陰を離

れて、これを捨てる。 13その倒れた所に、空のも

ろもろの鳥は住み、その枝の上に、野のもろもろ

の獣はいる。 14これは水のほとりのすべての木が

、その高さのために誇ることなく、その頂を雲の

中におくことなく、水に潤う木が、みずから高ぶ

り立つことのないためである。これらは皆、死に

渡され、下の国に入り、穴に下る者と共に他の人

々のうちにいる。 15主なる神はこう言われる、こ

れが陰府に下る日にわたしが淵をこれがために悲

しませ、その川々をせきとめるので、大水はとど

まる。わたしはレバノンを、これがために嘆かせ

、野のすべての木を、これがために衰えさせる。

(Sheol h7585) 16わたしがこれを穴に下る者と共に陰

府に落す時、もろもろの国民をその落ちる響きの

ために、打ち震えさせる。そしてエデンのすべて

の木、レバノンのすぐれて美しいもの、すべて水

に潤うものは、下の国で慰められる。 (Sheol h7585)

17彼らもこれと共に陰府に下り、つるぎで殺され

た者のところに至る。まことにもろもろの国民の

うちで、その陰に住んだ者も滅びる。 (Sheol h7585)

18エデンの木のうちで、その栄えと大いなること

で、あなたはどれに似ているのか。あなたはこの

ように、エデンの木と共に、下の国に落され、つ

るぎで殺された者と共に、割礼を受けない者のう

ちに住む。これがパロとその民衆であると、主な

る神は言われる」。

32第十二年の十二月一日に、主の言葉がわたし
に臨んだ、 2「人の子よ、エジプトの王パロ

のために、悲しみの歌をのべて、これに言え、あ

なたは自分をもろもろの国民のうちのししである

と考えているが、あなたは海の中の龍のような者

である。あなたは川の中に、はね起き、足で水を

かきまぜ、川を濁す。 3主なる神はこう言われる

、わたしは多くの民の集団をもって、わたしの網

をあなたに投げかけ、あなたを網で引きあげる。 4

わたしはあなたを地に投げ捨て、野の面に投げう

ち、空のすべての鳥をあなたの上にとまらせ、全

地の獣にあなたを与えて飽かせる。 5わたしはあ

なたの肉を山々に捨て、あなたの死体で谷を満た

す。 6わたしはあなたの流れる血で、地を潤し、

山々にまで及ぼす。谷川はあなたの死体で満ちる

。 7わたしはあなたを滅ぼす時、空をおおい、星

を暗くし、雲で日をおおい、月に光を放たせない

。 8わたしは空の輝く光を、ことごとくあなたの

上に暗くし、あなたの国をやみとすると主なる神

は言う。 9わたしはもろもろの国民、あなたの知

らない国々の中に、あなたを捕え移す時、多くの

民の心を痛ませる。 10わたしはあなたについて、
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多くの民を驚かせる。その王たちは、わたしがわ

たしのつるぎを、彼らの前に振るう時、あなたの

事でおののく。あなたの倒れる日には、彼らはお

のおの自分の命を思って、絶えず打ち震える。 11

主なる神はこう言われる、バビロンの王のつるぎ

はあなたに臨む。 12わたしはあなたの民衆を勇士

のつるぎに倒れさせる。彼らは皆、もろもろの国

民の中で、最も恐れられている者たちである。彼

らはエジプトの誇を断つ、エジプトの民衆は皆滅

ぼされる。 13わたしはその家畜をことごとく、多

くの水のかたわらから滅ぼす。人の足は再びこれ

を濁さず、家畜のひずめもこれを乱さない。 14そ

の時わたしはその水を清くし、その川々を油のよ

うに流れさせると、主なる神は言う。 15わたしは

エジプトの国を荒し、その国に満ちるものが、こ

とごとく取り去られる時、わたしがその中に住む

者をことごとく撃つ時、彼らはわたしが主である

ことを知る。 16これは悲しみの歌である。人々は

これを歌い、もろもろの国の娘たちはこれを歌う

。すなわちエジプトと、そのすべての民衆とのた

めに、これを歌うのであると、主なる神は言われ

る」。 17第十二年の一月十五日に、主の言葉がわ

たしに臨んだ、 18「人の子よ、エジプトの民衆の

ために嘆き、これと大いなる国々の娘らとを、下

の国に投げ下し、穴に下った者のところに至らせ

よ。 19『あなたの美はだれにまさっているか。下

って、割礼を受けない者と共に伏せよ』。 20彼ら

はつるぎに殺される者のうちに倒れる。その民衆

はこれと共に伏せる。 21勇士の首領はその助け手

と共に、陰府の中から彼らに言う、『割礼を受け

ない者、つるぎに殺された者は下って伏している

』と。 (Sheol h7585) 22アッスリヤとその仲間とはそ

の所におり、その墓はこれを囲む。彼らはみな殺

された者、またつるぎに倒れた者である。 23彼ら

の墓は穴の奥に設けられ、その仲間はその墓の周

囲にあり、これはみな殺された者、つるぎに倒れ

た者、生ける者の地に恐れを起した者である。 24

その所にエラムがおり、その民衆は皆、その墓の

周囲におる。彼らはみな殺された者、つるぎに倒

れた者、割礼を受けないで、下の国に下った者、

生ける者の地に、恐れを起した者で、穴に下る者

と共に、恥を負うのである。 25彼らはそのすべて

の民衆と共に、殺された者の中に床を置き、その

墓はこれを囲む。これは皆、割礼を受けない者、

つるぎに殺された者、生ける者の地に恐れを起し

た者で、穴に下る者と共に恥を負う。彼らは殺さ

れた者の中に置かれている。 26その所にメセクと

トバル、およびすべての民衆がおる。その墓はこ

れを囲む。彼らは皆、割礼を受けない者で、つる

ぎで殺された者である。生ける者の地に恐れを起

したからである。 27彼らは昔の倒れた勇士と共に

伏さない。これらの勇士は、武具を持って陰府に

下り、つるぎをまくらとし、その盾は骨の上にあ

る。これは勇士の恐れが、生ける者の地にあった

からである。 (Sheol h7585) 28あなたは割礼を受けな

い者のうちに、つるぎで殺された者と共に横たわ

る。 29その所にエドムとその王たちと、そのすべ

ての君たちがおる。彼らはその力を持つにもかか

わらず、かのつるぎで殺された者と共に横たえら

れ、割礼を受けない者および穴に下る者と共に伏

している。 30その所に北の君たち、およびシドン

びとが皆おる。彼らは自分の力によって恐れを起

したので、殺された者と共に恥を受けて、下って

行った者である。彼らはつるぎで殺された者と共

に、割礼を受けずに伏し、穴に下る者と共に恥を

負う。 31パロは彼らを見る時、そのすべての民衆

について慰められる。パロとそのすべての軍勢と

は、つるぎで殺されると、主なる神は言われる。

32彼は生ける者の国に恐れを広げた。それゆえ、

パロとすべての民衆とは、割礼を受けない者のう

ちにあって、つるぎで殺された者と共に伏すと、

主なる神は言われる」。

33主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

あなたの民の人々に語って言え、わたしがつ

るぎを一つの国に臨ませる時、その国の民が彼ら

のうちからひとりを選んで、これを自分たちの見

守る者とする。 3彼は国につるぎが臨むのを見て

、ラッパを吹き、民を戒める。 4しかし人がラッ

パの音を聞いても、みずから警戒せず、ついにつ

るぎが来て、その人を殺したなら、その血は彼の

こうべに帰する。 5彼はラッパの音を聞いて、み

ずから警戒しなかったのであるから、その血は彼

自身に帰する。しかしその人が、みずから警戒し

たなら、その命は救われる。 6しかし見守る者が

、つるぎの臨むのを見ても、ラッパを吹かず、そ

のため民が、みずから警戒しないでいるうちに、

つるぎが臨み、彼らの中のひとりを失うならば、

その人は、自分の罪のために殺されるが、わたし

はその血の責任を、見守る者の手に求める。 7そ

れゆえ、人の子よ、わたしはあなたを立てて、イ

スラエルの家を見守る者とする。あなたはわたし

の口から言葉を聞き、わたしに代って彼らを戒め

よ。 8わたしが悪人に向かって、悪人よ、あなた

は必ず死ぬと言う時、あなたが悪人を戒めて、そ

の道から離れさせるように語らなかったら、悪人

は自分の罪によって死ぬ。しかしわたしはその血

を、あなたの手に求める。 9しかしあなたが悪人

に、その道を離れるように戒めても、その悪人が

その道を離れないなら、彼は自分の罪によって死

ぬ。しかしあなたの命は救われる。 10それゆえ、

人の子よ、イスラエルの家に言え、あなたがたは

こう言った、『われわれのとがと、罪はわれわれ

の上にある。われわれはその中にあって衰えはて

る。どうして生きることができようか』と。 11あ

なたは彼らに言え、主なる神は言われる、わたし

は生きている。わたしは悪人の死を喜ばない。む

しろ悪人が、その道を離れて生きるのを喜ぶ。あ

なたがたは心を翻せ、心を翻してその悪しき道を

離れよ。イスラエルの家よ、あなたはどうして死

んでよかろうか。 12人の子よ、あなたの民の人々

に言え、義人の義は、彼が罪を犯す時には、彼を

救わない。悪人の悪は、彼がその悪を離れる時、

その悪のために倒れることはない。義人は彼が罪
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を犯す時、その義のために生きることはできない

。 13わたしが義人に、彼は必ず生きると言っても

、もし彼が自分の義をたのんで、罪を犯すなら、

彼のすべての義は覚えられない。彼はみずから犯

した罪のために死ぬ。 14また、わたしが悪人に『

あなたは必ず死ぬ』と言っても、もし彼がその罪

を離れ、公道と正義とを行うならば、 15すなわち

その悪人が質物を返し、奪った物をもどし、命の

定めに歩み、悪を行わないならば、彼は必ず生き

る。決して死なない。 16彼の犯したすべての罪は

彼に対して覚えられない。彼は公道と正義とを行

ったのであるから、必ず生きる。 17あなたの民の

人々は『主の道は公平でない』と言う。しかし彼

らの道こそ公平でないのである。 18義人がその義

を離れて、罪を犯すならば、彼はこれがために死

ぬ。 19悪人がその悪を離れて、公道と正義とを行

うならば、彼はこれによって生きる。 20それであ

るのに、あなたがたは『主の道は公平でない』と

言う。イスラエルの家よ、わたしは各自のおこな

いにしたがって、あなたがたをさばく」。 21わた

したちが捕え移された後、すなわち第十二年の十

月五日に、エルサレムからのがれて来た者が、わ

たしのもとに来て言った、「町は打ち破られた」

と。 22その者が来た前の夜、主の手がわたしに臨

んだ。次の朝、その人がわたしのもとに来たころ

、主はわたしの口を開かれた。わたしの口が開け

たので、もはやわたしは沈黙しなかった。 23主の

言葉がわたしに臨んだ、 24「人の子よ、イスラエ

ルの地の、かの荒れ跡の住民らは、語り続けて言

う、『アブラハムはただひとりで、なおこの地を

所有した。しかしわたしたちの数は多い。この地

はわれわれの所有として与えられている』と。 25

それゆえ、あなたは彼らに言え、主なる神はこう

言われる、あなたがたは肉を血のついたままで食

べ、おのが偶像を仰ぎ、血を流していて、なおこ

の地を所有することができるか。 26あなたがたは

つるぎをたのみ、憎むべき事をおこない、おのお

の隣り人の妻を汚して、なおこの地を所有するこ

とができるか。 27あなたは彼らに言いなさい。主

なる神はこう言われる、わたしは生きている。か

の荒れ跡にいる者は必ずつるぎに倒れる。わたし

は野の面にいる者を、獣に与えて食わせ、要害と

ほら穴とにいる者は疫病で死ぬ。 28わたしはこの

国を全く荒す。彼の誇る力はうせ、イスラエルの

山々は荒れて通る者もなくなる。 29彼らがおこな

ったすべての憎むべきことのために、わたしがこ

の国を全く荒す時、彼らはわたしが主であること

を悟る。 30人の子よ、あなたの民の人々は、かき

のかたわら、家の入口で、あなたの事を論じ、た

がいに語りあって言う、『さあ、われわれは、ど

んな言葉が主から出るかを聞こう』と。 31彼らは

民が来るようにあなたの所に来、わたしの民のよ

うにあなたの前に座して、あなたの言葉を聞く。

しかし彼らはそれを行わない。彼等は口先では多

くの愛を現すが、その心は利におもむいている。

32見よ、あなたは彼らには、美しい声で愛の歌を

うたう者のように、また楽器をよく奏する者のよ

うに思われる。彼らはあなたの言葉は聞くが、そ

れを行おうとはしない。 33この事が起る時これは

必ず起るそのとき彼らの中にひとりの預言者がい

たことを彼らは悟る」。

34主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

イスラエルの牧者たちに向かって預言せよ。

預言して彼ら牧者に言え、主なる神はこう言われ

る、わざわいなるかな、自分自身を養うイスラエ

ルの牧者。牧者は群れを養うべき者ではないか。 3

ところが、あなたがたは脂肪を食べ、毛織物をま

とい、肥えたものをほふるが、群れを養わない。 4

あなたがたは弱った者を強くせず、病んでいる者

をいやさず、傷ついた者をつつまず、迷い出た者

を引き返らせず、うせた者を尋ねず、彼らを手荒

く、きびしく治めている。 5彼らは牧者がないた

めに散り、野のもろもろの獣のえじきになる。 6

わが羊は散らされている。彼らはもろもろの山と

、もろもろの高き丘にさまよい、わが羊は地の全

面に散らされているが、これを捜す者もなく、尋

ねる者もない。 7それゆえ、牧者よ、主の言葉を

聞け。 8主なる神は言われる、わたしは生きてい

る。わが羊はかすめられ、わが羊は野のもろもろ

の獣のえじきとなっているが、その牧者はいない

。わが牧者はわが羊を尋ねない。牧者は自身を養

うが、わが羊を養わない。 9それゆえ牧者らよ、

主の言葉を聞け。 10主なる神はこう言われる、見

よ、わたしは牧者らの敵となり、わたしの羊を彼

らの手に求め、彼らにわたしの群れを養うことを

やめさせ、再び牧者自身を養わせない。またわが

羊を彼らの口から救って、彼らの食物にさせない

。 11主なる神はこう言われる、見よ、わたしは、

わたしみずからわが羊を尋ねて、これを捜し出す

。 12牧者がその羊の散り去った時、その羊の群れ

を捜し出すように、わたしはわが羊を捜し出し、

雲と暗やみの日に散った、すべての所からこれを

救う。 13わたしは彼らをもろもろの民の中から導

き出し、もろもろの国から集めて、彼らの国に携

え入れ、イスラエルの山の上、泉のほとり、また

国のうちの人の住むすべての所でこれを養う。 14

わたしは良き牧場で彼らを養う。その牧場はイス

ラエルの高い山にあり、その所で彼らは良い羊の

おりに伏し、イスラエルの山々の上で肥えた牧場

で草を食う。 15わたしはみずからわが羊を飼い、

これを伏させると主なる神は言われる。 16わたし

は、うせたものを尋ね、迷い出たものを引き返し

、傷ついたものを包み、弱ったものを強くし、肥

えたものと強いものとは、これを監督する。わた

しは公平をもって彼らを養う。 17主なる神はこう

言われる、あなたがた、わが群れよ、見よ、わた

しは羊と羊との間、雄羊と雄やぎとの間をさばく

。 18あなたがたは良き牧場で草を食い、その草の

残りを足で踏み、また澄んだ水を飲み、その残り

を足で濁すが、これは、あまりのことではないか

。 19わが羊はあなたがたが、足で踏んだものを食

い、あなたがたの足で濁したものを、飲まなけれ

ばならないのか。 20それゆえ、主なる神はこう彼
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らに言われる、見よ、わたしは肥えた羊と、やせ

た羊との間をさばく。 21あなたがたは、わきと肩

とをもって押し、角をもって、すべて弱い者を突

き、ついに彼らを外に追い散らした。 22それゆえ

、わたしはわが群れを助けて、再びかすめさせず

、羊と羊との間をさばく。 23わたしは彼らの上に

ひとりの牧者を立てる。すなわちわがしもべダビ

デである。彼は彼らを養う。彼は彼らを養い、彼

らの牧者となる。 24主なるわたしは彼らの神とな

り、わがしもべダビデは彼らのうちにあって君と

なる。主なるわたしはこれを言う。 25わたしは彼

らと平和の契約を結び、国の内から野獣を追い払

う。彼らは心を安んじて荒野に住み、森の中に眠

る。 26わたしは彼らおよびわが山の周囲の所々を

祝福し、季節にしたがって雨を降らす。これは祝

福の雨となる。 27野の木は実を結び、地は産物を

出す。彼らは心を安んじてその国におり、わたし

が彼らのくびきの棒を砕き、彼らを奴隷とした者

の手から救い出す時、彼らはわたしが主であるこ

とを悟る。 28彼らは重ねて、もろもろの国民にか

すめられることなく、地の獣も彼らを食うことは

ない。彼らは心を安んじて住み、彼らを恐れさせ

る者はない。 29わたしは彼らのために、良い栽培

所を与える。彼らは重ねて、国のききんに滅びる

ことなく重ねて諸国民のはずかしめを受けること

はない。 30彼らはその神、主なるわたしが彼らと

共におり、彼らイスラエルの家が、わが民である

ことを悟ると、主なる神は言われる。 31あなたが

たはわが羊、わが牧場の羊である。わたしはあな

たがたの神であると、主なる神は言われる」。

35主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

あなたの顔をセイル山に向け、これに対して

預言し、 3これに言え。主なる神はこう言われる

、セイル山よ、見よ、わたしはあなたを敵とし、

わたしの手をあなたに向かって伸べ、あなたを全

く荒し、 4あなたの町々を滅ぼす。あなたは荒れ

はてる。そしてわたしが主であることを悟る。 5

あなたは限りない敵意をいだいて、イスラエルの

人々をその災の時、終りの刑罰の時に、つるぎの

手に渡した。 6それゆえ、主なる神は言われる、

わたしは生きている。わたしはあなたを血にわた

す。血はあなたを追いかける。あなたには血のと

ががあるゆえ、血はあなたを追いかける 7わたし

はセイル山を全く荒し、そこに行き来する者を断

ち、 8その山々を殺された者で満たす。つるぎで

殺された者が、あなたのもろもろの丘、もろもろ

の谷、もろもろのくぼ地に倒れる。 9わたしはあ

なたを、永遠の荒れ地とし、あなたの町々には住

む者がなくなる。そしてあなたがたは、わたしが

主であることを悟る。 10あなたは言う、『これら

二つの国民、二つの国はわたしのもの、われわれ

はこれを獲よう』と。しかし主はそこにおられる

。 11それゆえ、主なる神は言われる、わたしは生

きている。あなたが彼らを憎んで、彼らに示した

怒りと、ねたみにしたがって、わたしはあなたを

扱う。わたしがあなたをさばく時、わたし自身を

あなたに示す。 12あなたがイスラエルの山々に向

かって、『これは荒れはてて、われわれの食とな

る』と言ったもろもろのそしりを、主なるわたし

が聞いたことをあなたは悟る。 13あなたがたは、

わたしに対して口をもって誇り、またわたしに対

して、あなたがたの言葉を多くした。わたしはそ

れを聞いた。 14主なる神はこう言われる、全地の

喜びのために、わたしはあなたを荒れ地とする。

15あなたが、イスラエルの家の嗣業の荒れるのを

喜んだように、わたしはあなたに、そのようにす

る。セイル山よ、あなたは荒れ地となる。エドム

もすべてそのようになる。そのとき彼らは、わた

しが主であることを悟るようになる。

36人の子よ、イスラエルの山々に預言して言え
。イスラエルの山々よ、主の言葉を聞け。 2

主なる神はこう言われる、敵はあなたがたについ

て言う、『ああ、昔の高き所が、われわれのもの

となった』と。 3それゆえ、あなたは預言して言

え。主なる神はこう言われる、彼らはあなたがた

を荒し、四方からあなたがたを打ち滅ぼしたので

、あなたがたは他の国民の所有となり、また民の

悪いうわさとなった。 4それゆえ、イスラエルの

山々よ、主なる神の言葉を聞け。主なる神は、山

と、丘と、くぼ地と、谷と、滅びた荒れ跡と、人

の捨てた町々、すなわちその周囲にある諸国民の

残った者にかすめられ、あざけられるようになっ

たものに、こう言われる。 5主なる神はこう言わ

れる、わたしはねたみの炎をもって、他の国民と

エドム全国とに対して言う、彼らは心ゆくまで喜

び、心に誇ってわが地を自分の所有とし、これを

奪い、かすめた者である。 6それゆえ、あなたは

イスラエルの地の事を預言し、山と、丘と、くぼ

地と、谷とに言え。主なる神はこう言われる、見

よ、あなたがたは諸国民のはずかしめを受けたの

で、わたしはねたみと怒りとをもって語る。 7そ

れゆえ、主なる神はこう言われる、わたしは誓っ

て言う、あなたがたの周囲の諸国民は必ずはずか

しめを受ける。 8しかしイスラエルの山々よ、あ

なたがたは枝を出し、わが民イスラエルのために

実を結ぶ。この事の成るのは近い。 9見よ、わた

しはあなたがたに臨み、あなたがたを顧みる。あ

なたがたは耕され、種をまかれる。 10わたしはあ

なたがたの上に人をふやす。これはことごとくイ

スラエルの家の者となり、町々には人が住み、荒

れ跡は建て直される。 11わたしはあなたがたの上

に人と獣とをふやす。彼らはふえて、子を生む。

わたしはあなたがたの上に、昔のように人を住ま

せ、初めの時よりも、まさる恵みをあなたがたに

施す。その時あなたがたは、わたしが主であるこ

とを悟る。 12わたしはわが民イスラエルの人々を

あなたがたの上に歩ませる。彼らはあなたがたを

所有し、あなたがたはその嗣業となり、あなたが

たは重ねて彼らに子のない嘆きをさせない。 13主

なる神はこう言われる、彼らはあなたがたに向か

って、『あなたは人を食い、あなたの民に子のな

い嘆きをさせる』と言う。 14あなたはもはや人を
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食わない。あなたの民に重ねて子のない嘆きをさ

せることはないと、主なる神は言われる。 15わた

しは重ねて諸国民のはずかしめをあなたに聞かせ

ない。あなたは重ねて、もろもろの民のはずかし

めを受けることはなく、あなたの民を重ねてつま

ずかせることはないと、主なる神は言われる」。

16主の言葉がわたしに臨んだ、 17「人の子よ、昔

、イスラエルの家が、自分の国に住んだとき、彼

らはおのれのおこないとわざとをもって、これを

汚した。そのおこないは、わたしの前には、汚れ

にある女の汚れのようであった。 18彼らが国に血

を流し、またその偶像をもって、国を汚したため

、わたしはわが怒りを彼らの上に注ぎ、 19彼らを

諸国民の中に散らしたので、彼らは国々の中に散

った。わたしは彼らのおこないと、わざとにした

がって、彼らをさばいた。 20彼らがその行くとこ

ろの国々へ行ったとき、わが聖なる名を汚した。

これは人々が彼らについて『これは主の民である

が、その国から出た者である』と言ったからであ

る。 21しかしわたしはイスラエルの家が、その行

くところの諸国民の中で汚したわが聖なる名を惜

しんだ。 22それゆえ、あなたはイスラエルの家に

言え。主なる神はこう言われる、イスラエルの家

よ、わたしがすることはあなたがたのためではな

い。それはあなたがたが行った諸国民の中で汚し

た、わが聖なる名のためである。 23わたしは諸国

民の中で汚されたもの、すなわち、あなたがたが

彼らの中で汚した、わが大いなる名の聖なること

を示す。わたしがあなたがたによって、彼らの目

の前に、わたしの聖なることを示す時、諸国民は

わたしが主であることを悟ると、主なる神は言わ

れる。 24わたしはあなたがたを諸国民の中から導

き出し、万国から集めて、あなたがたの国に行か

せる。 25わたしは清い水をあなたがたに注いで、

すべての汚れから清め、またあなたがたを、すべ

ての偶像から清める。 26わたしは新しい心をあな

たがたに与え、新しい霊をあなたがたの内に授け

、あなたがたの肉から、石の心を除いて、肉の心

を与える。 27わたしはまたわが霊をあなたがたの

うちに置いて、わが定めに歩ませ、わがおきてを

守ってこれを行わせる。 28あなたがたは、わたし

があなたがたの先祖に与えた地に住んで、わが民

となり、わたしはあなたがたの神となる。 29わた

しはあなたがたをそのすべての汚れから救い、穀

物を呼びよせてこれを増し、ききんをあなたがた

に臨ませない。 30またわたしは木の実と、田畑の

作物とを多くする。あなたがたは重ねて諸国民の

間に、ききんのはずかしめを受けることがない。

31その時あなたがたは自身の悪しきおこないと、

良からぬわざとを覚えて、その罪と、その憎むべ

きこととのために、みずから恨む。 32わたしがな

すことはあなたがたのためではないと、主なる神

は言われる。あなたがたはこれを知れ。イスラエ

ルの家よ、あなたがたは自分のおこないを恥じて

悔やむべきである。 33主なる神はこう言われる、

わたしは、あなたがたのすべての罪を清める日に

、町々に人を住ませ、その荒れ跡を建て直す。 34

荒れた地は、行き来の人々の目に荒れ地と見えた

のに引きかえて耕される。 35そこで人々は言う、

『この荒れた地は、エデンの園のようになった。

荒れ、滅び、くずれた町々は、堅固になり、人の

住む所となった』と。 36あなたがたの周囲に残っ

た諸国民は主なるわたしがくずれた所を建て直し

、荒れた所にものを植えたということを悟るよう

になる。主なるわたしがこれを言い、これをなす

のである。 37主なる神はこう言われる、イスラエ

ルの家は、わたしが次のことを彼らのためにする

ように、わたしに求めるべきである。すなわち人

を群れのようにふやすこと、 38すなわち犠牲のた

めの群れのように、エルサレムの祝い日の群れの

ようにすることである。こうして荒れた町々は人

の群れで満ちる。その時人々は、わたしが主であ

ることを悟るようになる」。

37主の手がわたしに臨み、主はわたしを主の霊
に満たして出て行かせ、谷の中にわたしを置

かれた。そこには骨が満ちていた。 2彼はわたし

に谷の周囲を行きめぐらせた。見よ、谷の面には

、はなはだ多くの骨があり、皆いたく枯れていた

。 3彼はわたしに言われた、「人の子よ、これら

の骨は、生き返ることができるのか」。わたしは

答えた、「主なる神よ、あなたはご存じです」。 4

彼はまたわたしに言われた、「これらの骨に預言

して、言え。枯れた骨よ、主の言葉を聞け。 5主

なる神はこれらの骨にこう言われる、見よ、わた

しはあなたがたのうちに息を入れて、あなたがた

を生かす。 6わたしはあなたがたの上に筋を与え

、肉を生じさせ、皮でおおい、あなたがたのうち

に息を与えて生かす。そこであなたがたはわたし

が主であることを悟る」。 7わたしは命じられた

ように預言したが、わたしが預言した時、声があ

った。見よ、動く音があり、骨と骨が集まって相

つらなった。 8わたしが見ていると、その上に筋

ができ、肉が生じ、皮がこれをおおったが、息は

その中になかった。 9時に彼はわたしに言われた

、「人の子よ、息に預言せよ、息に預言して言え

。主なる神はこう言われる、息よ、四方から吹い

て来て、この殺された者たちの上に吹き、彼らを

生かせ」。 10そこでわたしが命じられたように預

言すると、息はこれにはいった。すると彼らは生

き、その足で立ち、はなはだ大いなる群衆となっ

た。 11そこで彼はわたしに言われた、「人の子よ

、これらの骨はイスラエルの全家である。見よ、

彼らは言う、『われわれの骨は枯れ、われわれの

望みは尽き、われわれは絶え果てる』と。 12それ

ゆえ彼らに預言して言え。主なる神はこう言われ

る、わが民よ、見よ、わたしはあなたがたの墓を

開き、あなたがたを墓からとりあげて、イスラエ

ルの地にはいらせる。 13わが民よ、わたしがあな

たがたの墓を開き、あなたがたをその墓からとり

あげる時、あなたがたは、わたしが主であること

を悟る。 14わたしがわが霊を、あなたがたのうち

に置いて、あなたがたを生かし、あなたがたをそ

の地に安住させる時、あなたがたは、主なるわた
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しがこれを言い、これをおこなったことを悟ると

、主は言われる」。 15主の言葉がわたしに臨んだ

、 16「人の子よ、あなたは一本の木を取り、その

上に『ユダおよびその友であるイスラエルの子孫

のために』と書き、また一本の木を取って、その

上に『ヨセフおよびその友であるイスラエルの全

家のために』と書け。これはエフライムの木であ

る。 17あなたはこれらを合わせて、一つの木とな

せ。これらはあなたの手で一つになる。 18あなた

の民の人々があなたに向かって、『これはなんの

ことであるか、われわれに示してくれないか』と

言う時は、 19これに言え、主なる神はこう言われ

る、見よ、わたしはエフライムの手にあるヨセフ

と、その友であるイスラエルの部族の木を取り、

これをユダの木に合わせて、一つの木となす。こ

れらはわたしの手で一つとなる。 20あなたが文字

を書いた木が、彼らの目の前で、あなたの手にあ

るとき、 21あなたは彼らに言え。主なる神は、こ

う言われる、見よ、わたしはイスラエルの人々を

、その行った国々から取り出し、四方から彼らを

集めて、その地にみちびき、 22その地で彼らを一

つの民となしてイスラエルの山々におらせ、ひと

りの王が彼ら全体の王となり、彼らは重ねて二つ

の国民とならず、再び二つの国に分れない。 23彼

らはまた、その偶像と、その憎むべきことどもと

、もろもろのとがとをもって、身を汚すことはな

い。わたしは彼らを、その犯したすべての背信か

ら救い出して、これを清める。そして彼らはわが

民となり、わたしは彼らの神となる。 24わがしも

べダビデは彼らの王となる。彼らすべての者のた

めに、ひとりの牧者が立つ。彼らはわがおきてに

歩み、わが定めを守って行う。 25彼らはわがしも

べヤコブに、わたしが与えた地に住む。これはあ

なたがたの先祖の住んだ所である。そこに彼らと

、その子らと、その子孫とが永遠に住み、わがし

もべダビデが、永遠に彼らの君となる。 26わたし

は彼らと平和の契約を結ぶ。これは彼らの永遠の

契約となる。わたしは彼らを祝福し、彼らをふや

し、わが聖所を永遠に彼らの中に置く。 27わがす

みかは彼らと共にあり、わたしは彼らの神となり

、彼らはわが民となる。 28そしてわが聖所が永遠

に、彼らのうちにあるようになるとき、諸国民は

主なるわたしが、イスラエルを聖別する者である

ことを悟る」。

38主の言葉がわたしに臨んだ、 2「人の子よ、

メセクとトバルの大君であるマゴグの地のゴ

グに、あなたの顔を向け、これに対して預言して

、 3言え。主なる神はこう言われる、メセクとト

バルの大君であるゴグよ、見よ、わたしはあなた

の敵となる。 4わたしはあなたを引きもどし、あ

なたのあごにかぎをかけて、あなたと、あなたの

すべての軍勢と、馬と、騎兵とを引き出す。彼ら

はみな武具をつけ、大盾、小盾を持ち、すべてつ

るぎをとる者で大軍である。 5ペルシャ、エチオ

ピヤ、プテは彼らと共におり、みな盾とかぶとを

持つ。 6ゴメルとそのすべての軍隊、北の果のベ

テ・トガルマと、そのすべての軍隊など、多くの

民もあなたと共におる。 7あなたは備えをなせ。

あなたとあなたの所に集まった軍隊は、みな備え

をなせ。そしてあなたは彼らの保護者となれ。 8

多くの日の後、あなたは集められ、終りの年にあ

なたは戦いから回復された地、すなわち多くの民

の中から、人々が集められた地に向かい、久しく

荒れすたれたイスラエルの山々に向かって進む。

その人々は国々から導き出されて、みな安らかに

住んでいる。 9あなたはそのすべての軍隊および

多くの民を率いて上り、暴風のように進み、雲の

ように地をおおう。 10主なる神はこう言われる、

その日に、あなたの心に思いが起り、悪い計りご

とを企てて、 11言う、『わたしは無防備の村々の

地に上り、穏やかにして安らかに住む民、すべて

石がきもなく、貫の木も門もない地に住む者ども

を攻めよう』と。 12そしてあなたは物を奪い、物

をかすめ、いま人の住むようになっている荒れ跡

を攻め、また国々から集まってきて、地の中央に

住み、家畜と貨財とを持つ民を攻めようとする。

13シバ、デダン、タルシシの商人、およびそのも

ろもろの村々はあなたに言う、『あなたは物を奪

うために来たのか。物をかすめるために軍隊を集

めたのか。あなたは金銀を持ち去り、家畜と貨財

とを取りあげ、大いに物を奪おうとするのか』と

。 14それゆえ、人の子よ、ゴグに預言して言え。

主なる神はこう言われる、わが民イスラエルの安

らかに住むその日に、あなたは立ちあがり、 15北

の果のあなたの所から来る。多くの民はあなたと

共におり、みな馬に乗り、その軍隊は大きく、そ

の兵士は強い。 16あなたはわが民イスラエルに攻

めのぼり、雲のように地をおおう。ゴグよ、終り

の日にわたしはあなたを、わが国に攻めきたらせ

、あなたをとおして、わたしの聖なることを諸国

民の目の前にあらわして、彼らにわたしを知らせ

る。 17主なる神はこう言われる、わたしが昔、わ

がしもべイスラエルの預言者たちによって語った

のは、あなたのことではないか。すなわち彼らは

、そのころ年久しく預言して、わたしはあなたを

送って、彼らを攻めさせると言ったではないか。

18しかし主なる神は言われる、その日、すなわち

ゴグがイスラエルの地に攻め入る日に、わが怒り

は現れる。 19わたしは、わがねたみと、燃えたつ

怒りとをもって言う。その日には必ずイスラエル

の地に、大いなる震動があり、 20海の魚、空の鳥

、野の獣、すべての地に這うもの、地のおもてに

あるすべての人は、わが前に打ち震える。また山

々はくずれ、がけは落ち、すべての石がきは地に

倒れる。 21主なる神は言われる、わたしはゴグに

対し、すべての恐れを呼びよせる。すべての人の

つるぎは、その兄弟に向けられる。 22わたしは疫

病と流血とをもって彼をさばく。わたしはみなぎ

る雨と、ひょうと、火と、硫黄とを、彼とその軍

隊および彼と共におる多くの民の上に降らせる。

23そしてわたしはわたしの大いなることと、わた

しの聖なることとを、多くの国民の目に示す。そ

して彼らはわたしが主であることを悟る。
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39人の子よ、ゴグに向かって預言して言え。主
なる神はこう言われる、メセクとトバルの大

君であるゴグよ、見よ、わたしはあなたの敵とな

る。 2わたしはあなたを引きもどし、あなたを押

しやり、北の果から上らせ、イスラエルの山々に

導き、 3あなたの左の手から弓を打ち落し、右の

手から矢を落させる。 4あなたとあなたのすべて

の軍隊およびあなたと共にいる民たちは、イスラ

エルの山々に倒れる。わたしはあなたを、諸種の

猛禽と野獣とに与えて食わせる。 5あなたは野の

面に倒れる。わたしがこれを言ったからであると

、主なる神は言われる。 6わたしはゴグと、海沿

いの国々に安らかに住む者に対して火を送り、彼

らにわたしが主であることを悟らせる。 7わたし

はわが聖なる名を、わが民イスラエルのうちに知

らせ、重ねてわが聖なる名を汚させない。諸国民

はわたしが主、イスラエルの聖者であることを悟

る。 8主なる神は言われる、見よ、これは来る、

必ず成就する。これはわたしが言った日である。 9

イスラエルの町々に住む者は出て来て、武器すな

わち大盾、小盾、弓、矢、手やり、およびやりな

どを燃やし、焼き、七年の間これを火に燃やす。

10彼らは野から木を取らず、森から木を切らず、

武器で火を燃やし、自分をかすめた者をかすめ、

自分の物を奪った者を奪うと、主なる神は言われ

る。 11その日、わたしはイスラエルのうちに、墓

地をゴグに与える。これは旅びとの谷にあって海

の東にある。これは旅びとを妨げる。そこにゴグ

とその民衆を埋めるからである。これをハモン・

ゴグの谷と名づける。 12イスラエルの家はこれを

埋めて、地を清めるために七か月を費す。 13国の

すべての民はこれを埋め、これによって名を高め

る。これはわが栄えを現す日であると、主なる神

は言われる。 14彼らは人々を選んで、絶えず国の

中を行きめぐらせ、地のおもてに残っている者を

埋めて、これを清めさせる。七か月の終りに彼ら

は尋ねる。 15国を行きめぐる者が行きめぐって、

人の骨を見る時、死人を埋める者が、これをハモ

ン・ゴグの谷に埋めるまで、そのかたわらに、標

を建てて置く。 16（ハモナの町もそこにある。）

こうして彼らはその国を清める。 17主なる神はこ

う言われる、人の子よ、諸種の鳥と野の獣とに言

え、みな集まってこい。わたしがおまえたちのた

めに供えた犠牲、すなわちイスラエルの山々の上

にある、大いなる犠牲に、四方から集まり、その

肉を食い、その血を飲め。 18おまえたちは勇士の

肉を食い、地の君たちの血を飲め。雄羊、小羊、

雄やぎ、雄牛などすべてバシャンの肥えた獣を食

え。 19わたしがおまえたちのために供えた犠牲は

、飽きるまでその脂肪を食べ、酔うまで血を飲め

。 20おまえたちはわが食卓について馬と、騎手と

、勇士と、もろもろの戦士とを飽きるほど食べる

と、主なる神は言われる。 21わたしはわが栄光を

諸国民に示す。すべての国民はわたしが行ったさ

ばきと、わたしが彼らの上に加えた手とを見る。

22この日から後、イスラエルの家はわたしが彼ら

の神、主であることを悟るようになる。 23また諸

国民はイスラエルの家が、その悪によって捕え移

されたことを悟る。彼らがわたしにそむいたので

、わたしはわが顔を彼らに隠し、彼らをその敵の

手に渡した。それで彼らは皆つるぎに倒れた。 24

わたしは彼らの汚れと、とがとに従って、彼らを

扱い、わたしの顔を彼らに隠した。 25それゆえ、

主なる神はこう言われる、いまわたしはヤコブの

幸福をもとに返し、イスラエルの全家をあわれみ

、わが聖なる名のために、ねたみを起す。 26彼ら

は、その国に安らかに住み、だれもこれを恐れさ

せる者がないようになった時、自分の恥と、わた

しに向かってなした反逆とを忘れる。 27わたしが

彼らを諸国民の中から帰らせ、その敵の国から呼

び集め、彼らによって、わたしの聖なることを、

多くの国民の前に示す時、 28彼らは、わたしが彼

らの神、主であることを悟る。これはわたしが彼

らを諸国民のうちに移し、またこれをその国に呼

び集めたからである。わたしはそのひとりをも、

国々のうちに残すことをしない。 29わたしは、わ

が霊をイスラエルの家に注ぐ時、重ねてわが顔を

彼らに隠さないと、主なる神は言われる」。

40われわれが捕え移されてから二十五年、都が
打ち破られて後十四年、その年の初めの月の

十日、その日に主の手がわたしに臨み、わたしを

かの所に携えて行った。 2すなわち神は幻のうち

に、わたしをイスラエルの地に携えて行って、非

常に高い山の上におろされた。その山の上に、わ

たしと相対して、一つの町のような建物があった

。 3神がわたしをそこに携えて行かれると、見よ

、ひとりの人がいた。その姿は青銅の形のようで

、手に麻のなわと、測りざおとを持って門に立っ

ていた。 4その人はわたしに言った、「人の子よ

、目で見、耳で聞き、わたしがあなたに示す、す

べての事を心にとめよ。あなたをここに携えて来

たのは、これをあなたに示すためである。あなた

の見ることを、ことごとくイスラエルの家に告げ

よ」。 5見よ、宮の外の周囲に、かきがあり、そ

の人の手に六キュビトの測りざおがあった。その

キュビトは、おのおの一キュビトと一手幅とであ

る。彼が、そのかきの厚さを測ると、一さおあり

、高さも一さおあった。 6彼が東向きの門に行き

、その階段を上って、門の敷居を測ると、その厚

さは一さおあり、 7その詰め所は長さ一さお、幅

一さお、詰め所と、詰め所との間は五キュビトあ

り、内の門の廊のかたわらの門の敷居は一さおあ

った。 8門の廊を測ると八キュビトあり、 9その

脇柱は二キュビト、門の廊は内側にあった。 10東

向きの門の詰め所は、こなたに三つ、かなたに三

つあり、三つとも同じ寸法である。脇柱もまた、

こなたかなたともに同じ寸法である。 11門の入口

の広さを測ると十キュビトあり、門の長さは十三

キュビトあった。 12詰め所の前の境は一キュビト

、かなたの境も一キュビトで、詰め所は、こなた

かなたともに六キュビトあった。 13彼がまたこの

詰め所の裏から、かの詰め所の裏まで、門を測る

と、入口から入口まで二十五キュビトあった。 14
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彼がまた廊を測ると二十キュビトあり、門の廊の

周囲は、すべて庭である。 15入口の門の前から内

の門の廊の前まで五十キュビトあり、 16詰め所と

、門の内側の周囲の脇柱とに窓があり、廊の内側

の周囲にも、同様に窓があり、脇柱には、しゅろ

があった。 17彼がまたわたしを外庭に携え入れる

と、見よ、庭の周囲に設けた室と、敷石とがあり

、敷石の上に三十の室があった。 18敷石は門のわ

きにあり、門と同じ長さで、これは下の敷石であ

る。 19彼が下の門の内の前から、内庭の外の前ま

での距離を測ると、百キュビトあった。 20また彼

はわたしに先だって北へ行った。見よ、そこに外

庭に属する北向きの門があった。彼はその長さと

幅とを測った。 21その詰め所が、こなたに三つ、

かなたに三つあり、また脇柱と廊とがあった。こ

れらは初めの門と同じ寸法で、長さは五十キュビ

ト、幅は二十五キュビトである。 22その窓と、廊

と、しゅろとは、東向きの門にあるものと同じ寸

法である。そして七段の階段を経て、それに上る

と、廊は内側にあった。 23内庭の門は北と東の門

に向かっていた。彼が門から門までを測ると、百

キュビトあった。 24彼がまたわたしを南へ行かせ

ると、見よ、南向きの門があった。その脇柱と廊

を測ると、他と同じ寸法であった。 25これと、そ

の廊の周囲とに、他の窓のような窓があって、そ

の長さは五十キュビト、幅は二十五キュビトあっ

た。 26これを上るのに七段の階段があり、その廊

は内側にあった。その脇柱の上には、こなたに一

つ、かなたに一つのしゅろがあった。 27内庭には

南向きの門があり、門から門まで南の方へ測ると

、百キュビトあった。 28彼がわたしを南の門から

内庭にはいらせ、南の門を測ると、さきのものと

、同じ寸法であった。 29その詰め所と、脇柱と、

廊とは、他のものと同じ寸法で、その門と、廊の

周囲とには窓があり、門の長さは五十キュビト、

幅は二十五キュビトであった。 30周囲に廊があっ

て、その長さは二十五キュビト、幅は五キュビト

である。 31その廊は外庭に面して、脇柱の上にし

ゅろがあり、その階段は八段であった。 32彼はま

たわたしを内庭の東の方に携えて行って、門を測

った。それは他と同じ寸法であった。 33その詰め

所と、脇柱と、廊とは、他と同じ寸法で、その門

と、その廊の周囲とに窓があり、門の長さは五十

キュビト、幅は二十五キュビトである。 34その廊

は外庭に面し、その脇柱の上には、こなたかなた

に、しゅろがあり、その階段は八段であった。 35

彼がまたわたしを北の門に携えて行って、これを

測ると、それは他と同じ寸法であった。 36その詰

め所と、脇柱と、廊とは、他と同じ寸法で、その

周囲に窓があり、門の長さは五十キュビト、幅は

二十五キュビトである。 37その廊は外庭に面し、

その脇柱の上には、こなたかなたに、しゅろがあ

り、その階段は八段であった。 38門の廊に戸のあ

る室があって、そこは燔祭の物を洗う所である。

39門の廊に、こなたに二つの台、かなたに二つの

台があり、その上で、燔祭、罪祭、愆祭の物をほ

ふるのであった。 40北の門の入口にある廊の外の

片側に、二つの台があり、門の廊の他の側にも、

二つの台があり、 41門のかたわら、内側に四つの

台、外側に四つの台があって、合わせて八つの台

である。その上で、犠牲の物をほふるのである。

42そこにまた燔祭のために四つの切り石の台があ

り、その長さは一キュビト半、幅は一キュビト半

、高さは一キュビト、その上に燔祭および犠牲を

ほふる器を置くのである。 43内の周囲に、一手幅

の折り釘が打ちつけてあって、供え物の肉は、台

の上に置かれるのである。 44彼はまたわたしを、

外から内庭に連れてはいった。見よ、内庭に二つ

の室があり、一つは北の門のかたわらにあって南

に向かい、一つは南の門のかたわらにあって、北

に向かっていた。 45彼はわたしに言った、この南

向きの室は、宮を守る祭司のためのもの、 46また

北向きの室は、祭壇を守る祭司のためのものであ

る。その人たちは、レビの子孫のうちのザドクの

子孫であって、主に近く仕える者たちである。 47

そして彼が庭を測ると、その長さは百キュビト、

幅も百キュビトで四角である。宮の前には祭壇が

あった。 48彼がわたしを宮の廊に連れて行って、

廊の脇柱を測ると、こなたも五キュビト、かなた

も五キュビトであり、門の幅は十四キュビトであ

る。門の壁は、こなたも三キュビト、かなたも三

キュビトである。 49廊の長さは二十キュビト、幅

は十二キュビトであり、十の階段によって上るの

である。脇柱に沿って、こなたに一つ、かなたに

一つの柱があった。

41彼がわたしを拝殿に連れて行って、脇柱を測
ると、こなたの幅も六キュビト、かなたの幅

も六キュビトあった。 2その戸の幅は十キュビト

、戸のわきの壁は、こなたも五キュビト、かなた

も五キュビトあった。彼はまた拝殿の長さを測る

と四十キュビト、その幅は二十キュビトあった。 3

彼がまた内にはいって、戸の脇柱を測ると、それ

は二キュビトあり、戸の幅は六キュビト、戸のわ

きの壁は七キュビトあった。 4彼はまた拝殿の奥

の室の長さを測ると二十キュビト、幅も二十キュ

ビトあった。そして彼はわたしに、これは至聖所

であると言った。 5彼が宮の壁を測ると、その厚

さは六キュビトあり、宮の周囲の脇間の広さは、

四方おのおの四キュビトあり、 6脇間は、室の上

に室があって三階になり、各階に三十の室がある

。宮の周囲の壁には、脇間をささえる突起があっ

た。これは脇間が、宮の壁そのものによってささ

えられないためである。 7脇間は、宮の周囲の各

階にある突起につれて、階を重ねて上にいくにし

たがって広くなり、宮の外部の階段が上に通じ、

一階から三階へは、二階をとおって上るのである

。 8わたしはまた宮の周囲に高い所のあるのを見

た。脇間の基を測ると、六キュビトの一さおあっ

た。 9脇間の外の壁の厚さは五キュビト、あき地

になっている高い所は五キュビトあった。宮の高

い所と、 10庭の室の間には、宮の周囲に、広さ二

十キュビトの所があった。 11脇間の戸は、あき地

になっている高い所に向かって開け、一つの戸は
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北に向かい、一つの戸は南に向かっていた。その

あき地になっている所の幅は、周囲五キュビトで

あった。 12西の方の宮の庭に面した建物は、幅七

十キュビト、その建物の周囲の壁の厚さは五キュ

ビト、長さは九十キュビトであった。 13彼が宮を

測ると、その長さは百キュビトあり、その庭と建

物と、その壁は長さ百キュビト、 14また宮の東に

面した所と庭との幅は百キュビトであった。 15彼

が西の方の庭に面した建物と、その壁の長さを測

ると、かなた、こなたともに百キュビトであった

。宮の拝殿と、内部の室と、外の廊とには、羽目

板があった。 16これらの三つのものの周囲には、

すべて引込み枠の窓があり、宮の敷居に面して、

宮の周囲は、床から窓まで、羽目板であって、窓

には、おおいがあった。 17戸の上の空所、内室、

外室ともに、羽目板であった。内室および拝殿の

周囲のすべての壁には、同じように彫刻してあっ

た。 18すなわちケルビムと、しゅろとが彫刻して

あった。ケルブとケルブとの間に、しゅろがあり

、おのおののケルブには、二つの顔があり、 19こ

なたには、しゅろに向かって、人の顔があり、か

なたには、しゅろに向かって、若じしの顔があり

、宮の周囲は、すべてこのように彫刻してあった

。 20床から戸の上まで、ケルビムと、しゅろとが

、壁に彫刻してあった。 21拝殿の柱は四角であっ

た。聖所の前には、木の祭壇に似たものがあった

。 22その高さは三キュビト、長さは二キュビト、

幅は二キュビトで、すみと、台と、壁とは、とも

に木である。彼はわたしに言った、「これは主の

前にある机である」 23拝殿と聖所とには、二つの

戸があり、 24その戸には、二つのとびらがあった

。すなわち二つの開き戸である。 25拝殿の戸には

、おのおのにケルビムと、しゅろとが、彫刻して

あって、それは壁に彫刻したものと同じである。

また外の廊に面して、木の天蓋があり、 26廊の壁

には、こなたかなたに引込み窓と、しゅろとがあ

った。

42彼はわたしを北の方の内庭に連れ出し、庭に
向かった北の方の建物に対する室に導いた。

2北側にある建物の長さは百キュビト、幅は五十キ

ュビトである。 3二十キュビトの内庭に続いて、

外庭の敷石に面し、三階になった廊下があった。 4

また室の前に幅十キュビト、長さ百キュビトの通

路があった。その戸は北に向かっていた。 5その

建物の上の室は、下の室と中の室よりも狭かった

。それは廊下のために、場所を取ったためである

。 6これらは三階であって、外庭の柱のような柱

は持たなかった。それで上の室は、下および中の

室よりも狭いのである。 7室の外に沿ってかきが

あり、それは他の室に向かって外庭に至る。その

長さは五十キュビト、 8外庭の室の長さも五十キ

ュビトあった。宮に面する所は百キュビトであっ

た。 9これらの室の下に外庭からこれにはいるよ

うに、東側に入口があった。 10外側のかきは、外

庭に始まっている。南の方で、庭と建物との前に

、室があった。 11北向きの室と同様に、その前に

通路があり、その長さも幅も同様で、その出口も

その配置もその戸も同様である。 12南の室の下に

、人々が通路にはいる東の入口があり、これに対

して隔てのかきがあった。 13時に彼はわたしに言

った、「庭に面した北の室と、南の室とは、聖な

る室であって、主に近く仕える祭司たちが、最も

聖なるものを食べる場所である。その場所に彼ら

は、最も聖なるもの、すなわち素祭、罪祭、愆祭

のものを置かなければならない。その場所は聖だ

からである。 14祭司たちが、聖所にはいった時は

、そこから外庭に出てはならない。彼らは勤めを

行う衣服を、その所に置かなければならない。こ

れは聖だからである。彼らは民衆に属する場所に

近づく前に、他の衣服を着けなければならない」

。 15彼らは宮の庭の内部を測り終えると、東向き

の門の道から、わたしを連れ出して、宮の周囲を

測った。 16彼が測りざおで、東側を測ると、測り

ざおで五百キュビトあり、 17また転じて、北側を

測ると、測りざおで五百キュビトあり、 18また転

じて、南側を測ると、測りざおで五百キュビトあ

り、 19また転じて、西側を測ると、測りざおで五

百キュビトあった。 20このように、四方を測った

が、その周囲に、長さ五百キュビト、幅五百キュ

ビトのかきがあって、聖所と、俗の所との隔てを

なしていた。

43その後、彼はわたしを門に導いた。門は東に
面していた。 2その時、見よ、イスラエルの

神の栄光が、東の方から来たが、その来る響きは

、大水の響きのようで、地はその栄光で輝いた。 3

わたしが見た幻の様は、彼がこの町を滅ぼしに来

た時に、わたしが見た幻と同様で、これはまたわ

たしがケバル川のほとりで見た幻のようであった

。それでわたしは顔を伏せた。 4主の栄光が、東

の方に面した門の道から宮にはいった時、 5霊が

わたしを引き上げて、内庭に導き入れると、見よ

、主の栄光が宮に満ちた。 6その人がわたしのか

たわらに立った時、わたしはひとりの人が、宮の

中からわたしに語るのを聞いた。 7彼はわたしに

言った、「人の子よ、これはわたしの位のある所

、わたしの足の裏の踏む所、わたしが永久にイス

ラエルの人々の中に住む所である。またイスラエ

ルの家は、民もその王たちも、再び姦淫と、王た

ちの死体とをもって、わが聖なる名を汚さない。 8

彼らはその敷居を、わが敷居のかたわらに設け、

その門柱を、わが門柱のかたわらに設けたので、

わたしと彼らとの間には、わずかに壁があるのみ

である。そして彼らは、その犯した憎むべき事を

もって、わが聖なる名を汚したので、わたしは怒

りをもって、これを滅ぼした。 9今彼らに命じて

姦淫と、その王たちの死体を、わたしから遠く取

り除かせよ。そうしたら、わたしは永久に彼らの

中に住む。 10人の子よ、宮と、その外形と、設計

とをイスラエルの家に示せ。彼らはその悪を恥じ

るであろう。 11彼らがその犯したすべての事を恥

じたら、彼らに、この宮の建て方、設備、出口、

入口、すべての形式、すべてのおきて、すべての
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規定を示せ。これを彼らの目の前に書き、彼らに

そのすべての規定と、おきてとを守り行わせよ。

12宮の規定はこれである。山の頂の四方の地域は

みな最も聖である。見よ、これは宮の規定である

。 13祭壇の寸法はキュビトですれば、次のようで

ある。（そのキュビトは一キュビトと一手幅であ

る。）土台は高さ一キュビト、幅一キュビト、そ

の周囲の縁は半キュビトである。 14祭壇の高さは

、次のとおりである。地面の土台から下のかさね

まで二キュビト、幅は一キュビト、また小さいか

さねから大きいかさねまで四キュビト、その幅は

一キュビトである。 15祭壇の炉は四キュビトで、

祭壇の炉から高さ一キュビトの角が四本出ていた

。 16炉は長さ十二キュビト、幅十二キュビトの四

角形である。 17そのかさねは四方とも長さ十四キ

ュビト、幅十四キュビトの四角形、その周囲の縁

は幅半キュビト、その台は四方一キュビト、その

階段は東に面する」。 18彼はわたしに言った、「

人の子よ、主なる神はこう言われる、祭壇を建て

、その上に燔祭をささげ、これに血を注ぐ日には

、次のことを祭壇の定めとせよ。 19すなわち主な

る神は言われる、ザドクの子孫で、わたしに近く

仕えるレビびとである祭司には、罪祭のために雄

牛の子を与えよ。 20またその血をとって、これを

祭壇の四つの角と、かさねの四すみと、周囲の縁

に塗って、祭壇を清め、これをあがなえ。 21あな

たはまた罪祭の牛をとって、これを聖所の外、宮

のうちの定められた所で焼け。 22第二日に、あな

たは無傷の雄やぎを、罪祭としてささげよ。すな

わち雄牛で清めたように、これで祭壇を清めよ。

23清めごとを終えたなら、無傷の雄牛の子と、群

れの中の無傷の雄羊とをささげよ。 24これを主の

前に持ってきて、祭司らはその上に塩をまき、こ

れらを燔祭として主にささげよ。 25七日の間、あ

なたは日々雄やぎを罪祭とせよ。また雄牛の子と

、群れの中の雄羊との無傷のものをととのえ、 26

七日の間、彼らは祭壇をあがない、これを清め、

これを聖別しなければならない。 27彼らがこれら

の日を満たしたとき、八日目から後は、祭司たち

は、あなたがたの燔祭と、酬恩祭とを祭壇の上に

供える。そうすれば、わたしは、あなたがたを受

けいれると、主なる神は言われる」。

44こうして、彼はわたしを連れて、聖所の東に
向いている外の門に帰ると、門は閉じてあっ

た。 2彼はわたしに言った、「この門は閉じたま

まにしておけ、開いてはならない。ここからだれ

もはいってはならない。イスラエルの神、主が、

ここからはいったのだから、これは閉じたままに

しておけ。 3ただ君たる者だけが、この内に座し

、主の前でパンを食し、門の廊を通ってはいり、

またそこから外に出よ」。 4彼はまたわたしを連

れて、北の門の道から宮の前に行った。わたしが

見ていると、見よ、主の栄光が主の宮に満ちた。

わたしがひれ伏すと、 5主はわたしに言われた、

「人の子よ、主の宮のすべてのおきてと、そのす

べての規定とについて、わたしがあなたに告げる

すべての事に心をとめ、目を注ぎ、耳を傾けよ。

また宮にはいることを許されている者と、聖所に

はいることのできない者とに心せよ。 6また反逆

の家であるイスラエルの家に言え。主なる神は、

こう言われる、イスラエルの家よ、その憎むべき

ことをやめよ。 7すなわちあなたがたは、わたし

の食物である脂肪と血とがささげられる時、心に

も肉にも、割礼を受けない異邦人を入れて、わが

聖所におらせ、これを汚した。また、もろもろの

憎むべきものをもって、わが契約を破った。 8あ

なたがたは、わが聖なる物を守る務を怠り、かえ

って異邦人を立てて、わが聖所の務を守らせた。 9

それゆえ、主なる神は、こう言われる、イスラエ

ルの人々のうちにいるすべての異邦人のうち、心

と肉とに割礼を受けないすべての者は、わが聖所

にはいってはならない。 10またレビ人であって、

イスラエルが迷った時、偶像を慕い、わたしから

迷い出て、遠く離れた者は、その罪を負わなけれ

ばならない。 11すなわち彼らはわが聖所で、仕え

人となり、宮の門を守る者となり、宮に仕えるし

もべとなり、民のために、燔祭および犠牲のもの

を殺し、彼らの前に立って仕えなければならない

。 12彼らはその偶像の前で民に仕え、イスラエル

の家にとって、罪のつまずきとなったゆえ、主な

る神は言われる、わたしは彼らについて誓った。

彼らはその罪を負わなければならない。 13彼らは

わたしに近づき、祭司として、わたしに仕えるこ

とはできない。またわたしの聖なる物、および最

も聖なる物に、近づいてはならない。彼らはその

おこなった憎むべきことのため、恥を負わなけれ

ばならない。 14しかし彼らには、宮を守る務をさ

せ、そのもろもろの務と、宮でなすべきすべての

事とに当らせる。 15しかしザドクの子孫であるレ

ビの祭司たち、すなわちイスラエルの人々が、わ

たしを捨てて迷った時に、わが聖所の務を守った

者どもは、わたしに仕えるために近づき、脂肪と

血とをわたしにささげるために、わたしの前に立

てと、主なる神は言われる。 16すなわち彼らはわ

が聖所に入り、わが台に近づいてわたしに仕え、

わたしの務を守る。 17彼らが内庭の門にはいる時

は、麻の衣服を着なければならない。内庭の門お

よび宮の内で、務をなす時は、毛織物を身につけ

てはならない。 18また頭には亜麻布の冠をつけ、

腰には亜麻布の袴をつけなければならない。ただ

し汗の出るような衣を身につけてはならない。 19

彼らは外庭に出る時、すなわち外庭に出て民に接

する時は、務をなす時の衣服は脱いで聖なる室に

置き、ほかの衣服を着なければならない。これは

その衣服をもって、その聖なることを民にうつさ

ないためである。 20彼らはまた頭をそってはなら

ない。また髪を長くのばしてはならない。その頭

の髪は切らなければならない。 21祭司はすべて内

庭にはいる時は、酒を飲んではならない。 22また

寡婦、および出された女をめとってはならない。

ただイスラエルの家の血統の処女、あるいは祭司

の妻で、やもめになったものをめとらなければな

らない。 23彼らはわが民に、聖と俗との区別を教
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え、汚れたものと、清いものとの区別を示さなけ

ればならない。 24争いのある時は、さばきのため

に立ち、わがおきてにしたがってさばき、また、

わたしのもろもろの祭の時は、彼らはわが律法と

定めを守り、わが安息日を、聖別しなければなら

ない。 25死人に近づいて、身を汚してはならない

。ただ父のため、母のため、むすこのため、娘の

ため、兄弟のため、夫をもたない姉妹のためには

、近よって身を汚すことも許される。 26このよう

な人は、汚れた後、自身のために、七日の期間を

数えよ。そうすれば清まる。 27彼は聖所に入り、

内庭に行き、聖所で務に当る日には、罪祭をささ

げなければならないと、主なる神は言われる。 28

彼らには嗣業はない。わたしがその嗣業である。

あなたがたはイスラエルの中で、彼らに所有を与

えてはならない。わたしが彼らの所有である。 29

彼らは素祭、罪祭、愆祭の物を食べる。すべてイ

スラエルのうちのささげられた物は彼らの物とな

る。 30すべての物の初なりの初物、およびすべて

あなたがたのささげるもろもろのささげ物は、み

な祭司のものとなる。またあなたがたの麦粉の初

物は祭司に与えよ。これはあなたがたの家が、祝

福されるためである。 31祭司は、鳥でも獣でも、

すべて自然に死んだもの、または裂き殺されたも

のを食べてはならない。

45あなたがたは、くじを引き、地を分けて、そ
れを所有するときには、地の一部を聖なる地

所として主にささげよ。その長さは二万五千キュ

ビト、幅は二万キュビトで、その区域はすべて聖

なる地である。 2そのうち聖所に属するものは縦

横五百キュビトずつであって、それは四角である

。また五十キュビトの空地をその周囲につくれ。 3

あなたはこの聖なる地所から長さ二万五千キュビ

ト、幅一万キュビトを測り取り、その中に聖所と

至聖所とを設けよ。 4これは国の中で聖なる所で

あって、主に近く仕える聖所の仕え人である祭司

に帰属する。これは彼らのためには家を建てる所

、聖所のためには聖地となる。 5また長さ二万五

千キュビト、幅一万キュビトの別の地所は、宮に

仕えるレビびとに帰属し、彼らの住む町のための

所有とする。 6聖地として区別した部分に沿い、

幅五千キュビト、長さ二万五千キュビトは、町の

所有とせよ。これはイスラエル全家のものとなる

。 7また君たる者の分は、かの聖地と町の所有地

との、こなたかなたにある。すなわち聖地と町の

所有地に沿い、西と東に向かい、部族の分の一つ

に応じて、地所の西から東の境に至り、 8その所

有の地所はイスラエルの中にある。わたしの君た

ちは、重ねてわたしの民をしえたげず、部族にし

たがってイスラエルの家に土地を与える。 9主な

る神は、こう言われる、イスラエルの君たちよ、

暴虐と略奪とをやめ、公道と正義を行え。わが民

を追いたてることをやめよと、主なる神は言われ

る。 10あなたがたは正しいはかり、正しいエパ、

正しいバテを用いよ。 11エパとバテとは同量にせ

よ。すなわちバテをホメルの十分の一とし、エパ

もホメルの十分の一とし、すべてホメルによって

量を定めよ。 12一シケルは二十ゲラである。五シ

ケルは五シケル、十シケルは十シケルとせよ。一

ミナは五十シケルとせよ。 13あなたがたがささげ

るささげ物はこれである。すなわち、一ホメルの

小麦のうちから六分の一エパをささげ、大麦一ホ

メルのうちから六分の一エパをささげよ。 14油は

一コルのうちから十分の一バテをささげよ。コル

はホメルと同じく十バテに当る。 15またイスラエ

ルの氏族から、家畜の群れ二百につき一頭の羊を

出して、素祭、燔祭、酬恩祭とし、彼らのために

、あがないをなせと主なる神は言われる。 16国の

民は皆これをイスラエルの君にささげ物とせよ。

17また祭日、ついたち、安息日、すなわちイスラ

エルの家のすべての祝い日に、燔祭、素祭、灌祭

を供えるのは、君たる者の務である。すなわち彼

はイスラエルの家のあがないのために、罪祭、素

祭、燔祭、酬恩祭をささげなければならない。 18

主なる神は、こう言われる、正月の元日に、あな

たは無傷の雄牛の子を取って聖所を清めよ。 19祭

司は罪祭の獣の血を取って、宮の柱と祭壇のかさ

ねの四すみ、および内庭の門の柱に塗れ。 20月の

七日に、あなたがたは、過失や無知のために罪を

犯した者のために、このように行って宮のために

あがないをなせ。 21正月の十四日に、あなたがた

は過越の祭を祝え。七日の間、種を入れぬパンを

食べよ。 22その日に君たる者は、自身のため、ま

た国のすべての民のため、雄牛をささげて罪祭と

し、 23祝い日である七日の間は、七頭の雄牛と、

七頭の雄羊の無傷のものを、七日の間毎日、燔祭

として主に供えよ。また、雄やぎを罪祭として日

々ささげよ。 24また素祭として麦粉一エパを各雄

牛のため、一エパを各雄羊のためにととのえ、油

一ヒンを各エパに加えよ。 25七月十五日の祝い日

に、彼は七日の間、罪祭、燔祭、素祭および油を

、このように供えなければならない。

46主なる神は、こう言われる、内庭にある東向
きの門は、働きをする六日の間は閉じ、安息

日にはこれを開き、またついたちにはこれを開け

。 2君たる者は、外から門の廊をとおってはいり

、門の柱のかたわらに立て。そのとき祭司たちは

、燔祭と酬恩祭とをささげ、彼は門の敷居で、礼

拝して出て行くのである。しかし門は夕暮まで閉

じてはならない。 3国の民は安息日と、ついたち

とに、その門の入口で主の前に礼拝をせよ。 4君

たる者が、安息日に主にささげる燔祭は、六頭の

無傷の小羊と、一頭の無傷の雄羊とである。 5ま

た素祭は雄羊のために麦粉一エパ、小羊のための

素祭は、その人のささげうる程度とし、麦粉一エ

パに油一ヒンを加えよ。 6ついたちには無傷の雄

牛の子一頭、六頭の小羊および一頭の雄羊をささ

げよ。これらはすべて無傷のものでなければなら

ない。 7素祭は雄牛のために麦粉一エパ、雄羊の

ために麦粉一エパ、小羊のためには、その人のさ

さげうる程度のものを供えよ。また麦粉一エパに

油一ヒンを加えよ。 8君たる者がはいる時は門の
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廊の道からはいり、またその道から出よ。 9国の

民が、祝い日に主の前に出る時、礼拝のため、北

の門の道からはいる者は、南の門の道から出て行

き、南の門の道からはいる者は、北の門の道から

出て行け。そのはいった門の道からは、帰っては

ならない。まっすぐに進んで、出て行かなければ

ならない。 10彼らがはいる時、君たる者は、彼ら

と共にはいり、彼らが出る時、彼も出なければな

らない。 11祭日と祝い日には、素祭として、若い

雄牛のために麦粉一エパ、雄羊のために麦粉一エ

パ、小羊のためには、その人のささげうる程度の

ものを供え、麦粉一エパには油一ヒンを加えよ。

12また君たる者が、心からの供え物として、燔祭

または酬恩祭を主にささげる時は、彼のために東

に面した門を開け。彼は安息日に行うように、そ

の燔祭と酬恩祭を供え、そして退出する。その退

出の後、門は閉ざされる。 13彼は日ごとに一歳の

無傷の小羊を燔祭として、主にささげなければな

らない。すなわち朝ごとに、これをささげなけれ

ばならない。 14彼は朝ごとに、素祭をこれに添え

てささげなければならない。すなわち麦粉一エパ

の六分の一に、これを潤す油一ヒンの三分の一を

、素祭として主にささげなければならない。これ

は常燔祭のおきてである。 15すなわち朝ごとに常

燔祭として、小羊と素祭と油とをささげなければ

ならない。 16主なる神は、こう言われる、君たる

者が、もしその嗣業から、その子のひとりに財産

を与える時は、それはその子らの嗣業の所有とな

る。 17しかし彼がその奴隷のひとりに、嗣業の一

部分を与える時は、それは彼の解放の年まで、そ

の人に属していて、その後は君たる人に帰る。彼

の嗣業は、ただその子らにだけ伝わるべきである

。 18君たる者はその民の嗣業を取って、その財産

を継がせないようにしてはならない。彼はただ、

自分の財産のうちから、その子らにその嗣業を、

与えなければならない。これはわが民のひとりで

も、その財産を失わないためである」。 19こうし

て彼はわたしを連れて、門のかたわらの入口から

、北向きの祭司の聖なる室に、はいらせた。見る

と、西の奥の方に一つの場所があった。 20彼はわ

たしに言った、「これは祭司たちが愆祭および罪

祭のものを煮、素祭のものを焼く所である。これ

は外庭にそれらを携え出て、聖なるべきことを、

民にうつさないためである」。 21彼はまたわたし

を外庭に連れ出し、庭の四すみを通らせた。見よ

、庭のこのすみにも庭があり、また庭のかのすみ

にも庭があった。 22すなわち庭の四すみに小さい

庭があり、長さ四十キュビト、幅三十キュビトで

、四つとも同じ大きさである。 23その四つの小さ

い庭の内部の四方には、石の壁があり、周囲の壁

の下に、物を煮る所が設けてあった。 24彼はわた

しに言った、「これらは宮の仕え人たちが、民の

ささげる犠牲のものを煮る台所である」。

47そして彼はわたしを宮の戸口に帰らせた。見
よ、水の宮の敷居の下から、東の方へ流れて

いた。宮は東に面し、その水は、下から出て、祭

壇の南にある宮の敷居の南の端から、流れ下って

いた。 2彼は北の門の道から、わたしを連れ出し

、外をまわって、東に向かう外の門に行かせた。

見よ、水は南の方から流れ出ていた。 3その人は

東に進み、手に測りなわをもって一千キュビトを

測り、わたしを渡らせた。すると水はくるぶしに

達した。 4彼がまた一千キュビトを測って、わた

しを渡らせると、水はひざに達した。彼がまた一

千キュビトを測って、わたしを渡らせると、水は

腰に達した。 5彼がまた一千キュビトを測ると、

渡り得ないほどの川になり、水は深くなって、泳

げるほどの水、越え得ないほどの川になった。 6

彼はわたしに「人の子よ、あなたはこれを見るか

」と言った。それから、彼はわたしを川の岸に沿

って連れ帰った。 7わたしが帰ってくると、見よ

、川の岸のこなたかなたに、はなはだ多くの木が

あった。 8彼はわたしに言った、「この水は東の

境に流れて行き、アラバに落ち下り、その水が、

よどんだ海にはいると、それは清くなる。 9おお

よそこの川の流れる所では、もろもろの動く生き

物が皆生き、また、はなはだ多くの魚がいる。こ

れはその水がはいると、海の水を清くするためで

ある。この川の流れる所では、すべてのものが生

きている。 10すなどる者が、海のかたわらに立ち

、エンゲデからエン・エグライムまで、網を張る

所となる。その魚は、大海の魚のように、その種

類がはなはだ多い。 11ただし、その沢と沼とは清

められないで、塩地のままで残る。 12川のかたわ

ら、その岸のこなたかなたに、食物となる各種の

木が育つ。その葉は枯れず、その実は絶えず、月

ごとに新しい実がなる。これはその水が聖所から

流れ出るからである。その実は食用に供せられ、

その葉は薬となる」。 13主なる神は、こう言われ

る、「あなたがたがイスラエルの十二の部族に、

嗣業として土地を分け与えるには、その境を次の

ように定めなければならない。ヨセフには二つの

分を与えよ。 14あなたがたは、これを公平に分け

よ。これはわたしが、あなたがたの先祖に与える

と誓ったもので、これは嗣業として、あなたがた

に属するものである。 15その地の境はこのとおり

である。北は大海からヘテロンの道を経て、ハマ

テの入口およびゼダデに至り、 16またベロテおよ

びダマスコとハマテの境にあるシブライムに至り

、ハウランの境にあるハザル・ハテコンに及ぶ。

17その境は海からダマスコの北の境にあるハザル

・エノンにおよび、北の方はハマテがその境であ

る。これが北の方である。 18東の方は、ハウラン

とダマスコの間のハザル・エノンから、ギレアデ

とイスラエルの地との間の、ヨルダンに沿い、東

の海に至り、タマルに及ぶ。これが東の方である

。 19南の方はタマルからメリボテ・カデシの川に

及び、そこからエジプトの川に沿って大海に至る

。これが南の方である。 20西の方はハマテの入口

に至る大海を境とする。これが西の方である。 21

あなたがたはこのように、イスラエルの部族に従

って、この地をあなたがたの間に分割せよ。 22あ

なたがたは、くじをもって、これをあなたがたの



エゼキエル書 522

うちに分け、またあなたがたのうちにいて、あな

たがたのうちに、子を生んだ寄留の他国人のうち

に分けて、嗣業とせよ。彼らは、あなたがたには

、イスラエルの人々のうちの本国人と同様である

。彼らもあなたがたと一緒にくじを引いて、イス

ラエルの部族のうちに嗣業を得るべきである。 23

他国人には、その住んでいる部族のうちで、その

嗣業をこれに与えなければならないと、主なる神

は言われる。

48イスラエルの部族の名は次のとおりである。
北の果からヘテロンの道を経て、ハマテの入

口に至り、ハマテに相対するダマスコの北の境に

あるハザル・エノンに及び、東の方から西の方へ

のびる地方、これがダンの分である。 2ダンの領

地に沿って、東の方から西の方へのびる地方、こ

れがアセルの分である。 3アセルの領地に沿って

、東の方から西の方へのびる地方、これがナフタ

リの分である。 4ナフタリの領地に沿って、東の

方から西の方へのびる地方、これがマナセの分で

ある。 5マナセの領地に沿って、東の方から西の

方へのびる地方、これがエフライムの分である。 6

エフライムの領地に沿って、東の方から西の方へ

のびる地方、これがルベンの分である。 7ルベン

の領地に沿って、東の方から西の方へのびる地方

、これがユダの分である。 8ユダの領地に沿って

、東の方から西の方へのびる地方は、あなたがた

のささげる献納地とせよ。その幅は二万五千キュ

ビト、その東の方から西の方へのびる長さは、部

族の一つの分に同じで、聖所はその中にある。 9

すなわちあなたがたの主にささげる献納地は長さ

二万五千キュビト、幅二万キュビトとである。 10

これが祭司への聖なる献納地である。すなわち祭

司の分は、北は二万五千キュビト、西は幅一万キ

ュビト、東は幅一万キュビト、南は長さ二万五千

キュビトである。主の聖所はその中にある。 11こ

れはイスラエルの人々が迷い出た時、レビびとが

迷ったように迷ったことはなく、わが務を守り通

したザドクの子孫のうちから、聖別された祭司に

属する。 12このようにレビびとの境に沿って、い

と聖なる地、すなわち聖なる献納地が、特別な分

として彼らに帰属する。 13レビびとの分は祭司の

所有地の境に沿って、長さ二万五千キュビト、幅

一万キュビト、すなわち、そのすべての長さ二万

五千キュビト、幅二万キュビトである。 14彼らは

これを売ってはならない、また交換してはならな

い、またその大事な分を手ばなしてはならない。

これは主に属する聖なる物だからである。 15その

残りの地すなわち幅五千キュビト、長さ二万五千

キュビトは町のため、すみかのため、また郊外の

ための一般人の地所とせよ。町はその中に置け。

16一般人の地所の広さは次のとおりである。すな

わち北の方四千五百キュビト、南の方四千五百キ

ュビト、東の方四千五百キュビト、西の方四千五

百キュビトである。 17町は郊外を含む。郊外は北

二百五十キュビト、南二百五十キュビト、東二百

五十キュビト、西二百五十キュビトである。 18聖

なる献納地に沿っている残りの地の長さは東へ一

万キュビト、西へ一万キュビトである。これは聖

なる献納地に沿っており、その産物は町の働き人

の食物となる。 19町の働き人は、イスラエルのす

べての部族から出て、これを耕作するのである。

20あなたがたがささげる献納地の全体は二万五千

キュビト四方である。これは町の所有地と共に聖

なる献納地である。 21聖なる献納地と町の所有地

との、こなたかなたの残りの地は、君たる者に属

する。これは聖なる献納地の二万五千キュビトに

面して東の境に至り、西はその二万五千キュビト

に面して西の境に至り、部族の分に沿うもので、

君たる者に属する。聖なる献納地と、宮の聖所と

は、その中にある。 22町の所有地は、君たる者に

属する部分の中にあり、そして君たる者の分は、

ユダの領地と、ベニヤミンの領地との間にある。

23なお残りの部族では東の方から西の方に至る地

方、これがベニヤミンの分である。 24ベニヤミン

の領地に沿って、東の方から西の方に至る地方、

これがシメオンの分である。 25シメオンの領地に

沿って、東の方から西の方に至る地方、これがイ

ッサカルの分である。 26イッサカルの領地に沿っ

て、東の方から西の方に至る地方、これがゼブル

ンの分である。 27ゼブルンの領地に沿って、東の

方から西の方に至る地方、これがガドの分である

。 28南の方はガドの領地に沿って、タマルからメ

リボテ・カデシの水に至り、そこからエジプトの

川に沿って大海に至る。 29これはあなたがたが、

くじをもってイスラエルの部族のうちに分けて、

嗣業とすべき地である。これが彼らの分であると

、主なる神は言われる。 30町の出口は次のとおり

である。北の方の長さは四千五百キュビトである

。 31町の門はイスラエルの部族の名にしたがい、

三つの門になっている。すなわちルベンの門、ユ

ダの門、レビの門である。 32東の方は四千五百キ

ュビトであって、三つの門がある。すなわちヨセ

フの門、ベニヤミンの門、ダンの門である。 33南

の方は四千五百キュビトであって、三つの門があ

る。すなわちシメオンの門、イッサカルの門、ゼ

ブルンの門である。 34西の方は四千五百キュビト

であって、三つの門がある。すなわちガドの門、

アセルの門、ナフタリの門である。 35町の周囲は

一万八千キュビトあり、この日から後、この町の

名は『主そこにいます』と呼ばれる」。
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ダニエル書

1ユダの王エホヤキムの治世の第三年にバビロン
の王ネブカデネザルはエルサレムにきて、これ

を攻め囲んだ。 2主はユダの王エホヤキムと、神

の宮の器具の一部とを、彼の手にわたされたので

、彼はこれをシナルの地の自分の神の宮に携えゆ

き、その器具を自分の神の蔵に納めた。 3時に王

は宦官の長アシペナズに、イスラエルの人々の中

から、王の血統の者と、貴族たる者数人とを、連

れて来るように命じた。 4すなわち身に傷がなく

、容姿が美しく、すべての知恵にさとく、知識が

あって、思慮深く、王の宮に仕えるに足る若者を

連れてこさせ、これにカルデヤびとの文学と言語

とを学ばせようとした。 5そして王は王の食べる

食物と、王の飲む酒の中から、日々の分を彼らに

与えて、三年のあいだ彼らを養い育て、その後、

彼らをして王の前に、はべらせようとした。 6彼

らのうちに、ユダの部族のダニエル、ハナニヤ、

ミシャエル、アザリヤがあった。 7宦官の長は彼

らに名を与えて、ダニエルをベルテシャザルと名

づけ、ハナニヤをシャデラクと名づけ、ミシャエ

ルをメシャクと名づけ、アザリヤをアベデネゴと

名づけた。 8ダニエルは王の食物と、王の飲む酒

とをもって、自分を汚すまいと、心に思い定めた

ので、自分を汚させることのないように、宦官の

長に求めた。 9神はダニエルをして、宦官の長の

前に、恵みとあわれみとを得させられたので、 10

宦官の長はダニエルに言った、「わが主なる王は

、あなたがたの食べ物と、飲み物とを定められた

ので、わたしはあなたがたの健康の状態が、同年

輩の若者たちよりも悪いと、王が見られることを

恐れるのです。そうすればあなたがたのために、

わたしのこうべが、王の前に危くなるでしょう」

。 11そこでダニエルは宦官の長がダニエル、ハナ

ニヤ、ミシャエルおよびアザリヤの上に立てた家

令に言った、 12「どうぞ、しもべらを十日の間た

めしてください。わたしたちにただ野菜を与えて

食べさせ、水を飲ませ、 13そしてわたしたちの顔

色と、王の食物を食べる若者の顔色とをくらべて

見て、あなたの見るところにしたがって、しもべ

らを扱ってください」。 14家令はこの事について

彼らの言うところを聞きいれ、十日の間、彼らを

ためした。 15十日の終りになってみると、彼らの

顔色は王の食物を食べたすべての若者よりも美し

く、また肉も肥え太っていた。 16それで家令は彼

らの食物と、彼らの飲むべき酒とを除いて、彼ら

に野菜を与えた。 17この四人の者には、神は知識

を与え、すべての文学と知恵にさとい者とされた

。ダニエルはまたすべての幻と夢とを理解した。

18さて、王が命じたところの若者を召し入れるま

での日数が過ぎたので、宦官の町は彼らをネブカ

デネザルの前に連れていった。 19王が彼らと語っ

てみると、彼らすべての中にはダニエル、ハナニ

ヤ、ミシャエル、アザリヤにならぶ者がなかった

ので、彼らは王の前にはべることとなった。 20王

が彼らにさまざまの事を尋ねてみると、彼らは知

恵と理解において、全国の博士、法術士にまさる

こと十倍であった。 21ダニエルはクロス王の元年

まで仕えていた。

2ネブカデネザルの治世の第二年に、ネブカデネ
ザルは夢を見、そのために心に思い悩んで眠る

ことができなかった。 2そこで王は命じて王のた

めにその夢を解かせようと、博士、法術士、魔術

士、カルデヤびとを召させたので、彼らはきて王

の前に立った。 3王は彼らにむかって、「わたし

は夢を見たが、その夢を知ろうと心に思い悩んで

いる」と言ったので、 4カルデヤびとらはアラム

語で王に言った、「王よ、とこしえに生きながら

えられますように。どうぞしもべらにその夢をお

話しください。わたしたちはその解き明かしを申

しあげましょう」。 5王は答えてカルデヤびとに

言った、「わたしの言うことは必ず行う。あなた

がたがもしその夢と、その解き明かしを、わたし

に示さないならば、あなたがたの身は切り裂かれ

、あなたがたの家は滅ぼされる。 6しかし、その

夢とその解き明かしとを示すならば、贈り物と報

酬と大いなる栄誉とを、わたしから受けるだろう

。それゆえその夢とその解き明かしとを、わたし

に示しなさい」。 7彼らは再び答えて言った、「

王よ、しもべらにその夢をお話しください。そう

すればわたしたちはその解き明かしを示しましょ

う」。 8王は答えて言った、「あなたがたはわた

しが言ったことは、必ず行うことを承知している

ので、時を延ばそうとしているのを、わたしは確

かに知っている。 9もしその夢をわたしに示さな

いならば、あなたがたの受ける刑罰はただ一つあ

るのみだ。あなたがたは一致して、偽りと、欺き

の言葉をわたしの前に述べて、時の変るのを待と

うとしているのだ。まずその夢をわたしに示しな

さい。そうすれば、わたしはあなたがたがその解

き明かしをも、示しうることを知るだろう」。 10

カルデヤびとらは王の前に答えて言った、「世の

中には王のその要求に応じうる者はひとりもあり

ません。どんな大いなる力ある王でも、このよう

な事を、博士、法術士、カルデヤびとに尋ねた者

はありませんでした。 11王の尋ねられる事はむず

かしい事であって、肉なる者と共におられない神

々を除いては、王の前にこれを示しうる者はない

でしょう」。 12これによって王は怒り、かつ大い

に憤り、バビロンの知者をすべて滅ぼせと命じた

。 13この命令が発せられたので、知者らは殺され

ることになった。またダニエルとその同僚をも殺

そうと求めた。 14そして王の侍衛の長アリオクが

、バビロンの知者らを殺そうと出てきたので、ダ

ニエルは思慮と知恵とをもってこれに応答した。

15すなわち王の高官アリオクに「どうして王はそ

んなにきびしい命令を出されたのですか」と言っ

た。アリオクがその事をダニエルに告げ知らせる

と、 16ダニエルは王のところへはいっていって、

その解き明かしを示すために、しばらくの時を与

えられるよう王に願った。 17それからダニエルは
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家に帰り、同僚のハナニヤ、ミシャエルおよびア

ザリヤにこの事を告げ知らせ、 18共にこの秘密に

ついて天の神のあわれみを請い、ダニエルとその

同僚とが、他のバビロンの知者と共に滅ぼされる

ことのないように求めた。 19ついに夜の幻のうち

にこの秘密がダニエルに示されたので、ダニエル

は天の神をほめたたえた。 20ダニエルは言った、

「神のみ名は永遠より永遠に至るまでほむべきか

な、知恵と権能とは神のものである。 21神は時と

季節とを変じ、王を廃し、王を立て、知者に知恵

を与え、賢者に知識を授けられる。 22神は深妙、

秘密の事をあらわし、暗黒にあるものを知り、光

をご自身のうちに宿す。 23わが先祖たちの神よ、

あなたはわたしに知恵と力とを賜い、今われわれ

があなたに請い求めたところのものをわたしに示

し、王の求めたことをわれわれに示されたので、

わたしはあなたに感謝し、あなたをさんびします

」。 24そこでダニエルは、王がバビロンの知者た

ちを滅ぼすことを命じておいたアリオクのもとへ

行って、彼にこう言った、「バビロンの知者たち

を滅ぼしてはなりません。わたしを王の前に連れ

て行ってください。わたしはその解き明かしを王

に示します」。 25アリオクは急いでダニエルを王

の前に連れて行き、王にこう言った、「ユダから

捕え移した者の中に、その解き明かしを王にお知

らせすることのできる、ひとりの人を見つけまし

た」。 26王は答えて、ベルテシャザルという名の

ダニエルに言った、「あなたはわたしが見た夢と

、その解き明かしとをわたしに知らせることがで

きるのか」。 27ダニエルは王に答えて言った、「

王が求められる秘密は、知者、法術士、博士、占

い師など、これを王に示すことはできません。 28

しかし秘密をあらわすひとりの神が天におられま

す。彼は後の日に起るべき事を、ネブカデネザル

王に知らされたのです。あなたの夢と、あなたが

床にあって見た脳中の幻はこれです。 29王よ、あ

なたが床におられたとき、この後どんな事があろ

うかと、思いまわされたが、秘密をあらわされる

かたが、将来どんな事が起るかを、あなたに知ら

されたのです。 30この秘密をわたしにあらわされ

たのは、すべての生ける者にまさって、わたしに

知恵があるためではなく、ただその解き明かしを

、王にお知らせすることによって、あなたが心に

思われたことを、お知りになるためです。 31王よ

、あなたは一つの大いなる像が、あなたの前に立

っているのを見られました。その像は大きく、非

常に光り輝いて、恐ろしい外観をもっていました

。 32その像の頭は純金、胸と両腕とは銀、腹と、

ももとは青銅、 33すねは鉄、足の一部は鉄、一部

は粘土です。 34あなたが見ておられたとき、一つ

の石が人手によらずに切り出されて、その像の鉄

と粘土との足を撃ち、これを砕きました。 35こう

して鉄と、粘土と、青銅と、銀と、金とはみな共

に砕けて、夏の打ち場のもみがらのようになり、

風に吹き払われて、あとかたもなくなりました。

ところがその像を撃った石は、大きな山となって

全地に満ちました。 36これがその夢です。今わた

したちはその解き明かしを、王の前に申しあげま

しょう。 37王よ、あなたは諸王の王であって、天

の神はあなたに国と力と勢いと栄えとを賜い、 38

また人の子ら、野の獣、空の鳥はどこにいるもの

でも、皆これをあなたの手に与えて、ことごとく

治めさせられました。あなたはあの金の頭です。

39あなたの後にあなたに劣る一つの国が起ります

。また第三に青銅の国が起って、全世界を治める

ようになります。 40第四の国は鉄のように強いで

しょう。鉄はよくすべての物をこわし砕くからで

す。鉄がこれらをことごとく打ち砕くように、そ

の国はこわし砕くでしょう。 41あなたはその足と

足の指を見られましたが、その一部は陶器師の粘

土、一部は鉄であったので、それは分裂した国を

さします。しかしあなたが鉄と粘土との混じった

のを見られたように、その国には鉄の強さがある

でしょう。 42その足の指の一部は鉄、一部は粘土

であったように、その国は一部は強く、一部はも

ろいでしょう。 43あなたが鉄と粘土との混じった

のを見られたように、それらは婚姻によって、互

に混ざるでしょう。しかし鉄と粘土とは相混じら

ないように、かれとこれと相合することはありま

せん。 44それらの王たちの世に、天の神は一つの

国を立てられます。これはいつまでも滅びること

がなく、その主権は他の民にわたされず、かえっ

てこれらのもろもろの国を打ち破って滅ぼすでし

ょう。そしてこの国は立って永遠に至るのです。

45一つの石が人手によらずに山から切り出され、

その石が鉄と、青銅と、粘土と、銀と、金とを打

ち砕いたのを、あなたが見られたのはこの事です

。大いなる神がこの後に起るべきことを、王に知

らされたのです。その夢はまことであって、この

解き明かしは確かです」。 46そこでネブカデネザ

ル王はひれ伏して、ダニエルを拝し、供え物と薫

香とを、彼にささげることを命じた。 47そして王

はダニエルに答えて言った、「あなたがこの秘密

をあらわすことができたのを見ると、まことに、

あなたがたの神は神々の神、王たちの主であって

、秘密をあらわされるかただ」。 48こうして王は

ダニエルに高い位を授け、多くの大いなる贈り物

を与えて、彼をバビロン全州の総督とし、またバ

ビロンの知者たちを統轄する者の長とした。 49王

はまたダニエルの願いによって、シャデラクとメ

シャクとアベデネゴを任命して、バビロン州の事

務をつかさどらせた。ただしダニエルは王の宮に

とどまっていた。

3ネブカデネザル王は一つの金の像を造った。そ
の高さは六十キュビト、その幅は六キュビトで

、彼はこれをバビロン州のドラの平野に立てた。 2

そしてネブカデネザル王は、総督、長官、知事、

参議、庫官、法官、高僧および諸州の官吏たちを

召し集め、ネブカデネザル王の立てたこの像の落

成式に臨ませようとした。 3そこで、総督、長官

、知事、参議、庫官、法官、高僧および諸州の官

吏たちは、ネブカデネザル王の立てた像の落成式

に臨み、そのネブカデネザルの立てた像の前に立
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った。 4時に伝令者は大声に呼ばわって言った、

「諸民、諸族、諸国語の者よ、あなたがたにこう

命じられる。 5角笛、横笛、琴、三角琴、立琴、

風笛などの、もろもろの楽器の音を聞く時は、ひ

れ伏してネブカデネザル王の立てた金の像を拝ま

なければならない。 6だれでもひれ伏して拝まな

い者は、ただちに火の燃える炉の中に投げ込まれ

る」と。 7そこで民らはみな、角笛、横笛、琴、

三角琴、立琴、風笛などの、もろもろの楽器の音

を聞くや、諸民、諸族、諸国語の者たちはみな、

ひれ伏して、ネブカデネザル王の立てた金の像を

拝んだ。 8その時、あるカルデヤびとらが進みき

て、ユダヤ人をあしざまに訴えた。 9すなわち彼

らはネブカデネザル王に言った、「王よ、とこし

えに生きながらえられますように。 10王よ、あな

たは命令を出して仰せられました。すべて、角笛

、横笛、琴、三角琴、立琴、風笛などの、もろも

ろの楽器の音を聞く者は皆、ひれ伏して金の像を

拝まなければならない。 11また、だれでもひれ伏

して拝まない者はみな、火の燃える炉の中に投げ

込まれると。 12ここにあなたが任命して、バビロ

ン州の事務をつかさどらせられているユダヤ人シ

ャデラク、メシャクおよびアベデネゴがおります

。王よ、この人々はあなたを尊ばず、あなたの神

々にも仕えず、あなたの立てられた金の像をも拝

もうとしません」。 13そこでネブカデネザルは怒

りかつ憤って、シャデラク、メシャクおよびアベ

デネゴを連れてこいと命じたので、この人々を王

の前に連れてきた。 14ネブカデネザルは彼らに言

った、「シャデラク、メシャク、アベデネゴよ、

あなたがたがわが神々に仕えず、またわたしの立

てた金の像を拝まないとは、ほんとうなのか。 15

あなたがたがもし、角笛、横笛、琴、三角琴、立

琴、風笛などの、もろもろの楽器の音を聞くとき

にひれ伏して、わたしが立てた像を、ただちに拝

むならば、それでよろしい。しかし、拝むことを

しないならば、ただちに火の燃える炉の中に投げ

込まれる。いったい、どの神が、わたしの手から

あなたがたを救うことができようか」。 16シャデ

ラク、メシャクおよびアベデネゴは王に答えて言

った、「ネブカデネザルよ、この事について、お

答えする必要はありません。 17もしそんなことに

なれば、わたしたちの仕えている神は、その火の

燃える炉から、わたしたちを救い出すことができ

ます。また王よ、あなたの手から、わたしたちを

救い出されます。 18たといそうでなくても、王よ

、ご承知ください。わたしたちはあなたの神々に

仕えず、またあなたの立てた金の像を拝みません

」。 19そこでネブカデネザルは怒りに満ち、シャ

デラク、メシャクおよびアベデネゴにむかって、

顔色を変え、炉を平常よりも七倍熱くせよと命じ

た。 20またその軍勢の中の力の強い人々を呼んで

、シャデラク、メシャクおよびアベデネゴを縛っ

て、彼らを火の燃える炉の中に投げ込めと命じた

。 21そこでこの人々は、外套、下着、帽子、その

他の衣服のまま縛られて、火の燃える炉の中に投

げ込まれた。 22王の命令はきびしく、かつ炉は、

はなはだしく熱していたので、シャデラク、メシ

ャクおよびアベデネゴを引きつれていった人々は

、その火炎に焼き殺された。 23シャデラク、メシ

ャク、アベデネゴの三人は縛られたままで、火の

燃える炉の中に落ち込んだ。 24その時、ネブカデ

ネザル王は驚いて急ぎ立ちあがり、大臣たちに言

った、「われわれはあの三人を縛って、火の中に

投げ入れたではないか」。彼らは王に答えて言っ

た、「王よ、そのとおりです」。 25王は答えて言

った、「しかし、わたしの見るのに四人の者がな

わめなしに、火の中を歩いているが、なんの害を

も受けていない。その第四の者の様子は神の子の

ようだ」。 26そこでネブカデネザルは、その火の

燃える炉の入口に近寄って、「いと高き神のしも

べシャデラク、メシャク、アベデネゴよ、出てき

なさい」と言ったので、シャデラク、メシャク、

アベデネゴはその火の中から出てきた。 27総督、

長官、知事および王の大臣たちも集まってきて、

この人々を見たが、火は彼らの身にはなんの力も

なく、その頭の毛は焼けず、その外套はそこなわ

れず、火のにおいもこれに付かなかった。 28ネブ

カデネザルは言った、「シャデラク、メシャク、

アベデネゴの神はほむべきかな。神はその使者を

つかわして、自分に寄り頼むしもべらを救った。

また彼らは自分の神以外の神に仕え、拝むよりも

、むしろ王の命令を無視し、自分の身をも捨てよ

うとしたのだ。 29それでわたしはいま命令を下す

。諸民、諸族、諸国語の者のうちだれでも、シャ

デラク、メシャク、アベデネゴの神をののしる者

があるならば、その身は切り裂かれ、その家は滅

ぼされなければならない。このように救を施すこ

とのできる神は、ほかにないからだ」。 30こうし

て、王はシャデラク、メシャクおよびアベデネゴ

の位を進めて、バビロン州におらせた。

4ネブカデネザル王は全世界に住む諸民、諸族、
諸国語の者に告げる。どうか、あなたがたに平

安が増すように。 2いと高き神はわたしにしるし

と奇跡とを行われた。わたしはこれを知らせたい

と思う。 3ああ、そのしるしの大いなること、あ

あ、その奇跡のすばらしいこと、その国は永遠の

国、その主権は世々に及ぶ。 4われネブカデネザ

ルはわが家に安らかにおり、わが宮にあって栄え

ていたが、 5わたしは一つの夢を見て、そのため

に恐れた。すなわち床にあって、その事を思いめ

ぐらし、わが脳中の幻のために心を悩ました。 6

そこでわたしは命令を下し、バビロンの知者をこ

とごとくわが前に召し寄せて、その夢の解き明か

しを示させようとした。 7すると、博士、法術士

、カルデヤびと、占い師たちがきたので、わたし

はその夢を彼らに語ったが、彼らはその解き明か

しを示すことができなかった。 8最後にダニエル

がわたしの前にきた、彼の名はわが神の名にちな

んで、ベルテシャザルととなえられ、彼のうちに

は聖なる神の霊がやどっていたわたしは彼にその

夢を語って言った、 9「博士の長ベルテシャザル

よ、わたしは知っている。聖なる神の霊があなた
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のうちにやどっているから、どんな秘密もあなた

にはむずかしいことはない。ここにわたしが見た

夢がある。その解き明かしをわたしに告げなさい

。 10わたしが床にあって見た脳中の幻はこれであ

る。わたしが見たのに、地の中央に一本の木があ

って、そのたけが高かったが、 11その木は成長し

て強くなり、天に達するほどの高さになって、地

の果までも見えわたり、 12その葉は美しく、その

実は豊かで、すべての者がその中から食物を獲、

また野の獣はその陰にやどり、空の鳥はその枝に

すみ、すべての肉なる者はこれによって養われた

。 13わたしが床にあって見た脳中の幻の中に、ひ

とりの警護者、ひとりの聖者の天から下るのを見

たが、 14彼は声高く呼ばわって、こう言った、『

この木を切り倒し、その枝を切りはらい、その葉

をゆり落し、その実を打ち散らし、獣をその下か

ら逃げ去らせ、鳥をその枝から飛び去らせよ。 15

ただしその根の切り株を地に残し、それに鉄と青

銅のなわをかけて、野の若草の中におき、天から

くだる露にぬれさせ、また地の草の中で、獣と共

にその分にあずからせよ。 16またその心は変って

人間の心のようでなく、獣の心が与えられて、七

つの時を過ごさせよ。 17この宣言は警護者たちの

命令によるもの、この決定は聖者たちの言葉によ

るもので、いと高き者が、人間の国を治めて、自

分の意のままにこれを人に与え、また人のうちの

最も卑しい者を、その上に立てられるという事を

、すべての者に知らせるためである』と。 18われ

ネブカデネザル王はこの夢を見た。ベルテシャザ

ルよ、あなたはその解き明かしをわたしに告げな

さい。わが国の知者たちは、いずれもその解き明

かしを、わたしに示すことができなかったけれど

も、あなたにはそれができる。あなたのうちには

、聖なる神の霊がやどっているからだ」。 19その

時、その名をベルテシャザルととなえるダニエル

は、しばらくのあいだ驚き、思い悩んだので、王

は彼に告げて言った、「ベルテシャザルよ、あな

たはこの夢と、その解き明かしのために、悩むに

は及ばない」。ベルテシャザルは答えて言った、

「わが主よ、どうか、この夢は、あなたを憎む者

にかかわるように。この解き明かしは、あなたの

敵に臨むように。 20あなたが見られた木、すなわ

ちその成長して強くなり、天に達するほどの高さ

になって、地の果までも見えわたり、 21その葉は

美しく、その実は豊かで、すべての者がその中か

ら食物を獲、また野の獣がその陰にやどり、空の

鳥がその枝に住んだ木、 22王よ、それはすなわち

あなたです。あなたは成長して強くなり、天に達

するほどに大きくなり、あなたの主権は地の果に

まで及びました。 23ところが、王はひとりの警護

者、ひとりの聖者が、天から下って、こう言うの

を見られました、『この木を切り倒して、これを

滅ぼせ。ただしその根の切り株を地に残し、それ

に鉄と青銅のなわをかけて、野の若草の中におき

、天からくだる露にぬれさせ、また野の獣と共に

その分にあずからせて、七つの時を過ごさせよ』

と。 24王よ、その解き明かしはこうです。すなわ

ちこれはいと高き者の命令であって、わが主なる

王に臨まんとするものです。 25すなわちあなたは

追われて世の人を離れ、野の獣と共におり、牛の

ように草を食い、天からくだる露にぬれるでしょ

う。こうして七つの時が過ぎて、ついにあなたは

、いと高き者が人間の国を治めて、自分の意のま

まに、これを人に与えられることを知るに至るで

しょう。 26また彼らはその木の根の切り株を残し

おけと命じたので、あなたが、天はまことの支配

者であるということを知った後、あなたの国はあ

なたに確保されるでしょう。 27それゆえ王よ、あ

なたはわたしの勧告をいれ、義を行って罪を離れ

、しえたげられる者をあわれんで、不義を離れな

さい。そうすれば、あるいはあなたの繁栄が、長

く続くかもしれません」。 28この事は皆ネブカデ

ネザル王に臨んだ。 29十二か月を経て後、王がバ

ビロンの王宮の屋上を歩いていたとき、 30王は自

ら言った、「この大いなるバビロンは、わたしの

大いなる力をもって建てた王城であって、わが威

光を輝かすものではないか」。 31その言葉がなお

王の口にあるうちに、天から声がくだって言った

、「ネブカデネザル王よ、あなたに告げる。国は

あなたを離れ去った。 32あなたは、追われて世の

人を離れ、野の獣と共におり、牛のように草を食

い、こうして七つの時を経て、ついにあなたは、

いと高き者が人間の国を治めて、自分の意のまま

に、これを人に与えられることを知るに至るだろ

う」。 33この言葉は、ただちにネブカデネザルに

成就した。彼は追われて世の人を離れ、牛のよう

に草を食い、その身は天からくだる露にぬれ、つ

いにその毛は、わしの羽のようになり、そのつめ

は鳥のつめのようになった。 34こうしてその期間

が満ちた後、われネブカデネザルは、目をあげて

天を仰ぎ見ると、わたしの理性が自分に帰ったの

で、わたしはいと高き者をほめ、その永遠に生け

る者をさんびし、かつあがめた。その主権は永遠

の主権、その国は世々かぎりなく、 35地に住む民

はすべて無き者のように思われ、天の衆群にも、

地に住む民にも、彼はその意のままに事を行われ

る。だれも彼の手をおさえて「あなたは何をする

のか」と言いうる者はない。 36この時わたしの理

性は自分に帰り、またわが国の光栄のために、わ

が尊厳と光輝とが、わたしに帰った。わが大臣、

わが貴族らもきて、わたしに求め、わたしは国の

上に堅く立って、前にもまさって大いなる者とな

った。 37そこでわれネブカデネザルは今、天の王

をほめたたえ、かつあがめたてまつる。そのみわ

ざはことごとく真実で、その道は正しく、高ぶり

歩む者を低くされる。

5ベルシャザル王は、その大臣一千人のために、
盛んな酒宴を設け、その一千人の前で酒を飲ん

でいた。 2酒が進んだとき、ベルシャザルは、そ

の父ネブカデネザルがエルサレムの神殿から取っ

てきた金銀の器を持ってこいと命じた。王とその

大臣たち、および王の妻とそばめらが、これをも

って酒を飲むためであった。 3そこで人々はその
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エルサレムの神の宮すなわち神殿から取ってきた

金銀の器を持ってきたので、王とその大臣たち、

および王の妻とそばめらは、これをもって飲んだ

。 4すなわち彼らは酒を飲んで、金、銀、青銅、

鉄、木、石などの神々をほめたたえた。 5すると

突然人の手の指があらわれて、燭台と相対する王

の宮殿の塗り壁に物を書いた。王はその物を書い

た手の先を見た。 6そのために王の顔色は変り、

その心は思い悩んで乱れ、その腰のつがいはゆる

み、ひざは震えて互に打ちあった。 7王は大声に

呼ばわって、法術士、カルデヤびと、占い師らを

召してこさせた。王はバビロンの知者たちに告げ

て言った、「この文字を読み、その解き明かしを

わたしに示す者には紫の衣を着せ、首に金の鎖を

かけさせて、国の第三のつかさとしよう」と。 8

王の知者たちは皆はいってきた。しかしその文字

を読むことができず、またその解き明かしを王に

示すことができなかったので、 9ベルシャザル王

は大いに思い悩んで、その顔色は変り、王の大臣

たちも当惑した。 10時に王妃は王と大臣たちの言

葉を聞いて、その宴会場にはいってきた。そして

王妃は言った、「王よ、どうか、とこしえに生き

ながらえられますように。あなたは心に思い悩ん

ではなりません。また顔色を変えるには及びませ

ん。 11あなたの国には、聖なる神の霊のやどって

いるひとりの人がおります。あなたの父の代に、

彼は、明知、分別および神のような知恵のあるこ

とをあらわしました。あなたの父ネブカデネザル

王は、彼を立てて、博士、法術士、カルデヤびと

、占い師らの長とされました。 12彼は、王がベル

テシャザルという名を与えたダニエルという者で

すが、このダニエルには、すぐれた霊、知識、分

別があって、夢を解き、なぞを解き、難問を解く

ことができます。ゆえにダニエルを召しなさい。

彼はその解き明かしを示すでしょう」。 13そこで

ダニエルは王の前に召された。王はダニエルに言

った、「あなたは、わが父の王が、ユダからひき

つれてきたユダの捕囚のひとりなのか。 14聞くと

ころによると、あなたのうちには、聖なる神の霊

がやどっていて、明知、分別および非凡な知恵が

あるそうだ。 15わたしは、知者、法術士らを、わ

が前に召しよせて、この文字を読ませ、その解き

明かしを示させようとしたが、彼らは、この事の

解き明かしを示すことができなかった。 16しかし

また聞くところによると、あなたは解き明かしを

なし、かつ難問を解くことができるそうだ。それ

で、あなたがもし、この文字を読み、その解き明

かしをわたしに示すことができたなら、あなたに

紫の衣を着せ、金の鎖を首にかけさせて、この国

の第三のつかさとしよう」。 17ダニエルは王の前

に答えて言った、「あなたの賜物は、あなたご自

身にとっておき、あなたの贈り物は、他人にお与

えください。それでも、わたしは王のためにその

文字を読み、その解き明かしをお知らせいたしま

しょう。 18王よ、いと高き神はあなたの父ネブカ

デネザルに国と権勢と、光栄と尊厳とを賜いまし

た。 19彼に権勢を賜わったことによって、諸民、

諸族、諸国語の者はみな、彼の前におののき恐れ

ました。彼は自分の欲する者を殺し、自分の欲す

る者を生かし、自分の欲する者を上げ、自分の欲

する者を下しました。 20しかし彼は心に高ぶり、

かたくなになり、ごうまんにふるまったので、王

位からしりぞけられ、その光栄を奪われ、 21追わ

れて世の人と離れ、その思いは獣のようになり、

そのすまいは野ろばと共にあり、牛のように草を

食い、その身は天からくだる露にぬれ、こうして

ついに彼は、いと高き神が人間の国を治めて、自

分の意のままに人を立てられるということを、知

るようになりました。 22ベルシャザルよ、あなた

は彼の子であって、この事をことごとく知ってい

ながら、なお心を低くせず、 23かえって天の主に

むかって、みずから高ぶり、その宮の器物をあな

たの前に持ってこさせ、あなたとあなたの大臣た

ちと、あなたの妻とそばめたちは、それをもって

酒を飲み、そしてあなたは見ることも、聞くこと

も、物を知ることもできない金、銀、青銅、鉄、

木、石の神々をほめたたえたが、あなたの命をそ

の手ににぎり、あなたのすべての道をつかさどら

れる神をあがめようとはしなかった。 24それゆえ

、彼の前からこの手が出てきて、この文字が書き

しるされたのです。 25そのしるされた文字はこう

です。メネ、メネ、テケル、ウパルシン。 26その

事の解き明かしはこうです、メネは神があなたの

治世を数えて、これをその終りに至らせたことを

いうのです。 27テケルは、あなたがはかりで量ら

れて、その量の足りないことがあらわれたことを

いうのです。 28ペレスは、あなたの国が分かたれ

て、メデアとペルシャの人々に与えられることを

いうのです」。 29そこでベルシャザルは命じて、

ダニエルに紫の衣を着せ、金の鎖をその首にかけ

させ、彼について布告を発して、彼は国の第三の

つかさであると言わせた。 30カルデヤびとの王ベ

ルシャザルは、その夜のうちに殺され、 31メデア

びとダリヨスが、その国を受けた。この時ダリヨ

スは、おおよそ六十二歳であった。

6ダリヨスは全国を治めるために、その国に百二
十人の総督を立てることをよしとし、 2また彼

らの上に三人の総監を立てた。ダニエルはそのひ

とりであった。これは総督たちをして、この三人

の前に、その職務に関する報告をさせて、王に損

失の及ぶことのないようにするためであった。 3

ダニエルは彼のうちにあるすぐれた霊のゆえに、

他のすべての総監および総督たちにまさっていた

ので、王は彼を立てて全国を治めさせようとした

。 4そこで総監および総督らは、国事についてダ

ニエルを訴えるべき口実を得ようとしたが、訴え

るべきなんの口実も、なんのとがをも見いだすこ

とができなかった。それは彼が忠信な人であって

、その身になんのあやまちも、とがも見いだされ

なかったからである。 5そこでその人々は言った

、「われわれはダニエルの神の律法に関して、彼

を訴える口実を得るのでなければ、ついに彼を訴

えることはできまい」と。 6こうして総監と総督
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らは、王のもとに集まってきて、王に言った、「

ダリヨス王よ、どうかとこしえに生きながらえら

れますように。 7国の総監、長官および総督、参

議および知事らは、相はかって、王が一つのおき

てを立て、一つの禁令を定められるよう求めるこ

とになりました。王よ、それはこうです。すなわ

ち今から三十日の間は、ただあなたにのみ願い事

をさせ、もしあなたをおいて、神または人にこれ

をなす者があれば、すべてその者を、ししの穴に

投げ入れるというのです。 8それで王よ、その禁

令を定め、その文書に署名して、メデアとペルシ

ャの変ることのない法律のごとく、これを変える

ことのできないようにしてください」。 9そこで

ダリヨス王は、その禁令の文書に署名した。 10ダ

ニエルは、その文書の署名されたことを知って家

に帰り、二階のへやの、エルサレムに向かって窓

の開かれた所で、以前からおこなっていたように

、一日に三度ずつ、ひざをかがめて神の前に祈り

、かつ感謝した。 11そこでその人々は集まってき

て、ダニエルがその神の前に祈り、かつ求めてい

ることを見たので、 12彼らは王の前にきて、王の

禁令について奏上して言った、「王よ、あなたは

禁令に署名して、今から三十日の間は、ただあな

たにのみ願い事をさせ、もしあなたをおいて、神

または人に、これをなす者があれば、すべてその

者を、ししの穴に投げ入れると、定められたでは

ありませんか」。王は答えて言った、「その事は

確かであって、メデアとペルシャの法律のごとく

、変えることのできないものだ」。 13彼らは王の

前に答えて言った、「王よ、ユダから引いてきた

捕囚のひとりである、かのダニエルは、あなたを

も、あなたの署名された禁令をも顧みず、一日に

三度ずつ、祈をささげています」。 14王はこの言

葉を聞いて大いに憂え、ダニエルを救おうと心を

用い、日の入るまで、彼を救い出すことに努めた

。 15時にその人々は、また王のもとに集まってき

て、王に言った、「王よ、メデアとペルシャの法

律によれば、王の立てた禁令、または、おきては

変えることのできないものであることを、ご承知

ください」。 16そこで王は命令を下したので、ダ

ニエルは引き出されて、ししの穴に投げ入れられ

た。王はダニエルに言った、「どうか、あなたの

常に仕える神が、あなたを救われるように」。 17

そして一つの石を持ってきて、穴の口をふさいだ

ので、王は自分の印と、大臣らの印をもって、こ

れに封印した。これはダニエルの処置を変えるこ

とのないようにするためであった。 18こうして王

はその宮殿に帰ったが、その夜は食をとらず、ま

た、そばめたちを召し寄せず、全く眠ることもし

なかった。 19こうして王は朝まだき起きて、しし

の穴へ急いで行ったが、 20ダニエルのいる穴に近

づいたとき、悲しげな声をあげて呼ばわり、ダニ

エルに言った、「生ける神のしもべダニエルよ、

あなたが常に仕えている神はあなたを救って、し

しの害を免れさせることができたか」。 21ダニエ

ルは王に言った、「王よ、どうか、とこしえに生

きながらえられますように。 22わたしの神はその

使をおくって、ししの口を閉ざされたので、しし

はわたしを害しませんでした。これはわたしに罪

のないことが、神の前に認められたからです。王

よ、わたしはあなたの前にも、何も悪い事をしな

かったのです」。 23そこで王は大いに喜び、ダニ

エルを穴の中から出せと命じたので、ダニエルは

穴の中から出されたが、その身になんの害をも受

けていなかった。これは彼が自分の神を頼みとし

ていたからである。 24王はまた命令を下して、ダ

ニエルをあしざまに訴えた人々を引いてこさせ、

彼らをその妻子と共に、ししの穴に投げ入れさせ

た。彼らが穴の底に達しないうちに、ししは彼ら

にとびかかって、その骨までもかみ砕いた。 25そ

こでダリヨス王は全世界に住む諸民、諸族、諸国

語の者に詔を書きおくって言った、「どうか、あ

なたがたに平安が増すように。 26わたしは命令を

出す。わが国のすべての州の人は、皆ダニエルの

神を、おののき恐れなければならない。彼は生け

る神であって、とこしえに変ることなく、その国

は滅びず、その主権は終りまで続く。 27彼は救を

施し、助けをなし、天においても、地においても

、しるしと奇跡とをおこない、ダニエルを救って

、ししの力をのがれさせたかたである」。 28こう

して、このダニエルはダリヨスの世と、ペルシャ

人クロスの世において栄えた。

7バビロンの王ベルシャザルの元年に、ダニエル
は床にあって夢を見、また脳中に幻を得たので

、彼はその夢をしるして、その事の大意を述べた

。 2ダニエルは述べて言った、「わたしは夜の幻

のうちに見た。見よ、天の四方からの風が大海を

かきたてると、 3四つの大きな獣が海からあがっ

てきた。その形は、おのおの異なり、 4第一のも

のは、ししのようで、わしの翼をもっていたが、

わたしが見ていると、その翼は抜きとられ、また

地から起されて、人のように二本の足で立たせら

れ、かつ人の心が与えられた。 5見よ、第二の獣

は熊のようであった。これはそのからだの一方を

あげ、その口の歯の間に、三本の肋骨をくわえて

いたが、これに向かって『起きあがって、多くの

肉を食らえ』と言う声があった。 6その後わたし

が見たのは、ひょうのような獣で、その背には鳥

の翼が四つあった。またこの獣には四つの頭があ

り、主権が与えられた。 7その後わたしが夜の幻

のうちに見た第四の獣は、恐ろしい、ものすごい

、非常に強いもので、大きな鉄の歯があり、食ら

い、かつ、かみ砕いて、その残りを足で踏みつけ

た。これは、その前に出たすべての獣と違って、

十の角を持っていた。 8わたしが、その角を注意

して見ていると、その中に、また一つの小さい角

が出てきたが、この小さい角のために、さきの角

のうち三つがその根から抜け落ちた。見よ、この

小さい角には、人の目のような目があり、また大

きな事を語る口があった。 9わたしが見ていると

、もろもろのみ座が設けられて、日の老いたる者

が座しておられた。その衣は雪のように白く、頭

の毛は混じりもののない羊の毛のようであった。
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そのみ座は火の炎であり、その車輪は燃える火で

あった。 10彼の前から、ひと筋の火の流れが出て

きた。彼に仕える者は千々、彼の前にはべる者は

万々、審判を行う者はその席に着き、かずかずの

書き物が開かれた。 11わたしは、その角の語る大

いなる言葉の声がするので見ていたが、わたしが

見ている間にその獣は殺され、そのからだはそこ

なわれて、燃える火に投げ入れられた。 12その他

の獣はその主権を奪われたが、その命は、時と季

節の来るまで延ばされた。 13わたしはまた夜の幻

のうちに見ていると、見よ、人の子のような者が

、天の雲に乗ってきて、日の老いたる者のもとに

来ると、その前に導かれた。 14彼に主権と光栄と

国とを賜い、諸民、諸族、諸国語の者を彼に仕え

させた。その主権は永遠の主権であって、なくな

ることがなく、その国は滅びることがない。 15そ

こで、われダニエル、わがうちなる霊は憂え、わ

が脳中の幻は、わたしを悩ましたので、 16わたし

は、そこに立っている者のひとりに近寄って、こ

のすべての事の真意を尋ねた。するとその者は、

わたしにこの事の解き明かしを告げ知らせた。 17

『この四つの大きな獣は、地に起らんとする四人

の王である。 18しかしついには、いと高き者の聖

徒が国を受け、永遠にその国を保って、世々かぎ

りなく続く』。 19そこでわたしは、さらに第四の

獣の真意を知ろうとした。その獣は他の獣と異な

って、はなはだ恐ろしく、その歯は鉄、そのつめ

は青銅であって、食らい、かつ、かみ砕いて、そ

の残りを足で踏みつけた。 20この獣の頭には、十

の角があったが、そのほかに一つの角が出てきた

ので、この角のために、三つの角が抜け落ちた。

この角には目があり、また大きな事を語る口があ

って、その形は、その同類のものよりも大きく見

えた。 21わたしが見ていると、この角は聖徒と戦

って、彼らに勝ったが、 22ついに日の老いたる者

がきて、いと高き者の聖徒のために審判をおこな

った。そしてその時がきて、この聖徒たちは国を

受けた。 23彼はこう言った、『第四の獣は地上の

第四の国である。これはすべての国と異なって、

全世界を併合し、これを踏みつけ、かつ打ち砕く

。 24十の角はこの国から起る十人の王である。そ

の後にまたひとりの王が起る。彼は先の者と異な

り、かつ、その三人の王を倒す。 25彼は、いと高

き者に敵して言葉を出し、かつ、いと高き者の聖

徒を悩ます。彼はまた時と律法とを変えようと望

む。聖徒はひと時と、ふた時と、半時の間、彼の

手にわたされる。 26しかし審判が行われ、彼の主

権は奪われて、永遠に滅び絶やされ、 27国と主権

と全天下の国々の権威とは、いと高き者の聖徒た

る民に与えられる。彼らの国は永遠の国であって

、諸国の者はみな彼らに仕え、かつ従う』。 28そ

の事はここで終った。われダニエルは、これを思

いまわして、非常に悩み、顔色も変った。しかし

、わたしはこの事を心に留めた」。

8われダニエルは先に幻を見たが、後またベルシ
ャザル王の治世の第三年に、一つの幻がわたし

に示された。 2その幻を見たのは、エラム州の首

都スサにいた時であって、ウライ川のほとりにお

いてであった。 3わたしが目をあげて見ると、川

の岸に一匹の雄羊が立っていた。これに二つの角

があって、その角は共に長かったが、一つの角は

他の角よりも長かった。その長いのは後に伸びた

のである。 4わたしが見ていると、その雄羊は、

西、北、南にむかって突撃したが、これに当るこ

とのできる獣は一匹もなく、またその手から救い

出すことのできるものもなかった。これはその心

のままにふるまい、みずから高ぶっていた。 5わ

たしがこれを考え、見ていると、一匹の雄やぎが

、全地のおもてを飛びわたって西からきたが、そ

の足は土を踏まなかった。このやぎには、目の間

に著しい一つの角があった。 6この者は、さきに

わたしが川の岸に立っているのを見た、あの二つ

の角のある雄羊にむかってきて、激しく怒ってこ

れに走り寄った。 7わたしが見ていると、それが

雄羊に近寄るや、これにむかって怒りを発し、雄

羊を撃って、その二つの角を砕いた。雄羊には、

これに当る力がなかったので、やぎは雄羊を地に

打ち倒して踏みつけた。また、その雄羊を、やぎ

の力から救いうる者がなかった。 8こうして、そ

の雄やぎは、はなはだしく高ぶったが、その盛ん

になった時、あの大きな角が折れて、その代りに

四つの著しい角が生じ、天の四方に向かった。 9

その角の一つから、一つの小さい角が出て、南に

向かい、東に向かい、麗しい地に向かって、はな

はだしく大きくなり、 10天の衆群に及ぶまでに大

きくなり、星の衆群のうちの数個を地に投げ下し

て、これを踏みつけ、 11またみずから高ぶって、

その衆群の主に敵し、その常供の燔祭を取り除き

、かつその聖所を倒した。 12そしてその衆群は、

罪によって、常供の燔祭と共に、これにわたされ

た。その角はまた真理を地に投げうち、ほしいま

まにふるまって、みずから栄えた。 13それから、

わたしはひとりの聖者の語っているのを聞いた。

またひとりの聖者があって、その語っている聖者

にむかって言った、「常供の燔祭と、荒すことを

なす罪と、聖所とその衆群がわたされて、足の下

に踏みつけられることについて、幻にあらわれた

ことは、いつまでだろうか」と。 14彼は言った、

「二千三百の夕と朝の間である。そして聖所は清

められてその正しい状態に復する」。 15われダニ

エルはこの幻を見て、その意味を知ろうと求めて

いた時、見よ、人のように見える者が、わたしの

前に立った。 16わたしはウライ川の両岸の間から

人の声が出て、呼ばわるのを聞いた、「ガブリエ

ルよ、この幻をその人に悟らせよ」。 17すると彼

はわたしの立っている所にきた。彼がきたとき、

わたしは恐れて、ひれ伏した。しかし、彼はわた

しに言った、「人の子よ、悟りなさい。この幻は

終りの時にかかわるものです」。 18彼がわたしに

語っていた時、わたしは地にひれ伏して、深い眠

りに陥ったが、彼はわたしに手を触れ、わたしを

立たせて、 19言った、「見よ、わたしは憤りの終

りの時に起るべきことを、あなたに知らせよう。
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それは定められた終りの時にかかわるものである

から。 20あなたが見た、あの二つの角のある雄羊

は、メデアとペルシャの王です。 21また、かの雄

やぎはギリシヤの王です、その目の間の大きな角

は、その第一の王です。 22またその角が折れて、

その代りに四つの角が生じたのは、その民から四

つの国が起るのです。しかし、第一の王のような

勢力はない。 23彼らの国の終りの時になり、罪び

との罪が満ちるに及んで、ひとりの王が起るでし

ょう。その顔は猛悪で、彼はなぞを解き、 24その

勢力は盛んであって、恐ろしい破壊をなし、その

なすところ成功して、有力な人々と、聖徒である

民を滅ぼすでしょう。 25彼は悪知恵をもって、偽

りをその手におこない遂げ、みずから心に高ぶり

、不意に多くの人を打ち滅ぼし、また君の君たる

者に敵するでしょう。しかし、ついに彼は人手に

よらずに滅ぼされるでしょう。 26先に示された朝

夕の幻は真実です。しかし、あなたはその幻を秘

密にしておかなければならない。これは多くの日

の後にかかわる事だから」。 27われダニエルは疲

れはてて、数日の間病みわずらったが、後起きて

、王の事務を執った。しかし、わたしはこの幻の

事を思って驚いた。またこれを悟ることができな

かった。

9メデアびとアハシュエロスの子ダリヨスが、カ
ルデヤびとの王となったその元年、 2すなわち

その治世の第一年に、われダニエルは主が預言者

エレミヤに臨んで告げられたその言葉により、エ

ルサレムの荒廃の終るまでに経ねばならぬ年の数

は七十年であることを、文書によって悟った。 3

それでわたしは、わが顔を主なる神に向け、断食

をなし、荒布を着、灰をかぶって祈り、かつ願い

求めた。 4すなわちわたしは、わが神、主に祈り

、ざんげして言った、「ああ、大いなる恐るべき

神、主、おのれを愛し、おのれの戒めを守る者の

ために契約を保ち、いつくしみを施される者よ、 5

われわれは罪を犯し、悪をおこない、よこしまな

ふるまいをなし、そむいて、あなたの戒めと、お

きてを離れました。 6われわれはまた、あなたの

しもべなる預言者たちが、あなたの名をもって、

われわれの王たち、君たち、先祖たち、および国

のすべての民に告げた言葉に聞き従いませんでし

た。 7主よ、正義はあなたのものですが、恥はわ

れわれに加えられて、今日のような有様です。す

なわちユダの人々、エルサレムの住民および全イ

スラエルの者は、近き者も、遠き者もみな、あな

たが追いやられたすべての国々で恥をこうむりま

した。これは彼らがあなたにそむいて犯した罪に

よるのです。 8主よ、恥はわれわれのもの、われ

われの王たち、君たちおよび先祖たちのものです

。これはわれわれがあなたにむかって罪を犯した

からです。 9あわれみと、ゆるしはわれわれの神

、主のものです。これはわれわれが彼にそむいた

からです。 10またわれわれの神、主のみ声に聞き

従わず、主がそのしもべ預言者たちによって、わ

れわれの前に賜わった律法を行わなかったからで

す。 11まことにイスラエルの人々は皆あなたの律

法を犯し、離れ去って、あなたのみ声に聞き従わ

なかったので、神のしもべモーセの律法にしるさ

れたのろいと誓いが、われわれの上に注ぎかかり

ました。これはわれわれが神にむかって罪を犯し

たからです。 12すなわち神は大いなる災をわれわ

れの上にくだして、さきにわれわれと、われわれ

を治めたつかさたちにむかって告げられた言葉を

実行されたのです。あのエルサレムに臨んだよう

な事は、全天下にいまだかつてなかった事です。

13モーセの律法にしるされたように、この災はす

べてわれわれに臨みましたが、なおわれわれの神

、主の恵みを請い求めることをせず、その不義を

離れて、あなたの真理を悟ることをもしませんで

した。 14それゆえ、主はこれを心に留めて、災を

われわれに下されたのです。われわれの神、主は

、何事をされるにも、正しくあらせられます。と

ころが、われわれはそのみ声に聞き従わなかった

のです。 15われわれの神、主よ、あなたは強きみ

手をもって、あなたの民をエジプトの地から導き

出して、今日のように、み名をあげられました。

われわれは罪を犯し、よこしまなふるまいをしま

した。 16主よ、どうぞあなたが、これまで正しい

みわざをなされたように、あなたの町エルサレム

、あなたの聖なる山から、あなたの怒りと憤りと

を取り去ってください。これはわれわれの罪と、

われわれの先祖の不義のために、エルサレムと、

あなたの民が、われわれの周囲の者の物笑いとな

ったからです。 17それゆえ、われわれの神よ、し

もべの祈と願いを聞いてください。主よ、あなた

ご自身のために、あの荒れたあなたの聖所に、あ

なたのみ顔を輝かせてください。 18わが神よ、耳

を傾けて聞いてください。目を開いて、われわれ

の荒れたさまを見、み名をもってとなえられる町

をごらんください。われわれがあなたの前に祈を

ささげるのは、われわれの義によるのではなく、

ただあなたの大いなるあわれみによるのです。 19

主よ、聞いてください。主よ、ゆるしてください

。主よ、み心に留めて、おこなってください。わ

が神よ、あなたご自身のために、これを延ばさな

いでください。あなたの町と、あなたの民は、み

名をもってとなえられているからです」。 20わた

しがこう言って祈り、かつわが罪とわが民イスラ

エルの罪をざんげし、わが神の聖なる山のために

、わが神、主の前に願いをしていたとき、 21すな

わちわたしが祈の言葉を述べていたとき、わたし

が初めに幻のうちに見た、かの人ガブリエルは、

すみやかに飛んできて、夕の供え物をささげるこ

ろ、わたしに近づき、 22わたしに告げて言った、

「ダニエルよ、わたしは今あなたに、知恵と悟り

を与えるためにきました。 23あなたが祈を始めた

とき、み言葉が出たので、それをあなたに告げる

ためにきたのです。あなたは大いに愛せられてい

る者です。ゆえに、このみ言葉を考えて、この幻

を悟りなさい。 24あなたの民と、あなたの聖なる

町については、七十週が定められています。これ

はとがを終らせ、罪に終りを告げ、不義をあがな
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い、永遠の義をもたらし、幻と預言者を封じ、い

と聖なる者に油を注ぐためです。 25それゆえ、エ

ルサレムを建て直せという命令が出てから、メシ

ヤなるひとりの君が来るまで、七週と六十二週あ

ることを知り、かつ悟りなさい。その間に、しか

も不安な時代に、エルサレムは広場と街路とをも

って、建て直されるでしょう。 26その六十二週の

後にメシヤは断たれるでしょう。ただし自分のた

めにではありません。またきたるべき君の民は、

町と聖所とを滅ぼすでしょう。その終りは洪水の

ように臨むでしょう。そしてその終りまで戦争が

続き、荒廃は定められています。 27彼は一週の間

多くの者と、堅く契約を結ぶでしょう。そして彼

はその週の半ばに、犠牲と供え物とを廃するでし

ょう。また荒す者が憎むべき者の翼に乗って来る

でしょう。こうしてついにその定まった終りが、

その荒す者の上に注がれるのです」。

10ペルシャの王クロスの第三年に、ベルテシャ
ザルと名づけられたダニエルに、一つの言葉

が啓示されたが、その言葉は真実であり、大いな

る戦いを意味するものであった。彼はその言葉に

心を留め、その幻を悟った。 2そのころ、われダ

ニエルは三週の間、悲しんでいた。 3すなわち三

週間の全く満ちるまでは、うまい物を食べず、肉

と酒とを口にせず、また身に油を塗らなかった。 4

正月の二十四日に、わたしがチグリスという大川

の岸に立っていたとき、 5目をあげて望み見ると

、ひとりの人がいて、亜麻布の衣を着、ウパズの

金の帯を腰にしめていた。 6そのからだは緑柱石

のごとく、その顔は電光のごとく、その目は燃え

るたいまつのごとく、その腕と足は、みがいた青

銅のように輝き、その言葉の声は、群衆の声のよ

うであった。 7この幻を見た者は、われダニエル

のみであって、わたしと共にいた人々は、この幻

を見なかったが、彼らは大いにおののいて、逃げ

かくれた。 8それでわたしひとり残って、この大

いなる幻を見たので、力が抜け去り、わが顔の輝

きは恐ろしく変って、全く力がなくなった。 9わ

たしはその言葉の声を聞いたが、その言葉の声を

聞いたとき、顔を伏せ、地にひれ伏して、深い眠

りに陥った。 10見よ、一つの手があって、わたし

に触れたので、わたしは震えながらひざまずき、

手をつくと、 11彼はわたしに言った、「大いに愛

せられる人ダニエルよ、わたしがあなたに告げる

言葉に心を留め、立ちあがりなさい。わたしは今

あなたのもとにつかわされたのです」。彼がこの

言葉をわたしに告げているとき、わたしは震えな

がら立ちあがった。 12すると彼はわたしに言った

、「ダニエルよ、恐れるに及ばない。あなたが悟

ろうと心をこめ、あなたの神の前に身を悩ました

その初めの日から、あなたの言葉は、すでに聞か

れたので、わたしは、あなたの言葉のゆえにきた

のです。 13ペルシャの国の君が、二十一日の間わ

たしの前に立ちふさがったが、天使の長のひとり

であるミカエルがきて、わたしを助けたので、わ

たしは、彼をペルシャの国の君と共に、そこに残

しておき、 14末の日に、あなたの民に臨まんとす

る事を、あなたに悟らせるためにきたのです。こ

の幻は、なおきたるべき日にかかわるものです」

。 15彼がこれらの言葉を、わたしに述べていたと

き、わたしは、地にひれ伏して黙っていたが、 16

見よ、人の子のような者が、わたしのくちびるに

さわったので、わたしは口を開き、わが前に立っ

ている者に語って言った、「わが主よ、この幻に

よって、苦しみがわたしに臨み、全く力を失いま

した。 17わが主のしもべは、どうしてわが主と語

ることができましょう。わたしは全く力を失い、

息も止まるばかりです」。 18人の形をした者は、

再びわたしにさわり、わたしを力づけて、 19言っ

た、「大いに愛せられる人よ、恐れるには及ばな

い。安心しなさい。心を強くし、勇気を出しなさ

い」。彼がこう言ったとき、わたしは力づいて言

った、「わが主よ、語ってください。あなたは、

わたしに力をつけてくださったから」。 20そこで

彼は言った、「あなたは、わたしがなんのために

きたかを知っていますか。わたしは、今帰ってい

って、ペルシャの君と戦おうとしているのです。

彼との戦いがすむと、ギリシヤの君があらわれる

でしょう。 21しかしわたしは、まず真理の書にし

るされている事を、あなたに告げよう。わたしを

助けて、彼らと戦う者は、あなたがたの君ミカエ

ルのほかにはありません。

11わたしはまたメデアびとダリヨスの元年に立
って彼を強め、彼を力づけたことがあります

。 2わたしは今あなたに真理を示そう。見よ、ペ

ルシャになお三人の王が起るでしょう。その第四

の者は、他のすべての者にまさって富み、その富

によって強くなったとき、彼はすべてのものを動

員して、ギリシヤの国を攻めます。 3またひとり

の勇ましい王が起り、大いなる権力をもって世を

治め、その意のままに事をなすでしょう。 4彼が

強くなった時、その国は破られ、天の四方に分か

たれます。それは彼の子孫に帰せず、また彼が治

めたほどの権力もなく、彼の国は抜き取られて、

これら以外の者どもに帰するでしょう。 5南の王

は強くなります。しかしその将軍のひとりが、彼

にまさって強くなり、権力をふるいます。その権

力は、大いなる権力です。 6年を経て後、彼らは

縁組をなし、南の王の娘が、北の王にきて、和親

をはかります。しかしその女は、その腕の力を保

つことができず、またその王も、その子も立つこ

とができません。その女と、その従者と、その子

およびその女を獲た者とは、わたされるでしょう

。 7そのころ、この女の根から、一つの芽が起っ

て彼に代り、北の王の軍勢にむかってきて、その

城に討ち入り、これを攻めて勝つでしょう。 8彼

はまた彼らの神々、鋳像および金銀の貴重な器物

を、エジプトに携え去り、そして数年の間、北の

王を討つことを控えます。 9その後、北の王は、

南の王の国に討ち入るが、自分の国に帰るでしょ

う。 10その子らはまた憤激して、あまたの大軍を

集め、進んで行って、みなぎりあふれ、通り過ぎ
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るが、また行って、その城にまで攻め寄せるでし

ょう。 11そこで南の王は、大いに怒り、出てきて

北の王と戦います。彼は大軍を起すけれども、そ

の軍は相手の手にわたされるでしょう。 12彼がそ

の軍を打ち破ったとき、その心は高ぶり、数万人

を倒します。しかし、勝つことはありません。 13

それは北の王がまた初めよりも大いなる軍を起し

、数年の後、大いなる軍勢と多くの軍需品とをも

って、攻めて来るからです。 14そのころ多くの者

が起って、南の王に敵します。またあなたの民の

うちのあらくれ者が、みずから高ぶって事をなし

、幻を成就しようとするが失敗するでしょう。 15

こうして北の王がきて、塁を築き、堅固な町を取

るが、南の王の力は、これに立ち向かうことがで

きず、またそのえり抜きの民も、これに立ち向か

う力がありません。 16これに攻めて来る者は、そ

の心のままに事をなし、その前に立ち向かうこと

のできる者はなく、彼は麗しい地に立ち、その地

は全く彼のために荒されます。 17彼は全国の力を

もって討ち入ろうと、その顔を向けるが、相手と

仲直りをし、その娘を与えて、その国を取ろうと

します。しかし、その事は成らず、また彼の利益

にはならないでしょう。 18その後、彼は顔を海沿

いの国々に向けて、その多くのものを取ります。

しかし、ひとりの大将があって、彼が与えた恥辱

をそそぎ、その恥辱を彼の上に返します。 19こう

して彼は、その顔を自分の国の要害に向けるが、

彼はつまずき倒れて消えうせるでしょう。 20彼に

代って起る者は、栄光の国に人をつかわして、租

税を取り立てさせるでしょう。しかし彼は、怒り

にも戦いにもよらず、数日のうちに滅ぼされます

。 21彼に代って起る者は、卑しむべき者であって

、彼には、王の尊厳が与えられず、彼は不意にき

て、巧言をもって国を獲るでしょう。 22洪水のよ

うな軍勢は、彼の前に押し流されて敗られ、契約

の君たる者もまた敗られるでしょう。 23彼は、こ

れと同盟を結んで後、偽りのおこないをなし、わ

ずかな民をもって強くなり、 24不意にその州の最

も肥えた所に攻め入り、その父も、その父の父も

しなかった事をおこない、その奪った物、かすめ

た物および財宝を、人々の中に散らすでしょう。

彼はまた計略をめぐらして、堅固な城を攻めるが

、ただし、それは時の至るまでです。 25彼はその

勢力と勇気とを奮い起し、大軍を率いて南の王を

攻めます。南の王もまたみずから奮い、はなはだ

大いなる強力な軍勢をもって戦います。しかし、

彼に対して、陰謀をめぐらす者があるので、これ

に立ち向かうことができません。 26すなわち彼の

食物を食べる者たちが、彼を滅ぼします。そして

、その軍勢は押し流されて、多くの者が倒れ死ぬ

でしょう。 27このふたりの王は、害を与えようと

心にはかり、ひとつ食卓に共に食して、偽りを語

るが、それは成功しません。終りはなお定まった

時の来るまでこないからです。 28彼は大いなる財

宝をもって、自分の国に帰るでしょう。しかし、

彼の心は聖なる契約にそむき、ほしいままに事を

なして、自分の国に帰ります。 29定まった時にな

って、彼はまた南に討ち入ります。しかし、この

時は前の時のようではありません。 30それはキッ

テムの船が、彼に立ち向かって来るので、彼は脅

かされて帰り、聖なる契約に対して憤り、事を行

うでしょう。彼は帰っていって、聖なる契約を捨

てる者を顧み用いるでしょう。 31彼から軍勢が起

って、神殿と城郭を汚し、常供の燔祭を取り除き

、荒す憎むべきものを立てるでしょう。 32彼は契

約を破る者どもを、巧言をもってそそのかし、そ

むかせるが、自分の神を知る民は、堅く立って事

を行います。 33民のうちの賢い人々は、多くの人

を悟りに至らせます。それでも、彼らはしばらく

の間、やいばにかかり、火に焼かれ、捕われ、か

すめられなどして倒れます。 34その倒れるとき、

彼らは少しの助けを獲ます。また多くの人が、巧

言をもって彼らにくみするでしょう。 35また賢い

者のうちのある者は、終りの時まで、自分を練り

、清め、白くするために倒れるでしょう。終りは

なお定まった時の来るまでこないからです。 36こ

の王は、その心のままに事をおこない、すべての

神を越えて、自分を高くし、自分を大いにし、神

々の神たる者にむかって、驚くべき事を語り、憤

りのやむ時まで栄えるでしょう。これは定められ

た事が成就するからです。 37彼はその先祖の神々

を顧みず、また婦人の好む者も、いかなる神をも

顧みないでしょう。彼はすべてにまさって、自分

を大いなる者とするからです。 38彼はこれらの者

の代りに、要害の神をあがめ、金、銀、宝石、お

よび宝物をもって、その先祖たちの知らなかった

神をあがめ、 39異邦の神の助けによって、最も強

固な城にむかって、事をなすでしょう。そして彼

を認める者には、栄誉を増し与え、これに多くの

人を治めさせ、賞与として土地を分け与えるでし

ょう。 40終りの時になって、南の王は彼と戦いま

す。北の王は、戦車と騎兵と、多くの船をもって

、つむじ風のように彼を攻め、国々にはいってい

って、みなぎりあふれ、通り過ぎるでしょう。 41

彼はまた麗しい国にはいります。また彼によって

、多くの者が滅ぼされます。しかし、エドム、モ

アブ、アンモンびとらのうちのおもな者は、彼の

手から救われましょう。 42彼は国々にその手を伸

ばし、エジプトの地も免れません。 43彼は金銀の

財宝と、エジプトのすべての宝物を支配し、リビ

ヤびと、エチオピヤびとは、彼のあとに従います

。 44しかし東と北からの知らせが彼を驚かし、彼

は多くの人を滅ぼし絶やそうと、大いなる怒りを

もって出て行きます。 45彼は海と麗しい聖山との

間に、天幕の宮殿を設けるでしょう。しかし、彼

はついにその終りにいたり、彼を助ける者はない

でしょう。

12その時あなたの民を守っている大いなる君ミ
カエルが立ちあがります。また国が始まって

から、その時にいたるまで、かつてなかったほど

の悩みの時があるでしょう。しかし、その時あな

たの民は救われます。すなわちあの書に名をしる

された者は皆救われます。 2また地のちりの中に
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眠っている者のうち、多くの者は目をさますでし

ょう。そのうち永遠の生命にいたる者もあり、ま

た恥と、限りなき恥辱をうける者もあるでしょう

。 3賢い者は、大空の輝きのように輝き、また多

くの人を義に導く者は、星のようになって永遠に

いたるでしょう。 4ダニエルよ、あなたは終りの

時までこの言葉を秘し、この書を封じておきなさ

い。多くの者は、あちこちと探り調べ、そして知

識が増すでしょう」。 5そこで、われダニエルが

見ていると、ほかにまたふたりの者があって、ひ

とりは川のこなたの岸に、ひとりは川のかなたの

岸に立っていた。 6わたしは、かの亜麻布を着て

川の水の上にいる人にむかって言った、「この異

常なできごとは、いつになって終るでしょうか」

と。 7かの亜麻布を着て、川の水の上にいた人が

、天に向かって、その右の手と左の手をあげ、永

遠に生ける者をさして誓い、それは、ひと時とふ

た時と半時である。聖なる民を打ち砕く力が消え

去る時に、これらの事はみな成就するだろうと言

うのを、わたしは聞いた。 8わたしはこれを聞い

たけれども悟れなかった。わたしは言った、「わ

が主よ、これらの事の結末はどんなでしょうか」

。 9彼は言った、「ダニエルよ、あなたの道を行

きなさい。この言葉は終りの時まで秘し、かつ封

じておかれます。 10多くの者は、自分を清め、自

分を白くし、かつ練られるでしょう。しかし、悪

い者は悪い事をおこない、ひとりも悟ることはな

いが、賢い者は悟るでしょう。 11常供の燔祭が取

り除かれ、荒す憎むべきものが立てられる時から

、千二百九十日が定められている。 12待っていて

千三百三十五日に至る者はさいわいです。 13しか

し、終りまであなたの道を行きなさい。あなたは

休みに入り、定められた日の終りに立って、あな

たの分を受けるでしょう」。



ホセア書 534

ホセア書

1ユダヤの王ウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒゼキヤ
の世、イスラエルの王ヨアシの子ヤラベアムの

世に、ベエリの子ホセアに臨んだ主の言葉。 2主

が最初ホセアによって語られた時、主はホセアに

言われた、「行って、淫行の妻と、淫行によって

生れた子らを受けいれよ。この国は主にそむいて

、はなはだしい淫行をなしているからである」。 3

そこで彼は行ってデブライムの娘ゴメルをめとっ

た。彼女はみごもって男の子を産んだ。 4主はま

た彼に言われた、「あなたはその子の名をエズレ

ルと名づけよ。しばらくしてわたしはエズレルの

血のためにエヒウの家を罰し、イスラエルの家の

国を滅ぼすからである。 5その日、わたしはエズ

レルの谷でイスラエルの弓を折る」と。 6ゴメル

はまたみごもって女の子を産んだ。主はホセアに

言われた、「あなたはその名をロルハマと名づけ

よ。わたしはもはやイスラエルの家をあわれまず

、決してこれをゆるさないからである。 7しかし

、わたしはユダの家をあわれみ、その神、主によ

ってこれを救う。わたしは弓、つるぎ、戦争、馬

および騎兵によって救うのではない」と。 8ゴメ

ルはロルハマを乳離れさせたとき、またみごもっ

て男の子を産んだ。 9主は言われた、「その子の

名をロアンミと名づけよ。あなたがたは、わたし

の民ではなく、わたしは、あなたがたの神ではな

いからである」。 10しかしイスラエルの人々の数

は海の砂のように量ることも、数えることもでき

ないほどになって、さきに彼らが「あなたがたは

、わたしの民ではない」と言われたその所で、「

あなたがたは生ける神の子である」と言われるよ

うになる。 11そしてユダの人々とイスラエルの人

々は共に集まり、ひとりの長を立てて、その地か

らのぼって来る。エズレルの日は大いなるものと

なる。

2あなたがたの兄弟に向かっては「アンミ（わが
民）」と言い、あなたがたの姉妹に向かっては

「ルハマ（あわれまれる者）」と言え。 2「あな

たがたの母とあげつらえ、あげつらえ彼女はわた

しの妻ではない、わたしは彼女の夫ではないそし

て彼女にその顔から淫行を除かせ、その乳ぶさの

間から姦淫を除かせよ。 3そうでなければ、わた

しは彼女の着物をはいで裸にし、その生れ出た日

のようにし、また荒野のようにし、かわききった

地のようにし、かわきによって彼女を殺す。 4わ

たしはその子らをあわれまない、彼らは淫行の子

らだからである。 5彼らの母は淫行をなし、彼ら

をはらんだ彼女は恥ずべきことを行った。彼女は

言った、『わたしはわが恋人たちについて行こう

。彼らはパンと水と羊の毛と麻と油と飲み物とを

、わたしに与える者である』と。 6それゆえ、わ

たしはいばらで彼女の道をふさぎ、かきをたてて

、彼女にはその道がわからないようにする。 7彼

女はその恋人たちのあとを慕って行く、しかし彼

らに追いつくことはない。彼らを尋ねる、しかし

見いだすことはない。そこで彼女は言う、『わた

しは行って、さきの夫に帰ろう。あの時は今より

もわたしによかったから』と。 8彼女に穀物と酒

と油とを与えた者、またバアルのために用いた銀

と金とを多く彼女に与えた者は、わたしであった

ことを彼女は知らなかった。 9それゆえ、わたし

は穀物をその時になって奪い、ぶどう酒をその季

節になって奪い、また彼女の裸をおおうために用

いる羊の毛と麻とを奪い取る。 10わたしは今、彼

女のみだらなことをその恋人たちの目の前にあら

わす。だれも彼女をわたしの手から救う者はない

。 11わたしは彼女のすべての楽しみ、すなわち祝

、新月、安息日、すべての祭をやめさせる。 12わ

たしはまた彼女が先に『これはわたしの恋人らが

、わたしに与えた報酬だ』と言った彼女のぶどう

の木と、いちじくの木とを荒し、これを林とし、

野の獣にこれを食わせる。 13また彼女が耳輪と宝

石で身を飾り、その恋人たちを慕って行って、わ

たしを忘れ、香をたいて仕えたバアルの祭の日の

ために、わたしは彼女を罰すると主は言われる。

14それゆえ、見よ、わたしは彼女をいざなって、

荒野に導いて行き、ねんごろに彼女に語ろう。 15

その所でわたしは彼女にそのぶどう畑を与え、ア

コルの谷を望みの門として与える。その所で彼女

は若かった日のように、エジプトの国からのぼっ

て来た時のように、答えるであろう。 16主は言わ

れる、その日には、あなたはわたしを『わが夫』

と呼び、もはや『わがバアル』とは呼ばない。 17

わたしはもろもろのバアルの名を彼女の口から取

り除き、重ねてその名をとなえることのないよう

にする。 18その日には、わたしはまたあなたのた

めに野の獣、空の鳥および地の這うものと契約を

結び、また弓と、つるぎと、戦争とを地から断っ

て、あなたを安らかに伏させる。 19またわたしは

永遠にあなたとちぎりを結ぶ。すなわち正義と、

公平と、いつくしみと、あわれみとをもってちぎ

りを結ぶ。 20わたしは真実をもって、あなたとち

ぎりを結ぶ。そしてあなたは主を知るであろう。

21主は言われる、その日わたしは天に答え、天は

地に答える。 22地は穀物と酒と油とに答え、また

これらのものはエズレルに答える。 23わたしはわ

たしのために彼を地にまき、あわれまれぬ者をあ

われみ、わたしの民でない者に向かって、『あな

たはわたしの民である』と言い、彼は『あなたは

わたしの神である』と言う」。

3主はわたしに言われた、「あなたは再び行って
、イスラエルの人々が他の神々に転じて、干ぶ

どうの菓子を愛するにもかかわらず、主がこれを

愛せられるように、姦夫に愛せられる女、姦淫を

行う女を愛せよ」と。 2そこでわたしは銀十五シ

ケルと大麦一ホメル半とをもって彼女を買い取っ

た。 3わたしは彼女に言った、「あなたは長くわ

たしの所にとどまって、淫行をなさず、また他の

人のものとなってはならない。わたしもまた、あ

なたにそうしよう」と。 4イスラエルの子らは多

くの日の間、王なく、君なく、犠牲なく、柱なく
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、エポデおよびテラピムもなく過ごす。 5そして

その後イスラエルの子らは帰って来て、その神、

主と、その王ダビデとをたずね求め、終りの日に

おののいて、主とその恵みに向かって来る。

4イスラエルの人々よ、主の言葉を聞け。主はこ
の地に住む者と争われる。この地には真実がな

く、愛情がなく、また神を知ることもないからで

ある。 2ただのろいと、偽りと、人殺しと、盗み

と、姦淫することのみで、人々は皆荒れ狂い、殺

害に殺害が続いている。 3それゆえ、この地は嘆

き、これに住む者はみな、野の獣も空の鳥も共に

衰え、海の魚さえも絶えはてる。 4しかし、だれ

も争ってはならない、責めてはならない。祭司よ

。わたしの争うのは、あなたと争うのだ。 5あな

たは昼つまずき、預言者もまたあなたと共に夜つ

まずく。わたしはあなたの母を滅ぼす。 6わたし

の民は知識がないために滅ぼされる。あなたは知

識を捨てたゆえに、わたしもあなたを捨てて、わ

たしの祭司としない。あなたはあなたの神の律法

を忘れたゆえに、わたしもまたあなたの子らを忘

れる。 7彼らは大きくなるにしたがって、ますま

すわたしに罪を犯したゆえ、わたしは彼らの栄え

を恥に変える。 8彼らはわが民の罪を食いものに

し、その罪を犯すことをせつに願っている。 9そ

れゆえ祭司も民と同じようになる。わたしはその

わざのために彼らを罰し、そのおこないのために

彼らに報いる。 10彼らは食べても飽くことなく、

淫行をなしてもその数を増すことがない。彼らは

主を捨てて、淫行を愛したからである。 11酒と新

しい酒とは思慮を奪う。 12わが民は木に向かって

事を尋ねる。またそのつえは彼らに事を示す。こ

れは淫行の霊が彼らを迷わしたからである。彼ら

はその神を捨てて淫行をなした。 13彼らは山々の

頂で犠牲をささげ、丘の上、かしの木、柳の木、

テレビンの木の下で供え物をささげる。これはそ

の木陰がここちよいためである。それゆえ、あな

たがたの娘は淫行をなし、あなたがたの嫁は姦淫

を行う。 14わたしはあなたがたの娘が淫行をして

も罰しない。またあなたがたの嫁が姦淫を行って

も罰しない。男たちみずから遊女と共に離れ去り

、宮の遊女と共に犠牲をささげているからである

。悟りのない民は滅びる。 15イスラエルよ、あな

たは淫行をなしても、ユダに罪を犯させてはなら

ない。ギルガルへ行ってはならない。ベテアベン

にのぼってはならない。また「主は生きておられ

る」と言って誓ってはならない。 16イスラエルは

強情な雌牛のように強情である。今、主は小羊を

広い野に放つようにして、彼らを養うことができ

ようか。 17エフライムは偶像に結びつらなった。

そのなすにまかせよ。 18彼らは酒宴のとりことな

り、淫行にふけっている。彼らはその光栄よりも

恥を愛する。 19風はその翼に彼らを包んだ。彼ら

はその祭壇のゆえに恥を受ける。

5祭司たちよ、これを聞け、イスラエルの家よ、
心をとめよ、王の家よ、耳を傾けよ、さばきは

あなたがたに臨む。あなたがたはミヅパにわなを

設け、タボルの上に網を張ったからだ。 2彼らは

シッテムの穴を深くしたが、わたしは彼らをこと

ごとく懲らしめる。 3わたしはエフライムを知っ

ている。イスラエルはわたしに隠れることがない

。エフライムよ、あなたは今淫行をなし、イスラ

エルは汚された。 4彼らのおこないは彼らを神に

帰らせない。それは淫行の霊が彼らのうちにあっ

て、主を知ることができないからだ。 5イスラエ

ルの誇はその顔に向かって証言している。エフラ

イムはその不義によってつまずき、ユダもまた彼

らと共につまずく。 6彼らは羊の群れ、牛の群れ

を携えて行って、主を求めても、主に会うことは

ない。主は彼らから離れ去られた。 7彼らは主に

むかって貞操を守らず、ほかの者の子を産んだ。

新月は彼らをその田畑と共に滅ぼす。 8ギベアで

角笛を吹き、ラマでラッパを鳴らし、ベテアベン

で呼ばわり叫べ。ベニヤミンよ、おののけ。 9エ

フライムは刑罰の日に荒れすたれる。わたしはイ

スラエルの部族のうちに、必ず起るべき事を知ら

せる。 10ユダの君たちは境を移す者のようになっ

た。わたしはわが怒りを水のように彼らの上に注

ぐ。 11エフライムは甘んじて、むなしいものに従

って歩んだゆえ、さばきを受けて、しえたげられ

、打ちひしがれる。 12それゆえ、わたしはエフラ

イムには、しみのように、ユダの家には腐れのよ

うになる。 13エフライムはおのれの病を見、ユダ

はおのれの傷を見たとき、エフライムはアッスリ

ヤに行き、大王に人をつかわした。しかし彼はあ

なたがたをいやすことができない。また、あなた

がたの傷をなおすことができない。 14わたしはエ

フライムに対しては、ししのようになり、ユダの

家に対しては若きししのようになる。わたしは、

わたしこそ、かき裂いて去り、かすめて行くが、

だれも救う者はない。 15わたしは彼らがその罪を

認めて、わが顔をたずね求めるまで、わたしの所

に帰っていよう。彼らは悩みによって、わたしを

尋ね求めて言う、

6「さあ、わたしたちは主に帰ろう。主はわたし
たちをかき裂かれたが、またいやし、わたした

ちを打たれたが、また包んでくださるからだ。 2

主は、ふつかの後、わたしたちを生かし、三日目

にわたしたちを立たせられる。わたしたちはみ前

で生きる。 3わたしたちは主を知ろう、せつに主

を知ることを求めよう。主はあしたの光のように

必ず現れいで、冬の雨のように、わたしたちに臨

み、春の雨のように地を潤される」。 4エフライ

ムよ、わたしはあなたに何をしようか。ユダよ、

わたしはあなたに何をしようか。あなたがたの愛

はあしたの雲のごとく、また、たちまち消える露

のようなものである。 5それゆえ、わたしは預言

者たちによって彼らを切り倒し、わが口の言葉を

もって彼らを殺した。わがさばきは現れ出る光の

ようだ。 6わたしはいつくしみを喜び、犠牲を喜

ばない。燔祭よりもむしろ神を知ることを喜ぶ。 7

ところが彼らはアダムで契約を破り、かしこでわ

たしにそむいた。 8ギレアデは悪を行う者の町で
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、血の足跡で満たされている。 9盗賊が人を待ち

伏せするように、祭司たちは党を組み、シケムへ

行く道で人を殺す。このように彼らは悪しき事を

行う。 10わたしはイスラエルの家に恐るべき事を

見た。かしこでエフライムは淫行をなし、イスラ

エルは汚された。 11ユダよ、あなたのためにも刈

入れが定められている。わたしがわが民の繁栄を

回復するとき、

7わたしがイスラエルをいやすとき、エフライム
の不義と、サマリヤの悪しきわざとは現れる。

彼らは偽りをおこない、内では盗びとが押し入り

、外では山賊の群れが襲いきたる。 2しかし、彼

らはわたしが彼らのすべての悪を覚えていること

を悟らない。今、そのわざは彼らを囲んで、わた

しの顔の前にある。 3彼らはその悪をもって王を

喜ばせ、その偽りをもって君たちを喜ばせる。 4

彼らはみな姦淫を行う者で、パンを焼く者が熱く

する炉のようだ。パンを焼く者は、ねり粉をこね

てから、それがふくれるまで、しばらく、火をお

こす事をしないだけだ。 5われわれの王の日に、

つかさたちは酒の熱によって病みわずらい、王は

あざける者と共に手を伸べた。 6彼らは陰謀をも

ってその心を炉のように燃やす。その怒りは夜通

しくすぶり、朝になると炎のように燃える。 7彼

らは皆、炉のように熱くなって、そのさばきびと

を焼き滅ぼす。そのもろもろの王は皆たおれる。

彼らの中にはわたしを呼ぶ者がひとりもない。 8

エフライムはもろもろの民の中に入り混じる。エ

フライムは火にかけて、かえさない菓子である。 9

他国人らは彼の力を食い尽すが、彼はそれを知ら

ない。しらがが混じってはえても、それを悟らな

い。 10イスラエルの誇は自らに向かって証言して

いる、彼らはこのもろもろの事があっても、なお

その神、主に帰らず、また主を求めない。 11エフ

ライムは知恵のない愚かな、はとのようだ。彼ら

はエジプトに向かって呼び求め、またアッスリヤ

へ行く。 12彼らが行くとき、わたしは彼らの上に

網を張って、空の鳥のように引き落し、その悪し

きおこないのゆえに、彼らを懲らしめる。 13わざ

わいなるかな、彼らはわたしを離れて迷い出た。

滅びは彼らに臨む。彼らがわたしに向かって罪を

犯したからだ。わたしは彼らをあがなおうと思う

が、彼らはわたしに逆らって偽りを言う。 14彼ら

は真心をもってわたしを呼ばず、ただ床の上で悲

しみ叫ぶ。彼らは穀物と酒のためには集まるが、

わたしに逆らう。 15わたしは彼らを教え、その腕

を強くしたが、彼らはわたしに逆らって、悪しき

事をはかる。 16彼らはバアルに帰る。彼らはあざ

むく弓のようだ。彼らの君たちはその舌の高ぶり

のために、つるぎに倒れる。これはエジプトの国

で人々のあざけりとなる。

8ラッパをあなたの口にあてよ、はげたかは主の
家に臨む。彼らがわたしの契約を破り、わたし

の律法を犯したからだ。 2彼らはわたしに向かっ

て叫ぶ、「わが神よ、われわれイスラエルはあな

たを知る」と。 3イスラエルは善はしりぞけた。

敵はこれを追うであろう。 4彼らは王を立てた、

しかし、わたしによって立てたのではない。彼ら

は君を立てた、しかし、わたしはこれを知らない

。彼らは銀と金をもって、自分たちの滅びのため

に偶像を造った。 5サマリヤよ、わたしはあなた

の子牛を忌みきらう。わたしの怒りは彼らに向か

って燃える。彼らはいつになればイスラエルで罪

なき者となるであろうか。 6これは工人の作った

もので、神ではない。サマリヤの子牛は砕けて粉

となる。 7彼らは風をまいて、つむじ風を刈り取

る。立っている穀物は穂を持たず、また実らない

。たとい実っても、他国人がこれを食い尽す。 8

イスラエルはのまれた。彼らは諸国民の間にあっ

て、すでに無用な器のようになった。 9彼らはひ

とりさまよう野のろばのように、アッスリヤにの

ぼって行った。エフライムは物を贈って恋人を得

た。 10たとい彼らが国々に物を贈って同盟者を得

ても、わたしはまもなく彼らを集める。彼らはし

ばらくにして、王や君たちに油をそそぐことをや

める。 11エフライムは多くの祭壇を造って罪を犯

したゆえ、これは彼には罪を犯すための祭壇とな

った。 12わたしは彼のために、あまたの律法を書

きしるしたが、これはかえって怪しい物のように

思われた。 13彼らは犠牲を好み、肉をささげてこ

れを食べる。しかし主はこれを喜ばれない。今、

彼らの不義を覚え、彼らの罪を罰せられる。彼ら

はエジプトに帰る。 14イスラエルは自分の造り主

を忘れて、もろもろの宮殿を建てた。ユダは堅固

な町々を多く増し加えた。しかしわたしは火をそ

の町々に送って、もろもろの城を焼き滅ぼす。

9イスラエルよ、もろもろの民のように喜びおど
るな。あなたは淫行をなして、あなたの神を離

れ、すべての穀物の打ち場で受ける淫行の価を愛

した。 2打ち場と酒ぶねとは彼らを養わない。ま

た新しい酒もむなしくなる。 3彼らは主の地に住

むことなく、エフライムはエジプトに帰り、アッ

スリヤで汚れた物を食べる。 4彼らは主に向かっ

て酒を注がず、また犠牲をもって主を喜ばせず、

彼らのパンは喪におる者のパンのようで、すべて

これを食べる者は汚される。彼らのパンはただ自

分の飢えを満たすためで、主の家に、はいること

はできない。 5あなたがたは祝の日と、主の祭の

日に、何をしようとするのか。 6見よ、彼らはア

ッスリヤへ行く。エジプトは彼らを集め、メンピ

スは彼らを葬る。あざみは彼らの銀の宝物を所有

し、いばらは彼らの天幕にはびこる。 7刑罰の日

は来た。報いの日は来た。イスラエルはこれを知

る。預言者は愚かな者、霊に感じた人は狂った者

だ。これはあなたがたの不義が多く、恨みが大き

いためである。 8預言者はわが神の民エフライム

の見張人である。しかし預言者のすべての道には

鳥をとる者のわながあり、恨みはその神の家にあ

る。 9彼らはギベアの日のように、深くおのれを

腐らせた。主はその不義を覚え、その罪を罰せら

れる。 10わたしはイスラエルを荒野のぶどうのよ
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うに見、あなたがたの先祖たちを、いちじくの木

の初めに結んだ初なりのように見た。ところが彼

らはバアル・ペオルへ行き、身をバアルにゆだね

、彼らが愛した物と同じように憎むべき者となっ

た。 11エフライムの栄光は、鳥のようにとび去る

。すなわち産むことも、はらむことも、みごもる

こともなくなる。 12たとい彼らが子を育てても、

わたしはその子を奪って、残る者のないようにす

る。わたしが彼らを離れるとき、彼らはわざわい

だ。 13わたしが見たように、エフライムの子らは

えじきに定められた。エフライムはその子らを、

人を殺す者に渡さなければならない。 14主よ、彼

らに与えてください。あなたは何を与えられます

か。流産の胎と、かわいた乳ぶさを彼らに与えて

ください。 15彼らのすべての悪はギルガルにある

。わたしはかしこで彼らを憎んだ。彼らのおこな

いの悪しきがゆえに、彼らをわが家から追いだし

、重ねて愛することをしない。その君たちはみな

、反逆者である。 16エフライムは撃たれ、その根

は枯れて、実を結ばない。たとい彼らが子を産ん

でも、わたしはそのいつくしむ子らを殺す。 17彼

らは聞き従わないので、わが神はこれを捨てられ

る。彼らはもろもろの国民のうちに、さすらい人

となる。

10イスラエルは実を結ぶ茂ったぶどうの木であ
る。その実を多く結ぶにしたがって、祭壇を

増し、その地の豊かなるにしたがって、柱の像を

麗しくした。 2彼らの心は偽りである。今、彼ら

はその罪を負わなければならない。主はその祭壇

をこわし、その柱の像を砕かれる。 3今、彼らは

言う、「われわれは主を恐れないので、われわれ

には王がない。王はわれわれのために何をなしえ

ようか」と。 4彼らはむなしき言葉をいだし、偽

りの誓いをもって契約を結ぶ。それゆえ、さばき

は畑のうねの毒草のように現れる。 5サマリヤの

住民は、ベテアベンの子牛のためにおののき、そ

の民はこれがために嘆き、その偶像に仕える祭司

たちは、その栄光のうせたるがために泣き悲しむ

。 6その子牛はアッスリヤに携えられ、礼物とし

て大王にささげられ、エフライムは恥をうけ、イ

スラエルはおのれの偶像を恥じる。 7サマリヤの

王は、水のおもての木切れのように滅ぼされる。 8

イスラエルの罪であるアベンの高き所も滅び、い

ばらとあざみがその祭壇の上にはえ茂る。その時

彼らは山に向かって、「われわれをおおえ」と言

い、丘に向かって「われわれの上に倒れよ」と言

う。 9イスラエルよ、あなたはギベアの日からこ

のかた罪を犯した。彼らはその所に立っていた。

戦いはギベアにおる彼らに及ばないであろうか。

10わたしは来てよこしまな民を攻め、これを懲ら

しめる。彼らがその二つの罪のために懲しめられ

るとき、もろもろの民は集まって彼らを攻める。

11エフライムはならされた若い雌牛であって、穀

物を踏むことを好む。わたしはその麗しい首を惜

しんだ。しかし、わたしはエフライムにくびきを

かける。ユダは耕し、ヤコブは自分のために、ま

ぐわをひかねばならない。 12あなたがたは自分の

ために正義をまき、いつくしみの実を刈り取り、

あなたがたの新田を耕せ。今は主を求むべき時で

ある。主は来て救いを雨のように、あなたがたに

降りそそがれる。 13あなたがたは悪を耕し、不義

を刈りおさめ、偽りの実を食べた。これはあなた

がたが自分の戦車を頼み、勇士の多いことを頼ん

だためである。 14それゆえ、あなたがたの民の中

にいくさの騒ぎが起り、シャルマンが戦いの日に

ベテ・アルベルを打ち破ったように、あなたがた

の城はことごとく打ち破られる。母らはその子ら

と共に打ち砕かれた。 15イスラエルの家よ、あな

たがたの大いなる悪のゆえに、このように、あな

たがたにも行われ、イスラエルの王は、あらしの

中に全く滅ぼされる。

11わたしはイスラエルの幼い時、これを愛した
。わたしはわが子をエジプトから呼び出した

。 2わたしが呼ばわるにしたがって、彼らはいよ

いよわたしから遠ざかり、もろもろのバアルに犠

牲をささげ、刻んだ像に香をたいた。 3わたしは

エフライムに歩むことを教え、彼らをわたしの腕

にいだいた。しかし彼らはわたしにいやされた事

を知らなかった。 4わたしはあわれみの綱、すな

わち愛のひもで彼らを導いた。わたしは彼らに対

しては、あごから、くびきをはずす者のようにな

り、かがんで彼らに食物を与えた。 5彼らはエジ

プトの地に帰り、アッスリヤびとが彼らの王とな

る。彼らがわたしに帰ることを拒んだからである

。 6つるぎは、そのもろもろの町にあれ狂い、そ

の門の貫の木を砕き、その城の中に彼らを滅ぼす

。 7わが民はわたしからそむき去ろうとしている

。それゆえ、彼らはくびきをかけられ、これを除

きうる者はひとりもいない。 8エフライムよ、ど

うして、あなたを捨てることができようか。イス

ラエルよ、どうしてあなたを渡すことができよう

か。どうしてあなたをアデマのようにすることが

できようか。どうしてあなたをゼボイムのように

扱うことができようか。わたしの心は、わたしの

うちに変り、わたしのあわれみは、ことごとくも

え起っている。 9わたしはわたしの激しい怒りを

あらわさない。わたしは再びエフライムを滅ぼさ

ない。わたしは神であって、人ではなく、あなた

のうちにいる聖なる者だからである。わたしは滅

ぼすために臨むことをしない。 10彼らは主に従っ

て歩む。主はししのほえるように声を出される。

主が声を出されると、子らはおののきつつ西から

来る。 11彼らはエジプトから鳥のように、アッス

リヤの地から、はとのように急いで来る。わたし

は彼らをその家に帰らせると主は言われる。 12エ

フライムは偽りをもって、わたしを囲み、イスラ

エルの家は欺きをもって、わたしを囲んだ。しか

しユダはなお神に知られ、聖なる者に向かって真

実である。

12エフライムはひねもす風を牧し、東風を追い
、偽りと暴虐とを増し加え、アッスリヤと取

引をなし、油をエジプトに送った。 2主はユダと
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争い、ヤコブをそのしわざにしたがって罰し、そ

のおこないにしたがって報いられる。 3ヤコブは

胎にいたとき、その兄弟のかかとを捕え、成人し

たとき神と争った。 4彼は天の使と争って勝ち、

泣いてこれにあわれみを求めた。彼はベテルで神

に出会い、その所で神は彼と語られた。 5主は万

軍の神、その名は主である。 6それゆえ、あなた

はあなたの神に帰り、いつくしみと正しきとを守

り、つねにあなたの神を待ち望め。 7商人はその

手に偽りのはかりを持ち、しえたげることを好む

。 8エフライムは言った、「まことにわたしは富

める者となった。わたしは自分ために財宝を得た

」と。しかし彼のすべての富もその犯した罪をつ

ぐなうことはできない。 9わたしはエジプトの国

を出たときから、あなたの神、主である。わたし

は祭の日のように、再びあなたを天幕に住まわせ

よう。 10わたしは預言者たちに語った。幻を多く

示したのはわたしである。わたしは預言者たちに

よってたとえを語った。 11もしギレアデに不義が

あるなら、彼らは必ずむなしき者となる。もし彼

らがギルガルで雄牛を犠牲にささげるなら、彼ら

の祭壇は畑のうねに積んだ石塚のようになる。 12

（ヤコブはアラムの地に逃げっていった。イスラ

エルは妻をめとるために人に仕えた。彼は妻をめ

とるために羊を飼った。） 13主はひとりの預言者

によって、イスラエルをエジプトから導き出し、

ひとりの預言者によってこれを守られた。 14エフ

ライムはいたく主を怒らせた。それゆえ主はその

血のとがを彼の上にのこし、そのはずかしめを彼

に返される。

13エフライムが物言えば、人々はおののいた。
彼はイスラエルの中に自分を高くした。しか

し彼はバアルによって罪を犯して死んだ。 2そし

て彼らは今もなおますます罪を犯し、その銀をも

って自分のために像を鋳、巧みに偶像を造る。こ

れは皆工人のわざである。彼らは言う、これに犠

牲をささげよ、人々は子牛に口づけせよと。 3そ

れゆえ彼らは朝の霧のように、すみやかに消えう

せる露のように、打ち場から風に吹き去られるも

みがらのように、また窓から出て行く煙のように

なる。 4わたしはエジプトの国を出てからこのか

た、あなたの神、主である。あなたはわたしのほ

かに神を知らない。わたしのほかに救う者はない

。 5わたしは荒野で、またかわいた地で、あなた

を知った。 6しかし彼らは食べて飽き、飽きて、

その心が高ぶり、わたしを忘れた。 7それゆえ、

わたしは彼らに向かって、ししのようになり、ひ

ょうのように道のかたわらに潜んでうかがう。 8

わたしは子を取られた熊のように彼らに出会って

、その胸をかきさき、その所で、ししのようにこ

れを食い尽し、野の獣のようにこれをかき破る。 9

イスラエルよ、わたしはあなたを滅ぼす。だれが

あなたを助けることができよう。 10あなたを助け

るあなたの王は今、どこにいるのか。あなたがか

つて「わたしに王と君たちとを与えよ」と言った

あなたを保護すべき、すべてのつかさたちは今、

どこにいるのか。 11わたしは怒りをもってあなた

に王を与えた、また憤りをもってこれを奪い取っ

た。 12エフライムの不義は包みおかれ、その罪は

積みたくわえられてある。 13子を産む女の苦しみ

が彼に臨む。彼は知恵のない子である。生れる時

が来ても彼は産門にあらわれない。 14わたしは彼

らを陰府の力から、あがなうことがあろうか。彼

らを死から、あがなうことがあろうか。死よ、お

まえの災はどこにあるのか。陰府よ、おまえの滅

びはどこにあるのか。あわれみは、わたしの目か

ら隠されている。 (Sheol h7585) 15たとい彼は葦のよ

うに栄えても、東風が吹いて来る。主の風が荒野

から吹き起る。これがためにその源はかれ、その

泉はかわく。それはすべての尊い物の宝庫をかす

め奪う。 16サマリヤはその神にそむいたので、そ

の罪を負い、つるぎに倒れ、その幼な子は投げ砕

かれ、そのはらめる女は引き裂かれる。

14イスラエルよ、あなたの神、主に帰れ。あな
たは自分の不義によって、つまずいたからだ

。 2あなたがたは言葉を携えて、主に帰って言え

、「不義はことごとくゆるして、よきものを受け

いれてください。わたしたちは自分のくちびるの

実をささげます。 3アッスリヤはわたしたちを助

けず、わたしたちは馬に乗りません。わたしたち

はもはや自分たちの手のわざに向かって『われわ

れの神』とは言いません。みなしごはあなたによ

って、あわれみを得るでしょう」。 4わたしは彼

らのそむきをいやし、喜んでこれを愛する。わた

しの怒りは彼らを離れ去ったからである。 5わた

しはイスラエルに対しては露のようになる。彼は

ゆりのように花咲き、ポプラのように根を張り、 6

その枝は茂りひろがり、その麗しさはオリブの木

のように、そのかんばしさはレバノンのようにな

る。 7彼らは帰って来て、わが陰に住み、園のよ

うに栄え、ぶどうの木のように花咲き、そのかん

ばしさはレバノンの酒のようになる。 8エフライ

ムよ、わたしは偶像となんの係わりがあろうか。

あなたに答え、あなたを顧みる者はわたしである

。わたしは緑のいとすぎのようだ。あなたはわた

しから実を得る。 9知恵のある者はだれか。その

人にこれらのことを悟らせよ。悟りある者はだれ

か。その人にこれらのことを知らせよ。主の道は

直く、正しき者はこれを歩む。しかし罪びとはこ

れにつまずく。



ヨエル書539

ヨエル書

1ペトエルの子ヨエルに臨んだ主の言葉。 2老人

たちよ、これを聞け。すべてこの地に住む者よ

、耳を傾けよ。あなたがたの世、またはあなたが

たの先祖の世にこのような事があったか。 3これ

をあなたがたの子たちに語り、子たちはまたその

子たちに語り、その子たちはまたこれを後の代に

語り伝えよ。 4かみ食らういなごの残したものは

、群がるいなごがこれを食い、群がるいなごの残

したものは、とびいなごがこれを食い、とびいな

ごの残したものは、滅ぼすいなごがこれを食った

。 5酔える者よ、目をさまして泣け。すべて酒を

飲む者よ、うまい酒のゆえに泣き叫べ。うまい酒

はあなたがたの口から断たれるからだ。 6一つの

国民がわたしの国に攻めのぼってきた。その勢い

は強く、その数は計られず、その歯はししの歯の

ようで、雌じしのきばをもっている。 7彼らはわ

がぶどうの木を荒し、わがいちじくの木を折り、

その皮をはだかにして捨てた。その枝は白くなっ

た。 8あなたがたは若い時の夫のために荒布を腰

にまとったおとめのように泣き悲しめ。 9素祭と

灌祭とは主の家に絶え、主に仕える祭司たちは嘆

き悲しむ。 10畑は荒れ、地は悲しむ。これは穀物

が荒れはて、新しい酒は尽き、油も絶えるためで

ある。 11小麦および大麦のために、農夫たちよ、

恥じよ、ぶどう作りたちよ、泣け。畑の収穫がう

せ去ったからである。 12ぶどうの木は枯れ、いち

じくの木はしおれ、ざくろ、やし、りんご、野の

すべての木はしぼんだ。それゆえ楽しみは人の子

らからかれうせた。 13祭司たちよ、荒布を腰にま

とい、泣き悲しめ。祭壇に仕える者たちよ、泣け

。神に仕える者たちよ、来て、荒布をまとい、夜

を過ごせ。素祭も灌祭もあなたがたの神の家から

退けられたからである。 14あなたがたは断食を聖

別し、聖会を召集し、長老たちを集め、国の民を

ことごとくあなたがたの神、主の家に集め、主に

向かって叫べ。 15ああ、その日はわざわいだ。主

の日は近く、全能者からの滅びのように来るから

である。 16われわれの目の前に食物は絶え、われ

われの神の家から喜びと楽しみが絶えたではない

か。 17種は土の下に朽ち、倉は荒れ、穀物がつき

たので、穀倉はこわされる。 18いかに家畜はうめ

き鳴くか。牛の群れはさまよう。彼らには牧草が

ないからだ。羊の群れも滅びうせる。 19主よ、わ

たしはあなたに向かって呼ばわる。火が荒野の牧

草を焼き滅ぼし、炎が野のすべての木を焼き尽し

たからである。 20野の獣もまたあなたに向かって

呼ばわる。水の流れがかれはて、火が荒野の牧草

を焼き滅ぼしたからである

2あなたがたはシオンでラッパを吹け。わが聖な
る山で警報を吹きならせ。国の民はみな、ふる

いわななけ。主の日が来るからである。それは近

い。 2これは暗く、薄暗い日、雲の群がるまっく

らな日である。多くの強い民が暗やみのようにも

ろもろの山をおおう。このようなことは昔からあ

ったことがなく、後の代々の年にも再び起ること

がないであろう。 3火は彼らの前を焼き、炎は彼

らの後に燃える。彼らのこない前には、地はエデ

ンの園のようであるが、その去った後は荒れ果て

た野のようになる。これをのがれうるものは一つ

もない。 4そのかたちは馬のかたちのようであり

、その走ることは軍馬のようである。 5山の頂で

とびおどる音は、戦車のとどろくようである。ま

た刈り株を焼く火の炎の音のようであり、戦いの

備えをした強い軍隊のようである。 6その前にも

ろもろの民はなやみ、すべての顔は色を失う。 7

彼らは勇士のように走り、兵士のように城壁によ

じ登る。彼らはおのおの自分の道を進んで行って

、その道を踏みはずさない。 8彼らは互におしあ

わず、おのおのその道を進み行く。彼らは武器の

中にとびこんでも、身をそこなわない。 9彼らは

町にとび入り、城壁の上を走り、家々によじ登り

、盗びとのように窓からはいる。 10地は彼らの前

におののき、天はふるい、日も月も暗くなり、星

はその光を失う。 11主はその軍勢の前で声をあげ

られる。その軍隊は非常に多いからである。その

み言葉をなし遂げる者は強い。主の日は大いにし

て、はなはだ恐ろしいゆえ、だれがこれに耐える

ことができよう。 12主は言われる、「今からでも

、あなたがたは心をつくし、断食と嘆きと、悲し

みとをもってわたしに帰れ。 13あなたがたは衣服

ではなく、心を裂け」。あなたがたの神、主に帰

れ。主は恵みあり、あわれみあり、怒ることがお

そく、いつくしみが豊かで、災を思いかえされる

からである。 14神があるいは立ち返り、思いかえ

して祝福をその後に残し、素祭と灌祭とをあなた

がたの神、主にささげさせられる事はないとだれ

が知るだろうか。 15シオンでラッパを吹きならせ

。断食を聖別し、聖会を召集し、 16民を集め、会

衆を聖別し、老人たちを集め、幼な子、乳のみ子

を集め、花婿をその家から呼びだし、花嫁をその

へやから呼びだせ。 17主に仕える祭司たちは、廊

と祭壇との間で泣いて言え、「主よ、あなたの民

をゆるし、あなたの嗣業をもろもろの国民のうち

に、そしりと笑い草にさせないでください。どう

してもろもろの国民に、『彼らの神はどこにいる

のか』と言わせてよいでしょうか」。 18その時主

は自分の地のために、ねたみを起し、その民をあ

われまれた。 19主は答えて、その民に言われた、

「見よ、わたしは穀物と新しい酒と油とをあなた

がたに送る。あなたがたはこれを食べて飽きるで

あろう。わたしは重ねてあなたがたにもろもろの

国民のうちでそしりを受けさせない。 20わたしは

北から来る者をあなたがたから遠ざけ、これをか

わいた荒れ地に追いやり、その前の者を東の海に

、その後の者を西の海に追いやる。その臭いにお

いは起り、その悪しきにおいは上る。これは大い

なる事をしたからである。 21地よ恐るな、喜び楽

しめ、主は大いなる事を行われたからである。 22

野のもろもろの獣よ、恐るな。荒野の牧草はもえ

いで、木はその実を結び、いちじくの木とぶどう

の木とは豊かに実る。 23シオンの子らよ、あなた
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がたの神、主によって喜び楽しめ。主はあなたが

たを義とするために秋の雨を賜い、またあなたが

たのために豊かに雨を降らせ、前のように、秋の

雨と春の雨とを降らせられる。 24打ち場は穀物で

満ち、石がめは新しい酒と油とであふれる。 25わ

たしがあなたがたに送った大軍、すなわち群がる

いなご、とびいなご、滅ぼすいなご、かみ食らう

いなごの食った年をわたしはあなたがたに償う。

26あなたがたは、じゅうぶん食べて飽き、あなた

がたに不思議なわざをなされたあなたがたの神、

主のみ名をほめたたえる。わが民は永遠にはずか

しめられることがない。 27あなたがたはイスラエ

ルのうちにわたしのいることを知り、主なるわた

しがあなたがたの神であって、ほかにないことを

知る。わが民は永遠にはずかしめられることがな

い。 28その後わたしはわが霊をすべての肉なる者

に注ぐ。あなたがたのむすこ、娘は預言をし、あ

なたがたの老人たちは夢を見、あなたがたの若者

たちは幻を見る。 29その日わたしはまたわが霊を

しもべ、はしために注ぐ。 30わたしはまた、天と

地とにしるしを示す。すなわち血と、火と、煙の

柱とがあるであろう。 31主の大いなる恐るべき日

が来る前に、日は暗く、月は血に変る。 32すべて

主の名を呼ぶ者は救われる。それは主が言われた

ように、シオンの山とエルサレムとに、のがれる

者があるからである。その残った者のうちに、主

のお召しになる者がある。

3見よ、わたしがユダとエルサレムとの幸福をも
とに返すその日、その時、 2わたしは万国の民

を集めて、これをヨシャパテの谷に携えくだり、

その所でわが民、わが嗣業であるイスラエルのた

めに彼らをさばく。彼らがわが民を諸国民のうち

に散らして、わたしの地を分かち取ったからであ

る。 3彼らはわが民をくじ引きにし、遊女のため

に少年をわたし、酒のために少女を売って飲んだ

。 4ツロとシドンよ、ペリシテのすべての地方よ

、おまえたちは、わたしとなんのかかわりがある

か。おまえたちはわたしに報復をしようとするの

か。もしおまえたちがわたしに報復しようとする

なら、わたしは時をうつさず、すみやかに、おま

えたちのおこないの報復をおまえたちの頭上にこ

させる。 5これはおまえたちがわたしの銀と金と

をとり、わたしの貴重な宝をおまえたちの宮に携

え行き、 6またユダの人々とエルサレムの人々と

をギリシヤびとに売って、その本国から遠く離れ

させたからである。 7見よ、わたしはおまえたち

が売ったその所から彼らを起して、おまえたちの

おこないの報復をおまえたちの頭上にこさせる。 8

わたしはおまえたちのむすこ娘たちをユダの人々

の手に売る。彼らはこれを遠い国びとであるシバ

びとに売ると、主は言われる」。 9もろもろの国

民の中に宣べ伝えよ。戦いの備えをなし、勇士を

ふるい立たせ、兵士をことごとく近づかせ、のぼ

らせよ。 10あなたがたのすきを、つるぎに、あな

たがたのかまを、やりに打ちかえよ。弱い者に「

わたしは勇士である」と言わせよ。 11周囲のすべ

ての国民よ、急ぎ来て、集まれ。主よ、あなたの

勇士をかしこにお下しください。 12もろもろの国

民をふるい立たせ、ヨシャパテの谷にのぼらせよ

。わたしはそこに座して、周囲のすべての国民を

さばく。 13かまを入れよ、作物は熟した。来て踏

め、酒ぶねは満ち、石がめはあふれている。彼ら

の悪が大きいからだ。 14群衆また群衆は、さばき

の谷におる。主の日がさばきの谷に近いからであ

る。 15日も月も暗くなり、星もその光を失う。 16

主はシオンから大声で叫び、エルサレムから声を

出される。天も地もふるい動く。しかし主はその

民の避け所、イスラエルの人々のとりでである。

17「そこであなたがたは知るであろう、わたしは

あなたがたの神、主であって、わが聖なる山シオ

ンに住むことを。エルサレムは聖所となり、他国

人は重ねてその中を通ることがない。 18その日も

ろもろの山にうまい酒がしたたり、もろもろの丘

は乳を流し、ユダのすべての川は水を流す。泉は

主の家から出て、シッテムの谷を潤す。 19エジプ

トは荒れ地となり、エドムは荒野となる。彼らは

その国でユダの人々をしえたげ、罪なき者の血を

流したからである。 20しかしユダは永遠に人の住

む所となり、エルサレムは世々に保つ。 21わたし

は彼らに血の報復をなし、とがある者をゆるさな

い。主はシオンに住まわれる」。
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アモス書

1テコアの牧者のひとりであるアモスの言葉。こ
れはユダの王ウジヤの世、イスラエルの王ヨア

シの子ヤラベアムの世、地震の二年前に、彼がイ

スラエルについて示されたものである。 2彼は言

った、「主はシオンからほえ、エルサレムから声

を出される。牧者の牧場は嘆き、カルメルの頂は

枯れる」。 3主はこう言われる、「ダマスコの三

つのとが、四つのとがのために、わたしはこれを

罰してゆるさない。これは彼らが鉄のすり板で、

ギレアデを踏みにじったからである。 4わたしは

ハザエルの家に火を送り、ベネハダデのもろもろ

の宮殿を焼き滅ぼす。 5わたしはダマスコの貫の

木を砕き、アベンの谷から住民を断ち、ベテエデ

ンから王のつえをとる者を断つ。スリヤの民はキ

ルに捕えられて行く」と主は言われる。 6主はこ

う言われる、「ガザの三つのとが、四つのとがの

ために、わたしはこれを罰してゆるさない。これ

は彼らが人々をことごとく捕えて行って、エドム

に渡したからである。 7わたしはガザの石がきに

火を送り、そのもろもろの宮殿を焼き滅ぼす。 8

わたしはアシドドから住民を断ち、アシケロンか

ら王のつえをとる者を断つ。わたしはまた手をか

えしてエクロンを撃つ。そして残ったペリシテび

とも滅びる」と主なる神は言われる。 9主はこう

言われる、「ツロの三つのとが、四つのとがのた

めに、わたしはこれを罰してゆるさない。これは

彼らが人々をことごとくエドムに渡し、また兄弟

の契約を心に留めなかったからである。 10それゆ

え、わたしはツロの石がきに火を送り、そのもろ

もろの宮殿を焼き滅ぼす」。 11主はこう言われる

、「エドムの三つのとが、四つのとがのために、

わたしはこれを罰してゆるさない。これは彼がつ

るぎをもってその兄弟を追い、全くあわれみの情

を断ち、常に怒って、人をかき裂き、ながくその

憤りを保ったからである。 12それゆえ、わたしは

テマンに火を送り、ボズラのもろもろの宮殿を焼

き滅ぼす」。 13主はこう言われる、「アンモンの

人々の三つのとが、四つのとがのために、わたし

はこれを罰してゆるさない。これは彼らがその国

境を広げるために、ギレアデのはらんでいる女を

ひき裂いたからである。 14それゆえ、わたしはラ

バの石がきに火をはなち、そのもろもろの宮殿を

焼き滅ぼす。これは戦いの日に、ときの声をもっ

てせられ、つむじ風の日に、暴風をもってせられ

る。 15彼らの王はそのつかさたちと共に捕えられ

て行く」と主は言われる。

2主はこう言われる、「モアブの三つのとが、四
つのとがのために、わたしはこれを罰してゆる

さない。これは彼がエドムの王の骨を焼いて灰に

したからである。 2それゆえ、わたしはモアブに

火を送り、ケリオテのもろもろの宮殿を焼き滅ぼ

す。モアブは騒ぎと、ときの声と、ラッパの音の

中に死ぬ。 3わたしはそのうちから、支配者を断

ち、そのすべてのつかさを彼と共に殺す」と主は

言われる。 4主はこう言われる、「ユダの三つの

とが、四つのとがのために、わたしはこれを罰し

てゆるさない。これは彼らが主の律法を捨て、そ

の定めを守らず、その先祖たちが従い歩いた偽り

の物に惑わされたからである。 5それゆえ、わた

しはユダに火を送り、エルサレムのもろもろの宮

殿を焼き滅ぼす」。 6主はこう言われる、「イス

ラエルの三つのとが、四つのとがのために、わた

しはこれを罰してゆるさない。これは彼らが正し

い者を金のために売り、貧しい者をくつ一足のた

めに売るからである。 7彼らは弱い者の頭を地の

ちりに踏みつけ、苦しむ者の道をまげ、また父子

ともにひとりの女のところへ行って、わが聖なる

名を汚す。 8彼らはすべての祭壇のかたわらに質

に取った衣服を敷いて、その上に伏し、罰金をも

って得た酒を、その神の家で飲む。 9さきにわた

しはアモリびとを彼らの前から滅ぼした。これは

その高きこと、香柏のごとく、その強きこと、か

しの木のようであったが、わたしはその上の実と

、下の根とを滅ぼした。 10わたしはまた、あなた

がたをエジプトの地から連れ上り、四十年のあい

だ荒野で、あなたがたを導き、アモリびとの地を

獲させた。 11わたしはあなたがたの子らのうちか

ら預言者を起し、あなたがたの若者のうちからナ

ジルびとを起した。イスラエルの人々よ、そうで

はないか」と主は言われる。 12「ところがあなた

がたはナジルびとに酒を飲ませ、預言者に命じて

『預言するな』と言う。 13見よ、わたしは麦束を

いっぱい積んだ車が物を圧するように、あなたが

たをその所で圧する。 14速く走る者も逃げ場を失

い、強い者もその力をふるうことができず、勇士

もその命を救うことができない。 15弓をとる者も

立つことができず、足早の者も自分を救うことが

できず、馬に乗る者もその命を救うことができな

い。 16勇士のうちの雄々しい心の者もその日には

裸で逃げる」と主は言われる。

3イスラエルの人々よ、主があなたがたに向かっ
て言われたこと、わたしがエジプトの地から導

き上った全家に向かって言ったこの言葉を聞け。 2

「地のもろもろのやからのうちで、わたしはただ

、あなたがただけを知った。それゆえ、わたしは

あなたがたのもろもろの罪のため、あなたがたを

罰する。 3ふたりの者がもし約束しなかったなら

、一緒に歩くだろうか。 4ししがもし獲物がなか

ったなら、林の中でほえるだろうか。若いししが

もし物をつかまなかったなら、その穴から声を出

すだろうか。 5もしわながなかったなら、鳥は地

に張った網にかかるだろうか。網にもし何もかか

らなかったなら、地からとびあがるだろうか。 6

町でラッパが鳴ったなら、民は驚かないだろうか

。主がなされるのでなければ、町に災が起るだろ

うか。 7まことに主なる神はそのしもべである預

言者にその隠れた事を示さないでは、何事をもな

されない。 8ししがほえる、だれが恐れないでい

られよう。主なる神が語られる、だれが預言しな
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いでいられよう」。 9アッスリヤにあるもろもろ

の宮殿、エジプトの地にあるもろもろの宮殿に宣

べて言え、「サマリヤの山々に集まり、そのうち

にある大いなる騒ぎと、その中で行われる暴虐と

を見よ」と。 10主は言われる、「彼らは正義を行

うことを知らず、しえたげ取った物と奪い取った

物とをそのもろもろの宮殿にたくわえている」。

11それゆえ主なる神はこう言われる、「敵がきて

、この国を囲み、あなたの防備をあなたから取り

除き、あなたのもろもろの宮殿はかすめられる」

。 12主はこう言われる、「羊飼がししの口から、

羊の両足、あるいは片耳を取り返すように、サマ

リヤに住むイスラエルの人々も、長いすのすみや

、寝台の一部を携えて救われるであろう」。 13万

軍の神、主なる神は言われる、「聞け、そしてヤ

コブの家に証言せよ。 14わたしはイスラエルのも

ろもろのとがを罰する日にベテルの祭壇を罰する

。その祭壇の角は折れて、地に落ちる。 15わたし

はまた冬の家と夏の家とを撃つ、象牙の家は滅び

、大いなる家は消えうせる」と主は言われる。

4「バシャンの雌牛どもよ、この言葉を聞け。あ
なたがたはサマリヤの山におり、弱い者をしえ

たげ、貧しい者を圧迫し、またその主人に向かっ

て、『持ってきて、わたしたちに飲ませよ』と言

う。 2主なる神はご自分の聖なることによって誓

われた、見よ、あなたがたの上にこのような時が

来る。その時、人々はあなたがたをつり針にかけ

、あなたがたの残りの者を魚つり針にかけて引い

て行く。 3あなたがたはおのおのまっすぐに石が

きの破れた所を出て、ハルモンに追いやられる」

と主は言われる。 4「あなたがたはベテルへ行っ

て罪を犯し、ギルガルへ行って、とがを増し加え

よ。朝ごとに、あなたがたの犠牲を携えて行け、

三日ごとに、あなたがたの十分の一を携えて行け

。 5種を入れたパンの感謝祭をささげ、心よりの

供え物をふれ示せ。イスラエルの人々よ、あなた

がたはこのようにするのを好んでいる」と主なる

神は言われる。 6「わたしはまた、あなたがたの

すべての町であなたがたの歯を清くし、あなたが

たのすべての所でパンを乏しくした。それでも、

あなたがたはわたしに帰らなかった」と主は言わ

れる。 7「わたしはまた、刈入れまでなお三月あ

るのに雨をとどめて、あなたがたの上にくださず

、この町には雨を降らし、かの町には雨を降らさ

ず、この畑は雨をえ、かの畑は雨をえないで枯れ

た。 8そこで二つ三つの町が一つの町によろめい

て行って、水を飲んでも、飽くことができなかっ

た。それでも、あなたがたはわたしに帰らなかっ

た」と主は言われる。 9「わたしは立ち枯れと腐

り穂とをもってあなたがたを撃ち、あなたがたの

園と、ぶどう畑とを荒した。いちじくの木とオリ

ブの木とは、いなごが食った。それでも、あなた

がたはわたしに帰らなかった」と主は言われる。

10「わたしはエジプトにしたようにあなたがたの

うちに疫病を送り、つるぎをもってあなたがたの

若者を殺し、あなたがたの馬を奪い去り、あなた

がたの宿営の臭気を上らせて、あなたがたの鼻を

つかせた。それでも、あなたがたはわたしに帰ら

なかった」と主は言われる。 11「わたしはあなた

がたのうちの町を神がソドムとゴモラを滅ぼされ

た時のように滅ぼしたので、あなたがたは炎の中

から取り出された燃えさしのようであった。それ

でも、あなたがたはわたしに帰らなかった」と主

は言われる。 12「それゆえイスラエルよ、わたし

はこのようにあなたに行う。わたしはこれを行う

ゆえ、イスラエルよ、あなたの神に会う備えをせ

よ」。 13見よ、彼は山を造り、風を創造し、人に

その思いのいかなるかを示し、また、あけぼのを

変えて暗やみとなし、地の高い所を踏まれる者、

その名を万軍の神、主と言う。

5イスラエルの家よ、わたしが悲しみの歌をもっ
て、あなたがたについて宣べるこの言葉を聞け

、 2「おとめイスラエルは倒れて、また起き上が

らず、彼女はおのれの地に投げ倒されてこれを起

す者がない」。 3主なる神はこう言われる、「イ

スラエルの家では、千人出た町は百人残り、百人

出た町は十人残る」。 4主はイスラエルの家にこ

う言われる、「あなたがたはわたしを求めよ、そ

して生きよ。 5ベテルを求めるな、ギルガルに行

くな。ベエルシバにおもむくな。ギルガルは必ず

捕えられて行き、ベテルは無に帰するからである

」。 6あなたがたは主を求めよ、そして生きよ。

さもないと主は火のようにヨセフの家に落ち下ら

れる。火はこれを焼くが、ベテルのためにこれを

消す者はひとりもない。 7あなたがた、公道をに

がよもぎに変え、正義を地に投げ捨てる者よ。 8

プレアデスおよびオリオンを造り、暗黒を朝に変

じ、昼を暗くして夜となし、海の水を呼んで、地

のおもてに注がれる者、その名は主という。 9主

は滅びをたちまち強い者に臨ませられるので、滅

びはついに城に臨む。 10彼らは門にいて戒める者

を憎み、真実を語る者を忌みきらう。 11あなたが

たは貧しい者を踏みつけ、彼から麦の贈り物をと

るゆえ、あなたがたは切り石の家を建てても、そ

の中に住むことはできない。美しいぶどう畑を作

っても、その酒を飲むことはできない。 12わたし

は知る、あなたがたのとがは多く、あなたがたの

罪は大きいからである。あなたがたは正しい者を

しえたげ、まいないを取り、門で貧しい者を退け

る。 13それゆえ、このような時には賢い者は沈黙

する、これは悪い時だからである。 14善を求めよ

、悪を求めるな。そうすればあなたがたは生きる

ことができる。またあなたがたが言うように、万

軍の神、主はあなたがたと共におられる。 15悪を

憎み、善を愛し、門で公義を立てよ。万軍の神、

主は、あるいはヨセフの残りの者をあわれまれる

であろう。 16それゆえ、主なる万軍の神、主はこ

う言われる、「すべての広場で泣くことがあろう

。すべてのちまたで人々は『悲しいかな、悲しい

かな』と言う。また彼らは農夫を呼んできて嘆か

せ、巧みな泣き女を招いて泣かせ、 17またすべて

のぶどう畑にも泣くことがあろう。それはわたし
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があなたがたの中を通るからである」と主は言わ

れる。 18わざわいなるかな、主の日を望む者よ、

あなたがたは何ゆえ主の日を望むのか。これは暗

くて光がない。 19人がししの前を逃れてもくまに

出会い、また家にはいって、手を壁につけると、

へびにかまれるようなものである。 20主の日は暗

くて、光がなく、薄暗くて輝きがないではないか

。 21わたしはあなたがたの祭を憎み、かつ卑しめ

る。わたしはまた、あなたがたの聖会を喜ばない

。 22たといあなたがたは燔祭や素祭をささげても

、わたしはこれを受けいれない。あなたがたの肥

えた獣の酬恩祭はわたしはこれを顧みない。 23あ

なたがたの歌の騒がしい音をわたしの前から断て

。あなたがたの琴の音は、わたしはこれを聞かな

い。 24公道を水のように、正義をつきない川のよ

うに流れさせよ。 25「イスラエルの家よ、あなた

がたは四十年の間、荒野でわたしに犠牲と供え物

をささげたか。 26かえってあなたがたの王シクテ

をにない、あなたがたが自分で作ったあなたがた

の偶像、星の神、キウンをになった。 27それゆえ

わたしはあなたがたをダマスコのかなたに捕え移

す」と、その名を万軍の神ととなえられる主は言

われる。

6「わざわいなるかな、安らかにシオンにいる者
、また安心してサマリヤの山にいる者、諸国民

のかしらのうちの著名な人々で、イスラエルの家

がきて従う者よ。 2カルネに渡って見よ。そこか

ら大ハマテに行き、またペリシテびとのガテに下

って見よ。彼らはこれらの国にまさっているか。

彼らの土地はあなたがたの土地よりも大きいか。 3

あなたがたは災の日を遠ざけ、強暴の座を近づけ

ている。 4わざわいなるかな、みずから象牙の寝

台に伏し、長いすの上に身を伸ばし、群れのうち

から小羊を取り、牛舎のうちから子牛を取って食

べ、 5琴の音に合わせて歌い騒ぎ、ダビデのよう

に楽器を造り出し、 6鉢をもって酒を飲み、いと

も尊い油を身にぬり、ヨセフの破滅を悲しまない

者たちよ。 7それゆえ今、彼らは捕われて、捕わ

れ人のまっ先に立って行く。そしてかの身を伸ば

した者どもの騒ぎはやむであろう」。 8主なる神

はおのれによって誓われた、（万軍の神、主は言

われる、）「わたしはヤコブの誇を忌みきらい、

そのもろもろの宮殿を憎む。わたしはこの町とす

べてその中にいる者を渡す」。 9一つの家に十人

の者が残っていても、彼らは死に、 10そしてその

親戚、すなわちこれを焼く者は、骨を家から運び

だすために、これを取り上げ、またその家の奥に

いる者に向かって、「まだあなたと共にいる者が

あるか」と言い、「ない」との答がある時、かの

人はまた「声を出すな、主の名をとなえるな」と

言うであろう。 11見よ、主は命じて、大きな家を

撃って、みじんとなし、小さな家を撃って、切れ

切れとされる。 12馬は岩の上を走るだろうか。人

は牛で海を耕すだろうか。ところがあなたがたは

公道を毒に変じ、正義の実をにがよもぎに変じた

。 13あなたがたはロデバルを喜び、「われわれは

自分の力でカルナイムを得たではないか」と言う

。 14それゆえ、万軍の神、主は言われる、「イス

ラエルの家よ、見よ、わたしは一つの国民を起し

て、あなたがたに敵対させる。彼らはハマテの入

口からアラバの川まであなたがたを悩ます」。

7主なる神はこのようにわたしに示された。見よ
、二番草のはえ出る初めに主は、いなごを造ら

れた。見よ、その二番草は王の刈った後に、はえ

たものである。 2そのいなごが地の青草を食い尽

した時、わたしは言った、「主なる神よ、どうぞ

、ゆるしてください。ヤコブは小さい者です、ど

うして立つことができましょう」。 3主はこのこ

とについて思いかえされ、「このことは起さない

」と主は言われた。 4主なる神はこのようにわた

しに示された。見よ、主なる神はさばきのために

火を呼ばれた。火は大淵を焼き、また地を焼こう

とした。 5その時わたしは言った、「主なる神よ

、どうぞ、やめてください。ヤコブは小さい者で

す、どうして立つことができましょう」。 6主は

このことについて思いかえされ、「このこともま

た起さない」と主なる神は言われた。 7また主は

わたしに示された。見よ、主は測りなわをもって

築いた石がきの上に立ち、その手に測りなわをも

っておられた。 8そして主はわたしに言われた、

「アモスよ、あなたは何を見るか」。「測りなわ

」とわたしが答えると、主はまた言われた、「見

よ、わたしは測りなわをわが民イスラエルの中に

置く。わたしはもはや彼らを見過しにしない。 9

イサクの高き所は荒され、イスラエルの聖所は荒

れはてる。わたしはつるぎをもってヤラベアムの

家に立ち向かう」。 10時にベテルの祭司アマジヤ

は、イスラエルの王ヤラベアムに人をつかわして

言う、「イスラエルの家のただ中で、アモスはあ

なたにそむきました。この地は彼のもろもろの言

葉に耐えることができません。 11アモスはこのよ

うに言っています、『ヤラベアムはつるぎによっ

て死ぬ、イスラエルは必ず捕えられて行って、そ

の国を離れる』と」。 12それからアマジヤはアモ

スに言った、「先見者よ、行ってユダの地にのが

れ、かの地でパンを食べ、かの地で預言せよ。 13

しかしベテルでは二度と預言してはならない。こ

こは王の聖所、国の宮だから」。 14アモスはアマ

ジヤに答えた、「わたしは預言者でもなく、また

預言者の子でもない。わたしは牧者である。わた

しはいちじく桑の木を作る者である。 15ところが

主は群れに従っている所からわたしを取り、『行

って、わが民イスラエルに預言せよ』と、主はわ

たしに言われた。 16それゆえ今、主の言葉を聞け

。あなたは言う、『イスラエルに向かって預言す

るな、イサクの家に向かって語るな』と。 17それ

ゆえ、主はこう言われる、『あなたの妻は町で遊

女となり、あなたのむすこ、娘たちはつるぎに倒

れ、あなたの地は測りなわで分かたれる。そして

あなたは汚れた地で死に、イスラエルは必ず捕え

られて行って、その国を離れる』」。
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8主なる神は、このようにわたしに示された。見
よ、ひとかごの夏のくだものがある。 2主は言

われた、「アモスよ、あなたは何を見るか」。わ

たしは「ひとかごの夏のくだもの」と答えた。す

ると主はわたしに言われた、「わが民イスラエル

の終りがきた。わたしは再び彼らを見過しにしな

い。 3その日には宮の歌は嘆きに変り、しかばね

がおびただしく、人々は無言でこれを至る所に投

げ捨てる」と主なる神は言われる。 4あなたがた

、貧しい者を踏みつけ、また国の乏しい者を滅ぼ

す者よ、これを聞け。 5あなたがたは言う、「新

月はいつ過ぎ去るだろう、そうしたら、われわれ

は穀物を売ろう。安息日はいつ過ぎ去るだろう、

そうしたら、われわれは麦を売り出そう。われわ

れはエパを小さくし、シケルを大きくし、偽りの

はかりをもって欺き、 6乏しい者を金で買い、貧

しい者をくつ一足で買いとり、また、くず麦を売

ろう」。 7主はヤコブの誇をさして誓われた、「

わたしは必ず彼らのすべてのわざをいつまでも忘

れない。 8これがために地は震わないであろうか

。地に住む者はみな嘆かないであろうか。地はみ

なナイル川のようにわきあがり、エジプトのナイ

ル川のようにみなぎって、また沈まないであろう

か」。 9主なる神は言われる、「その日には、わ

たしは真昼に太陽を沈ませ、白昼に地を暗くし、

10あなたがたの祭を嘆きに変らせ、あなたがたの

歌をことごとく悲しみの歌に変らせ、すべての人

に荒布を腰にまとわせ、すべての人に髪をそり落

させ、その日を、ひとり子を失った喪中のように

し、その終りを、苦い日のようにする」。 11主な

る神は言われる、「見よ、わたしがききんをこの

国に送る日が来る、それはパンのききんではない

、水にかわくのでもない、主の言葉を聞くことの

ききんである。 12彼らは海から海へさまよい歩き

、主の言葉を求めて、こなたかなたへはせまわる

、しかしこれを得ないであろう。 13その日には美

しいおとめも、若い男もかわきのために気を失う

。 14かのサマリヤのアシマをさして誓い、『ダン

よ、あなたの神は生きている』と言い、また『ベ

エルシバの道は生きている』と言う者どもは必ず

倒れる。再び起きあがることはない」。

9わたしは祭壇のかたわらに立っておられる主を
見た。主は言われた、「柱の頭を打って、敷居

を震わせ、これを打ち砕いて、すべての民の頭の

上に落ちかからせよ。その残った者を、わたしは

つるぎで殺し、そのひとりも逃げおおす者はなく

、のがれうる者はない。 2たとい彼らは陰府に掘

り下っても、わたしの手はこれをそこから引き出

す。たとい彼らは天によじのぼっても、わたしは

そこからこれを引きおろす。 (Sheol h7585) 3たとい

彼らはカルメルの頂に隠れても、わたしはこれを

捜して、そこから引き出す。たとい彼らはわたし

の目をのがれて、海の底に隠れても、わたしはへ

びに命じて、その所でこれをかませる。 4たとい

彼らは捕われて、その敵の前に行っても、わたし

はその所でつるぎに命じて、これを殺させる。わ

たしは彼らの上にわたしの目を注ぐ、それは災の

ためであって、幸のためではない」。 5万軍の神

、主が地に触れられると、地は溶け、その中に住

む者はみな嘆き、地はみなナイル川のようにわき

あがり、エジプトのナイル川のようにまた沈む。 6

主はご自分の高殿を天に築き、大空の基を地の上

にすえ、海の水を呼んで、地のおもてに注がれる

。その名は主ととなえられる。 7主は言われる、

「イスラエルの子らよ、あなたがたはわたしにと

ってエチオピヤびとのようではないか。わたしは

イスラエルをエジプトの国から、ペリシテびとを

カフトルから、スリヤびとをキルから導き上った

ではないか。 8見よ、主なる神の目はこの罪を犯

した国の上に注がれている。わたしはこれを地の

おもてから断ち滅ぼす。しかし、わたしはヤコブ

の家をことごとくは滅ぼさない」と主は言われる

。 9「見よ、わたしは命じて、人がふるいで物を

ふるうように、わたしはイスラエルの家を万国民

のうちでふるう。ひと粒も地に落ちることはない

。 10わが民の罪びと、すなわち『災はわれわれに

近づかない、われわれに臨まない』と言う者ども

はみな、つるぎで殺される。 11その日には、わた

しはダビデの倒れた幕屋を興し、その破損を繕い

、そのくずれた所を興し、これを昔の時のように

建てる。 12これは彼らがエドムの残った者、およ

びわが名をもって呼ばれるすべての国民を所有す

るためである」とこの事をなされる主は言われる

。 13主は言われる、「見よ、このような時が来る

。その時には、耕す者は刈る者に相継ぎ、ぶどう

を踏む者は種まく者に相継ぐ。もろもろの山には

うまい酒がしたたり、もろもろの丘は溶けて流れ

る。 14わたしはわが民イスラエルの幸福をもとに

返す。彼らは荒れた町々を建てて住み、ぶどう畑

を作ってその酒を飲み、園を作ってその実を食べ

る。 15わたしは彼らをその地に植えつける。彼ら

はわたしが与えた地から再び抜きとられることは

ない」とあなたの神、主は言われる。
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オバデヤ書

1オバデヤの幻。主なる神はエドムについてこう
言われる、われわれは主から出たおとずれを聞

いた。ひとりの使者が諸国民のうちにつかわされ

て言う、「立てよ、われわれは立ってエドムと戦

おう」。 2見よ、わたしはあなたを国々のうちで

小さい者とする。あなたはひどく卑しめられる。 3

岩のはざまにおり、高い所に住む者よ、あなたの

心の高ぶりは、あなたを欺いた。あなたは心のう

ちに言う、「だれがわたしを地に引き下らせる事

ができるか」。 4たといあなたは、わしのように

高くあがり、星の間に巣を設けても、わたしはそ

こからあなたを引きおろすと主は言われる。 5も

し盗びとがあなたの所に来、強盗が夜きても、彼

らは、ほしいだけ盗むではないか。ああ、あなた

は全く滅ぼされてしまう。もしぶどうを集める者

があなたの所に来たなら、彼らはなお余りの実を

残さないであろうか。 6ああ、エサウはかすめら

れ、その隠しておいた宝は探り出される。 7あな

たと契約を結んだ人々はみな、あなたを欺き、あ

なたを国境に追いやった。あなたと同盟を結んだ

人々はあなたに勝った。あなたの信頼する友はあ

なたの下にわなを設けた、しかしその事を悟らな

い。 8主は言われる、その日には、わたしはエド

ムから知者を滅ぼし、エサウの山から悟りを断ち

除かないだろうか。 9テマンよ、あなたの勇士は

驚き恐れる。人はみな殺されてエサウの山から断

ち除かれる。 10あなたはその兄弟ヤコブに暴虐を

行ったので、恥はあなたをおおい、あなたは永遠

に断たれる。 11あなたが離れて立っていた日、す

なわち異邦人がその財宝を持ち去り、外国人がそ

の門におし入り、エルサレムをくじ引きにした日

、あなたも彼らのひとりのようであった。 12しか

しあなたは自分の兄弟の日、すなわちその災の日

をながめていてはならなかった。あなたはユダの

人々の滅びの日に、これを喜んではならず、その

悩みの日に誇ってはならなかった。 13あなたはわ

が民の災の日に、その門にはいってはならず、そ

の災の日にその苦しみをながめてはならなかった

。またその災の日に、その財宝に手をかけてはな

らなかった。 14あなたは分れ道に立って、そのの

がれる者を切ってはならなかった。あなたは悩み

の日にその残った者を敵にわたしてはならなかっ

た。 15主の日が万国の民に臨むのは近い。あなた

がしたようにあなたもされる。あなたの報いはあ

なたのこうべに帰する。 16あなたがたがわが聖な

る山で飲んだように、周囲のもろもろの民も飲む

。すなわち彼らは飲んでよろめき、かつてなかっ

たようになる。 17しかしシオンの山には、のがれ

る者がいて、聖なる所となる。またヤコブの家は

その領地を獲る。 18ヤコブの家は火となり、ヨセ

フの家は炎となり、エサウの家はわらとなる。彼

らはその中に燃えて、これを焼く。エサウの家に

は残る者がないようになると主は言われた。 19ネ

ゲブの人々はエサウの山を獲、セフェラの人々は

ペリシテびとを獲る。また彼らはエフライムの地

、およびサマリヤの地を獲、ベニヤミンはギレア

デを獲る。 20ハラにいるイスラエルの人々の捕わ

れ人は、フェニキヤをザレパテまで取り、セパラ

デにいるエルサレムの捕われ人は、ネゲブの町々

を獲る。 21こうして救う者はシオンの山に上って

、エサウの山を治める。そして王国は主のものと

なる。
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ヨナ書

1主の言葉がアミッタイの子ヨナに臨んで言った
、 2「立って、あの大きな町ニネベに行き、こ

れに向かって呼ばわれ。彼らの悪がわたしの前に

上ってきたからである」。 3しかしヨナは主の前

を離れてタルシシへのがれようと、立ってヨッパ

に下って行った。ところがちょうど、タルシシへ

行く船があったので、船賃を払い、主の前を離れ

て、人々と共にタルシシへ行こうと船に乗った。 4

時に、主は大風を海の上に起されたので、船が破

れるほどの激しい暴風が海の上にあった。 5それ

で水夫たちは恐れて、めいめい自分の神を呼び求

め、また船を軽くするため、その中の積み荷を海

に投げ捨てた。しかし、ヨナは船の奥に下り、伏

して熟睡していた。 6そこで船長は来て、彼に言

った、「あなたはどうして眠っているのか。起き

て、あなたの神に呼ばわりなさい。神があるいは

、われわれを顧みて、助けてくださるだろう」。 7

やがて人々は互に言った、「この災がわれわれに

臨んだのは、だれのせいか知るために、さあ、く

じを引いてみよう」。そして彼らが、くじを引い

たところ、くじはヨナに当った。 8そこで人々は

ヨナに言った、「この災がだれのせいで、われわ

れに臨んだのか、われわれに告げなさい。あなた

の職業は何か。あなたはどこから来たのか。あな

たの国はどこか。あなたはどこの民か」。 9ヨナ

は彼らに言った、「わたしはヘブルびとです。わ

たしは海と陸とをお造りになった天の神、主を恐

れる者です」。 10そこで人々ははなはだしく恐れ

て、彼に言った、「あなたはなんたる事をしてく

れたのか」。人々は彼がさきに彼らに告げた事に

よって、彼が主の前を離れて、のがれようとして

いた事を知っていたからである。 11人々は彼に言

った、「われわれのために海が静まるには、あな

たをどうしたらよかろうか」。それは海がますま

す荒れてきたからである。 12ヨナは彼らに言った

、「わたしを取って海に投げ入れなさい。そうし

たら海は、あなたがたのために静まるでしょう。

わたしにはよくわかっています。この激しい暴風

があなたがたに臨んだのは、わたしのせいです」

。 13しかし人々は船を陸にこぎもどそうとつとめ

たが、成功しなかった。それは海が彼らに逆らっ

て、いよいよ荒れたからである。 14そこで人々は

主に呼ばわって言った、「主よ、どうぞ、この人

の生命のために、われわれを滅ぼさないでくださ

い。また罪なき血を、われわれに帰しないでくだ

さい。主よ、これはみ心に従って、なされた事だ

からです」。 15そして彼らはヨナを取って海に投

げ入れた。すると海の荒れるのがやんだ。 16そこ

で人々は大いに主を恐れ、犠牲を主にささげて、

誓願を立てた。 17主は大いなる魚を備えて、ヨナ

をのませられた。ヨナは三日三夜その魚の腹の中

にいた。

2ヨナは魚の腹の中からその神、主に祈って、 2

言った、「わたしは悩みのうちから主に呼ばわ

ると、主はわたしに答えられた。わたしが陰府の

腹の中から叫ぶと、あなたはわたしの声を聞かれ

た。 (Sheol h7585) 3あなたはわたしを淵の中、海の

まん中に投げ入れられた。大水はわたしをめぐり

、あなたの波と大波は皆、わたしの上を越えて行

った。 4わたしは言った、『わたしはあなたの前

から追われてしまった、どうして再びあなたの聖

なる宮を望みえようか』。 5水がわたしをめぐっ

て魂にまでおよび、淵はわたしを取り囲み、海草

は山の根元でわたしの頭にまといついた。 6わた

しは地に下り、地の貫の木はいつもわたしの上に

あった。しかしわが神、主よ、あなたはわが命を

穴から救いあげられた。 7わが魂がわたしのうち

に弱っているとき、わたしは主をおぼえ、わたし

の祈はあなたに至り、あなたの聖なる宮に達した

。 8むなしい偶像に心を寄せる者は、そのまこと

の忠節を捨てる。 9しかしわたしは感謝の声をも

って、あなたに犠牲をささげ、わたしの誓いをは

たす。救は主にある」。 10主は魚にお命じになっ

たので、魚はヨナを陸に吐き出した。

3時に主の言葉は再びヨナに臨んで言った、 2「

立って、あの大きな町ニネベに行き、あなたに

命じる言葉をこれに伝えよ」。 3そこでヨナは主

の言葉に従い、立って、ニネベに行った。ニネベ

は非常に大きな町であって、これを行きめぐるに

は、三日を要するほどであった。 4ヨナはその町

にはいり、初め一日路を行きめぐって呼ばわり、

「四十日を経たらニネベは滅びる」と言った。 5

そこでニネベの人々は神を信じ、断食をふれ、大

きい者から小さい者まで荒布を着た。 6このうわ

さがニネベの王に達すると、彼はその王座から立

ち上がり、朝服を脱ぎ、荒布をまとい、灰の中に

座した。 7また王とその大臣の布告をもって、ニ

ネベ中にふれさせて言った、「人も獣も牛も羊も

みな、何をも味わってはならない。物を食い、水

を飲んではならない。 8人も獣も荒布をまとい、

ひたすら神に呼ばわり、おのおのその悪い道およ

びその手にある強暴を離れよ。 9あるいは神はみ

心をかえ、その激しい怒りをやめて、われわれを

滅ぼされないかもしれない。だれがそれを知るだ

ろう」。 10神は彼らのなすところ、その悪い道を

離れたのを見られ、彼らの上に下そうと言われた

災を思いかえして、これをおやめになった。

4ところがヨナはこれを非常に不快として、激し
く怒り、 2主に祈って言った、「主よ、わたし

がなお国におりました時、この事を申したではあ

りませんか。それでこそわたしは、急いでタルシ

シにのがれようとしたのです。なぜなら、わたし

はあなたが恵み深い神、あわれみあり、怒ること

おそく、いつくしみ豊かで、災を思いかえされる

ことを、知っていたからです。 3それで主よ、ど

うぞ今わたしの命をとってください。わたしにと

っては、生きるよりも死ぬ方がましだからです」

。 4主は言われた、「あなたの怒るのは、よいこ

とであろうか」。 5そこでヨナは町から出て、町
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の東の方に座し、そこに自分のために一つの小屋

を造り、町のなりゆきを見きわめようと、その下

の日陰にすわっていた。 6時に主なる神は、ヨナ

を暑さの苦痛から救うために、とうごまを備えて

、それを育て、ヨナの頭の上に日陰を設けた。ヨ

ナはこのとうごまを非常に喜んだ。 7ところが神

は翌日の夜明けに虫を備えて、そのとうごまをか

ませられたので、それは枯れた。 8やがて太陽が

出たとき、神が暑い東風を備え、また太陽がヨナ

の頭を照したので、ヨナは弱りはて、死ぬことを

願って言った、「生きるよりも死ぬ方がわたしに

はましだ」。 9しかし神はヨナに言われた、「と

うごまのためにあなたの怒るのはよくない」。ヨ

ナは言った、「わたしは怒りのあまり狂い死にそ

うです」。 10主は言われた、「あなたは労せず、

育てず、一夜に生じて、一夜に滅びたこのとうご

まをさえ、惜しんでいる。 11ましてわたしは十二

万あまりの、右左をわきまえない人々と、あまた

の家畜とのいるこの大きな町ニネベを、惜しまな

いでいられようか」。
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ミカ書

1ユダの王ヨタム、アハズおよびヒゼキヤの世に
、モレシテびとミカが、サマリヤとエルサレム

について示された主の言葉。 2あなたがたすべて

の民よ、聞け。地とその中に満てる者よ、耳を傾

けよ。主なる神はあなたがたにむかって証言し、

主はその聖なる宮から証言される。 3見よ、主は

そのご座所から出てこられ、下ってきて地の高い

所を踏まれる。 4山は彼の下に溶け、谷は裂け、

火の前のろうのごとく、坂に流れる水のようだ。 5

これはみなヤコブのとがのゆえ、イスラエルの家

の罪のゆえである。ヤコブのとがとは何か、サマ

リヤではないか。ユダの家の罪とは何か、エルサ

レムではないか。 6このゆえにわたしはサマリヤ

を野の石塚となし、ぶどうを植える所となし、ま

たその石を谷に投げ落し、その基をあらわにする

。 7その彫像はみな砕かれ、その獲た価はみな火

で焼かれる。わたしはその偶像をことごとくこわ

す。これは遊女の価から集めたのだから、遊女の

価に帰る。 8わたしはこれがために嘆き悲しみ、

はだしと裸で歩きまわり、山犬のように嘆き、だ

ちょうのように悲しみ鳴く。 9サマリヤの傷はい

やすことのできないもので、ユダまでひろがり、

わが民の門、エルサレムまで及んでいる。 10ガテ

に告げるな、泣き叫ぶな。ベテレアフラで、ちり

の中にころがれ。 11サピルに住む者よ、裸になり

、恥をこうむって進み行け。ザアナンに住む者は

出てこない。ベテエゼルの嘆きはあなたがたから

その跡を断つ。 12マロテに住む者は気づかわしそ

うに幸を待つ。災が主から出て、エルサレムの門

に臨んだからである。 13ラキシに住む者よ、戦車

に早馬をつなげ。ラキシはシオンの娘にとって罪

の初めであった。イスラエルのとがが、あなたが

たのうちに見られたからである。 14それゆえ、あ

なたはモレセテ・ガテに別れの贈り物を与える。

アクジブの家々はイスラエルの王たちにとって、

人を欺くものとなる。 15マレシャに住む者よ、わ

たしはまた侵略者をあなたの所に連れて行く。イ

スラエルの栄光はアドラムに去るであろう。 16あ

なたの喜ぶ子らのために、あなたの髪をそり落せ

。そのそった所をはげたかのように大きくせよ。

彼らは捕えられてあなたを離れるからである。

2その床の上で不義を計り、悪を行う者はわざわ
いである。彼らはその手に力あるゆえ、夜が明

けるとこれを行う。 2彼らは田畑をむさぼってこ

れを奪い、家をむさぼってこれを取る。彼らは人

をしえたげてその家を奪い、人をしえたげてその

嗣業を奪う。 3それゆえ、主はこう言われる、見

よ、わたしはこのやからにむかって災を下そうと

計る。あなたがたはその首をこれから、はずすこ

とはできない。また、まっすぐに立って歩くこと

はできない。これは災の時だからである。 4その

日、人々は歌を作ってあなたがたをののしり、悲

しみの歌をもって嘆き悲しみ、「われわれはこと

ごとく滅ぼされる、わが民の分は人に与えられる

。どうしてこれはわたしから離れるのであろう。

われわれの田畑はわれわれを捕えた者の間に分け

与えられる」と言う。 5それゆえ、主の会衆のう

ちにはくじによって測りなわを張る者はひとりも

なくなる。 6彼らは言う、「あなたがたは説教し

てはならない。そのような事について説教しては

ならない。そうすればわれわれは恥をこうむるこ

とがない」と。 7ヤコブの家よ、そんなことは言

えるのだろうか。主は気短な方であろうか。これ

らは主のみわざなのであろうか。わが言葉は正し

く歩む者に、益とならないのであろうか。 8とこ

ろが、あなたがたは立ってわが民の敵となり、い

くさのことを知らずに、安らかに過ぎゆく者から

、平和な者から、上着をはぎ取り、 9わが民の女

たちをその楽しい家から追い出し、その子どもか

ら、わが栄えをとこしえに奪う。 10立って去れ、

これはあなたがたの休み場所ではない。これは汚

れのゆえに滅びる。その滅びは悲惨な滅びだ。 11

もし人が風に歩み、偽りを言い、「わたしはぶど

う酒と濃き酒とについて、あなたに説教しよう」

と言うならば、その人はこの民の説教者となるで

あろう。 12ヤコブよ、わたしは必ずあなたをこと

ごとく集め、イスラエルの残れる者を集める。わ

たしはこれをおりの羊のように、牧場の中の群れ

のように共におく。これは人の多きによって騒が

しくなる。 13打ち破る者は彼らに先だって登りゆ

き、彼らは門を打ち破り、これをとおって外に出

て行く。彼らの王はその前に進み、主はその先頭

に立たれる。

3わたしは言った、ヤコブのかしらたちよ、イス
ラエルの家のつかさたちよ、聞け、公義はあな

たがたの知っておるべきことではないか。 2あな

たがたは善を憎み、悪を愛し、わが民の身から皮

をはぎ、その骨から肉をそぎ、 3またわが民の肉

を食らい、その皮をはぎ、その骨を砕き、これを

切りきざんで、なべに入れる食物のようにし、大

なべに入れる肉のようにする。 4こうして彼らが

主に呼ばわっても、主はお答えにならない。かえ

ってその時には、み顔を彼らに隠される。彼らの

おこないが悪いからである。 5わが民を惑わす預

言者について主はこう言われる、彼らは食べ物の

ある時には、「平安」を叫ぶけれども、その口に

何も与えない者にむかっては、宣戦を布告する。 6

それゆえ、あなたがたには夜があっても幻がなく

、暗やみがあっても占いがない。太陽はその預言

者たちに没し、昼も彼らの上に暗くなる。 7先見

者は恥をかき、占い師は顔をあからめ、彼らは皆

そのくちびるをおおう。神の答がないからである

。 8しかしわたしは主のみたまによって力に満ち

、公義と勇気とに満たされ、ヤコブにそのとがを

示し、イスラエルにその罪を示すことができる。 9

ヤコブの家のかしらたち、イスラエルの家のつか

さたちよ、すなわち公義を憎み、すべての正しい

事を曲げる者よ、これを聞け。 10あなたがたは血

をもってシオンを建て、不義をもってエルサレム

を建てた。 11そのかしらたちは、まいないをとっ
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てさばき、その祭司たちは価をとって教え、その

預言者たちは金をとって占う。しかもなお彼らは

主に寄り頼んで、「主はわれわれの中におられる

ではないか、だから災はわれわれに臨むことがな

い」と言う。 12それゆえ、シオンはあなたがたの

ゆえに田畑となって耕され、エルサレムは石塚と

なり、宮の山は木のおい茂る高い所となる。

4末の日になって、主の家の山はもろもろの山の
かしらとして堅く立てられ、もろもろの峰より

も高くあげられ、もろもろの民はこれに流れくる

。 2多くの国民は来て言う、「さあ、われわれは

主の山に登り、ヤコブの神の家に行こう。彼はそ

の道をわれわれに教え、われわれはその道に歩も

う」と。律法はシオンから出、主の言葉はエルサ

レムから出るからである。 3彼は多くの民の間を

さばき、遠い所まで強い国々のために仲裁される

。そこで彼らはつるぎを打ちかえて、すきとし、

そのやりを打ちかえて、かまとし、国は国にむか

ってつるぎをあげず、再び戦いのことを学ばない

。 4彼らは皆そのぶどうの木の下に座し、そのい

ちじくの木の下にいる。彼らを恐れさせる者はな

い。これは万軍の主がその口で語られたことであ

る。 5すべての民はおのおのその神の名によって

歩む。しかしわれわれはわれわれの神、主の名に

よって、とこしえに歩む。 6主は言われる、その

日には、わたしはかの足のなえた者を集め、また

かの追いやられた者およびわたしが苦しめた者を

集め、 7その足のなえた者を残れる民とし、遠く

追いやられた者を強い国民とする。主はシオンの

山で、今よりとこしえに彼らを治められる。 8羊

の群れのやぐら、シオンの娘の山よ、以前の主権

はあなたに帰ってくる。すなわちエルサレムの娘

の国はあなたに帰ってくる。 9今あなたは何ゆえ

わめき叫ぶのか、あなたのうちに王がないのか。

あなたの相談相手は絶えはて、産婦のように激し

い痛みがあなたを捕えたのか。 10シオンの娘よ、

産婦のように苦しんでうめけ。あなたは今、町を

出て野にやどり、バビロンに行かなければならな

い。その所であなたは救われる。主はその所であ

なたを敵の手からあがなわれる。 11いま多くの国

民はあなたに逆らい、集まって言う、「どうかシ

オンが汚されるように、われわれの目がシオンを

見てあざ笑うように」と。 12しかし彼らは主の思

いを知らず、またその計画を悟らない。すなわち

主が麦束を打ち場に集めるように、彼らを集めら

れることを悟らない。 13シオンの娘よ、立って打

ちこなせ。わたしはあなたの角を鉄となし、あな

たのひずめを青銅としよう。あなたは多くの民を

打ち砕き、彼らのぶんどり物を主にささげ、彼ら

の富を全地の主にささげる。

5今あなたは壁でとりまかれている。敵はわれわ
れを攻め囲み、 つえをもってイスラエルのつか

さのほおを撃つ。 2しかしベツレヘム・エフラタ

よ、あなたはユダの氏族のうちで小さい者だが、

イスラエルを治める者があなたのうちからわたし

のために出る。その出るのは昔から、いにしえの

日からである。 3それゆえ、産婦の産みおとす時

まで、主は彼らを渡しおかれる。その後その兄弟

たちの残れる者はイスラエルの子らのもとに帰る

。 4彼は主の力により、その神、主の名の威光に

より、立ってその群れを養い、彼らを安らかにお

らせる。今、彼は大いなる者となって、地の果に

まで及ぶからである。 5これは平和である。アッ

スリヤびとがわれわれの国に来て、われわれの土

地を踏むとき、七人の牧者を起し、八人の君を起

してこれに当らせる。 6彼らはつるぎをもってア

ッスリヤの地を治め、ぬきみのつるぎをもってニ

ムロデの地を治める。アッスリヤびとがわれわれ

の地に来て、われわれの境を踏み荒すとき、彼ら

はアッスリヤびとから、われわれを救う。 7その

時ヤコブの残れる者は多くの民の中にあること、

人によらず、また人の子らを待たずに主からくだ

る露のごとく、青草の上に降る夕立ちのようであ

る。 8またヤコブの残れる者が国々の中におり、

多くの民の中にいること、林の獣の中のししのご

とく、羊の群れの中の若いししのようである。そ

れが過ぎるときは踏み、かつ裂いて救う者はない

。 9あなたの手はもろもろのあだの上にあげられ

、あなたの敵はことごとく断たれる。 10主は言わ

れる、その日には、わたしはあなたのうちから馬

を絶やし、戦車をこわし、 11あなたの国の町々を

絶やし、あなたの城をことごとくくつがえす。 12

またあなたの手から魔術を絶やす。あなたのうち

には占い師がないようになる。 13またあなたのう

ちから彫像および石の柱を絶やす。あなたは重ね

て手で作った物を拝むことはない。 14またあなた

のうちからアシラ像を抜き倒し、あなたの町々を

滅ぼす。 15そしてわたしは怒りと憤りとをもって

その聞き従わないもろもろの国民に復讐する。

6あなたがたは主の言われることを聞き、立ちあ
がって、もろもろの山の前に訴えをのべ、もろ

もろの丘にあなたの声を聞かせよ。 2もろもろの

山よ、地の変ることなき基よ、主の言い争いを聞

け。主はその民と言い争い、イスラエルと論争さ

れるからである。 3「わが民よ、わたしはあなた

に何をなしたか、何によってあなたを疲れさせた

か、わたしに答えよ。 4わたしはエジプトの国か

らあなたを導きのぼり、奴隷の家からあなたをあ

がない出し、モーセ、アロンおよびミリアムをつ

かわして、あなたに先だたせた。 5わが民よ、モ

アブの王バラクがたくらんだ事、ベオルの子バラ

ムが彼に答えた事、シッテムからギルガルに至る

までに起った事どもを思い起せ。そうすれば、あ

なたは主の正義のみわざを知るであろう」。 6「

わたしは何をもって主のみ前に行き、高き神を拝

すべきか。燔祭および当歳の子牛をもってそのみ

前に行くべきか。 7主は数千の雄羊、万流の油を

喜ばれるだろうか。わがとがのためにわが長子を

ささぐべきか。わが魂の罪のためにわが身の子を

ささぐべきか」。 8人よ、彼はさきによい事のな

んであるかをあなたに告げられた。主のあなたに

求められることは、ただ公義をおこない、いつく
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しみを愛し、へりくだってあなたの神と共に歩む

ことではないか。 9主の声が町にむかって呼ばわ

る全き知恵はあなたの名を恐れることである「部

族および町の会衆よ、聞け。 10わたしは悪人の家

にある不義の財宝、のろうべき不正な枡を忘れ得

ようか。 11不正なはかりを用い、偽りのおもしを

入れた袋を用いる人をわたしは罪なしとするだろ

うか。 12あなたのうちの富める人は暴虐で満ち、

あなたの住民は偽りを言い、その舌は口で欺くこ

とをなす。 13それゆえ、わたしはあなたを撃ち、

あなたをその罪のために滅ぼすことを始めた。 14

あなたは食べても、飽くことがなく、あなたの腹

はいつもひもじい。あなたは移しても、救うこと

ができない。あなたが救う者を、わたしはつるぎ

にわたす。 15あなたは種をまいても、刈ることが

なく、オリブの実を踏んでも、その身に油を塗る

ことがなく、ぶどうを踏んでも、その酒を飲むこ

とがない。 16あなたはオムリの定めを守り、アハ

ブの家のすべてのわざをおこない、彼らの計りご

とに従って歩んだ。これはわたしがあなたを荒し

、その住民を笑い物とするためである。あなたが

たは民のはずかしめを負わねばならぬ」。

7わざわいなるかな、わたしは夏のくだものを集
める時のように、ぶどうの収穫の残りを集める

時のようになった。食らうべきぶどうはなく、わ

が心の好む初なりのいちじくもない。 2神を敬う

人は地に絶え、人のうちに正しい者はない。みな

血を流そうと待ち伏せし、おのおの網をもってそ

の兄弟を捕える。 3両手は悪い事をしようと努め

てやまない。つかさと裁判官はまいないを求め、

大いなる人はその心の悪い欲望を言いあらわし、

こうして彼らはその悪を仕組む。 4彼らの最もよ

い者もいばらのごとく、最も正しい者もいばらの

いけがきのようだ。彼らの見張びとの日、すなわ

ち彼らの刑罰の日が来る。いまや彼らの混乱が近

い。 5あなたがたは隣り人を信じてはならない。

友人をたのんではならない。あなたのふところに

寝る者にも、あなたの口の戸を守れ。 6むすこは

父をいやしめ、娘はその母にそむき、嫁はそのし

ゅうとめにそむく。人の敵はその家の者である。 7

しかし、わたしは主を仰ぎ見、わが救の神を待つ

。わが神はわたしの願いを聞かれる。 8わが敵よ

、わたしについて喜ぶな。たといわたしが倒れる

とも起きあがる。たといわたしが暗やみの中にす

わるとも、主はわが光となられる。 9主はわが訴

えを取りあげ、わたしのためにさばきを行われる

まで、わたしは主の怒りを負わなければならない

。主に対して罪を犯したからである。主はわたし

を光に導き出してくださる。わたしは主の正義を

見るであろう。 10その時「あなたの神、主はどこ

にいるか」とわたしに言ったわが敵は、これを見

て恥をこうむり、わが目は彼を見てあざ笑う。彼

は街路の泥のように踏みつけられる。 11あなたの

城壁を築く日が来る。その日には国境が遠く広が

る。 12その日にはアッスリヤからエジプトまで、

エジプトからユフラテ川まで、海から海まで、山

から山まで、人々はあなたに来る。 13しかしかの

地はその住民のゆえに、そのおこないの実によっ

て荒れはてる。 14どうか、あなたのつえをもって

あなたの民、すなわち園の中の林にひとりおるあ

なたの嗣業の羊を牧し、いにしえの日のようにバ

シャンとギレアデで、彼らを養ってください。 15

あなたがエジプトの国を出た時のように、わたし

はもろもろの不思議な事を彼らに示す。 16国々の

民は見て、そのすべての力を恥じ、その手を口に

あて、その耳は聞えぬ耳となる。 17彼らはへびの

ように、地に這うもののようにちりをなめ、震え

ながらその城から出、おののきつつ、われわれの

神、主に近づいてきて、あなたのために恐れる。

18だれかあなたのように不義をゆるし、その嗣業

の残れる者のためにとがを見過ごされる神があろ

うか。神はいつくしみを喜ばれるので、その怒り

をながく保たず、 19再びわれわれをあわれみ、わ

れわれの不義を足で踏みつけられる。あなたはわ

れわれのもろもろの罪を海の深みに投げ入れ、 20

昔からわれわれの先祖たちに誓われたように、真

実をヤコブに示し、いつくしみをアブラハムに示

される。
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ナホム書

1ニネベについての託宣。エルコシびとナホムの
幻の書。 2主はねたみ、かつあだを報いる神、

主はあだを報いる者、また憤る者、主はおのがあ

だに報復し、おのが敵に対して憤りをいだく。 3

主は怒ることおそく、力強き者、主は罰すべき者

を決してゆるされない者、主の道はつむじ風と大

風の中にあり、雲はその足のちりである。 4彼は

海を戒めて、これをかわかし、すべての川をかれ

させる。バシャンとカルメルはしおれ、レバノン

の花はしぼむ。 5もろもろの山は彼の前に震い、

もろもろの丘は溶け、地は彼の前にむなしくなり

、世界とその中に住む者も皆、むなしくなる。 6

だれが彼の憤りの前に立つことができよう。だれ

が彼の燃える怒りに耐えることができよう。その

憤りは火のように注がれ、岩も彼によって裂かれ

る。 7主は恵み深く、なやみの日の要害である。

彼はご自分を避け所とする者を知っておられる。 8

しかし、彼はみなぎる洪水であだを全く滅ぼし、

おのが敵を暗やみに追いやられる。 9あなたがた

は主に対して何を計るか。彼はその敵に二度とし

かえしをする必要がないように敵を全く滅ぼされ

る。 10彼らは結びからまったいばらのように、か

わいた刈り株のように、焼き尽される。 11主に対

して悪事を計り、よこしまな事を勧める者があな

たのうちから出たではないか。 12主はこう言われ

る、「たとい彼らは強く、かつ多くあっても、切

り倒されて絶えはてる。わたしはあなたを苦しめ

たが、重ねてあなたを苦しめない。 13今わたしは

彼のくびきを砕いて、あなたからとり除き、あな

たのなわめを切りはなす」。 14主はあなたについ

てお命じになった、「あなたの名は長く続かない

。わたしはあなたの神々の家から、彫像および鋳

造を除き去る。あなたは罪深い者だから、わたし

はあなたの墓を設ける」。 15見よ、良きおとずれ

を伝える者の足は山の上にある。彼は平安を宣べ

ている。ユダよ、あなたの祭を行い、あなたの誓

願をはたせ。よこしまな者は重ねて、あなたに向

かって攻めてこないからである。彼は全く断たれ

る。

2撃ち破る者があなたに向かって上って来る。城
を守れ、道をうかがえ。腰に帯せよ、大いに力

を強くせよ。 2主はヤコブの栄えを回復して、イ

スラエルの栄えのようにされる。かすめる者が彼

らをかすめ、そのぶどうづるを、そこなったから

である。 3その勇士の盾は赤くいろどられ、その

兵士は紅に身をよろう。戦車はその備えの日に、

火のように輝き、軍馬はおどる。 4戦車はちまた

に狂い走り、大路に飛びかける。彼らはたいまつ

のように輝き、いなずまのように飛びかける。 5

将士らは召集され、彼らはその道でつまずき倒れ

、城壁に向かって急いで行って大盾を備える。 6

川々の門は開け、宮殿はあわてふためく。 7その

王妃は裸にされて、捕われゆき、その侍女たちは

悲しみ、胸を打って、はとのようにうめく。 8ニ

ネベは池のようであったが、その水は注ぎ出され

た。「立ち止まれ、立ち止まれ」と呼んでも、ふ

りかえるものもない。 9銀を奪え、金を奪え。そ

の宝は限りなく、もろもろの尊い物はおびただし

い。 10消えうせ、むなしくなり、荒れはてた。心

は消え、ひざは震え、すべての腰には痛みがあり

、すべての顔は色を失った。 11ししのすみかはど

こであるか。若いししの穴はどこであるか。そこ

に雄じしはその獲物を携え行き、その子じしと共

にいても、これを恐れさせる者はない。 12雄じし

はその子じしのために引き裂き、雌じしのために

獲物を絞め殺し、獲物をもってその穴を満たし、

引き裂いた肉をもってそのすみかを満たした。 13

万軍の主は言われる、見よ、わたしはあなたに臨

む。わたしはあなたの戦車を焼いて煙にする。つ

るぎはあなたの若いししを滅ぼす。わたしはまた

、あなたの獲物を地から断つ。あなたの使者の声

は重ねて聞かれない。

3わざわいなるかな、血を流す町。その中には偽
りと、ぶんどり物が満ち、略奪はやまない。 2

むちの音がする。車輪のとどろく音が聞える。か

ける馬があり、走る戦車がある。 3騎兵は突撃し

、つるぎがきらめき、やりがひらめく。殺される

者はおびただしく、しかばねは山をなす。死体は

数限りなく、人々はその死体につまずく。 4これ

は皆あでやかな遊女の恐るべき魔力と、多くの淫

行のためであって、その淫行をもって諸国民を売

り、その魔力をもって諸族を売り渡したものであ

る。 5万軍の主は言われる、見よ、わたしはあな

たに臨む、わたしはあなたのすそを顔の上まであ

げ、あなたの裸を諸民に見せ、あなたの恥じる所

を諸国に見せる。 6わたしは汚らわしい物を、あ

なたの上に投げかけて、あなたをはずかしめ、あ

なたを見ものとする。 7すべてあなたを見るもの

は、あなたを避けて逃げ去って言う、「ニネベは

滅びた」と。だれがこのために嘆こう。わたしは

どこから彼女を慰める者を、尋ね出し得よう。 8

あなたはテーベにまさっているか。これはナイル

川のかたわらに座し、水をその周囲にめぐらし、

海をとりでとなし、水をその垣としている。 9そ

の力はエチオピヤ、またエジプトであって、限り

がない。プトびと、リビヤびともその助け手であ

った。 10しかし、これもとりことなって捕えられ

て行き、その子供もすべてのちまたのかどで打ち

砕かれ、その尊い人々はくじで分けられ、その大

いなる人々は皆、鎖につながれた。 11あなたもま

た酔わされて気を失い、あなたは敵を避けて逃げ

場を求める。 12あなたのとりでは皆初なりの実を

もつ、いちじくの木のようだ。これをゆすぶれば

その実は落ちて、食べようとする者の口にはいる

。 13見よ、あなたのうちにいる兵士は女のようだ

。あなたの国の門はあなたの敵の前に広く開かれ

、火はあなたの貫の木を焼いた。 14籠城のために

水をくめ。あなたのとりでを堅めよ。粘土の中に

はいって、しっくいを踏み、れんがの型をとれ。

15その所で火はあなたを焼き、つるぎはあなたを
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切る。それはいなごのようにあなたを食い滅ぼす

。あなたはいなごのように数を増せ。ばったのよ

うにふえよ。 16あなたは自分の商人を天の星より

も多くした。いなごは羽をはって飛び去る。 17あ

なたの君たちは、ばったのように、あなたの学者

たちは、いなごのように、寒い日には垣にとまり

、日が出て来ると飛び去る。そのありかはだれも

知らない。 18アッスリヤの王よ、あなたの牧者は

眠り、あなたの貴族はまどろむ。あなたの民は山

の上に散らされ、これを集める者はない。 19あな

たの破れは、いえることがなく、あなたの傷は重

い。あなたのうわさを聞く者は皆、あなたの事に

ついて手を打つ。あなたの悪を常に身に受けなか

ったような者が、だれひとりあるか。
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ハバクク書

1預言者ハバククが見た神の託宣。 2主よ、わた

しが呼んでいるのに、いつまであなたは聞きい

れて下さらないのか。わたしはあなたに「暴虐が

ある」と訴えたが、あなたは助けて下さらないの

か。 3あなたは何ゆえ、わたしによこしまを見せ

、何ゆえ、わたしに災を見せられるのか。略奪と

暴虐がわたしの前にあり、また論争があり、闘争

も起っている。 4それゆえ、律法はゆるみ、公義

は行われず、悪人は義人を囲み、公義は曲げて行

われている。 5諸国民のうちを望み見て、驚け、

そして怪しめ。わたしはあなたがたの日に一つの

事をする。人がこの事を知らせても、あなたがた

はとうてい信じまい。 6見よ、わたしはカルデヤ

びとを興す。これはたけく、激しい国民であって

、地を縦横に行きめぐり、自分たちのものでない

すみかを奪う。 7これはきびしく、恐ろしく、そ

のさばきと威厳とは彼ら自身から出る。 8その馬

はひょうよりも速く、夜のおおかみよりも荒い。

その騎兵は威勢よく進む。すなわち、その騎兵は

遠い所から来る。彼らは物を食おうと急ぐわしの

ように飛ぶ。 9彼らはみな暴虐のために来る。彼

らを恐れる恐れが彼らの前を行く。彼らはとりこ

を砂のように集める。 10彼らは王たちを侮り、つ

かさたちをあざける。彼らはすべての城をあざ笑

い、土を積み上げてこれを奪う。 11こうして、彼

らは風のようになぎ倒して行き過ぎる。彼らは罪

深い者で、おのれの力を神となす。 12わが神、主

、わが聖者よ。あなたは永遠からいますかたでは

ありませんか。わたしたちは死んではならない。

主よ、あなたは彼らをさばきのために備えられた

。岩よ、あなたは彼らを懲しめのために立てられ

た。 13あなたは目が清く、悪を見られない者、ま

た不義を見られない者であるのに、何ゆえ不真実

な者に目をとめていられるのですか。悪しき者が

自分よりも正しい者を、のみ食らうのに、何ゆえ

黙っていられるのですか。 14あなたは人を海の魚

のようにし、治める者のない這う虫のようにされ

る。 15彼はつり針でこれをことごとくつり上げ、

網でこれを捕え、引き網でこれを集め、こうして

彼は喜び楽しむ。 16それゆえ、彼はその網に犠牲

をささげ、その引き網に香をたく。これによって

彼はぜいたくに暮し、その食物も豊かになるから

である。 17それで、彼はいつまでもその網の獲物

を取り入れて、無情にも諸国民を殺すのであろう

か。

2わたしはわたしの見張所に立ち、物見やぐらに
身を置き、望み見て、彼がわたしになんと語ら

れるかを見、またわたしの訴えについてわたし自

らなんと答えたらよかろうかを見よう。 2主はわ

たしに答えて言われた、「この幻を書き、これを

板の上に明らかにしるし、走りながらも、これを

読みうるようにせよ。 3この幻はなお定められた

ときを待ち、終りをさして急いでいる。それは偽

りではない。もしおそければ待っておれ。それは

必ず臨む。滞りはしない。 4見よ、その魂の正し

くない者は衰える。しかし義人はその信仰によっ

て生きる。 5また、酒は欺くものだ。高ぶる者は

定まりがない。彼の欲は陰府のように広い。彼は

死のようであって、飽くことなく、万国をおのれ

に集め、万民をおのれのものとしてつどわせる」

。 (Sheol h7585) 6これらは皆ことわざをもって彼を

あざけり、あざけりのなぞをもって彼をあざ笑わ

ないだろうか。すなわち言う、「わざわいなるか

な、おのれに属さないものを増し加える者よ。い

つまでこのようであろうか。質物でおのれを重く

する者よ」。 7あなたの負債者は、にわかに興ら

ないであろうか。あなたを激しくゆすぶる者は目

ざめないであろうか。その時あなたは彼らにかす

められる。 8あなたは多くの国民をかすめたゆえ

、そのもろもろの民の残れる者は皆あなたをかす

める。これは人の血を流し、国と町と、その中に

住むすべての者に暴虐を行ったからである。 9わ

ざわいなるかな、災の手を免れるために高い所に

巣を構えようと、おのが家のために不義の利を取

る者よ。 10あなたは事をはかって自分の家に恥を

招き、多くの民を滅ぼして、自分の生命を失った

。 11石は石がきから叫び、梁は建物からこれに答

えるからである。 12わざわいなるかな、血をもっ

て町を建て、悪をもって町を築く者よ。 13見よ、

もろもろの民は火のために労し、もろもろの国び

とはむなしい事のために疲れる。これは万軍の主

から出る言葉ではないか。 14海が水でおおわれて

いるように、地は主の栄光の知識で満たされるか

らである。 15わざわいなるかな、その隣り人に怒

りの杯を飲ませて、これを酔わせ、彼らの隠し所

を見ようとする者よ。 16あなたは誉の代りに恥に

飽き、あなたもまた飲んでよろめけ。主の右の手

の杯は、あなたに巡り来る。恥はあなたの誉に代

る。 17あなたがレバノンになした暴虐は、あなた

を倒し、獣のような滅亡は、あなたを恐れさせる

。これは人の血を流し、国と町と、町の中に住む

すべての者に、暴虐を行ったからである。 18刻め

る像、鋳像および偽りを教える者は、その作者が

これを刻んだとてなんの益があろうか。その作者

が物言わぬ偶像を造って、その造ったものに頼ん

でみても、なんの益があろうか。 19わざわいなる

かな、木に向かって、さめよと言い、物言わぬ石

に向かって、起きよと言う者よ。これは黙示を与

え得ようか。見よ、これは金銀をきせたもので、

その中には命の息は少しもない。 20しかし、主は

その聖なる宮にいます、全地はそのみ前に沈黙せ

よ。

3シギヨノテの調べによる、預言者ハバククの祈
。 2主よ、わたしはあなたのことを聞きました

。主よ、わたしはあなたのみわざを見て恐れます

。この年のうちにこれを新たにし、この年のうち

にこれを知らせてください。怒る時にもあわれみ

を思いおこしてください。 3神はテマンからこら

れ、聖者はパランの山からこられた。その栄光は

天をおおい、そのさんびは地に満ちた。 (セラ) 4
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その輝きは光のようであり、その光は彼の手から

ほとばしる。かしこにその力を隠す。 5疫病はそ

の前に行き、熱病はその後に従う。 6彼は立って

、地をはかり、彼は見て、諸国民をおののかせら

れる。とこしえの山は散らされ、永遠の丘は沈む

。彼の道は昔のとおりである。 7わたしが見ると

、クシャンの天幕に悩みがあり、ミデアンの国の

幕は震う。 8主よ、あなたが馬に乗り、勝利の戦

車に乗られる時、あなたは川に向かって怒られる

のか。川に向かって憤られるのか。あるいは海に

向かって立腹されるのか。 9あなたの弓は取り出

された。矢は、弦につがえられた。[セラあなたは

川をもって地を裂かれた。 10山々はあなたを見て

震い、荒れ狂う水は流れいで、淵は声を出して、

その手を高くあげた。 11飛び行くあなたの矢の光

のために、電光のようにきらめく、あなたのやり

のために、日も月もそのすみかに立ち止まった。

12あなたは憤って地を行きめぐり、怒って諸国民

を踏みつけられた。 13あなたはあなたの民を救う

ため、あなたの油そそいだ者を救うために出て行

かれた。あなたは悪しき者の頭を砕き、彼を腰か

ら首まで裸にされた。 (セラ) 14あなたはあなたの

やりで将軍の首を刺しとおされた。彼らはわたし

を散らそうとして、つむじ風のように来、貧しい

者をひそかに、のみ滅ぼすことを楽しみとした。

15あなたはあなたの馬を使って、海と大水のさか

まくところを踏みつけられた。 16わたしは聞いて

、わたしのからだはわななき、わたしのくちびる

はその声を聞いて震える。腐れはわたしの骨に入

り、わたしの歩みは、わたしの下によろめく。わ

たしはわれわれに攻め寄せる民の上に悩みの日の

臨むのを静かに待とう。 17いちじくの木は花咲か

ず、ぶどうの木は実らず、オリブの木の産はむな

しくなり、田畑は食物を生ぜず、おりには羊が絶

え、牛舎には牛がいなくなる。 18しかし、わたし

は主によって楽しみ、わが救の神によって喜ぶ。

19主なる神はわたしの力であって、わたしの足を

雌じかの足のようにし、わたしに高い所を歩ませ

られる。これを琴に合わせ、聖歌隊の指揮者によ

って歌わせる。
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ゼパニヤ書

1ユダの王アモンの子ヨシヤの世に、ゼパニヤに
臨んだ主の言葉。ゼパニヤはクシの子、クシは

ゲダリヤの子、ゲダリヤはアマリヤの子、アマリ

ヤはヒゼキヤの子である。 2主は言われる、「わ

たしは地のおもてからすべてのものを一掃する」

。 3主は言われる、「わたしは人も獣も一掃し、

空の鳥、海の魚をも一掃する。わたしは悪人を倒

す。わたしは地のおもてから人を絶ち滅ぼす」。 4

「わたしはユダとエルサレムのすべての住民との

上に手を伸べる。わたしはこの所からバアルの残

党と、偶像の祭司の名とを断つ。 5また屋上で天

の万象を拝む者、主に誓いを立てて拝みながら、

またミルコムをさして誓う者、 6主にそむいて従

わない者、主を求めず、主を尋ねない者を断つ」

。 7主なる神の前に沈黙せよ。主の日は近づき、

主はすでに犠牲を備え、その招いた者を聖別され

たからである。 8主の犠牲をささげる日に、「わ

たしはつかさたちと王の子たち、およびすべて異

邦の衣服を着る者を罰する。 9その日にわたしは

また、すべて敷居をとび越え、暴虐と欺きとを自

分の主君の家に満たす者を罰する」。 10主は言わ

れる、「その日には魚の門から叫び声がおこり、

第二の町からうめき声がおこり、もろもろの丘か

らすさまじい響きがおこる。 11しっくいの家の住

民よ、泣き叫べ。あきないする民は皆滅ぼされ、

銀を量る者は皆断たれるからである。 12その時、

わたしはともしびをもって、エルサレムを尋ねる

。そして滓の上に凝り固まり、その心の中で『主

は良いことも、悪いこともしない』と言う人々を

わたしは罰する。 13彼らの財宝はかすめられ、彼

らの家は荒れはてる。彼らは家を建てても、それ

に住むことができない、ぶどう畑を作っても、そ

のぶどう酒を飲むことができない」。 14主の大い

なる日は近い、近づいて、すみやかに来る。主の

日の声は耳にいたい。そこに、勇士もいたく叫ぶ

。 15その日は怒りの日、なやみと苦しみの日、荒

れ、また滅びる日、暗く、薄暗い日、雲と黒雲の

日、 16ラッパとときの声の日、堅固な町と高いや

ぐらを攻める日である。 17わたしは人々になやみ

を下して、盲人のように歩かせる。彼らが主に対

して罪を犯したからである。彼らの血はちりのよ

うに流され、彼らの肉は糞土のように捨てられる

。 18彼らの銀も金も、主の怒りの日には彼らを救

うことができない。全地は主のねたみの火にのま

れる。主は地に住む人々をたちまち滅ぼし尽され

る。

2あなたがた、恥を知らぬ民よ、共につどい、集
まれ。 2すなわち、もみがらのように追いやら

れる前に、主の激しい怒りがまだあなたがたに臨

まない前に、主の憤りの日がまだあなたがたに来

ない前に。 3すべて主の命令を行うこの地のへり

くだる者よ、主を求めよ。正義を求めよ。謙遜を

求めよ。そうすればあなたがたは主の怒りの日に

、あるいは隠されることがあろう。 4ともあれ、

ガザは捨てられ、アシケロンは荒れはて、アシド

ドは真昼に追い払われ、エクロンは抜き去られる

。 5わざわいなるかな、海べに住む者、ケレテの

国民。ペリシテびとの地、カナンよ、主の言葉が

あなたがたに臨む。わたしはあなたを滅ぼして、

住む者がないようにする。 6海べよ、あなたは牧

場となり、羊飼の牧草地となり、また羊のおりと

なる。 7海べはユダの家の残りの者に帰する。彼

らはその所で群れを養い、夕暮にはアシケロンの

家に伏す。彼らの神、主が彼らを顧み、その幸福

を回復されるからである。 8「わたしはモアブの

あざけりと、アンモンの人々の、ののしりを聞い

た。彼らはわが民をあざけり、自ら誇って彼らの

国境を侵した。 9それゆえ、万軍の主、イスラエ

ルの神は言われる、わたしは生きている。モアブ

は必ずソドムのようになる。アンモンの人々はゴ

モラのようになる。いらくさと塩穴とがここを占

領して、永遠に荒れ地となる。わが民の残りの者

は彼らをかすめ、わが国民の残りの者はこれを所

有する」。 10この事の彼らに臨むのはその高ぶり

によるのだ。彼らが万軍の主の民をあざけり、み

ずから誇ったからである。 11主は彼らに対して恐

るべき者となられる。主は地のすべての神々を飢

えさせられる。もろもろの国の民は、おのおの自

分の所から出て主を拝む。 12エチオピヤびとよ、

あなたがたもまたわがつるぎによって殺される。

13主はまた北に向かって手を伸べ、アッスリヤを

滅ぼし、ニネベを荒して、荒野のような、かわい

た地とされる。 14家畜の群れ、もろもろの野の獣

はその中に伏し、はげたかや、やまあらしはその

柱の頂に住み、ふくろうは、その窓のうちになき

、からすは、その敷居の上に鳴く。その香柏の細

工が裸にされるからである。 15この町は勝ち誇っ

て、安らかに落ち着き、その心の中で、「ただわ

たしだけだ、わたしの外にはだれもない」と言っ

た町であるが、このように荒れはてて、獣の伏す

所になってしまった。ここを通り過ぎる者は皆あ

ざけって、手を振る。

3わざわいなるかな、このそむき汚れた暴虐の町
。 2これはだれの声にも耳を傾けず、懲しめを

受けいれず、主に寄り頼まず、おのれの神に近よ

らない。 3その中にいるつかさたちは、ほえるし

し、そのさばきびとたちは、夜のおおかみで、彼

らは朝まで何一つ残さない。 4その預言者たちは

、放縦で偽りびと、その祭司たちは聖なる物を汚

し、律法を破る。 5その中にいます主は義であっ

て、不義を行われない。朝ごとにその公義を現し

て、誤ることがない。しかし不義な者は恥を知ら

ない。 6「わたしは諸国民を滅ぼした。そのやぐ

らは荒れはてた。わたしはそのちまたを荒したの

で、ちまたを行き来する者もない。その町々は荒

れすたれて、人の姿もなく、住む者もない。 7わ

たしは言った、『これは必ずわたしを恐れ、懲し

めを受ける。これはわたしが命じたすべての事を

見失わない』と。しかし彼らはしきりに自分の行
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状を乱した」。 8主は言われる、「それゆえ、あ

なたがたは、わたしが立って、証言する日を待て

。わたしの決意は諸国民をよせ集め、もろもろの

国を集めて、わが憤り、わが激しい怒りをことご

とくその上に注ぐことであって、全地は、ねたむ

わたしの怒りの火に焼き滅ぼされるからである。 9

その時わたしはもろもろの民に清きくちびるを与

え、すべて彼らに主の名を呼ばせ、心を一つにし

て主に仕えさせる。 10わたしを拝む者、わたしが

散らした者の娘はエチオピヤの川々の向こうから

来て、わたしに供え物をささげる。 11その日には

、あなたはわたしにそむいたすべてのわざのゆえ

に、はずかしめられることはない。その時わたし

はあなたのうちから、高ぶって誇る者どもを除く

ゆえ、あなたは重ねてわが聖なる山で、高ぶるこ

とはない。 12わたしは柔和にしてへりくだる民を

、あなたのうちに残す。彼らは主の名を避け所と

する。 13イスラエルの残りの者は不義を行わず、

偽りを言わず、その口には欺きの舌を見ない。そ

れゆえ、彼らは食を得て伏し、彼らをおびやかす

者はいない」。 14シオンの娘よ、喜び歌え。イス

ラエルよ、喜び呼ばわれ。エルサレムの娘よ、心

のかぎり喜び楽しめ。 15主はあなたを訴える者を

取り去り、あなたの敵を追い払われた。イスラエ

ルの王なる主はあなたのうちにいます。あなたは

もはや災を恐れることはない。 16その日、人々は

エルサレムに向かって言う、「シオンよ、恐れる

な。あなたの手を弱々しくたれるな。 17あなたの

神、主はあなたのうちにいまし、勇士であって、

勝利を与えられる。彼はあなたのために喜び楽し

み、その愛によってあなたを新にし、祭の日のよ

うにあなたのために喜び呼ばわられる」。 18「わ

たしはあなたから悩みを取り去る。あなたは恥を

受けることはない。 19見よ、その時あなたをしえ

たげる者をわたしはことごとく処分し、足なえを

救い、追いやられた者を集め、彼らの恥を誉にか

え、全地にほめられるようにする。 20その時、わ

たしはあなたがたを連れかえる。わたしがあなた

がたを集めるとき、わたしがあなたがたの目の前

に、あなたがたの幸福を回復するとき、地のすべ

ての民の中で、あなたがたに名を得させ、誉を得

させる」と主は言われる。
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ハガイ書

1ダリヨス王の二年六月、その月の一日に、主の
言葉が預言者ハガイによって、シャルテルの子

、ユダの総督ゼルバベル、およびヨザダクの子、

大祭司ヨシュアに臨んだ、 2「万軍の主はこう言

われる、この民は、主の家を再び建てる時は、ま

だこないと言っている」。 3そこで、主の言葉は

また預言者ハガイに臨んだ、 4「主の家はこのよ

うに荒れはてているのに、あなたがたは、みずか

ら板で張った家に住んでいる時であろうか。 5そ

れで今、万軍の主はこう言われる、あなたがたは

自分のなすべきことをよく考えるがよい。 6あな

たがたは多くまいても、取入れは少なく、食べて

も、飽きることはない。飲んでも、満たされない

。着ても、暖まらない。賃銀を得ても、これを破

れた袋に入れているようなものである。 7万軍の

主はこう言われる、あなたがたは、自分のなすべ

きことを考えるがよい。 8山に登り、木を持って

きて主の家を建てよ。そうすればわたしはこれを

喜び、かつ栄光のうちに現れると主は言われる。 9

あなたがたは多くを望んだが、見よ、それは少な

かった。あなたがたが家に持ってきたとき、わた

しはそれを吹き払った。これは何ゆえであるかと

、万軍の主は言われる。これはわたしの家が荒れ

はてているのに、あなたがたは、おのおの自分の

家の事だけに、忙しくしている。 10それゆえ、あ

なたがたの上の天は露をさし止め、地はその産物

をさし止めた。 11また、わたしは地にも、山にも

、穀物にも、新しい酒にも、油にも、地に生じる

ものにも、人間にも、家畜にも、手で作るすべて

の作物にも、ひでりを呼び寄せた」。 12そこで、

シャルテルの子ゼルバベルとヨザダクの子、大祭

司ヨシュアおよび残りのすべての民は、その神、

主の声と、その神、主のつかわされた預言者ハガ

イの言葉とに聞きしたがい、そして民は、主の前

に恐れかしこんだ。 13時に、主の使者ハガイは主

の命令により、民に告げて言った、「わたしはあ

なたがたと共にいると主は言われる」。 14そして

主は、シャルテルの子、ユダの総督ゼルバベルの

心と、ヨザダクの子、大祭司ヨシュアの心、およ

び残りのすべての民の心を、振り動かされたので

、彼らは来て、その神、万軍の主の家の作業にと

りかかった。 15これは六月二十四日のことであっ

た。

2ダリヨス王の二年の七月二十一日に、主の言葉
が預言者ハガイに臨んだ、 2「シャルテルの子

、ユダの総督ゼルバベルと、ヨザダクの子、大祭

司ヨシュア、および残りのすべての民に告げて言

え、 3『あなたがた残りの者のうち、以前の栄光

に輝く主の家を見た者はだれか。あなたがたは今

、この状態をどう思うか。これはあなたがたの目

には、無にひとしいではないか。 4主は言われる

、ゼルバベルよ、勇気を出せ。ヨザダクの子、大

祭司ヨシュアよ、勇気を出せ。主は言われる。こ

の地のすべての民よ、勇気を出せ。働け。わたし

はあなたがたと共にいると、万軍の主は言われる

。 5これはあなたがたがエジプトから出た時、わ

たしがあなたがたに、約束した言葉である。わた

しの霊が、あなたがたのうちに宿っている。恐れ

るな。 6万軍の主はこう言われる、しばらくして

、いま一度、わたしは天と、地と、海と、かわい

た地とを震う。 7わたしはまた万国民を震う。万

国民の財宝は、はいって来て、わたしは栄光をこ

の家に満たすと、万軍の主は言われる。 8銀はわ

たしのもの、金もわたしのものであると、万軍の

主は言われる。 9主の家の後の栄光は、前の栄光

よりも大きいと、万軍の主は言われる。わたしは

この所に繁栄を与えると、万軍の主は言われる』

」。 10ダリヨスの二年の九月二十四日に、主の言

葉が預言者ハガイに臨んだ、 11「万軍の主はこう

言われる、律法について祭司たちに尋ねて言え、

12『人がその衣服のすそで聖なる肉を運んで行き

、そのすそがもし、パンまたはあつもの、または

酒、または油、またはどんな食物にでもさわった

なら、それらは聖なるものとなるか』と」。祭司

たちは「ならない」と答えた。 13ハガイはまた言

った、「もし、死体によって汚れた人が、これら

の一つにさわったなら、それは汚れるか」。祭司

たちは「汚れる」と答えた。 14そこで、ハガイは

言った、「主は言われる、この民も、この国も、

わたしの前では、そのようである。またその手の

わざもそのようである。その所で彼らのささげる

ものは、汚れたものである。 15今、あなたがたは

この日から、後の事を思うがよい。主の宮で石の

上に石が積まれなかった前、あなたがたは、どん

なであったか。 16あの時には、二十枡の麦の積ま

れる所に行ったが、わずかに十枡を得、また五十

桶をくもうとして、酒ぶねに行ったが、二十桶を

得たのみであった。 17わたしは立ち枯れと、腐り

穂と、ひょうをもってあなたがたと、あなたがた

のすべての手のわざを撃った。しかし、あなたが

たは、わたしに帰らなかったと主は言われる。 18

あなたがたはこの日より後、すなわち、九月二十

四日よりの事を思うがよい。また主の宮の基をす

えた日から後の事を心にとめるがよい。 19種はな

お、納屋にあるか。ぶどうの木、いちじくの木、

ざくろの木、オリブの木もまだ実を結ばない。し

かし、わたしはこの日から、あなたがたに恵みを

与える」。 20この月の二十四日に、主の言葉がふ

たたびハガイに臨んだ、 21「ユダの総督ゼルバベ

ルに告げて言え、わたしは天と地を震う。 22わた

しは国々の王位を倒し、異邦の国々の力を滅ぼし

、また戦車、およびこれに乗る者を倒す。馬およ

びこれに乗る者は、たがいにその仲間のつるぎに

よって倒れる。 23万軍の主は言われる、シャルテ

ルの子、わがしもべゼルバベルよ、主は言われる

、その日、わたしはあなたを立て、あなたを印章

のようにする。わたしはあなたを選んだからであ

ると、万軍の主は言われる」。
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ゼカリヤ書

1ダリヨスの第二年の八月に、主の言葉がイドの
子ベレキヤの子である預言者ゼカリヤに臨んだ

、 2「主はあなたがたの先祖たちに対して、いた

くお怒りになった。 3それゆえ、万軍の主はこう

仰せられると、彼らに告げよ。万軍の主は仰せら

れる、わたしに帰れ、そうすれば、わたしもあな

たがたに帰ろうと、万軍の主は仰せられる。 4あ

なたがたの先祖たちのようであってはならない。

先の預言者たちは、彼らにむかって叫んで言った

、『万軍の主はこう仰せられる、悪い道を離れ、

悪いおこないを捨てて帰れ』と。しかし彼らは聞

きいれず、耳をわたしに傾けなかったと主は言わ

れる。 5あなたがたの先祖たち、彼らはどこにい

るか。預言者たち、彼らは永遠に生きているのか

。 6しかしわたしのしもべである預言者たちに命

じたわが言葉と、わが定めとは、あなたがたの先

祖たちに及んだではないか。それで彼らは立ち返

って言った、『万軍の主がわれわれの道にしたが

い、おこないに従って、われわれに、なそうと思

い定められたように、そのとおりされたのだ』と

」。 7ダリヨスの第二年の十一月、すなわちセバ

テという月の二十四日に、主の言葉がイドの子ベ

レキヤの子である預言者ゼカリヤに臨んだ。そし

てゼカリヤは言った、 8「わたしは夜、見ている

と、ひとりの人が赤馬に乗って、谷間にあるミル

トスの木の中に立ち、その後に赤馬、栗毛の馬、

白馬がいた。 9その時わたしが『わが主よ、これ

らはなんですか』と尋ねると、わたしと語る天の

使は言った、『これがなんであるか、あなたに示

しましょう』。 10すると、ミルトスの木の中に立

っている人が答えて、『これらは地を見回らせる

ために、主がつかわされた者です』と言うと、 11

彼らは答えて、ミルトスの中に立っている主の使

に言った、『われわれは地を見回ったが、全地は

すべて平穏です』。 12すると主の使は言った、『

万軍の主よ、あなたは、いつまでエルサレムとユ

ダの町々とを、あわれんで下さらないのですか。

あなたはお怒りになって、すでに七十年になりま

した』。 13主はわたしと語る天の使に、ねんごろ

な慰めの言葉をもって答えられた。 14そこで、わ

たしと語る天の使は言った、『あなたは呼ばわっ

て言いなさい。万軍の主はこう仰せられます、わ

たしはエルサレムのため、シオンのために、大い

なるねたみを起し、 15安らかにいる国々の民に対

して、大いに怒る。なぜなら、わたしが少しばか

り怒ったのに、彼らは、大いにこれを悩ましたか

らであると。 16それゆえ、主はこう仰せられます

、わたしはあわれみをもってエルサレムに帰る。

わたしの家はその中に建てられ、測りなわはエル

サレムに張られると、万軍の主は仰せられます。

17あなたはまた呼ばわって言いなさい。万軍の主

はこう仰せられます、わが町々は再び良い物で満

ちあふれ、主は再びシオンを慰め、再びエルサレ

ムを選ぶ』と」。 18わたしが目をあげて見ている

と、見よ、四つの角があった。 19わたしと語る天

の使に「これらはなんですか」と言うと、彼は答

えて言った、「これらはユダ、イスラエルおよび

エルサレムを散らした角です」。 20その時、主は

四人の鍛冶をわたしに示された。 21わたしが「こ

れらは何をするために来たのですか」と言うと、

彼は答えた、「これらの角はユダを散らして、人

にその頭をあげさせなかったものですが、この四

人の者が来たのは彼らをおどし、かのユダの地に

むかって角をあげ、これを散らした国々の民の角

を投げうつためです」。

2またわたしが目をあげて見ていると、見よ、ひ
とりの人が、測りなわを手に持っているので、

2「あなたはどこへ行くのですか」と尋ねると、そ

の人はわたしに言った、「エルサレムを測って、

その広さと、長さを見ようとするのです」。 3す

ると見よ、わたしと語る天の使が出て行くと、ま

たひとりの天の使が出てきて、これに出会って、 4

言った、「走って行って、あの若い人に言いなさ

い、『エルサレムはその中に、人と家畜が多くな

るので、城壁のない村里のように、人の住む所と

なるでしょう。 5主は仰せられます、わたしはそ

の周囲で火の城壁となり、その中で栄光となる』

と」。 6主は仰せられる、さあ、北の地から逃げ

て来なさい。わたしはあなたがたを、天の四方の

風のように散らしたからである。 7さあ、バビロ

ンの娘と共にいる者よ、シオンにのがれなさい。 8

あなたがたにさわる者は、彼の目の玉にさわるの

であるから、あなたがたを捕えていった国々の民

に、その栄光にしたがって、わたしをつかわされ

た万軍の主は、こう仰せられる、 9「見よ、わた

しは彼らの上に手を振る。彼らは自分に仕えた者

のとりことなる。その時あなたがたは万軍の主が

、わたしをつかわされたことを知る。 10主は言わ

れる、シオンの娘よ、喜び歌え。わたしが来て、

あなたの中に住むからである。 11その日には、多

くの国民が主に連なって、わたしの民となる。わ

たしはあなたの中に住む。 12あなたは万軍の主が

、わたしをあなたにつかわされたことを知る。主

は聖地で、ユダを自分の分として取り、エルサレ

ムを再び選ばれるであろう」。 13すべて肉なる者

よ、主の前に静まれ。主はその聖なるすみかから

立ちあがられたからである。

3時に主は大祭司ヨシュアが、主の使の前に立ち
、サタンがその右に立って、これを訴えている

のをわたしに示された。 2主はサタンに言われた

、「サタンよ、主はあなたを責めるのだ。すなわ

ちエルサレムを選んだ主はあなたを責めるのだ。

これは火の中から取り出した燃えさしではないか

」。 3ヨシュアは汚れた衣を着て、み使の前に立

っていたが、 4み使は自分の前に立っている者ど

もに言った、「彼の汚れた衣を脱がせなさい」。

またヨシュアに向かって言った、「見よ、わたし

はあなたの罪を取り除いた。あなたに祭服を着せ

よう」。 5わたしは言った、「清い帽子を頭にか

ぶらせなさい」。そこで清い帽子を頭にかぶらせ
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、衣を彼に着せた。主の使はかたわらに立ってい

た。 6主の使は、ヨシュアを戒めて言った、 7「

万軍の主は、こう仰せられる、あなたがもし、わ

たしの道に歩み、わたしの務を守るならば、わた

しの家をつかさどり、わたしの庭を守ることがで

きる。わたしはまた、ここに立っている者どもの

中に行き来することを得させる。 8大祭司ヨシュ

アよ、あなたも、あなたの前にすわっている同僚

たちも聞きなさい。彼らはよいしるしとなるべき

人々だからである。見よ、わたしはわたしのしも

べなる枝を生じさせよう。 9万軍の主は言われる

、見よ、ヨシュアの前にわたしが置いた石の上に

、すなわち七つの目をもっているこの一つの石の

上に、わたしはみずから文字を彫刻する。そして

わたしはこの地の罪を、一日の内に取り除く。 10

万軍の主は言われる、その日には、あなたがたは

めいめいその隣り人を招いて、ぶどうの木の下、

いちじくの木の下に座すのである」。

4わたしと語った天の使がまた来て、わたしを呼
びさました。わたしは眠りから呼びさまされた

人のようであった。 2彼がわたしに向かって「何

を見るか」と言ったので、わたしは言った、「わ

たしが見ていると、すべて金で造られた燭台が一

つあって、その上に油を入れる器があり、また燭

台の上に七つのともしび皿があり、そのともしび

皿は燭台の上にあって、これにおのおの七本ずつ

の管があります。 3また燭台のかたわらに、オリ

ブの木が二本あって、一本は油をいれる器の右に

あり、一本はその左にあります」。 4わたしはま

たわたしと語る天の使に言った、「わが主よ、こ

れらはなんですか」。 5わたしと語る天の使は答

えて、「あなたはそれがなんであるか知らないの

ですか」と言ったので、わたしは「わが主よ、知

りません」と言った。 6すると彼はわたしに言っ

た、「ゼルバベルに、主がお告げになる言葉はこ

れです。万軍の主は仰せられる、これは権勢によ

らず、能力によらず、わたしの霊によるのである

。 7大いなる山よ、おまえは何者か。おまえはゼ

ルバベルの前に平地となる。彼は『恵みあれ、こ

れに恵みあれ』と呼ばわりながら、かしら石を引

き出すであろう」。 8主の言葉がわたしに臨んで

言うには、 9「ゼルバベルの手はこの宮の礎をす

えた。彼の手はこれを完成する。その時あなたが

たは万軍の主が、わたしをあなたがたにつかわさ

れたことを知る。 10だれでも小さい事の日をいや

しめた者は、ゼルバベルの手に、下げ振りのある

のを見て、喜ぶ。これらの七つのものは、あまね

く全地を行き来する主の目である」。 11わたしは

また彼に尋ねて、「燭台の左右にある、この二本

のオリブの木はなんですか」と言い、 12重ねてま

た「この二本の金の管によって、油をそれから注

ぎ出すオリブの二枝はなんですか」と言うと、 13

彼はわたしに答えて、「あなたはそれがなんであ

るか知らないのですか」と言ったので、「わが主

よ、知りません」と言った。 14すると彼は言った

、「これらはふたりの油そそがれた者で、全地の

主のかたわらに立つ者です」。

5わたしがまた目をあげて見ていると、飛んでい
る巻物を見た。 2彼がわたしに「何を見るか」

と言ったので、「飛んでいる巻物を見ます。その

長さは二十キュビト、その幅は十キュビトです」

と答えた。 3すると彼はまた、わたしに言った、

「これは全地のおもてに出て行く、のろいの言葉

です。すべて盗む者はこれに照して除き去られ、

すべて偽り誓う者は、これに照して除き去られる

のです。 4万軍の主は仰せられます、わたしはこ

れを出て行かせる。これは盗む者の家に入り、ま

たわたしの名をさして偽り誓う者の家に入り、そ

の家の中に宿って、これをその木と石と共に滅ぼ

すと」。 5わたしと語る天の使は進んで来て、わ

たしに「目をあげて、この出てきた物が、なんで

あるかを見なさい」と言った。 6わたしが「これ

はなんですか」と言うと、彼は「この出てきた物

は、エパ枡です」と言い、また「これは全地の罪

です」と言った。 7そして見よ、鉛のふたを取り

あげると、そのエパ枡の中にひとりの女がすわっ

ていた。 8すると彼は「これは罪悪である」と言

って、その女をエパ枡の中に押し入れ、鉛の重し

を、その枡の口に投げかぶせた。 9それからわた

しが目をあげて見ていると、ふたりの女が出てき

た。これに、こうのとりの翼のような翼があり、

その翼に風をはらんで、エパ枡を天と地との間に

持ちあげた。 10わたしは、わたしと語る天の使に

言った、「彼らはエパ枡を、どこへ持って行くの

ですか」。 11彼はわたしに言った、「シナルの地

で、女たちのために家を建てるのです。それが建

てられると、彼らはエパ枡をそこにすえ、それの

土台の上に置くのです」。

6わたしがまた目をあげて見ていると、四両の戦
車が二つの山の間から出てきた。その山は青銅

の山であった。 2第一の戦車には赤馬を着け、第

二の戦車には黒馬を着け、 3第三の戦車には白馬

を着け、第四の戦車には、まだらのねずみ色の馬

を着けていた。 4わたしは、わたしと語るみ使に

尋ねた、「わが主よ、これらはなんですか」。 5

天の使は答えて、わたしに言った、「これらは全

地の主の前に現れて後、天の四方に出て行くもの

です。 6黒馬を着けた戦車は、北の国をさして出

て行き、白馬は西の国をさして出て行き、まだら

の馬は南の国をさして出て行くのです」。 7馬が

出てくると、彼らは、地をあまねくめぐるために

、しきりに出たがるのであった。それで彼が「行

って、地をあまねくめぐれ」と言うと、彼らは地

を行きめぐった。 8すると彼はわたしを呼んで、

「北の国をさして行く者どもは、北の国でわたし

の心を静まらせてくれた」と言った。 9主の言葉

がまたわたしに臨んだ、 10「バビロンから帰って

きたかの捕囚の中から、ヘルダイ、トビヤおよび

エダヤを連れて、その日にゼパニヤの子ヨシヤの

家に行き、 11彼らから金銀を受け取って、一つの



ゼカリヤ書 560

冠を造り、それをヨザダクの子である大祭司ヨシ

ュアの頭にかぶらせて、 12彼に言いなさい、『万

軍の主は、こう仰せられる、見よ、その名を枝と

いう人がある。彼は自分の場所で成長して、主の

宮を建てる。 13すなわち彼は主の宮を建て、王と

しての光栄を帯び、その位に座して治める。その

位のかたわらに、ひとりの祭司がいて、このふた

りの間に平和の一致がある』。 14またその冠はヘ

ルダイ、トビヤ、エダヤおよびゼパニヤの子ヨシ

ヤの記念として、主の宮に納められる。 15また遠

い所の者どもが来て、主の宮を建てることを助け

る。そしてあなたがたは万軍の主が、わたしをつ

かわされたことを知るようになる。あなたがたが

もし励んで、あなたがたの神、主の声に聞き従う

ならば、このようになる」。

7ダリヨス王の第四年の九月、すなわちキスリウ
という月の四日に、主の言葉がゼカリヤに臨ん

だ。 2その時ベテルの人々は、シャレゼル、レゲ

ン・メレクおよびその従者をつかわして、主の恵

みを請い、 3かつ万軍の主の宮にいる祭司に問わ

せ、かつ預言者に問わせて言った、「わたしは今

まで、多年おこなってきたように、五月に泣き悲

しみ、かつ断食すべきでしょうか」。 4この時、

万軍の主の言葉がわたしに臨んだ、 5「地のすべ

ての民、および祭司に告げて言いなさい、あなた

がたが七十年の間、五月と七月とに断食し、かつ

泣き悲しんだ時、はたして、わたしのために断食

したか。 6あなたがたが食い飲みする時、それは

全く自分のために食い、自分のために飲むのでは

ないか。 7昔エルサレムがその周囲の町々と共に

、人が住み、栄えていた時、また南の地および平

野にも、人が住んでいた時に、さきの預言者たち

によって、主がお告げになった言葉は、これらの

事ではなかったか」。 8主の言葉が、またゼカリ

ヤに臨んだ、 9「万軍の主はこう仰せられる、真

実のさばきを行い、互に相いつくしみ、相あわれ

み、 10やもめ、みなしご、寄留の他国人および貧

しい人を、しえたげてはならない。互に人を害す

ることを、心に図ってはならない」。 11ところが

、彼らは聞くことを拒み、肩をそびやかし、耳を

鈍くして聞きいれず、 12その心を金剛石のように

して、万軍の主がそのみたまにより、さきの預言

者によって伝えられた、律法と言葉とに聞き従わ

なかった。それゆえ、大いなる怒りが、万軍の主

から出て、彼らに臨んだのである。 13「わたしが

呼ばわったけれども、彼らは聞こうとしなかった

。そのとおりに、彼らが呼ばわっても、わたしは

聞かない」と万軍の主は仰せられる。 14「わたし

は、つむじ風をもって、彼らを未知のもろもろの

国民の中に散らした。こうして彼らが去った後、

この地は荒れて行き来する者もなく、この麗しい

地は荒れ地となったのである」。

8万軍の主の言葉がわたしに臨んだ、 2「万軍の

主は、こう仰せられる、『わたしはシオンのた

めに、大いなるねたみを起し、またこれがために

、大いなる憤りをもってねたむ』。 3主はこう仰

せられる、『わたしはシオンに帰って、エルサレ

ムの中に住む。エルサレムは忠信な町ととなえら

れ、万軍の主の山は聖なる山と、となえられる』

。 4万軍の主は、こう仰せられる、『エルサレム

の街路には再び老いた男、老いた女が座するよう

になる。みな年寄の人々で、おのおのつえを手に

持つ。 5またその町の街路には、男の子、女の子

が満ちて、街路に遊び戯れる』。 6万軍の主は、

こう仰せられる、『その日には、たとい、この民

の残れる者の目に、不思議な事であっても、それ

はわたしの目にも、不思議な事であろうか』と万

軍の主は言われる。 7万軍の主は、こう仰せられ

る、『見よ、わが民を東の国から、また西の国か

ら救い出し、 8彼らを連れてきて、エルサレムに

住まわせ、彼らはわが民となり、わたしは彼らの

神となって、共に真実と正義とをもって立つ』」

。 9万軍の主は、こう仰せられる、「万軍の主の

家である宮を建てるために、その礎をすえた日か

らこのかた、預言者たちの口から出たこれらの言

葉を、きょう聞く者よ、あなたがたの手を強くせ

よ。 10この日の以前には、人も働きの価を得ず、

獣も働きの価を得ず、また出る者もはいる者も、

あだのために安全ではなかった。わたしはまた人

々を相たがいにそむかせた。 11しかし今は、わた

しのこの民の残れる者に対することは、さきの日

のようではないと、万軍の主は言われる。 12そこ

には、平和と繁栄との種がまかれるからである。

すなわちぶどうの木は実を結び、地は産物を出し

、天は露を与える。わたしはこの民の残れる者に

、これをことごとく与える。 13ユダの家およびイ

スラエルの家よ、あなたがたが、国々の民の中に

、のろいとなっていたように、わたしはあなたが

たを救って祝福とする。恐れてはならない。あな

たがたの手を強くせよ」。 14万軍の主は、こう仰

せられる、「あなたがたの先祖が、わたしを怒ら

せた時に、災を下そうと思って、これをやめなか

ったように、万軍の主は言われる 15そのように、

わたしはまた今日、エルサレムとユダの家に恵み

を与えよう。恐れてはならない。 16あなたがたの

なすべき事はこれである。あなたがたは互に真実

を語り、またあなたがたの門で、真実と平和のさ

ばきとを、行わなければならない。 17あなたがた

は、互に人を害することを、心に図ってはならな

い。偽りの誓いを好んではならない。わたしはこ

れらの事を憎むからであると、主は言われる」。

18万軍の主の言葉がわたしに臨んだ、 19「万軍の

主は、こう仰せられる、四月の断食と、五月の断

食と、七月の断食と、十月の断食とは、ユダの家

の喜び楽しみの時となり、よき祝の時となる。ゆ

えにあなたがたは、真実と平和とを愛せよ。 20万

軍の主は、こう仰せられる、もろもろの民および

多くの町の住民、すなわち、一つの町の住民は、

他の町の人々のところに行き、 21『われわれは、

ただちに行って、主の恵みを請い、万軍の主に呼

び求めよう』と言うと、『わたしも行こう』と言

う。 22多くの民および強い国民はエルサレムに来

て、万軍の主を求め、主の恵みを請う。 23万軍の
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主は、こう仰せられる、その日には、もろもろの

国ことばの民の中から十人の者が、ひとりのユダ

ヤ人の衣のすそをつかまえて、『あなたがたと一

緒に行こう。神があなたがたと共にいますことを

聞いたから』と言う」。

9託宣 主の言葉はハデラクの地に臨み、ダマスコ
の上にとどまる。アラムの町々はイスラエルの

すべての部族のように主に属するからである。 2

これに境するハマテもまたそのとおりだ。非常に

賢いが、ツロとシドンもまた同様である。 3ツロ

は自分のために、とりでを築き、銀をちりのよう

に積み、金を道ばたの泥のように積んだ。 4しか

し見よ、主はこれを攻め取り、その富を海の中に

投げ入れられる。これは火で焼き滅ぼされる。 5

アシケロンはこれを見て恐れ、ガザもまた見ても

だえ苦しみ、エクロンもまたその望む所のものが

はずかしめられて苦しむ。ガザには王が絶え、ア

シケロンには住む者がなくなり、 6アシドドには

混血の民が住む。わたしはペリシテびとの誇を断

つ。 7またその口から血を取り除き、その歯の間

から憎むべき物を取り除く。これもまた残ってわ

れわれの神に帰し、ユダの一民族のようになる。

またエクロンはエブスびとのようになる。 8その

時わたしは、わが家のために営を張って、見張り

をし、行き来する者のないようにする。しえたげ

る者は、かさねて通ることがない。わたしが今、

自分の目で見ているからである。 9シオンの娘よ

、大いに喜べ、エルサレムの娘よ、呼ばわれ。見

よ、あなたの王はあなたの所に来る。彼は義なる

者であって勝利を得、柔和であって、ろばに乗る

。すなわち、ろばの子である子馬に乗る。 10わた

しはエフライムから戦車を断ち、エルサレムから

軍馬を断つ。また、いくさ弓も断たれる。彼は国

々の民に平和を告げ、その政治は海から海に及び

、大川から地の果にまで及ぶ。 11あなたについて

はまた、あなたとの契約の血のゆえに、わたしは

かの水のない穴から、あなたの捕われ人を解き放

す。 12望みをいだく捕われ人よ、あなたの城に帰

れ。わたしはきょうもなお告げて言う、必ず倍し

て、あなたをもとに返すことを。 13わたしはユダ

を張って、わが弓となし、エフライムをその矢と

した。シオンよ、わたしはあなたの子らを呼び起

して、ギリシヤの人々を攻めさせ、あなたを勇士

のつるぎのようにさせる。 14その時、主は彼らの

上に現れて、その矢をいなずまのように射られる

。主なる神はラッパを吹きならし、南のつむじ風

に乗って出てこられる。 15万軍の主は彼らを守ら

れるので、彼らは石投げどもを食い尽し、踏みつ

ける。彼らはまたぶどう酒のように彼らの血を飲

み、鉢のようにそれで満たされ、祭壇のすみのよ

うに浸される。 16その日、彼らの神、主は、彼ら

を救い、その民を羊のように養われる。彼らは冠

の玉のように、その地に輝く。 17そのさいわい、

その麗しさは、いかばかりであろう。穀物は若者

を栄えさせ、新しいぶどう酒は、おとめを栄えさ

せる。

10あなたがたは春の雨の時に、雨を主に請い求
めよ。主はいなずまを造り、大雨を人々に賜

い、野の青草をおのおのに賜わる。 2テラピムは

、たわごとを言い、占い師は偽りを見、夢見る者

は偽りの夢を語り、むなしい慰めを与える。この

ゆえに、民は羊のようにさまよい、牧者がないた

めに悩む。 3「わが怒りは牧者にむかって燃え、

わたしは雄やぎを罰する。万軍の主が、その群れ

の羊であるユダの家を顧み、これをみごとな軍馬

のようにされるからである。 4隅石は彼らから出

、天幕の杭も彼らから出、いくさ弓も彼らから出

、支配者も皆彼らの中から出る。 5彼らが戦う時

は勇士のようになって、道ばたの泥の中に敵を踏

みにじる。主が彼らと共におられるゆえに彼らは

戦い、馬に乗る者どもを困らせる。 6わたしはユ

ダの家を強くし、ヨセフの家を救う。わたしは彼

らをあわれんで、彼らを連れ帰る。彼らはわたし

に捨てられたことのないようになる。わたしは彼

らの神、主であって、彼らに答えるからである。 7

エフライムびとは勇士のようになり、その心は酒

を飲んだように喜ぶ。その子供らはこれを見て喜

び、その心は主によって楽しむ。 8わたしは彼ら

に向かい、口笛を吹いて彼らを集める、わたしが

彼らをあがなったからである。彼らは昔のように

数多くなる。 9わたしは彼らを国々の民の中に散

らした。しかし彼らは遠い国々でわたしを覚え、

その子供らと共に生きながらえて帰ってくる。 10

わたしは彼らをエジプトの国から連れ帰り、アッ

スリヤから彼らを集める。わたしはギレアデの地

およびレバノンに彼らを連れて行く。彼らはいる

所もないほどに多くなる。 11彼らはエジプトの海

を通る。海の波は撃たれ、ナイルの淵はことごと

くかれた。アッスリヤの高ぶりは低くされ、エジ

プトのつえは移り去る。 12わたしは彼らを主によ

って強くする。彼らは主の名を誇る」と主は言わ

れる。

11レバノンよ、おまえの門を開き、おまえの香
柏を火に焼き滅ぼさせよ。 2いとすぎよ、泣

き叫べ。香柏は倒れ、みごとな木は、そこなわれ

たからである。バシャンのかしよ、泣き叫べ。茂

った林は倒れたからである。 3聞け、牧者の泣き

叫ぶ声を。彼らの栄えが消え去ったからである。

聞け、ししのほえる声を。ヨルダンの草むらが荒

れ果てたからである。 4わが神、主はこう仰せら

れた、「ほふらるべき羊の群れの牧者となれ。 5

これを買う者は、これをほふっても罰せられない

。これを売る者は言う、『主はほむべきかな、わ

たしは富んだ』と。そしてその牧者は、これをあ

われまない。 6わたしは、もはやこの地の住民を

あわれまないと、主は言われる。見よ、わたしは

人をおのおのその牧者の手に渡し、おのおのその

王の手に渡す。彼らは地を荒す。わたしは彼らの

手からこれを救い出さない」。 7わたしは羊の商

人のために、ほふらるべき羊の群れの牧者となっ

た。わたしは二本のつえを取り、その一本を恵み

と名づけ、一本を結びと名づけて、その羊を牧し
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た。 8わたしは一か月に牧者三人を滅ぼした。わ

たしは彼らに、がまんしきれなくなったが、彼ら

もまた、わたしを忌みきらった。 9それでわたし

は言った、「わたしはあなたがたの牧者とならな

い。死ぬ者は死に、滅びる者は滅び、残った者は

たがいにその肉を食いあうがよい」。 10わたしは

恵みというつえを取って、これを折った。これは

わたしがもろもろの民と結んだ契約を、廃するた

めであった。 11そしてこれは、その日に廃された

。そこで、わたしに目を注いでいた羊の商人らは

、これが主の言葉であったことを知った。 12わた

しは彼らに向かって、「あなたがたがもし、よい

と思うならば、わたしに賃銀を払いなさい。もし

、いけなければやめなさい」と言ったので、彼ら

はわたしの賃銀として、銀三十シケルを量った。

13主はわたしに言われた、「彼らによって、わた

しが値積られたその尊い価を、宮のさいせん箱に

投げ入れよ」。わたしは銀三十シケルを取って、

これを主の宮のさいせん箱に投げ入れた。 14そし

てわたしは結びという第二のつえを折った。これ

はユダとイスラエルの間の、兄弟関係を廃するた

めであった。 15主はわたしに言われた、「おまえ

はまた愚かな牧者の器を取れ。 16見よ、わたしは

地にひとりの牧者を起す。彼は滅ぼされる者を顧

みず、迷える者を尋ねず、傷ついた者をいやさず

、健やかな者を養わず、肥えた者の肉を食らい、

そのひずめをさえ裂く者である。 17その羊の群れ

を捨てる愚かな牧者はわざわいだ。どうか、つる

ぎがその腕を撃ち、その右の目を撃つように。そ

の腕は全く衰え、その右の目は全く見えなくなる

ように」。

12託宣イスラエルについての主の言葉。すなわ
ち天をのべ、地の基をすえ、人の霊をその中

に造られた主は、こう仰せられる、 2「見よ、わ

たしはエルサレムを、その周囲にあるすべての民

をよろめかす杯にしようとしている。これはエル

サレムの攻め囲まれる時、ユダにも及ぶ。 3その

日には、わたしはエルサレムをすべての民に対し

て重い石とする。これを持ちあげる者はみな大傷

を受ける。地の国々の民は皆集まって、これを攻

める。 4主は言われる、その日には、わたしはす

べての馬を撃って驚かせ、その乗り手を撃って狂

わせる。しかし、もろもろの民の馬を、ことごと

く撃って、めくらとするとき、ユダの家に対して

は、わたしの目を開く。 5その時ユダの諸族は、

その心の中に『エルサレムの住民は、その神、万

軍の主によって力強くなった』と言う。 6その日

には、わたしはユダの諸族を、たきぎの中の火皿

のようにし、麦束の中のたいまつのようにする。

彼らは右に左に、その周囲にあるすべての民を、

焼き滅ぼす。しかしエルサレムはなお、そのもと

の所、すなわちエルサレムで、人の住む所となる

。 7主はまずユダの幕屋を救われる。これはダビ

デの家の光栄と、エルサレムの住民の光栄とが、

ユダの光栄にまさることのないようにするためで

ある。 8その日、主はエルサレムの住民を守られ

る。彼らの中の弱い者も、その日には、ダビデの

ようになる。またダビデの家は神のように、彼ら

に先だつ主の使のようになる。 9その日には、わ

たしはエルサレムに攻めて来る国民を、ことごと

く滅ぼそうと努める。 10わたしはダビデの家およ

びエルサレムの住民に、恵みと祈の霊とを注ぐ。

彼らはその刺した者を見る時、ひとり子のために

嘆くように彼のために嘆き、ういごのために悲し

むように、彼のためにいたく悲しむ。 11その日に

は、エルサレムの嘆きは、メギドの平野にあった

ハダデ・リンモンのための嘆きのように大きい。

12国じゅう、氏族おのおの別れて嘆く。すなわち

ダビデの家の氏族は別れて嘆き、その妻たちも別

れて嘆く。ナタンの家の氏族は別れて嘆き、その

妻たちも別れて嘆く。 13レビの家の氏族は別れて

嘆き、その妻たちも別れて嘆く。シメイの氏族は

別れて嘆き、その妻たちも別れて嘆く。 14その他

の氏族も皆別れて嘆き、その妻たちも別れて嘆く

のである。

13その日には、罪と汚れとを清める一つの泉が
、ダビデの家とエルサレムの住民とのために

開かれる。 2万軍の主は言われる、その日には、

わたしは地から偶像の名を取り除き、重ねて人に

覚えられることのないようにする。わたしはまた

預言者および汚れの霊を、地から去らせる。 3も

し、人が今後預言するならば、その産みの父母は

これにむかって、『あなたは主の名をもって偽り

を語るゆえ、生きていることができない』と言い

、その産みの父母は彼が預言している時、彼を刺

すであろう。 4その日には、預言者たちは皆預言

する時、その幻を恥じる。また人を欺くための毛

の上着を着ない。 5そして『わたしは預言者では

ない、わたしは土地を耕す者だ。若い時から土地

を持っている』と言う。 6もし、人が彼に『あな

たの背中の傷は何か』と尋ねるならば、『これは

わたしの友だちの家で受けた傷だ』と、彼は言う

であろう」。 7万軍の主は言われる、「つるぎよ

、立ち上がってわが牧者を攻めよ。わたしの次に

立つ人を攻めよ。牧者を撃て、その羊は散る。わ

たしは手をかえして、小さい者どもを攻める。 8

主は言われる、全地の人の三分の二は断たれて死

に、三分の一は生き残る。 9わたしはこの三分の

一を火の中に入れ、銀をふき分けるように、これ

をふき分け、金を精錬するように、これを精錬す

る。彼らはわたしの名を呼び、わたしは彼らに答

える。わたしは『彼らはわが民である』と言い、

彼らは『主はわが神である』と言う」。

14見よ、主の日が来る。その時あなたの奪われ
た物は、あなたの中で分かたれる。 2わたし

は万国の民を集めて、エルサレムを攻め撃たせる

。町は取られ、家はかすめられ、女は犯され、町

の半ばは捕えられて行く。しかし残りの民は町か

ら断たれることはない。 3その時、主は出てきて

、いくさの日にみずから戦われる時のように、そ

れらの国びとと戦われる。 4その日には彼の足が

、東の方エルサレムの前にあるオリブ山の上に立
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つ。そしてオリブ山は、非常に広い一つの谷によ

って、東から西に二つに裂け、その山の半ばは北

に、半ばは南に移り、 5わが山の谷はふさがれる

。裂けた山の谷が、そのかたわらに接触するから

である。そして、あなたがたはユダの王ウジヤの

世に、地震を避けて逃げたように逃げる。こうし

て、あなたがたの神、主はこられる、もろもろの

聖者と共にこられる。 6その日には、寒さも霜も

ない。 7そこには長い連続した日がある（主はこ

れを知られる）。これには昼もなく、夜もない。

夕暮になっても、光があるからである。 8その日

には、生ける水がエルサレムから流れ出て、その

半ばは東の海に、その半ばは西の海に流れ、夏も

冬もやむことがない。 9主は全地の王となられる

。その日には、主ひとり、その名一つのみとなる

。 10全地はゲバからエルサレムの南リンモンまで

、平地のように変る。しかしエルサレムは高くな

って、そのもとの所にとどまり、ベニヤミンの門

から、先にあった門の所に及び、隅の門に至り、

ハナネルのやぐらから、王の酒ぶねにまで及ぶ。

11その中には人が住み、もはやのろいはなく、エ

ルサレムは安らかに立つ。 12エルサレムを攻撃し

たもろもろの民を、主は災をもって撃たれる。す

なわち彼らはなお足で立っているうちに、その肉

は腐れ、目はその穴の中で腐れ、舌はその口の中

で腐れる。 13その日には、主は彼らを大いにあわ

てさせられるので、彼らはおのおのその隣り人を

捕え、手をあげてその隣り人を攻める。 14ユダも

また、エルサレムに敵して戦う。その周囲のすべ

ての国びとの財宝、すなわち金銀、衣服などが、

はなはだ多く集められる。 15また馬、騾、らくだ

、ろば、およびその陣営にあるすべての家畜にも

、この災のような災が臨む。 16エルサレムに攻め

て来たもろもろの国びとの残った者は、皆年々上

って来て、王なる万軍の主を拝み、仮庵の祭を守

るようになる。 17地の諸族のうち、王なる万軍の

主を拝むために、エルサレムに上らない者の上に

は、雨が降らない。 18エジプトの人々が、もし上

ってこない時には、主が仮庵の祭を守るために、

上ってこないすべての国びとを撃たれるその災が

、彼らの上に臨む。 19これが、エジプトびとの受

ける罰、およびすべて仮庵の祭を守るために上っ

てこない国びとの受ける罰である。 20その日には

、馬の鈴の上に「主に聖なる者」と、しるすので

ある。また主の宮のなべは、祭壇の前の鉢のよう

に、聖なる物となる。 21エルサレムおよびユダの

すべてのなべは、万軍の主に対して聖なる物とな

り、すべて犠牲をささげる者は来てこれを取り、

その中で犠牲の肉を煮ることができる。その日に

は、万軍の主の宮に、もはや商人はいない。
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マラキ書

1マラキによってイスラエルに臨んだ主の言葉の
託宣。 2主は言われる、「わたしはあなたがた

を愛した」と。ところがあなたがたは言う、「あ

なたはどんなふうに、われわれを愛されたか」。

主は言われる、「エサウはヤコブの兄ではないか

。しかしわたしはヤコブを愛し、 3エサウを憎ん

だ。かつ、わたしは彼の山地を荒し、その嗣業を

荒野の山犬に与えた」。 4もしエドムが「われわ

れは滅ぼされたけれども、荒れた所を再び建てる

」と言うならば、万軍の主は「彼らは建てるかも

しれない。しかしわたしはそれを倒す。人々は、

彼らを悪しき国ととなえ、とこしえに主の怒りを

うける民ととなえる」と言われる。 5あなたがた

の目はこれを見て、「主はイスラエルの境を越え

て大いなる神である」と言うであろう。 6「子は

その父を敬い、しもべはその主人を敬う。それで

わたしがもし父であるならば、あなたがたのわた

しを敬う事実が、どこにあるか。わたしがもし主

人であるならば、わたしを恐れる事実が、どこに

あるか。わたしの名を侮る祭司たちよ、と万軍の

主はあなたがたに言われる。ところがあなたがた

は『われわれはどんなふうにあなたの名を侮った

か』と言い、 7汚れた食物をわたしの祭壇の上に

ささげる。またあなたがたは、主の台は卑しむべ

き物であると考えて、『われわれはどんなふうに

、それを汚したか』と言う。 8あなたがたが盲目

の獣を、犠牲にささげるのは悪い事ではないか。

また足のなえたもの、病めるものをささげるのは

悪い事ではないか。今これをあなたのつかさにさ

さげてみよ。彼はあなたを喜び、あなたを受けい

れるであろうかと、万軍の主は言われる。 9あな

たがたは、神がわれわれをあわれまれるように、

神の恵みを求めてみよ。このようなあなたがたの

手のささげ物をもって、彼はあなたがたを受けい

れられるであろうかと、万軍の主は言われる。 10

あなたがたがわが祭壇の上にいたずらに、火をた

くことのないように戸を閉じる者があなたがたの

うちに、ひとりあったらいいのだが。わたしはあ

なたがたを喜ばない、またあなたがたの手からさ

さげ物を受けないと、万軍の主は言われる。 11日

の出る所から没する所まで、国々のうちにわが名

はあがめられている。また、どこでも香と清いさ

さげ物が、わが名のためにささげられる。これは

わが名が国々のうちにあがめられているからであ

ると、万軍の主は言われる。 12ところがあなたが

たは、主の台は汚れている、またこの食物は卑し

むべき物であると言って、これを汚した。 13あな

たがたはまた『これはなんと煩わしい事か』と言

って、わたしを鼻であしらうと、万軍の主は言わ

れる。あなたがたはまた奪った物、足なえのもの

、病めるものを、ささげ物として携えて来る。わ

たしはそれを、あなたがたの手から、受けるであ

ろうかと主は言われる。 14群れのうちに雄の獣が

あり、それをささげると誓いを立てているのに、

傷のあるものを、主にささげる偽り者はのろわれ

る。わたしは大いなる王で、わが名は国々のうち

に恐れられるべきであると、万軍の主は言われる

。

2祭司たちよ、今この命令があなたがたに与えら
れる。 2万軍の主は言われる、あなたがたがも

し聞き従わず、またこれを心に留めず、わが名に

栄光を帰さないならば、わたしはあなたがたの上

に、のろいを送り、またあなたがたの祝福をのろ

いに変える。あなたがたは、これを心に留めない

ので、わたしはすでにこれをのろった。 3見よ、

わたしはあなたがたの子孫を責める。またあなた

がたの犠牲の糞を、あなたがたの顔の上にまき散

らし、あなたがたをわたしの前から退ける。 4こ

うしてわたしが、この命令をあなたがたに与えた

のは、レビと結んだわが契約が、保たれるためで

あることを、あなたがたが知るためであると、万

軍の主は言われる。 5彼と結んだわが契約は、生

命と平安との契約であって、わたしがこれを彼に

与えたのは、彼にわたしを恐れさせるためである

。彼はすでにわたしを恐れ、わが名の前におのの

いた。 6彼の口には、まことの律法があり、その

くちびるには、不義が見られなかった。彼は平安

と公義とをもって、わたしと共に歩み、また多く

の人を不義から立ち返らせた。 7祭司のくちびる

は知識を保ち、人々が彼の口から律法を尋ねるの

が当然である。彼は万軍の主の使者だからだ。 8

ところが、あなたがたは道を離れ、多くの人を教

えてつまずかせ、レビの契約を破ったと、万軍の

主は言われる。 9あなたがたはわたしの道を守ら

ず、律法を教えるに当って、人にかたよったがた

めに、あなたがたをすべての民の前に侮られ、卑

しめられるようにする」。 10われわれの父は皆一

つではないか。われわれを造った神は一つではな

いか。なにゆえ、われわれは先祖たちの契約を破

って、おのおのその兄弟に偽りを行うのか。 11ユ

ダは偽りを行い、イスラエルおよびエルサレムの

中には憎むべき事が行われた。すなわちユダは主

が愛しておられる聖所を汚して、他の神に仕える

女をめとった。 12どうか、主がこうした事を行う

人をば、証言する者も、答弁する者も、また万軍

の主にささげ物をする者をも、ヤコブの幕屋から

断たれるように。 13あなたがたはまたこのような

事をする。すなわち神がもはやささげ物をかえり

みず、またこれをあなたがたの手から、喜んで受

けられないために、あなたがたは涙と、泣くこと

と、嘆きとをもって、主の祭壇をおおい、 14「な

ぜ神は受けられないのか」と尋ねる。これは主が

あなたと、あなたの若い時の妻との間の、契約の

証人だったからである。彼女は、あなたの連れ合

い、契約によるあなたの妻であるのに、あなたは

彼女を裏切った。 15一つ神は、われわれのために

命の霊を造り、これをささえられたではないか。

彼は何を望まれるか。神を敬う子孫であるゆえ、

あなたがたはみずから慎んで、その若い時の妻を

裏切ってはならない。 16イスラエルの神、主は言



マラキ書565

われる、「わたしは離縁する者を憎み、また、し

えたげをもってその衣をおおう人を憎むと、万軍

の主は言われる。ゆえにみずから慎んで、裏切る

ことをしてはならない」。 17あなたがたは言葉を

もって主を煩わした。しかしあなたがたは言う、

「われわれはどんなふうに、彼を煩わしたか」。

それはあなたがたが「すべて悪を行う者は主の目

に良く見え、かつ彼に喜ばれる」と言い、また「

さばきを行う神はどこにあるか」と言うからであ

る。

3「見よ、わたしはわが使者をつかわす。彼はわ
たしの前に道を備える。またあなたがたが求め

る所の主は、たちまちその宮に来る。見よ、あな

たがたの喜ぶ契約の使者が来ると、万軍の主が言

われる。 2その来る日には、だれが耐え得よう。

そのあらわれる時には、だれが立ち得よう。彼は

金をふきわける者の火のようであり、布さらしの

灰汁のようである。 3彼は銀をふきわけて清める

者のように座して、レビの子孫を清め、金銀のよ

うに彼らを清める。そして彼らは義をもって、さ

さげ物を主にささげる。 4その時ユダとエルサレ

ムとのささげ物は、昔の日のように、また先の年

のように主に喜ばれる。 5そしてわたしはあなた

がたに近づいて、さばきをなし、占い者、姦淫を

行う者、偽りの誓いをなす者にむかい、雇人の賃

銀をかすめ、やもめと、みなしごとをしえたげ、

寄留の他国人を押しのけ、わたしを恐れない者ど

もにむかって、すみやかにあかしを立てると、万

軍の主は言われる。 6主なるわたしは変ることが

ない。それゆえ、ヤコブの子らよ、あなたがたは

滅ぼされない。 7あなたがたは、その先祖の日か

ら、わが定めを離れて、これを守らなかった。わ

たしに帰れ、わたしはあなたがたに帰ろうと、万

軍の主は言われる。ところが、あなたがたは『わ

れわれはどうして帰ろうか』と尋ねる。 8人は神

の物を盗むことをするだろうか。しかしあなたが

たは、わたしの物を盗んでいる。あなたがたはま

た『どうしてわれわれは、あなたの物を盗んでい

るのか』と言う。十分の一と、ささげ物をもって

である。 9あなたがたは、のろいをもって、のろ

われる。あなたがたすべての国民は、わたしの物

を盗んでいるからである。 10わたしの宮に食物の

あるように、十分の一全部をわたしの倉に携えて

きなさい。これをもってわたしを試み、わたしが

天の窓を開いて、あふるる恵みを、あなたがたに

注ぐか否かを見なさいと、万軍の主は言われる。

11わたしは食い滅ぼす者を、あなたがたのために

おさえて、あなたがたの地の産物を、滅ぼさない

ようにしよう。また、あなたがたのぶどうの木が

、その熟する前に、その実を畑に落すことのない

ようにしようと、万軍の主は言われる。 12こうし

て万国の人は、あなたがたを祝福された者ととな

えるであろう。あなたがたは楽しい地となるから

であると、万軍の主は言われる。 13主は言われる

、あなたがたは言葉を激しくして、わたしに逆ら

った。しかもあなたがたは『われわれはあなたに

逆らって、どんな事を言ったか』と言う。 14あな

たがたは言った、『神に仕える事はつまらない。

われわれがその命令を守り、かつ万軍の主の前に

、悲しんで歩いたからといって、なんの益がある

か。 15今われわれは高ぶる者を、祝福された者と

思う。悪を行う者は栄えるばかりでなく、神を試

みても罰せられない』」。 16そのとき、主を恐れ

る者は互に語った。主は耳を傾けてこれを聞かれ

た。そして主を恐れる者、およびその名を心に留

めている者のために、主の前に一つの覚え書がし

るされた。 17「万軍の主は言われる、彼らはわた

しが手を下して事を行う日に、わたしの者となり

、わたしの宝となる。また人が自分に仕える子を

あわれむように、わたしは彼らをあわれむ。 18そ

の時あなたがたは、再び義人と悪人、神に仕える

者と、仕えない者との区別を知るようになる。

4万軍の主は言われる、見よ、炉のように燃える
日が来る。その時すべて高ぶる者と、悪を行う

者とは、わらのようになる。その来る日は、彼ら

を焼き尽して、根も枝も残さない。 2しかしわが

名を恐れるあなたがたには、義の太陽がのぼり、

その翼には、いやす力を備えている。あなたがた

は牛舎から出る子牛のように外に出て、とびはね

る。 3また、あなたがたは悪人を踏みつけ、わた

しが事を行う日に、彼らはあなたがたの足の裏の

下にあって、灰のようになると、万軍の主は言わ

れる。 4あなたがたは、わがしもべモーセの律法

、すなわちわたしがホレブで、イスラエル全体の

ために、彼に命じた定めとおきてとを覚えよ。 5

見よ、主の大いなる恐るべき日が来る前に、わた

しは預言者エリヤをあなたがたにつかわす。 6彼

は父の心をその子供たちに向けさせ、子供たちの

心をその父に向けさせる。これはわたしが来て、

のろいをもってこの国を撃つことのないようにす

るためである」。





新約聖書



そのとき、イエスは言われた、「父よ、彼らをおゆるしください。

彼らは何をしているのか、わからずにいるのです」。

人々はイエスの着物をくじ引きで分け合った。

ルカの福音書 23:34
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マタイの福音書

1アブラハムの子であるダビデの子、イエス・キ
リストの系図。 2アブラハムはイサクの父であ

り、イサクはヤコブの父、ヤコブはユダとその兄

弟たちとの父、 3ユダはタマルによるパレスとザ

ラとの父、パレスはエスロンの父、エスロンはア

ラムの父、 4アラムはアミナダブの父、アミナダ

ブはナアソンの父、ナアソンはサルモンの父、 5

サルモンはラハブによるボアズの父、ボアズはル

ツによるオベデの父、オベデはエッサイの父、 6

エッサイはダビデ王の父であった。ダビデはウリ

ヤの妻によるソロモンの父であり、 7ソロモンは

レハベアムの父、レハベアムはアビヤの父、アビ

ヤはアサの父、 8アサはヨサパテの父、ヨサパテ

はヨラムの父、ヨラムはウジヤの父、 9ウジヤは

ヨタムの父、ヨタムはアハズの父、アハズはヒゼ

キヤの父、 10ヒゼキヤはマナセの父、マナセはア

モンの父、アモンはヨシヤの父、 11ヨシヤはバビ

ロンへ移されたころ、エコニヤとその兄弟たちと

の父となった。 12バビロンへ移されたのち、エコ

ニヤはサラテルの父となった。サラテルはゾロバ

ベルの父、 13ゾロバベルはアビウデの父、アビウ

デはエリヤキムの父、エリヤキムはアゾルの父、

14アゾルはサドクの父、サドクはアキムの父、ア

キムはエリウデの父、 15エリウデはエレアザルの

父、エレアザルはマタンの父、マタンはヤコブの

父、 16ヤコブはマリヤの夫ヨセフの父であった。

このマリヤからキリストといわれるイエスがお生

れになった。 17だから、アブラハムからダビデま

での代は合わせて十四代、ダビデからバビロンへ

移されるまでは十四代、そして、バビロンへ移さ

れてからキリストまでは十四代である。 18イエス

・キリストの誕生の次第はこうであった。母マリ

ヤはヨセフと婚約していたが、まだ一緒にならな

い前に、聖霊によって身重になった。 19夫ヨセフ

は正しい人であったので、彼女のことが公けにな

ることを好まず、ひそかに離縁しようと決心した

。 20彼がこのことを思いめぐらしていたとき、主

の使が夢に現れて言った、「ダビデの子ヨセフよ

、心配しないでマリヤを妻として迎えるがよい。

その胎内に宿っているものは聖霊によるのである

。 21彼女は男の子を産むであろう。その名をイエ

スと名づけなさい。彼は、おのれの民をそのもろ

もろの罪から救う者となるからである」。 22すべ

てこれらのことが起ったのは、主が預言者によっ

て言われたことの成就するためである。すなわち

、 23「見よ、おとめがみごもって男の子を産むで

あろう。その名はインマヌエルと呼ばれるであろ

う」。これは、「神われらと共にいます」という

意味である。 24ヨセフは眠りからさめた後に、主

の使が命じたとおりに、マリヤを妻に迎えた。 25

しかし、子が生れるまでは、彼女を知ることはな

かった。そして、その子をイエスと名づけた。

2イエスがヘロデ王の代に、ユダヤのベツレヘム
でお生れになったとき、見よ、東からきた博士

たちがエルサレムに着いて言った、 2「ユダヤ人

の王としてお生れになったかたは、どこにおられ

ますか。わたしたちは東の方でその星を見たので

、そのかたを拝みにきました」。 3ヘロデ王はこ

のことを聞いて不安を感じた。エルサレムの人々

もみな、同様であった。 4そこで王は祭司長たち

と民の律法学者たちとを全部集めて、キリストは

どこに生れるのかと、彼らに問いただした。 5彼

らは王に言った、「それはユダヤのベツレヘムで

す。預言者がこうしるしています、 6『ユダの地

、ベツレヘムよ、おまえはユダの君たちの中で、

決して最も小さいものではない。おまえの中から

ひとりの君が出て、わが民イスラエルの牧者とな

るであろう』」。 7そこで、ヘロデはひそかに博

士たちを呼んで、星の現れた時について詳しく聞

き、 8彼らをベツレヘムにつかわして言った、「

行って、その幼な子のことを詳しく調べ、見つか

ったらわたしに知らせてくれ。わたしも拝みに行

くから」。 9彼らは王の言うことを聞いて出かけ

ると、見よ、彼らが東方で見た星が、彼らより先

に進んで、幼な子のいる所まで行き、その上にと

どまった。 10彼らはその星を見て、非常な喜びに

あふれた。 11そして、家にはいって、母マリヤの

そばにいる幼な子に会い、ひれ伏して拝み、また

、宝の箱をあけて、黄金・乳香・没薬などの贈り

物をささげた。 12そして、夢でヘロデのところに

帰るなとのみ告げを受けたので、他の道をとおっ

て自分の国へ帰って行った。 13彼らが帰って行っ

たのち、見よ、主の使が夢でヨセフに現れて言っ

た、「立って、幼な子とその母を連れて、エジプ

トに逃げなさい。そして、あなたに知らせるまで

、そこにとどまっていなさい。ヘロデが幼な子を

捜し出して、殺そうとしている」。 14そこで、ヨ

セフは立って、夜の間に幼な子とその母とを連れ

てエジプトへ行き、 15ヘロデが死ぬまでそこにと

どまっていた。それは、主が預言者によって「エ

ジプトからわが子を呼び出した」と言われたこと

が、成就するためである。 16さて、ヘロデは博士

たちにだまされたと知って、非常に立腹した。そ

して人々をつかわし、博士たちから確かめた時に

基いて、ベツレヘムとその附近の地方とにいる二

歳以下の男の子を、ことごとく殺した。 17こうし

て、預言者エレミヤによって言われたことが、成

就したのである。 18「叫び泣く大いなる悲しみの

声がラマで聞えた。ラケルはその子らのためにな

げいた。子らがもはやいないので、慰められるこ

とさえ願わなかった」。 19さて、ヘロデが死んだ

のち、見よ、主の使がエジプトにいるヨセフに夢

で現れて言った、 20「立って、幼な子とその母を

連れて、イスラエルの地に行け。幼な子の命をね

らっていた人々は、死んでしまった」。 21そこで

ヨセフは立って、幼な子とその母とを連れて、イ

スラエルの地に帰った。 22しかし、アケラオがそ

の父ヘロデに代ってユダヤを治めていると聞いた

ので、そこへ行くことを恐れた。そして夢でみ告

げを受けたので、ガリラヤの地方に退き、 23ナザ

レという町に行って住んだ。これは預言者たちに
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よって、「彼はナザレ人と呼ばれるであろう」と

言われたことが、成就するためである。

3そのころ、バプテスマのヨハネが現れ、ユダヤ
の荒野で教を宣べて言った、 2「悔い改めよ、

天国は近づいた」。 3預言者イザヤによって、「

荒野で呼ばわる者の声がする、『主の道を備えよ

、その道筋をまっすぐにせよ』」と言われたのは

、この人のことである。 4このヨハネは、らくだ

の毛ごろもを着物にし、腰に皮の帯をしめ、いな

ごと野蜜とを食物としていた。 5すると、エルサ

レムとユダヤ全土とヨルダン附近一帯の人々が、

ぞくぞくとヨハネのところに出てきて、 6自分の

罪を告白し、ヨルダン川でヨハネからバプテスマ

を受けた。 7ヨハネは、パリサイ人やサドカイ人

が大ぜいバプテスマを受けようとしてきたのを見

て、彼らに言った、「まむしの子らよ、迫ってき

ている神の怒りから、おまえたちはのがれられる

と、だれが教えたのか。 8だから、悔改めにふさ

わしい実を結べ。 9自分たちの父にはアブラハム

があるなどと、心の中で思ってもみるな。おまえ

たちに言っておく、神はこれらの石ころからでも

、アブラハムの子を起すことができるのだ。 10斧

がすでに木の根もとに置かれている。だから、良

い実を結ばない木はことごとく切られて、火の中

に投げ込まれるのだ。 11わたしは悔改めのために

、水でおまえたちにバプテスマを授けている。し

かし、わたしのあとから来る人はわたしよりも力

のあるかたで、わたしはそのくつをぬがせてあげ

る値うちもない。このかたは、聖霊と火とによっ

ておまえたちにバプテスマをお授けになるであろ

う。 12また、箕を手に持って、打ち場の麦をふる

い分け、麦は倉に納め、からは消えない火で焼き

捨てるであろう」。 13そのときイエスは、ガリラ

ヤを出てヨルダン川に現れ、ヨハネのところにき

て、バプテスマを受けようとされた。 14ところが

ヨハネは、それを思いとどまらせようとして言っ

た、「わたしこそあなたからバプテスマを受ける

はずですのに、あなたがわたしのところにおいで

になるのですか」。 15しかし、イエスは答えて言

われた、「今は受けさせてもらいたい。このよう

に、すべての正しいことを成就するのは、われわ

れにふさわしいことである」。そこでヨハネはイ

エスの言われるとおりにした。 16イエスはバプテ

スマを受けるとすぐ、水から上がられた。すると

、見よ、天が開け、神の御霊がはとのように自分

の上に下ってくるのを、ごらんになった。 17また

天から声があって言った、「これはわたしの愛す

る子、わたしの心にかなう者である」。

4さて、イエスは御霊によって荒野に導かれた。
悪魔に試みられるためである。 2そして、四十

日四十夜、断食をし、そののち空腹になられた。 3

すると試みる者がきて言った、「もしあなたが神

の子であるなら、これらの石がパンになるように

命じてごらんなさい」。 4イエスは答えて言われ

た、「『人はパンだけで生きるものではなく、神

の口から出る一つ一つの言で生きるものである』

と書いてある」。 5それから悪魔は、イエスを聖

なる都に連れて行き、宮の頂上に立たせて 6言っ

た、「もしあなたが神の子であるなら、下へ飛び

おりてごらんなさい。『神はあなたのために御使

たちにお命じになると、あなたの足が石に打ちつ

けられないように、彼らはあなたを手でささえる

であろう』と書いてありますから」。 7イエスは

彼に言われた、「『主なるあなたの神を試みては

ならない』とまた書いてある」。 8次に悪魔は、

イエスを非常に高い山に連れて行き、この世のす

べての国々とその栄華とを見せて 9言った、「も

しあなたが、ひれ伏してわたしを拝むなら、これ

らのものを皆あなたにあげましょう」。 10すると

イエスは彼に言われた、「サタンよ、退け。『主

なるあなたの神を拝し、ただ神にのみ仕えよ』と

書いてある」。 11そこで、悪魔はイエスを離れ去

り、そして、御使たちがみもとにきて仕えた。 12

さて、イエスはヨハネが捕えられたと聞いて、ガ

リラヤへ退かれた。 13そしてナザレを去り、ゼブ

ルンとナフタリとの地方にある海べの町カペナウ

ムに行って住まわれた。 14これは預言者イザヤに

よって言われた言が、成就するためである。 15「

ゼブルンの地、ナフタリの地、海に沿う地方、ヨ

ルダンの向こうの地、異邦人のガリラヤ、 16暗黒

の中に住んでいる民は大いなる光を見、死の地、

死の陰に住んでいる人々に、光がのぼった」。 17

この時からイエスは教を宣べはじめて言われた、

「悔い改めよ、天国は近づいた」。 18さて、イエ

スがガリラヤの海べを歩いておられると、ふたり

の兄弟、すなわち、ペテロと呼ばれたシモンとそ

の兄弟アンデレとが、海に網を打っているのをご

らんになった。彼らは漁師であった。 19イエスは

彼らに言われた、「わたしについてきなさい。あ

なたがたを、人間をとる漁師にしてあげよう」。

20すると、彼らはすぐに網を捨てて、イエスに従

った。 21そこから進んで行かれると、ほかのふた

りの兄弟、すなわち、ゼベダイの子ヤコブとその

兄弟ヨハネとが、父ゼベダイと一緒に、舟の中で

網を繕っているのをごらんになった。そこで彼ら

をお招きになると、 22すぐ舟と父とをおいて、イ

エスに従って行った。 23イエスはガリラヤの全地

を巡り歩いて、諸会堂で教え、御国の福音を宣べ

伝え、民の中のあらゆる病気、あらゆるわずらい

をおいやしになった。 24そこで、その評判はシリ

ヤ全地にひろまり、人々があらゆる病にかかって

いる者、すなわち、いろいろの病気と苦しみとに

悩んでいる者、悪霊につかれている者、てんかん

、中風の者などをイエスのところに連れてきたの

で、これらの人々をおいやしになった。 25こうし

て、ガリラヤ、デカポリス、エルサレム、ユダヤ

及びヨルダンの向こうから、おびただしい群衆が

きてイエスに従った。

5イエスはこの群衆を見て、山に登り、座につか
れると、弟子たちがみもとに近寄ってきた。 2

そこで、イエスは口を開き、彼らに教えて言われ
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た。 3「こころの貧しい人たちは、さいわいであ

る、天国は彼らのものである。 4悲しんでいる人

たちは、さいわいである、彼らは慰められるであ

ろう。 5柔和な人たちは、さいわいである、彼ら

は地を受けつぐであろう。 6義に飢えかわいてい

る人たちは、さいわいである、彼らは飽き足りる

ようになるであろう。 7あわれみ深い人たちは、

さいわいである、彼らはあわれみを受けるであろ

う。 8心の清い人たちは、さいわいである、彼ら

は神を見るであろう。 9平和をつくり出す人たち

は、さいわいである、彼らは神の子と呼ばれるで

あろう。 10義のために迫害されてきた人たちは、

さいわいである、天国は彼らのものである。 11わ

たしのために人々があなたがたをののしり、また

迫害し、あなたがたに対し偽って様々の悪口を言

う時には、あなたがたは、さいわいである。 12喜

び、よろこべ、天においてあなたがたの受ける報

いは大きい。あなたがたより前の預言者たちも、

同じように迫害されたのである。 13あなたがたは

、地の塩である。もし塩のききめがなくなったら

、何によってその味が取りもどされようか。もは

や、なんの役にも立たず、ただ外に捨てられて、

人々にふみつけられるだけである。 14あなたがた

は、世の光である。山の上にある町は隠れること

ができない。 15また、あかりをつけて、それを枡

の下におく者はいない。むしろ燭台の上において

、家の中のすべてのものを照させるのである。 16

そのように、あなたがたの光を人々の前に輝かし

、そして、人々があなたがたのよいおこないを見

て、天にいますあなたがたの父をあがめるように

しなさい。 17わたしが律法や預言者を廃するため

にきた、と思ってはならない。廃するためではな

く、成就するためにきたのである。 18よく言って

おく。天地が滅び行くまでは、律法の一点、一画

もすたることはなく、ことごとく全うされるので

ある。 19それだから、これらの最も小さいいまし

めの一つでも破り、またそうするように人に教え

たりする者は、天国で最も小さい者と呼ばれるで

あろう。しかし、これをおこないまたそう教える

者は、天国で大いなる者と呼ばれるであろう。 20

わたしは言っておく。あなたがたの義が律法学者

やパリサイ人の義にまさっていなければ、決して

天国に、はいることはできない。 21昔の人々に『

殺すな。殺す者は裁判を受けねばならない』と言

われていたことは、あなたがたの聞いているとこ

ろである。 22しかし、わたしはあなたがたに言う

。兄弟に対して怒る者は、だれでも裁判を受けね

ばならない。兄弟にむかって愚か者と言う者は、

議会に引きわたされるであろう。また、ばか者と

言う者は、地獄の火に投げ込まれるであろう。

(Geenna g1067) 23だから、祭壇に供え物をささげよ

うとする場合、兄弟が自分に対して何かうらみを

いだいていることを、そこで思い出したなら、 24

その供え物を祭壇の前に残しておき、まず行って

その兄弟と和解し、それから帰ってきて、供え物

をささげることにしなさい。 25あなたを訴える者

と一緒に道を行く時には、その途中で早く仲直り

をしなさい。そうしないと、その訴える者はあな

たを裁判官にわたし、裁判官は下役にわたし、そ

して、あなたは獄に入れられるであろう。 26よく

あなたに言っておく。最後の一コドラントを支払

ってしまうまでは、決してそこから出てくること

はできない。 27『姦淫するな』と言われていたこ

とは、あなたがたの聞いているところである。 28

しかし、わたしはあなたがたに言う。だれでも、

情欲をいだいて女を見る者は、心の中ですでに姦

淫をしたのである。 29もしあなたの右の目が罪を

犯させるなら、それを抜き出して捨てなさい。五

体の一部を失っても、全身が地獄に投げ入れられ

ない方が、あなたにとって益である。 (Geenna g1067)

30もしあなたの右の手が罪を犯させるなら、それ

を切って捨てなさい。五体の一部を失っても、全

身が地獄に落ち込まない方が、あなたにとって益

である。 (Geenna g1067) 31また『妻を出す者は離縁

状を渡せ』と言われている。 32しかし、わたしは

あなたがたに言う。だれでも、不品行以外の理由

で自分の妻を出す者は、姦淫を行わせるのである

。また出された女をめとる者も、姦淫を行うので

ある。 33また昔の人々に『いつわり誓うな、誓っ

たことは、すべて主に対して果せ』と言われてい

たことは、あなたがたの聞いているところである

。 34しかし、わたしはあなたがたに言う。いっさ

い誓ってはならない。天をさして誓うな。そこは

神の御座であるから。 35また地をさして誓うな。

そこは神の足台であるから。またエルサレムをさ

して誓うな。それは『大王の都』であるから。 36

また、自分の頭をさして誓うな。あなたは髪の毛

一すじさえ、白くも黒くもすることができない。

37あなたがたの言葉は、ただ、しかり、しかり、

否、否、であるべきだ。それ以上に出ることは、

悪から来るのである。 38『目には目を、歯には歯

を』と言われていたことは、あなたがたの聞いて

いるところである。 39しかし、わたしはあなたが

たに言う。悪人に手向かうな。もし、だれかがあ

なたの右の頬を打つなら、ほかの頬をも向けてや

りなさい。 40あなたを訴えて、下着を取ろうとす

る者には、上着をも与えなさい。 41もし、だれか

が、あなたをしいて一マイル行かせようとするな

ら、その人と共に二マイル行きなさい。 42求める

者には与え、借りようとする者を断るな。 43『隣

り人を愛し、敵を憎め』と言われていたことは、

あなたがたの聞いているところである。 44しかし

、わたしはあなたがたに言う。敵を愛し、迫害す

る者のために祈れ。 45こうして、天にいますあな

たがたの父の子となるためである。天の父は、悪

い者の上にも良い者の上にも、太陽をのぼらせ、

正しい者にも正しくない者にも、雨を降らして下

さるからである。 46あなたがたが自分を愛する者

を愛したからとて、なんの報いがあろうか。その

ようなことは取税人でもするではないか。 47兄弟

だけにあいさつをしたからとて、なんのすぐれた

事をしているだろうか。そのようなことは異邦人

でもしているではないか。 48それだから、あなた
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がたの天の父が完全であられるように、あなたが

たも完全な者となりなさい。

6自分の義を、見られるために人の前で行わない
ように、注意しなさい。もし、そうしないと、

天にいますあなたがたの父から報いを受けること

がないであろう。 2だから、施しをする時には、

偽善者たちが人にほめられるため会堂や町の中で

するように、自分の前でラッパを吹きならすな。

よく言っておくが、彼らはその報いを受けてしま

っている。 3あなたは施しをする場合、右の手の

していることを左の手に知らせるな。 4それは、

あなたのする施しが隠れているためである。する

と、隠れた事を見ておられるあなたの父は、報い

てくださるであろう。 5また祈る時には、偽善者

たちのようにするな。彼らは人に見せようとして

、会堂や大通りのつじに立って祈ることを好む。

よく言っておくが、彼らはその報いを受けてしま

っている。 6あなたは祈る時、自分のへやにはい

り、戸を閉じて、隠れた所においでになるあなた

の父に祈りなさい。すると、隠れた事を見ておら

れるあなたの父は、報いてくださるであろう。 7

また、祈る場合、異邦人のように、くどくどと祈

るな。彼らは言葉かずが多ければ、聞きいれられ

るものと思っている。 8だから、彼らのまねをす

るな。あなたがたの父なる神は、求めない先から

、あなたがたに必要なものはご存じなのである。 9

だから、あなたがたはこう祈りなさい、天にいま

すわれらの父よ、御名があがめられますように。

10御国がきますように。みこころが天に行われる

とおり、地にも行われますように。 11わたしたち

の日ごとの食物を、きょうもお与えください。 12

わたしたちに負債のある者をゆるしましたように

、わたしたちの負債をもおゆるしください。 13わ

たしたちを試みに会わせないで、悪しき者からお

救いください。 14もしも、あなたがたが、人々の

あやまちをゆるすならば、あなたがたの天の父も

、あなたがたをゆるして下さるであろう。 15もし

人をゆるさないならば、あなたがたの父も、あな

たがたのあやまちをゆるして下さらないであろう

。 16また断食をする時には、偽善者がするように

、陰気な顔つきをするな。彼らは断食をしている

ことを人に見せようとして、自分の顔を見苦しく

するのである。よく言っておくが、彼らはその報

いを受けてしまっている。 17あなたがたは断食を

する時には、自分の頭に油を塗り、顔を洗いなさ

い。 18それは断食をしていることが人に知れない

で、隠れた所においでになるあなたの父に知られ

るためである。すると、隠れた事を見ておられる

あなたの父は、報いて下さるであろう。 19あなた

がたは自分のために、虫が食い、さびがつき、ま

た、盗人らが押し入って盗み出すような地上に、

宝をたくわえてはならない。 20むしろ自分のため

、虫も食わず、さびもつかず、また、盗人らが押

し入って盗み出すこともない天に、宝をたくわえ

なさい。 21あなたの宝のある所には、心もあるか

らである。 22目はからだのあかりである。だから

、あなたの目が澄んでおれば、全身も明るいだろ

う。 23しかし、あなたの目が悪ければ、全身も暗

いだろう。だから、もしあなたの内なる光が暗け

れば、その暗さは、どんなであろう。 24だれも、

ふたりの主人に兼ね仕えることはできない。一方

を憎んで他方を愛し、あるいは、一方に親しんで

他方をうとんじるからである。あなたがたは、神

と富とに兼ね仕えることはできない。 25それだか

ら、あなたがたに言っておく。何を食べようか、

何を飲もうかと、自分の命のことで思いわずらい

、何を着ようかと自分のからだのことで思いわず

らうな。命は食物にまさり、からだは着物にまさ

るではないか。 26空の鳥を見るがよい。まくこと

も、刈ることもせず、倉に取りいれることもしな

い。それだのに、あなたがたの天の父は彼らを養

っていて下さる。あなたがたは彼らよりも、はる

かにすぐれた者ではないか。 27あなたがたのうち

、だれが思いわずらったからとて、自分の寿命を

わずかでも延ばすことができようか。 28また、な

ぜ、着物のことで思いわずらうのか。野の花がど

うして育っているか、考えて見るがよい。働きも

せず、紡ぎもしない。 29しかし、あなたがたに言

うが、栄華をきわめた時のソロモンでさえ、この

花の一つほどにも着飾ってはいなかった。 30きょ

うは生えていて、あすは炉に投げ入れられる野の

草でさえ、神はこのように装って下さるのなら、

あなたがたに、それ以上よくしてくださらないは

ずがあろうか。ああ、信仰の薄い者たちよ。 31だ

から、何を食べようか、何を飲もうか、あるいは

何を着ようかと言って思いわずらうな。 32これら

のものはみな、異邦人が切に求めているものであ

る。あなたがたの天の父は、これらのものが、こ

とごとくあなたがたに必要であることをご存じで

ある。 33まず神の国と神の義とを求めなさい。そ

うすれば、これらのものは、すべて添えて与えら

れるであろう。 34だから、あすのことを思いわず

らうな。あすのことは、あす自身が思いわずらう

であろう。一日の苦労は、その日一日だけで十分

である。

7人をさばくな。自分がさばかれないためである
。 2あなたがたがさばくそのさばきで、自分も

さばかれ、あなたがたの量るそのはかりで、自分

にも量り与えられるであろう。 3なぜ、兄弟の目

にあるちりを見ながら、自分の目にある梁を認め

ないのか。 4自分の目には梁があるのに、どうし

て兄弟にむかって、あなたの目からちりを取らせ

てください、と言えようか。 5偽善者よ、まず自

分の目から梁を取りのけるがよい。そうすれば、

はっきり見えるようになって、兄弟の目からちり

を取りのけることができるだろう。 6聖なるもの

を犬にやるな。また真珠を豚に投げてやるな。恐

らく彼らはそれらを足で踏みつけ、向きなおって

あなたがたにかみついてくるであろう。 7求めよ

、そうすれば、与えられるであろう。捜せ、そう

すれば、見いだすであろう。門をたたけ、そうす

れば、あけてもらえるであろう。 8すべて求める
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者は得、捜す者は見いだし、門をたたく者はあけ

てもらえるからである。 9あなたがたのうちで、

自分の子がパンを求めるのに、石を与える者があ

ろうか。 10魚を求めるのに、へびを与える者があ

ろうか。 11このように、あなたがたは悪い者であ

っても、自分の子供には、良い贈り物をすること

を知っているとすれば、天にいますあなたがたの

父はなおさら、求めてくる者に良いものを下さら

ないことがあろうか。 12だから、何事でも人々か

らしてほしいと望むことは、人々にもそのとおり

にせよ。これが律法であり預言者である。 13狭い

門からはいれ。滅びにいたる門は大きく、その道

は広い。そして、そこからはいって行く者が多い

。 14命にいたる門は狭く、その道は細い。そして

、それを見いだす者が少ない。 15にせ預言者を警

戒せよ。彼らは、羊の衣を着てあなたがたのとこ

ろに来るが、その内側は強欲なおおかみである。

16あなたがたは、その実によって彼らを見わける

であろう。茨からぶどうを、あざみからいちじく

を集める者があろうか。 17そのように、すべて良

い木は良い実を結び、悪い木は悪い実を結ぶ。 18

良い木が悪い実をならせることはないし、悪い木

が良い実をならせることはできない。 19良い実を

結ばない木はことごとく切られて、火の中に投げ

込まれる。 20このように、あなたがたはその実に

よって彼らを見わけるのである。 21わたしにむか

って『主よ、主よ』と言う者が、みな天国にはい

るのではなく、ただ、天にいますわが父の御旨を

行う者だけが、はいるのである。 22その日には、

多くの者が、わたしにむかって『主よ、主よ、わ

たしたちはあなたの名によって預言したではあり

ませんか。また、あなたの名によって悪霊を追い

出し、あなたの名によって多くの力あるわざを行

ったではありませんか』と言うであろう。 23その

とき、わたしは彼らにはっきり、こう言おう、『

あなたがたを全く知らない。不法を働く者どもよ

、行ってしまえ』。 24それで、わたしのこれらの

言葉を聞いて行うものを、岩の上に自分の家を建

てた賢い人に比べることができよう。 25雨が降り

、洪水が押し寄せ、風が吹いてその家に打ちつけ

ても、倒れることはない。岩を土台としているか

らである。 26また、わたしのこれらの言葉を聞い

ても行わない者を、砂の上に自分の家を建てた愚

かな人に比べることができよう。 27雨が降り、洪

水が押し寄せ、風が吹いてその家に打ちつけると

、倒れてしまう。そしてその倒れ方はひどいので

ある」。 28イエスがこれらの言を語り終えられる

と、群衆はその教にひどく驚いた。 29それは律法

学者たちのようにではなく、権威ある者のように

、教えられたからである。

8イエスが山をお降りになると、おびただしい群
衆がついてきた。 2すると、そのとき、ひとり

のらい病人がイエスのところにきて、ひれ伏して

言った、「主よ、みこころでしたら、きよめてい

ただけるのですが」。 3イエスは手を伸ばして、

彼にさわり、「そうしてあげよう、きよくなれ」

と言われた。すると、らい病は直ちにきよめられ

た。 4イエスは彼に言われた、「だれにも話さな

いように、注意しなさい。ただ行って、自分のか

らだを祭司に見せ、それから、モーセが命じた供

え物をささげて、人々に証明しなさい」。 5さて

、イエスがカペナウムに帰ってこられたとき、あ

る百卒長がみもとにきて訴えて言った、 6「主よ

、わたしの僕が中風でひどく苦しんで、家に寝て

います」。 7イエスは彼に、「わたしが行ってな

おしてあげよう」と言われた。 8そこで百卒長は

答えて言った、「主よ、わたしの屋根の下にあな

たをお入れする資格は、わたしにはございません

。ただ、お言葉を下さい。そうすれば僕はなおり

ます。 9わたしも権威の下にある者ですが、わた

しの下にも兵卒がいまして、ひとりの者に『行け

』と言えば行き、ほかの者に『こい』と言えばき

ますし、また、僕に『これをせよ』と言えば、し

てくれるのです」。 10イエスはこれを聞いて非常

に感心され、ついてきた人々に言われた、「よく

聞きなさい。イスラエル人の中にも、これほどの

信仰を見たことがない。 11なお、あなたがたに言

うが、多くの人が東から西からきて、天国で、ア

ブラハム、イサク、ヤコブと共に宴会の席につく

が、 12この国の子らは外のやみに追い出され、そ

こで泣き叫んだり、歯がみをしたりするであろう

」。 13それからイエスは百卒長に「行け、あなた

の信じたとおりになるように」と言われた。する

と、ちょうどその時に、僕はいやされた。 14それ

から、イエスはペテロの家にはいって行かれ、そ

のしゅうとめが熱病で、床についているのをごら

んになった。 15そこで、その手にさわられると、

熱が引いた。そして女は起きあがってイエスをも

てなした。 16夕暮になると、人々は悪霊につかれ

た者を大ぜい、みもとに連れてきたので、イエス

はみ言葉をもって霊どもを追い出し、病人をこと

ごとくおいやしになった。 17これは、預言者イザ

ヤによって「彼は、わたしたちのわずらいを身に

受け、わたしたちの病を負うた」と言われた言葉

が成就するためである。 18イエスは、群衆が自分

のまわりに群がっているのを見て、向こう岸に行

くようにと弟子たちにお命じになった。 19すると

ひとりの律法学者が近づいてきて言った、「先生

、あなたがおいでになる所なら、どこへでも従っ

てまいります」。 20イエスはその人に言われた、

「きつねには穴があり、空の鳥には巣がある。し

かし、人の子にはまくらする所がない」。 21また

弟子のひとりが言った、「主よ、まず、父を葬り

に行かせて下さい」。 22イエスは彼に言われた、

「わたしに従ってきなさい。そして、その死人を

葬ることは、死人に任せておくがよい」。 23それ

から、イエスが舟に乗り込まれると、弟子たちも

従った。 24すると突然、海上に激しい暴風が起っ

て、舟は波にのまれそうになった。ところが、イ

エスは眠っておられた。 25そこで弟子たちはみそ

ばに寄ってきてイエスを起し、「主よ、お助けく

ださい、わたしたちは死にそうです」と言った。

26するとイエスは彼らに言われた、「なぜこわが
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るのか、信仰の薄い者たちよ」。それから起きあ

がって、風と海とをおしかりになると、大なぎに

なった。 27彼らは驚いて言った、「このかたはど

ういう人なのだろう。風も海も従わせるとは」。

28それから、向こう岸、ガダラ人の地に着かれる

と、悪霊につかれたふたりの者が、墓場から出て

きてイエスに出会った。彼らは手に負えない乱暴

者で、だれもその辺の道を通ることができないほ

どであった。 29すると突然、彼らは叫んで言った

、「神の子よ、あなたはわたしどもとなんの係わ

りがあるのです。まだその時ではないのに、ここ

にきて、わたしどもを苦しめるのですか」。 30さ

て、そこからはるか離れた所に、おびただしい豚

の群れが飼ってあった。 31悪霊どもはイエスに願

って言った、「もしわたしどもを追い出されるの

なら、あの豚の群れの中につかわして下さい」。

32そこで、イエスが「行け」と言われると、彼ら

は出て行って、豚の中へはいり込んだ。すると、

その群れ全体が、がけから海へなだれを打って駆

け下り、水の中で死んでしまった。 33飼う者たち

は逃げて町に行き、悪霊につかれた者たちのこと

など、いっさいを知らせた。 34すると、町中の者

がイエスに会いに出てきた。そして、イエスに会

うと、この地方から去ってくださるようにと頼ん

だ。

9さて、イエスは舟に乗って海を渡り、自分の町
に帰られた。 2すると、人々が中風の者を床の

上に寝かせたままでみもとに運んできた。イエス

は彼らの信仰を見て、中風の者に、「子よ、しっ

かりしなさい。あなたの罪はゆるされたのだ」と

言われた。 3すると、ある律法学者たちが心の中

で言った、「この人は神を汚している」。 4イエ

スは彼らの考えを見抜いて、「なぜ、あなたがた

は心の中で悪いことを考えているのか。 5あなた

の罪はゆるされた、と言うのと、起きて歩け、と

言うのと、どちらがたやすいか。 6しかし、人の

子は地上で罪をゆるす権威をもっていることが、

あなたがたにわかるために」と言い、中風の者に

むかって、「起きよ、床を取りあげて家に帰れ」

と言われた。 7すると彼は起きあがり、家に帰っ

て行った。 8群衆はそれを見て恐れ、こんな大き

な権威を人にお与えになった神をあがめた。 9さ

てイエスはそこから進んで行かれ、マタイという

人が収税所にすわっているのを見て、「わたしに

従ってきなさい」と言われた。すると彼は立ちあ

がって、イエスに従った。 10それから、イエスが

家で食事の席についておられた時のことである。

多くの取税人や罪人たちがきて、イエスや弟子た

ちと共にその席に着いていた。 11パリサイ人たち

はこれを見て、弟子たちに言った、「なぜ、あな

たがたの先生は、取税人や罪人などと食事を共に

するのか」。 12イエスはこれを聞いて言われた、

「丈夫な人には医者はいらない。いるのは病人で

ある。 13『わたしが好むのは、あわれみであって

、いけにえではない』とはどういう意味か、学ん

できなさい。わたしがきたのは、義人を招くため

ではなく、罪人を招くためである」。 14そのとき

、ヨハネの弟子たちがイエスのところにきて言っ

た、「わたしたちとパリサイ人たちとが断食をし

ているのに、あなたの弟子たちは、なぜ断食をし

ないのですか」。 15するとイエスは言われた、「

婚礼の客は、花婿が一緒にいる間は、悲しんでお

られようか。しかし、花婿が奪い去られる日が来

る。その時には断食をするであろう。 16だれも、

真新しい布ぎれで、古い着物につぎを当てはしな

い。そのつぎきれは着物を引き破り、そして、破

れがもっとひどくなるから。 17だれも、新しいぶ

どう酒を古い皮袋に入れはしない。もしそんなこ

とをしたら、その皮袋は張り裂け、酒は流れ出る

し、皮袋もむだになる。だから、新しいぶどう酒

は新しい皮袋に入れるべきである。そうすれば両

方とも長もちがするであろう」。 18これらのこと

を彼らに話しておられると、そこにひとりの会堂

司がきて、イエスを拝して言った、「わたしの娘

がただ今死にました。しかしおいでになって手を

その上においてやって下さい。そうしたら、娘は

生き返るでしょう」。 19そこで、イエスが立って

彼について行かれると、弟子たちも一緒に行った

。 20するとそのとき、十二年間も長血をわずらっ

ている女が近寄ってきて、イエスのうしろからみ

衣のふさにさわった。 21み衣にさわりさえすれば

、なおしていただけるだろう、と心の中で思って

いたからである。 22イエスは振り向いて、この女

を見て言われた、「娘よ、しっかりしなさい。あ

なたの信仰があなたを救ったのです」。するとこ

の女はその時に、いやされた。 23それからイエス

は司の家に着き、笛吹きどもや騒いでいる群衆を

見て言われた。 24「あちらへ行っていなさい。少

女は死んだのではない。眠っているだけである」

。すると人々はイエスをあざ笑った。 25しかし、

群衆を外へ出したのち、イエスは内へはいって、

少女の手をお取りになると、少女は起きあがった

。 26そして、そのうわさがこの地方全体にひろま

った。 27そこから進んで行かれると、ふたりの盲

人が、「ダビデの子よ、わたしたちをあわれんで

下さい」と叫びながら、イエスについてきた。 28

そしてイエスが家にはいられると、盲人たちがみ

もとにきたので、彼らに「わたしにそれができる

と信じるか」と言われた。彼らは言った、「主よ

、信じます」。 29そこで、イエスは彼らの目にさ

わって言われた、「あなたがたの信仰どおり、あ

なたがたの身になるように」。 30すると彼らの目

が開かれた。イエスは彼らをきびしく戒めて言わ

れた、「だれにも知れないように気をつけなさい

」。 31しかし、彼らは出て行って、その地方全体

にイエスのことを言いひろめた。 32彼らが出て行

くと、人々は悪霊につかれたおしをイエスのとこ

ろに連れてきた。 33すると、悪霊は追い出されて

、おしが物を言うようになった。群衆は驚いて、

「このようなことがイスラエルの中で見られたこ

とは、これまで一度もなかった」と言った。 34し

かし、パリサイ人たちは言った、「彼は、悪霊ど

ものかしらによって悪霊どもを追い出しているの
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だ」。 35イエスは、すべての町々村々を巡り歩い

て、諸会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、あら

ゆる病気、あらゆるわずらいをおいやしになった

。 36また群衆が飼う者のない羊のように弱り果て

て、倒れているのをごらんになって、彼らを深く

あわれまれた。 37そして弟子たちに言われた、「

収穫は多いが、働き人が少ない。 38だから、収穫

の主に願って、その収穫のために働き人を送り出

すようにしてもらいなさい」。

10そこで、イエスは十二弟子を呼び寄せて、汚
れた霊を追い出し、あらゆる病気、あらゆる

わずらいをいやす権威をお授けになった。 2十二

使徒の名は、次のとおりである。まずペテロと呼

ばれたシモンとその兄弟アンデレ、それからゼベ

ダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネ、 3ピリポとバ

ルトロマイ、トマスと取税人マタイ、アルパヨの

子ヤコブとタダイ、 4熱心党のシモンとイスカリ

オテのユダ。このユダはイエスを裏切った者であ

る。 5イエスはこの十二人をつかわすに当り、彼

らに命じて言われた、「異邦人の道に行くな。ま

たサマリヤ人の町にはいるな。 6むしろ、イスラ

エルの家の失われた羊のところに行け。 7行って

、『天国が近づいた』と宣べ伝えよ。 8病人をい

やし、死人をよみがえらせ、らい病人をきよめ、

悪霊を追い出せ。ただで受けたのだから、ただで

与えるがよい。 9財布の中に金、銀または銭を入

れて行くな。 10旅行のための袋も、二枚の下着も

、くつも、つえも持って行くな。働き人がその食

物を得るのは当然である。 11どの町、どの村には

いっても、その中でだれがふさわしい人か、たず

ね出して、立ち去るまではその人のところにとど

まっておれ。 12その家にはいったなら、平安を祈

ってあげなさい。 13もし平安を受けるにふさわし

い家であれば、あなたがたの祈る平安はその家に

来るであろう。もしふさわしくなければ、その平

安はあなたがたに帰って来るであろう。 14もしあ

なたがたを迎えもせず、またあなたがたの言葉を

聞きもしない人があれば、その家や町を立ち去る

時に、足のちりを払い落しなさい。 15あなたがた

によく言っておく。さばきの日には、ソドム、ゴ

モラの地の方が、その町よりは耐えやすいであろ

う。 16わたしがあなたがたをつかわすのは、羊を

おおかみの中に送るようなものである。だから、

へびのように賢く、はとのように素直であれ。 17

人々に注意しなさい。彼らはあなたがたを衆議所

に引き渡し、会堂でむち打つであろう。 18またあ

なたがたは、わたしのために長官たちや王たちの

前に引き出されるであろう。それは、彼らと異邦

人とに対してあかしをするためである。 19彼らが

あなたがたを引き渡したとき、何をどう言おうか

と心配しないがよい。言うべきことは、その時に

授けられるからである。 20語る者は、あなたがた

ではなく、あなたがたの中にあって語る父の霊で

ある。 21兄弟は兄弟を、父は子を殺すために渡し

、また子は親に逆らって立ち、彼らを殺させるで

あろう。 22またあなたがたは、わたしの名のゆえ

にすべての人に憎まれるであろう。しかし、最後

まで耐え忍ぶ者は救われる。 23一つの町で迫害さ

れたなら、他の町へ逃げなさい。よく言っておく

。あなたがたがイスラエルの町々を回り終らない

うちに、人の子は来るであろう。 24弟子はその師

以上のものではなく、僕はその主人以上の者では

ない。 25弟子がその師のようであり、僕がその主

人のようであれば、それで十分である。もし家の

主人がベルゼブルと言われるならば、その家の者

どもはなおさら、どんなにか悪く言われることで

あろう。 26だから彼らを恐れるな。おおわれたも

ので、現れてこないものはなく、隠れているもの

で、知られてこないものはない。 27わたしが暗や

みであなたがたに話すことを、明るみで言え。耳

にささやかれたことを、屋根の上で言いひろめよ

。 28また、からだを殺しても、魂を殺すことので

きない者どもを恐れるな。むしろ、からだも魂も

地獄で滅ぼす力のあるかたを恐れなさい。 (Geenna

g1067) 29二羽のすずめは一アサリオンで売られてい

るではないか。しかもあなたがたの父の許しがな

ければ、その一羽も地に落ちることはない。 30ま

たあなたがたの頭の毛までも、みな数えられてい

る。 31それだから、恐れることはない。あなたが

たは多くのすずめよりも、まさった者である。 32

だから人の前でわたしを受けいれる者を、わたし

もまた、天にいますわたしの父の前で受けいれる

であろう。 33しかし、人の前でわたしを拒む者を

、わたしも天にいますわたしの父の前で拒むであ

ろう。 34地上に平和をもたらすために、わたしが

きたと思うな。平和ではなく、つるぎを投げ込む

ためにきたのである。 35わたしがきたのは、人を

その父と、娘をその母と、嫁をそのしゅうとめと

仲たがいさせるためである。 36そして家の者が、

その人の敵となるであろう。 37わたしよりも父ま

たは母を愛する者は、わたしにふさわしくない。

わたしよりもむすこや娘を愛する者は、わたしに

ふさわしくない。 38また自分の十字架をとってわ

たしに従ってこない者はわたしにふさわしくない

。 39自分の命を得ている者はそれを失い、わたし

のために自分の命を失っている者は、それを得る

であろう。 40あなたがたを受けいれる者は、わた

しを受けいれるのである。わたしを受けいれる者

は、わたしをおつかわしになったかたを受けいれ

るのである。 41預言者の名のゆえに預言者を受け

いれる者は、預言者の報いを受け、義人の名のゆ

えに義人を受けいれる者は、義人の報いを受ける

であろう。 42わたしの弟子であるという名のゆえ

に、この小さい者のひとりに冷たい水一杯でも飲

ませてくれる者は、よく言っておくが、決してそ

の報いからもれることはない」。

11イエスは十二弟子にこのように命じ終えてか
ら、町々で教えまた宣べ伝えるために、そこ

を立ち去られた。 2さて、ヨハネは獄中でキリス

トのみわざについて伝え聞き、自分の弟子たちを

つかわして、 3イエスに言わせた、「『きたるべ

きかた』はあなたなのですか。それとも、ほかに
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だれかを待つべきでしょうか」。 4イエスは答え

て言われた、「行って、あなたがたが見聞きして

いることをヨハネに報告しなさい。 5盲人は見え

、足なえは歩き、らい病人はきよまり、耳しいは

聞え、死人は生きかえり、貧しい人々は福音を聞

かされている。 6わたしにつまずかない者は、さ

いわいである」。 7彼らが帰ってしまうと、イエ

スはヨハネのことを群衆に語りはじめられた、「

あなたがたは、何を見に荒野に出てきたのか。風

に揺らぐ葦であるか。 8では、何を見に出てきた

のか。柔らかい着物をまとった人か。柔らかい着

物をまとった人々なら、王の家にいる。 9では、

なんのために出てきたのか。預言者を見るためか

。そうだ、あなたがたに言うが、預言者以上の者

である。 10『見よ、わたしは使をあなたの先につ

かわし、あなたの前に、道を整えさせるであろう

』と書いてあるのは、この人のことである。 11あ

なたがたによく言っておく。女の産んだ者の中で

、バプテスマのヨハネより大きい人物は起らなか

った。しかし、天国で最も小さい者も、彼よりは

大きい。 12バプテスマのヨハネの時から今に至る

まで、天国は激しく襲われている。そして激しく

襲う者たちがそれを奪い取っている。 13すべての

預言者と律法とが預言したのは、ヨハネの時まで

である。 14そして、もしあなたがたが受けいれる

ことを望めば、この人こそは、きたるべきエリヤ

なのである。 15耳のある者は聞くがよい。 16今

の時代を何に比べようか。それは子供たちが広場

にすわって、ほかの子供たちに呼びかけ、 17『わ

たしたちが笛を吹いたのに、あなたたちは踊って

くれなかった。弔いの歌を歌ったのに、胸を打っ

てくれなかった』と言うのに似ている。 18なぜな

ら、ヨハネがきて、食べることも、飲むこともし

ないと、あれは悪霊につかれているのだ、と言い

、 19また人の子がきて、食べたり飲んだりしてい

ると、見よ、あれは食をむさぼる者、大酒を飲む

者、また取税人、罪人の仲間だ、と言う。しかし

、知恵の正しいことは、その働きが証明する」。

20それからイエスは、数々の力あるわざがなされ

たのに、悔い改めることをしなかった町々を、責

めはじめられた。 21「わざわいだ、コラジンよ。

わざわいだ、ベツサイダよ。おまえたちのうちで

なされた力あるわざが、もしツロとシドンでなさ

れたなら、彼らはとうの昔に、荒布をまとい灰を

かぶって、悔い改めたであろう。 22しかし、おま

えたちに言っておく。さばきの日には、ツロとシ

ドンの方がおまえたちよりも、耐えやすいであろ

う。 23ああ、カペナウムよ、おまえは天にまで上

げられようとでもいうのか。黄泉にまで落される

であろう。おまえの中でなされた力あるわざが、

もしソドムでなされたなら、その町は今日までも

残っていたであろう。 (Hadēs g86) 24しかし、あなた

がたに言う。さばきの日には、ソドムの地の方が

おまえよりは耐えやすいであろう」。 25そのとき

イエスは声をあげて言われた、「天地の主なる父

よ。あなたをほめたたえます。これらの事を知恵

のある者や賢い者に隠して、幼な子にあらわして

くださいました。 26父よ、これはまことにみここ

ろにかなった事でした。 27すべての事は父からわ

たしに任せられています。そして、子を知る者は

父のほかにはなく、父を知る者は、子と、父をあ

らわそうとして子が選んだ者とのほかに、だれも

ありません。 28すべて重荷を負うて苦労している

者は、わたしのもとにきなさい。あなたがたを休

ませてあげよう。 29わたしは柔和で心のへりくだ

った者であるから、わたしのくびきを負うて、わ

たしに学びなさい。そうすれば、あなたがたの魂

に休みが与えられるであろう。 30わたしのくびき

は負いやすく、わたしの荷は軽いからである」。

12そのころ、ある安息日に、イエスは麦畑の中
を通られた。すると弟子たちは、空腹であっ

たので、穂を摘んで食べはじめた。 2パリサイ人

たちがこれを見て、イエスに言った、「ごらんな

さい、あなたの弟子たちが、安息日にしてはなら

ないことをしています」。 3そこでイエスは彼ら

に言われた、「あなたがたは、ダビデとその供の

者たちとが飢えたとき、ダビデが何をしたか読ん

だことがないのか。 4すなわち、神の家にはいっ

て、祭司たちのほか、自分も供の者たちも食べて

はならぬ供えのパンを食べたのである。 5また、

安息日に宮仕えをしている祭司たちは安息日を破

っても罪にはならないことを、律法で読んだこと

がないのか。 6あなたがたに言っておく。宮より

も大いなる者がここにいる。 7『わたしが好むの

は、あわれみであって、いけにえではない』とは

どういう意味か知っていたなら、あなたがたは罪

のない者をとがめなかったであろう。 8人の子は

安息日の主である」。 9イエスはそこを去って、

彼らの会堂にはいられた。 10すると、そのとき、

片手のなえた人がいた。人々はイエスを訴えよう

と思って、「安息日に人をいやしても、さしつか

えないか」と尋ねた。 11イエスは彼らに言われた

、「あなたがたのうちに、一匹の羊を持っている

人があるとして、もしそれが安息日に穴に落ちこ

んだなら、手をかけて引き上げてやらないだろう

か。 12人は羊よりも、はるかにすぐれているでは

ないか。だから、安息日に良いことをするのは、

正しいことである」。 13そしてイエスはその人に

、「手を伸ばしなさい」と言われた。そこで手を

伸ばすと、ほかの手のように良くなった。 14パリ

サイ人たちは出て行って、なんとかしてイエスを

殺そうと相談した。 15イエスはこれを知って、そ

こを去って行かれた。ところが多くの人々がつい

てきたので、彼らを皆いやし、 16そして自分のこ

とを人々にあらわさないようにと、彼らを戒めら

れた。 17これは預言者イザヤの言った言葉が、成

就するためである、 18「見よ、わたしが選んだ僕

、わたしの心にかなう、愛する者。わたしは彼に

わたしの霊を授け、そして彼は正義を異邦人に宣

べ伝えるであろう。 19彼は争わず、叫ばず、また

その声を大路で聞く者はない。 20彼が正義に勝ち

を得させる時まで、いためられた葦を折ることが

なく、煙っている燈心を消すこともない。 21異邦
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人は彼の名に望みを置くであろう」。 22そのとき

、人々が悪霊につかれた盲人のおしを連れてきた

ので、イエスは彼をいやして、物を言い、また目

が見えるようにされた。 23すると群衆はみな驚い

て言った、「この人が、あるいはダビデの子では

あるまいか」。 24しかし、パリサイ人たちは、こ

れを聞いて言った、「この人が悪霊を追い出して

いるのは、まったく悪霊のかしらベルゼブルによ

るのだ」。 25イエスは彼らの思いを見抜いて言わ

れた、「おおよそ、内部で分れ争う国は自滅し、

内わで分れ争う町や家は立ち行かない。 26もしサ

タンがサタンを追い出すならば、それは内わで分

れ争うことになる。それでは、その国はどうして

立ち行けよう。 27もしわたしがベルゼブルによっ

て悪霊を追い出すとすれば、あなたがたの仲間は

だれによって追い出すのであろうか。だから、彼

らがあなたがたをさばく者となるであろう。 28し

かし、わたしが神の霊によって悪霊を追い出して

いるのなら、神の国はすでにあなたがたのところ

にきたのである。 29まただれでも、まず強い人を

縛りあげなければ、どうして、その人の家に押し

入って家財を奪い取ることができようか。縛って

から、はじめてその家を掠奪することができる。

30わたしの味方でない者は、わたしに反対するも

のであり、わたしと共に集めない者は、散らすも

のである。 31だから、あなたがたに言っておく。

人には、その犯すすべての罪も神を汚す言葉も、

ゆるされる。しかし、聖霊を汚す言葉は、ゆるさ

れることはない。 32また人の子に対して言い逆ら

う者は、ゆるされるであろう。しかし、聖霊に対

して言い逆らう者は、この世でも、きたるべき世

でも、ゆるされることはない。 (aiōn g165) 33木が良

ければ、その実も良いとし、木が悪ければ、その

実も悪いとせよ。木はその実でわかるからである

。 34まむしの子らよ。あなたがたは悪い者である

のに、どうして良いことを語ることができようか

。おおよそ、心からあふれることを、口が語るも

のである。 35善人はよい倉から良い物を取り出し

、悪人は悪い倉から悪い物を取り出す。 36あなた

がたに言うが、審判の日には、人はその語る無益

な言葉に対して、言い開きをしなければならない

であろう。 37あなたは、自分の言葉によって正し

いとされ、また自分の言葉によって罪ありとされ

るからである」。 38そのとき、律法学者、パリサ

イ人のうちのある人々がイエスにむかって言った

、「先生、わたしたちはあなたから、しるしを見

せていただきとうございます」。 39すると、彼ら

に答えて言われた、「邪悪で不義な時代は、しる

しを求める。しかし、預言者ヨナのしるしのほか

には、なんのしるしも与えられないであろう。 40

すなわち、ヨナが三日三晩、大魚の腹の中にいた

ように、人の子も三日三晩、地の中にいるであろ

う。 41ニネベの人々が、今の時代の人々と共にさ

ばきの場に立って、彼らを罪に定めるであろう。

なぜなら、ニネベの人々はヨナの宣教によって悔

い改めたからである。しかし見よ、ヨナにまさる

者がここにいる。 42南の女王が、今の時代の人々

と共にさばきの場に立って、彼らを罪に定めるで

あろう。なぜなら、彼女はソロモンの知恵を聞く

ために地の果から、はるばるきたからである。し

かし見よ、ソロモンにまさる者がここにいる。 43

汚れた霊が人から出ると、休み場を求めて水の無

い所を歩きまわるが、見つからない。 44そこで、

出てきた元の家に帰ろうと言って帰って見ると、

その家はあいていて、そうじがしてある上、飾り

つけがしてあった。 45そこでまた出て行って、自

分以上に悪い他の七つの霊を一緒に引き連れてき

て中にはいり、そこに住み込む。そうすると、そ

の人ののちの状態は初めよりももっと悪くなるの

である。よこしまな今の時代も、このようになる

であろう」。 46イエスがまだ群衆に話しておられ

るとき、その母と兄弟たちとが、イエスに話そう

と思って外に立っていた。 47それで、ある人がイ

エスに言った、「ごらんなさい。あなたの母上と

兄弟がたが、あなたに話そうと思って、外に立っ

ておられます」。 48イエスは知らせてくれた者に

答えて言われた、「わたしの母とは、だれのこと

か。わたしの兄弟とは、だれのことか」。 49そし

て、弟子たちの方に手をさし伸べて言われた、「

ごらんなさい。ここにわたしの母、わたしの兄弟

がいる。 50天にいますわたしの父のみこころを行

う者はだれでも、わたしの兄弟、また姉妹、また

母なのである」。

13その日、イエスは家を出て、海べにすわって
おられた。 2ところが、大ぜいの群衆がみも

とに集まったので、イエスは舟に乗ってすわられ

、群衆はみな岸に立っていた。 3イエスは譬で多

くの事を語り、こう言われた、「見よ、種まきが

種をまきに出て行った。 4まいているうちに、道

ばたに落ちた種があった。すると、鳥がきて食べ

てしまった。 5ほかの種は土の薄い石地に落ちた

。そこは土が深くないので、すぐ芽を出したが、 6

日が上ると焼けて、根がないために枯れてしまっ

た。 7ほかの種はいばらの地に落ちた。すると、

いばらが伸びて、ふさいでしまった。 8ほかの種

は良い地に落ちて実を結び、あるものは百倍、あ

るものは六十倍、あるものは三十倍にもなった。 9

耳のある者は聞くがよい」。 10それから、弟子た

ちがイエスに近寄ってきて言った、「なぜ、彼ら

に譬でお話しになるのですか」。 11そこでイエス

は答えて言われた、「あなたがたには、天国の奥

義を知ることが許されているが、彼らには許され

ていない。 12おおよそ、持っている人は与えられ

て、いよいよ豊かになるが、持っていない人は、

持っているものまでも取り上げられるであろう。

13だから、彼らには譬で語るのである。それは彼

らが、見ても見ず、聞いても聞かず、また悟らな

いからである。 14こうしてイザヤの言った預言が

、彼らの上に成就したのである。『あなたがたは

聞くには聞くが、決して悟らない。見るには見る

が、決して認めない。 15この民の心は鈍くなり、

その耳は聞えにくく、その目は閉じている。それ

は、彼らが目で見ず、耳で聞かず、心で悟らず、
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悔い改めていやされることがないためである』。

16しかし、あなたがたの目は見ており、耳は聞い

ているから、さいわいである。 17あなたがたによ

く言っておく。多くの預言者や義人は、あなたが

たの見ていることを見ようと熱心に願ったが、見

ることができず、またあなたがたの聞いているこ

とを聞こうとしたが、聞けなかったのである。 18

そこで、種まきの譬を聞きなさい。 19だれでも御

国の言を聞いて悟らないならば、悪い者がきて、

その人の心にまかれたものを奪いとって行く。道

ばたにまかれたものというのは、そういう人のこ

とである。 20石地にまかれたものというのは、御

言を聞くと、すぐに喜んで受ける人のことである

。 21その中に根がないので、しばらく続くだけで

あって、御言のために困難や迫害が起ってくると

、すぐつまずいてしまう。 22また、いばらの中に

まかれたものとは、御言を聞くが、世の心づかい

と富の惑わしとが御言をふさぐので、実を結ばな

くなる人のことである。 (aiōn g165) 23また、良い地

にまかれたものとは、御言を聞いて悟る人のこと

であって、そういう人が実を結び、百倍、あるい

は六十倍、あるいは三十倍にもなるのである」。

24また、ほかの譬を彼らに示して言われた、「天

国は、良い種を自分の畑にまいておいた人のよう

なものである。 25人々が眠っている間に敵がきて

、麦の中に毒麦をまいて立ち去った。 26芽がはえ

出て実を結ぶと、同時に毒麦もあらわれてきた。

27僕たちがきて、家の主人に言った、『ご主人様

、畑におまきになったのは、良い種ではありませ

んでしたか。どうして毒麦がはえてきたのですか

』。 28主人は言った、『それは敵のしわざだ』。

すると僕たちが言った『では行って、それを抜き

集めましょうか』。 29彼は言った、『いや、毒麦

を集めようとして、麦も一緒に抜くかも知れない

。 30収穫まで、両方とも育つままにしておけ。収

穫の時になったら、刈る者に、まず毒麦を集めて

束にして焼き、麦の方は集めて倉に入れてくれ、

と言いつけよう』」。 31また、ほかの譬を彼らに

示して言われた、「天国は、一粒のからし種のよ

うなものである。ある人がそれをとって畑にまく

と、 32それはどんな種よりも小さいが、成長する

と、野菜の中でいちばん大きくなり、空の鳥がき

て、その枝に宿るほどの木になる」。 33またほか

の譬を彼らに語られた、「天国は、パン種のよう

なものである。女がそれを取って三斗の粉の中に

混ぜると、全体がふくらんでくる」。 34イエスは

これらのことをすべて、譬で群衆に語られた。譬

によらないでは何事も彼らに語られなかった。 35

これは預言者によって言われたことが、成就する

ためである、「わたしは口を開いて譬を語り、世

の初めから隠されていることを語り出そう」。 36

それからイエスは、群衆をあとに残して家にはい

られた。すると弟子たちは、みもとにきて言った

、「畑の毒麦の譬を説明してください」。 37イエ

スは答えて言われた、「良い種をまく者は、人の

子である。 38畑は世界である。良い種と言うのは

御国の子たちで、毒麦は悪い者の子たちである。

39それをまいた敵は悪魔である。収穫とは世の終

りのことで、刈る者は御使たちである。 (aiōn g165)

40だから、毒麦が集められて火で焼かれるように

、世の終りにもそのとおりになるであろう。 (aiōn

g165) 41人の子はその使たちをつかわし、つまずき

となるものと不法を行う者とを、ことごとく御国

からとり集めて、 42炉の火に投げ入れさせるであ

ろう。そこでは泣き叫んだり、歯がみをしたりす

るであろう。 43そのとき、義人たちは彼らの父の

御国で、太陽のように輝きわたるであろう。耳の

ある者は聞くがよい。 44天国は、畑に隠してある

宝のようなものである。人がそれを見つけると隠

しておき、喜びのあまり、行って持ち物をみな売

りはらい、そしてその畑を買うのである。 45また

天国は、良い真珠を捜している商人のようなもの

である。 46高価な真珠一個を見いだすと、行って

持ち物をみな売りはらい、そしてこれを買うので

ある。 47また天国は、海におろして、あらゆる種

類の魚を囲みいれる網のようなものである。 48そ

れがいっぱいになると岸に引き上げ、そしてすわ

って、良いのを器に入れ、悪いのを外へ捨てるの

である。 49世の終りにも、そのとおりになるであ

ろう。すなわち、御使たちがきて、義人のうちか

ら悪人をえり分け、 (aiōn g165) 50そして炉の火に投

げこむであろう。そこでは泣き叫んだり、歯がみ

をしたりするであろう。 51あなたがたは、これら

のことが皆わかったか」。彼らは「わかりました

」と答えた。 52そこで、イエスは彼らに言われた

、「それだから、天国のことを学んだ学者は、新

しいものと古いものとを、その倉から取り出す一

家の主人のようなものである」。 53イエスはこれ

らの譬を語り終えてから、そこを立ち去られた。

54そして郷里に行き、会堂で人々を教えられたと

ころ、彼らは驚いて言った、「この人は、この知

恵とこれらの力あるわざとを、どこで習ってきた

のか。 55この人は大工の子ではないか。母はマリ

ヤといい、兄弟たちは、ヤコブ、ヨセフ、シモン

、ユダではないか。 56またその姉妹たちもみな、

わたしたちと一緒にいるではないか。こんな数々

のことを、いったい、どこで習ってきたのか」。

57こうして人々はイエスにつまずいた。しかし、

イエスは言われた、「預言者は、自分の郷里や自

分の家以外では、どこででも敬われないことはな

い」。 58そして彼らの不信仰のゆえに、そこでは

力あるわざを、あまりなさらなかった。

14そのころ、領主ヘロデはイエスのうわさを聞
いて、 2家来に言った、「あれはバプテスマ

のヨハネだ。死人の中からよみがえったのだ。そ

れで、あのような力が彼のうちに働いているのだ

」。 3というのは、ヘロデは先に、自分の兄弟ピ

リポの妻ヘロデヤのことで、ヨハネを捕えて縛り

、獄に入れていた。 4すなわち、ヨハネはヘロデ

に、「その女をめとるのは、よろしくない」と言

ったからである。 5そこでヘロデはヨハネを殺そ

うと思ったが、群衆を恐れた。彼らがヨハネを預

言者と認めていたからである。 6さてヘロデの誕
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生日の祝に、ヘロデヤの娘がその席上で舞をまい

、ヘロデを喜ばせたので、 7彼女の願うものは、

なんでも与えようと、彼は誓って約束までした。 8

すると彼女は母にそそのかされて、「バプテスマ

のヨハネの首を盆に載せて、ここに持ってきてい

ただきとうございます」と言った。 9王は困った

が、いったん誓ったのと、また列座の人たちの手

前、それを与えるように命じ、 10人をつかわして

、獄中でヨハネの首を切らせた。 11その首は盆に

載せて運ばれ、少女にわたされ、少女はそれを母

のところに持って行った。 12それから、ヨハネの

弟子たちがきて、死体を引き取って葬った。そし

て、イエスのところに行って報告した。 13イエス

はこのことを聞くと、舟に乗ってそこを去り、自

分ひとりで寂しい所へ行かれた。しかし、群衆は

それと聞いて、町々から徒歩であとを追ってきた

。 14イエスは舟から上がって、大ぜいの群衆をご

らんになり、彼らを深くあわれんで、そのうちの

病人たちをおいやしになった。 15夕方になったの

で、弟子たちがイエスのもとにきて言った、「こ

こは寂しい所でもあり、もう時もおそくなりまし

た。群衆を解散させ、めいめいで食物を買いに、

村々へ行かせてください」。 16するとイエスは言

われた、「彼らが出かけて行くには及ばない。あ

なたがたの手で食物をやりなさい」。 17弟子たち

は言った、「わたしたちはここに、パン五つと魚

二ひきしか持っていません」。 18イエスは言われ

た、「それをここに持ってきなさい」。 19そして

群衆に命じて、草の上にすわらせ、五つのパンと

二ひきの魚とを手に取り、天を仰いでそれを祝福

し、パンをさいて弟子たちに渡された。弟子たち

はそれを群衆に与えた。 20みんなの者は食べて満

腹した。パンくずの残りを集めると、十二のかご

にいっぱいになった。 21食べた者は、女と子供と

を除いて、おおよそ五千人であった。 22それから

すぐ、イエスは群衆を解散させておられる間に、

しいて弟子たちを舟に乗り込ませ、向こう岸へ先

におやりになった。 23そして群衆を解散させてか

ら、祈るためひそかに山へ登られた。夕方になっ

ても、ただひとりそこにおられた。 24ところが舟

は、もうすでに陸から数丁も離れており、逆風が

吹いていたために、波に悩まされていた。 25イエ

スは夜明けの四時ごろ、海の上を歩いて彼らの方

へ行かれた。 26弟子たちは、イエスが海の上を歩

いておられるのを見て、幽霊だと言っておじ惑い

、恐怖のあまり叫び声をあげた。 27しかし、イエ

スはすぐに彼らに声をかけて、「しっかりするの

だ、わたしである。恐れることはない」と言われ

た。 28するとペテロが答えて言った、「主よ、あ

なたでしたか。では、わたしに命じて、水の上を

渡ってみもとに行かせてください」。 29イエスは

、「おいでなさい」と言われたので、ペテロは舟

からおり、水の上を歩いてイエスのところへ行っ

た。 30しかし、風を見て恐ろしくなり、そしてお

ぼれかけたので、彼は叫んで、「主よ、お助けく

ださい」と言った。 31イエスはすぐに手を伸ばし

、彼をつかまえて言われた、「信仰の薄い者よ、

なぜ疑ったのか」。 32ふたりが舟に乗り込むと、

風はやんでしまった。 33舟の中にいた者たちはイ

エスを拝して、「ほんとうに、あなたは神の子で

す」と言った。 34それから、彼らは海を渡ってゲ

ネサレの地に着いた。 35するとその土地の人々は

イエスと知って、その附近全体に人をつかわし、

イエスのところに病人をみな連れてこさせた。 36

そして彼らにイエスの上着のふさにでも、さわら

せてやっていただきたいとお願いした。そしてさ

わった者は皆いやされた。

15ときに、パリサイ人と律法学者たちとが、エ
ルサレムからイエスのもとにきて言った、 2

「あなたの弟子たちは、なぜ昔の人々の言伝えを

破るのですか。彼らは食事の時に手を洗っていま

せん」。 3イエスは答えて言われた、「なぜ、あ

なたがたも自分たちの言伝えによって、神のいま

しめを破っているのか。 4神は言われた、『父と

母とを敬え』、また『父または母をののしる者は

、必ず死に定められる』と。 5それだのに、あな

たがたは『だれでも父または母にむかって、あな

たにさしあげるはずのこのものは供え物です、と

言えば、 6父または母を敬わなくてもよろしい』

と言っている。こうしてあなたがたは自分たちの

言伝えによって、神の言を無にしている。 7偽善

者たちよ、イザヤがあなたがたについて、こうい

う適切な預言をしている、 8『この民は、口さき

ではわたしを敬うが、その心はわたしから遠く離

れている。 9人間のいましめを教として教え、無

意味にわたしを拝んでいる』」。 10それからイエ

スは群衆を呼び寄せて言われた、「聞いて悟るが

よい。 11口にはいるものは人を汚すことはない。

かえって、口から出るものが人を汚すのである」

。 12そのとき、弟子たちが近寄ってきてイエスに

言った、「パリサイ人たちが御言を聞いてつまず

いたことを、ご存じですか」。 13イエスは答えて

言われた、「わたしの天の父がお植えにならなか

ったものは、みな抜き取られるであろう。 14彼ら

をそのままにしておけ。彼らは盲人を手引きする

盲人である。もし盲人が盲人を手引きするなら、

ふたりとも穴に落ち込むであろう」。 15ペテロが

答えて言った、「その譬を説明してください」。

16イエスは言われた、「あなたがたも、まだわか

らないのか。 17口にはいってくるものは、みな腹

の中にはいり、そして、外に出て行くことを知ら

ないのか。 18しかし、口から出て行くものは、心

の中から出てくるのであって、それが人を汚すの

である。 19というのは、悪い思い、すなわち、殺

人、姦淫、不品行、盗み、偽証、誹りは、心の中

から出てくるのであって、 20これらのものが人を

汚すのである。しかし、洗わない手で食事するこ

とは、人を汚すのではない」。 21さて、イエスは

そこを出て、ツロとシドンとの地方へ行かれた。

22すると、そこへ、その地方出のカナンの女が出

てきて、「主よ、ダビデの子よ、わたしをあわれ

んでください。娘が悪霊にとりつかれて苦しんで

います」と言って叫びつづけた。 23しかし、イエ
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スはひと言もお答えにならなかった。そこで弟子

たちがみもとにきて願って言った、「この女を追

い払ってください。叫びながらついてきています

から」。 24するとイエスは答えて言われた、「わ

たしは、イスラエルの家の失われた羊以外の者に

は、つかわされていない」。 25しかし、女は近寄

りイエスを拝して言った、「主よ、わたしをお助

けください」。 26イエスは答えて言われた、「子

供たちのパンを取って小犬に投げてやるのは、よ

ろしくない」。 27すると女は言った、「主よ、お

言葉どおりです。でも、小犬もその主人の食卓か

ら落ちるパンくずは、いただきます」。 28そこで

イエスは答えて言われた、「女よ、あなたの信仰

は見あげたものである。あなたの願いどおりにな

るように」。その時に、娘はいやされた。 29イエ

スはそこを去って、ガリラヤの海べに行き、それ

から山に登ってそこにすわられた。 30すると大ぜ

いの群衆が、足なえ、不具者、盲人、おし、その

ほか多くの人々を連れてきて、イエスの足もとに

置いたので、彼らをおいやしになった。 31群衆は

、おしが物を言い、不具者が直り、足なえが歩き

、盲人が見えるようになったのを見て驚き、そし

てイスラエルの神をほめたたえた。 32イエスは弟

子たちを呼び寄せて言われた、「この群衆がかわ

いそうである。もう三日間もわたしと一緒にいる

のに、何も食べるものがない。しかし、彼らを空

腹のままで帰らせたくはない。恐らく途中で弱り

切ってしまうであろう」。 33弟子たちは言った、

「荒野の中で、こんなに大ぜいの群衆にじゅうぶ

ん食べさせるほどたくさんのパンを、どこで手に

入れましょうか」。 34イエスは弟子たちに「パン

はいくつあるか」と尋ねられると、「七つありま

す。また小さい魚が少しあります」と答えた。 35

そこでイエスは群衆に、地にすわるようにと命じ

、 36七つのパンと魚とを取り、感謝してこれをさ

き、弟子たちにわたされ、弟子たちはこれを群衆

にわけた。 37一同の者は食べて満腹した。そして

残ったパンくずを集めると、七つのかごにいっぱ

いになった。 38食べた者は、女と子供とを除いて

四千人であった。 39そこでイエスは群衆を解散さ

せ、舟に乗ってマガダンの地方へ行かれた。

16パリサイ人とサドカイ人とが近寄ってきて、
イエスを試み、天からのしるしを見せてもら

いたいと言った。 2イエスは彼らに言われた、「

あなたがたは夕方になると、『空がまっかだから

、晴だ』と言い、 3また明け方には『空が曇って

まっかだから、きょうは荒れだ』と言う。あなた

がたは空の模様を見分けることを知りながら、時

のしるしを見分けることができないのか。 4邪悪

で不義な時代は、しるしを求める。しかし、ヨナ

のしるしのほかには、なんのしるしも与えられな

いであろう」。そして、イエスは彼らをあとに残

して立ち去られた。 5弟子たちは向こう岸に行っ

たが、パンを持って来るのを忘れていた。 6そこ

でイエスは言われた、「パリサイ人とサドカイ人

とのパン種を、よくよく警戒せよ」。 7弟子たち

は、これは自分たちがパンを持ってこなかったた

めであろうと言って、互に論じ合った。 8イエス

はそれと知って言われた、「信仰の薄い者たちよ

、なぜパンがないからだと互に論じ合っているの

か。 9まだわからないのか。覚えていないのか。

五つのパンを五千人に分けたとき、幾かご拾った

か。 10また、七つのパンを四千人に分けたとき、

幾かご拾ったか。 11わたしが言ったのは、パンに

ついてではないことを、どうして悟らないのか。

ただ、パリサイ人とサドカイ人とのパン種を警戒

しなさい」。 12そのとき彼らは、イエスが警戒せ

よと言われたのは、パン種のことではなく、パリ

サイ人とサドカイ人との教のことであると悟った

。 13イエスがピリポ・カイザリヤの地方に行かれ

たとき、弟子たちに尋ねて言われた、「人々は人

の子をだれと言っているか」。 14彼らは言った、

「ある人々はバプテスマのヨハネだと言っていま

す。しかし、ほかの人たちは、エリヤだと言い、

また、エレミヤあるいは預言者のひとりだ、と言

っている者もあります」。 15そこでイエスは彼ら

に言われた、「それでは、あなたがたはわたしを

だれと言うか」。 16シモン・ペテロが答えて言っ

た、「あなたこそ、生ける神の子キリストです」

。 17すると、イエスは彼にむかって言われた、「

バルヨナ・シモン、あなたはさいわいである。あ

なたにこの事をあらわしたのは、血肉ではなく、

天にいますわたしの父である。 18そこで、わたし

もあなたに言う。あなたはペテロである。そして

、わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てよう

。黄泉の力もそれに打ち勝つことはない。 (Hadēs

g86) 19わたしは、あなたに天国のかぎを授けよう

。そして、あなたが地上でつなぐことは、天でも

つながれ、あなたが地上で解くことは天でも解か

れるであろう」。 20そのとき、イエスは、自分が

キリストであることをだれにも言ってはいけない

と、弟子たちを戒められた。 21この時から、イエ

ス・キリストは、自分が必ずエルサレムに行き、

長老、祭司長、律法学者たちから多くの苦しみを

受け、殺され、そして三日目によみがえるべきこ

とを、弟子たちに示しはじめられた。 22すると、

ペテロはイエスをわきへ引き寄せて、いさめはじ

め、「主よ、とんでもないことです。そんなこと

があるはずはございません」と言った。 23イエス

は振り向いて、ペテロに言われた、「サタンよ、

引きさがれ。わたしの邪魔をする者だ。あなたは

神のことを思わないで、人のことを思っている」

。 24それからイエスは弟子たちに言われた、「だ

れでもわたしについてきたいと思うなら、自分を

捨て、自分の十字架を負うて、わたしに従ってき

なさい。 25自分の命を救おうと思う者はそれを失

い、わたしのために自分の命を失う者は、それを

見いだすであろう。 26たとい人が全世界をもうけ

ても、自分の命を損したら、なんの得になろうか

。また、人はどんな代価を払って、その命を買い

もどすことができようか。 27人の子は父の栄光の

うちに、御使たちを従えて来るが、その時には、

実際のおこないに応じて、それぞれに報いるであ



マタイの福音書581

ろう。 28よく聞いておくがよい、人の子が御国の

力をもって来るのを見るまでは、死を味わわない

者が、ここに立っている者の中にいる」。

17六日ののち、イエスはペテロ、ヤコブ、ヤコ
ブの兄弟ヨハネだけを連れて、高い山に登ら

れた。 2ところが、彼らの目の前でイエスの姿が

変り、その顔は日のように輝き、その衣は光のよ

うに白くなった。 3すると、見よ、モーセとエリ

ヤが彼らに現れて、イエスと語り合っていた。 4

ペテロはイエスにむかって言った、「主よ、わた

したちがここにいるのは、すばらしいことです。

もし、おさしつかえなければ、わたしはここに小

屋を三つ建てましょう。一つはあなたのために、

一つはモーセのために、一つはエリヤのために」

。 5彼がまだ話し終えないうちに、たちまち、輝

く雲が彼らをおおい、そして雲の中から声がした

、「これはわたしの愛する子、わたしの心にかな

う者である。これに聞け」。 6弟子たちはこれを

聞いて非常に恐れ、顔を地に伏せた。 7イエスは

近づいてきて、手を彼らにおいて言われた、「起

きなさい、恐れることはない」。 8彼らが目をあ

げると、イエスのほかには、だれも見えなかった

。 9一同が山を下って来るとき、イエスは「人の

子が死人の中からよみがえるまでは、いま見たこ

とをだれにも話してはならない」と、彼らに命じ

られた。 10弟子たちはイエスにお尋ねして言った

、「いったい、律法学者たちは、なぜ、エリヤが

先に来るはずだと言っているのですか」。 11答え

て言われた、「確かに、エリヤがきて、万事を元

どおりに改めるであろう。 12しかし、あなたがた

に言っておく。エリヤはすでにきたのだ。しかし

人々は彼を認めず、自分かってに彼をあしらった

。人の子もまた、そのように彼らから苦しみを受

けることになろう」。 13そのとき、弟子たちは、

イエスがバプテスマのヨハネのことを言われたの

だと悟った。 14さて彼らが群衆のところに帰ると

、ひとりの人がイエスに近寄ってきて、ひざまず

いて、言った、 15「主よ、わたしの子をあわれん

でください。てんかんで苦しんでおります。何度

も何度も火の中や水の中に倒れるのです。 16それ

で、その子をお弟子たちのところに連れてきまし

たが、なおしていただけませんでした」。 17イエ

スは答えて言われた、「ああ、なんという不信仰

な、曲った時代であろう。いつまで、わたしはあ

なたがたと一緒におられようか。いつまであなた

がたに我慢ができようか。その子をここに、わた

しのところに連れてきなさい」。 18イエスがおし

かりになると、悪霊はその子から出て行った。そ

して子はその時いやされた。 19それから、弟子た

ちがひそかにイエスのもとにきて言った、「わた

したちは、どうして霊を追い出せなかったのです

か」。 20するとイエスは言われた、「あなたがた

の信仰が足りないからである。よく言い聞かせて

おくが、もし、からし種一粒ほどの信仰があるな

ら、この山にむかって『ここからあそこに移れ』

と言えば、移るであろう。このように、あなたが

たにできない事は、何もないであろう。〔 21しか

し、このたぐいは、祈と断食とによらなければ、

追い出すことはできない〕」。 22彼らがガリラヤ

で集まっていた時、イエスは言われた、「人の子

は人々の手にわたされ、 23彼らに殺され、そして

三日目によみがえるであろう」。弟子たちは非常

に心をいためた。 24彼らがカペナウムにきたとき

、宮の納入金を集める人たちがペテロのところに

きて言った、「あなたがたの先生は宮の納入金を

納めないのか」。 25ペテロは「納めておられます

」と言った。そして彼が家にはいると、イエスか

ら先に話しかけて言われた、「シモン、あなたは

どう思うか。この世の王たちは税や貢をだれから

取るのか。自分の子からか、それとも、ほかの人

たちからか」。 26ペテロが「ほかの人たちからで

す」と答えると、イエスは言われた、「それでは

、子は納めなくてもよいわけである。 27しかし、

彼らをつまずかせないために、海に行って、つり

針をたれなさい。そして最初につれた魚をとって

、その口をあけると、銀貨一枚が見つかるであろ

う。それをとり出して、わたしとあなたのために

納めなさい」。

18そのとき、弟子たちがイエスのもとにきて言
った、「いったい、天国ではだれがいちばん

偉いのですか」。 2すると、イエスは幼な子を呼

び寄せ、彼らのまん中に立たせて言われた、 3「

よく聞きなさい。心をいれかえて幼な子のように

ならなければ、天国にはいることはできないであ

ろう。 4この幼な子のように自分を低くする者が

、天国でいちばん偉いのである。 5また、だれで

も、このようなひとりの幼な子を、わたしの名の

ゆえに受けいれる者は、わたしを受けいれるので

ある。 6しかし、わたしを信ずるこれらの小さい

者のひとりをつまずかせる者は、大きなひきうす

を首にかけられて海の深みに沈められる方が、そ

の人の益になる。 7この世は、罪の誘惑があるか

ら、わざわいである。罪の誘惑は必ず来る。しか

し、それをきたらせる人は、わざわいである。 8

もしあなたの片手または片足が、罪を犯させるな

ら、それを切って捨てなさい。両手、両足がそろ

ったままで、永遠の火に投げ込まれるよりは、片

手、片足になって命に入る方がよい。 (aiōnios g166)

9もしあなたの片目が罪を犯させるなら、それを抜

き出して捨てなさい。両眼がそろったままで地獄

の火に投げ入れられるよりは、片目になって命に

入る方がよい。 (Geenna g1067) 10あなたがたは、こ

れらの小さい者のひとりをも軽んじないように、

気をつけなさい。あなたがたに言うが、彼らの御

使たちは天にあって、天にいますわたしの父のみ

顔をいつも仰いでいるのである。〔 11人の子は、

滅びる者を救うためにきたのである。〕 12あなた

がたはどう思うか。ある人に百匹の羊があり、そ

の中の一匹が迷い出たとすれば、九十九匹を山に

残しておいて、その迷い出ている羊を捜しに出か

けないであろうか。 13もしそれを見つけたなら、

よく聞きなさい、迷わないでいる九十九匹のため
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よりも、むしろその一匹のために喜ぶであろう。

14そのように、これらの小さい者のひとりが滅び

ることは、天にいますあなたがたの父のみこころ

ではない。 15もしあなたの兄弟が罪を犯すなら、

行って、彼とふたりだけの所で忠告しなさい。も

し聞いてくれたら、あなたの兄弟を得たことにな

る。 16もし聞いてくれないなら、ほかにひとりふ

たりを、一緒に連れて行きなさい。それは、ふた

りまたは三人の証人の口によって、すべてのこと

がらが確かめられるためである。 17もし彼らの言

うことを聞かないなら、教会に申し出なさい。も

し教会の言うことも聞かないなら、その人を異邦

人または取税人同様に扱いなさい。 18よく言って

おく。あなたがたが地上でつなぐことは、天でも

皆つながれ、あなたがたが地上で解くことは、天

でもみな解かれるであろう。 19また、よく言って

おく。もしあなたがたのうちのふたりが、どんな

願い事についても地上で心を合わせるなら、天に

いますわたしの父はそれをかなえて下さるであろ

う。 20ふたりまたは三人が、わたしの名によって

集まっている所には、わたしもその中にいるので

ある」。 21そのとき、ペテロがイエスのもとにき

て言った、「主よ、兄弟がわたしに対して罪を犯

した場合、幾たびゆるさねばなりませんか。七た

びまでですか」。 22イエスは彼に言われた、「わ

たしは七たびまでとは言わない。七たびを七十倍

するまでにしなさい。 23それだから、天国は王が

僕たちと決算をするようなものだ。 24決算が始ま

ると、一万タラントの負債のある者が、王のとこ

ろに連れられてきた。 25しかし、返せなかったの

で、主人は、その人自身とその妻子と持ち物全部

とを売って返すように命じた。 26そこで、この僕

はひれ伏して哀願した、『どうぞお待ちください

。全部お返しいたしますから』。 27僕の主人はあ

われに思って、彼をゆるし、その負債を免じてや

った。 28その僕が出て行くと、百デナリを貸して

いるひとりの仲間に出会い、彼をつかまえ、首を

しめて『借金を返せ』と言った。 29そこでこの仲

間はひれ伏し、『どうか待ってくれ。返すから』

と言って頼んだ。 30しかし承知せずに、その人を

ひっぱって行って、借金を返すまで獄に入れた。

31その人の仲間たちは、この様子を見て、非常に

心をいため、行ってそのことをのこらず主人に話

した。 32そこでこの主人は彼を呼びつけて言った

、『悪い僕、わたしに願ったからこそ、あの負債

を全部ゆるしてやったのだ。 33わたしがあわれん

でやったように、あの仲間をあわれんでやるべき

ではなかったか』。 34そして主人は立腹して、負

債全部を返してしまうまで、彼を獄吏に引きわた

した。 35あなたがためいめいも、もし心から兄弟

をゆるさないならば、わたしの天の父もまたあな

たがたに対して、そのようになさるであろう」。

19イエスはこれらのことを語り終えられてから
、ガリラヤを去ってヨルダンの向こうのユダ

ヤの地方へ行かれた。 2すると大ぜいの群衆がつ

いてきたので、彼らをそこでおいやしになった。 3

さてパリサイ人たちが近づいてきて、イエスを試

みようとして言った、「何かの理由で、夫がその

妻を出すのは、さしつかえないでしょうか」。 4

イエスは答えて言われた、「あなたがたはまだ読

んだことがないのか。『創造者は初めから人を男

と女とに造られ、 5そして言われた、それゆえに

、人は父母を離れ、その妻と結ばれ、ふたりの者

は一体となるべきである』。 6彼らはもはや、ふ

たりではなく一体である。だから、神が合わせら

れたものを、人は離してはならない」。 7彼らは

イエスに言った、「それでは、なぜモーセは、妻

を出す場合には離縁状を渡せ、と定めたのですか

」。 8イエスが言われた、「モーセはあなたがた

の心が、かたくななので、妻を出すことを許した

のだが、初めからそうではなかった。 9そこでわ

たしはあなたがたに言う。不品行のゆえでなくて

、自分の妻を出して他の女をめとる者は、姦淫を

行うのである」。 10弟子たちは言った、「もし妻

に対する夫の立場がそうだとすれば、結婚しない

方がましです」。 11するとイエスは彼らに言われ

た、「その言葉を受けいれることができるのはす

べての人ではなく、ただそれを授けられている人

々だけである。 12というのは、母の胎内から独身

者に生れついているものがあり、また他から独身

者にされたものもあり、また天国のために、みず

から進んで独身者となったものもある。この言葉

を受けられる者は、受けいれるがよい」。 13その

とき、イエスに手をおいて祈っていただくために

、人々が幼な子らをみもとに連れてきた。ところ

が、弟子たちは彼らをたしなめた。 14するとイエ

スは言われた、「幼な子らをそのままにしておき

なさい。わたしのところに来るのをとめてはなら

ない。天国はこのような者の国である」。 15そし

て手を彼らの上においてから、そこを去って行か

れた。 16すると、ひとりの人がイエスに近寄って

きて言った、「先生、永遠の生命を得るためには

、どんなよいことをしたらいいでしょうか」。

(aiōnios g166) 17イエスは言われた、「なぜよい事に

ついてわたしに尋ねるのか。よいかたはただひと

りだけである。もし命に入りたいと思うなら、い

ましめを守りなさい」。 18彼は言った、「どのい

ましめですか」。イエスは言われた、「『殺すな

、姦淫するな、盗むな、偽証を立てるな。 19父と

母とを敬え』。また『自分を愛するように、あな

たの隣り人を愛せよ』」。 20この青年はイエスに

言った、「それはみな守ってきました。ほかに何

が足りないのでしょう」。 21イエスは彼に言われ

た、「もしあなたが完全になりたいと思うなら、

帰ってあなたの持ち物を売り払い、貧しい人々に

施しなさい。そうすれば、天に宝を持つようにな

ろう。そして、わたしに従ってきなさい」。 22こ

の言葉を聞いて、青年は悲しみながら立ち去った

。たくさんの資産を持っていたからである。 23そ

れからイエスは弟子たちに言われた、「よく聞き

なさい。富んでいる者が天国にはいるのは、むず

かしいものである。 24また、あなたがたに言うが

、富んでいる者が神の国にはいるよりは、らくだ
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が針の穴を通る方が、もっとやさしい」。 25弟子

たちはこれを聞いて非常に驚いて言った、「では

、だれが救われることができるのだろう」。 26イ

エスは彼らを見つめて言われた、「人にはそれは

できないが、神にはなんでもできない事はない」

。 27そのとき、ペテロがイエスに答えて言った、

「ごらんなさい、わたしたちはいっさいを捨てて

、あなたに従いました。ついては、何がいただけ

るでしょうか」。 28イエスは彼らに言われた、「

よく聞いておくがよい。世が改まって、人の子が

その栄光の座につく時には、わたしに従ってきた

あなたがたもまた、十二の位に座してイスラエル

の十二の部族をさばくであろう。 29おおよそ、わ

たしの名のために、家、兄弟、姉妹、父、母、子

、もしくは畑を捨てた者は、その幾倍もを受け、

また永遠の生命を受けつぐであろう。 (aiōnios g166)

30しかし、多くの先の者はあとになり、あとの者

は先になるであろう。

20天国は、ある家の主人が、自分のぶどう園に
労働者を雇うために、夜が明けると同時に、

出かけて行くようなものである。 2彼は労働者た

ちと、一日一デナリの約束をして、彼らをぶどう

園に送った。 3それから九時ごろに出て行って、

他の人々が市場で何もせずに立っているのを見た

。 4そして、その人たちに言った、『あなたがた

も、ぶどう園に行きなさい。相当な賃銀を払うか

ら』。 5そこで、彼らは出かけて行った。主人は

また、十二時ごろと三時ごろとに出て行って、同

じようにした。 6五時ごろまた出て行くと、まだ

立っている人々を見たので、彼らに言った、『な

ぜ、何もしないで、一日中ここに立っていたのか

』。 7彼らが『だれもわたしたちを雇ってくれま

せんから』と答えたので、その人々に言った、『

あなたがたも、ぶどう園に行きなさい』。 8さて

、夕方になって、ぶどう園の主人は管理人に言っ

た、『労働者たちを呼びなさい。そして、最後に

きた人々からはじめて順々に最初にきた人々にわ

たるように、賃銀を払ってやりなさい』。 9そこ

で、五時ごろに雇われた人々がきて、それぞれ一

デナリずつもらった。 10ところが、最初の人々が

きて、もっと多くもらえるだろうと思っていたの

に、彼らも一デナリずつもらっただけであった。

11もらったとき、家の主人にむかって不平をもら

して 12言った、『この最後の者たちは一時間しか

働かなかったのに、あなたは一日じゅう、労苦と

暑さを辛抱したわたしたちと同じ扱いをなさいま

した』。 13そこで彼はそのひとりに答えて言った

、『友よ、わたしはあなたに対して不正をしては

いない。あなたはわたしと一デナリの約束をした

ではないか。 14自分の賃銀をもらって行きなさい

。わたしは、この最後の者にもあなたと同様に払

ってやりたいのだ。 15自分の物を自分がしたいよ

うにするのは、当りまえではないか。それともわ

たしが気前よくしているので、ねたましく思うの

か』。 16このように、あとの者は先になり、先の

者はあとになるであろう」。 17さて、イエスはエ

ルサレムへ上るとき、十二弟子をひそかに呼びよ

せ、その途中で彼らに言われた、 18「見よ、わた

したちはエルサレムへ上って行くが、人の子は祭

司長、律法学者たちの手に渡されるであろう。彼

らは彼に死刑を宣告し、 19そして彼をあざけり、

むち打ち、十字架につけさせるために、異邦人に

引きわたすであろう。そして彼は三日目によみが

えるであろう」。 20そのとき、ゼベダイの子らの

母が、その子らと一緒にイエスのもとにきてひざ

まずき、何事かをお願いした。 21そこでイエスは

彼女に言われた、「何をしてほしいのか」。彼女

は言った、「わたしのこのふたりのむすこが、あ

なたの御国で、ひとりはあなたの右に、ひとりは

左にすわれるように、お言葉をください」。 22イ

エスは答えて言われた、「あなたがたは、自分が

何を求めているのか、わかっていない。わたしの

飲もうとしている杯を飲むことができるか」。彼

らは「できます」と答えた。 23イエスは彼らに言

われた、「確かに、あなたがたはわたしの杯を飲

むことになろう。しかし、わたしの右、左にすわ

らせることは、わたしのすることではなく、わた

しの父によって備えられている人々だけに許され

ることである」。 24十人の者はこれを聞いて、こ

のふたりの兄弟たちのことで憤慨した。 25そこで

、イエスは彼らを呼び寄せて言われた、「あなた

がたの知っているとおり、異邦人の支配者たちは

その民を治め、また偉い人たちは、その民の上に

権力をふるっている。 26あなたがたの間ではそう

であってはならない。かえって、あなたがたの間

で偉くなりたいと思う者は、仕える人となり、 27

あなたがたの間でかしらになりたいと思う者は、

僕とならねばならない。 28それは、人の子がきた

のも、仕えられるためではなく、仕えるためであ

り、また多くの人のあがないとして、自分の命を

与えるためであるのと、ちょうど同じである」。

29それから、彼らがエリコを出て行ったとき、大

ぜいの群衆がイエスに従ってきた。 30すると、ふ

たりの盲人が道ばたにすわっていたが、イエスが

とおって行かれると聞いて、叫んで言った、「主

よ、ダビデの子よ、わたしたちをあわれんで下さ

い」。 31群衆は彼らをしかって黙らせようとした

が、彼らはますます叫びつづけて言った、「主よ

、ダビデの子よ、わたしたちをあわれんで下さい

」。 32イエスは立ちどまり、彼らを呼んで言われ

た、「わたしに何をしてほしいのか」。 33彼らは

言った、「主よ、目をあけていただくことです」

。 34イエスは深くあわれんで、彼らの目にさわら

れた。すると彼らは、たちまち見えるようになり

、イエスに従って行った。

21さて、彼らがエルサレムに近づき、オリブ山
沿いのベテパゲに着いたとき、イエスはふた

りの弟子をつかわして言われた、 2「向こうの村

へ行きなさい。するとすぐ、ろばがつながれてい

て、子ろばがそばにいるのを見るであろう。それ

を解いてわたしのところに引いてきなさい。 3も

しだれかが、あなたがたに何か言ったなら、主が
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お入り用なのです、と言いなさい。そう言えば、

すぐ渡してくれるであろう」。 4こうしたのは、

預言者によって言われたことが、成就するためで

ある。 5すなわち、「シオンの娘に告げよ、見よ

、あなたの王がおいでになる、柔和なおかたで、

ろばに乗って、くびきを負うろばの子に乗って」

。 6弟子たちは出て行って、イエスがお命じにな

ったとおりにし、 7ろばと子ろばとを引いてきた

。そしてその上に自分たちの上着をかけると、イ

エスはそれにお乗りになった。 8群衆のうち多く

の者は自分たちの上着を道に敷き、また、ほかの

者たちは木の枝を切ってきて道に敷いた。 9そし

て群衆は、前に行く者も、あとに従う者も、共に

叫びつづけた、「ダビデの子に、ホサナ。主の御

名によってきたる者に、祝福あれ。いと高き所に

、ホサナ」。 10イエスがエルサレムにはいって行

かれたとき、町中がこぞって騒ぎ立ち、「これは

、いったい、どなただろう」と言った。 11そこで

群衆は、「この人はガリラヤのナザレから出た預

言者イエスである」と言った。 12それから、イエ

スは宮にはいられた。そして、宮の庭で売り買い

していた人々をみな追い出し、また両替人の台や

、はとを売る者の腰掛をくつがえされた。 13そし

て彼らに言われた、「『わたしの家は、祈の家と

となえらるべきである』と書いてある。それだの

に、あなたがたはそれを強盗の巣にしている」。

14そのとき宮の庭で、盲人や足なえがみもとにき

たので、彼らをおいやしになった。 15しかし、祭

司長、律法学者たちは、イエスがなされた不思議

なわざを見、また宮の庭で「ダビデの子に、ホサ

ナ」と叫んでいる子供たちを見て立腹し、 16イエ

スに言った、「あの子たちが何を言っているのか

、お聞きですか」。イエスは彼らに言われた、「

そうだ、聞いている。あなたがたは『幼な子、乳

のみ子たちの口にさんびを備えられた』とあるの

を読んだことがないのか」。 17それから、イエス

は彼らをあとに残し、都を出てベタニヤに行き、

そこで夜を過ごされた。 18朝はやく都に帰るとき

、イエスは空腹をおぼえられた。 19そして、道の

かたわらに一本のいちじくの木があるのを見て、

そこに行かれたが、ただ葉のほかは何も見当らな

かった。そこでその木にむかって、「今から後い

つまでも、おまえには実がならないように」と言

われた。すると、いちじくの木はたちまち枯れた

。 (aiōn g165) 20弟子たちはこれを見て、驚いて言っ

た、「いちじくがどうして、こうすぐに枯れたの

でしょう」。 21イエスは答えて言われた、「よく

聞いておくがよい。もしあなたがたが信じて疑わ

ないならば、このいちじくにあったようなことが

、できるばかりでなく、この山にむかって、動き

出して海の中にはいれと言っても、そのとおりに

なるであろう。 22また、祈のとき、信じて求める

ものは、みな与えられるであろう」。 23イエスが

宮にはいられたとき、祭司長たちや民の長老たち

が、その教えておられる所にきて言った、「何の

権威によって、これらの事をするのですか。だれ

が、そうする権威を授けたのですか」。 24そこで

イエスは彼らに言われた、「わたしも一つだけ尋

ねよう。あなたがたがそれに答えてくれたなら、

わたしも、何の権威によってこれらの事をするの

か、あなたがたに言おう。 25ヨハネのバプテスマ

はどこからきたのであったか。天からであったか

、人からであったか」。すると、彼らは互に論じ

て言った、「もし天からだと言えば、では、なぜ

彼を信じなかったのか、とイエスは言うだろう。

26しかし、もし人からだと言えば、群衆が恐ろし

い。人々がみなヨハネを預言者と思っているのだ

から」。 27そこで彼らは、「わたしたちにはわか

りません」と答えた。すると、イエスが言われた

、「わたしも何の権威によってこれらの事をする

のか、あなたがたに言うまい。 28あなたがたはど

う思うか。ある人にふたりの子があったが、兄の

ところに行って言った、『子よ、きょう、ぶどう

園へ行って働いてくれ』。 29すると彼は『おとう

さん、参ります』と答えたが、行かなかった。 30

また弟のところにきて同じように言った。彼は『

いやです』と答えたが、あとから心を変えて、出

かけた。 31このふたりのうち、どちらが父の望み

どおりにしたのか」。彼らは言った、「あとの者

です」。イエスは言われた、「よく聞きなさい。

取税人や遊女は、あなたがたより先に神の国には

いる。 32というのは、ヨハネがあなたがたのとこ

ろにきて、義の道を説いたのに、あなたがたは彼

を信じなかった。ところが、取税人や遊女は彼を

信じた。あなたがたはそれを見たのに、あとにな

っても、心をいれ変えて彼を信じようとしなかっ

た。 33もう一つの譬を聞きなさい。ある所に、ひ

とりの家の主人がいたが、ぶどう園を造り、かき

をめぐらし、その中に酒ぶねの穴を掘り、やぐら

を立て、それを農夫たちに貸して、旅に出かけた

。 34収穫の季節がきたので、その分け前を受け取

ろうとして、僕たちを農夫のところへ送った。 35

すると、農夫たちは、その僕たちをつかまえて、

ひとりを袋だたきにし、ひとりを殺し、もうひと

りを石で打ち殺した。 36また別に、前よりも多く

の僕たちを送ったが、彼らをも同じようにあしら

った。 37しかし、最後に、わたしの子は敬ってく

れるだろうと思って、主人はその子を彼らの所に

つかわした。 38すると農夫たちは、その子を見て

互に言った、『あれはあと取りだ。さあ、これを

殺して、その財産を手に入れよう』。 39そして彼

をつかまえて、ぶどう園の外に引き出して殺した

。 40このぶどう園の主人が帰ってきたら、この農

夫たちをどうするだろうか」。 41彼らはイエスに

言った、「悪人どもを、皆殺しにして、季節ごと

に収穫を納めるほかの農夫たちに、そのぶどう園

を貸し与えるでしょう」。 42イエスは彼らに言わ

れた、「あなたがたは、聖書でまだ読んだことが

ないのか、『家造りらの捨てた石が隅のかしら石

になった。これは主がなされたことで、わたした

ちの目には不思議に見える』。 43それだから、あ

なたがたに言うが、神の国はあなたがたから取り

上げられて、御国にふさわしい実を結ぶような異

邦人に与えられるであろう。 44またその石の上に
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落ちる者は打ち砕かれ、それがだれかの上に落ち

かかるなら、その人はこなみじんにされるであろ

う」。 45祭司長たちやパリサイ人たちがこの譬を

聞いたとき、自分たちのことをさして言っておら

れることを悟ったので、 46イエスを捕えようとし

たが、群衆を恐れた。群衆はイエスを預言者だと

思っていたからである。

22イエスはまた、譬で彼らに語って言われた、
2「天国は、ひとりの王がその王子のために

、婚宴を催すようなものである。 3王はその僕た

ちをつかわして、この婚宴に招かれていた人たち

を呼ばせたが、その人たちはこようとはしなかっ

た。 4そこでまた、ほかの僕たちをつかわして言

った、『招かれた人たちに言いなさい。食事の用

意ができました。牛も肥えた獣もほふられて、す

べての用意ができました。さあ、婚宴においでく

ださい』。 5しかし、彼らは知らぬ顔をして、ひ

とりは自分の畑に、ひとりは自分の商売に出て行

き、 6またほかの人々は、この僕たちをつかまえ

て侮辱を加えた上、殺してしまった。 7そこで王

は立腹し、軍隊を送ってそれらの人殺しどもを滅

ぼし、その町を焼き払った。 8それから僕たちに

言った、『婚宴の用意はできているが、招かれて

いたのは、ふさわしくない人々であった。 9だか

ら、町の大通りに出て行って、出会った人はだれ

でも婚宴に連れてきなさい』。 10そこで、僕たち

は道に出て行って、出会う人は、悪人でも善人で

もみな集めてきたので、婚宴の席は客でいっぱい

になった。 11王は客を迎えようとしてはいってき

たが、そこに礼服をつけていないひとりの人を見

て、 12彼に言った、『友よ、どうしてあなたは礼

服をつけないで、ここにはいってきたのですか』

。しかし、彼は黙っていた。 13そこで、王はそば

の者たちに言った、『この者の手足をしばって、

外の暗やみにほうり出せ。そこで泣き叫んだり、

歯がみをしたりするであろう』。 14招かれる者は

多いが、選ばれる者は少ない」。 15そのときパリ

サイ人たちがきて、どうかしてイエスを言葉のわ

なにかけようと、相談をした。 16そして、彼らの

弟子を、ヘロデ党の者たちと共に、イエスのもと

につかわして言わせた、「先生、わたしたちはあ

なたが真実なかたであって、真理に基いて神の道

を教え、また、人に分け隔てをしないで、だれを

もはばかられないことを知っています。 17それで

、あなたはどう思われますか、答えてください。

カイザルに税金を納めてよいでしょうか、いけな

いでしょうか」。 18イエスは彼らの悪意を知って

言われた、「偽善者たちよ、なぜわたしをためそ

うとするのか。 19税に納める貨幣を見せなさい」

。彼らはデナリ一つを持ってきた。 20そこでイエ

スは言われた、「これは、だれの肖像、だれの記

号か」。 21彼らは「カイザルのです」と答えた。

するとイエスは言われた、「それでは、カイザル

のものはカイザルに、神のものは神に返しなさい

」。 22彼らはこれを聞いて驚嘆し、イエスを残し

て立ち去った。 23復活ということはないと主張し

ていたサドカイ人たちが、その日、イエスのもと

にきて質問した、 24「先生、モーセはこう言って

います、『もし、ある人が子がなくて死んだなら

、その弟は兄の妻をめとって、兄のために子をも

うけねばならない』。 25さて、わたしたちのとこ

ろに七人の兄弟がありました。長男は妻をめとっ

たが死んでしまい、そして子がなかったので、そ

の妻を弟に残しました。 26次男も三男も、ついに

七人とも同じことになりました。 27最後に、その

女も死にました。 28すると復活の時には、この女

は、七人のうちだれの妻なのでしょうか。みんな

がこの女を妻にしたのですが」。 29イエスは答え

て言われた、「あなたがたは聖書も神の力も知ら

ないから、思い違いをしている。 30復活の時には

、彼らはめとったり、とついだりすることはない

。彼らは天にいる御使のようなものである。 31ま

た、死人の復活については、神があなたがたに言

われた言葉を読んだことがないのか。 32『わたし

はアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神であ

る』と書いてある。神は死んだ者の神ではなく、

生きている者の神である」。 33群衆はこれを聞い

て、イエスの教に驚いた。 34さて、パリサイ人た

ちは、イエスがサドカイ人たちを言いこめられた

と聞いて、一緒に集まった。 35そして彼らの中の

ひとりの律法学者が、イエスをためそうとして質

問した、 36「先生、律法の中で、どのいましめが

いちばん大切なのですか」。 37イエスは言われた

、「『心をつくし、精神をつくし、思いをつくし

て、主なるあなたの神を愛せよ』。 38これがいち

ばん大切な、第一のいましめである。 39第二もこ

れと同様である、『自分を愛するようにあなたの

隣り人を愛せよ』。 40これらの二つのいましめに

、律法全体と預言者とが、かかっている」。 41パ

リサイ人たちが集まっていたとき、イエスは彼ら

にお尋ねになった、 42「あなたがたはキリストを

どう思うか。だれの子なのか」。彼らは「ダビデ

の子です」と答えた。 43イエスは言われた、「そ

れではどうして、ダビデが御霊に感じてキリスト

を主と呼んでいるのか。 44すなわち『主はわが主

に仰せになった、あなたの敵をあなたの足もとに

置くときまでは、わたしの右に座していなさい』

。 45このように、ダビデ自身がキリストを主と呼

んでいるなら、キリストはどうしてダビデの子で

あろうか」。 46イエスにひと言でも答えうる者は

、なかったし、その日からもはや、進んでイエス

に質問する者も、いなくなった。

23そのときイエスは、群衆と弟子たちとに語っ
て言われた、 2「律法学者とパリサイ人とは

、モーセの座にすわっている。 3だから、彼らが

あなたがたに言うことは、みな守って実行しなさ

い。しかし、彼らのすることには、ならうな。彼

らは言うだけで、実行しないから。 4また、重い

荷物をくくって人々の肩にのせるが、それを動か

すために、自分では指一本も貸そうとはしない。 5

そのすることは、すべて人に見せるためである。

すなわち、彼らは経札を幅広くつくり、その衣の
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ふさを大きくし、 6また、宴会の上座、会堂の上

席を好み、 7広場であいさつされることや、人々

から先生と呼ばれることを好んでいる。 8しかし

、あなたがたは先生と呼ばれてはならない。あな

たがたの先生は、ただひとりであって、あなたが

たはみな兄弟なのだから。 9また、地上のだれを

も、父と呼んではならない。あなたがたの父はた

だひとり、すなわち、天にいます父である。 10ま

た、あなたがたは教師と呼ばれてはならない。あ

なたがたの教師はただひとり、すなわち、キリス

トである。 11そこで、あなたがたのうちでいちば

ん偉い者は、仕える人でなければならない。 12だ

れでも自分を高くする者は低くされ、自分を低く

する者は高くされるであろう。 13偽善な律法学者

、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいで

ある。あなたがたは、天国を閉ざして人々をはい

らせない。自分もはいらないし、はいろうとする

人をはいらせもしない。〔 14偽善な律法学者、パ

リサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである

。あなたがたは、やもめたちの家を食い倒し、見

えのために長い祈をする。だから、もっときびし

いさばきを受けるに違いない。〕 15偽善な律法学

者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわい

である。あなたがたはひとりの改宗者をつくるた

めに、海と陸とを巡り歩く。そして、つくったな

ら、彼を自分より倍もひどい地獄の子にする。

(Geenna g1067) 16盲目な案内者たちよ。あなたがた

は、わざわいである。あなたがたは言う、『神殿

をさして誓うなら、そのままでよいが、神殿の黄

金をさして誓うなら、果す責任がある』と。 17愚

かな盲目な人たちよ。黄金と、黄金を神聖にする

神殿と、どちらが大事なのか。 18また、あなたが

たは言う、『祭壇をさして誓うなら、そのままで

よいが、その上の供え物をさして誓うなら、果す

責任がある』と。 19盲目な人たちよ。供え物と供

え物を神聖にする祭壇とどちらが大事なのか。 20

祭壇をさして誓う者は、祭壇と、その上にあるす

べての物とをさして誓うのである。 21神殿をさし

て誓う者は、神殿とその中に住んでおられるかた

とをさして誓うのである。 22また、天をさして誓

う者は、神の御座とその上にすわっておられるか

たとをさして誓うのである。 23偽善な律法学者、

パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいであ

る。はっか、いのんど、クミンなどの薬味の十分

の一を宮に納めておりながら、律法の中でもっと

重要な、公平とあわれみと忠実とを見のがしてい

る。それもしなければならないが、これも見のが

してはならない。 24盲目な案内者たちよ。あなた

がたは、ぶよはこしているが、らくだはのみこん

でいる。 25偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。

あなたがたは、わざわいである。杯と皿との外側

はきよめるが、内側は貪欲と放縦とで満ちている

。 26盲目なパリサイ人よ。まず、杯の内側をきよ

めるがよい。そうすれば、外側も清くなるであろ

う。 27偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あな

たがたは、わざわいである。あなたがたは白く塗

った墓に似ている。外側は美しく見えるが、内側

は死人の骨や、あらゆる不潔なものでいっぱいで

ある。 28このようにあなたがたも、外側は人に正

しく見えるが、内側は偽善と不法とでいっぱいで

ある。 29偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あ

なたがたは、わざわいである。あなたがたは預言

者の墓を建て、義人の碑を飾り立てて、こう言っ

ている、 30『もしわたしたちが先祖の時代に生き

ていたなら、預言者の血を流すことに加わっては

いなかっただろう』と。 31このようにして、あな

たがたは預言者を殺した者の子孫であることを、

自分で証明している。 32あなたがたもまた先祖た

ちがした悪の枡目を満たすがよい。 33へびよ、ま

むしの子らよ、どうして地獄の刑罰をのがれるこ

とができようか。 (Geenna g1067) 34それだから、わ

たしは、預言者、知者、律法学者たちをあなたが

たにつかわすが、そのうちのある者を殺し、また

十字架につけ、そのある者を会堂でむち打ち、ま

た町から町へと迫害して行くであろう。 35こうし

て義人アベルの血から、聖所と祭壇との間であな

たがたが殺したバラキヤの子ザカリヤの血に至る

まで、地上に流された義人の血の報いが、ことご

とくあなたがたに及ぶであろう。 36よく言ってお

く。これらのことの報いは、みな今の時代に及ぶ

であろう。 37ああ、エルサレム、エルサレム、預

言者たちを殺し、おまえにつかわされた人たちを

石で打ち殺す者よ。ちょうど、めんどりが翼の下

にそのひなを集めるように、わたしはおまえの子

らを幾たび集めようとしたことであろう。それだ

のに、おまえたちは応じようとしなかった。 38見

よ、おまえたちの家は見捨てられてしまう。 39わ

たしは言っておく、『主の御名によってきたる者

に、祝福あれ』とおまえたちが言う時までは、今

後ふたたび、わたしに会うことはないであろう」

。

24イエスが宮から出て行こうとしておられると
、弟子たちは近寄ってきて、宮の建物にイエ

スの注意を促した。 2そこでイエスは彼らにむか

って言われた、「あなたがたは、これらすべての

ものを見ないか。よく言っておく。その石一つで

もくずされずに、そこに他の石の上に残ることも

なくなるであろう」。 3またオリブ山ですわって

おられると、弟子たちが、ひそかにみもとにきて

言った、「どうぞお話しください。いつ、そんな

ことが起るのでしょうか。あなたがまたおいでに

なる時や、世の終りには、どんな前兆があります

か」。 (aiōn g165) 4そこでイエスは答えて言われた

、「人に惑わされないように気をつけなさい。 5

多くの者がわたしの名を名のって現れ、自分がキ

リストだと言って、多くの人を惑わすであろう。 6

また、戦争と戦争のうわさとを聞くであろう。注

意していなさい、あわててはいけない。それは起

らねばならないが、まだ終りではない。 7民は民

に、国は国に敵対して立ち上がるであろう。また

あちこちに、ききんが起り、また地震があるであ

ろう。 8しかし、すべてこれらは産みの苦しみの

初めである。 9そのとき人々は、あなたがたを苦
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しみにあわせ、また殺すであろう。またあなたが

たは、わたしの名のゆえにすべての民に憎まれる

であろう。 10そのとき、多くの人がつまずき、ま

た互に裏切り、憎み合うであろう。 11また多くの

にせ預言者が起って、多くの人を惑わすであろう

。 12また不法がはびこるので、多くの人の愛が冷

えるであろう。 13しかし、最後まで耐え忍ぶ者は

救われる。 14そしてこの御国の福音は、すべての

民に対してあかしをするために、全世界に宣べ伝

えられるであろう。そしてそれから最後が来るの

である。 15預言者ダニエルによって言われた荒ら

す憎むべき者が、聖なる場所に立つのを見たなら

ば（読者よ、悟れ）、 16そのとき、ユダヤにいる

人々は山へ逃げよ。 17屋上にいる者は、家からも

のを取り出そうとして下におりるな。 18畑にいる

者は、上着を取りにあとへもどるな。 19その日に

は、身重の女と乳飲み子をもつ女とは、不幸であ

る。 20あなたがたの逃げるのが、冬または安息日

にならないように祈れ。 21その時には、世の初め

から現在に至るまで、かつてなく今後もないよう

な大きな患難が起るからである。 22もしその期間

が縮められないなら、救われる者はひとりもない

であろう。しかし、選民のためには、その期間が

縮められるであろう。 23そのとき、だれかがあな

たがたに『見よ、ここにキリストがいる』、また

、『あそこにいる』と言っても、それを信じるな

。 24にせキリストたちや、にせ預言者たちが起っ

て、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、

選民をも惑わそうとするであろう。 25見よ、あな

たがたに前もって言っておく。 26だから、人々が

『見よ、彼は荒野にいる』と言っても、出て行く

な。また『見よ、へやの中にいる』と言っても、

信じるな。 27ちょうど、いなずまが東から西にひ

らめき渡るように、人の子も現れるであろう。 28

死体のあるところには、はげたかが集まるもので

ある。 29しかし、その時に起る患難の後、たちま

ち日は暗くなり、月はその光を放つことをやめ、

星は空から落ち、天体は揺り動かされるであろう

。 30そのとき、人の子のしるしが天に現れるであ

ろう。またそのとき、地のすべての民族は嘆き、

そして力と大いなる栄光とをもって、人の子が天

の雲に乗って来るのを、人々は見るであろう。 31

また、彼は大いなるラッパの音と共に御使たちを

つかわして、天のはてからはてに至るまで、四方

からその選民を呼び集めるであろう。 32いちじく

の木からこの譬を学びなさい。その枝が柔らかに

なり、葉が出るようになると、夏の近いことがわ

かる。 33そのように、すべてこれらのことを見た

ならば、人の子が戸口まで近づいていると知りな

さい。 34よく聞いておきなさい。これらの事が、

ことごとく起るまでは、この時代は滅びることが

ない。 35天地は滅びるであろう。しかしわたしの

言葉は滅びることがない。 36その日、その時は、

だれも知らない。天の御使たちも、また子も知ら

ない、ただ父だけが知っておられる。 37人の子の

現れるのも、ちょうどノアの時のようであろう。

38すなわち、洪水の出る前、ノアが箱舟にはいる

日まで、人々は食い、飲み、めとり、とつぎなど

していた。 39そして洪水が襲ってきて、いっさい

のものをさらって行くまで、彼らは気がつかなか

った。人の子の現れるのも、そのようであろう。

40そのとき、ふたりの者が畑にいると、ひとりは

取り去られ、ひとりは取り残されるであろう。 41

ふたりの女がうすをひいていると、ひとりは取り

去られ、ひとりは残されるであろう。 42だから、

目をさましていなさい。いつの日にあなたがたの

主がこられるのか、あなたがたには、わからない

からである。 43このことをわきまえているがよい

。家の主人は、盗賊がいつごろ来るかわかってい

るなら、目をさましていて、自分の家に押し入る

ことを許さないであろう。 44だから、あなたがた

も用意をしていなさい。思いがけない時に人の子

が来るからである。 45主人がその家の僕たちの上

に立てて、時に応じて食物をそなえさせる忠実な

思慮深い僕は、いったい、だれであろう。 46主人

が帰ってきたとき、そのようにつとめているのを

見られる僕は、さいわいである。 47よく言ってお

くが、主人は彼を立てて自分の全財産を管理させ

るであろう。 48もしそれが悪い僕であって、自分

の主人は帰りがおそいと心の中で思い、 49その僕

仲間をたたきはじめ、また酒飲み仲間と一緒に食

べたり飲んだりしているなら、 50その僕の主人は

思いがけない日、気がつかない時に帰ってきて、

51彼を厳罰に処し、偽善者たちと同じ目にあわせ

るであろう。彼はそこで泣き叫んだり、歯がみを

したりするであろう。

25このとき天國は、燈火を執りて新郎を迎へに
出づる、十人の處女に比ふべし。 2その中の

五人は愚にして五人は慧し。 3愚なる者は燈火を

とりて油を携へず、 4慧きものは油を器に入れて

燈火とともに携へたり。 5新郎遲かりしかば、皆

まどろみて寢ぬ。 6夜半に「やよ、新郎なるぞ、

出で迎へよ」と呼はる聲す。 7ここに處女みな起

きてその燈火を整へたるに、 8愚なる者は慧きも

のに言ふ「なんぢらの油を分けあたへよ、我らの

燈火きゆるなり」 9慧きもの答へて言ふ「恐らく

は我らと汝らとに足るまじ、寧ろ賣るものに往き

て己がために買へ」 10彼ら買はんとて往きたる間

に新郎きたりたれば、備へをりし者どもは彼とと

もに婚筵にいり、而して門は閉されたり。 11その

後かの他の處女ども來りて「主よ、主よ、われら

の爲にひらき給へ」と言ひしに、 12答へて「まこ

とに汝らに告ぐ、我は汝らを知らず」と言へり。

13されば目を覺しをれ、汝らは其の日その時を知

らざるなり。 14また或人とほく旅立せんとして、

其の僕どもを呼び、之に己が所有を預くるが如し

。 15各人の能力に應じて、或者には五タラント、

或者には二タラント、或者には一タラントを與へ

置きて旅立せり。 16五タラントを受けし者は、直

ちに往き、之をはたらかせて他に五タラントを贏

け、 17二タラントを受けし者も同じく他に二タラ

ントを贏く。 18然るに一タラントを受けし者は、

往きて地を掘り、その主人の銀をかくし置けり。
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19久しうして後この僕どもの主人きたりて彼らと

計算したるに、 20五タラントを受けし者は他に五

タラントを持ちきたりて言ふ「主よ、なんぢ我に

五タラントを預けたりしが、視よ、他に五タラン

トを贏けたり」 21主人いふ「宜いかな、善かつ忠

なる僕、なんぢは僅なる物に忠なりき。我なんぢ

に多くの物を掌どらせん、汝の主人の勸喜に入れ

」 22二タラントを受けし者も來りて言ふ「主よ、

なんぢ我に二タラントを預けたりしが、視よ、他

に二タラントを贏けたり」 23主人いふ「宜いかな

、善かつ忠なる僕、なんぢは僅なる物に忠なりき

。我なんぢに多くの物を掌どらせん、汝の主人の

勸喜にいれ」 24また一タラントを受けし者もきた

りて言ふ「主よ、我はなんぢの嚴しき人にて、播

かぬ處より刈り、散らさぬ處より斂むることを知

るゆゑに、 25懼れてゆき、汝のタラントを地に藏

しおけり。視よ、汝はなんぢの物を得たり」 26主

人こたへて言ふ「惡しくかつ惰れる僕、わが播か

ぬ處より刈り、散さぬ處より斂むることを知るか

。 27さらば我が銀を銀行にあづけ置くべかりしな

り、我きたりて利子とともに我が物をうけ取りし

ものを。 28されば彼のタラントを取りて十タラン

トを有てる人に與へよ。 29すべて有てる人は、與

へられて愈々豐ならん。されど有たぬ者は、その

有てる物をも取らるべし。 30而して此の無益なる

僕を外の暗黒に逐ひいだせ、其處にて哀哭・切齒

することあらん」 31人の子その榮光をもて、もろ

もろの御使を率ゐきたる時、その榮光の座位に坐

せん。 32かくてその前にもろもろの國人あつめら

れん、之を別つこと牧羊者が羊と山羊とを別つ如

くして、 33羊をその右に、山羊をその左におかん

。 34ここに王その右にをる者どもに言はん「わが

父に祝せられたる者よ、來りて世の創より汝等の

ために備へられたる國を嗣げ。 35なんぢら我が飢

ゑしときに食はせ、渇きしときに飮ませ、旅人な

りし時に宿らせ、 36裸なりしときに衣せ、病みし

ときに訪ひ、獄に在りしときに來りたればなり」

37ここに、正しき者ら答へて言はん「主よ、何時

なんぢの飢ゑしを見て食はせ、渇きしを見て飮ま

せし。 38何時なんぢの旅人なりしを見て宿らせ、

裸なりしを見て衣せし。 39何時なんぢの病みまた

獄に在りしを見て、汝にいたりし」 40王こたへて

言はん「まことに汝らに告ぐ、わが兄弟なる此等

のいと小き者の一人になしたるは、即ち我に爲し

たるなり」 41かくてまた左にをる者どもに言はん

「詛はれたる者よ、我を離れて惡魔とその使らと

のために備へられたる永遠の火に入れ。 (aiōnios

g166) 42なんぢら我が飢ゑしときに食はせず、渇き

しときに飮ませず、 43旅人なりしときに宿らせず

、裸なりしときに衣せず、病みまた獄にありしと

きに訪はざればなり」 44ここに彼らも答へて言は

ん「主よ、いつ汝の飢ゑ、或は渇き、或は旅人、

あるひは裸、あるひは病み、或は獄に在りしを見

て事へざりし」 45ここに王こたへて言はん「誠に

なんぢらに告ぐ、此等のいと小きものの一人に爲

さざりしは、即ち我になさざりしなり」と。 46か

くて、これらの者は去りて永遠の刑罰にいり、正

しき者は永遠の生命に入らん』 (aiōnios g166)

26イエスこれらの言をみな語りをへて、弟子た
ちに言ひ給ふ 2『なんぢらの知るごとく、二

日の後は過越の祭なり、人の子は十字架につけら

れん爲に賣らるべし』 3そのとき祭司長・民の長

老ら、カヤパといふ大祭司の中庭に集り、 4詭計

をもてイエスを捕へ、かつ殺さんと相議りたれど

、 5又いふ『まつりの間は爲すべからず、恐らく

は民の中に亂起らん』 6イエス、ベタニヤにて癩

病人シモンの家に居給ふ時、 7ある女、石膏の壺

に入りたる貴き香油を持ちて、近づき來り、食事

の席に就き居給ふイエスの首に注げり。 8弟子た

ち之を見て憤ほり言ふ『何故かく濫なる費をなす

か。 9之を多くの金に賣りて、貧しき者に施すこ

とを得たりしものを』 10イエス之を知りて言ひた

まふ『何ぞこの女を惱すか、我に善き事をなせる

なり。 11貧しき者は常に汝らと偕にをれど、我は

常に偕に居らず。 12この女の我が體に香油を注ぎ

しは、わが葬りの備をなせるなり。 13まことに汝

らに告ぐ、全世界いずこにても、この福音の宣傅

へらるる處には、この女のなしし事も記念として

語らるべし』 14ここに十二弟子の一人イスカリオ

テのユダといふ者、祭司長らの許にゆきて言ふ 15

『なんぢらに彼を付さば、何ほど我に與へんとす

るか』彼ら銀三十を量り出せり。 16ユダこの時よ

りイエスを付さんと好き機を窺ふ。 17除酵祭の初

の日、弟子たちイエスに來りて言ふ『過越の食を

なし給ふために、何處に我らが備ふる事を望み給

ふか』 18イエス言ひたまふ『都にゆき、某のもと

に到りて「師いふ、わが時近づけり。われ弟子た

ちと共に過越を汝の家にて守らん」と言へ』 19弟

子たちイエスの命じ給ひし如くして、過越の備を

なせり。 20日暮れて十二弟子とともに席に就き

て、 21食するとき言ひ給ふ『まことに汝らに告ぐ

、汝らの中の一人われを賣らん』 22弟子たち甚く

憂ひて、おのおの『主よ、我なるか』と言ひいで

しに、 23答へて言ひたまふ『我とともに手を鉢に

入るる者われを賣らん。 24人の子は己に就きて録

されたる如く逝くなり。されど人の子を賣る者は

禍害なるかな、その人は生れざりし方よかりしも

のを』 25イエスを賣るユダ答へて言ふ『ラビ、我

なるか』イエス言ひ給ふ『なんぢの言へる如し』

26彼ら食しをる時、イエス、パンをとり、祝して

さき、弟子たちに與へて言ひ給ふ『取りて食へ、

これは我が體なり』 27また酒杯をとりて謝し、彼

らに與へて言ひ給ふ『なんぢら皆この酒杯より飮

め。 28これは契約のわが血なり、多くの人のため

に、罪の赦を得させんとて流す所のものなり。 29

われ汝らに告ぐ、わが父の國にて新しきものを汝

らと共に飮む日までは、われ今より後この葡萄の

果より成るものを飮まじ』 30彼ら讃美を歌ひて後

オリブ山に出でゆく。 31ここにイエス弟子たちに

言ひ給ふ『今宵なんぢら皆われに就きて躓かん「

われ牧羊者を打たん、さらば群の羊散るべし」と

録されたるなり。 32されど我よみがへりて後、な
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んぢらに先だちてガリラヤに往かん』 33ペテロ答

へて言ふ『假令みな汝に就きて躓くとも我はいつ

までも躓かじ』 34イエス言ひ給ふ『まことに汝に

告ぐ、こよひ鷄鳴く前に、なんぢ三たび我を否む

べし』 35ペテロ言ふ『我なんぢと共に死ぬべき事

ありとも汝を否まず』弟子たち皆かく言へり。 36

ここにイエス彼らと共にゲツセマネといふ處にい

たりて、弟子たちに言ひ給ふ『わが彼處にゆきて

祈る間、なんぢら此處に坐せよ』 37かくてペテロ

とゼベダイの子二人とを伴ひゆき、憂ひ悲しみ出

でて言ひ給ふ、 38『わが心いたく憂ひて死ぬばか

りなり。汝ら此處に止りて我と共に目を覺しをれ

』 39少し進みゆきて、平伏し祈りて言ひ給ふ『わ

が父よ、もし得べくば此の酒杯を我より過ぎ去ら

せ給へ。されど我が意の儘にとにはあらず、御意

のままに爲し給へ』 40弟子たちの許にきたり、そ

の眠れるを見てペテロに言ひ給ふ『なんぢら斯く

一時も我と共に目を覺し居ること能はぬか。 41誘

惑に陷らぬやう、目を覺しかつ祈れ。實に心は熱

すれども肉體よわきなり』 42また二度ゆき祈りて

言ひ給ふ『わが父よ、この酒杯もし我飮までは過

ぎ去りがたくば、御意のままに成し給へ』 43復き

たりて彼らの眠れるを見たまふ、是その目疲れた

るなり。 44また離れゆきて、三たび同じ言にて祈

り給ふ。 45而して弟子たちの許に來りて言ひ給ふ

『今は眠りて休め。視よ、時近づけり、人の子は

罪人らの手に付さるるなり。 46起きよ、我ら往く

べし。視よ、我を賣るもの近づけり』 47なほ語り

給ふほどに、視よ、十二弟子の一人なるユダ來る

、祭司長・民の長老らより遣されたる大なる群衆

、劍と棒とをもちて之に伴ふ。 48イエスを賣る者

あらかじめ合圖を示して言ふ『わが接吻する者は

それなり、之を捕へよ』 49かくて直ちにイエスに

近づき『ラビ、安かれ』といひて接吻したれば、

50イエス言ひたまふ『友よ、何とて來る』このと

き人々すすみてイエスに手をかけて捕ふ。 51視よ

、イエスと偕にありし者のひとり、手をのべ劍を

拔きて、大祭司の僕をうちて、その耳を切り落せ

り。 52ここにイエス彼に言ひ給ふ『なんぢの劍を

もとに收めよ、すべて劍をとる者は劍にて亡ぶる

なり。 53我わが父に請ひて、十二軍に餘る御使を

今あたへらるること能はずと思ふか。 54もし然せ

ば、斯くあるべく録したる聖書はいかで成就すべ

き』 55この時イエス群衆に言ひ給ふ『なんぢら強

盜に向ふごとく劍と棒とをもち、我を捕へんとて

出で來るか。我は日々宮に坐して教へたりしに、

汝ら我を捕へざりき。 56されどかくの如くなるは

、みな預言者たちの書の成就せん爲なり』ここに

弟子たち皆イエスを棄てて逃げさりぬ。 57イエス

を捕へたる者ども、學者・長老らの集り居る大祭

司カヤパの許に曳きゆく。 58ペテロ遠く離れ、イ

エスに從ひて大祭司の中庭まで到り、その成行を

見んとて、そこに入り下役どもと共に坐せり。 59

祭司長らと全議會と、イエスを死に定めんとて、

いつはりの證據を求めたるに、 60多くの僞證者い

でたれども得ず。後に二人の者いでて言ふ 61『こ

の人は「われ神の宮を毀ち三日にて建て得べし」

と云へり』 62大祭司たちてイエスに言ふ『この人

々が汝に對して立つる證據に何をも答へぬか』 63

されどイエス默し居給ひたれば、大祭司いふ『わ

れ汝に命ず、活ける神に誓ひて我らに告げよ、汝

はキリスト、神の子なるか』 64イエス言ひ給ふ『

なんぢの言へる如し。かつ我なんぢらに告ぐ、今

より後、なんぢら人の子の全能者の右に坐し、天

の雲に乘りて來るを見ん』 65ここに大祭司おのが

衣を裂きて言ふ『かれ瀆言をいへり、何ぞ他に證

人を求めん。視よ、なんぢら今この瀆言をきけり

。 66いかに思ふか』答へて言ふ『かれは死に當れ

り』 67ここに彼等その御顏に唾し、拳にて搏ち、

或者どもは手掌にて批きて言ふ 68『キリストよ、

我らに預言せよ、汝をうちし者は誰なるか』 69ペ

テロ外にて中庭に坐しゐたるに、一人の婢女きた

りて言ふ『なんぢもガリラヤ人イエスと偕にゐた

り』 70かれ凡ての人の前に肯はずして言ふ『われ

は汝の言ふことを知らず』 71かくて門まで出で往

きたるとき、他の婢女かれを見て、其處にをる者

どもに向ひて『この人はナザレ人イエスと偕にゐ

たり』と言へるに、 72重ねて肯はず、契ひて『我

はその人を知らず』といふ。 73暫くして其處に立

つ者ども近づきてペテロに言ふ『なんぢも慥にか

の黨與なり、汝の國訛なんぢを表せり』 74ここに

ペテロ盟ひかつ契ひて『我その人を知らず』と言

ひ出づるをりしも、鷄鳴きぬ。 75ペテロ『にはと

り鳴く前に、なんぢ三度われを否まん』と、イエ

スの言ひ給ひし御言を思ひだし、外に出でて甚く

泣けり。

27夜明けになりて、凡ての祭司長・民の長老ら
、イエスを殺さんと相議り、 2遂に之を縛り

、曳きゆきて總督ピラトに付せり。 3ここにイエ

スを賣りしユダ、その死に定められ給ひしを見て

悔い、祭司長・長老らに、かの三十の銀をかへし

て言ふ、 4『われ罪なきの血を賣りて罪を犯した

り』彼らいふ『われら何ぞ干らん、汝みづから當

るべし』 5彼その銀を聖所に投げすてて去り、ゆ

きて自ら縊れたり。 6祭司長らその銀をとりて言

ふ『これは血の價なれば、宮の庫に納むるは可か

らず』 7かくて相議り、その銀をもて陶工の畑を

買ひ、旅人らの墓地とせり。 8之によりて其の畑

は、今に至るまで血の畑と稱へらる。 9ここに預

言者エレミヤによりて云はれたる言は成就したり

。曰く『かくて彼ら値積られしもの、即ちイスラ

エルの子らが値積りし者の價の銀三十をとりて、

10陶工の畑の代に之を與へたり。主の我に命じ給

ひし如し』 11さてイエス、總督の前に立ち給ひし

に、總督問ひて言ふ『なんぢはユダヤ人の王なる

か』イエス言ひ給ふ『なんぢの言ふが如し』 12祭

司長・長老ら訴ふれども、何をも答へ給はず。 13

ここにピラト彼に言ふ『聞かぬか、彼らが汝に對

して如何におほくの證據を立つるを』 14されど總

督の甚く怪しむまで、一言をも答へ給はず。 15祭

の時には、總督群衆の望にまかせて、囚人一人を

之に赦す例あり。 16ここにバラバといふ隱れなき

囚人あり。 17されば人々の集れる時、ピラト言ふ
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『なんぢら我が誰を赦さんことを願ふか。バラバ

なるか、キリストと稱ふるイエスなるか』 18これ

ピラト彼らのイエスを付ししは嫉に因ると知る故

なり。 19彼なほ審判の座にをる時、その妻、人を

遣して言はしむ『かの義人に係ることを爲な、我

けふ夢の中にて彼の故にさまざま苦しめり』 20祭

司長・長老ら、群衆にバラバの赦されん事を請は

しめ、イエスを亡さんことを勸む。 21總督こたへ

て彼らに言ふ『二人の中いづれを我が赦さん事を

願ふか』彼らいふ『バラバなり』 22ピラト言ふ『

さらばキリストと稱ふるイエスを我いかにすべき

か』皆いふ『十字架につくべし』 23ピラト言ふ『

かれ何の惡事をなしたるか』彼ら烈しく叫びてい

ふ『十字架につくべし』 24ピラトは何の效なく反

つて亂にならんとするを見て、水をとり群衆のま

へに手を洗ひて言ふ『この人の血につきて我は罪

なし、汝等みづから當れ』 25民みな答へて言ふ『

其の血は、我らと我らの子孫とに歸すべし』 26こ

こにピラト、バラバを彼らに赦し、イエスを鞭う

ちて、十字架につくる爲に付せり。 27ここに總督

の兵卒ども、イエスを官邸につれゆき、全隊を御

許に集め、 28その衣をはぎて、緋色の上衣をきせ

、 29茨の冠冕を編みて、その首に冠らせ、葦を右

の手にもたせ、且その前に跪づき、嘲弄して言ふ

『ユダヤ人の王、安かれ』 30また之に唾し、かの

葦をとりて其の首を叩く。 31かく嘲弄してのち、

上衣を剥ぎて、故の衣をきせ、十字架につけんと

て曳きゆく。 32その出づる時、シモンといふクレ

ネ人にあひしかば、強ひて之にイエスの十字架を

おはしむ。 33かくてゴルゴタといふ處、即ち髑髏

の地にいたり、 34苦味を混ぜたる葡萄酒を飮ませ

んとしたるに、嘗めて、飮まんとし給はず。 35彼

らイエスを十字架につけてのち、籤をひきて其の

衣をわかち、 36且そこに坐して、イエスを守る。

37その首の上に『これはユダヤ人の王イエスなり

』と記したる罪標を置きたり。 38ここにイエスと

ともに二人の強盜、十字架につけられ、一人はそ

の右に、一人はその左におかる。 39往來の者ども

イエスを譏り、首を振りていふ、 40『宮を毀ちて

三日のうちに建つる者よ、もし神の子ならば己を

救へ、十字架より下りよ』 41祭司長らもまた同じ

く、學者・長老らとともに嘲弄して言ふ、 42『人

を救ひて己を救ふこと能はず。彼はイスラエルの

王なり、いま十字架より下りよかし、さらば我ら

彼を信ぜん。 43彼は神に依り頼めり、神かれを愛

しまば今すくひ給ふべし「我は神の子なり」と云

へり』 44ともに十字架につけられたる強盜どもも

、同じ事をもてイエスを罵れり。 45晝の十二時よ

り地の上あまねく暗くなりて、三時に及ぶ。 46三

時ごろイエス大聲に叫びて『エリ、エリ、レマ、

サバクタニ』と言ひ給ふ。わが神、わが神、なん

ぞ我を見棄て給ひしとの意なり。 47そこに立つ者

のうち或人々これを聞きて『彼はエリヤを呼ぶな

り』と言ふ。 48直ちにその中の一人はしりゆきて

海綿をとり、酸き葡萄酒を含ませ、葦につけてイ

エスに飮ましむ。 49その他の者ども言ふ『まて、

エリヤ來りて彼を救ふや否や、我ら之を見ん』 50

イエス再び大聲に呼はりて息絶えたまふ。 51視よ

、聖所の幕、上より下まで裂けて二つとなり、ま

た地震ひ、磐さけ、 52墓ひらけて、眠りたる聖徒

の屍體おほく活きかへり、 53イエスの復活ののち

墓をいで、聖なる都に入りて、多くの人に現れた

り。 54百卒長および之と共にイエスを守りゐたる

者ども、地震とその有りし事とを見て甚く懼れ『

實に彼は神の子なりき』と言へり。 55その處にて

遙に望みゐたる多くの女あり、イエスに事へてガ

リラヤより從ひ來りし者どもなり。 56その中には

、マグダラのマリヤ、ヤコブとヨセフとの母マリ

ヤ、及びゼベダイの子らの母などもゐたり。 57日

暮れて、ヨセフと云ふアリマタヤの富める人きた

る。彼もイエスの弟子なるが、 58ピラトに往きて

イエスの屍體を請ふ。ここにピラト之を付すこと

を命ず。 59ヨセフ屍體をとりて淨き亞麻布につつ

み、 60岩にほりたる己が新しき墓に納め、墓の入

口に大なる石を轉しおきて去りぬ。 61其處にはマ

グダラのマリヤと他のマリヤと墓に向ひて坐しゐ

たり。 62あくる日、即ち準備日の翌日、祭司長ら

とパリサイ人らとピラトの許に集りて言ふ、 63『

主よ、かの惑すもの生き居りし時「われ三日の後

に甦へらん」と言ひしを、我ら思ひいだせり。 64

されば命じて三日に至るまで墓を固めしめ給へ、

恐らくはその弟子ら來りて之を盜み、「彼は死人

の中より甦へれり」と民に言はん。然らば後の惑

は前のよりも甚だしからん』 65ピラト言ふ『なん

ぢらに番兵あり、往きて力限り固めよ』 66乃ち彼

らゆきて石に封印し、番兵を置きて墓を固めたり

。

28さて安息日をはりて、一週の初の日のほの明
き頃、マグダラのマリヤと他のマリヤと墓を

見んとて來りしに、 2視よ、大なる地震あり、こ

れ主の使、天より降り來りて、かの石を轉し退け

、その上に坐したるなり。 3その状は電光のごと

く輝き、その衣は雪のごとく白し。 4守の者ども

彼を懼れたれば、戰きて死人の如くなりぬ。 5御

使こたへて女たちに言ふ『なんぢら懼るな、我な

んぢらが十字架につけられ給ひしイエスを尋ぬる

を知る。 6此處には在さず、その言へる如く甦へ

り給へり。來りてその置かれ給ひし處を見よ。 7

かつ速かに往きて、その弟子たちに「彼は死人の

中より甦へり給へり。視よ、汝らに先だちてガリ

ラヤに往き給ふ、彼處にて謁ゆるを得ん」と告げ

よ。視よ、汝らに之を告げたり』 8女たち懼と大

なる歡喜とをもて、速かに墓を去り、弟子たちに

知らせんとて走りゆく。 9視よ、イエス彼らに遇

ひて『安かれ』と言ひ給ひたれば、進みゆき、御

足を抱きて拜す。 10ここにイエス言ひたまふ『懼

るな、往きて我が兄弟たちに、ガリラヤにゆき、

彼處にて我を見るべきことを知らせよ』 11女たち

の往きたるとき、視よ、番兵のうちの數人、都に

いたり、凡て有りし事どもを祭司長らに告ぐ。 12

祭司長ら、長老らと共に集りて相議り、兵卒ども

に多くの銀を與へて言ふ、 13『なんぢら言へ「そ

の弟子ら夜きたりて、我らの眠れる間に彼を盜め
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り」と。 14この事もし總督に聞えなば、我ら彼を

宥めて汝らに憂なからしめん』 15彼ら銀をとりて

言ひ含められたる如くしたれば、此の話ユダヤ人

の中にひろまりて、今日に至れり。 16十一弟子

たちガリラヤに往きて、イエスの命じ給ひし山に

のぼり、 17遂に謁えて拜せり。されど疑ふ者もあ

りき。 18イエス進みきたり、彼らに語りて言ひた

まふ『我は天にても地にても一切の權を與へられ

たり。 19されば汝ら往きて、もろもろの國人を弟

子となし、父と子と聖靈との名によりてバプテス

マを施し、 20わが汝らに命ぜし凡ての事を守るべ

きを教へよ。視よ、我は世の終まで常に汝らと偕

に在るなり』 (aiōn g165)



マルコの福音書 592

マルコの福音書

1神の子イエス・キリストの福音のはじめ。 2預

言者イザヤの書に、「見よ、わたしは使をあな

たの先につかわし、あなたの道を整えさせるであ

ろう。 3荒野で呼ばわる者の声がする、『主の道

を備えよ、その道筋をまっすぐにせよ』」と書い

てあるように、 4バプテスマのヨハネが荒野に現

れて、罪のゆるしを得させる悔改めのバプテスマ

を宣べ伝えていた。 5そこで、ユダヤ全土とエル

サレムの全住民とが、彼のもとにぞくぞくと出て

行って、自分の罪を告白し、ヨルダン川でヨハネ

からバプテスマを受けた。 6このヨハネは、らく

だの毛ごろもを身にまとい、腰に皮の帯をしめ、

いなごと野蜜とを食物としていた。 7彼は宣べ伝

えて言った、「わたしよりも力のあるかたが、あ

とからおいでになる。わたしはかがんで、そのく

つのひもを解く値うちもない。 8わたしは水でバ

プテスマを授けたが、このかたは、聖霊によって

バプテスマをお授けになるであろう」。 9そのこ

ろ、イエスはガリラヤのナザレから出てきて、ヨ

ルダン川で、ヨハネからバプテスマをお受けにな

った。 10そして、水の中から上がられるとすぐ、

天が裂けて、聖霊がはとのように自分に下って来

るのを、ごらんになった。 11すると天から声があ

った、「あなたはわたしの愛する子、わたしの心

にかなう者である」。 12それからすぐに、御霊が

イエスを荒野に追いやった。 13イエスは四十日の

あいだ荒野にいて、サタンの試みにあわれた。そ

して獣もそこにいたが、御使たちはイエスに仕え

ていた。 14ヨハネが捕えられた後、イエスはガリ

ラヤに行き、神の福音を宣べ伝えて言われた、 15

「時は満ちた、神の国は近づいた。悔い改めて福

音を信ぜよ」。 16さて、イエスはガリラヤの海べ

を歩いて行かれ、シモンとシモンの兄弟アンデレ

とが、海で網を打っているのをごらんになった。

彼らは漁師であった。 17イエスは彼らに言われた

、「わたしについてきなさい。あなたがたを、人

間をとる漁師にしてあげよう」。 18すると、彼ら

はすぐに網を捨てて、イエスに従った。 19また少

し進んで行かれると、ゼベダイの子ヤコブとその

兄弟ヨハネとが、舟の中で網を繕っているのをご

らんになった。 20そこで、すぐ彼らをお招きにな

ると、父ゼベダイを雇人たちと一緒に舟において

、イエスのあとについて行った。 21それから、彼

らはカペナウムに行った。そして安息日にすぐ、

イエスは会堂にはいって教えられた。 22人々は、

その教に驚いた。律法学者たちのようにではなく

、権威ある者のように、教えられたからである。

23ちょうどその時、けがれた霊につかれた者が会

堂にいて、叫んで言った、 24「ナザレのイエスよ

、あなたはわたしたちとなんの係わりがあるので

す。わたしたちを滅ぼしにこられたのですか。あ

なたがどなたであるか、わかっています。神の聖

者です」。 25イエスはこれをしかって、「黙れ、

この人から出て行け」と言われた。 26すると、け

がれた霊は彼をひきつけさせ、大声をあげて、そ

の人から出て行った。 27人々はみな驚きのあまり

、互に論じて言った、「これは、いったい何事か

。権威ある新しい教だ。けがれた霊にさえ命じら

れると、彼らは従うのだ」。 28こうしてイエスの

うわさは、たちまちガリラヤの全地方、いたる所

にひろまった。 29それから会堂を出るとすぐ、ヤ

コブとヨハネとを連れて、シモンとアンデレとの

家にはいって行かれた。 30ところが、シモンのし

ゅうとめが熱病で床についていたので、人々はさ

っそく、そのことをイエスに知らせた。 31イエス

は近寄り、その手をとって起されると、熱が引き

、女は彼らをもてなした。 32夕暮になり日が沈む

と、人々は病人や悪霊につかれた者をみな、イエ

スのところに連れてきた。 33こうして、町中の者

が戸口に集まった。 34イエスは、さまざまの病を

わずらっている多くの人々をいやし、また多くの

悪霊を追い出された。また、悪霊どもに、物言う

ことをお許しにならなかった。彼らがイエスを知

っていたからである。 35朝はやく、夜の明けるよ

ほど前に、イエスは起きて寂しい所へ出て行き、

そこで祈っておられた。 36すると、シモンとその

仲間とが、あとを追ってきた。 37そしてイエスを

見つけて、「みんなが、あなたを捜しています」

と言った。 38イエスは彼らに言われた、「ほかの

、附近の町々にみんなで行って、そこでも教を宣

べ伝えよう。わたしはこのために出てきたのだか

ら」。 39そして、ガリラヤ全地を巡りあるいて、

諸会堂で教を宣べ伝え、また悪霊を追い出された

。 40ひとりのらい病人が、イエスのところに願い

にきて、ひざまずいて言った、「みこころでした

ら、きよめていただけるのですが」。 41イエスは

深くあわれみ、手を伸ばして彼にさわり、「そう

してあげよう、きよくなれ」と言われた。 42する

と、らい病が直ちに去って、その人はきよくなっ

た。 43イエスは彼をきびしく戒めて、すぐにそこ

を去らせ、こう言い聞かせられた、 44「何も人に

話さないように、注意しなさい。ただ行って、自

分のからだを祭司に見せ、それから、モーセが命

じた物をあなたのきよめのためにささげて、人々

に証明しなさい」。 45しかし、彼は出て行って、

自分の身に起ったことを盛んに語り、また言いひ

ろめはじめたので、イエスはもはや表立っては町

に、はいることができなくなり、外の寂しい所に

とどまっておられた。しかし、人々は方々から、

イエスのところにぞくぞくと集まってきた。

2幾日かたって、イエスがまたカペナウムにお帰
りになったとき、家におられるといううわさが

立ったので、 2多くの人々が集まってきて、もは

や戸口のあたりまでも、すきまが無いほどになっ

た。そして、イエスは御言を彼らに語っておられ

た。 3すると、人々がひとりの中風の者を四人の

人に運ばせて、イエスのところに連れてきた。 4

ところが、群衆のために近寄ることができないの

で、イエスのおられるあたりの屋根をはぎ、穴を

あけて、中風の者を寝かせたまま、床をつりおろ
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した。 5イエスは彼らの信仰を見て、中風の者に

、「子よ、あなたの罪はゆるされた」と言われた

。 6ところが、そこに幾人かの律法学者がすわっ

ていて、心の中で論じた、 7「この人は、なぜあ

んなことを言うのか。それは神をけがすことだ。

神ひとりのほかに、だれが罪をゆるすことができ

るか」。 8イエスは、彼らが内心このように論じ

ているのを、自分の心ですぐ見ぬいて、「なぜ、

あなたがたは心の中でそんなことを論じているの

か。 9中風の者に、あなたの罪はゆるされた、と

言うのと、起きよ、床を取りあげて歩け、と言う

のと、どちらがたやすいか。 10しかし、人の子は

地上で罪をゆるす権威をもっていることが、あな

たがたにわかるために」と彼らに言い、中風の者

にむかって、 11「あなたに命じる。起きよ、床を

取りあげて家に帰れ」と言われた。 12すると彼は

起きあがり、すぐに床を取りあげて、みんなの前

を出て行ったので、一同は大いに驚き、神をあが

めて、「こんな事は、まだ一度も見たことがない

」と言った。 13イエスはまた海べに出て行かれる

と、多くの人々がみもとに集まってきたので、彼

らを教えられた。 14また途中で、アルパヨの子レ

ビが収税所にすわっているのをごらんになって、

「わたしに従ってきなさい」と言われた。すると

彼は立ちあがって、イエスに従った。 15それから

彼の家で、食事の席についておられたときのこと

である。多くの取税人や罪人たちも、イエスや弟

子たちと共にその席に着いていた。こんな人たち

が大ぜいいて、イエスに従ってきたのである。 16

パリサイ派の律法学者たちは、イエスが罪人や取

税人たちと食事を共にしておられるのを見て、弟

子たちに言った、「なぜ、彼は取税人や罪人など

と食事を共にするのか」。 17イエスはこれを聞い

て言われた、「丈夫な人には医者はいらない。い

るのは病人である。わたしがきたのは、義人を招

くためではなく、罪人を招くためである」。 18ヨ

ハネの弟子とパリサイ人とは、断食をしていた。

そこで人々がきて、イエスに言った、「ヨハネの

弟子たちとパリサイ人の弟子たちとが断食をして

いるのに、あなたの弟子たちは、なぜ断食をしな

いのですか」。 19するとイエスは言われた、「婚

礼の客は、花婿が一緒にいるのに、断食ができる

であろうか。花婿と一緒にいる間は、断食はでき

ない。 20しかし、花婿が奪い去られる日が来る。

その日には断食をするであろう。 21だれも、真新

しい布ぎれを、古い着物に縫いつけはしない。も

しそうすれば、新しいつぎは古い着物を引き破り

、そして、破れがもっとひどくなる。 22まただれ

も、新しいぶどう酒を古い皮袋に入れはしない。

もしそうすれば、ぶどう酒は皮袋をはり裂き、そ

して、ぶどう酒も皮袋もむだになってしまう。〔

だから、新しいぶどう酒は新しい皮袋に入れるべ

きである〕」。 23ある安息日に、イエスは麦畑の

中をとおって行かれた。そのとき弟子たちが、歩

きながら穂をつみはじめた。 24すると、パリサイ

人たちがイエスに言った、「いったい、彼らはな

ぜ、安息日にしてはならぬことをするのですか」

。 25そこで彼らに言われた、「あなたがたは、ダ

ビデとその供の者たちとが食物がなくて飢えたと

き、ダビデが何をしたか、まだ読んだことがない

のか。 26すなわち、大祭司アビアタルの時、神の

家にはいって、祭司たちのほか食べてはならぬ供

えのパンを、自分も食べ、また供の者たちにも与

えたではないか」。 27また彼らに言われた、「安

息日は人のためにあるもので、人が安息日のため

にあるのではない。 28それだから、人の子は、安

息日にもまた主なのである」。

3イエスがまた会堂にはいられると、そこに片手
のなえた人がいた。 2人々はイエスを訴えよう

と思って、安息日にその人をいやされるかどうか

をうかがっていた。 3すると、イエスは片手のな

えたその人に、「立って、中へ出てきなさい」と

言い、 4人々にむかって、「安息日に善を行うの

と悪を行うのと、命を救うのと殺すのと、どちら

がよいか」と言われた。彼らは黙っていた。 5イ

エスは怒りを含んで彼らを見まわし、その心のか

たくななのを嘆いて、その人に「手を伸ばしなさ

い」と言われた。そこで手を伸ばすと、その手は

元どおりになった。 6パリサイ人たちは出て行っ

て、すぐにヘロデ党の者たちと、なんとかしてイ

エスを殺そうと相談しはじめた。 7それから、イ

エスは弟子たちと共に海べに退かれたが、ガリラ

ヤからきたおびただしい群衆がついて行った。ま

たユダヤから、 8エルサレムから、イドマヤから

、更にヨルダンの向こうから、ツロ、シドンのあ

たりからも、おびただしい群衆が、そのなさって

いることを聞いて、みもとにきた。 9イエスは群

衆が自分に押し迫るのを避けるために、小舟を用

意しておけと、弟子たちに命じられた。 10それは

、多くの人をいやされたので、病苦に悩む者は皆

イエスにさわろうとして、押し寄せてきたからで

ある。 11また、けがれた霊どもはイエスを見るご

とに、みまえにひれ伏し、叫んで、「あなたこそ

神の子です」と言った。 12イエスは御自身のこと

を人にあらわさないようにと、彼らをきびしく戒

められた。 13さてイエスは山に登り、みこころに

かなった者たちを呼び寄せられたので、彼らはみ

もとにきた。 14そこで十二人をお立てになった。

彼らを自分のそばに置くためであり、さらに宣教

につかわし、 15また悪霊を追い出す権威を持たせ

るためであった。 16こうして、この十二人をお立

てになった。そしてシモンにペテロという名をつ

け、 17またゼベダイの子ヤコブと、ヤコブの兄弟

ヨハネ、彼らにはボアネルゲ、すなわち、雷の子

という名をつけられた。 18つぎにアンデレ、ピリ

ポ、バルトロマイ、マタイ、トマス、アルパヨの

子ヤコブ、タダイ、熱心党のシモン、 19それから

イスカリオテのユダ。このユダがイエスを裏切っ

たのである。イエスが家にはいられると、 20群衆

がまた集まってきたので、一同は食事をする暇も

ないほどであった。 21身内の者たちはこの事を聞

いて、イエスを取押えに出てきた。気が狂ったと

思ったからである。 22また、エルサレムから下っ
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てきた律法学者たちも、「彼はベルゼブルにとり

つかれている」と言い、「悪霊どものかしらによ

って、悪霊どもを追い出しているのだ」とも言っ

た。 23そこでイエスは彼らを呼び寄せ、譬をもっ

て言われた、「どうして、サタンがサタンを追い

出すことができようか。 24もし国が内部で分れ争

うなら、その国は立ち行かない。 25また、もし家

が内わで分れ争うなら、その家は立ち行かないで

あろう。 26もしサタンが内部で対立し分争するな

ら、彼は立ち行けず、滅んでしまう。 27だれでも

、まず強い人を縛りあげなければ、その人の家に

押し入って家財を奪い取ることはできない。縛っ

てからはじめて、その家を略奪することができる

。 28よく言い聞かせておくが、人の子らには、そ

の犯すすべての罪も神をけがす言葉も、ゆるされ

る。 29しかし、聖霊をけがす者は、いつまでもゆ

るされず、永遠の罪に定められる」。 (aiōn g165,

aiōnios g166) 30そう言われたのは、彼らが「イエス

はけがれた霊につかれている」と言っていたから

である。 31さて、イエスの母と兄弟たちとがきて

、外に立ち、人をやってイエスを呼ばせた。 32と

きに、群衆はイエスを囲んですわっていたが、「

ごらんなさい。あなたの母上と兄弟、姉妹たちが

、外であなたを尋ねておられます」と言った。 33

すると、イエスは彼らに答えて言われた、「わた

しの母、わたしの兄弟とは、だれのことか」。 34

そして、自分をとりかこんで、すわっている人々

を見まわして、言われた、「ごらんなさい、ここ

にわたしの母、わたしの兄弟がいる。 35神のみこ

ころを行う者はだれでも、わたしの兄弟、また姉

妹、また母なのである」。

4イエスはまたも、海べで教えはじめられた。お
びただしい群衆がみもとに集まったので、イエ

スは舟に乗ってすわったまま、海上におられ、群

衆はみな海に沿って陸地にいた。 2イエスは譬で

多くの事を教えられたが、その教の中で彼らにこ

う言われた、 3「聞きなさい、種まきが種をまき

に出て行った。 4まいているうちに、道ばたに落

ちた種があった。すると、鳥がきて食べてしまっ

た。 5ほかの種は土の薄い石地に落ちた。そこは

土が深くないので、すぐ芽を出したが、 6日が上

ると焼けて、根がないために枯れてしまった。 7

ほかの種はいばらの中に落ちた。すると、いばら

が伸びて、ふさいでしまったので、実を結ばなか

った。 8ほかの種は良い地に落ちた。そしてはえ

て、育って、ますます実を結び、三十倍、六十倍

、百倍にもなった」。 9そして言われた、「聞く

耳のある者は聞くがよい」。 10イエスがひとりに

なられた時、そばにいた者たちが、十二弟子と共

に、これらの譬について尋ねた。 11そこでイエス

は言われた、「あなたがたには神の国の奥義が授

けられているが、ほかの者たちには、すべてが譬

で語られる。 12それは『彼らは見るには見るが、

認めず、聞くには聞くが、悟らず、悔い改めてゆ

るされることがない』ためである」。 13また彼ら

に言われた、「あなたがたはこの譬がわからない

のか。それでは、どうしてすべての譬がわかるだ

ろうか。 14種まきは御言をまくのである。 15道

ばたに御言がまかれたとは、こういう人たちのこ

とである。すなわち、御言を聞くと、すぐにサタ

ンがきて、彼らの中にまかれた御言を、奪って行

くのである。 16同じように、石地にまかれたもの

とは、こういう人たちのことである。御言を聞く

と、すぐに喜んで受けるが、 17自分の中に根がな

いので、しばらく続くだけである。そののち、御

言のために困難や迫害が起ってくると、すぐつま

ずいてしまう。 18また、いばらの中にまかれたも

のとは、こういう人たちのことである。御言を聞

くが、 19世の心づかいと、富の惑わしと、その他

いろいろな欲とがはいってきて、御言をふさぐの

で、実を結ばなくなる。 (aiōn g165) 20また、良い地

にまかれたものとは、こういう人たちのことであ

る。御言を聞いて受けいれ、三十倍、六十倍、百

倍の実を結ぶのである」。 21また彼らに言われた

、「ますの下や寝台の下に置くために、あかりを

持ってくることがあろうか。燭台の上に置くため

ではないか。 22なんでも、隠されているもので、

現れないものはなく、秘密にされているもので、

明るみに出ないものはない。 23聞く耳のある者は

聞くがよい」。 24また彼らに言われた、「聞くこ

とがらに注意しなさい。あなたがたの量るそのは

かりで、自分にも量り与えられ、その上になお増

し加えられるであろう。 25だれでも、持っている

人は更に与えられ、持っていない人は、持ってい

るものまでも取り上げられるであろう」。 26また

言われた、「神の国は、ある人が地に種をまくよ

うなものである。 27夜昼、寝起きしている間に、

種は芽を出して育って行くが、どうしてそうなる

のか、その人は知らない。 28地はおのずから実を

結ばせるもので、初めに芽、つぎに穂、つぎに穂

の中に豊かな実ができる。 29実がいると、すぐに

かまを入れる。刈入れ時がきたからである」。 30

また言われた、「神の国を何に比べようか。また

、どんな譬で言いあらわそうか。 31それは一粒の

からし種のようなものである。地にまかれる時に

は、地上のどんな種よりも小さいが、 32まかれる

と、成長してどんな野菜よりも大きくなり、大き

な枝を張り、その陰に空の鳥が宿るほどになる」

。 33イエスはこのような多くの譬で、人々の聞く

力にしたがって、御言を語られた。 34譬によらな

いでは語られなかったが、自分の弟子たちには、

ひそかにすべてのことを解き明かされた。 35さて

その日、夕方になると、イエスは弟子たちに、「

向こう岸へ渡ろう」と言われた。 36そこで、彼ら

は群衆をあとに残し、イエスが舟に乗っておられ

るまま、乗り出した。ほかの舟も一緒に行った。

37すると、激しい突風が起り、波が舟の中に打ち

込んできて、舟に満ちそうになった。 38ところが

イエス自身は、舳の方でまくらをして、眠ってお

られた。そこで、弟子たちはイエスをおこして、

「先生、わたしどもがおぼれ死んでも、おかまい

にならないのですか」と言った。 39イエスは起き

あがって風をしかり、海にむかって、「静まれ、
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黙れ」と言われると、風はやんで、大なぎになっ

た。 40イエスは彼らに言われた、「なぜ、そんな

にこわがるのか。どうして信仰がないのか」。 41

彼らは恐れおののいて、互に言った、「いったい

、この方はだれだろう。風も海も従わせるとは」

。

5こうして彼らは海の向こう岸、ゲラサ人の地に
着いた。 2それから、イエスが舟からあがられ

るとすぐに、けがれた霊につかれた人が墓場から

出てきて、イエスに出会った。 3この人は墓場を

すみかとしており、もはやだれも、鎖でさえも彼

をつなぎとめて置けなかった。 4彼はたびたび足

かせや鎖でつながれたが、鎖を引きちぎり、足か

せを砕くので、だれも彼を押えつけることができ

なかったからである。 5そして、夜昼たえまなく

墓場や山で叫びつづけて、石で自分のからだを傷

つけていた。 6ところが、この人がイエスを遠く

から見て、走り寄って拝し、 7大声で叫んで言っ

た、「いと高き神の子イエスよ、あなたはわたし

となんの係わりがあるのです。神に誓ってお願い

します。どうぞ、わたしを苦しめないでください

」。 8それは、イエスが、「けがれた霊よ、この

人から出て行け」と言われたからである。 9また

彼に、「なんという名前か」と尋ねられると、「

レギオンと言います。大ぜいなのですから」と答

えた。 10そして、自分たちをこの土地から追い出

さないようにと、しきりに願いつづけた。 11さて

、そこの山の中腹に、豚の大群が飼ってあった。

12霊はイエスに願って言った、「わたしどもを、

豚にはいらせてください。その中へ送ってくださ

い」。 13イエスがお許しになったので、けがれた

霊どもは出て行って、豚の中へはいり込んだ。す

ると、その群れは二千匹ばかりであったが、がけ

から海へなだれを打って駆け下り、海の中でおぼ

れ死んでしまった。 14豚を飼う者たちが逃げ出し

て、町や村にふれまわったので、人々は何事が起

ったのかと見にきた。 15そして、イエスのところ

にきて、悪霊につかれた人が着物を着て、正気に

なってすわっており、それがレギオンを宿してい

た者であるのを見て、恐れた。 16また、それを見

た人たちは、悪霊につかれた人の身に起った事と

豚のこととを、彼らに話して聞かせた。 17そこで

、人々はイエスに、この地方から出て行っていた

だきたいと、頼みはじめた。 18イエスが舟に乗ろ

うとされると、悪霊につかれていた人がお供をし

たいと願い出た。 19しかし、イエスはお許しにな

らないで、彼に言われた、「あなたの家族のもと

に帰って、主がどんなに大きなことをしてくださ

ったか、またどんなにあわれんでくださったか、

それを知らせなさい」。 20そこで、彼は立ち去り

、そして自分にイエスがしてくださったことを、

ことごとくデカポリスの地方に言いひろめ出した

ので、人々はみな驚き怪しんだ。 21イエスがまた

舟で向こう岸へ渡られると、大ぜいの群衆がみも

とに集まってきた。イエスは海べにおられた。 22

そこへ、会堂司のひとりであるヤイロという者が

きて、イエスを見かけるとその足もとにひれ伏し

、 23しきりに願って言った、「わたしの幼い娘が

死にかかっています。どうぞ、その子がなおって

助かりますように、おいでになって、手をおいて

やってください」。 24そこで、イエスは彼と一緒

に出かけられた。大ぜいの群衆もイエスに押し迫

りながら、ついて行った。 25さてここに、十二年

間も長血をわずらっている女がいた。 26多くの医

者にかかって、さんざん苦しめられ、その持ち物

をみな費してしまったが、なんのかいもないばか

りか、かえってますます悪くなる一方であった。

27この女がイエスのことを聞いて、群衆の中にま

ぎれ込み、うしろから、み衣にさわった。 28それ

は、せめて、み衣にでもさわれば、なおしていた

だけるだろうと、思っていたからである。 29する

と、血の元がすぐにかわき、女は病気がなおった

ことを、その身に感じた。 30イエスはすぐ、自分

の内から力が出て行ったことに気づかれて、群衆

の中で振り向き、「わたしの着物にさわったのは

だれか」と言われた。 31そこで弟子たちが言った

、「ごらんのとおり、群衆があなたに押し迫って

いますのに、だれがさわったかと、おっしゃるの

ですか」。 32しかし、イエスはさわった者を見つ

けようとして、見まわしておられた。 33その女は

自分の身に起ったことを知って、恐れおののきな

がら進み出て、みまえにひれ伏して、すべてあり

のままを申し上げた。 34イエスはその女に言われ

た、「娘よ、あなたの信仰があなたを救ったので

す。安心して行きなさい。すっかりなおって、達

者でいなさい」。 35イエスが、まだ話しておられ

るうちに、会堂司の家から人々がきて言った、「

あなたの娘はなくなりました。このうえ、先生を

煩わすには及びますまい」。 36イエスはその話し

ている言葉を聞き流して、会堂司に言われた、「

恐れることはない。ただ信じなさい」。 37そして

ペテロ、ヤコブ、ヤコブの兄弟ヨハネのほかは、

ついて来ることを、だれにもお許しにならなかっ

た。 38彼らが会堂司の家に着くと、イエスは人々

が大声で泣いたり、叫んだりして、騒いでいるの

をごらんになり、 39内にはいって、彼らに言われ

た、「なぜ泣き騒いでいるのか。子供は死んだの

ではない。眠っているだけである」。 40人々はイ

エスをあざ笑った。しかし、イエスはみんなの者

を外に出し、子供の父母と供の者たちだけを連れ

て、子供のいる所にはいって行かれた。 41そして

子供の手を取って、「タリタ、クミ」と言われた

。それは、「少女よ、さあ、起きなさい」という

意味である。 42すると、少女はすぐに起き上がっ

て、歩き出した。十二歳にもなっていたからであ

る。彼らはたちまち非常な驚きに打たれた。 43イ

エスは、だれにもこの事を知らすなと、きびしく

彼らに命じ、また、少女に食物を与えるようにと

言われた。

6イエスはそこを去って、郷里に行かれたが、弟
子たちも従って行った。 2そして、安息日にな

ったので、会堂で教えはじめられた。それを聞い
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た多くの人々は、驚いて言った、「この人は、こ

れらのことをどこで習ってきたのか。また、この

人の授かった知恵はどうだろう。このような力あ

るわざがその手で行われているのは、どうしてか

。 3この人は大工ではないか。マリヤのむすこで

、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモンの兄弟ではないか

。またその姉妹たちも、ここにわたしたちと一緒

にいるではないか」。こうして彼らはイエスにつ

まずいた。 4イエスは言われた、「預言者は、自

分の郷里、親族、家以外では、どこででも敬われ

ないことはない」。 5そして、そこでは力あるわ

ざを一つもすることができず、ただ少数の病人に

手をおいていやされただけであった。 6そして、

彼らの不信仰を驚き怪しまれた。それからイエス

は、附近の村々を巡りあるいて教えられた。 7ま

た十二弟子を呼び寄せ、ふたりずつつかわすこと

にして、彼らにけがれた霊を制する権威を与え、 8

また旅のために、つえ一本のほかには何も持たな

いように、パンも、袋も、帯の中に銭も持たず、 9

ただわらじをはくだけで、下着も二枚は着ないよ

うに命じられた。 10そして彼らに言われた、「ど

こへ行っても、家にはいったなら、その土地を去

るまでは、そこにとどまっていなさい。 11また、

あなたがたを迎えず、あなたがたの話を聞きもし

ない所があったなら、そこから出て行くとき、彼

らに対する抗議のしるしに、足の裏のちりを払い

落しなさい」。 12そこで、彼らは出て行って、悔

改めを宣べ伝え、 13多くの悪霊を追い出し、大ぜ

いの病人に油をぬっていやした。 14さて、イエス

の名が知れわたって、ヘロデ王の耳にはいった。

ある人々は「バプテスマのヨハネが、死人の中か

らよみがえってきたのだ。それで、あのような力

が彼のうちに働いているのだ」と言い、 15他の人

々は「彼はエリヤだ」と言い、また他の人々は「

昔の預言者のような預言者だ」と言った。 16とこ

ろが、ヘロデはこれを聞いて、「わたしが首を切

ったあのヨハネがよみがえったのだ」と言った。

17このヘロデは、自分の兄弟ピリポの妻ヘロデヤ

をめとったが、そのことで、人をつかわし、ヨハ

ネを捕えて獄につないだ。 18それは、ヨハネがヘ

ロデに、「兄弟の妻をめとるのは、よろしくない

」と言ったからである。 19そこで、ヘロデヤはヨ

ハネを恨み、彼を殺そうと思っていたが、できな

いでいた。 20それはヘロデが、ヨハネは正しくて

聖なる人であることを知って、彼を恐れ、彼に保

護を加え、またその教を聞いて非常に悩みながら

も、なお喜んで聞いていたからである。 21ところ

が、よい機会がきた。ヘロデは自分の誕生日の祝

に、高官や将校やガリラヤの重立った人たちを招

いて宴会を催したが、 22そこへ、このヘロデヤの

娘がはいってきて舞をまい、ヘロデをはじめ列座

の人たちを喜ばせた。そこで王はこの少女に「ほ

しいものはなんでも言いなさい。あなたにあげる

から」と言い、 23さらに「ほしければ、この国の

半分でもあげよう」と誓って言った。 24そこで少

女は座をはずして、母に「何をお願いしましょう

か」と尋ねると、母は「バプテスマのヨハネの首

を」と答えた。 25するとすぐ、少女は急いで王の

ところに行って願った、「今すぐに、バプテスマ

のヨハネの首を盆にのせて、それをいただきとう

ございます」。 26王は非常に困ったが、いったん

誓ったのと、また列座の人たちの手前、少女の願

いを退けることを好まなかった。 27そこで、王は

すぐに衛兵をつかわし、ヨハネの首を持って来る

ように命じた。衛兵は出て行き、獄中でヨハネの

首を切り、 28盆にのせて持ってきて少女に与え、

少女はそれを母にわたした。 29ヨハネの弟子たち

はこのことを聞き、その死体を引き取りにきて、

墓に納めた。 30さて、使徒たちはイエスのもとに

集まってきて、自分たちがしたことや教えたこと

を、みな報告した。 31するとイエスは彼らに言わ

れた、「さあ、あなたがたは、人を避けて寂しい

所へ行って、しばらく休むがよい」。それは、出

入りする人が多くて、食事をする暇もなかったか

らである。 32そこで彼らは人を避け、舟に乗って

寂しい所へ行った。 33ところが、多くの人々は彼

らが出かけて行くのを見、それと気づいて、方々

の町々からそこへ、一せいに駆けつけ、彼らより

先に着いた。 34イエスは舟から上がって大ぜいの

群衆をごらんになり、飼う者のない羊のようなそ

の有様を深くあわれんで、いろいろと教えはじめ

られた。 35ところが、はや時もおそくなったので

、弟子たちはイエスのもとにきて言った、「ここ

は寂しい所でもあり、もう時もおそくなりました

。 36みんなを解散させ、めいめいで何か食べる物

を買いに、まわりの部落や村々へ行かせてくださ

い」。 37イエスは答えて言われた、「あなたがた

の手で食物をやりなさい」。弟子たちは言った、

「わたしたちが二百デナリものパンを買ってきて

、みんなに食べさせるのですか」。 38するとイエ

スは言われた、「パンは幾つあるか。見てきなさ

い」。彼らは確かめてきて、「五つあります。そ

れに魚が二ひき」と言った。 39そこでイエスは、

みんなを組々に分けて、青草の上にすわらせるよ

うに命じられた。 40人々は、あるいは百人ずつ、

あるいは五十人ずつ、列をつくってすわった。 41

それから、イエスは五つのパンと二ひきの魚とを

手に取り、天を仰いでそれを祝福し、パンをさき

、弟子たちにわたして配らせ、また、二ひきの魚

もみんなにお分けになった。 42みんなの者は食べ

て満腹した。 43そこで、パンくずや魚の残りを集

めると、十二のかごにいっぱいになった。 44パン

を食べた者は男五千人であった。 45それからすぐ

、イエスは自分で群衆を解散させておられる間に

、しいて弟子たちを舟に乗り込ませ、向こう岸の

ベツサイダへ先におやりになった。 46そして群衆

に別れてから、祈るために山へ退かれた。 47夕方

になったとき、舟は海のまん中に出ており、イエ

スだけが陸地におられた。 48ところが逆風が吹い

ていたために、弟子たちがこぎ悩んでいるのをご

らんになって、夜明けの四時ごろ、海の上を歩い

て彼らに近づき、そのそばを通り過ぎようとされ

た。 49彼らはイエスが海の上を歩いておられるの

を見て、幽霊だと思い、大声で叫んだ。 50みんな
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の者がそれを見て、おじ恐れたからである。しか

し、イエスはすぐ彼らに声をかけ、「しっかりす

るのだ。わたしである。恐れることはない」と言

われた。 51そして、彼らの舟に乗り込まれると、

風はやんだ。彼らは心の中で、非常に驚いた。 52

先のパンのことを悟らず、その心が鈍くなってい

たからである。 53彼らは海を渡り、ゲネサレの地

に着いて舟をつないだ。 54そして舟からあがると

、人々はすぐイエスと知って、 55その地方をあま

ねく駆けめぐり、イエスがおられると聞けば、ど

こへでも病人を床にのせて運びはじめた。 56そし

て、村でも町でも部落でも、イエスがはいって行

かれる所では、病人たちをその広場におき、せめ

てその上着のふさにでも、さわらせてやっていた

だきたいと、お願いした。そしてさわった者は皆

いやされた。

7さて、パリサイ人と、ある律法学者たちとが、
エルサレムからきて、イエスのもとに集まった

。 2そして弟子たちのうちに、不浄な手、すなわ

ち洗わない手で、パンを食べている者があるのを

見た。 3もともと、パリサイ人をはじめユダヤ人

はみな、昔の人の言伝えをかたく守って、念入り

に手を洗ってからでないと、食事をしない。 4ま

た市場から帰ったときには、身を清めてからでな

いと、食事をせず、なおそのほかにも、杯、鉢、

銅器を洗うことなど、昔から受けついでかたく守

っている事が、たくさんあった。 5そこで、パリ

サイ人と律法学者たちとは、イエスに尋ねた、「

なぜ、あなたの弟子たちは、昔の人の言伝えに従

って歩まないで、不浄な手でパンを食べるのです

か」。 6イエスは言われた、「イザヤは、あなた

がた偽善者について、こう書いているが、それは

適切な預言である、『この民は、口さきではわた

しを敬うが、その心はわたしから遠く離れている

。 7人間のいましめを教として教え、無意味にわ

たしを拝んでいる』。 8あなたがたは、神のいま

しめをさしおいて、人間の言伝えを固執している

」。 9また、言われた、「あなたがたは、自分た

ちの言伝えを守るために、よくも神のいましめを

捨てたものだ。 10モーセは言ったではないか、『

父と母とを敬え』、また『父または母をののしる

者は、必ず死に定められる』と。 11それだのに、

あなたがたは、もし人が父または母にむかって、

あなたに差上げるはずのこのものはコルバン、す

なわち、供え物ですと言えば、それでよいとして

、 12その人は父母に対して、もう何もしないで済

むのだと言っている。 13こうしてあなたがたは、

自分たちが受けついだ言伝えによって、神の言を

無にしている。また、このような事をしばしばお

こなっている」。 14それから、イエスは再び群衆

を呼び寄せて言われた、「あなたがたはみんな、

わたしの言うことを聞いて悟るがよい。 15すべて

外から人の中にはいって、人をけがしうるものは

ない。かえって、人の中から出てくるものが、人

をけがすのである。〔 16聞く耳のある者は聞くが

よい〕」。 17イエスが群衆を離れて家にはいられ

ると、弟子たちはこの譬について尋ねた。 18する

と、言われた、「あなたがたも、そんなに鈍いの

か。すべて、外から人の中にはいって来るものは

、人を汚し得ないことが、わからないのか。 19そ

れは人の心の中にはいるのではなく、腹の中には

いり、そして、外に出て行くだけである」。イエ

スはこのように、どんな食物でもきよいものとさ

れた。 20さらに言われた、「人から出て来るもの

、それが人をけがすのである。 21すなわち内部か

ら、人の心の中から、悪い思いが出て来る。不品

行、盗み、殺人、 22姦淫、貪欲、邪悪、欺き、好

色、妬み、誹り、高慢、愚痴。 23これらの悪はす

べて内部から出てきて、人をけがすのである」。

24さて、イエスは、そこを立ち去って、ツロの地

方に行かれた。そして、だれにも知れないように

、家の中にはいられたが、隠れていることができ

なかった。 25そして、けがれた霊につかれた幼い

娘をもつ女が、イエスのことをすぐ聞きつけてき

て、その足もとにひれ伏した。 26この女はギリシ

ヤ人で、スロ・フェニキヤの生れであった。そし

て、娘から悪霊を追い出してくださいとお願いし

た。 27イエスは女に言われた、「まず子供たちに

十分食べさすべきである。子供たちのパンを取っ

て小犬に投げてやるのは、よろしくない」。 28す

ると、女は答えて言った、「主よ、お言葉どおり

です。でも、食卓の下にいる小犬も、子供たちの

パンくずは、いただきます」。 29そこでイエスは

言われた、「その言葉で、じゅうぶんである。お

帰りなさい。悪霊は娘から出てしまった」。 30そ

こで、女が家に帰ってみると、その子は床の上に

寝ており、悪霊は出てしまっていた。 31それから

、イエスはまたツロの地方を去り、シドンを経て

デカポリス地方を通りぬけ、ガリラヤの海べにこ

られた。 32すると人々は、耳が聞えず口のきけな

い人を、みもとに連れてきて、手を置いてやって

いただきたいとお願いした。 33そこで、イエスは

彼ひとりを群衆の中から連れ出し、その両耳に指

をさし入れ、それから、つばきでその舌を潤し、

34天を仰いでため息をつき、その人に「エパタ」

と言われた。これは「開けよ」という意味である

。 35すると彼の耳が開け、その舌のもつれもすぐ

解けて、はっきりと話すようになった。 36イエス

は、この事をだれにも言ってはならぬと、人々に

口止めをされたが、口止めをすればするほど、か

えって、ますます言いひろめた。 37彼らは、ひと

かたならず驚いて言った、「このかたのなさった

事は、何もかも、すばらしい。耳の聞えない者を

聞えるようにしてやり、口のきけない者をきける

ようにしておやりになった」。

8そのころ、また大ぜいの群衆が集まっていたが
、何も食べるものがなかったので、イエスは弟

子たちを呼び寄せて言われた、 2「この群衆がか

わいそうである。もう三日間もわたしと一緒にい

るのに、何も食べるものがない。 3もし、彼らを

空腹のまま家に帰らせるなら、途中で弱り切って

しまうであろう。それに、なかには遠くからきて



マルコの福音書 598

いる者もある」。 4弟子たちは答えた、「こんな

荒野で、どこからパンを手に入れて、これらの人

々にじゅうぶん食べさせることができましょうか

」。 5イエスが弟子たちに、「パンはいくつある

か」と尋ねられると、「七つあります」と答えた

。 6そこでイエスは群衆に地にすわるように命じ

られた。そして七つのパンを取り、感謝してこれ

をさき、人々に配るように弟子たちに渡されると

、弟子たちはそれを群衆に配った。 7また小さい

魚が少しばかりあったので、祝福して、それをも

人々に配るようにと言われた。 8彼らは食べて満

腹した。そして残ったパンくずを集めると、七か

ごになった。 9人々の数はおよそ四千人であった

。それからイエスは彼らを解散させ、 10すぐ弟子

たちと共に舟に乗って、ダルマヌタの地方へ行か

れた。 11パリサイ人たちが出てきて、イエスを試

みようとして議論をしかけ、天からのしるしを求

めた。 12イエスは、心の中で深く嘆息して言われ

た、「なぜ、今の時代はしるしを求めるのだろう

。よく言い聞かせておくが、しるしは今の時代に

は決して与えられない」。 13そして、イエスは彼

らをあとに残し、また舟に乗って向こう岸へ行か

れた。 14弟子たちはパンを持って来るのを忘れて

いたので、舟の中にはパン一つしか持ち合わせが

なかった。 15そのとき、イエスは彼らを戒めて、

「パリサイ人のパン種とヘロデのパン種とを、よ

くよく警戒せよ」と言われた。 16弟子たちは、こ

れは自分たちがパンを持っていないためであろう

と、互に論じ合った。 17イエスはそれと知って、

彼らに言われた、「なぜ、パンがないからだと論

じ合っているのか。まだわからないのか、悟らな

いのか。あなたがたの心は鈍くなっているのか。

18目があっても見えないのか。耳があっても聞え

ないのか。まだ思い出さないのか。 19五つのパン

をさいて五千人に分けたとき、拾い集めたパンく

ずは、幾つのかごになったか」。弟子たちは答え

た、「十二かごです」。 20「七つのパンを四千人

に分けたときには、パンくずを幾つのかごに拾い

集めたか」。「七かごです」と答えた。 21そこで

イエスは彼らに言われた、「まだ悟らないのか」

。 22そのうちに、彼らはベツサイダに着いた。す

ると人々が、ひとりの盲人を連れてきて、さわっ

てやっていただきたいとお願いした。 23イエスは

この盲人の手をとって、村の外に連れ出し、その

両方の目につばきをつけ、両手を彼に当てて、「

何か見えるか」と尋ねられた。 24すると彼は顔を

上げて言った、「人が見えます。木のように見え

ます。歩いているようです」。 25それから、イエ

スが再び目の上に両手を当てられると、盲人は見

つめているうちに、なおってきて、すべてのもの

がはっきりと見えだした。 26そこでイエスは、「

村にはいってはいけない」と言って、彼を家に帰

された。 27さて、イエスは弟子たちとピリポ・カ

イザリヤの村々へ出かけられたが、その途中で、

弟子たちに尋ねて言われた、「人々は、わたしを

だれと言っているか」。 28彼らは答えて言った、

「バプテスマのヨハネだと、言っています。また

、エリヤだと言い、また、預言者のひとりだと言

っている者もあります」。 29そこでイエスは彼ら

に尋ねられた、「それでは、あなたがたはわたし

をだれと言うか」。ペテロが答えて言った、「あ

なたこそキリストです」。 30するとイエスは、自

分のことをだれにも言ってはいけないと、彼らを

戒められた。 31それから、人の子は必ず多くの苦

しみを受け、長老、祭司長、律法学者たちに捨て

られ、また殺され、そして三日の後によみがえる

べきことを、彼らに教えはじめ、 32しかもあから

さまに、この事を話された。すると、ペテロはイ

エスをわきへ引き寄せて、いさめはじめたので、

33イエスは振り返って、弟子たちを見ながら、ペ

テロをしかって言われた、「サタンよ、引きさが

れ。あなたは神のことを思わないで、人のことを

思っている」。 34それから群衆を弟子たちと一緒

に呼び寄せて、彼らに言われた、「だれでもわた

しについてきたいと思うなら、自分を捨て、自分

の十字架を負うて、わたしに従ってきなさい。 35

自分の命を救おうと思う者はそれを失い、わたし

のため、また福音のために、自分の命を失う者は

、それを救うであろう。 36人が全世界をもうけて

も、自分の命を損したら、なんの得になろうか。

37また、人はどんな代価を払って、その命を買い

もどすことができようか。 38邪悪で罪深いこの時

代にあって、わたしとわたしの言葉とを恥じる者

に対しては、人の子もまた、父の栄光のうちに聖

なる御使たちと共に来るときに、その者を恥じる

であろう」。

9また、彼らに言われた、「よく聞いておくがよ
い。神の国が力をもって来るのを見るまでは、

決して死を味わわない者が、ここに立っている者

の中にいる」。 2六日の後、イエスは、ただペテ

ロ、ヤコブ、ヨハネだけを連れて、高い山に登ら

れた。ところが、彼らの目の前でイエスの姿が変

り、 3その衣は真白く輝き、どんな布さらしでも

、それほどに白くすることはできないくらいにな

った。 4すると、エリヤがモーセと共に彼らに現

れて、イエスと語り合っていた。 5ペテロはイエ

スにむかって言った、「先生、わたしたちがここ

にいるのは、すばらしいことです。それで、わた

したちは小屋を三つ建てましょう。一つはあなた

のために、一つはモーセのために、一つはエリヤ

のために」。 6そう言ったのは、みんなの者が非

常に恐れていたので、ペテロは何を言ってよいか

、わからなかったからである。 7すると、雲がわ

き起って彼らをおおった。そして、その雲の中か

ら声があった、「これはわたしの愛する子である

。これに聞け」。 8彼らは急いで見まわしたが、

もはやだれも見えず、ただイエスだけが、自分た

ちと一緒におられた。 9一同が山を下って来ると

き、イエスは「人の子が死人の中からよみがえる

までは、いま見たことをだれにも話してはならな

い」と、彼らに命じられた。 10彼らはこの言葉を

心にとめ、死人の中からよみがえるとはどういう

ことかと、互に論じ合った。 11そしてイエスに尋
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ねた、「なぜ、律法学者たちは、エリヤが先に来

るはずだと言っているのですか」。 12イエスは言

われた、「確かに、エリヤが先にきて、万事を元

どおりに改める。しかし、人の子について、彼が

多くの苦しみを受け、かつ恥ずかしめられると、

書いてあるのはなぜか。 13しかしあなたがたに言

っておく、エリヤはすでにきたのだ。そして彼に

ついて書いてあるように、人々は自分かってに彼

をあしらった」。 14さて、彼らがほかの弟子たち

の所にきて見ると、大ぜいの群衆が弟子たちを取

り囲み、そして律法学者たちが彼らと論じ合って

いた。 15群衆はみな、すぐイエスを見つけて、非

常に驚き、駆け寄ってきて、あいさつをした。 16

イエスが彼らに、「あなたがたは彼らと何を論じ

ているのか」と尋ねられると、 17群衆のひとりが

答えた、「先生、おしの霊につかれているわたし

のむすこを、こちらに連れて参りました。 18霊が

このむすこにとりつきますと、どこででも彼を引

き倒し、それから彼はあわを吹き、歯をくいしば

り、からだをこわばらせてしまいます。それでお

弟子たちに、この霊を追い出してくださるように

願いましたが、できませんでした」。 19イエスは

答えて言われた、「ああ、なんという不信仰な時

代であろう。いつまで、わたしはあなたがたと一

緒におられようか。いつまで、あなたがたに我慢

ができようか。その子をわたしの所に連れてきな

さい」。 20そこで人々は、その子をみもとに連れ

てきた。霊がイエスを見るや否や、その子をひき

つけさせたので、子は地に倒れ、あわを吹きなが

らころげまわった。 21そこで、イエスが父親に「

いつごろから、こんなになったのか」と尋ねられ

ると、父親は答えた、「幼い時からです。 22霊は

たびたび、この子を火の中、水の中に投げ入れて

、殺そうとしました。しかしできますれば、わた

しどもをあわれんでお助けください」。 23イエス

は彼に言われた、「もしできれば、と言うのか。

信ずる者には、どんな事でもできる」。 24その子

の父親はすぐ叫んで言った、「信じます。不信仰

なわたしを、お助けください」。 25イエスは群衆

が駆け寄って来るのをごらんになって、けがれた

霊をしかって言われた、「おしとつんぼの霊よ、

わたしがおまえに命じる。この子から出て行け。

二度と、はいって来るな」。 26すると霊は叫び声

をあげ、激しく引きつけさせて出て行った。その

子は死人のようになったので、多くの人は、死ん

だのだと言った。 27しかし、イエスが手を取って

起されると、その子は立ち上がった。 28家にはい

られたとき、弟子たちはひそかにお尋ねした、「

わたしたちは、どうして霊を追い出せなかったの

ですか」。 29すると、イエスは言われた、「この

たぐいは、祈によらなければ、どうしても追い出

すことはできない」。 30それから彼らはそこを立

ち去り、ガリラヤをとおって行ったが、イエスは

人に気づかれるのを好まれなかった。 31それは、

イエスが弟子たちに教えて、「人の子は人々の手

にわたされ、彼らに殺され、殺されてから三日の

後によみがえるであろう」と言っておられたから

である。 32しかし、彼らはイエスの言われたこと

を悟らず、また尋ねるのを恐れていた。 33それか

ら彼らはカペナウムにきた。そして家におられる

とき、イエスは弟子たちに尋ねられた、「あなた

がたは途中で何を論じていたのか」。 34彼らは黙

っていた。それは途中で、だれが一ばん偉いかと

、互に論じ合っていたからである。 35そこで、イ

エスはすわって十二弟子を呼び、そして言われた

、「だれでも一ばん先になろうと思うならば、一

ばんあとになり、みんなに仕える者とならねばな

らない」。 36そして、ひとりの幼な子をとりあげ

て、彼らのまん中に立たせ、それを抱いて言われ

た。 37「だれでも、このような幼な子のひとりを

、わたしの名のゆえに受けいれる者は、わたしを

受けいれるのである。そして、わたしを受けいれ

る者は、わたしを受けいれるのではなく、わたし

をおつかわしになったかたを受けいれるのである

」。 38ヨハネがイエスに言った、「先生、わたし

たちについてこない者が、あなたの名を使って悪

霊を追い出しているのを見ましたが、その人はわ

たしたちについてこなかったので、やめさせまし

た」。 39イエスは言われた、「やめさせないがよ

い。だれでもわたしの名で力あるわざを行いなが

ら、すぐそのあとで、わたしをそしることはでき

ない。 40わたしたちに反対しない者は、わたした

ちの味方である。 41だれでも、キリストについて

いる者だというので、あなたがたに水一杯でも飲

ませてくれるものは、よく言っておくが、決して

その報いからもれることはないであろう。 42また

、わたしを信じるこれらの小さい者のひとりをつ

まずかせる者は、大きなひきうすを首にかけられ

て海に投げ込まれた方が、はるかによい。 43もし

、あなたの片手が罪を犯させるなら、それを切り

捨てなさい。両手がそろったままで地獄の消えな

い火の中に落ち込むよりは、かたわになって命に

入る方がよい。〔 (Geenna g1067) 44地獄では、うじ

がつきず、火も消えることがない。〕 (questioned)

45もし、あなたの片足が罪を犯させるなら、それ

を切り捨てなさい。両足がそろったままで地獄に

投げ入れられるよりは、片足で命に入る方がよい

。〔 (Geenna g1067) 46地獄では、うじがつきず、火

も消えることがない。〕 (questioned) 47もし、あな

たの片目が罪を犯させるなら、それを抜き出しな

さい。両眼がそろったままで地獄に投げ入れられ

るよりは、片目になって神の国に入る方がよい。

(Geenna g1067) 48地獄では、うじがつきず、火も消

えることがない。 (questioned) 49人はすべて火で塩

づけられねばならない。 50塩はよいものである。

しかし、もしその塩の味がぬけたら、何によって

その味が取りもどされようか。あなたがた自身の

内に塩を持ちなさい。そして、互に和らぎなさい

」。

10それから、イエスはそこを去って、ユダヤの
地方とヨルダンの向こう側へ行かれたが、群

衆がまた寄り集まったので、いつものように、ま

た教えておられた。 2そのとき、パリサイ人たち
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が近づいてきて、イエスを試みようとして質問し

た、「夫はその妻を出しても差しつかえないでし

ょうか」。 3イエスは答えて言われた、「モーセ

はあなたがたになんと命じたか」。 4彼らは言っ

た、「モーセは、離縁状を書いて妻を出すことを

許しました」。 5そこでイエスは言われた、「モ

ーセはあなたがたの心が、かたくななので、あな

たがたのためにこの定めを書いたのである。 6し

かし、天地創造の初めから、『神は人を男と女と

に造られた。 7それゆえに、人はその父母を離れ

、 8ふたりの者は一体となるべきである』。彼ら

はもはや、ふたりではなく一体である。 9だから

、神が合わせられたものを、人は離してはならな

い」。 10家にはいってから、弟子たちはまたこの

ことについて尋ねた。 11そこで、イエスは言われ

た、「だれでも、自分の妻を出して他の女をめと

る者は、その妻に対して姦淫を行うのである。 12

また妻が、その夫と別れて他の男にとつぐならば

、姦淫を行うのである」。 13イエスにさわってい

ただくために、人々が幼な子らをみもとに連れて

きた。ところが、弟子たちは彼らをたしなめた。

14それを見てイエスは憤り、彼らに言われた、「

幼な子らをわたしの所に来るままにしておきなさ

い。止めてはならない。神の国はこのような者の

国である。 15よく聞いておくがよい。だれでも幼

な子のように神の国を受けいれる者でなければ、

そこにはいることは決してできない」。 16そして

彼らを抱き、手をその上において祝福された。 17

イエスが道に出て行かれると、ひとりの人が走り

寄り、みまえにひざまずいて尋ねた、「よき師よ

、永遠の生命を受けるために、何をしたらよいで

しょうか」。 (aiōnios g166) 18イエスは言われた、「

なぜわたしをよき者と言うのか。神ひとりのほか

によい者はいない。 19いましめはあなたの知って

いるとおりである。『殺すな、姦淫するな、盗む

な、偽証を立てるな。欺き取るな。父と母とを敬

え』」。 20すると、彼は言った、「先生、それら

の事はみな、小さい時から守っております」。 21

イエスは彼に目をとめ、いつくしんで言われた、

「あなたに足りないことが一つある。帰って、持

っているものをみな売り払って、貧しい人々に施

しなさい。そうすれば、天に宝を持つようになろ

う。そして、わたしに従ってきなさい」。 22する

と、彼はこの言葉を聞いて、顔を曇らせ、悲しみ

ながら立ち去った。たくさんの資産を持っていた

からである。 23それから、イエスは見まわして、

弟子たちに言われた、「財産のある者が神の国に

はいるのは、なんとむずかしいことであろう」。

24弟子たちはこの言葉に驚き怪しんだ。イエスは

更に言われた、「子たちよ、神の国にはいるのは

、なんとむずかしいことであろう。 25富んでいる

者が神の国にはいるよりは、らくだが針の穴を通

る方が、もっとやさしい」。 26すると彼らはます

ます驚いて、互に言った、「それでは、だれが救

われることができるのだろう」。 27イエスは彼ら

を見つめて言われた、「人にはできないが、神に

はできる。神はなんでもできるからである」。 28

ペテロがイエスに言い出した、「ごらんなさい、

わたしたちはいっさいを捨てて、あなたに従って

参りました」。 29イエスは言われた、「よく聞い

ておくがよい。だれでもわたしのために、また福

音のために、家、兄弟、姉妹、母、父、子、もし

くは畑を捨てた者は、 30必ずその百倍を受ける。

すなわち、今この時代では家、兄弟、姉妹、母、

子および畑を迫害と共に受け、また、きたるべき

世では永遠の生命を受ける。 (aiōn g165, aiōnios g166)

31しかし、多くの先の者はあとになり、あとの者

は先になるであろう」。 32さて、一同はエルサレ

ムへ上る途上にあったが、イエスが先頭に立って

行かれたので、彼らは驚き怪しみ、従う者たちは

恐れた。するとイエスはまた十二弟子を呼び寄せ

て、自分の身に起ろうとすることについて語りは

じめられた、 33「見よ、わたしたちはエルサレム

へ上って行くが、人の子は祭司長、律法学者たち

の手に引きわたされる。そして彼らは死刑を宣告

した上、彼を異邦人に引きわたすであろう。 34ま

た彼をあざけり、つばきをかけ、むち打ち、つい

に殺してしまう。そして彼は三日の後によみがえ

るであろう」。 35さて、ゼベダイの子のヤコブと

ヨハネとがイエスのもとにきて言った、「先生、

わたしたちがお頼みすることは、なんでもかなえ

てくださるようにお願いします」。 36イエスは彼

らに「何をしてほしいと、願うのか」と言われた

。 37すると彼らは言った、「栄光をお受けになる

とき、ひとりをあなたの右に、ひとりを左にすわ

るようにしてください」。 38イエスは言われた、

「あなたがたは自分が何を求めているのか、わか

っていない。あなたがたは、わたしが飲む杯を飲

み、わたしが受けるバプテスマを受けることがで

きるか」。 39彼らは「できます」と答えた。する

とイエスは言われた、「あなたがたは、わたしが

飲む杯を飲み、わたしが受けるバプテスマを受け

るであろう。 40しかし、わたしの右、左にすわら

せることは、わたしのすることではなく、ただ備

えられている人々だけに許されることである」。

41十人の者はこれを聞いて、ヤコブとヨハネとの

ことで憤慨し出した。 42そこで、イエスは彼らを

呼び寄せて言われた、「あなたがたの知っている

とおり、異邦人の支配者と見られている人々は、

その民を治め、また偉い人たちは、その民の上に

権力をふるっている。 43しかし、あなたがたの間

では、そうであってはならない。かえって、あな

たがたの間で偉くなりたいと思う者は、仕える人

となり、 44あなたがたの間でかしらになりたいと

思う者は、すべての人の僕とならねばならない。

45人の子がきたのも、仕えられるためではなく、

仕えるためであり、また多くの人のあがないとし

て、自分の命を与えるためである」。 46それから

、彼らはエリコにきた。そして、イエスが弟子た

ちや大ぜいの群衆と共にエリコから出かけられた

とき、テマイの子、バルテマイという盲人のこじ

きが、道ばたにすわっていた。 47ところが、ナザ

レのイエスだと聞いて、彼は「ダビデの子イエス

よ、わたしをあわれんでください」と叫び出した
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。 48多くの人々は彼をしかって黙らせようとした

が、彼はますます激しく叫びつづけた、「ダビデ

の子イエスよ、わたしをあわれんでください」。

49イエスは立ちどまって「彼を呼べ」と命じられ

た。そこで、人々はその盲人を呼んで言った、「

喜べ、立て、おまえを呼んでおられる」。 50そこ

で彼は上着を脱ぎ捨て、踊りあがってイエスのも

とにきた。 51イエスは彼にむかって言われた、「

わたしに何をしてほしいのか」。その盲人は言っ

た、「先生、見えるようになることです」。 52そ

こでイエスは言われた、「行け、あなたの信仰が

あなたを救った」。すると彼は、たちまち見える

ようになり、イエスに従って行った。

11さて、彼らがエルサレムに近づき、オリブの
山に沿ったベテパゲ、ベタニヤの附近にきた

時、イエスはふたりの弟子をつかわして言われた

、 2「むこうの村へ行きなさい。そこにはいると

すぐ、まだだれも乗ったことのないろばの子が、

つないであるのを見るであろう。それを解いて引

いてきなさい。 3もし、だれかがあなたがたに、

なぜそんな事をするのかと言ったなら、主がお入

り用なのです。またすぐ、ここへ返してください

ますと、言いなさい」。 4そこで、彼らは出かけ

て行き、そして表通りの戸口に、ろばの子がつな

いであるのを見たので、それを解いた。 5すると

、そこに立っていた人々が言った、「そのろばの

子を解いて、どうするのか」。 6弟子たちは、イ

エスが言われたとおり彼らに話したので、ゆるし

てくれた。 7そこで、弟子たちは、そのろばの子

をイエスのところに引いてきて、自分たちの上着

をそれに投げかけると、イエスはその上にお乗り

になった。 8すると多くの人々は自分たちの上着

を道に敷き、また他の人々は葉のついた枝を野原

から切ってきて敷いた。 9そして、前に行く者も

、あとに従う者も共に叫びつづけた、「ホサナ、

主の御名によってきたる者に、祝福あれ。 10今き

たる、われらの父ダビデの国に、祝福あれ。いと

高き所に、ホサナ」。 11こうしてイエスはエルサ

レムに着き、宮にはいられた。そして、すべての

ものを見まわった後、もはや時もおそくなってい

たので、十二弟子と共にベタニヤに出て行かれた

。 12翌日、彼らがベタニヤから出かけてきたとき

、イエスは空腹をおぼえられた。 13そして、葉の

茂ったいちじくの木を遠くからごらんになって、

その木に何かありはしないかと近寄られたが、葉

のほかは何も見当らなかった。いちじくの季節で

なかったからである。 14そこで、イエスはその木

にむかって、「今から後いつまでも、おまえの実

を食べる者がないように」と言われた。弟子たち

はこれを聞いていた。 (aiōn g165) 15それから、彼ら

はエルサレムにきた。イエスは宮に入り、宮の庭

で売り買いしていた人々を追い出しはじめ、両替

人の台や、はとを売る者の腰掛をくつがえし、 16

また器ものを持って宮の庭を通り抜けるのをお許

しにならなかった。 17そして、彼らに教えて言わ

れた、「『わたしの家は、すべての国民の祈の家

ととなえらるべきである』と書いてあるではない

か。それだのに、あなたがたはそれを強盗の巣に

してしまった」。 18祭司長、律法学者たちはこれ

を聞いて、どうかしてイエスを殺そうと計った。

彼らは、群衆がみなその教に感動していたので、

イエスを恐れていたからである。 19夕方になると

、イエスと弟子たちとは、いつものように都の外

に出て行った。 20朝はやく道をとおっていると、

彼らは先のいちじくが根元から枯れているのを見

た。 21そこで、ペテロは思い出してイエスに言っ

た、「先生、ごらんなさい。あなたがのろわれた

いちじくが、枯れています」。 22イエスは答えて

言われた、「神を信じなさい。 23よく聞いておく

がよい。だれでもこの山に、動き出して、海の中

にはいれと言い、その言ったことは必ず成ると、

心に疑わないで信じるなら、そのとおりに成るで

あろう。 24そこで、あなたがたに言うが、なんで

も祈り求めることは、すでにかなえられたと信じ

なさい。そうすれば、そのとおりになるであろう

。 25また立って祈るとき、だれかに対して、何か

恨み事があるならば、ゆるしてやりなさい。そう

すれば、天にいますあなたがたの父も、あなたが

たのあやまちを、ゆるしてくださるであろう。〔

26もしゆるさないならば、天にいますあなたがた

の父も、あなたがたのあやまちを、ゆるしてくだ

さらないであろう〕」。 27彼らはまたエルサレム

にきた。そして、イエスが宮の内を歩いておられ

ると、祭司長、律法学者、長老たちが、みもとに

きて言った、 28「何の権威によってこれらの事を

するのですか。だれが、そうする権威を授けたの

ですか」。 29そこで、イエスは彼らに言われた、

「一つだけ尋ねよう。それに答えてほしい。そう

したら、何の権威によって、わたしがこれらの事

をするのか、あなたがたに言おう。 30ヨハネのバ

プテスマは天からであったか、人からであったか

、答えなさい」。 31すると、彼らは互に論じて言

った、「もし天からだと言えば、では、なぜ彼を

信じなかったのか、とイエスは言うだろう。 32し

かし、人からだと言えば……」。彼らは群衆を恐

れていた。人々が皆、ヨハネを預言者だとほんと

うに思っていたからである。 33それで彼らは「わ

たしたちにはわかりません」と答えた。するとイ

エスは言われた、「わたしも何の権威によってこ

れらの事をするのか、あなたがたに言うまい」。

12そこでイエスは譬で彼らに語り出された、「
ある人がぶどう園を造り、垣をめぐらし、ま

た酒ぶねの穴を掘り、やぐらを立て、それを農夫

たちに貸して、旅に出かけた。 2季節になったの

で、農夫たちのところへ、ひとりの僕を送って、

ぶどう園の収穫の分け前を取り立てさせようとし

た。 3すると、彼らはその僕をつかまえて、袋だ

たきにし、から手で帰らせた。 4また他の僕を送

ったが、その頭をなぐって侮辱した。 5そこでま

た他の者を送ったが、今度はそれを殺してしまっ

た。そのほか、なお大ぜいの者を送ったが、彼ら

を打ったり、殺したりした。 6ここに、もうひと
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りの者がいた。それは彼の愛子であった。自分の

子は敬ってくれるだろうと思って、最後に彼をつ

かわした。 7すると、農夫たちは『あれはあと取

りだ。さあ、これを殺してしまおう。そうしたら

、その財産はわれわれのものになるのだ』と話し

合い、 8彼をつかまえて殺し、ぶどう園の外に投

げ捨てた。 9このぶどう園の主人は、どうするだ

ろうか。彼は出てきて、農夫たちを殺し、ぶどう

園を他の人々に与えるであろう。 10あなたがたは

、この聖書の句を読んだことがないのか。『家造

りらの捨てた石が隅のかしら石になった。 11これ

は主がなされたことで、わたしたちの目には不思

議に見える』」。 12彼らはいまの譬が、自分たち

に当てて語られたことを悟ったので、イエスを捕

えようとしたが、群衆を恐れた。そしてイエスを

そこに残して立ち去った。 13さて、人々はパリサ

イ人やヘロデ党の者を数人、イエスのもとにつか

わして、その言葉じりを捕えようとした。 14彼ら

はきてイエスに言った、「先生、わたしたちはあ

なたが真実なかたで、だれをも、はばかられない

ことを知っています。あなたは人に分け隔てをな

さらないで、真理に基いて神の道を教えてくださ

います。ところで、カイザルに税金を納めてよい

でしょうか、いけないでしょうか。納めるべきで

しょうか、納めてはならないのでしょうか」。 15

イエスは彼らの偽善を見抜いて言われた、「なぜ

わたしをためそうとするのか。デナリを持ってき

て見せなさい」。 16彼らはそれを持ってきた。そ

こでイエスは言われた、「これは、だれの肖像、

だれの記号か」。彼らは「カイザルのです」と答

えた。 17するとイエスは言われた、「カイザルの

ものはカイザルに、神のものは神に返しなさい」

。彼らはイエスに驚嘆した。 18復活ということは

ないと主張していたサドカイ人たちが、イエスの

もとにきて質問した、 19「先生、モーセは、わた

したちのためにこう書いています、『もし、ある

人の兄が死んで、その残された妻に、子がない場

合には、弟はこの女をめとって、兄のために子を

もうけねばならない』。 20ここに、七人の兄弟が

いました。長男は妻をめとりましたが、子がなく

て死に、 21次男がその女をめとって、また子をも

うけずに死に、三男も同様でした。 22こうして、

七人ともみな子孫を残しませんでした。最後にそ

の女も死にました。 23復活のとき、彼らが皆よみ

がえった場合、この女はだれの妻なのでしょうか

。七人とも彼女を妻にしたのですが」。 24イエス

は言われた、「あなたがたがそんな思い違いをし

ているのは、聖書も神の力も知らないからではな

いか。 25彼らが死人の中からよみがえるときには

、めとったり、とついだりすることはない。彼ら

は天にいる御使のようなものである。 26死人がよ

みがえることについては、モーセの書の柴の篇で

、神がモーセに仰せられた言葉を読んだことがな

いのか。『わたしはアブラハムの神、イサクの神

、ヤコブの神である』とあるではないか。 27神は

死んだ者の神ではなく、生きている者の神である

。あなたがたは非常な思い違いをしている」。 28

ひとりの律法学者がきて、彼らが互に論じ合って

いるのを聞き、またイエスが巧みに答えられたの

を認めて、イエスに質問した、「すべてのいまし

めの中で、どれが第一のものですか」。 29イエス

は答えられた、「第一のいましめはこれである、

『イスラエルよ、聞け。主なるわたしたちの神は

、ただひとりの主である。 30心をつくし、精神を

つくし、思いをつくし、力をつくして、主なるあ

なたの神を愛せよ』。 31第二はこれである、『自

分を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ』。こ

れより大事ないましめは、ほかにない」。 32そこ

で、この律法学者はイエスに言った、「先生、仰

せのとおりです、『神はひとりであって、そのほ

かに神はない』と言われたのは、ほんとうです。

33また『心をつくし、知恵をつくし、力をつくし

て神を愛し、また自分を愛するように隣り人を愛

する』ということは、すべての燔祭や犠牲よりも

、はるかに大事なことです」。 34イエスは、彼が

適切な答をしたのを見て言われた、「あなたは神

の国から遠くない」。それから後は、イエスにあ

えて問う者はなかった。 35イエスが宮で教えてお

られたとき、こう言われた、「律法学者たちは、

どうしてキリストをダビデの子だと言うのか。 36

ダビデ自身が聖霊に感じて言った、『主はわが主

に仰せになった、あなたの敵をあなたの足もとに

置くときまでは、わたしの右に座していなさい』

。 37このように、ダビデ自身がキリストを主と呼

んでいる。それなら、どうしてキリストはダビデ

の子であろうか」。大ぜいの群衆は、喜んでイエ

スに耳を傾けていた。 38イエスはその教の中で言

われた、「律法学者に気をつけなさい。彼らは長

い衣を着て歩くことや、広場であいさつされるこ

とや、 39また会堂の上席、宴会の上座を好んでい

る。 40また、やもめたちの家を食い倒し、見えの

ために長い祈をする。彼らはもっときびしいさば

きを受けるであろう」。 41イエスは、さいせん箱

にむかってすわり、群衆がその箱に金を投げ入れ

る様子を見ておられた。多くの金持は、たくさん

の金を投げ入れていた。 42ところが、ひとりの貧

しいやもめがきて、レプタ二つを入れた。それは

一コドラントに当る。 43そこで、イエスは弟子た

ちを呼び寄せて言われた、「よく聞きなさい。あ

の貧しいやもめは、さいせん箱に投げ入れている

人たちの中で、だれよりもたくさん入れたのだ。

44みんなの者はありあまる中から投げ入れたが、

あの婦人はその乏しい中から、あらゆる持ち物、

その生活費全部を入れたからである」。

13イエスが宮から出て行かれるとき、弟子のひ
とりが言った、「先生、ごらんなさい。なん

という見事な石、なんという立派な建物でしょう

」。 2イエスは言われた、「あなたは、これらの

大きな建物をながめているのか。その石一つでも

くずされないままで、他の石の上に残ることもな

くなるであろう」。 3またオリブ山で、宮にむか

ってすわっておられると、ペテロ、ヤコブ、ヨハ

ネ、アンデレが、ひそかにお尋ねした。 4「わた



マルコの福音書603

したちにお話しください。いつ、そんなことが起

るのでしょうか。またそんなことがことごとく成

就するような場合には、どんな前兆がありますか

」。 5そこで、イエスは話しはじめられた、「人

に惑わされないように気をつけなさい。 6多くの

者がわたしの名を名のって現れ、自分がそれだと

言って、多くの人を惑わすであろう。 7また、戦

争と戦争のうわさとを聞くときにも、あわてるな

。それは起らねばならないが、まだ終りではない

。 8民は民に、国は国に敵対して立ち上がるであ

ろう。またあちこちに地震があり、またききんが

起るであろう。これらは産みの苦しみの初めであ

る。 9あなたがたは自分で気をつけていなさい。

あなたがたは、わたしのために、衆議所に引きわ

たされ、会堂で打たれ、長官たちや王たちの前に

立たされ、彼らに対してあかしをさせられるであ

ろう。 10こうして、福音はまずすべての民に宣べ

伝えられねばならない。 11そして、人々があなた

がたを連れて行って引きわたすとき、何を言おう

かと、前もって心配するな。その場合、自分に示

されることを語るがよい。語る者はあなたがた自

身ではなくて、聖霊である。 12また兄弟は兄弟を

、父は子を殺すために渡し、子は両親に逆らって

立ち、彼らを殺させるであろう。 13また、あなた

がたはわたしの名のゆえに、すべての人に憎まれ

るであろう。しかし、最後まで耐え忍ぶ者は救わ

れる。 14荒らす憎むべきものが、立ってはならぬ

所に立つのを見たならば（読者よ、悟れ）、その

とき、ユダヤにいる人々は山へ逃げよ。 15屋上に

いる者は、下におりるな。また家から物を取り出

そうとして内にはいるな。 16畑にいる者は、上着

を取りにあとへもどるな。 17その日には、身重の

女と乳飲み子をもつ女とは、不幸である。 18この

事が冬おこらぬように祈れ。 19その日には、神が

万物を造られた創造の初めから現在に至るまで、

かつてなく今後もないような患難が起るからであ

る。 20もし主がその期間を縮めてくださらないな

ら、救われる者はひとりもないであろう。しかし

、選ばれた選民のために、その期間を縮めてくだ

さったのである。 21そのとき、だれかがあなたが

たに『見よ、ここにキリストがいる』、『見よ、

あそこにいる』と言っても、それを信じるな。 22

にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、

しるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わ

そうとするであろう。 23だから、気をつけていな

さい。いっさいの事を、あなたがたに前もって言

っておく。 24その日には、この患難の後、日は暗

くなり、月はその光を放つことをやめ、 25星は空

から落ち、天体は揺り動かされるであろう。 26そ

のとき、大いなる力と栄光とをもって、人の子が

雲に乗って来るのを、人々は見るであろう。 27そ

のとき、彼は御使たちをつかわして、地のはてか

ら天のはてまで、四方からその選民を呼び集める

であろう。 28いちじくの木からこの譬を学びなさ

い。その枝が柔らかになり、葉が出るようになる

と、夏の近いことがわかる。 29そのように、これ

らの事が起るのを見たならば、人の子が戸口まで

近づいていると知りなさい。 30よく聞いておきな

さい。これらの事が、ことごとく起るまでは、こ

の時代は滅びることがない。 31天地は滅びるであ

ろう。しかしわたしの言葉は滅びることがない。

32その日、その時は、だれも知らない。天にいる

御使たちも、また子も知らない、ただ父だけが知

っておられる。 33気をつけて、目をさましていな

さい。その時がいつであるか、あなたがたにはわ

からないからである。 34それはちょうど、旅に立

つ人が家を出るに当り、その僕たちに、それぞれ

仕事を割り当てて責任をもたせ、門番には目をさ

ましておれと、命じるようなものである。 35だか

ら、目をさましていなさい。いつ、家の主人が帰

って来るのか、夕方か、夜中か、にわとりの鳴く

ころか、明け方か、わからないからである。 36あ

るいは急に帰ってきて、あなたがたの眠っている

ところを見つけるかも知れない。 37目をさまして

いなさい。わたしがあなたがたに言うこの言葉は

、すべての人々に言うのである」。

14さて、過越と除酵との祭の二日前になった。
祭司長たちや律法学者たちは、策略をもって

イエスを捕えたうえ、なんとかして殺そうと計っ

ていた。 2彼らは、「祭の間はいけない。民衆が

騒ぎを起すかも知れない」と言っていた。 3イエ

スがベタニヤで、らい病人シモンの家にいて、食

卓についておられたとき、ひとりの女が、非常に

高価で純粋なナルドの香油が入れてある石膏のつ

ぼを持ってきて、それをこわし、香油をイエスの

頭に注ぎかけた。 4すると、ある人々が憤って互

に言った、「なんのために香油をこんなにむだに

するのか。 5この香油を三百デナリ以上にでも売

って、貧しい人たちに施すことができたのに」。

そして女をきびしくとがめた。 6するとイエスは

言われた、「するままにさせておきなさい。なぜ

女を困らせるのか。わたしによい事をしてくれた

のだ。 7貧しい人たちはいつもあなたがたと一緒

にいるから、したいときにはいつでも、よい事を

してやれる。しかし、わたしはあなたがたといつ

も一緒にいるわけではない。 8この女はできる限

りの事をしたのだ。すなわち、わたしのからだに

油を注いで、あらかじめ葬りの用意をしてくれた

のである。 9よく聞きなさい。全世界のどこでで

も、福音が宣べ伝えられる所では、この女のした

事も記念として語られるであろう」。 10ときに、

十二弟子のひとりイスカリオテのユダは、イエス

を祭司長たちに引きわたそうとして、彼らの所へ

行った。 11彼らはこれを聞いて喜び、金を与える

ことを約束した。そこでユダは、どうかしてイエ

スを引きわたそうと、機会をねらっていた。 12除

酵祭の第一日、すなわち過越の小羊をほふる日に

、弟子たちがイエスに尋ねた、「わたしたちは、

過越の食事をなさる用意を、どこへ行ってしたら

よいでしょうか」。 13そこで、イエスはふたりの

弟子を使いに出して言われた、「市内に行くと、

水がめを持っている男に出会うであろう。その人

について行きなさい。 14そして、その人がはいっ
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て行く家の主人に言いなさい、『弟子たちと一緒

に過越の食事をする座敷はどこか、と先生が言っ

ておられます』。 15するとその主人は、席を整え

て用意された二階の広間を見せてくれるから、そ

こにわたしたちのために用意をしなさい」。 16弟

子たちは出かけて市内に行って見ると、イエスが

言われたとおりであったので、過越の食事の用意

をした。 17夕方になって、イエスは十二弟子と一

緒にそこに行かれた。 18そして、一同が席につい

て食事をしているとき言われた、「特にあなたが

たに言っておくが、あなたがたの中のひとりで、

わたしと一緒に食事をしている者が、わたしを裏

切ろうとしている」。 19弟子たちは心配して、ひ

とりびとり「まさか、わたしではないでしょう」

と言い出した。 20イエスは言われた、「十二人の

中のひとりで、わたしと一緒に同じ鉢にパンをひ

たしている者が、それである。 21たしかに人の子

は、自分について書いてあるとおりに去って行く

。しかし、人の子を裏切るその人は、わざわいで

ある。その人は生れなかった方が、彼のためによ

かったであろう」。 22一同が食事をしているとき

、イエスはパンを取り、祝福してこれをさき、弟

子たちに与えて言われた、「取れ、これはわたし

のからだである」。 23また杯を取り、感謝して彼

らに与えられると、一同はその杯から飲んだ。 24

イエスはまた言われた、「これは、多くの人のた

めに流すわたしの契約の血である。 25あなたがた

によく言っておく。神の国で新しく飲むその日ま

では、わたしは決して二度と、ぶどうの実から造

ったものを飲むことをしない」。 26彼らは、さん

びを歌った後、オリブ山へ出かけて行った。 27そ

のとき、イエスは弟子たちに言われた、「あなた

がたは皆、わたしにつまずくであろう。『わたし

は羊飼を打つ。そして、羊は散らされるであろう

』と書いてあるからである。 28しかしわたしは、

よみがえってから、あなたがたより先にガリラヤ

へ行くであろう」。 29するとペテロはイエスに言

った、「たとい、みんなの者がつまずいても、わ

たしはつまずきません」。 30イエスは言われた、

「あなたによく言っておく。きょう、今夜、にわ

とりが二度鳴く前に、そう言うあなたが、三度わ

たしを知らないと言うだろう」。 31ペテロは力を

こめて言った、「たといあなたと一緒に死なねば

ならなくなっても、あなたを知らないなどとは、

決して申しません」。みんなの者もまた、同じよ

うなことを言った。 32さて、一同はゲツセマネと

いう所にきた。そしてイエスは弟子たちに言われ

た、「わたしが祈っている間、ここにすわってい

なさい」。 33そしてペテロ、ヤコブ、ヨハネを一

緒に連れて行かれたが、恐れおののき、また悩み

はじめて、彼らに言われた、 34「わたしは悲しみ

のあまり死ぬほどである。ここに待っていて、目

をさましていなさい」。 35そして少し進んで行き

、地にひれ伏し、もしできることなら、この時を

過ぎ去らせてくださるようにと祈りつづけ、そし

て言われた、 36「アバ、父よ、あなたには、でき

ないことはありません。どうか、この杯をわたし

から取りのけてください。しかし、わたしの思い

ではなく、みこころのままになさってください」

。 37それから、きてごらんになると、弟子たちが

眠っていたので、ペテロに言われた、「シモンよ

、眠っているのか、ひと時も目をさましているこ

とができなかったのか。 38誘惑に陥らないように

、目をさまして祈っていなさい。心は熱している

が、肉体が弱いのである」。 39また離れて行って

同じ言葉で祈られた。 40またきてごらんになると

、彼らはまだ眠っていた。その目が重くなってい

たのである。そして、彼らはどうお答えしてよい

か、わからなかった。 41三度目にきて言われた、

「まだ眠っているのか、休んでいるのか。もうそ

れでよかろう。時がきた。見よ、人の子は罪人ら

の手に渡されるのだ。 42立て、さあ行こう。見よ

、わたしを裏切る者が近づいてきた」。 43そして

すぐ、イエスがまだ話しておられるうちに、十二

弟子のひとりのユダが進みよってきた。また祭司

長、律法学者、長老たちから送られた群衆も、剣

と棒とを持って彼についてきた。 44イエスを裏切

る者は、あらかじめ彼らに合図をしておいた、「

わたしの接吻する者が、その人だ。その人をつか

まえて、まちがいなく引ひっぱって行け」。 45彼

は来るとすぐ、イエスに近寄り、「先生」と言っ

て接吻した。 46人々はイエスに手をかけてつかま

えた。 47すると、イエスのそばに立っていた者の

ひとりが、剣を抜いて大祭司の僕に切りかかり、

その片耳を切り落した。 48イエスは彼らにむかっ

て言われた、「あなたがたは強盗にむかうように

、剣や棒を持ってわたしを捕えにきたのか。 49わ

たしは毎日あなたがたと一緒に宮にいて教えてい

たのに、わたしをつかまえはしなかった。しかし

聖書の言葉は成就されねばならない」。 50弟子た

ちは皆イエスを見捨てて逃げ去った。 51ときに、

ある若者が身に亜麻布をまとって、イエスのあと

について行ったが、人々が彼をつかまえようとし

たので、 52その亜麻布を捨てて、裸で逃げて行っ

た。 53それから、イエスを大祭司のところに連れ

て行くと、祭司長、長老、律法学者たちがみな集

まってきた。 54ペテロは遠くからイエスについて

行って、大祭司の中庭まではいり込み、その下役

どもにまじってすわり、火にあたっていた。 55さ

て、祭司長たちと全議会とは、イエスを死刑にす

るために、イエスに不利な証拠を見つけようとし

たが、得られなかった。 56多くの者がイエスに対

して偽証を立てたが、その証言が合わなかったか

らである。 57ついに、ある人々が立ちあがり、イ

エスに対して偽証を立てて言った、 58「わたした

ちはこの人が『わたしは手で造ったこの神殿を打

ちこわし、三日の後に手で造られない別の神殿を

建てるのだ』と言うのを聞きました」。 59しかし

、このような証言も互に合わなかった。 60そこで

大祭司が立ちあがって、まん中に進み、イエスに

聞きただして言った、「何も答えないのか。これ

らの人々があなたに対して不利な証言を申し立て

ているが、どうなのか」。 61しかし、イエスは黙

っていて、何もお答えにならなかった。大祭司は
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再び聞きただして言った、「あなたは、ほむべき

者の子、キリストであるか」。 62イエスは言われ

た、「わたしがそれである。あなたがたは人の子

が力ある者の右に座し、天の雲に乗って来るのを

見るであろう」。 63すると、大祭司はその衣を引

き裂いて言った、「どうして、これ以上、証人の

必要があろう。 64あなたがたはこのけがし言を聞

いた。あなたがたの意見はどうか」。すると、彼

らは皆、イエスを死に当るものと断定した。 65そ

して、ある者はイエスにつばきをかけ、目隠しを

し、こぶしでたたいて、「言いあててみよ」と言

いはじめた。また下役どもはイエスを引きとって

、手のひらでたたいた。 66ペテロは下で中庭にい

たが、大祭司の女中のひとりがきて、 67ペテロが

火にあたっているのを見ると、彼を見つめて、「

あなたもあのナザレ人イエスと一緒だった」と言

った。 68するとペテロはそれを打ち消して、「わ

たしは知らない。あなたの言うことがなんの事か

、わからない」と言って、庭口の方に出て行った

。 69ところが、先の女中が彼を見て、そばに立っ

ていた人々に、またもや「この人はあの仲間のひ

とりです」と言いだした。 70ペテロは再びそれを

打ち消した。しばらくして、そばに立っていた人

たちがまたペテロに言った、「確かにあなたは彼

らの仲間だ。あなたもガリラヤ人だから」。 71し

かし、彼は、「あなたがたの話しているその人の

ことは何も知らない」と言い張って、激しく誓い

はじめた。 72するとすぐ、にわとりが二度目に鳴

いた。ペテロは、「にわとりが二度鳴く前に、三

度わたしを知らないと言うであろう」と言われた

イエスの言葉を思い出し、そして思いかえして泣

きつづけた。

15夜が明けるとすぐ、祭司長たちは長老、律法
学者たち、および全議会と協議をこらした末

、イエスを縛って引き出し、ピラトに渡した。 2

ピラトはイエスに尋ねた、「あなたがユダヤ人の

王であるか」。イエスは、「そのとおりである」

とお答えになった。 3そこで祭司長たちは、イエ

スのことをいろいろと訴えた。 4ピラトはもう一

度イエスに尋ねた、「何も答えないのか。見よ、

あなたに対してあんなにまで次々に訴えているで

はないか」。 5しかし、イエスはピラトが不思議

に思うほどに、もう何もお答えにならなかった。 6

さて、祭のたびごとに、ピラトは人々が願い出る

囚人ひとりを、ゆるしてやることにしていた。 7

ここに、暴動を起し人殺しをしてつながれていた

暴徒の中に、バラバという者がいた。 8群衆が押

しかけてきて、いつものとおりにしてほしいと要

求しはじめたので、 9ピラトは彼らにむかって、

「おまえたちはユダヤ人の王をゆるしてもらいた

いのか」と言った。 10それは、祭司長たちがイエ

スを引きわたしたのは、ねたみのためであること

が、ピラトにわかっていたからである。 11しかし

祭司長たちは、バラバの方をゆるしてもらうよう

に、群衆を煽動した。 12そこでピラトはまた彼ら

に言った、「それでは、おまえたちがユダヤ人の

王と呼んでいるあの人は、どうしたらよいか」。

13彼らは、また叫んだ、「十字架につけよ」。 14

ピラトは言った、「あの人は、いったい、どんな

悪事をしたのか」。すると、彼らは一そう激しく

叫んで、「十字架につけよ」と言った。 15それで

、ピラトは群衆を満足させようと思って、バラバ

をゆるしてやり、イエスをむち打ったのち、十字

架につけるために引きわたした。 16兵士たちはイ

エスを、邸宅、すなわち総督官邸の内に連れて行

き、全部隊を呼び集めた。 17そしてイエスに紫の

衣を着せ、いばらの冠を編んでかぶらせ、 18「ユ

ダヤ人の王、ばんざい」と言って敬礼をしはじめ

た。 19また、葦の棒でその頭をたたき、つばきを

かけ、ひざまずいて拝んだりした。 20こうして、

イエスを嘲弄したあげく、紫の衣をはぎとり、元

の上着を着せた。それから、彼らはイエスを十字

架につけるために引き出した。 21そこへ、アレキ

サンデルとルポスとの父シモンというクレネ人が

、郊外からきて通りかかったので、人々はイエス

の十字架を無理に負わせた。 22そしてイエスをゴ

ルゴタ、その意味は、されこうべ、という所に連

れて行った。 23そしてイエスに、没薬をまぜたぶ

どう酒をさし出したが、お受けにならなかった。

24それから、イエスを十字架につけた。そしてく

じを引いて、だれが何を取るかを定めたうえ、イ

エスの着物を分けた。 25イエスを十字架につけた

のは、朝の九時ごろであった。 26イエスの罪状書

きには「ユダヤ人の王」と、しるしてあった。 27

また、イエスと共にふたりの強盗を、ひとりを右

に、ひとりを左に、十字架につけた。〔 28こうし

て「彼は罪人たちのひとりに数えられた」と書い

てある言葉が成就したのである。〕 29そこを通り

かかった者たちは、頭を振りながら、イエスをの

のしって言った、「ああ、神殿を打ちこわして三

日のうちに建てる者よ、 30十字架からおりてきて

自分を救え」。 31祭司長たちも同じように、律法

学者たちと一緒になって、かわるがわる嘲弄して

言った、「他人を救ったが、自分自身を救うこと

ができない。 32イスラエルの王キリスト、いま十

字架からおりてみるがよい。それを見たら信じよ

う」。また、一緒に十字架につけられた者たちも

、イエスをののしった。 33昼の十二時になると、

全地は暗くなって、三時に及んだ。 34そして三時

に、イエスは大声で、「エロイ、エロイ、ラマ、

サバクタニ」と叫ばれた。それは「わが神、わが

神、どうしてわたしをお見捨てになったのですか

」という意味である。 35すると、そばに立ってい

たある人々が、これを聞いて言った、「そら、エ

リヤを呼んでいる」。 36ひとりの人が走って行き

、海綿に酢いぶどう酒を含ませて葦の棒につけ、

イエスに飲ませようとして言った、「待て、エリ

ヤが彼をおろしに来るかどうか、見ていよう」。

37イエスは声高く叫んで、ついに息をひきとられ

た。 38そのとき、神殿の幕が上から下まで真二つ

に裂けた。 39イエスにむかって立っていた百卒長

は、このようにして息をひきとられたのを見て言

った、「まことに、この人は神の子であった」。
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40また、遠くの方から見ている女たちもいた。そ

の中には、マグダラのマリヤ、小ヤコブとヨセと

の母マリヤ、またサロメがいた。 41彼らはイエス

がガリラヤにおられたとき、そのあとに従って仕

えた女たちであった。なおそのほか、イエスと共

にエルサレムに上ってきた多くの女たちもいた。

42さて、すでに夕がたになったが、その日は準備

の日、すなわち安息日の前日であったので、 43ア

リマタヤのヨセフが大胆にもピラトの所へ行き、

イエスのからだの引取りかたを願った。彼は地位

の高い議員であって、彼自身、神の国を待ち望ん

でいる人であった。 44ピラトは、イエスがもはや

死んでしまったのかと不審に思い、百卒長を呼ん

で、もう死んだのかと尋ねた。 45そして、百卒長

から確かめた上、死体をヨセフに渡した。 46そこ

で、ヨセフは亜麻布を買い求め、イエスをとりお

ろして、その亜麻布に包み、岩を掘って造った墓

に納め、墓の入口に石をころがしておいた。 47マ

グダラのマリヤとヨセの母マリヤとは、イエスが

納められた場所を見とどけた。

16さて、安息日が終ったので、マグダラのマリ
ヤとヤコブの母マリヤとサロメとが、行って

イエスに塗るために、香料を買い求めた。 2そし

て週の初めの日に、早朝、日の出のころ墓に行っ

た。 3そして、彼らは「だれが、わたしたちのた

めに、墓の入口から石をころがしてくれるのでし

ょうか」と話し合っていた。 4ところが、目をあ

げて見ると、石はすでにころがしてあった。この

石は非常に大きかった。 5墓の中にはいると、右

手に真白な長い衣を着た若者がすわっているのを

見て、非常に驚いた。 6するとこの若者は言った

、「驚くことはない。あなたがたは十字架につけ

られたナザレ人イエスを捜しているのであろうが

、イエスはよみがえって、ここにはおられない。

ごらんなさい、ここがお納めした場所である。 7

今から弟子たちとペテロとの所へ行って、こう伝

えなさい。イエスはあなたがたより先にガリラヤ

へ行かれる。かねて、あなたがたに言われたとお

り、そこでお会いできるであろう、と」。 8女た

ちはおののき恐れながら、墓から出て逃げ去った

。そして、人には何も言わなかった。恐ろしかっ

たからである。〔 9 (note: The most reliable and earliest

manuscripts do not include Mark 16:9-20.)週の初めの日の

朝早く、イエスはよみがえって、まずマグダラの

マリヤに御自身をあらわされた。イエスは以前に

、この女から七つの悪霊を追い出されたことがあ

る。 10マリヤは、イエスと一緒にいた人々が泣き

悲しんでいる所に行って、それを知らせた。 11彼

らは、イエスが生きておられる事と、彼女に御自

身をあらわされた事とを聞いたが、信じなかった

。 12この後、そのうちのふたりが、いなかの方へ

歩いていると、イエスはちがった姿で御自身をあ

らわされた。 13このふたりも、ほかの人々の所に

行って話したが、彼らはその話を信じなかった。

14その後、イエスは十一弟子が食卓についている

ところに現れ、彼らの不信仰と、心のかたくなな

ことをお責めになった。彼らは、よみがえられた

イエスを見た人々の言うことを、信じなかったか

らである。 15そして彼らに言われた、「全世界に

出て行って、すべての造られたものに福音を宣べ

伝えよ。 16信じてバプテスマを受ける者は救われ

る。しかし、不信仰の者は罪に定められる。 17信

じる者には、このようなしるしが伴う。すなわち

、彼らはわたしの名で悪霊を追い出し、新しい言

葉を語り、 18へびをつかむであろう。また、毒を

飲んでも、決して害を受けない。病人に手をおけ

ば、いやされる」。 19主イエスは彼らに語り終っ

てから、天にあげられ、神の右にすわられた。 20

弟子たちは出て行って、至る所で福音を宣べ伝え

た。主も彼らと共に働き、御言に伴うしるしをも

って、その確かなことをお示しになった。〕
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ルカの福音書

1わたしたちの間に成就された出来事を、最初か
ら親しく見た人々であって、 2御言に仕えた人

々が伝えたとおり物語に書き連ねようと、多くの

人が手を着けましたが、 3テオピロ閣下よ、わた

しもすべての事を初めから詳しく調べていますの

で、ここに、それを順序正しく書きつづって、閣

下に献じることにしました。 4すでにお聞きにな

っている事が確実であることを、これによって十

分に知っていただきたいためであります。 5ユダ

ヤの王ヘロデの世に、アビヤの組の祭司で名をザ

カリヤという者がいた。その妻はアロン家の娘の

ひとりで、名をエリサベツといった。 6ふたりと

も神のみまえに正しい人であって、主の戒めと定

めとを、みな落度なく行っていた。 7ところが、

エリサベツは不妊の女であったため、彼らには子

がなく、そしてふたりともすでに年老いていた。 8

さてザカリヤは、その組が当番になり神のみまえ

に祭司の務をしていたとき、 9祭司職の慣例に従

ってくじを引いたところ、主の聖所にはいって香

をたくことになった。 10香をたいている間、多く

の民衆はみな外で祈っていた。 11すると主の御使

が現れて、香壇の右に立った。 12ザカリヤはこれ

を見て、おじ惑い、恐怖の念に襲われた。 13そこ

で御使が彼に言った、「恐れるな、ザカリヤよ、

あなたの祈が聞きいれられたのだ。あなたの妻エ

リサベツは男の子を産むであろう。その子をヨハ

ネと名づけなさい。 14彼はあなたに喜びと楽しみ

とをもたらし、多くの人々もその誕生を喜ぶであ

ろう。 15彼は主のみまえに大いなる者となり、ぶ

どう酒や強い酒をいっさい飲まず、母の胎内にい

る時からすでに聖霊に満たされており、 16そして

、イスラエルの多くの子らを、主なる彼らの神に

立ち帰らせるであろう。 17彼はエリヤの霊と力と

をもって、みまえに先立って行き、父の心を子に

向けさせ、逆らう者に義人の思いを持たせて、整

えられた民を主に備えるであろう」。 18するとザ

カリヤは御使に言った、「どうしてそんな事が、

わたしにわかるでしょうか。わたしは老人ですし

、妻も年をとっています」。 19御使が答えて言っ

た、「わたしは神のみまえに立つガブリエルであ

って、この喜ばしい知らせをあなたに語り伝える

ために、つかわされたものである。 20時が来れば

成就するわたしの言葉を信じなかったから、あな

たはおしになり、この事の起る日まで、ものが言

えなくなる」。 21民衆はザカリヤを待っていたの

で、彼が聖所内で暇どっているのを不思議に思っ

ていた。 22ついに彼は出てきたが、物が言えなか

ったので、人々は彼が聖所内でまぼろしを見たの

だと悟った。彼は彼らに合図をするだけで、引き

つづき、おしのままでいた。 23それから務の期日

が終ったので、家に帰った。 24そののち、妻エリ

サベツはみごもり、五か月のあいだ引きこもって

いたが、 25「主は、今わたしを心にかけてくださ

って、人々の間からわたしの恥を取り除くために

、こうしてくださいました」と言った。 26六か月

目に、御使ガブリエルが、神からつかわされて、

ナザレというガリラヤの町の一処女のもとにきた

。 27この処女はダビデ家の出であるヨセフという

人のいいなづけになっていて、名をマリヤといっ

た。 28御使がマリヤのところにきて言った、「恵

まれた女よ、おめでとう、主があなたと共におら

れます」。 29この言葉にマリヤはひどく胸騒ぎが

して、このあいさつはなんの事であろうかと、思

いめぐらしていた。 30すると御使が言った、「恐

れるな、マリヤよ、あなたは神から恵みをいただ

いているのです。 31見よ、あなたはみごもって男

の子を産むでしょう。その子をイエスと名づけな

さい。 32彼は大いなる者となり、いと高き者の子

と、となえられるでしょう。そして、主なる神は

彼に父ダビデの王座をお与えになり、 33彼はとこ

しえにヤコブの家を支配し、その支配は限りなく

続くでしょう」。 (aiōn g165) 34そこでマリヤは御使

に言った、「どうして、そんな事があり得ましょ

うか。わたしにはまだ夫がありませんのに」。 35

御使が答えて言った、「聖霊があなたに臨み、い

と高き者の力があなたをおおうでしょう。それゆ

えに、生れ出る子は聖なるものであり、神の子と

、となえられるでしょう。 36あなたの親族エリサ

ベツも老年ながら子を宿しています。不妊の女と

いわれていたのに、はや六か月になっています。

37神には、なんでもできないことはありません」

。 38そこでマリヤが言った、「わたしは主のはし

ためです。お言葉どおりこの身に成りますように

」。そして御使は彼女から離れて行った。 39その

ころ、マリヤは立って、大急ぎで山里へむかいユ

ダの町に行き、 40ザカリヤの家にはいってエリサ

ベツにあいさつした。 41エリサベツがマリヤのあ

いさつを聞いたとき、その子が胎内でおどった。

エリサベツは聖霊に満たされ、 42声高く叫んで言

った、「あなたは女の中で祝福されたかた、あな

たの胎の実も祝福されています。 43主の母上がわ

たしのところにきてくださるとは、なんという光

栄でしょう。 44ごらんなさい。あなたのあいさつ

の声がわたしの耳にはいったとき、子供が胎内で

喜びおどりました。 45主のお語りになったことが

必ず成就すると信じた女は、なんとさいわいなこ

とでしょう」。 46するとマリヤは言った、「わた

しの魂は主をあがめ、 47わたしの霊は救主なる神

をたたえます。 48この卑しい女をさえ、心にかけ

てくださいました。今からのち代々の人々は、わ

たしをさいわいな女と言うでしょう、 49力あるか

たが、わたしに大きな事をしてくださったからで

す。そのみ名はきよく、 50そのあわれみは、代々

限りなく主をかしこみ恐れる者に及びます。 51主

はみ腕をもって力をふるい、心の思いのおごり高

ぶる者を追い散らし、 52権力ある者を王座から引

きおろし、卑しい者を引き上げ、 53飢えている者

を良いもので飽かせ、富んでいる者を空腹のまま

帰らせなさいます。 54主は、あわれみをお忘れに

ならず、その僕イスラエルを助けてくださいまし

た、 55わたしたちの父祖アブラハムとその子孫と
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をとこしえにあわれむと約束なさったとおりに」

。 (aiōn g165) 56マリヤは、エリサベツのところに三

か月ほど滞在してから、家に帰った。 57さてエリ

サベツは月が満ちて、男の子を産んだ。 58近所の

人々や親族は、主が大きなあわれみを彼女におか

けになったことを聞いて、共どもに喜んだ。 59八

日目になったので、幼な子に割礼をするために人

々がきて、父の名にちなんでザカリヤという名に

しようとした。 60ところが、母親は、「いいえ、

ヨハネという名にしなくてはいけません」と言っ

た。 61人々は、「あなたの親族の中には、そうい

う名のついた者は、ひとりもいません」と彼女に

言った。 62そして父親に、どんな名にしたいので

すかと、合図で尋ねた。 63ザカリヤは書板を持っ

てこさせて、それに「その名はヨハネ」と書いた

ので、みんなの者は不思議に思った。 64すると、

立ちどころにザカリヤの口が開けて舌がゆるみ、

語り出して神をほめたたえた。 65近所の人々はみ

な恐れをいだき、またユダヤの山里の至るところ

に、これらの事がことごとく語り伝えられたので

、 66聞く者たちは皆それを心に留めて、「この子

は、いったい、どんな者になるだろう」と語り合

った。主のみ手が彼と共にあった。 67父ザカリヤ

は聖霊に満たされ、預言して言った、 68「主なる

イスラエルの神は、ほむべきかな。神はその民を

顧みてこれをあがない、 69わたしたちのために救

の角を僕ダビデの家にお立てになった。 70古くか

ら、聖なる預言者たちの口によってお語りになっ

たように、 (aiōn g165) 71わたしたちを敵から、また

すべてわたしたちを憎む者の手から、救い出すた

めである。 72こうして、神はわたしたちの父祖た

ちにあわれみをかけ、その聖なる契約、 73すなわ

ち、父祖アブラハムにお立てになった誓いをおぼ

えて、 74わたしたちを敵の手から救い出し、 75

生きている限り、きよく正しく、みまえに恐れな

く仕えさせてくださるのである。 76幼な子よ、あ

なたは、いと高き者の預言者と呼ばれるであろう

。主のみまえに先立って行き、その道を備え、 77

罪のゆるしによる救をその民に知らせるのである

から。 78これはわたしたちの神のあわれみ深いみ

こころによる。また、そのあわれみによって、日

の光が上からわたしたちに臨み、 79暗黒と死の陰

とに住む者を照し、わたしたちの足を平和の道へ

導くであろう」。 80幼な子は成長し、その霊も強

くなり、そしてイスラエルに現れる日まで、荒野

にいた。

2そのころ、全世界の人口調査をせよとの勅令が
、皇帝アウグストから出た。 2これは、クレニ

オがシリヤの総督であった時に行われた最初の人

口調査であった。 3人々はみな登録をするために

、それぞれ自分の町へ帰って行った。 4ヨセフも

ダビデの家系であり、またその血統であったので

、ガリラヤの町ナザレを出て、ユダヤのベツレヘ

ムというダビデの町へ上って行った。 5それは、

すでに身重になっていたいいなづけの妻マリヤと

共に、登録をするためであった。 6ところが、彼

らがベツレヘムに滞在している間に、マリヤは月

が満ちて、 7初子を産み、布にくるんで、飼葉お

けの中に寝かせた。客間には彼らのいる余地がな

かったからである。 8さて、この地方で羊飼たち

が夜、野宿しながら羊の群れの番をしていた。 9

すると主の御使が現れ、主の栄光が彼らをめぐり

照したので、彼らは非常に恐れた。 10御使は言っ

た、「恐れるな。見よ、すべての民に与えられる

大きな喜びを、あなたがたに伝える。 11きょうダ

ビデの町に、あなたがたのために救主がお生れに

なった。このかたこそ主なるキリストである。 12

あなたがたは、幼な子が布にくるまって飼葉おけ

の中に寝かしてあるのを見るであろう。それが、

あなたがたに与えられるしるしである」。 13する

とたちまち、おびただしい天の軍勢が現れ、御使

と一緒になって神をさんびして言った、 14「いと

高きところでは、神に栄光があるように、地の上

では、み心にかなう人々に平和があるように」。

15御使たちが彼らを離れて天に帰ったとき、羊飼

たちは「さあ、ベツレヘムへ行って、主がお知ら

せ下さったその出来事を見てこようではないか」

と、互に語り合った。 16そして急いで行って、マ

リヤとヨセフ、また飼葉おけに寝かしてある幼な

子を捜しあてた。 17彼らに会った上で、この子に

ついて自分たちに告げ知らされた事を、人々に伝

えた。 18人々はみな、羊飼たちが話してくれたこ

とを聞いて、不思議に思った。 19しかし、マリヤ

はこれらの事をことごとく心に留めて、思いめぐ

らしていた。 20羊飼たちは、見聞きしたことが何

もかも自分たちに語られたとおりであったので、

神をあがめ、またさんびしながら帰って行った。

21八日が過ぎ、割礼をほどこす時となったので、

受胎のまえに御使が告げたとおり、幼な子をイエ

スと名づけた。 22それから、モーセの律法による

彼らのきよめの期間が過ぎたとき、両親は幼な子

を連れてエルサレムへ上った。 23それは主の律法

に「母の胎を初めて開く男の子はみな、主に聖別

された者と、となえられねばならない」と書いて

あるとおり、幼な子を主にささげるためであり、

24また同じ主の律法に、「山ばと一つがい、また

は、家ばとのひな二羽」と定めてあるのに従って

、犠牲をささげるためであった。 25その時、エル

サレムにシメオンという名の人がいた。この人は

正しい信仰深い人で、イスラエルの慰められるの

を待ち望んでいた。また聖霊が彼に宿っていた。

26そして主のつかわす救主に会うまでは死ぬこと

はないと、聖霊の示しを受けていた。 27この人が

御霊に感じて宮にはいった。すると律法に定めて

あることを行うため、両親もその子イエスを連れ

てはいってきたので、 28シメオンは幼な子を腕に

抱き、神をほめたたえて言った、 29「主よ、今こ

そ、あなたはみ言葉のとおりにこの僕を安らかに

去らせてくださいます、 30わたしの目が今あなた

の救を見たのですから。 31この救はあなたが万民

のまえにお備えになったもので、 32異邦人を照す

啓示の光、み民イスラエルの栄光であります」。

33父と母とは幼な子についてこのように語られた
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ことを、不思議に思った。 34するとシメオンは彼

らを祝し、そして母マリヤに言った、「ごらんな

さい、この幼な子は、イスラエルの多くの人を倒

れさせたり立ちあがらせたりするために、また反

対を受けるしるしとして、定められています。 35

そして、あなた自身もつるぎで胸を刺し貫かれる

でしょう。それは多くの人の心にある思いが、現

れるようになるためです」。 36また、アセル族の

パヌエルの娘で、アンナという女預言者がいた。

彼女は非常に年をとっていた。むすめ時代にとつ

いで、七年間だけ夫と共に住み、 37その後やもめ

ぐらしをし、八十四歳になっていた。そして宮を

離れずに夜も昼も断食と祈とをもって神に仕えて

いた。 38この老女も、ちょうどそのとき近寄って

きて、神に感謝をささげ、そしてこの幼な子のこ

とを、エルサレムの救を待ち望んでいるすべての

人々に語りきかせた。 39両親は主の律法どおりす

べての事をすませたので、ガリラヤへむかい、自

分の町ナザレに帰った。 40幼な子は、ますます成

長して強くなり、知恵に満ち、そして神の恵みが

その上にあった。 41さて、イエスの両親は、過越

の祭には毎年エルサレムへ上っていた。 42イエス

が十二歳になった時も、慣例に従って祭のために

上京した。 43ところが、祭が終って帰るとき、少

年イエスはエルサレムに居残っておられたが、両

親はそれに気づかなかった。 44そして道連れの中

にいることと思いこんで、一日路を行ってしまい

、それから、親族や知人の中を捜しはじめたが、

45見つからないので、捜しまわりながらエルサレ

ムへ引返した。 46そして三日の後に、イエスが宮

の中で教師たちのまん中にすわって、彼らの話を

聞いたり質問したりしておられるのを見つけた。

47聞く人々はみな、イエスの賢さやその答に驚嘆

していた。 48両親はこれを見て驚き、そして母が

彼に言った、「どうしてこんな事をしてくれたの

です。ごらんなさい、おとう様もわたしも心配し

て、あなたを捜していたのです」。 49するとイエ

スは言われた、「どうしてお捜しになったのです

か。わたしが自分の父の家にいるはずのことを、

ご存じなかったのですか」。 50しかし、両親はそ

の語られた言葉を悟ることができなかった。 51そ

れからイエスは両親と一緒にナザレに下って行き

、彼らにお仕えになった。母はこれらの事をみな

心に留めていた。 52イエスはますます知恵が加わ

り、背たけも伸び、そして神と人から愛された。

3皇帝テベリオ在位の第十五年、ポンテオ・ピラ
トがユダヤの総督、ヘロデがガリラヤの領主、

その兄弟ピリポがイツリヤ・テラコニテ地方の領

主、ルサニヤがアビレネの領主、 2アンナスとカ

ヤパとが大祭司であったとき、神の言が荒野でザ

カリヤの子ヨハネに臨んだ。 3彼はヨルダンのほ

とりの全地方に行って、罪のゆるしを得させる悔

改めのバプテスマを宣べ伝えた。 4それは、預言

者イザヤの言葉の書に書いてあるとおりである。

すなわち「荒野で呼ばわる者の声がする、『主の

道を備えよ、その道筋をまっすぐにせよ』。 5す

べての谷は埋められ、すべての山と丘とは、平ら

にされ、曲ったところはまっすぐに、わるい道は

ならされ、 6人はみな神の救を見るであろう」。

7さて、ヨハネは、彼からバプテスマを受けようと

して出てきた群衆にむかって言った、「まむしの

子らよ、迫ってきている神の怒りから、のがれら

れると、おまえたちにだれが教えたのか。 8だか

ら、悔改めにふさわしい実を結べ。自分たちの父

にはアブラハムがあるなどと、心の中で思っても

みるな。おまえたちに言っておく。神はこれらの

石ころからでも、アブラハムの子を起すことがで

きるのだ。 9斧がすでに木の根もとに置かれてい

る。だから、良い実を結ばない木はことごとく切

られて、火の中に投げ込まれるのだ」。 10そこで

群衆が彼に、「それでは、わたしたちは何をすれ

ばよいのですか」と尋ねた。 11彼は答えて言った

、「下着を二枚もっている者は、持たない者に分

けてやりなさい。食物を持っている者も同様にし

なさい」。 12取税人もバプテスマを受けにきて、

彼に言った、「先生、わたしたちは何をすればよ

いのですか」。 13彼らに言った、「きまっている

もの以上に取り立ててはいけない」。 14兵卒たち

もたずねて言った、「では、わたしたちは何をす

ればよいのですか」。彼は言った、「人をおどか

したり、だまし取ったりしてはいけない。自分の

給与で満足していなさい」。 15民衆は救主を待ち

望んでいたので、みな心の中でヨハネのことを、

もしかしたらこの人がそれではなかろうかと考え

ていた。 16そこでヨハネはみんなの者にむかって

言った、「わたしは水でおまえたちにバプテスマ

を授けるが、わたしよりも力のあるかたが、おい

でになる。わたしには、そのくつのひもを解く値

うちもない。このかたは、聖霊と火とによってお

まえたちにバプテスマをお授けになるであろう。

17また、箕を手に持って、打ち場の麦をふるい分

け、麦は倉に納め、からは消えない火で焼き捨て

るであろう」。 18こうしてヨハネはほかにもなお

、さまざまの勧めをして、民衆に教を説いた。 19

ところが領主ヘロデは、兄弟の妻ヘロデヤのこと

で、また自分がしたあらゆる悪事について、ヨハ

ネから非難されていたので、 20彼を獄に閉じ込め

て、いろいろな悪事の上に、もう一つこの悪事を

重ねた。 21さて、民衆がみなバプテスマを受けた

とき、イエスもバプテスマを受けて祈っておられ

ると、天が開けて、 22聖霊がはとのような姿をと

ってイエスの上に下り、そして天から声がした、

「あなたはわたしの愛する子、わたしの心にかな

う者である」。 23イエスが宣教をはじめられたの

は、年およそ三十歳の時であって、人々の考えに

よれば、ヨセフの子であった。ヨセフはヘリの子

、 24それから、さかのぼって、マタテ、レビ、メ

ルキ、ヤンナイ、ヨセフ、 25マタテヤ、アモス、

ナホム、エスリ、ナンガイ、 26マハテ、マタテヤ

、シメイ、ヨセク、ヨダ、 27ヨハナン、レサ、ゾ

ロバベル、サラテル、ネリ、 28メルキ、アデイ、

コサム、エルマダム、エル、 29ヨシュア、エリエ

ゼル、ヨリム、マタテ、レビ、 30シメオン、ユダ
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、ヨセフ、ヨナム、エリヤキム、 31メレヤ、メナ

、マタタ、ナタン、ダビデ、 32エッサイ、オベデ

、ボアズ、サラ、ナアソン、 33アミナダブ、アデ

ミン、アルニ、エスロン、パレス、ユダ、 34ヤコ

ブ、イサク、アブラハム、テラ、ナホル、 35セル

グ、レウ、ペレグ、エベル、サラ、 36カイナン、

アルパクサデ、セム、ノア、ラメク、 37メトセラ

、エノク、ヤレデ、マハラレル、カイナン、 38エ

ノス、セツ、アダム、そして神にいたる。

4さて、イエスは聖霊に満ちてヨルダン川から帰
り、 2荒野を四十日のあいだ御霊にひきまわさ

れて、悪魔の試みにあわれた。そのあいだ何も食

べず、その日数がつきると、空腹になられた。 3

そこで悪魔が言った、「もしあなたが神の子であ

るなら、この石に、パンになれと命じてごらんな

さい」。 4イエスは答えて言われた、「『人はパ

ンだけで生きるものではない』と書いてある」。 5

それから、悪魔はイエスを高い所へ連れて行き、

またたくまに世界のすべての国々を見せて 6言っ

た、「これらの国々の権威と栄華とをみんな、あ

なたにあげましょう。それらはわたしに任せられ

ていて、だれでも好きな人にあげてよいのですか

ら。 7それで、もしあなたがわたしの前にひざま

ずくなら、これを全部あなたのものにしてあげま

しょう」。 8イエスは答えて言われた、「『主な

るあなたの神を拝し、ただ神にのみ仕えよ』と書

いてある」。 9それから悪魔はイエスをエルサレ

ムに連れて行き、宮の頂上に立たせて言った、「

もしあなたが神の子であるなら、ここから下へ飛

びおりてごらんなさい。 10『神はあなたのために

、御使たちに命じてあなたを守らせるであろう』

とあり、 11また、『あなたの足が石に打ちつけら

れないように、彼らはあなたを手でささえるであ

ろう』とも書いてあります」。 12イエスは答えて

言われた、「『主なるあなたの神を試みてはなら

ない』と言われている」。 13悪魔はあらゆる試み

をしつくして、一時イエスを離れた。 14それから

イエスは御霊の力に満ちあふれてガリラヤへ帰ら

れると、そのうわさがその地方全体にひろまった

。 15イエスは諸会堂で教え、みんなの者から尊敬

をお受けになった。 16それからお育ちになったナ

ザレに行き、安息日にいつものように会堂にはい

り、聖書を朗読しようとして立たれた。 17すると

預言者イザヤの書が手渡されたので、その書を開

いて、こう書いてある所を出された、 18「主の御

霊がわたしに宿っている。貧しい人々に福音を宣

べ伝えさせるために、わたしを聖別してくださっ

たからである。主はわたしをつかわして、囚人が

解放され、盲人の目が開かれることを告げ知らせ

、打ちひしがれている者に自由を得させ、 19主の

めぐみの年を告げ知らせるのである」。 20イエス

は聖書を巻いて係りの者に返し、席に着かれると

、会堂にいるみんなの者の目がイエスに注がれた

。 21そこでイエスは、「この聖句は、あなたがた

が耳にしたこの日に成就した」と説きはじめられ

た。 22すると、彼らはみなイエスをほめ、またそ

の口から出て来るめぐみの言葉に感嘆して言った

、「この人はヨセフの子ではないか」。 23そこで

彼らに言われた、「あなたがたは、きっと『医者

よ、自分自身をいやせ』ということわざを引いて

、カペナウムで行われたと聞いていた事を、あな

たの郷里のこの地でもしてくれ、と言うであろう

」。 24それから言われた、「よく言っておく。預

言者は、自分の郷里では歓迎されないものである

。 25よく聞いておきなさい。エリヤの時代に、三

年六か月にわたって天が閉じ、イスラエル全土に

大ききんがあった際、そこには多くのやもめがい

たのに、 26エリヤはそのうちのだれにもつかわさ

れないで、ただシドンのサレプタにいるひとりの

やもめにだけつかわされた。 27また預言者エリシ

ャの時代に、イスラエルには多くのらい病人がい

たのに、そのうちのひとりもきよめられないで、

ただシリヤのナアマンだけがきよめられた」。 28

会堂にいた者たちはこれを聞いて、みな憤りに満

ち、 29立ち上がってイエスを町の外へ追い出し、

その町が建っている丘のがけまでひっぱって行っ

て、突き落そうとした。 30しかし、イエスは彼ら

のまん中を通り抜けて、去って行かれた。 31それ

から、イエスはガリラヤの町カペナウムに下って

行かれた。そして安息日になると、人々をお教え

になったが、 32その言葉に権威があったので、彼

らはその教に驚いた。 33すると、汚れた悪霊につ

かれた人が会堂にいて、大声で叫び出した、 34「

ああ、ナザレのイエスよ、あなたはわたしたちと

なんの係わりがあるのです。わたしたちを滅ぼし

にこられたのですか。あなたがどなたであるか、

わかっています。神の聖者です」。 35イエスはこ

れをしかって、「黙れ、この人から出て行け」と

言われた。すると悪霊は彼を人なかに投げ倒し、

傷は負わせずに、その人から出て行った。 36みん

なの者は驚いて、互に語り合って言った、「これ

は、いったい、なんという言葉だろう。権威と力

とをもって汚れた霊に命じられると、彼らは出て

行くのだ」。 37こうしてイエスの評判が、その地

方のいたる所にひろまっていった。 38イエスは会

堂を出てシモンの家におはいりになった。ところ

がシモンのしゅうとめが高い熱を病んでいたので

、人々は彼女のためにイエスにお願いした。 39そ

こで、イエスはそのまくらもとに立って、熱が引

くように命じられると、熱は引き、女はすぐに起

き上がって、彼らをもてなした。 40日が暮れると

、いろいろな病気になやむ者をかかえている人々

が、皆それをイエスのところに連れてきたので、

そのひとりびとりに手を置いて、おいやしになっ

た。 41悪霊も「あなたこそ神の子です」と叫びな

がら多くの人々から出ていった。しかし、イエス

は彼らを戒めて、物を言うことをお許しにならな

かった。彼らがイエスはキリストだと知っていた

からである。 42夜が明けると、イエスは寂しい所

へ出て行かれたが、群衆が捜しまわって、みもと

に集まり、自分たちから離れて行かれないように

と、引き止めた。 43しかしイエスは、「わたしは

、ほかの町々にも神の国の福音を宣べ伝えねばな
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らない。自分はそのためにつかわされたのである

」と言われた。 44そして、ユダヤの諸会堂で教を

説かれた。

5さて、群衆が神の言を聞こうとして押し寄せて
きたとき、イエスはゲネサレ湖畔に立っておら

れたが、 2そこに二そうの小舟が寄せてあるのを

ごらんになった。漁師たちは、舟からおりて網を

洗っていた。 3その一そうはシモンの舟であった

が、イエスはそれに乗り込み、シモンに頼んで岸

から少しこぎ出させ、そしてすわって、舟の中か

ら群衆にお教えになった。 4話がすむと、シモン

に「沖へこぎ出し、網をおろして漁をしてみなさ

い」と言われた。 5シモンは答えて言った、「先

生、わたしたちは夜通し働きましたが、何も取れ

ませんでした。しかし、お言葉ですから、網をお

ろしてみましょう」。 6そしてそのとおりにした

ところ、おびただしい魚の群れがはいって、網が

破れそうになった。 7そこで、もう一そうの舟に

いた仲間に、加勢に来るよう合図をしたので、彼

らがきて魚を両方の舟いっぱいに入れた。そのた

めに、舟が沈みそうになった。 8これを見てシモ

ン・ペテロは、イエスのひざもとにひれ伏して言

った、「主よ、わたしから離れてください。わた

しは罪深い者です」。 9彼も一緒にいた者たちも

みな、取れた魚がおびただしいのに驚いたからで

ある。 10シモンの仲間であったゼベダイの子ヤコ

ブとヨハネも、同様であった。すると、イエスが

シモンに言われた、「恐れることはない。今から

あなたは人間をとる漁師になるのだ」。 11そこで

彼らは舟を陸に引き上げ、いっさいを捨ててイエ

スに従った。 12イエスがある町におられた時、全

身らい病になっている人がそこにいた。イエスを

見ると、顔を地に伏せて願って言った、「主よ、

みこころでしたら、きよめていただけるのですが

」。 13イエスは手を伸ばして彼にさわり、「そう

してあげよう、きよくなれ」と言われた。すると

、らい病がただちに去ってしまった。 14イエスは

、だれにも話さないようにと彼に言い聞かせ、「

ただ行って自分のからだを祭司に見せ、それから

あなたのきよめのため、モーセが命じたとおりの

ささげ物をして、人々に証明しなさい」とお命じ

になった。 15しかし、イエスの評判はますますひ

ろまって行き、おびただしい群衆が、教を聞いた

り、病気をなおしてもらったりするために、集ま

ってきた。 16しかしイエスは、寂しい所に退いて

祈っておられた。 17ある日のこと、イエスが教え

ておられると、ガリラヤやユダヤの方々の村から

、またエルサレムからきたパリサイ人や律法学者

たちが、そこにすわっていた。主の力が働いて、

イエスは人々をいやされた。 18その時、ある人々

が、ひとりの中風をわずらっている人を床にのせ

たまま連れてきて、家の中に運び入れ、イエスの

前に置こうとした。 19ところが、群衆のためにど

うしても運び入れる方法がなかったので、屋根に

のぼり、瓦をはいで、病人を床ごと群衆のまん中

につりおろして、イエスの前においた。 20イエス

は彼らの信仰を見て、「人よ、あなたの罪はゆる

された」と言われた。 21すると律法学者とパリサ

イ人たちとは、「神を汚すことを言うこの人は、

いったい、何者だ。神おひとりのほかに、だれが

罪をゆるすことができるか」と言って論じはじめ

た。 22イエスは彼らの論議を見ぬいて、「あなた

がたは心の中で何を論じているのか。 23あなたの

罪はゆるされたと言うのと、起きて歩けと言うの

と、どちらがたやすいか。 24しかし、人の子は地

上で罪をゆるす権威を持っていることが、あなた

がたにわかるために」と彼らに対して言い、中風

の者にむかって、「あなたに命じる。起きよ、床

を取り上げて家に帰れ」と言われた。 25すると病

人は即座にみんなの前で起きあがり、寝ていた床

を取りあげて、神をあがめながら家に帰って行っ

た。 26みんなの者は驚嘆してしまった。そして神

をあがめ、おそれに満たされて、「きょうは驚く

べきことを見た」と言った。 27そののち、イエス

が出て行かれると、レビという名の取税人が収税

所にすわっているのを見て、「わたしに従ってき

なさい」と言われた。 28すると、彼はいっさいを

捨てて立ちあがり、イエスに従ってきた。 29それ

から、レビは自分の家で、イエスのために盛大な

宴会を催したが、取税人やそのほか大ぜいの人々

が、共に食卓に着いていた。 30ところが、パリサ

イ人やその律法学者たちが、イエスの弟子たちに

対してつぶやいて言った、「どうしてあなたがた

は、取税人や罪人などと飲食を共にするのか」。

31イエスは答えて言われた、「健康な人には医者

はいらない。いるのは病人である。 32わたしがき

たのは、義人を招くためではなく、罪人を招いて

悔い改めさせるためである」。 33また彼らはイエ

スに言った、「ヨハネの弟子たちは、しばしば断

食をし、また祈をしており、パリサイ人の弟子た

ちもそうしているのに、あなたの弟子たちは食べ

たり飲んだりしています」。 34するとイエスは言

われた、「あなたがたは、花婿が一緒にいるのに

、婚礼の客に断食をさせることができるであろう

か。 35しかし、花婿が奪い去られる日が来る。そ

の日には断食をするであろう」。 36それからイエ

スはまた一つの譬を語られた、「だれも、新しい

着物から布ぎれを切り取って、古い着物につぎを

当てるものはない。もしそんなことをしたら、新

しい着物を裂くことになるし、新しいのから取っ

た布ぎれも古いのに合わないであろう。 37まただ

れも、新しいぶどう酒を古い皮袋に入れはしない

。もしそんなことをしたら、新しいぶどう酒は皮

袋をはり裂き、そしてぶどう酒は流れ出るし、皮

袋もむだになるであろう。 38新しいぶどう酒は新

しい皮袋に入れるべきである。 39まただれも、古

い酒を飲んでから、新しいのをほしがりはしない

。『古いのが良い』と考えているからである」。

6ある安息日にイエスが麦畑の中をとおって行か
れたとき、弟子たちが穂をつみ、手でもみなが

ら食べていた。 2すると、あるパリサイ人たちが

言った、「あなたがたはなぜ、安息日にしてはな
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らぬことをするのか」。 3そこでイエスが答えて

言われた、「あなたがたは、ダビデとその供の者

たちとが飢えていたとき、ダビデのしたことにつ

いて、読んだことがないのか。 4すなわち、神の

家にはいって、祭司たちのほかだれも食べてはな

らぬ供えのパンを取って食べ、また供の者たちに

も与えたではないか」。 5また彼らに言われた、

「人の子は安息日の主である」。 6また、ほかの

安息日に会堂にはいって教えておられたところ、

そこに右手のなえた人がいた。 7律法学者やパリ

サイ人たちは、イエスを訴える口実を見付けよう

と思って、安息日にいやされるかどうかをうかが

っていた。 8イエスは彼らの思っていることを知

って、その手のなえた人に、「起きて、まん中に

立ちなさい」と言われると、起き上がって立った

。 9そこでイエスは彼らにむかって言われた、「

あなたがたに聞くが、安息日に善を行うのと悪を

行うのと、命を救うのと殺すのと、どちらがよい

か」。 10そして彼ら一同を見まわして、その人に

「手を伸ばしなさい」と言われた。そのとおりに

すると、その手は元どおりになった。 11そこで彼

らは激しく怒って、イエスをどうかしてやろうと

、互に話合いをはじめた。 12このころ、イエスは

祈るために山へ行き、夜を徹して神に祈られた。

13夜が明けると、弟子たちを呼び寄せ、その中か

ら十二人を選び出し、これに使徒という名をお与

えになった。 14すなわち、ペテロとも呼ばれたシ

モンとその兄弟アンデレ、ヤコブとヨハネ、ピリ

ポとバルトロマイ、 15マタイとトマス、アルパヨ

の子ヤコブと、熱心党と呼ばれたシモン、 16ヤコ

ブの子ユダ、それからイスカリオテのユダ。この

ユダが裏切者となったのである。 17そして、イエ

スは彼らと一緒に山を下って平地に立たれたが、

大ぜいの弟子たちや、ユダヤ全土、エルサレム、

ツロとシドンの海岸地方などからの大群衆が、 18

教を聞こうとし、また病気をなおしてもらおうと

して、そこにきていた。そして汚れた霊に悩まさ

れている者たちも、いやされた。 19また群衆はイ

エスにさわろうと努めた。それは力がイエスの内

から出て、みんなの者を次々にいやしたからであ

る。 20そのとき、イエスは目をあげ、弟子たちを

見て言われた、「あなたがた貧しい人たちは、さ

いわいだ。神の国はあなたがたのものである。 21

あなたがたいま飢えている人たちは、さいわいだ

。飽き足りるようになるからである。あなたがた

いま泣いている人たちは、さいわいだ。笑うよう

になるからである。 22人々があなたがたを憎むと

き、また人の子のためにあなたがたを排斥し、の

のしり、汚名を着せるときは、あなたがたはさい

わいだ。 23その日には喜びおどれ。見よ、天にお

いてあなたがたの受ける報いは大きいのだから。

彼らの祖先も、預言者たちに対して同じことをし

たのである。 24しかしあなたがた富んでいる人た

ちは、わざわいだ。慰めを受けてしまっているか

らである。 25あなたがた今満腹している人たちは

、わざわいだ。飢えるようになるからである。あ

なたがた今笑っている人たちは、わざわいだ。悲

しみ泣くようになるからである。 26人が皆あなた

がたをほめるときは、あなたがたはわざわいだ。

彼らの祖先も、にせ預言者たちに対して同じこと

をしたのである。 27しかし、聞いているあなたが

たに言う。敵を愛し、憎む者に親切にせよ。 28の

ろう者を祝福し、はずかしめる者のために祈れ。

29あなたの頬を打つ者にはほかの頬をも向けてや

り、あなたの上着を奪い取る者には下着をも拒む

な。 30あなたに求める者には与えてやり、あなた

の持ち物を奪う者からは取りもどそうとするな。

31人々にしてほしいと、あなたがたの望むことを

、人々にもそのとおりにせよ。 32自分を愛してく

れる者を愛したからとて、どれほどの手柄になろ

うか。罪人でさえ、自分を愛してくれる者を愛し

ている。 33自分によくしてくれる者によくしたと

て、どれほどの手柄になろうか。罪人でさえ、そ

れくらいの事はしている。 34また返してもらうつ

もりで貸したとて、どれほどの手柄になろうか。

罪人でも、同じだけのものを返してもらおうとし

て、仲間に貸すのである。 35しかし、あなたがた

は、敵を愛し、人によくしてやり、また何も当て

にしないで貸してやれ。そうすれば受ける報いは

大きく、あなたがたはいと高き者の子となるであ

ろう。いと高き者は、恩を知らぬ者にも悪人にも

、なさけ深いからである。 36あなたがたの父なる

神が慈悲深いように、あなたがたも慈悲深い者と

なれ。 37人をさばくな。そうすれば、自分もさば

かれることがないであろう。また人を罪に定める

な。そうすれば、自分も罪に定められることがな

いであろう。ゆるしてやれ。そうすれば、自分も

ゆるされるであろう。 38与えよ。そうすれば、自

分にも与えられるであろう。人々はおし入れ、ゆ

すり入れ、あふれ出るまでに量をよくして、あな

たがたのふところに入れてくれるであろう。あな

たがたの量るその量りで、自分にも量りかえされ

るであろうから」。 39イエスはまた一つの譬を語

られた、「盲人は盲人の手引ができようか。ふた

りとも穴に落ち込まないだろうか。 40弟子はその

師以上のものではないが、修業をつめば、みなそ

の師のようになろう。 41なぜ、兄弟の目にあるち

りを見ながら、自分の目にある梁を認めないのか

。 42自分の目にある梁は見ないでいて、どうして

兄弟にむかって、兄弟よ、あなたの目にあるちり

を取らせてください、と言えようか。偽善者よ、

まず自分の目から梁を取りのけるがよい、そうす

れば、はっきり見えるようになって、兄弟の目に

あるちりを取りのけることができるだろう。 43悪

い実のなる良い木はないし、また良い実のなる悪

い木もない。 44木はそれぞれ、その実でわかる。

いばらからいちじくを取ることはないし、野ばら

からぶどうを摘むこともない。 45善人は良い心の

倉から良い物を取り出し、悪人は悪い倉から悪い

物を取り出す。心からあふれ出ることを、口が語

るものである。 46わたしを主よ、主よ、と呼びな

がら、なぜわたしの言うことを行わないのか。 47

わたしのもとにきて、わたしの言葉を聞いて行う

者が、何に似ているか、あなたがたに教えよう。
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48それは、地を深く掘り、岩の上に土台をすえて

家を建てる人に似ている。洪水が出て激流がその

家に押し寄せてきても、それを揺り動かすことは

できない。よく建ててあるからである。 49しかし

聞いても行わない人は、土台なしで、土の上に家

を建てた人に似ている。激流がその家に押し寄せ

てきたら、たちまち倒れてしまい、その被害は大

きいのである」。

7イエスはこれらの言葉をことごとく人々に聞か
せてしまったのち、カペナウムに帰ってこられ

た。 2ところが、ある百卒長の頼みにしていた僕

が、病気になって死にかかっていた。 3この百卒

長はイエスのことを聞いて、ユダヤ人の長老たち

をイエスのところにつかわし、自分の僕を助けに

きてくださるようにと、お願いした。 4彼らはイ

エスのところにきて、熱心に願って言った、「あ

の人はそうしていただくねうちがございます。 5

わたしたちの国民を愛し、わたしたちのために会

堂を建ててくれたのです」。 6そこで、イエスは

彼らと連れだってお出かけになった。ところが、

その家からほど遠くないあたりまでこられたとき

、百卒長は友だちを送ってイエスに言わせた、「

主よ、どうぞ、ご足労くださいませんように。わ

たしの屋根の下にあなたをお入れする資格は、わ

たしにはございません。 7それですから、自分で

お迎えにあがるねうちさえないと思っていたので

す。ただ、お言葉を下さい。そして、わたしの僕

をなおしてください。 8わたしも権威の下に服し

ている者ですが、わたしの下にも兵卒がいまして

、ひとりの者に『行け』と言えば行き、ほかの者

に『こい』と言えばきますし、また、僕に『これ

をせよ』と言えば、してくれるのです」。 9イエ

スはこれを聞いて非常に感心され、ついてきた群

衆の方に振り向いて言われた、「あなたがたに言

っておくが、これほどの信仰は、イスラエルの中

でも見たことがない」。 10使にきた者たちが家に

帰ってみると、僕は元気になっていた。 11そのの

ち、間もなく、ナインという町へおいでになった

が、弟子たちや大ぜいの群衆も一緒に行った。 12

町の門に近づかれると、ちょうど、あるやもめに

とってひとりむすこであった者が死んだので、葬

りに出すところであった。大ぜいの町の人たちが

、その母につきそっていた。 13主はこの婦人を見

て深い同情を寄せられ、「泣かないでいなさい」

と言われた。 14そして近寄って棺に手をかけられ

ると、かついでいる者たちが立ち止まったので、

「若者よ、さあ、起きなさい」と言われた。 15す

ると、死人が起き上がって物を言い出した。イエ

スは彼をその母にお渡しになった。 16人々はみな

恐れをいだき、「大預言者がわたしたちの間に現

れた」、また、「神はその民を顧みてくださった

」と言って、神をほめたたえた。 17イエスについ

てのこの話は、ユダヤ全土およびその附近のいた

る所にひろまった。 18ヨハネの弟子たちは、これ

らのことを全部彼に報告した。するとヨハネは弟

子の中からふたりの者を呼んで、 19主のもとに送

り、「『きたるべきかた』はあなたなのですか。

それとも、ほかにだれかを待つべきでしょうか」

と尋ねさせた。 20そこで、この人たちがイエスの

もとにきて言った、「わたしたちはバプテスマの

ヨハネからの使ですが、『きたるべきかた』はあ

なたなのですか、それとも、ほかにだれかを待つ

べきでしょうか、とヨハネが尋ねています」。 21

そのとき、イエスはさまざまの病苦と悪霊とに悩

む人々をいやし、また多くの盲人を見えるように

しておられたが、 22答えて言われた、「行って、

あなたがたが見聞きしたことを、ヨハネに報告し

なさい。盲人は見え、足なえは歩き、らい病人は

きよまり、耳しいは聞え、死人は生きかえり、貧

しい人々は福音を聞かされている。 23わたしにつ

まずかない者は、さいわいである」。 24ヨハネの

使が行ってしまうと、イエスはヨハネのことを群

衆に語りはじめられた、「あなたがたは、何を見

に荒野に出てきたのか。風に揺らぐ葦であるか。

25では、何を見に出てきたのか。柔らかい着物を

まとった人か。きらびやかに着かざって、ぜいた

くに暮している人々なら、宮殿にいる。 26では、

何を見に出てきたのか。預言者か。そうだ、あな

たがたに言うが、預言者以上の者である。 27『見

よ、わたしは使をあなたの先につかわし、あなた

の前に、道を整えさせるであろう』と書いてある

のは、この人のことである。 28あなたがたに言っ

ておく。女の産んだ者の中で、ヨハネより大きい

人物はいない。しかし、神の国で最も小さい者も

、彼よりは大きい。 29（これを聞いた民衆は皆、

また取税人たちも、ヨハネのバプテスマを受けて

神の正しいことを認めた。 30しかし、パリサイ人

と律法学者たちとは彼からバプテスマを受けない

で、自分たちに対する神のみこころを無にした。

） 31だから今の時代の人々を何に比べようか。彼

らは何に似ているか。 32それは子供たちが広場に

すわって、互に呼びかけ、『わたしたちが笛を吹

いたのに、あなたたちは踊ってくれなかった。弔

いの歌を歌ったのに、泣いてくれなかった』と言

うのに似ている。 33なぜなら、バプテスマのヨハ

ネがきて、パンを食べることも、ぶどう酒を飲む

こともしないと、あなたがたは、あれは悪霊につ

かれているのだ、と言い、 34また人の子がきて食

べたり飲んだりしていると、見よ、あれは食をむ

さぼる者、大酒を飲む者、また取税人、罪人の仲

間だ、と言う。 35しかし、知恵の正しいことは、

そのすべての子が証明する」。 36あるパリサイ人

がイエスに、食事を共にしたいと申し出たので、

そのパリサイ人の家にはいって食卓に着かれた。

37するとそのとき、その町で罪の女であったもの

が、パリサイ人の家で食卓に着いておられること

を聞いて、香油が入れてある石膏のつぼを持って

きて、 38泣きながら、イエスのうしろでその足も

とに寄り、まず涙でイエスの足をぬらし、自分の

髪の毛でぬぐい、そして、その足に接吻して、香

油を塗った。 39イエスを招いたパリサイ人がそれ

を見て、心の中で言った、「もしこの人が預言者

であるなら、自分にさわっている女がだれだか、
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どんな女かわかるはずだ。それは罪の女なのだか

ら」。 40そこでイエスは彼にむかって言われた、

「シモン、あなたに言うことがある」。彼は「先

生、おっしゃってください」と言った。 41イエス

が言われた、「ある金貸しに金をかりた人がふた

りいたが、ひとりは五百デナリ、もうひとりは五

十デナリを借りていた。 42ところが、返すことが

できなかったので、彼はふたり共ゆるしてやった

。このふたりのうちで、どちらが彼を多く愛する

だろうか」。 43シモンが答えて言った、「多くゆ

るしてもらったほうだと思います」。イエスが言

われた、「あなたの判断は正しい」。 44それから

女の方に振り向いて、シモンに言われた、「この

女を見ないか。わたしがあなたの家にはいってき

た時に、あなたは足を洗う水をくれなかった。と

ころが、この女は涙でわたしの足をぬらし、髪の

毛でふいてくれた。 45あなたはわたしに接吻をし

てくれなかったが、彼女はわたしが家にはいった

時から、わたしの足に接吻をしてやまなかった。

46あなたはわたしの頭に油を塗ってくれなかった

が、彼女はわたしの足に香油を塗ってくれた。 47

それであなたに言うが、この女は多く愛したから

、その多くの罪はゆるされているのである。少し

だけゆるされた者は、少しだけしか愛さない」。

48そして女に、「あなたの罪はゆるされた」と言

われた。 49すると同席の者たちが心の中で言いは

じめた、「罪をゆるすことさえするこの人は、い

ったい、何者だろう」。 50しかし、イエスは女に

むかって言われた、「あなたの信仰があなたを救

ったのです。安心して行きなさい」。

8そののちイエスは、神の国の福音を説きまた伝
えながら、町々村々を巡回し続けられたが、十

二弟子もお供をした。 2また悪霊を追い出され病

気をいやされた数名の婦人たち、すなわち、七つ

の悪霊を追い出してもらったマグダラと呼ばれる

マリヤ、 3ヘロデの家令クーザの妻ヨハンナ、ス

ザンナ、そのほか多くの婦人たちも一緒にいて、

自分たちの持ち物をもって一行に奉仕した。 4さ

て、大ぜいの群衆が集まり、その上、町々からの

人たちがイエスのところに、ぞくぞくと押し寄せ

てきたので、一つの譬で話をされた、 5「種まき

が種をまきに出て行った。まいているうちに、あ

る種は道ばたに落ち、踏みつけられ、そして空の

鳥に食べられてしまった。 6ほかの種は岩の上に

落ち、はえはしたが水気がないので枯れてしまっ

た。 7ほかの種は、いばらの間に落ちたので、い

ばらも一緒に茂ってきて、それをふさいでしまっ

た。 8ところが、ほかの種は良い地に落ちたので

、はえ育って百倍もの実を結んだ」。こう語られ

たのち、声をあげて「聞く耳のある者は聞くがよ

い」と言われた。 9弟子たちは、この譬はどうい

う意味でしょうか、とイエスに質問した。 10そこ

で言われた、「あなたがたには、神の国の奥義を

知ることが許されているが、ほかの人たちには、

見ても見えず、聞いても悟られないために、譬で

話すのである。 11この譬はこういう意味である。

種は神の言である。 12道ばたに落ちたのは、聞い

たのち、信じることも救われることもないように

、悪魔によってその心から御言が奪い取られる人

たちのことである。 13岩の上に落ちたのは、御言

を聞いた時には喜んで受けいれるが、根が無いの

で、しばらくは信じていても、試錬の時が来ると

、信仰を捨てる人たちのことである。 14いばらの

中に落ちたのは、聞いてから日を過ごすうちに、

生活の心づかいや富や快楽にふさがれて、実の熟

するまでにならない人たちのことである。 15良い

地に落ちたのは、御言を聞いたのち、これを正し

い良い心でしっかりと守り、耐え忍んで実を結ぶ

に至る人たちのことである。 16だれもあかりをと

もして、それを何かの器でおおいかぶせたり、寝

台の下に置いたりはしない。燭台の上に置いて、

はいって来る人たちに光が見えるようにするので

ある。 17隠されているもので、あらわにならない

ものはなく、秘密にされているもので、ついには

知られ、明るみに出されないものはない。 18だか

ら、どう聞くかに注意するがよい。持っている人

は更に与えられ、持っていない人は、持っている

と思っているものまでも、取り上げられるであろ

う」。 19さて、イエスの母と兄弟たちとがイエス

のところにきたが、群衆のためそば近くに行くこ

とができなかった。 20それで、だれかが「あなた

の母上と兄弟がたが、お目にかかろうと思って、

外に立っておられます」と取次いだ。 21するとイ

エスは人々にむかって言われた、「神の御言を聞

いて行う者こそ、わたしの母、わたしの兄弟なの

である」。 22ある日のこと、イエスは弟子たちと

舟に乗り込み、「湖の向こう岸へ渡ろう」と言わ

れたので、一同が船出した。 23渡って行く間に、

イエスは眠ってしまわれた。すると突風が湖に吹

きおろしてきたので、彼らは水をかぶって危険に

なった。 24そこで、みそばに寄ってきてイエスを

起し、「先生、先生、わたしたちは死にそうです

」と言った。イエスは起き上がって、風と荒浪と

をおしかりになると、止んでなぎになった。 25イ

エスは彼らに言われた、「あなたがたの信仰は、

どこにあるのか」。彼らは恐れ驚いて互に言い合

った、「いったい、このかたはだれだろう。お命

じになると、風も水も従うとは」。 26それから、

彼らはガリラヤの対岸、ゲラサ人の地に渡った。

27陸にあがられると、その町の人で、悪霊につか

れて長いあいだ着物も着ず、家に居つかないで墓

場にばかりいた人に、出会われた。 28この人がイ

エスを見て叫び出し、みまえにひれ伏して大声で

言った、「いと高き神の子イエスよ、あなたはわ

たしとなんの係わりがあるのです。お願いです、

わたしを苦しめないでください」。 29それは、イ

エスが汚れた霊に、その人から出て行け、とお命

じになったからである。というのは、悪霊が何度

も彼をひき捕えたので、彼は鎖と足かせとでつな

がれて看視されていたが、それを断ち切っては悪

霊によって荒野へ追いやられていたのである。 30

イエスは彼に「なんという名前か」とお尋ねにな

ると、「レギオンと言います」と答えた。彼の中
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にたくさんの悪霊がはいり込んでいたからである

。 31悪霊どもは、底知れぬ所に落ちて行くことを

自分たちにお命じにならぬようにと、イエスに願

いつづけた。 (Abyssos g12) 32ところが、そこの山べ

におびただしい豚の群れが飼ってあったので、そ

の豚の中へはいることを許していただきたいと、

悪霊どもが願い出た。イエスはそれをお許しにな

った。 33そこで悪霊どもは、その人から出て豚の

中へはいり込んだ。するとその群れは、がけから

湖へなだれを打って駆け下り、おぼれ死んでしま

った。 34飼う者たちは、この出来事を見て逃げ出

して、町や村里にふれまわった。 35人々はこの出

来事を見に出てきた。そして、イエスのところに

きて、悪霊を追い出してもらった人が着物を着て

、正気になってイエスの足もとにすわっているの

を見て、恐れた。 36それを見た人たちは、この悪

霊につかれていた者が救われた次第を、彼らに語

り聞かせた。 37それから、ゲラサの地方の民衆は

こぞって、自分たちの所から立ち去ってくださる

ようにとイエスに頼んだ。彼らが非常な恐怖に襲

われていたからである。そこで、イエスは舟に乗

って帰りかけられた。 38悪霊を追い出してもらっ

た人は、お供をしたいと、しきりに願ったが、イ

エスはこう言って彼をお帰しになった。 39「家へ

帰って、神があなたにどんなに大きなことをして

くださったか、語り聞かせなさい」。そこで彼は

立ち去って、自分にイエスがして下さったことを

、ことごとく町中に言いひろめた。 40イエスが帰

ってこられると、群衆は喜び迎えた。みんながイ

エスを待ちうけていたのである。 41するとそこに

、ヤイロという名の人がきた。この人は会堂司で

あった。イエスの足もとにひれ伏して、自分の家

においでくださるようにと、しきりに願った。 42

彼に十二歳ばかりになるひとり娘があったが、死

にかけていた。ところが、イエスが出て行かれる

途中、群衆が押し迫ってきた。 43ここに、十二年

間も長血をわずらっていて、医者のために自分の

身代をみな使い果してしまったが、だれにもなお

してもらえなかった女がいた。 44この女がうしろ

から近寄ってみ衣のふさにさわったところ、その

長血がたちまち止まってしまった。 45イエスは言

われた、「わたしにさわったのは、だれか」。人

々はみな自分ではないと言ったので、ペテロが「

先生、群衆があなたを取り囲んで、ひしめき合っ

ているのです」と答えた。 46しかしイエスは言わ

れた、「だれかがわたしにさわった。力がわたし

から出て行ったのを感じたのだ」。 47女は隠しき

れないのを知って、震えながら進み出て、みまえ

にひれ伏し、イエスにさわった訳と、さわるとた

ちまちなおったこととを、みんなの前で話した。

48そこでイエスが女に言われた、「娘よ、あなた

の信仰があなたを救ったのです。安心して行きな

さい」。 49イエスがまだ話しておられるうちに、

会堂司の家から人がきて、「お嬢さんはなくなら

れました。この上、先生を煩わすには及びません

」と言った。 50しかしイエスはこれを聞いて会堂

司にむかって言われた、「恐れることはない。た

だ信じなさい。娘は助かるのだ」。 51それから家

にはいられるとき、ペテロ、ヨハネ、ヤコブおよ

びその子の父母のほかは、だれも一緒にはいって

来ることをお許しにならなかった。 52人々はみな

、娘のために泣き悲しんでいた。イエスは言われ

た、「泣くな、娘は死んだのではない。眠ってい

るだけである」。 53人々は娘が死んだことを知っ

ていたので、イエスをあざ笑った。 54イエスは娘

の手を取って、呼びかけて言われた、「娘よ、起

きなさい」。 55するとその霊がもどってきて、娘

は即座に立ち上がった。イエスは何か食べ物を与

えるように、さしずをされた。 56両親は驚いてし

まった。イエスはこの出来事をだれにも話さない

ようにと、彼らに命じられた。

9それからイエスは十二弟子を呼び集めて、彼ら
にすべての悪霊を制し、病気をいやす力と権威

とをお授けになった。 2また神の国を宣べ伝え、

かつ病気をなおすためにつかわして 3言われた、

「旅のために何も携えるな。つえも袋もパンも銭

も持たず、また下着も二枚は持つな。 4また、ど

こかの家にはいったら、そこに留まっておれ。そ

してそこから出かけることにしなさい。 5だれも

あなたがたを迎えるものがいなかったら、その町

を出て行くとき、彼らに対する抗議のしるしに、

足からちりを払い落しなさい」。 6弟子たちは出

て行って、村々を巡り歩き、いたる所で福音を宣

べ伝え、また病気をいやした。 7さて、領主ヘロ

デはいろいろな出来事を耳にして、あわて惑って

いた。それは、ある人たちは、ヨハネが死人の中

からよみがえったと言い、 8またある人たちは、

エリヤが現れたと言い、またほかの人たちは、昔

の預言者のひとりが復活したのだと言っていたか

らである。 9そこでヘロデが言った、「ヨハネは

わたしがすでに首を切ったのだが、こうしてうわ

さされているこの人は、いったい、だれなのだろ

う」。そしてイエスに会ってみようと思っていた

。 10使徒たちは帰ってきて、自分たちのしたこと

をすべてイエスに話した。それからイエスは彼ら

を連れて、ベツサイダという町へひそかに退かれ

た。 11ところが群衆がそれと知って、ついてきた

ので、これを迎えて神の国のことを語り聞かせ、

また治療を要する人たちをいやされた。 12それか

ら日が傾きかけたので、十二弟子がイエスのもと

にきて言った、「群衆を解散して、まわりの村々

や部落へ行って宿を取り、食物を手にいれるよう

にさせてください。わたしたちはこんな寂しい所

にきているのですから」。 13しかしイエスは言わ

れた、「あなたがたの手で食物をやりなさい」。

彼らは言った、「わたしたちにはパン五つと魚二

ひきしかありません、この大ぜいの人のために食

物を買いに行くかしなければ」。 14というのは、

男が五千人ばかりもいたからである。しかしイエ

スは弟子たちに言われた、「人々をおおよそ五十

人ずつの組にして、すわらせなさい」。 15彼らは

そのとおりにして、みんなをすわらせた。 16イエ

スは五つのパンと二ひきの魚とを手に取り、天を
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仰いでそれを祝福してさき、弟子たちにわたして

群衆に配らせた。 17みんなの者は食べて満腹した

。そして、その余りくずを集めたら、十二かごあ

った。 18イエスがひとりで祈っておられたとき、

弟子たちが近くにいたので、彼らに尋ねて言われ

た、「群衆はわたしをだれと言っているか」。 19

彼らは答えて言った、「バプテスマのヨハネだと

、言っています。しかしほかの人たちは、エリヤ

だと言い、また昔の預言者のひとりが復活したの

だと、言っている者もあります」。 20彼らに言わ

れた、「それでは、あなたがたはわたしをだれと

言うか」。ペテロが答えて言った、「神のキリス

トです」。 21イエスは彼らを戒め、この事をだれ

にも言うなと命じ、そして言われた、 22「人の子

は必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法

学者たちに捨てられ、また殺され、そして三日目

によみがえる」。 23それから、みんなの者に言わ

れた、「だれでもわたしについてきたいと思うな

ら、自分を捨て、日々自分の十字架を負うて、わ

たしに従ってきなさい。 24自分の命を救おうと思

う者はそれを失い、わたしのために自分の命を失

う者は、それを救うであろう。 25人が全世界をも

うけても、自分自身を失いまたは損したら、なん

の得になろうか。 26わたしとわたしの言葉とを恥

じる者に対しては、人の子もまた、自分の栄光と

、父と聖なる御使との栄光のうちに現れて来ると

き、その者を恥じるであろう。 27よく聞いておく

がよい、神の国を見るまでは、死を味わわない者

が、ここに立っている者の中にいる」。 28これら

のことを話された後、八日ほどたってから、イエ

スはペテロ、ヨハネ、ヤコブを連れて、祈るため

に山に登られた。 29祈っておられる間に、み顔の

様が変り、み衣がまばゆいほどに白く輝いた。 30

すると見よ、ふたりの人がイエスと語り合ってい

た。それはモーセとエリヤであったが、 31栄光の

中に現れて、イエスがエルサレムで遂げようとす

る最後のことについて話していたのである。 32ペ

テロとその仲間の者たちとは熟睡していたが、目

をさますと、イエスの栄光の姿と、共に立ってい

るふたりの人とを見た。 33このふたりがイエスを

離れ去ろうとしたとき、ペテロは自分が何を言っ

ているのかわからないで、イエスに言った、「先

生、わたしたちがここにいるのは、すばらしいこ

とです。それで、わたしたちは小屋を三つ建てま

しょう。一つはあなたのために、一つはモーセの

ために、一つはエリヤのために」。 34彼がこう言

っている間に、雲がわき起って彼らをおおいはじ

めた。そしてその雲に囲まれたとき、彼らは恐れ

た。 35すると雲の中から声があった、「これはわ

たしの子、わたしの選んだ者である。これに聞け

」。 36そして声が止んだとき、イエスがひとりだ

けになっておられた。弟子たちは沈黙を守って、

自分たちが見たことについては、そのころだれに

も話さなかった。 37翌日、一同が山を降りて来る

と、大ぜいの群衆がイエスを出迎えた。 38すると

突然、ある人が群衆の中から大声をあげて言った

、「先生、お願いです。わたしのむすこを見てや

ってください。この子はわたしのひとりむすこで

すが、 39霊が取りつきますと、彼は急に叫び出す

のです。それから、霊は彼をひきつけさせて、あ

わを吹かせ、彼を弱り果てさせて、なかなか出て

行かないのです。 40それで、お弟子たちに、この

霊を追い出してくださるように願いましたが、で

きませんでした」。 41イエスは答えて言われた、

「ああ、なんという不信仰な、曲った時代であろ

う。いつまで、わたしはあなたがたと一緒におら

れようか、またあなたがたに我慢ができようか。

あなたの子をここに連れてきなさい」。 42ところ

が、その子がイエスのところに来る時にも、悪霊

が彼を引き倒して、引きつけさせた。イエスはこ

の汚れた霊をしかりつけ、その子供をいやして、

父親にお渡しになった。 43人々はみな、神の偉大

な力に非常に驚いた。みんなの者がイエスのして

おられた数々の事を不思議に思っていると、弟子

たちに言われた、 44「あなたがたはこの言葉を耳

におさめて置きなさい。人の子は人々の手に渡さ

れようとしている」。 45しかし、彼らはなんのこ

とかわからなかった。それが彼らに隠されていて

、悟ることができなかったのである。また彼らは

そのことについて尋ねるのを恐れていた。 46弟子

たちの間に、彼らのうちでだれがいちばん偉いだ

ろうかということで、議論がはじまった。 47イエ

スは彼らの心の思いを見抜き、ひとりの幼な子を

取りあげて自分のそばに立たせ、彼らに言われた

、 48「だれでもこの幼な子をわたしの名のゆえに

受けいれる者は、わたしを受けいれるのである。

そしてわたしを受けいれる者は、わたしをおつか

わしになったかたを受けいれるのである。あなた

がたみんなの中でいちばん小さい者こそ、大きい

のである」。 49するとヨハネが答えて言った、「

先生、わたしたちはある人があなたの名を使って

悪霊を追い出しているのを見ましたが、その人は

わたしたちの仲間でないので、やめさせました」

。 50イエスは彼に言われた、「やめさせないがよ

い。あなたがたに反対しない者は、あなたがたの

味方なのである」。 51さて、イエスが天に上げら

れる日が近づいたので、エルサレムへ行こうと決

意して、その方へ顔をむけられ、 52自分に先立っ

て使者たちをおつかわしになった。そして彼らが

サマリヤ人の村へはいって行き、イエスのために

準備をしようとしたところ、 53村人は、エルサレ

ムへむかって進んで行かれるというので、イエス

を歓迎しようとはしなかった。 54弟子のヤコブと

ヨハネとはそれを見て言った、「主よ、いかがで

しょう。彼らを焼き払ってしまうように、天から

火をよび求めましょうか」。 55イエスは振りかえ

って、彼らをおしかりになった。 56そして一同は

ほかの村へ行った。 57道を進んで行くと、ある人

がイエスに言った、「あなたがおいでになる所な

らどこへでも従ってまいります」。 58イエスはそ

の人に言われた、「きつねには穴があり、空の鳥

には巣がある。しかし、人の子にはまくらする所

がない」。 59またほかの人に、「わたしに従って

きなさい」と言われた。するとその人が言った、
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「まず、父を葬りに行かせてください」。 60彼に

言われた、「その死人を葬ることは、死人に任せ

ておくがよい。あなたは、出て行って神の国を告

げひろめなさい」。 61またほかの人が言った、「

主よ、従ってまいりますが、まず家の者に別れを

言いに行かせてください」。 62イエスは言われた

、「手をすきにかけてから、うしろを見る者は、

神の国にふさわしくないものである」。

10その後、主は別に七十二人を選び、行こうと
しておられたすべての町や村へ、ふたりずつ

先におつかわしになった。 2そのとき、彼らに言

われた、「収穫は多いが、働き人が少ない。だか

ら、収穫の主に願って、その収穫のために働き人

を送り出すようにしてもらいなさい。 3さあ、行

きなさい。わたしがあなたがたをつかわすのは、

小羊をおおかみの中に送るようなものである。 4

財布も袋もくつも持って行くな。だれにも道であ

いさつするな。 5どこかの家にはいったら、まず

『平安がこの家にあるように』と言いなさい。 6

もし平安の子がそこにおれば、あなたがたの祈る

平安はその人の上にとどまるであろう。もしそう

でなかったら、それはあなたがたの上に帰って来

るであろう。 7それで、その同じ家に留まってい

て、家の人が出してくれるものを飲み食いしなさ

い。働き人がその報いを得るのは当然である。家

から家へと渡り歩くな。 8どの町へはいっても、

人々があなたがたを迎えてくれるなら、前に出さ

れるものを食べなさい。 9そして、その町にいる

病人をいやしてやり、『神の国はあなたがたに近

づいた』と言いなさい。 10しかし、どの町へはい

っても、人々があなたがたを迎えない場合には、

大通りに出て行って言いなさい、 11『わたしたち

の足についているこの町のちりも、ぬぐい捨てて

行く。しかし、神の国が近づいたことは、承知し

ているがよい』。 12あなたがたに言っておく。そ

の日には、この町よりもソドムの方が耐えやすい

であろう。 13わざわいだ、コラジンよ。わざわい

だ、ベツサイダよ。おまえたちの中でなされた力

あるわざが、もしツロとシドンでなされたなら、

彼らはとうの昔に、荒布をまとい灰の中にすわっ

て、悔い改めたであろう。 14しかし、さばきの日

には、ツロとシドンの方がおまえたちよりも、耐

えやすいであろう。 15ああ、カペナウムよ、おま

えは天にまで上げられようとでもいうのか。黄泉

にまで落されるであろう。 (Hadēs g86) 16あなたが

たに聞き従う者は、わたしに聞き従うのであり、

あなたがたを拒む者は、わたしを拒むのである。

そしてわたしを拒む者は、わたしをおつかわしに

なったかたを拒むのである」。 17七十二人が喜ん

で帰ってきて言った、「主よ、あなたの名によっ

ていたしますと、悪霊までがわたしたちに服従し

ます」。 18彼らに言われた、「わたしはサタンが

電光のように天から落ちるのを見た。 19わたしは

あなたがたに、へびやさそりを踏みつけ、敵のあ

らゆる力に打ち勝つ権威を授けた。だから、あな

たがたに害をおよぼす者はまったく無いであろう

。 20しかし、霊があなたがたに服従することを喜

ぶな。むしろ、あなたがたの名が天にしるされて

いることを喜びなさい」。 21そのとき、イエスは

聖霊によって喜びあふれて言われた、「天地の主

なる父よ。あなたをほめたたえます。これらの事

を知恵のある者や賢い者に隠して、幼な子にあら

わしてくださいました。父よ、これはまことに、

みこころにかなった事でした。 22すべての事は父

からわたしに任せられています。そして、子がだ

れであるかは、父のほか知っている者はありませ

ん。また父がだれであるかは、子と、父をあらわ

そうとして子が選んだ者とのほか、だれも知って

いる者はいません」。 23それから弟子たちの方に

振りむいて、ひそかに言われた、「あなたがたが

見ていることを見る目は、さいわいである。 24あ

なたがたに言っておく。多くの預言者や王たちも

、あなたがたの見ていることを見ようとしたが、

見ることができず、あなたがたの聞いていること

を聞こうとしたが、聞けなかったのである」。 25

するとそこへ、ある律法学者が現れ、イエスを試

みようとして言った、「先生、何をしたら永遠の

生命が受けられましょうか」。 (aiōnios g166) 26彼に

言われた、「律法にはなんと書いてあるか。あな

たはどう読むか」。 27彼は答えて言った、「『心

をつくし、精神をつくし、力をつくし、思いをつ

くして、主なるあなたの神を愛せよ』。また、『

自分を愛するように、あなたの隣り人を愛せよ』

とあります」。 28彼に言われた、「あなたの答は

正しい。そのとおり行いなさい。そうすれば、い

のちが得られる」。 29すると彼は自分の立場を弁

護しようと思って、イエスに言った、「では、わ

たしの隣り人とはだれのことですか」。 30イエス

が答えて言われた、「ある人がエルサレムからエ

リコに下って行く途中、強盗どもが彼を襲い、そ

の着物をはぎ取り、傷を負わせ、半殺しにしたま

ま、逃げ去った。 31するとたまたま、ひとりの祭

司がその道を下ってきたが、この人を見ると、向

こう側を通って行った。 32同様に、レビ人もこの

場所にさしかかってきたが、彼を見ると向こう側

を通って行った。 33ところが、あるサマリヤ人が

旅をしてこの人のところを通りかかり、彼を見て

気の毒に思い、 34近寄ってきてその傷にオリブ油

とぶどう酒とを注いでほうたいをしてやり、自分

の家畜に乗せ、宿屋に連れて行って介抱した。 35

翌日、デナリ二つを取り出して宿屋の主人に手渡

し、『この人を見てやってください。費用がよけ

いにかかったら、帰りがけに、わたしが支払いま

す』と言った。 36この三人のうち、だれが強盗に

襲われた人の隣り人になったと思うか」。 37彼が

言った、「その人に慈悲深い行いをした人です」

。そこでイエスは言われた、「あなたも行って同

じようにしなさい」。 38一同が旅を続けているう

ちに、イエスがある村へはいられた。するとマル

タという名の女がイエスを家に迎え入れた。 39こ

の女にマリヤという妹がいたが、主の足もとにす

わって、御言に聞き入っていた。 40ところが、マ

ルタは接待のことで忙がしくて心をとりみだし、
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イエスのところにきて言った、「主よ、妹がわた

しだけに接待をさせているのを、なんともお思い

になりませんか。わたしの手伝いをするように妹

におっしゃってください」。 41主は答えて言われ

た、「マルタよ、マルタよ、あなたは多くのこと

に心を配って思いわずらっている。 42しかし、無

くてならぬものは多くはない。いや、一つだけで

ある。マリヤはその良い方を選んだのだ。そして

それは、彼女から取り去ってはならないものであ

る」。

11また、イエスはある所で祈っておられたが、
それが終ったとき、弟子のひとりが言った、

「主よ、ヨハネがその弟子たちに教えたように、

わたしたちにも祈ることを教えてください」。 2

そこで彼らに言われた、「祈るときには、こう言

いなさい、『父よ、御名があがめられますように

。御国がきますように。 3わたしたちの日ごとの

食物を、日々お与えください。 4わたしたちに負

債のある者を皆ゆるしますから、わたしたちの罪

をもおゆるしください。わたしたちを試みに会わ

せないでください』」。 5そして彼らに言われた

、「あなたがたのうちのだれかに、友人があると

して、その人のところへ真夜中に行き、『友よ、

パンを三つ貸してください。 6友だちが旅先から

わたしのところに着いたのですが、何も出すもの

がありませんから』と言った場合、 7彼は内から

、『面倒をかけないでくれ。もう戸は締めてしま

ったし、子供たちもわたしと一緒に床にはいって

いるので、いま起きて何もあげるわけにはいかな

い』と言うであろう。 8しかし、よく聞きなさい

、友人だからというのでは起きて与えないが、し

きりに願うので、起き上がって必要なものを出し

てくれるであろう。 9そこでわたしはあなたがた

に言う。求めよ、そうすれば、与えられるであろ

う。捜せ、そうすれば見いだすであろう。門をた

たけ、そうすれば、あけてもらえるであろう。 10

すべて求める者は得、捜す者は見いだし、門をた

たく者はあけてもらえるからである。 11あなたが

たのうちで、父であるものは、その子が魚を求め

るのに、魚の代りにへびを与えるだろうか。 12卵

を求めるのに、さそりを与えるだろうか。 13この

ように、あなたがたは悪い者であっても、自分の

子供には、良い贈り物をすることを知っていると

すれば、天の父はなおさら、求めて来る者に聖霊

を下さらないことがあろうか」。 14さて、イエス

が悪霊を追い出しておられた。それは、おしの霊

であった。悪霊が出て行くと、おしが物を言うよ

うになったので、群衆は不思議に思った。 15その

中のある人々が、「彼は悪霊のかしらベルゼブル

によって、悪霊どもを追い出しているのだ」と言

い、 16またほかの人々は、イエスを試みようとし

て、天からのしるしを求めた。 17しかしイエスは

、彼らの思いを見抜いて言われた、「おおよそ国

が内部で分裂すれば自滅してしまい、また家が分

れ争えば倒れてしまう。 18そこでサタンも内部で

分裂すれば、その国はどうして立ち行けよう。あ

なたがたはわたしがベルゼブルによって悪霊を追

い出していると言うが、 19もしわたしがベルゼブ

ルによって悪霊を追い出すとすれば、あなたがた

の仲間はだれによって追い出すのであろうか。だ

から、彼らがあなたがたをさばく者となるであろ

う。 20しかし、わたしが神の指によって悪霊を追

い出しているのなら、神の国はすでにあなたがた

のところにきたのである。 21強い人が十分に武装

して自分の邸宅を守っている限り、その持ち物は

安全である。 22しかし、もっと強い者が襲ってき

て彼に打ち勝てば、その頼みにしていた武具を奪

って、その分捕品を分けるのである。 23わたしの

味方でない者は、わたしに反対するものであり、

わたしと共に集めない者は、散らすものである。

24汚れた霊が人から出ると、休み場を求めて水の

無い所を歩きまわるが、見つからないので、出て

きた元の家に帰ろうと言って、 25帰って見ると、

その家はそうじがしてある上、飾りつけがしてあ

った。 26そこでまた出て行って、自分以上に悪い

他の七つの霊を引き連れてきて中にはいり、そこ

に住み込む。そうすると、その人の後の状態は初

めよりももっと悪くなるのである」。 27イエスが

こう話しておられるとき、群衆の中からひとりの

女が声を張りあげて言った、「あなたを宿した胎

、あなたが吸われた乳房は、なんとめぐまれてい

ることでしょう」。 28しかしイエスは言われた、

「いや、めぐまれているのは、むしろ、神の言を

聞いてそれを守る人たちである」。 29さて群衆が

群がり集まったので、イエスは語り出された、「

この時代は邪悪な時代である。それはしるしを求

めるが、ヨナのしるしのほかには、なんのしるし

も与えられないであろう。 30というのは、ニネベ

の人々に対してヨナがしるしとなったように、人

の子もこの時代に対してしるしとなるであろう。

31南の女王が、今の時代の人々と共にさばきの場

に立って、彼らを罪に定めるであろう。なぜなら

、彼女はソロモンの知恵を聞くために、地の果か

らはるばるきたからである。しかし見よ、ソロモ

ンにまさる者がここにいる。 32ニネベの人々が、

今の時代の人々と共にさばきの場に立って、彼ら

を罪に定めるであろう。なぜなら、ニネベの人々

はヨナの宣教によって悔い改めたからである。し

かし見よ、ヨナにまさる者がここにいる。 33だれ

もあかりをともして、それを穴倉の中や枡の下に

置くことはしない。むしろはいって来る人たちに

、そのあかりが見えるように、燭台の上におく。

34あなたの目は、からだのあかりである。あなた

の目が澄んでおれば、全身も明るいが、目がわる

ければ、からだも暗い。 35だから、あなたの内な

る光が暗くならないように注意しなさい。 36もし

、あなたのからだ全体が明るくて、暗い部分が少

しもなければ、ちょうど、あかりが輝いてあなた

を照す時のように、全身が明るくなるであろう」

。 37イエスが語っておられた時、あるパリサイ人

が、自分の家で食事をしていただきたいと申し出

たので、はいって食卓につかれた。 38ところが、

食前にまず洗うことをなさらなかったのを見て、
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そのパリサイ人が不思議に思った。 39そこで主は

彼に言われた、「いったい、あなたがたパリサイ

人は、杯や盆の外側をきよめるが、あなたがたの

内側は貪欲と邪悪とで満ちている。 40愚かな者た

ちよ、外側を造ったかたは、また内側も造られた

ではないか。 41ただ、内側にあるものをきよめな

さい。そうすれば、いっさいがあなたがたにとっ

て、清いものとなる。 42しかし、あなた方パリサ

イ人は、わざわいである。はっか、うん香、あら

ゆる野菜などの十分の一を宮に納めておりながら

、義と神に対する愛とをなおざりにしている。そ

れもなおざりにはできないが、これは行わねばな

らない。 43あなたがたパリサイ人は、わざわいで

ある。会堂の上席や広場での敬礼を好んでいる。

44あなたがたは、わざわいである。人目につかな

い墓のようなものである。その上を歩いても人々

は気づかないでいる」。 45ひとりの律法学者がイ

エスに答えて言った、「先生、そんなことを言わ

れるのは、わたしたちまでも侮辱することです」

。 46そこで言われた、「あなたがた律法学者も、

わざわいである。負い切れない重荷を人に負わせ

ながら、自分ではその荷に指一本でも触れようと

しない。 47あなたがたは、わざわいである。預言

者たちの碑を建てるが、しかし彼らを殺したのは

、あなたがたの先祖であったのだ。 48だから、あ

なたがたは、自分の先祖のしわざに同意する証人

なのだ。先祖が彼らを殺し、あなたがたがその碑

を建てるのだから。 49それゆえに、『神の知恵』

も言っている、『わたしは預言者と使徒とを彼ら

につかわすが、彼らはそのうちのある者を殺した

り、迫害したりするであろう』。 50それで、アベ

ルの血から祭壇と神殿との間で殺されたザカリヤ

の血に至るまで、世の初めから流されてきたすべ

ての預言者の血について、この時代がその責任を

問われる。 51そうだ、あなたがたに言っておく、

この時代がその責任を問われるであろう。 52あな

たがた律法学者は、わざわいである。知識のかぎ

を取りあげて、自分がはいらないばかりか、はい

ろうとする人たちを妨げてきた」。 53イエスがそ

こを出て行かれると、律法学者やパリサイ人は、

激しく詰め寄り、いろいろな事を問いかけて、 54

イエスの口から何か言いがかりを得ようと、ねら

いはじめた。

12その間に、おびただしい群衆が、互に踏み合
うほどに群がってきたが、イエスはまず弟子

たちに語りはじめられた、「パリサイ人のパン種

、すなわち彼らの偽善に気をつけなさい。 2おお

いかぶされたもので、現れてこないものはなく、

隠れているもので、知られてこないものはない。 3

だから、あなたがたが暗やみで言ったことは、な

んでもみな明るみで聞かれ、密室で耳にささやい

たことは、屋根の上で言いひろめられるであろう

。 4そこでわたしの友であるあなたがたに言うが

、からだを殺しても、そのあとでそれ以上なにも

できない者どもを恐れるな。 5恐るべき者がだれ

であるか、教えてあげよう。殺したあとで、更に

地獄に投げ込む権威のあるかたを恐れなさい。そ

うだ、あなたがたに言っておくが、そのかたを恐

れなさい。 (Geenna g1067) 6五羽のすずめは二アサリ

オンで売られているではないか。しかも、その一

羽も神のみまえで忘れられてはいない。 7その上

、あなたがたの頭の毛までも、みな数えられてい

る。恐れることはない。あなたがたは多くのすず

めよりも、まさった者である。 8そこで、あなた

がたに言う。だれでも人の前でわたしを受けいれ

る者を、人の子も神の使たちの前で受けいれるで

あろう。 9しかし、人の前でわたしを拒む者は、

神の使たちの前で拒まれるであろう。 10また、人

の子に言い逆らう者はゆるされるであろうが、聖

霊をけがす者は、ゆるされることはない。 11あな

たがたが会堂や役人や高官の前へひっぱられて行

った場合には、何をどう弁明しようか、何を言お

うかと心配しないがよい。 12言うべきことは、聖

霊がその時に教えてくださるからである」。 13群

衆の中のひとりがイエスに言った、「先生、わた

しの兄弟に、遺産を分けてくれるようにおっしゃ

ってください」。 14彼に言われた、「人よ、だれ

がわたしをあなたがたの裁判人または分配人に立

てたのか」。 15それから人々にむかって言われた

、「あらゆる貪欲に対してよくよく警戒しなさい

。たといたくさんの物を持っていても、人のいの

ちは、持ち物にはよらないのである」。 16そこで

一つの譬を語られた、「ある金持の畑が豊作であ

った。 17そこで彼は心の中で、『どうしようか、

わたしの作物をしまっておく所がないのだが』と

思いめぐらして 18言った、『こうしよう。わたし

の倉を取りこわし、もっと大きいのを建てて、そ

こに穀物や食糧を全部しまい込もう。 19そして自

分の魂に言おう。たましいよ、おまえには長年分

の食糧がたくさんたくわえてある。さあ安心せよ

、食え、飲め、楽しめ』。 20すると神が彼に言わ

れた、『愚かな者よ、あなたの魂は今夜のうちに

も取り去られるであろう。そしたら、あなたが用

意した物は、だれのものになるのか』。 21自分の

ために宝を積んで神に対して富まない者は、これ

と同じである」。 22それから弟子たちに言われた

、「それだから、あなたがたに言っておく。何を

食べようかと、命のことで思いわずらい、何を着

ようかとからだのことで思いわずらうな。 23命は

食物にまさり、からだは着物にまさっている。 24

からすのことを考えて見よ。まくことも、刈るこ

ともせず、また、納屋もなく倉もない。それだの

に、神は彼らを養っていて下さる。あなたがたは

鳥よりも、はるかにすぐれているではないか。 25

あなたがたのうち、だれが思いわずらったからと

て、自分の寿命をわずかでも延ばすことができよ

うか。 26そんな小さな事さえできないのに、どう

してほかのことを思いわずらうのか。 27野の花の

ことを考えて見るがよい。紡ぎもせず、織りもし

ない。しかし、あなたがたに言うが、栄華をきわ

めた時のソロモンでさえ、この花の一つほどにも

着飾ってはいなかった。 28きょうは野にあって、

あすは炉に投げ入れられる草でさえ、神はこのよ
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うに装って下さるのなら、あなたがたに、それ以

上よくしてくださらないはずがあろうか。ああ、

信仰の薄い者たちよ。 29あなたがたも、何を食べ

、何を飲もうかと、あくせくするな、また気を使

うな。 30これらのものは皆、この世の異邦人が切

に求めているものである。あなたがたの父は、こ

れらのものがあなたがたに必要であることを、ご

存じである。 31ただ、御国を求めなさい。そうす

れば、これらのものは添えて与えられるであろう

。 32恐れるな、小さい群れよ。御国を下さること

は、あなたがたの父のみこころなのである。 33自

分の持ち物を売って、施しなさい。自分のために

古びることのない財布をつくり、盗人も近寄らず

、虫も食い破らない天に、尽きることのない宝を

たくわえなさい。 34あなたがたの宝のある所には

、心もあるからである。 35腰に帯をしめ、あかり

をともしていなさい。 36主人が婚宴から帰ってき

て戸をたたくとき、すぐあけてあげようと待って

いる人のようにしていなさい。 37主人が帰ってき

たとき、目を覚しているのを見られる僕たちは、

さいわいである。よく言っておく。主人が帯をし

めて僕たちを食卓につかせ、進み寄って給仕をし

てくれるであろう。 38主人が夜中ごろ、あるいは

夜明けごろに帰ってきても、そうしているのを見

られるなら、その人たちはさいわいである。 39こ

のことを、わきまえているがよい。家の主人は、

盗賊がいつごろ来るかわかっているなら、自分の

家に押し入らせはしないであろう。 40あなたがた

も用意していなさい。思いがけない時に人の子が

来るからである」。 41するとペテロが言った、「

主よ、この譬を話しておられるのはわたしたちの

ためなのですか。それとも、みんなの者のためな

のですか」。 42そこで主が言われた、「主人が、

召使たちの上に立てて、時に応じて定めの食事を

そなえさせる忠実な思慮深い家令は、いったいだ

れであろう。 43主人が帰ってきたとき、そのよう

につとめているのを見られる僕は、さいわいであ

る。 44よく言っておくが、主人はその僕を立てて

自分の全財産を管理させるであろう。 45しかし、

もしその僕が、主人の帰りがおそいと心の中で思

い、男女の召使たちを打ちたたき、そして食べた

り、飲んだりして酔いはじめるならば、 46その僕

の主人は思いがけない日、気がつかない時に帰っ

て来るであろう。そして、彼を厳罰に処して、不

忠実なものたちと同じ目にあわせるであろう。 47

主人のこころを知っていながら、それに従って用

意もせず勤めもしなかった僕は、多くむち打たれ

るであろう。 48しかし、知らずに打たれるような

ことをした者は、打たれ方が少ないだろう。多く

与えられた者からは多く求められ、多く任せられ

た者からは更に多く要求されるのである。 49わた

しは、火を地上に投じるためにきたのだ。火がす

でに燃えていたならと、わたしはどんなに願って

いることか。 50しかし、わたしには受けねばなら

ないバプテスマがある。そして、それを受けてし

まうまでは、わたしはどんなにか苦しい思いをす

ることであろう。 51あなたがたは、わたしが平和

をこの地上にもたらすためにきたと思っているの

か。あなたがたに言っておく。そうではない。む

しろ分裂である。 52というのは、今から後は、一

家の内で五人が相分れて、三人はふたりに、ふた

りは三人に対立し、 53また父は子に、子は父に、

母は娘に、娘は母に、しゅうとめは嫁に、嫁はし

ゅうとめに、対立するであろう」。 54イエスはま

た群衆に対しても言われた、「あなたがたは、雲

が西に起るのを見るとすぐ、にわか雨がやって来

る、と言う。果してそのとおりになる。 55それか

ら南風が吹くと、暑つくなるだろう、と言う。果

してそのとおりになる。 56偽善者よ、あなたがた

は天地の模様を見分けることを知りながら、どう

して今の時代を見分けることができないのか。 57

また、あなたがたは、なぜ正しいことを自分で判

断しないのか。 58たとえば、あなたを訴える人と

一緒に役人のところへ行くときには、途中でその

人と和解するように努めるがよい。そうしないと

、その人はあなたを裁判官のところへひっぱって

行き、裁判官はあなたを獄吏に引き渡し、獄吏は

あなたを獄に投げ込むであろう。 59わたしは言っ

て置く、最後の一レプタまでも支払ってしまうま

では、決してそこから出て来ることはできない」

。

13ちょうどその時、ある人々がきて、ピラトが
ガリラヤ人たちの血を流し、それを彼らの犠

牲の血に混ぜたことを、イエスに知らせた。 2そ

こでイエスは答えて言われた、「それらのガリラ

ヤ人が、そのような災難にあったからといって、

他のすべてのガリラヤ人以上に罪が深かったと思

うのか。 3あなたがたに言うが、そうではない。

あなたがたも悔い改めなければ、みな同じように

滅びるであろう。 4また、シロアムの塔が倒れた

ためにおし殺されたあの十八人は、エルサレムの

他の全住民以上に罪の負債があったと思うか。 5

あなたがたに言うが、そうではない。あなたがた

も悔い改めなければ、みな同じように滅びるであ

ろう」。 6それから、この譬を語られた、「ある

人が自分のぶどう園にいちじくの木を植えて置い

たので、実を捜しにきたが見つからなかった。 7

そこで園丁に言った、『わたしは三年間も実を求

めて、このいちじくの木のところにきたのだが、

いまだに見あたらない。その木を切り倒してしま

え。なんのために、土地をむだにふさがせて置く

のか』。 8すると園丁は答えて言った、『ご主人

様、ことしも、そのままにして置いてください。

そのまわりを掘って肥料をやって見ますから。 9

それで来年実がなりましたら結構です。もしそれ

でもだめでしたら、切り倒してください』」。 10

安息日に、ある会堂で教えておられると、 11そこ

に十八年間も病気の霊につかれ、かがんだままで

、からだを伸ばすことの全くできない女がいた。

12イエスはこの女を見て、呼びよせ、「女よ、あ

なたの病気はなおった」と言って、 13手をその上

に置かれた。すると立ちどころに、そのからだが

まっすぐになり、そして神をたたえはじめた。 14
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ところが会堂司は、イエスが安息日に病気をいや

されたことを憤り、群衆にむかって言った、「働

くべき日は六日ある。その間に、なおしてもらい

にきなさい。安息日にはいけない」。 15主はこれ

に答えて言われた、「偽善者たちよ、あなたがた

はだれでも、安息日であっても、自分の牛やろば

を家畜小屋から解いて、水を飲ませに引き出して

やるではないか。 16それなら、十八年間もサタン

に縛られていた、アブラハムの娘であるこの女を

、安息日であっても、その束縛から解いてやるべ

きではなかったか」。 17こう言われたので、イエ

スに反対していた人たちはみな恥じ入った。そし

て群衆はこぞって、イエスがなされたすべてのす

ばらしいみわざを見て喜んだ。 18そこで言われた

、「神の国は何に似ているか。またそれを何にた

とえようか。 19一粒のからし種のようなものであ

る。ある人がそれを取って庭にまくと、育って木

となり、空の鳥もその枝に宿るようになる」。 20

また言われた、「神の国を何にたとえようか。 21

パン種のようなものである。女がそれを取って三

斗の粉の中に混ぜると、全体がふくらんでくる」

。 22さてイエスは教えながら町々村々を通り過ぎ

、エルサレムへと旅を続けられた。 23すると、あ

る人がイエスに、「主よ、救われる人は少ないの

ですか」と尋ねた。 24そこでイエスは人々にむか

って言われた、「狭い戸口からはいるように努め

なさい。事実、はいろうとしても、はいれない人

が多いのだから。 25家の主人が立って戸を閉じて

しまってから、あなたがたが外に立ち戸をたたき

始めて、『ご主人様、どうぞあけてください』と

言っても、主人はそれに答えて、『あなたがたが

どこからきた人なのか、わたしは知らない』と言

うであろう。 26そのとき、『わたしたちはあなた

とご一緒に飲み食いしました。また、あなたはわ

たしたちの大通りで教えてくださいました』と言

い出しても、 27彼は、『あなたがたがどこからき

た人なのか、わたしは知らない。悪事を働く者ど

もよ、みんな行ってしまえ』と言うであろう。 28

あなたがたは、アブラハム、イサク、ヤコブやす

べての預言者たちが、神の国にはいっているのに

、自分たちは外に投げ出されることになれば、そ

こで泣き叫んだり、歯がみをしたりするであろう

。 29それから人々が、東から西から、また南から

北からきて、神の国で宴会の席につくであろう。

30こうしてあとのもので先になるものがあり、ま

た、先のものであとになるものもある」。 31ちょ

うどその時、あるパリサイ人たちが、イエスに近

寄ってきて言った、「ここから出て行きなさい。

ヘロデがあなたを殺そうとしています」。 32そこ

で彼らに言われた、「あのきつねのところへ行っ

てこう言え、『見よ、わたしはきょうもあすも悪

霊を追い出し、また、病気をいやし、そして三日

目にわざを終えるであろう。 33しかし、きょうも

あすも、またその次の日も、わたしは進んで行か

ねばならない。預言者がエルサレム以外の地で死

ぬことは、あり得ないからである』。 34ああ、エ

ルサレム、エルサレム、預言者たちを殺し、おま

えにつかわされた人々を石で打ち殺す者よ。ちょ

うどめんどりが翼の下にひなを集めるように、わ

たしはおまえの子らを幾たび集めようとしたこと

であろう。それだのに、おまえたちは応じようと

しなかった。 35見よ、おまえたちの家は見捨てら

れてしまう。わたしは言って置く、『主の名によ

ってきたるものに、祝福あれ』とおまえたちが言

う時の来るまでは、再びわたしに会うことはない

であろう」。

14ある安息日のこと、食事をするために、ある
パリサイ派のかしらの家にはいって行かれた

が、人々はイエスの様子をうかがっていた。 2す

るとそこに、水腫をわずらっている人が、みまえ

にいた。 3イエスは律法学者やパリサイ人たちに

むかって言われた、「安息日に人をいやすのは、

正しいことかどうか」。 4彼らは黙っていた。そ

こでイエスはその人に手を置いていやしてやり、

そしてお帰しになった。 5それから彼らに言われ

た、「あなたがたのうちで、自分のむすこか牛が

井戸に落ち込んだなら、安息日だからといって、

すぐに引き上げてやらない者がいるだろうか」。 6

彼らはこれに対して返す言葉がなかった。 7客に

招かれた者たちが上座を選んでいる様子をごらん

になって、彼らに一つの譬を語られた。 8「婚宴

に招かれたときには、上座につくな。あるいは、

あなたよりも身分の高い人が招かれているかも知

れない。 9その場合、あなたとその人とを招いた

者がきて、『このかたに座を譲ってください』と

言うであろう。そのとき、あなたは恥じ入って末

座につくことになるであろう。 10むしろ、招かれ

た場合には、末座に行ってすわりなさい。そうす

れば、招いてくれた人がきて、『友よ、上座の方

へお進みください』と言うであろう。そのとき、

あなたは席を共にするみんなの前で、面目をほど

こすことになるであろう。 11おおよそ、自分を高

くする者は低くされ、自分を低くする者は高くさ

れるであろう」。 12また、イエスは自分を招いた

人に言われた、「午餐または晩餐の席を設ける場

合には、友人、兄弟、親族、金持の隣り人などは

呼ばぬがよい。恐らく彼らもあなたを招きかえし

、それであなたは返礼を受けることになるから。

13むしろ、宴会を催す場合には、貧乏人、不具者

、足なえ、盲人などを招くがよい。 14そうすれば

、彼らは返礼ができないから、あなたはさいわい

になるであろう。正しい人々の復活の際には、あ

なたは報いられるであろう」。 15列席者のひとり

がこれを聞いてイエスに「神の国で食事をする人

は、さいわいです」と言った。 16そこでイエスが

言われた、「ある人が盛大な晩餐会を催して、大

ぜいの人を招いた。 17晩餐の時刻になったので、

招いておいた人たちのもとに僕を送って、『さあ

、おいでください。もう準備ができましたから』

と言わせた。 18ところが、みんな一様に断りはじ

めた。最初の人は、『わたしは土地を買いました

ので、行って見なければなりません。どうぞ、お

ゆるしください』と言った。 19ほかの人は、『わ
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たしは五対の牛を買いましたので、それをしらべ

に行くところです。どうぞ、おゆるしください』

、 20もうひとりの人は、『わたしは妻をめとりま

したので、参ることができません』と言った。 21

僕は帰ってきて、以上の事を主人に報告した。す

ると家の主人はおこって僕に言った、『いますぐ

に、町の大通りや小道へ行って、貧乏人、不具者

、盲人、足なえなどを、ここへ連れてきなさい』

。 22僕は言った、『ご主人様、仰せのとおりにい

たしましたが、まだ席がございます』。 23主人が

僕に言った、『道やかきねのあたりに出て行って

、この家がいっぱいになるように、人々を無理や

りにひっぱってきなさい。 24あなたがたに言って

置くが、招かれた人で、わたしの晩餐にあずかる

者はひとりもないであろう』」。 25大ぜいの群衆

がついてきたので、イエスは彼らの方に向いて言

われた、 26「だれでも、父、母、妻、子、兄弟、

姉妹、さらに自分の命までも捨てて、わたしのも

とに来るのでなければ、わたしの弟子となること

はできない。 27自分の十字架を負うてわたしにつ

いて来るものでなければ、わたしの弟子となるこ

とはできない。 28あなたがたのうちで、だれかが

邸宅を建てようと思うなら、それを仕上げるのに

足りるだけの金を持っているかどうかを見るため

、まず、すわってその費用を計算しないだろうか

。 29そうしないと、土台をすえただけで完成する

ことができず、見ているみんなの人が、 30『あの

人は建てかけたが、仕上げができなかった』と言

ってあざ笑うようになろう。 31また、どんな王で

も、ほかの王と戦いを交えるために出て行く場合

には、まず座して、こちらの一万人をもって、二

万人を率いて向かって来る敵に対抗できるかどう

か、考えて見ないだろうか。 32もし自分の力にあ

まれば、敵がまだ遠くにいるうちに、使者を送っ

て、和を求めるであろう。 33それと同じように、

あなたがたのうちで、自分の財産をことごとく捨

て切るものでなくては、わたしの弟子となること

はできない。 34塩は良いものだ。しかし、塩もき

きめがなくなったら、何によって塩味が取りもど

されようか。 35土にも肥料にも役立たず、外に投

げ捨てられてしまう。聞く耳のあるものは聞くが

よい」。

15さて、取税人や罪人たちが皆、イエスの話を
聞こうとして近寄ってきた。 2するとパリサ

イ人や律法学者たちがつぶやいて、「この人は罪

人たちを迎えて一緒に食事をしている」と言った

。 3そこでイエスは彼らに、この譬をお話しにな

った、 4「あなたがたのうちに、百匹の羊を持っ

ている者がいたとする。その一匹がいなくなった

ら、九十九匹を野原に残しておいて、いなくなっ

た一匹を見つけるまでは捜し歩かないであろうか

。 5そして見つけたら、喜んでそれを自分の肩に

乗せ、 6家に帰ってきて友人や隣り人を呼び集め

、『わたしと一緒に喜んでください。いなくなっ

た羊を見つけましたから』と言うであろう。 7よ

く聞きなさい。それと同じように、罪人がひとり

でも悔い改めるなら、悔改めを必要としない九十

九人の正しい人のためにもまさる大きいよろこび

が、天にあるであろう。 8また、ある女が銀貨十

枚を持っていて、もしその一枚をなくしたとすれ

ば、彼女はあかりをつけて家中を掃き、それを見

つけるまでは注意深く捜さないであろうか。 9そ

して、見つけたなら、女友だちや近所の女たちを

呼び集めて、『わたしと一緒に喜んでください。

なくした銀貨が見つかりましたから』と言うであ

ろう。 10よく聞きなさい。それと同じように、罪

人がひとりでも悔い改めるなら、神の御使たちの

前でよろこびがあるであろう」。 11また言われた

、「ある人に、ふたりのむすこがあった。 12とこ

ろが、弟が父親に言った、『父よ、あなたの財産

のうちでわたしがいただく分をください』。そこ

で、父はその身代をふたりに分けてやった。 13そ

れから幾日もたたないうちに、弟は自分のものを

全部とりまとめて遠い所へ行き、そこで放蕩に身

を持ちくずして財産を使い果した。 14何もかも浪

費してしまったのち、その地方にひどいききんが

あったので、彼は食べることにも窮しはじめた。

15そこで、その地方のある住民のところに行って

身を寄せたところが、その人は彼を畑にやって豚

を飼わせた。 16彼は、豚の食べるいなご豆で腹を

満たしたいと思うほどであったが、何もくれる人

はなかった。 17そこで彼は本心に立ちかえって言

った、『父のところには食物のあり余っている雇

人が大ぜいいるのに、わたしはここで飢えて死の

うとしている。 18立って、父のところへ帰って、

こう言おう、父よ、わたしは天に対しても、あな

たにむかっても、罪を犯しました。 19もう、あな

たのむすこと呼ばれる資格はありません。どうぞ

、雇人のひとり同様にしてください』。 20そこで

立って、父のところへ出かけた。まだ遠く離れて

いたのに、父は彼をみとめ、哀れに思って走り寄

り、その首をだいて接吻した。 21むすこは父に言

った、『父よ、わたしは天に対しても、あなたに

むかっても、罪を犯しました。もうあなたのむす

こと呼ばれる資格はありません』。 22しかし父は

僕たちに言いつけた、『さあ、早く、最上の着物

を出してきてこの子に着せ、指輪を手にはめ、は

きものを足にはかせなさい。 23また、肥えた子牛

を引いてきてほふりなさい。食べて楽しもうでは

ないか。 24このむすこが死んでいたのに生き返り

、いなくなっていたのに見つかったのだから』。

それから祝宴がはじまった。 25ところが、兄は畑

にいたが、帰ってきて家に近づくと、音楽や踊り

の音が聞えたので、 26ひとりの僕を呼んで、『い

ったい、これは何事なのか』と尋ねた。 27僕は答

えた、『あなたのご兄弟がお帰りになりました。

無事に迎えたというので、父上が肥えた子牛をほ

ふらせなさったのです』。 28兄はおこって家には

いろうとしなかったので、父が出てきてなだめる

と、 29兄は父にむかって言った、『わたしは何か

年もあなたに仕えて、一度でもあなたの言いつけ

にそむいたことはなかったのに、友だちと楽しむ

ために子やぎ一匹も下さったことはありません。
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30それだのに、遊女どもと一緒になって、あなた

の身代を食いつぶしたこのあなたの子が帰ってく

ると、そのために肥えた子牛をほふりなさいまし

た』。 31すると父は言った、『子よ、あなたはい

つもわたしと一緒にいるし、またわたしのものは

全部あなたのものだ。 32しかし、このあなたの弟

は、死んでいたのに生き返り、いなくなっていた

のに見つかったのだから、喜び祝うのはあたりま

えである』」。

16イエスはまた、弟子たちに言われた、「ある
金持のところにひとりの家令がいたが、彼は

主人の財産を浪費していると、告げ口をする者が

あった。 2そこで主人は彼を呼んで言った、『あ

なたについて聞いていることがあるが、あれはど

うなのか。あなたの会計報告を出しなさい。もう

家令をさせて置くわけにはいかないから』。 3こ

の家令は心の中で思った、『どうしようか。主人

がわたしの職を取り上げようとしている。土を掘

るには力がないし、物ごいするのは恥ずかしい。 4

そうだ、わかった。こうしておけば、職をやめさ

せられる場合、人々がわたしをその家に迎えてく

れるだろう』。 5それから彼は、主人の負債者を

ひとりびとり呼び出して、初めの人に、『あなた

は、わたしの主人にどれだけ負債がありますか』

と尋ねた。 6『油百樽です』と答えた。そこで家

令が言った、『ここにあなたの証書がある。すぐ

そこにすわって、五十樽と書き変えなさい』。 7

次に、もうひとりに、『あなたの負債はどれだけ

ですか』と尋ねると、『麦百石です』と答えた。

これに対して、『ここに、あなたの証書があるが

、八十石と書き変えなさい』と言った。 8ところ

が主人は、この不正な家令の利口なやり方をほめ

た。この世の子らはその時代に対しては、光の子

らよりも利口である。 (aiōn g165) 9またあなたがた

に言うが、不正の富を用いてでも、自分のために

友だちをつくるがよい。そうすれば、富が無くな

った場合、あなたがたを永遠のすまいに迎えてく

れるであろう。 (aiōnios g166) 10小事に忠実な人は、

大事にも忠実である。そして、小事に不忠実な人

は大事にも不忠実である。 11だから、もしあなた

がたが不正の富について忠実でなかったら、だれ

が真の富を任せるだろうか。 12また、もしほかの

人のものについて忠実でなかったら、だれがあな

たがたのものを与えてくれようか。 13どの僕でも

、ふたりの主人に兼ね仕えることはできない。一

方を憎んで他方を愛し、あるいは、一方に親しん

で他方をうとんじるからである。あなたがたは、

神と富とに兼ね仕えることはできない」。 14欲の

深いパリサイ人たちが、すべてこれらの言葉を聞

いて、イエスをあざ笑った。 15そこで彼らにむか

って言われた、「あなたがたは、人々の前で自分

を正しいとする人たちである。しかし、神はあな

たがたの心をご存じである。人々の間で尊ばれる

ものは、神のみまえでは忌みきらわれる。 16律法

と預言者とはヨハネの時までのものである。それ

以来、神の国が宣べ伝えられ、人々は皆これに突

入している。 17しかし、律法の一画が落ちるより

は、天地の滅びる方が、もっとたやすい。 18すべ

て自分の妻を出して他の女をめとる者は、姦淫を

行うものであり、また、夫から出された女をめと

る者も、姦淫を行うものである。 19ある金持がい

た。彼は紫の衣や細布を着て、毎日ぜいたくに遊

び暮していた。 20ところが、ラザロという貧乏人

が全身でき物でおおわれて、この金持の玄関の前

にすわり、 21その食卓から落ちるもので飢えをし

のごうと望んでいた。その上、犬がきて彼のでき

物をなめていた。 22この貧乏人がついに死に、御

使たちに連れられてアブラハムのふところに送ら

れた。金持も死んで葬られた。 23そして黄泉にい

て苦しみながら、目をあげると、アブラハムとそ

のふところにいるラザロとが、はるかに見えた。

(Hadēs g86) 24そこで声をあげて言った、『父、アブ

ラハムよ、わたしをあわれんでください。ラザロ

をおつかわしになって、その指先を水でぬらし、

わたしの舌を冷やさせてください。わたしはこの

火炎の中で苦しみもだえています』。 25アブラハ

ムが言った、『子よ、思い出すがよい。あなたは

生前よいものを受け、ラザロの方は悪いものを受

けた。しかし今ここでは、彼は慰められ、あなた

は苦しみもだえている。 26そればかりか、わたし

たちとあなたがたとの間には大きな淵がおいてあ

って、こちらからあなたがたの方へ渡ろうと思っ

てもできないし、そちらからわたしたちの方へ越

えて来ることもできない』。 27そこで金持が言っ

た、『父よ、ではお願いします。わたしの父の家

へラザロをつかわしてください。 28わたしに五人

の兄弟がいますので、こんな苦しい所へ来ること

がないように、彼らに警告していただきたいので

す』。 29アブラハムは言った、『彼らにはモーセ

と預言者とがある。それに聞くがよかろう』。 30

金持が言った、『いえいえ、父アブラハムよ、も

し死人の中からだれかが兄弟たちのところへ行っ

てくれましたら、彼らは悔い改めるでしょう』。

31アブラハムは言った、『もし彼らがモーセと預

言者とに耳を傾けないなら、死人の中からよみが

えってくる者があっても、彼らはその勧めを聞き

入れはしないであろう』」。

17イエスは弟子たちに言われた、「罪の誘惑が
来ることは避けられない。しかし、それをき

たらせる者は、わざわいである。 2これらの小さ

い者のひとりを罪に誘惑するよりは、むしろ、ひ

きうすを首にかけられて海に投げ入れられた方が

、ましである。 3あなたがたは、自分で注意して

いなさい。もしあなたの兄弟が罪を犯すなら、彼

をいさめなさい。そして悔い改めたら、ゆるして

やりなさい。 4もしあなたに対して一日に七度罪

を犯し、そして七度『悔い改めます』と言ってあ

なたのところへ帰ってくれば、ゆるしてやるがよ

い」。 5使徒たちは主に「わたしたちの信仰を増

してください」と言った。 6そこで主が言われた

、「もし、からし種一粒ほどの信仰があるなら、

この桑の木に、『抜け出して海に植われ』と言っ
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たとしても、その言葉どおりになるであろう。 7

あなたがたのうちのだれかに、耕作か牧畜かをす

る僕があるとする。その僕が畑から帰って来たと

き、彼に『すぐきて、食卓につきなさい』と言う

だろうか。 8かえって、『夕食の用意をしてくれ

。そしてわたしが飲み食いをするあいだ、帯をし

めて給仕をしなさい。そのあとで、飲み食いをす

るがよい』と、言うではないか。 9僕が命じられ

たことをしたからといって、主人は彼に感謝する

だろうか。 10同様にあなたがたも、命じられたこ

とを皆してしまったとき、『わたしたちはふつつ

かな僕です。すべき事をしたに過ぎません』と言

いなさい」。 11イエスはエルサレムへ行かれると

き、サマリヤとガリラヤとの間を通られた。 12そ

して、ある村にはいられると、十人のらい病人に

出会われたが、彼らは遠くの方で立ちとどまり、

13声を張りあげて、「イエスさま、わたしたちを

あわれんでください」と言った。 14イエスは彼ら

をごらんになって、「祭司たちのところに行って

、からだを見せなさい」と言われた。そして、行

く途中で彼らはきよめられた。 15そのうちのひと

りは、自分がいやされたことを知り、大声で神を

ほめたたえながら帰ってきて、 16イエスの足もと

にひれ伏して感謝した。これはサマリヤ人であっ

た。 17イエスは彼にむかって言われた、「きよめ

られたのは、十人ではなかったか。ほかの九人は

、どこにいるのか。 18神をほめたたえるために帰

ってきたものは、この他国人のほかにはいないの

か」。 19それから、その人に言われた、「立って

行きなさい。あなたの信仰があなたを救ったのだ

」。 20神の国はいつ来るのかと、パリサイ人が尋

ねたので、イエスは答えて言われた、「神の国は

、見られるかたちで来るものではない。 21また『

見よ、ここにある』『あそこにある』などとも言

えない。神の国は、実にあなたがたのただ中にあ

るのだ」。 22それから弟子たちに言われた、「あ

なたがたは、人の子の日を一日でも見たいと願っ

ても見ることができない時が来るであろう。 23人

々はあなたがたに、『見よ、あそこに』『見よ、

ここに』と言うだろう。しかし、そちらへ行くな

、彼らのあとを追うな。 24いなずまが天の端から

ひかり出て天の端へとひらめき渡るように、人の

子もその日には同じようであるだろう。 25しかし

、彼はまず多くの苦しみを受け、またこの時代の

人々に捨てられねばならない。 26そして、ノアの

時にあったように、人の子の時にも同様なことが

起るであろう。 27ノアが箱舟にはいる日まで、人

々は食い、飲み、めとり、とつぎなどしていたが

、そこへ洪水が襲ってきて、彼らをことごとく滅

ぼした。 28ロトの時にも同じようなことが起った

。人々は食い、飲み、買い、売り、植え、建てな

どしていたが、 29ロトがソドムから出て行った日

に、天から火と硫黄とが降ってきて、彼らをこと

ごとく滅ぼした。 30人の子が現れる日も、ちょう

どそれと同様であろう。 31その日には、屋上にい

る者は、自分の持ち物が家の中にあっても、取り

におりるな。畑にいる者も同じように、あとへも

どるな。 32ロトの妻のことを思い出しなさい。 33

自分の命を救おうとするものは、それを失い、そ

れを失うものは、保つのである。 34あなたがたに

言っておく。その夜、ふたりの男が一つ寝床にい

るならば、ひとりは取り去られ、他のひとりは残

されるであろう。 35ふたりの女が一緒にうすをひ

いているならば、ひとりは取り去られ、他のひと

りは残されるであろう。〔 36ふたりの男が畑にお

れば、ひとりは取り去られ、他のひとりは残され

るであろう〕」。 37弟子たちは「主よ、それはど

こであるのですか」と尋ねた。するとイエスは言

われた、「死体のある所には、またはげたかが集

まるものである」。

18また、イエスは失望せずに常に祈るべきこと
を、人々に譬で教えられた。 2「ある町に、

神を恐れず、人を人とも思わぬ裁判官がいた。 3

ところが、その同じ町にひとりのやもめがいて、

彼のもとにたびたびきて、『どうぞ、わたしを訴

える者をさばいて、わたしを守ってください』と

願いつづけた。 4彼はしばらくの間きき入れない

でいたが、そののち、心のうちで考えた、『わた

しは神をも恐れず、人を人とも思わないが、 5こ

のやもめがわたしに面倒をかけるから、彼女のた

めになる裁判をしてやろう。そうしたら、絶えず

やってきてわたしを悩ますことがなくなるだろう

』」。 6そこで主は言われた、「この不義な裁判

官の言っていることを聞いたか。 7まして神は、

日夜叫び求める選民のために、正しいさばきをし

てくださらずに長い間そのままにしておかれるこ

とがあろうか。 8あなたがたに言っておくが、神

はすみやかにさばいてくださるであろう。しかし

、人の子が来るとき、地上に信仰が見られるであ

ろうか」。 9自分を義人だと自任して他人を見下

げている人たちに対して、イエスはまたこの譬を

お話しになった。 10「ふたりの人が祈るために宮

に上った。そのひとりはパリサイ人であり、もう

ひとりは取税人であった。 11パリサイ人は立って

、ひとりでこう祈った、『神よ、わたしはほかの

人たちのような貪欲な者、不正な者、姦淫をする

者ではなく、また、この取税人のような人間でも

ないことを感謝します。 12わたしは一週に二度断

食しており、全収入の十分の一をささげています

』。 13ところが、取税人は遠く離れて立ち、目を

天にむけようともしないで、胸を打ちながら言っ

た、『神様、罪人のわたしをおゆるしください』

と。 14あなたがたに言っておく。神に義とされて

自分の家に帰ったのは、この取税人であって、あ

のパリサイ人ではなかった。おおよそ、自分を高

くする者は低くされ、自分を低くする者は高くさ

れるであろう」。 15イエスにさわっていただくた

めに、人々が幼な子らをみもとに連れてきた。と

ころが、弟子たちはそれを見て、彼らをたしなめ

た。 16するとイエスは幼な子らを呼び寄せて言わ

れた、「幼な子らをわたしのところに来るままに

しておきなさい、止めてはならない。神の国はこ

のような者の国である。 17よく聞いておくがよい
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。だれでも幼な子のように神の国を受けいれる者

でなければ、そこにはいることは決してできない

」。 18また、ある役人がイエスに尋ねた、「よき

師よ、何をしたら永遠の生命が受けられましょう

か」。 (aiōnios g166) 19イエスは言われた、「なぜわ

たしをよき者と言うのか。神ひとりのほかによい

者はいない。 20いましめはあなたの知っていると

おりである、『姦淫するな、殺すな、盗むな、偽

証を立てるな、父と母とを敬え』」。 21すると彼

は言った、「それらのことはみな、小さい時から

守っております」。 22イエスはこれを聞いて言わ

れた、「あなたのする事がまだ一つ残っている。

持っているものをみな売り払って、貧しい人々に

分けてやりなさい。そうすれば、天に宝を持つよ

うになろう。そして、わたしに従ってきなさい」

。 23彼はこの言葉を聞いて非常に悲しんだ。大金

持であったからである。 24イエスは彼の様子を見

て言われた、「財産のある者が神の国にはいるの

はなんとむずかしいことであろう。 25富んでいる

者が神の国にはいるよりは、らくだが針の穴を通

る方が、もっとやさしい」。 26これを聞いた人々

が、「それでは、だれが救われることができるの

ですか」と尋ねると、 27イエスは言われた、「人

にはできない事も、神にはできる」。 28ペテロが

言った、「ごらんなさい、わたしたちは自分のも

のを捨てて、あなたに従いました」。 29イエスは

言われた、「よく聞いておくがよい。だれでも神

の国のために、家、妻、兄弟、両親、子を捨てた

者は、 30必ずこの時代ではその幾倍もを受け、ま

た、きたるべき世では永遠の生命を受けるのであ

る」。 (aiōn g165, aiōnios g166) 31イエスは十二弟子を

呼び寄せて言われた、「見よ、わたしたちはエル

サレムへ上って行くが、人の子について預言者た

ちがしるしたことは、すべて成就するであろう。

32人の子は異邦人に引きわたされ、あざけられ、

はずかしめを受け、つばきをかけられ、 33また、

むち打たれてから、ついに殺され、そして三日目

によみがえるであろう」。 34弟子たちには、これ

らのことが何一つわからなかった。この言葉が彼

らに隠されていたので、イエスの言われた事が理

解できなかった。 35イエスがエリコに近づかれた

とき、ある盲人が道ばたにすわって、物ごいをし

ていた。 36群衆が通り過ぎる音を耳にして、彼は

何事があるのかと尋ねた。 37ところが、ナザレの

イエスがお通りなのだと聞かされたので、 38声を

あげて、「ダビデの子イエスよ、わたしをあわれ

んで下さい」と言った。 39先頭に立つ人々が彼を

しかって黙らせようとしたが、彼はますます激し

く叫びつづけた、「ダビデの子よ、わたしをあわ

れんで下さい」。 40そこでイエスは立ちどまって

、その者を連れて来るように、とお命じになった

。彼が近づいたとき、 41「わたしに何をしてほし

いのか」とおたずねになると、「主よ、見えるよ

うになることです」と答えた。 42そこでイエスは

言われた、「見えるようになれ。あなたの信仰が

あなたを救った」。 43すると彼は、たちまち見え

るようになった。そして神をあがめながらイエス

に従って行った。これを見て、人々はみな神をさ

んびした。

19さて、イエスはエリコにはいって、その町を
お通りになった。 2ところが、そこにザアカ

イという名の人がいた。この人は取税人のかしら

で、金持であった。 3彼は、イエスがどんな人か

見たいと思っていたが、背が低かったので、群衆

にさえぎられて見ることができなかった。 4それ

でイエスを見るために、前の方に走って行って、

いちじく桑の木に登った。そこを通られるところ

だったからである。 5イエスは、その場所にこら

れたとき、上を見あげて言われた、「ザアカイよ

、急いで下りてきなさい。きょう、あなたの家に

泊まることにしているから」。 6そこでザアカイ

は急いでおりてきて、よろこんでイエスを迎え入

れた。 7人々はみな、これを見てつぶやき、「彼

は罪人の家にはいって客となった」と言った。 8

ザアカイは立って主に言った、「主よ、わたしは

誓って自分の財産の半分を貧民に施します。また

、もしだれかから不正な取立てをしていましたら

、それを四倍にして返します」。 9イエスは彼に

言われた、「きょう、救がこの家にきた。この人

もアブラハムの子なのだから。 10人の子がきたの

は、失われたものを尋ね出して救うためである」

。 11人々がこれらの言葉を聞いているときに、イ

エスはなお一つの譬をお話しになった。それはエ

ルサレムに近づいてこられたし、また人々が神の

国はたちまち現れると思っていたためである。 12

それで言われた、「ある身分の高い人が、王位を

受けて帰ってくるために遠い所へ旅立つことにな

った。 13そこで十人の僕を呼び十ミナを渡して言

った、『わたしが帰って来るまで、これで商売を

しなさい』。 14ところが、本国の住民は彼を憎ん

でいたので、あとから使者をおくって、『この人

が王になるのをわれわれは望んでいない』と言わ

せた。 15さて、彼が王位を受けて帰ってきたとき

、だれがどんなもうけをしたかを知ろうとして、

金を渡しておいた僕たちを呼んでこさせた。 16最

初の者が進み出て言った、『ご主人様、あなたの

一ミナで十ミナをもうけました』。 17主人は言っ

た、『よい僕よ、うまくやった。あなたは小さい

事に忠実であったから、十の町を支配させる』。

18次の者がきて言った、『ご主人様、あなたの一

ミナで五ミナをつくりました』。 19そこでこの者

にも、『では、あなたは五つの町のかしらになれ

』と言った。 20それから、もうひとりの者がきて

言った、『ご主人様、さあ、ここにあなたの一ミ

ナがあります。わたしはそれをふくさに包んで、

しまっておきました。 21あなたはきびしい方で、

おあずけにならなかったものを取りたて、おまき

にならなかったものを刈る人なので、おそろしか

ったのです』。 22彼に言った、『悪い僕よ、わた

しはあなたの言ったその言葉であなたをさばこう

。わたしがきびしくて、あずけなかったものを取

りたて、まかなかったものを刈る人間だと、知っ

ているのか。 23では、なぜわたしの金を銀行に入
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れなかったのか。そうすれば、わたしが帰ってき

たとき、その金を利子と一緒に引き出したであろ

うに』。 24そして、そばに立っていた人々に、『

その一ミナを彼から取り上げて、十ミナを持って

いる者に与えなさい』と言った。 25彼らは言った

、『ご主人様、あの人は既に十ミナを持っていま

す』。 26『あなたがたに言うが、おおよそ持って

いる人には、なお与えられ、持っていない人から

は、持っているものまでも取り上げられるであろ

う。 27しかしわたしが王になることを好まなかっ

たあの敵どもを、ここにひっぱってきて、わたし

の前で打ち殺せ』」。 28イエスはこれらのことを

言ったのち、先頭に立ち、エルサレムへ上って行

かれた。 29そしてオリブという山に沿ったベテパ

ゲとベタニヤに近づかれたとき、ふたりの弟子を

つかわして言われた、 30「向こうの村へ行きなさ

い。そこにはいったら、まだだれも乗ったことの

ないろばの子がつないであるのを見るであろう。

それを解いて、引いてきなさい。 31もしだれかが

『なぜ解くのか』と問うたら、『主がお入り用な

のです』と、そう言いなさい」。 32そこで、つか

わされた者たちが行って見ると、果して、言われ

たとおりであった。 33彼らが、そのろばの子を解

いていると、その持ち主たちが、「なぜろばの子

を解くのか」と言ったので、 34「主がお入り用な

のです」と答えた。 35そしてそれをイエスのとこ

ろに引いてきて、その子ろばの上に自分たちの上

着をかけてイエスをお乗せした。 36そして進んで

行かれると、人々は自分たちの上着を道に敷いた

。 37いよいよオリブ山の下り道あたりに近づかれ

ると、大ぜいの弟子たちはみな喜んで、彼らが見

たすべての力あるみわざについて、声高らかに神

をさんびして言いはじめた、 38「主の御名によっ

てきたる王に、祝福あれ。天には平和、いと高き

ところには栄光あれ」。 39ところが、群衆の中に

いたあるパリサイ人たちがイエスに言った、「先

生、あなたの弟子たちをおしかり下さい」。 40答

えて言われた、「あなたがたに言うが、もしこの

人たちが黙れば、石が叫ぶであろう」。 41いよい

よ都の近くにきて、それが見えたとき、そのため

に泣いて言われた、 42「もしおまえも、この日に

、平和をもたらす道を知ってさえいたら……しか

し、それは今おまえの目に隠されている。 43いつ

かは、敵が周囲に塁を築き、おまえを取りかこん

で、四方から押し迫り、 44おまえとその内にいる

子らとを地に打ち倒し、城内の一つの石も他の石

の上に残して置かない日が来るであろう。それは

、おまえが神のおとずれの時を知らないでいたか

らである」。 45それから宮にはいり、商売人たち

を追い出しはじめて、 46彼らに言われた、「『わ

が家は祈の家であるべきだ』と書いてあるのに、

あなたがたはそれを盗賊の巣にしてしまった」。

47イエスは毎日、宮で教えておられた。祭司長、

律法学者また民衆の重立った者たちはイエスを殺

そうと思っていたが、 48民衆がみな熱心にイエス

に耳を傾けていたので、手のくだしようがなかっ

た。

20ある日、イエスが宮で人々に教え、福音を宣
べておられると、祭司長や律法学者たちが、

長老たちと共に近寄ってきて、 2イエスに言った

、「何の権威によってこれらの事をするのですか

。そうする権威をあなたに与えたのはだれですか

、わたしたちに言ってください」。 3そこで、イ

エスは答えて言われた、「わたしも、ひと言たず

ねよう。それに答えてほしい。 4ヨハネのバプテ

スマは、天からであったか、人からであったか」

。 5彼らは互に論じて言った、「もし天からだと

言えば、では、なぜ彼を信じなかったのか、とイ

エスは言うだろう。 6しかし、もし人からだと言

えば、民衆はみな、ヨハネを預言者だと信じてい

るから、わたしたちを石で打つだろう」。 7それ

で彼らは「どこからか、知りません」と答えた。 8

イエスはこれに対して言われた、「わたしも何の

権威によってこれらの事をするのか、あなたがた

に言うまい」。 9そこでイエスは次の譬を民衆に

語り出された、「ある人がぶどう園を造って農夫

たちに貸し、長い旅に出た。 10季節になったので

、農夫たちのところへ、ひとりの僕を送って、ぶ

どう園の収穫の分け前を出させようとした。とこ

ろが、農夫たちは、その僕を袋だたきにし、から

手で帰らせた。 11そこで彼はもうひとりの僕を送

った。彼らはその僕も袋だたきにし、侮辱を加え

て、から手で帰らせた。 12そこで更に三人目の者

を送ったが、彼らはこの者も、傷を負わせて追い

出した。 13ぶどう園の主人は言った、『どうしよ

うか。そうだ、わたしの愛子をつかわそう。これ

なら、たぶん敬ってくれるだろう』。 14ところが

、農夫たちは彼を見ると、『あれはあと取りだ。

あれを殺してしまおう。そうしたら、その財産は

われわれのものになるのだ』と互に話し合い、 15

彼をぶどう園の外に追い出して殺した。そのさい

、ぶどう園の主人は、彼らをどうするだろうか。

16彼は出てきて、この農夫たちを殺し、ぶどう園

を他の人々に与えるであろう」。人々はこれを聞

いて、「そんなことがあってはなりません」と言

った。 17そこで、イエスは彼らを見つめて言われ

た、「それでは、『家造りらの捨てた石が隅のか

しら石になった』と書いてあるのは、どういうこ

とか。 18すべてその石の上に落ちる者は打ち砕か

れ、それがだれかの上に落ちかかるなら、その人

はこなみじんにされるであろう」。 19このとき、

律法学者たちや祭司長たちはイエスに手をかけよ

うと思ったが、民衆を恐れた。いまの譬が自分た

ちに当てて語られたのだと、悟ったからである。

20そこで、彼らは機会をうかがい、義人を装うま

わし者どもを送って、イエスを総督の支配と権威

とに引き渡すため、その言葉じりを捕えさせよう

とした。 21彼らは尋ねて言った、「先生、わたし

たちは、あなたの語り教えられることが正しく、

また、あなたは分け隔てをなさらず、真理に基い

て神の道を教えておられることを、承知していま

す。 22ところで、カイザルに貢を納めてよいでし

ょうか、いけないでしょうか」。 23イエスは彼ら

の悪巧みを見破って言われた、 24「デナリを見せ
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なさい。それにあるのは、だれの肖像、だれの記

号なのか」。「カイザルのです」と、彼らが答え

た。 25するとイエスは彼らに言われた、「それな

ら、カイザルのものはカイザルに、神のものは神

に返しなさい」。 26そこで彼らは、民衆の前でイ

エスの言葉じりを捕えることができず、その答に

驚嘆して、黙ってしまった。 27復活ということは

ないと言い張っていたサドカイ人のある者たちが

、イエスに近寄ってきて質問した、 28「先生、モ

ーセは、わたしたちのためにこう書いています、

『もしある人の兄が妻をめとり、子がなくて死ん

だなら、弟はこの女をめとって、兄のために子を

もうけねばならない』。 29ところで、ここに七人

の兄弟がいました。長男は妻をめとりましたが、

子がなくて死に、 30そして次男、三男と、次々に

、その女をめとり、 31七人とも同様に、子をもう

けずに死にました。 32のちに、その女も死にまし

た。 33さて、復活の時には、この女は七人のうち

、だれの妻になるのですか。七人とも彼女を妻に

したのですが」。 34イエスは彼らに言われた、「

この世の子らは、めとったり、とついだりするが

、 (aiōn g165) 35かの世にはいって死人からの復活に

あずかるにふさわしい者たちは、めとったり、と

ついだりすることはない。 (aiōn g165) 36彼らは天使

に等しいものであり、また復活にあずかるゆえに

、神の子でもあるので、もう死ぬことはあり得な

いからである。 37死人がよみがえることは、モー

セも柴の篇で、主を『アブラハムの神、イサクの

神、ヤコブの神』と呼んで、これを示した。 38神

は死んだ者の神ではなく、生きている者の神であ

る。人はみな神に生きるものだからである」。 39

律法学者のうちのある人々が答えて言った、「先

生、仰せのとおりです」。 40彼らはそれ以上何も

あえて問いかけようとしなかった。 41イエスは彼

らに言われた、「どうして人々はキリストをダビ

デの子だと言うのか。 42ダビデ自身が詩篇の中で

言っている、『主はわが主に仰せになった、 43あ

なたの敵をあなたの足台とする時までは、わたし

の右に座していなさい』。 44このように、ダビデ

はキリストを主と呼んでいる。それなら、どうし

てキリストはダビデの子であろうか」。 45民衆が

みな聞いているとき、イエスは弟子たちに言われ

た、 46「律法学者に気をつけなさい。彼らは長い

衣を着て歩くのを好み、広場での敬礼や会堂の上

席や宴会の上座をよろこび、 47やもめたちの家を

食い倒し、見えのために長い祈をする。彼らはも

っときびしいさばきを受けるであろう」。

21イエスは目をあげて、金持たちがさいせん箱
に献金を投げ入れるのを見られ、 2また、あ

る貧しいやもめが、レプタ二つを入れるのを見て 3

言われた、「よく聞きなさい。あの貧しいやもめ

はだれよりもたくさん入れたのだ。 4これらの人

たちはみな、ありあまる中から献金を投げ入れた

が、あの婦人は、その乏しい中から、持っている

生活費全部を入れたからである」。 5ある人々が

、見事な石と奉納物とで宮が飾られていることを

話していたので、イエスは言われた、 6「あなた

がたはこれらのものをながめているが、その石一

つでもくずされずに、他の石の上に残ることもな

くなる日が、来るであろう」。 7そこで彼らはた

ずねた、「先生、では、いつそんなことが起るの

でしょうか。またそんなことが起るような場合に

は、どんな前兆がありますか」。 8イエスが言わ

れた、「あなたがたは、惑わされないように気を

つけなさい。多くの者がわたしの名を名のって現

れ、自分がそれだとか、時が近づいたとか、言う

であろう。彼らについて行くな。 9戦争と騒乱と

のうわさを聞くときにも、おじ恐れるな。こうし

たことはまず起らねばならないが、終りはすぐに

はこない」。 10それから彼らに言われた、「民は

民に、国は国に敵対して立ち上がるであろう。 11

また大地震があり、あちこちに疫病やききんが起

り、いろいろ恐ろしいことや天からの物すごい前

兆があるであろう。 12しかし、これらのあらゆる

出来事のある前に、人々はあなたがたに手をかけ

て迫害をし、会堂や獄に引き渡し、わたしの名の

ゆえに王や総督の前にひっぱって行くであろう。

13それは、あなたがたがあかしをする機会となる

であろう。 14だから、どう答弁しようかと、前も

って考えておかないことに心を決めなさい。 15あ

なたの反対者のだれもが抗弁も否定もできないよ

うな言葉と知恵とを、わたしが授けるから。 16し

かし、あなたがたは両親、兄弟、親族、友人にさ

え裏切られるであろう。また、あなたがたの中で

殺されるものもあろう。 17また、わたしの名のゆ

えにすべての人に憎まれるであろう。 18しかし、

あなたがたの髪の毛一すじでも失われることはな

い。 19あなたがたは耐え忍ぶことによって、自分

の魂をかち取るであろう。 20エルサレムが軍隊に

包囲されるのを見たならば、そのときは、その滅

亡が近づいたとさとりなさい。 21そのとき、ユダ

ヤにいる人々は山へ逃げよ。市中にいる者は、そ

こから出て行くがよい。また、いなかにいる者は

市内にはいってはいけない。 22それは、聖書にし

るされたすべての事が実現する刑罰の日であるか

らだ。 23その日には、身重の女と乳飲み子をもつ

女とは、不幸である。地上には大きな苦難があり

、この民にはみ怒りが臨み、 24彼らはつるぎの刃

に倒れ、また捕えられて諸国へ引きゆかれるであ

ろう。そしてエルサレムは、異邦人の時期が満ち

るまで、彼らに踏みにじられているであろう。 25

また日と月と星とに、しるしが現れるであろう。

そして、地上では、諸国民が悩み、海と大波との

とどろきにおじ惑い、 26人々は世界に起ろうとす

る事を思い、恐怖と不安で気絶するであろう。も

ろもろの天体が揺り動かされるからである。 27そ

のとき、大いなる力と栄光とをもって、人の子が

雲に乗って来るのを、人々は見るであろう。 28こ

れらの事が起りはじめたら、身を起し頭をもたげ

なさい。あなたがたの救が近づいているのだから

」。 29それから一つの譬を話された、「いちじく

の木を、またすべての木を見なさい。 30はや芽を

出せば、あなたがたはそれを見て、夏がすでに近



ルカの福音書 628

いと、自分で気づくのである。 31このようにあな

たがたも、これらの事が起るのを見たなら、神の

国が近いのだとさとりなさい。 32よく聞いておき

なさい。これらの事が、ことごとく起るまでは、

この時代は滅びることがない。 33天地は滅びるで

あろう。しかしわたしの言葉は決して滅びること

がない。 34あなたがたが放縦や、泥酔や、世の煩

いのために心が鈍っているうちに、思いがけない

とき、その日がわなのようにあなたがたを捕える

ことがないように、よく注意していなさい。 35そ

の日は地の全面に住むすべての人に臨むのである

から。 36これらの起ろうとしているすべての事か

らのがれて、人の子の前に立つことができるよう

に、絶えず目をさまして祈っていなさい」。 37イ

エスは昼のあいだは宮で教え、夜には出て行って

オリブという山で夜をすごしておられた。 38民衆

はみな、み教を聞こうとして、いつも朝早く宮に

行き、イエスのもとに集まった。

22さて、過越といわれている除酵祭が近づいた
。 2祭司長たちや律法学者たちは、どうかし

てイエスを殺そうと計っていた。民衆を恐れてい

たからである。 3そのとき、十二弟子のひとりで

、イスカリオテと呼ばれていたユダに、サタンが

はいった。 4すなわち、彼は祭司長たちや宮守が

しらたちのところへ行って、どうしてイエスを彼

らに渡そうかと、その方法について協議した。 5

彼らは喜んで、ユダに金を与える取決めをした。 6

ユダはそれを承諾した。そして、群衆のいないと

きにイエスを引き渡そうと、機会をねらっていた

。 7さて、過越の小羊をほふるべき除酵祭の日が

きたので、 8イエスはペテロとヨハネとを使いに

出して言われた、「行って、過越の食事ができる

ように準備をしなさい」。 9彼らは言った、「ど

こに準備をしたらよいのですか」。 10イエスは言

われた、「市内にはいったら、水がめを持ってい

る男に出会うであろう。その人がはいる家までつ

いて行って、 11その家の主人に言いなさい、『弟

子たちと一緒に過越の食事をする座敷はどこか、

と先生が言っておられます』。 12すると、その主

人は席の整えられた二階の広間を見せてくれるか

ら、そこに用意をしなさい」。 13弟子たちは出て

行ってみると、イエスが言われたとおりであった

ので、過越の食事の用意をした。 14時間になった

ので、イエスは食卓につかれ、使徒たちも共に席

についた。 15イエスは彼らに言われた、「わたし

は苦しみを受ける前に、あなたがたとこの過越の

食事をしようと、切に望んでいた。 16あなたがた

に言って置くが、神の国で過越が成就する時まで

は、わたしは二度と、この過越の食事をすること

はない」。 17そして杯を取り、感謝して言われた

、「これを取って、互に分けて飲め。 18あなたが

たに言っておくが、今からのち神の国が来るまで

は、わたしはぶどうの実から造ったものを、いっ

さい飲まない」。 19またパンを取り、感謝してこ

れをさき、弟子たちに与えて言われた、「これは

、あなたがたのために与えるわたしのからだであ

る。わたしを記念するため、このように行いなさ

い」。 20食事ののち、杯も同じ様にして言われた

、「この杯は、あなたがたのために流すわたしの

血で立てられる新しい契約である。 21しかし、そ

こに、わたしを裏切る者が、わたしと一緒に食卓

に手を置いている。 22人の子は定められたとおり

に、去って行く。しかし人の子を裏切るその人は

、わざわいである」。 23弟子たちは、自分たちの

うちのだれが、そんな事をしようとしているのだ

ろうと、互に論じはじめた。 24それから、自分た

ちの中でだれがいちばん偉いだろうかと言って、

争論が彼らの間に、起った。 25そこでイエスが言

われた、「異邦の王たちはその民の上に君臨し、

また、権力をふるっている者たちは恩人と呼ばれ

る。 26しかし、あなたがたは、そうであってはな

らない。かえって、あなたがたの中でいちばん偉

い人はいちばん若い者のように、指導する人は仕

える者のようになるべきである。 27食卓につく人

と給仕する者と、どちらが偉いのか。食卓につく

人の方ではないか。しかし、わたしはあなたがた

の中で、給仕をする者のようにしている。 28あな

たがたは、わたしの試錬のあいだ、わたしと一緒

に最後まで忍んでくれた人たちである。 29それで

、わたしの父が国の支配をわたしにゆだねてくだ

さったように、わたしもそれをあなたがたにゆだ

ね、 30わたしの国で食卓について飲み食いをさせ

、また位に座してイスラエルの十二の部族をさば

かせるであろう。 31シモン、シモン、見よ、サタ

ンはあなたがたを麦のようにふるいにかけること

を願って許された。 32しかし、わたしはあなたの

信仰がなくならないように、あなたのために祈っ

た。それで、あなたが立ち直ったときには、兄弟

たちを力づけてやりなさい」。 33シモンが言った

、「主よ、わたしは獄にでも、また死に至るまで

も、あなたとご一緒に行く覚悟です」。 34すると

イエスが言われた、「ペテロよ、あなたに言って

おく。きょう、鶏が鳴くまでに、あなたは三度わ

たしを知らないと言うだろう」。 35そして彼らに

言われた、「わたしが財布も袋もくつも持たせず

にあなたがたをつかわしたとき、何かこまったこ

とがあったか」。彼らは、「いいえ、何もありま

せんでした」と答えた。 36そこで言われた、「し

かし今は、財布のあるものは、それを持って行け

。袋も同様に持って行け。また、つるぎのない者

は、自分の上着を売って、それを買うがよい。 37

あなたがたに言うが、『彼は罪人のひとりに数え

られた』としるしてあることは、わたしの身に成

しとげられねばならない。そうだ、わたしに係わ

ることは成就している」。 38弟子たちが言った、

「主よ、ごらんなさい、ここにつるぎが二振りご

ざいます」。イエスは言われた、「それでよい」

。 39イエスは出て、いつものようにオリブ山に行

かれると、弟子たちも従って行った。 40いつもの

場所に着いてから、彼らに言われた、「誘惑に陥

らないように祈りなさい」。 41そしてご自分は、

石を投げてとどくほど離れたところへ退き、ひざ

まずいて、祈って言われた、 42「父よ、みこころ
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ならば、どうぞ、この杯をわたしから取りのけて

ください。しかし、わたしの思いではなく、みこ

ころが成るようにしてください」。 43そのとき、

御使が天からあらわれてイエスを力づけた。 44イ

エスは苦しみもだえて、ますます切に祈られた。

そして、その汗が血のしたたりのように地に落ち

た。 45祈を終えて立ちあがり、弟子たちのところ

へ行かれると、彼らが悲しみのはて寝入っている

のをごらんになって 46言われた、「なぜ眠ってい

るのか。誘惑に陥らないように、起きて祈ってい

なさい」。 47イエスがまだそう言っておられるう

ちに、そこに群衆が現れ、十二弟子のひとりでユ

ダという者が先頭に立って、イエスに接吻しよう

として近づいてきた。 48そこでイエスは言われた

、「ユダ、あなたは接吻をもって人の子を裏切る

のか」。 49イエスのそばにいた人たちは、事のな

りゆきを見て、「主よ、つるぎで切りつけてやり

ましょうか」と言って、 50そのうちのひとりが、

祭司長の僕に切りつけ、その右の耳を切り落した

。 51イエスはこれに対して言われた、「それだけ

でやめなさい」。そして、その僕の耳に手を触て

、おいやしになった。 52それから、自分にむかっ

て来る祭司長、宮守がしら、長老たちに対して言

われた、「あなたがたは、強盗にむかうように剣

や棒を持って出てきたのか。 53毎日あなたがたと

一緒に宮にいた時には、わたしに手をかけなかっ

た。だが、今はあなたがたの時、また、やみの支

配の時である」。 54それから人々はイエスを捕え

、ひっぱって大祭司の邸宅へつれて行った。ペテ

ロは遠くからついて行った。 55人々は中庭のまん

中に火をたいて、一緒にすわっていたので、ペテ

ロもその中にすわった。 56すると、ある女中が、

彼が火のそばにすわっているのを見、彼を見つめ

て、「この人もイエスと一緒にいました」と言っ

た。 57ペテロはそれを打ち消して、「わたしはそ

の人を知らない」と言った。 58しばらくして、ほ

かの人がペテロを見て言った、「あなたもあの仲

間のひとりだ」。するとペテロは言った、「いや

、それはちがう」。 59約一時間たってから、また

ほかの者が言い張った、「たしかにこの人もイエ

スと一緒だった。この人もガリラヤ人なのだから

」。 60ペテロは言った、「あなたの言っているこ

とは、わたしにわからない」。すると、彼がまだ

言い終らぬうちに、たちまち、鶏が鳴いた。 61主

は振りむいてペテロを見つめられた。そのときペ

テロは、「きょう、鶏が鳴く前に、三度わたしを

知らないと言うであろう」と言われた主のお言葉

を思い出した。 62そして外へ出て、激しく泣いた

。 63イエスを監視していた人たちは、イエスを嘲

弄し、打ちたたき、 64目かくしをして、「言いあ

ててみよ。打ったのは、だれか」ときいたりした

。 65そのほか、いろいろな事を言って、イエスを

愚弄した。 66夜が明けたとき、人民の長老、祭司

長たち、律法学者たちが集まり、イエスを議会に

引き出して言った、 67「あなたがキリストなら、

そう言ってもらいたい」。イエスは言われた、「

わたしが言っても、あなたがたは信じないだろう

。 68また、わたしがたずねても、答えないだろう

。 69しかし、人の子は今からのち、全能の神の右

に座するであろう」。 70彼らは言った、「では、

あなたは神の子なのか」。イエスは言われた、「

あなたがたの言うとおりである」。 71すると彼ら

は言った、「これ以上、なんの証拠がいるか。わ

れわれは直接彼の口から聞いたのだから」。

23群衆はみな立ちあがって、イエスをピラトの
ところへ連れて行った。 2そして訴え出て言

った、「わたしたちは、この人が国民を惑わし、

貢をカイザルに納めることを禁じ、また自分こそ

王なるキリストだと、となえているところを目撃

しました」。 3ピラトはイエスに尋ねた、「あな

たがユダヤ人の王であるか」。イエスは「そのと

おりである」とお答えになった。 4そこでピラト

は祭司長たちと群衆とにむかって言った、「わた

しはこの人になんの罪もみとめない」。 5ところ

が彼らは、ますます言いつのってやまなかった、

「彼は、ガリラヤからはじめてこの所まで、ユダ

ヤ全国にわたって教え、民衆を煽動しているので

す」。 6ピラトはこれを聞いて、この人はガリラ

ヤ人かと尋ね、 7そしてヘロデの支配下のもので

あることを確かめたので、ちょうどこのころ、ヘ

ロデがエルサレムにいたのをさいわい、そちらへ

イエスを送りとどけた。 8ヘロデはイエスを見て

非常に喜んだ。それは、かねてイエスのことを聞

いていたので、会って見たいと長いあいだ思って

いたし、またイエスが何か奇跡を行うのを見たい

と望んでいたからである。 9それで、いろいろと

質問を試みたが、イエスは何もお答えにならなか

った。 10祭司長たちと律法学者たちとは立って、

激しい語調でイエスを訴えた。 11またヘロデはそ

の兵卒どもと一緒になって、イエスを侮辱したり

嘲弄したりしたあげく、はなやかな着物を着せて

ピラトへ送りかえした。 12ヘロデとピラトとは以

前は互に敵視していたが、この日に親しい仲にな

った。 13ピラトは、祭司長たちと役人たちと民衆

とを、呼び集めて言った、 14「おまえたちは、こ

の人を民衆を惑わすものとしてわたしのところに

連れてきたので、おまえたちの面前でしらべたが

、訴え出ているような罪は、この人に少しもみと

められなかった。 15ヘロデもまたみとめなかった

。現に彼はイエスをわれわれに送りかえしてきた

。この人はなんら死に当るようなことはしていな

いのである。 16だから、彼をむち打ってから、ゆ

るしてやることにしよう」。〔 17祭ごとにピラト

がひとりの囚人をゆるしてやることになっていた

。〕 18ところが、彼らはいっせいに叫んで言った

、「その人を殺せ。バラバをゆるしてくれ」。 19

このバラバは、都で起った暴動と殺人とのかどで

、獄に投ぜられていた者である。 20ピラトはイエ

スをゆるしてやりたいと思って、もう一度かれら

に呼びかけた。 21しかし彼らは、わめきたてて「

十字架につけよ、彼を十字架につけよ」と言いつ

づけた。 22ピラトは三度目に彼らにむかって言っ

た、「では、この人は、いったい、どんな悪事を
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したのか。彼には死に当る罪は全くみとめられな

かった。だから、むち打ってから彼をゆるしてや

ることにしよう」。 23ところが、彼らは大声をあ

げて詰め寄り、イエスを十字架につけるように要

求した。そして、その声が勝った。 24ピラトはつ

いに彼らの願いどおりにすることに決定した。 25

そして、暴動と殺人とのかどで獄に投ぜられた者

の方を、彼らの要求に応じてゆるしてやり、イエ

スの方は彼らに引き渡して、その意のままにまか

せた。 26彼らがイエスをひいてゆく途中、シモン

というクレネ人が郊外から出てきたのを捕えて十

字架を負わせ、それをになってイエスのあとから

行かせた。 27大ぜいの民衆と、悲しみ嘆いてやま

ない女たちの群れとが、イエスに従って行った。

28イエスは女たちの方に振りむいて言われた、「

エルサレムの娘たちよ、わたしのために泣くな。

むしろ、あなたがた自身のため、また自分の子供

たちのために泣くがよい。 29『不妊の女と子を産

まなかった胎と、ふくませなかった乳房とは、さ

いわいだ』と言う日が、いまに来る。 30そのとき

、人々は山にむかって、われわれの上に倒れかか

れと言い、また丘にむかって、われわれにおおい

かぶされと言い出すであろう。 31もし、生木でさ

えもそうされるなら、枯木はどうされることであ

ろう」。 32さて、イエスと共に刑を受けるために

、ほかにふたりの犯罪人も引かれていった。 33さ

れこうべと呼ばれている所に着くと、人々はそこ

でイエスを十字架につけ、犯罪人たちも、ひとり

は右に、ひとりは左に、十字架につけた。 34その

とき、イエスは言われた、「父よ、彼らをおゆる

しください。彼らは何をしているのか、わからず

にいるのです」。人々はイエスの着物をくじ引き

で分け合った。 35民衆は立って見ていた。役人た

ちもあざ笑って言った、「彼は他人を救った。も

し彼が神のキリスト、選ばれた者であるなら、自

分自身を救うがよい」。 36兵卒どももイエスをの

のしり、近寄ってきて酢いぶどう酒をさし出して

言った、 37「あなたがユダヤ人の王なら、自分を

救いなさい」。 38イエスの上には、「これはユダ

ヤ人の王」と書いた札がかけてあった。 39十字架

にかけられた犯罪人のひとりが、「あなたはキリ

ストではないか。それなら、自分を救い、またわ

れわれも救ってみよ」と、イエスに悪口を言いつ

づけた。 40もうひとりは、それをたしなめて言っ

た、「おまえは同じ刑を受けていながら、神を恐

れないのか。 41お互は自分のやった事のむくいを

受けているのだから、こうなったのは当然だ。し

かし、このかたは何も悪いことをしたのではない

」。 42そして言った、「イエスよ、あなたが御国

の権威をもっておいでになる時には、わたしを思

い出してください」。 43イエスは言われた、「よ

く言っておくが、あなたはきょう、わたしと一緒

にパラダイスにいるであろう」。 44時はもう昼の

十二時ごろであったが、太陽は光を失い、全地は

暗くなって、三時に及んだ。 45そして聖所の幕が

まん中から裂けた。 46そのとき、イエスは声高く

叫んで言われた、「父よ、わたしの霊をみ手にゆ

だねます」。こう言ってついに息を引きとられた

。 47百卒長はこの有様を見て、神をあがめ、「ほ

んとうに、この人は正しい人であった」と言った

。 48この光景を見に集まってきた群衆も、これら

の出来事を見て、みな胸を打ちながら帰って行っ

た。 49すべてイエスを知っていた者や、ガリラヤ

から従ってきた女たちも、遠い所に立って、これ

らのことを見ていた。 50ここに、ヨセフという議

員がいたが、善良で正しい人であった。 51この人

はユダヤの町アリマタヤの出身で、神の国を待ち

望んでいた。彼は議会の議決や行動には賛成して

いなかった。 52この人がピラトのところへ行って

、イエスのからだの引取り方を願い出て、 53それ

を取りおろして亜麻布に包み、まだだれも葬った

ことのない、岩を掘って造った墓に納めた。 54こ

の日は準備の日であって、安息日が始まりかけて

いた。 55イエスと一緒にガリラヤからきた女たち

は、あとについてきて、その墓を見、またイエス

のからだが納められる様子を見とどけた。 56そし

て帰って、香料と香油とを用意した。それからお

きてに従って安息日を休んだ。

24週の初めの日、夜明け前に、女たちは用意し
ておいた香料を携えて、墓に行った。 2とこ

ろが、石が墓からころがしてあるので、 3中には

いってみると、主イエスのからだが見当らなかっ

た。 4そのため途方にくれていると、見よ、輝い

た衣を着たふたりの者が、彼らに現れた。 5女た

ちは驚き恐れて、顔を地に伏せていると、このふ

たりの者が言った、「あなたがたは、なぜ生きた

方を死人の中にたずねているのか。 6そのかたは

、ここにはおられない。よみがえられたのだ。ま

だガリラヤにおられたとき、あなたがたにお話し

になったことを思い出しなさい。 7すなわち、人

の子は必ず罪人らの手に渡され、十字架につけら

れ、そして三日目によみがえる、と仰せられたで

はないか」。 8そこで女たちはその言葉を思い出

し、 9墓から帰って、これらいっさいのことを、

十一弟子や、その他みんなの人に報告した。 10こ

の女たちというのは、マグダラのマリヤ、ヨハン

ナ、およびヤコブの母マリヤであった。彼女たち

と一緒にいたほかの女たちも、このことを使徒た

ちに話した。 11ところが、使徒たちには、それが

愚かな話のように思われて、それを信じなかった

。〔 12ペテロは立って墓へ走って行き、かがんで

中を見ると、亜麻布だけがそこにあったので、事

の次第を不思議に思いながら帰って行った。〕 13

この日、ふたりの弟子が、エルサレムから七マイ

ルばかり離れたエマオという村へ行きながら、 14

このいっさいの出来事について互に語り合ってい

た。 15語り合い論じ合っていると、イエスご自身

が近づいてきて、彼らと一緒に歩いて行かれた。

16しかし、彼らの目がさえぎられて、イエスを認

めることができなかった。 17イエスは彼らに言わ

れた、「歩きながら互に語り合っているその話は

、なんのことなのか」。彼らは悲しそうな顔をし

て立ちどまった。 18そのひとりのクレオパという
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者が、答えて言った、「あなたはエルサレムに泊

まっていながら、あなただけが、この都でこのご

ろ起ったことをご存じないのですか」。 19「それ

は、どんなことか」と言われると、彼らは言った

、「ナザレのイエスのことです。あのかたは、神

とすべての民衆との前で、わざにも言葉にも力あ

る預言者でしたが、 20祭司長たちや役人たちが、

死刑に処するために引き渡し、十字架につけたの

です。 21わたしたちは、イスラエルを救うのはこ

の人であろうと、望みをかけていました。しかも

その上に、この事が起ってから、きょうが三日目

なのです。 22ところが、わたしたちの仲間である

数人の女が、わたしたちを驚かせました。という

のは、彼らが朝早く墓に行きますと、 23イエスの

からだが見当らないので、帰ってきましたが、そ

のとき御使が現れて、『イエスは生きておられる

』と告げたと申すのです。 24それで、わたしたち

の仲間が数人、墓に行って見ますと、果して女た

ちが言ったとおりで、イエスは見当りませんでし

た」。 25そこでイエスが言われた、「ああ、愚か

で心のにぶいため、預言者たちが説いたすべての

事を信じられない者たちよ。 26キリストは必ず、

これらの苦難を受けて、その栄光に入るはずでは

なかったのか」。 27こう言って、モーセやすべて

の預言者からはじめて、聖書全体にわたり、ご自

身についてしるしてある事どもを、説きあかされ

た。 28それから、彼らは行こうとしていた村に近

づいたが、イエスがなお先へ進み行かれる様子で

あった。 29そこで、しいて引き止めて言った、「

わたしたちと一緒にお泊まり下さい。もう夕暮に

なっており、日もはや傾いています」。イエスは

、彼らと共に泊まるために、家にはいられた。 30

一緒に食卓につかれたとき、パンを取り、祝福し

てさき、彼らに渡しておられるうちに、 31彼らの

目が開けて、それがイエスであることがわかった

。すると、み姿が見えなくなった。 32彼らは互に

言った、「道々お話しになったとき、また聖書を

説き明してくださったとき、お互の心が内に燃え

たではないか」。 33そして、すぐに立ってエルサ

レムに帰って見ると、十一弟子とその仲間が集ま

っていて、 34「主は、ほんとうによみがえって、

シモンに現れなさった」と言っていた。 35そこで

ふたりの者は、途中であったことや、パンをおさ

きになる様子でイエスだとわかったことなどを話

した。 36こう話していると、イエスが彼らの中に

お立ちになった。〔そして「やすかれ」と言われ

た。〕 37彼らは恐れ驚いて、霊を見ているのだと

思った。 38そこでイエスが言われた、「なぜおじ

惑っているのか。どうして心に疑いを起すのか。

39わたしの手や足を見なさい。まさしくわたしな

のだ。さわって見なさい。霊には肉や骨はないが

、あなたがたが見るとおり、わたしにはあるのだ

」。〔 40こう言って、手と足とをお見せになった

。〕 41彼らは喜びのあまり、まだ信じられないで

不思議に思っていると、イエスが「ここに何か食

物があるか」と言われた。 42彼らが焼いた魚の一

きれをさしあげると、 43イエスはそれを取って、

みんなの前で食べられた。 44それから彼らに対し

て言われた、「わたしが以前あなたがたと一緒に

いた時分に話して聞かせた言葉は、こうであった

。すなわち、モーセの律法と預言書と詩篇とに、

わたしについて書いてあることは、必ずことごと

く成就する」。 45そこでイエスは、聖書を悟らせ

るために彼らの心を開いて 46言われた、「こう、

しるしてある。キリストは苦しみを受けて、三日

目に死人の中からよみがえる。 47そして、その名

によって罪のゆるしを得させる悔改めが、エルサ

レムからはじまって、もろもろの国民に宣べ伝え

られる。 48あなたがたは、これらの事の証人であ

る。 49見よ、わたしの父が約束されたものを、あ

なたがたに贈る。だから、上から力を授けられる

までは、あなたがたは都にとどまっていなさい」

。 50それから、イエスは彼らをベタニヤの近くま

で連れて行き、手をあげて彼らを祝福された。 51

祝福しておられるうちに、彼らを離れて、〔天に

あげられた。〕 52彼らは〔イエスを拝し、〕非常

な喜びをもってエルサレムに帰り、 53絶えず宮に

いて、神をほめたたえていた。
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ヨハネの福音書

1初めに言があった。言は神と共にあった。言は
神であった。 2この言は初めに神と共にあった

。 3すべてのものは、これによってできた。でき

たもののうち、一つとしてこれによらないものは

なかった。 4この言に命があった。そしてこの命

は人の光であった。 5光はやみの中に輝いている

。そして、やみはこれに勝たなかった。 6ここに

ひとりの人があって、神からつかわされていた。

その名をヨハネと言った。 7この人はあかしのた

めにきた。光についてあかしをし、彼によってす

べての人が信じるためである。 8彼は光ではなく

、ただ、光についてあかしをするためにきたので

ある。 9すべての人を照すまことの光があって、

世にきた。 10彼は世にいた。そして、世は彼によ

ってできたのであるが、世は彼を知らずにいた。

11彼は自分のところにきたのに、自分の民は彼を

受けいれなかった。 12しかし、彼を受けいれた者

、すなわち、その名を信じた人々には、彼は神の

子となる力を与えたのである。 13それらの人は、

血すじによらず、肉の欲によらず、また、人の欲

にもよらず、ただ神によって生れたのである。 14

そして言は肉体となり、わたしたちのうちに宿っ

た。わたしたちはその栄光を見た。それは父のひ

とり子としての栄光であって、めぐみとまことと

に満ちていた。 15ヨハネは彼についてあかしをし

、叫んで言った、「『わたしのあとに来るかたは

、わたしよりもすぐれたかたである。わたしより

も先におられたからである』とわたしが言ったの

は、この人のことである」。 16わたしたちすべて

の者は、その満ち満ちているものの中から受けて

、めぐみにめぐみを加えられた。 17律法はモーセ

をとおして与えられ、めぐみとまこととは、イエ

ス・キリストをとおしてきたのである。 18神を見

た者はまだひとりもいない。ただ父のふところに

いるひとり子なる神だけが、神をあらわしたので

ある。 19さて、ユダヤ人たちが、エルサレムから

祭司たちやレビ人たちをヨハネのもとにつかわし

て、「あなたはどなたですか」と問わせたが、そ

の時ヨハネが立てたあかしは、こうであった。 20

すなわち、彼は告白して否まず、「わたしはキリ

ストではない」と告白した。 21そこで、彼らは問

うた、「それでは、どなたなのですか、あなたは

エリヤですか」。彼は「いや、そうではない」と

言った。「では、あの預言者ですか」。彼は「い

いえ」と答えた。 22そこで、彼らは言った、「あ

なたはどなたですか。わたしたちをつかわした人

々に、答を持って行けるようにしていただきたい

。あなた自身をだれだと考えるのですか」。 23彼

は言った、「わたしは、預言者イザヤが言ったよ

うに、『主の道をまっすぐにせよと荒野で呼ばわ

る者の声』である」。 24つかわされた人たちは、

パリサイ人であった。 25彼らはヨハネに問うて言

った、「では、あなたがキリストでもエリヤでも

またあの預言者でもないのなら、なぜバプテスマ

を授けるのですか」。 26ヨハネは彼らに答えて言

った、「わたしは水でバプテスマを授けるが、あ

なたがたの知らないかたが、あなたがたの中に立

っておられる。 27それがわたしのあとにあとにお

いでになる方であって、わたしはその人のくつの

ひもを解く値うちもない」。 28これらのことは、

ヨハネがバプテスマを授けていたヨルダンの向こ

うのベタニヤであったのである。 29その翌日、ヨ

ハネはイエスが自分の方にこられるのを見て言っ

た、「見よ、世の罪を取り除く神の小羊。 30『わ

たしのあとに来るかたは、わたしよりもすぐれた

かたである。わたしよりも先におられたからであ

る』とわたしが言ったのは、この人のことである

。 31わたしはこのかたを知らなかった。しかし、

このかたがイスラエルに現れてくださるそのこと

のために、わたしはきて、水でバプテスマを授け

ているのである」。 32ヨハネはまたあかしをして

言った、「わたしは、御霊がはとのように天から

下って、彼の上にとどまるのを見た。 33わたしは

この人を知らなかった。しかし、水でバプテスマ

を授けるようにと、わたしをおつかわしになった

そのかたが、わたしに言われた、『ある人の上に

、御霊が下ってとどまるのを見たら、その人こそ

は、御霊によってバプテスマを授けるかたである

』。 34わたしはそれを見たので、このかたこそ神

の子であると、あかしをしたのである」。 35その

翌日、ヨハネはまたふたりの弟子たちと一緒に立

っていたが、 36イエスが歩いておられるのに目を

とめて言った、「見よ、神の小羊」。 37そのふた

りの弟子は、ヨハネがそう言うのを聞いて、イエ

スについて行った。 38イエスはふり向き、彼らが

ついてくるのを見て言われた、「何か願いがある

のか」。彼らは言った、「ラビ（訳して言えば、

先生）どこにおとまりなのですか」。 39イエスは

彼らに言われた、「きてごらんなさい。そうした

らわかるだろう」。そこで彼らはついて行って、

イエスの泊まっておられる所を見た。そして、そ

の日はイエスのところに泊まった。時は午後四時

ごろであった。 40ヨハネから聞いて、イエスにつ

いて行ったふたりのうちのひとりは、シモン・ペ

テロの兄弟アンデレであった。 41彼はまず自分の

兄弟シモンに出会って言った、「わたしたちはメ

シヤ（訳せば、キリスト）にいま出会った」。 42

そしてシモンをイエスのもとにつれてきた。イエ

スは彼に目をとめて言われた、「あなたはヨハネ

の子シモンである。あなたをケパ（訳せば、ペテ

ロ）と呼ぶことにする」。 43その翌日、イエスは

ガリラヤに行こうとされたが、ピリポに出会って

言われた、「わたしに従ってきなさい」。 44ピリ

ポは、アンデレとペテロとの町ベツサイダの人で

あった。 45このピリポがナタナエルに出会って言

った、「わたしたちは、モーセが律法の中にしる

しており、預言者たちがしるしていた人、ヨセフ

の子、ナザレのイエスにいま出会った」。 46ナタ

ナエルは彼に言った、「ナザレから、なんのよい

ものが出ようか」。ピリポは彼に言った、「きて

見なさい」。 47イエスはナタナエルが自分の方に
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来るのを見て、彼について言われた、「見よ、あ

の人こそ、ほんとうのイスラエル人である。その

心には偽りがない」。 48ナタナエルは言った、「

どうしてわたしをご存じなのですか」。イエスは

答えて言われた、「ピリポがあなたを呼ぶ前に、

わたしはあなたが、いちじくの木の下にいるのを

見た」。 49ナタナエルは答えた、「先生、あなた

は神の子です。あなたはイスラエルの王です」。

50イエスは答えて言われた、「あなたが、いちじ

くの木の下にいるのを見たと、わたしが言ったの

で信じるのか。これよりも、もっと大きなことを

、あなたは見るであろう」。 51また言われた、「

よくよくあなたがたに言っておく。天が開けて、

神の御使たちが人の子の上に上り下りするのを、

あなたがたは見るであろう」。

2三日目にガリラヤのカナに婚礼があって、イエ
スの母がそこにいた。 2イエスも弟子たちも、

その婚礼に招かれた。 3ぶどう酒がなくなったの

で、母はイエスに言った、「ぶどう酒がなくなっ

てしまいました」。 4イエスは母に言われた、「

婦人よ、あなたは、わたしと、なんの係わりがあ

りますか。わたしの時は、まだきていません」。 5

母は僕たちに言った、「このかたが、あなたがた

に言いつけることは、なんでもして下さい」。 6

そこには、ユダヤ人のきよめのならわしに従って

、それぞれ四、五斗もはいる石の水がめが、六つ

置いてあった。 7イエスは彼らに「かめに水をい

っぱい入れなさい」と言われたので、彼らは口の

ところまでいっぱいに入れた。 8そこで彼らに言

われた、「さあ、くんで、料理がしらのところに

持って行きなさい」。すると、彼らは持って行っ

た。 9料理がしらは、ぶどう酒になった水をなめ

てみたが、それがどこからきたのか知らなかった

ので、（水をくんだ僕たちは知っていた）花婿を

呼んで 10言った、「どんな人でも、初めによいぶ

どう酒を出して、酔いがまわったころにわるいの

を出すものだ。それだのに、あなたはよいぶどう

酒を今までとっておかれました」。 11イエスは、

この最初のしるしをガリラヤのカナで行い、その

栄光を現された。そして弟子たちはイエスを信じ

た。 12そののち、イエスは、その母、兄弟たち、

弟子たちと一緒に、カペナウムに下って、幾日か

そこにとどまられた。 13さて、ユダヤ人の過越の

祭が近づいたので、イエスはエルサレムに上られ

た。 14そして牛、羊、はとを売る者や両替する者

などが宮の庭にすわり込んでいるのをごらんにな

って、 15なわでむちを造り、羊も牛もみな宮から

追いだし、両替人の金を散らし、その台をひっく

りかえし、 16はとを売る人々には「これらのもの

を持って、ここから出て行け。わたしの父の家を

商売の家とするな」と言われた。 17弟子たちは、

「あなたの家を思う熱心が、わたしを食いつくす

であろう」と書いてあることを思い出した。 18そ

こで、ユダヤ人はイエスに言った、「こんなこと

をするからには、どんなしるしをわたしたちに見

せてくれますか」。 19イエスは彼らに答えて言わ

れた、「この神殿をこわしたら、わたしは三日の

うちに、それを起すであろう」。 20そこで、ユダ

ヤ人たちは言った、「この神殿を建てるのには、

四十六年もかかっています。それだのに、あなた

は三日のうちに、それを建てるのですか」。 21イ

エスは自分のからだである神殿のことを言われた

のである。 22それで、イエスが死人の中からよみ

がえったとき、弟子たちはイエスがこう言われた

ことを思い出して、聖書とイエスのこの言葉とを

信じた。 23過越の祭の間、イエスがエルサレムに

滞在しておられたとき、多くの人々は、その行わ

れたしるしを見て、イエスの名を信じた。 24しか

しイエスご自身は、彼らに自分をお任せにならな

かった。それは、すべての人を知っておられ、 25

また人についてあかしする者を、必要とされなか

ったからである。それは、ご自身人の心の中にあ

ることを知っておられたからである。

3パリサイ人のひとりで、その名をニコデモとい
うユダヤ人の指導者があった。 2この人が夜イ

エスのもとにきて言った、「先生、わたしたちは

あなたが神からこられた教師であることを知って

います。神がご一緒でないなら、あなたがなさっ

ておられるようなしるしは、だれにもできはしま

せん」。 3イエスは答えて言われた、「よくよく

あなたに言っておく。だれでも新しく生れなけれ

ば、神の国を見ることはできない」。 4ニコデモ

は言った、「人は年をとってから生れることが、

どうしてできますか。もう一度、母の胎にはいっ

て生れることができましょうか」。 5イエスは答

えられた、「よくよくあなたに言っておく。だれ

でも、水と霊とから生れなければ、神の国にはい

ることはできない。 6肉から生れる者は肉であり

、霊から生れる者は霊である。 7あなたがたは新

しく生れなければならないと、わたしが言ったか

らとて、不思議に思うには及ばない。 8風は思い

のままに吹く。あなたはその音を聞くが、それが

どこからきて、どこへ行くかは知らない。霊から

生れる者もみな、それと同じである」。 9ニコデ

モはイエスに答えて言った、「どうして、そんな

ことがあり得ましょうか」。 10イエスは彼に答え

て言われた、「あなたはイスラエルの教師であり

ながら、これぐらいのことがわからないのか。 11

よくよく言っておく。わたしたちは自分の知って

いることを語り、また自分の見たことをあかしし

ているのに、あなたがたはわたしたちのあかしを

受けいれない。 12わたしが地上のことを語ってい

るのに、あなたがたが信じないならば、天上のこ

とを語った場合、どうしてそれを信じるだろうか

。 13天から下ってきた者、すなわち人の子のほか

には、だれも天に上った者はない。 14そして、ち

ょうどモーセが荒野でへびを上げたように、人の

子もまた上げられなければならない。 15それは彼

を信じる者が、すべて永遠の命を得るためである

」。 (aiōnios g166) 16神はそのひとり子を賜わったほ

どに、この世を愛して下さった。それは御子を信

じる者がひとりも滅びないで、永遠の命を得るた
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めである。 (aiōnios g166) 17神が御子を世につかわさ

れたのは、世をさばくためではなく、御子によっ

て、この世が救われるためである。 18彼を信じる

者は、さばかれない。信じない者は、すでにさば

かれている。神のひとり子の名を信じることをし

ないからである。 19そのさばきというのは、光が

この世にきたのに、人々はそのおこないが悪いた

めに、光よりもやみの方を愛したことである。 20

悪を行っている者はみな光を憎む。そして、その

おこないが明るみに出されるのを恐れて、光にこ

ようとはしない。 21しかし、真理を行っている者

は光に来る。その人のおこないの、神にあってな

されたということが、明らかにされるためである

。 22こののち、イエスは弟子たちとユダヤの地に

行き、彼らと一緒にそこに滞在して、バプテスマ

を授けておられた。 23ヨハネもサリムに近いアイ

ノンで、バプテスマを授けていた。そこには水が

たくさんあったからである。人々がぞくぞくとや

ってきてバプテスマを受けていた。 24そのとき、

ヨハネはまだ獄に入れられてはいなかった。 25と

ころが、ヨハネの弟子たちとひとりのユダヤ人と

の間に、きよめのことで争論が起った。 26そこで

彼らはヨハネのところにきて言った、「先生、ご

らん下さい。ヨルダンの向こうであなたと一緒に

いたことがあり、そして、あなたがあかしをして

おられたあのかたが、バプテスマを授けており、

皆の者が、そのかたのところへ出かけています」

。 27ヨハネは答えて言った、「人は天から与えら

れなければ、何ものも受けることはできない。 28

『わたしはキリストではなく、そのかたよりも先

につかわされた者である』と言ったことをあかし

してくれるのは、あなたがた自身である。 29花嫁

をもつ者は花婿である。花婿の友人は立って彼の

声を聞き、その声を聞いて大いに喜ぶ。こうして

、この喜びはわたしに満ち足りている。 30彼は必

ず栄え、わたしは衰える。 31上から来る者は、す

べてのものの上にある。地から出る者は、地に属

する者であって、地のことを語る。天から来る者

は、すべてのものの上にある。 32彼はその見たと

ころ、聞いたところをあかししているが、だれも

そのあかしを受けいれない。 33しかし、そのあか

しを受けいれる者は、神がまことであることを、

たしかに認めたのである。 34神がおつかわしにな

ったかたは、神の言葉を語る。神は聖霊を限りな

く賜うからである。 35父は御子を愛して、万物を

その手にお与えになった。 36御子を信じる者は永

遠の命をもつ。御子に従わない者は、命にあずか

ることがないばかりか、神の怒りがその上にとど

まるのである」。 (aiōnios g166)

4イエスが、ヨハネよりも多く弟子をつくり、ま
たバプテスマを授けておられるということを、

パリサイ人たちが聞き、それを主が知られたとき

、 2（しかし、イエスみずからが、バプテスマを

お授けになったのではなく、その弟子たちであっ

た） 3ユダヤを去って、またガリラヤへ行かれた

。 4しかし、イエスはサマリヤを通過しなければ

ならなかった。 5そこで、イエスはサマリヤのス

カルという町においでになった。この町は、ヤコ

ブがその子ヨセフに与えた土地の近くにあったが

、 6そこにヤコブの井戸があった。イエスは旅の

疲れを覚えて、そのまま、この井戸のそばにすわ

っておられた。時は昼の十二時ごろであった。 7

ひとりのサマリヤの女が水をくみにきたので、イ

エスはこの女に、「水を飲ませて下さい」と言わ

れた。 8弟子たちは食物を買いに町に行っていた

のである。 9すると、サマリヤの女はイエスに言

った、「あなたはユダヤ人でありながら、どうし

てサマリヤの女のわたしに、飲ませてくれとおっ

しゃるのですか」。これは、ユダヤ人はサマリヤ

人と交際していなかったからである。 10イエスは

答えて言われた、「もしあなたが神の賜物のこと

を知り、また、『水を飲ませてくれ』と言った者

が、だれであるか知っていたならば、あなたの方

から願い出て、その人から生ける水をもらったこ

とであろう」。 11女はイエスに言った、「主よ、

あなたは、くむ物をお持ちにならず、その上、井

戸は深いのです。その生ける水を、どこから手に

入れるのですか。 12あなたは、この井戸を下さっ

たわたしたちの父ヤコブよりも、偉いかたなので

すか。ヤコブ自身も飲み、その子らも、その家畜

も、この井戸から飲んだのですが」。 13イエスは

女に答えて言われた、「この水を飲む者はだれで

も、またかわくであろう。 14しかし、わたしが与

える水を飲む者は、いつまでも、かわくことがな

いばかりか、わたしが与える水は、その人のうち

で泉となり、永遠の命に至る水が、わきあがるで

あろう」。 (aiōn g165, aiōnios g166) 15女はイエスに言

った、「主よ、わたしがかわくことがなく、また

、ここにくみにこなくてもよいように、その水を

わたしに下さい」。 16イエスは女に言われた、「

あなたの夫を呼びに行って、ここに連れてきなさ

い」。 17女は答えて言った、「わたしには夫はあ

りません」。イエスは女に言われた、「夫がない

と言ったのは、もっともだ。 18あなたには五人の

夫があったが、今のはあなたの夫ではない。あな

たの言葉のとおりである」。 19女はイエスに言っ

た、「主よ、わたしはあなたを預言者と見ます。

20わたしたちの先祖は、この山で礼拝をしたので

すが、あなたがたは礼拝すべき場所は、エルサレ

ムにあると言っています」。 21イエスは女に言わ

れた、「女よ、わたしの言うことを信じなさい。

あなたがたが、この山でも、またエルサレムでも

ない所で、父を礼拝する時が来る。 22あなたがた

は自分の知らないものを拝んでいるが、わたした

ちは知っているかたを礼拝している。救はユダヤ

人から来るからである。 23しかし、まことの礼拝

をする者たちが、霊とまこととをもって父を礼拝

する時が来る。そうだ、今きている。父は、この

ような礼拝をする者たちを求めておられるからで

ある。 24神は霊であるから、礼拝をする者も、霊

とまこととをもって礼拝すべきである」。 25女は

イエスに言った、「わたしは、キリストと呼ばれ

るメシヤがこられることを知っています。そのか
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たがこられたならば、わたしたちに、いっさいの

ことを知らせて下さるでしょう」。 26イエスは女

に言われた、「あなたと話をしているこのわたし

が、それである」。 27そのとき、弟子たちが帰っ

て来て、イエスがひとりの女と話しておられるの

を見て不思議に思ったが、しかし、「何を求めて

おられますか」とも、「何を彼女と話しておられ

るのですか」とも、尋ねる者はひとりもなかった

。 28この女は水がめをそのままそこに置いて町に

行き、人々に言った、 29「わたしのしたことを何

もかも、言いあてた人がいます。さあ、見にきて

ごらんなさい。もしかしたら、この人がキリスト

かも知れません」。 30人々は町を出て、ぞくぞく

とイエスのところへ行った。 31その間に弟子たち

はイエスに、「先生、召しあがってください」と

すすめた。 32ところが、イエスは言われた、「わ

たしには、あなたがたの知らない食物がある」。

33そこで、弟子たちが互に言った、「だれかが、

何か食べるものを持ってきてさしあげたのであろ

うか」。 34イエスは彼らに言われた、「わたしの

食物というのは、わたしをつかわされたかたのみ

こころを行い、そのみわざをなし遂げることであ

る。 35あなたがたは、刈入れ時が来るまでには、

まだ四か月あると、言っているではないか。しか

し、わたしはあなたがたに言う。目をあげて畑を

見なさい。はや色づいて刈入れを待っている。 36

刈る者は報酬を受けて、永遠の命に至る実を集め

ている。まく者も刈る者も、共々に喜ぶためであ

る。 (aiōnios g166) 37そこで、『ひとりがまき、ひと

りが刈る』ということわざが、ほんとうのことと

なる。 38わたしは、あなたがたをつかわして、あ

なたがたがそのために労苦しなかったものを刈り

とらせた。ほかの人々が労苦し、あなたがたは、

彼らの労苦の実にあずかっているのである」。 39

さて、この町からきた多くのサマリヤ人は、「こ

の人は、わたしのしたことを何もかも言いあてた

」とあかしした女の言葉によって、イエスを信じ

た。 40そこで、サマリヤ人たちはイエスのもとに

きて、自分たちのところに滞在していただきたい

と願ったので、イエスはそこにふつか滞在された

。 41そしてなお多くの人々が、イエスの言葉を聞

いて信じた。 42彼らは女に言った、「わたしたち

が信じるのは、もうあなたが話してくれたからで

はない。自分自身で親しく聞いて、この人こそま

ことに世の救主であることが、わかったからであ

る」。 43ふつかの後に、イエスはここを去ってガ

リラヤへ行かれた。 44イエスはみずからはっきり

、「預言者は自分の故郷では敬われないものだ」

と言われたのである。 45ガリラヤに着かれると、

ガリラヤの人たちはイエスを歓迎した。それは、

彼らも祭に行っていたので、その祭の時、イエス

がエルサレムでなされたことをことごとく見てい

たからである。 46イエスは、またガリラヤのカナ

に行かれた。そこは、かつて水をぶどう酒にかえ

られた所である。ところが、病気をしているむす

こを持つある役人がカペナウムにいた。 47この人

が、ユダヤからガリラヤにイエスのきておられる

ことを聞き、みもとにきて、カペナウムに下って

、彼の子をなおしていただきたいと、願った。そ

の子が死にかかっていたからである。 48そこで、

イエスは彼に言われた、「あなたがたは、しるし

と奇跡とを見ない限り、決して信じないだろう」

。 49この役人はイエスに言った、「主よ、どうぞ

、子供が死なないうちにきて下さい」。 50イエス

は彼に言われた、「お帰りなさい。あなたのむす

こは助かるのだ」。彼は自分に言われたイエスの

言葉を信じて帰って行った。 51その下って行く途

中、僕たちが彼に出会い、その子が助かったこと

を告げた。 52そこで、彼は僕たちに、そのなおり

はじめた時刻を尋ねてみたら、「きのうの午後一

時に熱が引きました」と答えた。 53それは、イエ

スが「あなたのむすこは助かるのだ」と言われた

のと同じ時刻であったことを、この父は知って、

彼自身もその家族一同も信じた。 54これは、イエ

スがユダヤからガリラヤにきてなされた第二のし

るしである。

5こののち、ユダヤ人の祭があったので、イエス
はエルサレムに上られた。 2エルサレムにある

羊の門のそばに、ヘブル語でベテスダと呼ばれる

池があった。そこには五つの廊があった。 3その

廊の中には、病人、盲人、足なえ、やせ衰えた者

などが、大ぜいからだを横たえていた。〔彼らは

水の動くのを待っていたのである。 4それは、時

々、主の御使がこの池に降りてきて水を動かすこ

とがあるが、水が動いた時まっ先にはいる者は、

どんな病気にかかっていても、いやされたからで

ある。〕 5さて、そこに三十八年のあいだ、病気

に悩んでいる人があった。 6イエスはその人が横

になっているのを見、また長い間わずらっていた

のを知って、その人に「なおりたいのか」と言わ

れた。 7この病人はイエスに答えた、「主よ、水

が動く時に、わたしを池の中に入れてくれる人が

いません。わたしがはいりかけると、ほかの人が

先に降りて行くのです」。 8イエスは彼に言われ

た、「起きて、あなたの床を取りあげ、そして歩

きなさい」。 9すると、この人はすぐにいやされ

、床をとりあげて歩いて行った。その日は安息日

であった。 10そこでユダヤ人たちは、そのいやさ

れた人に言った、「きょうは安息日だ。床を取り

あげるのは、よろしくない」。 11彼は答えた、「

わたしをなおして下さったかたが、床を取りあげ

て歩けと、わたしに言われました」。 12彼らは尋

ねた、「取りあげて歩けと言った人は、だれか」

。 13しかし、このいやされた人は、それがだれで

あるか知らなかった。群衆がその場にいたので、

イエスはそっと出て行かれたからである。 14その

のち、イエスは宮でその人に出会ったので、彼に

言われた、「ごらん、あなたはよくなった。もう

罪を犯してはいけない。何かもっと悪いことが、

あなたの身に起るかも知れないから」。 15彼は出

て行って、自分をいやしたのはイエスであったと

、ユダヤ人たちに告げた。 16そのためユダヤ人た

ちは、安息日にこのようなことをしたと言って、
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イエスを責めた。 17そこで、イエスは彼らに答え

られた、「わたしの父は今に至るまで働いておら

れる。わたしも働くのである」。 18このためにユ

ダヤ人たちは、ますますイエスを殺そうと計るよ

うになった。それは、イエスが安息日を破られた

ばかりではなく、神を自分の父と呼んで、自分を

神と等しいものとされたからである。 19さて、イ

エスは彼らに答えて言われた、「よくよくあなた

がたに言っておく。子は父のなさることを見てす

る以外に、自分からは何事もすることができない

。父のなさることであればすべて、子もそのとお

りにするのである。 20なぜなら、父は子を愛して

、みずからなさることは、すべて子にお示しにな

るからである。そして、それよりもなお大きなわ

ざを、お示しになるであろう。あなたがたが、そ

れによって不思議に思うためである。 21すなわち

、父が死人を起して命をお与えになるように、子

もまた、そのこころにかなう人々に命を与えるで

あろう。 22父はだれをもさばかない。さばきのこ

とはすべて、子にゆだねられたからである。 23そ

れは、すべての人が父を敬うと同様に、子を敬う

ためである。子を敬わない者は、子をつかわされ

た父をも敬わない。 24よくよくあなたがたに言っ

ておく。わたしの言葉を聞いて、わたしをつかわ

されたかたを信じる者は、永遠の命を受け、また

さばかれることがなく、死から命に移っているの

である。 (aiōnios g166) 25よくよくあなたがたに言っ

ておく。死んだ人たちが、神の子の声を聞く時が

来る。今すでにきている。そして聞く人は生きる

であろう。 26それは、父がご自分のうちに生命を

お持ちになっていると同様に、子にもまた、自分

のうちに生命を持つことをお許しになったからで

ある。 27そして子は人の子であるから、子にさば

きを行う権威をお与えになった。 28このことを驚

くには及ばない。墓の中にいる者たちがみな神の

子の声を聞き、 29善をおこなった人々は、生命を

受けるためによみがえり、悪をおこなった人々は

、さばきを受けるためによみがえって、それぞれ

出てくる時が来るであろう。 30わたしは、自分か

らは何事もすることができない。ただ聞くままに

さばくのである。そして、わたしのこのさばきは

正しい。それは、わたし自身の考えでするのでは

なく、わたしをつかわされたかたの、み旨を求め

ているからである。 31もし、わたしが自分自身に

ついてあかしをするならば、わたしのあかしはほ

んとうではない。 32わたしについてあかしをする

かたはほかにあり、そして、その人がするあかし

がほんとうであることを、わたしは知っている。

33あなたがたはヨハネのもとへ人をつかわしたが

、そのとき彼は真理についてあかしをした。 34わ

たしは人からあかしを受けないが、このことを言

うのは、あなたがたが救われるためである。 35ヨ

ハネは燃えて輝くあかりであった。あなたがたは

、しばらくの間その光を喜び楽しもうとした。 36

しかし、わたしには、ヨハネのあかしよりも、も

っと力あるあかしがある。父がわたしに成就させ

ようとしてお与えになったわざ、すなわち、今わ

たしがしているこのわざが、父のわたしをつかわ

されたことをあかししている。 37また、わたしを

つかわされた父も、ご自分でわたしについてあか

しをされた。あなたがたは、まだそのみ声を聞い

たこともなく、そのみ姿を見たこともない。 38ま

た、神がつかわされた者を信じないから、神の御

言はあなたがたのうちにとどまっていない。 39あ

なたがたは、聖書の中に永遠の命があると思って

調べているが、この聖書は、わたしについてあか

しをするものである。 (aiōnios g166) 40しかも、あな

たがたは、命を得るためにわたしのもとにこよう

ともしない。 41わたしは人からの誉を受けること

はしない。 42しかし、あなたがたのうちには神を

愛する愛がないことを知っている。 43わたしは父

の名によってきたのに、あなたがたはわたしを受

けいれない。もし、ほかの人が彼自身の名によっ

て来るならば、その人を受けいれるのであろう。

44互に誉を受けながら、ただひとりの神からの誉

を求めようとしないあなたがたは、どうして信じ

ることができようか。 45わたしがあなたがたのこ

とを父に訴えると、考えてはいけない。あなたが

たを訴える者は、あなたがたが頼みとしているモ

ーセその人である。 46もし、あなたがたがモーセ

を信じたならば、わたしをも信じたであろう。モ

ーセは、わたしについて書いたのである。 47しか

し、モーセの書いたものを信じないならば、どう

してわたしの言葉を信じるだろうか」。

6そののち、イエスはガリラヤの海、すなわち、
テベリヤ湖の向こう岸へ渡られた。 2すると、

大ぜいの群衆がイエスについてきた。病人たちに

なさっていたしるしを見たからである。 3イエス

は山に登って、弟子たちと一緒にそこで座につか

れた。 4時に、ユダヤ人の祭である過越が間近に

なっていた。 5イエスは目をあげ、大ぜいの群衆

が自分の方に集まって来るのを見て、ピリポに言

われた、「どこからパンを買ってきて、この人々

に食べさせようか」。 6これはピリポをためそう

として言われたのであって、ご自分ではしようと

することを、よくご承知であった。 7すると、ピ

リポはイエスに答えた、「二百デナリのパンがあ

っても、めいめいが少しずついただくにも足りま

すまい」。 8弟子のひとり、シモン・ペテロの兄

弟アンデレがイエスに言った、 9「ここに、大麦

のパン五つと、さかな二ひきとを持っている子供

がいます。しかし、こんなに大ぜいの人では、そ

れが何になりましょう」。 10イエスは「人々をす

わらせなさい」と言われた。その場所には草が多

かった。そこにすわった男の数は五千人ほどであ

った。 11そこで、イエスはパンを取り、感謝して

から、すわっている人々に分け与え、また、さか

なをも同様にして、彼らの望むだけ分け与えられ

た。 12人々がじゅうぶんに食べたのち、イエスは

弟子たちに言われた、「少しでもむだにならない

ように、パンくずのあまりを集めなさい」。 13そ

こで彼らが集めると、五つの大麦のパンを食べて

残ったパンくずは、十二のかごにいっぱいになっ
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た。 14人々はイエスのなさったこのしるしを見て

、「ほんとうに、この人こそ世にきたるべき預言

者である」と言った。 15イエスは人々がきて、自

分をとらえて王にしようとしていると知って、た

だひとり、また山に退かれた。 16夕方になったと

き、弟子たちは海べに下り、 17舟に乗って海を渡

り、向こう岸のカペナウムに行きかけた。すでに

暗くなっていたのに、イエスはまだ彼らのところ

においでにならなかった。 18その上、強い風が吹

いてきて、海は荒れ出した。 19四、五十丁こぎ出

したとき、イエスが海の上を歩いて舟に近づいて

こられるのを見て、彼らは恐れた。 20すると、イ

エスは彼らに言われた、「わたしだ、恐れること

はない」。 21そこで、彼らは喜んでイエスを舟に

迎えようとした。すると舟は、すぐ、彼らが行こ

うとしていた地に着いた。 22その翌日、海の向こ

う岸に立っていた群衆は、そこに小舟が一そうし

かなく、またイエスは弟子たちと一緒に小舟にお

乗りにならず、ただ弟子たちだけが船出したのを

見た。 23しかし、数そうの小舟がテベリヤからき

て、主が感謝されたのちパンを人々に食べさせた

場所に近づいた。 24群衆は、イエスも弟子たちも

そこにいないと知って、それらの小舟に乗り、イ

エスをたずねてカペナウムに行った。 25そして、

海の向こう岸でイエスに出会ったので言った、「

先生、いつ、ここにおいでになったのですか」。

26イエスは答えて言われた、「よくよくあなたが

たに言っておく。あなたがたがわたしを尋ねてき

ているのは、しるしを見たためではなく、パンを

食べて満腹したからである。 27朽ちる食物のため

ではなく、永遠の命に至る朽ちない食物のために

働くがよい。これは人の子があなたがたに与える

ものである。父なる神は、人の子にそれをゆだね

られたのである」。 (aiōnios g166) 28そこで、彼らは

イエスに言った、「神のわざを行うために、わた

したちは何をしたらよいでしょうか」。 29イエス

は彼らに答えて言われた、「神がつかわされた者

を信じることが、神のわざである」。 30彼らはイ

エスに言った、「わたしたちが見てあなたを信じ

るために、どんなしるしを行って下さいますか。

どんなことをして下さいますか。 31わたしたちの

先祖は荒野でマナを食べました。それは『天より

のパンを彼らに与えて食べさせた』と書いてある

とおりです」。 32そこでイエスは彼らに言われた

、「よくよく言っておく。天からのパンをあなた

がたに与えたのは、モーセではない。天からのま

ことのパンをあなたがたに与えるのは、わたしの

父なのである。 33神のパンは、天から下ってきて

、この世に命を与えるものである」。 34彼らはイ

エスに言った、「主よ、そのパンをいつもわたし

たちに下さい」。 35イエスは彼らに言われた、「

わたしが命のパンである。わたしに来る者は決し

て飢えることがなく、わたしを信じる者は決して

かわくことがない。 36しかし、あなたがたに言っ

たが、あなたがたはわたしを見たのに信じようと

はしない。 37父がわたしに与えて下さる者は皆、

わたしに来るであろう。そして、わたしに来る者

を決して拒みはしない。 38わたしが天から下って

きたのは、自分のこころのままを行うためではな

く、わたしをつかわされたかたのみこころを行う

ためである。 39わたしをつかわされたかたのみこ

ころは、わたしに与えて下さった者を、わたしが

ひとりも失わずに、終りの日によみがえらせるこ

とである。 40わたしの父のみこころは、子を見て

信じる者が、ことごとく永遠の命を得ることなの

である。そして、わたしはその人々を終りの日に

よみがえらせるであろう」。 (aiōnios g166) 41ユダヤ

人らは、イエスが「わたしは天から下ってきたパ

ンである」と言われたので、イエスについてつぶ

やき始めた。 42そして言った、「これはヨセフの

子イエスではないか。わたしたちはその父母を知

っているではないか。わたしは天から下ってきた

と、どうして今いうのか」。 43イエスは彼らに答

えて言われた、「互につぶやいてはいけない。 44

わたしをつかわされた父が引きよせて下さらなけ

れば、だれもわたしに来ることはできない。わた

しは、その人々を終りの日によみがえらせるであ

ろう。 45預言者の書に、『彼らはみな神に教えら

れるであろう』と書いてある。父から聞いて学ん

だ者は、みなわたしに来るのである。 46神から出

た者のほかに、だれかが父を見たのではない。そ

の者だけが父を見たのである。 47よくよくあなた

がたに言っておく。信じる者には永遠の命がある

。 (aiōnios g166) 48わたしは命のパンである。 49あ

なたがたの先祖は荒野でマナを食べたが、死んで

しまった。 50しかし、天から下ってきたパンを食

べる人は、決して死ぬことはない。 51わたしは天

から下ってきた生きたパンである。それを食べる

者は、いつまでも生きるであろう。わたしが与え

るパンは、世の命のために与えるわたしの肉であ

る」。 (aiōn g165) 52そこで、ユダヤ人らが互に論じ

て言った、「この人はどうして、自分の肉をわた

したちに与えて食べさせることができようか」。

53イエスは彼らに言われた、「よくよく言ってお

く。人の子の肉を食べず、また、その血を飲まな

ければ、あなたがたの内に命はない。 54わたしの

肉を食べ、わたしの血を飲む者には、永遠の命が

あり、わたしはその人を終りの日によみがえらせ

るであろう。 (aiōnios g166) 55わたしの肉はまことの

食物、わたしの血はまことの飲み物である。 56わ

たしの肉を食べ、わたしの血を飲む者はわたしに

おり、わたしもまたその人におる。 57生ける父が

わたしをつかわされ、また、わたしが父によって

生きているように、わたしを食べる者もわたしに

よって生きるであろう。 58天から下ってきたパン

は、先祖たちが食べたが死んでしまったようなも

のではない。このパンを食べる者は、いつまでも

生きるであろう」。 (aiōn g165) 59これらのことは、

イエスがカペナウムの会堂で教えておられたとき

に言われたものである。 60弟子たちのうちの多く

の者は、これを聞いて言った、「これは、ひどい

言葉だ。だれがそんなことを聞いておられようか

」。 61しかしイエスは、弟子たちがそのことでつ

ぶやいているのを見破って、彼らに言われた、「
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このことがあなたがたのつまずきになるのか。 62

それでは、もし人の子が前にいた所に上るのを見

たら、どうなるのか。 63人を生かすものは霊であ

って、肉はなんの役にも立たない。わたしがあな

たがたに話した言葉は霊であり、また命である。

64しかし、あなたがたの中には信じない者がいる

」。イエスは、初めから、だれが信じないか、ま

た、だれが彼を裏切るかを知っておられたのであ

る。 65そしてイエスは言われた、「それだから、

父が与えて下さった者でなければ、わたしに来る

ことはできないと、言ったのである」。 66それ以

来、多くの弟子たちは去っていって、もはやイエ

スと行動を共にしなかった。 67そこでイエスは十

二弟子に言われた、「あなたがたも去ろうとする

のか」。 68シモン・ペテロが答えた、「主よ、わ

たしたちは、だれのところに行きましょう。永遠

の命の言をもっているのはあなたです。 (aiōnios

g166) 69わたしたちは、あなたが神の聖者であるこ

とを信じ、また知っています」。 70イエスは彼ら

に答えられた、「あなたがた十二人を選んだのは

、わたしではなかったか。それだのに、あなたが

たのうちのひとりは悪魔である」。 71これは、イ

スカリオテのシモンの子ユダをさして言われたの

である。このユダは、十二弟子のひとりでありな

がら、イエスを裏切ろうとしていた。

7そののち、イエスはガリラヤを巡回しておられ
た。ユダヤ人たちが自分を殺そうとしていたの

で、ユダヤを巡回しようとはされなかった。 2時

に、ユダヤ人の仮庵の祭が近づいていた。 3そこ

で、イエスの兄弟たちがイエスに言った、「あな

たがしておられるわざを弟子たちにも見せるため

に、ここを去りユダヤに行ってはいかがです。 4

自分を公けにあらわそうと思っている人で、隠れ

て仕事をするものはありません。あなたがこれら

のことをするからには、自分をはっきりと世にあ

らわしなさい」。 5こう言ったのは、兄弟たちも

イエスを信じていなかったからである。 6そこで

イエスは彼らに言われた、「わたしの時はまだき

ていない。しかし、あなたがたの時はいつも備わ

っている。 7世はあなたがたを憎み得ないが、わ

たしを憎んでいる。わたしが世のおこないの悪い

ことを、あかししているからである。 8あなたが

たこそ祭に行きなさい。わたしはこの祭には行か

ない。わたしの時はまだ満ちていないから」。 9

彼らにこう言って、イエスはガリラヤにとどまっ

ておられた。 10しかし、兄弟たちが祭に行ったあ

とで、イエスも人目にたたぬように、ひそかに行

かれた。 11ユダヤ人らは祭の時に、「あの人はど

こにいるのか」と言って、イエスを捜していた。

12群衆の中に、イエスについていろいろとうわさ

が立った。ある人々は、「あれはよい人だ」と言

い、他の人々は、「いや、あれは群衆を惑わして

いる」と言った。 13しかし、ユダヤ人らを恐れて

、イエスのことを公然と口にする者はいなかった

。 14祭も半ばになってから、イエスは宮に上って

教え始められた。 15すると、ユダヤ人たちは驚い

て言った、「この人は学問をしたこともないのに

、どうして律法の知識をもっているのだろう」。

16そこでイエスは彼らに答えて言われた、「わた

しの教はわたし自身の教ではなく、わたしをつか

わされたかたの教である。 17神のみこころを行お

うと思う者であれば、だれでも、わたしの語って

いるこの教が神からのものか、それとも、わたし

自身から出たものか、わかるであろう。 18自分か

ら出たことを語る者は、自分の栄光を求めるが、

自分をつかわされたかたの栄光を求める者は真実

であって、その人の内には偽りがない。 19モーセ

はあなたがたに律法を与えたではないか。それだ

のに、あなたがたのうちには、その律法を行う者

がひとりもない。あなたがたは、なぜわたしを殺

そうと思っているのか」。 20群衆は答えた、「あ

なたは悪霊に取りつかれている。だれがあなたを

殺そうと思っているものか」。 21イエスは彼らに

答えて言われた、「わたしが一つのわざをしたと

ころ、あなたがたは皆それを見て驚いている。 22

モーセはあなたがたに割礼を命じたので、（これ

は、実は、モーセから始まったのではなく、先祖

たちから始まったものである）あなたがたは安息

日にも人に割礼を施している。 23もし、モーセの

律法が破られないように、安息日であっても割礼

を受けるのなら、安息日に人の全身を丈夫にして

やったからといって、どうして、そんなにおこる

のか。 24うわべで人をさばかないで、正しいさば

きをするがよい」。 25さて、エルサレムのある人

たちが言った、「この人は人々が殺そうと思って

いる者ではないか。 26見よ、彼は公然と語ってい

るのに、人々はこれに対して何も言わない。役人

たちは、この人がキリストであることを、ほんと

うに知っているのではなかろうか。 27わたしたち

はこの人がどこからきたのか知っている。しかし

、キリストが現れる時には、どこから来るのか知

っている者は、ひとりもいない」。 28イエスは宮

の内で教えながら、叫んで言われた、「あなたが

たは、わたしを知っており、また、わたしがどこ

からきたかも知っている。しかし、わたしは自分

からきたのではない。わたしをつかわされたかた

は真実であるが、あなたがたは、そのかたを知ら

ない。 29わたしは、そのかたを知っている。わた

しはそのかたのもとからきた者で、そのかたがわ

たしをつかわされたのである」。 30そこで人々は

イエスを捕えようと計ったが、だれひとり手をか

ける者はなかった。イエスの時が、まだきていな

かったからである。 31しかし、群衆の中の多くの

者が、イエスを信じて言った、「キリストがきて

も、この人が行ったよりも多くのしるしを行うだ

ろうか」。 32群衆がイエスについてこのようなう

わさをしているのを、パリサイ人たちは耳にした

。そこで、祭司長たちやパリサイ人たちは、イエ

スを捕えようとして、下役どもをつかわした。 33

イエスは言われた、「今しばらくの間、わたしは

あなたがたと一緒にいて、それから、わたしをお

つかわしになったかたのみもとに行く。 34あなた

がたはわたしを捜すであろうが、見つけることは
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できない。そしてわたしのいる所に、あなたがた

は来ることができない」。 35そこでユダヤ人たち

は互に言った、「わたしたちが見つけることがで

きないというのは、どこへ行こうとしているのだ

ろう。ギリシヤ人の中に離散している人たちのと

ころにでも行って、ギリシヤ人を教えようという

のだろうか。 36また、『わたしを捜すが、見つけ

ることはできない。そしてわたしのいる所には来

ることができないだろう』と言ったその言葉は、

どういう意味だろう」。 37祭の終りの大事な日に

、イエスは立って、叫んで言われた、「だれでも

かわく者は、わたしのところにきて飲むがよい。

38わたしを信じる者は、聖書に書いてあるとおり

、その腹から生ける水が川となって流れ出るであ

ろう」。 39これは、イエスを信じる人々が受けよ

うとしている御霊をさして言われたのである。す

なわち、イエスはまだ栄光を受けておられなかっ

たので、御霊がまだ下っていなかったのである。

40群衆のある者がこれらの言葉を聞いて、「この

かたは、ほんとうに、あの預言者である」と言い

、 41ほかの人たちは「このかたはキリストである

」と言い、また、ある人々は、「キリストはまさ

か、ガリラヤからは出てこないだろう。 42キリス

トは、ダビデの子孫から、またダビデのいたベツ

レヘムの村から出ると、聖書に書いてあるではな

いか」と言った。 43こうして、群衆の間にイエス

のことで分争が生じた。 44彼らのうちのある人々

は、イエスを捕えようと思ったが、だれひとり手

をかける者はなかった。 45さて、下役どもが祭司

長たちやパリサイ人たちのところに帰ってきたの

で、彼らはその下役どもに言った、「なぜ、あの

人を連れてこなかったのか」。 46下役どもは答え

た、「この人の語るように語った者は、これまで

にありませんでした」。 47パリサイ人たちが彼ら

に答えた、「あなたがたまでが、だまされている

のではないか。 48役人たちやパリサイ人たちの中

で、ひとりでも彼を信じた者があっただろうか。

49律法をわきまえないこの群衆は、のろわれてい

る」。 50彼らの中のひとりで、以前にイエスに会

いにきたことのあるニコデモが、彼らに言った、

51「わたしたちの律法によれば、まずその人の言

い分を聞き、その人のしたことを知った上でなけ

れば、さばくことをしないのではないか」。 52彼

らは答えて言った、「あなたもガリラヤ出なのか

。よく調べてみなさい、ガリラヤからは預言者が

出るものではないことが、わかるだろう」。〔 53

そして、人々はおのおの家に帰って行った。

8イエスはオリブ山に行かれた。 2朝早くまた宮

にはいられると、人々が皆みもとに集まってき

たので、イエスはすわって彼らを教えておられた

。 3すると、律法学者たちやパリサイ人たちが、

姦淫をしている時につかまえられた女をひっぱっ

てきて、中に立たせた上、イエスに言った、 4「

先生、この女は姦淫の場でつかまえられました。 5

モーセは律法の中で、こういう女を石で打ち殺せ

と命じましたが、あなたはどう思いますか」。 6

彼らがそう言ったのは、イエスをためして、訴え

る口実を得るためであった。しかし、イエスは身

をかがめて、指で地面に何か書いておられた。 7

彼らが問い続けるので、イエスは身を起して彼ら

に言われた、「あなたがたの中で罪のない者が、

まずこの女に石を投げつけるがよい」。 8そして

また身をかがめて、地面に物を書きつづけられた

。 9これを聞くと、彼らは年寄から始めて、ひと

りびとり出て行き、ついに、イエスだけになり、

女は中にいたまま残された。 10そこでイエスは身

を起して女に言われた、「女よ、みんなはどこに

いるか。あなたを罰する者はなかったのか」。 11

女は言った、「主よ、だれもございません」。イ

エスは言われた、「わたしもあなたを罰しない。

お帰りなさい。今後はもう罪を犯さないように」

。〕 12イエスは、また人々に語ってこう言われた

、「わたしは世の光である。わたしに従って来る

者は、やみのうちを歩くことがなく、命の光をも

つであろう」。 13するとパリサイ人たちがイエス

に言った、「あなたは、自分のことをあかしして

いる。あなたのあかしは真実ではない」。 14イエ

スは彼らに答えて言われた、「たとい、わたしが

自分のことをあかししても、わたしのあかしは真

実である。それは、わたしがどこからきたのか、

また、どこへ行くのかを知っているからである。

しかし、あなたがたは、わたしがどこからきて、

どこへ行くのかを知らない。 15あなたがたは肉に

よって人をさばくが、わたしはだれもさばかない

。 16しかし、もしわたしがさばくとすれば、わた

しのさばきは正しい。なぜなら、わたしはひとり

ではなく、わたしをつかわされたかたが、わたし

と一緒だからである。 17あなたがたの律法には、

ふたりによる証言は真実だと、書いてある。 18わ

たし自身のことをあかしするのは、わたしである

し、わたしをつかわされた父も、わたしのことを

あかしして下さるのである」。 19すると、彼らは

イエスに言った、「あなたの父はどこにいるのか

」。イエスは答えられた、「あなたがたは、わた

しをもわたしの父をも知っていない。もし、あな

たがたがわたしを知っていたなら、わたしの父を

も知っていたであろう」。 20イエスが宮の内で教

えていた時、これらの言葉をさいせん箱のそばで

語られたのであるが、イエスの時がまだきていな

かったので、だれも捕える者がなかった。 21さて

、また彼らに言われた、「わたしは去って行く。

あなたがたはわたしを捜し求めるであろう。そし

て自分の罪のうちに死ぬであろう。わたしの行く

所には、あなたがたは来ることができない」。 22

そこでユダヤ人たちは言った、「わたしの行く所

に、あなたがたは来ることができないと、言った

のは、あるいは自殺でもしようとするつもりか」

。 23イエスは彼らに言われた、「あなたがたは下

から出た者だが、わたしは上からきた者である。

あなたがたはこの世の者であるが、わたしはこの

世の者ではない。 24だからわたしは、あなたがた

は自分の罪のうちに死ぬであろうと、言ったので

ある。もしわたしがそういう者であることをあな
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たがたが信じなければ、罪のうちに死ぬことにな

るからである」。 25そこで彼らはイエスに言った

、「あなたは、いったい、どういうかたですか」

。イエスは彼らに言われた、「わたしがどういう

者であるかは、初めからあなたがたに言っている

ではないか。 26あなたがたについて、わたしの言

うべきこと、さばくべきことが、たくさんある。

しかし、わたしをつかわされたかたは真実なかた

である。わたしは、そのかたから聞いたままを世

にむかって語るのである」。 27彼らは、イエスが

父について話しておられたことを悟らなかった。

28そこでイエスは言われた、「あなたがたが人の

子を上げてしまった後はじめて、わたしがそうい

う者であること、また、わたしは自分からは何も

せず、ただ父が教えて下さったままを話していた

ことが、わかってくるであろう。 29わたしをつか

わされたかたは、わたしと一緒におられる。わた

しは、いつも神のみこころにかなうことをしてい

るから、わたしをひとり置きざりになさることは

ない」。 30これらのことを語られたところ、多く

の人々がイエスを信じた。 31イエスは自分を信じ

たユダヤ人たちに言われた、「もしわたしの言葉

のうちにとどまっておるなら、あなたがたは、ほ

んとうにわたしの弟子なのである。 32また真理を

知るであろう。そして真理は、あなたがたに自由

を得させるであろう」。 33そこで、彼らはイエス

に言った、「わたしたちはアブラハムの子孫であ

って、人の奴隷になったことなどは、一度もない

。どうして、あなたがたに自由を得させるであろ

うと、言われるのか」。 34イエスは彼らに答えら

れた、「よくよくあなたがたに言っておく。すべ

て罪を犯す者は罪の奴隷である。 35そして、奴隷

はいつまでも家にいる者ではない。しかし、子は

いつまでもいる。 (aiōn g165) 36だから、もし子があ

なたがたに自由を得させるならば、あなたがたは

、ほんとうに自由な者となるのである。 37わたし

は、あなたがたがアブラハムの子孫であることを

知っている。それだのに、あなたがたはわたしを

殺そうとしている。わたしの言葉が、あなたがた

のうちに根をおろしていないからである。 38わた

しはわたしの父のもとで見たことを語っているが

、あなたがたは自分の父から聞いたことを行って

いる」。 39彼らはイエスに答えて言った、「わた

したちの父はアブラハムである」。イエスは彼ら

に言われた、「もしアブラハムの子であるなら、

アブラハムのわざをするがよい。 40ところが今、

神から聞いた真理をあなたがたに語ってきたこの

わたしを、殺そうとしている。そんなことをアブ

ラハムはしなかった。 41あなたがたは、あなたが

たの父のわざを行っているのである」。彼らは言

った、「わたしたちは、不品行の結果うまれた者

ではない。わたしたちにはひとりの父がある。そ

れは神である」。 42イエスは彼らに言われた、「

神があなたがたの父であるならば、あなたがたは

わたしを愛するはずである。わたしは神から出た

者、また神からきている者であるからだ。わたし

は自分からきたのではなく、神からつかわされた

のである。 43どうしてあなたがたは、わたしの話

すことがわからないのか。あなたがたが、わたし

の言葉を悟ることができないからである。 44あな

たがたは自分の父、すなわち、悪魔から出てきた

者であって、その父の欲望どおりを行おうと思っ

ている。彼は初めから、人殺しであって、真理に

立つ者ではない。彼のうちには真理がないからで

ある。彼が偽りを言うとき、いつも自分の本音を

はいているのである。彼は偽り者であり、偽りの

父であるからだ。 45しかし、わたしが真理を語っ

ているので、あなたがたはわたしを信じようとし

ない。 46あなたがたのうち、だれがわたしに罪が

あると責めうるのか。わたしは真理を語っている

のに、なぜあなたがたは、わたしを信じないのか

。 47神からきた者は神の言葉に聞き従うが、あな

たがたが聞き従わないのは、神からきた者でない

からである」。 48ユダヤ人たちはイエスに答えて

言った、「あなたはサマリヤ人で、悪霊に取りつ

かれていると、わたしたちが言うのは、当然では

ないか」。 49イエスは答えられた、「わたしは、

悪霊に取りつかれているのではなくて、わたしの

父を重んじているのだが、あなたがたはわたしを

軽んじている。 50わたしは自分の栄光を求めては

いない。それを求めるかたが別にある。そのかた

は、またさばくかたである。 51よくよく言ってお

く。もし人がわたしの言葉を守るならば、その人

はいつまでも死を見ることがないであろう」。

(aiōn g165) 52ユダヤ人たちが言った、「あなたが悪

霊に取りつかれていることが、今わかった。アブ

ラハムは死に、預言者たちも死んでいる。それだ

のに、あなたは、わたしの言葉を守る者はいつま

でも死を味わうことがないであろうと、言われる

。 (aiōn g165) 53あなたは、わたしたちの父アブラハ

ムより偉いのだろうか。彼も死に、預言者たちも

死んだではないか。あなたは、いったい、自分を

だれと思っているのか」。 54イエスは答えられた

、「わたしがもし自分に栄光を帰するなら、わた

しの栄光は、むなしいものである。わたしに栄光

を与えるかたは、わたしの父であって、あなたが

たが自分の神だと言っているのは、そのかたのこ

とである。 55あなたがたはその神を知っていない

が、わたしは知っている。もしわたしが神を知ら

ないと言うならば、あなたがたと同じような偽り

者であろう。しかし、わたしはそのかたを知り、

その御言を守っている。 56あなたがたの父アブラ

ハムは、わたしのこの日を見ようとして楽しんで

いた。そしてそれを見て喜んだ」。 57そこでユダ

ヤ人たちはイエスに言った、「あなたはまだ五十

にもならないのに、アブラハムを見たのか」。 58

イエスは彼らに言われた、「よくよくあなたがた

に言っておく。アブラハムの生れる前からわたし

は、いるのである」。 59そこで彼らは石をとって

、イエスに投げつけようとした。しかし、イエス

は身を隠して、宮から出て行かれた。

9イエスが道をとおっておられるとき、生れつき
の盲人を見られた。 2弟子たちはイエスに尋ね
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て言った、「先生、この人が生れつき盲人なのは

、だれが罪を犯したためですか。本人ですか、そ

れともその両親ですか」。 3イエスは答えられた

、「本人が罪を犯したのでもなく、また、その両

親が犯したのでもない。ただ神のみわざが、彼の

上に現れるためである。 4わたしたちは、わたし

をつかわされたかたのわざを、昼の間にしなけれ

ばならない。夜が来る。すると、だれも働けなく

なる。 5わたしは、この世にいる間は、世の光で

ある」。 6イエスはそう言って、地につばきをし

、そのつばきで、どろをつくり、そのどろを盲人

の目に塗って言われた、 7「シロアム（つかわさ

れた者、の意）の池に行って洗いなさい」。そこ

で彼は行って洗った。そして見えるようになって

、帰って行った。 8近所の人々や、彼がもと、こ

じきであったのを見知っていた人々が言った、「

この人は、すわってこじきをしていた者ではない

か」。 9ある人々は「その人だ」と言い、他の人

々は「いや、ただあの人に似ているだけだ」と言

った。しかし、本人は「わたしがそれだ」と言っ

た。 10そこで人々は彼に言った、「では、おまえ

の目はどうしてあいたのか」。 11彼は答えた、「

イエスというかたが、どろをつくって、わたしの

目に塗り、『シロアムに行って洗え』と言われま

した。それで、行って洗うと、見えるようになり

ました」。 12人々は彼に言った、「その人はどこ

にいるのか」。彼は「知りません」と答えた。 13

人々は、もと盲人であったこの人を、パリサイ人

たちのところにつれて行った。 14イエスがどろを

つくって彼の目をあけたのは、安息日であった。

15パリサイ人たちもまた、「どうして見えるよう

になったのか」、と彼に尋ねた。彼は答えた、「

あのかたがわたしの目にどろを塗り、わたしがそ

れを洗い、そして見えるようになりました」。 16

そこで、あるパリサイ人たちが言った、「その人

は神からきた人ではない。安息日を守っていない

のだから」。しかし、ほかの人々は言った、「罪

のある人が、どうしてそのようなしるしを行うこ

とができようか」。そして彼らの間に分争が生じ

た。 17そこで彼らは、もう一度この盲人に聞いた

、「おまえの目をあけてくれたその人を、どう思

うか」。「預言者だと思います」と彼は言った。

18ユダヤ人たちは、彼がもと盲人であったが見え

るようになったことを、まだ信じなかった。つい

に彼らは、目が見えるようになったこの人の両親

を呼んで、 19尋ねて言った、「これが、生れつき

盲人であったと、おまえたちの言っているむすこ

か。それではどうして、いま目が見えるのか」。

20両親は答えて言った、「これがわたしどものむ

すこであること、また生れつき盲人であったこと

は存じています。 21しかし、どうしていま見える

ようになったのか、それは知りません。また、だ

れがその目をあけて下さったのかも知りません。

あれに聞いて下さい。あれはもうおとなですから

、自分のことは自分で話せるでしょう」。 22両親

はユダヤ人たちを恐れていたので、こう答えたの

である。それは、もしイエスをキリストと告白す

る者があれば、会堂から追い出すことに、ユダヤ

人たちが既に決めていたからである。 23彼の両親

が「おとなですから、あれに聞いて下さい」と言

ったのは、そのためであった。 24そこで彼らは、

盲人であった人をもう一度呼んで言った、「神に

栄光を帰するがよい。あの人が罪人であることは

、わたしたちにはわかっている」。 25すると彼は

言った、「あのかたが罪人であるかどうか、わた

しは知りません。ただ一つのことだけ知っていま

す。わたしは盲であったが、今は見えるというこ

とです」。 26そこで彼らは言った、「その人はお

まえに何をしたのか。どんなにしておまえの目を

あけたのか」。 27彼は答えた、「そのことはもう

話してあげたのに、聞いてくれませんでした。な

ぜまた聞こうとするのですか。あなたがたも、あ

の人の弟子になりたいのですか」。 28そこで彼ら

は彼をののしって言った、「おまえはあれの弟子

だが、わたしたちはモーセの弟子だ。 29モーセに

神が語られたということは知っている。だが、あ

の人がどこからきた者か、わたしたちは知らぬ」

。 30そこで彼が答えて言った、「わたしの目をあ

けて下さったのに、そのかたがどこからきたか、

ご存じないとは、不思議千万です。 31わたしたち

はこのことを知っています。神は罪人の言うこと

はお聞きいれになりませんが、神を敬い、そのみ

こころを行う人の言うことは、聞きいれて下さい

ます。 32生れつき盲であった者の目をあけた人が

あるということは、世界が始まって以来、聞いた

ことがありません。 (aiōn g165) 33もしあのかたが神

からきた人でなかったら、何一つできなかったは

ずです」。 34これを聞いて彼らは言った、「おま

えは全く罪の中に生れていながら、わたしたちを

教えようとするのか」。そして彼を外へ追い出し

た。 35イエスは、その人が外へ追い出されたこと

を聞かれた。そして彼に会って言われた、「あな

たは人の子を信じるか」。 36彼は答えて言った、

「主よ、それはどなたですか。そのかたを信じた

いのですが」。 37イエスは彼に言われた、「あな

たは、もうその人に会っている。今あなたと話し

ているのが、その人である」。 38すると彼は、「

主よ、信じます」と言って、イエスを拝した。 39

そこでイエスは言われた、「わたしがこの世にき

たのは、さばくためである。すなわち、見えない

人たちが見えるようになり、見える人たちが見え

ないようになるためである」。 40そこにイエスと

一緒にいたあるパリサイ人たちが、それを聞いて

イエスに言った、「それでは、わたしたちも盲な

のでしょうか」。 41イエスは彼らに言われた、「

もしあなたがたが盲人であったなら、罪はなかっ

たであろう。しかし、今あなたがたが『見える』

と言い張るところに、あなたがたの罪がある。

10よくよくあなたがたに言っておく。羊の囲い
にはいるのに、門からでなく、ほかの所から

のりこえて来る者は、盗人であり、強盗である。 2

門からはいる者は、羊の羊飼である。 3門番は彼

のために門を開き、羊は彼の声を聞く。そして彼



ヨハネの福音書 642

は自分の羊の名をよんで連れ出す。 4自分の羊を

みな出してしまうと、彼は羊の先頭に立って行く

。羊はその声を知っているので、彼について行く

のである。 5ほかの人には、ついて行かないで逃

げ去る。その人の声を知らないからである」。 6

イエスは彼らにこの比喩を話されたが、彼らは自

分たちにお話しになっているのが何のことだか、

わからなかった。 7そこで、イエスはまた言われ

た、「よくよくあなたがたに言っておく。わたし

は羊の門である。 8わたしよりも前にきた人は、

みな盗人であり、強盗である。羊は彼らに聞き従

わなかった。 9わたしは門である。わたしをとお

ってはいる者は救われ、また出入りし、牧草にあ

りつくであろう。 10盗人が来るのは、盗んだり、

殺したり、滅ぼしたりするためにほかならない。

わたしがきたのは、羊に命を得させ、豊かに得さ

せるためである。 11わたしはよい羊飼である。よ

い羊飼は、羊のために命を捨てる。 12羊飼ではな

く、羊が自分のものでもない雇人は、おおかみが

来るのを見ると、羊をすてて逃げ去る。そして、

おおかみは羊を奪い、また追い散らす。 13彼は雇

人であって、羊のことを心にかけていないからで

ある。 14わたしはよい羊飼であって、わたしの羊

を知り、わたしの羊はまた、わたしを知っている

。 15それはちょうど、父がわたしを知っておられ

、わたしが父を知っているのと同じである。そし

て、わたしは羊のために命を捨てるのである。 16

わたしにはまた、この囲いにいない他の羊がある

。わたしは彼らをも導かねばならない。彼らも、

わたしの声に聞き従うであろう。そして、ついに

一つの群れ、ひとりの羊飼となるであろう。 17父

は、わたしが自分の命を捨てるから、わたしを愛

して下さるのである。命を捨てるのは、それを再

び得るためである。 18だれかが、わたしからそれ

を取り去るのではない。わたしが、自分からそれ

を捨てるのである。わたしには、それを捨てる力

があり、またそれを受ける力もある。これはわた

しの父から授かった定めである」。 19これらの言

葉を語られたため、ユダヤ人の間にまたも分争が

生じた。 20そのうちの多くの者が言った、「彼は

悪霊に取りつかれて、気が狂っている。どうして

、あなたがたはその言うことを聞くのか」。 21他

の人々は言った、「それは悪霊に取りつかれた者

の言葉ではない。悪霊は盲人の目をあけることが

できようか」。 22そのころ、エルサレムで宮きよ

めの祭が行われた。時は冬であった。 23イエスは

、宮の中にあるソロモンの廊を歩いておられた。

24するとユダヤ人たちが、イエスを取り囲んで言

った、「いつまでわたしたちを不安のままにして

おくのか。あなたがキリストであるなら、そうと

はっきり言っていただきたい」。 25イエスは彼ら

に答えられた、「わたしは話したのだが、あなた

がたは信じようとしない。わたしの父の名によっ

てしているすべてのわざが、わたしのことをあか

ししている。 26あなたがたが信じないのは、わた

しの羊でないからである。 27わたしの羊はわたし

の声に聞き従う。わたしは彼らを知っており、彼

らはわたしについて来る。 28わたしは、彼らに永

遠の命を与える。だから、彼らはいつまでも滅び

ることがなく、また、彼らをわたしの手から奪い

去る者はない。 (aiōn g165, aiōnios g166) 29わたしの父

がわたしに下さったものは、すべてにまさるもの

である。そしてだれも父のみ手から、それを奪い

取ることはできない。 30わたしと父とは一つであ

る」。 31そこでユダヤ人たちは、イエスを打ち殺

そうとして、また石を取りあげた。 32するとイエ

スは彼らに答えられた、「わたしは、父による多

くのよいわざを、あなたがたに示した。その中の

どのわざのために、わたしを石で打ち殺そうとす

るのか」。 33ユダヤ人たちは答えた、「あなたを

石で殺そうとするのは、よいわざをしたからでは

なく、神を汚したからである。また、あなたは人

間であるのに、自分を神としているからである」

。 34イエスは彼らに答えられた、「あなたがたの

律法に、『わたしは言う、あなたがたは神々であ

る』と書いてあるではないか。 35神の言を託され

た人々が、神々といわれておるとすれば、（そし

て聖書の言は、すたることがあり得ない） 36父が

聖別して、世につかわされた者が、『わたしは神

の子である』と言ったからとて、どうして『あな

たは神を汚す者だ』と言うのか。 37もしわたしが

父のわざを行わないとすれば、わたしを信じなく

てもよい。 38しかし、もし行っているなら、たと

いわたしを信じなくても、わたしのわざを信じる

がよい。そうすれば、父がわたしにおり、また、

わたしが父におることを知って悟るであろう」。

39そこで、彼らはまたイエスを捕えようとしたが

、イエスは彼らの手をのがれて、去って行かれた

。 40さて、イエスはまたヨルダンの向こう岸、す

なわち、ヨハネが初めにバプテスマを授けていた

所に行き、そこに滞在しておられた。 41多くの人

々がイエスのところにきて、互に言った、「ヨハ

ネはなんのしるしも行わなかったが、ヨハネがこ

のかたについて言ったことは、皆ほんとうであっ

た」。 42そして、そこで多くの者がイエスを信じ

た。

11さて、ひとりの病人がいた。ラザロといい、
マリヤとその姉妹マルタの村ベタニヤの人で

あった。 2このマリヤは主に香油をぬり、自分の

髪の毛で、主の足をふいた女であって、病気であ

ったのは、彼女の兄弟ラザロであった。 3姉妹た

ちは人をイエスのもとにつかわして、「主よ、た

だ今、あなたが愛しておられる者が病気をしてい

ます」と言わせた。 4イエスはそれを聞いて言わ

れた、「この病気は死ぬほどのものではない。そ

れは神の栄光のため、また、神の子がそれによっ

て栄光を受けるためのものである」。 5イエスは

、マルタとその姉妹とラザロとを愛しておられた

。 6ラザロが病気であることを聞いてから、なお

ふつか、そのおられた所に滞在された。 7それか

ら弟子たちに、「もう一度ユダヤに行こう」と言

われた。 8弟子たちは言った、「先生、ユダヤ人

らが、さきほどもあなたを石で殺そうとしていま
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したのに、またそこに行かれるのですか」。 9イ

エスは答えられた、「一日には十二時間あるでは

ないか。昼間あるけば、人はつまずくことはない

。この世の光を見ているからである。 10しかし、

夜あるけば、つまずく。その人のうちに、光がな

いからである」。 11そう言われたが、それからま

た、彼らに言われた、「わたしたちの友ラザロが

眠っている。わたしは彼を起しに行く」。 12する

と弟子たちは言った、「主よ、眠っているのでし

たら、助かるでしょう」。 13イエスはラザロが死

んだことを言われたのであるが、弟子たちは、眠

って休んでいることをさして言われたのだと思っ

た。 14するとイエスは、あからさまに彼らに言わ

れた、「ラザロは死んだのだ。 15そして、わたし

がそこにいあわせなかったことを、あなたがたの

ために喜ぶ。それは、あなたがたが信じるように

なるためである。では、彼のところに行こう」。

16するとデドモと呼ばれているトマスが、仲間の

弟子たちに言った、「わたしたちも行って、先生

と一緒に死のうではないか」。 17さて、イエスが

行ってごらんになると、ラザロはすでに四日間も

墓の中に置かれていた。 18ベタニヤはエルサレム

に近く、二十五丁ばかり離れたところにあった。

19大ぜいのユダヤ人が、その兄弟のことで、マル

タとマリヤとを慰めようとしてきていた。 20マル

タはイエスがこられたと聞いて、出迎えに行った

が、マリヤは家ですわっていた。 21マルタはイエ

スに言った、「主よ、もしあなたがここにいて下

さったなら、わたしの兄弟は死ななかったでしょ

う。 22しかし、あなたがどんなことをお願いにな

っても、神はかなえて下さることを、わたしは今

でも存じています」。 23イエスはマルタに言われ

た、「あなたの兄弟はよみがえるであろう」。 24

マルタは言った、「終りの日のよみがえりの時よ

みがえることは、存じています」。 25イエスは彼

女に言われた、「わたしはよみがえりであり、命

である。わたしを信じる者は、たとい死んでも生

きる。 26また、生きていて、わたしを信じる者は

、いつまでも死なない。あなたはこれを信じるか

」。 (aiōn g165) 27マルタはイエスに言った、「主よ

、信じます。あなたがこの世にきたるべきキリス

ト、神の御子であると信じております」。 28マル

タはこう言ってから、帰って姉妹のマリヤを呼び

、「先生がおいでになって、あなたを呼んでおら

れます」と小声で言った。 29これを聞いたマリヤ

はすぐ立ち上がって、イエスのもとに行った。 30

イエスはまだ村に、はいってこられず、マルタが

お迎えしたその場所におられた。 31マリヤと一緒

に家にいて彼女を慰めていたユダヤ人たちは、マ

リヤが急いで立ち上がって出て行くのを見て、彼

女は墓に泣きに行くのであろうと思い、そのあと

からついて行った。 32マリヤは、イエスのおられ

る所に行ってお目にかかり、その足もとにひれ伏

して言った、「主よ、もしあなたがここにいて下

さったなら、わたしの兄弟は死ななかったでしょ

う」。 33イエスは、彼女が泣き、また、彼女と一

緒にきたユダヤ人たちも泣いているのをごらんに

なり、激しく感動し、また心を騒がせ、そして言

われた、 34「彼をどこに置いたのか」。彼らはイ

エスに言った、「主よ、きて、ごらん下さい」。

35イエスは涙を流された。 36するとユダヤ人たち

は言った、「ああ、なんと彼を愛しておられたこ

とか」。 37しかし、彼らのある人たちは言った、

「あの盲人の目をあけたこの人でも、ラザロを死

なせないようには、できなかったのか」。 38イエ

スはまた激しく感動して、墓にはいられた。それ

は洞穴であって、そこに石がはめてあった。 39イ

エスは言われた、「石を取りのけなさい」。死ん

だラザロの姉妹マルタが言った、「主よ、もう臭

くなっております。四日もたっていますから」。

40イエスは彼女に言われた、「もし信じるなら神

の栄光を見るであろうと、あなたに言ったではな

いか」。 41人々は石を取りのけた。すると、イエ

スは目を天にむけて言われた、「父よ、わたしの

願いをお聞き下さったことを感謝します。 42あな

たがいつでもわたしの願いを聞きいれて下さるこ

とを、よく知っています。しかし、こう申します

のは、そばに立っている人々に、あなたがわたし

をつかわされたことを、信じさせるためでありま

す」。 43こう言いながら、大声で「ラザロよ、出

てきなさい」と呼ばわれた。 44すると、死人は手

足を布でまかれ、顔も顔おおいで包まれたまま、

出てきた。イエスは人々に言われた、「彼をほど

いてやって、帰らせなさい」。 45マリヤのところ

にきて、イエスのなさったことを見た多くのユダ

ヤ人たちは、イエスを信じた。 46しかし、そのう

ちの数人がパリサイ人たちのところに行って、イ

エスのされたことを告げた。 47そこで、祭司長た

ちとパリサイ人たちとは、議会を召集して言った

、「この人が多くのしるしを行っているのに、お

互は何をしているのだ。 48もしこのままにしてお

けば、みんなが彼を信じるようになるだろう。そ

のうえ、ローマ人がやってきて、わたしたちの土

地も人民も奪ってしまうであろう」。 49彼らのう

ちのひとりで、その年の大祭司であったカヤパが

、彼らに言った、「あなたがたは、何もわかって

いないし、 50ひとりの人が人民に代って死んで、

全国民が滅びないようになるのがわたしたちにと

って得だということを、考えてもいない」。 51こ

のことは彼が自分から言ったのではない。彼はこ

の年の大祭司であったので、預言をして、イエス

が国民のために、 52ただ国民のためだけではなく

、また散在している神の子らを一つに集めるため

に、死ぬことになっていると、言ったのである。

53彼らはこの日からイエスを殺そうと相談した。

54そのためイエスは、もはや公然とユダヤ人の間

を歩かないで、そこを出て、荒野に近い地方のエ

フライムという町に行かれ、そこに弟子たちと一

緒に滞在しておられた。 55さて、ユダヤ人の過越

の祭が近づいたので、多くの人々は身をきよめる

ために、祭の前に、地方からエルサレムへ上った

。 56人々はイエスを捜し求め、宮の庭に立って互

に言った、「あなたがたはどう思うか。イエスは

この祭にこないのだろうか」。 57祭司長たちとパ
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リサイ人たちとは、イエスを捕えようとして、そ

のいどころを知っている者があれば申し出よ、と

いう指令を出していた。

12過越の祭の六日まえに、イエスはベタニヤに
行かれた。そこは、イエスが死人の中からよ

みがえらせたラザロのいた所である。 2イエスの

ためにそこで夕食の用意がされ、マルタは給仕を

していた。イエスと一緒に食卓についていた者の

うちに、ラザロも加わっていた。 3その時、マリ

ヤは高価で純粋なナルドの香油一斤を持ってきて

、イエスの足にぬり、自分の髪の毛でそれをふい

た。すると、香油のかおりが家にいっぱいになっ

た。 4弟子のひとりで、イエスを裏切ろうとして

いたイスカリオテのユダが言った、 5「なぜこの

香油を三百デナリに売って、貧しい人たちに、施

さなかったのか」。 6彼がこう言ったのは、貧し

い人たちに対する思いやりがあったからではなく

、自分が盗人であり、財布を預かっていて、その

中身をごまかしていたからであった。 7イエスは

言われた、「この女のするままにさせておきなさ

い。わたしの葬りの日のために、それをとってお

いたのだから。 8貧しい人たちはいつもあなたが

たと共にいるが、わたしはいつも共にいるわけで

はない」。 9大ぜいのユダヤ人たちが、そこにイ

エスのおられるのを知って、押しよせてきた。そ

れはイエスに会うためだけではなく、イエスが死

人のなかから、よみがえらせたラザロを見るため

でもあった。 10そこで祭司長たちは、ラザロも殺

そうと相談した。 11それは、ラザロのことで、多

くのユダヤ人が彼らを離れ去って、イエスを信じ

るに至ったからである。 12その翌日、祭にきてい

た大ぜいの群衆は、イエスがエルサレムにこられ

ると聞いて、 13しゅろの枝を手にとり、迎えに出

て行った。そして叫んだ、「ホサナ、主の御名に

よってきたる者に祝福あれ、イスラエルの王に」

。 14イエスは、ろばの子を見つけて、その上に乗

られた。それは 15「シオンの娘よ、恐れるな。見

よ、あなたの王がろばの子に乗っておいでになる

」と書いてあるとおりであった。 16弟子たちは初

めにはこのことを悟らなかったが、イエスが栄光

を受けられた時に、このことがイエスについて書

かれてあり、またそのとおりに、人々がイエスに

対してしたのだということを、思い起した。 17ま

た、イエスがラザロを墓から呼び出して、死人の

中からよみがえらせたとき、イエスと一緒にいた

群衆が、そのあかしをした。 18群衆がイエスを迎

えに出たのは、イエスがこのようなしるしを行わ

れたことを、聞いていたからである。 19そこで、

パリサイ人たちは互に言った、「何をしてもむだ

だった。世をあげて彼のあとを追って行ったでは

ないか」。 20祭で礼拝するために上ってきた人々

のうちに、数人のギリシヤ人がいた。 21彼らはガ

リラヤのベツサイダ出であるピリポのところにき

て、「君よ、イエスにお目にかかりたいのですが

」と言って頼んだ。 22ピリポはアンデレのところ

に行ってそのことを話し、アンデレとピリポは、

イエスのもとに行って伝えた。 23すると、イエス

は答えて言われた、「人の子が栄光を受ける時が

きた。 24よくよくあなたがたに言っておく。一粒

の麦が地に落ちて死ななければ、それはただ一粒

のままである。しかし、もし死んだなら、豊かに

実を結ぶようになる。 25自分の命を愛する者はそ

れを失い、この世で自分の命を憎む者は、それを

保って永遠の命に至るであろう。 (aiōnios g166) 26も

しわたしに仕えようとする人があれば、その人は

わたしに従って来るがよい。そうすれば、わたし

のおる所に、わたしに仕える者もまた、おるであ

ろう。もしわたしに仕えようとする人があれば、

その人を父は重んじて下さるであろう。 27今わた

しは心が騒いでいる。わたしはなんと言おうか。

父よ、この時からわたしをお救い下さい。しかし

、わたしはこのために、この時に至ったのです。

28父よ、み名があがめられますように」。すると

天から声があった、「わたしはすでに栄光をあら

わした。そして、更にそれをあらわすであろう」

。 29すると、そこに立っていた群衆がこれを聞い

て、「雷がなったのだ」と言い、ほかの人たちは

、「御使が彼に話しかけたのだ」と言った。 30イ

エスは答えて言われた、「この声があったのは、

わたしのためではなく、あなたがたのためである

。 31今はこの世がさばかれる時である。今こそこ

の世の君は追い出されるであろう。 32そして、わ

たしがこの地から上げられる時には、すべての人

をわたしのところに引きよせるであろう」。 33イ

エスはこう言って、自分がどんな死に方で死のう

としていたかを、お示しになったのである。 34す

ると群衆はイエスにむかって言った、「わたした

ちは律法によって、キリストはいつまでも生きて

おいでになるのだ、と聞いていました。それだの

に、どうして人の子は上げられねばならないと、

言われるのですか。その人の子とは、だれのこと

ですか」。 (aiōn g165) 35そこでイエスは彼らに言わ

れた、「もうしばらくの間、光はあなたがたと一

緒にここにある。光がある間に歩いて、やみに追

いつかれないようにしなさい。やみの中を歩く者

は、自分がどこへ行くのかわかっていない。 36光

のある間に、光の子となるために、光を信じなさ

い」。イエスはこれらのことを話してから、そこ

を立ち去って、彼らから身をお隠しになった。 37

このように多くのしるしを彼らの前でなさったが

、彼らはイエスを信じなかった。 38それは、預言

者イザヤの次の言葉が成就するためである、「主

よ、わたしたちの説くところを、だれが信じたで

しょうか。また、主のみ腕はだれに示されたでし

ょうか」。 39こういうわけで、彼らは信じること

ができなかった。イザヤはまた、こうも言った、

40「神は彼らの目をくらまし、心をかたくなにな

さった。それは、彼らが目で見ず、心で悟らず、

悔い改めていやされることがないためである」。

41イザヤがこう言ったのは、イエスの栄光を見た

からであって、イエスのことを語ったのである。

42しかし、役人たちの中にも、イエスを信じた者

が多かったが、パリサイ人をはばかって、告白は
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しなかった。会堂から追い出されるのを恐れてい

たのである。 43彼らは神のほまれよりも、人のほ

まれを好んだからである。 44イエスは大声で言わ

れた、「わたしを信じる者は、わたしを信じるの

ではなく、わたしをつかわされたかたを信じるの

であり、 45また、わたしを見る者は、わたしをつ

かわされたかたを見るのである。 46わたしは光と

してこの世にきた。それは、わたしを信じる者が

、やみのうちにとどまらないようになるためであ

る。 47たとい、わたしの言うことを聞いてそれを

守らない人があっても、わたしはその人をさばか

ない。わたしがきたのは、この世をさばくためで

はなく、この世を救うためである。 48わたしを捨

てて、わたしの言葉を受けいれない人には、その

人をさばくものがある。わたしの語ったその言葉

が、終りの日にその人をさばくであろう。 49わた

しは自分から語ったのではなく、わたしをつかわ

された父ご自身が、わたしの言うべきこと、語る

べきことをお命じになったのである。 50わたしは

、この命令が永遠の命であることを知っている。

それゆえに、わたしが語っていることは、わたし

の父がわたしに仰せになったことを、そのまま語

っているのである」。 (aiōnios g166)

13過越の祭の前に、イエスは、この世を去って
父のみもとに行くべき自分の時がきたことを

知り、世にいる自分の者たちを愛して、彼らを最

後まで愛し通された。 2夕食のとき、悪魔はすで

にシモンの子イスカリオテのユダの心に、イエス

を裏切ろうとする思いを入れていたが、 3イエス

は、父がすべてのものを自分の手にお与えになっ

たこと、また、自分は神から出てきて、神にかえ

ろうとしていることを思い、 4夕食の席から立ち

上がって、上着を脱ぎ、手ぬぐいをとって腰に巻

き、 5それから水をたらいに入れて、弟子たちの

足を洗い、腰に巻いた手ぬぐいでふき始められた

。 6こうして、シモン・ペテロの番になった。す

ると彼はイエスに、「主よ、あなたがわたしの足

をお洗いになるのですか」と言った。 7イエスは

彼に答えて言われた、「わたしのしていることは

今あなたにはわからないが、あとでわかるように

なるだろう」。 8ペテロはイエスに言った、「わ

たしの足を決して洗わないで下さい」。イエスは

彼に答えられた、「もしわたしがあなたの足を洗

わないなら、あなたはわたしとなんの係わりもな

くなる」。 (aiōn g165) 9シモン・ペテロはイエスに

言った、「主よ、では、足だけではなく、どうぞ

、手も頭も」。 10イエスは彼に言われた、「すで

にからだを洗った者は、足のほかは洗う必要がな

い。全身がきれいなのだから。あなたがたはきれ

いなのだ。しかし、みんながそうなのではない」

。 11イエスは自分を裏切る者を知っておられた。

それで、「みんながきれいなのではない」と言わ

れたのである。 12こうして彼らの足を洗ってから

、上着をつけ、ふたたび席にもどって、彼らに言

われた、「わたしがあなたがたにしたことがわか

るか。 13あなたがたはわたしを教師、また主と呼

んでいる。そう言うのは正しい。わたしはそのと

おりである。 14しかし、主であり、また教師であ

るわたしが、あなたがたの足を洗ったからには、

あなたがたもまた、互に足を洗い合うべきである

。 15わたしがあなたがたにしたとおりに、あなた

がたもするように、わたしは手本を示したのだ。

16よくよくあなたがたに言っておく。僕はその主

人にまさるものではなく、つかわされた者はつか

わした者にまさるものではない。 17もしこれらの

ことがわかっていて、それを行うなら、あなたが

たはさいわいである。 18あなたがた全部の者につ

いて、こう言っているのではない。わたしは自分

が選んだ人たちを知っている。しかし、『わたし

のパンを食べている者が、わたしにむかってその

かかとをあげた』とある聖書は成就されなければ

ならない。 19そのことがまだ起らない今のうちに

、あなたがたに言っておく。いよいよ事が起った

とき、わたしがそれであることを、あなたがたが

信じるためである。 20よくよくあなたがたに言っ

ておく。わたしがつかわす者を受けいれる者は、

わたしを受けいれるのである。わたしを受けいれ

る者は、わたしをつかわされたかたを、受けいれ

るのである」。 21イエスがこれらのことを言われ

た後、その心が騒ぎ、おごそかに言われた、「よ

くよくあなたがたに言っておく。あなたがたのう

ちのひとりが、わたしを裏切ろうとしている」。

22弟子たちはだれのことを言われたのか察しかね

て、互に顔を見合わせた。 23弟子たちのひとりで

、イエスの愛しておられた者が、み胸に近く席に

ついていた。 24そこで、シモン・ペテロは彼に合

図をして言った、「だれのことをおっしゃったの

か、知らせてくれ」。 25その弟子はそのままイエ

スの胸によりかかって、「主よ、だれのことです

か」と尋ねると、 26イエスは答えられた、「わた

しが一きれの食物をひたして与える者が、それで

ある」。そして、一きれの食物をひたしてとり上

げ、シモンの子イスカリオテのユダにお与えにな

った。 27この一きれの食物を受けるやいなや、サ

タンがユダにはいった。そこでイエスは彼に言わ

れた、「しようとしていることを、今すぐするが

よい」。 28席を共にしていた者のうち、なぜユダ

にこう言われたのか、わかっていた者はひとりも

なかった。 29ある人々は、ユダが金入れをあずか

っていたので、イエスが彼に、「祭のために必要

なものを買え」と言われたか、あるいは、貧しい

者に何か施させようとされたのだと思っていた。

30ユダは一きれの食物を受けると、すぐに出て行

った。時は夜であった。 31さて、彼が出て行くと

、イエスは言われた、「今や人の子は栄光を受け

た。神もまた彼によって栄光をお受けになった。

32彼によって栄光をお受けになったのなら、神ご

自身も彼に栄光をお授けになるであろう。すぐに

もお授けになるであろう。 33子たちよ、わたしは

まだしばらく、あなたがたと一緒にいる。あなた

がたはわたしを捜すだろうが、すでにユダヤ人た

ちに言ったとおり、今あなたがたにも言う、『あ

なたがたはわたしの行く所に来ることはできない
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』。 34わたしは、新しいいましめをあなたがたに

与える、互に愛し合いなさい。わたしがあなたが

たを愛したように、あなたがたも互に愛し合いな

さい。 35互に愛し合うならば、それによって、あ

なたがたがわたしの弟子であることを、すべての

者が認めるであろう」。 36シモン・ペテロがイエ

スに言った、「主よ、どこへおいでになるのです

か」。イエスは答えられた、「あなたはわたしの

行くところに、今はついて来ることはできない。

しかし、あとになってから、ついて来ることにな

ろう」。 37ペテロはイエスに言った、「主よ、な

ぜ、今あなたについて行くことができないのです

か。あなたのためには、命も捨てます」。 38イエ

スは答えられた、「わたしのために命を捨てると

言うのか。よくよくあなたに言っておく。鶏が鳴

く前に、あなたはわたしを三度知らないと言うで

あろう」。

14「あなたがたは、心を騒がせないがよい。神
を信じ、またわたしを信じなさい。 2わたし

の父の家には、すまいがたくさんある。もしなか

ったならば、わたしはそう言っておいたであろう

。あなたがたのために、場所を用意しに行くのだ

から。 3そして、行って、場所の用意ができたな

らば、またきて、あなたがたをわたしのところに

迎えよう。わたしのおる所にあなたがたもおらせ

るためである。 4わたしがどこへ行くのか、その

道はあなたがたにわかっている」。 5トマスはイ

エスに言った、「主よ、どこへおいでになるのか

、わたしたちにはわかりません。どうしてその道

がわかるでしょう」。 6イエスは彼に言われた、

「わたしは道であり、真理であり、命である。だ

れでもわたしによらないでは、父のみもとに行く

ことはできない。 7もしあなたがたがわたしを知

っていたならば、わたしの父をも知ったであろう

。しかし、今は父を知っており、またすでに父を

見たのである」。 8ピリポはイエスに言った、「

主よ、わたしたちに父を示して下さい。そうして

下されば、わたしたちは満足します」。 9イエス

は彼に言われた、「ピリポよ、こんなに長くあな

たがたと一緒にいるのに、わたしがわかっていな

いのか。わたしを見た者は、父を見たのである。

どうして、わたしたちに父を示してほしいと、言

うのか。 10わたしが父におり、父がわたしにおら

れることをあなたは信じないのか。わたしがあな

たがたに話している言葉は、自分から話している

のではない。父がわたしのうちにおられて、みわ

ざをなさっているのである。 11わたしが父におり

、父がわたしにおられることを信じなさい。もし

それが信じられないならば、わざそのものによっ

て信じなさい。 12よくよくあなたがたに言ってお

く。わたしを信じる者は、またわたしのしている

わざをするであろう。そればかりか、もっと大き

いわざをするであろう。わたしが父のみもとに行

くからである。 13わたしの名によって願うことは

、なんでもかなえてあげよう。父が子によって栄

光をお受けになるためである。 14何事でもわたし

の名によって願うならば、わたしはそれをかなえ

てあげよう。 15もしあなたがたがわたしを愛する

ならば、わたしのいましめを守るべきである。 16

わたしは父にお願いしよう。そうすれば、父は別

に助け主を送って、いつまでもあなたがたと共に

おらせて下さるであろう。 (aiōn g165) 17それは真理

の御霊である。この世はそれを見ようともせず、

知ろうともしないので、それを受けることができ

ない。あなたがたはそれを知っている。なぜなら

、それはあなたがたと共におり、またあなたがた

のうちにいるからである。 18わたしはあなたがた

を捨てて孤児とはしない。あなたがたのところに

帰って来る。 19もうしばらくしたら、世はもはや

わたしを見なくなるだろう。しかし、あなたがた

はわたしを見る。わたしが生きるので、あなたが

たも生きるからである。 20その日には、わたしは

わたしの父におり、あなたがたはわたしにおり、

また、わたしがあなたがたにおることが、わかる

であろう。 21わたしのいましめを心にいだいてこ

れを守る者は、わたしを愛する者である。わたし

を愛する者は、わたしの父に愛されるであろう。

わたしもその人を愛し、その人にわたし自身をあ

らわすであろう」。 22イスカリオテでない方のユ

ダがイエスに言った、「主よ、あなたご自身をわ

たしたちにあらわそうとして、世にはあらわそう

とされないのはなぜですか」。 23イエスは彼に答

えて言われた、「もしだれでもわたしを愛するな

らば、わたしの言葉を守るであろう。そして、わ

たしの父はその人を愛し、また、わたしたちはそ

の人のところに行って、その人と一緒に住むであ

ろう。 24わたしを愛さない者はわたしの言葉を守

らない。あなたがたが聞いている言葉は、わたし

の言葉ではなく、わたしをつかわされた父の言葉

である。 25これらのことは、あなたがたと一緒に

いた時、すでに語ったことである。 26しかし、助

け主、すなわち、父がわたしの名によってつかわ

される聖霊は、あなたがたにすべてのことを教え

、またわたしが話しておいたことを、ことごとく

思い起させるであろう。 27わたしは平安をあなた

がたに残して行く。わたしの平安をあなたがたに

与える。わたしが与えるのは、世が与えるような

ものとは異なる。あなたがたは心を騒がせるな、

またおじけるな。 28『わたしは去って行くが、ま

たあなたがたのところに帰って来る』と、わたし

が言ったのを、あなたがたは聞いている。もしわ

たしを愛しているなら、わたしが父のもとに行く

のを喜んでくれるであろう。父がわたしより大き

いかたであるからである。 29今わたしは、そのこ

とが起らない先にあなたがたに語った。それは、

事が起った時にあなたがたが信じるためである。

30わたしはもはや、あなたがたに、多くを語るま

い。この世の君が来るからである。だが、彼はわ

たしに対して、なんの力もない。 31しかし、わた

しが父を愛していることを世が知るように、わた

しは父がお命じになったとおりのことを行うので

ある。立て。さあ、ここから出かけて行こう。
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15わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は
農夫である。 2わたしにつながっている枝で

実を結ばないものは、父がすべてこれをとりのぞ

き、実を結ぶものは、もっと豊かに実らせるため

に、手入れしてこれをきれいになさるのである。 3

あなたがたは、わたしが語った言葉によって既に

きよくされている。 4わたしにつながっていなさ

い。そうすれば、わたしはあなたがたとつながっ

ていよう。枝がぶどうの木につながっていなけれ

ば、自分だけでは実を結ぶことができないように

、あなたがたもわたしにつながっていなければ実

を結ぶことができない。 5わたしはぶどうの木、

あなたがたはその枝である。もし人がわたしにつ

ながっており、またわたしがその人とつながって

おれば、その人は実を豊かに結ぶようになる。わ

たしから離れては、あなたがたは何一つできない

からである。 6人がわたしにつながっていないな

らば、枝のように外に投げすてられて枯れる。人

々はそれをかき集め、火に投げ入れて、焼いてし

まうのである。 7あなたがたがわたしにつながっ

ており、わたしの言葉があなたがたにとどまって

いるならば、なんでも望むものを求めるがよい。

そうすれば、与えられるであろう。 8あなたがた

が実を豊かに結び、そしてわたしの弟子となるな

らば、それによって、わたしの父は栄光をお受け

になるであろう。 9父がわたしを愛されたように

、わたしもあなたがたを愛したのである。わたし

の愛のうちにいなさい。 10もしわたしのいましめ

を守るならば、あなたがたはわたしの愛のうちに

おるのである。それはわたしがわたしの父のいま

しめを守ったので、その愛のうちにおるのと同じ

である。 11わたしがこれらのことを話したのは、

わたしの喜びがあなたがたのうちにも宿るため、

また、あなたがたの喜びが満ちあふれるためであ

る。 12わたしのいましめは、これである。わたし

があなたがたを愛したように、あなたがたも互に

愛し合いなさい。 13人がその友のために自分の命

を捨てること、これよりも大きな愛はない。 14あ

なたがたにわたしが命じることを行うならば、あ

なたがたはわたしの友である。 15わたしはもう、

あなたがたを僕とは呼ばない。僕は主人のしてい

ることを知らないからである。わたしはあなたが

たを友と呼んだ。わたしの父から聞いたことを皆

、あなたがたに知らせたからである。 16あなたが

たがわたしを選んだのではない。わたしがあなた

がたを選んだのである。そして、あなたがたを立

てた。それは、あなたがたが行って実をむすび、

その実がいつまでも残るためであり、また、あな

たがたがわたしの名によって父に求めるものはな

んでも、父が与えて下さるためである。 17これら

のことを命じるのは、あなたがたが互に愛し合う

ためである。 18もしこの世があなたがたを憎むな

らば、あなたがたよりも先にわたしを憎んだこと

を、知っておくがよい。 19もしあなたがたがこの

世から出たものであったなら、この世は、あなた

がたを自分のものとして愛したであろう。しかし

、あなたがたはこの世のものではない。かえって

、わたしがあなたがたをこの世から選び出したの

である。だから、この世はあなたがたを憎むので

ある。 20わたしがあなたがたに『僕はその主人に

まさるものではない』と言ったことを、おぼえて

いなさい。もし人々がわたしを迫害したなら、あ

なたがたをも迫害するであろう。また、もし彼ら

がわたしの言葉を守っていたなら、あなたがたの

言葉をも守るであろう。 21彼らはわたしの名のゆ

えに、あなたがたに対してすべてそれらのことを

するであろう。それは、わたしをつかわされたか

たを彼らが知らないからである。 22もしわたしが

きて彼らに語らなかったならば、彼らは罪を犯さ

ないですんだであろう。しかし今となっては、彼

らには、その罪について言いのがれる道がない。

23わたしを憎む者は、わたしの父をも憎む。 24も

し、ほかのだれもがしなかったようなわざを、わ

たしが彼らの間でしなかったならば、彼らは罪を

犯さないですんだであろう。しかし事実、彼らは

わたしとわたしの父とを見て、憎んだのである。

25それは、『彼らは理由なしにわたしを憎んだ』

と書いてある彼らの律法の言葉が成就するためで

ある。 26わたしが父のみもとからあなたがたにつ

かわそうとしている助け主、すなわち、父のみも

とから来る真理の御霊が下る時、それはわたしに

ついてあかしをするであろう。 27あなたがたも、

初めからわたしと一緒にいたのであるから、あか

しをするのである。

16わたしがこれらのことを語ったのは、あなた
がたがつまずくことのないためである。 2人

々はあなたがたを会堂から追い出すであろう。更

にあなたがたを殺す者がみな、それによって自分

たちは神に仕えているのだと思う時が来るであろ

う。 3彼らがそのようなことをするのは、父をも

わたしをも知らないからである。 4わたしがあな

たがたにこれらのことを言ったのは、彼らの時が

きた場合、わたしが彼らについて言ったことを、

思い起させるためである。これらのことを初めか

ら言わなかったのは、わたしがあなたがたと一緒

にいたからである。 5けれども今わたしは、わた

しをつかわされたかたのところに行こうとしてい

る。しかし、あなたがたのうち、だれも『どこへ

行くのか』と尋ねる者はない。 6かえって、わた

しがこれらのことを言ったために、あなたがたの

心は憂いで満たされている。 7しかし、わたしは

ほんとうのことをあなたがたに言うが、わたしが

去って行くことは、あなたがたの益になるのだ。

わたしが去って行かなければ、あなたがたのとこ

ろに助け主はこないであろう。もし行けば、それ

をあなたがたにつかわそう。 8それがきたら、罪

と義とさばきとについて、世の人の目を開くであ

ろう。 9罪についてと言ったのは、彼らがわたし

を信じないからである。 10義についてと言ったの

は、わたしが父のみもとに行き、あなたがたは、

もはやわたしを見なくなるからである。 11さばき

についてと言ったのは、この世の君がさばかれる

からである。 12わたしには、あなたがたに言うべ
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きことがまだ多くあるが、あなたがたは今はそれ

に堪えられない。 13けれども真理の御霊が来る時

には、あなたがたをあらゆる真理に導いてくれる

であろう。それは自分から語るのではなく、その

聞くところを語り、きたるべき事をあなたがたに

知らせるであろう。 14御霊はわたしに栄光を得さ

せるであろう。わたしのものを受けて、それをあ

なたがたに知らせるからである。 15父がお持ちに

なっているものはみな、わたしのものである。御

霊はわたしのものを受けて、それをあなたがたに

知らせるのだと、わたしが言ったのは、そのため

である。 16しばらくすれば、あなたがたはもうわ

たしを見なくなる。しかし、またしばらくすれば

、わたしに会えるであろう」。 17そこで、弟子た

ちのうちのある者は互に言い合った、「『しばら

くすれば、わたしを見なくなる。またしばらくす

れば、わたしに会えるであろう』と言われ、『わ

たしの父のところに行く』と言われたのは、いっ

たい、どういうことなのであろう」。 18彼らはま

た言った、「『しばらくすれば』と言われるのは

、どういうことか。わたしたちには、その言葉の

意味がわからない」。 19イエスは、彼らが尋ねた

がっていることに気がついて、彼らに言われた、

「しばらくすればわたしを見なくなる、またしば

らくすればわたしに会えるであろうと、わたしが

言ったことで、互に論じ合っているのか。 20よく

よくあなたがたに言っておく。あなたがたは泣き

悲しむが、この世は喜ぶであろう。あなたがたは

憂えているが、その憂いは喜びに変るであろう。

21女が子を産む場合には、その時がきたというの

で、不安を感じる。しかし、子を産んでしまえば

、もはやその苦しみをおぼえてはいない。ひとり

の人がこの世に生れた、という喜びがあるためで

ある。 22このように、あなたがたにも今は不安が

ある。しかし、わたしは再びあなたがたと会うで

あろう。そして、あなたがたの心は喜びに満たさ

れるであろう。その喜びをあなたがたから取り去

る者はいない。 23その日には、あなたがたがわた

しに問うことは、何もないであろう。よくよくあ

なたがたに言っておく。あなたがたが父に求める

ものはなんでも、わたしの名によって下さるであ

ろう。 24今までは、あなたがたはわたしの名によ

って求めたことはなかった。求めなさい、そうす

れば、与えられるであろう。そして、あなたがた

の喜びが満ちあふれるであろう。 25わたしはこれ

らのことを比喩で話したが、もはや比喩では話さ

ないで、あからさまに、父のことをあなたがたに

話してきかせる時が来るであろう。 26その日には

、あなたがたは、わたしの名によって求めるであ

ろう。わたしは、あなたがたのために父に願って

あげようとは言うまい。 27父ご自身があなたがた

を愛しておいでになるからである。それは、あな

たがたがわたしを愛したため、また、わたしが神

のみもとからきたことを信じたためである。 28わ

たしは父から出てこの世にきたが、またこの世を

去って、父のみもとに行くのである」。 29弟子た

ちは言った、「今はあからさまにお話しになって

、少しも比喩ではお話しになりません。 30あなた

はすべてのことをご存じであり、だれもあなたに

お尋ねする必要のないことが、今わかりました。

このことによって、わたしたちはあなたが神から

こられたかたであると信じます」。 31イエスは答

えられた、「あなたがたは今信じているのか。 32

見よ、あなたがたは散らされて、それぞれ自分の

家に帰り、わたしをひとりだけ残す時が来るであ

ろう。いや、すでにきている。しかし、わたしは

ひとりでいるのではない。父がわたしと一緒にお

られるのである。 33これらのことをあなたがたに

話したのは、わたしにあって平安を得るためであ

る。あなたがたは、この世ではなやみがある。し

かし、勇気を出しなさい。わたしはすでに世に勝

っている」。

17これらのことを語り終えると、イエスは天を
見あげて言われた、「父よ、時がきました。

あなたの子があなたの栄光をあらわすように、子

の栄光をあらわして下さい。 2あなたは、子に賜

わったすべての者に、永遠の命を授けさせるため

、万民を支配する権威を子にお与えになったので

すから。 (aiōnios g166) 3永遠の命とは、唯一の、ま

ことの神でいますあなたと、また、あなたがつか

わされたイエス・キリストとを知ることでありま

す。 (aiōnios g166) 4わたしは、わたしにさせるため

にお授けになったわざをなし遂げて、地上であな

たの栄光をあらわしました。 5父よ、世が造られ

る前に、わたしがみそばで持っていた栄光で、今

み前にわたしを輝かせて下さい。 6わたしは、あ

なたが世から選んでわたしに賜わった人々に、み

名をあらわしました。彼らはあなたのものであり

ましたが、わたしに下さいました。そして、彼ら

はあなたの言葉を守りました。 7いま彼らは、わ

たしに賜わったものはすべて、あなたから出たも

のであることを知りました。 8なぜなら、わたし

はあなたからいただいた言葉を彼らに与え、そし

て彼らはそれを受け、わたしがあなたから出たも

のであることをほんとうに知り、また、あなたが

わたしをつかわされたことを信じるに至ったから

です。 9わたしは彼らのためにお願いします。わ

たしがお願いするのは、この世のためにではなく

、あなたがわたしに賜わった者たちのためです。

彼らはあなたのものなのです。 10わたしのものは

皆あなたのもの、あなたのものはわたしのもので

す。そして、わたしは彼らによって栄光を受けま

した。 11わたしはもうこの世にはいなくなります

が、彼らはこの世に残っており、わたしはみもと

に参ります。聖なる父よ、わたしに賜わった御名

によって彼らを守って下さい。それはわたしたち

が一つであるように、彼らも一つになるためであ

ります。 12わたしが彼らと一緒にいた間は、あな

たからいただいた御名によって彼らを守り、また

保護してまいりました。彼らのうち、だれも滅び

ず、ただ滅びの子だけが滅びました。それは聖書

が成就するためでした。 13今わたしはみもとに参

ります。そして世にいる間にこれらのことを語る
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のは、わたしの喜びが彼らのうちに満ちあふれる

ためであります。 14わたしは彼らに御言を与えま

したが、世は彼らを憎みました。わたしが世のも

のでないように、彼らも世のものではないからで

す。 15わたしがお願いするのは、彼らを世から取

り去ることではなく、彼らを悪しき者から守って

下さることであります。 16わたしが世のものでな

いように、彼らも世のものではありません。 17真

理によって彼らを聖別して下さい。あなたの御言

は真理であります。 18あなたがわたしを世につか

わされたように、わたしも彼らを世につかわしま

した。 19また彼らが真理によって聖別されるよう

に、彼らのためわたし自身を聖別いたします。 20

わたしは彼らのためばかりではなく、彼らの言葉

を聞いてわたしを信じている人々のためにも、お

願いいたします。 21父よ、それは、あなたがわた

しのうちにおられ、わたしがあなたのうちにいる

ように、みんなの者が一つとなるためであります

。すなわち、彼らをもわたしたちのうちにおらせ

るためであり、それによって、あなたがわたしを

おつかわしになったことを、世が信じるようにな

るためであります。 22わたしは、あなたからいた

だいた栄光を彼らにも与えました。それは、わた

したちが一つであるように、彼らも一つになるた

めであります。 23わたしが彼らにおり、あなたが

わたしにいますのは、彼らが完全に一つとなるた

めであり、また、あなたがわたしをつかわし、わ

たしを愛されたように、彼らをお愛しになったこ

とを、世が知るためであります。 24父よ、あなた

がわたしに賜わった人々が、わたしのいる所に一

緒にいるようにして下さい。天地が造られる前か

らわたしを愛して下さって、わたしに賜わった栄

光を、彼らに見させて下さい。 25正しい父よ、こ

の世はあなたを知っていません。しかし、わたし

はあなたを知り、また彼らも、あなたがわたしを

おつかわしになったことを知っています。 26そし

てわたしは彼らに御名を知らせました。またこれ

からも知らせましょう。それは、あなたがわたし

を愛して下さったその愛が彼らのうちにあり、ま

たわたしも彼らのうちにおるためであります」。

18イエスはこれらのことを語り終えて、弟子た
ちと一緒にケデロンの谷の向こうへ行かれた

。そこには園があって、イエスは弟子たちと一緒

にその中にはいられた。 2イエスを裏切ったユダ

は、その所をよく知っていた。イエスと弟子たち

とがたびたびそこで集まったことがあるからであ

る。 3さてユダは、一隊の兵卒と祭司長やパリサ

イ人たちの送った下役どもを引き連れ、たいまつ

やあかりや武器を持って、そこへやってきた。 4

しかしイエスは、自分の身に起ろうとすることを

ことごとく承知しておられ、進み出て彼らに言わ

れた、「だれを捜しているのか」。 5彼らは「ナ

ザレのイエスを」と答えた。イエスは彼らに言わ

れた、「わたしが、それである」。イエスを裏切

ったユダも、彼らと一緒に立っていた。 6イエス

が彼らに「わたしが、それである」と言われたと

き、彼らはうしろに引きさがって地に倒れた。 7

そこでまた彼らに、「だれを捜しているのか」と

お尋ねになると、彼らは「ナザレのイエスを」と

言った。 8イエスは答えられた、「わたしがそれ

であると、言ったではないか。わたしを捜してい

るのなら、この人たちを去らせてもらいたい」。 9

それは、「あなたが与えて下さった人たちの中の

ひとりも、わたしは失わなかった」とイエスの言

われた言葉が、成就するためである。 10シモン・

ペテロは剣を持っていたが、それを抜いて、大祭

司の僕に切りかかり、その右の耳を切り落した。

その僕の名はマルコスであった。 11すると、イエ

スはペテロに言われた、「剣をさやに納めなさい

。父がわたしに下さった杯は、飲むべきではない

か」。 12それから一隊の兵卒やその千卒長やユダ

ヤ人の下役どもが、イエスを捕え、縛りあげて、

13まずアンナスのところに引き連れて行った。彼

はその年の大祭司カヤパのしゅうとであった。 14

カヤパは前に、ひとりの人が民のために死ぬのは

よいことだと、ユダヤ人に助言した者であった。

15シモン・ペテロともうひとりの弟子とが、イエ

スについて行った。この弟子は大祭司の知り合い

であったので、イエスと一緒に大祭司の中庭には

いった。 16しかし、ペテロは外で戸口に立ってい

た。すると大祭司の知り合いであるその弟子が、

外に出て行って門番の女に話し、ペテロを内に入

れてやった。 17すると、この門番の女がペテロに

言った、「あなたも、あの人の弟子のひとりでは

ありませんか」。ペテロは「いや、そうではない

」と答えた。 18僕や下役どもは、寒い時であった

ので、炭火をおこし、そこに立ってあたっていた

。ペテロもまた彼らに交じり、立ってあたってい

た。 19大祭司はイエスに、弟子たちのことやイエ

スの教のことを尋ねた。 20イエスは答えられた、

「わたしはこの世に対して公然と語ってきた。す

べてのユダヤ人が集まる会堂や宮で、いつも教え

ていた。何事も隠れて語ったことはない。 21なぜ

、わたしに尋ねるのか。わたしが彼らに語ったこ

とは、それを聞いた人々に尋ねるがよい。わたし

の言ったことは、彼らが知っているのだから」。

22イエスがこう言われると、そこに立っていた下

役のひとりが、「大祭司にむかって、そのような

答をするのか」と言って、平手でイエスを打った

。 23イエスは答えられた、「もしわたしが何か悪

いことを言ったのなら、その悪い理由を言いなさ

い。しかし、正しいことを言ったのなら、なぜわ

たしを打つのか」。 24それからアンナスは、イエ

スを縛ったまま大祭司カヤパのところへ送った。

25シモン・ペテロは、立って火にあたっていた。

すると人々が彼に言った、「あなたも、あの人の

弟子のひとりではないか」。彼はそれをうち消し

て、「いや、そうではない」と言った。 26大祭司

の僕のひとりで、ペテロに耳を切りおとされた人

の親族の者が言った、「あなたが園であの人と一

緒にいるのを、わたしは見たではないか」。 27ペ

テロはまたそれを打ち消した。するとすぐに、鶏

が鳴いた。 28それから人々は、イエスをカヤパの
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ところから官邸につれて行った。時は夜明けであ

った。彼らは、けがれを受けないで過越の食事が

できるように、官邸にはいらなかった。 29そこで

、ピラトは彼らのところに出てきて言った、「あ

なたがたは、この人に対してどんな訴えを起すの

か」。 30彼らはピラトに答えて言った、「もしこ

の人が悪事をはたらかなかったなら、あなたに引

き渡すようなことはしなかったでしょう」。 31そ

こでピラトは彼らに言った、「あなたがたは彼を

引き取って、自分たちの律法でさばくがよい」。

ユダヤ人らは彼に言った、「わたしたちには、人

を死刑にする権限がありません」。 32これは、ご

自身がどんな死にかたをしようとしているかを示

すために言われたイエスの言葉が、成就するため

である。 33さて、ピラトはまた官邸にはいり、イ

エスを呼び出して言った、「あなたは、ユダヤ人

の王であるか」。 34イエスは答えられた、「あな

たがそう言うのは、自分の考えからか。それとも

ほかの人々が、わたしのことをあなたにそう言っ

たのか」。 35ピラトは答えた、「わたしはユダヤ

人なのか。あなたの同族や祭司長たちが、あなた

をわたしに引き渡したのだ。あなたは、いったい

、何をしたのか」。 36イエスは答えられた、「わ

たしの国はこの世のものではない。もしわたしの

国がこの世のものであれば、わたしに従っている

者たちは、わたしをユダヤ人に渡さないように戦

ったであろう。しかし事実、わたしの国はこの世

のものではない」。 37そこでピラトはイエスに言

った、「それでは、あなたは王なのだな」。イエ

スは答えられた、「あなたの言うとおり、わたし

は王である。わたしは真理についてあかしをする

ために生れ、また、そのためにこの世にきたので

ある。だれでも真理につく者は、わたしの声に耳

を傾ける」。 38ピラトはイエスに言った、「真理

とは何か」。こう言って、彼はまたユダヤ人の所

に出て行き、彼らに言った、「わたしには、この

人になんの罪も見いだせない。 39過越の時には、

わたしがあなたがたのために、ひとりの人を許し

てやるのが、あなたがたのしきたりになっている

。ついては、あなたがたは、このユダヤ人の王を

許してもらいたいのか」。 40すると彼らは、また

叫んで「その人ではなく、バラバを」と言った。

このバラバは強盗であった。

19ここにピラト、イエスをとりて鞭うつ。 2兵

卒ども茨にて冠冕をあみ、その首にかむらせ

、紫色の上衣をきせ、 3御許に進みて言ふ『ユダ

ヤ人の王やすかれ』而して手掌にて打てり。 4ピ

ラト再び出でて人々にいふ『視よ、この人を汝ら

に引出す、これは何の罪あるをも我が見ぬことを

汝らの知らん爲なり』 5ここにイエス茨の冠冕を

かむり、紫色の上衣をきて出で給へば、ピラト言

ふ『視よ、この人なり』 6祭司長・下役どもイエ

スを見て叫びいふ『十字架につけよ、十字架につ

けよ』ピラト言ふ『なんぢら自らとりて十字架に

つけよ、我は彼に罪あるを見ず』 7ユダヤ人こた

ふ『我らに律法あり、その律法によれば死に當る

べき者なり、彼はおのれを神の子となせり』 8ピ

ラトこの言をききて増々おそれ、 9再び官邸に入

りてイエスに言ふ『なんぢは何處よりぞ』イエス

答をなし給はず。 10ピラト言ふ『われに語らぬか

、我になんぢを赦す權威あり、また十字架につく

る權威あるを知らぬか』 11イエス答へ給ふ『なん

ぢ上より賜はらずば、我に對して何の權威もなし

。この故に我をなんぢに付しし者の罪は更に大な

り』 12ここにおいてピラト、イエスを赦さんこと

を力む。されどユダヤ人さけびて言ふ『なんぢ若

しこの人を赦さば、カイザルの忠臣にあらず、凡

そおのれを王となす者はカイザルに叛くなり』 13

ピラトこれらの言をききて、イエスを外にひきゆ

き、敷石（ヘブル語にてガバタ）といふ處にて審

判の座につく。 14この日は過越の準備日にて、時

は第六時ごろなりき。ピラト、ユダヤ人にいふ『

視よ、なんぢらの王なり』 15かれら叫びていふ『

除け、除け、十字架につけよ』ピラト言ふ『われ

汝らの王を十字架につくべけんや』祭司長ら答ふ

『カイザルの他われらに王なし』 16ここにピラト

、イエスを十字架に釘くるために彼らに付せり。

彼らイエスを受取りたれば、 17イエス己に十字架

を負ひて、髑髏（ヘブル語にてゴルゴダ）といふ

處に出でゆき給ふ。 18其處にて彼らイエスを十字

架につく。又ほかに二人の者をともに十字架につ

け、一人を右に、一人を左に、イエスを眞中に置

けり。 19ピラト罪標を書きて十字架の上に掲ぐ『

ユダヤ人の王、ナザレのイエス』と記したり。 20

イエスを十字架につけし處は都に近ければ、多く

のユダヤ人この標を讀む、標はヘブル、ロマ、ギ

リシヤの語にて記したり。 21ここにユダヤ人の祭

司長らピラトに言ふ『ユダヤ人の王と記さず、我

はユダヤ人の王なりと自稱せりと記せ』 22ピラト

答ふ『わが記したることは記したるままに』 23兵

卒どもイエスを十字架につけし後、その衣をとり

て四つに分け、おのおの其の一つを得たり。また

下衣を取りしが、下衣は縫目なく、上より惣て織

りたる物なれば、 24兵卒ども互にいふ『これを裂

くな、誰がうるか鬮にすべし』これは聖書の成就

せん爲なり。曰く『かれら互にわが衣をわけ、わ

が衣を鬮にせり』兵卒ども斯くなしたり。 25さて

イエスの十字架の傍らには、その母と母の姉妹と

、クロパの妻マリヤとマグダラのマリヤと立てり

。 26イエスその母とその愛する弟子との近く立て

るを見て、母に言ひ給ふ『をんなよ、視よ、なん

ぢの子なり』 27また弟子に言ひたまふ『視よ、な

んぢの母なり』この時より、その弟子かれを己が

家に接けたり。 28この後イエス萬の事の終りたる

を知りて、――聖書の全うせられん爲に――『わ

れ渇く』と言ひ給ふ。 29ここに酸き葡萄酒の滿ち

たる器あり、その葡萄酒のふくみたる海綿をヒソ

プに著けてイエスの口に差附く。 30イエスその葡

萄酒をうけて後いひ給ふ『事畢りぬ』遂に首をた

れて靈をわたし給ふ。 31この日は準備日なれば、

ユダヤ人、安息日に屍體を十字架のうへに留めお

かじとて（殊にこの度の安息日は大なる日なるに

より）ピラトに、彼らの脛ををりて屍體を取除か
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んことを請ふ。 32ここに兵卒ども來りて、イエス

とともに十字架に釘けられたる第一の者と他のも

のとの脛を折り、 33而してイエスに來りしに、は

や死に給ふを見て、その脛を折らず。 34然るに一

人の兵卒、鎗にてその脅をつきたれば、直ちに血

と水と流れいづ。 35之を見しもの證をなす、其の

證は眞なり、彼はその言ふことの眞なるを知る、

これ汝等にも信ぜしめん爲なり。 36此等のこと

の成りたるは『その骨くだかれず』とある聖句の

成就せん爲なり。 37また他に『かれら己が刺した

る者を見るべし』と云へる聖句あり。 38この後、

アリマタヤのヨセフとて、ユダヤ人を懼れ密にイ

エスの弟子たりし者、イエスの屍體を引取らんこ

とをピラトに請ひたれば、ピラト許せり、乃ち往

きてその屍體を引取る。 39また曾て夜御許に來り

しニコデモも、沒藥・沈香の混和物を百斤ばかり

携へて來る。 40ここに彼らイエスの屍體をとり、

ユダヤ人の葬りの習慣にしたがひて、香料ととも

に布にて卷けり。 41イエスの十字架につけられ給

ひし處に園あり、園の中にいまだ人を葬りしこと

なき新しき墓あり。 42ユダヤ人の準備日なれば、

この墓の近きままに其處にイエスを納めたり。

20さて、一週の初めの日に、朝早くまだ暗いう
ちに、マグダラのマリヤが墓に行くと、墓か

ら石がとりのけてあるのを見た。 2そこで走って

、シモン・ペテロとイエスが愛しておられた、も

うひとりの弟子のところへ行って、彼らに言った

、「だれかが、主を墓から取り去りました。どこ

へ置いたのか、わかりません」。 3そこでペテロ

ともうひとりの弟子は出かけて、墓へむかって行

った。 4ふたりは一緒に走り出したが、そのもう

ひとりの弟子の方が、ペテロよりも早く走って先

に墓に着き、 5そして身をかがめてみると、亜麻

布がそこに置いてあるのを見たが、中へははいら

なかった。 6シモン・ペテロも続いてきて、墓の

中にはいった。彼は亜麻布がそこに置いてあるの

を見たが、 7イエスの頭に巻いてあった布は亜麻

布のそばにはなくて、はなれた別の場所にくるめ

てあった。 8すると、先に墓に着いたもうひとり

の弟子もはいってきて、これを見て信じた。 9し

かし、彼らは死人のうちからイエスがよみがえる

べきことをしるした聖句を、まだ悟っていなかっ

た。 10それから、ふたりの弟子たちは自分の家に

帰って行った。 11しかし、マリヤは墓の外に立っ

て泣いていた。そして泣きながら、身をかがめて

墓の中をのぞくと、 12白い衣を着たふたりの御使

が、イエスの死体のおかれていた場所に、ひとり

は頭の方に、ひとりは足の方に、すわっているの

を見た。 13すると、彼らはマリヤに、「女よ、な

ぜ泣いているのか」と言った。マリヤは彼らに言

った、「だれかが、わたしの主を取り去りました

。そして、どこに置いたのか、わからないのです

」。 14そう言って、うしろをふり向くと、そこに

イエスが立っておられるのを見た。しかし、それ

がイエスであることに気がつかなかった。 15イエ

スは女に言われた、「女よ、なぜ泣いているのか

。だれを捜しているのか」。マリヤは、その人が

園の番人だと思って言った、「もしあなたが、あ

のかたを移したのでしたら、どこへ置いたのか、

どうぞ、おっしゃって下さい。わたしがそのかた

を引き取ります」。 16イエスは彼女に「マリヤよ

」と言われた。マリヤはふり返って、イエスにむ

かってヘブル語で「ラボニ」と言った。それは、

先生という意味である。 17イエスは彼女に言われ

た、「わたしにさわってはいけない。わたしは、

まだ父のみもとに上っていないのだから。ただ、

わたしの兄弟たちの所に行って、『わたしは、わ

たしの父またあなたがたの父であって、わたしの

神またあなたがたの神であられるかたのみもとへ

上って行く』と、彼らに伝えなさい」。 18マグダ

ラのマリヤは弟子たちのところに行って、自分が

主に会ったこと、またイエスがこれこれのことを

自分に仰せになったことを、報告した。 19その日

、すなわち、一週の初めの日の夕方、弟子たちは

ユダヤ人をおそれて、自分たちのおる所の戸をみ

なしめていると、イエスがはいってきて、彼らの

中に立ち、「安かれ」と言われた。 20そう言って

、手とわきとを、彼らにお見せになった。弟子た

ちは主を見て喜んだ。 21イエスはまた彼らに言わ

れた、「安かれ。父がわたしをおつかわしになっ

たように、わたしもまたあなたがたをつかわす」

。 22そう言って、彼らに息を吹きかけて仰せにな

った、「聖霊を受けよ。 23あなたがたがゆるす罪

は、だれの罪でもゆるされ、あなたがたがゆるさ

ずにおく罪は、そのまま残るであろう」。 24十二

弟子のひとりで、デドモと呼ばれているトマスは

、イエスがこられたとき、彼らと一緒にいなかっ

た。 25ほかの弟子たちが、彼に「わたしたちは主

にお目にかかった」と言うと、トマスは彼らに言

った、「わたしは、その手に釘あとを見、わたし

の指をその釘あとにさし入れ、また、わたしの手

をそのわきにさし入れてみなければ、決して信じ

ない」。 26八日ののち、イエスの弟子たちはまた

家の内におり、トマスも一緒にいた。戸はみな閉

ざされていたが、イエスがはいってこられ、中に

立って「安かれ」と言われた。 27それからトマス

に言われた、「あなたの指をここにつけて、わた

しの手を見なさい。手をのばしてわたしのわきに

さし入れてみなさい。信じない者にならないで、

信じる者になりなさい」。 28トマスはイエスに答

えて言った、「わが主よ、わが神よ」。 29イエス

は彼に言われた、「あなたはわたしを見たので信

じたのか。見ないで信ずる者は、さいわいである

」。 30イエスは、この書に書かれていないしるし

を、ほかにも多く、弟子たちの前で行われた。 31

しかし、これらのことを書いたのは、あなたがた

がイエスは神の子キリストであると信じるためで

あり、また、そう信じて、イエスの名によって命

を得るためである。

21そののち、イエスはテベリヤの海べで、ご自
身をまた弟子たちにあらわされた。そのあら

わされた次第は、こうである。 2シモン・ペテロ
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が、デドモと呼ばれているトマス、ガリラヤのカ

ナのナタナエル、ゼベダイの子らや、ほかのふた

りの弟子たちと一緒にいた時のことである。 3シ

モン・ペテロは彼らに「わたしは漁に行くのだ」

と言うと、彼らは「わたしたちも一緒に行こう」

と言った。彼らは出て行って舟に乗った。しかし

、その夜はなんの獲物もなかった。 4夜が明けた

ころ、イエスが岸に立っておられた。しかし弟子

たちはそれがイエスだとは知らなかった。 5イエ

スは彼らに言われた、「子たちよ、何か食べるも

のがあるか」。彼らは「ありません」と答えた。 6

すると、イエスは彼らに言われた、「舟の右の方

に網をおろして見なさい。そうすれば、何かとれ

るだろう」。彼らは網をおろすと、魚が多くとれ

たので、それを引き上げることができなかった。 7

イエスの愛しておられた弟子が、ペテロに「あれ

は主だ」と言った。シモン・ペテロは主であると

聞いて、裸になっていたため、上着をまとって海

にとびこんだ。 8しかし、ほかの弟子たちは舟に

乗ったまま、魚のはいっている網を引きながら帰

って行った。陸からはあまり遠くない五十間ほど

の所にいたからである。 9彼らが陸に上って見る

と、炭火がおこしてあって、その上に魚がのせて

あり、またそこにパンがあった。 10イエスは彼ら

に言われた、「今とった魚を少し持ってきなさい

」。 11シモン・ペテロが行って、網を陸へ引き上

げると、百五十三びきの大きな魚でいっぱいにな

っていた。そんなに多かったが、網はさけないで

いた。 12イエスは彼らに言われた、「さあ、朝の

食事をしなさい」。弟子たちは、主であることが

わかっていたので、だれも「あなたはどなたです

か」と進んで尋ねる者がなかった。 13イエスはそ

こにきて、パンをとり彼らに与え、また魚も同じ

ようにされた。 14イエスが死人の中からよみがえ

ったのち、弟子たちにあらわれたのは、これで既

に三度目である。 15彼らが食事をすませると、イ

エスはシモン・ペテロに言われた、「ヨハネの子

シモンよ、あなたはこの人たちが愛する以上に、

わたしを愛するか」。ペテロは言った、「主よ、

そうです。わたしがあなたを愛することは、あな

たがご存じです」。イエスは彼に「わたしの小羊

を養いなさい」と言われた。 16またもう一度彼に

言われた、「ヨハネの子シモンよ、わたしを愛す

るか」。彼はイエスに言った、「主よ、そうです

。わたしがあなたを愛することは、あなたがご存

じです」。イエスは彼に言われた、「わたしの羊

を飼いなさい」。 17イエスは三度目に言われた、

「ヨハネの子シモンよ、わたしを愛するか」。ペ

テロは「わたしを愛するか」とイエスが三度も言

われたので、心をいためてイエスに言った、「主

よ、あなたはすべてをご存じです。わたしがあな

たを愛していることは、おわかりになっています

」。イエスは彼に言われた、「わたしの羊を養い

なさい。 18よくよくあなたに言っておく。あなた

が若かった時には、自分で帯をしめて、思いのま

まに歩きまわっていた。しかし年をとってからは

、自分の手をのばすことになろう。そして、ほか

の人があなたに帯を結びつけ、行きたくない所へ

連れて行くであろう」。 19これは、ペテロがどん

な死に方で、神の栄光をあらわすかを示すために

、お話しになったのである。こう話してから、「

わたしに従ってきなさい」と言われた。 20ペテロ

はふり返ると、イエスの愛しておられた弟子がつ

いて来るのを見た。この弟子は、あの夕食のとき

イエスの胸近くに寄りかかって、「主よ、あなた

を裏切る者は、だれなのですか」と尋ねた人であ

る。 21ペテロはこの弟子を見て、イエスに言った

、「主よ、この人はどうなのですか」。 22イエス

は彼に言われた、「たとい、わたしの来る時まで

彼が生き残っていることを、わたしが望んだとし

ても、あなたにはなんの係わりがあるか。あなた

は、わたしに従ってきなさい」。 23こういうわけ

で、この弟子は死ぬことがないといううわさが、

兄弟たちの間にひろまった。しかし、イエスは彼

が死ぬことはないと言われたのではなく、ただ「

たとい、わたしの来る時まで彼が生き残っている

ことを、わたしが望んだとしても、あなたにはな

んの係わりがあるか」と言われただけである。 24

これらの事についてあかしをし、またこれらの事

を書いたのは、この弟子である。そして彼のあか

しが真実であることを、わたしたちは知っている

。 25イエスのなさったことは、このほかにまだ数

多くある。もしいちいち書きつけるならば、世界

もその書かれた文書を収めきれないであろうと思

う。
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使徒の働き

1テオピロよ、わたしは先に第一巻を著わして、
イエスが行い、また教えはじめてから、 2お選

びになった使徒たちに、聖霊によって命じたのち

、天に上げられた日までのことを、ことごとくし

るした。 3イエスは苦難を受けたのち、自分の生

きていることを数々の確かな証拠によって示し、

四十日にわたってたびたび彼らに現れて、神の国

のことを語られた。 4そして食事を共にしている

とき、彼らにお命じになった、「エルサレムから

離れないで、かねてわたしから聞いていた父の約

束を待っているがよい。 5すなわち、ヨハネは水

でバプテスマを授けたが、あなたがたは間もなく

聖霊によって、バプテスマを授けられるであろう

」。 6さて、弟子たちが一緒に集まったとき、イ

エスに問うて言った、「主よ、イスラエルのため

に国を復興なさるのは、この時なのですか」。 7

彼らに言われた、「時期や場合は、父がご自分の

権威によって定めておられるのであって、あなた

がたの知る限りではない。 8ただ、聖霊があなた

がたにくだる時、あなたがたは力を受けて、エル

サレム、ユダヤとサマリヤの全土、さらに地のは

てまで、わたしの証人となるであろう」。 9こう

言い終ると、イエスは彼らの見ている前で天に上

げられ、雲に迎えられて、その姿が見えなくなっ

た。 10イエスの上って行かれるとき、彼らが天を

見つめていると、見よ、白い衣を着たふたりの人

が、彼らのそばに立っていて 11言った、「ガリラ

ヤの人たちよ、なぜ天を仰いで立っているのか。

あなたがたを離れて天に上げられたこのイエスは

、天に上って行かれるのをあなたがたが見たのと

同じ有様で、またおいでになるであろう」。 12そ

れから彼らは、オリブという山を下ってエルサレ

ムに帰った。この山はエルサレムに近く、安息日

に許されている距離のところにある。 13彼らは、

市内に行って、その泊まっていた屋上の間にあが

った。その人たちは、ペテロ、ヨハネ、ヤコブ、

アンデレ、ピリポとトマス、バルトロマイとマタ

イ、アルパヨの子ヤコブと熱心党のシモンとヤコ

ブの子ユダとであった。 14彼らはみな、婦人たち

、特にイエスの母マリヤ、およびイエスの兄弟た

ちと共に、心を合わせて、ひたすら祈をしていた

。 15そのころ、百二十名ばかりの人々が、一団と

なって集まっていたが、ペテロはこれらの兄弟た

ちの中に立って言った、 16「兄弟たちよ、イエス

を捕えた者たちの手びきになったユダについては

、聖霊がダビデの口をとおして預言したその言葉

は、成就しなければならなかった。 17彼はわたし

たちの仲間に加えられ、この務を授かっていた者

であった。（ 18彼は不義の報酬で、ある地所を手

に入れたが、そこへまっさかさまに落ちて、腹が

まん中から引き裂け、はらわたがみな流れ出てし

まった。 19そして、この事はエルサレムの全住民

に知れわたり、そこで、この地所が彼らの国語で

アケルダマと呼ばれるようになった。「血の地所

」との意である。） 20詩篇に、『その屋敷は荒れ

果てよ、そこにはひとりも住む者がいなくなれ』

と書いてあり、また『その職は、ほかの者に取ら

せよ』とあるとおりである。 21そういうわけで、

主イエスがわたしたちの間にゆききされた期間中

、 22すなわち、ヨハネのバプテスマの時から始ま

って、わたしたちを離れて天に上げられた日に至

るまで、始終わたしたちと行動を共にした人たち

のうち、だれかひとりが、わたしたちに加わって

主の復活の証人にならねばならない」。 23そこで

一同は、バルサバと呼ばれ、またの名をユストと

いうヨセフと、マッテヤとのふたりを立て、 24祈

って言った、「すべての人の心をご存じである主

よ。このふたりのうちのどちらを選んで、 25ユダ

がこの使徒の職務から落ちて、自分の行くべきと

ころへ行ったそのあとを継がせなさいますか、お

示し下さい」。 26それから、ふたりのためにくじ

を引いたところ、マッテヤに当ったので、この人

が十一人の使徒たちに加えられることになった。

2五旬節の日がきて、みんなの者が一緒に集まっ
ていると、 2突然、激しい風が吹いてきたよう

な音が天から起ってきて、一同がすわっていた家

いっぱいに響きわたった。 3また、舌のようなも

のが、炎のように分れて現れ、ひとりびとりの上

にとどまった。 4すると、一同は聖霊に満たされ

、御霊が語らせるままに、いろいろの他国の言葉

で語り出した。 5さて、エルサレムには、天下の

あらゆる国々から、信仰深いユダヤ人たちがきて

住んでいたが、 6この物音に大ぜいの人が集まっ

てきて、彼らの生れ故郷の国語で、使徒たちが話

しているのを、だれもかれも聞いてあっけに取ら

れた。 7そして驚き怪しんで言った、「見よ、い

ま話しているこの人たちは、皆ガリラヤ人ではな

いか。 8それだのに、わたしたちがそれぞれ、生

れ故郷の国語を彼らから聞かされるとは、いった

い、どうしたことか。 9わたしたちの中には、パ

ルテヤ人、メジヤ人、エラム人もおれば、メソポ

タミヤ、ユダヤ、カパドキヤ、ポントとアジヤ、

10フルギヤとパンフリヤ、エジプトとクレネに近

いリビヤ地方などに住む者もいるし、またローマ

人で旅にきている者、 11ユダヤ人と改宗者、クレ

テ人とアラビヤ人もいるのだが、あの人々がわた

したちの国語で、神の大きな働きを述べるのを聞

くとは、どうしたことか」。 12みんなの者は驚き

惑って、互に言い合った、「これは、いったい、

どういうわけなのだろう」。 13しかし、ほかの人

たちはあざ笑って、「あの人たちは新しい酒で酔

っているのだ」と言った。 14そこで、ペテロが十

一人の者と共に立ちあがり、声をあげて人々に語

りかけた。「ユダヤの人たち、ならびにエルサレ

ムに住むすべてのかたがた、どうか、この事を知

っていただきたい。わたしの言うことに耳を傾け

ていただきたい。 15今は朝の九時であるから、こ

の人たちは、あなたがたが思っているように、酒

に酔っているのではない。 16そうではなく、これ

は預言者ヨエルが預言していたことに外ならない
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のである。すなわち、 17『神がこう仰せになる。

終りの時には、わたしの霊をすべての人に注ごう

。そして、あなたがたのむすこ娘は預言をし、若

者たちは幻を見、老人たちは夢を見るであろう。

18その時には、わたしの男女の僕たちにもわたし

の霊を注ごう。そして彼らも預言をするであろう

。 19また、上では、天に奇跡を見せ、下では、地

にしるしを、すなわち、血と火と立ちこめる煙と

を、見せるであろう。 20主の大いなる輝かしい日

が来る前に、日はやみに月は血に変るであろう。

21そのとき、主の名を呼び求める者は、みな救わ

れるであろう』。 22イスラエルの人たちよ、今わ

たしの語ることを聞きなさい。あなたがたがよく

知っているとおり、ナザレ人イエスは、神が彼を

とおして、あなたがたの中で行われた数々の力あ

るわざと奇跡としるしとにより、神からつかわさ

れた者であることを、あなたがたに示されたかた

であった。 23このイエスが渡されたのは神の定め

た計画と予知とによるのであるが、あなたがたは

彼を不法の人々の手で十字架につけて殺した。 24

神はこのイエスを死の苦しみから解き放って、よ

みがえらせたのである。イエスが死に支配されて

いるはずはなかったからである。 25ダビデはイエ

スについてこう言っている、『わたしは常に目の

前に主を見た。主は、わたしが動かされないため

、わたしの右にいて下さるからである。 26それゆ

え、わたしの心は楽しみ、わたしの舌はよろこび

歌った。わたしの肉体もまた、望みに生きるであ

ろう。 27あなたは、わたしの魂を黄泉に捨ておく

ことをせず、あなたの聖者が朽ち果てるのを、お

許しにならないであろう。 (Hadēs g86) 28あなたは

、いのちの道をわたしに示し、み前にあって、わ

たしを喜びで満たして下さるであろう』。 29兄弟

たちよ、族長ダビデについては、わたしはあなた

がたにむかって大胆に言うことができる。彼は死

んで葬られ、現にその墓が今日に至るまで、わた

したちの間に残っている。 30彼は預言者であって

、『その子孫のひとりを王位につかせよう』と、

神が堅く彼に誓われたことを認めていたので、 31

キリストの復活をあらかじめ知って、『彼は黄泉

に捨ておかれることがなく、またその肉体が朽ち

果てることもない』と語ったのである。 (Hadēs g86)

32このイエスを、神はよみがえらせた。そして、

わたしたちは皆その証人なのである。 33それで、

イエスは神の右に上げられ、父から約束の聖霊を

受けて、それをわたしたちに注がれたのである。

このことは、あなたがたが現に見聞きしていると

おりである。 34ダビデが天に上ったのではない。

彼自身こう言っている、『主はわが主に仰せにな

った、 35あなたの敵をあなたの足台にするまでは

、わたしの右に座していなさい』。 36だから、イ

スラエルの全家は、この事をしかと知っておくが

よい。あなたがたが十字架につけたこのイエスを

、神は、主またキリストとしてお立てになったの

である」。 37人々はこれを聞いて、強く心を刺さ

れ、ペテロやほかの使徒たちに、「兄弟たちよ、

わたしたちは、どうしたらよいのでしょうか」と

言った。 38すると、ペテロが答えた、「悔い改め

なさい。そして、あなたがたひとりびとりが罪の

ゆるしを得るために、イエス・キリストの名によ

って、バプテスマを受けなさい。そうすれば、あ

なたがたは聖霊の賜物を受けるであろう。 39この

約束は、われらの主なる神の召しにあずかるすべ

ての者、すなわちあなたがたと、あなたがたの子

らと、遠くの者一同とに、与えられているもので

ある」。 40ペテロは、ほかになお多くの言葉であ

かしをなし、人々に「この曲った時代から救われ

よ」と言って勧めた。 41そこで、彼の勧めの言葉

を受けいれた者たちは、バプテスマを受けたが、

その日、仲間に加わったものが三千人ほどあった

。 42そして一同はひたすら、使徒たちの教を守り

、信徒の交わりをなし、共にパンをさき、祈をし

ていた。 43みんなの者におそれの念が生じ、多く

の奇跡としるしとが、使徒たちによって、次々に

行われた。 44信者たちはみな一緒にいて、いっさ

いの物を共有にし、 45資産や持ち物を売っては、

必要に応じてみんなの者に分け与えた。 46そして

日々心を一つにして、絶えず宮もうでをなし、家

ではパンをさき、よろこびと、まごころとをもっ

て、食事を共にし、 47神をさんびし、すべての人

に好意を持たれていた。そして主は、救われる者

を日々仲間に加えて下さったのである。

3さて、ペテロとヨハネとが、午後三時の祈のと
きに宮に上ろうとしていると、 2生れながら足

のきかない男が、かかえられてきた。この男は、

宮もうでに来る人々に施しをこうため、毎日、「

美しの門」と呼ばれる宮の門のところに、置かれ

ていた者である。 3彼は、ペテロとヨハネとが、

宮にはいって行こうとしているのを見て、施しを

こうた。 4ペテロとヨハネとは彼をじっと見て、

「わたしたちを見なさい」と言った。 5彼は何か

もらえるのだろうと期待して、ふたりに注目して

いると、 6ペテロが言った、「金銀はわたしには

無い。しかし、わたしにあるものをあげよう。ナ

ザレ人イエス・キリストの名によって歩きなさい

」。 7こう言って彼の右手を取って起してやると

、足と、くるぶしとが、立ちどころに強くなって

、 8踊りあがって立ち、歩き出した。そして、歩

き回ったり踊ったりして神をさんびしながら、彼

らと共に宮にはいって行った。 9民衆はみな、彼

が歩き回り、また神をさんびしているのを見、 10

これが宮の「美しの門」のそばにすわって、施し

をこうていた者であると知り、彼の身に起ったこ

とについて、驚き怪しんだ。 11彼がなおもペテロ

とヨハネとにつきまとっているとき、人々は皆ひ

どく驚いて、「ソロモンの廊」と呼ばれる柱廊に

いた彼らのところに駆け集まってきた。 12ペテロ

はこれを見て、人々にむかって言った、「イスラ

エルの人たちよ、なぜこの事を不思議に思うのか

。また、わたしたちが自分の力や信心で、あの人

を歩かせたかのように、なぜわたしたちを見つめ

ているのか。 13アブラハム、イサク、ヤコブの神

、わたしたちの先祖の神は、その僕イエスに栄光
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を賜わったのであるが、あなたがたは、このイエ

スを引き渡し、ピラトがゆるすことに決めていた

のに、それを彼の面前で拒んだ。 14あなたがたは

、この聖なる正しいかたを拒んで、人殺しの男を

ゆるすように要求し、 15いのちの君を殺してしま

った。しかし、神はこのイエスを死人の中から、

よみがえらせた。わたしたちは、その事の証人で

ある。 16そして、イエスの名が、それを信じる信

仰のゆえに、あなたがたのいま見て知っているこ

の人を、強くしたのであり、イエスによる信仰が

、彼をあなたがた一同の前で、このとおり完全に

いやしたのである。 17さて、兄弟たちよ、あなた

がたは知らずにあのような事をしたのであり、あ

なたがたの指導者たちとても同様であったことは

、わたしにわかっている。 18神はあらゆる預言者

の口をとおして、キリストの受難を予告しておら

れたが、それをこのように成就なさったのである

。 19だから、自分の罪をぬぐい去っていただくた

めに、悔い改めて本心に立ちかえりなさい。 20そ

れは、主のみ前から慰めの時がきて、あなたがた

のためにあらかじめ定めてあったキリストなるイ

エスを、神がつかわして下さるためである。 21こ

のイエスは、神が聖なる預言者たちの口をとおし

て、昔から預言しておられた万物更新の時まで、

天にとどめておかれねばならなかった。 (aiōn g165)

22モーセは言った、『主なる神は、わたしをお立

てになったように、あなたがたの兄弟の中から、

ひとりの預言者をお立てになるであろう。その預

言者があなたがたに語ることには、ことごとく聞

きしたがいなさい。 23彼に聞きしたがわない者は

、みな民の中から滅ぼし去られるであろう』。 24

サムエルをはじめ、その後つづいて語ったほどの

預言者はみな、この時のことを予告した。 25あな

たがたは預言者の子であり、神があなたがたの先

祖たちと結ばれた契約の子である。神はアブラハ

ムに対して、『地上の諸民族は、あなたの子孫に

よって祝福を受けるであろう』と仰せられた。 26

神がまずあなたがたのために、その僕を立てて、

おつかわしになったのは、あなたがたひとりびと

りを、悪から立ちかえらせて、祝福にあずからせ

るためなのである」。

4彼らが人々にこのように語っているあいだに、
祭司たち、宮守がしら、サドカイ人たちが近寄

ってきて、 2彼らが人々に教を説き、イエス自身

に起った死人の復活を宣伝しているのに気をいら

立て、 3彼らに手をかけて捕え、はや日が暮れて

いたので、翌朝まで留置しておいた。 4しかし、

彼らの話を聞いた多くの人たちは信じた。そして

、その男の数が五千人ほどになった。 5明くる日

、役人、長老、律法学者たちが、エルサレムに召

集された。 6大祭司アンナスをはじめ、カヤパ、

ヨハネ、アレキサンデル、そのほか大祭司の一族

もみな集まった。 7そして、そのまん中に使徒た

ちを立たせて尋問した、「あなたがたは、いった

い、なんの権威、また、だれの名によって、この

ことをしたのか」。 8その時、ペテロが聖霊に満

たされて言った、「民の役人たち、ならびに長老

たちよ、 9わたしたちが、きょう、取調べを受け

ているのは、病人に対してした良いわざについて

であり、この人がどうしていやされたかについて

であるなら、 10あなたがたご一同も、またイスラ

エルの人々全体も、知っていてもらいたい。この

人が元気になってみんなの前に立っているのは、

ひとえに、あなたがたが十字架につけて殺したの

を、神が死人の中からよみがえらせたナザレ人イ

エス・キリストの御名によるのである。 11このイ

エスこそは『あなたがた家造りらに捨てられたが

、隅のかしら石となった石』なのである。 12この

人による以外に救はない。わたしたちを救いうる

名は、これを別にしては、天下のだれにも与えら

れていないからである」。 13人々はペテロとヨハ

ネとの大胆な話しぶりを見、また同時に、ふたり

が無学な、ただの人たちであることを知って、不

思議に思った。そして彼らがイエスと共にいた者

であることを認め、 14かつ、彼らにいやされた者

がそのそばに立っているのを見ては、まったく返

す言葉がなかった。 15そこで、ふたりに議会から

退場するように命じてから、互に協議をつづけて

16言った、「あの人たちを、どうしたらよかろう

か。彼らによって著しいしるしが行われたことは

、エルサレムの住民全体に知れわたっているので

、否定しようもない。 17ただ、これ以上このこと

が民衆の間にひろまらないように、今後はこの名

によって、いっさいだれにも語ってはいけないと

、おどしてやろうではないか」。 18そこで、ふた

りを呼び入れて、イエスの名によって語ることも

説くことも、いっさい相成らぬと言いわたした。

19ペテロとヨハネとは、これに対して言った、「

神に聞き従うよりも、あなたがたに聞き従う方が

、神の前に正しいかどうか、判断してもらいたい

。 20わたしたちとしては、自分の見たこと聞いた

ことを、語らないわけにはいかない」。 21そこで

、彼らはふたりを更におどしたうえ、ゆるしてや

った。みんなの者が、この出来事のために、神を

あがめていたので、その人々の手前、ふたりを罰

するすべがなかったからである。 22そのしるしに

よっていやされたのは、四十歳あまりの人であっ

た。 23ふたりはゆるされてから、仲間の者たちの

ところに帰って、祭司長たちや長老たちが言った

いっさいのことを報告した。 24一同はこれを聞く

と、口をそろえて、神にむかい声をあげて言った

、「天と地と海と、その中のすべてのものとの造

りぬしなる主よ。 25あなたは、わたしたちの先祖

、あなたの僕ダビデの口をとおして、聖霊によっ

て、こう仰せになりました、『なぜ、異邦人らは

、騒ぎ立ち、もろもろの民は、むなしいことを図

り、 26地上の王たちは、立ちかまえ、支配者たち

は、党を組んで、主とそのキリストとに逆らった

のか』。 27まことに、ヘロデとポンテオ・ピラト

とは、異邦人らやイスラエルの民と一緒になって

、この都に集まり、あなたから油を注がれた聖な

る僕イエスに逆らい、 28み手とみ旨とによって、

あらかじめ定められていたことを、なし遂げたの
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です。 29主よ、いま、彼らの脅迫に目をとめ、僕

たちに、思い切って大胆に御言葉を語らせて下さ

い。 30そしてみ手を伸ばしていやしをなし、聖な

る僕イエスの名によって、しるしと奇跡とを行わ

せて下さい」。 31彼らが祈り終えると、その集ま

っていた場所が揺れ動き、一同は聖霊に満たされ

て、大胆に神の言を語り出した。 32信じた者の群

れは、心を一つにし思いを一つにして、だれひと

りその持ち物を自分のものだと主張する者がなく

、いっさいの物を共有にしていた。 33使徒たちは

主イエスの復活について、非常に力強くあかしを

した。そして大きなめぐみが、彼ら一同に注がれ

た。 34彼らの中に乏しい者は、ひとりもいなかっ

た。地所や家屋を持っている人たちは、それを売

り、売った物の代金をもってきて、 35使徒たちの

足もとに置いた。そしてそれぞれの必要に応じて

、だれにでも分け与えられた。 36クプロ生れのレ

ビ人で、使徒たちにバルナバ（「慰めの子」との

意）と呼ばれていたヨセフは、 37自分の所有する

畑を売り、その代金をもってきて、使徒たちの足

もとに置いた。

5ところが、アナニヤという人とその妻サッピラ
とは共に資産を売ったが、 2共謀して、その代

金をごまかし、一部だけを持ってきて、使徒たち

の足もとに置いた。 3そこで、ペテロが言った、

「アナニヤよ、どうしてあなたは、自分の心をサ

タンに奪われて、聖霊を欺き、地所の代金をごま

かしたのか。 4売らずに残しておけば、あなたの

ものであり、売ってしまっても、あなたの自由に

なったはずではないか。どうして、こんなことを

する気になったのか。あなたは人を欺いたのでは

なくて、神を欺いたのだ」。 5アナニヤはこの言

葉を聞いているうちに、倒れて息が絶えた。この

ことを伝え聞いた人々は、みな非常なおそれを感

じた。 6それから、若者たちが立って、その死体

を包み、運び出して葬った。 7三時間ばかりたっ

てから、たまたま彼の妻が、この出来事を知らず

に、はいってきた。 8そこで、ペテロが彼女にむ

かって言った、「あの地所は、これこれの値段で

売ったのか。そのとおりか」。彼女は「そうです

、その値段です」と答えた。 9ペテロは言った、

「あなたがたふたりが、心を合わせて主の御霊を

試みるとは、何事であるか。見よ、あなたの夫を

葬った人たちの足が、そこの門口にきている。あ

なたも運び出されるであろう」。 10すると女は、

たちまち彼の足もとに倒れて、息が絶えた。そこ

に若者たちがはいってきて、女が死んでしまって

いるのを見、それを運び出してその夫のそばに葬

った。 11教会全体ならびにこれを伝え聞いた人た

ちは、みな非常なおそれを感じた。 12そのころ、

多くのしるしと奇跡とが、次々に使徒たちの手に

より人々の中で行われた。そして、一同は心を一

つにして、ソロモンの廊に集まっていた。 13ほか

の者たちは、だれひとり、その交わりに入ろうと

はしなかったが、民衆は彼らを尊敬していた。 14

しかし、主を信じて仲間に加わる者が、男女とも

、ますます多くなってきた。 15ついには、病人を

大通りに運び出し、寝台や寝床の上に置いて、ペ

テロが通るとき、彼の影なりと、そのうちのだれ

かにかかるようにしたほどであった。 16またエル

サレム附近の町々からも、大ぜいの人が、病人や

汚れた霊に苦しめられている人たちを引き連れて

、集まってきたが、その全部の者が、ひとり残ら

ずいやされた。 17そこで、大祭司とその仲間の者

、すなわち、サドカイ派の人たちが、みな嫉妬の

念に満たされて立ちあがり、 18使徒たちに手をか

けて捕え、公共の留置場に入れた。 19ところが夜

、主の使が獄の戸を開き、彼らを連れ出して言っ

た、 20「さあ行きなさい。そして、宮の庭に立ち

、この命の言葉を漏れなく、人々に語りなさい」

。 21彼らはこれを聞き、夜明けごろ宮にはいって

教えはじめた。一方では、大祭司とその仲間の者

とが、集まってきて、議会とイスラエル人の長老

一同とを召集し、使徒たちを引き出してこさせる

ために、人を獄につかわした。 22そこで、下役ど

もが行って見ると、使徒たちが獄にいないので、

引き返して報告した、 23「獄には、しっかりと錠

がかけてあり、戸口には、番人が立っていました

。ところが、あけて見たら、中にはだれもいませ

んでした」。 24宮守がしらと祭司長たちとは、こ

の報告を聞いて、これは、いったい、どんな事に

なるのだろうと、あわて惑っていた。 25そこへ、

ある人がきて知らせた、「行ってごらんなさい。

あなたがたが獄に入れたあの人たちが、宮の庭に

立って、民衆を教えています」。 26そこで宮守が

しらが、下役どもと一緒に出かけて行って、使徒

たちを連れてきた。しかし、人々に石で打ち殺さ

れるのを恐れて、手荒なことはせず、 27彼らを連

れてきて、議会の中に立たせた。すると、大祭司

が問うて 28言った、「あの名を使って教えてはな

らないと、きびしく命じておいたではないか。そ

れだのに、なんという事だ。エルサレム中にあな

たがたの教を、はんらんさせている。あなたがた

は確かに、あの人の血の責任をわたしたちに負わ

せようと、たくらんでいるのだ」。 29これに対し

て、ペテロをはじめ使徒たちは言った、「人間に

従うよりは、神に従うべきである。 30わたしたち

の先祖の神は、あなたがたが木にかけて殺したイ

エスをよみがえらせ、 31そして、イスラエルを悔

い改めさせてこれに罪のゆるしを与えるために、

このイエスを導き手とし救主として、ご自身の右

に上げられたのである。 32わたしたちはこれらの

事の証人である。神がご自身に従う者に賜わった

聖霊もまた、その証人である」。 33これを聞いた

者たちは、激しい怒りのあまり、使徒たちを殺そ

うと思った。 34ところが、国民全体に尊敬されて

いた律法学者ガマリエルというパリサイ人が、議

会で立って、使徒たちをしばらくのあいだ外に出

すように要求してから、 35一同にむかって言った

、「イスラエルの諸君、あの人たちをどう扱うか

、よく気をつけるがよい。 36先ごろ、チゥダが起

って、自分を何か偉い者のように言いふらしたた

め、彼に従った男の数が、四百人ほどもあったが



使徒の働き657

、結局、彼は殺されてしまい、従った者もみな四

散して、全く跡方もなくなっている。 37そののち

、人口調査の時に、ガリラヤ人ユダが民衆を率い

て反乱を起したが、この人も滅び、従った者もみ

な散らされてしまった。 38そこで、この際、諸君

に申し上げる。あの人たちから手を引いて、その

なすままにしておきなさい。その企てや、しわざ

が、人間から出たものなら、自滅するだろう。 39

しかし、もし神から出たものなら、あの人たちを

滅ぼすことはできまい。まかり違えば、諸君は神

を敵にまわすことになるかも知れない」。そこで

彼らはその勧告にしたがい、 40使徒たちを呼び入

れて、むち打ったのち、今後イエスの名によって

語ることは相成らぬと言いわたして、ゆるしてや

った。 41使徒たちは、御名のために恥を加えられ

るに足る者とされたことを喜びながら、議会から

出てきた。 42そして、毎日、宮や家で、イエスが

キリストであることを、引きつづき教えたり宣べ

伝えたりした。

6そのころ、弟子の数がふえてくるにつれて、ギ
リシヤ語を使うユダヤ人たちから、ヘブル語を

使うユダヤ人たちに対して、自分たちのやもめら

が、日々の配給で、おろそかにされがちだと、苦

情を申し立てた。 2そこで、十二使徒は弟子全体

を呼び集めて言った、「わたしたちが神の言をさ

しおいて、食卓のことに携わるのはおもしろくな

い。 3そこで、兄弟たちよ、あなたがたの中から

、御霊と知恵とに満ちた、評判のよい人たち七人

を捜し出してほしい。その人たちにこの仕事をま

かせ、 4わたしたちは、もっぱら祈と御言のご用

に当ることにしよう」。 5この提案は会衆一同の

賛成するところとなった。そして信仰と聖霊とに

満ちた人ステパノ、それからピリポ、プロコロ、

ニカノル、テモン、パルメナ、およびアンテオケ

の改宗者ニコラオを選び出して、 6使徒たちの前

に立たせた。すると、使徒たちは祈って手を彼ら

の上においた。 7こうして神の言は、ますますひ

ろまり、エルサレムにおける弟子の数が、非常に

ふえていき、祭司たちも多数、信仰を受けいれる

ようになった。 8さて、ステパノは恵みと力とに

満ちて、民衆の中で、めざましい奇跡としるしと

を行っていた。 9すると、いわゆる「リベルテン

」の会堂に属する人々、クレネ人、アレキサンド

リヤ人、キリキヤやアジヤからきた人々などが立

って、ステパノと議論したが、 10彼は知恵と御霊

とで語っていたので、それに対抗できなかった。

11そこで、彼らは人々をそそのかして、「わたし

たちは、彼がモーセと神とを汚す言葉を吐くのを

聞いた」と言わせた。 12その上、民衆や長老たち

や律法学者たちを煽動し、彼を襲って捕えさせ、

議会にひっぱってこさせた。 13それから、偽りの

証人たちを立てて言わせた、「この人は、この聖

所と律法とに逆らう言葉を吐いて、どうしても、

やめようとはしません。 14『あのナザレ人イエス

は、この聖所を打ちこわし、モーセがわたしたち

に伝えた慣例を変えてしまうだろう』などと、彼

が言うのを、わたしたちは聞きました」。 15議会

で席についていた人たちは皆、ステパノに目を注

いだが、彼の顔は、ちょうど天使の顔のように見

えた。

7大祭司は「そのとおりか」と尋ねた。 2そこで

、ステパノが言った、「兄弟たち、父たちよ、

お聞き下さい。わたしたちの父祖アブラハムが、

カランに住む前、まだメソポタミヤにいたとき、

栄光の神が彼に現れて 3仰せになった、『あなた

の土地と親族から離れて、あなたにさし示す地に

行きなさい』。 4そこで、アブラハムはカルデヤ

人の地を出て、カランに住んだ。そして、彼の父

が死んだのち、神は彼をそこから、今あなたがた

の住んでいるこの地に移住させたが、 5そこでは

、遺産となるものは何一つ、一歩の幅の土地すら

も、与えられなかった。ただ、その地を所領とし

て授けようとの約束を、彼と、そして彼にはまだ

子がなかったのに、その子孫とに与えられたので

ある。 6神はこう仰せになった、『彼の子孫は他

国に身を寄せるであろう。そして、そこで四百年

のあいだ、奴隷にされて虐待を受けるであろう』

。 7それから、さらに仰せになった、『彼らを奴

隷にする国民を、わたしはさばくであろう。その

後、彼らはそこからのがれ出て、この場所でわた

しを礼拝するであろう』。 8そして、神はアブラ

ハムに、割礼の契約をお与えになった。こうして

、彼はイサクの父となり、これに八日目に割礼を

施し、それから、イサクはヤコブの父となり、ヤ

コブは十二人の族長たちの父となった。 9族長た

ちは、ヨセフをねたんで、エジプトに売りとばし

た。しかし、神は彼と共にいまして、 10あらゆる

苦難から彼を救い出し、エジプト王パロの前で恵

みを与え、知恵をあらわさせた。そこで、パロは

彼を宰相の任につかせ、エジプトならびに王家全

体の支配に当らせた。 11時に、エジプトとカナン

との全土にわたって、ききんが起り、大きな苦難

が襲ってきて、わたしたちの先祖たちは、食物が

得られなくなった。 12ヤコブは、エジプトには食

糧があると聞いて、初めに先祖たちをつかわした

が、 13二回目の時に、ヨセフが兄弟たちに、自分

の身の上を打ち明けたので、彼の親族関係がパロ

に知れてきた。 14ヨセフは使をやって、父ヤコブ

と七十五人にのぼる親族一同とを招いた。 15こう

して、ヤコブはエジプトに下り、彼自身も先祖た

ちもそこで死に、 16それから彼らは、シケムに移

されて、かねてアブラハムがいくらかの金を出し

てこの地のハモルの子らから買っておいた墓に、

葬られた。 17神がアブラハムに対して立てられた

約束の時期が近づくにつれ、民はふえてエジプト

全土にひろがった。 18やがて、ヨセフのことを知

らない別な王が、エジプトに起った。 19この王は

、わたしたちの同族に対し策略をめぐらして、先

祖たちを虐待し、その幼な子らを生かしておかな

いように捨てさせた。 20モーセが生れたのは、ち

ょうどこのころのことである。彼はまれに見る美

しい子であった。三か月の間は、父の家で育てら
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れたが、 21そののち捨てられたのを、パロの娘が

拾いあげて、自分の子として育てた。 22モーセは

エジプト人のあらゆる学問を教え込まれ、言葉に

もわざにも、力があった。 23四十歳になった時、

モーセは自分の兄弟であるイスラエル人たちのた

めに尽すことを、思い立った。 24ところが、その

ひとりがいじめられているのを見て、これをかば

い、虐待されているその人のために、相手のエジ

プト人を撃って仕返しをした。 25彼は、自分の手

によって神が兄弟たちを救って下さることを、み

んなが悟るものと思っていたが、実際はそれを悟

らなかったのである。 26翌日モーセは、彼らが争

い合っているところに現れ、仲裁しようとして言

った、『まて、君たちは兄弟同志ではないか。ど

うして互に傷つけ合っているのか』。 27すると、

仲間をいじめていた者が、モーセを突き飛ばして

言った、『だれが、君をわれわれの支配者や裁判

人にしたのか。 28君は、きのう、エジプト人を殺

したように、わたしも殺そうと思っているのか』

。 29モーセは、この言葉を聞いて逃げ、ミデアン

の地に身を寄せ、そこで男の子ふたりをもうけた

。 30四十年たった時、シナイ山の荒野において、

御使が柴の燃える炎の中でモーセに現れた。 31彼

はこの光景を見て不思議に思い、それを見きわめ

るために近寄ったところ、主の声が聞えてきた、

32『わたしは、あなたの先祖たちの神、アブラハ

ム、イサク、ヤコブの神である』。モーセは恐れ

おののいて、もうそれを見る勇気もなくなった。

33すると、主が彼に言われた、『あなたの足から

、くつを脱ぎなさい。あなたの立っているこの場

所は、聖なる地である。 34わたしは、エジプトに

いるわたしの民が虐待されている有様を確かに見

とどけ、その苦悩のうめき声を聞いたので、彼ら

を救い出すために下ってきたのである。さあ、今

あなたをエジプトにつかわそう』。 35こうして、

『だれが、君を支配者や裁判人にしたのか』と言

って排斥されたこのモーセを、神は、柴の中で彼

に現れた御使の手によって、支配者、解放者とし

て、おつかわしになったのである。 36この人が、

人々を導き出して、エジプトの地においても、紅

海においても、また四十年のあいだ荒野において

も、奇跡としるしとを行ったのである。 37この人

が、イスラエル人たちに、『神はわたしをお立て

になったように、あなたがたの兄弟たちの中から

、ひとりの預言者をお立てになるであろう』と言

ったモーセである。 38この人が、シナイ山で、彼

に語りかけた御使や先祖たちと共に、荒野におけ

る集会にいて、生ける御言葉を授かり、それをあ

なたがたに伝えたのである。 39ところが、先祖た

ちは彼に従おうとはせず、かえって彼を退け、心

の中でエジプトにあこがれて、 40『わたしたちを

導いてくれる神々を造って下さい。わたしたちを

エジプトの地から導いてきたあのモーセがどうな

ったのか、わかりませんから』とアロンに言った

。 41そのころ、彼らは子牛の像を造り、その偶像

に供え物をささげ、自分たちの手で造ったものを

祭ってうち興じていた。 42そこで、神は顔をそむ

け、彼らを天の星を拝むままに任せられた。預言

者の書にこう書いてあるとおりである、『イスラ

エルの家よ、四十年のあいだ荒野にいた時に、い

けにえと供え物とを、わたしにささげたことがあ

ったか。 43あなたがたは、モロクの幕屋やロンパ

の星の神を、かつぎ回った。それらは、拝むため

に自分で造った偶像に過ぎぬ。だからわたしは、

あなたがたをバビロンのかなたへ、移してしまう

であろう』。 44わたしたちの先祖には、荒野にあ

かしの幕屋があった。それは、見たままの型にし

たがって造るようにと、モーセに語ったかたのご

命令どおりに造ったものである。 45この幕屋は、

わたしたちの先祖が、ヨシュアに率いられ、神に

よって諸民族を彼らの前から追い払い、その所領

をのり取ったときに、そこに持ち込まれ、次々に

受け継がれて、ダビデの時代に及んだものである

。 46ダビデは、神の恵みをこうむり、そして、ヤ

コブの神のために宮を造営したいと願った。 47け

れども、じっさいにその宮を建てたのは、ソロモ

ンであった。 48しかし、いと高き者は、手で造っ

た家の内にはお住みにならない。預言者が言って

いるとおりである、 49『主が仰せられる、どんな

家をわたしのために建てるのか。わたしのいこい

の場所は、どれか。天はわたしの王座、地はわた

しの足台である。 50これは皆わたしの手が造った

ものではないか』。 51ああ、強情で、心にも耳に

も割礼のない人たちよ。あなたがたは、いつも聖

霊に逆らっている。それは、あなたがたの先祖た

ちと同じである。 52いったい、あなたがたの先祖

が迫害しなかった預言者が、ひとりでもいたか。

彼らは正しいかたの来ることを予告した人たちを

殺し、今やあなたがたは、その正しいかたを裏切

る者、また殺す者となった。 53あなたがたは、御

使たちによって伝えられた律法を受けたのに、そ

れを守ることをしなかった」。 54人々はこれを聞

いて、心の底から激しく怒り、ステパノにむかっ

て、歯ぎしりをした。 55しかし、彼は聖霊に満た

されて、天を見つめていると、神の栄光が現れ、

イエスが神の右に立っておられるのが見えた。 56

そこで、彼は「ああ、天が開けて、人の子が神の

右に立っておいでになるのが見える」と言った。

57人々は大声で叫びながら、耳をおおい、ステパ

ノを目がけて、いっせいに殺到し、 58彼を市外に

引き出して、石で打った。これに立ち合った人た

ちは、自分の上着を脱いで、サウロという若者の

足もとに置いた。 59こうして、彼らがステパノに

石を投げつけている間、ステパノは祈りつづけて

言った、「主イエスよ、わたしの霊をお受け下さ

い」。 60そして、ひざまずいて、大声で叫んだ、

「主よ、どうぞ、この罪を彼らに負わせないで下

さい」。こう言って、彼は眠りについた。

8サウロは、ステパノを殺すことに賛成していた
。その日、エルサレムの教会に対して大迫害が

起り、使徒以外の者はことごとく、ユダヤとサマ

リヤとの地方に散らされて行った。 2信仰深い人

たちはステパノを葬り、彼のために胸を打って、



使徒の働き659

非常に悲しんだ。 3ところが、サウロは家々に押

し入って、男や女を引きずり出し、次々に獄に渡

して、教会を荒し回った。 4さて、散らされて行

った人たちは、御言を宣べ伝えながら、めぐり歩

いた。 5ピリポはサマリヤの町に下って行き、人

々にキリストを宣べはじめた。 6群衆はピリポの

話を聞き、その行っていたしるしを見て、こぞっ

て彼の語ることに耳を傾けた。 7汚れた霊につか

れた多くの人々からは、その霊が大声でわめきな

がら出て行くし、また、多くの中風をわずらって

いる者や、足のきかない者がいやされたからであ

る。 8それで、この町では人々が、大変なよろこ

びかたであった。 9さて、この町に以前からシモ

ンという人がいた。彼は魔術を行ってサマリヤの

人たちを驚かし、自分をさも偉い者のように言い

ふらしていた。 10それで、小さい者から大きい者

にいたるまで皆、彼について行き、「この人こそ

は『大能』と呼ばれる神の力である」と言ってい

た。 11彼らがこの人について行ったのは、ながい

間その魔術に驚かされていたためであった。 12と

ころが、ピリポが神の国とイエス・キリストの名

について宣べ伝えるに及んで、男も女も信じて、

ぞくぞくとバプテスマを受けた。 13シモン自身も

信じて、バプテスマを受け、それから、引きつづ

きピリポについて行った。そして、数々のしるし

やめざましい奇跡が行われるのを見て、驚いてい

た。 14エルサレムにいる使徒たちは、サマリヤの

人々が、神の言を受け入れたと聞いて、ペテロと

ヨハネとを、そこにつかわした。 15ふたりはサマ

リヤに下って行って、みんなが聖霊を受けるよう

にと、彼らのために祈った。 16それは、彼らはた

だ主イエスの名によってバプテスマを受けていた

だけで、聖霊はまだだれにも下っていなかったか

らである。 17そこで、ふたりが手を彼らの上にお

いたところ、彼らは聖霊を受けた。 18シモンは、

使徒たちが手をおいたために、御霊が人々に授け

られたのを見て、金をさし出し、 19「わたしが手

をおけばだれにでも聖霊が授けられるように、そ

の力をわたしにも下さい」と言った。 20そこで、

ペテロが彼に言った、「おまえの金は、おまえも

ろとも、うせてしまえ。神の賜物が、金で得られ

るなどと思っているのか。 21おまえの心が神の前

に正しくないから、おまえは、とうてい、この事

にあずかることができない。 22だから、この悪事

を悔いて、主に祈れ。そうすればあるいはそんな

思いを心にいだいたことが、ゆるされるかも知れ

ない。 23おまえには、まだ苦い胆汁があり、不義

のなわ目がからみついている。それが、わたしに

わかっている」。 24シモンはこれを聞いて言った

、「仰せのような事が、わたしの身に起らないよ

うに、どうぞ、わたしのために主に祈って下さい

」。 25使徒たちは力強くあかしをなし、また主の

言を語った後、サマリヤ人の多くの村々に福音を

宣べ伝えて、エルサレムに帰った。 26しかし、主

の使がピリポにむかって言った、「立って南方に

行き、エルサレムからガザへ下る道に出なさい」

（このガザは、今は荒れはてている）。 27そこで

、彼は立って出かけた。すると、ちょうど、エチ

オピヤ人の女王カンダケの高官で、女王の財宝全

部を管理していた宦官であるエチオピヤ人が、礼

拝のためエルサレムに上り、 28その帰途について

いたところであった。彼は自分の馬車に乗って、

預言者イザヤの書を読んでいた。 29御霊がピリポ

に「進み寄って、あの馬車に並んで行きなさい」

と言った。 30そこでピリポが駆けて行くと、預言

者イザヤの書を読んでいるその人の声が聞えたの

で、「あなたは、読んでいることが、おわかりで

すか」と尋ねた。 31彼は「だれかが、手びきをし

てくれなければ、どうしてわかりましょう」と答

えた。そして、馬車に乗って一緒にすわるように

と、ピリポにすすめた。 32彼が読んでいた聖書の

箇所は、これであった、「彼は、ほふり場に引か

れて行く羊のように、また、黙々として、毛を刈

る者の前に立つ小羊のように、口を開かない。 33

彼は、いやしめられて、そのさばきも行われなか

った。だれが、彼の子孫のことを語ることができ

ようか、彼の命が地上から取り去られているから

には」。 34宦官はピリポにむかって言った、「お

尋ねしますが、ここで預言者はだれのことを言っ

ているのですか。自分のことですか、それとも、

だれかほかの人のことですか」。 35そこでピリポ

は口を開き、この聖句から説き起して、イエスの

ことを宣べ伝えた。 36道を進んで行くうちに、水

のある所にきたので、宦官が言った、「ここに水

があります。わたしがバプテスマを受けるのに、

なんのさしつかえがありますか」。〔 37これに対

して、ピリポは、「あなたがまごころから信じる

なら、受けてさしつかえはありません」と言った

。すると、彼は「わたしは、イエス・キリストを

神の子と信じます」と答えた。〕 38そこで車をと

めさせ、ピリポと宦官と、ふたりとも、水の中に

降りて行き、ピリポが宦官にバプテスマを授けた

。 39ふたりが水から上がると、主の霊がピリポを

さらって行ったので、宦官はもう彼を見ることが

できなかった。宦官はよろこびながら旅をつづけ

た。 40その後、ピリポはアゾトに姿をあらわして

、町々をめぐり歩き、いたるところで福音を宣べ

伝えて、ついにカイザリヤに着いた。

9さてサウロは、なおも主の弟子たちに対する脅
迫、殺害の息をはずませながら、大祭司のとこ

ろに行って、 2ダマスコの諸会堂あての添書を求

めた。それは、この道の者を見つけ次第、男女の

別なく縛りあげて、エルサレムにひっぱって来る

ためであった。 3ところが、道を急いでダマスコ

の近くにきたとき、突然、天から光がさして、彼

をめぐり照した。 4彼は地に倒れたが、その時「

サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害するのか」と

呼びかける声を聞いた。 5そこで彼は「主よ、あ

なたは、どなたですか」と尋ねた。すると答があ

った、「わたしは、あなたが迫害しているイエス

である。 6さあ立って、町にはいって行きなさい

。そうすれば、そこであなたのなすべき事が告げ

られるであろう」。 7サウロの同行者たちは物も
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言えずに立っていて、声だけは聞えたが、だれも

見えなかった。 8サウロは地から起き上がって目

を開いてみたが、何も見えなかった。そこで人々

は、彼の手を引いてダマスコへ連れて行った。 9

彼は三日間、目が見えず、また食べることも飲む

こともしなかった。 10さて、ダマスコにアナニヤ

というひとりの弟子がいた。この人に主が幻の中

に現れて、「アナニヤよ」とお呼びになった。彼

は「主よ、わたしでございます」と答えた。 11そ

こで主が彼に言われた、「立って、『真すぐ』と

いう名の路地に行き、ユダの家でサウロというタ

ルソ人を尋ねなさい。彼はいま祈っている。 12彼

はアナニヤという人がはいってきて、手を自分の

上において再び見えるようにしてくれるのを、幻

で見たのである」。 13アナニヤは答えた、「主よ

、あの人がエルサレムで、どんなにひどい事をあ

なたの聖徒たちにしたかについては、多くの人た

ちから聞いています。 14そして彼はここでも、御

名をとなえる者たちをみな捕縛する権を、祭司長

たちから得てきているのです」。 15しかし、主は

仰せになった、「さあ、行きなさい。あの人は、

異邦人たち、王たち、またイスラエルの子らにも

、わたしの名を伝える器として、わたしが選んだ

者である。 16わたしの名のために彼がどんなに苦

しまなければならないかを、彼に知らせよう」。

17そこでアナニヤは、出かけて行ってその家には

いり、手をサウロの上において言った、「兄弟サ

ウロよ、あなたが来る途中で現れた主イエスは、

あなたが再び見えるようになるため、そして聖霊

に満たされるために、わたしをここにおつかわし

になったのです」。 18するとたちどころに、サウ

ロの目から、うろこのようなものが落ちて、元ど

おり見えるようになった。そこで彼は立ってバプ

テスマを受け、 19また食事をとって元気を取りも

どした。サウロは、ダマスコにいる弟子たちと共

に数日間を過ごしてから、 20ただちに諸会堂でイ

エスのことを宣べ伝え、このイエスこそ神の子で

あると説きはじめた。 21これを聞いた人たちはみ

な非常に驚いて言った、「あれは、エルサレムで

この名をとなえる者たちを苦しめた男ではないか

。その上ここにやってきたのも、彼らを縛りあげ

て、祭司長たちのところへひっぱって行くためで

はなかったか」。 22しかし、サウロはますます力

が加わり、このイエスがキリストであることを論

証して、ダマスコに住むユダヤ人たちを言い伏せ

た。 23相当の日数がたったころ、ユダヤ人たちは

サウロを殺す相談をした。 24ところが、その陰謀

が彼の知るところとなった。彼らはサウロを殺そ

うとして、夜昼、町の門を見守っていたのである

。 25そこで彼の弟子たちが、夜の間に彼をかごに

乗せて、町の城壁づたいにつりおろした。 26サウ

ロはエルサレムに着いて、弟子たちの仲間に加わ

ろうと努めたが、みんなの者は彼を弟子だとは信

じないで、恐れていた。 27ところが、バルナバは

彼の世話をして使徒たちのところへ連れて行き、

途中で主が彼に現れて語りかけたことや、彼がダ

マスコでイエスの名で大胆に宣べ伝えた次第を、

彼らに説明して聞かせた。 28それ以来、彼は使徒

たちの仲間に加わり、エルサレムに出入りし、主

の名によって大胆に語り、 29ギリシヤ語を使うユ

ダヤ人たちとしばしば語り合い、また論じ合った

。しかし、彼らは彼を殺そうとねらっていた。 30

兄弟たちはそれと知って、彼をカイザリヤに連れ

てくだり、タルソへ送り出した。 31こうして教会

は、ユダヤ、ガリラヤ、サマリヤ全地方にわたっ

て平安を保ち、基礎がかたまり、主をおそれ聖霊

にはげまされて歩み、次第に信徒の数を増して行

った。 32ペテロは方々をめぐり歩いたが、ルダに

住む聖徒たちのところへも下って行った。 33そし

て、そこで、八年間も床についているアイネヤと

いう人に会った。この人は中風であった。 34ペテ

ロが彼に言った、「アイネヤよ、イエス・キリス

トがあなたをいやして下さるのだ。起きなさい。

そして床を取りあげなさい」。すると、彼はただ

ちに起きあがった。 35ルダとサロンに住む人たち

は、みなそれを見て、主に帰依した。 36ヨッパに

タビタ（これを訳すと、ドルカス、すなわち、か

もしか）という女弟子がいた。数々のよい働きや

施しをしていた婦人であった。 37ところが、その

ころ病気になって死んだので、人々はそのからだ

を洗って、屋上の間に安置した。 38ルダはヨッパ

に近かったので、弟子たちはペテロがルダにきて

いると聞き、ふたりの者を彼のもとにやって、「

どうぞ、早くこちらにおいで下さい」と頼んだ。

39そこでペテロは立って、ふたりの者に連れられ

てきた。彼が着くとすぐ、屋上の間に案内された

。すると、やもめたちがみんな彼のそばに寄って

きて、ドルカスが生前つくった下着や上着の数々

を、泣きながら見せるのであった。 40ペテロはみ

んなの者を外に出し、ひざまずいて祈った。それ

から死体の方に向いて、「タビタよ、起きなさい

」と言った。すると彼女は目をあけ、ペテロを見

て起きなおった。 41ペテロは彼女に手をかして立

たせた。それから、聖徒たちや、やもめたちを呼

び入れて、彼女が生きかえっているのを見せた。

42このことがヨッパ中に知れわたり、多くの人々

が主を信じた。 43ペテロは、皮なめしシモンとい

う人の家に泊まり、しばらくの間ヨッパに滞在し

た。

10さて、カイザリヤにコルネリオという名の人
がいた。イタリヤ隊と呼ばれた部隊の百卒長

で、 2信心深く、家族一同と共に神を敬い、民に

数々の施しをなし、絶えず神に祈をしていた。 3

ある日の午後三時ごろ、神の使が彼のところにき

て、「コルネリオよ」と呼ぶのを、幻ではっきり

見た。 4彼は御使を見つめていたが、恐ろしくな

って、「主よ、なんでございますか」と言った。

すると御使が言った、「あなたの祈や施しは神の

み前にとどいて、おぼえられている。 5ついては

今、ヨッパに人をやって、ペテロと呼ばれるシモ

ンという人を招きなさい。 6この人は、海べに家

をもつ皮なめしシモンという者の客となっている

」。 7このお告げをした御使が立ち去ったのち、
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コルネリオは、僕ふたりと、部下の中で信心深い

兵卒ひとりとを呼び、 8いっさいの事を説明して

聞かせ、ヨッパへ送り出した。 9翌日、この三人

が旅をつづけて町の近くにきたころ、ペテロは祈

をするため屋上にのぼった。時は昼の十二時ごろ

であった。 10彼は空腹をおぼえて、何か食べたい

と思った。そして、人々が食事の用意をしている

間に、夢心地になった。 11すると、天が開け、大

きな布のような入れ物が、四すみをつるされて、

地上に降りて来るのを見た。 12その中には、地上

の四つ足や這うもの、また空の鳥など、各種の生

きものがはいっていた。 13そして声が彼に聞えて

きた、「ペテロよ。立って、それらをほふって食

べなさい」。 14ペテロは言った、「主よ、それは

できません。わたしは今までに、清くないもの、

汚れたものは、何一つ食べたことがありません」

。 15すると、声が二度目にかかってきた、「神が

きよめたものを、清くないなどと言ってはならな

い」。 16こんなことが三度もあってから、その入

れ物はすぐ天に引き上げられた。 17ペテロが、い

ま見た幻はなんの事だろうかと、ひとり思案にく

れていると、ちょうどその時、コルネリオから送

られた人たちが、シモンの家を尋ね当てて、その

門口に立っていた。 18そして声をかけて、「ペテ

ロと呼ばれるシモンというかたが、こちらにお泊

まりではございませんか」と尋ねた。 19ペテロは

なおも幻について、思いめぐらしていると、御霊

が言った、「ごらんなさい、三人の人たちが、あ

なたを尋ねてきている。 20さあ、立って下に降り

、ためらわないで、彼らと一緒に出かけるがよい

。わたしが彼らをよこしたのである」。 21そこで

ペテロは、その人たちのところに降りて行って言

った、「わたしがお尋ねのペテロです。どんなご

用でおいでになったのですか」。 22彼らは答えた

、「正しい人で、神を敬い、ユダヤの全国民に好

感を持たれている百卒長コルネリオが、あなたを

家に招いてお話を伺うようにとのお告げを、聖な

る御使から受けましたので、参りました」。 23そ

こで、ペテロは、彼らを迎えて泊まらせた。翌日

、ペテロは立って、彼らと連れだって出発した。

ヨッパの兄弟たち数人も一緒に行った。 24その次

の日に、一行はカイザリヤに着いた。コルネリオ

は親族や親しい友人たちを呼び集めて、待ってい

た。 25ペテロがいよいよ到着すると、コルネリオ

は出迎えて、彼の足もとにひれ伏して拝した。 26

するとペテロは、彼を引き起して言った、「お立

ちなさい。わたしも同じ人間です」。 27それから

共に話しながら、へやにはいって行くと、そこに

は、すでに大ぜいの人が集まっていた。 28ペテロ

は彼らに言った、「あなたがたが知っているとお

り、ユダヤ人が他国の人と交際したり、出入りし

たりすることは、禁じられています。ところが、

神は、どんな人間をも清くないとか、汚れている

とか言ってはならないと、わたしにお示しになり

ました。 29お招きにあずかった時、少しもためら

わずに参ったのは、そのためなのです。そこで伺

いますが、どういうわけで、わたしを招いてくだ

さったのですか」。 30これに対してコルネリオが

答えた、「四日前、ちょうどこの時刻に、わたし

が自宅で午後三時の祈をしていますと、突然、輝

いた衣を着た人が、前に立って申しました、 31『

コルネリオよ、あなたの祈は聞きいれられ、あな

たの施しは神のみ前におぼえられている。 32そこ

でヨッパに人を送ってペテロと呼ばれるシモンを

招きなさい。その人は皮なめしシモンの海沿いの

家に泊まっている』。 33それで、早速あなたをお

呼びしたのです。ようこそおいで下さいました。

今わたしたちは、主があなたにお告げになったこ

とを残らず伺おうとして、みな神のみ前にまかり

出ているのです」。 34そこでペテロは口を開いて

言った、「神は人をかたよりみないかたで、 35神

を敬い義を行う者はどの国民でも受けいれて下さ

ることが、ほんとうによくわかってきました。 36

あなたがたは、神がすべての者の主なるイエス・

キリストによって平和の福音を宣べ伝えて、イス

ラエルの子らにお送り下さった御言をご存じでし

ょう。 37それは、ヨハネがバプテスマを説いた後

、ガリラヤから始まってユダヤ全土にひろまった

福音を述べたものです。 38神はナザレのイエスに

聖霊と力とを注がれました。このイエスは、神が

共におられるので、よい働きをしながら、また悪

魔に押えつけられている人々をことごとくいやし

ながら、巡回されました。 39わたしたちは、イエ

スがこうしてユダヤ人の地やエルサレムでなさっ

たすべてのことの証人であります。人々はこのイ

エスを木にかけて殺したのです。 40しかし神はイ

エスを三日目によみがえらせ、 41全部の人々にで

はなかったが、わたしたち証人としてあらかじめ

選ばれた者たちに現れるようにして下さいました

。わたしたちは、イエスが死人の中から復活され

た後、共に飲食しました。 42それから、イエスご

自身が生者と死者との審判者として神に定められ

たかたであることを、人々に宣べ伝え、またあか

しするようにと、神はわたしたちにお命じになっ

たのです。 43預言者たちもみな、イエスを信じる

者はことごとく、その名によって罪のゆるしが受

けられると、あかしをしています」。 44ペテロが

これらの言葉をまだ語り終えないうちに、それを

聞いていたみんなの人たちに、聖霊がくだった。

45割礼を受けている信者で、ペテロについてきた

人たちは、異邦人たちにも聖霊の賜物が注がれた

のを見て、驚いた。 46それは、彼らが異言を語っ

て神をさんびしているのを聞いたからである。そ

こで、ペテロが言い出した、 47「この人たちがわ

たしたちと同じように聖霊を受けたからには、彼

らに水でバプテスマを授けるのを、だれがこばみ

得ようか」。 48こう言って、ペテロはその人々に

命じて、イエス・キリストの名によってバプテス

マを受けさせた。それから、彼らはペテロに願っ

て、なお数日のあいだ滞在してもらった。

11さて、異邦人たちも神の言を受けいれたとい
うことが、使徒たちやユダヤにいる兄弟たち

に聞えてきた。 2そこでペテロがエルサレムに上
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ったとき、割礼を重んじる者たちが彼をとがめて

言った、 3「あなたは、割礼のない人たちのとこ

ろに行って、食事を共にしたということだが」。 4

そこでペテロは口を開いて、順序正しく説明して

言った、 5「わたしがヨッパの町で祈っていると

、夢心地になって幻を見た。大きな布のような入

れ物が、四すみをつるされて、天から降りてきて

、わたしのところにとどいた。 6注意して見つめ

ていると、地上の四つ足、野の獣、這うもの、空

の鳥などが、はいっていた。 7それから声がして

、『ペテロよ、立って、それらをほふって食べな

さい』と、わたしに言うのが聞えた。 8わたしは

言った、『主よ、それはできません。わたしは今

までに、清くないものや汚れたものを口に入れた

ことが一度もございません』。 9すると、二度目

に天から声がかかってきた、『神がきよめたもの

を、清くないなどと言ってはならない』。 10こん

なことが三度もあってから、全部のものがまた天

に引き上げられてしまった。 11ちょうどその時、

カイザリヤからつかわされてきた三人の人が、わ

たしたちの泊まっていた家に着いた。 12御霊がわ

たしに、ためらわずに彼らと共に行けと言ったの

で、ここにいる六人の兄弟たちも、わたしと一緒

に出かけて行き、一同がその人の家にはいった。

13すると彼はわたしたちに、御使が彼の家に現れ

て、『ヨッパに人をやって、ペテロと呼ばれるシ

モンを招きなさい。 14この人は、あなたとあなた

の全家族とが救われる言葉を語って下さるであろ

う』と告げた次第を、話してくれた。 15そこでわ

たしが語り出したところ、聖霊が、ちょうど最初

わたしたちの上にくだったと同じように、彼らの

上にくだった。 16その時わたしは、主が『ヨハネ

は水でバプテスマを授けたが、あなたがたは聖霊

によってバプテスマを受けるであろう』と仰せに

なった言葉を思い出した。 17このように、わたし

たちが主イエス・キリストを信じた時に下さった

のと同じ賜物を、神が彼らにもお与えになったと

すれば、わたしのような者が、どうして神を妨げ

ることができようか」。 18人々はこれを聞いて黙

ってしまった。それから神をさんびして、「それ

では神は、異邦人にも命にいたる悔改めをお与え

になったのだ」と言った。 19さて、ステパノのこ

とで起った迫害のために散らされた人々は、ピニ

ケ、クプロ、アンテオケまでも進んで行ったが、

ユダヤ人以外の者には、だれにも御言を語ってい

なかった。 20ところが、その中に数人のクプロ人

とクレネ人がいて、アンテオケに行ってからギリ

シヤ人にも呼びかけ、主イエスを宣べ伝えていた

。 21そして、主のみ手が彼らと共にあったため、

信じて主に帰依するものの数が多かった。 22この

うわさがエルサレムにある教会に伝わってきたの

で、教会はバルナバをアンテオケにつかわした。

23彼は、そこに着いて、神のめぐみを見てよろこ

び、主に対する信仰を揺るがない心で持ちつづけ

るようにと、みんなの者を励ました。 24彼は聖霊

と信仰とに満ちた立派な人であったからである。

こうして主に加わる人々が、大ぜいになった。 25

そこでバルナバはサウロを捜しにタルソへ出かけ

て行き、 26彼を見つけたうえ、アンテオケに連れ

て帰った。ふたりは、まる一年、ともどもに教会

で集まりをし、大ぜいの人々を教えた。このアン

テオケで初めて、弟子たちがクリスチャンと呼ば

れるようになった。 27そのころ、預言者たちがエ

ルサレムからアンテオケにくだってきた。 28その

中のひとりであるアガボという者が立って、世界

中に大ききんが起るだろうと、御霊によって預言

したところ、果してそれがクラウデオ帝の時に起

った。 29そこで弟子たちは、それぞれの力に応じ

て、ユダヤに住んでいる兄弟たちに援助を送るこ

とに決めた。 30そして、それをバルナバとサウロ

との手に託して、長老たちに送りとどけた。

12そのころ、ヘロデ王は教会のある者たちに圧
迫の手をのばし、 2ヨハネの兄弟ヤコブをつ

るぎで切り殺した。 3そして、それがユダヤ人た

ちの意にかなったのを見て、さらにペテロをも捕

えにかかった。それは除酵祭の時のことであった

。 4ヘロデはペテロを捕えて獄に投じ、四人一組

の兵卒四組に引き渡して、見張りをさせておいた

。過越の祭のあとで、彼を民衆の前に引き出すつ

もりであったのである。 5こうして、ペテロは獄

に入れられていた。教会では、彼のために熱心な

祈が神にささげられた。 6ヘロデが彼を引き出そ

うとしていたその夜、ペテロは二重の鎖につなが

れ、ふたりの兵卒の間に置かれて眠っていた。番

兵たちは戸口で獄を見張っていた。 7すると、突

然、主の使がそばに立ち、光が獄内を照した。そ

して御使はペテロのわき腹をつついて起し、「早

く起きあがりなさい」と言った。すると鎖が彼の

両手から、はずれ落ちた。 8御使が「帯をしめ、

くつをはきなさい」と言ったので、彼はそのとお

りにした。それから「上着を着て、ついてきなさ

い」と言われたので、 9ペテロはついて出て行っ

た。彼には御使のしわざが現実のこととは考えら

れず、ただ幻を見ているように思われた。 10彼ら

は第一、第二の衛所を通りすぎて、町に抜ける鉄

門のところに来ると、それがひとりでに開いたの

で、そこを出て一つの通路に進んだとたんに、御

使は彼を離れ去った。 11その時ペテロはわれにか

えって言った、「今はじめて、ほんとうのことが

わかった。主が御使をつかわして、ヘロデの手か

ら、またユダヤ人たちの待ちもうけていたあらゆ

る災から、わたしを救い出して下さったのだ」。

12ペテロはこうとわかってから、マルコと呼ばれ

ているヨハネの母マリヤの家に行った。その家に

は大ぜいの人が集まって祈っていた。 13彼が門の

戸をたたいたところ、ロダという女中が取次ぎに

出てきたが、 14ペテロの声だとわかると、喜びの

あまり、門をあけもしないで家に駆け込み、ペテ

ロが門口に立っていると報告した。 15人々は「あ

なたは気が狂っている」と言ったが、彼女は自分

の言うことに間違いはないと、言い張った。そこ

で彼らは「それでは、ペテロの御使だろう」と言

った。 16しかし、ペテロが門をたたきつづけるの
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で、彼らがあけると、そこにペテロがいたのを見

て驚いた。 17ペテロは手を振って彼らを静め、主

が獄から彼を連れ出して下さった次第を説明し、

「このことを、ヤコブやほかの兄弟たちに伝えて

下さい」と言い残して、どこかほかの所へ出て行

った。 18夜が明けると、兵卒たちの間に、ペテロ

はいったいどうなったのだろうと、大へんな騒ぎ

が起った。 19ヘロデはペテロを捜しても見つから

ないので、番兵たちを取り調べたうえ、彼らを死

刑に処するように命じ、そして、ユダヤからカイ

ザリヤにくだって行って、そこに滞在した。 20さ

て、ツロとシドンとの人々は、ヘロデの怒りに触

ていたので、一同うちそろって王をおとずれ、王

の侍従官ブラストに取りいって、和解かたを依頼

した。彼らの地方が、王の国から食糧を得ていた

からである。 21定められた日に、ヘロデは王服を

まとって王座にすわり、彼らにむかって演説をし

た。 22集まった人々は、「これは神の声だ、人間

の声ではない」と叫びつづけた。 23するとたちま

ち、主の使が彼を打った。神に栄光を帰すること

をしなかったからである。彼は虫にかまれて息が

絶えてしまった。 24こうして、主の言はますます

盛んにひろまって行った。 25バルナバとサウロと

は、その任務を果したのち、マルコと呼ばれてい

たヨハネを連れて、エルサレムから帰ってきた。

13さて、アンテオケにある教会には、バルナバ
、ニゲルと呼ばれるシメオン、クレネ人ルキ

オ、領主ヘロデの乳兄弟マナエン、およびサウロ

などの預言者や教師がいた。 2一同が主に礼拝を

ささげ、断食をしていると、聖霊が「さあ、バル

ナバとサウロとを、わたしのために聖別して、彼

らに授けておいた仕事に当らせなさい」と告げた

。 3そこで一同は、断食と祈とをして、手をふた

りの上においた後、出発させた。 4ふたりは聖霊

に送り出されて、セルキヤにくだり、そこから舟

でクプロに渡った。 5そしてサラミスに着くと、

ユダヤ人の諸会堂で神の言を宣べはじめた。彼ら

はヨハネを助け手として連れていた。 6島全体を

巡回して、パポスまで行ったところ、そこでユダ

ヤ人の魔術師、バルイエスというにせ預言者に出

会った。 7彼は地方総督セルギオ・パウロのとこ

ろに出入りをしていた。この総督は賢明な人であ

って、バルナバとサウロとを招いて、神の言を聞

こうとした。 8ところが魔術師エルマ（彼の名は

「魔術師」との意）は、総督を信仰からそらそう

として、しきりにふたりの邪魔をした。 9サウロ

、またの名はパウロ、は聖霊に満たされ、彼をに

らみつけて 10言った、「ああ、あらゆる偽りと邪

悪とでかたまっている悪魔の子よ、すべて正しい

ものの敵よ。主のまっすぐな道を曲げることを止

めないのか。 11見よ、主のみ手がおまえの上に及

んでいる。おまえは盲になって、当分、日の光が

見えなくなるのだ」。たちまち、かすみとやみと

が彼にかかったため、彼は手さぐりしながら、手

を引いてくれる人を捜しまわった。 12総督はこの

出来事を見て、主の教にすっかり驚き、そして信

じた。 13パウロとその一行は、パポスから船出し

て、パンフリヤのペルガに渡った。ここでヨハネ

は一行から身を引いて、エルサレムに帰ってしま

った。 14しかしふたりは、ペルガからさらに進ん

で、ピシデヤのアンテオケに行き、安息日に会堂

にはいって席に着いた。 15律法と預言書の朗読が

あったのち、会堂司たちが彼らのところに人をつ

かわして、「兄弟たちよ、もしあなたがたのうち

、どなたか、この人々に何か奨励の言葉がありま

したら、どうぞお話し下さい」と言わせた。 16そ

こでパウロが立ちあがり、手を振りながら言った

。「イスラエルの人たち、ならびに神を敬うかた

がたよ、お聞き下さい。 17この民イスラエルの神

は、わたしたちの先祖を選び、エジプトの地に滞

在中、この民を大いなるものとし、み腕を高くさ

し上げて、彼らをその地から導き出された。 18そ

して約四十年にわたって、荒野で彼らをはぐくみ

、 19カナンの地では七つの異民族を打ち滅ぼし、

その地を彼らに譲り与えられた。 20それらのこと

が約四百五十年の年月にわたった。その後、神は

さばき人たちをおつかわしになり、預言者サムエ

ルの時に及んだ。 21その時、人々が王を要求した

ので、神はベニヤミン族の人、キスの子サウロを

四十年間、彼らにおつかわしになった。 22それか

ら神はサウロを退け、ダビデを立てて王とされた

が、彼についてあかしをして、『わたしはエッサ

イの子ダビデを見つけた。彼はわたしの心にかな

った人で、わたしの思うところを、ことごとく実

行してくれるであろう』と言われた。 23神は約束

にしたがって、このダビデの子孫の中から救主イ

エスをイスラエルに送られたが、 24そのこられる

前に、ヨハネがイスラエルのすべての民に悔改め

のバプテスマを、あらかじめ宣べ伝えていた。 25

ヨハネはその一生の行程を終ろうとするに当って

言った、『わたしは、あなたがたが考えているよ

うな者ではない。しかし、わたしのあとから来る

かたがいる。わたしはそのくつを脱がせてあげる

値うちもない』。 26兄弟たち、アブラハムの子孫

のかたがた、ならびに皆さんの中の神を敬う人た

ちよ。この救の言葉はわたしたちに送られたので

ある。 27エルサレムに住む人々やその指導者たち

は、イエスを認めずに刑に処し、それによって、

安息日ごとに読む預言者の言葉が成就した。 28ま

た、なんら死に当る理由が見いだせなかったのに

、ピラトに強要してイエスを殺してしまった。 29

そして、イエスについて書いてあることを、皆な

し遂げてから、人々はイエスを木から取りおろし

て墓に葬った。 30しかし、神はイエスを死人の中

から、よみがえらせたのである。 31イエスは、ガ

リラヤからエルサレムへ一緒に上った人たちに、

幾日ものあいだ現れ、そして、彼らは今や、人々

に対してイエスの証人となっている。 32わたした

ちは、神が先祖たちに対してなされた約束を、こ

こに宣べ伝えているのである。 33神は、イエスを

よみがえらせて、わたしたち子孫にこの約束を、

お果しになった。それは詩篇の第二篇にも、『あ

なたこそは、わたしの子。きょう、わたしはあな
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たを生んだ』と書いてあるとおりである。 34また

、神がイエスを死人の中からよみがえらせて、い

つまでも朽ち果てることのないものとされたこと

については、『わたしは、ダビデに約束した確か

な聖なる祝福を、あなたがたに授けよう』と言わ

れた。 35だから、ほかの箇所でもこう言っておら

れる、『あなたの聖者が朽ち果てるようなことは

、お許しにならないであろう』。 36事実、ダビデ

は、その時代の人々に神のみ旨にしたがって仕え

たが、やがて眠りにつき、先祖たちの中に加えら

れて、ついに朽ち果ててしまった。 37しかし、神

がよみがえらせたかたは、朽ち果てることがなか

ったのである。 38だから、兄弟たちよ、この事を

承知しておくがよい。すなわち、このイエスによ

る罪のゆるしの福音が、今やあなたがたに宣べ伝

えられている。そして、モーセの律法では義とさ

れることができなかったすべての事についても、

39信じる者はもれなく、イエスによって義とされ

るのである。 40だから預言者たちの書にかいてあ

る次のようなことが、あなたがたの身に起らない

ように気をつけなさい。 41『見よ、侮る者たちよ

。驚け、そして滅び去れ。わたしは、あなたがた

の時代に一つの事をする。それは、人がどんなに

説明して聞かせても、あなたがたのとうてい信じ

ないような事なのである』」。 42ふたりが会堂を

出る時、人々は次の安息日にも、これと同じ話を

してくれるようにと、しきりに願った。 43そして

集会が終ってからも、大ぜいのユダヤ人や信心深

い改宗者たちが、パウロとバルナバとについてき

たので、ふたりは、彼らが引きつづき神のめぐみ

にとどまっているようにと、説きすすめた。 44次

の安息日には、ほとんど全市をあげて、神の言を

聞きに集まってきた。 45するとユダヤ人たちは、

その群衆を見てねたましく思い、パウロの語るこ

とに口ぎたなく反対した。 46パウロとバルナバと

は大胆に語った、「神の言は、まず、あなたがた

に語り伝えられなければならなかった。しかし、

あなたがたはそれを退け、自分自身を永遠の命に

ふさわしからぬ者にしてしまったから、さあ、わ

たしたちはこれから方向をかえて、異邦人たちの

方に行くのだ。 (aiōnios g166) 47主はわたしたちに、

こう命じておられる、『わたしは、あなたを立て

て異邦人の光とした。あなたが地の果までも救を

もたらすためである』」。 48異邦人たちはこれを

聞いてよろこび、主の御言をほめたたえてやまな

かった。そして、永遠の命にあずかるように定め

られていた者は、みな信じた。 (aiōnios g166) 49こう

して、主の御言はこの地方全体にひろまって行っ

た。 50ところが、ユダヤ人たちは、信心深い貴婦

人たちや町の有力者たちを煽動して、パウロとバ

ルナバを迫害させ、ふたりをその地方から追い出

させた。 51ふたりは、彼らに向けて足のちりを払

い落して、イコニオムへ行った。 52弟子たちは、

ますます喜びと聖霊とに満たされていた。

14ふたりは、イコニオムでも同じようにユダヤ
人の会堂にはいって語った結果、ユダヤ人や

ギリシヤ人が大ぜい信じた。 2ところが、信じな

かったユダヤ人たちは異邦人たちをそそのかして

、兄弟たちに対して悪意をいだかせた。 3それに

もかかわらず、ふたりは長い期間をそこで過ごし

て、大胆に主のことを語った。主は、彼らの手に

よってしるしと奇跡とを行わせ、そのめぐみの言

葉をあかしされた。 4そこで町の人々が二派に分

れ、ある人たちはユダヤ人の側につき、ある人た

ちは使徒の側についた。 5その時、異邦人やユダ

ヤ人が役人たちと一緒になって反対運動を起し、

使徒たちをはずかしめ、石で打とうとしたので、 6

ふたりはそれと気づいて、ルカオニヤの町々、ル

ステラ、デルベおよびその附近の地へのがれ、 7

そこで引きつづき福音を伝えた。 8ところが、ル

ステラに足のきかない人が、すわっていた。彼は

生れながらの足なえで、歩いた経験が全くなかっ

た。 9この人がパウロの語るのを聞いていたが、

パウロは彼をじっと見て、いやされるほどの信仰

が彼にあるのを認め、 10大声で「自分の足で、ま

っすぐに立ちなさい」と言った。すると彼は踊り

上がって歩き出した。 11群衆はパウロのしたこと

を見て、声を張りあげ、ルカオニヤの地方語で、

「神々が人間の姿をとって、わたしたちのところ

にお下りになったのだ」と叫んだ。 12彼らはバル

ナバをゼウスと呼び、パウロはおもに語る人なの

で、彼をヘルメスと呼んだ。 13そして、郊外にあ

るゼウス神殿の祭司が、群衆と共に、ふたりに犠

牲をささげようと思って、雄牛数頭と花輪とを門

前に持ってきた。 14ふたりの使徒バルナバとパウ

ロとは、これを聞いて自分の上着を引き裂き、群

衆の中に飛び込んで行き、叫んで 15言った、「皆

さん、なぜこんな事をするのか。わたしたちとて

も、あなたがたと同じような人間である。そして

、あなたがたがこのような愚にもつかぬものを捨

てて、天と地と海と、その中のすべてのものをお

造りになった生ける神に立ち帰るようにと、福音

を説いているものである。 16神は過ぎ去った時代

には、すべての国々の人が、それぞれの道を行く

ままにしておかれたが、 17それでも、ご自分のこ

とをあかししないでおられたわけではない。すな

わち、あなたがたのために天から雨を降らせ、実

りの季節を与え、食物と喜びとで、あなたがたの

心を満たすなど、いろいろのめぐみをお与えにな

っているのである」。 18こう言って、ふたりは、

やっとのことで、群衆が自分たちに犠牲をささげ

るのを、思い止まらせた。 19ところが、あるユダ

ヤ人たちはアンテオケやイコニオムから押しかけ

てきて、群衆を仲間に引き入れたうえ、パウロを

石で打ち、死んでしまったと思って、彼を町の外

に引きずり出した。 20しかし、弟子たちがパウロ

を取り囲んでいる間に、彼は起きあがって町には

いって行った。そして翌日には、バルナバと一緒

にデルベにむかって出かけた。 21その町で福音を

伝えて、大ぜいの人を弟子とした後、ルステラ、

イコニオム、アンテオケの町々に帰って行き、 22

弟子たちを力づけ、信仰を持ちつづけるようにと

奨励し、「わたしたちが神の国にはいるのには、
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多くの苦難を経なければならない」と語った。 23

また教会ごとに彼らのために長老たちを任命し、

断食をして祈り、彼らをその信じている主にゆだ

ねた。 24それから、ふたりはピシデヤを通過して

パンフリヤにきたが、 25ペルガで御言を語った後

、アタリヤにくだり、 26そこから舟でアンテオケ

に帰った。彼らが今なし終った働きのために、神

の祝福を受けて送り出されたのは、このアンテオ

ケからであった。 27彼らは到着早々、教会の人々

を呼び集めて、神が彼らと共にいてして下さった

数々のこと、また信仰の門を異邦人に開いて下さ

ったことなどを、報告した。 28そして、ふたりは

しばらくの間、弟子たちと一緒に過ごした。

15さて、ある人たちがユダヤから下ってきて、
兄弟たちに「あなたがたも、モーセの慣例に

したがって割礼を受けなければ、救われない」と

、説いていた。 2そこで、パウロやバルナバと彼

らとの間に、少なからぬ紛糾と争論とが生じたの

で、パウロ、バルナバそのほか数人の者がエルサ

レムに上り、使徒たちや長老たちと、この問題に

ついて協議することになった。 3彼らは教会の人

々に見送られ、ピニケ、サマリヤをとおって、道

すがら、異邦人たちの改宗の模様をくわしく説明

し、すべての兄弟たちを大いに喜ばせた。 4エル

サレムに着くと、彼らは教会と使徒たち、長老た

ちに迎えられて、神が彼らと共にいてなされたこ

とを、ことごとく報告した。 5ところが、パリサ

イ派から信仰にはいってきた人たちが立って、「

異邦人にも割礼を施し、またモーセの律法を守ら

せるべきである」と主張した。 6そこで、使徒た

ちや長老たちが、この問題について審議するため

に集まった。 7激しい争論があった後、ペテロが

立って言った、「兄弟たちよ、ご承知のとおり、

異邦人がわたしの口から福音の言葉を聞いて信じ

るようにと、神は初めのころに、諸君の中からわ

たしをお選びになったのである。 8そして、人の

心をご存じである神は、聖霊をわれわれに賜わっ

たと同様に彼らにも賜わって、彼らに対してあか

しをなし、 9また、その信仰によって彼らの心を

きよめ、われわれと彼らとの間に、なんの分けへ

だてもなさらなかった。 10しかるに、諸君はなぜ

、今われわれの先祖もわれわれ自身も、負いきれ

なかったくびきをあの弟子たちの首にかけて、神

を試みるのか。 11確かに、主イエスのめぐみによ

って、われわれは救われるのだと信じるが、彼ら

とても同様である」。 12すると、全会衆は黙って

しまった。それから、バルナバとパウロとが、彼

らをとおして異邦人の間に神が行われた数々のし

るしと奇跡のことを、説明するのを聞いた。 13ふ

たりが語り終えた後、ヤコブはそれに応じて述べ

た、「兄弟たちよ、わたしの意見を聞いていただ

きたい。 14神が初めに異邦人たちを顧みて、その

中から御名を負う民を選び出された次第は、シメ

オンがすでに説明した。 15預言者たちの言葉も、

それと一致している。すなわち、こう書いてある

、 16『その後、わたしは帰ってきて、倒れたダビ

デの幕屋を建てかえ、くずれた箇所を修理し、そ

れを立て直そう。 17残っている人々も、わたしの

名を唱えているすべての異邦人も、主を尋ね求め

るようになるためである。 18世の初めからこれら

の事を知らせておられる主が、こう仰せになった

』。 (aiōn g165) 19そこで、わたしの意見では、異邦

人の中から神に帰依している人たちに、わずらい

をかけてはいけない。 20ただ、偶像に供えて汚れ

た物と、不品行と、絞め殺したものと、血とを、

避けるようにと、彼らに書き送ることにしたい。

21古い時代から、どの町にもモーセの律法を宣べ

伝える者がいて、安息日ごとにそれを諸会堂で朗

読するならわしであるから」。 22そこで、使徒た

ちや長老たちは、全教会と協議した末、お互の中

から人々を選んで、パウロやバルナバと共に、ア

ンテオケに派遣することに決めた。選ばれたのは

、バルサバというユダとシラスとであったが、い

ずれも兄弟たちの間で重んじられていた人たちで

あった。 23この人たちに託された書面はこうであ

る。「あなたがたの兄弟である使徒および長老た

ちから、アンテオケ、シリヤ、キリキヤにいる異

邦人の兄弟がたに、あいさつを送る。 24こちらか

ら行ったある者たちが、わたしたちからの指示も

ないのに、いろいろなことを言って、あなたがた

を騒がせ、あなたがたの心を乱したと伝え聞いた

。 25そこで、わたしたちは人々を選んで、愛する

バルナバおよびパウロと共に、あなたがたのもと

に派遣することに、衆議一決した。 26このふたり

は、われらの主イエス・キリストの名のために、

その命を投げ出した人々であるが、 27彼らと共に

、ユダとシラスとを派遣する次第である。この人

たちは、あなたがたに、同じ趣旨のことを、口頭

でも伝えるであろう。 28すなわち、聖霊とわたし

たちとは、次の必要事項のほかは、どんな負担を

も、あなたがたに負わせないことに決めた。 29そ

れは、偶像に供えたものと、血と、絞め殺したも

のと、不品行とを、避けるということである。こ

れらのものから遠ざかっておれば、それでよろし

い。以上」。 30さて、一行は人々に見送られて、

アンテオケに下って行き、会衆を集めて、その書

面を手渡した。 31人々はそれを読んで、その勧め

の言葉をよろこんだ。 32ユダとシラスとは共に預

言者であったので、多くの言葉をもって兄弟たち

を励まし、また力づけた。 33ふたりは、しばらく

の時を、そこで過ごした後、兄弟たちから、旅の

平安を祈られて、見送りを受け、自分らを派遣し

た人々のところに帰って行った。〔 34しかし、シ

ラスだけは、引きつづきとどまることにした。〕

35パウロとバルナバとはアンテオケに滞在をつづ

けて、ほかの多くの人たちと共に、主の言葉を教

えかつ宣べ伝えた。 36幾日かの後、パウロはバル

ナバに言った、「さあ、前に主の言葉を伝えたす

べての町々にいる兄弟たちを、また訪問して、み

んながどうしているかを見てこようではないか」

。 37そこで、バルナバはマルコというヨハネも一

緒に連れて行くつもりでいた。 38しかし、パウロ

は、前にパンフリヤで一行から離れて、働きを共
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にしなかったような者は、連れて行かないがよい

と考えた。 39こうして激論が起り、その結果ふた

りは互に別れ別れになり、バルナバはマルコを連

れてクプロに渡って行き、 40パウロはシラスを選

び、兄弟たちから主の恵みにゆだねられて、出発

した。 41そしてパウロは、シリヤ、キリキヤの地

方をとおって、諸教会を力づけた。

16それから、彼はデルベに行き、次にルステラ
に行った。そこにテモテという名の弟子がい

た。信者のユダヤ婦人を母とし、ギリシヤ人を父

としており、 2ルステラとイコニオムの兄弟たち

の間で、評判のよい人物であった。 3パウロはこ

のテモテを連れて行きたかったので、その地方に

いるユダヤ人の手前、まず彼に割礼を受けさせた

。彼の父がギリシヤ人であることは、みんな知っ

ていたからである。 4それから彼らは通る町々で

、エルサレムの使徒たちや長老たちの取り決めた

事項を守るようにと、人々にそれを渡した。 5こ

うして、諸教会はその信仰を強められ、日ごとに

数を増していった。 6それから彼らは、アジヤで

御言を語ることを聖霊に禁じられたので、フルギ

ヤ・ガラテヤ地方をとおって行った。 7そして、

ムシヤのあたりにきてから、ビテニヤに進んで行

こうとしたところ、イエスの御霊がこれを許さな

かった。 8それで、ムシヤを通過して、トロアス

に下って行った。 9ここで夜、パウロは一つの幻

を見た。ひとりのマケドニヤ人が立って、「マケ

ドニヤに渡ってきて、わたしたちを助けて下さい

」と、彼に懇願するのであった。 10パウロがこの

幻を見た時、これは彼らに福音を伝えるために、

神がわたしたちをお招きになったのだと確信して

、わたしたちは、ただちにマケドニヤに渡って行

くことにした。 11そこで、わたしたちはトロアス

から船出して、サモトラケに直航し、翌日ネアポ

リスに着いた。 12そこからピリピへ行った。これ

はマケドニヤのこの地方第一の町で、植民都市で

あった。わたしたちは、この町に数日間滞在した

。 13ある安息日に、わたしたちは町の門を出て、

祈り場があると思って、川のほとりに行った。そ

して、そこにすわり、集まってきた婦人たちに話

をした。 14ところが、テアテラ市の紫布の商人で

、神を敬うルデヤという婦人が聞いていた。主は

彼女の心を開いて、パウロの語ることに耳を傾け

させた。 15そして、この婦人もその家族も、共に

バプテスマを受けたが、その時、彼女は「もし、

わたしを主を信じる者とお思いでしたら、どうぞ

、わたしの家にきて泊まって下さい」と懇望し、

しいてわたしたちをつれて行った。 16ある時、わ

たしたちが、祈り場に行く途中、占いの霊につか

れた女奴隷に出会った。彼女は占いをして、その

主人たちに多くの利益を得させていた者である。

17この女が、パウロやわたしたちのあとを追って

きては、「この人たちは、いと高き神の僕たちで

、あなたがたに救の道を伝えるかただ」と、叫び

出すのであった。 18そして、そんなことを幾日間

もつづけていた。パウロは困りはてて、その霊に

むかい「イエス・キリストの名によって命じる。

その女から出て行け」と言った。すると、その瞬

間に霊が女から出て行った。 19彼女の主人たちは

、自分らの利益を得る望みが絶えたのを見て、パ

ウロとシラスとを捕え、役人に引き渡すため広場

に引きずって行った。 20それから、ふたりを長官

たちの前に引き出して訴えた、「この人たちはユ

ダヤ人でありまして、わたしたちの町をかき乱し

、 21わたしたちローマ人が、採用も実行もしては

ならない風習を宣伝しているのです」。 22群衆も

いっせいに立って、ふたりを責めたてたので、長

官たちはふたりの上着をはぎ取り、むちで打つこ

とを命じた。 23それで、ふたりに何度もむちを加

えさせたのち、獄に入れ、獄吏にしっかり番をす

るようにと命じた。 24獄吏はこの厳命を受けたの

で、ふたりを奥の獄屋に入れ、その足に足かせを

しっかとかけておいた。 25真夜中ごろ、パウロと

シラスとは、神に祈り、さんびを歌いつづけたが

、囚人たちは耳をすまして聞きいっていた。 26と

ころが突然、大地震が起って、獄の土台が揺れ動

き、戸は全部たちまち開いて、みんなの者の鎖が

解けてしまった。 27獄吏は目をさまし、獄の戸が

開いてしまっているのを見て、囚人たちが逃げ出

したものと思い、つるぎを抜いて自殺しかけた。

28そこでパウロは大声をあげて言った、「自害し

てはいけない。われわれは皆ひとり残らず、ここ

にいる」。 29すると、獄吏は、あかりを手に入れ

た上、獄に駆け込んできて、おののきながらパウ

ロとシラスの前にひれ伏した。 30それから、ふた

りを外に連れ出して言った、「先生がた、わたし

は救われるために、何をすべきでしょうか」。 31

ふたりが言った、「主イエスを信じなさい。そう

したら、あなたもあなたの家族も救われます」。

32それから、彼とその家族一同とに、神の言を語

って聞かせた。 33彼は真夜中にもかかわらず、ふ

たりを引き取って、その打ち傷を洗ってやった。

そして、その場で自分も家族も、ひとり残らずバ

プテスマを受け、 34さらに、ふたりを自分の家に

案内して食事のもてなしをし、神を信じる者とな

ったことを、全家族と共に心から喜んだ。 35夜が

明けると、長官たちは警吏らをつかわして、「あ

の人たちを釈放せよ」と言わせた。 36そこで、獄

吏はこの言葉をパウロに伝えて言った、「長官た

ちが、あなたがたを釈放させるようにと、使をよ

こしました。さあ、出てきて、無事にお帰りなさ

い」。 37ところが、パウロは警吏らに言った、「

彼らは、ローマ人であるわれわれを、裁判にかけ

もせずに、公衆の前でむち打ったあげく、獄に入

れてしまった。しかるに今になって、ひそかに、

われわれを出そうとするのか。それは、いけない

。彼ら自身がここにきて、われわれを連れ出すべ

きである」。 38警吏らはこの言葉を長官たちに報

告した。すると長官たちは、ふたりがローマ人だ

と聞いて恐れ、 39自分でやってきてわびた上、ふ

たりを獄から連れ出し、町から立ち去るようにと

頼んだ。 40ふたりは獄を出て、ルデヤの家に行っ
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た。そして、兄弟たちに会って勧めをなし、それ

から出かけた。

17一行は、アムピポリスとアポロニヤとをとお
って、テサロニケに行った。ここにはユダヤ

人の会堂があった。 2パウロは例によって、その

会堂にはいって行って、三つの安息日にわたり、

聖書に基いて彼らと論じ、 3キリストは必ず苦難

を受け、そして死人の中からよみがえるべきこと

、また「わたしがあなたがたに伝えているこのイ

エスこそは、キリストである」とのことを、説明

もし論証もした。 4ある人たちは納得がいって、

パウロとシラスにしたがった。その中には、信心

深いギリシヤ人が多数あり、貴婦人たちも少なく

なかった。 5ところが、ユダヤ人たちは、それを

ねたんで、町をぶらついているならず者らを集め

て暴動を起し、町を騒がせた。それからヤソンの

家を襲い、ふたりを民衆の前にひっぱり出そうと

、しきりに捜した。 6しかし、ふたりが見つから

ないので、ヤソンと兄弟たち数人を、市の当局者

のところに引きずって行き、叫んで言った、「天

下をかき回してきたこの人たちが、ここにもはい

り込んでいます。 7その人たちをヤソンが自分の

家に迎え入れました。この連中は、みなカイザル

の詔勅にそむいて行動し、イエスという別の王が

いるなどと言っています」。 8これを聞いて、群

衆と市の当局者は不安に感じた。 9そして、ヤソ

ンやほかの者たちから、保証金を取った上、彼ら

を釈放した。 10そこで、兄弟たちはただちに、パ

ウロとシラスとを、夜の間にベレヤへ送り出した

。ふたりはベレヤに到着すると、ユダヤ人の会堂

に行った。 11ここにいるユダヤ人はテサロニケの

者たちよりも素直であって、心から教を受けいれ

、果してそのとおりかどうかを知ろうとして、日

々聖書を調べていた。 12そういうわけで、彼らの

うちの多くの者が信者になった。また、ギリシヤ

の貴婦人や男子で信じた者も、少なくなかった。

13テサロニケのユダヤ人たちは、パウロがベレヤ

でも神の言を伝えていることを知り、そこにも押

しかけてきて、群衆を煽動して騒がせた。 14そこ

で、兄弟たちは、ただちにパウロを送り出して、

海べまで行かせ、シラスとテモテとはベレヤに居

残った。 15パウロを案内した人たちは、彼をアテ

ネまで連れて行き、テモテとシラスとになるべく

早く来るようにとのパウロの伝言を受けて、帰っ

た。 16さて、パウロはアテネで彼らを待っている

間に、市内に偶像がおびただしくあるのを見て、

心に憤りを感じた。 17そこで彼は、会堂ではユダ

ヤ人や信心深い人たちと論じ、広場では毎日そこ

で出会う人々を相手に論じた。 18また、エピクロ

ス派やストア派の哲学者数人も、パウロと議論を

戦わせていたが、その中のある者たちが言った、

「このおしゃべりは、いったい、何を言おうとし

ているのか」。また、ほかの者たちは、「あれは

、異国の神々を伝えようとしているらしい」と言

った。パウロが、イエスと復活とを、宣べ伝えて

いたからであった。 19そこで、彼らはパウロをア

レオパゴスの評議所に連れて行って、「君の語っ

ている新しい教がどんなものか、知らせてもらえ

まいか。 20君がなんだか珍らしいことをわれわれ

に聞かせているので、それがなんの事なのか知り

たいと思うのだ」と言った。 21いったい、アテネ

人もそこに滞在している外国人もみな、何か耳新

しいことを話したり聞いたりすることのみに、時

を過ごしていたのである。 22そこでパウロは、ア

レオパゴスの評議所のまん中に立って言った。「

アテネの人たちよ、あなたがたは、あらゆる点に

おいて、すこぶる宗教心に富んでおられると、わ

たしは見ている。 23実は、わたしが道を通りなが

ら、あなたがたの拝むいろいろなものを、よく見

ているうちに、『知られない神に』と刻まれた祭

壇もあるのに気がついた。そこで、あなたがたが

知らずに拝んでいるものを、いま知らせてあげよ

う。 24この世界と、その中にある万物とを造った

神は、天地の主であるのだから、手で造った宮な

どにはお住みにならない。 25また、何か不足でも

しておるかのように、人の手によって仕えられる

必要もない。神は、すべての人々に命と息と万物

とを与え、 26また、ひとりの人から、あらゆる民

族を造り出して、地の全面に住まわせ、それぞれ

に時代を区分し、国土の境界を定めて下さったの

である。 27こうして、人々が熱心に追い求めて捜

しさえすれば、神を見いだせるようにして下さっ

た。事実、神はわれわれひとりびとりから遠く離

れておいでになるのではない。 28われわれは神の

うちに生き、動き、存在しているからである。あ

なたがたのある詩人たちも言ったように、『われ

われも、確かにその子孫である』。 29このように

、われわれは神の子孫なのであるから、神たる者

を、人間の技巧や空想で金や銀や石などに彫り付

けたものと同じと、見なすべきではない。 30神は

、このような無知の時代を、これまでは見過ごし

にされていたが、今はどこにおる人でも、みな悔

い改めなければならないことを命じておられる。

31神は、義をもってこの世界をさばくためその日

を定め、お選びになったかたによってそれをなし

遂げようとされている。すなわち、このかたを死

人の中からよみがえらせ、その確証をすべての人

に示されたのである」。 32死人のよみがえりのこ

とを聞くと、ある者たちはあざ笑い、またある者

たちは、「この事については、いずれまた聞くこ

とにする」と言った。 33こうして、パウロは彼ら

の中から出て行った。 34しかし、彼にしたがって

信じた者も、幾人かあった。その中には、アレオ

パゴスの裁判人デオヌシオとダマリスという女、

また、その他の人々もいた。

18その後、パウロはアテネを去ってコリントへ
行った。 2そこで、アクラというポント生れ

のユダヤ人と、その妻プリスキラとに出会った。

クラウデオ帝が、すべてのユダヤ人をローマから

退去させるようにと、命令したため、彼らは近ご

ろイタリヤから出てきたのである。 3パウロは彼

らのところに行ったが、互に同業であったので、
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その家に住み込んで、一緒に仕事をした。天幕造

りがその職業であった。 4パウロは安息日ごとに

会堂で論じては、ユダヤ人やギリシヤ人の説得に

努めた。 5シラスとテモテが、マケドニヤから下

ってきてからは、パウロは御言を伝えることに専

念し、イエスがキリストであることを、ユダヤ人

たちに力強くあかしした。 6しかし、彼らがこれ

に反抗してののしり続けたので、パウロは自分の

上着を振りはらって、彼らに言った、「あなたが

たの血は、あなたがた自身にかえれ。わたしには

責任がない。今からわたしは異邦人の方に行く」

。 7こう言って、彼はそこを去り、テテオ・ユス

トという神を敬う人の家に行った。その家は会堂

と隣り合っていた。 8会堂司クリスポは、その家

族一同と共に主を信じた。また多くのコリント人

も、パウロの話を聞いて信じ、ぞくぞくとバプテ

スマを受けた。 9すると、ある夜、幻のうちに主

がパウロに言われた、「恐れるな。語りつづけよ

、黙っているな。 10あなたには、わたしがついて

いる。だれもあなたを襲って、危害を加えるよう

なことはない。この町には、わたしの民が大ぜい

いる」。 11パウロは一年六か月の間ここに腰をす

えて、神の言を彼らの間に教えつづけた。 12とこ

ろが、ガリオがアカヤの総督であった時、ユダヤ

人たちは一緒になってパウロを襲い、彼を法廷に

ひっぱって行って訴えた、 13「この人は、律法に

そむいて神を拝むように、人々をそそのかしてい

ます」。 14パウロが口を開こうとすると、ガリオ

はユダヤ人たちに言った、「ユダヤ人諸君、何か

不法行為とか、悪質の犯罪とかのことなら、わた

しは当然、諸君の訴えを取り上げもしようが、 15

これは諸君の言葉や名称や律法に関する問題なの

だから、諸君みずから始末するがよかろう。わた

しはそんな事の裁判人にはなりたくない」。 16こ

う言って、彼らを法廷から追いはらった。 17そこ

で、みんなの者は、会堂司ソステネを引き捕え、

法廷の前で打ちたたいた。ガリオはそれに対して

、そ知らぬ顔をしていた。 18さてパウロは、なお

幾日ものあいだ滞在した後、兄弟たちに別れを告

げて、シリヤへ向け出帆した。プリスキラとアク

ラも同行した。パウロは、かねてから、ある誓願

を立てていたので、ケンクレヤで頭をそった。 19

一行がエペソに着くと、パウロはふたりをそこに

残しておき、自分だけ会堂にはいって、ユダヤ人

たちと論じた。 20人々は、パウロにもっと長いあ

いだ滞在するように願ったが、彼は聞きいれない

で、 21「神のみこころなら、またあなたがたのと

ころに帰ってこよう」と言って、別れを告げ、エ

ペソから船出した。 22それから、カイザリヤで上

陸してエルサレムに上り、教会にあいさつしてか

ら、アンテオケに下って行った。 23そこにしばら

くいてから、彼はまた出かけ、ガラテヤおよびフ

ルギヤの地方を歴訪して、すべての弟子たちを力

づけた。 24さて、アレキサンデリヤ生れで、聖書

に精通し、しかも、雄弁なアポロというユダヤ人

が、エペソにきた。 25この人は主の道に通じてお

り、また、霊に燃えてイエスのことを詳しく語っ

たり教えたりしていたが、ただヨハネのバプテス

マしか知っていなかった。 26彼は会堂で大胆に語

り始めた。それをプリスキラとアクラとが聞いて

、彼を招きいれ、さらに詳しく神の道を解き聞か

せた。 27それから、アポロがアカヤに渡りたいと

思っていたので、兄弟たちは彼を励まし、先方の

弟子たちに、彼をよく迎えるようにと、手紙を書

き送った。彼は到着して、すでにめぐみによって

信者になっていた人たちに、大いに力になった。

28彼はイエスがキリストであることを、聖書に基

いて示し、公然と、ユダヤ人たちを激しい語調で

論破したからである。

19アポロがコリントにいた時、パウロは奥地を
とおってエペソにきた。そして、ある弟子た

ちに出会って、 2彼らに「あなたがたは、信仰に

はいった時に、聖霊を受けたのか」と尋ねたとこ

ろ、「いいえ、聖霊なるものがあることさえ、聞

いたことがありません」と答えた。 3「では、だ

れの名によってバプテスマを受けたのか」と彼が

きくと、彼らは「ヨハネの名によるバプテスマを

受けました」と答えた。 4そこで、パウロが言っ

た、「ヨハネは悔改めのバプテスマを授けたが、

それによって、自分のあとに来るかた、すなわち

、イエスを信じるように、人々に勧めたのである

」。 5人々はこれを聞いて、主イエスの名による

バプテスマを受けた。 6そして、パウロが彼らの

上に手をおくと、聖霊が彼らにくだり、それから

彼らは異言を語ったり、預言をしたりし出した。 7

その人たちはみんなで十二人ほどであった。 8そ

れから、パウロは会堂にはいって、三か月のあい

だ、大胆に神の国について論じ、また勧めをした

。 9ところが、ある人たちは心をかたくなにして

、信じようとせず、会衆の前でこの道をあしざま

に言ったので、彼は弟子たちを引き連れて、その

人たちから離れ、ツラノの講堂で毎日論じた。 10

それが二年間も続いたので、アジヤに住んでいる

者は、ユダヤ人もギリシヤ人も皆、主の言を聞い

た。 11神は、パウロの手によって、異常な力ある

わざを次々になされた。 12たとえば、人々が、彼

の身につけている手ぬぐいや前掛けを取って病人

にあてると、その病気が除かれ、悪霊が出て行く

のであった。 13そこで、ユダヤ人のまじない師で

、遍歴している者たちが、悪霊につかれている者

にむかって、主イエスの名をとなえ、「パウロの

宣べ伝えているイエスによって命じる。出て行け

」と、ためしに言ってみた。 14ユダヤの祭司長ス

ケワという者の七人のむすこたちも、そんなこと

をしていた。 15すると悪霊がこれに対して言った

、「イエスなら自分は知っている。パウロもわか

っている。だが、おまえたちは、いったい何者だ

」。 16そして、悪霊につかれている人が、彼らに

飛びかかり、みんなを押えつけて負かしたので、

彼らは傷を負ったまま裸になって、その家を逃げ

出した。 17このことがエペソに住むすべてのユダ

ヤ人やギリシヤ人に知れわたって、みんな恐怖に

襲われ、そして、主イエスの名があがめられた。
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18また信者になった者が大ぜいきて、自分の行為

を打ちあけて告白した。 19それから、魔術を行っ

ていた多くの者が、魔術の本を持ち出してきては

、みんなの前で焼き捨てた。その値段を総計した

ところ、銀五万にも上ることがわかった。 20この

ようにして、主の言はますます盛んにひろまり、

また力を増し加えていった。 21これらの事があっ

た後、パウロは御霊に感じて、マケドニヤ、アカ

ヤをとおって、エルサレムへ行く決心をした。そ

して言った、「わたしは、そこに行ったのち、ぜ

ひローマをも見なければならない」。 22そこで、

自分に仕えている者の中から、テモテとエラスト

とのふたりを、まずマケドニヤに送り出し、パウ

ロ自身は、なおしばらくアジヤにとどまった。 23

そのころ、この道について容易ならぬ騒動が起っ

た。 24そのいきさつは、こうである。デメテリオ

という銀細工人が、銀でアルテミス神殿の模型を

造って、職人たちに少なからぬ利益を得させてい

た。 25この男がその職人たちや、同類の仕事をし

ていた者たちを集めて言った、「諸君、われわれ

がこの仕事で、金もうけをしていることは、ご承

知のとおりだ。 26しかるに、諸君の見聞きしてい

るように、あのパウロが、手で造られたものは神

様ではないなどと言って、エペソばかりか、ほと

んどアジヤ全体にわたって、大ぜいの人々を説き

つけて誤らせた。 27これでは、お互の仕事に悪評

が立つおそれがあるばかりか、大女神アルテミス

の宮も軽んじられ、ひいては全アジヤ、いや全世

界が拝んでいるこの大女神のご威光さえも、消え

てしまいそうである」。 28これを聞くと、人々は

怒りに燃え、大声で「大いなるかな、エペソ人の

アルテミス」と叫びつづけた。 29そして、町中が

大混乱に陥り、人々はパウロの道連れであるマケ

ドニヤ人ガイオとアリスタルコとを捕えて、いっ

せいに劇場へなだれ込んだ。 30パウロは群衆の中

にはいって行こうとしたが、弟子たちがそれをさ

せなかった。 31アジヤ州の議員で、パウロの友人

であった人たちも、彼に使をよこして、劇場には

いって行かないようにと、しきりに頼んだ。 32中

では、集会が混乱に陥ってしまって、ある者はこ

のことを、ほかの者はあのことを、どなりつづけ

ていたので、大多数の者は、なんのために集まっ

たのかも、わからないでいた。 33そこで、ユダヤ

人たちが、前に押し出したアレキサンデルなる者

を、群衆の中のある人たちが促したため、彼は手

を振って、人々に弁明を試みようとした。 34とこ

ろが、彼がユダヤ人だとわかると、みんなの者が

いっせいに「大いなるかな、エペソ人のアルテミ

ス」と二時間ばかりも叫びつづけた。 35ついに、

市の書記役が群衆を押し静めて言った、「エペソ

の諸君、エペソ市が大女神アルテミスと、天くだ

ったご神体との守護役であることを知らない者が

、ひとりでもいるだろうか。 36これは否定のでき

ない事実であるから、諸君はよろしく静かにして

いるべきで、乱暴な行動は、いっさいしてはなら

ない。 37諸君はこの人たちをここにひっぱってき

たが、彼らは宮を荒す者でも、われわれの女神を

そしる者でもない。 38だから、もしデメテリオな

りその職人仲間なりが、だれかに対して訴え事が

あるなら、裁判の日はあるし、総督もいるのだか

ら、それぞれ訴え出るがよい。 39しかし、何かも

っと要求したい事があれば、それは正式の議会で

解決してもらうべきだ。 40きょうの事件について

は、この騒ぎを弁護できるような理由が全くない

のだから、われわれは治安をみだす罪に問われる

おそれがある」。 41こう言って、彼はこの集会を

解散させた。

20騒ぎがやんだ後、パウロは弟子たちを呼び集
めて激励を与えた上、別れのあいさつを述べ

、マケドニヤへ向かって出発した。 2そして、そ

の地方をとおり、多くの言葉で人々を励ましたの

ち、ギリシヤにきた。 3彼はそこで三か月を過ご

した。それからシリヤへ向かって、船出しようと

していた矢先、彼に対するユダヤ人の陰謀が起っ

たので、マケドニヤを経由して帰ることに決した

。 4プロの子であるエペソ人ソパテロ、テサロニ

ケ人アリスタルコとセクンド、デルベ人ガイオ、

それからテモテ、またアジヤ人テキコとトロピモ

がパウロの同行者であった。 5この人たちは先発

して、トロアスでわたしたちを待っていた。 6わ

たしたちは、除酵祭が終ったのちに、ピリピから

出帆し、五日かかってトロアスに到着して、彼ら

と落ち合い、そこに七日間滞在した。 7週の初め

の日に、わたしたちがパンをさくために集まった

時、パウロは翌日出発することにしていたので、

しきりに人々と語り合い、夜中まで語りつづけた

。 8わたしたちが集まっていた屋上の間には、あ

かりがたくさんともしてあった。 9ユテコという

若者が窓に腰をかけていたところ、パウロの話が

ながながと続くので、ひどく眠けがさしてきて、

とうとうぐっすり寝入ってしまい、三階から下に

落ちた。抱き起してみたら、もう死んでいた。 10

そこでパウロは降りてきて、若者の上に身をかが

め、彼を抱きあげて、「騒ぐことはない。まだ命

がある」と言った。 11そして、また上がって行っ

て、パンをさいて食べてから、明けがたまで長い

あいだ人々と語り合って、ついに出発した。 12人

々は生きかえった若者を連れかえり、ひとかたな

らず慰められた。 13さて、わたしたちは先に舟に

乗り込み、アソスへ向かって出帆した。そこから

パウロを舟に乗せて行くことにしていた。彼だけ

は陸路をとることに決めていたからである。 14パ

ウロがアソスで、わたしたちと落ち合った時、わ

たしたちは彼を舟に乗せてミテレネに行った。 15

そこから出帆して、翌日キヨスの沖合にいたり、

次の日にサモスに寄り、その翌日ミレトに着いた

。 16それは、パウロがアジヤで時間をとられない

ため、エペソには寄らないで続航することに決め

ていたからである。彼は、できればペンテコステ

の日には、エルサレムに着いていたかったので、

旅を急いだわけである。 17そこでパウロは、ミレ

トからエペソに使をやって、教会の長老たちを呼

び寄せた。 18そして、彼のところに寄り集まって
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きた時、彼らに言った。「わたしが、アジヤの地

に足を踏み入れた最初の日以来、いつもあなたが

たとどんなふうに過ごしてきたか、よくご存じで

ある。 19すなわち、謙遜の限りをつくし、涙を流

し、ユダヤ人の陰謀によってわたしの身に及んだ

数々の試練の中にあって、主に仕えてきた。 20ま

た、あなたがたの益になることは、公衆の前でも

、また家々でも、すべてあますところなく話して

聞かせ、また教え、 21ユダヤ人にもギリシヤ人に

も、神に対する悔改めと、わたしたちの主イエス

に対する信仰とを、強く勧めてきたのである。 22

今や、わたしは御霊に迫られてエルサレムへ行く

。あの都で、どんな事がわたしの身にふりかかっ

て来るか、わたしにはわからない。 23ただ、聖霊

が至るところの町々で、わたしにはっきり告げて

いるのは、投獄と患難とが、わたしを待ちうけて

いるということだ。 24しかし、わたしは自分の行

程を走り終え、主イエスから賜わった、神のめぐ

みの福音をあかしする任務を果し得さえしたら、

このいのちは自分にとって、少しも惜しいとは思

わない。 25わたしはいま信じている、あなたがた

の間を歩き回って御国を宣べ伝えたこのわたしの

顔を、みんなが今後二度と見ることはあるまい。

26だから、きょう、この日にあなたがたに断言し

ておく。わたしは、すべての人の血について、な

んら責任がない。 27神のみ旨を皆あますところな

く、あなたがたに伝えておいたからである。 28ど

うか、あなたがた自身に気をつけ、また、すべて

の群れに気をくばっていただきたい。聖霊は、神

が御子の血であがない取られた神の教会を牧させ

るために、あなたがたをその群れの監督者にお立

てになったのである。 29わたしが去った後、狂暴

なおおかみが、あなたがたの中にはいり込んでき

て、容赦なく群れを荒すようになることを、わた

しは知っている。 30また、あなたがた自身の中か

らも、いろいろ曲ったことを言って、弟子たちを

自分の方に、ひっぱり込もうとする者らが起るで

あろう。 31だから、目をさましていなさい。そし

て、わたしが三年の間、夜も昼も涙をもって、あ

なたがたひとりびとりを絶えずさとしてきたこと

を、忘れないでほしい。 32今わたしは、主とその

恵みの言とに、あなたがたをゆだねる。御言には

、あなたがたの徳をたて、聖別されたすべての人

々と共に、御国をつがせる力がある。 33わたしは

、人の金や銀や衣服をほしがったことはない。 34

あなたがた自身が知っているとおり、わたしのこ

の両手は、自分の生活のためにも、また一緒にい

た人たちのためにも、働いてきたのだ。 35わたし

は、あなたがたもこのように働いて、弱い者を助

けなければならないこと、また『受けるよりは与

える方が、さいわいである』と言われた主イエス

の言葉を記憶しているべきことを、万事について

教え示したのである」。 36こう言って、パウロは

一同と共にひざまずいて祈った。 37みんなの者は

、はげしく泣き悲しみ、パウロの首を抱いて、幾

度も接吻し、 38もう二度と自分の顔を見ることは

あるまいと彼が言ったので、特に心を痛めた。そ

れから彼を舟まで見送った。

21さて、わたしたちは人々と別れて船出してか
ら、コスに直航し、次の日はロドスに、そこ

からパタラに着いた。 2ここでピニケ行きの舟を

見つけたので、それに乗り込んで出帆した。 3や

がてクプロが見えてきたが、それを左手にして通

りすぎ、シリヤへ航行をつづけ、ツロに入港した

。ここで積荷が陸上げされることになっていたか

らである。 4わたしたちは、弟子たちを捜し出し

て、そこに七日間泊まった。ところが彼らは、御

霊の示しを受けて、エルサレムには上って行かな

いようにと、しきりにパウロに注意した。 5しか

し、滞在期間が終った時、わたしたちはまた旅立

つことにしたので、みんなの者は、妻や子供を引

き連れて、町はずれまで、わたしたちを見送りに

きてくれた。そこで、共に海岸にひざまずいて祈

り、 6互に別れを告げた。それから、わたしたち

は舟に乗り込み、彼らはそれぞれ自分の家に帰っ

た。 7わたしたちは、ツロからの航行を終ってト

レマイに着き、そこの兄弟たちにあいさつをし、

彼らのところに一日滞在した。 8翌日そこをたっ

て、カイザリヤに着き、かの七人のひとりである

伝道者ピリポの家に行き、そこに泊まった。 9こ

の人に四人の娘があったが、いずれも処女であっ

て、預言をしていた。 10幾日か滞在している間に

、アガボという預言者がユダヤから下ってきた。

11そして、わたしたちのところにきて、パウロの

帯を取り、それで自分の手足を縛って言った、「

聖霊がこうお告げになっている、『この帯の持ち

主を、ユダヤ人たちがエルサレムでこのように縛

って、異邦人の手に渡すであろう』」。 12わたし

たちはこれを聞いて、土地の人たちと一緒になっ

て、エルサレムには上って行かないようにと、パ

ウロに願い続けた。 13その時パウロは答えた、「

あなたがたは、泣いたり、わたしの心をくじいた

りして、いったい、どうしようとするのか。わた

しは、主イエスの名のためなら、エルサレムで縛

られるだけでなく、死ぬことをも覚悟しているの

だ」。 14こうして、パウロが勧告を聞きいれてく

れないので、わたしたちは「主のみこころが行わ

れますように」と言っただけで、それ以上、何も

言わなかった。 15数日後、わたしたちは旅装を整

えてエルサレムへ上って行った。 16カイザリヤの

弟子たちも数人、わたしたちと同行して、古くか

らの弟子であるクプロ人マナソンの家に案内して

くれた。わたしたちはその家に泊まることになっ

ていたのである。 17わたしたちがエルサレムに到

着すると、兄弟たちは喜んで迎えてくれた。 18翌

日パウロはわたしたちを連れて、ヤコブを訪問し

に行った。そこに長老たちがみな集まっていた。

19パウロは彼らにあいさつをした後、神が自分の

働きをとおして、異邦人の間になさった事どもを

一々説明した。 20一同はこれを聞いて神をほめた

たえ、そして彼に言った、「兄弟よ、ご承知のよ

うに、ユダヤ人の中で信者になった者が、数万に
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ものぼっているが、みんな律法に熱心な人たちで

ある。 21ところが、彼らが伝え聞いているところ

によれば、あなたは異邦人の中にいるユダヤ人一

同に対して、子供に割礼を施すな、またユダヤの

慣例にしたがうなと言って、モーセにそむくこと

を教えている、ということである。 22どうしたら

よいか。あなたがここにきていることは、彼らも

きっと聞き込むに違いない。 23ついては、今わた

したちが言うとおりのことをしなさい。わたした

ちの中に、誓願を立てている者が四人いる。 24こ

の人たちを連れて行って、彼らと共にきよめを行

い、また彼らの頭をそる費用を引き受けてやりな

さい。そうすれば、あなたについて、うわさされ

ていることは、根も葉もないことで、あなたは律

法を守って、正しい生活をしていることが、みん

なにわかるであろう。 25異邦人で信者になった人

たちには、すでに手紙で、偶像に供えたものと、

血と、絞め殺したものと、不品行とを、慎むよう

にとの決議が、わたしたちから知らせてある」。

26そこでパウロは、その次の日に四人の者を連れ

て、彼らと共にきよめを受けてから宮にはいった

。そしてきよめの期間が終って、ひとりびとりの

ために供え物をささげる時を報告しておいた。 27

七日の期間が終ろうとしていた時、アジヤからき

たユダヤ人たちが、宮の内でパウロを見かけて、

群衆全体を煽動しはじめ、パウロに手をかけて叫

び立てた、 28「イスラエルの人々よ、加勢にきて

くれ。この人は、いたるところで民と律法とこの

場所にそむくことを、みんなに教えている。その

上に、ギリシヤ人を宮の内に連れ込んで、この神

聖な場所を汚したのだ」。 29彼らは、前にエペソ

人トロピモが、パウロと一緒に町を歩いていたの

を見かけて、その人をパウロが宮の内に連れ込ん

だのだと思ったのである。 30そこで、市全体が騒

ぎ出し、民衆が駆け集まってきて、パウロを捕え

、宮の外に引きずり出した。そして、すぐそのあ

とに宮の門が閉ざされた。 31彼らがパウロを殺そ

うとしていた時に、エルサレム全体が混乱状態に

陥っているとの情報が、守備隊の千卒長にとどい

た。 32そこで、彼はさっそく、兵卒や百卒長たち

を率いて、その場に駆けつけた。人々は千卒長や

兵卒たちを見て、パウロを打ちたたくのをやめた

。 33千卒長は近寄ってきてパウロを捕え、彼を二

重の鎖で縛っておくように命じた上、パウロは何

者か、また何をしたのか、と尋ねた。 34しかし、

群衆がそれぞれ違ったことを叫びつづけるため、

騒がしくて、確かなことがわからないので、彼は

パウロを兵営に連れて行くように命じた。 35パウ

ロが階段にさしかかった時には、群衆の暴行を避

けるため、兵卒たちにかつがれて行くという始末

であった。 36大ぜいの民衆が「あれをやっつけて

しまえ」と叫びながら、ついてきたからである。

37パウロが兵営の中に連れて行かれようとした時

、千卒長に、「ひと言あなたにお話してもよろし

いですか」と尋ねると、千卒長が言った、「おま

えはギリシヤ語が話せるのか。 38では、もしかお

まえは、先ごろ反乱を起した後、四千人の刺客を

引き連れて荒野へ逃げて行ったあのエジプト人で

はないのか」。 39パウロは答えた、「わたしはタ

ルソ生れのユダヤ人で、キリキヤのれっきとした

都市の市民です。お願いですが、民衆に話をさせ

て下さい」。 40千卒長が許してくれたので、パウ

ロは階段の上に立ち、民衆にむかって手を振った

。すると、一同がすっかり静粛になったので、パ

ウロはヘブル語で話し出した。

22「兄弟たち、父たちよ、いま申し上げるわた
しの弁明を聞いていただきたい」。 2パウロ

が、ヘブル語でこう語りかけるのを聞いて、人々

はますます静粛になった。 3そこで彼は言葉をつ

いで言った、「わたしはキリキヤのタルソで生れ

たユダヤ人であるが、この都で育てられ、ガマリ

エルのひざもとで先祖伝来の律法について、きび

しい薫陶を受け、今日の皆さんと同じく神に対し

て熱心な者であった。 4そして、この道を迫害し

、男であれ女であれ、縛りあげて獄に投じ、彼ら

を死に至らせた。 5このことは、大祭司も長老た

ち一同も、証明するところである。さらにわたし

は、この人たちからダマスコの同志たちへあてた

手紙をもらって、その地にいる者たちを縛りあげ

、エルサレムにひっぱってきて、処罰するため、

出かけて行った。 6旅をつづけてダマスコの近く

にきた時に、真昼ごろ、突然、つよい光が天から

わたしをめぐり照した。 7わたしは地に倒れた。

そして、『サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害す

るのか』と、呼びかける声を聞いた。 8これに対

してわたしは、『主よ、あなたはどなたですか』

と言った。すると、その声が、『わたしは、あな

たが迫害しているナザレ人イエスである』と答え

た。 9わたしと一緒にいた者たちは、その光は見

たが、わたしに語りかけたかたの声は聞かなかっ

た。 10わたしが『主よ、わたしは何をしたらよい

でしょうか』と尋ねたところ、主は言われた、『

起きあがってダマスコに行きなさい。そうすれば

、あなたがするように決めてある事が、すべてそ

こで告げられるであろう』。 11わたしは、光の輝

きで目がくらみ、何も見えなくなっていたので、

連れの者たちに手を引かれながら、ダマスコに行

った。 12すると、律法に忠実で、ダマスコ在住の

ユダヤ人全体に評判のよいアナニヤという人が、

13わたしのところにきて、そばに立ち、『兄弟サ

ウロよ、見えるようになりなさい』と言った。す

るとその瞬間に、わたしの目が開いて、彼の姿が

見えた。 14彼は言った、『わたしたちの先祖の神

が、あなたを選んでみ旨を知らせ、かの義人を見

させ、その口から声をお聞かせになった。 15それ

はあなたが、その見聞きした事につき、すべての

人に対して、彼の証人になるためである。 16そこ

で今、なんのためらうことがあろうか。すぐ立っ

て、み名をとなえてバプテスマを受け、あなたの

罪を洗い落しなさい』。 17それからわたしは、エ

ルサレムに帰って宮で祈っているうちに、夢うつ

つになり、 18主にまみえたが、主は言われた、『

急いで、すぐにエルサレムを出て行きなさい。わ
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たしについてのあなたのあかしを、人々が受けい

れないから』。 19そこで、わたしが言った、『主

よ、彼らは、わたしがいたるところの会堂で、あ

なたを信じる人々を獄に投じたり、むち打ったり

していたことを、知っています。 20また、あなた

の証人ステパノの血が流された時も、わたしは立

ち合っていてそれに賛成し、また彼を殺した人た

ちの上着の番をしていたのです』。 21すると、主

がわたしに言われた、『行きなさい。わたしが、

あなたを遠く異邦の民へつかわすのだ』」。 22彼

の言葉をここまで聞いていた人々は、このとき、

声を張りあげて言った、「こんな男は地上から取

り除いてしまえ。生かしおくべきではない」。 23

人々がこうわめき立てて、空中に上着を投げ、ち

りをまき散らす始末であったので、 24千卒長はパ

ウロを兵営に引き入れるように命じ、どういうわ

けで、彼に対してこんなにわめき立てているのか

を確かめるため、彼をむちの拷問にかけて、取り

調べるように言いわたした。 25彼らがむちを当て

るため、彼を縛りつけていた時、パウロはそばに

立っている百卒長に言った、「ローマの市民たる

者を、裁判にかけもしないで、むち打ってよいの

か」。 26百卒長はこれを聞き、千卒長のところに

行って報告し、そして言った、「どうなさいます

か。あの人はローマの市民なのです」。 27そこで

、千卒長がパウロのところにきて言った、「わた

しに言ってくれ。あなたはローマの市民なのか」

。パウロは「そうです」と言った。 28これに対し

て千卒長が言った、「わたしはこの市民権を、多

額の金で買い取ったのだ」。するとパウロは言っ

た、「わたしは生れながらの市民です」。 29そこ

で、パウロを取り調べようとしていた人たちは、

ただちに彼から身を引いた。千卒長も、パウロが

ローマの市民であること、また、そういう人を縛

っていたことがわかって、恐れた。 30翌日、彼は

、ユダヤ人がなぜパウロを訴え出たのか、その真

相を知ろうと思って彼を解いてやり、同時に祭司

長たちと全議会とを召集させ、そこに彼を引き出

して、彼らの前に立たせた。

23パウロは議会を見つめて言った、「兄弟たち
よ、わたしは今日まで、神の前に、ひたすら

明らかな良心にしたがって行動してきた」。 2す

ると、大祭司アナニヤが、パウロのそばに立って

いる者たちに、彼の口を打てと命じた。 3そのと

き、パウロはアナニヤにむかって言った、「白く

塗られた壁よ、神があなたを打つであろう。あな

たは、律法にしたがって、わたしをさばくために

座についているのに、律法にそむいて、わたしを

打つことを命じるのか」。 4すると、そばに立っ

ている者たちが言った、「神の大祭司に対して無

礼なことを言うのか」。 5パウロは言った、「兄

弟たちよ、彼が大祭司だとは知らなかった。聖書

に『民のかしらを悪く言ってはいけない』と、書

いてあるのだった」。 6パウロは、議員の一部が

サドカイ人であり、一部はパリサイ人であるのを

見て、議会の中で声を高めて言った、「兄弟たち

よ、わたしはパリサイ人であり、パリサイ人の子

である。わたしは、死人の復活の望みをいだいて

いることで、裁判を受けているのである」。 7彼

がこう言ったところ、パリサイ人とサドカイ人と

の間に争論が生じ、会衆が相分れた。 8元来、サ

ドカイ人は、復活とか天使とか霊とかは、いっさ

い存在しないと言い、パリサイ人は、それらは、

みな存在すると主張している。 9そこで、大騒ぎ

となった。パリサイ派のある律法学者たちが立っ

て、強く主張して言った、「われわれは、この人

には何も悪いことがないと思う。あるいは、霊か

天使かが、彼に告げたのかも知れない」。 10こう

して、争論が激しくなったので、千卒長は、パウ

ロが彼らに引き裂かれるのを気づかって、兵卒ど

もに、降りて行ってパウロを彼らの中から力づく

で引き出し、兵営に連れて来るように、命じた。

11その夜、主がパウロに臨んで言われた、「しっ

かりせよ。あなたは、エルサレムでわたしのこと

をあかししたように、ローマでもあかしをしなく

てはならない」。 12夜が明けると、ユダヤ人らは

申し合わせをして、パウロを殺すまでは飲食をい

っさい断つと、誓い合った。 13この陰謀に加わっ

た者は、四十人あまりであった。 14彼らは、祭司

長たちや長老たちのところに行って、こう言った

。「われわれは、パウロを殺すまでは何も食べな

いと、堅く誓い合いました。 15ついては、あなた

がたは議会と組んで、彼のことでなお詳しく取調

べをするように見せかけ、パウロをあなたがたの

ところに連れ出すように、千卒長に頼んで下さい

。われわれとしては、パウロがそこにこないうち

に殺してしまう手はずをしています」。 16ところ

が、パウロの姉妹の子が、この待伏せのことを耳

にし、兵営にはいって行って、パウロにそれを知

らせた。 17そこでパウロは、百卒長のひとりを呼

んで言った、「この若者を千卒長のところに連れ

て行ってください。何か報告することがあるよう

ですから」。 18この百卒長は若者を連れて行き、

千卒長に引きあわせて言った、「囚人のパウロが

、この若者があなたに話したいことがあるので、

あなたのところに連れて行ってくれるようにと、

わたしを呼んで頼みました」。 19そこで千卒長は

、若者の手を取り、人のいないところへ連れて行

って尋ねた、「わたしに話したいことというのは

、何か」。 20若者が言った、「ユダヤ人たちが、

パウロのことをもっと詳しく取調べをすると見せ

かけて、あす議会に彼を連れ出すように、あなた

に頼むことに決めています。 21どうぞ、彼らの頼

みを取り上げないで下さい。四十人あまりの者が

、パウロを待伏せしているのです。彼らは、パウ

ロを殺すまでは飲食をいっさい断つと、堅く誓い

合っています。そして、いま手はずをととのえて

、あなたの許可を待っているところなのです」。

22そこで千卒長は、「このことをわたしに知らせ

たことは、だれにも口外するな」と命じて、若者

を帰した。 23それから彼は、百卒長ふたりを呼ん

で言った、「歩兵二百名、騎兵七十名、槍兵二百

名を、カイザリヤに向け出発できるように、今夜
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九時までに用意せよ。 24また、パウロを乗せるた

めに馬を用意して、彼を総督ペリクスのもとへ無

事に連れて行け」。 25さらに彼は、次のような文

面の手紙を書いた。 26「クラウデオ・ルシヤ、つ

つしんで総督ペリクス閣下の平安を祈ります。 27

本人のパウロが、ユダヤ人らに捕えられ、まさに

殺されようとしていたのを、彼のローマ市民であ

ることを知ったので、わたしは兵卒たちを率いて

行って、彼を救い出しました。 28それから、彼が

訴えられた理由を知ろうと思い、彼を議会に連れ

て行きました。 29ところが、彼はユダヤ人の律法

の問題で訴えられたものであり、なんら死刑また

は投獄に当る罪のないことがわかりました。 30し

かし、この人に対して陰謀がめぐらされていると

の報告がありましたので、わたしは取りあえず、

彼を閣下のもとにお送りすることにし、訴える者

たちには、閣下の前で、彼に対する申立てをする

ようにと、命じておきました」。 31そこで歩兵た

ちは、命じられたとおりパウロを引き取って、夜

の間にアンテパトリスまで連れて行き、 32翌日は

、騎兵たちにパウロを護送させることにして、兵

営に帰って行った。 33騎兵たちは、カイザリヤに

着くと、手紙を総督に手渡し、さらにパウロを彼

に引きあわせた。 34総督は手紙を読んでから、パ

ウロに、どの州の者かと尋ね、キリキヤの出だと

知って、 35「訴え人たちがきた時に、おまえを調

べることにする」と言った。そして、ヘロデの官

邸に彼を守っておくように命じた。

24五日の後、大祭司アナニヤは、長老数名と、
テルトロという弁護人とを連れて下り、総督

にパウロを訴え出た。 2パウロが呼び出されたの

で、テルトロは論告を始めた。「ペリクス閣下、

わたしたちが、閣下のお陰でじゅうぶんに平和を

楽しみ、またこの国が、ご配慮によって、 3あら

ゆる方面に、またいたるところで改善されている

ことは、わたしたちの感謝してやまないところで

あります。 4しかし、ご迷惑をかけないように、

くどくどと述べずに、手短かに申し上げますから

、どうぞ、忍んでお聞き取りのほど、お願いいた

します。 5さて、この男は、疫病のような人間で

、世界中のすべてのユダヤ人の中に騒ぎを起して

いる者であり、また、ナザレ人らの異端のかしら

であります。 6この者が宮までも汚そうとしてい

たので、わたしたちは彼を捕縛したのです。〔そ

して、律法にしたがって、さばこうとしていたと

ころ、 7千卒長ルシヤが干渉して、彼を無理にわ

たしたちの手から引き離してしまい、 8彼を訴え

た人たちには、閣下のところに来るようにと命じ

ました。〕それで、閣下ご自身でお調べになれば

、わたしたちが彼を訴え出た理由が、全部おわか

りになるでしょう」。 9ユダヤ人たちも、この訴

えに同調して、全くそのとおりだと言った。 10そ

こで、総督が合図をして発言を促したので、パウ

ロは答弁して言った。「閣下が、多年にわたり、

この国民の裁判をつかさどっておられることを、

よく承知していますので、わたしは喜んで、自分

のことを弁明いたします。 11お調べになればわか

るはずですが、わたしが礼拝をしにエルサレムに

上ってから、まだ十二日そこそこにしかなりませ

ん。 12そして、宮の内でも、会堂内でも、あるい

は市内でも、わたしがだれかと争論したり、群衆

を煽動したりするのを見たものはありませんし、

13今わたしを訴え出ていることについて、閣下の

前に、その証拠をあげうるものはありません。 14

ただ、わたしはこの事は認めます。わたしは、彼

らが異端だとしている道にしたがって、わたした

ちの先祖の神に仕え、律法の教えるところ、また

預言者の書に書いてあることを、ことごとく信じ

、 15また、正しい者も正しくない者も、やがてよ

みがえるとの希望を、神を仰いでいだいているも

のです。この希望は、彼ら自身も持っているので

す。 16わたしはまた、神に対しまた人に対して、

良心に責められることのないように、常に努めて

います。 17さてわたしは、幾年ぶりかに帰ってき

て、同胞に施しをし、また、供え物をしていまし

た。 18そのとき、彼らはわたしが宮できよめを行

っているのを見ただけであって、群衆もいず、騒

動もなかったのです。 19ところが、アジヤからき

た数人のユダヤ人が彼らが、わたしに対して、何

かとがめ立てをすることがあったなら、よろしく

閣下の前にきて、訴えるべきでした。 20あるいは

、何かわたしに不正なことがあったなら、わたし

が議会の前に立っていた時、彼らみずから、それ

を指摘すべきでした。 21ただ、わたしは、彼らの

中に立って、『わたしは、死人のよみがえりのこ

とで、きょう、あなたがたの前でさばきを受けて

いるのだ』と叫んだだけのことです」。 22ここで

ペリクスは、この道のことを相当わきまえていた

ので、「千卒長ルシヤが下って来るのを待って、

おまえたちの事件を判決することにする」と言っ

て、裁判を延期した。 23そして百卒長に、パウロ

を監禁するように、しかし彼を寛大に取り扱い、

友人らが世話をするのを止めないようにと、命じ

た。 24数日たってから、ペリクスは、ユダヤ人で

ある妻ドルシラと一緒にきて、パウロを呼び出し

、キリスト・イエスに対する信仰のことを、彼か

ら聞いた。 25そこで、パウロが、正義、節制、未

来の審判などについて論じていると、ペリクスは

不安を感じてきて、言った、「きょうはこれで帰

るがよい。また、よい機会を得たら、呼び出すこ

とにする」。 26彼は、それと同時に、パウロから

金をもらいたい下ごころがあったので、たびたび

パウロを呼び出しては語り合った。 27さて、二か

年たった時、ポルキオ・フェストが、ペリクスと

交代して任についた。ペリクスは、ユダヤ人の歓

心を買おうと思って、パウロを監禁したままにし

ておいた。

25さて、フェストは、任地に着いてから三日の
後、カイザリヤからエルサレムに上ったとこ

ろ、 2祭司長たちやユダヤ人の重立った者たちが

、パウロを訴え出て、 3彼をエルサレムに呼び出

すよう取り計らっていただきたいと、しきりに願
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った。彼らは途中で待ち伏せして、彼を殺す考え

であった。 4ところがフェストは、パウロがカイ

ザリヤに監禁してあり、自分もすぐそこへ帰るこ

とになっていると答え、 5そして言った、「では

、もしあの男に何か不都合なことがあるなら、お

まえたちのうちの有力者らが、わたしと一緒に下

って行って、訴えるがよかろう」。 6フェストは

、彼らのあいだに八日か十日ほど滞在した後、カ

イザリヤに下って行き、その翌日、裁判の席につ

いて、パウロを引き出すように命じた。 7パウロ

が姿をあらわすと、エルサレムから下ってきたユ

ダヤ人たちが、彼を取りかこみ、彼に対してさま

ざまの重い罪状を申し立てたが、いずれもその証

拠をあげることはできなかった。 8パウロは「わ

たしは、ユダヤ人の律法に対しても、宮に対して

も、またカイザルに対しても、なんら罪を犯した

ことはない」と弁明した。 9ところが、フェスト

はユダヤ人の歓心を買おうと思って、パウロにむ

かって言った、「おまえはエルサレムに上り、こ

の事件に関し、わたしからそこで裁判を受けるこ

とを承知するか」。 10パウロは言った、「わたし

は今、カイザルの法廷に立っています。わたしは

この法廷で裁判されるべきです。よくご承知のと

おり、わたしはユダヤ人たちに、何も悪いことを

してはいません。 11もしわたしが悪いことをし、

死に当るようなことをしているのなら、死を免れ

ようとはしません。しかし、もし彼らの訴えるこ

とに、なんの根拠もないとすれば、だれもわたし

を彼らに引き渡す権利はありません。わたしはカ

イザルに上訴します」。 12そこでフェストは、陪

席の者たちと協議したうえ答えた、「おまえはカ

イザルに上訴を申し出た。カイザルのところに行

くがよい」。 13数日たった後、アグリッパ王とベ

ルニケとが、フェストに敬意を表するため、カイ

ザリヤにきた。 14ふたりは、そこに何日間も滞在

していたので、フェストは、パウロのことを王に

話して言った、「ここに、ペリクスが囚人として

残して行ったひとりの男がいる。 15わたしがエル

サレムに行った時、この男のことを、祭司長たち

やユダヤ人の長老たちが、わたしに報告し、彼を

罪に定めるようにと要求した。 16そこでわたしは

、彼らに答えた、『訴えられた者が、訴えた者の

前に立って、告訴に対し弁明する機会を与えられ

ない前に、その人を見放してしまうのは、ローマ

人の慣例にはないことである』。 17それで、彼ら

がここに集まってきた時、わたしは時をうつさず

、次の日に裁判の席について、その男を引き出さ

せた。 18訴えた者たちは立ち上がったが、わたし

が推測していたような悪事は、彼について何一つ

申し立てはしなかった。 19ただ、彼と争い合って

いるのは、彼ら自身の宗教に関し、また、死んで

しまったのに生きているとパウロが主張している

イエスなる者に関する問題に過ぎない。 20これら

の問題を、どう取り扱ってよいかわからなかった

ので、わたしは彼に、『エルサレムに行って、こ

れらの問題について、そこでさばいてもらいたく

はないか』と尋ねてみた。 21ところがパウロは、

皇帝の判決を受ける時まで、このまま自分をとど

めておいてほしいと言うので、カイザルに彼を送

りとどける時までとどめておくようにと、命じて

おいた」。 22そこで、アグリッパがフェストに「

わたしも、その人の言い分を聞いて見たい」と言

ったので、フェストは、「では、あす彼から聞き

とるようにしてあげよう」と答えた。 23翌日、ア

グリッパとベルニケとは、大いに威儀をととのえ

て、千卒長たちや市の重立った人たちと共に、引

見所にはいってきた。すると、フェストの命によ

って、パウロがそこに引き出された。 24そこで、

フェストが言った、「アグリッパ王、ならびにご

臨席の諸君。ごらんになっているこの人物は、ユ

ダヤ人たちがこぞって、エルサレムにおいても、

また、この地においても、これ以上、生かしてお

くべきでないと叫んで、わたしに訴え出ている者

である。 25しかし、彼は死に当ることは何もして

いないと、わたしは見ているのだが、彼自身が皇

帝に上訴すると言い出したので、彼をそちらへ送

ることに決めた。 26ところが、彼について、主君

に書きおくる確かなものが何もないので、わたし

は、彼を諸君の前に、特に、アグリッパ王よ、あ

なたの前に引き出して、取調べをしたのち、上書

すべき材料を得ようと思う。 27囚人を送るのに、

その告訴の理由を示さないということは、不合理

だと思えるからである」。

26アグリッパはパウロに、「おまえ自身のこと
を話してもよい」と言った。そこでパウロは

、手をさし伸べて、弁明をし始めた。 2「アグリ

ッパ王よ、ユダヤ人たちから訴えられているすべ

ての事に関して、きょう、あなたの前で弁明する

ことになったのは、わたしのしあわせに思うとこ

ろであります。 3あなたは、ユダヤ人のあらゆる

慣例や問題を、よく知り抜いておられるかたです

から、わたしの申すことを、寛大なお心で聞いて

いただきたいのです。 4さて、わたしは若い時代

には、初めから自国民の中で、またエルサレムで

過ごしたのですが、そのころのわたしの生活ぶり

は、ユダヤ人がみんなよく知っているところです

。 5彼らはわたしを初めから知っているので、証

言しようと思えばできるのですが、わたしは、わ

たしたちの宗教の最も厳格な派にしたがって、パ

リサイ人としての生活をしていたのです。 6今わ

たしは、神がわたしたちの先祖に約束なさった希

望をいだいているために、裁判を受けているので

あります。 7わたしたちの十二の部族は、夜昼、

熱心に神に仕えて、その約束を得ようと望んでい

るのです。王よ、この希望のために、わたしはユ

ダヤ人から訴えられています。 8神が死人をよみ

がえらせるということが、あなたがたには、どう

して信じられないことと思えるのでしょうか。 9

わたし自身も、以前には、ナザレ人イエスの名に

逆らって反対の行動をすべきだと、思っていまし

た。 10そしてわたしは、それをエルサレムで敢行

し、祭司長たちから権限を与えられて、多くの聖

徒たちを獄に閉じ込め、彼らが殺される時には、
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それに賛成の意を表しました。 11それから、いた

るところの会堂で、しばしば彼らを罰して、無理

やりに神をけがす言葉を言わせようとし、彼らに

対してひどく荒れ狂い、ついに外国の町々にまで

、迫害の手をのばすに至りました。 12こうして、

わたしは、祭司長たちから権限と委任とを受けて

、ダマスコに行ったのですが、 13王よ、その途中

、真昼に、光が天からさして来るのを見ました。

それは、太陽よりも、もっと光り輝いて、わたし

と同行者たちとをめぐり照しました。 14わたした

ちはみな地に倒れましたが、その時ヘブル語でわ

たしにこう呼びかける声を聞きました、『サウロ

、サウロ、なぜわたしを迫害するのか。とげのあ

るむちをければ、傷を負うだけである』。 15そこ

で、わたしが『主よ、あなたはどなたですか』と

尋ねると、主は言われた、『わたしは、あなたが

迫害しているイエスである。 16さあ、起きあがっ

て、自分の足で立ちなさい。わたしがあなたに現

れたのは、あなたがわたしに会った事と、あなた

に現れて示そうとしている事とをあかしし、これ

を伝える務に、あなたを任じるためである。 17わ

たしは、この国民と異邦人との中から、あなたを

救い出し、あらためてあなたを彼らにつかわすが

、 18それは、彼らの目を開き、彼らをやみから光

へ、悪魔の支配から神のみもとへ帰らせ、また、

彼らが罪のゆるしを得、わたしを信じる信仰によ

って、聖別された人々に加わるためである』。 19

それですから、アグリッパ王よ、わたしは天より

の啓示にそむかず、 20まず初めにダマスコにいる

人々に、それからエルサレムにいる人々、さらに

ユダヤ全土、ならびに異邦人たちに、悔い改めて

神に立ち帰り、悔改めにふさわしいわざを行うよ

うにと、説き勧めました。 21そのために、ユダヤ

人は、わたしを宮で引き捕えて殺そうとしたので

す。 22しかし、わたしは今日に至るまで神の加護

を受け、このように立って、小さい者にも大きい

者にもあかしをなし、預言者たちやモーセが、今

後起るべきだと語ったことを、そのまま述べてき

ました。 23すなわち、キリストが苦難を受けるこ

と、また、死人の中から最初によみがえって、こ

の国民と異邦人とに、光を宣べ伝えるに至ること

を、あかししたのです」。 24パウロがこのように

弁明をしていると、フェストは大声で言った、「

パウロよ、おまえは気が狂っている。博学が、お

まえを狂わせている」。 25パウロが言った、「フ

ェスト閣下よ、わたしは気が狂ってはいません。

わたしは、まじめな真実の言葉を語っているだけ

です。 26王はこれらのことをよく知っておられる

ので、王に対しても、率直に申し上げているので

す。それは、片すみで行われたのではないのです

から、一つとして、王が見のがされたことはない

と信じます。 27アグリッパ王よ、あなたは預言者

を信じますか。信じておられると思います」。 28

アグリッパがパウロに言った、「おまえは少し説

いただけで、わたしをクリスチャンにしようとし

ている」。 29パウロが言った、「説くことが少し

であろうと、多くであろうと、わたしが神に祈る

のは、ただあなただけでなく、きょう、わたしの

言葉を聞いた人もみな、わたしのようになって下

さることです。このような鎖は別ですが」。 30そ

れから、王も総督もベルニケも、また列席の人々

も、みな立ちあがった。 31退場してから、互に語

り合って言った、「あの人は、死や投獄に当るよ

うなことをしてはいない」。 32そして、アグリッ

パがフェストに言った、「あの人は、カイザルに

上訴していなかったら、ゆるされたであろうに」

。

27さて、わたしたちが、舟でイタリヤに行くこ
とが決まった時、パウロとそのほか数人の囚

人とは、近衛隊の百卒長ユリアスに託された。 2

そしてわたしたちは、アジヤ沿岸の各所に寄港す

ることになっているアドラミテオの舟に乗り込ん

で、出帆した。テサロニケのマケドニヤ人アリス

タルコも同行した。 3次の日、シドンに入港した

が、ユリアスは、パウロを親切に取り扱い、友人

をおとずれてかんたいを受けることを、許した。 4

それからわたしたちは、ここから船出したが、逆

風にあったので、クプロの島かげを航行し、 5キ

リキヤとパンフリヤの沖を過ぎて、ルキヤのミラ

に入港した。 6そこに、イタリヤ行きのアレキサ

ンドリヤの舟があったので、百卒長は、わたした

ちをその舟に乗り込ませた。 7幾日ものあいだ、

舟の進みがおそくて、わたしたちは、かろうじて

クニドの沖合にきたが、風がわたしたちの行く手

をはばむので、サルモネの沖、クレテの島かげを

航行し、 8その岸に沿って進み、かろうじて「良

き港」と呼ばれる所に着いた。その近くにラサヤ

の町があった。 9長い時が経過し、断食期も過ぎ

てしまい、すでに航海が危険な季節になったので

、パウロは人々に警告して言った、 10「皆さん、

わたしの見るところでは、この航海では、積荷や

船体ばかりでなく、われわれの生命にも、危害と

大きな損失が及ぶであろう」。 11しかし百卒長は

、パウロの意見よりも、船長や船主の方を信頼し

た。 12なお、この港は冬を過ごすのに適しないの

で、大多数の者は、ここから出て、できればなん

とかして、南西と北西とに面しているクレテのピ

ニクス港に行って、そこで冬を過ごしたいと主張

した。 13時に、南風が静かに吹いてきたので、彼

らは、この時とばかりにいかりを上げて、クレテ

の岸に沿って航行した。 14すると間もなく、ユー

ラクロンと呼ばれる暴風が、島から吹きおろして

きた。 15そのために、舟が流されて風に逆らうこ

とができないので、わたしたちは吹き流されるま

まに任せた。 16それから、クラウダという小島の

陰に、はいり込んだので、わたしたちは、やっと

のことで小舟を処置することができ、 17それを舟

に引き上げてから、綱で船体を巻きつけた。また

、スルテスの洲に乗り上げるのを恐れ、帆をおろ

して流れるままにした。 18わたしたちは、暴風に

ひどく悩まされつづけたので、次の日に、人々は

積荷を捨てはじめ、 19三日目には、船具までも、

てずから投げすてた。 20幾日ものあいだ、太陽も
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星も見えず、暴風は激しく吹きすさぶので、わた

したちの助かる最後の望みもなくなった。 21みん

なの者は、長いあいだ食事もしないでいたが、そ

の時、パウロが彼らの中に立って言った、「皆さ

ん、あなたがたが、わたしの忠告を聞きいれて、

クレテから出なかったら、このような危害や損失

を被らなくてすんだはずであった。 22だが、この

際、お勧めする。元気を出しなさい。舟が失われ

るだけで、あなたがたの中で生命を失うものは、

ひとりもいないであろう。 23昨夜、わたしが仕え

、また拝んでいる神からの御使が、わたしのそば

に立って言った、 24『パウロよ、恐れるな。あな

たは必ずカイザルの前に立たなければならない。

たしかに神は、あなたと同船の者を、ことごとく

あなたに賜わっている』。 25だから、皆さん、元

気を出しなさい。万事はわたしに告げられたとお

りに成って行くと、わたしは、神かけて信じてい

る。 26われわれは、どこかの島に打ちあげられる

に相違ない」。 27わたしたちがアドリヤ海に漂っ

てから十四日目の夜になった時、真夜中ごろ、水

夫らはどこかの陸地に近づいたように感じた。 28

そこで、水の深さを測ってみたところ、二十ひろ

であることがわかった。それから少し進んで、も

う一度測ってみたら、十五ひろであった。 29わた

したちが、万一暗礁に乗り上げては大変だと、人

々は気づかって、ともから四つのいかりを投げお

ろし、夜の明けるのを待ちわびていた。 30その時

、水夫らが舟から逃げ出そうと思って、へさきか

らいかりを投げおろすと見せかけ、小舟を海にお

ろしていたので、 31パウロは、百卒長や兵卒たち

に言った、「あの人たちが、舟に残っていなけれ

ば、あなたがたは助からない」。 32そこで兵卒た

ちは、小舟の綱を断ち切って、その流れて行くま

まに任せた。 33夜が明けかけたころ、パウロは一

同の者に、食事をするように勧めて言った、「あ

なたがたが食事もせずに、見張りを続けてから、

何も食べないで、きょうが十四日目に当る。 34だ

から、いま食事を取ることをお勧めする。それが

、あなたがたを救うことになるのだから。たしか

に髪の毛ひとすじでも、あなたがたの頭から失わ

れることはないであろう」。 35彼はこう言って、

パンを取り、みんなの前で神に感謝し、それをさ

いて食べはじめた。 36そこで、みんなの者も元気

づいて食事をした。 37舟にいたわたしたちは、合

わせて二百七十六人であった。 38みんなの者は、

じゅうぶんに食事をした後、穀物を海に投げすて

て舟を軽くした。 39夜が明けて、どこの土地かよ

くわからなかったが、砂浜のある入江が見えたの

で、できれば、それに舟を乗り入れようというこ

とになった。 40そこで、いかりを切り離して海に

捨て、同時にかじの綱をゆるめ、風に前の帆をあ

げて、砂浜にむかって進んだ。 41ところが、潮流

の流れ合う所に突き進んだため、舟を浅瀬に乗り

あげてしまって、へさきがめり込んで動かなくな

り、ともの方は激浪のためにこわされた。 42兵卒

たちは、囚人らが泳いで逃げるおそれがあるので

、殺してしまおうと図ったが、 43百卒長は、パウ

ロを救いたいと思うところから、その意図をしり

ぞけ、泳げる者はまず海に飛び込んで陸に行き、

44その他の者は、板や舟の破片に乗って行くよう

に命じた。こうして、全部の者が上陸して救われ

たのであった。

28わたしたちが、こうして救われてからわかっ
たが、これはマルタと呼ばれる島であった。

2土地の人々は、わたしたちに並々ならぬ親切をあ

らわしてくれた。すなわち、降りしきる雨や寒さ

をしのぐために、火をたいてわたしたち一同をね

ぎらってくれたのである。 3そのとき、パウロは

ひとかかえの柴をたばねて火にくべたところ、熱

気のためにまむしが出てきて、彼の手にかみつい

た。 4土地の人々は、この生きものがパウロの手

からぶら下がっているのを見て、互に言った、「

この人は、きっと人殺しに違いない。海からはの

がれたが、ディケーの神様が彼を生かしてはおか

ないのだ」。 5ところがパウロは、まむしを火の

中に振り落して、なんの害も被らなかった。 6彼

らは、彼が間もなくはれ上がるか、あるいは、た

ちまち倒れて死ぬだろうと、様子をうかがってい

た。しかし、長い間うかがっていても、彼の身に

なんの変ったことも起らないのを見て、彼らは考

えを変えて、「この人は神様だ」と言い出した。 7

さて、その場所の近くに、島の首長、ポプリオと

いう人の所有地があった。彼は、そこにわたした

ちを招待して、三日のあいだ親切にもてなしてく

れた。 8たまたま、ポプリオの父が赤痢をわずら

い、高熱で床についていた。そこでパウロは、そ

の人のところにはいって行って祈り、手を彼の上

においていやしてやった。 9このことがあってか

ら、ほかに病気をしている島の人たちが、ぞくぞ

くとやってきて、みないやされた。 10彼らはわた

したちを非常に尊敬し、出帆の時には、必要な品

々を持ってきてくれた。 11三か月たった後、わた

したちは、この島に冬ごもりをしていたデオスク

リの船飾りのあるアレキサンドリヤの舟で、出帆

した。 12そして、シラクサに寄港して三日のあい

だ停泊し、 13そこから進んでレギオンに行った。

それから一日おいて、南風が吹いてきたのに乗じ

、ふつか目にポテオリに着いた。 14そこで兄弟た

ちに会い、勧められるまま、彼らのところに七日

間も滞在した。それからわたしたちは、ついにロ

ーマに到着した。 15ところが、兄弟たちは、わた

したちのことを聞いて、アピオ・ポロおよびトレ

ス・タベルネまで出迎えてくれた。パウロは彼ら

に会って、神に感謝し勇み立った。 16わたしたち

がローマに着いた後、パウロは、ひとりの番兵を

つけられ、ひとりで住むことを許された。 17三日

たってから、パウロは、重立ったユダヤ人たちを

招いた。みんなの者が集まったとき、彼らに言っ

た、「兄弟たちよ、わたしは、わが国民に対して

も、あるいは先祖伝来の慣例に対しても、何一つ

そむく行為がなかったのに、エルサレムで囚人と

してローマ人たちの手に引き渡された。 18彼らは

わたしを取り調べた結果、なんら死に当る罪状も
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ないので、わたしを釈放しようと思ったのである

が、 19ユダヤ人たちがこれに反対したため、わた

しはやむを得ず、カイザルに上訴するに至ったの

である。しかしわたしは、わが同胞を訴えような

どとしているのではない。 20こういうわけで、あ

なたがたに会って語り合いたいと願っていた。事

実、わたしは、イスラエルのいだいている希望の

ゆえに、この鎖につながれているのである」。 21

そこで彼らは、パウロに言った、「わたしたちは

、ユダヤ人たちから、あなたについて、なんの文

書も受け取っていないし、また、兄弟たちの中か

らここにきて、あなたについて不利な報告をした

り、悪口を言ったりした者もなかった。 22わたし

たちは、あなたの考えていることを、直接あなた

から聞くのが、正しいことだと思っている。実は

、この宗派については、いたるところで反対のあ

ることが、わたしたちの耳にもはいっている」。

23そこで、日を定めて、大ぜいの人が、パウロの

宿につめかけてきたので、朝から晩まで、パウロ

は語り続け、神の国のことをあかしし、またモー

セの律法や預言者の書を引いて、イエスについて

彼らの説得につとめた。 24ある者はパウロの言う

ことを受けいれ、ある者は信じようともしなかっ

た。 25互に意見が合わなくて、みんなの者が帰ろ

うとしていた時、パウロはひとこと述べて言った

、「聖霊はよくも預言者イザヤによって、あなた

がたの先祖に語ったものである。 26『この民に行

って言え、あなたがたは聞くには聞くが、決して

悟らない。見るには見るが、決して認めない。 27

この民の心は鈍くなり、その耳は聞えにくく、そ

の目は閉じている。それは、彼らが目で見ず、耳

で聞かず、心で悟らず、悔い改めていやされるこ

とがないためである』。 28そこで、あなたがたは

知っておくがよい。神のこの救の言葉は、異邦人

に送られたのだ。彼らは、これに聞きしたがうで

あろう」。〔 29パウロがこれらのことを述べ終る

と、ユダヤ人らは、互に論じ合いながら帰って行

った。〕 30パウロは、自分の借りた家に満二年の

あいだ住んで、たずねて来る人々をみな迎え入れ

、 31はばからず、また妨げられることもなく、神

の国を宣べ伝え、主イエス・キリストのことを教

えつづけた。
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ローマ人への手紙

1キリスト・イエスの僕、神の福音のために選び
別たれ、召されて使徒となったパウロから 2こ

の福音は、神が、預言者たちにより、聖書の中で

、あらかじめ約束されたものであって、 3御子に

関するものである。御子は、肉によればダビデの

子孫から生れ、 4聖なる霊によれば、死人からの

復活により、御力をもって神の御子と定められた

。これがわたしたちの主イエス・キリストである

。 5わたしたちは、その御名のために、すべての

異邦人を信仰の従順に至らせるようにと、彼によ

って恵みと使徒の務とを受けたのであり、 6あな

たがたもまた、彼らの中にあって、召されてイエ

ス・キリストに属する者となったのである 7ロー

マにいる、神に愛され、召された聖徒一同へ。わ

たしたちの父なる神および主イエス・キリストか

ら、恵みと平安とが、あなたがたにあるように。 8

まず第一に、わたしは、あなたがたの信仰が全世

界に言い伝えられていることを、イエス・キリス

トによって、あなたがた一同のために、わたしの

神に感謝する。 10わたしは、祈のたびごとに、絶

えずあなたがたを覚え、いつかは御旨にかなって

道が開かれ、どうにかして、あなたがたの所に行

けるようにと願っている。このことについて、わ

たしのためにあかしをして下さるのは、わたしが

霊により、御子の福音を宣べ伝えて仕えている神

である。 11わたしは、あなたがたに会うことを熱

望している。あなたがたに霊の賜物を幾分でも分

け与えて、力づけたいからである。 12それは、あ

なたがたの中にいて、あなたがたとわたしとのお

互の信仰によって、共に励まし合うためにほかな

らない。 13兄弟たちよ。このことを知らずにいて

もらいたくない。わたしはほかの異邦人の間で得

たように、あなたがたの間でも幾分かの実を得る

ために、あなたがたの所に行こうとしばしば企て

たが、今まで妨げられてきた。 14わたしには、ギ

リシヤ人にも未開の人にも、賢い者にも無知な者

にも、果すべき責任がある。 15そこで、わたしと

しての切なる願いは、ローマにいるあなたがたに

も、福音を宣べ伝えることなのである。 16わたし

は福音を恥としない。それは、ユダヤ人をはじめ

、ギリシヤ人にも、すべて信じる者に、救を得さ

せる神の力である。 17神の義は、その福音の中に

啓示され、信仰に始まり信仰に至らせる。これは

、「信仰による義人は生きる」と書いてあるとお

りである。 18神の怒りは、不義をもって真理をは

ばもうとする人間のあらゆる不信心と不義とに対

して、天から啓示される。 19なぜなら、神につい

て知りうる事がらは、彼らには明らかであり、神

がそれを彼らに明らかにされたのである。 20神の

見えない性質、すなわち、神の永遠の力と神性と

は、天地創造このかた、被造物において知られて

いて、明らかに認められるからである。したがっ

て、彼らには弁解の余地がない。 (aïdios g126) 21な

ぜなら、彼らは神を知っていながら、神としてあ

がめず、感謝もせず、かえってその思いはむなし

くなり、その無知な心は暗くなったからである。

22彼らは自ら知者と称しながら、愚かになり、 23

不朽の神の栄光を変えて、朽ちる人間や鳥や獣や

這うものの像に似せたのである。 24ゆえに、神は

、彼らが心の欲情にかられ、自分のからだを互に

はずかしめて、汚すままに任せられた。 25彼らは

神の真理を変えて虚偽とし、創造者の代りに被造

物を拝み、これに仕えたのである。創造者こそ永

遠にほむべきものである、アァメン。 (aiōn g165) 26

それゆえ、神は彼らを恥ずべき情欲に任せられた

。すなわち、彼らの中の女は、その自然の関係を

不自然なものに代え、 27男もまた同じように女と

の自然の関係を捨てて、互にその情欲の炎を燃や

し、男は男に対して恥ずべきことをなし、そして

その乱行の当然の報いを、身に受けたのである。

28そして、彼らは神を認めることを正しいとしな

かったので、神は彼らを正しからぬ思いにわたし

、なすべからざる事をなすに任せられた。 29すな

わち、彼らは、あらゆる不義と悪と貪欲と悪意と

にあふれ、ねたみと殺意と争いと詐欺と悪念とに

満ち、また、ざん言する者、 30そしる者、神を憎

む者、不遜な者、高慢な者、大言壮語する者、悪

事をたくらむ者、親に逆らう者となり、 31無知、

不誠実、無情、無慈悲な者となっている。 32彼ら

は、こうした事を行う者どもが死に価するという

神の定めをよく知りながら、自らそれを行うばか

りではなく、それを行う者どもを是認さえしてい

る。

2だから、ああ、すべて人をさばく者よ。あなた
には弁解の余地がない。あなたは、他人をさば

くことによって、自分自身を罪に定めている。さ

ばくあなたも、同じことを行っているからである

。 2わたしたちは、神のさばきが、このような事

を行う者どもの上に正しく下ることを、知ってい

る。 3ああ、このような事を行う者どもをさばき

ながら、しかも自ら同じことを行う人よ。あなた

は、神のさばきをのがれうると思うのか。 4それ

とも、神の慈愛があなたを悔改めに導くことも知

らないで、その慈愛と忍耐と寛容との富を軽んじ

るのか。 5あなたのかたくなな、悔改めのない心

のゆえに、あなたは、神の正しいさばきの現れる

怒りの日のために神の怒りを、自分の身に積んで

いるのである。 6神は、おのおのに、そのわざに

したがって報いられる。 7すなわち、一方では、

耐え忍んで善を行って、光栄とほまれと朽ちぬも

のとを求める人に、永遠のいのちが与えられ、

(aiōnios g166) 8他方では、党派心をいだき、真理に

従わないで不義に従う人に、怒りと激しい憤りと

が加えられる。 9悪を行うすべての人には、ユダ

ヤ人をはじめギリシヤ人にも、患難と苦悩とが与

えられ、 10善を行うすべての人には、ユダヤ人を

はじめギリシヤ人にも、光栄とほまれと平安とが

与えられる。 11なぜなら、神には、かたより見る

ことがないからである。 12そのわけは、律法なし

に罪を犯した者は、また律法なしに滅び、律法の
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もとで罪を犯した者は、律法によってさばかれる

。 13なぜなら、律法を聞く者が、神の前に義なる

ものではなく、律法を行う者が、義とされるから

である。 14すなわち、律法を持たない異邦人が、

自然のままで、律法の命じる事を行うなら、たと

い律法を持たなくても、彼らにとっては自分自身

が律法なのである。 15彼らは律法の要求がその心

にしるされていることを現し、そのことを彼らの

良心も共にあかしをして、その判断が互にあるい

は訴え、あるいは弁明し合うのである。 16そして

、これらのことは、わたしの福音によれば、神が

キリスト・イエスによって人々の隠れた事がらを

さばかれるその日に、明らかにされるであろう。

17もしあなたが、自らユダヤ人と称し、律法に安

んじ、神を誇とし、 18御旨を知り、律法に教えら

れて、なすべきことをわきまえており、 20さらに

、知識と真理とが律法の中に形をとっているとし

て、自ら盲人の手引き、やみにおる者の光、愚か

な者の導き手、幼な子の教師をもって任じている

のなら、 21なぜ、人を教えて自分を教えないのか

。盗むなと人に説いて、自らは盗むのか。 22姦淫

するなと言って、自らは姦淫するのか。偶像を忌

みきらいながら、自らは宮の物をかすめるのか。

23律法を誇としながら、自らは律法に違反して、

神を侮っているのか。 24聖書に書いてあるとおり

、「神の御名は、あなたがたのゆえに、異邦人の

間で汚されている」。 25もし、あなたが律法を行

うなら、なるほど、割礼は役に立とう。しかし、

もし律法を犯すなら、あなたの割礼は無割礼とな

ってしまう。 26だから、もし無割礼の者が律法の

規定を守るなら、その無割礼は割礼と見なされる

ではないか。 27かつ、生れながら無割礼の者であ

って律法を全うする者は、律法の文字と割礼とを

持ちながら律法を犯しているあなたを、さばくの

である。 28というのは、外見上のユダヤ人がユダ

ヤ人ではなく、また、外見上の肉における割礼が

割礼でもない。 29かえって、隠れたユダヤ人がユ

ダヤ人であり、また、文字によらず霊による心の

割礼こそ割礼であって、そのほまれは人からでは

なく、神から来るのである。

3では、ユダヤ人のすぐれている点は何か。また
割礼の益は何か。 2それは、いろいろの点で数

多くある。まず第一に、神の言が彼らにゆだねら

れたことである。 3すると、どうなるのか。もし

、彼らのうちに不真実の者があったとしたら、そ

の不真実によって、神の真実は無になるであろう

か。 4断じてそうではない。あらゆる人を偽り者

としても、神を真実なものとすべきである。それ

は、「あなたが言葉を述べるときは、義とせられ

、あなたがさばきを受けるとき、勝利を得るため

」と書いてあるとおりである。 5しかし、もしわ

たしたちの不義が、神の義を明らかにするとした

ら、なんと言うべきか。怒りを下す神は、不義で

あると言うのか（これは人間的な言い方ではある

）。 6断じてそうではない。もしそうであったら

、神はこの世を、どうさばかれるだろうか。 7し

かし、もし神の真実が、わたしの偽りによりいっ

そう明らかにされて、神の栄光となるなら、どう

して、わたしはなおも罪人としてさばかれるのだ

ろうか。 8むしろ、「善をきたらせるために、わ

たしたちは悪をしようではないか」（わたしたち

がそう言っていると、ある人々はそしっている）

。彼らが罰せられるのは当然である。 9すると、

どうなるのか。わたしたちには何かまさったとこ

ろがあるのか。絶対にない。ユダヤ人もギリシヤ

人も、ことごとく罪の下にあることを、わたした

ちはすでに指摘した。 10次のように書いてある、

「義人はいない、ひとりもいない。 11悟りのある

人はいない、神を求める人はいない。 12すべての

人は迷い出て、ことごとく無益なものになってい

る。善を行う者はいない、ひとりもいない。 13彼

らののどは、開いた墓であり、彼らは、その舌で

人を欺き、彼らのくちびるには、まむしの毒があ

り、 14彼らの口は、のろいと苦い言葉とで満ちて

いる。 15彼らの足は、血を流すのに速く、 16彼

らの道には、破壊と悲惨とがある。 17そして、彼

らは平和の道を知らない。 18彼らの目の前には、

神に対する恐れがない」。 19さて、わたしたちが

知っているように、すべて律法の言うところは、

律法のもとにある者たちに対して語られている。

それは、すべての口がふさがれ、全世界が神のさ

ばきに服するためである。 20なぜなら、律法を行

うことによっては、すべての人間は神の前に義と

せられないからである。律法によっては、罪の自

覚が生じるのみである。 21しかし今や、神の義が

、律法とは別に、しかも律法と預言者とによって

あかしされて、現された。 22それは、イエス・キ

リストを信じる信仰による神の義であって、すべ

て信じる人に与えられるものである。そこにはな

んらの差別もない。 23すなわち、すべての人は罪

を犯したため、神の栄光を受けられなくなってお

り、 24彼らは、価なしに、神の恵みにより、キリ

スト・イエスによるあがないによって義とされる

のである。 25神はこのキリストを立てて、その血

による、信仰をもって受くべきあがないの供え物

とされた。それは神の義を示すためであった。す

なわち、今までに犯された罪を、神は忍耐をもっ

て見のがしておられたが、 26それは、今の時に、

神の義を示すためであった。こうして、神みずか

らが義となり、さらに、イエスを信じる者を義と

されるのである。 27すると、どこにわたしたちの

誇があるのか。全くない。なんの法則によってか

。行いの法則によってか。そうではなく、信仰の

法則によってである。 28わたしたちは、こう思う

。人が義とされるのは、律法の行いによるのでは

なく、信仰によるのである。 29それとも、神はユ

ダヤ人だけの神であろうか。また、異邦人の神で

あるのではないか。確かに、異邦人の神でもある

。 30まことに、神は唯一であって、割礼のある者

を信仰によって義とし、また、無割礼の者をも信

仰のゆえに義とされるのである。 31すると、信仰

のゆえに、わたしたちは律法を無効にするのであ
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るか。断じてそうではない。かえって、それによ

って律法を確立するのである。

4それでは、肉によるわたしたちの先祖アブラハ
ムの場合については、なんと言ったらよいか。

2もしアブラハムが、その行いによって義とされた

のであれば、彼は誇ることができよう。しかし、

神のみまえでは、できない。 3なぜなら、聖書は

なんと言っているか、「アブラハムは神を信じた

。それによって、彼は義と認められた」とある。 4

いったい、働く人に対する報酬は、恩恵としてで

はなく、当然の支払いとして認められる。 5しか

し、働きはなくても、不信心な者を義とするかた

を信じる人は、その信仰が義と認められるのであ

る。 6ダビデもまた、行いがなくても神に義と認

められた人の幸福について、次のように言ってい

る、 7「不法をゆるされ、罪をおおわれた人たち

は、さいわいである。 8罪を主に認められない人

は、さいわいである」。 9さて、この幸福は、割

礼の者だけが受けるのか。それとも、無割礼の者

にも及ぶのか。わたしたちは言う、「アブラハム

には、その信仰が義と認められた」のである。 10

それでは、どういう場合にそう認められたのか。

割礼を受けてからか、それとも受ける前か。割礼

を受けてからではなく、無割礼の時であった。 11

そして、アブラハムは割礼というしるしを受けた

が、それは、無割礼のままで信仰によって受けた

義の証印であって、彼が、無割礼のままで信じて

義とされるに至るすべての人の父となり、 12かつ

、割礼の者の父となるためなのである。割礼の者

というのは、割礼を受けた者ばかりではなく、わ

れらの父アブラハムが無割礼の時に持っていた信

仰の足跡を踏む人々をもさすのである。 13なぜな

ら、世界を相続させるとの約束が、アブラハムと

その子孫とに対してなされたのは、律法によるの

ではなく、信仰の義によるからである。 14もし、

律法に立つ人々が相続人であるとすれば、信仰は

むなしくなり、約束もまた無効になってしまう。

15いったい、律法は怒りを招くものであって、律

法のないところには違反なるものはない。 16この

ようなわけで、すべては信仰によるのである。そ

れは恵みによるのであって、すべての子孫に、す

なわち、律法に立つ者だけにではなく、アブラハ

ムの信仰に従う者にも、この約束が保証されるの

である。アブラハムは、神の前で、わたしたちす

べての者の父であって、 17「わたしは、あなたを

立てて多くの国民の父とした」と書いてあるとお

りである。彼はこの神、すなわち、死人を生かし

、無から有を呼び出される神を信じたのである。

18彼は望み得ないのに、なおも望みつつ信じた。

そのために、「あなたの子孫はこうなるであろう

」と言われているとおり、多くの国民の父となっ

たのである。 19すなわち、およそ百歳となって、

彼自身のからだが死んだ状態であり、また、サラ

の胎が不妊であるのを認めながらも、なお彼の信

仰は弱らなかった。 20彼は、神の約束を不信仰の

ゆえに疑うようなことはせず、かえって信仰によ

って強められ、栄光を神に帰し、 21神はその約束

されたことを、また成就することができると確信

した。 22だから、彼は義と認められたのである。

23しかし「義と認められた」と書いてあるのは、

アブラハムのためだけではなく、 24わたしたちの

ためでもあって、わたしたちの主イエスを死人の

中からよみがえらせたかたを信じるわたしたちも

、義と認められるのである。 25主は、わたしたち

の罪過のために死に渡され、わたしたちが義とさ

れるために、よみがえらされたのである。

5このように、わたしたちは、信仰によって義と
されたのだから、わたしたちの主イエス・キリ

ストにより、神に対して平和を得ている。 2わた

したちは、さらに彼により、いま立っているこの

恵みに信仰によって導き入れられ、そして、神の

栄光にあずかる希望をもって喜んでいる。 3それ

だけではなく、患難をも喜んでいる。なぜなら、

患難は忍耐を生み出し、 4忍耐は錬達を生み出し

、錬達は希望を生み出すことを、知っているから

である。 5そして、希望は失望に終ることはない

。なぜなら、わたしたちに賜わっている聖霊によ

って、神の愛がわたしたちの心に注がれているか

らである。 6わたしたちがまだ弱かったころ、キ

リストは、時いたって、不信心な者たちのために

死んで下さったのである。 7正しい人のために死

ぬ者は、ほとんどいないであろう。善人のために

は、進んで死ぬ者もあるいはいるであろう。 8し

かし、まだ罪人であった時、わたしたちのために

キリストが死んで下さったことによって、神はわ

たしたちに対する愛を示されたのである。 9わた

したちは、キリストの血によって今は義とされて

いるのだから、なおさら、彼によって神の怒りか

ら救われるであろう。 10もし、わたしたちが敵で

あった時でさえ、御子の死によって神との和解を

受けたとすれば、和解を受けている今は、なおさ

ら、彼のいのちによって救われるであろう。 11そ

ればかりではなく、わたしたちは、今や和解を得

させて下さったわたしたちの主イエス・キリスト

によって、神を喜ぶのである。 12このようなわけ

で、ひとりの人によって、罪がこの世にはいり、

また罪によって死がはいってきたように、こうし

て、すべての人が罪を犯したので、死が全人類に

はいり込んだのである。 13というのは、律法以前

にも罪は世にあったが、律法がなければ、罪は罪

として認められないのである。 14しかし、アダム

からモーセまでの間においても、アダムの違反と

同じような罪を犯さなかった者も、死の支配を免

れなかった。このアダムは、きたるべき者の型で

ある。 15しかし、恵みの賜物は罪過の場合とは異

なっている。すなわち、もしひとりの罪過のため

に多くの人が死んだとすれば、まして、神の恵み

と、ひとりの人イエス・キリストの恵みによる賜

物とは、さらに豊かに多くの人々に満ちあふれた

はずではないか。 16かつ、この賜物は、ひとりの

犯した罪の結果とは異なっている。なぜなら、さ

ばきの場合は、ひとりの罪過から、罪に定めるこ
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とになったが、恵みの場合には、多くの人の罪過

から、義とする結果になるからである。 17もし、

ひとりの罪過によって、そのひとりをとおして死

が支配するに至ったとすれば、まして、あふれる

ばかりの恵みと義の賜物とを受けている者たちは

、ひとりのイエス・キリストをとおし、いのちに

あって、さらに力強く支配するはずではないか。

18このようなわけで、ひとりの罪過によってすべ

ての人が罪に定められたように、ひとりの義なる

行為によって、いのちを得させる義がすべての人

に及ぶのである。 19すなわち、ひとりの人の不従

順によって、多くの人が罪人とされたと同じよう

に、ひとりの従順によって、多くの人が義人とさ

れるのである。 20律法がはいり込んできたのは、

罪過の増し加わるためである。しかし、罪の増し

加わったところには、恵みもますます満ちあふれ

た。 21それは、罪が死によって支配するに至った

ように、恵みもまた義によって支配し、わたした

ちの主イエス・キリストにより、永遠のいのちを

得させるためである。 (aiōnios g166)

6では、わたしたちは、なんと言おうか。恵みが
増し加わるために、罪にとどまるべきであろう

か。 2断じてそうではない。罪に対して死んだわ

たしたちが、どうして、なお、その中に生きてお

れるだろうか。 3それとも、あなたがたは知らな

いのか。キリスト・イエスにあずかるバプテスマ

を受けたわたしたちは、彼の死にあずかるバプテ

スマを受けたのである。 4すなわち、わたしたち

は、その死にあずかるバプテスマによって、彼と

共に葬られたのである。それは、キリストが父の

栄光によって、死人の中からよみがえらされたよ

うに、わたしたちもまた、新しいいのちに生きる

ためである。 5もしわたしたちが、彼に結びつい

てその死の様にひとしくなるなら、さらに、彼の

復活の様にもひとしくなるであろう。 6わたした

ちは、この事を知っている。わたしたちの内の古

き人はキリストと共に十字架につけられた。それ

は、この罪のからだが滅び、わたしたちがもはや

、罪の奴隷となることがないためである。 7それ

は、すでに死んだ者は、罪から解放されているか

らである。 8もしわたしたちが、キリストと共に

死んだなら、また彼と共に生きることを信じる。 9

キリストは死人の中からよみがえらされて、もは

や死ぬことがなく、死はもはや彼を支配しないこ

とを、知っているからである。 10なぜなら、キリ

ストが死んだのは、ただ一度罪に対して死んだの

であり、キリストが生きるのは、神に生きるのだ

からである。 11このように、あなたがた自身も、

罪に対して死んだ者であり、キリスト・イエスに

あって神に生きている者であることを、認むべき

である。 12だから、あなたがたの死ぬべきからだ

を罪の支配にゆだねて、その情欲に従わせること

をせず、 13また、あなたがたの肢体を不義の武器

として罪にささげてはならない。むしろ、死人の

中から生かされた者として、自分自身を神にささ

げ、自分の肢体を義の武器として神にささげるが

よい。 14なぜなら、あなたがたは律法の下にある

のではなく、恵みの下にあるので、罪に支配され

ることはないからである。 15それでは、どうなの

か。律法の下にではなく、恵みの下にあるからと

いって、わたしたちは罪を犯すべきであろうか。

断じてそうではない。 16あなたがたは知らないの

か。あなたがた自身が、だれかの僕になって服従

するなら、あなたがたは自分の服従するその者の

僕であって、死に至る罪の僕ともなり、あるいは

、義にいたる従順の僕ともなるのである。 17しか

し、神は感謝すべきかな。あなたがたは罪の僕で

あったが、伝えられた教の基準に心から服従して

、 18罪から解放され、義の僕となった。 19わた

しは人間的な言い方をするが、それは、あなたが

たの肉の弱さのゆえである。あなたがたは、かつ

て自分の肢体を汚れと不法との僕としてささげて

不法に陥ったように、今や自分の肢体を義の僕と

してささげて、きよくならねばならない。 20あな

たがたが罪の僕であった時は、義とは縁のない者

であった。 21その時あなたがたは、どんな実を結

んだのか。それは、今では恥とするようなもので

あった。それらのものの終極は、死である。 22し

かし今や、あなたがたは罪から解放されて神に仕

え、きよきに至る実を結んでいる。その終極は永

遠のいのちである。 (aiōnios g166) 23罪の支払う報酬

は死である。しかし神の賜物は、わたしたちの主

キリスト・イエスにおける永遠のいのちである。

(aiōnios g166)

7それとも、兄弟たちよ。あなたがたは知らない
のか。わたしは律法を知っている人々に語るの

であるが、律法は人をその生きている期間だけ支

配するものである。 2すなわち、夫のある女は、

夫が生きている間は、律法によって彼につながれ

ている。しかし、夫が死ねば、夫の律法から解放

される。 3であるから、夫の生存中に他の男に行

けば、その女は淫婦と呼ばれるが、もし夫が死ね

ば、その律法から解かれるので、他の男に行って

も、淫婦とはならない。 4わたしの兄弟たちよ。

このように、あなたがたも、キリストのからだを

とおして、律法に対して死んだのである。それは

、あなたがたが他の人、すなわち、死人の中から

よみがえられたかたのものとなり、こうして、わ

たしたちが神のために実を結ぶに至るためなので

ある。 5というのは、わたしたちが肉にあった時

には、律法による罪の欲情が、死のために実を結

ばせようとして、わたしたちの肢体のうちに働い

ていた。 6しかし今は、わたしたちをつないでい

たものに対して死んだので、わたしたちは律法か

ら解放され、その結果、古い文字によってではな

く、新しい霊によって仕えているのである。 7そ

れでは、わたしたちは、なんと言おうか。律法は

罪なのか。断じてそうではない。しかし、律法に

よらなければ、わたしは罪を知らなかったであろ

う。すなわち、もし律法が「むさぼるな」と言わ

なかったら、わたしはむさぼりなるものを知らな

かったであろう。 8しかるに、罪は戒めによって
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機会を捕え、わたしの内に働いて、あらゆるむさ

ぼりを起させた。すなわち、律法がなかったら、

罪は死んでいるのである。 9わたしはかつては、

律法なしに生きていたが、戒めが来るに及んで、

罪は生き返り、 10わたしは死んだ。そして、いの

ちに導くべき戒めそのものが、かえってわたしを

死に導いて行くことがわかった。 11なぜなら、罪

は戒めによって機会を捕え、わたしを欺き、戒め

によってわたしを殺したからである。 12このよう

なわけで、律法そのものは聖なるものであり、戒

めも聖であって、正しく、かつ善なるものである

。 13では、善なるものが、わたしにとって死とな

ったのか。断じてそうではない。それはむしろ、

罪の罪たることが現れるための、罪のしわざであ

る。すなわち、罪は、戒めによって、はなはだし

く悪性なものとなるために、善なるものによって

わたしを死に至らせたのである。 14わたしたちは

、律法は霊的なものであると知っている。しかし

、わたしは肉につける者であって、罪の下に売ら

れているのである。 15わたしは自分のしているこ

とが、わからない。なぜなら、わたしは自分の欲

する事は行わず、かえって自分の憎む事をしてい

るからである。 16もし、自分の欲しない事をして

いるとすれば、わたしは律法が良いものであるこ

とを承認していることになる。 17そこで、この事

をしているのは、もはやわたしではなく、わたし

の内に宿っている罪である。 18わたしの内に、す

なわち、わたしの肉の内には、善なるものが宿っ

ていないことを、わたしは知っている。なぜなら

、善をしようとする意志は、自分にあるが、それ

をする力がないからである。 19すなわち、わたし

の欲している善はしないで、欲していない悪は、

これを行っている。 20もし、欲しないことをして

いるとすれば、それをしているのは、もはやわた

しではなく、わたしの内に宿っている罪である。

21そこで、善をしようと欲しているわたしに、悪

がはいり込んでいるという法則があるのを見る。

22すなわち、わたしは、内なる人としては神の律

法を喜んでいるが、 23わたしの肢体には別の律法

があって、わたしの心の法則に対して戦いをいど

み、そして、肢体に存在する罪の法則の中に、わ

たしをとりこにしているのを見る。 24わたしは、

なんというみじめな人間なのだろう。だれが、こ

の死のからだから、わたしを救ってくれるだろう

か。 25わたしたちの主イエス・キリストによって

、神は感謝すべきかな。このようにして、わたし

自身は、心では神の律法に仕えているが、肉では

罪の律法に仕えているのである。

8こういうわけで、今やキリスト・イエスにある
者は罪に定められることがない。 2なぜなら、

キリスト・イエスにあるいのちの御霊の法則は、

罪と死との法則からあなたを解放したからである

。 3律法が肉により無力になっているためになし

得なかった事を、神はなし遂げて下さった。すな

わち、御子を、罪の肉の様で罪のためにつかわし

、肉において罪を罰せられたのである。 4これは

律法の要求が、肉によらず霊によって歩くわたし

たちにおいて、満たされるためである。 5なぜな

ら、肉に従う者は肉のことを思い、霊に従う者は

霊のことを思うからである。 6肉の思いは死であ

るが、霊の思いは、いのちと平安とである。 7な

ぜなら、肉の思いは神に敵するからである。すな

わち、それは神の律法に従わず、否、従い得ない

のである。 8また、肉にある者は、神を喜ばせる

ことができない。 9しかし、神の御霊があなたが

たの内に宿っているなら、あなたがたは肉におる

のではなく、霊におるのである。もし、キリスト

の霊を持たない人がいるなら、その人はキリスト

のものではない。 10もし、キリストがあなたがた

の内におられるなら、からだは罪のゆえに死んで

いても、霊は義のゆえに生きているのである。 11

もし、イエスを死人の中からよみがえらせたかた

の御霊が、あなたがたの内に宿っているなら、キ

リスト・イエスを死人の中からよみがえらせたか

たは、あなたがたの内に宿っている御霊によって

、あなたがたの死ぬべきからだをも、生かしてく

ださるであろう。 12それゆえに、兄弟たちよ。わ

たしたちは、果すべき責任を負っている者である

が、肉に従って生きる責任を肉に対して負ってい

るのではない。 13なぜなら、もし、肉に従って生

きるなら、あなたがたは死ぬ外はないからである

。しかし、霊によってからだの働きを殺すなら、

あなたがたは生きるであろう。 14すべて神の御霊

に導かれている者は、すなわち、神の子である。

15あなたがたは再び恐れをいだかせる奴隷の霊を

受けたのではなく、子たる身分を授ける霊を受け

たのである。その霊によって、わたしたちは「ア

バ、父よ」と呼ぶのである。 16御霊みずから、わ

たしたちの霊と共に、わたしたちが神の子である

ことをあかしして下さる。 17もし子であれば、相

続人でもある。神の相続人であって、キリストと

栄光を共にするために苦難をも共にしている以上

、キリストと共同の相続人なのである。 18わたし

は思う。今のこの時の苦しみは、やがてわたした

ちに現されようとする栄光に比べると、言うに足

りない。 19被造物は、実に、切なる思いで神の子

たちの出現を待ち望んでいる。 20なぜなら、被造

物が虚無に服したのは、自分の意志によるのでは

なく、服従させたかたによるのであり、 21かつ、

被造物自身にも、滅びのなわめから解放されて、

神の子たちの栄光の自由に入る望みが残されてい

るからである。 22実に、被造物全体が、今に至る

まで、共にうめき共に産みの苦しみを続けている

ことを、わたしたちは知っている。 23それだけで

はなく、御霊の最初の実を持っているわたしたち

自身も、心の内でうめきながら、子たる身分を授

けられること、すなわち、からだのあがなわれる

ことを待ち望んでいる。 24わたしたちは、この望

みによって救われているのである。しかし、目に

見える望みは望みではない。なぜなら、現に見て

いる事を、どうして、なお望む人があろうか。 25

もし、わたしたちが見ないことを望むなら、わた

したちは忍耐して、それを待ち望むのである。 26
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御霊もまた同じように、弱いわたしたちを助けて

下さる。なぜなら、わたしたちはどう祈ったらよ

いかわからないが、御霊みずから、言葉にあらわ

せない切なるうめきをもって、わたしたちのため

にとりなして下さるからである。 27そして、人の

心を探り知るかたは、御霊の思うところがなんで

あるかを知っておられる。なぜなら、御霊は、聖

徒のために、神の御旨にかなうとりなしをして下

さるからである。 28神は、神を愛する者たち、す

なわち、ご計画に従って召された者たちと共に働

いて、万事を益となるようにして下さることを、

わたしたちは知っている。 29神はあらかじめ知っ

ておられる者たちを、更に御子のかたちに似たも

のとしようとして、あらかじめ定めて下さった。

それは、御子を多くの兄弟の中で長子とならせる

ためであった。 30そして、あらかじめ定めた者た

ちを更に召し、召した者たちを更に義とし、義と

した者たちには、更に栄光を与えて下さったので

ある。 31それでは、これらの事について、なんと

言おうか。もし、神がわたしたちの味方であるな

ら、だれがわたしたちに敵し得ようか。 32ご自身

の御子をさえ惜しまないで、わたしたちすべての

者のために死に渡されたかたが、どうして、御子

のみならず万物をも賜わらないことがあろうか。

33だれが、神の選ばれた者たちを訴えるのか。神

は彼らを義とされるのである。 34だれが、わたし

たちを罪に定めるのか。キリスト・イエスは、死

んで、否、よみがえって、神の右に座し、また、

わたしたちのためにとりなして下さるのである。

35だれが、キリストの愛からわたしたちを離れさ

せるのか。患難か、苦悩か、迫害か、飢えか、裸

か、危難か、剣か。 36「わたしたちはあなたのた

めに終日、死に定められており、ほふられる羊の

ように見られている」と書いてあるとおりである

。 37しかし、わたしたちを愛して下さったかたに

よって、わたしたちは、これらすべての事におい

て勝ち得て余りがある。 38わたしは確信する。死

も生も、天使も支配者も、現在のものも将来のも

のも、力あるものも、 39高いものも深いものも、

その他どんな被造物も、わたしたちの主キリスト

・イエスにおける神の愛から、わたしたちを引き

離すことはできないのである。

9わたしはキリストにあって真実を語る。偽りは
言わない。わたしの良心も聖霊によって、わた

しにこうあかしをしている。 2すなわち、わたし

に大きな悲しみがあり、わたしの心に絶えざる痛

みがある。 3実際、わたしの兄弟、肉による同族

のためなら、わたしのこの身がのろわれて、キリ

ストから離されてもいとわない。 4彼らはイスラ

エル人であって、子たる身分を授けられることも

、栄光も、もろもろの契約も、律法を授けられる

ことも、礼拝も、数々の約束も彼らのもの、 5ま

た父祖たちも彼らのものであり、肉によればキリ

ストもまた彼らから出られたのである。万物の上

にいます神は、永遠にほむべきかな、アァメン。

(aiōn g165) 6しかし、神の言が無効になったという

わけではない。なぜなら、イスラエルから出た者

が全部イスラエルなのではなく、 7また、アブラ

ハムの子孫だからといって、その全部が子である

のではないからである。かえって「イサクから出

る者が、あなたの子孫と呼ばれるであろう」。 8

すなわち、肉の子がそのまま神の子なのではなく

、むしろ約束の子が子孫として認められるのであ

る。 9約束の言葉はこうである。「来年の今ごろ

、わたしはまた来る。そして、サラに男子が与え

られるであろう」。 10そればかりではなく、ひと

りの人、すなわち、わたしたちの父祖イサクによ

って受胎したリベカの場合も、また同様である。

11まだ子供らが生れもせず、善も悪もしない先に

、神の選びの計画が、 12わざによらず、召したか

たによって行われるために、「兄は弟に仕えるで

あろう」と、彼女に仰せられたのである。 13「わ

たしはヤコブを愛しエサウを憎んだ」と書いてあ

るとおりである。 14では、わたしたちはなんと言

おうか。神の側に不正があるのか。断じてそうで

はない。 15神はモーセに言われた、「わたしは自

分のあわれもうとする者をあわれみ、いつくしも

うとする者を、いつくしむ」。 16ゆえに、それは

人間の意志や努力によるのではなく、ただ神のあ

われみによるのである。 17聖書はパロにこう言っ

ている、「わたしがあなたを立てたのは、この事

のためである。すなわち、あなたによってわたし

の力をあらわし、また、わたしの名が全世界に言

いひろめられるためである」。 18だから、神はそ

のあわれもうと思う者をあわれみ、かたくなにし

ようと思う者を、かたくなになさるのである。 19

そこで、あなたは言うであろう、「なぜ神は、な

おも人を責められるのか。だれが、神の意図に逆

らい得ようか」。 20ああ人よ。あなたは、神に言

い逆らうとは、いったい、何者なのか。造られた

ものが造った者に向かって、「なぜ、わたしをこ

のように造ったのか」と言うことがあろうか。 21

陶器を造る者は、同じ土くれから、一つを尊い器

に、他を卑しい器に造りあげる権能がないのであ

ろうか。 22もし、神が怒りをあらわし、かつ、ご

自身の力を知らせようと思われつつも、滅びるこ

とになっている怒りの器を、大いなる寛容をもっ

て忍ばれたとすれば、 23かつ、栄光にあずからせ

るために、あらかじめ用意されたあわれみの器に

ご自身の栄光の富を知らせようとされたとすれば

、どうであろうか。 24神は、このあわれみの器と

して、またわたしたちをも、ユダヤ人の中からだ

けではなく、異邦人の中からも召されたのである

。 25それは、ホセアの書でも言われているとおり

である、「わたしは、わたしの民でない者を、わ

たしの民と呼び、愛されなかった者を、愛される

者と呼ぶであろう。 26あなたがたはわたしの民で

はないと、彼らに言ったその場所で、彼らは生け

る神の子らであると、呼ばれるであろう」。 27ま

た、イザヤはイスラエルについて叫んでいる、「

たとい、イスラエルの子らの数は、浜の砂のよう

であっても、救われるのは、残された者だけであ

ろう。 28主は、御言をきびしくまたすみやかに、
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地上になしとげられるであろう」。 29さらに、イ

ザヤは預言した、「もし、万軍の主がわたしたち

に子孫を残されなかったなら、わたしたちはソド

ムのようになり、ゴモラと同じようになったであ

ろう」。 30では、わたしたちはなんと言おうか。

義を追い求めなかった異邦人は、義、すなわち、

信仰による義を得た。 31しかし、義の律法を追い

求めていたイスラエルは、その律法に達しなかっ

た。 32なぜであるか。信仰によらないで、行いに

よって得られるかのように、追い求めたからであ

る。彼らは、つまずきの石につまずいたのである

。 33「見よ、わたしはシオンに、つまずきの石、

さまたげの岩を置く。それにより頼む者は、失望

に終ることがない」と書いてあるとおりである。

10兄弟よ、わが心のねがひ、神に對する祈は、
彼らの救はれんことなり。 2われ彼らが神の

ために熱心なることを證す、されど其の熱心は知

識によらざるなり。 3それは神の義を知らず、己

の義を立てんとして、神の義に服はざればなり。 4

キリストは凡て信ずる者の義とせられん爲に律法

の終となり給へり。 5モーセは、律法による義を

おこなふ人は之によりて生くべしと録したり。 6

されど信仰による義は斯くいふ『なんぢ心に「誰

か天に昇らん」と言ふなかれ』と。 7これキリス

トを引下さんとするなり『また「たれか底なき所

に下らん」と言ふなかれ』と。是キリストを死人

の中より引上げんとするなり。 (Abyssos g12) 8さら

ば何と言ふか『御言はなんぢに近し、なんぢの口

にあり、汝の心にあり』と。これ我らが宣ぶる信

仰の言なり。 9即ち、なんぢ口にてイエスを主と

言ひあらはし、心にて神の之を死人の中より甦へ

らせ給ひしことを信ぜば、救はるべし。 10それ人

は心に信じて義とせられ、口に言ひあらはして救

はるるなり。 11聖書にいふ『すべて彼を信ずる者

は辱しめられじ』と。 12ユダヤ人とギリシヤ人と

の區別なし、同一の主は萬民の主にましまして、

凡て呼び求むる者に對して豐なり。 13『すべて主

の御名を呼び求むる者は救はるべし』とあればな

り。 14然れど未だ信ぜぬ者を爭で呼び求むること

をせん、未だ聽かぬ者を爭で信ずることをせん、

宣傳ふる者なくば爭で聽くことをせん。 15遣され

ずば爭で宣傳ふることをせん『ああ美しきかな、

善き事を告ぐる者の足よ』と録されたる如し。 16

されど、みな福音に從ひしにはあらず、イザヤい

ふ『主よ、われらに聞きたる言を誰か信ぜし』 17

斯く信仰は聞くにより、聞くはキリストの言によ

る。 18されど我いふ、彼ら聞えざりしか、然らず

『その聲は全地にゆきわたり、其の言は世界の極

にまで及べり』 19我また言ふ、イスラエルは知ら

ざりしか、先づモーセ言ふ『われ民ならぬ者をも

て汝らに嫉を起させ、愚なる民をもて汝らを怒ら

せん』 20またイザヤ憚らずして言ふ『我を求めざ

る者に、われ見出され、我を尋ねざる者に我あら

はれたり』 21更にイスラエルに就きては『われ服

はずして言ひさからふ民に、終日手を伸べたり』

と云へり。

11そこで、わたしは問う、「神はその民を捨て
たのであろうか」。断じてそうではない。わ

たしもイスラエル人であり、アブラハムの子孫、

ベニヤミン族の者である。 2神は、あらかじめ知

っておられたその民を、捨てることはされなかっ

た。聖書がエリヤについてなんと言っているか、

あなたがたは知らないのか。すなわち、彼はイス

ラエルを神に訴えてこう言った。 3「主よ、彼ら

はあなたの預言者たちを殺し、あなたの祭壇をこ

ぼち、そして、わたしひとりが取り残されたのに

、彼らはわたしのいのちをも求めています」。 4

しかし、彼に対する御告げはなんであったか、「

バアルにひざをかがめなかった七千人を、わたし

のために残しておいた」。 5それと同じように、

今の時にも、恵みの選びによって残された者がい

る。 6しかし、恵みによるのであれば、もはや行

いによるのではない。そうでないと、恵みはもは

や恵みでなくなるからである。 7では、どうなる

のか。イスラエルはその追い求めているものを得

ないで、ただ選ばれた者が、それを得た。そして

、他の者たちはかたくなになった。 8「神は、彼

らに鈍い心と、見えない目と、聞えない耳とを与

えて、きょう、この日に及んでいる」と書いてあ

るとおりである。 9ダビデもまた言っている、「

彼らの食卓は、彼らのわなとなれ、網となれ、つ

まずきとなれ、報復となれ。 10彼らの目は、くら

んで見えなくなれ、彼らの背は、いつまでも曲っ

ておれ」。 11そこで、わたしは問う、「彼らがつ

まずいたのは、倒れるためであったのか」。断じ

てそうではない。かえって、彼らの罪過によって

、救が異邦人に及び、それによってイスラエルを

奮起させるためである。 12しかし、もし、彼らの

罪過が世の富となり、彼らの失敗が異邦人の富と

なったとすれば、まして彼らが全部救われたなら

、どんなにかすばらしいことであろう。 13そこで

わたしは、あなたがた異邦人に言う。わたし自身

は異邦人の使徒なのであるから、わたしの務を光

栄とし、 14どうにかしてわたしの骨肉を奮起させ

、彼らの幾人かを救おうと願っている。 15もし彼

らの捨てられたことが世の和解となったとすれば

、彼らの受けいれられることは、死人の中から生

き返ることではないか。 16もし、麦粉の初穂がき

よければ、そのかたまりもきよい。もし根がきよ

ければ、その枝もきよい。 17しかし、もしある枝

が切り去られて、野生のオリブであるあなたがそ

れにつがれ、オリブの根の豊かな養分にあずかっ

ているとすれば、 18あなたはその枝に対して誇っ

てはならない。たとえ誇るとしても、あなたが根

をささえているのではなく、根があなたをささえ

ているのである。 19すると、あなたは、「枝が切

り去られたのは、わたしがつがれるためであった

」と言うであろう。 20まさに、そのとおりである

。彼らは不信仰のゆえに切り去られ、あなたは信

仰のゆえに立っているのである。高ぶった思いを

いだかないで、むしろ恐れなさい。 21もし神が元

木の枝を惜しまなかったとすれば、あなたを惜し

むようなことはないであろう。 22神の慈愛と峻厳
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とを見よ。神の峻厳は倒れた者たちに向けられ、

神の慈愛は、もしあなたがその慈愛にとどまって

いるなら、あなたに向けられる。そうでないと、

あなたも切り取られるであろう。 23しかし彼らも

、不信仰を続けなければ、つがれるであろう。神

には彼らを再びつぐ力がある。 24なぜなら、もし

あなたが自然のままの野生のオリブから切り取ら

れ、自然の性質に反して良いオリブにつがれたと

すれば、まして、これら自然のままの良い枝は、

もっとたやすく、元のオリブにつがれないであろ

うか。 25兄弟たちよ。あなたがたが知者だと自負

することのないために、この奥義を知らないでい

てもらいたくない。一部のイスラエル人がかたく

なになったのは、異邦人が全部救われるに至る時

までのことであって、 26こうして、イスラエル人

は、すべて救われるであろう。すなわち、次のよ

うに書いてある、「救う者がシオンからきて、ヤ

コブから不信心を追い払うであろう。 27そして、

これが、彼らの罪を除き去る時に、彼らに対して

立てるわたしの契約である」。 28福音について言

えば、彼らは、あなたがたのゆえに、神の敵とさ

れているが、選びについて言えば、父祖たちのゆ

えに、神に愛せられる者である。 29神の賜物と召

しとは、変えられることがない。 30あなたがたが

、かつては神に不従順であったが、今は彼らの不

従順によってあわれみを受けたように、 31彼らも

今は不従順になっているが、それは、あなたがた

の受けたあわれみによって、彼ら自身も今あわれ

みを受けるためなのである。 32すなわち、神はす

べての人をあわれむために、すべての人を不従順

のなかに閉じ込めたのである。 (eleēsē g1653) 33ああ

深いかな、神の知恵と知識との富は。そのさばき

は窮めがたく、その道は測りがたい。 34「だれが

、主の心を知っていたか。だれが、主の計画にあ

ずかったか。 35また、だれが、まず主に与えて、

その報いを受けるであろうか」。 36万物は、神か

らいで、神によって成り、神に帰するのである。

栄光がとこしえに神にあるように、アァメン。

(aiōn g165)

12兄弟たちよ。そういうわけで、神のあわれみ
によってあなたがたに勧める。あなたがたの

からだを、神に喜ばれる、生きた、聖なる供え物

としてささげなさい。それが、あなたがたのなす

べき霊的な礼拝である。 2あなたがたは、この世

と妥協してはならない。むしろ、心を新たにする

ことによって、造りかえられ、何が神の御旨であ

るか、何が善であって、神に喜ばれ、かつ全きこ

とであるかを、わきまえ知るべきである。 (aiōn

g165) 3わたしは、自分に与えられた恵みによって

、あなたがたひとりびとりに言う。思うべき限度

を越えて思いあがることなく、むしろ、神が各自

に分け与えられた信仰の量りにしたがって、慎み

深く思うべきである。 4なぜなら、一つのからだ

にたくさんの肢体があるが、それらの肢体がみな

同じ働きをしてはいないように、 5わたしたちも

数は多いが、キリストにあって一つのからだであ

り、また各自は互に肢体だからである。 6このよ

うに、わたしたちは与えられた恵みによって、そ

れぞれ異なった賜物を持っているので、もし、そ

れが預言であれば、信仰の程度に応じて預言をし

、 7奉仕であれば奉仕をし、また教える者であれ

ば教え、 8勧めをする者であれば勧め、寄附する

者は惜しみなく寄附し、指導する者は熱心に指導

し、慈善をする者は快く慈善をすべきである。 9

愛には偽りがあってはならない。悪は憎み退け、

善には親しみ結び、 10兄弟の愛をもって互にいつ

くしみ、進んで互に尊敬し合いなさい。 11熱心で

、うむことなく、霊に燃え、主に仕え、 12望みを

いだいて喜び、患難に耐え、常に祈りなさい。 13

貧しい聖徒を助け、努めて旅人をもてなしなさい

。 14あなたがたを迫害する者を祝福しなさい。祝

福して、のろってはならない。 15喜ぶ者と共に喜

び、泣く者と共に泣きなさい。 16互に思うことを

ひとつにし、高ぶった思いをいだかず、かえって

低い者たちと交わるがよい。自分が知者だと思い

あがってはならない。 17だれに対しても悪をもっ

て悪に報いず、すべての人に対して善を図りなさ

い。 18あなたがたは、できる限りすべての人と平

和に過ごしなさい。 19愛する者たちよ。自分で復

讐をしないで、むしろ、神の怒りに任せなさい。

なぜなら、「主が言われる。復讐はわたしのする

ことである。わたし自身が報復する」と書いてあ

るからである。 20むしろ、「もしあなたの敵が飢

えるなら、彼に食わせ、かわくなら、彼に飲ませ

なさい。そうすることによって、あなたは彼の頭

に燃えさかる炭火を積むことになるのである」。

21悪に負けてはいけない。かえって、善をもって

悪に勝ちなさい。

13すべての人は、上に立つ権威に従うべきであ
る。なぜなら、神によらない権威はなく、お

およそ存在している権威は、すべて神によって立

てられたものだからである。 2したがって、権威

に逆らう者は、神の定めにそむく者である。そむ

く者は、自分の身にさばきを招くことになる。 3

いったい、支配者たちは、善事をする者には恐怖

でなく、悪事をする者にこそ恐怖である。あなた

は権威を恐れないことを願うのか。それでは、善

事をするがよい。そうすれば、彼からほめられる

であろう。 4彼は、あなたに益を与えるための神

の僕なのである。しかし、もしあなたが悪事をす

れば、恐れなければならない。彼はいたずらに剣

を帯びているのではない。彼は神の僕であって、

悪事を行う者に対しては、怒りをもって報いるか

らである。 5だから、ただ怒りをのがれるためだ

けではなく、良心のためにも従うべきである。 6

あなたがたが貢を納めるのも、また同じ理由から

である。彼らは神に仕える者として、もっぱらこ

の務に携わっているのである。 7あなたがたは、

彼らすべてに対して、義務を果しなさい。すなわ

ち、貢を納むべき者には貢を納め、税を納むべき

者には税を納め、恐るべき者は恐れ、敬うべき者

は敬いなさい。 8互に愛し合うことの外は、何人
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にも借りがあってはならない。人を愛する者は、

律法を全うするのである。 9「姦淫するな、殺す

な、盗むな、むさぼるな」など、そのほかに、ど

んな戒めがあっても、結局「自分を愛するように

あなたの隣り人を愛せよ」というこの言葉に帰す

る。 10愛は隣り人に害を加えることはない。だか

ら、愛は律法を完成するものである。 11なお、あ

なたがたは時を知っているのだから、特に、この

事を励まねばならない。すなわち、あなたがたの

眠りからさめるべき時が、すでにきている。なぜ

なら今は、わたしたちの救が、初め信じた時より

も、もっと近づいているからである。 12夜はふけ

、日が近づいている。それだから、わたしたちは

、やみのわざを捨てて、光の武具を着けようでは

ないか。 13そして、宴楽と泥酔、淫乱と好色、争

いとねたみを捨てて、昼歩くように、つつましく

歩こうではないか。 14あなたがたは、主イエス・

キリストを着なさい。肉の欲を満たすことに心を

向けてはならない。

14信仰の弱い者を受けいれなさい。ただ、意見
を批評するためであってはならない。 2ある

人は、何を食べてもさしつかえないと信じている

が、弱い人は野菜だけを食べる。 3食べる者は食

べない者を軽んじてはならず、食べない者も食べ

る者をさばいてはならない。神は彼を受けいれて

下さったのであるから。 4他人の僕をさばくあな

たは、いったい、何者であるか。彼が立つのも倒

れるのも、その主人によるのである。しかし、彼

は立つようになる。主は彼を立たせることができ

るからである。 5また、ある人は、この日がかの

日よりも大事であると考え、ほかの人はどの日も

同じだと考える。各自はそれぞれ心の中で、確信

を持っておるべきである。 6日を重んじる者は、

主のために重んじる。また食べる者も主のために

食べる。神に感謝して食べるからである。食べな

い者も主のために食べない。そして、神に感謝す

る。 7すなわち、わたしたちのうち、だれひとり

自分のために生きる者はなく、だれひとり自分の

ために死ぬ者はない。 8わたしたちは、生きるの

も主のために生き、死ぬのも主のために死ぬ。だ

から、生きるにしても死ぬにしても、わたしたち

は主のものなのである。 9なぜなら、キリストは

、死者と生者との主となるために、死んで生き返

られたからである。 10それだのに、あなたは、な

ぜ兄弟をさばくのか。あなたは、なぜ兄弟を軽ん

じるのか。わたしたちはみな、神のさばきの座の

前に立つのである。 11すなわち、「主が言われる

。わたしは生きている。すべてのひざは、わたし

に対してかがみ、すべての舌は、神にさんびをさ

さげるであろう」と書いてある。 12だから、わた

したちひとりびとりは、神に対して自分の言いひ

らきをすべきである。 13それゆえ、今後わたした

ちは、互にさばき合うことをやめよう。むしろ、

あなたがたは、妨げとなる物や、つまずきとなる

物を兄弟の前に置かないことに、決めるがよい。

14わたしは、主イエスにあって知りかつ確信して

いる。それ自体、汚れているものは一つもない。

ただ、それが汚れていると考える人にだけ、汚れ

ているのである。 15もし食物のゆえに兄弟を苦し

めるなら、あなたは、もはや愛によって歩いてい

るのではない。あなたの食物によって、兄弟を滅

ぼしてはならない。キリストは彼のためにも、死

なれたのである。 16それだから、あなたがたにと

って良い事が、そしりの種にならぬようにしなさ

い。 17神の国は飲食ではなく、義と、平和と、聖

霊における喜びとである。 18こうしてキリストに

仕える者は、神に喜ばれ、かつ、人にも受けいれ

られるのである。 19こういうわけで、平和に役立

つことや、互の徳を高めることを、追い求めよう

ではないか。 20食物のことで、神のみわざを破壊

してはならない。すべての物はきよい。ただ、そ

れを食べて人をつまずかせる者には、悪となる。

21肉を食わず、酒を飲まず、そのほか兄弟をつま

ずかせないのは、良いことである。 22あなたの持

っている信仰を、神のみまえに、自分自身に持っ

ていなさい。自ら良いと定めたことについて、や

ましいと思わない人は、さいわいである。 23しか

し、疑いながら食べる者は、信仰によらないから

、罪に定められる。すべて信仰によらないことは

、罪である。

15わたしたち強い者は、強くない者たちの弱さ
をになうべきであって、自分だけを喜ばせる

ことをしてはならない。 2わたしたちひとりびと

りは、隣り人の徳を高めるために、その益を図っ

て彼らを喜ばすべきである。 3キリストさえ、ご

自身を喜ばせることはなさらなかった。むしろ「

あなたをそしる者のそしりが、わたしに降りかか

った」と書いてあるとおりであった。 4これまで

に書かれた事がらは、すべてわたしたちの教のた

めに書かれたのであって、それは聖書の与える忍

耐と慰めとによって、望みをいだかせるためであ

る。 5どうか、忍耐と慰めとの神が、あなたがた

に、キリスト・イエスにならって互に同じ思いを

いだかせ、 6こうして、心を一つにし、声を合わ

せて、わたしたちの主イエス・キリストの父なる

神をあがめさせて下さるように。 7こういうわけ

で、キリストもわたしたちを受けいれて下さった

ように、あなたがたも互に受けいれて、神の栄光

をあらわすべきである。 8わたしは言う、キリス

トは神の真実を明らかにするために、割礼のある

者の僕となられた。それは父祖たちの受けた約束

を保証すると共に、 9異邦人もあわれみを受けて

神をあがめるようになるためである、「それゆえ

、わたしは、異邦人の中であなたにさんびをささ

げ、また、御名をほめ歌う」と書いてあるとおり

である。 10また、こう言っている、「異邦人よ、

主の民と共に喜べ」。 11また、「すべての異邦人

よ、主をほめまつれ。もろもろの民よ、主をほめ

たたえよ」。 12またイザヤは言っている、「エッ

サイの根から芽が出て、異邦人を治めるために立

ち上がる者が来る。異邦人は彼に望みをおくであ

ろう」。 13どうか、望みの神が、信仰から来るあ
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らゆる喜びと平安とを、あなたがたに満たし、聖

霊の力によって、あなたがたを、望みにあふれさ

せて下さるように。 14さて、わたしの兄弟たちよ

。あなたがた自身が、善意にあふれ、あらゆる知

恵に満たされ、そして互に訓戒し合う力のあるこ

とを、わたしは堅く信じている。 15しかし、わた

しはあなたがたの記憶を新たにするために、とこ

ろどころ、かなり思いきって書いた。それは、神

からわたしに賜わった恵みによって、書いたので

ある。 16このように恵みを受けたのは、わたしが

異邦人のためにキリスト・イエスに仕える者とな

り、神の福音のために祭司の役を勤め、こうして

異邦人を、聖霊によってきよめられた、御旨にか

なうささげ物とするためである。 17だから、わた

しは神への奉仕については、キリスト・イエスに

あって誇りうるのである。 18わたしは、異邦人を

従順にするために、キリストがわたしを用いて、

言葉とわざ、 19しるしと不思議との力、聖霊の力

によって、働かせて下さったことの外には、あえ

て何も語ろうとは思わない。こうして、わたしは

エルサレムから始まり、巡りめぐってイルリコに

至るまで、キリストの福音を満たしてきた。 20そ

の際、わたしの切に望んだところは、他人の土台

の上に建てることをしないで、キリストの御名が

まだ唱えられていない所に福音を宣べ伝えること

であった。 21すなわち、「彼のことを宣べ伝えら

れていなかった人々が見、聞いていなかった人々

が悟るであろう」と書いてあるとおりである。 22

こういうわけで、わたしはあなたがたの所に行く

ことを、たびたび妨げられてきた。 23しかし今で

は、この地方にはもはや働く余地がなく、かつイ

スパニヤに赴く場合、あなたがたの所に行くこと

を、多年、熱望していたので、 24その途中あなた

がたに会い、まず幾分でもわたしの願いがあなた

がたによって満たされたら、あなたがたに送られ

てそこへ行くことを、望んでいるのである。 25し

かし今の場合、聖徒たちに仕えるために、わたし

はエルサレムに行こうとしている。 26なぜなら、

マケドニヤとアカヤとの人々は、エルサレムにお

る聖徒の中の貧しい人々を援助することに賛成し

たからである。 27たしかに、彼らは賛成した。し

かし同時に、彼らはかの人々に負債がある。とい

うのは、もし異邦人が彼らの霊の物にあずかった

とすれば、肉の物をもって彼らに仕えるのは、当

然だからである。 28そこでわたしは、この仕事を

済ませて彼らにこの実を手渡した後、あなたがた

の所をとおって、イスパニヤに行こうと思う。 29

そしてあなたがたの所に行く時には、キリストの

満ちあふれる祝福をもって行くことと、信じてい

る。 30兄弟たちよ。わたしたちの主イエス・キリ

ストにより、かつ御霊の愛によって、あなたがた

にお願いする。どうか、共に力をつくして、わた

しのために神に祈ってほしい。 31すなわち、わた

しがユダヤにおる不信の徒から救われ、そしてエ

ルサレムに対するわたしの奉仕が聖徒たちに受け

いれられるものとなるように、 32また、神の御旨

により、喜びをもってあなたがたの所に行き、共

になぐさめ合うことができるように祈ってもらい

たい。 33どうか、平和の神があなたがた一同と共

にいますように、アァメン。

16ケンクレヤにある教会の執事、わたしたちの
姉妹フィベを、あなたがたに紹介する。 2ど

うか、聖徒たるにふさわしく、主にあって彼女を

迎え、そして、彼女があなたがたにしてもらいた

いことがあれば、何事でも、助けてあげてほしい

。彼女は多くの人の援助者であり、またわたし自

身の援助者でもあった。 3キリスト・イエスにあ

るわたしの同労者プリスカとアクラとに、よろし

く言ってほしい。 4彼らは、わたしのいのちを救

うために、自分の首をさえ差し出してくれたので

ある。彼らに対しては、わたしだけではなく、異

邦人のすべての教会も、感謝している。 5また、

彼らの家の教会にも、よろしく。わたしの愛する

エパネトに、よろしく言ってほしい。彼は、キリ

ストにささげられたアジヤの初穂である。 6あな

たがたのために一方ならず労苦したマリヤに、よ

ろしく言ってほしい。 7わたしの同族であって、

わたしと一緒に投獄されたことのあるアンデロニ

コとユニアスとに、よろしく。彼らは使徒たちの

間で評判がよく、かつ、わたしよりも先にキリス

トを信じた人々である。 8主にあって愛するアム

プリアトに、よろしく。 9キリストにあるわたし

たちの同労者ウルバノと、愛するスタキスとに、

よろしく。 10キリストにあって錬達なアペレに、

よろしく。アリストブロの家の人たちに、よろし

く。 11同族のヘロデオンに、よろしく。ナルキソ

の家の、主にある人たちに、よろしく。 12主にあ

って労苦しているツルパナとツルポサとに、よろ

しく。主にあって一方ならず労苦した愛するペル

シスに、よろしく。 13主にあって選ばれたルポス

と、彼の母とに、よろしく。彼の母は、わたしの

母でもある。 14アスンクリト、フレゴン、ヘルメ

ス、パトロバ、ヘルマスおよび彼らと一緒にいる

兄弟たちに、よろしく。 15ピロロゴとユリヤとに

、またネレオとその姉妹とに、オルンパに、また

彼らと一緒にいるすべての聖徒たちに、よろしく

言ってほしい。 16きよい接吻をもって、互にあい

さつをかわしなさい。キリストのすべての教会か

ら、あなたがたによろしく。 17さて兄弟たちよ。

あなたがたに勧告する。あなたがたが学んだ教に

そむいて分裂を引き起し、つまずきを与える人々

を警戒し、かつ彼らから遠ざかるがよい。 18なぜ

なら、こうした人々は、わたしたちの主キリスト

に仕えないで、自分の腹に仕え、そして甘言と美

辞とをもって、純朴な人々の心を欺く者どもだか

らである。 19あなたがたの従順は、すべての人々

の耳に達しており、それをあなたがたのために喜

んでいる。しかし、わたしの願うところは、あな

たがたが善にさとく、悪には、うとくあってほし

いことである。 20平和の神は、サタンをすみやか

にあなたがたの足の下に踏み砕くであろう。どう

か、わたしたちの主イエスの恵みが、あなたがた

と共にあるように。 21わたしの同労者テモテおよ
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び同族のルキオ、ヤソン、ソシパテロから、あな

たがたによろしく。 22（この手紙を筆記したわた

しテルテオも、主にあってあなたがたにあいさつ

の言葉をおくる。） 23わたしと全教会との家主ガ

イオから、あなたがたによろしく。市の会計係エ

ラストと兄弟クワルトから、あなたがたによろし

く。〔 24わたしたちの主イエス・キリストの恵み

が、あなたがた一同と共にあるように、アァメン

。〕 25願わくは、わたしの福音とイエス・キリス

トの宣教とにより、かつ、長き世々にわたって、

(aiōnios g166) 26隠されていたが、今やあらわされ、

預言の書をとおして、永遠の神の命令に従い、信

仰の従順に至らせるために、もろもろの国人に告

げ知らされた奥義の啓示によって、あなたがたを

力づけることのできるかた、 (aiōnios g166) 27すなわ

ち、唯一の知恵深き神に、イエス・キリストによ

り、栄光が永遠より永遠にあるように、アァメン

。 (aiōn g165)
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コリント人への手

紙第一

1神の御旨により召されてキリスト・イエスの使
徒となったパウロと、兄弟ソステネから、 2コ

リントにある神の教会、すなわち、わたしたちの

主イエス・キリストの御名を至る所で呼び求めて

いるすべての人々と共に、キリスト・イエスにあ

ってきよめられ、聖徒として召されたかたがたへ

。このキリストは、わたしたちの主であり、また

彼らの主であられる。 3わたしたちの父なる神と

主イエス・キリストから、恵みと平安とが、あな

たがたにあるように。 4わたしは、あなたがたが

キリスト・イエスにあって与えられた神の恵みを

思って、いつも神に感謝している。 5あなたがた

はキリストにあって、すべてのことに、すなわち

、すべての言葉にもすべての知識にも恵まれ、 6

キリストのためのあかしが、あなたがたのうちに

確かなものとされ、 7こうして、あなたがたは恵

みの賜物にいささかも欠けることがなく、わたし

たちの主イエス・キリストの現れるのを待ち望ん

でいる。 8主もまた、あなたがたを最後まで堅く

ささえて、わたしたちの主イエス・キリストの日

に、責められるところのない者にして下さるであ

ろう。 9神は真実なかたである。あなたがたは神

によって召され、御子、わたしたちの主イエス・

キリストとの交わりに、はいらせていただいたの

である。 10さて兄弟たちよ。わたしたちの主イエ

ス・キリストの名によって、あなたがたに勧める

。みな語ることを一つにし、お互の間に分争がな

いようにし、同じ心、同じ思いになって、堅く結

び合っていてほしい。 11わたしの兄弟たちよ。実

は、クロエの家の者たちから、あなたがたの間に

争いがあると聞かされている。 12はっきり言うと

、あなたがたがそれぞれ、「わたしはパウロにつ

く」「わたしはアポロに」「わたしはケパに」「

わたしはキリストに」と言い合っていることであ

る。 13キリストは、いくつにも分けられたのか。

パウロは、あなたがたのために十字架につけられ

たことがあるのか。それとも、あなたがたは、パ

ウロの名によってバプテスマを受けたのか。 14わ

たしは感謝しているが、クリスポとガイオ以外に

は、あなたがたのうちのだれにも、バプテスマを

授けたことがない。 15それはあなたがたがわたし

の名によってバプテスマを受けたのだと、だれに

も言われることのないためである。 16もっとも、

ステパナの家の者たちには、バプテスマを授けた

ことがある。しかし、そのほかには、だれにも授

けた覚えがない。 17いったい、キリストがわたし

をつかわされたのは、バプテスマを授けるためで

はなく、福音を宣べ伝えるためであり、しかも知

恵の言葉を用いずに宣べ伝えるためであった。そ

れは、キリストの十字架が無力なものになってし

まわないためなのである。 18十字架の言は、滅び

行く者には愚かであるが、救にあずかるわたした

ちには、神の力である。 19すなわち、聖書に、「

わたしは知者の知恵を滅ぼし、賢い者の賢さをむ

なしいものにする」と書いてある。 20知者はどこ

にいるか。学者はどこにいるか。この世の論者は

どこにいるか。神はこの世の知恵を、愚かにされ

たではないか。 (aiōn g165) 21この世は、自分の知恵

によって神を認めるに至らなかった。それは、神

の知恵にかなっている。そこで神は、宣教の愚か

さによって、信じる者を救うこととされたのであ

る。 22ユダヤ人はしるしを請い、ギリシヤ人は知

恵を求める。 23しかしわたしたちは、十字架につ

けられたキリストを宣べ伝える。このキリストは

、ユダヤ人にはつまずかせるもの、異邦人には愚

かなものであるが、 24召された者自身にとっては

、ユダヤ人にもギリシヤ人にも、神の力、神の知

恵たるキリストなのである。 25神の愚かさは人よ

りも賢く、神の弱さは人よりも強いからである。

26兄弟たちよ。あなたがたが召された時のことを

考えてみるがよい。人間的には、知恵のある者が

多くはなく、権力のある者も多くはなく、身分の

高い者も多くはいない。 27それだのに神は、知者

をはずかしめるために、この世の愚かな者を選び

、強い者をはずかしめるために、この世の弱い者

を選び、 28有力な者を無力な者にするために、こ

の世で身分の低い者や軽んじられている者、すな

わち、無きに等しい者を、あえて選ばれたのであ

る。 29それは、どんな人間でも、神のみまえに誇

ることがないためである。 30あなたがたがキリス

ト・イエスにあるのは、神によるのである。キリ

ストは神に立てられて、わたしたちの知恵となり

、義と聖とあがないとになられたのである。 31そ

れは、「誇る者は主を誇れ」と書いてあるとおり

である。

2兄弟たちよ。わたしもまた、あなたがたの所に
行ったとき、神のあかしを宣べ伝えるのに、す

ぐれた言葉や知恵を用いなかった。 2なぜなら、

わたしはイエス・キリスト、しかも十字架につけ

られたキリスト以外のことは、あなたがたの間で

は何も知るまいと、決心したからである。 3わた

しがあなたがたの所に行った時には、弱くかつ恐

れ、ひどく不安であった。 4そして、わたしの言

葉もわたしの宣教も、巧みな知恵の言葉によらな

いで、霊と力との証明によったのである。 5それ

は、あなたがたの信仰が人の知恵によらないで、

神の力によるものとなるためであった。 6しかし

わたしたちは、円熟している者の間では、知恵を

語る。この知恵は、この世の者の知恵ではなく、

この世の滅び行く支配者たちの知恵でもない。

(aiōn g165) 7むしろ、わたしたちが語るのは、隠さ

れた奥義としての神の知恵である。それは神が、

わたしたちの受ける栄光のために、世の始まらぬ

先から、あらかじめ定めておかれたものである。

(aiōn g165) 8この世の支配者たちのうちで、この知

恵を知っていた者は、ひとりもいなかった。もし

知っていたなら、栄光の主を十字架につけはしな

かったであろう。 (aiōn g165) 9しかし、聖書に書い
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てあるとおり、「目がまだ見ず、耳がまだ聞かず

、人の心に思い浮びもしなかったことを、神は、

ご自分を愛する者たちのために備えられた」ので

ある。 10そして、それを神は、御霊によってわた

したちに啓示して下さったのである。御霊はすべ

てのものをきわめ、神の深みまでもきわめるのだ

からである。 11いったい、人間の思いは、その内

にある人間の霊以外に、だれが知っていようか。

それと同じように神の思いも、神の御霊以外には

、知るものはない。 12ところが、わたしたちが受

けたのは、この世の霊ではなく、神からの霊であ

る。それによって、神から賜わった恵みを悟るた

めである。 13この賜物について語るにも、わたし

たちは人間の知恵が教える言葉を用いないで、御

霊の教える言葉を用い、霊によって霊のことを解

釈するのである。 14生れながらの人は、神の御霊

の賜物を受けいれない。それは彼には愚かなもの

だからである。また、御霊によって判断されるべ

きであるから、彼はそれを理解することができな

い。 15しかし、霊の人は、すべてのものを判断す

るが、自分自身はだれからも判断されることはな

い。 16「だれが主の思いを知って、彼を教えるこ

とができようか」。しかし、わたしたちはキリス

トの思いを持っている。

3兄弟たちよ。わたしはあなたがたには、霊の人
に対するように話すことができず、むしろ、肉

に属する者、すなわち、キリストにある幼な子に

話すように話した。 2あなたがたに乳を飲ませて

、堅い食物は与えなかった。食べる力が、まだあ

なたがたになかったからである。今になってもそ

の力がない。 3あなたがたはまだ、肉の人だから

である。あなたがたの間に、ねたみや争いがある

のは、あなたがたが肉の人であって、普通の人間

のように歩いているためではないか。 4すなわち

、ある人は「わたしはパウロに」と言い、ほかの

人は「わたしはアポロに」と言っているようでは

、あなたがたは普通の人間ではないか。 5アポロ

は、いったい、何者か。また、パウロは何者か。

あなたがたを信仰に導いた人にすぎない。しかも

それぞれ、主から与えられた分に応じて仕えてい

るのである。 6わたしは植え、アポロは水をそそ

いだ。しかし成長させて下さるのは、神である。 7

だから、植える者も水をそそぐ者も、ともに取る

に足りない。大事なのは、成長させて下さる神の

みである。 8植える者と水をそそぐ者とは一つで

あって、それぞれその働きに応じて報酬を得るで

あろう。 9わたしたちは神の同労者である。あな

たがたは神の畑であり、神の建物である。 10神か

ら賜わった恵みによって、わたしは熟練した建築

師のように、土台をすえた。そして他の人がその

上に家を建てるのである。しかし、どういうふう

に建てるか、それぞれ気をつけるがよい。 11なぜ

なら、すでにすえられている土台以外のものをす

えることは、だれにもできない。そして、この土

台はイエス・キリストである。 12この土台の上に

、だれかが金、銀、宝石、木、草、または、わら

を用いて建てるならば、 13それぞれの仕事は、は

っきりとわかってくる。すなわち、かの日は火の

中に現れて、それを明らかにし、またその火は、

それぞれの仕事がどんなものであるかを、ためす

であろう。 14もしある人の建てた仕事がそのまま

残れば、その人は報酬を受けるが、 15その仕事が

焼けてしまえば、損失を被るであろう。しかし彼

自身は、火の中をくぐってきた者のようにではあ

るが、救われるであろう。 16あなたがたは神の宮

であって、神の御霊が自分のうちに宿っているこ

とを知らないのか。 17もし人が、神の宮を破壊す

るなら、神はその人を滅ぼすであろう。なぜなら

、神の宮は聖なるものであり、そして、あなたが

たはその宮なのだからである。 18だれも自分を欺

いてはならない。もしあなたがたのうちに、自分

がこの世の知者だと思う人がいるなら、その人は

知者になるために愚かになるがよい。 (aiōn g165) 19

なぜなら、この世の知恵は、神の前では愚かなも

のだからである。「神は、知者たちをその悪知恵

によって捕える」と書いてあり、 20更にまた、「

主は、知者たちの論議のむなしいことをご存じで

ある」と書いてある。 21だから、だれも人間を誇

ってはいけない。すべては、あなたがたのものな

のである。 22パウロも、アポロも、ケパも、世界

も、生も、死も、現在のものも、将来のものも、

ことごとく、あなたがたのものである。 23そして

、あなたがたはキリストのもの、キリストは神の

ものである。

4このようなわけだから、人はわたしたちを、キ
リストに仕える者、神の奥義を管理している者

と見るがよい。 2この場合、管理者に要求されて

いるのは、忠実であることである。 3わたしはあ

なたがたにさばかれたり、人間の裁判にかけられ

たりしても、なんら意に介しない。いや、わたし

は自分をさばくこともしない。 4わたしは自ら省

みて、なんらやましいことはないが、それで義と

されているわけではない。わたしをさばくかたは

、主である。 5だから、主がこられるまでは、何

事についても、先走りをしてさばいてはいけない

。主は暗い中に隠れていることを明るみに出し、

心の中で企てられていることを、あらわにされる

であろう。その時には、神からそれぞれほまれを

受けるであろう。 6兄弟たちよ。これらのことを

わたし自身とアポロとに当てはめて言って聞かせ

たが、それはあなたがたが、わたしたちを例にと

って、「しるされている定めを越えない」ことを

学び、ひとりの人をあがめ、ほかの人を見さげて

高ぶることのないためである。 7いったい、あな

たを偉くしているのは、だれなのか。あなたの持

っているもので、もらっていないものがあるか。

もしもらっているなら、なぜもらっていないもの

のように誇るのか。 8あなたがたは、すでに満腹

しているのだ。すでに富み栄えているのだ。わた

したちを差しおいて、王になっているのだ。ああ

、王になっていてくれたらと思う。そうであった

なら、わたしたちも、あなたがたと共に王になれ
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たであろう。 9わたしはこう考える。神はわたし

たち使徒を死刑囚のように、最後に出場する者と

して引き出し、こうしてわたしたちは、全世界に

、天使にも人々にも見せ物にされたのだ。 10わた

したちはキリストのゆえに愚かな者となり、あな

たがたはキリストにあって賢い者となっている。

わたしたちは弱いが、あなたがたは強い。あなた

がたは尊ばれ、わたしたちは卑しめられている。

11今の今まで、わたしたちは飢え、かわき、裸に

され、打たれ、宿なしであり、 12苦労して自分の

手で働いている。はずかしめられては祝福し、迫

害されては耐え忍び、 13ののしられては優しい言

葉をかけている。わたしたちは今に至るまで、こ

の世のちりのように、人間のくずのようにされて

いる。 14わたしがこのようなことを書くのは、あ

なたがたをはずかしめるためではなく、むしろ、

わたしの愛児としてさとすためである。 15たとい

あなたがたに、キリストにある養育掛が一万人あ

ったとしても、父が多くあるのではない。キリス

ト・イエスにあって、福音によりあなたがたを生

んだのは、わたしなのである。 16そこで、あなた

がたに勧める。わたしにならう者となりなさい。

17このことのために、わたしは主にあって愛する

忠実なわたしの子テモテを、あなたがたの所につ

かわした。彼は、キリスト・イエスにおけるわた

しの生活のしかたを、わたしが至る所の教会で教

えているとおりに、あなたがたに思い起させてく

れるであろう。 18しかしある人々は、わたしがあ

なたがたの所に来ることはあるまいとみて、高ぶ

っているということである。 19しかし主のみここ

ろであれば、わたしはすぐにでもあなたがたの所

に行って、高ぶっている者たちの言葉ではなく、

その力を見せてもらおう。 20神の国は言葉ではな

く、力である。 21あなたがたは、どちらを望むの

か。わたしがむちをもって、あなたがたの所に行

くことか、それとも、愛と柔和な心とをもって行

くことであるか。

5現に聞くところによると、あなたがたの間に不
品行な者があり、しかもその不品行は、異邦人

の間にもないほどのもので、ある人がその父の妻

と一緒に住んでいるということである。 2それだ

のに、なお、あなたがたは高ぶっている。むしろ

、そんな行いをしている者が、あなたがたの中か

ら除かれねばならないことを思って、悲しむべき

ではないか。 3しかし、わたし自身としては、か

らだは離れていても、霊では一緒にいて、その場

にいる者のように、そんな行いをした者を、すで

にさばいてしまっている。 4すなわち、主イエス

の名によって、あなたがたもわたしの霊も共に、

わたしたちの主イエスの権威のもとに集まって、 5

彼の肉が滅ぼされても、その霊が主のさばきの日

に救われるように、彼をサタンに引き渡してしま

ったのである。 6あなたがたが誇っているのは、

よろしくない。あなたがたは、少しのパン種が粉

のかたまり全体をふくらませることを、知らない

のか。 7新しい粉のかたまりになるために、古い

パン種を取り除きなさい。あなたがたは、事実パ

ン種のない者なのだから。わたしたちの過越の小

羊であるキリストは、すでにほふられたのだ。 8

ゆえに、わたしたちは、古いパン種や、また悪意

と邪悪とのパン種を用いずに、パン種のはいって

いない純粋で真実なパンをもって、祭をしようで

はないか。 9わたしは前の手紙で、不品行な者た

ちと交際してはいけないと書いたが、 10それは、

この世の不品行な者、貪欲な者、略奪をする者、

偶像礼拝をする者などと全然交際してはいけない

と、言ったのではない。もしそうだとしたら、あ

なたがたはこの世から出て行かねばならないこと

になる。 11しかし、わたしが実際に書いたのは、

兄弟と呼ばれる人で、不品行な者、貪欲な者、偶

像礼拝をする者、人をそしる者、酒に酔う者、略

奪をする者があれば、そんな人と交際をしてはい

けない、食事を共にしてもいけない、ということ

であった。 12外の人たちをさばくのは、わたしの

することであろうか。あなたがたのさばくべき者

は、内の人たちではないか。外の人たちは、神が

さばくのである。 13その悪人を、あなたがたの中

から除いてしまいなさい。

6あなたがたの中のひとりが、仲間の者と何か争
いを起した場合、それを聖徒に訴えないで、正

しくない者に訴え出るようなことをするのか。 2

それとも、聖徒は世をさばくものであることを、

あなたがたは知らないのか。そして、世があなた

がたによってさばかれるべきであるのに、きわめ

て小さい事件でもさばく力がないのか。 3あなた

がたは知らないのか、わたしたちは御使をさえさ

ばく者である。ましてこの世の事件などは、いう

までもないではないか。 4それだのに、この世の

事件が起ると、教会で軽んじられている人たちを

、裁判の席につかせるのか。 5わたしがこう言う

のは、あなたがたをはずかしめるためである。い

ったい、あなたがたの中には、兄弟の間の争いを

仲裁することができるほどの知者は、ひとりもい

ないのか。 6しかるに、兄弟が兄弟を訴え、しか

もそれを不信者の前に持ち出すのか。 7そもそも

、互に訴え合うこと自体が、すでにあなたがたの

敗北なのだ。なぜ、むしろ不義を受けないのか。

なぜ、むしろだまされていないのか。 8しかるに

、あなたがたは不義を働き、だまし取り、しかも

兄弟に対してそうしているのである。 9それとも

、正しくない者が神の国をつぐことはないのを、

知らないのか。まちがってはいけない。不品行な

者、偶像を礼拝する者、姦淫をする者、男娼とな

る者、男色をする者、盗む者、 10貪欲な者、酒に

酔う者、そしる者、略奪する者は、いずれも神の

国をつぐことはないのである。 11あなたがたの中

には、以前はそんな人もいた。しかし、あなたが

たは、主イエス・キリストの名によって、またわ

たしたちの神の霊によって、洗われ、きよめられ

、義とされたのである。 12すべてのことは、わた

しに許されている。しかし、すべてのことが益に

なるわけではない。すべてのことは、わたしに許
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されている。しかし、わたしは何ものにも支配さ

れることはない。 13食物は腹のため、腹は食物の

ためである。しかし神は、それもこれも滅ぼすで

あろう。からだは不品行のためではなく、主のた

めであり、主はからだのためである。 14そして、

神は主をよみがえらせたが、その力で、わたした

ちをもよみがえらせて下さるであろう。 15あなた

がたは自分のからだがキリストの肢体であること

を、知らないのか。それだのに、キリストの肢体

を取って遊女の肢体としてよいのか。断じていけ

ない。 16それとも、遊女につく者はそれと一つの

からだになることを、知らないのか。「ふたりの

者は一体となるべきである」とあるからである。

17しかし主につく者は、主と一つの霊になるので

ある。 18不品行を避けなさい。人の犯すすべての

罪は、からだの外にある。しかし不品行をする者

は、自分のからだに対して罪を犯すのである。 19

あなたがたは知らないのか。自分のからだは、神

から受けて自分の内に宿っている聖霊の宮であっ

て、あなたがたは、もはや自分自身のものではな

いのである。 20あなたがたは、代価を払って買い

とられたのだ。それだから、自分のからだをもっ

て、神の栄光をあらわしなさい。

7さて、あなたがたが書いてよこした事について
答えると、男子は婦人にふれないがよい。 2し

かし、不品行に陥ることのないために、男子はそ

れぞれ自分の妻を持ち、婦人もそれぞれ自分の夫

を持つがよい。 3夫は妻にその分を果し、妻も同

様に夫にその分を果すべきである。 4妻は自分の

からだを自由にすることはできない。それができ

るのは夫である。夫も同様に自分のからだを自由

にすることはできない。それができるのは妻であ

る。 5互に拒んではいけない。ただし、合意の上

で祈に専心するために、しばらく相別れ、それか

らまた一緒になることは、さしつかえない。そう

でないと、自制力のないのに乗じて、サタンがあ

なたがたを誘惑するかも知れない。 6以上のこと

は、譲歩のつもりで言うのであって、命令するの

ではない。 7わたしとしては、みんなの者がわた

し自身のようになってほしい。しかし、ひとりび

とり神からそれぞれの賜物をいただいていて、あ

る人はこうしており、他の人はそうしている。 8

次に、未婚者たちとやもめたちとに言うが、わた

しのように、ひとりでおれば、それがいちばんよ

い。 9しかし、もし自制することができないなら

、結婚するがよい。情の燃えるよりは、結婚する

方が、よいからである。 10更に、結婚している者

たちに命じる。命じるのは、わたしではなく主で

あるが、妻は夫から別れてはいけない。 11（しか

し、万一別れているなら、結婚しないでいるか、

それとも夫と和解するかしなさい）。また夫も妻

と離婚してはならない。 12そのほかの人々に言う

。これを言うのは、主ではなく、わたしである。

ある兄弟に不信者の妻があり、そして共にいるこ

とを喜んでいる場合には、離婚してはいけない。

13また、ある婦人の夫が不信者であり、そして共

にいることを喜んでいる場合には、離婚してはい

けない。 14なぜなら、不信者の夫は妻によってき

よめられており、また、不信者の妻も夫によって

きよめられているからである。もしそうでなけれ

ば、あなたがたの子は汚れていることになるが、

実際はきよいではないか。 15しかし、もし不信者

の方が離れて行くのなら、離れるままにしておく

がよい。兄弟も姉妹も、こうした場合には、束縛

されてはいない。神は、あなたがたを平和に暮さ

せるために、召されたのである。 16なぜなら、妻

よ、あなたが夫を救いうるかどうか、どうしてわ

かるか。また、夫よ、あなたも妻を救いうるかど

うか、どうしてわかるか。 17ただ、各自は、主か

ら賜わった分に応じ、また神に召されたままの状

態にしたがって、歩むべきである。これが、すべ

ての教会に対してわたしの命じるところである。

18召されたとき割礼を受けていたら、その跡をな

くそうとしないがよい。また、召されたとき割礼

を受けていなかったら、割礼を受けようとしない

がよい。 19割礼があってもなくても、それは問題

ではない。大事なのは、ただ神の戒めを守ること

である。 20各自は、召されたままの状態にとどま

っているべきである。 21召されたとき奴隷であっ

ても、それを気にしないがよい。しかし、もし自

由の身になりうるなら、むしろ自由になりなさい

。 22主にあって召された奴隷は、主によって自由

人とされた者であり、また、召された自由人はキ

リストの奴隷なのである。 23あなたがたは、代価

を払って買いとられたのだ。人の奴隷となっては

いけない。 24兄弟たちよ。各自は、その召された

ままの状態で、神のみまえにいるべきである。 25

おとめのことについては、わたしは主の命令を受

けてはいないが、主のあわれみにより信任を受け

ている者として、意見を述べよう。 26わたしはこ

う考える。現在迫っている危機のゆえに、人は現

状にとどまっているがよい。 27もし妻に結ばれて

いるなら、解こうとするな。妻に結ばれていない

なら、妻を迎えようとするな。 28しかし、たとい

結婚しても、罪を犯すのではない。また、おとめ

が結婚しても、罪を犯すのではない。ただ、それ

らの人々はその身に苦難を受けるであろう。わた

しは、あなたがたを、それからのがれさせたいの

だ。 29兄弟たちよ。わたしの言うことを聞いてほ

しい。時は縮まっている。今からは妻のある者は

ないもののように、 30泣く者は泣かないもののよ

うに、喜ぶ者は喜ばないもののように、買う者は

持たないもののように、 31世と交渉のある者は、

それに深入りしないようにすべきである。なぜな

ら、この世の有様は過ぎ去るからである。 32わた

しはあなたがたが、思い煩わないようにしていて

ほしい。未婚の男子は主のことに心をくばって、

どうかして主を喜ばせようとするが、 33結婚して

いる男子はこの世のことに心をくばって、どうか

して妻を喜ばせようとして、その心が分れるので

ある。 34未婚の婦人とおとめとは、主のことに心

をくばって、身も魂もきよくなろうとするが、結

婚した婦人はこの世のことに心をくばって、どう
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かして夫を喜ばせようとする。 35わたしがこう言

うのは、あなたがたの利益になると思うからであ

って、あなたがたを束縛するためではない。そう

ではなく、正しい生活を送って、余念なく主に奉

仕させたいからである。 36もしある人が、相手の

おとめに対して、情熱をいだくようになった場合

、それは適当でないと思いつつも、やむを得なけ

れば、望みどおりにしてもよい。それは罪を犯す

ことではない。ふたりは結婚するがよい。 37しか

し、彼が心の内で堅く決心していて、無理をしな

いで自分の思いを制することができ、その上で、

相手のおとめをそのままにしておこうと、心の中

で決めたなら、そうしてもよい。 38だから、相手

のおとめと結婚することはさしつかえないが、結

婚しない方がもっとよい。 39妻は夫が生きている

間は、その夫につながれている。夫が死ねば、望

む人と結婚してもさしつかえないが、それは主に

ある者とに限る。 40しかし、わたしの意見では、

そのままでいたなら、もっと幸福である。わたし

も神の霊を受けていると思う。

8偶像への供え物について答えると、「わたした
ちはみな知識を持っている」ことは、わかって

いる。しかし、知識は人を誇らせ、愛は人の徳を

高める。 2もし人が、自分は何か知っていると思

うなら、その人は、知らなければならないほどの

事すら、まだ知っていない。 3しかし、人が神を

愛するなら、その人は神に知られているのである

。 4さて、偶像への供え物を食べることについて

は、わたしたちは、偶像なるものは実際は世に存

在しないこと、また、唯一の神のほかには神がな

いことを、知っている。 5というのは、たとい神

々といわれるものが、あるいは天に、あるいは地

にあるとしても、そして、多くの神、多くの主が

あるようではあるが、 6わたしたちには、父なる

唯一の神のみがいますのである。万物はこの神か

ら出て、わたしたちもこの神に帰する。また、唯

一の主イエス・キリストのみがいますのである。

万物はこの主により、わたしたちもこの主によっ

ている。 7しかし、この知識をすべての人が持っ

ているのではない。ある人々は、偶像についての

、これまでの習慣上、偶像への供え物として、そ

れを食べるが、彼らの良心が、弱いために汚され

るのである。 8食物は、わたしたちを神に導くも

のではない。食べなくても損はないし、食べても

益にはならない。 9しかし、あなたがたのこの自

由が、弱い者たちのつまずきにならないように、

気をつけなさい。 10なぜなら、ある人が、知識の

あるあなたが偶像の宮で食事をしているのを見た

場合、その人の良心が弱いため、それに「教育さ

れて」、偶像への供え物を食べるようにならない

だろうか。 11するとその弱い人は、あなたの知識

によって滅びることになる。この弱い兄弟のため

にも、キリストは死なれたのである。 12このよう

にあなたがたが、兄弟たちに対して罪を犯し、そ

の弱い良心を痛めるのは、キリストに対して罪を

犯すことなのである。 13だから、もし食物がわた

しの兄弟をつまずかせるなら、兄弟をつまずかせ

ないために、わたしは永久に、断じて肉を食べる

ことはしない。 (aiōn g165)

9わたしは自由な者ではないか。使徒ではないか
。わたしたちの主イエスを見たではないか。あ

なたがたは、主にあるわたしの働きの実ではない

か。 2わたしは、ほかの人に対しては使徒でない

としても、あなたがたには使徒である。あなたが

たが主にあることは、わたしの使徒職の印なので

ある。 3わたしの批判者たちに対する弁明は、こ

れである。 4わたしたちには、飲み食いをする権

利がないのか。 5わたしたちには、ほかの使徒た

ちや主の兄弟たちやケパのように、信者である妻

を連れて歩く権利がないのか。 6それとも、わた

しとバルナバとだけには、労働をせずにいる権利

がないのか。 7いったい、自分で費用を出して軍

隊に加わる者があろうか。ぶどう畑を作っていて

、その実を食べない者があろうか。また、羊を飼

っていて、その乳を飲まない者があろうか。 8わ

たしは、人間の考えでこう言うのではない。律法

もまた、そのように言っているではないか。 9す

なわち、モーセの律法に、「穀物をこなしている

牛に、くつこをかけてはならない」と書いてある

。神は、牛のことを心にかけておられるのだろう

か。 10それとも、もっぱら、わたしたちのために

言っておられるのか。もちろん、それはわたした

ちのためにしるされたのである。すなわち、耕す

者は望みをもって耕し、穀物をこなす者は、その

分け前をもらう望みをもってこなすのである。 11

もしわたしたちが、あなたがたのために霊のもの

をまいたのなら、肉のものをあなたがたから刈り

とるのは、行き過ぎだろうか。 12もしほかの人々

が、あなたがたに対するこの権利にあずかってい

るとすれば、わたしたちはなおさらのことではな

いか。しかしわたしたちは、この権利を利用せず

、かえってキリストの福音の妨げにならないよう

にと、すべてのことを忍んでいる。 13あなたがた

は、宮仕えをしている人たちは宮から下がる物を

食べ、祭壇に奉仕している人たちは祭壇の供え物

の分け前にあずかることを、知らないのか。 14そ

れと同様に、主は、福音を宣べ伝えている者たち

が福音によって生活すべきことを、定められたの

である。 15しかしわたしは、これらの権利を一つ

も利用しなかった。また、自分がそうしてもらい

たいから、このように書くのではない。そうされ

るよりは、死ぬ方がましである。わたしのこの誇

は、何者にも奪い去られてはならないのだ。 16わ

たしが福音を宣べ伝えても、それは誇にはならな

い。なぜなら、わたしは、そうせずにはおれない

からである。もし福音を宣べ伝えないなら、わた

しはわざわいである。 17進んでそれをすれば、報

酬を受けるであろう。しかし、進んでしないとし

ても、それは、わたしにゆだねられた務なのであ

る。 18それでは、その報酬はなんであるか。福音

を宣べ伝えるのにそれを無代価で提供し、わたし

が宣教者として持つ権利を利用しないことである
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。 19わたしは、すべての人に対して自由であるが

、できるだけ多くの人を得るために、自ら進んで

すべての人の奴隷になった。 20ユダヤ人には、ユ

ダヤ人のようになった。ユダヤ人を得るためであ

る。律法の下にある人には、わたし自身は律法の

下にはないが、律法の下にある者のようになった

。律法の下にある人を得るためである。 21律法の

ない人にはわたしは神の律法の外にあるのではな

く、キリストの律法の中にあるのだが律法のない

人のようになった。律法のない人を得るためであ

る。 22弱い人には弱い者になった。弱い人を得る

ためである。すべての人に対しては、すべての人

のようになった。なんとかして幾人かを救うため

である。 23福音のために、わたしはどんな事でも

する。わたしも共に福音にあずかるためである。

24あなたがたは知らないのか。競技場で走る者は

、みな走りはするが、賞を得る者はひとりだけで

ある。あなたがたも、賞を得るように走りなさい

。 25しかし、すべて競技をする者は、何ごとにも

節制をする。彼らは朽ちる冠を得るためにそうす

るが、わたしたちは朽ちない冠を得るためにそう

するのである。 26そこで、わたしは目標のはっき

りしないような走り方をせず、空を打つような拳

闘はしない。 27すなわち、自分のからだを打ちた

たいて服従させるのである。そうしないと、ほか

の人に宣べ伝えておきながら、自分は失格者にな

るかも知れない。

10兄弟たちよ。このことを知らずにいてもらい
たくない。わたしたちの先祖はみな雲の下に

おり、みな海を通り、 2みな雲の中、海の中で、

モーセにつくバプテスマを受けた。 3また、みな

同じ霊の食物を食べ、 4みな同じ霊の飲み物を飲

んだ。すなわち、彼らについてきた霊の岩から飲

んだのであるが、この岩はキリストにほかならな

い。 5しかし、彼らの中の大多数は、神のみここ

ろにかなわなかったので、荒野で滅ぼされてしま

った。 6これらの出来事は、わたしたちに対する

警告であって、彼らが悪をむさぼったように、わ

たしたちも悪をむさぼることのないためなのであ

る。 7だから、彼らの中のある者たちのように、

偶像礼拝者になってはならない。すなわち、「民

は座して飲み食いをし、また立って踊り戯れた」

と書いてある。 8また、ある者たちがしたように

、わたしたちは不品行をしてはならない。不品行

をしたため倒された者が、一日に二万三千人もあ

った。 9また、ある者たちがしたように、わたし

たちは主を試みてはならない。主を試みた者は、

へびに殺された。 10また、ある者たちがつぶやい

たように、つぶやいてはならない。つぶやいた者

は、「死の使」に滅ぼされた。 11これらの事が彼

らに起ったのは、他に対する警告としてであって

、それが書かれたのは、世の終りに臨んでいるわ

たしたちに対する訓戒のためである。 (aiōn g165) 12

だから、立っていると思う者は、倒れないように

気をつけるがよい。 13あなたがたの会った試錬で

、世の常でないものはない。神は真実である。あ

なたがたを耐えられないような試錬に会わせるこ

とはないばかりか、試錬と同時に、それに耐えら

れるように、のがれる道も備えて下さるのである

。 14それだから、愛する者たちよ。偶像礼拝を避

けなさい。 15賢明なあなたがたに訴える。わたし

の言うことを、自ら判断してみるがよい。 16わた

したちが祝福する祝福の杯、それはキリストの血

にあずかることではないか。わたしたちがさくパ

ン、それはキリストのからだにあずかることでは

ないか。 17パンが一つであるから、わたしたちは

多くいても、一つのからだなのである。みんなの

者が一つのパンを共にいただくからである。 18肉

によるイスラエルを見るがよい。供え物を食べる

人たちは、祭壇にあずかるのではないか。 19する

と、なんと言ったらよいか。偶像にささげる供え

物は、何か意味があるのか。また、偶像は何かほ

んとうにあるものか。 20そうではない。人々が供

える物は、悪霊ども、すなわち、神ならぬ者に供

えるのである。わたしは、あなたがたが悪霊の仲

間になることを望まない。 21主の杯と悪霊どもの

杯とを、同時に飲むことはできない。主の食卓と

悪霊どもの食卓とに、同時にあずかることはでき

ない。 22それとも、わたしたちは主のねたみを起

そうとするのか。わたしたちは、主よりも強いの

だろうか。 23すべてのことは許されている。しか

し、すべてのことが益になるわけではない。すべ

てのことは許されている。しかし、すべてのこと

が人の徳を高めるのではない。 24だれでも、自分

の益を求めないで、ほかの人の益を求めるべきで

ある。 25すべて市場で売られている物は、いちい

ち良心に問うことをしないで、食べるがよい。 26

地とそれに満ちている物とは、主のものだからで

ある。 27もしあなたがたが、不信者のだれかに招

かれて、そこに行こうと思う場合、自分の前に出

される物はなんでも、いちいち良心に問うことを

しないで、食べるがよい。 28しかし、だれかがあ

なたがたに、これはささげ物の肉だと言ったなら

、それを知らせてくれた人のために、また良心の

ために、食べないがよい。 29良心と言ったのは、

自分の良心ではなく、他人の良心のことである。

なぜなら、わたしの自由が、どうして他人の良心

によって左右されることがあろうか。 30もしわた

しが感謝して食べる場合、その感謝する物につい

て、どうして人のそしりを受けるわけがあろうか

。 31だから、飲むにも食べるにも、また何事をす

るにも、すべて神の栄光のためにすべきである。

32ユダヤ人にもギリシヤ人にも神の教会にも、つ

まずきになってはいけない。 33わたしもまた、何

事にもすべての人に喜ばれるように努め、多くの

人が救われるために、自分の益ではなく彼らの益

を求めている。

11わたしがキリストにならう者であるように、
あなたがたもわたしにならう者になりなさい

。 2あなたがたが、何かにつけわたしを覚えてい

て、あなたがたに伝えたとおりに言伝えを守って

いるので、わたしは満足に思う。 3しかし、あな
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たがたに知っていてもらいたい。すべての男のか

しらはキリストであり、女のかしらは男であり、

キリストのかしらは神である。 4祈をしたり預言

をしたりする時、かしらに物をかぶる男は、その

かしらをはずかしめる者である。 5祈をしたり預

言をしたりする時、かしらにおおいをかけない女

は、そのかしらをはずかしめる者である。それは

、髪をそったのとまったく同じだからである。 6

もし女がおおいをかけないなら、髪を切ってしま

うがよい。髪を切ったりそったりするのが、女に

とって恥ずべきことであるなら、おおいをかける

べきである。 7男は、神のかたちであり栄光であ

るから、かしらに物をかぶるべきではない。女は

、また男の光栄である。 8なぜなら、男が女から

出たのではなく、女が男から出たのだからである

。 9また、男は女のために造られたのではなく、

女が男のために造られたのである。 10それだから

、女は、かしらに権威のしるしをかぶるべきであ

る。それは天使たちのためでもある。 11ただ、主

にあっては、男なしには女はないし、女なしには

男はない。 12それは、女が男から出たように、男

もまた女から生れたからである。そして、すべて

のものは神から出たのである。 13あなたがた自身

で判断してみるがよい。女がおおいをかけずに神

に祈るのは、ふさわしいことだろうか。 14自然そ

のものが教えているではないか。男に長い髪があ

れば彼の恥になり、 15女に長い髪があれば彼女の

光栄になるのである。長い髪はおおいの代りに女

に与えられているものだからである。 16しかし、

だれかがそれに反対の意見を持っていても、そん

な風習はわたしたちにはなく、神の諸教会にもな

い。 17ところで、次のことを命じるについては、

あなたがたをほめるわけにはいかない。というの

は、あなたがたの集まりが利益にならないで、か

えって損失になっているからである。 18まず、あ

なたがたが教会に集まる時、お互の間に分争があ

ることを、わたしは耳にしており、そしていくぶ

んか、それを信じている。 19たしかに、あなたが

たの中でほんとうの者が明らかにされるためには

、分派もなければなるまい。 20そこで、あなたが

たが一緒に集まるとき、主の晩餐を守ることがで

きないでいる。 21というのは、食事の際、各自が

自分の晩餐をかってに先に食べるので、飢えてい

る人があるかと思えば、酔っている人がある始末

である。 22あなたがたには、飲み食いをする家が

ないのか。それとも、神の教会を軽んじ、貧しい

人々をはずかしめるのか。わたしはあなたがたに

対して、なんと言おうか。あなたがたを、ほめよ

うか。この事では、ほめるわけにはいかない。 23

わたしは、主から受けたことを、また、あなたが

たに伝えたのである。すなわち、主イエスは、渡

される夜、パンをとり、 24感謝してこれをさき、

そして言われた、「これはあなたがたのための、

わたしのからだである。わたしを記念するため、

このように行いなさい」。 25食事ののち、杯をも

同じようにして言われた、「この杯は、わたしの

血による新しい契約である。飲むたびに、わたし

の記念として、このように行いなさい」。 26だか

ら、あなたがたは、このパンを食し、この杯を飲

むごとに、それによって、主がこられる時に至る

まで、主の死を告げ知らせるのである。 27だから

、ふさわしくないままでパンを食し主の杯を飲む

者は、主のからだと血とを犯すのである。 28だれ

でもまず自分を吟味し、それからパンを食べ杯を

飲むべきである。 29主のからだをわきまえないで

飲み食いする者は、その飲み食いによって自分に

さばきを招くからである。 30あなたがたの中に、

弱い者や病人が大ぜいおり、また眠った者も少な

くないのは、そのためである。 31しかし、自分を

よくわきまえておくならば、わたしたちはさばか

れることはないであろう。 32しかし、さばかれる

とすれば、それは、この世と共に罪に定められな

いために、主の懲らしめを受けることなのである

。 33それだから、兄弟たちよ。食事のために集ま

る時には、互に待ち合わせなさい。 34もし空腹で

あったら、さばきを受けに集まることにならない

ため、家で食べるがよい。そのほかの事は、わた

しが行った時に、定めることにしよう。

12兄弟たちよ。霊の賜物については、次のこと
を知らずにいてもらいたくない。 2あなたが

たがまだ異邦人であった時、誘われるまま、物の

言えない偶像のところに引かれて行ったことは、

あなたがたの承知しているとおりである。 3そこ

で、あなたがたに言っておくが、神の霊によって

語る者はだれも「イエスはのろわれよ」とは言わ

ないし、また、聖霊によらなければ、だれも「イ

エスは主である」と言うことができない。 4霊の

賜物は種々あるが、御霊は同じである。 5務は種

々あるが、主は同じである。 6働きは種々あるが

、すべてのものの中に働いてすべてのことをなさ

る神は、同じである。 7各自が御霊の現れを賜わ

っているのは、全体の益になるためである。 8す

なわち、ある人には御霊によって知恵の言葉が与

えられ、ほかの人には、同じ御霊によって知識の

言、 9またほかの人には、同じ御霊によって信仰

、またほかの人には、一つの御霊によっていやし

の賜物、 10またほかの人には力あるわざ、またほ

かの人には預言、またほかの人には霊を見わける

力、またほかの人には種々の異言、またほかの人

には異言を解く力が、与えられている。 11すべて

これらのものは、一つの同じ御霊の働きであって

、御霊は思いのままに、それらを各自に分け与え

られるのである。 12からだが一つであっても肢体

は多くあり、また、からだのすべての肢体が多く

あっても、からだは一つであるように、キリスト

の場合も同様である。 13なぜなら、わたしたちは

皆、ユダヤ人もギリシヤ人も、奴隷も自由人も、

一つの御霊によって、一つのからだとなるように

バプテスマを受け、そして皆一つの御霊を飲んだ

からである。 14実際、からだは一つの肢体だけで

はなく、多くのものからできている。 15もし足が

、わたしは手ではないから、からだに属していな

いと言っても、それで、からだに属さないわけで
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はない。 16また、もし耳が、わたしは目ではない

から、からだに属していないと言っても、それで

、からだに属さないわけではない。 17もしからだ

全体が目だとすれば、どこで聞くのか。もし、か

らだ全体が耳だとすれば、どこでかぐのか。 18そ

こで神は御旨のままに、肢体をそれぞれ、からだ

に備えられたのである。 19もし、すべてのものが

一つの肢体なら、どこにからだがあるのか。 20と

ころが実際、肢体は多くあるが、からだは一つな

のである。 21目は手にむかって、「おまえはいら

ない」とは言えず、また頭は足にむかって、「お

まえはいらない」とも言えない。 22そうではなく

、むしろ、からだのうちで他よりも弱く見える肢

体が、かえって必要なのであり、 23からだのうち

で、他よりも見劣りがすると思えるところに、も

のを着せていっそう見よくする。麗しくない部分

はいっそう麗しくするが、 24麗しい部分はそうす

る必要がない。神は劣っている部分をいっそう見

よくして、からだに調和をお与えになったのであ

る。 25それは、からだの中に分裂がなく、それぞ

れの肢体が互にいたわり合うためなのである。 26

もし一つの肢体が悩めば、ほかの肢体もみな共に

悩み、一つの肢体が尊ばれると、ほかの肢体もみ

な共に喜ぶ。 27あなたがたはキリストのからだで

あり、ひとりびとりはその肢体である。 28そして

、神は教会の中で、人々を立てて、第一に使徒、

第二に預言者、第三に教師とし、次に力あるわざ

を行う者、次にいやしの賜物を持つ者、また補助

者、管理者、種々の異言を語る者をおかれた。 29

みんなが使徒だろうか。みんなが預言者だろうか

。みんなが教師だろうか。みんなが力あるわざを

行う者だろうか。 30みんながいやしの賜物を持っ

ているのだろうか。みんなが異言を語るのだろう

か。みんなが異言を解くのだろうか。 31だが、あ

なたがたは、更に大いなる賜物を得ようと熱心に

努めなさい。そこで、わたしは最もすぐれた道を

あなたがたに示そう。

13たといわたしが、人々の言葉や御使たちの言
葉を語っても、もし愛がなければ、わたしは

、やかましい鐘や騒がしい鐃鉢と同じである。 2

たといまた、わたしに預言をする力があり、あら

ゆる奥義とあらゆる知識とに通じていても、また

、山を移すほどの強い信仰があっても、もし愛が

なければ、わたしは無に等しい。 3たといまた、

わたしが自分の全財産を人に施しても、また、自

分のからだを焼かれるために渡しても、もし愛が

なければ、いっさいは無益である。 4愛は寛容で

あり、愛は情深い。また、ねたむことをしない。

愛は高ぶらない、誇らない、 5不作法をしない、

自分の利益を求めない、いらだたない、恨みをい

だかない。 6不義を喜ばないで真理を喜ぶ。 7そ

して、すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望

み、すべてを耐える。 8愛はいつまでも絶えるこ

とがない。しかし、預言はすたれ、異言はやみ、

知識はすたれるであろう。 9なぜなら、わたした

ちの知るところは一部分であり、預言するところ

も一部分にすぎない。 10全きものが来る時には、

部分的なものはすたれる。 11わたしたちが幼な子

であった時には、幼な子らしく語り、幼な子らし

く感じ、また、幼な子らしく考えていた。しかし

、おとなとなった今は、幼な子らしいことを捨て

てしまった。 12わたしたちは、今は、鏡に映して

見るようにおぼろげに見ている。しかしその時に

は、顔と顔とを合わせて、見るであろう。わたし

の知るところは、今は一部分にすぎない。しかし

その時には、わたしが完全に知られているように

、完全に知るであろう。 13このように、いつまで

も存続するものは、信仰と希望と愛と、この三つ

である。このうちで最も大いなるものは、愛であ

る。

14愛を追い求めなさい。また、霊の賜物を、こ
とに預言することを、熱心に求めなさい。 2

異言を語る者は、人にむかって語るのではなく、

神にむかって語るのである。それはだれにもわか

らない。彼はただ、霊によって奥義を語っている

だけである。 3しかし預言をする者は、人に語っ

てその徳を高め、彼を励まし、慰めるのである。 4

異言を語る者は自分だけの徳を高めるが、預言を

する者は教会の徳を高める。 5わたしは実際、あ

なたがたがひとり残らず異言を語ることを望むが

、特に預言をしてもらいたい。教会の徳を高める

ように異言を解かない限り、異言を語る者よりも

、預言をする者の方がまさっている。 6だから、

兄弟たちよ。たといわたしがあなたがたの所に行

って異言を語るとしても、啓示か知識か預言か教

かを語らなければ、あなたがたに、なんの役に立

つだろうか。 7また、笛や立琴のような楽器でも

、もしその音に変化がなければ、何を吹いている

のか、弾いているのか、どうして知ることができ

ようか。 8また、もしラッパがはっきりした音を

出さないなら、だれが戦闘の準備をするだろうか

。 9それと同様に、もしあなたがたが異言ではっ

きりしない言葉を語れば、どうしてその語ること

がわかるだろうか。それでは、空にむかって語っ

ていることになる。 10世には多種多様の言葉があ

るだろうが、意味のないものは一つもない。 11も

しその言葉の意味がわからないなら、語っている

人にとっては、わたしは異国人であり、語ってい

る人も、わたしにとっては異国人である。 12だか

ら、あなたがたも、霊の賜物を熱心に求めている

以上は、教会の徳を高めるために、それを豊かに

いただくように励むがよい。 13このようなわけで

あるから、異言を語る者は、自分でそれを解くこ

とができるように祈りなさい。 14もしわたしが異

言をもって祈るなら、わたしの霊は祈るが、知性

は実を結ばないからである。 15すると、どうした

らよいのか。わたしは霊で祈ると共に、知性でも

祈ろう。霊でさんびを歌うと共に、知性でも歌お

う。 16そうでないと、もしあなたが霊で祝福の言

葉を唱えても、初心者の席にいる者は、あなたの

感謝に対して、どうしてアァメンと言えようか。

あなたが何を言っているのか、彼には通じない。
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17感謝するのは結構だが、それで、ほかの人の徳

を高めることにはならない。 18わたしは、あなた

がたのうちのだれよりも多く異言が語れることを

、神に感謝する。 19しかし教会では、一万の言葉

を異言で語るよりも、ほかの人たちをも教えるた

めに、むしろ五つの言葉を知性によって語る方が

願わしい。 20兄弟たちよ。物の考えかたでは、子

供となってはいけない。悪事については幼な子と

なるのはよいが、考えかたでは、おとなとなりな

さい。 21律法にこう書いてある、「わたしは、異

国の舌と異国のくちびるとで、この民に語るが、

それでも、彼らはわたしに耳を傾けない、と主が

仰せになる」。 22このように、異言は信者のため

ではなく未信者のためのしるしであるが、預言は

未信者のためではなく信者のためのしるしである

。 23もし全教会が一緒に集まって、全員が異言を

語っているところに、初心者か不信者かがはいっ

てきたら、彼らはあなたがたを気違いだと言うだ

ろう。 24しかし、全員が預言をしているところに

、不信者か初心者がはいってきたら、彼の良心は

みんなの者に責められ、みんなの者にさばかれ、

25その心の秘密があばかれ、その結果、ひれ伏し

て神を拝み、「まことに、神があなたがたのうち

にいます」と告白するに至るであろう。 26すると

、兄弟たちよ。どうしたらよいのか。あなたがた

が一緒に集まる時、各自はさんびを歌い、教をな

し、啓示を告げ、異言を語り、それを解くのであ

るが、すべては徳を高めるためにすべきである。

27もし異言を語る者があれば、ふたりか、多くて

三人の者が、順々に語り、そして、ひとりがそれ

を解くべきである。 28もし解く者がいない時には

、教会では黙っていて、自分に対しまた神に対し

て語っているべきである。 29預言をする者の場合

にも、ふたりか三人かが語り、ほかの者はそれを

吟味すべきである。 30しかし、席にいる他の者が

啓示を受けた場合には、初めの者は黙るがよい。

31あなたがたは、みんなが学びみんなが勧めを受

けるために、ひとりずつ残らず預言をすることが

できるのだから。 32かつ、預言者の霊は預言者に

服従するものである。 33神は無秩序の神ではなく

、平和の神である。聖徒たちのすべての教会で行

われているように、 34婦人たちは教会では黙って

いなければならない。彼らは語ることが許されて

いない。だから、律法も命じているように、服従

すべきである。 35もし何か学びたいことがあれば

、家で自分の夫に尋ねるがよい。教会で語るのは

、婦人にとっては恥ずべきことである。 36それと

も、神の言はあなたがたのところから出たのか。

あるいは、あなたがただけにきたのか。 37もしあ

る人が、自分は預言者か霊の人であると思ってい

るなら、わたしがあなたがたに書いていることは

、主の命令だと認めるべきである。 38もしそれを

無視する者があれば、その人もまた無視される。

39わたしの兄弟たちよ。このようなわけだから、

預言することを熱心に求めなさい。また、異言を

語ることを妨げてはならない。 40しかし、すべて

のことを適宜に、かつ秩序を正して行うがよい。

15兄弟たちよ。わたしが以前あなたがたに伝え
た福音、あなたがたが受けいれ、それによっ

て立ってきたあの福音を、思い起してもらいたい

。 2もしあなたがたが、いたずらに信じないで、

わたしの宣べ伝えたとおりの言葉を固く守ってお

れば、この福音によって救われるのである。 3わ

たしが最も大事なこととしてあなたがたに伝えた

のは、わたし自身も受けたことであった。すなわ

ちキリストが、聖書に書いてあるとおり、わたし

たちの罪のために死んだこと、 4そして葬られた

こと、聖書に書いてあるとおり、三日目によみが

えったこと、 5ケパに現れ、次に、十二人に現れ

たことである。 6そののち、五百人以上の兄弟た

ちに、同時に現れた。その中にはすでに眠った者

たちもいるが、大多数はいまなお生存している。 7

そののち、ヤコブに現れ、次に、すべての使徒た

ちに現れ、 8そして最後に、いわば、月足らずに

生れたようなわたしにも、現れたのである。 9実

際わたしは、神の教会を迫害したのであるから、

使徒たちの中でいちばん小さい者であって、使徒

と呼ばれる値うちのない者である。 10しかし、神

の恵みによって、わたしは今日あるを得ているの

である。そして、わたしに賜わった神の恵みはむ

だにならず、むしろ、わたしは彼らの中のだれよ

りも多く働いてきた。しかしそれは、わたし自身

ではなく、わたしと共にあった神の恵みである。

11とにかく、わたしにせよ彼らにせよ、そのよう

に、わたしたちは宣べ伝えており、そのように、

あなたがたは信じたのである。 12さて、キリスト

は死人の中からよみがえったのだと宣べ伝えられ

ているのに、あなたがたの中のある者が、死人の

復活などはないと言っているのは、どうしたこと

か。 13もし死人の復活がないならば、キリストも

よみがえらなかったであろう。 14もしキリストが

よみがえらなかったとしたら、わたしたちの宣教

はむなしく、あなたがたの信仰もまたむなしい。

15すると、わたしたちは神にそむく偽証人にさえ

なるわけだ。なぜなら、万一死人がよみがえらな

いとしたら、わたしたちは神が実際よみがえらせ

なかったはずのキリストを、よみがえらせたと言

って、神に反するあかしを立てたことになるから

である。 16もし死人がよみがえらないなら、キリ

ストもよみがえらなかったであろう。 17もしキリ

ストがよみがえらなかったとすれば、あなたがた

の信仰は空虚なものとなり、あなたがたは、いま

なお罪の中にいることになろう。 18そうだとする

と、キリストにあって眠った者たちは、滅んでし

まったのである。 19もしわたしたちが、この世の

生活でキリストにあって単なる望みをいだいてい

るだけだとすれば、わたしたちは、すべての人の

中で最もあわれむべき存在となる。 20しかし事実

、キリストは眠っている者の初穂として、死人の

中からよみがえったのである。 21それは、死がひ

とりの人によってきたのだから、死人の復活もま

た、ひとりの人によってこなければならない。 22

アダムにあってすべての人が死んでいるのと同じ

ように、キリストにあってすべての人が生かされ
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るのである。 23ただ、各自はそれぞれの順序に従

わねばならない。最初はキリスト、次に、主の来

臨に際してキリストに属する者たち、 24それから

終末となって、その時に、キリストはすべての君

たち、すべての権威と権力とを打ち滅ぼして、国

を父なる神に渡されるのである。 25なぜなら、キ

リストはあらゆる敵をその足もとに置く時までは

、支配を続けることになっているからである。 26

最後の敵として滅ぼされるのが、死である。 27「

神は万物を彼の足もとに従わせた」からである。

ところが、万物を従わせたと言われる時、万物を

従わせたかたがそれに含まれていないことは、明

らかである。 28そして、万物が神に従う時には、

御子自身もまた、万物を従わせたそのかたに従う

であろう。それは、神がすべての者にあって、す

べてとなられるためである。 29そうでないとすれ

ば、死者のためにバプテスマを受ける人々は、な

ぜそれをするのだろうか。もし死者が全くよみが

えらないとすれば、なぜ人々が死者のためにバプ

テスマを受けるのか。 30また、なんのために、わ

たしたちはいつも危険を冒しているのか。 31兄弟

たちよ。わたしたちの主キリスト・イエスにあっ

て、わたしがあなたがたにつき持っている誇にか

けて言うが、わたしは日々死んでいるのである。

32もし、わたしが人間の考えによってエペソで獣

と戦ったとすれば、それはなんの役に立つのか。

もし死人がよみがえらないのなら、「わたしたち

は飲み食いしようではないか。あすもわからぬい

のちなのだ」。 33まちがってはいけない。「悪い

交わりは、良いならわしをそこなう」。 34目ざめ

て身を正し、罪を犯さないようにしなさい。あな

たがたのうちには、神について無知な人々がいる

。あなたがたをはずかしめるために、わたしはこ

う言うのだ。 35しかし、ある人は言うだろう。「

どんなふうにして、死人がよみがえるのか。どん

なからだをして来るのか」。 36おろかな人である

。あなたのまくものは、死ななければ、生かされ

ないではないか。 37また、あなたのまくのは、や

がて成るべきからだをまくのではない。麦であっ

ても、ほかの種であっても、ただの種粒にすぎな

い。 38ところが、神はみこころのままに、これに

からだを与え、その一つ一つの種にそれぞれのか

らだをお与えになる。 39すべての肉が、同じ肉な

のではない。人の肉があり、獣の肉があり、鳥の

肉があり、魚の肉がある。 40天に属するからだも

あれば、地に属するからだもある。天に属するも

のの栄光は、地に属するものの栄光と違っている

。 41日の栄光があり、月の栄光があり、星の栄光

がある。また、この星とあの星との間に、栄光の

差がある。 42死人の復活も、また同様である。朽

ちるものでまかれ、朽ちないものによみがえり、

43卑しいものでまかれ、栄光あるものによみがえ

り、弱いものでまかれ、強いものによみがえり、

44肉のからだでまかれ、霊のからだによみがえる

のである。肉のからだがあるのだから、霊のから

だもあるわけである。 45聖書に「最初の人アダム

は生きたものとなった」と書いてあるとおりであ

る。しかし最後のアダムは命を与える霊となった

。 46最初にあったのは、霊のものではなく肉のも

のであって、その後に霊のものが来るのである。

47第一の人は地から出て土に属し、第二の人は天

から来る。 48この土に属する人に、土に属してい

る人々は等しく、この天に属する人に、天に属し

ている人々は等しいのである。 49すなわち、わた

したちは、土に属している形をとっているのと同

様に、また天に属している形をとるであろう。 50

兄弟たちよ。わたしはこの事を言っておく。肉と

血とは神の国を継ぐことができないし、朽ちるも

のは朽ちないものを継ぐことがない。 51ここで、

あなたがたに奥義を告げよう。わたしたちすべて

は、眠り続けるのではない。終りのラッパの響き

と共に、またたく間に、一瞬にして変えられる。

52というのは、ラッパが響いて、死人は朽ちない

者によみがえらされ、わたしたちは変えられるの

である。 53なぜなら、この朽ちるものは必ず朽ち

ないものを着、この死ぬものは必ず死なないもの

を着ることになるからである。 54この朽ちるもの

が朽ちないものを着、この死ぬものが死なないも

のを着るとき、聖書に書いてある言葉が成就する

のである。 55「死は勝利にのまれてしまった。死

よ、おまえの勝利は、どこにあるのか。死よ、お

まえのとげは、どこにあるのか」。 (Hadēs g86) 56

死のとげは罪である。罪の力は律法である。 57し

かし感謝すべきことには、神はわたしたちの主イ

エス・キリストによって、わたしたちに勝利を賜

わったのである。 58だから、愛する兄弟たちよ。

堅く立って動かされず、いつも全力を注いで主の

わざに励みなさい。主にあっては、あなたがたの

労苦がむだになることはないと、あなたがたは知

っているからである。

16聖徒たちへの献金については、わたしはガラ
テヤの諸教会に命じておいたが、あなたがた

もそのとおりにしなさい。 2一週の初めの日ごと

に、あなたがたはそれぞれ、いくらでも収入に応

じて手もとにたくわえておき、わたしが着いた時

になって初めて集めることのないようにしなさい

。 3わたしが到着したら、あなたがたが選んだ人

々に手紙をつけ、あなたがたの贈り物を持たせて

、エルサレムに送り出すことにしよう。 4もしわ

たしも行く方がよければ、一緒に行くことになろ

う。 5わたしは、マケドニヤを通過してから、あ

なたがたのところに行くことになろう。マケドニ

ヤは通過するだけだが、 6あなたがたの所では、

たぶん滞在するようになり、あるいは冬を過ごす

かも知れない。そうなれば、わたしがどこへゆく

にしても、あなたがたに送ってもらえるだろう。 7

わたしは今、あなたがたに旅のついでに会うこと

は好まない。もし主のお許しがあれば、しばらく

あなたがたの所に滞在したいと望んでいる。 8し

かし五旬節までは、エペソに滞在するつもりだ。

というのは、有力な働きの門がわたしのために大

きく開かれているし、 9また敵対する者も多いか

らである。 10もしテモテが着いたら、あなたがた



コリント人への手紙第一699

の所で不安なしに過ごせるようにしてあげてほし

い。彼はわたしと同様に、主のご用にあたってい

るのだから。 11だれも彼を軽んじてはいけない。

そして、わたしの所に来るように、どうか彼を安

らかに送り出してほしい。わたしは彼が兄弟たち

と一緒に来るのを待っている。 12兄弟アポロにつ

いては、兄弟たちと一緒にあなたがたの所に行く

ように、たびたび勧めてみた。しかし彼には、今

行く意志は、全くない。適当な機会があれば、行

くだろう。 13目をさましていなさい。信仰に立ち

なさい。男らしく、強くあってほしい。 14いっさ

いのことを、愛をもって行いなさい。 15兄弟たち

よ。あなたがたに勧める。あなたがたが知ってい

るように、ステパナの家はアカヤの初穂であって

、彼らは身をもって聖徒に奉仕してくれた。 16ど

うか、このような人々と、またすべて彼らと共に

働き共に労する人々とに、従ってほしい。 17わた

しは、ステパナとポルトナトとアカイコとがきて

くれたのを喜んでいる。彼らはあなたがたの足り

ない所を満たし、 18わたしの心とあなたがたの心

とを、安らかにしてくれた。こうした人々は、重

んじなければならない。 19アジヤの諸教会から、

あなたがたによろしく。アクラとプリスカとその

家の教会から、主にあって心からよろしく。 20す

べての兄弟たちから、よろしく。あなたがたも互

に、きよい接吻をもってあいさつをかわしなさい

。 21ここでパウロが、手ずからあいさつをしるす

。 22もし主を愛さない者があれば、のろわれよ。

マラナ・タ（われらの主よ、きたりませ）。 23主

イエスの恵みが、あなたがたと共にあるように。

24わたしの愛が、キリスト・イエスにあって、あ

なたがた一同と共にあるように。
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コリント人への手

紙第二

1神の御旨によりキリスト・イエスの使徒となっ
たパウロと、兄弟テモテとから、コリントにあ

る神の教会、ならびにアカヤ全土にいるすべての

聖徒たちへ。 2わたしたちの父なる神と主イエス

・キリストから、恵みと平安とが、あなたがたに

あるように。 3ほむべきかな、わたしたちの主イ

エス・キリストの父なる神、あわれみ深き父、慰

めに満ちたる神。 4神は、いかなる患難の中にい

る時でもわたしたちを慰めて下さり、また、わた

したち自身も、神に慰めていただくその慰めをも

って、あらゆる患難の中にある人々を慰めること

ができるようにして下さるのである。 5それは、

キリストの苦難がわたしたちに満ちあふれている

ように、わたしたちの受ける慰めもまた、キリス

トによって満ちあふれているからである。 6わた

したちが患難に会うなら、それはあなたがたの慰

めと救とのためであり、慰めを受けるなら、それ

はあなたがたの慰めのためであって、その慰めは

、わたしたちが受けているのと同じ苦難に耐えさ

せる力となるのである。 7だから、あなたがたに

対していだいているわたしたちの望みは、動くこ

とがない。あなたがたが、わたしたちと共に苦難

にあずかっているように、慰めにも共にあずかっ

ていることを知っているからである。 8兄弟たち

よ。わたしたちがアジヤで会った患難を、知らず

にいてもらいたくない。わたしたちは極度に、耐

えられないほど圧迫されて、生きる望みをさえ失

ってしまい、 9心のうちで死を覚悟し、自分自身

を頼みとしないで、死人をよみがえらせて下さる

神を頼みとするに至った。 10神はこのような死の

危険から、わたしたちを救い出して下さった、ま

た救い出して下さるであろう。わたしたちは、神

が今後も救い出して下さることを望んでいる。 11

そして、あなたがたもまた祈をもって、ともども

に、わたしたちを助けてくれるであろう。これは

多くの人々の願いによりわたしたちに賜わった恵

みについて、多くの人が感謝をささげるようにな

るためである。 12さて、わたしたちがこの世で、

ことにあなたがたに対し、人間の知恵によってで

はなく神の恵みによって、神の神聖と真実とによ

って行動してきたことは、実にわたしたちの誇で

あって、良心のあかしするところである。 13わた

したちが書いていることは、あなたがたが読んで

理解できないことではない。それを完全に理解し

てくれるように、わたしは希望する。 14すでにあ

る程度わたしたちを理解してくれているとおり、

わたしたちの主イエスの日には、あなたがたがわ

たしたちの誇であるように、わたしたちもあなた

がたの誇なのである。 15この確信をもって、わた

したちはもう一度恵みを得させたいので、まずあ

なたがたの所に行き、 16それからそちらを通って

マケドニヤにおもむき、そして再びマケドニヤか

らあなたがたの所に帰り、あなたがたの見送りを

受けてユダヤに行く計画を立てたのである。 17こ

の計画を立てたのは、軽率なことであったであろ

うか。それとも、自分の計画を肉の思いによって

計画したため、わたしの「しかり、しかり」が同

時に「否、否」であったのだろうか。 18神の真実

にかけて言うが、あなたがたに対するわたしの言

葉は、「しかり」と同時に「否」というようなも

のではない。 19なぜなら、わたしたち、すなわち

、わたしとシルワノとテモテとが、あなたがたに

宣べ伝えた神の子キリスト・イエスは、「しかり

」となると同時に「否」となったのではない。そ

うではなく、「しかり」がイエスにおいて実現さ

れたのである。 20なぜなら、神の約束はことごと

く、彼において「しかり」となったからである。

だから、わたしたちは、彼によって「アァメン」

と唱えて、神に栄光を帰するのである。 21あなた

がたと共にわたしたちを、キリストのうちに堅く

ささえ、油をそそいで下さったのは、神である。

22神はまた、わたしたちに証印をおし、その保証

として、わたしたちの心に御霊を賜わったのであ

る。 23わたしは自分の魂をかけ、神を証人に呼び

求めて言うが、わたしがコリントに行かないでい

るのは、あなたがたに対して寛大でありたいため

である。 24わたしたちは、あなたがたの信仰を支

配する者ではなく、あなたがたの喜びのために共

に働いている者にすぎない。あなたがたは、信仰

に堅く立っているからである。

2そこでわたしは、あなたがたの所に再び悲しみ
をもって行くことはすまいと、決心したのであ

る。 2もしあなたがたを悲しませるとすれば、わ

たしが悲しませているその人以外に、だれがわた

しを喜ばせてくれるのか。 3このような事を書い

たのは、わたしが行く時、わたしを喜ばせてくれ

るはずの人々から、悲しい思いをさせられたくな

いためである。わたし自身の喜びはあなたがた全

体の喜びであることを、あなたがたすべてについ

て確信しているからである。 4わたしは大きな患

難と心の憂いの中から、多くの涙をもってあなた

がたに書きおくった。それは、あなたがたを悲し

ませるためではなく、あなたがたに対してあふれ

るばかりにいだいているわたしの愛を、知っても

らうためであった。 5しかし、もしだれかが人を

悲しませたとすれば、それはわたしを悲しませた

のではなく、控え目に言うが、ある程度、あなた

がた一同を悲しませたのである。 6その人にとっ

ては、多数の者から受けたあの処罰でもう十分な

のだから、 7あなたがたはむしろ彼をゆるし、ま

た慰めてやるべきである。そうしないと、その人

はますます深い悲しみに沈むかも知れない。 8そ

こでわたしは、彼に対して愛を示すように、あな

たがたに勧める。 9わたしが書きおくったのも、

あなたがたがすべての事について従順であるかど

うかを、ためすためにほかならなかった。 10もし

あなたがたが、何かのことについて人をゆるすな

ら、わたしもまたゆるそう。そして、もしわたし
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が何かのことでゆるしたとすれば、それは、あな

たがたのためにキリストのみまえでゆるしたので

ある。 11そうするのは、サタンに欺かれることの

ないためである。わたしたちは、彼の策略を知ら

ないわけではない。 12さて、キリストの福音のた

めにトロアスに行ったとき、わたしのために主の

門が開かれたにもかかわらず、 13兄弟テトスに会

えなかったので、わたしは気が気でなく、人々に

別れて、マケドニヤに出かけて行った。 14しかる

に、神は感謝すべきかな。神はいつもわたしたち

をキリストの凱旋に伴い行き、わたしたちをとお

してキリストを知る知識のかおりを、至る所に放

って下さるのである。 15わたしたちは、救われる

者にとっても滅びる者にとっても、神に対するキ

リストのかおりである。 16後者にとっては、死か

ら死に至らせるかおりであり、前者にとっては、

いのちからいのちに至らせるかおりである。いっ

たい、このような任務に、だれが耐え得ようか。

17しかし、わたしたちは、多くの人のように神の

言を売物にせず、真心をこめて、神につかわされ

た者として神のみまえで、キリストにあって語る

のである。

3わたしたちは、またもや、自己推薦をし始めて
いるのだろうか。それとも、ある人々のように

、あなたがたにあてた、あるいは、あなたがたか

らの推薦状が必要なのだろうか。 2わたしたちの

推薦状は、あなたがたなのである。それは、わた

したちの心にしるされていて、すべての人に知ら

れ、かつ読まれている。 3そして、あなたがたは

自分自身が、わたしたちから送られたキリストの

手紙であって、墨によらず生ける神の霊によって

書かれ、石の板にではなく人の心の板に書かれた

ものであることを、はっきりとあらわしている。 4

こうした確信を、わたしたちはキリストにより神

に対していだいている。 5もちろん、自分自身で

事を定める力が自分にある、と言うのではない。

わたしたちのこうした力は、神からきている。 6

神はわたしたちに力を与えて、新しい契約に仕え

る者とされたのである。それは、文字に仕える者

ではなく、霊に仕える者である。文字は人を殺し

、霊は人を生かす。 7もし石に彫りつけた文字に

よる死の務が栄光のうちに行われ、そのためイス

ラエルの子らは、モーセの顔の消え去るべき栄光

のゆえに、その顔を見つめることができなかった

とすれば、 8まして霊の務は、はるかに栄光ある

ものではなかろうか。 9もし罪を宣告する務が栄

光あるものだとすれば、義を宣告する務は、はる

かに栄光に満ちたものである。 10そして、すでに

栄光を受けたものも、この場合、はるかにまさっ

た栄光のまえに、その栄光を失ったのである。 11

もし消え去るべきものが栄光をもって現れたのな

ら、まして永存すべきものは、もっと栄光のある

べきものである。 12こうした望みをいだいている

ので、わたしたちは思いきって大胆に語り、 13そ

してモーセが、消え去っていくものの最後をイス

ラエルの子らに見られまいとして、顔におおいを

かけたようなことはしない。 14実際、彼らの思い

は鈍くなっていた。今日に至るまで、彼らが古い

契約を朗読する場合、その同じおおいが取り去ら

れないままで残っている。それは、キリストにあ

ってはじめて取り除かれるのである。 15今日に至

るもなお、モーセの書が朗読されるたびに、おお

いが彼らの心にかかっている。 16しかし主に向く

時には、そのおおいは取り除かれる。 17主は霊で

ある。そして、主の霊のあるところには、自由が

ある。 18わたしたちはみな、顔おおいなしに、主

の栄光を鏡に映すように見つつ、栄光から栄光へ

と、主と同じ姿に変えられていく。これは霊なる

主の働きによるのである。

4このようにわたしたちは、あわれみを受けてこ
の務についているのだから、落胆せずに、 2恥

ずべき隠れたことを捨て去り、悪巧みによって歩

かず、神の言を曲げず、真理を明らかにし、神の

みまえに、すべての人の良心に自分を推薦するの

である。 3もしわたしたちの福音がおおわれてい

るなら、滅びる者どもにとっておおわれているの

である。 4彼らの場合、この世の神が不信の者た

ちの思いをくらませて、神のかたちであるキリス

トの栄光の福音の輝きを、見えなくしているので

ある。 (aiōn g165) 5しかし、わたしたちは自分自身

を宣べ伝えるのではなく、主なるキリスト・イエ

スを宣べ伝える。わたしたち自身は、ただイエス

のために働くあなたがたの僕にすぎない。 6「や

みの中から光が照りいでよ」と仰せになった神は

、キリストの顔に輝く神の栄光の知識を明らかに

するために、わたしたちの心を照して下さったの

である。 7しかしわたしたちは、この宝を土の器

の中に持っている。その測り知れない力は神のも

のであって、わたしたちから出たものでないこと

が、あらわれるためである。 8わたしたちは、四

方から患難を受けても窮しない。途方にくれても

行き詰まらない。 9迫害に会っても見捨てられな

い。倒されても滅びない。 10いつもイエスの死を

この身に負うている。それはまた、イエスのいの

ちが、この身に現れるためである。 11わたしたち

生きている者は、イエスのために絶えず死に渡さ

れているのである。それはイエスのいのちが、わ

たしたちの死ぬべき肉体に現れるためである。 12

こうして、死はわたしたちのうちに働き、いのち

はあなたがたのうちに働くのである。 13「わたし

は信じた。それゆえに語った」としるしてあると

おり、それと同じ信仰の霊を持っているので、わ

たしたちも信じている。それゆえに語るのである

。 14それは、主イエスをよみがえらせたかたが、

わたしたちをもイエスと共によみがえらせ、そし

て、あなたがたと共にみまえに立たせて下さるこ

とを、知っているからである。 15すべてのことは

、あなたがたの益であって、恵みがますます多く

の人に増し加わるにつれ、感謝が満ちあふれて、

神の栄光となるのである。 16だから、わたしたち

は落胆しない。たといわたしたちの外なる人は滅

びても、内なる人は日ごとに新しくされていく。
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17なぜなら、このしばらくの軽い患難は働いて、

永遠の重い栄光を、あふれるばかりにわたしたち

に得させるからである。 (aiōnios g166) 18わたしたち

は、見えるものにではなく、見えないものに目を

注ぐ。見えるものは一時的であり、見えないもの

は永遠につづくのである。 (aiōnios g166)

5わたしたちの住んでいる地上の幕屋がこわれる
と、神からいただく建物、すなわち天にある、

人の手によらない永遠の家が備えてあることを、

わたしたちは知っている。 (aiōnios g166) 2そして、

天から賜わるそのすみかを、上に着ようと切に望

みながら、この幕屋の中で苦しみもだえている。 3

それを着たなら、裸のままではいないことになろ

う。 4この幕屋の中にいるわたしたちは、重荷を

負って苦しみもだえている。それを脱ごうと願う

からではなく、その上に着ようと願うからであり

、それによって、死ぬべきものがいのちにのまれ

てしまうためである。 5わたしたちを、この事に

かなう者にして下さったのは、神である。そして

、神はその保証として御霊をわたしたちに賜わっ

たのである。 6だから、わたしたちはいつも心強

い。そして、肉体を宿としている間は主から離れ

ていることを、よく知っている。 7わたしたちは

、見えるものによらないで、信仰によって歩いて

いるのである。 8それで、わたしたちは心強い。

そして、むしろ肉体から離れて主と共に住むこと

が、願わしいと思っている。 9そういうわけだか

ら、肉体を宿としているにしても、それから離れ

ているにしても、ただ主に喜ばれる者となるのが

、心からの願いである。 10なぜなら、わたしたち

は皆、キリストのさばきの座の前にあらわれ、善

であれ悪であれ、自分の行ったことに応じて、そ

れぞれ報いを受けねばならないからである。 11こ

のようにわたしたちは、主の恐るべきことを知っ

ているので、人々に説き勧める。わたしたちのこ

とは、神のみまえには明らかになっている。さら

に、あなたがたの良心にも明らかになるようにと

望む。 12わたしたちは、あなたがたに対して、ま

たもや自己推薦をしようとするのではない。ただ

わたしたちを誇る機会を、あなたがたに持たせ、

心を誇るのではなくうわべだけを誇る人々に答え

うるようにさせたいのである。 13もしわたしたち

が、気が狂っているのなら、それは神のためであ

り、気が確かであるのなら、それはあなたがたの

ためである。 14なぜなら、キリストの愛がわたし

たちに強く迫っているからである。わたしたちは

こう考えている。ひとりの人がすべての人のため

に死んだ以上、すべての人が死んだのである。 15

そして、彼がすべての人のために死んだのは、生

きている者がもはや自分のためにではなく、自分

のために死んでよみがえったかたのために、生き

るためである。 16それだから、わたしたちは今後

、だれをも肉によって知ることはすまい。かつて

はキリストを肉によって知っていたとしても、今

はもうそのような知り方をすまい。 17だれでもキ

リストにあるならば、その人は新しく造られた者

である。古いものは過ぎ去った、見よ、すべてが

新しくなったのである。 18しかし、すべてこれら

の事は、神から出ている。神はキリストによって

、わたしたちをご自分に和解させ、かつ和解の務

をわたしたちに授けて下さった。 19すなわち、神

はキリストにおいて世をご自分に和解させ、その

罪過の責任をこれに負わせることをしないで、わ

たしたちに和解の福音をゆだねられたのである。

20神がわたしたちをとおして勧めをなさるのであ

るから、わたしたちはキリストの使者なのである

。そこで、キリストに代って願う、神の和解を受

けなさい。 21神はわたしたちの罪のために、罪を

知らないかたを罪とされた。それは、わたしたち

が、彼にあって神の義となるためなのである。

6わたしたちはまた、神と共に働く者として、あ
なたがたに勧める。神の恵みをいたずらに受け

てはならない。 2神はこう言われる、「わたしは

、恵みの時にあなたの願いを聞きいれ、救の日に

あなたを助けた」。見よ、今は恵みの時、見よ、

今は救の日である。 3この務がそしりを招かない

ために、わたしたちはどんな事にも、人につまず

きを与えないようにし、 4かえって、あらゆる場

合に、神の僕として、自分を人々にあらわしてい

る。すなわち、極度の忍苦にも、患難にも、危機

にも、行き詰まりにも、 5むち打たれることにも

、入獄にも、騒乱にも、労苦にも、徹夜にも、飢

餓にも、 6真実と知識と寛容と、慈愛と聖霊と偽

りのない愛と、 7真理の言葉と神の力とにより、

左右に持っている義の武器により、 8ほめられて

も、そしられても、悪評を受けても、好評を博し

ても、神の僕として自分をあらわしている。わた

したちは、人を惑わしているようであるが、しか

も真実であり、 9人に知られていないようである

が、認められ、死にかかっているようであるが、

見よ、生きており、懲らしめられているようであ

るが、殺されず、 10悲しんでいるようであるが、

常に喜んでおり、貧しいようであるが、多くの人

を富ませ、何も持たないようであるが、すべての

物を持っている。 11コリントの人々よ。あなたが

たに向かってわたしたちの口は開かれており、わ

たしたちの心は広くなっている。 12あなたがたは

、わたしたちに心をせばめられていたのではなく

、自分で心をせばめていたのだ。 13わたしは子供

たちに対するように言うが、どうかあなたがたの

方でも心を広くして、わたしに応じてほしい。 14

不信者と、つり合わないくびきを共にするな。義

と不義となんの係わりがあるか。光とやみとなん

の交わりがあるか。 15キリストとベリアルとなん

の調和があるか。信仰と不信仰となんの関係があ

るか。 16神の宮と偶像となんの一致があるか。わ

たしたちは、生ける神の宮である。神がこう仰せ

になっている、「わたしは彼らの間に住み、かつ

出入りをするであろう。そして、わたしは彼らの

神となり、彼らはわたしの民となるであろう」。

17だから、「彼らの間から出て行き、彼らと分離

せよ、と主は言われる。そして、汚れたものに触
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てはならない。触なければ、わたしはあなたがた

を受けいれよう。 18そしてわたしは、あなたがた

の父となり、あなたがたは、わたしのむすこ、む

すめとなるであろう。全能の主が、こう言われる

」。

7愛する者たちよ。わたしたちは、このような約
束を与えられているのだから、肉と霊とのいっ

さいの汚れから自分をきよめ、神をおそれて全く

清くなろうではないか。 2どうか、わたしたちに

心を開いてほしい。わたしたちは、だれにも不義

をしたことがなく、だれをも破滅におとしいれた

ことがなく、だれからもだまし取ったことがない

。 3わたしは、責めるつもりでこう言うのではな

い。前にも言ったように、あなたがたはわたしの

心のうちにいて、わたしたちと生死を共にしてい

るのである。 4わたしはあなたがたを大いに信頼

し、大いに誇っている。また、あふれるばかり慰

めを受け、あらゆる患難の中にあって喜びに満ち

あふれている。 5さて、マケドニヤに着いたとき

、わたしたちの身に少しの休みもなく、さまざま

の患難に会い、外には戦い、内には恐れがあった

。 6しかるに、うちしおれている者を慰める神は

、テトスの到来によって、わたしたちを慰めて下

さった。 7ただ彼の到来によるばかりではなく、

彼があなたがたから受けたその慰めをもって、慰

めて下さった。すなわち、あなたがたがわたしを

慕っていること、嘆いていること、またわたしに

対して熱心であることを知らせてくれたので、わ

たしの喜びはいよいよ増し加わったのである。 8

そこで、たとい、あの手紙であなたがたを悲しま

せたとしても、わたしはそれを悔いていない。あ

の手紙がしばらくの間ではあるが、あなたがたを

悲しませたのを見て悔いたとしても、 9今は喜ん

でいる。それは、あなたがたが悲しんだからでは

なく、悲しんで悔い改めるに至ったからである。

あなたがたがそのように悲しんだのは、神のみこ

ころに添うたことであって、わたしたちからはな

んの損害も受けなかったのである。 10神のみここ

ろに添うた悲しみは、悔いのない救を得させる悔

改めに導き、この世の悲しみは死をきたらせる。

11見よ、神のみこころに添うたその悲しみが、ど

んなにか熱情をあなたがたに起させたことか。ま

た、弁明、義憤、恐れ、愛慕、熱意、それから処

罰に至らせたことか。あなたがたはあの問題につ

いては、すべての点において潔白であることを証

明したのである。 12だから、わたしがあなたがた

に書きおくったのは、不義をした人のためでも、

不義を受けた人のためでもなく、わたしたちに対

するあなたがたの熱情が、神の前にあなたがたの

間で明らかになるためである。 13こういうわけで

、わたしたちは慰められたのである。これらの慰

めの上にテトスの喜びが加わって、わたしたちは

なおいっそう喜んだ。彼があなたがた一同によっ

て安心させられたからである。 14そして、わたし

は彼に対してあなたがたのことを少しく誇ったが

、それはわたしの恥にならないですんだ。あなた

がたにいっさいのことを真実に語ったように、テ

トスに対して誇ったことも真実となってきたので

ある。 15また彼は、あなたがた一同が従順であっ

て、おそれおののきつつ自分を迎えてくれたこと

を思い出して、ますます心をあなたがたの方に寄

せている。 16わたしは、あなたがたに全く信頼す

ることができて、喜んでいる。

8兄弟たちよ。わたしたちはここで、マケドニヤ
の諸教会に与えられた神の恵みを、あなたがた

に知らせよう。 2すなわち、彼らは、患難のため

に激しい試錬をうけたが、その満ちあふれる喜び

は、極度の貧しさにもかかわらず、あふれ出て惜

しみなく施す富となったのである。 3わたしはあ

かしするが、彼らは力に応じて、否、力以上に施

しをした。すなわち、自ら進んで、 4聖徒たちへ

の奉仕に加わる恵みにあずかりたいと、わたした

ちに熱心に願い出て、 5わたしたちの希望どおり

にしたばかりか、自分自身をまず、神のみこころ

にしたがって、主にささげ、また、わたしたちに

もささげたのである。 6そこで、この募金をテト

スがあなたがたの所で、すでに始めた以上、また

それを完成するようにと、わたしたちは彼に勧め

たのである。 7さて、あなたがたがあらゆる事が

らについて富んでいるように、すなわち、信仰に

も言葉にも知識にも、あらゆる熱情にも、また、

あなたがたに対するわたしたちの愛にも富んでい

るように、この恵みのわざにも富んでほしい。 8

こう言っても、わたしは命令するのではない。た

だ、他の人たちの熱情によって、あなたがたの愛

の純真さをためそうとするのである。 9あなたが

たは、わたしたちの主イエス・キリストの恵みを

知っている。すなわち、主は富んでおられたのに

、あなたがたのために貧しくなられた。それは、

あなたがたが、彼の貧しさによって富む者になる

ためである。 10そこで、わたしは、この恵みのわ

ざについて意見を述べよう。それがあなたがたの

益になるからである。あなたがたはこの事を、昨

年以来、他に先んじて実行したばかりではなく、

それを願っていた。 11だから今、それをやりとげ

なさい。あなたがたが心から願っているように、

持っているところに応じて、それをやりとげなさ

い。 12もし心から願ってそうするなら、持たない

ところによらず、持っているところによって、神

に受けいれられるのである。 13それは、ほかの人

々に楽をさせて、あなたがたに苦労をさせようと

するのではなく、持ち物を等しくするためである

。 14すなわち、今の場合は、あなたがたの余裕が

あの人たちの欠乏を補い、後には、彼らの余裕が

あなたがたの欠乏を補い、こうして等しくなるよ

うにするのである。 15それは「多く得た者も余る

ことがなく、少ししか得なかった者も足りないこ

とはなかった」と書いてあるとおりである。 16わ

たしがあなたがたに対して持っている同じ熱情を

、テトスの心にも与えて下さった神に感謝する。

17彼はわたしの勧めを受けいれ、そして更に熱心

になって、自分から進んであなたがたのところに
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行った。 18わたしたちはまた、テトスと一緒に、

ひとりの兄弟を送る。この兄弟が福音宣伝の上で

得たほまれは、すべての教会に聞えているが、 19

そのうえ、彼は、主ご自身の栄光があらわれるた

め、また、わたしたちの好意を示すために、骨を

折って贈り物を集めているわたしたちの同伴者と

して、諸教会から選ばれたのである。 20そうした

のは、わたしたちが集めているこの寄附金のこと

について、人にかれこれ言われるのを避けるため

である。 21わたしたちは、主のみまえばかりでは

なく、人の前でも公正であるように、気を配って

いるのである。 22また、もうひとりの兄弟を彼ら

と一緒に送る。わたしたちは、多くの事について

彼が熱心であったことを、たびたび認めた。彼は

今、あなたがたを非常に信頼して、ますます熱心

になっている。 23テトスについて言えば、彼はわ

たしの仲間であり、あなたがたに対するわたしの

協力者である。この兄弟たちについて言えば、彼

らは諸教会の使者、キリストの栄光である。 24だ

から、あなたがたの愛と、また、あなたがたにつ

いてわたしたちがいだいている誇とが、真実であ

ることを、諸教会の前で彼らにあかししていただ

きたい。

9聖徒たちに対する援助については、いまさら、
あなたがたに書きおくる必要はない。 2わたし

は、あなたがたの好意を知っており、そのために

、あなたがたのことをマケドニヤの人々に誇って

、アカヤでは昨年以来、すでに準備をしているの

だと言った。そして、あなたがたの熱心は、多く

の人を奮起させたのである。 3わたしが兄弟たち

を送ることにしたのは、あなたがたについてわた

したちの誇ったことが、この場合むなしくならな

いで、わたしが言ったとおり準備していてもらい

たいからである。 4そうでないと、万一マケドニ

ヤ人がわたしと一緒に行って、準備ができていな

いのを見たら、あなたがたはもちろん、わたした

ちも、かように信じきっていただけに、恥をかく

ことになろう。 5だから、わたしは兄弟たちを促

して、あなたがたの所へ先に行かせ、以前あなた

がたが約束していた贈り物の準備をさせておくこ

とが必要だと思った。それをしぶりながらではな

く、心をこめて用意していてほしい。 6わたしの

考えはこうである。少ししかまかない者は、少し

しか刈り取らず、豊かにまく者は、豊かに刈り取

ることになる。 7各自は惜しむ心からでなく、ま

た、しいられてでもなく、自ら心で決めたとおり

にすべきである。神は喜んで施す人を愛して下さ

るのである。 8神はあなたがたにあらゆる恵みを

豊かに与え、あなたがたを常にすべてのことに満

ち足らせ、すべての良いわざに富ませる力のある

かたなのである。 9「彼は貧しい人たちに散らし

て与えた。その義は永遠に続くであろう」と書い

てあるとおりである。 (aiōn g165) 10種まく人に種と

食べるためのパンとを備えて下さるかたは、あな

たがたにも種を備え、それをふやし、そしてあな

たがたの義の実を増して下さるのである。 11こう

して、あなたがたはすべてのことに豊かになって

、惜しみなく施し、その施しはわたしたちの手に

よって行われ、神に感謝するに至るのである。 12

なぜなら、この援助の働きは、聖徒たちの欠乏を

補えだけではなく、神に対する多くの感謝によっ

てますます豊かになるからである。 13すなわち、

この援助を行った結果として、あなたがたがキリ

ストの福音の告白に対して従順であることや、彼

らにも、すべての人にも、惜しみなく施しをして

いることがわかってきて、彼らは神に栄光を帰し

、 14そして、あなたがたに賜わったきわめて豊か

な神の恵みのゆえに、あなたがたを慕い、あなた

がたのために祈るのである。 15言いつくせない賜

物のゆえに、神に感謝する。

10さて、「あなたがたの間にいて面と向かって
はおとなしいが、離れていると、気が強くな

る」このパウロが、キリストの優しさ、寛大さを

もって、あなたがたに勧める。 2わたしたちを肉

に従って歩いているかのように思っている人々に

対しては、わたしは勇敢に行動するつもりである

が、あなたがたの所では、どうか、そのような思

いきったことをしないですむようでありたい。 3

わたしたちは、肉にあって歩いてはいるが、肉に

従って戦っているのではない。 4わたしたちの戦

いの武器は、肉のものではなく、神のためには要

塞をも破壊するほどの力あるものである。わたし

たちはさまざまな議論を破り、 5神の知恵に逆ら

って立てられたあらゆる障害物を打ちこわし、す

べての思いをとりこにしてキリストに服従させ、 6

そして、あなたがたが完全に服従した時、すべて

不従順な者を処罰しようと、用意しているのであ

る。 7あなたがたは、うわべの事だけを見ている

。もしある人が、キリストに属する者だと自任し

ているなら、その人はもう一度よく反省すべきで

ある。その人がキリストに属する者であるように

、わたしたちもそうである。 8たとい、あなたが

たを倒すためではなく高めるために主からわたし

たちに賜わった権威について、わたしがやや誇り

すぎたとしても、恥にはなるまい。 9ただ、わた

しは、手紙であなたがたをおどしているのだと、

思われたくはない。 10人は言う、「彼の手紙は重

味があって力強いが、会って見ると外見は弱々し

く、話はつまらない」。 11そういう人は心得てい

るがよい。わたしたちは、離れていて書きおくる

手紙の言葉どおりに、一緒にいる時でも同じよう

にふるまうのである。 12わたしたちは、自己推薦

をするような人々と自分を同列においたり比較し

たりはしない。彼らは仲間同志で互にはかり合っ

たり、互に比べ合ったりしているが、知恵のない

しわざである。 13しかし、わたしたちは限度をこ

えて誇るようなことはしない。むしろ、神が割り

当てて下さった地域の限度内で誇るにすぎない。

わたしはその限度にしたがって、あなたがたの所

まで行ったのである。 14わたしたちは、あなたが

たの所まで行けない者であるかのように、むりに

手を延ばしているのではない。事実、わたしたち
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が最初にキリストの福音を携えて、あなたがたの

所までも行ったのである。 15わたしたちは限度を

こえて、他人の働きを誇るようなことはしない。

ただ、あなたがたの信仰が成長するにつれて、わ

たしたちの働きの範囲があなたがたの中でますま

す大きくなることを望んでいる。 16こうして、わ

たしたちはほかの人の地域ですでになされている

ことを誇ることはせずに、あなたがたを越えたさ

きざきにまで、福音を宣べ伝えたい。 17誇る者は

主を誇るべきである。 18自分で自分を推薦する人

ではなく、主に推薦される人こそ、確かな人なの

である。

11わたしが少しばかり愚かなことを言うのを、
どうか、忍んでほしい。もちろん忍んでくれ

るのだ。 2わたしは神の熱情をもって、あなたが

たを熱愛している。あなたがたを、きよいおとめ

として、ただひとりの男子キリストにささげるた

めに、婚約させたのである。 3ただ恐れるのは、

エバがへびの悪巧みで誘惑されたように、あなた

がたの思いが汚されて、キリストに対する純情と

貞操とを失いはしないかということである。 4と

いうのは、もしある人がきて、わたしたちが宣べ

伝えもしなかったような異なるイエスを宣べ伝え

、あるいは、あなたがたが受けたことのない違っ

た霊を受け、あるいは、受けいれたことのない違

った福音を聞く場合に、あなたがたはよくもそれ

を忍んでいる。 5事実、わたしは、あの大使徒た

ちにいささかも劣ってはいないと思う。 6たとい

弁舌はつたなくても、知識はそうでない。わたし

は、事ごとに、いろいろの場合に、あなたがたに

対してそれを明らかにした。 7それとも、あなた

がたを高めるために自分を低くして、神の福音を

価なしにあなたがたに宣べ伝えたことが、罪にな

るのだろうか。 8わたしは他の諸教会をかすめた

と言われながら得た金で、あなたがたに奉仕し、 9

あなたがたの所にいて貧乏をした時にも、だれに

も負担をかけたことはなかった。わたしの欠乏は

、マケドニヤからきた兄弟たちが、補ってくれた

。こうして、わたしはすべての事につき、あなた

がたに重荷を負わせまいと努めてきたし、今後も

努めよう。 10わたしの内にあるキリストの真実に

かけて言う、この誇がアカヤ地方で封じられるよ

うなことは、決してない。 11なぜであるか。わた

しがあなたがたを愛していないからか。それは、

神がご存じである。 12しかし、わたしは、現在し

ていることを今後もしていこう。それは、わたし

たちと同じように誇りうる立ち場を得ようと機会

をねらっている者どもから、その機会を断ち切っ

てしまうためである。 13こういう人々はにせ使徒

、人をだます働き人であって、キリストの使徒に

擬装しているにすぎないからである。 14しかし、

驚くには及ばない。サタンも光の天使に擬装する

のだから。 15だから、たといサタンの手下どもが

、義の奉仕者のように擬装したとしても、不思議

ではない。彼らの最期は、そのしわざに合ったも

のとなろう。 16繰り返して言うが、だれも、わた

しを愚か者と思わないでほしい。もしそう思うな

ら、愚か者あつかいにされてもよいから、わたし

にも、少し誇らせてほしい。 17いま言うことは、

主によって言うのではなく、愚か者のように、自

分の誇とするところを信じきって言うのである。

18多くの人が肉によって誇っているから、わたし

も誇ろう。 19あなたがたは賢い人たちなのだから

、喜んで愚か者を忍んでくれるだろう。 20実際、

あなたがたは奴隷にされても、食い倒されても、

略奪されても、いばられても、顔をたたかれても

、それを忍んでいる。 21言うのも恥ずかしいこと

だが、わたしたちは弱すぎたのだ。もしある人が

あえて誇るなら、わたしは愚か者になって言うが

、わたしもあえて誇ろう。 22彼らはヘブル人なの

か。わたしもそうである。彼らはイスラエル人な

のか。わたしもそうである。彼らはアブラハムの

子孫なのか。わたしもそうである。 23彼らはキリ

ストの僕なのか。わたしは気が狂ったようになっ

て言う、わたしは彼ら以上にそうである。苦労し

たことはもっと多く、投獄されたことももっと多

く、むち打たれたことは、はるかにおびただしく

、死に面したこともしばしばあった。 24ユダヤ人

から四十に一つ足りないむちを受けたことが五度

、 25ローマ人にむちで打たれたことが三度、石で

打たれたことが一度、難船したことが三度、そし

て、一昼夜、海の上を漂ったこともある。 26幾た

びも旅をし、川の難、盗賊の難、同国民の難、異

邦人の難、都会の難、荒野の難、海上の難、にせ

兄弟の難に会い、 27労し苦しみ、たびたび眠られ

ぬ夜を過ごし、飢えかわき、しばしば食物がなく

、寒さに凍え、裸でいたこともあった。 28なおい

ろいろの事があった外に、日々わたしに迫って来

る諸教会の心配ごとがある。 29だれかが弱ってい

るのに、わたしも弱らないでおれようか。だれか

が罪を犯しているのに、わたしの心が燃えないで

おれようか。 30もし誇らねばならないのなら、わ

たしは自分の弱さを誇ろう。 31永遠にほむべき、

主イエス・キリストの父なる神は、わたしが偽り

を言っていないことを、ご存じである。 (aiōn g165)

32ダマスコでアレタ王の代官が、わたしを捕える

ためにダマスコ人の町を監視したことがあったが

、 33その時わたしは窓から町の城壁づたいに、か

ごでつり降ろされて、彼の手からのがれた。

12わたしは誇らざるを得ないので、無益ではあ
ろうが、主のまぼろしと啓示とについて語ろ

う。 2わたしはキリストにあるひとりの人を知っ

ている。この人は十四年前に第三の天にまで引き

上げられたそれが、からだのままであったか、わ

たしは知らない。からだを離れてであったか、そ

れも知らない。神がご存じである。 3この人がそ

れが、からだのままであったか、からだを離れて

であったか、わたしは知らない。神がご存じであ

る 4パラダイスに引き上げられ、そして口に言い

表わせない、人間が語ってはならない言葉を聞い

たのを、わたしは知っている。 5わたしはこうい

う人について誇ろう。しかし、わたし自身につい
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ては、自分の弱さ以外には誇ることをすまい。 6

もっとも、わたしが誇ろうとすれば、ほんとうの

事を言うのだから、愚か者にはならないだろう。

しかし、それはさし控えよう。わたしがすぐれた

啓示を受けているので、わたしについて見たり聞

いたりしている以上に、人に買いかぶられるかも

知れないから。 7そこで、高慢にならないように

、わたしの肉体に一つのとげが与えられた。それ

は、高慢にならないように、わたしを打つサタン

の使なのである。 8このことについて、わたしは

彼を離れ去らせて下さるようにと、三度も主に祈

った。 9ところが、主が言われた、「わたしの恵

みはあなたに対して十分である。わたしの力は弱

いところに完全にあらわれる」。それだから、キ

リストの力がわたしに宿るように、むしろ、喜ん

で自分の弱さを誇ろう。 10だから、わたしはキリ

ストのためならば、弱さと、侮辱と、危機と、迫

害と、行き詰まりとに甘んじよう。なぜなら、わ

たしが弱い時にこそ、わたしは強いからである。

11わたしは愚か者となった。あなたがたが、むり

にわたしをそうしてしまったのだ。実際は、あな

たがたから推薦されるべきであった。というのは

、たといわたしは取るに足りない者だとしても、

あの大使徒たちにはなんら劣るところがないから

である。 12わたしは、使徒たるの実を、しるしと

奇跡と力あるわざとにより、忍耐をつくして、あ

なたがたの間であらわしてきた。 13いったい、あ

なたがたが他の教会よりも劣っている点は何か。

ただ、このわたしがあなたがたに負担をかけなか

ったことだけではないか。この不義は、どうか、

ゆるしてもらいたい。 14さて、わたしは今、三度

目にあなたがたの所に行く用意をしている。しか

し、負担はかけないつもりである。わたしの求め

ているのは、あなたがたの持ち物ではなく、あな

たがた自身なのだから。いったい、子供は親のた

めに財をたくわえて置く必要はなく、親が子供の

ためにたくわえて置くべきである。 15そこでわた

しは、あなたがたの魂のためには、大いに喜んで

費用を使い、また、わたし自身をも使いつくそう

。わたしがあなたがたを愛すれば愛するほど、あ

なたがたからますます愛されなくなるのであろう

か。 16わたしは、あなたがたに重荷を負わせなか

ったとしても、悪がしこくて、あなたがたからだ

まし取ったのだと、人は言う。 17わたしは、あな

たがたにつかわした人たちのうちのだれかをとお

して、あなたがたからむさぼり取っただろうか。

18わたしは、テトスに勧めてそちらに行かせ、ま

た、かの兄弟を同行させた。テトスは、あなたが

たからむさぼり取ったことがあろうか。わたした

ちは、みな同じ心で歩いたではないか。同じ足並

みで歩いたではないか。 19あなたがたは、わたし

たちがあなたがたに対して弁明をしているのだと

、今までずっと思ってきたであろう。しかし、わ

たしたちは、神のみまえでキリストにあって語っ

ているのである。愛する者たちよ。これらすべて

のことは、あなたがたの徳を高めるためなのであ

る。 20わたしは、こんな心配をしている。わたし

が行ってみると、もしかしたら、あなたがたがわ

たしの願っているような者ではなく、わたしも、

あなたがたの願っているような者でないことにな

りはすまいか。もしかしたら、争い、ねたみ、怒

り、党派心、そしり、ざんげん、高慢、騒乱など

がありはすまいか。 21わたしが再びそちらに行っ

た場合、わたしの神が、あなたがたの前でわたし

に恥をかかせ、その上、多くの人が前に罪を犯し

ていながら、その汚れと不品行と好色とを悔い改

めていないので、わたしを悲しませることになり

はすまいか。

13わたしは今、三度目にあなたがたの所に行こ
うとしている。すべての事がらは、ふたりか

三人の証人の証言によって確定する。 2わたしは

、前に罪を犯した者たちやその他のすべての人々

に、二度目に滞在していたとき警告しておいたが

、離れている今またあらかじめ言っておく。今度

行った時には、決して容赦はしない。 3なぜなら

、あなたがたが、キリストのわたしにあって語っ

ておられるという証拠を求めているからである。

キリストは、あなたがたに対して弱くはなく、あ

なたがたのうちにあって強い。 4すなわち、キリ

ストは弱さのゆえに十字架につけられたが、神の

力によって生きておられるのである。このように

、わたしたちもキリストにあって弱い者であるが

、あなたがたに対しては、神の力によって、キリ

ストと共に生きるのである。 5あなたがたは、は

たして信仰があるかどうか、自分を反省し、自分

を吟味するがよい。それとも、イエス・キリスト

があなたがたのうちにおられることを、悟らない

のか。もし悟らなければ、あなたがたは、にせも

のとして見捨てられる。 6しかしわたしは、自分

たちが見捨てられた者ではないことを、知ってい

てもらいたい。 7わたしたちは、あなたがたがど

んな悪をも行わないようにと、神に祈る。それは

、自分たちがほんとうの者であることを見せるた

めではなく、たといわたしたちが見捨てられた者

のようになっても、あなたがたに良い行いをして

もらいたいためである。 8わたしたちは、真理に

逆らっては何をする力もなく、真理にしたがえば

力がある。 9わたしたちは、自分は弱くても、あ

なたがたが強ければ、それを喜ぶ。わたしたちが

特に祈るのは、あなたがたが完全に良くなってく

れることである。 10こういうわけで、離れていて

以上のようなことを書いたのは、わたしがあなた

がたの所に行ったとき、倒すためではなく高める

ために主が授けて下さった権威を用いて、きびし

い処置をする必要がないようにしたいためである

。 11最後に、兄弟たちよ。いつも喜びなさい。全

き者となりなさい。互に励まし合いなさい。思い

を一つにしなさい。平和に過ごしなさい。そうす

れば、愛と平和の神があなたがたと共にいて下さ

るであろう。 12きよい接吻をもって互にあいさつ

をかわしなさい。聖徒たち 13一同が、あなたがた

によろしく。 14主イエス・キリストの恵みと、神
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の愛と、聖霊の交わりとが、あなたがた一同と共

にあるように。
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ガラテヤ人への手

紙

1人々からでもなく、人によってでもなく、イエ
ス・キリストと彼を死人の中からよみがえらせ

た父なる神とによって立てられた使徒パウロ、 2

ならびにわたしと共にいる兄弟たち一同から、ガ

ラテヤの諸教会へ。 3わたしたちの父なる神と主

イエス・キリストから、恵みと平安とが、あなた

がたにあるように。 4キリストは、わたしたちの

父なる神の御旨に従い、わたしたちを今の悪の世

から救い出そうとして、ご自身をわたしたちの罪

のためにささげられたのである。 (aiōn g165) 5栄光

が世々限りなく神にあるように、アァメン。 (aiōn

g165) 6あなたがたがこんなにも早く、あなたがた

をキリストの恵みの内へお招きになったかたから

離れて、違った福音に落ちていくことが、わたし

には不思議でならない。 7それは福音というべき

ものではなく、ただ、ある種の人々があなたがた

をかき乱し、キリストの福音を曲げようとしてい

るだけのことである。 8しかし、たといわたした

ちであろうと、天からの御使であろうと、わたし

たちが宣べ伝えた福音に反することをあなたがた

に宣べ伝えるなら、その人はのろわるべきである

。 9わたしたちが前に言っておいたように、今わ

たしは重ねて言う。もしある人が、あなたがたの

受けいれた福音に反することを宣べ伝えているな

ら、その人はのろわるべきである。 10今わたしは

、人に喜ばれようとしているのか、それとも、神

に喜ばれようとしているのか。あるいは、人の歓

心を買おうと努めているのか。もし、今もなお人

の歓心を買おうとしているとすれば、わたしはキ

リストの僕ではあるまい。 11兄弟たちよ。あなた

がたに、はっきり言っておく。わたしが宣べ伝え

た福音は人間によるものではない。 12わたしは、

それを人間から受けたのでも教えられたのでもな

く、ただイエス・キリストの啓示によったのであ

る。 13ユダヤ教を信じていたころのわたしの行動

については、あなたがたはすでによく聞いている

。すなわち、わたしは激しく神の教会を迫害し、

また荒しまわっていた。 14そして、同国人の中で

わたしと同年輩の多くの者にまさってユダヤ教に

精進し、先祖たちの言伝えに対して、だれよりも

はるかに熱心であった。 15ところが、母の胎内に

ある時からわたしを聖別し、み恵みをもってわた

しをお召しになったかたが、 16異邦人の間に宣べ

伝えさせるために、御子をわたしの内に啓示して

下さった時、わたしは直ちに、血肉に相談もせず

、 17また先輩の使徒たちに会うためにエルサレム

にも上らず、アラビヤに出て行った。それから再

びダマスコに帰った。 18その後三年たってから、

わたしはケパをたずねてエルサレムに上り、彼の

もとに十五日間、滞在した。 19しかし、主の兄弟

ヤコブ以外には、ほかのどの使徒にも会わなかっ

た。 20ここに書いていることは、神のみまえで言

うが、決して偽りではない。 21その後、わたしは

シリヤとキリキヤとの地方に行った。 22しかし、

キリストにあるユダヤの諸教会には、顔を知られ

ていなかった。 23ただ彼らは、「かつて自分たち

を迫害した者が、以前には撲滅しようとしていた

その信仰を、今は宣べ伝えている」と聞き、 24わ

たしのことで、神をほめたたえた。

2その後十四年たってから、わたしはバルナバと
一緒に、テトスをも連れて、再びエルサレムに

上った。 2そこに上ったのは、啓示によってであ

る。そして、わたしが異邦人の間に宣べ伝えてい

る福音を、人々に示し、「重だった人たち」には

個人的に示した。それは、わたしが現に走ってお

り、またすでに走ってきたことが、むだにならな

いためである。 3しかし、わたしが連れていたテ

トスでさえ、ギリシヤ人であったのに、割礼をし

いられなかった。 4それは、忍び込んできたにせ

兄弟らがいたので彼らが忍び込んできたのは、キ

リスト・イエスにあって持っているわたしたちの

自由をねらって、わたしたちを奴隷にするためで

あった。 5わたしたちは、福音の真理があなたが

たのもとに常にとどまっているように、瞬時も彼

らの強要に屈服しなかった。 6そして、かの「重

だった人たち」からは彼らがどんな人であったに

しても、それは、わたしには全く問題ではない。

神は人を分け隔てなさらないのだから事実、かの

「重だった人たち」は、わたしに何も加えること

をしなかった。 7それどころか、彼らは、ペテロ

が割礼の者への福音をゆだねられているように、

わたしには無割礼の者への福音がゆだねられてい

ることを認め、 8（というのは、ペテロに働きか

けて割礼の者への使徒の務につかせたかたは、わ

たしにも働きかけて、異邦人につかわして下さっ

たからである）、 9かつ、わたしに賜わった恵み

を知って、柱として重んじられているヤコブとケ

パとヨハネとは、わたしとバルナバとに、交わり

の手を差し伸べた。そこで、わたしたちは異邦人

に行き、彼らは割礼の者に行くことになったので

ある。 10ただ一つ、わたしたちが貧しい人々をか

えりみるようにとのことであったが、わたしはも

とより、この事のためにも大いに努めてきたので

ある。 11ところが、ケパがアンテオケにきたとき

、彼に非難すべきことがあったので、わたしは面

とむかって彼をなじった。 12というのは、ヤコブ

のもとからある人々が来るまでは、彼は異邦人と

食を共にしていたのに、彼らがきてからは、割礼

の者どもを恐れ、しだいに身を引いて離れて行っ

たからである。 13そして、ほかのユダヤ人たちも

彼と共に偽善の行為をし、バルナバまでがそのよ

うな偽善に引きずり込まれた。 14彼らが福音の真

理に従ってまっすぐに歩いていないのを見て、わ

たしは衆人の面前でケパに言った、「あなたは、

ユダヤ人であるのに、自分自身はユダヤ人のよう

に生活しないで、異邦人のように生活していなが

ら、どうして異邦人にユダヤ人のようになること

をしいるのか」。 15わたしたちは生れながらのユ
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ダヤ人であって、異邦人なる罪人ではないが、 16

人の義とされるのは律法の行いによるのではなく

、ただキリスト・イエスを信じる信仰によること

を認めて、わたしたちもキリスト・イエスを信じ

たのである。それは、律法の行いによるのではな

く、キリストを信じる信仰によって義とされるた

めである。なぜなら、律法の行いによっては、だ

れひとり義とされることがないからである。 17し

かし、キリストにあって義とされることを求める

ことによって、わたしたち自身が罪人であるとさ

れるのなら、キリストは罪に仕える者なのであろ

うか。断じてそうではない。 18もしわたしが、い

ったん打ちこわしたものを、再び建てるとすれば

、それこそ、自分が違反者であることを表明する

ことになる。 19わたしは、神に生きるために、律

法によって律法に死んだ。わたしはキリストと共

に十字架につけられた。 20生きているのは、もは

や、わたしではない。キリストが、わたしのうち

に生きておられるのである。しかし、わたしがい

ま肉にあって生きているのは、わたしを愛し、わ

たしのためにご自身をささげられた神の御子を信

じる信仰によって、生きているのである。 21わた

しは、神の恵みを無にはしない。もし、義が律法

によって得られるとすれば、キリストの死はむだ

であったことになる。

3ああ、物わかりのわるいガラテヤ人よ。十字架
につけられたイエス・キリストが、あなたがた

の目の前に描き出されたのに、いったい、だれが

あなたがたを惑わしたのか。 2わたしは、ただこ

の一つの事を、あなたがたに聞いてみたい。あな

たがたが御霊を受けたのは、律法を行ったからか

、それとも、聞いて信じたからか。 3あなたがた

は、そんなに物わかりがわるいのか。御霊で始め

たのに、今になって肉で仕上げるというのか。 4

あれほどの大きな経験をしたことは、むだであっ

たのか。まさか、むだではあるまい。 5すると、

あなたがたに御霊を賜い、力あるわざをあなたが

たの間でなされたのは、律法を行ったからか、そ

れとも、聞いて信じたからか。 6このように、ア

ブラハムは「神を信じた。それによって、彼は義

と認められた」のである。 7だから、信仰による

者こそアブラハムの子であることを、知るべきで

ある。 8聖書は、神が異邦人を信仰によって義と

されることを、あらかじめ知って、アブラハムに

、「あなたによって、すべての国民は祝福される

であろう」との良い知らせを、予告したのである

。 9このように、信仰による者は、信仰の人アブ

ラハムと共に、祝福を受けるのである。 10いった

い、律法の行いによる者は、皆のろいの下にある

。「律法の書に書いてあるいっさいのことを守ら

ず、これを行わない者は、皆のろわれる」と書い

てあるからである。 11そこで、律法によっては、

神のみまえに義とされる者はひとりもないことが

、明らかである。なぜなら、「信仰による義人は

生きる」からである。 12律法は信仰に基いている

ものではない。かえって、「律法を行う者は律法

によって生きる」のである。 13キリストは、わた

したちのためにのろいとなって、わたしたちを律

法ののろいからあがない出して下さった。聖書に

、「木にかけられる者は、すべてのろわれる」と

書いてある。 14それは、アブラハムの受けた祝福

が、イエス・キリストにあって異邦人に及ぶため

であり、約束された御霊を、わたしたちが信仰に

よって受けるためである。 15兄弟たちよ。世のな

らわしを例にとって言おう。人間の遺言でさえ、

いったん作成されたら、これを無効にしたり、こ

れに付け加えたりすることは、だれにもできない

。 16さて、約束は、アブラハムと彼の子孫とに対

してなされたのである。それは、多数をさして「

子孫たちとに」と言わずに、ひとりをさして「あ

なたの子孫とに」と言っている。これは、キリス

トのことである。 17わたしの言う意味は、こうで

ある。神によってあらかじめ立てられた契約が、

四百三十年の後にできた律法によって破棄されて

、その約束がむなしくなるようなことはない。 18

もし相続が、律法に基いてなされるとすれば、も

はや約束に基いたものではない。ところが事実、

神は約束によって、相続の恵みをアブラハムに賜

わったのである。 19それでは、律法はなんである

か。それは違反を促すため、あとから加えられた

のであって、約束されていた子孫が来るまで存続

するだけのものであり、かつ、天使たちをとおし

、仲介者の手によって制定されたものにすぎない

。 20仲介者なるものは、一方だけに属する者では

ない。しかし、神はひとりである。 21では、律法

は神の約束と相いれないものか。断じてそうでは

ない。もし人を生かす力のある律法が与えられて

いたとすれば、義はたしかに律法によって実現さ

れたであろう。 22しかし、約束が、信じる人々に

イエス・キリストに対する信仰によって与えられ

るために、聖書はすべての人を罪の下に閉じ込め

たのである。 23しかし、信仰が現れる前には、わ

たしたちは律法の下で監視されており、やがて啓

示される信仰の時まで閉じ込められていた。 24こ

のようにして律法は、信仰によって義とされるた

めに、わたしたちをキリストに連れて行く養育掛

となったのである。 25しかし、いったん信仰が現

れた以上、わたしたちは、もはや養育掛のもとに

はいない。 26あなたがたはみな、キリスト・イエ

スにある信仰によって、神の子なのである。 27キ

リストに合うバプテスマを受けたあなたがたは、

皆キリストを着たのである。 28もはや、ユダヤ人

もギリシヤ人もなく、奴隷も自由人もなく、男も

女もない。あなたがたは皆、キリスト・イエスに

あって一つだからである。 29もしキリストのもの

であるなら、あなたがたはアブラハムの子孫であ

り、約束による相続人なのである。

4わたしの言う意味は、こうである。相続人が子
供である間は、全財産の持ち主でありながら、

僕となんの差別もなく、 2父親の定めた時期まで

は、管理人や後見人の監督の下に置かれているの

である。 3それと同じく、わたしたちも子供であ
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った時には、いわゆるこの世のもろもろの霊力の

下に、縛られていた者であった。 4しかし、時の

満ちるに及んで、神は御子を女から生れさせ、律

法の下に生れさせて、おつかわしになった。 5そ

れは、律法の下にある者をあがない出すため、わ

たしたちに子たる身分を授けるためであった。 6

このように、あなたがたは子であるのだから、神

はわたしたちの心の中に、「アバ、父よ」と呼ぶ

御子の霊を送って下さったのである。 7したがっ

て、あなたがたはもはや僕ではなく、子である。

子である以上、また神による相続人である。 8神

を知らなかった当時、あなたがたは、本来神なら

ぬ神々の奴隷になっていた。 9しかし、今では神

を知っているのに、否、むしろ神に知られている

のに、どうして、あの無力で貧弱な、もろもろの

霊力に逆もどりして、またもや、新たにその奴隷

になろうとするのか。 10あなたがたは、日や月や

季節や年などを守っている。 11わたしは、あなた

がたのために努力してきたことが、あるいは、む

だになったのではないかと、あなたがたのことが

心配でならない。 12兄弟たちよ。お願いする。ど

うか、わたしのようになってほしい。わたしも、

あなたがたのようになったのだから。あなたがた

は、一度もわたしに対して不都合なことをしたこ

とはない。 13あなたがたも知っているとおり、最

初わたしがあなたがたに福音を伝えたのは、わた

しの肉体が弱っていたためであった。 14そして、

わたしの肉体にはあなたがたにとって試錬となる

ものがあったのに、それを卑しめもせず、またき

らいもせず、かえってわたしを、神の使かキリス

ト・イエスかでもあるように、迎えてくれた。 15

その時のあなたがたの感激は、今どこにあるのか

。はっきり言うが、あなたがたは、できることな

ら、自分の目をえぐり出してでも、わたしにくれ

たかったのだ。 16それだのに、真理を語ったため

に、わたしはあなたがたの敵になったのか。 17彼

らがあなたがたに対して熱心なのは、善意からで

はない。むしろ、自分らに熱心にならせるために

、あなたがたをわたしから引き離そうとしている

のである。 18わたしがあなたがたの所にいる時だ

けでなく、いつも、良いことについて熱心に慕わ

れるのは、良いことである。 19ああ、わたしの幼

な子たちよ。あなたがたの内にキリストの形がで

きるまでは、わたしは、またもや、あなたがたの

ために産みの苦しみをする。 20できることなら、

わたしは今あなたがたの所にいて、語調を変えて

話してみたい。わたしは、あなたがたのことで、

途方にくれている。 21律法の下にとどまっていた

いと思う人たちよ。わたしに答えなさい。あなた

がたは律法の言うところを聞かないのか。 22その

しるすところによると、アブラハムにふたりの子

があったが、ひとりは女奴隷から、ひとりは自由

の女から生れた。 23女奴隷の子は肉によって生れ

たのであり、自由の女の子は約束によって生れた

のであった。 24さて、この物語は比喩としてみら

れる。すなわち、この女たちは二つの契約をさす

。そのひとりはシナイ山から出て、奴隷となる者

を産む。ハガルがそれである。 25ハガルといえば

、アラビヤではシナイ山のことで、今のエルサレ

ムに当る。なぜなら、それは子たちと共に、奴隷

となっているからである。 26しかし、上なるエル

サレムは、自由の女であって、わたしたちの母を

さす。 27すなわち、こう書いてある、「喜べ、不

妊の女よ。声をあげて喜べ、産みの苦しみを知ら

ない女よ。ひとり者となっている女は多くの子を

産み、その数は、夫ある女の子らよりも多い」。

28兄弟たちよ。あなたがたは、イサクのように、

約束の子である。 29しかし、その当時、肉によっ

て生れた者が、霊によって生れた者を迫害したよ

うに、今でも同様である。 30しかし、聖書はなん

と言っているか。「女奴隷とその子とを追い出せ

。女奴隷の子は、自由の女の子と共に相続をして

はならない」とある。 31だから、兄弟たちよ。わ

たしたちは女奴隷の子ではなく、自由の女の子な

のである。

5自由を得させるために、キリストはわたしたち
を解放して下さったのである。だから、堅く立

って、二度と奴隷のくびきにつながれてはならな

い。 2見よ、このパウロがあなたがたに言う。も

し割礼を受けるなら、キリストはあなたがたに用

のないものになろう。 3割礼を受けようとするす

べての人たちに、もう一度言っておく。そういう

人たちは、律法の全部を行う義務がある。 4律法

によって義とされようとするあなたがたは、キリ

ストから離れてしまっている。恵みから落ちてい

る。 5わたしたちは、御霊の助けにより、信仰に

よって義とされる望みを強くいだいている。 6キ

リスト・イエスにあっては、割礼があってもなく

ても、問題ではない。尊いのは、愛によって働く

信仰だけである。 7あなたがたはよく走り続けて

きたのに、だれが邪魔をして、真理にそむかせた

のか。 8そのような勧誘は、あなたがたを召され

たかたから出たものではない。 9少しのパン種で

も、粉のかたまり全体をふくらませる。 10あなた

がたはいささかもわたしと違った思いをいだくこ

とはないと、主にあって信頼している。しかし、

あなたがたを動揺させている者は、それがだれで

あろうと、さばきを受けるであろう。 11兄弟たち

よ。わたしがもし今でも割礼を宣べ伝えていたら

、どうして、いまなお迫害されるはずがあろうか

。そうしていたら、十字架のつまずきは、なくな

っているであろう。 12あなたがたの煽動者どもは

、自ら不具になるがよかろう。 13兄弟たちよ。あ

なたがたが召されたのは、実に、自由を得るため

である。ただ、その自由を、肉の働く機会としな

いで、愛をもって互に仕えなさい。 14律法の全体

は、「自分を愛するように、あなたの隣り人を愛

せよ」というこの一句に尽きるからである。 15気

をつけるがよい。もし互にかみ合い、食い合って

いるなら、あなたがたは互に滅ぼされてしまうだ

ろう。 16わたしは命じる、御霊によって歩きなさ

い。そうすれば、決して肉の欲を満たすことはな

い。 17なぜなら、肉の欲するところは御霊に反し
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、また御霊の欲するところは肉に反するからであ

る。こうして、二つのものは互に相さからい、そ

の結果、あなたがたは自分でしようと思うことを

、することができないようになる。 18もしあなた

がたが御霊に導かれるなら、律法の下にはいない

。 19肉の働きは明白である。すなわち、不品行、

汚れ、好色、 20偶像礼拝、まじない、敵意、争い

、そねみ、怒り、党派心、分裂、分派、 21ねたみ

、泥酔、宴楽、および、そのたぐいである。わた

しは以前も言ったように、今も前もって言ってお

く。このようなことを行う者は、神の国をつぐこ

とがない。 22しかし、御霊の実は、愛、喜び、平

和、寛容、慈愛、善意、忠実、 23柔和、自制であ

って、これらを否定する律法はない。 24キリスト

・イエスに属する者は、自分の肉を、その情と欲

と共に十字架につけてしまったのである。 25もし

わたしたちが御霊によって生きるのなら、また御

霊によって進もうではないか。 26互にいどみ合い

、互にねたみ合って、虚栄に生きてはならない。

6兄弟たちよ。もしもある人が罪過に陥っている
ことがわかったなら、霊の人であるあなたがた

は、柔和な心をもって、その人を正しなさい。そ

れと同時に、もしか自分自身も誘惑に陥ることが

ありはしないかと、反省しなさい。 2互に重荷を

負い合いなさい。そうすれば、あなたがたはキリ

ストの律法を全うするであろう。 3もしある人が

、事実そうでないのに、自分が何か偉い者である

ように思っているとすれば、その人は自分を欺い

ているのである。 4ひとりびとり、自分の行いを

検討してみるがよい。そうすれば、自分だけには

誇ることができても、ほかの人には誇れなくなる

であろう。 5人はそれぞれ、自分自身の重荷を負

うべきである。 6御言を教えてもらう人は、教え

る人と、すべて良いものを分け合いなさい。 7ま

ちがってはいけない、神は侮られるようなかたで

はない。人は自分のまいたものを、刈り取ること

になる。 8すなわち、自分の肉にまく者は、肉か

ら滅びを刈り取り、霊にまく者は、霊から永遠の

いのちを刈り取るであろう。 (aiōnios g166) 9わたし

たちは、善を行うことに、うみ疲れてはならない

。たゆまないでいると、時が来れば刈り取るよう

になる。 10だから、機会のあるごとに、だれに対

しても、とくに信仰の仲間に対して、善を行おう

ではないか。 11ごらんなさい。わたし自身いま筆

をとって、こんなに大きい字で、あなたがたに書

いていることを。 12いったい、肉において見えを

飾ろうとする者たちは、キリスト・イエスの十字

架のゆえに、迫害を受けたくないばかりに、あな

たがたにしいて割礼を受けさせようとする。 13事

実、割礼のあるもの自身が律法を守らず、ただ、

あなたがたの肉について誇りたいために、割礼を

受けさせようとしているのである。 14しかし、わ

たし自身には、わたしたちの主イエス・キリスト

の十字架以外に、誇とするものは、断じてあって

はならない。この十字架につけられて、この世は

わたしに対して死に、わたしもこの世に対して死

んでしまったのである。 15割礼のあるなしは問題

ではなく、ただ、新しく造られることこそ、重要

なのである。 16この法則に従って進む人々の上に

、平和とあわれみとがあるように。また、神のイ

スラエルの上にあるように。 17だれも今後は、わ

たしに煩いをかけないでほしい。わたしは、イエ

スの焼き印を身に帯びているのだから。 18兄弟た

ちよ。わたしたちの主イエス・キリストの恵みが

、あなたがたの霊と共にあるように、アァメン。
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エペソ人への手紙

1神の御旨によるキリスト・イエスの使徒パウロ
から、エペソにいる、キリスト・イエスにあっ

て忠実な聖徒たちへ。 2わたしたちの父なる神と

主イエス・キリストから、恵みと平安とが、あな

たがたにあるように。 3ほむべきかな、わたした

ちの主イエス・キリストの父なる神。神はキリス

トにあって、天上で霊のもろもろの祝福をもって

、わたしたちを祝福し、 4みまえにきよく傷のな

い者となるようにと、天地の造られる前から、キ

リストにあってわたしたちを選び、 5わたしたち

に、イエス・キリストによって神の子たる身分を

授けるようにと、御旨のよしとするところに従い

、愛のうちにあらかじめ定めて下さったのである

。 6これは、その愛する御子によって賜わった栄

光ある恵みを、わたしたちがほめたたえるためで

ある。 7わたしたちは、御子にあって、神の豊か

な恵みのゆえに、その血によるあがない、すなわ

ち、罪過のゆるしを受けたのである。 8神はその

恵みをさらに増し加えて、あらゆる知恵と悟りと

をわたしたちに賜わり、 9御旨の奥義を、自らあ

らかじめ定められた計画に従って、わたしたちに

示して下さったのである。 10それは、時の満ちる

に及んで実現されるご計画にほかならない。それ

によって、神は天にあるもの地にあるものを、こ

とごとく、キリストにあって一つに帰せしめよう

とされたのである。 11わたしたちは、御旨の欲す

るままにすべての事をなさるかたの目的の下に、

キリストにあってあらかじめ定められ、神の民と

して選ばれたのである。 12それは、早くからキリ

ストに望みをおいているわたしたちが、神の栄光

をほめたたえる者となるためである。 13あなたが

たもまた、キリストにあって、真理の言葉、すな

わち、あなたがたの救の福音を聞き、また、彼を

信じた結果、約束された聖霊の証印をおされたの

である。 14この聖霊は、わたしたちが神の国をつ

ぐことの保証であって、やがて神につける者が全

くあがなわれ、神の栄光をほめたたえるに至るた

めである。 15こういうわけで、わたしも、主イエ

スに対するあなたがたの信仰と、すべての聖徒に

対する愛とを耳にし、 16わたしの祈のたびごとに

あなたがたを覚えて、絶えずあなたがたのために

感謝している。 17どうか、わたしたちの主イエス

・キリストの神、栄光の父が、知恵と啓示との霊

をあなたがたに賜わって神を認めさせ、 18あなた

がたの心の目を明らかにして下さるように、そし

て、あなたがたが神に召されていだいている望み

がどんなものであるか、聖徒たちがつぐべき神の

国がいかに栄光に富んだものであるか、 19また、

神の力強い活動によって働く力が、わたしたち信

じる者にとっていかに絶大なものであるかを、あ

なたがたが知るに至るように、と祈っている。 20

神はその力をキリストのうちに働かせて、彼を死

人の中からよみがえらせ、天上においてご自分の

右に座せしめ、 21彼を、すべての支配、権威、権

力、権勢の上におき、また、この世ばかりでなく

きたるべき世においても唱えられる、あらゆる名

の上におかれたのである。 (aiōn g165) 22そして、万

物をキリストの足の下に従わせ、彼を万物の上に

かしらとして教会に与えられた。 23この教会はキ

リストのからだであって、すべてのものを、すべ

てのもののうちに満たしているかたが、満ちみち

ているものに、ほかならない。

2さてあなたがたは、先には自分の罪過と罪とに
よって死んでいた者であって、 2かつてはそれ

らの中で、この世のならわしに従い、空中の権を

もつ君、すなわち、不従順の子らの中に今も働い

ている霊に従って、歩いていたのである。 (aiōn

g165) 3また、わたしたちもみな、かつては彼らの

中にいて、肉の欲に従って日を過ごし、肉とその

思いとの欲するままを行い、ほかの人々と同じく

、生れながらの怒りの子であった。 4しかるに、

あわれみに富む神は、わたしたちを愛して下さっ

たその大きな愛をもって、 5罪過によって死んで

いたわたしたちを、キリストと共に生かしあなた

がたの救われたのは、恵みによるのである 6キリ

スト・イエスにあって、共によみがえらせ、共に

天上で座につかせて下さったのである。 7それは

、キリスト・イエスにあってわたしたちに賜わっ

た慈愛による神の恵みの絶大な富を、きたるべき

世々に示すためであった。 (aiōn g165) 8あなたがた

の救われたのは、実に、恵みにより、信仰による

のである。それは、あなたがた自身から出たもの

ではなく、神の賜物である。 9決して行いによる

のではない。それは、だれも誇ることがないため

なのである。 10わたしたちは神の作品であって、

良い行いをするように、キリスト・イエスにあっ

て造られたのである。神は、わたしたちが、良い

行いをして日を過ごすようにと、あらかじめ備え

て下さったのである。 11だから、記憶しておきな

さい。あなたがたは以前には、肉によれば異邦人

であって、手で行った肉の割礼ある者と称せられ

る人々からは、無割礼の者と呼ばれており、 12ま

たその当時は、キリストを知らず、イスラエルの

国籍がなく、約束されたいろいろの契約に縁がな

く、この世の中で希望もなく神もない者であった

。 13ところが、あなたがたは、このように以前は

遠く離れていたが、今ではキリスト・イエスにあ

って、キリストの血によって近いものとなったの

である。 14キリストはわたしたちの平和であって

、二つのものを一つにし、敵意という隔ての中垣

を取り除き、ご自分の肉によって、 15数々の規定

から成っている戒めの律法を廃棄したのである。

それは、彼にあって、二つのものをひとりの新し

い人に造りかえて平和をきたらせ、 16十字架によ

って、二つのものを一つのからだとして神と和解

させ、敵意を十字架にかけて滅ぼしてしまったの

である。 17それから彼は、こられた上で、遠く離

れているあなたがたに平和を宣べ伝え、また近く

にいる者たちにも平和を宣べ伝えられたのである

。 18というのは、彼によって、わたしたち両方の
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者が一つの御霊の中にあって、父のみもとに近づ

くことができるからである。 19そこであなたがた

は、もはや異国人でも宿り人でもなく、聖徒たち

と同じ国籍の者であり、神の家族なのである。 20

またあなたがたは、使徒たちや預言者たちという

土台の上に建てられたものであって、キリスト・

イエスご自身が隅のかしら石である。 21このキリ

ストにあって、建物全体が組み合わされ、主にあ

る聖なる宮に成長し、 22そしてあなたがたも、主

にあって共に建てられて、霊なる神のすまいとな

るのである。

3こういうわけで、あなたがた異邦人のためにキ
リスト・イエスの囚人となっているこのパウロ

2わたしがあなたがたのために神から賜わった恵み

の務について、あなたがたはたしかに聞いたであ

ろう。 3すなわち、すでに簡単に書きおくったよ

うに、わたしは啓示によって奥義を知らされたの

である。 4あなたがたはそれを読めば、キリスト

の奥義をわたしがどう理解しているかがわかる。 5

この奥義は、いまは、御霊によって彼の聖なる使

徒たちと預言者たちとに啓示されているが、前の

時代には、人の子らに対して、そのように知らさ

れてはいなかったのである。 6それは、異邦人が

、福音によりキリスト・イエスにあって、わたし

たちと共に神の国をつぐ者となり、共に一つのか

らだとなり、共に約束にあずかる者となることで

ある。 7わたしは、神の力がわたしに働いて、自

分に与えられた神の恵みの賜物により、福音の僕

とされたのである。 8すなわち、聖徒たちのうち

で最も小さい者であるわたしにこの恵みが与えら

れたが、それは、キリストの無尽蔵の富を異邦人

に宣べ伝え、 9更にまた、万物の造り主である神

の中に世々隠されていた奥義にあずかる務がどん

なものであるかを、明らかに示すためである。

(aiōn g165) 10それは今、天上にあるもろもろの支配

や権威が、教会をとおして、神の多種多様な知恵

を知るに至るためであって、 11わたしたちの主キ

リスト・イエスにあって実現された神の永遠の目

的にそうものである。 (aiōn g165) 12この主キリスト

にあって、わたしたちは、彼に対する信仰によっ

て、確信をもって大胆に神に近づくことができる

のである。 13だから、あなたがたのためにわたし

が受けている患難を見て、落胆しないでいてもら

いたい。わたしの患難は、あなたがたの光栄なの

である。 14こういうわけで、わたしはひざをかが

めて、 15天上にあり地上にあって「父」と呼ばれ

ているあらゆるものの源なる父に祈る。 16どうか

父が、その栄光の富にしたがい、御霊により、力

をもってあなたがたの内なる人を強くして下さる

ように、 17また、信仰によって、キリストがあな

たがたの心のうちに住み、あなたがたが愛に根ざ

し愛を基として生活することにより、 18すべての

聖徒と共に、その広さ、長さ、高さ、深さを理解

することができ、 19また人知をはるかに越えたキ

リストの愛を知って、神に満ちているもののすべ

てをもって、あなたがたが満たされるように、と

祈る。 20どうか、わたしたちのうちに働く力によ

って、わたしたちが求めまた思うところのいっさ

いを、はるかに越えてかなえて下さることができ

るかたに、 21教会により、また、キリスト・イエ

スによって、栄光が世々限りなくあるように、ア

ァメン。 (aiōn g165)

4さて、主にある囚人であるわたしは、あなたが
たに勧める。あなたがたが召されたその召しに

ふさわしく歩き、 2できる限り謙虚で、かつ柔和

であり、寛容を示し、愛をもって互に忍びあい、 3

平和のきずなで結ばれて、聖霊による一致を守り

続けるように努めなさい。 4からだは一つ、御霊

も一つである。あなたがたが召されたのは、一つ

の望みを目ざして召されたのと同様である。 5主

は一つ、信仰は一つ、バプテスマは一つ。 6すべ

てのものの上にあり、すべてのものを貫き、すべ

てのものの内にいます、すべてのものの父なる神

は一つである。 7しかし、キリストから賜わる賜

物のはかりに従って、わたしたちひとりびとりに

、恵みが与えられている。 8そこで、こう言われ

ている、「彼は高いところに上った時、とりこを

捕えて引き行き、人々に賜物を分け与えた」。 9

さて「上った」と言う以上、また地下の低い底に

も降りてこられたわけではないか。 10降りてこら

れた者自身は、同時に、あらゆるものに満ちるた

めに、もろもろの天の上にまで上られたかたなの

である。 11そして彼は、ある人を使徒とし、ある

人を預言者とし、ある人を伝道者とし、ある人を

牧師、教師として、お立てになった。 12それは、

聖徒たちをととのえて奉仕のわざをさせ、キリス

トのからだを建てさせ、 13わたしたちすべての者

が、神の子を信じる信仰の一致と彼を知る知識の

一致とに到達し、全き人となり、ついに、キリス

トの満ちみちた徳の高さにまで至るためである。

14こうして、わたしたちはもはや子供ではないの

で、だまし惑わす策略により、人々の悪巧みによ

って起る様々な教の風に吹きまわされたり、もて

あそばれたりすることがなく、 15愛にあって真理

を語り、あらゆる点において成長し、かしらなる

キリストに達するのである。 16また、キリストを

基として、全身はすべての節々の助けにより、し

っかりと組み合わされ結び合わされ、それぞれの

部分は分に応じて働き、からだを成長させ、愛の

うちに育てられていくのである。 17そこで、わた

しは主にあっておごそかに勧める。あなたがたは

今後、異邦人がむなしい心で歩いているように歩

いてはならない。 18彼らの知力は暗くなり、その

内なる無知と心の硬化とにより、神のいのちから

遠く離れ、 19自ら無感覚になって、ほしいままに

あらゆる不潔な行いをして、放縦に身をゆだねて

いる。 20しかしあなたがたは、そのようにキリス

トに学んだのではなかった。 21あなたがたはたし

かに彼に聞き、彼にあって教えられて、イエスに

ある真理をそのまま学んだはずである。 22すなわ

ち、あなたがたは、以前の生活に属する、情欲に

迷って滅び行く古き人を脱ぎ捨て、 23心の深みま
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で新たにされて、 24真の義と聖とをそなえた神に

かたどって造られた新しき人を着るべきである。

25こういうわけだから、あなたがたは偽りを捨て

て、おのおの隣り人に対して、真実を語りなさい

。わたしたちは、お互に肢体なのであるから。 26

怒ることがあっても、罪を犯してはならない。憤

ったままで、日が暮れるようであってはならない

。 27また、悪魔に機会を与えてはいけない。 28

盗んだ者は、今後、盗んではならない。むしろ、

貧しい人々に分け与えるようになるために、自分

の手で正当な働きをしなさい。 29悪い言葉をいっ

さい、あなたがたの口から出してはいけない。必

要があれば、人の徳を高めるのに役立つような言

葉を語って、聞いている者の益になるようにしな

さい。 30神の聖霊を悲しませてはいけない。あな

たがたは、あがないの日のために、聖霊の証印を

受けたのである。 31すべての無慈悲、憤り、怒り

、騒ぎ、そしり、また、いっさいの悪意を捨て去

りなさい。 32互に情深く、あわれみ深い者となり

、神がキリストにあってあなたがたをゆるして下

さったように、あなたがたも互にゆるし合いなさ

い。

5こうして、あなたがたは、神に愛されている子
供として、神にならう者になりなさい。 2また

愛のうちを歩きなさい。キリストもあなたがたを

愛して下さって、わたしたちのために、ご自身を

、神へのかんばしいかおりのささげ物、また、い

けにえとしてささげられたのである。 3また、不

品行といろいろな汚れや貪欲などを、聖徒にふさ

わしく、あなたがたの間では、口にすることさえ

してはならない。 4また、卑しい言葉と愚かな話

やみだらな冗談を避けなさい。これらは、よろし

くない事である。それよりは、むしろ感謝をささ

げなさい。 5あなたがたは、よく知っておかねば

ならない。すべて不品行な者、汚れたことをする

者、貪欲な者、すなわち、偶像を礼拝する者は、

キリストと神との国をつぐことができない。 6あ

なたがたは、だれにも不誠実な言葉でだまされて

はいけない。これらのことから、神の怒りは不従

順の子らに下るのである。 7だから、彼らの仲間

になってはいけない。 8あなたがたは、以前はや

みであったが、今は主にあって光となっている。

光の子らしく歩きなさい 9光はあらゆる善意と正

義と真実との実を結ばせるものである 10主に喜ば

れるものがなんであるかを、わきまえ知りなさい

。 11実を結ばないやみのわざに加わらないで、む

しろ、それを指摘してやりなさい。 12彼らが隠れ

て行っていることは、口にするだけでも恥ずかし

い事である。 13しかし、光にさらされる時、すべ

てのものは、明らかになる。 14明らかにされたも

のは皆、光となるのである。だから、こう書いて

ある、「眠っている者よ、起きなさい。死人のな

かから、立ち上がりなさい。そうすれば、キリス

トがあなたを照すであろう」。 15そこで、あなた

がたの歩きかたによく注意して、賢くない者のよ

うにではなく、賢い者のように歩き、 16今の時を

生かして用いなさい。今は悪い時代なのである。

17だから、愚かな者にならないで、主の御旨がな

んであるかを悟りなさい。 18酒に酔ってはいけな

い。それは乱行のもとである。むしろ御霊に満た

されて、 19詩とさんびと霊の歌とをもって語り合

い、主にむかって心からさんびの歌をうたいなさ

い。 20そしてすべてのことにつき、いつも、わた

したちの主イエス・キリストの御名によって、父

なる神に感謝し、 21キリストに対する恐れの心を

もって、互に仕え合うべきである。 22妻たる者よ

。主に仕えるように自分の夫に仕えなさい。 23キ

リストが教会のかしらであって、自らは、からだ

なる教会の救主であられるように、夫は妻のかし

らである。 24そして教会がキリストに仕えるよう

に、妻もすべてのことにおいて、夫に仕えるべき

である。 25夫たる者よ。キリストが教会を愛して

そのためにご自身をささげられたように、妻を愛

しなさい。 26キリストがそうなさったのは、水で

洗うことにより、言葉によって、教会をきよめて

聖なるものとするためであり、 27また、しみも、

しわも、そのたぐいのものがいっさいなく、清く

て傷のない栄光の姿の教会を、ご自分に迎えるた

めである。 28それと同じく、夫も自分の妻を、自

分のからだのように愛さねばならない。自分の妻

を愛する者は、自分自身を愛するのである。 29自

分自身を憎んだ者は、いまだかつて、ひとりもい

ない。かえって、キリストが教会になさったよう

にして、おのれを育て養うのが常である。 30わた

したちは、キリストのからだの肢体なのである。

31「それゆえに、人は父母を離れてその妻と結ば

れ、ふたりの者は一体となるべきである」。 32こ

の奥義は大きい。それは、キリストと教会とをさ

している。 33いずれにしても、あなたがたは、そ

れぞれ、自分の妻を自分自身のように愛しなさい

。妻もまた夫を敬いなさい。

6子たる者よ。主にあって両親に従いなさい。こ
れは正しいことである。 2「あなたの父と母と

を敬え」。これが第一の戒めであって、次の約束

がそれについている、 3「そうすれば、あなたは

幸福になり、地上でながく生きながらえるであろ

う」。 4父たる者よ。子供をおこらせないで、主

の薫陶と訓戒とによって、彼らを育てなさい。 5

僕たる者よ。キリストに従うように、恐れおのの

きつつ、真心をこめて、肉による主人に従いなさ

い。 6人にへつらおうとして目先だけの勤めをす

るのでなく、キリストの僕として心から神の御旨

を行い、 7人にではなく主に仕えるように、快く

仕えなさい。 8あなたがたが知っているとおり、

だれでも良いことを行えば、僕であれ、自由人で

あれ、それに相当する報いを、それぞれ主から受

けるであろう。 9主人たる者よ。僕たちに対して

、同様にしなさい。おどすことを、してはならな

い。あなたがたが知っているとおり、彼らとあな

たがたとの主は天にいますのであり、かつ人をか

たより見ることをなさらないのである。 10最後に

言う。主にあって、その偉大な力によって、強く
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なりなさい。 11悪魔の策略に対抗して立ちうるた

めに、神の武具で身を固めなさい。 12わたしたち

の戦いは、血肉に対するものではなく、もろもろ

の支配と、権威と、やみの世の主権者、また天上

にいる悪の霊に対する戦いである。 (aiōn g165) 13そ

れだから、悪しき日にあたって、よく抵抗し、完

全に勝ち抜いて、堅く立ちうるために、神の武具

を身につけなさい。 14すなわち、立って真理の帯

を腰にしめ、正義の胸当を胸につけ、 15平和の福

音の備えを足にはき、 16その上に、信仰のたてを

手に取りなさい。それをもって、悪しき者の放つ

火の矢を消すことができるであろう。 17また、救

のかぶとをかぶり、御霊の剣、すなわち、神の言

を取りなさい。 18絶えず祈と願いをし、どんな時

でも御霊によって祈り、そのために目をさまして

うむことがなく、すべての聖徒のために祈りつづ

けなさい。 19また、わたしが口を開くときに語る

べき言葉を賜わり、大胆に福音の奥義を明らかに

示しうるように、わたしのためにも祈ってほしい

。 20わたしはこの福音のための使節であり、そし

て鎖につながれているのであるが、つながれてい

ても、語るべき時には大胆に語れるように祈って

ほしい。 21わたしがどういう様子か、何をしてい

るかを、あなたがたに知ってもらうために、主に

あって忠実に仕えている愛する兄弟テキコが、い

っさいの事を報告するであろう。 22彼をあなたが

たのもとに送るのは、あなたがたがわたしたちの

様子を知り、また彼によって心に励ましを受ける

ようになるためなのである。 23父なる神とわたし

たちの主イエス・キリストから平安ならびに信仰

に伴う愛が、兄弟たちにあるように。 24変らない

真実をもって、わたしたちの主イエス・キリスト

を愛するすべての人々に、恵みがあるように。
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ピリピ人への手紙

1キリスト・イエスの僕たち、パウロとテモテか
ら、ピリピにいる、キリスト・イエスにあるす

べての聖徒たち、ならびに監督たちと執事たちへ

。 2わたしたちの父なる神と主イエス・キリスト

から、恵みと平安とが、あなたがたにあるように

。 3わたしはあなたがたを思うたびごとに、わた

しの神に感謝し、 4あなたがた一同のために祈る

とき、いつも喜びをもって祈り、 5あなたがたが

最初の日から今日に至るまで、福音にあずかって

いることを感謝している。 6そして、あなたがた

のうちに良いわざを始められたかたが、キリスト

・イエスの日までにそれを完成して下さるにちが

いないと、確信している。 7わたしが、あなたが

た一同のために、そう考えるのは当然である。そ

れは、わたしが獄に捕われている時にも、福音を

弁明し立証する時にも、あなたがたをみな、共に

恵みにあずかる者として、わたしの心に深く留め

ているからである。 8わたしがキリスト・イエス

の熱愛をもって、どんなに深くあなたがた一同を

思っていることか、それを証明して下さるかたは

神である。 9わたしはこう祈る。あなたがたの愛

が、深い知識において、するどい感覚において、

いよいよ増し加わり、 10それによって、あなたが

たが、何が重要であるかを判別することができ、

キリストの日に備えて、純真で責められるところ

のないものとなり、 11イエス・キリストによる義

の実に満たされて、神の栄光とほまれとをあらわ

すに至るように。 12さて、兄弟たちよ。わたしの

身に起った事が、むしろ福音の前進に役立つよう

になったことを、あなたがたに知ってもらいたい

。 13すなわち、わたしが獄に捕われているのはキ

リストのためであることが、兵営全体にもそのほ

かのすべての人々にも明らかになり、 14そして兄

弟たちのうち多くの者は、わたしの入獄によって

主にある確信を得、恐れることなく、ますます勇

敢に、神の言を語るようになった。 15一方では、

ねたみや闘争心からキリストを宣べ伝える者がお

り、他方では善意からそうする者がいる。 16後者

は、わたしが福音を弁明するために立てられてい

ることを知り、愛の心でキリストを伝え、 17前者

は、わたしの入獄の苦しみに更に患難を加えよう

と思って、純真な心からではなく、党派心からそ

うしている。 18すると、どうなのか。見えからで

あるにしても、真実からであるにしても、要する

に、伝えられているのはキリストなのだから、わ

たしはそれを喜んでいるし、また喜ぶであろう。

19なぜなら、あなたがたの祈と、イエス・キリス

トの霊の助けとによって、この事がついには、わ

たしの救となることを知っているからである。 20

そこで、わたしが切実な思いで待ち望むことは、

わたしが、どんなことがあっても恥じることなく

、かえって、いつものように今も、大胆に語るこ

とによって、生きるにも死ぬにも、わたしの身に

よってキリストがあがめられることである。 21わ

たしにとっては、生きることはキリストであり、

死ぬことは益である。 22しかし、肉体において生

きていることが、わたしにとっては実り多い働き

になるのだとすれば、どちらを選んだらよいか、

わたしにはわからない。 23わたしは、これら二つ

のものの間に板ばさみになっている。わたしの願

いを言えば、この世を去ってキリストと共にいる

ことであり、実は、その方がはるかに望ましい。

24しかし、肉体にとどまっていることは、あなた

がたのためには、さらに必要である。 25こう確信

しているので、わたしは生きながらえて、あなた

がた一同のところにとどまり、あなたがたの信仰

を進ませ、その喜びを得させようと思う。 26そう

なれば、わたしが再びあなたがたのところに行く

ので、あなたがたはわたしによってキリスト・イ

エスにある誇を増すことになろう。 27ただ、あな

たがたはキリストの福音にふさわしく生活しなさ

い。そして、わたしが行ってあなたがたに会うに

しても、離れているにしても、あなたがたが一つ

の霊によって堅く立ち、一つ心になって福音の信

仰のために力を合わせて戦い、 28かつ、何事につ

いても、敵対する者どもにろうばいさせられない

でいる様子を、聞かせてほしい。このことは、彼

らには滅びのしるし、あなたがたには救のしるし

であって、それは神から来るのである。 29あなた

がたはキリストのために、ただ彼を信じることだ

けではなく、彼のために苦しむことをも賜わって

いる。 30あなたがたは、さきにわたしについて見

、今またわたしについて聞いているのと同じ苦闘

を、続けているのである。

2そこで、あなたがたに、キリストによる勧め、
愛の励まし、御霊の交わり、熱愛とあわれみと

が、いくらかでもあるなら、 2どうか同じ思いと

なり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、一つ思い

になって、わたしの喜びを満たしてほしい。 3何

事も党派心や虚栄からするのでなく、へりくだっ

た心をもって互に人を自分よりすぐれた者としな

さい。 4おのおの、自分のことばかりでなく、他

人のことも考えなさい。 5キリスト・イエスにあ

っていだいているのと同じ思いを、あなたがたの

間でも互に生かしなさい。 6キリストは、神のか

たちであられたが、神と等しくあることを固守す

べき事とは思わず、 7かえって、おのれをむなし

うして僕のかたちをとり、人間の姿になられた。

その有様は人と異ならず、 8おのれを低くして、

死に至るまで、しかも十字架の死に至るまで従順

であられた。 9それゆえに、神は彼を高く引き上

げ、すべての名にまさる名を彼に賜わった。 10そ

れは、イエスの御名によって、天上のもの、地上

のもの、地下のものなど、あらゆるものがひざを

かがめ、 11また、あらゆる舌が、「イエス・キリ

ストは主である」と告白して、栄光を父なる神に

帰するためである。 12わたしの愛する者たちよ。

そういうわけだから、あなたがたがいつも従順で

あったように、わたしが一緒にいる時だけでなく

、いない今は、いっそう従順でいて、恐れおのの
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いて自分の救の達成に努めなさい。 13あなたがた

のうちに働きかけて、その願いを起させ、かつ実

現に至らせるのは神であって、それは神のよしと

されるところだからである。 14すべてのことを、

つぶやかず疑わないでしなさい。 15それは、あな

たがたが責められるところのない純真な者となり

、曲った邪悪な時代のただ中にあって、傷のない

神の子となるためである。あなたがたは、いのち

の言葉を堅く持って、彼らの間で星のようにこの

世に輝いている。 16このようにして、キリストの

日に、わたしは自分の走ったことがむだでなく、

労したこともむだではなかったと誇ることができ

る。 17そして、たとい、あなたがたの信仰の供え

物をささげる祭壇に、わたしの血をそそぐことが

あっても、わたしは喜ぼう。あなたがた一同と共

に喜ぼう。 18同じように、あなたがたも喜びなさ

い。わたしと共に喜びなさい。 19さて、わたしは

、まもなくテモテをあなたがたのところに送りた

いと、主イエスにあって願っている。それは、あ

なたがたの様子を知って、わたしも力づけられた

いからである。 20テモテのような心で、親身にな

ってあなたがたのことを心配している者は、ほか

にひとりもない。 21人はみな、自分のことを求め

るだけで、キリスト・イエスのことは求めていな

い。 22しかし、テモテの錬達ぶりは、あなたがた

の知っているとおりである。すなわち、子が父に

対するようにして、わたしと一緒に福音に仕えて

きたのである。 23そこで、この人を、わたしの成

行きがわかりしだい、すぐにでも、そちらへ送り

たいと願っている。 24わたし自身もまもなく行け

るものと、主にあって確信している。 25しかし、

さしあたり、わたしの同労者で戦友である兄弟、

また、あなたがたの使者としてわたしの窮乏を補

ってくれたエパフロデトを、あなたがたのもとに

送り返すことが必要だと思っている。 26彼は、あ

なたがた一同にしきりに会いたがっているからで

ある。その上、自分の病気のことがあなたがたに

聞えたので、彼は心苦しく思っている。 27彼は実

に、ひん死の病気にかかったが、神は彼をあわれ

んで下さった。彼ばかりではなく、わたしをもあ

われんで下さったので、わたしは悲しみに悲しみ

を重ねないですんだのである。 28そこで、大急ぎ

で彼を送り返す。これで、あなたがたは彼と再び

会って喜び、わたしもまた、心配を和らげること

ができよう。 29こういうわけだから、大いに喜ん

で、主にあって彼を迎えてほしい。また、こうし

た人々は尊重せねばならない。 30彼は、わたしに

対してあなたがたが奉仕のできなかった分を補お

うとして、キリストのわざのために命をかけ、死

ぬばかりになったのである。

3最後に、わたしの兄弟たちよ。主にあって喜び
なさい。さきに書いたのと同じことをここで繰

り返すが、それは、わたしには煩らわしいことで

はなく、あなたがたには安全なことになる。 2あ

の犬どもを警戒しなさい。悪い働き人たちを警戒

しなさい。肉に割礼の傷をつけている人たちを警

戒しなさい。 3神の霊によって礼拝をし、キリス

ト・イエスを誇とし、肉を頼みとしないわたした

ちこそ、割礼の者である。 4もとより、肉の頼み

なら、わたしにも無くはない。もし、だれかほか

の人が肉を頼みとしていると言うなら、わたしは

それをもっと頼みとしている。 5わたしは八日目

に割礼を受けた者、イスラエルの民族に属する者

、ベニヤミン族の出身、ヘブル人の中のヘブル人

、律法の上ではパリサイ人、 6熱心の点では教会

の迫害者、律法の義については落ち度のない者で

ある。 7しかし、わたしにとって益であったこれ

らのものを、キリストのゆえに損と思うようにな

った。 8わたしは、更に進んで、わたしの主キリ

スト・イエスを知る知識の絶大な価値のゆえに、

いっさいのものを損と思っている。キリストのゆ

えに、わたしはすべてを失ったが、それらのもの

を、ふん土のように思っている。それは、わたし

がキリストを得るためであり、 9律法による自分

の義ではなく、キリストを信じる信仰による義、

すなわち、信仰に基く神からの義を受けて、キリ

ストのうちに自分を見いだすようになるためであ

る。 10すなわち、キリストとその復活の力とを知

り、その苦難にあずかって、その死のさまとひと

しくなり、 11なんとかして死人のうちからの復活

に達したいのである。 12わたしがすでにそれを得

たとか、すでに完全な者になっているとか言うの

ではなく、ただ捕えようとして追い求めているの

である。そうするのは、キリスト・イエスによっ

て捕えられているからである。 13兄弟たちよ。わ

たしはすでに捕えたとは思っていない。ただこの

一事を努めている。すなわち、後のものを忘れ、

前のものに向かってからだを伸ばしつつ、 14目標

を目ざして走り、キリスト・イエスにおいて上に

召して下さる神の賞与を得ようと努めているので

ある。 15だから、わたしたちの中で全き人たちは

、そのように考えるべきである。しかし、あなた

がたが違った考えを持っているなら、神はそのこ

とも示して下さるであろう。 16ただ、わたしたち

は、達し得たところに従って進むべきである。 17

兄弟たちよ。どうか、わたしにならう者となって

ほしい。また、あなたがたの模範にされているわ

たしたちにならって歩く人たちに、目をとめなさ

い。 18わたしがそう言うのは、キリストの十字架

に敵対して歩いている者が多いからである。わた

しは、彼らのことをしばしばあなたがたに話した

が、今また涙を流して語る。 19彼らの最後は滅び

である。彼らの神はその腹、彼らの栄光はその恥

、彼らの思いは地上のことである。 20しかし、わ

たしたちの国籍は天にある。そこから、救主、主

イエス・キリストのこられるのを、わたしたちは

待ち望んでいる。 21彼は、万物をご自身に従わせ

うる力の働きによって、わたしたちの卑しいから

だを、ご自身の栄光のからだと同じかたちに変え

て下さるであろう。

4だから、わたしの愛し慕っている兄弟たちよ。
わたしの喜びであり冠である愛する者たちよ。
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このように、主にあって堅く立ちなさい。 2わた

しはユウオデヤに勧め、またスントケに勧める。

どうか、主にあって一つ思いになってほしい。 3

ついては、真実な協力者よ。あなたにお願いする

。このふたりの女を助けてあげなさい。彼らは、

「いのちの書」に名を書きとめられているクレメ

ンスや、その他の同労者たちと協力して、福音の

ためにわたしと共に戦ってくれた女たちである。 4

あなたがたは、主にあっていつも喜びなさい。繰

り返して言うが、喜びなさい。 5あなたがたの寛

容を、みんなの人に示しなさい。主は近い。 6何

事も思い煩ってはならない。ただ、事ごとに、感

謝をもって祈と願いとをささげ、あなたがたの求

めるところを神に申し上げるがよい。 7そうすれ

ば、人知ではとうてい測り知ることのできない神

の平安が、あなたがたの心と思いとを、キリスト

・イエスにあって守るであろう。 8最後に、兄弟

たちよ。すべて真実なこと、すべて尊ぶべきこと

、すべて正しいこと、すべて純真なこと、すべて

愛すべきこと、すべてほまれあること、また徳と

いわれるもの、称賛に値するものがあれば、それ

らのものを心にとめなさい。 9あなたがたが、わ

たしから学んだこと、受けたこと、聞いたこと、

見たことは、これを実行しなさい。そうすれば、

平和の神が、あなたがたと共にいますであろう。

10さて、わたしが主にあって大いに喜んでいるの

は、わたしを思う心が、あなたがたに今またつい

に芽ばえてきたことである。実は、あなたがたは

、わたしのことを心にかけてくれてはいたが、よ

い機会がなかったのである。 11わたしは乏しいか

ら、こう言うのではない。わたしは、どんな境遇

にあっても、足ることを学んだ。 12わたしは貧に

処する道を知っており、富におる道も知っている

。わたしは、飽くことにも飢えることにも、富む

ことにも乏しいことにも、ありとあらゆる境遇に

処する秘けつを心得ている。 13わたしを強くして

下さるかたによって、何事でもすることができる

。 14しかし、あなたがたは、よくもわたしと患難

を共にしてくれた。 15ピリピの人たちよ。あなた

がたも知っているとおり、わたしが福音を宣伝し

始めたころ、マケドニヤから出かけて行った時、

物のやりとりをしてわたしの働きに参加した教会

は、あなたがたのほかには全く無かった。 16また

テサロニケでも、一再ならず、物を送ってわたし

の欠乏を補ってくれた。 17わたしは、贈り物を求

めているのではない。わたしの求めているのは、

あなたがたの勘定をふやしていく果実なのである

。 18わたしは、すべての物を受けてあり余るほど

である。エパフロデトから、あなたがたの贈り物

をいただいて、飽き足りている。それは、かんば

しいかおりであり、神の喜んで受けて下さる供え

物である。 19わたしの神は、ご自身の栄光の富の

中から、あなたがたのいっさいの必要を、キリス

ト・イエスにあって満たして下さるであろう。 20

わたしたちの父なる神に、栄光が世々限りなくあ

るように、アァメン。 (aiōn g165) 21キリスト・イエ

スにある聖徒のひとりびとりに、よろしく。わた

しと一緒にいる兄弟たちから、あなたがたによろ

しく。 22すべての聖徒たちから、特にカイザルの

家の者たちから、よろしく。 23主イエス・キリス

トの恵みが、あなたがたの霊と共にあるように。
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コロサイ人への手

紙

1神の御旨によるキリスト・イエスの使徒パウロ
と兄弟テモテから、 2コロサイにいる、キリス

トにある聖徒たち、忠実な兄弟たちへ。わたした

ちの父なる神から、恵みと平安とが、あなたがた

にあるように。 3わたしたちは、いつもあなたが

たのために祈り、わたしたちの主イエス・キリス

トの父なる神に感謝している。 4これは、キリス

ト・イエスに対するあなたがたの信仰と、すべて

の聖徒に対していだいているあなたがたの愛とを

、耳にしたからである。 5この愛は、あなたがた

のために天にたくわえられている望みに基くもの

であり、その望みについては、あなたがたはすで

に、あなたがたのところまで伝えられた福音の真

理の言葉によって聞いている。 6そして、この福

音は、世界中いたる所でそうであるように、あな

たがたのところでも、これを聞いて神の恵みを知

ったとき以来、実を結んで成長しているのである

。 7あなたがたはこの福音を、わたしたちと同じ

僕である、愛するエペフラスから学んだのであっ

た。彼はあなたがたのためのキリストの忠実な奉

仕者であって、 8あなたがたが御霊によっていだ

いている愛を、わたしたちに知らせてくれたので

ある。 9そういうわけで、これらの事を耳にして

以来、わたしたちも絶えずあなたがたのために祈

り求めているのは、あなたがたがあらゆる霊的な

知恵と理解力とをもって、神の御旨を深く知り、

10主のみこころにかなった生活をして真に主を喜

ばせ、あらゆる良いわざを行って実を結び、神を

知る知識をいよいよ増し加えるに至ることである

。 11更にまた祈るのは、あなたがたが、神の栄光

の勢いにしたがって賜わるすべての力によって強

くされ、何事も喜んで耐えかつ忍び、 12光のうち

にある聖徒たちの特権にあずかるに足る者となら

せて下さった父なる神に、感謝することである。

13神は、わたしたちをやみの力から救い出して、

その愛する御子の支配下に移して下さった。 14わ

たしたちは、この御子によってあがない、すなわ

ち、罪のゆるしを受けているのである。 15御子は

、見えない神のかたちであって、すべての造られ

たものに先だって生れたかたである。 16万物は、

天にあるものも地にあるものも、見えるものも見

えないものも、位も主権も、支配も権威も、みな

御子にあって造られたからである。これらいっさ

いのものは、御子によって造られ、御子のために

造られたのである。 17彼は万物よりも先にあり、

万物は彼にあって成り立っている。 18そして自ら

は、そのからだなる教会のかしらである。彼は初

めの者であり、死人の中から最初に生れたかたで

ある。それは、ご自身がすべてのことにおいて第

一の者となるためである。 19神は、御旨によって

、御子のうちにすべての満ちみちた徳を宿らせ、

20そして、その十字架の血によって平和をつくり

、万物、すなわち、地にあるもの、天にあるもの

を、ことごとく、彼によってご自分と和解させて

下さったのである。 21あなたがたも、かつては悪

い行いをして神から離れ、心の中で神に敵対して

いた。 22しかし今では、御子はその肉のからだに

より、その死をとおして、あなたがたを神と和解

させ、あなたがたを聖なる、傷のない、責められ

るところのない者として、みまえに立たせて下さ

ったのである。 23ただし、あなたがたは、ゆるぐ

ことがなく、しっかりと信仰にふみとどまり、す

でに聞いている福音の望みから移り行くことのな

いようにすべきである。この福音は、天の下にあ

るすべての造られたものに対して宣べ伝えられた

ものであって、それにこのパウロが奉仕している

のである。 24今わたしは、あなたがたのための苦

難を喜んで受けており、キリストのからだなる教

会のために、キリストの苦しみのなお足りないと

ころを、わたしの肉体をもって補っている。 25わ

たしは、神の言を告げひろめる務を、あなたがた

のために神から与えられているが、そのために教

会に奉仕する者になっているのである。 26その言

の奥義は、代々にわたってこの世から隠されてい

たが、今や神の聖徒たちに明らかにされたのであ

る。 (aiōn g165) 27神は彼らに、異邦人の受くべきこ

の奥義が、いかに栄光に富んだものであるかを、

知らせようとされたのである。この奥義は、あな

たがたのうちにいますキリストであり、栄光の望

みである。 28わたしたちはこのキリストを宣べ伝

え、知恵をつくしてすべての人を訓戒し、また、

すべての人を教えている。それは、彼らがキリス

トにあって全き者として立つようになるためであ

る。 29わたしはこのために、わたしのうちに力強

く働いておられるかたの力により、苦闘しながら

努力しているのである。

2わたしが、あなたがたとラオデキヤにいる人た
ちのため、また、直接にはまだ会ったことのな

い人々のために、どんなに苦闘しているか、わか

ってもらいたい。 2それは彼らが、心を励まされ

、愛によって結び合わされ、豊かな理解力を十分

に与えられ、神の奥義なるキリストを知るに至る

ためである。 3キリストのうちには、知恵と知識

との宝が、いっさい隠されている。 4わたしがこ

う言うのは、あなたがたが、だれにも巧みな言葉

で迷わされることのないためである。 5たとい、

わたしは肉体においては離れていても、霊におい

てはあなたがたと一緒にいて、あなたがたの秩序

正しい様子とキリストに対するあなたがたの強固

な信仰とを見て、喜んでいる。 6このように、あ

なたがたは主キリスト・イエスを受けいれたのだ

から、彼にあって歩きなさい。 7また、彼に根ざ

し、彼にあって建てられ、そして教えられたよう

に、信仰が確立されて、あふれるばかり感謝しな

さい。 8あなたがたは、むなしいだましごとの哲

学で、人のとりこにされないように、気をつけな

さい。それはキリストに従わず、世のもろもろの

霊力に従う人間の言伝えに基くものにすぎない。 9
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キリストにこそ、満ちみちているいっさいの神の

徳が、かたちをとって宿っており、 10そしてあな

たがたは、キリストにあって、それに満たされて

いるのである。彼はすべての支配と権威とのかし

らであり、 11あなたがたはまた、彼にあって、手

によらない割礼、すなわち、キリストの割礼を受

けて、肉のからだを脱ぎ捨てたのである。 12あな

たがたはバプテスマを受けて彼と共に葬られ、同

時に、彼を死人の中からよみがえらせた神の力を

信じる信仰によって、彼と共によみがえらされた

のである。 13あなたがたは、先には罪の中にあり

、かつ肉の割礼がないままで死んでいた者である

が、神は、あなたがたをキリストと共に生かし、

わたしたちのいっさいの罪をゆるして下さった。

14神は、わたしたちを責めて不利におとしいれる

証書を、その規定もろともぬり消し、これを取り

除いて、十字架につけてしまわれた。 15そして、

もろもろの支配と権威との武装を解除し、キリス

トにあって凱旋し、彼らをその行列に加えて、さ

らしものとされたのである。 16だから、あなたが

たは、食物と飲み物とにつき、あるいは祭や新月

や安息日などについて、だれにも批評されてはな

らない。 17これらは、きたるべきものの影であっ

て、その本体はキリストにある。 18あなたがたは

、わざとらしい謙そんと天使礼拝とにおぼれてい

る人々から、いろいろと悪評されてはならない。

彼らは幻を見たことを重んじ、肉の思いによって

いたずらに誇るだけで、 19キリストなるかしらに

、しっかりと着くことをしない。このかしらから

出て、からだ全体は、節と節、筋と筋とによって

強められ結び合わされ、神に育てられて成長して

いくのである。 20もしあなたがたが、キリストと

共に死んで世のもろもろの霊力から離れたのなら

、なぜ、なおこの世に生きているもののように、

21「さわるな、味わうな、触れるな」などという

規定に縛られているのか。 22これらは皆、使えば

尽きてしまうもの、人間の規定や教によっている

ものである。 23これらのことは、ひとりよがりの

礼拝とわざとらしい謙そんと、からだの苦行とを

ともなうので、知恵のあるしわざらしく見えるが

、実は、ほしいままな肉欲を防ぐのに、なんの役

にも立つものではない。

3このように、あなたがたはキリストと共によみ
がえらされたのだから、上にあるものを求めな

さい。そこではキリストが神の右に座しておられ

るのである。 2あなたがたは上にあるものを思う

べきであって、地上のものに心を引かれてはなら

ない。 3あなたがたはすでに死んだものであって

、あなたがたのいのちは、キリストと共に神のう

ちに隠されているのである。 4わたしたちのいの

ちなるキリストが現れる時には、あなたがたも、

キリストと共に栄光のうちに現れるであろう。 5

だから、地上の肢体、すなわち、不品行、汚れ、

情欲、悪欲、また貪欲を殺してしまいなさい。貪

欲は偶像礼拝にほかならない。 6これらのことの

ために、神の怒りが下るのである。 7あなたがた

も、以前これらのうちに日を過ごしていた時には

、これらのことをして歩いていた。 8しかし今は

、これらいっさいのことを捨て、怒り、憤り、悪

意、そしり、口から出る恥ずべき言葉を、捨てて

しまいなさい。 9互にうそを言ってはならない。

あなたがたは、古き人をその行いと一緒に脱ぎ捨

て、 10造り主のかたちに従って新しくされ、真の

知識に至る新しき人を着たのである。 11そこには

、もはやギリシヤ人とユダヤ人、割礼と無割礼、

未開の人、スクテヤ人、奴隷、自由人の差別はな

い。キリストがすべてであり、すべてのもののう

ちにいますのである。 12だから、あなたがたは、

神に選ばれた者、聖なる、愛されている者である

から、あわれみの心、慈愛、謙そん、柔和、寛容

を身に着けなさい。 13互に忍びあい、もし互に責

むべきことがあれば、ゆるし合いなさい。主もあ

なたがたをゆるして下さったのだから、そのよう

に、あなたがたもゆるし合いなさい。 14これらい

っさいのものの上に、愛を加えなさい。愛は、す

べてを完全に結ぶ帯である。 15キリストの平和が

、あなたがたの心を支配するようにしなさい。あ

なたがたが召されて一体となったのは、このため

でもある。いつも感謝していなさい。 16キリスト

の言葉を、あなたがたのうちに豊かに宿らせなさ

い。そして、知恵をつくして互に教えまた訓戒し

、詩とさんびと霊の歌とによって、感謝して心か

ら神をほめたたえなさい。 17そして、あなたのす

ることはすべて、言葉によるとわざによるとを問

わず、いっさい主イエスの名によってなし、彼に

よって父なる神に感謝しなさい。 18妻たる者よ、

夫に仕えなさい。それが、主にある者にふさわし

いことである。 19夫たる者よ、妻を愛しなさい。

つらくあたってはいけない。 20子たる者よ、何事

についても両親に従いなさい。これが主に喜ばれ

ることである。 21父たる者よ、子供をいらだたせ

てはいけない。心がいじけるかも知れないから。

22僕たる者よ、何事についても、肉による主人に

従いなさい。人にへつらおうとして、目先だけの

勤めをするのではなく、真心をこめて主を恐れつ

つ、従いなさい。 23何をするにも、人に対してで

はなく、主に対してするように、心から働きなさ

い。 24あなたがたが知っているとおり、あなたが

たは御国をつぐことを、報いとして主から受ける

であろう。あなたがたは、主キリストに仕えてい

るのである。 25不正を行う者は、自分の行った不

正に対して報いを受けるであろう。それには差別

扱いはない。

4主人たる者よ、僕を正しく公平に扱いなさい。
あなたがたにも主が天にいますことが、わかっ

ているのだから。 2目をさまして、感謝のうちに

祈り、ひたすら祈り続けなさい。 3同時にわたし

たちのためにも、神が御言のために門を開いて下

さって、わたしたちがキリストの奥義を語れるよ

うに（わたしは、実は、そのために獄につながれ

ているのである）、 4また、わたしが語るべきこ

とをはっきりと語れるように、祈ってほしい。 5
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今の時を生かして用い、そとの人に対して賢く行

動しなさい。 6いつも、塩で味つけられた、やさ

しい言葉を使いなさい。そうすれば、ひとりびと

りに対してどう答えるべきか、わかるであろう。 7

わたしの様子については、主にあって共に僕であ

り、また忠実に仕えている愛する兄弟テキコが、

あなたがたにいっさいのことを報告するであろう

。 8わたしが彼をあなたがたのもとに送るのは、

わたしたちの様子を知り、また彼によって心に励

ましを受けるためなのである。 9あなたがたのひ

とり、忠実な愛する兄弟オネシモをも、彼と共に

送る。彼らはあなたがたに、こちらのいっさいの

事情を知らせるであろう。 10わたしと一緒に捕わ

れの身となっているアリスタルコと、バルナバの

いとこマルコとが、あなたがたによろしくと言っ

ている。このマルコについては、もし彼があなた

がたのもとに行くなら、迎えてやるようにとのさ

しずを、あなたがたはすでに受けているはずであ

る。 11また、ユストと呼ばれているイエスからも

よろしく。割礼の者の中で、この三人だけが神の

国のために働く同労者であって、わたしの慰めと

なった者である。 12あなたがたのうちのひとり、

キリスト・イエスの僕エパフラスから、よろしく

。彼はいつも、祈のうちであなたがたを覚え、あ

なたがたが全き人となり、神の御旨をことごとく

確信して立つようにと、熱心に祈っている。 13わ

たしは、彼があなたがたのため、またラオデキヤ

とヒエラポリスの人々のために、ひじょうに心労

していることを、証言する。 14愛する医者ルカと

デマスとが、あなたがたによろしく。 15ラオデキ

ヤの兄弟たちに、またヌンパとその家にある教会

とに、よろしく。 16この手紙があなたがたの所で

朗読されたら、ラオデキヤの教会でも朗読される

ように、取り計らってほしい。またラオデキヤか

らまわって来る手紙を、あなたがたも朗読してほ

しい。 17アルキポに、「主にあって受けた務をよ

く果すように」と伝えてほしい。 18パウロ自身が

、手ずからこのあいさつを書く。わたしが獄につ

ながれていることを、覚えていてほしい。恵みが

、あなたがたと共にあるように。
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テサロニケ人への

手紙第一

1パウロとシルワノとテモテから、父なる神と主
イエス・キリストとにあるテサロニケ人たちの

教会へ。恵みと平安とが、あなたがたにあるよう

に。 2わたしたちは祈の時にあなたがたを覚え、

あなたがた一同のことを、いつも神に感謝し、 3

あなたがたの信仰の働きと、愛の労苦と、わたし

たちの主イエス・キリストに対する望みの忍耐と

を、わたしたちの父なる神のみまえに、絶えず思

い起している。 4神に愛されている兄弟たちよ。

わたしたちは、あなたがたが神に選ばれているこ

とを知っている。 5なぜなら、わたしたちの福音

があなたがたに伝えられたとき、それは言葉だけ

によらず、力と聖霊と強い確信とによったからで

ある。わたしたちが、あなたがたの間で、みんな

のためにどんなことをしたか、あなたがたの知っ

ているとおりである。 6そしてあなたがたは、多

くの患難の中で、聖霊による喜びをもって御言を

受けいれ、わたしたちと主とにならう者となり、 7

こうして、マケドニヤとアカヤとにいる信者全体

の模範になった。 8すなわち、主の言葉はあなた

がたから出て、ただマケドニヤとアカヤとに響き

わたっているばかりではなく、至るところで、神

に対するあなたがたの信仰のことが言いひろめら

れたので、これについては何も述べる必要はない

ほどである。 9わたしたちが、どんなにしてあな

たがたの所にはいって行ったか、また、あなたが

たが、どんなにして偶像を捨てて神に立ち帰り、

生けるまことの神に仕えるようになり、 10そして

、死人の中からよみがえった神の御子、すなわち

、わたしたちをきたるべき怒りから救い出して下

さるイエスが、天から下ってこられるのを待つよ

うになったかを、彼ら自身が言いひろめているの

である。

2兄弟たちよ。あなたがた自身が知っているとお
り、わたしたちがあなたがたの所にはいって行

ったことは、むだではなかった。 2それどころか

、あなたがたが知っているように、わたしたちは

、先にピリピで苦しめられ、はずかしめられたに

もかかわらず、わたしたちの神に勇気を与えられ

て、激しい苦闘のうちに神の福音をあなたがたに

語ったのである。 3いったい、わたしたちの宣教

は、迷いや汚れた心から出たものでもなく、だま

しごとでもない。 4かえって、わたしたちは神の

信任を受けて福音を託されたので、人間に喜ばれ

るためではなく、わたしたちの心を見分ける神に

喜ばれるように、福音を語るのである。 5わたし

たちは、あなたがたが知っているように、決して

へつらいの言葉を用いたこともなく、口実を設け

て、むさぼったこともない。それは、神があかし

して下さる。 6また、わたしたちは、キリストの

使徒として重んじられることができたのであるが

、あなたがたからにもせよ、ほかの人々からにも

せよ、人間からの栄誉を求めることはしなかった

。 7むしろ、あなたがたの間で、ちょうど母がそ

の子供を育てるように、やさしくふるまった。 8

このように、あなたがたを慕わしく思っていたの

で、ただ神の福音ばかりではなく、自分のいのち

までもあなたがたに与えたいと願ったほどに、あ

なたがたを愛したのである。 9兄弟たちよ。あな

たがたはわたしたちの労苦と努力とを記憶してい

ることであろう。すなわち、あなたがたのだれに

も負担をかけまいと思って、日夜はたらきながら

、あなたがたに神の福音を宣べ伝えた。 10あなた

がたもあかしし、神もあかしして下さるように、

わたしたちはあなたがた信者の前で、信心深く、

正しく、責められるところがないように、生活を

したのである。 11そして、あなたがたも知ってい

るとおり、父がその子に対してするように、あな

たがたのひとりびとりに対して、 12御国とその栄

光とに召して下さった神のみこころにかなって歩

くようにと、勧め、励まし、また、さとしたので

ある。 13これらのことを考えて、わたしたちがま

た絶えず神に感謝しているのは、あなたがたがわ

たしたちの説いた神の言を聞いた時に、それを人

間の言葉としてではなく、神の言として事実その

とおりであるが受けいれてくれたことである。そ

して、この神の言は、信じるあなたがたのうちに

働いているのである。 14兄弟たちよ。あなたがた

は、ユダヤの、キリスト・イエスにある神の諸教

会にならう者となった。すなわち、彼らがユダヤ

人たちから苦しめられたと同じように、あなたが

たもまた同国人から苦しめられた。 15ユダヤ人た

ちは主イエスと預言者たちとを殺し、わたしたち

を迫害し、神を喜ばせず、すべての人に逆らい、

16わたしたちが異邦人に救の言を語るのを妨げて

、絶えず自分の罪を満たしている。そこで、神の

怒りは最も激しく彼らに臨むに至ったのである。

17兄弟たちよ。わたしたちは、しばらくの間、あ

なたがたから引き離されていたので心においてで

はなく、からだだけではあるがなおさら、あなた

がたの顔を見たいと切にこいねがった。 18だから

、わたしたちは、あなたがたの所に行こうとした

。ことに、このパウロは、一再ならず行こうとし

たのである。それだのに、わたしたちはサタンに

妨げられた。 19実際、わたしたちの主イエスの来

臨にあたって、わたしたちの望みと喜びと誇の冠

となるべき者は、あなたがたを外にして、だれが

あるだろうか。 20あなたがたこそ、実にわたした

ちのほまれであり、喜びである。

3そこで、わたしたちはこれ以上耐えられなくな
って、わたしたちだけがアテネに留まることに

定め、 2わたしたちの兄弟で、キリストの福音に

おける神の同労者テモテをつかわした。それは、

あなたがたの信仰を強め、 3このような患難の中

にあって、動揺する者がひとりもないように励ま

すためであった。あなたがたの知っているとおり

、わたしたちは患難に会うように定められている
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のである。 4そして、あなたがたの所にいたとき

、わたしたちがやがて患難に会うことをあらかじ

め言っておいたが、あなたがたの知っているよう

に、今そのとおりになったのである。 5そこで、

わたしはこれ以上耐えられなくなって、もしや「

試みる者」があなたがたを試み、そのためにわた

したちの労苦がむだになりはしないかと気づかっ

て、あなたがたの信仰を知るために、彼をつかわ

したのである。 6ところが今テモテが、あなたが

たの所からわたしたちのもとに帰ってきて、あな

たがたの信仰と愛とについて知らせ、また、あな

たがたがいつもわたしたちのことを覚え、わたし

たちがあなたがたに会いたく思っていると同じよ

うに、わたしたちにしきりに会いたがっていると

いう吉報をもたらした。 7兄弟たちよ。それによ

って、わたしたちはあらゆる苦難と患難との中に

ありながら、あなたがたの信仰によって慰められ

た。 8なぜなら、あなたがたが主にあって堅く立

ってくれるなら、わたしたちはいま生きることに

なるからである。 9ほんとうに、わたしたちの神

のみまえで、あなたがたのことで喜ぶ大きな喜び

のために、どんな感謝を神にささげたらよいだろ

うか。 10わたしたちは、あなたがたの顔を見、あ

なたがたの信仰の足りないところを補いたいと、

日夜しきりに願っているのである。 11どうか、わ

たしたちの父なる神ご自身と、わたしたちの主イ

エスとが、あなたがたのところへ行く道を、わた

したちに開いて下さるように。 12どうか、主が、

あなたがた相互の愛とすべての人に対する愛とを

、わたしたちがあなたがたを愛する愛と同じよう

に、増し加えて豊かにして下さるように。 13そし

て、どうか、わたしたちの主イエスが、そのすべ

ての聖なる者と共にこられる時、神のみまえに、

あなたがたの心を強め、清く、責められるところ

のない者にして下さるように。

4最後に、兄弟たちよ。わたしたちは主イエスに
あってあなたがたに願いかつ勧める。あなたが

たが、どのように歩いて神を喜ばすべきかをわた

したちから学んだように、また、いま歩いている

とおりに、ますます歩き続けなさい。 2わたした

ちがどういう教を主イエスによって与えたか、あ

なたがたはよく知っている。 3神のみこころは、

あなたがたが清くなることである。すなわち、不

品行を慎み、 4各自、気をつけて自分のからだを

清く尊く保ち、 5神を知らない異邦人のように情

欲をほしいままにせず、 6また、このようなこと

で兄弟を踏みつけたり、だましたりしてはならな

い。前にもあなたがたにきびしく警告しておいた

ように、主はこれらすべてのことについて、報い

をなさるからである。 7神がわたしたちを召され

たのは、汚れたことをするためではなく、清くな

るためである。 8こういうわけであるから、これ

らの警告を拒む者は、人を拒むのではなく、聖霊

をあなたがたの心に賜わる神を拒むのである。 9

兄弟愛については、今さら書きおくる必要はない

。あなたがたは、互に愛し合うように神に直接教

えられており、 10また、事実マケドニヤ全土にい

るすべての兄弟に対して、それを実行しているの

だから。しかし、兄弟たちよ。あなたがたに勧め

る。ますます、そうしてほしい。 11そして、あな

たがたに命じておいたように、つとめて落ち着い

た生活をし、自分の仕事に身をいれ、手ずから働

きなさい。 12そうすれば、外部の人々に対して品

位を保ち、まただれの世話にもならずに、生活で

きるであろう。 13兄弟たちよ。眠っている人々に

ついては、無知でいてもらいたくない。望みを持

たない外の人々のように、あなたがたが悲しむこ

とのないためである。 14わたしたちが信じている

ように、イエスが死んで復活されたからには、同

様に神はイエスにあって眠っている人々をも、イ

エスと一緒に導き出して下さるであろう。 15わた

したちは主の言葉によって言うが、生きながらえ

て主の来臨の時まで残るわたしたちが、眠った人

々より先になることは、決してないであろう。 16

すなわち、主ご自身が天使のかしらの声と神のラ

ッパの鳴り響くうちに、合図の声で、天から下っ

てこられる。その時、キリストにあって死んだ人

々が、まず最初によみがえり、 17それから生き残

っているわたしたちが、彼らと共に雲に包まれて

引き上げられ、空中で主に会い、こうして、いつ

も主と共にいるであろう。 18だから、あなたがた

は、これらの言葉をもって互に慰め合いなさい。

5兄弟たちよ。その時期と場合とについては、書
きおくる必要はない。 2あなたがた自身がよく

知っているとおり、主の日は盗人が夜くるように

来る。 3人々が平和だ無事だと言っているその矢

先に、ちょうど妊婦に産みの苦しみが臨むように

、突如として滅びが彼らをおそって来る。そして

、それからのがれることは決してできない。 4し

かし兄弟たちよ。あなたがたは暗やみの中にいな

いのだから、その日が、盗人のようにあなたがた

を不意に襲うことはないであろう。 5あなたがた

はみな光の子であり、昼の子なのである。わたし

たちは、夜の者でもやみの者でもない。 6だから

、ほかの人々のように眠っていないで、目をさま

して慎んでいよう。 7眠る者は夜眠り、酔う者は

夜酔うのである。 8しかし、わたしたちは昼の者

なのだから、信仰と愛との胸当を身につけ、救の

望みのかぶとをかぶって、慎んでいよう。 9神は

、わたしたちを怒りにあわせるように定められた

のではなく、わたしたちの主イエス・キリストに

よって救を得るように定められたのである。 10キ

リストがわたしたちのために死なれたのは、さめ

ていても眠っていても、わたしたちが主と共に生

きるためである。 11だから、あなたがたは、今し

ているように、互に慰め合い、相互の徳を高めな

さい。 12兄弟たちよ。わたしたちはお願いする。

どうか、あなたがたの間で労し、主にあってあな

たがたを指導し、かつ訓戒している人々を重んじ

、 13彼らの働きを思って、特に愛し敬いなさい。

互に平和に過ごしなさい。 14兄弟たちよ。あなた

がたにお勧めする。怠惰な者を戒め、小心な者を
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励まし、弱い者を助け、すべての人に対して寛容

でありなさい。 15だれも悪をもって悪に報いない

ように心がけ、お互に、またみんなに対して、い

つも善を追い求めなさい。 16いつも喜んでいなさ

い。 17絶えず祈りなさい。 18すべての事につい

て、感謝しなさい。これが、キリスト・イエスに

あって、神があなたがたに求めておられることで

ある。 19御霊を消してはいけない。 20預言を軽

んじてはならない。 21すべてのものを識別して、

良いものを守り、 22あらゆる種類の悪から遠ざか

りなさい。 23どうか、平和の神ご自身が、あなた

がたを全くきよめて下さるように。また、あなた

がたの霊と心とからだとを完全に守って、わたし

たちの主イエス・キリストの来臨のときに、責め

られるところのない者にして下さるように。 24あ

なたがたを召されたかたは真実であられるから、

このことをして下さるであろう。 25兄弟たちよ。

わたしたちのためにも、祈ってほしい。 26すべて

の兄弟たちに、きよい接吻をもって、よろしく伝

えてほしい。 27わたしは主によって命じる。この

手紙を、みんなの兄弟に読み聞かせなさい。 28わ

たしたちの主イエス・キリストの恵みが、あなた

がたと共にあるように。
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テサロニケ人への

手紙第二

1パウロとシルワノとテモテから、わたしたちの
父なる神と主イエス・キリストとにあるテサロ

ニケ人たちの教会へ。 2父なる神と主イエス・キ

リストから、恵みと平安とが、あなたがたにある

ように。 3兄弟たちよ。わたしたちは、いつもあ

なたがたのことを神に感謝せずにはおられない。

またそうするのが当然である。それは、あなたが

たの信仰が大いに成長し、あなたがたひとりびと

りの愛が、お互の間に増し加わっているからであ

る。 4そのために、わたしたち自身は、あなたが

たがいま受けているあらゆる迫害と患難とのただ

中で示している忍耐と信仰とにつき、神の諸教会

に対してあなたがたを誇としている。 5これは、

あなたがたを、神の国にふさわしい者にしようと

する神のさばきが正しいことを、証拠だてるもの

である。その神の国のために、あなたがたも苦し

んでいるのである。 6すなわち、あなたがたを悩

ます者には患難をもって報い、悩まされているあ

なたがたには、わたしたちと共に、休息をもって

報いて下さるのが、神にとって正しいことだから

である。 7それは、主イエスが炎の中で力ある天

使たちを率いて天から現れる時に実現する。 8そ

の時、主は神を認めない者たちや、わたしたちの

主イエスの福音に聞き従わない者たちに報復し、 9

そして、彼らは主のみ顔とその力の栄光から退け

られて、永遠の滅びに至る刑罰を受けるであろう

。 (aiōnios g166) 10その日に、イエスは下ってこられ

、聖徒たちの中であがめられ、すべて信じる者た

ちの間で驚嘆されるであろうわたしたちのこのあ

かしは、あなたがたによって信じられているので

ある。 11このためにまた、わたしたちは、わたし

たちの神があなたがたを召しにかなう者となし、

善に対するあらゆる願いと信仰の働きとを力強く

満たして下さるようにと、あなたがたのために絶

えず祈っている。 12それは、わたしたちの神と主

イエス・キリストとの恵みによって、わたしたち

の主イエスの御名があなたがたの間であがめられ

、あなたがたも主にあって栄光を受けるためであ

る。

2さて兄弟たちよ。わたしたちの主イエス・キリ
ストの来臨と、わたしたちがみもとに集められ

ることとについて、あなたがたにお願いすること

がある。 2霊により、あるいは言葉により、ある

いはわたしたちから出たという手紙によって、主

の日はすでにきたとふれまわる者があっても、す

ぐさま心を動かされたり、あわてたりしてはいけ

ない。 3だれがどんな事をしても、それにだまさ

れてはならない。まず背教のことが起り、不法の

者、すなわち、滅びの子が現れるにちがいない。 4

彼は、すべて神と呼ばれたり拝まれたりするもの

に反抗して立ち上がり、自ら神の宮に座して、自

分は神だと宣言する。 5わたしがまだあなたがた

の所にいた時、これらの事をくり返して言ったの

を思い出さないのか。 6そして、あなたがたが知

っているとおり、彼が自分に定められた時になっ

てから現れるように、いま彼を阻止しているもの

がある。 7不法の秘密の力が、すでに働いている

のである。ただそれは、いま阻止している者が取

り除かれる時までのことである。 8その時になる

と、不法の者が現れる。この者を、主イエスは口

の息をもって殺し、来臨の輝きによって滅ぼすで

あろう。 9不法の者が来るのは、サタンの働きに

よるのであって、あらゆる偽りの力と、しるしと

、不思議と、 10また、あらゆる不義の惑わしとを

、滅ぶべき者どもに対して行うためである。彼ら

が滅びるのは、自分らの救となるべき真理に対す

る愛を受けいれなかった報いである。 11そこで神

は、彼らが偽りを信じるように、迷わす力を送り

、 12こうして、真理を信じないで不義を喜んでい

たすべての人を、さばくのである。 13しかし、主

に愛されている兄弟たちよ。わたしたちはいつも

あなたがたのことを、神に感謝せずにはおられな

い。それは、神があなたがたを初めから選んで、

御霊によるきよめと、真理に対する信仰とによっ

て、救を得させようとし、 14そのために、わたし

たちの福音によりあなたがたを召して、わたした

ちの主イエス・キリストの栄光にあずからせて下

さるからである。 15そこで、兄弟たちよ。堅く立

って、わたしたちの言葉や手紙で教えられた言伝

えを、しっかりと守り続けなさい。 16どうか、わ

たしたちの主イエス・キリストご自身と、わたし

たちを愛し、恵みをもって永遠の慰めと確かな望

みとを賜わるわたしたちの父なる神とが、 (aiōnios

g166) 17あなたがたの心を励まし、あなたがたを強

めて、すべての良いわざを行い、正しい言葉を語

る者として下さるように。

3最後に、兄弟たちよ。わたしたちのために祈っ
てほしい。どうか主の言葉が、あなたがたの所

と同じように、ここでも早く広まり、また、あが

められるように。 2また、どうか、わたしたちが

不都合な悪人から救われるように。事実、すべて

の人が信仰を持っているわけではない。 3しかし

、主は真実なかたであるから、あなたがたを強め

、悪しき者から守って下さるであろう。 4わたし

たちが命じる事を、あなたがたは現に実行してお

り、また、実行するであろうと、わたしたちは、

主にあって確信している。 5どうか、主があなた

がたの心を導いて、神の愛とキリストの忍耐とを

持たせて下さるように。 6兄弟たちよ。主イエス

・キリストの名によってあなたがたに命じる。怠

惰な生活をして、わたしたちから受けた言伝えに

従わないすべての兄弟たちから、遠ざかりなさい

。 7わたしたちに、どうならうべきであるかは、

あなたがた自身が知っているはずである。あなた

がたの所にいた時には、わたしたちは怠惰な生活

をしなかったし、 8人からパンをもらって食べる

こともしなかった。それどころか、あなたがたの
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だれにも負担をかけまいと、日夜、労苦し努力し

て働き続けた。 9それは、わたしたちにその権利

がないからではなく、ただわたしたちにあなたが

たが見習うように、身をもって模範を示したので

ある。 10また、あなたがたの所にいた時に、「働

こうとしない者は、食べることもしてはならない

」と命じておいた。 11ところが、聞くところによ

ると、あなたがたのうちのある者は怠惰な生活を

送り、働かないで、ただいたずらに動きまわって

いるとのことである。 12こうした人々に対しては

、静かに働いて自分で得たパンを食べるように、

主イエス・キリストによって命じまた勧める。 13

兄弟たちよ。あなたがたは、たゆまずに良い働き

をしなさい。 14もしこの手紙にしるしたわたした

ちの言葉に聞き従わない人があれば、そのような

人には注意をして、交際しないがよい。彼が自ら

恥じるようになるためである。 15しかし、彼を敵

のように思わないで、兄弟として訓戒しなさい。

16どうか、平和の主ご自身が、いついかなる場合

にも、あなたがたに平和を与えて下さるように。

主があなたがた一同と共におられるように。 17こ

こでパウロ自身が、手ずからあいさつを書く。こ

れは、わたしのどの手紙にも書く印である。わた

しは、このように書く。 18どうか、わたしたちの

主イエス・キリストの恵みが、あなたがた一同と

共にあるように。
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テモテへの手紙第

一

1わたしたちの救主なる神と、わたしたちの望み
であるキリスト・イエスとの任命によるキリス

ト・イエスの使徒パウロから、 2信仰によるわた

しの真実な子テモテへ。父なる神とわたしたちの

主キリスト・イエスから、恵みとあわれみと平安

とが、あなたにあるように。 3わたしがマケドニ

ヤに向かって出発する際、頼んでおいたように、

あなたはエペソにとどまっていて、ある人々に、

違った教を説くことをせず、 4作り話やはてしの

ない系図などに気をとられることもないように、

命じなさい。そのようなことは信仰による神の務

を果すものではなく、むしろ論議を引き起させる

だけのものである。 5わたしのこの命令は、清い

心と正しい良心と偽りのない信仰とから出てくる

愛を目標としている。 6ある人々はこれらのもの

からそれて空論に走り、 7律法の教師たることを

志していながら、自分の言っていることも主張し

ていることも、わからないでいる。 8わたしたち

が知っているとおり、律法なるものは、法に従っ

て用いるなら、良いものである。 9すなわち、律

法は正しい人のために定められたのではなく、不

法な者と法に服さない者、不信心な者と罪ある者

、神聖を汚す者と俗悪な者、父を殺す者と母を殺

す者、人を殺す者、 10不品行な者、男色をする者

、誘かいする者、偽る者、偽り誓う者、そのほか

健全な教にもとることがあれば、そのために定め

られていることを認むべきである。 11これは、祝

福に満ちた神の栄光の福音が示すところであって

、わたしはこの福音をゆだねられているのである

。 12わたしは、自分を強くして下さったわたした

ちの主キリスト・イエスに感謝する。主はわたし

を忠実な者と見て、この務に任じて下さったので

ある。 13わたしは以前には、神をそしる者、迫害

する者、不遜な者であった。しかしわたしは、こ

れらの事を、信仰がなかったとき、無知なために

したのだから、あわれみをこうむったのである。

14その上、わたしたちの主の恵みが、キリスト・

イエスにある信仰と愛とに伴い、ますます増し加

わってきた。 15「キリスト・イエスは、罪人を救

うためにこの世にきて下さった」という言葉は、

確実で、そのまま受けいれるに足るものである。

わたしは、その罪人のかしらなのである。 16しか

し、わたしがあわれみをこうむったのは、キリス

ト・イエスが、まずわたしに対して限りない寛容

を示し、そして、わたしが今後、彼を信じて永遠

のいのちを受ける者の模範となるためである。

(aiōnios g166) 17世々の支配者、不朽にして見えざる

唯一の神に、世々限りなく、ほまれと栄光とがあ

るように、アァメン。 (aiōn g165) 18わたしの子テモ

テよ。以前あなたに対してなされた数々の預言の

言葉に従って、この命令を与える。あなたは、こ

れらの言葉に励まされて、信仰と正しい良心とを

保ちながら、りっぱに戦いぬきなさい。 19ある人

々は、正しい良心を捨てたため、信仰の破船に会

った。 20その中に、ヒメナオとアレキサンデルと

がいる。わたしは、神を汚さないことを学ばせる

ため、このふたりをサタンの手に渡したのである

。

2そこで、まず第一に勧める。すべての人のため
に、王たちと上に立っているすべての人々のた

めに、願いと、祈と、とりなしと、感謝とをささ

げなさい。 2それはわたしたちが、安らかで静か

な一生を、真に信心深くまた謹厳に過ごすためで

ある。 3これは、わたしたちの救主である神のみ

まえに良いことであり、また、みこころにかなう

ことである。 4神は、すべての人が救われて、真

理を悟るに至ることを望んでおられる。 5神は唯

一であり、神と人との間の仲保者もただひとりで

あって、それは人なるキリスト・イエスである。 6

彼は、すべての人のあがないとしてご自身をささ

げられたが、それは、定められた時になされたあ

かしにほかならない。 7そのために、わたしは立

てられて宣教者、使徒となり（わたしは真実を言

っている、偽ってはいない）、また異邦人に信仰

と真理とを教える教師となったのである。 8男は

、怒ったり争ったりしないで、どんな場所でも、

きよい手をあげて祈ってほしい。 9また、女はつ

つましい身なりをし、適度に慎み深く身を飾るべ

きであって、髪を編んだり、金や真珠をつけたり

、高価な着物を着たりしてはいけない。 10むしろ

、良いわざをもって飾りとすることが、信仰を言

いあらわしている女に似つかわしい。 11女は静か

にしていて、万事につけ従順に教を学ぶがよい。

12女が教えたり、男の上に立ったりすることを、

わたしは許さない。むしろ、静かにしているべき

である。 13なぜなら、アダムがさきに造られ、そ

れからエバが造られたからである。 14またアダム

は惑わされなかったが、女は惑わされて、あやま

ちを犯した。 15しかし、女が慎み深く、信仰と愛

と清さとを持ち続けるなら、子を産むことによっ

て救われるであろう。

3「もし人が監督の職を望むなら、それは良い仕
事を願うことである」とは正しい言葉である。

2さて、監督は、非難のない人で、ひとりの妻の夫

であり、自らを制し、慎み深く、礼儀正しく、旅

人をもてなし、よく教えることができ、 3酒を好

まず、乱暴でなく、寛容であって、人と争わず、

金に淡泊で、 4自分の家をよく治め、謹厳であっ

て、子供たちを従順な者に育てている人でなけれ

ばならない。 5自分の家を治めることも心得てい

ない人が、どうして神の教会を預かることができ

ようか。 6彼はまた、信者になって間もないもの

であってはならない。そうであると、高慢になっ

て、悪魔と同じ審判を受けるかも知れない。 7さ

らにまた、教会外の人々にもよく思われている人

でなければならない。そうでないと、そしりを受

け、悪魔のわなにかかるであろう。 8それと同様

に、執事も謹厳であって、二枚舌を使わず、大酒
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を飲まず、利をむさぼらず、 9きよい良心をもっ

て、信仰の奥義を保っていなければならない。 10

彼らはまず調べられて、不都合なことがなかった

なら、それから執事の職につかすべきである。 11

女たちも、同様に謹厳で、他人をそしらず、自ら

を制し、すべてのことに忠実でなければならない

。 12執事はひとりの妻の夫であって、子供と自分

の家とをよく治める者でなければならない。 13執

事の職をよくつとめた者は、良い地位を得、さら

にキリスト・イエスを信じる信仰による、大いな

る確信を得るであろう。 14わたしは、あなたの所

にすぐ行きたいと望みながら、この手紙を書いて

いる。 15万一わたしが遅れる場合には、神の家で

いかに生活すべきかを、あなたに知ってもらいた

いからである。神の家というのは、生ける神の教

会のことであって、それは真理の柱、真理の基礎

なのである。 16確かに偉大なのは、この信心の奥

義である、「キリストは肉において現れ、霊にお

いて義とせられ、御使たちに見られ、諸国民の間

に伝えられ、世界の中で信じられ、栄光のうちに

天に上げられた」。

4しかし、御霊は明らかに告げて言う。後の時に
なると、ある人々は、惑わす霊と悪霊の教とに

気をとられて、信仰から離れ去るであろう。 2そ

れは、良心に焼き印をおされている偽り者の偽善

のしわざである。 3これらの偽り者どもは、結婚

を禁じたり、食物を断つことを命じたりする。し

かし食物は、信仰があり真理を認める者が、感謝

して受けるようにと、神の造られたものである。 4

神の造られたものは、みな良いものであって、感

謝して受けるなら、何ひとつ捨てるべきものはな

い。 5それらは、神の言と祈とによって、きよめ

られるからである。 6これらのことを兄弟たちに

教えるなら、あなたは、信仰の言葉とあなたの従

ってきた良い教の言葉とに養われて、キリスト・

イエスのよい奉仕者になるであろう。 7しかし、

俗悪で愚にもつかない作り話は避けなさい。信心

のために自分を訓練しなさい。 8からだの訓練は

少しは益するところがあるが、信心は、今のいの

ちと後の世のいのちとが約束されてあるので、万

事に益となる。 9これは確実で、そのまま受けい

れるに足る言葉である。 10わたしたちは、このた

めに労し苦しんでいる。それは、すべての人の救

主、特に信じる者たちの救主なる生ける神に、望

みを置いてきたからである。 11これらの事を命じ

、また教えなさい。 12あなたは、年が若いために

人に軽んじられてはならない。むしろ、言葉にも

、行状にも、愛にも、信仰にも、純潔にも、信者

の模範になりなさい。 13わたしがそちらに行く時

まで、聖書を朗読することと、勧めをすることと

、教えることとに心を用いなさい。 14長老の按手

を受けた時、預言によってあなたに与えられて内

に持っている恵みの賜物を、軽視してはならない

。 15すべての事にあなたの進歩があらわれるため

、これらの事を実行し、それを励みなさい。 16自

分のことと教のこととに気をつけ、それらを常に

努めなさい。そうすれば、あなたは、自分自身と

あなたの教を聞く者たちとを、救うことになる。

5老人をとがめてはいけない。むしろ父親に対す
るように、話してあげなさい。若い男には兄弟

に対するように、 2年とった女には母親に対する

ように、若い女には、真に純潔な思いをもって、

姉妹に対するように、勧告しなさい。 3やもめに

ついては、真にたよりのないやもめたちを、よく

してあげなさい。 4やもめに子か孫かがある場合

には、これらの者に、まず自分の家で孝養をつく

し、親の恩に報いることを学ばせるべきである。

それが、神のみこころにかなうことなのである。 5

真にたよりのない、ひとり暮しのやもめは、望み

を神において、日夜、たえず願いと祈とに専心す

るが、 6これに反して、みだらな生活をしている

やもめは、生けるしかばねにすぎない。 7これら

のことを命じて、彼女たちを非難のない者としな

さい。 8もしある人が、その親族を、ことに自分

の家族をかえりみない場合には、その信仰を捨て

たことになるのであって、不信者以上にわるい。 9

やもめとして登録さるべき者は、六十歳以下のも

のではなくて、ひとりの夫の妻であった者、 10ま

た子女をよく養育し、旅人をもてなし、聖徒の足

を洗い、困っている人を助け、種々の善行に努め

るなど、そのよいわざでひろく認められている者

でなければならない。 11若いやもめは除外すべき

である。彼女たちがキリストにそむいて気ままに

なると、結婚をしたがるようになり、 12初めの誓

いを無視したという非難を受けねばならないから

である。 13その上、彼女たちはなまけていて、家

々を遊び歩くことをおぼえ、なまけるばかりか、

むだごとをしゃべって、いたずらに動きまわり、

口にしてはならないことを言う。 14そういうわけ

だから、若いやもめは結婚して子を産み、家をお

さめ、そして、反対者にそしられるすきを作らな

いようにしてほしい。 15彼女たちのうちには、サ

タンのあとを追って道を踏みはずした者もある。

16女の信者が家にやもめを持っている場合には、

自分でそのやもめの世話をしてあげなさい。教会

のやっかいになってはいけない。教会は、真にた

よりのないやもめの世話をしなければならない。

17よい指導をしている長老、特に宣教と教とのた

めに労している長老は、二倍の尊敬を受けるにふ

さわしい者である。 18聖書は、「穀物をこなして

いる牛に、くつこをかけてはならない」また「働

き人がその報酬を受けるのは当然である」と言っ

ている。 19長老に対する訴訟は、ふたりか三人の

証人がない場合には、受理してはならない。 20罪

を犯した者に対しては、ほかの人々も恐れをいだ

くに至るために、すべての人の前でその罪をとが

むべきである。 21わたしは、神とキリスト・イエ

スと選ばれた御使たちとの前で、おごそかにあな

たに命じる。これらのことを偏見なしに守り、何

事についても、不公平な仕方をしてはならない。

22軽々しく人に手をおいてはならない。また、ほ

かの人の罪に加わってはいけない。自分をきよく
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守りなさい。 23（これからは、水ばかりを飲まな

いで、胃のため、また、たびたびのいたみを和ら

げるために、少量のぶどう酒を用いなさい。） 24

ある人の罪は明白であって、すぐ裁判にかけられ

るが、ほかの人の罪は、あとになってわかって来

る。 25それと同じく、良いわざもすぐ明らかにな

り、そうならない場合でも、隠れていることはあ

り得ない。

6くびきの下にある奴隷はすべて、自分の主人を
、真に尊敬すべき者として仰ぐべきである。そ

れは、神の御名と教とが、そしりを受けないため

である。 2信者である主人を持っている者たちは

、その主人が兄弟であるというので軽視してはな

らない。むしろ、ますます励んで仕えるべきであ

る。その益を受ける主人は、信者であり愛されて

いる人だからである。あなたは、これらの事を教

えかつ勧めなさい。 3もし違ったことを教えて、

わたしたちの主イエス・キリストの健全な言葉、

ならびに信心にかなう教に同意しないような者が

あれば、 4彼は高慢であって、何も知らず、ただ

論議と言葉の争いとに病みついている者である。

そこから、ねたみ、争い、そしり、さいぎの心が

生じ、 5また知性が腐って、真理にそむき、信心

を利得と心得る者どもの間に、はてしのないいが

み合いが起るのである。 6しかし、信心があって

足ることを知るのは、大きな利得である。 7わた

したちは、何ひとつ持たないでこの世にきた。ま

た、何ひとつ持たないでこの世を去って行く。 8

ただ衣食があれば、それで足れりとすべきである

。 9富むことを願い求める者は、誘惑と、わなと

に陥り、また、人を滅びと破壊とに沈ませる、無

分別な恐ろしいさまざまの情欲に陥るのである。

10金銭を愛することは、すべての悪の根である。

ある人々は欲ばって金銭を求めたため、信仰から

迷い出て、多くの苦痛をもって自分自身を刺しと

おした。 11しかし、神の人よ。あなたはこれらの

事を避けなさい。そして、義と信心と信仰と愛と

忍耐と柔和とを追い求めなさい。 12信仰の戦いを

りっぱに戦いぬいて、永遠のいのちを獲得しなさ

い。あなたは、そのために召され、多くの証人の

前で、りっぱなあかしをしたのである。 (aiōnios

g166) 13わたしはすべてのものを生かして下さる神

のみまえと、またポンテオ・ピラトの面前でりっ

ぱなあかしをなさったキリスト・イエスのみまえ

で、あなたに命じる。 14わたしたちの主イエス・

キリストの出現まで、その戒めを汚すことがなく

、また、それを非難のないように守りなさい。 15

時がくれば、祝福に満ちた、ただひとりの力ある

かた、もろもろの王の王、もろもろの主の主が、

キリストを出現させて下さるであろう。 16神はた

だひとり不死を保ち、近づきがたい光の中に住み

、人間の中でだれも見た者がなく、見ることもで

きないかたである。ほまれと永遠の支配とが、神

にあるように、アァメン。 (aiōnios g166) 17この世で

富んでいる者たちに、命じなさい。高慢にならず

、たよりにならない富に望みをおかず、むしろ、

わたしたちにすべての物を豊かに備えて楽しませ

て下さる神に、のぞみをおくように、 (aiōn g165) 18

また、良い行いをし、良いわざに富み、惜しみな

く施し、人に分け与えることを喜び、 19こうして

、真のいのちを得るために、未来に備えてよい土

台を自分のために築き上げるように、命じなさい

。 20テモテよ。あなたにゆだねられていることを

守りなさい。そして、俗悪なむだ話と、偽りの「

知識」による反対論とを避けなさい。 21ある人々

はそれに熱中して、信仰からそれてしまったので

ある。恵みが、あなたがたと共にあるように。
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テモテへの手紙第

二

1神の御旨により、キリスト・イエスにあるいの
ちの約束によって立てられたキリスト・イエス

の使徒パウロから、 2愛する子テモテへ。父なる

神とわたしたちの主キリスト・イエスから、恵み

とあわれみと平安とが、あなたにあるように。 3

わたしは、日夜、祈の中で、絶えずあなたのこと

を思い出しては、きよい良心をもって先祖以来つ

かえている神に感謝している。 4わたしは、あな

たの涙をおぼえており、あなたに会って喜びで満

たされたいと、切に願っている。 5また、あなた

がいだいている偽りのない信仰を思い起している

。この信仰は、まずあなたの祖母ロイスとあなた

の母ユニケとに宿ったものであったが、今あなた

にも宿っていると、わたしは確信している。 6こ

ういうわけで、あなたに注意したい。わたしの按

手によって内にいただいた神の賜物を、再び燃え

たたせなさい。 7というのは、神がわたしたちに

下さったのは、臆する霊ではなく、力と愛と慎み

との霊なのである。 8だから、あなたは、わたし

たちの主のあかしをすることや、わたしが主の囚

人であることを、決して恥ずかしく思ってはなら

ない。むしろ、神の力にささえられて、福音のた

めに、わたしと苦しみを共にしてほしい。 9神は

わたしたちを救い、聖なる招きをもって召して下

さったのであるが、それは、わたしたちのわざに

よるのではなく、神ご自身の計画に基き、また、

永遠の昔にキリスト・イエスにあってわたしたち

に賜わっていた恵み、 (aiōnios g166) 10そして今や、

わたしたちの救主キリスト・イエスの出現によっ

て明らかにされた恵みによるのである。キリスト

は死を滅ぼし、福音によっていのちと不死とを明

らかに示されたのである。 11わたしは、この福音

のために立てられて、その宣教者、使徒、教師に

なった。 12そのためにまた、わたしはこのような

苦しみを受けているが、それを恥としない。なぜ

なら、わたしは自分の信じてきたかたを知ってお

り、またそのかたは、わたしにゆだねられている

ものを、かの日に至るまで守って下さることがで

きると、確信しているからである。 13あなたは、

キリスト・イエスに対する信仰と愛とをもって、

わたしから聞いた健全な言葉を模範にしなさい。

14そして、あなたにゆだねられている尊いものを

、わたしたちの内に宿っている聖霊によって守り

なさい。 15あなたの知っているように、アジヤに

いる者たちは、皆わたしから離れて行った。その

中には、フゲロとヘルモゲネもいる。 16どうか、

主が、オネシポロの家にあわれみをたれて下さる

ように。彼はたびたび、わたしを慰めてくれ、ま

たわたしの鎖を恥とも思わないで、 17ローマに着

いた時には、熱心にわたしを捜しまわった末、尋

ね出してくれたのである。 18どうか、主がかの日

に、あわれみを彼に賜わるように。彼がエペソで

、どれほどわたしに仕えてくれたかは、だれより

もあなたがよく知っている。

2そこで、わたしの子よ。あなたはキリスト・イ
エスにある恵みによって、強くなりなさい。 2

そして、あなたが多くの証人の前でわたしから聞

いたことを、さらにほかの者たちにも教えること

のできるような忠実な人々に、ゆだねなさい。 3

キリスト・イエスの良い兵卒として、わたしと苦

しみを共にしてほしい。 4兵役に服している者は

、日常生活の事に煩わされてはいない。ただ、兵

を募った司令官を喜ばせようと努める。 5また、

競技をするにしても、規定に従って競技をしなけ

れば、栄冠は得られない。 6労苦をする農夫が、

だれよりも先に、生産物の分配にあずかるべきで

ある。 7わたしの言うことを、よく考えてみなさ

い。主は、それを十分に理解する力をあなたに賜

わるであろう。 8ダビデの子孫として生れ、死人

のうちからよみがえったイエス・キリストを、い

つも思っていなさい。これがわたしの福音である

。 9この福音のために、わたしは悪者のように苦

しめられ、ついに鎖につながれるに至った。しか

し、神の言はつながれてはいない。 10それだから

、わたしは選ばれた人たちのために、いっさいの

ことを耐え忍ぶのである。それは、彼らもキリス

ト・イエスによる救を受け、また、それと共に永

遠の栄光を受けるためである。 (aiōnios g166) 11次の

言葉は確実である。「もしわたしたちが、彼と共

に死んだなら、また彼と共に生きるであろう。 12

もし耐え忍ぶなら、彼と共に支配者となるであろ

う。もし彼を否むなら、彼もわたしたちを否むで

あろう。 13たとい、わたしたちは不真実であって

も、彼は常に真実である。彼は自分を偽ることが

、できないのである」。 14あなたは、これらのこ

とを彼らに思い出させて、なんの益もなく、聞い

ている人々を破滅におとしいれるだけである言葉

の争いをしないように、神のみまえでおごそかに

命じなさい。 15あなたは真理の言葉を正しく教え

、恥じるところのない錬達した働き人になって、

神に自分をささげるように努めはげみなさい。 16

俗悪なむだ話を避けなさい。それによって人々は

、ますます不信心に落ちていき、 17彼らの言葉は

、がんのように腐れひろがるであろう。その中に

はヒメナオとピレトとがいる。 18彼らは真理から

はずれ、復活はすでに済んでしまったと言い、そ

して、ある人々の信仰をくつがえしている。 19し

かし、神のゆるがない土台はすえられていて、そ

れに次の句が証印として、しるされている。「主

は自分の者たちを知る」。また「主の名を呼ぶ者

は、すべて不義から離れよ」。 20大きな家には、

金や銀の器ばかりではなく、木や土の器もあり、

そして、あるものは尊いことに用いられ、あるも

のは卑しいことに用いられる。 21もし人が卑しい

ものを取り去って自分をきよめるなら、彼は尊い

きよめられた器となって、主人に役立つものとな

り、すべての良いわざに間に合うようになる。 22

そこで、あなたは若い時の情欲を避けなさい。そ
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して、きよい心をもって主を呼び求める人々と共

に、義と信仰と愛と平和とを追い求めなさい。 23

愚かで無知な論議をやめなさい。それは、あなた

が知っているとおり、ただ争いに終るだけである

。 24主の僕たる者は争ってはならない。だれに対

しても親切であって、よく教え、よく忍び、 25反

対する者を柔和な心で教え導くべきである。おそ

らく神は、彼らに悔改めの心を与えて、真理を知

らせ、 26一度は悪魔に捕えられてその欲するまま

になっていても、目ざめて彼のわなからのがれさ

せて下さるであろう。

3しかし、このことは知っておかねばならない。
終りの時には、苦難の時代が来る。 2その時、

人々は自分を愛する者、金を愛する者、大言壮語

する者、高慢な者、神をそしる者、親に逆らう者

、恩を知らぬ者、神聖を汚す者、 3無情な者、融

和しない者、そしる者、無節制な者、粗暴な者、

善を好まない者、 4裏切り者、乱暴者、高言をす

る者、神よりも快楽を愛する者、 5信心深い様子

をしながらその実を捨てる者となるであろう。こ

うした人々を避けなさい。 6彼らの中には、人の

家にもぐり込み、そして、さまざまの欲に心を奪

われて、多くの罪を積み重ねている愚かな女ども

を、とりこにしている者がある。 7彼女たちは、

常に学んではいるが、いつになっても真理の知識

に達することができない。 8ちょうど、ヤンネと

ヤンブレとがモーセに逆らったように、こうした

人々も真理に逆らうのである。彼らは知性の腐っ

た、信仰の失格者である。 9しかし、彼らはその

まま進んでいけるはずがない。彼らの愚かさは、

あのふたりの場合と同じように、多くの人に知れ

て来るであろう。 10しかしあなたは、わたしの教

、歩み、こころざし、信仰、寛容、愛、忍耐、 11

それから、わたしがアンテオケ、イコニオム、ル

ステラで受けた数々の迫害、苦難に、よくも続い

てきてくれた。そのひどい迫害にわたしは耐えて

きたが、主はそれらいっさいのことから、救い出

して下さったのである。 12いったい、キリスト・

イエスにあって信心深く生きようとする者は、み

な、迫害を受ける。 13悪人と詐欺師とは人を惑わ

し人に惑わされて、悪から悪へと落ちていく。 14

しかし、あなたは、自分が学んで確信していると

ころに、いつもとどまっていなさい。あなたは、

それをだれから学んだか知っており、 15また幼い

時から、聖書に親しみ、それが、キリスト・イエ

スに対する信仰によって救に至る知恵を、あなた

に与えうる書物であることを知っている。 16聖書

は、すべて神の霊感を受けて書かれたものであっ

て、人を教え、戒め、正しくし、義に導くのに有

益である。 17それによって、神の人が、あらゆる

良いわざに対して十分な準備ができて、完全にと

とのえられた者になるのである。

4神のみまえと、生きている者と死んだ者とをさ
ばくべきキリスト・イエスのみまえで、キリス

トの出現とその御国とを思い、おごそかに命じる

。 2御言を宣べ伝えなさい。時が良くても悪くて

も、それを励み、あくまでも寛容な心でよく教え

て、責め、戒め、勧めなさい。 3人々が健全な教

に耐えられなくなり、耳ざわりのよい話をしても

らおうとして、自分勝手な好みにまかせて教師た

ちを寄せ集め、 4そして、真理からは耳をそむけ

て、作り話の方にそれていく時が来るであろう。 5

しかし、あなたは、何事にも慎み、苦難を忍び、

伝道者のわざをなし、自分の務を全うしなさい。 6

わたしは、すでに自身を犠牲としてささげている

。わたしが世を去るべき時はきた。 7わたしは戦

いをりっぱに戦いぬき、走るべき行程を走りつく

し、信仰を守りとおした。 8今や、義の冠がわた

しを待っているばかりである。かの日には、公平

な審判者である主が、それを授けて下さるであろ

う。わたしばかりではなく、主の出現を心から待

ち望んでいたすべての人にも授けて下さるであろ

う。 9わたしの所に、急いで早くきてほしい。 10

デマスはこの世を愛し、わたしを捨ててテサロニ

ケに行ってしまい、クレスケンスはガラテヤに、

テトスはダルマテヤに行った。 (aiōn g165) 11ただル

カだけが、わたしのもとにいる。マルコを連れて

、一緒にきなさい。彼はわたしの務のために役に

立つから。 12わたしはテキコをエペソにつかわし

た。 13あなたが来るときに、トロアスのカルポの

所に残しておいた上着を持ってきてほしい。また

書物も、特に、羊皮紙のを持ってきてもらいたい

。 14銅細工人のアレキサンデルが、わたしを大い

に苦しめた。主はそのしわざに対して、彼に報い

なさるだろう。 15あなたも、彼を警戒しなさい。

彼は、わたしたちの言うことに強く反対したのだ

から。 16わたしの第一回の弁明の際には、わたし

に味方をする者はひとりもなく、みなわたしを捨

てて行った。どうか、彼らが、そのために責めら

れることがないように。 17しかし、わたしが御言

を余すところなく宣べ伝えて、すべての異邦人に

聞かせるように、主はわたしを助け、力づけて下

さった。そして、わたしは、ししの口から救い出

されたのである。 18主はわたしを、すべての悪の

わざから助け出し、天にある御国に救い入れて下

さるであろう。栄光が永遠から永遠にわたって主

にあるように、アァメン。 (aiōn g165) 19プリスカと

アクラとに、またオネシポロの家に、よろしく伝

えてほしい。 20エラストはコリントにとどまって

おり、トロピモは病気なので、ミレトに残してき

た。 21冬になる前に、急いできてほしい。ユブロ

、プデス、リノス、クラウデヤならびにすべての

兄弟たちから、あなたによろしく。 22主が、あな

たの霊と共にいますように。恵みが、あなたがた

と共にあるように。
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テトスへの手紙

1神の僕、イエス・キリストの使徒パウロからわ
たしが使徒とされたのは、神に選ばれた者たち

の信仰を強め、また、信心にかなう真理の知識を

彼らに得させるためであり、 2偽りのない神が永

遠の昔に約束された永遠のいのちの望みに基くの

である。 (aiōnios g166) 3神は、定められた時に及ん

で、御言を宣教によって明らかにされたが、わた

しは、わたしたちの救主なる神の任命によって、

この宣教をゆだねられたのである 4信仰を同じう

するわたしの真実の子テトスへ。父なる神とわた

したちの救主キリスト・イエスから、恵みと平安

とが、あなたにあるように。 5あなたをクレテに

おいてきたのは、わたしがあなたに命じておいた

ように、そこにし残してあることを整理してもら

い、また、町々に長老を立ててもらうためにほか

ならない。 6長老は、責められる点がなく、ひと

りの妻の夫であって、その子たちも不品行のうわ

さをたてられず、親不孝をしない信者でなくては

ならない。 7監督たる者は、神に仕える者として

、責められる点がなく、わがままでなく、軽々し

く怒らず、酒を好まず、乱暴でなく、利をむさぼ

らず、 8かえって、旅人をもてなし、善を愛し、

慎み深く、正しく、信仰深く、自制する者であり

、 9教にかなった信頼すべき言葉を守る人でなけ

ればならない。それは、彼が健全な教によって人

をさとし、また、反対者の誤りを指摘することが

できるためである。 10実は、法に服さない者、空

論に走る者、人の心を惑わす者が多くおり、とく

に、割礼のある者の中に多い。 11彼らの口を封ず

べきである。彼らは恥ずべき利のために、教えて

はならないことを教えて、数々の家庭を破壊して

しまっている。 12クレテ人のうちのある預言者が

「クレテ人は、いつもうそつき、たちの悪いけも

の、なまけ者の食いしんぼう」と言っているが、

13この非難はあたっている。だから、彼らをきび

しく責めて、その信仰を健全なものにし、 14ユダ

ヤ人の作り話や、真理からそれていった人々の定

めなどに、気をとられることがないようにさせな

さい。 15きよい人には、すべてのものがきよい。

しかし、汚れている不信仰な人には、きよいもの

は一つもなく、その知性も良心も汚れてしまって

いる。 16彼らは神を知っていると、口では言うが

、行いではそれを否定している。彼らは忌まわし

い者、また不従順な者であって、いっさいの良い

わざに関しては、失格者である。

2しかし、あなたは、健全な教にかなうことを語
りなさい。 2老人たちには自らを制し、謹厳で

、慎み深くし、また、信仰と愛と忍耐とにおいて

健全であるように勧め、 3年老いた女たちにも、

同じように、たち居ふるまいをうやうやしくし、

人をそしったり大酒の奴隷になったりせず、良い

ことを教える者となるように、勧めなさい。 4そ

うすれば、彼女たちは、若い女たちに、夫を愛し

、子供を愛し、 5慎み深く、純潔で、家事に努め

、善良で、自分の夫に従順であるように教えるこ

とになり、したがって、神の言がそしりを受けな

いようになるであろう。 6若い男にも、同じく、

万事につけ慎み深くあるように、勧めなさい。 7

あなた自身を良いわざの模範として示し、人を教

える場合には、清廉と謹厳とをもってし、 8非難

のない健全な言葉を用いなさい。そうすれば、反

対者も、わたしたちについてなんの悪口も言えな

くなり、自ら恥じいるであろう。 9奴隷には、万

事につけその主人に服従して、喜ばれるようにな

り、反抗をせず、 10盗みをせず、どこまでも心を

こめた真実を示すようにと、勧めなさい。そうす

れば、彼らは万事につけ、わたしたちの救主なる

神の教を飾ることになろう。 11すべての人を救う

神の恵みが現れた。 12そして、わたしたちを導き

、不信心とこの世の情欲とを捨てて、慎み深く、

正しく、信心深くこの世で生活し、 (aiōn g165) 13祝

福に満ちた望み、すなわち、大いなる神、わたし

たちの救主キリスト・イエスの栄光の出現を待ち

望むようにと、教えている。 14このキリストが、

わたしたちのためにご自身をささげられたのは、

わたしたちをすべての不法からあがない出して、

良いわざに熱心な選びの民を、ご自身のものとし

て聖別するためにほかならない。 15あなたは、権

威をもってこれらのことを語り、勧め、また責め

なさい。だれにも軽んじられてはならない。

3あなたは彼らに勧めて、支配者、権威ある者に
服し、これに従い、いつでも良いわざをする用

意があり、 2だれをもそしらず、争わず、寛容で

あって、すべての人に対してどこまでも柔和な態

度を示すべきことを、思い出させなさい。 3わた

したちも以前には、無分別で、不従順な、迷って

いた者であって、さまざまの情欲と快楽との奴隷

になり、悪意とねたみとで日を過ごし、人に憎ま

れ、互に憎み合っていた。 4ところが、わたした

ちの救主なる神の慈悲と博愛とが現れたとき、 5

わたしたちの行った義のわざによってではなく、

ただ神のあわれみによって、再生の洗いを受け、

聖霊により新たにされて、わたしたちは救われた

のである。 6この聖霊は、わたしたちの救主イエ

ス・キリストをとおして、わたしたちの上に豊か

に注がれた。 7これは、わたしたちが、キリスト

の恵みによって義とされ、永遠のいのちを望むこ

とによって、御国をつぐ者となるためである。

(aiōnios g166) 8この言葉は確実である。わたしは、

あなたがそれらのことを主張するのを願っている

。それは、神を信じている者たちが、努めて良い

わざを励むことを心がけるようになるためである

。これは良いことであって、人々の益となる。 9

しかし、愚かな議論と、系図と、争いと、律法に

ついての論争とを、避けなさい。それらは無益か

つ空虚なことである。 10異端者は、一、二度、訓

戒を加えた上で退けなさい。 11たしかに、こうい

う人たちは、邪道に陥り、自ら悪と知りつつも、

罪を犯しているからである。 12わたしがアルテマ

スかテキコかをあなたのところに送ったなら、急
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いでニコポリにいるわたしの所にきなさい。わた

しは、そこで冬を過ごすことにした。 13法学者ゼ

ナスと、アポロとを、急いで旅につかせ、不自由

のないようにしてあげなさい。 14わたしたちの仲

間も、さし迫った必要に備えて、努めて良いわざ

を励み、実を結ばぬ者とならないように、心がけ

るべきである。 15わたしと共にいる一同の者から

、あなたによろしく。わたしたちを愛している信

徒たちに、よろしく。恵みが、あなたがた一同と

共にあるように。
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ピレモンへの手紙

1キリスト・イエスの囚人パウロと兄弟テモテか
ら、わたしたちの愛する同労者ピレモン、 2姉

妹アピヤ、わたしたちの戦友アルキポ、ならびに

、あなたの家にある教会へ。 3わたしたちの父な

る神と主イエス・キリストから、恵みと平安とが

、あなたがたにあるように。 4わたしは、祈の時

にあなたをおぼえて、いつもわたしの神に感謝し

ている。 5それは、主イエスに対し、また、すべ

ての聖徒に対するあなたの愛と信仰とについて、

聞いているからである。 6どうか、あなたの信仰

の交わりが強められて、わたしたちの間でキリス

トのためになされているすべての良いことが、知

られて来るようになってほしい。 7兄弟よ。わた

しは、あなたの愛によって多くの喜びと慰めとを

与えられた。聖徒たちの心が、あなたによって力

づけられたからである。 8こういうわけで、わた

しは、キリストにあってあなたのなすべき事を、

きわめて率直に指示してもよいと思うが、 9むし

ろ、愛のゆえにお願いする。すでに老年になり、

今またキリスト・イエスの囚人となっているこの

パウロが、 10捕われの身で産んだわたしの子供オ

ネシモについて、あなたにお願いする。 11彼は以

前は、あなたにとって無益な者であったが、今は

、あなたにも、わたしにも、有益な者になった。

12彼をあなたのもとに送りかえす。彼はわたしの

心である。 13わたしは彼を身近に引きとめておい

て、わたしが福音のために捕われている間、あな

たに代って仕えてもらいたかったのである。 14し

かし、わたしは、あなたの承諾なしには何もした

くない。あなたが強制されて良い行いをするので

はなく、自発的にすることを願っている。 15彼が

しばらくの間あなたから離れていたのは、あなた

が彼をいつまでも留めておくためであったかも知

れない。 (aiōnios g166) 16しかも、もはや奴隷として

ではなく、奴隷以上のもの、愛する兄弟としてで

ある。とりわけ、わたしにとってそうであるが、

ましてあなたにとっては、肉においても、主にあ

っても、それ以上であろう。 17そこで、もしわた

しをあなたの信仰の友と思ってくれるなら、わた

し同様に彼を受けいれてほしい。 18もし、彼があ

なたに何か不都合なことをしたか、あるいは、何

か負債があれば、それをわたしの借りにしておい

てほしい。 19このパウロが手ずからしるす、わた

しがそれを返済する。この際、あなたが、あなた

自身をわたしに負うていることについては、何も

言うまい。 20兄弟よ。わたしはあなたから、主に

あって何か益を得たいものである。わたしの心を

、主にあって力づけてもらいたい。 21わたしはあ

なたの従順を堅く信じて、この手紙を書く。あな

たは、確かにわたしが言う以上のことをしてくれ

るだろう。 22ついでにお願いするが、わたしのた

めに宿を用意しておいてほしい。あなたがたの祈

によって、あなたがたの所に行かせてもらえるよ

うに望んでいるのだから。 23キリスト・イエスに

あって、わたしと共に捕われの身になっているエ

パフラスから、あなたによろしく。 24わたしの同

労者たち、マルコ、アリスタルコ、デマス、ルカ

からも、よろしく。 25主イエス・キリストの恵み

が、あなたがたの霊と共にあるように。
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ヘブル人への手紙

1神は、むかしは、預言者たちにより、いろいろ
な時に、いろいろな方法で、先祖たちに語られ

たが、 2この終りの時には、御子によって、わた

したちに語られたのである。神は御子を万物の相

続者と定め、また、御子によって、もろもろの世

界を造られた。 (aiōn g165) 3御子は神の栄光の輝き

であり、神の本質の真の姿であって、その力ある

言葉をもって万物を保っておられる。そして罪の

きよめのわざをなし終えてから、いと高き所にい

ます大能者の右に、座につかれたのである。 4御

子は、その受け継がれた名が御使たちの名にまさ

っているので、彼らよりもすぐれた者となられた

。 5いったい、神は御使たちのだれに対して、「

あなたこそは、わたしの子。きょう、わたしはあ

なたを生んだ」と言い、さらにまた、「わたしは

彼の父となり、彼はわたしの子となるであろう」

と言われたことがあるか。 6さらにまた、神は、

その長子を世界に導き入れるに当って、「神の御

使たちはことごとく、彼を拝すべきである」と言

われた。 7また、御使たちについては、「神は、

御使たちを風とし、ご自分に仕える者たちを炎と

される」と言われているが、 8御子については、

「神よ、あなたの御座は、世々限りなく続き、あ

なたの支配のつえは、公平のつえである。 (aiōn

g165) 9あなたは義を愛し、不法を憎まれた。それ

ゆえに、神、あなたの神は、喜びのあぶらを、あ

なたの友に注ぐよりも多く、あなたに注がれた」

と言い、 10さらに、「主よ、あなたは初めに、地

の基をおすえになった。もろもろの天も、み手の

わざである。 11これらのものは滅びてしまうが、

あなたは、いつまでもいますかたである。すべて

のものは衣のように古び、 12それらをあなたは、

外套のように巻かれる。これらのものは、衣のよ

うに変るが、あなたは、いつも変ることがなく、

あなたのよわいは、尽きることがない」とも言わ

れている。 13神は、御使たちのだれに対して、「

あなたの敵を、あなたの足台とするときまでは、

わたしの右に座していなさい」と言われたことが

あるか。 14御使たちはすべて仕える霊であって、

救を受け継ぐべき人々に奉仕するため、つかわさ

れたものではないか。

2こういうわけだから、わたしたちは聞かされて
いることを、いっそう強く心に留めねばならな

い。そうでないと、おし流されてしまう。 2とい

うのは、御使たちをとおして語られた御言が効力

を持ち、あらゆる罪過と不従順とに対して正当な

報いが加えられたとすれば、 3わたしたちは、こ

んなに尊い救をなおざりにしては、どうして報い

をのがれることができようか。この救は、初め主

によって語られたものであって、聞いた人々から

わたしたちにあかしされ、 4さらに神も、しるし

と不思議とさまざまな力あるわざとにより、また

、御旨に従い聖霊を各自に賜うことによって、あ

かしをされたのである。 5いったい、神は、わた

したちがここで語っているきたるべき世界を、御

使たちに服従させることは、なさらなかった。 6

聖書はある箇所で、こうあかししている、「人間

が何者だから、これを御心に留められるのだろう

か。人の子が何者だから、これをかえりみられる

のだろうか。 7あなたは、しばらくの間、彼を御

使たちよりも低い者となし、栄光とほまれとを冠

として彼に与え、 8万物をその足の下に服従させ

て下さった」。「万物を彼に服従させて下さった

」という以上、服従しないものは、何ひとつ残さ

れていないはずである。しかし、今もなお万物が

彼に服従している事実を、わたしたちは見ていな

い。 9ただ、「しばらくの間、御使たちよりも低

い者とされた」イエスが、死の苦しみのゆえに、

栄光とほまれとを冠として与えられたのを見る。

それは、彼が神の恵みによって、すべての人のた

めに死を味わわれるためであった。 10なぜなら、

万物の帰すべきかた、万物を造られたかたが、多

くの子らを栄光に導くのに、彼らの救の君を、苦

難をとおして全うされたのは、彼にふさわしいこ

とであったからである。 11実に、きよめるかたも

、きよめられる者たちも、皆ひとりのかたから出

ている。それゆえに主は、彼らを兄弟と呼ぶこと

を恥とされない。 12すなわち、「わたしは、御名

をわたしの兄弟たちに告げ知らせ、教会の中で、

あなたをほめ歌おう」と言い、 13また、「わたし

は、彼により頼む」、また、「見よ、わたしと、

神がわたしに賜わった子らとは」と言われた。 14

このように、子たちは血と肉とに共にあずかって

いるので、イエスもまた同様に、それらをそなえ

ておられる。それは、死の力を持つ者、すなわち

悪魔を、ご自分の死によって滅ぼし、 15死の恐怖

のために一生涯、奴隷となっていた者たちを、解

き放つためである。 16確かに、彼は天使たちを助

けることはしないで、アブラハムの子孫を助けら

れた。 17そこで、イエスは、神のみまえにあわれ

み深い忠実な大祭司となって、民の罪をあがなう

ために、あらゆる点において兄弟たちと同じよう

にならねばならなかった。 18主ご自身、試錬を受

けて苦しまれたからこそ、試錬の中にある者たち

を助けることができるのである。

3そこで、天の召しにあずかっている聖なる兄弟
たちよ。あなたがたは、わたしたちが告白する

信仰の使者また大祭司なるイエスを、思いみるべ

きである。 2彼は、モーセが神の家の全体に対し

て忠実であったように、自分を立てたかたに対し

て忠実であられた。 3おおよそ、家を造る者が家

そのものよりもさらに尊ばれるように、彼は、モ

ーセ以上に、大いなる光栄を受けるにふさわしい

者とされたのである。 4家はすべて、だれかによ

って造られるものであるが、すべてのものを造ら

れたかたは、神である。 5さて、モーセは、後に

語らるべき事がらについてあかしをするために、

仕える者として、神の家の全体に対して忠実であ

ったが、 6キリストは御子として、神の家を治め

るのに忠実であられたのである。もしわたしたち



ヘブル人への手紙 736

が、望みの確信と誇とを最後までしっかりと持ち

続けるなら、わたしたちは神の家なのである。 7

だから、聖霊が言っているように、「きょう、あ

なたがたがみ声を聞いたなら、 8荒野における試

錬の日に、神にそむいた時のように、あなたがた

の心を、かたくなにしてはいけない。 9あなたが

たの先祖たちは、そこでわたしを試みためし、 10

しかも、四十年の間わたしのわざを見たのである

。だから、わたしはその時代の人々に対して、い

きどおって言った、彼らの心は、いつも迷ってお

り、彼らは、わたしの道を認めなかった。 11そこ

で、わたしは怒って、彼らをわたしの安息にはい

らせることはしない、と誓った」。 12兄弟たちよ

。気をつけなさい。あなたがたの中には、あるい

は、不信仰な悪い心をいだいて、生ける神から離

れ去る者があるかも知れない。 13あなたがたの中

に、罪の惑わしに陥って、心をかたくなにする者

がないように、「きょう」といううちに、日々、

互に励まし合いなさい。 14もし最初の確信を、最

後までしっかりと持ち続けるならば、わたしたち

はキリストにあずかる者となるのである。 15それ

について、こう言われている、「きょう、み声を

聞いたなら、神にそむいた時のように、あなたが

たの心を、かたくなにしてはいけない」。 16する

と、聞いたのにそむいたのは、だれであったのか

。モーセに率いられて、エジプトから出て行った

すべての人々ではなかったか。 17また、四十年の

間、神がいきどおられたのはだれに対してであっ

たか。罪を犯して、その死かばねを荒野にさらし

た者たちに対してではなかったか。 18また、神が

、わたしの安息に、はいらせることはしない、と

誓われたのは、だれに向かってであったか。不従

順な者に向かってではなかったか。 19こうして、

彼らがはいることのできなかったのは、不信仰の

ゆえであることがわかる。

4それだから、神の安息にはいるべき約束が、ま
だ存続しているにかかわらず、万一にも、はい

りそこなう者が、あなたがたの中から出ることが

ないように、注意しようではないか。 2というの

は、彼らと同じく、わたしたちにも福音が伝えら

れているのである。しかし、その聞いた御言は、

彼らには無益であった。それが、聞いた者たちに

、信仰によって結びつけられなかったからである

。 3ところが、わたしたち信じている者は、安息

にはいることができる。それは、「わたしが怒っ

て、彼らをわたしの安息に、はいらせることはし

ないと、誓ったように」と言われているとおりで

ある。しかも、みわざは世の初めに、でき上がっ

ていた。 4すなわち、聖書のある箇所で、七日目

のことについて、「神は、七日目にすべてのわざ

をやめて休まれた」と言われており、 5またここ

で、「彼らをわたしの安息に、はいらせることは

しない」と言われている。 6そこで、その安息に

はいる機会が、人々になお残されているのであり

、しかも、初めに福音を伝えられた人々は、不従

順のゆえに、はいることをしなかったのであるか

ら、 7神は、あらためて、ある日を「きょう」と

して定め、長く時がたってから、先に引用したと

おり、「きょう、み声を聞いたなら、あなたがた

の心を、かたくなにしてはいけない」とダビデを

とおして言われたのである。 8もしヨシュアが彼

らを休ませていたとすれば、神はあとになって、

ほかの日のことについて語られたはずはない。 9

こういうわけで、安息日の休みが、神の民のため

にまだ残されているのである。 10なぜなら、神の

安息にはいった者は、神がみわざをやめて休まれ

たように、自分もわざを休んだからである。 11し

たがって、わたしたちは、この安息にはいるよう

に努力しようではないか。そうでないと、同じよ

うな不従順の悪例にならって、落ちて行く者が出

るかもしれない。 12というのは、神の言は生きて

いて、力があり、もろ刃のつるぎよりも鋭くて、

精神と霊魂と、関節と骨髄とを切り離すまでに刺

しとおして、心の思いと志とを見分けることがで

きる。 13そして、神のみまえには、あらわでない

被造物はひとつもなく、すべてのものは、神の目

には裸であり、あらわにされているのである。こ

の神に対して、わたしたちは言い開きをしなくて

はならない。 14さて、わたしたちには、もろもろ

の天をとおって行かれた大祭司なる神の子イエス

がいますのであるから、わたしたちの告白する信

仰をかたく守ろうではないか。 15この大祭司は、

わたしたちの弱さを思いやることのできないよう

なかたではない。罪は犯されなかったが、すべて

のことについて、わたしたちと同じように試錬に

会われたのである。 16だから、わたしたちは、あ

われみを受け、また、恵みにあずかって時機を得

た助けを受けるために、はばかることなく恵みの

御座に近づこうではないか。

5大祭司なるものはすべて、人間の中から選ばれ
て、罪のために供え物といけにえとをささげる

ように、人々のために神に仕える役に任じられた

者である。 2彼は自分自身、弱さを身に負うてい

るので、無知な迷っている人々を、思いやること

ができると共に、 3その弱さのゆえに、民のため

だけではなく自分自身のためにも、罪についてさ

さげものをしなければならないのである。 4かつ

、だれもこの栄誉ある務を自分で得るのではなく

、アロンの場合のように、神の召しによって受け

るのである。 5同様に、キリストもまた、大祭司

の栄誉を自分で得たのではなく、「あなたこそは

、わたしの子。きょう、わたしはあなたを生んだ

」と言われたかたから、お受けになったのである

。 6また、ほかの箇所でこう言われている、「あ

なたこそは、永遠に、メルキゼデクに等しい祭司

である」。 (aiōn g165) 7キリストは、その肉の生活

の時には、激しい叫びと涙とをもって、ご自分を

死から救う力のあるかたに、祈と願いとをささげ

、そして、その深い信仰のゆえに聞きいれられた

のである。 8彼は御子であられたにもかかわらず

、さまざまの苦しみによって従順を学び、 9そし

て、全き者とされたので、彼に従順であるすべて
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の人に対して、永遠の救の源となり、 (aiōnios g166)

10神によって、メルキゼデクに等しい大祭司と、

となえられたのである。 11このことについては、

言いたいことがたくさんあるが、あなたがたの耳

が鈍くなっているので、それを説き明かすことは

むずかしい。 12あなたがたは、久しい以前からす

でに教師となっているはずなのに、もう一度神の

言の初歩を、人から手ほどきしてもらわねばなら

ない始末である。あなたがたは堅い食物ではなく

、乳を必要としている。 13すべて乳を飲んでいる

者は、幼な子なのだから、義の言葉を味わうこと

ができない。 14しかし、堅い食物は、善悪を見わ

ける感覚を実際に働かせて訓練された成人のとる

べきものである。

6そういうわけだから、わたしたちは、キリスト
の教の初歩をあとにして、完成を目ざして進も

うではないか。今さら、死んだ行いの悔改めと神

への信仰、 2洗いごとについての教と按手、死人

の復活と永遠のさばき、などの基本の教をくりか

えし学ぶことをやめようではないか。 (aiōnios g166)

3神の許しを得て、そうすることにしよう。 4いっ

たん、光を受けて天よりの賜物を味わい、聖霊に

あずかる者となり、 5また、神の良きみ言葉と、

きたるべき世の力とを味わった者たちが、 (aiōn

g165) 6そののち堕落した場合には、またもや神の

御子を、自ら十字架につけて、さらしものにする

わけであるから、ふたたび悔改めにたち帰ること

は不可能である。 7たとえば、土地が、その上に

たびたび降る雨を吸い込で、耕す人々に役立つ作

物を育てるなら、神の祝福にあずかる。 8しかし

、いばらやあざみをはえさせるなら、それは無用

になり、やがてのろわれ、ついには焼かれてしま

う。 9しかし、愛する者たちよ。こうは言うもの

の、わたしたちは、救にかかわる更に良いことが

あるのを、あなたがたについて確信している。 10

神は不義なかたではないから、あなたがたの働き

や、あなたがたがかつて聖徒に仕え、今もなお仕

えて、御名のために示してくれた愛を、お忘れに

なることはない。 11わたしたちは、あなたがたが

ひとり残らず、最後まで望みを持ちつづけるため

にも、同じ熱意を示し、 12怠ることがなく、信仰

と忍耐とをもって約束のものを受け継ぐ人々に見

習う者となるように、と願ってやまない。 13さて

、神がアブラハムに対して約束されたとき、さし

て誓うのに、ご自分よりも上のものがないので、

ご自分をさして誓って、 14「わたしは、必ずあな

たを祝福し、必ずあなたの子孫をふやす」と言わ

れた。 15このようにして、アブラハムは忍耐強く

待ったので、約束のものを得たのである。 16いっ

たい、人間は自分より上のものをさして誓うので

あり、そして、その誓いはすべての反対論を封じ

る保証となるのである。 17そこで、神は、約束の

ものを受け継ぐ人々に、ご計画の不変であること

を、いっそうはっきり示そうと思われ、誓いによ

って保証されたのである。 18それは、偽ることの

あり得ない神に立てられた二つの不変の事がらに

よって、前におかれている望みを捕えようとして

世をのがれてきたわたしたちが、力強い励ましを

受けるためである。 19この望みは、わたしたちに

とって、いわば、たましいを安全にし不動にする

錨であり、かつ「幕の内」にはいり行かせるもの

である。 20その幕の内に、イエスは、永遠にメル

キゼデクに等しい大祭司として、わたしたちのた

めにさきがけとなって、はいられたのである。

(aiōn g165)

7このメルキゼデクはサレムの王であり、いと高
き神の祭司であったが、王たちを撃破して帰る

アブラハムを迎えて祝福し、 2それに対して、ア

ブラハムは彼にすべての物の十分の一を分け与え

たのである。その名の意味は、第一に義の王、次

にまたサレムの王、すなわち平和の王である。 3

彼には父がなく、母がなく、系図がなく、生涯の

初めもなく、生命の終りもなく、神の子のようで

あって、いつまでも祭司なのである。 4そこで、

族長のアブラハムが最もよいぶんどり品の十分の

一を与えたのだから、この人がどんなにすぐれた

人物であったかが、あなたがたにわかるであろう

。 5さて、レビの子のうちで祭司の務をしている

者たちは、兄弟である民から、同じくアブラハム

の子孫であるにもかかわらず、十分の一を取るよ

うに、律法によって命じられている。 6ところが

、彼らの血統に属さないこの人が、アブラハムか

ら十分の一を受けとり、約束を受けている者を祝

福したのである。 7言うまでもなく、小なる者が

大なる者から祝福を受けるのである。 8その上、

一方では死ぬべき人間が、十分の一を受けている

が、他方では「彼は生きている者」とあかしされ

た人が、それを受けている。 9そこで、十分の一

を受けるべきレビでさえも、アブラハムを通じて

十分の一を納めた、と言える。 10なぜなら、メル

キゼデクがアブラハムを迎えた時には、レビはま

だこの父祖の腰の中にいたからである。 11もし全

うされることがレビ系の祭司制によって可能であ

ったら民は祭司制の下に律法を与えられたのであ

るがなんの必要があって、なお、「アロンに等し

い」と呼ばれない、別な「メルキゼデクに等しい

」祭司が立てられるのであるか。 12祭司制に変更

があれば、律法にも必ず変更があるはずである。

13さて、これらのことは、いまだかつて祭壇に奉

仕したことのない、他の部族に関して言われてい

るのである。 14というのは、わたしたちの主がユ

ダ族の中から出られたことは、明らかであるが、

モーセは、この部族について、祭司に関すること

では、ひとことも言っていない。 15そしてこの事

は、メルキゼデクと同様な、ほかの祭司が立てら

れたことによって、ますます明白になる。 16彼は

、肉につける戒めの律法によらないで、朽ちるこ

とのないいのちの力によって立てられたのである

。 17それについては、聖書に「あなたこそは、永

遠に、メルキゼデクに等しい祭司である」とあか

しされている。 (aiōn g165) 18このようにして、一方

では、前の戒めが弱くかつ無益であったために無
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効になると共に、 19（律法は、何事をも全うし得

なかったからである）、他方では、さらにすぐれ

た望みが現れてきて、わたしたちを神に近づかせ

るのである。 20その上に、このことは誓いをもっ

てなされた。人々は、誓いをしないで祭司とされ

るのであるが、 21この人の場合は、次のような誓

いをもってされたのである。すなわち、彼につい

て、こう言われている、「主は誓われたが、心を

変えることをされなかった。あなたこそは、永遠

に祭司である」。 (aiōn g165) 22このようにして、イ

エスは更にすぐれた契約の保証となられたのであ

る。 23かつ、死ということがあるために、務を続

けることができないので、多くの人々が祭司に立

てられるのである。 24しかし彼は、永遠にいます

かたであるので、変らない祭司の務を持ちつづけ

ておられるのである。 (aiōn g165) 25そこでまた、彼

は、いつも生きていて彼らのためにとりなしてお

られるので、彼によって神に来る人々を、いつも

救うことができるのである。 26このように、聖に

して、悪も汚れもなく、罪人とは区別され、かつ

、もろもろの天よりも高くされている大祭司こそ

、わたしたちにとってふさわしいかたである。 27

彼は、ほかの大祭司のように、まず自分の罪のた

め、次に民の罪のために、日々、いけにえをささ

げる必要はない。なぜなら、自分をささげて、一

度だけ、それをされたからである。 28律法は、弱

さを身に負う人間を立てて大祭司とするが、律法

の後にきた誓いの御言は、永遠に全うされた御子

を立てて、大祭司としたのである。 (aiōn g165)

8以上述べたことの要点は、このような大祭司が
わたしたちのためにおられ、天にあって大能者

の御座の右に座し、 2人間によらず主によって設

けられた真の幕屋なる聖所で仕えておられる、と

いうことである。 3おおよそ、大祭司が立てられ

るのは、供え物やいけにえをささげるためにほか

ならない。したがって、この大祭司もまた、何か

ささぐべき物を持っておられねばならない。 4そ

こで、もし彼が地上におられたなら、律法にした

がって供え物をささげる祭司たちが、現にいるの

だから、彼は祭司ではあり得なかったであろう。 5

彼らは、天にある聖所のひな型と影とに仕えてい

る者にすぎない。それについては、モーセが幕屋

を建てようとしたとき、御告げを受け、「山で示

された型どおりに、注意してそのいっさいを作り

なさい」と言われたのである。 6ところがキリス

トは、はるかにすぐれた務を得られたのである。

それは、さらにまさった約束に基いて立てられた

、さらにまさった契約の仲保者となられたことに

よる。 7もし初めの契約に欠けたところがなかっ

たなら、あとのものが立てられる余地はなかった

であろう。 8ところが、神は彼らを責めて言われ

た、「主は言われる、見よ、わたしがイスラエル

の家およびユダの家と、新しい契約を結ぶ日が来

る。 9それは、わたしが彼らの先祖たちの手をと

って、エジプトの地から導き出した日に、彼らと

結んだ契約のようなものではない。彼らがわたし

の契約にとどまることをしないので、わたしも彼

らをかえりみなかったからであると、主が言われ

る。 10わたしが、それらの日の後、イスラエルの

家と立てようとする契約はこれである、と主が言

われる。すなわち、わたしの律法を彼らの思いの

中に入れ、彼らの心に書きつけよう。こうして、

わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民とな

るであろう。 11彼らは、それぞれ、その同胞に、

また、それぞれ、その兄弟に、主を知れ、と言っ

て教えることはなくなる。なぜなら、大なる者か

ら小なる者に至るまで、彼らはことごとく、わた

しを知るようになるからである。 12わたしは、彼

らの不義をあわれみ、もはや、彼らの罪を思い出

すことはしない」。 13神は、「新しい」と言われ

たことによって、初めの契約を古いとされたので

ある。年を経て古びたものは、やがて消えていく

。

9さて、初めの契約にも、礼拝についてのさまざ
まな規定と、地上の聖所とがあった。 2すなわ

ち、まず幕屋が設けられ、その前の場所には燭台

と机と供えのパンとが置かれていた。これが、聖

所と呼ばれた。 3また第二の幕の後に、別の場所

があり、それは至聖所と呼ばれた。 4そこには金

の香壇と全面金でおおわれた契約の箱とが置かれ

、その中にはマナのはいっている金のつぼと、芽

を出したアロンのつえと、契約の石板とが入れて

あり、 5箱の上には栄光に輝くケルビムがあって

、贖罪所をおおっていた。これらのことについて

は、今ここで、いちいち述べることができない。 6

これらのものが、以上のように整えられた上で、

祭司たちは常に幕屋の前の場所にはいって礼拝を

するのであるが、 7幕屋の奥には大祭司が年に一

度だけはいるのであり、しかも自分自身と民との

あやまちのためにささげる血をたずさえないで行

くことはない。 8それによって聖霊は、前方の幕

屋が存在している限り、聖所にはいる道はまだ開

かれていないことを、明らかに示している。 9こ

の幕屋というのは今の時代に対する比喩である。

すなわち、供え物やいけにえはささげられるが、

儀式にたずさわる者の良心を全うすることはでき

ない。 10それらは、ただ食物と飲み物と種々の洗

いごとに関する行事であって、改革の時まで課せ

られている肉の規定にすぎない。 11しかしキリス

トがすでに現れた祝福の大祭司としてこられたと

き、手で造られず、この世界に属さない、さらに

大きく、完全な幕屋をとおり、 12かつ、やぎと子

牛との血によらず、ご自身の血によって、一度だ

け聖所にはいられ、それによって永遠のあがない

を全うされたのである。 (aiōnios g166) 13もし、やぎ

や雄牛の血や雌牛の灰が、汚れた人たちの上にま

きかけられて、肉体をきよめ聖別するとすれば、

14永遠の聖霊によって、ご自身を傷なき者として

神にささげられたキリストの血は、なおさら、わ

たしたちの良心をきよめて死んだわざを取り除き

、生ける神に仕える者としないであろうか。

(aiōnios g166) 15それだから、キリストは新しい契約
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の仲保者なのである。それは、彼が初めの契約の

もとで犯した罪過をあがなうために死なれた結果

、召された者たちが、約束された永遠の国を受け

継ぐためにほかならない。 (aiōnios g166) 16いったい

、遺言には、遺言者の死の証明が必要である。 17

遺言は死によってのみその効力を生じ、遺言者が

生きている間は、効力がない。 18だから、初めの

契約も、血を流すことなしに成立したのではない

。 19すなわち、モーセが、律法に従ってすべての

戒めを民全体に宣言したとき、水と赤色の羊毛と

ヒソプとの外に、子牛とやぎとの血を取って、契

約書と民全体とにふりかけ、 20そして、「これは

、神があなたがたに対して立てられた契約の血で

ある」と言った。 21彼はまた、幕屋と儀式用の器

具いっさいにも、同様に血をふりかけた。 22こう

して、ほとんどすべての物が、律法に従い、血に

よってきよめられたのである。血を流すことなし

には、罪のゆるしはあり得ない。 23このように、

天にあるもののひな型は、これらのものできよめ

られる必要があるが、天にあるものは、これらよ

り更にすぐれたいけにえで、きよめられねばなら

ない。 24ところが、キリストは、ほんとうのもの

の模型にすぎない、手で造った聖所にはいらない

で、上なる天にはいり、今やわたしたちのために

神のみまえに出て下さったのである。 25大祭司は

、年ごとに、自分以外のものの血をたずさえて聖

所にはいるが、キリストは、そのように、たびた

びご自身をささげられるのではなかった。 26もし

そうだとすれば、世の初めから、たびたび苦難を

受けねばならなかったであろう。しかし事実、ご

自身をいけにえとしてささげて罪を取り除くため

に、世の終りに、一度だけ現れたのである。 (aiōn

g165) 27そして、一度だけ死ぬことと、死んだ後さ

ばきを受けることとが、人間に定まっているよう

に、 28キリストもまた、多くの人の罪を負うため

に、一度だけご自身をささげられた後、彼を待ち

望んでいる人々に、罪を負うためではなしに二度

目に現れて、救を与えられるのである。

10いったい、律法はきたるべき良いことの影を
やどすにすぎず、そのものの真のかたちをそ

なえているものではないから、年ごとに引きつづ

きささげられる同じようないけにえによっても、

みまえに近づいて来る者たちを、全うすることは

できないのである。 2もしできたとすれば、儀式

にたずさわる者たちは、一度きよめられた以上、

もはや罪の自覚がなくなるのであるから、ささげ

物をすることがやんだはずではあるまいか。 3し

かし実際は、年ごとに、いけにえによって罪の思

い出がよみがえって来るのである。 4なぜなら、

雄牛ややぎなどの血は、罪を除き去ることができ

ないからである。 5それだから、キリストがこの

世にこられたとき、次のように言われた、「あな

たは、いけにえやささげ物を望まれないで、わた

しのために、からだを備えて下さった。 6あなた

は燔祭や罪祭を好まれなかった。 7その時、わた

しは言った、『神よ、わたしにつき、巻物の書物

に書いてあるとおり、見よ、御旨を行うためにま

いりました』」。 8ここで、初めに、「あなたは

、いけにえとささげ物と燔祭と罪祭と（すなわち

、律法に従ってささげられるもの）を望まれず、

好まれもしなかった」とあり、 9次に、「見よ、

わたしは御旨を行うためにまいりました」とある

。すなわち、彼は、後のものを立てるために、初

めのものを廃止されたのである。 10この御旨に基

きただ一度イエス・キリストのからだがささげら

れたことによって、わたしたちはきよめられたの

である。 11こうして、すべての祭司は立って日ご

とに儀式を行い、たびたび同じようないけにえを

ささげるが、それらは決して罪を除き去ることは

できない。 12しかるに、キリストは多くの罪のた

めに一つの永遠のいけにえをささげた後、神の右

に座し、 13それから、敵をその足台とするときま

で、待っておられる。 14彼は一つのささげ物によ

って、きよめられた者たちを永遠に全うされたの

である。 15聖霊もまた、わたしたちにあかしをし

て、 16「わたしが、それらの日の後、彼らに対し

て立てようとする契約はこれであると、主が言わ

れる。わたしの律法を彼らの心に与え、彼らの思

いのうちに書きつけよう」と言い、 17さらに、「

もはや、彼らの罪と彼らの不法とを、思い出すこ

とはしない」と述べている。 18これらのことに対

するゆるしがある以上、罪のためのささげ物は、

もはやあり得ない。 19兄弟たちよ。こういうわけ

で、わたしたちはイエスの血によって、はばかる

ことなく聖所にはいることができ、 20彼の肉体な

る幕をとおり、わたしたちのために開いて下さっ

た新しい生きた道をとおって、はいって行くこと

ができるのであり、 21さらに、神の家を治める大

いなる祭司があるのだから、 22心はすすがれて良

心のとがめを去り、からだは清い水で洗われ、ま

ごころをもって信仰の確信に満たされつつ、みま

えに近づこうではないか。 23また、約束をして下

さったのは忠実なかたであるから、わたしたちの

告白する望みを、動くことなくしっかりと持ち続

け、 24愛と善行とを励むように互に努め、 25あ

る人たちがいつもしているように、集会をやめる

ことはしないで互に励まし、かの日が近づいてい

るのを見て、ますます、そうしようではないか。

26もしわたしたちが、真理の知識を受けたのちに

もなお、ことさらに罪を犯しつづけるなら、罪の

ためのいけにえは、もはやあり得ない。 27ただ、

さばきと、逆らう者たちを焼きつくす激しい火と

を、恐れつつ待つことだけがある。 28モーセの律

法を無視する者が、あわれみを受けることなしに

、二、三の人の証言に基いて死刑に処せられると

すれば、 29神の子を踏みつけ、自分がきよめられ

た契約の血を汚れたものとし、さらに恵みの御霊

を侮る者は、どんなにか重い刑罰に価することで

あろう。 30「復讐はわたしのすることである。わ

たし自身が報復する」と言われ、また「主はその

民をさばかれる」と言われたかたを、わたしたち

は知っている。 31生ける神のみ手のうちに落ちる

のは、恐ろしいことである。 32あなたがたは、光
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に照されたのち、苦しい大きな戦いによく耐えた

初めのころのことを、思い出してほしい。 33そし

られ苦しめられて見せ物にされたこともあれば、

このようなめに会った人々の仲間にされたことも

あった。 34さらに獄に入れられた人々を思いやり

、また、もっとまさった永遠の宝を持っているこ

とを知って、自分の財産が奪われても喜んでそれ

を忍んだ。 35だから、あなたがたは自分の持って

いる確信を放棄してはいけない。その確信には大

きな報いが伴っているのである。 36神の御旨を行

って約束のものを受けるため、あなたがたに必要

なのは、忍耐である。 37「もうしばらくすれば、

きたるべきかたがお見えになる。遅くなることは

ない。 38わが義人は、信仰によって生きる。もし

信仰を捨てるなら、わたしのたましいはこれを喜

ばない」。 39しかしわたしたちは、信仰を捨てて

滅びる者ではなく、信仰に立って、いのちを得る

者である。

11さて、信仰とは、望んでいる事がらを確信し
、まだ見ていない事実を確認することである

。 2昔の人たちは、この信仰のゆえに賞賛された

。 3信仰によって、わたしたちは、この世界が神

の言葉で造られたのであり、したがって、見える

ものは現れているものから出てきたのでないこと

を、悟るのである。 (aiōn g165) 4信仰によって、ア

ベルはカインよりもまさったいけにえを神にささ

げ、信仰によって義なる者と認められた。神が、

彼の供え物をよしとされたからである。彼は死ん

だが、信仰によって今もなお語っている。 5信仰

によって、エノクは死を見ないように天に移され

た。神がお移しになったので、彼は見えなくなっ

た。彼が移される前に、神に喜ばれた者と、あか

しされていたからである。 6信仰がなくては、神

に喜ばれることはできない。なぜなら、神に来る

者は、神のいますことと、ご自身を求める者に報

いて下さることとを、必ず信じるはずだからであ

る。 7信仰によって、ノアはまだ見ていない事が

らについて御告げを受け、恐れかしこみつつ、そ

の家族を救うために箱舟を造り、その信仰によっ

て世の罪をさばき、そして、信仰による義を受け

継ぐ者となった。 8信仰によって、アブラハムは

、受け継ぐべき地に出て行けとの召しをこうむっ

た時、それに従い、行く先を知らないで出て行っ

た。 9信仰によって、他国にいるようにして約束

の地に宿り、同じ約束を継ぐイサク、ヤコブと共

に、幕屋に住んだ。 10彼は、ゆるがぬ土台の上に

建てられた都を、待ち望んでいたのである。その

都をもくろみ、また建てたのは、神である。 11信

仰によって、サラもまた、年老いていたが、種を

宿す力を与えられた。約束をなさったかたは真実

であると、信じていたからである。 12このように

して、ひとりの死んだと同様な人から、天の星の

ように、海べの数えがたい砂のように、おびただ

しい人が生れてきたのである。 13これらの人はみ

な、信仰をいだいて死んだ。まだ約束のものは受

けていなかったが、はるかにそれを望み見て喜び

、そして、地上では旅人であり寄留者であること

を、自ら言いあらわした。 14そう言いあらわすこ

とによって、彼らがふるさとを求めていることを

示している。 15もしその出てきた所のことを考え

ていたなら、帰る機会はあったであろう。 16しか

し実際、彼らが望んでいたのは、もっと良い、天

にあるふるさとであった。だから神は、彼らの神

と呼ばれても、それを恥とはされなかった。事実

、神は彼らのために、都を用意されていたのであ

る。 17信仰によって、アブラハムは、試錬を受け

たとき、イサクをささげた。すなわち、約束を受

けていた彼が、そのひとり子をささげたのである

。 18この子については、「イサクから出る者が、

あなたの子孫と呼ばれるであろう」と言われてい

たのであった。 19彼は、神が死人の中から人をよ

みがえらせる力がある、と信じていたのである。

だから彼は、いわば、イサクを生きかえして渡さ

れたわけである。 20信仰によって、イサクは、き

たるべきことについて、ヤコブとエサウとを祝福

した。 21信仰によって、ヤコブは死のまぎわに、

ヨセフの子らをひとりびとり祝福し、そしてその

つえのかしらによりかかって礼拝した。 22信仰に

よって、ヨセフはその臨終に、イスラエルの子ら

の出て行くことを思い、自分の骨のことについて

さしずした。 23信仰によって、モーセの生れたと

き、両親は、三か月のあいだ彼を隠した。それは

、彼らが子供のうるわしいのを見たからである。

彼らはまた、王の命令をも恐れなかった。 24信仰

によって、モーセは、成人したとき、パロの娘の

子と言われることを拒み、 25罪のはかない歓楽に

ふけるよりは、むしろ神の民と共に虐待されるこ

とを選び、 26キリストのゆえに受けるそしりを、

エジプトの宝にまさる富と考えた。それは、彼が

報いを望み見ていたからである。 27信仰によって

、彼は王の憤りをも恐れず、エジプトを立ち去っ

た。彼は、見えないかたを見ているようにして、

忍びとおした。 28信仰によって、滅ぼす者が、長

子らに手を下すことのないように、彼は過越を行

い血を塗った。 29信仰によって、人々は紅海をか

わいた土地をとおるように渡ったが、同じことを

企てたエジプト人はおぼれ死んだ。 30信仰によっ

て、エリコの城壁は、七日にわたってまわったた

めに、くずれおちた。 31信仰によって、遊女ラハ

ブは、探りにきた者たちをおだやかに迎えたので

、不従順な者どもと一緒に滅びることはなかった

。 32このほか、何を言おうか。もしギデオン、バ

ラク、サムソン、エフタ、ダビデ、サムエル及び

預言者たちについて語り出すなら、時間が足りな

いであろう。 33彼らは信仰によって、国々を征服

し、義を行い、約束のものを受け、ししの口をふ

さぎ、 34火の勢いを消し、つるぎの刃をのがれ、

弱いものは強くされ、戦いの勇者となり、他国の

軍を退かせた。 35女たちは、その死者たちをよみ

がえらさせてもらった。ほかの者は、更にまさっ

たいのちによみがえるために、拷問の苦しみに甘

んじ、放免されることを願わなかった。 36なおほ

かの者たちは、あざけられ、むち打たれ、しばり



ヘブル人への手紙741

上げられ、投獄されるほどのめに会った。 37ある

いは、石で打たれ、さいなまれ、のこぎりで引か

れ、つるぎで切り殺され、羊の皮や、やぎの皮を

着て歩きまわり、無一物になり、悩まされ、苦し

められ、 38（この世は彼らの住む所ではなかった

）、荒野と山の中と岩の穴と土の穴とを、さまよ

い続けた。 39さて、これらの人々はみな、信仰に

よってあかしされたが、約束のものは受けなかっ

た。 40神はわたしたちのために、さらに良いもの

をあらかじめ備えて下さっているので、わたした

ちをほかにしては彼らが全うされることはない。

12こういうわけで、わたしたちは、このような
多くの証人に雲のように囲まれているのであ

るから、いっさいの重荷と、からみつく罪とをか

なぐり捨てて、わたしたちの参加すべき競走を、

耐え忍んで走りぬこうではないか。 2信仰の導き

手であり、またその完成者であるイエスを仰ぎ見

つつ、走ろうではないか。彼は、自分の前におか

れている喜びのゆえに、恥をもいとわないで十字

架を忍び、神の御座の右に座するに至ったのであ

る。 3あなたがたは、弱り果てて意気そそうしな

いために、罪人らのこのような反抗を耐え忍んだ

かたのことを、思いみるべきである。 4あなたが

たは、罪と取り組んで戦う時、まだ血を流すほど

の抵抗をしたことがない。 5また子たちに対する

ように、あなたがたに語られたこの勧めの言葉を

忘れている、「わたしの子よ、主の訓練を軽んじ

てはいけない。主に責められるとき、弱り果てて

はならない。 6主は愛する者を訓練し、受けいれ

るすべての子を、むち打たれるのである」。 7あ

なたがたは訓練として耐え忍びなさい。神はあな

たがたを、子として取り扱っておられるのである

。いったい、父に訓練されない子があるだろうか

。 8だれでも受ける訓練が、あなたがたに与えら

れないとすれば、それこそ、あなたがたは私生子

であって、ほんとうの子ではない。 9その上、肉

親の父はわたしたちを訓練するのに、なお彼をう

やまうとすれば、なおさら、わたしたちは、たま

しいの父に服従して、真に生きるべきではないか

。 10肉親の父は、しばらくの間、自分の考えに従

って訓練を与えるが、たましいの父は、わたした

ちの益のため、そのきよさにあずからせるために

、そうされるのである。 11すべての訓練は、当座

は、喜ばしいものとは思われず、むしろ悲しいも

のと思われる。しかし後になれば、それによって

鍛えられる者に、平安な義の実を結ばせるように

なる。 12それだから、あなたがたのなえた手と、

弱くなっているひざとを、まっすぐにしなさい。

13また、足のなえている者が踏みはずすことなく

、むしろいやされるように、あなたがたの足のた

めに、まっすぐな道をつくりなさい。 14すべての

人と相和し、また、自らきよくなるように努めな

さい。きよくならなければ、だれも主を見ること

はできない。 15気をつけて、神の恵みからもれる

ことがないように、また、苦い根がはえ出て、あ

なたがたを悩まし、それによって多くの人が汚さ

れることのないようにしなさい。 16また、一杯の

食のために長子の権利を売ったエサウのように、

不品行な俗悪な者にならないようにしなさい。 17

あなたがたの知っているように、彼はその後、祝

福を受け継ごうと願ったけれども、捨てられてし

まい、涙を流してそれを求めたが、悔改めの機会

を得なかったのである。 18あなたがたが近づいて

いるのは、手で触れることができ、火が燃え、黒

雲や暗やみやあらしにつつまれ、 19また、ラッパ

の響や、聞いた者たちがそれ以上、耳にしたくな

いと願ったような言葉がひびいてきた山ではない

。 20そこでは、彼らは、「けものであっても、山

に触たら、石で打ち殺されてしまえ」という命令

の言葉に、耐えることができなかったのである。

21その光景が恐ろしかったのでモーセさえも、「

わたしは恐ろしさのあまり、おののいている」と

言ったほどである。 22しかしあなたがたが近づい

ているのは、シオンの山、生ける神の都、天にあ

るエルサレム、無数の天使の祝会、 23天に登録さ

れている長子たちの教会、万民の審判者なる神、

全うされた義人の霊、 24新しい契約の仲保者イエ

ス、ならびに、アベルの血よりも力強く語るそそ

がれた血である。 25あなたがたは、語っておられ

るかたを拒むことがないように、注意しなさい。

もし地上で御旨を告げた者を拒んだ人々が、罰を

のがれることができなかったなら、天から告げ示

すかたを退けるわたしたちは、なおさらそうなる

のではないか。 26あの時には、御声が地を震わせ

た。しかし今は、約束して言われた、「わたしは

もう一度、地ばかりでなく天をも震わそう」。 27

この「もう一度」という言葉は、震われないもの

が残るために、震われるものが、造られたものと

して取り除かれることを示している。 28このよう

に、わたしたちは震われない国を受けているのだ

から、感謝をしようではないか。そして感謝しつ

つ、恐れかしこみ、神に喜ばれるように、仕えて

いこう。 29わたしたちの神は、実に、焼きつくす

火である。

13兄弟愛を続けなさい。 2旅人をもてなすこと

を忘れてはならない。このようにして、ある

人々は、気づかないで御使たちをもてなした。 3

獄につながれている人たちを、自分も一緒につな

がれている心持で思いやりなさい。また、自分も

同じ肉体にある者だから、苦しめられている人た

ちのことを、心にとめなさい。 4すべての人は、

結婚を重んずべきである。また寝床を汚してはな

らない。神は、不品行な者や姦淫をする者をさば

かれる。 5金銭を愛することをしないで、自分の

持っているもので満足しなさい。主は、「わたし

は、決してあなたを離れず、あなたを捨てない」

と言われた。 6だから、わたしたちは、はばから

ずに言おう、「主はわたしの助け主である。わた

しには恐れはない。人は、わたしに何ができよう

か」。 7神の言をあなたがたに語った指導者たち

のことを、いつも思い起しなさい。彼らの生活の

最後を見て、その信仰にならいなさい。 8イエス
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・キリストは、きのうも、きょうも、いつまでも

変ることがない。 (aiōn g165) 9さまざまな違った教

によって、迷わされてはならない。食物によらず

、恵みによって、心を強くするがよい。食物によ

って歩いた者は、益を得ることがなかった。 10わ

たしたちには一つの祭壇がある。幕屋で仕えてい

る者たちは、その祭壇の食物をたべる権利はない

。 11なぜなら、大祭司によって罪のためにささげ

られるけものの血は、聖所のなかに携えて行かれ

るが、そのからだは、営所の外で焼かれてしまう

からである。 12だから、イエスもまた、ご自分の

血で民をきよめるために、門の外で苦難を受けら

れたのである。 13したがって、わたしたちも、彼

のはずかしめを身に負い、営所の外に出て、みも

とに行こうではないか。 14この地上には、永遠の

都はない。きたらんとする都こそ、わたしたちの

求めているものである。 15だから、わたしたちは

イエスによって、さんびのいけにえ、すなわち、

彼の御名をたたえるくちびるの実を、たえず神に

ささげようではないか。 16そして、善を行うこと

と施しをすることとを、忘れてはいけない。神は

、このようないけにえを喜ばれる。 17あなたがた

の指導者たちの言うことを聞きいれて、従いなさ

い。彼らは、神に言いひらきをすべき者として、

あなたがたのたましいのために、目をさましてい

る。彼らが嘆かないで、喜んでこのことをするよ

うにしなさい。そうでないと、あなたがたの益に

ならない。 18わたしたちのために、祈ってほしい

。わたしたちは明らかな良心を持っていると信じ

ており、何事についても、正しく行動しようと願

っている。 19わたしがあなたがたの所に早く帰れ

るため、祈ってくれるように、特にお願いする。

20永遠の契約の血による羊の大牧者、わたしたち

の主イエスを、死人の中から引き上げられた平和

の神が、 (aiōnios g166) 21イエス・キリストによって

、みこころにかなうことをわたしたちにして下さ

り、あなたがたが御旨を行うために、すべての良

きものを備えて下さるようにこい願う。栄光が、

世々限りなく神にあるように、アァメン。 (aiōn

g165) 22兄弟たちよ。どうかわたしの勧めの言葉を

受けいれてほしい。わたしは、ただ手みじかに書

いたのだから。 23わたしたちの兄弟テモテがゆる

されたことを、お知らせする。もし彼が早く来れ

ば、彼と一緒にわたしはあなたがたに会えるだろ

う。 24あなたがたの指導者一同と聖徒たち一同に

、よろしく伝えてほしい。イタリヤからきた人々

から、あなたがたによろしく。 25恵みが、あなた

がた一同にあるように。
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ヤコブの手紙

1神と主イエス・キリストとの僕ヤコブから、離
散している十二部族の人々へ、あいさつをおく

る。 2わたしの兄弟たちよ。あなたがたが、いろ

いろな試錬に会った場合、それをむしろ非常に喜

ばしいことと思いなさい。 3あなたがたの知って

いるとおり、信仰がためされることによって、忍

耐が生み出されるからである。 4だから、なんら

欠点のない、完全な、でき上がった人となるよう

に、その忍耐力を十分に働かせるがよい。 5あな

たがたのうち、知恵に不足している者があれば、

その人は、とがめもせずに惜しみなくすべての人

に与える神に、願い求めるがよい。そうすれば、

与えられるであろう。 6ただ、疑わないで、信仰

をもって願い求めなさい。疑う人は、風の吹くま

まに揺れ動く海の波に似ている。 7そういう人は

、主から何かをいただけるもののように思うべき

ではない。 8そんな人間は、二心の者であって、

そのすべての行動に安定がない。 9低い身分の兄

弟は、自分が高くされたことを喜びなさい。 10ま

た、富んでいる者は、自分が低くされたことを喜

ぶがよい。富んでいる者は、草花のように過ぎ去

るからである。 11たとえば、太陽が上って熱風を

おくると、草を枯らす。そしてその花は落ち、そ

の美しい姿は消えうせてしまう。それと同じよう

に、富んでいる者も、その一生の旅なかばで没落

するであろう。 12試錬を耐え忍ぶ人は、さいわい

である。それを忍びとおしたなら、神を愛する者

たちに約束されたいのちの冠を受けるであろう。

13だれでも誘惑に会う場合、「この誘惑は、神か

らきたものだ」と言ってはならない。神は悪の誘

惑に陥るようなかたではなく、また自ら進んで人

を誘惑することもなさらない。 14人が誘惑に陥る

のは、それぞれ、欲に引かれ、さそわれるからで

ある。 15欲がはらんで罪を生み、罪が熟して死を

生み出す。 16愛する兄弟たちよ。思い違いをして

はいけない。 17あらゆる良い贈り物、あらゆる完

全な賜物は、上から、光の父から下って来る。父

には、変化とか回転の影とかいうものはない。 18

父は、わたしたちを、いわば被造物の初穂とする

ために、真理の言葉によって御旨のままに、生み

出して下さったのである。 19愛する兄弟たちよ。

このことを知っておきなさい。人はすべて、聞く

に早く、語るにおそく、怒るにおそくあるべきで

ある。 20人の怒りは、神の義を全うするものでは

ないからである。 21だから、すべての汚れや、は

なはだしい悪を捨て去って、心に植えつけられて

いる御言を、すなおに受け入れなさい。御言には

、あなたがたのたましいを救う力がある。 22そし

て、御言を行う人になりなさい。おのれを欺いて

、ただ聞くだけの者となってはいけない。 23おお

よそ御言を聞くだけで行わない人は、ちょうど、

自分の生れつきの顔を鏡に映して見る人のようで

ある。 24彼は自分を映して見てそこから立ち去る

と、そのとたんに、自分の姿がどんなであったか

を忘れてしまう。 25これに反して、完全な自由の

律法を一心に見つめてたゆまない人は、聞いて忘

れてしまう人ではなくて、実際に行う人である。

こういう人は、その行いによって祝福される。 26

もし人が信心深い者だと自任しながら、舌を制す

ることをせず、自分の心を欺いているならば、そ

の人の信心はむなしいものである。 27父なる神の

みまえに清く汚れのない信心とは、困っている孤

児や、やもめを見舞い、自らは世の汚れに染まず

に、身を清く保つことにほかならない。

2わたしの兄弟たちよ。わたしたちの栄光の主イ
エス・キリストへの信仰を守るのに、分け隔て

をしてはならない。 2たとえば、あなたがたの会

堂に、金の指輪をはめ、りっぱな着物を着た人が

はいって来ると同時に、みすぼらしい着物を着た

貧しい人がはいってきたとする。 3その際、りっ

ぱな着物を着た人に対しては、うやうやしく「ど

うぞ、こちらの良い席にお掛け下さい」と言い、

貧しい人には、「あなたは、そこに立っていなさ

い。それとも、わたしの足もとにすわっているが

よい」と言ったとしたら、 4あなたがたは、自分

たちの間で差別立てをし、よからぬ考えで人をさ

ばく者になったわけではないか。 5愛する兄弟た

ちよ。よく聞きなさい。神は、この世の貧しい人

たちを選んで信仰に富ませ、神を愛する者たちに

約束された御国の相続者とされたではないか。 6

しかるに、あなたがたは貧しい人をはずかしめた

のである。あなたがたをしいたげ、裁判所に引き

ずり込むのは、富んでいる者たちではないか。 7

あなたがたに対して唱えられた尊い御名を汚すの

は、実に彼らではないか。 8しかし、もしあなた

がたが、「自分を愛するように、あなたの隣り人

を愛せよ」という聖書の言葉に従って、このきわ

めて尊い律法を守るならば、それは良いことであ

る。 9しかし、もし分け隔てをするならば、あな

たがたは罪を犯すことになり、律法によって違反

者として宣告される。 10なぜなら、律法をことご

とく守ったとしても、その一つの点にでも落ち度

があれば、全体を犯したことになるからである。

11たとえば、「姦淫するな」と言われたかたは、

また「殺すな」とも仰せになった。そこで、たと

い姦淫はしなくても、人殺しをすれば、律法の違

反者になったことになる。 12だから、自由の律法

によってさばかるべき者らしく語り、かつ行いな

さい。 13あわれみを行わなかった者に対しては、

仮借のないさばきが下される。あわれみは、さば

きにうち勝つ。 14わたしの兄弟たちよ。ある人が

自分には信仰があると称していても、もし行いが

なかったら、なんの役に立つか。その信仰は彼を

救うことができるか。 15ある兄弟または姉妹が裸

でいて、その日の食物にもこと欠いている場合、

16あなたがたのうち、だれかが、「安らかに行き

なさい。暖まって、食べ飽きなさい」と言うだけ

で、そのからだに必要なものを何ひとつ与えなか

ったとしたら、なんの役に立つか。 17信仰も、そ

れと同様に、行いを伴わなければ、それだけでは
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死んだものである。 18しかし、「ある人には信仰

があり、またほかの人には行いがある」と言う者

があろう。それなら、行いのないあなたの信仰な

るものを見せてほしい。そうしたら、わたしの行

いによって信仰を見せてあげよう。 19あなたは、

神はただひとりであると信じているのか。それは

結構である。悪霊どもでさえ、信じておののいて

いる。 20ああ、愚かな人よ。行いを伴わない信仰

のむなしいことを知りたいのか。 21わたしたちの

父祖アブラハムは、その子イサクを祭壇にささげ

た時、行いによって義とされたのではなかったか

。 22あなたが知っているとおり、彼においては、

信仰が行いと共に働き、その行いによって信仰が

全うされ、 23こうして、「アブラハムは神を信じ

た。それによって、彼は義と認められた」という

聖書の言葉が成就し、そして、彼は「神の友」と

唱えられたのである。 24これでわかるように、人

が義とされるのは、行いによるのであって、信仰

だけによるのではない。 25同じように、かの遊女

ラハブでさえも、使者たちをもてなし、彼らを別

な道から送り出した時、行いによって義とされた

ではないか。 26霊魂のないからだが死んだもので

あると同様に、行いのない信仰も死んだものなの

である。

3わたしの兄弟たちよ。あなたがたのうち多くの
者は、教師にならないがよい。わたしたち教師

が、他の人たちよりも、もっときびしいさばきを

受けることが、よくわかっているからである。 2

わたしたちは皆、多くのあやまちを犯すものであ

る。もし、言葉の上であやまちのない人があれば

、そういう人は、全身をも制御することのできる

完全な人である。 3馬を御するために、その口に

くつわをはめるなら、その全身を引きまわすこと

ができる。 4また船を見るがよい。船体が非常に

大きく、また激しい風に吹きまくられても、ごく

小さなかじ一つで、操縦者の思いのままに運転さ

れる。 5それと同じく、舌は小さな器官ではある

が、よく大言壮語する。見よ、ごく小さな火でも

、非常に大きな森を燃やすではないか。 6舌は火

である。不義の世界である。舌は、わたしたちの

器官の一つとしてそなえられたものであるが、全

身を汚し、生存の車輪を燃やし、自らは地獄の火

で焼かれる。 (Geenna g1067) 7あらゆる種類の獣、鳥

、這うもの、海の生物は、すべて人類に制せられ

るし、また制せられてきた。 8ところが、舌を制

しうる人は、ひとりもいない。それは、制しにく

い悪であって、死の毒に満ちている。 9わたした

ちは、この舌で父なる主をさんびし、また、その

同じ舌で、神にかたどって造られた人間をのろっ

ている。 10同じ口から、さんびとのろいとが出て

来る。わたしの兄弟たちよ。このような事は、あ

るべきでない。 11泉が、甘い水と苦い水とを、同

じ穴からふき出すことがあろうか。 12わたしの兄

弟たちよ。いちじくの木がオリブの実を結び、ぶ

どうの木がいちじくの実を結ぶことができようか

。塩水も、甘い水を出すことはできない。 13あな

たがたのうちで、知恵があり物わかりのよい人は

、だれであるか。その人は、知恵にかなう柔和な

行いをしていることを、よい生活によって示すが

よい。 14しかし、もしあなたがたの心の中に、苦

々しいねたみや党派心をいだいているのなら、誇

り高ぶってはならない。また、真理にそむいて偽

ってはならない。 15そのような知恵は、上から下

ってきたものではなくて、地につくもの、肉に属

するもの、悪魔的なものである。 16ねたみと党派

心とのあるところには、混乱とあらゆる忌むべき

行為とがある。 17しかし上からの知恵は、第一に

清く、次に平和、寛容、温順であり、あわれみと

良い実とに満ち、かたより見ず、偽りがない。 18

義の実は、平和を造り出す人たちによって、平和

のうちにまかれるものである。

4あなたがたの中の戦いや争いは、いったい、ど
こから起るのか。それはほかではない。あなた

がたの肢体の中で相戦う欲情からではないか。 2

あなたがたは、むさぼるが得られない。そこで人

殺しをする。熱望するが手に入れることができな

い。そこで争い戦う。あなたがたは、求めないか

ら得られないのだ。 3求めても与えられないのは

、快楽のために使おうとして、悪い求め方をする

からだ。 4不貞のやからよ。世を友とするのは、

神への敵対であることを、知らないか。おおよそ

世の友となろうと思う者は、自らを神の敵とする

のである。 5それとも、「神は、わたしたちの内

に住まわせた霊を、ねたむほどに愛しておられる

」と聖書に書いてあるのは、むなしい言葉だと思

うのか。 6しかし神は、いや増しに恵みを賜う。

であるから、「神は高ぶる者をしりぞけ、へりく

だる者に恵みを賜う」とある。 7そういうわけだ

から、神に従いなさい。そして、悪魔に立ちむか

いなさい。そうすれば、彼はあなたがたから逃げ

去るであろう。 8神に近づきなさい。そうすれば

、神はあなたがたに近づいて下さるであろう。罪

人どもよ、手をきよめよ。二心の者どもよ、心を

清くせよ。 9苦しめ、悲しめ、泣け。あなたがた

の笑いを悲しみに、喜びを憂いに変えよ。 10主の

みまえにへりくだれ。そうすれば、主は、あなた

がたを高くして下さるであろう。 11兄弟たちよ。

互に悪口を言い合ってはならない。兄弟の悪口を

言ったり、自分の兄弟をさばいたりする者は、律

法をそしり、律法をさばくやからである。もしあ

なたが律法をさばくなら、律法の実行者ではなく

て、その審判者なのである。 12しかし、立法者で

あり審判者であるかたは、ただひとりであって、

救うことも滅ぼすこともできるのである。しかる

に、隣り人をさばくあなたは、いったい、何者で

あるか。 13よく聞きなさい。「きょうか、あす、

これこれの町へ行き、そこに一か年滞在し、商売

をして一もうけしよう」と言う者たちよ。 14あな

たがたは、あすのこともわからぬ身なのだ。あな

たがたのいのちは、どんなものであるか。あなた

がたは、しばしの間あらわれて、たちまち消え行

く霧にすぎない。 15むしろ、あなたがたは「主の
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みこころであれば、わたしは生きながらえもし、

あの事この事もしよう」と言うべきである。 16と

ころが、あなたがたは誇り高ぶっている。このよ

うな高慢は、すべて悪である。 17人が、なすべき

善を知りながら行わなければ、それは彼にとって

罪である。

5富んでいる人たちよ。よく聞きなさい。あなた
がたは、自分の身に降りかかろうとしているわ

ざわいを思って、泣き叫ぶがよい。 2あなたがた

の富は朽ち果て、着物はむしばまれ、 3金銀はさ

びている。そして、そのさびの毒は、あなたがた

の罪を責め、あなたがたの肉を火のように食いつ

くすであろう。あなたがたは、終りの時にいるの

に、なお宝をたくわえている。 4見よ、あなたが

たが労働者たちに畑の刈入れをさせながら、支払

わずにいる賃銀が、叫んでいる。そして、刈入れ

をした人たちの叫び声が、すでに万軍の主の耳に

達している。 5あなたがたは、地上でおごり暮し

、快楽にふけり、「ほふらるる日」のために、お

のが心を肥やしている。 6そして、義人を罪に定

め、これを殺した。しかも彼は、あなたがたに抵

抗しない。 7だから、兄弟たちよ。主の来臨の時

まで耐え忍びなさい。見よ、農夫は、地の尊い実

りを、前の雨と後の雨とがあるまで、耐え忍んで

待っている。 8あなたがたも、主の来臨が近づい

ているから、耐え忍びなさい。心を強くしていな

さい。 9兄弟たちよ。互に不平を言い合ってはな

らない。さばきを受けるかも知れないから。見よ

、さばき主が、すでに戸口に立っておられる。 10

兄弟たちよ。苦しみを耐え忍ぶことについては、

主の御名によって語った預言者たちを模範にする

がよい。 11忍び抜いた人たちはさいわいであると

、わたしたちは思う。あなたがたは、ヨブの忍耐

のことを聞いている。また、主が彼になさったこ

との結末を見て、主がいかに慈愛とあわれみとに

富んだかたであるかが、わかるはずである。 12さ

て、わたしの兄弟たちよ。何はともあれ、誓いを

してはならない。天をさしても、地をさしても、

あるいは、そのほかのどんな誓いによっても、い

っさい誓ってはならない。むしろ、「しかり」を

「しかり」とし、「否」を「否」としなさい。そ

うしないと、あなたがたは、さばきを受けること

になる。 13あなたがたの中に、苦しんでいる者が

あるか。その人は、祈るがよい。喜んでいる者が

あるか。その人は、さんびするがよい。 14あなた

がたの中に、病んでいる者があるか。その人は、

教会の長老たちを招き、主の御名によって、オリ

ブ油を注いで祈ってもらうがよい。 15信仰による

祈は、病んでいる人を救い、そして、主はその人

を立ちあがらせて下さる。かつ、その人が罪を犯

していたなら、それもゆるされる。 16だから、互

に罪を告白し合い、また、いやされるようにお互

のために祈りなさい。義人の祈は、大いに力があ

り、効果のあるものである。 17エリヤは、わたし

たちと同じ人間であったが、雨が降らないように

と祈をささげたところ、三年六か月のあいだ、地

上に雨が降らなかった。 18それから、ふたたび祈

ったところ、天は雨を降らせ、地はその実をみの

らせた。 19わたしの兄弟たちよ。あなたがたのう

ち、真理の道から踏み迷う者があり、だれかが彼

を引きもどすなら、 20かように罪人を迷いの道か

ら引きもどす人は、そのたましいを死から救い出

し、かつ、多くの罪をおおうものであることを、

知るべきである。
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ペテロの手紙第一

1イエス・キリストの使徒ペテロから、ポント、
ガラテヤ、カパドキヤ、アジヤおよびビテニヤ

に離散し寄留している人たち、 2すなわち、イエ

ス・キリストに従い、かつ、その血のそそぎを受

けるために、父なる神の予知されたところによっ

て選ばれ、御霊のきよめにあずかっている人たち

へ。恵みと平安とが、あなたがたに豊かに加わる

ように。 3ほむべきかな、わたしたちの主イエス

・キリストの父なる神。神は、その豊かなあわれ

みにより、イエス・キリストを死人の中からよみ

がえらせ、それにより、わたしたちを新たに生れ

させて生ける望みをいだかせ、 4あなたがたのた

めに天にたくわえてある、朽ちず汚れず、しぼむ

ことのない資産を受け継ぐ者として下さったので

ある。 5あなたがたは、終りの時に啓示さるべき

救にあずかるために、信仰により神の御力に守ら

れているのである。 6そのことを思って、今しば

らくのあいだは、さまざまな試錬で悩まねばなら

ないかも知れないが、あなたがたは大いに喜んで

いる。 7こうして、あなたがたの信仰はためされ

て、火で精錬されても朽ちる外はない金よりもは

るかに尊いことが明らかにされ、イエス・キリス

トの現れるとき、さんびと栄光とほまれとに変る

であろう。 8あなたがたは、イエス・キリストを

見たことはないが、彼を愛している。現在、見て

はいないけれども、信じて、言葉につくせない、

輝きにみちた喜びにあふれている。 9それは、信

仰の結果なるたましいの救を得ているからである

。 10この救については、あなたがたに対する恵み

のことを預言した預言者たちも、たずね求め、か

つ、つぶさに調べた。 11彼らは、自分たちのうち

にいますキリストの霊が、キリストの苦難とそれ

に続く栄光とを、あらかじめあかしした時、それ

は、いつの時、どんな場合をさしたのかを、調べ

たのである。 12そして、それらについて調べたの

は、自分たちのためではなくて、あなたがたのた

めの奉仕であることを示された。それらの事は、

天からつかわされた聖霊に感じて福音をあなたが

たに宣べ伝えた人々によって、今や、あなたがた

に告げ知らされたのであるが、これは、御使たち

も、うかがい見たいと願っている事である。 13そ

れだから、心の腰に帯を締め、身を慎み、イエス

・キリストの現れる時に与えられる恵みを、いさ

さかも疑わずに待ち望んでいなさい。 14従順な子

供として、無知であった時代の欲情に従わず、 15

むしろ、あなたがたを召して下さった聖なるかた

にならって、あなたがた自身も、あらゆる行いに

おいて聖なる者となりなさい。 16聖書に、「わた

しが聖なる者であるから、あなたがたも聖なる者

になるべきである」と書いてあるからである。 17

あなたがたは、人をそれぞれのしわざに応じて、

公平にさばくかたを、父と呼んでいるからには、

地上に宿っている間を、おそれの心をもって過ご

すべきである。 18あなたがたのよく知っていると

おり、あなたがたが先祖伝来の空疎な生活からあ

がない出されたのは、銀や金のような朽ちる物に

よったのではなく、 19きずも、しみもない小羊の

ようなキリストの尊い血によったのである。 20キ

リストは、天地が造られる前から、あらかじめ知

られていたのであるが、この終りの時に至って、

あなたがたのために現れたのである。 21あなたが

たは、このキリストによって、彼を死人の中から

よみがえらせて、栄光をお与えになった神を信じ

る者となったのであり、したがって、あなたがた

の信仰と望みとは、神にかかっているのである。

22あなたがたは、真理に従うことによって、たま

しいをきよめ、偽りのない兄弟愛をいだくに至っ

たのであるから、互に心から熱く愛し合いなさい

。 23あなたがたが新たに生れたのは、朽ちる種か

らではなく、朽ちない種から、すなわち、神の変

ることのない生ける御言によったのである。 (aiōn

g165) 24「人はみな草のごとく、その栄華はみな草

の花に似ている。草は枯れ、花は散る。 25しかし

、主の言葉は、とこしえに残る」。これが、あな

たがたに宣べ伝えられた御言葉である。 (aiōn g165)

2だから、あらゆる悪意、あらゆる偽り、偽善、
そねみ、いっさいの悪口を捨てて、 2今生れた

ばかりの乳飲み子のように、混じりけのない霊の

乳を慕い求めなさい。それによっておい育ち、救

に入るようになるためである。 3あなたがたは、

主が恵み深いかたであることを、すでに味わい知

ったはずである。 4主は、人には捨てられたが、

神にとっては選ばれた尊い生ける石である。 5こ

の主のみもとにきて、あなたがたも、それぞれ生

ける石となって、霊の家に築き上げられ、聖なる

祭司となって、イエス・キリストにより、神によ

ろこばれる霊のいけにえを、ささげなさい。 6聖

書にこう書いてある、「見よ、わたしはシオンに

、選ばれた尊い石、隅のかしら石を置く。それに

より頼む者は、決して、失望に終ることがない」

。 7この石は、より頼んでいるあなたがたには尊

いものであるが、不信仰な人々には「家造りらの

捨てた石で、隅のかしら石となったもの」、 8ま

た「つまずきの石、妨げの岩」である。しかし、

彼らがつまずくのは、御言に従わないからであっ

て、彼らは、実は、そうなるように定められてい

たのである。 9しかし、あなたがたは、選ばれた

種族、祭司の国、聖なる国民、神につける民であ

る。それによって、暗やみから驚くべきみ光に招

き入れて下さったかたのみわざを、あなたがたが

語り伝えるためである。 10あなたがたは、以前は

神の民でなかったが、いまは神の民であり、以前

は、あわれみを受けたことのない者であったが、

いまは、あわれみを受けた者となっている。 11愛

する者たちよ。あなたがたに勧める。あなたがた

は、この世の旅人であり寄留者であるから、たま

しいに戦いをいどむ肉の欲を避けなさい。 12異邦

人の中にあって、りっぱな行いをしなさい。そう

すれば、彼らは、あなたがたを悪人呼ばわりして

いても、あなたがたのりっぱなわざを見て、かえ
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って、おとずれの日に神をあがめるようになろう

。 13あなたがたは、すべて人の立てた制度に、主

のゆえに従いなさい。主権者としての王であろう

と、 14あるいは、悪を行う者を罰し善を行う者を

賞するために、王からつかわされた長官であろう

と、これに従いなさい。 15善を行うことによって

、愚かな人々の無知な発言を封じるのは、神の御

旨なのである。 16自由人にふさわしく行動しなさ

い。ただし、自由をば悪を行う口実として用いず

、神の僕にふさわしく行動しなさい。 17すべての

人をうやまい、兄弟たちを愛し、神をおそれ、王

を尊びなさい。 18僕たる者よ。心からのおそれを

もって、主人に仕えなさい。善良で寛容な主人だ

けにでなく、気むずかしい主人にも、そうしなさ

い。 19もしだれかが、不当な苦しみを受けても、

神を仰いでその苦痛を耐え忍ぶなら、それはよみ

せられることである。 20悪いことをして打ちたた

かれ、それを忍んだとしても、なんの手柄になる

のか。しかし善を行って苦しみを受け、しかもそ

れを耐え忍んでいるとすれば、これこそ神によみ

せられることである。 21あなたがたは、実に、そ

うするようにと召されたのである。キリストも、

あなたがたのために苦しみを受け、御足の跡を踏

み従うようにと、模範を残されたのである。 22キ

リストは罪を犯さず、その口には偽りがなかった

。 23ののしられても、ののしりかえさず、苦しめ

られても、おびやかすことをせず、正しいさばき

をするかたに、いっさいをゆだねておられた。 24

さらに、わたしたちが罪に死に、義に生きるため

に、十字架にかかって、わたしたちの罪をご自分

の身に負われた。その傷によって、あなたがたは

、いやされたのである。 25あなたがたは、羊のよ

うにさ迷っていたが、今は、たましいの牧者であ

り監督であるかたのもとに、たち帰ったのである

。

3同じように、妻たる者よ。夫に仕えなさい。そ
うすれば、たとい御言に従わない夫であっても

、 2あなたがたのうやうやしく清い行いを見て、

その妻の無言の行いによって、救に入れられるよ

うになるであろう。 3あなたがたは、髪を編み、

金の飾りをつけ、服装をととのえるような外面の

飾りではなく、 4かくれた内なる人、柔和で、し

とやかな霊という朽ちることのない飾りを、身に

つけるべきである。これこそ、神のみまえに、き

わめて尊いものである。 5むかし、神を仰ぎ望ん

でいた聖なる女たちも、このように身を飾って、

その夫に仕えたのである。 6たとえば、サラはア

ブラハムに仕えて、彼を主と呼んだ。あなたがた

も、何事にもおびえ臆することなく善を行えば、

サラの娘たちとなるのである。 7夫たる者よ。あ

なたがたも同じように、女は自分よりも弱い器で

あることを認めて、知識に従って妻と共に住み、

いのちの恵みを共どもに受け継ぐ者として、尊び

なさい。それは、あなたがたの祈が妨げられない

ためである。 8最後に言う。あなたがたは皆、心

をひとつにし、同情し合い、兄弟愛をもち、あわ

れみ深くあり、謙虚でありなさい。 9悪をもって

悪に報いず、悪口をもって悪口に報いず、かえっ

て、祝福をもって報いなさい。あなたがたが召さ

れたのは、祝福を受け継ぐためなのである。 10「

いのちを愛し、さいわいな日々を過ごそうと願う

人は、舌を制して悪を言わず、くちびるを閉じて

偽りを語らず、 11悪を避けて善を行い、平和を求

めて、これを追え。 12主の目は義人たちに注がれ

、主の耳は彼らの祈にかたむく。しかし主の御顔

は、悪を行う者に対して向かう」。 13そこで、も

しあなたがたが善に熱心であれば、だれが、あな

たがたに危害を加えようか。 14しかし、万一義の

ために苦しむようなことがあっても、あなたがた

はさいわいである。彼らを恐れたり、心を乱した

りしてはならない。 15ただ、心の中でキリストを

主とあがめなさい。また、あなたがたのうちにあ

る望みについて説明を求める人には、いつでも弁

明のできる用意をしていなさい。 16しかし、やさ

しく、慎み深く、明らかな良心をもって、弁明し

なさい。そうすれば、あなたがたがキリストにあ

って営んでいる良い生活をそしる人々も、そのよ

うにののしったことを恥じいるであろう。 17善を

おこなって苦しむことはそれが神の御旨であれば

悪をおこなって苦しむよりも、まさっている。 18

キリストも、あなたがたを神に近づけようとして

、自らは義なるかたであるのに、不義なる人々の

ために、ひとたび罪のゆえに死なれた。ただし、

肉においては殺されたが、霊においては生かされ

たのである。 19こうして、彼は獄に捕われている

霊どものところに下って行き、宣べ伝えることを

された。 20これらの霊というのは、むかしノアの

箱舟が造られていた間、神が寛容をもって待って

おられたのに従わなかった者どものことである。

その箱舟に乗り込み、水を経て救われたのは、わ

ずかに八名だけであった。 21この水はバプテスマ

を象徴するものであって、今やあなたがたをも救

うのである。それは、イエス・キリストの復活に

よるのであって、からだの汚れを除くことではな

く、明らかな良心を神に願い求めることである。

22キリストは天に上って神の右に座し、天使たち

ともろもろの権威、権力を従えておられるのであ

る。

4このように、キリストは肉において苦しまれた
のであるから、あなたがたも同じ覚悟で心の武

装をしなさい。肉において苦しんだ人は、それに

よって罪からのがれたのである。 2それは、肉に

おける残りの生涯を、もはや人間の欲情によらず

、神の御旨によって過ごすためである。 3過ぎ去

った時代には、あなたがたは、異邦人の好みにま

かせて、好色、欲情、酔酒、宴楽、暴飲、気まま

な偶像礼拝などにふけってきたが、もうそれで十

分であろう。 4今はあなたがたが、そうした度を

過ごした乱行に加わらないので、彼らは驚きあや

しみ、かつ、ののしっている。 5彼らは、やがて

生ける者と死ねる者とをさばくかたに、申し開き

をしなくてはならない。 6死人にさえ福音が宣べ



ペテロの手紙第一 748

伝えられたのは、彼らは肉においては人間として

さばきを受けるが、霊においては神に従って生き

るようになるためである。 7万物の終りが近づい

ている。だから、心を確かにし、身を慎んで、努

めて祈りなさい。 8何よりもまず、互の愛を熱く

保ちなさい。愛は多くの罪をおおうものである。 9

不平を言わずに、互にもてなし合いなさい。 10あ

なたがたは、それぞれ賜物をいただいているのだ

から、神のさまざまな恵みの良き管理人として、

それをお互のために役立てるべきである。 11語る

者は、神の御言を語る者にふさわしく語り、奉仕

する者は、神から賜わる力による者にふさわしく

奉仕すべきである。それは、すべてのことにおい

てイエス・キリストによって、神があがめられる

ためである。栄光と力とが世々限りなく、彼にあ

るように、アァメン。 (aiōn g165) 12愛する者たちよ

。あなたがたを試みるために降りかかって来る火

のような試錬を、何か思いがけないことが起った

かのように驚きあやしむことなく、 13むしろ、キ

リストの苦しみにあずかればあずかるほど、喜ぶ

がよい。それは、キリストの栄光が現れる際に、

よろこびにあふれるためである。 14キリストの名

のためにそしられるなら、あなたがたはさいわい

である。その時には、栄光の霊、神の霊が、あな

たがたに宿るからである。 15あなたがたのうち、

だれも、人殺し、盗人、悪を行う者、あるいは、

他人に干渉する者として苦しみに会うことのない

ようにしなさい。 16しかし、クリスチャンとして

苦しみを受けるのであれば、恥じることはない。

かえって、この名によって神をあがめなさい。 17

さばきが神の家から始められる時がきた。それが

、わたしたちからまず始められるとしたら、神の

福音に従わない人々の行く末は、どんなであろう

か。 18また義人でさえ、かろうじて救われるのだ

とすれば、不信なる者や罪人は、どうなるであろ

うか。 19だから、神の御旨に従って苦しみを受け

る人々は、善をおこない、そして、真実であられ

る創造者に、自分のたましいをゆだねるがよい。

5そこで、あなたがたのうちの長老たちに勧める
。わたしも、長老のひとりで、キリストの苦難

についての証人であり、また、やがて現れようと

する栄光にあずかる者である。 2あなたがたにゆ

だねられている神の羊の群れを牧しなさい。しい

られてするのではなく、神に従って自ら進んでな

し、恥ずべき利得のためではなく、本心から、そ

れをしなさい。 3また、ゆだねられた者たちの上

に権力をふるうことをしないで、むしろ、群れの

模範となるべきである。 4そうすれば、大牧者が

現れる時には、しぼむことのない栄光の冠を受け

るであろう。 5同じように、若い人たちよ。長老

たちに従いなさい。また、みな互に謙遜を身につ

けなさい。神は高ぶる者をしりぞけ、へりくだる

者に恵みを賜うからである。 6だから、あなたが

たは、神の力強い御手の下に、自らを低くしなさ

い。時が来れば神はあなたがたを高くして下さる

であろう。 7神はあなたがたをかえりみていて下

さるのであるから、自分の思いわずらいを、いっ

さい神にゆだねるがよい。 8身を慎み、目をさま

していなさい。あなたがたの敵である悪魔が、ほ

えたけるししのように、食いつくすべきものを求

めて歩き回っている。 9この悪魔にむかい、信仰

にかたく立って、抵抗しなさい。あなたがたのよ

く知っているとおり、全世界にいるあなたがたの

兄弟たちも、同じような苦しみの数々に会ってい

るのである。 10あなたがたをキリストにある永遠

の栄光に招き入れて下さったあふるる恵みの神は

、しばらくの苦しみの後、あなたがたをいやし、

強め、力づけ、不動のものとして下さるであろう

。 (aiōnios g166) 11どうか、力が世々限りなく、神に

あるように、アァメン。 (aiōn g165) 12わたしは、忠

実な兄弟として信頼しているシルワノの手によっ

て、この短い手紙をあなたがたにおくり、勧めを

し、また、これが神のまことの恵みであることを

あかしした。この恵みのうちに、かたく立ってい

なさい。 13あなたがたと共に選ばれてバビロンに

ある教会、ならびに、わたしの子マルコから、あ

なたがたによろしく。 14愛の接吻をもって互にあ

いさつをかわしなさい。キリストにあるあなたが

た一同に、平安があるように。
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ペテロの手紙第二

1イエス・キリストの僕また使徒であるシメオン
・ペテロから、わたしたちの神と救主イエス・

キリストとの義によって、わたしたちと同じ尊い

信仰を授かった人々へ。 2神とわたしたちの主イ

エスとを知ることによって、恵みと平安とが、あ

なたがたに豊かに加わるように。 3いのちと信心

とにかかわるすべてのことは、主イエスの神聖な

力によって、わたしたちに与えられている。それ

は、ご自身の栄光と徳とによって、わたしたちを

召されたかたを知る知識によるのである。 4また

、それらのものによって、尊く、大いなる約束が

、わたしたちに与えられている。それは、あなた

がたが、世にある欲のために滅びることを免れ、

神の性質にあずかる者となるためである。 5それ

だから、あなたがたは、力の限りをつくして、あ

なたがたの信仰に徳を加え、徳に知識を、 6知識

に節制を、節制に忍耐を、忍耐に信心を、 7信心

に兄弟愛を、兄弟愛に愛を加えなさい。 8これら

のものがあなたがたに備わって、いよいよ豊かに

なるならば、わたしたちの主イエス・キリストを

知る知識について、あなたがたは、怠る者、実を

結ばない者となることはないであろう。 9これら

のものを備えていない者は、盲人であり、近視の

者であり、自分の以前の罪がきよめられたことを

忘れている者である。 10兄弟たちよ。それだから

、ますます励んで、あなたがたの受けた召しと選

びとを、確かなものにしなさい。そうすれば、決

してあやまちに陥ることはない。 11こうして、わ

たしたちの主また救主イエス・キリストの永遠の

国に入る恵みが、あなたがたに豊かに与えられる

からである。 (aiōnios g166) 12それだから、あなたが

たは既にこれらのことを知っており、また、いま

持っている真理に堅く立ってはいるが、わたしは

、これらのことをいつも、あなたがたに思い起さ

せたいのである。 13わたしがこの幕屋にいる間、

あなたがたに思い起させて、奮い立たせることが

適当と思う。 14それは、わたしたちの主イエス・

キリストもわたしに示して下さったように、わた

しのこの幕屋を脱ぎ去る時が間近であることを知

っているからである。 15わたしが世を去った後に

も、これらのことを、あなたがたにいつも思い出

させるように努めよう。 16わたしたちの主イエス

・キリストの力と来臨とを、あなたがたに知らせ

た時、わたしたちは、巧みな作り話を用いること

はしなかった。わたしたちが、そのご威光の目撃

者なのだからである。 17イエスは父なる神からほ

まれと栄光とをお受けになったが、その時、おご

そかな栄光の中から次のようなみ声がかかったの

である、「これはわたしの愛する子、わたしの心

にかなう者である」。 18わたしたちもイエスと共

に聖なる山にいて、天から出たこの声を聞いたの

である。 19こうして、預言の言葉は、わたしたち

にいっそう確実なものになった。あなたがたも、

夜が明け、明星がのぼって、あなたがたの心の中

を照すまで、この預言の言葉を暗やみに輝くとも

しびとして、それに目をとめているがよい。 20聖

書の預言はすべて、自分勝手に解釈すべきでない

ことを、まず第一に知るべきである。 21なぜなら

、預言は決して人間の意志から出たものではなく

、人々が聖霊に感じ、神によって語ったものだか

らである。

2しかし、民の間に、にせ預言者が起ったことが
あるが、それと同じく、あなたがたの間にも、

にせ教師が現れるであろう。彼らは、滅びに至ら

せる異端をひそかに持ち込み、自分たちをあがな

って下さった主を否定して、すみやかな滅亡を自

分の身に招いている。 2また、大ぜいの人が彼ら

の放縦を見習い、そのために、真理の道がそしり

を受けるに至るのである。 3彼らは、貪欲のため

に、甘言をもってあなたがたをあざむき、利をむ

さぼるであろう。彼らに対するさばきは昔から猶

予なく行われ、彼らの滅亡も滞ることはない。 4

神は、罪を犯した御使たちを許しておかないで、

彼らを下界におとしいれ、さばきの時まで暗やみ

の穴に閉じ込めておかれた。 (Tartaroō g5020) 5また

、古い世界をそのままにしておかないで、その不

信仰な世界に洪水をきたらせ、ただ、義の宣伝者

ノアたち八人の者だけを保護された。 6また、ソ

ドムとゴモラの町々を灰に帰せしめて破滅に処し

、不信仰に走ろうとする人々の見せしめとし、 7

ただ、非道の者どもの放縦な行いによってなやま

されていた義人ロトだけを救い出された。 8（こ

の義人は、彼らの間に住み、彼らの不法の行いを

日々見聞きして、その正しい心を痛めていたので

ある。） 9こういうわけで、主は、信心深い者を

試錬の中から救い出し、また、不義な者ども、 10

特に、汚れた情欲におぼれ肉にしたがって歩み、

また、権威ある者を軽んじる人々を罰して、さば

きの日まで閉じ込めておくべきことを、よくご存

じなのである。こういう人々は、大胆不敵なわが

まま者であって、栄光ある者たちをそしってはば

かるところがない。 11しかし、御使たちは、勢い

においても力においても、彼らにまさっているに

かかわらず、彼らを主のみまえに訴えそしること

はしない。 12これらの者は、捕えられ、ほふられ

るために生れてきた、分別のない動物のようなも

ので、自分が知りもしないことをそしり、その不

義の報いとして罰を受け、必ず滅ぼされてしまう

のである。 13彼らは、真昼でさえ酒食を楽しみ、

あなたがたと宴会に同席して、だましごとにふけ

っている。彼らは、しみであり、きずである。 14

その目は淫行を追い、罪を犯して飽くことを知ら

ない。彼らは心の定まらない者を誘惑し、その心

は貪欲に慣れ、のろいの子となっている。 15彼ら

は正しい道からはずれて迷いに陥り、ベオルの子

バラムの道に従った。バラムは不義の実を愛し、

16そのために、自分のあやまちに対するとがめを

受けた。ものを言わないろばが、人間の声でもの

を言い、この預言者の狂気じみたふるまいをはば

んだのである。 17この人々は、いわば、水のない
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井戸、突風に吹きはらわれる霧であって、彼らに

は暗やみが用意されている。 18彼らはむなしい誇

を語り、迷いの中に生きている人々の間から、か

ろうじてのがれてきた者たちを、肉欲と色情とに

よって誘惑し、 19この人々に自由を与えると約束

しながら、彼ら自身は滅亡の奴隷になっている。

おおよそ、人は征服者の奴隷となるものである。

20彼らが、主また救主なるイエス・キリストを知

ることにより、この世の汚れからのがれた後、ま

たそれに巻き込まれて征服されるならば、彼らの

後の状態は初めよりも、もっと悪くなる。 21義の

道を心得ていながら、自分に授けられた聖なる戒

めにそむくよりは、むしろ義の道を知らなかった

方がよい。 22ことわざに、「犬は自分の吐いた物

に帰り、豚は洗われても、また、どろの中にころ

がって行く」とあるが、彼らの身に起ったことは

、そのとおりである。

3愛する者たちよ。わたしは今この第二の手紙を
あなたがたに書きおくり、これらの手紙によっ

て記憶を呼び起し、あなたがたの純真な心を奮い

立たせようとした。 2それは、聖なる預言者たち

があらかじめ語った言葉と、あなたがたの使徒た

ちが伝えた主なる救主の戒めとを、思い出させる

ためである。 3まず次のことを知るべきである。

終りの時にあざける者たちが、あざけりながら出

てきて、自分の欲情のままに生活し、 4「主の来

臨の約束はどうなったのか。先祖たちが眠りにつ

いてから、すべてのものは天地創造の初めからそ

のままであって、変ってはいない」と言うであろ

う。 5すなわち、彼らはこのことを認めようとは

しない。古い昔に天が存在し、地は神の言によっ

て、水がもとになり、また、水によって成ったの

であるが、 6その時の世界は、御言により水でお

おわれて滅んでしまった。 7しかし、今の天と地

とは、同じ御言によって保存され、不信仰な人々

がさばかれ、滅ぼさるべき日に火で焼かれる時ま

で、そのまま保たれているのである。 8愛する者

たちよ。この一事を忘れてはならない。主にあっ

ては、一日は千年のようであり、千年は一日のよ

うである。 9ある人々がおそいと思っているよう

に、主は約束の実行をおそくしておられるのでは

ない。ただ、ひとりも滅びることがなく、すべて

の者が悔改めに至ることを望み、あなたがたに対

してながく忍耐しておられるのである。 10しかし

、主の日は盗人のように襲って来る。その日には

、天は大音響をたてて消え去り、天体は焼けてく

ずれ、地とその上に造り出されたものも、みな焼

きつくされるであろう。 11このように、これらは

みなくずれ落ちていくものであるから、神の日の

到来を熱心に待ち望んでいるあなたがたは、 12極

力、きよく信心深い行いをしていなければならな

い。その日には、天は燃えくずれ、天体は焼けう

せてしまう。 13しかし、わたしたちは、神の約束

に従って、義の住む新しい天と新しい地とを待ち

望んでいる。 14愛する者たちよ。それだから、こ

の日を待っているあなたがたは、しみもなくきず

もなく、安らかな心で、神のみまえに出られるよ

うに励みなさい。 15また、わたしたちの主の寛容

は救のためであると思いなさい。このことは、わ

たしたちの愛する兄弟パウロが、彼に与えられた

知恵によって、あなたがたに書きおくったとおり

である。 16彼は、どの手紙にもこれらのことを述

べている。その手紙の中には、ところどころ、わ

かりにくい箇所もあって、無学で心の定まらない

者たちは、ほかの聖書についてもしているように

、無理な解釈をほどこして、自分の滅亡を招いて

いる。 17愛する者たちよ。それだから、あなたが

たはかねてから心がけているように、非道の者の

惑わしに誘い込まれて、あなたがた自身の確信を

失うことのないように心がけなさい。 18そして、

わたしたちの主また救主イエス・キリストの恵み

と知識とにおいて、ますます豊かになりなさい。

栄光が、今も、また永遠の日に至るまでも、主に

あるように、アァメン。 (aiōn g165)
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ヨハネの手紙第一

1初めからあったもの、わたしたちが聞いたもの
、目で見たもの、よく見て手でさわったもの、

すなわち、いのちの言について 2このいのちが現

れたので、この永遠のいのちをわたしたちは見て

、そのあかしをし、かつ、あなたがたに告げ知ら

せるのである。この永遠のいのちは、父と共にい

ましたが、今やわたしたちに現れたものである

(aiōnios g166) 3すなわち、わたしたちが見たもの、

聞いたものを、あなたがたにも告げ知らせる。そ

れは、あなたがたも、わたしたちの交わりにあず

かるようになるためである。わたしたちの交わり

とは、父ならびに御子イエス・キリストとの交わ

りのことである。 4これを書きおくるのは、わた

したちの喜びが満ちあふれるためである。 5わた

したちがイエスから聞いて、あなたがたに伝える

おとずれは、こうである。神は光であって、神に

は少しの暗いところもない。 6神と交わりをして

いると言いながら、もし、やみの中を歩いている

なら、わたしたちは偽っているのであって、真理

を行っているのではない。 7しかし、神が光の中

にいますように、わたしたちも光の中を歩くなら

ば、わたしたちは互に交わりをもち、そして、御

子イエスの血が、すべての罪からわたしたちをき

よめるのである。 8もし、罪がないと言うなら、

それは自分を欺くことであって、真理はわたした

ちのうちにない。 9もし、わたしたちが自分の罪

を告白するならば、神は真実で正しいかたである

から、その罪をゆるし、すべての不義からわたし

たちをきよめて下さる。 10もし、罪を犯したこと

がないと言うなら、それは神を偽り者とするので

あって、神の言はわたしたちのうちにない。

2わたしの子たちよ。これらのことを書きおくる
のは、あなたがたが罪を犯さないようになるた

めである。もし、罪を犯す者があれば、父のみも

とには、わたしたちのために助け主、すなわち、

義なるイエス・キリストがおられる。 2彼は、わ

たしたちの罪のための、あがないの供え物である

。ただ、わたしたちの罪のためばかりではなく、

全世界の罪のためである。 3もし、わたしたちが

彼の戒めを守るならば、それによって彼を知って

いることを悟るのである。 4「彼を知っている」

と言いながら、その戒めを守らない者は、偽り者

であって、真理はその人のうちにない。 5しかし

、彼の御言を守る者があれば、その人のうちに、

神の愛が真に全うされるのである。それによって

、わたしたちが彼にあることを知るのである。 6

「彼におる」と言う者は、彼が歩かれたように、

その人自身も歩くべきである。 7愛する者たちよ

。わたしがあなたがたに書きおくるのは、新しい

戒めではなく、あなたがたが初めから受けていた

古い戒めである。その古い戒めとは、あなたがた

がすでに聞いた御言である。 8しかも、新しい戒

めを、あなたがたに書きおくるのである。そして

、それは、彼にとってもあなたがたにとっても、

真理なのである。なぜなら、やみは過ぎ去り、ま

ことの光がすでに輝いているからである。 9「光

の中にいる」と言いながら、その兄弟を憎む者は

、今なお、やみの中にいるのである。 10兄弟を愛

する者は、光におるのであって、つまずくことは

ない。 11兄弟を憎む者は、やみの中におり、やみ

の中を歩くのであって、自分ではどこへ行くのか

わからない。やみが彼の目を見えなくしたからで

ある。 12子たちよ。あなたがたにこれを書きおく

るのは、御名のゆえに、あなたがたの多くの罪が

ゆるされたからである。 13父たちよ。あなたがた

に書きおくるのは、あなたがたが、初めからいま

すかたを知ったからである。若者たちよ。あなた

がたに書きおくるのは、あなたがたが、悪しき者

にうち勝ったからである。 14子供たちよ。あなた

がたに書きおくったのは、あなたがたが父を知っ

たからである。父たちよ。あなたがたに書きおく

ったのは、あなたがたが、初めからいますかたを

知ったからである。若者たちよ。あなたがたに書

きおくったのは、あなたがたが強い者であり、神

の言があなたがたに宿り、そして、あなたがたが

悪しき者にうち勝ったからである。 15世と世にあ

るものとを、愛してはいけない。もし、世を愛す

る者があれば、父の愛は彼のうちにない。 16すべ

て世にあるもの、すなわち、肉の欲、目の欲、持

ち物の誇は、父から出たものではなく、世から出

たものである。 17世と世の欲とは過ぎ去る。しか

し、神の御旨を行う者は、永遠にながらえる。

(aiōn g165) 18子供たちよ。今は終りの時である。あ

なたがたがかねて反キリストが来ると聞いていた

ように、今や多くの反キリストが現れてきた。そ

れによって今が終りの時であることを知る。 19彼

らはわたしたちから出て行った。しかし、彼らは

わたしたちに属する者ではなかったのである。も

し属する者であったなら、わたしたちと一緒にと

どまっていたであろう。しかし、出て行ったのは

、元来、彼らがみなわたしたちに属さない者であ

ることが、明らかにされるためである。 20しかし

、あなたがたは聖なる者に油を注がれているので

、あなたがたすべてが、そのことを知っている。

21わたしが書きおくったのは、あなたがたが真理

を知らないからではなく、それを知っているから

であり、また、すべての偽りは真理から出るもの

でないことを、知っているからである。 22偽り者

とは、だれであるか。イエスのキリストであるこ

とを否定する者ではないか。父と御子とを否定す

る者は、反キリストである。 23御子を否定する者

は父を持たず、御子を告白する者は、また父をも

持つのである。 24初めから聞いたことが、あなた

がたのうちに、とどまるようにしなさい。初めか

ら聞いたことが、あなたがたのうちにとどまって

おれば、あなたがたも御子と父とのうちに、とど

まることになる。 25これが、彼自らわたしたちに

約束された約束であって、すなわち、永遠のいの

ちである。 (aiōnios g166) 26わたしは、あなたがたを

惑わす者たちについて、これらのことを書きおく
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った。 27あなたがたのうちには、キリストからい

ただいた油がとどまっているので、だれにも教え

てもらう必要はない。この油が、すべてのことを

あなたがたに教える。それはまことであって、偽

りではないから、その油が教えたように、あなた

がたは彼のうちにとどまっていなさい。 28そこで

、子たちよ。キリストのうちにとどまっていなさ

い。それは、彼が現れる時に、確信を持ち、その

来臨に際して、みまえに恥じいることがないため

である。 29彼の義なるかたであることがわかれば

、義を行う者はみな彼から生れたものであること

を、知るであろう。

3わたしたちが神の子と呼ばれるためには、どん
なに大きな愛を父から賜わったことか、よく考

えてみなさい。わたしたちは、すでに神の子なの

である。世がわたしたちを知らないのは、父を知

らなかったからである。 2愛する者たちよ。わた

したちは今や神の子である。しかし、わたしたち

がどうなるのか、まだ明らかではない。彼が現れ

る時、わたしたちは、自分たちが彼に似るものと

なることを知っている。そのまことの御姿を見る

からである。 3彼についてこの望みをいだいてい

る者は皆、彼がきよくあられるように、自らをき

よくする。 4すべて罪を犯す者は、不法を行う者

である。罪は不法である。 5あなたがたが知って

いるとおり、彼は罪をとり除くために現れたので

あって、彼にはなんらの罪がない。 6すべて彼に

おる者は、罪を犯さない。すべて罪を犯す者は彼

を見たこともなく、知ったこともない者である。 7

子たちよ。だれにも惑わされてはならない。彼が

義人であると同様に、義を行う者は義人である。 8

罪を犯す者は、悪魔から出た者である。悪魔は初

めから罪を犯しているからである。神の子が現れ

たのは、悪魔のわざを滅ぼしてしまうためである

。 9すべて神から生れた者は、罪を犯さない。神

の種が、その人のうちにとどまっているからであ

る。また、その人は、神から生れた者であるから

、罪を犯すことができない。 10神の子と悪魔の子

との区別は、これによって明らかである。すなわ

ち、すべて義を行わない者は、神から出た者では

ない。兄弟を愛さない者も、同様である。 11わた

したちは互に愛し合うべきである。これが、あな

たがたの初めから聞いていたおとずれである。 12

カインのようになってはいけない。彼は悪しき者

から出て、その兄弟を殺したのである。なぜ兄弟

を殺したのか。彼のわざが悪く、その兄弟のわざ

は正しかったからである。 13兄弟たちよ。世があ

なたがたを憎んでも、驚くには及ばない。 14わた

したちは、兄弟を愛しているので、死からいのち

へ移ってきたことを、知っている。愛さない者は

、死のうちにとどまっている。 15あなたがたが知

っているとおり、すべて兄弟を憎む者は人殺しで

あり、人殺しはすべて、そのうちに永遠のいのち

をとどめてはいない。 (aiōnios g166) 16主は、わたし

たちのためにいのちを捨てて下さった。それによ

って、わたしたちは愛ということを知った。それ

ゆえに、わたしたちもまた、兄弟のためにいのち

を捨てるべきである。 17世の富を持っていながら

、兄弟が困っているのを見て、あわれみの心を閉

じる者には、どうして神の愛が、彼のうちにあろ

うか。 18子たちよ。わたしたちは言葉や口先だけ

で愛するのではなく、行いと真実とをもって愛し

合おうではないか。 19それによって、わたしたち

が真理から出たものであることがわかる。そして

、神のみまえに心を安んじていよう。 20なぜなら

、たといわたしたちの心に責められるようなこと

があっても、神はわたしたちの心よりも大いなる

かたであって、すべてをご存じだからである。 21

愛する者たちよ。もし心に責められるようなこと

がなければ、わたしたちは神に対して確信を持つ

ことができる。 22そして、願い求めるものは、な

んでもいただけるのである。それは、わたしたち

が神の戒めを守り、みこころにかなうことを、行

っているからである。 23その戒めというのは、神

の子イエス・キリストの御名を信じ、わたしたち

に命じられたように、互に愛し合うべきことであ

る。 24神の戒めを守る人は、神におり、神もまた

その人にいます。そして、神がわたしたちのうち

にいますことは、神がわたしたちに賜わった御霊

によって知るのである。

4愛する者たちよ。すべての霊を信じることはし
ないで、それらの霊が神から出たものであるか

どうか、ためしなさい。多くのにせ預言者が世に

出てきているからである。 2あなたがたは、こう

して神の霊を知るのである。すなわち、イエス・

キリストが肉体をとってこられたことを告白する

霊は、すべて神から出ているものであり、 3イエ

スを告白しない霊は、すべて神から出ているもの

ではない。これは、反キリストの霊である。あな

たがたは、それが来るとかねて聞いていたが、今

やすでに世にきている。 4子たちよ。あなたがた

は神から出た者であって、彼らにうち勝ったので

ある。あなたがたのうちにいますのは、世にある

者よりも大いなる者なのである。 5彼らは世から

出たものである。だから、彼らは世のことを語り

、世も彼らの言うことを聞くのである。 6しかし

、わたしたちは神から出たものである。神を知っ

ている者は、わたしたちの言うことを聞き、神か

ら出ない者は、わたしたちの言うことを聞かない

。これによって、わたしたちは、真理の霊と迷い

の霊との区別を知るのである。 7愛する者たちよ

。わたしたちは互に愛し合おうではないか。愛は

、神から出たものなのである。すべて愛する者は

、神から生れた者であって、神を知っている。 8

愛さない者は、神を知らない。神は愛である。 9

神はそのひとり子を世につかわし、彼によってわ

たしたちを生きるようにして下さった。それによ

って、わたしたちに対する神の愛が明らかにされ

たのである。 10わたしたちが神を愛したのではな

く、神がわたしたちを愛して下さって、わたした

ちの罪のためにあがないの供え物として、御子を

おつかわしになった。ここに愛がある。 11愛する
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者たちよ。神がこのようにわたしたちを愛して下

さったのであるから、わたしたちも互に愛し合う

べきである。 12神を見た者は、まだひとりもいな

い。もしわたしたちが互に愛し合うなら、神はわ

たしたちのうちにいまし、神の愛がわたしたちの

うちに全うされるのである。 13神が御霊をわたし

たちに賜わったことによって、わたしたちが神に

おり、神がわたしたちにいますことを知る。 14わ

たしたちは、父が御子を世の救主としておつかわ

しになったのを見て、そのあかしをするのである

。 15もし人が、イエスを神の子と告白すれば、神

はその人のうちにいまし、その人は神のうちにい

るのである。 16わたしたちは、神がわたしたちに

対して持っておられる愛を知り、かつ信じている

。神は愛である。愛のうちにいる者は、神におり

、神も彼にいます。 17わたしたちもこの世にあっ

て彼のように生きているので、さばきの日に確信

を持って立つことができる。そのことによって、

愛がわたしたちに全うされているのである。 18愛

には恐れがない。完全な愛は恐れをとり除く。恐

れには懲らしめが伴い、かつ恐れる者には、愛が

全うされていないからである。 19わたしたちが愛

し合うのは、神がまずわたしたちを愛して下さっ

たからである。 20「神を愛している」と言いなが

ら兄弟を憎む者は、偽り者である。現に見ている

兄弟を愛さない者は、目に見えない神を愛するこ

とはできない。 21神を愛する者は、兄弟をも愛す

べきである。この戒めを、わたしたちは神から授

かっている。

5すべてイエスのキリストであることを信じる者
は、神から生れた者である。すべて生んで下さ

ったかたを愛する者は、そのかたから生れた者を

も愛するのである。 2神を愛してその戒めを行え

ば、それによってわたしたちは、神の子たちを愛

していることを知るのである。 3神を愛するとは

、すなわち、その戒めを守ることである。そして

、その戒めはむずかしいものではない。 4なぜな

ら、すべて神から生れた者は、世に勝つからであ

る。そして、わたしたちの信仰こそ、世に勝たし

めた勝利の力である。 5世に勝つ者はだれか。イ

エスを神の子と信じる者ではないか。 6このイエ

ス・キリストは、水と血とをとおってこられたか

たである。水によるだけではなく、水と血とによ

ってこられたのである。そのあかしをするものは

、御霊である。御霊は真理だからである。 7あか

しをするものが、三つある。 8御霊と水と血とで

ある。そして、この三つのものは一致する。 9わ

たしたちは人間のあかしを受けいれるが、しかし

、神のあかしはさらにまさっている。神のあかし

というのは、すなわち、御子について立てられた

あかしである。 10神の子を信じる者は、自分のう

ちにこのあかしを持っている。神を信じない者は

、神を偽り者とする。神が御子についてあかしせ

られたそのあかしを、信じていないからである。

11そのあかしとは、神が永遠のいのちをわたした

ちに賜わり、かつ、そのいのちが御子のうちにあ

るということである。 (aiōnios g166) 12御子を持つ者

はいのちを持ち、神の御子を持たない者はいのち

を持っていない。 13これらのことをあなたがたに

書きおくったのは、神の子の御名を信じるあなた

がたに、永遠のいのちを持っていることを、悟ら

せるためである。 (aiōnios g166) 14わたしたちが神に

対していだいている確信は、こうである。すなわ

ち、わたしたちが何事でも神の御旨に従って願い

求めるなら、神はそれを聞きいれて下さるという

ことである。 15そして、わたしたちが願い求める

ことは、なんでも聞きいれて下さるとわかれば、

神に願い求めたことはすでにかなえられたことを

、知るのである。 16もしだれかが死に至ることの

ない罪を犯している兄弟を見たら、神に願い求め

なさい。そうすれば神は、死に至ることのない罪

を犯している人々には、いのちを賜わるであろう

。死に至る罪がある。これについては、願い求め

よ、とは言わない。 17不義はすべて、罪である。

しかし、死に至ることのない罪もある。 18すべて

神から生れた者は罪を犯さないことを、わたした

ちは知っている。神から生れたかたが彼を守って

いて下さるので、悪しき者が手を触れるようなこ

とはない。 19また、わたしたちは神から出た者で

あり、全世界は悪しき者の配下にあることを、知

っている。 20さらに、神の子がきて、真実なかた

を知る知力をわたしたちに授けて下さったことも

、知っている。そして、わたしたちは、真実なか

たにおり、御子イエス・キリストにおるのである

。このかたは真実な神であり、永遠のいのちであ

る。 (aiōnios g166) 21子たちよ。気をつけて、偶像を

避けなさい。
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ヨハネの手紙第二

1長老のわたしから、真実に愛している選ばれた
婦人とその子たちへ。あなたがたを愛している

のは、わたしだけではなく、真理を知っている者

はみなそうである。 2それは、わたしたちのうち

にあり、また永遠に共にあるべき真理によるので

ある。 (aiōn g165) 3父なる神および父の御子イエス

・キリストから、恵みとあわれみと平安とが、真

理と愛のうちにあって、わたしたちと共にあるよ

うに。 4あなたの子供たちのうちで、わたしたち

が父から受けた戒めどおりに、真理のうちを歩い

ている者があるのを見て、わたしは非常に喜んで

いる。 5婦人よ。ここにお願いしたいことがある

。それは、新しい戒めを書くわけではなく、初め

から持っていた戒めなのであるが、わたしたちは

、みんな互に愛し合おうではないか。 6父の戒め

どおりに歩くことが、すなわち、愛であり、あな

たがたが初めから聞いてきたとおりに愛のうちを

歩くことが、すなわち、戒めなのである。 7なぜ

なら、イエス・キリストが肉体をとってこられた

ことを告白しないで人を惑わす者が、多く世には

いってきたからである。そういう者は、惑わす者

であり、反キリストである。 8よく注意して、わ

たしたちの働いて得た成果を失うことがなく、豊

かな報いを受けられるようにしなさい。 9すべて

キリストの教をとおり過ごして、それにとどまら

ない者は、神を持っていないのである。その教に

とどまっている者は、父を持ち、また御子をも持

つ。 10この教を持たずにあなたがたのところに来

る者があれば、その人を家に入れることも、あい

さつすることもしてはいけない。 11そのような人

にあいさつする者は、その悪い行いにあずかるこ

とになるからである。 12あなたがたに書きおくる

ことはたくさんあるが、紙と墨とで書くことはす

まい。むしろ、あなたがたのところに行き、直接

はなし合って、共に喜びに満ちあふれたいもので

ある。 13選ばれたあなたの姉妹の子供たちが、あ

なたによろしく。
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ヨハネの手紙第三

1長老のわたしから、真実に愛している親愛なる
ガイオへ。 2愛する者よ。あなたのたましいが

いつも恵まれていると同じく、あなたがすべての

ことに恵まれ、またすこやかであるようにと、わ

たしは祈っている。 3兄弟たちがきて、あなたが

真理に生きていることを、あかししてくれたので

、ひじょうに喜んでいる。事実、あなたは真理の

うちを歩いているのである。 4わたしの子供たち

が真理のうちを歩いていることを聞く以上に、大

きい喜びはない。 5愛する者よ。あなたが、兄弟

たち、しかも旅先にある者につくしていることは

、みな真実なわざである。 6彼らは、諸教会で、

あなたの愛についてあかしをした。それらの人々

を、神のみこころにかなうように送り出してくれ

たら、それは願わしいことである。 7彼らは、御

名のために旅立った者であって、異邦人からは何

も受けていない。 8それだから、わたしたちは、

真理のための同労者となるように、こういう人々

を助けねばならない。 9わたしは少しばかり教会

に書きおくっておいたが、みんなのかしらになり

たがっているデオテレペスが、わたしたちを受け

いれてくれない。 10だから、わたしがそちらへ行

った時、彼のしわざを指摘しようと思う。彼は口

ぎたなくわたしたちをののしり、そればかりか、

兄弟たちを受けいれようともせず、受けいれよう

とする人たちを妨げて、教会から追い出している

。 11愛する者よ。悪にならわないで、善にならい

なさい。善を行う者は神から出た者であり、悪を

行う者は神を見たことのない者である。 12デメテ

リオについては、あらゆる人も、また真理そのも

のも、証明している。わたしたちも証明している

。そして、あなたが知っているとおり、わたした

ちの証明は真実である。 13あなたに書きおくりた

いことはたくさんあるが、墨と筆とで書くことは

すまい。 14すぐにでもあなたに会って、直接はな

し合いたいものである。平安が、あなたにあるよ

うに。友人たちから、あなたによろしく。友人た

ちひとりびとりに、よろしく。
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ユダの手紙

1イエス・キリストの僕またヤコブの兄弟である
ユダから、父なる神に愛され、イエス・キリス

トに守られている召された人々へ。 2あわれみと

平安と愛とが、あなたがたに豊かに加わるように

。 3愛する者たちよ。わたしたちが共にあずかっ

ている救について、あなたがたに書きおくりたい

と心から願っていたので、聖徒たちによって、ひ

とたび伝えられた信仰のために戦うことを勧める

ように、手紙をおくる必要を感じるに至った。 4

そのわけは、不信仰な人々がしのび込んできて、

わたしたちの神の恵みを放縦な生活に変え、唯一

の君であり、わたしたちの主であるイエス・キリ

ストを否定しているからである。彼らは、このよ

うなさばきを受けることに、昔から予告されてい

るのである。 5あなたがたはみな、じゅうぶんに

知っていることではあるが、主が民をエジプトの

地から救い出して後、不信仰な者を滅ぼされたこ

とを、思い起してもらいたい。 6主は、自分たち

の地位を守ろうとはせず、そのおるべき所を捨て

去った御使たちを、大いなる日のさばきのために

、永久にしばりつけたまま、暗やみの中に閉じ込

めておかれた。 (aïdios g126) 7ソドム、ゴモラも、

まわりの町々も、同様であって、同じように淫行

にふけり、不自然な肉欲に走ったので、永遠の火

の刑罰を受け、人々の見せしめにされている。

(aiōnios g166) 8しかし、これと同じように、これら

の人々は、夢に迷わされて肉を汚し、権威ある者

たちを軽んじ、栄光ある者たちをそしっている。 9

御使のかしらミカエルは、モーセの死体について

悪魔と論じ争った時、相手をののしりさばくこと

はあえてせず、ただ、「主がおまえを戒めて下さ

るように」と言っただけであった。 10しかし、こ

の人々は自分が知りもしないことをそしり、また

、分別のない動物のように、ただ本能的な知識に

あやまられて、自らの滅亡を招いている。 11彼ら

はわざわいである。彼らはカインの道を行き、利

のためにバラムの惑わしに迷い入り、コラのよう

な反逆をして滅んでしまうのである。 12彼らは、

あなたがたの愛餐に加わるが、それを汚し、無遠

慮に宴会に同席して、自分の腹を肥やしている。

彼らは、いわば、風に吹きまわされる水なき雲、

実らない枯れ果てて、抜き捨てられた秋の木、 13

自分の恥をあわにして出す海の荒波、さまよう星

である。彼らには、まっくらなやみが永久に用意

されている。 (aiōn g165) 14アダムから七代目にあた

るエノクも彼らについて預言して言った、「見よ

、主は無数の聖徒たちを率いてこられた。 15それ

は、すべての者にさばきを行うためであり、また

、不信心な者が、信仰を無視して犯したすべての

不信心なしわざと、さらに、不信心な罪人が主に

そむいて語ったすべての暴言とを責めるためであ

る」。 16彼らは不平をならべ、不満を鳴らす者で

あり、自分の欲のままに生活し、その口は大言を

吐き、利のために人にへつらう者である。 17愛す

る者たちよ。わたしたちの主イエス・キリストの

使徒たちが予告した言葉を思い出しなさい。 18彼

らはあなたがたにこう言った、「終りの時に、あ

ざける者たちがあらわれて、自分の不信心な欲の

ままに生活するであろう」。 19彼らは分派をつく

る者、肉に属する者、御霊を持たない者たちであ

る。 20しかし、愛する者たちよ。あなたがたは、

最も神聖な信仰の上に自らを築き上げ、聖霊によ

って祈り、 21神の愛の中に自らを保ち、永遠のい

のちを目あてとして、わたしたちの主イエス・キ

リストのあわれみを待ち望みなさい。 (aiōnios g166)

22疑いをいだく人々があれば、彼らをあわれみ、

23火の中から引き出して救ってやりなさい。また

、そのほかの人たちを、おそれの心をもってあわ

れみなさい。しかし、肉に汚れた者に対しては、

その下着さえも忌みきらいなさい。 24あなたがた

を守ってつまずかない者とし、また、その栄光の

まえに傷なき者として、喜びのうちに立たせて下

さるかた、 25すなわち、わたしたちの救主なる唯

一の神に、栄光、大能、力、権威が、わたしたち

の主イエス・キリストによって、世々の初めにも

、今も、また、世々限りなく、あるように、アァ

メン。 (aiōn g165)
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ヨハネの黙示録

1イエス・キリストの黙示。この黙示は、神が、
すぐにも起るべきことをその僕たちに示すため

キリストに与え、そして、キリストが、御使をつ

かわして、僕ヨハネに伝えられたものである。 2

ヨハネは、神の言とイエス・キリストのあかしと

、すなわち、自分が見たすべてのことをあかしし

た。 3この預言の言葉を朗読する者と、これを聞

いて、その中に書かれていることを守る者たちと

は、さいわいである。時が近づいているからであ

る。 4ヨハネからアジヤにある七つの教会へ。今

いまし、昔いまし、やがてきたるべきかたから、

また、その御座の前にある七つの霊から、 5また

、忠実な証人、死人の中から最初に生れた者、地

上の諸王の支配者であるイエス・キリストから、

恵みと平安とが、あなたがたにあるように。わた

したちを愛し、その血によってわたしたちを罪か

ら解放し、 6わたしたちを、その父なる神のため

に、御国の民とし、祭司として下さったかたに、

世々限りなく栄光と権力とがあるように、アァメ

ン。 (aiōn g165) 7見よ、彼は、雲に乗ってこられる

。すべての人の目、ことに、彼を刺しとおした者

たちは、彼を仰ぎ見るであろう。また地上の諸族

はみな、彼のゆえに胸を打って嘆くであろう。し

かり、アァメン。 8今いまし、昔いまし、やがて

きたるべき者、全能者にして主なる神が仰せにな

る、「わたしはアルパであり、オメガである」。 9

あなたがたの兄弟であり、共にイエスの苦難と御

国と忍耐とにあずかっている、わたしヨハネは、

神の言とイエスのあかしとのゆえに、パトモスと

いう島にいた。 10ところが、わたしは、主の日に

御霊に感じた。そして、わたしのうしろの方で、

ラッパのような大きな声がするのを聞いた。 11そ

の声はこう言った、「あなたが見ていることを書

きものにして、それをエペソ、スミルナ、ペルガ

モ、テアテラ、サルデス、ヒラデルヒヤ、ラオデ

キヤにある七つの教会に送りなさい」。 12そこで

わたしは、わたしに呼びかけたその声を見ようと

してふりむいた。ふりむくと、七つの金の燭台が

目についた。 13それらの燭台の間に、足までたれ

た上着を着、胸に金の帯をしめている人の子のよ

うな者がいた。 14そのかしらと髪の毛とは、雪の

ように白い羊毛に似て真白であり、目は燃える炎

のようであった。 15その足は、炉で精錬されて光

り輝くしんちゅうのようであり、声は大水のとど

ろきのようであった。 16その右手に七つの星を持

ち、口からは、鋭いもろ刃のつるぎがつき出てお

り、顔は、強く照り輝く太陽のようであった。 17

わたしは彼を見たとき、その足もとに倒れて死人

のようになった。すると、彼は右手をわたしの上

において言った、「恐れるな。わたしは初めであ

り、終りであり、 18また、生きている者である。

わたしは死んだことはあるが、見よ、世々限りな

く生きている者である。そして、死と黄泉とのか

ぎを持っている。 (aiōn g165, Hadēs g86) 19そこで、あ

なたの見たこと、現在のこと、今後起ろうとする

ことを、書きとめなさい。 20あなたがわたしの右

手に見た七つの星と、七つの金の燭台との奥義は

、こうである。すなわち、七つの星は七つの教会

の御使であり、七つの燭台は七つの教会である。

2エペソにある教会の御使に、こう書きおくりな
さい。『右の手に七つの星を持つ者、七つの金

の燭台の間を歩く者が、次のように言われる。 2

わたしは、あなたのわざと労苦と忍耐とを知って

いる。また、あなたが、悪い者たちをゆるしてお

くことができず、使徒と自称してはいるが、その

実、使徒でない者たちをためしてみて、にせ者で

あると見抜いたことも、知っている。 3あなたは

忍耐をし続け、わたしの名のために忍びとおして

、弱り果てることがなかった。 4しかし、あなた

に対して責むべきことがある。あなたは初めの愛

から離れてしまった。 5そこで、あなたはどこか

ら落ちたかを思い起し、悔い改めて初めのわざを

行いなさい。もし、そうしないで悔い改めなけれ

ば、わたしはあなたのところにきて、あなたの燭

台をその場所から取りのけよう。 6しかし、こう

いうことはある、あなたはニコライ宗の人々のわ

ざを憎んでおり、わたしもそれを憎んでいる。 7

耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くが

よい。勝利を得る者には、神のパラダイスにある

いのちの木の実を食べることをゆるそう』。 8ス

ミルナにある教会の御使に、こう書きおくりなさ

い。『初めであり、終りである者、死んだことは

あるが生き返った者が、次のように言われる。 9

わたしは、あなたの苦難や、貧しさを知っている

（しかし実際は、あなたは富んでいるのだ）。ま

た、ユダヤ人と自称してはいるが、その実ユダヤ

人でなくてサタンの会堂に属する者たちにそしら

れていることも、わたしは知っている。 10あなた

の受けようとする苦しみを恐れてはならない。見

よ、悪魔が、あなたがたのうちのある者をためす

ために、獄に入れようとしている。あなたがたは

十日の間、苦難にあうであろう。死に至るまで忠

実であれ。そうすれば、いのちの冠を与えよう。

11耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞く

がよい。勝利を得る者は、第二の死によって滅ぼ

されることはない』。 12ペルガモにある教会の御

使に、こう書きおくりなさい。『鋭いもろ刃のつ

るぎを持っているかたが、次のように言われる。

13わたしはあなたの住んでいる所を知っている。

そこにはサタンの座がある。あなたは、わたしの

名を堅く持ちつづけ、わたしの忠実な証人アンテ

パスがサタンの住んでいるあなたがたの所で殺さ

れた時でさえ、わたしに対する信仰を捨てなかっ

た。 14しかし、あなたに対して責むべきことが、

少しばかりある。あなたがたの中には、現にバラ

ムの教を奉じている者がある。バラムは、バラク

に教え込み、イスラエルの子らの前に、つまずき

になるものを置かせて、偶像にささげたものを食

べさせ、また不品行をさせたのである。 15同じよ

うに、あなたがたの中には、ニコライ宗の教を奉
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じている者もいる。 16だから、悔い改めなさい。

そうしないと、わたしはすぐにあなたのところに

行き、わたしの口のつるぎをもって彼らと戦おう

。 17耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞

くがよい。勝利を得る者には、隠されているマナ

を与えよう。また、白い石を与えよう。この石の

上には、これを受ける者のほかだれも知らない新

しい名が書いてある』。 18テアテラにある教会の

御使に、こう書きおくりなさい。『燃える炎のよ

うな目と光り輝くしんちゅうのような足とを持っ

た神の子が、次のように言われる。 19わたしは、

あなたのわざと、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐

とを知っている。また、あなたの後のわざが、初

めのよりもまさっていることを知っている。 20し

かし、あなたに対して責むべきことがある。あな

たは、あのイゼベルという女を、そのなすがまま

にさせている。この女は女預言者と自称し、わた

しの僕たちを教え、惑わして、不品行をさせ、偶

像にささげたものを食べさせている。 21わたしは

、この女に悔い改めるおりを与えたが、悔い改め

てその不品行をやめようとはしない。 22見よ、わ

たしはこの女を病の床に投げ入れる。この女と姦

淫する者をも、悔い改めて彼女のわざから離れな

ければ、大きな患難の中に投げ入れる。 23また、

この女の子供たちをも打ち殺そう。こうしてすべ

ての教会は、わたしが人の心の奥底までも探り知

る者であることを悟るであろう。そしてわたしは

、あなたがたひとりびとりのわざに応じて報いよ

う。 24また、テアテラにいるほかの人たちで、ま

だあの女の教を受けておらず、サタンの、いわゆ

る「深み」を知らないあなたがたに言う。わたし

は別にほかの重荷を、あなたがたに負わせること

はしない。 25ただ、わたしが来る時まで、自分の

持っているものを堅く保っていなさい。 26勝利を

得る者、わたしのわざを最後まで持ち続ける者に

は、諸国民を支配する権威を授ける。 27彼は鉄の

つえをもって、ちょうど土の器を砕くように、彼

らを治めるであろう。それは、わたし自身が父か

ら権威を受けて治めるのと同様である。 28わたし

はまた、彼に明けの明星を与える。 29耳のある者

は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい』。

3サルデスにある教会の御使に、こう書きおくり
なさい。『神の七つの霊と七つの星とを持つか

たが、次のように言われる。わたしはあなたのわ

ざを知っている。すなわち、あなたは、生きてい

るというのは名だけで、実は死んでいる。 2目を

さましていて、死にかけている残りの者たちを力

づけなさい。わたしは、あなたのわざが、わたし

の神のみまえに完全であるとは見ていない。 3だ

から、あなたが、どのようにして受けたか、また

聞いたかを思い起して、それを守りとおし、かつ

悔い改めなさい。もし目をさましていないなら、

わたしは盗人のように来るであろう。どんな時に

あなたのところに来るか、あなたには決してわか

らない。 4しかし、サルデスにはその衣を汚さな

い人が、数人いる。彼らは白い衣を着て、わたし

と共に歩みを続けるであろう。彼らは、それにふ

さわしい者である。 5勝利を得る者は、このよう

に白い衣を着せられるのである。わたしは、その

名をいのちの書から消すようなことを、決してし

ない。また、わたしの父と御使たちの前で、その

名を言いあらわそう。 6耳のある者は、御霊が諸

教会に言うことを聞くがよい』。 7ヒラデルヒヤ

にある教会の御使に、こう書きおくりなさい。『

聖なる者、まことなる者、ダビデのかぎを持つ者

、開けばだれにも閉じられることがなく、閉じれ

ばだれにも開かれることのない者が、次のように

言われる。 8わたしは、あなたのわざを知ってい

る。見よ、わたしは、あなたの前に、だれも閉じ

ることのできない門を開いておいた。なぜなら、

あなたには少ししか力がなかったにもかかわらず

、わたしの言葉を守り、わたしの名を否まなかっ

たからである。 9見よ、サタンの会堂に属する者

、すなわち、ユダヤ人と自称してはいるが、その

実ユダヤ人でなくて、偽る者たちに、こうしよう

。見よ、彼らがあなたの足もとにきて平伏するよ

うにし、そして、わたしがあなたを愛しているこ

とを、彼らに知らせよう。 10忍耐についてのわた

しの言葉をあなたが守ったから、わたしも、地上

に住む者たちをためすために、全世界に臨もうと

している試錬の時に、あなたを防ぎ守ろう。 11わ

たしは、すぐに来る。あなたの冠がだれにも奪わ

れないように、自分の持っているものを堅く守っ

ていなさい。 12勝利を得る者を、わたしの神の聖

所における柱にしよう。彼は決して二度と外へ出

ることはない。そして彼の上に、わたしの神の御

名と、わたしの神の都、すなわち、天とわたしの

神のみもとから下ってくる新しいエルサレムの名

と、わたしの新しい名とを、書きつけよう。 13耳

のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよ

い』。 14ラオデキヤにある教会の御使に、こう書

きおくりなさい。『アァメンたる者、忠実な、ま

ことの証人、神に造られたものの根源であるかた

が、次のように言われる。 15わたしはあなたのわ

ざを知っている。あなたは冷たくもなく、熱くも

ない。むしろ、冷たいか熱いかであってほしい。

16このように、熱くもなく、冷たくもなく、なま

ぬるいので、あなたを口から吐き出そう。 17あな

たは、自分は富んでいる、豊かになった、なんの

不自由もないと言っているが、実は、あなた自身

がみじめな者、あわれむべき者、貧しい者、目の

見えない者、裸な者であることに気がついていな

い。 18そこで、あなたに勧める。富む者となるた

めに、わたしから火で精錬された金を買い、また

、あなたの裸の恥をさらさないため身に着けるよ

うに、白い衣を買いなさい。また、見えるように

なるため、目にぬる目薬を買いなさい。 19すべて

わたしの愛している者を、わたしはしかったり、

懲らしめたりする。だから、熱心になって悔い改

めなさい。 20見よ、わたしは戸の外に立って、た

たいている。だれでもわたしの声を聞いて戸をあ

けるなら、わたしはその中にはいって彼と食を共

にし、彼もまたわたしと食を共にするであろう。
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21勝利を得る者には、わたしと共にわたしの座に

つかせよう。それはちょうど、わたしが勝利を得

てわたしの父と共にその御座についたのと同様で

ある。 22耳のある者は、御霊が諸教会に言うこと

を聞くがよい』」。

4その後、わたしが見ていると、見よ、開いた門
が天にあった。そして、さきにラッパのような

声でわたしに呼びかけるのを聞いた初めの声が、

「ここに上ってきなさい。そうしたら、これから

後に起るべきことを、見せてあげよう」と言った

。 2すると、たちまち、わたしは御霊に感じた。

見よ、御座が天に設けられており、その御座にい

ますかたがあった。 3その座にいますかたは、碧

玉や赤めのうのように見え、また、御座のまわり

には、緑玉のように見えるにじが現れていた。 4

また、御座のまわりには二十四の座があって、二

十四人の長老が白い衣を身にまとい、頭に金の冠

をかぶって、それらの座についていた。 5御座か

らは、いなずまと、もろもろの声と、雷鳴とが、

発していた。また、七つのともし火が、御座の前

で燃えていた。これらは、神の七つの霊である。 6

御座の前は、水晶に似たガラスの海のようであっ

た。御座のそば近くそのまわりには、四つの生き

物がいたが、その前にも後にも、一面に目がつい

ていた。 7第一の生き物はししのようであり、第

二の生き物は雄牛のようであり、第三の生き物は

人のような顔をしており、第四の生き物は飛ぶわ

しのようであった。 8この四つの生き物には、そ

れぞれ六つの翼があり、その翼のまわりも内側も

目で満ちていた。そして、昼も夜も、絶え間なく

こう叫びつづけていた、「聖なるかな、聖なるか

な、聖なるかな、全能者にして主なる神。昔いま

し、今いまし、やがてきたるべき者」。 9これら

の生き物が、御座にいまし、かつ、世々限りなく

生きておられるかたに、栄光とほまれとを帰し、

また、感謝をささげている時、 (aiōn g165) 10二十四

人の長老は、御座にいますかたのみまえにひれ伏

し、世々限りなく生きておられるかたを拝み、彼

らの冠を御座のまえに、投げ出して言った、 (aiōn

g165) 11「われらの主なる神よ、あなたこそは、栄

光とほまれと力とを受けるにふさわしいかた。あ

なたは万物を造られました。御旨によって、万物

は存在し、また造られたのであります」。

5わたしはまた、御座にいますかたの右の手に、
巻物があるのを見た。その内側にも外側にも字

が書いてあって、七つの封印で封じてあった。 2

また、ひとりの強い御使が、大声で、「その巻物

を開き、封印をとくのにふさわしい者は、だれか

」と呼ばわっているのを見た。 3しかし、天にも

地にも地の下にも、この巻物を開いて、それを見

ることのできる者は、ひとりもいなかった。 4巻

物を開いてそれを見るのにふさわしい者が見当ら

ないので、わたしは激しく泣いていた。 5すると

、長老のひとりがわたしに言った、「泣くな。見

よ、ユダ族のしし、ダビデの若枝であるかたが、

勝利を得たので、その巻物を開き七つの封印を解

くことができる」。 6わたしはまた、御座と四つ

の生き物との間、長老たちの間に、ほふられたと

みえる小羊が立っているのを見た。それに七つの

角と七つの目とがあった。これらの目は、全世界

につかわされた、神の七つの霊である。 7小羊は

進み出て、御座にいますかたの右の手から、巻物

を受けとった。 8巻物を受けとった時、四つの生

き物と二十四人の長老とは、おのおの、立琴と、

香の満ちている金の鉢とを手に持って、小羊の前

にひれ伏した。この香は聖徒の祈である。 9彼ら

は新しい歌を歌って言った、「あなたこそは、そ

の巻物を受けとり、封印を解くにふさわしいかた

であります。あなたはほふられ、その血によって

、神のために、あらゆる部族、国語、民族、国民

の中から人々をあがない、 10わたしたちの神のた

めに、彼らを御国の民とし、祭司となさいました

。彼らは地上を支配するに至るでしょう」。 11さ

らに見ていると、御座と生き物と長老たちとのま

わりに、多くの御使たちの声が上がるのを聞いた

。その数は万の幾万倍、千の幾千倍もあって、 12

大声で叫んでいた、「ほふられた小羊こそは、力

と、富と、知恵と、勢いと、ほまれと、栄光と、

さんびとを受けるにふさわしい」。 13またわたし

は、天と地、地の下と海の中にあるすべての造ら

れたもの、そして、それらの中にあるすべてのも

のの言う声を聞いた、「御座にいますかたと小羊

とに、さんびと、ほまれと、栄光と、権力とが、

世々限りなくあるように」。 (aiōn g165) 14四つの生

き物はアァメンと唱え、長老たちはひれ伏して礼

拝した。

6小羊がその七つの封印の一つを解いた時、わた
しが見ていると、四つの生き物の一つが、雷の

ような声で「きたれ」と呼ぶのを聞いた。 2そし

て見ていると、見よ、白い馬が出てきた。そして

、それに乗っている者は、弓を手に持っており、

また冠を与えられて、勝利の上にもなお勝利を得

ようとして出かけた。 3小羊が第二の封印を解い

た時、第二の生き物が「きたれ」と言うのを、わ

たしは聞いた。 4すると今度は、赤い馬が出てき

た。そして、それに乗っている者は、人々が互に

殺し合うようになるために、地上から平和を奪い

取ることを許され、また、大きなつるぎを与えら

れた。 5また、第三の封印を解いた時、第三の生

き物が「きたれ」と言うのを、わたしは聞いた。

そこで見ていると、見よ、黒い馬が出てきた。そ

して、それに乗っている者は、はかりを手に持っ

ていた。 6すると、わたしは四つの生き物の間か

ら出て来ると思われる声が、こう言うのを聞いた

、「小麦一ますは一デナリ。大麦三ますも一デナ

リ。オリブ油とぶどう酒とを、そこなうな」。 7

小羊が第四の封印を解いた時、第四の生き物が「

きたれ」と言う声を、わたしは聞いた。 8そこで

見ていると、見よ、青白い馬が出てきた。そして

、それに乗っている者の名は「死」と言い、それ

に黄泉が従っていた。彼らには、地の四分の一を
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支配する権威、および、つるぎと、ききんと、死

と、地の獣らとによって人を殺す権威とが、与え

られた。 (Hadēs g86) 9小羊が第五の封印を解いた時

、神の言のゆえに、また、そのあかしを立てたた

めに、殺された人々の霊魂が、祭壇の下にいるの

を、わたしは見た。 10彼らは大声で叫んで言った

、「聖なる、まことなる主よ。いつまであなたは

、さばくことをなさらず、また地に住む者に対し

て、わたしたちの血の報復をなさらないのですか

」。 11すると、彼らのひとりびとりに白い衣が与

えられ、それから、「彼らと同じく殺されようと

する僕仲間や兄弟たちの数が満ちるまで、もうし

ばらくの間、休んでいるように」と言い渡された

。 12小羊が第六の封印を解いた時、わたしが見て

いると、大地震が起って、太陽は毛織の荒布のよ

うに黒くなり、月は全面、血のようになり、 13天

の星は、いちじくのまだ青い実が大風に揺られて

振り落されるように、地に落ちた。 14天は巻物が

巻かれるように消えていき、すべての山と島とは

その場所から移されてしまった。 15地の王たち、

高官、千卒長、富める者、勇者、奴隷、自由人ら

はみな、ほら穴や山の岩かげに、身をかくした。

16そして、山と岩とにむかって言った、「さあ、

われわれをおおって、御座にいますかたの御顔と

小羊の怒りとから、かくまってくれ。 17御怒りの

大いなる日が、すでにきたのだ。だれが、その前

に立つことができようか」。

7この後、わたしは四人の御使が地の四すみに立
っているのを見た。彼らは地の四方の風をひき

止めて、地にも海にもすべての木にも、吹きつけ

ないようにしていた。 2また、もうひとりの御使

が、生ける神の印を持って、日の出る方から上っ

て来るのを見た。彼は地と海とをそこなう権威を

授かっている四人の御使にむかって、大声で叫ん

で言った、 3「わたしたちの神の僕らの額に、わ

たしたちが印をおしてしまうまでは、地と海と木

とをそこなってはならない」。 4わたしは印をお

された者の数を聞いたが、イスラエルの子らのす

べての部族のうち、印をおされた者は十四万四千

人であった。 5ユダの部族のうち、一万二千人が

印をおされ、ルベンの部族のうち、一万二千人、

ガドの部族のうち、一万二千人、 6アセルの部族

のうち、一万二千人、ナフタリの部族のうち、一

万二千人、マナセの部族のうち、一万二千人、 7

シメオンの部族のうち、一万二千人、レビの部族

のうち、一万二千人、イサカルの部族のうち、一

万二千人、 8ゼブルンの部族のうち、一万二千人

、ヨセフの部族のうち、一万二千人、ベニヤミン

の部族のうち、一万二千人が印をおされた。 9そ

の後、わたしが見ていると、見よ、あらゆる国民

、部族、民族、国語のうちから、数えきれないほ

どの大ぜいの群衆が、白い衣を身にまとい、しゅ

ろの枝を手に持って、御座と小羊との前に立ち、

10大声で叫んで言った、「救は、御座にいますわ

れらの神と小羊からきたる」。 11御使たちはみな

、御座と長老たちと四つの生き物とのまわりに立

っていたが、御座の前にひれ伏し、神を拝して言

った、 12「アァメン、さんび、栄光、知恵、感謝

、ほまれ、力、勢いが、世々限りなく、われらの

神にあるように、アァメン」。 (aiōn g165) 13長老た

ちのひとりが、わたしにむかって言った、「この

白い衣を身にまとっている人々は、だれか。また

、どこからきたのか」。 14わたしは彼に答えた、

「わたしの主よ、それはあなたがご存じです」。

すると、彼はわたしに言った、「彼らは大きな患

難をとおってきた人たちであって、その衣を小羊

の血で洗い、それを白くしたのである。 15それだ

から彼らは、神の御座の前におり、昼も夜もその

聖所で神に仕えているのである。御座にいますか

たは、彼らの上に幕屋を張って共に住まわれるで

あろう。 16彼らは、もはや飢えることがなく、か

わくこともない。太陽も炎暑も、彼らを侵すこと

はない。 17御座の正面にいます小羊は彼らの牧者

となって、いのちの水の泉に導いて下さるであろ

う。また神は、彼らの目から涙をことごとくぬぐ

いとって下さるであろう」。

8小羊が第七の封印を解いた時、半時間ばかり天
に静けさがあった。 2それからわたしは、神の

みまえに立っている七人の御使を見た。そして、

七つのラッパが彼らに与えられた。 3また、別の

御使が出てきて、金の香炉を手に持って祭壇の前

に立った。たくさんの香が彼に与えられていたが

、これは、すべての聖徒の祈に加えて、御座の前

の金の祭壇の上にささげるためのものであった。 4

香の煙は、御使の手から、聖徒たちの祈と共に神

のみまえに立ちのぼった。 5御使はその香炉をと

り、これに祭壇の火を満たして、地に投げつけた

。すると、多くの雷鳴と、もろもろの声と、いな

ずまと、地震とが起った。 6そこで、七つのラッ

パを持っている七人の御使が、それを吹く用意を

した。 7第一の御使が、ラッパを吹き鳴らした。

すると、血のまじった雹と火とがあらわれて、地

上に降ってきた。そして、地の三分の一が焼け、

木の三分の一が焼け、また、すべての青草も焼け

てしまった。 8第二の御使が、ラッパを吹き鳴ら

した。すると、火の燃えさかっている大きな山の

ようなものが、海に投げ込まれた。そして、海の

三分の一は血となり、 9海の中の造られた生き物

の三分の一は死に、舟の三分の一がこわされてし

まった。 10第三の御使が、ラッパを吹き鳴らした

。すると、たいまつのように燃えている大きな星

が、空から落ちてきた。そしてそれは、川の三分

の一とその水源との上に落ちた。 11この星の名は

「苦よもぎ」と言い、水の三分の一が「苦よもぎ

」のように苦くなった。水が苦くなったので、そ

のために多くの人が死んだ。 12第四の御使が、ラ

ッパを吹き鳴らした。すると、太陽の三分の一と

、月の三分の一と、星の三分の一とが打たれて、

これらのものの三分の一は暗くなり、昼の三分の

一は明るくなくなり、夜も同じようになった。 13

また、わたしが見ていると、一羽のわしが中空を

飛び、大きな声でこう言うのを聞いた、「ああ、
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わざわいだ、わざわいだ、地に住む人々は、わざ

わいだ。なお三人の御使がラッパを吹き鳴らそう

としている」。

9第五の御使が、ラッパを吹き鳴らした。すると
わたしは、一つの星が天から地に落ちて来るの

を見た。この星に、底知れぬ所の穴を開くかぎが

与えられた。 (Abyssos g12) 2そして、この底知れぬ

所の穴が開かれた。すると、その穴から煙が大き

な炉の煙のように立ちのぼり、その穴の煙で、太

陽も空気も暗くなった。 (Abyssos g12) 3その煙の中

から、いなごが地上に出てきたが、地のさそりが

持っているような力が、彼らに与えられた。 4彼

らは、地の草やすべての青草、またすべての木を

そこなってはならないが、額に神の印がない人た

ちには害を加えてもよいと、言い渡された。 5彼

らは、人間を殺すことはしないで、五か月のあい

だ苦しめることだけが許された。彼らの与える苦

痛は、人がさそりにさされる時のような苦痛であ

った。 6その時には、人々は死を求めても与えら

れず、死にたいと願っても、死は逃げて行くので

ある。 7これらのいなごは、出陣の用意のととの

えられた馬によく似ており、その頭には金の冠の

ようなものをつけ、その顔は人間の顔のようであ

り、 8また、そのかみの毛は女のかみのようであ

り、その歯はししの歯のようであった。 9また、

鉄の胸当のような胸当をつけており、その羽の音

は、馬に引かれて戦場に急ぐ多くの戦車の響きの

ようであった。 10その上、さそりのような尾と針

とを持っている。その尾には、五か月のあいだ人

間をそこなう力がある。 11彼らは、底知れぬ所の

使を王にいただいており、その名をヘブル語でア

バドンと言い、ギリシヤ語ではアポルオンと言う

。 (Abyssos g12) 12第一のわざわいは、過ぎ去った。

見よ、この後、なお二つのわざわいが来る。 13第

六の御使が、ラッパを吹き鳴らした。すると、一

つの声が、神のみまえにある金の祭壇の四つの角

から出て、 14ラッパを持っている第六の御使にこ

う呼びかけるのを、わたしは聞いた。「大ユウフ

ラテ川のほとりにつながれている四人の御使を、

解いてやれ」。 15すると、その時、その日、その

月、その年に備えておかれた四人の御使が、人間

の三分の一を殺すために、解き放たれた。 16騎兵

隊の数は二億であった。わたしはその数を聞いた

。 17そして、まぼろしの中で、それらの馬とそれ

に乗っている者たちとを見ると、乗っている者た

ちは、火の色と青玉色と硫黄の色の胸当をつけて

いた。そして、それらの馬の頭はししの頭のよう

であって、その口から火と煙と硫黄とが、出てい

た。 18この三つの災害、すなわち、彼らの口から

出て来る火と煙と硫黄とによって、人間の三分の

一は殺されてしまった。 19馬の力はその口と尾と

にある。その尾はへびに似ていて、それに頭があ

り、その頭で人に害を加えるのである。 20これら

の災害で殺されずに残った人々は、自分の手で造

ったものについて、悔い改めようとせず、また悪

霊のたぐいや、金、銀、銅、石、木で造られ、見

ることも聞くことも歩くこともできない偶像を礼

拝して、やめようともしなかった。 21また、彼ら

は、その犯した殺人や、まじないや、不品行や、

盗みを悔い改めようとしなかった。

10わたしは、もうひとりの強い御使が、雲に包
まれて、天から降りて来るのを見た。その頭

に、にじをいただき、その顔は太陽のようで、そ

の足は火の柱のようであった。 2彼は、開かれた

小さな巻物を手に持っていた。そして、右足を海

の上に、左足を地の上に踏みおろして、 3ししが

ほえるように大声で叫んだ。彼が叫ぶと、七つの

雷がおのおのその声を発した。 4七つの雷が声を

発した時、わたしはそれを書きとめようとした。

すると、天から声があって、「七つの雷の語った

ことを封印せよ。それを書きとめるな」と言うの

を聞いた。 5それから、海と地の上に立っている

のをわたしが見たあの御使は、天にむけて右手を

上げ、 6天とその中にあるもの、地とその中にあ

るもの、海とその中にあるものを造り、世々限り

なく生きておられるかたをさして誓った、「もう

時がない。 (aiōn g165) 7第七の御使が吹き鳴らすラ

ッパの音がする時には、神がその僕、預言者たち

にお告げになったとおり、神の奥義は成就される

」。 8すると、前に天から聞えてきた声が、また

わたしに語って言った、「さあ行って、海と地と

の上に立っている御使の手に開かれている巻物を

、受け取りなさい」。 9そこで、わたしはその御

使のもとに行って、「その小さな巻物を下さい」

と言った。すると、彼は言った、「取って、それ

を食べてしまいなさい。あなたの腹には苦いが、

口には蜜のように甘い」。 10わたしは御使の手か

らその小さな巻物を受け取って食べてしまった。

すると、わたしの口には蜜のように甘かったが、

それを食べたら、腹が苦くなった。 11その時、「

あなたは、もう一度、多くの民族、国民、国語、

王たちについて、預言せねばならない」と言う声

がした。

11それから、わたしはつえのような測りざおを
与えられて、こう命じられた、「さあ立って

、神の聖所と祭壇と、そこで礼拝している人々と

を、測りなさい。 2聖所の外の庭はそのままにし

ておきなさい。それを測ってはならない。そこは

異邦人に与えられた所だから。彼らは、四十二か

月の間この聖なる都を踏みにじるであろう。 3そ

してわたしは、わたしのふたりの証人に、荒布を

着て、千二百六十日のあいだ預言することを許そ

う」。 4彼らは、全地の主のみまえに立っている

二本のオリブの木、また、二つの燭台である。 5

もし彼らに害を加えようとする者があれば、彼ら

の口から火が出て、その敵を滅ぼすであろう。も

し彼らに害を加えようとする者があれば、その者

はこのように殺されねばならない。 6預言をして

いる期間、彼らは、天を閉じて雨を降らせないよ

うにする力を持っている。さらにまた、水を血に

変え、何度でも思うままに、あらゆる災害で地を

打つ力を持っている。 7そして、彼らがそのあか
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しを終えると、底知れぬ所からのぼって来る獣が

、彼らと戦って打ち勝ち、彼らを殺す。 (Abyssos

g12) 8彼らの死体はソドムや、エジプトにたとえら

れている大いなる都の大通りにさらされる。彼ら

の主も、この都で十字架につけられたのである。 9

いろいろな民族、部族、国語、国民に属する人々

が、三日半の間、彼らの死体をながめるが、その

死体を墓に納めることは許さない。 10地に住む人

々は、彼らのことで喜び楽しみ、互に贈り物をし

あう。このふたりの預言者は、地に住む者たちを

悩ましたからである。 11三日半の後、いのちの息

が、神から出て彼らの中にはいり、そして、彼ら

が立ち上がったので、それを見た人々は非常な恐

怖に襲われた。 12その時、天から大きな声がして

、「ここに上ってきなさい」と言うのを、彼らは

聞いた。そして、彼らは雲に乗って天に上った。

彼らの敵はそれを見た。 13この時、大地震が起っ

て、都の十分の一は倒れ、その地震で七千人が死

に、生き残った人々は驚き恐れて、天の神に栄光

を帰した。 14第二のわざわいは、過ぎ去った。見

よ、第三のわざわいがすぐに来る。 15第七の御使

が、ラッパを吹き鳴らした。すると、大きな声々

が天に起って言った、「この世の国は、われらの

主とそのキリストとの国となった。主は世々限り

なく支配なさるであろう」。 (aiōn g165) 16そして、

神のみまえで座についている二十四人の長老は、

ひれ伏し、神を拝して言った、 17「今いまし、昔

いませる、全能者にして主なる神よ。大いなる御

力をふるって支配なさったことを、感謝します。

18諸国民は怒り狂いましたが、あなたも怒りをあ

らわされました。そして、死人をさばき、あなた

の僕なる預言者、聖徒、小さき者も、大いなる者

も、すべて御名をおそれる者たちに報いを与え、

また、地を滅ぼす者どもを滅ぼして下さる時がき

ました」。 19そして、天にある神の聖所が開けて

、聖所の中に契約の箱が見えた。また、いなずま

と、もろもろの声と、雷鳴と、地震とが起り、大

粒の雹が降った。

12また、大いなるしるしが天に現れた。ひとり
の女が太陽を着て、足の下に月を踏み、その

頭に十二の星の冠をかぶっていた。 2この女は子

を宿しており、産みの苦しみと悩みとのために、

泣き叫んでいた。 3また、もう一つのしるしが天

に現れた。見よ、大きな、赤い龍がいた。それに

七つの頭と十の角とがあり、その頭に七つの冠を

かぶっていた。 4その尾は天の星の三分の一を掃

き寄せ、それらを地に投げ落した。龍は子を産も

うとしている女の前に立ち、生れたなら、その子

を食い尽そうとかまえていた。 5女は男の子を産

んだが、彼は鉄のつえをもってすべての国民を治

めるべき者である。この子は、神のみもとに、そ

の御座のところに、引き上げられた。 6女は荒野

へ逃げて行った。そこには、彼女が千二百六十日

のあいだ養われるように、神の用意された場所が

あった。 7さて、天では戦いが起った。ミカエル

とその御使たちとが、龍と戦ったのである。龍も

その使たちも応戦したが、 8勝てなかった。そし

て、もはや天には彼らのおる所がなくなった。 9

この巨大な龍、すなわち、悪魔とか、サタンとか

呼ばれ、全世界を惑わす年を経たへびは、地に投

げ落され、その使たちも、もろともに投げ落され

た。 10その時わたしは、大きな声が天でこう言う

のを聞いた、「今や、われらの神の救と力と国と

、神のキリストの権威とは、現れた。われらの兄

弟らを訴える者、夜昼われらの神のみまえで彼ら

を訴える者は、投げ落された。 11兄弟たちは、小

羊の血と彼らのあかしの言葉とによって、彼にう

ち勝ち、死に至るまでもそのいのちを惜しまなか

った。 12それゆえに、天とその中に住む者たちよ

、大いに喜べ。しかし、地と海よ、おまえたちは

わざわいである。悪魔が、自分の時が短いのを知

り、激しい怒りをもって、おまえたちのところに

下ってきたからである」。 13龍は、自分が地上に

投げ落されたと知ると、男子を産んだ女を追いか

けた。 14しかし、女は自分の場所である荒野に飛

んで行くために、大きなわしの二つの翼を与えら

れた。そしてそこでへびからのがれて、一年、二

年、また、半年の間、養われることになっていた

。 15へびは女の後に水を川のように、口から吐き

出して、女をおし流そうとした。 16しかし、地は

女を助けた。すなわち、地はその口を開いて、龍

が口から吐き出した川を飲みほした。 17龍は、女

に対して怒りを発し、女の残りの子ら、すなわち

、神の戒めを守り、イエスのあかしを持っている

者たちに対して、戦いをいどむために、出て行っ

た。そして、海の砂の上に立った。

13わたしはまた、一匹の獣が海から上って来る
のを見た。それには角が十本、頭が七つあり

、それらの角には十の冠があって、頭には神を汚

す名がついていた。 2わたしの見たこの獣はひょ

うに似ており、その足はくまの足のようで、その

口はししの口のようであった。龍は自分の力と位

と大いなる権威とを、この獣に与えた。 3その頭

の一つが、死ぬほどの傷を受けたが、その致命的

な傷もなおってしまった。そこで、全地の人々は

驚きおそれて、その獣に従い、 4また、龍がその

権威を獣に与えたので、人々は龍を拝み、さらに

、その獣を拝んで言った、「だれが、この獣に匹

敵し得ようか。だれが、これと戦うことができよ

うか」。 5この獣には、また、大言を吐き汚しご

とを語る口が与えられ、四十二か月のあいだ活動

する権威が与えられた。 6そこで、彼は口を開い

て神を汚し、神の御名と、その幕屋、すなわち、

天に住む者たちとを汚した。 7そして彼は、聖徒

に戦いをいどんでこれに勝つことを許され、さら

に、すべての部族、民族、国語、国民を支配する

権威を与えられた。 8地に住む者で、ほふられた

小羊のいのちの書に、その名を世の初めからしる

されていない者はみな、この獣を拝むであろう。 9

耳のある者は、聞くがよい。 10とりこになるべき

者は、とりこになっていく。つるぎで殺す者は、

自らもつるぎで殺されねばならない。ここに、聖
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徒たちの忍耐と信仰とがある。 11わたしはまた、

ほかの獣が地から上って来るのを見た。それには

小羊のような角が二つあって、龍のように物を言

った。 12そして、先の獣の持つすべての権力をそ

の前で働かせた。また、地と地に住む人々に、致

命的な傷がいやされた先の獣を拝ませた。 13また

、大いなるしるしを行って、人々の前で火を天か

ら地に降らせることさえした。 14さらに、先の獣

の前で行うのを許されたしるしで、地に住む人々

を惑わし、かつ、つるぎの傷を受けてもなお生き

ている先の獣の像を造ることを、地に住む人々に

命じた。 15それから、その獣の像に息を吹き込ん

で、その獣の像が物を言うことさえできるように

し、また、その獣の像を拝まない者をみな殺させ

た。 16また、小さき者にも、大いなる者にも、富

める者にも、貧しき者にも、自由人にも、奴隷に

も、すべての人々に、その右の手あるいは額に刻

印を押させ、 17この刻印のない者はみな、物を買

うことも売ることもできないようにした。この刻

印は、その獣の名、または、その名の数字のこと

である。 18ここに、知恵が必要である。思慮のあ

る者は、獣の数字を解くがよい。その数字とは、

人間をさすものである。そして、その数字は六百

六十六である。

14なお、わたしが見ていると、見よ、小羊がシ
オンの山に立っていた。また、十四万四千の

人々が小羊と共におり、その額に小羊の名とその

父の名とが書かれていた。 2またわたしは、大水

のとどろきのような、激しい雷鳴のような声が、

天から出るのを聞いた。わたしの聞いたその声は

、琴をひく人が立琴をひく音のようでもあった。 3

彼らは、御座の前、四つの生き物と長老たちとの

前で、新しい歌を歌った。この歌は、地からあが

なわれた十四万四千人のほかは、だれも学ぶこと

ができなかった。 4彼らは、女にふれたことのな

い者である。彼らは、純潔な者である。そして、

小羊の行く所へは、どこへでもついて行く。彼ら

は、神と小羊とにささげられる初穂として、人間

の中からあがなわれた者である。 5彼らの口には

偽りがなく、彼らは傷のない者であった。 6わた

しは、もうひとりの御使が中空を飛ぶのを見た。

彼は地に住む者、すなわち、あらゆる国民、部族

、国語、民族に宣べ伝えるために、永遠の福音を

たずさえてきて、 (aiōnios g166) 7大声で言った、「

神をおそれ、神に栄光を帰せよ。神のさばきの時

がきたからである。天と地と海と水の源とを造ら

れたかたを、伏し拝め」。 8また、ほかの第二の

御使が、続いてきて言った、「倒れた、大いなる

バビロンは倒れた。その不品行に対する激しい怒

りのぶどう酒を、あらゆる国民に飲ませた者」。 9

ほかの第三の御使が彼らに続いてきて、大声で言

った、「おおよそ、獣とその像とを拝み、額や手

に刻印を受ける者は、 10神の怒りの杯に混ぜもの

なしに盛られた、神の激しい怒りのぶどう酒を飲

み、聖なる御使たちと小羊との前で、火と硫黄と

で苦しめられる。 11その苦しみの煙は世々限りな

く立ちのぼり、そして、獣とその像とを拝む者、

また、だれでもその名の刻印を受けている者は、

昼も夜も休みが得られない。 (aiōn g165) 12ここに、

神の戒めを守り、イエスを信じる信仰を持ちつづ

ける聖徒の忍耐がある」。 13またわたしは、天か

らの声がこう言うのを聞いた、「書きしるせ、『

今から後、主にあって死ぬ死人はさいわいである

』」。御霊も言う、「しかり、彼らはその労苦を

解かれて休み、そのわざは彼らについていく」。

14また見ていると、見よ、白い雲があって、その

雲の上に人の子のような者が座しており、頭には

金の冠をいただき、手には鋭いかまを持っていた

。 15すると、もうひとりの御使が聖所から出てき

て、雲の上に座している者にむかって大声で叫ん

だ、「かまを入れて刈り取りなさい。地の穀物は

全く実り、刈り取るべき時がきた」。 16雲の上に

座している者は、そのかまを地に投げ入れた。す

ると、地のものが刈り取られた。 17また、もうひ

とりの御使が、天の聖所から出てきたが、彼もま

た鋭いかまを持っていた。 18さらに、もうひとり

の御使で、火を支配する権威を持っている者が、

祭壇から出てきて、鋭いかまを持つ御使にむかい

、大声で言った、「その鋭いかまを地に入れて、

地のぶどうのふさを刈り集めなさい。ぶどうの実

がすでに熟しているから」。 19そこで、御使はそ

のかまを地に投げ入れて、地のぶどうを刈り集め

、神の激しい怒りの大きな酒ぶねに投げ込んだ。

20そして、その酒ぶねが都の外で踏まれた。する

と、血が酒ぶねから流れ出て、馬のくつわにとど

くほどになり、一千六百丁にわたってひろがった

。

15またわたしは、天に大いなる驚くべきほかの
しるしを見た。七人の御使が、最後の七つの

災害を携えていた。これらの災害で神の激しい怒

りがその頂点に達するのである。 2またわたしは

、火のまじったガラスの海のようなものを見た。

そして、このガラスの海のそばに、獣とその像と

その名の数字とにうち勝った人々が、神の立琴を

手にして立っているのを見た。 3彼らは、神の僕

モーセの歌と小羊の歌とを歌って言った、「全能

者にして主なる神よ。あなたのみわざは、大いな

る、また驚くべきものであります。万民の王よ、

あなたの道は正しく、かつ真実であります。 4主

よ、あなたをおそれず、御名をほめたたえない者

が、ありましょうか。あなただけが聖なるかたで

あり、あらゆる国民はきて、あなたを伏し拝むで

しょう。あなたの正しいさばきが、あらわれるに

至ったからであります」。 5その後、わたしが見

ていると、天にある、あかしの幕屋の聖所が開か

れ、 6その聖所から、七つの災害を携えている七

人の御使が、汚れのない、光り輝く亜麻布を身に

まとい、金の帯を胸にしめて、出てきた。 7そし

て、四つの生き物の一つが、世々限りなく生きて

おられる神の激しい怒りの満ちた七つの金の鉢を

、七人の御使に渡した。 (aiōn g165) 8すると、聖所

は神の栄光とその力とから立ちのぼる煙で満たさ
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れ、七人の御使の七つの災害が終ってしまうまで

は、だれも聖所にはいることができなかった。

16それから、大きな声が聖所から出て、七人の
御使にむかい、「さあ行って、神の激しい怒

りの七つの鉢を、地に傾けよ」と言うのを聞いた

。 2そして、第一の者が出て行って、その鉢を地

に傾けた。すると、獣の刻印を持つ人々と、その

像を拝む人々とのからだに、ひどい悪性のでき物

ができた。 3第二の者が、その鉢を海に傾けた。

すると、海は死人の血のようになって、その中の

生き物がみな死んでしまった。 4第三の者がその

鉢を川と水の源とに傾けた。すると、みな血にな

った。 5それから、水をつかさどる御使がこう言

うのを、聞いた、「今いまし、昔いませる聖なる

者よ。このようにお定めになったあなたは、正し

いかたであります。 6聖徒と預言者との血を流し

た者たちに、血をお飲ませになりましたが、それ

は当然のことであります」。 7わたしはまた祭壇

がこう言うのを聞いた、「全能者にして主なる神

よ。しかり、あなたのさばきは真実で、かつ正し

いさばきであります」。 8第四の者が、その鉢を

太陽に傾けた。すると、太陽は火で人々を焼くこ

とを許された。 9人々は、激しい炎熱で焼かれた

が、これらの災害を支配する神の御名を汚し、悔

い改めて神に栄光を帰することをしなかった。 10

第五の者が、その鉢を獣の座に傾けた。すると、

獣の国は暗くなり、人々は苦痛のあまり舌をかみ

、 11その苦痛とでき物とのゆえに、天の神をのろ

った。そして、自分の行いを悔い改めなかった。

12第六の者が、その鉢を大ユウフラテ川に傾けた

。すると、その水は、日の出る方から来る王たち

に対し道を備えるために、かれてしまった。 13ま

た見ると、龍の口から、獣の口から、にせ預言者

の口から、かえるのような三つの汚れた霊が出て

きた。 14これらは、しるしを行う悪霊の霊であっ

て、全世界の王たちのところに行き、彼らを召集

したが、それは、全能なる神の大いなる日に、戦

いをするためであった。 15（見よ、わたしは盗人

のように来る。裸のままで歩かないように、また

、裸の恥を見られないように、目をさまし着物を

身に着けている者は、さいわいである。） 16三つ

の霊は、ヘブル語でハルマゲドンという所に、王

たちを召集した。 17第七の者が、その鉢を空中に

傾けた。すると、大きな声が聖所の中から、御座

から出て、「事はすでに成った」と言った。 18す

ると、いなずまと、もろもろの声と、雷鳴とが起

り、また激しい地震があった。それは人間が地上

にあらわれて以来、かつてなかったようなもので

、それほどに激しい地震であった。 19大いなる都

は三つに裂かれ、諸国民の町々は倒れた。神は大

いなるバビロンを思い起し、これに神の激しい怒

りのぶどう酒の杯を与えられた。 20島々はみな逃

げ去り、山々は見えなくなった。 21また一タラン

トの重さほどの大きな雹が、天から人々の上に降

ってきた。人々は、この雹の災害のゆえに神をの

ろった。その災害が、非常に大きかったからであ

る。

17それから、七つの鉢を持つ七人の御使のひと
りがきて、わたしに語って言った、「さあ、

きなさい。多くの水の上にすわっている大淫婦に

対するさばきを、見せよう。 2地の王たちはこの

女と姦淫を行い、地に住む人々はこの女の姦淫の

ぶどう酒に酔いしれている」。 3御使は、わたし

を御霊に感じたまま、荒野へ連れて行った。わた

しは、そこでひとりの女が赤い獣に乗っているの

を見た。その獣は神を汚すかずかずの名でおおわ

れ、また、それに七つの頭と十の角とがあった。 4

この女は紫と赤の衣をまとい、金と宝石と真珠と

で身を飾り、憎むべきものと自分の姦淫の汚れと

で満ちている金の杯を手に持ち、 5その額には、

一つの名がしるされていた。それは奥義であって

、「大いなるバビロン、淫婦どもと地の憎むべき

ものらとの母」というのであった。 6わたしは、

この女が聖徒の血とイエスの証人の血に酔いしれ

ているのを見た。この女を見た時、わたしは非常

に驚きあやしんだ。 7すると、御使はわたしに言

った、「なぜそんなに驚くのか。この女の奥義と

、女を乗せている七つの頭と十の角のある獣の奥

義とを、話してあげよう。 8あなたの見た獣は、

昔はいたが、今はおらず、そして、やがて底知れ

ぬ所から上ってきて、ついには滅びに至るもので

ある。地に住む者のうち、世の初めからいのちの

書に名をしるされていない者たちは、この獣が、

昔はいたが今はおらず、やがて来るのを見て、驚

きあやしむであろう。 (Abyssos g12) 9ここに、知恵

のある心が必要である。七つの頭は、この女のす

わっている七つの山であり、また、七人の王のこ

とである。 10そのうちの五人はすでに倒れ、ひと

りは今おり、もうひとりは、まだきていない。そ

れが来れば、しばらくの間だけおることになって

いる。 11昔はいたが今はいないという獣は、すな

わち第八のものであるが、またそれは、かの七人

の中のひとりであって、ついには滅びに至るもの

である。 12あなたの見た十の角は、十人の王のこ

とであって、彼らはまだ国を受けてはいないが、

獣と共に、一時だけ王としての権威を受ける。 13

彼らは心をひとつにしている。そして、自分たち

の力と権威とを獣に与える。 14彼らは小羊に戦い

をいどんでくるが、小羊は、主の主、王の王であ

るから、彼らにうち勝つ。また、小羊と共にいる

召された、選ばれた、忠実な者たちも、勝利を得

る」。 15御使はまた、わたしに言った、「あなた

の見た水、すなわち、淫婦のすわっている所は、

あらゆる民族、群衆、国民、国語である。 16あな

たの見た十の角と獣とは、この淫婦を憎み、みじ

めな者にし、裸にし、彼女の肉を食い、火で焼き

尽すであろう。 17神は、御言が成就する時まで、

彼らの心の中に、御旨を行い、思いをひとつにし

、彼らの支配権を獣に与える思いを持つようにさ

れたからである。 18あなたの見たかの女は、地の

王たちを支配する大いなる都のことである」。
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18この後、わたしは、もうひとりの御使が、大
いなる権威を持って、天から降りて来るのを

見た。地は彼の栄光によって明るくされた。 2彼

は力強い声で叫んで言った、「倒れた、大いなる

バビロンは倒れた。そして、それは悪魔の住む所

、あらゆる汚れた霊の巣くつ、また、あらゆる汚

れた憎むべき鳥の巣くつとなった。 3すべての国

民は、彼女の姦淫に対する激しい怒りのぶどう酒

を飲み、地の王たちは彼女と姦淫を行い、地上の

商人たちは、彼女の極度のぜいたくによって富を

得たからである」。 4わたしはまた、もうひとつ

の声が天から出るのを聞いた、「わたしの民よ。

彼女から離れ去って、その罪にあずからないよう

にし、その災害に巻き込まれないようにせよ。 5

彼女の罪は積り積って天に達しており、神はその

不義の行いを覚えておられる。 6彼女がしたとお

りに彼女にし返し、そのしわざに応じて二倍に報

復をし、彼女が混ぜて入れた杯の中に、その倍の

量を、入れてやれ。 7彼女が自ら高ぶり、ぜいた

くをほしいままにしたので、それに対して、同じ

ほどの苦しみと悲しみとを味わわせてやれ。彼女

は心の中で『わたしは女王の位についている者で

あって、やもめではないのだから、悲しみを知ら

ない』と言っている。 8それゆえ、さまざまの災

害が、死と悲しみとききんとが、一日のうちに彼

女を襲い、そして、彼女は火で焼かれてしまう。

彼女をさばく主なる神は、力強いかたなのである

。 9彼女と姦淫を行い、ぜいたくをほしいままに

していた地の王たちは、彼女が焼かれる火の煙を

見て、彼女のために胸を打って泣き悲しみ、 10彼

女の苦しみに恐れをいだき、遠くに立って言うで

あろう、『ああ、わざわいだ、大いなる都、不落

の都、バビロンは、わざわいだ。おまえに対する

さばきは、一瞬にしてきた』。 11また、地の商人

たちも彼女のために泣き悲しむ。もはや、彼らの

商品を買う者が、ひとりもないからである。 12そ

の商品は、金、銀、宝石、真珠、麻布、紫布、絹

、緋布、各種の香木、各種の象牙細工、高価な木

材、銅、鉄、大理石などの器、 13肉桂、香料、香

、におい油、乳香、ぶどう酒、オリブ油、麦粉、

麦、牛、羊、馬、車、奴隷、そして人身などであ

る。 14おまえの心の喜びであったくだものはなく

なり、あらゆるはでな、はなやかな物はおまえか

ら消え去った。それらのものはもはや見られない

。 15これらの品々を売って、彼女から富を得た商

人は、彼女の苦しみに恐れをいだいて遠くに立ち

、泣き悲しんで言う、 16『ああ、わざわいだ、麻

布と紫布と緋布をまとい、金や宝石や真珠で身を

飾っていた大いなる都は、わざわいだ。 17これほ

どの富が、一瞬にして無に帰してしまうとは』。

また、すべての船長、航海者、水夫、すべて海で

働いている人たちは、遠くに立ち、 18彼女が焼か

れる火の煙を見て、叫んで言う、『これほどの大

いなる都は、どこにあろう』。 19彼らは頭にちり

をかぶり、泣き悲しんで叫ぶ、『ああ、わざわい

だ、この大いなる都は、わざわいだ。そのおごり

によって、海に舟を持つすべての人が富を得てい

たのに、この都も一瞬にして無に帰してしまった

』。 20天よ、聖徒たちよ、使徒たちよ、預言者た

ちよ。この都について大いに喜べ。神は、あなた

がたのために、この都をさばかれたのである」。

21すると、ひとりの力強い御使が、大きなひきう

すのような石を持ちあげ、それを海に投げ込んで

言った、「大いなる都バビロンは、このように激

しく打ち倒され、そして、全く姿を消してしまう

。 22また、おまえの中では、立琴をひく者、歌を

歌う者、笛を吹く者、ラッパを吹き鳴らす者の楽

の音は全く聞かれず、あらゆる仕事の職人たちも

全く姿を消し、また、ひきうすの音も、全く聞か

れない。 23また、おまえの中では、あかりもとも

されず、花婿、花嫁の声も聞かれない。というの

は、おまえの商人たちは地上で勢力を張る者とな

り、すべての国民はおまえのまじないでだまされ

、 24また、預言者や聖徒の血、さらに、地上で殺

されたすべての者の血が、この都で流されたから

である」。

19この後、わたしは天の大群衆が大声で唱える
ような声を聞いた、「ハレルヤ、救と栄光と

力とは、われらの神のものであり、 2そのさばき

は、真実で正しい。神は、姦淫で地を汚した大淫

婦をさばき、神の僕たちの血の報復を彼女になさ

ったからである」。 3再び声があって、「ハレル

ヤ、彼女が焼かれる火の煙は、世々限りなく立ち

のぼる」と言った。 (aiōn g165) 4すると、二十四人

の長老と四つの生き物とがひれ伏し、御座にいま

す神を拝して言った、「アァメン、ハレルヤ」。 5

その時、御座から声が出て言った、「すべての神

の僕たちよ、神をおそれる者たちよ。小さき者も

大いなる者も、共に、われらの神をさんびせよ」

。 6わたしはまた、大群衆の声、多くの水の音、

また激しい雷鳴のようなものを聞いた。それはこ

う言った、「ハレルヤ、全能者にして主なるわれ

らの神は、王なる支配者であられる。 7わたした

ちは喜び楽しみ、神をあがめまつろう。小羊の婚

姻の時がきて、花嫁はその用意をしたからである

。 8彼女は、光り輝く、汚れのない麻布の衣を着

ることを許された。この麻布の衣は、聖徒たちの

正しい行いである」。 9それから、御使はわたし

に言った、「書きしるせ。小羊の婚宴に招かれた

者は、さいわいである」。またわたしに言った、

「これらは、神の真実の言葉である」。 10そこで

、わたしは彼の足もとにひれ伏して、彼を拝そう

とした。すると、彼は言った、「そのようなこと

をしてはいけない。わたしは、あなたと同じ僕仲

間であり、またイエスのあかしびとであるあなた

の兄弟たちと同じ僕仲間である。ただ神だけを拝

しなさい。イエスのあかしは、すなわち預言の霊

である」。 11またわたしが見ていると、天が開か

れ、見よ、そこに白い馬がいた。それに乗ってい

るかたは、「忠実で真実な者」と呼ばれ、義によ

ってさばき、また、戦うかたである。 12その目は

燃える炎であり、その頭には多くの冠があった。

また、彼以外にはだれも知らない名がその身にし
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るされていた。 13彼は血染めの衣をまとい、その

名は「神の言」と呼ばれた。 14そして、天の軍勢

が、純白で、汚れのない麻布の衣を着て、白い馬

に乗り、彼に従った。 15その口からは、諸国民を

打つために、鋭いつるぎが出ていた。彼は、鉄の

つえをもって諸国民を治め、また、全能者なる神

の激しい怒りの酒ぶねを踏む。 16その着物にも、

そのももにも、「王の王、主の主」という名がし

るされていた。 17また見ていると、ひとりの御使

が太陽の中に立っていた。彼は、中空を飛んでい

るすべての鳥にむかって、大声で叫んだ、「さあ

、神の大宴会に集まってこい。 18そして、王たち

の肉、将軍の肉、勇者の肉、馬の肉、馬に乗って

いる者の肉、また、すべての自由人と奴隷との肉

、小さき者と大いなる者との肉をくらえ」。 19な

お見ていると、獣と地の王たちと彼らの軍勢とが

集まり、馬に乗っているかたとその軍勢とに対し

て、戦いをいどんだ。 20しかし、獣は捕えられ、

また、この獣の前でしるしを行って、獣の刻印を

受けた者とその像を拝む者とを惑わしたにせ預言

者も、獣と共に捕えられた。そして、この両者と

も、生きながら、硫黄の燃えている火の池に投げ

込まれた。 (Limnē Pyr g3041 g4442) 21それ以外の者た

ちは、馬に乗っておられるかたの口から出るつる

ぎで切り殺され、その肉を、すべての鳥が飽きる

まで食べた。

20またわたしが見ていると、ひとりの御使が、
底知れぬ所のかぎと大きな鎖とを手に持って

、天から降りてきた。 (Abyssos g12) 2彼は、悪魔で

ありサタンである龍、すなわち、かの年を経たへ

びを捕えて千年の間つなぎおき、 3そして、底知

れぬ所に投げ込み、入口を閉じてその上に封印し

、千年の期間が終るまで、諸国民を惑わすことが

ないようにしておいた。その後、しばらくの間だ

け解放されることになっていた。 (Abyssos g12) 4ま

た見ていると、かず多くの座があり、その上に人

々がすわっていた。そして、彼らにさばきの権が

与えられていた。また、イエスのあかしをし神の

言を伝えたために首を切られた人々の霊がそこに

おり、また、獣をもその像をも拝まず、その刻印

を額や手に受けることをしなかった人々がいた。

彼らは生きかえって、キリストと共に千年の間、

支配した。 5（それ以外の死人は、千年の期間が

終るまで生きかえらなかった。）これが第一の復

活である。 6この第一の復活にあずかる者は、さ

いわいな者であり、また聖なる者である。この人

たちに対しては、第二の死はなんの力もない。彼

らは神とキリストとの祭司となり、キリストと共

に千年の間、支配する。 7千年の期間が終ると、

サタンはその獄から解放される。 8そして、出て

行き、地の四方にいる諸国民、すなわちゴグ、マ

ゴグを惑わし、彼らを戦いのために召集する。そ

の数は、海の砂のように多い。 9彼らは地上の広

い所に上ってきて、聖徒たちの陣営と愛されてい

た都とを包囲した。すると、天から火が下ってき

て、彼らを焼き尽した。 10そして、彼らを惑わし

た悪魔は、火と硫黄との池に投げ込まれた。そこ

には、獣もにせ預言者もいて、彼らは世々限りな

く日夜、苦しめられるのである。 (aiōn g165, Limnē

Pyr g3041 g4442) 11また見ていると、大きな白い御座

があり、そこにいますかたがあった。天も地も御

顔の前から逃げ去って、あとかたもなくなった。

12また、死んでいた者が、大いなる者も小さき者

も共に、御座の前に立っているのが見えた。かず

かずの書物が開かれたが、もう一つの書物が開か

れた。これはいのちの書であった。死人はそのし

わざに応じ、この書物に書かれていることにした

がって、さばかれた。 13海はその中にいる死人を

出し、死も黄泉もその中にいる死人を出し、そし

て、おのおのそのしわざに応じて、さばきを受け

た。 (Hadēs g86) 14それから、死も黄泉も火の池に

投げ込まれた。この火の池が第二の死である。

(Hadēs g86, Limnē Pyr g3041 g4442) 15このいのちの書に

名がしるされていない者はみな、火の池に投げ込

まれた。 (Limnē Pyr g3041 g4442)

21わたしはまた、新しい天と新しい地とを見た
。先の天と地とは消え去り、海もなくなって

しまった。 2また、聖なる都、新しいエルサレム

が、夫のために着飾った花嫁のように用意をとと

のえて、神のもとを出て、天から下って来るのを

見た。 3また、御座から大きな声が叫ぶのを聞い

た、「見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が人と

共に住み、人は神の民となり、神自ら人と共にい

まして、 4人の目から涙を全くぬぐいとって下さ

る。もはや、死もなく、悲しみも、叫びも、痛み

もない。先のものが、すでに過ぎ去ったからであ

る」。 5すると、御座にいますかたが言われた、

「見よ、わたしはすべてのものを新たにする」。

また言われた、「書きしるせ。これらの言葉は、

信ずべきであり、まことである」。 6そして、わ

たしに仰せられた、「事はすでに成った。わたし

は、アルパでありオメガである。初めであり終り

である。かわいている者には、いのちの水の泉か

ら価なしに飲ませよう。 7勝利を得る者は、これ

らのものを受け継ぐであろう。わたしは彼の神と

なり、彼はわたしの子となる。 8しかし、おくび

ょうな者、信じない者、忌むべき者、人殺し、姦

淫を行う者、まじないをする者、偶像を拝む者、

すべて偽りを言う者には、火と硫黄の燃えている

池が、彼らの受くべき報いである。これが第二の

死である」。 (Limnē Pyr g3041 g4442) 9最後の七つの

災害が満ちている七つの鉢を持っていた七人の御

使のひとりがきて、わたしに語って言った、「さ

あ、きなさい。小羊の妻なる花嫁を見せよう」。

10この御使は、わたしを御霊に感じたまま、大き

な高い山に連れて行き、聖都エルサレムが、神の

栄光のうちに、神のみもとを出て天から下って来

るのを見せてくれた。 11その都の輝きは、高価な

宝石のようであり、透明な碧玉のようであった。

12それには大きな、高い城壁があって、十二の門

があり、それらの門には、十二の御使がおり、イ

スラエルの子らの十二部族の名が、それに書いて
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あった。 13東に三つの門、北に三つの門、南に三

つの門、西に三つの門があった。 14また都の城壁

には十二の土台があり、それには小羊の十二使徒

の十二の名が書いてあった。 15わたしに語ってい

た者は、都とその門と城壁とを測るために、金の

測りざおを持っていた。 16都は方形であって、そ

の長さと幅とは同じである。彼がその測りざおで

都を測ると、一万二千丁であった。長さと幅と高

さとは、いずれも同じである。 17また城壁を測る

と、百四十四キュビトであった。これは人間の、

すなわち、御使の尺度によるのである。 18城壁は

碧玉で築かれ、都はすきとおったガラスのような

純金で造られていた。 19都の城壁の土台は、さま

ざまな宝石で飾られていた。第一の土台は碧玉、

第二はサファイヤ、第三はめのう、第四は緑玉、

20第五は縞めのう、第六は赤めのう、第七はかん

らん石、第八は緑柱石、第九は黄玉石、第十はひ

すい、第十一は青玉、第十二は紫水晶であった。

21十二の門は十二の真珠であり、門はそれぞれ一

つの真珠で造られ、都の大通りは、すきとおった

ガラスのような純金であった。 22わたしは、この

都の中には聖所を見なかった。全能者にして主な

る神と小羊とが、その聖所なのである。 23都は、

日や月がそれを照す必要がない。神の栄光が都を

明るくし、小羊が都のあかりだからである。 24諸

国民は都の光の中を歩き、地の王たちは、自分た

ちの光栄をそこに携えて来る。 25都の門は、終日

、閉ざされることはない。そこには夜がないから

である。 26人々は、諸国民の光栄とほまれとをそ

こに携えて来る。 27しかし、汚れた者や、忌むべ

きこと及び偽りを行う者は、その中に決してはい

れない。はいれる者は、小羊のいのちの書に名を

しるされている者だけである。

22御使はまた、水晶のように輝いているいのち
の水の川をわたしに見せてくれた。この川は

、神と小羊との御座から出て、 2都の大通りの中

央を流れている。川の両側にはいのちの木があっ

て、十二種の実を結び、その実は毎月みのり、そ

の木の葉は諸国民をいやす。 3のろわるべきもの

は、もはや何ひとつない。神と小羊との御座は都

の中にあり、その僕たちは彼を礼拝し、 4御顔を

仰ぎ見るのである。彼らの額には、御名がしるさ

れている。 5夜は、もはやない。あかりも太陽の

光も、いらない。主なる神が彼らを照し、そして

、彼らは世々限りなく支配する。 (aiōn g165) 6彼は

また、わたしに言った、「これらの言葉は信ずべ

きであり、まことである。預言者たちのたましい

の神なる主は、すぐにも起るべきことをその僕た

ちに示そうとして、御使をつかわされたのである

。 7見よ、わたしは、すぐに来る。この書の預言

の言葉を守る者は、さいわいである」。 8これら

のことを見聞きした者は、このヨハネである。わ

たしが見聞きした時、それらのことを示してくれ

た御使の足もとにひれ伏して拝そうとすると、 9

彼は言った、「そのようなことをしてはいけない

。わたしは、あなたや、あなたの兄弟である預言

者たちや、この書の言葉を守る者たちと、同じ僕

仲間である。ただ神だけを拝しなさい」。 10また

わたしに言った、「この書の預言の言葉を封じて

はならない。時が近づいているからである。 11不

義な者はさらに不義を行い、汚れた者はさらに汚

れたことを行い、義なる者はさらに義を行い、聖

なる者はさらに聖なることを行うままにさせよ」

。 12「見よ、わたしはすぐに来る。報いを携えて

きて、それぞれのしわざに応じて報いよう。 13わ

たしはアルパであり、オメガである。最初の者で

あり、最後の者である。初めであり、終りである

。 14いのちの木にあずかる特権を与えられ、また

門をとおって都にはいるために、自分の着物を洗

う者たちは、さいわいである。 15犬ども、まじな

いをする者、姦淫を行う者、人殺し、偶像を拝む

者、また、偽りを好みかつこれを行う者はみな、

外に出されている。 16わたしイエスは、使をつか

わして、諸教会のために、これらのことをあなた

がたにあかしした。わたしは、ダビデの若枝また

子孫であり、輝く明けの明星である」。 17御霊も

花嫁も共に言った、「きたりませ」。また、聞く

者も「きたりませ」と言いなさい。かわいている

者はここに来るがよい。いのちの水がほしい者は

、価なしにそれを受けるがよい。 18この書の預言

の言葉を聞くすべての人々に対して、わたしは警

告する。もしこれに書き加える者があれば、神は

その人に、この書に書かれている災害を加えられ

る。 19また、もしこの預言の書の言葉をとり除く

者があれば、神はその人の受くべき分を、この書

に書かれているいのちの木と聖なる都から、とり

除かれる。 20これらのことをあかしするかたが仰

せになる、「しかり、わたしはすぐに来る」。ア

ァメン、主イエスよ、きたりませ。 21主イエスの

恵みが、一同の者と共にあるように。



また、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために着飾った花嫁のように用意をとと

のえて、神のもとを出て、天から下って来るのを見た。また、御座から大きな声が叫

ぶのを聞いた、「見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が人と共に住み、

人は神の民となり、神自ら人と共にいまして、

ヨハネの黙示録 21:2-3
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The Aionian Bible republishes public domain and Creative Common Bible texts that are
100% free to copy and print. The original translation is unaltered and notes are added
to help your study. The notes show the location of eleven special Greek and Hebrew
Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for
all mankind, and the nature of afterlife destinies.

Who has the authority to interpret the Bible and examine the underlying Hebrew and
Greek words? That is a good question! We read in 1 John 2:27, “As for you, the
anointing which you received from him remains in you, and you do not need for anyone
to teach you. But as his anointing teaches you concerning all things, and is true, and is
no lie, and even as it taught you, you remain in him.” Every Christian is qualified to
interpret the Bible! Now that does not mean we will all agree. Each of us is still growing
in our understanding of the truth. However, it does mean that there is no infallible
human or tradition to answer all our questions. Instead the Holy Spirit helps each of us
to know the truth and grow closer to God and each other.

The Bible is a library with 66 books in the Protestant Canon. The best way to learn
God’s word is to read entire books. Read the book of Genesis. Read the book of
John. Read the entire Bible library. Topical studies and cross-referencing can be
good. However, the safest way to understand context and meaning is to read whole
Bible books. Chapter and verse numbers were added for convenience in the 16th
century, but unfortunately they can cause the Bible to seem like an encyclopedia. The
Aionian Bible is formatted with simple verse numbering, minimal notes, and no cross-
referencing in order to encourage the reading of Bible books.

Bible reading must also begin with prayer. Any Christian is qualified to interpret the
Bible with God’s help. However, this freedom is also a responsibility because without
the Holy Spirit we cannot interpret accurately. We read in 1 Corinthians 2:13-14, “And
we speak of these things, not with words taught by human wisdom, but with those
taught by the Spirit, comparing spiritual things with spiritual things. Now the natural
person does not receive the things of the Spirit of God, for they are foolishness to him,
and he cannot understand them, because they are spiritually discerned.” So we cannot
understand in our natural self, but we can with God’s help through prayer.

The Holy Spirit is the best writer and he uses literary devices such as introductions,
conclusions, paragraphs, and metaphors. He also writes various genres including
historical narrative, prose, and poetry. So Bible study must spiritually discern and
understand literature. Pray, read, observe, interpret, and apply. Finally, “Do your best to
present yourself approved by God, a worker who does not need to be ashamed,
properly handling the word of truth.” 2 Timothy 2:15. “God has granted to us his precious
and exceedingly great promises; that through these you may become partakers of the
divine nature, having escaped from the corruption that is in the world by lust. Yes,
and for this very cause adding on your part all diligence, in your faith supply moral
excellence; and in moral excellence, knowledge; and in knowledge, self-control; and in
self-control patience; and in patience godliness; and in godliness brotherly affection;
and in brotherly affection, love. For if these things are yours and abound, they make you
to be not idle nor unfruitful to the knowledge of our Lord Jesus Christ,” 2 Peter 1:4-8.
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The Aionian Bible un-translates and instead transliterates eleven special words to help
us better understand the extent of God’s love for individuals and all mankind, and the
nature of afterlife destinies. The original translation is unaltered and a note is added to
64 Old Testament and 200 New Testament verses. Compare the meanings below to
the Strong's Concordance and Glossary definitions.

Abyssos g12
Greek: proper noun, place
Usage: 9 times in 3 books, 6 chapters, and 9 verses
Meaning:

Temporary prison for special fallen angels such as Apollyon, the Beast, and Satan.

aïdios g126
Greek: adjective
Usage: 2 times in Romans 1:20 and Jude 6
Meaning:

Lasting, enduring forever, eternal.

aiōn g165
Greek: noun
Usage: 127 times in 22 books, 75 chapters, and 102 verses
Meaning:

A lifetime or time period with a beginning and end, an era, an age, the completion
of which is beyond human perception, but known only to God the creator of the aiōns,
Hebrews 1:2. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Greek
usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

aiōnios g166
Greek: adjective
Usage: 71 times in 19 books, 44 chapters, and 69 verses
Meaning:

From start to finish, pertaining to the age, lifetime, entirety, complete, or even
consummate. Never meaning simple endless or infinite chronological time in Koine
Greek usage. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs.

eleēsē g1653
Greek: verb, aorist tense, active voice, subjunctive mood, 3rd person singular
Usage: 1 time in this conjugation, Romans 11:32
Meaning:

To have pity on, to show mercy. Typically, the subjunctive mood indicates possiblity,
not certainty. However, a subjunctive in a purpose clause is a resulting action as certain
as the causal action. The subjunctive in a purpose clause functions as an indicative,
not an optative. Thus, the grand conclusion of grace theology in Romans 11:32 must be
clarified. God's mercy on all is not a possibility, but a certainty. See ntgreek.org.



Geenna g1067
Greek: proper noun, place
Usage: 12 times in 4 books, 7 chapters, and 12 verses
Meaning:

Valley of Hinnom, Jerusalem's trash dump, a place of ruin, destruction, and
judgment in this life, or the next, though not eternal to Jesus' audience.

Hadēs g86
Greek: proper noun, place
Usage: 11 times in 5 books, 9 chapters, and 11 verses
Meaning:

Synonomous with Sheol, though in New Testament usage Hades is the temporal
place of punishment for deceased unbelieving mankind, distinct from Paradise for
deceased believers.

Limnē Pyr g3041 g4442
Greek: proper noun, place
Usage: Phrase 5 times in the New Testament
Meaning:

Lake of Fire, final punishment for those not named in the Book of Life, prepared for
the Devil and his angels, Matthew 25:41.

Sheol h7585
Hebrew: proper noun, place
Usage: 66 times in 17 books, 50 chapters, and 64 verses
Meaning:

The grave or temporal afterlife world of both the righteous and unrighteous,
believing and unbelieving, until the general resurrection.

Tartaroō g5020
Greek: proper noun, place
Usage: 1 time in 2 Peter 2:4
Meaning:

Temporary prison for particular fallen angels awaiting final judgment.
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信
仰
に
よ
っ
て
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
受
け
継
ぐ
べ
き
地
に
出
て
行
け
と
の
召
し
を
こ
う
む
っ
た
時
、
そ
れ
に
従
い
、
行
く
先
を
知
ら
な
い
で
出
て
行
っ
た
。

-
ヘ
ブ
ル
人
へ
の
手
紙
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さ
て
、
パ
ロ
が
民
を
去
ら
せ
た
時
、
ペ
リ
シ
テ
び
と
の
国
の
道
は
近
か
っ
た
が
、
神
は
彼
ら
を
そ
れ
に
導
か
れ
な
か
っ
た
。

民
が
戦
い
を
見
れ
ば
悔
い
て
エ
ジ
プ
ト
に
帰
る
で
あ
ろ
う
と
、
神
は
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

-
出
エ
ジ
プ
ト
記
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人
の
子
が
き
た
の
も
、
仕
え
ら
れ
る
た
め
で
は
な
く
、
仕
え
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
多
く
の
人
の
あ
が
な
い
と
し
て
、
自
分
の
命
を
与
え
る
た
め
で
あ
る
。

-
マ
ル
コ
の
福
音
書
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キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
の
僕
、
神
の
福
音
の
た
め
に
選
び
別
た
れ
、
召
さ
れ
て
使
徒
と
な
っ
た
パ
ウ
ロ
か
ら

-
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙

1:
1











運命
日本語 at AionianBible.org/Destiny

The Aionian Bible shows the location of eleven special Greek and Hebrew Aionian
Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for all
mankind, and the nature of after-life destinies. The underlying Hebrew and Greek
words typically translated as Hell show us that there are not just two after-life destinies,
Heaven or Hell. Instead, there are a number of different locations, each with different
purposes, different durations, and different inhabitants. Locations include 1) Old
Testament Sheol and New Testament Hadēs, 2) Geenna, 3) Tartaroō, 4) Abyssos, 5)
Limnē Pyr, 6) Paradise, 7) The New Heaven, and 8) The New Earth. So there is reason
to review our conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The key observation is that fallen angels will be present at the final judgment, 2 Peter
2:4 and Jude 6. Traditionally, we understand the separation of the Sheep and the
Goats at the final judgment to divide believing from unbelieving mankind, Matthew
25:31-46 and Revelation 20:11-15. However, the presence of fallen angels alternatively
suggests that Jesus is separating redeemed mankind from the fallen angels. We do
know that Jesus is the helper of mankind and not the helper of the Devil, Hebrews 2.
We also know that Jesus has atoned for the sins of all mankind, both believer and
unbeliever alike, 1 John 2:1-2. Deceased believers are rewarded in Paradise, Luke
23:43, while unbelievers are punished in Hades as the story of Lazarus makes plain,
Luke 16:19-31. Yet less commonly known, the punishment of this selfish man and all
unbelievers is before the final judgment, is temporal, and is punctuated when Hades is
evacuated, Revelation 20:13. So is there hope beyond Hades for unbelieving mankind?
Jesus promised, “the gates of Hades will not prevail,” Matthew 16:18. Paul asks,
“Hades where is your victory?” 1 Corinthians 15:55. John wrote, “Hades gives up,”
Revelation 20:13.

Jesus comforts us saying, “Do not be afraid,” because he holds the keys to unlock
death and Hades, Revelation 1:18. Yet too often our Good News sounds like a warning
to “be afraid” because Jesus holds the keys to lock Hades! Wow, we have it backwards!
Hades will be evacuated! And to guarrantee hope, once emptied, Hades is thrown into
the Lake of Fire, never needed again, Revelation 20:14.

Finally, we read that anyone whose name is not written in the Book of Life is thrown
into the Lake of Fire, the second death, with no exit ever mentioned or promised,
Revelation 21:1-8. So are those evacuated from Hades then, “out of the frying pan, into
the fire?” Certainly, the Lake of Fire is the destiny of the Goats. But, do not be afraid.
Instead, read the Bible's explicit mention of the purpose of the Lake of Fire and the
identity of the Goats, “Then he will say also to those on the left hand, ‘Depart from me,
you cursed, into the consummate fire which is prepared for... the devil and his angels,’”
Matthew 25:41. Bad news for the Devil. Good news for all mankind!

Faith is not a pen to write your own name in the Book of Life. Instead, faith is the
glasses to see that the love of Christ for all mankind has already written our names in
Heaven. Jesus said, “You did not choose me, but I chose you,” John 15:16. Though
unbelievers will suffer regrettable punishment in Hades, redeemed mankind will never
enter the Lake of Fire, prepared for the devil and his angels. And as God promised, all
mankind will worship Christ together forever, Philippians 2:9-11.



さ
れ
ば
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ら
往
き
て
、
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の
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と
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-
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